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Welcome to Read the Docs

This is an autogenerated index file.

Please create a docs/index.rst or docs/README.rst file with your own content.

If you want to use another markup, choose a different builder in your settings.





          

      

      

    


    
         版权所有 .
      由 Sphinx 1.3.1 创建。
    

  

    
      导航

      
        	
          索引

        	YII2 stable 文档 
 
      

    


    
      
          
            

索引



 




          

      

      

    


    
         版权所有 .
      由 Sphinx 1.3.1 创建。
    

  guide-ja/helper-overview.html


    
      导航


      
        		
          索引


        		YII2 stable 文档 »

 
      


    


    
      
          
            
  
ヘルパ



Note|注意: この節はまだ執筆中です。



Yii は、一般的なコーディングのタスク、例えば、文字列や配列の操作、HTML コードの生成などを手助けする多くのクラスを提供しています。
これらのヘルパクラスは yii\helpers 名前空間の下に編成されており、すべてスタティックなクラス (すなわち、スタティックなプロパティとメソッドのみを含み、インスタンス化すべきでないクラス) です。


ヘルパクラスは、そのスタティックなメソッドの一つを直接に呼び出すことによって使用します。
例えば、


use yii\helpers\Html;

echo Html::encode('Test > test');




Note|注意: ヘルパクラスをカスタマイズする ことをサポートするために、Yii はコアヘルパクラスのすべてを二つのクラスに分割しています。
すなわち、基底クラス (例えば BaseArrayHelper) と具象クラス (例えば ArrayHelper) です。
ヘルパを使うときは、具象クラスのみを使うべきであり、基底クラスは決して使ってはいけません。




コアヘルパクラス


以下のコアヘルパクラスが Yii のリリースにおいて提供されています。



		ArrayHelper


		Console


		FileHelper


		Html


		HtmlPurifier


		Image


		Inflector


		Json


		Markdown


		Security


		StringHelper


		Url


		VarDumper








ヘルパクラスをカスタマイズする 


コアヘルパクラス (例えば [[yii\helpers\ArrayHelper]]) をカスタマイズするためには、そのヘルパに対応する基底クラス (例えば [[yii\helpers\BaseArrayHelper]]) を拡張するクラスを作成して、名前空間も含めて、対応する具象クラス (例えば [[yii\helpers\ArrayHelper]]) と同じ名前を付けます。
このクラスが、フレームワークのオリジナルの実装を置き換えるものとしてセットアップされます。


次の例は、[[yii\helpers\ArrayHelper]] クラスの [[yii\helpers\ArrayHelper::merge()|merge()]] メソッドをカスタマイズする方法を示すものです。


<?php

namespace yii\helpers;

class ArrayHelper extends BaseArrayHelper
{
    public static function merge($a, $b)
    {
        // あなた独自の実装
    }
}



あなたのクラスを ArrayHelper.php という名前のファイルに保存します。
このファイルはどこに置いても構いません。例えば、@app/components に置くことにしましょう。


次に、アプリケーションの エントリスクリプト で、次のコード行を yii.php ファイルをインクルードする行の後に追加して、Yii クラスオートローダ に、フレームワークから本来のヘルパクラスをロードする代りに、あなたのカスタムクラスをロードすべきことを教えます。


Yii::$classMap['yii\helpers\ArrayHelper'] = '@app/components/ArrayHelper.php';



ヘルパクラスのカスタマイズは、ヘルパの既存の関数の振る舞いを変更したい場合にだけ役立つものであることに注意してください。
アプリケーションの中で使用する関数を追加したい場合には、そのための独立したヘルパを作成する方が良いでしょう。
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プロパティ


PHPでは、クラスのメンバ変数は プロパティ とも呼ばれます。これらの変数は、クラス定義の一部で、クラスのインスタンスの状態を表すために
(すなわち、クラスのあるインスタンスを別のものと区別するために) 使用されます。現実によく、特別な方法でこのプロパティの読み書きを扱いたい
場合があります。たとえば、label プロパティに割り当てられる文字列が常にトリミングされるようにしたい、など。その仕事を成し遂げるために、
あなたは次のようなコードを使ってきたのではありませんか:


$object->label = trim($label);



上記のコードの欠点は、 label プロパティを設定するすべてのコードで、trim() を呼び出す必要があるということです。もし将来的に、
label プロパティに、最初の文字を大文字にしなければならない、といった新たな要件が発生したら、 label に値を代入するすべてのコードを変更しなければなりません。コー​​ドの繰り返しはバグを誘発するので、できれば避けたいところです。


この問題を解決するために、Yii は getter メソッドと setter メソッドをベースにしたプロパティ定義をサポートする、 [[yii\base\Object]] 基底クラスを提供します。
クラスがその機能を必要とするなら、 [[yii\base\Object]] またはその子クラスを継承しましょう。



補足: Yiiのフレームワークのほぼすべてのコアクラスは、 [[yii\base\Object]] またはその子クラスを継承しています。
これは、コアクラスに getter または setter があれば、それをプロパティのように使用できることを意味します。



getter メソッドは、名前が get で始まるメソッドで、setter メソッドは、set で始まるメソッドです。
get または set プレフィクスの後の名前で、プロパティ名を定義します。次のコードに示すように、たとえば、getLabel() という getter と setLabel() という setter は、
label という名前のプロパティを定義します:


namespace app\components;

use yii\base\Object;

class Foo extends Object
{
    private $_label;

    public function getLabel()
    {
        return $this->_label;
    }

    public function setLabel($value)
    {
        $this->_label = trim($value);
    }
}



(詳しく言うと、getter および setter メソッドは、この場合には、内部的に _label と名付けられた private 属性を参照する label プロパティを作っています。)


getter と setter によって定義されたプロパティは、クラスのメンバ変数のように使用することができます。主な違いは、
それらのプロパティが読み取りアクセスされるときは、対応する getter ソッドが呼び出されることであり、プロパティに値が割り当てられるときには、
対応する setter メソッドが呼び出されるということです。例:


// $label = $object->getLabel(); と同じ
$label = $object->label;

// $object->setLabel('abc'); と同じ
$object->label = 'abc';



setter なしの getter で定義されたプロパティは、 読み取り専用 です。そのようなプロパティに値を代入しようとすると、
[[yii\base\InvalidCallException|InvalidCallException]] が発生します。同様に、getter なしの setter で定義されたプロパティは、
書き込み専用 で、そのようなプロパティを読み取りしようとしても、例外が発生します。書き込み専用のプロパティを持つのは一般的ではありませんが。


getter と ​​setter で定義されたプロパティには、いくつかの特別なルールと制限があります:



		この種のプロパティでは、名前の 大文字と小文字を区別しません 。たとえば、 $object->label と $object->Label は同じです。
これは、PHPのメソッド名が大文字と小文字を区別しないためです。


		この種のプロパティの名前と、クラスのメンバ変数の名前とが同じである場合、後者が優先されます。
たとえば、上記の Foo クラスがもしメンバ変数 label を持っているとすると、$object->label = 'abc'
という代入は メンバ変数の label に作用することになり、その行で setLabel() setter メソッドは呼び出されなくなります。


		これらのプロパティは可視性をサポートしていません。プロパティが public、protected、private であるかどうかで、
getter または setter メソッドの定義に違いは生じません。


		プロパティは、 静的でない getter および setter でしか定義できません。静的メソッドは同じようには扱われません。





このガイドの冒頭で説明した問題に戻ると、 label に値が代入されているあらゆる箇所で trim() を呼ぶのではなく、もう setLabel() という setter の内部だけで trim() を呼べば済むのです。
さらに、新しい要求でラベルの先頭を大文字にする必要が発生しても、他のいっさいのコードに触れることなく、すぐに setLabel() メソッドを変更することができます。一箇所の変更は、すべての label への代入に普遍的に作用します。
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アプリケーションを走らせる


Yii のインストールが終ると、実際に動く Yii のアプリケーションにアクセスすることが出来ます。
その URL は、http://hostname/basic/web/index.php あるいは http://hostname/index.php など、設定によって異なります。
この節では、アプリケーションに組み込み済みの機能を紹介し、コードがどのように編成されているか、そして、一般にアプリケーションがリクエストをどのように処理するかを説明します。



Info|情報: 話を簡単にするために、この「始めよう」のチュートリアルを通じて、basic/web をウェブサーバのドキュメントルートとして設定したと仮定します。
そして、アプリケーションにアクセスするための URL は http://hostname/index.php またはそれに似たものになるように設定したと仮定します。
必要に応じて、説明の中の URL を読み替えてください。




機能 


インストールされた基本的なアプリケーションは四つのページを持っています。



		ホームページ: http://hostname/index.php の URL にアクセスすると表示されます。


		「について」のページ。


		「コンタクト」のページ: エンドユーザがメールであなたに連絡を取ることが出来るコンタクトフォームが表示されます。


		「ログイン」ページ: エンドユーザを認証するためのログインフォームが表示されます。
“admin/admin” でログインしてみてください。
「ログイン」のメインメニュー項目が「ログアウト」に変ることに気付くでしょう。





これらのページは共通のヘッダとフッタを持っています。
ヘッダには、異なるページ間を行き来することを可能にするメインメニューバーがあります。


ブラウザのウィンドウの下部にツールバーがあることにも気がつくはずです。
これは Yii によって提供される便利な デバッグツールバー であり、たくさんのデバッグ情報、例えば、ログメッセージ、レスポンスのステータス、実行されたデータベースクエリなどを記録して表示するものです。





アプリケーションの構造 


アプリケーションにとって最も重要なディレクトリとファイルは (アプリケーションのルートディレクトリが basic だと仮定すると) 以下の通りです。


basic/                  アプリケーションのベースパス
    composer.json       Composer によって使用される。パッケージ情報を記述
    config/             アプリケーションその他の構成情報を格納
        console.php     コンソールアプリケーションの構成情報
        web.php         ウェブアプリケーションの構成情報
    commands/           コンソールコマンドのクラスを格納
    controllers/        コントローラのクラスを格納
    models/             モデルのクラスを格納
    runtime/            実行時に Yii によって生成されるファイル (ログやキャッシュなど) を格納
    vendor/             インストールされた Composer パッケージ (Yii フレームワークそのものを含む) を格納
    views/              ビューファイルを格納
    web/                アプリケーションのウェブルート。ウェブからアクセス可能なファイルを格納
        assets/         Yii によって発行されるアセットファイル (javascript と CSS) を格納
        index.php       アプリケーションのエントリスクリプト (ブートストラップスクリプト)
    yii                 Yii コンソールコマンド実行スクリプト



一般に、アプリケーションのファイルは二種類に分けることが出来ます。すなわち、basic/web の下にあるファイルとその他のディレクトリの下にあるファイルです。
前者は HTTP で (すなわちブラウザで) 直接にアクセスすることが出来ますが、後者は直接のアクセスは出来ませんし、許可すべきでもありません。


Yii は モデル・ビュー・コントローラ (MVC) [http://wikipedia.org/wiki/Model-view-controller] デザインパターンを実装していますが、それが上記のディレクトリ構成にも反映されています。
models ディレクトリが全ての モデルクラス を格納し、views ディレクトリが全ての ビュースクリプト を格納し、
controllers ディレクトリが全ての コントローラクラス を格納しています。


次の図がアプリケーションの静的な構造を示すものです。


[image: アプリケーションの静的な構造]


各アプリケーションは一つのエントリスクリプト web/index.php を持ちます。
これはアプリケーション中で唯一ウェブからアクセス可能な PHP スクリプトです。
エントリスクリプトは入力されたリクエストを受け取って、アプリケーション のインスタンスを作成します。
アプリケーション は コンポーネント の助力を得てリクエストを解決し、リクエストを MVC に送付します。
ウィジェット は、複雑で動的なユーザインタフェイス要素を構築するために、ビュー の中で使われます。





リクエストのライフサイクル 


次の図は、アプリケーションがどのようにリクエストを処理するかを示すものです。


[image: リクエストのライフサイクル]



		ユーザが エントリスクリプト web/index.php に対してリクエストを出します。


		エントリスクリプトはアプリケーションの 構成情報 を読み出して、リクエストを処理する アプリケーション のインスタンスを作成します。


		アプリケーションは、リクエスト アプリケーションコンポーネントの助力を得て、リクエストされた ルート を解決します。


		アプリケーションがリクエストを処理する コントローラ のインスタンスを作成します。


		コントローラが アクション のインスタンスを作成し、アクションのためのフィルタを実行します。


		一つでもフィルタが失敗したときは、アクションはキャンセルされます。


		すべてのフィルタを通ったとき、アクションが実行されます。


		アクションはデータモデルを、おそらくはデータベースから、読み出します。


		アクションはデータモデルをビューに提供して、ビューをレンダリングします。


		レンダリング結果が レスポンス アプリケーションコンポーネントに返されます。


		レスポンスコンポーネントがレンダリング結果をユーザのブラウザに送信します。
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認証クライアント


Yii は、OpenID [http://openid.net/]、OAuth [http://oauth.net/] または OAuth2 [http://oauth.net/2/] のコンシューマとして、外部サービスを使用して認証 および/または 権限付与を行うことを可能にする公式エクステンションを提供しています。



エクステンションをインストールする


エクステンションをインストールするためには、Composer を使います。次のコマンドを実行します。


composer require --prefer-dist yiisoft/yii2-authclient "*"



または、あなたの composer.json の require セクションに次の行を追加します。


"yiisoft/yii2-authclient": "*"






クライアントを構成する


エクステンションがインストールされた後に、認証クライアントコレクションのアプリケーションコンポーネントをセットアップする必要があります。


'components' => [
    'authClientCollection' => [
        'class' => 'yii\authclient\Collection',
        'clients' => [
            'google' => [
                'class' => 'yii\authclient\clients\GoogleOpenId'
            ],
            'facebook' => [
                'class' => 'yii\authclient\clients\Facebook',
                'clientId' => 'facebook_client_id',
                'clientSecret' => 'facebook_client_secret',
            ],
            // etc.
        ],
    ]
    ...
]



特別な設定なしに使用できる次のクライアントが提供されています。



		[[\yii\authclient\clients\Facebook|Facebook]]


		[[yii\authclient\clients\GitHub|GitHub]]


		Google ([[yii\authclient\clients\GoogleOpenId|OpenID]] または [[yii\authclient\clients\GoogleOAuth|OAuth]] で)


		[[yii\authclient\clients\LinkedIn|LinkedIn]]


		[[yii\authclient\clients\Live|Microsoft Live]]


		[[yii\authclient\clients\Twitter|Twitter]]


		[[yii\authclient\clients\VKontakte|VKontakte]]


		Yandex ([[yii\authclient\clients\YandexOpenId|OpenID]] または [[yii\authclient\clients\YandexOAuth|OAuth]] で)





それぞれのクライアントの構成は少しずつ異なります。
OAuth では、使おうとしているサービスからクライアント ID と秘密キーを取得することが必要です。
OpenID では、たいていの場合、何も設定しなくても動作します。





認証データを保存する


外部サービスによって認証されたユーザを認識するために、最初の認証のときに提供された ID を保存し、以後の認証のときにはそれをチェックする必要があります。
ログインのオプションを外部サービスに限定するのは良いアイデアではありません。
外部サービスによる認証が失敗して、ユーザがログインする方法がなくなるかもしれないからです。
そんなことはせずに、外部認証と昔ながらのパスワードによるログインの両方を提供する方が良いです。


ユーザの情報をデータベースに保存しようとする場合、スキーマは次のようなものになります。


CREATE TABLE user (
    id int(11) NOT NULL AUTO_INCREMENT PRIMARY KEY,
    username varchar(255) NOT NULL,
    auth_key varchar(32) NOT NULL,
    password_hash varchar(255) NOT NULL,
    password_reset_token varchar(255),
    email varchar(255) NOT NULL,
    status smallint(6) NOT NULL DEFAULT 10,
    created_at int(11) NOT NULL,
    updated_at int(11) NOT NULL
);

CREATE TABLE auth (
    id int(11) NOT NULL AUTO_INCREMENT PRIMARY KEY,
    user_id int(11) NOT NULL,
    source string(255) NOT NULL,
    source_id string(255) NOT NULL
);

ALTER TABLE auth ADD CONSTRAINT fk-auth-user_id-user-id
FOREIGN KEY user_id REFERENCES auth(id);



上記の SQL における user は、アドバンストアプリケーションテンプレートでユーザ情報を保存するために使われている標準的なテーブルです。
全てのユーザはそれぞれ複数の外部サービスを使って認証できますので、全ての user レコードはそれぞれ複数の auth レコードと関連を持ち得ます。
auth テーブルにおいて source は使用される認証プロバイダの名前であり、source_id はログイン成功後に外部サービスから提供される一意のユーザ識別子です。


上記で作成されたテーブルを使って Auth モデルを生成することが出来ます。これ以上の修正は必要ありません。





コントローラにアクションを追加する


次のステップでは、ウェブのコントローラ、典型的には SiteController に [[yii\authclient\AuthAction]] を追加します。


class SiteController extends Controller
{
    public function actions()
    {
        return [
            'auth' => [
                'class' => 'yii\authclient\AuthAction',
                'successCallback' => [$this, 'onAuthSuccess'],
            ],
        ];
    }

    public function onAuthSuccess($client)
    {
       $attributes = $client->getUserAttributes();

        /** @var Auth $auth */
        $auth = Auth::find()->where([
            'source' => $client->getId(),
            'source_id' => $attributes['id'],
        ])->one();

        if (Yii::$app->user->isGuest) {
            if ($auth) { // ログイン
                $user = $auth->user;
                Yii::$app->user->login($user);
            } else { // ユーザ登録
                if (User::find()->where(['email' => $attributes['email']])->exists()) {
                    Yii::$app->getSession()->setFlash('error', [
                        Yii::t('app', "{client} のアカウントと同じメールアドレスを持つユーザが既に存在しますが、まだそのアカウントとリンクされていません。リンクするために、まずメールアドレスを使ってログインしてください。", ['client' => $client->getTitle()]),
                    ]);
                } else {
                    $password = Yii::$app->security->generateRandomString(6);
                    $user = new User([
                        'username' => $attributes['login'],
                        'email' => $attributes['email'],
                        'password' => $password,
                    ]);
                    $user->generateAuthKey();
                    $user->generatePasswordResetToken();
                    $transaction = $user->getDb()->beginTransaction();
                    if ($user->save()) {
                        $auth = new Auth([
                            'user_id' => $user->id,
                            'source' => $client->getId(),
                            'source_id' => (string)$attributes['id'],
                        ]);
                        if ($auth->save()) {
                            $transaction->commit();
                            Yii::$app->user->login($user);
                        } else {
                            print_r($auth->getErrors());
                        }
                    } else {
                        print_r($user->getErrors());
                    }
                }
            }
        } else { // ユーザは既にログインしている
            if (!$auth) { // 認証プロバイダを追加
                $auth = new Auth([
                    'user_id' => Yii::$app->user->id,
                    'source' => $client->getId(),
                    'source_id' => $attributes['id'],
                ]);
                $auth->save();
            }
        }
    }
}



外部サービスによるユーザの認証が成功すると successCallback メソッドが呼ばれます。
$client インスタンスを通じて、外部サービスから受け取った情報を取得することが出来ます。
私たちの例では、次のことをしようとしています。



		ユーザがゲストであり、auth にレコードが見つかった場合は、そのユーザをログインさせる。


		ユーザがゲストであり、auth にレコードが見つからなかった場合は、新しいユーザを作成して、auth テーブルにレコードを作成する。そして、ログインさせる。


		ユーザがログインしており、auth にレコードが見つからなかった場合は、追加のアカウントにも接続するようにする (そのデータを auth テーブルに保存する)。





全ての Auth クライアントには違いがありますが、同じインタフェイス  [[yii\authclient\ClientInterface]] を共有し、共通の API によって管理されます。


各クライアントは、異なる目的に使用できるいくつかの説明的なデータを持っています。



		id - クライアントを他のクライアントから区別する一意の ID。
URL やログに使うことが出来ます。


		name - このクライアントが属する外部認証プロバイダの名前。
認証クライアントが異なっても、同じ外部認証プロバイダを参照している場合は、同じ名前になることがあります。
例えば、Google OpenID のクライアントと Google OAuth のクライアントは同じ名前 “google” を持ちます。
この属性は内部的にデータベースや CSS スタイルなどにおいて使用することが出来ます。


		title - 外部認証プロバイダのユーザフレンドリな名前。ビューのレイヤにおいて認証クライアントを表示するのに使用されます。





それぞれの認証クライアントは異なる認証フローを持ちますが、すべてのものが getUserAttributes() メソッドをサポートしており、認証が成功した後にこのメソッドを呼び出すことが出来ます。


このメソッドによって、外部のユーザアカウントの情報、例えば、ID、メールアドレス、フルネーム、優先される言語などを取得することが出来ます。


外部認証プロバイダが返すべき属性を定義するリストは、クライアントのタイプに依存します。



		[[yii\authclient\OpenId]]: requiredAttributes と optionalAttributes の組み合わせ。


		[[yii\authclient\OAuth1]] と [[yii\authclient\OAuth2]]: scope フィールド。
プロバイダによってスコープの形式が異なることに注意。






API 呼び出しによって追加のデータを取得する


[[yii\authclient\OAuth1]] と [[yii\authclient\OAuth2]] は、ともに、api() メソッドをサポートしており、これによって外部認証プロバイダの REST API にアクセスすることが出来ます。
ただし、このメソッドは非常に基本的なもので、外部 API の完全な機能にアクセスするためには、十分なものではありません。
このメソッドは、主として、外部のユーザアカウントの情報を取得するために使用されます。


API の呼び出しを使用するためには、API の仕様に従って [[yii\authclient\BaseOAuth::apiBaseUrl]] をセットアップする必要があります。
そうすれば [[yii\authclient\BaseOAuth::api()]] メソッドを呼ぶことが出来ます。


use yii\authclient\OAuth2;

$client = new OAuth2;

// ...

$client->apiBaseUrl = 'https://www.googleapis.com/oauth2/v1';
$userInfo = $client->api('userinfo', 'GET');








ログインビューにウィジェットを追加する


そのまま使える [[yii\authclient\widgets\AuthChoice]] ウィジェットをビューで使用することが出来ます。


<?= yii\authclient\widgets\AuthChoice::widget([
     'baseAuthUrl' => ['site/auth'],
     'popupMode' => false,
]) ?>






あなた自身の認証クライアントを作成する


どの外部認証プロバイダでも、あなた自身の認証クライアントを作成して、OpenID または OAuth プロトコルをサポートすることが出来ます。
そうするためには、最初に、外部認証プロバイダによってどのプロトコルがサポートされているかを見出す必要があります。
それによって、あなたのエクステンションの基底クラスの名前が決ります。



		OAuth 2 のためには [[yii\authclient\OAuth2]] を使います。


		OAuth 1/1.0a のためには [[yii\authclient\OAuth1]] を使います。


		OpenID のためには [[yii\authclient\OpenId]] を使います。





この段階で、対応するメソッドを宣言することによって、認証クライアントのデフォルトの名前、タイトル、および、ビューオプションを決定することが出来ます。


use yii\authclient\OAuth2;

class MyAuthClient extends OAuth2
{
    protected function defaultName()
    {
        return 'my_auth_client';
    }

    protected function defaultTitle()
    {
        return 'My Auth Client';
    }

    protected function defaultViewOptions()
    {
        return [
            'popupWidth' => 800,
            'popupHeight' => 500,
        ];
    }
}



使用する基底クラスによって、宣言し直さなければならないフィールドやメソッドが異なります。



[[yii\authclient\OpenId]]


必要なことは、authUrl フィールドを宣言し直して URL を指定することだけです。
デフォルトの 必須属性 および/または オプション属性を設定することも可能です。
例えば、


use yii\authclient\OpenId;

class MyAuthClient extends OpenId
{
    public $authUrl = 'https://www.my.com/openid/';

    public $requiredAttributes = [
        'contact/email',
    ];

    public $optionalAttributes = [
        'namePerson/first',
        'namePerson/last',
    ];
}






[[yii\authclient\OAuth2]]


以下のものを指定する必要があります。



		認証 URL - authUrl フィールド。


		トークンリクエスト URL - tokenUrl フィールド。


		API のベース URL - apiBaseUrl フィールド。


		ユーザ属性取得ストラテジー - initUserAttributes() メソッド。





例えば、


use yii\authclient\OAuth2;

class MyAuthClient extends OAuth2
{
    public $authUrl = 'https://www.my.com/oauth2/auth';

    public $tokenUrl = 'https://www.my.com/oauth2/token';

    public $apiBaseUrl = 'https://www.my.com/apis/oauth2/v1';

    protected function initUserAttributes()
    {
        return $this->api('userinfo', 'GET');
    }
}



デフォルトの auth スコープを指定することも出来ます。



Note|注意: OAuth プロバイダの中には、OAuth の標準を厳格に遵守せず、標準と異なる仕様を導入しているものもあります。
そのようなものに対してクライアントを実装するためには、追加の労力が必要になることがあります。






[[yii\authclient\OAuth1]]


以下のものを指定する必要があります。



		認証 URL - authUrl フィールド。


		リクエストトークン URL - requestTokenUrl フィールド。


		アクセストークン URL - accessTokenUrl フィールド。


		API のベース URL - apiBaseUrl フィールド。


		ユーザ属性取得ストラテジー - initUserAttributes() メソッド。





例えば、


use yii\authclient\OAuth1;

class MyAuthClient extends OAuth1
{
    public $authUrl = 'https://www.my.com/oauth/auth';

    public $requestTokenUrl = 'https://www.my.com/oauth/request_token';

    public $accessTokenUrl = 'https://www.my.com/oauth/access_token';

    public $apiBaseUrl = 'https://www.my.com/apis/oauth/v1';

    protected function initUserAttributes()
    {
        return $this->api('userinfo', 'GET');
    }
}



デフォルトの auth スコープを指定することも出来ます。



Note|注意: OAuth プロバイダの中には、OAuth の標準を厳格に遵守せず、標準と異なる仕様を導入しているものもあります。
そのようなものに対してクライアントを実装するためには、追加の労力が必要になることがあります。
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エクステンション


エクステンションは、Yii のアプリケーションで使われることに限定して設計され、そのまますぐに使える機能を提供する再配布可能なソフトウェアパッケージです。
例えば、yiisoft/yii2-debug エクステンションは、あなたのアプリケーションにおいて、全てのページの末尾に便利なデバッグツールバーを追加して、ページが生成される過程をより容易に把握できるように手助けしてくれます。
エクステンションを使うと、あなたの開発プロセスを加速することが出来ます。
また、あなたのコードをエクステンションとしてパッケージ化すると、あなたの優れた仕事を他の人たちと共有することが出来ます。



Info|情報: 「エクステンション」という用語は Yii に限定されたソフトウェアパッケージを指すものとして使用します。
Yii がなくても使用できる汎用のソフトウェアパッケージを指すためには、「パッケージ」または「ライブラリ」という用語を使うことにします。




エクステンションを使う 


エクステンションを使うためには、先ずはそれをインストールする必要があります。
ほとんどのエクステンションは Composer [https://getcomposer.org/] のパッケージとして配布されていて、次の二つの簡単なステップをふめばインストールすることが出来ます。



		アプリケーションの composer.json ファイルを修正して、どのエクステンション (Composer パッケージ) をインストールしたいかを指定する。


		composer install コマンドを走らせて指定したエクステンションをインストールする。





Composer [https://getcomposer.org/] を持っていない場合は、それをインストールする必要があることに注意してください。


デフォルトでは、Composer はオープンソース Composer パッケージの最大のレポジトリである Packagist [https://packagist.org/] に登録されたパッケージをインストールします。
エクステンションは Packagist で探すことが出来ます。
また、自分自身のレポジトリを作成 [https://getcomposer.org/doc/05-repositories.md#repository] して、それを使うように Composer を構成することも出来ます。
これは、あなたがプライベートなエクステンションを開発していて、それを自分のプロジェクト間でのみ共有したい場合に役に立つ方法です。


Composer によってインストールされるエクステンションは BasePath/vendor ディレクトリに保存されます。
ここで BasePath は、アプリケーションの ベースパス を指します。
Composer は依存関係を管理するものですから、あるパッケージをインストールするときには、それが依存する全てのパッケージも同時にインストールします。


例えば、yiisoft/yii2-imagine エクステンションをインストールするためには、あなたの composer.json を次のように修正します。


{
    // ...

    "require": {
        // ... 他の依存パッケージ

        "yiisoft/yii2-imagine": "*"
    }
}



インストール完了後には、BasePath/vendor の下に yiisoft/yii2-imagine ディレクトリが作られている筈です。
それと同時に、imagine/imagine という別のディレクトリも作られて、依存するパッケージがそこにインストールされている筈です。



Info|情報: yiisoft/yii2-imagine は Yii 開発チームによって開発され保守されるコアエクステンションの一つです。
全てのコアエクステンションは Packagist [https://packagist.org/] でホストされ、yiisoft/yii2-xyz のように名付けられます。
ここで xyz はエクステンションによってさまざまに変ります。



これであなたはインストールされたエクステンションをあなたのアプリケーションの一部であるかのように使うことが出来ます。
次の例は、yiisoft/yii2-imagine エクステンションによって提供される yii\imagine\Image クラスをどのようにして使うことが出来るかを示すものです。


use Yii;
use yii\imagine\Image;

// サムネール画像を生成する
Image::thumbnail('@webroot/img/test-image.jpg', 120, 120)
    ->save(Yii::getAlias('@runtime/thumb-test-image.jpg'), ['quality' => 50]);




Info|情報: エクステンションのクラスは Yii クラスオートローダ によってオートロードされます。




エクステンションを手作業でインストールする 


あまり無いことですが、いくつかまたは全てのエクステンションを Composer に頼らずに手作業でインストールしたい場合があるかもしれません。
そうするためには、次のようにしなければなりません。



		エクステンションのアーカイブファイルをダウンロードして、vendor ディレクトリに解凍する。


		もし有れば、エクステンションによって提供されているクラスオートローダをインストールする。


		指示に従って、依存するエクステンションを全てダウンロードしインストールする。





エクステンションがクラスオートローダを持っていなくても、PSR-4 標準 [http://www.php-fig.org/psr/psr-4/] に従っている場合は、Yii によって提供されているクラスオートローダを使ってエクステンションのクラスをオートロードすることが出来ます。
必要なことは、エクステンションのルートディレクトリのための ルートエイリアス を宣言することだけです。
例えば、エクステンションを vendor/mycompany/myext というディレクトリにインストールしたと仮定します。
そして、エクステンションのクラスは myext 名前空間の下にあるとします。
その場合、アプリケーションの構成情報に下記のコードを含めます。


[
    'aliases' => [
        '@myext' => '@vendor/mycompany/myext',
    ],
]








エクステンションを作成する 


あなたの優れたコードを他の人々と共有する必要があると感じたときは、エクステンションを作成することを考慮するのが良いでしょう。
エクステンションは、ヘルパクラス、ウィジェット、モジュールなど、どのようなコードでも含むことが出来ます。


エクステンションは、Composer パッケージ [https://getcomposer.org/] の形式で作成することが推奨されます。
そうすれば、直前の項で説明したように、いっそう容易に他のユーザによってインストールされ、使用されることが出来ます。


以下は、エクステンションを Composer のパッケージとして作成するために踏む基本的なステップです。



		エクステンションのためのプロジェクトを作成して、github.com [https://github.com] などの VCS レポジトリ上でホストします。
エクステンションに関する開発と保守の作業はこのレポジトリ上でしなければなりません。


		プロジェクトのルートディレクトリに、Composer によって要求される composer.json という名前のファイルを作成します。
詳細については、次の項を参照してください。


		エクステンションを Packagist [https://packagist.org/] などの Composer レポジトリに登録します。
そうすると、他のユーザがエクステンションを見つけて Composer を使ってインストールすることが出来るようになります。






composer.json 


全ての Composer パッケージは、ルートディレクトリに composer.json というファイルを持たなければなりません。
このファイルはパッケージに関するメタデータを含むものです。
このファイルに関する完全な仕様は Composer Manual [https://getcomposer.org/doc/01-basic-usage.md#composer-json-project-setup] に記載されています。
次の例は、yiisoft/yii2-imagine エクステンションのための composer.json ファイルを示すものです。


{
    // パッケージ名
    "name": "yiisoft/yii2-imagine",

    // パッケージタイプ
    "type": "yii2-extension",

    "description": "The Imagine integration for the Yii framework",
    "keywords": ["yii2", "imagine", "image", "helper"],
    "license": "BSD-3-Clause",
    "support": {
        "issues": "https://github.com/yiisoft/yii2/issues?labels=ext%3Aimagine",
        "forum": "http://www.yiiframework.com/forum/",
        "wiki": "http://www.yiiframework.com/wiki/",
        "irc": "irc://irc.freenode.net/yii",
        "source": "https://github.com/yiisoft/yii2"
    },
    "authors": [
        {
            "name": "Antonio Ramirez",
            "email": "amigo.cobos@gmail.com"
        }
    ],

    // 依存パッケージ
    "require": {
        "yiisoft/yii2": "*",
        "imagine/imagine": "v0.5.0"
    },

    // クラスのオートロードの仕様
    "autoload": {
        "psr-4": {
            "yii\\imagine\\": ""
        }
    }
}




パッケージ名 


全ての Composer パッケージは、他の全てパッケージと異なる一意に特定できる名前を持たなければなりません。
パッケージ名の形式は vendorName/projectName です。
例えば、yiisoft/yii2-imagine というパッケージ名の中では、ベンダー名とプロジェクト名は、それぞれ、yiisoft と yii2-imagine です。


ベンダー名として yiisoft を使ってはいけません。これは Yii のコアコードに使うために予約されています。


プロジェクト名には、Yii 2 エクステンションを表す yii2- を前置することを推奨します。例えば、myname/yii2-mywidget です。
このようにすると、ユーザはパッケージが Yii 2 エクステンションであることをより容易に知ることが出来ます。





パッケージタイプ 


パッケージがインストールされたときに Yii のエクステンションとして認識されるように、エクステンションのパッケージタイプを yii2-extension と指定することは重要なことです。


ユーザが composer install を走らせてエクステンションをインストールすると、vendor/yiisoft/extensions.php というファイルが自動的に更新されて、新しいエクステンションに関する情報を含むようになります。
Yii のアプリケーションは、このファイルによって、どんなエクステンションがインストールされているかを知ることが出来ます
(その情報には、[[yii\base\Application::extensions]] を通じてアクセスすることが出来ます)。





依存パッケージ 


あなたのエクステンションは Yii に依存します (当然ですね)。
ですから、composer.json の require エントリのリストにそれ (yiisoft/yii2) を挙げなければなりません。
あなたのエクステンションがその他のエクステンションやサードパーティのライブラリに依存する場合は、それらもリストに挙げなければなりません。
それぞれの依存パッケージについて、適切なバージョン制約 (例えば 1.* や @stable) を指定することも忘れてはなりません。
あなたのエクステンションを安定バージョンとしてリリースする場合は、安定した依存パッケージを使ってください。


たいていの JavaScript/CSS パッケージは、Composer ではなく、Bower [http://bower.io/] および/または NPM [https://www.npmjs.org/] を使って管理されています。
Yii は Composer アセットプラグイン [https://github.com/francoispluchino/composer-asset-plugin] を使って、この種のパッケージを Composer によって管理することを可能にしています。
あなたのエクステンションが Bower パッケージに依存している場合でも、次のように、composer.json に依存パッケージをリストアップすることが簡単に出来ます。


{
    // 依存パッケージ
    "require": {
        "bower-asset/jquery": ">=1.11.*"
    }
}



上記のコードは、エクステンションが jquery Bower パッケージに依存することを述べています。
一般に、composer.json の中でBower パッケージを指すためには bower-asset/PackageName を使うことが出来ます。
そして、NPM パッケージを指すためには npm-asset/PackageName を使うことが出来ます。
Composer が Bower または NPM のパッケージをインストールする場合は、デフォルトでは、それぞれ、@vendor/bower/PackageName および @vendor/npm/Packages というディレクトリの下にパッケージの内容がインストールされます。
この二つのディレクトリは、@bower/PackageName および @npm/PackageName という短いエイリアスを使って参照することも可能です。


アセット管理に関する詳細については、アセット の節を参照してください。





クラスのオートロード 


エクステンションのクラスが Yii のクラスオートローダまたは Composer のクラスオートローダによってオートロードされるように、下記に示すように、composer.json ファイルの autoload エントリを指定しなければなりません。


{
    // ....

    "autoload": {
        "psr-4": {
            "yii\\imagine\\": ""
        }
    }
}



一つまたは複数のルート名前空間と、それに対応するファイルパスをリストに挙げることが出来ます。


エクステンションがアプリケーションにインストールされると、Yii は列挙されたルート名前空間の一つ一つに対して、名前空間に対応するディレクトリを指す エイリアス を作成します。
例えば、上記の autoload の宣言は、@yii/imagine という名前のエイリアスに対応することになります。







推奨されるプラクティス 


エクステンションは他の人々によって使われることを意図したものですから、多くの場合、追加の開発努力が必要になります。
以下に、高品質のエクステンションを作成するときによく用いられ、また推奨されるプラクティスのいくつかを紹介します。



名前空間 


名前の衝突を避けて、エクステンションの中のクラスをオートロード可能にするために、名前空間を使うべきであり、エクステンションの中のクラスには PSR-4 標準 [http://www.php-fig.org/psr/psr-4/] または PSR-0 標準 [http://www.php-fig.org/psr/psr-0/] に従った名前を付けるべきです。


あなたのクラスの名前空間は vendorName\extensionName で始まるべきです。
ここで extensionName は、yii2- という接頭辞を含むべきでないことを除けば、パッケージ名におけるプロジェクト名と同じものです。
例えば、yiisoft/yii2-imagine エクステンションでは、yii\imagine をエクステンションのクラスの名前空間として使っています。


yii、yii2 または yiisoft をベンダー名として使ってはいけません。これらの名前は、Yii のコアコードに使うために予約されています。





ブートストラップクラス 


場合によっては、アプリケーションが ブートストラップ の段階にある間に、エクステンションに何らかのコードを実行させたい場合があるでしょう。
例えば、エクステンションをアプリケーションの beginRequest イベントに反応させて、何らかの環境設定を調整したいことがあります。
エクステンションのユーザに対して、エクステンションの中にあるイベントハンドラを beginRequest イベントに明示的にアタッチするように指示することも出来ますが、より良い方法は、それを自動的に行うことです。


この目的を達するためには、[[yii\base\BootstrapInterface]] を実装する、いわゆる ブートストラップクラス を作成します。
例えば、


namespace myname\mywidget;

use yii\base\BootstrapInterface;
use yii\base\Application;

class MyBootstrapClass implements BootstrapInterface
{
    public function bootstrap($app)
    {
        $app->on(Application::EVENT_BEFORE_REQUEST, function () {
             // ここで何かをする
        });
    }
}



そして、次のように、このクラスを composer.json ファイルのリストに挙げます。


{
    // ...

    "extra": {
        "bootstrap": "myname\\mywidget\\MyBootstrapClass"
    }
}



このエクステンションがアプリケーションにインストールされると、すべてのリクエストのブートストラップの過程において、毎回、Yii が自動的にブートストラップクラスのインスタンスを作成し、その [[yii\base\BootstrapInterface::bootstrap()|bootstrap()]] メソッドを呼びます。





データベースを扱う 


あなたのエクステンションはデータベースにアクセスする必要があるかも知れません。
エクステンションを使うアプリケーションが常に Yii::$db を DB 接続として使用すると仮定してはいけません。
その代りに、DB アクセスを必要とするクラスのために db プロパティを宣言すべきです。
このプロパティによって、エクステンションのユーザは、エクステンションにどの DB 接続を使わせるかをカスタマイズすることが出来るようになります。
その一例として、[[yii\caching\DbCache]] クラスを参照して、それがどのように db プロパティを宣言して使っているかを見ることが出来ます。


あなたのエクステンションが特定の DB テーブルを作成したり、DB スキーマを変更したりする必要がある場合は、次のようにするべきです。



		DB スキーマを操作するために、平文の SQL ファイルを使うのではなく、マイグレーション を提供する。


		マイグレーションがさまざまな DBMS に適用可能なものになるように試みる。


		マイグレーションの中では アクティブレコード の使用を避ける。








アセットを使う 


あなたのエクステンションがウィジェットかモジュールである場合は、動作するために何らかの アセット が必要である可能性が高いでしょう。
例えば、モジュールは、画像、JavaScript、そして CSS を含むページを表示することがあるでしょう。
アプリケーションにインストールされるときに、エクステンションの全てのファイルは同じディレクトリの下に配置されますが、そのディレクトリはウェブからはアクセス出来ないものです。
そのため、次のどちらかの方法を使って、アセットファイルをウェブから直接アクセス出来るようにしなければなりません。



		アセットファイルをウェブからアクセス出来る特定のフォルダに手作業でコピーするように、エクステンションのユーザに要求する。


		アセットバンドル を宣言し、アセット発行メカニズムに頼って、アセットバンドルにリストされているファイルをウェブからアクセス出来るフォルダに自動的にコピーする。





あなたのエクステンションが他の人々にとって一層使いやすいものになるように、第二の方法をとることを推奨します。
アセットの取り扱い一般に関する詳細は アセット の節を参照してください。





国際化と地域化 


あなたのエクステンションは、さまざまな言語をサポートするアプリケーションによって使われるかもしれません。
従って、あなたのエクステンションがエンドユーザにコンテントを表示するものである場合は、それを 国際化 するように努めるべきです。
具体的には、



		エクステンションがエンドユーザに向けたメッセージを表示する場合は、翻訳することが出来るようにメッセージを Yii::t() で囲むべきです。
開発者に向けられたメッセージ (内部的な例外のメッセージなど) は翻訳される必要はありません。


		エクステンションが数値や日付などを表示する場合は、[[yii\i18n\Formatter]] を適切な書式化の規則とともに使って書式設定すべきです。





詳細については、国際化 の節を参照してください。





テスト 


あなたは、あなたのエクステンションが他の人々に問題をもたらすことなく完璧に動作することを望むでしょう。
この目的を達するためには、あなたのエクステンションを公開する前にテストすべきです。


手作業のテストに頼るのではなく、あなたのエクステンションのコードをカバーするさまざまなテストケースを作成することが推奨されます。
あなたのエクステンションの新しいバージョンを公開する前には、毎回、それらのテストケースを走らせるだけで、全てが良い状態にあることを確認することが出来ます。
Yii はテストのサポートを提供しており、それよって、単体テスト、機能テスト、承認テストを書くことが一層簡単に出来るようになっています。
詳細については、テスト の節を参照してください。





バージョン管理 


エクステンションのリリースごとにバージョン番号 (例えば 1.0.1) を付けるべきです。
どのようなバージョン番号を付けるべきかを決定するときは、セマンティックバージョニング [http://semver.org] のプラクティスに従うことを推奨します。





リリース(公開) 


他の人々にあなたのエクステンションを知ってもらうためには、それをリリース(公開)する必要があります。


エクステンションをリリースするのが初めての場合は、Packagist [https://packagist.org/] などの Composer レポジトリにエクステンションを登録するべきです。
その後は、あなたがしなければならない仕事は、エクステンションの VCS レポジトリでリリースタグ (例えば v1.0.1) を作成することと、Composer レポジトリに新しいリリースについて通知するだけのことになります。
そうすれば、人々が新しいリリースを見出すことが出来るようになり、Composer レポジトリを通じてエクステンションをインストールしたりアップデートしたりするようになります。


エクステンションのリリースには、コードファイル以外に、人々があなたのエクステンションについて知ったり、エクステンションを使ったりするのを助けるために、下記のものを含めることを考慮すべきです。



		パッケージのルートディレクトリに readme ファイル: あなたのエクステンションが何をするものか、そして、どのようにインストールして使うものかを説明するものです。
Markdown [http://daringfireball.net/projects/markdown/] 形式で書いて、readme.md という名前にすることを推奨します。


		パッケージのルートディレクトリに changelog ファイル: それぞれのリリースで何が変ったかを一覧表示するものです。
このファイルは Markdown 形式で書いて changelog.md と名付けることが出来ます。


		パッケージのルートディレクトリに upgrade ファイル: エクステンションの古いリリースからのアップグレード方法について説明するものです。
このファイルは Markdown 形式で書いて upgrade.md と名付けることが出来ます。


		チュートリアル、デモ、スクリーンショットなど: あなたのエクステンションが readme ファイルでは十分にカバーできないほど多くの機能を提供するものである場合は、これらが必要になります。


		API ドキュメント: あなたのコードは、他の人々が読んで理解することがより一層容易に出来るように、十分な解説を含むべきです。
Object のクラスファイル [https://github.com/yiisoft/yii2/blob/master/framework/base/Object.php] を参照すると、コードに解説を加える方法を学ぶことが出来ます。






Info|情報: コードのコメントを Markdown 形式で書くことが出来ます。
yiisoft/yii2-apidoc エクステンションが、コードのコメントに基づいて綺麗な API ドキュメントを生成するツールを提供しています。




Info|情報: これは要求ではありませんが、あなたのエクステンションも一定のコーディングスタイルを守るのが良いと思います。
コアフレームワークコードスタイル [https://github.com/yiisoft/yii2/wiki/Core-framework-code-style] を参照してください。










コアエクステンション 


Yii は下記のコアエクステンションを提供しています。これらは Yii 開発チームによって開発され保守されているものです。
全て Packagist [https://packagist.org/] に登録され、エクステンションを使う の項で説明したように、簡単にインストールすることが出来ます。



		yiisoft/yii2-apidoc [https://github.com/yiisoft/yii2-apidoc]:
拡張可能で高性能な API ドキュメント生成機能を提供します。コアフレームワークの API ドキュメントを生成するためにも使われています。


		yiisoft/yii2-authclient [https://github.com/yiisoft/yii2-authclient]:
Facebook OAuth2 クライアント、GitHub OAuth2 クライアントなど、よく使われる一連の auth クライアントを提供します。


		yiisoft/yii2-bootstrap [https://github.com/yiisoft/yii2-bootstrap]:
Bootstrap [http://getbootstrap.com/] のコンポーネントとプラグインをカプセル化した一連のウィジェットを提供します。


		yiisoft/yii2-codeception [https://github.com/yiisoft/yii2-codeception]:
Codeception [http://codeception.com/] に基づくテストのサポートを提供します。


		yiisoft/yii2-debug [https://github.com/yiisoft/yii2-debug]:
Yii アプリケーションのデバッグのサポートを提供します。
このエクステンションが使われると、全てのページの末尾にデバッガツールバーが表示されます。
このエクステンションは、より詳細なデバッグ情報を表示する一連のスタンドアロンページも提供します。


		yiisoft/yii2-elasticsearch [https://github.com/yiisoft/yii2-elasticsearch]:
Elasticsearch [http://www.elasticsearch.org/] の使用に対するサポートを提供します。
基本的なクエリ/サーチのサポートを含むだけでなく、Elasticsearch にアクティブレコードを保存することを可能にする アクティブレコード パターンをも実装しています。


		yiisoft/yii2-faker [https://github.com/yiisoft/yii2-faker]:
ダミーデータを作る Faker [https://github.com/fzaninotto/Faker] を使うためのサポートを提供します。


		yiisoft/yii2-gii [https://github.com/yiisoft/yii2-gii]:
拡張性が非常に高いウェブベースのコードジェネレータを提供します。これを使って、モデル、フォーム、モジュール、CRUD などを迅速に生成することが出来ます。


		yiisoft/yii2-imagine [https://github.com/yiisoft/yii2-imagine]:
Imagine [http://imagine.readthedocs.org/] に基づいて、使われることの多い画像操作機能を提供します。


		yiisoft/yii2-jui [https://github.com/yiisoft/yii2-jui]:
JQuery UI [http://jqueryui.com/] のインタラクションとウィジェットをカプセル化した一連のウィジェットを提供します。


		yiisoft/yii2-mongodb [https://github.com/yiisoft/yii2-mongodb]:
MongoDB [http://www.mongodb.org/] の使用に対するサポートを提供します。
基本的なクエリ、アクティブレコード、マイグレーション、キャッシュ、コード生成などの機能を含みます。


		yiisoft/yii2-redis [https://github.com/yiisoft/yii2-redis]:
redis [http://redis.io/] の使用に対するサポートを提供します。
基本的なクエリ、アクティブレコード、キャッシュなどの機能を含みます。


		yiisoft/yii2-smarty [https://github.com/yiisoft/yii2-smarty]:
Smarty [http://www.smarty.net/] に基づいたテンプレートエンジンを提供します。


		yiisoft/yii2-sphinx [https://github.com/yiisoft/yii2-sphinx]:
Sphinx [http://sphinxsearch.com] の使用に対するサポートを提供します。
基本的なクエリ、アクティブレコード、コード生成などの機能を含みます。


		yiisoft/yii2-swiftmailer [https://github.com/yiisoft/yii2-swiftmailer]:
swiftmailer [http://swiftmailer.org/] に基づいたメール送信機能を提供します。


		yiisoft/yii2-twig [https://github.com/yiisoft/yii2-twig]:
Twig [http://twig.sensiolabs.org/] に基づいたテンプレートエンジンを提供します。
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フラグメントキャッシュ


フラグメントキャッシュは、ウェブページの断片をキャッシュすることを言います。例えば、ページ内の表に年間販売の概要が表示されている場合、リクエスト毎にこの表を生成するのにかかる時間を削減するために、キャッシュにこの表を格納することができます。フラグメントキャッシュは データキャッシュ 上に構築されています。


フラグメントキャッシュを使用するには ビュー で以下の構文を使用します:


if ($this->beginCache($id)) {

    // ... ここに生成するコンテントを書く ...

    $this->endCache();
}



つまり [[yii\base\View::beginCache()|beginCache()]] と [[yii\base\View::endCache()|endCache()]] をペアにして囲み、その中にコンテント生成ロジックを書いていきます。コンテントがキャッシュ内で見つかった場合、キャッシュされたコンテントをレンダリングし [[yii\base\View::beginCache()|beginCache()]] は false を返します。結果として、コンテント生成ロジックはスキップされます。それ以外の場合はコンテント生成ロジックが呼ばれ、そして [[yii\base\View::endCache()|endCache()]] が呼ばれたとき生成されたコンテントがキャプチャされ、キャッシュに格納されます。


データキャッシュ と同様に、キャッシュされたコンテントを識別するためにユニークな $id が必要になります。



キャッシュのオプション 


[[yii\base\View::beginCache()|beginCache()]] メソッドの 2 番目のパラメータを配列にすることで、フラグメントキャッシュに関する追加のオプションを指定することもできます。裏で、この配列のオプションは実際にフラグメントキャッシュ機能を実装している [[yii\widgets\FragmentCache]] ウィジェットを構成するために使用されます。



持続時間 


おそらくフラグメントキャッシュで通常よく使われるであろうオプションは [[yii\widgets\FragmentCache::duration|duration]] でしょう。このオプションにはコンテントがどれだけの時間キャッシュ内において有効であるかを指定します。以下のコードは最大で 1 時間コンテントの断片をキャッシュします:


if ($this->beginCache($id, ['duration' => 3600])) {

    // ... ここに生成するコンテントを書く ...

    $this->endCache();
}



オプションがセットされていない場合は、デフォルトである 60 が使われ、つまり有効期限が 60 秒間のキャッシュされたコンテントを意味します。





依存関係 


データキャッシュ と同様に、キャッシュされたコンテントの断片は依存関係を持つことができます。例えば、表示されている投稿の内容は、投稿が変更されたか否かに依存する、といった具合です。


依存関係を指定するには [[yii\widgets\FragmentCache::dependency|dependency]] オプションに [[yii\caching\Dependency]] オブジェクトを指定するか、または依存関係オブジェクトを作成するための配列構成を指定します。以下のコードはコンテントの断片が updated_at カラムの値の変化に依存していることを指定しています:


$dependency = [
    'class' => 'yii\caching\DbDependency',
    'sql' => 'SELECT MAX(updated_at) FROM post',
];

if ($this->beginCache($id, ['dependency' => $dependency])) {

    // ... ここに生成するコンテントを書く ...

    $this->endCache();
}






バリエーション 


キャッシュされたコンテントはいくつかのパラメータによって変化させることもできます。例えば、複数の言語をサポートしているウェブアプリケーションに対して、ビューコードの同じ部分を、異なる言語で生成することができます。現在のアプリケーションの言語に応じて、キャッシュされたコンテントに変更を加えるといったことが可能になります。


キャッシュのバリエーションを指定するには [[yii\widgets\FragmentCache::variations|variations]] オプションに配列で、それぞれが特定のバリエーションの要素を表すスカラー値をセットします。例えば、言語によってキャッシュされたコンテントを変化させるには、以下のコードを使うことができます:


if ($this->beginCache($id, ['variations' => [Yii::$app->language]])) {

    // ... ここに生成するコンテントを書く ...

    $this->endCache();
}






トグルキャッシュ 


また、ある条件が満たされた場合にのみフラグメントキャッシュを有効にすることもできます。たとえば、フォームが表示されているページに対して、最初の (GET リクエストによる) リクエストの場合だけはキャッシュしたいと思いますが、その後の (POST リクエストによる) フォームの表示では、フォームにユーザ入力が含まれている可能性があるため、キャッシュをすべきではありません。これを行うには、以下のように [[yii\widgets\FragmentCache::enabled|enabled]] オプションをセットします:


if ($this->beginCache($id, ['enabled' => Yii::$app->request->isGet])) {

    // ... ここに生成するコンテントを書く ...

    $this->endCache();
}








キャッシュのネスト 


フラグメントキャッシュはネストすることができます。つまり、キャッシュされる断片を、より大きなキャッシュされる断片で囲むことができます。例えば、コメントが内側のフラグメントキャッシュ内にキャッシュされ、それらが外側のフラグメントキャッシュに記事内容と一緒にキャッシュされます。以下のコードは 2 つのフラグメントキャッシュをどのようにネストできるかを示したものです:


if ($this->beginCache($id1)) {

    // ...コンテント生成ロジック...

    if ($this->beginCache($id2, $options2)) {

        // ...コンテント生成ロジック...

        $this->endCache();
    }

    // ...コンテント生成ロジック...

    $this->endCache();
}



ネストされたキャッシュには、異なるキャッシュオプションを設定することができます。 たとえば、上記の例における内側のキャッシュと外側のキャッシュに対して、異なる持続期間の値を設定する事が可能です。 これによって、外側のキャッシュでキャッシュされたデータが無効になった場合でも、内側のキャッシュが有効な内側の断片を提供することが可能になります。 しかし、その逆は真ではありません。 外側のキャッシュが有効であると判断された場合には、内側のキャッシュが無効になった後でも、外側のキャッシュが古くなったコンテントのコピーを提供し続けます。 ネストされたキャッシュの持続時間や依存関係の設定を間違うと、無効になった内側のキャッシュデータが外側のキャッシュに残り続けることになるので、注意が必要です。





ダイナミックコンテント 


フラグメントキャッシュを使用する際、出力全体が比較的静的で、一ヶ所ないし数ヶ所だけが例外的に動的であるというような状況に遭遇します。例えば、ページ上部にはメインメニューバーと現在のユーザの名前とが一緒に表示される場合があります。他には、リクエスト毎に実行しなければいけない PHP のコードが含まれている場合(例えば、アセットバンドルを登録するためのコード)などです。この両方の問題は、いわゆる ダイナミックコンテント 機能によって解決することができます。


ダイナミックコンテントは、それがフラグメントキャッシュの中に含まれていても、キャッシュすべきではない出力の部分を意味します。コンテントを常に動的にするためには、外側のコンテントがキャッシュから提供されている場合でも、すべてのリクエストに対して、いくつかのPHP コードを実行することにより生成しなければいけません。


以下のように、ダイナミックコンテントを目的の場所に挿入するには、キャッシュされた断片内で [[yii\base\View::renderDynamic()]] を呼び出します。


if ($this->beginCache($id1)) {

    // ...コンテント生成ロジック...

    echo $this->renderDynamic('return Yii::$app->user->identity->name;');

    // ...コンテント生成ロジック...

    $this->endCache();
}



[[yii\base\View::renderDynamic()|renderDynamic()]] メソッドはパラメータとして PHP コードの一部を使用します。PHP コードの戻り値は、ダイナミックコンテントとして扱われます。同じ PHP コードはすべてのリクエストに対して実行されますが、囲まれている断片がキャッシュから提供されているか否かは問いません。
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エントリスクリプト


エントリスクリプトは、アプリケーションのブートストラップ過程のチェーンにおける最初の環です。
アプリケーションは (ウェブアプリケーションであれ、コンソールアプリケーションであれ）単一のエントリスクリプトを持ちます。
エンドユーザはエントリスクリプトに対してリクエストを発行し、エントリスクリプトはアプリケーションのインスタンスを作成して、それにリクエストを送付します。


ウェブアプリケーションのエントリスクリプトは、エンドユーザからアクセス出来るように、ウェブからのアクセスが可能なディレクトリの下に保管されなければなりません。
たいていは index.php と名付けられますが、ウェブサーバが見つけることが出来る限り、どのような名前を使っても構いません。


コンソールアプリケーションのエントリスクリプトは、通常は、アプリケーションの ベースパス の下に保管され、yii と名付けられます (.php の拡張子を伴います) 。
これは、ユーザが ./yii <route> [引数] [オプション] というコマンドによってコンソールアプリケーションを走らせることが出来るようにするためのスクリプトであり、実行可能なパーミッションを与えられるべきものです。


エントリスクリプトは主として次の仕事をします。



		グローバルな定数を定義する。


		Composer のオートローダ [http://getcomposer.org/doc/01-basic-usage.md#autoloading] を登録する。


		[[Yii]] クラスファイルをインクルードする。


		アプリケーションの構成情報を読み出す。


		アプリケーション のインスタンスを生成して構成する。


		[[yii\base\Application::run()]] を呼んで、受け取ったリクエストを処理する。






ウェブアプリケーション


次に示すのが、ベーシックウェブアプリケーションテンプレート のエントリスクリプトです。


<?php

defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);
defined('YII_ENV') or define('YII_ENV', 'dev');

// Composer のオートローダを登録
require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');

// Yii クラスファイルをインクルード
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// アプリケーションの構成情報を読み出す
$config = require(__DIR__ . '/../config/web.php');

// アプリケーションを作成し、構成して、走らせる
(new yii\web\Application($config))->run();






コンソールアプリケーション


同様に、下記がコンソールアプリケーションのエントリスクリプトです。


#!/usr/bin/env php
<?php
/**
 * Yii console bootstrap file.
 *
 * @link http://www.yiiframework.com/
 * @copyright Copyright (c) 2008 Yii Software LLC
 * @license http://www.yiiframework.com/license/
 */

defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);

// デフォルトでは fcgi が STDIN と STDOUT を定義していないので
defined('STDIN') or define('STDIN', fopen('php://stdin', 'r'));
defined('STDOUT') or define('STDOUT', fopen('php://stdout', 'w'));

// Composer のオートローダを登録
require(__DIR__ . '/vendor/autoload.php');

// Yii クラスファイルをインクルード
require(__DIR__ . '/vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// アプリケーションの構成情報を読み出す
$config = require(__DIR__ . '/config/console.php');

$application = new yii\console\Application($config);
$exitCode = $application->run();
exit($exitCode);






定数を定義する


グローバルな定数を定義するには、エントリスクリプトが最善の場所です。
Yii は下記の三つの定数をサポートしています。



		YII_DEBUG: アプリケーションがデバッグモードで走るかどうかを指定します。
デバッグモードにおいては、アプリケーションはより多くのログ情報を保持し、例外が投げられたときに、より詳細なエラーのコールスタックを表示します。
この理由により、デバッグモードは主として開発時に使用されるべきものとなります。
YII_DEBUG のデフォルト値は false です。


		YII_ENV: どういう環境でアプリケーションが走っているかを指定します。
詳細は、構成情報 の節で説明されます。
YII_ENV のデフォルト値は 'prod' であり、アプリケーションが本番環境で走っていることを意味します。


		YII_ENABLE_ERROR_HANDLER: Yii によって提供されるエラーハンドラを有効にするかどうかを指定します。
この定数のデフォルト値は true です。





定数を定義するときには、しばしば次のようなコードを用います。


defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);



これは下記のコードと同じ意味のものです。


if (!defined('YII_DEBUG')) {
    define('YII_DEBUG', true);
}



明らかに前者の方が簡潔で理解しやすいでしょう。


他のPHP ファイルがインクルードされる時に定数の効力が生じるようにするために、定数はエントリスクリプトの冒頭で定義されなければなりません。
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概要


Yii のアプリケーションがリクエストを処理するときは、毎回、同じようなワークフローになります。



		ユーザが エントリスクリプト web/index.php にリクエストをします。


		エントリスクリプトは、アプリケーションの 構成情報 をロードして、リクエストを処理するための アプリケーション のインスタンスを作成します。


		アプリケーションは、リクエスト アプリケーションコンポーネントの助けを借りて、リクエストされた ルート を解決します。


		アプリケーションはリクエストを処理するための コントローラ のインスタンスを作成します。


		コントローラは アクション のインスタンスを作成して、アクションのためのフィルタを実行します。


		フィルタのどれかが失敗すると、アクションはキャンセルされます。


		すべてのフィルタを無事に通ったら、アクションが実行されます。


		アクションはデータモデルを、おそらくはデータベースから、ロードします。


		アクションはデータモデルをビューに提供して、ビューをレンダリングします。


		レンダリングの結果は レスポンス アプリケーションコンポーネントに返されます。


		レスポンスコンポーネントがレンダリングの結果をユーザのブラウザに送信します。





次の図は、アプリケーションがどのようにしてリクエストを処理するかを示すものです。


[image: リクエストのライフサイクル]


この節では、これらのステップのいくつかについて、どのように動作するかを詳細に説明します。
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承認テスト



Note|注意: この節はまだ執筆中です。




		http://codeception.com/docs/04-AcceptanceTests






アプリケーションテンプレートの承認テストを走らせる


apps/advanced/tests/README.md および apps/basic/tests/README.md で提供されている説明を参照してください。
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認証



Note|注意: この節はまだ執筆中です。



認証はユーザが誰であるかを確認する行為であり、ログインプロセスの基礎となるものです。
典型的には、認証は、識別子 (ユーザ名またはメールアドレス) とパスワードの組み合わせを使用します。
ユーザはこれらの値をフォームを通じて送信し、アプリケーションは送信された情報を以前に (例えば、ユーザ登録時に) 保存された情報と比較します。


Yii では、このプロセス全体が半自動的に実行されます。
開発者に残されているのは、認証システムにおいて最も重要なクラスである [[yii\web\IdentityInterface]] を実装することだけです。
典型的には、IdentityInterface の実装は User モデルを使って達成されます。


十分な機能を有する認証の実例を アドバンストアプリケーションテンプレート の中に見出すことが出来ます。
下記にインターフェイスのメソッドだけをリストします。


class User extends ActiveRecord implements IdentityInterface
{
    // ...

    /**
     * 与えられた ID によって識別子を探す
     *
     * @param string|integer $id 探すための ID
     * @return IdentityInterface|null 与えられた ID に合致する識別子オブジェクト
     */
    public static function findIdentity($id)
    {
        return static::findOne($id);
    }

    /**
     * 与えられたトークンによって識別子を探す
     *
     * @param string $token 探すためのトークン
     * @return IdentityInterface|null 与えられたトークンに合致する識別子オブジェクト
     */
    public static function findIdentityByAccessToken($token, $type = null)
    {
        return static::findOne(['access_token' => $token]);
    }

    /**
     * @return int|string 現在のユーザの ID
     */
    public function getId()
    {
        return $this->id;
    }

    /**
     * @return string 現在のユーザの認証キー
     */
    public function getAuthKey()
    {
        return $this->auth_key;
    }

    /**
     * @param string $authKey
     * @return boolean 認証キーが現在のユーザに対して有効か否か
     */
    public function validateAuthKey($authKey)
    {
        return $this->getAuthKey() === $authKey;
    }
}



概要を述べたメソッドのうち、二つは単純なものです。
findIdentity は ID の値を受け取って、その ID と関連付けられたモデルのインスタンスを返します。
getId メソッドは ID そのものを返します。
その他のメソッドのうち、二つのもの - getAuthKey と validateAuthKey - は、「次回から自動ログイン (“remember me”)」のクッキーに対して追加のセキュリティを提供するために使われます。
getAuthKey メソッドは全てのユーザに対してユニークな文字列を返さなければなりません。
Yii::$app->getSecurity()->generateRandomString() を使うと、信頼性の高い方法でユニークな文字列を生成することが出来ます。
これをユーザのレコードの一部として保存しておくのが良いアイデアです。


public function beforeSave($insert)
{
    if (parent::beforeSave($insert)) {
        if ($this->isNewRecord) {
            $this->auth_key = Yii::$app->getSecurity()->generateRandomString();
        }
        return true;
    }
    return false;
}



validateAuthKey メソッドでは、パラメータとして渡された $authKey 変数 (これ自体はクッキーから読み出されます) をデータベースから読み出された値と比較する必要があるだけです。
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Cos’è Yii


Yii è un framework PHP ad alte prestazioni, basato su component, per lo sviluppo veloce di applicazioni web moderne.
Il nome Yii (pronunciato Yii o [ji:]) significa “semplice ed evoutivo” in cinese. Può anche essere visto come un acronimo di Yes It Iss (si lo è)!



Qual’è il migliore impiego di Yii?


Yii è un framework di programmazione, il che significa che può essere utilizzato per sviluppare ogni
tipo di appicazione con PHP. Grazie alla sua architettura basata sui componenti e al suo avanzato
supporto della cache, è particolarmente adeguato per lo sviluppo di applicazioni su larga scala quali
portali, forum, gestori di contenuti (CMS), progetti di e-commerce, servizi web RESTful, e così via.





Come si pone Yii rispetto ad altri framework?


Se hai già familiarità con altri framework potrai apprezzare questi punti in comune:



		Come la maggior parte dei framework, Yii implementa il paradigma di sviluppo MVC (Model-View-Controller) e
promuove l’organizzazione del codice secondo quelle regole.


		Yii usa la filosofia secondo cui il codice dovrebbe essere semplice ed elegante. Yii non cercherà mai di
ridisegnare le cose solo per seguire dei pattern di sviluppo.


		Yii è un framework completo in grado di fornire diverse funzionalità testate e pronte all’uso: costruttori di
query ed ActiveRecord sia per i database relazionali che NoSQL; supporto allo sviluppo di applicazioni RESTful;
supporto di caching a diversi livelli; e altro.


		Yii è estremamente estensibile. Puoi pesonalizzare o sostituire quasi ogni singolo pezzo del codice base. Puoi anche
sfuttare la solida architettura delle estensioni di Yii per usare o sviluppare estensioni ridistribuibili.


		Le prestazioni elevate sono sempre il focus primario di Yii.





Yii non è frutto di un uomo solo, ma è supportato da un folto gruppo di sviluppatori [http://www.yiiframework.com/about/], così come da una numerosa
comunità di professionisti che contribuiscono costantemente allo sviluppo. Il gruppo di sviluppatori tiene sempre
sott’occhio le ultime tendenze e tecnologie di sviluppo web, sulle pratiche ottimali e funzionalità degli altri
framework e progetti. Le peculiarità più rilevanti che si trovano altrove sono regolarmente incorporate nel
codice principale del framework, e rese disponibili tramite semplici ed eleganti interfacce.





Versioni di Yii


Yii al momento ha due versioni principali disponibili: 1.1 e 2.0. La versione 1.1 è la vecchia generazione ed è ora in
uno stato di manutenzione. La versione 2.0 è una riscrittura completa di Yii che utilizza le ultime tecnologie e protocolli,
inclusi Composer, PSR, namespace, trait, e così via. La versione 2.0 rappresenta l’attuale generazione del framework e
riceverà i maggiori sforzi di sviluppo nei prossimi anni.
Questa guida è focalizzata principalmente sulla versione 2.0.





Richieste e requisiti di sistema


Yii 2.0 richiede PHP 5.4.0 o successivo. Puoi trovare maggiori dettagli sulle richieste delle singole funzionalità
eseguendo lo script di verifica requisiti incluso in ogni versione di Yii.


L’uso di Yii richiede una conoscenza base della programmazione ad oggetti (OOP), dato che Yii è un framework puramente OOP.
Yii 2.0 fa uso delle più recenti funzionalità di PHP, come i namespace [http://www.php.net/manual/it/language.namespaces.php] e
trait [http://www.php.net/manual/it/language.oop5.traits.php]. La compresione di questi concetti ti aiuterà a semplificare
l’uso di Yii 2.0.
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Das umfassende Handbuch für Yii 2.0


Dieses Tutorial wurde unter den Bedingungen der Yii-Dokumentation [http://www.yiiframework.com/doc/terms/] veröffentlicht.


Alle Rechte vorbehalten.


2014 (c) Yii Software LLC.
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Installare Yii


Puoi installare Yii in due modi, usando Composer [http://getcomposer.org/] o scaricando un archivio.
Il metodo preferito è il primo, perché ti consente di installare estensioni o aggiornare il core di Yii
semplicemente eseguendo un comando.



Nota: diversamente da Yii 1, le installazioni standard di Yii 2 comportano il download e l’installazione sia del framework che dello scheletro dell’applicazione




Installazione via Composer 


Se non hai già installato Composer puoi farlo seguendo le istruzioni al sito
getcomposer.org [https://getcomposer.org/download/]. Su Linux e Mac OS X puoi installare Composer con questo comando:


curl -s http://getcomposer.org/installer | php
mv composer.phar /usr/local/bin/composer



Su Windows devi scaricare ed eseguire Composer-Setup.exe [https://getcomposer.org/Composer-Setup.exe].


Fai riferimento alla documentazione di Composer [https://getcomposer.org/doc/] in casodi errori o se vuoi apprendere maggiori
informazioni sull’uso di Composer.


Se hai già Composer installato assicurati di avere una versione aggiornata. Puoi aggiornare Composer con il comando
composer self-update.


Una volta installato Composer, puoi installare Yii eseguendo questo comando in una directory accessbile via web:


composer global require "fxp/composer-asset-plugin:1.0.0-beta4"
composer create-project --prefer-dist yiisoft/yii2-app-basic basic



Il primo comando installa il plugin composer asset [https://github.com/francoispluchino/composer-asset-plugin/]
che consente di gestire le dipendenze di bower e npm tramite Composer. Devi eseguire questo comando solo una volta. Il secondo
installa Yii in una directory di nome basic. Puoi scegliere un nome diverso, se preferisci.



Nota: durante l’installazione potrebbe essere che Composer ti chieda le credenziali di Github, per superato limite di utilizzo
delle API di Github. Questa situazione è normale perché Composer deve scaricare molte informazioni per tutti i pacchetti da Github.
Accedendo a Github aumenterà il limite di utilizzo delle API, consentendo a Composer di completare il suo lavoro. Per maggiori
dettagli fai riferimento alla
documentazione di Composer [https://getcomposer.org/doc/articles/troubleshooting.md#api-rate-limit-and-oauth-tokens].




Suggerimento: se vuoi installare l’ultima versione di sviluppo di Yii, puoi usare questo comando che aggiunge una
opzione di stabilità [https://getcomposer.org/doc/04-schema.md#minimum-stability]:


composer create-project --prefer-dist --stability=dev yiisoft/yii2-app-basic basic



Considera che la versione di sviluppo di Yii non dovrebbe essere utilizzata per siti di produzione perché potrebbe rendere instabile
il tuo codice.









Installazione da un archivio 


L’installazione da un archivio compresso comporta tre passaggi:



		Scaricare l’archivio da yiiframework.com [http://www.yiiframework.com/download/].





		Scompattare l’archivio in una directory accessible via web.





		Modificare il file config/web.php inserendo una chiave segreta per il parametro di configurazione cookieValidationKey
(questa operazione viene fatta automaticamente se installi tramite Composer):


// !!! insert a secret key in the following (if it is empty) - this is required by cookie validation
'cookieValidationKey' => 'enter your secret key here',












Altre modalità di installazione 


Le istruzioni sopra elencate mostrano come installare Yii, e creano inoltre un’applicazione web base funzionante.
Questo approccio è un ottimo punto di partenza per progetti minori, o se stai imparando Yii.


Ma ci sono altre opzioni disponibili per l’installazione:



		se vuoi installare solo il core e costruire l’applocazione da zero puoi seguire le istruzioni della sezione
costruire un’applicazione da zero.


		se vuoi avviare un’applicazione più sofisticata, che meglio si sposa per uno sviluppo di gruppo, puoi considerare l’insallazione del
template di applicazione avanzata.








Verifica dell’installazione 


Dopo l’installazione puoi usare il tuo browser per accedere all’applicazione Yii installata con l’URL seguente:


http://localhost/basic/web/index.php



Questo indirizzo assume che hai installato Yii in una directory di nome basic, direttamente nella root del tuo webserver,
e che il webserver è in esecuzione sulla tua macchina locale (localhost). Potresti doverlo modificare a seconda del tuo ambiente
di installazione.


[image: Installazione di Yii completata con successo]


Dovresti vedere la pagina sopra di congratulazioni. In caso contrario verifica se la tua installazione di PHP soddisfa i requisiti minimi
di Yii. Puoi verificare le richieste in due modi:



		accedere all’indirizzo http://localhost/basic/requirements.php tramite browser;





		lanciando questi comandi:


cd basic
php requirements.php









Devi configurare la tua installazione di PHP in modo che soddisfi le richieste minime di Yii. E’ molto importante che tu stia usando
PHP 5.4 o successivo. Devi inoltre installare le estensioni PDO di PHP [http://www.php.net/manual/en/pdo.installation.php] e un driver
di database di PDO (come ad esempio pdo_mysql per i database MySQL), se la tua applicazione richiede un database.





Configurazione del webserver 



Informazione: puoi saltare questa parte per ora se stai solo provando Yii e non hai intenzione di installarlo su un server di produzione.



L’applicazione installata secondo le istruzioni sopra dovrebbe funzionare senza problemi su un server
Apache [http://httpd.apache.org/] o Nginx [http://nginx.org/], su Windows, Mac OS X, or Linux equipaggiati con PHP 5.4 o successivo.
Yii 2.0 è anche compatibile con le librerie HHVM [http://hhvm.com/] di Facebook, tuttavia ci sono alcuni casi limite dove HHVM si
comporta diversamente dal PHP nativo, quindi devi avere maggiore cura se intendi usare HHVM.


Su un server di produzione vorrai probabilmente che la tua applicazione sia accessibile tramite l’url
http://www.example.com/index.php invece di http://www.example.com/basic/web/index.php. Questo risultato richiede che punti la
document root del tuo webserver nella directory basic/web. Vorrai magari anche nascondere index.php dall’URL, come descritto
nella sezione analizzare e generare URL.
In questa parte vedrai configurare il tuo server Apache o Nginx per ottenere questo risultato.



Informazione: impostando basic/web come document root impedisci agli utenti finali di accedere al codice e a file/informazioni
riservate memorizzate nelle directory superiori a basic/web. Negare l’accesso a queste altre cartelle è sicuramente un vantaggio
per la sicurezza.




Informazione: se la tua applicazione andrà installata su un servizio di hosting condiviso non avrai il permesso di modificare la
configurazione del webserver, ma dovrai comunque correggere la struttura della tua applicazione per migliorare la sicurezza. Fai
riferimento alla sezione ambienti di hosting condiviso per maggiori dettagli.




Configurazione consigliata di Apache 


Usa questa configurazione nel file httpd.conf di Apache o nella definizione del tuo VirtualHost. Tieni presente che dovrai
modificare path/to/basic/web con il percorso reale della tua basic/web.


# Imposta *DocumentRoot* per essere "basic/web"
DocumentRoot "path/to/basic/web"

<Directory "path/to/basic/web">
    # usa mod_rewrite per gli url SEF
    RewriteEngine on
    # If a directory or a file exists, use the request directly
    RewriteCond %{REQUEST_FILENAME} !-f
    RewriteCond %{REQUEST_FILENAME} !-d
    # Otherwise forward the request to index.php
    RewriteRule . index.php

    # ...altre impostazioni...
</Directory>






Configurazione consigliata di Nginx 


Devi aver installato PHP con il demone FPM [http://php.net/install.fpm] per usare Nginx [http://wiki.nginx.org/].
Usa questa configurazione per Nginx, sostituendo path/to/basic/web con il percorso reale di basic/web e mysite.local con
il nome reale del server web.


server {
    charset utf-8;
    client_max_body_size 128M;

    listen 80; ## listen for ipv4
    #listen [::]:80 default_server ipv6only=on; ## listen for ipv6

    server_name mysite.local;
    root        /path/to/basic/web;
    index       index.php;

    access_log  /path/to/basic/log/access.log main;
    error_log   /path/to/basic/log/error.log;

    location / {
        # Redirect everything that isn't a real file to index.php
        try_files $uri $uri/ /index.php?$args;
    }

    # uncomment to avoid processing of calls to non-existing static files by Yii
    #location ~ \.(js|css|png|jpg|gif|swf|ico|pdf|mov|fla|zip|rar)$ {
    #    try_files $uri =404;
    #}
    #error_page 404 /404.html;

    location ~ \.php$ {
        include fastcgi.conf;
        fastcgi_pass   127.0.0.1:9000;
        #fastcgi_pass unix:/var/run/php5-fpm.sock;
        try_files $uri =404;
    }

    location ~ /\.(ht|svn|git) {
        deny all;
    }
}



Usando questa configurazione dovresti anche impostare cgi.fix_pathinfo=0 in php.ini per evitare molte chiamate di sistema stat()
inutili.


Inoltre considera che nel caso di server HTTPS dovrai aggiungere fastcgi_param HTTPS on; così che Yii possa correttamente rilevare
se la connessione è sicura.
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Componentes


Los componentes son los principales bloques de construcción de las aplicaciones Yii. Los componentes son instancias de [[yii\base\Component]] o de una clase extendida. Las tres características principales que los componentes proporcionan
a las otras clases son:



		Propiedades


		Eventos


		Comportamientos





Por separado y combinadas, estas características hacen que las clases Yii sean mucho mas personalizables y sean mucho más fáciles de usar. Por ejemplo, el incluido [[yii\jui\DatePicker|widget de selección de fecha]], un componente de la interfaz de usuario, puede ser utilizado en una vista para generar un DatePicker interactivo:


use yii\jui\DatePicker;

echo DatePicker::widget([
    'language' => 'ru',
    'name'  => 'country',
    'clientOptions' => [
        'dateFormat' => 'yy-mm-dd',
    ],
]);



Las propiedades del widget son fácilmente modificables porque la clase se extiende de [[yii\base\Component]].


Mientras que los componentes son muy potentes, son un poco más pesados que los objetos normales, debido al hecho de que necesitan más memoria y tiempo de CPU para poder soportar eventos y comportamientos en particular.
Si tus componentes no necesitan estas dos características, deberías considerar extender tu componente directamente de [[yii\base\Object]] en vez de [[yii\base\Component]]. De esta manera harás que tus componentes sean mucho más eficientes que objetos PHP normales, pero con el añadido soporte para propiedades.


Cuando extiendes tu clase de [[yii\base\Component]] o [[yii\base\Object]], se recomienda que sigas las siguientes convenciones:



		Si sobrescribes el constructor, especifica un parámetro $config como el último parámetro del constructor, y después pasa este parámetro al constructor padre.


		Siempre llama al constructor padre al final de su propio constructor.


		Si sobrescribes el método [[yii\base\Object::init()]], asegúrese de llamar la implementación padre de init * al principio * de su métodoinit.





Por ejemplo:


namespace yii\components\MyClass;

use yii\base\Object;

class MyClass extends Object
{
    public $prop1;
    public $prop2;

    public function __construct($param1, $param2, $config = [])
    {
        // ... inicialización antes de la configuración está siendo aplicada

        parent::__construct($config);
    }

    public function init()
    {
        parent::init();

        // ... inicialización después de la configuración esta siendo aplicada
    }
}



Siguiendo esas directrices hará que tus componentes sean configurables cuando son creados. Por ejemplo:


$component = new MyClass(1, 2, ['prop1' => 3, 'prop2' => 4]);
// alternativamente
$component = \Yii::createObject([
    'class' => MyClass::className(),
    'prop1' => 3,
    'prop2' => 4,
], [1, 2]);




Información: Mientras que el enfoque de llamar [[Yii::createObject()]] parece mucho más complicado, es mucho más potente debido al hecho de que se implementa en la parte superior de un contenedor de inyección de dependencia.



La clase [[yii\base\Object]] hace cumplir el siguiente ciclo de vida del objeto:



		Pre-inicialización en el constructor. Puedes establecer los valores predeterminados de propiedades aquí.


		Configuración del objeto a través de $config. La configuración puede sobrescribir los valores prdeterminados dentro del constructor.


		Post-inicialización dentro de [[yii\base\Object::init()|init()]]. Puedes sobrescribir este método para realizar comprobaciones de validez y normalización de las propiedades.


		Llamadas a métodos del objeto.





Los tres primeros pasos ocurren dentro del constructor del objeto. Esto significa que una vez obtengas la instancia de un objeto, ésta ha sido inicializada para que puedas utilizarla adecuadamente.
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Diciendo Hola


Esta sección describe cómo crear la típica página “Hola Mundo” (Hello World en inglés) en tu aplicación.
Para lograr este objetivo, vas a crear una acción y
una vista:



		La aplicación enviará la petición de la página a la acción


		y la acción regresará el render de la vista que muestra la palabra “Hola” al usuario final.





A lo largo de este tutorial, aprenderás tres cosas:



		Cómo crear una acción para responder peticiones (request),


		Cómo crear una vista para armar el contenido de la respuesta, y


		Cómo una aplicación envía peticiones a las acciones.






Creando una Acción 


Para la tarea “Hola”, crearás una acción say que lee
un parámetro message de la petición y muestra este mensaje de vuelta al usuario. Si la petición
no provee un parámetro message, la acción mostrará el mensaje por defecto “Hola”.



Información: Las acciones son objetos que los usuarios finales pueden utilizar directamente para
su ejecución. Las acciones están agrupadas por controladores (controllers). El resultado de la ejecución de
una acción es la respuesta que el usuario final recibirá.



Las acciones deben ser declaradas en controladores. Para simplificar, puedes
declarar la acción say en el controlador SiteController existente. Este controlador está definido
en el archivo de clase controllers/SiteController.php. Aquí está el inicio de la nueva acción:


<?php

namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    // ...código existente...

    public function actionSay($message = 'Hola')
    {
        return $this->render('say', ['message' => $message]);
    }
}



En el código de arriba, la acción say está definida por un método llamado actionSay en la clase SiteController.
Yii utiliza el prefijo action para diferenciar los métodos de acciones de otros métodos en las clases de los controladores.
El nombre que le sigue al prefijo action se mapea al ID de la acción.


Cuando se trata de nombrar las acciones, debes entender como Yii trata los ID de las acciones. Los ID de las acciones siempre son
referenciados en minúscula. Si un ID de acción requiere múltiples palabras, estas serán concatenadas con guiones
(ej., crear-comentario). Los nombres de los métodos de las acciones son mapeados a los ID de las acciones
removiendo los guiones, colocando en mayúscula la primera letra de cada palabra, y colocando el prefijo action al resultado. Por ejemplo,
el ID de la acción crear-comentario corresponde al nombre de método de acción actionCrearComentario.


El método de acción en nuestro ejemplo toma un parámetro $message, el cual tiene como valor por defecto "Hola" (de la misma manera
que se coloca un valor por defecto a un argumento en cualquier función o método en PHP). Cuando una aplicación
recibe una petición y determina que la acción say es responsable de manejar dicha petición, la aplicación llenará
el parámetro con el parámetro que tenga el mismo nombre en la petición. En otras palabras, si la petición incluye un
parámetro message con el valor de "Adios", la variable $message dentro de la acción será sustituida por este valor.


Dentro del método de acción, [[yii\web\Controller::render()|render()]] es llamado para hacer render (mostrar o visualizar) un
archivo vista (template) llamado say. El parámetro message tambien es pasado al  view para que pueda ser utilizado ahí.
El resultado es devuelto al método de la acción. Ese resultado será recibido por la aplicación y mostrado al usuario final en el
navegador (como parte de una página HTML completa).





Creando una Vista 


Las vistas son scripts que escribes para generar una respuesta de contenido.
Para la tarea “Hola”, vas a crear una vista say que imprime el parámetro message recibido desde el método action, y pasado por la acción a la vista:


<?php
use yii\helpers\Html;
?>
<?= Html::encode($message) ?>



La vista say debe ser guardada en el archivo views/site/say.php. Cuando el método [[yii\web\Controller::render()|render()]]
es llamado en una acción, buscará un archivo PHP llamado views/ControllerID/NombreVista.php.


Nota que en el código de arriba, el parámetro message es procesado por [[yii\helpers\Html::encode()|HTML-encoded]]
antes de ser impreso. Esto es necesario ya que el parámetro viene de un usuario final, haciéndolo vulnerable a
ataques cross-site scripting (XSS) [http://es.wikipedia.org/wiki/Cross-site_scripting] pudiendo inyectar código de Javascript malicioso dentro del parámetro.


Naturalmente, puedes colocar mas contenido en la vista say. El contenido puede consistir de etiquetas HTML, texto plano, e inclusive código PHP.
De hecho, la vista say es sólo un script PHP que es ejecutado por el método [[yii\web\Controller::render()|render()]].
El contenido impreso por el script de la vista será regresado a la aplicación como la respuesta del resultado. La aplicación a cambio mostrará el resultado al usuario final.





Probándolo 


Después de crear la acción y la vista, puedes acceder a la nueva página abriendo el siguiente URL:


http://hostname/index.php?r=site/say&message=Hello+World



[image: Hello World]


Esta URL resultará en una página mostrando “Hello World”. La página comparte el mismo encabezado y pie de página de las otras páginas de la aplicación.


Si omites el parámetro message en el URL, verás que la página muestra sólo “Hola”. Esto es porque message es pasado como un parámetro al método actionSay(),
y cuando es omitido, el valor por defecto "Hola" será utilizado.



Información: La nueva página comparte el mismo encabezado y pie de página que otras páginas porque el método [[yii\web\Controller::render()|render()]]
automáticamente inyectará el resultado de la vista say en el layout, que en este
caso está localizada en views/layouts/main.php.



El parámetro r en el URL de arriba requiere más explicación. Se refierea a route (ruta), y es el ID amplio y único de una aplicación
que refiere a una acción. El formato de las rutas es ControllerID/ActionID. Cuando la aplicación recibe una petición, revisará este parámetro,
utilizando la parte del ControllerID para determinar cual clase de controlador será inicializado para manejar la petición. Entonces, el controlador utilizará
la parte ActionID para determinar cual acción debe ser inizializada para hacer realmente el trabajo.
En este ejemplo, la ruta  site/say será respondida por la clase controlador SiteController y la acción say. Como resultado,
el método SiteController::actionSay() será llamado para manejar el requerimiento.



Información: Al igual que las acciones, los controladores tambien tienen ID únicos que los identifican en una aplicación.
Los ID de los Controladores utilizan las mismas reglas de nombrado que los ID de las acciones. Los nombres de las clases de los controladores son derivados de los ID de los controladores removiendo los guiones de los ID, colocando la primera letra en mayúscula en cada palabra, y colocando el sufijo Controller al resultado. Por ejemplo, el ID del controlador post-comentario corresponde
al nombre de clase del controlador PostComentarioController.






Resumen 


En esta sección, has tocado las partes del controlador y la vista del patrón de diseño MVC.
Has creado una acción como parte de un controlador para manejar una petición específica. Y también has creado una vista para armar el contenido de la respuesta.
En este simple ejemplo, ningún modelo ha sido involucrado ya que el único dato que fue utilizado fue el parámetro message.


También has aprendido acerca de las rutas en Yii, que actúan como puentes entre la petición del usuario y las acciones del controlador.


En la próxima sección, aprenderás como crear un modelo, y agregar una nueva página que contenga un formulario HTML.
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Enrutamiento y Creación de URLS


Cuando una aplicación Yii empieza a procesar una URL solicitada, lo primero que hace es convertir la URL en una
ruta. Luego se usa la ruta para instanciar la
acción de controlador correspondiente para gestionar la petición. A este proceso se
le llama enrutamiento.


El proceso inverso se llama creación de URLs, y crea una URL a partir de una ruta dada y unos parámetros de consulta (query) asociados. Cuando posteriormente se solicita la URL creada, el proceso de enrutamiento puede resolverla y
convertirla en la ruta original con los parámetros asociados.


La principal pieza encargada del enrutamiento y de la creación de URLs es [[yii\web\UrlManager|URL manager]], que se
registra como el componente de aplicación urlManager. El [[yii\web\UrlManager|URL manager]] proporciona el método
[[yii\web\UrlManager::parseRequest()|parseRequest()]] para convertir una petición entrante en una ruta y sus
parámetros asociados y el método [yii\web\UrlManager::createUrl()|createUrl()]] para crear una URL a partir de una
ruta dada y sus parámetros asociados.


Configurando el componente urlManager en la configuración de la aplicación, se puede dotar a la aplicación de
reconocimiento arbitrario de formatos de URL sin modificar el código de la aplicación existente.  Por ejemplo, se
puede usar el siguiente código para crear una URL para la acción post/view:


use yii\helpers\Url;

// Url::to() llama a UrlManager::createUrl() para crear una URL
$url = Url::to(['post/view', 'id' => 100]);



Dependiendo de la configuración de urlManager, la URL generada puede asemejarse a alguno de los siguientes (u otro)
formato. Y si la URL creada se solicita posteriormente, se seguirá convirtiendo en la ruta original y los valores de
los parámetros.


/index.php?r=post/view&id=100
/index.php/post/100
/posts/100




Formatos de URL 


El [[yii\web\UrlManager|URL manager]] soporta dos formatos de URL: el formato predeterminado de URL y el formato URL
amigable (pretty URL).


El formato de URL predeterminado utiliza un parámetro de consulta llamado r para representar la ruta y los
parámetros normales de la petición para representar los parámetros asociados con la ruta. Por ejemplo, la URL
/index.php?r=post/view&id=100 representa la ruta post/view y 100 es el valor del parámetro id de la consulta.
El formato predeterminado de URL no requiere ningún tipo de configuración para [[yii\web\UrlManager|URL manager]] y
funciona en cualquier configuración de servidor Web.


El formato de URL amigable utiliza la ruta adicional a continuación del nombre del script de entrada (entry script)
para representar la ruta y los parámetros de consulta. Por ejemplo, La ruta en la URL /index.php/post/100 es
/post/100 que puede representar la ruta post/view y el parámetro de consulta id 100 con una
[[yii\web\UrlManager::rules|URL rule]] apropiada. Para poder utilizar el formato de URL amigable, se tendrán que
diseñar una serie de [[yii\web\UrlManager::rules|URL rules]] de acuerdo con el requerimiento actual acerca de como
deben mostrarse las URLs.


Se puede cambiar entre los dos formatos de URL conmutando la propiedad
[[yii\web\UrlManager::enablePrettyUrl|enablePrettyUrl]] del [[yii\web\UrlManager|URL manager]] sin cambiar ningún
otro código de aplicación.





Enrutamiento 


El Enrutamiento involucra dos pasos. El primero, la petición (request) entrante se convierte en una ruta y sus
parámetros de consulta asociados. En el segundo paso, se crea la correspondiente
acción de controlador para la ruta convertida para que gestione la petición.


Cuando se usa el formato predefinido de URL, convertir una petición en una ruta es tan simple como obtener los valores
del parámetro de consulta GET llamado r.


Cuando se usa el formato de URL amigable, el [[yii\web\UrlManager|URL manager]] examinará las
[[yii\web\UrlManager::rules|URL rules]] registradas para encontrar alguna que pueda convertir la petición en una ruta.
Si no se encuentra tal regla, se lanzará una excepción de tipo [[yii\web\NotFoundHttpException]].


Una vez que la petición se ha convertido en una ruta, es el momento de crear la acción de controlador identificada
por la ruta. La ruta se desglosa en múltiples partes a partir de las barras que contenga. Por ejemplo, site/index
será desglosado en site e index. Cada parte is un ID que puede hacer referencia a un modulo, un controlador o una
acción. Empezando por la primera parte de la ruta, la aplicación, sigue los siguientes pasos para generar
(si los hay), controladores y acciones:



		Establece la aplicación como el modulo actual.


		Comprueba si el [[yii\base\Module::controllerMap|controller map]] del modulo actual contiene un ID actual. Si lo
tiene, se creará un objeto controlador de acuerdo con la configuración del controlador encontrado en el mapa, y
se seguirá el Paso 5 para gestionar la parte restante de la ruta.


		Comprueba si el ID hace referencia a un modulo listado en la propiedad [[yii\base\Module::modules|modules]] del
módulo actual. Si está listado, se crea un modulo de acuerdo con la configuración encontrada en el listado de
módulos, y se seguirá el Paso 2 para gestionar la siguiente parte de la ruta bajo el contexto de la creación de un
nuevo módulo.


		Trata el ID como si se tratara de un ID de controlador y crea un objeto controlador. Sigue el siguiente paso con la    parte restante de la ruta.


		El controlador busca el ID en su [[yii\base\Controller::actions()|action map]]. Si lo encuentra, crea una acción de    acuerdo con la configuración encontrada en el mapa. De otra forma, el controlador intenta crear una acción en linea    definida por un método de acción correspondiente al ID actual.





Si ocurre algún error entre alguno de los pasos anteriores, se lanzará una excepción de tipo
[[yii\web\NotFoundHttpException]], indicando el fallo de proceso de enrutamiento.



Ruta Predeterminada 


Cuando una petición se convierte en una ruta vacía, se usa la llamada ruta predeterminada. Por defecto, la ruta
predeterminada es site/index, que hace referencia a la acción index del controlador site. Se puede personalizar
configurando la propiedad [[yii\web\Application::defaultRoute|defaultRoute]] de la aplicación en la configuración de
aplicación como en el siguiente ejemplo:


[
    // ...
    'defaultRoute' => 'main/index',
];






Ruta catchAll 


A veces, se puede querer poner la aplicación Web en modo de mantenimiento temporalmente y mostrar la misma pagina de
información para todas las peticiones. Hay varias maneras de lograr este objetivo. Pero una de las maneras más simples
es configurando la propiedad [[yii\web\Application::catchAll]] como en el siguiente ejemplo de configuración de
aplicación:


[
    // ...
    'catchAll' => ['site/offline'],
];



Con la anterior configuración, se usar la acción site/offline para gestionar todas las peticiones entrantes.


La propiedad catchAll debe tener un array cuyo primer elemento especifique una ruta, y el resto de elementos
(pares nombre-valor) especifiquen los parámetros ligados a la acción.







Creación de URLs 


Yii proporciona un método auxiliar (helper method) [[yii\helpers\Url::to()]] para crear varios tipos de URLs a partir
de las rutas dadas y sus parámetros de consulta asociados. Por ejemplo,


use yii\helpers\Url;

// crea una URL para la ruta: /index.php?r=post/index
echo Url::to(['post/index']);

// crea una URL para la ruta con parámetros: /index.php?r=post/view&id=100
echo Url::to(['post/view', 'id' => 100]);

// crea una URL interna: /index.php?r=post/view&id=100#contentecho 
Url::to(['post/view', 'id' => 100, '#' => 'content']);

// crea una URL absoluta: http://www.example.com/index.php?r=post/index
echo Url::to(['post/index'], true);

// crea una URL absoluta usando el esquema https: https://www.example.com/index.php?r=post/index
echo Url::to(['post/index'], 'https');



Hay que tener en cuenta que en el anterior ejemplo, asumimos que se está usando el formato de URL predeterminado.
Si habilita el formato de URL amigable, las URLs creadas serán diferentes, de acuerdo con las
[[yii\web\UrlManager::rules|URL rules] que se usen.


La ruta que se pasa al método [[yii\helpers\Url::to()]] es context sensitive. Esto quiere decir que puede ser una ruta
relativa o una ruta absoluta que serán tipificadas de acuerdo con las siguientes reglas:



		Si una ruta es una cadena vacía, se usará la [yii\web\Controller::route|route]] solicitada actualmente.


		Si la ruta no contiene ninguna barra /, se considerará que se trata de un ID de acción del controlador actual y se
le antepondrá el valor [[\yii\web\Controller::uniqueId|uniqueId]] del controlador actual.


		Si la ruta no tiene barra inicial, se considerará que se trata de una ruta relativa al modulo actual y se le
antepondrá el valor [[\yii\base\Module::uniqueId|uniqueId]] del modulo actual.





Por ejemplo, asumiendo que el modulo actual es admin y el controlador actual es post,


use yii\helpers\Url;

// la ruta solicitada: /index.php?r=admin/post/index
echo Url::to(['']);

// una ruta relativa solo con ID de acción: /index.php?r=admin/post/index
echo Url::to(['index']);

// una ruta relativa: /index.php?r=admin/post/index
echo Url::to(['post/index']);

// una ruta absoluta: /index.php?r=post/index
echo Url::to(['/post/index']);



El método [[yii\helpers\Url::to()]] se implementa llamando a los métodos
[[yii\web\UrlManager::createUrl()|createUrl()]] y [[yii\web\UrlManager::createAbsoluteUrl()|createAbsoluteUrl()]] del
[[yii\web\UrlManager|URL manager]]. En las próximas sub-secciones, explicaremos como configurar el
[[yii\web\UrlManager|URL manager]] para personalizar el formato de las URLs generadas.


El método [[yii\helpers\Url::to()]] también soporta la creación de URLs NO relacionadas con rutas particulares.
En lugar de pasar un array como su primer paramento, se debe pasar una cadena de texto. Por ejemplo,


use yii\helpers\Url;

// la URL solicitada actualmente: /index.php?r=admin/post/index
echo Url::to();

// una URL con alias: http://example.comYii::setAlias('@example', 'http://example.com/');
echo Url::to('@example');

// una URL absoluta: http://example.com/images/logo.gif
echo Url::to('/images/logo.gif', true);```



Además del método to(), la clase auxiliar [[yii\helpers\Url]] también proporciona algunos otros métodos de creación
de URLs. Por ejemplo,


use yii\helpers\Url;

// URL de la página inicial: /index.php?r=site/index
echo Url::home();

// la URL base, útil si la aplicación se desarrolla en una sub-carpeta de la carpeta raíz (root) Web
echo Url::base();

// la URL canónica de la actual URL solicitada// visitar https://en.wikipedia.org/wiki/Canonical_link_element
echo Url::canonical();

// recuerda la actual URL solicitada y la recupera más tarde requestsUrl::remember();
echo Url::previous();






Uso de URLs Amigables 


Para utilizar URLs amigables, hay que configurar el componente ulrManager en la configuración de la aplicación como
en el siguiente ejemplo:


[
    'components' => [
        'urlManager' => [
            'enablePrettyUrl' => true,
            'showScriptName' => false,
            'enableStrictParsing' => true,
            'rules' => [
                // ...
            ],
        ],
    ],
]



La propiedad [[yii\web\UrlManager::enablePrettyUrl|enablePrettyUrl]] es obligatoria ya que alterna el formato de URL
amigable. El resto de propiedades son opcionales. Sin embargo, la anterior configuración es la más común.



		[[yii\web\UrlManager::showScriptName|showScriptName]]: esta propiedad determina si el script de entrada debe ser
incluido en las URLs generadas. Por ejemplo, en lugar de crear una URL /index.php/post/100, estableciendo la
propiedad con valor true, la URL que se generará sera /post/100.


		[[yii\web\UrlManager::enableStrictParsing|enableStrictParsing]]: esta propiedad determina si se habilita la
conversión de petición estricta, si se habilita, la URL solicitada tiene que encajar al menos con uno de las
[[yii\web\UrlManager::rules|rules]] para poder ser tratada como una petición valida, o se lanzará una
[[yii\web\NotFoundHttpException]]. Si la conversión estricta esta deshabilitada, cuando ninguna de las
[[yii\web\UrlManager::rules|rules]] coincida con la URL solicitada, la parte de información de la URL se tratará
como si fuera la ruta solicitada.


		[[yii\web\UrlManager::rules|rules]]: esta propiedad contiene una lista de las reglas que especifican como convertir
y crear URLs. Esta es la propiedad principal con la que se debe trabajar para crear URLs que satisfagan el formato
de un requerimiento particular de la aplicación.






Nota: Para ocultar el nombre del script de entrada en las URLs generadas, además de establecer el
[[yii\web\UrlManager::showScriptName|showScriptName]] a falso, puede ser necesaria la configuración del servidor Web
para que identifique correctamente que script PHP debe ejecutarse cuando se solicita una URL que no lo especifique.
Si se usa el servidor Web Apache, se puede utilizar la configuración recomendada descrita en la sección de
Instalación.




Regalas de URL 


Una regla de URL es una instancia de [[yii\web\UrlRule]] o de una clase hija. Cada URL consiste en un patrón utilizado
para cotejar la parte de información de ruta de las URLs, una ruta, y algunos parámetros de consulta. Una URL puede
usarse para convertir una petición si su patrón coincide con la URL solicitada y una regla de URL pude usarse para
crear una URL si su ruta y sus nombres de parámetros coinciden con los que se hayan dado.


Cuando el formato de URL amigables está habilitado, el [[yii\web\UrlManager|URL manager]] utiliza las reglas de URL
declaradas en su propiedad [[yii\web\UrlManager::rules|rules]] para convertir las peticiones entrantes y crear URLs.
En particular, para convertir una petición entrante, el [[yii\web\UrlManager|URL manager]] examina las reglas en el
orden que se han declarado y busca la primera regla que coincida con la URL solicitada. La regla que coincide es la
que se usa para convertir la URL en una ruta y sus parámetros asociados. De igual modo, para crear una URL, el
[[yii\web\UrlManager|URL manager]] busca la primera regla que coincida con la ruta dad y los parámetros y la utiliza
para crear una URL.


Se pueden configurar las [[yii\web\UrlManager::rules]] como un array con claves, siendo los patrones y las reglas sus
correspondientes rutas. Cada pareja patrón-ruta construye una regla de URL. Por ejemplo, la siguiente configuración de
configuración de [[yii\web\UrlManager::rules|rules]] declara dos reglas de URL. La primera regla coincide con una URL
posts y la mapea a la ruta post/index. La segunda regla coincide con una URL que coincida con la expresión regular
post/(\d+) y la mapea a la ruta post/view y el parámetro llamado id.


[
    'posts' => 'post/index', 
    'post/<id:\d+>' => 'post/view',
]




Información; El patrón en una regla se usa para encontrar coincidencias en la parte de información de la URL.
Por ejemplo, la parte de información de la ruta /index.php/post/100?source=ad es post/100
(la primera barra y la ultima son ignoradas) que coincide con el patrón post/(\d+).



Entre la declaración de reglas de URL como pares de patrón-ruta, también se pueden declarar como arrays de
configuración. Cada array de configuración se usa para configurar un único objeto de tipo regla de URL. Este proceso
se necesita a menudo cuando se quieren configurar otras propiedades de la regla de URL. Por ejemplo,


[
    // ... otras reglas de URL ...
    
    [
        'pattern' => 'posts',
        'route' => 'post/index',
        'suffix' => '.json',
    ],
]



De forma predeterminada si no se especifica la opción class en la configuración de una regla, se utilizará la clase
predeterminada [[yii\web\UrlRule]].





Parameters Asociativos 


Una regla de URL puede asociarse a una determinado grupo de parámetros de consulta que se hayan sido especificados en
el patrón con el formato <ParamName:RegExp>, donde ParamName especifica el nombre del parámetro y RegExp es una
expresión regular opcional que se usa para encontrara los valores de los parámetros. Si no se especifica RegExp
significa que el parámetro debe ser una cadena de texto sin ninguna barra.



Nota: Solo se pueden especificar expresiones regulares para los parámetros. La parte restante del patrón se
considera texto plano.



Cuando se usa una regla para convertir una URL, esta rellenara los parámetros asociados con los valores que coincidan
con las partes correspondientes de la URL, y estos parámetros serán accesibles posteriormente mediante $_GET por el
componente de aplicación request. Cuando se usa una regla para crear una URL, esta obtendrá los valores de los
parámetros proporcionados y los insertara donde se hayan declarado los parámetros.


Vamos a utilizar algunos ejemplos para ilustrar como funcionan los parámetros asociativos. Asumiendo que hemos
declarado las siguientes tres URLs:


[
    'posts' => 'post/index',
    'post/<id:\d+>' => 'post/view',
    'posts/<year:\d{4}>/<category>' => 'post/index',
]



Cuando se usen las reglas para convertir URLs:



		/index.php/posts se convierte en la ruta post/index usando la primera regla;


		/index.php/posts/2014/php se convierte en la ruta post/index, el parámetro year cuyo valor es 2014 y el
parámetro category cuyo valor es php usando la tercera regla;


		/index.php/post/100 se convierte en la ruta post/view y el parámetro id cuyo valor es 100 usando la segunda
regla;


		/index.php/posts/php provocara una [[yii\web\NotFoundHttpException]] cuando
[[yii\web\UrlManager::enableStrictParsing]] sea true, ya que no coincide ninguno de los parámetros . Si
[[yii\web\UrlManager::enableStrictParsing]] es false (valor predeterminado), se devolverá como ruta la parte de
información posts/php.





Y cuando las se usen las reglas para crear URLs:



		Url::to(['post/index']) genera /index.php/posts usando la primera regla;


		Url::to(['post/index', 'year' => 2014, 'category' => 'php']) genera /index.php/posts/2014/php usando la tercera
regla;


		Url::to(['post/view', 'id' => 100]) genera /index.php/post/100 usando la segunda regla;


		Url::to(['post/view', 'id' => 100, 'source' => 'ad']) genera /index.php/post/100?source=ad usando la segunda
regla. Debido a que el parámetro source no se especifica en la regla, se añade como un parámetro de consulta en
la URL generada.


		Url::to(['post/index', 'category' => 'php']) genera /index.php/post/index?category=php no usa ninguna de las
reglas. Hay que tener en cuenta que si no se aplica ninguna de las reglas, la URL se genera simplemente añadiendo
la parte de información de la ruta y todos los parámetros como parte de la consulta.








Parametrización de Rutas 


Se pueden incrustar nombres de parámetros en la ruta de una regla de URL. Esto permite a la regla de URL poder ser
usada para que coincida con varias rutas. Por ejemplo, la siguiente regla incrusta los parámetros controller y
action en las rutas.


[
    '<controller:(post|comment)>/<id:\d+>/<action:(create|update|delete)>' => '<controller>/<action>',
    '<controller:(post|comment)>/<id:\d+>' => '<controller>/view',
    '<controller:(post|comment)>s' => '<controller>/index',
]



Para convertir una URL index.php/comment/100/create, se aplicará la primera regla, que establece el parámetro
controller a comment y el parámetro action a create. Por lo tanto la ruta <controller>/<action> se resuelve
como comment/create.


Del mismo modo, para crear una URL para una ruta comment/index, se aplicará la tercera regla, que crea una URL
/index.php/comments.



Información: Mediante la parametrización de rutas es posible reducir el numero de reglas de URL e incrementar
significativamente el rendimiento del [[yii\web\UrlManager|URL manager]].



De forma predeterminada, todos los parámetros declarados en una regla son requeridos. Si una URL solicitada no
contiene un parámetro en particular, o si se esta creando una URL sin un parámetro en particular, la regla no se
aplicará. Para establecer algunos parámetros como opcionales, se puede configurar la propiedad de
[[yii\web\UrlRule::defaults|defaults]] de una regla. Los parámetros listados en esta propiedad son opcionales y se
usarán los parámetros especificados cuando estos no se proporcionen.


En la siguiente declaración de reglas, los parámetros page y tag son opcionales y cuando no se proporcionen, se
usarán los valores 1 y cadena vacía respectivamente.


[
    // ... otras reglas ...
    [
        'pattern' => 'posts/<page:\d+>/<tag>',
        'route' => 'post/index',
        'defaults' => ['page' => 1, 'tag' => ''],
    ],
]



La regla anterior puede usarse para convertir o crear cualquiera de las siguientes URLs:



		/index.php/posts: page es 1, tag es ‘’.


		/index.php/posts/2: page es 2, tag es ‘’.


		/index.php/posts/2/news: page es 2, tag es 'news'.


		/index.php/posts/news: page es 1, tag es 'news'.





Sin usar ningún parámetro opcional, se tendrían que crear 4 reglas para lograr el mismo resultado.





Reglas con Nombres de Servidor 


Es posible incluir nombres de servidores Web en los parámetros de las URLs. Esto es practico principalmente cuando una
aplicación debe tener distintos comportamientos paro diferentes nombres de servidores Web. Por ejemplo, las siguientes
reglas convertirán la URL http://admin.example.com/login en la ruta admin/user/login y
http://www.example.com/login en site/login.


[
    'http://admin.example.com/login' => 'admin/user/login',
    'http://www.example.com/login' => 'site/login',
]



También se pueden incrustar parámetros en los nombres de servidor para extraer información dinámica de ellas. Por
ejemplo, la siguiente regla convertirá la URL http://en.example.com/posts en la ruta post/index y el parámetro
language=en.


[
    'http://<language:\w+>.example.com/posts' => 'post/index',
]




Nota: Las reglas con nombres de servidor NO deben incluir el subdirectorio del script de entrada (entry script) en
sus patrones. Por ejemplo, is la aplicación se encuentra en http://www.example.com/sandbox/blog, entonces se debe
usar el patrón http://www.example.com/posts en lugar de http://www.example.com/sandbox/blog/posts. Esto
permitirá que la aplicación se pueda desarrollar en cualquier directorio sin la necesidad de cambiar el código de la
aplicación.






Sufijos de URL 


Se puede querer añadir sufijos a las URLs para varios propósitos. Por ejemplo, se puede añadir .htmla las URLs para
que parezcan URLs para paginas HTML estáticas; también se puede querer añadir .json a las URLs para indicar el tipo
de contenido que se espera encontrar en una respuesta (response). Se puede lograr este objetivo configurando la
propiedad [[yii\web\UrlManager::suffix]] como en el siguiente ejemplo de configuración de aplicación:


[
    'components' => [
        'urlManager' => [
            'enablePrettyUrl' => true,
            'showScriptName' => false,
            'enableStrictParsing' => true,
            'suffix' => '.html',
            'rules' => [
                // ...
            ],
        ],
    ],
]



La configuración anterior permitirá al [[yii\web\UrlManager|URL manager]] reconocer las URLs solicitadas y a su vez
crear URLs con el sufijo .html.



Consejo: Se puede establecer / como el prefijo de URL para que las URLs finalicen con una barra.




Nota: Cuando se configura un sufijo de URL, si una URL solicitada no tiene el sufijo, se considerará como una URL
desconocida. Esta es una practica recomendada para SEO (optimización en motores de búsqueda).



A veces, se pueden querer usar sufijos diferentes para URLs diferentes. Esto se puede conseguir configurando la
propiedad [[yii\web\UrlRule::suffix|suffix]] de una regla de URL individual. Cuando una regla de URL tiene la
propiedad establecida, anulará el sufijo estableciendo a nivel de [[yii\web\UrlManager|URL manager]]. Por ejemplo, la
siguiente configuración contiene una regla de URL personalizada que usa el sufijo .json en lugar del sufijo global
.html.


[
    'components' => [
        'urlManager' => [
            'enablePrettyUrl' => true,
            'showScriptName' => false,
            'enableStrictParsing' => true,
            'suffix' => '.html',
            'rules' => [
                // ...
                [
                    'pattern' => 'posts',
                    'route' => 'post/index',
                    'suffix' => '.json',
                ],
            ],
        ],
    ],
]






Métodos HTTP 


Cuando se implementan APIs RESTful, normalmente se necesita que ciertas URLs se conviertan en otras de acuerdo con el
método HTTP que se esté usando. Esto se puede hacer fácilmente prefijando los métodos HTTP soportados como los
patrones de las reglas. Si una regla soporta múltiples métodos HTTP, hay que separar los nombres de los métodos con
comas. Por ejemplo, la siguiente regla usa el mismo patrón post/<id:\d+> para dar soporte a diferentes métodos HTTP.
Una petición para PUT post/100 se convertirá en post/create, mientras que una petición GET post/100 se
convertirá en post/view.


[
    'PUT,POST post/<id:\d+>' => 'post/create',
    'DELETE post/<id:\d+>' => 'post/delete',
    'post/<id:\d+>' => 'post/view',
]




Nota: Si una regla de URL contiene algún método HTTP en su patrón, la regla solo se usará para aplicar conversiones.
Se omitirá cuando se llame a [[yii\web\UrlManager|URL manager]] para crear URLs.




Consejo: Para simplificar el enrutamiento en APIs RESTful, Yii proporciona una clase de reglas de URL
[[yii\rest\UrlRule]] especial que es bastante eficiente y soporta ciertas características como pluralización de IDs
de controladores. Para conocer más detalles, se puede visitar la sección Enrutamiento acerca de
el desarrollo de APIs RESTful.






Personalización de Reglas 


En los anteriores ejemplos, las reglas de URL se han declarado principalmente en términos de pares de patrón-ruta.
Este es un método de acceso directo que se usa a menudo. En algunos escenarios, se puede querer personalizar la regla
de URL configurando sus otras propiedades, tales como [[yii\web\UrlRule::suffix]]. Esto se puede hacer usando una
array completo de configuración para especificar una regla. El siguiente ejemplo se ha extraído de la subsección
Sufijos de URL.


[
    // ... otras reglas de URL ...
    
    [
        'pattern' => 'posts',
        'route' => 'post/index',
        'suffix' => '.json',
    ],
]




Información: De forma predeterminada si no se especifica una opción class para una configuración de regla, se
usará la clase predeterminada [[yii\web\UrlRule]].






Adición de Reglas Dinámicamente 


Las reglas de URL se pueden añadir dinámicamente en el [[yii\web\UrlManager|URL manager]]. A menudo se necesita por
módulos redistribubles que se encargan de gestionar sus propias reglas de URL. Para que las
reglas añadidas dinámicamente tenga efecto durante el proceso de enrutamiento, se deben añadir durante la etapa
bootstrapping. Para los módulos, esto significa que deben implementar
[[yii\base\BootstrapInterface]] y añadir las reglas en el método
[[yii\base\BootstrapInterface::bootstrap()|bootstrap()]] como en el siguiente ejemplo:


public function bootstrap($app)
{
    $app->getUrlManager()->addRules([
        // declaraciones de reglas aquí
    ], false);
}



Hay que tener en cuenta se deben añadir estos módulos en [[yii\web\Application::bootstrap]] para que puedan participar
en el proceso de bootstrapping





Creación de Clases de Reglas 


A pesar del hecho de que de forma predeterminada la clase [[yii\web\UrlRule]] lo suficientemente flexible para la
mayoría de proyectos, hay situaciones en las que se tiene que crear una clase de reglas propia. Por ejemplo, en un
sitio Web de un concesionario de coches, se puede querer dar soporte a las URL con el siguiente formato
/Manufacturer/Model, donde tanto Manufacturer como Model tengan que coincidir con algún dato almacenado una
tabla de la base de datos. De forma predeterminada, la clase regla no puede gestionar estas reglas ya que se base en
patrones estáticos declarados.


Podemos crear la siguiente clase de reglas de URL para solucionar el problema.


namespace app\components;

use yii\web\UrlRuleInterface;
use yii\base\Object;

class CarUrlRule extends Object implements UrlRuleInterface
{

    public function createUrl($manager, $route, $params)
    {
        if ($route === 'car/index') {
            if (isset($params['manufacturer'], $params['model'])) {
                return $params['manufacturer'] . '/' . $params['model'];
            } elseif (isset($params['manufacturer'])) {
                return $params['manufacturer'];
            }
        }
        return false;  // no se aplica esta regla
    }

    public function parseRequest($manager, $request)
    {
        $pathInfo = $request->getPathInfo();
        if (preg_match('%^(\w+)(/(\w+))?$%', $pathInfo, $matches)) {
            // comprueba $matches[1] y $matches[3] para ver
            // si coincide con un *manufacturer* y un *model* en la base de datos
            // Si coinciden, establece $params['manufacturer'] y/o $params['model']
            // y devuelve ['car/index', $params]
        }
        return false;  // no se aplica la regla
    }
}



Y usa la nueva clase de regla en la configuración de [[yii\web\UrlManager::rules]]:


[
    // ... otras reglas ...
    
    [
        'class' => 'app\components\CarUrlRule', 
        // ... configura otras propiedades ...
    ],
]








Consideración del Rendimiento 


Cuando se desarrolla una aplicación Web compleja, es importante optimizar las reglas de URL para que tarden el mínimo
tiempo posible en convertir las peticiones y crear URLs.


Usando rutas parametrizadas se puede reducir el numero de reglas de URL que a su vez significa una mejor en el
rendimiento.


Cuando se convierten o crean URLs, el [[yii\web\UrlManager|URL manager]] examina las reglas de URL en el orden en que
han sido declaradas. Por lo tanto, se debe tener en cuenta el orden de las reglas de URL y anteponer las reglas más
especificas y/o las que se usen más a menudo.


Si algunas URLs comparten el mismo prefijo en sus patrones o rutas, se puede considerar usar [[yii\web\GroupUrlRule]]
ya que puede ser más eficiente al ser examinado por [[yii\web\UrlManager|URL manager]] como un grupo. Este suele ser
el caso cuando una aplicación se compone por módulos, y cada uno tiene su propio conjunto de reglas con un ID de
módulo para sus prefijos más comunes.
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Assets


Un asset en Yii es un archivo al que se puede hacer referencia en una página Web. Puede ser un archivo CSS, un archivo
JavaScript, una imagen o un archivo de video, etc. Los assets se encuentran en los directorios públicos de la web y se
sirven directamente por los servidores Web.


A menudo es preferible gestionar los assets mediante programación. Por ejemplo, cuando se usa el widget
[[yii\jui\DatePicker]] en una página, éste incluirá automáticamente los archivos CSS y JavaScript requeridos, en vez
de tener que buscar los archivos e incluirlos manualmente. Y cuando se actualice el widget a una nueva versión, ésta
usará de forma automática la nueva versión de los archivos asset.
En este tutorial, se describirá la poderosa capacidad que proporciona la gestión de assets en Yii.



Asset Bundles 


Yii gestiona los assets en unidades de asset bundle. Un asset bundle es simplemente un conjunto de assets
localizados en un directorio. Cuando se registra un asset bundle en una vista, éste incluirá los
archivos CSS y JavaScript del bundle en la página Web renderizada.





Definición de Asset Bundles 


Los asset bundles son descritos como clases PHP que extienden a [[yii\web\AssetBundle]]. El nombre del bundle es
simplemente su correspondiente nombre de la classe PHP que debe ser autocargable. En una
clase asset bundle, lo más habitual es especificar donde se encuentran los archivos asset, que archivos CSS y
JavaScript contiene el bundle, y como depende este bundle de otros bundles.


El siguiente código define el asset bundle principal que se usa en
la plantilla de aplicación básica:


<?php

namespace app\assets;

use yii\web\AssetBundle;

class AppAsset extends AssetBundle
{
    public $basePath = '@webroot';
    public $baseUrl = '@web';
    public $css = [
        'css/site.css',
    ];
    public $js = [
    ];
    public $depends = [
        'yii\web\YiiAsset',
        'yii\bootstrap\BootstrapAsset',
    ];
}



La anterior clase AppAsset especifica que los archivos asset se encuentran en el directorio @webroot que
corresponde a la URL @web; el bundle contiene un único archivo CSS css/site.css y ningún archivo JavaScript;
el bundle depende de otros dos bundles: [[yii\web\YiiAsset]] y [[yii\bootstrap\BootstrapAsset]].
A continuación se explicarán más detalladamente las propiedades del [[yii\web\AssetBundle]]:



		[[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]]: especifica el directorio raíz que contiene los archivos asset en el
bundle.  Si no, se deben especificar las propiedades [[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath]] y
[[yii\web\AssetBundle::baseUrl|baseUrl]], en su lugar. Se pueden usar alias de ruta.


		[[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath]]: especifica el directorio Web público que contiene los archivos assets de
este bundle. Cuando se especifica la propiedad [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]], el gestor de
assets publicará los assets de este bundle en un directorio  Web público  y sobrescribirá la
propiedad en consecuencia. Se debe establecer esta propiedad si los archivos asset ya se encuentran en un directorio
Web público y no necesitan ser publicados. Se pueden usar alias de ruta.


		[[yii\web\AssetBundle::baseUrl|baseUrl]]: especifica la URL correspondiente al directorio
[[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath]]. Como en [yii\web\AssetBundle::basePath|basePath]], si se especifica la
propiedad [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]], el gestor de assets publicara los assets
y sobrescribirá esta propiedad en consecuencia. Se pueden usar alias de ruta.


		[[yii\web\AssetBundle::js|js]]: un array lista los archivos JavaScript que contiene este bundle. Tenga en cuenta que
solo deben usarse las barras invertidas “/” como separadores de directorios. Cada archivo Javascript se puede
especificar en uno de los siguientes formatos:
		una ruta relativa que represente un archivo local JavaScript (ej. js/main.js). La ruta actual del fichero
se puede determinar anteponiendo [[yii\web\AssetManager::basePath]] a la ruta relativa, y la URL actual de un
archivo puede ser determinada anteponiendo [[yii\web\AssetManager::baseUrl]] a la ruta relativa.


		una URL absoluta que represente un archivo JavaScript externo. Por ejemplo,
http://ajax.googleapis.com/ajax/libs/jquery/2.1.1/jquery.min.js o
//ajax.googleapis.com/ajax/libs/jquery/2.1.1/jquery.min.js.








		[[yii\web\AssetBundle::css|css]]: un array que lista los archivos CSS que contiene este bundle. El formato de este
array es el mismo que el de [[yii\web\AssetBundle::js|js]].


		[[yii\web\AssetBundle::depends|depends]]: un array que lista los nombres de los asset bundles de los que depende este
asset bundle (para explicarlo brevemente).


		[[yii\web\AssetBundle::jsOptions|jsOptions]]: especifica las opciones que se enviarán al método
[[yii\web\View::registerJsFile()]] cuando se le llame para registrar todos los archivos JavaScript de este bundle.


		[[yii\web\AssetBundle::cssOptions|cssOptions]]: especifica las opciones que se enviarán al método
[[yii\web\View::registerCssFile()]] cuando se le llame para registrar todos los archivos CSS de este bundle.


		[[yii\web\AssetBundle::publishOptions|publishOptions]]: especifica las opciones que se enviarán al método
[[yii\web\AssetManager::publish()]] cuando se le llame para publicar los archivos de los assets fuente a un
directorio Web.
Solo se usa si se especifica la propiedad [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]].






Ubicación de los Assets 


Según la localización de los assets, se pueden clasificar como:



		assets fuente (source assets): los assets se encuentran junto con el código fuente PHP, al que no se puede acceder
directamente a través de la Web. Para usar los assets fuente en una página, deben ser copiados en un directorio
público y transformados en los llamados assets publicados. El proceso se llama publicación de assets que será
descrito a continuación.


		assets publicados (published assets): los archivos assets se encuentran en el directorio Web y son accesibles vía Web.


		assets externos (external assets): los archivos assets se encuentran en un servidor Web diferente al de la aplicación.





Cuando se define una clase asset bundle, si se especifica la propiedad [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]],
significa que cualquier asset listado que use rutas relativas será considerado como un asset fuente. Si no se
especifica la propiedad, significa que los assets son assets publicados (se deben especificar
[[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath]] y
[[yii\web\AssetBundle::baseUrl|baseUrl]] para hacerle saber a Yii dónde se encuentran.)


Se recomienda ubicar los assets que correspondan a la aplicación en un directorio Web para evitar publicaciones de
assets innecesarias. Por esto en el anterior ejemplo AppAsset especifica [[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath]]
en vez de [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]].


Para las extensiones, por el hecho de que sus assets se encuentran junto con el código
fuente, en directorios que no son accesibles para la Web, se tiene que especificar la propiedad
[[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]] cuando se definan clases asset bundle para ellas.



Nota: No se debe usar @webroot/assets como [yii\web\AssetBundle::sourcePath|source path]]. Este directorio se usa
por defecto por el [[yii\web\AssetManager|asset manager]] para guardar los archivos asset publicados temporalmente y
pueden ser eliminados.






Dependencias de los Asset 


Cuando se incluyen múltiples archivos CSS o JavaScript en una página Web, tienen que cumplir ciertas órdenes para
evitar problemas de sobrescritura. Por ejemplo, si se usa un widget jQuery UI en una página Web, tenemos que
asegurarnos de que el archivo JavaScript jQuery se incluya antes que el archivo JavaScript jQuery UI. A esto se le
llama ordenar las dependencias entre archivos.


Las dependencias de los assets se especifican principalmente a través de la propiedad [[yii\AssetBundle::depends]].
En el ejemplo AppAsset, el asset bundle depende de otros dos asset bundles [[yii\web\YiiAsset]] y
[[yii\bootstrap\BootstrapAsset]], que significa que los archivos CSS y JavaScript en AppAsset se incluirán después
que los archivos de los dos bundles dependientes.


Las dependencias son transitivas. Esto significa, que si un bundle A depende de un bundle B que depende de C, A
dependerá de C, también.





Opciones de los Assets 


Se pueden especificar las propiedades [[yii\web\AssetBundle::cssOptions|cssOptions]] y
[[yii\web\AssetBundle::jsOptions|jsOptions]] para personalizar la forma en que los archivos CSS y JavaScript serán
incluidos en una página. Los valores de estas propiedades serán enviadas a los métodos
[[yii\web\View::registerCssFile()]] y [[yii\web\View::registerJsFile()]], respectivamente cuando las
vistas los llamen para incluir los archivos CSS y JavaScript.



Nota: Las opciones que se especifican en una clase bundle se aplican a todos los archivos CSS/JavaScript de un
bundle. Si se quiere usar diferentes opciones para diferentes archivos, se deben crear assets bundles separados y
usar un conjunto de opciones para cada bundle.



Por ejemplo, para incluir una archivo CSS condicionalmente para navegadores que como IE9 o anteriores, se puede usar la
siguiente opción:


public $cssOptions = ['condition' => 'lte IE9'];



Esto provoca que un archivo CSS dentro de un bundle sea incluido usando los siguientes tags HTML:


<!--[if lte IE9]>
<link rel="stylesheet" href="path/to/foo.css">
<![endif]-->



Para envolver el tag del enlace con <noscript> se puede usar el siguiente código:


public $cssOptions = ['noscript' => true];



Para incluir un archivo JavaScript en la sección cabecera (head) de una página (por defecto, los archivos JavaScript se
incluyen al final de la sección cuerpo(body)), se puede usar el siguiente código:


public $jsOptions = ['position' => \yii\web\View::POS_HEAD];



Por defecto, cuando un asset bundle está siendo publicado, todos los contenidos del directorio especificado por [[yii\web\AssetBundle::sourcePath]]
serán publicados. Puedes personalizar este comportamiento configurando la propiedad [[yii\web\AssetBundle::publishOptions|publishOptions]]. Por
ejemplo, públicar solo uno o unos pocos subdirectorios de [[yii\web\AssetBundle::sourcePath]], puedes hacerlo de la siguiente manera en la clase
asset bundle:


<?php
namespace app\assets;

use yii\web\AssetBundle;

class FontAwesomeAsset extends AssetBundle
{
    public $sourcePath = '@bower/font-awesome';
    public $css = [
        'css/font-awesome.min.css',
    ];

    public function init()
    {
        parent::init();
        $this->publishOptions['beforeCopy'] = function ($from, $to) {
            $dirname = basename(dirname($from));
            return $dirname === 'fonts' || $dirname === 'css';
        };
    }
}



El ejemplo anterior define un asset bundle para el “fontawesome” package [http://fontawesome.io/]. Especificando
la opción de publicación beforeCopy, solo los subdirectorios fonts y css serán publicados.





Bower y NPM Assets 


La mayoría de paquetes JavaScript/CSS se gestionan con Bower [http://bower.io/] y/o NPM [https://www.npmjs.org/].
Si tu aplicación o extensión usa estos paquetes, se recomienda seguir los siguientes pasos para gestionar los assets en
la librería:



		Modificar el archivo composer.json de tu aplicación o extensión e introducir el paquete en la lista require.
Se debe usar bower-asset/PackageName (para paquetes Bower) o npm-asset/PackageName (para paquetes NPM) para
referenciar la librería.


		Crear una clase asset bundle y listar los archivos JavaScript/CSS que se planea usar en la aplicación o extensión.
Se debe especificar la propiedad [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]] como @bower\PackageName o
@npm\PackageName. Esto se debe a que Composer instalará el paquete Bower o NPM en el correspondiente directorio de
este alias.






Nota: Algunos paquetes pueden distribuir sus archivos en subdirectorios. Si es el caso, se debe especificar el
subdirectorio como valor del [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]]. Por ejemplo, [[yii\web\JqueryAsset]]
usa @bower/jquery/dist en vez de @bower/jquery.








Uso de Asset Bundles 


Para usar un asset bundle, debe registrarse con una vista llamando al método
[[yii\web\AssetBundle::register()]]. Por ejemplo, en plantilla de vista se puede registrar un asset bundle como en el
siguiente ejemplo:


use app\assets\AppAsset;
AppAsset::register($this);  // $this representa el objeto vista




Información: El método [[yii\web\AssetBundle::register()]] devuelve un objeto asset bundle que contiene la
información acerca de los assets publicados, tales como [[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath]] o
[[yii\web\AssetBundle::baseUrl|baseUrl]].



Si se registra un asset bundle en otro lugar, se debe proporcionar la vista necesaria al objeto. Por ejemplo, para
registrar un asset bundle en una clase widget, se puede obtener el objeto vista mediante
$this->view.


Cuando se registra un asset bundle con una vista, por detrás, Yii registrará todos sus asset bundles dependientes.
Y si un asset bundle se encuentra en un directorio inaccesible por la Web, éste será publicado a un directorio Web
público. Después cuando la vista renderice una página, se generarán las etiquetas (tags) <link> y <script>  para
los archivos CSS y JavaScript listados en los bundles registrados. El orden de estas etiquetas será determinado por
las dependencias entre los bundles registrados y los otros assets listados en las propiedades
[[yii\web\AssetBundle::css]] y [[yii\web\AssetBundle::js]].



Personalización de Asset Bundles 


Yii gestiona los asset bundles a través de un componente de aplicación llamado assetManager que está implementado
por [[yii\web\AssetManager]]. Configurando la propiedad [[yii\web\AssetManager::bundles]], se puede personalizar el
comportamiento (behavior) de un asset bundle. Por ejemplo, de forma predeterminada, el asset bundle [[yii\web\Jquery]]
, utiliza el archivo jquery.js desde el paquete Bower instalado. Para mejorar la disponibilidad y el rendimiento se
puede querer usar la versión alojada por Google. Ésta puede ser obtenida configurando assetManager en la
configuración de la aplicación como en el siguiente ejemplo:


return [
    // ...
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'bundles' => [
                'yii\web\JqueryAsset' => [
                    'sourcePath' => null,   // no publicar el bundle
                    'js' => [
                        '//ajax.googleapis.com/ajax/libs/jquery/2.1.1/jquery.min.js',
                    ]
                ],
            ],
        ],
    ],
];



Del mismo modo, se pueden configurar múltiples asset bundles a través de [[yii\web\AssetManager::bundles]]. Las claves
del array deben ser los nombres de clase (sin la primera barra invertida) de los asset bundles, y los valores del array
deben ser las correspondientes configuraciones de arrays.



Consejo: Se puede elegir condicionalmente que assets se van a usar en un asset bundle. El siguiente ejemplo
muestra como usar jquery.js en el entorno de desarrollo y jquery.min.js en los otros casos:


'yii\web\JqueryAsset' => [
    'js' => [
        YII_ENV_DEV ? 'jquery.js' : 'jquery.min.js'
    ]
],







Se puede deshabilitar uno o más asset bundles asociando false a los nombres de los asset bundles que se quieran
deshabilitar. Cuando se registra un asset bundle deshabilitado con una vista, ninguno de sus bundles dependientes será
registrado, y la vista tampoco incluirá ningún asset del bundle en la página que se renderice.
Por ejemplo, para deshabilitar [[yii\web\JqueryAsset]], se puede usar la siguiente configuración:


return [
    // ...
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'bundles' => [
                'yii\web\JqueryAsset' => false,
            ],
        ],
    ],
];



Además se pueden deshabilitar todos los asset bundles asignando false a [[yii\web\AssetManager::bundles]].





Mapeo de Assets (Asset Mapping) 


A veces se puede querer “arreglar” rutas de archivos incorrectos/incompatibles usadas en múltiples asset bundles.
Por ejemplo, el bundle A usa jquery.min.js con versión 1.11.1, y el bundle B usa jquery.js con versión 2.11.1.
Mientras que se puede solucionar el problema personalizando cada bundle, una forma más fácil, es usar la
característica asset map para mapear los assets incorrectos a los deseados. Para hacerlo, se tiene que configurar la
propiedad [[yii\web\AssetManager::assetMap]] como en el siguiente ejemplo:


return [
    // ...
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'assetMap' => [
                'jquery.js' => '//ajax.googleapis.com/ajax/libs/jquery/2.1.1/jquery.min.js',
            ],
        ],
    ],
];



Las claves de [[yii\web\AssetManager::assetMap|assetmMap]] son los nombres de los assets que se quieren corregir,
y los valores son las rutas de los assets deseados. Cuando se registra un asset bundle con una vista, cada archivo de
asset relativo de [[yii\web\AssetBundle::css|css]] y [[yii\web\AssetBundle::js|js]] serán contrastados con este mapa.
Si se detecta que alguna de estas claves es la última parte de un archivo asset (prefijado con
[[yii\web\AssetBundle::sourcePath]], si esta disponible), el correspondiente valor reemplazará el asset y será
registrado con la vista.
Por ejemplo, un archivo asset mi/ruta/a/jquery.js concuerda con la clave jquery.js.



Nota: Sólo los assets especificados usando rutas relativas están sujetos al mapeo de assets. Y las rutas de los
assets destino deben ser tanto URLs absolutas o rutas relativas a [[yii\web\AssetManager::basePath]].






Publicación de Asset 


Como se ha comentado anteriormente, si un asset bundle se encuentra en un directorio que no es accesible por la Web,
este asset será copiado a un directorio Web cuando se registre el bundle con una vista. Este proceso se llama
publicación de assets, y se efectúa automáticamente por el [[yii\web\AssetManager|asset manager]].


De forma predeterminada, los assets se publican en el directorio @webroot/assets cuando corresponden a la URL
@web\assets. Se puede personalizar esta ubicación configurando las propiedades
[[yii\web\AssetManager::basePath|basePath]] y [[yii\web\AssetManager::baseUrl|baseUrl]].


En lugar de publicar los assets copiando archivos, se puede considerar usar enlaces simbólicos, si tu
SO (sistema operativo) y servidor Web lo permiten. Esta característica se puede habilitar estableciendo el valor de
[[yii\web\AssetManager::linkAssets|linkAssets]] en true.


return [
    // ...
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'linkAssets' => true,
        ],
    ],
];



Con la anterior configuración, el gestor de assets creará un enlace simbólico a la ruta de origen del asset bundle
cuando éste sea publicado. Esto es más rápido que copiar archivos y también asegura que siempre estén actualizados.







Los Asset Bundles más Comunes 


El código del núcleo de Yii tiene definidos varios asset bundles. Entre ellos, los siguientes bundles son los más
usados y pueden referenciarse en códigos de aplicaciones o extensiones.



		[[yii\web\YiiAsset]]: Principalmente incluye el archivo yii.js que implementa un mecanismo de organización de
código JavaScript en los módulos. También proporciona soporte especial para los atributos data-method y
data-confirm y otras característica útiles.


		[[yii\web\JqueryAsset]]: Incluye el archivo jquery.js desde el paquete Bower jQuery.


		[[yii\bootstrap\BootstrapAsset]]: Incluye el archivo CSS desde el framework Twitter Bootstrap.


		[[yii\bootstrap\BootstrapPluginAsset]]: Incluye el archivo JavaScript desde el framework Twitter Bootstrap para dar
soporte a los plugins JavaScript de Bootstrap.


		[[yii\jui\JuiAsset]]: Incluye los archivos CSS y JavaScript desde la librería jQuery UI.





Si el código depende de jQuery, jQuery UI o Bootstrap, se pueden usar estos asset bundles predefinidos en lugar de
crear versiones propias. Si la configuración predeterminada de estos bundles no satisface las necesidades, se puede
personalizar como se describe en la subsección Personalización de Asset Bundles.





Conversión de Assets 


En lugar de escribir código CSS y/o JavaScript directamente, los desarrolladores a menudo escriben código usando una
sintaxis extendida y usan herramientas especiales para convertirlos en CSS/JavaScript. Por ejemplo, para código CSS se
puede usar LESS [http://lesscss.org] o SCSS [http://sass-lang.com/]; y para JavaScript se puede usar
TypeScript [http://www.typescriptlang.org/].


Se pueden listar los archivos asset con sintaxis extendida (extended syntax) en [[yii\web\AssetBundle::css|css]] y
[[yii\web\AssetBundle::js|js]] en un asset bundle. Por ejemplo:


class AppAsset extends AssetBundle
{
    public $basePath = '@webroot';
    public $baseUrl = '@web';
    public $css = [
        'css/site.less',
    ];
    public $js = [
        'js/site.ts',
    ];
    public $depends = [
        'yii\web\YiiAsset',
        'yii\bootstrap\BootstrapAsset',
    ];
}



Cuando se registra uno de estos asset bundles en una vista, el [[yii\web\AssetManager|asset manager]] ejecutará
automáticamente las herramientas pre-procesadoras para convertir los assets de sintaxis extendidas reconocidas en
CSS/JavaScript. Cuando la vista renderice finalmente una página, se incluirán los archivos CSS/JavaScript
en la página, en lugar de los assets originales en sintaxis extendidas.


Yii usa las extensiones de archivo para identificar que sintaxis extendida se está usando. De forma predeterminada se
reconocen las siguientes sintaxis y extensiones de archivo.



		LESS [http://lesscss.org/]: .less


		SCSS [http://sass-lang.com/]: .scss


		Stylus [http://learnboost.github.io/stylus/]: .styl


		CoffeeScript [http://coffeescript.org/]: .coffee


		TypeScript [http://www.typescriptlang.org/]: .ts





Yii se basa en las herramientas pre-procesadoras instalada para convertir los assets. Por ejemplo, para usar
LESS [http://lesscss.org/] se debe instalar el comando pre-procesador lessc.


Se pueden personalizar los comandos de los pre-procesadores y las sintaxis extendidas soportadas configurando
[[yii\web\AssetManager::converter]] como en el siguiente ejemplo:


return [
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'converter' => [
                'class' => 'yii\web\AssetConverter',
                'commands' => [
                    'less' => ['css', 'lessc {from} {to} --no-color'],
                    'ts' => ['js', 'tsc --out {to} {from}'],
                ],
            ],
        ],
    ],
];



En el anterior ejemplo se especifican las sintaxis extendidas soportadas a través de la propiedad
[[yii\web\AssetConverter::commands]]. Las claves del array son los nombres de extensión de archivo (sin el punto), y
los valores del array las extensiones de archivo resultantes y los comandos para realizar la conversión de assets.
Los tokens {from} y {to} en los comandos se reemplazarán por las rutas de origen de los archivos asset y las rutas
de destino de los archivos asset.



Información: Hay otras maneras de trabajar con las assets de sintaxis extendidas, además de la descrita
anteriormente. Por ejemplo, se pueden usar herramientas generadoras tales como grunt [http://gruntjs.com/] para
monitorear y convertir automáticamente los assets de sintaxis extendidas. En este caso, se deben listar los archivos
CSS/JavaScript resultantes en lugar de los archivos de originales.






Combinación y Compresión de Assets 


Una página web puede incluir muchos archivos CSS y/o JavaScript. Para reducir el número de peticiones (requests)
HTTP y el tamaño total de descarga de estos archivos, una práctica común es combinar y comprimir uno o
varios archivos, y después incluir los archivos comprimidos en las páginas Web.



Información: La combinación y compresión de assets es habitualmente necesario cuando una aplicación se encuentra en
modo de producción. En modo de desarrollo, es más conveniente usar los archivos CSS/JavaScript originales por temas
relacionados con el debugging.



En el siguiente ejemplo, se muestra una propuesta para combinar y comprimir archivos asset sin necesidad de modificar
el código de la aplicación.



		Buscar todos los asset bundles en la aplicación que se quieran combinar y comprimir.


		Dividir estos bundles en uno o más grupos. Tenga en cuenta que cada bundle solo puede pertenecer a un único grupo.


		Combina/Comprime los archivos CSS de cada grupo en un único archivo. Hace lo mismo para los archivos JavaScript.


		Define un nuevo asset bundle para cada grupo:
		Establece las propiedades [[yii\web\AssetBundle::css|css]] y [[yii\web\AssetBundle::js|js]] para que sean los
archivos CSS y JavaScript combinados, respectivamente.


		Personaliza los asset bundles en cada grupo configurando sus propiedades [[yii\web\AssetBundle::css|css]] y
[[yii\web\AssetBundle::js|js]] para que sean el nuevo asset bundle creado para el grupo.











Usando este propuesta, cuando se registre un asset bundle en una vista, se genera un registro automático del nuevo
asset bundle para el grupo al que pertenece el bundle original. Y como resultado, los archivos combinados/comprimidos
se incluyen en la página, en lugar de los originales.



Un Example 


Vamos a usar un ejemplo para explicar la propuesta anterior.


Asumiendo que la aplicación tenga dos páginas X e Y. La página X utiliza el asset bundle A, B y C mientras que la
página Y usa los asset bundles B, C y D.


Hay dos maneras de dividir estos asset bundles. Uno es usar un único grupo que incluye todos los asset bundles,
el otro es poner (A, B y C) en el Grupo X, y (B, C, D) en el grupo Y. ¿Cuál es mejor? El primero tiene la ventaja
de que las dos páginas comparten los mismos archivos CSS y JavaScript combinados, que producen una caché HTTP más
efectiva. Por otra parte, por el hecho de que un único grupo contenga todos los bundles, los archivos JavaScript serán
más grandes y por tanto incrementan el tiempo de transmisión del archivo inicial. En este ejemplo, se usará la primera
opción, ej., usar un único grupo que contenga todos los bundles.



Información: Dividiendo los asset bundles en grupos no es una tarea trivial. Normalmente requiere un análisis de los
datos del tráfico real de varios assets en diferentes páginas. Al principio, se puede empezar con un
único grupo para simplificar.



Se pueden usar herramientas existentes (ej. Closure Compiler [https://developers.google.com/closure/compiler/],
YUI Compressor [https://github.com/yui/yuicompressor/]) para combinar y comprimir todos los bundles. Hay que tener en
cuenta que los archivos deben ser combinados en el orden que satisfaga las dependencias entre los bundles.
Por ejemplo, si el Bundle A depende del B que depende a su vez de C y D, entonces, se deben listar los archivos asset
empezando por C y D, seguidos por B y finalmente A.


Después de combinar y comprimir obtendremos un archivo CSS y un archivo JavaScript. Supongamos que se llaman
all-xyz.css y all-xyz.js, donde xyz representa un timestamp o un hash que se usa para generar un nombre de
archivo único para evitar problemas con la caché HTTP.


Ahora estamos en el último paso. Configurar el [[yii\web\AssetManager|asset manager]] como en el siguiente ejemplo en
la configuración de la aplicación:


return [
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'bundles' => [
                'all' => [
                    'class' => 'yii\web\AssetBundle',
                    'basePath' => '@webroot/assets',
                    'baseUrl' => '@web/assets',
                    'css' => ['all-xyz.css'],
                    'js' => ['all-xyz.js'],
                ],
                'A' => ['css' => [], 'js' => [], 'depends' => ['all']],
                'B' => ['css' => [], 'js' => [], 'depends' => ['all']],
                'C' => ['css' => [], 'js' => [], 'depends' => ['all']],
                'D' => ['css' => [], 'js' => [], 'depends' => ['all']],
            ],
        ],
    ],
];



Como se ha explicado en la subsección Personalización de Asset Bundles, la anterior
configuración modifica el comportamiento predeterminado de cada bundle. En particular, el Bundle A, B, C y D ya no
tendrán ningún archivo asset. Ahora todos dependen del bundle all que contiene los archivos combinados all-xyz.css
y all-xyz.js. Por consiguiente, para la Página X, en lugar de incluir los archivos originales desde los bundles A, B
y C, solo se incluirán los dos archivos combinados; pasa lo mismo con la Página Y.


Hay un último truco para hacer que el enfoque anterior se adapte mejor. En lugar de modificar directamente el archivo
de configuración de la aplicación, se puede poner el array del personalización del bundle en un archivo separado y que
se incluya condicionalmente este archivo en la configuración de la aplicación. Por ejemplo:


return [
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'bundles' => require(__DIR__ . '/' . (YII_ENV_PROD ? 'assets-prod.php' : 'assets-dev.php')),
        ],
    ],
];



Es decir, el array de configuración del asset bundle se guarda en asset-prod.php para el modo de producción, y
assets-del.php para los otros modos.





Uso del Comando asset 


Yii proporciona un comando de consola llamado asset para automatizar el enfoque descrito.


Para usar este comando, primero se debe crear un archivo de configuración para describir que asset bundle se deben
combinar y cómo se deben agrupar. Se puede usar el sub-comando asset/template para generar una plantilla primero y
después modificarla para que se adapte a nuestras necesidades.


yii asset/template assets.php



El comando genera un archivo llamado assets.php en el directorio actual. El contenido de este archivo es similar al
siguiente código:


<?php
/**
 * Configuration file for the "yii asset" console command.
 * Note that in the console environment, some path aliases like '@webroot' and '@web' may not exist.
 * Please define these missing path aliases.
 */
return [
    // Ajustar comando/callback para comprimir los ficheros JavaScript:
    'jsCompressor' => 'java -jar compiler.jar --js {from} --js_output_file {to}',
    // Ajustar comando/callback para comprimir los ficheros CSS:
    'cssCompressor' => 'java -jar yuicompressor.jar --type css {from} -o {to}',
    // La lista de assets bundles para comprimir:
    'bundles' => [
        // 'yii\web\YiiAsset',
        // 'yii\web\JqueryAsset',
    ],
    // Asset bundle para la salida de compresión:
    'targets' => [
        'all' => [
            'class' => 'yii\web\AssetBundle',
            'basePath' => '@webroot/assets',
            'baseUrl' => '@web/assets',
            'js' => 'js/all-{hash}.js',
            'css' => 'css/all-{hash}.css',
        ],
    ],
    // Configuración del Asset manager:
    'assetManager' => [
    ],
];



Se debe modificar este archivo para especificar que bundles plantea combinar en la opción bundles. En la opción
targets se debe especificar como se deben dividir entre los grupos. Se puede especificar uno o más grupos,
como se ha comentado.



Nota: Debido a que los alias @webroot y @web no están disponibles en la aplicación de consola, se deben definir
explícitamente en la configuración.



Los archivos JavaScript se combinan, comprimen y guardan en js/all-{hash}.js donde {hash} se reemplaza con el hash
del archivo resultante.


Las opciones jsCompressor y cssCompressor especifican los comandos de consola o llamadas PHP (PHP callbacks) para
realizar la combinación/compresión de JavaScript y CSS. De forma predeterminada Yii usa
Closure Compiler [https://developers.google.com/closure/compiler/] para combinar los archivos JavaScript y
YUI Compressor [https://github.com/yui/yuicompressor/] para combinar archivos CSS. Se deben instalar las herramientas
manualmente o ajustar sus configuraciones para usar nuestras favoritas.


Con el archivo de configuración, se puede ejecutar el comando asset para combinar y comprimir los archivos asset y
después generar un nuevo archivo de configuración de asset bundles asset-prod.php:


yii asset assets.php config/assets-prod.php



El archivo de configuración generado se puede incluir en la configuración de la aplicación, como se ha descrito en la
anterior subsección.



Información: Usar el comando asset no es la única opción de automatizar el proceso de combinación y compresión.
Se puede usar la excelente herramienta de ejecución de tareas grunt [http://gruntjs.com/] para lograr el mismo
objetivo.
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Vistas


Las Vistas (views) son una parte de la arquitectura MVC [http://es.wikipedia.org/wiki/Modelo%E2%80%93vista%E2%80%93controlador].
Estas son el código responsable de presentar los datos al usuario final. En una aplicación Web, las vistas son usualmente creadas en términos de templates que son archivos PHP que contienen principalmente HTML y PHP.
Son manejadas por el componente de la aplicación [[yii\web\View|view]], el cual provee métodos comúnmente utilizados para facilitar la composición y el renderizado de las mismas. Por simplicidad, a menudo las llamamos templates o archivos de templates.



Creando Vistas 


Como fue mencionado, una vista es simplemente un archivo PHP que mezcla código PHP y HTML. La siguiente es una vista que muestra un formulario de login. Como puedes ver, el código PHP utilizado es para generar contenido dinámico, como el título de la página y el formulario mismo, mientras que el código HTML organiza estos elementos en una página HTML mostrable.


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\ActiveForm;

/* @var $this yii\web\View */
/* @var $form yii\widgets\ActiveForm */
/* @var $model app\models\LoginForm */

$this->title = 'Login';
?>
<h1><?= Html::encode($this->title) ?></h1>

<p>Por favor completa los siguientes campos para loguearte:</p>

<?php $form = ActiveForm::begin(); ?>
    <?= $form->field($model, 'username') ?>
    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>
    <?= Html::submitButton('Login') ?>
<?php ActiveForm::end(); ?>



Dentro de una vista, puedes acceder a la variable $this referida al [[yii\web\View|componente view]] que maneja y renderiza la vista actual.


Además de $this, puede haber otras variables predefinidas en una vista, como $form y $model en el ejemplo anterior. Estas variables representan los datos que son inyectados a la vista desde el controlador o algún otro objeto que dispara la renderización de la vista.



Tip: La lista de variables predefinidas están listadas en un bloque de comentario al principio de la vista así pueden ser reconocidas por las IDEs. Esto es también una buena manera de documentar tus propias vistas.




Seguridad 


Al crear vistas que generan páginas HTML, es importante que codifiques (encode) y/o filtres los datos provenientes de los usuarios antes de mostrarlos. De otro modo, tu aplicación puede estar expuesta a ataques tipo cross-site scripting [http://es.wikipedia.org/wiki/Cross-site_scripting].


Para mostrar un texto plano, codifícalos previamente utilizando [[yii\helpers\Html::encode()]]. Por ejemplo, el siguiente código aplica una codificación del nombre de usuario antes de mostrarlo:


<?php
use yii\helpers\Html;
?>

<div class="username">
    <?= Html::encode($user->name) ?>
</div>



Para mostrar contenido HTML, utiliza [[yii\helpers\HtmlPurifier]] para filtrarlo antes. Por ejemplo, el siguiente código filtra el contenido del post antes de mostrarlo en pantalla:


<?php
use yii\helpers\HtmlPurifier;
?>

<div class="post">
    <?= HtmlPurifier::process($post->text) ?>
</div>




Tip: Aunque HTMLPurifier hace un excelente trabajo al hacer la salida más segura, no es rápido. Deberías considerar utilizar caching al resultado de aplicar el filtro si tu aplicación requiere un gran desempeño (performance).






Organizando Vistas 


Así como en controladores y modelos, existen convenciones para organizar las vistas.



		Para vistas renderizadas por controladores, deberían colocarse en un directorio tipo @app/views/ControllerID por defecto, donde ControllerID se refiere al ID del controlador. Por ejemplo, si la clase del controlador es PostController, el directorio sería @app/views/post; Si fuera PostCommentController, el directorio sería @app/views/post-comment. En caso de que el controlador pertenezca a un módulo, el directorio sería views/ControllerID bajo el [[yii\base\Module::basePath|directorio del módulo]].


		Para vistas renderizadas por un widget, deberían ser puestas en un directorio tipo WidgetPath/views por defecto, donde WidgetPath se refiere al directorio que contiene a la clase del widget.


		Para vistas renderizadas por otros objetos, se recomienda seguir una convención similar a la utilizada con los widgets.





Puedes personalizar estos directorios por defecto sobrescribiendo el método [[yii\base\ViewContextInterface::getViewPath()]] en el controlador o widget necesario.







Renderizando Vistas 


Puedes renderizar vistas desde controllers, widgets, o cualquier otro lugar llamando a los métodos de renderización de vistas. Estos métodos comparten una firma similar, como se muestra a continuación:


/**
 * @param string $view nombre de la vista o ruta al archivo, dependiendo del método de renderización utilizado
 * @param array $params los datos pasados a la vista
 * @return string el resultado de la renderización
 */
methodName($view, $params = [])




Renderizando en Controladores 


Dentro de los controladores, puedes llamar al siguiente método del controlador para renderizar una vista:



		[[yii\base\Controller::render()|render()]]: renderiza la vista nombrada y aplica un layout al resultado de la renderización.


		[[yii\base\Controller::renderPartial()|renderPartial()]]: renderiza la vista nombrada sin ningún layout aplicado.


		[[yii\web\Controller::renderAjax()|renderAjax()]]: renderiza la vista nombrada sin layout, e inyecta todos los scripts y archivos JS/CSS registrados. Esto sucede usualmente en respuestas a llamadas a AJAX requests.


		[[yii\base\Controller::renderFile()|renderFile()]]: renderiza la vista especificada en términos de la ruta al archivo o alias.





Por ejemplo:


namespace app\controllers;

use Yii;
use app\models\Post;
use yii\web\Controller;
use yii\web\NotFoundHttpException;

class PostController extends Controller
{
    public function actionView($id)
    {
        $model = Post::findOne($id);
        if ($model === null) {
            throw new NotFoundHttpException;
        }

        // renderiza una vista llamada "view" y le aplica el layout
        return $this->render('view', [
            'model' => $model,
        ]);
    }
}






Renderizando en Widgets 


Dentro de widgets, puedes llamar a cualquier de los siguientes métodos de widget para renderizar una vista.



		[[yii\base\Widget::render()|render()]]: renderiza la vista nombrada.


		[[yii\base\Widget::renderFile()|renderFile()]]: renderiza la vista especificada en términos de ruta al archivo o alias.





Por ejemplo:


namespace app\components;

use yii\base\Widget;
use yii\helpers\Html;

class ListWidget extends Widget
{
    public $items = [];

    public function run()
    {
        // renderiza una vista llamada "list"
        return $this->render('list', [
            'items' => $this->items,
        ]);
    }
}






Renderizando en Vistas 


Puedes renderizar una vista dentro de otra vista llamando a algunos de los siguientes métodos provistos por el [[yii\base\View|componente view]]:



		[[yii\base\View::render()|render()]]: renderiza la vista nombrada.


		[[yii\web\View::renderAjax()|renderAjax()]]: renderiza la vista nombrada e inyecta todos los archivos y scripts JS/CSS. Esto sucede usualmente en respuestas a llamadas a AJAX requests.


		[[yii\base\View::renderFile()|renderFile()]]: renderiza la vista especificada en términos de ruta al archivo o alias.





Por ejemplo, el siguiente código en una vista renderiza el template _overview.php encontrado en el mismo directorio de la vista renderizada actualmente. Recuerda que la variable $this en una vista se refiere al componente [[yii\base\View|view]]:


<?= $this->render('_overview') ?>






Renderizando en Otros Lugares 


En cualquier lugar, puedes tener acceso al componente [[yii\base\View|view]] utilizando la expresión
Yii::$app->view y entonces llamar a los métodos previamente mencionados para renderizar una vista. Por ejemplo:


// muestra el template "@app/views/site/license.php"
echo \Yii::$app->view->renderFile('@app/views/site/license.php');






Vistas Nombradas 


Cuando renderizas una vista, puedes especificar el template utilizando tanto el nombre de la vista o la ruta/alias al archivo. En la mayoría de los casos, utilizarías la primera porque es más concisa y flexible. Vistas nombradas son vistas especificadas mediante un nombre en vez de una ruta al archivo o alias.


Un nombre de vista es resuelto a su correspondiente ruta de archivo siguiendo las siguientes reglas:



		Un nombre de vista puede omitir la extensión del archivo. En estos casos se utilizará .php como extensión del archivo. Por ejemplo, el nombre de vista about corresponde al archivo about.php.


		Si el nombre de la vista comienza con doble barra (//), la ruta al archivo correspondiente será @app/views/ViewName.
Esto quiere decir que la vista es buscada bajo el [[yii\base\Application::viewPath|view path de la aplicación]].
Por ejemplo, //site/about será resuelto como @app/views/site/about.php.


		Si el nombre de la vista comienza con una barra simple /, la ruta al archivo de la vista utilizará como prefijo el nombre de la vista con el [[yii\base\Module::viewPath|view path]] del módulo utilizado actualmente. Si no hubiera módulo activo se utilizará @app/views/ViewName. Por ejemplo, /user/create será resuelto a @app/modules/user/views/user/create.php si el módulo activo es user. Si no hubiera módulo activo, la ruta al archivo será @app/views/user/create.php.


		Si la vista es renderizada con un [[yii\base\View::context|context]] y dicho contexto implementa [[yii\base\ViewContextInterface]], la ruta al archivo se forma utilizando como prefijo el [[yii\base\ViewContextInterface::getViewPath()|view path]] del contexto de la vista. Esto principalmente aplica a vistas renderizadas en controladores y widgets. Por ejemplo, site/about será resuelto a @app/views/site/about.php si el contexto es el controlador SiteController.


		Si la vista es renderizada dentro de otra vista, el directorio que contiene la otra vista será prefijado al nuevo nombre de la vista para formar la ruta a la vista. Por ejemplo, item sera resuelto a @app/views/post/item si está siendo renderizado desde la vista @app/views/post/index.php.





De acuerdo a las reglas mencionadas, al llamar a $this->render('view') en el controlador app\controllers\PostController se renderizará el template @app/views/post/view.php, mientras que llamando a $this->render('_overview') en la vista renderizará el template @app/views/post/_overview.php.





Accediendo a Datos en la Vista 


Hay dos modos posibles de acceder a los datos en la vista: push (inyectar) y pull (traer).


Al pasar los datos como segundo parámetro en algún método de renderización, estás utilizando el modo push. Los datos deberían ser representados como un array de pares clave-valor. Cuando la vista está siendo renderizada, la función PHP extract() será llamada sobre este array así se extraen las variables que contiene a la vista actual. Por ejemplo, el siguiente código de renderización en un controlador inyectará dos variables a la vista report: $foo = 1 and $bar = 2.


echo $this->render('report', [
    'foo' => 1,
    'bar' => 2,
]);



El modo pull obtiene los datos del [[yii\base\View|componente view]] u otros objetos accesibles en las vistas (ej. Yii::$app). Utilizando el código anterior como ejemplo, dentro de una vista puedes acceder al objeto del controlador a través de la expresión $this->context. Como resultado, te es posible acceder a cualquier propiedad o método del controlador en la vista report, tal como el ID del controlador como se muestra a continuación:


El ID del controlador es: <?= $this->context->id ?>
?>



Para acceder a datos en la vista, normalmente se prefiere el modo push, ya que hace a la vista menos dependiente de los objetos del contexto. La contra es que tienes que construir el array manualmente cada vez, lo que podría volverse tedioso y propenso al error si la misma vista es compartida y renderizada desde diferentes lugares.





Compartiendo Datos Entre las Vistas 


El [[yii\base\View|componente view]] provee la propiedad [[yii\base\View::params|params]] para que puedas compartir datos entre diferentes vistas.


Por ejemplo, en una vista about, podrías tener el siguiente código que especifica el segmento actual del breadcrumbs (migas de pan).


$this->params['breadcrumbs'][] = 'Acerca de Nosotros';



Entonces, en el archivo del layout, que es también una vista, puedes mostrar el breadcrumbs utilizando los datos pasados a través de [[yii\base\View::params|params]]:


<?= yii\widgets\Breadcrumbs::widget([
    'links' => isset($this->params['breadcrumbs']) ? $this->params['breadcrumbs'] : [],
]) ?>








Layouts 


Los layouts son un tipo especial de vista que representan partes comunes de otras múltiples vistas. Por ejemplo, las páginas de la mayoría de las aplicaciones Web comparten el mismo encabezado y pie de página. Aunque puedes repetirlos en todas y cada una de las vistas, una mejor forma es hacerlo sólo en el layout e incrustar el resultado de la renderización de la vista en un lugar apropiado del mismo.



Creando Layouts 


Dado que los layouts son también vistas, pueden ser creados de manera similar a las vistas comunes. Por defecto, los layouts son guardados en el directorio @app/views/layouts. Para layouts utilizados dentro de un módulo, deberían ser guardados en el directorio views/layouts bajo el [[yii\base\Module::basePath|directorio del módulo]]. Puedes personalizar el directorio de layouts por defecto configurando la propiedad [[yii\base\Module::layoutPath]] de la aplicación o módulos.


El siguiente ejemplo muestra cómo debe verse un layout. Ten en cuenta que por motivos ilustrativos, hemos simplificado bastante el código del layout. En la práctica, probablemente le agregues más contenido, como tags en el head, un menú principal, etc.


<?php
use yii\helpers\Html;

/* @var $this yii\web\View */
/* @var $content string */
?>
<?php $this->beginPage() ?>
<!DOCTYPE html>
<html lang="en">
<head>
    <meta charset="UTF-8"/>
    <?= Html::csrfMetaTags() ?>
    <title><?= Html::encode($this->title) ?></title>
    <?php $this->head() ?>
</head>
<body>
<?php $this->beginBody() ?>
    <header>Mi Compañía</header>
    <?= $content ?>
    <footer>&copy; 2014 - Mi Compañía</footer>
<?php $this->endBody() ?>
</body>
</html>
<?php $this->endPage() ?>



Como puedes ver, el layout genera los tags HTML comunes a todas las páginas. Dentro de la sección <body>,el layout imprime la variable $content, que representa el resultado de la renderización del contenido de cada vista y es incrustado dentro del layout cuando se llama al método [[yii\base\Controller::render()]].


La mayoría de layouts deberían llamar a los siguientes métodos (como fue mostrado recién). Estos métodos principalmente disparan eventos acerca del proceso de renderizado así los scripts y tags registrados en otros lugares pueden ser propiamente inyectados en los lugares donde los métodos son llamados.



		[[yii\base\View::beginPage()|beginPage()]]: Este método debería ser llamado bien al principio del layout. Esto dispara el evento [[yii\base\View::EVENT_BEGIN_PAGE|EVENT_BEGIN_PAGE]], el cual indica el comienzo de la página.


		[[yii\base\View::endPage()|endPage()]]: Este método debería ser llamado al final del layout. Esto dispara el evento [[yii\base\View::EVENT_END_PAGE|EVENT_END_PAGE]], indicando el final de la página.


		[[yii\web\View::head()|head()]]: Este método debería llamarse dentro de la sección <head> de una página HTML. Esto genera un espacio vacío que será reemplazado con el código del head HTML registrado (ej. link tags, meta tags) cuando una página finaliza el renderizado.


		[[yii\base\View::beginBody()|beginBody()]]: Este método debería llamarse al principio de la sección <body>. Esto dispara el evento [[yii\web\View::EVENT_BEGIN_BODY|EVENT_BEGIN_BODY]] y genera un espacio vacío que será reemplazado con el código HTML registrado (ej. JavaScript) que apunta al principio del body.


		[[yii\base\View::endBody()|endBody()]]: Este método debería llamarse al final de la sección <body>. Esto dispara el evento [[yii\web\View::EVENT_END_BODY|EVENT_END_BODY]], que genera un espacio vacío a ser reemplazado por el código HTML registrado (ej. JavaScript) que apunta al final del body.








Accediendo a Datos en Layouts 


Dentro de un layout, tienes acceso a dos variables predefinidas: $this y $content. La primera se refiere al componente [[yii\base\View|view]], como en cualquier vista, mientras que la última contiene el resultado de la renderización del contenido de la vista que está siendo renderizada all llamar al método [[yii\base\Controller::render()|render()]] en los controladores.


Si quieres acceder a otros datos en los layouts, debes utilizar el modo pull que fue descrito en la sub-sección Accediendo a Datos en la Vista. Si quieres pasar datos desde al contenido de la vista a un layout, puedes utilizar el método descrito en la sub-sección Compartiendo Datos Entre las Vistas.





Utilizando Layouts 


Como se describe en la sub-sección Renderizando en Controllers, cuando renderizas una vista llamando al método [[yii\base\Controller::render()|render()]] en un controlador, al resultado de dicha renderización le será aplicado un layout. Por defecto, el layout @app/views/layouts/main.php será el utilizado.


Puedes utilizar un layout diferente configurando la propiedad [[yii\base\Application::layout]] o [[yii\base\Controller::layout]]. El primero se refiere al layout utilizado por todos los controladores, mientras que el último sobrescribe el layout en controladores individuales. Por ejemplo, el siguiente código hace que el controlador post utilice @app/views/layouts/post.php como layout al renderizar sus vistas. Otros controladores, asumiendo que su propiedad layout no fue modificada, utilizarán @app/views/layouts/main.php como layout.


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class PostController extends Controller
{
    public $layout = 'post';
    
    // ...
}



Para controladores que pertencen a un módulo, puedes también configurar la propiedad [[yii\base\Module::layout|layout]] y así utilizar un layout en particular para esos controladores.


Dado que la propiedad layout puede ser configurada en diferentes niveles (controladores, módulos, aplicación), detrás de escena Yii realiza dos pasos para determinar cuál es el archivo de layout siendo utilizado para un controlador en particular.


En el primer paso, determina el valor del layout y el módulo de contexto:



		Si la propiedad [[yii\base\Controller::layout]] no es null, la utiliza como valor del layout y el [[yii\base\Controller::module|módulo]] del controlador como el módulo de contexto.


		Si [[yii\base\Controller::layout|layout]] es null, busca a través de todos los módulos ancestros del controlador y encuentra el primer módulo cuya propiedad [[yii\base\Module::layout|layout]] no es null. Utiliza ese módulo y su valor de [[yii\base\Module::layout|layout]] como módulo de contexto y como layout seleccionado.   Si tal módulo no puede ser encontrado, significa que no se aplicará ningún layout.





En el segundo paso, se determina el archivo de layout actual de acuerdo al valor de layout y el módulo de contexto determinado en el primer paso. El valor de layout puede ser:



		un alias de ruta (ej. @app/views/layouts/main).


		una ruta absoluta (ej. /main): el valor del layout comienza con una barra. El archivo de layout actual será buscado bajo el [[yii\base\Application::layoutPath|layout path]] de la aplicación, que es por defecto @app/views/layouts.


		una ruta relativa (ej. main): El archivo de layout actual será buscado bajo el [[yii\base\Module::layoutPath|layout path]] del módulo de contexto, que es por defecto el directorio views/layouts bajo el [[yii\base\Module::basePath|directorio del módulo]].


		el valor booleano false: no se aplicará ningún layout.





Si el valor de layout no contiene una extensión de tipo de archivo, utilizará por defecto .php.





Layouts Anidados 


A veces podrías querer anidar un layout dentro de otro. Por ejemplo, en diferentes secciones de un sitio Web, podrías querer utilizar layouts diferentes, mientras que todos esos layouts comparten el mismo layout básico que genera la estructura general de la página en HTML5. Esto es posible llamando a los métodos [[yii\base\View::beginContent()|beginContent()]] y [[yii\base\View::endContent()|endContent()]] en los layouts hijos como se muestra a continuación:


<?php $this->beginContent('@app/views/layouts/base.php'); ?>

...contenido del layout hijo aquí...

<?php $this->endContent(); ?>



Como se acaba de mostrar, el contenido del layout hijo debe ser encerrado dentro de [[yii\base\View::beginContent()|beginContent()]] y [[yii\base\View::endContent()|endContent()]]. El parámetro pasado a [[yii\base\View::beginContent()|beginContent()]] especifica cuál es el módulo padre. Este puede ser tanto un archivo layout como un alias.


Utilizando la forma recién mencionada, puedes anidar layouts en más de un nivel.







Utilizando Componentes de Vista 


Los [[yii\base\View|componentes de vista]] proveen características relacionadas a las vistas. Aunque puedes obtener componentes de vista creando instancias individuales de [[yii\base\View]] o sus clases hijas, en la mayoría de los casos utilizarías el componente view del a aplicación. Puedes configurar este componente en la configuración de la aplicación como a continuación:


[
    // ...
    'components' => [
        'view' => [
            'class' => 'app\components\View',
        ],
        // ...
    ],
]



Los componentes de vista proveen las siguientes características útiles, cada una descrita en mayor detalle en su propia sección:



		temas: te permite desarrollar y cambiar el tema (theme) de tu sitio Web.


		caché de fragmentos: te permite guardar en cache un fragmento de una página Web.


		manejo de scripts del cliente: soporte para registro y renderización de CSS y JavaScript.


		manejo de asset bundle: soporte de registro y renderización de asset bundles.


		motores de template alternativos: te permite utilizar otros motores de templates, como
Twig [http://twig.sensiolabs.org/] o Smarty [http://www.smarty.net/].





Puedes también utilizar frecuentemente el siguiente menor pero útil grupo de características al desarrollar páginas Web.



Definiendo Títulos de Página 


Toda página Web debería tener un título. Normalmente el tag de título es generado en layout. De todos modos, en la práctica el título es determinado en el contenido de las vistas más que en layouts. Para resolver este problema, [[yii\web\View]] provee la propiedad [[yii\web\View::title|title]] para que puedas pasar información del título desde el contenido de la vista a los layouts.


Para utilizar esta característica, en cada contenido de la vista, puedes definir el título de la siguiente manera:


<?php
$this->title = 'Mi título de página';
?>



Entonces en el layout, asegúrate de tener el siguiente código en la sección <head> de la página:


<title><?= Html::encode($this->title) ?></title>






Registrando Meta Tags 


Las páginas Web usualmente necesitan generar varios meta tags necesarios por diferentes grupos (ej. Facebook, motores de búsqueda, etc). Cómo los títulos de página, los meta tags aparecen en la sección <head> y son usualmente generado en los layouts.


Si quieres especificar cuáles meta tags generar en las vistas, puedes llamar a [[yii\web\View::registerMetaTag()]] dentro de una de ellas, como se muestra a continuación:


<?php
$this->registerMetaTag(['name' => 'keywords', 'content' => 'yii, framework, php']);
?>



El código anterior registrará el meta tag “keywords” a través del componente view. El meta tag registrado no se renderiza hasta que finaliza el renderizado del layout. Para entonces, el siguiente código HTML será insertado en el lugar donde llamas a [[yii\web\View::head()]] en el layout, generando el siguiente HTML:


<meta name="keywords" content="yii, framework, php">



Ten en cuenta que si llamas a [[yii\web\View::registerMetaTag()]] varias veces, esto registrará varios meta tags, sin tener en cuenta si los meta tags son los mismo o no.


Para asegurarte de que sólo haya una instancia de cierto tipo de meta tag, puedes especificar una clave al llamar al método. Por ejemplo, el siguiente código registra dos meta tags “description”, aunque sólo el segundo será renderizado.


$this->registerMetaTag(['name' => 'description', 'content' => 'Este es mi sitio Web cool hecho con Yii!'], 'description');
$this->registerMetaTag(['name' => 'description', 'content' => 'Este sitio Web es sobre mapaches graciosos.'], 'description');






Registrando Link Tags 


Tal como los meta tags, los link tags son útiles en muchos casos, como personalizar el ícono (favicon) del sitio, apuntar a una fuente de RSS o delegar OpenID a otro servidor. Puedes trabajar con link tags, al igual que con meta tags, utilizando [[yii\web\View::registerLinkTag()]]. Por ejemplo, en el contenido de una vista, puedes registrar un link tag como se muestra a continuación:


$this->registerLinkTag([
    'title' => 'Noticias en Vivo de Yii',
    'rel' => 'alternate',
    'type' => 'application/rss+xml',
    'href' => 'http://www.yiiframework.com/rss.xml/',
]);



El resultado del código es el siguiente:


<link title="Noticias en Vivo de Yii" rel="alternate" type="application/rss+xml" href="http://www.yiiframework.com/rss.xml/">



Al igual que con [[yii\web\View::registerMetaTag()|registerMetaTags()]], puedes especificar una clave al llamar a [[yii\web\View::registerLinkTag()|registerLinkTag()]] para evitar registrar link tags repetidos.







Eventos de Vistas 


Los [[yii\base\View|componentes de vistas]] disparan varios eventos durante el proceso de renderizado de la vista. Puedes responder a estos eventos para inyectar contenido a la vista o procesar el resultado de la renderización antes de que sea enviada al usuario final.



		[[yii\base\View::EVENT_BEFORE_RENDER|EVENT_BEFORE_RENDER]]: disparado al principio del renderizado de un archivo en un controlador. Los manejadores de este evento pueden definir [[yii\base\ViewEvent::isValid]] como false para cancelar el proceso de renderizado.


		[[yii\base\View::EVENT_AFTER_RENDER|EVENT_AFTER_RENDER]]: disparado por la llamada a [[yii\base\View::beginPage()]] en layouts.
Los manejadores de este evento pueden obtener el resultado de la renderización a través de [[yii\base\ViewEvent::output]] y entonces modificar esta propiedad para así cambiar el mismo.


		[[yii\base\View::EVENT_BEGIN_PAGE|EVENT_BEGIN_PAGE]]: disparado por la llamada a [[yii\base\View::beginPage()]] en layouts.


		[[yii\base\View::EVENT_END_PAGE|EVENT_END_PAGE]]: disparado por la llamada a [[yii\base\View::endPage()]] en layouts.


		[[yii\web\View::EVENT_BEGIN_BODY|EVENT_BEGIN_BODY]]: disparado por la llamada a [[yii\web\View::beginBody()]] en layouts.


		[[yii\web\View::EVENT_END_BODY|EVENT_END_BODY]]: disparado por la llamada a [[yii\web\View::endBody()]] en layouts.





Por ejemplo, el siguiente código inyecta la fecha actual al final del body de la página:


\Yii::$app->view->on(View::EVENT_END_BODY, function () {
    echo date('Y-m-d');
});






Renderizando Páginas Estáticas 


Con páginas estáticas nos referimos a esas páginas cuyo contenido es mayormente estático y sin necesidad de acceso a datos dinámicos enviados desde los controladores.


Puedes generar páginas estáticas utilizando un código como el que sigue dentro de un controlador:


public function actionAbout()
{
    return $this->render('about');
}



Si un sitio Web contiene muchas páginas estáticas, resultaría tedioso repetir el mismo código en muchos lados. Para resolver este problema, puedes introducir una acción independiente llamada [[yii\web\ViewAction]] en el controlador. Por ejemplo,


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public function actions()
    {
        return [
            'page' => [
                'class' => 'yii\web\ViewAction',
            ],
        ];
    }
}



Ahora, si creamos una vista llamada about bajo el directorio @app/views/site/pages, serás capáz de mostrarla en la siguiente URL:


http://localhost/index.php?r=site/page&view=about



El parámetro GET view le comunica a [[yii\web\ViewAction]] cuál es la vista solicitada. La acción entonces buscará esta vista dentro de @app/views/site/pages. Puedes configurar la propiedad [[yii\web\ViewAction::viewPrefix]] para cambiar el directorio en el que se buscarán dichas páginas.





Buenas Prácticas 


Las vistas son responsables de la presentación de modelos en el formato que el usuario final desea. En general, las vistas



		deberían contener principalmente sólo código de presentación, como HTML, y PHP simple para recorrer, dar formato y renderizar datos.


		no deberían contener código que realiza consultas a la base de datos. Ese tipo de código debe ir en los modelos.


		deberían evitar el acceso directo a datos del request, como $_GET y/o $_POST. Esto es una responsabilidad de los controladores.
Si se necesitan datos del request, deben ser inyectados a la vista desde el controlador.


		pueden leer propiedades del modelo, pero no debería modificarlas.





Para hacer las vistas más manejables, evita crear vistas que son demasiado complejas o que contengan código redundante. Puedes utilizar estas técnicas para alcanzar dicha meta:



		utiliza layouts para representar secciones comunes (ej. encabezado y footer de la página).


		divide una vista compleja en varias más simples. Las vistas pequeñas pueden ser renderizadas y unidas una mayor utilizando los métodos de renderización antes descritos.


		crea y utiliza widgets como bloques de construcción de la vista.


		crea y utilizar helpers para transformar y dar formato a los datos en la vista.
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Widgets de Bootstrap



Nota: Esta sección está bajo desarrollo.



Yii incluye soporta las marcas y componentes del framework Bootstrap 3 [http://getbootstrap.com/] (también conocido como “Twitter Bootstrap”). Bootstrap es un excelente, adaptable framework que puede aumentar la velocidad de desarrollo de los procesos del lado del cliente.


El núcleo de Bootstrap está representado en dos partes:



		Elementos básicos de CSS, como son un sistema de diseño en formato cuadrícula , tipografía, clases de ayuda (helpers), y utilidades adaptables(responsive).


		Componentes preparados para su uso, tales como formularios, menús, paginación, cajas modales, pestañas, etc






Elementos básicos


Yii no hace uso de elementos básicos de boostrap en el código PHP ya que HTML es muy simple por sí mismo, en este caso. Puedes encontrar detalle del uso de estos elementos básicos en sitio web de la documentación de bootstrap [http://getbootstrap.com/css/]. Aún así Yii provee una manera conveniente de incluir los elementos básicos de los recursos de bootstrap en tus páginas con una simple línea añadida a AppAsset.php localizada en tu directorio @app/assets :


public $depends = [
    'yii\web\YiiAsset',
    'yii\bootstrap\BootstrapAsset', // Esta línea
];



Usar bootstrap a través de el gestor de recursos Yii te permite minimizar estos recursos y combinar con tus propios recursos cuando sea necesario..





Widgets de Yii


Componentes más complejos de bootstrap components están envueltos dentro de widgets de Yii para permitir una sintaxis más robusta e integrar con las posibilidades y características del framework. Todos los widgets pertenecen al espacio de nombres \yii\bootstrap :



		[[yii\bootstrap\ActiveForm|ActiveForm]]


		[[yii\bootstrap\Alert|Alert]]


		[[yii\bootstrap\Button|Button]]


		[[yii\bootstrap\ButtonDropdown|ButtonDropdown]]


		[[yii\bootstrap\ButtonGroup|ButtonGroup]]


		[[yii\bootstrap\Carousel|Carousel]]


		[[yii\bootstrap\Collapse|Collapse]]


		[[yii\bootstrap\Dropdown|Dropdown]]


		[[yii\bootstrap\Modal|Modal]]


		[[yii\bootstrap\Nav|Nav]]


		[[yii\bootstrap\NavBar|NavBar]]


		[[yii\bootstrap\Progress|Progress]]


		[[yii\bootstrap\Tabs|Tabs]]








Usando los ficheros .less de Bootstrap directamente


Si quieres incluir el CSS Bootstrap directamente en tus ficheros less [http://getbootstrap.com/getting-started/#customizing] puedes necesitar desactivar la carga los ficheros css originales de bootstrap.
Esto lo puedes hacer poniendo la propiedad css de [[yii\bootstrap\BootstrapAsset|BootstrapAsset]] vacía.
Para esto necesitas configurar el assetManager componente de la aplicación como sigue:


    'assetManager' => [
        'bundles' => [
            'yii\bootstrap\BootstrapAsset' => [
                'css' => [],
            ]
        ]
    ]
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Validadores del núcleo


Yii provee en el núcleo un conjunto de validadores de uso común, que se pueden encontrar principalmente bajo el espacio de nombres (namespace) yii\validators.
En vez de utilizar interminables nombres de clases para los validadores, puedes usar alias para especificar el uso de esos validadores del núcleo. Por ejemplo, puedes usar el alias required para referirte a la clase [[yii\validators\RequiredValidator]] :


public function rules()
{
    return [
        [['email', 'password'], 'required'],
    ];
}



La propiedad [[yii\validators\Validator::builtInValidators]] declara todos los aliases de los validadores soportados.


A continuación, vamos a describir el uso principal y las propiedades de cada validador del núcleo.



[[yii\validators\BooleanValidator|boolean]] 


[
    // comprueba si "selected" es 0 o 1, sin mirar el tipo de dato
    ['selected', 'boolean'],

    // comprueba si "deleted" es del tipo booleano, alguno entre true o false
    ['deleted', 'boolean', 'trueValue' => true, 'falseValue' => false, 'strict' => true],
]



Este validador comprueba si el valor de la entrada (input) es booleano.



		trueValue: El valor representando true. Valor por defecto a '1'.


		falseValue: El valor representando false. Valor por defecto a '0'.


		strict: Si el tipo del valor de la entrada (input) debe corresponder con trueValue y falseValue. Valor por defecto a false.






Nota: Ya que los datos enviados con la entrada, vía formularios HTML,son todos cadenas (strings), usted debe normalmente dejar la propiedad  [[yii\validators\BooleanValidator::strict|strict]] a false.






[[yii\captcha\CaptchaValidator|captcha]] 


[
    ['verificationCode', 'captcha'],
]



Este validador es usualmente usado junto con [[yii\captcha\CaptchaAction]] y [[yii\captcha\Captcha]] para asegurarse que una entrada es la misma que lo es el código de verificación que enseña el widget [[yii\captcha\Captcha|CAPTCHA]].



		caseSensitive: cuando la comparación del código de verificación depende de que sean mayúsculas y minúsculas (case sensitive). Por defecto a false.


		captchaAction: la ruta correspondiente a
[[yii\captcha\CaptchaAction|CAPTCHA action]] que representa (render) la imagen CAPTCHA. Por defecto'site/captcha'.


		skipOnEmpty: cuando la validación puede saltarse si la entrada está vacía. Por defecto a false, lo caul permite que la entrada sea necesaria (required).








[[yii\validators\CompareValidator|compare]] 


[
    // valida si el valor del atributo "password" es igual al  "password_repeat"
    ['password', 'compare'],

    // valida si la edad es mayor que o igual que 30
    ['age', 'compare', 'compareValue' => 30, 'operator' => '>='],
]



Este validador compara el valor especificado por la entrada con otro valor y, se asegura si su relación es la especificada por la propiedad operator.



		compareAttribute: El nombre del valor del atributo con el cual debe compararse. Cuando el validador está siendo usado para validar un atributo, el valor por defecto de esta propiedad debe de ser el nombre de el atributo con el sufijo _repeat. Por  ejemplo, si el atributo a ser validado es password, entonces esta propiedad contiene por defecto password_repeat.


		compareValue: un valor constante con el que el valor de entrada debe ser comparado. Cuando ambos, esta propiedad y compareAttribute son especificados, esta preferencia tiene precedencia.


		operator: el operador de comparación. Por defecto vale ==, permitiendo comprobar si el valor de entrada es igual al de compareAttribute o compareValue. Los siguientes operadores son soportados:
		==: comprueba si dos valores son iguales. La comparación se realiza en modo no estricto.


		===: comprueba si dos valores son iguales. La comparación se realiza en modo estricto.


		!=: comprueba si dos valores NO son iguales. La comparación se realiza en modo no estricto.


		!==: comprueba si dos valores NO son iguales. La comparación se realiza en modo estricto.


		>: comprueba si el valor siendo validado es mayor que el valor con el que se compara.


		>=: comprueba si el valor siendo validado es mayor o igual que el valor con el que se compara


		<: comprueba si el valor siendo validado es menor que el valor con el que se compara


		<=: comprueba si el valor siendo validado es menor o igual que el valor con el que se compara














[[yii\validators\DateValidator|date]] 


[
    [['from', 'to'], 'date'],
]



Este validador comprueba si el valor de entrada es una fecha, tiempo or fecha/tiempo y tiempo en el formato correcto.
Opcionalmente, puede convertir el valor de entrada en una fecha/tiempo UNIX y almacenarla en un atributo especificado vía [[yii\validators\DateValidator::timestampAttribute|timestampAttribute]].



		format: el formato fecha/tiempo en el que debe estar el valor a ser validado.
Esto tiene que ser un patrón fecha/tiempo descrito en manual ICU [http://userguide.icu-project.org/formatparse/datetime#TOC-Date-Time-Format-Syntax].
Alternativamente tiene que ser una cadena con el prefijo php: representando un formato que ha de ser reconocido por la clase Datetime de PHP. Por favor, refiérase a http://php.net/manual/en/datetime.createfromformat.php sobre los formatos soportados.
Si no tiene ningún valor, ha de coger el valor de Yii::$app->formatter->dateFormat.


		timestampAttribute: el nombre del atributo al cual este validador puede asignar el fecha/hora UNIX convertida desde la entrada fecha/hora.








[[yii\validators\DefaultValueValidator|default]] 


[
    // pone el valor de "age" a null si está vacío
    ['age', 'default', 'value' => null],

    // pone el valor de "country" a "USA" si está vacío
    ['country', 'default', 'value' => 'USA'],

    // asigna "from" y "to" con una fecha 3 días y 6 días a partir de hoy, si está vacía
    [['from', 'to'], 'default', 'value' => function ($model, $attribute) {
        return date('Y-m-d', strtotime($attribute === 'to' ? '+3 days' : '+6 days'));
    }],
]



Este validador no valida datos. En cambio, asigna un valor por defecto a los atributos siendo validados, si los atributos están vacíos.



		value: el valor por defecto o un elemento llamable de PHP que devuelva el valor por defecto, el cual, va a ser asignado a los atributos siendo validados, si estos están vacíos. La signatura de la función PHP tiene que ser como sigue,





function foo($model, $attribute) {
    // ... calcula $value ...
    return $value;
}




Info: Cómo determinar si un valor está vacío o no, es un tópico separado cubierto en la sección Valores Vacíos .






[[yii\validators\NumberValidator|double]] 


[
    // comprueba si  "salary" es un número de tipo doble
    ['salary', 'double'],
]



Esta validador comprueba si el valor de entrada es un número de tipo doble. Es equivalente a el validador Número .



		max: el valor límite superior (incluido) de el valor. Si no tiene valor, significa que no se comprueba el valor superior.


		min: el valor límite inferior (incluido) de el valor. Si no tiene valor, significa que no se comprueba el valor inferior.








[[yii\validators\EmailValidator|email]] 


[
    // comprueba si "email" es una dirección válida de email
    ['email', 'email'],
]



Este validador comprueba si el valor de entrada es una dirección válida de email.



		allowName: indica cuando permitir el nombre en la dirección de email (p.e. John Smith <john.smith@example.com>). Por defecto a false.


		checkDNS, comprobar cuando el dominio del email existe y tiene cualquier registro  A o MX.
Es necesario ser consciente que esta comprobación puede fallar debido a problemas temporales de  DNS, incluso si el la dirección es válida actualmente.
Por defecto a false.


		enableIDN, indica cuando el proceso de validación debe tener en cuenta el informe de IDN (internationalized domain names).
Por defecto a false. Dese cuenta que para poder usar la validación de IDN has de instalar y activar la extensión de PHP intl,  o será lanzada una excepción.








[[yii\validators\ExistValidator|exist]] 


[
    // a1 necesita que exista una columna con el atributo "a1" 
    ['a1', 'exist'],

    // a1 necesita existir,pero su valor puede usar a2 para comprobar la existencia
    ['a1', 'exist', 'targetAttribute' => 'a2'],

    // a1 y a2 necesitan existir ambos, y ambos pueden recibir un mensaje de error
    [['a1', 'a2'], 'exist', 'targetAttribute' => ['a1', 'a2']],

    // a1 y a2 necesitan existir ambos, sólo a1 puede recibir el mensaje de error
    ['a1', 'exist', 'targetAttribute' => ['a1', 'a2']],

    // a1 necesita existir comprobando la existencia ambos a2 y a3 (usando el valor a1)
    ['a1', 'exist', 'targetAttribute' => ['a2', 'a1' => 'a3']],

    // a1 necesita existir. Si a1 es un array, cada elemento de él tiene que existir.
    ['a1', 'exist', 'allowArray' => true],
]



Este validador comprueba si el valor de entrada puede ser encontrado en una columna de una tabla. Sólo funciona con los atributos del modelo Registro Activo (Active Record). Soporta validación tanto con una simple columna o múltiples columnas.



		targetClass: el nombre de la clase Registro Activo (Active Record) debe de ser usada para mirar por el valor de entrada siendo validado. Si no tiene valor, la clase del modelo actualmente siendo validado puede ser usada.


		targetAttribute: el nombre del atributo en targetClass que debe de ser usado para validar la existencia del valor de entrada. Si no tiene valor, puede usar el nombra del atributoactualmente siendo validado.
Puede usar una array para validar la existencia de múltiples columnas al mismo tiempo. El array de valores son los atributos que pueden ser usados para validar la existencia, mientras que las claves del array son los atributos a ser validados. Si la clave y el valor son los mismos, solo en ese momento puedes especificar el valor.


		filter: filtro adicional a aplicar a la consulta de la base de datos usado para comprobar la existencia de una valor de entrada.
Esto puede ser una cadena o un array representando la condición de la consulta (referirse a [[yii\db\Query::where()]] sobre el formato de la condición de consulta), o una función anónima con la signatura function ($query), donde $query es el objeto [[yii\db\Query|Query]] que puedes modificar en la función.


		allowArray: indica cuando permitir que el valor de entrada sea un array. Por defecto a false.Si la propiedad es true y la entrada es un array, cada elemento del array debe existir en la columna destino. Nota que esta propiedad no puede ser true si estás validando, por el contrario, múltiple columnas poniendo el valor del atributo targetAttribute como que es un array.








[[yii\validators\FileValidator|file]] 


[
    // comprueba si "primaryImage" es un fichero mde imagen en formato PNG, JPG o GIF.
    // el tamaño del fichero ha de ser menor de 1MB
    ['primaryImage', 'file', 'extensions' => ['png', 'jpg', 'gif'], 'maxSize' => 1024*1024*1024],
]



Este validador comprueba que el fichero subido es el adecuado.



		extensions: una lista de extensiones de ficheros que pueden ser subidos. Esto puede ser tanto un array o una cadena conteniendo nombres de extensiones de ficheros separados por un espacio o coma (p.e. “gif, jpg”).
Los nombres de las extensiones no diferencian mayúsculas de minúsculas (case-insensitive). Por defecto a null, permitiendo todas los nombres de extensiones de fichero.


		mimeTypes: una lista de tipos de ficheros MIME  que están permitidos subir. Esto puede ser tanto un array como una cadena conteniendo tipos de fichero MIME separados por un espacio o una coma (p.e. “image/jpeg, image/png”).
Los tipos Mime no diferencian mayúsculas de minúsculas (case-insensitive). Por defecto a null, permitiendo todos los tipos MIME.


		minSize: el número de bytes mínimo requerido para el fichero subido. El tamaño del fichero ha de ser superior a este valor. Por defecto a null, lo que significa sin límite inferior.


		maxSize: El número máximo de bytes del fichero a subir. El tamaño del fichero ha de ser inferior a este valor. Por defecto a null, significando no tener límite superior.


		maxFiles: el máximo número de ficheros que determinado atributo puede manejar. Por defecto a 1, lo que significa que la entrada debe de ser sólo un fichero. Si es mayor que 1, entonces la entrada tiene que ser un array conteniendo como máximo el número maxFiles de elementos que representan los ficheros a subir.


		checkExtensionByMimeType: cuando comprobar la extensión del fichero por el tipo  MIME. Si la extensión producida por la comprobación del tipo MIME difiere la extensión del fichero subido, el fichero será considerado como no válido. Por defecto a true, significando que realiza este tipo de comprobación.





FileValidator es usado con [[yii\web\UploadedFile]]. Por favor, refiérase a la sección Subida de ficheros para una completa cobertura sobre la subida de ficheros y llevar a cabo la validación de los ficheros subidos.





[[yii\validators\FilterValidator|filter]] 


[
    // recorta (trim) las entradas "username" y "email"
    [['username', 'email'], 'filter', 'filter' => 'trim', 'skipOnArray' => true],

    // normaliza la entrada de  "phone"
    ['phone', 'filter', 'filter' => function ($value) {
        // normaliza la entrada del teléfono aquí
        return $value;
    }],
]



Este validador no valida datos. En su lugar, aplica un filtro sobre el valor de entrada y le asigna de nuevo el atributo siendo validado.



		filter: una retrollamada (callback) de PHP que define un filtro. Tiene que ser un nombre de función global, una función anónima, etc.
La forma de la función ha de ser function ($value) { return $newValue; }. Tiene que contener un valor esta propiedad.


		skipOnArray: cuando evitar el filtro si el valor de la entrada es un array. Por defecto a false.
A tener en cuenta que si el filtro no puede manejar una entrada de un array, debes poner esta propiedad a true. En otro caso algún error PHP puede ocurrir.






Consejo (Tip): Si quieres recortar los valores de entrada, puedes usar directamente el validador Recorte (trim).






[[yii\validators\ImageValidator|image]] 


[
    // comprueba si "primaryImage"  es una imágen vaĺida con el tamaño adecuado
    ['primaryImage', 'image', 'extensions' => 'png, jpg',
        'minWidth' => 100, 'maxWidth' => 1000,
        'minHeight' => 100, 'maxHeight' => 1000,
    ],
]



Este validador comprueba si el valor de entrada representa un fichero de imagen válido. Extiende al validador Fichero (file) y, por lo tanto, hereda todas sus propiedades. Además, soporta las siguientes propiedades adicionales específicas para la validación de imágenes:



		minWidth: el mínimo ancho de la imagen. Por defecto a null, indicando que no hay límite inferior.


		maxWidth: el máximo ancho de la imagen. Por defecto a null, indicando que no hay límite superior.


		minHeight: el mínimo alto de la imagen. Por defecto a null, indicando que no hay límite inferior.


		maxHeight: el máximo alto de la imagen. Por defecto a null, indicando que no hay límite superior.








[[yii\validators\RangeValidator|in]] 


[
    // comprueba si "level" es 1, 2 o 3
    ['level', 'in', 'range' => [1, 2, 3]],
]



Este validador comprueba si el valor de entrada puede encontrarse entre determinada lista de valores.



		range: una lista de determinados valores dentro de los cuales el valor de entrada debe de ser mirado.


		strict: cuando la comparación entre el valor de entrada y los valores determinados debe de ser estricta (ambos el tipo y el valor han de ser iguales). Por defecto a false.


		not: cuando el resultado de la validación debe de ser invertido. Por defecto a false. Cuando esta propiedad está a true, el validador comprueba que el valor de entrada NO ESTÁ en la determinada lista de valores.


		allowArray: si se permite que el valor de entrada sea un array. Cuando es true y el valor de entrada es un array, cada elemento en el array debe de ser encontrado en la lista de valores determinada,o la validación fallará.








[[yii\validators\NumberValidator|integer]] 


[
    // comrpueba si "age" es un entero
    ['age', 'integer'],
]



Esta validador comprueba si el valor de entrada es un entero.



		max: el valor superior  (incluido) . Si no tiene valor, significa que el validador no comprueba el límite superior.


		min: el valor inferior (incluido). Si no tiene valor, significa que el validador no comprueba el límite inferior.








[[yii\validators\RegularExpressionValidator|match]] 


[
    // comprueba si "username" comienza con una letra y contiene solamente caracteres en sus palabras
    ['username', 'match', 'pattern' => '/^[a-z]\w*$/i']
]



Este validador comprueba si el valor de entrada coincide con la expresión regular especificada.



		pattern: la expresión regular conla que el valor de entrada debe coincidir. Esta propiedad no puede estar vacía, o se lanzará una excepción.


		not: indica cuando invertir el resultado de la validación. Por defecto a false, significando que la validación es exitosa solamente si el valor de entrada coincide con el patrón. Si esta propiedad está a true, la validación es exitosa solamente si el valor de entrada NO coincide con el patrón.








[[yii\validators\NumberValidator|number]] 


[
    // comprueba si "salary" es un número
    ['salary', 'number'],
]



Este validador comprueba si el valor de entrada es un número. Es equivalente al validador Doble precisión (double).



		max: el valor superior límite (incluido) . Si no tiene valor, significa que el validador no comprueba el valor límite superior.


		min: el valor inferior límite (incluido) . Si no tiene valor, significa que el validador no comprueba el valor límite inferior.








[[yii\validators\RequiredValidator|required]] 


[
    // comprueba si ambos "username" y "password" no están vacíos
    [['username', 'password'], 'required'],
]



El validador comprueba si el valor de entrada es provisto y no está vacío.



		requiredValue: el valor deseado que la entrada debería tener. Si no tiene valor, significa que la entrada no puede estar vacía.


		strict: indica como comprobar los tipos de los datos al validar un valor. Por defecto a false.
Cuando requiredValue no tiene valor, si esta propiedad es true, el validador comprueba si el valor de entrada no es estrictamente null; si la propiedad es false, el validador puede usar una regla suelta para determinar si el valor está vacío o no.
Cuando requiredValue tiene valor, la comparación entre la entrada y  requiredValue comprobará tambien los tipos de los datos si esta propiedad es true.






Info: Como determinar si un valor está vacío o no es un tópico separado cubierto en la sección Valores vacíos.






[[yii\validators\SafeValidator|safe]] 


[
    // marca  "description" como un atributo seguro
    ['description', 'safe'],
]



Este validador no realiza validación de datos. En lugar de ello, es usado para marcar un atributo como seguro atributos seguros.





[[yii\validators\StringValidator|string]] 


[
    // comprueba si "username" es una cadena cuya longitud está entre 4 Y 24
    ['username', 'string', 'length' => [4, 24]],
]



Este validador comprueba si el valor de entrada es una cadena válida con determinada longitud.



		length: especifica la longitud límite de la cadena de entrada a validar. Esto tiene que ser especificado del las siguientes formas:
		un entero: la longitud exacta que la cadena debe de tener;


		un array de un elemento: la longitud mínima de la cadena de entrada (p.e.[8]). Esto puede sobre escribir min.


		un array de dos elementos: las longitudes mínima y mmáxima de la cadena de entrada (p.e. [8, 128]).
Esto sobreescribe ambos valores de min y max.








		min: el mínimo valor de longitud de la cadena de entrada. Si no tiene valor, significa que no hay límite para longitud mínima.


		max: el máximo valor de longitud de la cadena de entrada. Si no tiene valor, significa que no hay límite para longitud máxima.


		encoding: la codificación de la cadena de entrada a ser validada. Si no tiene valor, usará el valor de la aplicación [[yii\base\Application::charset|charset]]  que por defecto es UTF-8.








[[yii\validators\FilterValidator|trim]] 


[
    // recorta (trim) los espacios en blanco que rodean a "username" y "email"
    [['username', 'email'], 'trim'],
]



Este validador no realiza validación de datos. En cambio, recorta los espacios que rodean el valor de entrada. Nota que si el valor de entrada es un array, se ignorará este validador.





[[yii\validators\UniqueValidator|unique]] 


[
    // a1 necesita ser único en la columna representada por el atributo "a1"
    ['a1', 'unique'],

    // a1 necesita ser único, pero la columna a2 puede ser usado para comprobar la unicidad del valor a1
    ['a1', 'unique', 'targetAttribute' => 'a2'],

    // a1 y a2 necesitan ambos ser únicos, y ambospueden recibir el mensaje de error
    [['a1', 'a2'], 'unique', 'targetAttribute' => ['a1', 'a2']],

    // a1 y a2 necesitan ser unicos ambos, solamente uno recibirá el mensaje de error
    ['a1', 'unique', 'targetAttribute' => ['a1', 'a2']],

    // a1 necesita ser único comprobando la unicidad de ambos a2 y a3 (usando el valor)
    ['a1', 'unique', 'targetAttribute' => ['a2', 'a1' => 'a3']],
]



Este validador comprueba si el valor de entrada es único en una columna de una tabla. Solo funciona con los atributos del modelo Registro Activo (Active Record). Soporta validación contra cualquiera de los casos, una columna o múltiples columnas.



		targetClass: el nombre de la clase Registro Activo (Active Record) que debe de ser usada para mirar por el valor de entrada que está siendo validado. Si no tiene valor, la clase del modelo actualmente validado será usada.


		targetAttribute: el nombre de el atributo en targetClassque debe de ser usado para validar la unicidad de el valor de entrada. Si no tiene valor, puede usar el nombre del atributo actualmente siendo validado.
Puedes usar un array para validar la unicidad de múltiples columnas al mismo tiempo. Los valores del array son atributos que pueden ser usados para validar la unicidad, mientras que las claves del array son los atributos que cuyos valores van a ser validados. Si la clave y el valor son el mismo, entonces puedes especificar el valor.


		filter: filtro adicional puede ser aplicado a la consulta de la base de datos usado para comprobar la unicidad del valor de entrada.
Esto puede ser una cadena o un array representando la condición adicional a la consulta (Referirse a [[yii\db\Query::where()]] para el formato de la condición de la consulta), o una función anónima de la forma  function ($query), donde $query es el objeto [[yii\db\Query|Query]] que puedes modificar en la función.








[[yii\validators\UrlValidator|url]] 


[
    // comprueba si "website" es una URL válida. Prefija con "http://" al atributo  "website"
    // si no tiene un esquema URI
    ['website', 'url', 'defaultScheme' => 'http'],
]



Este validador comprueba si el valor de entrada es una URL válida.



		validSchemes: un array especificando el esquema URI que debe ser considerado válido. Por defecto contiene ['http', 'https'], significando que ambas URLS http y https son consideradas válidas.


		defaultScheme: el esquema de URI a poner como prefijo a la entrada si no tiene la parte del esquema.
Por defecto a null, significando que no modifica el valor de entrada.


		enableIDN: Si el validador debe formar parte del registro IDN (internationalized domain names).
Por defecto a false. Nota que para usar la validación IDN tienes que instalar y activar la extensión PHP intl, en otro caso una excepción será lanzada.
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Trabajando con Bases de Datos


En esta sección, explicaremos cómo crear una nueva página para mostrar datos de países traídos de una tabla de la
base de datos llamada country. Para lograr este objetivo, configurarás una conexión a la base de datos,
crearás una clase Active Record, una acción
y una vista.


A lo largo de este tutorial, aprenderás



		Cómo configurar una conexión a la base de datos;


		Cómo definir una clase Active Record;


		Cómo realizar consultas a la base de datos utilizando la clase Active Record;


		Cómo mostrar datos en una vista con paginación incluida.





Ten en cuenta que para finalizar esta sección, deberás tener al menos conocimientos básicos y experiencia con bases de datos.
En particular, deberás ser capaz de crear una base de datos y saber ejecutar consultas SQL usando alguna herramienta de cliente de
base de datos.



Preparando una Base de Datos 


Para empezar, crea una base de datos llamada yii2basic de la cual tomarás los datos en la aplicación.
Puedes elegir entre una base de datos SQLite, MySQL, PostgreSQL, MSSQL u Oracle. Por simplicidad, usaremos MySQL
en la siguiente descripción.


Crea una tabla llamada country e inserta algunos datos de ejemplo. Puedes utilizar las siguientes declaraciones SQL.


CREATE TABLE `country` (
  `code` char(2) NOT NULL PRIMARY KEY,
  `name` char(52) NOT NULL,
  `population` int(11) NOT NULL DEFAULT '0'
) ENGINE=InnoDB DEFAULT CHARSET=utf8;

INSERT INTO `Country` VALUES ('AU','Australia',18886000);
INSERT INTO `Country` VALUES ('BR','Brazil',170115000);
INSERT INTO `Country` VALUES ('CA','Canada',1147000);
INSERT INTO `Country` VALUES ('CN','China',1277558000);
INSERT INTO `Country` VALUES ('DE','Germany',82164700);
INSERT INTO `Country` VALUES ('FR','France',59225700);
INSERT INTO `Country` VALUES ('GB','United Kingdom',59623400);
INSERT INTO `Country` VALUES ('IN','India',1013662000);
INSERT INTO `Country` VALUES ('RU','Russia',146934000);
INSERT INTO `Country` VALUES ('US','United States',278357000);



Al final, tendrás una base de datos llamada yii2basic, y dentro de esta, una tabla llamada country con diez
registros en ella.





Configurando una conexión a la Base de Datos 


Asegúrate de tener instalado la extensión de PHP PDO [http://www.php.net/manual/es/book.pdo.php] y el driver
de PDO para el motor que estés utilizando (ej. pdo_mysql para MySQL). Este es un requisito básico si tu aplicación
va a utilizar bases de datos relacionales.


Abre el archivo config/db.php y ajusta el contenido dependiendo de la configuración a tu base de datos. Por defecto,
el archivo contiene el siguiente contenido:


<?php

return [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=yii2basic',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
];



Esta es una típica configuración basada en archivos. Especifica los parámetros
necesarios para crear e inicializar una instancia de [[yii\db\Connection]] a través de la cual puedes realizar
consultas SQL contra la base de datos subyacente.


La conexión a la base de datos realizada anteriormente puede ser accedida mediante Yii::$app->db.



Información: El archivo config/db.php será incluido en el archivo principal de configuración config/web.php,
el cual especifica cómo la instancia de la aplicación debe ser inicializada.
Para más información, consulta la sección Configuraciones.






Creando un Active Record 


Para representar y extraer datos de la tabla country, crea una clase Active Record
llamada Country y guárdala en el archivo models/Country.php.


<?php

namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class Country extends ActiveRecord
{
}



La clase Country extiende de [[yii\db\ActiveRecord]]. No necesitas escribir ningún código dentro de ella.
Yii adivinará la tabla correspondiente a la clase desde su nombre. En caso de que esto no funcione, puedes
sobrescribir el método [[yii\db\ActiveRecord::tableName()]] para especificar la tabla asociada a la clase.


Utilizando la clase Country, puedes manipular los datos de la tabla country fácilmente. Debajo hay sencillos
ejemplos de código que muestran cómo utilizar la clase Country.


use app\models\Country;

// obtiene todos los registros de la tabla country ordenándolos por "name"
$countries = Country::find()->orderBy('name')->all();

// obtiene el registro cuya clave primaria es "US"
$country = Country::findOne('US');

// muestra "United States"
echo $country->name;

// cambia el nombre del país a "U.S.A." y lo guarda en la base de datos
$country->name = 'U.S.A.';
$country->save();




Información: Active Record es una potente forma de acceder y manipular datos de una base de datos de una manera
orientada a objetos.
Puedes encontrar información más detallada acerca de Active Record. Además de Active Record,
puedes utilizar un método de acceso de bajo nivel llamado Data Access Objects.






Creando una Acción 


Para mostrar el país a los usuarios, necesitas crear una acción. En vez de hacerlo en el controlador site
como lo hiciste en las secciones previas, tiene más sentido crear un nuevo controlador que englobe todas las
acciones de manipulación de datos de la tabla country. Llama a este nuevo controlador CountryController y define
una acción index en él, como se muestra a continuación:


<?php

namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;
use yii\data\Pagination;
use app\models\Country;

class CountryController extends Controller
{
    public function actionIndex()
    {
        $query = Country::find();

        $pagination = new Pagination([
            'defaultPageSize' => 5,
            'totalCount' => $query->count(),
        ]);

        $countries = $query->orderBy('name')
            ->offset($pagination->offset)
            ->limit($pagination->limit)
            ->all();

        return $this->render('index', [
            'countries' => $countries,
            'pagination' => $pagination,
        ]);
    }
}



Guarda el código anterior en el archivo controllers/CountryController.php.


La acción index llama a Country::find() para generar una consulta a la base de datos y traer todos los datos
de la tabla country.
Para limitar la cantidad de registros traídos en cada petición, la consulta es paginada con la ayuda de un objeto
[[yii\data\Pagination]]. El objeto Pagination sirve para dos propósitos:



		Define las cláusulas offset y limit de la consulta SQL para así sólo devolver una sola página de datos
(5 registros por página como máximo).


		Es utilizado en la vista para mostrar un paginador que consiste en una lista de botones que representan a cada página,
tal como será explicado en la siguiente sub-sección.





Al final, la acción index renderiza una vista llamada index y le pasa los datos de países así como la información
de paginación relacionada.





Creando una Vista 


Bajo el directorio views, crea primero un sub-directorio llamado country. Este será usado para contener
todas las vistas renderizadas por el controlador country.
Dentro del directorio views/country, crea un archivo llamado index.php con el siguiente contenido:


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\LinkPager;
?>
<h1>Países</h1>
<ul>
<?php foreach ($countries as $country): ?>
    <li>
        <?= Html::encode("{$country->name} ({$country->code})") ?>:
        <?= $country->population ?>
    </li>
<?php endforeach; ?>
</ul>

<?= LinkPager::widget(['pagination' => $pagination]) ?>



La vista consiste en dos partes. En la primera, los datos de países son recorridos y renderizados como una lista HTML.
En la segunda parte, un widget [[yii\widgets\LinkPager]] es renderizado usando la información de paginación
pasada desde la acción.
El widget LinkPager muestra una lista de botones que representan las páginas disponibles. Haciendo click en cualquiera
de ellas mostrará los datos de países de la página correspondiente.





Probándolo 


Para ver cómo funciona, utiliza a la siguiente URL en tu navegador:


http://hostname/index.php?r=country/index



[image: Lista de Países]


Verás una página que muestra cinco países. Y debajo de todos los países, verás un paginador con cuatro botones.
Si haces click en el botón “2”, verás que la página muestra otros cinco países de la base de datos.
Observa más cuidadosamente y verás que la URL en el navegador cambia a


http://hostname/index.php?r=country/index&page=2



Entre bastidores, [[yii\data\Pagination|Pagination]] está realizando su magia.



		Inicialmente, [[yii\data\Pagination|Pagination]] representa la primera página, que agrega a la consulta SQL
a la base de datos con la cláusula LIMIT 5 OFFSET 0. Como resultado, los primeros cinco países serán traídos y mostrados.


		El widget [[yii\widgets\LinkPager|LinkPager]] renderiza los botones de páginas usando las URLs
creadas por [[yii\data\Pagination::createUrl()|Pagination]]. Las URLs contendrán el parámetro page
representando los números de páginas.


		Si haces click en el botón “2”, se lanza y maneja una nueva petición a la ruta country/index.
[[yii\data\Pagination|Pagination]] lee el parámetro page y define el número de página actual como “2”.
Por consiguiente, la consulta a la base de datos tendrá la cláusula LIMIT 5 OFFSET 5 y devolverá los
siguientes cinco países para mostrar.








Resumen 


En esta sección has aprendido cómo trabajar con una base de datos. También has aprendido cómo traer y mostrar
datos paginados con la ayuda de [[yii\data\Pagination]] y [[yii\widgets\LinkPager]].


En la siguiente sección, aprenderás a utilizar la poderosa herramienta de generación de código llamada Gii,
para ayudarte a implementar rápidamente algunas características comunes, como crear operaciones de Alta-Baja-Modificación
(ABM, o CRUD en inglés) de los datos guardados en la base de datos. De hecho, el código que acabas de escribir fue
generado automáticamente a través de esta herramienta.
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Clase auxiliar Html (Html helper)


Todas las aplicaciones web generan grandes cantidades de marcado HTML (HTML markup). Si el marcado es estático, se
puede realizar de forma efectiva
mezclando PHP y HTML en un mismo archivo [http://php.net/manual/es/language.basic-syntax.phpmode.php] pero cuando se
generan dinámicamente empieza a complicarse su gestión sin ayuda extra. Yii ofrece esta ayuda en forma de una clase auxiliar Html
que proporciona un conjunto de métodos estáticos para gestionar las etiquetas HTML más comúnmente usadas, sus opciones y contenidos.



Nota: Si el marcado es casi estático, es preferible usar HTML directamente. No es necesario encapsularlo todo con
llamadas a la clase auxiliar Html.




Lo fundamental 


Teniendo en cuenta que la construcción de HTML dinámico mediante la concatenación de cadenas de texto se complica
rápidamente, Yii proporciona un conjunto de métodos para manipular las opciones de etiquetas y la construcción de las
mismas basadas en estas opciones.



Generación de etiquetas 


El código de generación de etiquetas es similar al siguiente:


<?= Html::tag('p', Html::encode($user->name), ['class' => 'username']) ?>



El primer argumento es el nombre de la etiqueta. El segundo es el contenido que se ubicará entre la etiqueta de
apertura y la de cierre. Hay que tener en cuenta que estamos usando Html::encode. Esto es debido a que el contenido
no se codifica automáticamente para permitir usar HTML cuando se necesite. La tercera opción es un array de opciones
HTML o, en otras palabras, los atributos de las etiquetas. En este array la clave representa el nombre del atributo
como podría ser class, href o target y el valor es su valor.


El código anterior generará el siguiente HTML:


<p class="username">samdark</p>



Si se necesita solo la apertura o el cierre de una etiqueta, se pueden usar los métodos Html::beginTag() y
Html::endTag().


Las opciones se usan en muchos métodos de la clase auxiliar Html y en varios widgets. En todos estos casos hay cierta
gestión adicional que se debe conocer:



		Si un valor es null, el correspondiente atributo no se renderizará.


		Los atributos cuyos valores son de tipo booleano serán tratados como
atributos booleanos [http://www.w3.org/TR/html5/infrastructure.html#boolean-attributes].


		Los valores de los atributos se codificarán en HTML usando [[yii\helpers\Html::encode()|Html::encode()]].


		El atributo “data” puede recibir un array. En este caso, se “expandirá” y se renderizará una lista de atributos
data ej. 'data' => ['id' => 1, 'name' => 'yii'] se convierte en data-id="1" data-name="yii".


		El atributo “data” puede recibir un JSON. Se gestionará de la misma manera que un array ej.
'data' => ['params' => ['id' => 1, 'name' => 'yii'], 'status' => 'ok'] se convierte en
data-params='{"id":1,"name":"yii"}' data-status="ok".








Formación de clases y estilos dinámicamente 


Cuando se construyen opciones para etiquetas HTML, a menudo nos encontramos con valores predeterminados que hay que
modificar. Para añadir o eliminar clases CSS se puede usar el siguiente ejemplo:


$options = ['class' => 'btn btn-default'];

if ($type === 'success') {
    Html::removeCssClass($options, 'btn-default');
    Html::addCssClass($options, 'btn-success');
}

echo Html::tag('div', 'Pwede na', $options);

// cuando $type sea 'success' se renderizará
// <div class="btn btn-success">Pwede na</div>



Para hacer lo mismo con los estilos para el atributo style:


$options = ['style' => ['width' => '100px', 'height' => '100px']];

// devuelve style="width: 100px; height: 200px; position: absolute;"
Html::addCssStyle($options, 'height: 200px; positon: absolute;');

// devuelve style="position: absolute;"
Html::removeCssStyle($options, ['width', 'height']);



Cuando se usa [[yii\helpers\Html::addCssStyle()|addCssStyle()]] se puede especificar si un array de pares clave-valor
corresponde a nombres y valores de la propiedad CSS correspondiente o a una cadena de texto como por ejemplo
width: 100px; height: 200px;. Estos formatos se pueden “hacer” y “deshacer” usando
[[yii\helpers\Html::cssStyleFromArray()|cssStyleFromArray()]] y
[[yii\helpers\Html::cssStyleToArray()|cssStyleToArray()]]. El método
[[yii\helpers\Html::removeCssStyle()|removeCssStyle()]] acepta un array de propiedades que se eliminarán. Si sólo se
eliminara una propiedad, se puede especificar como una cadena de texto.







Codificación y Decodificación del contenido 


Para que el contenido se muestre correctamente y de forma segura con caracteres especiales HTML el contenido debe ser
codificado. En PHP esto se hace con htmlspecialchars [http://www.php.net/manual/es/function.htmlspecialchars.php] y
htmlspecialchars_decode [http://www.php.net/manual/es/function.htmlspecialchars-decode.php]. El problema con el uso
de estos métodos directamente es que se tiene que especificar la codificación y opciones extra cada vez. Ya que las
opciones siempre son las mismas y la codificación debe coincidir con la de la aplicación para prevenir problemas de
seguridad, Yii proporciona dos métodos simples y compactos:


$userName = Html::encode($user->name);
echo $userName;

$decodedUserName = Html::decode($userName);






Formularios 


El trato con el marcado de formularios es una tarea repetitiva y propensa a errores. Por esto hay un grupo de métodos
para ayudar a gestionarlos.



Nota: hay que considerar la opción de usar [[yii\widgets\ActiveForm|ActiveForm]] en caso de que se gestionen
formularios que requieran validaciones.




Creando formularios 


Se puede abrir un formulario con el método [[yii\helpers\Html::beginForm()|beginForm()]] como se muestra a
continuación:


<?= Html::beginForm(['order/update', 'id' => $id], 'post', ['enctype' => 'multipart/form-data']) ?>



El primer argumento es la URL a la que se enviarán los datos del formulario. Se puede especificar en formato de ruta
de Yii con los parámetros aceptados por [[yii\helpers\Url::to()|Url::to()]]. El segundo es el método que se usará.
post es el método predeterminado. El tercero es un array de opciones para la etiqueta form. En este caso cambiamos
el método de codificación del formulario de data en una petición POST a multipart/form-data. Esto se requiere
cuando se quieren subir archivos.


El cierre de la etiqueta form es simple:


<?= Html::endForm() ?>






Botones 


Para generar botones se puede usar el siguiente código:


<?= Html::button('Press me!', ['class' => 'teaser']) ?>
<?= Html::submitButton('Submit', ['class' => 'submit']) ?>
<?= Html::resetButton('Reset', ['class' => 'reset']) ?>



El primer argumento para los tres métodos es el título del botón y el segundo son las opciones. El título no está
codificado pero si se usan datos recibidos por el usuario, deben codificarse mediante
[[yii\helpers\Html::encode()|Html::encode()]].





Inputs 


Hay dos grupos en los métodos input. Unos empiezan con active y se llaman inputs activos y los otros no empiezan
así. Los inputs activos obtienen datos del modelo y del atributo especificado y los datos de los inputs normales se
especifica directamente.


Los métodos más genéricos son:


type, input name, input value, options
<?= Html::input('text', 'username', $user->name, ['class' => $username]) ?>

type, model, model attribute name, options
<?= Html::activeInput('text', $user, 'name', ['class' => $username]) ?>



Si se conoce el tipo de input de antemano, es conveniente usar los atajos de los métodos:



		[[yii\helpers\Html::buttonInput()]]


		[[yii\helpers\Html::submitInput()]]


		[[yii\helpers\Html::resetInput()]]


		[[yii\helpers\Html::textInput()]], [[yii\helpers\Html::activeTextInput()]]


		[[yii\helpers\Html::hiddenInput()]], [[yii\helpers\Html::activeHiddenInput()]]


		[[yii\helpers\Html::passwordInput()]] / [[yii\helpers\Html::activePasswordInput()]]


		[[yii\helpers\Html::fileInput()]], [[yii\helpers\Html::activeFileInput()]]


		[[yii\helpers\Html::textarea()]], [[yii\helpers\Html::activeTextarea()]]





Los botones de opción (Radios) y las casillas de verificación (checkboxes) se especifican de forma un poco diferente:


<?= Html::radio('agree', true, ['label' => 'I agree']);
<?= Html::activeRadio($model, 'agree', ['class' => 'agreement'])

<?= Html::checkbox('agree', true, ['label' => 'I agree']);
<?= Html::activeCheckbox($model, 'agree', ['class' => 'agreement'])



Las listas desplegables (dropdown list) se pueden renderizar como se muestra a continuación:


<?= Html::dropDownList('list', $currentUserId, ArrayHelper::map($userModels, 'id', 'name')) ?>
<?= Html::activeDropDownList($users, 'id', ArrayHelper::map($userModels, 'id', 'name')) ?>

<?= Html::listBox('list', $currentUserId, ArrayHelper::map($userModels, 'id', 'name')) ?>
<?= Html::activeListBox($users, 'id', ArrayHelper::map($userModels, 'id', 'name')) ?>



El primer argumento es el nombre del input, el segundo es el valor seleccionado actualmente y el tercero es el array
de pares clave-valor donde la clave es la lista de valores y el valor del array es la lista a mostrar.


Si se quiere habilitar la selección múltiple, se puede usar la lista seleccionable (checkbox list):


<?= Html::checkboxList('roles', [16, 42], ArrayHelper::map($roleModels, 'id', 'name')) ?>
<?= Html::activeCheckboxList($user, 'role', ArrayHelper::map($roleModels, 'id', 'name')) ?>



Si no, se puede usar la lista de opciones (radio list):


<?= Html::radioList('roles', [16, 42], ArrayHelper::map($roleModels, 'id', 'name')) ?>
<?= Html::activeRadioList($user, 'role', ArrayHelper::map($roleModels, 'id', 'name')) ?>






Etiquetas y Errores 


De forma parecida que en los inputs hay dos métodos para generar etiquetas. El activo que obtiene los datos del modelo y
el no-activo que acepta los datos directamente:


<?= Html::label('User name', 'username', ['class' => 'label username']) ?>
<?= Html::activeLabel($user, 'username', ['class' => 'label username'])



Para mostrar los errores del formulario de un modelo o modelos a modo de resumen puedes usar:


<?= Html::errorSummary($posts, ['class' => 'errors']) ?>



Para mostrar un error individual:


<?= Html::error($post, 'title', ['class' => 'error']) ?>






Input Names y Values 


Existen métodos para obtener names, IDs y values para los campos de entrada (inputs) basados en el modelo. Estos se
usan principalmente internamente pero a veces pueden resultar prácticos:


// Post[title]
echo Html::getInputName($post, 'title');

// post-title
echo Html::getInputId($post, 'title');

// mi primer post
echo Html::getAttributeValue($post, 'title');

// $post->authors[0]
echo Html::getAttributeValue($post, '[0]authors[0]');



En el ejemplo anterior, el primer argumento es el modelo y el segundo es un atributo de expresión. En su forma más
simple es su nombre de atributo pero podría ser un nombre de atributo prefijado y/o añadido como sufijo con los
indices de un array, esto se usa principalmente para mostrar inputs en formatos de tablas:



		[0]content se usa en campos de entrada de datos en formato de tablas para representar el atributo “content” para
el primer modelo del input en formato de tabla;


		dates[0] representa el primer elemento del array del atributo “dates”;


		[0]dates[0] representa el primer elemento del array del atributo “dates” para el primer modelo en formato de tabla.





Para obtener el nombre de atributo sin sufijos o prefijos se puede usar el siguiente código:


// dates
echo Html::getAttributeName('dates[0]');








Estilos y scripts 


Existen dos métodos para generar etiquetas que envuelvan estilos y scripts incrustados (embebbed):


<?= Html::style('.danger { color: #f00; }') ?>

Genera

<style>.danger { color: #f00; }</style>

<?= Html::script('alert("Hello!");', ['defer' => true]);

Genera

<script defer>alert("Hello!");</script>



Si se quiere enlazar un estilo externo desde un archivo CSS:


<?= Html::cssFile('@web/css/ie5.css', ['condition' => 'IE 5']) ?>

genera

<!--[if IE 5]>
    <link href="http://example.com/css/ie5.css" />
<![endif]-->



El primer argumento es la URL. El segundo es un array de opciones. Adicionalmente, para regular las opciones se puede
especificar:



		condition para envolver <link con los comentarios condicionales con condiciones especificas. Esperamos que sean
necesarios los comentarios condicionales ;)


		noscript se puede establecer como true para envolver <link con la etiqueta <noscript> por lo que el sólo se
incluirá si el navegador no soporta JavaScript o si lo ha deshabilitado el usuario.





Para enlazar un archivo JavaScript:


<?= Html::jsFile('@web/js/main.js') ?>



Es igual que con las CSS, el primer argumento especifica el enlace al fichero que se quiere incluir. Las opciones se
pueden pasar como segundo argumento. En las opciones se puede especificar condition del mismo modo que se puede usar
para cssFile.





Enlaces 


Existe un método para generar hipervínculos a conveniencia:


<?= Html::a('Profile', ['user/view', 'id' => $id], ['class' => 'profile-link']) ?>



El primer argumento es el título. No está codificado por lo que si se usan datos enviados por el usuario se tienen que
codificar usando Html::encode(). El segundo argumento es el que se introducirá en href de la etiqueta <a. Se
puede consultar Url::to() para obtener más detalles de los valores que acepta. El tercer argumento es
un array de las propiedades de la etiqueta.


Si se requiere generar enlaces de tipo mailto se puede usar el siguiente código:


<?= Html::mailto('Contact us', 'admin@example.com') ?>






Imagenes 


Para generar una etiqueta de tipo imagen se puede usar el siguiente ejemplo:


<?= Html::img('@web/images/logo.png', ['alt' => 'My logo']) ?>

genera

<img src="http://example.com/images/logo.png" alt="My logo" />



Aparte de los alias el primer argumento puede aceptar rutas, parámetros y URLs. Del mismo modo
que Url::to().





Listas 


Las listas desordenadas se puede generar como se muestra a continuación:


<?= Html::ul($posts, ['item' => function($item, $index) {
    return Html::tag(
        'li',
        $this->render('post', ['item' => $item]),
        ['class' => 'post']
    );
}]) ?>



Para generar listas ordenadas se puede usar Html::ol() en su lugar.
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Guía Definitiva de Yii 2.0


Este tutorial se publica bajo los Términos de Documentación Yii [http://www.yiiframework.com/doc/terms/].


Todos los derechos reservados.
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Información general


Las aplicaciones realizadas con Yii están organizadas de acuerdo al patrón de diseño modelo-vista-controlador (MVC) [http://es.wikipedia.org/wiki/Modelo%E2%80%93vista%E2%80%93controlador]. Los
modelos representan datos, la lógica de negocios y sus reglas; las vistas
son la representación de salida de los modelos; y finalmente, los controladores que toman datos de entrada y los convierten en instrucciones para los modelos y vistas.


Además de MVC, las aplicaciones Yii también tienen las siguientes entidades:



		scripts de entrada: Existen scripts PHP directamente accesibles a los usuarios finales.
Son los responsables de comenzar el ciclo de manejo de una solicitud.


		aplicaciones: Son objetos accesibles globalmente que gestionan y coordinan los componentes
de la aplicación con el fin de atender las diferentes solicitudes.


		componentes de la aplicación: Son los objetos registrados con la aplicación, y
proporcionan varios servicios para cumplir las solicitudes.


		módulos: Son paquetes auto-contenidos los cuales por si solos poseen estructura MVC.
Una aplicación puede estar organizada en términos de múltiples módulos.


		filtros: Representan el código que debe ser invocado antes y despues de la ejecución de cada
solicitud por los controladores.


		widgets: Son objetos que pueden ser embebidos en las Vistas. Pueden
contener lógica del controlador y ser reutilizados en múltiples vistas.





El siguiente esquema muestra la estructura estática de una aplicación:


[image: Estructura estática de una aplicación]






          

      

      

    


    
        © 版权所有 .
      由 Sphinx 1.3.1 创建。
    

  

guide-es/runtime-bootstrapping.html


    
      导航


      
        		
          索引


        		YII2 stable 文档 »

 
      


    


    
      
          
            
  
Bootstrapping


El Bootstrapping hace referencia al proceso de preparar el entorno antes de que una aplicación se inicie para resolver y procesar una petición entrante. El se ejecuta en dos lugares: el script de entrada y la aplicación.


En el script de entrada, se registran los cargadores automáticos de clase para diferentes librerías. Esto incluye el cargador automático de Composer a través de su fichero ‘autoload.php’ y del cargador automático de Yii a través del fichero de clase ‘Yii’. El script de entrada después carga la configuración de la aplicación y crea una instancia de la aplicación.


El constructor de la aplicación, ejecuta el siguiente trabajo de bootstrapping:


Llama a [[yii\base\Application::preInit()|preInit()]], que configura algunas propiedades de alta prioridad de la aplicación, como [[yii\base\Application::basePath|basePath]].
Registra el [[yii\base\Application::errorHandler|error handler]].
Inicializa las propiedades de aplicación usando la configuración de la aplicación dada.
Llama a [[yii\base\Application::init()|init()]] que a su vez llama a [[yii\base\Application::bootstrap()|bootstrap()]] para ejecutar componentes de bootstrapping.
Incluye el archivo de manifiesto de extensiones ‘vendor/yiisoft/extensions.php’
Crea y ejecuta componentes de bootstrap declarados por las extensiones.
Crea y ejecuta componentes de aplicación y/o módulos que se declaran en la propiedad bootstrap de la aplicación.


Debido a que el trabajo de bootstrapping se tiene que ejecutar antes de gestionar todas las peticiones, es muy importante mantener este proceso ligero y optimizado lo máximo que sea posible.


Intenta no registrar demasiados componentes de bootstrapping. Un componente de bootstrapping sólo es necesario si tiene que interaccionar en todo el ciclo de vida de la gestión de la petición. Por ejemplo, si un modulo necesita registrar reglas de análisis de URL adicionales, se debe incluirse en la propiedad bootstrap para que la nueva regla de URL tenga efecto antes de que sea utilizada para resolver peticiones.


En modo de producción, hay que habilitar la cache bytecode, así como APC [http://php.net/manual/es/book.apc.php], para minimizar el tiempo necesario para incluir y analizar archivos PHP.


Algunas grandes aplicaciones tienen configuraciones de aplicación muy complejas que están dividida en muchos archivos de configuración más pequeños.
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Generando Código con Gii


En esta sección, explicaremos cómo utilizar Gii para generar código que automáticamente
implementa algunas de las características más comunes de una aplicación. Para lograrlo, todo lo que tienes que hacer es
ingresar la información de acuerdo a las instrucciones mostradas en la páginas web de Gii.


A lo largo de este tutorial, aprenderás



		Cómo activar Gii en tu aplicación;


		Cómo utilizar Gii para generar una clase Active Record;


		Cómo utilizar Gii para generar el código que implementa las operaciones ABM de una tabla de la base de datos.


		Cómo personalizar el código generado por Gii.






Comenzando con Gii 


Gii está provisto por Yii en forma de módulo. Puedes habilitar Gii
configurándolo en la propiedad [[yii\base\Application::modules|modules]] de la aplicación. Dependiendo de cómo hayas creado tu aplicación, podrás encontrar que el siguiente código ha sido ya incluido en el archivo de configuración config/web.php:


$config = [ ... ];

if (YII_ENV_DEV) {
    $config['bootstrap'][] = 'gii';
    $config['modules']['gii'] = 'yii\gii\Module';
}



La configuración dice que al estar en el entorno de desarrollo,
la aplicación debe incluir el módulo llamado gii, cuya clase es [[yii\gii\Module]].


Si chequeas el script de entrada web/index.php de tu aplicación, encontrarás la línea
que esencialmente define la constante YII_ENV_DEV como verdadera -true.


defined('YII_ENV') or define('YII_ENV', 'dev');



De esta manera, tu aplicación habrá habilitado Gii, y puedes acceder al módulo a través de la siguiente URL:


http://hostname/index.php?r=gii



[image: Gii]





Generando una Clase Active Record 


Para poder generar una clase Active Record con Gii, selecciona “Model Generator” (haciendo click en el vínculo que existe en la página inicial del modulo Gii). Después, completa el formulario de la siguiente manera,



		Table Name: country


		Model Class: Country





[image: Model Generator]


Haz click el el botón “Preview”. Verás que models/Country.php está mostrado listado como la clase resultante que ha de ser creada. Puedes hacer click en el nombre de la clase para previsualizar su contenido.


Al utilizar Gii, si habías creado previamente el mismo archivo y puede ser sobrescrito, si haces click
en el botón diff cercano al nombre del archivo, verás las diferencias entre el código a ser generado
y la versión existente del mismo.


[image: Previsualización del Model Generator]


Para sobrescribir un archivo existente, marca el checkbox que se encuentra al lado de “overwrite” y posteriormente haz click en el botón “Generate”.


Después, verás una página de confirmación indicando que el código ha sido generado correctamente y tu archivo models/Country.php
ha sido sobrescrito con el nuevo código generado.





Generando código de ABM (CRUD en inglés) 


En computación, CRUD es el acrónimo de Crear, Obtener, Actualizar y Borrar (del inglés: Create, Read, Update y Delete)
representando la cuatro funciones con datos más comunes en la mayoría de sitios Web.
El acrónimo ABM es Altas, Bajas y Modificaciones. Para generar un ABM, selecciona “CRUD Generator” y completa el formulario de esta manera:



		Model Class: app\models\Country


		Search Model Class: app\models\CountrySearch


		Controller Class: app\controllers\CountryController





[image: Generador de ABM]


Al hacer click en el botón “Preview” verás la lista de archivos a ser generados.


Si has creado previamente los archivos controllers/CountryController.php y
views/country/index.php (en la sección sobre bases de datos de esta guía), asegúrate de seleccionar el checkbox “overwrite” para reemplazarlos. (Las versiones anteriores no disponían de un soporte ABM (CRUD) completo.)





Probándolo 


Para ver cómo funciona, accede desde tu navegador a la siguiente URL:


http://hostname/index.php?r=country/index



Verás una grilla de datos mostrando los países de la base de datos. Puedes ordenar la grilla
o filtrar los resultados escribiendo alguna condición en los encabezados de las columnas.


Por cada país mostrado en la grilla, puedes elegir entre visualizar el registro, actualizarlo o eliminarlo.
Puedes incluso hacer click en el botón “Create Country” que se encuentra sobre la grilla y así cargar
un nuevo país en la base de datos.


[image: Grilla de Países]


[image: Actualizando un País]


La siguiente es la lista de archivos generados por Gii, en el caso de que quieras inspeccionar cómo el ABM ha sido generado,
o por si desearas personalizarlos:



		Controlador: controllers/CountryController.php


		Modelos: models/Country.php y models/CountrySearch.php


		Vistas: views/country/*.php






Información: Gii está diseñado para ser una herramienta altamente configurable. Utilizándola con sabiduría
puede acelerar enormemente la velocidad de desarrollo de tu aplicación. Para más detalles, consulta la
sección Gii.






Resumen 


En esta sección, has aprendido a utilizar Gii para generar el código que implementa completamente las características
de un ABM de acuerdo a una determinada tabla de la base de datos.
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Aplicaciones


Las Applications (aplicaciones) son objetos que gobiernan la estructura total y el ciclo de vida de las aplicaciones
hechas en Yii.
Cada aplicación Yii contiene un objeto Application que es creado en el script de entrada
y es globalmente accesible a través de la expresión \Yii::$app.



Información: Dependiendo del contexto, cuando decimos “una aplicación”, puede significar tanto un objeto Application
o un sistema desarrollado en Yii.



Hay dos tipos de aplicaciones: [[yii\web\Application|aplicaciones Web]] y
[[yii\console\Application|aplicaciones de consola]]. Como el nombre lo indica, la primera maneja principalmente
Web requests mientras que la última maneja requests (peticiones) de la línea de comandos.



Configuraciones de las Aplicaciones 


Cuando un script de entrada crea una aplicación, cargará
una configuración y la aplicará a la aplicación, como se muestra a continuación:


require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// carga la configuración de la aplicación
$config = require(__DIR__ . '/../config/web.php');

// instancia y configura la aplicación
(new yii\web\Application($config))->run();



Principalmente, las configuraciones de una aplicación especifican
como inicializar las propiedades de un objeto application. Debido a que estas configuraciones
suelen ser complejas, son usualmente guardadas en archivos de configuración,
como en el archivo web.php del ejemplo anterior.





Propiedades de la Aplicación 


Hay muchas propiedades importantes en la aplicación que deberían configurarse en en la configuración de la aplicación.
Estas propiedades suelen describir el entorno en el cual la aplicación está corriendo.
Por ejemplo, las aplicaciones necesitan saber cómo cargar controladores,
dónde guardar archivos temporales, etc. A continuación, resumiremos esas propiedades.



Propiedades Requeridas 


En cualquier aplicación, debes configurar al menos dos propiedades: [[yii\base\Application::id|id]]
y [[yii\base\Application::basePath|basePath]].



[[yii\base\Application::id|id]] 


La propiedad [[yii\base\Application::id|id]] especifica un ID único que diferencia una aplicación de otras.
Es mayormente utilizada a nivel programación. A pesar de que no es un requerimiento, para una mejor interoperabilidad,
se recomienda utilizar sólo caracteres alfanuméricos.





[[yii\base\Application::basePath|basePath]] 


La propiedad [[yii\base\Application::basePath|basePath]] especifica el directorio raíz de una aplicación.
Es el directorio que alberga todos los archivos protegidos de un sistema. Bajo este directorio,
tendrás normalmente sub-directorios como models, views, controllers, que contienen el código fuente
correspondiente al patrón MVC.


Puedes configurar la propiedad [[yii\base\Application::basePath|basePath]] usando la ruta a un directorio
o un alias. En ambas formas, el directorio debe existir, o se lanzará una excepción.
La ruta será normalizada utilizando la función realpath().


La propiedad [[yii\base\Application::basePath|basePath]] es utilizada a menudo derivando otras rutas
(ej. la ruta runtime). Por esta razón, un alias llamado @app está predefinido para representar esta ruta.
Rutas derivadas pueden ser entonces creadas a partir de este alias (ej. @app/runtime para referirse al directorio runtime).







Propiedades Importantes 


Las propiedades descritas en esta subsección a menudo necesita ser configurada porque difieren entre las
diferentes aplicaciones.



[[yii\base\Application::aliases|aliases]] 


Esta propiedad te permite definir un grupo de alias en términos de un array (matriz).
Las claves del array son los nombres de los alias, y los valores su correspondiente definición.
Por ejemplo:


[
    'aliases' => [
        '@name1' => 'path/to/path1',
        '@name2' => 'path/to/path2',
    ],
]



Esta propiedad está provista de tal manera que puedas definir alias en términos de configuraciones de la aplicación
en vez de llamadas al método [[Yii::setAlias()]].





[[yii\base\Application::bootstrap|bootstrap]] 


Esta es una propiedad importante. Te permite definir un array de los componentes que deben ejecutarse
durante el [[yii\base\Application::bootstrap()|proceso de bootstrapping]] de la aplicación.
Por ejemplo, si quieres personalizar las reglas de URL de un módulo,
podrías listar su ID como un elemento de este array.


Cada componente listado en esta propiedad puede ser especificado en cualquiera de los siguientes formatos:



		el ID de un componente como está especificado vía components.


		el ID de un módulo como está especificado vía modules.


		un nombre de clase.


		un array de configuración.





Por ejemplo:


[
    'bootstrap' => [
        // un ID de componente o de módulo
        'demo',

        // un nombre de clase
        'app\components\TrafficMonitor',

        // un array de configuración
        [
            'class' => 'app\components\Profiler',
            'level' => 3,
        ]
    ],
]



Durante el proceso de bootstrapping, cada componente será instanciado. Si la clase del componente
implementa [[yii\base\BootstrapInterface]], también se llamará a su método [[yii\base\BootstrapInterface::bootstrap()|bootstrap()]].


Otro ejemplo práctico se encuentra en la configuración del Template de Aplicación Básica,
donde los módulos debug y gii son configurados como componentes bootstrap cuando la aplicación está
corriendo en un entorno de desarrollo,


if (YII_ENV_DEV) {
    // ajustes en la configuración del entorno 'dev' (desarrollo)
    $config['bootstrap'][] = 'debug';
    $config['modules']['debug'] = 'yii\debug\Module';

    $config['bootstrap'][] = 'gii';
    $config['modules']['gii'] = 'yii\gii\Module';
}




Nota: Agregar demasiados componentes bootstrap degradará la performance de tu aplicación debido a que
por cada request, se necesita correr el mismo grupo de componentes. Por lo tanto, utiliza componentes bootstrap con criterio.






[[yii\web\Application::catchAll|catchAll]] 


Esta propiedad está solamente soportada por [[yii\web\Application|aplicaciones Web]]. Especifica
la acción de controlador que debería manejar todos los requests (peticiones) del usuario.
Es mayormente utilizada cuando una aplicación está en “modo de mantenimiento” y necesita que todas las peticiones
sean capturadas por una sola acción.


La configuración es un array cuyo primer elemento especifica la ruta de la acción.
El resto de los elementos del array (pares clave-valor) especifica los parámetros a ser enviados a la acción.
Por ejemplo:


[
    'catchAll' => [
        'offline/notice',
        'param1' => 'value1',
        'param2' => 'value2',
    ],
]






[[yii\base\Application::components|components]] 


Esta es la propiedad más importante. Te permite registrar una lista de componentes llamados componentes de aplicación
que puedes utilizar en otras partes de tu aplicación. Por ejemplo:


[
    'components' => [
        'cache' => [
            'class' => 'yii\caching\FileCache',
        ],
        'user' => [
            'identityClass' => 'app\models\User',
            'enableAutoLogin' => true,
        ],
    ],
]



Cada componente de la aplicación es un par clave-valor del array. La clave representa el ID del componente,
mientras que el valor representa el nombre de la clase del componente o una configuración.


Puedes registrar cualquier componente en una aplicación, y el componente puede ser globalmente accedido utilizando
la expresión \Yii::$app->ComponentID.


Por favor, lee la sección Componentes de la Aplicación para mayor detalle.





[[yii\base\Application::controllerMap|controllerMap]] 


Esta propiedad te permite mapear un ID de controlador a una clase de controlador arbitraria. Por defecto, Yii mapea
ID de controladores a clases de controladores basado en una convención (ej. el ID post será mapeado
a app\controllers\PostController). Configurando esta propiedad, puedes saltear esa convención
para controladores específicos. En el siguiente ejemplo, account será mapeado a
app\controllers\UserController, mientras que article será mapeado a app\controllers\PostController.


[
    'controllerMap' => [
        [
            'account' => 'app\controllers\UserController',
            'article' => [
                'class' => 'app\controllers\PostController',
                'enableCsrfValidation' => false,
            ],
        ],
    ],
]



Las claves de este array representan los ID de los controladores, mientras que los valores representan
los nombres de clase de dichos controladores o una configuración.





[[yii\base\Application::controllerNamespace|controllerNamespace]] 


Esta propiedad especifica el namespace bajo el cual las clases de los controladores deben ser ubicados. Por defecto es
app\controllers. Si el ID es post, por convención el controlador correspondiente (sin
namespace) será PostController, y el nombre completo (cualificado) de la clase app\controllers\PostController.


Las clases de controladores pueden ser ubicados también en sub-directorios del directorio correspondiente a este namespace.
Por ejemplo, dado el ID de controlador admin/post, el nombre completo de la clase sería app\controllers\admin\PostController.


Es importante que el nombre completo de la clase del controlador sea auto-cargable
y el namespace actual de la clase coincida con este valor. De otro modo, recibirás
un error “Page Not Found” (“Página no Encontrada”) cuando accedas a la aplicación.


En caso de que quieras romper con la convención cómo se comenta arriba, puedes configurar la propiedad controllerMap.





[[yii\base\Application::language|language]] 


Esta propiedad especifica el idioma en el cual la aplicación debería mostrar el contenido a los usuarios.
El valor por defecto de esta propiedad es en, referido a English. Deberías configurar esta propiedad
si tu aplicación necesita soporte multi-idioma.


El valor de esta propiedad determina varios aspectos de la internacionalización,
incluido la traducción de mensajes, formato de fecha y números, etc. Por ejemplo, el widget [[yii\jui\DatePicker]]
utilizará el valor de esta propiedad para determinar en qué idioma el calendario debe ser mostrado y cómo dar formato
a la fecha.


Se recomienda que especifiques el idioma en términos de una Código de idioma IETF [http://es.wikipedia.org/wiki/Código_de_idioma_IETF].
Por ejemplo, en se refiere a English, mientras que en-US se refiere a English (United States).


Se pueden encontrar más detalles de este aspecto en la sección Internacionalización.





[[yii\base\Application::modules|modules]] 


Esta propiedad especifica los módulos que contiene la aplicación.


Esta propiedad toma un array con los nombre de clases de los módulos o configuraciones con las claves siendo
los IDs de los módulos. Por ejemplo:


[
    'modules' => [
        // módulo "booking" especificado con la clase del módulo
        'booking' => 'app\modules\booking\BookingModule',

        // módulo "comment" especificado usando un array de configuración
        'comment' => [
            'class' => 'app\modules\comment\CommentModule',
            'db' => 'db',
        ],
    ],
]



Por favor consulta la sección Módulos para más detalles.





[[yii\base\Application::name|name]] 


Esta propiedad especifica el nombre de la aplicación que será mostrado a los usuarios. Al contrario de
[[yii\base\Application::id|id]], que debe tomar un valor único, el valor de esta propiedad existe principalmente
para propósito de visualización y no tiene porqué ser única.


No siempre necesitas configurar esta propiedad si en tu aplicación no va a ser utilizada.





[[yii\base\Application::params|params]] 


Esta propiedad especifica un array con parámetros accesibles desde cualquier lugar de tu aplicación.
En vez de usar números y cadenas fijas por todos lados en tu código, es una buena práctica definirlos como
parámetros de la aplicación en un solo lugar y luego utilizarlos donde los necesites. Por ejemplo, podrías definir el tamaño
de las imágenes en miniatura de la siguiente manera:


[
    'params' => [
        'thumbnail.size' => [128, 128],
    ],
]



Entonces, cuando necesites acceder a esa configuración en tu aplicación, podrías hacerlo utilizando el código siguiente:


$size = \Yii::$app->params['thumbnail.size'];
$width = \Yii::$app->params['thumbnail.size'][0];



Más adelante, si decides cambiar el tamaño de las miniaturas, sólo necesitas modificarlo en la configuración de la aplicación
sin necesidad de tocar el código que lo utiliza.





[[yii\base\Application::sourceLanguage|sourceLanguage]] 


Esta propiedad especifica el idioma en el cual la aplicación está escrita. El valor por defecto es 'en-US',
referido a English (United States). Deberías configurar esta propiedad si el contenido de texto en tu código no está en inglés.


Como la propiedad language, deberías configurar esta propiedad siguiendo el Código de idioma IETF [http://es.wikipedia.org/wiki/Código_de_idioma_IETF].
Por ejemplo, en se refiere a English, mientras que en-US se refiere a English (United States).


Puedes encontrar más detalles de esta propiedad en la sección Internacionalización.





[[yii\base\Application::timeZone|timeZone]] 


Esta propiedad es provista como una forma alternativa de definir el time zone de PHP por defecto en tiempo de ejecución.
Configurando esta propiedad, escencialmente estás llamando a la función de PHP date_default_timezone_set() [http://php.net/manual/es/function.date-default-timezone-set.php].
Por ejemplo:


[
    'timeZone' => 'America/Los_Angeles',
]






[[yii\base\Application::version|version]] 


Esta propiedad especifica la versión de la aplicación. Es por defecto '1.0'. No hay total necesidad de configurarla
si tu no la usarás en tu código.







Propiedades Útiles 


Las propiedades especificadas en esta sub-sección no son configuradas normalmente ya que sus valores por defecto
estipulan convenciones comunes. De cualquier modo, aún puedes configurarlas en caso de que quieras romper con la convención.



[[yii\base\Application::charset|charset]] 


Esta propiedad especifica el charset que la aplicación utiliza. El valor por defecto es 'UTF-8', que debería ser mantenido
tal cual para la mayoría de las aplicaciones a menos que estés trabajando con sistemas legados que utilizan muchos datos no-unicode.





[[yii\base\Application::defaultRoute|defaultRoute]] 


Esta propiedad especifica la ruta que una aplicación debería utilizar si el request
no especifica una. La ruta puede consistir el ID de un sub-módulo, el ID de un controlador, y/o el ID de una acción.
Por ejemplo, help, post/create, admin/post/create. Si el ID de la acción no se especifica, tomará el valor por defecto
especificado en [[yii\base\Controller::defaultAction]].


Para [yii\web\Application|aplicaciones Web], el valor por defecto de esta propiedad es 'site', lo que significa que el
controlador SiteController y su acción por defecto serán usados. Como resultado, si accedes a la aplicación sin
especificar una ruta, mostrará el resultado de app\controllers\SiteController::actionIndex().


Para [yii\console\Application|aplicaciones de consola], el valor por defecto es 'help', lo que significa que el comando
[[yii\console\controllers\HelpController::actionIndex()]] debería ser utilizado. Como resultado, si corres el comando yii
sin proveer ningún argumento, mostrará la información de ayuda.





[[yii\base\Application::extensions|extensions]] 


Esta propiedad especifica la lista de extensiones que se encuentran instaladas y son utilizadas
por la aplicación.
Por defecto, tomará el array devuelto por el archivo @vendor/yiisoft/extensions.php. El archivo extensions.php
es generado y mantenido automáticamente cuando utilizas Composer [http://getcomposer.org] para instalar extensiones.
Por lo tanto, en la mayoría de los casos no necesitas configurarla.


En el caso especial de que quieras mantener las extensiones a mano, puedes configurar la propiedad como se muestra a continuación:


[
    'extensions' => [
        [
            'name' => 'nombre de la extensión',
            'version' => 'número de versión',
            'bootstrap' => 'BootstrapClassName',  // opcional, puede ser también un array de configuración
            'alias' => [  // opcional
                '@alias1' => 'to/path1',
                '@alias2' => 'to/path2',
            ],
        ],

        // ... más extensiones como las de arriba ...

    ],
]



Como puedes ver, la propiedad toma un array de especificaciones de extensiones. Cada extensión es especificada mediante un array
que consiste en los elementos name y version. Si una extensión necesita ser ejecutada durante el proceso de bootstrap,
un elemento bootstrap puede ser especificado con un nombre de clase o un array de configuración.
Una extensión también puede definir algunos alias.





[[yii\base\Application::layout|layout]] 


Esta propiedad especifica el valor del layout por defecto que será utilizado al renderizar una vista.
El valor por defecto es 'main', y se refiere al archivo main.php bajo el layout path definido.
Si tanto el layout path y el view path están utilizando los valores por defecto,
el archivo layout puede ser representado con el alias @app/views/layouts/main.php.


Puedes configurar esta propiedad con el valor false si quieres desactivar el layout por defecto, aunque esto sería un
caso muy raro.





[[yii\base\Application::layoutPath|layoutPath]] 


Esta propiedad especifica el lugar por defecto donde deben buscarse los archivos layout. El valor por defecto
es el sub-directorio layouts bajo el view path. Si el view path usa su valor por defecto,
el layout path puede ser representado con el alias @app/views/layouts.


Puedes configurarlo como un directorio o utilizar un alias.





[[yii\base\Application::runtimePath|runtimePath]] 


Esta propiedad especifica dónde serán guardados los archivos temporales, como archivos de log y de cache, pueden ser generados.
El valor por defecto de esta propiedad es el alias @app/runtime.


Puedes configurarlo como un directorio o utilizar un alias. Ten en cuenta que el
directorio debe tener permisos de escritura por el proceso que corre la aplicación. También este directorio debe estar protegido
de ser accedido por usuarios finales, ya que los archivos generados pueden tener información sensible.


Para simplificar el acceso a este directorio, Yii trae predefinido el alias @runtime para él.





[[yii\base\Application::viewPath|viewPath]] 


Esta propiedad especifica dónde están ubicados los archivos de la vista. El valor por defecto de esta propiedad está
representado por el alias @app/views. Puedes configurarlo como un directorio o utilizar un alias.





[[yii\base\Application::vendorPath|vendorPath]] 


Esta propiedad especifica el directorio vendor que maneja Composer [http://getcomposer.org]. Contiene
todas las librerías de terceros utilizadas por tu aplicación, incluyendo el núcleo de Yii. Su valor por defecto
está representado por el alias @app/vendor.


Puedes configurarlo como un directorio o utilizar un alias. Cuando modificas esta propiedad,
asegúrate de ajustar la configuración de Composer en concordancia.


Para simplificar el acceso a esta ruta, Yii trae predefinido el alias @vendor.





[[yii\console\Application::enableCoreCommands|enableCoreCommands]] 


Esta propiedad está sólo soportada por [[yii\console\Application|aplicaciones de consola]].
Especifica si los comandos de consola incluidos en Yii deberían estar habilitados o no.
Por defecto está definido como true.









Eventos de la Aplicación 


Una aplicación dispara varios eventos durante su ciclo de vida al manejar un request. Puedes conectar
manejadores a dichos eventos en la configuración de la aplicación como se muestra a continuación:


[
    'on beforeRequest' => function ($event) {
        // ...
    },
]



El uso de la sintáxis on nombreEvento es descrita en la sección Configuraciones.


Alternativamente, puedes conectar manejadores de eventos durante el proceso de bootstrapping
después de que la instancia de la aplicación es creada. Por ejemplo:


\Yii::$app->on(\yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST, function ($event) {
    // ...
});




[[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST|EVENT_BEFORE_REQUEST]] 


Este evento es disparado before (antes) de que la aplicación maneje el request. El nombre del evento es beforeRequest.


Cuando este evento es disparado, la instancia de la aplicación ha sido configurada e inicializada. Por lo tanto es un
buen lugar para insertar código personalizado vía el mecanismo de eventos para interceptar dicho manejo del request.
Por ejemplo, en el manejador del evento, podrías definir dinámicamente la propiedad [[yii\base\Application::language]]
basada en algunos parámetros.





[[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST|EVENT_AFTER_REQUEST]] 


Este evento es disparado after (después) de que una aplicación finaliza el manejo de un request pero before (antes) de enviar el response (respuesta).
El nombre del evento es afterRequest.


Cuando este evento es disparado, el manejo del request está finalizado y puedes aprovechar para realizar algún
post-proceso del mismo o personalizar el response (respuesta).


Ten en cuenta que el componente [[yii\web\Response|response]] también dispara algunos eventos mientras está enviando el contenido
a los usuarios finales. Estos eventos son disparados after (después) de este evento.





[[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST|EVENT_BEFORE_ACTION]] 


Este evento es disparado before (antes) de ejecutar cualquier acción de controlador.
El nombre de este evento es beforeAction.


El parámetro evento es una instancia de [[yii\base\ActionEvent]]. Un manejador de eventos puede definir
la propiedad [[yii\base\ActionEvent::isValid]] como false para detener la ejecución de una acción.
Por ejemplo:


[
    'on beforeAction' => function ($event) {
        if (..alguna condición..) {
            $event->isValid = false;
        } else {
        }
    },
]



Ten en cuenta que el mismo evento beforeAction también es disparado por módulos
y [controladores)(structure-controllers.md). Los objectos aplicación son los primeros en disparar este evento,
seguidos por módulos (si los hubiera), y finalmente controladores. Si un manejador de eventos define [[yii\base\ActionEvent::isValid]]
como false, todos los eventos siguientes NO serán disparados.





[[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST|EVENT_AFTER_ACTION]] 


Este evento es disparado after (después) de ejecutar cualquier acción de controlador.
El nombre de este evento es afterAction.


El parámetro evento es una instancia de [[yii\base\ActionEvent]]. A través de la
propiedad [[yii\base\ActionEvent::result]], un manejador de eventos puede acceder o modificar el resultado de una acción.
Por ejemplo:


[
    'on afterAction' => function ($event) {
        if (..alguna condición...) {
            // modificar $event->result
        } else {
        }
    },
]



Ten en cuenta que el mismo evento afterAction también es disparado por módulo
y [controladores)(structure-controllers.md). Estos objetos disparan el evento en orden inverso
que los de beforeAction. Esto quiere decir que los controladores son los primeros en dispararlo,
seguido por módulos (si los hubiera), y finalmente aplicaciones.







Ciclo de Vida de una Aplicación 


Cuando un script de entrada está siendo ejecutado para manejar un request,
una aplicación experimenta el siguiente ciclo de vida:



		El script de entrada carga el array de configuración de la aplicación.


		El script de entrada crea una nueva instancia de la aplicación:






		Se llama a [[yii\base\Application::preInit()|preInit()]], que configura algunas propiedades
de alta prioridad de la aplicación, como [[yii\base\Application::basePath|basePath]].


		Registra el [[yii\base\Application::errorHandler|manejador de errores]].


		Configura las propiedades de la aplicación.


		Se llama a [[yii\base\Application::init()|init()]] con la subsiguiente llamada a
[[yii\base\Application::bootstrap()|bootstrap()]] para correr componentes bootstrap.






		El script de entrada llama a [[yii\base\Application::run()]] para correr la aplicación:






		Dispara el evento [[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST|EVENT_BEFORE_REQUEST]].


		Maneja el request: lo resuelve en una route (ruta) con los parámetros asociados;
crea el módulo, controlador y objetos acción como se especifica en dicha ruta; y entonces ejecuta la acción.


		Dispara el evento [[yii\base\Application::EVENT_AFTER_REQUEST|EVENT_AFTER_REQUEST]].


		Envía el response (respuesta) al usuario.






		El script de entrada recibe el estado de salida de la aplicación y completa el proceso del request.
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Peticiones


Las peticiones (requests) hechas a una aplicación son representadas como objetos [[yii\web\Request]] que proporcionan
información como parámetros de la petición, cabeceras HTTP, cookies, etc. Dada una petición, se puede acceder al
objeto request correspondiente a través del componente de aplicación request
que, por defecto, es una instancia de [[yii\web\Request]]. En esta sección se describirá como hacer uso de este
componente en las aplicaciones.



Parámetros de Request 


Para obtener los parámetros de la petición, se puede llamar a los métodos [[yii\web\Request::get()|get()]] y
[[yii\web\Request::post()|post()]] del componente request. Estos devuelven los valores de $_GET y $_POST,
respectivamente. Por ejemplo:


$request = Yii::$app->request;

$get = $request->get(); 
// equivalente a: $get = $_GET;

$id = $request->get('id');
// equivalente a: $id = isset($_GET['id']) ? $_GET['id'] : null;

$id = $request->get('id', 1);
// equivalente a: $id = isset($_GET['id']) ? $_GET['id'] : 1;

$post = $request->post(); 
// equivalente a: $post = $_POST;

$name = $request->post('name');
// equivalente a: $name = isset($_POST['name']) ? $_POST['name'] : null;

$name = $request->post('name', '');
// equivalente a: $name = isset($_POST['name']) ? $_POST['name'] : '';




Información: En lugar de acceder directamente a $_GET y $_POST para obtener los parámetros de la petición, es
recomendable que se obtengan mediante el componente request como en el ejemplo anterior. Esto facilitará la
creación de tests ya que se puede simular una componente de request con datos de peticiones personalizados.



Cuando se implementan APIs RESTful, a menudo se necesita obtener parámetros enviados desde el
formulario a través de PUT, PATCH u otros métodos de request. Se pueden obtener
estos parámetros llamando a los métodos [[yii\web\Request::getBodyParam()]]. Por ejemplo:


$request = Yii::$app->request;

// devuelve todos los parámetros
$params = $request->bodyParams;

// devuelve el parámetro "id"
$param = $request->getBodyParam('id');




Información: A diferencia de los parámetros GET, los parámetros enviados desde el formulario a través de POST,
PUT, PATCH, etc. se envían en el cuerpo de la petición. El componente request convierte los parámetros cuando
se acceda a él a través de los métodos descritos anteriormente. Se puede personalizar la manera en como los
parámetros se convierten configurando la propiedad [[yii\web\Request::parsers]].






Métodos de Request 


Se puede obtener el método HTTP usado por la petición actual a través de la expresión Yii::$app->request->method. Se
proporcionan un conjunto de propiedades booleanas para comprobar si el método actual es de un cierto tipo. Por ejemplo:


$request = Yii::$app->request;

if ($request->isAjax) { // la request es una request AJAX }
if ($request->isGet)  { // el método de la request es GET }
if ($request->isPost) { // el método de la request es POST }
if ($request->isPut)  { // el método de la request es PUT }






URLs de Request 


El componente request proporciona muchas maneras de inspeccionar la URL solicitada actualmente.


Asumiendo que la URL que se está solicitando es http://example.com/admin/index.php/product?id=100, se pueden obtener
varias partes de la URL explicadas en los siguientes puntos:



		[[yii\web\Request::url|url]]: devuelve /admin/index.php/product?id=100, que es la URL sin la parte de información
del host.


		[[yii\web\Request::absoluteUrl|absoluteUrl]]: devuelve http://example.com/admin/index.php/product?id=100, que es
la URL entera, incluyendo la parte de información del host.


		[[yii\web\Request::hostInfo|hostInfo]]: devuelve http://example.com, que es la parte de información del host
dentro de la URL.


		[[yii\web\Request::pathInfo|pathInfo]]: devuelve /product, que es la parte posterior al script de entrada y
anterior al interrogante (query string)


		[[yii\web\Request::queryString|queryString]]: devuelve id=100, que es la parte posterior al interrogante.


		[[yii\web\Request::baseUrl|baseUrl]]: devuelve /admin, que es la parte posterior a la información del host y
anterior al nombre de script de entrada.


		[[yii\web\Request::scriptUrl|scriptUrl]]: devuelve /admin/index.php, que es la URL sin la información del la ruta
ni la query string.


		[[yii\web\Request::serverName|serverName]]: devuelve example.com, que es el nombre del host dentro de la URL.


		[[yii\web\Request::serverPort|serverPort]]: devuelve 80, que es el puerto que usa el servidor web.








Cabeceras HTTP 


Se pueden obtener la información de las cabeceras HTTP a través de [[yii\web\HeaderCollection|header collection]]
devueltas por la propiedad [[yii\web\Request::headers]]. Por ejemplo:


// $headers es un objeto de yii\web\HeaderCollection 
$headers = Yii::$app->request->headers;

// devuelve el valor Accept de la cabecera
$accept = $headers->get('Accept');

if ($headers->has('User-Agent')) { // la cabecera contiene un User-Agent }



El componente request también proporciona soporte para acceder rápidamente a las cabeceras usadas más comúnmente,
incluyendo:



		[[yii\web\Request::userAgent|userAgent]]: devuelve el valor de la cabecera User-Agen.


		[[yii\web\Request::contentType|contentType]]: devuelve el valor de la cabecera Content-Type que indica el tipo
MIME de los datos del cuerpo de la petición.


		[[yii\web\Request::acceptableContentTypes|acceptableContentTypes]]: devuelve los tipos de contenido MIME aceptado
por los usuarios, ordenados por puntuación de calidad. Los que tienen mejor puntuación, se devolverán primero.


		[[yii\web\Request::acceptableLanguages|acceptableLanguages]]: devuelve los idiomas aceptados por el usuario. Los
idiomas devueltos son ordenados según su orden de preferencia. El primer elemento representa el idioma preferido.





Si la aplicación soporta múltiples idiomas y se quiere mostrar las páginas en el idioma preferido por el usuario, se
puede usar el método de negociación de idioma [[yii\web\Request::getPreferredLanguage()]]. Este método obtiene una
lista de idiomas soportados por la aplicación, comparados con
[[yii\web\Request::acceptableLanguages|acceptableLanguages]], y devuelve el idioma más apropiado.



Consejo: También se puede usar el filtro [[yii\filters\ContentNegotiator|ContentNegotiator]] para determinar
diatónicamente el content type y el idioma que debe usarse en la respuesta. El filtro implementa la negociación de
contenido en la parte superior de las propiedades y métodos descritos anteriormente.






Información del cliente 


Se puede obtener el nombre del host y la dirección IP de la máquina cliente a través de
[[yii\web\Request::userHost|userHost]] y [[yii\web\Request::userIP|userIP]], respectivamente. Por ejemplo:


$userHost = Yii::$app->request->userHost;
$userIP = Yii::$app->request->userIP;









          

      

      

    


    
        © 版权所有 .
      由 Sphinx 1.3.1 创建。
    

  

internals-ja/report-an-issue.html


    
      导航


      
        		
          索引


        		YII2 stable 文档 »

 
      


    


    
      
          
            
  
課題を報告する


あなたが報告する課題 (issue) がより迅速に解決されるように、課題を作成するときには下記のガイドラインに従って下さい。



		PHP と Yii のバージョン、オペレーティングシステムとウェブサーバのタイプ、および、ブラウザのタイプとバージョンについて、情報を提供してください。


		出来れば、完全なエラーのコールスタックを提供して下さい。問題を説明するスクリーンショットは大いに歓迎されます。


		問題を再現する手順を記述して下さい。問題を再現するコードを提供してくださるならば、なお一層良いでしょう。





以下の場合は課題を報告しないでください



		Yii の何らかの機能の使い方に関する質問。この目的のためには、フォーラム [http://www.yiiframework.com/forum/index.php/forum/42-general-discussions-for-yii-20/] または チャットルーム [http://www.yiiframework.com/chat/] を使うべきです。


		問題がセキュリティに関するものである場合。セキュリティ問題を報告するときは、開発者に直接コンタクト [http://www.yiiframework.com/security/] してください。





課題の重複を避ける


課題を報告する前に、既存の課題 [https://github.com/yiisoft/yii2/issues] を検索して、あなたが報告しようとしている課題が既に報告されていたり解決されていたりしないかを確かめ、重複した課題を報告しないようにしてください。
さらにまた、Yii の最新のバージョンを使ってみて、それでもまだ問題が残っているかどうかを確かめてください。
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Eventos


Los eventos permiten inyectar código dentro de otro código existente en ciertos puntos de ejecución. Se pueden adjuntar
código personalizado a un evento, cuando se lance (triggered), el código se ejecutará automáticamente. Por ejemplo, un
objeto mailer puede lanzar el evento messageSent cuando se envía un mensaje correctamente. Si se quiere rastrear
el correcto envío del mensaje, se puede, simplemente, añadir un código de seguimiento al evento messageSent.


Yii introduce una clase base [[yii\base\Component]] para soportar eventos. Si una clase necesita lanzar un evento,
este debe extender a [[yii\base\Component]] o a una clase hija.



Gestor de Eventos 


Un gestor de eventos es una
llamada de retorno PHP (PHP callback) [http://php.net/manual/es/language.types.callable.php] que se ejecuta cuando se
lanza el evento al que corresponde. Se puede usar cualquier llamada de retorno de las enumeradas a continuación:



		una función de PHP global especificada como una cadena de texto (sin paréntesis), ej. 'trim';


		un método de objeto especificado como un array de un objeto y un nombre de método como una cadena de texto
(sin paréntesis), ej. [$object, 'methodNAme'];


		un método de clase estático especificado como un array de un nombre de clase y un método como una cadena de texto
(sin paréntesis), ej. [$class, 'methodName'];


		una función anónima, ej. function ($event) { ... }.





La firma de un gestor de eventos es:


function ($event) {
    // $event es un objeto de yii\base\Event o de una clase hija
}



Un gestor de eventos puede obtener la siguiente información acerca de un evento ya sucedido mediante el parámetro
$event:



		[[yii\base\Event::name|nombre del evento]]


		[[yii\base\Event::sender|evento enviando]]: el objeto desde el que se ha ejecutado trigger()


		[[yii\base\Event::data|custom data]]: los datos que se proporcionan al adjuntar el gestor de eventos
(se explicará más adelante)








Añadir Gestores de Eventos 


Se puede añadir un gestor a un evento llamando al método [[yii\base\Component::on()]]. Por ejemplo:


$foo = new Foo;

// este gestor es una función global
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, 'function_name');

// este gestor es un método de objeto
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, [$object, 'methodName']);

// este gestor es un método de clase estática
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, ['app\components\Bar', 'methodName']);

// este gestor es una función anónima
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, function ($event) {
    // event handling logic
});



También se pueden adjuntar gestores de eventos mediante configuraciones. Se pueden
encontrar más de talles en la sección Configuraciones.


Cuando se adjunta un gestor de eventos, se pueden proporcionar datos adicionales como tercer parámetro de
[[yii\base\Component::on()]]. El gestor podrá acceder a los datos cuando se lance el evento y se ejecute el gestor.
Por ejemplo:


// El siguiente código muestra "abc" cuando se lanza el evento
// ya que $event->data contiene los datos enviados en el tercer parámetro de "on"
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, 'function_name', 'abc');

function function_name($event) {
    echo $event->data;
}






Ordenación de Gestores de Eventos


Se puede adjuntar uno o más gestores a un único evento. Cuando se lanza un evento, se ejecutarán los gestores adjuntos
en el orden que se hayan añadido al evento. Si un gestor necesita parar la invocación de los gestores que le siguen,
se puede establecer la propiedad [[yii\base\Event::handled]] del parámetro $event para que sea true:


$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, function ($event) {
    $event->handled = true;
});



De forma predeterminada, cada nuevo gestor añadido se pone a la cola de la lista de gestores del evento. Por lo tanto,
el gestor se ejecutará en el último lugar cuando se lance el evento. Para insertar un nuevo gestor al principio de la
cola de gestores para que sea ejecutado primero, se debe llamar a [[yii\base\Component::on()]], pasando al cuarto
parámetro $append el valor false:


$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, function ($event) {
    // ...
}, $data, false);






Lanzamiento de Eventos 


Los eventos se lanzan llamando al método [[yii\base\Component::trigger()]]. El método requiere un nombre de evento,
y de forma opcional un objeto de evento que describa los parámetros que se enviarán a los gestores de eventos. Por
ejemplo:


namespace app\components;

use yii\base\Component;
use yii\base\Event;

class Foo extends Component
{
    const EVENT_HELLO = 'hello';

    public function bar()
    {
        $this->trigger(self::EVENT_HELLO);
    }
}



Con el código anterior, cada llamada a bar() lanzará un evento llamado hello



Consejo: Se recomienda usar las constantes de clase para representar nombres de eventos. En el anterior ejemplo, la
constante EVENT_HELLO representa el evento hello. Este enfoque proporciona tres beneficios. Primero, previene
errores tipográficos. Segundo, puede hacer que los IDEs reconozcan los eventos en las funciones de auto-completado.
Tercero, se puede ver que eventos soporta una clase simplemente revisando la declaración de constantes.



A veces cuando se lanza un evento se puede querer pasar información adicional al gestor de eventos. Por ejemplo, un
mailer puede querer enviar la información del mensaje para que los gestores del evento messageSent para que los
gestores puedan saber las particularidades del mensaje enviado. Para hacerlo, se puede proporcionar un objeto de tipo
evento como segundo parámetro al método [[yii\base\Component::trigger()]]. El objeto de tipo evento debe ser una
instancia de la clase [[yii\base\Event]] o de su clase hija. Por ejemplo:


namespace app\components;

use yii\base\Component;
use yii\base\Event;

class MessageEvent extends Event
{
    public $message;
}

class Mailer extends Component
{
    const EVENT_MESSAGE_SENT = 'messageSent';

    public function send($message)
    {
        // ...enviando $message...

        $event = new MessageEvent;
        $event->message = $message;
        $this->trigger(self::EVENT_MESSAGE_SENT, $event);
    }
}



Cuando se lanza el método [[yii\base\Component::trigger()]], se ejecutarán todos los gestores adjuntos al evento.





Desadjuntar Gestores de Evento 


Para desadjuntar un gestor de un evento, se puede ejecutar el método [[yii\base\Component::off()]]. Por ejemplo:


// el gestor es una función global
$foo->off(Foo::EVENT_HELLO, 'function_name');

// el gestor es un método de objeto
$foo->off(Foo::EVENT_HELLO, [$object, 'methodName']);

// el gestor es un método estático de clase
$foo->off(Foo::EVENT_HELLO, ['app\components\Bar', 'methodName']);

// el gestor es una función anónima
$foo->off(Foo::EVENT_HELLO, $anonymousFunction);



Tenga en cuenta que en general no se debe intentar desadjuntar las funciones anónimas a no ser que se almacene donde
se ha adjuntado al evento. En el anterior ejemplo, se asume que la función anónima se almacena como variable
$anonymousFunction.


Para desadjuntar TODOS los gestores de un evento, se puede llamar [[yii\base\Component::off()]] sin el segundo
parámetro:


$foo->off(Foo::EVENT_HELLO);






Nivel de Clase (Class-Level) Gestores de Eventos 


En las subsecciones anteriores se ha descrito como adjuntar un gestor a un evento a nivel de instancia. A veces, se
puede querer que un gestor responda todos los eventos de todos las instancias de una clase en lugar de una instancia
especifica. En lugar de adjuntar un gestor de eventos a una instancia, se puede adjuntar un gestor a nivel de clase
llamando al método estático [[yii\base\Event::on()]].


Por ejemplo, un objeto de tipo Active Record lanzará un evento
[[yii\db\BaseActiveRecord::EVENT_AFTER_INSERT|EVENT_AFTER_INSERT]] cada vez que inserte un nuevo registro en la base
de datos. Para poder registrar las inserciones efectuadas por todos los objetos
Active Record, se puede usar el siguiente código:


use Yii;
use yii\base\Event;
use yii\db\ActiveRecord;

Event::on(ActiveRecord::className(), ActiveRecord::EVENT_AFTER_INSERT, function ($event) {
    Yii::trace(get_class($event->sender) . ' is inserted');
});



Se invocará al gestor de eventos cada vez que una instancia de [[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]], o de uno de sus
clases hijas, lance un evento de tipo [[yii\db\BaseActiveRecord::EVENT_AFTER_INSERT|EVENT_AFTER_INSERT]]. Se puede
obtener el objeto que ha lanzado el evento mediante $event->sender en el gestor.


Cuando un objeto lanza un evento, primero llamará los gestores a nivel de instancia, y a continuación los gestores a
nivel de clase.


Se puede lanzar un evento de tipo nivel de clase llamando al método estático [[yii\base\Event::trigger()]]. Un
evento de nivel de clase no se asocia a un objeto en particular. Como resultado, esto provocará solamente la
invocación de los gestores de eventos a nivel de clase.


use yii\base\Event;

Event::on(Foo::className(), Foo::EVENT_HELLO, function ($event) {
    echo $event->sender;  // displays "app\models\Foo"
});

Event::trigger(Foo::className(), Foo::EVENT_HELLO);



Tenga en cuenta que en este caso, el $event->sender hace referencia al nombre de la clase que lanza el evento en
lugar de a la instancia del objeto.



Nota: Debido a que los gestores a nivel de clase responderán a los eventos lanzados por cualquier instancia de la
clase, o cualquier clase hija, se debe usar con cuidado, especialmente en las clases de bajo nivel (low-level), tales
como [[yii\base\Object]].



Para desadjuntar un gestor de eventos a nivel de clase, se tiene que llamar a [[yii\base\Event::off()]]. Por ejemplo:


// desadjunta $handler
Event::off(Foo::className(), Foo::EVENT_HELLO, $handler);

// desadjunta todos los gestores de Foo::EVENT_HELLO
Event::off(Foo::className(), Foo::EVENT_HELLO);






Eventos Globales 


Yii soporta los llamados eventos globales, que en realidad es un truco basado en el gestor de eventos descrito
anteriormente. El evento global requiere un Singleton globalmente accesible, tal como la instancia de
aplicación en si misma.


Para crear un evento global, un evento remitente (event sender) llama al método trigger() del Singleton para lanzar
el evento, en lugar de llamar al propio método trigger() del remitente. De forma similar, los gestores de eventos se
adjuntan al evento del Singleton. Por ejemplo:


use Yii;
use yii\base\Event;
use app\components\Foo;

Yii::$app->on('bar', function ($event) {
    echo get_class($event->sender);  // muestra "app\components\Foo"
});

Yii::$app->trigger('bar', new Event(['sender' => new Foo]));



Un beneficio de usar eventos globales es que no se necesita un objeto cuando se adjuntan gestores a un evento para que
sean lanzados por el objeto. En su lugar, los gestores adjuntos y el lanzamiento de eventos se efectúan en el
Singleton (ej. la instancia de la aplicación).


Sin embargo, debido a que los namespaces de los eventos globales son compartidos por todas partes, se les deben
asignar nombres bien pensados, como puede ser la introducción de algún namespace
(ej. “frontend.mail.sent”, “backend.mail.sent”).
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Manejo de errores


Cuando se maneja una petición de API RESTful, si ocurre un error en la petición del usuario o si algo inesperado
ocurre en el servidor, simplemente puedes lanzar una excepción para notificar al usuario que algo erróneo ocurrió.
Si puedes identificar la causa del error (p.e., el recurso solicitado no existe), debes considerar lanzar una excepción
con el código HTTP de estado apropiado (p.e., [[yii\web\NotFoundHttpException]] representa un código de estado 404).
Yii enviará la respuesta a continuación con el correspondiente código de estado HTTP y el texto. Yii puede incluir también
la representación serializada de la excepción en el cuerpo de la respuesta. Por ejemplo:


HTTP/1.1 404 Not Found
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{
    "name": "Not Found Exception",
    "message": "El recurso solicitado no ha sido encontrado.",
    "code": 0,
    "status": 404
}



La siguiente lista sumariza los códigos de estado HTTP que son usados por el framework REST:



		200: OK. Todo ha funcionado como se esperaba.


		201: El recurso ha creado con éxito en respuesta a la petición POST. La cabecera de situación Location contiene la URL apuntando al nuevo recurso creado.


		204: La petición ha sido manejada con éxito y el cuerpo de la respuesta no tiene contenido (como una petición DELETE).


		304: El recurso no ha sido modificado. Puede usar la versión en caché.


		400: Petición errónea. Esto puede estar causado por varias acciones de el usuario, como proveer un JSON no válido en el cuerpo de la petición, proveyendo parámetros de acción no válidos, etc.


		401: Autenticación fallida.


		403: El usuario autenticado no tiene permitido acceder a la API final.


		404: El recurso pedido no existe.


		405: Método no permitido. Por favor comprueba la cabecera Allow por los métodos HTTP permitidos.


		415: Tipo de medio no soportado. El tipo de contenido pedido o el número de versión no es válido.


		422: La validación de datos ha fallado (en respuesta a una petición POST , por ejemplo). Por favor, comprobad en el cuerpo de la respuesta el mensaje detallado.


		429: Demasiadas peticiones. La petición ha sido rechazada debido a un limitación de rango.


		500: Error interno del servidor. Esto puede estar causado por errores internos del programa.






Personalizando la Respuesta al Error 


A veces puedes querer personalizar el formato de la respuesta del error por defecto . Por ejemplo, en lugar de depender
del uso de diferentes estados HTTP para indicar los diferentes errores, puedes querer usar siempre el estado HTTP 200
y encapsular el código de estado HTTP real como parte de una estructura JSON en la respuesta, como se muestra a continuación,


HTTP/1.1 200 OK
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{
    "success": false,
    "data": {
        "name": "Not Found Exception",
        "message": "The requested resource was not found.",
        "code": 0,
        "status": 404
    }
}



Para lograr este objetivo, puedes responder al evento beforeSend del componente response en la configuración de la aplicación:


return [
    // ...
    'components' => [
        'response' => [
            'class' => 'yii\web\Response',
            'on beforeSend' => function ($event) {
                $response = $event->sender;
                if ($response->data !== null && !empty(Yii::$app->request->get['suppress_response_code'])) {
                    $response->data = [
                        'success' => $response->isSuccessful,
                        'data' => $response->data,
                    ];
                    $response->statusCode = 200;
                }
            },
        ],
    ],
];



El anterior código reformateará la respuesta (sea exitosa o fallida) como se explicó cuando
suppress_response_code es pasado como un parámetro GET.
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Yii2 ビューのコードスタイル


下記のコードスタイルが Yii 2.x コアと公式エクステンションのビューファイルに用いられています。
私たちは、あなたが自分のアプリケーションにこのコードスタイルを使うことを強制するものではありません。
あなたにとってより良いコードスタイルを自由に選んでください。


<?php
// 冒頭の PHP タグは全てのテンプレートファイルで不可欠。冒頭のタグに続く空行も同じく必須。

// コントローラから渡される入力変数をここで説明。
/* @var $this yii\base\View */
/* @var $form yii\widgets\ActiveForm */
/* @var $posts app\models\Post[] */
/* @var $contactMessage app\models\ContactMessage */
// 下の空行は必要。

// 名前空間に属するクラスの宣言。
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\ActiveForm;
// 下の空行は必要。

// コンテキストのプロパティを設定したり、コンテキストのセッターを呼んだり、その他のことをする。
$this->title = 'Posts';
?>
<!-- foreach、for, if などには、独立した PHP ブロックを使う方が良い -->
<?php foreach ($posts as $post): ?>
    <!-- インデントのレベルに注目 -->
    <h2><?= Html::encode($post['title']) ?></h2>
    <p><?= Html::encode($post['shortDescription']) ?></p>
<!-- 複数の PHP ブロックが使われる場合にそなえて、`}` ではなく、`endforeach;`、`endfor;`、`endif;` などを使う -->
<?php endforeach; ?>

<!-- ウィジェットの宣言は複数のコード行に分かれても良いし、分かれなくても良い -->
<?php $form = ActiveForm::begin([
    'options' => ['id' => 'contact-message-form'],
    'fieldConfig' => ['inputOptions' => ['class' => 'common-input']],
]); ?>
    <!-- インデントのレベルに注目 -->
    <?= $form->field($contactMessage, 'name')->textInput() ?>
    <?= $form->field($contactMessage, 'email')->textInput() ?>
    <?= $form->field($contactMessage, 'subject')->textInput() ?>
    <?= $form->field($contactMessage, 'body')->textArea(['rows' => 6]) ?>

    <div class="form-actions">
        <?= Html::submitButton('Submit', ['class' => 'common-button']) ?>
    </div>
<!-- ウィジェットの終了の呼び出しは、独立した PHP タグを持つべき -->
<?php ActiveForm::end(); ?>
<!-- 末尾の改行文字は必須 -->
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Controladores


Después de crear las clases de recursos y especificar cómo debe ser el formato de datos de recursos, el siguiente paso
es crear acciones del controlador para exponer los recursos a los usuarios finales a través de las APIs RESTful.


Yii ofrece dos clases controlador base para simplificar tu trabajo de crear acciones REST:
[[yii\rest\Controller]] y [[yii\rest\ActiveController]]. La diferencia entre estos dos controladores
es que este último proporciona un conjunto predeterminado de acciones que están específicamente diseñado para trabajar con
los recursos representados como Active Record. Así que si estás utilizando Active Record
y te sientes cómodo con las acciones integradas provistas, podrías considerar extender tus controladores
de [[yii\rest\ActiveController]], lo que te permitirá crear potentes APIs RESTful con un mínimo de código.


Ambos [[yii\rest\Controller]] y [[yii\rest\ActiveController]] proporcionan las siguientes características,
algunas de las cuales se describen en detalle en las siguientes secciones:



		Método de Validación HTTP;


		Negociación de contenido y formato de datos;


		Autenticación;


		Límite de Rango.





[[yii\rest\ActiveController]] además provee de las siguientes características:



		Un conjunto de acciones comunes necesarias: index, view, create, update, delete, options;


		La autorización del usuario de acuerdo a la acción y recurso solicitado.






Creando Clases de Controlador 


Al crear una nueva clase de controlador, una convención para nombrar la clase del controlador es utilizar
el nombre del tipo de recurso en singular. Por ejemplo, para servir información de usuario,
el controlador puede ser nombrado como UserController.


Crear una nueva acción es similar a crear una acción para una aplicación Web. La única diferencia
es que en lugar de renderizar el resultado utilizando una vista llamando al método render(), para las acciones REST
regresas directamente los datos. El [[yii\rest\Controller::serializer|serializer]] y el
[[yii\web\Response|response object]] se encargarán de la conversión de los datos originales
al formato solicitado. Por ejemplo,


public function actionView($id)
{
    return User::findOne($id);
}






Filtros 


La mayoría de las características API REST son proporcionadas por [[yii\rest\Controller]] son implementadas en los términos de filtros.
En particular, los siguientes filtros se ejecutarán en el orden en que aparecen:



		[[yii\filters\ContentNegotiator|contentNegotiator]]: soporta la negociación de contenido, que se explica en
la sección Formateo de respuestas;


		[[yii\filters\VerbFilter|verbFilter]]: soporta métodos de validación HTTP;


		[[yii\filters\AuthMethod|authenticator]]: soporta la autenticación de usuarios, que se explica en
la sección Autenticación;


		[[yii\filters\RateLimiter|rateLimiter]]: soporta la limitación de rango, que se explica en
la sección Límite de Rango.





Estos filtros se declaran nombrándolos en el método [[yii\rest\Controller::behaviors()|behaviors()]].
Puede sobrescribir este método para configurar filtros individuales, desactivar algunos de ellos, o añadir los tuyos.
Por ejemplo, si sólo deseas utilizar la autenticación básica HTTP, puede escribir el siguiente código:


use yii\filters\auth\HttpBasicAuth;

public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['authenticator'] = [
        'class' => HttpBasicAuth::className(),
    ];
    return $behaviors;
}






Extendiendo ActiveController 


Si tu clase controlador extiende de [[yii\rest\ActiveController]], debe establecer
su propiedad [[yii\rest\ActiveController::modelClass||modelClass]] con el nombre de la clase del recurso
que planeas servir a través de este controlador. La clase debe extender de [[yii\db\ActiveRecord]].



Personalizando Acciones 


Por defecto, [[yii\rest\ActiveController]] provee de las siguientes acciones:



		[[yii\rest\IndexAction|index]]: listar recursos página por página;


		[[yii\rest\ViewAction|view]]: devolver el detalle de un recurso específico;


		[[yii\rest\CreateAction|create]]: crear un nuevo recurso;


		[[yii\rest\UpdateAction|update]]: actualizar un recurso existente;


		[[yii\rest\DeleteAction|delete]]: eliminar un recurso específico;


		[[yii\rest\OptionsAction|options]]: devolver los métodos HTTP soportados.





Todas esta acciones se declaran a través de método [[yii\rest\ActiveController::actions()|actions()]].
Puedes configurar estas acciones o desactivar alguna de ellas sobrescribiendo el método actions(), como se muestra a continuación,


public function actions()
{
    $actions = parent::actions();

    // disable the "delete" and "create" actions
    unset($actions['delete'], $actions['create']);

    // customize the data provider preparation with the "prepareDataProvider()" method
    $actions['index']['prepareDataProvider'] = [$this, 'prepareDataProvider'];

    return $actions;
}

public function prepareDataProvider()
{
    // prepare and return a data provider for the "index" action
}



Por favor, consulta las referencias de clases de acciones individuales para aprender las opciones de configuración disponibles para cada una.





Realizando Comprobación de Acceso 


Al exponer los recursos a través de RESTful APIs, a menudo es necesario comprobar si el usuario actual tiene permiso
para acceder y manipular el/los recurso solicitado/s. Con [[yii\rest\ActiveController]], esto puede lograrse
sobrescribiendo el método [[yii\rest\ActiveController::checkAccess()|checkAccess()]] como a continuación,


/**
 * Checks the privilege of the current user.
 *
 * This method should be overridden to check whether the current user has the privilege
 * to run the specified action against the specified data model.
 * If the user does not have access, a [[ForbiddenHttpException]] should be thrown.
 *
 * @param string $action the ID of the action to be executed
 * @param \yii\base\Model $model the model to be accessed. If null, it means no specific model is being accessed.
 * @param array $params additional parameters
 * @throws ForbiddenHttpException if the user does not have access
 */
public function checkAccess($action, $model = null, $params = [])
{
    // check if the user can access $action and $model
    // throw ForbiddenHttpException if access should be denied
}



El método checkAccess() será llamado por defecto en las acciones predeterminadas de [[yii\rest\ActiveController]]. Si creas
nuevas acciones y también deseas llevar a cabo la comprobación de acceso, debe llamar a este método de forma explícita en las nuevas acciones.



Consejo: Puedes implementar checkAccess() mediante el uso del Componente Role-Based Access Control (RBAC).
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Yii2 の開発を始めよう



		yii2 のフォークをクローンします git clone git@github.com:<yourname>/yii2.git.


		レポジトリのフォルダに入ります cd yii2.


		./build/build app/link basic を実行して、ベーシックアプリケーションのための composer 依存パッケージをインストールします。
このコマンドは外部 Comopser パッケージを通常通りインストールしますが、yii2 のレポジトリは、現在チェックアウトされているレポジトリにリンクさせます。
従って、全てのコードの一つのインスタンスをインストールしたことになります。


		必要であれば、アドバンストアプリケーションのためにも同様にします。
./build/build app/link advanced
このコマンドは、依存パッケージを更新するためにも使用することが出来ます。
このコマンドは内部的に composer update を実行します。


		以上で、Yii 2 をハックするための作業用環境が手に入りました。





最新の変更を pull するために yii2 の upstream レポジトリを追加することが出来ます。


git remote add upstream https://github.com/yiisoft/yii2.git



プルリクエストの作成に関する詳細は、Yii 2 寄稿者のための Git ワークフロー を参照してください。



単体テスト


単体テストを走らせるためには、dev-repo のための composer パッケージをインストールする必要があります。
composer update をレポジトリのルートディレクトリで実行して、最新のパッケージを取得してください。


そうすれば、phpunit を走らせて単体テストを実行することが出来ます。


テストを現在取り組んでいる一群のテストだけに制限することが出来ます。
例えば、バリデータと redis のためだけにテストを実行するには、phpunit --group=validators,redis とします。





エクステンション


エクステンションに対して作業をするためには、それを使用するアプリケーションの中にエクステンションをインストールする必要があります。
通常と同じように composer.json にエクステンションを追加します。
例えば、"yiisoft/yii2-redis": "*" をベーシックアプリケーションの require セクションに追加します。
./build/build app/link basic を実行すると、エクステンションとその依存パッケージがインストールされます。
そして extensions/redis にシンボリックリンクが作成され、composer の vendor ディレクトリではなく、yii2 レポジトリで直接に作業することが出来るようになります。





アプリケーションの機能テストと承認テスト


Codeception のテストを実行する方法について学習するために apps/advanced/tests/README.md および apps/basic/tests/README.md を参照してください。
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設計上の決定


この文書は、私たちが詳細な議論の末に達した設計上の決定を記載するものです。
非常に強固な理由があるのでない限りは、これらの決定は一貫性のために守られなければなりません。
これらの決定に対するいかなる変更もコア開発者間の同意を得なければなりません。



		いかなる時にパスエイリアスをサポートするか [https://github.com/yiisoft/yii2/pull/3079#issuecomment-40312268]
構成情報にパスエイリアスを使用することは非常に利便性が高いため、構成可能なプロパティに対してはパスエイリアスをサポートすべきである。
その他の場合には、パスエイリアスに対するサポートを制限すべきである。


		いかなる時にメッセージを翻訳するか
技術者でないエンドユーザに対して表示され、また、そういうユーザに対して意味を持つメッセージは翻訳されるべきである。
HTTP ステータスメッセージ、コードに関する例外などは翻訳されるべきではない。
コンソールメッセージは、エンコーディングとコードページの処理に困難が伴うため、常に英語で表示されるものとする。


		認証クライアントのサポートの追加 [https://github.com/yiisoft/yii2/issues/1652]
保守性を高めるために、コアエクステンションには認証クライアントをこれ以上追加しない。
認証クライアントの追加はユーザエクステンションの形でなされるべきである。


		クロージャを使うときは、たとえ使用されないものがある場合でも、渡されたすべてのパラメータをシグニチャに含める ことが推奨される。
このようにすると、全ての情報が直接に見えるので、コードの修正やコピーがより容易になり、どのパラメータが実際に利用できるかをドキュメントで調べる必要がなくなる。
(#6584 [https://github.com/yiisoft/yii2/pull/6584], #6875 [https://github.com/yiisoft/yii2/issues/6875])
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Yii 2 寄稿者のための Git ワークフロー


Yii の開発に寄稿したい、ですって? すばらしい!
けれども、あなたの修正案が速やかに採用されるチャンスを増やすためには、以下のステップを踏むようにしてください (最初の二つのステップは最初に寄稿するときにだけ必要になります)。
あなたが git と github については初めてだという場合は、最初に github help [http://help.github.com/] や try git [https://try.github.com] を精査したり、git internal data model [http://nfarina.com/post/9868516270/git-is-simpler] についていくらか学習したりする必要があるかもしれません。



1. github で Yii リポジトリを Fork [http://help.github.com/fork-a-repo/] し、あなたのフォークをあなたの開発環境にクローンする


git clone git@github.com:YOUR-GITHUB-USERNAME/yii2.git



Linux において、GitHub で GIT を設定するのに問題が生じたり、”Permission Denied (publickey)” のようなエラーが発生したりする場合は、setup your GIT installation to work with GitHub [http://help.github.com/linux-set-up-git/] に従ってください。





2. メインの Yii リポジトリを “upstream” という名前でリモートとして追加する


Yii をクローンしたディレクトリ、通常は “yii2” に入って、以下のコマンドを打ち込みます。


git remote add upstream git://github.com/yiisoft/yii2.git






3. あなたが取り組んでいる問題が、修正するために著しい努力を要求するものである場合は、それに対する課題 (issue) が作成されていることを確認する


全ての新機能とバグ修正は、議論とドキュメントのための単一の参照ポイントを提供するために、それに結びつく課題 (issue) を持つべきです。
数分間時間を取って、既存の課題リストに目を通し、あなたが寄稿しようとしている問題に合致するものが無いかどうか調べてください。
もし課題リストにすでに挙っているのを見つけた場合は、その課題にコメントを残して、あなたがその項目について取り組もうとしていることを示してください。
あなたが取り組もうとしている問題に合致する既存の課題が見つからなかった場合は、新しい課題を作成してください。
単純な修正であれば、直接にプルリクエストをしてください。
こうすることで、開発チームはあなたの提案をレビューし、将来にわたって適切なフィードバックを提供することが可能になります。



小さな変更や、ドキュメントの問題、または単純な修正については、課題を作成する必要はありません。
それらについては、プルリクエストだけで十分です。






4. メインの Yii ブランチから最新のコードをフェッチする


git fetch upstream



最新のコードに対して作業することを保証するために、すべての新しい寄稿においてこのステップから作業を開始すべきです。





5. 現在の Yii のマスターブランチに基いて、あなたの寄稿のための新しいブランチを作成する



これは非常に重要です。なぜなら、master ブランチを使うと、あなたのアカウントからは一つ以上のプルリクエストを送信することが出来なくなるからです。



独立したバグ修正や変更は、各々、それ自身のブランチに入れるべきです。
ブランチの名前は説明的なものにし、あなたのコードが関係する課題の番号で始まるようにしてください。
特定の課題を修正するものでない場合は、番号を省略してください。
例えば、


git checkout upstream/master
git checkout -b 999-name-of-your-branch-goes-here






6. あなたの魔法を使って、あなたのコードを書く


動くことを確認してくださいね :)


単体テストは常に歓迎されます。テストされ、十分にカバーされたコードは、あなたの寄稿をチェックするタスクを非常に単純化してくれます。
単体テストの失敗を中身とする課題を立てることも許容されています。





7. CHANGELOG を更新する


CHANGELOG ファイルを編集して、あなたの修正を追加します。
新しい行は、ファイル冒頭の “Work in progress” 見出しの下に挿入してください。
チェンジログの行は、下記のどちらかのように書いてください。


Bug #999: バグ修正の内容説明 (あなたの名前)
Enh #999: 機能拡張の内容説明 (あなたの名前)



#999 は Bug または Enh が参照している課題番号です。
チェンジログは、タイプ (Bug, Enh) によってグループ化し、課題番号順に並べます。


非常に小さな修正、すなわち、タイポやドキュメントの修正については、CHANGELOG を更新する必要はありません。





8. 修正をコミットする


以下のコマンドを使って、コミットしたいファイルや変更を staging area [http://gitref.org/basic/#add] に追加します。


git add path/to/my/file.php



-p オプションを使って、コミットに含める変更を選択することも出来ます。


説明的なコミットメッセージを付けて修正をコミットしてください。
github があなたのコミットを自動的にチケットとリンクするように、必ず #XXX でチケット番号に言及してください。


git commit -m "#42 を解決する変更の短い説明をここに入れる"






9. 最新の Yii コードを upstream からあなたのブランチにプルする


git pull upstream master



このステップは、プルリクエストを出す前にあなたのブランチが最新のコードを持っていることを確実にするためのものです。
もし何かマージ衝突がある場合は、ここでそれを修正してから再度変更をコミットすべきです。
こうすると、Yii 開発チームがワンクリックであなたの変更をマージすることが確実に出来るようになります。





10. 衝突をすべて解決したら、あなたのコードを github にプッシュする


git push -u origin 999-name-of-your-branch-goes-here



-u パラメータによって、あなたのブランチが今後は自動的に github のブランチに対してプッシュおよびプルを行うようになります。
つまり、次回 git push とタイプしたときには、git は既にどこにプッシュすればよいか知っている、ということです。





11. upstream に対して プルリクエスト [http://help.github.com/send-pull-requests/] を発行する


github 上のあなたのリポジトリに入って、”Pull Request” をクリックし、右側にあるブランチを選び、コメントボックスにもう少し詳細を記述します。
プルリクエストを課題とリンクさせるために、プルコメントのどこかに #999 という書式で課題番号を記載します。



全てのプルリクエストはそれぞれ一つの課題を解決すべきものであることに注意してください。






12. 誰かがあなたのコードをレビューする


誰かがあなたのコードをレビューします。あなたは修正を求められるかも知れません。その場合は、ステップ #6 に戻ってください
(現在のプルリクエストが open である限りは、別の新しいプルリクエストをする必要はありません)。
あなたのコードが受け入れられた場合は、コードはメインブランチにマージされて、次回の Yii のリリースの一部となります。
受け入れられなくても、落胆しないでください。
必要とする機能は人によってさまざまに異なりますし、Yii は全ての人に対して全てを提供することは出来ません。
また、却下された場合でも、あなたのコードはそれを必要とする人々から参照されるように github 上で公開され続けます。





13. クリーンアップする


あなたのコードが受け入れられるか却下されるかした後、あなたが作業してきたブランチをローカルレポジトリおよび origin から削除することが出来ます。


git checkout master
git branch -D 999-name-of-your-branch-goes-here
git push origin --delete 999-name-of-your-branch-goes-here






注意:


退行 (regression) を早期に発見するために、github 上の Yii コードベースへのマージは、すべて Travis CI [http://travis-ci.org] に取り上げられて、自動化されたテストにかけられます。
コアチームとしては、このサービスに過大な負担をかけたくないために、以下の場合にはマージの説明に [ci skip] [http://about.travis-ci.org/docs/user/how-to-skip-a-build/] が含まれるようにしてください。
すなわち、プルリクエストが、



		javascript、css または画像ファイルだけに影響する場合


		ドキュメントを更新する場合


		固定の文字列だけを修正する (例えば、翻訳をアップデートする) 場合





がそうです。


このようにすることによって、そもそもテストによってカバーされない変更に対しては、travis がテストランを開始しないようにすることが出来ます。





コマンド概要 (上級の寄稿者向け)


git clone git@github.com:YOUR-GITHUB-USERNAME/yii2.git
git remote add upstream git://github.com/yiisoft/yii2.git



git fetch upstream
git checkout upstream/master
git checkout -b 999-name-of-your-branch-goes-here

/* 魔法を使い、必要なら changelog を更新 */

git add path/to/my/file.php
git commit -m "A brief description of this change which fixes #42 goes here"
git pull upstream master
git push -u origin 999-name-of-your-branch-goes-here
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Yii2 コアフレームワークのコードスタイル


下記のコードスタイルが Yii 2.x コアと公式エクステンションの開発に用いられています。
コアに対してコードをプルリクエストをしたいときは、これを使用することを考慮してください。
私たちは、あなたが自分のアプリケーションにこのコードスタイルを使うことを強制するものではありません。
あなたにとってより良いコードスタイルを自由に選んでください。


なお、CodeSniffer のための設定をここで入手できます: https://github.com/yiisoft/yii2-coding-standards



		概要







全体として、私たちは PSR-2 [https://github.com/php-fig/fig-standards/blob/master/accepted/PSR-2-coding-style-guide.md] 互換のスタイルを使っていますので、
PSR-2 [https://github.com/php-fig/fig-standards/blob/master/accepted/PSR-2-coding-style-guide.md] に適用されることは、すべて私たちのコードスタイルにも適用されます。



		ファイルは <?php または <?= のタグを使わなければならない。


		ファイルの末尾には一個の改行があるべきである。


		ファイルは PHP コードに対して BOM 無しの UTF-8 だけを使わなければならない。


		コードはインデントに、タブではなく、4個の空白を使わなければならない。


		クラス名は StudlyCaps で宣言されなくてはならない。


		クラス内の定数はアンダースコアで区切られた大文字だけで宣言されなければならない。


		メソッド名は camelCase で宣言されなければならない。


		プロパティ名は camelCase で宣言されなければならない。


		プロパティ名は private である場合はアンダースコアで始まらなければならない。


		else if ではなく常に elseif を使用すること。






		ファイル








2.1. PHP タグ



		PHP コードは <?php ?> または <?= タグを使わなければなりません。他のタグの変種、例えば <? を使ってはなりません。


		ファイルが PHP コードのみを含む場合は、末尾の ?> を含むべきではありません。


		各行の末尾に空白を追加してはいけません。


		PHP コードを含む全てのファイルの名前は .php という拡張子で終るべきです。








2.2. 文字エンコーディング


PHP コードは BOM 無しの UTF-8 のみを使わなければなりません。



		クラス名







クラス名は StudlyCaps で宣言されなければなりません。例えば、Controller、Model。



		クラス







ここで “クラス” という用語はあらゆるクラスとインタフェイスを指すものとします。



		クラスは CamelCase で命名されなければなりません。


		中括弧は常にクラス名の下の行に書かれるべきです。


		全てのクラスは PHPDoc に従ったドキュメントブロックを持たなければなりません。


		クラス内のすべてのコードは一個のタブによってインデントされなければなりません。


		一つの PHP ファイルにはクラスが一つだけあるべきです。


		全てのクラスは名前空間に属すべきです。


		クラス名はファイル名と合致すべきです。クラスの名前空間はディレクトリ構造と合致すべきです。





/**
 * ドキュメント
 */
class MyClass extends \yii\Object implements MyInterface
{
    // コード
}






4.1. 定数


クラスの定数はアンダースコアで区切られた大文字だけで宣言されなければなりません。
例えば、


<?php
class Foo
{
    const VERSION = '1.0';
    const DATE_APPROVED = '2012-06-01';
}






4.2. プロパティ



		Public なクラスメンバを宣言するときは public キーワードを明示的に指定します。


		Public および protected な変数はクラスの冒頭で、すべてのメソッドの宣言に先立って宣言されるべきです。
Private な変数もまたクラスの冒頭で宣言されるべきですが、
変数がクラスのメソッドのごく一部分にのみ関係する場合は、変数を扱う一群のメソッドの直前に追加しても構いません。


		クラスにおけるプロパティの宣言の順序は public から始まり、protected、private と続くべきです。


		より読みやすいように、プロパティの宣言は空行を挟まずに続け、プロパティ宣言とメソッド宣言のブロック間には2行の空行を挟むべきです。


		Private 変数は $_varName のように名付けるべきです。


		Public なクラスメンバとスタンドアロンな変数は、先頭を小文字にした $camelCase で名付けるべきです。


		説明的な名前を使うこと。$i や $j のような変数は使わないようにしましょう。





例えば、


<?php
class Foo
{
    public $publicProp;
    protected $protectedProp;
    private $_privateProp;
}






4.3. メソッド



		関数およびメソッドは、先頭を小文字にした camelCase で名付けるべきです。


		名前は、関数の目的を示す自己説明的なものであるべきです。


		クラスのメソッドは常に修飾子 private、protected または public を使って、可視性を宣言すべきです。var は許可されません。


		関数の開始の中括弧は関数宣言の次の行に置くべきです。





/**
 * ドキュメント
 */
class Foo
{
    /**
     * ドキュメント
     */
    public function bar()
    {
        // コード
        return $value;
    }
}






4.4 Doc ブロック


@param、@var、@property および @return は boolean、integer、string、array または null として型を宣言しなければなりません。
Model または ActiveRecord のようなクラス名を使うことも出来ます。
型付きの配列に対しては ClassName[] を使います。





4.5 コンストラクタ



		PHP 4 スタイルのコンストラクタの代りに、__construct が使われるべきです。








5 PHP



5.1 型



		PHP の全ての型と値には小文字を使うべきです。このことは、true、false、null および array にも当てはまります。





既存の変数の型を変えることは悪いプラクティスであると見なされています。本当に必要でない限り、そのようなコードを書かないように努めましょう。


public function save(Transaction $transaction, $argument2 = 100)
{
    $transaction = new Connection; // 駄目
    $argument2 = 200; // 良い
}






5.2 文字列



		文字列が変数および一重引用符を含まない場合は、一重引用符を使います。





$str = 'こんな具合に。';




		文字列が一重引用符を含む場合は、余計なエスケープを避けるために二重引用符を使ってもかまいません。






変数置換


$str1 = "こんにちは $username さん";
$str2 = "こんにちは {$username} さん";



下記は許可されません。


$str3 = "こんにちは ${username} さん";






連結


文字列を連結するときは、ドットの前後に空白を追加します。


$name = 'Yii' . ' Framework';



文字列が長い場合、書式は以下のようにします。


$sql = "SELECT *"
    . "FROM `post` "
    . "WHERE `id` = 121 ";








5.3 配列


配列には、私たちは PHP 5.4 の短縮構文を使用しています。



添え字配列



		負の数を配列のインデックスに使わないこと。





配列を宣言するときは、下記の書式を使います。


$arr = [3, 14, 15, 'Yii', 'Framework'];



一つの行には多過ぎるほど要素がたくさんある場合は、


$arr = [
    3, 14, 15,
    92, 6, $test,
    'Yii', 'Framework',
];






連想配列


連想配列には下記の書式を使います。


$config = [
    'name'  => 'Yii',
    'options' => ['usePHP' => true],
];








5.4 制御文



		制御文の条件は括弧の前と後に一つの空白を持たなければなりません。


		括弧の中の演算子は空白によって区切られるべきです。


		開始の中括弧は同じ行に置きます。


		終了の中括弧は新しい行に置きます。


		単一行の文に対しても、常に中括弧を使用します。





if ($event === null) {
    return new Event();
}
if ($event instanceof CoolEvent) {
    return $event->instance();
}
return null;


// 下記は許容されません
if (!$model && null === $event)
    throw new Exception('test');



そうすることが合理的な場合は、return の後の else は出来れば避けてください。
ガード条件 [http://refactoring.com/catalog/replaceNestedConditionalWithGuardClauses.html] を使用しましょう。


$result = $this->getResult();
if (empty($result)) {
  return true;
} else {
  // $result を処理
}



これは、次の方が良いです。


$result = $this->getResult();
if (empty($result)) {
  return true;
}

// $result を処理




switch


switch には下記の書式を使用します。


switch ($this->phpType) {
    case 'string':
        $a = (string)$value;
        break;
    case 'integer':
    case 'int':
        $a = (integer)$value;
        break;
    case 'boolean':
        $a = (boolean)$value;
        break;
    default:
        $a = null;
}








5.5 関数呼び出し


doIt(2, 3);

doIt(['a' => 'b']);

doIt('a', [
    'a' => 'b',
    'c' => 'd',
]);






5.6 無名関数 (lambda) の宣言


function/use トークンと開始括弧の間の空白に注意してください。


// 良い
$n = 100;
$sum = array_reduce($numbers, function ($r, $x) use ($n) {
    $this->doMagic();
    $r += $x * $n;
    return $r;
});

// 悪い
$n = 100;
$mul = array_reduce($numbers, function($r, $x) use($n) {
    $this->doMagic();
    $r *= $x * $n;
    return $r;
});








ドキュメント



		ドキュメントの文法については phpDoc [http://phpdoc.org/] を参照してください。





		ドキュメントの無いコードは許容されません。





		全てのクラスファイルは、ファイルレベルの doc ブロックを各ファイルの先頭に持ち、クラスレベルの doc ブロックを各クラスの直前に持たなければなりません。





		メソッドが実際に何も返さないときは @return を使う必要はありません。





		yii\base\Object から派生するクラスのすべての仮想プロパティは、クラスの doc ブロックで @property タグでドキュメントされます。
これらの注釈は、build ディレクトリで ./build php-doc コマンドを走らせることにより、対応する getter や setter の @return や @param タグから自動的に生成されます。
getter や setter に @property タグを追加することによって、これらのメソッドによって導入されるプロパティに対してドキュメントのメッセージを明示的に与えることが出来ます。
これは @return で記述されているのとは違う説明を与えたい場合に有用です。
下記が一例です。


  <?php
  /**
   * 全ての属性または一つの属性についてエラーを返す。
   * @param string $attribute 属性の名前。全ての属性についてエラーを取得するためには null を使う。
   * @property array 全ての属性に対するエラーの配列。エラーが無い場合は空の配列が返される。
   * 結果は二次元の配列である。詳細な説明は [[getErrors()]] を参照。
   * @return array 全ての属性または特定の属性に対するエラー。エラーが無い場合は空の配列が返される。
   * 全ての属性に対するエラーを返す場合、結果は、下記のような二次元の配列になる。
   * ...
   */
  public function getErrors($attribute = null)










Note|注意: ここでは読みやすさを考慮してドキュメントの内容を日本語に翻訳していますが、コアコードや公式エクステンションに対して寄稿する場合は、当然ながら、コメントには英語だけを使う必要があります。




ファイル


<?php
/**
 * @link http://www.yiiframework.com/
 * @copyright Copyright (c) 2008 Yii Software LLC
 * @license http://www.yiiframework.com/license/
 */






クラス


/**
 * Component は *property*、*event* および *behavior* の機能を提供する基底クラスである。
 *
 * @include @yii/docs/base-Component.md
 *
 * @author Qiang Xue <qiang.xue@gmail.com>
 * @since 2.0
 */
class Component extends \yii\base\Object






関数 / メソッド


/**
 * イベントに対してアタッチされたイベントハンドラのリストを返す。
 * 返された [[Vector]] オブジェクトを操作して、ハンドラを追加したり削除したり出来る。
 * 例えば、
 *
 * ~~~
 * $component->getEventHandlers($eventName)->insertAt(0, $eventHandler);
 * ~~~
 *
 * @param string $name イベントの名前
 * @return Vector イベントにアタッチされたハンドラのリスト
 * @throws Exception イベントが定義されていない場合
 */
public function getEventHandlers($name)
{
    if (!isset($this->_e[$name])) {
        $this->_e[$name] = new Vector;
    }
    $this->ensureBehaviors();
    return $this->_e[$name];
}






Markdown


上記の例に見られるように、phpDoc コメントの書式設定には markdown を使います。


ドキュメントの中でクラス、メソッド、プロパティをクロスリンクするために使える追加の文法があります。



		'[[canSetProperty]] は、同じクラス内の canSetProperty メソッドまたはプロパティへのクロスリンクを生成します。


		'[[Component::canSetProperty]] は、同じ名前空間内の Component クラスの canSetProperty メソッドへのクロスリンクを生成します。


		'[[yii\base\Component::canSetProperty]] は、yii\base 名前空間のComponent クラスの canSetProperty メソッドへのクロスリンクを生成します。


		'[[Component]] は、同じ名前空間内の Component クラスへのクロスリンクを生成します。ここでも、クラス名に名前空間を追加することが可能です。





上記のリンクにクラス名やメソッド名以外のラベルを付けるためには、次の例で示されている文法を使うことが出来ます。


... [[header|ヘッダセル]] に表示されているように



| の前の部分がメソッド、プロパティ、クラスへの参照であり、| の後ろの部分がリンクのラベルです。


下記の文法を使ってガイドにリンクすることも可能です。


[ガイドへのリンク](guide:file-name.md)
[ガイドへのリンク](guide:file-name.md#subsection)






コメント



		一行コメントは // で開始されるべきです。# は使いません。


		一行コメントはそれ自身の行に置くべきです。










追加の規則



=== [] 対 empty()


可能な場合は empty() を使います。





複数の return ポイント


条件の入れ子が込み入ってきた場合は、早期の return を使います。メソッドが短いものである場合は、特に問題にしません。





self 対 static


以下の場合を除いて、常に static を使います。



		定数へのアクセスには self を使わなければなりません: self::MY_CONSTANT


		private な静的プロパティへのアクセスには self を使わなければなりません: self::$_events


		再帰呼出しにおいて、拡張クラスの実装ではなく、現在のクラスの実装を再び呼び出したいときには、self を使うことが許可されます。








「何かをするな」を示す値


コンポーネントに対して「何かをしない」という設定を許可するプロパティは false の値を受け入れるべきです。
null、''、または [] がそういう値であると見なされるべきではありません。





ディレクトリ/名前空間の名前



		小文字を使います。


		オブジェクトを表すものには複数形の名詞を使います (例えば、validators)


		機能や特徴を表す名前には単数形を使います (例えば、web)
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Как работать над переводом на русский


Yii переводится на множество языков, в том числе и на русский. Перевод включает в себя документацию и сообщения.



Сообщения фреймворка


Есть два типа сообщений: исключения, которые нацелены на разработчиков и не переводятся и сообщения, которые показваются
пользователям. Например, ошибки валидации.


Для того, чтобы обновить перевод:



		Открываем в консоли директорию framework, запускаем yii message/extract messages/config.php.


		Переводим сообщения в framework/messages/ru/yii.php. Важно чтобы файлы были в кодировке UTF-8.


		Делаем pull request [https://github.com/yiisoft/yii2/blob/master/docs/internals/git-workflow.md] с переводом из ru,
остальные языки не трогаем.





В файле перевода находится массив. Его ключи — исходные строки, значения — перевод. Если значение пусто, сообщение
считается не переведённым. Переводы сообщений, которые больше не встречаются в коде, обрамлены @@. Для некоторых сообщений
необходимо использовать специальный формат для поддержки употребления с числительными.





Документация


Перевод документации находится в docs/<original>-ru, где <original> соответствует оригинальной директории, например
guide или internals.


Если перевод документа завершён, можно получить diff изменений в оригинале со времени последнего перевода, открыв консоль
в директории build и выполнив:


php build translation "../docs/guide" "../docs/guide-ru" "Russian guide translation report" > report_guide_ru.html



Если ругается на composer, выполните composer install в корневой директории.


Перед тем, как начать перевод, убедитесь, что никто им ещё не занимается и запишите себя в
список всех переводимых документов [https://docs.google.com/spreadsheets/d/1uxV0LwmR-8XXqlT8C6VqWllZjuoyIj-UkYpAQPWyUzE/edit?usp=sharing].


Все изменения оформляем в виде pull request [https://github.com/yiisoft/yii2/blob/master/docs/internals/git-workflow.md].



Общие правила



		Многие термины не имеют однозначного и широко распространенного перевода на русский язык, поэтому, если в тексте
встречается такой термин, в скобках возле первого упоминания необходимо указать английский вариант; (список используемых
вариантов перевода терминов см. ниже);


		Если кажется, что при переводе какая-то часть текста теряет смысл и вы не уверены в том, как ее правильно перевести,
заключайте эту часть текста в * (внешне шрифт станет наклонным). Это позволит при вычитке/корректуре обратить на эту
часть текста особое внимание;


		При переводе избегайте фактических ошибок!


		В тексте встречаются ссылки на внешние источники, если ссылка ведет на статью, определение термина и т.п., то при
наличии русского варианта на этом же ресурсе или ином авторитетном ресурсе, даем ссылку на русский вариант.
Например http://en.wikipedia.org/wiki/Captcha → http://ru.wikipedia.org/wiki/Captcha.


		Комментарии в коде переводятся, если не искажают первоначального смысла; временные комментарии в тексте желательно
использовать только локально! иначе есть вероятность попадания в релиз;


		При переводе названий разделов придерживаемся перевода в README.md;


		Добавление собственных комментариев-дополнений возможно, но не приветствуется поскольку во избежание хаоса оригинал
должен быть один. В случае такой необходимости в конце комментария нужно добавить “(прим. пер.)”;


		После проведения общей правки документа настоятельно рекомендуется самостоятельно вносить исправления только
грамматических, а также фактических ошибок, имеющих отношение только к данному разделу. В остальных случаях необходимо
вынести предложение по исправлению, улучшению на обсуждение и в случае необходимости централизованно внести коррективы
во все разделы документа.








Структура документа


При переводе необходимо правильно именовать структурные единицы документы. Следуем структуре, приведенной ниже:



		Глава 1
		Раздел 1


		Раздел 2
		Подраздел 1








		...


		Раздел N








		Глава 2


		...


		Глава N








Перевод специальных сообщений



		Tip → Подсказка


		Note → Примечание


		Info → Информация








Перевод рисунков


Рисунки к документации содержатся в подпапке images. Все они созданы в yED [http://www.yworks.com/en/products_yed_about.html].
При необходимости перевода исходный файл копируется в директорию images перевода, переводится и сохраняется в формате png.


Подписи к рисункам переводятся.





Грамматика


Обращайте внимание на общую стилистику, орфографию и пунктуацию, перед заливкой конечного варианта перевод можно прогнать
через любую программу с встроенной проверкой, например, Microsoft Word;





Список терминов



		action — действие.


		active record — без перевода.


		attach handler — «назначить обработчик».


		attribute of the model — атрибут модели.


		cache — кэш.


		camel case — без перевода.


		customization — (тонкая) настройка //Ранее встречался перевод “кастомизация”, желательно этот вариант по возможности не использовать.


		column — столбец (если речь про БД).


		configuration — конфигурация.


		content — содержимое.


		controller — контроллер.


		debug (mode) — отладочный (режим) (см. production mode).


		eager loading — метод жадной загрузки/жадная загрузка (см. lazy loading).


		environment — окружение.


		PHP extension — расширение PHP.


		field (of the table) — поле (или атрибут) таблицы.


		framework — фреймворк.


		front-controller — фронт-контроллер.


		getter — геттер.


		(event) handler — обработчик (события).


		hash — хэш.


		helper - помощник.


		id — идентификатор.


		instance — экземпляр.


		lazy loading — отложенная загрузка (загрузим как понадобится и не раньше).


		method — метод (объекта) //Внимание! У объета/класса нет функций, есть только методы.


		model — модель, модель данных.


		model form — модель формы.


		parameter — параметр (у метода или функции, никак не у класса).


		to parse — обрабатывать, если контекст непонятен — парсить.


		placeholder — маркер.


		production (mode) — производственный (режим) (см. debug mode).


		property — свойство (объекта).


		to render — рендерить, формировать.


		related, relation — связанный, связь.


		resolve request — предварительная обработка запроса.


		route — маршрут.


		row (of the table) — строка (таблицы).


		setter — сеттер.


		tabular input — табличный ввод.


		to validate — проверять.


		valid — корректный.


		validator — валидатор.


		validator class — класс валидатора.


		view — представление.


		query builder — конструктор запросов.
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Yii nima o`zi?


Yii – bu tez ishlovchi komponentli PHP freymvork bo’lib, zamonaviy web ilovalarni tez yaratish uchun mo’ljallangan. Yii (Yi [ji:] kabi talaffuz qilinadi) so’zi xitoy tilida “oddiy va evolyutsiyalovchi” degan ma’noni anglatadi. Shuningdek Yii akronim sifatida qaralganda uning yoyilma matni Yes It Is tarzida qaralishi ham mumkin!



Yii ko’proq qanday masalalar uchun mos keladi?


Yii – bu universal freymvork va uni barcha turdagi web ilovalar uchun qo’llash mumkin. Uning komponentli strukturasi va keshlashni juda zo’r qo’llab-quvvatlashi evaziga freymvork asosan portallar, forumlar, CMS, magazinlar yoki RESTful ilovalar kabi katta proyektlar uchun qo’l keladi.





Yii ni boshqa freymvorklar bilan solishtirish



		Boshqa ko’pgina PHP freymvorklar singari Yii ham kodni tashkillashtirish uchun MVC (Model-View-Controller) modelidan foydalanadi.


		Yii faqat loyihalashtirishning ma’lum bir qolipiga ergashib dizaynni murakkablashtirmasdan sodda va elegantli kod yozish falsafasiga tayanadi.


		Yii full-stack freymvork hisoblanadi. Shuningdek o’z ichiga tekshirilgan va o’zini yaxshi ko’rsatgan relatsion va NoSQL ma’lumotlar ombori uchun yaratilgan ActiveRecord, REST API ni qo’llab quvvatlash, ko’p qatlamli keshlash kabi imkoniyatlarni oladi.


		Yii juda yaxhsi kengayishi mumkin. Siz asosiy kodni ixtiyoriy qismini almashtirishingiz yoki sozlashingiz mumkin. Kengaytirish arxitekturasiga bo’ysunib kodni boshqalar bilan ulashish yoki jamoatning kodidan foydalanish mumkin.


		Yii ning asosiy maqsadlaridan biri - ishlash tezligi.





Yii — bir odamning loyihasi emas. U unga yordam berayotgan ishlab chiquvchilar katta jamoa [http://www.yiiframework.com/about/]si  tomonidan qo’llab quvvatlanadi va rivojlantiriladi. Freymvork ishlab chiquvchilari web ishlab chiqish va boshqa ilovalarni maromini kuzatishadi. Ko’proq mos keluvchi imkoniyatlar va eng yaxshi sinalgan amaliyotlar freymvork sodda va elegantli interfeysi tarzida qo’llaniladi.





Yii talqinlari


Ayni vaqtda Yii ning ikkita yo’nalishi mavjud: 1.1 va 2.0. 1.1 yo’nalishi avvalgi avlod hisoblanadi va qo’llab quvvatlash holatida. 2.0 talqini - bu Composer, PSR, nomlar sohasi, treytlar(traits) va boshqa shular kabi ko’pgina oxirgi texnologiyalarni va qaydnomalarni qo’llovchi Yii ning to’liq boshqatdan yozilgan talqini. Mana shu talqinda navbatdagi yillarda uni yanada kuchaytirish nazarda tutilgan. Ushbu qo’llanma aynan 2.0 talqin haqida.





DT va bilimlarga talablar


Yii 2.0 PHP 5.4.0 va undan yuqorisini talab qiladi. Boshqa imkoniyatlar uchun talablarni bilish uchun har bir alohida yo’lga qo’yilgan freymvork bilan birga mos o’rnatilgan talablar tekshiruv skriptini ishga tushirishingiz mumkin.


Freymvork to’liq obektga mo’ljallangan dasturlashga (OMD) asoslanganligi bois Yii da ishlash uchun OMD ni umumiy tushunish talab etiladi. Shuningdek, PHP ning zamonaviy imkoniyatlari bo’lmish nomlar soxasi [http://www.php.net/manual/ru/language.namespaces.php] va treytlar [http://www.php.net/manual/ru/language.oop5.traits.php] ni o’rganish talab etiladi.
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翻訳ワークフロー


Yii は国際的なアプリケーションと開発者にとって役に立つように、数多くの言語に翻訳されています。
貢献が大いに歓迎される主な領域はドキュメントとフレームワークメッセージです。



フレームワークメッセージ


フレームワークは二種類のメッセージを持っています。一つは開発者向けの例外メッセージで、これは決して翻訳されません。
もう一つはエンドユーザーが実際に目にする検証エラーのようなメッセージです。


メッセージの翻訳を開始するためには:



		framework/messages/config.php をチェックして、あなたの言語が languages のリストに挙っていることを確認してください。
もし挙っていなければ、あなたの言語をそこに追加します (リストをアルファベット順に保つことを忘れないでください)。
言語コードの形式は、例えば ru や zh-CN のように、IETF言語タグ [http://ja.wikipedia.org/wiki/IETF%E8%A8%80%E8%AA%9E%E3%82%BF%E3%82%B0] に従うべきです。


		framework に入って、yii message/extract messages/config.php を走らせます。


		framework/messages/your_language/yii.php のメッセージを翻訳します。ファイルは必ず UTF-8 エンコーディングを使って保存してください。


		プルリクエスト [https://github.com/yiisoft/yii2/blob/master/docs/internals/git-workflow.md] をします。





あなたの翻訳を最新状態に保つために、yii message/extract messages/config.php を再び走らせることが出来ます。
このコマンドは、変更のなかった箇所には触れることなく、自動的にメッセージを再抽出してくれます。


翻訳ファイルの中で、配列の各要素は、メッセージ(キー)と翻訳(値)をあらわします。
値が空文字列の場合は、メッセージは翻訳されないものと見なされます。
翻訳が不要になったメッセージは、翻訳が一組の ‘@@’ マークで囲まれます。
メッセージ文字列は複数形書式とともに使うことが出来ます。
詳細はガイドの 国際化 の節を参照してください。





ドキュメント


ドキュメントの翻訳は docs/<original>-<language> の下に置きます。
ここで <original> は、guide や internals などの元の文書の名前であり、<language> は文書の翻訳先の言語コードです。
例えば、ロシア語のガイドの翻訳は docs/guide-ru です。


初期の仕事が完了した後は、最新の翻訳以後に変更されたソース文書の箇所を取得するために、build ディレクトリにある専用のコマンドを使うことが出来ます。


php build translation "../docs/guide" "../docs/guide-ru" "Russian guide translation report" > report_guide_ru.html



このコマンドが composer に関して不平を言うようであれば、ソースのルートディレクトリで composer install を実行してください。
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O’zbekchaga tarjima qilish bilan qanday ishlash kerak


Yii juda ko’p tillarga tarjima qilinayabdi shu jumladan o’zbekchaga ham. Tarjima qo’llanma va habarlarni o’z ichiga oladi.



Freymvork habari


Ikki turdagi habarlar bor: istisnolar, qaysiki ishlab chiquvchi nazarda tutgan va ular tarjima qilinmaydi va habarlar, qaysiki foydalanuvchilarga ko’rsatiladigan. Masalan, validatsiyaning xatoliklari.


Tarjimani yangilash uchun:



		Konsolda framework direktoriyani ochamiz, yii message/extract messages/config.php ni ishga tushiramiz.


		Habarlarni framework/messages/uz/yii.php ga ko`chiramiz. Muhimi fayllar UTF-8 kodlashda bo’lishi kerak.


		uz dagi tarjimalar bilan pull request qilamiz [https://github.com/yiisoft/yii2/blob/master/docs/internals/git-workflow.md], qolgan tillarga tegmaymiz.





Tarjima fayllarda massiv joylashgan. Uning kalitlari - boshlang’ich kodlar, qiymatlari - tarjima. Agar qiymat bo’sh bo’lsa habar tarjima qilinmagan hisoblanadi. Kodda boshqa uchramaydigan habarlar tarjimasi ‘@@’ ga o’ralgan. Ayrim habarlar uchun sonlar bilan qo’llanilishini qo’llab-quvvatlash uchun maxsus format ni ishlatish zarur.





Qo’llanma


Qo’llanamani tarjimasi docs/<original>-uz da joylashgan, bu yerda  - original direktoriyalarga mos keladi, masalan,
guide yoki internals.


Agar qo’llanma tarjimasi tugagan bo’lsa, build direktoriyasida konsolni ochib va quyidagini bajarib, originaldagi oxirgi tarjimadan keyingi diff o’zgarishlarni olish mumkin:


php build translation "../docs/guide" "../docs/guide-uz" "Uzbek guide translation report" > report_guide_uz.html



Agar composer uchun urushsa, bosh direktoriyada composer install ni bajaring.


Tarjima qilishdan oldin hech kim shug’ullanmayotganligini tekshiring va o’zingizga [barcha tarjima qilinayotgan hujjatlarni ro’yhatini] yozib oling
//Ushbu manzilni ulardan olgandan keyin o’zgartirib qo’yish kerak bo’ladi.
(https://docs.google.com/spreadsheets/d/10dS7VB_3jSxUorryRlplB7nhA59e3i2vLYmTwn_1d3I/edit?usp=sharing).


Barcha o’zgarishlarni quyidagi ko’rinishda olib boramiz pull request [https://github.com/yiisoft/yii2/blob/master/docs/internals/git-workflow.md].



Umumiy qoidalar



		Ko’p terminlar o’zbekchada bitta ma’noga ega emas va o’zbekchada ko’p qo’llanilmaydigandir, shu sababli agar matnda
shunday terminlar uchrasa ularni birinchi bor qo’llanilgan joyida qavs ichida ingliz tilidagi varianti
ko’rsatilishi kerak; (terminlarning tarjimasini qo’llanilish variantlari quyida keltirilgan);


		Agar tarjima vaqtida matnning qaysidir qismi mazmuni o’zgarayotgan bo’lsa va siz uni shunday tarjima qilish
kerakligiga ishonchingiz komil bo’lmayotganday tuyulsa ushbu qismni * ichiga oling(ichidagi matn qiya holatga keladi).
Bu olib tashlash/to’g’rilashlar vaqtida ushbu matnlarga alohida e’tibor qaratishga imkon beradi;


		Tarjima vaqtida fakt xatoliklarni qilmang!


		Matnda tashqi manbalarga murojaatlar uchraydi, agar murojaat terminni izohlash maqolasiga olib boradigan bo’lsa, u holda
o’zbekchada tarjimasi bo’r bo’lgan vaziyatda o’zbekchasiga murojaat qilinadi.
Masalan http://en.wikipedia.org/wiki/Captcha → http://uz.wikipedia.org/wiki/Captcha.


		Sharhlar kodda tarjima qilinadi, agarda birinchi holatdagi mazmunini o’zgartirmasa; Matndagi vaqtinchalik sharhlarni
imkon qadar faqat lokalda ishlatish kerak! Aks holda uni reliz ga tushib qolish ehtimoli bor;


		Bo’limlarni tarjima qilish vaqtida README.md dagi tarjimani olib ketamiz;


		Shaxsiy qo’shimcha-sharhlarni qo’shish imkoni bor, lekin xaosdan qochish uchun original bitta bo’lishi kerak. Bunga zarurat vaqtida sharh oxiriga
“tar. shar.” ni qo’shish kerak;


		Hujjatni umumiy to’g’rilashni o’tkazgandan so’ng mustaqil ravishda faqat ushbu bo’limga tegsihli bo’lgan grammatikadagi, fakt xatoliklardagi o’zgarishlarni kiritish talab darajasida tavsiya etiladi. Boshqa holatlarda gaplarni to’g’rilash, yaxshilash uchun va zarur hollarda o’zgarishlarni markazlashgan tarzda barcha bo’limlar uchun amalga oshirish uchun ularni tahlilga qo’yish zarur.








Qo’llanma strukturasi


Tarjima qilish vaqtida hujjatning struktura birligini to’g’ri nomlash muhim. Quyida keltirilgan strukturaga amal qilamiz :



		Bob 1
		Bo’lim 1


		Bo’lim 2
		Qism bo’lim 1








		...


		Bo’lim N








		Bob 2


		...


		Bob N








Maxsus habarlarni tarjimasi



		Tip → Ko’rsatma


		Note → Eslatma


		Info → Ma’lumot








Rasmlarni tarjima qilish


Qo’llanma uchun rasmlar images qism katalogida joylashgan. Ularning barchasi yED [http://www.yworks.com/en/products_yed_about.html] da yaratilgan.
Zarurat tug’ilgan vaqtda fayl tarjima qilinayotgan katalogning images katalogiga nusxalanadi va tarjima qilinib png formatida saqlanadi.


Rasmlardagi yozuvlar tarjima qilinadi.





Grammatika


Oxirgi variantni tashlashdan oldin uni umumiy stilini, orfografiyasini, punktlarini tekshiring. Tarjimani o’zbek tili uchun orfografiyani Wordda tekshirish imkoni bo’lmasada uning yordamida tayyorlashingiz mumkin;





Terminlar ro’yhati



		action — amal.


		active record — tarjimasiz.


		attach handler — «qayta ishlovchini tayinlash».


		attribute of the model — model atributi.


		camel case — tarjimasiz.


		customization — (nozik) sozlash


		column — ustun (agar MO haqida gap ketayotgan bo’lsa).


		content — tashkil etuvchilari.


		controller — kontrollyor.


		debug (mode) — kod sozlash (tartibi) (production mode ga qarang).


		eager loading — ziqna yuklash uslubi/ziqna yuklash (lazy loading ga qarang).


		PHP extension — PHP kengaytmasi.


		field (of the table) — jadval (yoki atribut) maydoni.


		framework — freymvork.


		front-controller — front-kontrollyor.


		getter — getter.


		(event) handler — qayta ishlovchi (hodisa).


		hash — xesh.


		helper - yordamchi.


		id — qiymatlovchi(identifikatsiyalovchi).


		instance — nusxa.


		lazy loading — chetga olingan yuklash (qanday kerak bo’lsa shunday yuklasymiz va erta emas).


		method — metod (obektniki) //Diqqat! Obekt/klaslarda funksiyasi yo’q, faqat metodlari bor.


		model — model, ma`lumotlar modeli.


		model form — formalar modeli.


		parameter — parametr (metod yoki funksiyada va lekin klasda emas).


		to parse — qayta ishlash, agar kontekst tushunarsiz bo’lsa parsing qilish.


		placeholder — marker.


		production (mode) — ishlab chiqarish (rejimi) (см. debug mode).


		property — xususiyati (obekt).


		to render — render qilish, formallashtirish.


		related, relation — bog’langan, bog’lanish.


		resolve request — so’rovni oldindan qayta ishlash.


		route — marshrut.


		row (of the table) — satr(jadvallarniki).


		setter — setter.


		tabular input — tabli kiritish.


		to validate — tekshirish.


		valid — mos.


		validator — validator.


		validator class — validator klasi.


		view — namoyish.


		query builder — so’rovlar konstruktori.
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自動化


Yii の開発に取り組む際に、自動化できるタスクがいくつかあります:



		フレームワークのルートディレクトリに配置されるクラスマップ classes.php の生成。
./build/build classmap を実行して生成してください。


		クラスファイルの中の、ゲッターとセッターによって導入されるプロパティを記述する @property 注釈の生成。
./build/build php-doc/property を実行して注釈を更新してください。


		コードスタイルと phpdoc コメントの些細な問題の修正。
./build/build php-doc/fix を実行して修正してください。
このコマンドは完璧なものではないため、望ましくない変更があるかもしれませんので、コミットする前に変更点をチェックしてください。
git add -p を使って変更をレビューすることが出来ます。
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Yii バージョン規約


この文書は Yii のバージョン番号に関するポリシーを要約するものです。
概して言えば、Yii は Semantic Versioning [http://semver.org/] に従います。



パッチリリース 2.x.Y



		2.x という名前のブランチ上で保守される。


		主としてバグ修正と小さな機能強化を含む。


		大きな機能拡張はしない。


		不安無しのアップグレードを保証するために、100% 後方互換でなければならない。唯一の例外はセキュリティ問題で、その場合は後方互換性が破られることもある。


		リリースのサイクルは1～2ヶ月程度。


		プレリリース (alpha, beta, RC) は不要。


		定期的に (少なくとも週に一回は手作業で) マスターブランチにマージバックされるべき。








マイナーリリース 2.X.0



		マスターブランチ上で開発。


		主として新機能とバグ修正を含む。


		パッチリリースからマージされた小さな機能強化とバグ修正を含む。


		UPGRADE-2.X.md ファイルに記録される非後方互換な変更を含みうる。


		リリースのサイクルは6～8ヶ月程度。


		プレリリースが必要: 2.X.0-alpha, 2.X.0-beta, 2.X.0-rc


		大きなニュースリリースとマーケティング努力を必要とする。








メジャーリリース X.0.0


計画はない。
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モデル


モデルは MVC [http://ja.wikipedia.org/wiki/Model_View_Controller] アーキテクチャの一部を成すものです。
これは、ビジネスのデータ、規則、ロジックを表現するオブジェクトです。


モデルクラスは、[[yii\base\Model]] またはその子クラスを拡張することによって作成することが出来ます。
基底クラス [[yii\base\Model]] は、次のように、数多くの有用な機能をサポートしています。



		属性: ビジネスデータを表現します。通常のオブジェクトプロパティや配列要素のようにしてアクセスすることが出来ます。


		属性のラベル: 属性の表示ラベルを指定します。


		一括代入: 一回のステップで複数の属性にデータを投入することをサポートしています。


		検証規則: 宣言された検証規則に基いて入力されたデータの有効性を保証します。


		データのエクスポート: カスタマイズ可能な形式でモデルデータを配列にエクスポートすることが出来ます。





Model クラスは、アクティブレコード のような、更に高度なモデルの基底クラスでもあります。
それらの高度なモデルについての詳細は、関連するドキュメントを参照してください。



Info|情報: あなたのモデルクラスの基底として [[yii\base\Model]] を使うことが要求されている訳ではありません。
しかしながら、Yii のコンポーネントの多くが [[yii\base\Model]] をサポートするように作られていますので、通常は [[yii\base\Model]] がモデルの基底クラスとして推奨されます。




属性 


モデルはビジネスデータを 属性 の形式で表現します。
全ての属性はそれぞれパブリックにアクセス可能なモデルのプロパティと同様なものです。
[[yii\base\Model::attributes()]] メソッドが、モデルがどのような属性を持つかを指定します。


属性に対しては、通常のオブジェクトプロパティにアクセスするのと同じようにして、アクセスすることが出来ます。


$model = new \app\models\ContactForm;

// "name" は ContactForm の属性
$model->name = 'example';
echo $model->name;



また、配列の要素にアクセスするようして、属性にアクセスすることも出来ます。
これは、[[yii\base\Model]] が ArrayAccess インターフェイス [http://php.net/manual/ja/class.arrayaccess.php] と ArrayIterator クラス [http://jp2.php.net/manual/ja/class.arrayiterator.php] をサポートしている恩恵です。


$model = new \app\models\ContactForm;

// 配列要素のように属性にアクセスする
$model['name'] = 'example';
echo $model['name'];

// 属性に反復アクセスする
foreach ($model as $name => $value) {
    echo "$name: $value\n";
}




属性を定義する 


あなたのモデルが [[yii\base\Model]] を直接に拡張するものである場合、デフォルトでは、全ての static でない public な メンバ変数は属性となります。
例えば、次に示す ContactForm モデルは四つの属性、すなわち、name、email、subject、そして、body を持ちます。
この ContactForm モデルは、HTML フォームから受け取る入力データを表現するために使われます。


namespace app\models;

use yii\base\Model;

class ContactForm extends Model
{
    public $name;
    public $email;
    public $subject;
    public $body;
}



[[yii\base\Model::attributes()]] をオーバーライドして、属性を異なる方法で定義することが出来ます。
このメソッドはモデルが持つ属性の名前を返さなくてはなりません。
例えば、[[yii\db\ActiveRecord]] は、関連付けられたデータベーステーブルのコラム名を属性の名前として返すことによって、属性を定義しています。
ただし、これと同時に、定義された属性に対して通常のオブジェクトプロパティと同じようにアクセスすることが出来るように、__get() や __set() などのマジックメソッドをオーバーライドする必要があるかもしれないことに注意してください。





属性のラベル 


属性の値を表示したり、入力してもらったりするときに、属性と関連付けられたラベルを表示する必要があることがよくあります。
例えば、firstName という名前の属性を考えたとき、入力フォームやエラーメッセージのような箇所でエンドユーザに表示するときは、もっとユーザフレンドリーな First Name というラベルを表示したいと思うでしょう。


[[yii\base\Model::getAttributeLabel()]] を呼ぶことによって属性のラベルを得ることが出来ます。例えば、


$model = new \app\models\ContactForm;

// "Name" を表示する
echo $model->getAttributeLabel('name');



デフォルトでは、属性のラベルは属性の名前から自動的に生成されます。
ラベルの生成は [[yii\base\Model::generateAttributeLabel()]] というメソッドによって行われます。
このメソッドは、キャメルケースの変数名を複数の単語に分割し、各単語の最初の文字を大文字にします。
例えば、username は Username となり、firstName は First Name となります。


自動的に生成されるラベルを使用したくない場合は、[[yii\base\Model::attributeLabels()]] をオーバーライドして、属性のラベルを明示的に宣言することが出来ます。例えば、


namespace app\models;

use yii\base\Model;

class ContactForm extends Model
{
    public $name;
    public $email;
    public $subject;
    public $body;

    public function attributeLabels()
    {
        return [
            'name' => 'Your name',
            'email' => 'Your email address',
            'subject' => 'Subject',
            'body' => 'Content',
        ];
    }
}



複数の言語をサポートするアプリケーションでは、属性のラベルを翻訳したいと思うでしょう。
これも、以下のように、[[yii\base\Model::attributeLabels()|attributeLabels()]] の中で行うことが出来ます。


public function attributeLabels()
{
    return [
        'name' => \Yii::t('app', 'Your name'),
        'email' => \Yii::t('app', 'Your email address'),
        'subject' => \Yii::t('app', 'Subject'),
        'body' => \Yii::t('app', 'Content'),
    ];
}



条件に従って属性のラベルを定義することも出来ます。
例えば、モデルが使用される シナリオ に基づいて、同じ属性に対して違うラベルを返すことことが出来ます。



Info|情報: 厳密に言えば、属性のラベルは ビュー の一部を成すものです。
しかし、たいていの場合、モデルの中でラベルを宣言する方が便利が良く、結果としてクリーンで再利用可能なコードになります。








シナリオ 


モデルはさまざまに異なる シナリオ で使用されます。
例えば、User モデルはユーザログインの入力を収集するために使われますが、同時に、ユーザ登録の目的でも使われます。
異なるシナリオの下では、モデルが使用するビジネスルールとロジックも異なるものになり得ます。
例えば、email 属性はユーザ登録の際には必須とされるかも知れませんが、ログインの際にはそうではないでしょう。


モデルは [[yii\base\Model::scenario]] プロパティを使って、自身が使われているシナリオを追跡します。
デフォルトでは、モデルは default という一つのシナリオだけをサポートします。
次のコードは、モデルのシナリオを設定する二つの方法を示すものです。


// シナリオをプロパティとして設定する
$model = new User;
$model->scenario = 'login';

// シナリオを設定情報で設定する
$model = new User(['scenario' => 'login']);



デフォルトでは、モデルによってサポートされるシナリオは、モデルで宣言されている 検証規則 によって決定されます。
しかし、次のように、[[yii\base\Model::scenarios()]] メソッドをオーバーライドして、この振る舞いをカスタマイズすることが出来ます。


namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class User extends ActiveRecord
{
    public function scenarios()
    {
        return [
            'login' => ['username', 'password'],
            'register' => ['username', 'email', 'password'],
        ];
    }
}




Info|情報: 上記の例と後続の例では、モデルクラスは [[yii\db\ActiveRecord]] を拡張するものとなっています。
というのは、複数のシナリオを使用することは、通常は、アクティブレコード クラスで発生するからです。



seanarios() メソッドは、キーがシナリオの名前であり、値が対応する アクティブな属性 である配列を返します。
アクティブな属性とは、一括代入 することが出来て、検証 の対象になる属性です。
上記の例では、login シナリオにおいては username と password の属性がアクティブであり、一方、register シナリオにおいては、username と password に加えて email もアクティブです。


scenarios() のデフォルトの実装は、検証規則の宣言メソッドである [[yii\base\Model::rules()]] に現れる全てのシナリオを返すものです。
scenarios() をオーバーライドするときに、デフォルトのシナリオに加えて新しいシナリオを導入したい場合は、次のようなコードを書きます。


namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class User extends ActiveRecord
{
    public function scenarios()
    {
        $scenarios = parent::scenarios();
        $scenarios['login'] = ['username', 'password'];
        $scenarios['register'] = ['username', 'email', 'password'];
        return $scenarios;
    }
}



シナリオの機能は、主として、検証 と 属性の一括代入 によって使用されます。
しかし、他の目的に使うことも可能です。例えば、現在のシナリオに基づいて異なる 属性のラベル を宣言することも出来ます。





検証規則 


モデルのデータをエンドユーザから受け取ったときは、データを検証して、それが一定の規則 (検証規則、あるいは、いわゆる ビジネスルール) を満たしていることを確認しなければなりません。
ContactForm モデルを例に挙げるなら、全ての属性が空ではなく、email 属性が有効なメールアドレスを含んでいることを確認したいでしょう。
いずれかの属性の値が対応するビジネスルールを満たしていないときは、ユーザがエラーを訂正するのを助ける適切なエラーメッセージが表示されなければなりません。


受信したデータを検証するために、[[yii\base\Model::validate()]] を呼ぶことが出来ます。
このメソッドは、[[yii\base\Model::rules()]] で宣言された検証規則を使って、該当するすべての属性を検証します。
エラーが見つからなければ、メソッドは true を返します。
そうでなければ、[[yii\base\Model::errors]] にエラーを保存して、false を返します。
例えば、


$model = new \app\models\ContactForm;

// モデルの属性にユーザの入力を代入する
$model->attributes = \Yii::$app->request->post('ContactForm');

if ($model->validate()) {
    // すべての入力値は有効である
} else {
    // 検証が失敗: $errors はエラーメッセージを含む配列
    $errors = $model->errors;
}



モデルに関連付けられた検証規則を宣言するためには、[[yii\base\Model::rules()]] メソッドをオーバーライドして、モデルの属性が満たすべき規則を返すようにします。
次の例は、ContactForm モデルのために宣言された検証規則を示します。


public function rules()
{
    return [
        // name、email、subject、body の属性が必須
        [['name', 'email', 'subject', 'body'], 'required'],

        // email 属性は、有効なメールアドレスでなければならない
        ['email', 'email'],
    ];
}



一つの規則は、一つまたは複数の属性を検証するために使うことが出来ます。
また、一つの属性は、一つまたは複数の規則によって検証することが出来ます。
検証規則をどのように宣言するかについての詳細は 入力を検証する の節を参照してください。


時として、特定の シナリオ にのみ適用される規則が必要になるでしょう。
そのためには、下記のように、規則に on プロパティを指定することが出来ます。


public function rules()
{
    return [
        // "register" シナリオでは、username、email、password のすべてが必須
        [['username', 'email', 'password'], 'required', 'on' => 'register'],

        // "login" シナリオでは、username と password が必須
        [['username', 'password'], 'required', 'on' => 'login'],
    ];
}



on プロパティを指定しない場合は、その規則は全てのシナリオに適用されることになります。
現在の [[yii\base\Model::scenario|シナリオ]] に適用可能な規則は アクティブな規則 と呼ばれます。


属性が検証されるのは、それが scenarios() の中でアクティブな属性であると宣言されており、かつ、その属性が rules() の中で宣言されている一つまたは複数のアクティブな規則と結び付けられている場合であり、また、そのような場合だけです。





一括代入 


一括代入は、一行のコードを書くだけで、ユーザの入力した複数のデータをモデルに投入できる便利な方法です。
一括代入は、入力されたデータを [[yii\base\Model::$attributes]] プロパティに直接に代入することによって、モデルの属性にデータを投入します。
次の二つのコード断片は等価であり、どちらもエンドユーザから送信されたフォームのデータを ContactForm モデルの属性に割り当てようとするものです。
明らかに、一括代入を使う前者の方が、後者よりも明快で間違いも起こりにくいでしょう。


$model = new \app\models\ContactForm;
$model->attributes = \Yii::$app->request->post('ContactForm');



$model = new \app\models\ContactForm;
$data = \Yii::$app->request->post('ContactForm', []);
$model->name = isset($data['name']) ? $data['name'] : null;
$model->email = isset($data['email']) ? $data['email'] : null;
$model->subject = isset($data['subject']) ? $data['subject'] : null;
$model->body = isset($data['body']) ? $data['body'] : null;




安全な属性 


一括代入は、いわゆる 安全な属性、すなわち、[[yii\base\Model::scenarios()]] においてモデルの現在の [[yii\base\Model::scenario|シナリオ]] のためにリストされている属性に対してのみ適用されます。
例えば、User モデルが次のようなシナリオ宣言を持っている場合において、現在のシナリオが login であるときは、username と password のみが一括代入が可能です。
その他の属性はいっさい触れられません。


public function scenarios()
{
    return [
        'login' => ['username', 'password'],
        'register' => ['username', 'email', 'password'],
    ];
}




Info|情報: 一括代入が安全な属性に対してのみ適用されるのは、エンドユーザの入力データがどの属性を修正することが出来るか、ということを制御する必要があるからです。
例えば、User モデルに、ユーザに割り当てられた権限を決定する permission という属性がある場合、この属性が修正できるのは、管理者がバックエンドのインターフェイスを通じてする時だけに制限したいでしょう。



[[yii\base\Model::scenarios()]] のデフォルトの実装は [[yii\base\Model::rules()]] に現われる全てのシナリオと属性を返すものです。
従って、このメソッドをオーバーライドしない場合は、アクティブな検証規則のどれかに出現する限り、その属性は安全である、ということになります。


このため、実際に検証することなく属性を安全であると宣言できるように、safe というエイリアスを与えられた特別なバリデータが提供されています。
例えば、次の規則は title と description の両方が安全な属性であると宣言しています。


public function rules()
{
    return [
        [['title', 'description'], 'safe'],
    ];
}






安全でない属性 


上記で説明したように、[[yii\base\Model::scenarios()]] メソッドは二つの目的を持っています。
すなわち、どの属性が検証されるべきかを決めることと、どの属性が安全であるかを決めることです。
めったにない場合として、属性を検証する必要はあるが、安全であるという印は付けたくない、ということがあります。
そういう時は、下の例の secret 属性のように、名前の前に感嘆符 ! を付けて scenarios() の中で宣言することが出来ます。


public function scenarios()
{
    return [
        'login' => ['username', 'password', '!secret'],
    ];
}



このモデルが login シナリオにある場合、三つの属性は全て検証されます。
しかし、username と password の属性だけが一括代入が可能です。
secret 属性に入力値を割り当てるためには、下記のように明示的に代入を実行する必要があります。


$model->secret = $secret;








データのエクスポート 


モデルを他の形式にエクスポートする必要が生じることはよくあります。
例えば、モデルのコレクションを JSON や Excel 形式に変換したい場合があるでしょう。
エクスポートのプロセスは二つの独立したステップに分割することが出来ます。
最初のステップで、モデルは配列に変換されます。
そして第二のステップで、配列が目的の形式に変換されます。
あなたは最初のステップだけに注力することが出来ます。
と言うのは、第二のステップは汎用的なデータフォーマッタ、例えば [[yii\web\JsonResponseFormatter]] によって達成できるからです。


モデルを配列に変換する最も簡単な方法は、[[yii\base\Model::$attributes]] プロパティを使うことです。
例えば、


$post = \app\models\Post::findOne(100);
$array = $post->attributes;



デフォルトでは、[[yii\base\Model::$attributes]] プロパティは [[yii\base\Model::attributes()]] で宣言されている 全て の属性の値を返します。


モデルを配列に変換するためのもっと柔軟で強力な方法は、[[yii\base\Model::toArray()]] メソッドを使うことです。
このメソッドのデフォルトの動作は [[yii\base\Model::$attributes]] のそれと同じものです。
しかしながら、このメソッドを使うと、どのデータ項目 (フィールド と呼ばれます) を結果の配列に入れるか、そして、その項目にどのような書式を適用するかを選ぶことが出来ます。
実際、レスポンス形式の設定 で説明されているように、RESTful ウェブサービスの開発においては、これがモデルをエクスポートするデフォルトの方法となっています。



フィールド 


フィールドとは、単に、モデルの [[yii\base\Model::toArray()]] メソッドを呼ぶことによって取得される配列に含まれる、名前付きの要素のことです。


デフォルトでは、フィールドの名前は属性の名前と等しいものになります。
しかし、このデフォルトの動作は、[[yii\base\Model::fields()|fields()]] および/または [[yii\base\Model::extraFields()|extraFields()]] メソッドをオーバーライドして、変更することが出来ます。
どちらのメソッドも、フィールド定義のリストを返します。
fields() によって定義されるフィールドは、デフォルトフィールドです。すなわち、toArray() はデフォルトでこれらのフィールドを返す、ということを意味します。
extraFields() メソッドは、$expand パラメータによって指定する限りにおいて toArray() によって返される、追加のフィールドを定義するものです。
例として、次のコードは、fields() で定義された全てのフィールドと、(extraFields() で定義されていれば) prettyName と fullAddress フィールドを返すものです。


$array = $model->toArray([], ['prettyName', 'fullAddress']);



fields() をオーバーライドして、フィールドを追加、削除、リネーム、再定義することが出来ます。
fields() の返り値は配列でなければなりません。配列のキーはフィールド名であり、配列の値は対応するフィールド定義です。
フィールドの定義には、プロパティ/属性 の名前か、または、対応するフィールドの値を返す無名関数を使うことが出来ます。
フィールド名がそれを定義する属性名と同一であるという特殊な場合においては、配列のキーを省略することが出来ます。
例えば、


// 明示的に全てのフィールドをリストする方法。(API の後方互換性を保つために) DB テーブルや
// モデル属性の変更がフィールドの変更を引き起こさないことを保証したい場合に適している。
public function fields()
{
    return [
        // フィールド名が属性名と同じ
        'id',

        // フィールド名は "email"、対応する属性名は "email_address"
        'email' => 'email_address',

        // フィールド名は "name"、その値は PHP コールバックで定義
        'name' => function () {
            return $this->first_name . ' ' . $this->last_name;
        },
    ];
}

// いくつかのフィールドを除外する方法。親の実装を継承しつつ、公開すべきでないフィールドは
// 除外したいときに適している。
public function fields()
{
    $fields = parent::fields();

    // 公開すべきでない情報を含むフィールドを削除する
    unset($fields['auth_key'], $fields['password_hash'], $fields['password_reset_token']);

    return $fields;
}




Warning|警告: デフォルトではモデルの全ての属性がエクスポートされる配列に含まれるため、データを精査して、公開すべきでない情報が含まれていないことを確認しなければなりません。
そういう情報がある場合は、fields() をオーバーライドして、除外しなければなりません。
上記の例では、auth_key、password_hash および password_reset_token を除外しています。








ベストプラクティス 


モデルは、ビジネスのデータ、規則、ロジックを表わす中心的なオブジェクトです。
モデルは、たいてい、さまざまな場所で再利用される必要があります。
良く設計されたアプリケーションでは、通常、モデルは コントローラ よりもはるかに太ったものになります。


要約すると、モデルは、



		ビジネスデータを表現する属性を含むことが出来ます。


		データの有効性と整合性を保証する検証規則を含むことが出来ます。


		ビジネスロジックを実装するメソッドを含むことが出来ます。


		リクエスト、セッション、または他の環境データに直接アクセスするべきではありません。
これらのデータは、コントローラ によってモデルに注入されるべきです。


		HTML を埋め込むなどの表示用のコードは避けるべきです -  表示は ビュー で行う方が良いです。


		あまりに多くの シナリオ を一つのモデルで持つことは避けましょう。





大規模で複雑なシステムを開発するときには、たいてい、上記の最後にあげた推奨事項を考慮するのが良いでしょう。
そういうシステムでは、モデルは数多くの場所で使用され、それに従って、数多くの規則セットやビジネスロジックを含むため、非常に太ったものになり得ます。
コードの一ヶ所に触れるだけで数ヶ所の違った場所に影響が及ぶため、ついには、モデルのコードの保守が悪夢になってしまうこともよくあります。
モデルのコードの保守性を高めるためには、以下の戦略をとることが出来ます。



		異なる アプリケーション または モジュール によって共有される一連の基底モデルクラスを定義します。
これらのモデルクラスは、すべてで共通に使用される最小限の規則セットとロジックのみを含むべきです。


		モデルを使用するそれぞれの アプリケーション または モジュール において、対応する基底モデルクラスから拡張した具体的なモデルクラスを定義します。
この具体的なモデルクラスが、そのアプリケーションやモジュールに固有の規則やロジックを含むべきです。





例えば、アドバンストアプリケーションテンプレート の中で、基底モデルクラス common\models\Post を定義することが出来ます。
次に、フロントエンドアプリケーションにおいては、common\models\Post から拡張した具体的なモデルクラス frontend\models\Post を定義して使います。
また、バックエンドアプリケーションにおいても、同様に、backend\models\Post を定義します。
この戦略を取ると、frontend\models\Post の中のコードはフロントエンドアプリケーション固有のものであると保証することが出来ます。
そして、フロントエンドのコードにどのような変更を加えても、バックエンドアプリケーションを壊すかもしれないと心配する必要がなくなります。
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フォームを作成する


Yii においてフォームを使用するための主たる方法は [[yii\widgets\ActiveForm]] によるものです。
フォームがモデルに基づくものである場合はこの方法を優先すべきです。
これに加えて、[[yii\helpers\Html]] にはいくつかの有用なメソッドがあり、どんなフォームでもボタンやヘルプテキストを追加するのには、通常はそれらが使われます。


フォームは、クライアント側で表示されるものですが、たいていの場合、サーバ側でフォームの入力を検証するために使われる、対応する モデル を持ちます
(入力の検証の詳細については、入力を検証する の節を参照してください)。
モデルに基づくフォームを作成する場合、最初のステップは、モデルそのものを定義することです。
モデルは、データベースの何らかのデータを表現するために アクティブレコード クラスから派生させるか、あるいは、任意の入力、例えばログインフォームの入力を捕捉するために ([[yii\base\Model]] から派生させた) 汎用的な Model クラスとすることが出来ます。
以下の例においては、ログインフォームのために汎用的なモデルを使う方法を示します。


<?php

class LoginForm extends \yii\base\Model
{
    public $username;
    public $password;

    public function rules()
    {
        return [
            // 検証規則をここで定義
        ];
    }




コントローラにおいて、このモデルのインスタンスをビューに渡し、ビューでは [[yii\widgets\ActiveForm|ActiveForm]] ウィジェットがフォームを表示するのに使われます。


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\ActiveForm;

$form = ActiveForm::begin([
    'id' => 'login-form',
    'options' => ['class' => 'form-horizontal'],
]) ?>
    <?= $form->field($model, 'username') ?>
    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>

    <div class="form-group">
        <div class="col-lg-offset-1 col-lg-11">
            <?= Html::submitButton('ログイン', ['class' => 'btn btn-primary']) ?>
        </div>
    </div>
<?php ActiveForm::end() ?>



上記のコードでは、[[yii\widgets\ActiveForm::begin()|ActiveForm::begin()]] がフォームのインスタンスを作成するだけでなく、フォームの開始をマークしています。
[[yii\widgets\ActiveForm::begin()|ActiveForm::begin()]] と [[yii\widgets\ActiveForm::end()|ActiveForm::end()]] の間に置かれた全てのコンテントが <form> タグによって囲まれます。
どのウィジェットでも同じですが、ウィジェットをどのように構成すべきかに関するオプションを指定するために、begin メソッドに配列を渡すことが出来ます。
この例では、追加の CSS クラスと要素を特定するための ID が渡されて、開始 <form> タグに適用されています。
利用できるオプションはすべて [[yii\widgets\ActiveForm]] の API ドキュメントに記されていますので参照してください。


フォームの中では、フォームの要素を作成し、それと一緒に要素のラベルと、そして、適用できる JavaScript の検証メソッドがあれば、それも追加するために、ActiveForm ウィジェットの [[yii\widgets\ActiveForm::field()|ActiveForm::field()]] メソッドが呼ばれています。
このメソッドは、[[yii\widgets\ActiveField]] のインスタンスを返します。
このメソッドの呼び出し結果を直接にエコーすると、結果は通常の (text の) インプットになります。
出力結果をカスタマイズするためには、このメソッドの呼び出しに追加の [[yii\widgets\ActiveField|ActiveField]] のメソッドをチェーンします。


// パスワードのインプット
<?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>
// ヒントとカスタマイズしたラベルを追加
<?= $form->field($model, 'username')->textInput()->hint('お名前を入力してください')->label('お名前') ?>
// HTML5 のメールインプット要素を作成
<?= $form->field($model, 'email')->input('email') ?>



これで、フォームのフィールドによって定義された [[yii\widgets\ActiveField::$template|テンプレート]] に従って、<label>、<input> など、全てのタグが生成されます。
インプットフィールドの名前は、モデルの [[yii\base\Model::formName()|フォーム名]] と属性から自動的に決定されます。
例えば、上記の例における username 属性のインプットフィールドの名前は LoginForm[username] となります。
この命名規則の結果として、ログインフォームの全ての属性が配列として、サーバ側においては $_POST['LoginForm'] に格納されて利用できることになります。


モデルの属性を指定するために、もっと洗練された方法を使うことも出来ます。
例えば、複数のファイルをアップロードしたり、複数の項目を選択したりする場合に、属性の名前に [] を付けて、属性が配列の値を取ることが出来ることを指定することが出来ます。


// 複数のファイルのアップロードを許可する
echo $form->field($model, 'uploadFile[]')->fileInput(['multiple'=>'multiple']);

// 複数の項目をチェックすることを許可する
echo $form->field($model, 'items[]')->checkboxList(['a' => 'Item A', 'b' => 'Item B', 'c' => 'Item C']);



フォームに HTML タグを追加するためには、素の HTML を使うか、または、上記の例の [[yii\helpers\Html::submitButton()|Html::submitButton()]] のように、[[yii\helpers\Html|Html]] ヘルパクラスのメソッドを使うことが出来ます。



Tip|ヒント: あなたのアプリケーションで Twitter Bootstrap CSS を使っている場合は、[[yii\widgets\ActiveForm]] の代りに [[yii\bootstrap\ActiveForm]] を使うのが良いでしょう。
これは ActiveForm クラスのエクステンションであり、bootstrap CSS フレームワークで使用するための追加のスタイルをサポートしています。




tip|ヒント: 必須フィールドをアスタリスク付きのスタイルにするために、次の CSS を使うことが出来ます。


div.required label:after {
   content: " *";
   color: red;
}







次の節 入力を検証する は、送信されたフォームデータのサーバ側でのバリデーションと、ajax バリデーションおよびクライアント側バリデーションを扱います。


フォームのもっと複雑な使用方法については、以下の節を読んで下さい。



		表形式インプットのデータ収集 - 同じ種類の複数のモデルのデータを収集する。


		複数のモデルを持つ複雑なフォーム - 同じフォームの中で複数の異なるモデルを扱う。


		ファイルをアップロードする - フォームを使ってファイルをアップロードする方法。
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権限付与



Note|注意: この節はまだ執筆中です。



権限付与は、ユーザが何かをするのに十分な許可を得ているか否かを確認するプロセスです。
Yii は二つの権限付与の方法を提供しています。すなわち、アクセス制御フィルタ (ACF) と、ロールベースアクセス制御 (RBAC) です。



アクセス制御フィルタ (ACF)


アクセス制御フィルタ (ACF) は、何らかの単純なアクセス制御だけを必要とするアプリケーションで使うのに最も適した、単純な権限付与の方法です。
その名前が示すように、ACF は、コントローラまたはモジュールにビヘイビアとしてアタッチすることが出来るアクションフィルタです。
ACF は一連の [[yii\filters\AccessControl::rules|アクセス規則]] をチェックして、現在のユーザがリクエストしたアクションにアクセスすることが出来るかどうかを確認します。


下記のコードは、[[yii\filters\AccessControl]] として実装された ACF の使い方を示すものです。


use yii\filters\AccessControl;

class SiteController extends Controller
{
    public function behaviors()
    {
        return [
            'access' => [
                'class' => AccessControl::className(),
                'only' => ['login', 'logout', 'signup'],
                'rules' => [
                    [
                        'allow' => true,
                        'actions' => ['login', 'signup'],
                        'roles' => ['?'],
                    ],
                    [
                        'allow' => true,
                        'actions' => ['logout'],
                        'roles' => ['@'],
                    ],
                ],
            ],
        ];
    }
    // ...
}



上記のコードにおいて、ACF は site コントローラにビヘイビアとしてアタッチされています。
これはアクションフィルタを使用する典型的な方法です。
only オプションは、ACF が login、logout、signup のアクションにのみ適用されるべきであることを指定しています。
rules オプションは [[yii\filters\AccessRule|アクセス規則]] を指定するものであり、以下のように読むことが出来ます。



		全てのゲストユーザ (まだ認証されていないユーザ) に、’login’ と ‘singup’ のアクションにアクセスすることを許可します。
roles オプションに疑問符 ? が含まれていますが、これは「ゲスト」として認識される特殊なトークンです。


		認証されたユーザに、’logout’ アクションにアクセスすることを許可します。
@ という文字はもう一つの特殊なトークンで、認証されたユーザとして認識されるものです。





ACF が権限のチェックを実行するときには、規則を一つずつ上から下へ、適用されるものを見つけるまで調べます。
そして、適用される規則の allow の値が、ユーザが権限を有するか否かを判断するのに使われます。
適用される規則が一つもなかった場合は、ユーザが権限をもたないことを意味し、ACF はアクションの継続を中止します。


デフォルトでは、ユーザが現在のアクションにアクセスする権限を持っていないと判定した場合は、ACF は以下のことだけを行います。



		ユーザがゲストである場合は、[[yii\web\User::loginRequired()]] を呼び出します。
このメソッドで、ブラウザをログインページにリダイレクトすることが出来ます。


		ユーザが既に認証されている場合は、[[yii\web\ForbiddenHttpException]] を投げます。





この動作は、[[yii\filters\AccessControl::denyCallback]] プロパティを構成することによって、カスタマイズすることが出来ます。


[
    'class' => AccessControl::className(),
    'denyCallback' => function ($rule, $action) {
        throw new \Exception('このページにアクセスする権限がありません。');
    }
]



[[yii\filters\AccessRule|アクセス規則]] は多くのオプションをサポートしています。
以下はサポートされているオプションの要約です。
[[yii\filters\AccessRule]] を拡張して、あなた自身のカスタマイズしたアクセス規則のクラスを作ることも出来ます。



		


		これはアクション ID の配列でなければなりません。
比較は大文字と小文字を区別します。
このオプションが空であるか指定されていない場合は、規則が全てのアクションに適用されることを意味します。





		これはコントローラ ID の配列でなければなりません。
比較は大文字と小文字を区別します。
このオプションが空であるか指定されていない場合は、規則が全てのコントローラに適用されることを意味します。





		二つの特別なロールが認識されます。
これらは、[[yii\web\User::isGuest]] によって判断されます。



		?: ゲストユーザ (まだ認証されていないユーザ) を意味します。


		@: 認証されたユーザを意味します。





その他のロール名を使う場合には、RBAC (次の節で説明します) が必要とされ、判断のために [[yii\web\User::can()]] が呼び出されます。
このオプションが空であるか指定されていない場合は、規則が全てのロールに適用されることを意味します。





		[[yii\filters\AccessRule::ips|ips]]: どの [[yii\web\Request::userIP|クライアントの IP アドレス]] にこの規則が適用されるかを指定します。
IP アドレスは、最後にワイルドカード * を含むことが出来て、同じプレフィクスを持つ IP アドレスに合致させることが出来ます。
例えば、‘192.168.*‘ は、‘192.168.’ のセグメントに属する全ての IP アドレスに合致します。
このオプションが空であるか指定されていない場合は、規則が全ての IP アドレスに適用されることを意味します。





		[[yii\filters\AccessRule::verbs|verbs]]: どのリクエストメソッド (HTTP 動詞、例えば GET や POST) にこの規則が適用されるかを指定します。
比較は大文字と小文字を区別しません。





		[[yii\filters\AccessRule::matchCallback|matchCallback]]: この規則が適用されるべきか否かを決定するために呼び出されるべき PHP コーラブルを指定します。





		[[yii\filters\AccessRule::denyCallback|denyCallback]]: この規則がアクセスを禁止する場合に呼び出されるべき PHP コーラブルを指定します。








下記は、matchCallback オプションを利用する方法を示す例です。
このオプションによって、任意のアクセス制御ロジックを書くことが可能になります。


use yii\filters\AccessControl;

class SiteController extends Controller
{
    public function behaviors()
    {
        return [
            'access' => [
                'class' => AccessControl::className(),
                'only' => ['special-callback'],
                'rules' => [
                    [
                        'actions' => ['special-callback'],
                        'allow' => true,
                        'matchCallback' => function ($rule, $action) {
                            return date('d-m') === '31-10';
                        }
                    ],
                ],
            ],
        ];
    }

    // matchCallback が呼ばれる。このページは毎年10月31日だけアクセス出来ます。
    public function actionSpecialCallback()
    {
        return $this->render('happy-halloween');
    }
}






ロールベースアクセス制御 (RBAC)


ロールベースアクセス制御 (RBAC) は、単純でありながら強力な集中型のアクセス制御を提供します。
RBAC と他のもっと伝統的なアクセス制御スキーマとの比較に関する詳細については、Wiki 記事 [http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%99%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%BB%E3%82%B9%E5%88%B6%E5%BE%A1] を参照してください。


Yii は、NIST RBAC モデル [http://csrc.nist.gov/rbac/sandhu-ferraiolo-kuhn-00.pdf] に従って、一般的階層型 RBAC を実装しています。
RBAC の機能は、[[yii\rbac\ManagerInterface|authManager]] アプリケーションコンポーネント を通じて提供されます。


RBAC を使用することには、二つの作業が含まれます。
最初の作業は、RBAC 権限付与データを作り上げることであり、第二の作業は、権限付与データを使って必要とされる場所でアクセスチェックを実行することです。


説明を容易にするために、まず、いくつかの基本的な RBAC の概念を導入します。



基本的な概念


ロール (役割) は、許可 (例えば、記事を作成する、記事を更新するなど) のコレクションです。
一つのロールを一人または複数のユーザに割り当てることが出来ます。
ユーザが特定の許可を有しているか否かをチェックするためには、その許可を含むロールがユーザに割り当てられているか否かをチェックすればよいのです。


各ロールまたは許可に関連付けられた 規則 が存在することがあり得ます。
規則とは、アクセスチェックの際に、対応するロールや許可が現在のユーザに適用されるか否かを決定するために実行されるコード断片のことです。
例えば、「記事更新」の許可は、現在のユーザが記事の作成者であるかどうかをチェックする規則を持つことが出来ます。
そして、アクセスチェックのときに、ユーザが記事の作成者でない場合は、彼/彼女は「記事更新」の許可を持っていないと見なすことが出来ます。


ロールおよび許可は、ともに、階層的に構成することが出来ます。
具体的に言えば、一つのロールは他のロールと許可を含むことが出来、許可は他の許可を含むことが出来ます。
Yii は、一般的な 半順序 階層を実装していますが、これはその特殊形として 木 階層を含むものです。
ロールは許可を含むことが出来ますが、許可はロールを含むことが出来ません。





RBAC マネージャを構成する


権限付与データを定義してアクセスチェックを実行する前に、[[yii\base\Application::authManager|authManager]] アプリケーションコンポーネントを構成する必要があります。
Yii は二種類の権限付与マネージャを提供しています。すなわち、[[yii\rbac\PhpManager]] と [[yii\rbac\DbManager]] です。
前者は権限付与データを保存するのに PHP スクリプトファイルを使いますが、後者は権限付与データをデータベースに保存します。
あなたのアプリケーションが非常に動的なロールと許可の管理を必要とするのでなければ、前者を使うことを考慮するのが良いでしょう。



authManager を PhpManager で構成する


次のコードは、アプリケーションの構成情報で [[yii\rbac\PhpManager]] クラスを使って authManager を構成する方法を示すものです。


return [
    // ...
    'components' => [
        'authManager' => [
            'class' => 'yii\rbac\PhpManager',
        ],
        // ...
    ],
];



これで authManager は \Yii::$app->authManager によってアクセスすることが出来るようになります。



Tip|ヒント: デフォルトでは、[[yii\rbac\PhpManager]] は RBAC データを @app/rbac/ ディレクトリの下のファイルに保存します。
権限の階層をオンラインで変更する必要がある場合は、必ず、ウェブサーバのプロセスがこのディレクトリとその中の全てのファイルに対する書き込み権限を有するようにしてください。






authManager を DbManager で構成する


次のコードは、アプリケーションの構成情報で [[yii\rbac\DbManager]] クラスを使って authManager を構成する方法を示すものです。


return [
    // ...
    'components' => [
        'authManager' => [
            'class' => 'yii\rbac\DbManager',
        ],
        // ...
    ],
];



DbManager は四つのデータベーステーブルを使ってデータを保存します。



		[[yii\rbac\DbManager::$itemTable|itemTable]]: 権限アイテムを保存するためのテーブル。デフォルトは “auth_item”。


		[[yii\rbac\DbManager::$itemChildTable|itemChildTable]]: 権限アイテムの階層を保存するためのテーブル。デフォルトは “auth_item_child”。


		[[yii\rbac\DbManager::$assignmentTable|assignmentTable]]: 権限アイテムの割り当てを保存するためのテーブル。デフォルトは “auth_assignment”。


		[[yii\rbac\DbManager::$ruleTable|ruleTable]]: 規則を保存するためのテーブル。デフォルトは “auth_rule”。





先に進む前にこれらのテーブルをデータベースに作成する必要があります。
そのためには、@yii/rbac/migrations に保存されているマイグレーションを使うことが出来ます。


yii migrate --migrationPath=@yii/rbac/migrations


これで authManager は \Yii::$app->authManager によってアクセスすることが出来るようになります。







権限付与データを構築する


権限付与データを構築する作業は、つまるところ、以下のタスクに他なりません。



		ロールと許可を定義する


		ロールと許可の関係を定義する


		規則を定義する


		規則をロールと許可に結び付ける


		ロールをユーザに割り当てる





権限付与に要求される柔軟性の程度によって、上記のタスクのやりかたも異なってきます。


権限の階層が全く変化せず、決った数のユーザしか存在しない場合は、authManager が提供する API によって権限付与データを一回だけ初期設定する コンソールコマンド を作ることが出来ます。


<?php
namespace app\commands;

use Yii;
use yii\console\Controller;

class RbacController extends Controller
{
    public function actionInit()
    {
        $auth = Yii::$app->authManager;

        // "createPost" という許可を追加
        $createPost = $auth->createPermission('createPost');
        $createPost->description = '記事を投稿';
        $auth->add($createPost);

        // "updatePost" という許可を追加
        $updatePost = $auth->createPermission('updatePost');
        $updatePost->description = '記事を更新';
        $auth->add($updatePost);

        // "author" というロールを追加し、このロールに "createPost" 許可を与える
        $author = $auth->createRole('author');
        $auth->add($author);
        $auth->addChild($author, $createPost);

        // "admin" というロールを追加し、このロールに "updatePost" 許可を与える
        // 同時に、"author" ロールの持つ許可も与える
        $admin = $auth->createRole('admin');
        $auth->add($admin);
        $auth->addChild($admin, $updatePost);
        $auth->addChild($admin, $author);

        // ロールをユーザに割り当てる。1 と 2 は IdentityInterface::getId() によって返される ID
        // 通常はユーザモデルの中で実装する
        $auth->assign($author, 2);
        $auth->assign($admin, 1);
    }
}



yii rbac/init によってコマンドを実行した後には、次の権限階層が得られます。


[image: 単純な RBAC 階層]


投稿者 (author) は記事を投稿することが出来、管理者 (admin) は記事を更新することに加えて投稿者が出来る全てのことが出来ます。


あなたのアプリケーションがユーザ登録を許している場合は、新しく登録されたユーザに一度ロールを割り当てる必要があります。
例えば、アドバンストアプリケーションテンプレートにおいては、登録したユーザの全てを「投稿者」にするために、frontend\models\SignupForm::signup() を次のように修正しなければなりません。


public function signup()
{
    if ($this->validate()) {
        $user = new User();
        $user->username = $this->username;
        $user->email = $this->email;
        $user->setPassword($this->password);
        $user->generateAuthKey();
        $user->save(false);

        // 次の三行が追加されたものです
        $auth = Yii::$app->authManager;
        $authorRole = $auth->getRole('author');
        $auth->assign($authorRole, $user->getId());

        return $user;
    }

    return null;
}



動的に更新される権限付与データを持つ複雑なアクセス制御を必要とするアプリケーションについては、authManager が提供する API を使って、特別なユーザインタフェイス (つまり、管理パネル) を開発する必要があるでしょう。





規則を使う


既に述べたように、規則がロールと許可に制約を追加します。
規則は [[yii\rbac\Rule]] を拡張したクラスであり、[[yii\rbac\Rule::execute()|execute()]] メソッドを実装しなければなりません。
前に作った権限階層においては、投稿者は自分自身の記事を編集することが出来ないものでした。これを修正しましょう。
最初に、ユーザが記事の投稿者であることを確認する規則が必要です。


namespace app\rbac;

use yii\rbac\Rule;

/**
 * authorID がパラメータで渡されたユーザと一致するかチェックする
 */
class AuthorRule extends Rule
{
    public $name = 'isAuthor';

    /**
     * @param string|integer $user ユーザ ID
     * @param Item $item この規則が関連付けられているロールまたは許可
     * @param array $params ManagerInterface::checkAccess() に渡されたパラメータ
     * @return boolean 関連付けられたロールまたは許可を認めるか否かを示す値
     */
    public function execute($user, $item, $params)
    {
        return isset($params['post']) ? $params['post']->createdBy == $user : false;
    }
}



上の規則は、post が $user によって作成されたかどうかをチェックします。
次に、前に使ったコマンドの中で、updateOwnPost という特別な許可を作成します。


$auth = Yii::$app->authManager;

// 規則を追加する
$rule = new \app\rbac\AuthorRule;
$auth->add($rule);

// "updateOwnPost" という許可を作成し、それに規則を関連付ける
$updateOwnPost = $auth->createPermission('updateOwnPost');
$updateOwnPost->description = '自分の記事を更新';
$updateOwnPost->ruleName = $rule->name;
$auth->add($updateOwnPost);

// "updateOwnPost" は "updatePost" から使われる
$auth->addChild($updateOwnPost, $updatePost);

// "author" に自分の記事を更新することを許可する
$auth->addChild($author, $updateOwnPost);



これで、次のような権限階層になります。


[image: 規則を持つ RBAC 階層]





アクセスチェック


権限付与データが準備できてしまえば、アクセスチェックは [[yii\rbac\ManagerInterface::checkAccess()]] メソッドを呼ぶだけの簡単な仕事です。
たいていのアクセスチェックは現在のユーザに関するものですから、Yii は、便利なように、[[yii\web\User::can()]] というショートカットメソッドを提供しています。
これは、次のようにして使うことが出来ます。


if (\Yii::$app->user->can('createPost')) {
    // 記事を作成する
}



現在のユーザが ID=1 である Jane であるとすると、createPost からスタートして Jane まで到達しようと試みます。


[image: アクセスチェック]


ユーザが記事を更新することが出来るかどうかをチェックするためには、前に説明した AuthorRule によって要求される追加のパラメータを渡す必要があります。


if (\Yii::$app->user->can('updatePost', ['post' => $post])) {
    // 記事を更新する
}



現在のユーザが John であるとすると、次の経路をたどります。


[image: アクセスチェック]


updatePost からスタートして、updateOwnPost を通過します。
通過するためには、AuthorRule が execute メソッドで true を返さなければなりません。
execute メソッドは can メソッドの呼び出しから $params を受け取りますので、その値は ['post' => $post] です。
すべて OK であれば、John に割り当てられている author に到達します。


Jane の場合は、彼女が管理者であるため、少し簡単になります。


[image: アクセスチェック]





デフォルトロールを使う


デフォルトロールというのは、全て のユーザに 黙示的 に割り当てられるロールです。
[[yii\rbac\ManagerInterface::assign()]] を呼び出す必要はなく、権限付与データはその割り当て情報を含みません。


デフォルトロールは、通常、そのロールが当該ユーザに適用されるかどうかを決定する規則と関連付けられます。


デフォルトロールは、たいていは、何らかのロールの割り当てを既に持っているアプリケーションにおいて使われます。
例えば、アプリケーションによっては、ユーザのテーブルに “group” というカラムを持って、個々のユーザが属する特権グループを表している場合があります。
それぞれの特権グループを RBAC ロールに対応付けることが出来るのであれば、デフォルトロールの機能を使って、それぞれのユーザに RBAC ロールを自動的に割り当てることが出来ます。
どのようにすればこれが出来るのか、例を使って説明しましょう。


ユーザのテーブルに group というカラムがあって、1 は管理者グループ、2 は投稿者グループを示していると仮定しましょう。
これら二つのグループの権限を表すために、それぞれ、admin と author という RBAC ロールを作ることにします。
このとき、次のように RBAC データをセットアップすることが出来ます。


namespace app\rbac;

use Yii;
use yii\rbac\Rule;

/**
 * ユーザのグループが合致するかどうかをチェックする
 */
class UserGroupRule extends Rule
{
    public $name = 'userGroup';

    public function execute($user, $item, $params)
    {
        if (!Yii::$app->user->isGuest) {
            $group = Yii::$app->user->identity->group;
            if ($item->name === 'admin') {
                return $group == 1;
            } elseif ($item->name === 'author') {
                return $group == 1 || $group == 2;
            }
        }
        return false;
    }
}

$auth = Yii::$app->authManager;

$rule = new \app\rbac\UserGroupRule;
$auth->add($rule);

$author = $auth->createRole('author');
$author->ruleName = $rule->name;
$auth->add($author);
// ... $author の子として許可を追加 ...

$admin = $auth->createRole('admin');
$admin->ruleName = $rule->name;
$auth->add($admin);
$auth->addChild($admin, $author);
// ... $admin の子として許可を追加 ...



上記において、”author” が “admin” の子として追加されているため、規則クラスの execute() メソッドを実装する時には、この階層関係にも配慮しなければならないことに注意してください。
このために、ロール名が “author” である場合には、execute() メソッドは、ユーザのグループが 1 または 2 である (ユーザが “admin” グループまたは “author” グループに属している) ときに true を返しています。


次に、authManager の構成情報で、この二つのロールを [[yii\rbac\BaseManager::$defaultRoles]] としてリストします。


return [
    // ...
    'components' => [
        'authManager' => [
            'class' => 'yii\rbac\PhpManager',
            'defaultRoles' => ['admin', 'author'],
        ],
        // ...
    ],
];



このようにすると、アクセスチェックを実行すると、admin と author の両方のロールは、それらと関連付けられた規則を評価することによってチェックされるようになります。
規則が true を返せば、そのロールが現在のユーザに適用されることになります。
上述の規則の実装に基づいて言えば、ユーザの group の値が 1 であれば、admin ロールがユーザに適用され、group の値が 2 であれば author ロールが適用されるということを意味します。
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アプリケーションコンポーネント


アプリケーションは サービスロケータ です。
アプリケーションは、リクエストを処理するためのいろいろなサービスを提供する一連のオブジェクト、いわゆる アプリケーションコンポーネント をホストします。
例えば、urlManager がウェブリクエストを適切なコントローラにルーティングする役割を負い、db コンポーネントが DB 関連のサービスを提供する、等々です。


全てのアプリケーションコンポーネントは、それぞれ、同一のアプリケーション内で他のアプリケーションコンポーネントから区別できるように、ユニークな ID を持ちます。
アプリケーションコンポーネントには、次の式によってアクセス出来ます。


\Yii::$app->componentID



例えば、\Yii::$app->db を使って、アプリケーションに登録された [[yii\db\Connection|DB 接続]] を取得することが出来ます。
また、\Yii::$app->cache を使って、[[yii\caching\Cache|プライマリキャッシュ]] を取得できます。


アプリケーションコンポーネントは、上記の式を使ってアクセスされた最初の時に作成されます。
二度目以降のアクセスでは、同じコンポーネントインスタンスが返されます。


どのようなオブジェクトでも、アプリケーションコンポーネントとすることが可能です。
アプリケーションの構成情報 の中で [[yii\base\Application::components]] プロパティを構成することによって、アプリケーションコンポーネントを登録することが出来ます。
例えば、


[
    'components' => [
        // クラス名を使って "cache" コンポーネントを登録
        'cache' => 'yii\caching\ApcCache',

        // 構成情報の配列を使って "db" コンポーネントを登録
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=demo',
            'username' => 'root',
            'password' => '',
        ],

        // 無名関数を使って "search" コンポーネントを登録
        'search' => function () {
            return new app\components\SolrService;
        },
    ],
]




Info|情報: 必要なだけ多くのアプリケーションコンポーネントを登録することが出来ますが、慎重にしなければなりません。
アプリケーションコンポーネントはグローバル変数のようなものです。
あまり多くのアプリケーションコンポーネントを使うと、コードのテストと保守が困難になるおそれがあります。
多くの場合、必要なときにローカルなコンポーネントを作成して使用するだけで十分です。




コンポーネントをブートストラップに含める 


上述のように、アプリケーションコンポーネントは最初にアクセスされた時に初めてインスタンスが作成されます。
リクエストの間に全くアクセスされなかった時は、インスタンスは作成されません。
けれども、場合によっては、明示的にアクセスされないときでも、リクエストごとにアプリケーションコンポーネントのインスタンスを作成したいことがあります。
そうするためには、アプリケーションの [[yii\base\Application::bootstrap|bootstrap]] プロパティのリストにそのコンポーネントの ID を挙げることが出来ます。


例えば、次のアプリケーション構成情報は、log コンポーネントが常にロードされることを保証するものです。


[
    'bootstrap' => [
        'log',
    ],
    'components' => [
        'log' => [
            // "log" コンポーネントの構成情報
        ],
    ],
]






コアアプリケーションコンポーネント 


Yii は固定の ID とデフォルトの構成情報を持つ一連の コア アプリケーションコンポーネントを定義しています。
例えば、[[yii\web\Application::request|request]] コンポーネントは、ユーザリクエストに関する情報を収集して、それを ルート として解決するために使用されます。
また、[[yii\base\Application::db|db]] コンポーネントは、それを通じてデータベースクエリを実行できるデータベース接続を表現します。
Yii のアプリケーションがユーザリクエストを処理出来るのは、まさにこれらのコアアプリケーションコンポーネントの助けがあってこそです。


下記が事前に定義されたコアアプリケーションコンポーネントです。
通常のアプリケーションコンポーネントに対するのと同様に、これらを構成し、カスタマイズすることが出来ます。
コアアプリケーションコンポーネントを構成するときは、クラスを指定しない場合は、デフォルトのクラスが使用されます。



		詳細は アセット の節を参照してください。


		[[yii\db\Connection|db]]: データベース接続を表します。これを通じて、DB クエリを実行することが出来ます。
このコンポーネントを構成するときは、コンポーネントのクラスはもちろん、[[yii\db\Connection::dsn]] のような必須のコンポーネントプロパティを指定しなければならないことに注意してください。
詳細は データアクセスオブジェクト の節を参照してください。


		[[yii\base\Application::errorHandler|errorHandler]]: PHP のエラーと例外を処理します。
詳細は エラー処理 の節を参照してください。


		例えば、数字が3桁ごとの区切りを使って表示されたり、日付が長い書式で表示されたりします。
詳細は データの書式設定 の節を参照してください。


		詳細は 国際化 の節を参照してください。


		詳細は ロギング の節を参照してください。


		詳細は メール の節を参照してください。


		詳細は レスポンス の節を参照してください。


		詳細は リクエスト の節を参照してください。


		このコンポーネントは、[[yii\web\Application|ウェブアプリケーション]] においてのみ利用できます。
詳細は セッションとクッキー の節を参照してください。


		[[yii\web\UrlManager|urlManager]]: URL の解析と生成をサポートします。
詳細は ルーティング と URL 生成 の節を参照してください。


		このコンポーネントは、[[yii\web\Application|ウェブアプリケーション]] においてのみ利用できます。
詳細は 認証 の節を参照してください。


		詳細は ビュー の節を参照してください。
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ページネーション


一つのページに一度に表示するにはデータ数が多すぎる場合に、それぞれ一定数のデータアイテムを含む部分にデータを分割して、一度に一つの部分だけを表示することがよく行われます。
このような部分はページと呼ばれますが、それがページネーションという名前の由来です。


あなたが データウィジェット の一つとともに データプロバイダ を使っている場合は、ページネーションは既に自動的に設定されて、うまく動作するようになっています。
そうでない場合は、あなたが [[\yii\data\Pagination]] オブジェクトを作成し、[[\yii\data\Pagination::$totalCount|総アイテム数]]、[[\yii\data\Pagination::$pageSize|ページサイズ]]、[[\yii\data\Pagination::$page|現在のページ]] などのデータを代入して、クエリに適用し、そして [[\yii\widgets\LinkPager|リンクページャ]] に与えなければなりません。


まず最初に、コントローラアクションの中でページネーションオブジェクトを作成し、データを代入します。


function actionIndex()
{
    $query = Article::find()->where(['status' => 1]);
    $countQuery = clone $query;
    $pages = new Pagination(['totalCount' => $countQuery->count()]);
    $models = $query->offset($pages->offset)
        ->limit($pages->limit)
        ->all();

    return $this->render('index', [
         'models' => $models,
         'pages' => $pages,
    ]);
}



次に、ビューにおいて、現在のページのモデルを出力し、リンクページャにページネーションオブジェクトを渡します。


foreach ($models as $model) {
    // ここで $model を表示
}

// ページネーションを表示
echo LinkPager::widget([
    'pagination' => $pages,
]);
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テスト環境の構築



Note|注意: この節はまだ執筆中です。



Yii2 は Codeception [https://github.com/Codeception/Codeception] テストフレームワークとの統合を公式にサポートしており、次のタイプのテストを作成することを可能にしています。



		ユニットテスト - 一つのコードユニットが期待通りに動くことを検証する。


		機能テスト - ブラウザのエミュレーションによって、ユーザの視点からシナリオを検証する。


		承認テスト - ブラウザの中で、ユーザの視点からシナリオを検証する。





これら三つのタイプのテスト全てについて、Yii は、yii2-basic [https://github.com/yiisoft/yii2/tree/master/apps/basic] と yii2-advanced [https://github.com/yiisoft/yii2/tree/master/apps/advanced] の両方のテンプレートで、そのまま使えるテストセットを提供しています。


テストを走らせるためには、Codeception [https://github.com/Codeception/Codeception] をインストールする必要があります。
インストールするのに良い方法は次のとおりです。


composer global require "codeception/codeception=2.0.*"
composer global require "codeception/specify=*"
composer global require "codeception/verify=*"



以前にグローバルパッケージのために Composer を使ったことが一度もない場合は、composer global status を実行してください。
次のように出力される筈です。


Changed current directory to <directory>



そうしたら、<directory>/vendor/bin をあなたの PATH 環境変数に追加してください。
これでコマンドラインから codecept をグローバルに使うことが出来ます。
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エラー処理


Yii は、エラー処理を従来よりはるかに快適な経験にしてくれる、内臓の [[yii\web\ErrorHandler|エラーハンドラ]] を持っています。
具体的には、Yii のエラーハンドラはエラー処理をより良くするために、次のことを行います。



		致命的でない全ての PHP エラー (警告や通知) は捕捉可能な例外に変換されます。


		例外と致命的な PHP エラーは、デバッグモードでは、詳細なコールスタック情報とソースコード行とともに表示されます。


		エラーを表示するために専用の コントローラアクション を使うことがサポートされています。


		さまざまなエラーレスポンス形式をサポートしています。





[[yii\web\ErrorHandler|エラーハンドラ]] はデフォルトで有効になっています。
アプリケーションの エントリスクリプト において、定数 YII_ENABLE_ERROR_HANDLER を false と定義することによって、これを無効にすることが出来ます。



エラーハンドラを使用する 


[[yii\web\ErrorHandler|エラーハンドラ]] は errorHandler という名前の アプリケーションコンポーネント です。
次のように、アプリケーションの構成情報でこれをカスタマイズすることが出来ます。


return [
    'components' => [
        'errorHandler' => [
            'maxSourceLines' => 20,
        ],
    ],
];



上記の構成によって、例外ページで表示されるソースコードの行数は最大で 20 までとなります。


既に述べたように、エラーハンドラは致命的でない全ての PHP エラーを捕捉可能な例外に変換します。
これは、次のようなコードを使って PHP エラーを処理することが出来るということを意味します。


use Yii;
use yii\base\ErrorException;

try {
    10/0;
} catch (ErrorException $e) {
    Yii::warning("0 による除算。");
}

// 実行を継続 ...



リクエストが無効または予期しないものであることをユーザに知らせるエラーページを表示したい場合は、単に [[yii\web\NotFoundHttpException]] のような [[yii\web\HttpException|HTTP 例外]] を投げるだけで済ませることが出来ます。
そうすれば、エラーハンドラがレスポンスの HTTP ステータスコードを正しく設定し、適切なエラービューを使ってエラーメッセージを表示してくれます。


use yii\web\NotFoundHttpException;

throw new NotFoundHttpException();






エラー表示をカスタマイズする 


[[yii\web\ErrorHandler|エラーハンドラ]] は、定数 YII_DEBUG の値に従って、エラー表示を調整します。
YII_DEBUG が true である (デバッグモードである) 場合は、エラーハンドラは、デバッグがより容易になるように、例外とともに、詳細なコールスタック情報とソースコード行を表示します。
そして、YII_DEBUG が false のときは、アプリケーションに関する公開できない情報の開示を防ぐために、エラーメッセージだけが表示されます。



Info|情報: 例外が [[yii\base\UserException]] の子孫である場合は、YII_DEBUG の値の如何にかかわらず、コールスタックは表示されません。
これは、この種の例外はユーザの誤操作によって引き起こされるものであり、開発者は何も修正する必要がないと考えられるからです。



デフォルトでは、[[yii\web\ErrorHandler|エラーハンドラ]] は二つの ビュー を使ってエラーを表示します。



		@yii/views/errorHandler/error.php: エラーがコールスタック情報なしで表示されるべき場合に使用されます。
YII_DEBUG が false の場合、これが表示される唯一のビューとなります。


		@yii/views/errorHandler/exception.php: エラーがコールスタック情報と共に表示されるべき場合に使用されます。





エラー表示をカスタマイズするために、エラーハンドラの [[yii\web\ErrorHandler::errorView|errorView]] および [[yii\web\ErrorHandler::exceptionView|exceptionView]] プロパティを構成して、自分自身のビューを使用することが出来ます。



エラーアクションを使う 


エラー表示をカスタマイズするためのもっと良い方法は、専用のエラー アクション を使うことです。
そうするためには、まず、errorHandler コンポーネントの [[yii\web\ErrorHandler::errorAction|errorAction]] プロパティを次のように構成します。


return [
    'components' => [
        'errorHandler' => [
            'errorAction' => 'site/error',
        ],
    ]
];



[[yii\web\ErrorHandler::errorAction|errorAction]] プロパティは、アクションへの ルート を値として取ります。
上記の構成は、エラーをコールスタック情報なしで表示する必要がある場合は、site/error アクションが実行されるべきことを記述しています。


site/error アクションは次のようにして作成することが出来ます。


namespace app\controllers;

use Yii;
use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public function actions()
    {
        return [
            'error' => [
                'class' => 'yii\web\ErrorAction',
            ],
        ];
    }
}



上記のコードは [[yii\web\ErrorAction]] クラスを使って error アクションを定義しています。
[[yii\web\ErrorAction]] クラスは error という名前のビューを使ってエラーをレンダリングします。


[[yii\web\ErrorAction]] を使う以外に、次のようにアクションメソッドを使って error アクションを定義することも出来ます。


public function actionError()
{
    $exception = Yii::$app->errorHandler->exception;
    if ($exception !== null) {
        return $this->render('error', ['exception' => $exception]);
    }
}



次に views/site/error.php に配置されるビューファイルを作成しなければなりません。
エラーアクションが [[yii\web\ErrorAction]] として定義されている場合は、このビューファイルの中で次の変数にアクセスすることが出来ます。



		name: エラーの名前。


		message: エラーメッセージ。


		exception: 例外オブジェクト。これを通じて、更に有用な情報、例えば、HTTP ステータスコード、エラーコード、エラーコールスタックなどにアクセスすることが出来ます。






Info|情報: あなたが ベーシックアプリケーションテンプレート または アドバンストアプリケーションテンプレート を使っている場合は、エラーアクションとエラービューは、既にあなたのために定義されています。






エラーのレスポンス形式をカスタマイズする 


エラーハンドラは、レスポンス 形式の設定に従ってエラーを表示します。
[[yii\web\Response::format|レスポンス形式]] が html である場合は、直前の項で説明したように、エラービューまたは例外ビューを使ってエラーを表示します。
その他のレスポンス形式の場合は、エラーハンドラは例外の配列表現を [[yii\web\Response::data]] プロパティに代入し、次に data プロパティをレスポンス形式に応じて様々な形式に変換します。
例えば、レスポンス形式が json である場合は、次のようなレスポンスになります。


HTTP/1.1 404 Not Found
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{
    "name": "Not Found Exception",
    "message": "リクエストされたリソースは見つかりませんでした。",
    "code": 0,
    "status": 404
}



エラーのレスポンス形式をカスタマイズするために、アプリケーションの構成情報の中で、response コンポーネントの beforeSend イベントに反応するハンドラを構成することが出来ます。


return [
    // ...
    'components' => [
        'response' => [
            'class' => 'yii\web\Response',
            'on beforeSend' => function ($event) {
                $response = $event->sender;
                if ($response->data !== null) {
                    $response->data = [
                        'success' => $response->isSuccessful,
                        'data' => $response->data,
                    ];
                    $response->statusCode = 200;
                }
            },
        ],
    ],
];



上記のコードは、エラーのレスポンスを以下のようにフォーマットし直すものです。


HTTP/1.1 200 OK
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{
    "success": false,
    "data": {
        "name": "Not Found Exception",
        "message": "リクエストされたリソースは見つかりませんでした。",
        "code": 0,
        "status": 404
    }
}
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Yii version numbering



Релізи


A.B.C


A = Для Yii2 це завжди 2.
B = Основна версія. Не-BC (BC, від англ. Backward compatibility - зворотна сумісність) зміни із інструкціями щодо оновлення.
C = BC зміни та доповнення.





Реліз-кандидати


A.B.C-rc
A.B.C-rc2


Це коли ми хочемо зробити реліз-кандидат. Номер RC збільшується доки ми не отримаємо стабільний реліз без будь-яких
критичних помилок і звітів про звортню несумісність.





Альфи та бети


A.B.C-alpha
A.B.C-alpha2


Альфи це є нестабільні версії, де значні помилки можуть і, ймовірно, дійсно будуть.
API ще фіксується і може бути суттєво змінений.
alpha2 і т.д. можуть або не можуть бути випущені на основі загальної стабільності коду та API.


A.B.C-beta
A.B.C-beta2


Бета більш-менш стабільна із меншою кількістю помилок та меншою нестабільністю API, ніж альфа.
Там все ще можуть бути зміни в API, але на це повинна бути вагома причина.
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1.1 dan keyingi yangilanishlar


Yii 2.0 talqini uchun batamom boshqatdan yozilganligi bois 1.1 va 2.0 talqinlar orasida ko’p farqlar mavjud.
Shu tufayli 1.1 dan keyingi yangilanishlar minor talqinlar (talqinlarning bir biridan 1-xonasidan keyingi xonalaridagi sonlari farq qiladiganlari) orasidagi yangilanishlar kabi sodda ko’rinishda bo’lmaydi.
Ushbu qo’llanmada ikki talqin orasidagi asossiy farq yangilanishlari keltirilgan.


Agar siz ilgari Yii 1.1 ni ishlatmagan bo’lsangiz u holda ushbu bo’limni tashlab, [Ishni boshlash][start-installation.md] bo’limiga o’tishingiz mumkin.


Shuningdek shuni unutmangki Yii 2.0 bu yerda yozilganidan ko’proq imkoniyatlarga ega. Qaysi imkoniyatlar qo’shilganini bilish uchun qo’llanmani o’qib chiqish tavsiya etiladi. Balkim siz bunga qadar o’zingiz uchun zarur deb bilib yaratgan imkoniyat endi freymvorkning bir qismidir.



O’rnatish


Yii ning 2.0 talqini PHP uchun bog’liqliklarni boshqaruvchi hisoblangan Composer [https://getcomposer.org/] ga butunlay asoslangan.
Freymvorkni o’rnatish va shuningdek kengaytirish Composer orqali qilinadi. Yii 2.0 ni o’rnatish bo’yicha yanada batafsilroq ma’lumot
Yii ni o’rnatish bo’limida keltirilgan. Yii 2.0 uchun qanday qilib kengaytmalar yaratish yoki 1.1 talqindagi mavjud kengaytmalarni qanday qilib 2.0 talqinga adaptiatsiyalash ko’rsatmalari Kengaytmalarni yaratish bo’limida ko’rsatilgan.





PHP talabi


Yii 2.0 talqin Yii 1.1 talqinda qo’llanilgan PHP 5.2 ga nisbatan ancha yaxshilangan PHP 5.4 yoki undan yuqorisini islatadi.
Shu tufayli siz nazarda tutishingiz kerak bo’lgan tildagi ko’p o’zgarishlar mavjud.
Quyida PHP ning asosiy o’zgarishlari keltirilgan:



		Nomlar sohasi [http://php.net/manual/ru/language.namespaces.php];


		Anonim funksiyalar [http://php.net/manual/ru/functions.anonymous.php];


		Massivlar uchun qisqa sintaksisni qo’llash: [...elementlar...] ni array(...элементы...) o’rniga;


		Qisqartirilgan teglarni qo’llash <?= ko’rinish fayllarida chiqarish uchun.
PHP 5.4 talqinida ushbu imkoniyatni hech qanday sozlashlarsiz qo’llash mumkin;


		SPL ning klaslari va interfeyslari [http://php.net/manual/ru/book.spl.php];


		Kechroq statik bog’lash (LSB) [http://php.net/manual/ru/language.oop5.late-static-bindings.php];


		Sana va vaqt uchun klaslar [http://php.net/manual/ru/book.datetime.php];


		Treytlar [http://php.net/manual/ru/language.oop5.traits.php];


		Xalqarolashtirish (Intl) [http://php.net/manual/ru/book.intl.php]; Xalqarolashtirish imkoniyatlaridan foydalanish maqsadida Yii 2.0 PHP ning intl kengaytmasini ishlatadi.








Nomlar sohasi


Yii 2.0 ning asosiy o’zgarishlaridan biri bu nomlar sohasi hisoblanadi. Freymvorkning deyarli har bir sinfi nomlar sohasida joylashgan, masalan, yii\web\Request.
“C” qo’shimchasi endi klaslar nomlarida ishlatilmaydi.
Klaslarni nomlash kelishuvi direktoriyalar strukturasiga asoslanilgan. Masalan, yii\web\Request ushbu yozuv klasning yii freymvork direktoriyasidagi web/Request.php faylida joylashganini anglatadi.
(Yii ning klaslarni yuklovchisi evaziga siz freymvork klaslarini hech qanday vositachisiz boglab qo’yishingiz mumkin).





Komponent va obekt


Yii 2.0 da 1.1 dagi CComponent klas ikkita klasga ajratilgan: [[yii\base\Object]] va [[yii\base\Component]].
[[yii\base\Object|Object]] klas oddiy asos klas bo’lib xususiyatlar uchun getter va setter larni ishlatishga imkon beradi.
[[yii\base\Component|Component]] klas [[yii\base\Object|Object]] klasdan voris bo’lib xodisalar va
o’zini tutish larni qo’llab quvvatlaydi.


Agar sizni klasingizga xodisalar funksiyalari yoki o’zini tutishlar kerak bo’lmasa asos klas sifatida [[yii\base\Object|Object]] ni qo’llashingiz mumkin. Ushbu holat asosan asos strukturali klaslar yaratilayotgan vaqtda yuz beradi.





Obekt sozlashlari


[[yii\base\Object|Object]] klas obektlarni sozlashni yagona usulini tashkillashtiradi. Ixtiyoriy [[yii\base\Object|Object]] ga voris bo’lgan klas (agar kerak bo’lsa) o’zini sozlashi uchun quyidagi ko’rinishda o’ziga konstruktor yaratishi mumkin:


class MyClass extends \yii\base\Object
{
    public function __construct($param1, $param2, $config = [])
    {
        // ... sozlashlar qo'llanilishidan oldin initsializatsiyalash (e'lon qilish va qiymatlash) 

        parent::__construct($config);
    }

    public function init()
    {
        parent::init();

        // ... sozlashlar qo'llanilganidan keyin initsializatsiyalash
    }
}



Yuqoridagi misolda oxirgi parametr obekt xususiyatlarini qiymatlovchi sozlashlar massivi ya’ni kalit-qiymat formatidagi juftlikdan iborat bo’lishi kerak. Siz sozlashlar qo’llanilganidan keyin initsializatsiya ishini amalga oshirish uchun oldindan [[yii\base\Object::init()|init()]] metod yaratib qo’yishingiz mumkin.


Ushbu kelishuvga asoslanib siz sozlash massivi yordamida yangi obektlarni yaratish va sozlashingiz mumkin:


$object = Yii::createObject([
    'class' => 'MyClass',
    'property1' => 'abc',
    'property2' => 'cde',
], [$param1, $param2]);



Sozlashlar haqidagi batafsil ma’lumotlar Obektlarni sozlash bo’limida keltirilgan.
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运行机制概述


每一次 Yii 应用开始处理 HTTP 请求时，它都会进行一个近似的流程。



		用户提交指向 入口脚本 web/index.php 的请求。


		入口脚本会加载 配置数组 并创建一个
应用 实例用于处理该请求。


		应用会通过 request（请求） 应用组件解析被请求的 路由。


		应用创建一个 controller（控制器） 实例具体处理请求。


		控制器会创建一个 action（动作） 实例并为该动作执行相关的 Filters（访问过滤器）。


		如果任何一个过滤器验证失败，该动作会被取消。


		如果全部的过滤器都通过，该动作就会被执行。


		动作会加载一个数据模型，一般是从数据库中加载。


		动作会渲染一个 View（视图），并为其提供所需的数据模型。


		渲染得到的结果会返回给 response（响应） 应用组件。


		响应组件会把渲染结果发回给用户的浏览器。





下面的示意图展示了应用是如何处理一个请求的。


[image: Request Lifecycle]


在这个版块中，我们会更加详细地描述某些步骤的具体运作。
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属性（Property）


在 PHP 中，类的成员变量也被称为属性（properties）。它们是类定义的一部分，用来表现一个实例的状态（也就是区分类的不同实例）。在具体实践中，常常会想用一个稍微特殊些的方法实现属性的读写。例如，如果有需求每次都要对 label 属性执行 trim 操作，就可以用以下代码实现：


$object->label = trim($label);



上述代码的缺点是只要修改 label 属性就必须再次调用 trim() 函数。若将来需要用其它方式处理 label 属性，比如首字母大写，就不得不修改所有给 label 属性赋值的代码。这种代码的重复会导致 bug，这种实践显然需要尽可能避免。


为解决该问题，Yii 引入了一个名为 [[yii\base\Object]] 的基类，它支持基于类内的 getter 和 setter（读取器和设定器）方法来定义属性。如果某类需要支持这个特性，只需要继承 [[yii\base\Object]] 或其子类即可。



补充：几乎每个 Yii 框架的核心类都继承自 [[yii\base\Object]] 或其子类。这意味着只要在核心类中见到 getter 或 setter 方法，就可以像调用属性一样调用它。



getter 方法是名称以 get 开头的方法，而 setter 方法名以 set 开头。方法名中 get 或 set 后面的部分就定义了该属性的名字。如下面代码所示，getter 方法 getLabel() 和 setter 方法 setLabel() 操作的是 label 属性，：


namespace app\components;

use yii\base\Object;

class Foo extend Object
{
    private $_label;

    public function getLabel()
    {
        return $this->_label;
    }

    public function setLabel($value)
    {
        $this->_label = trim($value);
    }
}



（详细解释：getter 和 setter 方法创建了一个名为 label 的属性，在这个例子里，它指向一个私有的内部属性 _label。）


getter/setter 定义的属性用法与类成员变量一样。两者主要的区别是：当这种属性被读取时，对应的 getter 方法将被调用；而当属性被赋值时，对应的 setter 方法就调用。如：


// 等效于 $label = $object->getLabel();
$label = $object->label;

// 等效于 $object->setLabel('abc');
$object->label = 'abc';



只定义了 getter 没有 setter 的属性是只读属性。尝试赋值给这样的属性将导致 [[yii\base\InvalidCallException|InvalidCallException]] （无效调用）异常。类似的，只有 setter 方法而没有 getter 方法定义的属性是只写属性，尝试读取这种属性也会触发异常。使用只写属性的情况几乎没有。


通过 getter 和 setter 定义的属性也有一些特殊规则和限制：



		这类属性的名字是不区分大小写的。如，$object->label 和 $object->Label 是同一个属性。因为 PHP 方法名是不区分大小写的。


		如果此类属性名和类成员变量相同，以后者为准。例如，假设以上 Foo 类有个 label 成员变量，然后给 $object->label = 'abc' 赋值，将赋给成员变量而不是 setter setLabel() 方法。


		这类属性不支持可见性（访问限制）。定义属性的 getter 和 setter 方法是 public、protected 还是 private 对属性的可见性没有任何影响。


		这类属性的 getter 和 setter 方法只能定义为非静态的，若定义为静态方法（static）则不会以相同方式处理。





回到开头提到的问题，与其处处要调用 trim() 函数，现在我们只需在 setter setLabel() 方法内调用一次。如果 label 首字母变成大写的新要求来了，我们只需要修改setLabel() 方法，而无须接触任何其它代码。
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运行应用


安装 Yii 后，就有了一个可运行的 Yii 应用，根据配置的不同，可以通过 http://hostname/basic/web/index.php 或 http://hostname/index.php 访问。本章节将介绍应用的内建功能，如何组织代码，以及一般情况下应用如何处理请求。



补充：为简单起见，在整个“入门”板块都假定你已经把 basic/web 设为 Web 服务器根目录并配置完毕，你访问应用的地址会是 http://lostname/index.php 或类似的。请按需调整 URL。




功能 


一个安装完的基本应用包含四页：



		主页，当你访问 http://hostname/index.php 时显示,


		“About” 页，


		“Contact” 页， 显示一个联系表单，允许终端用户通过 Email 联系你，


		“Login” 页， 显示一个登录表单，用来验证终端用户。试着用 “admin/admin” 登录，你可以看到当前是登录状态，已经可以“退出登录”了。





这些页面使用同一个头部和尾部。头部包含了一个可以在不同页面间切换的导航栏。


在浏览器底部可以看到一个工具栏。这是 Yii 提供的很有用的调试工具，可以记录并显示大量的调试信息，例如日志信息，响应状态，数据库查询等等。





应用结构 


应用中最重要的目录和文件（假设应用根目录是 basic）：


basic/                  应用根目录
    composer.json       Composer 配置文件, 描述包信息
    config/             包含应用配置及其它配置
        console.php     控制台应用配置信息
        web.php         Web 应用配置信息
    commands/           包含控制台命令类
    controllers/        包含控制器类
    models/             包含模型类
    runtime/            包含 Yii 在运行时生成的文件，例如日志和缓存文件
    vendor/             包含已经安装的 Composer 包，包括 Yii 框架自身
    views/              包含视图文件
    web/                Web 应用根目录，包含 Web 入口文件
        assets/         包含 Yii 发布的资源文件（javascript 和 css）
        index.php       应用入口文件
    yii                 Yii 控制台命令执行脚本



一般来说，应用中的文件可被分为两类：在 basic/web 下的和在其它目录下的。前者可以直接通过 HTTP 访问（例如浏览器），后者不能也不应该被直接访问。


Yii 实现了模型-视图-控制器 (MVC) [http://wikipedia.org/wiki/Model-view-controller]设计模式，这点在上述目录结构中也得以体现。 models 目录包含了所有模型类，views 目录包含了所有视图脚本，controllers 目录包含了所有控制器类。


以下图表展示了一个应用的静态结构：


[image: 应用静态结构]


每个应用都有一个入口脚本 web/index.php，这是整个应用中唯一可以访问的 PHP 脚本。入口脚本接受一个 Web 请求并创建应用实例去处理它。 应用在它的组建辅助下解析请求，并分派请求至 MVC 元素。视图使用小部件去创建复杂和动态的用户界面。





请求生命周期 


以下图表展示了一个应用如何处理请求：


[image: 请求生命周期]



		用户向入口脚本 web/index.php 发起请求。


		入口脚本加载应用配置并创建一个应用实例去处理请求。


		应用通过请求组件解析请求的路由。


		应用创建一个控制器实例去处理请求。


		控制器创建一个操作实例并针对操作执行过滤器。


		如果任何一个过滤器返回失败，则操作退出。


		如果所有过滤器都通过，操作将被执行。


		操作会加载一个数据模型，或许是来自数据库。


		操作会渲染一个视图，把数据模型提供给它。


		渲染结果返回给响应组件。


		响应组件发送渲染结果给用户浏览器。
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片段缓存


片段缓存指的是缓存页面内容中的某个片段。例如，一个页面显示了逐年销售额的摘要表格，可以把表格缓存下来，以消除每次请求都要重新生成表格的耗时。片段缓存是基于数据缓存实现的。


在视图中使用以下结构启用片段缓存：


if ($this->beginCache($id)) {

    // ... 在此生成内容 ...

    $this->endCache();
}



调用 [[yii\base\View::beginCache()|beginCache()]] 和 [[yii\base\View::endCache()|endcache()]] 方法包裹内容生成逻辑。如果缓存中存在该内容，[[yii\base\View::beginCache()|beginCache()]] 方法将渲染内容并返回 false，因此将跳过内容生成逻辑。否则，内容生成逻辑被执行，一直执行到 [[yii\base\View::endCache()|endCache()]] 时，生成的内容将被捕获并存储在缓存中。


和[数据缓存]一样，每个片段缓存也需要全局唯一的 $id 标记。



缓存选项 


如果要为片段缓存指定额外配置项，请通过向 [[yii\base\View::beginCache()|beginCache()]] 方法第二个参数传递配置数组。在框架内部，该数组将被用来配置一个 [[yii\widget\FragmentCache]] 小部件用以实现片段缓存功能。



过期时间（duration） 


或许片段缓存中最常用的一个配置选项就是 [[yii\widgets\FragmentCache::duration|duration]] 了。它指定了内容被缓存的秒数。以下代码缓存内容最多一小时：


if ($this->beginCache($id, ['duration' => 3600])) {

    // ... 在此生成内容 ...

    $this->endCache();
}



如果该选项未设置，则默认为 0，永不过期。





依赖 


和[数据缓存]一样，片段缓存的内容一样可以设置缓存依赖。例如一段被缓存的文章，是否重新缓存取决于它是否被修改过。


通过设置 [[yii\widgets\FragmentCache::dependency|dependency]] 选项来指定依赖，该选项的值可以是一个 [[yii\caching\Dependency]] 类的派生类，也可以是创建缓存对象的配置数组。以下代码指定了一个片段缓存，它依赖于 update_at 字段是否被更改过的。


$dependency = [
    'class' => 'yii\caching\DbDependency',
    'sql' => 'SELECT MAX(updated_at) FROM post',
];

if ($this->beginCache($id, ['dependency' => $dependency])) {

    // ... 在此生成内容 ...

    $this->endCache();
}






变化 


缓存的内容可能需要根据一些参数的更改而变化。例如一个 Web 应用支持多语言，同一段视图代码也许需要生成多个语言的内容。因此可以设置缓存根据应用当前语言而变化。


通过设置 [[yii\widgets\FragmentCache::variations|variations]] 选项来指定变化，该选项的值应该是一个标量，每个标量代表不同的变化系数。例如设置缓存根据当前语言而变化可以用以下代码：


if ($this->beginCache($id, ['variations' => [Yii::$app->language]])) {

    // ... 在此生成内容 ...

    $this->endCache();
}






开关 


有时你可能只想在特定条件下开启片段缓存。例如，一个显示表单的页面，可能只需要在初次请求时缓存表单（通过 GET 请求）。随后请求所显示（通过 POST 请求）的表单不该使用缓存，因为此时表单中可能包含用户输入内容。鉴于此种情况，可以使用 [[yii\widgets\FragmentCache::enabled|enabled]] 选项来指定缓存开关，如下所示：


if ($this->beginCache($id, ['enabled' => Yii::$app->request->isGet])) {

    // ... 在此生成内容 ...

    $this->endCache();
}








缓存嵌套 


片段缓存可以被嵌套使用。一个片段缓存可以被另一个包裹。例如，评论被缓存在里层，同时整个评论的片段又被缓存在外层的文章中。以下代码展示了片段缓存的嵌套使用：


if ($this->beginCache($id1)) {

    // ...在此生成内容...

    if ($this->beginCache($id2, $options2)) {

        // ...在此生成内容...

        $this->endCache();
    }

    // ...在此生成内容...

    $this->endCache();
}



可以为嵌套的缓存设置不同的配置项。例如，内层缓存和外层缓存使用不同的过期时间。甚至当外层缓存的数据过期失效了，内层缓存仍然可能提供有效的片段缓存数据。但是，反之则不然。如果外层片段缓存没有过期而被视为有效，此时即使内层片段缓存已经失效，它也将继续提供同样的缓存副本。因此，你必须谨慎处理缓存嵌套中的过期时间和依赖，否则外层的片段很有可能返回的是不符合你预期的失效数据。



译注：外层的失效时间应该短于内层，外层的依赖条件应该低于内层，以确保最小的片段，返回的是最新的数据。






动态内容 


使用片段缓存时，可能会遇到一大段较为静态的内容中有少许动态内容的情况。例如，一个显示着菜单栏和当前用户名的页面头部。还有一种可能是缓存的内容可能包含每次请求都需要执行的 PHP 代码（例如注册资源包的代码）。这两个问题都可以使用动态内容功能解决。


动态内容的意思是这部分输出的内容不该被缓存，即便是它被包裹在片段缓存中。为了使内容保持动态，每次请求都执行 PHP 代码生成，即使这些代码已经被缓存了。


可以在片段缓存中调用 [[yii\base\View::renderDynamic()]] 去插入动态内容，如下所示：


if ($this->beginCache($id1)) {

    // ...在此生成内容...

    echo $this->renderDynamic('return Yii::$app->user->identity->name;');

    // ...在此生成内容...

    $this->endCache();
}



[[yii\base\View::renderDynamic()|renderDynamic()]] 方法接受一段 PHP 代码作为参数。代码的返回值被看作是动态内容。这段代码将在每次请求时都执行，无论其外层的片段缓存是否被存储。
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Extensions


Extensions are redistributable software packages specifically designed to be used in Yii applications and provide
ready-to-use features. For example, the yiisoft/yii2-debug extension adds a handy debug toolbar
at the bottom of every page in your application to help you more easily grasp how the pages are generated. You can
use extensions to accelerate your development process. You can also package your code as extensions to share with
other people your great work.



Info: We use the term “extension” to refer to Yii-specific software packages. For general purpose software packages
that can be used without Yii, we will refer to them using the term “package” or “library”.




Using Extensions 


To use an extension, you need to install it first. Most extensions are distributed as Composer [https://getcomposer.org/]
packages which can be installed by taking the following two simple steps:



		modify the composer.json file of your application and specify which extensions (Composer packages) you want to install.


		run composer install to install the specified extensions.





Note that you may need to install Composer [https://getcomposer.org/] if you do not have it.


By default, Composer installs packages registered on Packagist [https://packagist.org/] - the biggest repository
for open source Composer packages. You can look for extensions on Packagist. You may also
create your own repository [https://getcomposer.org/doc/05-repositories.md#repository] and configure Composer
to use it. This is useful if you are developing closed open extensions and want to share within your projects.


Extensions installed by Composer are stored in the BasePath/vendor directory, where BasePath refers to the
application’s base path.  Because Composer is a dependency manager, when
it installs a package, it will also install all its dependent packages.


For example, to install the yiisoft/yii2-imagine extension, modify your composer.json like the following:


{
    // ...

    "require": {
        // ... other dependencies

        "yiisoft/yii2-imagine": "*"
    }
}



After the installation, you should see the directory yiisoft/yii2-imagine under BasePath/vendor. You should
also see another directory imagine/imagine which contains the installed dependent package.



Info: The yiisoft/yii2-imagine is a core extension developed and maintained by the Yii developer team. All
core extensions are hosted on Packagist [https://packagist.org/] and named like yiisoft/yii2-xyz, where xyz
varies for different extensions.



Now you can use the installed extensions like they are part of your application. The following example shows
how you can use the yii\imagine\Image class provided by the yiisoft/yii2-imagine extension:


use Yii;
use yii\imagine\Image;

// generate a thumbnail image
Image::thumbnail('@webroot/img/test-image.jpg', 120, 120)
    ->save(Yii::getAlias('@runtime/thumb-test-image.jpg'), ['quality' => 50]);




Info: Extension classes are autoloaded by the Yii class autoloader.




Installing Extensions Manually 


In some rare occasions, you may want to install some or all extensions manually, rather than relying on Composer.
To do so, you should



		download the extension archive files and unpack them in the vendor directory.


		install the class autoloaders provided by the extensions, if any.


		download and install all dependent extensions as instructed.





If an extension does not have a class autoloader but follows the PSR-4 standard [http://www.php-fig.org/psr/psr-4/],
you may use the class autoloader provided by Yii to autoload the extension classes. All you need to do is just to
declare a root alias for the extension root directory. For example,
assuming you have installed an extension in the directory vendor/mycompany/myext, and the extension classes
are under the myext namespace, then you can include the following code in your application configuration:


[
    'aliases' => [
        '@myext' => '@vendor/mycompany/myext',
    ],
]








Creating Extensions 


You may consider creating an extension when you feel the need to share with other people your great code.
An extension can contain any code you like, such as a helper class, a widget, a module, etc.


It is recommended that you create an extension in terms of a Composer package [https://getcomposer.org/] so that
it can be more easily installed and used by other users, liked described in the last subsection.


Below are the basic steps you may follow to create an extension as a Composer package.



		Create a project for your extension and host it on a VCS repository, such as github.com [https://github.com].
The development and maintenance work about the extension should be done on this repository.


		Under the root directory of the project, create a file named composer.json as required by Composer. Please
refer to the next subsection for more details.


		Register your extension with a Composer repository, such as Packagist [https://packagist.org/], so that
other users can find and install your extension using Composer.






composer.json 


Each Composer package must have a composer.json file in its root directory. The file contains the metadata about
the package. You may find complete specification about this file in the Composer Manual [https://getcomposer.org/doc/01-basic-usage.md#composer-json-project-setup].
The following example shows the composer.json file for the yiisoft/yii2-imagine extension:


{
    // package name
    "name": "yiisoft/yii2-imagine",

    // package type
    "type": "yii2-extension",

    "description": "The Imagine integration for the Yii framework",
    "keywords": ["yii2", "imagine", "image", "helper"],
    "license": "BSD-3-Clause",
    "support": {
        "issues": "https://github.com/yiisoft/yii2/issues?labels=ext%3Aimagine",
        "forum": "http://www.yiiframework.com/forum/",
        "wiki": "http://www.yiiframework.com/wiki/",
        "irc": "irc://irc.freenode.net/yii",
        "source": "https://github.com/yiisoft/yii2"
    },
    "authors": [
        {
            "name": "Antonio Ramirez",
            "email": "amigo.cobos@gmail.com"
        }
    ],

    // package dependencies
    "require": {
        "yiisoft/yii2": "*",
        "imagine/imagine": "v0.5.0"
    },

    // class autoloading specs
    "autoload": {
        "psr-4": {
            "yii\\imagine\\": ""
        }
    }
}




Package Name 


Each Composer package should have a package name which uniquely identifies the package among all others.
The format of package names is vendorName/projectName. For example, in the package name yiisoft/yii2-imagine,
the vendor name and the project name are yiisoft and yii2-imagine, respectively.


Do NOT use yiisoft as vendor name as it is reserved for use by the Yii core code.


We recommend you prefix yii2- to the project name for packages representing Yii 2 extensions, for example,
myname/yii2-mywidget. This will allow users to more easily tell whether a package is a Yii 2 extension.





Package Type 


It is important that you specify the package type of your extension as yii2-extension so that the package can
be recognized as a Yii extension when being installed.


When a user runs composer install to install an extension, the file vendor/yiisoft/extensions.php
will be automatically updated to include the information about the new extension. From this file, Yii applications
can know which extensions are installed (the information can be accessed via [[yii\base\Application::extensions]].





Dependencies 


Your extension depends on Yii (of course). So you should list it (yiisoft/yii2) in the require entry in composer.json.
If your extension also depends on other extensions or third-party libraries, you should list them as well.
Make sure you also list appropriate version constraints (e.g. 1.*, @stable) for each dependent package. Use stable
dependencies when your extension is released in a stable version.


Most JavaScript/CSS packages are managed using Bower [http://bower.io/] and/or NPM [https://www.npmjs.org/],
instead of Composer. Yii uses the Composer asset plugin [https://github.com/francoispluchino/composer-asset-plugin]
to enable managing these kinds of packages through Composer. If your extension depends on a Bower package, you can
simply list the dependency in composer.json like the following:


{
    // package dependencies
    "require": {
        "bower-asset/jquery": ">=1.11.*"
    }
}



The above code states that the extension depends on the jquery Bower package. In general, you can use
bower-asset/PackageName to refer to a Bower package in composer.json, and use npm-asset/PackageName
to refer to a NPM package. When Composer installs a Bower or NPM package, by default the package content will be
installed under the @vendor/bower/PackageName and @vendor/npm/Packages directories, respectively.
These two directories can also be referred to using the shorter aliases @bower/PackageName and @npm/PackageName.


For more details about asset management, please refer to the Assets section.





Class Autoloading 


In order for your classes to be autoloaded by the Yii class autoloader or the Composer class autoloader,
you should specify the autoload entry in the composer.json file, like shown below:


{
    // ....

    "autoload": {
        "psr-4": {
            "yii\\imagine\\": ""
        }
    }
}



You may list one or multiple root namespaces and their corresponding file paths.


When the extension is installed in an application, Yii will create for each listed root namespace
an alias that refers to the directory corresponding to the namespace.
For example, the above autoload declaration will correspond to an alias named @yii/imagine.







Recommended Practices 


Because extensions are meant to be used by other people, you often need to take extra development effort. Below
we introduce some common and recommended practices in creating high quality extensions.



Namespaces 


To avoid name collisions and make the classes in your extension autoloadable, you should use namespaces and
name the classes in your extension by following the PSR-4 standard [http://www.php-fig.org/psr/psr-4/] or
PSR-0 standard [http://www.php-fig.org/psr/psr-0/].


You class namespaces should start with vendorName\extensionName, where extensionName is similar to the project name
in the package name except that it should not contain the yii2- prefix. For example, for the yiisoft/yii2-imagine
extension, we use yii\imagine as the namespace its classes.


Do not use yii, yii2 or yiisoft as vendor name. These names are reserved for use by the Yii core code.





Bootstrapping Classes 


Sometimes, you may want your extension to execute some code during the bootstrapping process
stage of an application. For example, your extension may want to respond to the application’s beginRequest event
to adjust some environment settings. While you can instruct users of the extension to explicitly attach your event
handler in the extension to the beginRequest event, a better way is to do this automatically.


To achieve this goal, you can create a so-called bootstrapping class by implementing [[yii\base\BootstrapInterface]].
For example,


namespace myname\mywidget;

use yii\base\BootstrapInterface;
use yii\base\Application;

class MyBootstrapClass implements BootstrapInterface
{
    public function bootstrap($app)
    {
        $app->on(Application::EVENT_BEFORE_REQUEST, function () {
             // do something here
        });
    }
}



You then list this class in the composer.json file of your extension like follows,


{
    // ...

    "extra": {
        "bootstrap": "myname\\mywidget\\MyBootstrapClass"
    }
}



When the extension is installed in an application, Yii will automatically instantiate the bootstrapping class
and call its [[yii\base\BootstrapInterface::bootstrap()|bootstrap()]] method during the bootstrapping process for
every request.





Working with Databases 


Your extension may need to access databases. Do not assume that the applications that use your extension will always
use Yii::$db as the DB connection. Instead, you should declare a db property for the classes that require DB access.
The property will allow users of your extension to customize which DB connection they would like your extension to use.
As an example, you may refer to the [[yii\caching\DbCache]] class and see how it declares and uses the db property.


If your extension needs to create specific DB tables or make changes to DB schema, you should



		provide migrations to manipulate DB schema, rather than using plain SQL files;


		try to make the migrations applicable to different DBMS;


		avoid using Active Record in the migrations.








Using Assets 


If your extension is a widget or a module, chances are that it may require some assets to work.
For example, a module may display some pages which contain images, JavaScript, and CSS. Because the files of an
extension are all under the same directory which is not Web accessible when installed in an application, you have
two choices to make the asset files directly accessible via Web:



		ask users of the extension to manually copy the asset files to a specific Web-accessible folder;


		declare an asset bundle and rely on the asset publishing mechanism to automatically
copy the files listed in the asset bundle to a Web-accessible folder.





We recommend you use the second approach so that your extension can be more easily used by other people.
Please refer to the Assets section for more details about how to work with assets in general.





Internationalization and Localization 


Your extension may be used by applications supporting different languages! Therefore, if your extension displays
content to end users, you should try to internationalize and localize it. In particular,



		If the extension displays messages intended for end users, the messages should be wrapped into Yii::t()
so that they can be translated. Messages meant for developers (such as internal exception messages) do not need
to be translated.


		If the extension displays numbers, dates, etc., they should be formatted using [[yii\i18n\Formatter]] with
appropriate formatting rules.





For more details, please refer to the Internationalization section.





Testing 


You want your extension to run flawlessly without bringing problems to other people. To reach this goal, you should
test your extension before releasing it to public.


It is recommended that you create various test cases to cover your extension code rather than relying on manual tests.
Each time before you release a new version of your extension, you may simply run these test cases to make sure
everything is in good shape. Yii provides testing support, which can help you to more easily write unit tests,
acceptance tests and functionality tests. For more details, please refer to the Testing section.





Versioning 


You should give each release of your extension a version number (e.g. 1.0.1). We recommend you follow the
semantic versioning [http://semver.org] practice when determining what version numbers should be used.





Releasing 


To let other people know your extension, you need to release it to public.


If it is the first time you release an extension, you should register it on a Composer repository, such as
Packagist [https://packagist.org/]. After that, all you need to do is simply creating a release tag (e.g. v1.0.1)
on the VCS repository of your extension and notify the Composer repository about the new release. People will
then be able to find the new release, and install or update the extension through the Composer repository.


In the releases of your extension, besides code files you should also consider including the followings to
help other people learn about and use your extension:



		A readme file in the package root directory: it describes what your extension does and how to install and use it.
We recommend you write it in Markdown [http://daringfireball.net/projects/markdown/] format and name the file
as readme.md.


		A changelog file in the package root directory: it lists what changes are made in each release. The file
may be written in Markdown format and named as changelog.md.


		An upgrade file in the package root directory: it gives the instructions on how to upgrade from older releases
of the extension. The file may be written in Markdown format and named as upgrade.md.


		Tutorials, demos, screenshots, etc.: these are needed if your extension provides many features that cannot be
fully covered in the readme file.


		API documentation: your code should be well documented to allow other people more easily read and understand it.
You may refer to the Object class file [https://github.com/yiisoft/yii2/blob/master/framework/base/Object.php]
to learn how to document your code.






Info: Your code comments can be written in Markdown format. The yiisoft/yii2-apidoc extension provides a tool
for you to generate pretty API documentation based on your code comments.




Info: While not a requirement, we suggest your extension adhere to certain coding styles. You may refer to
the core framework code style [https://github.com/yiisoft/yii2/wiki/Core-framework-code-style].










Core Extensions 


Yii provides the following core extensions that are developed and maintained by the Yii developer team. They are all
registered on Packagist [https://packagist.org/] and can be easily installed as described in the
Using Extensions subsection.



		yiisoft/yii2-apidoc [https://github.com/yiisoft/yii2-apidoc]:
provides an extensible and high-performance API documentation generator. It is also used to generate the core
framework API documentation.


		yiisoft/yii2-authclient [https://github.com/yiisoft/yii2-authclient]:
provides a set of commonly used auth clients, such as Facebook OAuth2 client, GitHub OAuth2 client.


		yiisoft/yii2-bootstrap [https://github.com/yiisoft/yii2-bootstrap]:
provides a set of widgets that encapsulate the Bootstrap [http://getbootstrap.com/] components and plugins.


		yiisoft/yii2-codeception [https://github.com/yiisoft/yii2-codeception]:
provides testing support based on Codeception [http://codeception.com/].


		yiisoft/yii2-debug [https://github.com/yiisoft/yii2-debug]:
provides debugging support for Yii applications. When this extension is used, a debugger toolbar will appear
at the bottom of every page. The extension also provides a set of standalone pages to display more detailed
debug information.


		yiisoft/yii2-elasticsearch [https://github.com/yiisoft/yii2-elasticsearch]:
provides the support for using Elasticsearch [http://www.elasticsearch.org/]. It includes basic querying/search
support and also implements the Active Record pattern that allows you to store active records
in Elasticsearch.


		yiisoft/yii2-faker [https://github.com/yiisoft/yii2-faker]:
provides the support for using Faker [https://github.com/fzaninotto/Faker] to generate fake data for you.


		yiisoft/yii2-gii [https://github.com/yiisoft/yii2-gii]:
provides a Web-based code generator that is highly extensible and can be used to quickly generate models,
forms, modules, CRUD, etc.


		yiisoft/yii2-imagine [https://github.com/yiisoft/yii2-imagine]:
provides commonly used image manipulation functions based on Imagine [http://imagine.readthedocs.org/].


		yiisoft/yii2-jui [https://github.com/yiisoft/yii2-jui]:
provides a set of widgets that encapsulate the JQuery UI [http://jqueryui.com/] interactions and widgets.


		yiisoft/yii2-mongodb [https://github.com/yiisoft/yii2-mongodb]:
provides the support for using MongoDB [http://www.mongodb.org/]. It includes features such as basic query,
Active Record, migrations, caching, code generation, etc.


		yiisoft/yii2-redis [https://github.com/yiisoft/yii2-redis]:
provides the support for using redis [http://redis.io/]. It includes features such as basic query,
Active Record, caching, etc.


		yiisoft/yii2-smarty [https://github.com/yiisoft/yii2-smarty]:
provides a template engine based on Smarty [http://www.smarty.net/].


		yiisoft/yii2-sphinx [https://github.com/yiisoft/yii2-sphinx]:
provides the support for using Sphinx [http://sphinxsearch.com]. It includes features such as basic query,
Active Record, code generation, etc.


		yiisoft/yii2-swiftmailer [https://github.com/yiisoft/yii2-swiftmailer]:
provides email sending features based on swiftmailer [http://swiftmailer.org/].


		yiisoft/yii2-twig [https://github.com/yiisoft/yii2-twig]:
provides a template engine based on Twig [http://twig.sensiolabs.org/].
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依赖注入容器


依赖注入（Dependency Injection，DI）容器就是一个对象，它知道怎样初始化并配置对象及其依赖的所有对象。Martin 的文章 [http://martinfowler.com/articles/injection.html] 已经解释了 DI 容器为什么很有用。这里我们主要讲解 Yii 提供的 DI 容器的使用方法。



依赖注入 


Yii 通过 [[yii\di\Container]] 类提供 DI 容器特性。它支持如下几种类型的依赖注入：



		构造方法注入;


		Setter 和属性注入;


		PHP 回调注入.






构造方法注入 


在参数类型提示的帮助下，DI 容器实现了构造方法注入。当容器被用于创建一个新对象时，类型提示会告诉它要依赖什么类或接口。容器会尝试获取它所依赖的类或接口的实例，然后通过构造器将其注入新的对象。例如：


class Foo
{
    public function __construct(Bar $bar)
    {
    }
}

$foo = $container->get('Foo');
// 上面的代码等价于：
$bar = new Bar;
$foo = new Foo($bar);






Setter 和属性注入 


Setter 和属性注入是通过配置提供支持的。当注册一个依赖或创建一个新对象时，你可以提供一个配置，该配置会提供给容器用于通过相应的 Setter 或属性注入依赖。例如：


use yii\base\Object;

class Foo extends Object
{
    public $bar;

    private $_qux;

    public function getQux()
    {
        return $this->_qux;
    }

    public function setQux(Qux $qux)
    {
        $this->_qux = $qux;
    }
}

$container->get('Foo', [], [
    'bar' => $container->get('Bar'),
    'qux' => $container->get('Qux'),
]);






PHP 回调注入 


这种情况下，容器将使用一个注册过的 PHP 回调创建一个类的新实例。回调负责解决依赖并将其恰当地注入新创建的对象。例如：


$container->set('Foo', function () {
    return new Foo(new Bar);
});

$foo = $container->get('Foo');








注册依赖关系 


可以用 [[yii\di\Container::set()]] 注册依赖关系。注册会用到一个依赖关系名称和一个依赖关系的定义。依赖关系名称可以是一个类名，一个接口名或一个别名。依赖关系的定义可以是一个类名，一个配置数组，或者一个 PHP 回调。


$container = new \yii\di\Container;

// 注册一个同类名一样的依赖关系，这个可以省略。
$container->set('yii\db\Connection');

// 注册一个接口
// 当一个类依赖这个接口时，相应的类会被初始化作为依赖对象。
$container->set('yii\mail\MailInterface', 'yii\swiftmailer\Mailer');

// 注册一个别名。
// 你可以使用 $container->get('foo') 创建一个 Connection 实例
$container->set('foo', 'yii\db\Connection');

// 通过配置注册一个类
// 通过 get() 初始化时，配置将会被使用。
$container->set('yii\db\Connection', [
    'dsn' => 'mysql:host=127.0.0.1;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
]);

// 通过类的配置注册一个别名
// 这种情况下，需要通过一个 “class” 元素指定这个类
$container->set('db', [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=127.0.0.1;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
]);

// 注册一个 PHP 回调
// 每次调用 $container->get('db') 时，回调函数都会被执行。
$container->set('db', function ($container, $params, $config) {
    return new \yii\db\Connection($config);
});

// 注册一个组件实例
// $container->get('pageCache') 每次被调用时都会返回同一个实例。
$container->set('pageCache', new FileCache);




Tip: 如果依赖关系名称和依赖关系的定义相同，则不需要通过 DI 容器注册该依赖关系。



通过 set() 注册的依赖关系，在每次使用时都会产生一个新实例。可以使用 [[yii\di\Container::setSingleton()]] 注册一个单例的依赖关系：


$container->setSingleton('yii\db\Connection', [
    'dsn' => 'mysql:host=127.0.0.1;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
]);






解决依赖关系 


注册依赖关系后，就可以使用 DI 容器创建新对象了。容器会自动解决依赖关系，将依赖实例化并注入新创建的对象。依赖关系的解决是递归的，如果一个依赖关系中还有其他依赖关系，则这些依赖关系都会被自动解决。


可以使用 [[yii\di\Container::get()]] 创建新的对象。该方法接收一个依赖关系名称，它可以是一个类名，一个接口名或一个别名。依赖关系名或许是通过 set() 或 setSingleton() 注册的。你可以随意地提供一个类的构造器参数列表和一个configuration 用于配置新创建的对象。例如：


// "db" 是前面定义过的一个别名
$db = $container->get('db');

// 等价于： $engine = new \app\components\SearchEngine($apiKey, ['type' => 1]);
$engine = $container->get('app\components\SearchEngine', [$apiKey], ['type' => 1]);



代码背后，DI 容器做了比创建对象多的多的工作。容器首先将检查类的构造方法，找出依赖的类或接口名，然后自动递归解决这些依赖关系。


如下代码展示了一个更复杂的示例。UserLister 类依赖一个实现了 UserFinderInterface 接口的对象；UserFinder 类实现了这个接口，并依赖于一个 Connection 对象。所有这些依赖关系都是通过类构造器参数的类型提示定义的。通过属性依赖关系的注册，DI 容器可以自动解决这些依赖关系并能通过一个简单的 get('userLister') 调用创建一个新的 UserLister 实例。


namespace app\models;

use yii\base\Object;
use yii\db\Connection;
use yii\di\Container;

interface UserFinderInterface
{
    function findUser();
}

class UserFinder extends Object implements UserFinderInterface
{
    public $db;

    public function __construct(Connection $db, $config = [])
    {
        $this->db = $db;
        parent::__construct($config);
    }

    public function findUser()
    {
    }
}

class UserLister extends Object
{
    public $finder;

    public function __construct(UserFinderInterface $finder, $config = [])
    {
        $this->finder = $finder;
        parent::__construct($config);
    }
}

$container = new Container;
$container->set('yii\db\Connection', [
    'dsn' => '...',
]);
$container->set('app\models\UserFinderInterface', [
    'class' => 'app\models\UserFinder',
]);
$container->set('userLister', 'app\models\UserLister');

$lister = $container->get('userLister');

// 等价于:

$db = new \yii\db\Connection(['dsn' => '...']);
$finder = new UserFinder($db);
$lister = new UserLister($finder);






实践中的运用 


当在应用程序的入口脚本中引入 Yii.php 文件时，Yii 就创建了一个 DI 容器。这个 DI 容器可以通过 [[Yii::$container]] 访问。当调用 [[Yii::createObject()]] 时，此方法实际上会调用这个容器的 [[yii\di\Container::get()|get()]] 方法创建新对象。如上所述，DI 容器会自动解决依赖关系（如果有）并将其注入新创建的对象中。因为 Yii 在其多数核心代码中都使用了
[[Yii::createObject()]] 创建新对象，所以你可以通过 [[Yii::$container]] 全局性地自定义这些对象。


例如，你可以全局性自定义 [[yii\widgets\LinkPager]] 中分页按钮的默认数量:


\Yii::$container->set('yii\widgets\LinkPager', ['maxButtonCount' => 5]);



这样如果你通过如下代码在一个视图里使用这个挂件，它的 maxButtonCount 属性就会被初始化为 5 而不是类中定义的默认值 10。


echo \yii\widgets\LinkPager::widget();



然而你依然可以覆盖通过 DI 容器设置的值：


echo \yii\widgets\LinkPager::widget(['maxButtonCount' => 20]);



另一个例子是借用 DI 容器中自动构造方法注入带来的好处。假设你的控制器类依赖一些其他对象，例如一个旅馆预订服务。你可以通过一个构造器参数声明依赖关系，然后让 DI 容器帮你自动解决这个依赖关系。


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;
use app\components\BookingInterface;

class HotelController extends Controller
{
    protected $bookingService;

    public function __construct($id, $module, BookingInterface $bookingService, $config = [])
    {
        $this->bookingService = $bookingService;
        parent::__construct($id, $module, $config);
    }
}



如果你从浏览器中访问这个控制器，你将看到一个报错信息，提醒你 BookingInterface 无法被实例化。这是因为你需要告诉 DI 容器怎样处理这个依赖关系。


\Yii::$container->set('app\components\BookingInterface', 'app\components\BookingService');



现在如果你再次访问这个控制器，一个 app\components\BookingService 的实例就会被创建并被作为第三个参数注入到控制器的构造器中。





什么时候注册依赖关系 


由于依赖关系在创建新对象时需要解决，因此它们的注册应该尽早完成。如下是推荐的实践：



		如果你是一个应用程序的开发者，你可以在应用程序的入口脚本或者被入口脚本引入的脚本中注册依赖关系。


		如果你是一个可再分发扩展的开发者，你可以将依赖关系注册到扩展的引导类中。








总结 


依赖注入和服务定位器都是流行的设计模式，它们使你可以用充分解耦且更利于测试的风格构建软件。强烈推荐你阅读 Martin 的文章 [http://martinfowler.com/articles/injection.html] ，对依赖注入和服务定位器有个更深入的理解。


Yii 在依赖住入（DI）容器之上实现了它的服务定位器。当一个服务定位器尝试创建一个新的对象实例时，它会把调用转发到 DI 容器。后者将会像前文所述那样自动解决依赖关系。
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路由


随着资源和控制器类准备，您可以使用URL如
http://localhost/index.php?r=user/create访问资源，类似于你可以用正常的Web应用程序做法。


在实践中，你通常要用美观的URL并采取有优势的HTTP动词。
例如，请求POST /users意味着访问user/create动作。
这可以很容易地通过配置urlManager应用程序组件来完成
如下所示：


'urlManager' => [
    'enablePrettyUrl' => true,
    'enableStrictParsing' => true,
    'showScriptName' => false,
    'rules' => [
        ['class' => 'yii\rest\UrlRule', 'controller' => 'user'],
    ],
]



相比于URL管理的Web应用程序，上述主要的新东西是通过RESTful API
请求[[yii\rest\UrlRule]]。这个特殊的URL规则类将会
建立一整套子URL规则来支持路由和URL创建的指定的控制器。
例如， 上面的代码中是大致按照下面的规则:


[
    'PUT,PATCH users/<id>' => 'user/update',
    'DELETE users/<id>' => 'user/delete',
    'GET,HEAD users/<id>' => 'user/view',
    'POST users' => 'user/create',
    'GET,HEAD users' => 'user/index',
    'users/<id>' => 'user/options',
    'users' => 'user/options',
]



该规则支持下面的API末端:



		GET /users: 逐页列出所有用户；


		HEAD /users: 显示用户列表的概要信息；


		POST /users: 创建一个新用户；


		GET /users/123: 返回用户为123的详细信息;


		HEAD /users/123: 显示用户 123 的概述信息;


		PATCH /users/123 and PUT /users/123: 更新用户123;


		DELETE /users/123: 删除用户123;


		OPTIONS /users: 显示关于末端 /users 支持的动词;


		OPTIONS /users/123: 显示有关末端 /users/123 支持的动词。





您可以通过配置 only 和 except 选项来明确列出哪些行为支持，
哪些行为禁用。例如，


[
    'class' => 'yii\rest\UrlRule',
    'controller' => 'user',
    'except' => ['delete', 'create', 'update'],
],



您也可以通过配置 patterns 或 extraPatterns 重新定义现有的模式或添加此规则支持的新模式。
例如，通过末端 GET /users/search 可以支持新行为 search， 按照如下配置 extraPatterns 选项，


[
    'class' => 'yii\rest\UrlRule',
    'controller' => 'user',
    'extraPatterns' => [
        'GET search' => 'search',
    ],



您可能已经注意到控制器IDuser以复数形式出现在users末端。
这是因为 [[yii\rest\UrlRule]] 能够为他们使用的末端全自动复数化控制器ID。
您可以通过设置 [[yii\rest\UrlRule::pluralize]] 为false 来禁用此行为，如果您想
使用一些特殊的名字您可以通过配置 [[yii\rest\UrlRule::controller]] 属性。
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安装 Yii


你可以通过两种方式安装 Yii：使用 Composer [http://getcomposer.org/] 或下载一个归档文件。推荐使用前者，这样只需执行一条简单的命令就可以安装新的扩展或更新 Yii 了。



注意：和 Yii 1 不同，以标准方式安装 Yii 2 时会同时下载并安装框架本身和一个应用程序的基本骨架。




通过 Composer 安装 


如果还没有安装 Composer，你可以按 getcomposer.org [https://getcomposer.org/download/] 中的方法安装。在 Linux 和 Mac OS X 中可以运行如下命令：


curl -s http://getcomposer.org/installer | php
mv composer.phar /usr/local/bin/composer



在 Windows 中，你需要下载并运行 Composer-Setup.exe [https://getcomposer.org/Composer-Setup.exe]。


如果遇到任何问题或者想更深入地学习 Composer，请参考 Composer 文档（英文） [https://getcomposer.org/doc/]，Composer 中文 [https://github.com/5-say/composer-doc-cn]。


如果你已经安装有 Composer 请确保使用的是最新版本，你可以用 composer self-update 命令更新 Composer 为最新版本。


Composer 安装后，切换到一个可通过 Web 访问的目录，执行如下命令即可安装 Yii ：


composer global require "fxp/composer-asset-plugin:1.0.0-beta4"
composer create-project --prefer-dist yiisoft/yii2-app-basic basic



第一条命令安装 Composer asset plugin [https://github.com/francoispluchino/composer-asset-plugin/]，它是通过 Composer 管理 bower 和 npm 包所必须的，此命令全局生效，一劳永逸。
第二条命令会将 Yii 安装在名为 basic 的目录中，你也可以随便选择其他名称。



注意：在安装过程中 Composer 可能会询问你 GitHub 账户的登录信息，因为可能在使用中超过了 GitHub API
（对匿名用户的）使用限制。因为 Composer 需要为所有扩展包从 GitHub
中获取大量信息，所以超限非常正常。（译注：也意味着作为程序猿没有 GitHub 账号，就真不能愉快地玩耍了）登陆 GitHub
之后可以得到更高的 API 限额，这样 Composer 才能正常运行。更多细节请参考 Composer
文档 [https://getcomposer.org/doc/articles/troubleshooting.md#api-rate-limit-and-oauth-tokens]（该段 Composer
中文文档期待您的参与 [https://github.com/5-say/composer-doc-cn/blob/master/cn-introduction/articles/troubleshooting.md#api-rate-limit-and-oauth-tokens]）。




技巧：如果你想安装 Yii 的最新开发版本，可以使用以下命令代替，它添加了一个 stability 选项 [https://getcomposer.org/doc/04-schema.md#minimum-stability]（中文版 [https://github.com/5-say/composer-doc-cn/blob/master/cn-introduction/04-schema.md#minimum-stability]）:


composer create-project --prefer-dist --stability=dev yiisoft/yii2-app-basic basic



注意，Yii 的开发版(dev 版)不应该用于生产环境中，它可能会破坏运行中的代码。









通过归档文件安装 


通过归档文件安装 Yii 包括三个步骤：



		从 yiiframework.com [http://www.yiiframework.com/download/] 下载归档文件。





		将下载的文件解压缩到 Web 目录中。





		修改 config/web.php 文件，给 cookieValidationKey 配置项添加一个密钥（若你通过 Composer 安装，则此步骤会自动完成）：


// !!! 在下面插入一段密钥（若为空） - 以供 cookie validation 的需要
'cookieValidationKey' => '在此处输入你的密钥',












其他安装方式 


上文介绍了两种安装 Yii 的方法，安装的同时也会创建一个立即可用的 Web 应用程序。对于小的项目或用于学习上手，这都是一个不错的起点。


但是其他的安装方式也存在：



		如果你只想安装核心框架，然后从零开始构建整个属于你自己的应用程序模版，可以参考从头构建自定义模版一节的介绍。


		如果你要开发一个更复杂的应用，可以更好地适用于团队开发环境的，可以考虑安装高级应用模版。








验证安装的结果 


安装完成后，就可以使用浏览器通过如下 URL 访问刚安装完的 Yii 应用了：


http://localhost/basic/web/index.php



这个 URL 假设你将 Yii 安装到了一个位于 Web 文档根目录下的 basic 目录中，且该 Web 服务器正运行在你自己的电脑上（localhost）。你可能需要将其调整为适应自己的安装环境。


[image: Yii 安装成功]


你应该可以在浏览器中看到如上所示的 “Congratulations!” 页面。如果没有，请通过以下任意一种方式，检查当前 PHP 环境是否满足 Yii 最基本需求：



		通过浏览器访问 URL http://localhost/basic/requirements.php





		执行如下命令：


cd basic
php requirements.php









你需要配置好 PHP 安装环境，使其符合 Yii 的最小需求。主要是需要 PHP 5.4 以上版本。如果应用需要用到数据库，那还要安装 PDO PHP 扩展 [http://www.php.net/manual/zh/pdo.installation.php] 和相应的数据库驱动（例如访问 MySQL 数据库所需的 pdo_mysql）。





配置 Web 服务器 



补充：如果你现在只是要试用 Yii 而不是将其部署到生产环境中，本小节可以跳过。



通过上述方法安装的应用程序在 Windows，Max OS X，Linux 中的 Apache HTTP 服务器 [http://httpd.apache.org/]或 Nginx HTTP 服务器 [http://nginx.org/]且PHP版本为5.4或更高都可以直接运行。Yii 2.0 也兼容 Facebook 公司的 HHVM [http://hhvm.com/]，由于 HHVM 和标准 PHP 在边界案例上有些地方略有不同，在使用 HHVM 时需稍作处理。


在生产环境的服务器上，你可能会想配置服务器让应用程序可以通过 URL http://www.example.com/index.php 访问而不是 http://www.example.com/basic/web/index.php。这种配置需要将 Web 服务器的文档根目录指向 basic/web 目录。可能你还会想隐藏掉 URL 中的 index.php，具体细节在 URL 解析和生成一章中有介绍，你将学到如何配置 Apache 或 Nginx 服务器实现这些目标。



补充：将 basic/web 设置为文档根目录，可以防止终端用户访问 basic/web 相邻目录中的私有应用代码和敏感数据文件。禁止对其他目录的访问是一个不错的安全改进。




补充：如果你的应用程序将来要运行在共享虚拟主机环境中，没有修改其 Web 服务器配置的权限，你依然可以通过调整应用的结构来提升安全性。详情请参考共享主机环境 一章。




推荐使用的 Apache 配置 


在 Apache 的 httpd.conf 文件或在一个虚拟主机配置文件中使用如下配置。注意，你应该将 path/to/basic/web 替换为实际的 basic/web 目录。


# 设置文档根目录为 “basic/web”
DocumentRoot "path/to/basic/web"

<Directory "path/to/basic/web">
    # 开启 mod_rewrite 用于美化 URL 功能的支持（译注：对应 pretty URL 选项）
    RewriteEngine on
    # 如果请求的是真实存在的文件或目录，直接访问
    RewriteCond %{REQUEST_FILENAME} !-f
    RewriteCond %{REQUEST_FILENAME} !-d
    # 如果请求的不是真实文件或目录，分发请求至 index.php
    RewriteRule . index.php

    # ...其它设置...
</Directory>






推荐使用的 Nginx 配置 


为了使用 Nginx [http://wiki.nginx.org/]，你应该已经将 PHP 安装为 FPM SAPI [http://php.net/install.fpm] 了。使用如下 Nginx 配置，将 path/to/basic/web 替换为实际的 basic/web 目录，mysite.local 替换为实际的主机名以提供服务。


server {
    charset utf-8;
    client_max_body_size 128M;

    listen 80; ## 监听 ipv4 上的 80 端口
    #listen [::]:80 default_server ipv6only=on; ## 监听 ipv6 上的 80 端口

    server_name mysite.local;
    root        /path/to/basic/web;
    index       index.php;

    access_log  /path/to/basic/log/access.log main;
    error_log   /path/to/basic/log/error.log;

    location / {
        # 如果找不到真实存在的文件，把请求分发至 index.php
        try_files $uri $uri/ /index.php?$args;
    }

    # 若取消下面这段的注释，可避免 Yii 接管不存在文件的处理过程（404）
    #location ~ \.(js|css|png|jpg|gif|swf|ico|pdf|mov|fla|zip|rar)$ {
    #    try_files $uri =404;
    #}
    #error_page 404 /404.html;

    location ~ \.php$ {
        include fastcgi.conf;
        fastcgi_pass   127.0.0.1:9000;
        #fastcgi_pass unix:/var/run/php5-fpm.sock;
        try_files $uri =404;
    }

    location ~ /\.(ht|svn|git) {
        deny all;
    }
}



使用该配置时，你还应该在 php.ini 文件中设置 cgi.fix_pathinfo=0 ，能避免掉很多不必要的 stat() 系统调用。


还要注意当运行一个 HTTPS 服务器时，需要添加 fastcgi_param HTTPS on; 一行，这样 Yii 才能正确地判断连接是否安全。
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Yii 是什么


Yii 是一个高性能，基于组件的 PHP 框架，用于快速开发现代 Web 应用程序。名字 Yii （读作 易）在中文里有“极致简单与不断演变”两重含义，也可看作 Yes It Is! 的缩写。



Yii 最适合做什么？


Yii 是一个通用的 Web 编程框架，即可以用于开发各种用 PHP 构建的 Web 应用。因为基于组件的框架结构和设计精巧的缓存支持，它特别适合开发大型应用，如门户网站、社区、内容管理系统（CMS）、电子商务项目和 RESTful Web 服务等。





Yii 和其他框架相比呢？


如果你有其它框架使用经验，那么你会很开心看到 Yii 所做的努力：



		和其他 PHP 框架类似，Yii 实现了 MVC（Model-View-Controller）设计模式并基于该模式组织代码。


		Yii 的代码简洁优雅，这是它的编程哲学。它永远不会为了刻板地遵照某种设计模式而对代码进行过度的设计。


		Yii 是一个全栈框架，提供了大量久经考验，开箱即用的特性：对关系型和 NoSQL 数据库都提供了查询生成器和
ActiveRecord；RESTful API 的开发支持；多层缓存支持，等等。


		Yii 非常易于扩展。你可以自定义或替换几乎任何一处核心代码。你还会受益于 Yii
坚实可靠的扩展架构，使用、再开发或再发布扩展。


		高性能始终是 Yii 的首要目标之一。





Yii 不是一场独角戏，它由一个强大的开发者团队 [http://www.yiiframework.com/about/]提供支持，也有一个庞大的专家社区，持续不断地对 Yii 的开发作出贡献。Yii 开发者团队始终对 Web 开发趋势和其他框架及项目中的最佳实践和特性保持密切关注，那些有意义的最佳实践及特性会被不定期的整合进核心框架中，并提供简单优雅的接口。





Yii 版本


Yii 当前有两个主要版本：1.1 和 2.0。 1.1 版是上代的老版本，现在处于维护状态。2.0 版是一个完全重写的版本，采用了最新的技术和协议，包括依赖包管理器 Composer、PHP 代码规范 PSR、命名空间、Traits（特质）等等。 2.0 版代表新一代框架，是未来几年中我们的主要开发版本。本指南主要基于 2.0 版编写。





系统要求和先决条件


Yii 2.0 需要 PHP 5.4.0 或以上版本支持。你可以通过运行任何 Yii 发行包中附带的系统要求检查器查看每个具体特性所需的 PHP 配置。


使用 Yii 需要对面向对象编程（OOP）有基本了解，因为 Yii 是一个纯面向对象的框架。Yii 2.0 还使用了 PHP 的最新特性，例如命名空间 [http://www.php.net/manual/en/language.namespaces.php]和Trait（特质） [http://www.php.net/manual/en/language.oop5.traits.php]。理解这些概念将有助于你更快地掌握 Yii 2.0。
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页面缓存


页面缓存指的是在服务器端缓存整个页面的内容。随后当同一个页面被请求时，内容将从缓存中取出，而不是重新生成。


页面缓存由 [[yii\filters\PageCache]] 类提供支持，该类是一个过滤器。它可以像这样在控制器类中使用：


public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => 'yii\filters\PageCache',
            'only' => ['index'],
            'duration' => 60,
            'variations' => [
                \Yii::$app->language,
            ],
            'dependency' => [
                'class' => 'yii\caching\DbDependency',
                'sql' => 'SELECT COUNT(*) FROM post',
            ],
        ],
    ];
}



上述代码表示页面缓存只在 index 操作时启用，页面内容最多被缓存 60 秒，会随着当前应用的语言更改而变化。如果文章总数发生变化则缓存的页面会失效。


如你所见，页面缓存和片段缓存极其相似。它们都支持 duration，dependencies，variations 和 enabled 配置选项。它们的主要区别是页面缓存是由过滤器实现，而片段缓存则是一个小部件。


你可以在使用页面缓存的同时，使用片段缓存和动态内容。






          

      

      

    


    
        © 版权所有 .
      由 Sphinx 1.3.1 创建。
    

  

guide-ja/db-migrations.html


    
      导航


      
        		
          索引


        		YII2 stable 文档 »

 
      


    


    
      
          
            
  
データベースマイグレーション



Note|注意: この節はまだ執筆中です。



ソースコードと同じように、データベースの構造も、データベース駆動型のアプリケーションが開発され保守されるにともなって徐々に発展していきます。
例えば、開発中に新しいテーブルが追加されることもあるでしょうし、アプリケーションが実運用に移行した後になって追加のインデックスが必要であることが発見されることもあるでしょう。
このようなデータベースの構造的な変更 (マイグレーション と呼ばれます) を追跡記録することが重要であるのは、ソースコードに対する変更がバージョン管理を使って追跡記録されるのと全く同じことです。
ソースコードとデータベースの同期が失われると、バグが発生するか、アプリケーション全体が動かなくなるかします。
こうした理由によって、データベースマイグレーションツールを提供して、データベースマイグレーションの履歴の追跡管理、新しいマイグレーションの適用、また、既存のマイグレーションの取消が出来るようにしています。


下記のステップは、開発中にチームによってデータベースマイグレーションが使用される例を示すものです。



		Tim が新しいマイグレーション (例えば、新しいテーブルを作成したり、カラムの定義を変更したりなど) を作る。


		Tim が新しいマイグレーションをソースコントロールシステム (例えば Git や Mercurial) にコミットする。


		Doug がソースコントロールシステムから自分のレポジトリを更新して新しいマイグレーションを受け取る。


		Doug がマイグレーションを彼のローカルの開発用データベースに適用し、Tim が行った変更を反映して、自分のデータベースを同期する。





Yii はデータベースマイグレーションを yii migrate コマンドラインツールによってサポートします。
このツールは、以下の機能をサポートしています。



		新しいマイグレーションの作成


		マイグレーションの適用、取消、再適用


		マイグレーションの履歴と新規マイグレーションの閲覧






マイグレーションを作成する


新しいマイグレーションを作成するためには、次のコマンドを実行します。


yii migrate/create <name>



要求される name パラメータには、マイグレーションの非常に短い説明を指定します。
例えば、マイグレーションが news という名前のテーブルを作成するものである場合は、コマンドを次のようにして使います。


yii migrate/create create_news_table



すぐ後で説明するように、マイグレーションでは、この name パラメータは PHP のクラス名の一部として使用されます。
したがって、アルファベット、数字、および/または、アンダースコアだけを含まなければなりません。


上記のコマンドは、m101129_185401_create_news_table.php という名前の新しいファイルを作成します。
このファイルは @app/migrations ディレクトリに作成されます。
初期状態では、このマイグレーションファイルは以下のコードを含んでいます。


class m101129_185401_create_news_table extends \yii\db\Migration
{
    public function up()
    {
    }

    public function down()
    {
        echo "m101129_185401_create_news_table cannot be reverted.\n";
        return false;
    }
}



クラス名はファイル名と同じであり、m<timestamp>_<name> というパターンに従います。ここで、



		<timestamp> は、マイグレーションが作成された (yymmdd_hhmmss という書式の) UTC タイムスタンプであり、


		<name> は、コマンドの name パラメータから取られた文字列です。





クラスの中では、up() メソッドが、実際のデータベースマイグレーションを実装するコードを含むべきメソッドです。
言い換えると、up() メソッドが実際にデータベースを変更するコードを実行します。
down() メソッドは、up() によって加えられた変更を取り消すコードを含むことが出来ます。


場合によっては、down() がデータベースマイグレーションを取り消すことが出来ないことがあります。
例えば、マイグレーションがテーブルの行やテーブル全体を削除した場合は、そのデータを down() メソッドで復旧することは出来ません。
そのような場合には、マイグレーションは不可逆であると呼ばれ、データベースを以前の状態にロールバックすることは出来ません。
マイグレーションが不可逆である場合は、生成された上記のコードのように、down() メソッドは false を返して、マイグレーションが取り消せないものであることを示します。


例として、新しいテーブルを作成するマイグレーションを示しましょう。



use yii\db\Schema;

class m101129_185401_create_news_table extends \yii\db\Migration
{
    public function up()
    {
        $this->createTable('news', [
            'id' => 'pk',
            'title' => Schema::TYPE_STRING . ' NOT NULL',
            'content' => Schema::TYPE_TEXT,
        ]);
    }

    public function down()
    {
        $this->dropTable('news');
    }

}



基底クラスである [[\yii\db\Migration]] が、データベース接続を db プロパティによって提供しています。
これを使って、データベースのデータとスキーマを操作することが出来ます。


この例で使われているカラムのタイプは抽象的なタイプであり、Yii によって、あなたが使用するデータベース管理システムに応じて、対応するタイプに置き換えられます。
抽象的なタイプを使うと、データベースに依存しないマイグレーションを書くことが出来ます。
例えば、pk は、MySQL では int(11) NOT NULL AUTO_INCREMENT PRIMARY KEY に置き換えられ、sqlite では integer PRIMARY KEY AUTOINCREMENT NOT NULL に置き換えられます。
さらに詳細な説明と、利用可能なタイプについては、[[yii\db\QueryBuilder::getColumnType()]] のドキュメントを参照してください。
また、カラムのタイプを定義するのに、[[yii\db\Schema]] で定義されている定数を使うことも出来ます。



Note|注意: テーブル定義の最後に、単純な文字列として指定された、制約やその他の特別なテーブルオプションを追加することが出来ます。
例えば、上記のマイグレーションでは、content 属性の定義の後に、'CONSTRAINT ...' やその他の特別なオプションを書くことが出来ます。






トランザクションを使うマイグレーション


複雑な DB マイグレーションを実行するときは、通常、データベースの一貫性と整合性を保つために、個々のマイグレーションが全体として成功または失敗することを保証する必要があります。
この目的を達成するために、DB トランザクションを利用することが出来ます。
この目的のためには、safeUp と safeDown という特別なメソッドを使います。



use yii\db\Schema;

class m101129_185401_create_news_table extends \yii\db\Migration
{
    public function safeUp()
    {
        $this->createTable('news', [
            'id' => 'pk',
            'title' => Schema::TYPE_STRING . ' NOT NULL',
            'content' => Schema::TYPE_TEXT,
        ]);

        $this->createTable('user', [
            'id' => 'pk',
            'login' => Schema::TYPE_STRING . ' NOT NULL',
            'password' => Schema::TYPE_STRING . ' NOT NULL',
        ]);
    }

    public function safeDown()
    {
        $this->dropTable('news');
        $this->dropTable('user');
    }

}



使用するクエリが一つだけでない場合は、safeUp と safeDown を使うことを推奨します。



Note|注意: 全ての DBMS がトランザクションをサポートしている訳ではありません。
また、トランザクションに入れることが出来ない DB クエリもあります。
その場合には、代りに、up() と down() を実装しなければなりません。
また、MySQL の場合は、暗黙のコミット [http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/implicit-commit.html] を引き起こす SQL 文があります。






マイグレーションを適用する


利用できる全ての新しいマイグレーションを適用する (すなわち、ローカルのデータベースを最新の状態にする) ためには、次のコマンドを実行します。


yii migrate



コマンドを実行すると、すべての新しいマイグレーションが一覧表示されます。
マイグレーションを適用することを確認すると、クラス名のタイムスタンプの値の順に、一つずつ、すべての新しいマイグレーションクラスの up() メソッドが実行されます。


マイグレーションを適用した後に、マイグレーションツールは migration という名前のデータベーステーブルに記録を残します。
これによって、ツールは、どのマイグレーションが適用済みで、どのマイグレーションが適用されていないかを特定することが出来ます。
migration テーブルが存在しない場合は、ツールは db アプリケーションコンポーネントによって指定されたデータベースの中にテーブルを自動的に作成します。


時として、新しいマイグレーションを一個また数個だけ適用したい場合があります。その場合は、次のコマンドを使うことが出来ます。


yii migrate/up 3



このコマンドは、次の新しいマイグレーションを 3 個適用します。3 という値を変更して、適用されるマイグレーションの数を変更することが出来ます。


また、下記のコマンドを使って、特定のバージョンまでデータベースをマイグレートすることも可能です。


yii migrate/to 101129_185401



すなわち、マイグレーション名のタイムスタンプ部分を使って、データベースをマイグレートして到達したいバージョンを指定します。
最後に適用されたマイグレーションと指定されたマイグレーションの間に複数のマイグレーションがある場合は、それらのマイグレーションがすべて適用されます。
指定されたマイグレーションが適用済みである場合は、その後に適用されたすべてのマイグレーションが取り消されます (次の節で説明します)。





マイグレーションを取り消す


適用された最後のマイグレーション (一個または複数個) を取り消したい場合は、下記のコマンドを使うことが出来ます。


yii migrate/down [step]



ここで、オプションの step パラメータは何個のマイグレーションを取り消すかを指定するものです。
デフォルト値は 1 で、適用された最後のマイグレーションだけが取り消すされることを意味します。


前に説明したように、全てのマイグレーションが取り消せるとは限りません。
取り消せないマイグレーションを取り消そうとすると例外が投げられて、取り消しのプロセス全体が終了させられます。





マイグレーションを再適用する


マイグレーションの再適用とは、指定されたマイグレーションを最初に取り消してから、再度適用することを意味します。
これは次のコマンドによって実行することが出来ます。


yii migrate/redo [step]



ここで、オプションの step パラメータは何個のマイグレーションを再適用するかを指定するものです。
デフォルト値は 1 で、最後のマイグレーションだけが再適用されることを意味します。





マイグレーション情報を表示する


マイグレーションを適用したり取り消したりする他に、マイグレーションツールはマイグレーションの履歴、および、まだ適用されていない新しいマイグレーションを表示することも出来ます。


yii migrate/history [limit]
yii migrate/new [limit]



ここで、オプションの limit パラメータは、何個のマイグレーションを表示するかを指定するものです。
limit が指定されない場合は、利用可能な全てのマイグレーションが表示されます。


最初のコマンドは適用済みのマイグレーションを表示し、第二のコマンドはまだ適用されていないマイグレーションを表示します。





マイグレーション履歴を修正する


時として、実際には関係のあるマイグレーションを適用または取り消すことなく、マイグレーション履歴を特定のマイグレーションバージョンに修正したい場合があります。
このことは新しいマイグレーションを開発するときにしばしば起ります。
次のコマンドを使ってこの目的を達することが出来ます。


yii migrate/mark 101129_185401



このコマンドは yii migrate/to コマンドと非常によく似ていますが、マイグレーションを適用または取り消すことなく、マイグレーション履歴テーブルを指定されたバージョンに修正することだけを行うという点で違っています。





マイグレーションコマンドをカスタマイズする


マイグレーションコマンドをカスタマイズする方法がいくつかあります。



コマンドラインオプションを使う


マイグレーションコマンドには、コマンドラインで指定できるいくつかのオプションがあります。



		interactive: 真偽値。マイグレーションを対話モードで実行するかどうかを指定します。
デフォルト値は true で、指定されたマイグレーションを実行するときに、ユーザは何らかの入力を促されます。
このオプションを false にセットして、マイグレーションがバックグラウンドプロセスとして実行されるようにすることが出来ます。


		migrationPath: 文字列。全てのマイグレーションクラスファイルを保存しているディレクトリを指定します。
このパスは、パスエイリアスの形式で指定されなければならず、また、対応するディレクトリが存在する必要があります。
このオプションが指定されない場合は、アプリケーションのベースパスの下の migrations サブディレクトリが使われます。


		migrationTable: 文字列。マイグレーション履歴の情報を保存するためのデータベーステーブル名を指定します。
デフォルト値は migration です。このテーブルは、version varchar(255) primary key, apply_time integer という構造を持ちます。


		db: 文字列。データベース アプリケーションコンポーネント の ID を指定します。
デフォルト値は ‘db’ です。


		templateFile: 文字列。マイグレーションクラスを生成するためのコードテンプレートとして使われるファイルのパスを指定します。
このパスは、パスエイリアスの形式で指定しなければなりません (例えば、application.migrations.template)。
指定されない場合は、内部テンプレートが使用されます。
テンプレートの中の {ClassName} というトークンが実際のマイグレーションクラス名によって置き換えられます。





これらのオプションを指定するためには、下記の書式を使って migrate コマンドを実行します。


yii migrate/up --option1=value1 --option2=value2 ...



例えば、forum モジュールのためのマイグレーションを実行するときに、マイグレーションファイルがモジュールの migrations ディレクトリに置かれている場合には、下記のコマンドを使うことが出来ます。


yii migrate/up --migrationPath=@app/modules/forum/migrations






コマンドをグローバルに構成する


コマンドラインオプションを使ってマイグレーションコマンドをその場その場で構成することも出来ますが、場合によっては、一度にまとめてコマンドを構成しておきたいこともあります。
例えば、マイグレーションの履歴を保存するのに別のテーブルを使用したいとか、カスタマイズしたマイグレーションテンプレートを使用したいとかです。
そうするためには、コンソールアプリケーションの構成情報ファイルを以下のように修正します。


'controllerMap' => [
    'migrate' => [
        'class' => 'yii\console\controllers\MigrateController',
        'migrationTable' => 'my_custom_migrate_table',
    ],
]



これで、migrate コマンドを実行すると、上記の構成情報が効果を発揮して、毎回コマンドラインオプションを入力する必要がなくなります。
その他のコマンドラインオプションも、このようにして構成することが出来ます。





複数のデータベースのマイグレーション


デフォルトでは、マイグレーションは db アプリケーションコンポーネント によって指定されるデータベースに対して適用されます。
これは、--db オプションを指定することによって変更することが出来ます。例えば、


yii migrate --db=db2



上記のコマンドは、デフォルトのマイグレーションパスに置かれている 全ての マイグレーションを db2 データベースに適用するものです。


アプリケーションが複数のデータベースを扱っている場合は、いくつかのマイグレーションはあるデータベースに適用されなければならず、他のマイグレーションは別のデータベースに適用されなければならない、ということがあり得ます。
そのような場合には、異なるデータベースごとに基底マイグレーションクラスを作成して、下記のように [[yii\db\Migration::init()]] メソッドをオーバーライドすることを推奨します。


public function init()
{
    $this->db = 'db2';
    parent::init();
}



こうすると、特定のデータベースに適用されるべきマイグレーションを作成するためには、対応する基底マイグレーションクラスから拡張するだけで済みます。
これで、yii migrate コマンドを実行すると、全てのマイグレーションはそれぞれ対応するデータベースに対して適用されるようになります。



Info|情報: それぞれのマイグレーションはハードコードされた DB 接続を使用しますので、migrate コマンドの --db オプションは効果を持ちません。
また、マイグレーション履歴はデフォルトの db データベースに保存されることに注意してください。



--db オプションによる DB 接続の変更をサポートしたい場合は、次のような別の方法で複数のデータベースを扱うことが出来ます。


それぞれのデータベースについて、マイグレーションパスを作成し、対応する全てのマイグレーションクラスをそこに保存します。
マイグレーションを適用するためには、次のようなコマンドを実行します。


yii migrate --migrationPath=@app/migrations/db1 --db=db1
yii migrate --migrationPath=@app/migrations/db2 --db=db2
...




Info|情報: 上記の方法では、マイグレーション履歴は --db オプションによって指定された別々のデータベースに保存されます。
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データウィジェット



Note|注意: この節はまだ執筆中です。




ListView


ListView ウィジェットは、データプロバイダからのデータを表示するのに使用されます。
各データモデルは指定されたビューを使って表示されます。
ListView は、特に何もしなくても、ページネーション、並べ替え、フィルタリングなどの機能を提供してくれますので、エンドユーザに情報を表示するためにも、データ管理 UI を作成するためにも、非常に便利なウィジェットです。


典型的な使用方法は以下の通りです。


use yii\widgets\ListView;
use yii\data\ActiveDataProvider;

$dataProvider = new ActiveDataProvider([
    'query' => Post::find(),
    'pagination' => [
        'pageSize' => 20,
    ],
]);
echo ListView::widget([
    'dataProvider' => $dataProvider,
    'itemView' => '_post',
]);



_post ビューは次のようなものにすることが出来ます。


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\helpers\HtmlPurifier;
?>
<div class="post">
    <h2><?= Html::encode($model->title) ?></h2>
    
    <?= HtmlPurifier::process($model->text) ?>    
</div>



上記のビューでは、現在のデータモデルを $model としてアクセスすることが出来ます。
追加で次のものを利用することも出来ます。



		$key: mixed - データアイテムと関連付けられたキーの値。


		$index: integer - データプロバイダによって返されるアイテムの配列の 0 から始まるインデックス。


		$widget: ListView - ウィジェットのインスタンス。





追加のデータをビューに渡す必要がある場合は、次のように、$viewParams を使います。


echo ListView::widget([
    'dataProvider' => $dataProvider,
    'itemView' => '_post',
    'viewParams' => [
        'fullView' => true,
    ],
]);






DetailView


DetailView は単一のデータ [[yii\widgets\DetailView::$model|モデル]] の詳細を表示します。


モデルを標準的な書式で表示する場合 (例えば、全てのモデル属性をそれぞれテーブルの一行として表示する場合) に最も適しています。
モデルは [[\yii\base\Model]] のインスタンスか連想配列かのどちらかを取り得ます。


DetailView は [[yii\widgets\DetailView::$attributes]] プロパティを使って、モデルのどの属性をどのように表示すべきかを決定します。


次に DetailView の典型的な用例を示します。


echo DetailView::widget([
    'model' => $model,
    'attributes' => [
        'title',             // title 属性 (平文テキストで)
        'description:html',  // description 属性は HTML
        [                    // モデルの所有者の名前
            'label' => '所有者',
            'value' => $model->owner->name,
        ],
    ],
]);






GridView


データグリッドすなわち GridView は Yii の最も強力なウィジェットの一つです。
これは、システムの管理セクションを素速く作らねばならない時に、この上なく便利なものです。
このウィジェットは データプロバイダ からデータを受けて、テーブルの形式で、行ごとに一組のカラムを使ってデータを表示します。


テーブルの各行が一つのデータアイテムを表し、カラムは通常はアイテムの属性を表します (カラムの中には、複数の属性を組み合わせた複雑な式に対応するものや、静的なテキストを表すものもあります)。


グリッドビューはデータアイテムの並べ替えとページネーションの両方をサポートします。
並べ替えとページネーションは、AJAX モードで、あるいは、通常のページリクエストとして、実行することが出来ます。
GridView を使用することの利点は、ユーザが JavaScript を無効化しても、並べ替えとページネーションが自動的に通常のページリクエストにグレードダウンして、引き続き期待通りの動作をするという点にあります。


GridView を使うために必要な最小限のコードは次のようなものです。


use yii\grid\GridView;
use yii\data\ActiveDataProvider;

$dataProvider = new ActiveDataProvider([
    'query' => Post::find(),
    'pagination' => [
        'pageSize' => 20,
    ],
]);
echo GridView::widget([
    'dataProvider' => $dataProvider,
]);



上記のコードは、最初にデータプロバイダを作成し、次に GridView を使って、データプロバイダから受け取る全ての行の全ての属性を表示するものです。
そして、表示されたテーブルには、並べ替えとページネーションの機能が装備されます。



グリッドカラム


Yii のグリッドは数多くのカラムから構成されます。
それらのカラムは、タイプや設定に応じて、さまざまな形でデータを表示することが出来ます。


カラムは、GridView の構成情報の columns の部分において、以下のように定義されます。


echo GridView::widget([
    'dataProvider' => $dataProvider,
    'columns' => [
        ['class' => 'yii\grid\SerialColumn'],
        // $dataProvider に含まれるデータによって定義される単純なカラム
        // モデルのカラムのデータが使われる
        'id',
        'username',
        // 複雑なカラム定義
        [
            'class' => 'yii\grid\DataColumn', // 省略可。これがデフォルト値。
            'value' => function ($data) {
                return $data->name; // 配列データの場合は $data['name']。例えば、SqlDataProvider を使う場合。
            },
        ],
    ],
]);



構成情報の columns の部分が指定されない場合は、Yii は、可能な限り、データプロバイダのモデルの全てのカラムを表示しようとすることに注意してください。





カラムクラス


グリッドのカラムは、いろいろなカラムクラスを使うことでカスタマイズすることが出来ます。


echo GridView::widget([
    'dataProvider' => $dataProvider,
    'columns' => [
        [
            'class' => 'yii\grid\SerialColumn', // <-- ここ
            // ここで追加のプロパティを構成することが出来ます
        ],



Yii によって提供されるカラムクラスを以下で見ていきますが、それらに加えて、あなた自身のカラムクラスを作成することも出来ます。


全てのカラムクラスは [[\yii\grid\Column]] を拡張するものですので、グリッドのカラムを構成するときに設定できる共通のオプションがいくつかあります。



		header によって、ヘッダ行のコンテントを設定することが出来ます。





		footer によって、振った行のコンテントを設定することが出来ます。





		visible はカラムの可視性を定義します。





		content によって、行のデータを返す有効な PHP コールバックを渡すことが出来ます。書式は以下の通りです。


function ($model, $key, $index, $column) {
    return '文字列';
}









下記のオプションに配列を渡して、コンテナ要素のさまざまな HTML オプションを指定することが出来ます。



		headerOptions


		footerOptions


		filterOptions


		contentOptions






データカラム 


データカラムは、データの表示と並べ替えに使用されます。
これがデフォルトのカラムタイプですので、これを使用するときはクラスの指定を省略することが出来ます。


データカラムの主要な設定項目は、その書式です。
書式は format 属性によって定義することが出来ます。
その値は、デフォルトでは [[\yii\i18n\Formatter|Formatter]] である formatter アプリケーションコンポーネント のメソッドと対応するものです。


echo GridView::widget([
    'columns' => [
        [
            'attribute' => 'name',
            'format' => 'text'
        ],
        [
            'attribute' => 'birthday',
            'format' => ['date', 'php:Y-m-d']
        ],
    ],
]); 



上記において、text は [[\yii\i18n\Formatter::asText()]] に対応し、カラムの値が最初の引数として渡されます。
二番目のカラムの定義では、date が [[\yii\i18n\Formatter::asDate()]] に対応します。
カラムの値が、ここでも、最初の引数として渡され、’php:Y-m-d’ が二番目の引数の値として渡されます。


利用できるフォーマッタの一覧については、データのフォーマット の節を参照してください。





アクションカラム


アクションカラムは、各行について、更新や削除などのアクションボタンを表示します。


echo GridView::widget([
    'dataProvider' => $dataProvider,
    'columns' => [
        [
            'class' => 'yii\grid\ActionColumn',
            // ここで追加のプロパティを構成することが出来ます
        ],



構成が可能なプロパティは、以下の通りです。



		controller は、アクションを処理すべきコントローラの ID です。設定されていない場合は、現在アクティブなコントローラが使われます。


		template は、アクションカラムの各セルを構成するのに使用されるテンプレートを定義します。
波括弧に囲まれたトークンは、コントローラのアクション ID として扱われます (アクションカラムのコンテキストでは ボタンの名前 とも呼ばれます)。
これらは、[[yii\grid\ActionColumn::$buttons|buttons]] によって定義される、対応するボタン表示コールバックによって置き換えられます。
例えば、{view} というトークンは、buttons['view'] のコールバックの結果によって置き換えられます。
コールバックが見つからない場合は、トークンは空文字列によって置き換えられます。
デフォルトのテンプレートは {view} {update} {delete} です。


		buttons はボタン表示コールバックの配列です。
配列のキーはボタンの名前 (波括弧を除く) であり、値は対応するボタン表示コールバックです。
コールバックは下記のシグニチャを使わなければなりません。





function ($url, $model, $key) {
    // ボタンの HTML コードを返す
}



上記のコードで、$url はカラムがボタンのために生成する URL、$model は現在の行に表示されるモデルオブジェクト、そして $key はデータプロバイダ配列のモデルのキーです。



		urlCreator は、指定されたモデルの情報を使って、ボタンの URL を生成するコールバックです。
コールバックのシグニチャは [[yii\grid\ActionColumn::createUrl()]] のそれと同じでなければなりません。
このプロパティが設定されていないときは、ボタンの URL は [[yii\grid\ActionColumn::createUrl()]] を使って生成されます。








チェックボックスカラム


CheckboxColumn はチェックボックスのカラムを表示します。


[[yii\grid\GridView]] に CheckboxColumn を追加するためには、以下のようにして、[[yii\grid\GridView::$columns|columns]] 構成情報にカラムを追加します。


echo GridView::widget([
    'dataProvider' => $dataProvider,
    'columns' => [
        // ...
        [
            'class' => 'yii\grid\CheckboxColumn',
            // ここで追加のプロパティを構成することが出来ます
        ],
    ],



ユーザはチェックボックスをクリックして、グリッドの行を選択することが出来ます。
選択された行は、次の JavaScript コードを呼んで取得することが出来ます。


var keys = $('#grid').yiiGridView('getSelectedRows');
// keys は選択された行と関連付けられたキーの配列






シリアルカラム


シリアルカラムは、1 から始まる行番号を表示します。


使い方は、次のように、とても簡単です。


echo GridView::widget([
    'dataProvider' => $dataProvider,
    'columns' => [
        ['class' => 'yii\grid\SerialColumn'], // <-- ここ
        // ...








データを並べ替える



		https://github.com/yiisoft/yii2/issues/1576








データをフィルタリングする


データをフィルタリングするためには、GridView は、フィルタリングのフォームから入力を受け取り、検索基準に合わせてデータプロバイダのクエリを調整するための モデル を必要とします。
アクティブレコード を使用している場合は、必要な機能を提供する検索用のモデルクラスを作成するのが一般的なプラクティスです (あなたに代って Gii が生成してくれます)。
このクラスは、検索のためのバリデーション規則を定義し、データプロバイダを返す search() メソッドを提供するものです。


Post モデルに対して検索機能を追加するために、次の例のようにして、PostSearch モデルを作成することが出来ます。


<?php

namespace app\models;

use Yii;
use yii\base\Model;
use yii\data\ActiveDataProvider;

class PostSearch extends Post
{
    public function rules()
    {
        // rules() にあるフィールドだけが検索可能
        return [
            [['id'], 'integer'],
            [['title', 'creation_date'], 'safe'],
        ];
    }

    public function scenarios()
    {
        // 親クラスの scenarios() の実装をバイパスする
        return Model::scenarios();
    }

    public function search($params)
    {
        $query = Post::find();

        $dataProvider = new ActiveDataProvider([
            'query' => $query,
        ]);

        // 検索フォームのデータをロードして検証する
        if (!($this->load($params) && $this->validate())) {
            return $dataProvider;
        }

        // フィルタを追加してクエリを調整する
        $query->andFilterWhere(['id' => $this->id]);
        $query->andFilterWhere(['like', 'title', $this->title])
              ->andFilterWhere(['like', 'creation_date', $this->creation_date]);

        return $dataProvider;
    }
}




この search() メソッドをコントローラで使用して、GridView のためのデータプロバイダを取得することが出来ます。


$searchModel = new PostSearch();
$dataProvider = $searchModel->search(Yii::$app->request->get());

return $this->render('myview', [
    'dataProvider' => $dataProvider,
    'searchModel' => $searchModel,
]);



そしてビューでは、$dataProvider と $searchModel を GridView に与えます。


echo GridView::widget([
    'dataProvider' => $dataProvider,
    'filterModel' => $searchModel,
]);






モデルのリレーションを扱う


GridView でアクティブレコードを表示するときに、リレーションのカラムの値、例えば、単に投稿者の id というのではなく、投稿者の名前を表示するという場合に遭遇するかも知れません。
Post モデルが author という名前のリレーションを持っていて、その投稿者のモデルが name という属性を持っているなら、カラムの属性名を author.name と定義します。
そうすれば、GridView が投稿者の名前を表示するようになります。
ただし、並べ替えとフィルタリングは、デフォルトでは有効になりません。
これらの機能を追加するためには、前の項で導入した PostSearch モデルを調整しなければなりません。


リレーションのカラムによる並べ替えを有効にするためには、リレーションのテーブルを結合し、データプロバイダの Sort コンポーネントに並べ替えの規則を追加します。


$query = Post::find();
$dataProvider = new ActiveDataProvider([
    'query' => $query,
]);

// リレーション `author` を結合します。これはテーブル `users` に対するリレーションであり、
// テーブルエイリアスを `author` とします。
$query->joinWith(['author' => function($query) { $query->from(['author' => 'users']); }]);
// リレーションのカラムによる並べ替えを有効にします。
$dataProvider->sort->attributes['author.name'] = [
    'asc' => ['author.name' => SORT_ASC],
    'desc' => ['author.name' => SORT_DESC],
];

// ...



フィルタリングも上記と同じ joinWith の呼び出しを必要とします。また、次のように、attributes と rules の中で、検索可能なカラムを追加で定義する必要があります。


public function attributes()
{
    // 検索可能な属性にリレーションのフィールドを追加する
    return array_merge(parent::attributes(), ['author.name']);
}

public function rules()
{
    return [
        [['id'], 'integer'],
        [['title', 'creation_date', 'author.name'], 'safe'],
    ];
}



search() メソッドでは、次のように、もう一つのフィルタ条件を追加するだけです。


$query->andFilterWhere(['LIKE', 'author.name', $this->getAttribute('author.name')]);




Info|情報: 上の例では、リレーション名とテーブルエイリアスに同じ文字列を使用しています。
しかし、エイリアスとリレーション名が異なる場合は、どこでエイリアスを使い、どこでリレーション名を使うかに注意を払わなければなりません。
これに関する簡単な規則は、データベースクエリを構築するために使われる全ての場所でエイリアスを使い、attributes() や rules() など、その他の全ての定義においてリレーション名を使う、というものです。


例えば、投稿者のリレーションテーブルに au というエイリアスを使う場合は、joinWith の文は以下のようになります。


$query->joinWith(['author' => function($query) { $query->from(['au' => 'users']); }]);



リレーションの定義においてエイリアスが定義されている場合は、単に $query->joinWith(['author']); として呼び出すことも可能です。


フィルタ条件においてはエイリアスが使われなければなりませんが、属性の名前はリレーション名のままで変りません。


$query->andFilterWhere(['LIKE', 'au.name', $this->getAttribute('author.name')]);



並べ替えの定義についても同じことです。


$dataProvider->sort->attributes['author.name'] = [
     'asc' => ['au.name' => SORT_ASC],
     'desc' => ['au.name' => SORT_DESC],
];



さらに、並べ替えの [[yii\data\Sort::defaultOrder|defaultOrder]] を指定するときも、エイリアスではなくリレーション名を使う必要があります。


$dataProvider->sort->defaultOrder = ['author.name' => SORT_ASC];








Info|情報: joinWith およびバックグラウンドで実行されるクエリの詳細については、アクティブレコード - リレーションを使ってテーブルを結合する を参照してください。




SQL ビューを使って、データのフィルタリング・並べ替え・表示をする


もう一つ別に、もっと高速で便利な手法があります。SQL ビューです。
例えば、ユーザとユーザのプロファイルを一緒にグリッドビューに表示する必要がある場合、次のような SQL ビューを作成することが出来ます。


CREATE OR REPLACE VIEW vw_user_info AS
    SELECT user.*, user_profile.lastname, user_profile.firstname
    FROM user, user_profile
    WHERE user.id = user_profile.user_id



そして、このビューを表す ActiveRecord を作成します。



namespace app\models\views\grid;

use yii\db\ActiveRecord;

class UserView extends ActiveRecord
{

    /**
     * @inheritdoc
     */
    public static function tableName()
    {
        return 'vw_user_info';
    }

    public static function primaryKey()
    {
        return ['id'];
    }

    /**
     * @inheritdoc
     */
    public function rules()
    {
        return [
            // ここで規則を定義
        ];
    }

    /**
     * @inheritdoc
     */
    public static function attributeLabels()
    {
        return [
            // ここで属性のラベルを定義
        ];
    }


}



このようにした後は、この UserView アクティブレコードを検索用のモデルとともに使うことが出来ます。
並べ替えやフィルタリングの属性を追加で定義する必要はありません。
全ての属性がそのままで動作します。
この手法にはいくつかの長所と短所があることに注意してください。



		並べ替えとフィルタリングの条件をいろいろと定義する必要はありません。全てそのままで動きます。- データサイズが小さく、実行される SQL クエリの数が少ない (通常なら全てのリレーションについて一つずつ必要になる追加のクエリが要らない) ため、非常に高速になり得ます。


		これは SQL ビューにかぶせた単純な UI に過ぎないもので、エンティティに含まれるドメインロジックを欠いています。
従って、isActive や isDeleted などのような UI に影響するメソッドがある場合は、それらをこのクラスの中に複製する必要があります。










一つのページに複数のグリッドビュー


単一のページで二つ以上のグリッドビューを使うことが出来ますが、お互いが干渉しないように、追加の構成がいくつか必要になります。
グリッドビューの複数のインスタンスを使う場合は、並べ替えとページネーションのリンクが違うパラメータ名を持って生成されるように構成して、それぞれのグリッドビューが独立した並べ替えとページネーションを持つことが出来るようにしなければなりません。
そのためには、データプロバイダの [[yii\data\BaseDataProvider::$sort|sort]] と [[yii\data\BaseDataProvider::$pagination|pagination]] インスタンスの [[yii\data\Sort::sortParam|sortParam]] と [[yii\data\Pagination::pageParam|pageParam]] を設定します。


Post と User のリストを表示するために、二つのプロバイダ、$userProvider と $postProvider を準備済みであると仮定します。


use yii\grid\GridView;

$userProvider->pagination->pageParam = 'user-page';
$userProvider->sort->sortParam = 'user-sort';

$postProvider->pagination->pageParam = 'post-page';
$postProvider->sort->sortParam = 'post-sort';

echo '<h1>ユーザ</h1>';
echo GridView::widget([
    'dataProvider' => $userProvider,
]);

echo '<h1>投稿</h1>';
echo GridView::widget([
    'dataProvider' => $postProvider,
]);






GridView を Pjax とともに使う


(内容未定)
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イベント


イベントを使うと、既存のコードの特定の実行ポイントに、カスタムコードを挿入することができます。イベントにカスタムコードを添付すると、
イベントがトリガされたときにコードが自動的に実行されます。たとえば、メーラーオブジェクトがメッセージを正しく送信できたとき、
messageSent イベントをトリガするとします。もしメッセージの送信がうまく行ったことを知りたければ、単に messageSent
イベントにトラッキングコードを付与すするだけで、それが可能になります。


Yiiはイベントをサポートするために、 [[yii\base\Component]] と呼ばれる基底クラスを導入してします。クラスがイベントをトリガする必要がある場合は、
[[yii\base\Component]] もしくはその子クラスを継承する必要があります。



イベントハンドラ 


イベントハンドラとは、関連するイベントがトリガされたときに実行される、 PHP コールバック [http://www.php.net/manual/en/language.types.callable.php]
です。次のコールバックのいずれも使用可能です:



		文字列で指定されたグローバル PHP 関数 (括弧を除く) 'trim' など


		オブジェクトとメソッド名文字列の配列で指定された、オブジェクトのメソッド (括弧を除く) [$object, 'methodName'] など


		クラス名文字列とメソッド名文字列の配列で指定された、静的なクラスメソッド [$class, 'methodName'] など


		無名関数 function ($event) { ... } など





イベントハンドラのシグネチャはこのようになります:


function ($event) {
    // $event は yii\base\Event またはその子クラスのオブジェクト
}



$event パラメータを介して、イベントハンドラは発生したイベントに関して次の情報を得ることができます:



		[[yii\base\Event::name|イベント名]]


		[[yii\base\Event::sender|イベント送信元]]: trigger() メソッドを呼び出したオブジェクト


		








イベントハンドラのアタッチ 


イベントハンドラは [[yii\base\Component::on()]] を呼び出すことでアタッチできます。たとえば:


$foo = new Foo;

// このハンドラはグローバル関数です
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, 'function_name');

// このハンドラはオブジェクトのメソッドです
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, [$object, 'methodName']);

// このハンドラは静的なクラスメソッドです
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, ['app\components\Bar', 'methodName']);

// このハンドラは無名関数です
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, function ($event) {
    // イベント処理ロジック
});



また、 構成情報 を通じてイベントハンドラをアタッチすることもできます。詳細については
構成情報 の章を参照してください。


イベントハンドラをアタッチするとき、 [[yii\base\Component::on()]] の3番目のパラメータとして、付加的なデータを提供することができます。
そのデータは、イベントがトリガされてハンドラが呼び出されるときに、ハンドラ内で利用きます。たとえば:


// 次のコードはイベントがトリガされたとき "abc" を表示します
// "on" に3番目の引数として渡されたデータを $event->data が保持しているからです
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, 'function_name', 'abc');

function function_name($event) {
    echo $event->data;
}






イベントハンドラの順序


ひとつのイベントには、ひとつだけでなく複数のハンドラをアタッチすることができます。イベントがトリガされると、アタッチされたハンドラは、
それらがイベントにアタッチされた順序どおりに呼び出されます。あるハンドラがその後に続くハンドラの呼び出しを停止する必要がある場合は、
$event パラメータの [[yii\base\Event::handled]] プロパティを true に設定します:


$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, function ($event) {
    $event->handled = true;
});



デフォルトでは、新たに接続されたハンドラは、イベントの既存のハンドラのキューに追加されます。その結果、
イベントがトリガされたとき、そのハンドラは一番最後に呼び出されます。もし、そのハンドラが最初に呼び出されるよう、
ハンドラのキューの先頭に新しいハンドラを挿入したい場合は、[[yii\base\Component::on()]] を呼び出とき、4番目のパラメータ $append に false を渡します:


$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, function ($event) {
    // ...
}, $data, false);






イベントのトリガー 


イベントは、 [[yii\base\Component::trigger()]] メソッドを呼び出すことでトリガされます。このメソッドには イベント名 が必須で、
オプションで、イベントハンドラに渡されるパラメータを記述したイベントオブジェクトを渡すこともできます。たとえば:


namespace app\components;

use yii\base\Component;
use yii\base\Event;

class Foo extends Component
{
    const EVENT_HELLO = 'hello';

    public function bar()
    {
        $this->trigger(self::EVENT_HELLO);
    }
}



上記のコードでは、すべての bar() の呼び出しは、 hello という名前のイベントをトリガします。



Tip: イベント名を表すときはクラス定数を使用することをお勧めします。上記の例では、定数 EVENT_HELLO は
hello イベントを表しています。このアプローチには 3 つの利点があります。まず、タイプミスを防ぐことができます。次に、IDE の自動補完サポートでイベントを
認識できるようになります。第 3 に、クラスでどんなイベントがサポートされているかを表したいとき、定数の宣言をチェックするだけで済みます。



イベントをトリガするとき、イベントハンドラに追加情報を渡したいことがあります。たとえば、メーラーが messageSent イベントのハンドラに
メッセージ情報を渡して、ハンドラが送信されたメッセージの詳細を知ることができるようにしたいかもしれません。
これを行うために、 [[yii\base\Component::trigger()]] メソッドの2番目のパラメータとして、イベントオブジェクトを与えることができます。
イベントオブジェクトは [[yii\base\Event]] クラスあるいはその子クラスのインスタンスでなければなりません。たとえば:


namespace app\components;

use yii\base\Component;
use yii\base\Event;

class MessageEvent extends Event
{
    public $message;
}

class Mailer extends Component
{
    const EVENT_MESSAGE_SENT = 'messageSent';

    public function send($message)
    {
        // ... $message 送信 ...

        $event = new MessageEvent;
        $event->message = $message;
        $this->trigger(self::EVENT_MESSAGE_SENT, $event);
    }
}



[[yii\base\Component::trigger()]] メソッドが呼び出されたとき、この名前を付けられたイベントに
アタッチされたハンドラがすべて呼び出されます。





イベントハンドラのデタッチ 


イベントからハンドラを取り外すには、 [[yii\base\Component::off()]] メソッドを呼び出します。たとえば:


// このハンドラはグローバル関数です
$foo->off(Foo::EVENT_HELLO, 'function_name');

// このハンドラはオブジェクトのメソッドです
$foo->off(Foo::EVENT_HELLO, [$object, 'methodName']);

// このハンドラは静的なクラスメソッドです
$foo->off(Foo::EVENT_HELLO, ['app\components\Bar', 'methodName']);

// このハンドラは無名関数です
$foo->off(Foo::EVENT_HELLO, $anonymousFunction);



一般的には、イベントにアタッチされたときどこかに保存してある場合を除き、無名関数を取り外そうとはしないでください。
上記の例は、無名関数は変数 $anonymousFunction として保存されていたものとしています。


イベントからすべてのハンドラを取り外すには、単純に、第 2 パラメータを指定せずに [[yii\base\Component::off()]] を呼び出します。


$foo->off(Foo::EVENT_HELLO);






クラスレベル・イベントハンドラ 


ここまでの項では、 インスタンスレベル でのイベントにハンドラをアタッチする方法を説明してきました。
場合によっては、特定のインスタンスだけではなく、クラスのすべてのインスタンスがトリガした
イベントに応答したいことがあります。すべてのインスタンスにイベントハンドラをアタッチする代わりに、静的メソッド
[[yii\base\Event::on()]] を呼び出すことで、 クラスレベル でハンドラをアタッチすることができます。


たとえば、アクティブレコード オブジェクトは、データベースに新しいレコードを挿入するたびに、
[[yii\db\BaseActiveRecord::EVENT_AFTER_INSERT|EVENT_AFTER_INSERT]] イベントをトリガします。 すべての
アクティブレコード オブジェクトによって行われる挿入を追跡するには、次のコードが使えます：


use Yii;
use yii\base\Event;
use yii\db\ActiveRecord;

Event::on(ActiveRecord::className(), ActiveRecord::EVENT_AFTER_INSERT, function ($event) {
    Yii::trace(get_class($event->sender) . ' が挿入されました');
});



[[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]] またはその子クラスのいずれかが、 [[yii\db\BaseActiveRecord::EVENT_AFTER_INSERT|EVENT_AFTER_INSERT]]
をトリガーするといつでも、このイベントハンドラが呼び出されます。ハンドラの中では、 $event->sender を通して、
イベントをトリガしたオブジェクトを取得することができます。


オブジェクトがイベントをトリガするときは、最初にインスタンスレベルのハンドラを呼び出し、続いてクラスレベルのハンドラとなります。


静的メソッド [[yii\base\Event::trigger()]] を呼び出すことによって、 クラスレベル でイベントをトリガすることができます。
クラスレベルでのイベントは、特定のオブジェクトに関連付けられていません。そのため、これはクラスレベルのイベントハンドラだけを
呼び出します。たとえば:


use yii\base\Event;

Event::on(Foo::className(), Foo::EVENT_HELLO, function ($event) {
    echo $event->sender;  // "app\models\Foo" を表示
});

Event::trigger(Foo::className(), Foo::EVENT_HELLO);



この場合、$event->sender は、オブジェクトインスタンスではなく、イベントをトリガーするクラスの名前を指すことに注意してください。



注: クラスレベルのハンドラは、そのクラスのあらゆるインスタンス、またはあらゆる子クラスのインスタンスがトリガしたイベントに応答
してしまうため、よく注意して使わなければなりません。 [[yii\base\Object]] のように、クラスが低レベルの基底クラスの場合は特にそうです。



クラスレベルのイベントハンドラを取り外すときは、 [[yii\base\Event::off()]] を呼び出します。たとえば:


// $handler をデタッチ
Event::off(Foo::className(), Foo::EVENT_HELLO, $handler);

// Foo::EVENT_HELLO のすべてのハンドラをデタッチ
Event::off(Foo::className(), Foo::EVENT_HELLO);






グローバル・イベント 


Yiiは、実際に上記のイベントメカニズムに基づいたトリックである、いわゆる グローバル・イベント をサポートしています。
グローバル・イベントは、 アプリケーション インスタンス自身などの、グローバルにアクセス可能なシングルトンを必要とします。


グローバルイベントを作成するには、イベント送信者は、送信者の自前の trigger() メソッドを呼び出す代わりに、シングルトンの
trigger() メソッドを呼び出してイベントをトリガします。同じく、イベントハンドラも、シングルトンのイベントにアタッチされます。たとえば:


use Yii;
use yii\base\Event;
use app\components\Foo;

Yii::$app->on('bar', function ($event) {
    echo get_class($event->sender);  // "app\components\Foo" を表示
});

Yii::$app->trigger('bar', new Event(['sender' => new Foo]));



グローバルイベントを使用する利点は、オブジェクトによってトリガされるイベントハンドラを設けたいとき、オブジェクトがなくてもいい
ということです。その代わりに、ハンドラのアタッチとイベントのトリガはともに、(アプリケーションのインスタンスなど) シングルトンを
介して行われます。


しかし、グローバルイベントの名前空間はあらゆる部分から共有されているので、ある種の名前空間 (“frontend.mail.sent”、”backend.mail.sent” など)
を導入するというような、賢いグローバルイベントの名前付けをする必要があります。
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Sphinx Search



Note|注意: この節はまだ執筆中です。


まだ内容がありません。
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リクエスト


アプリケーションに対するリクエストは、リクエストのパラメータ、HTTP ヘッダ、クッキーなどの情報を提供する [[yii\web\Request]] オブジェクトの形で表されます。
与えられたリクエストに対応するリクエストオブジェクトには、デフォルトでは [[yii\web\Request]] のインスタンスである request アプリケーションコンポーネント を通じてアクセスすることが出来ます。
この節では、アプリケーションの中でこのコンポーネントをどのように利用できるかを説明します。



リクエストのパラメータ 


リクエストのパラメータを取得するためには、request コンポーネントの [[yii\web\Request::get()|get()]] および [[yii\web\Request::post()|post()]] メソッドを呼ぶことが出来ます。
これらは、ぞれぞれ、$_GET と $_POST の値を返します。例えば、


$request = Yii::$app->request;

$get = $request->get(); 
// $get = $_GET; と同等

$id = $request->get('id');   
// $id = isset($_GET['id']) ? $_GET['id'] : null; と同等

$id = $request->get('id', 1);   
// $id = isset($_GET['id']) ? $_GET['id'] : 1; と同等

$post = $request->post(); 
// $post = $_POST; と同等

$name = $request->post('name');   
// $name = isset($_POST['name']) ? $_POST['name'] : null; と同等

$name = $request->post('name', '');   
// $name = isset($_POST['name']) ? $_POST['name'] : ''; と同等




Info|情報: 直接に $_GET と $_POST にアクセスしてリクエストのパラメータを読み出す代りに、上記に示されているように、request コンポーネントを通じてそれらを取得することが推奨されます。
このようにすると、ダミーのリクエストデータを持った模擬リクエストコンポーネントを作ることが出来るため、テストを書くことがより容易になります。



RESTful API を実装するときは、PUT、PATCH またはその他の リクエストメソッド によって送信されたパラメータを読み出さなければならないことがよくあります。
そういうパラメータは [[yii\web\Request::getBodyParam()]] メソッドを呼ぶことで取得することが出来ます。
例えば、


$request = Yii::$app->request;

// 全てのパラメータを返す
$params = $request->bodyParams;

// パラメータ "id" を返す
$param = $request->getBodyParam('id');




Info|情報: GET パラメータとは異なって、POST、PUT、PATCH などで送信されたパラメータは、リクエストのボディの中で送られます。
上述のメソッドによってこれらのパラメータにアクセスすると、request コンポーネントがパラメータを解析します。
[[yii\web\Request::parsers]] プロパティを構成することによって、これらのパラメータが解析される方法をカスタマイズすることが出来ます。






リクエストメソッド 


現在のリクエストに使用された HTTP メソッドは、Yii::$app->request->method という式によって取得することが出来ます。
現在のメソッドが特定のタイプであるかどうかをチェックするための、一揃いの真偽値のプロパティも提供されています。
例えば、


$request = Yii::$app->request;

if ($request->isAjax) { // リクエストは AJAX リクエスト }
if ($request->isGet)  { // リクエストメソッドは GET }
if ($request->isPost) { // リクエストメソッドは POST }
if ($request->isPut)  { // リクエストメソッドは PUT }






リクエストの URL 


request コンポーネントは現在リクエストされている URL を調べるための方法を数多く提供しています。


リクエストされた URL が http://example.com/admin/index.php/product?id=100 であると仮定したとき、次にまとめたように、この URL のさまざまな部分を取得することが出来ます。



		[[yii\web\Request::url|url]]: /admin/index.php/product?id=100 を返します。ホスト情報の部分を省略した URL です。


		[[yii\web\Request::absoluteUrl|absoluteUrl]]: http://example.com/admin/index.php/product?id=100 を返します。
ホスト情報の部分を含んだ URL です。


		[[yii\web\Request::hostInfo|hostInfo]]: http://example.com を返します。URL のホスト情報の部分です。


		[[yii\web\Request::pathInfo|pathInfo]]: /product を返します。エントリスクリプトの後、疑問符 (クエリ文字列) の前の部分です。


		[[yii\web\Request::queryString|queryString]]: id=100 を返します。疑問符の後の部分です。


		[[yii\web\Request::baseUrl|baseUrl]]: /admin を返します。ホスト情報の後、かつ、エントリスクリプトの前の部分です。


		[[yii\web\Request::scriptUrl|scriptUrl]]: /admin/index.php を返します。パス情報とクエリ文字列を省略した URL です。


		[[yii\web\Request::serverName|serverName]]: example.com を返します。URL の中のホスト名です。


		[[yii\web\Request::serverPort|serverPort]]: 80 を返します。ウェブサーバによって使用されているポートです。








HTTP ヘッダ 


[[yii\web\Request::headers]] プロパティによって返される [[yii\web\HeaderCollection|header コレクション]] を通じて、HTTP ヘッダ情報を取得することが出来ます。例えば、


// $headers は yii\web\HeaderCollection のオブジェクト
$headers = Yii::$app->request->headers;

// Accept ヘッダの値を返す
$accept = $headers->get('Accept');

if ($headers->has('User-Agent')) { // User-Agent ヘッダが在る }



request コンポーネントは、よく使用されるいくつかのヘッダにすばやくアクセスする方法を提供しています。
その中には下記のものが含まれます。



		[[yii\web\Request::userAgent|userAgent]]: User-Agent ヘッダの値を返します。


		[[yii\web\Request::contentType|contentType]]: リクエストボディのデータの MIME タイプを示す Content-Type ヘッダの値を返します。


		[[yii\web\Request::acceptableContentTypes|acceptableContentTypes]]: ユーザが受け入れ可能なコンテントの MIME タイプを返します。
返されるタイプは品質スコアによって順序付けられます。最もスコアの高いタイプが最初に返されます。


		返される言語は優先レベルによって順序付けられます。最初の要素が最も優先度の高い言語を表します。





あなたのアプリケーションが複数の言語をサポートしており、エンドユーザが最も優先する言語でページを表示したいと思う場合は、言語ネゴシエーションメソッド [[yii\web\Request::getPreferredLanguage()]] を使うことが出来ます。
このメソッドはアプリケーションによってサポートされている言語のリストを引数として取り、 [yii\web\Request::acceptableLanguages|acceptableLanguages] と比較して、最も適切な言語を返します。



Tip|ヒント: [[yii\filters\ContentNegotiator|ContentNegotiator]] フィルタを使用して、レスポンスにおいてどのコンテントタイプと言語を使うべきかを動的に決定することも出来ます。
このフィルタは、上記で説明したプロパティとメソッドの上に、コンテントネゴシエーションを実装しています。






クライアント情報 


クライアントマシンのホスト名と IP アドレスを、それぞれ、[[yii\web\Request::userHost|userHost]] と [[yii\web\Request::userIP|userIP]] によって取得することが出来ます。例えば、


$userHost = Yii::$app->request->userHost;
$userIP = Yii::$app->request->userIP;
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エラー処理


RESTful API リクエストを処理していて、ユーザのリクエストにエラーがあったり、何か予期しないことがサーバ上で起ったりしたときには、何かがうまく行かなかったことをユーザに知らせるために単に例外を投げることも出来ます。
エラーの原因を特定することが出来る (例えば、リクエストされたリソースが存在しない、など) なら、適切な HTTP ステータスコード (例えば、[[yii\web\NotFoundHttpException]] が 404 ステータスコードを表します) とともに例外を投げることを検討すべきです。
そうすると、Yii は対応する HTTP ステータスコードおよびテキストとともにレスポンスを送信します。
Yii はまた、レスポンスボディにも、シリアライズされた表現形式の例外を含めます。
例えば、


HTTP/1.1 404 Not Found
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{
    "name": "Not Found Exception",
    "message": "The requested resource was not found.",
    "code": 0,
    "status": 404
}



次のリストは、Yii の REST フレームワークで使われる HTTP ステータスコードの要約です。



		200: OK。すべて期待されたとおりに動作しました。


		201: POST リクエストに対するレスポンスとしてリソースが成功裡に作成されました。
Location ヘッダが、新しく作成されたリソースを指し示す URL を含んでいます。


		204: リクエストは成功裡に処理されましたが、レスポンスはボディコンテントを含んでいません (DELTE リクエストなどの場合)。


		304: リソースは修正されていません。キャッシュしたバージョンを使うことが可能です。


		400: 無効なリクエストです。これはユーザのさまざまな行為によって引き起こされます。例えば、リクエストのボディに無効な JSON データを入れたり、無効なアクションパラメータを指定したり、など。


		401: 認証が失敗しました。


		403: 認証されたユーザは指定された API エンドポイントにアクセスすることを許可されていません。


		404: リクエストされたリソースは存在しません。


		405: メソッドが許可されていません。どの HTTP メソッドが許可されているか、Allow ヘッダをチェックしてください。


		415: サポートされていないメディアタイプです。リクエストされたコンテントタイプまたはバージョン番号が無効です。


		422: データのバリデーションが失敗しました (例えば POST リクエストに対するレスポンスで)。
レスポンスボディで詳細なエラーメッセージをチェックしてください。


		429: リクエストの数が多すぎます。レート制限のためにリクエストが拒絶されました。


		500: 内部的サーバエラー。これは内部的なプログラムエラーによって生じ得ます。






エラーレスポンスをカスタマイズする 


場合によっては、デフォルトのエラーレスポンス形式をカスタマイズしたいことがあるでしょう。
例えば、さまざまな HTTP ステータスを使ってさまざまなエラーを示すという方法によるのではなく、次に示すように、HTTP ステータスとしては常に 200 を使い、実際の HTTP ステータスコードはレスポンスの JSON 構造の一部として包み込む、という方式です。


HTTP/1.1 200 OK
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{
    "success": false,
    "data": {
        "name": "Not Found Exception",
        "message": "The requested resource was not found.",
        "code": 0,
        "status": 404
    }
}



アプリケーションの構成情報で response コンポーネントの beforeSend イベントに応答することで、この目的を達することが出来ます。


return [
    // ...
    'components' => [
        'response' => [
            'class' => 'yii\web\Response',
            'on beforeSend' => function ($event) {
                $response = $event->sender;
                if ($response->data !== null && !empty(Yii::$app->request->get('suppress_response_code'))) {
                    $response->data = [
                        'success' => $response->isSuccessful,
                        'data' => $response->data,
                    ];
                    $response->statusCode = 200;
                }
            },
        ],
    ],
];



上記のコードは、suppress_response_code が GET のパラメータとして渡された場合に、レスポンスを (成功したものも、失敗したものも) 再フォーマットします。
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模型


模型是 MVC [http://en.wikipedia.org/wiki/Model%E2%80%93view%E2%80%93controller] 模式中的一部分，
是代表业务数据、规则和逻辑的对象。


可通过继承 [[yii\base\Model]] 或它的子类定义模型类，基类[[yii\base\Model]]支持许多实用的特性：



		属性: 代表可像普通类属性或数组一样被访问的业务数据;


		属性标签: 指定属性显示出来的标签;


		块赋值: 支持一步给许多属性赋值;


		验证规则: 确保输入数据符合所申明的验证规则;


		数据导出: 允许模型数据导出为自定义格式的数组。





Model 类也是更多高级模型如Active Record 活动记录的基类，
更多关于这些高级模型的详情请参考相关手册。



补充：模型并不强制一定要继承[[yii\base\Model]]，但是由于很多组件支持[[yii\base\Model]]，最好使用它做为模型基类。




属性 


模型通过 属性 来代表业务数据，每个属性像是模型的公有可访问属性，
[[yii\base\Model::attributes()]] 指定模型所拥有的属性。


可像访问一个对象属性一样访问模型的属性:


$model = new \app\models\ContactForm;

// "name" 是ContactForm模型的属性
$model->name = 'example';
echo $model->name;



也可像访问数组单元项一样访问属性，这要感谢[[yii\base\Model]]支持 ArrayAccess 数组访问 [http://php.net/manual/en/class.arrayaccess.php]
和 ArrayIterator 数组迭代器 [http://php.net/manual/en/class.arrayiterator.php]:


$model = new \app\models\ContactForm;

// 像访问数组单元项一样访问属性
$model['name'] = 'example';
echo $model['name'];

// 迭代器遍历模型
foreach ($model as $name => $value) {
    echo "$name: $value\n";
}




定义属性 


默认情况下你的模型类直接从[[yii\base\Model]]继承，所有 non-static public非静态公有 成员变量都是属性。
例如，下述ContactForm 模型类有四个属性name, email, subject and body，
ContactForm 模型用来代表从HTML表单获取的输入数据。


namespace app\models;

use yii\base\Model;

class ContactForm extends Model
{
    public $name;
    public $email;
    public $subject;
    public $body;
}



另一种方式是可覆盖 [[yii\base\Model::attributes()]] 来定义属性，该方法返回模型的属性名。
例如 [[yii\db\ActiveRecord]] 返回对应数据表列名作为它的属性名，
注意可能需要覆盖魔术方法如__get(), __set()使属性像普通对象属性被访问。





属性标签 


当属性显示或获取输入时，经常要显示属性相关标签，例如假定一个属性名为firstName，
在某些地方如表单输入或错误信息处，你可能想显示对终端用户来说更友好的 First Name 标签。


可以调用 [[yii\base\Model::getAttributeLabel()]] 获取属性的标签，例如：


$model = new \app\models\ContactForm;

// 显示为 "Name"
echo $model->getAttributeLabel('name');



默认情况下，属性标签通过[[yii\base\Model::generateAttributeLabel()]]方法自动从属性名生成.
它会自动将驼峰式大小写变量名转换为多个首字母大写的单词，例如 username 转换为 Username，
firstName 转换为 First Name。


如果你不想用自动生成的标签，可以覆盖 [[yii\base\Model::attributeLabels()]] 方法明确指定属性标签，例如：


namespace app\models;

use yii\base\Model;

class ContactForm extends Model
{
    public $name;
    public $email;
    public $subject;
    public $body;

    public function attributeLabels()
    {
        return [
            'name' => 'Your name',
            'email' => 'Your email address',
            'subject' => 'Subject',
            'body' => 'Content',
        ];
    }
}



应用支持多语言的情况下，可翻译属性标签，
可在 [[yii\base\Model::attributeLabels()|attributeLabels()]] 方法中定义，如下所示:


public function attributeLabels()
{
    return [
        'name' => \Yii::t('app', 'Your name'),
        'email' => \Yii::t('app', 'Your email address'),
        'subject' => \Yii::t('app', 'Subject'),
        'body' => \Yii::t('app', 'Content'),
    ];
}



甚至可以根据条件定义标签，例如通过使用模型的 scenario场景，
可对相同的属性返回不同的标签。



补充：属性标签是 视图一部分，但是在模型中申明标签通常非常方便，并可行程非常简洁可重用代码。








场景 


模型可能在多个 场景 下使用，例如 User 模块可能会在收集用户登录输入，也可能会在用户注册时使用。
在不同的场景下，模型可能会使用不同的业务规则和逻辑，例如 email 属性在注册时强制要求有，但在登陆时不需要。


模型使用 [[yii\base\Model::scenario]] 属性保持使用场景的跟踪，
默认情况下，模型支持一个名为 default 的场景，如下展示两种设置场景的方法:


// 场景作为属性来设置
$model = new User;
$model->scenario = 'login';

// 场景通过构造初始化配置来设置
$model = new User(['scenario' => 'login']);



默认情况下，模型支持的场景由模型中申明的 验证规则 来决定，
但你可以通过覆盖[[yii\base\Model::scenarios()]]方法来自定义行为，如下所示：


namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class User extends ActiveRecord
{
    public function scenarios()
    {
        return [
            'login' => ['username', 'password'],
            'register' => ['username', 'email', 'password'],
        ];
    }
}




补充：在上述和下述的例子中，模型类都是继承[[yii\db\ActiveRecord]]，
因为多场景的使用通常发生在Active Record 类中.



scenarios() 方法返回一个数组，数组的键为场景名，值为对应的 active attributes活动属性。
活动属性可被 块赋值 并遵循验证规则
在上述例子中，username 和 password 在login场景中启用，在 register 场景中,
除了 username and password 外 email 也被启用。


scenarios() 方法默认实现会返回所有[[yii\base\Model::rules()]]方法申明的验证规则中的场景，
当覆盖scenarios()时，如果你想在默认场景外使用新场景，可以编写类似如下代码：


namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class User extends ActiveRecord
{
    public function scenarios()
    {
        $scenarios = parent::scenarios();
        $scenarios['login'] = ['username', 'password'];
        $scenarios['register'] = ['username', 'email', 'password'];
        return $scenarios;
    }
}



场景特性主要在验证 和 属性块赋值 中使用。
你也可以用于其他目的，例如可基于不同的场景定义不同的 属性标签。





验证规则 


当模型接收到终端用户输入的数据，数据应当满足某种规则(称为 验证规则, 也称为 业务规则)。
例如假定ContactForm模型，你可能想确保所有属性不为空且 email 属性包含一个有效的邮箱地址，
如果某个属性的值不满足对应的业务规则，相应的错误信息应显示，以帮助用户修正错误。


可调用 [[yii\base\Model::validate()]] 来验证接收到的数据，
该方法使用[[yii\base\Model::rules()]]申明的验证规则来验证每个相关属性，
如果没有找到错误，会返回 true，否则它会将错误保存在 [[yii\base\Model::errors]] 属性中并返回false，例如：


$model = new \app\models\ContactForm;

// 用户输入数据赋值到模型属性
$model->attributes = \Yii::$app->request->post('ContactForm');

if ($model->validate()) {
    // 所有输入数据都有效 all inputs are valid
} else {
    // 验证失败：$errors 是一个包含错误信息的数组
    $errors = $model->errors;
}



通过覆盖 [[yii\base\Model::rules()]] 方法指定模型属性应该满足的规则来申明模型相关验证规则。
下述例子显示ContactForm模型申明的验证规则:


public function rules()
{
    return [
        // name, email, subject 和 body 属性必须有值
        [['name', 'email', 'subject', 'body'], 'required'],

        // email 属性必须是一个有效的电子邮箱地址
        ['email', 'email'],
    ];
}



一条规则可用来验证一个或多个属性，一个属性可对应一条或多条规则。
更多关于如何申明验证规则的详情请参考 验证输入 一节.


有时你想一条规则只在某个 场景 下应用，为此你可以指定规则的 on 属性，如下所示:


public function rules()
{
    return [
        // 在"register" 场景下 username, email 和 password 必须有值
        [['username', 'email', 'password'], 'required', 'on' => 'register'],

        // 在 "login" 场景下 username 和 password 必须有值
        [['username', 'password'], 'required', 'on' => 'login'],
    ];
}



如果没有指定 on 属性，规则会在所有场景下应用， 在当前[[yii\base\Model::scenario|scenario]]
下应用的规则称之为 active rule活动规则。


一个属性只会属于scenarios()中定义的活动属性且在rules()申明对应一条或多条活动规则的情况下被验证。





块赋值 


块赋值只用一行代码将用户所有输入填充到一个模型，非常方便，
它直接将输入数据对应填充到 [[yii\base\Model::attributes]] 属性。
以下两段代码效果是相同的，都是将终端用户输入的表单数据赋值到 ContactForm 模型的属性，
明显地前一段块赋值的代码比后一段代码简洁且不易出错。


$model = new \app\models\ContactForm;
$model->attributes = \Yii::$app->request->post('ContactForm');



$model = new \app\models\ContactForm;
$data = \Yii::$app->request->post('ContactForm', []);
$model->name = isset($data['name']) ? $data['name'] : null;
$model->email = isset($data['email']) ? $data['email'] : null;
$model->subject = isset($data['subject']) ? $data['subject'] : null;
$model->body = isset($data['body']) ? $data['body'] : null;




安全属性 


块赋值只应用在模型当前[[yii\base\Model::scenario|scenario]]场景[[yii\base\Model::scenarios()]]方法
列出的称之为 安全属性 的属性上，例如，如果User模型申明以下场景，
当当前场景为login时候，只有username and password 可被块赋值，其他属性不会被赋值。


public function scenarios()
{
    return [
        'login' => ['username', 'password'],
        'register' => ['username', 'email', 'password'],
    ];
}




补充: 块赋值只应用在安全属性上，因为你想控制哪些属性会被终端用户输入数据所修改，
例如，如果 User 模型有一个permission属性对应用户的权限，
你可能只想让这个属性在后台界面被管理员修改。



由于默认[[yii\base\Model::scenarios()]]的实现会返回[[yii\base\Model::rules()]]所有属性和数据，
如果不覆盖这个方法，表示所有只要出现在活动验证规则中的属性都是安全的。


为此，提供一个特别的别名为 safe 的验证器来申明哪些属性是安全的不需要被验证，
如下示例的规则申明 title 和 description 都为安全属性。


public function rules()
{
    return [
        [['title', 'description'], 'safe'],
    ];
}






非安全属性 


如上所述，[[yii\base\Model::scenarios()]] 方法提供两个用处：定义哪些属性应被验证，定义哪些属性安全。
在某些情况下，你可能想验证一个属性但不想让他是安全的，可在scenarios()方法中属性名加一个惊叹号 !。
例如像如下的secret属性。


public function scenarios()
{
    return [
        'login' => ['username', 'password', '!secret'],
    ];
}



当模型在 login 场景下，三个属性都会被验证，但只有 username和 password 属性会被块赋值，
要对secret属性赋值，必须像如下例子明确对它赋值。


$model->secret = $secret;








数据导出 


模型通常要导出成不同格式，例如，你可能想将模型的一个集合转成JSON或Excel格式，
导出过程可分解为两个步骤，第一步，模型转换成数组；第二步，数组转换成所需要的格式。
你只需要关注第一步，因为第二步可被通用的数据转换器如[[yii\web\JsonResponseFormatter]]来完成。


将模型转换为数组最简单的方式是使用 [[yii\base\Model::attributes]] 属性，例如：


$post = \app\models\Post::findOne(100);
$array = $post->attributes;



[[yii\base\Model::attributes]] 属性会返回 所有 [[yii\base\Model::attributes()]] 申明的属性的值。


更灵活和强大的将模型转换为数组的方式是使用 [[yii\base\Model::toArray()]] 方法，
它的行为默认和 [[yii\base\Model::attributes]] 相同，
但是它允许你选择哪些称之为字段的数据项放入到结果数组中并同时被格式化。
实际上，它是导出模型到 RESTful 网页服务开发的默认方法，详情请参阅响应格式.



字段 


字段是模型通过调用[[yii\base\Model::toArray()]]生成的数组的单元名。


默认情况下，字段名对应属性名，但是你可以通过覆盖
[[yii\base\Model::fields()|fields()]] 和/或 [[yii\base\Model::extraFields()|extraFields()]] 方法来改变这种行为，
两个方法都返回一个字段定义列表，fields() 方法定义的字段是默认字段，表示toArray()方法默认会返回这些字段。
extraFields()方法定义额外可用字段，通过toArray()方法指定$expand参数来返回这些额外可用字段。
例如如下代码会返回fields()方法定义的所有字段和extraFields()方法定义的prettyName and fullAddress字段。


$array = $model->toArray([], ['prettyName', 'fullAddress']);



可通过覆盖 fields() 来增加、删除、重命名和重定义字段，fields() 方法返回值应为数组，
数组的键为字段名，数组的值为对应的可为属性名或匿名函数返回的字段定义对应的值。
特使情况下，如果字段名和属性定义名相同，可以省略数组键，例如：


// 明确列出每个字段，特别用于你想确保数据表或模型属性改变不会导致你的字段改变(保证后端的API兼容).
public function fields()
{
    return [
        // 字段名和属性名相同
        'id',

        // 字段名为 "email"，对应属性名为 "email_address"
        'email' => 'email_address',

        // 字段名为 "name", 值通过PHP代码返回
        'name' => function () {
            return $this->first_name . ' ' . $this->last_name;
        },
    ];
}

// 过滤掉一些字段，特别用于你想继承父类实现并不想用一些敏感字段
public function fields()
{
    $fields = parent::fields();

    // 去掉一些包含敏感信息的字段
    unset($fields['auth_key'], $fields['password_hash'], $fields['password_reset_token']);

    return $fields;
}




警告：由于模型的所有属性会被包含在导出数组，最好检查数据确保没包含敏感数据，
如果有敏感数据，应覆盖 fields() 方法过滤掉，在上述列子中，我们选择过滤掉
auth_key, password_hash and password_reset_token。








最佳实践 


模型是代表业务数据、规则和逻辑的中心地方，通常在很多地方重用，
在一个设计良好的应用中，模型通常比控制器代码多。


归纳起来，模型



		可包含属性来展示业务数据;


		可包含验证规则确保数据有效和完整;


		可包含方法实现业务逻辑;


		不应直接访问请求，session和其他环境数据，这些数据应该由控制器传入到模型;


		应避免嵌入HTML或其他展示代码，这些代码最好在 视图中处理;


		单个模型中避免太多的 场景.





在开发大型复杂系统时应经常考虑最后一条建议，
在这些系统中，模型会很大并在很多地方使用，因此会包含需要规则集和业务逻辑，
最后维护这些模型代码成为一个噩梦，因为一个简单修改会影响好多地方，
为确保模型好维护，最好使用以下策略：



		定义可被多个 应用主体 或 模块 共享的模型基类集合。
这些模型类应包含通用的最小规则集合和逻辑。


		在每个使用模型的 应用主体 或 模块中，
通过继承对应的模型基类来定义具体的模型类，具体模型类包含应用主体或模块指定的规则和逻辑。





例如，在高级应用模板，你可以定义一个模型基类common\models\Post，
然后在前台应用中，定义并使用一个继承common\models\Post的具体模型类frontend\models\Post，
在后台应用中可以类似地定义backend\models\Post。
通过这种策略，你清楚frontend\models\Post只对应前台应用，如果你修改它，就无需担忧修改会影响后台应用。
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应用组件


应用主体是服务定位器，它部署一组提供各种不同功能的 应用组件 来处理请求。
例如，urlManager组件负责处理网页请求路由到对应的控制器。db组件提供数据库相关服务等等。


在同一个应用中，每个应用组件都有一个独一无二的 ID 用来区分其他应用组件，你可以通过如下表达式访问应用组件。


\Yii::$app->componentID



例如，可以使用 \Yii::$app->db 来获取到已注册到应用的 [[yii\db\Connection|DB connection]]，
使用 \Yii::$app->cache 来获取到已注册到应用的 [[yii\caching\Cache|primary cache]]。


第一次使用以上表达式时候会创建应用组件实例，后续再访问会返回此实例，无需再次创建。


应用组件可以是任意对象，可以在 应用主体配置配置 [[yii\base\Application::components]] 属性 .
例如：


[
    'components' => [
        // 使用类名注册 "cache" 组件
        'cache' => 'yii\caching\ApcCache',

        // 使用配置数组注册 "db" 组件
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=demo',
            'username' => 'root',
            'password' => '',
        ],

        // 使用函数注册"search" 组件
        'search' => function () {
            return new app\components\SolrService;
        },
    ],
]




补充：请谨慎注册太多应用组件，应用组件就像全局变量，使用太多可能加大测试和维护的难度。
一般情况下可以在需要时再创建本地组件。




引导启动组件 


上面提到一个应用组件只会在第一次访问时实例化，如果处理请求过程没有访问的话就不实例化。
有时你想在每个请求处理过程都实例化某个组件即便它不会被访问，
可以将该组件ID加入到应用主体的 [[yii\base\Application::bootstrap|bootstrap]] 属性中。


例如, 如下的应用主体配置保证了 log 组件一直被加载。


[
    'bootstrap' => [
        // 将 log 组件 ID 加入引导让它始终载入
        'log',
    ],
    'components' => [
        'log' => [
            // "log" 组件的配置
        ],
    ],
]






核心应用组件 


Yii 定义了一组固定ID和默认配置的 核心 组件，例如 [[yii\web\Application::request|request]] 组件
用来收集用户请求并解析 路由；
[[yii\base\Application::db|db]] 代表一个可以执行数据库操作的数据库连接。
通过这些组件，Yii应用主体能处理用户请求。


下面是预定义的核心应用组件列表，可以和普通应用组件一样配置和自定义它们。
当你配置一个核心组件，不指定它的类名的话就会使用Yii默认指定的类。



		[[yii\web\AssetManager|assetManager]]: 管理资源包和资源发布，详情请参考 管理资源 一节。


		注意配置该组件时必须指定组件类名和其他相关组件属性，如[[yii\db\Connection::dsn]]。
详情请参考 数据访问对象 一节。


		[[yii\base\Application::errorHandler|errorHandler]]: 处理 PHP 错误和异常，
详情请参考 错误处理 一节。


		日期使用长格式。详情请参考 格式化输出数据 一节。


		[[yii\i18n\I18N|i18n]]: 支持信息翻译和格式化。详情请参考 国际化 一节。


		[[yii\log\Dispatcher|log]]: 管理日志对象。详情请参考 日志 一节。


		[[yii\swiftmailer\Mailer|mail]]: 支持生成邮件结构并发送，详情请参考 邮件 一节。


		详情请参考 响应 一节。


		详情请参考 请求 一节。


		[[yii\web\Session|session]]: 代表会话信息，仅在[[yii\web\Application|Web applications]] 网页应用中可用，
详情请参考 Sessions (会话) and Cookies 一节。


		详情请参考 URL 解析和生成 一节。


		[[yii\web\User|user]]: 代表认证登录用户信息，仅在[[yii\web\Application|Web applications]] 网页应用中可用，
详情请参考 认证 一节。


		[[yii\web\View|view]]: 支持渲染视图，详情请参考 Views 一节。
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入口脚本


入口脚本是应用启动流程中的第一环，一个应用（不管是网页应用还是控制台应用）只有一个入口脚本。终端用户的请求通过入口脚本实例化应用并将将请求转发到应用。


Web 应用的入口脚本必须放在终端用户能够访问的目录下，通常命名为 index.php，也可以使用 Web 服务器能定位到的其他名称。


控制台应用的入口脚本一般在应用根目录下命名为 yii（后缀为.php），该文件需要有执行权限，这样用户就能通过命令 ./yii <route> [arguments] [options] 来运行控制台应用。


入口脚本主要完成以下工作：



		定义全局常量；


		注册 Composer 自动加载器 [http://getcomposer.org/doc/01-basic-usage.md#autoloading]；


		包含 [[Yii]] 类文件；


		加载应用配置；


		创建一个应用实例并配置;


		调用 [[yii\base\Application::run()]] 来处理请求。






Web 应用 


以下是基础应用模版入口脚本的代码：


<?php

defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);
defined('YII_ENV') or define('YII_ENV', 'dev');

// 注册 Composer 自动加载器
require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');

// 包含 Yii 类文件
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// 加载应用配置
$config = require(__DIR__ . '/../config/web.php');

// 创建、配置、运行一个应用
(new yii\web\Application($config))->run();






控制台应用 


以下是一个控制台应用的入口脚本：


#!/usr/bin/env php
<?php
/**
 * Yii console bootstrap file.
 *
 * @link http://www.yiiframework.com/
 * @copyright Copyright (c) 2008 Yii Software LLC
 * @license http://www.yiiframework.com/license/
 */

defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);

// fcgi 默认没有定义 STDIN 和 STDOUT
defined('STDIN') or define('STDIN', fopen('php://stdin', 'r'));
defined('STDOUT') or define('STDOUT', fopen('php://stdout', 'w'));

// 注册 Composer 自动加载器
require(__DIR__ . '/vendor/autoload.php');

// 包含 Yii 类文件
require(__DIR__ . '/vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// 加载应用配置
$config = require(__DIR__ . '/config/console.php');

$application = new yii\console\Application($config);
$exitCode = $application->run();
exit($exitCode);






定义常量 


入口脚本是定义全局常量的最好地方，Yii 支持以下三个常量：



		YII_DEBUG：标识应用是否运行在调试模式。当在调试模式下，应用会保留更多日志信息，如果抛出异常，会显示详细的错误调用堆栈。因此，调试模式主要适合在开发阶段使用，YII_DEBUG 默认值为 false。


		YII_ENV：标识应用运行的环境，详情请查阅配置章节。YII_ENV 默认值为 'prod'，表示应用运行在线上产品环境。


		YII_ENABLE_ERROR_HANDLER：标识是否启用 Yii 提供的错误处理，默认为 true。





当定义一个常量时，通常使用类似如下代码来定义：


defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);



上面的代码等同于:


if (!defined('YII_DEBUG')) {
    define('YII_DEBUG', true);
}



显然第一段代码更加简洁易懂。


常量定义应该在入口脚本的开头，这样包含其他 PHP 文件时，常量就能生效。
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错误处理


Yii 内置了一个[[yii\web\ErrorHandler|error handler]]错误处理器，它使错误处理更方便，
Yii错误处理器做以下工作来提升错误处理效果：



		所有非致命PHP错误（如，警告，提示）会转换成可获取异常；


		异常和致命的PHP错误会被显示，在调试模式会显示详细的函数调用栈和源代码行数。


		支持使用专用的 控制器操作 来显示错误；


		支持不同的错误响应格式；





[[yii\web\ErrorHandler|error handler]] 错误处理器默认启用，
可通过在应用的入口脚本中定义常量YII_ENABLE_ERROR_HANDLER来禁用。



使用错误处理器 


[[yii\web\ErrorHandler|error handler]] 注册成一个名称为errorHandler应用组件，
可以在应用配置中配置它类似如下：


return [
    'components' => [
        'errorHandler' => [
            'maxSourceLines' => 20,
        ],
    ],
];



使用如上代码，异常页面最多显示20条源代码。


如前所述，错误处理器将所有非致命PHP错误转换成可获取异常，也就是说可以使用如下代码处理PHP错误：


use Yii;
use yii\base\ErrorException;

try {
    10/0;
} catch (ErrorException $e) {
    Yii::warning("Division by zero.");
}

// execution continues...



如果你想显示一个错误页面告诉用户请求是无效的或无法处理的，可简单地抛出一个 [[yii\web\HttpException|HTTP exception]]异常，
如 [[yii\web\NotFoundHttpException]]。错误处理器会正确地设置响应的HTTP状态码并使用合适的错误视图页面来显示错误信息。


use yii\web\NotFoundHttpException;

throw new NotFoundHttpException();






自定义错误显示 


[[yii\web\ErrorHandler|error handler]]错误处理器根据常量YII_DEBUG的值来调整错误显示，
当YII_DEBUG 为 true (表示在调试模式)，错误处理器会显示异常以及详细的函数调用栈和源代码行数来帮助调试，
当YII_DEBUG 为 false，只有错误信息会被显示以防止应用的敏感信息泄漏。



补充: 如果异常是继承 [[yii\base\UserException]]，不管YII_DEBUG为何值，函数调用栈信息都不会显示，
这是因为这种错误会被认为是用户产生的错误，开发人员不需要去修正。



[[yii\web\ErrorHandler|error handler]] 错误处理器默认使用两个视图显示错误:



		@yii/views/errorHandler/error.php: 显示不包含函数调用栈信息的错误信息是使用，
当YII_DEBUG 为 false时，所有错误都使用该视图。


		@yii/views/errorHandler/exception.php: 显示包含函数调用栈信息的错误信息时使用。





可以配置错误处理器的 [[yii\web\ErrorHandler::errorView|errorView]] 和 [[yii\web\ErrorHandler::exceptionView|exceptionView]] 属性
使用自定义的错误显示视图。



使用错误操作 


使用指定的错误操作 来自定义错误显示更方便，
为此，首先配置errorHandler组件的 [[yii\web\ErrorHandler::errorAction|errorAction]] 属性，类似如下：


return [
    'components' => [
        'errorHandler' => [
            'errorAction' => 'site/error',
        ],
    ]
];



[[yii\web\ErrorHandler::errorAction|errorAction]] 属性使用路由到一个操作，
上述配置表示不用显示函数调用栈信息的错误会通过执行site/error操作来显示。


可以创建site/error 操作如下所示：


namespace app\controllers;

use Yii;
use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public function actions()
    {
        return [
            'error' => [
                'class' => 'yii\web\ErrorAction',
            ],
        ];
    }
}



上述代码定义error 操作使用[[yii\web\ErrorAction]] 类，该类渲染名为error视图来显示错误。


除了使用[[yii\web\ErrorAction]], 可定义error 操作使用类似如下的操作方法：


public function actionError()
{
    $exception = Yii::$app->errorHandler->exception;
    if ($exception !== null) {
        return $this->render('error', ['exception' => $exception]);
    }
}



现在应创建一个视图文件为views/site/error.php，在该视图文件中，如果错误操作定义为[[yii\web\ErrorAction]]，
可以访问该操作中定义的如下变量：



		name: 错误名称


		message: 错误信息


		exception: 更多详细信息的异常对象，如HTTP 状态码，错误码，错误调用栈等。






补充: 如果你使用 基础应用模板 或 高级应用模板,
错误操作和错误视图已经定义好了。






自定义错误格式 


错误处理器根据响应设置的格式来显示错误，
如果[[yii\web\Response::format|response format]] 响应格式为html, 会使用错误或异常视图来显示错误信息，如上一小节所述。
对于其他的响应格式，错误处理器会错误信息作为数组赋值给[[yii\web\Response::data]]属性，然后转换到对应的格式，
例如，如果响应格式为json，可以看到如下响应信息：


HTTP/1.1 404 Not Found
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{
    "name": "Not Found Exception",
    "message": "The requested resource was not found.",
    "code": 0,
    "status": 404
}



可在应用配置中响应response组件的beforeSend事件来自定义错误响应格式。


return [
    // ...
    'components' => [
        'response' => [
            'class' => 'yii\web\Response',
            'on beforeSend' => function ($event) {
                $response = $event->sender;
                if ($response->data !== null) {
                    $response->data = [
                        'success' => $response->isSuccessful,
                        'data' => $response->data,
                    ];
                    $response->statusCode = 200;
                }
            },
        ],
    ],
];



上述代码会重新格式化错误响应，类似如下：


HTTP/1.1 200 OK
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{
    "success": false,
    "data": {
        "name": "Not Found Exception",
        "message": "The requested resource was not found.",
        "code": 0,
        "status": 404
    }
}
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Validating Input


As a rule of thumb, you should never trust the data received from end users and should always validate it
before putting it to good use.


Given a model populated with user inputs, you can validate the inputs by calling the
[[yii\base\Model::validate()]] method. The method will return a boolean value indicating whether the validation
succeeded or not. If not, you may get the error messages from the [[yii\base\Model::errors]] property. For example,


$model = new \app\models\ContactForm;

// populate model attributes with user inputs
$model->attributes = \Yii::$app->request->post('ContactForm');

if ($model->validate()) {
    // all inputs are valid
} else {
    // validation failed: $errors is an array containing error messages
    $errors = $model->errors;
}




Declaring Rules 


To make validate() really work, you should declare validation rules for the attributes you plan to validate.
This should be done by overriding the [[yii\base\Model::rules()]] method. The following example shows how
the validation rules for the ContactForm model are declared:


public function rules()
{
    return [
        // the name, email, subject and body attributes are required
        [['name', 'email', 'subject', 'body'], 'required'],

        // the email attribute should be a valid email address
        ['email', 'email'],
    ];
}



The [[yii\base\Model::rules()|rules()]] method should return an array of rules, each of which is an array
of the following format:


[
    // required, specifies which attributes should be validated by this rule.
    // For a single attribute, you can use the attribute name directly
    // without having it in an array
    ['attribute1', 'attribute2', ...],

    // required, specifies the type of this rule.
    // It can be a class name, validator alias, or a validation method name
    'validator',

    // optional, specifies in which scenario(s) this rule should be applied
    // if not given, it means the rule applies to all scenarios
    // You may also configure the "except" option if you want to apply the rule
    // to all scenarios except the listed ones
    'on' => ['scenario1', 'scenario2', ...],

    // optional, specifies additional configurations for the validator object
    'property1' => 'value1', 'property2' => 'value2', ...
]



For each rule you must specify at least which attributes the rule applies to and what is the type of the rule.
You can specify the rule type in one of the following forms:



		the alias of a core validator, such as required, in, date, etc. Please refer to
the Core Validators for the complete list of core validators.


		the name of a validation method in the model class, or an anonymous function. Please refer to the
Inline Validators subsection for more details.


		a fully qualified validator class name. Please refer to the Standalone Validators
subsection for more details.





A rule can be used to validate one or multiple attributes, and an attribute may be validated by one or multiple rules.
A rule may be applied in certain scenarios only by specifying the on option.
If you do not specify an on option, it means the rule will be applied to all scenarios.


When the validate() method is called, it does the following steps to perform validation:



		Determine which attributes should be validated by getting the attribute list from [[yii\base\Model::scenarios()]]
using the current [[yii\base\Model::scenario|scenario]]. These attributes are called active attributes.


		Determine which validation rules should be used by getting the rule list from [[yii\base\Model::rules()]]
using the current [[yii\base\Model::scenario|scenario]]. These rules are called active rules.


		Use each active rule to validate each active attribute which is associated with the rule.
The validation rules are evaluated in the order they are listed.





According to the above validation steps, an attribute will be validated if and only if it is
an active attribute declared in scenarios() and is associated with one or multiple active rules
declared in rules().



Customizing Error Messages 


Most validators have default error messages that will be added to the model being validated when its attributes
fail the validation. For example, the [[yii\validators\RequiredValidator|required]] validator will add
a message “Username cannot be blank.” to a model when the username attribute fails the rule using this validator.


You can customize the error message of a rule by specifying the message property when declaring the rule,
like the following,


public function rules()
{
    return [
        ['username', 'required', 'message' => 'Please choose a username.'],
    ];
}



Some validators may support additional error messages to more precisely describe different causes of
validation failures. For example, the [[yii\validators\NumberValidator|number]] validator supports
[[yii\validators\NumberValidator::tooBig|tooBig]] and [[yii\validators\NumberValidator::tooSmall|tooSmall]]
to describe the validation failure when the value being validated is too big and too small, respectively.
You may configure these error messages like configuring other properties of validators in a validation rule.





Validation Events 


When [[yii\base\Model::validate()]] is called, it will call two methods that you may override to customize
the validation process:



		[[yii\base\Model::beforeValidate()]]: the default implementation will trigger a [[yii\base\Model::EVENT_BEFORE_VALIDATE]]
event. You may either override this method or respond to this event to do some preprocessing work
(e.g. normalizing data inputs) before the validation occurs. The method should return a boolean value indicating
whether the validation should proceed or not.


		[[yii\base\Model::afterValidate()]]: the default implementation will trigger a [[yii\base\Model::EVENT_AFTER_VALIDATE]]
event. You may either override this method or respond to this event to do some postprocessing work after
the validation is completed.








Conditional Validation 


To validate attributes only when certain conditions apply, e.g. the validation of one attribute depends
on the value of another attribute you can use the [[yii\validators\Validator::when|when]] property
to define such conditions. For example,


[
    ['state', 'required', 'when' => function($model) {
        return $model->country == 'USA';
    }],
]



The [[yii\validators\Validator::when|when]] property takes a PHP callable with the following signature:


/**
 * @param Model $model the model being validated
 * @param string $attribute the attribute being validated
 * @return boolean whether the rule should be applied
 */
function ($model, $attribute)



If you also need to support client-side conditional validation, you should configure
the [[yii\validators\Validator::whenClient|whenClient]] property which takes a string representing a JavaScript
function whose return value determines whether to apply the rule or not. For example,


[
    ['state', 'required', 'when' => function ($model) {
        return $model->country == 'USA';
    }, 'whenClient' => "function (attribute, value) {
        return $('#country').val() == 'USA';
    }"],
]






Data Filtering 


User inputs often need to be filtered or preprocessed. For example, you may want to trim the spaces around the
username input. You may use validation rules to achieve this goal.


The following examples shows how to trim the spaces in the inputs and turn empty inputs into nulls by using
the trim and default core validators:


[
    [['username', 'email'], 'trim'],
    [['username', 'email'], 'default'],
]



You may also use the more general filter validator to perform more complex
data filtering.


As you can see, these validation rules do not really validate the inputs. Instead, they will process the values
and save them back to the attributes being validated.





Handling Empty Inputs 


When input data are submitted from HTML forms, you often need to assign some default values to the inputs
if they are empty. You can do so by using the default validator. For example,


[
    // set "username" and "email" as null if they are empty
    [['username', 'email'], 'default'],

    // set "level" to be 1 if it is empty
    ['level', 'default', 'value' => 1],
]



By default, an input is considered empty if its value is an empty string, an empty array or a null.
You may customize the default empty detection logic by configuring the the [[yii\validators\Validator::isEmpty]] property
with a PHP callable. For example,


[
    ['agree', 'required', 'isEmpty' => function ($value) {
        return empty($value);
    }],
]




Note: Most validators do not handle empty inputs if their [[yii\base\Validator::skipOnEmpty]] property takes
the default value true. They will simply be skipped during validation if their associated attributes receive empty
inputs. Among the core validators, only the captcha, default, filter,
required, and trim validators will handle empty inputs.








Ad Hoc Validation 


Sometimes you need to do ad hoc validation for values that are not bound to any model.


If you only need to perform one type of validation (e.g. validating email addresses), you may call
the [[yii\validators\Validator::validate()|validate()]] method of the desired validator, like the following:


$email = 'test@example.com';
$validator = new yii\validators\EmailValidator();

if ($validator->validate($email, $error)) {
    echo 'Email is valid.';
} else {
    echo $error;
}




Note: Not all validators support this type of validation. An example is the unique
core validator which is designed to work with a model only.



If you need to perform multiple validations against several values, you can use [[yii\base\DynamicModel]]
which supports declaring both attributes and rules on the fly. Its usage is like the following:


public function actionSearch($name, $email)
{
    $model = DynamicModel::validateData(compact('name', 'email'), [
        [['name', 'email'], 'string', 'max' => 128],
        ['email', 'email'],
    ]);

    if ($model->hasErrors()) {
        // validation fails
    } else {
        // validation succeeds
    }
}



The [[yii\base\DynamicModel::validateData()]] method creates an instance of DynamicModel, defines the attributes
using the given data (name and email in this example), and then calls [[yii\base\Model::validate()]]
with the given rules.


Alternatively, you may use the following more “classic” syntax to perform ad hoc data validation:


public function actionSearch($name, $email)
{
    $model = new DynamicModel(compact('name', 'email'));
    $model->addRule(['name', 'email'], 'string', ['max' => 128])
        ->addRule('email', 'email')
        ->validate();

    if ($model->hasErrors()) {
        // validation fails
    } else {
        // validation succeeds
    }
}



After validation, you can check if the validation succeeded or not by calling the
[[yii\base\DynamicModel::hasErrors()|hasErrors()]] method, and then get the validation errors from the
[[yii\base\DynamicModel::errors|errors]] property, like you do with a normal model.
You may also access the dynamic attributes defined through the model instance, e.g.,
$model->name and $model->email.





Creating Validators 


Besides using the core validators included in the Yii releases, you may also
create your own validators. You may create inline validators or standalone validators.



Inline Validators 


An inline validator is one defined in terms of a model method or an anonymous function. The signature of
the method/function is:


/**
 * @param string $attribute the attribute currently being validated
 * @param mixed $params the value of the "params" given in the rule
 */
function ($attribute, $params)



If an attribute fails the validation, the method/function should call [[yii\base\Model::addError()]] to save
the error message in the model so that it can be retrieved back later to present to end users.


Below are some examples:


use yii\base\Model;

class MyForm extends Model
{
    public $country;
    public $token;

    public function rules()
    {
        return [
            // an inline validator defined as the model method validateCountry()
            ['country', 'validateCountry'],

            // an inline validator defined as an anonymous function
            ['token', function ($attribute, $params) {
                if (!ctype_alnum($this->$attribute)) {
                    $this->addError($attribute, 'The token must contain letters or digits.');
                }
            }],
        ];
    }

    public function validateCountry($attribute, $params)
    {
        if (!in_array($this->$attribute, ['USA', 'Web'])) {
            $this->addError($attribute, 'The country must be either "USA" or "Web".');
        }
    }
}




Note: By default, inline validators will not be applied if their associated attributes receive empty inputs
or if they have already failed some validation rules. If you want to make sure a rule is always applied,
you may configure the [[yii\validators\Validator::skipOnEmpty|skipOnEmpty]] and/or [[yii\validators\Validator::skipOnError|skipOnError]]
properties to be false in the rule declarations. For example:


[
    ['country', 'validateCountry', 'skipOnEmpty' => false, 'skipOnError' => false],
]










Standalone Validators 


A standalone validator is a class extending [[yii\validators\Validator]] or its child class. You may implement
its validation logic by overriding the [[yii\validators\Validator::validateAttribute()]] method. If an attribute
fails the validation, call [[yii\base\Model::addError()]] to save the error message in the model, like you do
with inline validators. For example,


namespace app\components;

use yii\validators\Validator;

class CountryValidator extends Validator
{
    public function validateAttribute($model, $attribute)
    {
        if (!in_array($model->$attribute, ['USA', 'Web'])) {
            $this->addError($model, $attribute, 'The country must be either "USA" or "Web".');
        }
    }
}



If you want your validator to support validating a value without a model, you should also override
[[yii\validators\Validator::validate()]]. You may also override [[yii\validators\Validator::validateValue()]]
instead of validateAttribute() and validate() because by default the latter two methods are implemented
by calling validateValue().







Client-Side Validation 


Client-side validation based on JavaScript is desirable when end users provide inputs via HTML forms, because
it allows users to find out input errors faster and thus provides a better user experience. You may use or implement
a validator that supports client-side validation in addition to server-side validation.



Info: While client-side validation is desirable, it is not a must. Its main purpose is to provide users with a better
experience. Similar to input data coming from end users, you should never trust client-side validation. For this reason,
you should always perform server-side validation by calling [[yii\base\Model::validate()]], as
described in the previous subsections.




Using Client-Side Validation 


Many core validators support client-side validation out-of-the-box. All you need to do
is just use [[yii\widgets\ActiveForm]] to build your HTML forms. For example, LoginForm below declares two
rules: one uses the required core validator which is supported on both
client and server sides; the other uses the validatePassword inline validator which is only supported on the server
side.


namespace app\models;

use yii\base\Model;
use app\models\User;

class LoginForm extends Model
{
    public $username;
    public $password;

    public function rules()
    {
        return [
            // username and password are both required
            [['username', 'password'], 'required'],

            // password is validated by validatePassword()
            ['password', 'validatePassword'],
        ];
    }

    public function validatePassword()
    {
        $user = User::findByUsername($this->username);

        if (!$user || !$user->validatePassword($this->password)) {
            $this->addError('password', 'Incorrect username or password.');
        }
    }
}



The HTML form built by the following code contains two input fields username and password.
If you submit the form without entering anything, you will find the error messages requiring you
to enter something appear right away without any communication with the server.


<?php $form = yii\widgets\ActiveForm::begin(); ?>
    <?= $form->field($model, 'username') ?>
    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>
    <?= Html::submitButton('Login') ?>
<?php yii\widgets\ActiveForm::end(); ?>



Behind the scene, [[yii\widgets\ActiveForm]] will read the validation rules declared in the model
and generate appropriate JavaScript code for validators that support client-side validation. When a user
changes the value of an input field or submit the form, the client-side validation JavaScript will be triggered.


If you want to turn off client-side validation completely, you may configure the
[[yii\widgets\ActiveForm::enableClientValidation]] property to be false. You may also turn off client-side
validation of individual input fields by configuring their [[yii\widgets\ActiveField::enableClientValidation]]
property to be false.





Implementing Client-Side Validation 


To create a validator that supports client-side validation, you should implement the
[[yii\validators\Validator::clientValidateAttribute()]] method which returns a piece of JavaScript code
that performs the validation on the client side. Within the JavaScript code, you may use the following
predefined variables:



		attribute: the name of the attribute being validated.


		value: the value being validated.


		messages: an array used to hold the validation error messages for the attribute.


		deferred: an array which deferred objects can be pushed into (explained in the next subsection).





In the following example, we create a StatusValidator which validates if an input is a valid status input
against the existing status data. The validator supports both server side and client side validation.


namespace app\components;

use yii\validators\Validator;
use app\models\Status;

class StatusValidator extends Validator
{
    public function init()
    {
        parent::init();
        $this->message = 'Invalid status input.';
    }

    public function validateAttribute($model, $attribute)
    {
        $value = $model->$attribute;
        if (!Status::find()->where(['id' => $value])->exists()) {
            $model->addError($attribute, $this->message);
        }
    }

    public function clientValidateAttribute($model, $attribute, $view)
    {
        $statuses = json_encode(Status::find()->select('id')->asArray()->column());
        $message = json_encode($this->message, JSON_UNESCAPED_SLASHES | JSON_UNESCAPED_UNICODE);
        return <<<JS
if (!$.inArray(value, $statuses)) {
    messages.push($message);
}
JS;
    }
}




Tip: The above code is given mainly to demonstrate how to support client-side validation. In practice,
you may use the in core validator to achieve the same goal. You may
write the validation rule like the following:


[
    ['status', 'in', 'range' => Status::find()->select('id')->asArray()->column()],
]










Deferred Validation 


If you need to perform asynchronous client-side validation, you can create Deferred objects [http://api.jquery.com/category/deferred-object/].
For example, to perform a custom AJAX validation, you can use the following code:


public function clientValidateAttribute($model, $attribute, $view)
{
    return <<<JS
        deferred.push($.get("/check", {value: value}).done(function(data) {
            if ('' !== data) {
                messages.push(data);
            }
        }));
JS;
}



In the above, the deferred variable is provided by Yii, which is an array of Deferred objects. The $.get()
jQuery method creates a Deferred object which is pushed to the deferred array.


You can also explicitly create a Deferred object and call its resolve() method when the asynchronous callback
is hit. The following example shows how to validate the dimensions of an uploaded image file on the client side.


public function clientValidateAttribute($model, $attribute, $view)
{
    return <<<JS
        var def = $.Deferred();
        var img = new Image();
        img.onload = function() {
            if (this.width > 150) {
                messages.push('Image too wide!!');
            }
            def.resolve();
        }
        var reader = new FileReader();
        reader.onloadend = function() {
            img.src = reader.result;
        }
        reader.readAsDataURL(file);

        deferred.push(def);
JS;
}




Note: The resolve() method must be called after the attribute has been validated. Otherwise the main form
validation will not complete.



For simplicity, the deferred array is equipped with a shortcut method add() which automatically creates a Deferred
object and adds it to the deferred array. Using this method, you can simplify the above example as follows,


public function clientValidateAttribute($model, $attribute, $view)
{
    return <<<JS
        deferred.add(function(def) {
            var img = new Image();
            img.onload = function() {
                if (this.width > 150) {
                    messages.push('Image too wide!!');
                }
                def.resolve();
            }
            var reader = new FileReader();
            reader.onloadend = function() {
                img.src = reader.result;
            }
            reader.readAsDataURL(file);
        });
JS;
}






AJAX Validation 


Some validations can only be done on the server side, because only the server has the necessary information.
For example, to validate if a username is unique or not, it is necessary to check the user table on the server side.
You can use AJAX-based validation in this case. It will trigger an AJAX request in the background to validate the
input while keeping the same user experience as the regular client-side validation.


To enable AJAX validation for the whole form, you have to set the
[[yii\widgets\ActiveForm::enableAjaxValidation]] property to be true and specify id to be a unique form identifier:


<?php $form = yii\widgets\ActiveForm::begin([
    'id' => 'contact-form',
    'enableAjaxValidation' => true,
]); ?>



You may also turn AJAX validation on or off for individual input fields by configuring their
[[yii\widgets\ActiveField::enableAjaxValidation]] property.


You also need to prepare the server so that it can handle the AJAX validation requests.
This can be achieved by a code snippet like the following in the controller actions:


if (Yii::$app->request->isAjax && $model->load(Yii::$app->request->post())) {
    Yii::$app->response->format = Response::FORMAT_JSON;
    return ActiveForm::validate($model);
}



The above code will check whether the current request is an AJAX. If yes, it will respond to
this request by running the validation and returning the errors in JSON format.



Info: You can also use Deferred Validation to perform AJAX validation.
However, the AJAX validation feature described here is more systematic and requires less coding effort.
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レスポンス形式の設定


RESTful API のリクエストを処理するとき、アプリケーションは、通常、レスポンス形式の設定に関して次のステップを踏みます。
When handling a RESTful API request, an application usually takes the following steps that are related
with response formatting:



		レスポンス形式に影響するさまざまな要因、例えば、メディアタイプ、言語、バージョンなどを決定します。
このプロセスは コンテントネゴシエーション [http://en.wikipedia.org/wiki/Content_negotiation] としても知られるものです。


		リソースオブジェクトを配列に変換します。
リソース の節で説明したように、この作業は [[yii\rest\Serializer]] によって実行されます。


		配列をコンテントネゴシエーションのステップで決定された形式の文字列に変換します。
この作業は、[[yii\web\Response::formatters|response]] アプリケーションコンポーネントに登録された [[yii\web\ResponseFormatterInterface|レスポンスフォーマッタ]] によって実行されます。






コンテントネゴシエーション 


Yii は [[yii\filters\ContentNegotiator]] フィルタによってコンテントネゴシエーションをサポートします。
RESTful API の基底コントローラクラス [[yii\rest\Controller]] は contentNegotiator という名前でこのフィルタを持っています。
このフィルタは、レスポンス形式のネゴシエーションと同時に言語のネゴシエーションも提供します。
例えば、RESTful API リクエストが下記のヘッダを含んでいるとします。


Accept: application/json; q=1.0, */*; q=0.1



この場合、リクエストは JSON 形式のレスポンスを受け取ることになります。例えば、次のような具合です。


$ curl -i -H "Accept: application/json; q=1.0, */*; q=0.1" "http://localhost/users"

HTTP/1.1 200 OK
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
X-Powered-By: PHP/5.4.20
X-Pagination-Total-Count: 1000
X-Pagination-Page-Count: 50
X-Pagination-Current-Page: 1
X-Pagination-Per-Page: 20
Link: <http://localhost/users?page=1>; rel=self,
      <http://localhost/users?page=2>; rel=next,
      <http://localhost/users?page=50>; rel=last
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

[
    {
        "id": 1,
        ...
    },
    {
        "id": 2,
        ...
    },
    ...
]



舞台裏では、RESTful API コントローラアクションが実行される前に、[[yii\filters\ContentNegotiator]] フィルタがリクエストの Accept HTTP ヘッダをチェックして、[[yii\web\Response::format|レスポンス形式]] を 'json' に設定します。
アクションが実行されて、その結果のリソースのオブジェクトまたはコレクションが返されると、[[yii\rest\Serializer]] が結果を配列に変換します。
そして最後に、[[yii\web\JsonResponseFormatter]] が配列を JSON 文字列に変換して、それをレスポンスボディに入れます。


デフォルトでは、RESTful API は JSON と XML の両方の形式をサポートします。
新しい形式をサポートするためには、下記のように、API コントローラクラスの中で contentNegotiator フィルタの [[yii\filters\ContentNegotiator::formats|formats]] プロパティを構成しなければなりません。


use yii\web\Response;

public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['contentNegotiator']['formats']['text/html'] = Response::FORMAT_HTML;
    return $behaviors;
}



formats プロパティのキーはサポートされる MIME タイプであり、値は対応するレスポンス形式名です。
このレスポンス形式名は、[[yii\web\Response::formatters]] の中でサポートされているものでなければなりません。





データのシリアライズ 


上記で説明したように、[[yii\rest\Serializer]] が、リソースのオブジェクトやコレクションを配列に変換する際に、中心的な役割を果たします。
Serializer は、[[yii\base\ArrayableInterface]] および [[yii\data\DataProviderInterface]] のインタフェイスを実装したオブジェクトを認識します。
前者は主としてリソースオブジェクトによって実装され、後者はリソースコレクションによって実装されています。


[[yii\rest\Controller::serializer]] プロパティに構成情報配列をセットしてシリアライザを構成することが出来ます。
例えば、場合によっては、クライアントの開発作業を単純化するために、ページネーション情報をレスポンスボディに直接に含ませたいことがあるでしょう。
そうするためには、[[yii\rest\Serializer::collectionEnvelope]] プロパティを次のように構成します。


use yii\rest\ActiveController;

class UserController extends ActiveController
{
    public $modelClass = 'app\models\User';
    public $serializer = [
        'class' => 'yii\rest\Serializer',
        'collectionEnvelope' => 'items',
    ];
}



このようにすると、http://localhost/users というリクエストに対して、次のレスポンスを得ることが出来ます。


HTTP/1.1 200 OK
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
X-Powered-By: PHP/5.4.20
X-Pagination-Total-Count: 1000
X-Pagination-Page-Count: 50
X-Pagination-Current-Page: 1
X-Pagination-Per-Page: 20
Link: <http://localhost/users?page=1>; rel=self,
      <http://localhost/users?page=2>; rel=next,
      <http://localhost/users?page=50>; rel=last
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{
    "items": [
        {
            "id": 1,
            ...
        },
        {
            "id": 2,
            ...
        },
        ...
    ],
    "_links": {
        "self": {
            "href": "http://localhost/users?page=1"
        },
        "next": {
            "href": "http://localhost/users?page=2"
        },
        "last": {
            "href": "http://localhost/users?page=50"
        }
    },
    "_meta": {
        "totalCount": 1000,
        "pageCount": 50,
        "currentPage": 1,
        "perPage": 20
    }
}
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Como Fazer um “Hello World”


Esta seção descreve como criar uma nova página de “Hello” em sua aplicação.
Para atingir este objetivo, você criará uma ação
(action) e uma visão (view):



		A aplicação enviará a requisição de página para a ação


		e a ação por sua vez renderizará a view que mostra as palavras “Hello”
para o usuário final.





Através deste tutorial, você aprenderá três coisas:



		Como criar uma ação para responder às requisições,


		como criar uma visão para compor o conteúdo da resposta, e


		como uma aplicação envia as requisições para as ações.






Criando uma Ação 


Para a tarefa “Hello”, você criará uma ação
say que lê um parâmetro message da requisição e exibe essa mensagem de volta
para o usuário. Se a requisição não fornecer um parâmetro message, a ação
exibirá a mensagem padrão “Hello”.



Informação: Ações são os objetos aos
quais os usuários finais podem se referir diretamente para execução. As ações são
agrupadas nos controladores (controllers). O resultado
da execução de uma ação é a resposta que o usuário final receberá.



As ações devem ser declaradas em controladores. Por
motivo de simplicidade, você pode declarar a ação say na classe já existente
SiteController. Este controlador está definido no arquivo controllers/SiteController.php.
Segue aqui o início da nova ação:


<?php

namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    // ...código existente...

    public function actionSay($message = 'Hello')
    {
        return $this->render('say', ['message' => $message]);
    }
}



No código acima, a ação say está definida como um método chamado actionSay
na classe SiteController. O Yii usa o prefixo action para diferenciar métodos
de ações de métodos que não são de ações em uma classe de controlador. O nome
após o prefixo action é mapeado para o ID da ação.


Quando se trata de dar nome às suas ações, você deveria entender como o Yii
trata os IDs de ações. Os IDs das ações são sempre referenciados em minúsculo.
Se o ID de uma ação necessitar de múltiplas palavras, elas serão concatenadas
por hífens (por exemplo, create-comment). Os nomes de métodos de ações são mapeados
para os IDs das ações removendo-se os hífens dos IDs, colocando em maiúsculo a
primeira letra de cada palavra, e prefixando o resultado com action. Por exemplo,
o ID de ação create-comment corresponde ao método de ação actionCreateComment.


O método de ação em nosso exemplo recebe um parâmetro $message, cujo valor
padrão é “Hello” (exatamente da mesma forma que você define um valor padrão para
qualquer argumento de função ou método no PHP). Quando a aplicação recebe a
requisição e determina que a ação say é responsável por tratar a requisição,
a aplicação alimentará este parâmetro com o parâmetro de mesmo nome encontrado
na requisição. Em outras palavras, se a requisição inclui um parâmetro message
com o valor "Goodbye", a variável $message na ação receberá esse valor.


Dentro do método da ação, [[yii\web\Controller::render()|render()]] é chamado
para renderizar um arquivo de visão chamado say. O
parâmetro message também é passado para a visão de modo que ele possa ser usado
ali. O resultado da renderização é retornado pelo método da ação. Esse resultado
será recebido pela aplicação, e exibido para o usuário final no navegador (como
parte de uma págian HTML completa).





Criando uma Visão 


As visões são scripts que você escreve para gerar o conteúdo
de uma resposta. Para a tarefa “Hello”, você criará uma visão say que imprime o
parâmetro message recebido do método da ação, e passado pela ação para a visão:


<?php
use yii\helpers\Html;
?>
<?= Html::encode($message) ?>



A visão say deve ser salva no arquivo views/site/say.php. Quando o método
[[yii\web\Controller::render()|render()]] é chamado em uma ação, ele procurará
um arquivo PHP chamado de views/IDdoController/NomeDaView.php.


Perceba que no código acima o parâmetro message é [[yii\helpers\Html::encode()|codificado como HTML]]
antes de ser impresso. Isso é necessário, já que o parâmetro vem de um usuário final,
tornando-o vulnerável a ataques de cross-site scripting (XSS) [http://en.wikipedia.org/wiki/Cross-site_scripting]
onde coloca-se código JavaScript malicioso no parâmetro.


Naturalmente, você pode colocar mais conteúdo na visão say. O conteúdo pode consistir
de tags HTML, texto puro, ou até mesmo instruções de PHP. De fato a visão say é
apenas um script PHP que é executado pelo método [[yii\web\Controller::render()|render()]].
O conteúdo impresso pelo script da visão será retornado à aplicação como o resultado
da resposta. A aplicação, por sua vez, retornará este resultado para o usuário final.





Testando 


Após criar a ação e a visão, você pode acessar a nova página através da seguinte URL:


http://hostname/index.php?r=site/say&message=Hello+World



[image: Hello World]


Esta URL resultará em uma página exibindo “Hello World”. Esta página compartilha
o mesmo cabeçalho e rodapé das outras páginas da aplicação.


Se você omitir o parâmetro message na URL, você veria a página exibindo somente
“Hello”. Isso é porque message é passado como um parâmetro para o método actionSay(),
e quando ele é omitido, o valor padrão "Hello" será usado ao invés dele.



Informação: A nova página compartilha o mesmo cabeçalho e rodapé de outras páginas
porque o método [[yii\web\Controller::render()|render()]] irá automaticamente
incluir o resultado da visão say em um layout
que neste caso está localizado em views/layouts/main.php.



O parâmetro r na URL acima requer mais explicação. Ele significa rota,
um ID abrangente e único de uma aplicação que se refere a uma ação. O formato da rota
é IDdoController/IDdaAction. Quando a aplicação recebe uma requisição, ela
verificará este parâmetro, usando a parte IDdoController para determinar qual
classe de controlador deve ser instanciada para tratar a requisição. Então o
controlador usará a parte IDdaAction para determinar qual ação deverá ser
instanciada para fazer o trabalho. No caso deste exemplo, a rota site/say será
resolvida como a classe de controlador SiteController e a ação say. Como
resultado, o método SiteController::actionSay() será chamado para tratar a requisição.



Informação: Assim como as ações, os controladores também possuem IDs que os identificam
de maneira única em uma aplicação. Os IDs de controladores seguem as mesmas regras
de nomenclatura que os IDs de ações. Os nomes das classes de controlllers
derivam dos IDs de controladores removendo-se os hífens dos IDs, convertendo a
primeira letra de cada palavra em maiúscula, e adicionando o sufixo Controller.
Por exemplo, o ID de controlador post-comment corresponde ao nome de classe
de controlador PostCommentController.






Resumo 


Nesta seção, você tocou as partes do controlador (controller) e da visão (view)
do padrão de arquitetura MVC. Você criou uma ação (action) como parte de um controlador
para tratar uma requisição específica. E você também criou uma visão para compor
o conteúdo da resposta. Neste exemplo simples acima, nenhum modelo (model) foi
utilizado, já que os único dado sendo exibido foi o parâmetro message.


Você também aprendeu sobre as rotas no Yii, que agem como a ponte entre as
requisições do usuário e as ações do controlador.


Na próxima seção, você aprenderá como criar um modelo e adicionar uma nova
página contendo um formulário HTML.
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Working with Client Scripts



Note: This section is under development.




Registering scripts


With the [[yii\web\View]] object you can register scripts. There are two dedicated methods for it:
[[yii\web\View::registerJs()|registerJs()]] for inline scripts and
[[yii\web\View::registerJsFile()|registerJsFile()]] for external scripts.
Inline scripts are useful for configuration and dynamically generated code.
The method for adding these can be used as follows:


$this->registerJs("var options = ".json_encode($options).";", View::POS_END, 'my-options');



The first argument is the actual JS code we want to insert into the page. The second argument
determines where script should be inserted into the page. Possible values are:



		[[yii\web\View::POS_HEAD|View::POS_HEAD]] for head section.


		[[yii\web\View::POS_BEGIN|View::POS_BEGIN]] for right after opening <body>.


		[[yii\web\View::POS_END|View::POS_END]] for right before closing </body>.


		[[yii\web\View::POS_READY|View::POS_READY]] for executing code on document ready event. This will register [[yii\web\JqueryAsset|jQuery]] automatically.


		[[yii\web\View::POS_LOAD|View::POS_LOAD]] for executing code on document load event. This will register [[yii\web\JqueryAsset|jQuery]] automatically.





The last argument is a unique script ID that is used to identify code block and replace existing one with the same ID
instead of adding a new one. If you don’t provide it, the JS code itself will be used as the ID.


An external script can be added like the following:


$this->registerJsFile('http://example.com/js/main.js', ['depends' => [\yii\web\JqueryAsset::className()]]);



The arguments for [[yii\web\View::registerJsFile()|registerJsFile()]] are similar to those for
[[yii\web\View::registerCssFile()|registerCssFile()]]. In the above example,
we register the main.js file with the dependency on JqueryAsset. This means the main.js file
will be added AFTER jquery.js. Without this dependency specification, the relative order between
main.js and jquery.js would be undefined.


Like for [[yii\web\View::registerCssFile()|registerCssFile()]], it is also highly recommended that you use
asset bundles to register external JS files rather than using [[yii\web\View::registerJsFile()|registerJsFile()]].





Registering asset bundles


As was mentioned earlier it’s preferred to use asset bundles instead of using CSS and JavaScript directly. You can get
details on how to define asset bundles in asset manager section of the guide. As for using already defined
asset bundle, it’s very straightforward:


\frontend\assets\AppAsset::register($this);






Registering CSS


You can register CSS using [[yii\web\View::registerCss()|registerCss()]] or [[yii\web\View::registerCssFile()|registerCssFile()]].
The former registers a block of CSS code while the latter registers an external CSS file. For example,


$this->registerCss("body { background: #f00; }");



The code above will result in adding the following to the head section of the page:


<style>
body { background: #f00; }
</style>



If you want to specify additional properties of the style tag, pass an array of name-values to the third argument.
If you need to make sure there’s only a single style tag use fourth argument as was mentioned in meta tags description.


$this->registerCssFile("http://example.com/css/themes/black-and-white.css", [
    'depends' => [BootstrapAsset::className()],
    'media' => 'print',
], 'css-print-theme');



The code above will add a link to CSS file to the head section of the page.



		The first argument specifies the CSS file to be registered.


		The second argument specifies the HTML attributes for the resulting <link> tag. The option depends
is specially handled. It specifies which asset bundles this CSS file depends on. In this case, the dependent
asset bundle is [[yii\bootstrap\BootstrapAsset|BootstrapAsset]]. This means the CSS file will be added
after the CSS files in [[yii\bootstrap\BootstrapAsset|BootstrapAsset]].


		The last argument specifies an ID identifying this CSS file. If it is not provided, the URL of the CSS file will be
used instead.





It is highly recommended that you use asset bundles to register external CSS files rather than
using [[yii\web\View::registerCssFile()|registerCssFile()]]. Using asset bundles allows you to combine and compress
multiple CSS files, which is desirable for high traffic websites.
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Assets


Um asset no Yii é um arquivo que pode ser referenciado em uma página Web. Pode
ser um arquivo CSS, JavaScript, imagem, vídeo, etc. Os assets estão localizados
em um diretório acessível pela Web e estão diretamente disponibilizados por
servidores Web.


Muitas vezes, é preferível gerenciá-los programaticamente. Por exemplo, quando
você usar o widget [[yii\jui\DatePicker]] em uma página, será incluído
automaticamente os arquivos CSS e JavaScript requeridos, ao invés de pedir para
você encontrar estes arquivos e incluí-los manualmente. E quando você atualizar
o widget para uma nova versão, automaticamente usará a nova versão dos arquivos
de assets. Neste tutorial, iremos descrever esta poderosa capacidade de gerência
de assets fornecidas pelo Yii.



Asset Bundles 


O Yii gerencia os assets na unidade de asset bundle. Um asset bundle é
simplesmente uma coleção de assets localizados em um diretório. Quando você
registrar um asset bundle em uma view (visão), serãoincluídos os arquivos CSS e JavaScript do bundle na página Web renderizada.





Definindo os Asset Bundles 


Os asset bundles são especificados como classes PHP que estendem de
[[yii\web\AssetBundle]]. O nome de um bundle corresponde simplesmente a um nome
de classe PHP totalmente qualificada (sem a primeira barra invertida). Uma classe
de asset bundle deve ser autoloadable. Geralmente é
especificado onde os asset estão localizados, quais arquivos CSS e JavaScript
possuem e como o bundle depende de outro bundles.


O código a seguir define o asset bundle principal que é usado pelo
template básico de aplicação:


<?php

namespace app\assets;

use yii\web\AssetBundle;

class AppAsset extends AssetBundle
{
    public $basePath = '@webroot';
    public $baseUrl = '@web';
    public $css = [
        'css/site.css',
    ];
    public $js = [
    ];
    public $depends = [
        'yii\web\YiiAsset',
        'yii\bootstrap\BootstrapAsset',
    ];
}



A classe AppAsset acima, especifica que os arquivos de assets estão localizadas
sob o diretório @webroot que corresponde à URL @web;
O bundle contém um único arquivo CSS css/site.css e nenhum arquivo JavaScript;
O bundle depende de outros dois bundles: [[yii\web\YiiAsset]] e
[[yii\bootstrap\BootstrapAsset]]. Mais detalhes sobre as propriedades do
[[yii\web\AssetBundle]] serão encontradas a seguir:



		[[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]]: especifica o diretório que
contém os arquivos de assets neste bundle. Esta propriedade deve ser definida
se o diretório root não for acessível pela Web. Caso contrário, você deve definir
as propriedades [[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath]] e
[[yii\web\AssetBundle::baseUrl|baseUrl]]. Os alias de caminhos
podem ser usados nesta propriedade.


		[[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath]]: especifica um diretório acessível
pela Web que contém os arquivos de assets neste bundle. Quando você especificar
a propriedade [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]], o
gerenciador de asset publicará os assets deste bundle para um
diretório acessível pela Web e sobrescreverá a propriedade basePath para ficar
em conformidade. Você deve definir esta propriedade caso os seus arquivos de
asset já estejam em um diretório acessível pela Web e não precisam ser publicados.As alias de caminhos podem ser usados aqui.


		[[yii\web\AssetBundle::baseUrl|baseUrl]]: especifica a URL correspondente ao
diretório [[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath]]. Assim como a propriedade
[[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath]], se você especificar a propriedade
[[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]], o
gerenciador de asset publicará os assets e sobrescreverá esta
propriedade para entrar em conformidade. Os alias de caminhos
podem ser usados aqui.


		[[yii\web\AssetBundle::js|js]]: um array listando os arquivos JavaScript contidos
neste bundle. Observe que apenas a barra “/” pode ser usada como separadores de
diretórios. Cada arquivo JavaScript deve ser especificado em um dos dois seguintes
formatos:
		um caminho relativo representando um local do arquivo JavaScript (por exemplo,js/main.js). O caminho real do arquivo pode ser determinado pela precedência
do [[yii\web\AssetManager::basePath]] no caminho relativo e a URL real do
arquivo pode ser determinado pela precedência do [[yii\web\AssetManager::baseUrl]]
no caminho relativo.


		uma URL absoluta representando um arquivo JavaScript externo. Por exemplo,
http://ajax.googleapis.com/ajax/libs/jquery/2.1.1/jquery.min.js ou
//ajax.googleapis.com/ajax/libs/jquery/2.1.1/jquery.min.js.








		[[yii\web\AssetBundle::css|css]]: uma array listando os arquivos CSS contidos
neste bundle. O formato deste array é igual ao que foi mencionado no
[[yii\web\AssetBundle::js|js]].


		[[yii\web\AssetBundle::depends|depends]]: um array listando os nomes dos asset
bundles que este bundle depende (será explicado em breve).


		[[yii\web\AssetBundle::jsOptions|jsOptions]]: especifica as opções que serão
passadas para o método [[yii\web\View::registerJsFile()]] quando for chamado
para registrar cada arquivo JavaScript neste bundle.


		[[yii\web\AssetBundle::cssOptions|cssOptions]]: especifica as opções que serão
passadas para o método [[yii\web\View::registerCssFile()]] quando for chamado
para registrar cada arquivo CSS neste bundle.


		[[yii\web\AssetBundle::publishOptions|publishOptions]]: especifica as opções
que serão passadas para o método [[yii\web\AssetManager::publish()]] quando for
chamado para publicar os arquivos de asset para um diretório Web. Este é usado
apenas se você especificar a propriedade [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]].






Localização dos Assets 


Os assets, com base em sua localização, podem ser classificados como:



		assets fonte: os arquivos de asset estão localizados juntos ao código fonte
PHP que não podem ser acessados diretamente na Web. Para utilizar os assets
fonte em uma página, devem ser copiados para um diretório Web a fim de
torna-los como os chamados assets publicados. Este processo é chamado de
publicação de asset que será descrito em detalhes ainda nesta seção.


		assets publicados: os arquivos de asset estão localizados em um diretório Web
e podendo, assim, serem acessados diretamente na Web.


		assets externos: os arquivos de asset estão localizados em um servidor Web
diferente do que a aplicação está hospedada.





Ao definir uma classe de asset bundle e especificar a propriedade
[[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]], significará que quaisquer assets
listados usando caminhos relativos serão considerados como assets fonte. Se você
não especificar esta propriedade, significará que estes assets serão assets
publicados (portanto, você deve especificar as propriedades
[[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath]] e [[yii\web\AssetBundle::baseUrl|baseUrl]]
para deixar o Yii saber onde eles estão localizados).


É recomendado que você coloque os assets da aplicação em um diretório Web para
evitar o processo de publicação de assets desnecessários. É por isso que o
AppAsset do exemplo anterior especifica a propriedade
[[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath]] ao invés da propriedade
[[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]].


Para as extensões, por seus assets estarem localizados
juntamente com seus códigos fonte em um diretório não acessível pela Web, você
terá que especificar a propriedade [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]]
ao definir as classes de asset bundle.



Observação: Não use o @webroot/assets como o [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|caminho da fonte]].
Este diretório é usado por padrão pelo [[yii\web\AssetManager|gerenciador de asset]]
para salvar os arquivos de asset publicados a partir de seu local de origem.
Qualquer conteúdo deste diretório será considerado como temporário e podem
estar sujeitos a serem deletados.






Dependências de Assets 


Ao incluir vários arquivos CSS ou JavaScript em uma página Web, devem seguir uma
determinada ordem para evitar problemas de sobrescritas. Por exemplo, se você
estiver usando um widget JQuery UI em um página, você deve garantir que o arquivo
JavaScript do JQuery esteja incluído antes que o arquivo JavaScript do JQuery UI.
Chamamos esta tal ordenação de dependência entre os assets.


A dependência de assets são especificados principalmente através da propriedade
[[yii\web\AssetBundle::depends]]. No exemplo do AppAsset, o asset bundle depende
de outros dois asset bundles: [[yii\web\YiiAsset]] e [[yii\bootstrap\BootstrapAsset]],
o que significa que os arquivos CSS e JavaScript do AppAsset serão incluídos
após a inclusão dos arquivos dos dois bundles dependentes.


As dependências de assets são transitivas. Isto significa que se um asset bundle
A depende de B e que o B depende de C, o A também dependerá de C.





Opções do Asset 


Você pode especificar as propriedades [[yii\web\AssetBundle::cssOptions|cssOptions]]
e [[yii\web\AssetBundle::jsOptions|jsOptions]] para personalizar o modo que os
arquivos CSS e JavaScript serão incluídos em uma página. Os valores destas propriedades
serão passadas respectivamente para os métodos [[yii\web\View::registerCssFile()]]
e [[yii\web\View::registerJsFile()]], quando forem chamados pela
view (visão) para incluir os arquivos CSS e JavaScript.



Observação: As opções definidas em uma classe bundle aplicam-se para todos
os arquivos CSS/JavaScript de um bundle. Se você quiser usar opções diferentes
para arquivos diferentes, você deve criar asset bundles separados e usar um
conjunto de opções para cada bundle.



Por exemplo, para incluir condicionalmente um arquivo CSS para navegadores IE9
ou mais antigo, você pode usar a seguinte opção:


public $cssOptions = ['condition' => 'lte IE9'];



Isto fara com que um arquivo CSS do bundle seja incluído usando as seguintes tags
HTML:


<!--[if lte IE9]>
<link rel="stylesheet" href="path/to/foo.css">
<![endif]-->



Para envolver as tags links do CSS dentro do <noscript>, você poderá configurar
o cssOptions da seguinte forma,


public $cssOptions = ['noscript' => true];



Para incluir um arquivo JavaScript na seção <head> de uma página (por padrão,
os arquivos JavaScript são incluídos no final da seção <body>, use a seguinte
opção:


public $jsOptions = ['position' => \yii\web\View::POS_HEAD];



Por padrão, quando um asset bundle está sendo publicado, todo o conteúdo do
diretório especificado pela propriedade [[yii\web\AssetBundle::sourcePath]] serão
publicados. Para você personalizar este comportamento configurando a propriedade
[[yii\web\AssetBundle::publishOptions|publishOptions]]. Por exemplo, para publicar
apenas um ou alguns subdiretórios do [[yii\web\AssetBundle::sourcePath]], você
pode fazer a seguinte classe de asset bundle.


<?php
namespace app\assets;

use yii\web\AssetBundle;

class FontAwesomeAsset extends AssetBundle 
{
    public $sourcePath = '@bower/font-awesome'; 
    public $css = [ 
        'css/font-awesome.min.css', 
    ]; 
    
    public function init()
    {
        parent::init();
        $this->publishOptions['beforeCopy'] = function ($from, $to) {
            $dirname = basename(dirname($from));
            return $dirname === 'fonts' || $dirname === 'css';
        };
    }
}  



O exemplo anterior define um asset bundle para o
pacode de “fontawesome” [http://fontawesome.io/]. Ao especificar a opção de
publicação beforeCopy, apenas os subdiretórios fonts e css serão publicados.





Assets do Bower e NPM


A maioria dos pacotes JavaScript/CSS são gerenciados pelo Bower [http://bower.io/]
e/ou NPM [https://www.npmjs.org/].
Se sua aplicação ou extensão estiver usando um destes pacotes, é recomendado que
você siga os passos a seguir para gerenciar os assets na biblioteca:



		Modifique o arquivo de sua aplicação ou extensão e informe os pacotes na
entrada require. Você deve usar bower-asset/PackageName (para pacotes Bower)
ou npm-asset/PackageName (para pacotes NPM) para referenciar à biblioteca.


		Crie uma classe asset bundle e informe os arquivos JavaScript/CSS que você
pretende usar em sua aplicação ou extensão. Você deve especificar a propriedade
[[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]] como @bower/PackageName ou
@npm/PackageName. Isto porque o Composer irá instalar os pacotes Bower ou
NPM no diretório correspondente a estas alias.






Observação: Alguns pacotes podem colocar todos os seus arquivos distribuídos
em um subdiretório. Se este for o caso, você deve especificar o subdiretório
como o valor da propriedade [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]].
Por exemplo, o [[yii\web\JqueryAsset]] usa @bower/jquery/dist ao invés de
@bower/jquery.








Usando Asset Bundles 


Para usar um asset bundle, registre uma view (visão)
chamando o método [[yii\web\AssetBundle::register()]]. Por exemplo, no template
da view (visão) você pode registrar um asset bundle conforme o exemplo a seguir:


use app\assets\AppAsset;
AppAsset::register($this);  // $this representa o objeto da view (visão)




Informação: O método [[yii\web\AssetBundle::register()]] retorna um objeto
asset bundle contendo informações sobre os assets publicados, tais como o
[[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath]] ou [[yii\web\AssetBundle::baseUrl|baseUrl]].



Se você estiver registrando um asset bundle em outros lugares, você deve fornecer
o objeto da view (visão) necessário. Por exemplo, para registrar um asset bundle
em uma classe widget, você pode obter o objeto da view
(visão) pelo $this->view.


Quando um asset bundle for registrado em um view (visão), o Yii registrará todos
os seus asset bundles dependentes. E, se um asset bundle estiver localizado em
um diretório inacessível pela Web, será publicado em um diretório Web.
Em seguida, quando a view (visão) renderizar uma página, será gerado as tags
<link> e <script> para os arquivos CSS e JavaScript informados nos bundles
registrados. A ordem destas tags são determinados pelas dependências dos bundles
registrados e pela ordem dos assets informados nas propriedades
[[yii\web\AssetBundle::css]] e [[yii\web\AssetBundle::js]].



Personalizando os Asset Bundles 


O Yii gerencia os asset bundles através do componente de aplicação chamado
assetManager que é implementado pelo [[yii\web\AssetManager]].
Ao configurar a propriedade [[yii\web\AssetManager::bundles]], é possível
personalizar o comportamento de um asset bundle.
Por exemplo, o asset bundle padrão [[yii\web\JqueryAsset]] usa o arquivo
jquery.js do pacote JQuery instalado pelo Bower. Para melhorar a disponibilidade
e o desempenho, você pode querer usar uma versão hospedada pelo Google.
Isto pode ser feito configurando o assetManager na configuração da aplicação
conforme o exemplo a seguir:


return [
    // ...
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'bundles' => [
                'yii\web\JqueryAsset' => [
                    'sourcePath' => null,   // do not publish the bundle
                    'js' => [
                        '//ajax.googleapis.com/ajax/libs/jquery/2.1.1/jquery.min.js',
                    ]
                ],
            ],
        ],
    ],
];



Você pode configurar diversos asset bundles de forma semelhante através da
propriedade [[yii\web\AssetManager::bundles]]. As chaves do array devem ser os
nomes das classes (sem a barra invertida) dos asset bundles e os valores do
array devem corresponder aos arrays de configuração.



Dica: Você pode, de forma condicional, escolher os assets que queira usar em
um asset bundle. O exemplo a seguir mostra como usar o jquery.js no ambiente
de desenvolvimento e o jquery.min.js em outra situação:


'yii\web\JqueryAsset' => [
    'js' => [
        YII_ENV_DEV ? 'jquery.js' : 'jquery.min.js'
    ]
],







Você pode desabilitar um ou vários asset bundles, associando false aos nomes
dos asset bundles que queira ser desabilitado. Ao registrar um asset bundle
desabilitado em um view (visão), nenhuma das suas dependências serão registradas
e a view (visão) também não incluirá quaisquer assets do bundle na página renderizada.
Por exemplo, para desabilitar o [[yii\web\JqueryAsset]], você pode usando a
seguinte configuração.


return [
    // ...
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'bundles' => [
                'yii\web\JqueryAsset' => false,
            ],
        ],
    ],
];



Você também pode desabilitar todos os asset bundles definindo o
[[yii\web\AssetManager::bundles]] como false.





Mapeando Asset 


Às vezes, você pode querer “corrigir” os caminhos dos arquivos de asset
incorretos/incompatíveis em vários asset bundles. Por exemplo, o bundle A usa o
jquery.min.js com a versão 1.11.1 e o bundle B usa o jquery.js com a versão
2.1.1. Embora você possa corrigir o problema personalizando cada bundle, existe
um modo mais simples usando o recurso de mapeamento de asset para mapear todos
os assets incorretos para os assets desejados de uma vez. Para fazer isso,
configure a propriedade [[yii\web\AssetManager::assetMap]] conforme o exemplo a
seguir:


return [
    // ...
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'assetMap' => [
                'jquery.js' => '//ajax.googleapis.com/ajax/libs/jquery/2.1.1/jquery.min.js',
            ],
        ],
    ],
];



As chaves do array [[yii\web\AssetManager::assetMap|assetMap]] são os nomes dos
assets que você deseja corrigir e o valor são os caminhos dos assets desejados.
Ao registrar um asset bundle em uma view (visão), cada arquivo de asset relativo
aos arrays [[yii\web\AssetBundle::css|css]] e [[yii\web\AssetBundle::js|js]]
serão examinados a partir deste mapeamento.
Se qualquer uma das chaves forem encontradas para serem a última parte de um
arquivo de asset (que é prefixado com o [[yii\web\AssetBundle::sourcePath]] se
disponível), o valor correspondente substituirá o asset a ser registrado na view
(visão). Por exemplo, o arquivo de asset my/path/to/jquery.js corresponde a
chave a chave jquery.js.



Observação: Apenas os assets especificados usando caminhos relativos estãosujeitos ao mapeamento de assets. O caminho dos assets devem ser URLs absolutas
ou caminhos relativos ao caminho da propriedade [[yii\web\AssetManager::basePath]].






Publicação de Asset 


Como mencionado anteriormente, se um asset bundle for localizado em um diretório
que não é acessível pela Web, os seus assets serão copiados para um diretório
Web quando o bundle estiver sendo registrado na view (visão). Este processo é
chamado de publicação de asset e é feito automaticamente pelo
[[yii\web\AssetManager|gerenciador de asset]].


Por padrão, os assets são publicados para o diretório @webroot/assets que
corresponde a URL @web/assets. Você pode personalizar este local configurando
as propriedades [[yii\web\AssetManager::basePath|basePath]] e
[[yii\web\AssetManager::baseUrl|baseUrl]].


Ao invés de publicar os assets pela cópia de arquivos, você pode considerar o uso
de links simbólicos, caso o seu sistema operacional e o servidor Web permita-os.
Este recurso pode ser habilitado definindo o
[[yii\web\AssetManager::linkAssets|linkAssets]] como true.


return [
    // ...
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'linkAssets' => true,
        ],
    ],
];



Com a configuração acima, o gerenciador de asset irá criar um link simbólico para
o caminho fonte de um asset bundle quando estiver sendo publicado. Isto é mais
rápido que a cópia de arquivos e também pode garantir que os assets publicados
estejam sempre atualizados.







Asset Bundles de Uso Comum 


O código nativo do Yii definiu vários asset bundles. Entre eles, os bundles a
seguir são de uso comum e podem ser referenciados em sua aplicação ou no código
de extensão.



		[[yii\web\YiiAsset]]: Inclui principalmente o arquivo yii.js que implementa
um mecanismo para organizar os códigos JavaScript em módulos. Ele também fornece
um suporte especial para os atributos data-method e data-confirm e outros
recursos úteis.


		[[yii\web\JqueryAsset]]: Inclui o arquivo jquery.js do pacote jQuery do Bower.


		[[yii\bootstrap\BootstrapAsset]]: Inclui o arquivo CSS do framework Twitter
Bootstrap.


		[[yii\bootstrap\BootstrapPluginAsset]]: Inclui o arquivo JavaScript do framework
Twitter Bootstrap para dar suporte aos plug-ins JavaScript do Bootstrap.


		[[yii\jui\JuiAsset]]: Inclui os arquivos CSS e JavaScript do biblioteca jQuery UI.





Se o seu código depende do jQuery, jQuery UI ou Bootstrap, você deve usar estes
asset bundles predefinidos ao invés de criar suas próprias versões. Se a definição
padrão destes bundles não satisfazer o que precisa, você pode personaliza-los
conforme descrito na subseção Personalizando os Asset Bundles.





Conversão de Assets 


Ao invés de escrever diretamente códigos CSS e/ou JavaScript, os desenvolvedores
geralmente os escrevem em alguma sintaxe estendida e usam ferramentas especiais
para converte-los em CSS/JavaScript. Por exemplo, para o código CSS você pode
usar LESS [http://lesscss.org/] ou SCSS [http://sass-lang.com/]; e para o
JavaScript você pode usar o TypeScript [http://www.typescriptlang.org/].


Você pode listar os arquivos de asset em sintaxe estendida nas propriedades
[[yii\web\AssetBundle::css|css]] e [[yii\web\AssetBundle::js|js]] de um asset
bundle. Por exemplo,


class AppAsset extends AssetBundle
{
    public $basePath = '@webroot';
    public $baseUrl = '@web';
    public $css = [
        'css/site.less',
    ];
    public $js = [
        'js/site.ts',
    ];
    public $depends = [
        'yii\web\YiiAsset',
        'yii\bootstrap\BootstrapAsset',
    ];
}



Ao registrar um determinado asset bundle em uma view (visão), o
[[yii\web\AssetManager|gerenciador de asset]] automaticamente rodará as
ferramentas de pré-processamento para converter os assets de sintaxe estendida
em CSS/JavaScript. Quando a view (visão) finalmente renderizar uma página, será
incluído os arquivos CSS/JavaScript convertidos ao invés dos arquivos de assets
originais em sintaxe estendida.


O Yii usa as extensões dos nomes de arquivos para identificar se é um asset com
sintaxe estendida. Por padrão, o Yii reconhecerá as seguintes sintaxes e extensões
de arquivos:



		LESS [http://lesscss.org/]: .less


		SCSS [http://sass-lang.com/]: .scss


		Stylus [http://learnboost.github.io/stylus/]: .styl


		CoffeeScript [http://coffeescript.org/]: .coffee


		TypeScript [http://www.typescriptlang.org/]: .ts





O Yii conta com ferramentas de pré-processamento instalados para converter os
assets. Por exemplo, para usar o LESS [http://lesscss.org/] você deve instalar
o comando de pré-processamento lessc.


Você pode personalizar os comandos de pré-processamento e o da sintaxe estendida
suportada configurando o [[yii\web\AssetManager::converter]] conforme o exemplo
a seguir:


return [
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'converter' => [
                'class' => 'yii\web\AssetConverter',
                'commands' => [
                    'less' => ['css', 'lessc {from} {to} --no-color'],
                    'ts' => ['js', 'tsc --out {to} {from}'],
                ],
            ],
        ],
    ],
];



No exemplo acima, especificamos a sintaxe estendida suportada pela propriedade
[[yii\web\AssetConverter::commands]]. As chaves do array correspondem a extensão
dos arquivos (sem o ponto a esquerda) e o valor do array possui a extensão do
arquivo de asset resultante e o comando para executar a conversão do asset. Os
tokens {from} e {to} nos comandos serão substituídos pelo caminho do arquivo
de asset fonte e pelo caminho do arquivo de asset de destino.



Informação: Existem outros modos de trabalhar com assets em sintaxe estendida,
além do descrito acima. Por exemplo, você pode usar ferramentas de compilação
tais como o grunt [http://gruntjs.com/] para monitorar e automatizar a conversão
de assets em sintaxe estendidas. Neste caso, você deve listar os arquivos de
CSS/JavaScript resultantes nos asset bundles ao invés dos arquivos originais.






Combinando e Comprimindo Assets 


Uma página Web pode incluir muitos arquivos CSS e/ou JavaScript. Para reduzir o
número de requisições HTTP e o tamanho total de downloads destes arquivos, uma
prática comum é combinar e comprimir vários arquivos CSS/JavaScript em um ou em
poucos arquivos e em seguida incluir estes arquivos comprimidos nas páginas Web
ao invés dos originais.



Informação: A combinação e compressão de assets normalmente são necessárias
quando uma aplicação está em modo de produção. No modo de desenvolvimento,
usar os arquivos CSS/JavaScript originais muitas vezes são mais convenientes
para depuração.



A seguir, apresentaremos uma abordagem para combinar e comprimir arquivos de
assets sem precisar modificar o código da aplicação existente.



		Localize todos os asset bundles em sua aplicação que você deseja combinar e
comprimir.


		Divida estes bundles em um ou alguns grupos. Observe que cada bundle pode
apenas pertencer a um único grupo.


		Combinar/Comprimir os arquivos CSS de cada grupo em um único arquivo. Faça
isto de forma semelhante para os arquivos JavaScript.


		Defina um novo asset bundle para cada grupo:
		Defina as propriedade [[yii\web\AssetBundle::css|css]] e
[[yii\web\AssetBundle::js|js]] com os arquivos CSS e JavaScript combinados,
respectivamente.


		Personalize os asset bundles de cada grupo definindo as suas propriedades
[[yii\web\AssetBundle::css|css]] e [[yii\web\AssetBundle::js|js]] como vazias
e definindo a sua propriedade [[yii\web\AssetBundle::depends|depends]] para
ser o novo asset bundle criado para o grupo.











Usando esta abordagem, quando você registrar um asset bundle em uma view (visão),
fará com que registre automaticamente o novo asset bundle do grupo que o bundle
original pertence. E, como resultado, os arquivos de asset combinados/comprimidos
serão incluídos na página, ao invés dos originais.



Um Exemplo 


Vamos usar um exemplo para explicar melhor o exemplo acima:


Assuma que sua aplicação possua duas páginas, X e Y. A página X usa os asset
bundles A, B e C, enquanto a página Y usa os asset bundles B, C e D.


Você tem duas maneiras de dividir estes asset bundles. Uma delas é a utilização
de um único grupo para incluir todos os asset bundles e a outra é colocar o A no
Grupo X, o D no Grupo Y e (B, C) no Grupo S. Qual deles é o melhor? Isto depende.
A primeira maneira tem a vantagem de ambas as páginas compartilharem os mesmos
arquivos CSS e JavaScript combinados, o que torna o cache HTTP mais eficaz. Por
outro lado, pelo fato de um único grupo conter todos os bundles, o tamanho dos
arquivos CSS e JavaScript combinados será maior e, assim, aumentará o tempo de
carregamento inicial. Para simplificar este exemplo, vamos usar a primeira
maneira, ou seja, usaremos um único grupo para conter todos os bundles.



Informação: Dividir os asset bundles em grupos não é uma tarefa trivial.
Geralmente requer que análise sobre o real trafego de dados de diversos assets
em páginas diferentes. Para começar, você pode usar um único grupo para simplificar.



Use as ferramentas existentes (por exemplo,
Closure Compiler [https://developers.google.com/closure/compiler/],
YUI Compressor [https://github.com/yui/yuicompressor/]) para combinar e
comprimir os arquivos CSS e JavaScript em todos os bundles. Observer que os
arquivos devem ser combinados na ordem que satisfaça as dependências entre os
bundles. Por exemplo, se o bundle A depende do B e que dependa tanto do C quanto
do D, você deve listar os arquivos de asset a partir do C e D, em seguida pelo B
e finalmente pelo A.


Depois de combinar e comprimir, obteremos um arquivo CSS e um arquivo JavaScript.
Suponha que os arquivos serão chamados de all-xyz.css e all-xyz.js, onde o
xyz significa um timestamp ou um hash que é usado para criar um nome de arquivo
único para evitar problemas de cache HTTP.


Nós estamos na última etapa agora. Configure o
[[yii\web\AssetManager|gerenciador de asset]] como o seguinte na configuração da
aplicação:


return [
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'bundles' => [
                'all' => [
                    'class' => 'yii\web\AssetBundle',
                    'basePath' => '@webroot/assets',
                    'baseUrl' => '@web/assets',
                    'css' => ['all-xyz.css'],
                    'js' => ['all-xyz.js'],
                ],
                'A' => ['css' => [], 'js' => [], 'depends' => ['all']],
                'B' => ['css' => [], 'js' => [], 'depends' => ['all']],
                'C' => ['css' => [], 'js' => [], 'depends' => ['all']],
                'D' => ['css' => [], 'js' => [], 'depends' => ['all']],
            ],
        ],
    ],
];



Como foi explicado na subseção Personalizando os Asset Bundles,
a configuração acima altera o comportamento padrão de cada bundle. Em particular,
os bundles A, B, C e D não precisam mais de arquivos de asset.
Agora todos dependem do bundle all que contém os arquivos all-xyz.css e
all-xyz.js combinados. Consequentemente, para a página X, ao invés de incluir
os arquivos fontes originais dos bundles A, B e C, apenas estes dois arquivos
combinados serão incluídos; a mesma coisa acontece com a página Y.


Existe um truque final para fazer o trabalho da abordagem acima de forma mais
simples. Ao invés de modificar diretamente o arquivo de configuração da aplicação,
você pode colocar o array de personalização do bundle em um arquivo separado e
condicionalmente incluir este arquivo na configuração da aplicação. Por exemplo,


return [
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'bundles' => require(__DIR__ . '/' . (YII_ENV_PROD ? 'assets-prod.php' : 'assets-dev.php')),  
        ],
    ],
];



Ou seja, o array de configuração do asset bundle será salvo no arquivo
assets-prod.php quando estiver em modo de produção e o arquivo assets-dev.php
quando não estiver em produção.





Usando o Comando asset 


O Yii fornece um comando console chamado asset para automatizar a abordagem que
acabamos de descrever.


Para usar este comando, você deve primeiro criar um arquivo de configuração para
descrever quais asset bundles devem ser combinados e como devem ser agrupados.
Você pode usar o subcomando asset/template para gerar um template para que
possa modificá-lo para atender as suas necessidades.


yii asset/template assets.php



O comando gera um arquivo chamado assets.php no diretório onde foi executado.
O conteúdo deste arquivo assemelha-se ao seguinte:


<?php
/**
 * Arquivo de configuração para o comando console "yii asset".
 * Observer que no ambiente de console, alguns caminhos de alias como '@webroot' e o '@web' podem não existir.
 * Por favor, defina os caminhos de alias inexistentes.
 */
return [
    // Ajuste do comando/call-back para a compressão os arquivos JavaScript:
    'jsCompressor' => 'java -jar compiler.jar --js {from} --js_output_file {to}',
    // Ajuste de comando/callback para a compressão dos arquivos CSS:
    'cssCompressor' => 'java -jar yuicompressor.jar --type css {from} -o {to}',
    // A lista de asset bundles que serão comprimidos:
    'bundles' => [
        // 'yii\web\YiiAsset',
        // 'yii\web\JqueryAsset',
    ],
    // Asset bundle do resultado da compressão:
    'targets' => [
        'all' => [
            'class' => 'yii\web\AssetBundle',
            'basePath' => '@webroot/assets',
            'baseUrl' => '@web/assets',
            'js' => 'js/all-{hash}.js',
            'css' => 'css/all-{hash}.css',
        ],
    ],
    // Configuração do gerenciados de asset:
    'assetManager' => [
    ],
];



Você deve modificar este arquivo e especificar quais bundles você deseja combinar
na opção bundles. Na opção targets você deve especificar como os bundles
devem ser divididos em grupos. Você pode especificar um ou vários grupos, como
mencionado anteriormente.



Observação: Como as alias @webroot e @web não estão disponíveis na aplicação
console, você deve defini-los explicitamente na configuração.



Os arquivos JavaScript são combinados, comprimidos e escritos no arquivo
js/all-{hash}.js onde {hash} será substituído pelo hash do arquivo resultante.


As opções jsCompressor e cssCompressor especificam os comando ou callbacks
PHP para realizar a combinação/compressão do JavaScript e do CSS. Por padrão, o
Yii usa o Closure Compiler [https://developers.google.com/closure/compiler/]
para combinar os arquivos JavaScript e o
YUI Compressor [https://github.com/yui/yuicompressor/] para combinar os arquivos CSS.
Você deve instalar estas ferramentas manualmente ou ajustar estas opções para
usar as suas ferramentas favoritas.


Com o arquivo de configuração, você pode executar o comando asset para combinar
e comprimir os arquivos de asset e em seguida gerar um novo arquivo de configuração
de asset bundle assets-prod.php:


yii asset assets.php config/assets-prod.php



O arquivo de configuração gerado pode ser incluído na configuração da aplicação,
conforme descrito na última subseção.



Informação: O uso do comando asset não é a única opção para automatizar o
processo de combinação e compressão de asset. Você pode usar a excelente
ferramenta chamada grunt [http://gruntjs.com/] para atingir o mesmo objetivo.
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Security



Note: This section is under development.



Good security is vital to the health and success of any application. Unfortunately, many developers cut corners when it comes to security, either due to a lack of understanding or because implementation is too much of a hurdle. To make your Yii powered application as secure as possible, Yii has included several excellent and easy to use security features.



Hashing and verifying passwords


Most developers know that passwords cannot be stored in plain text, but many developers believe it’s still safe to hash passwords using md5 or sha1. There was a time when using the aforementioned hashing algorithms was sufficient, but modern hardware makes it possible to reverse such hashes very quickly using brute force attacks.


In order to provide increased security for user passwords, even in the worst case scenario (your application is breached), you need to use a hashing algorithm that is resilient against brute force attacks. The best current choice is bcrypt. In PHP, you can create a bcrypt hash  using the crypt function [http://php.net/manual/en/function.crypt.php]. Yii provides two helper functions which make using crypt to securely generate and verify hashes easier.


When a user provides a password for the first time (e.g., upon registration), the password needs to be hashed:


$hash = Yii::$app->getSecurity()->generatePasswordHash($password);



The hash can then be associated with the corresponding model attribute, so it can be stored in the database for later use.


When a user attempts to log in, the submitted password must be verified against the previously hashed and stored password:


if (Yii::$app->getSecurity()->validatePassword($password, $hash)) {
    // all good, logging user in
} else {
    // wrong password
}






Generating Pseudorandom data


Pseudorandom data is useful in many situations. For example when resetting a password via email you need to generate a token, save it to the database, and send it via email to end user which in turn will allow them to prove ownership of that account. It is very important that this token be unique and hard to guess, else there is a possibility that attacker can predict the token’s value and reset the user’s password.


Yii security helper makes generating pseudorandom data simple:


$key = Yii::$app->getSecurity()->generateRandomString();



Note that you need to have the openssl extension installed in order to generate cryptographically secure random data.





Encryption and decryption


Yii provides convenient helper functions that allow you to encrypt/decrypt data using a secret key. The data is passed through the encryption function so that only the person which has the secret key will be able to decrypt it.
For example, we need to store some information in our database but we need to make sure only the user which has the secret key can view it (even if the application database is compromised):


// $data and $secretKey are obtained from the form
$encryptedData = Yii::$app->getSecurity()->encryptByPassword($data, $secretKey);
// store $encryptedData to database



Subsequently when user wants to read the data:


// $secretKey is obtained from user input, $encryptedData is from the database
$data = Yii::$app->getSecurity()->decryptByPassword($encryptedData, $secretKey);






Confirming data integrity


There are situations in which you need to verify that your data hasn’t been tampered with by a third party or even corrupted in some way. Yii provides an easy way to confirm data integrity in the form of two helper functions.


Prefix the data with a hash generated from the secret key and data


// $secretKey our application or user secret, $genuineData obtained from a reliable source
$data = Yii::$app->getSecurity()->hashData($genuineData, $secretKey);



Checks if the data integrity has been compromised


// $secretKey our application or user secret, $data obtained from an unreliable source
$data = Yii::$app->getSecurity()->validateData($data, $secretKey);



todo: XSS prevention, CSRF prevention, cookie protection, refer to 1.1 guide


You also can disable CSRF validation per controller and/or action, by setting its property:


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public $enableCsrfValidation = false;

    public function actionIndex()
    {
        // CSRF validation will not be applied to this and other actions
    }

}



To disable CSRF validation per custom actions you can do:


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public function beforeAction($action)
    {
        // ...set `$this->enableCsrfValidation` here based on some conditions...
        // call parent method that will check CSRF if such property is true.
        return parent::beforeAction($action);
    }
}






Securing Cookies



		validation


		httpOnly is default








See also



		Views security
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バージョン 1.1 からアップグレードする


Yii フレームワークは 2.0 のために完全に書き直されたため、バージョン 1.1 と 2.0 の間には数多くの違いがあります。
結果として、バージョン 1.1 からのアップグレードは、マイナーバージョン間でのアップグレードのような些細な仕事ではなくなりました。
この節では、二つのバージョン間の主要な違いを説明します。


もし以前に Yii 1.1 を使ったことがなければ、あなたはこの節を飛ばして直接に “始めよう” に進んでも、問題はありません。


Yii 2.0 は、この要約でカバーされているよりも多くの新機能を導入していることに注意してください。
決定版ガイド全体を通読して全ての新機能について学習することを強く推奨します。
おそらく、以前は自分自身で開発する必要があったいくつかの機能が、今ではコアコードの一部になっていることに気付くでしょう。



インストール


Yii 2.0 は、事実上の標準的 PHP パッケージ管理ソフトである Composer [https://getcomposer.org/] を全面的に採用しています。
コアフレームワークも、エクステンションも、インストールは Composer を通じて処理されます。
Yii をインストールする の節を参照して、Yii 2.0 をインストールする方法を学習してください。
新しいエクステンションを作成したい場合、または既存の 1.1 エクステンションを 2.0 互換のエクステンションに作り直したい場合は、ガイドの
エクステンションを作成する の節を参照してください。





PHP の必要条件


Yii 2.0 は PHP 5.4 以上を必要とします。PHP 5.4 は、Yii 1.1 によって必要とされていた PHP 5.2 に比べて、非常に大きく改良されています。
この結果として、注意を払うべき言語レベルでの違いが数多くあります。
以下は PHP に関する主要な変更点の要約です。



		名前空間 [http://php.net/manual/ja/language.namespaces.php]。


		無名関数 [http://php.net/manual/ja/functions.anonymous.php]。


		配列の短縮構文 [...要素...] が array(...要素...) の代りに使われています。


		短縮形の echo タグ <?= がビューファイルに使われています。PHP 5.4 以降は、この形を使っても安全です。


		SPL のクラスとインタフェイス [http://php.net/manual/ja/book.spl.php]。


		遅延静的束縛(Late Static Bindings) [http://php.net/manual/ja/language.oop5.late-static-bindings.php]。


		日付と時刻 [http://php.net/manual/ja/book.datetime.php]。


		トレイト [http://php.net/manual/ja/language.oop5.traits.php]。


		国際化(intl) [http://php.net/manual/ja/book.intl.php]。Yii 2.0 は国際化の機能をサポートするために intl PHP 拡張を利用しています。








名前空間


Yii 2.0 での最も顕著な変更は名前空間の使用です。
ほとんど全てのコアクラスが、例えば、yii\web\Request のように名前空間に属します。
クラス名に “C” の接頭辞はもう使われません。
命名のスキームはディレクトリ構造に従うようになりました。
例えば、yii\web\Request は、対応するクラスファイルが Yii フレームワークフォルダの下の web/Request.php であることを示します。


(全てのコアクラスは、Yii のクラスローダのおかげで、そのクラスファイルを明示的にインクルードせずに使うことが出来ます。)





コンポーネントとオブジェクト


Yii 2.0 は、1.1 の CComponent クラスを二つのクラス、すなわち、[[yii\base\Object]] と [[yii\base\Component]] に分割しました。
[[yii\base\Object|Object]] クラスは、ゲッターとセッターを通じて オブジェクトプロパティ を定義することを可能にする、軽量な基底クラスです。
[[yii\base\Component|Component]] クラスは [[yii\base\Object|Object]] からの拡張であり、イベント と ビヘイビア をサポートします。


あなたのクラスがイベントやビヘイビアの機能を必要としない場合は、[[yii\base\Object|Object]] を基底クラスとして使うことを考慮すべきです。
通常は、基本的なデータ構造を表すクラスに対して、このことが当てはまります。





オブジェクトの構成


[[yii\base\Object|Object]] クラスはオブジェクトを構成するための統一された方法を導入しています。
[[yii\base\Object|Object]] の全ての派生クラスは、コンストラクタが必要な場合には、インスタンスが正しく構成されるように、コンストラクタを以下のようにして宣言しなければなりません。


class MyClass extends \yii\base\Object
{
    public function __construct($param1, $param2, $config = [])
    {
        // ... 構成情報が適用される前の初期化処理

        parent::__construct($config);
    }

    public function init()
    {
        parent::init();

        // ... 構成情報が適用された後の初期化処理
    }
}



上記のように、コンストラクタは最後のパラメータとして構成情報の配列を取らなければなりません。
構成情報の配列に含まれる「名前-値」のペアが、コンストラクタの最後でプロパティを構成します。
[[yii\base\Object::init()|init()]] メソッドをオーバーライドして、構成情報が適用された後に行うべき初期化処理を行うことが出来ます。


この規約に従うことによって、新しいオブジェクトを生成して構成するときに、構成情報配列を使うことが出来るようになります。


$object = Yii::createObject([
    'class' => 'MyClass',
    'property1' => 'abc',
    'property2' => 'cde',
], [$param1, $param2]);



構成情報に関する詳細は、オブジェクトの構成情報 の節で見ることが出来ます。





イベント


Yii 1 では、イベントは on メソッド (例えば、onBeforeSave) を定義することによって作成されました。
Yii 2 では、どのようなイベント名でも使うことが出来るようになりました。
[[yii\base\Component::trigger()|trigger()]] メソッドを呼んでイベントを発生させます。


$event = new \yii\base\Event;
$component->trigger($eventName, $event);



イベントにハンドラをアタッチするためには、[[yii\base\Component::on()|on()]] メソッドを使います。


$component->on($eventName, $handler);
// ハンドラをデタッチするためには、以下のようにします。
// $component->off($eventName, $handler);



イベントの機能には数多くの改良がなされました。詳細は イベント の節を参照してください。





パスエイリアス


Yii 2.0 は、パスエイリアスの使用を、ファイル/ディレクトリのパスと URL の両方に広げました。
また、Yii 2.0 では、通常のファイル/ディレクトリのパスや URL と区別するために、エイリアス名は @ という文字で始まることが要求されるようになりました。
例えば、@yii というエイリアスは Yii のインストールディレクトリを指します。
パスエイリアスは Yii のコアコードのほとんどの場所でサポートされています。
例えば [[yii\caching\FileCache::cachePath]] はパスエイリアスと通常のディレクトリパスの両方を受け取ることが出来ます。


パスエイリアスは、また、クラスの名前空間とも密接に関係しています。
ルートの名前空間に対しては、それぞれ、パスエイリアスを定義することが推奨されます。
そうすれば、余計な構成をしなくても、Yii のクラスオートローダを使うことが出来るようになります。
例えば、@yii が Yii のインストールディレクトリを指しているので、yii\web\Request というようなクラスをオートロードすることが出来る訳です。
サードパーティのライブラリ、例えば Zend フレームワークなどを使う場合にも、そのフレームワークのインストールディレクトリを指す @Zend というパスエイリアスを定義することが出来ます。
一旦そうしてしまえば、その Zend フレームワークのライブラリ内のどんなクラスでも、Yii からオートロードすることが出来るようになります。


パスエイリアスに関する詳細は エイリアス の節を参照してください。





ビュー


Yii 2 のビューについての最も顕著な変更は、ビューの中の $this という特殊な変数が現在のコントローラやウィジェットを指すものではなくなった、ということです。
今や $this は 2.0 で新しく導入された概念である ビュー オブジェクトを指します。
ビュー オブジェクトは [[yii\web\View]] という型であり、MVC パターンのビューの部分を表すものです。
ビューにおいてコントローラやウィジェットにアクセスしたい場合は、$this->context を使うことが出来ます。


パーシャルビューを別のビューの中でレンダリングするためには、$this->renderPartial() ではなく、$this->render() を使います。
さらに、render の呼び出しは、2.0 では明示的に echo しなくてはなりません。
と言うのは、render() メソッドは、レンダリング結果を返すものであり、それを直接に表示するものではないからです。
例えば、


echo $this->render('_item', ['item' => $item]);



PHP を主たるテンプレート言語として使う以外に、Yii 2.0 は人気のある二つのテンプレートエンジン、Smarty と Twig に対する正式なサポートを備えています。
Prado テンプレートエンジンはもはやサポートされていません。
これらのテンプレートエンジンを使うためには、[[yii\base\View::$renderers|View::$renderers]] プロパティをセットして、view アプリケーションコンポーネントを構成する必要があります。
詳細は テンプレートエンジン の節を参照してください。





モデル


Yii 2.0 は [[yii\base\Model]] を 1.1 における CModel と同様な基底モデルとして使います。
CFormModel というクラスは完全に廃止されました。
Yii 2 では、それの代りに [yii\base\Model]] を拡張して、フォームのモデルクラスを作成すべきです。


Yii 2.0 は サポートされるシナリオを宣言するための [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]] という新しいメソッドを導入しました。
このメソッドを使って、どのシナリオの下で、ある属性が検証される必要があるか、また、安全とみなされるか否か、などを宣言することが出来ます。
例えば、


public function scenarios()
{
    return [
        'backend' => ['email', 'role'],
        'frontend' => ['email', '!role'],
    ];
}



上記では二つのシナリオ、すなわち、backend と frontend が宣言されています。
backend シナリオでは、email と role の属性が両方とも安全であり、一括代入が可能です。
frontend シナリオでは、email は一括代入が可能ですが、role は不可能です。
email と role は、両方とも、規則を使って検証されなければなりません。


[[yii\base\Model::rules()|rules()]] メソッドが、Yii 1.1 に引き続き、検証規則を宣言するために使われます。
[[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]] が導入されたことにより、unsafe バリデータが無くなったことに注意してください。


ほとんどの場合、すなわち、[[yii\base\Model::rules()|rules()]] メソッドが存在しうるシナリオを完全に指定しており、そして unsafe な属性を宣言する必要が無いなら、[[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]] をオーバーライドする必要はありません。


モデルについての詳細を学習するためには、モデル の節を参照してください。





コントローラ


Yii 2.0 は [[yii\web\Controller]] を基底のコントローラクラスとして使います。
これは Yii 1.1 におけるCController と同様なクラスです。
[[yii\base\Action]] がアクションクラスの基底クラスです。


コントローラに関して、あなたのコードに最も顕著な影響を及ぼす変更点は、コントローラのアクションは表示したいコンテントを、エコーするのでなく、返さなければならなくなった、ということです。


public function actionView($id)
{
    $model = \app\models\Post::findOne($id);
    if ($model) {
        return $this->render('view', ['model' => $model]);
    } else {
        throw new \yii\web\NotFoundHttpException;
    }
}



コントローラに関する詳細については コントローラ の節を参照してください。





ウィジェット


Yii 2.0 は [[yii\base\Widget]] を基底のウィジェットクラスとして使用します。これは Yii 1.1 の CWidget と同様なクラスです。


いろんな IDE においてフレームワークに対するより良いサポートを得るために、Yii 2.0 はウィジェットを使うための新しい構文を導入しました。
スタティックなメソッド [[yii\base\Widget::begin()|begin()]]、[[yii\base\Widget::end()|end()]]、そして [[yii\base\Widget::widget()|widget()]] が導入されました。以下のようにして使います。


use yii\widgets\Menu;
use yii\widgets\ActiveForm;

// 表示するためには結果を "echo" しなければならないことに注意
echo Menu::widget(['items' => $items]);

// オブジェクトのプロパティを初期化するための配列を渡す
$form = ActiveForm::begin([
    'options' => ['class' => 'form-horizontal'],
    'fieldConfig' => ['inputOptions' => ['class' => 'input-xlarge']],
]);
... ここにフォームの入力フィールド ...
ActiveForm::end();



詳細については ウィジェット の節を参照してください。





テーマ


テーマは 2.0 では完全に違う動作をします。
テーマは、ソースのビューファイルパスをテーマのビューファイルパスにマップするパスマッピング機構に基づくものになりました。
例えば、あるテーマのパスマップが ['/web/views' => '/web/themes/basic'] である場合、ビューファイル /web/views/site/index.php のテーマ版は /web/themes/basic/site/index.php になります。
この理由により、テーマはどのようなビューファイルに対してでも適用することが出来るようになりました。
コントローラやウィジェットのコンテキストの外で表示されるビューに対してすら、適用できます。


また、CThemeManager コンポーネントはもうありません。
その代りに、theme は view アプリケーションコンポーネントの構成可能なプロパティになりました。


詳細については テーマ の節を参照してください。





コンソールアプリケーション


コンソールアプリケーションは、ウェブアプリケーションと同じように、コントローラとして編成されるようになりました。
1.1 における CConsoleCommand と同様に、コンソールコントローラは [[yii\console\Controller]] を拡張したものでなければなりません。


コンソールコマンドを走らせるためには、yii <route> という構文を使います。
ここで <route> はコントローラのルート (例えば sitemap/index) を表します。
追加の無名の引数は、対応するコントローラのアクションメソッドに引数として渡されます。
一方、名前付きの引数は、[[yii\console\Controller::options()]] での宣言に従って解析されます。


Yii 2.0 はコメントブロックからコマンドのヘルプ情報を自動的に生成する機能をサポートしています。


詳細については コンソールコマンド の節を参照してください。





国際化


Yii 2.0 は PECL intl PHP モジュール [http://pecl.php.net/package/intl] に賛同して、内蔵の日付フォーマッタと数字フォーマッタの部品を取り除きました。


メッセージは i18n アプリケーションコンポーネント経由で翻訳されるようになりました。
このコンポーネントは一連のメッセージソースを管理するもので、メッセージのカテゴリに基づいて異なるメッセージソースを使うことを可能にするものです。


詳細については 国際化 の節を参照してください。





アクションフィルタ


アクションフィルタはビヘイビアによって実装されるようになりました。
新しいカスタムフィルタを定義するためには、[[yii\base\ActionFilter]] を拡張します。
フィルタを使うためには、そのフィルタクラスをビヘイビアとしてコントローラにアタッチします。
例えば、[[yii\filters\AccessControl]] を使うためには、コントローラに次のコードを書くことになります。


public function behaviors()
{
    return [
        'access' => [
            'class' => 'yii\filters\AccessControl',
            'rules' => [
                ['allow' => true, 'actions' => ['admin'], 'roles' => ['@']],
            ],
        ],
    ];
}



詳細については フィルタ の節を参照してください。





アセット


Yii 2.0 は、アセットバンドル と呼ばれる新しい概念を導入しました。これは、Yii 1.1 にあったスクリプトパッケージの概念を置き換えるものです。


アセットバンドルは、あるディレクトリの下に集められた一群のアセットファイル (例えば、JavaScript ファイル、CSS ファイル、イメージファイルなど) です。
それぞれのアセットバンドルは [[yii\web\AssetBundle]] を拡張したクラスとして表わされます。
アセットバンドルを [[yii\web\AssetBundle::register()]] を通じて登録することによって、そのバンドルに含まれるアセットにウェブ経由でアクセスできるようになります。
Yii 1 とは異なり、バンドルを登録したページは、そのバンドルで指定されている JavaScript と CSS ファイルへの参照を自動的に含むようになります。


詳細については アセット の節を参照してください。





ヘルパ


Yii 2.0 はよく使われるスタティックなヘルパクラスを数多く導入しました。それには以下のものが含まれます。



		[[yii\helpers\Html]]


		[[yii\helpers\ArrayHelper]]


		[[yii\helpers\StringHelper]]


		[[yii\helpers\FileHelper]]


		[[yii\helpers\Json]]





詳細については、ヘルパの 概要 の節を参照してください。





フォーム


Yii 2.0 は [[yii\widgets\ActiveForm]] を使ってフォームを作成する際に使用する フィールド の概念を導入しました。
フィールドは、ラベル、インプット、エラーメッセージ および/または ヒントテキストを含むコンテナです。
フィールドは [[yii\widgets\ActiveField|ActiveField]] のオブジェクトとして表現されます。
フィールドを使うことによって、以前よりもすっきりとフォームを作成することが出来るようになりました。


<?php $form = yii\widgets\ActiveForm::begin(); ?>
    <?= $form->field($model, 'username') ?>
    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>
    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('ログイン') ?>
    </div>
<?php yii\widgets\ActiveForm::end(); ?>



詳細については フォームを作成する の節を参照してください。





クエリビルダ


1.1 においては、クエリの構築が CDbCommand、CDbCriteria、CDbCommandBuilder など、いくつかのクラスに散らばっていました。
Yii 2.0 は DB クエリを [[yii\db\Query|Query]] オブジェクトの形で表現します。
このオブジェクトが舞台裏で [[yii\db\QueryBuilder|QueryBuilder]] の助けを得て SQL 文に変換されます。
例えば、


$query = new \yii\db\Query();
$query->select('id, name')
      ->from('user')
      ->limit(10);

$command = $query->createCommand();
$sql = $command->sql;
$rows = $command->queryAll();



何より良いのは、このようなクエリ構築メソッドが アクティブレコード を扱う時にも使える、ということです。


詳細については クエリビルダ の節を参照してください。





アクティブレコード


Yii 2.0 は アクティブレコード に数多くの変更を導入しました。
最も顕著な違いは、クエリの構築方法とリレーショナルクエリの処理の二つです。


1.1 の CDbCriteria クラスは Yii 2 では [[yii\db\ActiveQuery]] に置き換えられました。
このクラスは [[yii\db\Query]] を拡張したものであり、従って全てのクエリ構築メソッドを継承します。
以下のように、[[yii\db\ActiveRecord::find()]] を呼んでクエリの構築を開始します。


// 全てのアクティブな顧客を読み出し、ID によって並べる
$customers = Customer::find()
    ->where(['status' => $active])
    ->orderBy('id')
    ->all();



リレーションを宣言するために必要なことは、[[yii\db\ActiveQuery|ActiveQuery]] オブジェクトを返すゲッターメソッドを定義するだけのことです。
ゲッターによって定義されたプロパティの名前がリレーションの名前を表します。
例えば、以下のコードは orders リレーションを宣言するものです
(1.1 では relations() という一個の中枢でリレーションを宣言しなければなりませんでした)。


class Customer extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getOrders()
    {
        return $this->hasMany('Order', ['customer_id' => 'id']);
    }
}



こうすることで、$customer->orders という構文によって関連テーブルにある顧客のオーダにアクセスすることが出来るようになります。
また、下記のコードを用いて、カスタマイズしたクエリ条件によるオンザフライのリレーショナルクエリを実行することも出来ます。


$orders = $customer->getOrders()->andWhere('status=1')->all();



リレーションをイーガーロードするとき、Yii 2.0 は 1.1 とは異なる動きをします。
具体的に言うと、1.1 では JOIN クエリが生成されて、主レコードと関連レコードの両方がセレクトされていました。
Yii 2.0 では、JOIN を使わずに二つの SQL 文が実行されます。
すなわち、第一の SQL 文が主たるレコードを返し、第二の SQL 文は主レコードのプライマリキーを使うフィルタリングによって関連レコードを返します。


多数のレコードを返すクエリを構築するときは、[[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]] を返す代りに、[[yii\db\ActiveQuery::asArray()|asArray()]] メソッドをチェインすることが出来ます。
そうすると、クエリ結果は配列として返されることになり、レコードの数が多い場合は、必要な CPU 時間とメモリを著しく削減することが出来ます。
例えば、


$customers = Customer::find()->asArray()->all();



もう一つの変更点は、属性のデフォルト値を public なプロパティによって定義することは出来なくなった、ということです。
デフォルト値を定義する必要がある場合は、アクティブレコードクラスの init メソッドの中で設定しなければなりません。


public function init()
{
    parent::init();
    $this->status = self::STATUS_NEW;
}



1.1 では、アクティブレコードクラスのコンストラクタをオーバーライドすることについて、いくつか問題がありました。
バージョン 2.0 では、もう問題はありません。
コンストラクタにパラメータを追加する場合は、[[yii\db\ActiveRecord::instantiate()]] をオーバーライドする必要があるかもしれないことに注意してください。


アクティブレコードについては、他にも多くの変更と機能強化がなされています。
詳細については アクティブレコード の節を参照してください。





アクティブレコードのビヘイビア


2.0 では基底のビヘイビアクラス CActiveRecordBehavior が廃止されました。
アクティブレコードのビヘイビアを作成したいときは、直接に yii\base\Behavior を拡張しなければなりません。
ビヘイビアクラスがオーナーの何らかのイベントに反応する必要がある場合は、以下のように events() メソッドをオーバーライドしなければなりません。


namespace app\components;

use yii\db\ActiveRecord;
use yii\base\Behavior;

class MyBehavior extends Behavior
{
    // ...

    public function events()
    {
        return [
            ActiveRecord::EVENT_BEFORE_VALIDATE => 'beforeValidate',
        ];
    }

    public function beforeValidate($event)
    {
        // ...
    }
}






User と IdentityInterface


1.1 の CWebUser クラスは [[yii\web\User]] に取って換られました。
そして CUserIdentity クラスはもうありません。代りに、使い方がもっと単純な [[yii\web\IdentityInterface]] を実装すべきです。
アドバンストアプリケーションテンプレートがそういう例を提供しています。


詳細は 認証、権限付与、そして アドバンストアプリケーションテンプレート の節を参照してください。





URL 管理


Yii 2 の URL 管理は 1.1 のそれと似たようなものです。
主な機能強化は、URL 管理がオプションのパラメータをサポートするようになったことです。
例えば、下記のような規則を宣言した場合に、post/popular と post/1/popular の両方に合致するようになります。
1.1 では、同じ目的を達成するためには、二つの規則を使う必要がありました。


[
    'pattern' => 'post/<page:\d+>/<tag>',
    'route' => 'post/index',
    'defaults' => ['page' => 1],
]



詳細については ルーティングと URL 生成 の節を参照してください。





Yii 1.1 と 2.x を一緒に使う


Yii 2.0 と一緒に使いたい Yii 1.1 のレガシーコードを持っている場合は、
サードパーティのコードを扱う の節を参照してください。
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Views (Visões)


As views (visões) fazem parte da arquitetura MVC [http://en.wikipedia.org/wiki/Model%E2%80%93view%E2%80%93controller].
São os responsáveis por apresentar dados aos usuários finais. Em um aplicação Web,
as views (visões) normalmente são criadas sobre o termo de view templates
(modelos de visão) que são arquivos PHP contendo principalmente códigos HTML e
códigos PHP de apresentação.
A gerência deles são realizadas pelo componente da aplicação
[[yii\web\View|view]] na qual fornece métodos comumente utilizados para facilitar
a montagem e a renderização da view (visão). Para simplificar, chamaremos sempre
os arquivos view templates (modelos de visão) ou view template (modelo de visão)
apenas como views (visões).



Criando Views (Visões) 


Como mencionado anteriormente, uma view (visão) é simplesmente um arquivo PHP
composto por HTML ou códigos PHP. A view (visão) a seguir, apresenta um formulário
de login. Como você pode observar, o código PHP geralmente é utilizado para gerar
conteúdo dinâmico, tais como o título da página e o formulário, enquanto o código
HTML é utilizado para deixar a página mais apresentável.


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\ActiveForm;

/* @var $this yii\web\View */
/* @var $form yii\widgets\ActiveForm */
/* @var $model app\models\LoginForm */

$this->title = 'Login';
?>
<h1><?= Html::encode($this->title) ?></h1>

<p>Please fill out the following fields to login:</p>

<?php $form = ActiveForm::begin(); ?>
    <?= $form->field($model, 'username') ?>
    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>
    <?= Html::submitButton('Login') ?>
<?php ActiveForm::end(); ?>



Em uma view (visão), você pode acessar a variável $this que referencia o
[[yii\web\View|componente da view (visão)]] para gerenciar e renderizar a view
(visão) atual.


Além da variável $this, podem existir outras variáveis predefinidas na view
(visão) como a variável $model do exemplo anterior. Estas variáveis representam
os dados que foram informados a view (visão) por meio dos
controllers (controladores) ou de outros objetos que
desencadeiam a renderização da view (visão).



Dica: As variáveis predefinidas são listadas em um bloco de comentário no inicio
de uma view (visão), de modo que possam ser reconhecidas pelas IDEs. Além de ser
uma ótima maneira de documentar suas views (visões).




Segurança 


Ao criar views (visões) que geram páginas HTML, é importante que você codifique
ou filtre dados obtidos pelos usuários antes que os apresente. Caso contrário,
sua aplicação poderá estar sujeita a sofrer um ataque
cross-site scripting [http://en.wikipedia.org/wiki/Cross-site_scripting].


Para exibir um texto simples, codifique-o antes chamando o método
[[yii\helpers\Html::encode()]]. Por exemplo, o código a seguir codifica o nome do
usuário antes que seja exibido:


<?php
use yii\helpers\Html;
?>

<div class="username">
    <?= Html::encode($user->name) ?>
</div>



Para exibir um conteúdo HTML, utilize o método [[yii\helpers\HtmlPurifier]] para
filtrar o conteúdo primeiro. Por exemplo, o código a seguir filtra o conteúdo que
foi postado antes que seja exibido:


<?php
use yii\helpers\HtmlPurifier;
?>

<div class="post">
    <?= HtmlPurifier::process($post->text) ?>
</div>




Dica: Enquanto o HTMLPurifier faz um excelente trabalho ao montar uma saída
segura, ele não é rápido. Você pode considerar guardar o cache
do resultado filtrado caso sua aplicação necessite de o máximo de performance.






Organizando as Views (Visões) 


Assim como os controllers (controladores) e os
models (modelos), existem convenções para organizar as
views (visões).



		Para que as views (visões) sejam renderizadas por um controller (controlador),
elas devem ser colocadas sob o diretório @app/views/IDdoController por padrão,
onde o IDdoController refere-se ao ID do controller.
Por exemplo, se a classe controller (controlador) for PostController, o diretório
será @app/views/post; se for PostCommentController, o diretório será
@app/views/post-comment. No caso do controller (controlador) pertencer a um
módulo, o diretório será views/ControllerID sob o [[yii\base\Module::basePath|diretório do módulo]].


		Para as views (visões) que serão renderizadas por um widget,
devem ser colocadas sob o diretório WidgetPath/views por padrão, onde WidgetPath
é o diretório onde encontra-se o arquivo da classe widget.


		Para as views (visões) que serão renderizadas por outros objetos, é recomendado
que siga a convenção semelhante à dos widgets.





Você pode personalizar estes diretórios padrão das views (visões) sobrescrevendo
o método [[yii\base\ViewContextInterface::getViewPath()]] dos controllers
(controladores) ou dos widgets.







Renderizando Views (Visões) 


A renderização das views (visões) podem ser feitas nos
controllers (controladores), nos
widgets ou em qualquer lugar que chame os métodos de
renderização de views (visões),


/**
 * @param string $view nome da view ou do caminho do arquivo, dependendo do método de renderização atual
 * @param array $params os dados que serão passados para a view (visão)
 * @return string resultado da renderização
 */
methodName($view, $params = [])




Renderização pelos Controllers (Controladores) 


Nos controllers (controladores), você pode chamar os
seguintes métodos para renderizar as views (visões):



		[[yii\base\Controller::render()|render()]]: resulta na renderização de uma
view nomeada aplicada em um layout.


		[[yii\base\Controller::renderPartial()|renderPartial()]]: resulta na renderização
de uma view nomeada sem que seja aplicada em qualquer layout.


		[[yii\web\Controller::renderAjax()|renderAjax()]]: resulta na renderização de
uma view nomeada sem que seja aplicada em qualquer layout mas
inclui todos os JS/CSS e arquivos registrados. Este método é utilizado
frequentemente nas respostas de requisições Web Ajax.


		[[yii\base\Controller::renderFile()|renderFile()]]: renderiza uma view a partir
de um caminho de um arquivo ou por uma alias.


		[[yii\base\Controller::renderContent()|renderContent()]]: renderiza um conteúdo
estático que será incorporado no layout selecionado. Este método
está disponível desde a versão 2.0.1.





Por exemplo,


namespace app\controllers;

use Yii;
use app\models\Post;
use yii\web\Controller;
use yii\web\NotFoundHttpException;

class PostController extends Controller
{
    public function actionView($id)
    {
        $model = Post::findOne($id);
        if ($model === null) {
            throw new NotFoundHttpException;
        }

        // renderiza uma view chamada de "view" e aplica um layout nele
        return $this->render('view', [
            'model' => $model,
        ]);
    }
}






Renderização pelos Widgets 


Nos widgets, você pode chamar os seguintes métodos do
widget para renderizar views (visões).



		[[yii\base\Widget::render()|render()]]: resulta na renderização de uma
view nomeada.


		[[yii\base\Widget::renderFile()|renderFile()]]: renderiza uma view a partir de
um caminho de um arquivo ou por uma alias.





Por exemplo,


namespace app\components;

use yii\base\Widget;
use yii\helpers\Html;

class ListWidget extends Widget
{
    public $items = [];

    public function run()
    {
        // renderiza uma view chamada "list"
        return $this->render('list', [
            'items' => $this->items,
        ]);
    }
}






Renderização pelas Views (Visões) 


Você pode renderizar uma view dentro de outra view chamando um dos seguintes
métodos fornecidos pelo [[yii\base\View|componente da view]]:



		[[yii\base\View::render()|render()]]: resulta na renderização de uma
view nomeada.


		[[yii\web\View::renderAjax()|renderAjax()]]: resulta na renderização de uma
view nomeada e inclui todos os JS/CSS e arquivos registrados.
Este método é utilizado frequentemente nas respostas de requisições Web Ajax.


		[[yii\base\View::renderFile()|renderFile()]]: renderiza uma view a partir de
um caminho de um arquivo ou por uma alias.





Por exemplo, no código a seguir, uma view (visão) qualquer renderiza outro arquivo
de view (visão) chamado _overview.php onde ambas encontram-se no mesmo diretório.
Lembre-se que a $this da view (visão) refere-se ao componente da [[yii\base\View|view]]:


<?= $this->render('_overview') ?>






Renderização por Outros Lugares 


Em qualquer lugar, você pode acessar o componente de aplicação [[yii\base\View|view]]
pela expressão Yii::$app->view e chamar qualquer método mencionado anteriormente
para renderizar uma view (visão). Por exemplo,


// exibe o arquivo de view (visão) "@app/views/site/license.php"
echo \Yii::$app->view->renderFile('@app/views/site/license.php');






Views (Visões) Nomeadas 


Ao renderizar uma view (visão), você pode especificar a view usando um nome ou o
caminho do arquivo/alias. Na maioria dos casos, você usará a primeira maneira,
pois são mais concisos e flexíveis. Especificamente, chamaremos as views usando
nomes como views (visões) nomeadas.


Um nome da view (visão) resolve o caminho da view (visão) correspondente de
acordo com as seguintes regras:



		Um nome da view (visão) pode omitir a extensão do arquivo. Neste caso, o .php
será usado como extensão. Por exemplo, a view chamada about corresponderá ao
arquivo about.php.


		Se o nome da view (visão) iniciar com barras duplas //, o caminho correspondente
será @app/views/ViewName. Ou seja, a view (visão) será localizada sob o
[[yii\base\Application::viewPath|diretório das views da aplicação]]. Por exemplo,
//site/about corresponderá ao @app/views/site/about.php.


		Se o nome da view (visão) iniciar com barra /, o caminho do arquivo da view
será formado pelo nome da view (visão) com o [[yii\base\Module::viewPath|diretório da view]]
do módulo ativo. Se não existir um módulo ativo, o
@app/views/ViewName será usado. Por exemplo, o /user/create corresponderá
ao @app/modules/user/views/user/create.php, caso o módulo ativo seja user.
Se não existir um módulo ativo, o caminho do arquivo da view (visão) será
@app/views/user/create.php.


		Se a view (visão) for renderizada com um [[yii\base\View::context|contexto]] e
que o mesmo implemente [[yii\base\ViewContextInterface]], o caminho do arquivo
da view será formado pelo nome da view (visão) com o
[[yii\base\ViewContextInterface::getViewPath()|diretório da view]] do contexto.
Isto se aplica principalmente para as views (visões) renderizadas pelos controllers
(controladores) e widgets. Por exemplo, site/about corresponderá ao
@app/views/site/about.php caso o contexto seja o controller (controlador)
SiteController.


		Se uma view (visão) for renderizada por outra view (visão), o diretório desta
outra view (visão) será usado para formar o caminho do arquivo da view atual.
Por exemplo, item corresponderá ao @app/views/post/item.php se ela for
renderizada pela view @app/views/post/index.php.





De acordo com as regras acima, ao chamar $this->render('view') em um controller
(controlador) app\controllers\PostController será renderizado o arquivo de view
(visão) @app/views/post/view.php e, ao chamar $this->render('_overview') nesta
view, será renderizado o arquivo de visão @app/views/post/_overview.php.





Acessando Dados em Views (Visões) 


Existem duas abordagens para acessar dados em um view (visão): push e pull.


Ao passar os dados como o segundo parâmetro nos métodos de renderização de view
(visão), você estará usando a abordagem push.
Os dados devem ser representados por um array com pares de nome-valor. Quando a
view (visão) estiver sendo renderizada, a função extract() do PHP será chamado
passando este array a fim de extraí-los em variáveis na view (visão).
Por exemplo, o código do controller (controlador) a seguir fornecerá (pela
abordagem push) duas variáveis para a view (visão) report: $foo = 1 e $bar = 2.


echo $this->render('report', [
    'foo' => 1,
    'bar' => 2,
]);



Na abordagem pull, os dados serão recuperados ativamente pelo
[[yii\base\View|componente da view]] ou por outros objetos que acessam as views
(por exemplo, Yii::$app). Usando o código do exemplo a seguir, você poderá
acessar o objeto do controller (controlador) pela expressão $this->context
dentro da view. E como resultado, será possível acessar qualquer propriedade ou
métodos do controller (controlador) na view (visão) report, como o ID do
controller conforme o exemplo a seguir:


The controller ID is: <?= $this->context->id ?>
?>



A abordagem push normalmente é a forma preferida de acessar dados nas views
(visões), pelo fato de criar menos dependências nos objetos de contexto. A
desvantagem é que você precisará montar manualmente os dados em um array o tempo
todo, o que poderia tornar-se tedioso e propenso a erros se uma view for
compartilhada e renderizada em lugares diferentes.





Compartilhando Dados entre as Views (Visões) 


O [[yii\base\View|componente da view]] fornece a propriedade
[[yii\base\View::params|params]] que você pode usar para compartilhar dados entre
as views (visões).


Por exemplo, em uma view about, você pode ter o seguinte código para especificar
o seguimento atual do rastro da aplicação (breadcrumbs).


$this->params['breadcrumbs'][] = 'About Us';



Em seguida, no arquivo do layout, que também é uma view, você pode
exibir o rastro da aplicação (breadcrumbs) usando os dados passados pela
propriedade [[yii\base\View::params|params]]:


<?= yii\widgets\Breadcrumbs::widget([
    'links' => isset($this->params['breadcrumbs']) ? $this->params['breadcrumbs'] : [],
]) ?>








Layouts 


Os layouts são um tipo especial de views (visões) que representam as partes comuns
das views (visões). Por exemplo, a maioria das páginas de aplicações Web
compartilham o mesmo cabeçalho e rodapé. Embora você possa repetir o mesmo
cabeçalho e rodapé em todas as view, a melhor maneira é fazer isso apenas uma vez
no layout e incorporar o resultado da renderização de uma view em um lugar
apropriado no layout.



Criando Layouts 


Pelo fato dos layouts também serem views (visões), eles podem ser criados de
forma semelhante as views (visões) normais. Por padrão, os layouts são guardados
no diretório @app/views/layouts. Para os layouts usados nos
módulos, devem ser guardados no diretório views/layouts
sob o [[yii\base\Module::basePath|diretório do módulo]].
Você pode personalizar o diretório do layout padrão configurando a propriedade
[[yii\base\Module::layoutPath]] da aplicação ou do módulo.


O exemplo a seguir mostra como é o layout. Observe que, para fins ilustrativos,
simplificamos o código do layout. Em prática, você pode adicionar mais conteúdo,
como tags de cabeçalho, menu principal, etc.


<?php
use yii\helpers\Html;

/* @var $this yii\web\View */
/* @var $content string */
?>
<?php $this->beginPage() ?>
<!DOCTYPE html>
<html lang="en">
<head>
    <meta charset="UTF-8"/>
    <?= Html::csrfMetaTags() ?>
    <title><?= Html::encode($this->title) ?></title>
    <?php $this->head() ?>
</head>
<body>
<?php $this->beginBody() ?>
    <header>My Company</header>
    <?= $content ?>
    <footer>&copy; 2014 by My Company</footer>
<?php $this->endBody() ?>
</body>
</html>
<?php $this->endPage() ?>



Como pode ver, o layout gera as tags HTML que são comuns em todas as páginas. Na
seçao <body>, o layout dará echo da variável $content que representa o
resultado da renderização do conteúdo das views (visões) e é incorporado ao layout
quando método [[yii\base\Controller::render()]] for chamado.


Como mostrado no código acima, a maioria dos layouts devem chamar os métodos
listados a seguir. Estes métodos podem desencadeiam eventos referentes ao processo
de renderização para que scripts e tags registrados em outros lugares possam ser
inseridos nos locais onde estes métodos forem chamados.



		[[yii\base\View::beginPage()|beginPage()]]: Este método deve ser chamado no início
do layout. Ele dispara o evento [[yii\base\View::EVENT_BEGIN_PAGE|EVENT_BEGIN_PAGE]]
que indica o início de uma página.


		[[yii\base\View::endPage()|endPage()]]: Este método deve ser chamado no final
do layout. Ele dispara o evento [[yii\base\View::EVENT_END_PAGE|EVENT_END_PAGE]]
que indica o fim de uma página.


		[[yii\web\View::head()|head()]]: Este método deve ser chamada na seção <head>
de uma página HTML.  Ele reserva este local para gerar os códigos HTML do
cabeçalho que foram registrados (por exemplo, link e meta tags) quando uma
página finaliza a renderização.


		[[yii\web\View::beginBody()|beginBody()]]: Este método deve ser chamado no início
da seção <body> . Ele dispara o evento [[yii\web\View::EVENT_BEGIN_BODY|EVENT_BEGIN_BODY]]
e reserva este local para gerar os códigos HTML (por exemplo, JavaScript)
voltados para a posição inicial do corpo do layout que foram registrados.


		[[yii\web\View::endBody()|endBody()]]: Este método deve ser chamado no final da
seção <body>. Ele dispara o evento [[yii\web\View::EVENT_END_BODY|EVENT_END_BODY]]
e reserva este local para gerar códigos HTML (por exemplo, JavaScript) voltados
para a posição final do corpo do layout que foram registrados.








Acessando Dados nos Layouts 


Dentro de um layout, você tem acesso a duas variáveis predefinidas: $this e
$content. A primeira refere-se ao componente da [[yii\base\View|view]] como as
views normais, enquanto o segundo contém o resultado da renderização do conteúdo
de uma view que é gerada pela execução do método [[yii\base\Controller::render()|render()]]
no controller (controlador).


Se você quiser acessar outros dados nos layouts, você terá que usar a abordagem
pull conforme descrito na subseção
Acessando Dados em Views (Visões). Se você quiser
passar os dados de um conteúdo da view em um layout, poderá usar o método descrito
na subseção Compartilhando Dados entre as Views (Visões).





Usando Layouts 


Como descrito na subseção Renderização nos Controllers (Controladores),
quando você renderizar uma view (visão) chamando o método [[yii\base\Controller::render()|render()]]
em um controller (controlador), o resultado da renderização será aplicado em um layout.
Por padrão, o layout @app/views/layouts/main.php será usado.


Você pode usar um layout diferente configurando a propriedade
[[yii\base\Application::layout]] ou [[yii\base\Controller::layout]].
A primeira aplica o layout em todos os controllers (controladores) usados,
enquanto o segundo sobrescreve a primeira forma pelos controllers (controladores)
de forma individual.
Por exemplo, o código a seguir faz com que o controller post use o
@app/views/layouts/post.php como layout quando renderizar as suas views (visões).
Os outros controllers (controladores), assumindo que a propriedade layout da
aplicação não foi alterada, usará como padrão o layout @app/views/layouts/main.php.


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class PostController extends Controller
{
    public $layout = 'post';
    
    // ...
}



Para os controllers (controladores) que pertencem a um módulo, você pode configurar
a propriedade [[yii\base\Module::layout|layout]] do módulo para usar um layout em
particular para estes controllers.


Devido a propriedade layout possa ser configurado em diferentes níveis
(controllers, módulos, aplicação), por baixo dos panos o Yii determina em duas
etapas qual é o arquivo de layout que será usado por um controller (controlador)
em particular.


Na primeira etapa, o Yii determina o nome do layout e o módulo de contexto:



		Se a propriedade [[yii\base\Controller::layout]] do controller (controlador)
não for nula, será usado como o nome do layout e o [[yii\base\Controller::module|módulo]]
do controller (controlador) como módulo de contexto.


		Se a propriedade [[yii\base\Controller::layout|layout]] for nula, será buscado
através de todos os módulos ancestrais (incluindo a própria aplicação) do
controller (controlador) até encontrar o primeiro módulo que a propriedade
[[yii\base\Module::layout|layout]] não esteja nula. Este módulo encontrado será
usado como o módulo de contexto e o valor de sua propriedade [[yii\base\Module::layout|layout]]
como o nome do layout. Se um módulo não for encontrado, significará que nenhum
layout será aplicado.





Na segunda etapa, ele determina o arquivo do layout de acordo com o valor do layout
e o modulo de contexto obtidos na primeira etapa. O nome do layout pode ter:



		uma alias de caminho (por exemplo, @app/views/layouts/main).


		um caminho absoluto (por exemplo, /main): o nome do layout que começa com uma
barra. O arquivo do layout será procurado sob o
[[yii\base\Application::layoutPath|diretório do layout]] da aplicação, na qual
o valor padrão é @app/views/layouts.


		um caminho relativo (por exemplo, main): o arquivo do layout será procurado
sob o [[yii\base\Module::layoutPath|diretório do layout]] do módulo de contexto,
na qual o valor padrão é views/layouts sob o [[yii\base\Module::basePath|diretório do módulo]].


		um valor booleano false: nenhum layout será aplicado.





Caso o nome do layout não tiver uma extensão de arquivo, será usado um .php por padrão.





Layouts Aninhados 


Algumas vezes, você pode querer que um layout seja usado dentro de outro. Por
exemplo, você pode querer usar diferentes layouts para cada seção de um página
Web, onde todos estes layouts compartilharão o mesmo layout básico a fim de gerar
toda a estrutura de uma página HTML5. Este objetivo pode ser alcançado chamando
os métodos [[yii\base\View::beginContent()|beginContent()]] e
[[yii\base\View::endContent()|endContent()]] nos layouts filhos, como mostro no
exemplo a seguir:


<?php $this->beginContent('@app/views/layouts/base.php'); ?>

...conteúdo do layout filho...

<?php $this->endContent(); ?>



Como mostrado no exemplo acima, o conteúdo do layout filho deve ser envolvido
pelos métodos [[yii\base\View::beginContent()|beginContent()]] e
[[yii\base\View::endContent()|endContent()]]. O parâmetro passado no
[[yii\base\View::beginContent()|beginContent()]] indica qual é o layout pai. Ele
pode ser tanto um arquivo do layout quanto uma alias.


Usando a abordagem mencionada, poderá aninhar os layouts em mais de um nível.





Usando Blocos 


Os blocos lhe permitem especificar o conteúdo da view (visão) de um local e exibi-lo
em outro. Geralmente são usados em conjunto com os layouts. Por exemplo, você pode
definir um bloco no conteúdo de uma view (visão) e exibi-lo no layout.


Para definir um bloco, deverá chamar os métodos [[yii\base\View::beginBlock()|beginBlock()]]
e [[yii\base\View::endBlock()|endBlock()]].
O bloco pode ser acessado via $view->blocks[$blockID], onde o $blockID é o
identificador único que você associou ao bloco quando o definiu.


O exemplo a seguir mostra como você pode usar blocos para personalizar as partes
especificas de um layout pelo conteúdo da view (visão).


Primeiramente, no conteúdo da view (visão), defina um ou vários blocos:


...

<?php $this->beginBlock('block1'); ?>

...conteúdo do block1...

<?php $this->endBlock(); ?>

...

<?php $this->beginBlock('block3'); ?>

... conteúdo do block3...

<?php $this->endBlock(); ?>



Em seguida, na view (visão) do layout, aplique os blocos se estiverem disponíveis
ou caso não esteja disponível exiba um conteúdo padrão.


...
<?php if (isset($this->blocks['block1'])): ?>
    <?= $this->blocks['block1'] ?>
<?php else: ?>
    ... conteúdo padrão para o block1 ...
<?php endif; ?>

...

<?php if (isset($this->blocks['block2'])): ?>
    <?= $this->blocks['block2'] ?>
<?php else: ?>
    ... conteúdo padrão para o block2 ...
<?php endif; ?>

...

<?php if (isset($this->blocks['block3'])): ?>
    <?= $this->blocks['block3'] ?>
<?php else: ?>
    ... conteúdo padrão para o block3 ...
<?php endif; ?>
...








Usando Componentes de View (Visão) 


Os [[yii\base\View|componentes de view (visão)]] fornecem muitos recursos
relacionados às views (visões). Enquanto você pode obter os componentes de view
(visão) através da criação de instancias individuais da classe [[yii\base\View]]
ou de suas classes filhas, na maioria dos casos você simplesmente usará o
componente da aplicação view. Você pode configurar estes componentes nas
configurações da aplicação
conforme o exemplo a seguir:


[
    // ...
    'components' => [
        'view' => [
            'class' => 'app\components\View',
        ],
        // ...
    ],
]



A seguir, os recursos úteis relacionados às views (visões) que os componentes de
view (visão) fornecem. Cada um dos recursos são descritos com mais detalhes em seções separadas:



		temas: permite que você desenvolva e altere um tema para
o seu site.


		cache de fragmento: permite que guarde o cache de um
fragmento de uma página.


		manipulando client scripts: suporta o registro e a
renderização de CSS e JavaScript.


		manipulando asset bundle: suporta o registro e renderização
de asset bundles.


		motores de templates alternativos: permite que
você use outro motor de template, tais como o Twig [http://twig.sensiolabs.org/]
e o Smarty [http://www.smarty.net/].





Você também pode usar com frequência os seguintes recursos menos úteis quando
estiver desenvolvendo suas páginas.



Configuração do Título da Página 


Cada página deve ter um título. Normalmente, a tag do título é colocada no início
de um layout. Mas na prática, o título é muitas vezes determinado
pelo conteúdo das views (visões) do que pelos os layouts. Para resolver este
problema, a classe [[yii\web\View]] fornece a propriedade [[yii\web\View::title|title]]
para você informar o título pelas view (visões) para os layouts.


Para fazer uso deste recurso, em cada view (visão), você pode definir o título da
página conforme o exemplo a seguir:


<?php
$this->title = 'My page title';
?>



E no layout, verifique se você tem o seguinte código sob o elemento <head>:


<title><?= Html::encode($this->title) ?></title>






Registrando os Meta Tags 


As páginas Web geralmente precisam gerar vários meta tags necessários para
diferentes fins. Assim como os títulos, os meta tags precisam estar na seção
<head> e normalmente são criados nos layouts.


Se você quiser especificar quais meta tags precisam ser criados no conteúdo de
uma view (visão), poderá chamar o método [[yii\web\View::registerMetaTag()]]
no conteúdo da view, conforme o exemplo a seguir:


<?php
$this->registerMetaTag(['name' => 'keywords', 'content' => 'yii, framework, php']);
?>



O código acima registrará um meta tag “keywords” com o componente da view (visão).
O meta tag registrado será processado antes que o layout finalize sua renderização.
O código do HTML a seguir será criado no lugar da chamada [[yii\web\View::head()]]
no layout:


<meta name="keywords" content="yii, framework, php">



Observe que ao chamar o método [[yii\web\View::registerMetaTag()]] muitas vezes,
registrará diversas meta tags, independente se forem as mesmas meta tags ou não.


Para garantir que existirá apenas uma única instância de um tipo de meta tag,
você pode especificar uma chave no segundo parâmetro ao chamar o método.
Por exemplo, o código a seguir registra dois meta tags “description”. No entanto,
apenas o segundo será processado.


$this->registerMetaTag(['name' => 'description', 'content' => 'This is my cool website made with Yii!'], 'description');
$this->registerMetaTag(['name' => 'description', 'content' => 'This website is about funny raccoons.'], 'description');






Registrando as Tags Link 


Assim como os meta tags, as tags link são úteis em muitos
casos, tais como a personalização do favicon, apontamento de feed RSS ou delegar
o OpenID para outros servidores. Você pode trabalhar com as tags link de forma
similar aos meta tags, usando o método [[yii\web\View::registerLinkTag()]]. Por
exemplo, no conteúdo da view (visão), você pode registrar uma tag link conforme
o seguinte exemplo,


$this->registerLinkTag([
    'title' => 'Live News for Yii',
    'rel' => 'alternate',
    'type' => 'application/rss+xml',
    'href' => 'http://www.yiiframework.com/rss.xml/',
]);



O código acima resultará em


<link title="Live News for Yii" rel="alternate" type="application/rss+xml" href="http://www.yiiframework.com/rss.xml/">



Semelhante ao método [[yii\web\View::registerMetaTag()|registerMetaTags()]],
você pode especificar uma chave quando chamar o método
[[yii\web\View::registerLinkTag()|registerLinkTag()]] para evitar a criação de
tags link repetidas.







Eventos da View (Visão) 


[[yii\base\View|Os componentes de view (visão)]] disparam vários eventos durante
o processo de renderização da view (visão). Você pode usar estes eventos para
inserir conteúdos nas views (visões) ou processar os resultados da renderização
antes de serem enviados para os usuários finais.



		[[yii\base\View::EVENT_BEFORE_RENDER|EVENT_BEFORE_RENDER]]: é disparado no
início da renderização de um arquivo no controlador. Na função deste evento
pode definir a propriedade [[yii\base\ViewEvent::isValid]] como false para
cancelar o processo de renderização.


		[[yii\base\View::EVENT_AFTER_RENDER|EVENT_AFTER_RENDER]]: é disparado depois
da renderização de um arquivo pela chamada do método [[yii\base\View::afterRender()]].
Na função deste evento pode obter o resultado da renderização por meio da propriedade
[[yii\base\ViewEvent::output]] podendo modifica-lo para alterar o resultado da
renderização.


		[[yii\base\View::EVENT_BEGIN_PAGE|EVENT_BEGIN_PAGE]]: é disparado pela chamada
do método [[yii\base\View::beginPage()]] nos layouts.


		[[yii\base\View::EVENT_END_PAGE|EVENT_END_PAGE]]: é disparado pela chamada do
método [[yii\base\View::endPage()]] nos layouts.


		[[yii\web\View::EVENT_BEGIN_BODY|EVENT_BEGIN_BODY]]: é disparado pela chamada
do método [[yii\web\View::beginBody()]] nos layouts.


		[[yii\web\View::EVENT_END_BODY|EVENT_END_BODY]]: é disparado pela chamada do
método [[yii\web\View::endBody()]] nos layouts.





Por exemplo, o código a seguir insere a data atual no final do corpo da página:


\Yii::$app->view->on(View::EVENT_END_BODY, function () {
    echo date('Y-m-d');
});






Renderizando Páginas Estáticas 


Páginas estáticas referem-se a páginas cujo principal conteúdo é na maior parte
estática, sem a necessidade de acessar conteúdos dinâmicos pelos controllers
(controladores).


Você pode produzir páginas estáticas referenciando uma view (visão) no controller
(controlador) conforme o código a seguir:


public function actionAbout()
{
    return $this->render('about');
}



Se o site contiver muitas páginas estáticas, seria um desperdício de tempo repetir
os códigos semelhantes muitas vezes.
Para resolver este problema, poderá introduzir uma
ação standalone chamando a classe
[[yii\web\ViewAction]] em um controller (controlador). Por exemplo,


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public function actions()
    {
        return [
            'page' => [
                'class' => 'yii\web\ViewAction',
            ],
        ];
    }
}



Agora, se você criar uma view (visão) chamada about sob o diretório
@app/views/site/pages, será capaz de exibir esta view (visão) conforme a
seguinte URL:


http://localhost/index.php?r=site/page&view=about



O parâmetro view passado via GET informa a classe [[yii\web\ViewAction]]
qual view (visão) será solicitada. A ação, então, irá procurar a view (visão)
sob o diretório @app/views/site/pages. Você pode configurar a propriedade
[[yii\web\ViewAction::viewPrefix]] para alterar o diretório onde as views (visões)
serão procuradas.





Boas Práticas 


As views (visões) são os responsáveis por apresentar modelos no formato que os
usuários finais desejarem. Em geral, as view (visões):



		devem conter principalmente códigos de apresentação, tais como o HTML e códigos
simples de PHP para formatação, renderização e transferência de dados.


		não devem conter códigos que realiza consultas no banco de dados. Esta
responsabilidade pertence aos models (modelos).


		devem evitar ter acesso direto aos dados de requisição, tais como o $_GET e
o $_POST. Esta responsabilidade deve pertencer aos controllers (controladores).
Se os dados da requisição forem necessários, deverão ser fornecidas as views (visões)
pelos controllers (controladores).


		poderão ler as propriedades dos models (modelos), mas não podem alterá-las.





Para views (visões) mais gerenciáveis, evite criar views (visões) muito complexas
ou que contenham muitos códigos redundantes. Você pode usar as seguintes técnicas
para atingir estes objetivos:



		use os layouts para representar as seções de apresentação comuns
(por exemplo, cabeçalho e o rodapé).


		divida uma view (visão) complicada em varias outras menores. As views (visões)
menores podem ser renderizadas e montadas em um maior usando os métodos que
descrevemos anteriormente.


		crie e use widgets como blocos de construção das views
(visões).


		crie e use as classes helpers para transformar e formatar os dados nas views
(visões).
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Overview


Yii applications are organized according to the model-view-controller (MVC) [http://wikipedia.org/wiki/Model-view-controller]
design pattern. Models represent data, business logic and rules; views
are output representation of models; and controllers take input and convert
it to commands for models and views.


Besides MVC, Yii applications also have the following entities:



		entry scripts: they are PHP scripts that are directly accessible by end users.
They are responsible for starting a request handling cycle.


		applications: they are globally accessible objects that manage application components
and coordinate them to fulfill requests.


		application components: they are objects registered with applications and
provide various services for fulfilling requests.


		modules: they are self-contained packages that contain complete MVC by themselves.
An application can be organized in terms of multiple modules.


		filters: they represent code that need to be invoked before and after the actual
handling of each request by controllers.


		widgets: they are objects that can be embedded in views. They
may contain controller logic and can be reused in different views.





The following diagram shows the static structure of an application:


[image: Static Structure of Application]
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フィルタ


フィルタは、コントローラアクション の前 および/または 後に走るオブジェクトです。
例えば、アクセスコントロールフィルタはアクションの前に走って、アクションが特定のエンドユーザだけにアクセスを許可するものであることを保証します。
また、コンテント圧縮フィルタはアクションの後に走って、レスポンスのコンテントをエンドユーザに送出する前に圧縮します。


一つのフィルタは、前フィルタ (アクションの 前 に適用されるフィルタのロジック) および/または 後フィルタ (アクションの 後 に適用されるロジック) から構成することが出来ます。



フィルタを使用する 


フィルタは、本質的には特別な種類の ビヘイビア です。
したがって、フィルタを使うことは ビヘイビアを使う ことと同じです。
下記のように、[[yii\base\Controller::behaviors()|behaviors()]] メソッドをオーバーライドすることによって、コントローラの中でフィルタを宣言することが出来ます。


public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => 'yii\filters\HttpCache',
            'only' => ['index', 'view'],
            'lastModified' => function ($action, $params) {
                $q = new \yii\db\Query();
                return $q->from('user')->max('updated_at');
            },
        ],
    ];
}



デフォルトでは、コントローラクラスの中で宣言されたフィルタは、そのコントローラの 全て のアクションに適用されます。
しかし、[[yii\base\ActionFilter::only|only]] プロパティを構成することによって、フィルタがどのアクションに適用されるべきかを明示的に指定することも出来ます。
上記の例では、 HttpCache フィルタは、index と view のアクションに対してのみ適用されています。
また、[[yii\base\ActionFilter::except|except]] プロパティを構成して、いくつかのアクションをフィルタされないように除外することも可能です。


コントローラのほかに、モジュール または アプリケーション でもフィルタを宣言することが出来ます。
そのようにした場合、[[yii\base\ActionFilter::only|only]] と [[yii\base\ActionFilter::except|except]] のプロパティを上で説明したように構成しない限り、そのフィルタは、モジュールまたはアプリケーションに属する 全て のコントローラアクションに適用されます。



Note|注意: モジュールやアプリケーションでフィルタを宣言する場合、[[yii\base\ActionFilter::only|only]] と [[yii\base\ActionFilter::except|except]] のプロパティでは、アクション ID ではなく、ルート を使わなければなりません。
なぜなら、モジュールやアプリケーションのスコープでは、アクション ID だけでは完全にアクションを指定することが出来ないからです。



一つのアクションに複数のフィルタが構成されている場合、フィルタは下記で説明されている規則に従って適用されます。



		前フィルタ
		アプリケーションで宣言されたフィルタを behaviors() にリストされた順に適用する。


		モジュールで宣言されたフィルタを behaviors() にリストされた順に適用する。


		コントローラで宣言されたフィルタを behaviors() にリストされた順に適用する。


		フィルタのどれかがアクションをキャンセルすると、そのフィルタの後のフィルタ (前フィルタと後フィルタの両方) は適用されない。








		前フィルタを通過したら、アクションを走らせる。


		後フィルタ
		コントローラで宣言されたフィルタを behaviors() にリストされた逆順で適用する。


		モジュールで宣言されたフィルタを behaviors() にリストされた逆順で適用する。


		アプリケーションで宣言されたフィルタを behaviors() にリストされた逆順で適用する。














フィルタを作成する 


新しいアクションフィルタを作成するためには、[[yii\base\ActionFilter]] を拡張して、[[yii\base\ActionFilter::beforeAction()|beforeAction()]] および/または [[yii\base\ActionFilter::afterAction()|afterAction()]] メソッドをオーバーライドします。
前者はアクションが走る前に実行され、後者は走った後に実行されます。
[[yii\base\ActionFilter::beforeAction()|beforeAction()]] の返り値が、アクションが実行されるべきか否かを決定します。
返り値が false である場合、このフィルタの後に続くフィルタはスキップされ、アクションは実行を中止されます。


次の例は、アクションの実行時間をログに記録するフィルタを示すものです。


namespace app\components;

use Yii;
use yii\base\ActionFilter;

class ActionTimeFilter extends ActionFilter
{
    private $_startTime;

    public function beforeAction($action)
    {
        $this->_startTime = microtime(true);
        return parent::beforeAction($action);
    }

    public function afterAction($action, $result)
    {
        $time = microtime(true) - $this->_startTime;
        Yii::trace("アクション '{$action->uniqueId}' は $time 秒を消費。");
        return parent::afterAction($action, $result);
    }
}






コアのフィルタ 


Yii はよく使われる一連のフィルタを提供しており、それらは、主として yii\filters 名前空間の下にあります。
以下では、それらのフィルタを簡単に紹介します。



[[yii\filters\AccessControl|AccessControl]] 


AccessControl は、一組の [[yii\filters\AccessControl::rules|規則]] に基づいて、シンプルなアクセスコントロールを提供するものです。
具体的に言うと、アクションが実行される前に、AccessControl はリストされた規則を調べて、現在のコンテキスト変数 (例えば、ユーザの IP アドレスや、ユーザのログイン状態など) に最初に合致するものを見つけます。
そして、合致した規則によって、リクエストされたアクションの実行を許可するか拒否するかを決定します。
合致する規則がなかった場合は、アクセスは拒否されます。


次の例は、認証されたユーザに対しては create と update のアクションへのアクセスを許可し、その他のすべてのユーザにはこれら二つのアクションに対するアクセスを拒否する仕方を示すものです。


use yii\filters\AccessControl;

public function behaviors()
{
    return [
        'access' => [
            'class' => AccessControl::className(),
            'only' => ['create', 'update'],
            'rules' => [
                // 認証されたユーザに許可する
                [
                    'allow' => true,
                    'roles' => ['@'],
                ],
                // その他はすべてデフォルトにより拒否される
            ],
        ],
    ];
}



アクセスコントロール一般についての詳細は 権限 の節を参照してください。





認証メソッドフィルタ 


認証メソッドフィルタは、HTTP Basic 認証 [http://ja.wikipedia.org/wiki/Basic%E8%AA%8D%E8%A8%BC]、
OAuth 2 [http://oauth.net/2/] など、様々なメソッドを使ってユーザを認証するために使われるものです。
これらのフィルタクラスはすべて yii\filters\auth 名前空間の下にあります。


次の例は、[[yii\filters\auth\HttpBasicAuth]] の使い方を示すもので、HTTP Basic 認証に基づくアクセストークンを使ってユーザを認証しています。
これを動作させるためには、あなたの [[yii\web\User::identityClass|ユーザアイデンティティクラス]]
が [[yii\web\IdentityInterface::findIdentityByAccessToken()|findIdentityByAccessToken()]] メソッドを実装していなければならないことに注意してください。


use yii\filters\auth\HttpBasicAuth;

public function behaviors()
{
    return [
        'basicAuth' => [
            'class' => HttpBasicAuth::className(),
        ],
    ];
}



認証メソッドフィルタは RESTful API を実装するときに使われるのが通例です。
詳細については、RESTful の 認証 の節を参照してください。





[[yii\filters\ContentNegotiator|ContentNegotiator]] 


ContentNegotiator は、レスポンス形式のネゴシエーションとアプリケーション言語のネゴシエーションをサポートします。
このフィルタは GET パラメータと Accept HTTP ヘッダを調べることによって、レスポンス形式 および/または 言語を決定しようとします。


次の例では、ContentNegotiator はレスポンス形式として JSON と XML をサポートし、(合衆国の)英語とドイツ語を言語としてサポートするように構成されています。


use yii\filters\ContentNegotiator;
use yii\web\Response;

public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => ContentNegotiator::className(),
            'formats' => [
                'application/json' => Response::FORMAT_JSON,
                'application/xml' => Response::FORMAT_XML,
            ],
            'languages' => [
                'en-US',
                'de',
            ],
        ],
    ];
}



レスポンス形式と言語は アプリケーションのライフサイクル のもっと早い段階で決定される必要があることがよくあります。
このため、ContentNegotiator はフィルタの他に、ブートストラップコンポーネント としても使うことができるように設計されています。
例えば、次のように、ContentNegotiator を アプリケーションの構成情報 の中で構成することが出来ます。


use yii\filters\ContentNegotiator;
use yii\web\Response;

[
    'bootstrap' => [
        [
            'class' => ContentNegotiator::className(),
            'formats' => [
                'application/json' => Response::FORMAT_JSON,
                'application/xml' => Response::FORMAT_XML,
            ],
            'languages' => [
                'en-US',
                'de',
            ],
        ],
    ],
];




Info|情報: 望ましいコンテントタイプと言語がリクエストから決定できない場合は、[[formats]] および [[languages]] に挙げられている最初の形式と言語が使用されます。






[[yii\filters\HttpCache|HttpCache]] 


HttpCache は Last-Modified および Etag の HTTP ヘッダを利用して、クライアント側のキャッシュを実装するものです。


use yii\filters\HttpCache;

public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => HttpCache::className(),
            'only' => ['index'],
            'lastModified' => function ($action, $params) {
                $q = new \yii\db\Query();
                return $q->from('user')->max('updated_at');
            },
        ],
    ];
}



HttpCache に関する詳細は HTTP キャッシュ の節を参照してください。





[[yii\filters\PageCache|PageCache]] 


PageCache はサーバ側におけるページ全体のキャッシュを実装するものです。
次の例では、PageCache が index アクションに適用されて、最大 60 秒間、または、post テーブルのエントリ数が変化するまでの間、ページ全体をキャッシュしています。
さらに、このページキャッシュは、選択されたアプリケーションの言語に従って、違うバージョンのページを保存するようにしています。


use yii\filters\PageCache;
use yii\caching\DbDependency;

public function behaviors()
{
    return [
        'pageCache' => [
            'class' => PageCache::className(),
            'only' => ['index'],
            'duration' => 60,
            'dependency' => [
                'class' => DbDependency::className(),
                'sql' => 'SELECT COUNT(*) FROM post',
            ],
            'variations' => [
                \Yii::$app->language,
            ]
        ],
    ];
}



PageCache の使用に関する詳細は ページキャッシュ の節を参照してください。





[[yii\filters\RateLimiter|RateLimiter]] 


RateLimiter は リーキーバケットアルゴリズム [http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%82%AD%E3%83%BC%E3%83%90%E3%82%B1%E3%83%83%E3%83%88] に基づいてレート制限のアルゴリズムを実装するものです。
主として RESTful API を実装するときに使用されます。
このフィルタの使用に関する詳細は レート制限 の節を参照してください。





[[yii\filters\VerbFilter|VerbFilter]] 


VerbFilter は、HTTP リクエストメソッド (HTTP 動詞) がリクエストされたアクションによって許可されているかどうかをチェックするものです。
許可されていない場合は、HTTP 405 例外を投げます。
次の例では、VerbFilter が宣言されて、CRUD アクションに対して許可されるメソッドの典型的なセットを指定しています。


use yii\filters\VerbFilter;

public function behaviors()
{
    return [
        'verbs' => [
            'class' => VerbFilter::className(),
            'actions' => [
                'index'  => ['get'],
                'view'   => ['get'],
                'create' => ['get', 'post'],
                'update' => ['get', 'put', 'post'],
                'delete' => ['post', 'delete'],
            ],
        ],
    ];
}






[[yii\filters\Cors|Cors]] 


クロスオリジンリソース共有 CORS [https://developer.mozilla.org/ja/docs/HTTP_access_control] とは、ウェブページにおいて、さまざまなリソース (例えば、フォントや JavaScript など) を、それを生成するドメイン以外のドメインからリクエストすることを可能にするメカニズムです。
特に言えば、JavaScript の AJAX 呼出しが使用することが出来る XMLHttpRequest メカニズムです。
このような「クロスドメイン｣のリクエストは、このメカニズムに拠らなければ、同一生成元のセキュリティポリシーによって、ウェブブラウザから禁止されるはずのものです。
CORS は、ブラウザとサーバが交信して、クロスドメインのリクエストを許可するか否かを決定する方法を定義するものです。


[[yii\filters\Cors|Cors フィルタ]] は、CORS ヘッダが常に送信されることを保証するために、Authentication / Authorization のフィルタよりも前に定義されなければなりません。


use yii\filters\Cors;
use yii\helpers\ArrayHelper;

public function behaviors()
{
    return ArrayHelper::merge([
        [
            'class' => Cors::className(),
        ],
    ], parent::behaviors());
}



Cors のフィルタリングは cors プロパティを使ってチューニングすることが出来ます。



		cors['Origin']: 許可される生成元を定義するのに使われる配列。
['*'] (すべて) または ['http://www.myserver.net'、'http://www.myotherserver.com'] などが設定可能。デフォルトは ['*']。


		cors['Access-Control-Request-Method']: 許可される HTTP 動詞の配列。
たとえば、['GET', 'OPTIONS', 'HEAD']。デフォルトは ['GET', 'POST', 'PUT', 'PATCH', 'DELETE', 'HEAD', 'OPTIONS']。


		cors['Access-Control-Request-Headers']: 許可されるヘッダの配列。
全てのヘッダを意味する ['*'] または特定のヘッダを示す ['X-Request-With'] が設定可能。デフォルトは ['*']。


		cors['Access-Control-Allow-Credentials']: 現在のリクエストをクレデンシャルを使ってすることが出来るかどうかを定義。
true、false または null (設定なし) が設定可能。デフォルトは null。


		cors['Access-Control-Max-Age']: プリフライトリクエストの寿命を定義。デフォルトは 86400。





次の例は、生成元 http://www.myserver.net に対する GET、HEAD および OPTIONS のメソッドによる CORS を許可するものです。


use yii\filters\Cors;
use yii\helpers\ArrayHelper;

public function behaviors()
{
    return ArrayHelper::merge([
        [
            'class' => Cors::className(),
            'cors' => [
                'Origin' => ['http://www.myserver.net'],
                'Access-Control-Request-Method' => ['GET', 'HEAD', 'OPTIONS'],
            ],
        ],
    ], parent::behaviors());
}



デフォルトのパラメータをアクション単位でオーバーライドして CORS ヘッダをチューニングすることも可能です。
例えば、login アクションに Access-Control-Allow-Credentials を追加することは、次のようにすれば出来ます。


use yii\filters\Cors;
use yii\helpers\ArrayHelper;

public function behaviors()
{
    return ArrayHelper::merge([
        [
            'class' => Cors::className(),
            'cors' => [
                'Origin' => ['http://www.myserver.net'],
                'Access-Control-Request-Method' => ['GET', 'HEAD', 'OPTIONS'],
            ],
            'actions' => [
                'login' => [
                    'Access-Control-Allow-Credentials' => true,
                ]
            ]
        ],
    ], parent::behaviors());
}
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Trabalhando com Bancos de Dados


Esta seção descreverá como criar uma nova página que exibe dados de países
buscados de uma tabela do banco de dados chamada country. Para isso, você
configurará uma conexão com o banco de dados, criará uma classe de
Active Record, definirá uma action (ação),
e criará uma view (visão).


Através deste tutorial, você aprenderá como:



		Configurar uma conexão de BD


		Definir uma classe de Active Record


		Consultar dados usando a classe de Active Record


		Exibir dados em uma view de forma paginada





Perceba que para terminar essa seção, você deve ter conhecimento e experiência
básica usando bancos de dados. Em particular, você deveria saber como criar um
banco de dados, e como executar instruções SQL usando uma ferramenta de cliente
de BD.



Preparando o Banco de Dados 


Para começar, crie um banco de dados chamado yii2basic, a partir do qual você
buscará os dados em sua aplicação. Você pode criar um banco de dados SQLite, MySQL,
PostgreSQL, MSSQL ou Oracle, já que o Yii tem suporte embutido a muitas aplicações
de bancos de dados. Por questões de simplicidade, será assumido o uso do MySQL
na descrição a seguir.


Em seguida, crie uma tabela chamada country no banco de dados, e insira alguns
dados de exemplo. Você pode rodar as seguintes declarações SQL para fazê-lo:


CREATE TABLE `country` (
  `code` CHAR(2) NOT NULL PRIMARY KEY,
  `name` CHAR(52) NOT NULL,
  `population` INT(11) NOT NULL DEFAULT '0'
) ENGINE=InnoDB DEFAULT CHARSET=utf8;

INSERT INTO `country` VALUES ('AU','Australia',18886000);
INSERT INTO `country` VALUES ('BR','Brazil',170115000);
INSERT INTO `country` VALUES ('CA','Canada',1147000);
INSERT INTO `country` VALUES ('CN','China',1277558000);
INSERT INTO `country` VALUES ('DE','Germany',82164700);
INSERT INTO `country` VALUES ('FR','France',59225700);
INSERT INTO `country` VALUES ('GB','United Kingdom',59623400);
INSERT INTO `country` VALUES ('IN','India',1013662000);
INSERT INTO `country` VALUES ('RU','Russia',146934000);
INSERT INTO `country` VALUES ('US','United States',278357000);



Neste ponto, você tem um banco de dados chamado yii2basic, e dentro dele uma
tabela country com três colunas, contendo dez linhas de dados.





Configurando uma Conexão do BD 


Antes de prosseguir, certifique-se de que você possui instalados tanto a
extensão PDO [http://www.php.net/manual/en/book.pdo.php] do PHP quanto o driver
do PDO para a base que você está usando (por exemplo, pdo_mysql para o MySQL).
Este é um requisito básico se a sua aplicação usa um banco de dados relacional.


Tendo estes instalados, abra o arquivo config/db.php e mude os parâmetros para
que estejam corretos para o seu banco de dados. Por padrão, o arquivo contém
o seguinte:


<?php

return [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=yii2basic',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
];



O arquivo config/db.php é uma ferramenta de configuração
típica baseada em arquivos. Este arquivo de configuração em particular especifica
os parâmetros necessários para criar e inicializar uma instância de [[yii\db\Connection]]
através da qual você pode fazer consultas de SQL ao banco de dados subjacente.


A conexão de BD configurada acima pode ser acessada no código da aplicação
através da expressão Yii::$app->db.



Informação: O arquivo config/db.php será incluso pela configuração principal da
aplicação config/web.php, que especifica como a instância da aplicação
deverá ser inicializada. Para mais informações, por favor consulte a seção sobre Configurações.






Criando um Active Record 


Para representar e buscar os dados da tabela country, crie uma classe que
deriva de Active Record chamada Country, e salve-a
no arquivo models/Country.php.


<?php

namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class Country extends ActiveRecord
{
}



A classe Country estende de [[yii\db\ActiveRecord]]. Você não precisa escrever
nenhum código nela! Só com o código acima, o Yii adivinhará o nome da tabela
associada a partir do nome da classe.



Informação: Se não houver nenhuma correspondência direta do nome da classe com o nome
da tabela, você pode sobrescrever o método [[yii\db\ActiveRecord::tableName()]]
para especificar explicitamente o nome da tabela associada.



Usando a classe Country, você pode manipular facilmente os dados na tabela
country, conforme é demonstrado nestes fragmentos:


use app\models\Country;

// obtém todas as linhas da tabela country e as ordena pela coluna "name"
$countries = Country::find()->orderBy('name')->all();

// obtém a linha cuja chave primária é "US"
$country = Country::findOne('US');

// exibe "United States"
echo $country->name;

// altera o nome do país para ser "U.S.A." e o salva no banco de dados
$country->name = 'U.S.A.';
$country->save();




Informação: O Active Record é uma maneira poderosa de acessar e manipular os dados
do banco de dados de uma forma orientada a objeto. Você pode encontrar informações
mais detalhadas na seção Active Record. Alternativamente,
você também pode interagir com o banco de dados usando um método de acesso aos
dados de baixo nível chamado Data Access Objects.






Criando uma Action 


Para expor os dados de países aos usuários finais, você precisaria de uma nova
action. Ao invés de colocar a nova action no controller (controlador) site,
como você fez nas seções anteriores, faz mais sentido criar um novo controller
especificamente para todas as actions relacionadas aos dados de países. Chame
este novo controller de CountryController, e crie uma action index nele,
conforme o exemplo a seguir.


<?php

namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;
use yii\data\Pagination;
use app\models\Country;

class CountryController extends Controller
{
    public function actionIndex()
    {
        $query = Country::find();

        $pagination = new Pagination([
            'defaultPageSize' => 5,
            'totalCount' => $query->count(),
        ]);

        $countries = $query->orderBy('name')
            ->offset($pagination->offset)
            ->limit($pagination->limit)
            ->all();

        return $this->render('index', [
            'countries' => $countries,
            'pagination' => $pagination,
        ]);
    }
}



Salve o código acima em um arquivo controllers/CountryController.php.


A action index chama Country::find(). Este método do Active Record constrói
uma consulta do BD e retorna todos os dados da tabela country. Para limitar o
número de países retornados em cada requisição, a consulta é paginada com a ajuda
de um objeto [[yii\data\Pagination]]. O objeto Pagination serve para dois propósitos:



		Definir as cláusulas offset e limit da declaração SQL representada pela
consulta de modo que apenas retorne uma única página de dados por vez (no máximo
5 linhas por página).


		É usado para que a view exiba um paginador que consite de uma lista de botões
para as páginas, conforme será explicado na próxima sub-seção.





No final do código, a action index renderiza uma view chamada index, e passa
para ela os dados dos países bem como as informações de paginação.





Criando uma View 


Dentro do diretório views, primeiro crie um sub-diretório chamado country.
Esta pasta será usada para guardar todas as views renderizadas pelo controller
country. Dentro do diretório views/country, crie um arquivo index.php
contendo o seguinte:


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\LinkPager;
?>
<h1>Countries</h1>
<ul>
<?php foreach ($countries as $country): ?>
    <li>
        <?= Html::encode("{$country->name} ({$country->code})") ?>:
        <?= $country->population ?>
    </li>
<?php endforeach; ?>
</ul>

<?= LinkPager::widget(['pagination' => $pagination]) ?>



A view tem duas seções relativas à exibição dos dados dos países. Na primeira parte,
os dados de países fornecidos são cruzados e renderizados como uma lista do HTML.
Na segunda parte, um widget [[yii\widgets\LinkPager]] é renderizado usando as
informações de paginação passadas pela action. O widget LinkPager exibe uma
lista de botões para as páginas. Ao clicar em qualquer um deles atualizará
os dados dos países com a página correspondente.





Testando 


Para verificar se todo os códigos acima funcionam, use o seu navegador para
acessar a seguinte URL:


http://hostname/index.php?r=country/index



[image: Lista de Países]


Primeiramente, você verá uma lista exibindo cinco países. Abaixo dos países,
você verá um paginador com quatro botões. Se você clicar no botão “2”, você
verá a página exibindo outros cinco países no banco de dados: a segunda
página de registros. Observe mais cuidadosamente e você perceberá que a URL no
browser mudou para


http://hostname/index.php?r=country/index&page=2



Por baixo dos panos, [[yii\data\Pagination|Pagination]] está fornecendo toda
a funcionalidade necessária para paginar um conjunto de dados:



		Inicialmente, [[yii\data\Pagination|Pagination]] representa a primeira página,
que reflete a consulta SELECT de países com a cláusula LIMIT 5 OFFSET 0.
Como resultado, os primeiros cinco países serão buscados e exibidos.


		O widget [[yii\widgets\LinkPager|LinkPager]] renderiza os botões das páginas
usando as URLs criadas pelo [[yii\data\Pagination::createUrl()|Pagination]].
As URLs conterão um parâmetro page, que representa os diferentes números de
páginas.


		Se você clicar no botão da página “2”, uma nova requisição para a rota
country/index será disparada e tratada. [[yii\data\Pagination|Pagination]] lê
o parâmetro page da URL e define o número da página atual como sendo 2. A nova
consulta de países então terá a cláusula LIMIT 5 OFFSET 5 e retornará os
próximos cinco países para a exibição.








Resumo 


Nesta seção, você aprendeu como trabalhar com um banco de dados. Você também
aprendeu como buscar e exibir dados em páginas com a ajuda do
[[yii\data\Pagination]] e do [[yii\widgets\LinkPager]].


Na próxima seção, você aprenderá como usar a poderosa ferramenta geradora de códigos,
chamada Gii, para ajudá-lo a implementar rapidamente algumas
funcionalidades comumente necessárias, tais como as operações CRUD
(Criar-Ler-Atualizar-Excluir) para trabalhar com os dados em uma tabela do
banco de dados. Na verdade, todo o código que você acabou de escrever pode ser
gerado automaticamente no Yii usando a ferramenta Gii.
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Security best practices


Below we’ll review common security principles and describe how to avoid threats when developing applications using Yii.



Basic principles


There are two main principles when it comes to security no matter which application is being developed:



		Filter input.


		Escape output.






Filter input


Filter input means that input should never be considered safe and you should always check if the value you’ve got is
actually among allowed ones i.e. if we know that sorting could be done by three fields title, created_at and status
and the field could be supplied via used input it’s better to check the value we’ve got right where we’re receiving it.
In terms of basic PHP that would look like the following:


$sortBy = $_GET['sort'];
if (!in_array($sortBy, ['title', 'created_at', 'status'])) {
    throw new Exception('Invalid sort value.');
}



In Yii, most probably you’ll use form validation to do alike checks.





Escape output


Escape output means that depending on context where we’re using data it should be escaped i.e. in context of HTML you
should escape <, > and alike special characters. In context of JavaScript or SQL it will be different set of characters.
Since it’s error-prone to escape everything manually Yii provides various tools to perform escaping for different
contexts.







Avoiding SQL injections


SQL injection happens when query text is formed by concatenating unescaped strings such as the following:


$username = $_GET['username'];
$sql = "SELECT * FROM user WHERE username = '$username'";



Instead of supplying correct username attacker could give your applications something like '; DROP TABLE user; --.
Resulting SQL will be the following:


SELECT * FROM user WHERE username = ''; DROP TABLE user; --'



This is valid query that will search for users with empty username and then will drop user table most probably
resulting in broken website and data loss (you’ve set up regular backups, right?).


In Yii most of database querying happens via Active Record which properly uses PDO prepared
statements internally. In case of prepared statements it’s not possible to manipulate query as was demonstrated above.


Still, sometimes you need raw queries or query builder. In this case you should use
safe ways of passing data. If data is used for column values it’s preferred to use prepared statements:


// query builder
$userIDs = (new Query())
    ->select('id')
    ->from('user')
    ->where('status=:status', [':status' => $status])
    ->all();

// DAO
$userIDs = $connection
    ->createCommand('SELECT id FROM user where status=:status')
    ->bindValues([':status' => $status])
    ->queryColumn();



If data is used to specify column names or table names the best thing to do is to allow only predefined set of values:


function actionList($orderBy = null)
{
    if (!in_array($orderBy, ['name', 'status'])) {
        throw new BadRequestHttpException('Only name and status are allowed to order by.')
    }
    
    // ...
}



In case it’s not possible, table and column names should be escaped. Yii has special syntax for such escaping
which allows doing it the same way for all databases it supports:


$sql = "SELECT COUNT([[$column]]) FROM {{table}}";
$rowCount = $connection->createCommand($sql)->queryScalar();



You can get details about the syntax in Quoting Table and Column Names.





Avoiding XSS


XSS or cross-site scripting happens when output isn’t escaped properly when outputting HTML to the browser. For example,
if user can enter his name and instead of Alexander he enters <script>alert('Hello!');</script>, every page that
outputs user name without escaping it will execute JavaScript alert('Hello!'); resulting in alert box popping up
in a browser. Depending on website instead of innocent alert such script could send messages using your name or even
perform bank transactions.


Avoiding XSS is quite easy in Yii. There are generally two cases:



		You want data to be outputted as plain text.


		You want data to be outputted as HTML.





If all you need is plain text then escaping is as easy as the following:


<?= \yii\helpers\Html::encode($username) ?>



If it should be HTML we could get some help from HtmlPurifier:


<?= \yii\helpers\HtmlPurifier::process($description) ?>



Note that HtmlPurifier processing is quite heavy so consider adding caching.





Avoiding CSRF


TBD: what’s CSRF, how it works, intro



		Follow HTTP specification i.e. GET should not change application state.


		Keep Yii CSRF protection enabled.





TBD: how CSRF protection works





Avoiding file exposure


By default server webroot is meant to be pointed to web directory where index.php is. In case of shared hosting
environments it could be impossible to achieve so we’ll end up with all the code, configs and logs in server webroot.


If it’s the case don’t forget to deny access to everything except web. If it can’t be done consider hosting your
application elsewhere.





Avoiding debug info and tools at production


In debug mode Yii shows quite verbose errors which are certainly helpful for development. The thing is that these
verbose errors are handy for attacker as well since these could reveal database structure, configuration values and
parts of your code. Never run production applications with YII_DEBUG set to true in your index.php.


You should never enalble Gii at production. It could be used to get information about database structure, code and to
simply rewrite code with what’s generated by Gii.


Debug toolbar should be avoided at production unless really necessary. It exposes all the application and config
details possible. If you absolutely need it check twice that access is proerly restricted to your IP only.
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API ドキュメントを生成する



Note|注意: この節はまだ執筆中です。


まだ内容がありません。
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Gerando Código com Gii


Essa seção irá descrever como usar o Gii para automaticamente gerar código que implementa algumas funcionalidades comuns de sites. Usar o Gii para gerar código é simples, trata-se apenas de uma questão de entrar com as informações corretas de acordo com as instruções mostradas nas páginas do Gii.


Através desse tutorial, você irá aprender a:



		Habilitar o Gii em sua aplicação


		Usar o Gii para gerar uma classe Active Record


		Usar o Gii para gerar código que implementa as operações CRUD para uma tabela do BD


		Customizar o código gerado pelo Gii






Começando a usar o Gii 


O Gii é fornecido com o Yii como um módulo. Você pode habilitar o Gii ao configurá-lo na propriedade [[yii\base\Application::modules|modules]] da aplicação. Dependendo de como você criou sua aplicação, você pode já encontrar o seguinte código no arquivo de configuração config/web.php:


$config = [ ... ];

if (YII_ENV_DEV) {
    $config['bootstrap'][] = 'gii';
    $config['modules']['gii'] = 'yii\gii\Module';
}



A configuração acima declara que quando se está em ambiente de desenvolvimento, a aplicação deve incluir um módulo chamado gii, da classe [[yii\gii\Module]].


Se você checar o script inicial web/index.php da sua aplicação, você encontrará a seguinte linha, que essencialmente faz com que o YII_ENV_DEV seja verdadeiro.


defined('YII_ENV') or define('YII_ENV', 'dev');



Graças a essa linha, sua aplicação está em modo de desenvolvimento e estará com o Gii habilitado, pela configuração acima. Agora você pode acessar o Gii pela URL:


http://hostname/index.php?r=gii




Observação: Se você está acessando o Gii por um endereço IP que não seja o localhost, o acesso será negado por padrão.
Para mudar isso, adicione a lista de endereços IP permitidos à configuração:



'gii' => [
    'class' => 'yii\gii\Module',
    'allowedIPs' => ['127.0.0.1', '::1', '192.168.0.*', '192.168.178.20'] // ajuste de acordo com suas necessidades
],



[image: Gii]





Gerando uma classe Active Record 


Para usar o Gii para gerar uma classe Active Record, selecione o “Model Generator” clicando no link na página inicial do Gii. Preencha o formulário como indicado abaixo:



		Nome da tabela: country


		Classe do modelo: Country





[image: Gerador de Modelo]


Em seguida, clique no botão “Preview”. Você verá o models/Country.php listado como arquivo a ser criado. Você pode clicar no nome do arquivo para pré-visualizar seu conteúdo.


Ao usar o Gii, se você já havia criado o mesmo arquivo e pretende sobrescrevê-lo, clique no botão diff próximo ao nome do arquivo para ver as diferenças entre o código a ser gerado e a versão já existente.


[image: Pré-visualização do Gerador de Modelo]


Quando estiver sobrescrevendo um arquivo, marque a caixa próxima a “overwrite” (sobrescrever) e clique no botão “Generate”. Se estiver criando um arquivo novo, apenas clique em “Generate”.


Em seguida, você verá uma página de confirmação indicando que o código foi gerado com sucesso. Se você já tinha um arquivo, também verá uma mensagem indicando que ele foi sobrescrito com o novo código.





Gerando código CRUD 


CRUD corresponde a Create, Read, Update, and Delete (criar, ler, atualizar e apagar), representando as quatro tarefas comuns feitas com os dados na maioria dos sites. Para criar funcionalidades CRUD usando o Gii, selecione “CRUD Generator” clicando no link na página inicial do Gii. Seguindo o exemplo “country”, preencha o formulário com as seguintes informações:



		Classe do Modelo: app\models\Country


		Classe da Busca: app\models\CountrySearch


		Classe do Controller: app\controllers\CountryController





[image: Gerador de CRUD]


Em seguida, clique no botão “Preview”. Você verá uma lista de arquivos a serem gerados, como mostrado abaixo.


[image: Pré-visualização do Gerador de CRUD]


Se você criou anteriormente os arquivos controllers/CountryController.php e
views/country/index.php (na seção de banco de dados deste guia), marque a caixa “overwrite” para substitui-los. (As versões anteriores não tinham suporte completo às operações CRUD.)





Checando os resultados 


Para ver como ficou, use seu navegador para acessar a seguinte URL:


http://hostname/index.php?r=country/index



Você verá uma tabela mostrando os países do seu banco de dados. Você pode ordená-los ou filtrá-los inserindo condições nos cabeçalhos das colunas.


Para cada país exibido na tabela, você pode visualizar detalhes, editar ou excluir.
Você também pode clicar no botão “Create Country” no topo da tabela para ter acesso a um formulário de criação de um novo país.


[image: Tabela de Países]


[image: Editando um País]


Essa é uma lista de arquivos gerados pelo Gii, caso você queira investigar como essas funcionalidades são implementadas ou adaptá-las:



		Controller: controllers/CountryController.php


		Modelo: models/Country.php e models/CountrySearch.php


		Views: views/country/*.php






Informação: o Gii é projetado para ser uma ferramenta altamente adaptável e extensível. Usando-o sabiamente, você irá acelerar o desenvolvimento da sua aplicação. Para mais detalhes, por favor siga para a seção Gii.






Resumo 


Nessa seção, você aprendeu a usar o Gii para gerar código que implementa funcionalidades CRUD para o conteúdo guardado em uma tabela do banco de dados.
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Data widgets



Note: This section is under development.




ListView


The ListView widget is used to display data from data provider. Each data model is rendered using the view specified.
Since it provides features such as pagination, sorting and filtering out of the box, it is handy both to display
information to end user and to create data managing UI.


A typical usage is as follows:


use yii\widgets\ListView;
use yii\data\ActiveDataProvider;

$dataProvider = new ActiveDataProvider([
    'query' => Post::find(),
    'pagination' => [
        'pageSize' => 20,
    ],
]);
echo ListView::widget([
    'dataProvider' => $dataProvider,
    'itemView' => '_post',
]);



The _post view could be the following:


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\helpers\HtmlPurifier;
?>
<div class="post">
    <h2><?= Html::encode($model->title) ?></h2>
    
    <?= HtmlPurifier::process($model->text) ?>    
</div>



In the view above current data model is available as $model. Additionally the following are available:



		$key: mixed, the key value associated with the data item.


		$index: integer, the zero-based index of the data item in the items array returned by data provider.


		$widget: ListView, this widget instance.





If you need to pass additional data to each view use $viewParams like the following:


echo ListView::widget([
    'dataProvider' => $dataProvider,
    'itemView' => '_post',
    'viewParams' => [
        'fullView' => true,
    ],
]);






DetailView


DetailView displays the detail of a single data [[yii\widgets\DetailView::$model|model]].


It is best used for displaying a model in a regular format (e.g. each model attribute is displayed as a row in a table).
The model can be either an instance of [[\yii\base\Model]] or an associative array.


DetailView uses the [[yii\widgets\DetailView::$attributes]] property to determine which model attributes should be displayed and how they
should be formatted.


A typical usage of DetailView is as follows:


echo DetailView::widget([
    'model' => $model,
    'attributes' => [
        'title',             // title attribute (in plain text)
        'description:html',  // description attribute in HTML
        [                    // the owner name of the model
            'label' => 'Owner',
            'value' => $model->owner->name,
        ],
    ],
]);






GridView


Data grid or GridView is one of the most powerful Yii widgets. It is extremely useful if you need to quickly build the admin
section of the system. It takes data from data provider and renders each row using a set of columns
presenting data in the form of a table.


Each row of the table represents the data of a single data item, and a column usually represents an attribute of
the item (some columns may correspond to complex expressions of attributes or static text).


Grid view supports both sorting and pagination of the data items. The sorting and pagination can be done in AJAX mode
or as a normal page request. A benefit of using GridView is that when the user disables JavaScript, the sorting and pagination automatically degrade to normal page requests and still function as expected.


The minimal code needed to use GridView is as follows:


use yii\grid\GridView;
use yii\data\ActiveDataProvider;

$dataProvider = new ActiveDataProvider([
    'query' => Post::find(),
    'pagination' => [
        'pageSize' => 20,
    ],
]);
echo GridView::widget([
    'dataProvider' => $dataProvider,
]);



The above code first creates a data provider and then uses GridView to display every attribute in every row taken from
the data provider. The displayed table is equipped with sorting and pagination functionality.



Grid columns


Yii grid consists of a number of columns. Depending on column type and settings these are able to present data differently.


These are defined in the columns part of GridView configuration like the following:


echo GridView::widget([
    'dataProvider' => $dataProvider,
    'columns' => [
        ['class' => 'yii\grid\SerialColumn'],
        // Simple columns defined by the data contained in $dataProvider.
        // Data from the model's column will be used.
        'id',
        'username',
        // More complex one.
        [
            'class' => 'yii\grid\DataColumn', // can be omitted, as it is the default
            'value' => function ($data) {
                return $data->name; // $data['name'] for array data, e.g. using SqlDataProvider.
            },
        ],
    ],
]);



Note that if the columns part of the configuration isn’t specified, Yii tries to show all possible columns of the data provider’s model.





Column classes


Grid columns could be customized by using different column classes:


echo GridView::widget([
    'dataProvider' => $dataProvider,
    'columns' => [
        [
            'class' => 'yii\grid\SerialColumn', // <-- here
            // you may configure additional properties here
        ],



In addition to column classes provided by Yii that we’ll review below, you can create your own column classes.


Each column class extends from [[\yii\grid\Column]] so that there are some common options you can set while configuring
grid columns.



		header allows to set content for header row.





		footer allows to set content for footer row.





		visible defines if the column should be visible.





		content allows you to pass a valid PHP callback that will return data for a row. The format is the following:


function ($model, $key, $index, $column) {
    return 'a string';
}









You may specify various container HTML options by passing arrays to:



		headerOptions


		footerOptions


		filterOptions


		contentOptions






Data column 


Data column is used for displaying and sorting data. It is the default column type so the specifying class could be omitted when
using it.


The main setting of the data column is its format. It could be specified via format attribute. Its values
correspond to methods in the formatter application component that is [[\yii\i18n\Formatter|Formatter]] by default:


echo GridView::widget([
    'columns' => [
        [
            'attribute' => 'name',
            'format' => 'text'
        ],
        [
            'attribute' => 'birthday',
            'format' => ['date', 'php:Y-m-d']
        ],
    ],
]); 



In the above, text corresponds to [[\yii\i18n\Formatter::asText()]]. The value of the column is passed as the first
argument. In the second column definition, date corresponds to [[\yii\i18n\Formatter::asDate()]]. The value of the
column is, again, passed as the first argument while ‘php:Y-m-d’ is used as the second argument value.


For a list of available formatters see the section about Data Formatting.





Action column


Action column displays action buttons such as update or delete for each row.


echo GridView::widget([
    'dataProvider' => $dataProvider,
    'columns' => [
        [
            'class' => 'yii\grid\ActionColumn',
            // you may configure additional properties here
        ],



Available properties you can configure are:



		controller is the ID of the controller that should handle the actions. If not set, it will use the currently active
controller.


		template defines the template used for composing each cell in the action column. Tokens enclosed within curly brackets are
treated as controller action IDs (also called button names in the context of action column). They will be replaced
by the corresponding button rendering callbacks specified in [[yii\grid\ActionColumn::$buttons|buttons]]. For example, the token {view} will be
replaced by the result of the callback buttons['view']. If a callback cannot be found, the token will be replaced
with an empty string. The default tokens are {view} {update} {delete}.


		buttons is an array of button rendering callbacks. The array keys are the button names (without curly brackets),
and the values are the corresponding button rendering callbacks. The callbacks should use the following signature:





function ($url, $model, $key) {
    // return the button HTML code
}



In the code above, $url is the URL that the column creates for the button, $model is the model object being
rendered for the current row, and $key is the key of the model in the data provider array.



		urlCreator is a callback that creates a button URL using the specified model information. The signature of
the callback should be the same as that of [[yii\grid\ActionColumn::createUrl()]]. If this property is not set,
button URLs will be created using [[yii\grid\ActionColumn::createUrl()]].








Checkbox column


CheckboxColumn displays a column of checkboxes.


To add a CheckboxColumn to the [[yii\grid\GridView]], add it to the [[yii\grid\GridView::$columns|columns]] configuration as follows:


echo GridView::widget([
    'dataProvider' => $dataProvider,
    'columns' => [
        // ...
        [
            'class' => 'yii\grid\CheckboxColumn',
            // you may configure additional properties here
        ],
    ],



Users may click on the checkboxes to select rows of the grid. The selected rows may be obtained by calling the following
JavaScript code:


var keys = $('#grid').yiiGridView('getSelectedRows');
// keys is an array consisting of the keys associated with the selected rows






Serial column


Serial column renders row numbers starting with 1 and going forward.


Usage is as simple as the following:


echo GridView::widget([
    'dataProvider' => $dataProvider,
    'columns' => [
        ['class' => 'yii\grid\SerialColumn'], // <-- here
        // ...








Sorting data



		https://github.com/yiisoft/yii2/issues/1576








Filtering data


For filtering data the GridView needs a model that takes the input from the filtering
form and adjusts the query of the dataProvider to respect the search criteria.
A common practice when using active records is to create a search Model class
that provides needed functionality (it can be generated for you by Gii). This class defines the validation
rules for the search and provides a search() method that will return the data provider.


To add the search capability for the Post model, we can create PostSearch like the following example:


<?php

namespace app\models;

use Yii;
use yii\base\Model;
use yii\data\ActiveDataProvider;

class PostSearch extends Post
{
    public function rules()
    {
        // only fields in rules() are searchable
        return [
            [['id'], 'integer'],
            [['title', 'creation_date'], 'safe'],
        ];
    }

    public function scenarios()
    {
        // bypass scenarios() implementation in the parent class
        return Model::scenarios();
    }

    public function search($params)
    {
        $query = Post::find();

        $dataProvider = new ActiveDataProvider([
            'query' => $query,
        ]);

        // load the seach form data and validate
        if (!($this->load($params) && $this->validate())) {
            return $dataProvider;
        }

        // adjust the query by adding the filters
        $query->andFilterWhere(['id' => $this->id]);
        $query->andFilterWhere(['like', 'title', $this->title])
              ->andFilterWhere(['like', 'creation_date', $this->creation_date]);

        return $dataProvider;
    }
}




You can use this function in the controller to get the dataProvider for the GridView:


$searchModel = new PostSearch();
$dataProvider = $searchModel->search(Yii::$app->request->get());

return $this->render('myview', [
    'dataProvider' => $dataProvider,
    'searchModel' => $searchModel,
]);



And in the view you then assign the $dataProvider and $searchModel to the GridView:


echo GridView::widget([
    'dataProvider' => $dataProvider,
    'filterModel' => $searchModel,
]);






Working with model relations


When displaying active records in a GridView you might encounter the case where you display values of related
columns such as the post author’s name instead of just his id.
You do this by defining the attribute name in columns as author.name when the Post model
has a relation named author and the author model has an attribute name.
The GridView will then display the name of the author but sorting and filtering are not enabled by default.
You have to adjust the PostSearch model that has been introduced in the last section to add this functionality.


To enable sorting on a related column you have to join the related table and add the sorting rule
to the Sort component of the data provider:


$query = Post::find();
$dataProvider = new ActiveDataProvider([
    'query' => $query,
]);

// join with relation `author` that is a relation to the table `users`
// and set the table alias to be `author`
$query->joinWith(['author' => function($query) { $query->from(['author' => 'users']); }]);
// enable sorting for the related column
$dataProvider->sort->attributes['author.name'] = [
    'asc' => ['author.name' => SORT_ASC],
    'desc' => ['author.name' => SORT_DESC],
];

// ...



Filtering also needs the joinWith call as above. You also need to define the searchable column in attributes and rules like this:


public function attributes()
{
    // add related fields to searchable attributes
    return array_merge(parent::attributes(), ['author.name']);
}

public function rules()
{
    return [
        [['id'], 'integer'],
        [['title', 'creation_date', 'author.name'], 'safe'],
    ];
}



In search() you then just add another filter condition with:


$query->andFilterWhere(['LIKE', 'author.name', $this->getAttribute('author.name')]);




Info: In the above we use the same string for the relation name and the table alias; however, when your alias and relation name
differ, you have to pay attention to where you use the alias and where you use the relation name.
A simple rule for this is to use the alias in every place that is used to build the database query and the
relation name in all other definitions such as attributes() and rules() etc.


For example, if you use the alias au for the author relation table, the joinWith statement looks like the following:


$query->joinWith(['author' => function($query) { $query->from(['au' => 'users']); }]);



It is also possible to just call $query->joinWith(['author']); when the alias is defined in the relation definition.


The alias has to be used in the filter condition but the attribute name stays the same:


$query->andFilterWhere(['LIKE', 'au.name', $this->getAttribute('author.name')]);



The same is true for the sorting definition:


$dataProvider->sort->attributes['author.name'] = [
     'asc' => ['au.name' => SORT_ASC],
     'desc' => ['au.name' => SORT_DESC],
];



Also, when specifying the [[yii\data\Sort::defaultOrder|defaultOrder]] for sorting, you need to use the relation name
instead of the alias:


$dataProvider->sort->defaultOrder = ['author.name' => SORT_ASC];








Info: For more information on joinWith and the queries performed in the background, check the
active record docs on joining with relations.




Using SQL views for filtering, sorting and displaying data


There is also another approach that can be faster and more useful - sql views. For example, if we need to show the gridview
with users and their profiles, we can do so in this way:


CREATE OR REPLACE VIEW vw_user_info AS
    SELECT user.*, user_profile.lastname, user_profile.firstname
    FROM user, user_profile
    WHERE user.id = user_profile.user_id



Then you need to create the ActiveRecord that will be representing this view:



namespace app\models\views\grid;

use yii\db\ActiveRecord;

class UserView extends ActiveRecord
{

    /**
     * @inheritdoc
     */
    public static function tableName()
    {
        return 'vw_user_info';
    }

    public static function primaryKey()
    {
        return ['id'];
    }

    /**
     * @inheritdoc
     */
    public function rules()
    {
        return [
            // define here your rules
        ];
    }

    /**
     * @inheritdoc
     */
    public static function attributeLabels()
    {
        return [
            // define here your attribute labels
        ];
    }


}



After that you can use this UserView active record with search models, without additional specification of sorting and filtering attributes.
All attributes will be working out of the box. Note that this approach has several pros and cons:



		you don’t need to specify different sorting and filtering conditions. Everything works out of the box;


		it can be much faster because of the data size, count of sql queries performed (for each relation you will not need any additional query);


		since this is just a simple mapping UI on the sql view it lacks some domain logic that is in your entities, so if you have some methods like isActive,
isDeleted or others that will influence the UI, you will need to duplicate them in this class too.










Multiple GridViews on one page


You can use more than one GridView on a single page but some additional configuration is needed so that
they do not interfere with each other.
When using multiple instances of GridView you have to configure different parameter names for
the generated sort and pagination links so that each GridView has its own individual sorting and pagination.
You do so by setting the [[yii\data\Sort::sortParam|sortParam]] and [[yii\data\Pagination::pageParam|pageParam]]
of the dataProvider’s [[yii\data\BaseDataProvider::$sort|sort]] and [[yii\data\BaseDataProvider::$pagination|pagination]]
instances.


Assume we want to list the Post and User models for which we have already prepared two data providers
in $userProvider and $postProvider:


use yii\grid\GridView;

$userProvider->pagination->pageParam = 'user-page';
$userProvider->sort->sortParam = 'user-sort';

$postProvider->pagination->pageParam = 'post-page';
$postProvider->sort->sortParam = 'post-sort';

echo '<h1>Users</h1>';
echo GridView::widget([
    'dataProvider' => $userProvider,
]);

echo '<h1>Posts</h1>';
echo GridView::widget([
    'dataProvider' => $postProvider,
]);






Using GridView with Pjax


TBD
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サードパーティのコードを扱う


時々、Yii アプリケーションの中でサードパーティのコードを使用する必要がある場合があります。
あるいは、サードパーティのシステムの中で Yii をライブラリとして使用したいこともあるでしょう。
この節では、こういう目的をどうやって達成するかを説明します。



Yii の中でサードパーティのライブラリを使う 


Yii アプリケーションの中でサードパーティのライブラリを使うために主として必要なことは、そのライブラリの中のクラスが適切にインクルードされること、または、オートロード可能な状態にあることを保証することです。



Composer パッケージを使う 


多くのサードパーティライブラリは Composer [https://getcomposer.org/] パッケージの形式でリリースされています。
そのようなライブラリは、次の二つの簡単なステップを踏むことによって、インストールすることが出来ます。



		アプリケーションの composer.json ファイルを修正して、どの Composer パッケージをインストールしたいかを指定する。


		composer install を実行して、指定したパッケージをインストールする。





インストールされた Composer パッケージ内のクラスは、Composer のオートローダを使ってオートロードすることが出来ます。
アプリケーションの エントリスクリプト に、Composer のオートローダをインストールするための下記の行があることを確認してください。


// Composer のオートローダをインストール
require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');

// Yii クラスファイルをインクルード
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');






ダウンロードしたライブラリを使う 


ライブラリが Composer パッケージとしてリリースされていない場合は、そのライブラリのインストールの指示に従ってインストールしなければなりません。
たいていの場合は、リリースファイルを手動でダウンロードし、BasePath/vendor ディレクトリの下に解凍する必要があります。
ここで BasePath は、アプリケーションの base path を表すものです。


ライブラリがそれ自身のオートローダを持っている場合は、それをアプリケーションの エントリスクリプト でインストールすることが出来ます。
複数のオートローダクラスの中で Yii のクラスオートローダが優先されるように、ライブラリのオートローダは Yii.php ファイルをインクルードする前にインストールすることを推奨します。


ライブラリがクラスオートローダを提供していない場合でも、クラスの命名規約が PSR-4 [http://www.php-fig.org/psr/psr-4/] に従っている場合は、ライブラリのクラスをオートロードするのに Yii のクラスオートローダを使うことが出来ます。
必要なことは、ライブラリのクラスによって使われている全てのルート名前空間に対して ルートエイリアス を宣言することだけです。
例えば、ライブラリを vendor/foo/bar ディレクトリの下にインストールしたとしましょう。
そしてライブラリのクラスは xyz ルート名前空間の下にあるとします。
この場合、アプリケーションの構成情報において、次のコードを含めれば良いのです。


[
    'aliases' => [
        '@xyz' => '@vendor/foo/bar',
    ],
]



上記のどちらにも当てはまらない場合、おそらくそのライブラリは、クラスファイルを探して適切にインクルードするために、PHP の include path 設定に依存しているのでしょう。
この場合は、PHP include path の設定に関するライブラリの指示に従うしかありません。


最悪の場合として、ライブラリが全てのクラスファイルを明示的にインクルードすることを要求している場合は、次の方法を使ってクラスを必要に応じてインクルードすることが出来るようになります。



		ライブラリに含まれるクラスを特定する。


		アプリケーションの エントリスクリプト において、クラスと対応するファイルパスを Yii::$classMap としてリストアップする。
例えば、





Yii::$classMap['Class1'] = 'path/to/Class1.php';
Yii::$classMap['Class2'] = 'path/to/Class2.php';








サードパーティのシステムで Yii を使う 


Yii は数多くの優れた機能を提供していますので、サードパーティのシステム (例えば、WordPress、Joomla、または、他の PHP フレームワークを使って開発されるアプリケーション) を開発したり機能拡張したりするのをサポートするために Yii の機能のいくつかを使用したいことがあるでしょう。
例えば、[[yii\helpers\ArrayHelper]] クラスや アクティブレコード をサードパーティのシステムで使いたいことがあるでしょう。
この目的を達するためには、主として、二つのステップを踏む必要があります。
すなわち、Yii のインストールと、Yii のブートストラップです。


サードパーティのシステムが Composer を使って依存を管理している場合は、単に下記のコマンドを実行すれば Yii をインストールすることが出来ます。


composer global require "fxp/composer-asset-plugin:1.0.0"
composer require yiisoft/yii2
composer install



最初のコマンドは composer アセットプラグイン [https://github.com/francoispluchino/composer-asset-plugin/] をインストールします。
これは、Composer によって bower と npm の依存パッケージを管理できるようにするものです。
このことは、データベースなど、アセットに関係しない Yii の機能を使いたいだけの場合でも、Yii の Composer パッケージをインストールするために必要とされます。
Composer に関する更なる情報や、インストールの過程で出現しうる問題に対する解決方法については、一般的な Composer によるインストール の節を参照してください。


そうでない場合は、Yii のリリースを ダウンロード [http://www.yiiframework.com/download/] して、BasePath/vendor ディレクトリに解凍してください。


次に、サードパーティのシステムのエントリスクリプトを修正します。
次のコードをエントリスクリプトの先頭に追加してください。


require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

$yiiConfig = require(__DIR__ . '/../config/yii/web.php');
new yii\web\Application($yiiConfig); // ここで run() を呼ばない



ごらんのように、上記のコードは典型的な Yii アプリケーションの エントリスクリプト と非常に良く似ています。
唯一の違いは、アプリケーションのインスタンスが作成された後に run() メソッドが呼ばれない、という点です。
run() を呼ぶと Yii がリクエスト処理のワークフローを制御するようになりますが、この場合はリクエストを処理する別のアプリケーションが既に存在していますので、これは必要ではないからです。


Yii アプリケーションでの場合と同じように、サードパーティシステムが走っている環境に基づいて Yii のアプリケーションインスタンスを構成する必要があります。
例えば、アクティブレコード の機能を使うためには、サードパーティシステムによって使用されている DB 接続の設定を使って db アプリケーションコンポーネント を構成しなければなりません。


これで、Yii によって提供されているほとんどの機能を使うことが出来ます。
例えば、アクティブレコードクラスを作成して、それを使ってデータベースを扱うことが出来ます。





Yii 2 を Yii 1 とともに使う 


あなたが Yii 1 を前から使っている場合は、たぶん、稼働中の Yii 1 アプリケーションを持っているでしょう。
アプリケーション全体を Yii 2 で書き直す代りに、Yii 2 でのみ利用できる機能を使ってアプリケーションを機能拡張したいこともあるでしょう。
このことは、以下に述べるようにして、実現できます。



Note|注意: Yii 2 は PHP 5.4 以上を必要とします。
あなたのサーバと既存のアプリケーションが PHP 5.4 以上をサポートしていることを確認しなければなりません。



最初に、直前の項 で述べられている指示に従って、Yii 2 を既存のアプリケーションにインストールします。


次に、アプリケーションのエントリスクリプトを以下のように修正します。


// カスタマイズされた Yii クラスをインクルード (下記で説明)
require(__DIR__ . '/../components/Yii.php');

// Yii 2 アプリケーションの構成
$yii2Config = require(__DIR__ . '/../config/yii2/web.php');
new yii\web\Application($yii2Config); // ここで run() を呼ばない

// Yii 1 アプリケーションの構成
$yii1Config = require(__DIR__ . '/../config/yii1/main.php');
Yii::createWebApplication($yii1Config)->run();



Yii 1 と Yii 2 の両者が Yii クラスを持っているため、二つを結合するカスタムバージョンを作成する必要があります。
上記のコードでカスタマイズされた Yii クラスファイルをインクルードしていますが、これは下記のようにして作成することが出来ます。


$yii2path = '/path/to/yii2';
require($yii2path . '/BaseYii.php'); // Yii 2.x

$yii1path = '/path/to/yii1';
require($yii1path . '/YiiBase.php'); // Yii 1.x

class Yii extends \yii\BaseYii
{
    // YiiBase (1.x) のコードをここにコピー・ペースト
}

Yii::$classMap = include($yii2path . '/classes.php');
// Yii2 オートローダを Yii1 によって登録
Yii::registerAutoloader(['Yii', 'autoload']);
// 依存注入コンテナを作成
Yii::$container = new yii\di\Container;



以上です。
これで、あなたのコードのどの部分においても、Yii::$app を使って Yii 2 アプリケーションインスタンスにアクセスすることが出来、Yii::app() によって Yii 1 アプリケーションインスタンスを取得することが出来ます。


echo get_class(Yii::app()); // 'CWebApplication' を出力
echo get_class(Yii::$app);  // 'yii\web\Application' を出力
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Guia Definitivo para Yii 2.0


Esse tutorial está disponível sob os termos da documentação do Yii [http://www.yiiframework.com/doc/terms/].


Todos os Direitos Reservados.


2014 (c) Yii Software LLC.
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Bootstrapping


Bootstrapping refers to the process of preparing the environment before an application starts
to resolve and process an incoming request. Bootstrapping is done in two places:
the entry script and the application.


In the entry script, class autoloaders for different libraries are
registered. This includes the Composer autoloader through its autoload.php file and the Yii
autoloader through its Yii class file. The entry script then loads the application
configuration and creates an application instance.


In the constructor of the application, the following bootstrapping work is done:



		[[yii\base\Application::preInit()|preInit()]] is called, which configures some high priority
application properties, such as [[yii\base\Application::basePath|basePath]].


		Register the [[yii\base\Application::errorHandler|error handler]].


		Initialize application properties using the given application configuration.


		[[yii\base\Application::init()|init()]] is called which in turn calls
[[yii\base\Application::bootstrap()|bootstrap()]] to run bootstrapping components.
		Include the extension manifest file vendor/yiisoft/extensions.php.


		Create and run bootstrap components
declared by extensions.


		Create and run application components and/or
modules that are declared in the application’s
bootstrap property.











Because the bootstrapping work has to be done before handling every request, it is very important
to keep this process light and optimize it as much as possible.


Try not to register too many bootstrapping components. A bootstrapping component is needed only
if it wants to participate the whole life cycle of requesting handling. For example, if a module
needs to register additional URL parsing rules, it should be listed in the
bootstrap property so that the new URL rules can take effect
before they are used to resolve requests.


In production mode, enable a bytecode cache, such as PHP OPcache [http://php.net/manual/en/intro.opcache.php] or APC [http://php.net/manual/en/book.apc.php], to minimize the time needed for including
and parsing PHP files.


Some large applications have very complex application configurations
which are divided into many smaller configuration files. If this is the case, consider caching
the whole configuration array and loading it directly from cache before creating the application instance
in the entry script.
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ルーティングと URL 生成


Yii のアプリケーションがリクエストされた URL の処理を開始するときに、最初に実行するステップは URL を解析して ルート にすることです。
次に、リクエストを処理するために、このルートを使って、対応する コントローラアクション のインスタンスが作成されます。
このプロセスの全体が ルーティング と呼ばれます。


ルーティングの逆のプロセスが URL 生成 と呼ばれます。
これは、与えられたルートとそれに結び付けられたクエリパラメータから URL を生成するものです。
生成された URL が後でリクエストされたときには、ルーティングのプロセスがその URL を解決して元のルートとクエリパラメータに戻すことが出来ます。


ルーティングと URL 生成について主たる役割を果たすのが urlManager アプリケーションコンポーネントとして登録されている [[yii\web\UrlManager|URL マネージャ]] です。
[[yii\web\UrlManager|URL マネージャ]] は、入ってくるリクエストをルートとそれに結び付けられたクエリパラメータとして解析するための [[yii\web\UrlManager::parseRequest()|parseRequest()]] メソッドと、与えられたルートとそれに結び付けられたクエリパラメータから URL を生成するための [[yii\web\UrlManager::createUrl()|createUrl()]] メソッドを提供します。


アプリケーション構成情報の urlManager コンポーネントを構成することによって、既存のアプリケーションコードを修正することなく、任意の URL 形式をアプリケーションに認識させることが出来ます。
例えば、post/view アクションのための URL を生成するためには、次のコードを使うことが出来ます。


use yii\helpers\Url;

// Url::to() は UrlManager::createUrl() を呼び出して URL を生成します
$url = Url::to(['post/view', 'id' => 100]);



このコードによって生成される URL は、urlManager の構成に応じて、下記のどれか (またはその他) になります。
そして、こうして生成された URL が後でリクエストされた場合には、解析されて元のルートとクエリパラメータの値に戻されます。


/index.php?r=post/view&id=100
/index.php/post/100
/posts/100




URL 形式 


[[yii\web\UrlManager|URL マネージャ]] は二つの URL 形式、すなわち、デフォルトの URL 形式と、綺麗な URL 形式をサポートします。


デフォルトの URL 形式は、r というクエリパラメータを使用してルートを表し、通常のクエリパラメータを使用してルートに結び付けられたクエリパラメータを表します。
例えば、/index.php?r=post/view&id=100 という URL は、post/view というルートと、id というクエリパラメータが 100 であることを表します。
デフォルトの URL 形式は、[[yii\web\UrlManager|URL マネージャ]] についての構成を何も必要とせず、ウェブサーバの設定がどのようなものでも動作します。


綺麗な URL 形式は、エントリスクリプトの名前に続く追加のパスを使用して、ルートとそれに結び付けられたクエリパラメータを表します。
例えば、/index.php/post/100 という URL の追加のパスは /post/100 ですが、適切な [[yii\web\UrlManager::rules|URL 規則]] があれば、この URL が post/view というルートと id というクエリパラメータが 100 であることを表すことが出来ます。
綺麗な URL 形式を使用するためには、URL をどのように表現すべきかという実際の要求に従って、一連の [[yii\web\UrlManager::rules|URL 規則]] を設計する必要があります。


この二つの URL 形式は、[[yii\web\UrlManager|URL マネージャ]] の [[yii\web\UrlManager::enablePrettyUrl|enablePrettyUrl]] プロパティを ON/OFF することによって、他のアプリケーションコードを少しも変えることなく、切り替えることが出来ます。





ルーティング 


ルーティングは二つのステップを含みます。最初のステップでは、入ってくるリクエストが解析されて、ルートとそれに結び付けられたクエリパラメータに分解されます。
そして、第二のステップでは、解析されたルートに対応する コントローラアクション がリクエストを処理するために生成されます。


デフォルトの URL 形式を使っている場合は、リクエストからルートを解析することは、r という名前の GET クエリパラメータを取得するだけの簡単なことです。


綺麗な URL 形式を使っている場合は、[[yii\web\UrlManager|URL マネージャ]] が、登録されている [[yii\web\UrlManager::rules|URL 規則]] を調べます。
合致する規則が見つかれば、リクエストをルートに解決することが出来ます。
合致する規則が見つからなかったら、[[yii\web\NotFoundHttpException]] 例外が投げられます。


いったんリクエストからルートが解析されたら、今度はルートによって特定されるコントローラアクションを生成する番です。
ルートはその中にあるスラッシュによって複数の部分に分けられます。例えば、site/index は site と index に分割されます。
その各部分は、モジュール、コントローラ、または、アクションを参照する ID です。
アプリケーションは、ルートの最初の部分の ID から始めて、下記のステップを踏んで、モジュール (もし有れば)、コントローラ、アクションを生成します。



		アプリケーションをカレントモジュールとして設定します。


		カレントモジュールの [[yii\base\Module::controllerMap|コントローラマップ]] が現在の ID を含むかどうかを調べます。
含んでいる場合は、マップの中で見つかった構成情報に従ってコントローラのオブジェクトが生成されます。
そして、ステップ 5 に跳んで、ルートの残りの部分を処理します。


		現在の ID がカレントモジュールの [[yii\base\Module::modules|modules]] プロパティのリストに挙げられたモジュールを指すものかどうかを調べます。
もしそうであれば、モジュールのリストで見つかった構成情報に従ってモジュールが生成されます。
そして、新しく生成されたモジュールのコンテキストのもとで、ステップ 2 に戻って、ルートの次の部分を処理します。


		現在の ID をコントローラ ID として扱ってコントローラオブジェクトを生成します。
そしてルートの残りの部分を持って次のステップに進みます。


		コントローラは、[[yii\base\Controller::actions()|アクションマップ]] の中に現在の ID があるかどうかを調べます。
もし有れば、マップの中で見つかった構成情報に従ってアクションを生成します。
もし無ければ、現在の ID に対応するアクションメソッドで定義されるインラインアクションを生成しようと試みます。





上記のステップの中で、何かエラーが発生すると、[[yii\web\NotFoundHttpException]] が投げられて、ルーティングのプロセスが失敗したことが示されます。



デフォルトルート 


リクエストから解析されたルートが空になった場合は、いわゆる デフォルトルート が代りに使用されることになります。
デフォルトでは、デフォルトルートは site/index であり、site コントローラの index アクションを指します。
デフォルトルートは、次のように、アプリケーションの構成情報の中でアプリケーションの [[yii\web\Application::defaultRoute|defaultRoute]] プロパティを構成することによって、カスタマイズすることが出来ます。


[
    // ...
    'defaultRoute' => 'main/index',
];






catchAll ルート 


たまには、ウェブアプリケーションを一時的にメンテナンスモードにして、全てのリクエストに対して同じ「お知らせ」のページを表示したいことがあるでしょう。
この目的を達する方法はたくさんありますが、最も簡単な方法の一つは、次のように、アプリケーションの構成情報の中で [[yii\web\Application::catchAll]] プロパティを構成することです。


[
    // ...
    'catchAll' => ['site/offline'],
];



上記の構成によって、入ってくる全てのリクエストを処理するために site/offline アクションが使われるようになります。


catchAll プロパティは配列を取り、最初の要素はルートを指定し、残りの要素 (「名前-値」のペア) は アクションのパラメータ を指定するものでなければなりません。







URL を生成する 


Yii は、与えられたルートとそれに結び付けられたクエリパラメータからさまざまな URL を生成する [[yii\helpers\Url::to()]] というヘルパメソッドを提供しています。例えば、


use yii\helpers\Url;

// ルートへの URL を生成する: /index.php?r=post/index
echo Url::to(['post/index']);

// パラメータを持つルートへの URL を生成する: /index.php?r=post/view&id=100
echo Url::to(['post/view', 'id' => 100]);

// アンカー付きの URL を生成する: /index.php?r=post/view&id=100#content
echo Url::to(['post/view', 'id' => 100, '#' => 'content']);

// 絶対 URL を生成する: http://www.example.com/index.php?r=post/index
echo Url::to(['post/index'], true);

// https スキームを使って絶対 URL を生成する: https://www.example.com/index.php?r=post/index
echo Url::to(['post/index'], 'https');



上記の例では、デフォルトの URL 形式が使われていると仮定していることに注意してください。
綺麗な URL 形式が有効になっている場合は、生成される URL は、使われている [[yii\web\UrlManager::rules|URL 規則]] に従って、異なるものになります。


[[yii\helpers\Url::to()]] メソッドに渡されるルートの意味は、コンテキストに依存します。
ルートは 相対 ルートか 絶対 ルートかのどちらかであり、下記の規則によって正規化されます。



		ルートが空文字列である場合は、現在リクエストされている [[yii\web\Controller::route|ルート]] が使用されます。


		ルートがスラッシュを全く含まない場合は、カレントコントローラのアクション ID であると見なされて、カレントコントローラの [[\yii\web\Controller::uniqueId|uniqueId]] の値が前置されます。


		ルートが先頭にスラッシュを含まない場合は、カレントモジュールに対する相対ルートと見なされて、カレントモジュールの [[\yii\base\Module::uniqueId|uniqueId]] の値が前置されます。





バージョン 2.0.2 以降では、エイリアス の形式でルートを指定することが出来ます。
その場合は、エイリアスが最初に実際のルートに変換され、そのルートが上記の規則に従って絶対ルートに変換されます。


例えば、カレントモジュールが admin であり、カレントコントローラが post であると仮定すると、


use yii\helpers\Url;

// 現在リクエストされているルート: /index.php?r=admin/post/index
echo Url::to(['']);

// アクション ID だけの相対ルート: /index.php?r=admin/post/index
echo Url::to(['index']);

// 相対ルート: /index.php?r=admin/post/index
echo Url::to(['post/index']);

// 絶対ルート: /index.php?r=post/index
echo Url::to(['/post/index']);

// /index.php?r=post/index     エイリアス "@posts" が "/post/index" と定義されていると仮定
echo Url::to(['@posts']);



[[yii\helpers\Url::to()]] メソッドは、[[yii\web\UrlManager|URL マネージャ]] の [[yii\web\UrlManager::createUrl()|createUrl()]] メソッド、および、[[yii\web\UrlManager::createAbsoluteUrl()|createAbsoluteUrl()]] を呼び出すことによって実装されています。
次に続くいくつかの項では、[[yii\web\UrlManager|URL マネージャ]] を構成して、生成される URL の形式をカスタマイズする方法を説明します。


[[yii\helpers\Url::to()]] メソッドは、特定のルートとの関係を持たない URL の生成もサポートしています。
その場合、最初のパラメータには、配列を渡す代りに文字列を渡さなければなりません。例えば、


use yii\helpers\Url;

// 現在リクエストされている URL: /index.php?r=admin/post/index
echo Url::to();

// エイリアス化された URL: http://example.com
Yii::setAlias('@example', 'http://example.com/');
echo Url::to('@example');

// 絶対 URL: http://example.com/images/logo.gif
echo Url::to('/images/logo.gif', true);



to() メソッドの他にも、[[yii\helpers\Url]]` ヘルパクラスは、便利な URL 生成メソッドをいくつか提供しています。
例えば、


use yii\helpers\Url;

// ホームページの URL: /index.php?r=site/index
echo Url::home();

// ベース URL。アプリケーションがウェブルートのサブディレクトリに配置されているときに便利
echo Url::base();

// 現在リクエストされている URL の canonical URL。
// https://en.wikipedia.org/wiki/Canonical_link_element を参照
echo Url::canonical();

// 現在リクエストされている URL を記憶し、それを後のリクエストの中で呼び戻す。
Url::remember();
echo Url::previous();






綺麗な URL を使う 


綺麗な URL を使うためには、アプリケーションの構成情報の中で urlManager コンポーネントを次のように構成します。


[
    'components' => [
        'urlManager' => [
            'enablePrettyUrl' => true,
            'showScriptName' => false,
            'enableStrictParsing' => true,
            'rules' => [
                // ...
            ],
        ],
    ],
]



[[yii\web\UrlManager::enablePrettyUrl|enablePrettyUrl]] プロパティは、綺麗な URL 形式の有効/無効を切り替えますので、必須です。
その他のプロパティはオプションですが、上記で示されている構成が最もよく用いられているものです。



		[[yii\web\UrlManager::showScriptName|showScriptName]]: このプロパティは、生成される URL にエントリスクリプトを含めるべきかどうかを決定します。
例えば、このプロパティを false にすると、/index.php/post/100 という URL を生成する代りに、/post/100 という URL を生成することが出来ます。


		厳密な解析が有効にされた場合、リクエストされた URL が有効なリクエストとして扱われるためには、それが [[yii\web\UrlManager::rules|rules]] の少なくとも一つに合致しなければなりません。
そうでなければ、[[yii\web\NotFoundHttpException]] が投げられます。
厳密な解析が無効にされた場合は、リクエストされた URL が [[yii\web\UrlManager::rules|rules]] のどれにも合致しない場合は、URL のパス情報の部分がリクエストされたルートとして扱われます。


		[[yii\web\UrlManager::rules|rules]]: このプロパティが URL を解析および生成するための一連の規則を含みます。
このプロパティが、アプリケーションの固有の要求を満たす形式を持つ URL を生成するために、あなたが主として使うプロパティです。






Note|注意: 生成された URL からエントリスクリプト名を隠すためには、[[yii\web\UrlManager::showScriptName|showScriptName]] を false に設定するだけでなく、ウェブサーバを構成して、リクエストされた URL が PHP スクリプトを明示的に指定していない場合でも、正しい PHP スクリプトを特定出来るようにする必要があります。
もしあなたが Apache ウェブサーバを使うつもりなら、インストール の節で説明されている推奨設定を参照することが出来ます。




URL 規則 


URL 規則は [[yii\web\UrlRule]] またはその子クラスのインスタンスです。
すべての URL 規則は、URL のパス情報の部分との照合に使われるパターン、ルート、そして、いくつかのクエリパラメータから構成されます。
URL 規則は、パターンがリクエストされた URL と合致する場合に、リクエストの解析に使用することが出来ます。
また、URL 規則は、ルートとクエリパラメータ名が与えられたものと合致する場合に、URL の生成に使用することが出来ます。


綺麗な URL 形式が有効にされている場合、[[yii\web\UrlManager|URL マネージャ]] は、その [[yii\web\UrlManager::rules|rules]] プロパティに宣言されている URL 規則を使って、入ってくるリクエストの解析と URL の生成を行います。
具体的に言えば、入ってくるリクエストを解析するためには、[[yii\web\UrlManager|URL マネージャ]] は宣言されている順に規則を調べて、リクエストされた URL に合致する 最初の 規則を探します。
そして、その合致する規則を使って URL を解析して、ルートとそれに結び付けられたパラメータを得ます。
同じように、URL を生成するためには、[[yii\web\UrlManager|URL マネージャ]] は、与えられたルートとパラメータに合致する最初の規則を探して、それを使って URL を生成します。


[[yii\web\UrlManager::rules]] は、パターンをキーとし、それに対応するルートを値とする配列として構成することが出来ます。
「パターン - ルート」のペアが、それぞれ、URL 規則を構成します。
例えば、次の [[yii\web\UrlManager::rules|rules]] の構成は、二つの URL 規則を宣言するものです。
最初の規則は posts という URL に合致し、それを post/index というルートにマップします。
第二の規則は post/(\d+) という正規表現にマッチする URL に合致し、それを post/view というルートと id という名前のパラメータにマップします。


[
    'posts' => 'post/index', 
    'post/<id:\d+>' => 'post/view',
]




Info|情報: 規則のパターンは URL のパス情報の部分との照合に使用されます。
例えば、/index.php/post/100?source=ad のパス情報は post/100 であり (先頭と末尾のスラッシュは無視します)、これは post/(\d+) というパターンに合致します。



URL 規則は、「パターン - ルート」のペアとして宣言する以外に、構成情報配列として宣言することも出来ます。
構成情報の一つの配列が、それぞれ、一つの URL 規則のオブジェクトを構成するために使われます。
この形式は、URL 規則の他のプロパティを構成したい場合に、よく必要になります。
例えば、


[
    // ... 他の URL 規則 ...
    
    [
        'pattern' => 'posts',
        'route' => 'post/index',
        'suffix' => '.json',
    ],
]



URL 規則の構成情報で class を指定しない場合は、デフォルトとして、[[yii\web\UrlRule]] が使われます。





名前付きパラメータ 


URL 規則は、パターンの中で <ParamName:RgExp> の形式で指定される、いくつかの名前付きクエリパラメータと結び付けることが出来ます。
ここで、ParamName はパラメータ名を指定し、RegExp はパラメータの値との照合に使われるオプションの正規表現を指定するものです。
RegExp が指定されていない場合は、パラメータの値がスラッシュを含まない文字列であるべきことを意味します。



Note|注意: 正規表現はパラメータに対してのみ指定できます。パターンの残りの部分はプレーンテキストとして解釈されます。



規則が URL の解析に使われるときには、URL の対応する部分に合致した値が、結び付けられたパラメータに入れられます。
そして、そのパラメータは、後に request アプリケーションコンポーネントによって、$_GET に入れられて利用できるようになります。
規則が URL の生成に使われるときは、提供されたパラメータの値を受けて、パラメータが宣言されている所にその値が挿入されます。


名前付きパラメータの動作を説明するためにいくつかの例を挙げましょう。次の三つの URL 規則を宣言したと仮定してください。


[
    'posts/<year:\d{4}>/<category>' => 'post/index',
    'posts' => 'post/index',
    'post/<id:\d+>' => 'post/view',
]



規則が URL 解析に使われる場合は、



		/index.php/posts は、二番目の規則を使って解析され、ルート post/index になります。


		/index.php/posts/2014/php は、最初の規則を使って解析され、ルートは post/index、year パラメータの値は 2014、そして、category パラメータの値は php となります。


		/index.php/post/100 は、三番目の規則を使って解析され、ルートが post/view、id パラメータの値が 100 となります。


		/index.php/posts/php は、どのパターンにも合致しないため、[[yii\web\UrlManager::enableStrictParsing]] が true の場合は、[[yii\web\NotFoundHttpException]] を引き起こします。
[[yii\web\UrlManager::enableStrictParsing]] が false (これがデフォルト値です) の場合は、パス情報の部分である posts/php がルートとして返されることになります。





規則が URL 生成に使われる場合は、



		Url::to(['post/index']) は、二番目の規則を使って、/index.php/posts を生成します。


		Url::to(['post/index', 'year' => 2014, 'category' => 'php']) は、最初の規則を使って、/index.php/posts/2014/php を生成します。


		Url::to(['post/view', 'id' => 100]) は、三番目の規則を使って、/index.php/post/100 を生成します。


		Url::to(['post/view', 'id' => 100, 'source' => 'ad']) も、三番目の規則を使って、/index.php/post/100?source=ad を生成します。
source パラメータは規則の中で指定されていないので、クエリパラメータとして、生成される URL に追加されます。


		Url::to(['post/index', 'category' => 'php']) は、どの規則も使わずに、/index.php/post/index?category=php を生成します。
どの規則も当てはまらないため、URL は、単純に、ルートをパス情報とし、すべてのパラメータをクエリ文字列として追加して生成されます。








ルートをパラメータ化する 


URL 規則のルートにはパラメータ名を埋め込むことが出来ます。このことによって、URL 規則を複数のルートに合致させることが可能になっています。
例えば、以下の規則は controller と action というパラメータをルートに埋め込んでいます。


[
    '<controller:(post|comment)>/<id:\d+>/<action:(create|update|delete)>' => '<controller>/<action>',
    '<controller:(post|comment)>/<id:\d+>' => '<controller>/view',
    '<controller:(post|comment)>s' => '<controller>/index',
]



/index.php/comment/100/create という URL の解析には、最初の規則が適用され、controller パラメータには comment、action パラメータには create がセットされます。
こうして、<controller>/<action> というルートは、comment/create として解決されます。


同じように、comment/index というルートの URL を生成するためには、三番目の規則が適用されて、index.php/comments という URL が生成されます。



Info|情報: ルートをパラメータ化することによって、URL 規則の数を大幅に減らすことが可能になり、[[yii\web\UrlManager|URL マネージャ]] のパフォーマンスを目に見えて改善することが出来ます。



デフォルトでは、規則の中で宣言されたパラメータは必須となります。
リクエストされた URL が特定のパラメータを含まない場合や、特定のパラメータなしで URL を生成する場合には、規則は適用されません。
パラメータのどれかをオプション扱いにしたい場合は、規則の [[yii\web\UrlRule::defaults|defaults]] プロパティを構成することが出来ます。
このプロパティのリストに挙げられたパラメータはオプション扱いとなり、提供されなかった場合は指定された値を取るようになります。


次の規則の宣言においては、page と tag のパラメータは両方ともオプション扱いで、提供されなかった場合は、それぞれ、1 と空文字列を取ります。


[
    // ... 他の規則 ...
    [
        'pattern' => 'posts/<page:\d+>/<tag>',
        'route' => 'post/index',
        'defaults' => ['page' => 1, 'tag' => ''],
    ],
]



上記の規則を以下の URL を解析または生成するために使用することが出来ます。



		/index.php/posts: page は 1, tag は ‘’.


		/index.php/posts/2: page は 2, tag は ‘’.


		/index.php/posts/2/news: page は 2, tag は 'news'.


		/index.php/posts/news: page は 1, tag は 'news'.





オプション扱いのパラメータを使わなければ、同じ結果を得るために 4 個の規則を作らなければならなかったところです。





サーバ名を持つ規則 


URL 規則のパターンには、ウェブサーバ名を含むことが出来ます。
このことが役に立つのは、主として、あなたのアプリケーションがウェブサーバ名によって異なる動作をしなければならない場合です。
例えば、次の規則は、http://admin.example.com/login という URL を admin/user/login のルートとして解析し、http://www.example.com/login を site/login として解析するものです。


[
    'http://admin.example.com/login' => 'admin/user/login',
    'http://www.example.com/login' => 'site/login',
]



サーバ名にパラメータを埋め込んで、そこから動的な情報を抽出することも出来ます。
例えば、次の規則は http://en.example.com/posts という URL を解析して、post/index というルートと language=en というパラメータを取得するものです。


[
    'http://<language:\w+>.example.com/posts' => 'post/index',
]




Note|注意: サーバ名を持つ規則は、エントリスクリプトのサブフォルダをパターンに含むべきではありません。
例えば、アプリケーションが http://www.example.com/sandbox/blog の下にある場合は、http://www.example.com/sandbox/blog/posts ではなく、http://www.example.com/posts というパターンを使うべきです。
こうすれば、アプリケーションをどのようなディレクトリに配置しても、アプリケーションのコードを変更する必要がなくなります。






URL 接尾辞 


さまざまな目的から URL に接尾辞を追加したいことがあるでしょう。
例えば、静的な HTML ページに見えるように、.html を URL に追加したいかも知れません。
また、レスポンスとして期待されているコンテントタイプを示すために、.json を URL に追加したい場合もあるでしょう。
アプリケーションの構成情報で、次のように、[[yii\web\UrlManager::suffix]] プロパティを構成することによって、この目的を達することが出来ます。


[
    'components' => [
        'urlManager' => [
            'enablePrettyUrl' => true,
            'showScriptName' => false,
            'enableStrictParsing' => true,
            'suffix' => '.html',
            'rules' => [
                // ...
            ],
        ],
    ],
]



上記の構成によって、[[yii\web\UrlManager|URL マネージャ]] は、接尾辞として .html の付いた URL を認識し、また、生成するようになります。



Tip|ヒント: URL が全てスラッシュで終るようにするためには、URL 接尾辞として / を設定することが出来ます。




Note|注意: URL 接尾辞を構成すると、リクエストされた URL が接尾辞を持たない場合は、認識できない URL であると見なされるようになります。
SEO の目的からも、これが推奨されるプラクティスです。



場合によっては、URL によって異なる接尾辞を使いたいことがあるでしょう。
その目的は、個々の URL 規則の [[yii\web\UrlRule::suffix|suffix]] プロパティを構成することによって達成できます。
URL 規則にこのプロパティが設定されている場合は、それが [[yii\web\UrlManager|URL マネージャ]] レベルの接尾辞の設定をオーバーライドします。
例えば、次の構成には、グローバルな接尾辞 .html の代りに .json を使用するカスタマイズされた URL 規則が含まれています。


[
    'components' => [
        'urlManager' => [
            'enablePrettyUrl' => true,
            'showScriptName' => false,
            'enableStrictParsing' => true,
            'suffix' => '.html',
            'rules' => [
                // ...
                [
                    'pattern' => 'posts',
                    'route' => 'post/index',
                    'suffix' => '.json',
                ],
            ],
        ],
    ],
]






HTTP メソッド 


RESTful API を実装するときは、使用されている HTTP メソッドに応じて、同一の URL を異なるルートとして解析することが必要になる場合がよくあります。
これは、規則のパターンにサポートされている HTTP メソッドを前置することによって、簡単に達成することが出来ます。
一つの規則が複数の HTTP メソッドをサポートする場合は、メソッド名をカンマで区切ります。
例えば、次の三つの規則は、post/<id:\d+> という同一のパターンを持って、異なる HTTP メソッドをサポートするものです。
PUT post/100 に対するリクエストは post/create と解析され、GET post/100 に対するリクエストは post/view と解析されることになります。


[
    'PUT,POST post/<id:\d+>' => 'post/create',
    'DELETE post/<id:\d+>' => 'post/delete',
    'post/<id:\d+>' => 'post/view',
]




Note|注意: URL 規則が HTTP メソッドをパターンに含む場合、その規則は解析目的にだけ使用されます。
[[yii\web\UrlManager|URL マネージャ]] が URL 生成のために呼ばれたときは、その規則はスキップされます。




Tip|ヒント: RESTful API のルーティングを簡単にするために、Yii は特別な URL 規則クラス [[yii\rest\UrlRule]] を提供しています。
これは非常に効率的なもので、コントローラ ID の自動的な複数形化など、いくつかの素敵な機能をサポートするものです。
詳細については、RESTful API 開発についての ルーティング の節を参照してください。






規則をカスタマイズする 


これまでの例では、URL 規則は主として「パターン - ルート」のペアの形で宣言されています。これが通常使用される短縮形式です。
特定のシナリオの下では、[[yii\web\UrlRule::suffix]] などのような、他のプロパティを構成して URL 規則をカスタマイズしたいこともあるでしょう。
完全な構成情報配列を使って規則を指定すれば、そうすることが出来ます。
次の例は、URL 接尾辞 の項から抜き出したものです。


[
    // ... 他の URL 規則 ...
    
    [
        'pattern' => 'posts',
        'route' => 'post/index',
        'suffix' => '.json',
    ],
]




Info|情報: 規則の構成情報で class を指定しない場合は、デフォルトとして、[[yii\web\UrlRule]] クラスが使われます。






規則を動的に追加する 


URL 規則は [[yii\web\UrlManager|URL マネージャ]] に動的に追加することが出来ます。
このことは、再配布可能な モジュール が自分自身の URL 規則を管理する必要がある場合に、しばしば必要になります。
動的に追加された規則がルーティングのプロセスで効果を発揮するためには、その規則を ブートストラップ の段階で追加しなければなりません。
これは、モジュールにとっては、次のように、[[yii\base\BootstrapInterface]] を実装して、[[yii\base\BootstrapInterface::bootstrap()|bootstrap()]] メソッドの中で規則を追加しなければならないことを意味します。


public function bootstrap($app)
{
    $app->getUrlManager()->addRules([
        // ここに規則の宣言
    ], false);
}



さらに、モジュールが ブートストラップ の過程に関与できるように、それを [[yii\web\Application::bootstrap]] のリストに挙げなければならないことに注意してください。





規則クラスを作成する 


デフォルトの [[yii\web\UrlRule]] クラスはほとんどのプロジェクトに対して十分に柔軟なものであるというのは事実ですが、それでも、自分自身で規則クラスを作る必要があるような状況はあります。
例えば、自動車ディーラーのウェブサイトにおいて、/Manufacturer/Model のような URL 形式をサポートしたいけれども、Manufacturer と Model は、両方とも、データベーステーブルに保存されている何らかのデータに合致するものでなければならない、というような場合です。
デフォルトの規則クラスは、静的に宣言されるパターンに依拠しているため、ここでは役に立ちません。


この問題を解決するために、次のような URL 規則クラスを作成することが出来ます。


namespace app\components;

use yii\web\UrlRuleInterface;
use yii\base\Object;

class CarUrlRule extends Object implements UrlRuleInterface
{

    public function createUrl($manager, $route, $params)
    {
        if ($route === 'car/index') {
            if (isset($params['manufacturer'], $params['model'])) {
                return $params['manufacturer'] . '/' . $params['model'];
            } elseif (isset($params['manufacturer'])) {
                return $params['manufacturer'];
            }
        }
        return false;  // この規則は適用されない
    }

    public function parseRequest($manager, $request)
    {
        $pathInfo = $request->getPathInfo();
        if (preg_match('%^(\w+)(/(\w+))?$%', $pathInfo, $matches)) {
            // $matches[1] と $matches[3] をチェックして、
            // データベースの中の製造者とモデルに合致するかどうか調べる
            // 合致すれば、$params['manufacturer'] および/または $params['model'] をセットし、
            // ['car/index', $params] を返す
        }
        return false;  // この規則は適用されない
    }
}



そして、[[yii\web\UrlManager::rules]] の構成情報で、新しい規則クラスを使います。


[
    // ... 他の規則 ...
    
    [
        'class' => 'app\components\CarUrlRule', 
        // ... 他のプロパティを構成する ...
    ],
]








パフォーマンスに対する考慮 


複雑なウェブアプリケーションを開発するときは、リクエストの解析と URL 生成に要する時間を削減するために URL 規則を最適化することが重要になります。


パラメータ化したルートを使うことによって、URL 規則の数を減らして、パフォーマンスを著しく向上させることが出来ます。


URL を解析または生成するときに、[[yii\web\UrlManager|URL マネージャ]] は、宣言された順序で URL 規則を調べます。
従って、より多く使われる規則がより少なく使われる規則より前に来るように順序を調整することを検討してください。


パターンまたはルートに共通の先頭部分を持つ URL 規則がある場合は、[[yii\web\UrlManager|URL マネージャ]] がそれらをグループ化して効率的に調べることが出来るように、[[yii\web\GroupUrlRule]] を使うことを検討してください。
あなたのアプリケーションがモジュールによって構成されており、モジュールごとに、モジュール ID を共通の先頭部分とする一群の URL 規則を持っている場合は、通常、このことが当てはまります。
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Visão Geral


As aplicações do Yii são organizadas de acordo com o padrão de projeto
model-view-controller (MVC) [http://pt.wikipedia.org/wiki/MVC]
(modelo-visão-controlador). Os models representam dados,
lógica e regras de negócio; as views são a representação
da saída dos modelos; e os controllers recebem entradas
e as convertem em comandos para os models e as views.


Além do MVC, as aplicações do Yii também possuem as seguintes entidades:



		scripts de entrada: são scripts PHP que são
diretamente acessíveis aos usuários finais. São responsáveis por iniciar o
ciclo de tratamento de uma requisição.


		aplicações: são objetos globalmente acessíveis que
gerenciam os componentes da aplicação e os coordenam para atender às requisições.


		componentes da aplicação: são objetos
registrados com as aplicações e fornecem vários serviços para atender às
requisições.


		módulos: são pacotes auto-contidos que contém um MVC
completo por si sós. Uma aplicação pode ser organizada em termos de múltiplos
módulos.


		filtros: representam código que precisa ser chamado
pelos controllers antes e depois do tratamento propriamente dito de cada
requisição.


		widgets: são objetos que podem ser embutidos em
views. Podem conter lógica de controller e podem ser
reutilizados em diferentes views.





O diagrama a seguir demonstra a estrutura estática de uma aplicação:


[image: Estrutura Estática da Aplicação]
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Sphinx Search



Note: This section is under development.


It has no content yet.
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クエリビルダとクエリ



Note|注意: この節はまだ執筆中です。



データベースの基礎 の節で説明したように、Yii は基本的なデータベースアクセスレイヤを提供します。
このデータベースアクセスレイヤは、データベースと相互作用するための低レベルな方法を提供するものです。
それが有用な状況もありますが、生の SQL を書くことは面倒くさく、間違いを生じやすいものでもあります。
これに取って代る方法の一つがクエリビルダを使用することです。
クエリビルダは、実行すべきクエリを生成するためのオブジェクト指向の手法です。


クエリビルダの典型的な使用例は以下のようなものです。


$rows = (new \yii\db\Query())
    ->select('id, name')
    ->from('user')
    ->limit(10)
    ->all();

// これは下記のコードと等価

$query = (new \yii\db\Query())
    ->select('id, name')
    ->from('user')
    ->limit(10);

// コマンドを作成。$command->sql で実際の SQL を取得できる
$command = $query->createCommand();

// コマンドを実行
$rows = $command->queryAll();




クエリメソッド


ご覧のように、[[yii\db\Query]] が、あなたが扱わねばならない主役のオブジェクトです。
舞台裏では、Query は、実際には、さまざまなクエリ情報を表現する役目を負っているに過ぎません。
実際のクエリ構築のロジックは、createCommand() コマンドを呼んだときに、[[yii\db\QueryBuilder]] によって実行され、クエリの実行は [[yii\db\Command]] によって実行されます。


便宜上の理由から、[[yii\db\Query]] が、よく使われる一連のクエリメソッド (クエリを構築し、実行して、結果を返すメソッド) を提供しています。
例えば、



		


		


		


		


		


		[[yii\db\Query::count()|count()]]: COUNT クエリの結果を返します。
他の似たようなメソッドに、sum($q)、average($q)、max($q)、min($q) があり、いわゆる統計データクエリをサポートしています。
これらのメソッドでは $q パラメータは必須であり、カラム名または式を取ります。








クエリを構築する


以下に、SQL 文の中のさまざまな句を組み立てる方法を説明します。
話を単純にするために、$query という変数を使って [[yii\db\Query]] オブジェクトを表すものとします。



SELECT


基本的な SELECT クエリを組み立てるためには、どのテーブルからどのカラムをセレクトするかを指定する必要があります。


$query->select('id, name')
    ->from('user');



セレクトのオプションは、上記のように、カンマで区切られた文字列で指定することも出来ますが、配列によって指定することも出来ます。
配列を使う構文は、セレクトを動的に組み立てる場合に、特に有用です。


$query->select(['id', 'name'])
    ->from('user');




Info|情報: SELECT 句が SQL 式を含む場合は、常に配列形式を使うべきです。
これは、CONCAT(first_name, last_name) AS full_name のように、SQL 式がカンマを含みうるからです。
そういう式を他のカラムと一緒に文字列の中に含めると、式がカンマによっていくつかの部分に分離されるおそれがあります。
それはあなたの意図するところではないでしょう。



カラムを指定するときは、例えば user.id や user.id AS user_id などのように、テーブル接頭辞やカラムエイリアスを含めることが出来ます。
カラムを指定するのに配列を使っている場合は、例えば ['user_id' => 'user.id', 'user_name' => 'user.name'] のように、配列のキーを使ってカラムエイリアスを指定することも出来ます。


バージョン 2.0.1 以降では、サブクエリをカラムとしてセレクトすることも出来ます。例えば、


$subQuery = (new Query)->select('COUNT(*)')->from('user');
$query = (new Query)->select(['id', 'count' => $subQuery])->from('post');
// $query は次の SQL を表現する
// SELECT `id`, (SELECT COUNT(*) FROM `user`) AS `count` FROM `post`



重複行を除外して取得したい場合は、次のように、distinct() を呼ぶことが出来ます。


$query->select('user_id')->distinct()->from('post');






FROM


どのテーブルからデータを取得するかを指定するために from() を呼びます。


$query->select('*')->from('user');



カンマ区切りの文字列または配列を使って、複数のテーブルを指定することが出来ます。
テーブル名は、スキーマ接頭辞 (例えば 'public.user')、 および/または、テーブルエイリアス (例えば、'user u') を含んでも構いません。
テーブル名が何らかの括弧を含んでいる場合 (すなわち、テーブルがサブクエリまたは DB 式で与えられていることを意味します) を除いて、メソッドが自動的にテーブル名を引用符で囲みます。
例えば、


$query->select('u.*, p.*')->from(['user u', 'post p']);



テーブルが配列として指定されている場合は、配列のキーをテーブルエイリアスとして使うことも出来ます。
(テーブルにエイリアスが必要でない場合は、文字列のキーを使わないでください。)
例えば、


$query->select('u.*, p.*')->from(['u' => 'user', 'p' => 'post']);



Query オブジェクトを使ってサブクエリを指定することが出来ます。
この場合、対応する配列のキーがサブクエリのエイリアスとして使われます。


$subQuery = (new Query())->select('id')->from('user')->where('status=1');
$query->select('*')->from(['u' => $subQuery]);






WHERE


通常、データは何らかの基準に基づいて選択されます。
クエリビルダはその基準を指定するための有用なメソッドをいくつか持っていますが、その中で最も強力なものが where です。
これは多様な方法で使うことが出来ます。


条件を適用するもっとも簡単な方法は文字列を使うことです。


$query->where('status=:status', [':status' => $status]);



文字列を使うときは、文字列の結合によってクエリを作るのではなく、必ずクエリパラメータをバインドするようにしてください。
上記の手法は使っても安全ですが、下記の手法は安全ではありません。


$query->where("status=$status"); // 危険!



status の値をただちにバインドするのでなく、params または addParams を使ってそうすることも出来ます。


$query->where('status=:status');
$query->addParams([':status' => $status]);



ハッシュ形式 を使って、複数の条件を同時に where にセットすることが出来ます。


$query->where([
    'status' => 10,
    'type' => 2,
    'id' => [4, 8, 15, 16, 23, 42],
]);



上記のコードは次の SQL を生成します。


WHERE (`status` = 10) AND (`type` = 2) AND (`id` IN (4, 8, 15, 16, 23, 42))



NULL はデータベースでは特別な値です。クエリビルダはこれを賢く処理します。例えば、


$query->where(['status' => null]);



これは次の WHERE 句になります。


WHERE (`status` IS NULL)



IS NOT NULL が必要なときは次のように書くことが出来ます。


$query->where(['not', ['col' => null]]);



次のように Query オブジェクトを使ってサブクエリを作ることも出来ます。


$userQuery = (new Query)->select('id')->from('user');
$query->where(['id' => $userQuery]);



これは次の SQL を生成します。


WHERE `id` IN (SELECT `id` FROM `user`)



このメソッドを使うもう一つの方法は、[演算子, オペランド1, オペランド2, ...] という形式の引数を使う方法です。


演算子には、次のどれか一つを使うことが出来ます ([[yii\db\QueryInterface::where()]] も参照してください)。



		and: 二つのオペランドが AND を使って結合されます。例えば、['and', 'id=1', 'id=2'] は id=1 AND id=2 を生成します。
オペランドが配列である場合は、ここで説明されている規則に従って文字列に変換されます。
例えば、['and', 'type=1', ['or', 'id=1', 'id=2']] は type=1 AND (id=1 OR id=2) を生成します。
このメソッドは、文字列を引用符で囲ったりエスケープしたりしません。





		or: 二つのオペランドが OR を使って結合されること以外は and 演算子と同じです。





		between: オペランド 1 はカラム名、オペランド 2 と 3 はカラムの値が属すべき範囲の開始値と終了値としなければなりません。
例えば、['between', 'id', 1, 10] は id BETWEEN 1 AND 10 を生成します。





		not between: 生成される条件において BETWEEN が NOT BETWEEN に置き換えられる以外は、between と同じです。





		in: オペランド 1 はカラム名または DB 式でなければなりません。
オペランド 2 は、配列または Query オブジェクトのどちらかを取ることが出来ます。
オペランド 2 が配列である場合は、その配列は、カラムまたは DB 式が該当すべき値域を表すものとされます。
オペランド 2 が Query オブジェクトである場合は、サブクエリが生成されて、カラムまたは DB 式の値域として使われます。
例えば、['in', 'id', [1, 2, 3]] は id IN (1, 2, 3) を生成します。
このメソッドは、カラム名を適切に引用符で囲み、値域の値をエスケープします。
in 演算子はまた複合カラムをもサポートしています。
その場合、オペランド 1 はカラム名の配列とし、オペランド 2 は配列の配列、または、複合カラムの値域を表す Query オブジェクトでなければなりません。





		not in: 生成される条件において IN が NOT IN に置き換えられる以外は、in と同じです。





		like: オペランド 1 はカラム名または DB 式、オペランド 2 はカラムまたは DB 式がマッチすべき値を示す文字列または配列でなければなりません。
例えば、['like', 'name', 'tester'] は name LIKE '%tester%' を生成します。
値域が配列として与えられた場合は、複数の LIKE 述語が生成されて ‘AND’ によって結合されます。
例えば、['like', 'name', ['test', 'sample']] は name LIKE '%test%' AND name LIKE '%sample%' を生成します。
さらに、オプションである三番目のオペランドによって、値の中の特殊文字をエスケープする方法を指定することも出来ます。
このオペランド 3 は、特殊文字とそのエスケープ結果のマッピングを示す配列でなければなりません。
このオペランドが提供されない場合は、デフォルトのエスケープマッピングが使用されます。
false または空の配列を使って、値が既にエスケープ済みであり、それ以上エスケープを適用すべきでないことを示すことが出来ます。
エスケープマッピングを使用する場合 (または第三のオペランドが与えられない場合) は、値が自動的に一組のパーセント記号によって囲まれることに注意してください。



Note|注意: PostgreSQL を使っている場合は、like の代りに、大文字と小文字を区別しない比較のための ilike [http://www.postgresql.org/docs/8.3/static/functions-matching.html#FUNCTIONS-LIKE] を使うことも出来ます。









		or like: オペランド 2 が配列である場合に LIKE 述語が OR によって結合される以外は、like 演算子と同じです。





		not like: 生成される条件において LIKE が NOT LIKE に置き換えられる以外は、like 演算子と同じです。





		or not like: NOT LIKE 述語が OR によって結合される以外は、not like 演算子と同じです。





		exists: 要求される一つだけのオペランドは、サブクエリを表す [[yii\db\Query]] のインスタンスでなければなりません。
これは EXISTS (sub-query) という式を構築します。





		not exists: exists 演算子と同じで、NOT EXISTS (sub-query) という式を構築します。








これらに加えて、どのようなものでも演算子として指定することが出来ます。


$query->select('id')
    ->from('user')
    ->where(['>=', 'id', 10]);



これは次の結果になります。


SELECT id FROM user WHERE id >= 10;



条件の一部を動的に構築しようとする場合は、andWhere() と orWhere() を使うのが非常に便利です。


$status = 10;
$search = 'yii';

$query->where(['status' => $status]);
if (!empty($search)) {
    $query->andWhere(['like', 'title', $search]);
}



$search が空でない場合は次の SQL が生成されます。


WHERE (`status` = 10) AND (`title` LIKE '%yii%')




フィルタの条件を構築する


ユーザの入力に基づいてフィルタの条件を構築する場合、普通は、「空の入力値」は特別扱いして、フィルタではそれを無視したいものです。
例えば、ユーザ名とメールアドレスの入力欄を持つ HTML フォームがあるとします。
ユーザがユーザ名の入力欄のみに何かを入力した場合は、入力されたユーザ名だけを検索条件とするクエリを作成したいでしょう。
この目的を達するために filterWhere() メソッドを使うことが出来ます。


// $username と $email はユーザの入力による
$query->filterWhere([
    'username' => $username,
    'email' => $email,
]);



filterWhere() メソッドは where() と非常によく似ています。
主な相違点は、filterWhere() は与えられた条件から空の値を削除する、ということです。
従って、$email が「空」である場合は、結果として生成されるクエリは ...WHERE username=:username となります。
そして、$username と $email が両方とも「空」である場合は、クエリは WHERE の部分を持ちません。


値が 空 であるのは、null、空文字列、空白文字だけの文字列、または、空配列である場合です。


フィルタの条件を追加するために、andFilterWhere() と orFilterWhere() を使うことも出来ます。







ORDER BY


結果を並び替えるために orderBy と addOrderBy を使うことが出来ます。


$query->orderBy([
    'id' => SORT_ASC,
    'name' => SORT_DESC,
]);



ここでは id の昇順、name の降順で並べ替えています。





GROUP BY と HAVING


生成される SQL に GROUP BY を追加するためには、次のようにすることが出来ます。


$query->groupBy('id, status');



groupBy を使った後に別のフィールドを追加したい場合は、


$query->addGroupBy(['created_at', 'updated_at']);



HAVING 条件を追加したい場合は、それに対応する having メソッドおよび andHaving と orHaving を使うことが出来ます。
これらのメソッドのパラメータは、where メソッドグループのそれと同様です。


$query->having(['status' => $status]);






LIMIT と OFFSET


結果を 10 行に限定したいときは、limit を使うことが出来ます。


$query->limit(10);



最初の 100 行をスキップしたい時は、こうします。


$query->offset(100);






JOIN


適切な結合メソッドを使って、クエリビルダで JOIN 句を生成することが出来ます。



		innerJoin()


		leftJoin()


		rightJoin()





次の左外部結合では、二つの関連テーブルから一つのクエリでデータを取得しています。


$query->select(['user.name AS author', 'post.title as title'])
    ->from('user')
    ->leftJoin('post', 'post.user_id = user.id');



このコードにおいて、leftJoin() メソッドの最初のパラメータは、結合するテーブルを指定するものです。
第二のパラメータは、結合の条件を定義しています。


データベース製品がその他の結合タイプをサポートしている場合は、汎用の join メソッドによってそれを使うことが出来ます。


$query->join('FULL OUTER JOIN', 'post', 'post.user_id = user.id');



最初のパラメータが実行する結合タイプです。第二は結合するテーブル、第三は結合の条件です。


FROM と同様に、サブクエリを結合することも出来ます。
そのためには、一つの要素を持つ配列としてサブクエリを指定します。
配列の値はサブクエリを表す Query オブジェクトとし、配列のキーはサブクエリのエイリアスとしなければなりません。
例えば、


$query->leftJoin(['u' => $subQuery], 'u.id=author_id');






UNION


SQL における UNION は、一つのクエリの結果を別のクエリの結果に追加するものです。
両方のクエリによって返されるカラムが一致していなければなりません。
Yii においてこれを構築するためには、最初に二つのクエリオブジェクトを作成し、次に union メソッドを使って連結します。


$query = new Query();
$query->select("id, category_id as type, name")->from('post')->limit(10);

$anotherQuery = new Query();
$anotherQuery->select('id, type, name')->from('user')->limit(10);

$query->union($anotherQuery);








バッチクエリ


大量のデータを扱う場合は、[[yii\db\Query::all()]] のようなメソッドは適していません。
なぜなら、それらのメソッドは、全てのデータをメモリ上に読み込むことを必要とするためです。
必要なメモリ量を低く抑えるために、Yii はいわゆるバッチクエリのサポートを提供しています。
バッチクエリはデータカーソルを利用して、バッチモードでデータを取得します。


バッチクエリは次のようにして使うことが出来ます。


use yii\db\Query;

$query = (new Query())
    ->from('user')
    ->orderBy('id');

foreach ($query->batch() as $users) {
    // $users は user テーブルから取得した 100 以下の行の配列
}

// または、一行ずつ反復したい場合は
foreach ($query->each() as $user) {
    // $user は user テーブルから取得した一つの行を表す
}



[[yii\db\Query::batch()]] メソッドと [[yii\db\Query::each()]] メソッドは [[yii\db\BatchQueryResult]] オブジェクトを返します。
このオブジェクトは Iterator インタフェイスを実装しており、従って、foreach 構文の中で使うことが出来ます。
初回の反復の際に、データベースに対する SQL クエリが作成されます。データは、その後、反復のたびにバッチモードで取得されます。
デフォルトでは、バッチサイズは 100 であり、各バッチにおいて 100 行のデータが取得されます。
batch() または each() メソッドに最初のパラメータを渡すことによって、バッチサイズを変更することが出来ます。


[[yii\db\Query::all()]] とは対照的に、バッチクエリは一度に 100 行のデータしかメモリに読み込みません。
データを処理した後、すぐにデータを破棄するようにすれば、バッチクエリの助けを借りてメモリ消費量を削減することが出来ます。


[[yii\db\Query::indexBy()]] によってクエリ結果をあるカラムでインデックスするように指定している場合でも、バッチクエリは正しいインデックスを保持します。
例えば、


use yii\db\Query;

$query = (new Query())
    ->from('user')
    ->indexBy('username');

foreach ($query->batch() as $users) {
    // $users は "username" カラムでインデックスされている
}

foreach ($query->each() as $username => $user) {
}
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Aplicações


Aplicações são objetos que regem a estrutura e ciclo de vida gerais de
aplicações em Yii. Cada aplicação contém um único objeto Application que é criado no
script de entrada e que pode ser acessado
globalmente pela expressão \Yii::$app.



Informação: Dependendo do contexto, quando dizemos “uma aplicação”, pode significar
tanto um objeto Application quanto um sistema.



Existem dois tipos de aplicações: [[yii\web\Application|aplicações Web]] e
[[yii\console\Application|aplicações console]]. Como o próprio nome indica,
o primeiro manipula requisições Web enquanto o segundo trata requisições de
comandos do console.



Configurações da Aplicação 


Quando um script de entrada cria uma aplicação, ele
carregará uma configuração e a aplicará à aplicação,
da seguinte forma:


require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// carrega a configuração da aplicação
$config = require(__DIR__ . '/../config/web.php');

// instancia e configura a aplicação
(new yii\web\Application($config))->run();



Tal como configurações normais, as configurações da
aplicação especificam como inicializar as propriedades de objetos Application.
Uma vez que geralmente são muito complexas, elas normalmente são mantidas em
arquivos de configuração,
como o arquivo web.php no exemplo acima.





Propriedades da Aplicação 


Existem muitas propriedades importantes da aplicação que deveriam ser configuradas.
Essas propriedades tipicamente descrevem o ambiente em que as aplicaçõe estão
rodando. Por exemplo, as aplicações precisam saber como carregar os
controllers, onde armazenar os arquivos temporários,
etc. A seguir resumiremos essas propriedades.



Propriedades Obrigatórias 


Em qualquer aplicação, você deve pelo menos configurar duas propriedades:
[[yii\base\Application::id|id]] e [[yii\base\Application::basePath|basePath]].



[[yii\base\Application::id|id]] 


A propriedade [[yii\base\Application::id|id]] especifica um ID único que diferencia
uma aplicação das outras. É usado principalmente programaticamente. Apesar de não
ser obrigatório, para melhor interoperabilidade recomenda-se que você só use
caracteres alfanuméricos ao especificar um ID de aplicação.





[[yii\base\Application::basePath|basePath]] 


A propriedade [[yii\base\Application::basePath|basePath]] especifica o diretório
raiz de um sistema. É o diretório que contém todo o código fonte protegido de um
sistema. Sob este diretório, você normalmente verá subdiretórios tais como
models, views, controllers, que contém o código fonte correspondente ao
padrão MVC.


Você pode configurar a propriedade [[yii\base\Application::basePath|basePath]]
usando um alias de caminho. Em ambas as formas, o diretório
correspondente precisa existir, doutra forma será lançada uma exceção. O caminho
será normnalizado chamando-se a função realpath().


A propriedade [[yii\base\Application::basePath|basePath]] frequentemente é
usada para derivar outros caminhos importantes (por exemplo, o diretório de
runtime). Por esse motivo, um alias de caminho @app é pré-definido para
representar esse caminho. Assim os caminhos derivados podem ser formados usando
esse alias (por exemplo, @app/runtime para referenciar o diretório runtime).







Propriedades Importantes 


As propriedades descritas nesta subseção frequentemente precisam ser
configuradas porque elas variam em diferentes aplicações.



[[yii\base\Application::aliases|aliases]] 


Esta propriedade permite que você defina um conjunto de
aliases em termos de um array. As chaves do array representam
os nomes de alias, e os valores são as definições correspondentes. Por exemplo,


[
    'aliases' => [
        '@name1' => 'path/to/path1',
        '@name2' => 'path/to/path2',
    ],
]



Essa propriedade está disponível de modo que você possa definir aliases em termos
de configurações da aplicação ao invés de chamadas ao método [[Yii::setAlias()]].





[[yii\base\Application::bootstrap|bootstrap]] 


Esta é uma propriedade muito útil. Ela permite que você especifique um array de
componentes que devem ser executados durante o [[yii\base\Application::bootstrap()|processo de inicialização]]
da aplicação. Por exemplo, se você quer que um módulo
personalize as regras de URL, você pode listar seu
ID como um elemento nesta propriedade.


Cada componente listado nesta propriedade deve ser especificado em um dos
seguintes formatos:



		o ID de um componente de aplicação conforme especifcado via components.


		o ID de um módulo conforme especificado via modules.


		o nome de uma classe.


		um array de configuração.


		uma função anônima que cria e retorna um componente.





Por exemplo,


[
    'bootstrap' => [
        // o ID de uma aplicação ou de um módulo
        'demo',

        // um nome de classe
        'app\components\Profiler',

        // um array de configuração
        [
            'class' => 'app\components\Profiler',
            'level' => 3,
        ],

        // uma função anônima
        function () {
            return new app\components\Profiler();
        }
    ],
]




Informação: Se o ID de um módulo é o mesmo que o ID de um componente da aplicação,
o componente será usado durante o processo de inicialização. Se você quiser
usar o módulo ao invés dele, você pode especificá-lo usando uma função anônima
conforme a seguir:












[
function () {
return Yii::$app->getModule(‘user’);
},
]




Durante o processo de inicialização, cada componente será instanciado. Se a classe
do componente implementa [[yii\base\BootstrapInterface]], seu método [[yii\base\BootstrapInterface::bootstrap()|bootstrap()]]
também será chamado.

Outro exemplo prático está na configuração do [Modelo Básico de Aplicação](start-installation.md),
onde os módulos `debug` e `gii` estão configurados como componentes de inicialização
quando a aplicação está rodando no ambiente de desenvolvimento,

```php
if (YII_ENV_DEV) {
    // ajustes da configuração para o ambiente 'dev'
    $config['bootstrap'][] = 'debug';
    $config['modules']['debug'] = 'yii\debug\Module';

    $config['bootstrap'][] = 'gii';
    $config['modules']['gii'] = 'yii\gii\Module';
}




Observação: Colocar componentes demais em bootstrap degradará o desempenho de sua
aplicação, porque para cada requisição o mesmo conjunto de componentes precisará
ser carregado. Desta forma, use os componentes de inicialização com juízo.






[[yii\web\Application::catchAll|catchAll]] 


Essa propriedade só é suportada por [[yii\web\Application|aplicações Web]]. Ela
especifica uma action de um controller que deve
manipular todas as requisições. Isso é geralmente usado quando a aplicação está
em modo de manutenção e precisa tratar todas as requisições através de uma
única action.


A configuração é um array, cujo primeiro elemento especifica a rota para a action.
O restante dos elementos do array (pares de chave-valor) especificam os parâmetros
que devem ser atrelados à action. Por exemplo,


[
    'catchAll' => [
        'offline/notice',
        'param1' => 'value1',
        'param2' => 'value2',
    ],
]






[[yii\base\Application::components|components]] 


Essa é a propriedade mais importante. Ela permite que você registre uma lista
de componentes chamados componentes de aplicação
que você pode usar em outros lugares. Por exemplo,


[
    'components' => [
        'cache' => [
            'class' => 'yii\caching\FileCache',
        ],
        'user' => [
            'identityClass' => 'app\models\User',
            'enableAutoLogin' => true,
        ],
    ],
]



Cada componente da aplicação é especiifcado como um par de chave-valor em um array.
A chave representa o ID do componente, enquanto o valor representa o nome ou a
configuração da classe do componente.


Você pode registrar qualquer componente com uma aplicação, e o componente depois
poderá ser acessado globalmente através da expressão \Yii::$app->IDdoComponente.


Por favor leia a seção Componentes de Aplicação
para mais detalhes.





[[yii\base\Application::controllerMap|controllerMap]] 


Essa propriedade permite que você mapeie um ID de um controller a uma classe
de controller arbitrária. Por padrão, o Yii mapeia os IDs de controllers a classes
de controllers baseado em uma convenção (por exemplo, o
ID post será mapeado para app\controllers\PostController). Ao configurar essa
propriedade, você pode quebrar a convenção de controllers em específico. No exemplo
a seguir, account será meapeado para app\controllers\UserController,
enquanto article será mapeado para app\controllers\PostController.


[
    'controllerMap' => [
        [
            'account' => 'app\controllers\UserController',
            'article' => [
                'class' => 'app\controllers\PostController',
                'enableCsrfValidation' => false,
            ],
        ],
    ],
]



As chaves do array dessa propriedade representam os IDs dos controllers, enquanto
os valores do array representam o nome ou as configurações
da classe do controller.





[[yii\base\Application::controllerNamespace|controllerNamespace]] 


Essa propriedade especifica o namespace padrão sob o qual as classes dos
controllers deverão ser localizadas. Seu valor padrão é app\controllers. Se um
ID de um controller for post, por convenção o nome da classe de controller
correspondente (sem namespace) seria PostController, e o nome da classe
completo e qualificado seria app\controllers\PostController.


As classes de controllers também podem estar localizadas em subdiretórios do
diretório correspondente ao namespace. Por exemplo, dado um ID de controller
admin/post, a classe completa e qualificada correspondente seria
app\controllers\admin\PostController.


É importante que as classes completas e qualificadas possam ser carregadas automaticamente
e que o namespace das suas classes de controller correspondam ao valor dessa
propriedade. Doutra forma, você receberia um erro “Página Não Encontrada” ao
acessar a aplicação.


Caso você queira quebrar a convenção conforme descrito acima, você pode configurar
a propriedade controllerMap.





[[yii\base\Application::language|language]] 


Essa propriedade especifica o idioma no qual a aplicação deve exibir o conteúdo
aos usuários finais. O valor padrão dessa propriedade é en, significando inglês.
Você deve configurar essa propriedade se a sua aplicação suportar múltiplos
idiomas.


O valor dessa propriedade determina vários aspectos da internacionalização,
incluindo tradução de mensagens, formato de datas, formato de números, etc. Por
exemplo, o widget [[yii\jui\DatePicker]] usará o valor dessa propriedade por
padrão para determinar em qual idioma o calendário deverá ser exibido e
como a data deve ser formatada.


Recomenda-se que você especifique um idioma em termos de um código de idioma IETF [http://en.wikipedia.org/wiki/IETF_language_tag].
Por exenplo, en corresponde ao inglês, enquanto en-US significa inglês dos
Estados Unidos.


Mais detalhes sobre essa propriedade podem ser encontrados na seção
Internacionalização.





[[yii\base\Application::modules|modules]] 


Essa propriedade especifica os módulos que uma aplicação
contém.


A propriedade recebe um array de classes de módulos ou configurações
com as chaves do array sendo os IDs dos módulos. Por exemplo,


[
    'modules' => [
        // um módulo "booking" especificado com a classe do módulo
        'booking' => 'app\modules\booking\BookingModule',

        // um módulo "comment" especificado com um array de configurações
        'comment' => [
            'class' => 'app\modules\comment\CommentModule',
            'db' => 'db',
        ],
    ],
]



Por favor consulte a seção Módulos para mais detalhes.





[[yii\base\Application::name|name]] 


Essa propriedade especifica o nome da aplicação que pode ser exibido aos
usuários finais. Ao contrário da propriedade [[yii\base\Application::id|id]] que
deveria receber um valor único, o valor desta propriedade serve principalmente
para fins de exibição e não precisa ser único.


Você nem sempre precisa configurar essa propriedade se nenhuma parte do código
a estiver usando.





[[yii\base\Application::params|params]] 


Essa propriedade especifica um array de parâmetros da aplicação que podem ser
acessados globalmente. Ao invés de usar números e strings fixos espalhados por
toda parte no seu código, é uma boa prática defini-los como parâmetros da
aplicação em um único lugar e usá-los nos lugares onde for necessário. Por
exemplo, você pode definir o tamanho de uma miniatura de imagem como um parâmetro
conforme a seguir:


[
    'params' => [
        'thumbnail.size' => [128, 128],
    ],
]



Então no seu código onde você precisar usar o valor do tamanho, você pode
simplesmente usar o código conforme a seguir:


$size = \Yii::$app->params['thumbnail.size'];
$width = \Yii::$app->params['thumbnail.size'][0];



Mais tarde, se você decidir mudar o tamanho da miniatura, você só precisa
modificá-lo na configuração da aplicação sem tocar em quaisquer códigos
dependentes.





[[yii\base\Application::sourceLanguage|sourceLanguage]] 


Essa propriedade especifica o idioma no qual o código da aplicação foi escrito.
O valor padrão é 'en-US', significando inglês dos Estados Unidos. Você deve
configurar essa propriedade se o conteúdo do texto no seu código não estiver
em inglês.


Conforme a propriedade language, você deve configurar essa propriedade
em termos de um código de idioma IETF [http://en.wikipedia.org/wiki/IETF_language_tag].
Por exemplo, en corresponde ao inglês, enquanto en-US significa inglês dos
Estados Unidos.


Mais detalhes sobre essa propriedade podem ser encontrados na seção
Internacionalização.





[[yii\base\Application::timeZone|timeZone]] 


Essa propriedade é disponibilizada como uma maneira alternativa de definir a
timezone do PHP em tempo de execução. Ao confiugrar essa propriedade, você está
essencialmente chamando a função
date_default_timezone_set() [http://php.net/manual/en/function.date-default-timezone-set.php]
do PHP. Por exemplo,


[
    'timeZone' => 'America/Los_Angeles',
]






[[yii\base\Application::version|version]] 


Essa propriedade especifica a versão da aplicação. Seu valor padrão é '1.0'.
Você nem sempre precisa configurar essa propriedade se nenhuma parte do seu código
a está usando.







Propriedades Úteis 


As propriedades descritas nesta subseção não são comumente configuradas porque
seus valores padrão estipulam convenções comuns. No entanto, você pode ainda
configurá-las no caso de querer quebrar as convenções.



[[yii\base\Application::charset|charset]] 


Essa propriedade especifica o charset que a aplicação usa. O valor padrão é
'UTF-8', que deveria ser mantido como está para a maioria das aplicações, a
menos que você esteja trabalhando com sistemas legados que usam muitos dados que
não são unicode.





[[yii\base\Application::defaultRoute|defaultRoute]] 


Essa propriedade especifica a rota que uma aplicação deveria
usar quando uma requisição não especifica uma. A rota pode consistir de um ID de
módulo, ID de controller e/ou ID de action. Por exemplo, help, post/create,
admin/post/create. Se não for passado um ID de action, ele assumirá o valor
conforme especificado em [[yii\base\Controller::defaultAction]].


Para [[yii\web\Application|aplicações Web]], o valor padrão dessa propriedade é
'site', o que significa que deve usar o controller SiteController e sua
action padrão. Como resultado disso, se você acessar a aplicação sem especificar
uma rota, ele exibirá o resultado de app\controllers\SiteController::actionIndex().


Para [[yii\console\Application|aplicações do console]], o valor padrão é 'help',
o que significado que deve usar o comando do core
[[yii\console\controllers\HelpController::actionIndex()]]. Como resultado, se
você executar o comando yii sem fornecer quaisquer argumentos, ele exibirá a
informação de ajuda.





[[yii\base\Application::extensions|extensions]] 


Essa propriedade especifica a lista de extensões que
estão instaladas e são usadas pela aplicação. Por padrão, ela receberá o array
retornado pelo arquivo @vendor/yiisoft/extensions.php. O arquivo extensions.php
é gerado e mantido automaticamente quando você usa o Composer [http://getcomposer.org]
para instalar extensões. Então na maioria dos casos você não precisa configurar
essa propriedade.


No caso especial de você querer manter extensões manualmente, você pode configurar
essa propriedade da seguinte forma:


[
    'extensions' => [
        [
            'name' => 'extension name',
            'version' => 'version number',
            'bootstrap' => 'BootstrapClassName',  // opcional, também pode ser um array de configuração
            'alias' => [  // opcional
                '@alias1' => 'to/path1',
                '@alias2' => 'to/path2',
            ],
        ],

        // ... mais extensões conforme acima ...

    ],
]



Como você pode ver, a propriedade recebe um array de especificações de extensões.
Cada extensão é especificada com um array composto pelos elementos name e
version. Se uma extensão precisa executar durante o
processo de inicialização, um elemento bootstrap pode ser
especificado com um nome de uma classe de inicialização ou um array de
configuração. Uma extensão também pode definir
alguns aliases.





[[yii\base\Application::layout|layout]] 


Essa propriedade especifica o nome do layout padrão que deverá ser usado ao
renderizar uma view. O valor padrão é 'main', significando
que o arquivo de layout main.php sob o caminho dos layouts deverá
ser usado. Se tanto o caminho do layout quanto o
caminho da view estiverem recebendo os valores padrão, o arquivo de
layout padrão pode ser representado como o alias de caminho @app/views/layouts/main.php.


Você pode configurar esta propriedade como false se você quiser desativar o
layout por padrão, embora isso seja muito raro.





[[yii\base\Application::layoutPath|layoutPath]] 


Essa propriedade especifica o caminho onde os arquivos de layout devem ser
procurados. O valor padrão é o subdiretório layouts dentro do diretório do
caminho das views. Se o caminho das views estiver
recebendo seu valor padrão, o caminho padrão dos layouts pode ser representado
como o alias de caminho @app/views/layouts.


Você pode configurá-la como um diretório ou um alias de
caminho.





[[yii\base\Application::runtimePath|runtimePath]] 


Essa propriedade especifica o caminho onde os arquivos temporários, tais como
arquivos de log e de cache, podem ser gerados. O valor padrão é o diretório
representado pelo alias @app/runtime.


Você pode configurá-la como um diretório ou alias de
caminho. Perceba que o caminho de runtime precisa ter permissão de escrita para
o processo que executa a aplicação. E o caminho deveria ser protegido para não
ser acessado pelos usuários finais, porque os arquivos temporários dentro dele
podem conter informações sensíveis.


Para simplificar o acesso a esse caminho, o Yii possui um alias de caminho
pré-definido chamado @runtime para ele.





[[yii\base\Application::viewPath|viewPath]] 


Essa propriedade especifica o diretório raiz onde os arquivos de views estão
localizados. O valor padrão do diretório é representado pelo alias @app/views.
Você pode configurá-lo como um diretório ou alias de
caminho.





[[yii\base\Application::vendorPath|vendorPath]] 


Essa propriedade especifica o diretório vendor gerenciado pelo Composer [http://getcomposer.org].
Ele contém todas as bibliotecas de terceiros usadas pela sua aplicação, incluindo
o framework do Yii. O valor padrão é o diretório representado pelo alias @app/vendor.


Você pode configurar essa propriedade como um diretório ou alias
de caminho. Quando você modificar essa propriedade, assegure-se de ajustar a
configuração do Composer de acordo.


Para simplificar o acesso a esse caminho, o Yii tem um alias de caminho pré-definido
para ele chamado de @vendor.





[[yii\console\Application::enableCoreCommands|enableCoreCommands]] 


Essa propriedade só é suportada por [[yii\console\Application|aplicações do console]].
Ela especifica se os comandos do core inclusos no pacote do Yii devem estar
ativos. O valor padrão é true.









Eventos da Aplicação 


Uma aplicação dispara muitos eventos durante o ciclo de vida de manipulação de
uma requisição. Você pode vincular manipuladores a esses eventos nas
configurações da aplicação do seguinte modo,


[
    'on beforeRequest' => function ($event) {
        // ...
    },
]



A sintaxe de uso de on eventName é descrita na seção
Configurações.


Alternativamente, você pode vincular manipuladores de evento durante o
processo de inicialização após a instância da aplicação
ser criada. Por exemplo,


\Yii::$app->on(\yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST, function ($event) {
    // ...
});




[[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST|EVENT_BEFORE_REQUEST]] 


Este evento é disparado antes de uma aplicação manipular uma requisição. O nome
do evento é beforeRequest.


Quando esse evento é disparado, a instância da aplicação foi configurada e
inicializada. Então é um bom lugar para inserir código personalizado por meio
do mecanismo de eventos para interceptar o processo de tratamento da requisição.
Por exemplo, no manipulador de eventos, você pode definir dinamicamente a
propriedade [[yii\base\Application::language]] baseado em alguns parâmetros.





[[yii\base\Application::EVENT_AFTER_REQUEST|EVENT_AFTER_REQUEST]] 


Este evento é disparado depois que uma aplicação finaliza o tratamento da
requisição, mas antes de enviar a resposta. O nome do evento é afterRequest.


Quando este evento é disparado, o tratamento da requisição está completo e você
pode aproveitar essa ocasião para fazer um pós-processamento da requisição ou
personalizar a resposta.


Perceba que o componente [[yii\web\Response|response]] também dispara alguns
eventos enquanto está enviando conteúdo de resposta para os usuários finais.
Esses eventos são disparados depois deste evento.





[[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_ACTION|EVENT_BEFORE_ACTION]] 


Este evento é disparado antes de executar cada action de controller.
O nome do evento é beforeAction.


O parâmetro do evento é uma instância de [[yii\base\ActionEvent]]. Um manipulador
de evento pode definir o valor da propriedade [[yii\base\ActionEvent::isValid]]
como false para interromper a execução da action. Por exemplo,


[
    'on beforeAction' => function ($event) {
        if (alguma condição) {
            $event->isValid = false;
        } else {
        }
    },
]



Perceba que o mesmo evento beforeAction também é disparado pelos módulos
e controllers. Os objetos Application são os primeiros
a disparar este evento, seguidos pelos módulos (se houver algum) e finalmente pelos
controllers. Se um manipulador de evento definir [[yii\base\ActionEvent::isValid]]
como false, todos os eventos seguintes NÃO serão disparados.





[[yii\base\Application::EVENT_AFTER_ACTION|EVENT_AFTER_ACTION]] 


Este evento é disparado depois de executar cada action de controller.
O nome do evento é afterAction.


O parâmetro do evento é uma instância de [[yii\base\ActionEvent]]. Através da
propriedade [[yii\base\ActionEvent::result]], um manipulador de evento pode
acessar ou modificar o resultado da action. Por exemplo,


[
    'on afterAction' => function ($event) {
        if (alguma condição) {
            // modifica $event->result
        } else {
        }
    },
]



Perceba que o mesmo evento afterAction também é disparado pelos módulos
e controllers. Estes objetos disparam esse evento
na order inversa da do beforeAction. Ou seja, os controllers são os primeiros
objetos a disparar este evento, seguidos pelos módulos (se houver algum) e
finalmente pelos objetos Application.







Ciclo de Vida da  Aplicação 


Quando um script de entrada estiver sendo executado
para manipular uma requisição, uma aplicação passará pelo seguinte ciclo de vida:



		O script de entrada carrega a configuração da aplicação como um array.


		O script de entrada cria uma nova instância da aplicação:






		[[yii\base\Application::preInit()|preInit()]] é chamado, que configura algumas
propriedades da aplicação de alta prioridade, tais como
[[yii\base\Application::basePath|basePath]].


		Registra o [[yii\base\Application::errorHandler|manipulador de erros]].


		Configura as propriedades da aplicação.


		[[yii\base\Application::init()|init()]] é chamado, que por sua vez chama
[[yii\base\Application::bootstrap()|bootstrap()]] para rodar os componentes
de inicialização.






		O script de entrada chama [[yii\base\Application::run()]] para executar a aplicação:






		Dispara o evento [[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST|EVENT_BEFORE_REQUEST]].


		Trata a requisição: resolve a requisição em uma rota
e os parâmetros associados; cria os objetos do módulo, do controller e da
action conforme especificado pela rota; e executa a action.


		Dispara o evento [[yii\base\Application::EVENT_AFTER_REQUEST|EVENT_AFTER_REQUEST]].


		Envia a resposta para o usuário final.






		O script de entrada recebe o status de saída da aplicação e completa o
processamento da requisição.
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Database Migration



Note: This section is under development.



Like source code, the structure of a database evolves as a database-driven application is developed and maintained. For example, during development, a new table may be added, or after the application goes live it may be discovered that an additional index is required. It is important to keep track of these structural database changes (called migration), just as changes to the source code is tracked using version control. If the source code and the database become out of sync, bugs will occur, or the whole application might break. For this reason, Yii provides a database migration
tool that can keep track of your database migration history, apply new migrations, or revert existing ones.


The following steps show how database migration is used by a team during development:



		Tim creates a new migration (e.g. creates a new table, changes a column definition, etc.).


		Tim commits the new migration into the source control system (e.g. Git, Mercurial).


		Doug updates his repository from the source control system and receives the new migration.


		Doug applies the migration to his local development database, thereby syncing his database to reflect the changes Tim made.





Yii supports database migration via the yii migrate command line tool. This tool supports:



		Creating new migrations


		Applying, reverting, and redoing migrations


		Showing migration history and new migrations






Creating Migrations


To create a new migration, run the following command:


yii migrate/create <name>



The required name parameter specifies a very brief description of the migration. For example, if the migration creates a new table named news, you’d use the command:


yii migrate/create create_news_table



As you’ll shortly see, the name parameter
is used as part of a PHP class name in the migration. Therefore, it should only contain letters,
digits and/or underscore characters.


The above command will create a new
file named m101129_185401_create_news_table.php. This file will be created within the @app/migrations directory. Initially, the migration file will be generated with the following code:


class m101129_185401_create_news_table extends \yii\db\Migration
{
    public function up()
    {
    }

    public function down()
    {
        echo "m101129_185401_create_news_table cannot be reverted.\n";
        return false;
    }
}



Notice that the class name is the same as the file name, and follows the pattern
m<timestamp>_<name>, where:



		<timestamp> refers to the UTC timestamp (in the
format of yymmdd_hhmmss) when the migration is created,


		<name> is taken from the command’s name parameter.





In the class, the up() method should contain the code implementing the actual database
migration. In other words, the up() method executes code that actually changes the database. The down() method may contain code that reverts the changes made by up().


Sometimes, it is impossible for the down() to undo the database migration. For example, if the migration deletes
table rows or an entire table, that data cannot be recovered in the down() method. In such
cases, the migration is called irreversible, meaning the database cannot be rolled back to
a previous state. When a migration is irreversible, as in the above generated code, the down()
method returns false to indicate that the migration cannot be reverted.


As an example, let’s show the migration for creating a news table.



use yii\db\Schema;

class m101129_185401_create_news_table extends \yii\db\Migration
{
    public function up()
    {
        $this->createTable('news', [
            'id' => 'pk',
            'title' => Schema::TYPE_STRING . ' NOT NULL',
            'content' => Schema::TYPE_TEXT,
        ]);
    }

    public function down()
    {
        $this->dropTable('news');
    }

}



The base class [[\yii\db\Migration]] exposes a database connection via the db
property. You can use it for manipulating data and the schema of a database.


The column types used in this example are abstract types that will be replaced
by Yii with the corresponding types depending on your database management system.
You can use them to write database independent migrations.
For example pk will be replaced by int(11) NOT NULL AUTO_INCREMENT PRIMARY KEY
for MySQL and integer PRIMARY KEY AUTOINCREMENT NOT NULL for sqlite.
See documentation of [[yii\db\QueryBuilder::getColumnType()]] for more details and a list
of available types. You may also use the constants defined in [[yii\db\Schema]] to
define column types.



Note: You can add constraints and other custom table options at the end of the table description by
specifying them as a simple string. For example, in the above migration, after the content attribute definition
you can write 'CONSTRAINT ...' or other custom options.






Transactional Migrations


While performing complex DB migrations, we usually want to make sure that each
migration succeeds or fail as a whole so that the database maintains its
consistency and integrity. In order to achieve this goal, we can exploit
DB transactions. We use the special methods safeUp and safeDown for these purposes.



use yii\db\Schema;

class m101129_185401_create_news_table extends \yii\db\Migration
{
    public function safeUp()
    {
        $this->createTable('news', [
            'id' => 'pk',
            'title' => Schema::TYPE_STRING . ' NOT NULL',
            'content' => Schema::TYPE_TEXT,
        ]);

        $this->createTable('user', [
            'id' => 'pk',
            'login' => Schema::TYPE_STRING . ' NOT NULL',
            'password' => Schema::TYPE_STRING . ' NOT NULL',
        ]);
    }

    public function safeDown()
    {
        $this->dropTable('news');
        $this->dropTable('user');
    }

}



When your code uses more then one query it is recommended to use safeUp and safeDown.



Note: Not all DBMS support transactions. And some DB queries cannot be put
into a transaction. In this case, you will have to implement up() and
down(), instead. In the case of MySQL, some SQL statements may cause
implicit commit [http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/implicit-commit.html].






Applying Migrations


To apply all available new migrations (i.e., make the local database up-to-date),
run the following command:


yii migrate



The command will show the list of all new migrations. If you confirm you want to apply
the migrations, it will run the up() method in every new migration class, one
after another, in the order of the timestamp value in the class name.


After applying a migration, the migration tool will keep a record in a database
table named migration. This allows the tool to identify which migrations
have been applied and which have not. If the migration table does not exist,
the tool will automatically create it in the database specified by the db
application component.


Sometimes, we may only want to apply one or a few new migrations. We can use the
following command:


yii migrate/up 3



This command will apply the next 3 new migrations. Changing the value 3 will allow
us to change the number of migrations to be applied.


We can also migrate the database to a specific version with the following command:


yii migrate/to 101129_185401



That is, we use the timestamp part of a migration name to specify the version
that we want to migrate the database to. If there are multiple migrations between
the last applied migration and the specified migration, all these migrations
will be applied. If the specified migration has been applied before, then all
migrations applied after it will be reverted (to be described in the next section).





Reverting Migrations


To revert the last migration step or several applied migrations, we can use the following
command:


yii migrate/down [step]



where the optional step parameter specifies how many migrations to be reverted
back. It defaults to 1, meaning only the last applied migration will be reverted back.


As we described before, not all migrations can be reverted. Trying to revert
such migrations will throw an exception and stop the entire reverting process.





Redoing Migrations


Redoing migrations means first reverting and then applying the specified migrations.
This can be done with the following command:


yii migrate/redo [step]



where the optional step parameter specifies how many migrations to be redone.
It defaults to 1, which means only the last migration will be redone.





Showing Migration Information


Besides applying and reverting migrations, the migration tool can also display
the migration history and the new migrations to be applied.


yii migrate/history [limit]
yii migrate/new [limit]



where the optional parameter limit specifies the number of migrations to be
displayed. If limit is not specified, all available migrations will be displayed.


The first command shows the migrations that have been applied, while the second
command shows the migrations that have not been applied.





Modifying Migration History


Sometimes, we may want to modify the migration history to a specific migration
version without actually applying or reverting the relevant migrations. This
often happens when developing a new migration. We can use the following command
to achieve this goal.


yii migrate/mark 101129_185401



This command is very similar to yii migrate/to command, except that it only
modifies the migration history table to the specified version without applying
or reverting the migrations.





Customizing Migration Command


There are several ways to customize the migration command.



Use Command Line Options


The migration command comes with a few options that can be specified on the command
line:



		interactive: boolean, specifies whether to perform migrations in an
interactive mode. Defaults to true, meaning the user will be prompted when
performing a specific migration. You may set this to false so the
migrations are performed as a background process.


		migrationPath: string, specifies the directory storing all migration class
files. This must be specified in terms of a path alias, and the corresponding
directory must exist. If not specified, it will use the migrations
sub-directory under the application base path.


		migrationTable: string, specifies the name of the database table for storing
migration history information. It defaults to migration. The table
structure is version varchar(255) primary key, apply_time integer.


		db: string, specifies the ID of the database application component.
Defaults to ‘db’.


		templateFile: string, specifies the path of the file to be served as the code
template for generating the migration classes. This must be specified in terms
of a path alias (e.g. application.migrations.template). If not set, an
internal template will be used. Inside the template, the token {ClassName}
will be replaced with the actual migration class name.





To specify these options, execute the migrate command using the following format:


yii migrate/up --option1=value1 --option2=value2 ...



For example, if we want to migrate a forum module whose migration files
are located within the module’s migrations directory, we can use the following
command:


yii migrate/up --migrationPath=@app/modules/forum/migrations






Configure Command Globally


While command line options allow us to configure the migration command
on-the-fly, sometimes we may want to configure the command once for all.
For example, we may want to use a different table to store the migration history,
or we may want to use a customized migration template. We can do so by modifying
the console application’s configuration file like the following,


'controllerMap' => [
    'migrate' => [
        'class' => 'yii\console\controllers\MigrateController',
        'migrationTable' => 'my_custom_migrate_table',
    ],
]



Now if we run the migrate command, the above configurations will take effect
without requiring us to enter the command line options every time. Other command options
can be also configured this way.





Migrating with Multiple Databases


By default, migrations will be applied to the database specified by the db application component.
You may change it by specifying the --db option, for example,


yii migrate --db=db2



The above command will apply all migrations found in the default migration path to the db2 database.


If your application works with multiple databases, it is possible that some migrations should be applied
to one database while some others should be applied to another database. In this case, it is recommended that
you create a base migration class for each different database and override the [[yii\db\Migration::init()]]
method like the following,


public function init()
{
    $this->db = 'db2';
    parent::init();
}



To create a migration that should be applied to a particular database, simply extend from the corresponding
base migration class. Now if you run the yii migrate command, each migration will be applied to its corresponding database.



Info: Because each migration uses a hardcoded DB connection, the --db option of the migrate command will
have no effect. Also note that the migration history will be stored in the default db database.



If you want to support changing the DB connection via the --db option, you may take the following alternative
approach to work with multiple databases.


For each database, create a migration path and save all corresponding migration classes there. To apply migrations,
run the command as follows,


yii migrate --migrationPath=@app/migrations/db1 --db=db1
yii migrate --migrationPath=@app/migrations/db2 --db=db2
...




Info: The above approach stores the migration history in different databases specified via the --db option.
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データフォーマッタ


出力をフォーマットするために、Yii はデータをユーザにとってより読みやすいものにするためのフォーマッタクラスを提供しています。
デフォルトでは、[[yii\i18n\Formatter]] というヘルパクラスが、formatter という名前の アプリケーションコンポーネント として登録されます。


このヘルパが、日付/時刻、数字、その他のよく使われる形式について、データをローカライズしてフォーマットするための一連のメソッドを提供します。
フォーマッタは、二つの異なる方法で使うことが出来ます。



		フォーマットメソッド (全て as という接頭辞を持ちます) を直接に使用する。


echo Yii::$app->formatter->asDate('2014-01-01', 'long'); // 出力: January 1, 2014
echo Yii::$app->formatter->asPercent(0.125, 2); // 出力: 12.50%
echo Yii::$app->formatter->asEmail('cebe@example.com'); // 出力: <a href="mailto:cebe@example.com">cebe@example.com</a>
echo Yii::$app->formatter->asBoolean(true); // 出力: Yes
// null 値の表示も処理します。
echo Yii::$app->formatter->asDate(null); // 出力: (Not set)






		[[yii\i18n\Formatter::format()|format()]] メソッドとフォーマット名を使う。
[[yii\grid\GridView]] や [[yii\widgets\DetailView]] のようなウィジェットでは、構成情報でカラムのデータの書式を指定することが出来ますが、これらウィジェットでもこのメソッドが使われています。


echo Yii::$app->formatter->format('2014-01-01', 'date'); // 出力: January 1, 2014
// 配列を使って、フォーマットメソッドのパラメータを指定することも出来ます。
// `2` は asPercent() メソッドの $decimals パラメータの値です。
echo Yii::$app->formatter->format(0.125, ['percent', 2]); // 出力: 12.50%









PHP intl 拡張 [http://php.net/manual/ja/book.intl.php] がインストールされているときは、フォーマッタの全ての出力がローカライズされます。
これのために [[yii\i18n\Formatter::locale|locale]] プロパティを構成することが出来ます。
これが構成されていないときは、アプリケーションの [[yii\base\Application::language|language]] がロケールとして用いられます。
詳細は 国際化 の節を参照してください。
フォーマッタはロケールに従って、正しい日付や数字の形式を選択し、月や曜日の名称もカレントの言語に翻訳します。
日付の形式は [[yii\i18n\Formatter::timeZone|timeZone]] によっても左右されます。
[[yii\i18n\Formatter::timeZone|timeZone]] も、明示的に構成されていない場合は、アプリケーションの [[yii\base\Application::timeZone|timeZone]] から取られます。


例えば、日付のフォーマットを呼ぶと、ロケールによってさまざまな結果を出力します。


Yii::$app->formatter->locale = 'en-US';
echo Yii::$app->formatter->asDate('2014-01-01'); // 出力: January 1, 2014
Yii::$app->formatter->locale = 'de-DE';
echo Yii::$app->formatter->asDate('2014-01-01'); // 出力: 1. Januar 2014
Yii::$app->formatter->locale = 'ru-RU';
echo Yii::$app->formatter->asDate('2014-01-01'); // 出力: 1 января 2014 г.
Yii::$app->formatter->locale = 'ja-JP';
echo Yii::$app->formatter->asDate('2014-01-01'); // 出力: 2014/01/01




Note|注意: フォーマットの仕方は、PHP とともにコンパイルされた ICU ライブラリのバージョンの違いによって異なる可能性がありますし、PHP intl 拡張 [http://php.net/manual/ja/book.intl.php] がインストールされているか否かという事実によっても異なってきます。
従って、あなたのウェブサイトが全ての環境で同じ出力を表示することを保証するために、全ての環境に PHP intl 拡張をインストールして、ICU ライブラリのバージョンが同じであることを確認する事を推奨します。
PHP 環境を国際化のために設定する も参照してください。


もう一つ注意してほしいのは、たとえ intl 拡張がインストールされていても、32-bit システムでは、2038 年以降および 1901 年以前の日付・時刻の書式は、ローカライズされた月と日の名前を提供しない PHP の実装にフォールバックする、ということです。
これは 32-bit システムでは intl が 32-bit の UNIX タイムスタンプを内部的に使用するからです。
64-bit のシステムでは、インストールされていれば、全ての場合に intl フォーマッタが使用されます。







フォーマッタを構成する 


フォーマットメソッドによって使われるデフォルトの書式は、[[yii\i18n\Formatter|フォーマッタクラス]] のプロパティを使って調整することが出来ます。
プロパティの値をアプリケーション全体にわたって調整するために、アプリケーションの構成情報 において、formatter コンポーネントを構成することが出来ます。
構成の例を下記に示します。
利用できるプロパティの詳細については、[[yii\i18n\Formatter|Formatter クラスの API ドキュメント]] と、後続の項を参照してください。


'components' => [
    'formatter' => [
        'dateFormat' => 'dd.MM.yyyy',
        'decimalSeparator' => ',',
        'thousandSeparator' => ' ',
        'currencyCode' => 'EUR',
   ],
],






日時の値をフォーマットする 


フォーマッタクラスは日時の値をフォーマットするさまざまなメソッドを提供しています。すなわち、



		[[yii\i18n\Formatter::asDate()|date]] - 値は日付としてフォーマットされます。例えば 2014/01/01。


		[[yii\i18n\Formatter::asTime()|time]] - 値は時刻としてフォーマットされます。例えば 14:23。


		[[yii\i18n\Formatter::asDatetime()|datetime]] - 値は日付および時刻としてフォーマットされます。例えば 2014/01/01 14:23。


		[[yii\i18n\Formatter::asTimestamp()|timestamp]] - 値は unix タイムスタンプ [http://en.wikipedia.org/wiki/Unix_time] としてフォーマットされます。例えば 1412609982。


		[[yii\i18n\Formatter::asRelativeTime()|relativeTime]] - 値は、その日時と現在との間隔として、人間に分かりやすい言葉でフォーマットされます。例えば 1 時間後。





[[yii\i18n\Formatter::asDate()|date]]、[[yii\i18n\Formatter::asTime()|time]]、[[yii\i18n\Formatter::asDatetime()|datetime]] メソッドの日時の書式は、フォーマッタのプロパティ [[yii\i18n\Formatter::$dateFormat|$dateFormat]]、[[yii\i18n\Formatter::$timeFormat|$timeFormat]]、[[yii\i18n\Formatter::$datetimeFormat|$datetimeFormat]] を構成することで、グローバルに指定することが出来ます。


デフォルトでは、フォーマッタが使う書式は、ショートカット形式で指定します。
これは、日付と時刻をユーザの国と言語にとって一般的な形式でフォーマット出来るように、現在アクティブなロケールに従ってさまざまに解釈されるものです。
四つの異なるショートカット形式が利用できます。



		short は、en_GB ロケールでは、例えば、日付を 06/10/2014、時刻を 15:58 と表示します。


		medium は、 6 Oct 2014 および 15:58:42、


		long は、6 October 2014 および 15:58:42 GMT、


		そして full は Monday, 6 October 2014 および 15:58:42 GMT を表示します。






Info:情報| ja_JP ロケールでは、次のようになります。



		short ... 2014/10/06 および 15:58


		medium ... 2014/10/06 および 15:58:42


		long ... 2014年10月6日 および 15:58:42 JST


		full ... 2014年10月6日月曜日 および 15時58分42秒 日本標準時









これに加えて、ICU プロジェクト [http://site.icu-project.org/] によって定義された構文を使うカスタム書式を指定することが出来ます。
この構文を説明する ICU マニュアルが下記の URL にあります: http://userguide.icu-project.org/formatparse/datetime。
別の選択肢として、php: という接頭辞を付けた文字列を使って、PHP の date() [http://php.net/manual/ja/function.date.php] 関数が認識する構文を使うことも出来ます。


// ICU 形式
echo Yii::$app->formatter->asDate('now', 'yyyy-MM-dd'); // 2014-10-06
// PHP date() 形式
echo Yii::$app->formatter->asDate('now', 'php:Y-m-d'); // 2014-10-06




タイムゾーン 


日時の値をフォーマットするときに、Yii はその値を [[yii\i18n\Formatter::timeZone|設定されたタイムゾーン]] に変換します。
従って、入力値は、タイムゾーンが明示的に指定されていなければ、UTC であると見なされます。
この理由により、全ての日時の値を UTC、それも、なるべくなら、定義によって UTC であることが保証されている UNIX タイムスタンプで保存することが推奨されます。
入力値が UTC とは異なるタイムゾーンに属する場合は、次の例のように、タイムゾーンを明示的に記述しなければなりません。


// Yii::$app->timeZone は 'Asia/Tokyo' であるとします。
echo Yii::$app->formatter->asTime(1412599260); // 21:41:00
echo Yii::$app->formatter->asTime('2014-10-06 12:41:00'); // 21:41:00
echo Yii::$app->formatter->asTime('2014-10-06 21:41:00 JST'); // 21:41:00



バージョン 2.0.1 からは、上記のコードの二番目の例のようにタイムゾーン識別子を含まないタイムスタンプに対して適用されるタイムゾーンを設定することも可能になりました。
[[yii\i18n\Formatter::defaultTimeZone]] を設定して、データストレージに使用しているタイムゾーンに合せることが出来ます。



Note|注意: タイムゾーンは世界中のさまざまな政府によって作られる規則に従うものであり、頻繁に変更されるものであるため、あなたのシステムにインストールされたタイムゾーンのデータベースが最新の情報を持っていない可能性が大いにあります。
タイムゾーンデータベースの更新についての詳細は、ICU マニュアル [http://userguide.icu-project.org/datetime/timezone#TOC-Updating-the-Time-Zone-Data] で参照することが出来ます。
PHP 環境を国際化のために設定する も参照してください。








数値をフォーマットする 


数値をフォーマットするために、フォーマッタクラスは次のメソッドを提供しています。



		[[yii\i18n\Formatter::asInteger()|integer]] - 値は整数としてフォーマットされます。例えば 42。


		[[yii\i18n\Formatter::asDecimal()|decimal]] - 値は小数点と三桁ごとの区切りを使って十進数としてフォーマットされます。例えば 2,542.123 または 2.542,123。


		[[yii\i18n\Formatter::asPercent()|percent]] - 値は百分率としてフォーマットされます。例えば 42%。


		[[yii\i18n\Formatter::asScientific()|scientific]] - 値は科学記法による数値としてフォーマットされます。例えば 4.2E4。


		[[yii\i18n\Formatter::asCurrency()|currency]] - 値は通貨の値としてフォーマットされます。例えば £420.00。


		[[yii\i18n\Formatter::asSize()|size]] - バイト数である値が人間にとって読みやすいサイズとしてフォーマットされます。例えば 410 キビバイト。


		[[yii\i18n\Formatter::asShortSize()|shortSize]] - [[yii\i18n\Formatter::asSize()|size]] の短いバージョンです。例えば 410 KiB。





数値のフォーマットに使われる書式は、デフォルトではロケールに従って設定される [[yii\i18n\Formatter::decimalSeparator|decimalSeparator]] と [[yii\i18n\Formatter::thousandSeparator|thousandSeparator]] を使って調整することが出来ます。


更に高度な設定のためには、[[yii\i18n\Formatter::numberFormatterOptions]] と [[yii\i18n\Formatter::numberFormatterTextOptions]] を使って、内部的に使用される NumberFormatter クラス [http://php.net/manual/ja/class.numberformatter.php] を構成することが出来ます。


例えば、小数部の最大桁数と最小桁数を調整するためには、次のように [[yii\i18n\Formatter::numberFormatterOptions]] プロパティを構成します。


'numberFormatterOptions' => [
    NumberFormatter::MIN_FRACTION_DIGITS => 0,
    NumberFormatter::MAX_FRACTION_DIGITS => 2,
]






その他のフォーマッタ  


日付、時刻、そして、数値の他にも、Yii はさまざまな状況で使える一連のフォーマッタを提供しています。



		[[yii\i18n\Formatter::asRaw()|raw]] - 値はそのまま出力されます。null 値が [[nullDisplay]] を使ってフォーマットされる以外は、何の効果のない擬似フォーマッタです。


		[[yii\i18n\Formatter::asText()|text]] - 値は HTML エンコードされます。
これは GridView DataColumn で使われるデフォルトの形式です。


		[[yii\i18n\Formatter::asNtext()|ntext]] - 値は HTML エンコードされ、改行文字が強制改行に変換された平文テキストとしてフォーマットされ、ます。


		[[yii\i18n\Formatter::asParagraphs()|paragraphs]] - 値は HTML エンコードされ、<p> タグに囲まれた段落としてフォーマットされます。


		[[yii\i18n\Formatter::asHtml()|html]] - 値は XSS 攻撃を避けるために [[HtmlPurifier]] を使って浄化されます。
['html', ['Attr.AllowedFrameTargets' => ['_blank']]] のような追加のオプションを渡すことが出来ます。


		[[yii\i18n\Formatter::asEmail()|email]] - 値は mailto リンクとしてフォーマットされます。


		[[yii\i18n\Formatter::asImage()|image]] - 値は image タグとしてフォーマットされます。


		[[yii\i18n\Formatter::asUrl()|url]] - 値はハイパーリンクとしてフォーマットされます。


		[[yii\i18n\Formatter::asBoolean()|boolean]] - 値は真偽値としてフォーマットされます。
デフォルトでは、true は Yes、false は No とレンダリングされ、現在のアプリケーションの言語に翻訳されます。
この振る舞いは [[yii\i18n\Formatter::booleanFormat]] プロパティを構成して調整できます。








null 値 


PHP において null である値に対して、フォーマッタクラスは空文字ではなくプレースホルダを表示します。
null のプレースホルダは、デフォルトでは (not set) であり、それが現在のアプリケーションの言語に翻訳されます。
[[yii\i18n\Formatter::nullDisplay|nullDisplay]] プロパティを構成して、カスタムのプレースホルダを設定することが出来ます。
null 値の特別な扱いをしたくない場合は、[[yii\i18n\Formatter::nullDisplay|nullDisplay]] を null に設定することが出来ます。
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Компоненти додатка


Додатки є сервіс локаторами. Вони зберігають багато так званих
компонентів додатку, які надають різноманітні інструменти для обробки запитів. Наприклад,
компонент urlManager відповідає за маршрутизацію веб запитів до потрібного контролера;
компонент db надає інструменти для работи з базою даних; і т. д.


Кожний компонент додатка має свій унікальний ID, який дозволяє ідентифікувати його серед інших різноманітних компонентів
в одному і тому ж додатку. Ви можете отримати доступ до компонента наступним чином:


\Yii::$app->componentID



Наприклад, ви можете використовувати \Yii::$app->db для отримання [[yii\db\Connection|з’єднання з БД]],
і \Yii::$app->cache для отримання доступу до основного компонента [[yii\caching\Cache|кеша]], зареєстрованого в додатку.


Компонент додатка створюється при першому звертанні через попередній вираз.
Будь-які подальші звертання будуть повертати той же примірник компонента.


Компонентами додатку можуть бути будь-які об’єкти. Ви можете зареєструвати їх за допомогою властивості
[[yii\base\Application::components]] в конфігурації додатка.
Наприклад,


[
    'components' => [
        // реєстрація "cache" компонента за допомогою назви класу
        'cache' => 'yii\caching\ApcCache',

        // реєстрація "db" компонента за допомогою масива конфігурації
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=demo',
            'username' => 'root',
            'password' => '',
        ],

        // реєстрація "search" компонента за допомогою анонімної функції
        'search' => function () {
            return new app\components\SolrService;
        },
    ],
]




Інформація: Хоча ви можете зареєструвати стільки компонентів в додатку скільки вам потрібно,
все ж таки варто робити це осмислено. Компоненти додатку схожі на глобальні змінні.
Використання дуже великої кількості компонетів додатку може потенційно зробити ваш код складним для розробки і тестування.
У більшості випадків ви можете просто створити локальний компонент і використовувати його при необхідності.




Попереднє завантаження компонентів 


Як згадувалося вище, компонент додатка буде створено при першому звертанні.
Якщо до нього не буде зроблено звертань під час запиту - його взагалі не буде створено.
Однак іноді, ви можете створити екземпляр компонента додатка для кожного запиту, навіть якщо до нього не зверталися явно.
Щоб зробити це, ви можете додати ідентифікатор до властивості [[yii\base\Application::bootstrap|bootstrap]] додатка.


Наприклад, наступна конфігурація додатка завжди гарантує створення компонента log:


[
    'bootstrap' => [
        'log',
    ],
    'components' => [
        'log' => [
            // конфігурація для компонента "log"
        ],
    ],
]






Вбудовані компоненти додатку 


В Yii є декілька вбудованих компонентів додатку із фіксованими ID та конфігураціями за замовчуванням.
Наприклад, компонент [[yii\web\Application::request|request]] використовується для збору інформації про запит
користувача і розбору його у певний маршрут; компонент [[yii\base\Application::db|db]]
являє собою з’єднання з базою даних, через яке ви можете виконувати запити.
Саме з допомогою цих вбудованих компонентів Yii додатки можуть обрабляти запит користувача.


Нижче наведено перелік вбудованих компонентів додатку. Ви можете конфігурувати їх так само, як і інші компоненти додатку.
Коли ви конфігуруєте вбудований компонент додатку і не вказуєте клас цього компонента, то буде використовуватись
значення за замовчуванням.



		[[yii\web\AssetManager|assetManager]]: використовується для керування і відображенням ресурсів додатку.
Більш детальна інформація наведена у розділі Ресурси.


		[[yii\db\Connection|db]]: являє собою з’єднання з базою даних, через яке ви можете виконувати запити.
Зверніть увагу, що, коли конфігуруєте даний компонент, ви маєте вказати клас компонента, разом із рештою
необхідних параметрів, наприклад [[yii\db\Connection::dsn]].
Більш детальна інформація наведена у розділі Об’єкти доступу до даних (DAO).


		[[yii\base\Application::errorHandler|errorHandler]]: здійснює обработку PHP помилок і виключень.
Більш детальна інформація наведена у розділі Обробка помилок.


		[[yii\i18n\Formatter|formatter]]: форматує дані для відображення їх кінцевому користувачу. Наприклад, число може
бути відображене із різноманітними роздільниками, дата може бути зображена у розширеному форматі.
Більш детальна інформація наведена у розділі Форматування даних.


		[[yii\i18n\I18N|i18n]]: використовується для перекладу повідомлень і форматування.
Більш детальна інформація наведена у розділі Інтернаціоналізація.


		[[yii\log\Dispatcher|log]]: обробка і маршрутизація логів.
Більш детальна інформація наведена у розділі Логування.


		[[yii\swiftmailer\Mailer|mail]]: надає можливості для побудови і відправки поштових повідомлень.
Більш детальна інформація наведена у розділі Відправлення пошти.


		[[yii\base\Application::response|response]]: являє собою об’єкт відповіді сервера кінцевим користувачам.
Більш детальна інформація наведена у розділі Відповіді.


		[[yii\base\Application::request|request]]: являє собою об’єкт запиту, який сервер отримує від кінцевих користувачів.
Більш детальна інформація наведена у розділі Запити.


		[[yii\web\Session|session]]: надає інформація про сесії.
Даний компонент доступний тільки у [[yii\web\Application|веб додатках]].
Більш детальна інформація наведена у розділі Сесії і куки.


		[[yii\web\UrlManager|urlManager]]: використовується для розбору і побудови URL.
Більш детальна інформація наведена у розділі Маршрутизація та створення URL.


		[[yii\web\User|user]]: являє собою інформацію авторизованого користувача.
Даний компонент доступний тільки у [[yii\web\Application|веб додатках]].
Більш детальна інформація наведена у розділі Аутентифікація.


		[[yii\web\View|view]]: використовується для відображення представлень.
Більш детальна інформація наведена у розділі Представлення.
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アセット


Yii では、アセットは、ウェブページで参照できるファイルを意味します。
アセットは CSS ファイルであったり、JavaScript ファイルであったり、画像やビデオのファイルであったりします。
アセットはウェブでアクセス可能なディレクトリに配置され、ウェブサーバによって直接に提供されます。


たいていの場合、アセットはプログラム的に管理する方が望ましいものです。
例えば、ページの中で [[yii\jui\DatePicker]] ウィジェットを使うとき、このウィジェットは必要な CSS と JavaScript のファイルを自動的にインクルードします。
あなたに対して、手作業で必要なファイルを探してインクルードするように要求したりはしません。
そして、このウィジェットを新しいバージョンにアップグレードしたときは、自動的に新しいバージョンのアセットファイルが使用されるようになります。
このチュートリアルでは、Yii によって提供される強力なアセット管理機能について説明します。



アセットバンドル 


Yii はアセットを アセットバンドル を単位として管理します。アセットバンドルは、簡単に言えば、あるディレクトリの下に集められた一群のアセットです。
ビュー の中でアセットバンドルを登録すると、バンドルの中の CSS や JavaScript のファイルがレンダリングされるウェブページに挿入されます。





アセットバンドルを定義する 


アセットバンドルは [[yii\web\AssetBundle]] から拡張された PHP クラスとして定義されます。
バンドルの名前は、対応する PHP クラスの完全修飾名 (先頭のバックスラッシュを除く) です。
アセットバンドルクラスは オートロード可能 でなければなりません。
アセットバンドルクラスは、通常、アセットがどこに置かれているか、バンドルがどういう CSS や JavaScript のファイルを含んでいるか、そして、バンドルが他のバンドルにどのように依存しているかを定義します。


以下のコードは ベーシックアプリケーションテンプレート によって使用されているメインのアセットバンドルを定義するものです。


<?php

namespace app\assets;

use yii\web\AssetBundle;

class AppAsset extends AssetBundle
{
    public $basePath = '@webroot';
    public $baseUrl = '@web';
    public $css = [
        'css/site.css',
    ];
    public $js = [
    ];
    public $depends = [
        'yii\web\YiiAsset',
        'yii\bootstrap\BootstrapAsset',
    ];
}



上の AppAsset クラスは、アセットファイルが @webroot ディレクトリの下に配置されており、それが URL @web に対応することを定義しています。
バンドルは一つだけ CSS ファイル css/site.css を含み、JavaScript ファイルは含みません。
バンドルは、他の二つのバンドル、すなわち [[yii\web\YiiAsset]] と [[yii\bootstrap\BootstrapAsset]] に依存しています。
以下、[[yii\web\AssetBundle]] のプロパティに関して、更に詳細に説明します。



		ルートディレクトリがウェブからアクセス可能でない場合に、このプロパティをセットしなければなりません。
そうでない場合は、代りに、[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath] と [[yii\web\AssetBundle::baseUrl|baseUrl]] のプロパティをセットしなければなりません。
パスエイリアス をここで使うことが出来ます。


		[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath] プロパティをセットした場合は、アセットマネージャ がバンドルに含まれるファイルをウェブからアクセス可能なディレクトリに発行して、その結果、このプロパティを上書きします。
アセットファイルが既にウェブからアクセス可能なディレクトリにあり、アセットの発行が必要でない場合に、このプロパティをセットしなければなりません。
パスエイリアス をここで使うことが出来ます。


		[[yii\web\AssetBundle::baseUrl|baseUrl]]: [yii\web\AssetBundle::basePath|basePath] ディレクトリに対応する URL を指定します。
[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath] と同じように、[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath] プロパティをセットした場合は、アセットマネージャ がアセットを発行して、その結果、このプロパティを上書きします。
パスエイリアス をここで使うことが出来ます。


		[[yii\web\AssetBundle::js|js]]: このバンドルに含まれる JavaScript ファイルをリストする配列です。
ディレクトリの区切りとしてフォワードスラッシュ “/” だけを使わなければならないことに注意してください。
それぞれの JavaScript ファイルは、以下の二つの形式のどちらかによって指定することが出来ます。
		ローカルの JavaScript ファイルを表す相対パス (例えば js/main.js)。
実際のファイルのパスは、この相対パスの前に [[yii\web\AssetManager::basePath]] を付けることによって決定されます。
また、実際の URL は、この相対パスの前に [[yii\web\AssetManager::baseUrl]] を付けることによって決定されます。


		外部の JavaScript ファイルを表す絶対 URL。
例えば、http://ajax.googleapis.com/ajax/libs/jquery/2.1.1/jquery.min.js や //ajax.googleapis.com/ajax/libs/jquery/2.1.1/jquery.min.js など。








		[[yii\web\AssetBundle::css|css]]: このバンドルに含まれる CSS ファイルをリストする配列です。
この配列の形式は、[[yii\web\AssetBundle::js|js]] の形式と同じです。


		[[yii\web\AssetBundle::depends|depends]]: このバンドルが依存しているアセットバンドルの名前をリストする配列です
(バンドルの依存関係については、すぐ後で説明します)。


		[[yii\web\AssetBundle::jsOptions|jsOptions]]: このバンドルにある 全て の JavaScript ファイルについて、それを登録するときに呼ばれる [[yii\web\View::registerJsFile()]] メソッドに渡されるオプションを指定します。


		[[yii\web\AssetBundle::publishOptions|publishOptions]]: ソースのアセットファイルをウェブディレクトリに発行するときに呼ばれる [[yii\web\AssetManager::publish()]] メソッドに渡されるオプションを指定します。
これは [yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath] プロパティを指定した場合にだけ使用されます。






アセットの配置場所 


アセットは、配置場所を基準にして、次のように分類することが出来ます。



		ソースアセット: アセットファイルは、ウェブ経由で直接にアクセスすることが出来ない PHP ソースコードと一緒に配置されています。
ページの中でソースアセットを使用するためには、ウェブディレクトリにコピーして、いわゆる発行されたアセットに変換しなければなりません。
このプロセスは、すぐ後で詳しく説明しますが、アセット発行 と呼ばれます。


		発行されたアセット: アセットファイルはウェブディレクトリに配置されており、したがってウェブ経由で直接にアクセスすることが出来ます。


		外部アセット: アセットファイルは、あなたのウェブアプリケーションをホストしているのとは別のウェブサーバ上に配置されています。





アセットバンドルクラスを定義するときに、[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath] プロパティを指定した場合は、相対パスを使ってリストに挙げられたアセットは全てソースアセットであると見なされます。
このプロパティを指定しなかった場合は、アセットは発行されたアセットであることになります
(したがって、[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath] と [[yii\web\AssetBundle::baseUrl|baseUrl]] を指定して、アセットがどこに配置されているかを Yii に知らせなければなりません)。


アプリケーションに属するアセットは、不要なアセット発行プロセスを避けるために、ウェブディレクトリに置くことが推奨されます。
前述の例において AppAsset が [yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath] ではなく [yii\web\AssetBundle::basePath|basePath] を指定しているのは、これが理由です。


エクステンション の場合は、アセットがソースコードと一緒にウェブからアクセス出来ないディレクトリに配置されているため、アセットバンドルクラスを定義するときには [yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath] プロパティを指定しなければなりません。



Note|注意: @webroot/assets を [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|ソースパス]] として使ってはいけません。
このディレクトリは、デフォルトでは、[[yii\web\AssetManager|アセットマネージャ]] がソースの配置場所から発行されたアセットファイルを保存する場所として使われます。
このディレクトリの中のファイルはすべて一時的なものと見なされており、削除されることがあります。






アセットの依存関係 


ウェブページに複数の CSS や JavaScript ファイルをインクルードするときは、オーバーライドの問題を避けるために、一定の順序に従わなければなりません。
例えば、ウェブページで jQuery UI ウィジェットを使おうとするときは、jQuery JavaScript ファイルが jQuery UI JavaScript ファイルより前にインクルードされることを保証しなければなりません。
このような順序付けをアセット間の依存関係と呼びます。


アセットの依存関係は、主として、[[yii\web\AssetBundle::depends]] プロパティによって指定されます。
AppAsset の例では、このアセットバンドルは他の二つのアセットバンドル、すなわち、[[yii\web\YiiAsset]] と [[yii\bootstrap\BootstrapAsset]] に依存しています。
このことは、AppAsset の CSS と JavaScript ファイルが、依存している二つのアセットバンドルにあるファイルの 後に インクルードされることを意味します。


アセットの依存関係は中継されます。つまり、バンドル A が B に依存し、B が C に依存していると、A は C にも依存していることになります。





アセットのオプション 


[[yii\web\AssetBundle::cssOptions|cssOptions]] および [[yii\web\AssetBundle::jsOptions|jsOptions]] のプロパティを指定して、CSS と JavaScript ファイルがページにインクルードされる方法をカスタマイズすることが出来ます。
これらのプロパティの値は、ビュー が CSS と JavaScript ファイルをインクルードするために、[[yii\web\View::registerCssFile()]] および [[yii\web\View::registerJsFile()]] メソッドを呼ぶときに、それぞれ、オプションとして引き渡されます。



Note|注意: バンドルクラスでセットしたオプションは、バンドルの中の 全て の CSS/JavaScript ファイルに適用されます。
いろいろなファイルに別々のオプションを使用したい場合は、別々のアセットバンドルを作成して、個々のバンドルの中では、一組のオプションを使うようにしなければなりません。



例えば、IE9 以下のブラウザに対して CSS ファイルを条件的にインクルードするために、次のオプションを使うことが出来ます。


public $cssOptions = ['condition' => 'lte IE9'];



こうすると、バンドルの中の CSS ファイルは下記の HTML タグを使ってインクルードされるようになります。


<!--[if lte IE9]>
<link rel="stylesheet" href="path/to/foo.css">
<![endif]-->



生成された CSS のリンクタグを <noscript> の中に包むためには、次のように cssOptions を構成することが出来ます。


public $cssOptions = ['noscript' => true];



JavaScript ファイルをページの head セクションにインクルードするためには、次のオプションを使います
(デフォルトでは、JavaScript ファイルは body セクションの最後にインクルードされます)。


public $jsOptions = ['position' => \yii\web\View::POS_HEAD];



デフォルトでは、アセットバンドルが発行されるときは、[[yii\web\AssetBundle::sourcePath]] で指定されたディレクトリの中にある全てのコンテントが発行されます。
[[yii\web\AssetBundle::publishOptions|publishOptions]] プロパティを構成することによって、この振る舞いをカスタマイズすることが出来ます。
例えば、[[yii\web\AssetBundle::sourcePath]] の一個または数個のサブディレクトリだけを発行するために、アセットバンドルクラスの中で下記のようにすることが出来ます。


<?php
namespace app\assets;

use yii\web\AssetBundle;

class FontAwesomeAsset extends AssetBundle 
{
    public $sourcePath = '@bower/font-awesome'; 
    public $css = [ 
        'css/font-awesome.min.css', 
    ]; 
    
    public function init()
    {
        parent::init();
        $this->publishOptions['beforeCopy'] = function ($from, $to) {
            $dirname = basename(dirname($from));
            return $dirname === 'fonts' || $dirname === 'css';
        };
    }
}  



上記の例は、“fontawesome” パッケージ [http://fontawesome.io/] のためのアセットバンドルを定義するものです。
beforeCopy という発行オプションを指定して、fonts と css サブディレクトリだけが発行されるようにしています。





Bower と NPM のアセット 


ほとんどの JavaScript/CSS パッケージは、Bower [http://bower.io/] および/または NPM [https://www.npmjs.org/] によって管理されています。
あなたのアプリケーションやエクステンションがそのようなパッケージを使っている場合は、以下のステップに従って、ライブラリの中のアセットを管理することが推奨されます。



		アプリケーションまたはエクステンションの composer.json ファイルを修正して、パッケージを require のエントリに入れます。
ライブラリを参照するのに、bower-asset/PackageName (Bower パッケージ) または npm-asset/PackageName (NPM パッケージ) を使わなければなりません。


		アセットバンドルクラスを作成して、アプリケーションまたはエクステンションで使う予定の JavaScript/CSS ファイルをリストに挙げます。
[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath] プロパティは、@bower/PackageName または @npm/PackageName としなければなりません。
これは、Composer が Bower または NPM パッケージを、このエイリアスに対応するディレクトリにインストールするためです。






Note|注意: パッケージの中には、全ての配布ファイルをサブディレクトリに置くものがあります。
その場合には、そのサブディレクトリを [yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath] の値として指定しなければなりません。
例えば、[[yii\web\JqueryAsset]] は @bower/jquery ではなく @bower/jquery/dist を使います。








アセットバンドルを使う 


アセットバンドルを使うためには、[[yii\web\AssetBundle::register()]] メソッドを呼んでアセットバンドルを ビュー に登録します。
例えば、次のようにしてビューテンプレートの中でアセットバンドルを登録することが出来ます。


use app\assets\AppAsset;
AppAsset::register($this);  // $this はビューオブジェクトを表す




Info|情報: [[yii\web\AssetBundle::register()]] メソッドは、[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath] や [[yii\web\AssetBundle::baseUrl|baseUrl]] など、発行されたアセットに関する情報を含むアセットバンドルオブジェクトを返します。



他の場所でアセットバンドルを登録しようとするときは、必要とされるビューオブジェクトを提供しなければなりません。
例えば、ウィジェット クラスの中でアセットバンドルを登録するためには、$this->view によってビューオブジェクトを取得することが出来ます。


アセットバンドルがビューに登録されるとき、舞台裏では、依存している全てのアセットバンドルが Yii によって登録されます。
そして、アセットバンドルがウェブからはアクセス出来ないディレクトリに配置されている場合は、アセットバンドルがウェブディレクトリに発行されます。
その後、ビューがページをレンダリングするときに、登録されたバンドルのリストに挙げられている CSS と JavaScript ファイルのための <link> タグと <script> タグが生成されます。
これらのタグの順序は、登録されたバンドル間の依存関係、および、[[yii\web\AssetBundle::css]] と [[yii\web\AssetBundle::js] のプロパティのリストに挙げられたアセットの順序によって決定されます。



アセットバンドルをカスタマイズする 


Yii は、[[yii\web\AssetManager]] によって実装されている assetManager という名前のアプリケーションコンポーネントを通じてアセットバンドルを管理します。
[[yii\web\AssetManager::bundles]] プロパティを構成することによって、アセットバンドルの振る舞いをカスタマイズすることが出来ます。
例えば、デフォルトの [[yii\web\JqueryAsset]] アセットバンドルはインストールされた jQuery の Bower パッケージにある jquery.js ファイルを使用します。
あなたは、可用性とパフォーマンスを向上させるために、Google によってホストされたバージョンを使いたいと思うかも知れません。
次のように、アプリケーションの構成情報で assetManager を構成することによって、それが達成できます。


return [
    // ...
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'bundles' => [
                'yii\web\JqueryAsset' => [
                    'sourcePath' => null,   // バンドルを発行しない
                    'js' => [
                        '//ajax.googleapis.com/ajax/libs/jquery/2.1.1/jquery.min.js',
                    ]
                ],
            ],
        ],
    ],
];



複数のアセットバンドルも同様に [[yii\web\AssetManager::bundles]] によって構成することが出来ます。
配列のキーは、アセットバンドルのクラス名 (最初のバックスラッシュを除く) とし、配列の値は、対応する 構成情報配列 とします。



Tip|ヒント: アセットバンドルの中で使うアセットを条件的に選択することが出来ます。
次の例は、開発環境では jquery.js を使い、そうでなければ jquery.min.js を使う方法を示すものです。


'yii\web\JqueryAsset' => [
    'js' => [
        YII_ENV_DEV ? 'jquery.js' : 'jquery.min.js'
    ]
],







無効にしたいアセットバンドルの名前に false を結びつけることによって、一つまたは複数のアセットバンドルを無効にすることが出来ます。
無効にされたアセットバンドルをビューに登録した場合は、依存するバンドルは一つも登録されません。
また、ビューがページをレンダリングするときも、バンドルの中のアセットは一つもインクルードされません。
例えば、[[yii\web\JqueryAsset]] を無効化するために、次の構成情報を使用することが出来ます。


return [
    // ...
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'bundles' => [
                'yii\web\JqueryAsset' => false,
            ],
        ],
    ],
];



[[yii\web\AssetManager::bundles]] を false にセットすることによって、全て のバンドルを無効にすることも出来ます。





アセットマッピング 


時として、複数のアセットバンドルで使われている 正しくない/互換でない アセットファイルパスを「修正」したい場合があります。
例えば、バンドル A がバージョン 1.11.1 の jquery.min.js を使い、バンドル B がバージョン 2.1.1 の jquery.js を使っているような場合です。
それぞれのバンドルをカスタマイズすることで問題を修正することも出来ますが、それよりも簡単な方法は、アセットマップ 機能を使って、正しくないアセットを望ましいアセットに割り付けることです。
そうするためには、以下のように [[yii\web\AssetManager::assetMap]] プロパティを構成します。


return [
    // ...
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'assetMap' => [
                'jquery.js' => '//ajax.googleapis.com/ajax/libs/jquery/2.1.1/jquery.min.js',
            ],
        ],
    ],
];



[[yii\web\AssetManager::assetMap|assetMap]] のキーは修正したいアセットの名前であり、値は望ましいアセットのパスです。
アセットバンドルをビューに登録するとき、[[yii\web\AssetBundle::css|css]] と [[yii\web\AssetBundle::js|js]] の配列に含まれるすべてのアセットファイルの相対パスがこのマップと突き合わせて調べられます。
キーのどれかがアセットファイルのパス (利用できる場合は、[[yii\web\AssetBundle::sourcePath]] が前置されます) の最後の部分と一致した場合は、対応する値によってアセットが置き換えられ、ビューに登録されます。
例えば、my/path/to/jquery.js というアセットファイルは jquery.js というキーにマッチします。



Note|注意: 相対パスを使って指定されたアセットだけがアセットマッピングの対象になります。
そして、置き換える側のアセットのパスは、絶対 URL であるか、[[yii\web\AssetManager::basePath]] からの相対パスであるかの、どちらかでなければなりません。






アセット発行 


既に述べたように、アセットバンドルがウェブからアクセス出来ないディレクトリに配置されている場合は、バンドルがビューに登録されるときに、アセットがウェブディレクトリにコピーされます。
このプロセスは アセット発行 と呼ばれ、[[yii\web\AssetManager|アセットマネージャ]] によって自動的に実行されます。


デフォルトでは、アセットが発行されるディレクトリは @webroot/assets であり、@web/assets という URL に対応するものです。
この場所は、[[yii\web\AssetManager::basePath|basePath]] と [[yii\web\AssetManager::baseUrl|baseUrl]] のプロパティを構成してカスタマイズすることが出来ます。


ファイルをコピーすることでアセットを発行する代りに、OS とウェブサーバが許容するなら、シンボリックリンクを使うことを考慮しても良いでしょう。
この機能は [[yii\web\AssetManager::linkAssets|linkAssets]] を true にセットすることで有効にすることが出来ます。


return [
    // ...
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'linkAssets' => true,
        ],
    ],
];



上記の構成によって、アセットマネージャはアセットバンドルを発行するときにソースパスへのシンボリックリンクを作成するようになります。
この方がファイルのコピーより速く、また、発行されたアセットが常に最新であることを保証することも出来ます。







よく使われるアセットバンドル 


コアの Yii コードは多くのアセットバンドルを定義しています。
その中で、下記のバンドルはよく使われるものであり、あなたのアプリケーションやエクステンションのコードでも参照することが出来るものです。



		[[yii\web\YiiAsset]]: 主として yii.js ファイルをインクルードするためのバンドルです。
このファイルはモジュール化された JavaScript のコードを編成するメカニズムを実装しています。
また、data-method と data-confirm の属性に対する特別なサポートや、その他の有用な機能を提供します。


		[[yii\web\JqueryAsset]]: jQuery の bower パッケージから jquery.js ファイルをインクルードします。


		[[yii\bootstrap\BootstrapAsset]]: Twitter Bootstrap フレームワークから CSS ファイルをインクルードします。


		[[yii\bootstrap\BootstrapPluginAsset]]: Bootstrap JavaScript プラグインをサポートするために、Twitter Bootstrap フレームワークから JavaScript ファイルをインクルードします。


		[[yii\jui\JuiAsset]]: jQuery UI ライブラリから CSS と JavaScript のファイルをインクルードします。





あなたのコードが、jQuery や jQuery UI または Bootstrap に依存する場合は、自分自身のバージョンを作るのではなく、これらの定義済みのアセットバンドルを使用すべきです。
これらのバンドルのデフォルトの設定があなたの必要を満たさない時は、アセットバンドルをカスタマイズする の項で説明したように、それをカスタマイズすることが出来ます。





アセット変換 


直接に CSS および/または JavaScript のコードを書く代りに、何らかの拡張構文を使って書いたものを特別なツールを使って CSS/JavaScript に変換する、ということを開発者はしばしば行います。
例えば、CSS コードのためには、LESS [http://lesscss.org/] や SCSS [http://sass-lang.com/] を使うことが出来ます。
また、JavaScript のためには、TypeScript [http://www.typescriptlang.org/] を使うことが出来ます。


拡張構文を使ったアセットファイルをアセットバンドルの中の [[yii\web\AssetBundle::css|css]] と [[yii\web\AssetBundle::js|js]] のリストに挙げることが出来ます。
例えば、


class AppAsset extends AssetBundle
{
    public $basePath = '@webroot';
    public $baseUrl = '@web';
    public $css = [
        'css/site.less',
    ];
    public $js = [
        'js/site.ts',
    ];
    public $depends = [
        'yii\web\YiiAsset',
        'yii\bootstrap\BootstrapAsset',
    ];
}



このようなアセットバンドルをビューに登録すると、[[yii\web\AssetManager|アセットマネージャ]] が自動的にプリプロセッサツールを走らせて、認識できた拡張構文のアセットを CSS/JavaScript に変換します。
最終的にビューがページをレンダリングするときには、ビューは元の拡張構文のアセットではなく、変換後の CSS/JavaScript ファイルをページにインクルードします。


Yii はファイル名の拡張子を使って、アセットが使っている拡張構文を識別します。デフォルトでは、下記の構文とファイル名拡張子を認識します。



		LESS [http://lesscss.org/]: .less


		SCSS [http://sass-lang.com/]: .scss


		Stylus [http://learnboost.github.io/stylus/]: .styl


		CoffeeScript [http://coffeescript.org/]: .coffee


		TypeScript [http://www.typescriptlang.org/]: .ts





Yii はインストールされたプリプロセッサツールに頼ってアセットを変換します。
例えば、LESS [http://lesscss.org/] を使うためには、lessc プリプロセッサコマンドをインストールしなければなりません。


下記のように [[yii\web\AssetManager::converter]] を構成することで、プリプロセッサコマンドとサポートされる拡張構文をカスタマイズすることが出来ます。


return [
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'converter' => [
                'class' => 'yii\web\AssetConverter',
                'commands' => [
                    'less' => ['css', 'lessc {from} {to} --no-color'],
                    'ts' => ['js', 'tsc --out {to} {from}'],
                ],
            ],
        ],
    ],
];



上記においては、サポートされる拡張構文が [[yii\web\AssetConverter::commands]] プロパティによって定義されています。
配列のキーはファイルの拡張子 (先頭のドットは省く) であり、配列の値は結果として作られるアセットファイルの拡張子とアセット変換を実行するためのコマンドです。
コマンドの中の {from} と {to} のトークンは、ソースのアセットファイルのパスとターゲットのアセットファイルのパスに置き換えられます。



Info|情報: 上記で説明した方法の他にも、拡張構文のアセットを扱う方法はあります。
例えば、grunt [http://gruntjs.com/] のようなビルドツールを使って、拡張構文のアセットをモニターし、自動的に変換することが出来ます。
この場合は、元のファイルではなく、結果として作られる CSS/JavaScript ファイルをアセットバンドルのリストに挙げなければなりません。






アセットを結合して圧縮する 


ウェブページは数多くの CSS および/または JavaScript ファイルをインクルードすることがあり得ます。
HTTP リクエストの数とこれらのファイルの全体としてのダウンロードサイズを削減するためによく用いられる方法は、複数の CSS/JavaScript ファイルを結合して圧縮し、一つまたはごく少数のファイルにまとめることです。
そして、ウェブページでは元のファイルをインクルードする代りに、圧縮されたファイルをインクルードする訳です。



Info|情報: アセットの結合と圧縮は、通常はアプリケーションが本番モードにある場合に必要になります。
開発モードにおいては、たいていは元の CSS/JavaScript ファイルを使う方がデバッグのために好都合です。



次に、既存のアプリケーションコードを修正する必要なしに、アセットファイルを結合して圧縮する方法を紹介します。



		アプリケーションの中で、結合して圧縮する予定のアセットバンドルを全て探し出す。


		これらのバンドルを一個か数個のグループにまとめる。どのバンドルも一つのグループにしか属することが出来ないことに注意。


		各グループの CSS ファイルを一つのファイルに結合/圧縮する。JavaScript ファイルに対しても同様にこれを行う。


		各グループに対して新しいアセットバンドルを定義する。
		[[yii\web\AssetBundle::css|css]] と [[yii\web\AssetBundle::js|js]] のプロパティに、それぞれ、結合された CSS ファイルと JavaScript ファイルをセットする。


		各グループに属する元のアセットバンドルをカスタマイズして、[[yii\web\AssetBundle::css|css]] と [[yii\web\AssetBundle::js|js]] のプロパティを空にし、[[yii\web\AssetBundle::depends|depends]] プロパティにグループのために作られた新しいバンドルを指定する。











この方法を使うと、ビューでアセットバンドルを登録したときに、元のバンドルが属するグループのための新しいアセットバンドルが自動的に登録されるようになります。
そして、結果として、結合/圧縮されたアセットファイルが、元のファイルの代りに、ページにインクルードされます。



一例 


上記の方法をさらに説明するために一つの例を挙げましょう。


あなたのアプリケーションが二つのページ、X と Y を持つと仮定します。
ページ X はアセットバンドル A、B、C を使用し、ページ Y はアセットバンドル B、C、D を使用します。


これらのアセットバンドルを分割する方法は二つあります。一つは単一のグループを使用して全てのアセットバンドルを含める方法です。
もう一つは、A をグループ X に入れ、D をグループ Y に入れ、そして、B と C をグループ S に入れる方法です。どちらが良いでしょう? 場合によります。
最初の方法の利点は、二つのページが同一の結合された CSS と JavaScript のファイルを共有するため、HTTP キャッシュの効果が高くなることです。
その一方で、単一のグループが全てのバンドルを含むために、結合された CSS と JavaScript のファイルはより大きくなり、従って最初のファイル転送時間はより長くなります。
この例では話を簡単にするために、最初の方法、すなわち、全てのバンドルを含む単一のグループを使用することにします。



Info|情報: アセットバンドルをグループに分けることは些細な仕事ではありません。
通常、そのためには、いろいろなページのさまざまなアセットの現実世界での転送量を分析することが必要になります。
とりあえず、最初は、簡単にするために、単一のグループから始めて良いでしょう。



既存のツール (例えば Closure Compiler [https://developers.google.com/closure/compiler/] や YUI Compressor [https://github.com/yui/yuicompressor/]) を使って、全てのバンドルにある CSS と JavaScript のファイルを結合して圧縮します。
ファイルは、バンドル間の依存関係を満たす順序に従って結合しなければならないことに注意してください。
例えば、バンドル A が B に依存し、B が C と D の両方に依存している場合は、アセットファイルの結合順は、最初に C と D、次に B、そして最後に A としなければなりません。


結合と圧縮が完了すると、一つの CSS ファイルと一つの JavaScript ファイルが得られます。
それらは、all-xyz.css および all-xyz.js と命名されたとしましょう。
ここで xyz は、ファイル名をユニークにして HTTP キャッシュの問題を避けるために使用されるタイムスタンプまたはハッシュを表します。


いよいよ最終ステップです。
アプリケーションの構成情報の中で、[[yii\web\AssetManager|アセットマネージャ]] を次のように構成します。


return [
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'bundles' => [
                'all' => [
                    'class' => 'yii\web\AssetBundle',
                    'basePath' => '@webroot/assets',
                    'baseUrl' => '@web/assets',
                    'css' => ['all-xyz.css'],
                    'js' => ['all-xyz.js'],
                ],
                'A' => ['css' => [], 'js' => [], 'depends' => ['all']],
                'B' => ['css' => [], 'js' => [], 'depends' => ['all']],
                'C' => ['css' => [], 'js' => [], 'depends' => ['all']],
                'D' => ['css' => [], 'js' => [], 'depends' => ['all']],
            ],
        ],
    ],
];



アセットバンドルをカスタマイズする の項で説明したように、上記の構成によって元のバンドルは全てデフォルトの振る舞いを変更されます。
具体的にいえば、バンドル A、B、C、D は、もはやアセットファイルを一つも持っていません。
この4つは、それぞれ、結合された all-xyz.css と all-xyz.js ファイルを持つ all バンドルに依存するようになりました。
結果として、ページ X では、バンドル A、B、C から元のソースファイルをインクルードする代りに、これら二つの結合されたファイルだけがインクルードされます。
同じことはページ Y でも起ります。


最後にもう一つ、上記の方法をさらにスムーズに運用するためのトリックがあります。
アプリケーションの構成情報ファイルを直接修正する代りに、バンドルのカスタマイズ用の配列を独立したファイルに置いて、条件によってそのファイルをアプリケーションの構成情報にインクルードすることが出来ます。
例えば、


return [
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'bundles' => require(__DIR__ . '/' . (YII_ENV_PROD ? 'assets-prod.php' : 'assets-dev.php')),  
        ],
    ],
];



つまり、アセットバンドルの構成情報配列は、本番モードのものは assets-prod.php に保存し、開発モードのものは assets-dev.php に保存するという訳です。





asset コマンドを使う 


Yii は、たった今説明した方法を自動化するための asset という名前のコンソールコマンドを提供しています。


このコマンドを使うためには、最初に構成情報ファイルを作成して、どのアセットバンドルが結合されるか、そして、それらがどのようにグループ化されるかを記述しなければなりません。
asset/template サブコマンドを使って最初にテンプレートを生成し、それをあなたの要求に合うように修正することが出来ます。


yii asset/template assets.php



上記のコマンドは、カレントディレクトリに assets.php というファイルを生成します。このファイルの内容は以下のようなものです。


<?php
/**
 * "yii asset" コンソールコマンドのための構成情報ファイル
 * コンソール環境では、'@webroot' や '@web' のように、存在しないパスエイリアスがあり得ることに注意してください。
 * これらの欠落したパスエイリアスは手作業で定義してください。
 */
return [
    // JavaScript ファイルの圧縮のためのコマンド/コールバックを調整。
    'jsCompressor' => 'java -jar compiler.jar --js {from} --js_output_file {to}',
    // CSS ファイルの圧縮のためのコマンド/コールバックを調整。
    'cssCompressor' => 'java -jar yuicompressor.jar --type css {from} -o {to}',
    // 圧縮するアセットバンドルのリスト。
    'bundles' => [
        // 'yii\web\YiiAsset',
        // 'yii\web\JqueryAsset',
    ],
    // 圧縮出力用のアセットバンドル。
    'targets' => [
        'all' => [
            'class' => 'yii\web\AssetBundle',
            'basePath' => '@webroot/assets',
            'baseUrl' => '@web/assets',
            'js' => 'js/all-{hash}.js',
            'css' => 'css/all-{hash}.css',
        ],
    ],
    // アセットマネージャの構成情報
    'assetManager' => [
    ],
];



このファイルを修正して、どのバンドルを結合するつもりであるかを bundles オプションで指定しなければなりません。
targets オプションでは、バンドルがどのようにグループに分割されるかを指定しなければなりません。
既に述べたように、一つまたは複数のグループを定義することが出来ます。



Note|注意: パスエイリアス @webroot および @web はコンソールアプリケーションでは利用できませんので、これらは構成情報の中で明示的に定義しなければなりません。



JavaScript ファイルは結合され、圧縮されて js/all-{hash}.js に保存されます。ここで {hash} は、結果として作られたファイルのハッシュで置き換えられるものです。


jsCompressor と cssCompressor のオプションは、JavaScript と CSS の結合/圧縮を実行するコンソールコマンドまたは PHP コールバックを指定するものです。
デフォルトでは、Yii は JavaScript ファイルの結合に Closure Compiler [https://developers.google.com/closure/compiler/] を使い、CSS ファイルの結合に YUI Compressor [https://github.com/yui/yuicompressor/] を使用します。
あなたの好みのツールを使うためには、手作業でツールをインストールしたり、オプションを修正したりしなければなりません。


この構成情報ファイルを使い、asset コマンドを走らせて、アセットファイルを結合して圧縮し、同時に、新しいアセットバンドルの構成情報ファイル assets-prod.php を生成することが出来ます。


yii asset assets.php config/assets-prod.php



直前の項で説明したように、この生成された構成情報ファイルをアプリケーションの構成情報にインクルードすることが出来ます。



Info|情報: asset コマンドを使うことは、アセットの結合・圧縮のプロセスを自動化する唯一の選択肢ではありません。
優秀なタスク実行ツールである grunt [http://gruntjs.com/] を使っても、同じ目的を達することが出来ます。
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Inicialização (Bootstrapping)


A inicialização refere-se ao processo de preparação do ambiente antes que uma
aplicação comece a resolver e processar um pedido de requisição. A inicialização
é feita em duas etapas:
O script de entrada e a
aplicação.


No script de entrada, a classe de autoloaders de
diferentes bibliotecas são registradas. Inclui o autoloader do Composer através
do seu arquivo autoload.php e o autoloader do Yii através do seu arquivo Yii.
O script de entrada, em seguida, carrega a configuração
da aplicação e cria uma instância da aplicação.


No construtor da aplicação, as seguintes etapas de inicialização serão realizadas:



		O método [[yii\base\Application::preInit()|preInit()]] é chamado, na qual
algumas propriedades da aplicação de alta prioridade serão configuradas, como
o [[yii\base\Application::basePath|basePath]].


		Registra o [[yii\base\Application::errorHandler|manipulador de erro]].


		Inicializa as propriedades da aplicação a partir da configuração da aplicação.


		O método [[yii\base\Application::init()|init()]] é chamado, que por sua vez
chamará o método [[yii\base\Application::bootstrap()|bootstrap()]] para executar
os componentes de inicialização.
		Inclui o arquivo vendor/yiisoft/extensions.php de manifesto da extensão.


		Cria e executa os componentes de inicialização
declaradas pelas extensões.


		Cria e executa os componentes da aplicação
e/ou os módulos declarados na
propriedade bootstrap da aplicação.











Como as etapas de inicialização tem que ser feitos antes da manipulação de cada
requisição, é muito importante que mantenha este processo limpo e otimizado o
máximo possível.


Tente não registrar muitos componentes de inicialização. Um componente de
inicialização é necessário apenas se quiser participar de todo o ciclo de vida
do processo da requisição. Por exemplo, se um módulo precisar registrar uma
análise de regras de URL adicionais, deve ser listados na
propriedade bootstrap de modo que as novas
regras de URL possam ter efeito antes que sejam usados para resolver as requisições.


No modo de produção, habilite um cache de bytecode, como o PHP OPcache [http://php.net/manual/en/intro.opcache.php] ou APC [http://php.net/manual/en/book.apc.php],
para minimizar o tempo necessário para a inclusão e análise os arquivos PHP.


Algumas aplicações de larga escala possuem configurações
complexas, que são divididos em vários arquivos menores. Se este for o caso,
considere guardar o cache de todo o array da configuração e carregue-o
diretamente a partir deste cache antes da criação da instância da aplicação no
script de entrada.
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Events


Events allow you to inject custom code into existing code at certain execution points. You can attach custom
code to an event so that when the event is triggered, the code gets executed automatically. For example,
a mailer object may trigger a messageSent event when it successfully sends a message. If you want to keep
track of the messages that are successfully sent, you could then simply attach the tracking code to the messageSent event.


Yii introduces a base class called [[yii\base\Component]] to support events. If a class needs to trigger
events, it should extend from [[yii\base\Component]], or from a child class.



Event Handlers 


An event handler is a PHP callback [http://www.php.net/manual/en/language.types.callable.php] that gets executed
when the event it is attached to is triggered. You can use any of the following callbacks:



		a global PHP function specified as a string (without parentheses), e.g., 'trim';


		an object method specified as an array of an object and a method name as a string (without parentheses), e.g., [$object, 'methodName'];


		a static class method specified as an array of a class name and a method name as a string (without parentheses), e.g., [$class, 'methodName'];


		an anonymous function, e.g., function ($event) { ... }.





The signature of an event handler is:


function ($event) {
    // $event is an object of yii\base\Event or a child class
}



Through the $event parameter, an event handler may get the following information about the event that occurred:



		[[yii\base\Event::name|event name]]


		[[yii\base\Event::sender|event sender]]: the object whose trigger() method was called


		[[yii\base\Event::data|custom data]]: the data that is provided when attaching the event handler (to be explained next)








Attaching Event Handlers 


You can attach a handler to an event by calling the [[yii\base\Component::on()]] method. For example:


$foo = new Foo;

// this handler is a global function
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, 'function_name');

// this handler is an object method
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, [$object, 'methodName']);

// this handler is a static class method
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, ['app\components\Bar', 'methodName']);

// this handler is an anonymous function
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, function ($event) {
    // event handling logic
});



You may also attach event handlers through configurations. For more details, please
refer to the Configurations section.


When attaching an event handler, you may provide additional data as the third parameter to [[yii\base\Component::on()]].
The data will be made available to the handler when the event is triggered and the handler is called. For example:


// The following code will display "abc" when the event is triggered
// because $event->data contains the data passed as the 3rd argument to "on"
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, 'function_name', 'abc');

function function_name($event) {
    echo $event->data;
}






Event Handler Order


You may attach one or more handlers to a single event. When an event is triggered, the attached handlers
will be called in the order that they were attached to the event. If a handler needs to stop the invocation of the
handlers that follow it, it may set the [[yii\base\Event::handled]] property of the $event parameter to be true:


$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, function ($event) {
    $event->handled = true;
});



By default, a newly attached handler is appended to the existing handler queue for the event.
As a result, the handler will be called in the last place when the event is triggered.
To insert the new handler at the start of the handler queue so that the handler gets called first, you may call [[yii\base\Component::on()]], passing false for the fourth parameter $append:


$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, function ($event) {
    // ...
}, $data, false);






Triggering Events 


Events are triggered by calling the [[yii\base\Component::trigger()]] method. The method requires an event name,
and optionally an event object that describes the parameters to be passed to the event handlers. For example:


namespace app\components;

use yii\base\Component;
use yii\base\Event;

class Foo extends Component
{
    const EVENT_HELLO = 'hello';

    public function bar()
    {
        $this->trigger(self::EVENT_HELLO);
    }
}



With the above code, any calls to bar() will trigger an event named hello.



Tip: It is recommended to use class constants to represent event names. In the above example, the constant
EVENT_HELLO represents the hello event. This approach has three benefits. First, it prevents typos. Second, it can make events recognizable for IDE
auto-completion support. Third, you can tell what events are supported in a class by simply checking its constant declarations.



Sometimes when triggering an event you may want to pass along additional information to the event handlers.
For example, a mailer may want pass the message information to the handlers of the messageSent event so that the handlers
can know the particulars of the sent messages. To do so, you can provide an event object as the second parameter to
the [[yii\base\Component::trigger()]] method. The event object must be an instance of the [[yii\base\Event]] class
or a child class. For example:


namespace app\components;

use yii\base\Component;
use yii\base\Event;

class MessageEvent extends Event
{
    public $message;
}

class Mailer extends Component
{
    const EVENT_MESSAGE_SENT = 'messageSent';

    public function send($message)
    {
        // ...sending $message...

        $event = new MessageEvent;
        $event->message = $message;
        $this->trigger(self::EVENT_MESSAGE_SENT, $event);
    }
}



When the [[yii\base\Component::trigger()]] method is called, it will call all handlers attached to
the named event.





Detaching Event Handlers 


To detach a handler from an event, call the [[yii\base\Component::off()]] method. For example:


// the handler is a global function
$foo->off(Foo::EVENT_HELLO, 'function_name');

// the handler is an object method
$foo->off(Foo::EVENT_HELLO, [$object, 'methodName']);

// the handler is a static class method
$foo->off(Foo::EVENT_HELLO, ['app\components\Bar', 'methodName']);

// the handler is an anonymous function
$foo->off(Foo::EVENT_HELLO, $anonymousFunction);



Note that in general you should not try to detach an anonymous function unless you store it
somewhere when it is attached to the event. In the above example, it is assumed that the anonymous
function is stored as a variable $anonymousFunction.


To detach ALL handlers from an event, simply call [[yii\base\Component::off()]] without the second parameter:


$foo->off(Foo::EVENT_HELLO);






Class-Level Event Handlers 


The above subsections described how to attach a handler to an event on an instance level.
Sometimes, you may want to respond to an event triggered by every instance of a class instead of only by
a specific instance. Instead of attaching an event handler to every instance, you may attach the handler
on the class level by calling the static method [[yii\base\Event::on()]].


For example, an Active Record object will trigger an [[yii\db\BaseActiveRecord::EVENT_AFTER_INSERT|EVENT_AFTER_INSERT]]
event whenever it inserts a new record into the database. In order to track insertions done by every
Active Record object, you may use the following code:


use Yii;
use yii\base\Event;
use yii\db\ActiveRecord;

Event::on(ActiveRecord::className(), ActiveRecord::EVENT_AFTER_INSERT, function ($event) {
    Yii::trace(get_class($event->sender) . ' is inserted');
});



The event handler will be invoked whenever an instance of [[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]], or one of its child classes, triggers
the [[yii\db\BaseActiveRecord::EVENT_AFTER_INSERT|EVENT_AFTER_INSERT]] event. In the handler, you can get the object
that triggered the event through $event->sender.


When an object triggers an event, it will first call instance-level handlers, followed by the class-level handlers.


You may trigger a class-level event by calling the static method [[yii\base\Event::trigger()]]. A class-level
event is not associated with a particular object. As a result, it will cause the invocation of class-level event
handlers only. For example:


use yii\base\Event;

Event::on(Foo::className(), Foo::EVENT_HELLO, function ($event) {
    echo $event->sender;  // displays "app\models\Foo"
});

Event::trigger(Foo::className(), Foo::EVENT_HELLO);



Note that, in this case, $event->sender refers to the name of the class triggering the event instead of an object instance.



Note: Because a class-level handler will respond to an event triggered by any instance of that class, or any child
classes, you should use it carefully, especially if the class is a low-level base class, such as [[yii\base\Object]].



To detach a class-level event handler, call [[yii\base\Event::off()]]. For example:


// detach $handler
Event::off(Foo::className(), Foo::EVENT_HELLO, $handler);

// detach all handlers of Foo::EVENT_HELLO
Event::off(Foo::className(), Foo::EVENT_HELLO);






Global Events 


Yii supports a so-called global event, which is actually a trick based on the event mechanism described above.
The global event requires a globally accessible Singleton, such as the application instance itself.


To create the global event, an event sender calls the Singleton’s trigger() method
to trigger the event, instead of calling the sender’s own trigger() method. Similarly, the event handlers are attached to the event on the Singleton. For example:


use Yii;
use yii\base\Event;
use app\components\Foo;

Yii::$app->on('bar', function ($event) {
    echo get_class($event->sender);  // displays "app\components\Foo"
});

Yii::$app->trigger('bar', new Event(['sender' => new Foo]));



A benefit of using global events is that you do not need an object when attaching a handler to the event
which will be triggered by the object. Instead, the handler attachment and the event triggering are both
done through the Singleton (e.g. the application instance).


However, because the namespace of the global events is shared by all parties, you should name the global events
wisely, such as introducing some sort of namespace (e.g. “frontend.mail.sent”, “backend.mail.sent”).
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サービスロケータ


サービスロケータは、アプリケーションが必要とする可能性のある各種のサービス (またはコンポーネント) を提供する方法を知っているオブジェクトです。
サービスロケータ内では、各コンポーネントは単一のインスタンスとして存在し、IDによって一意に識別されます。
あなたは、このIDを使用してサービスロケータからコンポーネントを取得できます。


Yii では、サービスロケータは単純に [[yii\di\ServiceLocator]] のインスタンス、または子クラスのインスタンスです。


Yii の中で最も一般的に使用されるサービスロケータは、 アプリケーション オブジェクトで、 \Yii::$app
を通じてアクセスできます。それが提供するサービスは、 アプリケーションコンポーネント と呼ばれ、それは request 、
response、 urlManager のようなコンポーネントです。あなたはサービスロケータによって提供される機能を通じて、
簡単に、これらのコンポーネントを構成、あるいは独自の実装に置き換え、といったことができます。


アプリケーションオブジェクトの他に、各モジュールオブジェクトもまたサービスロケータです。


サービスロケータを使用する最初のステップは、コンポーネントを登録することです。コンポーネントは、 [[yii\di\ServiceLocator::set()]]
を通じて登録することができます。次のコードは、コンポーネントを登録するさまざまな方法を示しています。


use yii\di\ServiceLocator;
use yii\caching\FileCache;

$locator = new ServiceLocator;

// コンポーネントの作成に使われるクラス名を使用して "cache" を登録
$locator->set('cache', 'yii\caching\ApcCache');

// コンポーネントの作成に使われる構成情報配列を使用して "db" を登録
$locator->set('db', [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
]);

// コンポーネントを構築する匿名関数を使って "search" を登録
$locator->set('search', function () {
    return new app\components\SolrService;
});

// コンポーネントを使って "pageCache" を登録
$locator->set('pageCache', new FileCache);



いったんコンポーネントが登録されたら、次の 2 つの方法のいずれかで、その ID を使ってそれにアクセスすることができます:


$cache = $locator->get('cache');
// または代わりに
$cache = $locator->cache;



以上のように、 [[yii\di\ServiceLocator]] はコンポーネント ID を使用したプロパティのように、コンポーネントにアクセスすることができます。
あなたが最初にコンポーネントにアクセスしたとき、 [[yii\di\ServiceLocator]] はコンポーネントの登録情報を使用してコンポーネントの新しいインスタンスを作成し、
それを返します。後でそのコンポーネントが再度アクセスされた場合、サービスロケータは同じインスタンスを返します。


[[yii\di\ServiceLocator::has()]] を使って、コンポーネント ID がすでに登録されているかをチェックできます。
無効なIDで [[yii\di\ServiceLocator::get()]] を呼び出した場合、例外がスローされます。


サービスロケータは多くの場合、 構成情報 で作成されるため、
[[yii\di\ServiceLocator::setComponents()|components]] という名前の書き込み可能プロパティが提供されています。
これで一度に複数のコンポーネントを設定して登録することができます。次のコードはアプリケーションを構成する構成情報配列を示しており、
“db” と “cache” と “search” コンポーネントの登録もしています:


return [
    // ...
    'components' => [
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=demo',
            'username' => 'root',
            'password' => '',
        ],
        'cache' => 'yii\caching\ApcCache',
        'search' => function () {
            return new app\components\SolrService;
        },
    ],
];
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コンソールアプリケーション



Note|注意: この節はまだ執筆中です。



Yii はフル機能のコンソールアプリケーションをサポートしています。
コンソールアプリケーションの構造は Yii のウェブアプリケーションのそれと非常に良く似ています。
コンソールアプリケーションは一つまたは複数の [[yii\console\Controller]] から構成されます。
コントローラはコンソール環境では通常「コマンド」と呼ばれます。
また、各コントローラは、ウェブのコントローラと全く同じように、一つまたは複数のアクションを持つことが出来ます。



使用方法 


コンソールのコントローラアクションは次の構文を使って実行します。


yii <route> [--option1=value1 --option2=value2 ... argument1 argument2 ...]



例えば、[[yii\console\controllers\MigrateController::$migrationTable|MigrateController::$migrationTable]] を指定して [[yii\console\controllers\MigrateController::actionCreate()|MigrateController::actionCreate()]] をコマンドラインから呼び出すためには、次のようにします。


yii migrate/create --migrationTable=my_migration



上記において yii はコンソールアプリケーションのエントリスクリプトです。
これについては下で説明します。



注意: コンソールで * を使う場合は、"*" として引用符号で囲むことを忘れないでください。
これは、* をカレントディレクトリの全てのファイル名に置き換えられるシェルのグロブとして実行してしまうことを避けるためです。






エントリスクリプト 


コンソールアプリケーションのエントリスクリプトは、ウェブアプリケーションで使用されるブートストラップファイル index.php に相当するものです。
コンソールのエントリスクリプトは通常は yii と呼ばれるもので、アプリケーションのルートディレクトリに配置されています。
それは次のようなコードを含んでいます。


#!/usr/bin/env php
<?php
/**
 * Yii console bootstrap file.
 */

defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);

// fcgi では、デフォルトでは、STDIN と STDOUT が定義されていない
defined('STDIN') or define('STDIN', fopen('php://stdin', 'r'));
defined('STDOUT') or define('STDOUT', fopen('php://stdout', 'w'));

require(__DIR__ . '/vendor/autoload.php');
require(__DIR__ . '/vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

$config = require(__DIR__ . '/config/console.php');

$application = new yii\console\Application($config);
$exitCode = $application->run();
exit($exitCode);



このスクリプトはアプリケーションの一部として生成されるものです。
あなたの必要を満たすように、自由に編集して構いません。
エラー発生時にスタックトレースを見たくない、または、全体のパフォーマンスを上げたい、という場合は、YII_DEBUG 定数を false に設定することが出来ます。
ベーシックアプリケーションテンプレートでも、アドバンストアプリケーションテンプレートでも、コンソールアプリケーションのエントリスクリプトは、開発者に優しい環境を提供するために、デフォルトでデバッグを有効にしています。





構成情報 


上記のコードで見るように、コンソールアプリケーションは、console.php という名前のそれ自身の構成情報ファイルを使用します。
このファイルの中で、さまざまな アプリケーションコンポーネント、取り分け、コンソールアプリケーションのためのプロパティを構成しなければなりません。


ウェブアプリケーションとコンソールアプリケーションが構成情報のパラメータと値を数多く共有する場合は、共通の部分を独立したファイルに移動して、そのファイルを両方のアプリケーション (ウェブとコンソール) の構成情報にインクルードすることを検討しても良いでしょう。
その例を「アドバンスト」アプリケーションテンプレートの中で見ることが出来ます。



Tip|ヒント: 場合によっては、エントリスクリプトで指定されているのとは異なるアプリケーション構成情報を使ってコンソールコマンドを実行したいことがあります。
例えば、yii migrate コマンドを使ってテストのデータベースをアップグレードするとき、データベースが個々のテストスイートの中で構成されているような場合です。
構成情報を動的に変更するためには、コマンドを実行するときに appconfig オプションを使ってカスタムの構成情報ファイルを指定するだけで大丈夫です。


yii <route> --appconfig=path/to/config.php ...










あなた自身のコンソールコマンドを作成する 



コンソールのコントローラとアクション


コンソールコマンドは、[[yii\console\Controller]] を拡張するコントローラクラスとして定義することが出来ます。
コントローラクラスの中で、コントローラのサブコマンドに対応する一つまたは複数のアクションを定義します。
各アクションの中で、特定のサブコマンドのために、適切なタスクを実装するコードを書きます。


コマンドを実行するときは、コントローラのアクションに対するルートを指定する必要があります。
例えば、ルート migrate/create は、[[yii\console\controllers\MigrateController::actionCreate()|MigrateController::actionCreate()]] アクションメソッドに対応するサブコマンドを呼び出します。
実行時に提供されたルートにアクション ID が含まれない場合は、(ウェブのコントローラの場合と同じように) デフォルトのアクションが実行されます。





オプション


[[yii\console\Controller::options()]] メソッドをオーバーライドすることによって、コンソールコマンド (controller/actionID) で利用できるオプションを指定することが出来ます。
このメソッドはコントローラクラスのパブリックなプロパティのリストを返さなければなりません。
コマンドを実行するときは、--OptionName=OptionValue という構文を使ってオプションの値を指定することが出来ます。これはコントローラクラスの OptionName プロパティに OptionValue を割り当てるものです。


オプションのデフォルト値が配列型である場合、実行時にこのオプションをセットすると、オプションの値は、入力文字列をカンマで分離することによって、配列に変換されます。





引数


オプションに加えてに、コマンドは引数を取ることも出来ます。
引数は、リクエストされたサブコマンドに対応するアクションメソッドへのパラメータとして渡されます。
最初の引数は最初のパラメータに対応し、二番目の引数は二番目のパラメータに対応し、以下同様です。
コマンドが呼び出されたときに十分な数の引数が提供されなかったときは、対応するパラメータは、定義されていれば、宣言されているデフォルト値をとります。
デフォルト値が設定されておらず、実行時に値が提供されなかった場合は、コマンドはエラーで終了します。


array タイプヒントを使って、引数が配列として扱われるべきことを示すことが出来ます。
配列は入力文字列をカンマで分割することによって生成されます。


次に引数を宣言する方法を示す例を挙げます。


class ExampleController extends \yii\console\Controller
{
    // コマンド "yii example/create test" は "actionCreate('test')" を呼び出す
    public function actionCreate($name) { ... }

    // コマンド "yii example/index city" は "actionIndex('city', 'name')" を呼び出す
    // コマンド "yii example/index city id" は call "actionIndex('city', 'id')" を呼び出す
    public function actionIndex($category, $order = 'name') { ... }

    // コマンド "yii example/add test" は "actionAdd(['test'])" を呼び出す
    // コマンド "yii example/add test1,test2" は "actionAdd(['test1', 'test2'])" を呼び出す
    public function actionAdd(array $name) { ... }
}






終了コード


終了コードを使うことはコンソールアプリケーション開発のベストプラクティスです。
コマンドは何も問題が無かったことを示すために 0 を返すのが慣例です。
コマンドが 1 以上の値を返したときは、何かエラーを示唆するものとみなされます。
返される数値がエラーコードであり、それによってエラーに関する詳細を見出すことが出来る場合もあります。
例えば、1 は一般的な未知のエラーを示すものとし、2 以上の全てのコードは特定のエラー、例えば、入力エラー、ファイルが見つからない、等々を示すものとすることが出来ます。


コンソールコマンドに終了コードを返させるためには、単にコントローラのアクションメソッドで整数を返すようにします。


public function actionIndex()
{
    if (/* 何らかの問題が発生 */) {
        echo "問題が生じました!\n";
        return 1;
    }
    // 何かをする
    return 0;
}



いくつか使用できる事前定義された定数があります。



		Controller::EXIT_CODE_NORMAL - 値は 0


		Controller::EXIT_CODE_ERROR - 値は 1





もっと多くのエラーコードの種類がある場合は、コントローラで意味のある定数を定義するのが良いプラクティスです。





書式設定と色


Yii のコンソールコマンドは出力の書式設定をサポートしています。
これは、コマンドを走らせている端末がサポートしていない場合は、自動的に書式設定の無い出力にグレードダウンされます。


書式設定された文字列を出力することは簡単です。
ボールドのテキストを出力するには、次のようにします。


$this->stdout("Hello?\n", Console::BOLD);



複数のスタイルを動的に結合して文字列を構成する必要がある場合は、ansiFormat を使うほうが良いでしょう。


$name = $this->ansiFormat('Alex', Console::FG_YELLOW);
echo "Hello, my name is $name.";
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Atualizando a partir da Versão 1.1


Existem muitas diferenças entre as versões 1.1 e 2.0 do Yii, uma vez que o
framework foi completamente reescrito no 2.0.
Por causa disso, atualizar a partir da versão 1.1 não é tão trivial quanto atualizar de versões menores. Neste guia você encontrará as principais diferenças entre as duas versões.


Se você nunca usou o Yii 1.1 antes, você pode pular com segurança esta seção
e ir diretamente para “Instalando o Yii”.


Por favor perceba que o Yii 2.0 introduz mais novas funcionalidades do que as que
são abordadas neste resumo. Recomenda-se fortemente que você leia completamente
o guia definitivo para aprender todas elas. É possível que algumas das funcionalidades
que antes você tinha que desenvolver por conta própria agora sejam partes do
código principal.



Instalação


O Yii 2.0 adota plenamente o Composer [https://getcomposer.org/], o gerenciador
de pacotes PHP. Tanto a instalação do núcleo do framework quanto das
extensões são gerenciados através do Composer. Por favor consulte a seção
Instalando o Yii para aprender como instalar
o Yii 2.0. Se você quiser criar novas extensões, ou tornar compatíveis as suas extensões
existentes do 1.1 com o 2.0, por favor consulte a seção Criando Extensões
do guia.





Requisitos do PHP


O Yii 2.0 requer o PHP 5.4 ou superior, que é uma grande melhoria sobre a versão
5.2 do PHP, que era exigida pelo Yii 1.1.
Como resultado, existem muitas diferenças a nível de linguagem às quais você deveria prestar atenção.
Segue abaixo um resumo das principais mudanças no que diz respeito ao PHP:



		Namespaces [http://php.net/manual/pt_BR/language.namespaces.php].


		Funções anônimas [http://php.net/manual/pt_BR/functions.anonymous.php].


		A sintaxe curta de arrays [...elementos...] é utilizada ao invés de array(...elementos...).


		Tags curtas de echo <?= são usadas nos arquivos de view (visão). É seguro utilizá-las a partir do PHP 5.4.


		Classes e interfaces da SPL [http://php.net/manual/pt_BR/book.spl.php].


		Late Static Bindings [http://php.net/manual/pt_BR/language.oop5.late-static-bindings.php].


		Date e Time [http://php.net/manual/pt_BR/book.datetime.php].


		Traits [http://php.net/manual/pt_BR/language.oop5.traits.php].


		intl [http://php.net/manual/pt_BR/book.intl.php]. O Yii 2.0 utiliza a extensão
intl do PHP para suportar as funcionalidades de internacionalização.








Namespace


A mudança mais óbvia no Yii 2.0 é o uso de namespaces. Praticamente todas as
classes do core possuem namespace, por exemplo, yii\web\Request. O prefixo “C”
não é mais utilizado nos nomes de classes. O esquema de nomenclatura agora segue
a estrutura de diretórios. Por exemplo, yii\web\Request indica que o arquivo
da classe correspondente é web/Request.php sob a pasta do Yii Framework.


(Você pode utilizar qualquer classe do core sem explicitamente incluir o arquivo
dessa classe, graças ao carregador de classes do Yii).





Component e Object


O Yii 2.0 divide a classe CComponent do 1.1 em duas classes: [[yii\base\Object]]
e [[yii\base\Component]]. A classe [[yii\base\Object|Object]] é uma classe base
leve que permite a definição das propriedades de objetos
via getters e setters. A classe [[yii\base\Component|Component]] estende de
[[yii\base\Object|Object]] e suporta eventos e
behaviors (comportamentos).


Se a sua classe não precisa da funcionalidade de eventos e behaviors,
você deveria considerar utilizar [[yii\base\Object|Object]] como classe base.
Esse geralmente é o caso de classes que representam estruturas básicas de dados.





Configuração de Objetos


A classe [[yii\base\Object|Object]] introduz uma maneira uniforme de configurar
objetos. Qualquer classe descendente de [[yii\base\Object|Object]] deveria
declarar seu construtor (se necessário) da seguinte maneira, para que ela
seja configurada adequadamente:


class MinhaClasse extends \yii\base\Object
{
    public function __construct($param1, $param2, $config = [])
    {
        // ... inicialização antes da configuração ser aplicada

        parent::__construct($config);
    }

    public function init()
    {
        parent::init();

        // ... inicialização depois da configuração ser aplicada
    }
}



No código acima, o último parâmetro do construtor deve receber um array de
configuração que contém pares de nome-valor para a inicialização das propriedades
no final do construtor. Você pode sobrescrever o método [[yii\base\Object::init()|init()]]
para fazer o trabalho de inicialização que deve ser feito após a configuração
ter sido aplicada.


Seguindo esta convenção, você poderá criar e configurar novos objetos usando um
array de configuração:


$object = Yii::createObject([
    'class' => 'MinhaClasse',
    'property1' => 'abc',
    'property2' => 'cde',
], [$param1, $param2]);



Mais detalhes sobre configurações podem ser encontradas na seção
Configurações de Objetos.





Eventos


No Yii 1, os eventos eram criados definindo-se um método on-alguma-coisa
(por exemplo, onBeforeSave). No Yii 2, agora você pode usar qualquer nome de
evento. Você dispara um evento chamando o método
[[yii\base\Component::trigger()|trigger()]]:


$evento = new \yii\base\Event;
$componente->trigger($nomeDoEvento, $evento);



Para anexar um handler a um evento, use o método [[yii\base\Component::on()|on()]]:


$componente->on($nomeDoEvento, $handler);
// Para desanexar o handler, utilize:
// $componente->off($nomeDoEvento, $handler);



Existem muitas melhorias das funcionalidades de eventos. Para mais detalhes,
por favor consulte a seção Eventos.





Path Aliases


O Yii 2.0 expande o uso de path aliases (apelidos de caminhos) para caminhos
de arquivos e diretórios e URLs. O Yii 2.0 agora também requer que um nome de alias
comece com o caractere @, para diferenciar aliases de caminhos e URLs normais
de arquivos e diretórios. Por exemplo, o alias @yii se refere ao diretório de
instalação do Yii. Os path aliases são suportados na maior porte do código do core
do Yii. Por exemplo, o método [[yii\caching\FileCache::cachePath]] pode receber
tanto um path alias quanto um caminho de diretório normal.


Um path alias também está intimamente relacionado a um namespace de classe.
Recomenda-se que um path alias seja definido para cada namespace raiz, desta forma
permitindo que você use o auto-carregamento de classes do Yii sem qualquer
configuração adicional. Por exemplo, como @yii se refere ao diretório de
instalação do Yii, uma classe como yii\web\Request pode ser carregada
automaticamente. Se você utilizar uma biblioteca de terceiros, tal como o Zend
Framework, você pode definir um path alias @Zend que se refere ao diretório
de instalação desse framework. Uma vez que você tenha feito isso, o Yii também
poderá carregar automaticamente qualquer classe nessa biblioteca do Zend Framework.


Você pode encontrar mais sobre path aliases na seção Aliases.





Views (Visões)


A mudança mais significante das views no Yii 2 é que a variável especial $this
em uma view não se refere mais ao controller (controlador) ou widget atual.
Ao invés disso, $this agora se refere a um objeto view, um novo conceito
introduzido no 2.0. O objeto view é do tipo [[yii\web\View]], que representa a
parte da visão do padrão MVC. Se você quiser acessar o controlador (controller) ou
o widget em uma visão, você pode utilizar $this->context.


Para renderizar uma visão parcial (partial view) dentro de outra view, você usa
$this->render(), e não $this->renderPartial(). Agora a chamada de render
também precisa ser explicitamente imprimida com echo, uma vez que o métood
render() retorna o resultado da renderização ao invés de exibi-lo diretamente.
Por exemplo:


echo $this->render('_item', ['item' => $item]);



Além de utilizar o PHP como linguagem de template principal, o Yii 2.0 também
é equipado com suporte oficial a duas populares engines de template: Smarty e
Twig. A engine de template do Prado não é mais suportada. Para utilizar essas
engines de template, você precisa configurar o componente de aplicação view
definindo a propriedade [[yii\base\View::$renderers|View::$renderers]]. Por favor
consulte a seção Template Engines para mais
detalhes.





Models (Modelos)


O Yii 2.0 usa a [[yii\base\Model]] como modelo base, semelhante à CModel no 1.1.
A classe CFormModel foi removida inteiramente. Ao invés dela, no Yii 2 você
deve estender a classe [[yii\base\Model]] parar criar uma classe de modelo de formulário.


O Yii 2.0 introduz um novo método chamado de [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]]
para declarar os cenários suportados, e para indicar sob qual cenário um atributo
precisa ser validado, pode ser considerado safe (seguro) ou não, etc. Por exemplo:


public function scenarios()
{
    return [
        'backend' => ['email', 'role'],
        'frontend' => ['email', '!name'],
    ];
}



No código acima, dois cenários são declarados: backend e frontend. Para o
cenário backend, os atributos email e role são seguros (safe), e podem ser
atribuídos em massa. Para o cenário frontend, email pode ser atribuído em
massa enquanto role não. Tanto email quanto role devem ser validados utilizando-se
rules (regras).


O método [[yii\base\Model::rules()|rules()]] ainda é usado para declarar regras
de validação. Perceba que devido à introdução do método [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]],
não existe mais o validador unsafe (inseguro).


Na maioria dos casos, você não precisa sobrescrever [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]]
se o método [[yii\base\Model::rules()|rules()]] especifica completamente os
cenários que existirão, e se não houver necessidade para declarar atributos
unsafe.


Para aprender mais sobre modelos, por favor consulte a seção Models (Modelos).





Controllers (Controladores)


O Yii 2.0 utiliza a [[yii\web\Controller]] como classe base dos controllers
(controladores), de maneira semelhante à CWebController no Yii 1.1. A
[[yii\base\Action]] é a classe base para classes de actions (ações).


O impacto mais óbvio destas mudanças em seu código é que uma action de um controller
deve sempre retornar o conteúdo que você quer renderizar ao invés de dar echo nele:


public function actionView($id)
{
    $model = \app\models\Post::findOne($id);
    if ($model) {
        return $this->render('view', ['model' => $model]);
    } else {
        throw new \yii\web\NotFoundHttpException;
    }
}



Por favor consulte a seção Controllers (Controladores) para mais detalhes sobre controllers.





Widgets


O Yii 2.0 usa [[yii\base\Widget]] como a classe base dos widgets, de maneira
semelhante à CWidget no Yii 1.1.


Para obter um melhor suporte ao framework nas IDEs, o Yii 2.0 introduz uma nova
sintaxe para utilização de widgets. Os métodos estáticos [[yii\base\Widget::begin()|begin()]],
[[yii\base\Widget::end()|end()]] e [[yii\base\Widget::widget()|widget()]] foram
introduzidos, para serem utilizados do seguinte modo:


use yii\widgets\Menu;
use yii\widgets\ActiveForm;

// Perceba que você tem que dar um "echo" no resultado para exibi-lo
echo Menu::widget(['items' => $items]);

// Passando um array para inicializar as propriedades do objeto
$form = ActiveForm::begin([
    'options' => ['class' => 'form-horizontal'],
    'fieldConfig' => ['inputOptions' => ['class' => 'input-xlarge']],
]);
... campos de entrada do form aqui ...
ActiveForm::end();



Por favor consulte a seção Widgets para mais detalhes.





Temas


Os temas funcionam de maneira completamente diferente no 2.0. Agora eles se baseiam
em um mecanismo de mapeamento de caminhos que mapeia um caminho de arquivo de view (visão) fonte
a um caminho de arquivo de view com o tema. Por exemplo, se o mapa de caminho de um tema
é ['/web/views' => '/web/themes/basic'], então a versão com tema deste arquivo
de view /web/views/site/index.php será /web/themes/basic/site/index.php.
Por esse motivo, os temas agora podem ser aplicados a qualquer arquivo de view,
até mesmo uma view renderizada fora do contexto de um controller ou widget.


Além disso, não há mais um componente CThemeManager. Ao invés disso, theme é
uma propriedade configurável do componente de aplicação view.


Por favor consulte a seção Temas para mais detalhes.





Aplicações de Console


As aplicações de console agora são organizadas como controllers (controladores),
assim como as aplicações web. Os controllers de console devem estender de [[yii\console\Controller]],
de maneira semelhante à CConsoleCommand no 1.1.


Para rodar um comando do console, use yii <rota>, onde <rota> representa a rota de
um controller (por exemplo, sitemap/index). Argumentos anônimos adicionais são
passados como os parâmetros correspondentes ao método da ação do controller, enquanto
argumentos com nome são parseados de acordo com as declarações em [[yii\console\Controller::options()]].


O Yii 2.0 suporta a geração automática de informação de ajuda do comando a partir
de blocos de comentários.


Por favor consulte a seção Comandos de Console para mais detalhes.





I18N


O Yii 2.0 remove os formatters de data e número em favor do módulo
intl do PECL do PHP [http://pecl.php.net/package/intl].


A tradução de mensagens agora é realizaada pelo componente de aplicação i18n.
Este componente gerencia um conjunto de fontes de mensagens, que lhe permite
usar diferentes fontes de mensagens baseadas nas categorias das mensagens.


Por favor consulte a seção Internacionalização para mais detalhes.





Action Filters (Filtros de Ação)


Agora os action filters (filtros de ação) são implementados via behaviors.
Para definir um novo filtro personalizado, estenda de [[yii\base\ActionFilter]].
Para usar um filtro, anexe a classe do filtro ao controller (controlador) como um
behavior. Por exemplo, para usar o filtro [[yii\filters\AccessControl]],
você teria o seguinte código em um controller:


public function behaviors()
{
    return [
        'access' => [
            'class' => 'yii\filters\AccessControl',
            'rules' => [
                ['allow' => true, 'actions' => ['admin'], 'roles' => ['@']],
            ],
        ],
    ];
}



Por favor consulte a seção Filtering para mais detalhes.





Assets


O Yii 2.0 introduz um novo conceito chamado de asset bundle (pacote de assets)
que substitui o conceito de script packages (pacotes de script) encontrado no Yii 1.1.


Um asset bundle é uma coleção de arquivos de assets (por exemplo, arquivos JavaScript,
arquivos CSS, arquivos de imagens, etc.) dentro de um diretório. Cada asset bundle
é representado por uma classe que estende [[yii\web\AssetBundle]]. Ao registrar
um asset bundle via [[yii\web\AssetBundle::register()]], você torna os assets
deste pacote acessíveis via Web. Ao contrário do Yii 1, a página que registra o
bundle automaticamente conterá as referências aos arquivos JavaScript e CSS
especificados naquele bundle.


Por favor consulte a seção Gerenciando Assets para mais detalhes.





Helpers


O Yii 2.0 introduz muitas classes de helper estáticas comumente usadas, incluindo:



		[[yii\helpers\Html]]


		[[yii\helpers\ArrayHelper]]


		[[yii\helpers\StringHelper]]


		[[yii\helpers\FileHelper]]


		[[yii\helpers\Json]]





Por favor consulte a seção Visão Geral dos helpers para mais detalhes.





Forms


O Yii 2.0 introduz o conceito de campos (fields) para a construção de
formulários usando [[yii\widgets\ActiveForm]]. Um field é um container
consistindo de um label, um input, uma mensagem de erro, e/ou um texto
de ajuda. Um field é representado como um objeto [[yii\widgets\ActiveField|ActiveField]].
Usando fields você pode construir um formulário de maneira mais limpa
do que antes:


<?php $form = yii\widgets\ActiveForm::begin(); ?>
    <?= $form->field($model, 'username') ?>
    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>
    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('Login') ?>
    </div>
<?php yii\widgets\ActiveForm::end(); ?>



Por favor consulte a seção Criando um Formulário para mais detalhes.





Query Builder (Construtor de Consultas)


No 1.1, a construção de consultas estava espalhada po diversas classes, incluindo
a CDbCommand, a CDbCriteria e a CDbCommandBuilder. O Yii 2.0 representa uma
consulta do banco de dados em termos de um objeto [[yii\db\Query|Query]] que pode
ser convertido em uma instrução SQL com a ajuda do [[yii\db\QueryBuilder|QueryBuilder]]
que está por de trás dos panos.


Por exemplo:


$query = new \yii\db\Query();
$query->select('id, name')
      ->from('user')
      ->limit(10);

$command = $query->createCommand();
$sql = $command->sql;
$rows = $command->queryAll();



E o melhor de tudo, estes métodos de construção de consultas também podem ser
utilizados ao trabalhar com o Active Record.


Por favor consulte a seção Query Builder para mais detalhes.





Active Record


O Yii 2.0 introduz várias mudanças ao Active Record. As
dias mais óbvias envolvem a construção de consultas e o manuseio de consultas
relacionais.


A classe CDbCriteria do 1.1 foi substituída pela [[yii\db\ActiveQuery]] do Yii 2.
Essa classe estende de [[yii\db\Query]], e assim herda todos os métodos de
construção de consultas. Você chama [[yii\db\ActiveRecord::find()]] para começar
a construir uma consulta:


// Para obter todos os clientes *ativos* e ordená-los pelo ID:
$customers = Customer::find()
    ->where(['status' => $active])
    ->orderBy('id')
    ->all();



Para declarar um relacionamento, simplesmente defina um método getter que retorne
um objeto [[yii\db\ActiveQuery|ActiveQuery]]. O nome da propriedade definida pelo
getter representa o nome do relacionamento. Por exemplo, o código a seguir
declara um relacionamento orders (no 1.1, você teria que declarar as relações
em um local central, relations()):


class Customer extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getOrders()
    {
        return $this->hasMany('Order', ['customer_id' => 'id']);
    }
}



Agora você pode usar $customer->orders pra acessar os pedidos (orders) de um
cliente (customer) a partir da tabela relacionada. Você também pode usar o
código a seguir para realizar uma consulta relacional on-the-fly:


$orders = $customer->getOrders()->andWhere('status=1')->all();



Ao fazer o eager loading (carregamento na inicialização) de um relacionamento,
o Yii 2.0 faz isso de maneira diferente do 1.1. Em particular, no 1.1 uma consulta
JOIN seria criada para selecionar tanto o registro primário quanto os de
relacionamentos. No Yii 2.0, duas instruções SQL são executadas sem usar JOIN:
a primeira instrução retorna os registros principais e a segunda retorna os registros
de relacionamentos filtrando pelas chaves primários dos registros principais.


Ao invés de retornar objetos [[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]], você pode
encadear o método [[yii\db\ActiveQuery::asArray()|asArray()]] ao construir uma
consulta para retornar um grande número de registros. Isso fará com que o resultado
da consulta retorne como arrays, o que pode reduzir significativamente o tempo
de CPU e memória necessários para um grande número de registros. Por exemplo,


$customers = Customer::find()->asArray()->all();



Outra mudança é que você não pode mais definir valores padrão de atributos através
de propriedades públicas. Se você precisar disso, você deve defini-las no método
init na classe do seu registro.


public function init()
{
    parent::init();
    $this->status = self::STATUS_NEW;
}



Havia alguns problemas ao sobrescrever o construtor de uma classe ActiveRecord
no 1.1. Estes não ocorrem mais na versão 2.0. Perceba que ao adicionar parâmetros
ao construtor você pode ter que sobrescrever o método [[yii\db\ActiveRecord::instantiate()]].


Existem muitas outras mudanças e melhorias no Active Record. Por favor consulte
a seção Active Record para mais detalhes.





User e IdentityInterface


A classe CWebUser do 1.1 agora foi substituída pela [[yii\web\User]], e não há
mais a classe CUserIdentity. Ao invés disso, você deve implementar a interface
[[yii\web\IdentityInterface]] que é muito mais simples de usar. O template de
aplicação avançado dá um exemplo disso.


Por favor consulte as seções Autenticação,
Autorização, e Template Avançado de Aplicação
para mais detalhes.





Gerenciamento de URLs


O gerenciamento de URLs no Yii 2 é semelhante ao do 1.1. A principal melhoria
é que o gerenciamento de URL agora suporta parâmetros opcionais. Por exemplo,
se você tiver uma regra declarada como a seguir, então ela corresponderá
tanto post/popular quanto post/1/popular. No 1.1, você teria que usar duas
regrar para este mesmo fim.


[
    'pattern' => 'post/<page:\d+>/<tag>',
    'route' => 'post/index',
    'defaults' => ['page' => 1],
]



Por favor consulte a seção da documentação de gerenciamento de URL para mais detalhes.





Utilizando o Yii 1.1 e o 2.x juntos


Se você tem código legado do Yii 1.1 que você queira manter para utilizar com o
Yii 2.0, por favor, consulte a seção Usando Yii 1.1 e 2.0 juntos.
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Extensões


As extensões são pacotes de software redistribuíveis especialmente projetadas
para serem usadas em aplicações Yii e fornecem recursos prontos para o uso. Por
exemplo, a extensão yiisoft/yii2-debug adiciona uma barra de
ferramentas de depuração na parte inferior de todas as páginas em sua aplicação
para ajudar a compreender mais facilmente como as páginas são geradas. Você pode
usar as extensões para acelerar o processo de desenvolvimento. Você também pode
empacotar seus códigos como extensões para compartilhar com outras pessoas o seu
bom trabalho.



Informação: Usamos o termo “extensão” para referenciar os pacotes de software
específicos do Yii. Para propósito geral, os pacotes de software que podem ser
usados sem o Yii, referenciamos sob o termo de “pacote” ou “biblioteca”.




Usando Extensões 


Para usar uma extensão, você precisa instalá-lo primeiro. A maioria das extensões
são distribuídas como pacotes do Composer [https://getcomposer.org/] que podem
ser instaladas seguindo dois passos:



		modifique o arquivo composer.json de sua aplicação e especifique quais
extensões (pacotes do Composer) você deseja instalar.


		execute composer install para instalar as extensões especificadas.





Observe que você pode precisa instalar o Composer [https://getcomposer.org/]
caso você não tenha feito isto antes.


Por padrão, o Composer instala pacotes registados no Packagist [https://packagist.org/] -
o maior repositório open source de pacotes do Composer. Você também pode criar
o seu próprio repositório [https://getcomposer.org/doc/05-repositories.md#repository]
e configurar o Composer para usá-lo. Isto é útil caso você desenvolva extensões
privadas que você deseja compartilhar apenas em seus projetos.


As extensões instaladas pelo Composer são armazenadas no diretório BasePath/vendor,
onde o BasePath refere-se ao caminho base
da aplicação. Como o Composer é um gerenciador de dependências, quando ele instala
um pacote, também instala todos os pacotes dependentes.


Por exemplo, para instalar a extensão yiisoft/yii2-imagine, modifique seu
composer.json conforme o seguinte exemplo:


{
    // ...

    "require": {
        // ... other dependencies

        "yiisoft/yii2-imagine": "*"
    }
}



Depois da instalação, você deve enxergar o diretório yiisoft/yii2-imagine sob
o diretório BasePath/vendor. Você também deve enxergar outro diretório
imagine/imagine que contém os pacotes dependentes instalados.



Informação: O yiisoft/yii2-imagine é uma extensão nativa desenvolvida e mantida
pela equipe de desenvolvimento do Yii. Todas as extensões nativas estão hospedadas
no Packagist [https://packagist.org/] e são nomeadas como yiisoft/yii2-xyz,
onde xyz varia para cada extensão.



Agora, você pode usar as extensões instaladas como parte de sua aplicação. O
exemplo a seguir mostra como você pode usar a classe yii\imagine\Image
fornecido pela extensão yiisoft/yii2-imagine:


use Yii;
use yii\imagine\Image;

// gera uma imagem thumbnail 
Image::thumbnail('@webroot/img/test-image.jpg', 120, 120)
    ->save(Yii::getAlias('@runtime/thumb-test-image.jpg'), ['quality' => 50]);




Informação: As classes de extensão são carregadas automaticamente pela
classe autoloader do Yii.




Instalando Extensões Manualmente 


Em algumas raras ocasiões, você pode querer instalar algumas ou todas extensões
manualmente, ao invés de depender do Composer.
Para fazer isto, você deve:



		fazer o download da extensão com os arquivos zipados e os dezipe no diretório vendor


		instalar as classes autoloaders fornecidas pela extensão, se houver.


		fazer o download e instalar todas as extensões dependentes que foi instruído.





Se uma extensão não tiver uma classe autoloader seguindo a
norma PSR-4 [http://www.php-fig.org/psr/psr-4/], você pode usar a classe
autoloader fornecida pelo Yii para carregar automaticamente as classes de
extensão. Tudo o que você precisa fazer é declarar uma
alias root para o diretório root da
extensão. Por exemplo, assumindo que você instalou uma extensão no diretório
vendor/mycompany/myext e que a classe da extensão está sob o namespace myext,
você pode incluir o código a seguir na configuração de sua aplicação:


[
    'aliases' => [
        '@myext' => '@vendor/mycompany/myext',
    ],
]








Criando Extensões 


Você pode considerar criar uma extensão quando você sentir a necessidade de
compartilhar o seu bom código para outras pessoas.
Uma extensão pode conter qualquer código que você deseja, tais como uma classe
helper, um widget, um módulo, etc.


É recomendado que você crie uma extensão através do
pacote doComposer [https://getcomposer.org/] de modo que possa ser mais
facilmente instalado e usado por outros usuário, como descrito na última subseção.


Abaixo estão as básicas etapas que você pode seguir para criar uma extensão como
um pacote do Composer.



		Crie uma projeto para sua extensão e guarde-o em um repositório CVS, como o
github.com [https://github.com]. O trabalho de desenvolvimento e de manutenção
deve ser feito neste repositório.


		Sob o diretório root do projeto, crie um arquivo chamado composer.json como
o requerido pelo Composer. Por favor, consulte a próxima subseção para mais
detalhes.


		Registre sua extensão no repositório do Composer, como o
Packagist [https://packagist.org/], de modo que outros usuário possam achar
e instalar suas extensões usando o Composer.






composer.json 


Cada pacote do Composer deve ter um arquivo composer.json no diretório root. O
arquivo contém os metadados a respeito do pacote. Você pode achar a especificação
completa sobre este arquivo no Manual do Composer [https://getcomposer.org/doc/01-basic-usage.md#composer-json-project-setup].
O exemplo a seguir mostra o arquivo composer.json para a extensão yiisoft/yii2-imagine:


{
    // nome do pacote
    "name": "yiisoft/yii2-imagine",

    // tipo de pacote
    "type": "yii2-extension",

    "description": "The Imagine integration for the Yii framework",
    "keywords": ["yii2", "imagine", "image", "helper"],
    "license": "BSD-3-Clause",
    "support": {
        "issues": "https://github.com/yiisoft/yii2/issues?labels=ext%3Aimagine",
        "forum": "http://www.yiiframework.com/forum/",
        "wiki": "http://www.yiiframework.com/wiki/",
        "irc": "irc://irc.freenode.net/yii",
        "source": "https://github.com/yiisoft/yii2"
    },
    "authors": [
        {
            "name": "Antonio Ramirez",
            "email": "amigo.cobos@gmail.com"
        }
    ],

    // dependências do pacote
    "require": {
        "yiisoft/yii2": "*",
        "imagine/imagine": "v0.5.0"
    },

    // especifica as classes autoloading 
    "autoload": {
        "psr-4": {
            "yii\\imagine\\": ""
        }
    }
}




Nome do Pacote 


Cada pacote do Composer deve ter um nome que identifica unicamente o pacote
entre todos os outros. Os nomes dos pacotes devem seguir o formato
vendorName/projectName. Por exemplo, no nome do pacote yiisoft/yii2-imagine,
o nome do vendor e o nome do projeto são yiisoft e yii2-imagine,
respectivamente.


NÃO utilize yiisoft como nome do seu vendor já que ele é usado pelo Yii para
os códigos nativos.


Recomendamos que você use o prefixo yii2- para o nome do projeto dos pacotes
de extensões em Yii 2, por exemplo, myname/yii2-mywidget. Isto permitirá que
os usuários encontrem mais facilmente uma extensão Yii 2.





Tipo de Pacote 


É importante que você especifique o tipo de pacote de sua extensão como
yii2-extension, de modo que o pacote possa ser reconhecido como uma extensão
do Yii quando for instalado.


Quando um usuário executar composer install para instalar uma extensão, o
arquivo vendor/yiisoft/extensions.php será atualizada automaticamente para
incluir informações referentes a nova extensão. A partir deste arquivo, as
aplicações Yii podem saber quais extensões estão instaladas (a informação pode
ser acessada através da propriedade [[yii\base\Application::extensions]]).





Dependências 


Sua extensão depende do Yii (claro!). Sendo assim, você deve listar (yiisoft/yii2)
na entrada require do composer.json. Se sua extensão também depender de outras
extensões ou de bibliotecas de terceiros, você deve lista-los também. Certifique-se
de listar as constantes de versões apropriadas (por exemplo, 1.*, @stable)
para cada pacote dependente. Utilize dependências estáveis quando sua extensão
estiver em uma versão estável.


A maioria dos pacotes JavaScript/CSS são gerenciados pelo Bower [http://bower.io/]
e/ou pelo NPM [https://www.npmjs.org/], ao invés do Composer. O Yii usa o
plugin de asset do Composer [https://github.com/francoispluchino/composer-asset-plugin]
para habilitar a gerência destes tipos de pacotes através do Composer. Se sua
extensão depender do pacote do Bower, você pode simplesmente listar a dependência
no composer.json conforme o exemplo a seguir:


{
    // package dependencies
    "require": {
        "bower-asset/jquery": ">=1.11.*"
    }
}



O código anterior indica que a extensão depende do pacote jquery do Bower. Em
geral, no composer.json, você pode usar o bower-asset/PackageName para
referenciar um pacote do Bower no composer.json, e usar o npm-asset/PackageName
para referenciar um pacote do NPM, por padrão o conteúdo do pacote será instalado
sob os diretórios @vendor/bower/PackageName e @vendor/npm/Packages,
respectivamente.
Estes dois diretórios podem ser referenciados para usar alias mais curtas como
@bower/PackageName e @npm/PackageName.


Para mais detalhes sobre o gerenciamento de asset, por favor, consulte a seção
Assets.





Classe Autoloading 


Para que suas classes sejam carregadas automaticamente pela classe autoloader do
Yii ou da classe autoloader do Composer, você deve especificar a entrada autoload
no arquivo composer.json, conforme mostrado a seguir:


{
    // ....

    "autoload": {
        "psr-4": {
            "yii\\imagine\\": ""
        }
    }
}



Você pode listar um ou vários namespaces e seus caminhos de arquivos correspondentes.


Quando a extensão estiver instalada em uma aplicação, o Yii irá criar para cada
namespace listada uma alias que se
referenciará ao diretório correspondente ao namespace.
Por exemplo, a declaração acima do autoload corresponderá a uma alias chamada
@yii/imagine.







Práticas Recomendadas 


Como as extensões são destinadas a serem usadas por outras pessoas, você precisará,
por muitas vezes, fazer um esforço extra durante o desenvolvimento. A seguir,
apresentaremos algumas práticas comuns e recomendadas na criação de extensões de
alta qualidade.



Namespaces 


Para evitar conflitos de nomes e criar classes autocarregáveis em sua extensão,
você deve usar namespaces e nomear as classes seguindo o
padrão PSR-4 [http://www.php-fig.org/psr/psr-4/] ou o
padrão PSR-0 [http://www.php-fig.org/psr/psr-0/].


Seus namespaces de classes devem iniciar com vendorName\extensionName, onde a
extensionName é semelhante ao nome da extensão, exceto que ele não deve conter
o prefixo yii2-. Por exemplo, para a extensão yiisoft/yii2-imagine, usamos o
yii\imagine como namespace para suas classes.


Não use yii, yii2 ou yiisoft como nome do seu vendor. Estes nomes são
reservados para serem usados para o código nativo do Yii.





Inicialização das Classes 


As vezes, você pode querer que sua extensão execute algum código durante o
processo de inicialização de uma aplicação. Por
exemplo, a sua extensão pode querer responder ao evento beginRequest da
aplicação para ajustar alguma configuração do ambiente. Embora você possa
instruir os usuários que usam a extensão para associar explicitamente a sua
função ao evento beginRequest, a melhor maneira é fazer isso é automaticamente.


Para atingir este objetivo, você pode criar uma classe de inicialização
implementando o [[yii\base\BootstrapInterface]].
Por exemplo,


namespace myname\mywidget;

use yii\base\BootstrapInterface;
use yii\base\Application;

class MyBootstrapClass implements BootstrapInterface
{
    public function bootstrap($app)
    {
        $app->on(Application::EVENT_BEFORE_REQUEST, function () {
             // fazer alguma coisa aqui
        });
    }
}



Em seguida, liste esta classe no arquivo composer.json de sua extensão conforme
o seguinte,


{
    // ...

    "extra": {
        "bootstrap": "myname\\mywidget\\MyBootstrapClass"
    }
}



Quando a extensão for instalada em uma aplicação, o Yii instanciará
automaticamente a classe de inicialização e chamará o método
[[yii\base\BootstrapInterface::bootstrap()|bootstrap()]] durante o processo de
inicialização para cada requisição.





Trabalhando com Banco de Dados 


Sua extensão pode precisar acessar banco de dados. Não pressupunha que as
aplicações que usam sua extensão SEMPRE usam o Yii::$db como a conexão do
banco de dados. Em vez disso, você deve declarar a propriedade db para as
classes que necessitam acessar o banco de dados.
A propriedade permitirá que os usuários de sua extensão personalizem quaisquer
conexão de banco de dados que gostariam de usar.
Como exemplo, você pode consultar a classe [[yii\caching\DbCache]] e ver como
declara e usa a propriedade db.


Se sua extensão precisar criar uma tabela específica no banco de dados ou fazer
alterações no esquema do banco de dados, você deve:



		fornecer migrations para manipular o esquema do banco de
dados, ao invés de usar arquivos simples de SQL;


		tentar criar migrations aplicáveis em diferentes SGDB;


		evitar o uso de Active Record nas migrations.








Usando Assets 


Se sua extensão usar um widget ou um módulo, pode ter grandes chances de requerer
algum assets para funcionar.
Por exemplo, um módulo pode exibir algumas páginas que contém imagens, JavaScript
e CSS. Como os arquivos de uma extensão estão todos sob o diretório que não é
acessível pela Web quando instalado em uma aplicação, você tem duas escolhas
para tornar estes arquivos de asset diretamente acessíveis pela Web:



		informe aos usuários da extensão copiar manualmente os arquivos de asset para
uma pasta determinada acessível pela Web;


		declare um asset bundle e conte com o mecanismo de
publicação de asset para copiar automaticamente os arquivos listados no asset
bundle para uma pasta acessível pela Web.





Recomendamos que você use a segunda abordagem de modo que sua extensão possa ser
usada com mais facilidade pelos usuários. Por favor, consulte a seção
Assets para mais detalhes sobre como trabalhar com assets
em geral.





Internacionalização e Localização 


Sua extensão pode ser usada por aplicações que suportam diferentes idiomas!
Portanto, se sua extensão exibir conteúdo para os usuários finais, você deve
tentar usar internacionalização e localização. Em particular,



		Se a extensão exibir mensagens aos usuários finais, as mensagens devem usadas
por meio do método Yii::t() de modo que eles possam ser traduzidas. As
mensagens voltadas para os desenvolvedores (como mensagens internas de exceções)
não precisam ser traduzidas.


		Se a extensão exibir números, datas, etc., devem ser formatadas usando a classe
[[yii\i18n\Formatter]] com as regras de formatação apropriadas.





Para mais detalhes, por favor, consulte a seção Internacionalização.





Testes 


Você quer que sua extensão execute com perfeição sem trazer problemas para outras
pessoas. Para alcançar este objetivo, você deve testar sua extensão antes de
liberá-lo ao público.


É recomendado que você crie várias unidades de testes para realizar simulações
no código de sua extensão ao invés de depender de testes manuais.
Toda vez que liberar uma nova versão de sua extensão, você pode simplesmente
rodar as unidades de teste para garantir que tudo esteja em boas condições. O
Yii fornece suporte para testes, que podem ajuda-los a escrever mais facilmente
testes unitários, testes de aceitação e testes funcionais. Para mais detalhes,
por favor, consulte a seção Testing.





Versionamento 


Você deve dar para cada liberação de sua extensão um numero de versão (por exemplo,
1.0.1). Recomendamos que você siga a prática versionamento semântico [http://semver.org]
ao determinar qual número de versão será usado.





Liberando Versões 


Para que outras pessoas saibam sobre sua extensão, você deve liberá-lo ao público.


Se é a primeira vez que você está liberando uma extensão, você deve registrá-lo
no repositório do Composer, como o Packagist [https://packagist.org/]. Depois
disso, tudo o que você precisa fazer é simplesmente criar uma tag de liberação
(por exemplo, v1.0.1) no repositório CVS de sua extensão e notificar o
repositório do Composer sobre a nova liberação. As pessoas, então, serão capazes
de encontrar a nova versão e instalá-lo ou atualizá-lo através do repositório do
Composer.


As versões de sua extensão, além dos arquivos de códigos, você deve também
considerar a inclusão de roteiros para ajudar as outras pessoas aprenderem a usar
a sua extensão:



		Um arquivo readme no diretório root do pacote: descreve o que sua extensão faz
e como faz para instalá-lo e usá-lo. Recomendamos que você escreva no formato
Markdown [http://daringfireball.net/projects/markdown/] e o nome do arquivo
como readme.md.


		Um arquivo changelog no diretório root do pacote: lista quais mudanças foram
feitas em cada versão. O arquivo pode ser escrito no formato Markdown e
nomeado como changelog.md.


		Uma arquivo de atualização no diretório root do pacote: fornece as instruções
de como atualizar a extensão a partir de versões antigas. O arquivo deve ser
escrito no formato Markdown e nomeado como upgrade.md.


		Tutoriais, demos, screenshots, etc.: estes são necessários se sua extensão
fornece muitos recursos que podem não ser totalmente cobertos no arquivo readme.


		Documentação da API: seu código deve ser bem documentado para permitir que
outros usuários possam ler e entender mais facilmente.
Você pode consultar o arquivo da classe Object [https://github.com/yiisoft/yii2/blob/master/framework/base/Object.php]
para aprender como documentar o seu código.






Informação: Os seus comentários no código podem ser escritos no formato Markdown.
A extensão yiisoft/yii2-apidoc fornece uma ferramenta para gerar uma documentação
da API com base nos seus comentários.




Informação: Embora não seja um requisito, sugerimos que sua extensão se conforme
a determinados estilos de codificação. Você pode consultar o
estilo de codificação do framework [https://github.com/yiisoft/yii2/wiki/Core-framework-code-style].










Extensões Nativas 


O Yii fornece as seguintes extensões que são desenvolvidas e mantidas pela equipe
de desenvolvimento do Yii. Todos são registrados no Packagist [https://packagist.org/]
e podem ser facilmente instalados como descrito na subseção Usando Extensões.



		yiisoft/yii2-apidoc [https://github.com/yiisoft/yii2-apidoc]:
fornece um gerador de API de documentação extensível e de alto desempenho.
Também é usado para gerar a API de documentação do framework.


		yiisoft/yii2-authclient [https://github.com/yiisoft/yii2-authclient]:
fornece um conjunto comum de autenticadores de clientes, como Facebook OAuth2
client, GitHub OAuth2 client.


		yiisoft/yii2-bootstrap [https://github.com/yiisoft/yii2-bootstrap]:
fornece um conjunto de widgets que encapsulam os componentes e plug-ins do
Bootstrap [http://getbootstrap.com/].


		yiisoft/yii2-codeception [https://github.com/yiisoft/yii2-codeception]:
fornece suporte a testes baseados no Codeception [http://codeception.com/].


		yiisoft/yii2-debug [https://github.com/yiisoft/yii2-debug]:
fornece suporte a depuração para aplicações Yii. Quando esta extensão é usada,
uma barra de ferramenta de depuração aparecerá na parte inferior de cada página.
A extensão também fornece um conjunto de páginas independentes para exibir mais
detalhes das informações de depuração.


		yiisoft/yii2-elasticsearch [https://github.com/yiisoft/yii2-elasticsearch]:
fornece suporte para o uso de Elasticsearch [http://www.elasticsearch.org/].
Este inclui suporte a consultas/pesquisas básicas e também implementa o padrão
Active Record que permite que você armazene os active
records no Elasticsearch.


		yiisoft/yii2-faker [https://github.com/yiisoft/yii2-faker]:
fornece suporte para o uso de Faker [https://github.com/fzaninotto/Faker] para
gerar dados falsos para você.


		yiisoft/yii2-gii [https://github.com/yiisoft/yii2-gii]:
fornece um gerador de código baseado na Web que é altamente extensível e pode
ser usado para gerar rapidamente models (modelos), formulários, módulos, CRUD, etc.


		yiisoft/yii2-imagine [https://github.com/yiisoft/yii2-imagine]:
fornece funções de manipulação de imagens comumente utilizados com base no
Imagine [http://imagine.readthedocs.org/].


		yiisoft/yii2-jui [https://github.com/yiisoft/yii2-jui]:
fornece um conjunto de widgets que encapsulam as interações e widgets do
JQuery UI [http://jqueryui.com/].


		yiisoft/yii2-mongodb [https://github.com/yiisoft/yii2-mongodb]:
fornece suporte para o uso do MongoDB [http://www.mongodb.org/]. Este inclui
recursos como consultas básicas, Active Record, migrations, cache, geração de
códigos, etc.


		yiisoft/yii2-redis [https://github.com/yiisoft/yii2-redis]:
fornece suporte para o uso do redis [http://redis.io/]. Este inclui recursos
como consultas básicas, Active Record, cache, etc.


		yiisoft/yii2-smarty [https://github.com/yiisoft/yii2-smarty]:
fornece um motor de template baseado no Smarty [http://www.smarty.net/].


		yiisoft/yii2-sphinx [https://github.com/yiisoft/yii2-sphinx]:
fornece suporte para o uso do Sphinx [http://sphinxsearch.com]. Este inclui
recursos como consultas básicas, Active Record, geração de códigos, etc.


		yiisoft/yii2-swiftmailer [https://github.com/yiisoft/yii2-swiftmailer]:
fornece recursos para envio de e-mails baseados no swiftmailer [http://swiftmailer.org/].


		yiisoft/yii2-twig [https://github.com/yiisoft/yii2-twig]:
fornece um motor de template baseado no Twig [http://twig.sensiolabs.org/].
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Views


Views are part of the MVC [http://en.wikipedia.org/wiki/Model%E2%80%93view%E2%80%93controller] architecture.
They are code responsible for presenting data to end users. In a Web application, views are usually created
in terms of view templates which are PHP script files containing mainly HTML code and presentational PHP code.
They are managed by the [[yii\web\View|view]] application component which provides commonly used methods
to facilitate view composition and rendering. For simplicity, we often call view templates or view template files
as views.



Creating Views 


As aforementioned, a view is simply a PHP script mixed with HTML and PHP code. The following is the view
that presents a login form. As you can see, PHP code is used to generate the dynamic content, such as the
page title and the form, while HTML code organizes them into a presentable HTML page.


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\ActiveForm;

/* @var $this yii\web\View */
/* @var $form yii\widgets\ActiveForm */
/* @var $model app\models\LoginForm */

$this->title = 'Login';
?>
<h1><?= Html::encode($this->title) ?></h1>

<p>Please fill out the following fields to login:</p>

<?php $form = ActiveForm::begin(); ?>
    <?= $form->field($model, 'username') ?>
    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>
    <?= Html::submitButton('Login') ?>
<?php ActiveForm::end(); ?>



Within a view, you can access $this which refers to the [[yii\web\View|view component]] managing
and rendering this view template.


Besides $this, there may be other predefined variables in a view, such as $model in the above
example. These variables represent the data that are pushed into the view by controllers
or other objects which trigger the view rendering.



Tip: The predefined variables are listed in a comment block at beginning of a view so that they can
be recognized by IDEs. It is also a good way of documenting your views.




Security 


When creating views that generate HTML pages, it is important that you encode and/or filter the data coming
from end users before presenting them. Otherwise, your application may be subject to
cross-site scripting [http://en.wikipedia.org/wiki/Cross-site_scripting] attacks.


To display a plain text, encode it first by calling [[yii\helpers\Html::encode()]]. For example, the following code
encodes the user name before displaying it:


<?php
use yii\helpers\Html;
?>

<div class="username">
    <?= Html::encode($user->name) ?>
</div>



To display HTML content, use [[yii\helpers\HtmlPurifier]] to filter the content first. For example, the following
code filters the post content before displaying it:


<?php
use yii\helpers\HtmlPurifier;
?>

<div class="post">
    <?= HtmlPurifier::process($post->text) ?>
</div>




Tip: While HTMLPurifier does excellent job in making output safe, it is not fast. You should consider
caching the filtering result if your application requires high performance.






Organizing Views 


Like controllers and models, there are conventions to organize views.



		For views rendered by a controller, they should be put under the directory @app/views/ControllerID by default,
where ControllerID refers to the controller ID. For example, if
the controller class is PostController, the directory would be @app/views/post; If it is PostCommentController,
the directory would be @app/views/post-comment. In case the controller belongs to a module, the directory
would be views/ControllerID under the [[yii\base\Module::basePath|module directory]].


		For views rendered in a widget, they should be put under the WidgetPath/views directory by
default, where WidgetPath stands for the directory containing the widget class file.


		For views rendered by other objects, it is recommended that you follow the similar convention as that for widgets.





You may customize these default view directories by overriding the [[yii\base\ViewContextInterface::getViewPath()]]
method of controllers or widgets.







Rendering Views 


You can render views in controllers, widgets, or any
other places by calling view rendering methods. These methods share a similar signature shown as follows,


/**
 * @param string $view view name or file path, depending on the actual rendering method
 * @param array $params the data to be passed to the view
 * @return string rendering result
 */
methodName($view, $params = [])




Rendering in Controllers 


Within controllers, you may call the following controller methods to render views:



		[[yii\base\Controller::render()|render()]]: renders a named view and applies a layout
to the rendering result.


		[[yii\base\Controller::renderPartial()|renderPartial()]]: renders a named view without any layout.


		[[yii\web\Controller::renderAjax()|renderAjax()]]: renders a named view without any layout,
and injects all registered JS/CSS scripts and files. It is usually used in response to AJAX Web requests.


		[[yii\base\Controller::renderFile()|renderFile()]]: renders a view specified in terms of a view file path or
alias.


		[[yii\base\Controller::renderContent()|renderContent()]]: renders a static string by embedding it into
the currently applicable layout. This method is available since version 2.0.1.





For example,


namespace app\controllers;

use Yii;
use app\models\Post;
use yii\web\Controller;
use yii\web\NotFoundHttpException;

class PostController extends Controller
{
    public function actionView($id)
    {
        $model = Post::findOne($id);
        if ($model === null) {
            throw new NotFoundHttpException;
        }

        // renders a view named "view" and applies a layout to it
        return $this->render('view', [
            'model' => $model,
        ]);
    }
}






Rendering in Widgets 


Within widgets, you may call the following widget methods to render views.



		[[yii\base\Widget::render()|render()]]: renders a named view.


		[[yii\base\Widget::renderFile()|renderFile()]]: renders a view specified in terms of a view file path or
alias.





For example,


namespace app\components;

use yii\base\Widget;
use yii\helpers\Html;

class ListWidget extends Widget
{
    public $items = [];

    public function run()
    {
        // renders a view named "list"
        return $this->render('list', [
            'items' => $this->items,
        ]);
    }
}






Rendering in Views 


You can render a view within another view by calling one of the following methods provided by the [[yii\base\View|view component]]:



		[[yii\base\View::render()|render()]]: renders a named view.


		[[yii\web\View::renderAjax()|renderAjax()]]: renders a named view and injects all registered
JS/CSS scripts and files. It is usually used in response to AJAX Web requests.


		[[yii\base\View::renderFile()|renderFile()]]: renders a view specified in terms of a view file path or
alias.





For example, the following code in a view renders the _overview.php view file which is in the same directory
as the view being currently rendered. Remember that $this in a view refers to the [[yii\base\View|view]] component:


<?= $this->render('_overview') ?>






Rendering in Other Places 


In any place, you can get access to the [[yii\base\View|view]] application component by the expression
Yii::$app->view and then call its aforementioned methods to render a view. For example,


// displays the view file "@app/views/site/license.php"
echo \Yii::$app->view->renderFile('@app/views/site/license.php');






Named Views 


When you render a view, you can specify the view using either a view name or a view file path/alias. In most cases,
you would use the former because it is more concise and flexible. We call views specified using names as named views.


A view name is resolved into the corresponding view file path according to the following rules:



		A view name may omit the file extension name. In this case, .php will be used as the extension. For example,
the view name about corresponds to the file name about.php.


		If the view name starts with double slashes //, the corresponding view file path would be @app/views/ViewName.
That is, the view is looked for under the [[yii\base\Application::viewPath|application’s view path]].
For example, //site/about will be resolved into @app/views/site/about.php.


		If the view name starts with a single slash /, the view file path is formed by prefixing the view name
with the [[yii\base\Module::viewPath|view path]] of the currently active module.
If there is no active module, @app/views/ViewName will be used. For example, /user/create will be resolved into
@app/modules/user/views/user/create.php, if the currently active module is user. If there is no active module,
the view file path would be @app/views/user/create.php.


		If the view is rendered with a [[yii\base\View::context|context]] and the context implements [[yii\base\ViewContextInterface]],
the view file path is formed by prefixing the [[yii\base\ViewContextInterface::getViewPath()|view path]] of the
context to the view name. This mainly applies to the views rendered within controllers and widgets. For example,
about will be resolved into @app/views/site/about.php if the context is the controller SiteController.


		If a view is rendered within another view, the directory containing the other view file will be prefixed to
the new view name to form the actual view file path. For example, item will be resolved into @app/views/post/item.php
if it is being rendered in the view @app/views/post/index.php.





According to the above rules, calling $this->render('view') in a controller app\controllers\PostController will
actually render the view file @app/views/post/view.php, while calling $this->render('_overview') in that view
will render the view file @app/views/post/_overview.php.





Accessing Data in Views 


There are two approaches to access data within a view: push and pull.


By passing the data as the second parameter to the view rendering methods, you are using the push approach.
The data should be represented as an array of name-value pairs. When the view is being rendered, the PHP
extract() function will be called on this array so that the array is extracted into variables in the view.
For example, the following view rendering code in a controller will push two variables to the report view:
$foo = 1 and $bar = 2.


echo $this->render('report', [
    'foo' => 1,
    'bar' => 2,
]);



The pull approach actively retrieves data from the [[yii\base\View|view component]] or other objects accessible
in views (e.g. Yii::$app). Using the code below as an example, within the view you can get the controller object
by the expression $this->context. And as a result, it is possible for you to access any properties or methods
of the controller in the report view, such as the controller ID shown in the following:


The controller ID is: <?= $this->context->id ?>
?>



The push approach is usually the preferred way of accessing data in views, because it makes views less dependent
on context objects. Its drawback is that you need to manually build the data array all the time, which could
become tedious and error prone if a view is shared and rendered in different places.





Sharing Data among Views 


The [[yii\base\View|view component]] provides the [[yii\base\View::params|params]] property that you can use
to share data among views.


For example, in an about view, you can have the following code which specifies the current segment of the
breadcrumbs.


$this->params['breadcrumbs'][] = 'About Us';



Then, in the layout file, which is also a view, you can display the breadcrumbs using the data
passed along [[yii\base\View::params|params]]:


<?= yii\widgets\Breadcrumbs::widget([
    'links' => isset($this->params['breadcrumbs']) ? $this->params['breadcrumbs'] : [],
]) ?>








Layouts 


Layouts are a special type of views that represent the common parts of multiple views. For example, the pages
for most Web applications share the same page header and footer. While you can repeat the same page header and footer
in every view, a better way is to do this once in a layout and embed the rendering result of a content view at
an appropriate place in the layout.



Creating Layouts 


Because layouts are also views, they can be created in the similar way as normal views. By default, layouts
are stored in the directory @app/views/layouts. For layouts used within a module,
they should be stored in the views/layouts directory under the [[yii\base\Module::basePath|module directory]].
You may customize the default layout directory by configuring the [[yii\base\Module::layoutPath]] property of
the application or modules.


The following example shows how a layout looks like. Note that for illustrative purpose, we have greatly simplified
the code in the layout. In practice, you may want to add more content to it, such as head tags, main menu, etc.


<?php
use yii\helpers\Html;

/* @var $this yii\web\View */
/* @var $content string */
?>
<?php $this->beginPage() ?>
<!DOCTYPE html>
<html lang="en">
<head>
    <meta charset="UTF-8"/>
    <?= Html::csrfMetaTags() ?>
    <title><?= Html::encode($this->title) ?></title>
    <?php $this->head() ?>
</head>
<body>
<?php $this->beginBody() ?>
    <header>My Company</header>
    <?= $content ?>
    <footer>&copy; 2014 by My Company</footer>
<?php $this->endBody() ?>
</body>
</html>
<?php $this->endPage() ?>



As you can see, the layout generates the HTML tags that are common to all pages. Within the <body> section,
the layout echoes the $content variable which represents the rendering result of content views and is pushed
into the layout when [[yii\base\Controller::render()]] is called.


Most layouts should call the following methods like shown in the above code. These methods mainly trigger events
about the rendering process so that scripts and tags registered in other places can be properly injected into
the places where these methods are called.



		[[yii\base\View::beginPage()|beginPage()]]: This method should be called at the very beginning of the layout.
It triggers the [[yii\base\View::EVENT_BEGIN_PAGE|EVENT_BEGIN_PAGE]] event which indicates the beginning of a page.


		[[yii\base\View::endPage()|endPage()]]: This method should be called at the end of the layout.
It triggers the [[yii\base\View::EVENT_END_PAGE|EVENT_END_PAGE]] event which indicates the end of a page.


		[[yii\web\View::head()|head()]]: This method should be called within the <head> section of an HTML page.
It generates a placeholder which will be replaced with the registered head HTML code (e.g. link tags, meta tags)
when a page finishes rendering.


		[[yii\web\View::beginBody()|beginBody()]]: This method should be called at the beginning of the <body> section.
It triggers the [[yii\web\View::EVENT_BEGIN_BODY|EVENT_BEGIN_BODY]] event and generates a placeholder which will
be replaced by the registered HTML code (e.g. JavaScript) targeted at the body begin position.


		[[yii\web\View::endBody()|endBody()]]: This method should be called at the end of the <body> section.
It triggers the [[yii\web\View::EVENT_END_BODY|EVENT_END_BODY]] event and generates a placeholder which will
be replaced by the registered HTML code (e.g. JavaScript) targeted at the body end position.








Accessing Data in Layouts 


Within a layout, you have access to two predefined variables: $this and $content. The former refers to
the [[yii\base\View|view]] component, like in normal views, while the latter contains the rendering result of a content
view which is rendered by calling the [[yii\base\Controller::render()|render()]] method in controllers.


If you want to access other data in layouts, you have to use the pull method as described in
the Accessing Data in Views subsection. If you want to pass data from a content view
to a layout, you may use the method described in the Sharing Data among Views subsection.





Using Layouts 


As described in the Rendering in Controllers subsection, when you render a view
by calling the [[yii\base\Controller::render()|render()]] method in a controller, a layout will be applied
to the rendering result. By default, the layout @app/views/layouts/main.php will be used.


You may use a different layout by configuring either [[yii\base\Application::layout]] or [[yii\base\Controller::layout]].
The former governs the layout used by all controllers, while the latter overrides the former for individual controllers.
For example, the following code makes the post controller to use @app/views/layouts/post.php as the layout
when rendering its views. Other controllers, assuming their layout property is untouched, will still use the default
@app/views/layouts/main.php as the layout.


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class PostController extends Controller
{
    public $layout = 'post';
    
    // ...
}



For controllers belonging to a module, you may also configure the module’s [[yii\base\Module::layout|layout]] property to
use a particular layout for these controllers.


Because the layout property may be configured at different levels (controllers, modules, application),
behind the scene Yii takes two steps to determine what is the actual layout file being used for a particular controller.


In the first step, it determines the layout value and the context module:



		If the [[yii\base\Controller::layout]] property of the controller is not null, use it as the layout value and
the [[yii\base\Controller::module|module]] of the controller as the context module.


		If [[yii\base\Controller::layout|layout]] is null, search through all ancestor modules (including the application itself) of the controller and
find the first module whose [[yii\base\Module::layout|layout]] property is not null. Use that module and
its [[yii\base\Module::layout|layout]] value as the context module and the chosen layout value.
If such a module cannot be found, it means no layout will be applied.





In the second step, it determines the actual layout file according to the layout value and the context module
determined in the first step. The layout value can be:



		a path alias (e.g. @app/views/layouts/main).


		an absolute path (e.g. /main): the layout value starts with a slash. The actual layout file will be
looked for under the application’s [[yii\base\Application::layoutPath|layout path]] which defaults to
@app/views/layouts.


		a relative path (e.g. main): the actual layout file will be looked for under the context module’s
[[yii\base\Module::layoutPath|layout path]] which defaults to the views/layouts directory under the
[[yii\base\Module::basePath|module directory]].


		the boolean value false: no layout will be applied.





If the layout value does not contain a file extension, it will use the default one .php.





Nested Layouts 


Sometimes you may want to nest one layout in another. For example, in different sections of a Web site, you
want to use different layouts, while all these layouts share the same basic layout that generates the overall
HTML5 page structure. You can achieve this goal by calling [[yii\base\View::beginContent()|beginContent()]] and
[[yii\base\View::endContent()|endContent()]] in the child layouts like the following:


<?php $this->beginContent('@app/views/layouts/base.php'); ?>

...child layout content here...

<?php $this->endContent(); ?>



As shown above, the child layout content should be enclosed within [[yii\base\View::beginContent()|beginContent()]] and
[[yii\base\View::endContent()|endContent()]]. The parameter passed to [[yii\base\View::beginContent()|beginContent()]]
specifies what is the parent layout. It can be either a layout file or alias.


Using the above approach, you can nest layouts in more than one levels.





Using Blocks 


Blocks allow you to specify the view content in one place while displaying it in another. They are often used together
with layouts. For example, you can define a block in a content view and display it in the layout.


You call [[yii\base\View::beginBlock()|beginBlock()]] and [[yii\base\View::endBlock()|endBlock()]] to define a block.
The block can then be accessed via $view->blocks[$blockID], where $blockID stands for a unique ID that you assign
to the block when defining it.


The following example shows how you can use blocks to customize specific parts of a layout in a content view.


First, in a content view, define one or multiple blocks:


...

<?php $this->beginBlock('block1'); ?>

...content of block1...

<?php $this->endBlock(); ?>

...

<?php $this->beginBlock('block3'); ?>

...content of block3...

<?php $this->endBlock(); ?>



Then, in the layout view, render the blocks if they are available, or display some default content if a block is
not defined.


...
<?php if (isset($this->blocks['block1'])): ?>
    <?= $this->blocks['block1'] ?>
<?php else: ?>
    ... default content for block1 ...
<?php endif; ?>

...

<?php if (isset($this->blocks['block2'])): ?>
    <?= $this->blocks['block2'] ?>
<?php else: ?>
    ... default content for block2 ...
<?php endif; ?>

...

<?php if (isset($this->blocks['block3'])): ?>
    <?= $this->blocks['block3'] ?>
<?php else: ?>
    ... default content for block3 ...
<?php endif; ?>
...








Using View Components 


[[yii\base\View|View components]] provides many view-related features. While you can get view components
by creating individual instances of [[yii\base\View]] or its child class, in most cases you will mainly use
the view application component. You can configure this component in application configurations
like the following:


[
    // ...
    'components' => [
        'view' => [
            'class' => 'app\components\View',
        ],
        // ...
    ],
]



View components provide the following useful view-related features, each described in more details in a separate section:



		theming: allows you to develop and change the theme for your Web site.


		fragment caching: allows you to cache a fragment within a Web page.


		client script handling: supports CSS and JavaScript registration and rendering.


		asset bundle handling: supports registering and rendering of asset bundles.


		alternative template engines: allows you to use other template engines, such as
Twig [http://twig.sensiolabs.org/], Smarty [http://www.smarty.net/].





You may also frequently use the following minor yet useful features when you are developing Web pages.



Setting Page Titles 


Every Web page should have a title. Normally the title tag is being displayed in a layout. However, in practice
the title is often determined in content views rather than layouts. To solve this problem, [[yii\web\View]] provides
the [[yii\web\View::title|title]] property for you to pass the title information from content views to layouts.


To make use of this feature, in each content view, you can set the page title like the following:


<?php
$this->title = 'My page title';
?>



Then in the layout, make sure you have the following code in the <head> section:


<title><?= Html::encode($this->title) ?></title>






Registering Meta Tags 


Web pages usually need to generate various meta tags needed by different parties. Like page titles, meta tags
appear in the <head> section and are usually generated in layouts.


If you want to specify what meta tags to generate in content views, you can call [[yii\web\View::registerMetaTag()]]
in a content view, like the following:


<?php
$this->registerMetaTag(['name' => 'keywords', 'content' => 'yii, framework, php']);
?>



The above code will register a “keywords” meta tag with the view component. The registered meta tag is
rendered after the layout finishes rendering. The following HTML code will be generated and inserted
at the place where you call [[yii\web\View::head()]] in the layout:


<meta name="keywords" content="yii, framework, php">



Note that if you call [[yii\web\View::registerMetaTag()]] multiple times, it will register multiple meta tags,
regardless whether the meta tags are the same or not.


To make sure there is only a single instance of a meta tag type, you can specify a key as a second parameter when calling the method.
For example, the following code registers two “description” meta tags. However, only the second one will be rendered.


$this->registerMetaTag(['name' => 'description', 'content' => 'This is my cool website made with Yii!'], 'description');
$this->registerMetaTag(['name' => 'description', 'content' => 'This website is about funny raccoons.'], 'description');






Registering Link Tags 


Like meta tags, link tags are useful in many cases, such as customizing favicon, pointing to
RSS feed or delegating OpenID to another server. You can work with link tags in the similar way as meta tags
by using [[yii\web\View::registerLinkTag()]]. For example, in a content view, you can register a link tag like follows,


$this->registerLinkTag([
    'title' => 'Live News for Yii',
    'rel' => 'alternate',
    'type' => 'application/rss+xml',
    'href' => 'http://www.yiiframework.com/rss.xml/',
]);



The code above will result in


<link title="Live News for Yii" rel="alternate" type="application/rss+xml" href="http://www.yiiframework.com/rss.xml/">



Similar as [[yii\web\View::registerMetaTag()|registerMetaTags()]], you can specify a key when calling
[[yii\web\View::registerLinkTag()|registerLinkTag()]] to avoid generating repeated link tags.







View Events 


[[yii\base\View|View components]] trigger several events during the view rendering process. You may respond
to these events to inject content into views or process the rendering results before they are sent to end users.



		[[yii\base\View::EVENT_BEFORE_RENDER|EVENT_BEFORE_RENDER]]: triggered at the beginning of rendering a file
in a controller. Handlers of this event may set [[yii\base\ViewEvent::isValid]] to be false to cancel the rendering process.


		[[yii\base\View::EVENT_AFTER_RENDER|EVENT_AFTER_RENDER]]: triggered after rendering a file by the call of [[yii\base\View::afterRender()]].
Handlers of this event may obtain the rendering result through [[yii\base\ViewEvent::output]] and may modify
this property to change the rendering result.


		[[yii\base\View::EVENT_BEGIN_PAGE|EVENT_BEGIN_PAGE]]: triggered by the call of [[yii\base\View::beginPage()]] in layouts.


		[[yii\base\View::EVENT_END_PAGE|EVENT_END_PAGE]]: triggered by the call of [[yii\base\View::endPage()]] in layouts.


		[[yii\web\View::EVENT_BEGIN_BODY|EVENT_BEGIN_BODY]]: triggered by the call of [[yii\web\View::beginBody()]] in layouts.


		[[yii\web\View::EVENT_END_BODY|EVENT_END_BODY]]: triggered by the call of [[yii\web\View::endBody()]] in layouts.





For example, the following code injects the current date at the end of the page body:


\Yii::$app->view->on(View::EVENT_END_BODY, function () {
    echo date('Y-m-d');
});






Rendering Static Pages 


Static pages refer to those Web pages whose main content are mostly static without the need of accessing
dynamic data pushed from controllers.


You can output static pages by putting their code in the view, and then using the code like the following in a controller:


public function actionAbout()
{
    return $this->render('about');
}



If a Web site contains many static pages, it would be very tedious repeating the similar code many times.
To solve this problem, you may introduce a standalone action
called [[yii\web\ViewAction]] in a controller. For example,


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public function actions()
    {
        return [
            'page' => [
                'class' => 'yii\web\ViewAction',
            ],
        ];
    }
}



Now if you create a view named about under the directory @app/views/site/pages, you will be able to
display this view by the following URL:


http://localhost/index.php?r=site/page&view=about



The GET parameter view tells [[yii\web\ViewAction]] which view is requested. The action will then look
for this view under the directory @app/views/site/pages. You may configure [[yii\web\ViewAction::viewPrefix]]
to change the directory for searching these views.





Best Practices 


Views are responsible for presenting models in the format that end users desire. In general, views



		should mainly contain presentational code, such as HTML, and simple PHP code to traverse, format and render data.


		should not contain code that performs DB queries. Such code should be done in models.


		should avoid direct access to request data, such as $_GET, $_POST. This belongs to controllers.
If request data is needed, they should be pushed into views by controllers.


		may read model properties, but should not modify them.





To make views more manageable, avoid creating views that are too complex or contain too much redundant code.
You may use the following techniques to achieve this goal:



		use layouts to represent common presentational sections (e.g. page header, footer).


		divide a complicated view into several smaller ones. The smaller views can be rendered and assembled into a bigger
one using the rendering methods that we have described.


		create and use widgets as building blocks of views.


		create and use helper classes to transform and format data in views.
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Working with Databases


This section will describe how to create a new page that displays country data fetched from
a database table named country. To achieve this goal, you will configure a database connection,
create an Active Record class, define an action,
and create a view.


Through this tutorial, you will learn how to:



		Configure a DB connection


		Define an Active Record class


		Query data using the Active Record class


		Display data in a view in a paginated fashion





Note that in order to finish this section, you should have basic knowledge and experience using databases.
In particular, you should know how to create a database, and how to execute SQL statements using a DB client tool.



Preparing the Database 


To begin, create a database named yii2basic, from which you will fetch data in your application.
You may create an SQLite, MySQL, PostgreSQL, MSSQL or Oracle database, as Yii has built-in support for many database applications. For simplicity, MySQL will be assumed in the following description.


Next, create a table named country in the database, and insert some sample data. You may run the following SQL statements to do so:


CREATE TABLE `country` (
  `code` CHAR(2) NOT NULL PRIMARY KEY,
  `name` CHAR(52) NOT NULL,
  `population` INT(11) NOT NULL DEFAULT '0'
) ENGINE=InnoDB DEFAULT CHARSET=utf8;

INSERT INTO `country` VALUES ('AU','Australia',18886000);
INSERT INTO `country` VALUES ('BR','Brazil',170115000);
INSERT INTO `country` VALUES ('CA','Canada',1147000);
INSERT INTO `country` VALUES ('CN','China',1277558000);
INSERT INTO `country` VALUES ('DE','Germany',82164700);
INSERT INTO `country` VALUES ('FR','France',59225700);
INSERT INTO `country` VALUES ('GB','United Kingdom',59623400);
INSERT INTO `country` VALUES ('IN','India',1013662000);
INSERT INTO `country` VALUES ('RU','Russia',146934000);
INSERT INTO `country` VALUES ('US','United States',278357000);



At this point, you have a database named yii2basic, and within it a country table with three columns, containing ten rows of data.





Configuring a DB Connection 


Before proceeding, make sure you have installed both the PDO [http://www.php.net/manual/en/book.pdo.php] PHP extension and
the PDO driver for the database you are using (e.g. pdo_mysql for MySQL). This is a basic requirement
if your application uses a relational database.


With those installed, open the file config/db.php and change the parameters to be correct for your database. By default,
the file contains the following:


<?php

return [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=yii2basic',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
];



The config/db.php file is a typical file-based configuration tool. This particular configuration file specifies the parameters
needed to create and initialize a [[yii\db\Connection]] instance through which you can make SQL queries
against the underlying database.


The DB connection configured above can be accessed in the application code via the expression Yii::$app->db.



Info: The config/db.php file will be included by the main application configuration config/web.php,
which specifies how the application instance should be initialized.
For more information, please refer to the Configurations section.






Creating an Active Record 


To represent and fetch the data in the country table, create an Active Record-derived
class named Country, and save it in the file models/Country.php.


<?php

namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class Country extends ActiveRecord
{
}



The Country class extends from [[yii\db\ActiveRecord]]. You do not need to write any code inside of it! With just the above code,
Yii will guess the associated table name from the class name.



Info: If no direct match can be made from the class name to the table name, you can
override the [[yii\db\ActiveRecord::tableName()]] method to explicitly specify the associated table name.



Using the Country class, you can easily manipulate data in the country table, as shown in these snippets:


use app\models\Country;

// get all rows from the country table and order them by "name"
$countries = Country::find()->orderBy('name')->all();

// get the row whose primary key is "US"
$country = Country::findOne('US');

// displays "United States"
echo $country->name;

// modifies the country name to be "U.S.A." and save it to database
$country->name = 'U.S.A.';
$country->save();




Info: Active Record is a powerful way to access and manipulate database data in an object-oriented fashion.
You may find more detailed information in the Active Record section. Alternatively, you may also interact with a database using a lower-level data accessing method called Data Access Objects.






Creating an Action 


To expose the country data to end users, you need to create a new action. Instead of placing the new action in the site
controller, like you did in the previous sections, it makes more sense to create a new controller specifically
for all actions related to the country data. Name this new controller  CountryController, and create
an index action in it, as shown in the following.


<?php

namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;
use yii\data\Pagination;
use app\models\Country;

class CountryController extends Controller
{
    public function actionIndex()
    {
        $query = Country::find();

        $pagination = new Pagination([
            'defaultPageSize' => 5,
            'totalCount' => $query->count(),
        ]);

        $countries = $query->orderBy('name')
            ->offset($pagination->offset)
            ->limit($pagination->limit)
            ->all();

        return $this->render('index', [
            'countries' => $countries,
            'pagination' => $pagination,
        ]);
    }
}



Save the above code in the file controllers/CountryController.php.


The index action calls Country::find(). This Active Record method builds a DB query and retrieves all of the data from the country table.
To limit the number of countries returned in each request, the query is paginated with the help of a
[[yii\data\Pagination]] object. The Pagination object serves two purposes:



		Sets the offset and limit clauses for the SQL statement represented by the query so that it only
returns a single page of data at a time (at most 5 rows in a page).


		It’s used in the view to display a pager consisting of a list of page buttons, as will be explained in
the next subsection.





At the end of the code, the index action renders a view named index, and passes the country data as well as the pagination
information to it.





Creating a View 


Under the views directory, first create a sub-directory named country. This folder will be used to hold all the
views rendered by the country controller. Within the views/country directory, create a file named index.php
containing the following:


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\LinkPager;
?>
<h1>Countries</h1>
<ul>
<?php foreach ($countries as $country): ?>
    <li>
        <?= Html::encode("{$country->name} ({$country->code})") ?>:
        <?= $country->population ?>
    </li>
<?php endforeach; ?>
</ul>

<?= LinkPager::widget(['pagination' => $pagination]) ?>



The view has two sections relative to displaying the country data. In the first part, the provided country data is traversed and rendered as an unordered HTML list.
In the second part, a [[yii\widgets\LinkPager]] widget is rendered using the pagination information passed from the action.
The LinkPager widget displays a list of page buttons. Clicking on any of them will refresh the country data
in the corresponding page.





Trying it Out 


To see how all of the above code works, use your browser to access the following URL:


http://hostname/index.php?r=country/index



[image: Country List]


At first, you will see a page showing five countries. Below the countries, you will see a pager with four buttons.
If you click on the button “2”, you will see the page display another five countries in the database: the second page of records.
Observe more carefully and you will find that the URL in the browser also changes to


http://hostname/index.php?r=country/index&page=2



Behind the scenes, [[yii\data\Pagination|Pagination]] is providing all of the necessary functionality to paginate a data set:



		Initially, [[yii\data\Pagination|Pagination]] represents the first page, which reflects the country SELECT query
with the clause LIMIT 5 OFFSET 0. As a result, the first five countries will be fetched and displayed.


		The [[yii\widgets\LinkPager|LinkPager]] widget renders the page buttons using the URLs
created by [[yii\data\Pagination::createUrl()|Pagination]]. The URLs will contain the query parameter page, which
represents the different page numbers.


		If you click the page button “2”, a new request for the route country/index will be triggered and handled.
[[yii\data\Pagination|Pagination]] reads the page query parameter from the URL and sets the current page number to 2.
The new country query will thus have the clause LIMIT 5 OFFSET 5 and return  the next five countries
for display.








Summary 


In this section, you learned how to work with a database. You also learned how to fetch and display
data in pages with the help of [[yii\data\Pagination]] and [[yii\widgets\LinkPager]].


In the next section, you will learn how to use the powerful code generation tool, called Gii,
to help you rapidly implement some commonly required features, such as the Create-Read-Update-Delete (CRUD)
operations for working with the data in a database table. As a matter of fact, the code you have just written can all
be automatically generated in Yii using the Gii tool.
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Redis



Note|注意: この節はまだ執筆中です。


まだ内容がありません。
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Instalando o Yii


Você pode instalar o Yii de duas maneiras, usando o Composer [http://getcomposer.org/]
ou baixando um arquivo compactado. O primeiro modo é o preferido, já que permite
que você instale novas extensões ou atualize o
Yii simplesmente executando um único comando.


A instalação do Yii padrão resulta no download e instalação tanto do framework
quanto de um template de aplicação.
Um template de aplicação é uma aplicação do Yii implementando algumas recursos básicos,
como a autenticação, o formulário de contato, etc.
Este código é organizado de uma forma recomendada. No entanto, ele pode servir
como ponto de partida para seus projetos.


Nesta e nas próximas seções, iremos descrever como instalar o Template Básico de
Aplicação do Yii e como implementar novas funcionalidades em cima deste template.
O Yii também fornece um outro template chamado de Template Avançado de Aplicação que é melhor usado em uma equipe de desenvolvimento que desenvolvem
aplicações de multiplas camadas.



Informação: O Template Básico de Aplicação é adequado para o desenvolvimento de
cerca de 90% das aplicações Web. Este template difere do Template Avançado de
Aplicação principalmente na forma de como o seu código é organizado. Se você é
novo no Yii, recomendamos fortemente em escolher o Template Básico de Aplicação
pela sua simplicidade além de ter funcionalidades o suficiente.




Instalando via Composer 


Se você já não tiver o Composer instalado, você pode fazê-lo seguindo as instruções
em getcomposer.org [https://getcomposer.org/download/]. No Linux e no Mac OS X,
você executará os seguintes comandos:


curl -s http://getcomposer.org/installer | php
mv composer.phar /usr/local/bin/composer



No Windows, você baixará e executará o Composer-Setup.exe [https://getcomposer.org/Composer-Setup.exe].


Por favor consulte a Documentação do Composer [https://getcomposer.org/doc/] se
você encontrar quaisquer problemas ou se quiser aprender mais sobre o uso do Composer.


Se você já estiver com o Composer instalado, certifique-se de usar uma versão atualizada.
Você pode atualizar o Composer executando o comando composer self-update.


Com o Composer instalado, você pode instalar o Yii executando o seguinte comando
em um diretório acessível pela Web:


composer global require "fxp/composer-asset-plugin:1.0.0"
composer create-project --prefer-dist yiisoft/yii2-app-basic basic



O primeiro comando instaka o composer asset plugin [https://github.com/francoispluchino/composer-asset-plugin/]
o que permite gerenciar dependências via bower e npm package por meio do Composer.
Você apenas precisa rodar este comando uma vez. O segundo comando instala o Yii
em um diretório chamado basic. Você pode escolher um diretório diferente se quiser.



Observação: Durante a instalação, o Composer pode pedir suas credenciais de login
do Github. Isto é normal, pelo fato do Composer precisar obter a taxa limite
(rate-limit) da API para recuperar as informações de dependência de pacotes do
Github. Para mais detalhes, consulte a documentação do Composer [https://getcomposer.org/doc/articles/troubleshooting.md#api-rate-limit-and-oauth-tokens].




Dica: Se você quiser instalar a última versão de desenvolvimento do Yii, você
pode usar o seguinte comando, que adiciona uma opção de estabilidade [https://getcomposer.org/doc/04-schema.md#minimum-stability]:


composer create-project --prefer-dist --stability=dev yiisoft/yii2-app-basic basic



Perceba que a versão de desenvolvimento do Yii não deve ser usada para produção,
uma vez que ela pode quebrar o seu código que está rodando.









Instalando a partir de um Arquivo Compactado 


A instalação do Yii a partir de um arquivo compactado envolve três passos:



		Baixe o arquivo compactado em yiiframework.com [http://www.yiiframework.com/download/].





		Descompacte o arquivo baixado em um diretório acessível pela Web.





		Modifique o arquivo config/web.php informando uma chave secreta no item de
configuração cookieValidationKey (isto é feito automaticamente se você instalar
o Yii pelo Composer):


// !!! Informe a chave secreta no item a seguir (se estiver vazio) - isto é requerido para a validação do cookie
'cookieValidationKey' => 'enter your secret key here',












Outras Opções de Instalação 


As instruções de instalação acima mostram como instalar o Yii, que também cria
uma aplicação Web básica que funciona imediatamente sem qualquer configuração ou
modificação (out of the box).
Esta abordagem é um bom ponto de partida para a maioria dos projetos, seja ele
pequeno ou grande. É especialmente adequado se você acabou de começar a aprender Yii.


No entanto, existem outras opções de instalação disponíveis:



		Se você só quer instalar o core do framework e gostaria de construir uma aplicação
inteira do zero, você pode seguir as instruções conforme explicadas em
Construindo uma Aplicação a Partir do Zero.


		Se você quiser começar com uma aplicação mais sofisticada, mais adequada ao
ambiente de desenvolvimento de equipes, você pode considerar instalar o
Modelo de Aplicação Avançada.








Verificando a Instalação 


Após a instalação, você pode usar o seu navegador para acessar a aplicação do Yii
instalada através da seguinte URL:


http://localhost/basic/web/index.php



Essa URL presume que você tenha instalado o Yii em um diretório chamado de basic,
diretamente no diretório raiz do servidor Web, e que o servidor Web está rodando
em sua máquina local (localhost). Você pode precisar ajustá-la ao seu ambiente
de instalação.


[image: Instalação do Yii com Sucesso]


Você deve ver acima a página de “Congratulations!” em seu navegador. Se não vê-la,
por favor verifique se a sua instalação do PHP satisfaz os requisitos do Yii. Você
pode verificar se os requisitos mínimos são atendidos através de um dos seguintes modos:



		Use um navegador para acessar a URL http://localhost/basic/requirements.php





		Execute os seguintes comandos:


cd basic
php requirements.php









Você deve configurar a sua instalação do PHP de modo que ela atenda aos requisitos
mínimos do Yii. Mais importante ainda, você deve ter o PHP 5.4 ou superior. Você
também deve instalar a Extensão PDO do PHP [http://www.php.net/manual/en/pdo.installation.php]
e o driver do banco de dados correspondente (tal como pdo_mysql para bancos de
dados MySQL), se a sua aplicação precisar de um banco de dados.





Configurando os Servidores Web 



Informação: Você pode pular essa subseção se só estiver fazendo um test drive do Yii
sem a intenção de publicá-lo em um servidor de produção.



A aplicação instalada de acordo com as instruções acima deve funcionar imediatamente
com um Servidor HTTP Apache [http://httpd.apache.org/] ou um Servidor HTTP Nginx [http://nginx.org/],
no Windows, Mac OS X ou Linux usando PHP 5.4 ou superior. O Yii 2.0 também é compatível
com o HHVM [http://hhvm.com/] do Facebook, no entanto, existem alguns casos extremos
que o HHVM se comporta diferente no PHP nativo, então, terá que tomar um cuidado
extra quando usar o HHVM.


Em um servidor de produção, você pode querer configurar o seu servidor Web de
modo que a aplicação possa ser acessada pela URL http://www.example.com/index.php
ao invés de http://www.example.com/basic/web/index.php. Tal configuração requer que
você aponte a raiz dos documentos de seu servidor Web para o diretório basic/web.
Você também pode querer ocultar o index.php da URL, conforme descrito na seção
Roteamento e Criação de URL. Nesta sub-seção, você
aprenderá como configurar o seu servidor Apache ou Nginx para atingir estes
objetivos.



Informação: Definindo basic/web como a raiz dos documentos, você também previne os
usuários finais de acessarem o código privado de sua aplicação e os arquivos de
dados sensíveis que estão armazenados em diretórios irmãos de basic/web.
Negar o acesso a estes outros diretórios é uma melhoria de segurança.




Informação: Se a sua aplicação rodará em um ambiente de hospedagem compartilhada
onde você não tem permissão para alterar a configuração do seu servidor Web,
você ainda pode ajustar a estrutura de sua aplicação para uma melhor segurança.
Por favor consulte a seção Ambiente de Hospedagem Compartilhada
para mais detalhes.




Configuração do Apache Recomendada 


Use a seguinte configuração no arquivo httpd.conf do Apache ou em uma
configuração de virtual host. Perceba que você pode deve substituir path/to/basic/web
com o caminho real para basic/web.


# Define a raiz dos documentos como sendo "basic/web"
DocumentRoot "path/to/basic/web"

<Directory "path/to/basic/web">
    # Utilize o mod_rewrite para suporte a URL amigável
    RewriteEngine on
    # Se um diretório ou arquivo existe, usa a requisição diretamente
    RewriteCond %{REQUEST_FILENAME} !-f
    RewriteCond %{REQUEST_FILENAME} !-d
    # Caso contrário, encaminha a requisição para index.php
    RewriteRule . index.php

    # ...outras configurações...
</Directory>






Configuração do Nginx Recomendada 


Você deve ter instalado o PHP como um FPM SAPI [http://php.net/install.fpm] para
usar o Nginx [http://wiki.nginx.org/]. Use a seguinte configuração do Nginx,
substituindo path/to/basic/web com o caminho real para basic/web e mysite.local
com o nome de host real a servidor.


server {
    charset utf-8;
    client_max_body_size 128M;

    listen 80; ## listen for ipv4
    #listen [::]:80 default_server ipv6only=on; ## listen for ipv6

    server_name mysite.local;
    root        /path/to/basic/web;
    index       index.php;

    access_log  /path/to/basic/log/access.log main;
    error_log   /path/to/basic/log/error.log;

    location / {
        # Redireciona tudo que não é um arquivo real para index.php
        try_files $uri $uri/ /index.php?$args;
    }

    # descomente para evitar o processamento de chamadas a arquivos estáticos não existentes pelo Yii
    #location ~ \.(js|css|png|jpg|gif|swf|ico|pdf|mov|fla|zip|rar)$ {
    #    try_files $uri =404;
    #}
    #error_page 404 /404.html;

    location ~ \.php$ {
        include fastcgi.conf;
        fastcgi_pass   127.0.0.1:9000;
        #fastcgi_pass unix:/var/run/php5-fpm.sock;
    }

    location ~ /\.(ht|svn|git) {
        deny all;
    }
}



Ao usar esta configuração, você também deve definir cgi.fix_pathinfo=0 no arquivo php.ini
de modo a evitar muitas chamadas desnecessárias ao comando stat() do sistema.


Também perceba que ao rodar um servidor HTTPS, você precisa adicionar fastcgi_param HTTPS on;,
de modo que o Yii possa detectar adequadamente se uma conexão é segura.
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Internationalization



Note: This section is under development.



Internationalization (I18N) refers to the process of designing a software application so that it can be adapted to
various languages and regions without engineering changes. For Web applications, this is of particular importance
because the potential users may be worldwide.


Yii offers several tools that help with internationalisation of a website such as message translation and
number- and date-formatting.



Locale and Language


There are two languages defined in the Yii application: [[yii\base\Application::$sourceLanguage|source language]] and
[[yii\base\Application::$language|target language]].


The source language is the language in which the original application messages are written directly in the code such as:


echo \Yii::t('app', 'I am a message!');



The target language is the language that should be used to display the current page, i.e. the language that original messages need
to be translated to. It is defined in the application configuration like the following:


return [
    'id' => 'applicationID',
    'basePath' => dirname(__DIR__),
    // ...
    'language' => 'ru-RU', // <- here!
    // ...
]




Tip: The default value for the [[yii\base\Application::$sourceLanguage|source language]] is English and it is
recommended to keep this value. The reason is that it’s easier to find people translating from
English to any language than from non-English to non-English.



You may set the application language at runtime to the language that the user has chosen.
This has to be done at a point before any output is generated so that it affects all the output correctly.
Therefor just change the application property to the desired value:


\Yii::$app->language = 'zh-CN';



The format for the language/locale is ll-CC where ll is a two- or three-letter lowercase code for a language according to
ISO-639 [http://www.loc.gov/standards/iso639-2/] and CC is the country code according to
ISO-3166 [http://www.iso.org/iso/en/prods-services/iso3166ma/02iso-3166-code-lists/list-en1.html].



Note: For more information on the concept and syntax of locales, check the
documentation of the ICU project [http://userguide.icu-project.org/locale#TOC-The-Locale-Concept].






Message translation


Message translation is used to translate the messages that are output by an application to different languages
so that users from different countries can use the application in their native language.


The message translation feature in Yii works simply as finding a
translation of the message from a source language into a target language.
To use the message translation feature you wrap your original message strings with a call to the [[Yii::t()]] method.
The first parameter of this method takes a category which helps to distinguish the source of messages in different parts
of the application and the second parameter is the message itself.


echo \Yii::t('app', 'This is a string to translate!');



Yii tries to load an appropriate translation according to the current [[yii\base\Application::$language|application language]]
from one of the message sources defined in the i18n application component.
A message source is a set of files or a database that provides translation messages.
The following configuration example defines a messages source that takes the messages from PHP files:


'components' => [
    // ...
    'i18n' => [
        'translations' => [
            'app*' => [
                'class' => 'yii\i18n\PhpMessageSource',
                //'basePath' => '@app/messages',
                //'sourceLanguage' => 'en-US',
                'fileMap' => [
                    'app' => 'app.php',
                    'app/error' => 'error.php',
                ],
            ],
        ],
    ],
],



In the above app* is a pattern that specifies which categories are handled by the message source. In this case we’re
handling everything that begins with app. Message files are located in @app/messages, the messages directory
in your application directory. The [[yii\i18n\PhpMessageSource::fileMap|fileMap]] array
defines which file is to be used for which category.
Instead of configuring fileMap you can rely on the convention which is to use the category name as the file name
(e.g. category app/error will result in the file name app/error.php under the [[yii\i18n\PhpMessageSource::basePath|basePath]].


When translating the message for \Yii::t('app', 'This is a string to translate!') with the application language being ru-RU, Yii
will first look for a file @app/messages/ru-RU/app.php to retrieve the list of available translations.
If there is no such file under ru-RU, it will try ru as well before failing.


Beside storing the messages in PHP files (using [[yii\i18n\PhpMessageSource|PhpMessageSource]]), Yii provides two other
classes:



		[[yii\i18n\GettextMessageSource]] that uses GNU Gettext MO or PO files.


		[[yii\i18n\DbMessageSource]] that uses a database.






Named placeholders


You can add parameters to a translation message that will be substituted with the corresponding value after translation.
The format for this is to use curly brackets around the parameter name as you can see in the following example:


$username = 'Alexander';
echo \Yii::t('app', 'Hello, {username}!', [
    'username' => $username,
]);



Note that the parameter assignment is without the brackets.





Positional placeholders


$sum = 42;
echo \Yii::t('app', 'Balance: {0}', $sum);




Tip: Try to keep the message strings meaningful and avoid using too many positional parameters. Remember that
the translator has only the source string, so it should be obvious about what will replace each placeholder.






Advanced placeholder formatting


In order to use the advanced features you need to install and enable the intl PHP extension [http://www.php.net/manual/en/intro.intl.php].
After installing and enabling it you will be able to use the extended syntax for placeholders: either the short form
{placeholderName, argumentType} that uses the default style, or the full form {placeholderName, argumentType, argumentStyle}
that allows you to specify the formatting style.


A complete reference is available at the ICU website [http://icu-project.org/apiref/icu4c/classMessageFormat.html] but we will show some examples in the following.



Numbers


$sum = 42;
echo \Yii::t('app', 'Balance: {0, number}', $sum);



You can specify one of the built-in styles (integer, currency, percent):


$sum = 42;
echo \Yii::t('app', 'Balance: {0, number, currency}', $sum);



Or specify a custom pattern:


$sum = 42;
echo \Yii::t('app', 'Balance: {0, number, ,000,000000}', $sum);



Formatting reference [http://icu-project.org/apiref/icu4c/classicu_1_1DecimalFormat.html].





Dates


echo \Yii::t('app', 'Today is {0, date}', time());



Built in formats are short, medium, long, and full:


echo \Yii::t('app', 'Today is {0, date, short}', time());



You may also specify a custom pattern:


echo \Yii::t('app', 'Today is {0, date, yyyy-MM-dd}', time());



Formatting reference [http://icu-project.org/apiref/icu4c/classicu_1_1SimpleDateFormat.html].





Time


echo \Yii::t('app', 'It is {0, time}', time());



Built in formats are short, medium, long, and full:


echo \Yii::t('app', 'It is {0, time, short}', time());



You may also specify a custom pattern:


echo \Yii::t('app', 'It is {0, date, HH:mm}', time());



Formatting reference [http://icu-project.org/apiref/icu4c/classicu_1_1SimpleDateFormat.html].





Spellout


echo \Yii::t('app', '{n,number} is spelled as {n, spellout}', ['n' => 42]);






Ordinal


echo \Yii::t('app', 'You are {n, ordinal} visitor here!', ['n' => 42]);



Will produce “You are 42nd visitor here!”.





Duration


echo \Yii::t('app', 'You are here for {n, duration} already!', ['n' => 47]);



Will produce “You are here for 47 sec. already!”.





Plurals


Different languages have different ways to inflect plurals. Yii provides a convenient way for translating messages in
different plural forms that works well even for very complex rules. Instead of dealing with the inflection rules directly,
it is sufficient to provide the translation of inflected words in certain situations only.


echo \Yii::t('app', 'There {n, plural, =0{are no cats} =1{is one cat} other{are # cats}}!', ['n' => $n]);



Will give us



		“There are no cats!” for $n = 0,


		“There is one cat!” for $n = 1,


		and “There are 42 cats!” for $n = 42.





In the plural rule arguments above, =0 means exactly zero, =1 stands for exactly one, and other is for any other number.
# is replaced with the value of n. It’s not that simple for languages other than English. Here’s an example
for Russian:


Здесь {n, plural, =0{котов нет} =1{есть один кот} one{# кот} few{# кота} many{# котов} other{# кота}}!



In the above it’s worth mentioning that =1 matches exactly n = 1 while one matches 21 or 101.


Note, that you can not use the Russian example in Yii::t() directly if your
[[yii\base\Application::$sourceLanguage|source language]] isn’t set to ru-RU. This however is not recommended, instead such
strings should go into message files or message database (in case DB source is used). Yii uses the plural rules of the
translated language strings and is falling back to the plural rules of the source language if the translation isn’t available.


To learn which inflection forms you should specify for your language, you can refeer to the
rules reference at unicode.org [http://unicode.org/repos/cldr-tmp/trunk/diff/supplemental/language_plural_rules.html].





Selections


You can select phrases based on keywords. The pattern in this case specifies how to map keywords to phrases and
provides a default phrase.


echo \Yii::t('app', '{name} is a {gender} and {gender, select, female{she} male{he} other{it}} loves Yii!', [
    'name' => 'Snoopy',
    'gender' => 'dog',
]);



Will produce “Snoopy is a dog and it loves Yii!”.


In the expression above, female and male are possible values, while other handles values that do not match. A string inside
the brackets is a sub-expression, so it could be a plain string or a string with nested placeholders in it.







Specifying default translation


You can specify default translations that will be used as a fallback for categories that don’t match any other translation.
This translation should be marked with *. In order to do it add the following to the application config:


//configure i18n component

'i18n' => [
    'translations' => [
        '*' => [
            'class' => 'yii\i18n\PhpMessageSource'
        ],
    ],
],



Now you can use categories without configuring each one, which is similar to Yii 1.1 behavior.
Messages for the category will be loaded from a file under the default translation basePath that is @app/messages:


echo Yii::t('not_specified_category', 'message from unspecified category');



The message will be loaded from @app/messages/<LanguageCode>/not_specified_category.php.





Translating module messages


If you want to translate the messages for a module and avoid using a single translation file for all the messages, you can do it like the following:


<?php

namespace app\modules\users;

use Yii;

class Module extends \yii\base\Module
{
    public $controllerNamespace = 'app\modules\users\controllers';

    public function init()
    {
        parent::init();
        $this->registerTranslations();
    }

    public function registerTranslations()
    {
        Yii::$app->i18n->translations['modules/users/*'] = [
            'class' => 'yii\i18n\PhpMessageSource',
            'sourceLanguage' => 'en-US',
            'basePath' => '@app/modules/users/messages',
            'fileMap' => [
                'modules/users/validation' => 'validation.php',
                'modules/users/form' => 'form.php',
                ...
            ],
        ];
    }

    public static function t($category, $message, $params = [], $language = null)
    {
        return Yii::t('modules/users/' . $category, $message, $params, $language);
    }

}



In the example above we are using wildcard for matching and then filtering each category per needed file. Instead of using fileMap, you can simply
use the convention of the category mapping to the same named file.
Now you can use Module::t('validation', 'your custom validation message') or Module::t('form', 'some form label') directly.





Translating widgets messages


The same rule as applied for Modules above can be applied for widgets too, for example:


<?php

namespace app\widgets\menu;

use yii\base\Widget;
use Yii;

class Menu extends Widget
{

    public function init()
    {
        parent::init();
        $this->registerTranslations();
    }

    public function registerTranslations()
    {
        $i18n = Yii::$app->i18n;
        $i18n->translations['widgets/menu/*'] = [
            'class' => 'yii\i18n\PhpMessageSource',
            'sourceLanguage' => 'en-US',
            'basePath' => '@app/widgets/menu/messages',
            'fileMap' => [
                'widgets/menu/messages' => 'messages.php',
            ],
        ];
    }

    public function run()
    {
        echo $this->render('index');
    }

    public static function t($category, $message, $params = [], $language = null)
    {
        return Yii::t('widgets/menu/' . $category, $message, $params, $language);
    }

}



Instead of using fileMap you can simply use the convention of the category mapping to the same named file.
Now you can use Menu::t('messages', 'new messages {messages}', ['{messages}' => 10]) directly.



Note: For widgets you also can use i18n views, with the same rules as for controllers being applied to them too.






Translating framework messages


Yii comes with the default translation messages for validation errors and some other strings. These messages are all
in the category yii. Sometimes you want to correct the default framework message translation for your application.
In order to do so, configure the i18n application component like the following:


'i18n' => [
    'translations' => [
        'yii' => [
            'class' => 'yii\i18n\PhpMessageSource',
            'sourceLanguage' => 'en-US',
            'basePath' => '@app/messages'
        ],
    ],
],



Now you can place your adjusted translations to @app/messages/<language>/yii.php.





Handling missing translations


Even if the translation is missing from the source, Yii will display the requested message content. Such behavior is very convenient
in case your raw message is a valid verbose text. However, sometimes it is not enough.
You may need to perform some custom processing of the situation, when the requested translation is missing from the source.
This can be achieved using the [[yii\i18n\MessageSource::EVENT_MISSING_TRANSLATION|missingTranslation]]-event of [[yii\i18n\MessageSource]].


For example, let us mark all the missing translations with something notable so that they can be easily found at the page.
First we need to setup an event handler. This can be done in the application configuration:


'components' => [
    // ...
    'i18n' => [
        'translations' => [
            'app*' => [
                'class' => 'yii\i18n\PhpMessageSource',
                'fileMap' => [
                    'app' => 'app.php',
                    'app/error' => 'error.php',
                ],
                'on missingTranslation' => ['app\components\TranslationEventHandler', 'handleMissingTranslation']
            ],
        ],
    ],
],



Now we need to implement our own event handler:


<?php

namespace app\components;

use yii\i18n\MissingTranslationEvent;

class TranslationEventHandler
{
    public static function handleMissingTranslation(MissingTranslationEvent $event) {
        $event->translatedMessage = "@MISSING: {$event->category}.{$event->message} FOR LANGUAGE {$event->language} @";
    }
}



If [[yii\i18n\MissingTranslationEvent::translatedMessage]] is set by the event handler it will be displayed as the translation result.



Note: each message source handles its missing translations separately. If you are using several message sources
and wish them to treat the missing translations in the same way, you should assign the corresponding event handler to each of them.








Views


Instead of translating messages as described in the last section,
you can also use i18n in your views to provide support for different languages. For example, if you have a view views/site/index.php and
you want to create a special version for the Russian language, you create a ru-RU folder under the view path of the current controller/widget and
put the file for the Russian language as views/site/ru-RU/index.php. Yii will then load the file for the current language if it exists
and fall back to the original view file if none was found.



Note: If language is specified as en-US and there are no corresponding views, Yii will try views under en
before using original ones.






Formatting Number and Date values


See the data formatter section for details.





Setting up your PHP environment 


Yii uses the PHP intl extension [http://php.net/manual/en/book.intl.php] to provide most of its internationalization features
such as the number and date formatting of the [[yii\i18n\Formatter]] class and the message formatting using [[yii\i18n\MessageFormatter]].
Both classes provides a fallback implementation that provides basic functionality in case intl is not installed.
This fallback implementation however only works well for sites in English language and even there can not provide the
rich set of features that is available with the PHP intl extension, so its installation is highly recommended.


The PHP intl extension [http://php.net/manual/en/book.intl.php] is based on the ICU library [http://site.icu-project.org/] which
provides the knowledge and formatting rules for all the different locales. According to this fact the formatting of dates and numbers
and also the supported syntax available for message formatting differs between different versions of the ICU library that is compiled with
you PHP binary.


To ensure your website works with the same output in all environments it is recommended to install the PHP intl extension
in all environments and verify that the version of the ICU library compiled with PHP is the same.


To find out which version of ICU is used by PHP you can run the following script, which will give you the PHP and ICU version used.


<?php
echo "PHP: " . PHP_VERSION . "\n";
echo "ICU: " . INTL_ICU_VERSION . "\n";



We recommend an ICU version greater or equal to version ICU 49 to be able to use all the features described in this document.
One major feature that is missing in Versions below 49 is the # placeholder in plural rules.
See http://site.icu-project.org/download for a list of available ICU versions. Note that the version numbering has changed after the
4.8 release so that the first digits are now merged: the sequence is ICU 4.8, ICU 49, ICU 50.


Additionally the information in the time zone database shipped with the ICU library may be outdated. Please refer
to the ICU manual [http://userguide.icu-project.org/datetime/timezone#TOC-Updating-the-Time-Zone-Data] for details
on updating the time zone database. While for output formatting the ICU timezone database is used, the time zone database
used by PHP may be relevant too. You can update it by installing the latest version of the pecl package timezonedb [http://pecl.php.net/package/timezonedb].
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クイックスタート


Yii は、RESTful ウェブサービス API を実装する仕事を簡単にするために、一揃いのツールを提供しています。
具体的に言えば、RESTful API に関する次の機能をサポートしています。



		アクティブレコード のための共通 API をサポートした迅速なプロトタイプ作成


		レスポンス形式のネゴシエーション (デフォルトで JSON と XML をサポート)


		出力フィールドの選択をサポートした、カスタマイズ可能なオブジェクトのシリアライゼーション


		コレクションデータとバリデーションエラーの適切な書式設定


		HATEOAS [http://en.wikipedia.org/wiki/HATEOAS] のサポート


		HTTP 動詞を適切にチェックする効率的なルーティング


		OPTIONS および HEAD 動詞のサポートを内蔵


		認証と権限付与


		データキャッシュと HTTP キャッシュ


		レート制限





以下においては、例を使って、どのようにして最小限のコーディング労力で一組の RESTful API を構築することが出来るかを説明します。


ユーザのデータを RESTful API によって公開したいと仮定しましょう。
ユーザのデータは user という DB テーブルに保存されており、それにアクセスするための [[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]] クラス app\models\User が既に作成済みであるとします。



コントローラを作成する 


最初に、コントローラクラス app\controllers\UserController を次のようにして作成します。


namespace app\controllers;

use yii\rest\ActiveController;

class UserController extends ActiveController
{
    public $modelClass = 'app\models\User';
}



このコントローラクラスは、[[yii\rest\ActiveController]] を拡張するものです。
[[yii\rest\ActiveController::modelClass|modelClass]] を app\models\User と指定することによって、データの取得と操作にどのモデルが使用できるかをコントローラに教えてやります。





URL 規則を構成する 


次に、アプリケーションの構成情報において、urlManager コンポーネントに関する構成情報を修正します。


'urlManager' => [
    'enablePrettyUrl' => true,
    'enableStrictParsing' => true,
    'showScriptName' => false,
    'rules' => [
        ['class' => 'yii\rest\UrlRule', 'controller' => 'user'],
    ],
]



上記の構成情報は、主として、user コントローラの URL 規則を追加して、ユーザのデータが綺麗な URL と意味のある HTTP 動詞によってアクセスおよび操作できるようにするものです。





JSON の入力を可能にする 


API が JSON 形式で入力データを受け取ることが出来るように、request アプリケーションコンポーネントの [[yii\web\Request::$parsers|parsers]] プロパティを構成して、JSON 入力のために [[yii\web\JsonParser]] を使うようにします。


'request' => [
    'parsers' => [
        'application/json' => 'yii\web\JsonParser',
    ]
]




Info|情報: 上記の構成はオプションです。
上記のように構成しない場合は、API は application/x-www-form-urlencoded と multipart/form-data だけを入力形式として認識します。






試してみる 


上記で示した最小限の労力によって、ユーザのデータにアクセスする RESTful API を作成する仕事は既に完成しています。
作成した API は次のものを含みます。



		GET /users: 全てのユーザをページごとに一覧する


		HEAD /users: ユーザ一覧の概要を示す


		POST /users: 新しいユーザを作成する


		GET /users/123: ユーザ 123 の詳細を返す


		HEAD /users/123: ユーザ 123 の概要を示す


		PATCH /users/123 と PUT /users/123: ユーザ 123 を更新する


		DELETE /users/123: ユーザ 123 を削除する


		OPTIONS /users: エンドポイント /users に関してサポートされている動詞を示す


		OPTIONS /users/123: エンドポイント /users/123 に関してサポートされている動詞を示す






Info|情報: Yii は、エンドポイントとして使用されるコントローラの名前を自動的に複数形にします。
これは [[yii\rest\UrlRule::$pluralize]] プロパティを使って構成することが可能です。



作成した API は、次のように、curl コマンドでアクセスすることが出来ます。


$ curl -i -H "Accept:application/json" "http://localhost/users"

HTTP/1.1 200 OK
...
X-Pagination-Total-Count: 1000
X-Pagination-Page-Count: 50
X-Pagination-Current-Page: 1
X-Pagination-Per-Page: 20
Link: <http://localhost/users?page=1>; rel=self, 
      <http://localhost/users?page=2>; rel=next, 
      <http://localhost/users?page=50>; rel=last
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

[
    {
        "id": 1,
        ...
    },
    {
        "id": 2,
        ...
    },
    ...
]



受入れ可能なコンテントタイプを application/xml に変更してみてください。
すると、結果が XML 形式で返されます。


$ curl -i -H "Accept:application/xml" "http://localhost/users"

HTTP/1.1 200 OK
...
X-Pagination-Total-Count: 1000
X-Pagination-Page-Count: 50
X-Pagination-Current-Page: 1
X-Pagination-Per-Page: 20
Link: <http://localhost/users?page=1>; rel=self, 
      <http://localhost/users?page=2>; rel=next, 
      <http://localhost/users?page=50>; rel=last
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<response>
    <item>
        <id>1</id>
        ...
    </item>
    <item>
        <id>2</id>
        ...
    </item>
    ...
</response>



次のコマンドは、JSON 形式でユーザのデータを持つ POST リクエストを送信して、新しいユーザを作成します。


$ curl -i -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -XPOST "http://localhost/users" -d '{"username": "example", "email": "user@example.com"}'

HTTP/1.1 201 Created
...
Location: http://localhost/users/1
Content-Length: 99
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{"id":1,"username":"example","email":"user@example.com","created_at":1414674789,"updated_at":1414674789}




Tip|ヒント: URL http://localhost/users を入力すれば、ウェブブラウザ経由で API にアクセスすることも出来ます。
ただし、特殊なリクエストヘッダを送信するためには、何らかのブラウザプラグインが必要になるかも知れません。



ご覧のように、レスポンスヘッダの中には、総ユーザ数やページ数などの情報が書かれています。
また、データの他のページへナビゲートすることを可能にするリンクもあります。
例えば、http://localhost/users?page=2 にアクセスすれば、ユーザのデータの次のページを取得することが出来ます。


fields と expand パラメータを使えば、どのフィールドが結果に含まれるべきかを指定することも出来ます。
例えば、URL http://localhost/users?fields=id,email は、id と email のフィールドだけを返します。



Info|情報: 気がついたかも知れませんが、http://localhost/users の結果は、いくつかの公開すべきでないフィールド、例えば password_hash や auth_key を含んでいます。
当然ながら、これらが API の結果に出現することは避けたいでしょう。
レスポンス形式の設定 の節で説明されているように、これらのフィールドを除外することは出来ますし、また、除外しなければなりません。






まとめ 


Yii の RESTful API フレームワークを使う場合は、API エンドポイントをコントローラアクションの形式で実装します。
そして、コントローラを使って、単一タイプのリソースに対するエンドポイントを実装するアクションを編成します。


リソースは [[yii\base\Model]] クラスを拡張するデータモデルとして表現されます。
データベース (リレーショナルまたは NoSQL) を扱っている場合は、[[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]] を使ってリソースを表現することが推奨されます。


[[yii\rest\UrlRule]] を使って API エンドポイントへのルーティングを簡単にすることが出来ます。


これは必須ではありませんが、RESTful API は、保守を容易にするために、ウェブのフロントエンドやバックエンドとは別の独立したアプリケーションとして開発することを推奨します。
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O que é o Yii


O Yii é um framework PHP de alta performance e baseado em componentes, para o
desenvolvimento rápido de aplicações web modernas.
O nome Yii (pronunciado Ii ou [ji:]) significa “simples e evolutivo” em chinês. Ele também pode ser considerado como um acrônimo de Yes It Is (sim, ele é)!



Para quê o Yii é melhor?


O Yii é um framework de programação web genérico, o que significa que ele pode
ser usado para o desenvolvimento de todo tipo de aplicações web baseadas usando PHP.
Por causa de sua arquitetura baseada em componentes e suporte sofisticado a
caching, ele é especialmente adequado para o desenvolvimento de aplicações de
larga escala como portais, fóruns, sistemas de gerenciamento de conteúdo (CMS),
projetos de e-commerce, Web services RESTful, e assim por diante.





Como o Yii se compara a outros frameworks?


Se já estiver familiarizado com um outro framework, você pode gosta se saber como o Yii se compara:



		Como a maioria dos frameworks PHP, o Yii implementa o padrão de arquitetura MVC
(Modelo-Visão-Controlador) e promove a organização do código baseada nesse padrão.


		O Yii tem a filosofia de que o código deveria ser escrito de uma maneira simples,
porém elegante. O Yii nunca tentará exagerar no design com o propósito principal
de seguir algum padrão de projeto.


		O Yii é um framework full-stack, fornecendo muitas funcionalidades comprovadas
e prontas para o uso, tais como: construtores de consultas (query builders) e
ActiveRecord, tanto para bancos de dados relacionais quanto para NoSQL; suporte ao
desenvolvimento de APIs RESTful; suporte a caching de múltiplas camadas; e mais.


		O Yii é extremamente extensível. Você pode personalizá-lo ou substituir quase
todas as partes do código core. Você também pode aproveitar-se de sua
sólida arquitetura de extensões, para utilizar ou desenvolver extensões
que podem ser redistribuídas.


		A alta performance é sempre um objetivo principal do Yii.





O Yii não é um show de um homem só, ele é apoiado por uma [forte equipe de desenvolvedores do core][]
bem como por uma ampla comunidade de muitos profissionais constantemente
contribuindo com o desenvolvimento do Yii. A equipe de desenvolvedores do Yii
acompanha de perto às últimas tendências do desenvolvimento Web, e às
melhores práticas e funcionalidades encontradas em outros frameworks e projetos.
As melhores práticas e funcionalidades mais relevantes encontradas em outros lugares
são incorporadas regularmente no core do framework e expostas via interfaces
simples e elegantes.





Versões do Yii


Atualmente, o Yii tem duas versões principais disponíveis: a 1.1 e a 2.0. A Versão
1.1 é a antiga geração e agora está em modo de manutenção. A versão 2.0 é uma
reescrita completa do Yii, adotando as tecnologias e protocolos mais recentes, incluindo
o Composer, PSR, namespaces, traits, e assim por diante. A versão 2.0 representa
a geração atual do framework e receberá os nossos esforços principais de
desenvolvimento nos próximos anos. Este guia trata principalmente da versão 2.0.





Requisitos e Pré-requisitos


O Yii 2.0 requer o PHP 5.4.0 ou superior. Você pode encontrar os requisitos mais
detalhados para funcionalidades em particular executando o verificador de requisitos
(requirement checker) incluído em todos os pacotes do Yii.


Utilizar o Yii requer conhecimentos básicos sobre programação orientada a objetos
(OOP), uma vez que o Yii é um framework puramente OOP.
O Yii 2.0 também utiliza as funcionalides mais recentes do PHP, tais como namespaces [http://www.php.net/manual/en/language.namespaces.php] e traits [http://www.php.net/manual/en/language.oop5.traits.php]. Compreender estes conceitos lhe ajudará e entender mais facilmente o Yii 2.0
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Bootstrap Widgets



Note: This section is under development.



Out of the box, Yii includes support for the Bootstrap 3 [http://getbootstrap.com/] markup and components framework
(also known as “Twitter Bootstrap”). Bootstrap is an excellent, responsive framework that can greatly speed up the
client-side of your development process.


The core of Bootstrap is represented by two parts:



		CSS basics, such as a grid layout system, typography, helper classes, and responsive utilities.


		Ready to use components, such as forms, menus, pagination, modal boxes, tabs etc.






Basics


Yii doesn’t wrap the bootstrap basics into PHP code since HTML is very simple by itself in this case. You can find details
about using the basics at bootstrap documentation website [http://getbootstrap.com/css/]. Still Yii provides a
convenient way to include bootstrap assets in your pages with a single line added to AppAsset.php located in your
@app/assets directory:


public $depends = [
    'yii\web\YiiAsset',
    'yii\bootstrap\BootstrapAsset', // this line
];



Using bootstrap through Yii asset manager allows you to minimize its resources and combine with your own resources when
needed.





Yii widgets


Most complex bootstrap components are wrapped into Yii widgets to allow more robust syntax and integrate with
framework features. All widgets belong to \yii\bootstrap namespace:



		[[yii\bootstrap\ActiveForm|ActiveForm]]


		[[yii\bootstrap\Alert|Alert]]


		[[yii\bootstrap\Button|Button]]


		[[yii\bootstrap\ButtonDropdown|ButtonDropdown]]


		[[yii\bootstrap\ButtonGroup|ButtonGroup]]


		[[yii\bootstrap\Carousel|Carousel]]


		[[yii\bootstrap\Collapse|Collapse]]


		[[yii\bootstrap\Dropdown|Dropdown]]


		[[yii\bootstrap\Modal|Modal]]


		[[yii\bootstrap\Nav|Nav]]


		[[yii\bootstrap\NavBar|NavBar]]


		[[yii\bootstrap\Progress|Progress]]


		[[yii\bootstrap\Tabs|Tabs]]








Using the .less files of Bootstrap directly


If you want to include the Bootstrap css directly in your less files [http://getbootstrap.com/getting-started/#customizing]
you may need to disable the original bootstrap css files to be loaded.
You can do this by setting the css property of the [[yii\bootstrap\BootstrapAsset|BootstrapAsset]] to be empty.
For this you need to configure the assetManager application component as follows:


    'assetManager' => [
        'bundles' => [
            'yii\bootstrap\BootstrapAsset' => [
                'css' => [],
            ]
        ]
    ]
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データキャッシュ


データキャッシュは PHP の変数をキャッシュに格納し、あとでキャッシュからそれらを読み込みます。
クエリキャッシュ や ページキャッシュ などのより高度なキャッシュ機能の基礎でもあります。


以下はデータキャッシュの典型的な利用パターンを示したコードです。$cache は キャッシュコンポーネント を指します:


// キャッシュから $data を取得しようと試みる
$data = $cache->get($key);

if ($data === false) {

    // キャッシュの中に $data が見つからない場合は一から作る

    // 次回はそれを取得できるように $data をキャッシュに格納する
    $cache->set($key, $data);
}

// $data はここで利用できる




キャッシュコンポーネント 


データキャッシュはメモリ、ファイル、データベースなどさまざまなキャッシュストレージを表す、いわゆるキャッシュコンポーネントに依存しています。


キャッシュコンポーネントは通常グローバルに設定しアクセスできるように アプリケーションコンポーネント として登録されています。以下のコードは Memcached [http://memcached.org/] を使い 2 つのキャッシュサーバを用いて、cache コンポーネントをどのように設定するかを示したものです:


'components' => [
    'cache' => [
        'class' => 'yii\caching\MemCache',
        'servers' => [
            [
                'host' => 'server1',
                'port' => 11211,
                'weight' => 100,
            ],
            [
                'host' => 'server2',
                'port' => 11211,
                'weight' => 50,
            ],
        ],
    ],
],



上記のキャッシュコンポーネントには Yii::$app->cache でアクセスできます。


すべてのキャッシュコンポーネントは同じ API がセットされているので、アプリケーションのコンフィグレーション側で設定しなおせば、キャッシュを使っているコードに変更を加えなくても、異なるキャッシュコンポーネントに入れ替えることができます。例えば上記の設定を [[yii\caching\ApcCache|APC キャッシュ]] に変更する場合は以下のようにします:


'components' => [
    'cache' => [
        'class' => 'yii\caching\ApcCache',
    ],
],




ヒント: キャッシュコンポーネントは複数登録することができます。cache という名前のコンポーネントはキャッシュに依存したクラスによってデフォルトで使用されています (例えば [[yii\web\UrlManager]] など) 。




サポートされているキャッシュストレージ 


Yii はさまざまなキャッシュストレージをサポートしています。以下は概要です:



		[[yii\caching\ApcCache]]: PHP の APC [http://php.net/manual/ja/book.apc.php] 拡張モジュールを使用します。集中型の分厚いアプリケーションのキャッシュを扱うときには最速の一つとして考えることができます (例えば、サーバが 1 台であったり、専用のロードバランサを持っていない、など) 。


		[[yii\caching\DbCache]]: キャッシュされたデータを格納するためにデータベースのテーブルを使用します。このキャッシュを使用するには [[yii\caching\DbCache::cacheTable]] で指定したテーブルを作成する必要があります。


		[[yii\caching\DummyCache]]: 実際にはキャッシュを行わない、キャッシュの代替を提供します。このコンポーネントの目的は、キャッシュが利用できることをチェックするためのコードを簡略化することです。たとえば、開発中やサーバに実際のキャッシュサポートがない場合に、このキャッシュコンポーネントを使用することができます。そして、実際のキャッシュサポートが有効になったときに、対応するキャッシュコンポーネントに切替えて使用します。 どちらの場合も、Yii::$app->cache が null かも知れないと心配せずに、データを取得するために同じコード Yii::$app->cache->get($key) を使用できます。


		


		[[yii\caching\MemCache]]: PHP の Memcache [http://php.net/manual/ja/book.memcache.php] と Memcached [http://php.net/manual/ja/book.memcached.php] 拡張モジュールを使用します。分散型のアプリケーションでキャッシュを扱うときには最速の一つとして考えることができます (例えば、複数台のサーバ構成であったり、ロードバランサなど) 。


		[[yii\redis\Cache]]: Redis [http://redis.io/] の key-value ストアに基づいてキャッシュコンポーネントを実装しています。(Redis の バージョン 2.6.12 以降が必要です) 。


		[[yii\caching\WinCache]]: PHP の WinCache [http://iis.net/downloads/microsoft/wincache-extension] (関連リンク [http://php.net/manual/ja/book.wincache.php]) 拡張モジュールを使用します。


		[[yii\caching\XCache]]: PHP の XCache [http://xcache.lighttpd.net/] 拡張モジュールを使用します。


		[[yii\caching\ZendDataCache]]: キャッシュメディアして Zend Data Cache [http://files.zend.com/help/Zend-Server-6/zend-server.htm#data_cache_component.htm] を使用します。






ヒント: 同じアプリケーション内で異なるキャッシュを使用することもできます。一般的なやり方として、小さくとも常に使用されるデータ (例えば、統計データなど) を格納する場合はメモリベースのキャッシュストレージを使用し、大きくて使用頻度の低いデータを格納する場合はファイルベース、またはデータベースのキャッシュストレージを使用します (例えば、ページコンテントなど) 。








キャッシュ API 


すべてのキャッシュコンポーネントが同じ基底クラス [[yii\caching\Cache]] を持っているので、以下の API をサポートしています。



		[[yii\caching\Cache::get()|get()]]: 指定されたキーを用いてキャッシュからデータを取得します。キャッシュが見つからないか、もしくは有効期限が切れていたり無効になっている場合は false を返します。


		


		


		


		


		


		


		


		






注意: [[yii\caching\Cache::get()|get()]] メソッドは、データがキャッシュ内に見つからないことを示すために戻り値として false を使用しているので、直接 boolean 型の false をキャッシュしないでください。代わり、配列内に false を置いてキャッシュすることによって、この問題を回避できます。



キャッシュされたデータを取得する際に発生するオーバーヘッドを減すために、MemCache, APC などのいくつかのキャッシュストレージはバッチモードで複数のキャッシュされた値の取得をサポートしています。[yii\caching\Cache::mget()|mget()] や [yii\caching\Cache::madd()|madd()] などの API はこの機能を十分に引き出すために提供されています。基礎となるキャッシュストレージがこの機能をサポートしていない場合には、シミュレートされます。


[[yii\caching\Cache]] は ArrayAccess インターフェイスを継承しているので、キャッシュコンポーネントは配列のように扱うことができます。以下はいくつかの例です:


$cache['var1'] = $value1;  // $cache->set('var1', $value1); と同等
$value2 = $cache['var2'];  // $value2 = $cache->get('var2'); と同等




キャッシュのキーについて 


キャッシュに格納される各データは、一意のキーによって識別されるため、キャッシュ内にデータを格納するときはキーを指定する必要があります。あとでキャッシュからデータを取得するときは、それに対応するキーを用意する、といった感じです。


文字列またはキャッシュのキーとして、任意の値を使用することができます。キーが文字列でない場合は、自動的に文字列にシリアライズされます。


キャッシュのキーを定義する一般的なやり方として、配列に決定要素を単位としてすべて含めることです。
例えば [[yii\db\Schema]] はデータベースのテーブルに関するキャッシュスキーマ情報に以下のキーを使用しています:


[
    __CLASS__,              // クラス名
    $this->db->dsn,         // データベース接続のデータソース名
    $this->db->username,    // データベース接続のログインユーザ
    $name,                  // テーブル名
];



見ての通り、キーは一意にデータベースのテーブルを指定するために必要なすべての情報が含まれています。


同じキャッシュストレージが異なるアプリケーションによって使用されているときは、キャッシュのキーの競合を避けるために、各アプリケーションではユニークなキーの接頭辞を指定する必要があります。これは [[yii\caching\Cache::keyPrefix]] プロパティを設定することでできます。例えば、アプリケーションのコンフィギュレーションで以下のように書くことができます:


'components' => [
    'cache' => [
        'class' => 'yii\caching\ApcCache',
        'keyPrefix' => 'myapp',       // ユニークなキャッシュのキーの接頭辞
    ],
],



相互運用性を確保するために、英数字のみを使用する必要があります。





キャッシュの有効期限 


キャッシュに格納されたデータは、いくつかのキャッシュポリシー (例えば、キャッシュスペースがいっぱいになったときは最も古いデータが削除される、など) の実施で除去されない限り、永遠に残り続けます。この動作を変えるために [yii\caching\Cache::set()|set()] で有効期限パラメータを指定することができます。パラメータはキャッシュ内に何秒間有効であるかを示します。[[yii\caching\Cache::get()|get()]] でデータを取得する際に有効期限が切れていた場合は、キャッシュ内にデータが見つからなかったことを示す false が返されます。例えば、


// 最大で 45 秒間キャッシュ内にデータを保持する
$cache->set($key, $data, 45);

sleep(50);

$data = $cache->get($key);
if ($data === false) {
    // $data は有効期限が切れているか、またはキャッシュ内に見つからない
}






キャッシュの依存関係 


有効期限の設定に加えて、キャッシュされたデータにはいわゆる キャッシュの依存関係 の変化によって無効にすることもできます。例えば [yii\caching\FileDependency] はファイルの更新時刻の依存関係を表しています。依存関係が変更されたときに、対応するファイルが更新されることを意味しています。その結果、キャッシュ内で見つかった古いファイルのコンテントは、無効とされるべきであり [[yii\caching\Cache::get()|get()]] は false を返します。


キャッシュの依存関係は [[yii\caching\Dependency]] 子孫クラスのオブジェクトとして表現されます。[yii\caching\Cache::set()|set()] でキャッシュにデータを格納する際に、関連するキャッシュの依存関係を知らせることができます。例えば、


// example.txt ファイルの変更時間への依存関係を作成
$dependency = new \yii\caching\FileDependency(['fileName' => 'example.txt']);

// データは 30 秒で期限切れになります
// さらに、依存関係にあるファイルが変更された場合、有効期限内でも無効になります
$cache->set($key, $data, 30, $dependency);

// データが有効期限切れの場合はキャッシュがチェックされます
// 関連する依存関係が変更された場合にもチェックします
// これらの条件のいずれかが満たされている場合は false を返します
$data = $cache->get($key);



以下は利用可能なキャッシュの依存関係の概要です:



		


		[[yii\caching\DbDependency]]: 指定された SQL 文のクエリ結果が変更された場合、依存関係が変更されます。


		


		


		[[yii\caching\TagDependency]]: 一つまたは複数のタグを持つキャッシュされたデータを関連付けます。[[yii\caching\TagDependency::invalidate()]] を呼び出すことによって指定されたタグ(複数可)と、キャッシュされたデータを無効にすることができます。










クエリキャッシュ 


クエリキャッシュは、データキャッシュ上に構築された特別なキャッシュ機能で、データベースのクエリ結果をキャッシュするために提供されています。


クエリキャッシュは [[yii\db\Connection|データベース接続]] と有効な cache コンポーネントを必要とします。
$db を [[yii\db\Connection]] のインスタンスと仮定した場合、クエリキャッシュの基本的な使い方は以下のようになります:


$result = $db->cache(function ($db) {

    // クエリキャッシュが有効で、かつクエリ結果がキャッシュ内にある場合、
    // SQL クエリ結果がキャッシュから提供されます
    return $db->createCommand('SELECT * FROM customer WHERE id=1')->queryOne();

});



クエリキャッシュは DAO だけではなく アクティブレコード でも使用することができます。



情報: いくつかの DBMS (例えば MySQL [http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/ja/query-cache.html]) でもデータベースのサーバサイドのクエリキャッシュをサポートしています。どちらのクエリキャッシュメカニズムも選べますが、前述した Yii のクエリキャッシュを使用することによって、キャッシュの依存関係を柔軟に指定できたり、潜在的にもより効率的でしょう。




設定 


クエリキャッシュは [[yii\db\Connection]] を通して 3 つのグローバルな設定可能オプションがあります:



		[[yii\db\Connection::enableQueryCache|enableQueryCache]]: クエリキャッシュを可能にするかどうか。デフォルトは true。実効的にクエリキャッシュをオンにするには [[yii\db\Connection::queryCache|queryCache]] によって指定し、さらに有効なキャッシュを持っている必要があることに注意してください。


		[[yii\db\Connection::queryCacheDuration|queryCacheDuration]]: これはクエリ結果がキャッシュ内に有効な状態として維持できる秒数を表します。クエリキャッシュを永遠にキャッシュに残したい場合は 0 を指定することができます。このプロパティは [[yii\db\Connection::cache()]] の持続時間を指定せず呼び出されたときに使用されるデフォルト値です。


		[[yii\db\Connection::queryCache|queryCache]]: これはキャッシュコンポーネントの ID を表します。デフォルトは 'cache'。有効なキャッシュコンポーネントが存在する場合にのみ、クエリキャッシュが使用可能になります。








使い方 


クエリキャッシュを使用する必要がある複数の SQL クエリを持っている場合は [[yii\db\Connection::cache()]] を使用することができます。使い方としては以下のように、


$duration = 60;     // クエリ結果を 60 秒間 キャッシュ
$dependency = ...;  // 依存関係のオプション

$result = $db->cache(function ($db) {

    // ... ここで SQL クエリを実行します ...

    return $result;

}, $duration, $dependency);



無名関数内の任意の SQL クエリは、指定した依存関係とともに指定された期間キャッシュされます。もしキャッシュ内に有効なクエリ結果が見つかった場合、クエリはスキップされ、その結果、代わりにキャッシュから提供されます。$duration の指定がない場合 [[yii\db\Connection::queryCacheDuration|queryCacheDuration]] で指定されている値が使用されます。


また、cache() 内でいくつかの特定のクエリに対してクエリキャッシュを無効にすることもできます。この場合 [[yii\db\Connection::noCache()]] を使用します。


$result = $db->cache(function ($db) {

    // クエリキャッシュを使用する SQL クエリ

    $db->noCache(function ($db) {

        // クエリキャッシュを使用しない SQL クエリ

    });

    // ...

    return $result;
});



単一のクエリのためにクエリキャッシュを使用する場合は、コマンドを構築するときに [[yii\db\Command::cache()]] を呼び出すことができます。例えば、


// クエリキャッシュを使い、期間を 60 秒にセットする
$customer = $db->createCommand('SELECT * FROM customer WHERE id=1')->cache(60)->queryOne();



また、ひとつのコマンドでクエリキャッシュを無効にするために [[yii\db\Command::noCache()]] を使用することもできます。例えば、


$result = $db->cache(function ($db) {

    // クエリキャッシュを使用する SQL クエリ

    // このコマンドはクエリキャッシュを使用しない
    $customer = $db->createCommand('SELECT * FROM customer WHERE id=1')->noCache()->queryOne();

    // ...

    return $result;
});






制約 


リソースハンドルを返すようなクエリにはクエリキャッシュは働きません。例えばいくつかの DBMS において BLOB 型のカラムを用いる場合、クエリ結果はカラムデータについてリソースハンドルを返します。


いくつかのキャッシュストレージはサイズに制約があります。例えば Memcache では、各エントリのサイズは 1MB が上限値です。そのためクエリ結果のサイズがこの制約を越える場合、キャッシュは失敗します。
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Módulos


Os módulos são unidades independentes de software que são compostos de
models (modelos), views (visões),
controllers (controladores) e outros componentes de
apoio. Os usuários finais podem acessar os controllers (controladores) de um
módulo caso esteja implementado na aplicação. Por
estas razões, os módulos são muitas vezes enxergados como mini-aplicações. Os
módulos diferem das aplicações pelo fato de não
poderem ser implementados sozinhos e que devem residir dentro das aplicações.



Criando Módulos 


Um módulo é organizado como um diretório que é chamado de
[[yii\base\Module::basePath|caminho base]] do módulo. Dentro deste diretório,
existem subdiretório, como o controllers, models, views que mantêm os
controllers (controladores), models (modelos), views (visões) e outros códigos
assim como em uma aplicação. O exemplo a seguir mostra o conteúdo dentro de um
módulo:


forum/
    Module.php                   o arquivo da classe do módulo 
    controllers/                 contém os arquivos da classe controller
        DefaultController.php    o arquivo da classe controller padrão
    models/                      contém os arquivos da classe model
    views/                       contém a view do controller e os arquivos de layout
        layouts/                 contém os arquivos de layout
        default/                 contém os arquivos de view para o DefaultController
            index.php            o arquivo de view index 




Classe do Módulo 


Cada módulo deve ter uma única classe que estende de [[yii\base\Module]]. Esta
classe deve estar localizada diretamente sob o [[yii\base\Module::basePath|caminho base]]
do módulo e deve ser autoloadable. Quando um módulo
estiver sendo acessado, uma única instância da classe módulo correspondente será
criada. Assim como as instâncias da aplicação, as
instâncias do módulo são usadas para compartilhar dados e componentes para os
códigos dentro dos módulos.


Segue um exemplo de uma classe de módulo:


namespace app\modules\forum;

class Module extends \yii\base\Module
{
    public function init()
    {
        parent::init();

        $this->params['foo'] = 'bar';
        // ...  outros códigos de inicialização ...
    }
}



Se o método init() inicializar muitas propriedades do módulo, você poderá
salva-los em um arquivo de configuração e carregá-los
como mostro no código a seguir no método init():


public function init()
{
    parent::init();
    // inicializa o módulo com as configurações carregadas de config.php
    \Yii::configure($this, require(__DIR__ . '/config.php'));
}



O arquivo de configuração config.php pode conter o conteúdo a seguir, que é
semelhante ao de uma configuração de aplicação.


<?php
return [
    'components' => [
        // lista de configuração de componentes
    ],
    'params' => [
        // lista de parâmetros
    ],
];






Controllers em Módulos 


Ao criar controllers (controladores) em um módulo, uma convenção é colocar as
classes dos controllers (controladores) sob o sub-namespace controllers do
namespace do módulo da classe. Isto também significa que os arquivos da classe
controller (controlador) devem ser colocadas no diretório controllers dentro
do [[yii\base\Module::basePath|caminho base]] do módulo. Por exemplo, para criar
um controller (controlador) post no módulo forum mostrado na última subseção,
você deve declarar a classe controller (controlador) conforme o seguinte exemplo:


namespace app\modules\forum\controllers;

use yii\web\Controller;

class PostController extends Controller
{
    // ...
}



Você pode personalizar o namespace da classe do controller (controlador)
configurando a propriedade [[yii\base\Module::controllerNamespace]]. No caso de
alguns controllers (controladores) estiverem fora do namespace, você poderá
torna-los acessíveis pela configuração da propriedade [[yii\base\Module::controllerMap]],
de forma similar ao que você fez na aplicação.





Views em Módulos 


As views (visões) devem ser colocadas no diretório views dentro do
[[yii\base\Module::basePath|caminho base]] do módulo. Para as views (visões)
renderizadas por um controller (controlador) no módulo, devem ser colocadas sob
o diretório views/IDdoController, onde o IDdoController refere-se ao
ID do controller (controlador). Por exemplo,
se a classe do controller (controlador) for PostController, o diretório será
views/post dentro do [[yii\base\Module::basePath|caminho base]] do módulo.


Um módulo pode especificar um layout que será
aplicado pelas views (visões) renderizadas pelos controllers (controladores) do
módulo. Por padrão, o layout deve ser colocado no diretório views/layouts e
deve configurar a propriedade [[yii\base\Module::layout]] para apontar o nome do
layout. Se você não configurar a propriedade layout, o layout da aplicação será
usada em seu lugar.







Usando os Módulos 


Para usar um módulo em uma aplicação, basta configurar a aplicação, listando o
módulo na propriedade [[yii\base\Application::modules|modules]] da aplicação. O
código da configuração da aplicação
a seguir faz com que o módulo forum seja aplicado:


[
    'modules' => [
        'forum' => [
            'class' => 'app\modules\forum\Module',
            // ... outras configurações do módulo ...
        ],
    ],
]



A propriedade [[yii\base\Application::modules|modules]] é composto por um array
de configurações de módulos. Cada chave do array representa um ID do módulo
que identifica exclusivamente o módulo entre todos módulos da aplicação e o valor
do array correspondente é uma configuração para a
criação do módulo.



Rotas 


Assim como acessar os controllers (controladores) em uma aplicação, as
rotas são usadas para tratar os controllers
(controladores) em um módulo. Uma rota para um controller (controlador) dentro
de um módulo deve iniciar com o ID do módulo seguido pelo ID do controller
(controlador) e pelo ID da ação. Por exemplo, se uma aplicação usar um modulo
chamado forum, então a rota forum/post/index representará a ação index do
controller (controlador) post no módulo. Se a rota conter apenas o ID do módulo,
então a propriedade [[yii\base\Module::defaultRoute]], na qual o valor padrão é
default, determinará qual controller/action deverá ser usado. Isto significa
que a rota forum representará o controller (controlador) default no módulo forum.





Acessando os Módulos 


Dentro de um módulo, você poderá precisar muitas vezes obter a instância do
módulo da classe para que você possa acessar o ID, os parâmetros,
os componentes e etc do módulo. Você pode fazer isso usando a seguinte declaração:


$module = MyModuleClass::getInstance();



O MyModuleClass refere-se ao nome da classe do módulo que você está interessado.
O método getInstance() retornará a instância que foi solicitada pela requisição.
Se o módulo não for solicitado pela requisição, o método retornará null. Observe
que você não vai querer criar uma nova instância manualmente da classe do módulo
pois será diferente do criado pelo Yii em resposta a uma requisição.



Informação: Ao desenvolver um módulo, você não deve assumir que o módulo usará
um ID fixo. Isto porque um módulo pode ser associado a um ID arbitrário quando
usado em uma aplicação ou dentro de outro módulo. A fim de obter o ID do módulo,
você deve usar a abordagem anterior para obter primeiramente a instância do módulo
e em seguida obter o ID através de $module->id.



Você também pode acessar a instância do módulo usando as seguintes abordagens:


// obter o módulo cujo ID é "forum"
$module = \Yii::$app->getModule('forum');

// obter o módulo pelo controller solicitado pela requisição
$module = \Yii::$app->controller->module;



A primeira abordagem só é útil quando você sabe o ID do módulo, enquanto a segunda
abordagem é melhor utilizada quando você sabe sobre os controllers (controladores)
que está sendo solicitado.


Uma vez tendo a instância do módulo, você pode acessar as propriedade e componentes
registrados no módulo. Por exemplo,


$maxPostCount = $module->params['maxPostCount'];






Inicializando os Módulos 


Alguns módulos precisam ser executados a cada requisição. O módulo
[[yii\debug\Module|debug]] é um exemplo desta necessidade. Para isto, você deverá
listar os IDs deste módulos na propriedade [[yii\base\Application::bootstrap|bootstrap]]
da aplicação.


Por exemplo, a configuração da aplicação a seguir garante que o módulo debug
seja sempre carregado:


[
    'bootstrap' => [
        'debug',
    ],

    'modules' => [
        'debug' => 'yii\debug\Module',
    ],
]








Módulos Aninhados 


Os módulos podem ser aninhados em níveis ilimitados. Isto é, um módulo pode conter
um outro módulo que pode conter ainda um outro módulo. Nós chamamos dos anteriores
de módulo parente enquanto os próximos de módulo filho. Os módulos filhos devem
ser declarados na propriedade [[yii\base\Module::modules|modules]] de seus módulos
parentes. Por exemplo,


namespace app\modules\forum;

class Module extends \yii\base\Module
{
    public function init()
    {
        parent::init();

        $this->modules = [
            'admin' => [
                // você pode considerar em usar um namespace mais curto aqui!
                'class' => 'app\modules\forum\modules\admin\Module',
            ],
        ];
    }
}



Para um controller (controlador) dentro de um módulo aninhado, a rota deve incluir
os IDs de todos os seus módulos ancestrais. Por exemplo, a rota
forum/admin/dashboard/index representa a ação index do controller (controlador)
dashboard no módulo admin que é um módulo filho do módulo forum.



Informação: O método [[yii\base\Module::getModule()|getModule()]] retorna apenas
o módulo filho diretamente pertencente ao seu módulo parente. A propriedade
[[yii\base\Application::loadedModules]] mantém uma lista dos módulos carregados,
incluindo os módulos filhos e parentes aninhados, indexados pelos seus nomes de
classes.






Boas Práticas 


Os módulos são melhores usados em aplicações de larga escala, cujas características
podem ser divididas em vários grupos, cada um constituídas por um conjuntos de
recursos relacionados. Cada grupo de recurso pode ser desenvolvido em um módulo
que é desenvolvido e mantido por um desenvolvedor ou equipe específica.


Módulos também são uma boa maneira de reutilizar códigos no nível de grupo de
recurso. Algumas recursos comumente utilizados, tais como gerenciamento de usuários,
gerenciamento de comentários, podem ser todos desenvolvidos em módulos, para que
possam ser utilizados em projetos futuros.
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クラスのオートローディング


Yiiは、必要となるすべてのクラスファイルを、特定してインクルードするにあたり、 クラスのオートローディングメカニズム [http://www.php.net/manual/en/language.oop5.autoload.php]
を頼りにします。PSR-4 標準 [https://github.com/php-fig/fig-standards/blob/master/proposed/psr-4-autoloader/psr-4-autoloader.md] に準拠した、高性能なクラスのオートローダーを提供します。
このオートローダーは、あなたが Yii.php ファイルをインクルードするときにインストールされます。



補足: 説明を簡単にするため、このセクションではクラスのオートローディングについてのみお話しします。しかし、
ここに記述されている内容は、同様に、インタフェースとトレイトのオートロードにも適用されることに注意してください。




Yii オートローダーの使用 


Yii のクラスオートローダーを使用するには、自分のクラスを作成して名前を付けるとき、次の2つの単純なルールに従わなければなりません:



		各クラスは名前空間の下になければなりません (例 foo\bar\MyClass)


		各クラスは次のアルゴリズムで決定される個別のファイルに保存されなければなりません:





// $className は先頭にバックスラッシュを持つ完全修飾名
$classFile = Yii::getAlias('@' . str_replace('\\', '/', $className) . '.php');



たとえば、クラス名と名前空間が foo\bar\MyClass であれば、対応するクラスファイルのパスの エイリアス は、
@foo/bar/MyClass.php になります。このエイリアスがファイルパスになるようにするには、@foo または @foo/bar
のどちらかが、 ルートエイリアス でなければなりません。


Basic Application Template を使用している場合、最上位の名前空間 app の下にクラスを置くことができ、
そうすると、新しいエイリアスを定義しなくても、Yii によってそれらをオートロードできるようになります。これは @app
が 事前定義されたエイリアス であるためで、app\components\MyClass のようなクラス名を
今説明したアルゴリズムに従って、クラスファイル AppBasePath/components/MyClass.php だと解決できるのです。


Advanced Application Template では、各階層にそれ自身のルートエイリアスを持っています。たとえば、
フロントエンド層はルートエイリアス @frontend を持ち、バックエンド層は @backend です。その結果、名前空間 frontend の下に
フロントエンドクラスを置き、バックエンドクラスを backend の下に置けます。これで、これらのクラスは Yii のオートローダーによって
オートロードできるようになります。





クラスマップ 


Yii のクラスオートローダーは、 クラスマップ 機能をサポートしており、クラス名を対応するクラスファイルのパスにマップできます。
オートローダーがクラスをロードしているとき、クラスがマップに見つかるかどうかを最初にチェックします。もしあれば、対応する
ファイルのパスは、それ以上チェックされることなく、直接インクルードされます。これでクラスのオートローディングを非常に高速化できます。
実際に、すべての Yii のコアクラスは、この方法でオートロードされています。


次の方法で、 Yii::$classMap に格納されるクラスマップにクラスを追加できます:


Yii::$classMap['foo\bar\MyClass'] = 'path/to/MyClass.php';



クラスファイルのパスを指定するのに、 エイリアス を使うことができます。クラスが使用される前にマップが準備できるように、
ブートストラップ プロセス内でクラスマップを設定する必要があります。





他のオートローダーの使用 


Yii はパッケージ依存関係マネージャとして Composer を包含しているので、Composer のオートローダーもインストールすることをお勧めします。
あなたが独自のオートローダーを持つサードパーティライブラリを使用している場合、それらもインストールする必要があります。


Yii オートローダーを他のオートローダーと一緒に使うときは、他のすべてのオートローダーがインストールされた 後で 、 Yii.php
ファイルをインクルードする必要があります。これで Yii のオートローダーが、任意クラスのオートローディング要求に応答する最初のものになります。
たとえば、次のコードは Basic Application Template の エントリスクリプト から抜粋したものです。
最初の行は、Composer のオートローダーをインストールしており、二行目は Yii のオートローダーをインストールしています。


require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');



あなたは Yii のオートローダーを使わず、Composer のオートローダーだけを単独で使用することもできます。しかし、そうすることによって、
あなたのクラスのオートローディングのパフォーマンスは低下し、クラスをオートロード可能にするために Composer が設定したルールに従わなければならなくなります。



Info: Yiiのオートローダーを使用したくない場合は、 Yii.php ファイルの独自のバージョンを作成し、
それを エントリスクリプト でインクルードする必要があります。






エクステンションクラスのオートロード 


Yii のオートローダーは、 エクステンション クラスのオートロードが可能です。唯一の要件は、
エクステンションがその composer.json ファイルに正しく autoload セクションを指定していることです。
autoload 指定方法の詳細については Composer のドキュメント [https://getcomposer.org/doc/04-schema.md#autoload] 参照してください。


Yii のオートローダーを使用しない場合でも、まだ Composer のオートローダーはエクステンションクラスをオートロード可能です。
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Seguindo em Frente


Se você leu a seção “Primeiros Passos” inteira, você criou uma aplicação Yii
completa. Neste processo, você aprendeu como implementar algumas funcionalidades
comumente necessárias, tais como obter dados de usuários através de um formulário
HTML, consultar dados de um banco de dados, e exibir os dados de forma paginada.
Você também aprendeu a usar o Gii para gerar código automaticamente.
Usar o Gii para a geração de código torna a carga do seu processo de desenvolvimento
Web uma tarefa tão simples quanto preencher alguns formulários.


Esta seção resume as referências sobre o Yii que lhe ajudarão a ser mais produtivo
usando o framework.



		Documentação
		O Guia Definitivo [http://www.yiiframework.com/doc-2.0/guide-README.html]:
Conforme o nome indica, o guia define precisamente como o Yii deve funcionar
e fornece orientações gerais sobre como usar o Yii. É o tutorial
mais importante, e que você deveria ler antes de escrever qualquer código
com o Yii.


		A Referência de Classes [http://www.yiiframework.com/doc-2.0/index.html]:
Especifica o uso de todas as classes disponibilizadas pelo Yii. Deve ser
principalmente usado quando você estiver escrevendo o código e quiser entender
o uso de uma classe, método ou propriedade em particular. O uso da referência
de classes só é melhor depois de um entendimento contextual do framework
inteiro.


		Os Artigos do Wiki [http://www.yiiframework.com/wiki/?tag=yii2]:
Os artigos do wiki escritos pelos usuários do Yii baseados em suas próprias
experiências. A maioria deles são escritos como receitas de bolo, e mostram
como resolver problemas em particular usando o Yii. Enquanto a qualidade destes
artigos pode não ser tão boa quanto a do Guia Definitivo, eles ainda assim
são úteis porque são mais abrangentes e frequentemente fornecem
soluções prontas para serem usadas.


		Livros [http://www.yiiframework.com/doc/]








		Extensões [http://www.yiiframework.com/extensions/]:
O Yii ostenta uma biblioteca de milhares de extensões contribuídas por usuários,
que podem facilmente ser plugadas em suas aplicações, desta forma tornando
o seu desenvolvimento ainda mais rápido e mais fácil.


		Comunidade
		Fórum: http://www.yiiframework.com/forum/


		Chat do IRC: O canal #yii na rede freenode (irc://irc.freenode.net/yii)


		GitHub: https://github.com/yiisoft/yii2


		Facebook: https://www.facebook.com/groups/yiitalk/


		Twitter: https://twitter.com/yiiframework


		LinkedIn: https://www.linkedin.com/groups/yii-framework-1483367


		Stackoverflow: http://stackoverflow.com/questions/tagged/yii2
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Html helper


Every web application generates lots of HTML markup. If markup is static, it could be done efficiently by
mixing PHP and HTML in a single file [http://php.net/manual/en/language.basic-syntax.phpmode.php] but when it is
generated dynamically it is starting to get tricky to handle it without extra help. Yii provides such help in a form
of Html helper which provides a set of static methods for handling commonly used HTML tags, their options and content.



Note: If your markup is nearly static it’s better to use HTML directly. There’s no need to wrap absolutely everything
with Html helper calls.




Basics 


Since building dynamic HTML by string concatenation is getting messy very fast, Yii provides a set of methods to
manipulate tag options and build tags based on these options.



Generating Tags 


The code generating a tag looks like the following:


<?= Html::tag('p', Html::encode($user->name), ['class' => 'username']) ?>



The first argument is tag name. Second one is content to be enclosed between the start and end tags. Note that we are
using Html::encode. That’s because content isn’t encoded automatically to allow using HTML when needed. Third one is an
array of HTML options or, in other words, tag attributes. In this array key is the name of the attribute such as class,
href or target and a value is its value.


The code above will generate the following HTML:


<p class="username">samdark</p>



In case you need just start tag or just closing tag you can use Html::beginTag() and Html::endTag() methods.


Options are used in many methods of Html helper and various widgets. In all these cases there is some extra handling to
know about:



		If a value is null, the corresponding attribute will not be rendered.


		Attributes whose values are of boolean type will be treated as
boolean attributes [http://www.w3.org/TR/html5/infrastructure.html#boolean-attributes].


		The values of attributes will be HTML-encoded using [[yii\helpers\Html::encode()|Html::encode()]].


		The “data” attribute could receive an array. In this case, it will be “expanded” and a list data attributes will be
rendered i.e. 'data' => ['id' => 1, 'name' => 'yii'] becomes data-id="1" data-name="yii".


		The “data” attribute could receive JSON. It is handled the same way as array i.e.
'data' => ['params' => ['id' => 1, 'name' => 'yii'], 'status' => 'ok'] becomes
data-params='{"id":1,"name":"yii"}' data-status="ok".








Forming CSS Classes and Styles 


When building options for HTML tag we’re often starting with defaults which we need to modify. In order to add or
remove CSS class you can use the following:


$options = ['class' => 'btn btn-default'];

if ($type === 'success') {
    Html::removeCssClass($options, 'btn-default');
    Html::addCssClass($options, 'btn-success');
}

echo Html::tag('div', 'Pwede na', $options);

// in case of $type of 'success' it will render
// <div class="btn btn-success">Pwede na</div>



In order to do the same with styles for the style attribute:


$options = ['style' => ['width' => '100px', 'height' => '100px']];

// gives style="width: 100px; height: 200px; position: absolute;"
Html::addCssStyle($options, 'height: 200px; positon: absolute;');

// gives style="position: absolute;"
Html::removeCssStyle($options, ['width', 'height']);



When using [[yii\helpers\Html::addCssStyle()|addCssStyle()]] you can specify either an array of key-value pairs
corresponding to CSS property names and values or a string such as width: 100px; height: 200px;. These formats
could be converted there and forth by using [[yii\helpers\Html::cssStyleFromArray()|cssStyleFromArray()]] and
[[yii\helpers\Html::cssStyleToArray()|cssStyleToArray()]]. The [[yii\helpers\Html::removeCssStyle()|removeCssStyle()]]
method accepts an array of properties to remove. If it’s going to be a single property it could be specified as string.





Encoding and Decoding Content 


In order for content to be displayed properly and securely in HTML special characters in the content should be encoded.
In PHP it’s done with htmlspecialchars [http://www.php.net/manual/en/function.htmlspecialchars.php] and
htmlspecialchars_decode [http://www.php.net/manual/en/function.htmlspecialchars-decode.php]. The issue with using
these methods directly is that you have to specify encoding and extra flags all the time. Since flags are the same
all the time and encoding should match the one of the application in order to prevent security issues, Yii provides two
compact and simple to use methods:


$userName = Html::encode($user->name);
echo $userName;

$decodedUserName = Html::decode($userName);








Forms 


Dealing with forms markup is quite repetitive and error prone. Because of that there is a group of methods to help
dealing with them.



Note: consider using [[yii\widgets\ActiveForm|ActiveForm]] in case you deal with models and need validation.




Creating Forms 


Form could be opened with [[yii\helpers\Html::beginForm()|beginForm()]] method like the following:


<?= Html::beginForm(['order/update', 'id' => $id], 'post', ['enctype' => 'multipart/form-data']) ?>



First argument is the URL form will be submitted to. It could be specified in form of Yii route and parameters accepted
by [[yii\helpers\Url::to()|Url::to()]]. Second one is method to use. post is default. Third one is array of options
for the form tag. In this case we’re changing the way of encoding form data in POST request to multipart/form-data.
It is required in order to upload files.


Closing form tag is simple:


<?= Html::endForm() ?>






Buttons 


In order to generate buttons you can use the following code:


<?= Html::button('Press me!', ['class' => 'teaser']) ?>
<?= Html::submitButton('Submit', ['class' => 'submit']) ?>
<?= Html::resetButton('Reset', ['class' => 'reset']) ?>



First argument for all three methods is button title and the second one is options. Title isn’t encoded so if you’re
getting data from end user, encode it with [[yii\helpers\Html::encode()|Html::encode()]].





Input Fields 


There are two groups on input methods. The ones starting with active and called active inputs and the ones not starting
with it. Active inputs are taking data from model and attribute specified while in case of regular input data is specified
directly.


The most generic methods are:


type, input name, input value, options
<?= Html::input('text', 'username', $user->name, ['class' => $username]) ?>

type, model, model attribute name, options
<?= Html::activeInput('text', $user, 'name', ['class' => $username]) ?>



If you know input type in advance it’s more convenient to use shortcut methods:



		[[yii\helpers\Html::buttonInput()]]


		[[yii\helpers\Html::submitInput()]]


		[[yii\helpers\Html::resetInput()]]


		[[yii\helpers\Html::textInput()]], [[yii\helpers\Html::activeTextInput()]]


		[[yii\helpers\Html::hiddenInput()]], [[yii\helpers\Html::activeHiddenInput()]]


		[[yii\helpers\Html::passwordInput()]] / [[yii\helpers\Html::activePasswordInput()]]


		[[yii\helpers\Html::fileInput()]], [[yii\helpers\Html::activeFileInput()]]


		[[yii\helpers\Html::textarea()]], [[yii\helpers\Html::activeTextarea()]]





Radios and checkboxes are a bit different in terms of method signature:


<?= Html::radio('agree', true, ['label' => 'I agree']);
<?= Html::activeRadio($model, 'agree', ['class' => 'agreement'])

<?= Html::checkbox('agree', true, ['label' => 'I agree']);
<?= Html::activeCheckbox($model, 'agree', ['class' => 'agreement'])



Dropdown list and list box could be rendered like the following:


<?= Html::dropDownList('list', $currentUserId, ArrayHelper::map($userModels, 'id', 'name')) ?>
<?= Html::activeDropDownList($users, 'id', ArrayHelper::map($userModels, 'id', 'name')) ?>

<?= Html::listBox('list', $currentUserId, ArrayHelper::map($userModels, 'id', 'name')) ?>
<?= Html::activeListBox($users, 'id', ArrayHelper::map($userModels, 'id', 'name')) ?>



First argument is the name of the input, second is the value that’s currently selected and third is key-value pairs where
array key is list value and array value is list label.


If you want multiple choices to be selectable, checkbox list is a good match:


<?= Html::checkboxList('roles', [16, 42], ArrayHelper::map($roleModels, 'id', 'name')) ?>
<?= Html::activeCheckboxList($user, 'role', ArrayHelper::map($roleModels, 'id', 'name')) ?>



If not, use radio list:


<?= Html::radioList('roles', [16, 42], ArrayHelper::map($roleModels, 'id', 'name')) ?>
<?= Html::activeRadioList($user, 'role', ArrayHelper::map($roleModels, 'id', 'name')) ?>






Labels and Errors 


Same as inputs there are two methods for generating form labels. Active that’s taking data from the model and non-active
that accepts data directly:


<?= Html::label('User name', 'username', ['class' => 'label username']) ?>
<?= Html::activeLabel($user, 'username', ['class' => 'label username'])



In order to display form errors from a model or models as a summary you could use:


<?= Html::errorSummary($posts, ['class' => 'errors']) ?>



To display individual error:


<?= Html::error($post, 'title', ['class' => 'error']) ?>






Input Names and Values 


There are methods to get names, ids and values for input fields based on the model. These are mainly used internally
but could be handy sometimes:


// Post[title]
echo Html::getInputName($post, 'title');

// post-title
echo Html::getInputId($post, 'title');

// my first post
echo Html::getAttributeValue($post, 'title');

// $post->authors[0]
echo Html::getAttributeValue($post, '[0]authors[0]');



In the above first argument is the model while the second one is attribute expression. In its simplest form it’s
attribute name but it could be an attribute name prefixed and/or suffixed with array indexes which are mainly used
for tabular input:



		[0]content is used in tabular data input to represent the “content” attribute for the first model in tabular input;


		dates[0] represents the first array element of the “dates” attribute;


		[0]dates[0] represents the first array element of the “dates” attribute for the first model in tabular input.





In order to get attribute name without suffixes or prefixes one can use the following:


// dates
echo Html::getAttributeName('dates[0]');








Styles and Scripts 


There two methods to generate tags wrapping embedded styles and scripts:


<?= Html::style('.danger { color: #f00; }') ?>

Gives you

<style>.danger { color: #f00; }</style>


<?= Html::script('alert("Hello!");', ['defer' => true]);

Gives you

<script defer>alert("Hello!");</script>



If you want to link external style from CSS file:


<?= Html::cssFile('@web/css/ie5.css', ['condition' => 'IE 5']) ?>

generates

<!--[if IE 5]>
    <link href="http://example.com/css/ie5.css" />
<![endif]-->



First argument is the URL. Second is an array of options. Additionally to regular options you could specify:



		condition to wrap <link with conditional comments with condition specified. Hope you won’t need conditional
comments ever ;)


		noscript could be set to true to wrap <link with <noscript> tag so it will be included only when there’s
either no JavaScript support in the browser or it was disabled by the user.





To link JavaScript file:


<?= Html::jsFile('@web/js/main.js') ?>



Same as with CSS first argument specifies link to the file to be included. Options could be passed as the second argument.
In options you can specify condition in the same way as in options for cssFile.





Hyperlinks 


There’s a method to generate hyperlink conveniently:


<?= Html::a('Profile', ['user/view', 'id' => $id], ['class' => 'profile-link']) ?>



The first argument is the title. It’s not encoded so if you’re using data got from user you need to encode it with
Html::encode(). Second argument is what will be in href of <a tag. See Url::to() for details on
what values it accepts. Third argument is array of tag properties.


In you need to generate mailto link you can use the following code:


<?= Html::mailto('Contact us', 'admin@example.com') ?>






Images 


In order to generate image tag use the following:


<?= Html::img('@web/images/logo.png', ['alt' => 'My logo']) ?>

generates

<img src="http://example.com/images/logo.png" alt="My logo" />



Aside aliases the first argument can accept routes, parameters and URLs. Same way as
Url::to() does.





Lists 


Unordered list could be generated like the following:


<?= Html::ul($posts, ['item' => function($item, $index) {
    return Html::tag(
        'li',
        $this->render('post', ['item' => $item]),
        ['class' => 'post']
    );
}]) ?>



In order to get ordered list use Html::ol() instead.
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ArrayHelper


PHP の充実した配列関数 [http://php.net/manual/ja/book.array.php] への追加として、Yii の配列ヘルパは、配列をさらに効率的に扱うことを可能にするスタティックなメソッドを提供しています。



値を取得する 


配列、オブジェクト、またはその両方から成る複雑な構造から値を取得することは、標準的な PHP を使う場合、何度も繰り返さねばならない面倒くさい仕事です。
最初に isset でキーの存在をチェックしなければならず、次に、キーが存在していれば値を取得し、存在していなければ、デフォルト値を提供しなければなりません。


class User
{
    public $name = 'Alex';
}

$array = [
    'foo' => [
        'bar' => new User(),
    ]
];

$value = isset($array['foo']['bar']->name) ? $array['foo']['bar']->name : null;



Yii はこれをするための非常に便利なメソッドを提供しています。


$value = ArrayHelper::getValue($array, 'foo.bar.name');



メソッドの最初の引数は、どこから値を取得しようとしているかを指定します。
二番目の引数は、データの取得の仕方を指定します。これは、以下の一つとすることが出来ます。



		値を読み出すべき配列のキーまたはオブジェクトのプロパティの名前。


		ドットで分離された配列のキーまたはオブジェクトのプロパティ名のセット。上の例で使用した形式。


		値を返すコールバック。





コールバックは次の形式でなければなりません。


$fullName = ArrayHelper::getValue($user, function ($user, $defaultValue) {
    return $user->firstName . ' ' . $user->lastName;
});



三番目のオプションの引数はデフォルト値であり、指定されない場合は null となります。
以下のようにして使用します。


$username = ArrayHelper::getValue($comment, 'user.username', 'Unknown');



値を取得して、その直後にそれを配列から削除したい場合は、remove メソッドを使うことが出来ます。


$array = ['type' => 'A', 'options' => [1, 2]];
$type = ArrayHelper::remove($array, 'type');



このコードを実行した後では、$array には ['options' => [1, 2]] が含まれ、$type は A となります。
getValue メソッドとは違って、remove は単純なキー名だけをサポートすることに注意してください。





キーの存在をチェックする 


ArrayHelper::keyExists は、大文字と小文字を区別しないキーの比較をサポートすることを除いて、array_key_exists [http://php.net/manual/ja/function.array-key-exists.php] と同じ動作をします。
例えば、


$data1 = [
    'userName' => 'Alex',
];

$data2 = [
    'username' => 'Carsten',
];

if (!ArrayHelper::keyExists('username', $data1, false) || !ArrayHelper::keyExists('username', $data2, false)) {
    echo "username を提供してください。";
}






カラムを取得する 


データ行またはオブジェクトの配列から、あるカラムの値を取得する必要があることがよくあります。
良くある例は、ID のリストの取得です。


$data = [
    ['id' => '123', 'data' => 'abc'],
    ['id' => '345', 'data' => 'def'],
];
$ids = ArrayHelper::getColumn($array, 'id');



結果は ['123', '345'] となります。


追加の変形が要求されたり、値の取得方法が複雑であったりする場合は、無名関数を二番目の引数として指定することが出来ます。


$result = ArrayHelper::getColumn($array, function ($element) {
    return $element['id'];
});






配列を再インデックスする 


指定されたキーに従って配列にインデックスを付けるために、index メソッドを使うことが出来ます。
入力値の配列は、多次元配列であるか、オブジェクトの配列でなければなりません。
キーは、サブ配列のキーの名前、オブジェクトのプロパティの名前、または、配列要素を与えられてキーの値を返す無名関数とすることが出来ます。


キーの値が null である場合、対応する配列要素は破棄されて、結果には入りません。
例えば、


$array = [
    ['id' => '123', 'data' => 'abc'],
    ['id' => '345', 'data' => 'def'],
];
$result = ArrayHelper::index($array, 'id');
// 結果は次のようになります
// [
//     '123' => ['id' => '123', 'data' => 'abc'],
//     '345' => ['id' => '345', 'data' => 'def'],
// ]

// 無名関数を使う
$result = ArrayHelper::index($array, function ($element) {
    return $element['id'];
});






マップを作成する 


多次元配列またはオブジェクトの配列からマップ (キー-値 のペア) を作成するためには map メソッドを使うことが出来ます。
$from と $to のパラメータで、マップを構成するキー名またはプロパティ名を指定します。
オプションで、グループ化のためのフィールド $group に従って、マップをグループ化することも出来ます。
例えば、


$array = [
    ['id' => '123', 'name' => 'aaa', 'class' => 'x'],
    ['id' => '124', 'name' => 'bbb', 'class' => 'x'],
    ['id' => '345', 'name' => 'ccc', 'class' => 'y'],
);

$result = ArrayHelper::map($array, 'id', 'name');
// 結果は次のようになります
// [
//     '123' => 'aaa',
//     '124' => 'bbb',
//     '345' => 'ccc',
// ]

$result = ArrayHelper::map($array, 'id', 'name', 'class');
// 結果は次のようになります
// [
//     'x' => [
//         '123' => 'aaa',
//         '124' => 'bbb',
//     ],
//     'y' => [
//         '345' => 'ccc',
//     ],
// ]






多次元配列の並べ替え 


multisort メソッドは、オブジェクトの配列または入れ子にされた配列を、一つまたは複数のキーによって並べ替えることを手助けします。
例えば、


$data = [
    ['age' => 30, 'name' => 'Alexander'],
    ['age' => 30, 'name' => 'Brian'],
    ['age' => 19, 'name' => 'Barney'],
];
ArrayHelper::multisort($data, ['age', 'name'], [SORT_ASC, SORT_DESC]);



並べ替えの後には、$data に次のデータが入っています。


[
    ['age' => 19, 'name' => 'Barney'],
    ['age' => 30, 'name' => 'Brian'],
    ['age' => 30, 'name' => 'Alexander'],
];



並べ替えで参照するキーを指定する二番目の引数は、一つのキーであれば文字列、複数のキーであれば配列を取ることが出来ます。
さらに、次のような無名関数でも構いません。


ArrayHelper::multisort($data, function($item) {
    return isset($item['age']) ? ['age', 'name'] : 'name';
});



三番目の引数は並べ替えの順序です。
一つのキーによる並べ替えの場合は、SORT_ASC か SORT_DESC のいずれかです。
複数の値による並べ替えの場合は、並べ替えの順序の配列を渡して、値ごとに違う順序で並べ替えることが出来ます。


最後の引数は並べ替えのフラグで、PHP の sort() [http://php.net/manual/ja/function.sort.php] 関数に渡されるのと同じ値を取ることが出来ます。





配列の型を検出する 


配列が添字配列であるか連想配列であるかを知ることが出来ると便利です。例を挙げましょう。


// キーは指定されていない
$indexed = ['Qiang', 'Paul'];
echo ArrayHelper::isIndexed($indexed);

// 全てのキーは文字列
$associative = ['framework' => 'Yii', 'version' => '2.0'];
echo ArrayHelper::isAssociative($associative);






値を HTML エンコード / デコードする 


文字列の配列の中にある特殊文字を HTML エンティティ にエンコード、または、HTML エンティティからデコードするために、下記の関数を使うことが出来ます。


$encoded = ArrayHelper::htmlEncode($data);
$decoded = ArrayHelper::htmlDecode($data);



デフォルトでは、値だけがエンコードされます。
二番目の引数を false として渡すことによって、配列のキーもエンコードすることが出来ます。
エンコードにはアプリケーションの文字セットが使用されますが、三番目の引数によってそれを変更することも出来ます。





配列をマージする 


  /**
    * 二つ以上の配列を再帰的に一つの配列にマージします。
    * 各配列に同じ文字列のキー値を持つ要素がある場合は、(array_merge_recursive とは違って)
    * 後のものが前のものを上書きします。
    * 両方の配列が、同じキーを持つ配列型の要素を持っている場合は、再帰的なマージが実行されます。
    * 添字型の要素については、後の配列の要素が前の配列の要素の後に追加されます。
    * @param array $a マージ先の配列
    * @param array $b マージ元の配列。追加の配列を三番目の引数、四番目の引数、、、として指定可能です。
    * @return array マージされた配列 (元の配列は変更されません。)
    */
    public static function merge($a, $b)






オブジェクトを配列に変換する 


オブジェクトまたはオブジェクトの配列を配列に変換する必要があることがよくあります。
最もよくあるのは、REST API によってデータ配列を提供するなどの目的で、アクティブレコードモデルを変換する場合です。
そうするために、次のコードを使うことが出来ます。


$posts = Post::find()->limit(10)->all();
$data = ArrayHelper::toArray($post, [
    'app\models\Post' => [
        'id',
        'title',
        // 結果配列のキー名 => プロパティの値
        'createTime' => 'created_at',
        // 結果配列のキー名 => 無名関数が返す値
        'length' => function ($post) {
            return strlen($post->content);
        },
    ],
]);



最初の引数が変換したいデータです。この例では、Post AR モデルを変換しようとしています。


二番目の引数は、クラスごとの変換マップです。
ここでは、Post モデルの変換マップを設定しています。
変換マップの配列が、一連のマップを含んでいます。各マップは以下のいずれかの形式を取ります。



		フィールド名 - そのままインクルードされる。


		キー/値 のペア - 配列のキー名にしたい文字列と、値を取得すべきモデルのカラムの名前。


		キー/値 のペア - 配列のキー名にしたい文字列と、値を返すコールバック。





変換の結果は以下のようになります。


[
    'id' => 123,
    'title' => 'test',
    'createTime' => '2013-01-01 12:00AM',
    'length' => 301,
]



特定のクラスについて、配列に変換するデフォルトの方法を提供するために、そのクラスの [[yii\base\Arrayable|Arrayable]] インタフェイスを実装することが出来ます。
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Controllers (Controladores)


Os controllers (controladores) fazem parte da arquitetura MVC [http://en.wikipedia.org/wiki/Model%E2%80%93view%E2%80%93controller].
São objetos de classes que estendem de [[yii\base\Controller]] e são responsáveis
pelo processamento das requisições e por gerar respostas. Em particular, após
assumir o controle de applications, controllers
analisarão os dados de entradas obtidos pela requisição, passarão estes dados
para os models (modelos), incluirão os resultados dos models
(modelos) nas views (visões) e finalmente gerarão as respostas
de saída.



Actions (Ações) 


Os controllers são compostos por unidades básicas chamadas de ações que podem
ser tratados pelos usuários finais a fim de realizar a sua execução.


No exemplo a seguir mostra um controller post com duas ações: view e create:


namespace app\controllers;

use Yii;
use app\models\Post;
use yii\web\Controller;
use yii\web\NotFoundHttpException;

class PostController extends Controller
{
    public function actionView($id)
    {
        $model = Post::findOne($id);
        if ($model === null) {
            throw new NotFoundHttpException;
        }

        return $this->render('view', [
            'model' => $model,
        ]);
    }

    public function actionCreate()
    {
        $model = new Post;

        if ($model->load(Yii::$app->request->post()) && $model->save()) {
            return $this->redirect(['view', 'id' => $model->id]);
        } else {
            return $this->render('create', [
                'model' => $model,
            ]);
        }
    }
}



Na ação view (definido pelo método actionView()), o primeiro código carrega o
model conforme o ID solicitado; Se o model for devidamente
carregado, a ação irá exibi-lo utilizado a view chamada de view.
Caso contrário, a ação lançará uma exceção.


Na ação create (definido pelo método actionCreate()), o código é parecido.
Primeiro ele tenta popular o model usando os dados da requisição
em seguida os salva. Se ambos forem bem sucedidos, a ação redirecionará o navegador
para a ação view com o novo ID criado pelo model. Caso contrário, a ação exibirá
a view create na qual os usuário poderão fornecer os dados necessários.





Routes (Rotas) 


Os usuários finais abordarão as ações por meio de rotas. Uma rota é uma string composta
pelas seguintes partes:



		um ID do módulo: serve apenas se o controller pertencer a um módulo que não seja da aplicação;


		um ID do controller: uma string que identifica exclusivamente o controller dentre todos os controllers da mesma aplicação (ou do mesmo módulo, caso o controller pertença a um módulo);


		um ID da ação: uma string que identifica exclusivamente uma ação dentre todas as ações de um mesmo controller.





As rotas seguem o seguinte formato:


IDdoController/IDdoAction



ou o seguinte formato se o controller estiver em um módulo:


IDdoModule/IDdoController/IDdoAction



Portanto, se um usuário fizer uma requisição com a URL http://hostname/index.php?r=site/index,
a ação index do controller site será executada. Para mais detalhes sobre como
as ações são resolvidas pelas rotas, por favor consulte a seção Roteamento e Criação de URL.





Criando Controllers 


Em [[yii\web\Application|aplicações Web]], os controllers devem estender de [[yii\web\Controller]]
ou de suas classes filhas. De forma semelhante, em [[yii\console\Application|aplicaçoes console]],
os controllers devem estender de [[yii\console\Controller]] ou de suas classes filhos. O código a seguir define um controller site:


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
}




IDs dos Controllers 


Normalmente, um controller é projetado para tratar as requisições relativos a
um determinado tipo de recurso. Por esta razão, os IDs dos controllers geralmente
são substantivos que referenciam-se ao tipo de recurso que será tratado.
Por exemplo, você pode usar o article como o ID do um controller para tratar
dados de artigos.


Por padrão, os IDs dos controllers devem conter apenas esses caracteres:
letras inglesas em caixa baixa, números, underscores (underline), traços e barras.
Por exemplo, article e post-comment são ambos IDs de controllers válidos,
enquanto article?, PostComment, admin\post não são.


Um ID de controller também pode conter um prefixo para o subdiretório. Por exemplo,
admin/article representa um controller article em um subdiretório admin sob
o [[yii\base\Application::controllerNamespace|namespace do controller]]
Os caracteres válidos para os prefixos de subdiretórios incluem: letras inglesas
em caixa alto ou caixa baixa, números, underscores (underline) e barras, onde as
barras são usadas para separar os níveis dos subdiretórios (por exemplo, panels/admin).





Nomenclatura da Classe do Controller 


Os nomes da classes dos controllers podem ser derivadas dos IDs dos controllers
de acordo com as seguintes regras:



		Colocar em caixa alta a primeira letra de cada palavra separadas por traço.
Observe que se o ID do controller possuir barras, a regra é aplicada apenas na
parte após a última barra no ID.


		Remover os traços e substituir todas as barras por barras invertidas.


		Adicionar Controller como sufixo.


		E preceder ao [[yii\base\Application::controllerNamespace|namespace controller]].





Segue alguns exemplos, assumindo que o [[yii\base\Application::controllerNamespace|namespace do controller]]
tenha por padrão o valor app\controllers:



		article deriva-se de app\controllers\ArticleController;


		post-comment deriva-se de app\controllers\PostCommentController;


		admin/post-comment deriva-se de app\controllers\admin\PostCommentController;


		adminPanels/post-comment deriva-se de app\controllers\adminPanels\PostCommentController.





As classes dos controllers devem ser autoloadable.
Por esta razão, nos exemplos anteriores, o controller article deve ser salvo
no arquivo cuja alias é @app/controllers/ArticleController.php;
enquanto o controller admin/post2-comment deve ser salvo no @app/controllers/admin/Post2CommentController.php.



Informação: No último exemplo admin/post2-comment, mostra como você pode colocar
um controller em um subdiretório do [[yii\base\Application::controllerNamespace|namespace controller]]. Isto é útil quando você quiser organizar seus controllers em diversas
categorias e não quiser usar módulos.






Mapeando Controllers 


Você pode configurar um [[yii\base\Application::controllerMap|mapeamento de controllers]]
para superar as barreiras impostas pelos IDs de controllers e pelos nomes de classes
descritos acima. Isto é útil principalmente quando quiser esconder alguns controllers
de terceiros na qual você não tem controle sobre seus nomes de classes.


Você pode configurar o [[yii\base\Application::controllerMap|mapeamento de controllers]]
na configuração da aplicação como o seguinte exemplo:


[
    'controllerMap' => [
        // declara o controller "account" usando um nome de classe
        'account' => 'app\controllers\UserController',

        // declara o controller "article" usando uma configuração em array
        'article' => [
            'class' => 'app\controllers\PostController',
            'enableCsrfValidation' => false,
        ],
    ],
]






Controller Padrão 


Cada aplicação tem um controller padrão que é especificado pela propriedade [[yii\base\Application::defaultRoute]].
Quando uma requisição não especificar uma rota, será utilizada a
rota especificada pela propriedade.
Para as [[yii\web\Application|aplicações Web]], este valor é 'site', enquanto
para as [[yii\console\Application|aplicações console]] é help. Portanto, se uma
URL http://hostname/index.php for usada, significa que o controller site será
usado nesta requisição.


Você pode alterar o controller padrão como a seguinte configuração da aplicação:


[
    'defaultRoute' => 'main',
]








Criando Ações 


Criar ações pode ser tão simples como a definição dos chamados métodos de ação
em uma classe controller. Um método de ação é um método público cujo nome inicia
com a palavra action. O valor de retorno representa os dados de resposta a serem
enviados aos usuário finais. O código a seguir define duas ações, index e hello-world:


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public function actionIndex()
    {
        return $this->render('index');
    }

    public function actionHelloWorld()
    {
        return 'Hello World';
    }
}




IDs das Ações 


Uma ação muitas vezes é projetada para realizar uma manipulação em particular sobre
um recurso. Por esta razão, os IDs das ações geralmente são verbos, tais como view, update, etc.


Por padrão, os IDs das ações devem conter apenas esses caracteres: letras inglesas
em caixa baixa, números, underscores (underline) e traços. Os traços em um ID da
ação são usados para separar palavras. Por exemplo, view, update2, comment-post
todos são IDs válidos, enquanto view?, Update não são.


Você pode criar ações de duas maneiras: ações inline (em sequência) e
ações standalone (autônomas). Uma ação inline é definida pelo método
de uma classe controller, enquanto uma ação standalone é uma classe que estende de
[[yii\base\Action]] ou de suas classes filhas. As ações inline exigem menos esforço
para serem criadas e muitas vezes as preferidas quando não se tem a intenção de
reutilizar estas ações. Ações standalone, por outro lado, são criados principalmente
para serem utilizados em diferentes controllers ou para serem distribuídos como
extensions.





Ações Inline 


As ações inline referem-se a os chamados métodos de ação, que foram descritos anteriormente.


Os nomes dos métodos de ações são derivadas dos IDs das ações de acordo com os
seguintes critérios:



		Colocar em caixa alta a primeira letra de cada palavra do ID da ação;


		Remover os traços;


		Adicionar o prefixo action.





Por exemplo, index torna-se actionIndex e hello-world torna-se actionHelloWorld.



Observação: Os nomes dos métodos de ações são case-sensitive. Se você tiver
um método chamado ActionIndex, não será considerado como um método de ação e
como resultado, o pedido para a ação index lançará uma exceção. Observe também
que os métodos de ações devem ser públicas. Um método privado ou protegido NÃO
será definido como ação inline.



As ações inline normalmente são as mais utilizadas pois demandam pouco esforço
para serem criadas. No entanto, se você deseja reutilizar algumas ações em diferentes
lugares ou se deseja distribuir uma ação, deve considerar defini-la como uma ação standalone.





Ações Standalone 


Ações standalone são definidas por classes de ações que estendem de [[yii\base\Action]]
ou de suas classes filhas.
Por example, nas versões do Yii, existe a [[yii\web\ViewAction]] e a [[yii\web\ErrorAction]], ambas são ações standalone.


Para usar uma ação standalone, você deve mapear as ações sobrescrevendo o método
[[yii\base\Controller::actions()]] em suas classes controllers como o seguinte:


public function actions()
{
    return [
        // declara a ação "error" usando um nome de classe
        'error' => 'yii\web\ErrorAction',

        // declara a ação "view" usando uma configuração em array
        'view' => [
            'class' => 'yii\web\ViewAction',
            'viewPrefix' => '',
        ],
    ];
}



Como pode ver, o método actions() deve retornar um array cujas chaves são os IDs
das ações e os valores correspondentes ao nome da classe da ação ou configurações. Ao contrário das ações inline, os IDs das ações standalone
podem conter caracteres arbitrários desde que sejam mapeados no método actions().


Para criar uma classe de ação standalone, você deve estender de [[yii\base\Action]] ou de duas classes filhas e implementar um método público chamado run(). A regra para o método run()
é semelhante ao de um método de ação. Por exemplo,


<?php
namespace app\components;

use yii\base\Action;

class HelloWorldAction extends Action
{
    public function run()
    {
        return "Hello World";
    }
}






Resultados da Ação 


O valor de retorno do método de ação ou do método run() de uma ação standalone
são importantes. Eles representam o resultado da ação correspondente.


O valor de retorno pode ser um objeto de resposta que
será enviado como resposta aos usuários finais.



		Para [[yii\web\Application|aplicações Web]], o valor de retorno também poder
ser algum dado arbitrário que será atribuído à propriedade [[yii\web\Response::data]]
e ainda ser convertido em uma string para representar o corpo da resposta.


		Para [[yii\console\Application|aplicações console]], o valor de retorno também
poder ser um inteiro representando o [[yii\console\Response::exitStatus|exit status]]
(status de saída) da execução do comando.





Nos exemplos acima, todos os resultados são strings que serão tratados como o
corpo das respostas para serem enviados aos usuários finais. No exemplo a seguir,
mostra como uma ação pode redirecionar o navegador do usuário para uma nova URL
retornando um objeto de resposta (o método [[yii\web\Controller::redirect()|redirect()]]
retorna um objeto de resposta):


public function actionForward()
{
    // redireciona o navegador do usuário para http://example.com
    return $this->redirect('http://example.com');
}






Parâmetros da Ação 


Os métodos de ações para as ações inline e os métodos run() para as ações
standalone podem receber parâmetros, chamados parâmetros da ação.
Seus valores são obtidos a partir das requisições. Para
[[yii\web\Application|aplicações Web]], o valor de cada parâmetro da ação são
obtidos pelo $_GET usando o nome do parâmetro como chave; para
[[yii\console\Application|aplicações console]], eles correspondem aos argumentos
da linha de comando.


No exemplo a seguir, a ação view (uma ação inline) possui dois parâmetros declarados:
$id e $version.


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class PostController extends Controller
{
    public function actionView($id, $version = null)
    {
        // ...
    }
}



A seguir, os parâmetros da ação serão populados em diferentes requisições:



		http://hostname/index.php?r=post/view&id=123: o parâmetro $id receberá
o valor '123', enquanto o $version continuará com o valor nulo porque não
existe o parâmetro version na URL.


		http://hostname/index.php?r=post/view&id=123&version=2: os parâmetros $id
e $version serão receberão os valores '123' e '2', respectivamente.


		http://hostname/index.php?r=post/view: uma exceção [[yii\web\BadRequestHttpException]]
será lançada porque o parâmetro obrigatório $id não foi informado na requisição.


		http://hostname/index.php?r=post/view&id[]=123: uma exceção [[yii\web\BadRequestHttpException]]
será lançada porque o parâmetro $id foi informado com um valor array ['123']
na qual não era esperado.





Se você quiser que um parâmetro da ação aceite valores arrays, deverá declara-lo
explicitamente com array, como mostro a seguir:


public function actionView(array $id, $version = null)
{
    // ...
}



Agora, se a requisição for http://hostname/index.php?r=post/view&id[]=123, o
parâmetro $id receberá o valor ['123']. Se a requisição for
http://hostname/index.php?r=post/view&id=123, o parâmetro $id ainda receberá
um array como valor pois o valor escalar '123' será convertido automaticamente
em um array.


Os exemplo acima mostram, principalmente, como os parâmetros da ação trabalham em
aplicações Web. Para aplicações console, por favor, consulte a seção
Comandos de Console para mais detalhes.





Default Action 


Cada controller tem uma ação padrão especificado pela propriedade
[[yii\base\Controller::defaultAction]].
Quando uma rota contém apenas o ID do controller, implica que a
ação padrão do controller seja solicitada.


Por padrão, a ação padrão é definida como index. Se quiser alterar o valor padrão,
simplesmente sobrescreva esta propriedade na classe controller, como o seguinte:


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public $defaultAction = 'home';

    public function actionHome()
    {
        return $this->render('home');
    }
}








Ciclo de Vida do Controller 


Ao processar uma requisição, a aplicação criará
um controller baseada na rota solicitada. O controller, então, se submeterá
ao seguinte ciclo de vida para concluir a requisição:



		O método [[yii\base\Controller::init()]] é chamado após o controller ser criado e configurado.


		O controller cria um objeto da ação baseada no ID da ação solicitada:
		Se o ID da ação não for especificado, o [[yii\base\Controller::defaultAction|ID da ação padrão]] será utilizada.


		Se o ID da ação for encontrada no [[yii\base\Controller::actions()|mapeamento das ações]], uma ação standalone será criada;


		Se o ID da ação for encontrada para corresponder a um método de ação, uma ação inline será criada;


		Caso contrário, uma exceção [[yii\base\InvalidRouteException]] será lançada.








		De forma sequencial, o controller chama o método beforeAction() da aplicação, o módulo (se o controller pertencer a um módulo) e o controller.
		Se uma das chamadas retornar false, o restante dos métodos beforeAction() serão ignoradas e a execução da ação será cancelada.


		Por padrão, cada método beforeAction() desencadeia a execução de um evento chamado beforeAction na qual você pode associar a uma função (handler).








		O controller executa a ação:
		Os parâmetros da ação serão analizados e populados a partir dos dados obtidos pela requisição;








		De forma sequencial, o controller chama o método afterAction() do controller, o módulo (se o controller pertencer a um módulo) e a aplicação.
		Por padrão, cada método afterAction() desencadeia a execução de um evento chamado afterAction na qual você pode associar a uma função (handler).








		A aplicação obterá o resultado da ação e irá associá-lo na resposta.








Best Practices 


Em uma aplicação bem projetada, frequentemente os controllers são bem pequenos na
qual cada ação possui poucas linhas de códigos.
Se o controller for um pouco complicado, geralmente indica que terá que refaze-lo
e passar algum código para outro classe.


Em resumo, os controllers:



		podem acessar os dados de uma requisição;


		podem chamar os métodos dos models e outros componentes
de serviço com dados da requisição;


		podem usar as views para compor as respostas;


		NÃO devem processar os dados da requisição - isto deve ser feito pelos models;


		devem evitar inserir códigos HTML ou outro código de apresentação - é melhor
que sejam feitos nas views.
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Fixtures


Fixtures are an important part of testing. Their main purpose is to set up the environment in a fixed/known state
so that your tests are repeatable and run in an expected way. Yii provides a fixture framework that allows
you to define your fixtures precisely and use them easily.


A key concept in the Yii fixture framework is the so-called fixture object. A fixture object represents
a particular aspect of a test environment and is an instance of [[yii\test\Fixture]] or its child class. For example,
you may use UserFixture to make sure the user DB table contains a fixed set of data. You load one or multiple
fixture objects before running a test and unload them when finishing.


A fixture may depend on other fixtures, specified via its [[yii\test\Fixture::depends]] property.
When a fixture is being loaded, the fixtures it depends on will be automatically loaded BEFORE the fixture;
and when the fixture is being unloaded, the dependent fixtures will be unloaded AFTER the fixture.



Defining a Fixture


To define a fixture, create a new class by extending [[yii\test\Fixture]] or [[yii\test\ActiveFixture]].
The former is best suited for general purpose fixtures, while the latter has enhanced features specifically
designed to work with database and ActiveRecord.


The following code defines a fixture about the User ActiveRecord and the corresponding user table.


<?php
namespace app\tests\fixtures;

use yii\test\ActiveFixture;

class UserFixture extends ActiveFixture
{
    public $modelClass = 'app\models\User';
}




Tip: Each ActiveFixture is about preparing a DB table for testing purpose. You may specify the table
by setting either the [[yii\test\ActiveFixture::tableName]] property or the [[yii\test\ActiveFixture::modelClass]]
property. If the latter, the table name will be taken from the ActiveRecord class specified by modelClass.




Note: [[yii\test\ActiveFixture]] is only suited for SQL databases. For NoSQL databases, Yii provides the following
ActiveFixture classes:



		Mongo DB: [[yii\mongodb\ActiveFixture]]


		Elasticsearch: [[yii\elasticsearch\ActiveFixture]] (since version 2.0.2)









The fixture data for an ActiveFixture fixture is usually provided in a file located at FixturePath/data/TableName.php,
where FixturePath stands for the directory containing the fixture class file, and TableName
is the name of the table associated with the fixture. In the example above, the file should be
@app/tests/fixtures/data/user.php. The data file should return an array of data rows
to be inserted into the user table. For example,


<?php
return [
    'user1' => [
        'username' => 'lmayert',
        'email' => 'strosin.vernice@jerde.com',
        'auth_key' => 'K3nF70it7tzNsHddEiq0BZ0i-OU8S3xV',
        'password' => '$2y$13$WSyE5hHsG1rWN2jV8LRHzubilrCLI5Ev/iK0r3jRuwQEs2ldRu.a2',
    ],
    'user2' => [
        'username' => 'napoleon69',
        'email' => 'aileen.barton@heaneyschumm.com',
        'auth_key' => 'dZlXsVnIDgIzFgX4EduAqkEPuphhOh9q',
        'password' => '$2y$13$kkgpvJ8lnjKo8RuoR30ay.RjDf15bMcHIF7Vz1zz/6viYG5xJExU6',
    ],
];



You may give an alias to a row so that later in your test, you may refer to the row via the alias. In the above example,
the two rows are aliased as user1 and user2, respectively.


Also, you do not need to specify the data for auto-incremental columns. Yii will automatically fill the actual
values into the rows when the fixture is being loaded.



Tip: You may customize the location of the data file by setting the [[yii\test\ActiveFixture::dataFile]] property.
You may also override [[yii\test\ActiveFixture::getData()]] to provide the data.



As we described earlier, a fixture may depend on other fixtures. For example, a UserProfileFixture may need to depends on UserFixture
because the user profile table contains a foreign key pointing to the user table.
The dependency is specified via the [[yii\test\Fixture::depends]] property, like the following,


namespace app\tests\fixtures;

use yii\test\ActiveFixture;

class UserProfileFixture extends ActiveFixture
{
    public $modelClass = 'app\models\UserProfile';
    public $depends = ['app\tests\fixtures\UserFixture'];
}



The dependency also ensures, that the fixtures are loaded and unloaded in a well defined order. In the above example UserFixture will
always be loaded before UserProfileFixture to ensure all foreign key references exist and will be unloaded after UserProfileFixture
has been unloaded for the same reason.


In the above, we have shown how to define a fixture about a DB table. To define a fixture not related with DB
(e.g. a fixture about certain files and directories), you may extend from the more general base class
[[yii\test\Fixture]] and override the [[yii\test\Fixture::load()|load()]] and [[yii\test\Fixture::unload()|unload()]] methods.





Using Fixtures


If you are using CodeCeption [http://codeception.com/] to test your code, you should consider using
the yii2-codeception extension which has built-in support for loading and accessing fixtures.
If you are using other testing frameworks, you may use [[yii\test\FixtureTrait]] in your test cases
to achieve the same goal.


In the following we will describe how to write a UserProfile unit test class using yii2-codeception.


In your unit test class extending [[yii\codeception\DbTestCase]] or [[yii\codeception\TestCase]],
declare which fixtures you want to use in the [[yii\test\FixtureTrait::fixtures()|fixtures()]] method. For example,


namespace app\tests\unit\models;

use yii\codeception\DbTestCase;
use app\tests\fixtures\UserProfileFixture;

class UserProfileTest extends DbTestCase
{
    public function fixtures()
    {
        return [
            'profiles' => UserProfileFixture::className(),
        ];
    }

    // ...test methods...
}



The fixtures listed in the fixtures() method will be automatically loaded before running every test method
in the test case and unloaded after finishing every test method. And as we described before, when a fixture is
being loaded, all its dependent fixtures will be automatically loaded first. In the above example, because
UserProfileFixture depends on UserFixture, when running any test method in the test class,
two fixtures will be loaded sequentially: UserFixture and UserProfileFixture.


When specifying fixtures in fixtures(), you may use either a class name or a configuration array to refer to
a fixture. The configuration array will let you customize the fixture properties when the fixture is loaded.


You may also assign an alias to a fixture. In the above example, the UserProfileFixture is aliased as profiles.
In the test methods, you may then access a fixture object using its alias. For example, $this->profiles will
return the UserProfileFixture object.


Because UserProfileFixture extends from ActiveFixture, you may further use the following syntax to access
the data provided by the fixture:


// returns the data row aliased as 'user1'
$row = $this->profiles['user1'];
// returns the UserProfile model corresponding to the data row aliased as 'user1'
$profile = $this->profiles('user1');
// traverse every data row in the fixture
foreach ($this->profiles as $row) ...




Info: $this->profiles is still of UserProfileFixture type. The above access features are implemented
through PHP magic methods.






Defining and Using Global Fixtures


The fixtures described above are mainly used by individual test cases. In most cases, you also need some global
fixtures that are applied to ALL or many test cases. An example is [[yii\test\InitDbFixture]] which does
two things:



		Perform some common initialization tasks by executing a script located at @app/tests/fixtures/initdb.php;


		Disable the database integrity check before loading other DB fixtures, and re-enable it after other DB fixtures are unloaded.





Using global fixtures is similar to using non-global ones. The only difference is that you declare these fixtures
in [[yii\codeception\TestCase::globalFixtures()]] instead of fixtures(). When a test case loads fixtures, it will
first load global fixtures and then non-global ones.


By default, [[yii\codeception\DbTestCase]] already declares InitDbFixture in its globalFixtures() method.
This means you only need to work with @app/tests/fixtures/initdb.php if you want to do some initialization work
before each test. You may otherwise simply focus on developing each individual test case and the corresponding fixtures.





Organizing Fixture Classes and Data Files


By default, fixture classes look for the corresponding data files under the data folder which is a sub-folder
of the folder containing the fixture class files. You can follow this convention when working with simple projects.
For big projects, chances are that you often need to switch different data files for the same fixture class for
different tests. We thus recommend that you organize the data files in a hierarchical way that is similar to
your class namespaces. For example,


# under folder tests\unit\fixtures

data\
    components\
        fixture_data_file1.php
        fixture_data_file2.php
        ...
        fixture_data_fileN.php
    models\
        fixture_data_file1.php
        fixture_data_file2.php
        ...
        fixture_data_fileN.php
# and so on



In this way you will avoid collision of fixture data files between tests and use them as you need.



Note: In the example above fixture files are named only for example purpose. In real life you should name them
according to which fixture class your fixture classes are extending from. For example, if you are extending
from [[yii\test\ActiveFixture]] for DB fixtures, you should use DB table names as the fixture data file names;
If you are extending from [[yii\mongodb\ActiveFixture]] for MongoDB fixtures, you should use collection names as the file names.



The similar hierarchy can be used to organize fixture class files. Instead of using data as the root directory, you may
want to use fixtures as the root directory to avoid conflict with the data files.





Summary



Note: This section is under development.



In the above, we have described how to define and use fixtures. Below we summarize the typical workflow
of running unit tests related with DB:



		Use yii migrate tool to upgrade your test database to the latest version;


		Run a test case:
		Load fixtures: clean up the relevant DB tables and populate them with fixture data;


		Perform the actual test;


		Unload fixtures.








		Repeat Step 2 until all tests finish.





To be cleaned up below







Managing Fixtures



Note: This section is under development.


todo: this tutorial may be merged with the above part of test-fixtures.md






Fixtures are important part of testing. Their main purpose is to populate you with data that needed by testing
different cases. With this data using your tests becoming more efficient and useful.


Yii supports fixtures via the yii fixture command line tool. This tool supports:



		Loading fixtures to different storage such as: RDBMS, NoSQL, etc;


		Unloading fixtures in different ways (usually it is clearing storage);


		Auto-generating fixtures and populating it with random data.






Fixtures format


Fixtures are objects with different methods and configurations, refer to official documentation [https://github.com/yiisoft/yii2/blob/master/docs/guide/test-fixture.md] on them.
Lets assume we have fixtures data to load:


#users.php file under fixtures data path, by default @tests\unit\fixtures\data

return [
    [
        'name' => 'Chase',
        'login' => 'lmayert',
        'email' => 'strosin.vernice@jerde.com',
        'auth_key' => 'K3nF70it7tzNsHddEiq0BZ0i-OU8S3xV',
        'password' => '$2y$13$WSyE5hHsG1rWN2jV8LRHzubilrCLI5Ev/iK0r3jRuwQEs2ldRu.a2',
    ],
    [
        'name' => 'Celestine',
        'login' => 'napoleon69',
        'email' => 'aileen.barton@heaneyschumm.com',
        'auth_key' => 'dZlXsVnIDgIzFgX4EduAqkEPuphhOh9q',
        'password' => '$2y$13$kkgpvJ8lnjKo8RuoR30ay.RjDf15bMcHIF7Vz1zz/6viYG5xJExU6',
    ],
];



If we are using fixture that loads data into database then these rows will be applied to users table. If we are using nosql fixtures, for example mongodb
fixture, then this data will be applied to users mongodb collection. In order to learn about implementing various loading strategies and more, refer to official documentation [https://github.com/yiisoft/yii2/blob/master/docs/guide/test-fixture.md].
Above fixture example was auto-generated by yii2-faker extension, read more about it in these section.
Fixture classes name should not be plural.





Loading fixtures


Fixture classes should be suffixed by Fixture class. By default fixtures will be searched under tests\unit\fixtures namespace, you can
change this behavior with config or command options. You can exclude some fixtures due load or unload by specifying - before its name like -User.


To load fixture, run the following command:


yii fixture/load <fixture_name>



The required fixture_name parameter specifies a fixture name which data will be loaded. You can load several fixtures at once.
Below are correct formats of this command:


// load `User` fixture
yii fixture/load User

// same as above, because default action of "fixture" command is "load"
yii fixture User

// load several fixtures
yii fixture User UserProfile

// load all fixtures
yii fixture/load "*"

// same as above
yii fixture "*"

// load all fixtures except ones
yii fixture "*" -DoNotLoadThisOne

// load fixtures, but search them in different namespace. By default namespace is: tests\unit\fixtures.
yii fixture User --namespace='alias\my\custom\namespace'

// load global fixture `some\name\space\CustomFixture` before other fixtures will be loaded.
// By default this option is set to `InitDbFixture` to disable/enable integrity checks. You can specify several
// global fixtures separated by comma.
yii fixture User --globalFixtures='some\name\space\Custom'






Unloading fixtures


To unload fixture, run the following command:


// unload Users fixture, by default it will clear fixture storage (for example "users" table, or "users" collection if this is mongodb fixture).
yii fixture/unload User

// Unload several fixtures
yii fixture/unload User,UserProfile

// unload all fixtures
yii fixture/unload "*"

// unload all fixtures except ones
yii fixture/unload "*" -DoNotUnloadThisOne




Same command options like: namespace, globalFixtures also can be applied to this command.





Configure Command Globally


While command line options allow us to configure the migration command
on-the-fly, sometimes we may want to configure the command once for all. For example you can configure
different migration path as follows:


'controllerMap' => [
    'fixture' => [
        'class' => 'yii\console\controllers\FixtureController',
        'namespace' => 'myalias\some\custom\namespace',
        'globalFixtures' => [
            'some\name\space\Foo',
            'other\name\space\Bar'
        ],
    ],
]






Auto-generating fixtures


Yii also can auto-generate fixtures for you based on some template. You can generate your fixtures with different data on different languages and formats.
These feature is done by Faker [https://github.com/fzaninotto/Faker] library and yii2-faker extension.
See extension guide [https://github.com/yiisoft/yii2/tree/master/extensions/faker] for more docs.
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Elasticsearch



Note|注意: この節はまだ執筆中です。


まだ内容がありません。
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Widgets


Os widgets são blocos de construção reutilizáveis usados nas
views (visões) para criar e configurar complexos elementos
de interface do usuário sob uma modelagem orientada a objetos. Por exemplo, um
widget datapicker pode gerar um calendário que permite aos usuários selecionarem
uma data que desejam inserir em um formulário. Tudo o que você precisa fazer é
apenas inserir um código na view (visão) conforme o seguinte:


<?php
use yii\jui\DatePicker;
?>
<?= DatePicker::widget(['name' => 'date']) ?>



Existe uma quantidade considerável de widgets empacotados no Yii, como o
[[yii\widgets\ActiveForm|active form]], o [[yii\widgets\Menu|menu]], o
jQuery UI widgets, o Twitter Bootstrap widgets, etc.
A seguir, iremos introduzir os conhecimentos básicos sobre os widgets. Por favor,
consulte a documentação de classes da API se você quiser saber mais sobre o uso de um determinado widget.



Usando Widgets 


Os widgets são usados principalmente nas views (visões).
Você pode chamar o método [[yii\base\Widget::widget()]] para usar um widget em
uma view (visão). O método possui um array de configuração
para inicializar o widget e retornar o resultado da renderização do widget. Por
exemplo, o código a seguir insere um widget datapicker configurado para usar o
idioma Russo e manter a data selecionada no atributo from_date do $model.


<?php
use yii\jui\DatePicker;
?>
<?= DatePicker::widget([
    'model' => $model,
    'attribute' => 'from_date',
    'language' => 'ru',
    'clientOptions' => [
        'dateFormat' => 'yy-mm-dd',
    ],
]) ?>



Alguns widgets podem ter um bloco de conteúdo que deve ser colocado entre as
chamadas dos métodos [[yii\base\Widget::begin()]] e [[yii\base\Widget::end()]].
Por exemplo, o código a seguir usa o widget [[yii\widgets\ActiveForm]] para gerar
um formulário de login. O widget irá gerar as tags de abertura e de fechamento
do <form> respectivamente nos lugares onde os métodos begin() e end() foram
chamados. Qualquer conteúdo entre estes métodos serão renderizados entre as tags
de abertura e de fechamento do <form>.


<?php
use yii\widgets\ActiveForm;
use yii\helpers\Html;
?>

<?php $form = ActiveForm::begin(['id' => 'login-form']); ?>

    <?= $form->field($model, 'username') ?>

    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>

    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('Login') ?>
    </div>

<?php ActiveForm::end(); ?>



Observe que ao contrário do [[yii\base\Widget::widget()]] que retorna a
renderização de um widget, o método [[yii\base\Widget::begin()]] retorna uma
instância do widget que pode ser usado para construir o seu conteúdo.





Criando Widgets 


Para criar um widget, estenda a classe [[yii\base\Widget]] e sobrescreva os
métodos [[yii\base\Widget::init()]] e/ou [[yii\base\Widget::run()]]. Normalmente,
o método init() deve conter os códigos que normalizam as propriedade do widget,
enquanto o método run() deve conter o código que gera o resultado da renderização
do widget. O resultado da renderização pode ser feito diretamente dando “echo” ou
pelo retorno de uma string no método run().


No exemplo a seguir, o HelloWidget codifica o HTML e exibe o conteúdo atribuído
à sua propriedade message. Se a propriedade não for definida, será exibido
“Hello World” como padrão.


namespace app\components;

use yii\base\Widget;
use yii\helpers\Html;

class HelloWidget extends Widget
{
    public $message;

    public function init()
    {
        parent::init();
        if ($this->message === null) {
            $this->message = 'Hello World';
        }
    }

    public function run()
    {
        return Html::encode($this->message);
    }
}



Para usar este widget, simplesmente insira o código a seguir em uma view (visão):


<?php
use app\components\HelloWidget;
?>
<?= HelloWidget::widget(['message' => 'Good morning']) ?>



O HelloWidget abaixo é uma variante que pega o conteúdo entre as chamadas de
begin() e end(), codifica o HTML e em seguida os exibe.


namespace app\components;

use yii\base\Widget;
use yii\helpers\Html;

class HelloWidget extends Widget
{
    public function init()
    {
        parent::init();
        ob_start();
    }

    public function run()
    {
        $content = ob_get_clean();
        return Html::encode($content);
    }
}



Como você pode ver, o buffer de saída do PHP é iniciado no método init() para
que qualquer conteúdo entre as chamadas de init() e run() possam ser capturadas,
processadas e retornadas em run().



Informação: Ao chamar o [[yii\base\Widget::begin()]], uma nova instância do
widget será criada e o método init() será chamado logo ao final de seu construtor.
Ao chamar o [[yii\base\Widget::end()]], o método run() será chamado cujo o
resultado da renderização será dado echo pelo end().



O código a seguir mostra como você pode usar esta nova variante do HelloWidget:


<?php
use app\components\HelloWidget;
?>
<?php HelloWidget::begin(); ?>

    um conteúdo qualquer...

<?php HelloWidget::end(); ?>



Algumas vezes, um widget pode precisar renderizar um grande conteúdo. Enquanto
você pode inserir todo este conteúdo no método run(), uma boa prática é
colocá-lo em uma view (visão) e chamar o
[[yii\base\Widget::render()]] para renderizá-lo. Por exemplo,


public function run()
{
    return $this->render('hello');
}



Por padrão, as views (visões) para um widget devem ser armazenadas em arquivos
sob o diretório WidgetPath/views, onde o WidgetPath significa o diretório
que contém os arquivo da classe do widget. Portanto, o exemplo anterior irá
renderizar o arquivo de view (visão) @app/components/views/hello.php, assumindo
que a classe widget está localizada sob o diretório @app/components. Você pode
sobrescrever o método [[yii\base\Widget::getViewPath()]] para personalizar o
diretório que conterá os arquivos de views (visões) do widget.





Boas Práticas 


Os widgets são uma maneira orientada a objetos de reutilizar códigos de view (visão).


Ao criar os widgets, você ainda deve seguir o padrão MVC. Em geral, você deve
manter a lógica nas classes widgets e manter as apresentações nas
views (visões).


Os widgets devem ser projetados para serem autossuficientes. Isto é, ao utilizar
um widget, você deverá ser capaz de removê-lo de uma view (visão) sem fazer
qualquer outra coisa. Isto pode ser complicado se um widget requerer recursos
externos, tais como CSS, JavaScript, imagens, etc. Felizmente, o Yii fornece o
suporte para asset bundles, que pode ser utilizado para
resolver este problema.


Quando um widget contiver somente código de view (visão), será bem semelhante a
uma view (visão). Na verdade, neste caso, a única diferença
é que um widget é uma classe para ser redistribuída, enquanto uma view é apenas
um simples script PHP que você preferirá manter em sua aplicação
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Controllers


After creating the resource classes and specifying how resource data should be formatted, the next thing
to do is to create controller actions to expose the resources to end users through RESTful APIs.


Yii provides two base controller classes to simplify your work of creating RESTful actions:
[[yii\rest\Controller]] and [[yii\rest\ActiveController]]. The difference between these two controllers
is that the latter provides a default set of actions that are specifically designed to deal with
resources represented as Active Record. So if you are using Active Record
and are comfortable with the provided built-in actions, you may consider extending your controller classes
from [[yii\rest\ActiveController]], which will allow you to create powerful RESTful APIs with minimal code.


Both [[yii\rest\Controller]] and [[yii\rest\ActiveController]] provide the following features, some of which
will be described in detail in the next few sections:



		HTTP method validation;


		Content negotiation and Data formatting;


		Authentication;


		Rate limiting.





[[yii\rest\ActiveController]] in addition provides the following features:



		A set of commonly needed actions: index, view, create, update, delete, options;


		User authorization in regarding to the requested action and resource.






Creating Controller Classes 


When creating a new controller class, a convention in naming the controller class is to use
the type name of the resource and use singular form. For example, to serve user information,
the controller may be named as UserController.


Creating a new action is similar to creating an action for a Web application. The only difference
is that instead of rendering the result using a view by calling the render() method, for RESTful actions
you directly return the data. The [[yii\rest\Controller::serializer|serializer]] and the
[[yii\web\Response|response object]] will handle the conversion from the original data to the requested
format. For example,


public function actionView($id)
{
    return User::findOne($id);
}






Filters 


Most RESTful API features provided by [[yii\rest\Controller]] are implemented in terms of filters.
In particular, the following filters will be executed in the order they are listed:



		[[yii\filters\ContentNegotiator|contentNegotiator]]: supports content negotiation, to be explained in
the Response Formatting section;


		[[yii\filters\VerbFilter|verbFilter]]: supports HTTP method validation;


		[[yii\filters\AuthMethod|authenticator]]: supports user authentication, to be explained in
the Authentication section;


		[[yii\filters\RateLimiter|rateLimiter]]: supports rate limiting, to be explained in
the Rate Limiting section.





These named filters are declared in the [[yii\rest\Controller::behaviors()|behaviors()]] method.
You may override this method to configure individual filters, disable some of them, or add your own filters.
For example, if you only want to use HTTP basic authentication, you may write the following code:


use yii\filters\auth\HttpBasicAuth;

public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['authenticator'] = [
        'class' => HttpBasicAuth::className(),
    ];
    return $behaviors;
}






Extending ActiveController 


If your controller class extends from [[yii\rest\ActiveController]], you should set
its [[yii\rest\ActiveController::modelClass||modelClass]] property to be the name of the resource class
that you plan to serve through this controller. The class must extend from [[yii\db\ActiveRecord]].



Customizing Actions 


By default, [[yii\rest\ActiveController]] provides the following actions:



		[[yii\rest\IndexAction|index]]: list resources page by page;


		[[yii\rest\ViewAction|view]]: return the details of a specified resource;


		[[yii\rest\CreateAction|create]]: create a new resource;


		[[yii\rest\UpdateAction|update]]: update an existing resource;


		[[yii\rest\DeleteAction|delete]]: delete the specified resource;


		[[yii\rest\OptionsAction|options]]: return the supported HTTP methods.





All these actions are declared through the [[yii\rest\ActiveController::actions()|actions()]] method.
You may configure these actions or disable some of them by overriding the actions() method, like shown the following,


public function actions()
{
    $actions = parent::actions();

    // disable the "delete" and "create" actions
    unset($actions['delete'], $actions['create']);

    // customize the data provider preparation with the "prepareDataProvider()" method
    $actions['index']['prepareDataProvider'] = [$this, 'prepareDataProvider'];

    return $actions;
}

public function prepareDataProvider()
{
    // prepare and return a data provider for the "index" action
}



Please refer to the class references for individual action classes to learn what configuration options are available.





Performing Access Check 


When exposing resources through RESTful APIs, you often need to check if the current user has the permission
to access and manipulate the requested resource(s). With [[yii\rest\ActiveController]], this can be done
by overriding the [[yii\rest\ActiveController::checkAccess()|checkAccess()]] method like the following,


/**
 * Checks the privilege of the current user.
 *
 * This method should be overridden to check whether the current user has the privilege
 * to run the specified action against the specified data model.
 * If the user does not have access, a [[ForbiddenHttpException]] should be thrown.
 *
 * @param string $action the ID of the action to be executed
 * @param \yii\base\Model $model the model to be accessed. If null, it means no specific model is being accessed.
 * @param array $params additional parameters
 * @throws ForbiddenHttpException if the user does not have access
 */
public function checkAccess($action, $model = null, $params = [])
{
    // check if the user can access $action and $model
    // throw ForbiddenHttpException if access should be denied
}



The checkAccess() method will be called by the default actions of [[yii\rest\ActiveController]]. If you create
new actions and also want to perform access check, you should call this method explicitly in the new actions.



Tip: You may implement checkAccess() by using the Role-Based Access Control (RBAC) component.
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Gii コード生成ツール



Note|注意: この節はまだ執筆中です。



Yii は、Gii という名前の便利なツールを持っています。
Gii は、よく使用されるコード断片だけでなく、完全な CRUD コントローラを生成することによって、迅速なプロトタイピングの機能を提供するツールです。


Gii はウェブベースのインタフェイスを提供しており、あなたの望みのコードを対話的に生成することが出来ます。
Gii は、また、ほとんどの時間はコンソールウィンドウで仕事をすることを好む人たちのために、コマンドラインのインタフェイスも提供しています。



インストールと構成


Gii は Yii の公式エクステンションです。
このエクステンションをインストールする望ましい方法は、composer [http://getcomposer.org/download/] を使うことです。


このコマンドを走らせてください。


composer require "yiisoft/yii2-gii:*"



または、次のコードをあなたの composer.json ファイルの require セクションに追加してください。


"yiisoft/yii2-gii": "*"



Gii エクステンションがインストールされたら、アプリケーションの構成情報ファイルに以下の行を追加して、Gii を有効にします。


return [
    'bootstrap' => ['gii'],
    'modules' => [
        'gii' => 'yii\gii\Module',
        // ...
    ],
    // ...
];



そうすると、次の URL で Gii にアクセスすることが出来ます。


http://localhost/path/to/index.php?r=gii



綺麗な URL を有効にしている場合は、次の URL を使います。


http://localhost/path/to/index.php/gii




Note|注意: ローカルホスト以外の IP から Gii にアクセスしようとすると、デフォルトでは、アクセスが拒否されます。
このデフォルトを回避するためには、許可される IP アドレスを構成情報に追加してください。



'gii' => [
    'class' => 'yii\gii\Module',
    'allowedIPs' => ['127.0.0.1', '::1', '192.168.0.*', '192.168.178.20'] // 必要に応じて修正
],



コンソールアプリケーションの構成情報において同じように Gii を構成すると、次のようにして、コマンドウィンドウから Gii にアクセスすることが出来ます。


# パスをアプリケーションのベースパスに変更
cd path/to/AppBasePath

# Gii に関するヘルプ情報を表示
yii help gii

# Gii のモデルジェネレータに関するヘルプ情報を表示
yii help gii/model

# city テーブルから City モデルを生成
yii gii/model --tableName=city --modelClass=City




ベーシックアプリケーション


ベーシックアプリケーションテンプレートの構成情報の構造は少し違っており、Gii は config/web.php の中で構成しなければなりません。


// ...
if (YII_ENV_DEV) {
    // configuration adjustments for 'dev' environment
    $config['bootstrap'][] = 'debug';
    $config['modules']['debug'] = 'yii\debug\Module';

    $config['bootstrap'][] = 'gii';
    $config['modules']['gii'] = 'yii\gii\Module'; // <--- ここ
}



従って、IP アドレスを調整するためには、次のようにする必要があります。


if (YII_ENV_DEV) {
    // configuration adjustments for 'dev' environment
    $config['bootstrap'][] = 'debug';
    $config['modules']['debug'] = 'yii\debug\Module';

    $config['bootstrap'][] = 'gii';
    $config['modules']['gii'] = [
        'class' => 'yii\gii\Module',
        'allowedIPs' => ['127.0.0.1', '::1', '192.168.0.*', '192.168.178.20'],
    ];
}








どのように使うか


Gii にアクセスすると、最初に、ジェネレータを選択できるエントリページが開かれます。


[image: Gii エントリページ]


デフォルトでは、以下のジェネレータを利用できます。



		モデルジェネレータ - このジェネレータは、指定したデータベーステーブルの ActiveRecord クラスを生成します。


		CRUD ジェネレータ - このジェネレータは、指定されたデータモデルの CRUD 操作 (作成・読み出し・更新･削除) を実装するコントローラとビューを生成します。


		コントローラジェネレータ - このジェネレータは、新しいコントローラのクラスと、一つまたはいくつかのコントローラアクションおよびそれに対応するビューを迅速に生成するのを手助けしてくれます。


		フォームジェネレータ - このジェネレータは、指定されたモデルクラスのための、入力を収集するフォームを表示するビュースクリプトを生成します。


		モジュールジェネレータ - このジェネレータは、Yii のモジュールが必要とするコードのスケルトンを生成するのを手助けしてくれます。


		エクステンションジェネレータ - このジェネレータは、Yii のエクステンションが必要とするファイルの生成を手助けしてくれます。





“Start” ボタンをクリックしてジェネレータを選択すると、ジェネレータのパラメータを構成するためのフォームが表示されます。
あなたの要求を満たすようにフォームに入力して “Preview” ボタンをクリックすると、Gii が生成しようとしているコードのプレビューが出来ます。
選択したジェネレータや、既存のファイルの有無によって多少異なりますが、次の画像で見るのと同じような出力が得られます。


[image: Gii プレビュー]


ファイル名をクリックすると、そのファイルのために生成されるコードのプレビューを見ることが出来ます。
ファイルが既に存在する場合は、既存のコードと生成されるコードのどこが異なるかを示す差分ビューも提供されます。
その場合は、どのファイルを上書きし、どのファイルを上書きしないかを選択することも出来ます。



Tip|ヒント: データベースに変更を加えた後で、モデルジェネレータを使ってモデルを更新したい場合は、Gii のプレビューからコードをコピーして、あなたのコードに変更をマージすることが出来ます。
PHPStorm の クリップボードと比較 [http://www.jetbrains.com/phpstorm/webhelp/comparing-files.html] のような IDE の機能を使うと良いでしょう。
Aptana Studio [http://www.aptana.com/products/studio3/download] や Eclipse [http://www.eclipse.org/pdt/] ベースのエディタも AnyEdit tools plugin [http://andrei.gmxhome.de/anyedit/] を使って クリップボードと比較 [http://andrei.gmxhome.de/anyedit/examples.html] をすることが出来ます。
この機能を使うと、関係のある変更だけを取り込んで、あなた自身のコードを取り消すような他の変更は放っておくことが出来ます。



コードをレビューして、生成すべきファイルを選択し、”Generate” ボタンをクリックするとファイルが生成されます。
すべてうまく行けば、これで終りです。
Gii がファイルを生成できないというエラーが出た場合は、ウェブサーバがファイルを作成してディレクトリに書き込むことが出来るように、ディレクトリのアクセス権限を修正しなければなりません。



Note|注意: Gii によって生成されるコードは、あなたの要求に従って修正すべきテンプレートに過ぎません。
Gii は新しいものを素早く作成する手助けをするために存在するものですが、そのまま使用できるコードを作成するようなものではありません。
Gii によって生成されたモデルを変更せずに、ちょっとした所だけを修正して使っている人をよく見かけます。
これは、意図されている Gii の使い方ではありません。
Gii によって生成されるコードは不完全であったり、間違っていたりする可能性があるもので、あなたの要求を満たすように変更して初めて使用できるようになるものです。






あなた自身のテンプレートを作成する


すべてのジェネレータのフォームには Code Template というフィールドがあり、コード生成に使用するテンプレートを選択できるようになっています。
デフォルトでは、Gii は default という一つのテンプレートだけを提供しますが、あなたの要求を満たすように修正されたあなた自身のテンプレートを作成することも出来ます。


フォルダ @app\vendor\yiisoft\yii2-gii\generators を開くと、ジェネレータのフォルダが 6 つあるのに気づくでしょう。


+ controller
- crud
    + default
+ extension
+ form
+ model
+ module



これらはジェネレータの名前です。
どれでもフォルダを開くと、その中に default というフォルダがあります。
これがテンプレートの名前です。


フォルダ @app\vendor\yiisoft\yii2-gii\generators\crud\default を他の場所、例えば、@app\myTemplates\crud\ にコピーします。
このフォルダを開いて、どれでもテンプレートをあなたの要求に合うように修正します。
例えば、views\_form.php に errorSummary を追加しましょう。


<?php
//...
<div class="<?= Inflector::camel2id(StringHelper::basename($generator->modelClass)) ?>-form">

    <?= "<?php " ?>$form = ActiveForm::begin(); ?>
    <?= "<?=" ?> $form->errorSummary($model) ?> <!-- これを追加 -->
    <?php foreach ($safeAttributes as $attribute) {
        echo "    <?= " . $generator->generateActiveField($attribute) . " ?>\n\n";
    } ?>
//...



次に、Gii に私たちのテンプレートについて教える必要があります。
その設定は構成情報ファイルの中で行います。


// config/web.php for basic app
// ...
if (YII_ENV_DEV) {    
    $config['modules']['gii'] = [
        'class' => 'yii\gii\Module',      
        'allowedIPs' => ['127.0.0.1', '::1', '192.168.0.*', '192.168.178.20'],  
        'generators' => [ // ここ
            'crud' => [ // ジェネレータの名前
                'class' => 'yii\gii\generators\crud\Generator', // ジェネレータクラス
                'templates' => [ //setting for out templates
                    'myCrud' => '@app/myTemplates/crud/default', // テンプレート名 => テンプレートへのパス
                ]
            ]
        ],
    ];
}



CRUD ジェネレータを開くと、フォームの Code Template のフィールドに、あなた自身のテンプレートが出現するようになっています。





あなた自身のジェネレータを作成する


どれでもジェネレータのフォルダを開くと、form.php と Generator.php の二つのファイルがあります。
一つはフォームで、二番目のものがジェネレータクラスです。
あなた自身のジェネレータを作成するためには、このクラスをどこかのフォルダで作成またはオーバーライドする必要があります。
ここでも、前の項でしたのと同じように、構成情報をカスタマイズします。


//config/web.php for basic app
//..
if (YII_ENV_DEV) {    
    $config['modules']['gii'] = [
        'class' => 'yii\gii\Module',      
        'allowedIPs' => ['127.0.0.1', '::1', '192.168.0.*', '192.168.178.20'],  
         'generators' => [
            'myCrud' => [
                'class' => 'app\myTemplates\crud\Generator',
                'templates' => [
                    'my' => '@app/myTemplates/crud/default',
                ]
            ]
        ],
    ];
}



// @app/myTemplates/crud/Generator.php
<?php
namespace app\myTemplates\crud;

class Generator extends \yii\gii\Generator
{
    public function getName()
    {
        return 'MY CRUD ジェネレータ';
    }

    public function getDescription()
    {
        return 'My crud ジェネレータ。本来のものと同じだが、云々、、、';
    }
    
    // ...
}



Gii モジュールを開くと、新しいジェネレータがその中に出現します。
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Filtros


Os filtros são objetos que são executados antes e/ou depois das
ações do controller (controlador). Por exemplo,
um filtro de controle de acesso pode ser executado antes das ações para garantir
que um determinado usuário final tenha autorização de acessá-lo; um filtro de
compressão de conteúdo pode ser executado depois das ações para comprimir o
conteúdo da resposta antes de enviá-los aos usuários finais.


Um filtro pode ser composto por um pré-filtro (lógicas de filtragem que são
aplicadas antes que as ações) e/ou um pós-filtro (lógica aplicada depois
que as ações).



Usando os Filtros 


Os filtros são, essencialmente, um tipo especial de
behaviors (comportamento). No entanto, o uso dos filtros
é igual ao uso dos behaviors. Você
pode declarar os filtros em uma classe controller (controlador) sobrescrevendo o
método [[yii\base\Controller::behaviors()|behaviors()]] conforme o exemplo a seguir:


public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => 'yii\filters\HttpCache',
            'only' => ['index', 'view'],
            'lastModified' => function ($action, $params) {
                $q = new \yii\db\Query();
                return $q->from('user')->max('updated_at');
            },
        ],
    ];
}



Por padrão, os filtros declarados em uma classe controller (controlador) serão
aplicados em todas as ações deste controller (controlador). Você pode, no
entanto, especificar explicitamente em quais ações os filtros serão aplicados
pela configuração da propriedade [[yii\base\ActionFilter::only|only]]. No exemplo
anterior, o filtro HttpCache só se aplica às ações index e view. Você também
pode configurar a propriedade [[yii\base\ActionFilter::except|except]] para montar
um blacklist, a fim de  barrar algumas ações que estão sendo filtradas.


Além dos controllers (controladores), você também poderá declarar filtros em um
módulo ou na aplicação.
Quando você faz isso, os filtros serão aplicados em todos as ações do controller
(controlador) que pertençam a esse módulo ou a essa aplicação, a menos que você
configure as propriedades [[yii\base\ActionFilter::only|only]] e
[[yii\base\ActionFilter::except|except]] do filtro conforme descrito anteriormente.



Observação: Ao declarar os filtros em módulos ou em aplicações, você deve usar
rotas ao invés de IDs das ações nas propriedades
[[yii\base\ActionFilter::only|only]] e [[yii\base\ActionFilter::except|except]].
Isto porque os IDs das ações não podem, por si só, especificar totalmente as ações
no escopo de um módulo ou de uma aplicação.



Quando muitos filtros são configurados para uma única ação, devem ser aplicados
de acordo com as seguintes regras:



		Pré-filtragem:
		Aplica os filtros declarados na aplicação na ordem que foram listados no método behaviors().


		Aplica os filtros declarados no módulo na ordem que foram listados no método behaviors().


		Aplica os filtros declarados no controller (controlador) na ordem que foram listados no método behaviors().


		Se qualquer um dos filtros cancelarem a execução da ação, os filtros (tanto os pré-filtros quanto os pós-filtros) subsequentes não serão aplicados.








		Executa a ação se passar pela pré-filtragem.


		Pós-filtragem
		Aplica os filtros declarados no controller (controlador) na ordem inversa ao que foram listados no método behaviors().


		Aplica os filtros declarados nos módulos na ordem inversa ao que foram listados no método behaviors().


		Aplica os filtros declarados na aplicação na ordem inversa ao que foram listados no método behaviors().














Criando Filtros 


Para criar um novo filtro de ação, deve estender a classe [[yii\base\ActionFilter]]
e sobrescrever os métodos [[yii\base\ActionFilter::beforeAction()|beforeAction()]]
e/ou [[yii\base\ActionFilter::afterAction()|afterAction()]]. O primeiro método
será executado antes que uma ação seja executada enquanto o outro método será
executado após uma ação seja executada.
O valor de retorno no método [[yii\base\ActionFilter::beforeAction()|beforeAction()]]
determina se uma ação deve ser executada ou não. Se retornar false, os filtros
subsequentes serão ignorados e a ação não será executada.


O exemplo a seguir mostra um filtro que guarda o log do tempo de execução das ações:


namespace app\components;

use Yii;
use yii\base\ActionFilter;

class ActionTimeFilter extends ActionFilter
{
    private $_startTime;

    public function beforeAction($action)
    {
        $this->_startTime = microtime(true);
        return parent::beforeAction($action);
    }

    public function afterAction($action, $result)
    {
        $time = microtime(true) - $this->_startTime;
        Yii::trace("Action '{$action->uniqueId}' spent $time second.");
        return parent::afterAction($action, $result);
    }
}






Filtros Nativos 


O Yii fornece um conjunto de filtros que normalmente são usados, localizados sob
o namespace yii\filters. A seguir, iremos realizar uma breve apresentação
destes filtros.



[[yii\filters\AccessControl|AccessControl]] 


O filtro AccessControl fornece um controle de acesso simples, baseado em um
conjunto de [[yii\filters\AccessControl::rules|regras]].
Em particular, antes que uma ação seja executada, o AccessControl analisará as
regras listadas e localizará o primeiro que corresponda às variáveis do contexto
atual (como o IP do usuário, o status do login, etc). A regra correspondente
determinará se vai permitir ou não a execução da ação solicitada. Se nenhuma
regra for localizada, o acesso será negado.


O exemplo a seguir mostra como faz para permitir aos usuários autenticados
acessarem as ações create e update enquanto todos os outros não autenticados
não consigam acessá-las.


use yii\filters\AccessControl;

public function behaviors()
{
    return [
        'access' => [
            'class' => AccessControl::className(),
            'only' => ['create', 'update'],
            'rules' => [
                // permite aos usuários autenticados
                [
                    'allow' => true,
                    'roles' => ['@'],
                ],
                // todos os outros usuários são negados por padrão 
            ],
        ],
    ];
}



De modo geral, para mais detalhes sobre o controle de acesso, por favor, consulte
a seção Autorização.





Métodos de Autenticação por Filtros 


O método de autenticação por filtros são usados para autenticar um usuário usando
vários métodos, tais como
HTTP Basic Auth [http://en.wikipedia.org/wiki/Basic_access_authentication],
OAuth 2 [http://oauth.net/2/]. Todas estas classes de filtros estão localizadas
sob o namespace yii\filters\auth.


O exemplo a seguir mostra como você pode usar o filtro
[[yii\filters\auth\HttpBasicAuth]] para autenticar um usuário usando um acesso
baseado em token pelo método HTTP Basic Auth. Observe que, para isto funcionar,
sua [[yii\web\User::identityClass|classe de identidade do usuário]] deve
implementar o método [[yii\web\IdentityInterface::findIdentityByAccessToken()|findIdentityByAccessToken()]].


use yii\filters\auth\HttpBasicAuth;

public function behaviors()
{
    return [
        'basicAuth' => [
            'class' => HttpBasicAuth::className(),
        ],
    ];
}



Os métodos de autenticação por filtros geralmente são utilizados na implementação
de APIs RESTful. Para mais detalhes, por favor, consulte a seção RESTful
Autenticação.





[[yii\filters\ContentNegotiator|ContentNegotiator]] 


O filtro ContentNegotiator suporta a identificação de formatos de respostas e o
idioma da aplicação. Este filtro tentar determinar o formato de resposta e o
idioma analisando os parâmetros GET e o Accept do cabeçalho HTTP.


No exemplo a seguir, o ContentNegotiator está sendo configurado para suportar os
formatos de resposta JSON e XML, e os idiomas Inglês (Estados Unidos) e Alemão.


use yii\filters\ContentNegotiator;
use yii\web\Response;

public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => ContentNegotiator::className(),
            'formats' => [
                'application/json' => Response::FORMAT_JSON,
                'application/xml' => Response::FORMAT_XML,
            ],
            'languages' => [
                'en-US',
                'de',
            ],
        ],
    ];
}



Os formatos de resposta e os idiomas muitas vezes precisam ser determinados muito
mais cedo no ciclo de vida da aplicação.
Por este motivo, o ContentNegotiator foi projetado para ser usado de outras formas,
onde pode ser usado tanto como um
componente de inicialização quanto um filtro.
Por exemplo, você pode configura-lo na
configuração da aplicação
conforme o exemplo a seguir:


use yii\filters\ContentNegotiator;
use yii\web\Response;

[
    'bootstrap' => [
        [
            'class' => ContentNegotiator::className(),
            'formats' => [
                'application/json' => Response::FORMAT_JSON,
                'application/xml' => Response::FORMAT_XML,
            ],
            'languages' => [
                'en-US',
                'de',
            ],
        ],
    ],
];




Informação: Nos casos do formato de resposta e do idioma não serem determinados
pela requisição, o primeiro formato e idioma listados em [[formats]] e
[[languages]] serão utilizados.






[[yii\filters\HttpCache|HttpCache]] 


O filtro HttpCache implementa no lado do cliente (client-side) o cache pela
utilização dos parâmetros Last-Modified e Etag do cabeçalho HTTP.
Por exemplo,


use yii\filters\HttpCache;

public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => HttpCache::className(),
            'only' => ['index'],
            'lastModified' => function ($action, $params) {
                $q = new \yii\db\Query();
                return $q->from('user')->max('updated_at');
            },
        ],
    ];
}



Por favor, consulte a seção Cache HTTP para mais detalhes
sobre o uso do HttpCache.





[[yii\filters\PageCache|PageCache]] 


O filtro PageCache implementa no lado do servidor (server-side) o cache das
páginas. No exemplo a seguir, o PageCache é aplicado para a ação index guardar
o cache da página inteira por no máximo 60 segundos ou até que a quantidade de
registros na tabela post seja alterada. Este filtro também guarda diferentes
versões da página, dependendo do idioma da aplicação escolhido.


use yii\filters\PageCache;
use yii\caching\DbDependency;

public function behaviors()
{
    return [
        'pageCache' => [
            'class' => PageCache::className(),
            'only' => ['index'],
            'duration' => 60,
            'dependency' => [
                'class' => DbDependency::className(),
                'sql' => 'SELECT COUNT(*) FROM post',
            ],
            'variations' => [
                \Yii::$app->language,
            ]
        ],
    ];
}



Por favor, consulte a seção Cache de Página para mais
detalhes sobre o uso do PageCache.





[[yii\filters\RateLimiter|RateLimiter]] 


O filtro RateLimiter implementa um limitador de acesso baseado no
algoritmo do balde furado (leaky bucket) [http://en.wikipedia.org/wiki/Leaky_bucket].
É usado principalmente na implementação de APIs RESTful. Por favor, consulte a
seção Limitador de Acesso para mais detalhes sobre o
uso deste filtro.





[[yii\filters\VerbFilter|VerbFilter]] 


O filtro VerbFilter verifica se os métodos de requisição HTTP são permitidos para
as ações solicitadas. Se não for, será lançada uma exceção HTTP 405. No exemplo
a seguir, o VerbFilter é declarado para especificar um conjunto de métodos de
requisição permitidos para as ações CRUD.


use yii\filters\VerbFilter;

public function behaviors()
{
    return [
        'verbs' => [
            'class' => VerbFilter::className(),
            'actions' => [
                'index'  => ['get'],
                'view'   => ['get'],
                'create' => ['get', 'post'],
                'update' => ['get', 'put', 'post'],
                'delete' => ['post', 'delete'],
            ],
        ],
    ];
}






[[yii\filters\Cors|Cors]] 


O compartilhamento de recursos cross-origin
CORS [https://developer.mozilla.org/fr/docs/HTTP/Access_control_CORS] é um
mecanismo que permite vários recursos (por exemplo, fontes, JavaScript, etc)
na página Web sejam solicitados por outros domínios. Em particular, as chamadas
AJAX do JavaScript podem usar o mecanismo XMLHttpRequest. Estas chamadas
“cross-domain” são proibidas pelos navegadores Web, por desrespeitarem a
politica de segurança de origem.
O CORS define um modo em que o navegador e o servidor possam interagir para
determinar se deve ou não permitir as requisições cross-origin.


O [[yii\filters\Cors|filtro Cors]] deve ser definido antes dos filtros de
Autenticação/Autorização para garantir que os cabeçalhos CORS sejam sempre
enviados.


use yii\filters\Cors;
use yii\helpers\ArrayHelper;

public function behaviors()
{
    return ArrayHelper::merge([
        [
            'class' => Cors::className(),
        ],
    ], parent::behaviors());
}



A filtragem da classe Cors pode ser ajustado pela propriedade cors.



		cors['Origin']: array usado para definir as origens permitidas. Pode ser
['*'] (qualquer um) ou ['http://www.myserver.net', 'http://www.myotherserver.com'].
O padrão é ['*'].


		cors['Access-Control-Request-Method']: array com os métodos de requisição
permitidos, tais como ['GET', 'OPTIONS', 'HEAD']. O padrão é
['GET', 'POST', 'PUT', 'PATCH', 'DELETE', 'HEAD', 'OPTIONS'].


		cors['Access-Control-Request-Headers']: array com os cabeçalhos permitidos.
Pode ser ['*'] para todos os cabeçalhos ou um especifico como ['X-Request-With'].
O padrão é ['*'].


		cors['Access-Control-Allow-Credentials']: define se a requisição atual podeser feita usando credenciais. Pode ser true, false ou null (não definida).
O padrão é null.


		cors['Access-Control-Max-Age']: define o tempo de vida do pré-processamento
(pre-flight) da requisição. O padrão é 86400.





Por exemplo, permitindo CORS para a origem: http://www.myserver.net com os
métodos GET, HEAD e OPTIONS:


use yii\filters\Cors;
use yii\helpers\ArrayHelper;

public function behaviors()
{
    return ArrayHelper::merge([
        [
            'class' => Cors::className(),
            'cors' => [
                'Origin' => ['http://www.myserver.net'],
                'Access-Control-Request-Method' => ['GET', 'HEAD', 'OPTIONS'],
            ],
        ],
    ], parent::behaviors());
}



Você pode ajustar os cabeçalhos do CORS sobrescrevendo os parâmetros padrão para
cada ação. Por exemplo, para adicionar o parâmetro Access-Control-Allow-Credentials
somente na ação login, você poderia fazer conforme a seguir:


use yii\filters\Cors;
use yii\helpers\ArrayHelper;

public function behaviors()
{
    return ArrayHelper::merge([
        [
            'class' => Cors::className(),
            'cors' => [
                'Origin' => ['http://www.myserver.net'],
                'Access-Control-Request-Method' => ['GET', 'HEAD', 'OPTIONS'],
            ],
            'actions' => [
                'login' => [
                    'Access-Control-Allow-Credentials' => true,
                ]
            ]
        ],
    ], parent::behaviors());
}
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Applications


Applications are objects that govern the overall structure and lifecycle of Yii application systems.
Each Yii application system contains a single application object which is created in
the entry script and is globally accessible through the expression \Yii::$app.



Info: Depending on the context, when we say “an application”, it can mean either an application
object or an application system.



There are two types of applications: [[yii\web\Application|Web applications]] and
[[yii\console\Application|console applications]]. As the names indicate, the former mainly handles
Web requests while the latter console command requests.



Application Configurations 


When an entry script creates an application, it will load
a configuration and apply it to the application, like the following:


require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// load application configuration
$config = require(__DIR__ . '/../config/web.php');

// instantiate and configure the application
(new yii\web\Application($config))->run();



Like normal configurations, application configurations specify how
to initialize properties of application objects. Because application configurations are often
very complex, they usually are kept in configuration files,
like the web.php file in the above example.





Application Properties 


There are many important application properties that you should configure in application configurations.
These properties typically describe the environment that applications are running in.
For example, applications need to know how to load controllers,
where to store temporary files, etc. In the following, we will summarize these properties.



Required Properties 


In any application, you should at least configure two properties: [[yii\base\Application::id|id]]
and [[yii\base\Application::basePath|basePath]].



[[yii\base\Application::id|id]] 


The [[yii\base\Application::id|id]] property specifies a unique ID that differentiates an application
from others. It is mainly used programmatically. Although not a requirement, for best interoperability
it is recommended that you use alphanumeric characters only when specifying an application ID.





[[yii\base\Application::basePath|basePath]] 


The [[yii\base\Application::basePath|basePath]] property specifies the root directory of an application.
It is the directory that contains all protected source code of an application system. Under this directory,
you normally will see sub-directories such as models, views, controllers, which contain source code
corresponding to the MVC pattern.


You may configure the [[yii\base\Application::basePath|basePath]] property using a directory path
or a path alias. In both forms, the corresponding directory must exist, or an exception
will be thrown. The path will be normalized by calling the realpath() function.


The [[yii\base\Application::basePath|basePath]] property is often used to derive other important
paths (e.g. the runtime path). For this reason, a path alias named @app is predefined to represent this
path. Derived paths may then be formed using this alias (e.g. @app/runtime to refer to the runtime directory).







Important Properties 


The properties described in this subsection often need to be configured because they differ across
different applications.



[[yii\base\Application::aliases|aliases]] 


This property allows you to define a set of aliases in terms of an array.
The array keys are alias names, and the array values are the corresponding path definitions.
For example,


[
    'aliases' => [
        '@name1' => 'path/to/path1',
        '@name2' => 'path/to/path2',
    ],
]



This property is provided such that you can define aliases in terms of application configurations instead of
the method calls [[Yii::setAlias()]].





[[yii\base\Application::bootstrap|bootstrap]] 


This is a very useful property. It allows you to specify an array of components that should
be run during the application [[yii\base\Application::bootstrap()|bootstrapping process]].
For example, if you want a module to customize the URL rules,
you may list its ID as an element in this property.


Each component listed in this property may be specified in one of the following formats:



		an application component ID as specified via components.


		a module ID as specified via modules.


		a class name.


		a configuration array.


		an anonymous function that creates and returns a component.





For example,


[
    'bootstrap' => [
        // an application component ID or module ID
        'demo',

        // a class name
        'app\components\Profiler',

        // a configuration array
        [
            'class' => 'app\components\Profiler',
            'level' => 3,
        ],

        // an anonymous function
        function () {
            return new app\components\Profiler();
        }
    ],
]




Info: If a module ID is the same as an application component ID, the application component will be used during
the bootstrapping process. If you want to use the module instead, you may specify it using an anonymous function
like the following:












[
function () {
return Yii::$app->getModule(‘user’);
},
]




During the bootstrapping process, each component will be instantiated. If the component class
implements [[yii\base\BootstrapInterface]], its [[yii\base\BootstrapInterface::bootstrap()|bootstrap()]] method
will also be called.

Another practical example is in the application configuration for the [Basic Application Template](start-installation.md),
where the `debug` and `gii` modules are configured as bootstrapping components when the application is running
in development environment,

```php
if (YII_ENV_DEV) {
    // configuration adjustments for 'dev' environment
    $config['bootstrap'][] = 'debug';
    $config['modules']['debug'] = 'yii\debug\Module';

    $config['bootstrap'][] = 'gii';
    $config['modules']['gii'] = 'yii\gii\Module';
}




Note: Putting too many components in bootstrap will degrade the performance of your application because
for each request, the same set of components need to be run. So use bootstrapping components judiciously.






[[yii\web\Application::catchAll|catchAll]] 


This property is supported by [[yii\web\Application|Web applications]] only. It specifies
a controller action which should handle all user requests. This is mainly
used when the application is in maintenance mode and needs to handle all incoming requests via a single action.


The configuration is an array whose first element specifies the route of the action.
The rest of the array elements (key-value pairs) specify the parameters to be bound to the action. For example,


[
    'catchAll' => [
        'offline/notice',
        'param1' => 'value1',
        'param2' => 'value2',
    ],
]






[[yii\base\Application::components|components]] 


This is the single most important property. It allows you to register a list of named components
called application components that you can use in other places. For example,


[
    'components' => [
        'cache' => [
            'class' => 'yii\caching\FileCache',
        ],
        'user' => [
            'identityClass' => 'app\models\User',
            'enableAutoLogin' => true,
        ],
    ],
]



Each application component is specified as a key-value pair in the array. The key represents the component ID,
while the value represents the component class name or configuration.


You can register any component with an application, and the component can later be accessed globally
using the expression \Yii::$app->ComponentID.


Please read the Application Components section for details.





[[yii\base\Application::controllerMap|controllerMap]] 


This property allows you to map a controller ID to an arbitrary controller class. By default, Yii maps
controller IDs to controller classes based on a convention (e.g. the ID post would be mapped
to app\controllers\PostController). By configuring this property, you can break the convention for
specific controllers. In the following example, account will be mapped to
app\controllers\UserController, while article will be mapped to app\controllers\PostController.


[
    'controllerMap' => [
        [
            'account' => 'app\controllers\UserController',
            'article' => [
                'class' => 'app\controllers\PostController',
                'enableCsrfValidation' => false,
            ],
        ],
    ],
]



The array keys of this property represent the controller IDs, while the array values represent the corresponding
controller class names or configurations.





[[yii\base\Application::controllerNamespace|controllerNamespace]] 


This property specifies the default namespace under which controller classes should be located. It defaults to
app\controllers. If a controller ID is post, by convention the corresponding controller class name (without
namespace) would be PostController, and the fully qualified class name would be app\controllers\PostController.


Controller classes may also be located under sub-directories of the directory corresponding to this namespace.
For example, given a controller ID admin/post, the corresponding fully qualified controller class would
be app\controllers\admin\PostController.


It is important that the fully qualified controller classes should be autoloadable
and the actual namespace of your controller classes match the value of this property. Otherwise,
you will receive “Page Not Found” error when accessing the application.


In case you want to break the convention as described above, you may configure the controllerMap
property.





[[yii\base\Application::language|language]] 


This property specifies the language in which the application should display content to end users.
The default value of this property is en, meaning English. You should configure this property
if your application needs to support multiple languages.


The value of this property determines various internationalization aspects,
including message translation, date formatting, number formatting, etc. For example, the [[yii\jui\DatePicker]] widget
will use this property value by default to determine in which language the calendar should be displayed and how
should the date be formatted.


It is recommended that you specify a language in terms of an IETF language tag [http://en.wikipedia.org/wiki/IETF_language_tag].
For example, en stands for English, while en-US stands for English (United States).


More details about this property can be found in the Internationalization section.





[[yii\base\Application::modules|modules]] 


This property specifies the modules that the application contains.


The property takes an array of module classes or configurations with the array keys
being the module IDs. For example,


[
    'modules' => [
        // a "booking" module specified with the module class
        'booking' => 'app\modules\booking\BookingModule',

        // a "comment" module specified with a configuration array
        'comment' => [
            'class' => 'app\modules\comment\CommentModule',
            'db' => 'db',
        ],
    ],
]



Please refer to the Modules section for more details.





[[yii\base\Application::name|name]] 


This property specifies the application name that may be displayed to end users. Unlike the
[[yii\base\Application::id|id]] property which should take a unique value, the value of this property is mainly for
display purpose and does not need to be unique.


You do not always need to configure this property if none of your code is using it.





[[yii\base\Application::params|params]] 


This property specifies an array of globally accessible application parameters. Instead of using hardcoded
numbers and strings everywhere in your code, it is a good practice to define them as application parameters
in a single place and use the parameters in places where needed. For example, you may define the thumbnail
image size as a parameter like the following:


[
    'params' => [
        'thumbnail.size' => [128, 128],
    ],
]



Then in your code where you need to use the size value, you can simply use the code like the following:


$size = \Yii::$app->params['thumbnail.size'];
$width = \Yii::$app->params['thumbnail.size'][0];



Later if you decide to change the thumbnail size, you only need to modify it in the application configuration
without touching any dependent code.





[[yii\base\Application::sourceLanguage|sourceLanguage]] 


This property specifies the language that the application code is written in. The default value is 'en-US',
meaning English (United States). You should configure this property if the text content in your code is not in English.


Like the language property, you should configure this property in terms of
an IETF language tag [http://en.wikipedia.org/wiki/IETF_language_tag]. For example, en stands for English,
while en-US stands for English (United States).


More details about this property can be found in the Internationalization section.





[[yii\base\Application::timeZone|timeZone]] 


This property is provided as an alternative way of setting the default time zone of PHP runtime.
By configuring this property, you are essentially calling the PHP function
date_default_timezone_set() [http://php.net/manual/en/function.date-default-timezone-set.php]. For example,


[
    'timeZone' => 'America/Los_Angeles',
]






[[yii\base\Application::version|version]] 


This property specifies the version of the application. It defaults to '1.0'. You do not always need to configure
this property if none of your code is using it.







Useful Properties 


The properties described in this subsection are not commonly configured because their default values
stipulate common conventions. However, you may still configure them in case you want to break the conventions.



[[yii\base\Application::charset|charset]] 


This property specifies the charset that the application uses. The default value is 'UTF-8' which should
be kept as is for most applications unless you are working with some legacy systems that use a lot of non-unicode data.





[[yii\base\Application::defaultRoute|defaultRoute]] 


This property specifies the route that an application should use when a request
does not specify one. The route may consist of child module ID, controller ID, and/or action ID.
For example, help, post/create, admin/post/create. If action ID is not given, it will take the default
value as specified in [[yii\base\Controller::defaultAction]].


For [[yii\web\Application|Web applications]], the default value of this property is 'site', which means
the SiteController controller and its default action should be used. As a result, if you access
the application without specifying a route, it will show the result of app\controllers\SiteController::actionIndex().


For [[yii\console\Application|console applications]], the default value is 'help', which means the core command
[[yii\console\controllers\HelpController::actionIndex()]] should be used. As a result, if you run the command yii
without providing any arguments, it will display the help information.





[[yii\base\Application::extensions|extensions]] 


This property specifies the list of extensions that are installed and used by the application.
By default, it will take the array returned by the file @vendor/yiisoft/extensions.php. The extensions.php file
is generated and maintained automatically when you use Composer [http://getcomposer.org] to install extensions.
So in most cases, you do not need to configure this property.


In the special case when you want to maintain extensions manually, you may configure this property like the following:


[
    'extensions' => [
        [
            'name' => 'extension name',
            'version' => 'version number',
            'bootstrap' => 'BootstrapClassName',  // optional, may also be a configuration array
            'alias' => [  // optional
                '@alias1' => 'to/path1',
                '@alias2' => 'to/path2',
            ],
        ],

        // ... more extensions like the above ...

    ],
]



As you can see, the property takes an array of extension specifications. Each extension is specified with an array
consisting of name and version elements. If an extension needs to run during the bootstrap
process, a bootstrap element may be specified with a bootstrapping class name or a configuration
array. An extension may also define a few aliases.





[[yii\base\Application::layout|layout]] 


This property specifies the name of the default layout that should be used when rendering a view.
The default value is 'main', meaning the layout file main.php under the layout path should be used.
If both of the layout path and the view path are taking the default values,
the default layout file can be represented as the path alias @app/views/layouts/main.php.


You may configure this property to be false if you want to disable layout by default, although this is very rare.





[[yii\base\Application::layoutPath|layoutPath]] 


This property specifies the path where layout files should be looked for. The default value is
the layouts sub-directory under the view path. If the view path is taking
its default value, the default layout path can be represented as the path alias @app/views/layouts.


You may configure it as a directory or a path alias.





[[yii\base\Application::runtimePath|runtimePath]] 


This property specifies the path where temporary files, such as log files, cache files, can be generated.
The default value is the directory represented by the alias @app/runtime.


You may configure it as a directory or a path alias. Note that the runtime path must
be writable by the process running the application. And the path should be protected from being accessed
by end users because the temporary files under it may contain sensitive information.


To simplify accessing to this path, Yii has predefined a path alias named @runtime for it.





[[yii\base\Application::viewPath|viewPath]] 


This property specifies the root directory where view files are located. The default value is the directory
represented by the alias @app/views. You may configure it as a directory or a path alias.





[[yii\base\Application::vendorPath|vendorPath]] 


This property specifies the vendor directory managed by Composer [http://getcomposer.org]. It contains
all third party libraries used by your application, including the Yii framework. The default value is
the directory represented by the alias @app/vendor.


You may configure this property as a directory or a path alias. When you modify
this property, make sure you also adjust the Composer configuration accordingly.


To simplify accessing to this path, Yii has predefined a path alias named @vendor for it.





[[yii\console\Application::enableCoreCommands|enableCoreCommands]] 


This property is supported by [[yii\console\Application|console applications]] only. It specifies
whether the core commands included in the Yii release should be enabled. The default value is true.









Application Events 


An application triggers several events during the lifecycle of handling an request. You may attach event
handlers to these events in application configurations like the following,


[
    'on beforeRequest' => function ($event) {
        // ...
    },
]



The use of the on eventName syntax is described in the Configurations
section.


Alternatively, you may attach event handlers during the bootstrapping process
after the application instance is created. For example,


\Yii::$app->on(\yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST, function ($event) {
    // ...
});




[[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST|EVENT_BEFORE_REQUEST]] 


This event is triggered before an application handles a request. The actual event name is beforeRequest.


When this event is triggered, the application instance has been configured and initialized. So it is a good place
to insert your custom code via the event mechanism to intercept the request handling process. For example,
in the event handler, you may dynamically set the [[yii\base\Application::language]] property based on some parameters.





[[yii\base\Application::EVENT_AFTER_REQUEST|EVENT_AFTER_REQUEST]] 


This event is triggered after an application finishes handling a request but before sending the response.
The actual event name is afterRequest.


When this event is triggered, the request handling is completed and you may take this chance to do some postprocessing
of the request or customize the response.


Note that the [[yii\web\Response|response]] component also triggers some events while it is sending out
response content to end users. Those events are triggered after this event.





[[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_ACTION|EVENT_BEFORE_ACTION]] 


This event is triggered before running every controller action.
The actual event name is beforeAction.


The event parameter is an instance of [[yii\base\ActionEvent]]. An event handler may set
the [[yii\base\ActionEvent::isValid]] property to be false to stop running the action.
For example,


[
    'on beforeAction' => function ($event) {
        if (some condition) {
            $event->isValid = false;
        } else {
        }
    },
]



Note that the same beforeAction event is also triggered by modules
and controllers. Application objects are the first ones
triggering this event, followed by modules (if any), and finally controllers. If an event handler
sets [[yii\base\ActionEvent::isValid]] to be false, all the following events will NOT be triggered.





[[yii\base\Application::EVENT_AFTER_ACTION|EVENT_AFTER_ACTION]] 


This event is triggered after running every controller action.
The actual event name is afterAction.


The event parameter is an instance of [[yii\base\ActionEvent]]. Through
the [[yii\base\ActionEvent::result]] property, an event handler may access or modify the action result.
For example,


[
    'on afterAction' => function ($event) {
        if (some condition) {
            // modify $event->result
        } else {
        }
    },
]



Note that the same afterAction event is also triggered by modules
and controllers. These objects trigger this event in the reverse order
as for that of beforeAction. That is, controllers are the first objects triggering this event,
followed by modules (if any), and finally applications.







Application Lifecycle 


[image: Application Lifecycle]


When an entry script is being executed to handle a request,
an application will undergo the following lifecycle:



		The entry script loads the application configuration as an array.


		The entry script creates a new instance of the application:






		[[yii\base\Application::preInit()|preInit()]] is called, which configures some high priority
application properties, such as [[yii\base\Application::basePath|basePath]].


		Register the [[yii\base\Application::errorHandler|error handler]].


		Configure application properties.


		[[yii\base\Application::init()|init()]] is called which further calls
[[yii\base\Application::bootstrap()|bootstrap()]] to run bootstrapping components.






		The entry script calls [[yii\base\Application::run()]] to run the application:






		Trigger the [[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST|EVENT_BEFORE_REQUEST]] event.


		Handle the request: resolve the request into a route and the associated parameters;
create the module, controller and action objects as specified by the route; and run the action.


		Trigger the [[yii\base\Application::EVENT_AFTER_REQUEST|EVENT_AFTER_REQUEST]] event.


		Send response to the end user.






		The entry script receives the exit status from the application and completes the request processing.
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ビヘイビア


ビヘイビアは [[yii\base\Behavior]] 、あるいはその子クラスのインスタンスです。ビヘイビアは
ミックスイン [http://en.wikipedia.org/wiki/Mixin] としても知られ、既存の [[yii\base\Component|component]] クラスの
機能を、クラスの継承を変更せずに拡張することができます。コンポーネントにビヘイビアをアタッチすると、その
コンポーネントにはビヘイビアのメソッドとプロパティが “注入” され、それらのメソッドとプロパティは、
コンポーネントクラス自体に定義されているかのようにアクセスできるようになります。また、ビヘイビアは、
コンポーネントによってトリガされた イベント に応答することができるので、
ビヘイビアでコンポーネントの通常のコード実行をカスタマイズすることができます。



ビヘイビアの定義 


ビヘイビアを定義するには、 [[yii\base\Behavior]] あるいは子クラスを継承するクラスを作成します。たとえば:


namespace app\components;

use yii\base\Behavior;

class MyBehavior extends Behavior
{
    public $prop1;

    private $_prop2;

    public function getProp2()
    {
        return $this->_prop2;
    }

    public function setProp2($value)
    {
        $this->_prop2 = $value;
    }

    public function foo()
    {
        // ...
    }
}



上のコードは、 app\components\MyBehavior という、2つのプロパティ – prop1 と prop2 – と
foo() メソッドを持つビヘイビアクラスを定義します。prop2 プロパティは、 getProp2() getter メソッドと setProp2() setter メソッドで定義されることに着目してください。
[[yii\base\Behavior]] は [[yii\base\Object]] を継承しているので、getter と​​ setter による プロパティ 定義をサポートします。


このクラスはビヘイビアなので、コンポーネントにアタッチされると、そのコンポーネントは prop1 と prop2 プロパティ、それと foo() メソッドを持つようになります。



Tip: ビヘイビア内から、[[yii\base\Behavior::owner]] プロパティを介して、ビヘイビアをアタッチしたコンポーネントにアクセスすることができます。






コンポーネントイベントのハンドリング


ビヘイビアが、アタッチされたコンポーネントがトリガするイベントに応答する必要がある場合は、
[[yii\base\Behavior::events()]] メソッドをオーバーライドしましょう。たとえば:


namespace app\components;

use yii\db\ActiveRecord;
use yii\base\Behavior;

class MyBehavior extends Behavior
{
    // ...

    public function events()
    {
        return [
            ActiveRecord::EVENT_BEFORE_VALIDATE => 'beforeValidate',
        ];
    }

    public function beforeValidate($event)
    {
        // ...
    }
}



[[yii\base\Behavior::events()]] メソッドは、イベントとそれに対応するハンドラのリストを返します。
上の例では [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_BEFORE_VALIDATE|EVENT_BEFORE_VALIDATE]] イベントがあること、
そのハンドラ定義である beforeValidate() を宣言しています。イベントハンドラを指定するときは、以下の表記方法が使えます:



		ビヘイビアクラスのメソッド名を参照する文字列 (上の例など)


		オブジェクトまたはクラス名と文字列のメソッド名 (括弧なし) 例 [$object, 'methodName']


		無名関数





イベントハンドラのシグネチャは次のようにしてください。$event はイベントのパラメータを参照します。イベントの詳細については
イベント セクションを参照してください。


function ($event) {
}






ビヘイビアのアタッチ 


[[yii\base\Component|component]] へのビヘイビアのアタッチは、静的にも動的にも可能です。実際は、前者のほうがより一般的ですが。


ビヘイビアを静的にアタッチするには、ビヘイビアをアタッチしたいコンポーネントクラスの [[yii\base\Component::behaviors()|behaviors()]] メソッドをオーバーライドします。
[[yii\base\Component::behaviors()|behaviors()]] メソッドは、ビヘイビアの 構成 のリストを返さなければなりません。
各ビヘイビアの構成内容は、ビヘイビアのクラス名でも、構成情報配列でもかまいません。


namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;
use app\components\MyBehavior;

class User extends ActiveRecord
{
    public function behaviors()
    {
        return [
            // 無名ビヘイビア ビヘイビアクラス名のみ
            MyBehavior::className(),

            // 名前付きビヘイビア ビヘイビアクラス名のみ
            'myBehavior2' => MyBehavior::className(),

            // 無名ビヘイビア 構成情報配列
            [
                'class' => MyBehavior::className(),
                'prop1' => 'value1',
                'prop2' => 'value2',
            ],

            // 名前付きビヘイビア 構成情報配列
            'myBehavior4' => [
                'class' => MyBehavior::className(),
                'prop1' => 'value1',
                'prop2' => 'value2',
            ]
        ];
    }
}



ビヘイビア構成に対応する配列のキーを指定することによって、ビヘイビアに名前を関連付けることができます。この場合、ビヘイビアは 名前付きビヘイビア と呼ばれます。上の例では、2つの名前付きビヘイビア​​
myBehavior2 と myBehavior4 があります。ビヘイビアが名前と関連付けられていない場合は、 無名ビヘイビア と呼ばれます。


ビヘイビアを動的にアタッチするには、ビヘイビアをアタッチしようとしているコンポーネントの [[yii\base\Component::attachBehavior()]] メソッドを呼びます:


use app\components\MyBehavior;

// ビヘイビアオブジェクトをアタッチ
$component->attachBehavior('myBehavior1', new MyBehavior);

// ビヘイビアクラスをアタッチ
$component->attachBehavior('myBehavior2', MyBehavior::className());

// 構成情報配列をアタッチ
$component->attachBehavior('myBehavior3', [
    'class' => MyBehavior::className(),
    'prop1' => 'value1',
    'prop2' => 'value2',
]);



[[yii\base\Component::attachBehaviors()]] メソッドを使うと、いちどに複数のビヘイビアをアタッチできます:


$component->attachBehaviors([
    'myBehavior1' => new MyBehavior,  // 名前付きビヘイビア
    MyBehavior::className(),          // 無名ビヘイビア
]);



次のように、 構成情報 を通じてビヘイビアをアタッチすることもできます:


[
    'as myBehavior2' => MyBehavior::className(),

    'as myBehavior3' => [
        'class' => MyBehavior::className(),
        'prop1' => 'value1',
        'prop2' => 'value2',
    ],
]



詳しくは 構成情報 セクションを参照してください。





ビヘイビアの使用 


ビヘイビアを使用するには、まず上記の方法に従って [[yii\base\Component|コンポーネント]] にアタッチします。ビヘイビアがコンポーネントにアタッチされれば、その使用方法はシンプルです。


あなたは、アタッチされているコンポーネントを介して、ビヘイビアの パブリック メンバ変数、または getter や setter によって定義されたプロパティにアクセスすることができます:


// "prop1" はビヘイビアクラス内で定義されたプロパティ
echo $component->prop1;
$component->prop1 = $value;



また同様に、ビヘイビアの パブリック メソッドも呼ぶことができます:


// foo() はビヘイビアクラス内で定義されたパブリックメソッド
$component->foo();



ご覧のように、 $component は prop1 と foo() を定義していないにもかかわらず、
アタッチされたビヘイビアによって、それらをコンポーネント定義の一部であるかのように使うことができるのです。


もし2つのビヘイビアが同じプロパティやメソッドを定義し、かつ両方とも同じコンポーネントにアタッチされている場合は、
プロパティやメソッドのアクセス時に、最初に コンポーネントにアタッチされたビヘイビアが優先されます。


ビヘイビアはコンポーネントにアタッチされるとき、名前と関連付けられているかもしれません。その場合、
その名前を使用してビヘイビアオブジェクトにアクセスすることができます:


$behavior = $component->getBehavior('myBehavior');



また、コンポーネントにアタッチされた全てのビヘイビアを取得することもできます:


$behaviors = $component->getBehaviors();






ビヘイビアのデタッチ 


ビヘイビアをデタッチするには、ビヘイビアに付けられた名前とともに [[yii\base\Component::detachBehavior()]] を呼び出します:


$component->detachBehavior('myBehavior1');



全ての ビヘイビアをデタッチすることもできます:


$component->detachBehaviors();






TimestampBehavior の利用 


しめくくりに、[[yii\behaviors\TimestampBehavior]] を見てみましょう。このビヘイビアは、
保存時 (つまり挿入や更新) に、[[yii\db\ActiveRecord|アクティブレコード]] モデルの
タイムスタンプ属性の自動更新をサポートします。


まず、使用しようと考えている [[yii\db\ActiveRecord|アクティブレコード]] クラスに、このビヘイビアをアタッチします:


namespace app\models\User;

use yii\db\ActiveRecord;
use yii\behaviors\TimestampBehavior;

class User extends ActiveRecord
{
    // ...

    public function behaviors()
    {
        return [
            [
                'class' => TimestampBehavior::className(),
                'attributes' => [
                    ActiveRecord::EVENT_BEFORE_INSERT => ['created_at', 'updated_at'],
                    ActiveRecord::EVENT_BEFORE_UPDATE => ['updated_at'],
                ],
            ],
        ];
    }
}



上のビヘイビア構成は、レコードが:



		挿入されるとき、ビヘイビアは現在のタイムスタンプを created_at と updated_at 属性に割り当てます


		更新されるとき、ビヘイビアは現在のタイムスタンプを updated_at 属性に割り当てます





所定の位置にそのコードを使用すると、もし User オブジェクトを設け、それを保存しようとしたら、そこで、
created_at と updated_at が自動的に現在のタイムスタンプで埋められます。


$user = new User;
$user->email = 'test@example.com';
$user->save();
echo $user->created_at;  // 現在のタイムスタンプが表示される



[[yii\behaviors\TimestampBehavior|TimestampBehavior]] は、指定された属性に現在のタイムスタンプを割り当てて
それをデータベースに保存する、便利なメソッド [[yii\behaviors\TimestampBehavior::touch()|touch()]] を提供します。


$user->touch('login_time');






ビヘイビアとトレイトの比較 


ビヘイビアは、主となるクラスにそのプロパティやメソッドを「注入する」という点で トレイト [http://www.php.net/traits]
に似ていますが、これらは多くの面で異なります。以下に説明するように、それらは互いに長所と短所を持っています。
それらは代替手段というよりも、むしろ相互補完関係のようなものです。



ビヘイビアを使う理由 


ビヘイビアは通常のクラスのように、継承をサポートしています。いっぽうトレイトは、
言語サポートされたコピー&ペーストとみなすことができます。トレイトは継承をサポートしません。


ビヘイビアは、コンポーネントクラスの変更を必要とせずに、動的なコンポーネントへのアタッチとデタッチが可能です。トレイトを使用するには、クラスをトレイトを使って書き換える必要があります。


ビヘイビアは構成可能ですがトレイトは不可能です。


ビヘイビアは、イベントに応答することで、コンポーネントのコード実行をカスタマイズできます。


同じコンポーネントにアタッチされた異なるビヘイビア間で名前の競合がある場合、その競合は自動的に、
先にコンポーネントにアタッチされたものを優先することで解消されます。
別のトレイトが起こした名前競合の場合、影響を受けるプロパティやメソッドの名前変更による、手動での解決が必要です。





トレイトを使う理由 


ビヘイビアは時間もメモリも食うオブジェクトなので、トレイトはビヘイビアよりはるかに効率的です。


トレイトは言語構造であるため、IDE との相性に優れています。
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Trabalhando com Formulários


Nesta seção descreve como se cria uma nova página com um formulário para obter
dados a partir dos usuários. A página exibirá uma formulário com um campo para
o nome e uma para o e-mail. Depois de obter essas duas informações a partir do
usuário, a página exibirá os valores inseridos de volta para a confirmação.


Para atingir este objetivo, além de criar uma ação (action) e
duas visões (view), você também criará uma modelo (model).


Através deste tutorial, você aprenderá como:



		Criar um modelo (model) para representar os dados inseridos pelo usuário por meio de um formulário


		Declarar regras (rules) para validar os dados inseridos


		Criar um formulário HTML em uma visão (view)






Criando uma Modelo (Model) 


Os dados a serem solicitados pelo usuário será representados por uma classe modelo
EntryForm como mostro a seguir e salvos no arquivo models/EntryForm.php. Por
favor consulte a seção Autoloading de Classes para mais
detalhes sobre convenção de nomenclatura dos arquivos de classes.


<?php

namespace app\models;

use yii\base\Model;

class EntryForm extends Model
{
    public $name;
    public $email;

    public function rules()
    {
        return [
            [['name', 'email'], 'required'],
            ['email', 'email'],
        ];
    }
}



A classe estende de [[yii\base\Model]], uma classe base fornecida pelo Yii,
comumente usados para representar dados do formulário.



Informação: O [[yii\base\Model]] é usado como pai das classes modelos que não
são associadas com tabelas do banco de dados.
O [[yii\db\ActiveRecord]] é normalmente usado como pai das classes modelos que
correspondem a tabelas do banco de dados.



A classe EntryForm contém dois atributos públicos, name e email, que são
usados para guardar os dados fornecidos pelo usuário. Ele também contém um método
chamado rules(), que retorna um conjunto de regras para validação dos dados.
As regras de validação declaradas no código acima permitem que:



		tanto os valores do name quanto do email sejam obrigatórios


		os dados do email devem ser um e-mail válido sintaticamente





Se você tiver um objeto EntryForm populado com dados fornecidos pelo usuário,
você pode chamar o [[yii\base\Model::validate()|validate()]] para iniciar as
rotinas de validação dos dados. A validação dos dados falhar, a propriedade
[[yii\base\Model::hasErrors|hasErrors]] será definida como true e você pode
saber quais erros ocorrerão pela validação através de [[yii\base\Model::getErrors|errors]].


<?php
$model = new EntryForm();
$model->name = 'Qiang';
$model->email = 'bad';
if ($model->validate()) {
    // Bom!
} else {
    // Falha!
    // Utilize $model->getErrors()
}






Criando uma Ação 


Em seguida, você precisará criar uma ação entry no controlador site que será usado no novo modelo. O processo de criação e utilização das ações são explicadas na seção
Como Fazer um “Hello World”.


<?php

namespace app\controllers;

use Yii;
use yii\web\Controller;
use app\models\EntryForm;

class SiteController extends Controller
{
    // ...código existente...

    public function actionEntry()
    {
        $model = new EntryForm;

        if ($model->load(Yii::$app->request->post()) && $model->validate()) {
            // dados válidos recebidos pelo $model

            // fazer alguma coisa aqui sobre $model ...

            return $this->render('entry-confirm', ['model' => $model]);
        } else {
            // Ou a página é exibida inicialmente ou existe algum erro de validação
            return $this->render('entry', ['model' => $model]);
        }
    }
}



A primeira ação cria um objeto EntryForm. Ele, então, tenta popular o modelo
(model) com os dados vindos do $_POST, fornecidos pelo [[yii\web\Request::post()]]
no Yii. Se o modelo (model) for populado com sucesso (por exemplo, se o usuário
enviar o formulário HTML), a ação chamará o [[yii\base\Model::validate()|validate()]]
para certifique-se que os valores fornecidos são válidos.



Informação: A expressão Yii::$app representa a instância da
aplicação, que é globalmente acessível via singleton.
Também é um service locator que fornece componentes
tais como request, response, db, etc. para suportar a funcionalidade específica.
No código acima, o componente request da instância da aplicação é usada para
acessar os dados do $_POST.



Se tudo tiver certo, a ação renderizará a visão chamada entry-confirm para
confirmar os dados enviados pelo usuário. Se ao enviar o formulário não
houver dados ou se os dados tiverem erros, a visão entry será renderizada,
em que o formulário será exibigo, juntamente com as mensagens de erros da
validação.



Nota: Neste exemplo muito simples, acabamos de renderizar um página de confirmação
mediante a dados válidos enviados de uma formulário. Em prática, você poderia
considerar usar [[yii\web\Controller::refresh()|refresh()]] ou [[yii\web\Controller::redirect()|redirect()]]
para evitar problemas ao reenviar formulários [http://en.wikipedia.org/wiki/Post/Redirect/Get].






Criando Visões 


Finalmente, crie dois arquivos de visões chamados de entry-confirm e entry.
Estas visões serão renderizados pela ação entry, como descrito anteriormente.


A visão entry-confirm simplesmente exibe os dados dos campos name e email.
Deverá ser salvo no arquivo views/site/entry-confirm.php.


<?php
use yii\helpers\Html;
?>
<p>You have entered the following information:</p>

<ul>
    <li><label>Name</label>: <?= Html::encode($model->name) ?></li>
    <li><label>Email</label>: <?= Html::encode($model->email) ?></li>
</ul>



A visão entry exibe um formulário HTML. Deverá ser salvo no arquivo views/site/entry.php.


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\ActiveForm;
?>
<?php $form = ActiveForm::begin(); ?>

    <?= $form->field($model, 'name') ?>

    <?= $form->field($model, 'email') ?>

    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('Submit', ['class' => 'btn btn-primary']) ?>
    </div>

<?php ActiveForm::end(); ?>



A visão usa o poderoso widget chamado
[[yii\widgets\ActiveForm|ActiveForm]] para criar o formulário HTML. Os métodos
begin() e end() do widget renderizam a abertura e o fechamento da tag do
formulário. Entre os dois métodos chamados, os campos de entrada são criados pelo
método [[yii\widgets\ActiveForm::field()|field()]]. O primeiro campo de entrada
é para o “name” (nome) e o segundo é para o “email”. Após os campos de entrada,
o método [[yii\helpers\Html::submitButton()]] é chamado para criar o botão
de enviar.





Testando 


Para ver como ele funciona, utilize seu navegador para acessar a seguinte URL:


http://hostname/index.php?r=site/entry



Você verá uma página exibindo um formulário com dois campos de entrada. Na frente
de cada campo, um label indicando quais dados devem ser inseridos. Se você clicar
no botão de enviar sem informar nenhum dado, ou se você não fornecer um e-mail
válido, você verá uma mensagem de erro após cada campo de entrada.


[image: Form with Validation Errors]


Após informar um nome e e-mail válidos e clicar no botão de enviar, você verá uma
nova página exibindo os dados informados por você.


[image: Confirmation of Data Entry]



Explicação da Mágica 


Você pode querer saber como o formulário HTML trabalha por baixo dos panos, porque
parece quase mágica exibir um label para cada campo de entrada e mostrar mensagens
de erro quando você não informa dados corretos sem recarregar a página.


Sim, a validação dos dados inicialmente é feito no lado do cliente usando JavaScript
e posteriormente realizada no lado do servidor via PHP.
O [[yii\widgets\ActiveForm]] é inteligente o suficiente para extrair as regras de
validação declaradas no EntryForm, transformando-as em códigos JavaScript e utilizando
o JavaScript para realizar as validações dos dados. No caso do JavaScript estiver desabilitado
em seu navegador, a validação ainda será realizada pelo lado do servidor, como mostrado
no método actionEntry(). Isso garante que os dados serão validados em qualquer
circunstância.



Aviso: A validação feita pelo lado do cliente é uma conveniência que fornece uma melhor
experiência para o usuário. A validação feita pelo lado do servidor é sempre necessária
com ou sem validação no lado do cliente.



Os labels dos campos de entrada são geradas pelo método field(), usando os nomes
das propriedades do modelo (model).
Por exemplo, um label chamado Name será gerado para a propriedade name.


Você pode personalizar um label em uma visão utilizando o seguinte código:


<?= $form->field($model, 'name')->label('Your Name') ?>
<?= $form->field($model, 'email')->label('Your Email') ?>




Informação: O Yii fornece muitos destes widgets para lhe ajudar a criar rapidamente
complexas e dinâmicos layouts.
Como você vai aprender mais tarde, escrever um novo widget é também extremamenet fácil.
Você pode querer transformar grande parte do seu código de visão em reutilizáveis
widget para simplificar o desenvolvimento de visões no futuro.








Resumo 


Nesta seção, você tocou em cada parte do padrão de arquitetura MVC.
Aprendeu como criar uma classe modelo (model) para representar os dados do usuário
e validá-los.


Também aprendeu como obter os dados enviados pelos usuários e como exibi-los de
volta no navegador. Esta é uma tarefa que poderia levar muito tempo ao desenvolver
uma aplicação, mas o Yii fornece widgets inteligentes para gerar estas tarefas de
forma simples.
Na próxima seção, você aprenderá como trabalhar com banco de dados, os quais são
necessários em quase todas as aplicações.
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Generating Code with Gii


This section will describe how to use Gii to automatically generate  code
that implements some common Web site features. Using Gii to auto-generate code is simply a matter of entering the right information per to the instructions shown on the Gii Web pages.


Through this tutorial, you will learn how to:



		Enable Gii in your application


		Use Gii to generate an Active Record class


		Use Gii to generate the code implementing the CRUD operations for a DB table


		Customize the code generated by Gii






Starting Gii 


Gii is provided in Yii as a module. You can enable Gii
by configuring it in the [[yii\base\Application::modules|modules]] property of the application. Depending upon how you created your application, you may find the following code is already provided in the config/web.php configuration file:


$config = [ ... ];

if (YII_ENV_DEV) {
    $config['bootstrap'][] = 'gii';
    $config['modules']['gii'] = 'yii\gii\Module';
}



The above configuration states that when in development environment,
the application should include a module named gii, which is of class [[yii\gii\Module]].


If you check the entry script web/index.php of your application, you will
find the following line, which essentially makes YII_ENV_DEV to be true.


defined('YII_ENV') or define('YII_ENV', 'dev');



Thanks to that line, your application is in development mode, and will have already enabled Gii, per the above configuration. You can now access Gii via the following URL:


http://hostname/index.php?r=gii




Note: If you are accessing Gii from a machine other than localhost, the access will be denied by default
for security purpose. You can configure Gii to add the allowed IP addresses as follows,



'gii' => [
    'class' => 'yii\gii\Module',
    'allowedIPs' => ['127.0.0.1', '::1', '192.168.0.*', '192.168.178.20'] // adjust this to your needs
],



[image: Gii]





Generating an Active Record Class 


To use Gii to generate an Active Record class, select the “Model Generator” (by clicking the link on the Gii index page). Then fill out the form as follows:



		Table Name: country


		Model Class: Country





[image: Model Generator]


Next, click on the “Preview” button. You will see models/Country.php is listed in the resulting class file to be created. You may click on the name of the class file to preview its content.


When using Gii, if you have already created the same file and would be overwriting it, click
the diff button next to the file name to see the differences between the code to be generated
and the existing version.


[image: Model Generator Preview]


When overwriting an existing file, check the box next to “overwrite” and then click  the “Generate” button. If creating a new file, you can just click “Generate”.


Next, you will see
a confirmation page indicating the code has been successfully generated. If you had an existing file, you’ll also see a message indicating that it was overwritten with the newly generated code.





Generating CRUD Code 


CRUD stands for Create, Read, Update, and Delete, representing the four common tasks taken with data on most Web sites. To create CRUD functionality using Gii, select the “CRUD Generator” (by clicking the link on the Gii index page). For the “country” example, fill out the resulting form as follows:



		Model Class: app\models\Country


		Search Model Class: app\models\CountrySearch


		Controller Class: app\controllers\CountryController





[image: CRUD Generator]


Next, click on the “Preview” button. You will see a list of files to be generated, as shown below.


[image: CRUD Generator Preview]


If you previously created the controllers/CountryController.php and
views/country/index.php files (in the databases section of the guide), check the “overwrite” box to replace them. (The previous versions did not have full CRUD support.)





Trying it Out 


To see how it works, use your browser to access the following URL:


http://hostname/index.php?r=country/index



You will see a data grid showing the countries from the database table. You may sort the grid,
or filter it by entering filter conditions in the column headers.


For each country displayed in the grid, you may choose to view its details, update it, or delete it.
You may also click on the “Create Country” button on top of the grid to be provided with a form for creating a new country.


[image: Data Grid of Countries]


[image: Updating a Country]


The following is the list of the files generated by Gii, in case you want to investigate how these features are implemented,
or to customize them:



		Controller: controllers/CountryController.php


		Models: models/Country.php and models/CountrySearch.php


		Views: views/country/*.php






Info: Gii is designed to be a highly customizable and extensible code generation tool. Using it wisely
can greatly accelerate your application development speed. For more details, please refer to
the Gii section.






Summary 


In this section, you have learned how to use Gii to generate the code that implements complete
CRUD functionality for content stored in a database table.
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バージョン管理


良い API はバージョン管理 されています。
一つのバージョンを絶え間なく変更するのではなく、変更と新機能は API の新しいバージョンとして実装されます。
クライアント側とサーバ側の両方を完全に制御できるウェブアプリケーションとは違って、API はあなたの制御が及ばないクライアントによって使用されることを意図したものです。
このため、API の後方互換性 (BC) は、可能な限り保たれなければなりません。
BC を損なうかも知れない変更が必要な場合は、それを API の新しいバージョンにおいて導入し、バージョン番号を上げるべきです。
そうすれば、既存のクライアントは、API の古いけれども動作するバージョンを使い続けることが出来ますし、新しいまたはアップグレードされたクライアントは、新しい API バージョンで新しい機能を使うことが出来ます。



Tip|ヒント: API のバージョン番号の設計に関する詳細情報は Semantic Versioning [http://semver.org/] を参照してください。



API のバージョン管理を実装する方法としてよく使われるのは、バージョン番号を API の URL に埋め込む方法です。
例えば、http://example.com/v1/users が API バージョン 1 の /users エンドポイントを指す、というものです。


API のバージョン管理のもう一つの方法は、最近流行しているものですが、バージョン番号を HTTP リクエストヘッダに付ける方法です。
これは、典型的には、Accept ヘッダによって行われます。


// パラメータによって
Accept: application/json; version=v1
// ベンダーのコンテントタイプによって
Accept: application/vnd.company.myapp-v1+json



どちらの方法にも長所と短所があり、それぞれのアプローチに対して多くの議論があります。
下記では、この二つの方法をミックスした API バージョン管理の実際的な戦略を紹介します。



		API 実装の各メジャーバージョンを独立したモジュールに置き、モジュールの ID はメジャーバージョン番号 (例えば v1 や v2) とします。
当然ながら、API の URL はメジャーバージョン番号を含むことになります。


		各メジャーバージョンの中では (従って対応するモジュールの中では) Accept HTTP リクエストヘッダを使ってマイナーバージョン番号を決定し、マイナーバージョンに応じたレスポンスのための条件分岐コードを書きます。





各モジュールが一つのメジャーバージョンを提供しますので、モジュールは指定されたバージョンのためのリソースとコントローラのクラスを含んでいなければなりません。
コードの責任範囲をより良く分離するために、共通の基底のリソースとコントローラのクラスを保持して、それをバージョンごとの個別のモジュールでサブクラス化することが出来ます。
サブクラスの中で、Model::fields() のような具体的なコードを実装します。


あなたのコードを次のように編成することが出来ます。


api/
    common/
        controllers/
            UserController.php
            PostController.php
        models/
            User.php
            Post.php
    modules/
        v1/
            controllers/
                UserController.php
                PostController.php
            models/
                User.php
                Post.php
            Module.php
        v2/
            controllers/
                UserController.php
                PostController.php
            models/
                User.php
                Post.php
            Module.php



アプリケーションの構成情報は次のようなものになります。


return [
    'modules' => [
        'v1' => [
            'class' => 'app\modules\v1\Module',
        ],
        'v2' => [
            'class' => 'app\modules\v2\Module',
        ],
    ],
    'components' => [
        'urlManager' => [
            'enablePrettyUrl' => true,
            'enableStrictParsing' => true,
            'showScriptName' => false,
            'rules' => [
                ['class' => 'yii\rest\UrlRule', 'controller' => ['v1/user', 'v1/post']],
                ['class' => 'yii\rest\UrlRule', 'controller' => ['v2/user', 'v2/post']],
            ],
        ],
    ],
];



上記のコードの結果として、http://example.com/v1/users はバージョン 1 のユーザ一覧を返し、http://example.com/v2/users はバージョン 2 のユーザ一覧を返すことになります。


モジュールのおかげで、異なるメジャーバージョンのためのコードは、きれいに分離することが可能です。
しかし、モジュール化しても、共通の基底クラスやその他の共有リソースを通じて、モジュール間でコードを再利用することは引き続いて可能です。


マイナーバージョン番号を扱うためには、[[yii\filters\ContentNegotiator|contentNegotiator]] ビヘイビアによって提供されるコンテントネゴシエーションの機能を利用することが出来ます。
contentNegotiator ビヘイビアは、どのコンテントタイプをサポートするかを決定するときに、[[yii\web\Response::acceptParams]] プロパティをセットします。


例えば、リクエストが HTTP ヘッダ Accept: application/json; version=v1 を伴って送信された場合、コンテントネゴシエーションの後では、[[yii\web\Response::acceptParams]] に ['version' => 'v1'] という値が含まれています。


acceptParams のバージョン情報に基づいて、アクション、リソースクラス、シリアライザなどの個所で条件付きのコードを書いて、適切な機能を提供することが出来ます。


マイナーバージョンは、定義上、後方互換性を保つことを要求するものですので、コードの中でバージョンチェックをする個所はそれほど多くないものと期待されます。
そうでない場合は、たいていは、新しいメジャーバージョンを作成する必要がある、ということです。
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Executando Aplicações


Após instalar o Yii, você tem uma aplicação Yii funcional que pode ser acessada
pela URL http://hostname/basic/web/index.php ou http://hostname/index.php,
dependendo da sua configuração. Esta seção introduzirá a funcionalidade embutida
da aplicação, como o código é organizado, e como a aplicação manuseia as requisições
em geral.



Info: Por questões de simplicidade, por todo este tutorial de “Primeiros Passos”
assume-se que você definiu basic/web como a raiz de documentos do seu
servidor Web, e configurou a URL de acesso de sua aplicação como http://hostname/index.php
ou algo semelhantes. Por favor ajuste as URLs em nossas descrições às suas
necessidades.




Funcionalidade 


A aplicação básica instalada contém quatro páginas:



		A página inicial, exibida quando você acessa a URL http://hostname/index.php,


		a página “About” (Sobre),


		a página “Contact” (Contato), que exibe um formulário de contato que permite
que usuários finais entrem em contato com você via e-mail,


		e a página “Login”, que exibe um formulário de login que pode ser usado
para aurenticar usuários finais. Tente fazer o login com “admin/admin”, e
você perceberá que o item do menu principal “Login” mudará para “Logout”.





Estas páginas compartilham um cabeçalho e rodapé em comum. O cabeçalho contém
uma barra de menu principal que permite a navegação através das diferentes páginas.


Você também deverá ver uma barra de ferramentas no rodapé da janela do navegador.
Essa é uma ferramenta de depuração fornecida pelo Yii para
registrar e exibir várias informações de depuração, tais como mensagens de logs,
status de respostas, as consultas de banco de dados executadas, e assim por diante.





Estrutura da Aplicação 


Os diretórios e arquivos mais importantes em sua aplicação são (assumindo que
o diretório raiz de sua aplicação é basic):


basic/                  caminho base de sua aplicação
    composer.json       usado pelo Composer, descreve as informações de pacotes
    config/             contém as configurações da aplicação e outras
        console.php     a configuração da aplicação de console
        web.php         a configuração da aplicação Web
    commands/           contém classes de comandos do console
    controllers/        contém classes de controllers (controladores)
    models/             contém classes de models (modelos)
    runtime/            contém arquivos gerados pelo Yii durante o tempo de execução, tais como logs e arquivos de cache
    vendor/             contém os pacotes do Composer instalados, incluindo o próprio Yii framework
    views/              contém arquivos de views (visões)
    web/                raiz da aplicação Web, contém os arquivos acessíveis pela Web
        assets/         contém os arquivos de assets (javascript e css) publicados pelo Yii
        index.php       o script de entrada (ou bootstrap) para a aplicação
    yii                 o script de execução dos comandos de console do Yii



Em geral, os arquivos na aplicação podem ser divididos em dois tipos: aqueles em
basic/web e aqueles em outros diretórios. Os primeiros podem ser acessados
diretamente via HTTP (ou seja, em um navegador), enquanto os segundos não podem
e nem deveriam.


O Yii implementa o padrão de arquitetura modelo-visão-controlador (MVC) [http://wikipedia.org/wiki/Model-view-controller],
que se reflete na organização de diretórios acima. O diretório models contém
todas as classes de modelos, o diretório views contém todos
os scripts de visões, e o diretório controllers contém
todas as classes de controladores.


O diagrama a seguir demonstra a estrutura estática de uma aplicação.


[image: Estrutura Estática de uma Aplicação]


Cada aplicação tem um script de entrada web/index.php que é o único script PHP
acessível pela Web na aplicação. O script de entrada recebe uma requisição e
cria uma instância da aplicação para gerenciá-la.
A aplicação resolve a requisição com a ajuda de seus
componentes, e despacha a requisição para os elementos
do MVC. São usados Widgets nas views
para ajudar a construir elementos de interface de usuário complexos e dinâmicos.





Ciclo de Vida da Requisição 


O diagrama a seguir demonstra como uma aplicação gerencia uma requisição.


[image: Ciclo de Vida da Requisição]



		Um usuário faz uma requisição ao script de entrada web/index.php.


		O script de entrada carrega a configuração da
aplicação e cria uma instância da aplicação para
gerenciar a requisição.


		A aplicação resolve a rota solicitada com a ajuda do
componente de aplicação request.


		A aplicação cria uma instância de um controller
para gerenciar a requisição.


		O controller cria uma instância de um action (ação)
e aplica os filtros para a ação.


		Se qualquer filtro falhar, a ação é cancelada.


		Se todos os filtros passarem, a ação é executada.


		A ação carrega um modelo de dados, possivelmente a partir de um banco de dados.


		A ação renderiza uma view, fornecendo a ela o modelo de dados.


		O resultado renderizado é retornado pelo componente de aplicação
response (resposta).


		O componente response envia o resultado renderizado para o navegador do usuário.
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セッションとクッキー


セッションとクッキーは、データが複数回のユーザリクエストにまたがって持続することを可能にします。
素の PHP では、それぞれ、グローバル変数 $_SESSION と $_COOKIE によってアクセスすることが出来ます。
Yii はセッションとクッキーをオブジェクトとしてカプセル化し、オブジェクト指向の流儀でアクセスできるようにするとともに、有用な機能強化を追加しています。



セッション 


リクエスト や レスポンス と同じように、デフォルトでは [[yii\web\Session]] のインスタンスである session [アプリケーションコンポーネント] によって、セッションにアクセスすることが出来ます。



セッションのオープンとクローズ 


セッションのオープンとクローズは、次のようにして出来ます。


$session = Yii::$app->session;

// セッションが既に開かれているかチェックする
if ($session->isActive) ...

// セッションを開く
$session->open();

// セッションを閉じる
$session->close();

// セッションに登録されている全てのデータを破壊する
$session->destroy();



エラーを発生させずに [[yii\web\Session::open()|open()]] と [[yii\web\Session::close()|close()]] を複数回呼び出すことが出来ます。
内部的には、これらのメソッドは、セッションが既に開かれているかどうかを最初にチェックします。





セッションデータにアクセスする 


セッションに保存されているデータにアクセスするためには、次のようにすることが出来ます。


$session = Yii::$app->session;

// セッション変数を取得する。次の三つの用法は等価。
$language = $session->get('language');
$language = $session['language'];
$language = isset($_SESSION['language']) ? $_SESSION['language'] : null;

// セッション変数を設定する。次の三つの用法は等価。
$session->set('language', 'en-US');
$session['language'] = 'en-US';
$_SESSION['language'] = 'en-US';

// セッション変数を削除する。次の三つの用法は等価。
$session->remove('language');
unset($session['language']);
unset($_SESSION['language']);

// セッション変数が存在するかどうかをチェックする。次の三つの用法は等価。
if ($session->has('language')) ...
if (isset($session['language'])) ...
if (isset($_SESSION['language'])) ...

// 全てのセッション変数をたどる。次の二つの用法は等価。
foreach ($session as $name => $value) ...
foreach ($_SESSION as $name => $value) ...




Info|情報: セッションデータに session コンポーネントによってアクセスする場合は、まだ開かれていないときは、自動的にセッションが開かれます。
これに対して $_SESSION によってセッションデータにアクセスする場合は、session_start() を明示的に呼び出すことが必要になります。



配列であるセッションデータを扱う場合、session コンポーネントには、配列の要素を直接修正することができない、という制約があります。例えば、


$session = Yii::$app->session;

// 次のコードは動かない
$session['captcha']['number'] = 5;
$session['captcha']['lifetime'] = 3600;

// 次のコードは動く
$session['captcha'] = [
    'number' => 5,
    'lifetime' => 3600,
];

// 次のコードも動く
echo $session['captcha']['lifetime'];



次の回避策のどれかを使ってこの問題を解決することが出来ます。


$session = Yii::$app->session;

// $_SESSION を直接使う (既に Yii::$app->session->open() が呼び出されていることを確認)
$_SESSION['captcha']['number'] = 5;
$_SESSION['captcha']['lifetime'] = 3600;

// 配列全体を取得し、修正して、保存しなおす
$captcha = $session['captcha'];
$captcha['number'] = 5;
$captcha['lifetime'] = 3600;
$session['captcha'] = $captcha;

// 配列の代わりに ArrayObject を使う
$session['captcha'] = new \ArrayObject;
...
$session['captcha']['number'] = 5;
$session['captcha']['lifetime'] = 3600;

// 共通の接頭辞を持つキーを使って配列データを保存する
$session['captcha.number'] = 5;
$session['captcha.lifetime'] = 3600;



パフォーマンスとコードの可読性を高めるためには、最後の回避策を推奨します。
すなわち、配列を一つのセッション変数として保存する代りに、配列の個々の要素を他の要素と同じキー接頭辞を共有する一個ずつのセッション変数として保存することです。





カスタムセッションストレージ 


デフォルトの [[yii\web\Session]] クラスはセッションデータをサーバ上のファイルとして保存します。
Yii は、また、さまざまなセッションストレージを実装する下記のクラスをも提供しています。



		


		[[yii\web\CacheSession]]: セッションデータを、構成された キャッシュコンポーネント の力を借りて、キャッシュを使って保存する。


		[[yii\redis\Session]]: セッションデータを redis [http://redis.io/] をストレージ媒体として使って保存する。


		[[yii\mongodb\Session]]: セッションデータを MongoDB [http://www.mongodb.org/] に保存する。





これらのセッションクラスは全て一連の同じ API メソッドをサポートします。
その結果として、セッションを使用するアプリケーションコードを修正することなしに、セッションストレージクラスを切り替えることが出来ます。



Note|注意: カスタムセッションストレージを使っているときに $_SESSION を通じてセッションデータにアクセスしたい場合は、セッションが [[yii\web\Session::open()]] によって既に開始されていることを確認しなければなりません。
これは、カスタムセッションストレージのハンドラは、この open() メソッドの中で登録されるからです。



これらのコンポーネントクラスの構成方法と使用方法については、それらの API ドキュメントを参照してください。
下記の例は、アプリケーションの構成情報において、データベーステーブルをセッションストレージとして使うために [yii\web\DbSession] を構成する方法を示すものです。


return [
    'components' => [
        'session' => [
            'class' => 'yii\web\DbSession',
            // 'db' => 'mydb',  // DB 接続のアプリケーションコンポーネント ID。デフォルトは 'db'。
            // 'sessionTable' => 'my_session', // セッションテーブル名。デフォルトは 'session'。
        ],
    ],
];



セッションデータを保存するために、次のようなデータベーステーブルを作成することも必要です。


CREATE TABLE session
(
    id CHAR(40) NOT NULL PRIMARY KEY,
    expire INTEGER,
    data BLOB
)



ここで ‘BLOB’ はあなたが選んだ DBMS の BLOB 型を指します。下記は人気のあるいくつかの DBMS で使用できる BLOB 型です。



		MySQL: LONGBLOB


		PostgreSQL: BYTEA


		MSSQL: BLOB






Note|注意: php.ini の session.hash_function の設定によっては、id カラムの長さを修正する必要があるかも知れません。
例えば、session.hash_function=sha256 である場合は、40 の代りに 64 の長さを使わなければなりません。






フラッシュデータ 


フラッシュデータは特殊な種類のセッションデータで、あるリクエストの中で設定されると、次のリクエストの間においてのみ読み出すことが出来て、その後は自動的に削除されるものです。
フラッシュデータが最もよく使われるのは、エンドユーザに一度だけ表示されるべきメッセージ、例えば、ユーザのフォーム送信が成功した後に表示される確認メッセージなどを実装するときです。


session アプリケーションコンポーネントによって、フラッシュデータを設定し、アクセスすることが出来ます。例えば、


$session = Yii::$app->session;

// リクエスト #1
// "postDeleted" という名前のフラッシュメッセージを設定する
$session->setFlash('postDeleted', '投稿の削除に成功しました。');

// リクエスト #2
// "postDeleted" という名前のフラッシュメッセージを表示する
echo $session->getFlash('postDeleted');

// リクエスト #3
// フラッシュメッセージは自動的に削除されるので、$result は false になる
$result = $session->hasFlash('postDeleted');



通常のセッションデータと同様に、任意のデータをフラッシュデータとして保存することが出来ます。


[[yii\web\Session::setFlash()]] を呼び出すと、同じ名前の既存のフラッシュデータは上書きされます。
同じ名前の既存のメッセージに新しいフラッシュデータを追加するためには、代りに [[yii\web\Session::addFlash()]] を使うことが出来ます。
例えば、


$session = Yii::$app->session;

// リクエスト #1
// "alerts" という名前の下にフラッシュメッセージを追加する
$session->addFlash('alerts', '投稿の削除に成功しました。');
$session->addFlash('alerts', '友達の追加に成功しました。');
$session->addFlash('alerts', 'あなたのレベルが上りました。');

// リクエスト #2
// $alerts は "alerts" という名前の下にあるフラッシュメッセージの配列となる
$alerts = $session->getFlash('alerts');




Note|注意: 同じ名前のフラッシュデータに対して、[[yii\web\Session::setFlash()]] と [[yii\web\Session::addFlash()]] を一緒に使わないようにしてください。
これは、後者のメソッドが、同じ名前のフラッシュデータを追加できるように、フラッシュデータを自動的に配列に変換するからです。
その結果、[[yii\web\Session::getFlash()]] を呼び出したとき、この二つのメソッドの呼び出し順によって、あるときは配列を受け取り、あるときは文字列を受け取るということになってしまいます。








クッキー 


Yii は個々のクッキーを [[yii\web\Cookie]] のオブジェクトとして表します。
[[yii\web\Request]] と [[yii\web\Response]] は、ともに、cookies という名前のプロパティによって、クッキーのコレクションを保持します。
後者のクッキーコレクションはリクエストの中で送信されてきたクッキーを表し、一方、後者のクッキーコレクションは、これからユーザに送信されるクッキーを表します。



クッキーを読み出す 


現在のリクエストに含まれるクッキーは、下記のコードを使って取得することが出来ます。


// "request" コンポーネントからクッキーコレクション (yii\web\CookieCollection) を取得する。
$cookies = Yii::$app->request->cookies;

// "language" というクッキーの値を取得する。クッキーが存在しない場合は、デフォルト値として "en" を返す。
$language = $cookies->getValue('language', 'en');

// "language" というクッキーの値を取得する別の方法。
if (($cookie = $cookies->get('language')) !== null) {
    $language = $cookie->value;
}

// $cookies を配列のように使うことも出来る。
if (isset($cookies['language'])) {
    $language = $cookies['language']->value;
}

// "language" というクッキーが在るかどうかチェックする。
if ($cookies->has('language')) ...
if (isset($cookies['language'])) ...






クッキーを送信する 


下記のコードを使って、クッキーをエンドユーザに送信することが出来ます。


// "response" コンポーネントからクッキーコレクション (yii\web\CookieCollection) を取得する。
$cookies = Yii::$app->response->cookies;

// 送信されるレスポンスに新しいクッキーを追加する。
$cookies->add(new \yii\web\Cookie([
    'name' => 'language',
    'value' => 'zh-CN',
]));

// クッキーを削除する。
$cookies->remove('language');
// 次のようにしても同じ。
unset($cookies['language']);



[[yii\web\Cookie]] クラスは、上記の例で示されている [[yii\web\Cookie::name|name]] と [[yii\web\Cookie::value|value]] のプロパティ以外にも、[[yii\web\Cookie::domain|domain]]
や [[yii\web\Cookie::expire|expire]] など、他のプロパティを定義して、利用可能なクッキー情報の全てを完全に表しています。
クッキーを準備するときに必要に応じてこれらのプロパティを構成してから、レスポンスのクッキーコレクションに追加することが出来ます。



Note|注意: セキュリティを向上させるために、[[yii\web\Cookie::httpOnly]] のデフォルト値は true に設定されています。
これは、クライアントサイドスクリプトが保護されたクッキーにアクセスする危険を軽減するものです (ブラウザがサポートしていれば)。
詳細については、httpOnly wiki article [https://www.owasp.org/index.php/HttpOnly] を読んでください。






クッキー検証 


最後の二つの項で示されているように、request と response のコンポーネントを通じてクッキーを読んだり送信したりする場合には、クッキーがクライアントサイドで修正されるのを防止するクッキー検証という追加のセキュリティを享受することが出来ます。
これは、個々のクッキーにハッシュ文字列をサインとして追加することによって達成されます。
アプリケーションは、サインを見て、クッキーがクライアントサイドで修正されたかどうかを知ることが出来ます。
もし、修正されていれば、そのクッキーは request コンポーネントの [[yii\web\Request::cookies|クッキーコレクション]] からはアクセスすることが出来なくなります。



Note|注意: クッキー検証は値が修正されたクッキーの読み込みを防止するだけです。
検証に失敗した場合でも、$_COOKIE を通じてそのクッキーにアクセスすることは引き続いて可能です。
これは、サードパーティのライブラリが、クッキー検証を含まない独自の方法でクッキーを操作することが出来るようにするするためです。



クッキー検証はデフォルトで有効になっています。
[[yii\web\Request::enableCookieValidation]] プロパティを false に設定することによって無効にすることが出来ますが、無効にしないことを強く推奨します。



Note|注意: $_COOKIE と setcookie() によって直接に 読み出し/送信 されるクッキーは検証されません。



クッキー検証を使用する場合は、前述のハッシュ文字列を生成するために使用される [[yii\web\Request::cookieValidationKey]] を指定しなければなりません。
アプリケーションの構成情報で request コンポーネントを構成することによって、そうすることが出来ます。


return [
    'components' => [
        'request' => [
            'cookieValidationKey' => 'ここに秘密のキーを書く',
        ],
    ],
];




Info|情報: [[yii\web\Request::cookieValidationKey|cookieValidationKey]] は、あなたのアプリケーションにとって、決定的に重要なものです。
これは信頼する人にだけ教えるべきものです。バージョンコントロールシステムに保存してはいけません。
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Visão Geral


Cada vez que uma aplicação Yii processa uma requisição, ele passa por um fluxo
de trabalho parecido como o seguinte:



		Um usuário faz uma pedido para o script de entrada
web/index.php.


		O script de entrada carrega a configuração da
aplicação e cria uma instância da aplicação para
processar o pedido.


		A aplicação resolve a rota solicitada com a ajuda do
componente request da aplicação.


		A aplicação cria uma instância do controller (controlador)
para processar o pedido.


		O controller (controlador) cria uma instância da ação
e executar os filtros para a ação.


		Se qualquer filtro falhar, a ação será cancelada.


		Se todos os filtros passarem, a ação será executada.


		A ação carrega os dados do model (modelo), possivelmente a partir de um banco
de dados.


		A ação renderiza uma view (visão), com os dados fornecidos pelo model (modelo).


		O resultado da renderização é devolvida para o componente response
da aplicação.


		O componente response envia o resultado da renderização para o navegador do
usuário.





O diagrama a seguir mostra como uma aplicação processa um pedido.


[image: Request Lifecycle]


Nesta seção, descreveremos com mais detalhes como alguns destes passos trabalham.






          

      

      

    


    
        © 版权所有 .
      由 Sphinx 1.3.1 创建。
    

  

guide/tutorial-performance-tuning.html


    
      导航


      
        		
          索引


        		YII2 stable 文档 »

 
      


    


    
      
          
            
  
Performance Tuning



Note: This section is under development.



The performance of your web application is based upon two parts. First is the framework performance
and the second is the application itself. Yii has a pretty low performance impact
on your application out of the box and can be fine-tuned further for production
environment. As for the application, we’ll provide some of the best practices
along with examples on how to apply them to Yii.



Preparing environment


A well configured environment to run PHP application really matters. In order to get maximum performance:



		Always use the latest stable PHP version. Each major release brings significant performance improvements and reduced
memory usage.


		Use APC [http://ru2.php.net/apc] for PHP 5.4 and less or Opcache [http://php.net/opcache] for PHP 5.5 and more. It
gives a very good performance boost.








Preparing framework for production



Disabling Debug Mode


First thing you should do before deploying your application to production environment
is to disable debug mode. A Yii application runs in debug mode if the constant
YII_DEBUG is defined as true in index.php.
So, in order to disable debug mode, the following should be in your index.php:


defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', false);



Debug mode is very useful during development stage, but it would impact performance
because some components cause extra burden in debug mode. For example, the message
logger may record additional debug information for every message being logged.





Enabling PHP opcode cache


Enabling the PHP opcode cache improves any PHP application performance and lowers
memory usage significantly. Yii is no exception. It was tested with both
PHP 5.5 OPcache [http://php.net/manual/en/book.opcache.php] and
APC PHP extension [http://php.net/manual/en/book.apc.php]. Both cache
optimize PHP intermediate code and avoid the time spent in parsing PHP
scripts for every incoming request.





Turning on ActiveRecord database schema caching


If the application is using Active Record, we should turn on the schema caching
to save the time of parsing database schema. This can be done by setting the
Connection::enableSchemaCache property to be true via application configuration
config/web.php:


return [
    // ...
    'components' => [
        // ...
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=mydatabase',
            'username' => 'root',
            'password' => '',
            'enableSchemaCache' => true,

            // Duration of schema cache.
            // 'schemaCacheDuration' => 3600,

            // Name of the cache component used. Default is 'cache'.
            //'schemaCache' => 'cache',
        ],
        'cache' => [
            'class' => 'yii\caching\FileCache',
        ],
    ],
];



Note that the cache application component should be configured.





Combining and Minimizing Assets


It is possible to combine and minimize assets, typically JavaScript and CSS, in order to slightly improve page load
time and therefore deliver better experience for end user of your application.


In order to learn how it can be achieved, refer to assets guide section.





Using better storage for sessions


By default PHP uses files to handle sessions. It is OK for development and
small projects. But when it comes to handling concurrent requests, it’s better to
switch to another storage such as database. You can do so by configuring your
application via config/web.php:


return [
    // ...
    'components' => [
        'session' => [
            'class' => 'yii\web\DbSession',

            // Set the following if you want to use DB component other than
            // default 'db'.
            // 'db' => 'mydb',

            // To override default session table, set the following
            // 'sessionTable' => 'my_session',
        ],
    ],
];



You can use CacheSession to store sessions using cache. Note that some
cache storage such as memcached has no guarantee that session data will not
be lost, and it would lead to unexpected logouts.


If you have Redis [http://redis.io/] on your server, it’s highly recommended as session storage.







Improving application



Using Serverside Caching Techniques


As described in the Caching section, Yii provides several caching solutions that
may improve the performance of a Web application significantly. If the generation
of some data takes long time, we can use the data caching approach to reduce the
data generation frequency; If a portion of page remains relatively static, we
can use the fragment caching approach to reduce its rendering frequency;
If a whole page remains relative static, we can use the page caching approach to
save the rendering cost for the whole page.





Leveraging HTTP caching to save processing time and bandwidth


Leveraging HTTP caching saves both processing time, bandwidth and resources significantly. It can be implemented by
sending either ETag or Last-Modified header in your application response. If browser is implemented according to
HTTP specification (most browsers are), content will be fetched only if it is different from what it was prevously.


Forming proper headers is time consuming task so Yii provides a shortcut in form of controller filter
[[yii\filters\HttpCache]]. Using it is very easy. In a controller you need to implement behaviors method like
the following:


public function behaviors()
{
    return [
        'httpCache' => [
            'class' => \yii\filters\HttpCache::className(),
            'only' => ['list'],
            'lastModified' => function ($action, $params) {
                $q = new Query();
                return strtotime($q->from('users')->max('updated_timestamp'));
            },
            // 'etagSeed' => function ($action, $params) {
                // return // generate etag seed here
            //}
        ],
    ];
}



In the code above one can use either etagSeed or lastModified. Implementing both isn’t necessary. The goal is to
determine if content was modified in a way that is cheaper than fetching and rendering that content. lastModified
should return unix timestamp of the last content modification while etagSeed should return a string that is then
used to generate ETag header value.





Database Optimization


Fetching data from database is often the main performance bottleneck in
a Web application.
Although using caching may alleviate the performance hit,
it does not fully solve the problem. When the database contains enormous data
and the cached data is invalid, fetching the latest data could be prohibitively
expensive without proper database and query design.


Design index wisely in a database. Indexing can make SELECT queries much faster,
but it may slow down INSERT, UPDATE or DELETE queries.


For complex queries, it is recommended to create a database view for it instead
of issuing the queries inside the PHP code and asking DBMS to parse them repetitively.


Do not overuse Active Record. Although Active Record is good at modeling data
in an OOP fashion, it actually degrades performance due to the fact that it needs
to create one or several objects to represent each row of query result. For data
intensive applications, using DAO or database APIs at lower level could be
a better choice.


Last but not least, use LIMIT in your SELECT queries. This avoids fetching
overwhelming data from database and exhausting the memory allocated to PHP.





Using asArray


A good way to save memory and processing time on read-only pages is to use
ActiveRecord’s asArray method.


class PostController extends Controller
{
    public function actionIndex()
    {
        $posts = Post::find()->orderBy('id DESC')->limit(100)->asArray()->all();
        return $this->render('index', ['posts' => $posts]);
    }
}



In the view you should access fields of each individual record from $posts as array:


foreach ($posts as $post) {
    echo $post['title'] . "<br>";
}



Note that you can use array notation even if asArray wasn’t specified and you’re
working with AR objects.





Processing data in background


In order to respond to user requests faster you can process heavy parts of the
request later if there’s no need for immediate response.


There are two common ways to achieve it: cron job processing and specialized queues.


In the first case we need to save the data that we want to process later to a persistent storage
such as database. A console command that is run regularly via cron job queries
database and processes data if there’s any.


The solution is OK for most cases but has one significant drawback. We aren’t aware if there’s data to
process before we query database, so we’re either querying database quite often or have a slight delay
between each data processing.


This issue could be solved by queue and job servers such RabbitMQ, ActiveMQ, Amazon SQS and more.
In this case instead of writing data to persistent storage you’re queueing it via APIs provided
by queue or job server. Processing is often put into job handler class. Job from the queue is executed
right after all jobs before it are done.





If nothing helps


If nothing helps, never assume what may fix performance problem. Always profile your code instead before changing
anything. The following tools may be helpful:



		Yii debug toolbar and debugger


		XDebug profiler [http://xdebug.org/docs/profiler]


		XHProf [http://www.php.net/manual/en/book.xhprof.php]
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並べ替え


表示するデータを一つまたはいくつかの属性に従って並べ替えなければならないことがあります。
あなたが データウィジェット の一つとともに データプロバイダ を使っている場合は、並べ替えはあなたに代って自動的に処理されます。
そうでない場合は、コントローラの中で [[\yii\data\Sort]] のインスタンスを作成して構成し、クエリに適用し、そしてビューに渡して、属性による並べ替えのためのリンクを作成できるようにしなければなりません。


典型的な使用方法の例を次に示します。


function actionIndex()
{
    $sort = new Sort([
        'attributes' => [
            'age',
            'name' => [
                'asc' => ['first_name' => SORT_ASC, 'last_name' => SORT_ASC],
                'desc' => ['first_name' => SORT_DESC, 'last_name' => SORT_DESC],
                'default' => SORT_DESC,
                'label' => 'Name',
            ],
        ],
    ]);

    $models = Article::find()
        ->where(['status' => 1])
        ->orderBy($sort->orders)
        ->all();

    return $this->render('index', [
         'models' => $models,
         'sort' => $sort,
    ]);
}



ビューにおいては、


// 並べ替えのアクションに導くリンクを表示
echo $sort->link('name') . ' | ' . $sort->link('age');

foreach ($models as $model) {
    // ここで $model を表示
}



上記においては、並べ替えをサポートする二つの属性、すなわち、name と age を宣言しています。
並べ替えの情報を Article クエリに渡して、クエリ結果が Sort オブジェクトで指定された順序に従って並べ替えられるようにしています。
ビューにおいては、二つのハイパーリンクを表示して、対応する属性によって並べ替えられたデータを表示するページへ移動できるようにしています。


[[yii\data\Sort|Sort]] クラスは、リクエストで渡されたパラメータを自動的に取得して、それに応じて並べ替えのオプションを調整します。
パラメータは [[yii\data\Sort::$params|$params]] プロパティを構成して調整することが出来ます。
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コントローラ


リソースクラスを作成して、リソースデータをどのようにフォーマットすべきかを指定したら、次は、RESTful API を通じてエンドユーザにリソースを公開するコントローラアクションを作成します。


Yii は、RESTful アクションを作成する仕事を簡単にするための二つの基底コントローラクラスを提供しています。
すなわち、[[yii\rest\Controller]] と [[yii\rest\ActiveController]] です。
二つのコントローラの違いは、後者は アクティブレコード として表現されるリソースの扱いに特化した一連のアクションをデフォルトで提供する、という点にあります。
従って、あなたが アクティブレコード を使っていて、提供される組み込みのアクションに満足できるのであれば、コントローラクラスを [[yii\rest\ActiveController]] から拡張することを検討すると良いでしょう。
そうすれば、最小限のコードで強力な RESTful API を作成することが出来ます。


[[yii\rest\Controller]] と [[yii\rest\ActiveController]] は、ともに、下記の機能を提供します。
これらのいくつかについては、後続の節で詳細に説明します。



		HTTP メソッドのバリデーション


		コンテントネゴシエーションとデータの書式設定


		認証


		レート制限





[[yii\rest\ActiveController]] は次の機能を追加で提供します。



		普通は必要とされる一連のアクション: index、view、create、update、delete、options


		リクエストされたアクションとリソースに関するユーザへの権限付与






コントローラクラスを作成する 


新しいコントローラクラスを作成する場合、コントローラクラスの命名規約は、リソースの型の名前を単数形で使う、というものです。
例えば、ユーザの情報を提供するコントローラは UserController と名付けることが出来ます。


新しいアクションを作成する仕方はウェブアプリケーションの場合とほぼ同じです。
唯一の違いは、render() メソッドを呼んでビューを使って結果を表示する代りに、RESTful アクションの場合はデータを直接に返す、という点です。
[[yii\rest\Controller::serializer|シリアライザ]] と [[yii\web\Response|レスポンスオブジェクト]] が、下のデータからリクエストされた形式への変換を処理します。
例えば、


public function actionView($id)
{
    return User::findOne($id);
}






フィルタ 


[[yii\rest\Controller]] によって提供される RESTful API 機能のほとんどは フィルタ の形で実装されています。
具体的に言うと、次のフィルタがリストされた順に従って実行されます。



		レスポンス形式の設定 の節で説明します。


		[[yii\filters\VerbFilter|verbFilter]]: HTTP メソッドのバリデーションをサポート。


		認証 の節で説明します。


		レート制限 の節で説明します。





これらの名前付きのフィルタは、[[yii\rest\Controller::behaviors()|behaviors()]] メソッドで宣言されます。
このメソッドをオーバーライドして、個々のフィルタを構成したり、どれかを無効にしたり、あなた自身のフィルタを追加したりすることが出来ます。
例えば、HTTP 基本認証だけを使いたい場合は、次のようなコードを書くことが出来ます。


use yii\filters\auth\HttpBasicAuth;

public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['authenticator'] = [
        'class' => HttpBasicAuth::className(),
    ];
    return $behaviors;
}






ActiveController を拡張する 


コントローラを [[yii\rest\ActiveController]] から拡張する場合は、このコントローラを通じて提供しようとしているリソースクラスの名前を [[yii\rest\ActiveController::modelClass||modelClass]] プロパティにセットしなければなりません。
リソースクラスは [[yii\db\ActiveRecord]] から拡張しなければなりません。



アクションをカスタマイズする 


デフォルトでは、[[yii\rest\ActiveController]] は次のアクションを提供します。



		


		


		


		


		


		[[yii\rest\OptionsAction|options]]: サポートされている HTTP メソッドを返す。





これらのアクションは全て [[yii\rest\ActiveController::actions()|actions()]] メソッドによって宣言されます。
actions() メソッドをオーバーライドすることによって、これらのアクションを構成したり、そのいくつかを無効化したりすることが出来ます。
例えば、


public function actions()
{
    $actions = parent::actions();

    // "delete" と "create" のアクションを無効にする
    unset($actions['delete'], $actions['create']);

    // データプロバイダの準備を "prepareDataProvider()" メソッドでカスタマイズする
    $actions['index']['prepareDataProvider'] = [$this, 'prepareDataProvider'];

    return $actions;
}

public function prepareDataProvider()
{
    // "index" アクションのためにデータプロバイダを準備して返す
}



どういう構成オプションが利用できるかを学ぶためには、個々のアクションクラスのリファレンスを参照してください。





アクセスチェックを実行する 


RESTful API によってリソースを公開するときには、たいてい、現在のユーザがリクエストしているリソースにアクセスしたり操作したりする許可を持っているか否かをチェックする必要があります。
これは、[[yii\rest\ActiveController]] を使う場合は、[[yii\rest\ActiveController::checkAccess()|checkAccess()]] メソッドを次のようにオーバーライドすることによって出来ます。


/**
 * 現在のユーザの特権をチェックする。
 *
 * 現在のユーザが指定されたデータモデルに対して指定されたアクションを実行する特権を
 * 有するか否かをチェックするためには、このメソッドをオーバーライドしなければなりません。
 * ユーザが権限をもたない場合は、[[ForbiddenHttpException]] が投げられなければなりません。
 *
 * @param string $action 実行されるアクションの ID。
 * @param \yii\base\Model $model アクセスされるモデル。null の場合は、アクセスされる特定の特定がないことを意味する。
 * @param array $params 追加のパラメータ
 * @throws ForbiddenHttpException ユーザが権限をもたない場合
 */
public function checkAccess($action, $model = null, $params = [])
{
    // ユーザが $action と $model に対する権限を持つかどうかをチェック
    // アクセスを拒否すべきときは ForbiddenHttpException を投げる
}



checkAccess() メソッドは [[yii\rest\ActiveController]] のデフォルトのアクションから呼ばれます。
新しいアクションを作成して、それに対してもアクセスチェックをしたい場合は、新しいアクションの中からこのメソッドを明示的に呼び出さなければなりません。



Tip|ヒント: ロールベースアクセス制御 (RBAC) コンポーネント を使って checkAccess() を実装することも可能です。
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Говоримо «Привіт»


В даному розділі розглянемо як створити нову сторінку з надписом «Привіт». В процесі вирішеня задачі ви створите
дію контролера і представлення:



		Додаток опрацює запит і передасть управління відповідній дії


		Дія, в свою чергу, відобразить представлення з надписом “Привіт” кінцевому користувачу





З допомогою даного керівництва ви вивчите:



		Як створити дію, яка буде відповідати на запити


		Як створити представлення, щоб формувати зміст відповіді


		Як додаток відправляє запити до дії.






Створення дії 


Для нашої задачі знадобиться дія say, котра читає параметр message із
запиту і відображає його значення користувачу. Якщо в запиті відсутній параметр message, то дія буде відображати «Привіт».



Інформація: Дії можуть бути запущені безпосередньо користувачем і
згруповані в контролери. Результатом виконання дії є відповідь, яку отримує користувач.



Дії оголошуються в контролерах. Для зручності, ви можете оголосити дію
say в уже існуючому контролері SiteController, який оголошений у файлі класа controllers/SiteController.php:


<?php

namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    // ...існуючий код...

    public function actionSay($message = 'Привіт')
    {
        return $this->render('say', ['message' => $message]);
    }
}



В наведеному коді дія say оголошена як метод actionSay в класі SiteController.
Yii використовує префікс action для того, щоб відрізняти методи-дії і звичайні методи. Назва після префікса action
вважається ідентифікатором відповідної дії.


Коли черга доходить до іменування дій, слід розуміти як Yii відноситься до ідентифікаторів дій.
Ідентифікатори дій задаються в нижньому регістрі. Якщо ідентифікатор складається з декількох слів, вони
з’єднуються дефісами, тобто create-comment. Імена методів дій отримуються шляхом видалення дефісів з ідентифікатора,
перетворення першої літери кожного слова у верхній регістр і додавання префікса action.
Наприклад, ідентифікатор дії create-comment відповідає методу actionCreateComment.


Метод дії приймає параметр $message, який за замовчуванням дорівнює "Привіт" (так само, як ви звикли визначати
значення за замовчуванням для аргументів методу у PHP). Коли додаток отримує запит і визначає,
що дія say відповідає за його опрацювання, параметр наповнюється одноіменним значенням із запиту.
Іншими словами, якщо запит містить параметр message із значенням "До побачення", то змінній $message
всередині дії буде призначено це значення.


Всередені метода дії, для відображення представлення з ім’ям say, використовується метод
[[yii\web\Controller::render()|render()]]. Для того, щоб вивести повідомлення, у представлення передається параметр message.
Результат відображення з допомогою return передається додатку, котрий віддає його користувачу.





Створення представлення 


Представлення є скриптами, які використовуються для формування тіла відповіді. Для нашого
додатку ви створите представлення say, яке буде виводити параметр message, отриманий із метода дії:


<?php
use yii\helpers\Html;
?>
<?= Html::encode($message) ?>



Представлення say мусить бути збережено у файлі views/site/say.php. Коли метод [[yii\web\Controller::render()|render()]]
викликається в дії, він буде шукати PHP файл з ім’ям виду views/ControllerID/ActionID/ViewName.php.


Варто відмітити, що в коді вище параметр message [[yii\helpers\Html::encode()|екранується для HTML]] перед відображенням.
Це обов’язково, так як параметр приходить від користувача, котрий може спробувати провести
XSS атаку [http://uk.wikipedia.org/wiki/%D0%9C%D1%96%D0%B6%D1%81%D0%B0%D0%B9%D1%82%D0%BE%D0%B2%D0%B8%D0%B9_%D1%81%D0%BA%D1%80%D0%B8%D0%BF%D1%82%D1%96%D0%BD%D0%B3],
шляхом вставки небезпечного JavaScript кода.


Ви можете доповнити представлення say HTML тегами, текстом або кодом PHP. Фактично, представлення say є
простим PHP скриптом, який виконується методом [[yii\web\Controller::render()|render()]]. Зміст, який відображається
скриптом представлення, буде передано додатком користувачу.





Спробуємо 


Після створення дії і представлення, ви можете перейти на нову сторінку по наступному URL:


http://hostname/index.php?r=site/say&message=Привіт+світ



[image: Привіт, світ]


Буде відображена сторінка з надписом “Привіт світ”. Вона використовує ту ж шапку і футер, що і решта сторінок додатка.


Якщо ви не вкажете параметр message, то побичите на сторінці лише «Привіт». Це відбувається тому, що message передається
в метод actionSay() і значення за замовчуванням — «Привіт».



Інформація: Нова сторінка використовує ту ж шапку і футер, що і решта сторінок, тому що метод
[[yii\web\Controller::render()|render()]] автоматично підставляється в результат представлення say в, так званий,
макет views/layouts/main.php.



Параметр r потребує додаткових пояснень. Він пов’язаний з маршрутом (route), який являє
собою унікальний ідентифікатор, який вказує на дію. Його формат ControllerID/ActionID. Коли додаток отримує запит,
він перевіряє цей параметр і, використовуючи ControllerID, визначає який контролер слід використовувати для
опрацювання запиту. Потім, контролер використовує частину ActionID, щоб визначити яка дія виконує реальну роботу.
В нашому випадку маршрут site/say буде відповідати контролеру SiteController і його дії say.
В результаті, для відпрацювання запиту буде викликано метод SiteController::actionSay().



Інформація: Як і дії, контролери також мають ідентифікатори, котрі однозначно визначають їх в додатку.
Ідентифікатори контролерів використовують ті ж самі правила, що і ідентифікатори дій. Імена класів
контролерів отримуються шляхом видалення дефісів з ідентифікатора, перетворення першої літери кожного слова у верхній
регістр і додавання в кінець Controller. Наприклад, ідентифікатор контролера post-comment відповідає
імені класа контролера PostCommentController.






Підсумок 


В даному розділі ви торкнулися теми контролерів і представлень в паттерні MVC. Ви створили дію, як частину контролера,
який опрацьовує запити, і представлення, яке приймає участь у формувані відповіді. В цьому процесі ніяк не була задіяна
модель, так як в ролі даних виступає тільки простий параметр message.


Також ви ознайомились із концепцією маршрутизації, котра є сполучною ланкою між запитом користувача і дією контролера.


В наступному розділі ви дізнаєтесь як створювати моделі і добавляти нові сторінки з HTML формами.
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Оновлення із версії 1.1


Між версіями 1.1 і 2.0 існує багато відмінностей, так як Yii був повністю переписаний для версії 2.0.
Таким чином, оновлення з версії 1.1 не є таким же тривіальним, як оновлення між мінорними версіями.
У цьому посібнику з оновлення наведено основні відмінності між двома версіями.


Якщо раніше ви не використовували Yii 1.1, ви можете пропустити цей розділ і перейти до розділу
“Встановлення Yii”.


Також врахуйте, що Yii 2.0 включає більше нового функціоналу, ніж той, що буде описано тут. Наполегливо рекомендується,
що ви прочитаєте весь посібник, щоб дізнатися який функціонал було додано. Можливо, що необхідний функціонал,
який ви до цього розробляли самі, тепер є частиною фреймворка.



Встановлення


Yii 2.0 повністю заснований на Composer [https://getcomposer.org/], який де факто є менеджером залежностей для PHP.
Установка фреймворка, також як і розширень, здійснюється через Composer. Більш детальні відомості по встановленню Yii 2.0
приведені в розділі Встановлення Yii. Відомості про те, як створювати розширення для Yii 2.0
або адаптувати вже наявні розширення для версії 1.1 під версію 2.0, наведені в розділі
Створення розширень.





Вимоги PHP


Yii 2.0 використовує PHP 5.4 або вище, який включає велику кількість поліпшень в порівнянні з версією 5.2,
яка використовувалася Yii 1.1. Таким чином, існує багато відмінностей у мові, які ви повинні приймати до уваги.
Нижче наведені основні зміни в PHP:



		Простори імен [http://php.net/manual/en/language.namespaces.php];


		Анонімні функції [http://php.net/manual/en/functions.anonymous.php];


		Використання короткого синтаксису для масивів: [...елементи...] замість array(...елементи...);


		Використання тегів <?= для вивода у файлах представлень.
З версії PHP 5.4 дану можливість можна використовувати без побоювань;


		Класи та інтерфейси SPL [http://php.net/manual/en/book.spl.php];


		Пізнє статичне звʼязування (LSB) [http://php.net/manual/en/language.oop5.late-static-bindings.php];


		Класи для дати та часу [http://php.net/manual/en/book.datetime.php];


		Трейти [http://php.net/manual/en/language.oop5.traits.php];


		Інтернаціонализація (Intl) [http://php.net/manual/en/book.intl.php]; Yii 2.0 використовує розширення PHP intl
для різного функціоналу інтернаціоналізації.








Простори імен


Одним з основних змін в Yii 2.0 є використання просторів імен. Майже кожен клас фреймворку знаходиться у просторі імен,
наприклад, yii\web\Request. Префікс “С” більше не використовується в іменах класів. Угода іменування відповідає
структурі каталога, в якій розташовується клас. Наприклад, yii\web\Request означає, що відповідний клас знаходиться
у файлі web/Request.php в каталогу Yii фреймворка. (Завдяки завантажувачу класів Yii, ви можете використовувати
будь-який клас фреймворку без необхідності безпосередньо підключати його).





Компонент та Обʼєкт


В Yii 2.0 клас CComponent із версії 1.1 був розділений на два класи: [[yii\base\Object]] і [[yii\base\Component]].
Клас [[yii\base\Object|Object]] є простим базовим класом, який дозволяє використовувати
геттери та сеттери для властивостей. Клас [[yii\base\Component|Component]] наслідується
від класа [[yii\base\Object|Object]] та підтримує події та поведінки.


Якщо вашому класу не потрібно використовувати функціонал подій та поведінок, ви можете використати
[[yii\base\Object|Object]] у якості базового класу. В основному, це випадки, коли класи представляють собою базові
структури даних.





Конфігурація обʼєкта


Клас [[yii\base\Object|Object]] надає єдиний спосіб конфігурування обʼєктів. Будь-який дочірній клас
[[yii\base\Object|Object]] може визначити конструктор (якщо потрібно) для своєї конфігурації наступним чином:


class MyClass extends \yii\base\Object
{
    public function __construct($param1, $param2, $config = [])
    {
        // ... ініціализація до того, як буде застосована конфігурація

        parent::__construct($config);
    }

    public function init()
    {
        parent::init();

        // ... ініціализація після того, як була застосована конфігурація
    }
}



У прикладі вище, останній параметр конструктора повинен бути масивом конфігурації, який містить пари у форматі
ключ-значення для ініціалізації властивостей обʼєкта. Ви можете перевизначити метод [[yii\base\Object::init()|init()]]
для ініціалізації обʼєкту після того, як до нього була застосована конфігурація.


Слідуючи цій угоді, ви зможете створювати і конфігурувати нові обʼєкти за допомогою масиву конфігурації:


$object = Yii::createObject([
    'class' => 'MyClass',
    'property1' => 'abc',
    'property2' => 'cde',
], [$param1, $param2]);



Більш детальна інформація про конфігурацію представлена у розділі Конфігурації обʼєктів.





Події


В Yii1, події створювалися за допомогою оголошення методу on (наприклад, onBeforeSave).
В Yii2 ви можете тепер використовувати будь-яке імʼя події. Ви ініціюєте подію за допомогою виклику методу
[[yii\base\Component::trigger()|trigger()]].


$event = new \yii\base\Event;
$component->trigger($eventName, $event);



Для прикріплення обробника події використовуйте метод [[yii\base\Component::on()|on()]].


$component->on($eventName, $handler);
// To detach the handler, use:
// $component->off($eventName, $handler);



Є також і інші покращення у функціоналі подій. Більш детальна інформація про конфігурація представлена у розділі
Події.





Псевдоніми шляху


Yii 2.0 розширює спосіб використання псевдонімів шляху як для файлів і каталогів, так і для URL.
У Yii 2.0 тепер також потрібно, щоб імʼя псевдоніма починалося із символу @, для розмежування псевдонімів від
звичайних шляхів файлів/каталогів і URL. Наприклад, псевдонім @yii відповідає каталогу встановлення Yii.
Псевдоніми шляху використовуються в багатьох місцях коду Yii. Наприклад, [[yii\caching\FileCache::cachePath]]
може використовувати як псевдонім шляху, так і звичайний шлях до каталогу.


Псевдоніми шляху тісно повʼязані з простором імен класів. Рекомендується, що ви визначите псевдонім шляху
для кожного базового простору імен, таким чином завантажувач класів Yii може використовуватися без будь-якої
додаткової конфігурації. Наприклад, @yii відповідає каталогу встановлення Yii, тому клас yii\webRequest
може бути завантажений. Якщо ви використовуєте сторонні бібліотеки, такі як Zend Framework, ви можете також визначити
псевдонім шляху @Zend, який відповідає каталогу встановлення фреймворка. Одного разу зробивши це - Yii буде
здатний автоматично завантажувати будь-який клас Zend Framework.


Більш детальна інформація про конфігурації представлена у розділі Псевдонімів.





Представлення


Однією із основних змін в Yii2 є те, що спеціальна змінна $this у представленні більше не відповідає
поточному контролеру або віджету. Замість цього, $this тепер відповідає обʼєкту представлення, нової можливості,
яка була введена у версії 2.0. Обʼєкт представлення має тип [[yii\web\View]], який являє собою частину представлення
у шаблоні проектування MVC. Якщо ви хочете отримати доступ до контролера або віджету, то використовуйте вираз $this->context.


Для рендеринга часткових представлень тепер використовується метод $this->render(), а не $this->renderPartial().
Результат виклику методу render тепер повинен бути виведений безпосередньо, так як render повертає результат
рендеринга, а не відображає його одразу. Наприклад,


echo $this->render('_item', ['item' => $item]);



Крім використання PHP у якості основного шаблонізатору, Yii 2.0 також включає офіційні розширення для основних
популярних шаблонізаторів: Smarty і Twig. Шаблонізатор Prado більше не підтримується. Для використання вказаних
шаблонізаторів вам необхідно налаштувати компонент додатка view за допомогою вказівки властивостей
[[yii\base\View::$renderers|View::$renderers]].


Більш детальна інформація представлена у розділі Шаблонізатори.





Моделі


Yii 2.0 використовує основний клас [[yii\base\Model]] для моделей, аналогічний класу CModel у версії 1.1.
Клас CFormModel більше не підтримується. Замість цього, для створення моделі форми у Yii 2.0 ви повинні
безпосередньо успадковуватися від класу [[yii\base\Model]].


У Yii 2.0 зʼявився новий метод [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]] для оголошення сценаріїв, які підтримуються,
і для позначення в якому сценарії атрибути повинні перевірятися, вважатися безпечними і т. п. Наприклад,


public function scenarios()
{
    return [
        'backend' => ['email', 'role'],
        'frontend' => ['email', '!role'],
    ];
}



У прикладі вище, оголошено два сценарії: backend і frontend. Для сценарію backend обидва атрибута email і role
є безпечними і можуть бути масово привласнені. Для сценарію frontend атрибут email може бути масово присвоєний,
а атрибут role - ні. Обидва атрибути email та role повинні бути перевірені за допомогою правил валідації.


Метод [[yii\base\Model::rules()|rules()]] як і раніше використовується для оголошення правил валідації.
Зверніть увагу, що у звʼязку з появою нового методу [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]] -
більше не підтримується валідатор unsafe.


У більшості випадків вам не потрібно перевизначати метод [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]],
якщо метод [[yii\base\Model::rules()|rules()]] повністю вказує всі існуючі сценарії і якщо немає потреби
в оголошенні атрибутів небезпечними.


Більш детальна інформація представлена у розділі Моделі.





Контролери


В якості базового класу для контролерів в Yii 2.0 використовується [[yii\web\Controller]], який є
аналогічним CController у Yii 1.1. Базовим класом для всіх дій є [[yii\base\Action]].


Однією із основних змін є те, що дія контролера тепер має повернути результат замість того, щоб напряму виводити його:


public function actionView($id)
{
    $model = \app\models\Post::findOne($id);
    if ($model) {
        return $this->render('view', ['model' => $model]);
    } else {
        throw new \yii\web\NotFoundHttpException;
    }
}



Більш детальна інформація представлена у розділі Контролери.





Віджети


У Yii 2.0 клас [[yii\base\Widget]] використовується як базовий клас для віджетів, аналогічно CWidget у Yii 1.1.


Для кращої підтримки фреймворку в IDE, Yii 2.0 використовує новий синтаксис для віджетів. Нові статичні методи
[[yii\base\Widget::begin()|begin()]], [[yii\base\Widget::end()|end()]], та [[yii\base\Widget::widget()|widget()]]
використовуються таким чином:


use yii\widgets\Menu;
use yii\widgets\ActiveForm;

// Зверніть увагу, що ви повинні виводити результат
echo Menu::widget(['items' => $items]);

// Вказуємо масив для конфігурації властивостей обʼєкта
$form = ActiveForm::begin([
    'options' => ['class' => 'form-horizontal'],
    'fieldConfig' => ['inputOptions' => ['class' => 'input-xlarge']],
]);
... поля форми ...
ActiveForm::end();



Більш детальна інформація представлена у розділі Віджети.





Теми


У Yii 2.0 теми працюють абсолютно по-іншому. Тепер вони засновані на механізмі співставлення шляхів вихідного файлу
представлення із темізованим файлом. Наприклад, якщо використовується співставлення шляхів
['/web/views' => '/web/themes/basic'], то темізована версія файлу представлення /web/views/site/index.php буде
знаходитися у /web/themes/basic/site/index.php. З цієї причини теми можуть бути застосовані до будь-якого файлу
представлення, навіть до представлення, яке відрендерене всередині контексту контролера або віджету. Також, більше
не існує компонента CThemeManager. Замість цього, theme є конфігурованою властивістю компонента додатка view.


Більш детальна інформація представлена у розділі Темізація.





Консольні додатки


Консольні додатки тепер організовані як контролери, аналогічно веб додаткам. Консольні контролери
повинні бути успадковані від класу [[yii\console\Controller]], аналогічного CConsoleCommand у версії 1.1.


Для виконання консольної команди, використовуйте yii <маршрут>, де <маршрут> це маршрут контролера
(наприклад, sitemap/index). Додаткові анонімні аргументи будуть передані у якості параметрів відповідній дії
контролера, у той час, як іменовані аргументи будуть передані у відповідності із оголошеннями у
[[yii\console\Controller::options()]].


Yii 2.0 підтримує автоматичну генерацію довідкової інформації із блоків коментарів.


Більш детальна інформація представлена у розділі Консольні команди.





I18N


У Yii 2.0 були прибрані вбудовані форматтери часу та чисел на користь
PECL intl PHP розширення [http://pecl.php.net/package/intl].


Переклад повідомлень тепер здійснюється через компонент додатка i18n. Даний компонент управляє безліччю вихідних сховищ
повідомлень, що дозволяє вам використовувати різні сховища для вихідних повідомлень залежно від категорії повідомлення.


Більш детальна інформація представлена у розділі Інтернаціоналізація.





Фільтри дій


Фільтри дій тепер зроблені за допомогою поведінок. Для визначення нового фільтру - успадкуйте від [[yii\base\ActionFilter]].
Для використання фільтра - прикріпіть його до контролера у якості поведінки. Наприклад, для використання фільтра
[[yii\filters\AccessControl]] слід зробити наступне:


public function behaviors()
{
    return [
        'access' => [
            'class' => 'yii\filters\AccessControl',
            'rules' => [
                ['allow' => true, 'actions' => ['admin'], 'roles' => ['@']],
            ],
        ],
    ];
}



Більш детальна інформація представлена у розділі Фільтри.





Ресурси


У Yii 2.0 представлена нова можливість звʼязки ресурсів, яка замінює концепт пакетів скриптів у Yii 1.1.


Звʼязка ресурсів - це колекція файлів ресурсів (наприклад, Javascript файли, CSS файли, файли зображень, і т. п.)
у певній папці. Кожна звʼязка ресурсів представлена​класом, успадкованим від [[yii\web\AssetBundle]].
Звʼязка ресурсів стає доступною через веб, за допомогою реєстрації її методом [[yii\web\AssetBundle::register()]].
На відміну від Yii 1.1, сторінка, яка реєструє звʼязку ресурсів, автоматично буде містити посилання на
Javascript і CSS файли, які зазначені у звʼязці.


Більш детальна інформація представлена у розділі Ресурси.





Хелпери


У Yii 2.0 включено багато широко використовуваних статичних класів.



		[[yii\helpers\Html]]


		[[yii\helpers\ArrayHelper]]


		[[yii\helpers\StringHelper]]


		[[yii\helpers\FileHelper]]


		[[yii\helpers\Json]]





Більш детальна інформація представлена у розділі Хелпери.





Форми


Yii 2.0 вводить нове поняття поле для побудови форм за допомогою [[yii\widgets\ActiveForm]]. Поле - це
контейнер, що містить лейбл, поле введення, повідомлення про помилку і/або допоміжний текст.
Поле представлено обʼєктом [[yii\widgets\ActiveField|ActiveField]]. Використовуючи поля, ви можете будувати
форми набагато простіше, ніж це було раніше:


<?php $form = yii\widgets\ActiveForm::begin(); ?>
    <?= $form->field($model, 'username') ?>
    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>
    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('Login') ?>
    </div>
<?php yii\widgets\ActiveForm::end(); ?>



Більш детальна інформація представлена у розділі Робота з формами.





Конструктор запитів


У версії 1.1, побудова запиту була розкидана серед декількох класів, включаючи CDbCommand,
CDbCriteria та CDbCommandBuilder. У Yii 2.0 запит до БД представлений в рамках обʼєкта [[yii\db\Query|Query]],
який може бути перетворений у SQL вираз за допомогою [[yii\db\QueryBuilder|QueryBuilder]]. Наприклад,


$query = new \yii\db\Query();
$query->select('id, name')
      ->from('user')
      ->limit(10);

$command = $query->createCommand();
$sql = $command->sql;
$rows = $command->queryAll();



Найкращим способом використання даних методів є робота з Active Record.


Більш детальна інформація представлена у розділі Конструктор запитів.





Active Record


У Yii 2.0 внесено безліч змін в роботу Active Record. Два основних з них включають в себе
побудову запитів і роботу із звʼязками.


Клас CDbCriteria у версії 1.1 був замінений на [[yii\db\ActiveQuery]] у Yii 2.0. Це клас успадковується від
[[yii\db\Query]] і таким чином отримує всі методи, які необхідні для побудови запиту. Для побудови запиту вам слід
викликати метод  [[yii\db\ActiveRecord::find()]]:


// Отримуємо всіх *активних* клієнтів і сортуємо їх по ID
$customers = Customer::find()
    ->where(['status' => $active])
    ->orderBy('id')
    ->all();



Для оголошення звʼязку слід просто оголосити геттер, який повертає обʼєкт [[yii\db\ActiveQuery|ActiveQuery]].
Імʼя властивості, яке визначене геттером, представляє собою назву звʼязку. Наприклад, наступний код оголошує звʼязок
orders (у версії 1.1 вам потрібно було б оголосити звʼязки в одному центральному місці - relations()):


class Customer extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getOrders()
    {
        return $this->hasMany('Order', ['customer_id' => 'id']);
    }
}



Тепер ви можете використовувати вираз $customer->orders для отримання всіх замовлень клієнта із звʼязаної таблиці.
Ви також можете використовувати наступний код, щоб застосувати потрібні умови “на льоту”:


$orders = $customer->getOrders()->andWhere('status=1')->all();



Yii 2.0 здійснює жадібне завантаження (eager loading) звʼязку по-іншому, на відміну від версії 1.1. Зокрема,
у версії 1.1 для вибору даних із основної і звʼязаної таблиць буде використаний запит JOIN. У Yii 2.0 будуть виконані
два запити без використання JOIN: перший запит повертає дані для основної таблиці, а другий - для звʼязаної,
за допомогою фільтрації по первинних ключах основної таблиці.


Замість того, щоб повертати обʼєкти [[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]], ви можете використовувати метод
[[yii\db\ActiveQuery::asArray()|asArray()]] при побудові запиту, для вибірки великої кількості записів.
Це змусить повернути результат запиту у якості масива, що може суттєво знизити час, який потрібен ЦПУ і памʼяті
при великій кількості записів. Наприклад:


$customers = Customer::find()->asArray()->all();



Ще одна зміна повʼязана з тим, що ви більше не можете визначати значення по-замовчуванням як властивостей.
Ви повинні встановити їх у методі init вашого класу, якщо це потрібно.


public function init()
{
    parent::init();
    $this->status = self::STATUS_NEW;
}



Також у версії 1.1 були деякі проблеми із перевизначенням конструктора ActiveRecord. Дані проблеми не присутні
у версії 2.0. Зверніть увагу, що при додаванні параметрів у конструктор, вам, можливо, знадобиться перевизначити метод
[[yii\db\ActiveRecord::instantiate()]]. Перевизначення може не знадобитися, якщо параметри, передані в конструктор
матимуть значення за умовчанням, наприклад null.


Існує також безліч інших покращень у ActiveRecord. Більш детальна інформація про конфігурацію представлена у розділі
Active Record.





Поведінки Active Record


У версії 2.0 ми позбулися від класу базової поведінки CActiveRecordBehavior. Якщо ви хочете створити поведінку
Active Record, ви повинні будете розширити класс yii\base\Behavior. Якщо класу поведінки необхідно реагувати на
деякі події власника, ви повинні перевизначити метод events(), як показано нижче,


namespace app\components;

use yii\db\ActiveRecord;
use yii\base\Behavior;

class MyBehavior extends Behavior
{
    // ...

    public function events()
    {
        return [
            ActiveRecord::EVENT_BEFORE_VALIDATE => 'beforeValidate',
        ];
    }

    public function beforeValidate($event)
    {
        // ...
    }
}






User та IdentityInterface


Клас CWebUser у версії 1.1 тепер замінений класом [[yii\web\User]], а також більше не існує класу CUserIdentity.
Замість цього, ви повинні надати реалізацію інтерфейсу [[yii\web\IdentityInterface]], що набагато простіше у використанні.


Більш детальна інформація представлена у розділах Аутентифікація,
Авторизація та Шаблон додатка advanced.





Управління URL


Робота з URL в Yii 2.0 аналогічна тій, що була у версії 1.1. Основна зміна полягає в тому, що тепер підтримуються
додаткові параметри. Наприклад, якщо у вас є правило, оголошене наступним чином, то воно співпаде з post/popular та
post/1/popular. У версії 1.1 вам довелося б використовувати два правила для отримання того ж результату.


[
    'pattern' => 'post/<page:\d+>/<tag>',
    'route' => 'post/index',
    'defaults' => ['page' => 1],
]



Більш детальна інформація представлена у розділі Розбір та генерація URL.





Використання Yii 1.1 разом із 2.x


Інформація про використання коду для Yii 1.1 разом із Yii 2.0 представлена у розділі
Одночасне використання Yii 1.1 та 2.0.
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Gii でコードを生成する


この節では、Gii を使って、ウェブサイトの一般的な機能のいくつかを実装するコードを自動的に生成する方法を説明します。
Gii を使ってコードを自動生成することは、Gii のウェブページに表示される指示に対して正しい情報を入力するだけのことです。


このチュートリアルを通じて、次のことを学びます。



		アプリケーションで Gii を有効にする方法


		Gii を使って、アクティブレコードのクラスを生成する方法


		Gii を使って、DB テーブルの CRUD 操作を実装するコードを生成する方法


		Gii によって生成されるコードをカスタマイズする方法






Gii を開始する 


Gii は Yii の モジュール として提供されています。
Gii は、アプリケーションの [[yii\base\Application::modules|modules]] プロパティの中で構成することで有効にすることが出来ます。
アプリケーションを生成した仕方にもよりますが、config/web.php の構成情報ファイルの中に、多分、下記のコードが既に提供されているでしょう。


$config = [ ... ];

if (YII_ENV_DEV) {
    $config['bootstrap'][] = 'gii';
    $config['modules']['gii'] = 'yii\gii\Module';
}



上記の構成情報は、開発環境 において、アプリケーションは gii という名前のモジュールをインクルードすべきこと、そして gii は [[yii\gii\Module]] というクラスであることを記述しています。


アプリケーションの エントリスクリプト である web/index.php をチェックすると、次の行があることに気付くでしょう。
これは本質的には YII_ENV_DEV を true に設定するものです。


defined('YII_ENV') or define('YII_ENV', 'dev');



この行のおかげで、アプリケーションは開発モードになっており、上記の構成情報によって、Gii が既に有効になっています。
これで、下記の URL によって Gii にアクセスすることが出来ます。


http://hostname/index.php?r=gii




Note|注意: ローカルホスト以外のマシンから Gii にアクセスしようとすると、デフォルトではセキュリティ上の理由でアクセスが拒否されます。
下記のように Gii を構成して、許可される IP アドレスを追加することが出来ます。



'gii' => [
    'class' => 'yii\gii\Module',
    'allowedIPs' => ['127.0.0.1', '::1', '192.168.0.*', '192.168.178.20'] // 必要に応じて調整
],



[image: Gii]





アクティブレコードのクラスを生成する 


Gii を使ってアクティブレコードのクラスを生成するためには、”Model Generator” を選びます
(Gii のインデックスページのリンクをクリックして下さい)。
そして、次のようにフォームに入力します。



		Table Name: country


		Model Class: Country





[image: Model Generator]


次に、”Preview” ボタンをクリックします。
そうすると、結果として作成されるクラスファイルのリストに models/Country.php が挙ってきます。
クラスファイルの名前をクリックすると、内容をプレビューすることが出来ます。


Gii を使うときに、既に同じファイルを作成していて、それを上書きしようとしている場合は、ファイル名の隣の diff ボタンをクリックして、生成されようとしているコードと既存のバージョンの違いを見てください。


[image: Model Generator のプレビュー]


既存のファイルを上書きするときは、”overwrite” の隣のチェックボックスをチェックしてから “Generate” ボタンをクリックします。
新しいファイルを作成するときは、単に “Generate” をクリックすれば十分です。


次に、コードの生成が成功したことを示す確認ページが表示されます。
既存のファイルがあった場合は、それが新しく生成されたコードで上書きされたことを示すメッセージも同じく表示されます。





CRUD コードを生成する 


CRUD は Create(作成)、Read(読出し)、Update(更新)、そして Delete(削除) を意味しており、ほとんどのウェブサイトでデータを扱うときによく用いられる4つのタスクを表しています。
Gii を使って CRUD 機能を作成するためには、”CRUD Generator” を選びます (Gii のインデックスページのリンクをクリックしてください) 。
「国リスト」のサンプルのためには、表示されたフォームに以下のように入力します。



		Model Class: app\models\Country


		Search Model Class: app\models\CountrySearch


		Controller Class: app\controllers\CountryController





[image: CRUD Generator]


次に、”Preview” ボタンをクリックします。
生成されるファイルのリストは、次のようになります。


[image: CRUD Generator のプレビュー]


以前に（ガイドのデータベースの節で）controllers/CountryController.php と views/country/index.php のファイルを作成していた場合は、それらを置き換えるために “overwrite” のチェックボックスをチェックしてください。
(以前のバージョンは フル機能の CRUD をサポートしていません。)





試してみる 


どのように動作するかを見るために、ブラウザを使って下記の URL にアクセスしてください。


http://hostname/index.php?r=country/index



データグリッドがデータベーステーブルから取得した国を表示しているページが表示されます。
グリッドをソートしたり、カラムのヘッダに検索条件を入力してグリッドにフィルタを適用したりすることが出来ます。


グリッドに表示されているそれぞれの国について、詳細を見たり、更新したり、または削除したりすることが出来ます。
また、グリッドの上にある “Create Country” ボタンをクリックすると、新しい国データを作成するためのフォームが利用に供されます。


[image: 国リストのデータグリッド]


[image: 国データを更新する]


下記が Gii によって生成されるファイルのリストです。
これらの機能がどのように実装されているかを調査したい場合、また、これらの機能をカスタマイズしたいときに参照してください。



		Controller: controllers/CountryController.php


		Models: models/Country.php と models/CountrySearch.php


		Views: views/country/*.php






Info|情報: Gii は非常にカスタマイズしやすく拡張しやすいコード生成ツールとして設計されています。
これを賢く使うと、アプリケーションの開発速度を大いに高めることが出来ます。
詳細については、Gii の節を参照してください。






まとめ 


この節では、Gii を使ってコードを生成して、データベーステーブルに保存されているコンテントのための完全な CRUD 機能を実装する方法を学びました。
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フィクスチャ


フィクスチャはテストの重要な部分です。
フィクスチャの主な目的は、テストを期待されている方法で繰り返して実行できるように、環境を固定された既知の状態に設定することです。
Yii は、フィクスチャを正確に定義して容易に使うことを可能にするフィクスチャフレームワークを提供しています。


Yii のフィクスチャフレームワークにおける鍵となる概念は、いわゆる フィクスチャオブジェクト です。
フィクスチャオブジェクトはテスト環境のある特定の側面を表現するもので、[[yii\test\Fixture]] またはその子クラスのインスタンスです。
例えば、ユーザの DB テーブルが固定されたデータセットを含むことを保証するために UserFixture を使う、という具合です。
テストを実行する前に一つまたは複数のフィクスチャオブジェクトをロードし、テストの完了時にアンロードします。


フィクスチャは他のフィクスチャに依存する場合があります。依存は [[yii\test\Fixture::depends]] プロパティによって定義されます。
フィクスチャがロードされるとき、依存するフィクスチャはそのフィクスチャの前に自動的にロードされます。
そしてフィクスチャがアンロードされるときには、依存するフィクスチャはそのフィクスチャの後にアンロードされます。



フィクスチャを定義する


フィクスチャを定義するためには、[[yii\test\Fixture]] または [[yii\test\ActiveFixture]] を拡張して新しいクラスを作ります。
前者は汎用目的のフィクスチャに最も適しています。
一方、後者はデータベースとアクティブレコードを扱うために専用に設計された拡張機能を持っています。


次のコードは、User アクティブレコードと対応するテーブルに対するフィクスチャを定義するものです。


<?php
namespace app\tests\fixtures;

use yii\test\ActiveFixture;

class UserFixture extends ActiveFixture
{
    public $modelClass = 'app\models\User';
}




Tip|ヒント: すべての ActiveFixture は、テストの目的のために DB テーブルを準備するものです。
[[yii\test\ActiveFixture::tableName]] プロパティまたは [[yii\test\ActiveFixture::modelClass]] プロパティを設定することによって、テーブルを指定することが出来ます。
後者を使う場合は、modelClass によって指定される ActiveRecord クラスからテーブル名が取得されます。




Note|注意: [[yii\test\ActiveFixture]] は SQL データベースにのみ適しています。
NoSQL データベースのためには、Yii は以下の ActiveFixture クラスを提供しています。



		Mongo DB: [[yii\mongodb\ActiveFixture]]


		Elasticsearch: [[yii\elasticsearch\ActiveFixture]] (バージョン 2.0.2 以降)









ActiveFixture フィクスチャのフィクスチャデータは通常は FixturePath/data/TableName.php として配置されるファイルで提供されます。
ここで FixturePath はフィクスチャクラスファイルを含むディレクトリを意味し、TableName はフィクスチャと関連付けられているテーブルの名前です。
上記の例では、ファイルは @app/tests/fixtures/data/user.php となります。
データファイルは、ユーザのテーブルに挿入されるデータ行の配列を返さなければなりません。
例えば、


<?php
return [
    'user1' => [
        'username' => 'lmayert',
        'email' => 'strosin.vernice@jerde.com',
        'auth_key' => 'K3nF70it7tzNsHddEiq0BZ0i-OU8S3xV',
        'password' => '$2y$13$WSyE5hHsG1rWN2jV8LRHzubilrCLI5Ev/iK0r3jRuwQEs2ldRu.a2',
    ],
    'user2' => [
        'username' => 'napoleon69',
        'email' => 'aileen.barton@heaneyschumm.com',
        'auth_key' => 'dZlXsVnIDgIzFgX4EduAqkEPuphhOh9q',
        'password' => '$2y$13$kkgpvJ8lnjKo8RuoR30ay.RjDf15bMcHIF7Vz1zz/6viYG5xJExU6',
    ],
];



データ行にはエイリアスを付けることが出来て、後でテストのときにエイリアスを使って行を参照することが出来ます。
上の例では、二つの行はそれぞれ user1 および user2 というエイリアスを付けられています。


また、オートインクリメントのカラムに対してはデータを指定する必要はありません。
フィクスチャがロードされるときに Yii が自動的に実際の値を行に入れます。



Tip|ヒント: [[yii\test\ActiveFixture::dataFile]] プロパティを設定して、データファイルの所在をカスタマイズすることが出来ます。
[[yii\test\ActiveFixture::getData()]] をオーバーライドしてデータを提供することも可能です。



前に説明したように、フィクスチャは別のフィクスチャに依存する場合があります。
例えば、ユーザプロファイルのテーブルはユーザのテーブルを指す外部キーを含んでいるため、UserProfileFixture は UserFixture に依存します。
依存関係は、次のように、[[yii\test\Fixture::depends]] プロパティによって指定されます。


namespace app\tests\fixtures;

use yii\test\ActiveFixture;

class UserProfileFixture extends ActiveFixture
{
    public $modelClass = 'app\models\UserProfile';
    public $depends = ['app\tests\fixtures\UserFixture'];
}



依存関係は、また、複数のフィクスチャが正しく定義された順序でロードされ、アンロードされることを保証します。
上記の例では、全ての外部キー参照が存在することを保証するために UserFixture は常に UserProfileFixture の前にロードされます。
また、同じ理由によって、UserFixture は常に UserProfileFixture がアンロードされた後でアンロードされます。


上記では、DB テーブルに関してフィクスチャを定義する方法を示しました。
DB と関係しないフィクスチャ (例えば、何らかのファイルやディレクトリに関するフィクスチャ) を定義するためには、より汎用的な基底クラス [[yii\test\Fixture]] から拡張して、[[yii\test\Fixture::load()|load()]] と [[yii\test\Fixture::unload()|unload()]] のメソッドをオーバーライドすることが出来ます。





フィクスチャを使用する


CodeCeption [http://codeception.com/] を使ってコードをテストしている場合は、フィクスチャのローディングとアクセスを内蔵でサポートしている yii2-codeception を使用することを検討すべきです。
その他のテストフレームワークを使っている場合は、テストケースで [[yii\test\FixtureTrait]] を使って同じ目的を達することが出来ます。


次に yii2-codeception を使って UserProfile ユニットテストを各方法を説明します。


[[yii\codeception\DbTestCase]] または [[yii\codeception\TestCase]] を拡張するユニットテストクラスにおいて、どのフィクスチャを使用したいかを [[yii\test\FixtureTrait::fixtures()|fixtures()]] メソッドの中で宣言します。
例えば、


namespace app\tests\unit\models;

use yii\codeception\DbTestCase;
use app\tests\fixtures\UserProfileFixture;

class UserProfileTest extends DbTestCase
{
    public function fixtures()
    {
        return [
            'profiles' => UserProfileFixture::className(),
        ];
    }

    // ... テストのメソッド ...
}



fixtures() メソッドにリストされたメソッドは、テストケースの中のどのテストメソッドが走る前にも自動的にロードされ、テストメソッドが完了した後にアンロードされます。
前に説明したように、フィクスチャがロードされるときには、それが依存するフィクスチャのすべてが最初に自動的にロードされます。
上の例では、UserProfileFixture は UserFixture に依存しているので、テストクラスのどのテストメソッドを走らせるときでも、二つのフィクスチャが連続してロードされます。
すなわち、最初に UserFixture がロードされ、次に UserProfileFixture がロードされます。


fixtures() でフィクスチャを指定するときは、クラス名あるいはフィクスチャを指す構成情報配列を使うことが出来ます。
構成情報配列を使うと、フィクスチャがロードされるときのフィクスチャのプロパティをカスタマイズすることが出来ます。


また、フィクスチャにエイリアスを割り当てることも出来ます。
上記の例では、UserProfileFixture に profiles というエイリアスが与えられています。
そうすると、テストメソッドの中でエイリアスを使ってフィクスチャオブジェクトにアクセスすることが出来るようになります。
例えば、$this->profiles が UserProfileFixture を返すことになります。


さらには、UserProfileFixture は ActiveFixture を拡張するものですので、フィクスチャによって提供されたデータに対して、次の構文を使ってアクセスすることも出来ます。


// 'user1' というエイリアスのデータ行を返す
$row = $this->profiles['user1'];
// 'user1' というエイリアスのデータ行に対応する UserProfileModel を返す
$profile = $this->profiles('user1');
// フィクスチャにある全てのデータ行をたどる
foreach ($this->profiles as $row) ...




Info|情報: $this->profiles は依然として UserProfileFixture という型です。
上記のアクセス機能は PHP マジックメソッドによって実装されています。






グローバルフィクスチャを定義して使用する


上記で説明されたフィクスチャは主として個別のテストケースによって使われます。
たいていの場合、全てまたは多くのテストケースに適用されるグローバルなフィクスチャもいくつか必要になります。
一例は、[[yii\test\InitDbFixture]] で、これは二つのことをします。



		@app/tests/fixtures/initdb.php に配置されたスクリプトを実行して、いくつかの共通の初期化作業を行う。


		他の DB フィクスチャをロードする前に、データベースの整合性チェックを無効化し、他の DB フィクスチャがアンロードされた後で、それを再び有効化する。





グローバルフィクスチャの使い方は、グローバルでないフィクスチャと同じです。
違うところは、グローバルフィクスチャは fixtures() ではなく [[yii\codeception\TestCase::globalFixtures()]] で宣言するという点です。
テストケースがフィクスチャをロードするときは、最初にグローバルフィクスチャをロードし、次にグローバルでないものをロードします。


デフォルトでは、[[yii\codeception\DbTestCase]] は InitDbFixture を globalFixtures() メソッドの中で既に宣言しています。
このことは、どのテストの前にも何らかの初期化作業をしたい場合は、@app/tests/fixtures/initdb.php だけを触ればよいことを意味します。
その必要がなければ、単にそれぞれの個別テストケースとそれに対応するフィクスチャの開発に専念することが出来ます。





フィクスチャクラスとデータファイルを編成する


デフォルトでは、フィクスチャクラスは対応するデータファイルを探すときに、フィクスチャのクラスファイルを含むフォルダのサブフォルダである data フォルダの中を見ます。
簡単なプロジェクトではこの規約に従うことができます。
大きなプロジェクトでは、おそらくは、同じフィクスチャクラスを異なるテストに使うために、データファイルを切り替える必要がある場合がよく生じます。
従って、クラスの名前空間と同じように、データファイルを階層的な方法で編成することを推奨します。
例えば、


# tests\unit\fixtures フォルダの下に

data\
    components\
        fixture_data_file1.php
        fixture_data_file2.php
        ...
        fixture_data_fileN.php
    models\
        fixture_data_file1.php
        fixture_data_file2.php
        ...
        fixture_data_fileN.php
# 等々



このようにして、テスト間でフィクスチャのデータファイルが衝突するのを回避し、必要に応じてデータファイルを使います。



Note|注意: 上の例では、フィクスチャファイルには例示目的だけの名前が付けられています。
実際の現場では、フィクスチャクラスの拡張元である基底クラスに従って名前を付けるべきです。
例えば、DB フィクスチャを [[yii\test\ActiveFixture]] から拡張している場合は、DB テーブルの名前をフィクスチャのデータファイル名として使うべきです。
MongoDB フィクスチャを [[yii\mongodb\ActiveFixture]] から拡張している場合は、コレクション名をファイル名として使うべきです。



同様な階層は、フィクスチャクラスファイルを編成するのにも使うことが出来ます。
data をルートディレクトリとして使うのでなく、データファイルとの衝突を避けるために fixtures をルートディレクトリとして使うのが良いでしょう。





まとめ


以上、フィクスチャを定義して使用する方法を説明しました。
下記に、DB に関連したユニットテストを走らせる場合の典型的なワークフローをまとめておきます。



		yii migrate ツールを使って、テストのデータベースを最新版にアップグレードする


		テストケースを走らせる
		フィクスチャをロードする - 関係する DB テーブルをクリーンアップし、フィクスチャデータを投入する


		実際のテストを実行する


		フィクスチャをアンロードする








		全てのテストが完了するまで、ステップ 2 を繰り返す





(以下は削除または大幅に改稿される可能性が高いので、当面、翻訳を見合わせます)


To be cleaned up below







Managing Fixtures



Note: This section is under development.


todo: this tutorial may be merged with the above part of test-fixtures.md






Fixtures are important part of testing. Their main purpose is to populate you with data that needed by testing
different cases. With this data using your tests becoming more efficient and useful.


Yii supports fixtures via the yii fixture command line tool. This tool supports:



		Loading fixtures to different storage such as: RDBMS, NoSQL, etc;


		Unloading fixtures in different ways (usually it is clearing storage);


		Auto-generating fixtures and populating it with random data.






Fixtures format


Fixtures are objects with different methods and configurations, refer to official documentation [https://github.com/yiisoft/yii2/blob/master/docs/guide/test-fixture.md] on them.
Lets assume we have fixtures data to load:


#users.php file under fixtures data path, by default @tests\unit\fixtures\data

return [
    [
        'name' => 'Chase',
        'login' => 'lmayert',
        'email' => 'strosin.vernice@jerde.com',
        'auth_key' => 'K3nF70it7tzNsHddEiq0BZ0i-OU8S3xV',
        'password' => '$2y$13$WSyE5hHsG1rWN2jV8LRHzubilrCLI5Ev/iK0r3jRuwQEs2ldRu.a2',
    ],
    [
        'name' => 'Celestine',
        'login' => 'napoleon69',
        'email' => 'aileen.barton@heaneyschumm.com',
        'auth_key' => 'dZlXsVnIDgIzFgX4EduAqkEPuphhOh9q',
        'password' => '$2y$13$kkgpvJ8lnjKo8RuoR30ay.RjDf15bMcHIF7Vz1zz/6viYG5xJExU6',
    ],
];



If we are using fixture that loads data into database then these rows will be applied to users table. If we are using nosql fixtures, for example mongodb
fixture, then this data will be applied to users mongodb collection. In order to learn about implementing various loading strategies and more, refer to official documentation [https://github.com/yiisoft/yii2/blob/master/docs/guide/test-fixture.md].
Above fixture example was auto-generated by yii2-faker extension, read more about it in these section.
Fixture classes name should not be plural.





Loading fixtures


Fixture classes should be suffixed by Fixture class. By default fixtures will be searched under tests\unit\fixtures namespace, you can
change this behavior with config or command options. You can exclude some fixtures due load or unload by specifying - before its name like -User.


To load fixture, run the following command:


yii fixture/load <fixture_name>



The required fixture_name parameter specifies a fixture name which data will be loaded. You can load several fixtures at once.
Below are correct formats of this command:


// load `User` fixture
yii fixture/load User

// same as above, because default action of "fixture" command is "load"
yii fixture User

// load several fixtures
yii fixture User UserProfile

// load all fixtures
yii fixture/load "*"

// same as above
yii fixture "*"

// load all fixtures except ones
yii fixture "*" -DoNotLoadThisOne

// load fixtures, but search them in different namespace. By default namespace is: tests\unit\fixtures.
yii fixture User --namespace='alias\my\custom\namespace'

// load global fixture `some\name\space\CustomFixture` before other fixtures will be loaded.
// By default this option is set to `InitDbFixture` to disable/enable integrity checks. You can specify several
// global fixtures separated by comma.
yii fixture User --globalFixtures='some\name\space\Custom'






Unloading fixtures


To unload fixture, run the following command:


// unload Users fixture, by default it will clear fixture storage (for example "users" table, or "users" collection if this is mongodb fixture).
yii fixture/unload User

// Unload several fixtures
yii fixture/unload User,UserProfile

// unload all fixtures
yii fixture/unload "*"

// unload all fixtures except ones
yii fixture/unload "*" -DoNotUnloadThisOne




Same command options like: namespace, globalFixtures also can be applied to this command.





Configure Command Globally


While command line options allow us to configure the migration command
on-the-fly, sometimes we may want to configure the command once for all. For example you can configure
different migration path as follows:


'controllerMap' => [
    'fixture' => [
        'class' => 'yii\console\controllers\FixtureController',
        'namespace' => 'myalias\some\custom\namespace',
        'globalFixtures' => [
            'some\name\space\Foo',
            'other\name\space\Bar'
        ],
    ],
]






Auto-generating fixtures


Yii also can auto-generate fixtures for you based on some template. You can generate your fixtures with different data on different languages and formats.
These feature is done by Faker [https://github.com/fzaninotto/Faker] library and yii2-faker extension.
See extension guide [https://github.com/yiisoft/yii2/tree/master/extensions/faker] for more docs.
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Робота з базами даних


Цей розділ описує, як створити нову сторінку, яка буде відображати дані країни, отримані з таблиці бази даних country.
Для цього, вам необхідно буде налаштувати зʼєднання з базою даних, створити клас Active Record,
визначити дію та створити представлення.


За допомогою даного посібника ви дізнаєтесь як:



		Налаштувати зʼєднання з базою даних


		Оголосити Active Record класс


		Запитувати дані за допомогою класу Active Record


		Відображати дані у представленні із розбиттям по сторінках





Зверніть увагу, що для того, щоб закінчити цей розділ, ви повинні мати базові знання і досвід використання баз даних.
Зокрема, ви повинні знати, як створювати бази даних, як виконувати SQL-запити за допомогою клієнтських додатків баз даних.



Підготовка бази даних 


Для початку, створіть базу даних yii2basic, з якої і будете надалі отримувати дані.
Ви можете використовувати SQLite, MySQL, PostgreSQL, MSSQL або Oracle бази даних, Yii має вбудовану підтримку для багатьох баз даних.
Для простоти, будемо вважати що використовується MySQL у подальшому описі.


Далі, створіть таблицю country, і внесіть декілька прикладів. Можете використати наступний SQL-запит, як приклад:


CREATE TABLE `country` (
  `code` CHAR(2) NOT NULL PRIMARY KEY,
  `name` CHAR(52) NOT NULL,
  `population` INT(11) NOT NULL DEFAULT '0'
) ENGINE=InnoDB DEFAULT CHARSET=utf8;

INSERT INTO `country` VALUES ('AU','Australia',18886000);
INSERT INTO `country` VALUES ('BR','Brazil',170115000);
INSERT INTO `country` VALUES ('CA','Canada',1147000);
INSERT INTO `country` VALUES ('CN','China',1277558000);
INSERT INTO `country` VALUES ('DE','Germany',82164700);
INSERT INTO `country` VALUES ('FR','France',59225700);
INSERT INTO `country` VALUES ('GB','United Kingdom',59623400);
INSERT INTO `country` VALUES ('IN','India',1013662000);
INSERT INTO `country` VALUES ('RU','Russia',146934000);
INSERT INTO `country` VALUES ('US','United States',278357000);



На даний момент, у вас є база даних yii2basic і таблиця country з трьома колонками, що містять десять рядків даних.





Налаштування підключення до БД 


Перш ніж продовжити, переконайтеся, що у вас налаштовано PDO [http://www.php.net/manual/en/book.pdo.php] PHP розширення
і PDO драйвер для вашої БД (наприклад pdo_mysql для MySQL). Це є основною вимогою, якщо ваш додаток використовує реляційну базу даних.


Згідно того, що у вас встановлено, відкрийте файл config/db.php і замініть на коректні дані вашої БД.
За замовчуванням, файл містить наступне:


<?php

return [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=yii2basic',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
];



Файл конфігурації config/db.php є типовим інструментом налаштування на основі файлів.
Даний файл конфігурації визначає параметри, які необхідні для створення і ініціалізації [[yii\db\Connection]] примірника,
через який ви можете робити SQL-запити до основної бази даних.


З’єднання з БД, описане вище, може бути доступне в коді додатка за допомогою виразу Yii::$app->db.



Інформація: Файл конфігурації config/db.php буде включений до конфігурації головного додатка config/web.php,
який визначає як має бути проініційований сам додаток. Для отримання додаткової інформації,
будь ласка, зверніться до розділу Налаштування.






Створення Active Record 


Для відображення і отримання даних з таблиці country створіть Active Record клас
з іменем Country, і збережіть в файл models/Country.php.


<?php

namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class Country extends ActiveRecord
{
}



Клас Country наслідує [[yii\db\ActiveRecord]]. Вам не потрібно писати ніякого коду всередині нього!
Всього лише за допомогою описаного вище коду, Yii самостійно вгадає відповідне імʼя таблиці з імені класу.



Інформація: Якщо немає прямого співпадіння з імені класу і таблиці,
ви можете використати метод [[yii\db\ActiveRecord::tableName()]] щоб задати відповідне імʼя таблиці.



Використовуючи клас Country, ви можете легко маніпулювати даними з таблиці country, як показано в наступному фрагменті:


use app\models\Country;

// отримати всі рядки з таблиці country і відсортувати їх по "name"
$countries = Country::find()->orderBy('name')->all();

// отримати рядок, по основному ключу "US"
$country = Country::findOne('US');

// відобразити "United States"
echo $country->name;

// оновити назву країни на "U.S.A." і зберегти в БД
$country->name = 'U.S.A.';
$country->save();




Інформація: Active Record є потужним засобом для доступу і управління даними в базі даних в обʼєктно-орієнтованому стилі.
Ви можете знайти більш детальну інформацію в розділі Active Record. Крім того, ви також можете
взаємодіяти з базою даних, використовуючи для доступу метод передачі даних нижнього рівня під назвою Data Access Objects.






Створення дії 


Щоб відобразити дані про країну кінцевим користувачам, необхідно створити нову дію. Замість розміщення нової дії
у контролері site, який ви використовували в попередніх розділах, є сенс створити новий контролер спеціально для всіх дій,
пов’язаних з даними країн. Створіть новий контролер з іменем CountryController і дію index, як показано нижче:


<?php

namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;
use yii\data\Pagination;
use app\models\Country;

class CountryController extends Controller
{
    public function actionIndex()
    {
        $query = Country::find();

        $pagination = new Pagination([
            'defaultPageSize' => 5,
            'totalCount' => $query->count(),
        ]);

        $countries = $query->orderBy('name')
            ->offset($pagination->offset)
            ->limit($pagination->limit)
            ->all();

        return $this->render('index', [
            'countries' => $countries,
            'pagination' => $pagination,
        ]);
    }
}



Збережіть цей код у файл controllers/CountryController.php.


Дія index викликає метод Country::find(). Цей метод Active Record будує запит бази даних і отримує всі дані з таблиці country.
Щоб обмежити кількість країн, які будуть отримуватись в кожному запиті, сам запит розбивається на сторінки, за допомогою об’єкта
[[yii\data\Pagination]]. Об’єкт Pagination служить двом цілям:



		Встановлює offset і limit для SQL-запиту так, щоб він повертав лише одну сторінку даних за один раз
(не більше 5 рядків на сторінці).


		Використовується у представленнях для відображення пейджера, який складається із переліку кнопок переходу по сторінкам,
про що буде описано у наступному підрозділі.





Наприкінці, дія index повертає представлення index і передає дані по країнах, з розбивкою на сторінки.





Створення представлення 


В директорії views створіть спочатку підкаталог country. Цей каталог буде використовуватись для всіх представленнь
контролера country. В каталозі views/country, створіть файл з іменемindex.php що містить наступне:


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\LinkPager;
?>
<h1>Країни</h1>
<ul>
<?php foreach ($countries as $country): ?>
    <li>
        <?= Html::encode("{$country->name} ({$country->code})") ?>:
        <?= $country->population ?>
    </li>
<?php endforeach; ?>
</ul>

<?= LinkPager::widget(['pagination' => $pagination]) ?>



Дане представлення містить два розділи для відображення даних по країнам. У першій частині, відображаються дані про країни
у вигляді невпорядкованого списку HTML. У другій частині, [[yii\widgets\LinkPager]] віджет з використанням інформації
про нумерацію сторінок. Віджет LinkPager відображаться у вигляді переліку кнопок.
При натисканні на будь-якій з них будуть оновлюватись дані країн на відповідній сторінці.





Спробуєм 


Щоб побачити все, що було створено під час роботи, відкрийте в браузері наступний URL:


http://hostname/index.php?r=country/index



[image: Перелік країн]


Спочатку, ви побачите сторінку з переліком пʼяти країн. Нижче країн, ви побачите пейджер з чотирма кнопками.
Якщо ви натиснете на кнопку “2”, ви побачите сторінку з іншими пʼятьма країнами з бази даних: другу сторінку записів.
Придивившись більш уважно, ви побачите, що URL в браузері також змінюється на


http://hostname/index.php?r=country/index&page=2



За лаштунками, [[yii\data\Pagination|Pagination]] надає всю необхідну функціональність для розбиття набору даних на сторінки:



		Спочатку, [[yii\data\Pagination|Pagination]] представляє першу сторінку, яка відображає країни запитом SELECT
з умовою LIMIT 5 OFFSET 0. В результаті, будуть відображені перші знайдені пʼять країн.


		[[yii\widgets\LinkPager|LinkPager]] віджет відображає кнопки сторінок з URL-адресами створеними за допомогою
[[yii\data\Pagination::createUrl()|Pagination]]. URL-адреси будуть містити параметр запиту page,
який представляє різні номери сторінок.


		Якщо ви натиснете кнопку “2”, спрацює новий запит, який буде відправлений на country/index з подальшим опрацюванням.
[[yii\data\Pagination|Pagination]] зчитає параметр page з URL-запиту і встановить номер поточної сторінки в 2-ку.
Таким чином, новий запит буде мати визначення LIMIT 5 OFFSET 5 і поверне наступні пʼять країн для відображення.








Підсумок 


В цьому розділі ви дізналися, як працювати з базою даних. Ви також дізналися, як вибирати і відображати дані на сторінках
за допомогою [[yii\data\Pagination]] і [[yii\widgets\LinkPager]].


У наступному розділі ви дізнаєтеся, як використовувати потужний інструмент генерації коду, що називається Gii,
який допоможе вам швидко здійснювати деякі часто необхідні функції, такі як Create-Read-Update-Delete (CRUD)
операції для роботи з даними в таблицях баз даних.
Насправді, код, який ви щойно написали, Yii може автоматично сгенерувати з допомогою функції Gii.
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入力を検証する


大まかに言うなら、エンドユーザから受信したデータは決して信用せず、利用する前に検証しなければならない、ということです。


モデル にユーザの入力が投入されたら、モデルの [[yii\base\Model::validate()]] メソッドを呼んで入力を検証することが出来ます。
このメソッドはバリデーションが成功したか否かを示す真偽値を返します。
バリデーションが失敗した場合は、[[yii\base\Model::errors]] プロパティからエラーメッセージを取得することが出来ます。
例えば、


$model = new \app\models\ContactForm;

// モデルの属性にユーザ入力を投入する
$model->attributes = \Yii::$app->request->post('ContactForm');

if ($model->validate()) {
    // 全ての入力が有効
} else {
    // バリデーションが失敗。$errors はエラーメッセージを含む配列
    $errors = $model->errors;
}




規則を宣言する 


validate() を現実に動作させるためには、検証する予定の属性に対してバリデーション規則を宣言しなければなりません。
規則は [[yii\base\Model::rules()]] メソッドをオーバーライドすることで宣言します。
次の例は、ContactForm モデルに対してバリデーション規則を宣言する方法を示すものです。


public function rules()
{
    return [
        // 名前、メールアドレス、主題、本文が必須項目
        [['name', 'email', 'subject', 'body'], 'required'],

        // email 属性は有効なメールアドレスでなければならない
        ['email', 'email'],
    ];
}



[[yii\base\Model::rules()|rules()]] メソッドは配列を返すべきものですが、配列の各要素は次の形式の配列でなければなりません。


[
    // 必須。この規則によって検証されるべき属性を指定する。
    // 属性が一つだけの場合は、配列の中に入れずに、属性の名前を直接に書いてもよい。
    ['属性1', '属性2', ...],

    // 必須。この規則のタイプを指定する。
    // クラス名、バリデータのエイリアス、または、バリデーションメソッドの名前。
    'バリデータ',

    // オプション。この規則が適用されるべき一つまたは複数のシナリオを指定する。
    // 指定しない場合は、この規則が全てのシナリオに適用されることを意味する。
    // "except" オプションを構成して、列挙したシナリオを除く全てのシナリオに
    // この規則が適用されるべきことを指定することも出来る。
    'on' => ['シナリオ1', 'シナリオ2', ...],

    // オプション。バリデータオブジェクトに対する追加の構成情報を指定する。
    'プロパティ1' => '値1', 'プロパティ2' => '値2', ...
]



各規則について、最低限、規則がどの属性に適用されるか、そして、規則がどのタイプであるかを指定しなければなりません。
規則のタイプは、次に挙げる形式のどれか一つを選ぶことが出来ます。



		コアバリデータのエイリアス。例えば、required、in、date、等々。
コアバリデータの完全なリストは コアバリデータ を参照してください。


		モデルクラス内のバリデーションメソッドの名前、または無名関数。詳細は、インラインバリデータ の項を参照してください。


		完全修飾のバリデータクラス名。詳細は スタンドアロンバリデータ の項を参照してください。





一つの規則は、一つまたは複数の属性を検証するために使用することが出来ます。
そして、一つの属性は、一つまたは複数の規則によって検証され得ます。
on オプションを指定することで、規則を特定の シナリオ においてのみ適用することが出来ます。
on オプションを指定しない場合は、規則が全てのシナリオに適用されることになります。


validate() メソッドが呼ばれると、次のステップを踏んでバリデーションが実行されます。



		現在の [[yii\base\Model::scenario|シナリオ]] を使って [[yii\base\Model::scenarios()]] から属性のリストを取得し、どの属性が検証されるべきかを決定します。
検証されるべき属性が アクティブな属性 と呼ばれます。


		現在の [[yii\base\Model::scenario|シナリオ]] を使って [[yii\base\Model::rules()]] から規則のリストを取得し、どのバリデーション規則が使用されるべきかを決定します。
使用されるべき規則が アクティブな規則 と呼ばれます。


		全てのアクティブな規則を一つずつ使って、その規則に関連付けられた全てのアクティブな属性を一つずつ検証します。
バリデーション規則はリストに挙げられている順に評価されます。





属性は、上記のバリデーションのステップに従って、scenarios() でアクティブな属性であると宣言されており、かつ、rules() で宣言された一つまたは複数のアクティブな規則と関連付けられている場合に、また、その場合に限って、検証されます。



エラーメッセージをカスタマイズする 


たいていのバリデータはデフォルトのエラーメッセージを持っていて、属性のバリデーションが失敗した場合にそれを検証の対象であるモデルに追加します。
例えば、[[yii\validators\RequiredValidator|required]] バリデータは、このバリデータを使って username 属性を検証したとき、規則に合致しない場合は「ユーザ名は空ではいけません。」というエラーメッセージをモデルに追加します。


規則のエラーメッセージは、次に示すように、規則を宣言するときに message プロパティを指定することによってカスタマイズすることが出来ます。


public function rules()
{
    return [
        ['username', 'required', 'message' => 'ユーザ名を選んでください。'],
    ];
}



バリデータの中には、バリデーションを失敗させたさまざまな原因をより詳しく説明するための追加のエラーメッセージをサポートしているものがあります。
例えば、[[yii\validators\NumberValidator|number]] バリデータは、検証される値が大きすぎたり小さすぎたりしたときにバリデーションの失敗を説明するために、それぞれ、[[yii\validators\NumberValidator::tooBig|tooBig]] および [[yii\validators\NumberValidator::tooSmall|tooSmall]] のメッセージをサポートしています。
これらのエラーメッセージも、バリデータの他のプロパティと同様、バリデーション規則の中で構成することが出来ます。





バリデーションのイベント 


[[yii\base\Model::validate()]] は、呼び出されると、バリデーションプロセスをカスタマイズするためにオーバーライドできる二つのメソッドを呼び出します。



		[[yii\base\Model::beforeValidate()]]: デフォルトの実装は [[yii\base\Model::EVENT_BEFORE_VALIDATE]] イベントをトリガするものです。
このメソッドをオーバーライドするか、または、イベントに反応して、バリデーションが実行される前に、何らかの前処理 (例えば入力されたデータの正規化) をすることが出来ます。
このメソッドは、バリデーションを続行すべきか否かを示す真偽値を返さなくてはなりません。


		[[yii\base\Model::afterValidate()]]: デフォルトの実装は [[yii\base\Model::EVENT_AFTER_VALIDATE]] イベントをトリガするものです。
このメソッドをオーバーライドするか、または、イベントに反応して、バリデーションが完了した後に、何らかの後処理をすることが出来ます。








条件付きバリデーション 


特定の条件が満たされる場合に限って属性を検証したい場合、例えば、ある属性のバリデーションが他の属性の値に依存する場合には、[[yii\validators\Validator::when|when]] プロパティを使って、そのような条件を定義することが出来ます。
例えば、


[
    ['state', 'required', 'when' => function($model) {
        return $model->country == 'USA';
    }],
]



[[yii\validators\Validator::when|when]] プロパティは、次のシグニチャを持つ PHP コーラブルを値として取ります。


/**
 * @param Model $model 検証されるモデル
 * @param string $attribute 検証される属性
 * @return boolean 規則が適用されるか否か
 */
function ($model, $attribute)



クライアント側でも条件付きバリデーションをサポートする必要がある場合は、[[yii\validators\Validator::whenClient|whenClient]] プロパティを構成しなければなりません。
このプロパティは、規則を適用すべきか否かを返す JavaScript 関数を表す文字列を値として取ります。
例えば、


[
    ['state', 'required', 'when' => function ($model) {
        return $model->country == 'USA';
    }, 'whenClient' => "function (attribute, value) {
        return $('#country').val() == 'USA';
    }"],
]






データのフィルタリング 


ユーザ入力をフィルタまたは前処理する必要があることがよくあります。
例えば、username の入力値の前後にある空白を除去したいというような場合です。
この目的を達するためにバリデーション規則を使うことが出来ます。


次の例では、入力値の前後にある空白を除去して、空の入力値を null に変換することを、trim および default のコアバリデータで行っています。


[
    [['username', 'email'], 'trim'],
    [['username', 'email'], 'default'],
]



もっと汎用的な filter バリデータを使って、もっと複雑なデータフィルタリングをすることも出来ます。
お分かりかと思いますが、これらのバリデーション規則は実際には入力を検証しません。そうではなくて、検証される属性の値を処理して書き戻すのです。





空の入力値を扱う 


HTML フォームから入力データが送信されたとき、入力値が空である場合には何らかのデフォルト値を割り当てなければならないことがよくあります。
default バリデータを使ってそうすることが出来ます。
例えば、


[
    // 空の時は "username" と "email" を null にする
    [['username', 'email'], 'default'],

    // 空の時は "level" を 1 にする
    ['level', 'default', 'value' => 1],
]



デフォルトでは、入力値が空であると見なされるのは、それが、空文字列であるか、空配列であるか、null であるときです。
空を検知するこのデフォルトのロジックは、[[yii\validators\Validator::isEmpty]] プロパティを PHP コーラブルで構成することによって、カスタマイズすることが出来ます。
例えば、


[
    ['agree', 'required', 'isEmpty' => function ($value) {
        return empty($value);
    }],
]




Note|注意: たいていのバリデータは、[[yii\base\Validator::skipOnEmpty]] プロパティがデフォルト値 true を取っている場合は、空の入力値を処理しません。
そのようなバリデータは、関連付けられた属性が空の入力値を受け取ったときは、バリデーションの過程ではスキップされるだけになります。
コアバリデータ の中では、captcha、default、filter、required、そして trim だけが空の入力値を処理します。








アドホックなバリデーション 


時として、何らかのモデルに結び付けられていない値に対する アドホックなバリデーション を実行しなければならない場合があります。


実行する必要があるバリデーションが一種類 (例えば、メールアドレスの検証) だけである場合は、使いたいバリデータの [[yii\validators\Validator::validate()|validate()]] メソッドを次のように呼び出すことが出来ます。


$email = 'test@example.com';
$validator = new yii\validators\EmailValidator();

if ($validator->validate($email, $error)) {
    echo 'メールアドレスは有効。';
} else {
    echo $error;
}




Note|注意: 全てのバリデータがこの種のバリデーションをサポートしている訳ではありません。
その一例が unique コアバリデータであり、これはモデルとともに使用されることだけを念頭にして設計されています。



いくつかの値に対して複数のバリデーションを実行する必要がある場合は、属性と規則の両方をその場で宣言することが出来る [[yii\base\DynamicModel]] を使うことが出来ます。
これは、次のような使い方をします。


public function actionSearch($name, $email)
{
    $model = DynamicModel::validateData(compact('name', 'email'), [
        [['name', 'email'], 'string', 'max' => 128],
        ['email', 'email'],
    ]);

    if ($model->hasErrors()) {
        // バリデーションが失敗
    } else {
        // バリデーションが成功
    }
}



[[yii\base\DynamicModel::validateData()]] メソッドは DynamicModel のインスタンスを作成し、与えられた値 (この例では name と email) を使って属性を定義し、そして、与えられた規則で [[yii\base\Model::validate()]] を呼び出します。


別の選択肢として、次のように、もっと「クラシック」な構文を使って、アドホックなデータバリデーションを実行することも出来ます。


public function actionSearch($name, $email)
{
    $model = new DynamicModel(compact('name', 'email'));
    $model->addRule(['name', 'email'], 'string', ['max' => 128])
        ->addRule('email', 'email')
        ->validate();

    if ($model->hasErrors()) {
        // バリデーションが失敗
    } else {
        // バリデーションが成功
    }
}



検証を実行した後は、通常のモデルで行うのと同様に、バリデーションが成功したか否かを [[yii\base\DynamicModel::hasErrors()|hasErrors()]] メソッドを呼んでチェックして、[[yii\base\DynamicModel::errors|errors]] プロパティからバリデーションエラーを取得することが出来ます。
また、このモデルのインスタンスによって定義された動的な属性に対しても、例えば $model->name や $model->email のようにして、アクセスすることが出来ます。





バリデータを作成する 


Yii のリリースに含まれている コアバリデータ を使う以外に、あなた自身のバリデータを作成することも出来ます。
インラインバリデータとスタンドアロンバリデータを作ることが出来ます。



インラインバリデータ 


インラインバリデータは、モデルのメソッドまたは無名関数として定義されるバリデータです。
メソッド/関数 のシグニチャは、


/**
 * @param string $attribute 現在検証されている属性
 * @param mixed $params 規則に与えられる "params" の値
 */
function ($attribute, $params)



属性がバリデーションに失敗した場合は、メソッド/関数 は [[yii\base\Model::addError()]] を呼んでエラーメッセージをモデルに保存し、後で読み出してエンドユーザに示ことが出来るようにしなければなりません。


下記にいくつかの例を示します。


use yii\base\Model;

class MyForm extends Model
{
    public $country;
    public $token;

    public function rules()
    {
        return [
            // モデルメソッド validateCountry() として定義されるインラインバリデータ
            ['country', 'validateCountry'],

            // 無名関数として定義されるインラインバリデータ
            ['token', function ($attribute, $params) {
                if (!ctype_alnum($this->$attribute)) {
                    $this->addError($attribute, 'トークンは英数字で構成しなければなりません。');
                }
            }],
        ];
    }

    public function validateCountry($attribute, $params)
    {
        if (!in_array($this->$attribute, ['USA', 'Web'])) {
            $this->addError($attribute, '国は "USA" または "Web" でなければなりません。');
        }
    }
}




Note|注意: デフォルトでは、インラインバリデータは、関連付けられている属性が空の入力値を受け取ったり、既に何らかのバリデーション規則に失敗したりしている場合には、適用されません。
規則が常に適用されることを保証したい場合は、規則の宣言において [[yii\validators\Validator::skipOnEmpty|skipOnEmpty]] および/または [[yii\validators\Validator::skipOnError|skipOnError]] のプロパティを false に設定することが出来ます。
例えば、


[
    ['country', 'validateCountry', 'skipOnEmpty' => false, 'skipOnError' => false],
]










スタンドアロンバリデータ 


スタンドアロンバリデータは、[[yii\validators\Validator]] またはその子クラスを拡張するクラスです。
[[yii\validators\Validator::validateAttribute()]] メソッドをオーバーライドすることによって、その検証ロジックを実装することが出来ます。
インラインバリデータ でするのと同じように、属性がバリデーションに失敗した場合は、[[yii\base\Model::addError()]] を呼んでエラーメッセージをモデルに保存します。
例えば、


namespace app\components;

use yii\validators\Validator;

class CountryValidator extends Validator
{
    public function validateAttribute($model, $attribute)
    {
        if (!in_array($model->$attribute, ['USA', 'Web'])) {
            $this->addError($model, $attribute, '国は "USA" または "Web" でなければなりません。');
        }
    }
}



あなたのバリデータで、モデル無しの値のバリデーションをサポートしたい場合は、[[yii\validators\Validator::validate()]] もオーバーライドしなければなりません。
または、validateAttribute() と validate() の代りに、[[yii\validators\Validator::validateValue()]] をオーバーライドしても構いません。
と言うのは、前の二つは、デフォルトでは、validateValue() を呼び出すことによって実装されているからです。







クライアント側でのバリデーション 


エンドユーザが HTML フォームで値を入力する際には、JavaScript に基づくクライアント側でのバリデーションを提供することが望まれます。
というのは、クライアント側でのバリデーションは、ユーザが入力のエラーを早く見つけることが出来るようにすることによって、より良いユーザ体験を提供するものだからです。
あなたも、サーバ側でのバリデーション に加えて クライアント側でのバリデーションをサポートするバリデータを使用したり実装したりすることが出来ます。



Info|情報: クライアント側でのバリデーションは望ましいものですが、不可欠なものではありません。
その主たる目的は、ユーザにより良い体験を提供することにあります。
エンドユーザから来る入力値と同じように、クライアント側でのバリデーションを決して信用してはいけません。
この理由により、これまでの項で説明したように、常に [[yii\base\Model::validate()]] を呼び出してサーバ側でのバリデーションを実行しなければなりません。




クライアント側でのバリデーションを使う 


多くの コアバリデータ は、そのままで、クライアント側でのバリデーションをサポートしています。
あなたがする必要があるのは、[[yii\widgets\ActiveForm]] を使って HTML フォームを作るということだけです。
例えば、下の LoginForm は二つの規則を宣言しています。
一つは、required コアバリデータを使っていますが、これはクライアント側とサーバ側の両方でサポートされています。
もう一つは validatePassword インラインバリデータを使っていますが、こちらはサーバ側でのみサポートされています。


namespace app\models;

use yii\base\Model;
use app\models\User;

class LoginForm extends Model
{
    public $username;
    public $password;

    public function rules()
    {
        return [
            // username と password はともに必須
            [['username', 'password'], 'required'],

            // password は validatePassword() によって検証される
            ['password', 'validatePassword'],
        ];
    }

    public function validatePassword()
    {
        $user = User::findByUsername($this->username);

        if (!$user || !$user->validatePassword($this->password)) {
            $this->addError('password', 'ユーザ名またはパスワードが違います。');
        }
    }
}



次のコードによって構築される HTML フォームは、username と password の二つの入力フィールドを含みます。
何も入力せずにこのフォームを送信すると、何かを入力するように要求するエラーメッセージが、サーバと少しも交信することなく、ただちに表示されることに気付くでしょう。


<?php $form = yii\widgets\ActiveForm::begin(); ?>
    <?= $form->field($model, 'username') ?>
    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>
    <?= Html::submitButton('ログイン') ?>
<?php yii\widgets\ActiveForm::end(); ?>



舞台裏では、[[yii\widgets\ActiveForm]] がモデルで宣言されているバリデーション規則を読んで、クライアント側のバリデーションをサポートするバリデータのために適切な JavaScript コードを生成します。
ユーザが入力フィールドの値を変更したりフォームを送信したりすると、クライアント側バリデーションの JavaScript が起動されます。


クライアント側のバリデーションを完全に無効にしたい場合は、[[yii\widgets\ActiveForm::enableClientValidation]] プロパティを false に設定することが出来ます。
また、個々の入力フィールドごとにクライアント側のバリデーションを無効にしたい場合は、入力フィールドの [[yii\widgets\ActiveField::enableClientValidation]] プロパティを false に設定することも出来ます。





クライアント側バリデーションを実装する 


クライアント側バリデーションをサポートするバリデータを作成するためには、クライアント側でのバリデーションを実行する JavaScript コードを返す [[yii\validators\Validator::clientValidateAttribute()]] メソッドを実装しなければなりません。
その JavaScript の中では、次の事前定義された変数を使用することが出来ます。



		attribute: 検証される属性の名前。


		value: 検証される値。


		messages: 属性に対する検証のエラーメッセージを保持するために使用される配列。


		deferred: Deferred オブジェクトをプッシュして入れることが出来る配列 (次の項で説明します)。





次の例では、既存のステータスのデータに含まれる有効な値が入力されたかどうかを検証する StatusValidator を作成します。
このバリデータは、サーバ側とクライアント側の両方のバリデーションをサポートします。


namespace app\components;

use yii\validators\Validator;
use app\models\Status;

class StatusValidator extends Validator
{
    public function init()
    {
        parent::init();
        $this->message = '無効なステータスが入力されました。';
    }

    public function validateAttribute($model, $attribute)
    {
        $value = $model->$attribute;
        if (!Status::find()->where(['id' => $value])->exists()) {
            $model->addError($attribute, $this->message);
        }
    }

    public function clientValidateAttribute($model, $attribute, $view)
    {
        $statuses = json_encode(Status::find()->select('id')->asArray()->column());
        $message = json_encode($this->message, JSON_UNESCAPED_SLASHES | JSON_UNESCAPED_UNICODE);
        return <<<JS
if (!$.inArray(value, $statuses)) {
    messages.push($message);
}
JS;
    }
}




Tip|ヒント: 上記のコード例の主たる目的は、クライアント側バリデーションをサポートする方法を説明することにあります。
実際の仕事では、in コアバリデータを使って、同じ目的を達することが出来ます。
次のようにバリデーション規則を書けばよいのです。


[
    ['status', 'in', 'range' => Status::find()->select('id')->asArray()->column()],
]










Deferred バリデーション 


非同期のクライアント側バリデーションをサポートする必要がある場合は、Defered オブジェクト [http://api.jquery.com/category/deferred-object/] を作成することが出来ます。
例えば、AJAX によるカスタムバリデーションを実行するために、次のコードを使うことが出来ます。


public function clientValidateAttribute($model, $attribute, $view)
{
    return <<<JS
        deferred.push($.get("/check", {value: value}).done(function(data) {
            if ('' !== data) {
                messages.push(data);
            }
        }));
JS;
}



上のコードにおいて、deferred は Yii が提供する変数で、Deferred オブジェクトの配列です。
jQuery の $.get() メソッドによって作成された Deferred オブジェクトが deferred 配列にプッシュされています。


Deferred オブジェクトを明示的に作成して、非同期のコールバックが呼ばれたときに、Deferred オブジェクトの resolve() メソッドを呼ぶことも出来ます。
次の例は、アップロードされる画像ファイルの大きさをクライアント側で検証する方法を示すものです。


public function clientValidateAttribute($model, $attribute, $view)
{
    return <<<JS
        var def = $.Deferred();
        var img = new Image();
        img.onload = function() {
            if (this.width > 150) {
                messages.push('画像の幅が大きすぎます。');
            }
            def.resolve();
        }
        var reader = new FileReader();
        reader.onloadend = function() {
            img.src = reader.result;
        }
        reader.readAsDataURL(file);

        deferred.push(def);
JS;
}




Note|注意: 属性が検証された後に、resolve() メソッドを呼び出さなければなりません。
そうしないと、主たるフォームのバリデーションが完了しません。



簡潔に記述できるように、deferred 配列はショートカットメソッド add() を装備しており、このメソッドを使うと、自動的に Deferred オブジェクトを作成して deferred 配列に追加することが出来ます。
このメソッドを使えば、上記の例は次のように簡潔に記すことが出来ます。


public function clientValidateAttribute($model, $attribute, $view)
{
    return <<<JS
        deferred.add(function(def) {
            var img = new Image();
            img.onload = function() {
                if (this.width > 150) {
                    messages.push('画像の幅が大きすぎます。');
                }
                def.resolve();
            }
            var reader = new FileReader();
            reader.onloadend = function() {
                img.src = reader.result;
            }
            reader.readAsDataURL(file);
        });
JS;
}






AJAX バリデーション 


場合によっては、サーバだけが必要な情報を持っているために、サーバ側でしか検証が実行できないことがあります。
例えば、ユーザ名がユニークであるか否かを検証するためには、サーバ側で user テーブルを調べることが必要になります。
このような場合には、AJAX ベースのバリデーションを使うことが出来ます。
AJAX バリデーションは、通常のクライアント側でのバリデーションと同じユーザ体験を保ちながら、入力値を検証するためにバックグラウンドで AJAX リクエストを発行します。


AJAX バリデーションをフォーム全体に対して有効にするためには、[[yii\widgets\ActiveForm::enableAjaxValidation]] プロパティを true に設定して、id にフォームを特定するユニークな ID を設定しなければなりません。


<?php $form = yii\widgets\ActiveForm::begin([
    'id' => 'contact-form',
    'enableAjaxValidation' => true,
]); ?>



個別の入力フィールドについても、[[yii\widgets\ActiveField::enableAjaxValidation]] プロパティを設定して、AJAX バリデーションを有効にしたり無効にしたりすることが出来ます。


また、サーバ側では、AJAX バリデーションのリクエストを処理できるように準備しておく必要があります。
これは、コントローラのアクションにおいて、次のようなコード断片を使用することで達成できます。


if (Yii::$app->request->isAjax && $model->load(Yii::$app->request->post())) {
    Yii::$app->response->format = Response::FORMAT_JSON;
    return ActiveForm::validate($model);
}



上記のコードは、現在のリクエストが AJAX であるかどうかをチェックします。
もし AJAX であるなら、リクエストに応えてバリデーションを実行し、エラーを JSON 形式で返します。



Info|情報: AJAX バリデーションを実行するためには、Deferred バリデーション を使うことも出来ます。
しかし、ここで説明された AJAX バリデーションの機能の方がより体系化されており、コーディングの労力も少なくて済みます。
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Додатки


Додатки це об’єкти, які керують всією структурою і життєвим циклом прикладної системи Yii.
Кожна Yii прикладна система містить у собі один об’єкт додатка, який створюється у
вхідному скрипті і глобально доступний через \Yii::$app.



Інформація: В залежності від контексту, коли ми говорим “додаток”, це може означати як об’єкт додатка,
так і прикладну систему додатка вцілому.



Існує два типи додатків: [[yii\web\Application|веб додатки]] та [[yii\console\Application|консольні додатки]].
Як можна здогадатися із назв, перший тип, в основному, займається обробкою веб запитів, а другий - консольними командами.



Конфігурації додатка 


Коли вхідний скрипт створює додаток, він завантажить
конфігурацію та застосує її до додатка, наприклад:


require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// завантаження конфігурації додатка
$config = require(__DIR__ . '/../config/web.php');

// створення об’єкта додатка і його налаштування
(new yii\web\Application($config))->run();



Як і звичайні конфігурації, конфігурації додатка вказують як саме слід ініціювати
властивості об’єктів додатка. Через те, що конфігурації додатків часто є складними, вони розбиваються на декілька
конфігураційних файлів, наприклад, файл web.php у наведеному вище прикладі.





Властивості додатка 


Існує багато важливих властивостей додатка, які ви налаштовуєте в конфігураціях додатка.
Ці властивості, зазвичай, описують середовище, у якому працює додаток. Наприклад,
додаток мусить знати яким чином завантажувати контролери,
де зберігати тимчасові файли, і т.п. Нижче ми розглянемо дані властивості.



Об’язкові властивості 


В кожному додатку, ви маєте налаштувати мінімум дві властивості: [[yii\base\Application::id|id]]
та [[yii\base\Application::basePath|basePath]].



[[yii\base\Application::id|id]] 


Властивість [[yii\base\Application::id|id]] є унікальним ID додатка, який відрізняє його від решти інших додатків.
Здебільшого, це використовується всередені системи. Хоч і не є обов’язковим, але для кращої сумістності рекомендується
використовувати буквено-цифрові символи при налаштуванні ID додатка.





[[yii\base\Application::basePath|basePath]] 


Властивість [[yii\base\Application::basePath|basePath]] вказує на кореневу директорію додатка. Ця директорія,
яка містить весь код прикладної системи додатка. В цій директорії, зазвичай, можуть знаходитись підкаталоги models,
views, controllers, які містять код, що відповідає шаблону проектування MVC.


Ви можете налаштувати властивість [[yii\base\Application::basePath|basePath]], вказавши прямий шлях до директорії
через псевдонім шляху. В обох випадках, вказана директорія має існувати, інакше буде отримано
виняток. Шлях буде нормалізовано за допомогою виклику функції realpath().


Властивість [[yii\base\Application::basePath|basePath]] часто використовується для важливих шляхів (наприклад, шлях до
runtime директорії). Саме з цієї причини, псевдонім шляху @app є зумовлений вказувати на дану директорію.
Похідні шляхи потім можуть бути сформовані за допомогою цього псевдоніму шляху (наприклад, @app/runtime для
звертання до runtime директорії).







Важливі властивості 


Властивості, перелічені в даному підрозділі, частіш за все повинні бути визначені, тому що вони можуть
відрізнятися у різних додатках.



[[yii\base\Application::aliases|aliases]] 


Дана властивість дозволяє налаштувати вам безліч псевдонімів у рамках масиву.
Ключами масива є імена псевдонімів, а значеннами - відповідні значення шляхів. Наприклад,


[
    'aliases' => [
        '@name1' => 'path/to/path1',
        '@name2' => 'path/to/path2',
    ],
]



Ця властивість доступна таким чином, аби ви змогли вказувати псевдоніми в рамках конфігурації додатка,
а не викликаючи метод [[Yii::setAlias()]].





[[yii\base\Application::bootstrap|bootstrap]] 


Дана властивість є дуже зручною, вона дозволяє вказувати масив компонентів, котрі мусять бути завантажені
у процесі [[yii\base\Application::bootstrap()|початкового завантаження]] додатка. Наприклад, якщо ви хочете,
щоб модуль виконував тонке налаштування URL правил,
ви можете вказати його ID в якості елемента даної властивості.


Кожен із елементів даної властивості може вказуватись в одному із наступних форматів:



		ID компонента додатка, що вказаний у компонентах.


		ID модуля, що вказаний у модулях.


		назва класа.


		масив конфігурації.


		анонімна функциія, яка створює та повертає об’єкт компонента.





Наприклад,


[
    'bootstrap' => [
        // ID компонента додатка або модуля
        'demo',

        // назва класа
        'app\components\Profiler',

        // масив конфігурації
        [
            'class' => 'app\components\Profiler',
            'level' => 3,
        ],

        // анонімна функція
        function () {
            return new app\components\Profiler();
        }
    ],
]




Інформація: Якщо ID модуля співпадає з ID компонента додатка, перевага буде віддана ініціалізації компонента додатка
під час початкового завантаження. Якщо ж ви хочете використати модуль, вам потрібно використати анонімну функцію,
як показано нижче:












[
function () {
return Yii::$app->getModule(‘user’);
},
]




Під час початкового завантаження, буде створено кожний компонент. Якщо клас компонента реалізує інтерфейс 
[[yii\base\BootstrapInterface]], то буде викликаний його метод [[yii\base\BootstrapInterface::bootstrap()|bootstrap()]].

Ще одним практичним прикладом є конфігурація [базового шаблону додатка](start-installation.md), у якій модулі
`debug` і `gii` визначені як компоненти початкового завантаження, коли додаток знаходиться режимі розробки.

```php
if (YII_ENV_DEV) {
    // налаштування конфігурації для середовища 'dev'
    $config['bootstrap'][] = 'debug';
    $config['modules']['debug'] = 'yii\debug\Module';

    $config['bootstrap'][] = 'gii';
    $config['modules']['gii'] = 'yii\gii\Module';
}




Примітка: Якщо вказувати велику кількість компонентів у bootstrap - це негативно позначиться на продуктивності
додатка, оскільки для кожного запиту буде виконуватись один й той самий набір компонентів. Таким чином, потрібно
розсудливо використовувати компоненти початкового завантаження.






[[yii\web\Application::catchAll|catchAll]] 


Дана властивість підтримується тільки [[yii\web\Application|веб додатками]]. Вона вказує на
дії контролера, які мусять обробляти всі вхідні запити від користувача. Переважно,
це використовується, коли додаток знаходиться в режимі обслуговування і повинен обробити всі запити через одну дію.


Конфігурація є масивом, перший елемент якого вказує на маршрут події. Решта елементів масиву у форматі ключ-значення
вказують на додаткові параметри, які мають бути передані події. Наприклад,


[
    'catchAll' => [
        'offline/notice',
        'param1' => 'value1',
        'param2' => 'value2',
    ],
]






[[yii\base\Application::components|components]] 


Дана властивість є найважливішою. Вона дозволяє вам зареєструвати іменні компоненти у
компонентах додатку, які ви можете використовувати в інших місцях. Наприклад,


[
    'components' => [
        'cache' => [
            'class' => 'yii\caching\FileCache',
        ],
        'user' => [
            'identityClass' => 'app\models\User',
            'enableAutoLogin' => true,
        ],
    ],
]



Кожен компонент додатка вказаний масивом у форматі ключ-значення. Ключ являє собою ID компонента додатка,
у той час як значення являє собою назву класа або конфігурацію.


Ви можете зареєструвати будь-який компонент у додатку, який потім буде доступний глобально
за допомогою виразу \Yii::$app->componentID.


Більш детальна інформація наведена в розділі Компоненти додатка.





[[yii\base\Application::controllerMap|controllerMap]] 


Дана властивість дозволяє вам встановлювати відповідність між ID контролера та його класом. За замовчуванням,
Yii встановлює відповідність між ID контролера та його класом згідно домовленості
(таким чином, ID post буде відповідати app\controllers\PostController). За допомогою налаштування даної властивості
ви можете змінити домовленість для необхідних контролерів. У наведеному прикладі, account буде
відповідати app\controllers\UserController, в той час, як article буде відповідати app\controllers\PostController.


[
    'controllerMap' => [
        [
            'account' => 'app\controllers\UserController',
            'article' => [
                'class' => 'app\controllers\PostController',
                'enableCsrfValidation' => false,
            ],
        ],
    ],
]



Ключами масиву даної властивості є ID контролерів, а значеннями є назви класів контролерів або
конфігурації.





[[yii\base\Application::controllerNamespace|controllerNamespace]] 


Дана властивість вказує на простір імен за замовчуванням, під яким повинні знаходитись класи контролерів.
За замовчуванням, це значення рівне app\controllers. Якщо ID контролера є post, то, згідно домовленості,
відповідна назва класу контролера (без простору імен) буде PostController, а повна назва класу буде
app\controllers\PostController.


Класи контролерів можуть також знаходитись у підкаталогах директорії, що відповідає її простору імені.
Наприклад, ID контролера admin/post відповідає повне ім’я класа контролера app\controllers\admin\PostController.


Дуже важливо, щоб повне ім’я класа контролера могло бути використане автозавантаженням
і фактичний простір імен вашого контролера відповідав цій властивості. В іншому випадку, ви отримаєте помилку
із заголовком “Сторінка не знайдена”, коли спробуєте отримати доступ до додатка.


У випадку, якщо ви хочете змінити домовленість, яку розглянуто вище, ви можете використовувати властивість
controllerMap.





[[yii\base\Application::language|language]] 


Дана властивість вказує на мову додатка, на якій додаток повинен відображати зміст кінцевому користувачу.
За замовчуванням, значення даної властивості рівне en, означаючи англійську мову.
Якщо ваш додаток підтримує декілька мов, ви необхідно налаштувати дану властивість.


Значення даної властивості визначає кілька різних аспектів інтернаціоналізації, в тому числі
переклади повідомлень, форматування дат, форматування чисел, і т. п. Наприклад, віджет [[yii\jui\DatePicker]]
використовує дану властивість для визначення мови за замовчуванням, на якій має бути зображений календар і
формат даних для календаря.


Рекомендується вказувати мову у рамках стандатру IETF [http://en.wikipedia.org/wiki/IETF_language_tag].
Наприклад, для англійської мови використовується en, в той час як для англійської в США - en-US.


Більш детальна інформація наведена у розділі Інтернаціоналізація.





[[yii\base\Application::modules|modules]] 


Дана властивість визначає модулі, які містить додаток.


Значенням властивості є масив імен класів модулів або конфігурацій, а ключами цього масиву
виступають ID модулів. Наприклад,


[
    'modules' => [
        // модуль "booking" визначено класом модуля
        'booking' => 'app\modules\booking\BookingModule',

        // модуль "comment" визначено масивом конфігурації
        'comment' => [
            'class' => 'app\modules\comment\CommentModule',
            'db' => 'db',
        ],
    ],
]



Більш детальна інформація наведена у розділі Модулі.





[[yii\base\Application::name|name]] 


Дана властивість вказує на ім’я додатка, яке може бути відображене кінцевому користувачу. На відміну від властивості
[[yii\base\Application::id|id]], яка має бути унікальною, значення даної властивості потрібне в основному для
відображення і не є обов’язково є унікальною.


Якщо ваш код не використовує дану властивість, то ви можете не налаштовувати її.





[[yii\base\Application::params|params]] 


Дана властивість описує масив глобально доступних параметрів додатка. Замість того, щоб використовувати жорстко
фіксовані числа і строки у вашому коді, краще оголосити їх параметрами додатка в одному місці і використовувати
в необхідних місцях коду. Наприклад, ви можете визначити розмір прев’ю-зображень для зображеннь наступним чином:


[
    'params' => [
        'thumbnail.size' => [128, 128],
    ],
]



Потім, коли вам потрібно використати дані значення у вашому коді, ви можете зробити це наступним чином:


$size = \Yii::$app->params['thumbnail.size'];
$width = \Yii::$app->params['thumbnail.size'][0];



Якщо пізніше вам знадобиться змінити розмір прев’ю зображення, то вам потрібно буде змінити це значення лише у
конфігураційному файлі додатка, не змінюючи будь-який залежний код.





[[yii\base\Application::sourceLanguage|sourceLanguage]] 


Дана властивість вказує мову, на якій написаний код додатка. За замовчуванням значення рівне 'en-US',
що означає англійську мову (США). Ви повинні змінити дану властивість, якщо мовою змісту у вашому коді
є не англійська мова.


Аналогічно властивості language, ви повинні вказати дану властивість у рамках стандарту
IETF [http://en.wikipedia.org/wiki/IETF_language_tag]. Наприклад, для англійської мови
використовується en, в той час як для англійської в США - en-US.


Більш детальна інформація наведена у розділі Інтернаціоналізація.





[[yii\base\Application::timeZone|timeZone]] 


Дана властивість надає альтернативний спосіб встановлення часової зони за замовчуванням у процесі роботи додатка.
Таким чином, вказуючи дану властивість, ви, по суті, викликаєте PHP функцію
date_default_timezone_set() [http://php.net/manual/en/function.date-default-timezone-set.php]. Наприклад,


[
    // 'Europe/Kiev' для України
    'timeZone' => 'America/Los_Angeles',
]






[[yii\base\Application::version|version]] 


Дана властивість вказує на версію додатка. За замовчуванням значення рівне '1.0'. Ви можете не змінювати
дану властивість, якщо ваш код не використовує її.







Корисні властивості 


Властивості, які перераховані в даному розділі, не є часто змінюваними, так як їх значення за замовчуванням
відповідають загальноприйнятим домовленостям. Однак, ви можете їх налаштувати, якщо вам потрібно використовувати
інші значення.



[[yii\base\Application::charset|charset]] 


Властивість вказує кодування, яке використовує додаток. За замовчуванням значення рівне 'UTF-8',
яке має бути незмінним для більшості додатків, тільки якщо ви не працюєте із застарілим кодом, який використовує
значний об’єм не юнікод даних.





[[yii\base\Application::defaultRoute|defaultRoute]] 


Властивість вказує маршрут, який повинен використовувати додаток, коли його не вказано у
вхідному запиті. Маршрут може складатись із ID модуля, ID контролера і/або ID дії. Наприклад, help,
post/create, admin/post/create. Якщо дію не вказано, то буде використано значення за замовчуванням,
що вказане у [[yii\base\Controller::defaultAction]].


Для [yii\web\Application|веб додатків] значення за замовчуванням даної властивості рівне 'site', що означає
контролер SiteController і його дія за замовчуванням. Таким чином, якщо ви спробуєте отримати доступ
до додатка, не вказавши маршрут - буде відображено результат дії app\controllers\SiteController::actionIndex().


Для [yii\console\Application|консольних додатків] значення за замовчуванням рівне 'help', яке означає,
що повинна використовуватись вбудована команда [[yii\console\controllers\HelpController::actionIndex()]].
Таким чином, якщо ви виконаєте команду yii без аргументів, вам будет зображена довідкова інформація.





[[yii\base\Application::extensions|extensions]] 


Дана властивість описує перелік розширень, які встановлені і використовуються додатком.
За замовчуванням, значенням даної властивості буде масив, отриманий із файла @vendor/yiisoft/extensions.php.
Файл extensions.php генерується і підтримується автоматично, коли ви використовуєте
Composer [http://getcomposer.org] для встановлення розширень.
Таким чином, у більшості випадків, вам не потрібно налаштовувати дану властивість.


В особливих випадках, коли ви хочете керувати розширеннями власноруч, ви можете вказати дану властивість наступним чином:


[
    'extensions' => [
        [
            'name' => 'extension name',
            'version' => 'version number',
            'bootstrap' => 'BootstrapClassName',  // опціонально, може бути також масив конфігурації
            'alias' => [  // опціонально
                '@alias1' => 'to/path1',
                '@alias2' => 'to/path2',
            ],
        ],

        // ... аналогічно для решти розширень ...

    ],
]



Як бачите, властивість є масивом специфікацій розширень. Кожне розширення вказано масивом, який складається з елементів
name і version. Якщо розширення має бути виконано в процесі початкового завантаження,
то слід вказати елемент у bootstrap властивості, який може бути іменем класа або масивом конфігурації.
Розширення також може визначати декілька псевдонімів.





[[yii\base\Application::layout|layout]] 


Дана властивість визначає ім’я шаблону за замовчуванням, який мусить бути використаний при формувані
представлення. Значення за замовчуванням рівне 'main', яке означає, що має бути використаний
шаблон main.php в директорії шаблонів. Якщо обидві властивості, директорія шаблонів
та директорія представлень, приймають значення за замовчуванням, то файл шаблону за замовчуванням може
бути представлений псевдонімом шляху як @app/views/layouts/main.php.


Для відключення використання шаблону, ви можете вказати дану властивість як false, однак це є дуже рідкісним випадком.





[[yii\base\Application::layoutPath|layoutPath]] 


Дана властивість визначає шлях, по якому слід шукати шаблони. Значення за замовчуванням рівне layouts,
що означає підпапку у директорії представлень. Якщо значення директорії представлень
є значенням за замовчуванням, то директорія шаблонів за замовчуванням може бути представлена псевдонімом шляху як @app/views/layouts.


Ви можете налаштувати дану властивість як директорію, так і як псевдонім шляху.





[[yii\base\Application::runtimePath|runtimePath]] 


Дана властивість визначає шлях, по якому зберігаються тимчасові файли, такі як: лог файли, кеш файли.
За замовчуванням це значення рівне директорії, яка преставлена псевдонімом шляху @app/runtime.


Ви можете налаштувати дану властивість як директорію або як псевдонім шляху. Зверніть увагу,
що дана директорія має бути доступна для запису процесом, який виконує додаток. Також директорія має
бути захищена від доступу кінцевим користувачам, оскільки файли, які зберігаються в ній,, можуть містити важливу інформацію.


Для спрощення роботи з даною директорією, Yii надає зумовлений псевдонім шляху @runtime.





[[yii\base\Application::viewPath|viewPath]] 


Дана властивість визначає базову директорію, де містяться всі файли представлень. Значення за замовчуванням являє
собою псевдонім @app/views. Ви можете налаштувати дану властивість як директорі або псевдонім шляху.





[[yii\base\Application::vendorPath|vendorPath]] 


Дана властивість визначає директорію сторонніх бібліотек, які використовуються і керуються за допомогою
Composer [http://getcomposer.org]. Вона містить всі сторонні бібліотеки, які використовуються додатком,
включаючи сам Yii фреймворк. Значеня за замовчуванням являє собою псевдонім @app/vendor.


Ви можете налаштувати дану властивість як директорію або псевдонім шляху.
При зміні даної властивості, переконайтесь, що ви також змінили відповідним чином налаштування Composer.


Для спрощення роботи з даною директорією, Yii надає зумовлений псевдонім шляху @vendor.





[[yii\console\Application::enableCoreCommands|enableCoreCommands]] 


Дана властивість підтримується тільки [[yii\console\Application|консольними додатками]]. Вона вказує чи потрібно
використовувати вбудовані в Yii консольні команди. Значення за замовчуванням рівне true.









Події додатка 


Додаток викликає декілька подій під час свого життєвого циклу обробки запиту.
Ви можете приєднати обробники подій в конфігурації додатка наступним чином:


[
    'on beforeRequest' => function ($event) {
        // ...
    },
]



Використання синтаксису on eventName детально описано у розділі
Конфігурації.


Іншим методом приэднання обробників подій у процесі початкового завантаження додатку,
одразу після того, як буде створено додаток, є описаний нижче приклад:


\Yii::$app->on(\yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST, function ($event) {
    // ...
});




[[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST|EVENT_BEFORE_REQUEST]] 


Дана подія виникає до того, як додаток починає обробляти вхідний запит. Справжнє ім’я події - beforeRequest.


Коли виникає ця подія, об’єкт додатка вже створений і проініційований. Таким чином, це є
коректним місцем для додавання вашого коду за допомогою подій для перехвату управління обробки запиту.
Наприклад,в обробник події ви може динамічно призначати мову додатка [[yii\base\Application::language]]
в залежності від деяких параметрів.





[[yii\base\Application::EVENT_AFTER_REQUEST|EVENT_AFTER_REQUEST]] 


Дана подія виникає після закінчення обробки запиту додатком, але до відправки відповіді.
Справжнє ім’я події - afterRequest.


На момент виникнення даної події, обробка запиту завершена і ви можете використати це для побудови постобробки запиту,
з метою налаштування відповіді.


Зверніть увагу, що у компоненті [[yii\web\Response|response]] також виникають події в процесі відправки даних кінцевому
користувачу. Ці події виникають після поточної події.





[[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_ACTION|EVENT_BEFORE_ACTION]] 


Подія виникає до виконання кожної дії контролера.
Справжнє ім’я події - beforeAction.


Параметр події є об’єктом [[yii\base\ActionEvent]]. Обробник події може встановлювати властивість
[[yii\base\ActionEvent::isValid]] рівним false для зупинки виконання дії.


Наприклад,


[
    'on beforeAction' => function ($event) {
        if (деяка умова) {
            $event->isValid = false;
        } else {
        }
    },
]



Зверніть увагу на те, що така ж подія beforeAction виникає також у модулях та
контролерах. Об’єкти додатку є першими, хто ініціює дані події,
за якими ініціюють модулі (якщо такі є), і в кінці - контролери. Якщо обробник події встановлює властивість
[[yii\base\ActionEvent::isValid]] рівним false, то всі наступні події не будуть викликані.





[[yii\base\Application::EVENT_AFTER_ACTION|EVENT_AFTER_ACTION]] 


Ця подія виникає після виконання дії контролера. Справжнє ім’я події - afterAction.


Параметр події є об’єктом [[yii\base\ActionEvent]]. Через властивість [[yii\base\ActionEvent::result]]
обробник події може отримати доступ або змінити результат дії контролера. Наприклад,


[
    'on afterAction' => function ($event) {
        if (деяка умова) {
            // modify $event->result
        } else {
        }
    },
]



Зверніть увагу на те, що така ж подія afterAction виникає також у модулях та
контролерах. Ці об’єкти ініціюють події у зворотньому порядку, порівнюючи із beforeAction.
Таким чином, контролери є першими, хто ініціює дану подію, далі йдуть модулі (якщо такі є), і врешті - у додатках.







Життєвий цикл додатка 


[image: Життєвий цикл додатка]


Коли вхідний скрипт виконується для обробки запиту, додаток пройде наступний
життєвий цикл:



		Вхідний скрипт завантажує конфігурацію додатка у якості масива.


		Вхідний скрипт створює новий об’єкт додатка:






		Викликається метод [[yii\base\Application::preInit()|preInit()]], який налаштовує деякі життєво важливі властивості
додатка, як наприклад [[yii\base\Application::basePath|basePath]].


		Реєструється [[yii\base\Application::errorHandler|обробник помилок]].


		Налаштовуються властивості додатку.


		Викликається метод [[yii\base\Application::init()|init()]], який далі викликає метод
[[yii\base\Application::bootstrap()|bootstrap()]] для початкового завантаження компонентів.






		Вхідний скрипт викликає метод [[yii\base\Application::run()]] для запуску додатка:






		Ініціюється подія [[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST|EVENT_BEFORE_REQUEST]].


		Обробка запиту: розбір інформації запиту на маршрут та відповідні параметри;
створення об’єктів модуля, контролера та дії, згідно вказаного маршруту; ініціювання подій.


		Ініціюється подія [[yii\base\Application::EVENT_AFTER_REQUEST|EVENT_AFTER_REQUEST]].


		Відповідь надсилається кінцевому користувачу.






		Вхідний скрипт отримує значення статусу виходу із додатка та завершує обробку запиту.
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アプリケーション


アプリケーションは Yii アプリケーションシステム全体の構造とライフサイクルを統制するオブジェクトです。
全ての Yii アプリケーションシステムは、それぞれ、エントリスクリプト において作成され、\Yii::$app という式でグローバルにアクセス可能な、単一のアプリケーションオブジェクトを持ちます。



Info|情報: ガイドの中で「アプリケーション」という言葉は、文脈に応じて、アプリケーションオブジェクトを意味したり、アプリケーションシステムを意味したりします。



二種類のアプリケーション、すなわち、[[yii\web\Application|ウェブアプリケーション]] と [[yii\console\Application|コンソールアプリケーション]] があります。
名前が示すように、前者は主にウェブのリクエストを処理し、後者はコンソールコマンドのリクエストを処理します。



アプリケーションの構成情報 


エントリスクリプト は、アプリケーションを作成するときに、下記のように、構成情報 を読み込んで、それをアプリケーションに適用します。


require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// アプリケーションの構成情報を読み込む
$config = require(__DIR__ . '/../config/web.php');

// アプリケーションのインスタンスを作成し、構成情報を適用する
(new yii\web\Application($config))->run();



通常の 構成情報 と同じように、アプリケーションの構成情報は、アプリケーションオブジェクトのプロパティをどのように初期化するかを指定するものです。
アプリケーションの構成情報は、たいていは非常に複雑なものですから、通常は、上記の例の web.php ファイルのように、構成情報ファイル に保管されます。





アプリケーションのプロパティ 


アプリケーションの構成情報で構成すべき重要なアプリケーションのプロパティは数多くあります。
それらのプロパティの典型的なものは、アプリケーションが走る環境を記述するものです。
例えば、アプリケーションは、どのようにして コントローラ をロードするか、また、どこにテンポラリファイルを保存するかなどを知らなければなりません。
以下において、それらのプロパティを要約します。



必須のプロパティ 


どのアプリケーションでも、最低二つのプロパティは構成しなければなりません。
すなわち、[[yii\base\Application::id|id]] と [[yii\base\Application::basePath|basePath]] です。



[[yii\base\Application::id|id]] 


[[yii\base\Application::id|id]] プロパティは、アプリケーションを他のアプリケーションから区別するユニークな ID を指定するものです。
このプロパティは主としてプログラム内部で使われます。
必須ではありませんが、最良の相互運用性を確保するために、アプリケーション ID を指定するときには英数字だけを使うことが推奨されます。





[[yii\base\Application::basePath|basePath]] 


[[yii\base\Application::basePath|basePath]] プロパティは、アプリケーションのルートディレクトリを指定するものです。
これは、アプリケーションシステムの全ての保護されたソースコードを収容するディレクトリです。
通常、このディレクトリの下に、MVC パターンに対応するソースコードを収容した models、views、controllers などのサブディレクトリがあります。


[[yii\base\Application::basePath|basePath]] プロパティの構成には、ディレクトリパスを使っても、パスエイリアス を使っても構いません。
どちらの形式においても、対応するディレクトリが存在しなければなりません。
さもなくば、例外が投げられます。
パスは realpath() 関数を呼び出して正規化されます。


[[yii\base\Application::basePath|basePath]] プロパティは、しばしば、他の重要なパス (例えば、runtime のパス) を派生させるために使われます。
このため、basePath を示す @app というパスエイリアスが、あらかじめ定義されています。
その結果、派生的なパスはこのエイリアスを使って形成することが出来ます
(例えば、runtime ディレクトリを示す @app/runtime など)。







重要なプロパティ


この項で説明するプロパティは、アプリケーションごとに異なってくるものであるため、たいてい、構成する必要が生じます。



[[yii\base\Application::aliases|aliases]] 


このプロパティを使って、配列形式で一連の エイリアス を定義することが出来ます。
配列のキーがエイリアスの名前であり、配列の値が対応するパスの定義です。
例えば、


[
    'aliases' => [
        '@name1' => 'path/to/path1',
        '@name2' => 'path/to/path2',
    ],
]



このプロパティが提供されているのは、[[Yii::setAlias()]] メソッドを呼び出す代りに、アプリケーションの構成情報を使ってエイリアスを定義することが出来るようにするためです。





[[yii\base\Application::bootstrap|bootstrap]] 


これは非常に有用なプロパティです。
これによって、アプリケーションの [[yii\base\Application::bootstrap()|ブートストラップの過程]] において走らせるべきコンポーネントを配列として指定することが出来ます。
例えば、ある モジュール に URL 規則 をカスタマイズさせたいときに、モジュールの ID をこのプロパティの要素として挙げることが出来ます。


このプロパティに挙げるコンポーネントは、それぞれ、以下の形式のいずれかによって指定することが出来ます。



		components によって指定されているアプリケーションコンポーネントの ID。


		modules によって指定されているモジュールの ID。


		クラス名。


		構成情報の配列。


		コンポーネントを作成して返す無名関数。





例えば、


[
    'bootstrap' => [
        // アプリケーションコンポーネント ID、または、モジュール ID
        'demo',

        // クラス名
        'app\components\Profiler',

        // 構成情報の配列
        [
            'class' => 'app\components\Profiler',
            'level' => 3,
        ],

        // 無名関数
        function () {
            return new app\components\Profiler();
        }
    ],
]




Info|情報: モジュール ID と同じ ID のアプリケーションコンポーネントがある場合は、ブートストラップの過程ではアプリケーションコンポーネントが使われます。
代りにモジュールを使いたいときは、次のように、無名関数を使って指定することが出来ます。












[
function () {
return Yii::$app->getModule(‘user’);
},
]



ブートストラップの過程で、各コンポーネントのインスタンスが作成されます。
そして、コンポーネントクラスが [[yii\base\BootstrapInterface]] を実装している場合は、その [[yii\base\BootstrapInterface::bootstrap()|bootstrap()]] メソッドも呼び出されます。

もう一つの実用的な例が [ベーシックアプリケーションテンプレート](start-installation.md) のアプリケーションの構成情報の中にあります。
そこでは、アプリケーションが開発環境で走るときには `debug` モジュールと `gii` モジュールがブートストラップコンポーネントとして構成されています。

```php
if (YII_ENV_DEV) {
    // 'dev' 環境のための構成情報の修正
    $config['bootstrap'][] = 'debug';
    $config['modules']['debug'] = 'yii\debug\Module';

    $config['bootstrap'][] = 'gii';
    $config['modules']['gii'] = 'yii\gii\Module';
}




Note|注意: あまり多くのコンポーネントを bootstrap に置くと、アプリケーションのパフォーマンスを劣化させます。
なぜなら、リクエストごとに同じ一連のコンポーネントを走らせなければならないからです。
ですから、ブートストラップコンポーネントは賢く使ってください。






[[yii\web\Application::catchAll|catchAll]] 


このプロパティは [[yii\web\Application|ウェブアプリケーション]] においてのみサポートされます。
これは、全てのユーザリクエストを処理すべき コントローラアクション を指定するものです。
これは主としてアプリケーションがメンテナンスモードにあって、入ってくる全てのリクエストを単一のアクションで処理する必要があるときに使われます。


構成情報は配列の形を取り、最初の要素はアクションのルートを指定します。
そして、配列の残りの要素 (キー・値のペア) は、アクションに渡されるパラメータを指定します。
例えば、


[
    'catchAll' => [
        'offline/notice',
        'param1' => 'value1',
        'param2' => 'value2',
    ],
]






[[yii\base\Application::components|components]] 


これこそが、唯一の最も重要なプロパティです。
これによって、アプリケーションコンポーネント と呼ばれる一連の名前付きのコンポーネントを登録して、それらを他の場所で使うことが出来るようになります。
例えば、


[
    'components' => [
        'cache' => [
            'class' => 'yii\caching\FileCache',
        ],
        'user' => [
            'identityClass' => 'app\models\User',
            'enableAutoLogin' => true,
        ],
    ],
]



全てのアプリケーションコンポーネントは、それぞれ、配列の中で「キー・値」のペアとして指定されます。
キーはコンポーネントの ID を示し、値はコンポーネントのクラス名または 構成情報 を示します。


どのようなコンポーネントでもアプリケーションに登録することが出来ます。
そして登録されたコンポーネントは、後で、\Yii::$app->ComponentID という式を使ってグローバルにアクセスすることが出来ます。


詳細は アプリケーションコンポーネント の節を読んでください。





[[yii\base\Application::controllerMap|controllerMap]] 


このプロパティは、コントローラ ID を任意のコントローラクラスに割り付けることを可能にするものです。
デフォルトでは、Yii は 規約 に基づいてコントローラ ID をコントローラクラスに割り付けます
(例えば、post という ID は app\controllers\PostController に割り付けられます)。
このプロパティを構成することによって、特定のコントローラに対する規約を破ることが出来ます。
下記の例では、account は app\controllers\UserController に割り付けられ、article は app\controllers\PostController に割り付けられることになります。


[
    'controllerMap' => [
        [
            'account' => 'app\controllers\UserController',
            'article' => [
                'class' => 'app\controllers\PostController',
                'enableCsrfValidation' => false,
            ],
        ],
    ],
]



このプロパティの配列のキーはコントローラ ID を表し、配列の値は対応するコントローラクラスの名前または 構成情報 を表します。





[[yii\base\Application::controllerNamespace|controllerNamespace]] 


このプロパティは、コントローラクラスが配置されるべきデフォルトの名前空間を指定するものです。
デフォルト値は app\controllers です。
コントローラ ID が post である場合、規約によって対応するコントローラの (名前空間を略した) クラス名は PostController となり、完全修飾クラス名は app\controllers\PostController となります。


コントローラクラスは、この名前空間に対応するディレクトリのサブディレクトリに配置されても構いません。
例えば、コントローラ ID として admin/post を仮定すると、対応するコントローラの完全修飾クラス名は app\controllers\admin\PostController となります。


重要なことは、完全修飾されたコントローラクラスが オートロード可能 でなければならず、コントローラクラスの実際の名前空間がこのプロパティと合致していなければならない、ということです。
そうでないと、アプリケーションにアクセスしたときに “ページがみつかりません” というエラーを受け取ることになります。


上で説明された規約を破りたい場合は、controllerMap プロパティを構成することが出来ます。





[[yii\base\Application::language|language]] 


このプロパティは、アプリケーションがコンテントをエンドユーザに表示するときに使うべき言語を指定するものです。
このプロパティのデフォルト値は en であり、英語を意味します。
アプリケーションが多言語をサポートする必要があるときは、このプロパティを構成しなければなりません。


このプロパティの値が、メッセージの翻訳、日付の書式、数字の書式などを含む 国際化 のさまざまな側面を決定します。
例えば、[[yii\jui\DatePicker]] ウィジェットは、どの言語でカレンダーを表示すべきか、そして日付をどのように書式設定すべきかを、デフォルトでは、このプロパティを使用して決定します。


言語を指定するのには、IETF 言語タグ [http://ja.wikipedia.org/wiki/IETF%E8%A8%80%E8%AA%9E%E3%82%BF%E3%82%B0] に従うことが推奨されます。
例えば、en は英語を意味し、en-US はアメリカ合衆国の英語を意味します。


このプロパティに関する詳細は 国際化 の節で読むことが出来ます。





[[yii\base\Application::modules|modules]] 


このプロパティはアプリケーションが含む モジュール を指定するものです。


このプロパティは、モジュールの ID をキーとする、モジュールのクラスまたは 構成情報 の配列です。
例えば、


[
    'modules' => [
        // モジュールクラスで指定された "booking" モジュール
        'booking' => 'app\modules\booking\BookingModule',

        // 構成情報の配列で指定された "comment" モジュール
        'comment' => [
            'class' => 'app\modules\comment\CommentModule',
            'db' => 'db',
        ],
    ],
]



詳細は モジュール の節を参照してください。





[[yii\base\Application::name|name]] 


このプロパティは、エンドユーザに対して表示されるアプリケーション名を指定するものです。
[[yii\base\Application::id|id]] プロパティがユニークな値を取らなければならないのとは違って、このプロパティの値は主として表示目的であり、ユニークである必要はありません。


コードのどこにも使わないのであれば、このプロパティは必ずしも構成する必要はありません。





[[yii\base\Application::params|params]] 


このプロパティは、グローバルにアクセス可能なアプリケーションパラメータの配列を指定するものです。
コードの中のいたる処でハードコードされた数値や文字列を使う代りに、それらをアプリケーションパラメータとして一ヶ所で定義し、必要な場所ではそのパラメータを使うというのが良いプラクティスです。
例えば、次のように、サムネール画像のサイズをパラメータとして定義することが出来ます。


[
    'params' => [
        'thumbnail.size' => [128, 128],
    ],
]



そして、このサイズの値を使う必要があるコードにおいては、下記のようなコードを使うだけで済ませることが出来ます。


$size = \Yii::$app->params['thumbnail.size'];
$width = \Yii::$app->params['thumbnail.size'][0];



後でサムネールのサイズを変更すると決めたときは、アプリケーションの構成情報においてのみサイズを修正すればよく、これに依存するコードには少しも触れる必要がありません。





[[yii\base\Application::sourceLanguage|sourceLanguage]] 


このプロパティはアプリケーションコードが書かれている言語を指定するものです。
デフォルト値は 'en-US'、アメリカ合衆国の英語です。
あなたのコードのテキストのコンテントが英語以外で書かれているときは、このプロパティを構成しなければなりません。


language プロパティと同様に、このプロパティは IETF 言語タグ [http://ja.wikipedia.org/wiki/IETF%E8%A8%80%E8%AA%9E%E3%82%BF%E3%82%B0] に従って構成しなければなりません。
例えば、en は英語を意味し、en-US はアメリカ合衆国の英語を意味します。


このプロパティに関する詳細は 国際化 の節で読むことが出来ます。





[[yii\base\Application::timeZone|timeZone]] 


このプロパティは、PHP ランタイムのデフォルトタイムゾーンを設定する代替手段として提供されています。
このプロパティを構成することによって、本質的には PHP 関数 date_default_timezone_set() [http://php.net/manual/ja/function.date-default-timezone-set.php] を呼び出すことになります。
例えば、


[
    'timeZone' => 'Asia/Tokyo',
]






[[yii\base\Application::version|version]] 


このプロパティはアプリケーションのバージョンを指定するものです。デフォルト値は '1.0' です。
コードの中で全く使わないのであれば、必ずしも構成する必要はありません。







有用なプロパティ 


この項で説明されるプロパティは通常は構成されません。というのは、そのデフォルト値が通常の規約を指定しているからです。
しかしながら、規約を破る必要がある場合には、これらのプロパティを構成することが出来ます。



[[yii\base\Application::charset|charset]] 


このプロパティはアプリケーションが使う文字セットを指定するものです。
デフォルト値は 'UTF-8' であり、あなたのアプリケーションが多数の非ユニコードデータを使うレガシーシステムと連携するのでなければ、たいていのアプリケーションでは、そのままにしておくべきです。





[[yii\base\Application::defaultRoute|defaultRoute]] 


このプロパティは、リクエストがルートを指定していないときにアプリケーションが使用すべき ルート を指定するものです。
ルートは、チャイルドモジュール ID、コントローラ ID、および/または アクション ID を構成要素とすることが出来ます。
例えば、help、post/create、admin/post/create などです。
アクション ID が与えられていない場合は、[[yii\base\Controller::defaultAction]] で指定されるデフォルト値を取ります。


[[yii\web\Application|ウェブアプリケーション]] では、このプロパティのデフォルト値は 'site' であり、その意味するところは、SiteController コントローラとそのデフォルトアクションが使用されるべきである、ということです。
結果として、ルートを指定せずにアプリケーションにアクセスすると、app\controllers\SiteController::actionIndex() の結果が表示されます。


[[yii\console\Application|コンソールアプリケーション]] では、デフォルト値は 'help' であり、コアコマンドの [[yii\console\controllers\HelpController::actionIndex()]] が使用されるべきであるという意味です。
結果として、何も引数を与えずに yii というコマンドを実行すると、ヘルプ情報が表示されることになります。





[[yii\base\Application::extensions|extensions]] 


このプロパティは、アプリケーションにインストールされて使われている エクステンション のリストを指定するものです。
デフォルトでは、@vendor/yiisoft/extensions.php というファイルによって返される配列を取ります。
extensions.php は、Composer [http://getcomposer.org] を使ってエクステンションをインストールすると、自動的に生成され保守されます。
ですから、たいていの場合、このプロパティをあなたが構成する必要はありません。


エクステンションを手作業で保守したいという特殊なケースにおいては、次のようにしてこのプロパティを構成することが出来ます。


[
    'extensions' => [
        [
            'name' => 'extension name',
            'version' => 'version number',
            'bootstrap' => 'BootstrapClassName',  // オプション、構成情報の配列でもよい
            'alias' => [  // optional
                '@alias1' => 'to/path1',
                '@alias2' => 'to/path2',
            ],
        ],

        // ... 上記と同じように、更にエクステンションを構成 ...

    ],
]



ご覧のように、このプロパティはエクステンションの仕様を示す配列を取ります。
それぞれのエクステンションは、name と version の要素を含む配列によって指定されます。
エクステンションが ブートストラップ の過程で走る必要がある場合には、bootstrap 要素をブートストラップのクラス名または 構成情報 の配列によって指定することが出来ます。
また、エクステンションはいくつかの エイリアス を定義することも出来ます。





[[yii\base\Application::layout|layout]] 


このプロパティは、ビュー をレンダリングするときに使われるべきデフォルトのレイアウトを指定するものです。
デフォルト値は 'main' であり、レイアウトパス の下にある main.php というファイルが使われるべきことを意味します。
レイアウトパス と ビューパス の両方がデフォルト値を取る場合、デフォルトのレイアウトファイルは @app/views/layouts/main.php というパスエイリアスとして表すことが出来ます。


滅多には無いことですが、レイアウトをデフォルトで無効にしたい場合は、このプロパティを false として構成することが出来ます。





[[yii\base\Application::layoutPath|layoutPath]] 


このプロパティは、レイアウトファイルが捜されるべきパスを指定するものです。
デフォルト値は、ビューパス の下の layouts サブディレクトリです。
ビューパス がデフォルト値を取る場合、デフォルトのレイアウトパスは @app/views/layouts というパスエイリアスとして表すことが出来ます。


このプロパティはディレクトリまたはパス エイリアス として構成することが出来ます。





[[yii\base\Application::runtimePath|runtimePath]] 


このプロパティは、ログファイルやキャッシュファイルなどの一時的ファイルを生成することが出来るパスを指定するものです。
デフォルト値は、@app/runtime というエイリアスで表現されるディレクトリです。


このプロパティはディレクトリまたはパス エイリアス として構成することが出来ます。
ランタイムパスは、アプリケーションを実行するプロセスによって書き込みが可能なものでなければならないことに注意してください。
そして、この下にある一時的ファイルは秘匿を要する情報を含みうるものですので、ランタイムパスはエンドユーザによるアクセスから保護されなければなりません。


このパスに簡単にアクセスできるように、Yii は @runtime というパスエイリアスを事前に定義しています。





[[yii\base\Application::viewPath|viewPath]] 


このプロパティはビューファイルが配置されるルートディレクトリを指定するものです。
デフォルト値は、@app/views というエイリアスで表現されるディレクトリです。
このプロパティはディレクトリまたはパス エイリアス として構成することが出来ます。





[[yii\base\Application::vendorPath|vendorPath]] 


このプロパティは、Composer [http://getcomposer.org] によって管理される vendor ディレクトリを指定するものです。
Yii フレームワークを含めて、あなたのアプリケーションによって使われる全てのサードパーティライブラリを格納するディレクトリです。
デフォルト値は、@app/vendor というエイリアスで表現されるディレクトリです。


このプロパティはディレクトリまたはパス エイリアス として構成することが出来ます。
このプロパティを修正するときは、必ず、Composer の構成もそれに合せて修正してください。


このパスに簡単にアクセスできるように、Yii は @vendor というパスエイリアスを事前に定義しています。





[[yii\console\Application::enableCoreCommands|enableCoreCommands]] 


このプロパティは [[yii\console\Application|コンソールアプリケーション]] においてのみサポートされています。
Yii リリースに含まれているコアコマンドを有効にすべきか否かを指定するものです。デフォルト値は true です。









アプリケーションのイベント 


アプリケーションはリクエストを処理するライフサイクルの中でいくつかのイベントをトリガします。
これらのイベントに対して、下記のようにして、アプリケーションの構成情報の中でイベントハンドラをアタッチすることが出来ます。


[
    'on beforeRequest' => function ($event) {
        // ...
    },
]



on eventName という構文の使い方については、構成情報 の節で説明されています。


別の方法として、アプリケーションのインスタンスが生成された後、ブートストラップの過程 の中でイベントハンドラをアタッチすることも出来ます。
例えば、


\Yii::$app->on(\yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST, function ($event) {
    // ...
});




[[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST|EVENT_BEFORE_REQUEST]] 


このイベントは、アプリケーションがリクエストを処理する 前 にトリガされます。
実際のイベント名は beforeRequest です。


このイベントがトリガされるときには、アプリケーションのインスタンスは既に構成されて初期化されています。
ですから、イベントメカニズムを使って、リクエスト処理のプロセスに干渉するカスタムコードを挿入するのには、ちょうど良い場所です。
例えば、このイベントハンドラの中で、何らかのパラメータに基づいて [[yii\base\Application::language]] プロパティを動的にセットすることが出来ます。





[[yii\base\Application::EVENT_AFTER_REQUEST|EVENT_AFTER_REQUEST]] 


このイベントは、アプリケーションがリクエストの処理を完了した 後、レスポンスを送信する 前 にトリガされます。
実際のイベント名は afterRequest です。


このイベントがトリガされるときにはリクエストの処理は完了していますので、この機をとらえて、リクエストに対する何らかの後処理をしたり、レスポンスをカスタマイズしたりすることが出来ます。


[[yii\web\Response|response]] コンポーネントも、エンドユーザにレスポンスのコンテントを送出する間にいくつかのイベントをトリガすることに注意してください。
それらのイベントは、このイベントの 後 にトリガされます。





[[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_ACTION|EVENT_BEFORE_ACTION]] 


このイベントは、コントローラアクション を実行する 前 に毎回トリガされます。
実際のイベント名は beforeAction です。


イベントのパラメータは [[yii\base\ActionEvent]] のインスタンスです。
イベントハンドラは、[[yii\base\ActionEvent::isValid]] プロパティを false にセットして、アクションの実行を中止することが出来ます。
例えば、


[
    'on beforeAction' => function ($event) {
        if (何らかの条件) {
            $event->isValid = false;
        } else {
        }
    },
]



同じ beforeAction イベントが、モジュール と コントローラ からもトリガされることに注意してください。
アプリケーションオブジェクトが最初にこのイベントをトリガし、次に (もし有れば) モジュールが、そして最後にコントローラがこのイベントをトリガします。
イベントハンドラが [[yii\base\ActionEvent::isValid]] を false にセットすると、後続のイベントはトリガされません。





[[yii\base\Application::EVENT_AFTER_ACTION|EVENT_AFTER_ACTION]] 


このイベントは、コントローラアクション を実行した 後 に毎回トリガされます。
実際のイベント名は afterAction です。


イベントのパラメータは [[yii\base\ActionEvent]] のインスタンスです。
[[yii\base\ActionEvent::result]] プロパティを通じて、イベントハンドラはアクションの結果にアクセスしたり、またはアクションの結果を修正したり出来ます。
例えば、


[
    'on afterAction' => function ($event) {
        if (何らかの条件) {
            // $event->result を修正する
        } else {
        }
    },
]



同じ afterAction イベントが、モジュール と コントローラ からもトリガされることに注意してください。
これらのオブジェクトは、beforeAction の場合とは逆の順でイベントをトリガします。
すなわち、コントローラオブジェクトが最初にこのイベントをトリガし、次に (もし有れば) モジュールが、そして最後にアプリケーションがこのイベントをトリガします。







アプリケーションのライフサイクル


[image: アプリケーションのライフサイクル]


エントリスクリプト が実行されて、リクエストが処理されるとき、アプリケーションは次のようなライフサイクルを経ます。



		エントリスクリプトがアプリケーションの構成情報を配列として読み出す。


		エントリスクリプトがアプリケーションの新しいインスタンスを作成する。






		[[yii\base\Application::preInit()|preInit()]] が呼び出されて、[[yii\base\Application::basePath|basePath]] のような、優先度の高いアプリケーションプロパティを構成する。


		[[yii\base\Application::errorHandler|エラーハンドラ]] を登録する。


		アプリケーションのプロパティを構成する。


		[[yii\base\Application::init()|init()]] が呼ばれ、そこから更に、ブートストラップコンポーネントを走らせるために、[[yii\base\Application::bootstrap()|bootstrap()]] が呼ばれる。






		エントリスクリプトが [[yii\base\Application::run()]] を呼んで、アプリケーションを走らせる。






		[[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST|EVENT_BEFORE_REQUEST]] イベントをトリガする。


		リクエストを処理する: リクエストを ルート とそれに結び付くパラメータとして解決する。
ルートによって指定されたモジュール、コントローラ、および、アクションを作成する。
そしてアクションを実行する。


		[[yii\base\Application::EVENT_AFTER_REQUEST|EVENT_AFTER_REQUEST]] イベントをトリガする。


		エンドユーザにレスポンスを送信する。






		エントリスクリプトがアプリケーションから終了ステータスを受け取り、リクエストの処理を完了する。
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Генерація коду за допомогою Gii


Цей розділ описує, як використовувати Gii для автоматичної генерації коду, процедура якої має певні
спільні риси з веб-сайтом. Використання Gii для автоматичного створення коду є простою процедурою введення
правильної інформації згідно інструкцій, які містяться на Gii.


В даному керівництві ви дізнаєтесь:



		Увімкнути Gii у вашому додатку


		Використання Gii для генерації класів Active Record


		Використання Gii для генерації коду по операціям CRUD бази даних


		Налаштування коду, що був згенерований Gii






Підготовка Gii 


Gii надається як модуль. Ви можете підключити модуль Gii, налаштувавши відповідну
властивість [[yii\base\Application::modules|modules]] в налаштуваннях додатка. В залежності від налаштувань вашого додатка,
ви можете знайти наступний код в конфігураційному файлі config/web.php:


$config = [ ... ];

if (YII_ENV_DEV) {
    $config['bootstrap'][] = 'gii';
    $config['modules']['gii'] = 'yii\gii\Module';
}



Наведена вище конфігурація підключає модуль gii у тому випадку, коли ваш додаток знаходиться в
середовищі розробки і наслідує клас [[yii\gii\Module]].


Якщо ви перевірите вхідний скрипт web/index.php вашого додатку, то знайдете наступний
рядок YII_ENV_DEV, який переводить додаток в середовище розробки.


defined('YII_ENV') or define('YII_ENV', 'dev');



Завдяки даному рядку, ваш додаток знаходиться в режимі розробки, і буде підключати Gii, із вищевказаною конфігурацією.
Тепер ви можете отримати доступ до Gii за наступною адресою:


http://hostname/index.php?r=gii




Примітка: Якщо ви звертаєтеся до Gii від машини, крім локальної, доступ буде заборонений за замовчуванням із міркувань
безпеки. Ви можете налаштувати Gii, додавши дозволені IP адреси, як показано нижче,



'gii' => [
    'class' => 'yii\gii\Module',
    'allowedIPs' => ['127.0.0.1', '::1', '192.168.0.*', '192.168.178.20'] // налаштувати для ваших потреб
],



[image: Gii]





Генерація класу Active Record 


Використовуючи Gii для генерації класу Active Record, виберіть “Model Generator” (натиснувши на посилання на сторінці Gii).
Далі заповніть форму наступними даними:



		Ім’я таблиці: country


		Клас моделі: Country





[image: Генератор моделі]


Далі, натисніть на кнопку “Перегляду” (“Preview”). Ви побачите файл models/Country.php, який буде створено в результаті
даних дій. Ви можете натиснути на ім’я файлу класу для перегляду його вмісту.


Якщо при використанні Gii, раніше вже був створений файл моделі, то він буде перезаписаний. Для того, щоб переглянути
відмінності в коді натисніть на кнопку diff поруч з ім’ям файлу.


[image: Прев’ю генератора моделі]


При перезаписі існуючого файлу, встановіть прапорець поруч із чекбоксом “перезаписати” (“overwrite”), а потім натисніть
кнопку “Створити” (“Generate”). При створенні нового файлу, ви можете просто натиснути на кнопку “Створити” (“Generate”).


Далі, ви побачите сторінку підтвердження із відображенням коду, який був сгенерований. Якщо ви перезаписували вже існуючий
файл, то побачите повідомлення про те, що він був переписаний і замінений на щойно згенерований код.





Генерація коду CRUD 


CRUD розшифровується як Створити, Прочитати, Оновити, і Видалити, це операції що вирішують чотири спільні завдання
з маніпулюванням даними на більшості веб-сайтів. Щоб створити CRUD інтерфейс використовуючи Gii, оберіть
“CRUD Generator” (натиснувши відповідну кнопку на сторінці Gii). Наприклад, для таблиці “country”, заповніть наступні поля форми:



		Клас моделі: app\models\Country


		Клас моделі пошуку: app\models\CountrySearch


		Клас контролера: app\controllers\CountryController





[image: CRUD генератор]


Далі, натисніть на кнопку “Перегляду” (“Preview”). Ви побачите файл models/Country.php який буде створений в
результаті даних дій. Ви можете натиснути на ім’я файлу класу для перегляду його вмісту.


[image: Прев’ю CRUD генератор]


Якщо ви попередньо створили контролер controllers/CountryController.php і файл представлення views/country/index.php
(в розділі “Робота з базами даних” даного посібника), оберіть чекбокс “перезаписати” і замініть їх.
(Попередні версії файлів на мають повного CRUD функціоналу.)





Спробуємо 


Щоб побачити все, що було створено під час роботи, відкрийте в браузері наступний URL:


http://hostname/index.php?r=country/index



Ви побачите таблицю даних, що показує країни з таблиці бази даних. Ви зможете відсортувати сітку, або відфільтрувати
пошук, вказавши умови фільтрації в заголовках стовпців.


Для кожної країни, що відображається в таблиці, ви можете використати функції перегляду деталей, оновлення даних, або
взагалі видалити її. Ви також можете натиснути на кнопку “Створити країну” зверху сітки відображення, яка переадресує
вас на форму створення нової країни.


[image: Сітка даних країн]


[image: Оновлення даних країни]


Нижче наведено перелік файлів, згенерованих Gii, у тому разі, якщо ви захочете дослідити, як реалізовані ці можливості,
або доналаштувати їх під свої потреби:



		Контролер: controllers/CountryController.php


		Моделі: models/Country.php і models/CountrySearch.php


		Представлення: views/country/*.php






Інформація: Gii це гнучкий і розширюваний інструмент для генерації коду. При правильному використувані, від дозволить
вам значно прискорити розробку ваших додатків. Для більш докладної інформації, будьласка, зверніться до розділу Gii.






Підсумок 


В цьому розділі ви дізналися як, використовуючи Gii, генерувати код, який реалізує повну функціональність CRUD для
маніпулювання даними, що зберігаються в таблицях баз даних.
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クライアントスクリプトを扱う



Note|注意: この節はまだ執筆中です。




スクリプトを登録する


[[yii\web\View]] オブジェクトに対してスクリプトを登録することが出来ます。
このための専用のメソッドが二つあります。
すなわち、インラインスクリプトのための [[yii\web\View::registerJs()|registerJs()]] と、外部スクリプトのための [[yii\web\View::registerJsFile()|registerJsFile()]] です。
インラインスクリプトは、設定のためや、動的に生成されるコードのために有用なものです。
次のようにして、これらを追加するメソッドを使うことが出来ます。


$this->registerJs("var options = ".json_encode($options).";", View::POS_END, 'my-options');



最初の引数は、ページに挿入したい実際の JS コードです。
二番目の引数は、スクリプトがページのどの場所に挿入されるべきかを決定します。
取りうる値は以下のとおりです。



		[[yii\web\View::POS_HEAD|View::POS_HEAD]] - head セクション。


		[[yii\web\View::POS_BEGIN|View::POS_BEGIN]] - 開始の <body> の直後。


		[[yii\web\View::POS_END|View::POS_END]] - 終了の </body> の直前。


		[[yii\web\View::POS_READY|View::POS_READY]] - ドキュメントの ready イベントで実行するコード。これを指定すると、[[yii\web\JqueryAsset|jQuery]] が自動的に登録されます。


		[[yii\web\View::POS_LOAD|View::POS_LOAD]] - ドキュメントの load イベントで実行するコード。これを指定すると、[[yii\web\JqueryAsset|jQuery]] が自動的に登録されます。





最後の引数は、スクリプトのユニークな ID です。これによってコードブロックを一意に特定し、同じ ID のスクリプトが既にある場合は、新しいものを追加するのでなく、それを置き換えます。
ID を指定しない場合は、JS コードそれ自身が ID として扱われます。


外部スクリプトは次のようにして追加することが出来ます。


$this->registerJsFile('http://example.com/js/main.js', ['depends' => [\yii\web\JqueryAsset::className()]]);



[[yii\web\View::registerJsFile()|registerJsFile()]] の引数は [[yii\web\View::registerCssFile()|registerCssFile()]] のそれと同じです。
上記の例では、main.js ファイルを JqueryAsset に依存するものとして登録しています。
これは、main.js ファイルが jquery.js の後に追加されるようになることを意味します。
この依存関係を指定しない場合は、main.js と jquery.js の相対的な順序は未定義となります。


[[yii\web\View::registerCssFile()|registerCssFile()]] と同じように、外部 JS ファイルを登録するのに [[yii\web\View::registerJsFile()|registerJsFile()]] を使わずに、アセットバンドル を使うことが強く推奨されます。





アセットバンドルを登録する


既に述べたように、CSS と JavaScript を直接に使う代りにアセットバンドルを使うことが望まれます。
アセットバンドルを定義する方法の詳細は、ガイドの アセットマネージャ の節で知ることが出来ます。
既に定義されているアセットバンドルを使うことについては、次のように非常に簡明です。


\frontend\assets\AppAsset::register($this);






CSS を登録する


[[yii\web\View::registerCss()|registerCss()]] またはr [[yii\web\View::registerCssFile()|registerCssFile()]] を使って CSS を登録することが出来ます。
前者は CSS のコードブロックを登録し、後者は外部 CSS ファイルを登録します。
例えば、


$this->registerCss("body { background: #f00; }");



上記のコードは、以下の内容をページの head セクションに追加する結果となります。


<style>
body { background: #f00; }
</style>



style タグに追加のプロパティを指定したい場合は、三番目の引数として「名前-値」のペアの配列を渡します。
style タグが一つだけになることを保証する必要がある場合は、メタタグの説明で言及したように、4番目の引数を使います。


$this->registerCssFile("http://example.com/css/themes/black-and-white.css", [
    'depends' => [BootstrapAsset::className()],
    'media' => 'print',
], 'css-print-theme');



上記のコードは、ページの head セクションに CSS ファイルへのリンクを追加します。



		最初の引数が登録されるべき CSS ファイルを指定します。


		二番目の引数は、結果として生成される <link> タグの HTML 属性を指定するものです。
ただし、depends オプションは特別な処理を受けます。
このオプションは、この CSS ファイルが依存するアセットバンドルを指定するものです。
この例では、依存するアセットバンドルは [[yii\bootstrap\BootstrapAsset|BootstrapAsset]] です。
これは、この CSS ファイルが、[[yii\bootstrap\BootstrapAsset|BootstrapAsset]] に含まれる CSS ファイルの 後 に追加されることを意味します。


		最後の引数は、この CSS ファイルを特定するための ID を指定するものです。
指定されていない場合は、CSS ファイルの URL が代りに ID として使用されます。





外部 CSS ファイルを登録するためには、[[yii\web\View::registerCssFile()|registerCssFile()]] を使うのではなく、アセットバンドル を使うことが強く推奨されます。
アセットバンドルを使うと、複数の CSS ファイルを結合して圧縮することが可能になります。
トラフィックの多いウェブサイトではそうすることが望まれます。
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Como Colaborar Com a Tradução Para o Português do Brasil


O Yii tem tradução para vários idiomas, incluindo o Português do Brasil. Existem
duas áreas onde a contribuição para a tradução é muito bem-vindo. A primeira é a
documentação e a segunda são as mensagens do framework.



Mensagens do Framework


O Framework tem dois tipos de mensagens: as exceções que são destinadas para o
desenvolvedor e nunca são traduzidas, e as mensagens que são realmente visíveis
para o usuário final, tais como erros de validação.


Os passos para iniciar a tradução de mensagens são:



		Com o console entre na pasta yii2/framework  e execute o seguinte comando:
yii message/extract messages/config.php.


		As mensagens a serem traduzidas encontram-se no seguinte caminho:
framework/messages/pt-BR/yii.php. Certifique-se de salvar o arquivo com a
codificação UTF-8 (Plain).


		Após realizar as devidas traduções o passo seguinte é enviar as suas
modificações para o respositório do Yii no Github.
Veja aqui [https://github.com/yiisoft/yii2/blob/master/docs/internals/git-workflow.md]
os passos necessários para o envio dos arquivos.





Para manter as traduções sempre atualizadas, certifique-se que seu fork do Yii
esteja com a última versão. Em seguida, basta executar o comando
yii message/extract messages/config.php novamente e o mesmo irá adicionar
automaticamente as novas mensagens a serem traduzidas.


No arquivo de tradução cada elemento do array representa a tradução de uma
mensagem. Sendo que a “chave” representa o texto a ser traduzido e o “valor” a
sua tradução. Se o “valor” estiver vazio, a mensagem é considerada como não
traduzida. As mensagens que não precisam de tradução terão seus valores cercadas
por um par de ‘@@’. Atentar para algumas mensagens que estão no formato de plural,
para isso verifique a seção i18n do guia para
mais detalhes.





Documentação


As traduções da documentação para o português do Brasil devem ficar dentro do
diretório docs/ seguindo o padrão  docs/<original>-<pt-BR> onde <original>
corresponde ao nome da pasta tal como guide ou internals.


Com a tradução do documento concluída, você pode obter um diff das mudanças desde
a última tradução, para isso, execute o seguinte comando a partir do diretório
build/ do framework:


build translation "../docs/guide" "../docs/guide-pt-BR" > report-guide-pt-BR.html



Antes de iniciar seus trabalhos de tradução certifique-se que o arquivo em qual
irá trabalhar esteja disponível para ser traduzido. Para isso, acesse a
planilha no Google Docs [https://docs.google.com/spreadsheets/d/1pAMe-qsKK0poEsQwGI2HLFmj4afKSkEUd_1qegU5YqQ].





Regras e Observações



		Alguns termos não tem uma tradução muito boa para o português, em casos como
esse convém escrever a palavra ou expressão em inglês primeiro em seguida sua
possível tradução em parênteses.


		Se você acredita que alguma parte de sua tradução não faz sentido e você não
tem certeza de como traduzi-la corretamente. Coloque este bloco de texto em
itálico, isso ajudará na revisão.


		Para reduzir erros de digitação você pode utilizar um editor de texto como o
MS Word para escrever pequenos blocos textos e em seguida copiar estes blocos
para um editor visual de Markdown como o http://dillinger.io/.






Convenções Para Tradução



		action — ação


		application system - sistema


		application template — template de aplicação


		controller — controller (controlador)


		eager loading — eager loading (carregamento na inicialização)


		lazy loading — lazy loading (carregamento retardado)


		model — model (modelo)


		query builder — query builder (construtor de consulta)


		view — view (visão)


		note — observação


		info — informação


		tip — dica


		warning - atenção


		attribute label - label do atributo


		inline action — ação inline


		standalone action — ação standalone








Termos Sem Tradução



		active record


		alias


		cache


		CamelCase, camel-case


		core


		framework


		hash


		helper


		id


		runtime


		widget


		backend


		frontend


		web service
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セキュリティ



Note|注意: この節はまだ執筆中です。



十分なセキュリティは、どのようなアプリケーションであっても、健全さを保って成功するためには欠くことが出来ないものです。
不幸なことに、理解が不足しているためか、実装の難易度が高すぎるためか、セキュリティのことになると手を抜く開発者がたくさんいます。
Yii によって駆動されるアプリケーションを可能な限り安全にするために、Yii はいくつかの優秀な使いやすいセキュリティ機能を内蔵しています。



ハッシュとパスワードの検証


ほとんどの開発者はパスワードを平文テキストでは保存できないということを知っていますが、パスワードを md5 や sha1 でハッシュしてもまだ安全だと思っている開発者がたくさんいます。
かつては、前述のハッシュアルゴリズムを使えば十分であった時もありましたが、現代のハードウェアをもってすれば、そのようなハッシュはブルートフォースアタックを使って非常に簡単に復元することが可能です。


最悪のシナリオ (アプリケーションに侵入された場合) であっても、ユーザのパスワードについて強化されたセキュリティを提供することが出来るように、ブルートフォースアタックに対する耐性が強いハッシュアルゴリズムを使う必要があります。
現在、最善の選択は bcrypt です。
PHP では、crypt 関数 [http://php.net/manual/ja/function.crypt.php] を使って bcrypt ハッシュを生成することが出来ます。
Yii は crypt を使ってハッシュを安全に生成し検証することを容易にする二つのヘルパ関数を提供します。


ユーザが初めてパスワードを提供するとき (例えば、ユーザ登録の時) には、パスワードをハッシュする必要があります。


$hash = Yii::$app->getSecurity()->generatePasswordHash($password);



そして、ハッシュを対応するモデル属性と関連付けて、後で使用するためにデータベースに保存します。


ユーザがログインを試みたときは、送信されたパスワードは、前にハッシュされて保存されたパスワードと照合して検証されます。


if (Yii::$app->getSecurity()->validatePassword($password, $hash)) {
    // よろしい、ユーザをログインさせる
} else {
    // パスワードが違う
}






擬似乱数データを生成する


擬似乱数データはさまざまな状況で役に立ちます。
例えば、メール経由でパスワードをリセットするときは、トークンを生成してデータベースに保存し、それをユーザにメールで送信します。
そして、ユーザはこのトークンを自分がアカウントの所有者であることの証拠として使用します。
このトークンがユニークかつ推測困難なものであることは非常に重要なことです。
さもなくば、攻撃者がトークンの値を推測してユーザのパスワードをリセットする可能性があります。


Yii のセキュリティヘルパは擬似乱数データの生成を単純な作業にしてくれます。


$key = Yii::$app->getSecurity()->generateRandomString();



暗号論的に安全な乱数データを生成するためには、openssl 拡張をインストールしている必要があることに注意してください。





暗号化と復号化


Yii は秘密鍵を使ってデータを暗号化/復号化することを可能にする便利なヘルパ関数を提供しています。
データを暗号化関数に渡して、秘密鍵を持つ者だけが復号化することが出来るようにすることが出来ます。
例えば、何らかの情報をデータベースに保存する必要があるけれども、(たとえアプリケーションのデータベースが第三者に漏洩した場合でも) 秘密鍵を持つユーザだけがそれを見ることが出来るようにする必要がある、という場合には次のようにします。


// $data と $secretKey はフォームから取得する
$encryptedData = Yii::$app->getSecurity()->encryptByPassword($data, $secretKey);
// $encryptedData をデータベースに保存する



そして、後でユーザがデータを読みたいときは、次のようにします。


// $secretKey はユーザ入力から取得、$encryptedData はデータベースから取得
$data = Yii::$app->getSecurity()->decryptByPassword($encryptedData, $secretKey);






データの完全性を確認する


データが第三者によって改竄されたり、更には何らかの形で毀損されたりしていないことを確認する必要がある、という場合があります。
Yii は二つのヘルパ関数の形で、データの完全性を確認するための簡単な方法を提供しています。


秘密鍵とデータから生成されたハッシュをデータにプレフィクスします。


// $secretKey はアプリケーションまたはユーザの秘密、$genuineData は信頼できるソースから取得
$data = Yii::$app->getSecurity()->hashData($genuineData, $secretKey);



データの完全性が毀損されていないかチェックします。


// $secretKey はアプリケーションまたはユーザの秘密、$data は信頼できないソースから取得
$data = Yii::$app->getSecurity()->validateData($data, $secretKey);



todo: XSS prevention, CSRF prevention, cookie protection, refer to 1.1 guide


プロパティを設定することによって、CSRF バリデーションをコントローラ および/または アクション単位で無効にすることも出来ます。


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public $enableCsrfValidation = false;

    public function actionIndex()
    {
        // CSRF バリデーションはこのアクションおよびその他のアクションに適用されない
    }

}



特定のアクションに対して CSRF バリデーションを無効にするためには、次のようにします。


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public function beforeAction($action)
    {
        // ... ここで、何らかの条件に基づいて `$this->enableCsrfValidation` をセットする ...
        // 親のメソッドを呼ぶ。プロパティが true なら、その中で CSRF がチェックされる。
        return parent::beforeAction($action);
    }
}






クッキーを安全にする



		validation


		httpOnly is default








参照


以下も参照してください。



		ビューのセキュリティ
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Огляд


Додатки Yii організовані згідно шаблону проектування
модель-представлення-подія (MVC) [http://uk.wikipedia.org/wiki/Модель-вид-контролер].
Моделі являють собою дані, бізнес логіку та бізнес правила;
представлення відповідають за відображення даних моделей;
контролери приймають вхідні дані від користувача і перетворюють їх у команди для
моделей та представлень.


Окрім MVC, Yii додаток також має наступні сутності:



		вхідні скрипти: це PHP скрипти, які доступні напряму кінцевому користувачу додатка.
Вони відповідають за запуск циклу обробки запиту.


		додатки: це глобально доступні об’єкти, які відповідають за коректну роботу різних
компонентів додатка і їх координацію для обробки запиту.


		компоненти додатку: це об’єкти, зареєстровані в додатку і які надають
різноманітні можливості для обробки запитів.


		модулі: це самодостатні пакети, що включають в себе повністю всі ресурси для MVC.
Додаток може бути організовано за допомогою декількох модулів.


		фільтри: це код, який повинен бути виконаний до і після обробки запиту контролерами.


		віджети: це об’єкти, які можуть бути вбудованими у представлення.
Вони можуть містити різноманітну логіку і можуть бути повто використаними у різних представленнях.





На наступній діаграмі наведена структурна схема додатку:


[image: Статична структура додатку]
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概要


Yii のアプリケーションは モデル・ビュー・コントローラ (MVC) [http://ja.wikipedia.org/wiki/Model_View_Controller] デザインパターンに従って編成されています。
モデル は、データ、ビジネスロジック、規則を表現します。
ビュー は、モデルの出力表現です。
そして コントローラ は入力を受け取って、それを モデル と ビュー のためのコマンドに変換します。


MVC 以外にも、Yii のアプリケーションは下記の要素を持っています。



		エントリスクリプト: エンドユーザから直接アクセスできる PHP スクリプトです。
これはリクエスト処理サイクルを開始する役目を持っています。


		アプリケーション: グローバルにアクセス可能なオブジェクトであり、アプリケーションコンポーネントを管理し、連携させて、リクエストに応えます。


		アプリケーションコンポーネント: アプリケーションと共に登録されたオブジェクトであり、リクエストに応えるための様々なサービスを提供します。


		モジュール: それ自身に完全な MVC を含む自己完結的なパッケージです。
アプリケーションは複数のモジュールとして編成することが出来ます。


		フィルタ: 各リクエストが実際に処理される前と後に、コントローラから呼び出される必要があるコードを表現します。


		ウィジェット: ビュー に埋め込むことが出来るオブジェクトです。コントローラのロジックを含むことが可能で、異なるビューで再利用することが出来ます。





下の図がアプリケーションの静的な構造を示すものです。


[image: アプリケーションの静的な構造]
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Application Components


Applications are service locators. They host a set of the so-called
application components that provide different services for processing requests. For example,
the urlManager component is responsible for routing Web requests to appropriate controllers;
the db component provides DB-related services; and so on.


Each application component has an ID that uniquely identifies itself among other application components
in the same application. You can access an application component through the expression


\Yii::$app->componentID



For example, you can use \Yii::$app->db to get the [[yii\db\Connection|DB connection]],
and \Yii::$app->cache to get the [[yii\caching\Cache|primary cache]] registered with the application.


An application component is created the first time it is accessed through the above expression. Any
further accesses will return the same component instance.


Application components can be any objects. You can register them by configuring
the [[yii\base\Application::components]] property in application configurations.
For example,


[
    'components' => [
        // register "cache" component using a class name
        'cache' => 'yii\caching\ApcCache',

        // register "db" component using a configuration array
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=demo',
            'username' => 'root',
            'password' => '',
        ],

        // register "search" component using an anonymous function
        'search' => function () {
            return new app\components\SolrService;
        },
    ],
]




Info: While you can register as many application components as you want, you should do this judiciously.
Application components are like global variables. Using too many application components can potentially
make your code harder to test and maintain. In many cases, you can simply create a local component
and use it when needed.




Bootstrapping Components 


As mentioned above, an application component will only be instantiated when it is being accessed the first time.
If it is not accessed at all during a request, it will not be instantiated. Sometimes, however, you may want
to instantiate an application component for every request, even if it is not explicitly accessed.
To do so, you may list its ID in the [[yii\base\Application::bootstrap|bootstrap]] property of the application.


For example, the following application configuration makes sure the log component is always loaded:


[
    'bootstrap' => [
        'log',
    ],
    'components' => [
        'log' => [
            // configuration for "log" component
        ],
    ],
]






Core Application Components 


Yii defines a set of core application components with fixed IDs and default configurations. For example,
the [[yii\web\Application::request|request]] component is used to collect information about
a user request and resolve it into a route; the [[yii\base\Application::db|db]]
component represents a database connection through which you can perform database queries.
It is with help of these core application components that Yii applications are able to handle user requests.


Below is the list of the predefined core application components. You may configure and customize them
like you do with normal application components. When you are configuring a core application component,
if you do not specify its class, the default one will be used.



		[[yii\web\AssetManager|assetManager]]: manages asset bundles and asset publishing.
Please refer to the Managing Assets section for more details.


		[[yii\db\Connection|db]]: represents a database connection through which you can perform DB queries.
Note that when you configure this component, you must specify the component class as well as other required
component properties, such as [[yii\db\Connection::dsn]].
Please refer to the Data Access Objects section for more details.


		[[yii\base\Application::errorHandler|errorHandler]]: handles PHP errors and exceptions.
Please refer to the Handling Errors section for more details.


		[[yii\i18n\Formatter|formatter]]: formats data when they are displayed to end users. For example, a number
may be displayed with thousand separator, a date may be formatted in long format.
Please refer to the Data Formatting section for more details.


		[[yii\i18n\I18N|i18n]]: supports message translation and formatting.
Please refer to the Internationalization section for more details.


		[[yii\log\Dispatcher|log]]: manages log targets.
Please refer to the Logging section for more details.


		[[yii\swiftmailer\Mailer|mail]]: supports mail composing and sending.
Please refer to the Mailing section for more details.


		[[yii\base\Application::response|response]]: represents the response being sent to end users.
Please refer to the Responses section for more details.


		[[yii\base\Application::request|request]]: represents the request received from end users.
Please refer to the Requests section for more details.


		[[yii\web\Session|session]]: represents the session information. This component is only available
in [[yii\web\Application|Web applications]].
Please refer to the Sessions and Cookies section for more details.


		[[yii\web\UrlManager|urlManager]]: supports URL parsing and creation.
Please refer to the URL Parsing and Generation section for more details.


		[[yii\web\User|user]]: represents the user authentication information. This component is only available
in [[yii\web\Application|Web applications]]
Please refer to the Authentication section for more details.


		[[yii\web\View|view]]: supports view rendering.
Please refer to the Views section for more details.
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セキュリティのベストプラクティス


下記において、一般的なセキュリティの指針を復習し、Yii を使ってアプリケーションを開発するときに脅威を回避する方法を説明します。



基本的な指針


どのようなアプリケーションが開発されているかに関わらず、セキュリティに関しては二つの大きな指針が存在します。



		入力をフィルタする。


		出力をエスケープする。






入力をフィルタする


入力をフィルタするとは、入力値は決して安全なものであると見なさず、取得した値が実際に許可さていれる値に含まれるか否かを常にチェックしなければならない、ということを意味します。
つまり、並べ替えが三つのフィールド title、created_at および status によって実行され、フィールドの値がインプットによって提供されるものであることを知っている場合、取得した値を受信するその場でチェックする方が良い、ということです。
基本的な PHP の形式では、次のようなコードになります。


$sortBy = $_GET['sort'];
if (!in_array($sortBy, ['title', 'created_at', 'status'])) {
    throw new Exception('Invalid sort value.');
}



Yii においては、たいていの場合、同様のチェックを行うために フォームのバリデーション を使うことになるでしょう。





出力をエスケープする


データを使用するコンテキストに応じて、出力をエスケープしなければなりません。
つまり、HTML のコンテキストでは、< や > などの特殊な文字をエスケープしなければなりません。
JavaScript や SQL のコンテキストでは、対象となる文字は別のセットになります。
全てを手動でエスケープするのは間違いを生じやすいことですから、Yii は異なるコンテキストに応じたエスケープを実行するためのさまざまなツールを提供しています。







SQL インジェクションを回避する


SQL インジェクションは、次のように、エスケープされていない文字列を連結してクエリテキストを構築する場合に発生します。


$username = $_GET['username'];
$sql = "SELECT * FROM user WHERE username = '$username'";



正しいユーザ名を提供する代りに、攻撃者は '; DROP TABLE user; -- のような文字列をあなたのアプリケーションに与えることが出来ます。
結果として構築される SQL は次のようになります。


SELECT * FROM user WHERE username = ''; DROP TABLE user; --'



これは有効なクエリで、空のユーザ名を持つユーザを探してから、user テーブルを削除します。
おそらく、ウェブサイトは破壊されて、データは失われることになります (定期的なバックアップは設定済みですよね、ね? )。


Yii においては、ほとんどのデータベースクエリは、PDO のプリペアドステートメントを適切に使用する アクティブレコード を経由して実行されます。
プリペアドステートメントの場合は、上で説明したようなクエリの改竄は不可能です。


それでも、生のクエリ や クエリビルダ を必要とする場合はあります。
その場合には、データを渡すための安全な方法を使わなければなりません。
データをカラムの値として使う場合は、プリペアドステートメントを使うことが望まれます。


// query builder
$userIDs = (new Query())
    ->select('id')
    ->from('user')
    ->where('status=:status', [':status' => $status])
    ->all();

// DAO
$userIDs = $connection
    ->createCommand('SELECT id FROM user where status=:status')
    ->bindValues([':status' => $status])
    ->queryColumn();



データがカラム名やテーブル名を指定するために使われる場合は、事前定義された一連の値だけを許可するのが最善の方法です。


function actionList($orderBy = null)
{
    if (!in_array($orderBy, ['name', 'status'])) {
        throw new BadRequestHttpException('名前とステータスだけを並べ替えに使うことが出来ます。')
    }
    
    // ...
}



それが不可能な場合は、テーブル名とカラム名をエスケープしなければなりません。
Yii はそういうエスケープのための特別な文法を持っており、それを使うと、サポートされている全てのデータベースに対して同じ方法でエスケープすることが出来ます。


$sql = "SELECT COUNT([[$column]]) FROM {{table}}";
$rowCount = $connection->createCommand($sql)->queryScalar();



この文法の詳細は、テーブルとカラムの名前を引用符で囲む で読むことが出来ます。





XSS を回避する


XSS すなわちクロスサイトスクリプティングは、ブラウザに HTML を出力する際に、出力が適切にエスケープされていないと発生します。
例えば、ユーザ名を入力できるフォームで Alexander の代りに <script>alert('Hello!');</script> と入力した場合、ユーザ名をエスケープせずに出力している全てのページでは、JavaScript alert('Hello!'); が実行されて、ブラウザにアラートボックスがポップアップ表示されます。
ウェブサイト次第では、そのようなスクリプトを使って、無害なアラートではなく、あなたの名前を使ってメッセージを送信したり、さらには銀行取引を実行したりすることが可能です。


XSS の回避は、Yii においてはとても簡単です。一般に、二つのケースがあります。



		データを平文テキストとして出力したい。


		データを HTML として出力したい。





平文テキストしか必要でない場合は、エスケープは次のようにとても簡単です。


<?= \yii\helpers\Html::encode($username) ?>



HTML である場合は、HtmlPurifier から助けを得ることが出来ます。


<?= \yii\helpers\HtmlPurifier::process($description) ?>



HtmlPurifier の処理は非常に重いので、キャッシュを追加することを検討してください。





CSRF を回避する


TBD: what’s CSRF, how it works, intro



		HTTP の規格に従うこと、すなわち、GET はアプリケーションの状態を変更すべきではない。


		Yii の CSRF 保護を有効にしておくこと。





TBD: how CSRF protection works





ファイルの曝露を回避する


デフォルトでは、サーバのウェブルートは、index.php がある web ディレクトリを指すように意図されています。
共有ホスティング環境の場合、それをすることが出来ずに、全てのコード、構成情報、ログをサーバのウェブルートの下に置かなくてはならないことがあり得ます。


そういう場合には、web 以外の全てに対してアクセスを拒否することを忘れないでください。
それも出来ない場合は、アプリケーションを別の場所でホストすることを検討してください。





本番環境ではデバッグ情報とデバッグツールを無効にする


デバッグモードでは、Yii は極めて多くのエラー情報を出力します。これは確かに開発には役立つものです。
しかし、実際の所、これらの饒舌なエラー情報は、攻撃者にとっても、データベース構造、構成情報の値、コードの断片などを曝露してくれる重宝なものです。
本番でのアプリケーションにおいては、決して index.php の YII_DEBUG を true にして走らせてはいけません。


本番環境では Gii を決して有効にしてはいけません。
Gii を使うと、データベース構造とコードに関する情報を得ることが出来るだけでなく、コードを Gii によって生成したもので書き換えることすら出来てしまいます。


デバッグツールバーは本当に必要でない限り本番環境では使用を避けるべきです。
これはアプリケーションと構成情報の全ての詳細を曝露することが出来ます。
どうしても必要な場合は、あなたの IP だけに適切にアクセス制限されていることを再度チェックしてください。
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Authorization



Note: This section is under development.



Authorization is the process of verifying that a user has enough permission to do something. Yii provides two authorization
methods: Access Control Filter (ACF) and Role-Based Access Control (RBAC).



Access Control Filter


Access Control Filter (ACF) is a simple authorization method that is best used by applications that only need some
simple access control. As its name indicates, ACF is an action filter that can be attached to a controller or a module
as a behavior. ACF will check a set of [[yii\filters\AccessControl::rules|access rules]] to make sure the current user
can access the requested action.


The code below shows how to use ACF which is implemented as [[yii\filters\AccessControl]]:


use yii\filters\AccessControl;

class SiteController extends Controller
{
    public function behaviors()
    {
        return [
            'access' => [
                'class' => AccessControl::className(),
                'only' => ['login', 'logout', 'signup'],
                'rules' => [
                    [
                        'allow' => true,
                        'actions' => ['login', 'signup'],
                        'roles' => ['?'],
                    ],
                    [
                        'allow' => true,
                        'actions' => ['logout'],
                        'roles' => ['@'],
                    ],
                ],
            ],
        ];
    }
    // ...
}



In the code above ACF is attached to the site controller as a behavior. This is the typical way of using an action
filter. The only option specifies that the ACF should only be applied to login, logout and signup actions.
The rules option specifies the [[yii\filters\AccessRule|access rules]], which reads as follows:



		Allow all guest (not yet authenticated) users to access ‘login’ and ‘signup’ actions. The roles option
contains a question mark ? which is a special token recognized as “guests”.


		Allow authenticated users to access ‘logout’ action. The @ character is another special token recognized as
authenticated users.





When ACF performs authorization check, it will examine the rules one by one from top to bottom until it finds
a match. The allow value of the matching rule will then be used to judge if the user is authorized. If none
of the rules matches, it means the user is NOT authorized and ACF will stop further action execution.


By default, ACF does only of the followings when it determines a user is not authorized to access the current action:



		If the user is a guest, it will call [[yii\web\User::loginRequired()]], which may redirect the browser to the login page.


		If the user is already authenticated, it will throw a [[yii\web\ForbiddenHttpException]].





You may customize this behavior by configuring the [[yii\filters\AccessControl::denyCallback]] property:


[
    'class' => AccessControl::className(),
    'denyCallback' => function ($rule, $action) {
        throw new \Exception('You are not allowed to access this page');
    }
]



[[yii\filters\AccessRule|Access rules]] support many options. Below is a summary of the supported options.
You may also extend [[yii\filters\AccessRule]] to create your own customized access rule classes.



		[[yii\filters\AccessRule::allow|allow]]: specifies whether this is an “allow” or “deny” rule.





		[[yii\filters\AccessRule::actions|actions]]: specifies which actions this rule matches. This should
be an array of action IDs. The comparison is case-sensitive. If this option is empty or not set,
it means the rule applies to all actions.





		[[yii\filters\AccessRule::controllers|controllers]]: specifies which controllers this rule
matches. This should be an array of controller IDs. The comparison is case-sensitive. If this option is
empty or not set, it means the rule applies to all controllers.





		[[yii\filters\AccessRule::roles|roles]]: specifies which user roles that this rule matches.
Two special roles are recognized, and they are checked via [[yii\web\User::isGuest]]:



		?: matches a guest user (not authenticated yet)


		@: matches an authenticated user





Using other role names requires RBAC (to be described in the next section), and [[yii\web\User::can()]] will be called.
If this option is empty or not set, it means this rule applies to all roles.





		[[yii\filters\AccessRule::ips|ips]]: specifies which [[yii\web\Request::userIP|client IP addresses]] this rule matches.
An IP address can contain the wildcard * at the end so that it matches IP addresses with the same prefix.
For example, ‘192.168.*‘ matches all IP addresses in the segment ‘192.168.’. If this option is empty or not set,
it means this rule applies to all IP addresses.





		[[yii\filters\AccessRule::verbs|verbs]]: specifies which request method (e.g. GET, POST) this rule matches.
The comparison is case-insensitive.





		[[yii\filters\AccessRule::matchCallback|matchCallback]]: specifies a PHP callable that should be called to determine
if this rule should be applied.





		[[yii\filters\AccessRule::denyCallback|denyCallback]]: specifies a PHP callable that should be called when this rule
will deny the access.








Below is an example showing how to make use of the matchCallback option, which allows you to write arbitrary access
check logic:


use yii\filters\AccessControl;

class SiteController extends Controller
{
    public function behaviors()
    {
        return [
            'access' => [
                'class' => AccessControl::className(),
                'only' => ['special-callback'],
                'rules' => [
                    [
                        'actions' => ['special-callback'],
                        'allow' => true,
                        'matchCallback' => function ($rule, $action) {
                            return date('d-m') === '31-10';
                        }
                    ],
                ],
            ],
        ];
    }

    // Match callback called! This page can be accessed only each October 31st
    public function actionSpecialCallback()
    {
        return $this->render('happy-halloween');
    }
}






Role based access control (RBAC)


Role-Based Access Control (RBAC) provides a simple yet powerful centralized access control. Please refer to
the Wikipedia [http://en.wikipedia.org/wiki/Role-based_access_control] for details about comparing RBAC
with other more traditional access control schemes.


Yii implements a General Hierarchical RBAC, following the NIST RBAC model [http://csrc.nist.gov/rbac/sandhu-ferraiolo-kuhn-00.pdf].
It provides the RBAC functionality through the [[yii\rbac\ManagerInterface|authManager]] application component.


Using RBAC involves two parts of work. The first part is to build up the RBAC authorization data, and the second
part is to use the authorization data to perform access check in places where it is needed.


To facilitate our description next, we will first introduce some basic RBAC concepts.



Basic Concepts


A role represents a collection of permissions (e.g. creating posts, updating posts). A role may be assigned
to one or multiple users. To check if a user has a specified permission, we may check if the user is assigned
with a role that contains that permission.


Associated with each role or permission, there may be a rule. A rule represents a piece of code that will be
executed during access check to determine if the corresponding role or permission applies to the current user.
For example, the “update post” permission may have a rule that checks if the current user is the post creator.
During access checking, if the user is NOT the post creator, he/she will be considered not having the “update post” permission.


Both roles and permissions can be organized in a hierarchy. In particular, a role may consist of other roles or permissions;
and a permission may consist of other permissions. Yii implements a partial order hierarchy which includes the
more special tree hierarchy. While a role can contain a permission, it is not true vice versa.





Configuring RBAC Manager


Before we set off to define authorization data and perform access checking, we need to configure the
[[yii\base\Application::authManager|authManager]] application component. Yii provides two types of authorization managers:
[[yii\rbac\PhpManager]] and [[yii\rbac\DbManager]]. The former uses a PHP script file to store authorization
data, while the latter stores authorization data in a database. You may consider using the former if your application
does not require very dynamic role and permission management.



configuring authManager with PhpManager


The following code shows how to configure the authManager in the application configuration using the [[yii\rbac\PhpManager]] class:


return [
    // ...
    'components' => [
        'authManager' => [
            'class' => 'yii\rbac\PhpManager',
        ],
        // ...
    ],
];



The authManager can now be accessed via \Yii::$app->authManager.



Tip: By default, [[yii\rbac\PhpManager]] stores RBAC data in files under @app/rbac/ directory. Make sure the directory
and all the files in it are writable by the Web server process if permissions hierarchy needs to be changed online.






configuring authManager with DbManager


The following code shows how to configure the authManager in the application configuration using the [[yii\rbac\DbManager]] class:


return [
    // ...
    'components' => [
        'authManager' => [
            'class' => 'yii\rbac\DbManager',
        ],
        // ...
    ],
];



DbManager uses four database tables to store its data:



		[[yii\rbac\DbManager::$itemTable|itemTable]]: the table for storing authorization items. Defaults to “auth_item”.


		[[yii\rbac\DbManager::$itemChildTable|itemChildTable]]: the table for storing authorization item hierarchy. Defaults to “auth_item_child”.


		[[yii\rbac\DbManager::$assignmentTable|assignmentTable]]: the table for storing authorization item assignments. Defaults to “auth_assignment”.


		[[yii\rbac\DbManager::$ruleTable|ruleTable]]: the table for storing rules. Defaults to “auth_rule”.





Before you can go on you need to create those tables in the database. To do this, you can use the migration stored in @yii/rbac/migrations:


yii migrate --migrationPath=@yii/rbac/migrations


The authManager can now be accessed via \Yii::$app->authManager.







Building Authorization Data


Building authorization data is all about the following tasks:



		defining roles and permissions;


		establishing relations among roles and permissions;


		defining rules;


		associating rules with roles and permissions;


		assigning roles to users.





Depending on authorization flexibility requirements the tasks above could be done in different ways.


If your permissions hierarchy doesn’t change at all and you have a fixed number of users you can create a
console command that will initialize authorization data once via APIs offered by authManager:


<?php
namespace app\commands;

use Yii;
use yii\console\Controller;

class RbacController extends Controller
{
    public function actionInit()
    {
        $auth = Yii::$app->authManager;

        // add "createPost" permission
        $createPost = $auth->createPermission('createPost');
        $createPost->description = 'Create a post';
        $auth->add($createPost);

        // add "updatePost" permission
        $updatePost = $auth->createPermission('updatePost');
        $updatePost->description = 'Update post';
        $auth->add($updatePost);

        // add "author" role and give this role the "createPost" permission
        $author = $auth->createRole('author');
        $auth->add($author);
        $auth->addChild($author, $createPost);

        // add "admin" role and give this role the "updatePost" permission
        // as well as the permissions of the "author" role
        $admin = $auth->createRole('admin');
        $auth->add($admin);
        $auth->addChild($admin, $updatePost);
        $auth->addChild($admin, $author);

        // Assign roles to users. 1 and 2 are IDs returned by IdentityInterface::getId()
        // usually implemented in your User model.
        $auth->assign($author, 2);
        $auth->assign($admin, 1);
    }
}



After executing the command with yii rbac/init we’ll get the following hierarchy:


[image: Simple RBAC hierarchy]


Author can create post, admin can update post and do everything author can.


If your application allows user signup you need to assign roles to these new users once. For example, in order for all
signed up users to become authors in your advanced application template you need to modify frontend\models\SignupForm::signup()
as follows:


public function signup()
{
    if ($this->validate()) {
        $user = new User();
        $user->username = $this->username;
        $user->email = $this->email;
        $user->setPassword($this->password);
        $user->generateAuthKey();
        $user->save(false);

        // the following three lines were added:
        $auth = Yii::$app->authManager;
        $authorRole = $auth->getRole('author');
        $auth->assign($authorRole, $user->getId());

        return $user;
    }

    return null;
}



For applications that require complex access control with dynamically updated authorization data, special user interfaces
(i.e. admin panel) may need to be developed using APIs offered by authManager.





Using Rules


As aforementioned, rules add additional constraint to roles and permissions. A rule is a class extending
from [[yii\rbac\Rule]]. It must implement the [[yii\rbac\Rule::execute()|execute()]] method. In the hierarchy we’ve
created previously author cannot edit his own post. Let’s fix it. First we need a rule to verify that the user is the post author:


namespace app\rbac;

use yii\rbac\Rule;

/**
 * Checks if authorID matches user passed via params
 */
class AuthorRule extends Rule
{
    public $name = 'isAuthor';

    /**
     * @param string|integer $user the user ID.
     * @param Item $item the role or permission that this rule is associated with
     * @param array $params parameters passed to ManagerInterface::checkAccess().
     * @return boolean a value indicating whether the rule permits the role or permission it is associated with.
     */
    public function execute($user, $item, $params)
    {
        return isset($params['post']) ? $params['post']->createdBy == $user : false;
    }
}



The rule above checks if the post is created by $user. We’ll create a special permission updateOwnPost in the
command we’ve used previously:


$auth = Yii::$app->authManager;

// add the rule
$rule = new \app\rbac\AuthorRule;
$auth->add($rule);

// add the "updateOwnPost" permission and associate the rule with it.
$updateOwnPost = $auth->createPermission('updateOwnPost');
$updateOwnPost->description = 'Update own post';
$updateOwnPost->ruleName = $rule->name;
$auth->add($updateOwnPost);

// "updateOwnPost" will be used from "updatePost"
$auth->addChild($updateOwnPost, $updatePost);

// allow "author" to update their own posts
$auth->addChild($author, $updateOwnPost);



Now we’ve got the following hierarchy:


[image: RBAC hierarchy with a rule]





Access Check


With the authorization data ready, access check is as simple as a call to the [[yii\rbac\ManagerInterface::checkAccess()]]
method. Because most access check is about the current user, for convenience Yii provides a shortcut method
[[yii\web\User::can()]], which can be used like the following:


if (\Yii::$app->user->can('createPost')) {
    // create post
}



If the current user is Jane with ID=1 we’re starting at createPost and trying to get to Jane:


[image: Access check]


In order to check if user can update post we need to pass an extra parameter that is required by the AuthorRule described before:


if (\Yii::$app->user->can('updatePost', ['post' => $post])) {
    // update post
}



Here’s what happens if current user is John:


[image: Access check]


We’re starting with the updatePost and going through updateOwnPost. In order to pass it AuthorRule should return
true from its execute method. The method receives its $params from can method call so the value is
['post' => $post]. If everything is OK we’re getting to author that is assigned to John.


In case of Jane it is a bit simpler since she’s an admin:


[image: Access check]





Using Default Roles


A default role is a role that is implicitly assigned to all users. The call to [[yii\rbac\ManagerInterface::assign()]]
is not needed, and the authorization data does not contain its assignment information.


A default role is usually associated with a rule which determines if the role applies to the user being checked.


Default roles are often used in applications which already have some sort of role assignment. For example, an application
may have a “group” column in its user table to represent which privilege group each user belongs to.
If each privilege group can be mapped to a RBAC role, you can use the default role feature to automatically
assign each user to a RBAC role. Let’s use an example to show how this can be done.


Assume in the user table, you have a group column which uses 1 to represent the administrator group and 2 the author group.
You plan to have two RBAC roles admin and author to represent the permissions for these two groups, respectively.
You can set up the RBAC data as follows,


namespace app\rbac;

use Yii;
use yii\rbac\Rule;

/**
 * Checks if user group matches
 */
class UserGroupRule extends Rule
{
    public $name = 'userGroup';

    public function execute($user, $item, $params)
    {
        if (!Yii::$app->user->isGuest) {
            $group = Yii::$app->user->identity->group;
            if ($item->name === 'admin') {
                return $group == 1;
            } elseif ($item->name === 'author') {
                return $group == 1 || $group == 2;
            }
        }
        return false;
    }
}

$auth = Yii::$app->authManager;

$rule = new \app\rbac\UserGroupRule;
$auth->add($rule);

$author = $auth->createRole('author');
$author->ruleName = $rule->name;
$auth->add($author);
// ... add permissions as children of $author ...

$admin = $auth->createRole('admin');
$admin->ruleName = $rule->name;
$auth->add($admin);
$auth->addChild($admin, $author);
// ... add permissions as children of $admin ...



Note that in the above, because “author” is added as a child of “admin”, when you implement the execute() method
of the rule class, you need to respect this hierarchy as well. That is why when the role name is “author”,
the execute() method will return true if the user group is either 1 or 2 (meaning the user is in either “admin”
group or “author” group).


Next, configure authManager by listing the two roles in [[yii\rbac\BaseManager::$defaultRoles]]:


return [
    // ...
    'components' => [
        'authManager' => [
            'class' => 'yii\rbac\PhpManager',
            'defaultRoles' => ['admin', 'author'],
        ],
        // ...
    ],
];



Now if you perform an access check, both of the admin and author roles will be checked by evaluating
the rules associated with them. If the rule returns true, it means the role applies to the current user.
Based on the above rule implementation, this means if the group value of a user is 1, the admin role
would apply to the user; and if the group value is 2, the author role would apply.
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ブートストラップ


ブートストラップとは、アプリケーションが入ってくるリクエストの解決と処理を開始する前の、環境を準備する過程を指すものです。
ブートストラップは二つの場所、すなわち、エントリスクリプト と アプリケーションで行われます。


エントリスクリプト では、さまざまなライブラリのためのクラスオートローダが登録されます。
この中には、Composer の autoload.php によるオートローダと、Yii の Yii クラスファイルによるオートローダが含まれます。
エントリスクリプトは、次に、アプリケーションの 構成情報 をロードして、アプリケーション のインスタンスを作成します。


アプリケーションのコンストラクタでは、次のようなブートストラップの仕事が行われます。



		[[yii\base\Application::preInit()|preInit()]] が呼ばれます。
このメソッドは、いくつかの優先度の高いアプリケーションプロパティ、例えば [[yii\base\Application::basePath|basePath]] などを構成します。


		[[yii\base\Application::errorHandler|エラーハンドラ]] を登録します。


		与えられたアプリケーションの構成情報を使って、アプリケーションのプロパティを初期化します。


		[[yii\base\Application::init()|init()]] が呼ばれます。
そして init() が [[yii\base\Application::bootstrap()|bootstrap()]] を呼んで、ブートストラップコンポーネントを走らせます。
		エクステンションマニフェストファイル vendor/yiisoft/extensions.php をインクルードします。


		エクステンションによって宣言された ブートストラップコンポーネント を作成して実行します。


		アプリケーションの bootstrap プロパティ に宣言されている アプリケーションコンポーネント および/または モジュール を作成して実行します。











ブートストラップの仕事は 全て のリクエストを処理する前に、毎回しなければなりませんので、この過程を軽いものに保って可能な限り最適化することは非常に重要なことです。


あまりに多くのブートストラップコンポーネントを登録しないように努めてください。
ブートストラップコンポーネントが必要になるのは、リクエスト処理のライフサイクル全体に関与する必要がある場合だけです。
例えば、モジュールが追加の URL 解析規則を登録する必要がある場合は、モジュールを bootstrap プロパティ のリストに挙げなければなりません。
なぜなら、URL 規則を使ってリクエストが解決される前に、新しい URL 規則を有効にしなければならないからです。


本番運用モードにおいては、PHP OPCache [http://php.net/manual/ja/book.opcache.php] や APC [http://php.net/manual/ja/book.apc.php]  など、バイトコードキャッシュを有効にして、PHP ファイルをインクルードして解析するのに要する時間を最小化してください。


大規模なアプリケーションには、多数の小さな構成情報ファイルに分割された、非常に複雑なアプリケーション 構成情報 を持つものがあります。
そのような場合には、構成情報配列全体をキャッシュしておき、エントリスクリプトでアプリケーションのインスタンスを作成する前に構成情報をロードするときには、配列全体を直接にキャッシュからロードするという方法を考慮してください。
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Вхідні скрипти


Вхідні скрипти це перша ланка в процесі початкового завантаження додатку. Додаток (веб додаток або консольний додаток)
має єдиний вхідний скрипт. Кінцеві користувачі роблять запити до вхідного скрипта, який створює об’єкти додатка та
перенаправляє запит до них.


Вхідні скрипти для веб додатків повинні бути збережені в директоріях, доступних із веб, таким чином, вони можуть бути
доступними кінцевим користувачам. Зазвичай вони називаються index.php, але також можут використовуватись і інші
імена, які можуть бути розпізнані веб-серверами.


Вхідні скрипти для консольних додатків зазвичай розміщенні у кореневій директорії
додатку і мають назву yii (з суфіксом .php). Вони повинні мати права на виконання, щоб користувачі мали змогу
запускати консольні додатки через команду ./yii <маршрут> [аргументи] [опції].


Вхідні скрипти в основному виконують наступну роботу:



		Оголошують глобальні константи;


		Реєструють автозавантажувач класів Composer [http://getcomposer.org/doc/01-basic-usage.md#autoloading];


		Підключають файл класу [[Yii]];


		Завантажують конфігурацію додатка;


		Створюють і конфігурують об’єкт додатка;


		Викликають метод [[yii\base\Application::run()]] додатка для обробки вхідного запиту.






Веб додатки 


Нижче наведений код вхідного скрипта для базового шаблону додатка.


<?php

defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);
defined('YII_ENV') or define('YII_ENV', 'dev');

// реєстрація автозавантажувача класів Composer
require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');

// підключення файла класу Yii
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// завантаження конфігурації додатка
$config = require(__DIR__ . '/../config/web.php');

// створення, конфігурація та виконання додатка
(new yii\web\Application($config))->run();






Консольні додатки 


Нижче наведений аналогічний код вхідного скрипта консольного додатка:


#!/usr/bin/env php
<?php
/**
 * Yii console bootstrap file.
 *
 * @link http://www.yiiframework.com/
 * @copyright Copyright (c) 2008 Yii Software LLC
 * @license http://www.yiiframework.com/license/
 */

defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);

// fcgi не має констант STDIN та STDOUT за замовчуванням
defined('STDIN') or define('STDIN', fopen('php://stdin', 'r'));
defined('STDOUT') or define('STDOUT', fopen('php://stdout', 'w'));

// реєстрація автозавантажувача класів Composer
require(__DIR__ . '/vendor/autoload.php');

// підключення файла класу Yii
require(__DIR__ . '/vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// завантаження конфігурації додатка
$config = require(__DIR__ . '/config/console.php');

$application = new yii\console\Application($config);
$exitCode = $application->run();
exit($exitCode);






Оголошення констант 


Вхідні скрипти є найкращим місцем для оголошення глобальних констант. Yii підтримує наступні три константи:



		YII_DEBUG: вказує чи працює додаткок у режимі відлагодження (“debug mode”), перебуваючи у якому,
додаток буде збирати більше інформації у логи та покаже більш детальний стек викликів при отриманні виключення.
З цієї причини, режим відлагодження повинен бути використаний тільки в процесі розробки.
За замовчуванням значення YII_DEBUG дорівнює false.


		YII_ENV: вказує в якому середовищі працює додаток. Дана тема детально розглянута у розділі
Конфігурації. За замовчуванням значення YII_ENV дорівнює
'prod', яке означає, що додаток працює у робочому (“production”) режимі.


		YII_ENABLE_ERROR_HANDLER: вказує чи потрібно увімкнути наявний у Yii обробник помилок.
За замовчуванням значення даної константи дорівнює true.





При визначенні константи, ми зазвичай використовуєм наступний код:


defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);



який рівнозначний коду, наведеному нижче:


if (!defined('YII_DEBUG')) {
    define('YII_DEBUG', true);
}



Перший варіант є більш коротким і зрозумілим.


Константи мають бути визначені якомога раніше, на самому початку вхідного скрипта, щоб вони могли вплинути на решту
PHP файлів, які будуть підключатись.
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コアバリデータ


Yii は、一般的に使われる一連のコアバリデータを提供しています。
コアバリデータは、主として、yii\validators 名前空間の下にあります。
長ったらしいバリデータクラス名を使う代りに、エイリアス を使って使用するコアバリデータを指定することが出来ます。
例えば、[[yii\validators\RequiredValidator]] クラスを参照するのに required というエイリアスを使うことが出来ます。


public function rules()
{
    return [
        [['email', 'password'], 'required'],
    ];
}



[[yii\validators\Validator::builtInValidators]] プロパティがサポートされている全てのコアバリデータのエイリアスを宣言しています。


以下では、全てのコアバリデータについて、主な使用方法とプロパティを説明します。



[[yii\validators\BooleanValidator|boolean]] 


[
    // データ型にかかわらず、"selected" が 0 または 1 であるかどうかチェック
    ['selected', 'boolean'],

    // "deleted" が boolean 型であり、true または false であるかどうかチェック
    ['deleted', 'boolean', 'trueValue' => true, 'falseValue' => false, 'strict' => true],
]



このバリデータは、入力値が真偽値であるかどうかをチェックします。



		trueValue: true を表す値。デフォルト値は '1'。


		falseValue: false を表す値。デフォルト値は '0'。


		strict: 入力値の型が trueValue と falseValue の型と一致しなければならないかどうか。デフォルト値は false。






Note|注意: HTML フォームで送信されたデータ入力値は全て文字列であるため、通常は、[[yii\validators\BooleanValidator::strict|strict]] プロパティは false のままにすべきです。






[[yii\captcha\CaptchaValidator|captcha]] 


[
    ['verificationCode', 'captcha'],
]



このバリデータは、通常、[[yii\captcha\CaptchaAction]] および [[yii\captcha\Captcha]] と一緒に使われ、入力値が [[yii\captcha\Captcha|CAPTCHA]] ウィジェットによって表示された検証コードと同じであることを確認します。



		caseSensitive: 検証コードの比較で大文字と小文字を区別するかどうか。デフォルト値は false。


		captchaAction: CAPTCHA 画像を表示する [[yii\captcha\CaptchaAction|CAPTCHA action]] に対応する ルート。デフォルト値は 'site/captcha'。


		skipOnEmpty: 入力値が空のときに検証をスキップできるかどうか。デフォルト値は false で、入力が必須であることを意味します。








[[yii\validators\CompareValidator|compare]] 


[
    // "password" 属性の値が "password_repeat" 属性の値と同じであるかどうか検証する
    ['password', 'compare'],

    // "age" が 30 以上であるかどうか検証する
    ['age', 'compare', 'compareValue' => 30, 'operator' => '>='],
]



このバリデータは指定された入力値を他の値と比較し、両者の関係が operator プロパティで指定されたものであることを確認します。



		compareAttribute: その値が比較対象となる属性の名前。
このバリデータが属性を検証するのに使用されるとき、このプロパティのデフォルト値はその属性の名前に接尾辞 _repeat を付けた名前になります。
例えば、検証される属性が password であれば、このプロパティのデフォルト値は password_repeat となります。


		compareValue: 入力値が比較される定数値。
このプロパティと compareAttribute の両方が指定された場合は、このプロパティが優先されます。


		operator: 比較演算子。デフォルト値は == で、入力値が compareAttribute の値または compareValue と等しいことを検証することを意味します。
次の演算子がサポートされています。
		==: 二つの値が等しいことを検証。厳密でない比較を行う。


		===: 二つの値が等しいことを検証。厳密な比較を行う。


		!=: 二つの値が等しくないことを検証。厳密でない比較を行う。


		!==: 二つの値が等しくないことを検証。厳密な比較を行う。


		>: 検証される値が比較される値よりも大きいことを検証する。


		>=: 検証される値が比較される値よりも大きいか等しいことを検証する。


		<: 検証される値が比較される値よりも小さいことを検証する。


		<=: 検証される値が比較される値よりも小さいか等しいことを検証する。














[[yii\validators\DateValidator|date]] 


[
    [['from_date', 'to_date'], 'date'],
]



このバリデータは、入力値が正しい書式の date、time、または datetime であるかどうかをチェックします。
オプションとして、入力値を UNIX タイムスタンプに変換して、[[yii\validators\DateValidator::timestampAttribute|timestampAttribute]] によって指定された属性に保存することも出来ます。



		format: 検証される値が従っているべき日付・時刻の書式。
これには ICU manual [http://userguide.icu-project.org/formatparse/datetime#TOC-Date-Time-Format-Syntax] で記述されている日付・時刻のパターンを使うことが出来ます。
あるいは、PHP の Datetime クラスによって認識される書式に接頭辞 php: を付けた文字列でも構いません。
サポートされている書式については、http://php.net/manual/ja/datetime.createfromformat.php を参照してください。
このプロパティが設定されていないときは、Yii::$app->formatter->dateFormat の値を取ります。


		timestampAttribute: このバリデータが入力された日付・時刻から変換した UNIX タイムスタンプを代入することが出来る属性の名前。





入力が必須でない場合には、date バリデータに加えて、default バリデータ (フィルタ) を追加すれば、空の入力値が NULL として保存されることを保証することが出来ます。
そうしないと、データベースに 0000-00-00 という日付が保存されたり、デートピッカーの入力フィールドが 1970-01-01 になったりしてしまいます。


[['from_date', 'to_date'], 'default', 'value' => null],






[[yii\validators\DefaultValueValidator|default]] 


[
    // 空のときは "age" を null にする
    ['age', 'default', 'value' => null],

    // 空のときは "country" を "USA" にする
    ['country', 'default', 'value' => 'USA'],

    // 空のときは "from" と "to" に今日から三日後・六日後の日付にする
    [['from', 'to'], 'default', 'value' => function ($model, $attribute) {
        return date('Y-m-d', strtotime($attribute === 'to' ? '+3 days' : '+6 days'));
    }],
]



このバリデータはデータを検証しません。
その代りに、検証される属性が空のときに、その属性にデフォルト値を割り当てます。



		value: デフォルト値、または、デフォルト値を返す PHP コーラブル。
検証される属性が空のときにこのデフォルト値が割り当てられます。
PHP コーラブルのシグニチャは、次のものでなければなりません。





function foo($model, $attribute) {
    // ... $value を計算 ...
    return $value;
}




Info|情報: 値が空であるか否かを決定する方法については、独立したトピックとして、空の入力値を扱う の節でカバーされています。






[[yii\validators\NumberValidator|double]] 


[
    // "salary" が実数であるかどうかチェック
    ['salary', 'double'],
]



このバリデータは、入力値が実数値であるかどうかをチェックします。
number バリデータと等価です。



		max: 上限値 (その値を含む)。
設定されていない場合は、バリデータが上限値をチェックしないことを意味します。


		min: 下限値 (その値を含む)。
設定されていない場合は、バリデータが下限値をチェックしないことを意味します。








[[yii\validators\EmailValidator|email]] 


[
    // "email" が有効なメールアドレスであるかどうかチェック
    ['email', 'email'],
]



このバリデータは、入力値が有効なメールアドレスであるかどうかをチェックします。



		allowName: メールアドレスに表示名を許容するか否か (例えば、John Smith <john.smith@example.com>)。デフォルト値は false。


		checkDNS: メールのドメインが存在して A または MX レコードを持っているかどうかをチェックするか否か。
このチェックは、メールアドレスが実際には有効なものでも、一時的な DNS の問題によって失敗する場合があることに注意してください。
デフォルト値は false。


		enableIDN: 検証のプロセスが IDN (国際化ドメイン名) を考慮に入れるか否か。
デフォルト値は false。
IDN のバリデーションを使用するためには、intl PHP 拡張をインストールして有効化する必要があることに注意してください。そうしないと、例外が投げられます。








[[yii\validators\ExistValidator|exist]] 


[
    // a1 の値が属性 "a1" で表されるカラムに存在する必要がある
    ['a1', 'exist'],

    // a1 の値が属性 "a2" で表されるカラムに存在する必要がある
    ['a1', 'exist', 'targetAttribute' => 'a2'],

    // a1 の値が "a1" のカラム、a2 の値が "a2" のカラムに存在する必要がある
    // 両者はともにエラーメッセージを受け取る
    [['a1', 'a2'], 'exist', 'targetAttribute' => ['a1', 'a2']],

    // a1 の値が "a1" のカラム、a2 の値が "a2" のカラムに存在する必要がある
    // a1 のみがエラーメッセージを受け取る
    ['a1', 'exist', 'targetAttribute' => ['a1', 'a2']],

    // a2 の値が "a2" のカラム、a1 の値が "a3" のカラムに存在する必要がある
    // a1 がエラーメッセージを受け取る
    ['a1', 'exist', 'targetAttribute' => ['a2', 'a1' => 'a3']],

    // a1 の値が "a1" のカラムに存在する必要がある
    // a1 が配列である場合は、その全ての要素が "a1" のカラムに存在する必要がある
    ['a1', 'exist', 'allowArray' => true],
]



このバリデータは、入力値がテーブルのカラムに存在するかどうかをチェックします。
アクティブレコード モデルの属性に対してのみ働きます。
一つのカラムに対するバリデーションか、複数のカラムに対するバリデーションか、どちらかをサポートします。



		targetClass: 検証される入力値を探すために使用される アクティブレコード クラスの名前。
設定されていない場合は、現在検証されているモデルのクラスが使用されます。


		targetAttribute: targetClass において、入力値の存在を検証するために使用される属性の名前。
設定されていない場合は、現在検証されている属性の名前が使用されます。
複数のカラムの存在を同時に検証するために配列を使うことが出来ます。
配列の値は存在を検証するのに使用される属性であり、配列のキーはその値が検証される属性です。
キーと値が同じ場合は、値だけを指定することが出来ます。


		filter: 入力値の存在をチェックするのに使用される DB クエリに適用される追加のフィルタ。
これには、文字列、または、追加のクエリ条件を表現する配列を使うことが出来ます
(クエリ条件の書式については、[[yii\db\Query::where()]] を参照してください)。
または、function ($query) というシグニチャを持つ無名関数でも構いません。
$query は関数の中で修正できる [[yii\db\Query|Query]] オブジェクトです。


		allowArray: 入力値が配列であることを許容するか否か。
デフォルト値は false。
このプロパティが true で入力値が配列であった場合は、配列の全ての要素がターゲットのカラムに存在しなければなりません。
targetAttribute を配列で指定して複数のカラムに対して検証しようとしている場合は、このプロパティを true に設定することが出来ないことに注意してください。








[[yii\validators\FileValidator|file]] 


[
    // "primaryImage" が PNG、JPG、または GIF 形式のアップロードされた
    // 画像ファイルであり、ファイルサイズが 1MB 以下であるかどうかチェック
    ['primaryImage', 'file', 'extensions' => ['png', 'jpg', 'gif'], 'maxSize' => 1024*1024*1024],
]



このバリデータは、入力値がアップロードされた有効なファイルであるかどうかをチェックします。



		extensions: アップロードを許可されるファイル名拡張子のリスト。
リストは、配列、または、空白かカンマで区切られたファイル名拡張子からなる文字列 (例えば、”gif, jpg”) で指定することが出来ます。
拡張子名は大文字と小文字を区別しません。
デフォルト値は null であり、すべてのファイル名拡張子が許可されることを意味します。


		mimeTypes: アップロードを許可されるファイルの MIME タイプのリスト。
リストは、配列、または、空白かカンマで区切られたファイルの MIME タイプからなる文字列 (例えば、”image/jpeg, image/png”) で指定することが出来ます。
MIME タイプ名は大文字と小文字を区別しません。
デフォルト値は null であり、すべての MIME タイプが許可されることを意味します。


		minSize: アップロードされるファイルに要求される最小限のバイト数。
デフォルト値は null であり、下限値が無いことを意味します。


		maxSize: アップロードされるファイルに許可される最大限のバイト数。
デフォルト値は null であり、上限値が無いことを意味します。


		maxFiles: 指定された属性が保持しうる最大限のファイル数。
デフォルト値は 1 であり、入力値がアップロードされた一つだけのファイルでなければならないことを意味します。
この値が 2 以上である場合は、入力値は最大で maxFiles 数のアップロードされたファイルからなる配列でなければなりません。


		checkExtensionByMimeType: ファイルの MIME タイプでファイル拡張子をチェックするか否か。
MIME タイプのチェックから導かれる拡張子がアップロードされたファイルの拡張子と違う場合に、そのファイルは無効であると見なされます。
デフォルト値は true であり、そのようなチェックが行われることを意味します。





FileValidator は [[yii\web\UploadedFile]] と一緒に使用されます。
ファイルのアップロードおよびアップロードされたファイルのバリデーションの実行に関する完全な説明は、ファイルをアップロードする の節を参照してください。





[[yii\validators\FilterValidator|filter]] 


[
    // "username" と "email" の入力値をトリムする
    [['username', 'email'], 'filter', 'filter' => 'trim', 'skipOnArray' => true],

    // "phone" の入力値を正規化する
    ['phone', 'filter', 'filter' => function ($value) {
        // 電話番号の入力値をここで正規化する
        return $value;
    }],
]



このバリデータはデータを検証しません。
代りに、入力値にフィルタを適用して、それを検証される属性に書き戻します。



		filter: フィルタを定義する PHP コールバック。
これには、グローバル関数の名前、無名関数などを指定することが出来ます。
関数のシグニチャは ``function ($value) { return $newValue; }` でなければなりません。
このプロパティは必須項目です。


		skipOnArray: 入力値が配列である場合にフィルタをスキップするか否か。
デフォルト値は false。
フィルタが配列の入力を処理できない場合は、このプロパティを true に設定しなければなりません。
そうしないと、何らかの PHP エラーが生じ得ます。






Tip|ヒント: 入力値をトリムしたい場合は、trim バリデータを直接使うことが出来ます。




Tip|ヒント: filter のコールバックに期待されるシグニチャを持つ PHP 関数が多数存在します。
例えば、型キャストを適用して (例えば、intval [http://php.net/manual/ja/function.intval.php] や boolval [http://php.net/manual/ja/function.boolval.php] などを使って) 属性が特定の型になるように保証したい場合は、それらの関数をクロージャで包む必要はなく、単にフィルタの関数名を指定するだけで十分です。


['property', 'filter', 'filter' => 'boolval'],
['property', 'filter', 'filter' => 'intval'],










[[yii\validators\ImageValidator|image]] 


[
    // "primaryImage" が適切なサイズの有効な画像であることを検証
    ['primaryImage', 'image', 'extensions' => 'png, jpg',
        'minWidth' => 100, 'maxWidth' => 1000,
        'minHeight' => 100, 'maxHeight' => 1000,
    ],
]



このバリデータは、入力値が有効な画像ファイルであるかどうかをチェックします。
これは file バリデータを拡張するものであり、従って、そのプロパティの全てを継承しています。
それに加えて、画像の検証の目的に特化した次のプロパティをサポートしています。



		minWidth: 画像の幅の最小値。デフォルト値は null であり、下限値がないことを意味します。


		maxWidth: 画像の幅の最大値。デフォルト値は null であり、上限値がないことを意味します。


		minHeight: 画像の高さの最小値。デフォルト値は null であり、下限値がないことを意味します。


		maxHeight: 画像の高さの最大値。デフォルト値は null であり、上限値がないことを意味します。








[[yii\validators\RangeValidator|in]] 


[
    // "level" が 1, 2 または 3 であるかどうかチェック
    ['level', 'in', 'range' => [1, 2, 3]],
]



このバリデータは、入力値が所与の値のリストにあるかどうかをチェックします。



		range: 与えられた値のリスト。この中に、入力値がなければならない。


		strict: 入力値と所与の値の比較が厳密でなければならない (型と値の両方が同じでなければならない) かどうか。
デフォルト値は false。


		not: 検証結果を反転すべきか否か。デフォルト値は false。
このプロパティが true に設定されているときは、入力値が所与の値のリストにない場合に検証が成功したとされます。


		allowArray: 入力値が配列であることを許可するかどうか。
このプロパティが true であるときに、入力値が配列である場合は、配列の全ての要素が所与の値のリストにある必要があり、そうでなければ検証は失敗します。








[[yii\validators\NumberValidator|integer]] 


[
    // "age" が整数であるかどうかチェック
    ['age', 'integer'],
]



このバリデータは入力値が整数であるかどうかをチェックします。



		max: 上限値 (その値を含む)。設定されていないときは、バリデータは上限をチェックしません。


		min: 下限値 (その値を含む)。設定されていないときは、バリデータは下限をチェックしません。








[[yii\validators\RegularExpressionValidator|match]] 


[
    // "username" が英字から始まり、英字、数字、アンダーバーだけで構成されているかどうかチェック
    ['username', 'match', 'pattern' => '/^[a-z]\w*$/i']
]



このバリデータは、入力値が指定された正規表現に一致するかどうかをチェックします。



		pattern: 入寮値が一致すべき正規表現。このプロパティを設定することは必須です。そうしないと、例外が投げられます。


		not: 検証結果を反転すべきかどうか。
デフォルト値は false で、入力値がパターンに一致したときにだけ検証が成功することを意味します。
このプロパティが true に設定されているときは、入力値がパターンに一致しない場合にだけ検証が成功したと見なされます。








[[yii\validators\NumberValidator|number]] 


[
    // "salary" が数値であるかどうかチェック
    ['salary', 'number'],
]



このバリデータは、入力値が数値であるかどうかをチェックします。double バリデータと等価です。



		max: 上限値 (その値を含む)。設定されていないときは、バリデータは上限をチェックしません。


		min: 下限値 (その値を含む)。設定されていないときは、バリデータは下限をチェックしません。








[[yii\validators\RequiredValidator|required]] 


[
    // "username" と "password" がともに空ではないことをチェックする
    [['username', 'password'], 'required'],
]



このバリデータは、入力値が提供されており、空ではないことをチェックします。



		requiredValue: 入力値として要求される値。
このプロパティが設定されていない場合は、入力値が空ではいけないことを意味します。


		strict: 値を検証するときに、データ型をチェックするかどうか。デフォルト値は false。
requiredValue が設定されていない場合、このプロパティが true であるときは、バリデータは入力値が厳密な意味で null であるかどうかをチェックします。
一方、このプロパティが false であるときは、値が空か否かの判断に緩い規則を使います。
requiredValue が設定されている場合、このプロパティが true であるときは、入力値と requiredValue を比較するときに型のチェックを行います。






Info|情報: 値が空であるか否かを決定する方法については、独立したトピックとして、空の入力値を扱う の節でカバーされています。






[[yii\validators\SafeValidator|safe]] 


[
    // "description" を安全な属性としてマーク
    ['description', 'safe'],
]



このバリデータは検証を実行しません。
その代りに、このバリデータは、属性を 安全な属性 としてマークするために使われます。





[[yii\validators\StringValidator|string]] 


[
    // "username" が、長さが 4 以上 24 以下の文字列であるかどうかチェック
    ['username', 'string', 'length' => [4, 24]],
]



このバリデータは、入力値が一定の長さを持つ有効な文字列であるかどうかをチェックします。



		length: 検証される入力文字列の長さの制限を指定します。
これは、次のいずれかの形式で指定することが出来ます。
		一つの整数: 文字列がちょうどその長さでなければならない、その長さ。


		一つの要素を持つ配列: 入力文字列の長さの最小値 (例えば、[8])。これは min を上書きします。


		二つの要素を持つ配列: 入力文字列の長さの最小値と最大値 (例えば、[8, 128])。これは min と max の両方を上書きします。








		min: 入力文字列の長さの最小値。設定されていない時は、長さの下限値がないことを意味します。


		max: 入力文字列の長さの最大値。設定されていない時は、長さの上限値がないことを意味します。


		encoding: 検証される入力文字列の文字エンコーディング。設定されていない時は、アプリケーションの [[yii\base\Application::charset|charset]] の値が使われ、デフォルトでは UTF-8 となります。








[[yii\validators\FilterValidator|trim]] 


[
    // "username" と "email" の前後にあるホワイトスペースをトリムする
    [['username', 'email'], 'trim'],
]



このバリデータはデータの検証を実行しません。
その代りに、入力値の前後にあるホワイトスペースをトリムします。
入力値が配列であるときは、このバリデータによって無視されることに注意してください。





[[yii\validators\UniqueValidator|unique]] 


[
    // a1 の値が属性 "a1" で表されるカラムにおいてユニークである必要がある
    ['a1', 'unique'],

    // a1 の値が属性 "a2" で表されるカラムにおいてユニークである必要がある
    ['a1', 'unique', 'targetAttribute' => 'a2'],

    // a1 の値が "a1" のカラム、a2 の値が "a2" のカラムにおいてユニークである必要がある
    // 両者はともにエラーメッセージを受け取る
    [['a1', 'a2'], 'unique', 'targetAttribute' => ['a1', 'a2']],

    // a1 の値が "a1" のカラム、a2 の値が "a2" のカラムにおいてユニークである必要がある
    // a1 のみがエラーメッセージを受け取る
    ['a1', 'unique', 'targetAttribute' => ['a1', 'a2']],

    // a2 の値が "a2" のカラム、a1 の値が "a3" のカラムにおいてユニークである必要がある
    // a1 がエラーメッセージを受け取る
    ['a1', 'unique', 'targetAttribute' => ['a2', 'a1' => 'a3']],
]



このバリデータは、入力値がテーブルのカラムにおいてユニークであるかどうかをチェックします。
アクティブレコード モデルの属性に対してのみ働きます。
一つのカラムに対するバリデーションか、複数のカラムに対するバリデーションか、どちらかをサポートします。



		targetClass: 検証される入力値を探すために使用される アクティブレコード クラスの名前。
設定されていない場合は、現在検証されているモデルのクラスが使用されます。


		targetAttribute: targetClass において、入力値がユニークであることを検証するために使用される属性の名前。
設定されていない場合は、現在検証されている属性の名前が使用されます。
複数のカラムのユニーク性を同時に検証するために配列を使うことが出来ます。
配列の値はユニーク性を検証するのに使用される属性であり、配列のキーはその値が検証される属性です。
キーと値が同じ場合は、値だけを指定することが出来ます。


		filter: 入力値のユニーク性をチェックするのに使用される DB クエリに適用される追加のフィルタ。
これには、文字列、または、追加のクエリ条件を表現する配列を使うことが出来ます
(クエリ条件の書式については、[[yii\db\Query::where()]] を参照してください)。
または、function ($query) というシグニチャを持つ無名関数でも構いません。
$query は関数の中で修正できる [[yii\db\Query|Query]] オブジェクトです。








[[yii\validators\UrlValidator|url]] 


[
    // "website" が有効な URL であるかどうかをチェック。
    // URI スキームを持たない場合は、"website" 属性に "http://" を前置する
    ['website', 'url', 'defaultScheme' => 'http'],
]



このバリデータは、入力値が有効な URL であるかどうかをチェックします。



		validSchemes: 有効と見なされるべき URI スキームを指定する配列。
デフォルト値は  ['http', 'https'] であり、http と https の URL がともに有効と見なされることを意味します。


		defaultScheme: 入力値がスキームの部分を持たないときに前置されるデフォルトの URI スキーム。
デフォルト値は null であり、入力値を修正しないことを意味します。


		enableIDN: バリデータが IDN (国際化ドメイン名) を考慮すべきか否か。
デフォルト値は false。
IDN のバリデーションを使用するためには、intl PHP 拡張をインストールして有効化する必要があることに注意してください。
そうしないと、例外が投げられます。











          

      

      

    


    
        © 版权所有 .
      由 Sphinx 1.3.1 创建。
    

  

guide-uk/caching-fragment.html


    
      导航


      
        		
          索引


        		YII2 stable 文档 »

 
      


    


    
      
          
            
  
Кешування фрагментів


Кешування фрагментів відноситься до кешування фрагментів веб-сторінки. Наприклад, якщо сторінка відображає в таблиці сумарні
річні продажі, ви можете зберегти цю таблицю в кеші з метою економії часу, необхідного для створення таблиці при кожному запиті.
Кешування фрагментів засноване на кешуванні даних.


Для кешування фрагментів використовуйте наступний код у представленні:


if ($this->beginCache($id)) {

    // ... тут створюємо зміст ...

    $this->endCache();
}



Таким чином, розташуйте логіку генерації вмісту у комбінацію викликів [[yii\base\View::beginCache()|beginCache()]] та
[[yii\base\View::endCache()|endCache()]]. Якщо вміст буде знайдено у кеші, [[yii\base\View::beginCache()|beginCache()]]
відобразить закешований вміст і поверне false, оминаючи генерацію вмісту.
В іншому випадку, буде виконано логіку генерації вмісту і з викликом [[yii\base\View::endCache()|endCache()]]
згенерований вміст буде записаний до кешу.


Подібно до кешування даних, для кешування фрагментів необхідний унікальний ідентифікатор
для визначення кешувального фрагмента.



Параметри кешування 


Ви можете вказати додаткові параметри про кешуванні фрагментів, передавши масив опцій в якості другого параметра метода
[[yii\base\View::beginCache()|beginCache()]]. За лаштунками, цей масив параметрів буде використано для налаштування віджета
[[yii\widgets\FragmentCache]], який реалізує фактичну функціональність кешування фрагментів.



Тривалість 


Мабуть найбільш часто використовуваною опцією кешування фрагмента є [[yii\widgets\FragmentCache::duration|duration]].
Вона визначає на скільки секунд зміст може залишатися дійсним у кеші. Код нижче кешує фрагмент не більше, ніж на одну:


if ($this->beginCache($id, ['duration' => 3600])) {

    // ... тут створюємо зміст ...

    $this->endCache();
}



Якщо опцію тривалості не задано, то вона прийме значенне за замовчування (60), що означає, що вміст в кеші стане недійсним через 60 секунд.





Залежності 


Подібно до кешування даних, фрагмент вмісту у кеші також може мати залежності.
Наприклад, вміст поста, що відображається, залежить від того, чи був він змінений.


Для визначення залежності, встановіть опцію [[yii\widgets\FragmentCache::dependency|dependency]],
яка може бути або обʼєктом [[yii\caching\Dependency]] або масивом налаштувань для створення обʼєкта залежностей.
Наступний код визначає, що вміст фрагмента залежить від зміни значення стовпця updated_at:


$dependency = [
    'class' => 'yii\caching\DbDependency',
    'sql' => 'SELECT MAX(updated_at) FROM post',
];

if ($this->beginCache($id, ['dependency' => $dependency])) {

    // ... тут створюємо зміст ...

    $this->endCache();
}






Варіації 


Вміст, що кешується, може бути змінено відповідно до деяких параметрів.
Наприклад, для веб-додатка із підтримкою декількох мов, один і той же шматок представлення коду може генерувати контент на різних мовах.
Таким чином, ви можете змінювати кешований вміст відповідно до поточної мови додатка.


Щоб вказати варіації кешу, встановіть опцію [[yii\widgets\FragmentCache::variations|variations]],
яка повинна бути масивом скалярних значень, кожне з яких представляє певний коефіцієнт варіації.
Наприклад, щоб кешувати вміст у залежності від мови додатка, ви можете використовувати наступний код:


if ($this->beginCache($id, ['variations' => [Yii::$app->language]])) {

    // ... тут створюємо зміст ...

    $this->endCache();
}






Перемикання кешування 


Іноді, ви можете захотіти увімкнути кешування фрагмента тільки за певних умов. Наприклад, для сторінки, яка відображає форму,
ви хочете кешувати тільки форму при її початковому запиті (через GET-запит). Будь-яке подальше відображення (через POST-запит)
форми не повинне кешуватися, тому що форма може містити дані, що ввів користувач.
Щоб зробити це, ви можете встановити опцію [[yii\widgets\FragmentCache::enabled|enabled]] наступним чином:


if ($this->beginCache($id, ['enabled' => Yii::$app->request->isGet])) {

    // ... тут створюємо зміст ...

    $this->endCache();
}








Вкладене кешування 


Кешування фрагментів може бути вкладеним. Тобто, кешований фрагмент може бути укладений в інший фрагмент, що також кешується.
Наприклад, коментарі кешируются у внутрішньому фрагменті кешу, і вони ж кешуються разом із вмістом поста у зовнішньому
фрагменті кеша. Наступний код показує, як два кеша фрагментів можуть бути вкладеними:


if ($this->beginCache($id1)) {

    // ...логіка створення контента...

    if ($this->beginCache($id2, $options2)) {

        // ...логіка створення контента...

        $this->endCache();
    }

    // ...логіка створення контента...

    $this->endCache();
}



Для вкладених кешів можут бути встановлені різні опції кешування. Наприклад, внутрішні кеші і зовнішні кеші можуть використовувати
різні значення тривалості кеша. Навіть коли дані зовнішнього кеша вже є недійсними, внутрішній кеш все ще може містити актуальний фрагмент.
Тим не менш, це не є вірним у зворотньому напрямку. Якщо зовнішній кеш є дійсним, то він буде продовжувати віддавати кешовану копію,
навіть якщо внутрішній кеш є недійсним. Таким чином, ви повинні бути обережні у визначенні тривалості або залежностей вкладених кешей,
в іншому випадку застарілі внутрішні фрагменти можуть зберігатися в зовнішньому фрагменті.





Динамічний зміст 


При використанні кешування фрагментів, ви можете зіткнутися із ситуацією, коли великий фрагмент змісту є відносно статичним,
за винятком одного або декількох місць. Наприклад, заголовок сторінки може відображатися у головному меню разом
з імʼям поточного користувача. Інша проблема в тому, що закешований зміст може містити код PHP, який повинен
виконуватися при кожному запиті (наприклад, код для реєстрації пакету ресурсів). Обидві ці проблеми можуть бути
вирішені за допомогою так званої функції динамічного змісту.


Динамічний зміст означає фрагмент виведення, який не повинен кешуватися, навіть якщо він укладений у кешування фрагментів.
Для того, щоб зробити зміст динамічним постійно, він повинен бути створений за допомогою деякого PHP коду для кожного запиту,
навіть якщо зміст віддаєтся із кеша.


Ви можете викликати [[yii\base\View::renderDynamic()]] в кеші фрагмента для вставки динамічного контенту у потрібне місце,
як у прикладі нижче:


if ($this->beginCache($id1)) {

    // ...логіка створення контента...

    echo $this->renderDynamic('return Yii::$app->user->identity->name;');

    // ...логіка створення контента...

    $this->endCache();
}



Метод [[yii\base\View::renderDynamic()|renderDynamic()]] бере деяку частину коду PHP в якості параметра.
Значення, що повертається від коду PHP, трактується як динамічний зміст. Цей код PHP буде виконуватися при кожному запиті,
незалежно від того, чи віддається фрагмент із кешу або ні.
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こんにちは、と言う


この節では、アプリケーションに「こんにちは」という新しいページを作成する方法を説明します。
この目的を達するために、アクション と ビュー を作成します。



		アプリケーションは、このページへのリクエストをそのアクションに送付します。


		次にそのアクションが「こんにちは」という言葉をエンドユーザに示すビューを表示します。





このチュートリアルを通じて、三つのことを学びます。



		リクエストに応える アクション を作成する方法


		レスポンスのコンテントを作成する ビュー を作成する方法


		アプリケーションがリクエストを アクション に送付する仕組み






アクションを作成する 


「こんにちは」のタスクのために、リクエストから message パラメータを読んで、そのメッセージをユーザに表示して返す say アクション を作ります。
リクエストが message パラメータを提供しなかった場合は、アクションはデフォルト値として “こんにちは” というメッセージを表示するものとします。



Info|情報: アクション は、エンドユーザが直接に参照して実行できるオブジェクトです。
アクションは コントローラ によってグループ化されます。
アクションの実行結果が、エンドユーザが受け取るレスポンスです。



アクションは コントローラ の中で宣言されなければなりません。
話を簡単にするために、say アクションを既存の SiteController の中で宣言しましょう。
このコントローラは controllers/SiteController.php というクラスファイルの中で定義されています。
次のようにして、新しいアクションが始まります。


<?php

namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    // ... 既存のコード ...

    public function actionSay($message = 'こんにちは')
    {
        return $this->render('say', ['message' => $message]);
    }
}



上記のコードでは、SiteController クラスの中で、say アクションが actionSay という名前のメソッドとして定義されています。
Yii はコントローラクラスの中で、アクションのメソッドとアクションでないメソッドを区別するために、action という接頭辞を使います。
action という接頭辞の後に続く名前がアクション ID にマップされます。


アクションを命名するについては、Yii がアクション ID をどのように取り扱うかを知っていなければなりません。
アクション ID は常に小文字で参照されます。
アクション ID が複数の単語を必要とするときは、単語がダッシュ (-) で連結されます (例えば、create-comment)。
アクションメソッドの名前は、アクション ID からダッシュを全て削除し、各単語の先頭の文字を大文字にした結果に action という接頭辞を付けたものになります。
例えば、アクション ID create-comment に対応するアクションメソッド名は actionCreateComment となります。


私たちの例では、アクションメソッドは $message というパラメータを取り、そのデフォルト値は "こんにちは" です
(PHP で関数やメソッドの引数にデフォルト値を設定するのと全く同じ方法です)。
アプリケーションがリクエストを受け取って、当該リクエストの処理を say アクションが担当すべきであると決定した場合は、リクエストの中に見つかった同じ名前のパラメータの値をこの $message パラメータに代入します。
言い換えれば、もしリクエストの中に "さようなら" という値の message パラメータが入っていれば、アクションの $message 変数にその値が割り当てられます。


アクションメソッドの中では、[[yii\web\Controller::render()|render()]] が呼ばれて say と言う名前の ビュー ファイルがレンダリングされます。
message パラメータも同時にビューに渡され、そこで使用されます。
レンダリング結果はアクションメソッドによって返されます。
返された結果はアプリケーションによって受け取られ、ブラウザ上でエンドユーザに (完全な HTML ページの一部として) 表示されます。





ビューを作成する 


ビュー は、レスポンスのコンテントを生成するために書かれるスクリプトです。
「こんにちは」のタスクのためには、アクションメソッドから受け取った message パラメータを出力する say ビューを作成します。


<?php
use yii\helpers\Html;
?>
<?= Html::encode($message) ?>



say ビューは views/site/say.php というファイルに保存しなければなりません。
アクションの中で [[yii\web\Controller::render()|render()]] メソッドが呼ばれるとき、render() メソッドは views/ControllerID/ViewName.php という名前の PHP ファイルを探します。


上記のコードで message パラメータが出力される前に  [[yii\helpers\Html::encode()|HTML-エンコード]] されていることに注意してください。
パラメータはエンドユーザから来るものであり、悪意のある JavaScript コードを埋め込まれて クロスサイトスクリプティング (XSS) 攻撃 [http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%82%B9%E3%82%B5%E3%82%A4%E3%83%88%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%97%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0] に使われうるものですから、脆弱性を防止するためにこうすることが必要です。


当然ながら、say ビューにはもっと多くのコンテントを入れても構いません。
コンテントには、HTML タグ、平文テキスト、さらには PHP 文を含めることが出来ます。
実際、say ビューは [[yii\web\Controller::render()|render()]] メソッドによって実行される PHP スクリプトであるに過ぎません。
ビュースクリプトによって出力されたコンテントはレスポンス結果としてアプリケーションに返されます。
そしてアプリケーションがこの結果をエンドユーザに対して出力します。





試してみる 


アクションとビューを作成したら、下記の URL で新しいページにアクセスすることが出来ます。


http://hostname/index.php?r=site/say&message=Hello+World



[image: Hello World]


この URL は、結果として、”Hello World” を表示するページになります。
このページはアプリケーションの他のページと同じヘッダとフッタを共有しています。


URL から message パラメータを省略すると、”こんにちは” を表示するページを見ることになるでしょう。
これは、message が actionSay() メソッドにパラメータとして渡されるものであり、それが省略された場合には、デフォルト値である "こんにちは" が代りに使われるからです。



Info|情報: 新しいページは他のページと同じヘッダとフッタを共有していますが、それは [[yii\web\Controller::render()|render()]] メソッドが say ビューの結果をいわゆる レイアウト に自動的に埋め込むからです。
レイアウトは、この場合、views/layouts/main.php にあります。



上記の URL の r パラメータについては、さらに説明が必要でしょう。
これは ルート、すなわち、アクションを指し示すアプリケーションを通じて一意な ID を表します。
ルートの書式は ControllerID/ActionID です。
アプリケーションはリクエストを受け取ると、このパラメータ r をチェックし、ControllerID の部分を使って、このリクエストを処理するためにどのコントローラクラスのインスタンスを作成すべきかを決定します。
そして、コントローラは ActionID の部分を使って、実際の仕事をするためにどのアクションを呼び出すべきかを決定します。
この例で言えば、site/say というルートは、SiteController コントローラクラスと say アクションとして解決されます。
結果として、SiteController::actionSay() メソッドがリクエストを処理するために呼び出されます。



Info|情報: アクションと同じく、コントローラもまたアプリケーションの中で一意に定義される ID を持ちます。
コントローラ ID も、アクション ID と同じ命名規則を使います。
コントローラクラスの名前は、コントローラ ID からダッシュを削除し、各単語の最初の文字を大文字にし、結果として出来る文字列に Controller という接尾辞を追加したものとなります。
例えば、post-comment というコントローラ ID に対応するコントローラクラスの名前は PostCommentController です。






まとめ 


この節では、MVC デザインパターンのうちのコントローラとビューの部分に触れました。
特定のリクエストを処理するためのアクションをコントローラの一部として作成しました。
また、レスポンスのコンテントを作成するためのビューも作成しました。
この単純な例においては、使用される唯一のデータが message パラメータであったため、モデルは関係していません。


また、Yii におけるルートについても学びました。ルートはユーザのリクエストとコントローラのアクションとの橋渡しとして働くものです。


次の節では、モデルを作成する方法を学びます。そして、HTML フォームを含むページを追加します。
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Запуск додатка


Після встановлення Yii, базовий додаток буде доступний або по URL http://hostname/basic/web/index.php,
або по http://hostname/index.php, в залежності від налаштування Web сервера. Даний розділ - загальне введення в
організацію коду, вбудований функціонал і опрацювання запитів додатком Yii.



Інформація: Для спрощення, далі в даному посібнику передбачається, що Yii встановлений в директорію basic/web,
яка, в свою чергу, встановлена, як коренева директорія в налаштуваннях Web сервера. В результаті, звернувшись до URL
http://hostname/index.php ви отримаєте доступ до додатку. Відрегулюйте URL-адреси для ваших потреб.




Функціонал 


Вбудований шаблон простого додатку складається з чотирьох сторінок:



		домашня сторінка, відображається при переході по URL http://hostname/index.php


		“About” (“Про нас”)


		на сторінці “Contact” знаходиться форма зворотнього зв’язку, на якій користувач може звернутися до розробника по e-mail


		на сторінці “Login” відображається форма авторизації. Спробуйте авторизуватись з логіном/паролем “admin/admin”.
Зверніть увагу на зміну розділу “Login” в головному меню на “Logout”.





Ці сторінки використовують спільний хедер (шапка сайта) і футер (підвал). В “шапці” знаходиться головне меню, за
допомогою якого користувач переміщається по сайту.


У нижній частині вікна ви зможете бачити системні повідомлення Yii - журнал, відлагоджувальну інформацію,
повідомлення про помилки, запити до бази даних і т.п. Відображенням данної інформацію керує
вбудований відладчик, він записує і відображає інформацію про хід виконання додатку.





Структура додатка Yii 


Нижче наведений перелік основних директорій і файлів вашого додатку (вважаємо, що додаток встановлений в директорію basic):


basic/                  кореневий каталог додатка
    composer.json       використовується Composer'ом, містить опис додатку
    config/             конфігураційні файли
        console.php     конфігурація консольного додатка
        web.php         конфігурація Web додатка
    commands/           містить класи консольних команд
    controllers/        контролери
    models/             моделі
    runtime/            файли, які генерує Yii під час виконання додатку (логи, кеш і т.п.)
    vendor/             містить пакунки Composer'а і, власне, сам фреймворк Yii
    views/              представлення додатку
    web/                коренева директорія Web додатку. Містить файли, доступні через Web
        assets/         скрипти, які використовуються додатком (js, css)
        index.php       місце входження в додаток Yii. З нього розпочинається виконання додатку
    yii                 скрипт виконання консольного додатку Yii



В цілому, додаток Yii можна розділити на дві категорії файлів: розміщенні в basic/web і розміщенні в інших директоріях.
Перша категорія доступна через HTTP (наприклад, браузером), друга недоступна зовні, та і не повинна бути, так як містить службову інформацію.


В Yii реалізована схема проектування модель-представлення-контролер (MVC) [http://http://uk.wikipedia.org/wiki/Model-View-Controller],
яка відповідає структурі директорій додатка. В директорії models знаходяться класи моделей,
в views розміщені скрипти представлень, а в каталозі controllers всі класи контролерів додатка.


Діаграма нижче демонструє статичну структуру додатка.


[image: Статична структура додатка]


В кожному додатку Yii є місце входження в додаток, web/index.php - це єдиний PHP-скрипт доступний для виконання через Web.
Він отримує вхідний запит і створює екземпляр додатку. Додаток
опрацьовує вхідні запити з допомогою компонентів і відправляє запит контролеру.
Віджети використовуються у представленнях для побудови динамічних інтерфейсів сайта.





Життєвий цикл запиту 


На діаграмі показано, як додаток відпрацьовує запит.


[image: Життєвий цикл запиту]



		Користувач робить запит до місця входження web/index.php.


		Скрипт завантажує конфігурацію configuration і створює екземпляр
додатку для наступного опрацювання запиту.


		Додаток визначає маршрут запиту за допомогою компонента запиту додатка.


		Додаток створює екземпляр контролера для виконання запиту.


		Контролер, в свою чергу, створює дію і накладає на неї фільтри.


		Якщо хоч один фільтр поверне помилку - виконання додатку зупиняється.


		Якщо всі фільтри пройдені - додаток виконується.


		Дія завантажує модель даних. Скоріше за все із бази даних.


		Дія генерує представлення, відображаючи в ньому дані (в т.ч. і отримані із моделі).


		Згенерований вид додатку передається як компонент відповіді.


		Компонент “відповіді” відправляє готовий результат роботи додатку браузеру користувача.
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パフォーマンスチューニング



Note|注意: この節はまだ執筆中です。



あなたのウェブアプリケーションのパフォーマンスは二つの部分に基づいています。
一つはフレームワークのパフォーマンスであり、もう一つはアプリケーションそのものです。
Yii は、そのままの状態でも、あなたのアプリケーションのパフォーマンスを劣化させる影響がかなり小さいものですが、本番環境のためには、さらに微調整することが可能です。
アプリケーションに関しては、ベストプラクティスのいくつかを提供すると共に、それを Yii に適用する方法を例示します。



環境を準備する


PHP アプリケーションを走らせるための環境を正しく構成することは本当に重要です。
最大のパフォーマンスを得るためには、



		常に最新の安定した PHP バージョンを使うこと。
PHP は、メジャーリリースのたびに、顕著なパフォーマンスの改善とメモリ使用の削減がなされています。


		PHP 5.4 以下には APC [http://ru2.php.net/apc]、または、PHP 5.5 以上には Opcache [http://php.net/opcache] を使うこと。
このことは、非常に良いパフォーマンス強化をもたらします。








フレームワークを本番用に準備する



デバッグモードを無効化する


アプリケーションを本番環境に配備する前に行うべき最初のことは、デバッグモードの無効化です。
Yii のアプリケーションは、index.php において定数 YII_DEBUG が true と定義されていると、デバッグモードで走ります。
従って、デバッグモードを無効にするために、以下のコードが index.php になければなりません。


defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', false);



デバッグモードは開発段階において非常に役に立ちますが、いくつかのコンポーネントがデバッグモードにおいて追加の負荷を発生させるため、パフォーマンスを劣化させます。
例えば、メッセージロガーは、ログに記録されるすべてのメッセージについて、追加のデバッグ情報を記録します。





PHP opcode キャッシュを有効にする


PHP opcode キャッシュを有効にすると、すべての PHP アプリケーションで、顕著にパフォーマンスが向上し、メモリ使用量が削減されます。
Yii も例外ではありません。
PHP 5.5 OPcache [http://php.net/manual/ja/book.opcache.php] と APC PHP 拡張 [http://php.net/manual/ja/book.apc.php] の両方でテストされています。
どちらのキャッシュも、PHP 中間コードを最適化して、入ってくるリクエストごとに PHP スクリプトを解析するために時間を消費することを回避します。





ActiveRecord のデータベーススキーマキャッシュを有効にする


アプリケーションがアクティブレコードを使用している場合は、スキーマキャッシュを有効にして、データベーススキーマを解析するための時間を節約すべきです。
そうするためには、アプリケーションの構成情報 config/web.php において、Connection::enableSchemaCache プロパティを true に設定します。


return [
    // ...
    'components' => [
        // ...
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=mydatabase',
            'username' => 'root',
            'password' => '',
            'enableSchemaCache' => true,

            // スキーマキャッシュの持続時間
            // 'schemaCacheDuration' => 3600,

            // 使用されるキャッシュコンポーネントの名前。デフォルトは 'cache'。
            //'schemaCache' => 'cache',
        ],
        'cache' => [
            'class' => 'yii\caching\FileCache',
        ],
    ],
];



cache アプリケーションコンポーネント が構成されていなければならないことに注意してください。





アセットを結合して最小化する


アセットは、典型的には JavaScript と CSS ですが、結合して圧縮することが出来ます。
これにより、ページの読み込みにかかる時間をわずかながら削減して、アプリケーションのエンドユーザにより良いユーザ体験をもたらすことが出来ます。


これをどのようにすれば達成できるかについて学ぶためには、ガイドの アセット の節を参照してください。





セッションのためにより良いストレージを使用する


デフォルトでは、PHP はセッションを処理するためにファイルを使います。
開発と小さなプロジェクトではそれでも構いませんが、リクエストを並列処理するとなると、データベースのような別のストレージに変更する方が良いでしょう。
そうするためには、config/web.php によってアプリケーションを構成します。


return [
    // ...
    'components' => [
        'session' => [
            'class' => 'yii\web\DbSession',

            // デフォルトの 'db' 以外の DB コンポーネントを使用したい場合は
            // 以下を設定する
            // 'db' => 'mydb',

            // デフォルトの session テーブルをオーバーライドするためには
            // 以下を設定する
            // 'sessionTable' => 'my_session',
        ],
    ],
];



CacheSession を使って、セッションをキャッシュに保存することが出来ます。
キャッシュストレージの中には、memcached のように、セッションデータが失われないことを保証しないものもあり、予期せぬログアウトを引き起こす場合があることに注意してください。


サーバに Redis [http://redis.io/] がある場合は、それをセッションのストレージに使用することを強く推奨します。







アプリケーションを改善する



サーバ側のキャッシュテクニックを使う


キャッシュの節で説明されているように、Yii はウェブアプリケーションのパフォーマンスを著しく改善することが出来るキャッシュのソリューションをいくつか提供しています。
データの生成に長い時間を要するものがある場合は、データキャッシュの手法を使用して、データを生成する頻度を削減することが出来ます。
ページのある部分が比較的静的なものであり続ける場合は、フラグメントキャッシュの手法を使用して、その部分のレンダリングの頻度を削減することが出来ます。
あるページ全体が比較的静的なものであり続ける場合は、ページキャッシュの手法を使用して、ページ全体のレンダリングのコストを節約することが出来ます。





HTTP キャッシュを利用して、処理時間と帯域を節約する


HTTP キャッシュを利用すると、処理時間および帯域やリソースを著しく節約することが出来ます。
HTTP キャッシュは、ETag または Last-Modified ヘッダをアプリケーションのレスポンスで送信することによって実装することが出来ます。
ブラウザが HTTP の仕様に従って実装されていれば (ほとんどのブラウザがそうです)、コンテントは以前の状態と異なる場合にだけ取得されます。


正しいヘッダを作成することは手間のかかる仕事ですので、Yii は [[yii\filters\HttpCache]] というコントローラフィルタの形でショートカットを提供しています。
これを使うことはとても簡単です。
コントローラの中で behaviors メソッドを以下のように実装することが必要です。


public function behaviors()
{
    return [
        'httpCache' => [
            'class' => \yii\filters\HttpCache::className(),
            'only' => ['list'],
            'lastModified' => function ($action, $params) {
                $q = new Query();
                return strtotime($q->from('users')->max('updated_timestamp'));
            },
            // 'etagSeed' => function ($action, $params) {
                // return // egat のシードをここで生成
            //}
        ],
    ];
}



上記のコードでは、etagSeed または lastModified のどちらかを使うことが出来ます。
両方を実装する必要はありません。
目的は、コンテントを取得してレンダリングするよりも安価な方法を使って、コンテントが修正されたかどうかを判断することです。
lastModified はコンテントが最後に修正されたときの UNIX タイムスタンプを返さなければなりません。
一方 etagSeed は ETag ヘッダの値を生成するために使われる文字列を返さなければなりません。





データベースの最適化


データベースからのデータ取得がウェブアプリケーションのパフォーマンスの主たるボトルネックになることがよくあります。
キャッシュ の使用によってパフォーマンスの劣化を緩和することは出来ますが、問題を完全に解決することは出来ません。
データベースが膨大なデータを抱えている場合、キャッシュされたデータが無効化されたときに最新のデータを取得するためのコストは、データベースとクエリが適切に設計されていないと、法外なものになり得ます。


データベースのインデックスを上手に設計しましょう。
インデックスを付けると SELECT クエリを非常に速くすることが出来ます。ただし、INSERT、UPDATE、または DELTE のクエリは遅くなることがあります。


複雑なクエリに対しては、PHP コードの中からクエリを発行して DBMS にクエリを解析するように繰り返して求める代わりに、データベースビューを作成することを推奨します。


アクティブレコードを使い過ぎないでください。
アクティブレコード は OOP 流にデータをモデリングするには便利ですが、クエリ結果の各行を表すために一つまたは複数のオブジェクトを作る必要があるため、パフォーマンスを現実に低下させます。
膨大なデータを扱うアプリケーションでは、より低レベルの DAO や データベース API を使うのが良い選択でしょう。


最後にもう一つ大事なことですが、SELECT クエリで LIMIT を使ってください。
こうすることで、大量のデータが返されて、PHP のために確保されたメモリを使い尽くすということがなくなります。





asArray を使う


読み出し専用のページにおいて、メモリと処理時間を節約する良い方法に、アクティブレコードの asArray メソッドを使うという方法があります。


class PostController extends Controller
{
    public function actionIndex()
    {
        $posts = Post::find()->orderBy('id DESC')->limit(100)->asArray()->all();
        return $this->render('index', ['posts' => $posts]);
    }
}



ビューにおいては、$posts の個々のレコードのフィールドを配列としてアクセスしなければなりません。


foreach ($posts as $post) {
    echo $post['title'] . "<br>";
}



asArray が指定されていなくても配列記法を使用してフィールドにアクセスすることが出来ますが、その場合は AR オブジェクトを扱っていることに注意してください。





バックグラウンドでデータを処理する


ユーザのリクエストに素早く応答したい場合、リクエストの重い部分は、それについて即座にレスポンスを返す必要がなければ、後から処理することが出来ます。


これを達成する一般的な方法が二つあります。クロンジョブによる処理と、専用のキューです。


最初のケースでは、後から処理したいデータを、データベースなどの持続的ストレージに保存する必要があります。
そして、クロンジョブによって定期的に実行される コンソールコマンド がデータベースを検索して、データがあれば処理します。


このソリューションでたいていの場合は OK ですが、一つ大きな欠点があります。
データベースを検索するまでは処理すべきデータの有無を知ることが出来ません。
そのため、データベースをかなり頻繁に検索するか、または、各処理の間に若干の遅延を生じさせるかのどちらかになります。


この問題は、キューやジョブサーバ (RabbitMQ、ActiveMQ、Amazon SQS、その他いろいろ) によって解決することが出来ます。
この場合は、持続的ストレージにデータを書き込む代りに、キューやジョブサーバによって提供される API を通じてデータをキューに入れます。
処理はたいていはジョブハンドラのクラスに渡されます。
キューに入れられたジョブは、先行するジョブが全て完了した直後に実行されます。





何をしても効果がない場合


何をしても効果がない場合は、何がパフォーマンスの問題を解決するかについての思い込みを排することです。
代りに、何でも変更する前には、常にコードをプロファイルにかけてください。
次のツールが役に立つでしょう。



		Yii のデバッグツールバーとデバッガ


		XDebug プロファイラ [http://xdebug.org/docs/profiler]


		XHProf [http://www.php.net/manual/en/book.xhprof.php]
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Встановлення Yii


Ви можете встановити Yii двома шляхами: використовуючи Composer [http://getcomposer.org/] або завантаживши архів.
Перший варіант э бажанішим, тому що дозволить встановити всі нові розширення
або оновити Yii однією командою.



Примітка: На відміну від Yii 1, після стандартного встановлення Yii 2 ми отримуємо як фреймворк, так і шаблон додатка.




Встановлення за допомогою Composer 


Якщо у вас все ще не вставновлено Composer, то це можна зробити за допомогою інструкції на getcomposer.org [https://getcomposer.org/download/].
Користувачам Linux та Mac OS X потрібно виконати наступні команди:


curl -s http://getcomposer.org/installer | php
mv composer.phar /usr/local/bin/composer



При роботі з Windows, необхідно завантажити та запустити Composer-Setup.exe [https://getcomposer.org/Composer-Setup.exe].


В разі наявності проблем або якщо вам необхідна додаткова інформація, зверніться до документації Composer [https://getcomposer.org/doc/].


Якщо ж Composer вже було встановлено раніше, переконайтесь, що використовуюєте його останню версію.
Ви можете оновити Composer простою командою composer self-update.


Після встановлення Composer, встановити Yii можна виконавши наступну команду з директорії, яка доступна через Web:


composer global require "fxp/composer-asset-plugin:1.0.0-beta4"
composer create-project --prefer-dist yiisoft/yii2-app-basic basic



Перша команда встановить плагін ресурсів composer (composer-asset-plugin) [https://github.com/francoispluchino/composer-asset-plugin/],
що дозволить керувати залежностями пакетів Bower та NPM за допомогою Composer. Цю команду потрібно виконати лише один раз.
Друга команда встановить Yii у директорію під назвою basic. За бажанням, ви можете обрати іншу директорію.



Примітка: Під час встановлення може статися так, що Composer запитає облікові дані від вашого профілю на Github,
через встановлені обмеження запитів Github API. Це є нормальним, оскільки Composer повинен отримати багато інформації
для всіх пакетів із Github. Надання облікових даних профіля Github збільшить кількість запитів до API, потрібних для
подальшої роботи Composer. Для більш детальної інформації, будь ласка, зверніться до
документації Composer [https://getcomposer.org/doc/articles/troubleshooting.md#api-rate-limit-and-oauth-tokens].




Підказка: Якщо ви хочете встановити останню нестабільну версію Yii, ви можете виконати наступну команду,
яка додає опцію stability [https://getcomposer.org/doc/04-schema.md#minimum-stability]:


composer create-project --prefer-dist --stability=dev yiisoft/yii2-app-basic basic



Варто зауважити, що нестабільну версію Yii не можна використовувати на робочому сервері, оскільки вона може порушити
виконання робочого коду.









Встановлення з архіву 


Встановлення Yii з архіву складається з трьох кроків:



		Завантажте архів за адресою yiiframework.com [http://www.yiiframework.com/download/];





		Розпакуйте архів в директорію, доступну через Web.





		Відредагуйте файл конфігурації config/web.php - необхідно заповнити секретний ключ до пункту cookieValidationKey
(це виконуєтся автоматично при вставленні Yii через Composer):


// !!! встановити секретний ключ до наступного пункту (якщо порожній) - це необхідно для валідації кукі
'cookieValidationKey' => 'enter your secret key here',












Інші параметри встановлення 


Вище наведені інструкції по встановленню Yii, які також створюють базовий веб-додаток, готового до роботи.
Це відмінний варіант для невеликих проектів або для тих, хто тільки розпочинає вивчати Yii.


Але є ще й інші варіанти встановлення:



		Якщо вам потрібен тільки один фреймворк і ви хотіли б створити додаток з нуля, використовуйте інструкцію,
що описана у розділі Створення додатка з нуля.


		Якщо хочете розпочати з більш насиченого додатка, який добре підходить для роботи в команді, використовуйте
разширений шаблон додатка.








Перевірка встановлення 


Після встановлення, ви можете перевірити за допомогою браузера свій встановлений додаток Yii за наступним URL:


http://localhost/basic/web/index.php



Даний URL передбачає встановлення додатка в директорію basic базової директорії вашого локального веб-сервера (localhost).
Можливо вам знадобиться підкорегувати налаштування свого сервера.


[image: Успішно встановленний Yii]


Ви повинні побачити сторінку браузера із привітанням “Congratulations!”. Якщо ні — провірте, чи задовільняють
налаштування PHP вимогам Yii одним із способів:



		Браузером перейдіть на URL http://localhost/basic/requirements.php





		Або виконайте наступні команди в консолі:


cd basic
php requirements.php









Для коректної роботи фреймворка вам необхідно мати PHP, який відповідає його мінімальним вимогам.
Основна вимога — PHP версії 5.4 або вище. Якщо ваш додаток працює з базою даних, необхідно встановити
розширення PHP PDO [http://www.php.net/manual/en/pdo.installation.php] та відповідний драйвер
(наприклад, pdo_mysql для MySQL).





Налаштування веб серверів 



Інформація: можете пропустити даний підрозділ, якщо ви тільки розпочали знайомитися з фреймворком
і не розгортаєте його на робочому сервері.



Додаток, встановлений за інструкціями, наведеними вище, буде працювати одразу як з Apache HTTP server [http://httpd.apache.org/],
так і з Nginx HTTP server [http://nginx.org/] під Windows, Mac OS X чи Linux із встановленим PHP 5.4 або вище.
Yii 2.0 також сумісний із віртуальною машиною HHVM [http://hhvm.com/] фейсбука, однак є деякі крайні випадки,
де HHVM поводиться інакше, ніж рідний PHP, тому ви повинні бути дуже уважними при використанні HHVM.


На рабочому сервері вам напевно захочеться змінити URL додатку з http://www.example.com/basic/web/index.php
на http://www.example.com/index.php. Для цього необхідно змінити кореневу директорію в налаштуваннях веб сервера на basic/web.
Додатково можно сховати index.php із URL, як це описано у розділі Маршрутизація та створення URL.
Далі буде показано як налаштувати Apache і Nginx для цих цілей.



Інформація: Встанновлюючи basic/web кореневою директорією веб-сервера, ви забороняєте кінцевим користувачам доступ
до приватного коду додатка та важливим даним, які знаходяться на одному рівні з basic/web. Це робить додаток більш захищенним.




Інформація: Якщо додаток працює на хостингу, де немає доступу до налаштувань сервера, ви всеодно можете змінити структуру
додатка для покращення безпеки, як описано в розділі Робота на shared хостингу.




Рекомендовані налаштування Apache 


Додайте наступний код до файлу конфігурации Apache httpd.conf або в конфігураційний файл віртуального хоста.
Не забудьте замінити path/to/basic/web на коректний шлях до basic/web.


# Встановлюємо кореневою директорією "basic/web"
DocumentRoot "path/to/basic/web"

<Directory "path/to/basic/web">
    # використаємо mod_rewrite для підтримки гарних URL
    RewriteEngine on
    # Якщо запитуваний файл або директорія існують - звертаємось до них напряму
    RewriteCond %{REQUEST_FILENAME} !-f
    RewriteCond %{REQUEST_FILENAME} !-d
    # Якщо ні - перенаправляємо запит на index.php
    RewriteRule . index.php

    # ...інші налаштування...
</Directory>






Рекомендовані налаштування Nginx 


Для використання Nginx [http://wiki.nginx.org/] вам потрібно встановити PHP як FPM SAPI [http://php.net/install.fpm].
Використовуйте наступні параметри Nginx, замінивши path/to/basic/web на коректний шлях до basic/web,
а mysite.local на бажаний домен.


server {
    charset utf-8;
    client_max_body_size 128M;

    listen 80; ## listen for ipv4
    #listen [::]:80 default_server ipv6only=on; ## слухаємо ipv6

    server_name mysite.local;
    root        /path/to/basic/web;
    index       index.php;

    access_log  /path/to/basic/log/access.log main;
    error_log   /path/to/basic/log/error.log;

    location / {
        # Перенаправляємо всі запити від неіснуючих директорій або файлів на index.php
        try_files $uri $uri/ /index.php?$args;
    }

    # розкоментуйте строки нижче для запобігання обробки звернень Yii до неіснуючих статичних файлів
    #location ~ \.(js|css|png|jpg|gif|swf|ico|pdf|mov|fla|zip|rar)$ {
    #    try_files $uri =404;
    #}
    #error_page 404 /404.html;

    location ~ \.php$ {
        include fastcgi.conf;
        fastcgi_pass   127.0.0.1:9000;
        #fastcgi_pass unix:/var/run/php5-fpm.sock;
        try_files $uri =404;
    }

    location ~ /\.(ht|svn|git) {
        deny all;
    }
}



Використовуючи дану конфігурацію встановіть cgi.fix_pathinfo=0 в php.ini, щоб запобігти зайвим системним викликам stat().


Врахуйте також, що при використанні HTTPS необхідно задавати fastcgi_param HTTPS on; щоб Yii міг корректно
визначати захищене з’єднання.
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ファイルをアップロードする


Yii におけるファイルのアップロードは、フォームモデル、その検証規則、そして、いくらかのコントローラコードによって行われます。
アップロードを適切に処理するために何が必要とされるのか、見ていきましよう。



一つのファイルをアップロードする


まず最初に、ファイルのアップロードを処理するモデルを作成する必要があります。
次の内容を持つ models/UploadForm.php を作って作成してください。


namespace app\models;

use yii\base\Model;
use yii\web\UploadedFile;

/**
 * UploadForm がアップロードのフォームの背後にあるモデルである。
 */
class UploadForm extends Model
{
    /**
     * @var UploadedFile file 属性
     */
    public $file;

    /**
     * @return array 検証規則
     */
    public function rules()
    {
        return [
            [['file'], 'file'],
        ];
    }
}



上記のコードにおいて作成した UploadForm というモデルは、HTML フォームで <input type="file"> となる $file という属性を持ちます。
この属性は [[yii\validators\FileValidator|FileValidator]] を使用する file という検証規則を持ちます。



フォームのビュー


次に、フォームを表示するビューを作成します。


<?php
use yii\widgets\ActiveForm;
?>

<?php $form = ActiveForm::begin(['options' => ['enctype' => 'multipart/form-data']]) ?>

<?= $form->field($model, 'file')->fileInput() ?>

<button>送信</button>

<?php ActiveForm::end() ?>



ファイルのアップロードを可能にする 'enctype' => 'multipart/form-data' は不可欠です。
fileInput() がフォームの入力フィールドを表します。





コントローラ


そして、フォームとモデルを結び付けるコントローラを作成します。


namespace app\controllers;

use Yii;
use yii\web\Controller;
use app\models\UploadForm;
use yii\web\UploadedFile;

class SiteController extends Controller
{
    public function actionUpload()
    {
        $model = new UploadForm();

        if (Yii::$app->request->isPost) {
            $model->file = UploadedFile::getInstance($model, 'file');

            if ($model->file && $model->validate()) {                
                $model->file->saveAs('uploads/' . $model->file->baseName . '.' . $model->file->extension);
            }
        }

        return $this->render('upload', ['model' => $model]);
    }
}



model->load(...) の代りに UploadedFile::getInstance(...) を使っています。
[[\yii\web\UploadedFile|UploadedFile]] はモデルの検証を実行せず、アップロードされたファイルに関する情報を提供するだけです。
そのため、$model->validate() を手作業で実行して、[[yii\validators\FileValidator|FileValidator]] を起動する必要があります。
[[yii\validators\FileValidator|FileValidator]] は、下記のコアコードが示しているように、属性がファイルであることを要求します。


if (!$file instanceof UploadedFile || $file->error == UPLOAD_ERR_NO_FILE) {
    return [$this->uploadRequired, []];  // "ファイルをアップロードしてください。" というエラーメッセージ
}



検証が成功したら、ファイルを保存します。


$model->file->saveAs('uploads/' . $model->file->baseName . '.' . $model->file->extension);



「ベーシック」アプリケーションテンプレートを使っている場合は、uploads フォルダを web の下に作成しなければなりません。


以上です。ページをロードして、アップロードを試して見てください。ファイルは basic/web/uploads にアップロードされます。







検証


たいていの場合、検証規則を調整して、特定のファイルだけを受け取るようにしたり、アップロードを必須としたりする必要があります。
下記で、よく使われる規則の構成を見てみましよう。



Required


ファイルのアップロードを必須とする必要がある場合は、次のように skipOnEmpty を false に設定します。


public function rules()
{
    return [
        [['file'], 'file', 'skipOnEmpty' => false],
    ];
}






MIME タイプ


アップロードされるファイルのタイプを検証することは賢明なことです。
FileValidator はこの目的のための extensions プロパティを持っています。


public function rules()
{
    return [
        [['file'], 'file', 'extensions' => 'gif, jpg',],
    ];
}



ただし、ファイル拡張子が検証されるだけで、実際のファイルの中身は検証されないことを憶えておいてください。
ファイルの中身も検証するためには、FileValidator の mimeType プロパティを使います。


public function rules()
{
    return [
        [['file'], 'file', 'extensions' => 'jpg, png', 'mimeTypes' => 'image/jpeg, image/png',],
    ];
}



一般的なメディアタイプの一覧表 [http://en.wikipedia.org/wiki/Internet_media_type#List_of_common_media_types]





画像のプロパティ


画像をアップロードするときは、[[yii\validators\ImageValidator|ImageValidator]] が重宝するでしょう。
このバリデータは、属性が有効な画像を受け取ったか否かを検証します。
その画像は、Imagine エクステンション [https://github.com/yiisoft/yii2/tree/master/extensions/imagine] によって、保存するか、または、処理することが出来ます。







複数のファイルをアップロードする


複数のファイルを一度にアップロードする必要がある場合は、少し修正が必要になります。


モデル:


class UploadForm extends Model
{
    /**
     * @var UploadedFile|Null ファイル属性
     */
    public $file;

    /**
     * @return array 検証規則
     */
    public function rules()
    {
        return [
            [['file'], 'file', 'maxFiles' => 10], // <--- ここ !
        ];
    }
}



ビュー:


<?php
use yii\widgets\ActiveForm;

$form = ActiveForm::begin(['options' => ['enctype' => 'multipart/form-data']]);
?>

<?= $form->field($model, 'file[]')->fileInput(['multiple' => true]) ?>

    <button>送信</button>

<?php ActiveForm::end(); ?>



違いがあるのは、次の行です。


<?= $form->field($model, 'file[]')->fileInput(['multiple' => true]) ?>



コントローラ:


namespace app\controllers;

use Yii;
use yii\web\Controller;
use app\models\UploadForm;
use yii\web\UploadedFile;

class SiteController extends Controller
{
    public function actionUpload()
    {
        $model = new UploadForm();

        if (Yii::$app->request->isPost) {
            $model->file = UploadedFile::getInstances($model, 'file');
            
            if ($model->file && $model->validate()) {
                foreach ($model->file as $file) {
                    $file->saveAs('uploads/' . $file->baseName . '.' . $file->extension);
                }
            }
        }

        return $this->render('upload', ['model' => $model]);
    }
}



単一のファイルのアップロードとは、二つの点で異なります。
最初の違いは、UploadedFile::getInstance($model, 'file'); の代りに UploadedFile::getInstances($model, 'file'); が使用されることです。
前者が一つのインスタンスを返すだけなのに対して、後者はアップロードされた 全ての ファイルのインスタンスを返します。
第二の違いは、foreach によって、全てのファイルをそれぞれ保存している点です。
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Що таке Yii?


Yii – це високопродуктивний компонентний PHP фреймворк, призначений для швидкої розробки сучасних веб додатків.
Слово Yii (вимовляється як Йі [ji:]) в китайській мові означає “простий та еволюційний”.
Також Yii може розшифровуватись акронім Yes It Is!



Для яких завдань найбільше підходить Yii?


Yii – це універсальний фреймворк і може бути задіяний у всіх типах веб додатків, що використовують PHP.
Завдяки його компонентній структурі і відмінній підтримці кешування, фреймворк особливо підходить для розробки
таких великих проектів як портали, форуми, CMS, магазини або RESTful-додатки.





Порівняння Yii з іншими фреймворками


Якщо ви вже знайомі з іншими фреймворками, вам напевно буде цікаво порівняти їх із Yii:



		Як і багато інших PHP фреймворків, для організації коду Yii використовує модель MVC (Model-View-Controller) та
сприяє у організації коду на цій моделі.


		Yii дотримується філософії простого й елегантного коду. Yii ніколи не буде намагатись переускладнювати дизайн
тільки заради слідування будь-яким шаблонами проектування.


		Yii є full-stack фреймворком і включає в себе перевірені можливості, які добре себе зарекомендували:
конструктори запитів та ActiveRecord для реляційних та NoSQL баз даних, підтримка REST API,
багаторівневе кешування та інші.


		Yii надзвичайно розширюваний. Ви можете налаштувати або замінити практично будь-яку частину основного коду.
Використовуючи архітектуру розширень - досить легко використовувати або створювати публічні розширення.


		Висока продуктивність завжди є головною ціллю Yii.





Yii — не проект однієї людини. Він підтримується і розвивається [сильною командою][] і великою спільнотою розробників,
які їй допомагають. Команда розробників Yii фреймворка стежать за тенденціями веб розробки і розвитком інших проектів.
Найбільш значимі можливості і кращі практики регулярно впроваджуються у фреймворк у вигляді простих і елегантних інтерфейсів.





Версії Yii


На даний момент існує дві основні гілки Yii: 1.1 та 2.0. Гілка 1.1 є попереднім поколінням і знаходиться у стані підтримки.
Версія 2.0 - це повністю переписаний Yii, що використовує останні технології і протоколи, такі як Composer, PSR, простори імен,
типажі (traits) і багато іншого. 2.0 - поточне покоління фреймворка. На цій версії будуть зосереджені основні зусилля
кілька наступних років. Даний посібник призначений в основному для версії 2.0.





Вимоги до ПЗ і знань


Yii 2.0 потребує PHP 5.4.0 та вище. Щоб дізнатися вимоги для окремих можливостей ви можете запустити скрипт перевірки вимог,
який поставляється із кожним релізом фреймворка.


Для розробки на Yii необхідне загальне розуміння ООП, так як фреймворк повністю слідує цій парадигмі.
Також слід вивчити такі сучасні можливості PHP як простори імен [http://www.php.net/manual/en/language.namespaces.php]
і типажі [http://www.php.net/manual/en/language.oop5.traits.php].
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ビュー


ビューは MVC [http://ja.wikipedia.org/wiki/Model_View_Controller] アーキテクチャの一部を成すものです。
ビューはエンドユーザにデータを表示することに責任を持つコードです。
ウェブアプリケーションにおいては、ビューは、通常、主として HTML コードと表示目的の PHP コードを含む PHP スクリプトファイルである、ビューテンプレート の形式で作成されます。
そして、ビューテンプレートを管理する [[yii\web\View|ビュー]] アプリケーションコンポーネント が、ビューの構築とレンダリングを助けるためによく使われるメソッドを提供します。
なお、簡潔さを重視して、ビューテンプレートまたはビューテンプレートファイルを単にビューと呼ぶことがよくあります。



ビューを作成する 


前述のように、ビューは HTML と PHP コードが混ざった単なる PHP スクリプトです。
次に示すのは、ログインフォームを表示するビューです。
ご覧のように、PHP コードがタイトルやフォームなど動的なコンテントを生成するのに使われ、HTML コードがそれらを編成して表示可能な HTML ページを作っています。


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\ActiveForm;

/* @var $this yii\web\View */
/* @var $form yii\widgets\ActiveForm */
/* @var $model app\models\LoginForm */

$this->title = 'ログイン';
?>
<h1><?= Html::encode($this->title) ?></h1>

<p>次の項目を入力してログインしてください:</p>

<?php $form = ActiveForm::begin(); ?>
    <?= $form->field($model, 'username') ?>
    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>
    <?= Html::submitButton('ログイン') ?>
<?php ActiveForm::end(); ?>



ビューの中では、このビューテンプレートを管理しレンダリングしている [[yii\web\View|ビューコンポーネント]] を参照する $this にアクセスすることが出来ます。


$this 以外に、上記の例の $model のように、事前に定義される変数をビューの中に置くことが出来ます。
このような変数は、ビューのレンダリング をトリガする コントローラ などのオブジェクトによってビューに プッシュ されるデータを表します。



Tip|ヒント: 上の例では、事前に定義される変数は、IDE に認識されるように、ビューの先頭のコメントブロックの中にリストされています。
これは、ビューにドキュメントを付けるのにも良い方法です。




セキュリティ 


HTML ページを生成するビューを作成するときは、エンドユーザから受け取るデータを表示する前にエンコード および/または フィルタすることが重要です。
そうしなければ、あなたのアプリケーションは クロスサイトスクリプティング [http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%82%B9%E3%82%B5%E3%82%A4%E3%83%88%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%97%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0] 攻撃をこうむるおそれがあります。


平文テキストを表示するためには、まず [[yii\helpers\Html::encode()]] を呼んでエンコードします。
例えば、次のコードはユーザの名前を表示する前にエンコードしています。


<?php
use yii\helpers\Html;
?>

<div class="username">
    <?= Html::encode($user->name) ?>
</div>



HTML コンテントを表示するためには、[[yii\helpers\HtmlPurifier]] を使って、最初にコンテントをフィルタします。
例えば、次のコードは、投稿のコンテントを表示する前にフィルタしています。


<?php
use yii\helpers\HtmlPurifier;
?>

<div class="post">
    <?= HtmlPurifier::process($post->text) ?>
</div>




Tip|ヒント: HTMLPurifier は、出力を安全なものにすることにおいては素晴らしい仕事をしますが、速くはありません。
アプリケーションが高いパフォーマンスを要求する場合は、フィルター結果を キャッシュ することを考慮すべきです。






ビューを編成する 


コントローラ や モデル と同じように、ビューを編成するための規約があります。.



		コントローラによって表示されるビューは、デフォルトでは、ディレクトリ @app/views/ControllerID の下に置かれるべきものです。
ここで、ControllerID は コントローラ ID を指します。
例えば、コントローラクラスが PostController である場合、ディレクトリは @app/views/post となります。
PostCommentController の場合は、ディレクトリは @app/views/post-comment です。
また、コントローラがモジュールに属する場合は、ディレクトリは [[yii\base\Module::basePath|モジュールディレクトリ]] の下の views/ControllerID です。


		ウィジェット で表示されるビューは、デフォルトでは、WidgetPath/views ディレクトリの下に置かれるべきものです。
ここで、WidgetPath は、ウィジェットのクラスファイルを含んでいるディレクトリを指します。


		他のオブジェクトによって表示されるビューについても、ウィジェットの場合と同じ規約に従うことが推奨されます。





これらのデフォルトのビューディレクトリは、コントローラやウィジェットの [[yii\base\ViewContextInterface::getViewPath()]] メソッドをオーバーライドすることでカスタマイズすることが可能です。







ビューをレンダリングする 


コントローラ の中でも、ウィジェット の中でも、または、その他のどんな場所でも、ビューをレンダリングするメソッドを呼ぶことによってビューをレンダリングすることが出来ます。
これらのメソッドは、下記に示されるような類似のシグニチャを共有します。


/**
 * @param string $view ビュー名またはファイルパス (実際のレンダリングメソッドに依存する)
 * @param array $params ビューに引き渡されるデータ
 * @return string レンダリングの結果
 */
methodName($view, $params = [])




コントローラでのレンダリング 


コントローラ の中では、ビューをレンダリングするために次のコントローラメソッドを呼ぶことが出来ます。



		[[yii\base\Controller::render()|render()]]: 名前付きビュー をレンダリングし、その結果に レイアウト を適用する。


		[[yii\base\Controller::renderPartial()|renderPartial()]]: 名前付きビュー をレイアウトなしでレンダリングする。


		[[yii\web\Controller::renderAjax()|renderAjax()]]: 名前付きビュー をレイアウトなしでレンダリングし、登録されている全ての JS/CSS スクリプトおよびファイルを注入する。
通常、AJAX ウェブリクエストに対するレスポンスにおいて使用される。


		[[yii\base\Controller::renderFile()|renderFile()]]: ビューファイルのパスまたは エイリアス の形式で指定されたビューをレンダリングする。


		[[yii\base\Controller::renderContent()|renderContent()]]: 静的な文字列をレンダリングして、現在適用可能な レイアウト に埋め込む。このメソッドは バージョン 2.0.1 以降で使用可能。





例えば、


namespace app\controllers;

use Yii;
use app\models\Post;
use yii\web\Controller;
use yii\web\NotFoundHttpException;

class PostController extends Controller
{
    public function actionView($id)
    {
        $model = Post::findOne($id);
        if ($model === null) {
            throw new NotFoundHttpException;
        }

        // "view" という名前のビューをレンダリングし、レイアウトを適用する
        return $this->render('view', [
            'model' => $model,
        ]);
    }
}






ウィジェットでのレンダリング 


ウィジェット の中では、ビューをレンダリングするために、次のウィジェットメソッドを使用することが出来ます。



		[[yii\base\Widget::render()|render()]]: 名前付きビュー をレンダリングする。


		[[yii\base\Widget::renderFile()|renderFile()]]: ビューファイルのパスまたは エイリアス の形式で指定されたビューをレンダリングする。





例えば、


namespace app\components;

use yii\base\Widget;
use yii\helpers\Html;

class ListWidget extends Widget
{
    public $items = [];

    public function run()
    {
        // "list" という名前のビューをレンダリングする
        return $this->render('list', [
            'items' => $this->items,
        ]);
    }
}






ビューでのレンダリング 


[[yii\base\View|ビューコンポーネント]] によって提供される下記のメソッドのどれかを使うと、ビューの中で、別のビューをレンダリングすることが出来ます。



		[[yii\base\View::render()|render()]]: 名前付きビュー をレンダリングする。


		[[yii\web\View::renderAjax()|renderAjax()]]: 名前付きビュー をレンダリングし、登録されている全ての JS/CSS スクリプトおよびファイルを注入する。
通常、AJAX ウェブリクエストに対するレスポンスにおいて使用される。


		[[yii\base\View::renderFile()|renderFile()]]: ビューファイルのパスまたは エイリアス の形式で指定されたビューをレンダリングする。





例えば、ビューの中の次のコードは、現在レンダリングされているビューと同じディレクトリにある _overview.php というビューファイルをレンダリングします。
ビューでは $this が [[yii\base\View|ビュー]] コンポーネントを参照することを思い出してください。


<?= $this->render('_overview') ?>






他の場所でのレンダリング 


場所がどこであれ、Yii::$app->view という式によって [[yii\base\View|ビュー]] アプリケーションコンポーネントにアクセスすることが出来ますから、前述の [[yii\base\View|ビュー]] コンポーネントメソッドを使ってビューをレンダリングすることが出来ます。
例えば、


// ビューファイル "@app/views/site/license.php" を表示
echo \Yii::$app->view->renderFile('@app/views/site/license.php');






名前付きビュー 


ビューをレンダリングするとき、ビューを指定するのには、ビューの名前か、ビューファイルのパス/エイリアスか、どちらかを使うことが出来ます。
たいていの場合は、より簡潔で柔軟な前者を使います。
名前を使って指定されるビューを 名前付きビュー と呼びます。


ビューの名前は、以下の規則に従って、対応するビューファイルのパスに解決されます。



		ビュー名はファイル拡張子を省略することが出来ます。その場合、.php が拡張子として使われます。
例えば、about というビュー名は about.php というファイル名に対応します。


		ビュー名が二つのスラッシュ (//) で始まる場合は、対応するビューファイルのパスは @app/views/ViewName となります。
つまり、ビューファイルは [[yii\base\Application::viewPath|アプリケーションのビューパス]] の下で探されます。
例えば、//site/about は @app/views/site/about.php へと解決されます。


		ビュー名が一つのスラッシュ (/) で始まる場合は、ビューファイルのパスは、ビュー名の前に、現在アクティブな モジュール の [[yii\base\Module::viewPath|ビューパス]] を置くことによって形成されます。
アクティブなモジュールが無い場合は、@app/views/ViewName が使用されます。
例えば、/user/create は、現在アクティブなモジュールが user である場合は、@app/modules/user/views/user/create.php へと解決されます。
アクティブなモジュールが無い場合は、ビューファイルのパスは @app/views/user/create.php となります。


		ビューが [[yii\base\View::context|コンテキスト]] を伴ってレンダリングされ、そのコンテキストが [[yii\base\ViewContextInterface]] を実装している場合は、ビューファイルのパスは、コンテキストの [[yii\base\ViewContextInterface::getViewPath()|ビューパス]] をビュー名の前に置くことによって形成されます。
これは、主として、コントローラとウィジェットの中でレンダリングされるビューに当てはまります。
例えば、コンテキストが SiteController コントローラである場合、about は @app/views/site/about.php へと解決されます。


		あるビューが別のビューの中でレンダリングされる場合は、後者のビューファイルを含んでいるディレクトリが前者のビュー名の前に置かれて、実際のビューファイルのパスが形成されます。
例えば、item は、@app/views/post/index.php というビューの中でレンダリングされる場合、@app/views/post/item へと解決されます。





上記の規則によって、コントローラ app\controllers\PostController の中で $this->render('view') を呼ぶと、実際には、ビューファイル @app/views/post/view.php がレンダリングされ、一方、そのビューの中で $this->render('_overview') を呼ぶと、ビューファイル @app/views/post/_overview.php がレンダリングされることになります。





ビューの中でデータにアクセスする 


ビューの中でデータにアクセスするためのアプローチが二つあります。「プッシュ」と「プル」です。


ビューをレンダリングするメソッドに二番目のパラメータとしてデータを渡すのが「プッシュ」のアプローチです。
データは、「名前-値」のペアの配列として表わされなければなりません。
ビューがレンダリングされるときに、PHP の extract() 関数がこの配列に対して呼び出され、ビューの中で使う変数が抽出されます。
例えば、次のコードはコントローラの中でビューをレンダリングしていますが、report ビューに二つの変数、すなわち、$foo = 1 と $bar = 2 をプッシュしています。


echo $this->render('report', [
    'foo' => 1,
    'bar' => 2,
]);



「プル」のアプローチは、[[yii\base\View|ビューコンポーネント]] またはビューからアクセス出来るその他のオブジェクト (例えば Yii::$app) から積極的にデータを読み出すものです。
下記のコード例のように、ビューの中では $this->context という式でコントローラオブジェクトを取得することが出来ます。
その結果、report ビューの中で、コントローラの全てのプロパティやメソッドにアクセスすることが出来ます。
次の例ではコントローラ ID にアクセスしています。


The controller ID is: <?= $this->context->id ?>
?>



通常は「プッシュ」アプローチが、ビューでデータにアクセスする方法として推奨されます。
なぜなら、ビューのコンテキストオブジェクトに対する依存がより少ないからです。
その短所は、常にデータ配列を手作業で作成する必要がある、ということです。
ビューが共有されてさまざまな場所でレンダリングされる場合、その作業が面倒くさくなり、また、間違いも生じやすくなります。





ビューの間でデータを共有する 


[[yii\base\View|ビューコンポーネント]] が提供する [[yii\base\View::params|params]] プロパティを使うと、ビューの間でデータを共有することが出来ます。


例えば、about というビューで、次のようなコードを使って、パン屑リストの現在の区分を指定することが出来ます。


$this->params['breadcrumbs'][] = 'About Us';



そして、レイアウト ファイル (これも一つのビューです) の中で、[[yii\base\View::params|params]] によって渡されたデータを使って、パン屑リストを表示することが出来ます。


<?= yii\widgets\Breadcrumbs::widget([
    'links' => isset($this->params['breadcrumbs']) ? $this->params['breadcrumbs'] : [],
]) ?>








レイアウト 


レイアウトは、複数のビューの共通部分をあらわす特殊なタイプのビューです。
例えば、たいていのウェブアプリケーションでは、ページは共通のヘッダとフッタを持っています。
すべてのビューで同じヘッダとフッタを繰り返すことも出来ますが、もっと良い方法は、そういうことはレイアウトの中で一度だけして、コンテントビューのレンダリング結果をレイアウトの中の適切な場所に埋め込むことです。



レイアウトを作成する 


レイアウトもまたビューですので、通常のビューと同様な方法で作成することが出来ます。
デフォルトでは、レイアウトは @app/views/layouts ディレクトリに保存されます。
モジュール の中で使用されるレイアウトについては、[[yii\base\Module::basePath|モジュールディレクトリ]] の下の views/layouts ディレクトリに保存されるべきものとなります。
デフォルトのレイアウトディレクトリは、アプリケーションまたはモジュールの [[yii\base\Module::layoutPath]] プロパティを構成することでカスタマイズすることが出来ます。


次の例は、レイアウトがどのようなものであるかを示すものです。説明のために、レイアウトの中のコードを大幅に単純化していることに注意してください。
実際には、ヘッドのタグやメインメニューなど、もっと多くのコンテントを追加する必要があるでしょう。


<?php
use yii\helpers\Html;

/* @var $this yii\web\View */
/* @var $content string */
?>
<?php $this->beginPage() ?>
<!DOCTYPE html>
<html lang="en">
<head>
    <meta charset="UTF-8"/>
    <?= Html::csrfMetaTags() ?>
    <title><?= Html::encode($this->title) ?></title>
    <?php $this->head() ?>
</head>
<body>
<?php $this->beginBody() ?>
    <header>My Company</header>
    <?= $content ?>
    <footer>&copy; 2014 by My Company</footer>
<?php $this->endBody() ?>
</body>
</html>
<?php $this->endPage() ?>



ご覧のように、レイアウトはすべてのページに共通な HTML タグを生成しています。
<body> セクションの中でレイアウトが $content という変数をエコーしていますが、これは、コンテントビューのレンダリング結果を表すものであり、[[yii\base\Controller::render()]] が呼ばれるときに、レイアウトにプッシュされるものです。


上記のコードに示されているように、たいていのレイアウトは次に挙げるメソッドを呼び出さなければなりません。
これらのメソッドは、主としてレンダリングの過程に関するイベントをトリガするもので、他の場所で登録されたスクリプトやタグが、メソッドが呼ばれた場所に正しく注入されるようにするためのものです。



		これは、ページの開始を示す [[yii\base\View::EVENT_BEGIN_PAGE|EVENT_BEGIN_PAGE]] イベントをトリガします。


		これは、ページの終了を示す [[yii\base\View::EVENT_END_PAGE|EVENT_END_PAGE]] イベントをトリガします。


		[[yii\web\View::head()|head()]]: このメソッドが HTML ページの <head> セクションの中で呼ばれなければなりません。
このメソッドは、ページのレンダリングが完了したときに、登録された head の HTML コード (リンクタグ、メタタグなど) に置き換えられるプレースホルダを生成します。


		[[yii\web\View::beginBody()|beginBody()]]: このメソッドが <body> セクションの冒頭で呼ばれなければなりません。
このメソッドは [[yii\web\View::EVENT_BEGIN_BODY|EVENT_BEGIN_BODY]] イベントをトリガし、body の開始位置をターゲットとする登録された HTML コード (JavaScript など) によって置き換えられるプレースホルダを生成します。


		[[yii\web\View::endBody()|endBody()]]: このメソッドが <body> セクションの末尾で呼ばれるなければなりません。
このメソッドは  [[yii\web\View::EVENT_END_BODY|EVENT_END_BODY]] イベントをトリガし、body の終了位置をターゲットとする登録された HTML コード (JavaScript など) によって置き換えられるプレースホルダを生成します。








レイアウトでデータにアクセスする 


レイアウトの中では、事前定義された二つの変数、すなわち、$this と $content にアクセスすることが出来ます。
前者は、通常のビューにおいてと同じく、[[yii\base\View|ビュー]] コンポーネントを参照します。
一方、後者は、コントローラの中で [[yii\base\Controller::render()|render()]] メソッドを呼ぶことによってレンダリングされる、コンテントビューのレンダリング結果を含むものです。


レイアウトの中でその他のデータにアクセスする必要があるときは、ビューの中でデータにアクセスする の項で説明されている「プル」の方法を使う必要があります。
コンテントビューからレイアウトにデータを渡す必要があるときは、ビューの間でデータを共有する の項で説明されている方法を使うことが出来ます。





レイアウトを使う 


コントローラでのレンダリング の項で説明されているように、コントローラの中で [[yii\base\Controller::render()|render()]] メソッドを呼んでビューをレンダリングすると、レンダリング結果にレイアウトが適用されます。
デフォルトでは、@app/views/layouts/main.php というレイアウトが使用されます。


[[yii\base\Application::layout]] または [[yii\base\Controller::layout]] のどちらかを構成することによって、異なるレイアウトを使うことが出来ます。
前者は全てのコントローラによって使用されるレイアウトを決定するものですが、後者は個々のコントローラについて前者をオーバーライドするものです。
例えば、次のコードは、post コントローラがビューをレンダリングするときに @app/views/layouts/post.php をレイアウトとして使うようにするものです。
その他のコントローラは、layout プロパティに触れられていないと仮定すると、引き続きデフォルトの @app/views/layouts/main.php をレイアウトとして使います。


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class PostController extends Controller
{
    public $layout = 'post';
    
    // ...
}



モジュールに属するコントローラについては、モジュールの [[yii\base\Module::layout|layout]] プロパティを構成して、モジュール内のコントローラに特定のレイアウトを使用することも出来ます。


layout プロパティは異なるレベル (コントローラ、モジュール、アプリケーション) で構成されうるものですので、Yii は舞台裏で二つのステップを踏んで、特定のコントローラで実際に使われるレイアウトファイルが何であるかを決定します。


最初のステップで、Yii はレイアウトの値とコンテキストモジュールを決定します。



		コントローラの [[yii\base\Controller::layout]] プロパティが null でないときは、それをレイアウトの値として使い、コントローラの [[yii\base\Controller::module|モジュール]] をコンテキストモジュールとして使う。


		[[yii\base\Controller::layout|layout]] が null のときは、コントローラの祖先となっている全てのモジュール (アプリケーション自体も含む) を探して、[[yii\base\Module::layout|layout]] プロパティが null でない最初のモジュールを見つける。
見つかったモジュールとその [[yii\base\Module::layout|layout]] の値をコンテキストモジュールと選ばれたレイアウトの値とする。
そのようなモジュールが見つからなかったときは、レイアウトは適用されないということを意味する。





第二のステップでは、最初のステップで決定されたレイアウトの値とコンテキストモジュールに従って、実際のレイアウトファイルを決定します。
レイアウトの値は下記のいずれかであり得ます。



		パスエイリアス (例えば、@app/views/layouts/main)。


		絶対パス (例えば、/main): すなわち、スラッシュで始まるレイアウトの値の場合。
実際のレイアウトファイルはアプリケーションの [[yii\base\Application::layoutPath|レイアウトパス]] (デフォルトでは @app/views/layouts) の下で探される。


		相対パス (例えば、main): 実際のレイアウトファイルはコンテキストモジュールの [[yii\base\Module::layoutPath|レイアウトパス]] (デフォルトでは [[yii\base\Module::basePath|モジュールディレクトリ]] の下の views/layouts ディレクトリ) の下で探される。


		真偽値 false: レイアウトは適用されない。





レイアウトの値がファイル拡張子を含んでいない場合は、デフォルト値である .php を使います。





入れ子のレイアウト 


ときとして、あるレイアウトの中に別のレイアウトを入れたい場合があるでしょう。
例えば、ウェブサイトの別々のセクションにおいて、違うレイアウトを使いたいけれども、それらのレイアウトは全て、全体としての HTML5 ページ構造を生成する同一の基本レイアウトを共有している、という場合です。
この目的を達することは、次のように、子レイアウトの中で [[yii\base\View::beginContent()|beginContent()]] と [[yii\base\View::endContent()|endContent()]] を呼ぶことで可能になります。


<?php $this->beginContent('@app/views/layouts/base.php'); ?>

... 子レイアウトのコンテントをここに ...

<?php $this->endContent(); ?>



上のコードが示すように、子レイアウトのコンテントは [[yii\base\View::beginContent()|beginContent()]] と [[yii\base\View::endContent()|endContent()]] によって囲まれなければなりません。
[[yii\base\View::beginContent()|beginContent()]] に渡されるパラメータは、親レイアウトが何であるかを指定するものです。
レイアウトのファイルまたはエイリアスのどちらかを使うことが出来ます。


上記のアプローチを使って、2レベル以上のレイアウトを入れ子にすることも出来ます。





ブロックを使う 


ブロックを使うと、ある場所でビューコンテントを定義して、別の場所でそれを表示することが可能になります。
ブロックはたいていはレイアウトと一緒に使われます。
例えば、ブロックをコンテントビューで定義して、それをレイアウトで表示する、ということが出来ます。


[[yii\base\View::beginBlock()|beginBlock()]] と [[yii\base\View::endBlock()|endBlock()]] を呼んでブロックを定義します。
すると、そのブロックを $view->blocks[$blockID] によってアクセス出来るようになります。
ここで $blockID は、定義したときにブロックに割り当てたユニークな ID を指します。


次の例は、どのようにブロックを使えば、レイアウトの特定の部分をコンテントビューでカスタマイズすることが出来るかを示すものです。


最初に、コンテントビューで、一つまたは複数のブロックを定義します。


...

<?php $this->beginBlock('block1'); ?>

... block1 のコンテント ...

<?php $this->endBlock(); ?>

...

<?php $this->beginBlock('block3'); ?>

... block3 のコンテント ...

<?php $this->endBlock(); ?>



次に、レイアウトビューで、得ることが出来ればブロックをレンダリングし、ブロックが定義されていないときは何らかのデフォルトのコンテントを表示します。


...
<?php if (isset($this->blocks['block1'])): ?>
    <?= $this->blocks['block1'] ?>
<?php else: ?>
    ... block1 のデフォルトのコンテント ...
<?php endif; ?>

...

<?php if (isset($this->blocks['block2'])): ?>
    <?= $this->blocks['block2'] ?>
<?php else: ?>
    ... block2 のデフォルトのコンテント ...
<?php endif; ?>

...

<?php if (isset($this->blocks['block3'])): ?>
    <?= $this->blocks['block3'] ?>
<?php else: ?>
    ... block3 のデフォルトのコンテント ...
<?php endif; ?>
...








ビューコンポーネントを使う 


[[yii\base\View|ビューコンポーネント]] はビューに関連する多くの機能を提供します。
ビューコンポーネントは、[[yii\base\View]] またはその子クラスの個別のインスタンスを作成することによっても取得できますが、たいていの場合は、view アプリケーションコンポーネントを主として使うことになるでしょう。
このコンポーネントは アプリケーションの構成情報 の中で、次のようにして構成することが出来ます。


[
    // ...
    'components' => [
        'view' => [
            'class' => 'app\components\View',
        ],
        // ...
    ],
]



ビューコンポーネントは、次に挙げるビュー関連の有用な機能を提供します。それぞれについては、独立の節で更に詳細に説明されます。



		テーマ: ウェブサイトのテーマを開発し変更することを可能にします。


		フラグメントキャッシュ: ウェブページの中の断片をキャッシュすることを可能にします。


		クライアントスクリプトの取り扱い: CSS と JavaScript の登録とレンダリングをサポートします。


		アセットバンドルの取り扱い: アセットバンドル の登録とレンダリングをサポートします。


		代替のテンプレートエンジン: Twig [http://twig.sensiolabs.org/]、Smarty [http://www.smarty.net/] など、他のテンプレートエンジンを使用することを可能にします。





次に挙げるマイナーではあっても有用な諸機能は、ウェブページを開発するときに頻繁に使用するでしょう。



ページタイトルを設定する 


どんなウェブページにもタイトルが無ければなりません。通常、タイトルタグは layout の中で表示されます。
しかし、実際においては、多くの場合、タイトルはレイアウトではなくコンテントビューで決められます。
この問題を解決するために、[[yii\web\View]] は、タイトル情報をコンテントビューからレイアウトに渡すための [[yii\web\View::title|title]] プロパティを提供しています。


この機能を利用するためには、全てのコンテントビューにおいて、次のようにタイトルを設定します。


<?php
$this->title = 'My page title';
?>



そして、レイアウトビューで、<head> セクションに次のコードを忘れずに書くようにします。


<title><?= Html::encode($this->title) ?></title>






メタタグを登録する 


ウェブページは、通常、いろいろな関係者によって必要とされるさまざまなメタタグを生成する必要があります。
ページタイトルと同じように、メタタグは <head> セクションに出現して、通常はレイアウトの中で生成されます。


どのようなメタタグを生成するかをコンテントビューの中で指定したい場合は、下記のように、[[yii\web\View::registerMetaTag()]] をコンテントビューの呼ぶことが出来ます。


<?php
$this->registerMetaTag(['name' => 'keywords', 'content' => 'yii, framework, php']);
?>



上記のコードは、ビューコンポーネントによって “keywords” メタタグを登録するものです。登録されたメタタグは、レイアウトがレンダリングを完了した後でレンダリングされます。
すなわち、レイアウトの中で [[yii\web\View::head()]] を呼び出した場所に、次の HTML コードが生成されて挿入されます。


<meta name="keywords" content="yii, framework, php">



[[yii\web\View::registerMetaTag()]] を複数回呼び出した場合は、メタタグが同じものか否かに関係なく、複数のメタタグが登録されることに注意してください。


ある型のメタタグのインスタンスが一つだけになることを保証したい場合は、このメソッドを呼ぶときに第二のパラメータとしてキーを指定することが出来ます。
例えば、次のコードでは、二つの “description” メタタグを登録していますが、二番目のものだけがレンダリングされることになります。


$this->registerMetaTag(['name' => 'description', 'content' => '俺が Yii で作ったクールなウェブサイトだぜぃ!!'], 'description');
$this->registerMetaTag(['name' => 'description', 'content' => '面白いアライグマに関するウェブサイトです。'], 'description');






リンクタグを登録する 


メタタグ と同じように、リンクタグも多くの場合において有用なものです。
例えば、favicon をカスタマイズしたり、RSS フィードを指し示したり、OpenID を別のサーバに委任したり、等々。
リンクタグも、[[yii\web\View::registerLinkTag()]] を使って、メタタグと同じような方法で取り扱うことが出来ます。
例えば、コンテントビューにおいて、次のようにしてリンクタグを登録することが出来ます。


$this->registerLinkTag([
    'title' => 'Yii ライブニューズ',
    'rel' => 'alternate',
    'type' => 'application/rss+xml',
    'href' => 'http://www.yiiframework.com/rss.xml/',
]);



上記のコードは、次の結果になります。


<link title="Yii ライブニューズ" rel="alternate" type="application/rss+xml" href="http://www.yiiframework.com/rss.xml/">



[[yii\web\View::registerMetaTag()|registerMetaTags()]] と同じように、[[yii\web\View::registerLinkTag()|registerLinkTag()]] を呼ぶときにキーを指定すると、同じリンクタグを繰り返して生成するのを避けることが出来ます。







ビューのイベント 


[[yii\base\View|ビューコンポーネント]] はビューをレンダリングする過程においていくつかのイベントをトリガします。
これらのイベントに反応することによって、ビューにコンテントを注入したり、エンドユーザに送信される前にレンダリング結果を加工したりすることが出来ます。



		このイベントのハンドラは、[[yii\base\ViewEvent::isValid]] を false にセットして、レンダリングのプロセスをキャンセルすることが出来ます。


		[[yii\base\View::EVENT_AFTER_RENDER|EVENT_AFTER_RENDER]]: ファイルのレンダリングの後、[[yii\base\View::afterRender()]] を呼ぶことによってトリガされます。
このイベントのハンドラは、レンダリング結果をプロパティ [[yii\base\ViewEvent::output]] を通じて取得して、それを修正してレンダリング結果を変更することが出来ます。


		[[yii\base\View::EVENT_BEGIN_PAGE|EVENT_BEGIN_PAGE]]: レイアウトの中で [[yii\base\View::beginPage()]] を呼ぶことによってトリガされます。


		[[yii\base\View::EVENT_END_PAGE|EVENT_END_PAGE]]: レイアウトの中で [[yii\base\View::endPage()]] を呼ぶことによってトリガされます。


		[[yii\web\View::EVENT_BEGIN_BODY|EVENT_BEGIN_BODY]]: レイアウトの中で [[yii\web\View::beginBody()]] を呼ぶことによってトリガされます。


		[[yii\web\View::EVENT_END_BODY|EVENT_END_BODY]]: レイアウトの中で [[yii\web\View::endBody()]] を呼ぶことによってトリガされます。





例えば、次のコードはページの body の最後に現在の日付を注入するものです。


\Yii::$app->view->on(View::EVENT_END_BODY, function () {
    echo date('Y-m-d');
});






静的なページをレンダリングする 


静的なページというのは、主たるコンテントのほとんどが静的なもので、コントローラからプッシュされる動的なデータにアクセスする必要がないページを指します。


静的なページは、そのコードをビューに置き、そして、コントローラで次のようなコードを使うと表示することが出来ます。


public function actionAbout()
{
    return $this->render('about');
}



ウェブサイトが多くの静的なページを含んでいる場合、同じようなコードを何度も繰り返すのは非常に面倒くさいでしょう。
この問題を解決するために、[[yii\web\ViewAction]] という スタンドアロンアクション をコントローラに導入することが出来ます。
例えば、


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public function actions()
    {
        return [
            'page' => [
                'class' => 'yii\web\ViewAction',
            ],
        ];
    }
}



このようにすると、ディレクトリ @app/views/site/pages の下に about という名前のビューを作成したときに、次の URL によってこのビューを表示することが出来るようになります。


http://localhost/index.php?r=site/page&view=about



view という GET パラメータが、どのビューがリクエストされているかを [[yii\web\ViewAction]] に教えます。
そこで、アクションはこのビューをディレクトリ @app/views/site/pages の下で探します。
[[yii\web\ViewAction::viewPrefix]] を構成して、ビューを探すディレクトリを変更することが出来ます。





ベストプラクティス 


ビューはエンドユーザが望む形式でモデルを表現することに対して責任を持ちます。一般的に、ビューは



		主として表示目的のコードを含むべきです。例えば、HTML、または、データをたどって書式化してレンダリングする簡単な PHP コードなど。


		DB クエリを実行するコードは含むべきではありません。そのようなコードはモデルの中で実行されるべきです。


		$_GET や $_POST のようなリクエストデータに直接アクセスするべきではありません。それはコントローラの仕事です。
リクエストデータが必要な場合は、コントローラからビューにプッシュされるべきです。


		モデルのプロパティを読み出すことが出来ます。しかし、それを修正するべきではありません。





ビューを管理しやすいものにするために、複雑すぎるビューや、冗長なコードをあまりに多く含むビューを作ることは避けましょう。
この目的を達するために、次のテクニックを使うことが出来ます。



		共通の表示セクション (ページのヘッダやフッタなど) を表すために レイアウト を使う。


		複雑なビューはいくつかの小さなビューに分割する。既に説明したレンダリングのメソッドを使えば、小さなビューをレンダリングして大きなビューを組み上げることが出来る。


		ビューの構成要素として ウィジェット を使う。


		ビューでデータを変換し書式化するためのヘルパクラスを作成して使う。
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Контролери


Контролери є частиною MVC [http://uk.wikipedia.org/wiki/Модель-вид-контролер] архітектури. Це об’єкти класів,
успадкованих від [[yii\base\Controller]] та відповідають за обработку запитів і генерацію відповідей.
Зокрема, після отримання контролю від додатків, контролери проаналізують
вхідні дані, передадуть їх у моделі, додадуть результати моделі у
представлення, і в кінцевому підсумку згенерують вихідні відповіді.



Дії 


Контролери складаються з дій, які є основними блоками, до яких може звертатись кінцевий користувач і запитувати
виконання того або іншого функціоналу. В контролері може бути одна або декілька дій.


Наступний приклад показує post контролер з двома діями: view та create:


namespace app\controllers;

use Yii;
use app\models\Post;
use yii\web\Controller;
use yii\web\NotFoundHttpException;

class PostController extends Controller
{
    public function actionView($id)
    {
        $model = Post::findOne($id);
        if ($model === null) {
            throw new NotFoundHttpException;
        }

        return $this->render('view', [
            'model' => $model,
        ]);
    }

    public function actionCreate()
    {
        $model = new Post;

        if ($model->load(Yii::$app->request->post()) && $model->save()) {
            return $this->redirect(['view', 'id' => $model->id]);
        } else {
            return $this->render('create', [
                'model' => $model,
            ]);
        }
    }
}



У дії view (визначеній методом actionView()) код спочатку завантажує модель,
відповідно запитуваної ID моделі; Якщо модель успішно завантажена, то код відобразить її за допомогою
представлення, під назвою view. В іншому випадку - буде визване виключення.


У дії create (визначеній методом actionCreate()), код аналогічний. Він спочатку намагається завантажити
модель за допомогою даних із запиту і зберегти модель. Якщо все пройшло успішно,
то код перенаправить браузер на дію view із ID щойно створеної моделі. В іншому випадку - він відобразить
предаставлення create, через яке користувач зможе вказати необхідні дані.





Маршрути 


Кінцеві користувачі звертаються до дій з допомогою так названих  маршрутів. Маршрут це рядок,
який складається з наступних частин:



		ID модуля: він існує, тільки якщо контролер належить не додатку, а модулю;


		ID контролера: рядок, який унікально ідентифікує контролер серед всіх інших контролерів одного і того ж додатка
(або одного й того ж модуля, якщо контролер належить модулю);


		ID дії: рядок, який унікально ідентифікує дію серед всіх інших дій одного й того ж конторолера.





Маршрути можуть мати наступний формат:


ControllerID/ActionID



або наступний формат, якщо контролер належить модулю:


ModuleID/ControllerID/ActionID



Таким чином, якщо користувач звертається до URL http://hostname/index.php?r=site/index, то буде викликано дію index
у контролері site. Розділ Маршрутизація та створення URL містить більш детальну інформацію
про те, як маршрути співставляються із діями.





Створення контролерів 


У [[yii\web\Application|веб додатках]] контролери повинні бути успадкованими від класу [[yii\web\Controller]]
або його нащадків. Аналогічно для [[yii\console\Application|консольних додатків]], контролери повинні бути
успадкованими від класу [[yii\console\Controller]] або його нащадків. Наступний код визначає контролер site:


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
}




ID контролерів 


За звичай контролер зроблений таким чином, що він повинен обробляти запити, які пов’язані з певним ресурсом.
Саме з цієї причини, ID контролерів за завичай є іменниками, які посилаються на ресурс, який вони обробляють.
Наприклад, ви можете використовувати article в якості ID контролера, який відповідає за обробку даних публікацій.


За замовчуванням, ID контролерів мають містити тільки наступні символи: англійські букви в нижньому регістрі, цифри,
підкреслення, тире і слеш. Наприклад, обидва article та post-comment є прийнятними ID контролерів, в той час,
як article?, PostComment, admin\post не є такими.


ID контролера також може містити префікс субдиректорії. Наприклад, у admin/article - частина article відповідає
контролеру в субдиректорії admin [[yii\base\Application::controllerNamespace|простору імен контролера]].
Допустимими символами для префіксів субдиректорій є: англійські букви в нижньому і верхньому регістрах, цифри,
символи підкреслення і слеш, де слеш - використовується в якості роздільника для багаторівневих субдиректорій
(наприклад panels/admin).





Іменування класів контролерів 


Назви класів контролерів можуть бути отримані із ID контролерів наступними правилами:



		Привести у верхній регістр перший символ в кожному слові, розділеному дефісами. Зверніть увагу, що, якщо
ID контролера містить слеш, то дане правило поширюється тільки на частину після останнього слеша в ID контролера.


		Прибрати дефіси і замінити будь-який прямий слеш на зворотний.


		Додати суфікс Controller.


		Додати на початок [[yii\base\Application::controllerNamespace|простір імен контролера]].





Нижче наведено декілька прикладів, з урахуванням того, що
[[yii\base\Application::controllerNamespace|простір імен контролера]] має значення за замовчуванням app\controllers:



		article відповідає app\controllers\ArticleController;


		post-comment відповідає app\controllers\PostCommentController;


		admin/post-comment відповідає app\controllers\admin\PostCommentController;


		adminPanels/post-comment відповідає app\controllers\adminPanels\PostCommentController.





Класи контролерів мають бути автозавантаженими. Саме з цієї причини у вищенаведених прикладах
контролер article має бути збереженим у файл, псевдонім шляху якого є
@app/controllers/ArticleController.php; в той час, як контролер admin/post2-comment має знаходитись у файлі
@app/controllers/admin/Post2CommentController.php.



Інформація: Останній приклад admin/post2-comment показує яким чином ви можете розташувати контролер в директорії
[[yii\base\Application::controllerNamespace|простору імен контролера]]. Це дуже зручно, коли ви хочете організувати
свої контролери у декілька категорій і не хочете використовувати модулі.






Мапа контролерів 


Ви можете налаштувати [[yii\base\Application::controllerMap|мапу контролерів]] для того, щоб подолати
описані вище обмеження іменування ID контролерів і назв класів. В основному, це дуже зручно, коли ви використовуєте
сторонні контролери, іменування яких ви не можете контролювати.


Ви можете налаштувати [[yii\base\Application::controllerMap|мапу контролерів]] в
налаштуваннях додатка наступним чином:


[
    'controllerMap' => [
        // оголошує контролер "account", використовуючи назву класу
        'account' => 'app\controllers\UserController',

        // оголошує контролер "article", використовуючи масив конфігурації
        'article' => [
            'class' => 'app\controllers\PostController',
            'enableCsrfValidation' => false,
        ],
    ],
]






Контролер за замовчуванням 


Кожний додаток має контролер за замовчуванням, вказаний через властивість [[yii\base\Application::defaultRoute]].
Коли в запиті не вказано маршрут, то буде використано маршрут із даної властивості.
Для [[yii\web\Application|веб додатків]], це значення рівне 'site', у той час, як для
[[yii\console\Application|консольних додатків]], це 'help'. Таким чином, якщо вказаний URL
http://hostname/index.php, це значить, що контролер site виконає обробку запиту.


Ви можете змінити контролер за замовчуванням наступним чином в
налаштуваннях додатку:


[
    'defaultRoute' => 'main',
]








Створення дій 


Створення дій може бути таким же простим, як і оголошення так званих методов дій у класі контролера.
Метод дії це public метод, ім’я якого починається зі слова action. Значення методі дії, що повертається, є даними
відповіді, які будуть вислані кінцевому користувачу. Наведений нижче код визначає дві дії - index і hello-world:


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public function actionIndex()
    {
        return $this->render('index');
    }

    public function actionHelloWorld()
    {
        return 'Hello World';
    }
}




ID дій 


Частіше за все, дія розробляється для певної конкретної обробки ресурса. З цієї причини ID дій, в основному,
є дієсловами, такими як view, update, і т.д.


За замовчуванням, ID дій повинні містити тільки такі символи: англійські букви в нижньому регістрі, цифри,
підкреслення і дефіси. Дефіси в ID дій використовуються для поділу слів. Наприклад, view, update2,
comment-post є допустимими ID дій, в той час, як view?, Update не є такими.


Ви можете створювати дії двома способами: вбудовані дії і окремі дії. Вбудована дія є методом, визначеним
в класі контролера, тоді як окрема дія є екземпляром класу, успадкованого від [[yii\base\Action]] або його нащадків.
Вбудовані дії вимагають менше зусиль для створення і, в основному, використовуються якщо у вас немає потреби
у повторному використанні цих дій. Окремі дії, з іншого боку, в основному створюються для використання в різних
контролерах або при використанні у розширеннях.





Вбудовані дії 


Вбудовані дії це ті дії, які визначені у рамках методів контролера, як ми це вже обговорили.


Назви методів дій можуть бути отримані із ID дій наступним чином:



		Привести перший символ кожного слова в ID дії у верхній регістр;


		Прибрати дефіси;


		Додати префікс action.





Наприклад, index перетвориться у actionIndex, а hello-world перетвориться у actionHelloWorld.



Примітка: Назви імен дій є регістрозалежними. Якщо у вас є метод ActionIndex, то його не буде враховано
як метод дії, і в результаті, запит до дії index призведе до отримання виключення. Також слід врахувати,
що методи дій повинні бути публічними (“public”). Приватні (“private”) або захищені (“protected”) методи
НЕ визначають вбудованих дій.



В основному використовуються вбудовані дії, оскільки для їх створення не потрібного багато зусиль.
Тим не менше, якщо ви плануєте повторно використовувати деякі дії у різних місцях або якщо ви хочете
перерозподілити дії, ви повинні визначити їх як окремими діями.





Окремі дії 


Окремі дії визначаються в якості класів, успадкованих від [[yii\base\Action]] або його нащадків.
Наприклад, в релізах Yii присутні [[yii\web\ViewAction]] та [[yii\web\ErrorAction]], обидва класи є окремими діями.


Для використання окремої дії, ви маєте вказати її у мапі дій за допомогою перевизначення методу
[[yii\base\Controller::actions()]] у вашому класі контролера, наступним чином:


public function actions()
{
    return [
        // оголошує дію "error" за допомогою назви класу
        'error' => 'yii\web\ErrorAction',

        // оголошує дію "view" за допомогою конфігураційного масиву
        'view' => [
            'class' => 'yii\web\ViewAction',
            'viewPrefix' => '',
        ],
    ];
}



Як ви можете бачити, метод actions() повинен повернути масив, ключами якого є ID дій, а значеннями - відповідні
назви класів дій або конфігурацій. На відміну від вбудованих дій, ID окремих дій
можуть містити довільні символи, доки вони визначені у методі actions().


Для створення окремої дії, ви повинні успадкуватись від класу [[yii\base\Action]] або його нащадків, і реалізувати
публічний (“public”) метод run(). Роль метода run() аналогічна іншим методам дій. Наприклад,


<?php
namespace app\components;

use yii\base\Action;

class HelloWorldAction extends Action
{
    public function run()
    {
        return "Hello World";
    }
}






Результати дій 


Значення, що повертається від метода дії або метода run() окремої дії дуже важливе.
Воно є результатом виконання відповідної дії.


Значення, що повертається, може бути об’єктом відповіді, яке буде відправлено
кінцевому користувачу.



		Для [[yii\web\Application|веб додатків]], значення, що повертається, також може бути довільними даними,
яке буде призначене до [[yii\web\Response::data]], а потім конвертоване у рядок, що представляє тіло відповіді.


		Для [[yii\console\Application|консольних додатків]], значення, що повертається, також може бути числом, що
представляє [[yii\console\Response::exitStatus|статус виходу]] виконання команди.





В вищенаведених прикладах всі результати дій є рядками, які будуть використані у якості тіла відповіді користувачу.
Наступний приклад показує як дія може перенаправити браузер користувача на новий URL за допомогою
повернення об’єкта відповіді (оскільки метод [[yii\web\Controller::redirect()|redirect()]] повертає об’єкт response):


public function actionForward()
{
    // перенаправляємо браузер користувача на http://example.com
    return $this->redirect('http://example.com');
}






Параметри дій 


Методи дій для вбудованих дій і методи run() для окремих дій можуть приймати, так звані, параметри дії.
Їх значення беруться із запитів. Для [[yii\web\Application|веб додатків]], значення кожного з параметрів дії
береться із $_GET, використовуючи назву параметра у якості ключа;
для [[yii\console\Application|консольних додатків]] - вони відповідають аргументам командної строки.


В наступному прикладі, дія view (вбудовона дія) визначає два параметри: $id і $version.


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class PostController extends Controller
{
    public function actionView($id, $version = null)
    {
        // ...
    }
}



Параметри дії будуть заповнені для різних запитів наступним чином:



		http://hostname/index.php?r=post/view&id=123: параметру $id буде присвоєне значення '123', у той час,
як $version буде мати значення null, так як рядок запиту не містить параметра version.


		http://hostname/index.php?r=post/view&id=123&version=2: параметрам $id і $version будуть присвоєні
значення '123' і '2' відповідно.


		http://hostname/index.php?r=post/view: буде отримане виключення [[yii\web\BadRequestHttpException]], оскільки
обов’язковий параметр $id не було вказано у запиті.


		http://hostname/index.php?r=post/view&id[]=123: буде отримане виключення [[yii\web\BadRequestHttpException]],
оскільки параметр $id отримав невірне значення ['123'].





Якщо ви хочете, щоб параметр дії приймав масив значень, ви повинні використати type-hint array параметра метода,
як зображено нажче:


public function actionView(array $id, $version = null)
{
    // ...
}



Тепер, якщо запит буде містити URL http://hostname/index.php?r=post/view&id[]=123, то параметр $id отримає
значення ['123']. Якщо запит буде містити URL http://hostname/index.php?r=post/view&id=123, то параметр
$id все рівно отримає масив, оскільки скалярне значення '123' буде автоматично сконвертовано у масив.


Вищенаведені приклади в основному показують як параметри дій працюють для веб додатків. Більше інформації
про параметри консольних додатків наведено в секції Консольні команди.





Дія за замовчуванням 


Кожний контролер містить дію за замовчуванням, визначену через властивість [[yii\base\Controller::defaultAction]].
Коли маршрут містить тільки ID контролера, то розуміється, що було запитана дія контролера
за замовчуванням.


За замовчуванням, ця дія має значення index. Якщо ви хочете змінити це значення - просто перевизначте дану
властивість у класі контролера наступним чином:


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public $defaultAction = 'home';

    public function actionHome()
    {
        return $this->render('home');
    }
}








Життєвий цикл контролера 


При обробці запиту, додаток створить контролер, базуючись на маршруті,
який було запитано. Для виконання запиту, контролер пройде через наступні етапи життєвого циклу:



		Метод [[yii\base\Controller::init()]] буде викликаний після того, як контролер був створений і сконфігурований.


		Контролер створить об’єкт дії, базуючись на ID дії, яку було запитано:
		Якщо ID дії не вказано, то буде використано [[yii\base\Controller::defaultAction|ID дії за замовчуванням]];


		Якщо ID дії знайдено у [[yii\base\Controller::actions()|мапі дій]], то буде створено окрему дію;


		Якщо ID дії відповідає методу дії, то буде створено вбудовану дію;


		В іншому випадку, буде отримане виключення [[yii\base\InvalidRouteException]].








		Контролер послідовно викликає метод beforeAction() додатка, модуля (якщо контролер належить модулю) і
самого контролера.
		Якщо один із методів повернув false, то решта невикликаних методів beforeAction будуть пропущені,
а виконання дії буде відмінено;


		За замовчуванням, кожний виклик метода beforeAction() викликає подію beforeAction, на яку ви можете
призначити обробники.








		Контролер виконує дію:
		Параметри дії будуть проаналізовані і заповнені із даних запиту.








		Контролер послідовно викликає методи afterAction контролера, модуля (якщо контролер належить модулю) і додатка.
		За замовчуванням, кожний виклик метода afterAction() викликає подію afterAction, на яку ви можете
призначити обробники.








		Додаток, отримавши результат виконання дії, привласнює його об’єкту response.








Кращі практики 


В добре організованих додатках, контролери за звичай дуже тонкі, і містять лише декілька рядків коду.
Якщо ваш контролер дуже складний, це за звичай означає, що вам потрібно провести його рефакторинг і
перенести деякий код в інші класи.


В цілому, контролери



		можуть мати доступ до даних запиту;


		можуть викликати методи моделей та інших компонентів системи із даними запиту;


		можуть використовувати представлення для формування відповіді;


		не повинні займатись обробкою даних - це має відбуватися у моделях;


		мають уникати використання HTML або іншої розмітки - краще це робити у представленнях.
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データベースを扱う


この節では、country という名前のデータベーステーブルから読み出した国データを表示する新しいページの作り方を説明します。
この目的を達するために、データベース接続を構成し、アクティブレコード クラスを作成し、アクション を定義し、そして ビュー を作成します。


このチュートリアルを通じて、次のことを学びます。



		DB 接続を構成する方法


		アクティブレコードのクラスを定義する方法


		アクティブレコードのクラスを使ってデータを検索する方法


		改ページを伴う仕方でビューにデータを表示する方法





この節を完了するためには、データベースを使うことについて基本的な知識と経験が無ければならないことに注意してください。
具体的に言えば、DB クライアントツールを用いてデータベースを作成する方法と、SQL 文を実行する方法を知っていなければなりません。



データベースを準備する 


まず初めに、yii2basic という名前のデータベースを作成してください。このデータベースからアプリケーションにデータを読み出すことになります。
Yii は多数のデータベース製品に対するサポートを内蔵していますので、作成するデータベースは、SQLite、MySQL、PosttreSQL、MSSQL または Oracle から選ぶことが出来ます。
以下の説明では、話を単純にするために、MySQL を前提とします。


次に、データベースに country という名前のテーブルを作り、いくつかのサンプルデータを挿入します。
そうするためには、次の SQL 文を実行することが出来ます。


CREATE TABLE `country` (
  `code` CHAR(2) NOT NULL PRIMARY KEY,
  `name` CHAR(52) NOT NULL,
  `population` INT(11) NOT NULL DEFAULT '0'
) ENGINE=InnoDB DEFAULT CHARSET=utf8;

INSERT INTO `country` VALUES ('AU','Australia',18886000);
INSERT INTO `country` VALUES ('BR','Brazil',170115000);
INSERT INTO `country` VALUES ('CA','Canada',1147000);
INSERT INTO `country` VALUES ('CN','China',1277558000);
INSERT INTO `country` VALUES ('DE','Germany',82164700);
INSERT INTO `country` VALUES ('FR','France',59225700);
INSERT INTO `country` VALUES ('GB','United Kingdom',59623400);
INSERT INTO `country` VALUES ('IN','India',1013662000);
INSERT INTO `country` VALUES ('RU','Russia',146934000);
INSERT INTO `country` VALUES ('US','United States',278357000);



この時点で、あなたは yii2basic という名前のデータベースを持ち、その中に三つのカラムを持つ country というテーブルがあり、country テーブルは 10 行のデータを持っている、ということになります。





DB 接続を構成する 


先に進む前に、PDO [http://www.php.net/manual/en/book.pdo.php] PHP 拡張および使用しているデータベースの PDO ドライバ (例えば、MySQL のための pdo_mysql) の両方をインストール済みであることを確認してください。
アプリケーションがリレーショナルデータベースを使う場合、これは基本的な必要条件です。


これらがインストール済みなら、config/db.php というファイルを開いて、あなたのデータベースに適合するようにパラメータを変更してください。
デフォルトでは、このファイルは下記の記述を含んでいます。


<?php

return [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=yii2basic',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
];



この config/db.php というファイルは典型的なファイルベースの 構成情報 ツールです。
この構成情報ファイルが、背後のデータベースに対する SQL クエリの実行を可能にする [[yii\db\Connection]] インスタンスの作成と初期化に必要なパラメータを指定するものです。


上記のようにして構成された DB 接続は、アプリケーションコードの中で Yii::$app->db という式でアクセスすることが出来ます。



Info|情報: config/db.php は、メインのアプリケーション構成情報ファイルである config/web.php によってインクルードされます。
この config/web.php が アプリケーション インスタンスが初期化される仕方を指定するものです。
詳しい情報については、構成情報 の節を参照してください。






アクティブレコードを作成する 


country テーブルの中のデータを表現し取得するために、アクティブレコード から派生した Country という名前のクラスを作成し、それを models/Country.php というファイルに保存します。


<?php

namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class Country extends ActiveRecord
{
}



Country クラスは [[yii\db\ActiveRecord]] を拡張しています。この中には一つもコードを書く必要はありません。
単に上記のコードだけで、Yii は関連付けられたテーブル名をクラス名から推測します。



Info|情報: クラス名とテーブル名を直接に合致させることが出来ない場合は、[[yii\db\ActiveRecord::tableName()]] メソッドをオーバーライドして、関連づけられたテーブル名を明示的に指定することが出来ます。



Country クラスを使うことによって、以下のコード断片で示すように、country テーブルの中のデータを簡単に操作することが出来ます。


use app\models\Country;

// country テーブルから全ての行を取得して "name" 順に並べる
$countries = Country::find()->orderBy('name')->all();

// プライマリキーが "US" である行を取得する
$country = Country::findOne('US');

// "United States" を表示する
echo $country->name;

// 国名を "U.S.A." に修正してデータベースに保存する
$country->name = 'U.S.A.';
$country->save();




Info|情報: アクティブレコードは、オブジェクト指向の流儀でデータベースのデータにアクセスし、操作する強力な方法です。
アクティブレコード の節で、詳細な情報を得ることが出来ます。
もう一つの方法として、データアクセスオブジェクト と呼ばれる、より低レベルなデータアクセス方法を使ってデータベースを操作することも出来ます。






アクションを作成する 


国データをエンドユーザに公開するために、新しいアクションを作成する必要があります。
これまでの節でしたように site コントローラの中に新しいアクションを置くのではなく、国データに関係する全てのアクションに限定した新しいコントローラを作成する方が理にかなうでしょう。
この新しいコントローラを CountryController と名付けます。そして、下記に示すように、index アクションをその中に作成します。


<?php

namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;
use yii\data\Pagination;
use app\models\Country;

class CountryController extends Controller
{
    public function actionIndex()
    {
        $query = Country::find();

        $pagination = new Pagination([
            'defaultPageSize' => 5,
            'totalCount' => $query->count(),
        ]);

        $countries = $query->orderBy('name')
            ->offset($pagination->offset)
            ->limit($pagination->limit)
            ->all();

        return $this->render('index', [
            'countries' => $countries,
            'pagination' => $pagination,
        ]);
    }
}



上記のコードを controllers/CountryController.php というファイルに保存します。


index アクションは Country::find() を呼び出します。
このアクティブレコードのメソッドは DB クエリを構築して、country テーブルから全てのデータを読み出します。
一回のリクエストで返される国の数を制限するために、クエリは [[yii\data\Pagination]] オブジェクトの助けを借りてページ付けされます。
Pagination オブジェクトは二つの目的に奉仕します。



		クエリによって表現される SQL 文に offset 句と limit 句をセットして、一度に一ページ分のデータだけ (1ページ最大5行) を返すようにします。


		次の項で説明されるように、一連のページボタンからなるページャをビューに表示するために使われます。





コードの最後で、index アクションは index と言う名前のビューをレンダリングしています。
このとき、国データだけでなく、そのページネーション情報がビューに渡されます。





ビューを作成する 


最初に、views ディレクトリの下に country という名前のサブディレクトリを作ってください。
このフォルダが country コントローラによって表示される全てのビューを保持するのに使われます。
views/country ディレクトリの中に、下記のコードを含む index.php という名前のファイルを作成します。


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\LinkPager;
?>
<h1>国リスト</h1>
<ul>
<?php foreach ($countries as $country): ?>
    <li>
        <?= Html::encode("{$country->name} ({$country->code})") ?>:
        <?= $country->population ?>
    </li>
<?php endforeach; ?>
</ul>

<?= LinkPager::widget(['pagination' => $pagination]) ?>



ビューは国データの表示に関連して二つの部分に分けられます。
最初の部分では、提供された国データがたどられて、HTML の順序無しリストとしてレンダリングされます。
第二の部分では、アクションから渡されたページネーション情報を使って、[[yii\widgets\LinkPager]] ウィジェットがレンダリングされます。
LinkPager ウィジェットはページボタンのリストを表示します。ボタンのどれかをクリックすると、対応するページの国データが更新表示されます。





試してみる 


上記のコード全てがどのように動作するかを見るために、ブラウザで下記の URL をアクセスします。


http://hostname/index.php?r=country/index



[image: 国リスト]


最初、ページは5つの国を表示しています。
そして、国リストの下には、4つのボタンを持ったページャがあります。
“2” のボタンをクリックすると、ページはデータベースにある次の5つの国、すなわち、2ページ目のレコードを表示します。
注意深く観察すると、ブラウザの URL も次のように変ったことに気付くでしょう。


http://hostname/index.php?r=country/index&page=2



舞台裏では、[[yii\data\Pagination|Pagination]] が、データセットをページ付けするのに必要な全ての機能を提供しています。



		初期状態では、[[yii\data\Pagination|Pagination]] は、1ページ目を表しています。
これを反映して、国の SELECT クエリは LIMIT 5 OFFSET 0 という句を伴うことになります。
その結果、最初の5つの国が取得されて表示されます。


		[[yii\widgets\LinkPager|LinkPager]] ウィジェットは、[[yii\data\Pagination::createUrl()|Pagination]] によって作成された URL を使ってページボタンをレンダリングします。
URL は、別々のページ番号を表現する page というクエリパラメータを含んだものになります。


		ページボタン “2” をクリックすると、country/index のルートに対する新しいリクエストが発行され、処理されます。
[[yii\data\Pagination|Pagination]] が URL から page クエリパラメータを読み取って、カレントページ番号を 2 にセットします。
こうして、新しい国のクエリは LIMIT 5 OFFSET 5 という句を持ち、次の5つの国を表示のために返すことになります。








まとめ 


この節では、データベースを扱う方法を学びました。
また、[[yii\data\Pagination]] と [[yii\widgets\LinkPager]] の助けを借りて、ページ付けされたデータを取得し表示する方法も学びました。


次の節では、Gii と呼ばれる強力なコード生成ツールを使う方法を学びます。
このツールは、データベーステーブルのデータを取り扱うための「作成・読出し・更新・削除 (CRUD)」操作のような、通常必要とされることが多いいくつかの機能の迅速な実装を手助けしてくれるものです。
実際のところ、あなたがたった今書いたばかりのコードは、Gii ツールを使えば、全部、Yii が自動的に生成してくれるものです。
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Наступні кроки


Якщо ви прочитали весь розділ “Приступаючи до роботи”, то, напевне, ви створили повноцінний додаток Yii. У процесі ви дізналися,
як реалізувати деякі найбільш часто використовувані функції, таких, як отримання даних від користувачів за допомогою HTML-форми,
вибірка даних з бази даних і відображення даних із розбиттям по сторінкам. Також ви дізналися, як використовувати
Gii для автоматичної генерації коду, що перетворює більшу частину процесу веб-розробки у завдання настільке просте,
як заповнення деяких форм.



		Документація
		Докладний Посібник [http://www.yiiframework.com/doc-2.0/guide-README.html]:
Як випливає з назви, посібник точно визначає, як Yii повинен працювати і дає вам загальні вказівки щодо його застосування.
Це найважливіший Yii підручник, з яким ви маєте ознайомитись, перш ніж писати Yii код.


		Опис класів [http://www.yiiframework.com/doc-2.0/index.html]:
Визначає використання кожного класу, представленого в Yii.
Їм слід користуватися, коли ви пишете код і хочете розібратися у використанні конкретного класу, методу, властивості.
Опис класів найкраще використовувати після контекстного розуміння всього фреймворка.


		Wiki статті [http://www.yiiframework.com/wiki/?tag=yii2]:
Wiki статті написані користувачами Yii на основі їх власного досвіду.
Більшість з них написані як рецепти з куховарської книги, які показують, як вирішити конкретні проблеми з використанням Yii.
Варто зауважити, що якість даних статей може бути не такою гарною, як у Докладному Посібнику, але вони корисні тим,
що вони охоплюють ширші теми і часто можуть забезпечити готові рішення для подальшого використання.


		Книги [http://www.yiiframework.com/doc/]








		Розширення [http://www.yiiframework.com/extensions/]:
Yii пишається бібліотекою із тисяч розширень, внесених користувачами, які можуть бути легко підключені у ваші додатки та зробити розробку додатків ще швидшим і простішим.


		Спільнота
		Форум: http://www.yiiframework.com/forum/


		IRC chat: The #yii channel on the freenode network (irc://irc.freenode.net/yii)


		GitHub: https://github.com/yiisoft/yii2


		Facebook: https://www.facebook.com/groups/yiitalk/


		Twitter: https://twitter.com/yiiframework


		LinkedIn: https://www.linkedin.com/groups/yii-framework-1483367


		Stackoverflow: http://stackoverflow.com/questions/tagged/yii2
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国際化



Note|注意: この節はまだ執筆中です。



国際化 (I18N) とは、工学的な変更を伴わずにさまざまな言語と地域に順応できるように、ソフトウェアアプリケーションを設計するプロセスを指します。
潜在的なユーザが世界中にいるウェブアプリケーションにとっては、このことは特に重要な意味を持ちます。


Yii は、メッセージの翻訳、数字や日付の書式設定など、ウェブサイトの国際化を手助けするいくつかのツールを提供しています。



ロケールと言語


Yii のアプリケーションでは二つの言語が定義されます。
すなわち、[[yii\base\Application::$sourceLanguage|ソース言語]] と [[yii\base\Application::$language|ターゲット言語]] です。


ソース言語とは、次のように、コードに直接書かれているオリジナルのアプリケーションメッセージの言語です。


echo \Yii::t('app', 'I am a message!');



ターゲット言語は、現在のページを表示するのに使用されるべき言語、すなわち、オリジナルのメッセージの翻訳先となるべき言語です。
これはアプリケーションの構成情報において、次のように定義されているものです。


return [
    'id' => 'applicationID',
    'basePath' => dirname(__DIR__),
    // ...
    'language' => 'ru-RU', // <- ここ !
    // ...
]




Tip|ヒント: [[yii\base\Application::$sourceLanguage|ソース言語]] のデフォルト値は英語であり、この値は変えないことが推奨されます。
理由は、英語から他の言語への翻訳者を見つける方が、非英語から非英語への翻訳者を見つけるより簡単だからです。



アプリケーションの言語を実行時に設定して、ユーザが選択した言語をターゲットにすることが可能です。
この操作は、全ての出力に対して正しく効果を発揮するように、まだ出力が何も生成されていない時点で行われなければなりません。
そのためには、アプリケーションのターゲット言語プロパティを望ましい値に変更するだけです。


\Yii::$app->language = 'zh-CN';



言語/ロケールの書式は ll-CC です。ll は ISO-639 [http://www.loc.gov/standards/iso639-2/] に従った二文字または三文字の小文字の言語コードであり、CC は ISO-3166 [http://www.iso.org/iso/en/prods-services/iso3166ma/02iso-3166-code-lists/list-en1.html] に従った国コードです。



Note|注意: ロケールの概念と構文に関する詳細な情報については、ICU プロジェクトのドキュメント [http://userguide.icu-project.org/locale#TOC-The-Locale-Concept] を参照してください。






メッセージ翻訳


メッセージ翻訳は、アプリケーションによって出力されたメッセージを別の言語に翻訳して、さまざまな国のユーザが自国語でアプリケーションを使えるようにするために使用されるものです。


Yii におけるメッセージ翻訳機能は、ソース言語からターゲット言語へとメッセージの翻訳を探すという単純な動作をします。
メッセージ翻訳機能を使うためには、オリジナルのメッセージ文字列を [[Yii::t()]] メソッドで包みます。
このメソッドの最初のパラメータは、メッセージの生成元であるアプリケーションのさまざまな部分を区別するためのカテゴリであり、二番目のパラメータはメッセージそのものです。


echo \Yii::t('app', 'This is a string to translate!');



Yii は i18n アプリケーションコンポーネント に定義されているメッセージソースの中から、現在の [[yii\base\Application::$language|アプリケーション言語]] に従って、適切な翻訳を読み込もうと試みます。
メッセージソースは、翻訳メッセージを提供する一群のファイルまたはデータベースです。
次の構成情報の例は、メッセージを PHP ファイルから取得するメッセージソースを定義するものです。


'components' => [
    // ...
    'i18n' => [
        'translations' => [
            'app*' => [
                'class' => 'yii\i18n\PhpMessageSource',
                //'basePath' => '@app/messages',
                //'sourceLanguage' => 'en-US',
                'fileMap' => [
                    'app' => 'app.php',
                    'app/error' => 'error.php',
                ],
            ],
        ],
    ],
],



上記において app* は、このメッセージソースによって扱われるカテゴリを指定するパターンです。
この例では、app から始まる全てのカテゴリをこのメッセージソースで処理します。
メッセージファイルは @app/messages、すなわち、アプリケーションディレクトリの下の messages ディレクトリに配置されています。
[[yii\i18n\PhpMessageSource::fileMap|fileMap]] 配列が、どのカテゴリに対してどのファイルが使われるべきかを定義しています。
fileMap を構成する代りに、カテゴリ名をファイル名として使用する規約 (例えば、app/error というカテゴリは、[[yii\i18n\PhpMessageSource::basePath|basePath]] の下の app/error.php というファイル名に帰結します) に依存することも出来ます。


\Yii::t('app', 'This is a string to translate!') というメッセージを翻訳するとき、アプリケーション言語が ja-JP である場合は、Yii は利用できるメッセージのリストを取得するために、まず @app/messages/ja-JP/app.php というファイルを探します。
ja-JP ディレクトリにファイルが無い場合は、失敗であるとする前に、ja ディレクトリも探します。


メッセージを PHP ファイルに保存する [[yii\i18n\PhpMessageSource|PhpMessageSource]] に加えて、Yii は二つのクラスを提供しています。



		[[yii\i18n\GettextMessageSource]] - GNU Gettext の MO ファイルまたは PO ファイルを使用


		[[yii\i18n\DbMessageSource]] - データベースを使用






Note|訳注: 以下においては、メッセージ書式の理解を助けるために、原文にはない日本語への翻訳例 (とその出力結果) をコードサンプルに追加しています。




名前付きプレースホルダ


翻訳メッセージには、翻訳後に対応する値に置き換えられるパラメータを追加することが出来ます。
このパラメータの形式は、次の例で示すように、パラメータ名を波括弧で囲むものです。


$username = 'Alexander';
echo \Yii::t('app', 'Hello, {username}!', [
    'username' => $username,
]);

// 翻訳: '{username} さん、こんにちは!'



パラメータへの代入には波括弧を使わないことに注意してください。





序数プレースホルダ


$sum = 42;
echo \Yii::t('app', 'Balance: {0}', $sum);

// 翻訳: '差引残高: {0}'




Tip|ヒント: メッセージ文字列の意味が分らなくならないように努めて、あまりに多くの序数プレースホルダを使うことは避けてください。
翻訳者にはソース文字列しか無く、従って、各プレースホルダに何が入るのかは自明でなければならない、ということを忘れないでください。






高度なプレースホルダの書式


高度な機能を使うためには、intl PHP 拡張 [http://www.php.net/manual/ja/intro.intl.php] をインストールして有効にする必要があります。
それをインストールして有効にして初めて、プレースホルダのための拡張構文を使うことが出来るようになります。
すなわち、デフォルトの書式を意味する短い形式 {プレースホルダ名, タイプ}、あるいは、書式のスタイルを指定できる完全な形式 {プレースホルダ名, タイプ, スタイル} を使うことが出来るようになります。


完全なリファレンスは ICU ウェブサイト [http://icu-project.org/apiref/icu4c/classMessageFormat.html] で入手可能ですが、以下においてはいくつかの例を示します。



数値


$sum = 42;
echo \Yii::t('app', 'Balance: {0, number}', $sum);

// 翻訳: '差引残高: {0, number}'
// 出力: '差引残高: 12,345'



内蔵のスタイル (integer、currency、percent) の一つを指定することが出来ます。


$sum = 42;
echo \Yii::t('app', 'Balance: {0, number, currency}', $sum);

// 翻訳: '差引残高: {0, number, currency}'
// 出力: '差引残高: &yen; 12,345'



または、カスタムパターンを指定することも出来ます。


$sum = 42;
echo \Yii::t('app', 'Balance: {0, number, ,000,000000}', $sum);

// 翻訳: '差引残高: {0, number, ,000,000000}'
// 出力: '差引残高: 000,012345'



書式のリファレンス [http://icu-project.org/apiref/icu4c/classicu_1_1DecimalFormat.html].





日付


echo \Yii::t('app', 'Today is {0, date}', time());

// 翻訳: '今日は {0, date} です。'
// 出力: '今日は 2015/01/07 です。'



内蔵の書式は、short、medium、long、そして full です。


echo \Yii::t('app', 'Today is {0, date, short}', time());

// 翻訳: '今日は {0, date, short} です。'
// 出力: '今日は 2015/01/07 です。'



カスタムパターンを指定することも出来ます。


echo \Yii::t('app', 'Today is {0, date, yyyy-MM-dd}', time());

// 翻訳: '今日は {0, date, yyyy-MM-dd} です。'
// 出力: '今日は 2015-01-07 です。'



書式のリファレンス [http://icu-project.org/apiref/icu4c/classicu_1_1SimpleDateFormat.html].





時刻


echo \Yii::t('app', 'It is {0, time}', time());

// 翻訳: '現在 {0, time} です。'
// 出力: '現在 22:37:47 です。'



内蔵の書式は、short、medium、long、そして full です。


echo \Yii::t('app', 'It is {0, time, short}', time());

// 翻訳: '現在 {0, time, short} です。'
// 出力: '現在 22:37 です。'



カスタムパターンを指定することも出来ます。


echo \Yii::t('app', 'It is {0, date, HH:mm}', time());

// 翻訳: '現在 {0, time, HH:mm} です。'
// 出力: '現在 22:37 です。'



書式のリファレンス [http://icu-project.org/apiref/icu4c/classicu_1_1SimpleDateFormat.html].





綴り


echo \Yii::t('app', '{n, number} is spelled as {n, spellout}', ['n' => 12345]);

// 翻訳: '{n, number} は、文字で綴ると {n, spellout} です。'
// 出力: '12,345 は、文字で綴ると 一万二千三百四十五 です。'






序数


echo \Yii::t('app', 'You are the {n, ordinal} visitor here!', ['n' => 42]);



これは、”You are the 42nd visitor here!” というメッセージになります。



Note|訳注: 上記のソースメッセージを、プレースホルダの書式指定を守って日本語に翻訳すると、’あなたはこのサイトの {n, ordinal} の訪問者です’ となります。
しかし、その出力結果は、’あなたはこのサイトの 第42 の訪問者です’ となり、意味は通じますが、日本語としては若干不自然なものになります。


プレースホルダの書式指定は、翻訳時に変更することが可能であるだけでなく、進んで変更すべき場合すらあります。


この場合も、’あなたはこのサイトの {n} 番目の訪問者です’ のように、プレースホルダの書式も含めて全体を翻訳する方が良いでしょう。









継続時間


echo \Yii::t('app', 'You are here for {n, duration} already!', ['n' => 47]);



これは、”You are here for 47 sec. already!” というメッセージになります。



Note|訳注: このソースメッセージを ‘あなたはこのサイトに既に {n, duration} の間滞在しています’ と翻訳した場合の出力結果は、’あなたはこのサイトに既に 47 の間滞在しています’ となります。
ICU ライブラリのバグでしょうか。これも、プレースホルダの書式も含めて全体を翻訳し直す方が良いようです。






複数形


言語によって、複数形の語形変化はさまざまに異なります。
Yii は、さまざまな形式の複数形語形変化に対応したメッセージ翻訳のための便利な方法を提供しています。
それは、非常に複雑な規則に対しても、十分に機能するものです。
語形変化の規則を直接に処理する代りに、特定の状況における語形変化した言葉の翻訳を提供するだけで十分です。


echo \Yii::t('app', 'There {n, plural, =0{are no cats} =1{is one cat} other{are # cats}}!', ['n' => $n]);



結果は以下のようになります。



		$n = 0 の場合は “There are no cats!“


		$n = 1 の場合は “There is one cat!“


		そして $n = 42 の場合は “There are 42 cats!“





上記の複数形規則の引数において、=0 はぴったりゼロ、=1 はぴったり 1、そして other はそれ以外の数を表します。
# は n の値によって置き換えられます。
英語以外の言語では、これほど単純ではありません。
例えば、次はロシア語の例です。


Здесь {n, plural, =0{котов нет} =1{есть один кот} one{# кот} few{# кота} many{# котов} other{# кота}}!



上の例について言及する価値があると思われるのは、=1 が n = 1 にぴったりと一致するのに対して、one が 21 や 101 などに一致する、ということです。


注意して欲しいのは、あなたの [[yii\base\Application::$sourceLanguage|ソース言語]] を ru_RU に設定しなければ、このロシア語のメッセージを Yii::t() の中に直接に書くことは出来ない、ということです。
ただし、ソース言語を ru_RU に設定することは推奨されません。
むしろ、このような文字列はメッセージファイルまたは (DB ソースが使われている場合は) メッセージデータベースに入れるべきです。
Yii は翻訳された言語の文字列にある複数形規則を使います。翻訳が入手できない場合にはソース言語の複数形規則にフォールバックします。


あなたの言語について、どのような語形変化を指定すべきかを学習するためには、unicode.org にある規則のリファレンス [http://unicode.org/repos/cldr-tmp/trunk/diff/supplemental/language_plural_rules.html] を参照してください。



Note|訳注: 上記のソースメッセージの日本語翻訳は以下のようなものになります。


‘猫は{n, plural, =0{いません} other{#匹います}}。’


日本語では単数形と複数形を区別しませんので、たいていの場合、=0 と other を指定するだけで事足ります。
横着をして、{n, plural, ...} を {n, number} に置き換えても、多分、大きな問題は生じないでしょう。









選択肢


キーワードに基づいて表現を選択することが出来ます。
この場合のパターンは、キーワードに対する表現の割り当てを指定し、デフォルトの表現を提供するものです。


echo \Yii::t('app', '{name} is a {gender} and {gender, select, female{she} male{he} other{it}} loves Yii!', [
    'name' => 'Snoopy',
    'gender' => 'dog',
]);



これは “Snoopy is a dog and it loves Yii!” となります。


式の中で、female と male が gender が取り得る値であり、other がそれらに一致しない値を処理します。
波括弧の中の文字列は下位の式であり、単なる文字列でも、さらにプレースホルダを持つ文字列でも構いません。



Note|訳注: 翻訳: ‘{name} は {gender} であり、{gender, select, female{彼女} male{彼} other{それ}}は Yii を愛しています。’


出力: ‘Snoopy は dog であり、それは Yii を愛しています。’











デフォルトのメッセージソースを指定する


他のメッセージソースにマッチしないカテゴリのフォールバックとして使用されるデフォルトのメッセージソースを指定することが出来ます。
このメッセージソースは * によってマークされなければなりません。
そうするためには、アプリケーションの構成情報に次のように追加します。


// i18n コンポーネントを構成する

'i18n' => [
    'translations' => [
        '*' => [
            'class' => 'yii\i18n\PhpMessageSource'
        ],
    ],
],



こうすることで、個別に構成することなくカテゴリを使うことが可能になり、Yii 1.1 の振る舞いと同じになります。
カテゴリのメッセージは、デフォルトの翻訳の basePath すなわち @app/messages の下にあるファイルから読み込まれます。


echo Yii::t('not_specified_category', 'message from unspecified category');



この場合、メッセージは @app/messages/<LanguageCode>/not_specified_category.php から読み込まれます。





モジュールのメッセージを翻訳する


モジュール用のメッセージを翻訳したいけれども、全てのメッセージに対して一つの翻訳ファイルを使うことは避けたい、という場合には、次のようにすることが出来ます。


<?php

namespace app\modules\users;

use Yii;

class Module extends \yii\base\Module
{
    public $controllerNamespace = 'app\modules\users\controllers';

    public function init()
    {
        parent::init();
        $this->registerTranslations();
    }

    public function registerTranslations()
    {
        Yii::$app->i18n->translations['modules/users/*'] = [
            'class' => 'yii\i18n\PhpMessageSource',
            'sourceLanguage' => 'en-US',
            'basePath' => '@app/modules/users/messages',
            'fileMap' => [
                'modules/users/validation' => 'validation.php',
                'modules/users/form' => 'form.php',
                ...
            ],
        ];
    }

    public static function t($category, $message, $params = [], $language = null)
    {
        return Yii::t('modules/users/' . $category, $message, $params, $language);
    }

}



上記の例では、マッチングのためにワイルドカードを使い、次に必要なファイルごとに各カテゴリをフィルタリングしています。
fileMap を使わずに、カテゴリを同じ名前のファイルにマップする規約を使って済ませることも出来ます。
以上のようにすれば、直接に Module::t('validation', 'your custom validation message') や Module::t('form', 'some form label') などを使用することが出来ます。





ウィジェットのメッセージを翻訳する


モジュールに適用できる同じ規則をウィジェットにも適用することが出来ます。例えば、


<?php

namespace app\widgets\menu;

use yii\base\Widget;
use Yii;

class Menu extends Widget
{

    public function init()
    {
        parent::init();
        $this->registerTranslations();
    }

    public function registerTranslations()
    {
        $i18n = Yii::$app->i18n;
        $i18n->translations['widgets/menu/*'] = [
            'class' => 'yii\i18n\PhpMessageSource',
            'sourceLanguage' => 'en-US',
            'basePath' => '@app/widgets/menu/messages',
            'fileMap' => [
                'widgets/menu/messages' => 'messages.php',
            ],
        ];
    }

    public function run()
    {
        echo $this->render('index');
    }

    public static function t($category, $message, $params = [], $language = null)
    {
        return Yii::t('widgets/menu/' . $category, $message, $params, $language);
    }

}



fileMap を使わずに、カテゴリを同じ名前のファイルにマップする規約を使って済ませることも出来ます。
これで、直接に Menu::t('messages', 'new messages {messages}', ['{messages}' => 10]) を使用することが出来ます。



Note|注意: ウィジェットのためには i18n ビューも使うことが出来ます。コントローラのための同じ規則がウィジェットにも適用されます。






フレームワークメッセージを翻訳する


Yii には、バリデーションエラーとその他いくつかの文字列に対するデフォルトの翻訳メッセージが付属しています。
これらのメッセージは、全て ‘yii’ というカテゴリの中にあります。
場合によっては、あなたのアプリケーションのために、デフォルトのフレームワークメッセージの翻訳を修正したいことがあるでしょう。
そうするためには、i18n アプリケーションコンポーネント を以下のように構成してください。


'i18n' => [
    'translations' => [
        'yii' => [
            'class' => 'yii\i18n\PhpMessageSource',
            'sourceLanguage' => 'en-US',
            'basePath' => '@app/messages'
        ],
    ],
],



これで、あなたの修正した翻訳を @app/messages/<language>/yii.php に置くことが出来ます。





欠落している翻訳の処理


ソースに翻訳が欠落している場合でも、Yii はリクエストされたメッセージの内容を原文で表示します。
このような振舞いは、原文のメッセージが正当かつ詳細なテキストである場合には、非常に好都合です。
しかし、場合によっては、それだけでは十分ではありません。
リクエストされた翻訳がソースに欠落しているときに、何らかの特別な処理を実行する必要がある場合もあります。
そういう処理は、[[yii\i18n\MessageSource]] の [[yii\i18n\MessageSource::EVENT_MISSING_TRANSLATION|missingTranslation]] イベントを使うことによって達成できます。


例えば、全ての欠落している翻訳を簡単に見つけられるように、何か目立つマークを付けることにしましょう。
最初にイベントハンドラをセットアップする必要がありますが、それはアプリケーションの構成によって行うことが出来ます。


'components' => [
    // ...
    'i18n' => [
        'translations' => [
            'app*' => [
                'class' => 'yii\i18n\PhpMessageSource',
                'fileMap' => [
                    'app' => 'app.php',
                    'app/error' => 'error.php',
                ],
                'on missingTranslation' => ['app\components\TranslationEventHandler', 'handleMissingTranslation']
            ],
        ],
    ],
],



次に、私たち独自のイベントハンドラを実装する必要があります。


<?php

namespace app\components;

use yii\i18n\MissingTranslationEvent;

class TranslationEventHandler
{
    public static function handleMissingTranslation(MissingTranslationEvent $event) {
        $event->translatedMessage = "@MISSING: {$event->category}.{$event->message} FOR LANGUAGE {$event->language} @";
    }
}



このイベントハンドラによって [[yii\i18n\MissingTranslationEvent::translatedMessage]] がセットされた場合は、それが翻訳結果として表示されます。



Note|注意: 全てのメッセージソースは、欠落した翻訳をそれぞれ独自に処理します。
いくつかのメッセージソースを使っていて、それらが同じ方法で欠落した翻訳を取り扱うようにしたい場合は、対応するイベントハンドラを全てのメッセージソースそれぞれに割り当てなければなりません。








ビュー


前の項で説明したようなメッセージの翻訳の代りに、ビューの中で i18n を使ってさまざまな言語に対するサポートを提供することも出来ます。
例えば、views/site/index.php というビューがあり、それのロシア語のための特別版を作りたい場合は、現在のコントローラ/ウィジェットのビューパスの下に ru-RU フォルダを作って、ロシア語のためのファイルを views/site/ru-RU/index.php として置きます。
そうすると、Yii は、現在の言語のためのファイルが存在する場合はそれをロードし、何も見つからなかった場合はオリジナルのビューファイルにフォールバックします。



Note|注意: 言語が en-US と指定されている場合、対応するビューが無いと、Yii は en の下でビューを探して、そこにも無ければ、オリジナルのビューを使います。






数値と日付の値を書式設定する


詳細は データフォーマッタ の節を参照してください。





PHP 環境をセットアップする 


Yii は、[[yii\i18n\Formatter]] クラスの数値や日付の書式設定や、[[yii\i18n\MessageFormatter]] を使うメッセージのフォーマッティングなど、ほとんどの国際化機能を提供するために PHP intl 拡張 [http://php.net/manual/ja/book.intl.php] を使います。
この二つのクラスは、intl がインストールされていない場合に備えて基本的な機能を提供するフォールバックを実装しています。
だだし、このフォールバックの実装は、英語のサイトでのみ十分に機能するものであり、たとえ英語のサイトであっても、PHP intl 拡張によって利用可能になる一連の豊かな機能を提供できるものではありません。
従って、PHP intl 拡張のインストールが強く推奨されます。


PHP intl 拡張 [http://php.net/manual/ja/book.intl.php] は、さまざまに異なる全てのロケールについて知識と書式の規則を提供する ICU ライブラリ [http://site.icu-project.org/] に基礎を置いています。
この事実により、日付や数値の書式設定、また、メッセージのフォーマッティングで利用できる構文は、PHP バイナリとともにコンパイルされる ICU ライブラリのバージョンの違いによって異なってきます。


あなたのウェブサイトが全ての環境で同じ出力をすることを確実にするために、全ての環境において PHP intl 拡張をインストールし、PHP とともにコンパイルされた ICU ライブラリのバージョンが同一であることを確認することが推奨されます。


どのバージョンの ICU が PHP によって使われているかを知るために、次のスクリプトを走らせることが出来ます。
このスクリプトは、使用されている PHP と ICU のバージョンを出力します。


<?php
echo "PHP: " . PHP_VERSION . "\n";
echo "ICU: " . INTL_ICU_VERSION . "\n";



このドキュメントで説明されている全ての機能を使うことが出来るように、ICU のバージョンが 49 以上であることを推奨します。
49 未満のバージョンに欠落している主要な機能の一つが、複数形規則における # プレースホルダです。
入手できる ICU バージョン については、http://site.icu-project.org/download を参照してください。
バージョン番号の採番方式が 4.8 リリースの後に変更されて、最初の二つの数字が結合されたことに注意してください。
すなわち、ICU 4.8、ICU 49、ICU 50 という順序です。


これに加えて、ICU ライブラリとともに出荷されるタイムゾーンデータベースの情報も古くなっている可能性があります。
タイムゾーンデータベースの更新に関する詳細は ICU マニュアル [http://userguide.icu-project.org/datetime/timezone#TOC-Updating-the-Time-Zone-Data] を参照してください。
出力の書式設定には ICU タイムゾーンデータベースが使用されますが、PHP によって使われるタイムゾーンデータベースも影響する可能性があります。
PHP のタイムゾーンデータベースは、timezonedb pecl パッケージ [http://pecl.php.net/package/timezonedb] の最新版をインストールすることによって更新することが出来ます。
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Псевдоніми


Псевдоніми використовуються для позначення шляхів до файлів або URL адрес і допомагають уникнути використання абсолютних шляхів
або URL в коді. Для того, щоб не переплутати псевдонім із звичайним шляхом до файлу або URL, він повинен починатися з @. В Yii
є багато заздалегідь визначених псевдонімів. Наприклад, @yii вказує на директорію, в яку був встановлений
Yii framework, а @web можна використовувати для отримання базового URL поточного додатку.



Створення псевдонімів 


Для створення псевдоніма шляху до файлу або URL використовується метод [[Yii::setAlias()]]:


// псевдонім шляху до файлу
Yii::setAlias('@foo', '/path/to/foo');

// псевдонім URL
Yii::setAlias('@bar', 'http://www.example.com');




Примітка: псевдонім шляху до файлу або URL не обовʼязково вказує на існуючий файл або ресурс.



Використовуючи вже заданий псевдонім, ви можете отримати на основі нього новий (без виклику [[Yii::setAlias()]]),
додавши в його кінець /, за яким слідує один або більше сегментів шляху. Псевдоніми, визначені за допомогою
[[Yii::setAlias()]], є кореневими псевдонімами, в той час як отримані з них називаються похідними псевдонімами.
На приклад, @foo є кореневим псевдонімом, а @foo/bar/file.php — похідним.


Ви можете задати новий псевдонім, використовуючи раніше створений псевдонім (не важливо, кореневий він чи похідний):


Yii::setAlias('@foobar', '@foo/bar');



Кореневі псевдоніми, як правило, створюються на етапі попереднього завантаження (bootstrapping).
Наприклад, ви можете викликати [[Yii::setAlias()]] у вхідному скрипті. Для зручності, в
додатку (Application) передбачено властивість aliases, яке можна задати через
конфігурацію додатку:


return [
    // ...
    'aliases' => [
        '@foo' => '/path/to/foo',
        '@bar' => 'http://www.example.com',
    ],
];






Перетворення псевдонімів 


Виклик [[Yii::getAlias()]] перетворює кореневий псевдонім в шлях до файлу або URL, який цей псевдонім представляє.
Цей же метод може працювати і з похідними псевдонімами:


echo Yii::getAlias('@foo');               // виведе: /path/to/foo
echo Yii::getAlias('@bar');               // виведе: http://www.example.com
echo Yii::getAlias('@foo/bar/file.php');  // виведе: /path/to/foo/bar/file.php



Шлях або URL, представлений похідним псевдонімом, визначається шляхом заміни в ньому частині, що відповідає кореневого псевдоніму,
на відповідний йому шлях або URL.



Примітка: Метод [[Yii::getAlias()]] не перевіряє фактичного існування одержуваного шляху або URL.



Кореневий псевдонім може містити знаки /. При цьому метод [[Yii::getAlias()]] коректно визначить, яка частина
псевдоніма є кореневої і вірно сформує шлях або URL:


Yii::setAlias('@foo', '/path/to/foo');
Yii::setAlias('@foo/bar', '/path2/bar');
Yii::getAlias('@foo/test/file.php');  // виведе: /path/to/foo/test/file.php
Yii::getAlias('@foo/bar/file.php');   // виведе: /path2/bar/file.php



Якби @foo/bar не був оголошений кореневим псевдонімом, остання строка вивела б /path/to/foo/bar/file.php.





Використання псевдонімів 


Псевдоніми розпізнаються в багатьох частинах Yii без необхідності попереднього виклику [[Yii::getAlias()]]
для отримання шляху або URL. Наприклад, [[yii\caching\FileCache::cachePath]] приймає як звичайний шлях до файлу,
так і псевдонім шляху завдяки префіксу @, який дозволяє їх розрізняти.


use yii\caching\FileCache;

$cache = new FileCache([
    'cachePath' => '@runtime/cache',
]);



Для того, щоб дізнатися чи підтримує метод або властивість псевдоніми, зверніться до документації API.





Заздалегідь визначені псевдоніми 


В Yii заздалегідь визначені псевдоніми для часто використовуваних шляхів до файлів і URL:



		@yii: директорія, в якій знаходиться файл BaseYii.php (директорія фреймворка).


		@app: [[yii\base\Application::basePath|базовий шлях]] поточного додатку.


		@runtime: [[yii\base\Application::runtimePath|директорія runtime]] поточного додатку. За замовчуванням @app/runtime.


		@webroot, коренева веб-директорія поточного веб-додатку. Визначається на основі директорії розташування вхідного скрипта.


		@web, базовий URL поточного додатку. Має таке ж значення, як і [[yii\web\Request::baseUrl]].


		@vendor, [[yii\base\Application::vendorPath|директорія vendor Composer]]. За замовчуванням @app/vendor.


		@bower, директорія, що містить пакети bower [http://bower.io/]. За замовчуванням @vendor/bower.


		@npm, директорія, що містить пакети npm [https://www.npmjs.org/]. За замовчуванням @vendor/npm.





Псевдонім @yii задається в момент підключення файлу Yii.php у вхідному скрипті.
Решта псевдонімів задаються в конструкторі додатка в момент застосування конфигурації.





Псевдоніми розширень 


Для кожного розширення, що встановлюється через Composer, автоматично задається псевдонім.
Його імʼя відповідає кореневому простору імен розширення відповідно до його composer.json, і кожен псевдонім представляє
шлях до кореневої директорії пакета. Наприклад, якщо ви встановите розширення yiisoft/yii2-jui,
то вам автоматично стане доступним псевдонім @yii/jui, який будет створено на етапі
первинного завантаження (bootstrapping) наступним чином:


Yii::setAlias('@yii/jui', 'VendorPath/yiisoft/yii2-jui');
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Bootstrap ウィジェット



Note|注意: この節はまだ執筆中です。



Yii は、追加設定なしで、マークアップとコンポーネントのフレームワーク Bootstrap 3 [http://getbootstrap.com/] (“Twitter Bootstrap” としても知られています) をサポートしています。
Bootstrap は優れた、レスポンシブなフレームワークであり、クライアント側の開発プロセスを大いにスピードアップすることが出来るものです。


Bootstrap のコアは二つの部分によって表されます。



		CSS の基礎。例えば、グリッドのレイアウトシステム、タイポグラフィ、ヘルパクラス、レスポンシブユーティリティなど。


		そのまま使えるコンポーネント。フォーム、メニュー、ページネーション、モーダルボックス、タブなど。






基礎


Yii は bootstrap の基礎を PHP コードでラップすることをしていません。
なぜなら、この場合の HTML コードがそれ自体として非常にシンプルだからです。
bootstrap の基礎を使用することに関する詳細は、bootstrap ドキュメントウェブサイト [http://getbootstrap.com/css/] で見ることが出来ます。
それでも、Yii はあなたのページに bootstrap のアセットをインクルードするための便利な方法を提供しています。
@app/assets ディレクトリに配置されている AppAsset.php に一行を加えるだけで大丈夫です。


public $depends = [
    'yii\web\YiiAsset',
    'yii\bootstrap\BootstrapAsset', // この行です
];



Yii のアセットマネージャによって bootstrap を使うと、bootstrap のリソースを最小化したり、必要な場合にはあなた自身のリソースと結合したりすることが出来ます。





Yii ウィジェット


複雑な bootstrap コンポーネントのほとんどは Yii ウィジェットでラップされて、より堅牢な構文を与えられ、フレームワークの諸機能と統合されています。
全てのウィジェットは \yii\bootstrap 名前空間に属します。



		[[yii\bootstrap\ActiveForm|ActiveForm]]


		[[yii\bootstrap\Alert|Alert]]


		[[yii\bootstrap\Button|Button]]


		[[yii\bootstrap\ButtonDropdown|ButtonDropdown]]


		[[yii\bootstrap\ButtonGroup|ButtonGroup]]


		[[yii\bootstrap\Carousel|Carousel]]


		[[yii\bootstrap\Collapse|Collapse]]


		[[yii\bootstrap\Dropdown|Dropdown]]


		[[yii\bootstrap\Modal|Modal]]


		[[yii\bootstrap\Nav|Nav]]


		[[yii\bootstrap\NavBar|NavBar]]


		[[yii\bootstrap\Progress|Progress]]


		[[yii\bootstrap\Tabs|Tabs]]








Bootstrap の .less ファイルを直接に使用する


あなたが Bootstrap CSS をあなたの less ファイルに直接含める [http://getbootstrap.com/getting-started/#customizing] ことを望む場合は、オリジナルの CSS ファイルがロードされないように無効化する必要があるでしょう。
[[yii\bootstrap\BootstrapAsset|BootstrapAsset]] の css プロパティを空に設定することによって、そうすることが出来ます。
そのためには、assetManager アプリケーションコンポーネント を以下のように構成します。


    'assetManager' => [
        'bundles' => [
            'yii\bootstrap\BootstrapAsset' => [
                'css' => [],
            ]
        ]
    ]
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Робота з формами


В даному розділі ми обговоримо отримання даних від користувачів. На сторінці буде розміщена форма з полями,
де можна буде вказати ім’я та email. Отримані дані будуть зображені на сторінці для їх підтвердження.


Для того, щоб досягти дану ціль, крім створення дії і двох представлень
ви створите модель.


В даному керівництві ви дізнаєтесь:



		Як створити модель для даних, вказаних користувачем


		Як оголосити правила перевірки введених даних


		Як створити HTML форму в представленні






Створення моделі 


Створіть клас моделі EntryForm та збережіть у файлі models/EntryForm.php як показано нижче. Він буде використовуватись
для зберігання даних, введених користувачем. Детальніше про присвоєння імен файлам класів читайте в розділі
Автозавантаження класів.


<?php

namespace app\models;

use yii\base\Model;

class EntryForm extends Model
{
    public $name;
    public $email;

    public function rules()
    {
        return [
            [['name', 'email'], 'required'],
            ['email', 'email'],
        ];
    }
}



Даний клас розширює клас [[yii\base\Model]], який є складовою частиною фреймворка і зазвичай використовується для роботи з даними форм.



Інформація: Клас [[yii\base\Model]] використовується як батьківський клас для класів моделей, які не асоційовані
з таблицями бази даних. Клас [[yii\db\ActiveRecord]] зазвичай є батьківським для класів моделей, що відповідають
таблицям бази даних.



Клас містить 2 публічні властивості name і email, які використовуються для зберігання даних, вказаних користувачем.
Він також містить метод rules(), який повертає набір правил перевірки даних. Правила перевірки,
оголошені в коді вище означають наступне:



		Поля name і email обов’язкові для заповнення


		Поле email повино містити правильну адресу email





Якщо об’єкт EntryForm заповнений даними користувача, то для їх перевірки ви можете викликати метод
[[yii\base\Model::validate()|validate()]]. У випадку невдалої перевірки властивість [[yii\base\Model::hasErrors|hasErrors]]
дорівнюватиме true. За допомогою [[yii\base\Model::getErrors|errors]] можна дізнатись, які саме виникли помилки.


<?php
$model = new EntryForm();
$model->name = 'Qiang';
$model->email = 'bad';
if ($model->validate()) {
    // Good!
} else {
    // Failure!
    // Use $model->getErrors()
}






Створення дії 


Далі створіть дію entry в контролері site, точно так, як ви робили це раніше.
Процес створення та використання дій описано у розділі Говоримо «Привіт».


<?php

namespace app\controllers;

use Yii;
use yii\web\Controller;
use app\models\EntryForm;

class SiteController extends Controller
{
    // ...існуючий код...

    public function actionEntry()
    {
        $model = new EntryForm;

        if ($model->load(Yii::$app->request->post()) && $model->validate()) {
            // дані в $model успішно перевірені

            // робимо щось корисне з $model ...
 
            return $this->render('entry-confirm', ['model' => $model]);
        } else {
            // або сторінка відображається вперше, або ж є помилка в даних
            return $this->render('entry', ['model' => $model]);
        }
    }
}



Подія створює об’єкт EntryForm. Потім вона намагається заповнити модель даними із масива $_POST, доступ
до якого забеспечує Yii за допомогою [[yii\web\Request::post()]]. Якщо модель успішно заповнена, тобто користувач відправив
дані з HTML форми, то для перевірки даних буде викликаний метод [[yii\base\Model::validate()|validate()]].



Інформація: Yii::$app являє собою глобально доступний екземпляр-одинак додатка
(singleton). Одночасно це є Service Locator, який надає доступ до компонентів, типу
request, response, db і так далі. В коді выще для доступу до даних з $_POST був використаний компонент request.



Якщо все гаразд, подія зобразить представлення entry-confirm, яке покаже користувачу вказані ним дані.
В іншому випадку буде зображено представлення entry, яке містить HTML форму і помилки перевірки даних, якщо вони є.



Примітка: У цьому дуже простому прикладі ми просто відобразили сторінку підтвердження відправки даних.
На практиці, ви повинні розглянути використання [[yii\web\Controller::refresh()|refresh()]] або [[yii\web\Controller::redirect()|redirect()]]
для уникнення проблеми повторного відправлення даних форми [http://en.wikipedia.org/wiki/Post/Redirect/Get].






Створення представлення 


На завершення, створюємо два представлення з іменами entry-confirm і entry, котрі зображаються дією entry з минулого підрозділу.


Представлення entry-confirm просто зображає ім’я та email. Воно мусить бути збережене у файлі views/site/entry-confirm.php.


<?php
use yii\helpers\Html;
?>
<p>Ви вказали наступну інформацію:</p>

<ul>
    <li><label>Name</label>: <?= Html::encode($model->name) ?></li>
    <li><label>Email</label>: <?= Html::encode($model->email) ?></li>
</ul>



Представлення entry відображає HTML форму. Воно мусить бути збережене у файлі views/site/entry.php.


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\ActiveForm;
?>
<?php $form = ActiveForm::begin(); ?>

    <?= $form->field($model, 'name') ?>

    <?= $form->field($model, 'email') ?>

    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('Надіслати', ['class' => 'btn btn-primary']) ?>
    </div>

<?php ActiveForm::end(); ?>



Для побудови HTML форми представлення використовує потужний віджет [[yii\widgets\ActiveForm|ActiveForm]].
Методи begin() і end() виводять відкриваючий і закриваючий теги форми. Між цими викликами створюються поля для заповнення
за допомогою метода [[yii\widgets\ActiveForm::field()|field()]]. Першим іде поле для “name”, другим — для “email”.
Далі для генерації кнопки відправлення даних викликається метод [[yii\helpers\Html::submitButton()]].





Спробуємо 


Щоб побачити, як це працює, відкрийте в браузері наступний URL:


http://hostname/index.php?r=site/entry



Ви побачите сторінку з формою і двома полями для заповнення. Перед кожним полем є надпис, який вказує, яку саме
інформацію слід вказувати. Якщо ви натиснете на кнопку відправлення даних без самих даних або якщо вкажете email в невірному
форматі, то ви побачите повідомлення з помилкою біля кожного проблемного поля.


[image: Форма з помилками]


Після введення вірних даних і їх відправки, ви побачите сторінку з даними, які щойно вказали.


[image: Підтвердження введених даних]



Як працює вся ця “магія” 


Ви, більш за все, ставите питанням про те, як все ж ця HTML форма працює насправді і яким чином.
Весь процес може здатися трохи магічним: те як зображаються підписи до полів, помилки перевірки даних при некоректному
заповненні і те що все це відбувається без перезавантаження сторінки.


Так, початкова перевірка даних дійсно проходить на стороні клієнта за допомогою JavaScript, і повторно перевіряється
на стороні сервера (PHP). [[yii\widgets\ActiveForm]] достатньо продуманий, щоб взяти правила перевірки, які ви
оголосили в EntryForm, перетворити їх в JavaScript код і використовувати його для проведення перевірки.
На випадок, якщо в браузері буде вимкнено JavaScript валідація проходить і на стороні сервера, як показано в методі
actionEntry(). Це дає впевненість в тому, що дані коректні за будь-яких обставин.



Попередження: перевірка даних на стороні клієнта це зручність, яке забезпечує кращий користувальницький досвід.
Перевірка на стороні сервера завжди обов’язкова, незважаючи на клієнтську.



Підписи для полів генеруються методом field(), на основі імен властивостей моделі. Наприклад, підпис Name генерується
для властивості name. Ви можете модифікувати підписи наступним чином:


<?= $form->field($model, 'name')->label('Ваше ім’я') ?>
<?= $form->field($model, 'email')->label('Ваш Email') ?>




Інформація: У Yii є велика кількість віджетів, які дозволяють швидко будувати складні і динамічні представлення.
Як ви дізнаєтесь пізніше, розробляти нові віджети доволі просто. Багато із представленнь можна винести у віджети,
щоб використовувати їх повторно в інших частинах і тим самим спростити розробку в майбутньому.








Підсумок 


В даному розділі ви випробували кожну частину шаблона проектування MVC. Ви дізналися як створювати класи моделей
для опрацювання і перевірки даних вказаних користувачем.


Також, ви дізналися як отримати дані від користувача і як їх відобразити тому ж користувачу. Ця задача може займати
багато часу в процесі розробки. Yii надає потужні віджети, які роблять задачу максимально простою.


В наступному розділі ви дізнаєтесь як працювати з базами даних, що необхідно в більшості додатків.
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Html ヘルパ


全てのウェブアプリケーションは大量の HTML マークアップを生成します。
マークアップが静的な場合は、PHP と HTML を一つのファイルに混ぜる [http://php.net/manual/ja/language.basic-syntax.phpmode.php] ことによって効率よく生成することが可能ですが、マークアップを動的にするとなると、何らかの助けが無ければ、処理がトリッキーになってきます。
Yii はそのような手助けを Html ヘルパの形式で提供します。
これは、よく使われる HTML タグとそのオプションやコンテントを処理するための一連のスタティックメソッドを提供するものです。



Note|注意: あなたのマークアップがおおむね静的なものである場合は、HTML を直接に使用する方が良いです。
何でもかんでも Html ヘルパの呼び出しでラップする必要はありません。




基礎 


動的な HTML を文字列の連結によって構築していると、あっという間に乱雑なコードになります。
そのため、Yii はタグのオプションを操作し、それらのオプションに基づいてタグを構築する一連のメソッドを提供します。



タグを生成する 


タグを生成するコードは次のようなものです。


<?= Html::tag('p', Html::encode($user->name), ['class' => 'username']) ?>



最初の引数はタグの名前です。
二番目の引数は、開始タグと終了タグの間に囲まれることになるコンテントです。
Html::encode を使っていることに注目してください。
これは、必要な場合には HTML を使うことが出来るように、コンテントが自動的にはエンコードされないからです。
三番目の引数は HTML のオプション、言い換えると、タグの属性です。
この配列で、キーは class、href、target などの属性の名前であり、値は属性の値です。


上記のコードは次の HTML を生成します。


<p class="username">samdark</p>



開始タグまたは終了タグだけが必要な場合は、Html::beginTag() または Html::endTag() のメソッドを使うことが出来ます。


オプションは多くの Html ヘルパのメソッドとさまざまなウィジェットで使用されます。
その全ての場合において、いくつか追加の処理がなされることを知っておいてください。



		値が null である場合は、対応する属性はレンダリングされません。


		値が真偽値である属性は、真偽値属性 (boolean attributes) [http://www.w3.org/TR/html5/infrastructure.html#boolean-attributes] として扱われます。


		属性の値は [[yii\helpers\Html::encode()|Html::encode()]] を使って HTML エンコードされます。


		“data” 属性は配列を受け取ることが出来ます。
その場合、配列が「展開」されてデータ属性のリストがレンダリングされます。
例えば、'data' => ['id' => 1, 'name' => 'yii'] は data-id="1" data-name="yii" となります。


		“data” 属性は JSON を受け取ることが出来ます。これは配列と同じように処理されます。
すなわち、'data' => ['params' => ['id' => 1, 'name' => 'yii'], 'status' => 'ok'] は data-params='{"id":1,"name":"yii"}' data-status="ok" となります。








CSS のクラスとスタイルを形成する 


HTML タグのオプションを構築する場合、たいていは、デフォルトの値から始めて必要な修正をする、という方法をとります。
CSS クラスを追加または削除するために、次のコードを使用することが出来ます。


$options = ['class' => 'btn btn-default'];

if ($type === 'success') {
    Html::removeCssClass($options, 'btn-default');
    Html::addCssClass($options, 'btn-success');
}

echo Html::tag('div', 'Pwede na', $options);

// $type が 'success' の場合、次のようにレンダリングされる
// <div class="btn btn-success">Pwede na</div>



同じことを style 属性のスタイルについて行うためには、次のようにします。


$options = ['style' => ['width' => '100px', 'height' => '100px']];

// style="width: 100px; height: 200px; position: absolute;" となる
Html::addCssStyle($options, 'height: 200px; positon: absolute;');

// style="position: absolute;" となる
Html::removeCssStyle($options, ['width', 'height']);



[[yii\helpers\Html::addCssStyle()|addCssStyle()]] を使うときには、CSS プロパティの名前と値に対応する「キー-値」ペアの配列か、または、width: 100px; height: 200px; のような文字列を指定することが出来ます。
この二つの形式は、[[yii\helpers\Html::cssStyleFromArray()|cssStyleFromArray()]] と [[yii\helpers\Html::cssStyleToArray()|cssStyleToArray()]] を使って、双方向に変換することが出来ます。
[[yii\helpers\Html::removeCssStyle()|removeCssStyle()]] メソッドは、削除すべきプロパティの配列を受け取ります。
プロパティが一つだけである場合は、文字列で指定することも出来ます。





コンテントをエンコードおよびデコードする 


コンテントが適切かつ安全に HTML として表示されるためには、コンテント内の特殊文字がエンコードされなければなりません。
特殊文字のエンコードとデコードは、PHP では htmlspecialchars [http://www.php.net/manual/ja/function.htmlspecialchars.php] と htmlspecialchars_decode [http://www.php.net/manual/ja/function.htmlspecialchars-decode.php] によって行われます。
これらのメソッドを直接使用する場合の問題は、文字エンコーディングと追加のフラグを毎回指定しなければならないことです。
フラグは毎回同じものであり、文字エンコーディングはセキュリティ問題を防止するためにアプリケーションのそれと一致すべきものですから、Yii は二つのコンパクトかつ使いやすいメソッドを用意しました。


$userName = Html::encode($user->name);
echo $userName;

$decodedUserName = Html::decode($userName);








フォーム 


フォームのマークアップを扱う仕事は、極めて面倒くさく、エラーを生じがちなものです。
このため、フォームのマークアップの仕事を助けるための一群のメソッドがあります。



Note|注意: モデルを扱っており、バリデーションが必要である場合は、[[yii\widgets\ActiveForm|ActiveForm]] を使うことを検討してください。




フォームを作成する 


フォームを開始するためには、次のように [[yii\helpers\Html::beginForm()|beginForm()]] メソッドを使うことが出来ます。


<?= Html::beginForm(['order/update', 'id' => $id], 'post', ['enctype' => 'multipart/form-data']) ?>



最初の引数は、フォームが送信されることになる URL です。
これは [[yii\helpers\Url::to()|Url::to()]] によって受け入れられる Yii のルートおよびパラメータの形式で指定することが出来ます。
第二の引数は使われるメソッドです。post がデフォルトです。
第三の引数はフォームタグのオプションの配列です。
上記の場合では、POST リクエストにおけるフォームデータのエンコーディング方法を multipart/form-data に変更しています。
これはファイルをアップロードするために必要とされます。


フォームタグを閉じるのは簡単です。


<?= Html::endForm() ?>






ボタン 


ボタンを生成するためには、次のコードを使うことが出来ます。


<?= Html::button('押してね !', ['class' => 'teaser']) ?>
<?= Html::submitButton('送信', ['class' => 'submit']) ?>
<?= Html::resetButton('リセット', ['class' => 'reset']) ?>



最初の引数は、三つのメソッドのどれでも、ボタンのタイトルであり、第二の引数はオプションです。
タイトルはエンコードされませんので、エンドユーザからデータを取得する場合は [[yii\helpers\Html::encode()|Html::encode()]] を使ってエンコードしてください。





インプットフィールド 


インプットのメソッドには二つのグループがあります。
一つは active から始まるものでアクティブインプットと呼ばれます。もう一方は active から始まらないものです。
アクティブインプットは、データを指定されたモデルと属性から取得しますが、通常のインプットでは、データは直接に指定されます。


最も汎用的なメソッドは以下のものです。


タイプ、インプットの名前、値、オプション
<?= Html::input('text', 'username', $user->name, ['class' => $username]) ?>

タイプ、モデル、モデルの属性名、オプション
<?= Html::activeInput('text', $user, 'name', ['class' => $username]) ?>



インプットのタイプが前もって判っている場合は、ショートカットメソッドを使う方が便利です。



		[[yii\helpers\Html::buttonInput()]]


		[[yii\helpers\Html::submitInput()]]


		[[yii\helpers\Html::resetInput()]]


		[[yii\helpers\Html::textInput()]], [[yii\helpers\Html::activeTextInput()]]


		[[yii\helpers\Html::hiddenInput()]], [[yii\helpers\Html::activeHiddenInput()]]


		[[yii\helpers\Html::passwordInput()]] / [[yii\helpers\Html::activePasswordInput()]]


		[[yii\helpers\Html::fileInput()]], [[yii\helpers\Html::activeFileInput()]]


		[[yii\helpers\Html::textarea()]], [[yii\helpers\Html::activeTextarea()]]





ラジオとチェックボックスは、メソッドのシグニチャの面で少し異なっています。


<?= Html::radio('agree', true, ['label' => '同意します']);
<?= Html::activeRadio($model, 'agree', ['class' => 'agreement'])

<?= Html::checkbox('agree', true, ['label' => '同意します']);
<?= Html::activeCheckbox($model, 'agree', ['class' => 'agreement'])



ドロップダウンリストとリストボックスは、次のようにしてレンダリングすることが出来ます。


<?= Html::dropDownList('list', $currentUserId, ArrayHelper::map($userModels, 'id', 'name')) ?>
<?= Html::activeDropDownList($users, 'id', ArrayHelper::map($userModels, 'id', 'name')) ?>

<?= Html::listBox('list', $currentUserId, ArrayHelper::map($userModels, 'id', 'name')) ?>
<?= Html::activeListBox($users, 'id', ArrayHelper::map($userModels, 'id', 'name')) ?>



最初の引数はインプットの名前、第二の引数は現在選択されている値です。
そして第三の引数は「キー-値」のペアであり、配列のキーはリストの値、配列の値はリストのラベルです。


複数の選択肢を選択できるようにしたい場合は、チェックボックスリストが最適です。


<?= Html::checkboxList('roles', [16, 42], ArrayHelper::map($roleModels, 'id', 'name')) ?>
<?= Html::activeCheckboxList($user, 'role', ArrayHelper::map($roleModels, 'id', 'name')) ?>



そうでない場合は、ラジオリストを使います。


<?= Html::radioList('roles', [16, 42], ArrayHelper::map($roleModels, 'id', 'name')) ?>
<?= Html::activeRadioList($user, 'role', ArrayHelper::map($roleModels, 'id', 'name')) ?>






ラベルとエラー 


インプットと同じように、ラベルを生成するメソッドが二つあります。
モデルからデータを取るアクティブなラベルと、データを直接受け入れるアクティブでないラベルです。


<?= Html::label('ユーザ名', 'username', ['class' => 'label username']) ?>
<?= Html::activeLabel($user, 'username', ['class' => 'label username'])



一つまたは複数のモデルから取得したエラーを要約として表示するためには、次のコードを使うことが出来ます。


<?= Html::errorSummary($posts, ['class' => 'errors']) ?>



個別のエラーを表示するためには、次のようにします。


<?= Html::error($post, 'title', ['class' => 'error']) ?>






インプットの名前と値 


モデルに基づいてインプットフィールドの名前、ID、値を取得するメソッドがあります。
これらは主として内部的に使用されるものですが、場合によっては重宝します。


// Post[title]
echo Html::getInputName($post, 'title');

// post-title
echo Html::getInputId($post, 'title');

// '私の最初の投稿'
echo Html::getAttributeValue($post, 'title');

// $post->authors[0]
echo Html::getAttributeValue($post, '[0]authors[0]');



上記において、最初の引数はモデルであり、第二の引数は属性を示す式です。
これは最も単純な形式においては属性名ですが、配列の添字を前 および/または 後に付けた属性名とすることも出来ます。
配列の添字は主として表形式データ入力のために使用されます。



		[0]content は、表形式データ入力で使われます。表形式入力の最初のモデルの “content” 属性を表します。


		dates[0] は、”dates” 属性の最初の配列要素を表します。


		[0]dates[0] は、表形式入力の最初のモデルの “dates” 属性の最初の配列要素を表します。





前後の添字なしに属性名を取得するためには、次のコードを使うことが出来ます。


// dates
echo Html::getAttributeName('dates[0]');








スタイルとスクリプト 


埋め込みのスタイルとスクリプトをラップするタグを生成するメソッドが二つあります。


<?= Html::style('.danger { color: #f00; }') ?>

これは次の HTML を生成します。

<style>.danger { color: #f00; }</style>


<?= Html::script('alert("こんにちは!");', ['defer' => true]);

これは次の HTML を生成します。

<script defer>alert("こんにちは!");</script>



CSS ファイルの外部スタイルをリンクしたい場合は、次のようにします。


<?= Html::cssFile('@web/css/ie5.css', ['condition' => 'IE 5']) ?>

これは次の HTML を生成します。

<!--[if IE 5]>
    <link href="http://example.com/css/ie5.css" />
<![endif]-->



最初の引数は URL であり、第二の引数はオプションの配列です。
通常のオプションに加えて、次のものを指定することが出来ます。



		condition - 指定された条件を使って <link を条件付きコメントで囲みます。
条件付きコメントなんて、使う必要が無くなっちゃえば良いのにね ;)


		noscript - true に設定すると <link を <noscript> タグで囲むことができます。
この場合、JavaScript がブラウザでサポートされていないか、ユーザが JavaScript を無効にしたときだけ、CSS がインクルードされます。





JavaScript ファイルをリンクするためには、次のようにします。


<?= Html::jsFile('@web/js/main.js') ?>



CSS と同じように、最初の引数はインクルードされるファイルへのリンクを指定するものです。
オプションを第二の引数として渡すことが出来ます。
オプションに置いて、cssFile のオプションと同じように、condition を指定することが出来ます。





ハイパーリンク 


ハイパーリンクを手軽に生成できるメソッドがあります。


<?= Html::a('プロファイル', ['user/view', 'id' => $id], ['class' => 'profile-link']) ?>



最初の引数はタイトルです。
これはエンコードされませんので、エンドユーザから取得したデータを使う場合は、Html::encode() でエンコードする必要があります。
第二の引数が、<a タグの href に入ることになるものです。
どのような値が受け入れられるかについて、詳細は Url::to() を参照してください。
第三の引数は、タグのプロパティの配列です。


mailto リンクを生成する必要があるときは、次のコードを使うことが出来ます。


<?= Html::mailto('連絡先', 'admin@example.com') ?>






画像 


イメージタグを生成するためには次のようにします。


<?= Html::img('@web/images/logo.png', ['alt' => '私のロゴ']) ?>

これは次の HTML を生成します。

<img src="http://example.com/images/logo.png" alt="私のロゴ" />



最初の引数は、エイリアス 以外にも、ルートとパラメータ、または URL を受け入れることが出来ます。
Url::to() と同様です。





リスト 


順序なしリストは、次のようにして生成することが出来ます。


<?= Html::ul($posts, ['item' => function($item, $index) {
    return Html::tag(
        'li',
        $this->render('post', ['item' => $item]),
        ['class' => 'post']
    );
}]) ?>



順序付きリストを生成するためには、代りに Html:ol() を使ってください。
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Автозавантаження класів


Пошук і підключення файлів класів в Yii реалізовано за допомогою
автозавантаження класів [http://www.php.net/manual/ru/language.oop5.autoload.php].
Фреймворк надає власний швидкісний автозавантажувач, що сумісний з
PSR-4 [https://github.com/php-fig/fig-standards/blob/master/proposed/psr-4-autoloader/psr-4-autoloader.md],
який встановлюється в момент підключення файлу Yii.php.



Примітка: Для простоти опису, в цьому розділі ми будемо говорити тільки про автозавантаження класів.
Тим не менш, все описане також стосується до інтерфейсів і трейтів.




Використання автозавантажувача Yii 


Для використання автозавантажувача класів Yii слід дотримуватися два простих правила створення і іменування класів:



		Кожен клас повинен належати простору імен (тобто foo\bar\MyClass)


		Кожен клас повинен знаходитися в окремому файлі, шлях до якого визначаться наступним правилом:





// $className — це абсолютне імʼя класу, що починається з "\"
$classFile = Yii::getAlias('@' . str_replace('\\', '/', $className) . '.php');



Наприклад, якщо абсолютне імʼя класу foo\bar\MyClass, то псевдонім шляху даного файлу класу буде
@foo/bar/MyClass.php. Для того, щоб даний псевдонім можна було перетворити в шлях до файлу, необхідно щоб або @foo
або @foo/bar був кореневим псевдонімом.


При використанні базового шаблону додатка ви можете зберігати свої класи в просторі імен
верхнього рівня app, щоб вони могли бути автоматично завантажені Yii без створення нового псевдоніма.
Це працює, тому як @app є заздалегідь визначеним псевдонімом і таке імʼя класу,
як app\components\MyClass відповідно до описаного вище алготімом перетвориться в шлях AppBasePath/components/MyClass.php.


У розширеному шаблоні додатка кожен рівень додатку володіє власним кореневим псевдонімом.
Наприклад, для frontend кореневим псевдонімом є @frontend, а для backend — @backend. Це дозволяє розмістити класи
frontend в простір імен frontend, а класи backend в простір імен backend. При цьому класи будуть завантажені автоматично.





Мапа класів 


Автозавантажувач Yii підтримує мапу класів. Ця можливість дозволяє вказати шлях до файлу для кожного імені класу.
При завантаженні класу автозавантажувач перевіряє наявність класу в мапі. Якщо він там є, відповідний файл буде завантажений
безпосередньо без будь-яких додаткових перевірок. Це робить автозагрузку дуже швидкою. Всі класи самого фреймворка
завантажуються саме цим способом.


Ви маєте можливість додати клас в мапу Yii::$classMap наступним чином:


Yii::$classMap['foo\bar\MyClass'] = 'path/to/MyClass.php';



Для вказівки шляхів до файлів класів можна використовувати псевдоніми. Мапу класів необхідно сформувати
в процесі первинного завантаження, так як вона повинна бути сформована до використання класів.





Використання інших автозавантажувачів 


Оскільки Yii використовує Composer у якості менеджера залежностей, рекомендується додатково встановити його автозавантажувач.
Якщо ви використовуєте які-небудь сторонні бібліотеки із власними автозавантажувачами, то ці автозавантажувачі також необхідно
встановити.


При використанні додаткових автозавантажувачів, файл Yii.php повинен бути підключений після їх установки.
Це дозволить автозавантажувачу Yii першим намагатися завантажити клас. Наприклад, наведений нижче код взятий з
вхідного скрипта базового шаблону додатка.
Перший рядок встановлює автозавантажувач Composer, а другий - автозавантажувач Yii:


require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');



Ви можете використовувати автозавантажувач Composer без автозавантажувачa Yii, однак, швидкість автозавантаження в
цьому випадку може зменшиться. До того ж вам буде необхідно слідувати правилам автозавантажувача Composer.



Інформація: Якщо ви не хочете використовувати автозавантажувач Yii, створіть свою версію файлу Yii.php
і підключіть його у вхідному скрипті.






Автозавантаження класів розширень 


Автозавантажувач Yii може автоматично завантажувати класи розширень, при умові виконання вимоги
коректного визначення секції autoload у файлі composer.json. Більш докладно про це можна дізнатися з
офіційної документації Composer [https://getcomposer.org/doc/04-schema.md#autoload].


Якщо ви не використовуєте автозавантажувач Yii, то класи розширень можуть бути автоматично завантажені з допомогою автозавантажувач Composer.








          

      

      

    


    
        © 版权所有 .
      由 Sphinx 1.3.1 创建。
    

  

guide-ja/concept-components.html


    
      导航


      
        		
          索引


        		YII2 stable 文档 »

 
      


    


    
      
          
            
  
コンポーネント


コンポーネントは、Yiiアプリケーションの主要な構成ブロックです。コンポーネントは [[yii\base\Component]] 、
またはその派生クラスのインスタンスです。コンポーネントが他のクラスに提供する主な機能は次の 3 つです:



		プロパティ


		イベント


		ビヘイビア





個々にでも、組み合わせでも、これらの機能は Yii のクラスのカスタマイズ性と使いやすさをとても高めてくれます。たとえば、[[yii\jui\DatePicker|日付選択]] を行うユーザインターフェース·コンポーネントは、
対話型の日付選択UIを生成するとき、ビューで次のように使用することができます:


use yii\jui\DatePicker;

echo DatePicker::widget([
    'language' => 'ja',
    'name'  => 'country',
    'clientOptions' => [
        'dateFormat' => 'yy-mm-dd',
    ],
]);



クラスが [[yii\base\Component]] を継承しているおかげで、ウィジェットのプロパティは簡単に記述できます。


コンポーネントは非常に強力ですが、 イベント と ビヘイビア をサポートするため、
余分にメモリとCPU時間を要し、通常のオブジェクトよりも少し重くなります。
あなたのコンポーネントがこれら2つの機能を必要としない場合、[[yii\base\Component]] の代わりに、 [[yii\base\Object]] からコンポーネントクラスを派生することを検討してもよいでしょう。
そうすることで、あなたのコンポーネントは、 プロパティ のサポートが維持されたまま、通常のPHPオブジェクトのように効率的になります。


[[yii\base\Component]] または [[yii\base\Object]] からクラスを派生するときは、次の規約に従うことが推奨されます:



		コンストラクタをオーバーライドする場合は、コンストラクタの 最後の パラメータとして $config パラメータを指定し、親のコンストラクタにこのパラメータを渡すこと。


		自分がオーバーライドしたコンストラクタの 最後で 、必ず親クラスのコンストラクタを呼び出すこと。


		[[yii\base\Object::init()]] メソッドをオーバーライドする場合は、自分の init メソッドの 最初に 、必ず init の親実装を呼び出すようにすること。





例:


namespace yii\components\MyClass;

use yii\base\Object;

class MyClass extends Object
{
    public $prop1;
    public $prop2;

    public function __construct($param1, $param2, $config = [])
    {
        // ... 構成前の初期化

        parent::__construct($config);
    }

    public function init()
    {
        parent::init();

        // ... 構成後の初期化
    }
}



このガイドラインに従うことで、あなたのコンポーネントは生成時に コンフィグ可能 になります。例:


$component = new MyClass(1, 2, ['prop1' => 3, 'prop2' => 4]);
// とする代わりに
$component = \Yii::createObject([
    'class' => MyClass::className(),
    'prop1' => 3,
    'prop2' => 4,
], [1, 2]);




補足: [[Yii::createObject()]] を呼び出すアプローチは複雑に見えますが、より強力です。というのも、それが 依存性注入コンテナ 上に実装されているからです。



[[yii\base\Object]] クラスには、次のオブジェクトライフサイクルが適用されます:



		コンストラクタ内の事前初期化。ここでデフォルトのプロパティ値を設定することができます。


		$config によるオブジェクトの構成。構成情報は、コンストラクタ内で設定されたデフォルト値を上書きすることがあります。


		[[yii\base\Object::init()|init()]] 内の事後初期化。サニティ・チェックやプロパティの正規化を行いたいときは、このメソッドをオーバーライドします。


		オブジェクトのメソッド呼び出し。





最初の 3 つのステップは、すべてのオブジェクトのコンストラクタ内で発生します。これは、あなたがクラスインスタンス (つまり、オブジェクト) を得たときには、
すでにそのオブジェクトが適切な、信頼性の高い状態に初期化されていることを意味します。
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Translation workflow


Yii is translated in many languages in order to be useful for international applications and developers. Two main areas
where contribution is very welcome are documentation and framework messages.



Framework messages


Framework has two types of messages: exceptions that are intended to developer and are never translated and messages
that are actually visible to end user such as validation errors.


In order to start with message translation:



		Check framework/messages/config.php and make sure your language is listed in languages. If not,
add your language there (remember to keep the list in alphabetical order). The format of language code
should follow IETF language tag spec [http://en.wikipedia.org/wiki/IETF_language_tag], for example,
ru, zh-CN.


		Go to framework and run yii message/extract messages/config.php.


		Translate messages in framework/messages/your_language/yii.php. Make sure file is saved using UTF-8 encoding.


		Make a pull request [https://github.com/yiisoft/yii2/blob/master/docs/internals/git-workflow.md].





In order to keep your translation up to date you may run yii message/extract messages/config.php again. It will
automatically re-extract messages keeping unchanged ones intact.


In the translation file each array element represents the translation (value) of a message (key). If the value is empty,
the message is considered as not translated. Messages that no longer need translation will have their translations
enclosed between a pair of ‘@@’ marks. Message string can be used with plural forms format. Check i18n section
of the guide for details.





Documentation


Put documentation translations under docs/<original>-<language> where <original> is the original documentation name
such as guide or internals and <language> is the language code of the language docs are translated to. For the
Russian guide translation it is docs/guide-ru.


After initial work is done you can get what’s changed since last translation of the file using a special command from
build directory:


php build translation "../docs/guide" "../docs/guide-ru" "Russian guide translation report" > report_guide_ru.html



If it will complain about composer, perform composer install in the source root dir.
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Using template engines



Note: This section is under development.



By default, Yii uses PHP as its template language, but you can configure Yii to support other rendering engines, such as
Twig [http://twig.sensiolabs.org/] or Smarty [http://www.smarty.net/].


The view component is responsible for rendering views. You can add a custom template engine by reconfiguring this
component’s behavior:


[
    'components' => [
        'view' => [
            'class' => 'yii\web\View',
            'renderers' => [
                'tpl' => [
                    'class' => 'yii\smarty\ViewRenderer',
                    //'cachePath' => '@runtime/Smarty/cache',
                ],
                'twig' => [
                    'class' => 'yii\twig\ViewRenderer',
                    'cachePath' => '@runtime/Twig/cache',
                    // Array of twig options:
                    'options' => [
                        'auto_reload' => true,
                    ],
                    'globals' => ['html' => '\yii\helpers\Html'],
                    'uses' => ['yii\bootstrap'],
                ],
                // ...
            ],
        ],
    ],
]



In the code above, both Smarty and Twig are configured to be useable by the view files. But in order to get these extensions into your project, you need to also modify
your composer.json file to include them, too:


"yiisoft/yii2-smarty": "*",
"yiisoft/yii2-twig": "*",



That code would be added to the require section of composer.json. After making that change and saving the file, you can install the extensions by running composer update --prefer-dist in the command-line.



Twig


To use Twig, you need to create templates in files that have the .twig extension (or use another file extension but
configure the component accordingly). Unlike standard view files, when using Twig you must include the extension
in your $this->render() controller call:


return $this->render('renderer.twig', ['username' => 'Alex']);




Template syntax


The best resource to learn Twig basics is its official documentation you can find at
twig.sensiolabs.org [http://twig.sensiolabs.org/documentation]. Additionally there are Yii-specific syntax extensions
described below.



Method and function calls


If you need result you can call a method or a function using the following syntax:


{% set result = my_function({'a' : 'b'}) %}
{% set result = myObject.my_function({'a' : 'b'}) %}



If you need to echo result instead of assigning it to a variable:


{{ my_function({'a' : 'b'}) }}
{{ myObject.my_function({'a' : 'b'}) }}



In case you don’t need result you shoud use void wrapper:


{{ void(my_function({'a' : 'b'})) }}
{{ void(myObject.my_function({'a' : 'b'})) }}






Setting object properties


There’s a special function called set that allows you to set property of an object. For example, the following
in the template will change page title:


{{ set(this, 'title', 'New title') }}






Importing namespaces and classes


You can import additional classes and namespaces right in the template:


Namespace import:
{{ use('/app/widgets') }}

Class import:
{{ use('/yii/widgets/ActiveForm') }}

Aliased class import:
{{ use({'alias' : '/app/widgets/MyWidget'}) }}






Referencing other templates


There are two ways of referencing templates in include and extends statements:


{% include "comment.twig" %}
{% extends "post.twig" %}

{% include "@app/views/snippets/avatar.twig" %}
{% extends "@app/views/layouts/2columns.twig" %}



In the first case the view will be searched relatively to the current template path. For comment.twig and post.twig
that means these will be searched in the same directory as the currently rendered template.


In the second case we’re using path aliases. All the Yii aliases such as @app are available by default.





Widgets


Extension helps using widgets in convenient way converting their syntax to function calls:


{{ use('yii/bootstrap') }}
{{ nav_bar_begin({
    'brandLabel': 'My Company',
}) }}
    {{ nav_widget({
        'options': {
            'class': 'navbar-nav navbar-right',
        },
        'items': [{
            'label': 'Home',
            'url': '/site/index',
        }]
    }) }}
{{ nav_bar_end() }}



In the template above nav_bar_begin, nav_bar_end or nav_widget consists of two parts. First part is widget name
coverted to lowercase and underscores: NavBar becomes nav_bar, Nav becomes nav. _begin, _end and _widget
are the same as ::begin(), ::end() and ::widget() calls of a widget.


One could also use more generic widget_end() that executes Widget::end().





Assets


Assets could be registered the following way:


{{ use('yii/web/JqueryAsset') }}
{{ register_jquery_asset() }}



In the call above register identifies that we’re working with assets while jquery_asset translates to JqueryAsset
class that we’ve already imported with use.





Forms


You can build forms the following way:


{{ use('yii/widgets/ActiveForm') }}
{% set form = active_form_begin({
    'id' : 'login-form',
    'options' : {'class' : 'form-horizontal'},
}) %}
    {{ form.field(model, 'username') | raw }}
    {{ form.field(model, 'password').passwordInput() | raw }}

    <div class="form-group">
        <input type="submit" value="Login" class="btn btn-primary" />
    </div>
{{ active_form_end() }}






URLs


There are two functions you can use for building URLs:


<a href="{{ path('blog/view', {'alias' : post.alias}) }}">{{ post.title }}</a>
<a href="{{ url('blog/view', {'alias' : post.alias}) }}">{{ post.title }}</a>



path generates relative URL while url generates absolute one. Internally both are using [[\yii\helpers\Url]].





Additional variables


Within Twig templates the following variables are always defined:



		app, which equates to \Yii::$app


		this, which equates to the current View object










Additional configuration


Yii Twig extension allows you to define your own syntax and bring regular helper classes into templates. Let’s review
configuration options.



Globals


You can add global helpers or values via the application configuration’s globals variable. You can define both Yii
helpers and your own variables there:


'globals' => [
    'html' => '\yii\helpers\Html',
    'name' => 'Carsten',
    'GridView' => '\yii\grid\GridView',
],



Once configured, in your template you can use the globals in the following way:


Hello, {{name}}! {{ html.a('Please login', 'site/login') | raw }}.

{{ GridView.widget({'dataProvider' : provider}) | raw }}






Functions


You can define additional functions like the following:


'functions' => [
    'rot13' => 'str_rot13',
    'truncate' => '\yii\helpers\StringHelper::truncate',
],



In template they could be used like the following:


`{{ rot13('test') }}`
`{{ truncate(post.text, 100) }}`






Filters


Additional filters may be added via the application configuration’s filters option:


'filters' => [
    'jsonEncode' => '\yii\helpers\Json::encode',
],



Then in the template you can apply filter using the following syntax:


{{ model|jsonEncode }}










Smarty


To use Smarty, you need to create templates in files that have the .tpl extension (or use another file extension but
configure the component accordingly). Unlike standard view files, when using Smarty you must include the extension in
your $this->render() or $this->renderPartial() controller calls:


return $this->render('renderer.tpl', ['username' => 'Alex']);




Template syntax


The best resource to learn Smarty template syntax is its official documentation you can find at
www.smarty.net [http://www.smarty.net/docs/en/]. Additionally there are Yii-specific syntax extensions
described below.



Setting object properties


There’s a special function called set that allows you to set common properties of the view and controller. Currently
available properties are title, theme and layout:


{set title="My Page"}
{set theme="frontend"}
{set layout="main.tpl"}



For title there’s dedicated block as well:


{title}My Page{/title}






Setting meta tags


Meta tags could be set like to following:


{meta keywords="Yii,PHP,Smarty,framework"}



There’s also dedicated block for description:


{description}This is my page about Smarty extension{/description}






Calling object methods


Sometimes you need calling





Importing static classes, using widgets as functions and blocks


You can import additional static classes right in the template:


{use class="yii\helpers\Html"}
{Html::mailto('eugenia@example.com')}



If you want you can set custom alias:


{use class="yii\helpers\Html" as="Markup"}
{Markup::mailto('eugenia@example.com')}



Extension helps using widgets in convenient way converting their syntax to function calls or blocks. For regular widgets
function could be used like the following:


{use class='@yii\grid\GridView' type='function'}
{GridView dataProvider=$provider}



For widgets with begin and end methods such as ActiveForm it’s better to use block:


{use class='yii\widgets\ActiveForm' type='block'}
{ActiveForm assign='form' id='login-form' action='/form-handler' options=['class' => 'form-horizontal']}
    {$form->field($model, 'firstName')}
    <div class="form-group">
        <div class="col-lg-offset-1 col-lg-11">
            <input type="submit" value="Login" class="btn btn-primary" />
        </div>
    </div>
{/ActiveForm}



If you’re using particular widget a lot, it is a good idea to declare it in application config and remove {use class
call from templates:


'components' => [
    'view' => [
        // ...
        'renderers' => [
            'tpl' => [
                'class' => 'yii\smarty\ViewRenderer',
                'widgets' => [
                    'blocks' => [
                        'ActiveForm' => '\yii\widgets\ActiveForm',
                    ],
                ],
            ],
        ],
    ],
],






Referencing other templates


There are two main ways of referencing templates in include and extends statements:


{include 'comment.tpl'}
{extends 'post.tpl'}

{include '@app/views/snippets/avatar.tpl'}
{extends '@app/views/layouts/2columns.tpl'}



In the first case the view will be searched relatively to the current template path. For comment.tpl and post.tpl
that means these will be searched in the same directory as the currently rendered template.


In the second case we’re using path aliases. All the Yii aliases such as @app are available by default.





CSS, JavaScript and asset bundles


In order to register JavaScript and CSS files the following syntax could be used:


{registerJsFile url='http://maps.google.com/maps/api/js?sensor=false' position='POS_END'}
{registerCssFile url='@assets/css/normalizer.css'}



If you need JavaScript and CSS directly in the template there are convenient blocks:


{registerJs key='show' position='POS_LOAD'}
    $("span.show").replaceWith('<div class="show">');
{/registerJs}

{registerCss}
div.header {
    background-color: #3366bd;
    color: white;
}
{/registerCss}



Asset bundles could be registered the following way:


{use class="yii\web\JqueryAsset"}
{JqueryAsset::register($this)|void}



Here we’re using void modifier because we don’t need method call result.





URLs


There are two functions you can use for building URLs:


<a href="{path route='blog/view' alias=$post.alias}">{$post.title}</a>
<a href="{url route='blog/view' alias=$post.alias}">{$post.title}</a>



path generates relative URL while url generates absolute one. Internally both are using [[\yii\helpers\Url]].





Additional variables


Within Smarty templates the following variables are always defined:



		$app, which equates to \Yii::$app


		$this, which equates to the current View object








Accessing config params


Yii parameters that are available in your application through Yii::$app->params->something could be used the following
way:


`{#something#}`
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Flujo de Trabajo de Traducción


Yii se traduce en muchos idiomas con el fin de ser útil para desarrolladores de aplicaciones e internacionales.
Dos áreas principales donde la contribución es muy bienvenida son la documentación y los mensajes del framework.



Mensajes del Framework


El framework tiene dos tipos de mensajes: excepciones que están destinadas al desarrollador y nunca se traducen, y mensajes
que en realidad son visibles para el usuario final, tales como errores de validación.


El orden para comenzar con la traducción de mensajes:



		Comprobar que en framework/messages/config.php su idioma aparece en languages. Si no, añade tu idioma allí (recuerda que debes mantener la lista en orden alfabético).
El formato de código de idioma debe seguir el Código de Idiomas IETF [http://es.wikipedia.org/wiki/C%C3%B3digo_de_idioma_IETF], por ejemplo, es.


		Ir al directorio framework y ejecutar el comando yii message/extract messages/config.php.


		Traducir los mensajes en framework/messages/tu-idioma/yii.php. Asegúrate de guardar el archivo con codificación UTF-8.


		Crear un pull request [https://github.com/yiisoft/yii2/blob/master/docs/internals-es/git-workflow.md].





Con el fin de mantener la traducción al día puedes ejecutar yii message/extract messages/config.php nuevamente.
Se volverán a extraer automáticamente los mensajes de mantenimiento intactos sin los cambios.


En el archivo de traducción de cada elemento del array representa un mensaje (clave) y su la traducción (valor). Si el valor está vacío, el mensaje se considera como no traducido.
Los mensajes que ya no necesiten traducción tendrán sus traducciones encerrado entre un par de marcas ‘@@’. El texto de los mensajes se puede utilizar con el formato de formas plurales.
Chequea la sección i18n de la guía para más detalles.





Documentación


Coloca las traducciones de la documentación bajo docs/<original>-<language> donde <original> es el nombre de la documentación original como guide o internals
y <language> es el código del idioma al que se está traduciendo. Para la traducción al español de la guía, es docs/guide-es.


Después de que el trabajo inicial está hecho, puedes obtener los cambios desde la última traducción del archivo usando un comando especial del directorio build:


php build translation "../docs/guide" "../docs/guide-es" "Reporte de traducción guia en Español" > report_guide_es.html



Si recibes un error de composer, ejecuta composer install en el directorio raíz.





Convenios para la traducción


Las palabras en inglés que son propias del framework o de PHP se pueden dejar en el idioma original. Ejemplos: namespace, assets, helper, widget, etc.


Para las palabras que están muy ligadas a conceptos extendidos se deben traducir y poner entre paréntesis su equivalente en el idioma original. Ejemplos : petición (request), respuesta (response), comportamiento (behavior), etc.


Los bloques han de ser traducidos, las traducciones se muestran a continuación :



		Warning : Aviso


		Note : Nota


		Info : Información


		Tip : Consejo






Aclaraciones :




		Sólo mencionar una vez entre paréntesis la palabra original en su primera aparición en el texto o en el fichero README.md,
evitando redundancias. Ejemplo: vista(view), controlador(controller), etc.


		Si una palabra se refiere a un concepto o acción se aplicará la traducción, si por el contrario se refiere a un tipo de dato de php o del framework no se debe traducir.


		El equipo de traductores hemos escogido el Español-latino para elaborar las traducciones de las guías en Español, eviten usar expresiones o palabras autóctonas de su región para un mayor acercamiento al resto de hispano hablantes.
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先を見通す


「はじめよう」の章全体を読み通したなら、いまやあなたは、完全な Yii のアプリケーションを作成したことがある、ということになります。
その過程で、あなたは必要とされることが多いいくつかの機能、例えば、HTML フォームを通じてユーザからデータを取得することや、データベースからデータを取得すること、また、ページ付けをしてデータを表示することなどを実装する方法を学びました。
また、Gii を使ってコードを自動的に生成する方法も学びました。
Gii をコード生成に使うと、ウェブ開発のプロセスの大部分が、いくつかのフォームに入力していくだけの簡単な仕事になります。


この節では、Yii フレームワークを使うときの生産性を更に高めるために利用できるリソースについてまとめます。



		ドキュメント
		決定版ガイド [http://www.yiiframework.com/doc-2.0/guide-README.html]:
名前が示すように、このガイドは Yii がどのように動作すべきものかを正確に記述し、Yii を使用するについての全般的な手引きを提供するものです。
これは唯一の最も重要な Yii のチュートリアルであり、Yii のコードを少しでも書く前にあなたはこれを読まなければなりません。


		クラスリファレンス [http://www.yiiframework.com/doc-2.0/index.html]:
これは Yii によって提供される全てのクラスの使用法を記述しています。
主として、コードを書いている時に、特定のクラス、メソッド、プロパティについて理解したい場合に読まれるべきものです。
クラスリファレンスの使用は、フレームワーク全体の文脈的な理解が出来てからにするのが最善です。


		Wiki の記事 [http://www.yiiframework.com/wiki/?tag=yii2]:
Wiki の記事は、Yii のユーザが自身の経験に基づいて書いたものです。
ほとんどの記事は、料理本のレシピのように書かれており、特定の問題を Yii を使って解決する方法を示しています。
これらの記事の品質は決定版ガイドほどには良くないかもしれませんが、より広範なトピックをカバーしていることと、たいていは即座に使えるソリューションを提供してくれることにおいて有用なものです。


		書籍 [http://www.yiiframework.com/doc/]








		エクステンション [http://www.yiiframework.com/extensions/]:
Yii は、ユーザによって作られた数千におよぶエクステンションのライブラリを誇りとしています。
エクステンションはあなたのアプリケーションに簡単に組み込むことが出来、そうすることでアプリケーションの開発作業をより一層速くて簡単なものにします。


		コミュニティ
		フォーラム: http://www.yiiframework.com/forum/


		IRC チャット: freenode ネットワーク (irc://irc.freenode.net/yii) の #yii チャンネル


		GitHub: https://github.com/yiisoft/yii2


		Facebook: https://www.facebook.com/groups/yiitalk/


		Twitter: https://twitter.com/yiiframework


		LinkedIn: https://www.linkedin.com/groups/yii-framework-1483367


		Stackoverflow: http://stackoverflow.com/questions/tagged/yii2
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核心验证器（Core Validators）


Yii 提供一系列常用的核心验证器，主要存在于 yii\validators 命名空间之下。为了避免使用冗长的类名，你可以直接用昵称来指定相应的核心验证器。比如你可以用 required 昵称代指 [[yii\validators\RequiredValidator]] 类：


public function rules()
{
    return [
        [['email', 'password'], 'required'],
    ];
}



[[yii\validators\Validator::builtInValidators]] 属性声明了所有被支持的验证器昵称。


下面，我们将详细介绍每一款验证器的主要用法和属性。



[[yii\validators\BooleanValidator|boolean（布尔型）]] 


[
    // 检查 "selected" 是否为 0 或 1，无视数据类型
    ['selected', 'boolean'],

    // 检查 "deleted" 是否为布尔类型，即 true 或 false
    ['deleted', 'boolean', 'trueValue' => true, 'falseValue' => false, 'strict' => true],
]



该验证器检查输入值是否为一个布尔值。



		trueValue： 代表真的值。默认为 '1'。


		falseValue：代表假的值。默认为 '0'。


		strict：是否要求待测输入必须严格匹配 trueValue 或 falseValue。默认为 false。






注意：因为通过 HTML 表单传递的输入数据都是字符串类型，所以一般情况下你都需要保持
[[yii\validators\BooleanValidator::strict|strict]] 属性为假。






[[yii\captcha\CaptchaValidator|captcha（验证码）]] 


[
    ['verificationCode', 'captcha'],
]



该验证器通常配合 [[yii\captcha\CaptchaAction]] 以及 [[yii\captcha\Captcha]]
使用，以确保某一输入与 [[yii\captcha\Captcha|CAPTCHA]] 小部件所显示的验证代码（verification code）相同。



		caseSensitive：对验证代码的比对是否要求大小写敏感。默认为 false。


		captchaAction：指向用于渲染 CAPTCHA 图片的 [[yii\captcha\CaptchaAction|CAPTCHA action]] 的 路由。默认为 'site/captcha'。


		skipOnEmpty：当输入为空时，是否跳过验证。默认为 false，也就是输入值为必需项。








[[yii\validators\CompareValidator|compare（比较）]] 


[
    // 检查 "password" 特性的值是否与 "password_repeat" 的值相同
    ['password', 'compare'],

    // 检查年龄是否大于等于 30
    ['age', 'compare', 'compareValue' => 30, 'operator' => '>='],
]



该验证器比较两个特定输入值之间的关系是否与 operator 属性所指定的相同。



		compareAttribute：用于与原特性相比较的特性名称。当该验证器被用于验证某目标特性时，该属性会默认为目标属性加后缀 _repeat。举例来说，若目标特性为 password，则该属性默认为 password_repeat。


		compareValue：用于与输入值相比较的常量值。当该属性与 compareAttribute 属性同时被指定时，该属性优先被使用。


		operator：比较操作符。默认为 ==，意味着检查输入值是否与 compareAttribute 或 compareValue 的值相等。该属性支持如下操作符：
		==：检查两值是否相等。比对为非严格模式。


		===：检查两值是否全等。比对为严格模式。


		!=：检查两值是否不等。比对为非严格模式。


		!==：检查两值是否不全等。比对为严格模式。


		>：检查待测目标值是否大于给定被测值。


		>=：检查待测目标值是否大于等于给定被测值。


		<：检查待测目标值是否小于给定被测值。


		<=：检查待测目标值是否小于等于给定被测值。














[[yii\validators\DateValidator|date（日期）]] 


[
    [['from', 'to'], 'date'],
]



该验证器检查输入值是否为适当格式的 date，time，或者 datetime。另外，它还可以帮你把输入值转换为一个 UNIX 时间戳并保存到 [[yii\validators\DateValidator::timestampAttribute|timestampAttribute]] 属性所指定的特性里。



		format：待测的 日期/时间 格式。请参考
date_create_from_format() 相关的 PHP 手册 [http://www.php.net/manual/zh/datetime.createfromformat.php]了解设定格式字符串的更多细节。默认值为 'Y-m-d'。


		timestampAttribute：用于保存用输入时间/日期转换出来的 UNIX 时间戳的特性。








[[yii\validators\DefaultValueValidator|default（默认值）]] 


[
    // 若 "age" 为空，则将其设为 null
    ['age', 'default', 'value' => null],

    // 若 "country" 为空，则将其设为 "USA"
    ['country', 'default', 'value' => 'USA'],

    // 若 "from" 和 "to" 为空，则分别给他们分配自今天起，3 天后和 6 天后的日期。
    [['from', 'to'], 'default', 'value' => function ($model, $attribute) {
        return date('Y-m-d', strtotime($attribute === 'to' ? '+3 days' ：'+6 days'));
    }],
]



该验证器并不进行数据验证。而是，给为空的待测特性分配默认值。



		value：默认值，或一个返回默认值的 PHP Callable 对象（即回调函数）。它们会分配给检测为空的待测特性。PHP 回调方法的样式如下：





function foo($model, $attribute) {
    // ... 计算 $value ...
    return $value;
}




补充：如何判断待测值是否为空，被写在另外一个话题的处理空输入章节。






[[yii\validators\NumberValidator|double（双精度浮点型）]] 


[
    // 检查 "salary" 是否为浮点数
    ['salary', 'double'],
]



该验证器检查输入值是否为双精度浮点数。他等效于 number 验证器。



		max：上限值（含界点）。若不设置，则验证器不检查上限。


		min：下限值（含界点）。若不设置，则验证器不检查下限。








[[yii\validators\EmailValidator|email（电子邮件）]] 


[
    // 检查 "email" 是否为有效的邮箱地址
    ['email', 'email'],
]



该验证器检查输入值是否为有效的邮箱地址。



		allowName：检查是否允许带名称的电子邮件地址 (e.g. 张三 <John.san@example.com>)。 默认为 false。


		checkDNS：检查邮箱域名是否存在，且有没有对应的 A 或 MX 记录。不过要知道，有的时候该项检查可能会因为临时性 DNS 故障而失败，哪怕它其实是有效的。默认为 false。


		enableIDN：验证过程是否应该考虑 IDN（internationalized domain names，国际化域名，也称多语种域名，比如中文域名）。默认为 false。要注意但是为使用 IDN 验证功能，请先确保安装并开启 intl PHP 扩展，不然会导致抛出异常。








[[yii\validators\ExistValidator|exist（存在性）]] 


[
    // a1 需要在 "a1" 特性所代表的字段内存在
    ['a1', 'exist'],

    // a1 必需存在，但检验的是 a1 的值在字段 a2 中的存在性
    ['a1', 'exist', 'targetAttribute' => 'a2'],

    // a1 和 a2 的值都需要存在，且它们都能收到错误提示
    [['a1', 'a2'], 'exist', 'targetAttribute' => ['a1', 'a2']],

    // a1 和 a2 的值都需要存在，只有 a1 能接收到错误信息
    ['a1', 'exist', 'targetAttribute' => ['a1', 'a2']],

    // 通过同时在 a2 和 a3 字段中检查 a2 和 a1 的值来确定 a1 的存在性
    ['a1', 'exist', 'targetAttribute' => ['a2', 'a1' => 'a3']],

    // a1 必需存在，若 a1 为数组，则其每个子元素都必须存在。
    ['a1', 'exist', 'allowArray' => true],
]



该验证器检查输入值是否在某表字段中存在。它只对活动记录类型的模型类特性起作用，能支持对一个或多过字段的验证。



		targetClass：用于查找输入值的目标 AR 类。若不设置，则会使用正在进行验证的当前模型类。


		targetAttribute：用于检查输入值存在性的 targetClass 的模型特性。
		若不设置，它会直接使用待测特性名（整个参数数组的首元素）。


		除了指定为字符串以外，你也可以用数组的形式，同时指定多个用于验证的表字段，数组的键和值都是代表字段的特性名，值表示 targetClass 的待测数据源字段，而键表示当前模型的待测特性名。


		若键和值相同，你可以只指定值。（如:['a2'] 就代表 ['a2'=>'a2']）








		filter：用于检查输入值存在性必然会进行数据库查询，而该属性为用于进一步筛选该查询的过滤条件。可以为代表额外查询条件的字符串或数组（关于查询条件的格式，请参考 [[yii\db\Query::where()]]）；或者样式为 function ($query) 的匿名函数，$query 参数为你希望在该函数内进行修改的 [[yii\db\Query|Query]] 对象。


		allowArray：是否允许输入值为数组。默认为 false。若该属性为 true 且输入值为数组，则数组的每个元素都必须在目标字段中存在。值得注意的是，若用吧 targetAttribute 设为多元素数组来验证被测值在多字段中的存在性时，该属性不能设置为 true。






译注：exist 和 unique 验证器的机理和参数都相似，有点像一体两面的阴和阳。




		他们的区别是 exist 要求 targetAttribute 键所代表的的属性在其值所代表字段中找得到；而 unique 正相反，要求键所代表的的属性不能在其值所代表字段中被找到。


		从另一个角度来理解：他们都会在验证的过程中执行数据库查询，查询的条件即为where $v=$k (假设 targetAttribute 的其中一对键值对为 $k => $v)。unique 要求查询的结果数 $count==0，而 exist 则要求查询的结果数 $count>0


		最后别忘了，unique 验证器不存在 allowArray 属性哦。








[[yii\validators\FileValidator|file（文件）]] 


[
    // 检查 "primaryImage" 是否为 PNG, JPG 或 GIF 格式的上传图片。
    // 文件大小必须小于  1MB
    ['primaryImage', 'file', 'extensions' => ['png', 'jpg', 'gif'], 'maxSize' => 1024*1024*1024],
]



该验证器检查输入值是否为一个有效的上传文件。



		extensions：可接受上传的文件扩展名列表。它可以是数组，也可以是用空格或逗号分隔各个扩展名的字符串 (e.g. “gif, jpg”)。
扩展名大小写不敏感。默认为 null，意味着所有扩展名都被接受。


		mimeTypes：可接受上传的 MIME 类型列表。它可以是数组，也可以是用空格或逗号分隔各个 MIME 的字符串 (e.g. “image/jpeg, image/png”)。
Mime 类型名是大小写不敏感的。默认为 null，意味着所有 MIME 类型都被接受。


		minSize：上传文件所需最少多少 Byte 的大小。默认为 null，代表没有下限。


		maxSize：上传文件所需最多多少 Byte 的大小。默认为 null，代表没有上限。


		maxFiles：给定特性最多能承载多少个文件。默认为 1，代表只允许单文件上传。若值大于一，那么输入值必须为包含最多 maxFiles 个上传文件元素的数组。


		checkExtensionByMimeType：是否通过文件的 MIME 类型来判断其文件扩展。若由 MIME 判定的文件扩展与给定文件的扩展不一样，则文件会被认为无效。默认为 true，代表执行上述检测。





FileValidator 通常与 [[yii\web\UploadedFile]] 共同使用。请参考 文件上传章节来了解有关文件上传与上传文件的检验的全部内容。





[[yii\validators\FilterValidator|filter（滤镜）]] 


[
    // trim 掉 "username" 和 "email" 输入
    [['username', 'email'], 'filter', 'filter' => 'trim', 'skipOnArray' => true],

    // 标准化 "phone" 输入
    ['phone', 'filter', 'filter' => function ($value) {
        // 在此处标准化输入的电话号码
        return $value;
    }],
]



该验证器并不进行数据验证。而是，给输入值应用一个滤镜，并在检验过程之后把它赋值回特性变量。



		filter：用于定义滤镜的 PHP 回调函数。可以为全局函数名，匿名函数，或其他。该函数的样式必须是 function ($value) { return $newValue; }。该属性不能省略，必须设置。


		skipOnArray：是否在输入值为数组时跳过滤镜。默认为 false。请注意如果滤镜不能处理数组输入，你就应该把该属性设为 true。否则可能会导致 PHP Error 的发生。






技巧：如果你只是想要用 trim 处理下输入值，你可以直接用 trim 验证器的。






[[yii\validators\ImageValidator|image（图片）]] 


[
    // 检查 "primaryImage" 是否为适当尺寸的有效图片
    ['primaryImage', 'image', 'extensions' => 'png, jpg',
        'minWidth' => 100, 'maxWidth' => 1000,
        'minHeight' => 100, 'maxHeight' => 1000,
    ],
]



该验证器检查输入值是否为代表有效的图片文件。它继承自 file 验证器，并因此继承有其全部属性。除此之外，它还支持以下为图片检验而设的额外属性：



		minWidth：图片的最小宽度。默认为 null，代表无下限。


		maxWidth：图片的最大宽度。默认为 null，代表无上限。


		minHeight：图片的最小高度。 默认为 null，代表无下限。


		maxHeight：图片的最大高度。默认为 null，代表无上限。








[[yii\validators\RangeValidator|in（范围）]] 


[
    // 检查 "level" 是否为 1、2 或 3 中的一个
    ['level', 'in', 'range' => [1, 2, 3]],
]



该验证器检查输入值是否存在于给定列表的范围之中。



		range：用于检查输入值的给定值列表。


		strict：输入值与给定值直接的比较是否为严格模式（也就是类型与值都要相同，即全等）。默认为 false。


		not：是否对验证的结果取反。默认为 false。当该属性被设置为 true，验证器检查输入值是否不在给定列表内。


		allowArray：是否接受输入值为数组。当该值为 true 且输入值为数组时，数组内的每一个元素都必须在给定列表内存在，否则返回验证失败。








[[yii\validators\NumberValidator|integer（整数）]] 


[
    // 检查 "age" 是否为整数
    ['age', 'integer'],
]



该验证器检查输入值是否为整形。



		max：上限值（含界点）。若不设置，则验证器不检查上限。


		min：下限值（含界点）。若不设置，则验证器不检查下限。








[[yii\validators\RegularExpressionValidator|match（正则表达式）]] 


[
    // 检查 "username" 是否由字母开头，且只包含单词字符
    ['username', 'match', 'pattern' => '/^[a-z]\w*$/i']
]



该验证器检查输入值是否匹配指定正则表达式。



		pattern：用于检测输入值的正则表达式。该属性是必须的，若不设置则会抛出异常。


		not：是否对验证的结果取反。默认为 false，代表输入值匹配正则表达式时验证成功。如果设为 true，则输入值不匹配正则时返回匹配成功。








[[yii\validators\NumberValidator|number（数字）]] 


[
    // 检查 "salary" 是否为数字
    ['salary', 'number'],
]



该验证器检查输入值是否为数字。他等效于 double 验证器。



		max：上限值（含界点）。若不设置，则验证器不检查上限。


		min：下限值（含界点）。若不设置，则验证器不检查下限。








[[yii\validators\RequiredValidator|required（必填）]] 


[
    // 检查 "username" 与 "password" 是否为空
    [['username', 'password'], 'required'],
]



该验证器检查输入值是否为空，还是已经提供了。



		requiredValue：所期望的输入值。若没设置，意味着输入不能为空。


		strict：检查输入值时是否检查类型。默认为 false。当没有设置 requiredValue 属性时，若该属性为 true，验证器会检查输入值是否严格为 null；若该属性设为 false，该验证器会用一个更加宽松的规则检验输入值是否为空。





当设置了 requiredValue 属性时，若该属性为 true，输入值与 requiredValue 的比对会同时检查数据类型。



补充：如何判断待测值是否为空，被写在另外一个话题的处理空输入章节。






[[yii\validators\SafeValidator|safe（安全）]] 


[
    // 标记 "description" 为安全特性
    ['description', 'safe'],
]



该验证器并不进行数据验证。而是把一个特性标记为安全特性。





[[yii\validators\StringValidator|string（字符串）]] 


[
    // 检查 "username" 是否为长度 4 到 24 之间的字符串
    ['username', 'string', 'length' => [4, 24]],
]



该验证器检查输入值是否为特定长度的字符串。并检查特性的值是否为某个特定长度。



		length：指定待测输入字符串的长度限制。该属性可以被指定为以下格式之一：
		证书：the exact length that the string should be of;


		单元素数组：代表输入字符串的最小长度 (e.g. [8])。这会重写 min 属性。


		包含两个元素的数组：代表输入字符串的最小和最大长度(e.g. [8, 128])。
这会同时重写 min 和 max 属性。








		min：输入字符串的最小长度。若不设置，则代表不设下限。


		max：输入字符串的最大长度。若不设置，则代表不设上限。


		encoding：待测字符串的编码方式。若不设置，则使用应用自身的 [[yii\base\Application::charset|charset]] 属性值，该值默认为 UTF-8。








[[yii\validators\FilterValidator|trim（译为修剪/裁边）]] 


[
    // trim 掉 "username" 和 "email" 两侧的多余空格
    [['username', 'email'], 'trim'],
]



该验证器并不进行数据验证。而是，trim 掉输入值两侧的多余空格。注意若该输入值为数组，那它会忽略掉该验证器。





[[yii\validators\UniqueValidator|unique（唯一性）]] 


[
    // a1 需要在 "a1" 特性所代表的字段内唯一
    ['a1', 'unique'],

    // a1 需要唯一，但检验的是 a1 的值在字段 a2 中的唯一性
    ['a1', 'unique', 'targetAttribute' => 'a2'],

    // a1 和 a2 的组合需要唯一，且它们都能收到错误提示
    [['a1', 'a2'], 'unique', 'targetAttribute' => ['a1', 'a2']],

    // a1 和 a2 的组合需要唯一，只有 a1 能接收错误提示
    ['a1', 'unique', 'targetAttribute' => ['a1', 'a2']],

    // 通过同时在 a2 和 a3 字段中检查 a2 和 a3 的值来确定 a1 的唯一性
    ['a1', 'unique', 'targetAttribute' => ['a2', 'a1' => 'a3']],
]



该验证器检查输入值是否在某表字段中唯一。它只对活动记录类型的模型类特性起作用，能支持对一个或多过字段的验证。



		targetClass：用于查找输入值的目标 AR 类。若不设置，则会使用正在进行验证的当前模型类。


		targetAttribute：用于检查输入值唯一性的 targetClass 的模型特性。
		若不设置，它会直接使用待测特性名（整个参数数组的首元素）。


		除了指定为字符串以外，你也可以用数组的形式，同时指定多个用于验证的表字段，数组的键和值都是代表字段的特性名，值表示 targetClass 的待测数据源字段，而键表示当前模型的待测特性名。


		若键和值相同，你可以只指定值。（如:['a2'] 就代表 ['a2'=>'a2']）








		filter：用于检查输入值唯一性必然会进行数据库查询，而该属性为用于进一步筛选该查询的过滤条件。可以为代表额外查询条件的字符串或数组（关于查询条件的格式，请参考 [[yii\db\Query::where()]]）；或者样式为 function ($query) 的匿名函数，$query 参数为你希望在该函数内进行修改的 [[yii\db\Query|Query]] 对象。






译注：exist 和 unique 验证器的机理和参数都相似，有点像一体两面的阴和阳。




		他们的区别是 exist 要求 targetAttribute 键所代表的的属性在其值所代表字段中找得到；而 unique 正相反，要求键所代表的的属性不能在其值所代表字段中被找到。


		从另一个角度来理解：他们都会在验证的过程中执行数据库查询，查询的条件即为where $v=$k (假设 targetAttribute 的其中一对键值对为 $k => $v)。unique 要求查询的结果数 $count==0，而 exist 则要求查询的结果数 $count>0


		最后别忘了，unique 验证器不存在 allowArray 属性哦。








[[yii\validators\UrlValidator|url（网址）]] 


[
    // 检查 "website" 是否为有效的 URL。若没有 URI 方案，则给 "website" 特性加 "http://" 前缀
    ['website', 'url', 'defaultScheme' => 'http'],
]



该验证器检查输入值是否为有效 URL。



		validSchemes：用于指定那些 URI 方案会被视为有效的数组。默认为 ['http', 'https']，代表 http 和 https URLs 会被认为有效。


		defaultScheme：若输入值没有对应的方案前缀，会使用的默认 URI 方案前缀。默认为 null，代表不修改输入值本身。


		enableIDN：验证过程是否应该考虑 IDN（internationalized domain names，国际化域名，也称多语种域名，比如中文域名）。默认为 false。要注意但是为使用 IDN 验证功能，请先确保安装并开启 intl PHP 扩展，不然会导致抛出异常。
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Shared Hosting Environment


Shared hosting environments are often quite limited about configuration and directory structure. Still in most cases
you can run Yii 2.0 on these.



Deploying basic application


Since there’s typically only one webroot it is recommended to use basic application template. Refer to
Installing Yii chapter and install application template locally.



Add extras for webserver 


If webserver used is Apache you’ll need to add .htaccess file with the following content to web
(where index.php is):


Options +FollowSymLinks
IndexIgnore */*

RewriteEngine on

# if a directory or a file exists, use it directly
RewriteCond %{REQUEST_FILENAME} !-f
RewriteCond %{REQUEST_FILENAME} !-d

# otherwise forward it to index.php
RewriteRule . index.php



In case of nginx you should not need any extra config files.





Renaming webroot 


If after connecting to your shared hosting via FTP or by other means you’re seeing something like the following, you’re
most probably lucky.


config
logs
www



In the above www is webserver directory root (i.e. webroot). It could be named differently. Common names are: www,
htdocs, public_html. Since we have webroot in our basic application template named web we need to rename it to
whatever hosting webroot is before uploading.





FTP root directory is writeable


If you can write to the root level directory i.e. where config, logs and www are, just upload assets, commands
etc. as is.





Check requirements


In order to run Yii hosting should meet its requirements. The very minimum requirement is PHP 5.4. In order to check
the rest copy requirements.php from root directory into webroot directory and run it via browser using
http://example.com/requirements.php URL. Don’t forget to delete the file afterwards.







Deploying advanced application


Deploying advanced application to shared hosting is a bit trickier than doing it with basic application because it has
two webroots which shared hosting typically donesn’t have. Because of that structure could be adjusted a bit.



Move entry scripts into single webroot


First of all we need a webroot directory. Name it the way it matches your hosting webroot as described in
Renaming webroot above. Then create the following structure:


www
    admin
backend
common
console
environments
frontend
...



www will be our frontend directory so move contents of frontend/web into it. Do the same with backend/web moving
its contents into www/admin. In each case you need to adjust paths in index.php and index-test.php.





Separate sessions and cookies


Originally backend and frontend are intended to run at different domains. When we’re moving it all to the same domain it
is starting to share the same cookies creating a clash. It order to fix it adjust backend application config
backend/config/main.php like the following:


'components' => [
    'request' => [
        'csrfParam' => '_backendCSRF',
        'csrfCookie' => [
            'httpOnly' => true,
            'path' => '/admin',
        ],
    ],
    'user' => [
        'identityCookie' => [
            'name' => '_backendIdentity',
            'path' => '/admin',
            'httpOnly' => true,
        ],
    ],
    'session' => [
        'name' => 'BACKENDSESSID',
        'cookieParams' => [
            'path' => '/admin',
        ],
    ],
],
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说声 Hello


本章描述了如何在你的应用中创建一个新的 “Hello” 页面。为了实现这一目标，将会创建一个操作和一个视图：



		应用将会分派页面请求给操作


		操作将会依次渲染视图呈现 “Hello” 给最终用户





贯穿整个章节，你将会掌握三件事：



		如何创建一个操作去响应请求，


		如何创建一个视图去构造响应内容，


		以及一个应用如何分派请求给操作。






创建操作 


为了 “Hello”，需要创建一个 say 操作，从请求中接收 message 参数并显示给最终用户。如果请求没有提供 message 参数，操作将显示默认参数 “Hello”。



补充：操作是最终用户可以直接访问并执行的对象。操作被组织在控制器中。一个操作的执行结果就是最终用户收到的响应内容。



操作必须声明在控制器中。为了简单起见，你可以直接在 SiteController 控制器里声明 say 操作。这个控制器是由文件 controllers/SiteController.php 定义的。以下是一个操作的声明：


<?php

namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    // ...其它代码...

    public function actionSay($message = 'Hello')
    {
        return $this->render('say', ['message' => $message]);
    }
}



在上述 SiteController 代码中，say 操作被定义为 actionSay 方法。Yii 使用 action 前缀区分普通方法和操作。action 前缀后面的名称被映射为操作的 ID。


涉及到给操作命名时，你应该理解 Yii 如何处理操作 ID。操作 ID 总是被以小写处理，如果一个操作 ID 由多个单词组成，单词之间将由连字符连接（如 create-comment）。操作 ID 映射为方法名时移除了连字符，将每个单词首字母大写，并加上 action 前缀。 例子：操作 ID create-comment 相当于方法名 actionCreateComment。


上述代码中的操作方法接受一个参数 $message，它的默认值是 “Hello”（就像你设置 PHP 中其它函数或方法的默认值一样）。当应用接收到请求并确定由 say 操作来响应请求时，应用将从请求的参数中寻找对应值传入进来。换句话说，如果请求包含一个 message 参数，它的值是 “Goodybye”， 操作方法中的 $message 变量也将被填充为 “Goodbye”。


在操作方法中，[[yii\web\Controller::render()|render()]] 被用来渲染一个名为 say 的视图文件。 message 参数也被传入视图，这样就可以在里面使用。操作方法会返回渲染结果。结果会被应用接收并显示给最终用户的浏览器（作为整页 HTML 的一部分）。





创建视图 


视图是你用来生成响应内容的脚本。为了说 “Hello”，你需要创建一个 say 视图，以便显示从操作方法中传来的 message 参数。


<?php
use yii\helpers\Html;
?>
<?= Html::encode($message) ?>



say 视图应该存为 views/site/say.php 文件。当一个操作中调用了 [[yii\web\Controller::render()|render()]] 方法时，它将会按 views/控制器 ID/视图名.php 路径加载 PHP 文件。


注意以上代码，message 参数在输出之前被 [[yii\helpers\Html::encode()|HTML-encoded]] 方法处理过。这很有必要，当参数来自于最终用户时，参数中可能隐含的恶意 JavaScript 代码会导致跨站脚本（XSS）攻击 [http://en.wikipedia.org/wiki/Cross-site_scripting]。


当然了，你大概会在 say 视图里放入更多内容。内容可以由 HTML 标签，纯文本，甚至 PHP 语句组成。实际上 say 视图就是一个由 [[yii\web\Controller::render()|render()]] 执行的 PHP 脚本。视图脚本输出的内容将会作为响应结果返回给应用。应用将依次输出结果给最终用户。





试运行 


创建完操作和视图后，你就可以通过下面的 URL 访问新页面了：


http://hostname/index.php?r=site/say&message=Hello+World



[image: Hello World]


这个 URL 将会输出包含 “Hello World” 的页面，页面和应用里的其它页面使用同样的头部和尾部。


如果你省略 URL 中的 message 参数，将会看到页面只显示 “Hello”。这是因为 message 被作为一个参数传给 actionSay() 方法，当省略它时，参数将使用默认的 “Hello” 代替。



补充：新页面和其它页面使用同样的头部和尾部是因为 [[yii\web\Controller::render()|render()]] 方法会自动把 say 视图执行的结果嵌入称为布局的文件中，本例中是 views/layouts/main.php。



上面 URL 中的参数 r 需要更多解释。它代表路由，是整个应用级的，指向特定操作的独立 ID。路由格式是 控制器 ID/操作 ID。应用接受请求的时候会检查参数，使用控制器 ID 去确定哪个控制器应该被用来处理请求。然后相应控制器将使用操作 ID 去确定哪个操作方法将被用来做具体工作。上述例子中，路由 site/say 将被解析至 SiteController 控制器和其中的 say 操作。因此 SiteController::actionSay() 方法将被调用处理请求。



补充：与操作一样，一个应用中控制器同样有唯一的 ID。控制器 ID 和操作 ID 使用同样的命名规则。控制器的类名源自于控制器 ID，移除了连字符，每个单词首字母大写，并加上 Controller 后缀。例子：控制器 ID post-comment 相当于控制器类名 PostCommentController。






总结 


通过本章节你接触了 MVC 设计模式中的控制器和视图部分。创建了一个操作作为控制器的一部分去处理特定请求。然后又创建了一个视图去构造响应内容。在这个小例子中，没有模型调用，唯一涉及到数据的地方是 message 参数。


你同样学习了 Yii 路由的相关内容，它是用户请求与控制器操作之间的桥梁。


下一章，你将学习如何创建一个模型，以及添加一个包含 HTML 表单的页面。
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Aliases


Aliases are used to represent file paths or URLs so that you don’t have to hard-code absolute paths or URLs in your project. An alias must start with the @ character to be differentiated from normal file paths and URLs. Yii has many pre-defined aliases already available.
For example, the alias @yii represents the installation path of the Yii framework; @web represents
the base URL for the currently running Web application.



Defining Aliases 


You can define an alias for a file path or URL by calling [[Yii::setAlias()]]:


// an alias of a file path
Yii::setAlias('@foo', '/path/to/foo');

// an alias of a URL
Yii::setAlias('@bar', 'http://www.example.com');




Note: The file path or URL being aliased may not necessarily refer to an existing file or resource.



Given a defined alias, you may derive a new alias (without the need of calling [[Yii::setAlias()]]) by appending
a slash / followed with one or more path segments. The aliases defined via [[Yii::setAlias()]] becomes the
root alias, while aliases derived from it are derived aliases. For example, @foo is a root alias,
while @foo/bar/file.php is a derived alias.


You can define an alias using another alias (either root or derived):


Yii::setAlias('@foobar', '@foo/bar');



Root aliases are usually defined during the bootstrapping stage.
For example, you may call [[Yii::setAlias()]] in the entry script.
For convenience, Application provides a writable property named aliases
that you can configure in the application configuration:


return [
    // ...
    'aliases' => [
        '@foo' => '/path/to/foo',
        '@bar' => 'http://www.example.com',
    ],
];






Resolving Aliases 


You can call [[Yii::getAlias()]] to resolve a root alias into the file path or URL it represents.
The same method can also resolve a derived alias into the corresponding file path or URL:


echo Yii::getAlias('@foo');               // displays: /path/to/foo
echo Yii::getAlias('@bar');               // displays: http://www.example.com
echo Yii::getAlias('@foo/bar/file.php');  // displays: /path/to/foo/bar/file.php



The path/URL represented by a derived alias is determined by replacing the root alias part with its corresponding
path/URL in the derived alias.



Note: The [[Yii::getAlias()]] method does not check whether the resulting path/URL refers to an existing file or resource.



A root alias may also contain slash / characters. The [[Yii::getAlias()]] method
is intelligent enough to tell which part of an alias is a root alias and thus correctly determines
the corresponding file path or URL:


Yii::setAlias('@foo', '/path/to/foo');
Yii::setAlias('@foo/bar', '/path2/bar');
Yii::getAlias('@foo/test/file.php');  // displays: /path/to/foo/test/file.php
Yii::getAlias('@foo/bar/file.php');   // displays: /path2/bar/file.php



If @foo/bar is not defined as a root alias, the last statement would display /path/to/foo/bar/file.php.





Using Aliases 


Aliases are recognized in many places in Yii without needing to call [[Yii::getAlias()]] to convert
them into paths or URLs. For example, [[yii\caching\FileCache::cachePath]] can accept both a file path
and an alias representing a file path, thanks to the @ prefix which allows it to differentiate a file path
from an alias.


use yii\caching\FileCache;

$cache = new FileCache([
    'cachePath' => '@runtime/cache',
]);



Please pay attention to the API documentation to see if a property or method parameter supports aliases.





Predefined Aliases 


Yii predefines a set of aliases to easily reference commonly used file paths and URLs:



		@yii, the directory where the BaseYii.php file is located (also called the framework directory).


		@app, the [[yii\base\Application::basePath|base path]] of the currently running application.


		@runtime, the [[yii\base\Application::runtimePath|runtime path]] of the currently running application. Defaults to @app/runtime.


		@webroot, the Web root directory of the currently running Web application. It is determined based on the directory
containing the entry script.


		@web, the base URL of the currently running Web application. It has the same value as [[yii\web\Request::baseUrl]].


		@vendor, the [[yii\base\Application::vendorPath|Composer vendor directory]]. Defaults to @app/vendor.


		@bower, the root directory that contains bower packages [http://bower.io/]. Defaults to @vendor/bower.


		@npm, the root directory that contains npm packages [https://www.npmjs.org/]. Defaults to @vendor/npm.





The @yii alias is defined when you include the Yii.php file in your entry script.
The rest of the aliases are defined in the application constructor when applying the application
configuration.





Extension Aliases 


An alias is automatically defined for each extension that is installed via Composer.
Each alias is named after the root namespace of the extension as declared in its composer.json file, and each alias
represents the root directory of the package. For example, if you install the yiisoft/yii2-jui extension,
you will automatically have the alias @yii/jui defined during the bootstrapping stage, equivalent to:


Yii::setAlias('@yii/jui', 'VendorPath/yiisoft/yii2-jui');
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表形式インプットでデータを収集する


時として、一つのフォームで同じ種類の複数のモデルを扱わなければならないことがあります。
例えば、それぞれが「名前-値」の形で保存され、Setting アクティブレコード モデルとして表される複数の設定項目を扱うフォームです。
この種のフォームは「表形式インプット」と呼ばれることもよくあります。
これとは対照的な、異なる種類のさまざまなモデルを扱うことについては、複数のモデルを持つ複雑なフォーム の節で扱います。


以下に、表形式インプットを Yii で実装する方法を示します。


カバーすべき三つの異なる状況があり、それぞれ少しずつ異なる処理をしなければなりません。



		特定の数のデータベースレコードを更新する


		不特定の数の新しいレコードを作成する


		一つのページでレコードを更新、作成、および、削除する





前に説明した単一モデルのフォームとは対照的に、モデルの配列を扱うことになります。
この配列がビューに渡されて、各モデルのためのインプットフィールドが表のような形式で表示され、そして、複数のモデルを一度にロードしたり検証したりするために [[yii\base\Model]] のヘルパメソッドを使用します。



		[[yii\base\Model::loadMultiple()|Model::loadMultiple()]] - 送信されたデータをモデルの配列にロードします。


		[[yii\base\Model::validateMultiple()|Model::validateMultiple()]] - モデルの配列を検証します。






特定の数のレコードを更新する


コントローラのアクションから始めましょう。


<?php

namespace app\controllers;

use Yii;
use yii\base\Model;
use yii\web\Controller;
use app\models\Setting;

class SettingsController extends Controller
{
    // ...

    public function actionUpdate()
    {
        $settings = Setting::find()->indexBy('id')->all();

        if (Model::loadMultiple($settings, Yii::$app->request->post()) && Model::validateMultiple($settings)) {
            foreach ($settings as $setting) {
                $setting->save(false);
            }
            return $this->redirect('index');
        }

        return $this->render('update', ['settings' => $settings]);
    }
}



上記のコードでは、データベースからモデルを読み出すときに [[yii\db\ActiveQuery::indexBy()|indexBy()]] を使って、モデルのプライマリキーでインデックスされた配列にデータを投入しています。
このインデックスが、後で、フォームフィールドを特定するために使われます。
[[yii\base\Model::loadMultiple()|Model::loadMultiple()]] が POST から来るフォームデータを複数のモデルに代入し、[[yii\base\Model::validateMultiple()|Model::validateMultiple()]] が全てのモデルを一度に検証します。
保存するときには、validateMultiple() を使ってモデルの検証を済ませていますので、[[yii\db\ActiveRecord::save()|save()]] のパラメータに false を渡して、二度目の検証を実行しないようにしています。


次に、update ビューにあるフォームです。


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\ActiveForm;

$form = ActiveForm::begin();

foreach ($settings as $index => $setting) {
    echo $form->field($setting, "[$index]value")->label($setting->name);
}

ActiveForm::end();



ここで全ての設定項目について、それぞれ、項目名を示すラベルと、項目の値を入れたインプットをレンダリングしています。
インプットの名前に適切なインデックスを追加することが肝腎です。
というのは、loadMultiple がそれを見て、どのモデルにどの値を代入するかを決定するからです。





不特定の数の新しいレコードを作成する


新しいレコードを作成するのは、モデルのインスタンスを作成する部分を除いて、更新の場合と同じです。


public function actionCreate()
{
    $count = count(Yii::$app->request->post('Setting', []));
    $settings = [new Setting()];
    for($i = 1; $i < $count; $i++) {
        $settings[] = new Setting();
    }

    // ...
}



ここでは、デフォルトで一個のモデルを含む $settings 配列を初期値として作成し、少なくとも一個のテキストフィールドが常にビューに表示されるようにしています。
そして、受信したインプットの行数に合せて、配列にモデルを追加しています。


ビューでは javascript を使ってインプットの行を動的に追加することが出来ます。





更新、作成、削除を一つのページに組み合わせる



Note|注意: この節はまだ執筆中です。


まだ内容がありません。






(未定)
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视图


视图是 MVC [http://en.wikipedia.org/wiki/Model%E2%80%93view%E2%80%93controller] 模式中的一部分。
它是展示数据到终端用户的代码，在网页应用中，根据视图模板来创建视图，视图模板为PHP脚本文件，
主要包含HTML代码和展示类PHP代码，通过[[yii\web\View|view]]应用组件来管理，
该组件主要提供通用方法帮助视图构造和渲染，简单起见，我们称视图模板或视图模板文件为视图。



创建视图 


如前所述，视图为包含HTML和PHP代码的PHP脚本，如下代码为一个登录表单的视图，
可看到PHP代码用来生成动态内容如页面标题和表单，HTML代码把它组织成一个漂亮的HTML页面。


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\ActiveForm;

/* @var $this yii\web\View */
/* @var $form yii\widgets\ActiveForm */
/* @var $model app\models\LoginForm */

$this->title = 'Login';
?>
<h1><?= Html::encode($this->title) ?></h1>

<p>Please fill out the following fields to login:</p>

<?php $form = ActiveForm::begin(); ?>
    <?= $form->field($model, 'username') ?>
    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>
    <?= Html::submitButton('Login') ?>
<?php ActiveForm::end(); ?>



在视图中，可访问 $this 指向 [[yii\web\View|view component]] 来管理和渲染这个视图文件。


除了 $this之外，上述示例中的视图有其他预定义变量如 $model，
这些变量代表从控制器或其他触发视图渲染的对象 传入 到视图的数据。



技巧: 将预定义变量列到视图文件头部注释处，这样可被IDE编辑器识别，也是生成视图文档的好方法。




安全 


当创建生成HTML页面的视图时，在显示之前将用户输入数据进行转码和过滤非常重要，
否则，你的应用可能会被跨站脚本 [http://en.wikipedia.org/wiki/Cross-site_scripting] 攻击。


要显示纯文本，先调用 [[yii\helpers\Html::encode()]] 进行转码，例如如下代码将用户名在显示前先转码：


<?php
use yii\helpers\Html;
?>

<div class="username">
    <?= Html::encode($user->name) ?>
</div>



要显示HTML内容，先调用 [[yii\helpers\HtmlPurifier]] 过滤内容，例如如下代码将提交内容在显示前先过滤：


<?php
use yii\helpers\HtmlPurifier;
?>

<div class="post">
    <?= HtmlPurifier::process($post->text) ?>
</div>




技巧：HTMLPurifier在保证输出数据安全上做的不错，但性能不佳，如果你的应用需要高性能可考虑
缓存 过滤后的结果。






组织视图 


与 控制器 和 模型 类似，在组织视图上有一些约定：



		控制器渲染的视图文件默认放在 @app/views/ControllerID 目录下，
其中 ControllerID 对应 控制器 ID,
例如控制器类为 PostController，视图文件目录应为 @app/views/post，
控制器类 PostCommentController对应的目录为 @app/views/post-comment，
如果是模块中的控制器，目录应为 [[yii\base\Module::basePath|module directory]] 模块目录下的 views/ControllerID 目录；


		对于 小部件 渲染的视图文件默认放在 WidgetPath/views 目录，
其中 WidgetPath 代表小部件类文件所在的目录；


		对于其他对象渲染的视图文件，建议遵循和小部件相似的规则。





可覆盖控制器或小部件的 [[yii\base\ViewContextInterface::getViewPath()]] 方法来自定义视图文件默认目录。







渲染视图 


可在 控制器, 小部件, 或其他地方调用渲染视图方法来渲染视图，
该方法类似以下格式：


/**
 * @param string $view 视图名或文件路径，由实际的渲染方法决定
 * @param array $params 传递给视图的数据
 * @return string 渲染结果
 */
methodName($view, $params = [])




控制器中渲染 


在 控制器 中，可调用以下控制器方法来渲染视图：



		[[yii\base\Controller::render()|render()]]: 渲染一个 视图名 并使用一个 布局
返回到渲染结果。


		[[yii\base\Controller::renderPartial()|renderPartial()]]: 渲染一个 视图名 并且不使用布局。


		[[yii\web\Controller::renderAjax()|renderAjax()]]: 渲染一个 视图名 并且不使用布局，
并注入所有注册的JS/CSS脚本和文件，通常使用在响应AJAX网页请求的情况下。


		





例如：


namespace app\controllers;

use Yii;
use app\models\Post;
use yii\web\Controller;
use yii\web\NotFoundHttpException;

class PostController extends Controller
{
    public function actionView($id)
    {
        $model = Post::findOne($id);
        if ($model === null) {
            throw new NotFoundHttpException;
        }

        // 渲染一个名称为"view"的视图并使用布局
        return $this->render('view', [
            'model' => $model,
        ]);
    }
}






小部件中渲染 


在 小部件 中，可调用以下小部件方法来渲染视图：
Within widgets, you may call the following widget methods to render views.



		[[yii\base\Widget::render()|render()]]: 渲染一个 视图名.


		





例如：


namespace app\components;

use yii\base\Widget;
use yii\helpers\Html;

class ListWidget extends Widget
{
    public $items = [];

    public function run()
    {
        // 渲染一个名为 "list" 的视图
        return $this->render('list', [
            'items' => $this->items,
        ]);
    }
}






视图中渲染 


可以在视图中渲染另一个视图，可以调用[[yii\base\View|view component]]视图组件提供的以下方法：



		[[yii\base\View::render()|render()]]: 渲染一个 视图名.


		[[yii\web\View::renderAjax()|renderAjax()]]: 渲染一个 视图名
并注入所有注册的JS/CSS脚本和文件，通常使用在响应AJAX网页请求的情况下。


		





例如，视图中的如下代码会渲染该视图所在目录下的 _overview.php 视图文件，
记住视图中 $this 对应 [[yii\base\View|view]] 组件:


<?= $this->render('_overview') ?>






其他地方渲染 


在任何地方都可以通过表达式 Yii::$app->view 访问 [[yii\base\View|view]] 应用组件，
调用它的如前所述的方法渲染视图，例如：


// 显示视图文件 "@app/views/site/license.php"
echo \Yii::$app->view->renderFile('@app/views/site/license.php');






视图名 


渲染视图时，可指定一个视图名或视图文件路径/别名，大多数情况下使用前者因为前者简洁灵活，
我们称用名字的视图为 视图名.


视图名可以依据以下规则到对应的视图文件路径：



		视图名可省略文件扩展名，这种情况下使用 .php 作为扩展，
视图名 about 对应到 about.php 文件名；


		视图名以双斜杠 // 开头，对应的视图文件路径为 @app/views/ViewName，
也就是说视图文件在 [[yii\base\Application::viewPath|application’s view path]] 路径下找，
例如 //site/about 对应到 @app/views/site/about.php。


		视图名以单斜杠/开始，视图文件路径以当前使用模块 的[[yii\base\Module::viewPath|view path]]开始，
如果不存在模块，使用@app/views/ViewName开始，例如，如果当前模块为user， /user/create 对应成
@app/modules/user/views/user/create.php, 如果不在模块中，/user/create对应@app/views/user/create.php。


		如果 [[yii\base\View::context|context]] 渲染视图 并且上下文实现了 [[yii\base\ViewContextInterface]],
视图文件路径由上下文的 [[yii\base\ViewContextInterface::getViewPath()|view path]] 开始，
这种主要用在控制器和小部件中渲染视图，例如
如果上下文为控制器SiteController，site/about 对应到 @app/views/site/about.php。


		如果视图渲染另一个视图，包含另一个视图文件的目录以当前视图的文件路径开始，
例如被视图@app/views/post/index.php 渲染的 item 对应到 @app/views/post/item。





根据以上规则，在控制器中 app\controllers\PostController 调用 $this->render('view')，
实际上渲染 @app/views/post/view.php 视图文件，当在该视图文件中调用 $this->render('_overview')
会渲染 @app/views/post/_overview.php 视图文件。





视图中访问数据 


在视图中有两种方式访问数据：推送和拉取。


推送方式是通过视图渲染方法的第二个参数传递数据，数据格式应为名称-值的数组，
视图渲染时，调用PHP extract() 方法将该数组转换为视图可访问的变量。
例如，如下控制器的渲染视图代码推送2个变量到 report 视图：$foo = 1 和 $bar = 2。


echo $this->render('report', [
    'foo' => 1,
    'bar' => 2,
]);



拉取方式可让视图从[[yii\base\View|view component]]视图组件或其他对象中主动获得数据(如Yii::$app)，
在视图中使用如下表达式$this->context可获取到控制器ID，
可让你在report视图中获取控制器的任意属性或方法，如以下代码获取控制器ID。


The controller ID is: <?= $this->context->id ?>
?>



推送方式让视图更少依赖上下文对象，是视图获取数据优先使用方式，
缺点是需要手动构建数组，有些繁琐，在不同地方渲染时容易出错。





视图间共享数据 


[[yii\base\View|view component]]视图组件提供[[yii\base\View::params|params]]参数属性来让不同视图共享数据。


例如在about视图中，可使用如下代码指定当前breadcrumbs的当前部分。


$this->params['breadcrumbs'][] = 'About Us';



在布局文件（也是一个视图）中，可使用依次加入到[[yii\base\View::params|params]]数组的值来
生成显示breadcrumbs:


<?= yii\widgets\Breadcrumbs::widget([
    'links' => isset($this->params['breadcrumbs']) ? $this->params['breadcrumbs'] : [],
]) ?>








布局 


布局是一种特殊的视图，代表多个视图的公共部分，例如，大多数Web应用共享相同的页头和页尾，
在每个视图中重复相同的页头和页尾，更好的方式是将这些公共放到一个布局中，
渲染内容视图后在合适的地方嵌入到布局中。



创建布局 


由于布局也是视图，它可像普通视图一样创建，布局默认存储在@app/views/layouts路径下，
模块中使用的布局应存储在[[yii\base\Module::basePath|module directory]]模块目录
下的views/layouts路径下，可配置[[yii\base\Module::layoutPath]]来自定义应用或模块的布局默认路径。


如下示例为一个布局大致内容，注意作为示例，简化了很多代码，
在实际中，你可能想添加更多内容，如头部标签，主菜单等。


<?php
use yii\helpers\Html;

/* @var $this yii\web\View */
/* @var $content string 字符串 */
?>
<?php $this->beginPage() ?>
<!DOCTYPE html>
<html lang="en">
<head>
    <meta charset="UTF-8"/>
    <?= Html::csrfMetaTags() ?>
    <title><?= Html::encode($this->title) ?></title>
    <?php $this->head() ?>
</head>
<body>
<?php $this->beginBody() ?>
    <header>My Company</header>
    <?= $content ?>
    <footer>&copy; 2014 by My Company</footer>
<?php $this->endBody() ?>
</body>
</html>
<?php $this->endPage() ?>



如上所示，布局生成每个页面通用的HTML标签，在<body>标签中，打印$content变量，
$content变量代表当[[yii\base\Controller::render()]]控制器渲染方法调用时传递到布局的内容视图渲染结果。


大多数视图应调用上述代码中的如下方法，这些方法触发关于渲染过程的事件，
这样其他地方注册的脚本和标签会添加到这些方法调用的地方。



		它触发表明页面开始的 [[yii\base\View::EVENT_BEGIN_PAGE|EVENT_BEGIN_PAGE]] 事件。


		它触发表明页面结尾的 [[yii\base\View::EVENT_END_PAGE|EVENT_END_PAGE]] 时间。


		它生成一个占位符，在页面渲染结束时会被注册的头部HTML代码（如，link标签, meta标签）替换。


		它触发 [[yii\web\View::EVENT_BEGIN_BODY|EVENT_BEGIN_BODY]] 事件并生成一个占位符，
会被注册的HTML代码（如JavaScript）在页面主体开始处替换。


		它触发 [[yii\web\View::EVENT_END_BODY|EVENT_END_BODY]] 事件并生成一个占位符，
会被注册的HTML代码（如JavaScript）在页面主体结尾处替换。








布局中访问数据 


在布局中可访问两个预定义变量：$this 和 $content，前者对应和普通视图类似的[[yii\base\View|view]] 视图组件
后者包含调用[[yii\base\Controller::render()|render()]]方法渲染内容视图的结果。


如果想在布局中访问其他数据，必须使用视图中访问数据一节介绍的拉取方式，
如果想从内容视图中传递数据到布局，可使用视图间共享数据一节中的方法。





使用布局 


如控制器中渲染一节描述，当控制器调用[[yii\base\Controller::render()|render()]]
方法渲染视图时，会同时使用布局到渲染结果中，默认会使用@app/views/layouts/main.php布局文件。


可配置[[yii\base\Application::layout]] 或 [[yii\base\Controller::layout]] 使用其他布局文件，
前者管理所有控制器的布局，后者覆盖前者来控制单个控制器布局。
例如，如下代码使 post 控制器渲染视图时使用 @app/views/layouts/post.php 作为布局文件，
假如 layout 属性没改变，控制器默认使用 @app/views/layouts/main.php 作为布局文件。


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class PostController extends Controller
{
    public $layout = 'post';
    
    // ...
}



对于模块中的控制器，可配置模块的 [[yii\base\Module::layout|layout]] 属性指定布局文件应用到模块的所有控制器。


由于layout 可在不同层级（控制器、模块，应用）配置，在幕后Yii使用两步来决定控制器实际使用的布局。


第一步，它决定布局的值和上下文模块：



		如果控制器的 [[yii\base\Controller::layout]] 属性不为空null，使用它作为布局的值，
控制器的 [[yii\base\Controller::module|module]]模块 作为上下文模块。


		如果 [[yii\base\Controller::layout|layout]] 为空，从控制器的祖先模块（包括应用） 开始找
第一个[[yii\base\Module::layout|layout]] 属性不为空的模块，使用该模块作为上下文模块，
并将它的[[yii\base\Module::layout|layout]] 的值作为布局的值，
如果都没有找到，表示不使用布局。





第二步，它决定第一步中布局的值和上下文模块对应到实际的布局文件，布局的值可为：



		路径别名 (如 @app/views/layouts/main).


		绝对路径 (如 /main): 布局的值以斜杠开始，在应用的[[yii\base\Application::layoutPath|layout path] 布局路径
中查找实际的布局文件，布局路径默认为 @app/views/layouts。


		相对路径 (如 main): 在上下文模块的[[yii\base\Module::layoutPath|layout path]]布局路径中查找实际的布局文件，
布局路径默认为[[yii\base\Module::basePath|module directory]]模块目录下的views/layouts 目录。


		布尔值 false: 不使用布局。





布局的值没有包含文件扩展名，默认使用 .php作为扩展名。





嵌套布局 


有时候你想嵌套一个布局到另一个，例如，在Web站点不同地方，想使用不同的布局，
同时这些布局共享相同的生成全局HTML5页面结构的基本布局，可以在子布局中调用
[[yii\base\View::beginContent()|beginContent()]] 和[[yii\base\View::endContent()|endContent()]]
方法，如下所示：


<?php $this->beginContent('@app/views/layouts/base.php'); ?>

...child layout content here...

<?php $this->endContent(); ?>



如上所示，子布局内容应在 [[yii\base\View::beginContent()|beginContent()]] 和
[[yii\base\View::endContent()|endContent()]] 方法之间，传给 [[yii\base\View::beginContent()|beginContent()]]
的参数指定父布局，父布局可为布局文件或别名。


使用以上方式可多层嵌套布局。





使用数据块 


数据块可以在一个地方指定视图内容在另一个地方显示，通常和布局一起使用，
例如，可在内容视图中定义数据块在布局中显示它。


调用 [[yii\base\View::beginBlock()|beginBlock()]] 和 [[yii\base\View::endBlock()|endBlock()]] 来定义数据块，
使用 $view->blocks[$blockID] 访问该数据块，其中 $blockID 为定义数据块时指定的唯一标识ID。


如下实例显示如何在内容视图中使用数据块让布局使用。


首先，在内容视图中定一个或多个数据块：


...

<?php $this->beginBlock('block1'); ?>

...content of block1...

<?php $this->endBlock(); ?>

...

<?php $this->beginBlock('block3'); ?>

...content of block3...

<?php $this->endBlock(); ?>



然后，在布局视图中，数据块可用的话会渲染数据块，如果数据未定义则显示一些默认内容。


...
<?php if (isset($this->blocks['block1'])): ?>
    <?= $this->blocks['block1'] ?>
<?php else: ?>
    ... default content for block1 ...
<?php endif; ?>

...

<?php if (isset($this->blocks['block2'])): ?>
    <?= $this->blocks['block2'] ?>
<?php else: ?>
    ... default content for block2 ...
<?php endif; ?>

...

<?php if (isset($this->blocks['block3'])): ?>
    <?= $this->blocks['block3'] ?>
<?php else: ?>
    ... default content for block3 ...
<?php endif; ?>
...








使用视图组件 


[[yii\base\View|View components]]视图组件提供许多视图相关特性，可创建[[yii\base\View]]或它的子类实例来获取视图组件，
大多数情况下主要使用 view 应用组件，可在应用配置中配置该组件，
如下所示：


[
    // ...
    'components' => [
        'view' => [
            'class' => 'app\components\View',
        ],
        // ...
    ],
]



视图组件提供如下实用的视图相关特性，每项详情会在独立章节中介绍：



		主题: 允许为你的Web站点开发和修改主题；


		片段缓存: 允许你在Web页面中缓存片段；


		客户脚本处理: 支持CSS 和 JavaScript 注册和渲染；


		资源包处理: 支持 资源包的注册和渲染；


		模板引擎: 允许你使用其他模板引擎，如
Twig [http://twig.sensiolabs.org/], Smarty [http://www.smarty.net/]。





开发Web页面时，也可能频繁使用以下实用的小特性。



设置页面标题 


每个Web页面应有一个标题，正常情况下标题的标签显示在 布局中，
但是实际上标题大多由内容视图而不是布局来决定，为解决这个问题， [[yii\web\View]] 提供
[[yii\web\View::title|title]] 标题属性可让标题信息从内容视图传递到布局中。


为利用这个特性，在每个内容视图中设置页面标题，如下所示：


<?php
$this->title = 'My page title';
?>



然后在视图中，确保在 <head> 段中有如下代码：


<title><?= Html::encode($this->title) ?></title>






注册Meta元标签 


Web页面通常需要生成各种元标签提供给不同的浏览器，如<head>中的页面标题，元标签通常在布局中生成。


如果想在内容视图中生成元标签，可在内容视图中调用[[yii\web\View::registerMetaTag()]]方法，如下所示：


<?php
$this->registerMetaTag(['name' => 'keywords', 'content' => 'yii, framework, php']);
?>



以上代码会在视图组件中注册一个 “keywords” 元标签，在布局渲染后会渲染该注册的元标签，
然后，如下HTML代码会插入到布局中调用[[yii\web\View::head()]]方法处：


<meta name="keywords" content="yii, framework, php">



注意如果多次调用 [[yii\web\View::registerMetaTag()]] 方法，它会注册多个元标签，注册时不会检查是否重复。


为确保每种元标签只有一个，可在调用方法时指定键作为第二个参数，
例如，如下代码注册两次 “description” 元标签，但是只会渲染第二个。


$this->registerMetaTag(['name' => 'description', 'content' => 'This is my cool website made with Yii!'], 'description');
$this->registerMetaTag(['name' => 'description', 'content' => 'This website is about funny raccoons.'], 'description');






注册链接标签 


和 Meta标签 类似，链接标签有时很实用，如自定义网站图标，指定Rss订阅，或授权OpenID到其他服务器。
可以和元标签相似的方式调用[[yii\web\View::registerLinkTag()]]，例如，在内容视图中注册链接标签如下所示：


$this->registerLinkTag([
    'title' => 'Live News for Yii',
    'rel' => 'alternate',
    'type' => 'application/rss+xml',
    'href' => 'http://www.yiiframework.com/rss.xml/',
]);



上述代码会转换成


<link title="Live News for Yii" rel="alternate" type="application/rss+xml" href="http://www.yiiframework.com/rss.xml/">



和 [[yii\web\View::registerMetaTag()|registerMetaTags()]] 类似，
调用[[yii\web\View::registerLinkTag()|registerLinkTag()]] 指定键来避免生成重复链接标签。







视图事件 


[[yii\base\View|View components]] 视图组件会在视图渲染过程中触发几个事件，
可以在内容发送给终端用户前，响应这些事件来添加内容到视图中或调整渲染结果。



		该事件可设置 [[yii\base\ViewEvent::isValid]] 为 false 取消视图渲染。


		[[yii\base\View::EVENT_AFTER_RENDER|EVENT_AFTER_RENDER]]: 在布局中调用 [[yii\base\View::beginPage()]] 时触发，
该事件可获取[[yii\base\ViewEvent::output]]的渲染结果，可修改该属性来修改渲染结果。


		[[yii\base\View::EVENT_BEGIN_PAGE|EVENT_BEGIN_PAGE]]: 在布局调用 [[yii\base\View::beginPage()]] 时触发；


		[[yii\base\View::EVENT_END_PAGE|EVENT_END_PAGE]]: 在布局调用 [[yii\base\View::endPage()]] 是触发；


		[[yii\web\View::EVENT_BEGIN_BODY|EVENT_BEGIN_BODY]]: 在布局调用 [[yii\web\View::beginBody()]] 时触发；


		[[yii\web\View::EVENT_END_BODY|EVENT_END_BODY]]: 在布局调用 [[yii\web\View::endBody()]] 时触发。





例如，如下代码将当前日期添加到页面结尾处：


\Yii::$app->view->on(View::EVENT_END_BODY, function () {
    echo date('Y-m-d');
});






渲染静态页面 


静态页面指的是大部分内容为静态的不需要控制器传递动态数据的Web页面。


可将HTML代码放置在视图中，在控制器中使用以下代码输出静态页面：


public function actionAbout()
{
    return $this->render('about');
}



如果Web站点包含很多静态页面，多次重复相似的代码显得很繁琐，
为解决这个问题，可以使用一个在控制器中称为 [[yii\web\ViewAction]] 的独立操作。
例如：


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public function actions()
    {
        return [
            'page' => [
                'class' => 'yii\web\ViewAction',
            ],
        ];
    }
}



现在如果你在@app/views/site/pages目录下创建名为 about 的视图，
可通过如下rul显示该视图：


http://localhost/index.php?r=site/page&view=about



GET 中 view 参数告知 [[yii\web\ViewAction]] 操作请求哪个视图，然后操作在
@app/views/site/pages目录下寻找该视图，可配置 [[yii\web\ViewAction::viewPrefix]]
修改搜索视图的目录。





最佳实践 


视图负责将模型的数据展示用户想要的格式，总之，视图



		应主要包含展示代码，如HTML, 和简单的PHP代码来控制、格式化和渲染数据；


		不应包含执行数据查询代码，这种代码放在模型中；


		应避免直接访问请求数据，如 $_GET, $_POST，这种应在控制器中执行，
如果需要请求数据，应由控制器推送到视图。


		可读取模型属性，但不应修改它们。





为使模型更易于维护，避免创建太复杂或包含太多冗余代码的视图，可遵循以下方法达到这个目标：



		使用 布局 来展示公共代码（如，页面头部、尾部）；


		将复杂的视图分成几个小视图，可使用上面描述的渲染方法将这些小视图渲染并组装成大视图；


		创建并使用 小部件 作为视图的数据块；


		创建并使用助手类在视图中转换和格式化数据。
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Versioning


A good API is versioned: changes and new features are implemented in new versions of the API instead of continually altering just one version. Unlike Web applications, with which you have full control of both the client-side and server-side
code, APIs are meant to be used by clients beyond your control. For this reason, backward
compatibility (BC) of the APIs should be maintained whenever possible. If a change that may break BC is necessary, you should introduce it in new version of the API, and bump up the version number. Existing clients can continue to use the old, working version of the API; and new or upgraded clients can get the new functionality in the new API version.



Tip: Refer to Semantic Versioning [http://semver.org/]
for more information on designing API version numbers.



One common way to implement API versioning is to embed the version number in the API URLs.
For example, http://example.com/v1/users stands for the /users endpoint of API version 1.


Another method of API versioning,
which has gained momentum recently, is to put the version number in the HTTP request headers. This is typically done through the Accept header:


// via a parameter
Accept: application/json; version=v1
// via a vendor content type
Accept: application/vnd.company.myapp-v1+json



Both methods have their pros and cons, and there are a lot of debates about each approach. Below you’ll see a practical strategy
for API versioning that is a mix of these two methods:



		Put each major version of API implementation in a separate module whose ID is the major version number (e.g. v1, v2).
Naturally, the API URLs will contain major version numbers.


		Within each major version (and thus within the corresponding module), use the Accept HTTP request header
to determine the minor version number and write conditional code to respond to the minor versions accordingly.





For each module serving a major version, the module should include the resource and controller classes
serving that specific version. To better separate code responsibility, you may keep a common set of
base resource and controller classes, and subclass them in each individual version module. Within the subclasses,
implement the concrete code such as Model::fields().


Your code may be organized like the following:


api/
    common/
        controllers/
            UserController.php
            PostController.php
        models/
            User.php
            Post.php
    modules/
        v1/
            controllers/
                UserController.php
                PostController.php
            models/
                User.php
                Post.php
            Module.php
        v2/
            controllers/
                UserController.php
                PostController.php
            models/
                User.php
                Post.php
            Module.php



Your application configuration would look like:


return [
    'modules' => [
        'v1' => [
            'class' => 'app\modules\v1\Module',
        ],
        'v2' => [
            'class' => 'app\modules\v2\Module',
        ],
    ],
    'components' => [
        'urlManager' => [
            'enablePrettyUrl' => true,
            'enableStrictParsing' => true,
            'showScriptName' => false,
            'rules' => [
                ['class' => 'yii\rest\UrlRule', 'controller' => ['v1/user', 'v1/post']],
                ['class' => 'yii\rest\UrlRule', 'controller' => ['v2/user', 'v2/post']],
            ],
        ],
    ],
];



As a result of the above code, http://example.com/v1/users will return the list of users in version 1, while
http://example.com/v2/users will return version 2 users.


Thanks to modules, the code for different major versions can be well isolated. But modules make it still possible
to reuse code across the modules via common base classes and other shared resources.


To deal with minor version numbers, you may take advantage of the content negotiation
feature provided by the [[yii\filters\ContentNegotiator|contentNegotiator]] behavior. The contentNegotiator
behavior will set the [[yii\web\Response::acceptParams]] property when it determines which
content type to support.


For example, if a request is sent with the HTTP header Accept: application/json; version=v1,
after content negotiation, [[yii\web\Response::acceptParams]] will contain the value ['version' => 'v1'].


Based on the version information in acceptParams, you may write conditional code in places
such as actions, resource classes, serializers, etc. to provide the appropriate functionality.


Since minor versions by definition require maintaining backward compatibility, hopefully there would not be many
version checks in your code. Otherwise, chances are that you may need to create a new major version.
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レスポンス


アプリケーションは リクエスト の処理を完了すると、[[yii\web\Response|レスポンス]] オブジェクトを生成して、エンドユーザに送信します。
レスポンスオブジェクトは、HTTP ステータスコード、HTTP ヘッダ、HTTP ボディなどの情報を含みます。
ウェブアプリケーション開発の最終的な目的は、本質的には、さまざまなリクエストに対してそのようなレスポンスオブジェクトを作成することにあります。


ほとんどの場合は、主として、デフォルトでは [[yii\web\Response]] のインスタンスである response アプリケーションコンポーネント を使用すべきです。
しかしながら、Yii は、以下で説明するように、あなた自身のレスポンスオブジェクトを作成してエンドユーザに送信することも許容しています。


この節では、レスポンスを構成してエンドユーザに送信する方法を説明します。



ステータスコード 


レスポンスを作成するときに最初にすることの一つは、リクエストが成功裡に処理されたかどうかを記述することです。
そのためには、[[yii\web\Response::statusCode]] プロパティに有効な HTTP ステータスコード [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec10.html] の一つを設定します。
例えば、下記のように、リクエストの処理が成功したことを示すために、ステータスコードを 200 に設定します。


Yii::$app->response->statusCode = 200;



ただし、たいていの場合、ステータスコードを明示的に設定する必要はありません。
これは、[[yii\web\Response::statusCode]] のデフォルト値が 200 であるからです。
そして、リクエストが失敗したことを示したいときは、下記のように、適切な HTTP 例外を投げることが出来ます。


throw new \yii\web\NotFoundHttpException;



エラーハンドラ は、例外をキャッチすると、例外からステータスコードを抽出してレスポンスに割り当てます。
上記の [[yii\web\NotFoundHttpException]] の場合は、HTTP ステータス 404 と関連付けられています。
次の HTTP 例外が Yii によって事前定義されています。



		[[yii\web\BadRequestHttpException]]: ステータスコード 400


		[[yii\web\ConflictHttpException]]: ステータスコード 409


		[[yii\web\ForbiddenHttpException]]: ステータスコード 403


		[[yii\web\GoneHttpException]]: ステータスコード 410


		[[yii\web\MethodNotAllowedHttpException]]: ステータスコード 405


		[[yii\web\NotAcceptableHttpException]]: ステータスコード 406


		[[yii\web\NotFoundHttpException]]: ステータスコード 404


		[[yii\web\ServerErrorHttpException]]: ステータスコード 500


		[[yii\web\TooManyRequestsHttpException]]: ステータスコード 429


		[[yii\web\UnauthorizedHttpException]]: ステータスコード 401


		[[yii\web\UnsupportedMediaTypeHttpException]]: ステータスコード 415





投げたい例外が上記のリストに無い場合は、[[yii\web\HttpException]] から拡張したものを作成することが出来ます。
あるいは、ステータスコードを指定して [[yii\web\HttpException]] を直接に投げることも出来ます。
例えば、


throw new \yii\web\HttpException(402);






HTTP ヘッダ 


response コンポーネントの [[yii\web\Response::headers|ヘッダコレクション]] を操作することによって、HTTP ヘッダを送信することが出来ます。
例えば、


$headers = Yii::$app->response->headers;

// Pragma ヘッダを追加する。既存の Pragma ヘッダは上書きされない。
$headers->add('Pragma', 'no-cache');

// Pragma ヘッダを設定する。既存の Pragma ヘッダは全て破棄される。
$headers->set('Pragma', 'no-cache');

// Pragma ヘッダを削除して、削除された Pragma ヘッダの値を配列に返す。
$values = $headers->remove('Pragma');




Info|情報: ヘッダ名は大文字小文字を区別しません。
そして、新しく登録されたヘッダは、[[yii\web\Response::send()]] メソッドが呼ばれるまで送信されません。






レスポンスボディ 


ほとんどのレスポンスは、エンドユーザに対して表示したい内容を示すボディを持っていなければなりません。


既にフォーマットされたボディの文字列を持っている場合は、それをレスポンスの [[yii\web\Response::content]] プロパティに割り付けることが出来ます。
例えば、


Yii::$app->response->content = 'hello world!';



データをエンドユーザに送信する前にフォーマットする必要がある場合は、[[yii\web\Response::format|format]] と [[yii\web\Response::data|data]] の両方のプロパティをセットしなければなりません。
[[yii\web\Response::format|format]] プロパティは [[yii\web\Response::data|data]] がどの形式でフォーマットされるべきかを指定するものです。
例えば、


$response = Yii::$app->response;
$response->format = \yii\web\Response::FORMAT_JSON;
$response->data = ['message' => 'hello world'];



Yii は下記の形式を初めからサポートしています。
それぞれ、[[yii\web\ResponseFormatterInterface|フォーマッタ]] クラスとして実装されています。
[[yii\web\Response::formatters]] プロパティを構成することで、これらのフォーマッタをカスタマイズしたり、新しいフォーマッタを追加したりすることが出来ます。



		[[yii\web\Response::FORMAT_HTML|HTML]]: [[yii\web\HtmlResponseFormatter]] によって実装


		[[yii\web\Response::FORMAT_XML|XML]]: [[yii\web\XmlResponseFormatter]] によって実装


		[[yii\web\Response::FORMAT_JSON|JSON]]: [[yii\web\JsonResponseFormatter]] によって実装


		[[yii\web\Response::FORMAT_JSONP|JSONP]]: [[yii\web\JsonResponseFormatter]] によって実装


		





レスポンスボディは、上記のように、明示的に設定することも出来ますが、たいていの場合は、アクション メソッドの返り値によって暗黙のうちに設定することが出来ます。
よくあるユースケースは下記のようなものになります。


public function actionIndex()
{
    return $this->render('index');
}



上記の index アクションは、index ビューのレンダリング結果を返しています。
返された値は response コンポーネントによって受け取られ、フォーマットされてエンドユーザに送信されます。


デフォルトのレスポンス形式が [[yii\web\Response::FORMAT_HTML|HTML]] であるため、アクションメソッドの中では文字列を返すだけにすべきです。
別のレスポンス形式を使いたい場合は、データを返す前にレスポンス形式を設定しなければなりません。
例えば、


public function actionInfo()
{
    \Yii::$app->response->format = \yii\web\Response::FORMAT_JSON;
    return [
        'message' => 'hello world',
        'code' => 100,
    ];
}



既に述べたように、デフォルトの response アプリケーションコンポーネントを使う代りに、自分自身のレスポンスオブジェクトを作成してエンドユーザに送信することも出来ます。
そうするためには、次のように、アクションメソッドの中でそのようなオブジェクトを返します。


public function actionInfo()
{
    return \Yii::createObject([
        'class' => 'yii\web\Response',
        'format' => \yii\web\Response::FORMAT_JSON,
        'data' => [
            'message' => 'hello world',
            'code' => 100,
        ],
    ]);
}




Note|注意: 自分自身のレスポンスオブジェクトを作成しようとする場合は、アプリケーションの構成情報で response コンポーネントのために設定した構成情報を利用することは出来ません。
しかし、 依存の注入 を使えば、 共通の構成情報をあなたの新しいレスポンスオブジェクトに適用することが出来ます。






ブラウザのリダイレクト 


ブラウザのリダイレクトは Location HTTP ヘッダの送信に依存しています。
この機能は通常よく使われるものであるため、Yii はこれについて特別のサポートを提供しています。


[[yii\web\Response::redirect()]] メソッドを呼ぶことによって、ユーザのブラウザをある URL にリダイレクトすることが出来ます。
このメソッドは与えられた URL を持つ適切な Location ヘッダを設定して、レスポンスオブジェクトそのものを返します。
アクションメソッドの中では、そのショートカット版である [[yii\web\Controller::redirect()]] を呼ぶことが出来ます。
例えば、


public function actionOld()
{
    return $this->redirect('http://example.com/new', 301);
}



上記のコードでは、アクションメソッドが redirect() メソッドの結果を返しています。
前に説明したように、アクションメソッドによって返されるレスポンスオブジェクトが、エンドユーザに送信されるレスポンスとして使用されることになります。


アクションメソッド以外の場所では、[[yii\web\Response::redirect()]] を直接に呼び出し、メソッドチェーンで [[yii\web\Response::send()]] メソッドを呼んで、レスポンスに余計なコンテントが追加されないことを保証しなければなりません。


\Yii::$app->response->redirect('http://example.com/new', 301)->send();




Info|情報: デフォルトでは、[[yii\web\Response::redirect()]] メソッドはレスポンスのステータスコードを 302 にセットします。
これはブラウザに対して、リクエストされているリソースが 一時的に 異なる URI に配置されていることを示すものです。
ブラウザに対してリソースが 恒久的に 配置替えされたことを教えるためには、ステータスコード 301 を渡すことが出来ます。



現在のリクエストが AJAX リクエストである場合は、Location ヘッダを送っても自動的にブラウザをリダイレクトすることにはなりません。
この問題を解決するために、[[yii\web\Response::redirect()]] メソッドは X-Redirect ヘッダにリダイレクト先 URL を値としてセットします。
そして、クライアントサイドで、このヘッダの値を読み、それに応じてブラウザをリダイレクトする JavaScript を書くことが出来ます。



Info|情報: Yii には yii.js という JavaScript ファイルが付属しています。
これは、よく使われる一連の JavaScript 機能を提供するもので、その中には X-Redirect ヘッダに基づくブラウザのリダイレクトも含まれています。
従って、あなたが ([[yii\web\YiiAsset]] アセットバンドルを登録して) この JavaScript ファイルを使うつもりなら、AJAX のリダイレクトをサポートするためには、何も書く必要がなくなります。






ファイルを送信する 


ブラウザのリダイレクトと同じように、ファイルの送信という機能も特定の HTTP ヘッダに依存しています。
Yii はさまざまなファイル送信の必要をサポートするための一連のメソッドを提供しています。それらはすべて、HTTP range ヘッダに対するサポートを内蔵しています。



		


		


		





これらのメソッドは同じメソッドシグニチャを持ち、返り値としてレスポンスオブジェクトを返します。
送信しようとしているファイルが非常に大きなものである場合は、メモリ効率の良い [yii\web\Response::sendStreamAsFile()] の使用を検討すべきです。
次の例は、コントローラアクションでファイルを送信する方法を示すものです。


public function actionDownload()
{
    return \Yii::$app->response->sendFile('path/to/file.txt');
}



ファイル送信メソッドをアクションメソッド以外の場所で呼ぶ場合は、その後で [[yii\web\Response::send()]] メソッドも呼んで、レスポンスに余計なコンテントが追加されないことを保証しなければなりません。


\Yii::$app->response->sendFile('path/to/file.txt')->send();



ウェブサーバには、X-Sendfile と呼ばれる特別なファイル送信をサポートするものがあります。
アイデアとしては、ファイルに対するリクエストをウェブサーバにリダイレクトして、ウェブサーバに直接にファイルを送信させる、というものです。
その結果として、ウェブサーバがファイルを送信している間でも、ウェブアプリケーションは早期に終了することが出来るようになります。
この機能を使うために、[[yii\web\Response::xSendFile()]] を呼ぶことが出来ます。
次のリストは、よく使われるいくつかのウェブサーバにおいて X-Sendfile 機能を有効にする方法を要約するものです。



		Apache: X-Sendfile [http://tn123.org/mod_xsendfile]


		Lighttpd v1.4: X-LIGHTTPD-send-file [http://redmine.lighttpd.net/projects/lighttpd/wiki/X-LIGHTTPD-send-file]


		Lighttpd v1.5: X-Sendfile [http://redmine.lighttpd.net/projects/lighttpd/wiki/X-LIGHTTPD-send-file]


		Nginx: X-Accel-Redirect [http://wiki.nginx.org/XSendfile]


		Cherokee: X-Sendfile and X-Accel-Redirect [http://www.cherokee-project.com/doc/other_goodies.html#x-sendfile]








レスポンスを送信する 


レスポンスの中のコンテントは、[[yii\web\Response::send()]] メソッドが呼ばれるまでは、エンドユーザに向けて送信されません。
デフォルトでは、このメソッドは [[yii\base\Application::run()]] の最後で自動的に呼ばれます。
しかし、このメソッドを明示的に呼んで、強制的にレスポンスを即座に送信することも可能です。


[[yii\web\Response::send()]] メソッドは次のステップを踏んでレスポンスを送出します。



		[[yii\web\Response::EVENT_BEFORE_SEND]] イベントをトリガする。


		[[yii\web\Response::prepare()]] を呼んで [[yii\web\Response::data|レスポンスデータ]] を
[[yii\web\Response::content|レスポンスコンテント]] としてフォーマットする。


		[[yii\web\Response::EVENT_AFTER_PREPARE]] イベントをトリガする。


		[[yii\web\Response::sendHeaders()]] を呼んで、登録された HTTP ヘッダを送出する。


		[[yii\web\Response::sendContent()]] を呼んで、レスポンスのボディコンテントを送出する。


		[[yii\web\Response::EVENT_AFTER_SEND]] イベントをトリガする。





[[yii\web\Response::send()]] メソッドが一度呼び出された後では、このメソッドに対する更なる呼び出しは無視されます。
このことは、いったんレスポンスが送出された後では、それにコンテントを追加することは出来なくなる、ということを意味します。


ごらんのように、[[yii\web\Response::send()]] メソッドはいくつかの有用なイベントをトリガします。
これらのイベントに反応することによって、レスポンスを調整したり修飾したりすることが出来ます。
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使用数据库


本章节将介绍如何如何创建一个从数据表 country 中读取国家数据并显示出来的页面。为了实现这个目标，你将会配置一个数据库连接，创建一个活动记录类，并且创建一个操作及一个视图。


贯穿整个章节，你将会学到：



		配置一个数据库连接


		定义一个活动记录类


		使用活动记录从数据库中查询数据


		以分页方式在视图中显示数据





请注意，为了掌握本章你应该具备最基本的数据库知识和使用经验。尤其是应该知道如何创建数据库，如何通过数据库终端执行 SQL 语句。



准备数据库 


首先创建一个名为 yii2basic 的数据库，应用将从这个数据库中读取数据。你可以创建 SQLite，MySQL，PostregSQL，MSSQL 或 Oracle 数据库，Yii 内置多种数据库支持。简单起见，后面的内容将以 MySQL 为例做演示。


然后在数据库中创建一个名为 country 的表并插入简单的数据。可以执行下面的语句：


CREATE TABLE `country` (
  `code` CHAR(2) NOT NULL PRIMARY KEY,
  `name` CHAR(52) NOT NULL,
  `population` INT(11) NOT NULL DEFAULT '0'
) ENGINE=InnoDB DEFAULT CHARSET=utf8;

INSERT INTO `country` VALUES ('AU','Australia',18886000);
INSERT INTO `country` VALUES ('BR','Brazil',170115000);
INSERT INTO `country` VALUES ('CA','Canada',1147000);
INSERT INTO `country` VALUES ('CN','China',1277558000);
INSERT INTO `country` VALUES ('DE','Germany',82164700);
INSERT INTO `country` VALUES ('FR','France',59225700);
INSERT INTO `country` VALUES ('GB','United Kingdom',59623400);
INSERT INTO `country` VALUES ('IN','India',1013662000);
INSERT INTO `country` VALUES ('RU','Russia',146934000);
INSERT INTO `country` VALUES ('US','United States',278357000);



此时便有了一个名为 yii2basic 的数据库，在这个数据库中有一个包含三个字段的数据表 country，表中有十行数据。





配置数据库连接 


开始之前，请确保你已经安装了 PHP PDO [http://www.php.net/manual/en/book.pdo.php] 扩展和你所使用的数据库的 PDO 驱动（例如 MySQL 的 pdo_mysql）。对于使用关系型数据库来讲，这是基本要求。


驱动和扩展安装可用后，打开 config/db.php 修改里面的配置参数对应你的数据库配置。该文件默认包含这些内容：


<?php

return [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=yii2basic',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
];



config/db/php 是一个典型的基于文件的配置工具。这个文件配置了数据库连接 [[yii\db\Connection]] 的创建和初始化参数，应用的 SQL 查询正是基于这个数据库。


上面配置的数据库连接可以在应用中通过 Yii::$app->db 表达式访问。



补充：config/db.php 将被包含在应用配置文件 config/web.php 中，后者指定了整个应用如何初始化。请参考配置章节了解更多信息。






创建活动记录 


创建一个继承自活动记录类的类 Country，把它放在 models/Country.php 文件，去代表和读取 country 表的数据。


<?php

namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class Country extends ActiveRecord
{
}



这个 Country 类继承自 [[yii\db\ActiveRecord]]。你不用在里面写任何代码。只需要像现在这样，Yii 就能根据类名去猜测对应的数据表名。



补充：如果类名和数据表名不能直接对应，可以覆写 [[yii\db\ActiveRecord::tableName()|tableName()]] 方法去显式指定相关表名。



使用 Country 类可以很容易地操作 country 表数据，就像这段代码：


use app\models\Country;

// 获取 country 表的所有行并以 name 排序
$countries = Country::find()->orderBy('name')->all();

// 获取主键为 “US” 的行
$country = Country::findOne('US');

// 输出 “United States”
echo $country->name;

// 修改 name 为 “U.S.A.” 并在数据库中保存更改
$country->name = 'U.S.A.';
$country->save();




补充：活动记录是面向对象、功能强大的访问和操作数据库数据的方式。你可以在活动记录章节了解更多信息。除此之外你还可以使用另一种更原生的被称做数据访问对象的方法操作数据库数据。






创建操作 


为了向最终用户显示国家数据，你需要创建一个操作。相比之前小节掌握的在 site 控制器中创建操作，在这里为所有和国家有关的数据新建一个控制器更加合理。新控制器名为 CountryController，并在其中创建一个 index 操作，如下：


<?php

namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;
use yii\data\Pagination;
use app\models\Country;

class CountryController extends Controller
{
    public function actionIndex()
    {
        $query = Country::find();

        $pagination = new Pagination([
            'defaultPageSize' => 5,
            'totalCount' => $query->count(),
        ]);

        $countries = $query->orderBy('name')
            ->offset($pagination->offset)
            ->limit($pagination->limit)
            ->all();

        return $this->render('index', [
            'countries' => $countries,
            'pagination' => $pagination,
        ]);
    }
}



把上面的代码保存在 controllers/CountryController.php 文件中。


index 操作调用了活动记录 Country::find() 方法，去生成查询语句并从 country 表中取回所有数据。为了限定每个请求所返回的国家数量，查询在 [[yii\data\Pagination]] 对象的帮助下进行分页。 Pagination 对象的使命主要有两点：



		为 SQL 查询语句设置 offset 和 limit 从句，确保每个请求只需返回一页数据（本例中每页是 5 行）。


		在视图中显示一个由页码列表组成的分页器，这点将在后面的段落中解释。





在代码末尾，index 操作渲染一个名为 index 的视图，并传递国家数据和分页信息进去。





创建视图 


在 views 目录下先创建一个名为 country 的子目录。这个目录存储所有由 country 控制器渲染的视图。在 views/country 目录下创建一个名为 index.php 的视图文件，内容如下：


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\LinkPager;
?>
<h1>Countries</h1>
<ul>
<?php foreach ($countries as $country): ?>
    <li>
        <?= Html::encode("{$country->name} ({$country->code})") ?>:
        <?= $country->population ?>
    </li>
<?php endforeach; ?>
</ul>

<?= LinkPager::widget(['pagination' => $pagination]) ?>



这个视图包含两部分用以显示国家数据。第一部分遍历国家数据并以无序 HTML 列表渲染出来。第二部分使用 [[yii\widgets\LinkPager]] 去渲染从操作中传来的分页信息。小部件 LinkPager 显示一个分页按钮的列表。点击任何一个按钮都会跳转到对应的分页。





试运行 


浏览器访问下面的 URL 看看能否工作：


http://hostname/index.php?r=country/index



[image: 国家列表]


首先你会看到显示着五个国家的列表页面。在国家下面，你还会看到一个包含四个按钮的分页器。如果你点击按钮 “2”，将会跳转到显示另外五个国家的页面，也就是第二页记录。如果观察仔细点你还会看到浏览器的 URL 变成了：


http://hostname/index.php?r=country/index&page=2



在这个场景里，[[yii\data\Pagination|Pagination]] 提供了为数据结果集分页的所有功能：



		首先 [[yii\data\Pagination|Pagination]] 把 SELECT 的子查询 LIMIT 5 OFFSET 0 数据表示成第一页。因此开头的五条数据会被取出并显示。


		然后小部件 [[yii\widgets\LinkPager|LinkPager]] 使用 [[yii\data\Pagination::createUrl()|Pagination::createUrl()]] 方法生成的 URL 去渲染翻页按钮。URL 中包含必要的参数 page 才能查询不同的页面编号。


		如果你点击按钮 “2”，将会发起一个路由为 country/index 的新请求。[[yii\data\Pagination|Pagination]] 接收到 URL 中的 page 参数把当前的页码设为 2。新的数据库请求将会以 LIMIT 5 OFFSET 5 查询并显示。








总结 


本章节中你学到了如何使用数据库。你还学到了如何取出并使用 [[yii\data\Pagination]] 和 [[yii\widgets\LinkPager]] 显示数据。


下一章中你会学到如何使用 Yii 中强大的代码生成器 Gii，去帮助你实现一些常用的功能需求，例如增查改删（CRUD）数据表中的数据。事实上你之前所写的代码全部都可以由 Gii 自动生成。
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Sessions and Cookies


Sessions and cookies allow data to be persisted across multiple user requests. In plain PHP you may access them
through the global variables $_SESSION and $_COOKIE, respectively. Yii encapsulates sessions and cookies as objects
and thus allows you to access them in an object-oriented fashion with additional useful enhancements.



Sessions 


Like requests and responses, you can get access to sessions via
the session application component which is an instance of [[yii\web\Session]],
by default.



Opening and Closing Sessions 


To open and close a session, you can do the following:


$session = Yii::$app->session;

// check if a session is already open
if ($session->isActive) ...

// open a session
$session->open();

// close a session
$session->close();

// destroys all data registered to a session.
$session->destroy();



You can call [[yii\web\Session::open()|open()]] and [[yii\web\Session::close()|close()]] multiple times
without causing errors; internally the methods will first check if the session is already open.





Accessing Session Data 


To access the data stored in session, you can do the following:


$session = Yii::$app->session;

// get a session variable. The following usages are equivalent:
$language = $session->get('language');
$language = $session['language'];
$language = isset($_SESSION['language']) ? $_SESSION['language'] : null;

// set a session variable. The following usages are equivalent:
$session->set('language', 'en-US');
$session['language'] = 'en-US';
$_SESSION['language'] = 'en-US';

// remove a session variable. The following usages are equivalent:
$session->remove('language');
unset($session['language']);
unset($_SESSION['language']);

// check if a session variable exists. The following usages are equivalent:
if ($session->has('language')) ...
if (isset($session['language'])) ...
if (isset($_SESSION['language'])) ...

// traverse all session variables. The following usages are equivalent:
foreach ($session as $name => $value) ...
foreach ($_SESSION as $name => $value) ...




Info: When you access session data through the session component, a session will be automatically opened
if it has not been done so before. This is different from accessing session data through $_SESSION, which requires
an explicit call of session_start().



When working with session data that are arrays, the session component has a limitation which prevents you from
directly modifying an array element. For example,


$session = Yii::$app->session;

// the following code will NOT work
$session['captcha']['number'] = 5;
$session['captcha']['lifetime'] = 3600;

// the following code works:
$session['captcha'] = [
    'number' => 5,
    'lifetime' => 3600,
];

// the following code also works:
echo $session['captcha']['lifetime'];



You can use one of the following workarounds to solve this problem:


$session = Yii::$app->session;

// directly use $_SESSION (make sure Yii::$app->session->open() has been called)
$_SESSION['captcha']['number'] = 5;
$_SESSION['captcha']['lifetime'] = 3600;

// get the whole array first, modify it and then save it back
$captcha = $session['captcha'];
$captcha['number'] = 5;
$captcha['lifetime'] = 3600;
$session['captcha'] = $captcha;

// use ArrayObject instead of array
$session['captcha'] = new \ArrayObject;
...
$session['captcha']['number'] = 5;
$session['captcha']['lifetime'] = 3600;

// store array data by keys with a common prefix
$session['captcha.number'] = 5;
$session['captcha.lifetime'] = 3600;



For better performance and code readability, we recommend the last workaround. That is, instead of storing
an array as a single session variable, you store each array element as a session variable which shares the same
key prefix with other array elements.





Custom Session Storage 


The default [[yii\web\Session]] class stores session data as files on the server. Yii also provides the following
session classes implementing different session storage:



		[[yii\web\DbSession]]: stores session data in a database table.


		[[yii\web\CacheSession]]: stores session data in a cache with the help of a configured cache component.


		[[yii\redis\Session]]: stores session data using redis [http://redis.io/] as the storage medium.


		[[yii\mongodb\Session]]: stores session data in a MongoDB [http://www.mongodb.org/].





All these session classes support the same set of API methods. As a result, you can switch to a different
session storage class without the need to modify your application code that uses sessions.



Note: If you want to access session data via $_SESSION while using custom session storage, you must make
sure that the session has already been started by [[yii\web\Session::open()]]. This is because custom session storage
handlers are registered within this method.



To learn how to configure and use these component classes, please refer to their API documentation. Below is
an example showing how to configure [[yii\web\DbSession]] in the application configuration to use a database table
for session storage:


return [
    'components' => [
        'session' => [
            'class' => 'yii\web\DbSession',
            // 'db' => 'mydb',  // the application component ID of the DB connection. Defaults to 'db'.
            // 'sessionTable' => 'my_session', // session table name. Defaults to 'session'.
        ],
    ],
];



You also need to create the following database table to store session data:


CREATE TABLE session
(
    id CHAR(40) NOT NULL PRIMARY KEY,
    expire INTEGER,
    data BLOB
)



where ‘BLOB’ refers to the BLOB-type of your preferred DBMS. Below are the BLOB types that can be used for some popular DBMS:



		MySQL: LONGBLOB


		PostgreSQL: BYTEA


		MSSQL: BLOB






Note: According to the php.ini setting of session.hash_function, you may need to adjust
the length of the id column. For example, if session.hash_function=sha256, you should use a
length 64 instead of 40.






Flash Data 


Flash data is a special kind of session data which, once set in one request, will only be available during
the next request and will be automatically deleted afterwards. Flash data is most commonly used to implement
messages that should only be displayed to end users once, such as a confirmation message displayed after
a user successfully submits a form.


You can set and access flash data through the session application component. For example,


$session = Yii::$app->session;

// Request #1
// set a flash message named as "postDeleted"
$session->setFlash('postDeleted', 'You have successfully deleted your post.');

// Request #2
// display the flash message named "postDeleted"
echo $session->getFlash('postDeleted');

// Request #3
// $result will be false since the flash message was automatically deleted
$result = $session->hasFlash('postDeleted');



Like regular session data, you can store arbitrary data as flash data.


When you call [[yii\web\Session::setFlash()]], it will overwrite any existing flash data that has the same name.
To append new flash data to an existing message of the same name, you may call [[yii\web\Session::addFlash()]] instead.
For example:


$session = Yii::$app->session;

// Request #1
// add a few flash messages under the name of "alerts"
$session->addFlash('alerts', 'You have successfully deleted your post.');
$session->addFlash('alerts', 'You have successfully added a new friend.');
$session->addFlash('alerts', 'You are promoted.');

// Request #2
// $alerts is an array of the flash messages under the name of "alerts"
$alerts = $session->getFlash('alerts');




Note: Try not to use [[yii\web\Session::setFlash()]] together with [[yii\web\Session::addFlash()]] for flash data
of the same name. This is because the latter method will automatically turn the flash data into an array so that it
can append new flash data of the same name. As a result, when you call [[yii\web\Session::getFlash()]], you may
find sometimes you are getting an array while sometimes you are getting a string, depending on the order of
the invocation of these two methods.








Cookies 


Yii represents each cookie as an object of [[yii\web\Cookie]]. Both [[yii\web\Request]] and [[yii\web\Response]]
maintain a collection of cookies via the property named cookies. The cookie collection in the former represents
the cookies submitted in a request, while the cookie collection in the latter represents the cookies that are to
be sent to the user.



Reading Cookies 


You can get the cookies in the current request using the following code:


// get the cookie collection (yii\web\CookieCollection) from the "request" component
$cookies = Yii::$app->request->cookies;

// get the "language" cookie value. If the cookie does not exist, return "en" as the default value.
$language = $cookies->getValue('language', 'en');

// an alternative way of getting the "language" cookie value
if (($cookie = $cookies->get('language')) !== null) {
    $language = $cookie->value;
}

// you may also use $cookies like an array
if (isset($cookies['language'])) {
    $language = $cookies['language']->value;
}

// check if there is a "language" cookie
if ($cookies->has('language')) ...
if (isset($cookies['language'])) ...






Sending Cookies 


You can send cookies to end users using the following code:


// get the cookie collection (yii\web\CookieCollection) from the "response" component
$cookies = Yii::$app->response->cookies;

// add a new cookie to the response to be sent
$cookies->add(new \yii\web\Cookie([
    'name' => 'language',
    'value' => 'zh-CN',
]));

// remove a cookie
$cookies->remove('language');
// equivalent to the following
unset($cookies['language']);



Besides the [[yii\web\Cookie::name|name]], [[yii\web\Cookie::value|value]] properties shown in the above
examples, the [[yii\web\Cookie]] class also defines other properties to fully represent all available cookie
information, such as [[yii\web\Cookie::domain|domain]], [[yii\web\Cookie::expire|expire]]. You may configure these
properties as needed to prepare a cookie and then add it to the response’s cookie collection.



Note: For better security, the default value of [[yii\web\Cookie::httpOnly]] is set to true. This helps mitigate
the risk of a client side script accessing the protected cookie (if the browser supports it). You may read
the httpOnly wiki article [https://www.owasp.org/index.php/HttpOnly] for more details.






Cookie Validation 


When you are reading and sending cookies through the request and response components as shown in the last
two subsections, you enjoy the added security of cookie validation which protects cookies from being modified
on the client side. This is achieved by signing each cookie with a hash string, which allows the application to
tell if a cookie has been modified on the client side. If so, the cookie will NOT be accessible through the
[[yii\web\Request::cookies|cookie collection]] of the request component.



Note: Cookie validation only protects cookie values from being modified. If a cookie fails the validation,
you may still access it through $_COOKIE. This is because third-party libraries may manipulate cookies
in their own way, which does not involve cookie validation.



Cookie validation is enabled by default. You can disable it by setting the [[yii\web\Request::enableCookieValidation]]
property to be false, although we strongly recommend you do not do so.



Note: Cookies that are directly read/sent via $_COOKIE and setcookie() will NOT be validated.



When using cookie validation, you must specify a [[yii\web\Request::cookieValidationKey]] that will be used to generate
the aforementioned hash strings. You can do so by configuring the request component in the application configuration:


return [
    'components' => [
        'request' => [
            'cookieValidationKey' => 'fill in a secret key here',
        ],
    ],
];




Info: [[yii\web\Request::cookieValidationKey|cookieValidationKey]] is critical to your application’s security.
It should only be known to people you trust. Do not store it in the version control system.
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認証


ウェブアプリケーションとは異なり、RESTful API は通常はステートレスです。
これは、セッションやクッキーは使用すべきでないことを意味します。
従って、ユーザの認証ステータスをセッションやクッキーで保持することが出来ないため、全てのリクエストに何らかの認証情報を付加する必要があります。
通常使われるのは、ユーザを認証するための秘密のアクセストークンを全てのリクエストとともに送信する方法です。
アクセストークンはユーザを一意に特定して認証することが出来るものですので、API リクエストは、中間者攻撃 (man-in-the-middle attack) を防止するために、常に HTTPS 経由で送信されなければなりません。


アクセストークンを送信するには、いくつかの異なる方法があります。



		HTTP Basic 認証 [http://ja.wikipedia.org/wiki/Basic%E8%AA%8D%E8%A8%BC]: アクセストークンはユーザ名として送信されます。
この方法は、アクセストークンを API コンシューマ側で安全に保存することが出来る場合、例えば API コンシューマがサーバ上で走るプログラムである場合などにのみ使用されるべきです。


		クエリパラメータ: アクセストークンは API の URL、例えば、https://example.com/users?access-token=xxxxxxxx でクエリパラメータとして送信されます。
ほとんどのウェブサーバはクエリパラメータをサーバのログに記録するため、この手法は、アクセストークンを HTTP ヘッダを使って送信することができない JSONP リクエストに応答するために主として使用されるべきです。


		OAuth 2 [http://oauth.net/2/]: OAuth2 プロトコルに従って、アクセストークンはコンシューマによって権限付与サーバから取得され、HTTP Bearer Tokens [http://tools.ietf.org/html/rfc6750] 経由で API サーバに送信されます。





Yii は上記の全ての認証方法をサポートしています。新しい認証方法を作成することも簡単に出来ます。


あなたの API に対して認証を有効にするためには、次のステップを実行します。



		user アプリケーションコンポーネントを構成します。
		[[yii\web\User::enableSession|enableSession]] プロパティを false に設定します。


		[[yii\web\User::loginUrl|loginUrl]] プロパティを null に設定し、ログインページにリダイレクトする代りに HTTP 403 エラーを表示します。








		REST コントローラクラスにおいて、authenticator ビヘイビアを構成することによって、どの認証方法を使用するかを指定します。


		[[yii\web\User::identityClass|ユーザアイデンティティクラス]] において [[yii\web\IdentityInterface::findIdentityByAccessToken()]] を実装します。





ステップ 1 は必須ではありませんが、ステートレスであるべき RESTful API のために推奨されます。
[[yii\web\User::enableSession|enableSession]] が false である場合、ユーザの認証ステータスがセッションを使ってリクエストをまたいで存続することはありません。
その代りに、すべてのリクエストに対して認証が実行されます。このことは、ステップ 2 と 3 によって達成されます。



Tip|情報: RESTful API をアプリケーションの形式で開発する場合は、アプリケーションの構成情報で user アプリケーションコンポーネントの [[yii\web\User::enableSession|enableSession]] プロパティを構成することが出来ます。
RESTful API をモジュールとして開発する場合は、次のように、モジュールの init() メソッドに一行を追加することが出来ます。












public function init()
{
parent::init();
\Yii::$app->user->enableSession = false;
}



例えば、HTTP Basic 認証を使う場合は、`authenticator` ビヘイビアを次のように構成することが出来ます。

```php
use yii\filters\auth\HttpBasicAuth;

public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['authenticator'] = [
        'class' => HttpBasicAuth::className(),
    ];
    return $behaviors;
}



上で説明した三つの認証方法を全てサポートしたい場合は、次のように CompositeAuth を使うことが出来ます。


use yii\filters\auth\CompositeAuth;
use yii\filters\auth\HttpBasicAuth;
use yii\filters\auth\HttpBearerAuth;
use yii\filters\auth\QueryParamAuth;

public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['authenticator'] = [
        'class' => CompositeAuth::className(),
        'authMethods' => [
            HttpBasicAuth::className(),
            HttpBearerAuth::className(),
            QueryParamAuth::className(),
        ],
    ];
    return $behaviors;
}



authMethods の各要素は、認証方法クラスの名前であるか、構成情報配列でなければなりません。


findIdentityByAccessToken() の実装はアプリケーション固有のものです。
例えば、各ユーザが一つだけアクセストークンを持ち得るような単純なシナリオでは、アクセストークンをユーザのテーブルの access_token カラムに保存することが出来ます。
そうすれば、次のように、findIdentityByAccessToken() メソッドを User クラスにおいて簡単に実装することが出来ます。


use yii\db\ActiveRecord;
use yii\web\IdentityInterface;

class User extends ActiveRecord implements IdentityInterface
{
    public static function findIdentityByAccessToken($token, $type = null)
    {
        return static::findOne(['access_token' => $token]);
    }
}



上記のように認証が有効化された後は、全ての API リクエストに対して、リクエストされたコントローラが beforeAction() の段階でユーザを認証することを試みます。


認証が成功すると、コントローラはその他のチェック (レート制限、権限付与など) をしてから、アクションを実行します。
認証されたユーザのアイデンティティは Yii::$app->user->identity によって取得することが出来ます。


認証が失敗したときは、HTTP ステータス 401 およびその他の適切なヘッダ (HTTP Basic 認証に対する WWW-Authenticate ヘッダなど) を持つレスポンスが送り返されます。



権限付与 


ユーザが認証された後、リクエストされたリソースに対してリクエストされたアクションを実行する許可を彼または彼女が持っているかどうかをチェックしたい場合があるでしょう。
権限付与 と呼ばれるこのプロセスについては、権限付与 のセクションで詳細に説明されています。


あなたのコントローラが [[yii\rest\ActiveController]] から拡張したものである場合は、[[yii\rest\Controller::checkAccess()|checkAccess()]] メソッドをオーバーライドして権限付与のチェックを実行することが出来ます。
このメソッドが [[yii\rest\ActiveController]] によって提供されている内蔵のアクションから呼び出されます。
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控制器


在创建资源类和指定资源格输出式化后，下一步就是创建控制器操作将资源通过RESTful APIs展现给终端用户。


Yii 提供两个控制器基类来简化创建RESTful 操作的工作:[[yii\rest\Controller]] 和 [[yii\rest\ActiveController]]，
两个类的差别是后者提供一系列将资源处理成Active Record的操作。
因此如果使用Active Record内置的操作会比较方便，可考虑将控制器类
继承[[yii\rest\ActiveController]]，它会让你用最少的代码完成强大的RESTful APIs.


[[yii\rest\Controller]] 和 [[yii\rest\ActiveController]] 提供以下功能，一些功能在后续章节详细描述：



		HTTP 方法验证;


		内容协商和数据格式化;


		认证;


		频率限制.





[[yii\rest\ActiveController]] 额外提供一下功能:



		一系列常用操作: index, view, create, update, delete, options;


		对操作和资源进行用户认证.






创建控制器类 [bookmark: creating-controller]


当创建一个新的控制器类，控制器类的命名最好使用资源名称的单数格式，例如，提供用户信息的控制器
可命名为UserController.


创建新的操作和Web应用中创建操作类似，唯一的差别是Web应用中调用render()方法渲染一个视图作为返回值，
对于RESTful操作直接返回数据，[[yii\rest\Controller::serializer|serializer]] 和
[[yii\web\Response|response object]] 会处理原始数据到请求格式的转换，例如


public function actionView($id)
{
    return User::findOne($id);
}






过滤器 [bookmark: filters]


[[yii\rest\Controller]]提供的大多数RESTful API功能通过过滤器实现.
特别是以下过滤器会按顺序执行：



		[[yii\filters\ContentNegotiator|contentNegotiator]]: 支持内容协商，在 响应格式化 一节描述;


		[[yii\filters\VerbFilter|verbFilter]]: 支持HTTP 方法验证;
the Authentication section;


		


		[[yii\filters\RateLimiter|rateLimiter]]: 支持频率限制，在频率限制 一节描述.





这些过滤器都在[[yii\rest\Controller::behaviors()|behaviors()]]方法中声明，
可覆盖该方法来配置单独的过滤器，禁用某个或增加你自定义的过滤器。
例如，如果你只想用HTTP 基础认证，可编写如下代码：


use yii\filters\auth\HttpBasicAuth;

public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['authenticator'] = [
        'class' => HttpBasicAuth::className(),
    ];
    return $behaviors;
}






继承 ActiveController [bookmark: extending-active-controller]


如果你的控制器继承[[yii\rest\ActiveController]]，应设置[[yii\rest\ActiveController::modelClass||modelClass]] 属性
为通过该控制器返回给用户的资源类名，该类必须继承[[yii\db\ActiveRecord]].



自定义操作 [bookmark: customizing-actions]


[[yii\rest\ActiveController]] 默认提供一下操作:



		


		


		


		


		


		





所有这些操作通过[[yii\rest\ActiveController::actions()|actions()]] 方法申明，可覆盖actions()方法配置或禁用这些操作，
如下所示：


public function actions()
{
    $actions = parent::actions();

    // 禁用"delete" 和 "create" 操作
    unset($actions['delete'], $actions['create']);

    // 使用"prepareDataProvider()"方法自定义数据provider 
    $actions['index']['prepareDataProvider'] = [$this, 'prepareDataProvider'];

    return $actions;
}

public function prepareDataProvider()
{
    // 为"index"操作准备和返回数据provider
}



请参考独立操作类的参考文档学习哪些配置项有用。





执行访问检查 [bookmark: performing-access-check]


通过RESTful APIs显示数据时，经常需要检查当前用户是否有权限访问和操作所请求的资源，
在[[yii\rest\ActiveController]]中，可覆盖[[yii\rest\ActiveController::checkAccess()|checkAccess()]]方法来完成权限检查。


/**
 * Checks the privilege of the current user. 检查当前用户的权限
 *
 * This method should be overridden to check whether the current user has the privilege
 * to run the specified action against the specified data model.
 * If the user does not have access, a [[ForbiddenHttpException]] should be thrown.
 * 本方法应被覆盖来检查当前用户是否有权限执行指定的操作访问指定的数据模型
 * 如果用户没有权限，应抛出一个[[ForbiddenHttpException]]异常
 *
 * @param string $action the ID of the action to be executed
 * @param \yii\base\Model $model the model to be accessed. If null, it means no specific model is being accessed.
 * @param array $params additional parameters
 * @throws ForbiddenHttpException if the user does not have access
 */
public function checkAccess($action, $model = null, $params = [])
{
    // 检查用户能否访问 $action 和 $model
    // 访问被拒绝应抛出ForbiddenHttpException 
}



checkAccess() 方法默认会被[[yii\rest\ActiveController]]默认操作所调用，如果创建新的操作并想执行权限检查，
应在新的操作中明确调用该方法。



提示: 可使用Role-Based Access Control (RBAC) 基于角色权限控制组件实现checkAccess()。
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Quick Start


Yii provides a whole set of tools to simplify the task of implementing RESTful Web Service APIs.
In particular, Yii supports the following features about RESTful APIs:



		Quick prototyping with support for common APIs for Active Record;


		Response format negotiation (supporting JSON and XML by default);


		Customizable object serialization with support for selectable output fields;


		Proper formatting of collection data and validation errors;


		Support for HATEOAS [http://en.wikipedia.org/wiki/HATEOAS];


		Efficient routing with proper HTTP verb check;


		Built-in support for the OPTIONS and HEAD verbs;


		Authentication and authorization;


		Data caching and HTTP caching;


		Rate limiting;





In the following, we use an example to illustrate how you can build a set of RESTful APIs with some minimal coding effort.


Assume you want to expose the user data via RESTful APIs. The user data are stored in the user DB table,
and you have already created the [[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]] class app\models\User to access the user data.



Creating a Controller 


First, create a controller class app\controllers\UserController as follows,


namespace app\controllers;

use yii\rest\ActiveController;

class UserController extends ActiveController
{
    public $modelClass = 'app\models\User';
}



The controller class extends from [[yii\rest\ActiveController]]. By specifying [[yii\rest\ActiveController::modelClass|modelClass]]
as app\models\User, the controller knows what model can be used for fetching and manipulating data.





Configuring URL Rules 


Then, modify the configuration about the urlManager component in your application configuration:


'urlManager' => [
    'enablePrettyUrl' => true,
    'enableStrictParsing' => true,
    'showScriptName' => false,
    'rules' => [
        ['class' => 'yii\rest\UrlRule', 'controller' => 'user'],
    ],
]



The above configuration mainly adds a URL rule for the user controller so that the user data
can be accessed and manipulated with pretty URLs and meaningful HTTP verbs.





Enabling JSON Input 


To let the API accept input data in JSON format, configure the [[yii\web\Request::$parsers|parsers]] property of
the request application component to use the [[yii\web\JsonParser]] for JSON input:


'request' => [
    'parsers' => [
        'application/json' => 'yii\web\JsonParser',
    ]
]




Info: The above configuration is optional. Without the above configuration, the API would only recognize
application/x-www-form-urlencoded and multipart/form-data input formats.






Trying it Out 


With the above minimal amount of effort, you have already finished your task of creating the RESTful APIs
for accessing the user data. The APIs you have created include:



		GET /users: list all users page by page;


		HEAD /users: show the overview information of user listing;


		POST /users: create a new user;


		GET /users/123: return the details of the user 123;


		HEAD /users/123: show the overview information of user 123;


		PATCH /users/123 and PUT /users/123: update the user 123;


		DELETE /users/123: delete the user 123;


		OPTIONS /users: show the supported verbs regarding endpoint /users;


		OPTIONS /users/123: show the supported verbs regarding endpoint /users/123.






Info: Yii will automatically pluralize controller names for use in endpoints.
You can configure this using the [[yii\rest\UrlRule::$pluralize]]-property.



You may access your APIs with the curl command like the following,


$ curl -i -H "Accept:application/json" "http://localhost/users"

HTTP/1.1 200 OK
...
X-Pagination-Total-Count: 1000
X-Pagination-Page-Count: 50
X-Pagination-Current-Page: 1
X-Pagination-Per-Page: 20
Link: <http://localhost/users?page=1>; rel=self, 
      <http://localhost/users?page=2>; rel=next, 
      <http://localhost/users?page=50>; rel=last
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

[
    {
        "id": 1,
        ...
    },
    {
        "id": 2,
        ...
    },
    ...
]



Try changing the acceptable content type to be application/xml, and you will see the result
is returned in XML format:


$ curl -i -H "Accept:application/xml" "http://localhost/users"

HTTP/1.1 200 OK
...
X-Pagination-Total-Count: 1000
X-Pagination-Page-Count: 50
X-Pagination-Current-Page: 1
X-Pagination-Per-Page: 20
Link: <http://localhost/users?page=1>; rel=self, 
      <http://localhost/users?page=2>; rel=next, 
      <http://localhost/users?page=50>; rel=last
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<response>
    <item>
        <id>1</id>
        ...
    </item>
    <item>
        <id>2</id>
        ...
    </item>
    ...
</response>



The following command will create a new user by sending a POST request with the user data in JSON format:


$ curl -i -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -XPOST "http://localhost/users" -d '{"username": "example", "email": "user@example.com"}'

HTTP/1.1 201 Created
...
Location: http://localhost/users/1
Content-Length: 99
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{"id":1,"username":"example","email":"user@example.com","created_at":1414674789,"updated_at":1414674789}




Tip: You may also access your APIs via Web browser by entering the URL http://localhost/users.
However, you may need some browser plugins to send specific request headers.



As you can see, in the response headers, there are information about the total count, page count, etc.
There are also links that allow you to navigate to other pages of data. For example, http://localhost/users?page=2
would give you the next page of the user data.


Using the fields and expand parameters, you may also specify which fields should be included in the result.
For example, the URL http://localhost/users?fields=id,email will only return the id and email fields.



Info: You may have noticed that the result of http://localhost/users includes some sensitive fields,
such as password_hash, auth_key. You certainly do not want these to appear in your API result.
You can and should filter out these fields as described in the Response Formatting section.






Summary 


Using the Yii RESTful API framework, you implement an API endpoint in terms of a controller action, and you use
a controller to organize the actions that implement the endpoints for a single type of resource.


Resources are represented as data models which extend from the [[yii\base\Model]] class.
If you are working with databases (relational or NoSQL), it is recommended you use [[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]]
to represent resources.


You may use [[yii\rest\UrlRule]] to simplify the routing to your API endpoints.


While not required, it is recommended that you develop your RESTful APIs as a separate application, different from
your Web front end and back end for easier maintenance.
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モジュール


モジュールは、モデル、ビュー、コントローラ、およびその他の支援コンポーネントから構成される自己充足的なソフトウェアのユニットです。
モジュールが アプリケーション にインストールされている場合、エンドユーザはモジュールのコントローラにアクセスする事が出来ます。
これらのことを理由として、モジュールは小さなアプリケーションと見なされることがよくあります。
しかし、モジュールは単独では配備できず、アプリケーションの中に存在しなければならないという点で アプリケーション とは異なります。



モジュールを作成する 


モジュールは、モジュールの [[yii\base\Module::basePath|ベースパス]] と呼ばれるディレクトリとして編成されます。
このディレクトリの中に、ちょうどアプリケーションの場合と同じように、controllers、models、views のようなサブディレクトリが存在して、コントローラ、モデル、ビュー、その他のコードを収納しています。
次の例は、モジュール内の中身を示すものです。


forum/
    Module.php                   モジュールクラスファイル
    controllers/                 コントローラクラスファイルを含む
        DefaultController.php    デフォルトのコントローラクラスファイル
    models/                      モデルクラスファイルを含む
    views/                       コントローラのビューとレイアウトのファイルを含む
        layouts/                 レイアウトのビューファイルを含む
        default/                 DefaultController のためのビューファイルを含む
            index.php            index ビューファイル




モジュールクラス 


全てのモジュールは [[yii\base\Module]] から拡張したユニークなモジュールクラスを持たなければなりません。
モジュールクラスは、モジュールの [[yii\base\Module::basePath|ベースパス]] 直下に配置されて オートロード可能 になっていなければなりません。
モジュールがアクセスされたとき、対応するモジュールクラスの単一のインスタンスが作成されます。
アプリケーションのインスタンス と同じように、モジュールのインスタンスは、モジュール内のコードがデータとコンポーネントを共有するために使用されます。


次のコードは、モジュールクラスがどのようなものかを示す例です。


namespace app\modules\forum;

class Module extends \yii\base\Module
{
    public function init()
    {
        parent::init();

        $this->params['foo'] = 'bar';
        // ... 他の初期化コード ...
    }
}



init メソッドがモジュールのプロパティを初期化するためのコードをたくさん含む場合は、それを 構成情報 の形で保存し、init() の中で次のコードを使って読み出すことも可能です。


public function init()
{
    parent::init();
    // config.php からロードした構成情報でモジュールを初期化する
    \Yii::configure($this, require(__DIR__ . '/config.php'));
}



ここで、構成情報ファイル config.php は、アプリケーションの構成情報 の場合と同じように、次のような内容を含むことが出来ます。


<?php
return [
    'components' => [
        // コンポーネントの構成情報のリスト
    ],
    'params' => [
        // パラメータのリスト
    ],
];






モジュール内のコントローラ 


モジュールの中でコントローラを作成するときは、コントローラクラスをモジュールクラスの名前空間の controllers サブ名前空間に置くことが規約です。
このことは、同時に、コントローラのクラスファイルをモジュールの [[yii\base\Module::basePath|ベースパス]] 内の controllers ディレクトリに置くべきことをも意味します。
例えば、前の項で示された forum モジュールの中で post コントローラを作成するためには、次のようにしてコントローラを宣言しなければなりません。


namespace app\modules\forum\controllers;

use yii\web\Controller;

class PostController extends Controller
{
    // ...
}



コントローラクラスの名前空間は、[[yii\base\Module::controllerNamespace]] プロパティを構成してカスタマイズすることが出来ます。
いくつかのコントローラがこの名前空間の外にある場合でも、[[yii\base\Module::controllerMap]] プロパティを構成することによって、それらをアクセス可能にすることが出来ます。
これは、アプリケーションでのコントローラマップ の場合と同様です。





モジュール内のビュー 


モジュール内のビューは、モジュールの [[yii\base\Module::basePath|ベースパス]] 内の views ディレクトリに置かれなくてはなりません。
モジュール内のコントローラによってレンダリングされるビューは、ディレクトリ views/ControllerID の下に置きます。
ここで、ControllerID は コントローラ ID を指します。
例えば、コントローラクラスが PostController である場合、ディレクトリはモジュールの [[yii\base\Module::basePath|ベースパス]] の中の views/post となります。


モジュールは、そのモジュールのコントローラによってレンダリングされるビューに適用される レイアウト を指定することが出来ます。
レイアウトは、デフォルトでは views/layouts ディレクトリに置かれなければならず、また、[[yii\base\Module::layout]] プロパティがレイアウトの名前を指すように構成しなければなりません。
layout プロパティを構成しない場合は、アプリケーションのレイアウトが代りに使用されます。







モジュールを使う 


アプリケーションの中でモジュールを使うためには、アプリケーションの [[yii\base\Application::modules|modules]] プロパティのリストにそのモジュールを載せてアプリケーションを構成するだけで大丈夫です。
次のコードは、アプリケーションの構成情報 の中で forum モジュールを使うようにするものです。


[
    'modules' => [
        'forum' => [
            'class' => 'app\modules\forum\Module',
            // ... モジュールのその他の構成情報 ...
        ],
    ],
]



[[yii\base\Application::modules|modules]] プロパティは、モジュールの構成情報の配列を取ります。
各配列のキーは、アプリケーションの全てのモジュールの中でそのモジュールを特定するためのユニークな モジュール ID を表します。
そして、対応する配列の値は、そのモジュールを作成するための 構成情報 です。



ルート 


アプリケーションの中のコントローラをアクセスするのと同じように、ルート がモジュールの中のコントローラを指し示すために使われます。
モジュール内のコントローラのルートは、モジュール ID で始まり、コントローラ ID、アクション ID と続くものでなければなりません。
例えば、アプリケーションが forum という名前のモジュールを使用している場合、forum/post/index というルートは、forum モジュール内の post コントローラの index アクションを表します。
ルートがモジュール ID だけを含む場合は、[[yii\base\Module::defaultRoute]] プロパティ (デフォルト値は default です) が、どのコントローラ/アクションが使用されるべきかを決定します。
これは、forum というルートは forum モジュール内の default コントローラを表すという意味です。





モジュールにアクセスする 


モジュール内において、モジュール ID や、モジュールのパラメータ、モジュールのコンポーネントなどにアクセスするために、モジュールクラス のインスタンスを取得する必要があることがよくあります。
次の文を使ってそうすることが出来ます。


$module = MyModuleClass::getInstance();



ここで MyModuleClass は、当該モジュールクラスの名前を指すものです。
getInstance() メソッドは、現在リクエストされているモジュールクラスのインスタンスを返します。
モジュールがリクエストされていない場合は、このメソッドは null を返します。
モジュールクラスの新しいインスタンスを手動で作成しようとしてはいけないことに注意してください。
手動で作成したインスタンスは、リクエストに対するレスポンスとして Yii によって作成されたインスタンスとは別のものになります。



Info|情報: モジュールを開発するとき、モジュールが固定の ID を使うと仮定してはいけません。
なぜなら、モジュールは、アプリケーションや他のモジュールの中で使うときに、任意の ID と結び付けることが出来るからです。
モジュール ID を取得するためには、上記の方法を使って最初にモジュールのインスタンスを取得し、そして $module->id によって ID を取得しなければなりません。



モジュールのインスタンスにアクセスするためには、次の二つの方法を使うことも出来ます。


// ID が "forum" である子モジュールを取得する
$module = \Yii::$app->getModule('forum');

// 現在リクエストされているコントローラが属するモジュールを取得する
$module = \Yii::$app->controller->module;



最初の方法は、モジュール ID を知っている時しか役に立ちません。一方、第二の方法は、リクエストされているコントローラについて知っている場合に使うのに最適な方法です。


いったんモジュールのインスタンスをとらえれば、モジュールに登録されたパラメータやコンポーネントにアクセスすることが可能になります。
例えば、


$maxPostCount = $module->params['maxPostCount'];






モジュールをブートストラップする 


いくつかのモジュールは、全てのリクエストで毎回走らせる必要があります。[[yii\debug\Module|デバッグ]] モジュールがその一例です。
そうするためには、そのようなモジュールをアプリケーションの [[yii\base\Application::bootstrap|bootstrap]] プロパティのリストに挙げます。


例えば、次のアプリケーションの構成情報は、debug モジュールが常にロードされることを保証するものです。


[
    'bootstrap' => [
        'debug',
    ],

    'modules' => [
        'debug' => 'yii\debug\Module',
    ],
]








入れ子のモジュール 


モジュールはレベルの制限無く入れ子にすることが出来ます。
つまり、モジュールは別のモジュールを含むことが出来、その含まれたモジュールもさらに別のモジュールを含むことが出来ます。
含む側を 親モジュール、含まれる側を 子モジュール と呼びます。
子モジュールは、親モジュールの [[yii\base\Module::modules|modules]] プロパティの中で宣言されなければなりません。
例えば、


namespace app\modules\forum;

class Module extends \yii\base\Module
{
    public function init()
    {
        parent::init();

        $this->modules = [
            'admin' => [
                // ここはもっと短い名前空間の使用を考慮すべきです
                'class' => 'app\modules\forum\modules\admin\Module',
            ],
        ];
    }
}



入れ子にされたモジュールの中にあるコントローラのルートは、全ての祖先のモジュールの ID を含まなければなりません。
例えば、forum/admin/dashboard/index というルートは、forum モジュールの子モジュールである admin モジュールの dashboard コントローラの index アクションを表します。



Info|情報: [[yii\base\Module::getModule()|getModule()]] メソッドは、親モジュールに直接属する子モジュールだけを返します。
[[yii\base\Application::loadedModules]] プロパティがロードされた全てのモジュールのリストを保持しています。
このリストには、直接の子と孫以下の両方のモジュールが含まれ、クラス名によってインデックスされています。






ベストプラクティス 


モジュールは、それぞれ密接に関係する一連の機能を含む数個のグループに分割できるような、規模の大きなアプリケーションに最も適しています。
そのような機能グループをそれぞれモジュールとして、特定の個人やチームによって開発することが出来ます。


モジュールは、また、機能グループレベルでコードを再利用するための良い方法でもあります。
ある種のよく使われる機能、例えばユーザ管理やコメント管理などは、全て、将来のプロジェクトで容易に再利用できるように、モジュールの形式で開発することが出来ます。
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		已定稿 概述
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		已定稿 资源
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		已定稿 错误处理
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测试



		编撰中 概述
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		编撰中 从头构建自定义模版


		编撰中 控制台命令
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		详情视图（DetailView）：链接到 demo 页


		活动表单（ActiveForm）：链接到 demo 页


		Pjax：链接到 demo 页


		菜单（Menu）：链接到 demo 页


		LinkPager：链接到 demo 页
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		编撰中 Url 助手








不在目录内的文件



		glossary











          

      

      

    


    
        © 版权所有 .
      由 Sphinx 1.3.1 创建。
    

  

guide/output-sorting.html


    
      导航


      
        		
          索引


        		YII2 stable 文档 »

 
      


    


    
      
          
            
  
Sorting


Sometimes the data that is to be displayed should be sorted according to one or several attributes. If you are using
a data provider with one of the data widgets, sorting is
handled for you automatically. If not, you should create a [[yii\data\Sort]] instance, configure it and
apply it to the query. It can also be passed to the view, where it can be used to create links to sort by certain attributes.


A typical usage example is as follows,


function actionIndex()
{
    $sort = new Sort([
        'attributes' => [
            'age',
            'name' => [
                'asc' => ['first_name' => SORT_ASC, 'last_name' => SORT_ASC],
                'desc' => ['first_name' => SORT_DESC, 'last_name' => SORT_DESC],
                'default' => SORT_DESC,
                'label' => 'Name',
            ],
        ],
    ]);

    $models = Article::find()
        ->where(['status' => 1])
        ->orderBy($sort->orders)
        ->all();

    return $this->render('index', [
         'models' => $models,
         'sort' => $sort,
    ]);
}



In the view:


// display links leading to sort actions
echo $sort->link('name') . ' | ' . $sort->link('age');

foreach ($models as $model) {
    // display $model here
}



In the above, we declare two attributes that support sorting: name and age.
We pass the sort information to the Article query so that the query results are
sorted by the orders specified by the Sort object. In the view, we show two hyperlinks
that can lead to pages with the data sorted by the corresponding attributes.


The [[yii\data\Sort|Sort]] class will obtain the parameters passed with the request automatically
and adjust the sort options accordingly.
You can adjust the parameters by configuring the [[yii\data\Sort::$params|$params]] property.
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Yii とは何か


Yii は現代的なウェブアプリケーションを迅速に開発するための、高性能な、コンポーネントベースの PHP フレームワークです。
Yii という名前 (イー すなわち [ji:] と発音します) は、中国語では「易」であり、「シンプルかつ進化的」であることを意味します。
また Yes It Is のアクロニム (頭字語) であると考えることも出来ます。



Yii は何に適しているか


Yii は汎用的なウェブプログラミングフレームワークです。
つまり、あらゆる種類のウェブアプリケーションを PHP を使って開発するときに、Yii を使用することが出来ます。
コンポーネントベースのアーキテクチャと洗練されたキャッシュサポートを持っているため、Yii は大規模なアプリケーション、たとえば、ポータル、フォーラム、コンテントマネージメントシステム (CMS)、電子商取引プロジェクト、RESTful ウェブサービス、等々を開発するのに特に適しています。





Yii を他のフレームワークと比べると


あなたが既に他のフレームワークに親しんでいる場合は、Yii を比較するとどうなのかを知りたいでしょう。



		ほとんどの PHP フレームワーク同様、Yii は MVC (Model-View-Controller) デザインパターンを実装し、このパターンに基づいたコードの編成を推進しています。


		Yii は、コードはシンプルかつエレガントに書かれるべきである、という哲学を採用しています。
何らかのデザインパターンの厳密な遵守を主な目的とする凝りすぎた設計を、Yii がしようと試みることは決してありません。


		Yii はフル装備のフレームワークです。
クエリビルダ、リレーショナルデータベースと NoSQL データベースの双方のためのアクティブレコード、RESTful API 開発サポート、多層構成のキャッシュサポート、その他、検証済みで直ちに使える多数の機能を提供します。


		Yii は極めて拡張性の高いフレームワークです。あなたはコアのコードのほとんど全ての要素をカスタマイズしたり置き換えたりすることが出来ます。
また、Yii の堅固なエクステンションアーキテクチャを利用して、再配布可能なエクステンションを使用したり開発したりすることも出来ます。


		高性能であることは常に Yii の主たる目標です。





Yii はワンマンショーではありません。Yii は 強力なコア開発チーム [http://www.yiiframework.com/about/] および Yii 開発に間断なく貢献してくれるプロフェッショナルの大きなコミュニティーに支えられたプロジェクトです。
Yii 開発チームは、最新のウェブ開発の潮流と、他のフレームワークやプロジェクトに見出される最善のプラクティスと機能を、注意深く見守り続けています。
他のところで見出された最善のプラクティスと機能で最も適切なものは、定期的にコアフレームワークに組み込まれ、シンプルかつエレガントなインターフェイスを通じて公開されます。





Yii のバージョン


Yii は現在、利用可能な二つのメジャーバージョン、すなわち 1.1 と 2.0 を持っています。
バージョン 1.1 は古い世代のもので、現在はメンテナンスモードにあります。
バージョン 2.0 は、最新のテクノロジーとプロトコル、例えば、Composer、PSR、名前空間、トレイトなどを採用して、Yii を完全に書き直したものです。
バージョン 2.0 がこのフレームワークの現世代を表すものであり、今後数年間にわたって主要な開発努力の対象となるものです。
このガイドは主としてバージョン 2.0 について述べます。





必要条件と前提条件


Yii 2.0 は PHP 5.4.0 以上を必要とします。
個々の機能に対する詳細な必要条件は、全ての Yii リリースに含まれている必要条件チェッカを走らせることによって知ることが出来ます。


Yii を使うためには、オブジェクト指向プログラミング (OOP) の基本的な知識が必要です。
なぜなら、Yii は純粋な OOP ベースのフレームワークだからです。
また、Yii 2.0 は 名前空間 [http://php.net/manual/ja/language.namespaces.php] や トレイト [http://php.net/manual/ja/language.oop5.traits.php] のような PHP の最新の機能を利用しています。
これらの概念を理解することは、Yii 2.0 を採用することを一層容易にするでしょう。
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路由


当入口脚本在调用 [[yii\web\Application::run()|run()]]
方法时，它进行的第一个操作就是解析输入的请求，然后实例化对应的控制器操作处理这个请求。该过程就被称为引导路由（routing）。（译注：中文里既是动词也是名词）



解析路由 


路由引导的第一步，是把传入请求解析为一个路由。如我们在 控制器（Controllers）
章节中所描述的那样，路由是一个用于定位控制器操作的地址。这个过程通过 request 应用组件的 [[yii\web\Request::resolve()|resolve()]]
方法实现，该方法会调用 URL 管理器 进行实质上的请求解析工作。


默认情况下，传入请求会包含一个名为 r 的 GET 参数，它的值即被视为路由。但是如果启用
[[yii\web\UrlManager::enablePrettyUrl|美化 URL 功能]]，那么在确定请求的路由时，就会进行更多处理。具体的细节请参考
URL 的解析与生成 章节。


假使某路由最终实在无法被确定，那么 request 组件会抛出 [[yii\web\NotFoundHttpException]] 异常（译注：大名鼎鼎的 404）。



缺省路由 


如果传入请求并没有提供一个具体的路由，（一般这种情况多为于对首页的请求）此时就会启用由
[[yii\web\Application::defaultRoute]] 属性所指定的缺省路由。该属性的默认值为 site/index，它指向 site 控制器的 index
操作。你可以像这样在应用配置中调整该属性的值：


return [
    // ...
    'defaultRoute' => 'main/index',
];






catchAll 路由（全拦截路由） 


有时候，你会想要将你的 Web
应用临时调整到维护模式，所有的请求下都会显示相同的信息页。当然，要实现这一点有很多种方法。这里面最简单快捷的方法就是在应用配置中设置下
[[yii\web\Application::catchAll]] 属性：


return [
    // ...
    'catchAll' => ['site/offline'],
];



catchAll 属性需要传入一个数组做参数，该数组的第一个元素为路由，剩下的元素会（以名值对的形式）指定绑定于该操作的各个参数。


当设置了 catchAll 属性时，它会替换掉所有从输入的请求中解析出来的路由。如果是上文的这种设置，用于处理所有传入请求的操作都会是相同的 site/offline。







创建操作 


一旦请求路由被确定了，紧接着的步骤就是创建一个“操作（action）”对象，用以响应该路由。


路由可以用里面的斜杠分割成多个组成片段，举个栗子，site/index 可以分解为 site 和 index
两部分。每个片段都是指向某一模块（Module）、控制器（Controller）或操作（action）的 ID。


从路由的首个片段开始，应用会经过以下流程依次创建模块（如果有），控制器，以及操作：



		设置应用主体为当前模块。


		检查当前模块的 [[yii\base\Module::controllerMap|controller map（控制器映射表）]] 是否包含当前 ID。如果是，会根据该表中的配置创建一个控制器对象，然后跳到步骤五执行该路由的后续片段。


		检查该 ID 是否指向当前模块中 [[yii\base\Module::modules|modules]] 属性里的模块列表中的一个模块。如果是，会根据该模块表中的配置创建一个模块对象，然后会以新创建的模块为环境，跳回步骤二解析下一段路由。


		将该 ID 视为控制器 ID，并创建控制器对象。用下个步骤解析路由里剩下的片段。


		控制器会在他的 [[yii\base\Controller::actions()|action map（操作映射表）]]里搜索当前 ID。如果找得到，它会根据该映射表中的配置创建一个操作对象；反之，控制器则会尝试创建一个与该 ID
相对应，由某个 action 方法所定义的行内操作（inline action）。





在上面的步骤里，如果有任何错误发生，都会抛出 [[yii\web\NotFoundHttpException]]，指出路由引导的过程失败了。
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Url Helper


Url helper provides a set of static methods for managing URLs.



Getting Common URLs 


There are two methods you can use to get common URLs: home URL and base URL of the current request. In order to get
home URL use the following:


$relativeHomeUrl = Url::home();
$absoluteHomeUrl = Url::home(true);
$httpsAbsoluteHomeUrl = Url::home('https');



If no parameter is passed, URL generated is relative. You can either pass true to get absolute URL for the current
schema or specify schema explicitly (https, http).


To get base URL of the current request use the following:


$relativeBaseUrl = Url::base();
$absoluteBaseUrl = Url::base(true);
$httpsAbsoluteBaseUrl = Url::base('https');



The only parameter of the method works exactly the same as for Url::home().





Creating URLs 


In order to create URL to a given route use Url::toRoute() method. The method uses [[\yii\web\UrlManager]] to create
a URL:


$url = Url::toRoute(['product/view', 'id' => 42]);



You may specify the route as a string, e.g., site/index. You may also use an array if you want to specify additional
query parameters for the URL being created. The array format must be:


// generates: /index.php?r=site/index&param1=value1&param2=value2
['site/index', 'param1' => 'value1', 'param2' => 'value2']



If you want to create a URL with an anchor, you can use the array format with a # parameter. For example,


// generates: /index.php?r=site/index&param1=value1#name
['site/index', 'param1' => 'value1', '#' => 'name']



A route may be either absolute or relative. An absolute route has a leading slash (e.g. /site/index), while a relative
route has none (e.g. site/index or index). A relative route will be converted into an absolute one by the following rules:



		If the route is an empty string, the current [[\yii\web\Controller::route|route]] will be used;


		If the route contains no slashes at all (e.g. index), it is considered to be an action ID of the current controller
and will be prepended with [[\yii\web\Controller::uniqueId]];


		If the route has no leading slash (e.g. site/index), it is considered to be a route relative to the current module
and will be prepended with the module’s [[\yii\base\Module::uniqueId|uniqueId]].





Starting from version 2.0.2, you may specify a route in terms of an alias. If this is the case,
the alias will first be converted into the actual route which will then be turned into an absolute route according
to the above rules.


Below are some examples of using this method:


// /index.php?r=site/index
echo Url::toRoute('site/index');

// /index.php?r=site/index&src=ref1#name
echo Url::toRoute(['site/index', 'src' => 'ref1', '#' => 'name']);

// /index.php?r=post/edit&id=100     assume the alias "@postEdit" is defined as "post/edit"
echo Url::toRoute(['@postEdit', 'id' => 100]);

// http://www.example.com/index.php?r=site/index
echo Url::toRoute('site/index', true);

// https://www.example.com/index.php?r=site/index
echo Url::toRoute('site/index', 'https');



There’s another method Url::to() that is very similar to [[toRoute()]]. The only difference is that this method
requires a route to be specified as an array only. If a string is given, it will be treated as a URL.


The first argument could be:



		an array: [[toRoute()]] will be called to generate the URL. For example:
['site/index'], ['post/index', 'page' => 2]. Please refer to [[toRoute()]] for more details
on how to specify a route.


		a string with a leading @: it is treated as an alias, and the corresponding aliased string
will be returned.


		an empty string: the currently requested URL will be returned;


		a normal string: it will be returned as is.





When $scheme is specified (either a string or true), an absolute URL with host info (obtained from
[[\yii\web\UrlManager::hostInfo]]) will be returned. If $url is already an absolute URL, its scheme
will be replaced with the specified one.


Below are some usage examples:


// /index.php?r=site/index
echo Url::to(['site/index']);

// /index.php?r=site/index&src=ref1#name
echo Url::to(['site/index', 'src' => 'ref1', '#' => 'name']);

// /index.php?r=post/edit&id=100     assume the alias "@postEdit" is defined as "post/edit"
echo Url::to(['@postEdit', 'id' => 100]);

// the currently requested URL
echo Url::to();

// /images/logo.gif
echo Url::to('@web/images/logo.gif');

// images/logo.gif
echo Url::to('images/logo.gif');

// http://www.example.com/images/logo.gif
echo Url::to('@web/images/logo.gif', true);

// https://www.example.com/images/logo.gif
echo Url::to('@web/images/logo.gif', 'https');



Starting from version 2.0.3, you may use [[yii\helpers\Url::current()]] to create a URL based on the currently
requested route and GET parameters. You may modify or remove some of the GET parameters or add new ones by
passing a $params parameter to the method. For example,


// assume $_GET = ['id' => 123, 'src' => 'google'], current route is "post/view"

// /index.php?r=post/view&id=123&src=google
echo Url::current();

// /index.php?r=post/view&id=123
echo Url::current(['src' => null]);
// /index.php?r=post/view&id=100&src=google
echo Url::current(['id' => 100]);






Remember URLs 


There are cases when you need to remember URL and afterwards use it during processing of the one of sequential requests.
It can be achieved in the following way:


// Remember current URL 
Url::remember();

// Remember URL specified. See Url::to() for argument format.
Url::remember(['product/view', 'id' => 42]);

// Remember URL specified with a name given
Url::remember(['product/view', 'id' => 42], 'product');



In the next request we can get URL remembered in the following way:


$url = Url::previous();
$productUrl = Url::previous('product');






Checking Relative URLs 


To find out if URL is relative i.e. it doesn’t have host info part, you can use the following code:


$isRelative = Url::isRelative('test/it');
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依存性注入コンテナ


依存性注入 (DI) コンテナは、オブジェクトとそのすべての依存オブジェクトを、インスタンス化し、設定する方法を知っているオブジェクトです。
なぜ DI コンテナが便利なのかは、Martin の記事 [http://martinfowler.com/articles/injection.html] の説明がわかりやすいでしょう。
ここでは、主に Yii の提供する DI コンテナの使用方法を説明します。



依存性注入 


Yii は [[yii\di\Container]] クラスを通して DI コンテナの機能を提供します。これは、次の種類の依存性注入をサポートしています:



		コンストラクタ·インジェクション


		セッター/プロパティ·インジェクション


		PHP コーラブル·インジェクション






コンストラクタ·インジェクション 


DI コンテナは、コンストラクタパラメータの型ヒントの助けを借りた、コンストラクタ·インジェクションをサポートしています。
型ヒントは、クラスやインタフェースが新しいオブジェクトの作成で使用されるさい、どれが依存であるのかということをコンテナに教えます。
コンテナは、依存クラスやインタフェースのインスタンスを取得し、コンストラクタを通して、新しいオブジェクトにそれらの注入を試みます。
たとえば


class Foo
{
    public function __construct(Bar $bar)
    {
    }
}

$foo = $container->get('Foo');
// これは下記と等価:
$bar = new Bar;
$foo = new Foo($bar);






セッター/プロパティ·インジェクション 


セッター/プロパティ·インジェクションは、構成情報 を通してサポートされます。
依存関係を登録するときや、新しいオブジェクトを作成するとき、コンテナが使用する構成情報を提供することができ、
それに対応するセッターまたはプロパティを通じて依存関係が注入されます。たとえば


use yii\base\Object;

class Foo extends Object
{
    public $bar;

    private $_qux;

    public function getQux()
    {
        return $this->_qux;
    }

    public function setQux(Qux $qux)
    {
        $this->_qux = $qux;
    }
}

$container->get('Foo', [], [
    'bar' => $container->get('Bar'),
    'qux' => $container->get('Qux'),
]);






PHP コーラブル・インジェクション 


この場合、コンテナは、登録された PHP のコーラブルオブジェクトを使用し、クラスの新しいインスタンスを構築します。
コーラブルは、依存関係を解決し、新しく作成されたオブジェクトに適切にそれらを注入する責任があります。たとえば


$container->set('Foo', function () {
    return new Foo(new Bar);
});

$foo = $container->get('Foo');








依存関係の登録 


あなたは、[[yii\di\Container::set()]] 使って依存関係を登録することができます。登録には依存関係の名前だけでなく、
依存関係の定義が必要です。依存関係の名前は、クラス名、インタフェース名、エイリアス名を指定することができます。
依存関係の定義には、クラス名、構成情報配列、PHPのコーラブルを指定できます。


$container = new \yii\di\Container;

// クラス名そのまま。これはなくてもかまいません。
$container->set('yii\db\Connection');

// インターフェースの登録
// クラスがインターフェースに依存する場合、対応するクラスが依存オブジェクトとしてインスタンス化されます
$container->set('yii\mail\MailInterface', 'yii\swiftmailer\Mailer');

// エイリアス名の登録。$container->get('foo') を使って Connection のインスタンスを作成できます
$container->set('foo', 'yii\db\Connection');

// 構成情報をともなうクラスの登録。クラスが get() でインスタンス化されるとき構成情報が適用されます
$container->set('yii\db\Connection', [
    'dsn' => 'mysql:host=127.0.0.1;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
]);

// クラスの構成情報をともなうエイリアス名の登録
// この場合、クラスを指定する "class" 要素が必要です
$container->set('db', [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=127.0.0.1;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
]);

// PHP コーラブルの登録
// このコーラブルは $container->get('db') が呼ばれるたびに実行されます
$container->set('db', function ($container, $params, $config) {
    return new \yii\db\Connection($config);
});

// コンポーネントインスタンスの登録
// $container->get('pageCache') は呼ばれるたびに毎回同じインスタンスを返します
$container->set('pageCache', new FileCache);




補足: 依存関係名が、対応する依存関係の定義と同じである場合は、それを DI コンテナに登録する必要はありません。



set() を介して登録された依存性は、依存性が必要とされるたびにインスタンスを生成します。
[[yii\di\Container::setSingleton()]] を使うと、単一のインスタンスをひとつだけ生成する依存関係を登録することができます:


$container->setSingleton('yii\db\Connection', [
    'dsn' => 'mysql:host=127.0.0.1;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
]);






依存関係の解決 


依存関係を登録すると、新しいオブジェクトを作成するのに DI コンテナを使用することができ、
コンテナが自動的に、依存性をインスタンス化して新しく作成されたオブジェクトに注入することで、
依存関係を解決します。依存関係の解決は再帰的、つまり、ある依存性が他の依存関係を持っている場合、
それらの依存関係も自動的に解決されます。


[[yii\di\Container::get()]] を使って、新しいオブジェクトを作成することができます。
このメソッドは、クラス名、インタフェース名、エイリアス名で指定できる依存関係の名前を受け取ります。
依存関係名は、 set() や setSingleton() を介して登録されていたりされていなかったりする
可能性があります。オプションで、クラスのコンストラクタのパラメータのリストや、新しく作成された
オブジェクトを設定するための 設定情報 を渡すことができます。
たとえば


// "db" は事前に登録されたエイリアス名
$db = $container->get('db');

// これと同じ意味: $engine = new \app\components\SearchEngine($apiKey, ['type' => 1]);
$engine = $container->get('app\components\SearchEngine', [$apiKey], ['type' => 1]);



見えないところで、DIコンテナは、単に新しいオブジェクトを作成するよりもはるかに多くの作業を行います。
コンテナは、最初の依存クラスまたはインタフェースの名前を見つけるために、クラスのコンストラクタを検査し、
自動的にそれらの依存関係を再帰で解決します。


次のコードでより洗練された例を示します。 UserLister クラスは UserFinderInterface
インタフェースを実装するオブジェクトに依存します。 UserFinder クラスはこのインターフェイスを実装していて、かつ、
Connection オブジェクトに依存します。これらのすべての依存関係は、クラスのコンストラクタのパラメータのタイプヒンティングで宣言されています。
プロパティ依存性の登録をすれば、DI コンテナは自動的にこれらの依存関係を解決し、単純に get('userLister')
を呼び出すだけで新しい UserLister インスタンスを作成できます。


namespace app\models;

use yii\base\Object;
use yii\db\Connection;
use yii\di\Container;

interface UserFinderInterface
{
    function findUser();
}

class UserFinder extends Object implements UserFinderInterface
{
    public $db;

    public function __construct(Connection $db, $config = [])
    {
        $this->db = $db;
        parent::__construct($config);
    }

    public function findUser()
    {
    }
}

class UserLister extends Object
{
    public $finder;

    public function __construct(UserFinderInterface $finder, $config = [])
    {
        $this->finder = $finder;
        parent::__construct($config);
    }
}

$container = new Container;
$container->set('yii\db\Connection', [
    'dsn' => '...',
]);
$container->set('app\models\UserFinderInterface', [
    'class' => 'app\models\UserFinder',
]);
$container->set('userLister', 'app\models\UserLister');

$lister = $container->get('userLister');

// と、いうのはこれと同じ:

$db = new \yii\db\Connection(['dsn' => '...']);
$finder = new UserFinder($db);
$lister = new UserLister($finder);






実際の使いかた 


あなたのアプリケーションの エントリスクリプト で Yii.php ファイルをインクルードするとき、
Yii は DI コンテナを作成します。この DI コンテナは [[Yii::$container]] を介してアクセス可能です。 [[Yii::createObject()]] を呼び出したとき、
このメソッドは実際には、新しいオブジェクトを作成ために、コンテナの [[yii\di\Container::get()|get()]] メソッドを呼び出しています。
前述のとおり、DI コンテナは(もしあれば)自動的に依存関係を解決し、新しく作成されたオブジェクトにそれらを注入します。
Yii は、新しいオブジェクトを作成するさいそのコアコードのほとんどで [[Yii::createObject()]] を使用しているため、これは、
[[Yii::$container]] を扱えばグローバルにオブジェクトをカスタマイズすることができることを意味しています。


たとえば、 [[yii\widgets\LinkPager]] のページネーションボタンのデフォルト個数をグローバルにカスタマイズすることができます:


\Yii::$container->set('yii\widgets\LinkPager', ['maxButtonCount' => 5]);



次のコードでビューでウィジェットを使用すれば、 maxButtonCount プロパティは、
クラスで定義されているデフォルト値 10 の代わりに 5 で初期化されます。


echo \yii\widgets\LinkPager::widget();



DIコンテナを経由して設定された値は、こうやって、まだまだ上書きすることができます:


echo \yii\widgets\LinkPager::widget(['maxButtonCount' => 20]);



DI コンテナの自動コンストラクタ・インジェクションの利点を活かす別の例です。
あなたのコントローラクラスが、ホテル予約サービスのような、いくつかの他のオブジェクトに依存するとします。
あなたは、コンストラクタパラメータを通して依存関係を宣言して、DI コンテナにあなたの課題を解決させることができます。


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;
use app\components\BookingInterface;

class HotelController extends Controller
{
    protected $bookingService;

    public function __construct($id, $module, BookingInterface $bookingService, $config = [])
    {
        $this->bookingService = $bookingService;
        parent::__construct($id, $module, $config);
    }
}



あなたがブラウザからこのコントローラにアクセスすると、 BookingInterface をインスタンス化できませんという
不具合報告エラーが表示されるでしょう。これは、この依存関係に対処する方法を DI コンテナに教える必要があるからです:


\Yii::$container->set('app\components\BookingInterface', 'app\components\BookingService');



これで、あなたが再びコントローラにアクセスするときは、 app\components\BookingService
のインスタンスが作成され、コントローラのコンストラクタに3番目のパラメータとして注入されるようになります。





依存関係を登録するときに 


依存関係は、新しいオブジェクトが作成されるとき必要とされるので、それらの登録は可能な限り早期に行われるべきです。
推奨プラクティス以下のとおりです:



		あなたがアプリケーションの開発者である場合、アプリケーションの エントリスクリプト 内、
またはエントリスクリプトにインクルードされるスクリプト内で、依存関係を登録することができます。


		あなたが再配布可能な エクステンション の開発者である場合は、エクステンションのブートストラップクラス内で
依存関係を登録することができます。








まとめ 


依存性注入と サービスロケータ はともに、疎結合でよりテストしやすい方法でのソフトウェア構築を可能にする、
定番のデザインパターンです。依存性注入とサービスロケータへのより深い理解を得るために、 Martin の記事 [http://martinfowler.com/articles/injection.html]
を読むことを強くお勧めします。


Yiiはその サービスロケータ を、依存性注入(DI)コンテナの上に実装しています。
サービスロケータは、新しいオブジェクトのインスタンスを作成しようとしたとき、DI コンテナに呼び出しを転送します。
後者は、依存関係を、上で説明したように自動的に解決します。
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引入第三方代码


有时，你可能会需要在 Yii 应用中使用第三方的代码。又或者是你想要在第三方系统中把 Yii 作为类库引用。在下面这个板块中，我们向你展示如何实现这些目标。



在 Yii 中使用第三方类库 


要想在 Yii 应用中使用第三方类库，你主要需要确保这些库中的类文件都可以被正常导入或可以被自动加载。



使用 Composer 包 


目前很多第三方的类库都以 Composer [https://getcomposer.org/] 包的形式发布。你只需要以下两个简单的步骤即可安装他们：



		修改你应用的 composer.json 文件，并注明需要安装哪些 Composer 包。


		运行 php composer.phar install 安装这些包。





这些Composer 包内的类库，可以通过 Composer 的自动加载器实现自动加载。不过请确保你应用的
入口脚本包含以下几行用于加载 Composer 自动加载器的代码：


// install Composer autoloader （安装 Composer 自动加载器）
require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');

// include Yii class file （加载 Yii 的类文件）
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');






使用下载的类库 


若你的类库并未发布为一个 Composer 包，你可以参考以下安装说明来安装它。在大多数情况下，你需要预先下载一个发布文件，并把它解压缩到
BasePath/vendor 目录，这里的 BasePath 代指你应用程序自身的 base path（主目录）。


若该类库包含他自己的类自动加载器，你可以把它安装到你应用的入口脚本里。我们推荐你把它的安装代码置于
Yii.php 的导入之前，这样 Yii 的官方自动加载器可以拥有更高的优先级。


若一个类库并没有提供自动加载器，但是他的类库命名方式符合 PSR-4 [http://www.php-fig.org/psr/psr-4/] 标准，你可以使用 Yii 官方的自动加载器来自动加载这些类。你只需给他们的每个根命名空间声明一下根路径别名。比如，假设说你已经在目录 vendor/foo/bar 里安装了一个类库，且这些类库的根命名空间为 xyz。你可以把以下代码放入你的应用配置文件中：


[
    'aliases' => [
        '@xyz' => '@vendor/foo/bar',
    ],
]



若以上情形都不符合，最可能是这些类库需要依赖于 PHP 的 include_path 配置，来正确定位并导入类文件。只需参考它的安装说明简单地配置一下 PHP 导入路径即可。


最悲催的情形是，该类库需要显式导入每个类文件，你可以使用以下方法按需导入相关类文件：



		找出该库内包含哪些类。


		在应用的入口脚本里的 Yii::$classMap 数组中列出这些类，和他们各自对应的文件路径。





举例来说，


Yii::$classMap['Class1'] = 'path/to/Class1.php';
Yii::$classMap['Class2'] = 'path/to/Class2.php';








在第三方系统内使用 Yii 


因为 Yii 提供了很多牛逼的功能，有时，你可能会想要使用它们中的一些功能用来支持开发或完善某些第三方的系统，比如：WordPress，Joomla，或是用其他 PHP 框架开发的应用程序。举两个例子吧，你可能会想念方便的 [[yii\helpers\ArrayHelper]] 类，或在第三方系统中使用
Active Record 活动记录功能。要实现这些目标，你只需两个步骤：安装 Yii，启动 Yii。


若这个第三方系统支持 Composer 管理他的依赖文件，你可以直接运行一下命令来安装 Yii：


php composer.phar require yiisoft/yii2-framework:*
php composer.phar install



不然的话，你可以下载 [http://www.yiiframework.com/download/] Yii 的发布包，并把它解压到对应系统的 BasePath/vendor 目录内。


之后，你需要修改该第三方应用的入口脚本，在开头位置添加 Yii 的引入代码：


require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

$yiiConfig = require(__DIR__ . '/../config/yii/web.php');
new yii\web\Application($yiiConfig); // 千万别在这调用 run() 方法。（笑）



如你所见，这段代码与典型的 Yii 应用的入口脚本非常相似。唯一的不同之处在于在 Yii 应用创建成功之后，并不会紧接着调用 run() 方法。因为，run() 方法的调用会接管 HTTP 请求的处理流程。（译注：换言之，这就不是第三方系统而是 Yii 系统了，URL 规则也会跟着换成 Yii 的规则了）


与 Yii 应用中一样，你可以依据运行该第三方系统的环境，针对性地配置 Yii 应用实例。比如，为了使用活动记录功能，你需要先用该第三方系统的 DB 连接信息，配置 Yii 的 db 应用组件。


现在，你就可以使用 Yii 提供的绝大多数功能了。比如，创建 AR 类，并用它们来操作数据库。





配合使用 Yii 2 和 Yii 1 


如果你之前使用 Yii 1，大概你也有正在运行的 Yii 1 应用吧。不必用 Yii 2 重写整个应用，你也可以通过增添对哪些
Yii 2 独占功能的支持来增强这个系统。下面我们就来详细描述一下具体的实现过程。



注意：Yii 2 需要 PHP 5.4+ 的版本。你需要确保你的服务器以及现有应用都可以支持 PHP 5.4。



首先，参考前文板块中给出的方法，在已有的应用中安装 Yii 2。


之后，如下修改 Yii 1 应用的入口脚步：


// 导入下面会详细说明的定制 Yii 类文件。
require(__DIR__ . '/../components/Yii.php');

// Yii 2 应用的配置文件
$yii2Config = require(__DIR__ . '/../config/yii2/web.php');
new yii\web\Application($yii2Config); // Do NOT call run()

// Yii 1 应用的配置文件
$yii1Config = require(__DIR__ . '/../config/yii1/main.php');
Yii::createWebApplication($yii1Config)->run();



因为，Yii 1 和 Yii 2 都包含有 Yii 这个类，你应该创建一个定制版的 Yii 来把他们组合起来。上面的代码里包含了的这个定制版的 Yii 类，可以用以下代码创建出来：


$yii2path = '/path/to/yii2';
require($yii2path . '/BaseYii.php'); // Yii 2.x

$yii1path = '/path/to/yii1';
require($yii1path . '/YiiBase.php'); // Yii 1.x

class Yii extends \yii\BaseYii
{
    // 复制粘贴 YiiBase (1.x) 文件中的代码于此
}

Yii::$classMap = include($yii2path . '/classes.php');

// 通过 Yii 1 注册 Yii2 的类自动加载器
Yii::registerAutoloader(['Yii', 'autoload']);



大功告成！此时，你可以在你代码的任意位置，调用 Yii::$app 以访问 Yii 2 的应用实例，而用
Yii::app() 则会返回 Yii 1 的应用实例：


echo get_class(Yii::app()); // 输出 'CWebApplication'
echo get_class(Yii::$app);  // 输出 'yii\web\Application'
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HTTP Caching


Besides server-side caching that we have described in the previous sections, Web applications may
also exploit client-side caching to save the time for generating and transmitting the same page content.


To use client-side caching, you may configure [[yii\filters\HttpCache]] as a filter for controller
actions whose rendering result may be cached on the client side. [[yii\filters\HttpCache|HttpCache]]
only works for GET and HEAD requests. It can handle three kinds of cache-related HTTP headers for these requests:



		[[yii\filters\HttpCache::lastModified|Last-Modified]]


		[[yii\filters\HttpCache::etagSeed|Etag]]


		[[yii\filters\HttpCache::cacheControlHeader|Cache-Control]]






Last-Modified Header 


The Last-Modified header uses a timestamp to indicate if the page has been modified since the client caches it.


You may configure the [[yii\filters\HttpCache::lastModified]] property to enable sending
the Last-Modified header. The property should be a PHP callable returning a UNIX timestamp about
the page modification time. The signature of the PHP callable should be as follows,


/**
 * @param Action $action the action object that is being handled currently
 * @param array $params the value of the "params" property
 * @return integer a UNIX timestamp representing the page modification time
 */
function ($action, $params)



The following is an example of making use of the Last-Modified header:


public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => 'yii\filters\HttpCache',
            'only' => ['index'],
            'lastModified' => function ($action, $params) {
                $q = new \yii\db\Query();
                return $q->from('post')->max('updated_at');
            },
        ],
    ];
}



The above code states that HTTP caching should be enabled for the index action only. It should
generate a Last-Modified HTTP header based on the last update time of posts. When a browser visits
the index page for the first time, the page will be generated on the server and sent to the browser;
If the browser visits the same page again and there is no post being modified during the period,
the server will not re-generate the page, and the browser will use the cached version on the client side.
As a result, server-side rendering and page content transmission are both skipped.





ETag Header 


The “Entity Tag” (or ETag for short) header use a hash to represent the content of a page. If the page
is changed, the hash will be changed as well. By comparing the hash kept on the client side with the hash
generated on the server side, the cache may determine whether the page has been changed and should be re-transmitted.


You may configure the [[yii\filters\HttpCache::etagSeed]] property to enable sending the ETag header.
The property should be a PHP callable returning a seed for generating the ETag hash. The signature of the PHP callable
should be as follows,


/**
 * @param Action $action the action object that is being handled currently
 * @param array $params the value of the "params" property
 * @return string a string used as the seed for generating an ETag hash
 */
function ($action, $params)



The following is an example of making use of the ETag header:


public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => 'yii\filters\HttpCache',
            'only' => ['view'],
            'etagSeed' => function ($action, $params) {
                $post = $this->findModel(\Yii::$app->request->get('id'));
                return serialize([$post->title, $post->content]);
            },
        ],
    ];
}



The above code states that HTTP caching should be enabled for the view action only. It should
generate an ETag HTTP header based on the title and content of the requested post. When a browser visits
the view page for the first time, the page will be generated on the server and sent to the browser;
If the browser visits the same page again and there is no change to the title and content of the post,
the server will not re-generate the page, and the browser will use the cached version on the client side.
As a result, server-side rendering and page content transmission are both skipped.


ETags allow more complex and/or more precise caching strategies than Last-Modified headers.
For instance, an ETag can be invalidated if the site has switched to another theme.


Expensive ETag generation may defeat the purpose of using HttpCache and introduce unnecessary overhead,
since they need to be re-evaluated on every request. Try to find a simple expression that invalidates
the cache if the page content has been modified.



Note: In compliance to RFC 7232 [http://tools.ietf.org/html/rfc7232#section-2.4],
HttpCache will send out both ETag and Last-Modified headers if they are both configured.
And if the client sends both of the If-None-Match header and the If-Modified-Since header, only the former
will be respected.






Cache-Control Header 


The Cache-Control header specifies the general caching policy for pages. You may send it by configuring
the [[yii\filters\HttpCache::cacheControlHeader]] property with the header value. By default, the following
header will be sent:


Cache-Control: public, max-age=3600






Session Cache Limiter 


When a page uses session, PHP will automatically send some cache-related HTTP headers as specified in
the session.cache_limiter PHP INI setting. These headers may interfere or disable the caching
that you want from HttpCache. To prevent this problem, by default HttpCache will disable sending
these headers automatically. If you want to change this behavior, you should configure the
[[yii\filters\HttpCache::sessionCacheLimiter]] property. The property can take a string value, including
public, private, private_no_expire, and nocache. Please refer to the PHP manual about
session_cache_limiter() [http://www.php.net/manual/en/function.session-cache-limiter.php]
for explanations about these values.





SEO Implications 


Search engine bots tend to respect cache headers. Since some crawlers have a limit on how many pages
per domain they process within a certain time span, introducing caching headers may help indexing your
site as they reduce the number of pages that need to be processed.
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Design Decisions


This document lists the design decisions that we have made after extensive discussions. Unless there are very strong
reasons, these decisions should be kept for consistency. Any change to these decisions should get agreement among
the core developers.



		When to support path aliases [https://github.com/yiisoft/yii2/pull/3079#issuecomment-40312268]
we should support path alias for properties that are configurable because using path aliases in configurations
are very convenient. In other cases, we should restrict the support for path aliases.


		When to translate messages
messages should be translated when these are displayed to non-tech end user and make sense to him. HTTP status messages,
exceptions about the code etc. should not be translated. Console messages are always in English because of encoding
and codepage handling difficulties.


		Adding new auth client support [https://github.com/yiisoft/yii2/issues/1652]
For better maintenability, we will not add any additional auth clients to the core extension. They should be done
in terms of user extensions.


		When using closures it is recommended to include all passed parameters in the signature even if not all of them are
used. This way modifying or copying code is easier because all information is directly visible and it is not necessary to
look up which params are actually available in the documentation. (#6584 [https://github.com/yiisoft/yii2/pull/6584], #6875 [https://github.com/yiisoft/yii2/issues/6875])
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Yii をインストールする


Yii は二つの方法でインストールすることが出来ます。すなわち、Composer [http://getcomposer.org/] を使うか、アーカイブファイルをダウンロードするかです。
前者がお薦めの方法です。と言うのは、一つのコマンドを走らせるだけで、新しい エクステンション をインストールしたり、Yii をアップデートしたりすることが出来るからです。


Yii の標準的なインストールを実行すると、フレームワークとアプリケーションテンプレートの両方がダウンロードされてインストールされます。
アプリケーションテンプレートは、いくつかの基本的な機能、例えば、ログインやコンタクトフォームなどを実装した、動作する Yii アプリケーションです。
そのコードは推奨される方法に従って編成されています。
そのため、アプリケーションテンプレートは、あなたのプロジェクトのための良い開始点としての役割を果たしうるものです。


この節と後続のいくつかの節においては、いわゆる ベーシックアプリケーションテンプレート とともに Yii をインストールする方法、および、このテンプレート上に新しい機能を実装する方法を説明します。
Yii はもう一つ、アドバンストアプリケーションテンプレート と呼ばれるテンプレートも提供しています。
こちらは、チーム開発環境において多層構造のアプリケーションを開発するときに使用する方が望ましいものです。



Info|情報: ベーシックアプリケーションテンプレートは、ウェブアプリケーションの 90 パーセントを開発するのに適したものです。
アドバンストアプリケーションテンプレートとの主な違いは、コードがどのように編成されているかという点にあります。
あなたが Yii は初めてだという場合は、シンプルでありながら十分な機能を持っているベーシックアプリケーションテンプレートに留まることを強く推奨します。




Composer によるインストール 


まだ Composer をインストールしていない場合は、getcomposer.org [https://getcomposer.org/download/] の指示に従ってインストールすることが出来ます。
Linux や Mac OS X では、次のコマンドを実行します。


curl -s http://getcomposer.org/installer | php
mv composer.phar /usr/local/bin/composer



Windows では、Composer-Setup.exe [https://getcomposer.org/Composer-Setup.exe] をダウンロードして実行します。


何か問題が生じたときや、Composer の使い方に関してもっと学習したいときは、Composer ドキュメント [https://getcomposer.org/doc/] を参照してください。


以前に Composer をインストールしたことがある場合は、確実に最新のバージョンを使うようにしてください。
Composer は composer self-update コマンドを実行してアップデートすることが出来ます。


Composer がインストールされたら、ウェブからアクセスできるフォルダで下記のコマンドを実行することによって Yii をインストールすることが出来ます。


composer global require "fxp/composer-asset-plugin:1.0.0"
composer create-project --prefer-dist yiisoft/yii2-app-basic basic



最初のコマンドは composer アセットプラグイン [https://github.com/francoispluchino/composer-asset-plugin/] をインストールします。
これにより、Composer を通じて bower と npm の依存パッケージを管理することが出来るようになります。
このコマンドは一度だけ実行すれば十分です。
第二のコマンドは basic という名前のディレクトリに Yii をインストールします。
必要なら別のディレクトリ名を選ぶことも出来ます。



Note|注意: インストール実行中に Composer が あなたの Github のログイン認証情報を求めることがあるかも知れません。
これは、Comoser が依存パッケージの情報を Github から読み出すために十分な API レートを必要とするためで、普通にあることです。
詳細については、Composer ドキュメント [https://getcomposer.org/doc/articles/troubleshooting.md#api-rate-limit-and-oauth-tokens] を参照してください。




Tip|ヒント: Yii の最新の開発バージョンをインストールしたい場合は、stability option [https://getcomposer.org/doc/04-schema.md#minimum-stability] を追加した次のコマンドを代りに使うことが出来ます。


composer create-project --prefer-dist --stability=dev yiisoft/yii2-app-basic basic



開発バージョンは動いているあなたのコードを動かなくするかもしれませんので、本番環境では使うべきでないことに注意してください。









アーカイブファイルからインストールする 


アーカイブファイルから Yii をインストールするには、三つの手順を踏みます。



		yiiframework.com [http://www.yiiframework.com/download/] からアーカイブファイルをダウンロードする。





		ダウンロードしたファイルをウェブからアクセスできるフォルダーに展開する。





		config/web.php ファイルを編集して、cookieValidationKey という構成情報の項目に秘密キーを入力する
(Composer を使って Yii をインストールするときは、これは自動的に実行されます)。


// !!! 下記に(もし空白なら)秘密キーを入力する - これはクッキー検証のために必要
'cookieValidationKey' => '秘密キーをここに入力',












他のインストールオプション 


上記のインストール方法の説明は Yii のインストールの仕方を示すものですが、それは同時に、直ちに動作する基本的なウェブアプリケーションを作成するものでもあります。
これは、規模の大小に関わらず、ほとんどのプロジェクトを開始するのに良い方法です。
特に、Yii の学習を始めたばかりの場合には、この方法が適しています。


しかし、他のインストールオプションも利用可能です。



		コアフレームワークだけをインストールし、アプリケーション全体を一から構築したい場合は、アプリケーションを一から構築する
で説明されている指示に従うことが出来ます。


		もっと洗練された、チーム開発環境により適したアプリケーションから開始したい場合は、 アドバンストアプリケーションテンプレート
をインストールすることを考慮することが出来ます。








インストールを検証する 


インストール完了後、インストールされた Yii アプリケーションにブラウザを使って下記の URL でアクセスすることが出来ます。


http://localhost/basic/web/index.php



この URL は、あなたが Yii を ウェブサーバのドキュメントルートディレクトリ直下の basic という名前のディレクトリにインストールしたこと、
そして、ウェブサーバがローカルマシン (localhost) で走っていることを想定しています。
あなたのインストールの環境に合うように URL を変更する必要があるかもしれません。


[image: Yii のインストールが成功]


ブラウザに上のような “おめでとう!” のページが表示されるはずです。
もし表示されなかったら、PHP のインストールが Yii の必要条件を満たしているかどうか、チェックしてください。
最低限の必要条件を満たしているかどうかは、次の方法のどちらかによってチェックすることが出来ます。



		ブラウザを使って URL http://localhost/basic/requirements.php にアクセスする。





		次のコマンドを実行する。


cd basic
php requirements.php









Yii の最低必要条件を満たすように PHP のインストールを構成しなければなりません。
最も重要なことは、PHP 5.4 以上でなければならないということです。
また、アプリケーションがデータベースを必要とする場合は、PDO PHP 拡張 [http://www.php.net/manual/ja/pdo.installation.php] および対応するデータベースドライバ (MySQL データベースのための pdo_mysql など) をインストールしなければなりません。





ウェブサーバを構成する 



Info|情報: もし Yii の試運転をしているだけで、本番サーバに配備する意図がないのであれば、当面、この項は飛ばしても構いません。



上記の説明に従ってインストールされたアプリケーションは、Apache HTTP サーバ [http://httpd.apache.org/] と Nginx HTTP サーバ [http://nginx.org/] のどちらでも、また、Windows、Mac OS X、Linux のどれでも、PHP 5.4 以上を走らせている環境であれば、そのままの状態で動作するはずです。
Yii 2.0 は、また、facebook の HHVM [http://hhvm.com/] とも互換性があります。
ただし HHVM がネイティブの PHP とは異なる振舞いをする特殊なケースもいくつかありますので、HHVM を使うときはいくらか余分に注意を払う必要があります。


本番用のサーバでは、http://www.example.com/basic/web/index.php の代りに http://www.example.com/index.php という URL でアプリケーションにアクセス出来るようにウェブサーバを設定したいでしょう。
そういう設定をするためには、ウェブサーバのドキュメントルートを basic/web フォルダに向けることが必要になります。
また、ルーティングと URL 生成 の節で述べられているように、URL から index.php を隠したいとも思うでしょう。
この節では、これらの目的を達するために Apache または Nginx サーバをどのように設定すれば良いかを学びます。



Info|情報: basic/web をドキュメントルートに設定することは、basic/web の兄弟ディレクトリに保存されたプライベートなアプリケーションコードや公開できないデータファイルにエンドユーザがアクセスすることを防止することにもなります。
basic/web 以外のフォルダに対するアクセスを拒否することはセキュリティ強化の一つです。




Info|情報: あなたがウェブサーバの設定を修正する権限を持たない共用ホスティング環境でアプリケーションが走る場合であっても、セキュリティ強化のためにアプリケーションの構造を調整することがまだ出来ます。
詳細については、共有ホスティング環境 の節を参照してください。




推奨される Apache の構成 


下記の設定を Apache の httpd.conf ファイルまたはバーチャルホスト設定の中で使います。
path/to/basic/web の部分を basic/web の実際のパスに置き換えなければならないことに注意してください。


# ドキュメントルートを "basic/web" に設定
DocumentRoot "path/to/basic/web"

<Directory "path/to/basic/web">
    # 綺麗な URL をサポートするために mod_rewrite を使う
    RewriteEngine on
    # ディレクトリかファイルが存在する場合は、リクエストをそのまま通す
    RewriteCond %{REQUEST_FILENAME} !-f
    RewriteCond %{REQUEST_FILENAME} !-d
    # そうでなければ、リクエストを index.php に送付する
    RewriteRule . index.php

    # ... 他の設定 ...
</Directory>






推奨される Nginx の構成 


Nginx [http://wiki.nginx.org/] を使うためには、PHP を FPM SAPI [http://jp1.php.net/install.fpm] としてインストールしなければなりません。
下記の Nginx の設定を使うことができます。
path/to/basic/web の部分を basic/web の実際のパスに置き換え、mysite.local を実際のサーバのホスト名に置き換えてください。


server {
    charset utf-8;
    client_max_body_size 128M;

    listen 80; ## listen for ipv4
    #listen [::]:80 default_server ipv6only=on; ## listen for ipv6

    server_name mysite.local;
    root        /path/to/basic/web;
    index       index.php;

    access_log  /path/to/basic/log/access.log main;
    error_log   /path/to/basic/log/error.log;

    location / {
        # 本当のファイルでないものは全て index.php にリダイレクト
        try_files $uri $uri/ /index.php?$args;
    }

    # 存在しない静的ファイルの呼び出しを Yii に処理させたくない場合はコメントを外す
    #location ~ \.(js|css|png|jpg|gif|swf|ico|pdf|mov|fla|zip|rar)$ {
    #    try_files $uri =404;
    #}
    #error_page 404 /404.html;

    location ~ \.php$ {
        include fastcgi.conf;
        fastcgi_pass   127.0.0.1:9000;
        #fastcgi_pass unix:/var/run/php5-fpm.sock;
        try_files $uri =404;
    }

    location ~ /\.(ht|svn|git) {
        deny all;
    }
}



この構成を使う場合は、多数の不要な stat() システムコールを避けるために、php.ini ファイルで cgi.fix_pathinfo=0 を同時に設定しておくべきです。


また、HTTPS サーバを走らせている場合には、安全な接続であることを Yii が正しく検知できるように、fastcgi_param HTTPS on; を追加しなければならないことにも注意を払ってください。
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数据格式器


Yii提供一个格式化类来格式化输出，以使输出数据对终端用户更友好易读，
[[yii\i18n\Formatter]] 是一个助手类，作为 应用组件 使用，默认名为formatter。


它提供一些方法用来格式化数据，如日期/时间、数字或其他常用的本地化格式，
两种方式使用格式器：



		直接使用格式化方法(所有的格式器方法以 as做前缀):


echo Yii::$app->formatter->asDate('2014-01-01', 'long'); // 输出: January 1, 2014
echo Yii::$app->formatter->asPercent(0.125, 2); // 输出: 12.50%
echo Yii::$app->formatter->asEmail('cebe@example.com'); // 输出: <a href="mailto:cebe@example.com">cebe@example.com</a>
echo Yii::$app->formatter->asBoolean(true); // 输出: Yes
// 也可处理null值的输出显示:
echo Yii::$app->formatter->asDate(null); // 输出: (Not set)






		使用 [[yii\i18n\Formatter::format()|format()]] 方法和格式化名，
该方法也被一些小部件如[[yii\grid\GridView]] 和 [[yii\widgets\DetailView]]使用，在小部件配置中可以指定列的数据格式。


echo Yii::$app->formatter->format('2014-01-01', 'date'); // 输出: January 1, 2014
// 可使用数组来指定格式化方法的参数：
// `2` 是asPercent()方法的参数$decimals的值
echo Yii::$app->formatter->format(0.125, ['percent', 2]); // 输出: 12.50%









当PHP intl extension [http://php.net/manual/en/book.intl.php]安装时，格式器的输出会本地化，
为此可配置格式器的 [[yii\i18n\Formatter::locale|locale]] 属性，如果没有配置，
应用配置 [[yii\base\Application::language|language]] 作为当前区域，更多详情参考 国际化一节。
然后格式器根据当前区域为日期和数字选择正确的格式，包括月份和星期也会转换到当前语言，
日期格式也会被 [[yii\i18n\Formatter::timeZone|timeZone]] 参数影响，
该参数如果没有明确配置会使用应用的 [[yii\base\Application::timeZone|from the application]] 参数。


日期格式根据不同区域输出不同的结果，如下例所示：
For example the date format call will output different results for different locales:


Yii::$app->formatter->locale = 'en-US';
echo Yii::$app->formatter->asDate('2014-01-01'); // 输出: January 1, 2014
Yii::$app->formatter->locale = 'de-DE';
echo Yii::$app->formatter->asDate('2014-01-01'); // 输出: 1. Januar 2014
Yii::$app->formatter->locale = 'ru-RU';
echo Yii::$app->formatter->asDate('2014-01-01'); // 输出: 1 января 2014 г.




注意不管PHP intl extension [http://php.net/manual/en/book.intl.php]有没有安装，PHP编译的ICU库不同，格式化结果可能不同，
所以为确保不同环境下得到相同的输出，推荐在每个环境下安装PHP intl扩展以及相同的ICU库，
可参考： 为国际化设置PHP环境.




配置格式器 


可配置[[yii\i18n\Formatter|formatter class]]的属性来调整格式器方法的默认格式，
可以在应用主体配置 中配置 formatter 组件应用到整个项目，
配置样例如下所示，
更多关于可用属性的详情请参考 [[yii\i18n\Formatter|API documentation of the Formatter class]] 和接下来一小节。


'components' => [
    'formatter' => [
        'dateFormat' => 'dd.MM.yyyy',
        'decimalSeparator' => ',',
        'thousandSeparator' => ' ',
        'currencyCode' => 'EUR',
   ],
],






格式化日期和时间 


格式器类为格式化日期和时间提供了多个方法：
The formatter class provides different methods for formatting date and time values. These are:



		[[yii\i18n\Formatter::asDate()|date]] - 值被格式化成日期，如 January, 01 2014.


		[[yii\i18n\Formatter::asTime()|time]] - 值被格式化成时间，如 14:23.


		[[yii\i18n\Formatter::asDatetime()|datetime]] - 值被格式化成日期和时间，如 January, 01 2014 14:23.


		[[yii\i18n\Formatter::asTimestamp()|timestamp]] - 值被格式化成 unix 时间戳 [http://en.wikipedia.org/wiki/Unix_time] 如 1412609982.


		[[yii\i18n\Formatter::asRelativeTime()|relativeTime]] - 值被格式化成和当前时间比较的时间间隔并用人们易读的格式，如1 hour ago.





可配置格式器的属性[[yii\i18n\Formatter::$dateFormat|$dateFormat]], [[yii\i18n\Formatter::$timeFormat|$timeFormat]]
和[[yii\i18n\Formatter::$datetimeFormat|$datetimeFormat]]来全局指定[[yii\i18n\Formatter::asDate()|date]],
[[yii\i18n\Formatter::asTime()|time]] 和 [[yii\i18n\Formatter::asDatetime()|datetime]] 方法的日期和时间格式。


格式器默认会使用一个快捷格式，它根据当前启用的区域来解析，
这样日期和时间会格式化成用户国家和语言通用的格式，
有四种不同的快捷格式：



		en_GB区域的 short 会打印日期为 06/10/2014，时间为 15:58


		medium 会分别打印 6 Oct 2014 和 15:58:42,


		long 会分别打印 6 October 2014 和 15:58:42 GMT,


		full 会分别打印 Monday, 6 October 2014 和 15:58:42 GMT.





另外你可使用ICU 项目 [http://site.icu-project.org/] 定义的语法来自定义格式，
ICU项目在该URL：http://userguide.icu-project.org/formatparse/datetime下的手册有介绍，
或者可使用PHP date() [http://php.net/manual/de/function.date.php] 方法的语法字符串并加上前缀php:.


// ICU 格式化
echo Yii::$app->formatter->asDate('now', 'yyyy-MM-dd'); // 2014-10-06
// PHP date()-格式化
echo Yii::$app->formatter->asDate('now', 'php:Y-m-d'); // 2014-10-06




时区 


当格式化日期和时间时，Yii会将它们转换为对应的 [[yii\i18n\Formatter::timeZone|configured time zone]] 时区，
输入的值在没有指定时区时候会被当作UTC时间，因此，推荐存储所有的日期和时间为UTC而不是UNIX时间戳，UNIX通常也是UTC。
如果输入值所在的时区不同于UTC，时区应明确指定，如下所示：


// 假定 Yii::$app->timeZone = 'Europe/Berlin';
echo Yii::$app->formatter->asTime(1412599260); // 14:41:00
echo Yii::$app->formatter->asTime('2014-10-06 12:41:00'); // 14:41:00
echo Yii::$app->formatter->asTime('2014-10-06 14:41:00 CEST'); // 14:41:00




注意：时区从属于全世界各国政府定的规则，可能会频繁的变更，因此你的系统的时区数据库可能不是最新的信息，
可参考 ICU manual [http://userguide.icu-project.org/datetime/timezone#TOC-Updating-the-Time-Zone-Data]
关于更新时区数据库的详情，
也可参考：为国际化设置PHP环境.








格式化数字 


格式器类提供如下方法格式化数值：
For formatting numeric values the formatter class provides the following methods:



		[[yii\i18n\Formatter::asInteger()|integer]] - 值被格式化成整型，如 42.


		[[yii\i18n\Formatter::asDecimal()|decimal]] - 值被格式化成十进制数字并带有小数位和千分位，如 42.123.


		[[yii\i18n\Formatter::asPercent()|percent]] - 值被格式化成百分率，如 42%.


		[[yii\i18n\Formatter::asScientific()|scientific]] - 值被格式化成科学计数型，如4.2E4.


		[[yii\i18n\Formatter::asCurrency()|currency]] - 值被格式化成货币格式，如 £420.00.


		[[yii\i18n\Formatter::asSize()|size]] - 字节值被格式化成易读的值，如 410 kibibytes.





可配置[[yii\i18n\Formatter::decimalSeparator|decimalSeparator]] 和 [[yii\i18n\Formatter::thousandSeparator|thousandSeparator]]
属性来调整数字格式化的格式，默认和当前区域相同。


更多高级配置， [[yii\i18n\Formatter::numberFormatterOptions]] 和 [[yii\i18n\Formatter::numberFormatterTextOptions]]
可用于配置内部使用 Numberformatter class [http://php.net/manual/en/class.numberformatter.php]


为调整数字的小数部分的最大值和最小值，可配置如下属性：


[
    NumberFormatter::MIN_FRACTION_DIGITS => 0,
    NumberFormatter::MAX_FRACTION_DIGITS => 2,
]






其他格式器  


除了日期、时间和数字格式化外，Yii提供其他用途提供一些实用的格式器：
Additional to date, time and number formatting, Yii provides a set of other useful formatters for different purposes:



		[[yii\i18n\Formatter::asRaw()|raw]] - 输出值和原始值一样，除了null值会用[[nullDisplay]]格式化，这是一个伪格式器；


		[[yii\i18n\Formatter::asText()|text]] - 值会经过HTML编码；
这是GridView DataColumn默认使用的格式；


		[[yii\i18n\Formatter::asNtext()|ntext]] - 值会格式化成HTML编码的纯文本，新行会转换成换行符；


		[[yii\i18n\Formatter::asParagraphs()|paragraphs]] - 值会转换成HTML编码的文本段落，用<p>标签包裹；


		[[yii\i18n\Formatter::asHtml()|html]] - 值会被[[HtmlPurifier]]过滤来避免XSS跨域攻击，可传递附加选项如`[‘html’, [‘Attr.AllowedFrameTargets’ => [‘_blank’]]]；


		[[yii\i18n\Formatter::asEmail()|email]] - 值会格式化成 mailto-链接；


		[[yii\i18n\Formatter::asImage()|image]] - 值会格式化成图片标签；


		[[yii\i18n\Formatter::asUrl()|url]] - 值会格式化成超链接；


		[[yii\i18n\Formatter::asBoolean()|boolean]] - 值会格式化成布尔型值，默认情况下 true 对应 Yes，false 对应 No，
可根据应用语言配置进行翻译，可以配置[[yii\i18n\Formatter::booleanFormat]]-属性来调整；








null-值 


对于PHP的null值，格式器类会打印一个占位符而不是空字符串，空字符串默认会显示对应当前语言(not set),
可配置[[yii\i18n\Formatter::nullDisplay|nullDisplay]]-属性配置一个自定义占位符，
如果对处理null值没有特殊要求，可设置[[yii\i18n\Formatter::nullDisplay|nullDisplay]] 为 null.
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Configurations


Configurations are widely used in Yii when creating new objects or initializing existing objects.
Configurations usually include the class name of the object being created, and a list of initial values
that should be assigned to the object’s properties. Configurations may also include a list of
handlers that should be attached to the object’s events and/or a list of
behaviors that should also be attached to the object.


In the following, a configuration is used to create and initialize a database connection:


$config = [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=127.0.0.1;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
];

$db = Yii::createObject($config);



The [[Yii::createObject()]] method takes a configuration array as its argument, and creates an object by instantiating
the class named in the configuration. When the object is instantiated, the rest of the configuration
will be used to initialize the object’s properties, event handlers, and behaviors.


If you already have an object, you may use [[Yii::configure()]] to initialize the object’s properties with
a configuration array:


Yii::configure($object, $config);



Note that, in this case, the configuration array should not contain a class element.



Configuration Format 


The format of a configuration can be formally described as:


[
    'class' => 'ClassName',
    'propertyName' => 'propertyValue',
    'on eventName' => $eventHandler,
    'as behaviorName' => $behaviorConfig,
]



where



		The class element specifies a fully qualified class name for the object being created.


		The propertyName elements specify the initial values for the named property. The keys are the property names, and the
values are the corresponding initial values. Only public member variables and properties
defined by getters/setters can be configured.


		The on eventName elements specify what handlers should be attached to the object’s events.
Notice that the array keys are formed by prefixing event names with on. Please refer to
the Events section for supported event handler formats.


		The as behaviorName elements specify what behaviors should be attached to the object.
Notice that the array keys are formed by prefixing behavior names with as; the value, $behaviorConfig, represents
the configuration for creating a behavior, like a normal configuration  described here.





Below is an example showing a configuration with initial property values, event handlers, and behaviors:


[
    'class' => 'app\components\SearchEngine',
    'apiKey' => 'xxxxxxxx',
    'on search' => function ($event) {
        Yii::info("Keyword searched: " . $event->keyword);
    },
    'as indexer' => [
        'class' => 'app\components\IndexerBehavior',
        // ... property init values ...
    ],
]






Using Configurations 


Configurations are used in many places in Yii. At the beginning of this section, we have shown how to
create an object according to a configuration by using [[Yii::createObject()]]. In this subsection, we will
describe application configurations and widget configurations - two major usages of configurations.



Application Configurations 


The configuration for an application is probably one of the most complex arrays in Yii.
This is because the [[yii\web\Application|application]] class has a lot of configurable properties and events.
More importantly, its [[yii\web\Application::components|components]] property can receive an array of configurations
for creating components that are registered through the application. The following is an abstract from the application
configuration file for the basic application template.


$config = [
    'id' => 'basic',
    'basePath' => dirname(__DIR__),
    'extensions' => require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/extensions.php'),
    'components' => [
        'cache' => [
            'class' => 'yii\caching\FileCache',
        ],
        'mailer' => [
            'class' => 'yii\swiftmailer\Mailer',
        ],
        'log' => [
            'class' => 'yii\log\Dispatcher',
            'traceLevel' => YII_DEBUG ? 3 : 0,
            'targets' => [
                [
                    'class' => 'yii\log\FileTarget',
                ],
            ],
        ],
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=stay2',
            'username' => 'root',
            'password' => '',
            'charset' => 'utf8',
        ],
    ],
];



The configuration does not have a class key. This is because it is used as follows in
an entry script, where the class name is already given,


(new yii\web\Application($config))->run();



More details about configuring the components property of an application can be found
in the Applications section and the Service Locator section.





Widget Configurations 


When using widgets, you often need to use configurations to customize the widget properties.
Both of the [[yii\base\Widget::widget()]] and [[yii\base\Widget::begin()]] methods can be used to create
a widget. They take a configuration array, like the following,


use yii\widgets\Menu;

echo Menu::widget([
    'activateItems' => false,
    'items' => [
        ['label' => 'Home', 'url' => ['site/index']],
        ['label' => 'Products', 'url' => ['product/index']],
        ['label' => 'Login', 'url' => ['site/login'], 'visible' => Yii::$app->user->isGuest],
    ],
]);



The above code creates a Menu widget and initializes its activateItems property to be false.
The items property is also configured with menu items to be displayed.


Note that because the class name is already given, the configuration array should NOT have the class key.







Configuration Files 


When a configuration is very complex, a common practice is to store it in one or multiple PHP files, known as
configuration files. A configuration file returns a PHP array representing the configuration.
For example, you may keep an application configuration in a file named web.php, like the following,


return [
    'id' => 'basic',
    'basePath' => dirname(__DIR__),
    'extensions' => require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/extensions.php'),
    'components' => require(__DIR__ . '/components.php'),
];



Because the components configuration is complex too, you store it in a separate file called components.php
and “require” this file in web.php as shown above. The content of components.php is as follows,


return [
    'cache' => [
        'class' => 'yii\caching\FileCache',
    ],
    'mailer' => [
        'class' => 'yii\swiftmailer\Mailer',
    ],
    'log' => [
        'class' => 'yii\log\Dispatcher',
        'traceLevel' => YII_DEBUG ? 3 : 0,
        'targets' => [
            [
                'class' => 'yii\log\FileTarget',
            ],
        ],
    ],
    'db' => [
        'class' => 'yii\db\Connection',
        'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=stay2',
        'username' => 'root',
        'password' => '',
        'charset' => 'utf8',
    ],
];



To get a configuration stored in a configuration file, simply “require” it, like the following:


$config = require('path/to/web.php');
(new yii\web\Application($config))->run();






Default Configurations 


The [[Yii::createObject()]] method is implemented based on a dependency injection container.
It allows you to specify a set of the so-called default configurations which will be applied to ALL instances of
the specified classes when they are being created using [[Yii::createObject()]]. The default configurations
can be specified by calling Yii::$container->set() in the bootstrapping code.


For example, if you want to customize [[yii\widgets\LinkPager]] so that ALL link pagers will show at most 5 page buttons
(the default value is 10), you may use the following code to achieve this goal,


\Yii::$container->set('yii\widgets\LinkPager', [
    'maxButtonCount' => 5,
]);



Without using default configurations, you would have to configure maxButtonCount in every place where you use
link pagers.





Environment Constants 


Configurations often vary according to the environment in which an application runs. For example,
in development environment, you may want to use a database named mydb_dev, while on production server
you may want to use the mydb_prod database. To facilitate switching environments, Yii provides a constant
named YII_ENV that you may define in the entry script of your application.
For example,


defined('YII_ENV') or define('YII_ENV', 'dev');



You may define YII_ENV as one of the following values:



		prod: production environment. The constant YII_ENV_PROD will evaluate as true.
This is the default value of YII_ENV if you do not define it.


		dev: development environment. The constant YII_ENV_DEV will evaluate as true.


		test: testing environment. The constant YII_ENV_TEST will evaluate as true.





With these environment constants, you may specify your configurations conditionally based on
the current environment. For example, your application configuration may contain the following
code to enable the debug toolbar and debugger in development environment.


$config = [...];

if (YII_ENV_DEV) {
    // configuration adjustments for 'dev' environment
    $config['bootstrap'][] = 'debug';
    $config['modules']['debug'] = 'yii\debug\Module';
}

return $config;
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機能テスト



Note|注意: この節はまだ執筆中です。




		http://codeception.com/docs/05-FunctionalTests






アプリケーションテンプレートの機能テストを走らせる


apps/advanced/tests/README.md および apps/basic/tests/README.md で提供されている説明を参照してください。
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资源


Yii中的资源是和Web页面相关的文件，可为CSS文件，JavaScript文件，图片或视频等，
资源放在Web可访问的目录下，直接被Web服务器调用。


通过程序自动管理资源更好一点，例如，当你在页面中使用 [[yii\jui\DatePicker]] 小部件时，
它会自动包含需要的CSS和JavaScript文件，而不是要求你手工去找到这些文件并包含，
当你升级小部件时，它会自动使用新版本的资源文件，在本教程中，我们会详述Yii提供的强大的资源管理功能。



资源包 


Yii在资源包中管理资源，资源包简单的说就是放在一个目录下的资源集合，
当在视图中注册一个资源包，在渲染Web页面时会包含包中的CSS和JavaScript文件。





定义资源包 


资源包指定为继承[[yii\web\AssetBundle]]的PHP类，包名为可自动加载的PHP类名，
在资源包类中，要指定资源所在位置，包含哪些CSS和JavaScript文件以及和其他包的依赖关系。


如下代码定义基础应用模板使用的主要资源包：


<?php

namespace app\assets;

use yii\web\AssetBundle;

class AppAsset extends AssetBundle
{
    public $basePath = '@webroot';
    public $baseUrl = '@web';
    public $css = [
        'css/site.css',
    ];
    public $js = [
    ];
    public $depends = [
        'yii\web\YiiAsset',
        'yii\bootstrap\BootstrapAsset',
    ];
}



如上AppAsset 类指定资源文件放在 @webroot 目录下，对应的URL为
@web，资源包中包含一个CSS文件 css/site.css，没有JavaScript文件，
依赖其他两个包 [[yii\web\YiiAsset]] 和 [[yii\bootstrap\BootstrapAsset]]，
关于[[yii\web\AssetBundle]] 的属性的更多详细如下所述：



		当根目录不能被Web访问时该属性应设置，否则，应设置
[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath] 属性和[[yii\web\AssetBundle::baseUrl|baseUrl]]。
路径别名 可在此处使用；


		当指定[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath] 属性，
资源管理器 会发布包的资源到一个可Web访问并覆盖该属性，
如果你的资源文件在一个Web可访问目录下，应设置该属性，这样就不用再发布了。
路径别名 可在此处使用。


		[[yii\web\AssetBundle::baseUrl|baseUrl]]: 指定对应到[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath]目录的URL，
和 [yii\web\AssetBundle::basePath|basePath] 类似，如果你指定 [yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath] 属性，
资源管理器 会发布这些资源并覆盖该属性，路径别名 可在此处使用。


		每个JavaScript文件可指定为以下两种格式之一：
		相对路径表示为本地JavaScript文件 (如 js/main.js)，文件实际的路径在该相对路径前加上
[[yii\web\AssetManager::basePath]]，文件实际的URL在该路径前加上[[yii\web\AssetManager::baseUrl]]。


		绝对URL地址表示为外部JavaScript文件，如
http://ajax.googleapis.com/ajax/libs/jquery/2.1.1/jquery.min.js 或
//ajax.googleapis.com/ajax/libs/jquery/2.1.1/jquery.min.js.








		[[yii\web\AssetBundle::css|css]]: 一个包含该资源包JavaScript文件的数组，该数组格式和 [yii\web\AssetBundle::js|js] 相同。


		


		[[yii\web\AssetBundle::jsOptions|jsOptions]]: 当调用[[yii\web\View::registerJsFile()]]注册该包 每个 JavaScript文件时，
指定传递到该方法的选项。


		[[yii\web\AssetBundle::cssOptions|cssOptions]]: 当调用[[yii\web\View::registerCssFile()]]注册该包 每个 css文件时，
指定传递到该方法的选项。


		[[yii\web\AssetBundle::publishOptions|publishOptions]]: 当调用[[yii\web\AssetManager::publish()]]发布该包资源文件到Web目录时
指定传递到该方法的选项，仅在指定了[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]属性时使用。






资源位置 


资源根据它们的位置可以分为：



		源资源: 资源文件和PHP源代码放在一起，不能被Web直接访问，为了使用这些源资源，它们要拷贝到一个可Web访问的Web目录中
成为发布的资源，这个过程称为发布资源，随后会详细介绍。


		发布资源: 资源文件放在可通过Web直接访问的Web目录中；


		外部资源: 资源文件放在你的Web应用不同的Web服务器上；





当定义资源包类时候，如果你指定了[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath] 属性，就表示任何使用相对路径的资源会被
当作源资源；如果没有指定该属性，就表示这些资源为发布资源（因此应指定[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath] 和
[[yii\web\AssetBundle::baseUrl|baseUrl]] 让Yii知道它们的位置）。


推荐将资源文件放到Web目录以避免不必要的发布资源过程，这就是之前的例子指定
[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath] 而不是 [yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath].


对于 扩展来说，由于它们的资源和源代码都在不能Web访问的目录下，
在定义资源包类时必须指定[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]属性。



注意:  [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|source path]] 属性不要用@webroot/assets，该路径默认为
[[yii\web\AssetManager|asset manager]]资源管理器将源资源发布后存储资源的路径，该路径的所有内容会认为是临时文件，
可能会被删除。






资源依赖 


当Web页面包含多个CSS或JavaScript文件时，它们有一定的先后顺序以避免属性覆盖，
例如，Web页面在使用jQuery UI小部件前必须确保jQuery JavaScript文件已经被包含了，
我们称这种资源先后次序称为资源依赖。


资源依赖主要通过[[yii\web\AssetBundle::depends]] 属性来指定，
在AppAsset 示例中，资源包依赖其他两个资源包： [[yii\web\YiiAsset]] 和 [[yii\bootstrap\BootstrapAsset]]
也就是该资源包的CSS和JavaScript文件要在这两个依赖包的文件包含 之后 才包含。


资源依赖关系是可传递，也就是人说A依赖B，B依赖C，那么A也依赖C。





资源选项 


可指定[[yii\web\AssetBundle::cssOptions|cssOptions]] 和 [[yii\web\AssetBundle::jsOptions|jsOptions]]
属性来自定义页面包含CSS和JavaScript文件的方式，
这些属性值会分别传递给 [[yii\web\View::registerCssFile()]] 和 [[yii\web\View::registerJsFile()]] 方法，
在视图 调用这些方法包含CSS和JavaScript文件时。



注意: 在资源包类中设置的选项会应用到该包中 每个 CSS/JavaScript 文件，如果想对每个文件使用不同的选项，
应创建不同的资源包并在每个包中使用一个选项集。



例如，只想IE9或更高的浏览器包含一个CSS文件，可以使用如下选项：


public $cssOptions = ['condition' => 'lte IE9'];



这会是包中的CSS文件使用以下HTML标签包含进来：


<!--[if lte IE9]>
<link rel="stylesheet" href="path/to/foo.css">
<![endif]-->



为链接标签包含<noscript>可使用如下代码：


public $cssOptions = ['noscript' => true];



为使JavaScript文件包含在页面head区域（JavaScript文件默认包含在body的结束处）使用以下选项：


public $jsOptions = ['position' => \yii\web\View::POS_HEAD];






Bower 和 NPM 资源 


大多数 JavaScript/CSS 包通过Bower [http://bower.io/] 和/或 NPM [https://www.npmjs.org/]管理，
如果你的应用或扩展使用这些包，推荐你遵循以下步骤来管理库中的资源：



		修改应用或扩展的 composer.json 文件将包列入require 中，
应使用bower-asset/PackageName (Bower包) 或 npm-asset/PackageName (NPM包)来对应库。


		创建一个资源包类并将你的应用或扩展要使用的JavaScript/CSS 文件列入到类中，
应设置 [yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath] 属性为@bower/PackageName 或 @npm/PackageName，
因为根据别名Composer会安装Bower或NPM包到对应的目录下。






注意: 一些包会将它们分布式文件放到一个子目录中，对于这种情况，应指定子目录作为
[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]属性值，例如，[[yii\web\JqueryAsset]]使用 @bower/jquery/dist 而不是 @bower/jquery。








使用资源包 


为使用资源包，在视图中调用[[yii\web\AssetBundle::register()]]方法先注册资源，
例如，在视图模板可使用如下代码注册资源包：


use app\assets\AppAsset;
AppAsset::register($this);  // $this 代表视图对象



如果在其他地方注册资源包，应提供视图对象，如在 小部件 类中注册资源包，
可以通过 $this->view 获取视图对象。


当在视图中注册一个资源包时，在背后Yii会注册它所依赖的资源包，如果资源包是放在Web不可访问的目录下，会被发布到可访问的目录，
后续当视图渲染页面时，会生成这些注册包包含的CSS和JavaScript文件对应的<link> 和 <script> 标签，
这些标签的先后顺序取决于资源包的依赖关系以及在 [[yii\web\AssetBundle::css]]和[[yii\web\AssetBundle::js]] 的列出来的前后顺序。



自定义资源包 


Yii通过名为 assetManager的应用组件实现[[yii\web\AssetManager] 来管理应用组件，
通过配置[[yii\web\AssetManager::bundles]] 属性，可以自定义资源包的行为，
例如，[[yii\web\JqueryAsset]] 资源包默认从jquery Bower包中使用jquery.js 文件，
为了提高可用性和性能，你可能需要从Google服务器上获取jquery文件，可以在应用配置中配置assetManager，如下所示：


return [
    // ...
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'bundles' => [
                'yii\web\JqueryAsset' => [
                    'sourcePath' => null,   // 一定不要发布该资源
                    'js' => [
                        '//ajax.googleapis.com/ajax/libs/jquery/2.1.1/jquery.min.js',
                    ]
                ],
            ],
        ],
    ],
];



可通过类似[[yii\web\AssetManager::bundles]]配置多个资源包，数组的键应为资源包的类名（最开头不要反斜杠），
数组的值为对应的配置数组.



提示: 可以根据条件判断使用哪个资源，如下示例为如何在开发环境用jquery.js，否则用jquery.min.js：


'yii\web\JqueryAsset' => [
    'js' => [
        YII_ENV_DEV ? 'jquery.js' : 'jquery.min.js'
    ]
],







可以设置资源包的名称对应false来禁用想禁用的一个或多个资源包，当视图中注册一个禁用资源包，
视图不会包含任何该包的资源以及不会注册它所依赖的包，例如，为禁用[[yii\web\JqueryAsset]]，可以使用如下配置：


return [
    // ...
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'bundles' => [
                'yii\web\JqueryAsset' => false,
            ],
        ],
    ],
];



可设置[[yii\web\AssetManager::bundles]]为false禁用 所有 的资源包。





资源部署 


有时你想”修复” 多个资源包中资源文件的错误/不兼容，例如包A使用1.11.1版本的jquery.min.js，
包B使用2.1.1版本的jquery.js，可自定义每个包来解决这个问题，更好的方式是使用资源部署特性来部署不正确的资源为想要的，
为此，配置[[yii\web\AssetManager::assetMap]]属性，如下所示：


return [
    // ...
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'assetMap' => [
                'jquery.js' => '//ajax.googleapis.com/ajax/libs/jquery/2.1.1/jquery.min.js',
            ],
        ],
    ],
];



[[yii\web\AssetManager::assetMap|assetMap]]的键为你想要修复的资源名，值为你想要使用的资源路径，
当视图注册资源包，在[[yii\web\AssetBundle::css|css]] 和 [yii\web\AssetBundle::js|js] 数组中每个相关资源文件会和该部署进行对比，
如果数组任何键对比为资源文件的最后文件名（如果有的话前缀为 [[yii\web\AssetBundle::sourcePath]]），对应的值为替换原来的资源。
例如，资源文件my/path/to/jquery.js 匹配键 jquery.js.



注意: 只有相对相对路径指定的资源对应到资源部署，替换的资源路径可以为绝对路径，也可为和[[yii\web\AssetManager::basePath]]相关的路径。






资源发布 


如前所述，如果资源包放在Web不能访问的目录，当视图注册资源时资源会被拷贝到一个Web可访问的目录中，
这个过程称为资源发布，[[yii\web\AssetManager|asset manager]]会自动处理该过程。


资源默认会发布到@webroot/assets目录，对应的URL为@web/assets，
可配置[[yii\web\AssetManager::basePath|basePath]] 和 [[yii\web\AssetManager::baseUrl|baseUrl]] 属性自定义发布位置。


除了拷贝文件方式发布资源，如果操作系统和Web服务器允许可以使用符号链接，该功能可以通过设置
[[yii\web\AssetManager::linkAssets|linkAssets]] 为 true 来启用。


return [
    // ...
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'linkAssets' => true,
        ],
    ],
];



使用以上配置，资源管理器会创建一个符号链接到要发布的资源包源路径，这比拷贝文件方式快并能确保发布的资源一直为最新的。







常用资源包 


Yii框架定义许多资源包，如下资源包是最常用，可在你的应用或扩展代码中引用它们。



		[[yii\web\YiiAsset]]: 主要包含yii.js 文件，该文件完成模块JavaScript代码组织功能，
也为 data-method 和 data-confirm属性提供特别支持和其他有用的功能。


		[[yii\web\JqueryAsset]]: 包含从jQuery bower 包的jquery.js文件。


		[[yii\bootstrap\BootstrapAsset]]: 包含从Twitter Bootstrap 框架的CSS文件。


		[[yii\bootstrap\BootstrapPluginAsset]]: 包含从Twitter Bootstrap 框架的JavaScript 文件来支持Bootstrap JavaScript插件。


		[[yii\jui\JuiAsset]]: 包含从jQuery UI库的CSS 和 JavaScript 文件。





如果你的代码需要jQuery, jQuery UI 或 Bootstrap，应尽量使用这些预定义资源包而非自己创建，
如果这些包的默认配置不能满足你的需求，可以自定义配置，详情参考自定义资源包。





资源转换 


除了直接编写CSS 和/或 JavaScript代码，开发人员经常使用扩展语法来编写，再使用特殊的工具将它们转换成CSS/Javascript。
例如，对于CSS代码可使用LESS [http://lesscss.org/] 或 SCSS [http://sass-lang.com/]，
对于JavaScript 可使用 TypeScript [http://www.typescriptlang.org/]。


可将使用扩展语法的资源文件列到资源包的[[yii\web\AssetBundle::css|css]] 和 [yii\web\AssetBundle::js|js]中，如下所示：


class AppAsset extends AssetBundle
{
    public $basePath = '@webroot';
    public $baseUrl = '@web';
    public $css = [
        'css/site.less',
    ];
    public $js = [
        'js/site.ts',
    ];
    public $depends = [
        'yii\web\YiiAsset',
        'yii\bootstrap\BootstrapAsset',
    ];
}



当在视图中注册一个这样的资源包，[[yii\web\AssetManager|asset manager]]资源管理器会自动运行预处理工具将使用扩展语法
的资源转换成CSS/JavaScript，当视图最终渲染页面时，在页面中包含的是CSS/Javascipt文件，而不是原始的扩展语法代码文件。


Yii使用文件扩展名来表示资源使用哪种扩展语法，默认可以识别如下语法和文件扩展名：



		LESS [http://lesscss.org/]: .less


		SCSS [http://sass-lang.com/]: .scss


		Stylus [http://learnboost.github.io/stylus/]: .styl


		CoffeeScript [http://coffeescript.org/]: .coffee


		TypeScript [http://www.typescriptlang.org/]: .ts





Yii依靠安装的预处理工具来转换资源，例如，为使用LESS [http://lesscss.org/]，应安装lessc 预处理命令。


可配置[[yii\web\AssetManager::converter]]自定义预处理命令和支持的扩展语法，如下所示：


return [
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'converter' => [
                'class' => 'yii\web\AssetConverter',
                'commands' => [
                    'less' => ['css', 'lessc {from} {to} --no-color'],
                    'ts' => ['js', 'tsc --out {to} {from}'],
                ],
            ],
        ],
    ],
];



如上所示，通过[[yii\web\AssetConverter::commands]] 属性指定支持的扩展语法，
数组的键为文件扩展名（前面不要.），数组的值为目标资源文件扩展名和执行资源转换的命令，
命令中的标记 {from} 和{to}会分别被源资源文件路径和目标资源文件路径替代。



补充: 除了以上方式，也有其他的方式来处理扩展语法资源，例如，可使用编译工具如grunt [http://gruntjs.com/]
来监控并自动转换扩展语法资源，此时，应使用资源包中编译后的CSS/Javascript文件而不是原始文件。






合并和压缩资源 


一个Web页面可以包含很多CSS 和/或 JavaScript 文件，为减少HTTP 请求和这些下载文件的大小，
通常的方式是在页面中合并并压缩多个CSS/JavaScript 文件为一个或很少的几个文件，并使用压缩后的文件而不是原始文件。



补充: 合并和压缩资源通常在应用在产品上线模式，在开发模式下使用原始的CSS/JavaScript更方便调试。



接下来介绍一种合并和压缩资源文件而不需要修改已有代码的方式：



		找出应用中所有你想要合并和压缩的资源包，


		将这些包分成一个或几个组，注意每个包只能属于其中一个组，


		合并/压缩每个组里CSS文件到一个文件，同样方式处理JavaScript文件，


		为每个组定义新的资源包：
		设置[[yii\web\AssetBundle::css|css]] 和 [yii\web\AssetBundle::js|js] 属性分别为压缩后的CSS和JavaScript文件；


		自定义设置每个组内的资源包，设置资源包的[[yii\web\AssetBundle::css|css]] 和 [yii\web\AssetBundle::js|js] 属性为空,
并设置它们的 [yii\web\AssetBundle::depends|depends] 属性为每个组新创建的资源包。











使用这种方式，当在视图中注册资源包时，会自动触发原始包所属的组资源包的注册，然后，页面就会包含以合并/压缩的资源文件，
而不是原始文件。



示例 


使用一个示例来解释以上这种方式：


鉴定你的应用有两个页面X 和 Y，页面X使用资源包A，B和C，页面Y使用资源包B，C和D。


有两种方式划分这些资源包，一种使用一个组包含所有资源包，另一种是将（A,B,C）放在组X，（B，C，C）放在组Y，
哪种方式更好？第一种方式优点是两个页面使用相同的已合并CSS和JavaScript文件使HTTP缓存更高效，另一方面，由于单个组包含所有文件，
已合并的CSS和Javascipt文件会更大，因此会增加文件传输时间，在这个示例中，我们使用第一种方式，也就是用一个组包含所有包。



补充: 将资源包分组并不是无价值的，通常要求分析现实中不同页面各种资源的数据量，开始时为简便使用一个组。



在所有包中使用工具(例如 Closure Compiler [https://developers.google.com/closure/compiler/],
YUI Compressor [https://github.com/yui/yuicompressor/]) 来合并和压缩CSS和JavaScript文件，
注意合并后的文件满足包间的先后依赖关系，例如，如果包A依赖B，B依赖C和D，那么资源文件列表以C和D开始，然后为B最后为A。


合并和压缩之后，会得到一个CSS文件和一个JavaScript文件，假定它们的名称为all-xyz.css 和 all-xyz.js，
xyz 为使文件名唯一以避免HTTP缓存问题的时间戳或哈希值。


现在到最后一步了，在应用配置中配置[[yii\web\AssetManager|asset manager]] 资源管理器如下所示：


return [
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'bundles' => [
                'all' => [
                    'class' => 'yii\web\AssetBundle',
                    'basePath' => '@webroot/assets',
                    'baseUrl' => '@web/assets',
                    'css' => ['all-xyz.css'],
                    'js' => ['all-xyz.js'],
                ],
                'A' => ['css' => [], 'js' => [], 'depends' => ['all']],
                'B' => ['css' => [], 'js' => [], 'depends' => ['all']],
                'C' => ['css' => [], 'js' => [], 'depends' => ['all']],
                'D' => ['css' => [], 'js' => [], 'depends' => ['all']],
            ],
        ],
    ],
];



如自定义资源包 小节中所述，如上配置改变每个包的默认行为，
特别是包A、B、C和D不再包含任何资源文件，都依赖包含合并后的all-xyz.css 和 all-xyz.js文件的包all，
因此，对于页面X会包含这两个合并后的文件而不是包A、B、C的原始文件，对于页面Y也是如此。


最后有个方法更好地处理上述方式，除了直接修改应用配置文件，可将自定义包数组放到一个文件，在应用配置中根据条件包含该文件，例如：


return [
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'bundles' => require(__DIR__ . '/' . (YII_ENV_PROD ? 'assets-prod.php' : 'assets-dev.php')),  
        ],
    ],
];



如上所示，在产品上线模式下资源包数组存储在assets-prod.php文件中，不是产品上线模式存储在assets-dev.php文件中。





使用 asset 命令 


Yii提供一个名为asset控制台命令来使上述操作自动处理。


为使用该命令，应先创建一个配置文件设置哪些资源包要合并以及分组方式，可使用asset/template 子命令来生成一个模板，
然后修改模板成你想要的。


yii asset/template assets.php



该命令在当前目录下生成一个名为assets.php的文件，文件的内容类似如下：


<?php
/**
 * 为控制台命令"yii asset"使用的配置文件
 * 注意在控制台环境下，一些路径别名如 '@webroot' 和 '@web' 不会存在
 * 请定义不存在的路径别名
 */
return [
    // 为JavaScript文件压缩修改 command/callback 
    'jsCompressor' => 'java -jar compiler.jar --js {from} --js_output_file {to}',
    // 为CSS文件压缩修改command/callback 
    'cssCompressor' => 'java -jar yuicompressor.jar --type css {from} -o {to}',
    // 要压缩的资源包列表
    'bundles' => [
        // 'yii\web\YiiAsset',
        // 'yii\web\JqueryAsset',
    ],
    // 资源包压缩后的输出
    'targets' => [
        'all' => [
            'class' => 'yii\web\AssetBundle',
            'basePath' => '@webroot/assets',
            'baseUrl' => '@web/assets',
            'js' => 'js/all-{hash}.js',
            'css' => 'css/all-{hash}.css',
        ],
    ],
    // 资源管理器配置:
    'assetManager' => [
    ],
];



应修改该文件的bundles的选项指定哪些包你想要合并，在targets选项中应指定这些包如何分组，如前述的可以指定一个或多个组。



注意: 由于在控制台应用别名 @webroot and @web 不可用，应在配置中明确指定它们。



JavaScript文件会被合并压缩后写入到js/all-{hash}.js文件，其中 {hash} 会被结果文件的哈希值替换。


jsCompressor 和 cssCompressor 选项指定控制台命令或PHP回调函数来执行JavaScript和CSS合并和压缩，
Yii默认使用Closure Compiler [https://developers.google.com/closure/compiler/]来合并JavaScript文件，
使用YUI Compressor [https://github.com/yui/yuicompressor/]来合并CSS文件，
你应手工安装这些工具或修改选项使用你喜欢的工具。


根据配置文件，可执行asset 命令来合并和压缩资源文件并生成一个新的资源包配置文件assets-prod.php:


yii asset assets.php config/assets-prod.php



生成的配置文件可以在应用配置中包含，如最后一小节所描述的。



补充: 使用asset 命令并不是唯一一种自动合并和压缩过程的方法，可使用优秀的工具grunt [http://gruntjs.com/]来完成这个过程。
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alias


Alias is a string that’s used by Yii to refer to the class or directory such as @app/vendor.





application


The application is the central object during HTTP request. It contains a number of components and with these is getting info from request and dispatching it to an appropriate controller for further processing.


The application object is instantiated as a singleton by the entry script. The application singleton can be accessed at any place via \Yii::$app.





assets


Asset refers to a resource file. Typically it contains JavaScript or CSS code but can be anything else that is accessed via HTTP.





attribute


An attribute is a model property (a class member variable or a magic property defined via __get()/__set()) that stores business data.







B



bundle


Bundle, known as package in Yii 1.1, refers to a number of assets and a configuration file that describes dependencies and lists assets.







C



configuration


Configuration may refer either to the process of setting properties of an object or to a configuration file that stores settings for an object or a class of objects.







E



extension


Extension is a set of classes, asset bundles and configurations that adds more features to the application.







I



installation


Installation is a process of preparing something to work either by following a readme file or by executing specially prepared script. In case of Yii it’s setting permissions and fullfilling software requirements.







M



module


Module is a sub-application which contains MVC elements by itself, such as models, views, controllers, etc. and can be used withing the main application. Typically by forwarding requests to the module instead of handling it via controllers.







N



namespace


Namespace refers to a PHP language feature [http://php.net/manual/en/language.namespaces.php] which is actively used in Yii2.







P



package


See bundle.







V



vendor


Vendor is an organization or individual developer providing code in form of extensions, modules or libraries.
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リソース


RESTful API は、つまるところ、リソース にアクセスし、それを操作するものです。
MVC の枠組の中では、リソースは models として見ることが出来ます。


リソースをどのように表現すべきかについて制約がある訳ではありませんが、Yii においては、通常は、次のような理由によって、リソースを [[yii\base\Model]] またはその子クラス (例えば [[yii\db\ActiveRecord]]) のオブジェクトとして表現することになります。



		[[yii\base\Model]] は [[yii\base\Arrayable]] インタフェイスを実装しています。
これによって、リソースのデータを RESTful API を通じて公開する仕方をカスタマイズすることが出来ます。


		[[yii\base\Model]] は 入力値のバリデーション をサポートしています。
これは、RESTful API がデータ入力をサポートする必要がある場合に役に立ちます。


		[[yii\db\ActiveRecord]] は DB データのアクセスと操作に対する強力なサポートを提供しています。
リソースデータがデータベースに保存されているときは、アクティブレコードが最適の選択です。





この節では、主として、[[yii\base\Model]] クラス (またはその子クラス) から拡張したリソースクラスにおいて、どのデータを RESTful API を通じて返すことが出来るかを指定する方法を説明します。
リソースクラスが [[yii\base\Model]] から拡張しない場合は、全てのパブリックなメンバ変数が返されます。



フィールド 


RESTful API のレスポンスにリソースを含めるとき、リソースは文字列にシリアライズされる必要があります。
Yii はこのプロセスを二つのステップに分けます。
最初に、リソースは [[yii\rest\Serializer]] によって配列に変換されます。
次に、その配列が [[yii\web\ResponseFormatterInterface|レスポンスフォーマッタ]] によって、リクエストされた形式 (例えば JSON や XML) の文字列にシリアライズされます。
リソースクラスを開発するときに主として力を注ぐべきなのは、最初のステップです。


[[yii\base\Model::fields()|fields()]] および/または [[yii\base\Model::extraFields()|extraFields()]] をオーバーライドすることによって、リソースのどういうデータ (フィールド と呼ばれます) を配列表現に入れることが出来るかを指定することが出来ます。
この二つのメソッドの違いは、前者が配列表現に含まれるべきフィールドのデフォルトのセットを指定するのに対して、後者はエンドユーザが expand クエリパラメータで要求したときに配列に含めることが出来る追加のフィールドを指定する、という点にあります。
例えば、


// fields() に宣言されている全てのフィールドを返す。
http://localhost/users

// id と email のフィールドだけを返す (ただし、fields() で宣言されているなら) 。
http://localhost/users?fields=id,email

// fields() の全てのフィールドと profile のフィールドを返す (ただし、profile が extraFields() で宣言されているなら)。
http://localhost/users?expand=profile

// id、email、profile のフィールドだけを返す (ただし、それらが fields() と extraFields() で宣言されているなら)。
http://localhost/users?fields=id,email&expand=profile




fields()` をオーバーライドする 


デフォルトでは、[[yii\base\Model::fields()]] は、モデルの全ての属性をフィールドとして返し、[[yii\db\ActiveRecord::fields()]] は、DB から投入された属性だけを返します。


fields() をオーバーライドして、フィールドを追加、削除、名前変更、または再定義することが出来ます。
fields() の返り値は配列でなければなりません。
配列のキーはフィールド名であり、配列の値は対応するフィールドの定義です。
フィールドの定義は、プロパティ/属性の名前か、あるいは、対応するフィールドの値を返す無名関数とすることが出来ます。
フィールド名がそれを定義する属性名と同一であるという特殊な場合においては、配列のキーを省略することが出来ます。
例えば、


// 明示的に全てのフィールドをリストする方法。(API の後方互換性を保つために) DB テーブルやモデル属性の
// 変更がフィールドの変更を引き起こさないことを保証したい場合に適している。
public function fields()
{
    return [
        // フィールド名が属性名と同じ
        'id',
        // フィールド名は "email"、対応する属性名は "email_address"
        'email' => 'email_address',
        // フィールド名は "name"、その値は PHP コールバックで定義
        'name' => function ($model) {
            return $model->first_name . ' ' . $model->last_name;
        },
    ];
}

// いくつかのフィールドを除去する方法。親の実装を継承しつつ、公開すべきでないフィールドを
// 除外したいときに適している。
public function fields()
{
    $fields = parent::fields();

    // 公開すべきでない情報を含むフィールドを削除する
    unset($fields['auth_key'], $fields['password_hash'], $fields['password_reset_token']);

    return $fields;
}




Warning|警告: デフォルトではモデルの全ての属性がエクスポートされる配列に含まれるため、データを精査して、
公開すべきでない情報が含まれていないことを確認すべきです。そういう情報がある場合は、
fields() をオーバーライドして、除去すべきです。上記の例では、auth_key、password_hash
および password_reset_token を選んで除去しています。






extraFields() をオーバーライドする


デフォルトでは、[[yii\base\Model::extraFields()]] は何も返しませんが、[[yii\db\ActiveRecord::extraFields()]] は DB から取得されたリレーションの名前を返します。


extraFields() によって返されるデータの形式は fields() のそれと同じです。
通常、extraFields() は、主として、値がオブジェクトであるフィールドを指定するのに使用されます。
例えば、次のようなフィールドの宣言があるとしましょう。


public function fields()
{
    return ['id', 'email'];
}

public function extraFields()
{
    return ['profile'];
}



http://localhost/users?fields=id,email&expand=profile というリクエストは、次のような JSON データを返すことが出来ます。


[
    {
        "id": 100,
        "email": "100@example.com",
        "profile": {
            "id": 100,
            "age": 30,
        }
    },
    ...
]








リンク 


HATEOAS [http://en.wikipedia.org/wiki/HATEOAS] は、Hypermedia as the Engine of Application State (アプリケーション状態のエンジンとしてのハイパーメディア) の略称です。
HATEOAS は、RESTful API は自分が返すリソースについて、どのようなアクションがサポートされているかをクライアントが発見できるような情報を返すべきである、という概念です。
HATEOAS のキーポイントは、リソースデータが API によって提供されるときには、関連する情報を一群のハイパーリンクによって返すべきである、ということです。


あなたのリソースクラスは、[[yii\web\Linkable]] インタフェイスを実装することによって、HATEOAS をサポートすることが出来ます。
このインタフェイスは、[[yii\web\Link|リンク]] のリストを返すべき [[yii\web\Linkable::getLinks()|getLinks()]] メソッド一つだけを含みます。
典型的には、少なくとも、リソースオブジェクトそのものへの URL を表現する self リンクを返さなければなりません。
例えば、


use yii\db\ActiveRecord;
use yii\web\Link;
use yii\web\Linkable;
use yii\helpers\Url;

class User extends ActiveRecord implements Linkable
{
    public function getLinks()
    {
        return [
            Link::REL_SELF => Url::to(['user/view', 'id' => $this->id], true),
        ];
    }
}



User オブジェクトがレスポンスで返されるとき、レスポンスはそのユーザに関連するリンクを表現する _links 要素を含むことになります。
例えば、


{
    "id": 100,
    "email": "user@example.com",
    // ...
    "_links" => {
        "self": {
            "href": "https://example.com/users/100"
        }
    }
}






コレクション 


リソースオブジェクトは コレクション としてグループ化することが出来ます。
各コレクションは、同じ型のリソースのリストを含みます。


コレクションは配列として表現することも可能ですが、通常は、データプロバイダ として表現する方がより望ましい方法です。
これは、データプロバイダがリソースの並べ替えとページネーションをサポートしているからです。
並べ替えとページネーションは、コレクションを返す RESTful API にとっては、普通に必要とされる機能です。
例えば、次のアクションは投稿のリソースについてデータプロバイダを返すものです。


namespace app\controllers;

use yii\rest\Controller;
use yii\data\ActiveDataProvider;
use app\models\Post;

class PostController extends Controller
{
    public function actionIndex()
    {
        return new ActiveDataProvider([
            'query' => Post::find(),
        ]);
    }
}



データプロバイダが RESTful API のレスポンスで送信される場合は、[[yii\rest\Serializer]] が現在のページのリソースを取り出して、リソースオブジェクトの配列としてシリアライズします。
それだけでなく、[[yii\rest\Serializer]] は次の HTTP ヘッダを使ってページネーション情報もレスポンスに含めます。



		X-Pagination-Total-Count: リソースの総数


		X-Pagination-Page-Count: ページ数


		X-Pagination-Current-Page: 現在のページ (1 から始まる)


		X-Pagination-Per-Page: 各ページのリソース数


		Link: クライアントがリソースをページごとにたどることが出来るようにするための一群のナビゲーションリンク





その一例を クイックスタート の節で見ることが出来ます。
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ページキャッシュ


ページキャッシュはサーバサイドでページ全体のコンテントをキャッシュすることを言います。あとで、同じページに再度リクエストがあった場合、その内容を一から再び生成させるのではなく、キャッシュから提供するようにします。


ページキャッシュは [[yii\filters\PageCache]]、 アクションフィルタ によってサポートされています。これは、コントローラクラスで以下のように使用することができます：


public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => 'yii\filters\PageCache',
            'only' => ['index'],
            'duration' => 60,
            'variations' => [
                \Yii::$app->language,
            ],
            'dependency' => [
                'class' => 'yii\caching\DbDependency',
                'sql' => 'SELECT COUNT(*) FROM post',
            ],
        ],
    ];
}



上記のコードは、ページキャッシュが index アクションのみで使用され、そのページのコンテントは最大 60 秒間キャッシュし、現在のアプリケーションの言語によって変化し、投稿の総数に変化があった場合キャッシュされたページが無効になる、ということを示しています。


見てわかるように、ページキャッシュは フラグメントキャッシュ ととてもよく似ています。それらは両方とも duration、dependencies、variations、そして enabled などのオプションをサポートしています。主な違いとしては、ページキャッシュは アクションフィルタ として、フラグメントキャッシュは ウィジェット として実装されているということです。


また、ページキャッシュと一緒に ダイナミックコンテント だけでなく フラグメントキャッシュ も使用することができます。
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组件（Component）


组件是 Yii 应用的主要基石。是 [[yii\base\Component]] 类或其子类的实例。三个用以区分它和其它类的主要功能有：



		属性（Property）


		事件（Event）


		行为（Behavior）





或单独使用，或彼此配合，这些功能的应用让 Yii 的类变得更加灵活和易用。以小部件 [[yii\jui\DatePicker|日期选择器]] 来举例，这是个方便你在 视图 中生成一个交互式日期选择器的 UI 组件：


use yii\jui\DatePicker;

echo DatePicker::widget([
    'language' => 'zh-CN',
    'name'  => 'country',
    'clientOptions' => [
        'dateFormat' => 'yy-mm-dd',
    ],
]);



这个小部件继承自 [[yii\base\Component]]，它的各项属性改写起来会很容易。


正是因为组件功能的强大，他们比常规的对象（Object）稍微重量级一点，因为他们要使用额外的内存和 CPU 时间来处理 事件 和 行为 。如果你不需要这两项功能，可以继承 [[yii\base\Object]] 而不是 [[yii\base\Component]]。这样组件可以像普通 PHP 对象一样高效，同时还支持属性（Property）功能。


当继承 [[yii\base\Component]] 或 [[yii\base\Object]] 时，推荐你使用如下的编码风格：



		若你需要重写构造方法（Constructor），传入 $config 作为构造器方法最后一个参数，然后把它传递给父类的构造方法。


		永远在你重写的构造方法结尾处调用一下父类的构造方法。


		如果你重写了 [[yii\base\Object::init()]] 方法，请确保你在 init 方法的开头处调用了父类的 init 方法。





例子如下：


namespace yii\components\MyClass;

use yii\base\Object;

class MyClass extends Object
{
    public $prop1;
    public $prop2;

    public function __construct($param1, $param2, $config = [])
    {
        // ... 配置生效前的初始化过程

        parent::__construct($config);
    }

    public function init()
    {
        parent::init();

        // ... 配置生效后的初始化过程
    }
}



另外，为了让组件可以在创建实例时能被正确配置，请遵照以下操作流程：


$component = new MyClass(1, 2, ['prop1' => 3, 'prop2' => 4]);
// 方法二：
$component = \Yii::createObject([
    'class' => MyClass::className(),
    'prop1' => 3,
    'prop2' => 4,
], [1, 2]);




补充：尽管调用 [[Yii::createObject()]] 的方法看起来更加复杂，但这主要因为它更加灵活强大，它是基于依赖注入容器实现的。



[[yii\base\Object]] 类执行时的生命周期如下：



		构造方法内的预初始化过程。你可以在这儿给各属性设置缺省值。


		通过 $config 配置对象。配置的过程可能会覆盖掉先前在构造方法内设置的默认值。


		在 [[yii\base\Object::init()|init()]] 方法内进行初始化后的收尾工作。你可以通过重写此方法，进行一些良品检验，属性的初始化之类的工作。


		对象方法调用。





前三步都是在对象的构造方法内发生的。这意味着一旦你获得了一个对象实例，那么它就已经初始化就绪可供使用。
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Scripts de Entrada


Los scripts de entrada son el primer eslabón en el proceso de arranque de la aplicación. Una aplicación (ya sea una
aplicación Web o una aplicación de consola) tiene un único script de entrada. Los usuarios finales hacen peticiones al
script de entrada que instancia instancias de aplicación y remite la petición a estos.


Los scripts de entrada para aplicaciones Web tiene que estar alojado bajo niveles de directorios accesibles para la Web
de manera que puedan ser accesibles para los usuarios finales. Normalmente se nombra como index.php, pero también se
pueden usar cualquier otro nombre, los servidores Web proporcionados pueden localizarlo.


El script de entrada para aplicaciones de consola normalmente está alojado bajo la
ruta base de las aplicaciones y es nombrado como yii (con el sufijo .php). Estos
deberían ser ejecutables para que los usuarios puedan ejecutar las aplicaciones de consola a través del comando
./yii <ruta> [argumentos] [opciones].


El script de entrada principalmente hace los siguientes trabajos:



		Definir las constantes globales;


		Registrar el cargador automático de Composer [http://getcomposer.org/doc/01-basic-usage.md#autoloading];


		Incluir el archivo de clase [[Yii]];


		Cargar la configuración de la aplicación;


		Crear y configurar una instancia de aplicación;


		Llamar a [[yii\base\Application::run()]] para procesar la petición entrante.






Aplicaciones Web 


El siguiente código es el script de entrada para la Plantilla de Aplicación web Básica.


<?php

defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);
defined('YII_ENV') or define('YII_ENV', 'dev');

// registrar el cargador automático de Composer
require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');

// incluir el fichero de clase Yii
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// cargar la configuración de la aplicación
$config = require(__DIR__ . '/../config/web.php');

// crear, configurar y ejecutar la aplicación
(new yii\web\Application($config))->run();






Aplicaciones de consola 


De la misma manera, el siguiente código es el script de entrada para la aplicación de consola:


#!/usr/bin/env php
<?php
/**
 * Yii console bootstrap file.
 *
 * @link http://www.yiiframework.com/
 * @copyright Copyright (c) 2008 Yii Software LLC
 * @license http://www.yiiframework.com/license/
 */

defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);

// el fcgi no tiene STDIN y STDOUT definidos por defecto
defined('STDIN') or define('STDIN', fopen('php://stdin', 'r'));
defined('STDOUT') or define('STDOUT', fopen('php://stdout', 'w'));

// registrar el cargador automático de Composer
require(__DIR__ . '/vendor/autoload.php');

// incluir el fichero de clase Yii
require(__DIR__ . '/vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// cargar la configuración de la aplicación
$config = require(__DIR__ . '/config/console.php');

$application = new yii\console\Application($config);
$exitCode = $application->run();
exit($exitCode);






Definición de Constantes 


El script de entrada es el mejor lugar para definir constantes globales. Yii soporta las siguientes tres constantes:



		YII_DEBUG: especifica si la aplicación se está ejecutando en modo depuración. Cuando esta en modo depuración, una
aplicación mantendrá más información de registro, y revelará detalladas pilas de errores si se lanza una excepción. Por
esta razón, el modo depuración debería ser usado principalmente durante el desarrollo. El valor por defecto de
‘YII_DEBUG’ es falso.


		YII_ENV: especifica en que entorno se esta ejecutando la aplicación. Se puede encontrar una descripción más
detallada en la sección Configuraciones.
El Valor por defecto de YII_ENV es 'prod', que significa que la aplicación se esta ejecutando en el entorno de
producción.


		YII_ENABLE_ERROR_HANDLER: especifica si se habilita el gestor de errores proporcionado por Yii. El valor
predeterminado de esta constante es verdadero.





Cuando se define una constante, a menudo se usa código como el siguiente:


defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);



que es equivalente al siguiente código:


if (!defined('YII_DEBUG')) {
    define('YII_DEBUG', true);
}



Claramente el primero es más breve y fácil de entender.


La definición de constantes debería hacerse al principio del script de entrada para que pueda tener efecto cuando se
incluyan otros archivos PHP.
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Información General


Cada vez que una aplicación Yii gestiona una petición, se somete a un flujo de trabajo similar.



		Un usuario hace una petición al script de entrada ‘web/index.php’.


		El script de entrada carga la configuración y crea una instancia de la
aplicación para gestionar la petición.


		La aplicación resuelve la ruta solicitada con la ayuda del componente
petición de la aplicación.


		La aplicación crea una instancia del controlador para gestionar la petición.


		El controlador crea una instancia de la acción y ejecuta los filtros para la acción.


		Si algún filtro falla, se cancela la acción.


		Si pasa todos los filtros, se ejecuta la acción.


		La acción carga un modelo de datos, posiblemente de la base de datos.


		La acción renderiza una vista, proporcionándole el modelo de datos.


		El resultado renderizado se devuelve al componente respuesta de la aplicación.


		El componente respuesta envía el resultado renderizado al navegador del usuario.





El siguiente diagrama muestra como una aplicación gestiona una petición.


[image: Request Lifecycle]


En esta sección, se describirá en detalle cómo funcionan algunos de estos pasos.
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Modelos


Los modelos forman parte de la arquitectura
MVC [http://es.wikipedia.org/wiki/Modelo%E2%80%93vista%E2%80%93controlador]. Son objetos que representan datos de
negocio, reglas y lógica.


Se pueden crear clases modelo extendiendo a [[yii\base\Model]] o a sus clases hijas. La clase base [[yii\base\Model]]
soporta muchas características útiles:



		Atributos: representan los datos de negocio y se puede acceder a ellos como propiedades normales de
un objeto o como elementos de un array;


		Etiquetas de atributo: especifica la etiqueta a mostrar para los atributos;


		Asignación masiva: soporta la asignación múltiple de atributos en un único paso;


		validación: asegura la validez de los datos de entrada basándose en reglas declaradas;


		Exportación de datos: permite que los datos del modelo sean exportados en términos de arrays con
formatos personalizables.





La clase ‘modelo’ también es una base para modelos más avanzados, tales como Active Records.



Información: No es obligatorio basar las clases modelo en [[yii\base\Model]]. Sin embargo, debido a que hay muchos
componentes de Yii construidos para dar soporte a [[yii\base\Model]], por lo general, es la clase base preferible
para un modelo.




Atributos 


Los modelos representan los datos de negocio en términos de atributos. Cada atributos es como una propiedad
públicamente accesible de un modelo. El método [[yii\base\Model::attributes()]] especifica qué atributos tiene la
clase modelo.


Se puede acceder a un atributo como se accede a una propiedad de un objeto normal.


$model = new \app\models\ContactForm;

// "name" es un atributo de ContactForm
$model->name = 'example';
echo $model->name;



También se puede acceder a los atributos como se accede a los elementos de un array, gracias al soporte para
ArrayAccess [http://php.net/manual/es/class.arrayaccess.php] y
ArrayIterator [http://php.net/manual/es/class.arrayiterator.php] que brinda [[yii\base\Model]]:


$model = new \app\models\ContactForm;

// acceder a atributos como elementos de array
$model['name'] = 'example';
echo $model['name'];

// iterar entre atributos
foreach ($model as $name => $value) {
    echo "$name: $value\n";
}






Definir Atributos 


Por defecto, si un modelo extiende directamente a [[yii\base\Model]], todas sus variables miembro no estáticas son
atributos. Por ejemplo, la siguiente clase modelo ‘ContactForm’ tiene cuatro atributos: ‘name’, ‘email’, ‘subject’,
‘body’. El modelo ‘ContactForm’ se usa para representar los datos de entrada recibidos desde un formulario HTML.


namespace app\models;

use yii\base\Model;

class ContactForm extends Model
{
    public $name;
    public $email;
    public $subject;
    public $body;
}



Se puede sobrescribir [[yii\base\Model::attributes()]] para definir los atributos de diferente manera. El método debe
devolver los nombres de los atributos de un modelo. Por ejemplo [[yii\db\ActiveRecord]] lo hace devolviendo el nombre
de las columnas de la tabla de la base de datos asociada como el nombre de sus atributos. Hay que tener en cuenta que
también puede necesitar sobrescribir los métodos mágicos como __get(), __set() de modo que se puede acceder a los
atributos como a propiedades de objetos normales.





Etiquetas de atributo 


Cuando se muestran valores o se obtienen entradas para atributos, normalmente se necesita mostrar etiquetas asociadas
a los atributos. Por ejemplo, dado un atributo con nombre ‘segundoApellido’, es posible que se quiera mostrar la
etiqueta ‘Segundo Apellido’ ya que es más fácil de interpretar por el usuario final en lugares como campos de
formularios y en mensajes de error.


Se puede obtener la etiqueta de un atributo llamando a [[yii\base\Model::getAttributeLabel()]]. Por ejemplo:


$model = new \app\models\ContactForm;

// muestra "Name"
echo $model->getAttributeLabel('name');



Por defecto, una etiqueta de atributo se genera automáticamente a partir del nombre de atributo. La generación se hace
con el método [[yii\base\Model::generateAttributeLabel()]]. Este convertirá los nombres de variables de tipo
camel-case en múltiples palabras con la primera letra de cada palabra en mayúsculas. Por ejemplo ‘usuario’ se
convertirá en ‘Nombre’, y ‘primerApellido’ se convertirá en ‘Primer Apellido’.
Si no se quieren usar las etiquetas generadas automáticamente, se puede sobrescribir
[[yii\base\Model::attributeLabels()]] a una declaración de etiquetas de atributo especifica. Por ejemplo:


namespace app\models;

use yii\base\Model;

class ContactForm extends Model
{
    public $name;
    public $email;
    public $subject;
    public $body;

    public function attributeLabels()
    {
        return [
            'name' => 'Your name',
            'email' => 'Your email address',
            'subject' => 'Subject',
            'body' => 'Content',
        ];
    }
}



Para aplicaciones con soporte para múltiples idiomas, se puede querer traducir las etiquetas de los atributos. Esto se
puede hacer en el método [[yii\base\Model::attributeLabels()|attributeLabels()]], como en el siguiente ejemplo:


public function attributeLabels()
{
    return [
        'name' => \Yii::t('app', 'Your name'),
        'email' => \Yii::t('app', 'Your email address'),
        'subject' => \Yii::t('app', 'Subject'),
        'body' => \Yii::t('app', 'Content'),
    ];
}



Incluso se puede definir etiquetas de atributo condicionales. Por ejemplo, basándose en el escenario en
que se esta usando el modelo, se pueden devolver diferentes etiquetas para un mismo atributo.



Información: Estrictamente hablando, los atributos son parte de las vistas. Pero declarar las
etiquetas en los modelos, a menudo, es muy conveniente y puede generar a un código muy limpio y reutilizable.






Escenarios 


Un modelo puede usarse en diferentes escenarios. Por ejemplo, un modelo ‘Usuario’, puede ser utilizado para recoger
entradas de inicio de sesión de usuarios, pero también puede usarse para generar usuarios. En diferentes escenarios,
un modelo puede usar diferentes reglas de negocio y lógica. Por ejemplo, un atributo ‘email’ puede ser requerido
durante un registro de usuario, pero no ser necesario durante el inicio de sesión del mismo.


Un modelo utiliza la propiedad [[yii\base\Model::scenario]] para mantener saber en qué escenario se esta usando. Por
defecto, un modelo soporta sólo un escenario llamado ‘default’. El siguiente código muestra dos maneras de establecer
el escenario en un modelo.


// el escenario se establece como una propiedad
$model = new User;
$model->scenario = 'login';

// el escenario se establece mediante configuración
$model = new User(['scenario' => 'login']);



Por defecto, los escenarios soportados por un modelo se determinan por las reglas de validación
declaradas en el modelo. Sin embargo, se puede personalizar este comportamiento sobrescribiendo el método
[[yii\base\Model::scenarios()]], como en el siguiente ejemplo:


namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class User extends ActiveRecord
{
    public function scenarios()
    {
        return [
            'login' => ['username', 'password'],
            'register' => ['username', 'email', 'password'],
        ];
    }
}




Información: En el anterior y en los siguientes ejemplos, las clases modelo extienden a [[yii\db\ActiveRecord]]
porque el uso de múltiples escenarios normalmente sucede con clases de Active Records.



El método ‘scenarios()’ devuelve un array cuyas claves son el nombre de escenario y los valores correspondientes a los
atributos activos. Un atributo activo puede ser asignado masivamente y esta sujeto a
validación. En el anterior ejemplo, los atributos ‘username’ y ‘password’ están activados en el
escenario ‘login’; mientras que en el escenario ‘register’, el atributo ‘email’ esta activado junto con ‘username’ y
‘password’.


La implementación por defecto de los ‘scenarios()’ devolverá todos los escenarios encontrados en el método de
declaración de las reglas de validación [[yii\base\Model::rules()]]. Cuando se sobrescribe ‘scenarios()’, si se quiere
introducir nuevos escenarios además de los predeterminados, se puede hacer como en el siguiente ejemplo:


namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class User extends ActiveRecord
{
    public function scenarios()
    {
        $scenarios = parent::scenarios();
        $scenarios['login'] = ['username', 'password'];
        $scenarios['register'] = ['username', 'email', 'password'];
        return $scenarios;
    }
}



La característica escenario se usa principalmente en las validaciones y por la
asignación masiva de atributos. Aunque también se puede usar para otros propósitos. Por
ejemplo, se pueden declarar etiquetas de atributo diferentes basándose en el escenario actual.





Reglas de Validación 


Cuando un modelo recibe datos del usuario final, estos deben ser validados para asegurar que cumplan ciertas reglas
(llamadas reglas de validación, también conocidas como reglas de negocio). Por ejemplo, dado un modelo
‘ContactForm’, se puede querer asegurar que ningún atributo este vacío y que el atributo ‘email’ contenga una
dirección de correo válida. Si algún valor no cumple con las reglas, se debe mostrar el mensaje de error apropiado
para ayudar al usuario a corregir estos errores.


Se puede llamar a [[yii\base\Model::validate()]] para validar los datos recibidos. El método se usará para validar las
reglas declaradas en [[yii\base\Model::rules()]] para validar cada atributo relevante. Si no se encuentran errores, se
devolverá true. De otro modo, este almacenará los errores en la propiedad [[yii\base\Model::errors]] y devolverá falso.
Por ejemplo:


$model = new \app\models\ContactForm;

// establece los atributos del modelo con la entrada de usuario
$model->attributes = \Yii::$app->request->post('ContactForm');

if ($model->validate()) {
    // todas las entradas validadas
} else {
    // validación fallida: $errors es un array que contiene los mensajes de error
    $errors = $model->errors;
}



Para declarar reglas de validación asociadas a un modelo, se tiene que sobrescribir el método
[[yii\base\Model::rules()]] para que devuelva las reglas que los atributos del modelo deben satisfacer. El siguiente
ejemplo muestra las reglas de validación declaradas para el modelo ‘ContactForm’.


public function rules()
{
    return [
        // name, email, subject y body son atributos requeridos
        [['name', 'email', 'subject', 'body'], 'required'],

        // el atribuido email debe ser una dirección de correo electrónico válida
        ['email', 'email'],
    ];
}



Una regla puede usarse para validar uno o más atributos, y un atributo puede validarse por una o múltiples reglas. Por
favor refiérase a la sección Validación de entrada para obtener más detalles sobre cómo
declarar reglas de validación.


A veces, solamente se quiere aplicar una regla en ciertos escenarios. Para hacerlo, se puede especificar
la propiedad ‘on’ de una regla, como en el siguiente ejemplo:


public function rules()
{
    return [
        // username, email y password son obligatorios en el escenario “register”
        [['username', 'email', 'password'], 'required', 'on' => 'register'],

        // username y password son obligatorios en el escenario “login”
        [['username', 'password'], 'required', 'on' => 'login'],
    ];
}



Si no se especifica la propiedad ‘on’, la regla se aplicará en todos los escenarios. Se llama a una regla
regla activa si esta puede aplicarse en el [[yii\base\Model::scenario|scenario]] actual.


Un atributo será validado si y sólo si es un atributo activo declarado en ‘scenarios()’ y esta asociado con una o más
reglas activas declaradas en ‘rules()’.





Asignación Masiva 


La asignación masiva es una buena forma de rellenar los atributos de un modelo con las entradas de usuario en una
única línea de código. Rellena los atributos de un modelo asignando los datos de entrada directamente a las
propiedades de [[yii\base\Model::$attributes]]. Los siguientes dos ejemplos son equivalentes, ambos intentan asignar
los datos enviados por el usuario final a través de un formulario a los atributos del modelo ‘ContactForm’.
Claramente, el primero, que usa la asignación masiva, es más claro y menos propenso a errores que el segundo:


$model = new \app\models\ContactForm;
$model->attributes = \Yii::$app->request->post('ContactForm');



$model = new \app\models\ContactForm;
$data = \Yii::$app->request->post('ContactForm', []);
$model->name = isset($data['name']) ? $data['name'] : null;
$model->email = isset($data['email']) ? $data['email'] : null;
$model->subject = isset($data['subject']) ? $data['subject'] : null;
$model->body = isset($data['body']) ? $data['body'] : null;




Atributos Seguros 


La asignación masiva sólo se aplica a los llamados atributos seguros qué son los atributos listados en
[[yii\base\Model::scenarios()]] para el actual [[yii\base\Model::scenario|scenario]] del modelo. Por ejemplo, si en el
modelo ‘User’ tenemos la siguiente declaración de escenario, entonces cuando el escenario actual sea ‘login’, sólo los
atributos ‘username’ y ‘password’ podrán ser asignados masivamente. Cualquier otro atributo permanecerá intacto


public function scenarios()
{
    return [
        'login' => ['username', 'password'],
        'register' => ['username', 'email', 'password'],
    ];
}




Información: La razón de que la asignación masiva sólo se aplique a los atributos seguros es debida a que se quiere
controlar qué atributos pueden ser modificados por los datos del usuario final. Por ejemplo, si el modelo ‘User’ tiene
un atributo ‘permission’ que determina los permisos asignados al usuario, se quiere que estos atributos sólo sean
modificados por administradores desde la interfaz backend.



Debido a que la implementación predeterminada de [[yii\base\Model::scenarios()]] devolverá todos los escenarios y
atributos encontrados en [[yii\base\Model::rules()]], si no se sobrescribe este método, significa que un atributo es
seguro mientras aparezca en una de las reglas de validación activas.


Por esta razón, se proporciona un validador especial con alias ‘safe’ con el que se puede declarar un atributo como
seguro sin llegar a validarlo. Por ejemplo, las siguientes reglas declaran que los atributos ‘title’ y ‘description’
son atributos seguros.


public function rules()
{
    return [
        [['title', 'description'], 'safe'],
    ];
}






Atributos Inseguros 


Como se ha descrito anteriormente, el método [[yii\base\Model::scenarios()]] sirve para dos propósitos: determinar qué
atributos deben ser validados y determinar qué atributos son seguros. En situaciones poco comunes, se puede querer
validar un atributo pero sin marcarlo como seguro. Se puede hacer prefijando el signo de exclamación ‘!‘ delante del
nombre del atributo cuando se declaran en ‘scenarios()’, como el atributo ‘secret’ del siguiente ejemplo:


public function scenarios()
{
    return [
        'login' => ['username', 'password', '!secret'],
    ];
}



Cuando el modelo esté en el escenario ‘login’, los tres atributos serán validados. Sin embargo, sólo los atributos
‘username’ y ‘password’ se asignarán masivamente. Para asignar un valor de entrada al atribuido ‘secret’, se tendrá
que hacer explícitamente como en el ejemplo:


$model->secret = $secret;








Exportación de Datos 


A menudo necesitamos exportar modelos a diferentes formatos. Por ejemplo, se puede querer convertir un conjunto de
modelos a formato JSON o Excel. El proceso de exportación se puede dividir en dos pasos independientes. En el primer
paso, se convierten los modelos en arrays; en el segundo paso, los arrays se convierten a los formatos deseados. Nos
puede interesar fijarnos en el primer paso, ya que el segundo paso se puede lograr mediante un formateador de datos
genérico, tal como [[yii\web\JsonResponseFormatter]].
La manera más simple de convertir un modelo en un array es usar la propiedad [[yii\base\Model::$attributes]]. Por
ejemplo:


$post = \app\models\Post::findOne(100);
$array = $post->attributes;



Por defecto, la propiedad [[yii\base\Model::$attributes]] devolverá los valores de todos los atributos declarados en
[[yii\base\Model::attributes()]].


Una manera más flexible y potente de convertir un modelo en un array es usar el método [[yii\base\Model::toArray()]].
Su funcionamiento general es el mismo que el de [[yii\base\Model::$attributes]]. Sin embargo, este permite elegir que
elementos de datos, llamados campos, queremos poner en el array resultante y elegir como debe ser formateado. De
hecho, es la manera por defecto de exportar modelos en desarrollo de servicios Web RESTful, tal y como se describe en
Formatos de Respuesta.



Campos 


Un campo es simplemente un elemento nombrado en el array resultante de ejecutar el método [[yii\base\Model::toArray()]]
de un modelo.
Por defecto, los nombres de los campos son equivalentes a los nombres de los atributos. Sin embargo, se puede
modificar este comportamiento sobrescribiendo el método [[yii\base\Model::fields()|fields()]] y/o el método
[[yii\base\Model::extraFields()|extraFields()]]. Ambos métodos deben devolver una lista de las definiciones de los
campos. Los campos definidos mediante ‘fields()’ son los campos por defecto, esto significa que ‘toArray()’ devolverá
estos campos por defecto. El método ‘extraFields()’ define campos adicionalmente disponibles que también pueden
devolverse mediante ‘toArray()’ siempre y cuando se especifiquen a través del parámetro ‘$expand’. Por ejemplo, el
siguiente código devolverá todos los campos definidos en ‘fields()’ y los campos ‘prettyName’ y ‘fullAdress’ si estos
están definidos en ‘extraFields()’.


$array = $model->toArray([], ['prettyName', 'fullAddress']);



Se puede sobrescribir ‘fields()’ para añadir, eliminar, renombrar o redefinir campos. El valor devuelto por ‘fields()’
debe se un array. Las claves del array son los nombres de los campos, y los valores son las correspondientes
definiciones de los campos que pueden ser nombres de propiedades/atributos o funciones anónimas que devuelvan los
correspondientes valores de campo. En el caso especial en que un nombre de un campo es el mismo a su definición de
nombre de atributo, se puede omitir la clave del array. Por ejemplo:


// lista explícitamente cada campo, es mejor usarlo cuando nos queremos asegurar 
// de que los cambios en la tabla de la base de datos o los atributos del modelo 
// no modifiquen los campos(para asegurar compatibilidades para versiones anteriores de API)
public function fields()
{
    return [
        // el nombre del campo es el mismo que el nombre de atributo
        'id',

        // el nombre del campo es “email”, el nombre de atributo correspondiente es “email_address”
        'email' => 'email_address',

        // El nombre del campo es “name”, su valor esta definido por una llamada de retorno PHP
        'name' => function () {
            return $this->first_name . ' ' . $this->last_name;
        },
    ];
}

// filtrar algunos campos, es mejor usarlo cuando se quiere heredar la implementación del padre
// y discriminar algunos campos sensibles.
public function fields()
{
    $fields = parent::fields();

    // elimina campos que contengan información sensible.
    unset($fields['auth_key'], $fields['password_hash'], $fields['password_reset_token']);

    return $fields;
}




Atención: debido a que por defecto todos los atributos de un modelo serán incluidos en el array exportado, se debe
examinar los datos para asegurar que no contienen información sensible. Si existe dicha información, se debe
sobrescribir ‘fields()’ para filtrarla. En el anterior ejemplo, se filtra ‘aut_key’, ‘password_hash’ y
‘password_reset_token’.








Mejores Prácticas 


Los modelos son los lugares centrales para representar datos de negocio, reglas y lógica. Estos a menudo necesitan ser
reutilizados en diferentes lugares. En una aplicación bien diseñada, los modelos normalmente son más grandes que los
controladores.


En resumen, los modelos:



		pueden contener atributos para representar los datos de negocio;


		pueden contener reglas de validación para asegurar la validez e integridad de los datos;


		pueden contener métodos que para implementar la lógica de negocio;


		NO deben acceder directamente a peticiones, sesiones, u otro tipo de datos de entorno. Estos datos deben ser
inyectados por los controladores en los modelos.


		deben evitar embeber HTML u otro código de presentación – esto es mejor hacerlo en las vistas;


		evitar tener demasiados escenarios en un mismo modelo.





Generalmente se puede considerar la última recomendación cuando se estén desarrollando grandes sistemas complejos. En
estos sistemas, los modelos podrían ser muy grandes debido a que podrían ser usados en muchos lugares y por tanto
contener muchos conjuntos de reglas y lógicas de negocio. A menudo esto desemboca en un código muy difícil de mantener
ya que una simple modificación en el código puede afectar a muchos sitios diferentes. Para mantener el código más
fácil de mantener, se puede seguir la siguiente estrategia:



		Definir un conjunto de clases modelo base que sean compartidas por diferentes
aplicaciones o módulos. Estas clases modelo deben contener el
conjunto mínimo de reglas y lógica que sean comunes para todos sus usos.


		En cada aplicación o módulo que use un modelo, definir una
clase modelo concreta que extienda a la correspondiente clase modelo base. La clase modelo concreta debe contener
reglas y lógica que sean específicas para esa aplicación o módulo.





Por ejemplo, en la Plantilla de Aplicación Avanzada, definiendo una clase modelo base
‘common\models\Post’. Después en la aplicación front end, definiendo y usando una clase modelo concreta
‘frontend\models\Post’ que extienda a ‘common\models\Post’. Y de forma similar en la aplicación back end, definiendo
‘backend\models\Post’. Con esta estrategia, nos aseguramos que el código de ‘frontend\models\Post’ es específico para
la aplicación front end, y si se efectúa algún cambio en el, no nos tenemos que preocupar de si el cambio afectará a
la aplicación back end.
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Gestión de Errores


Yii incluye un [[yii\web\ErrorHandler|error handler]] que permite una gestión de errores mucho más práctica que
anteriormente. En particular, el gestor de errores de Yii hace lo siguiente para mejorar la gestión de errores:



		Todos los errores no fatales (ej. advertencias (warning), avisos (notices)) se convierten en excepciones
capturables.


		Las excepciones y los errores fatales de PHP se muestran con una pila de llamadas (call stack) de información
detallada y lineas de código fuente.


		Soporta el uso de acciones de controlador dedicadas para mostrar errores.


		Soporta diferentes formatos de respuesta (response) de errores.





El [[yii\web\ErrorHandler|error handler]] esta habilitado de forma predeterminada. Se puede deshabilitar definiendo la
constante YII_ENABLE_ERROR_HANDLER con valor false en el
script de entrada (entry script) de la aplicación.



Uso del Gestor de Errores 


El [[yii\web\ErrorHandler|error handler]] se registra como un
componente de aplicación llamado errorHandler. Se puede configurar en la
configuración de la aplicación como en el siguiente ejemplo:


return [
    'components' => [
        'errorHandler' => [
            'maxSourceLines' => 20,
        ],
    ],
];



Con la anterior configuración, el numero del lineas de código fuente que se mostrará en las páginas de excepciones
será como máximo de 20.


Como se ha mencionado, el gestor de errores convierte todos los errores de PHP no fatales en excepciones capturables.
Esto significa que se puede usar el siguiente código para tratar los errores PHP:


use Yii;
use yii\base\ErrorException;

try {
    10/0;
} catch (ErrorException $e) {
    Yii::warning("Division by zero.");
}

// la ejecución continua ...



Si se quiere mostrar una página de error que muestra al usuario que su petición no es válida o no es la esperada, se
puede simplemente lanzar una excepción de tipo [[yii\web\HttpException|HTTP exception]], como podría ser
[[yii\web\NotFoundHttpException]]. El gestor de errores establecerá correctamente el código de estado HTTP de la
respuesta y usará la vista de error apropiada para mostrar el mensaje.


use yii\web\NotFoundHttpException;

throw new NotFoundHttpException();






Personalizar la Visualización de Errores 


El [[yii\web\ErrorHandler|error handler]] ajusta la visualización del error conforme al valor de la constante
YII_DEBUG. Cuando YII_DEBUG es true (es decir, en modo depuración (debug)), el gestor de errores mostrara las
excepciones con una pila detallada de información y con lineas de código fuente para ayudar a depurar. Y cuando la
variable YII_DEBUG es false, solo se mostrará el mensaje de error para prevenir la revelación de información
sensible de la aplicación.



Información: Si una excepción es descendiente de [[yii\base\UserException]], no se mostrará la pila de llamadas
independientemente del valor de YII_DEBUG. Esto es debido a que se considera que estas excepciones se deben a
errores cometidos por los usuarios y los desarrolladores no necesitan corregirlas.



De forma predeterminada, el [[yii\web\ErrorHandler|error handler]] muestra los errores usando dos
vistas:



		@yii/views/errorHandler/error.php: se usa cuando deben mostrarse los errores SIN la información de la pila de
llamadas. Cuando YII_DEBUG es falos, este es el único error que se mostrara.


		@yii/views/errorHandler/exception.php: se usa cuando los errores deben mostrarse CON la información de la pila de
llamadas.





Se pueden configurar las propiedades [[yii\web\ErrorHandler::errorView|errorView]] y
[[yii\web\ErrorHandler::exceptionView|exceptionView]] el gestor de errores para usar nuestros propias vistas para
personalizar la visualización de los errores.



Uso de Acciones de Error 


Una mejor manera de personalizar la visualización de errores es usar un acción de error
dedicada. Para hacerlo, primero se debe configurar la propiedad [[yii\web\ErrorHandler::errorAction|errorAction]] del
componente errorHandler como en el siguiente ejemplo:


return [
    'components' => [
        'errorHandler' => [
            'errorAction' => 'site/error',
        ],
    ]
];



La propiedad [[yii\web\ErrorHandler::errorAction|errorAction]] vincula una ruta a
una acción. La configuración anterior declara que cuando un error tiene que mostrarse sin la pila de información de
llamadas, se debe ejecutar la acción site/error.


Se puede crear una acción site/error como se hace a continuación,


namespace app\controllers;

use Yii;
use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public function actions()
    {
        return [
            'error' => [
                'class' => 'yii\web\ErrorAction',
            ],
        ];
    }
}



El código anterior define la acción error usando la clase [[yii\web\ErrorAction]] que renderiza un error usando la
vista llamada error.


Además, usando [[yii\web\ErrorAction]], también se puede definir la acción error usando un método de acción como en
el siguiente ejemplo,


public function actionError()
{
    $exception = Yii::$app->errorHandler->exception;
    if ($exception !== null) {
        return $this->render('error', ['exception' => $exception]);
    }
}



Ahora se debe crear un archivo de vista ubicado en views/sites/error.php. En este archivo de vista, se puede acceder
a las siguientes variables si se define el error como un [[yii\web\ErrorAction]]:



		name: el nombre del error;


		message: el mensaje del error;


		exception: el objeto de excepción a través del cual se puede obtener más información útil, tal como el código de
estado HTTP, el código de error, la pila de llamadas del error, etc.






Información: Tanto la plantilla de aplicación básica como la
plantilla de aplicación avanzada, ya incorporan la acción de error y la vista de error.






Personalizar el Formato de Respuesta de Error 


El gestor de errores muestra los errores de siguiente la configuración del formato de las
respuestas. Si el [[yii\web\Response::format response format]] es html, se usará la vista de
error o excepción para mostrar los errores tal y como se ha descrito en la anterior subsección. Para otros tipos de
formatos de respuesta, el gestor de errores asignara la representación del array de la excepción a la propiedad
[[yii\web\Response::data]] que posteriormente podrá convertirse al formato deseado. Por ejemplo, si el formato de
respuesta es json, obtendremos la siguiente respuesta:


HTTP/1.1 404 Not Found
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{
    "name": "Not Found Exception",
    "message": "The requested resource was not found.",
    "code": 0,
    "status": 404
}



Se puede personalizar el formato de respuestas de error respondiendo al evento beforeSend del componente response
en la configuración de la aplicación:


return [
    // ...
    'components' => [
        'response' => [
            'class' => 'yii\web\Response',
            'on beforeSend' => function ($event) {
                $response = $event->sender;
                if ($response->data !== null) {
                    $response->data = [
                        'success' => $response->isSuccessful,
                        'data' => $response->data,
                    ];
                    $response->statusCode = 200;
                }
            },
        ],
    ],
];



El código anterior reformateará la respuesta de error como en el siguiente ejemplo:


HTTP/1.1 200 OK
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{
    "success": false,
    "data": {
        "name": "Not Found Exception",
        "message": "The requested resource was not found.",
        "code": 0,
        "status": 404
    }
}
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Corriendo Aplicaciones


Después de haber instalado Yii, tienes una aplicación totalmente funcional a la que se puede acceder a través de
la URL http://hostname/basic/web/index.php o http://hostname/index.php, dependiendo de tu configuración.
Esta sección será una introducción a la funcionalidad incluida de la aplicación, cómo se organiza el código,
y cómo la aplicación maneja los requests en general.



Información: Por simplicidad, en el transcurso de este tutorial “Para Empezar”, se asume que has definido basic/web
como el document root de tu servidor Web, y configurado la URL de acceso a tu aplicación para que sea http://hostname/index.php
o similar.
Dependiendo de tus necesidades, por favor ajusta dichas URLs.




Funcionalidad 


La aplicación básica contiene 4 páginas:



		Página principal, mostrada cuando se accede a la URL http://hostname/index.php,


		página “Acerca de (About)”,


		la página “Contacto (Contact)”, que muestra un formulario de contacto que permite a los usuarios
finales contactarse vía email,


		y la página “Login”, que muestra un formulario para loguearse que puede usarse para autenticar usuarios.
Intenta loguearte con “admin/admin”, y verás que el elemento “Login” del menú principal cambiará a “Logout”.





Estas páginas comparten un encabezado y un pie. El encabezado contiene una barra con el menú principal que permite
la navegación entre las diferentes páginas.


También deberías ver una barra en la parte inferior de la ventana del navegador.
Esta es la útil herramienta de depuración provista por Yii para registrar y mostrar mucha información de depuración,
tal como los mensajes de log, response status, las consultas ejecutadas a la base de datos, y más.





Estructura de la aplicación 


Los archivos y directorios más importantes en tu aplicación son (asumiendo que la raíz de la aplicación es basic):


basic/                  base path de la aplicación
    composer.json       archivo utilizado por Composer, describe información de sus paquetes y librerías
    config/             contiene la configuración de las aplicaciones (y otras)
        console.php     configuración de la aplicación de consola
        web.php         configuración de la aplicación web
    commands/           contiene las clases de comandos de consola
    controllers/        contiene las clases de los controladores
    models/             contienes las clases del modelo
    runtime/            contiene archivos generados por Yii en tiempo de ejecución, como archivos de log y cache
    vendor/             contiene los paquetes y librerías instalados por Composer, incluyendo el propio núcleo de Yii
    views/              contiene los archivos de vistas (templates)
    web/                raíz web de la aplicación, contiene los archivos accesibles vía Web
        assets/         contiene los assets publicados (javascript y css) por Yii
        index.php       el script de entrada (o bootstrap) de la aplicación
    yii                 el script de ejecución de los comandos de consola de Yii



En general, los archivos de la aplicación pueden ser divididos en dos: aquellos bajo basic/web y aquellos bajo otros directorios.
Los primeros pueden accederse directo por HTTP (ej., en un navegador), mientras que los últimos no pueden ni deben ser accedidos así.


Yii implementa el patrón de diseño modelo-vista-controlador (MVC) [http://wikipedia.org/wiki/Model-view-controller],
que es reflejado en la estructura de directorios utilizada. El directorio models contiene todas las clases del modelo,
el directorio views contiene todas las vistas (templates), y el directorio controllers contiene
todas las clases de controladores.


El siguiente diagrama muestra la estructura estática de una aplicación.


[image: Estructura Estática de una Aplicación]


Cada aplicación tiene un script de entrada web/index.php que es el único script PHP accesible vía web.
El script de entrada toma una petición (request) entrante y crea una instancia de una aplicación para manejarlo.
La aplicación resuelve la petición (request) con la ayuda de sus componentes,
y la envía al resto de los elementos MVC. Los widgets son usados en las vistas
para ayudar a construir elementos de interfáz complejos y dinámicos.





Ciclo de Vida de una Petición (Request) 


El siguiente diagrama muestra cómo una aplicación maneja una petición.


[image: Ciclo de Vida de un Request]



		Un usuario realiza una petición al script de entrada web/index.php.


		El script de entrada carga la configuración de la aplicación y crea
una instancia de la aplicación para manejar la consulta.


		La aplicación resuelve la ruta solicitada con la ayuda del
componente request de la aplicación.


		La aplicación crea una instancia de un controlador para manejar la petición.


		El controlador crea una instancia de una acción y ejecuta los filtros de dicha acción.


		Si alguno de los filtros falla, la acción es cancelada.


		Si todos los filtros pasan, la acción es ejecutada.


		La acción carga datos del modelo, posiblemente de la base de datos.


		La acción renderiza una vista, pasándole los datos del modelo cargado.


		El resultado de la renderización es pasado al componente response de la aplicación.


		El componente response envía el resultado de la renderización al navegador del usuario.
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  搜索


  
  
  
    请激活 JavaScript 以开启搜索功能
  


  

  
    在这儿，你可以对这些文档进行搜索。向搜索框中输入你所要搜索的关键字并点击“搜索”。注意：搜索引擎会自动搜索所有的关键字。将不会搜索到部分关键字的页面.
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Componentes de la Aplicación


Las aplicaciones son service locators (localizadores de servicios). Ellas albergan
un grupo de los llamados componentes de aplicación que proveen diferentes servicios para procesar el request (petición).
Por ejemplo, el componente urlManager es responsable por rutear Web requests (peticiones) a los controladores apropiados;
el componente db provee servicios relacionados a base de datos; y así sucesivamente.


Cada componente de la aplicación tiene un ID que lo identifica de forma inequívoca de otros en la misma aplicación.
Puedes acceder a un componente de la aplicación con la siguiente expresión:


\Yii::$app->ComponentID



Por ejemplo, puedes utilizar \Yii::$app->db para obtener la [[yii\db\Connection|conexión a la base de datos]],
y \Yii::$app->cache para obtener el [[yii\caching\Cache|cache primario]] registrado con la aplicación.


Estos componentes pueden ser cualquier objeto. Puedes registrarlos configurando la propiedad [[yii\base\Application::components]]
en las configuraciones de la aplicación.
Por ejemplo:


[
    'components' => [
        // registra el componente "cache" utilizando el nombre de clase
        'cache' => 'yii\caching\ApcCache',

        // registra el componente "db" utilizando un array de configuración
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=demo',
            'username' => 'root',
            'password' => '',
        ],

        // registra el componente "search" utilizando una función anónima
        'search' => function () {
            return new app\components\SolrService;
        },
    ],
]




Información: A pesar de que puedes registrar tantos componentes como desees, deberías hacerlo con criterio.
Los componente de la aplicación son como variables globales. Abusando demasiado de ellos puede resultar en
un código más difícil de mantener y testear. En muchos casos, puedes simplemente crear un componente local
y utilizarlo únicamente cuando sea necesario.




Componentes del Núcleo de la Aplicación 


Yii define un grupo de componentes del núcleo con IDs fijos y configuraciones por defecto. Por ejemplo,
el componente [[yii\web\Application::request|request]] es utilizado para recolectar información acerca
del request del usuario y resolverlo en una ruta; el componente [[yii\base\Application::db|db]]
representa una conexión a la base de datos a través del cual realizar consultas a la misma.
Es con ayuda de estos componentes del núcleo que Yii puede manejar los request del usuario.


A continuación, hay una lista de componentes predefinidos en el núcleo. Puedes configurarlos y personalizarlos
como lo haces con componentes normales de la aplicación. Cuando configuras un componente del núcleo,
si no especificas su nombre de clase, la clase por defecto será utilizada.



		[[yii\web\AssetManager|assetManager]]: maneja los assets bundles y su publicación.
Consulta la sección Menajando Assets para más detalles.


		[[yii\db\Connection|db]]: representa una conexión a la base de datos a través de la cual puedes realizar consultas a la misma.
Ten en cuenta que cuando configuras este componente, debes especificar el nombre de clase así como otras
propiedades requeridas por el mismo, como [[yii\db\Connection::dsn]].
Por favor consulta la sección Data Access Objects para más detalles.


		[[yii\base\Application::errorHandler|errorHandler]]: maneja errores y excepciones de PHP.
Por favor consulta la sección Handling Errors para más detalles.


		[[yii\base\Formatter|formatter]]: da formato a los datos cuando son mostrados a los usuarios. Por ejemplo, un número
puede ser mostrado usando un separador de miles, una fecha en una forma extensa.
Por favor consulta la sección Formato de Datos para más detalles.


		[[yii\i18n\I18N|i18n]]: soporta traducción y formato de mensajes.
Por favor consulta la sección Internacionalización para más detalles.


		[[yii\log\Dispatcher|log]]: maneja a dónde dirigir los logs.
Por favor consulta la sección Logging para más detalles.


		[[yii\swiftmailer\Mailer|mail]]: soporta construcción y envío de emails.
Por favor consulta la sección Enviando Emails para más detalles.


		[[yii\base\Application::response|response]]: representa la respuesta enviada a los usuarios.
Por favor consulta la sección Responses para más detalles.


		[[yii\base\Application::request|request]]: representa el request recibido de los usuarios.
Por favor consulta la sección Requests para más detalles.


		[[yii\web\Session|session]]: representa la información de sesión. Este componente sólo está disponible
en [[yii\web\Application|alpicaciones Web]].
Por favor consulta la sección Sessions and Cookies para más detalles.


		[[yii\web\UrlManager|urlManager]]: soporta el parseo y generación de URLs.
Por favor consulta la sección URL Parsing and Generation para más detalles.


		[[yii\web\User|user]]: representa la información e autenticación del usuario. Este componente sólo está disponible
en [[yii\web\Application|aplicaciones Web]]
Por favor consulta la sección Autenticación para más detalles.


		[[yii\web\View|view]]: soporta el renderizado de las vistas.
Por favor consulta la sección Vistas para más detalles.
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Yii Documentation Style Guide


Guidelines to go by when writing or editing any Yii documentation.


This needs to be expanded.



General Style



		Try to use an active voice.


		Use short, declarative sentences.


		Demonstrate ideas using code as much as possible.


		Never use “we”. It’s the Yii development team or the Yii core team. Better yet to put things in terms of the framework or the guide.


		Use the Oxford comma (e.g., “this, that, and the other” not “this, that and the other”).


		Numeric lists should be complete sentences that end with periods (or other punctuation).


		Bullet lists should be fragments that don’t end with periods.








Formatting



		Use italics for emphasis, never capitalization, bold, or underlines.








Blocks


Blocks use the Markdown > Type:. There are four block types:



		Warning, for bad security things and other problems


		Note, to emphasize key concepts, things to avoid


		Info, general information (an aside); not as strong as a “Note”


		Tip, pro tips, extras, can be useful but may not be needed by everyone all the time





The sentence after the colon should begin with a capital letter.





References



		Yii 2.0 or Yii 2 (not Yii2 or Yii2.0)


		Each “page” of the guide is referred to as a “section”.








Capitalizations



		Web, not web


		the guide or this guide, not the Guide











          

      

      

    


    
        © 版权所有 .
      由 Sphinx 1.3.1 创建。
    

  

_images/start-gii-model-preview2.png
CRUD Generator

Controller Generator

Form Generator

Module Generator

Extension Generator

This generator generates an ActiveRecord class for the specified database table.

Table Name

country

app\models

Base Class

yikdb\ActiveRecord

db

() Use Table Prefix

@ Generate Relations.

(). Generate Labels from DB Comments

defautt (/Users/qiang/Webyyii/basic2/vendor/yiisoft/yii2-gil/generators/model/defaul

9
e Lo

Click on the above Generate  button to generate the files selected below:

Code File

models/Country.php [EZ3

CTUEE] ot





internals/view-code-style.html


    
      导航


      
        		
          索引


        		YII2 stable 文档 »

 
      


    


    
      
          
            
  
Yii2 view code style


The following code style is used for Yii 2.x core and official extensions view files. We aren’t forcing you to use this code style for your application. Feel free to choose what suits you better.


<?php
// Leading PHP tag is a must in every template file. Empty line after leading PHP tag is also required.

// Describe input variables passed by controller here.
/* @var $this yii\base\View */
/* @var $form yii\widgets\ActiveForm */
/* @var $posts app\models\Post[] */
/* @var $contactMessage app\models\ContactMessage */
// Empty line below is necessary.

// Namespaced classes declaration.
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\ActiveForm;
// Empty line below is necessary.

// Set context properties, call its setters, do other things.
$this->title = 'Posts';
?>
<!-- Separate PHP blocks are preferred for foreach, for, if etc. -->
<?php foreach ($posts as $post): ?>
    <!-- Note indentation level here. -->
    <h2><?= Html::encode($post['title']) ?></h2>
    <p><?= Html::encode($post['shortDescription']) ?></p>
<!-- `endforeach;`, `endfor;`, `endif;`, etc. should be used instead of `}` in case multiple PHP blocks are used -->
<?php endforeach; ?>

<!-- Widget declaration may or may not be exploded into multiple LOCs. -->
<?php $form = ActiveForm::begin([
    'options' => ['id' => 'contact-message-form'],
    'fieldConfig' => ['inputOptions' => ['class' => 'common-input']],
]); ?>
    <!-- Note indentation level here. -->
    <?= $form->field($contactMessage, 'name')->textInput() ?>
    <?= $form->field($contactMessage, 'email')->textInput() ?>
    <?= $form->field($contactMessage, 'subject')->textInput() ?>
    <?= $form->field($contactMessage, 'body')->textArea(['rows' => 6]) ?>

    <div class="form-actions">
        <?= Html::submitButton('Submit', ['class' => 'common-button']) ?>
    </div>
<!-- Ending widget call should have individual PHP tag. -->
<?php ActiveForm::end(); ?>
<!-- Trailing newline character is mandatory. -->
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Report an Issue


Please follow the guidelines below when creating an issue so that your issue can be more promptly resolved:



		Provide information including: the version of PHP and Yii, the type of operating system and Web server, browser type and version;


		Provide the complete error call stack if available. A screenshot to explain the issue is very welcome.


		Describe the steps for reproducing the issue. It would be even better if you could provide code to reproduce the issue.





Do not report an issue if



		you are asking how to use some Yii feature. You should use the forum [http://www.yiiframework.com/forum/index.php/forum/42-general-discussions-for-yii-20/] or chat room [http://www.yiiframework.com/chat/] for this purpose.


		your issue is about security. Please contact us directly [http://www.yiiframework.com/security/] to report security issues.





Avoid duplicated issues


Before you report an issue, please search through existing issues [https://github.com/yiisoft/yii2/issues] to see if your issue is already reported or fixed to make sure you are not reporting a duplicated issue. Also make sure you have the latest version of Yii and see if the issue still exists.
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行为


行为是 [[yii\base\Behavior]] 或其子类的实例。行为，也称为 mixins [http://en.wikipedia.org/wiki/Mixin]，可以无须改变类继承关系即可增强一个已有的 [[yii\base\Component|组件]] 类功能。当行为附加到组件后，它将“注入”它的方法和属性到组件，然后可以像访问组件内定义的方法和属性一样访问它们。此外，行为通过组件能响应被触发的事件，从而自定义或调整组件正常执行的代码。



定义行为


要定义行为，通过继承 [[yii\base\Behavior]] 或其子类来建立一个类。如：


namespace app\components;

use yii\base\Behavior;

class MyBehavior extends Behavior
{
    public $prop1;

    private $_prop2;

    public function getProp2()
    {
        return $this->_prop2;
    }

    public function setProp2($value)
    {
        $this->_prop2 = $value;
    }

    public function foo()
    {
        // ...
    }
}



以上代码定义了行为类 app\components\MyBehavior 并为要附加行为的组件提供了两个属性 prop1 、 prop2 和一个方法 foo() 。注意属性 prop2 是通过 getter getProp2() 和 setter setProp2() 定义的。能这样用是因为 [[yii\base\Object]] 是 [[yii\base\Behavior]] 的祖先类，此祖先类支持用 getter 和 setter 方法定义属性



提示：在行为内部可以通过 [[yii\base\Behavior::owner]] 属性访问行为已附加的组件。






处理事件


如果要让行为响应对应组件的事件触发，就应覆写 [[yii\base\Behavior::events()]] 方法，如：


namespace app\components;

use yii\db\ActiveRecord;
use yii\base\Behavior;

class MyBehavior extends Behavior
{
    // 其它代码

    public function events()
    {
        return [
            ActiveRecord::EVENT_BEFORE_VALIDATE => 'beforeValidate',
        ];
    }

    public function beforeValidate($event)
    {
        // 处理器方法逻辑
    }
}



[[yii\base\Behavior::events()|events()]] 方法返回事件列表和相应的处理器。上例声明了 [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_BEFORE_VALIDATE|EVENT_BEFORE_VALIDATE]] 事件和它的处理器 beforeValidate() 。当指定一个事件处理器时，要使用以下格式之一：



		指向行为类的方法名的字符串，如上例所示；


		对象或类名和方法名的数组，如 [$object, 'methodName']；


		匿名方法。





处理器的格式如下，其中 $event 指向事件参数。关于事件的更多细节请参考事件：


function ($event) {
}






附加行为


可以静态或动态地附加行为到[[yii\base\Component|组件]]。前者在实践中更常见。


要静态附加行为，覆写行为要附加的组件类的 [[yii\base\Component::behaviors()|behaviors()]] 方法即可。[[yii\base\Component::behaviors()|behaviors()]] 方法应该返回行为配置列表。每个行为配置可以是行为类名也可以是配置数组。如：


namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;
use app\components\MyBehavior;

class User extends ActiveRecord
{
    public function behaviors()
    {
        return [
            // 匿名行为，只有行为类名
            MyBehavior::className(),

            // 命名行为，只有行为类名
            'myBehavior2' => MyBehavior::className(),

            // 匿名行为，配置数组
            [
                'class' => MyBehavior::className(),
                'prop1' => 'value1',
                'prop2' => 'value2',
            ],

            // 命名行为，配置数组
            'myBehavior4' => [
                'class' => MyBehavior::className(),
                'prop1' => 'value1',
                'prop2' => 'value2',
            ]
        ];
    }
}



通过指定行为配置数组相应的键可以给行为关联一个名称。这种行为称为命名行为。上例中，有两个命名行为：myBehavior2 和 myBehavior4 。如果行为没有指定名称就是匿名行为。


要动态附加行为，在对应组件里调用 [[yii\base\Component::attachBehavior()]] 方法即可，如：


use app\components\MyBehavior;

// 附加行为对象
$component->attachBehavior('myBehavior1', new MyBehavior);

// 附加行为类
$component->attachBehavior('myBehavior2', MyBehavior::className());

// 附加配置数组
$component->attachBehavior('myBehavior3', [
    'class' => MyBehavior::className(),
    'prop1' => 'value1',
    'prop2' => 'value2',
]);



可以通过 [[yii\base\Component::attachBehaviors()]] 方法一次附加多个行为：


$component->attachBehaviors([
    'myBehavior1' => new MyBehavior,  // 命名行为
    MyBehavior::className(),          // 匿名行为
]);



还可以通过配置去附加行为：


[
    'as myBehavior2' => MyBehavior::className(),

    'as myBehavior3' => [
        'class' => MyBehavior::className(),
        'prop1' => 'value1',
        'prop2' => 'value2',
    ],
]



详情请参考配置章节。





使用行为


使用行为，必须像前文描述的一样先把它附加到 [[yii\base\Component|component]] 类或其子类。一旦行为附加到组件，就可以直接使用它。


行为附加到组件后，可以通过组件访问一个行为的公共成员变量或 getter 和 setter 方法定义的属性：


// "prop1" 是定义在行为类的属性
echo $component->prop1;
$component->prop1 = $value;



类似地也可以调用行为的公共方法：


// foo() 是定义在行为类的公共方法
$component->foo();



如你所见，尽管 $component 未定义 prop1 和 foo() ，它们用起来也像组件自己定义的一样。


如果两个行为都定义了一样的属性或方法，并且它们都附加到同一个组件，那么首先附加上的行为在属性或方法被访问时有优先权。


附加行为到组件时的命名行为，可以使用这个名称来访问行为对象，如下所示：


$behavior = $component->getBehavior('myBehavior');



也能获取附加到这个组件的所有行为：


$behaviors = $component->getBehaviors();






移除行为


要移除行为，可以调用 [[yii\base\Component::detachBehavior()]] 方法用行为相关联的名字实现：


$component->detachBehavior('myBehavior1');



也可以移除全部行为：


$component->detachBehaviors();






使用 TimestampBehavior


最后以 [[yii\behaviors\TimestampBehavior]] 的讲解来结尾，这个行为支持在 [[yii\db\ActiveRecord|Active Record]] 存储时自动更新它的时间戳属性。


首先，附加这个行为到计划使用该行为的 [[yii\db\ActiveRecord|Active Record]] 类：


namespace app\models\User;

use yii\db\ActiveRecord;
use yii\behaviors\TimestampBehavior;

class User extends ActiveRecord
{
    // ...

    public function behaviors()
    {
        return [
            [
                'class' => TimestampBehavior::className(),
                'attributes' => [
                    ActiveRecord::EVENT_BEFORE_INSERT => ['created_at', 'updated_at'],
                    ActiveRecord::EVENT_BEFORE_UPDATE => ['updated_at'],
                ],
            ],
        ];
    }
}



以上指定的行为数组：



		当记录插入时，行为将当前时间戳赋值给 created_at 和 updated_at 属性；


		当记录更新时，行为将当前时间戳赋值给 updated_at 属性。





保存 User 对象，将会发现它的 created_at 和 updated_at 属性自动填充了当前时间戳：


$user = new User;
$user->email = 'test@example.com';
$user->save();
echo $user->created_at;  // 显示当前时间戳



[[yii\behaviors\TimestampBehavior|TimestampBehavior]] 行为还提供了一个有用的方法 [[yii\behaviors\TimestampBehavior::touch()|touch()]]，这个方法能将当前时间戳赋值给指定属性并保存到数据库：


$user->touch('login_time');






与 PHP traits 的比较


尽管行为在 “注入” 属性和方法到主类方面类似于 traits [http://www.php.net/traits] ，它们在很多方面却不相同。如上所述，它们各有利弊。它们更像是互补的而不是相互替代。



行为的优势


行为类像普通类支持继承。另一方面，traits 可以视为 PHP 语言支持的复制粘贴功能，它不支持继承。


行为无须修改组件类就可动态附加到组件或移除。要使用 traits，必须修改使用它的类。


行为是可配置的而 traits 不能。


行为以响应事件来自定义组件的代码执行。


当不同行为附加到同一组件产生命名冲突时，这个冲突通过先附加行为的优先权自动解决。而由不同 traits 引发的命名冲突需要通过手工重命名冲突属性或方法来解决。





traits 的优势


traits 比起行为更高效，因为行为是对象，消耗时间和内存。


IDE 对 traits 更友好，因为它们是语言结构。
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Rate Limiting


To prevent abuse, you should consider adding rate limiting to your APIs. For example, you may want to limit the API usage
of each user to be at most 100 API calls within a period of 10 minutes. If too many requests are received from a user
within the stated period of the time, a response with status code 429 (meaning “Too Many Requests”) should be returned.


To enable rate limiting, the [[yii\web\User::identityClass|user identity class]] should implement [[yii\filters\RateLimitInterface]].
This interface requires implementation of three methods:



		getRateLimit(): returns the maximum number of allowed requests and the time period (e.g., [100, 600] means there can be at most 100 API calls within 600 seconds).


		loadAllowance(): returns the number of remaining requests allowed and the corresponding UNIX timestamp
when the rate limit was last checked.


		saveAllowance(): saves both the number of remaining requests allowed and the current UNIX timestamp.





You may want to use two columns in the user table to record the allowance and timestamp information. With those defined, then loadAllowance() and saveAllowance() can be implemented to read and save the values
of the two columns corresponding to the current authenticated user. To improve performance, you may also
consider storing these pieces of information in a cache or NoSQL storage.


Once the identity class implements the required interface, Yii will automatically use [[yii\filters\RateLimiter]]
configured as an action filter for [[yii\rest\Controller]] to perform rate limiting check. The rate limiter
will throw a [[yii\web\TooManyRequestsHttpException]] when the rate limit is exceeded.


You may configure the rate limiter
as follows in your REST controller classes:


public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['rateLimiter']['enableRateLimitHeaders'] = false;
    return $behaviors;
}



When rate limiting is enabled, by default every response will be sent with the following HTTP headers containing
the current rate limiting information:



		X-Rate-Limit-Limit, the maximum number of requests allowed with a time period


		X-Rate-Limit-Remaining, the number of remaining requests in the current time period


		X-Rate-Limit-Reset, the number of seconds to wait in order to get the maximum number of allowed requests





You may disable these headers by configuring [[yii\filters\RateLimiter::enableRateLimitHeaders]] to be false,
as shown in the above code example.
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Yii Versioning


This document summarizes the versioning policy of Yii. In general, Yii follows the Semantic Versioning [http://semver.org/].



Patch Releases 2.x.Y



		Maintained on a branch named 2.x


		Mainly contain bug fixes and minor feature enhancements


		No major features.


		Must be 100% backward compatible to ensure worry-free upgrade. Only exception is security issues that may require breaking BC.


		Release cycle is around 1 to 2 months.


		No pre-releases (alpha, beta, RC) needed.


		Should be merged back to master branch constantly (at least once every week manually).








Minor Releases 2.X.0



		Developed on master branch


		Mainly contain new features and bug fixes


		Contain minor features and bug fixes merged from patch releases


		May contain BC-breaking changes which are recorded in UPGRADE-2.X.md file


		Release cycle is around 6 to 8 months


		Require pre-releases: 2.X.0-alpha, 2.X.0-beta, 2.X.0-rc


		Requires major news releases and marketing effort.








Major Releases X.0.0


None in plan.
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Debug toolbar and debugger



Note: This section is under development.



Yii2 includes a handy toolbar, and built-in debugger, for faster development and debugging of your applications. The toolbar displays information
about the currently opened page, while the debugger can be used to analyze data you’ve previously collected (i.e., to confirm the values of variables).


Out of the box these tools allow you to:



		Quickly get the framework version, PHP version, response status, current controller and action, performance info and
more via toolbar


		Browse the application and PHP configuration


		View the request data, request and response headers, session data, and environment variables


		See, search, and filter the logs


		View any profiling results


		View the database queries executed by the page


		View the emails sent by the application





All of this information will be available per request, allowing you to revisit the information for past requests as well.



Installing and configuring


To enable these features, add these lines to your configuration file to enable the debug module:


'bootstrap' => ['debug'],
'modules' => [
    'debug' => 'yii\debug\Module',
]



By default, the debug module only works when browsing the website from localhost. If you want to use it on a remote (staging)
server, add the parameter allowedIPs to the configuration to whitelist your IP:


'bootstrap' => ['debug'],
'modules' => [
    'debug' => [
        'class' => 'yii\debug\Module',
        'allowedIPs' => ['1.2.3.4', '127.0.0.1', '::1']
    ]
]



If you are using enableStrictParsing URL manager option, add the following to your rules:


'urlManager' => [
    'enableStrictParsing' => true,
    'rules' => [
        // ...
        'debug/<controller>/<action>' => 'debug/<controller>/<action>',
    ],
],




Note: the debugger stores information about each request in the @runtime/debug directory. If you have problems using
The debugger such as weird error messages when using it or the toolbar not showing up or not showing any requests, check
whether the web server has enough permissions to access this directory and the files located inside.




Extra configuration for logging and profiling


Logging and profiling are simple but powerful tools that may help you to understand the execution flow of both the
framework and the application. These tools are useful for development and production environments alike.


While in a production environment, you should log only significantly important  messages manually, as described in
logging guide section. It hurts performance too much to continue to log all messages in production.


In a development environment, the more logging the better, and it’s especially useful to record the execution trace.


In order to see the trace messages that will help you to understand what happens under the hood of the framework, you need to set the
trace level in the configuration file:


return [
    // ...
    'components' => [
        'log' => [
            'traceLevel' => YII_DEBUG ? 3 : 0, // <-- here



By default, the trace level is automatically set to 3 if Yii is running in debug mode, as determined by the presence of the following line in your index.php file:


defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);




Note: Make sure to disable debug mode in production environments since it may have a significant and adverse performance effect. Further, the debug mode may expose sensitive information to end users.








Creating your own panels


Both the toolbar and debugger are highly configurable and customizable. To do so, you can create your own panels that collect
and display the specific data you want. Below we’ll describe the process of creating a simple custom panel that:



		Collects the views rendered during a request


		Shows the number of views rendered in the toolbar


		Allows you to check the view names in the debugger





The assumption is that you’re using the basic application template.


First we need to implement the Panel class in panels/ViewsPanel.php:


<?php
namespace app\panels;

use yii\base\Event;
use yii\base\View;
use yii\base\ViewEvent;
use yii\debug\Panel;


class ViewsPanel extends Panel
{
    private $_viewFiles = [];

    public function init()
    {
        parent::init();
        Event::on(View::className(), View::EVENT_BEFORE_RENDER, function (ViewEvent $event) {
            $this->_viewFiles[] = $event->sender->getViewFile();
        });
    }


    /**
     * @inheritdoc
     */
    public function getName()
    {
        return 'Views';
    }

    /**
     * @inheritdoc
     */
    public function getSummary()
    {
        $url = $this->getUrl();
        $count = count($this->data);
        return "<div class=\"yii-debug-toolbar-block\"><a href=\"$url\">Views <span class=\"label\">$count</span></a></div>";
    }

    /**
     * @inheritdoc
     */
    public function getDetail()
    {
        return '<ol><li>' . implode('<li>', $this->data) . '</ol>';
    }

    /**
     * @inheritdoc
     */
    public function save()
    {
        return $this->_viewFiles;
    }
}



The workflow for the code above is:



		init is executed before any controller action is run. This method is the best place to attach handlers that will collect data during the controller action’s execution.


		save is called after controller action is executed. The data returned by this method will be stored in a data file. If nothing is returned by this method, the panel
won’t be rendered.


		The data from the data file is loaded into $this->data. For the toolbar, this will always represent the latest data, For the debugger, this property may be set to be read from any previous data file as well.


		The toolbar takes its contents from getSummary. There, we’re showing the number of view files rendered. The debugger uses
getDetail for the same purpose.





Now it’s time to tell the debugger to use the new panel. In config/web.php, the debug configuration is modified to:


if (YII_ENV_DEV) {
    // configuration adjustments for 'dev' environment
    $config['bootstrap'][] = 'debug';
    $config['modules']['debug'] = [
        'class' => 'yii\debug\Module',
        'panels' => [
            'views' => ['class' => 'app\panels\ViewsPanel'],
        ],
    ];

// ...



That’s it. Now we have another useful panel without writing much code.
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Automation


There are some tasks that are done automatically when working on Yii:



		Generation of the classmap classes.php located under the framework root directory.
Run ./build/build classmap to generate it.


		Generation of the @property annotations in class files that describe properties introduced by getters and setters.
Run ./build/build php-doc/property to update them.


		Fixing of code style and other minor issues in phpdoc comments.
Run ./build/build php-doc/fix to fix them.
Check the changes before you commit them as there may be unwanted changes because the command is not perfect.
You may use git add -p to review the changes.
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テーマ



Note|注意: この節はまだ執筆中です。



テーマとは、あるディレクトリの下に集められたビューとレイアウトのファイルです。
テーマの各ファイルが、アプリケーションの対応するファイルをレンダリングの際にオーバーライドします。
一つのアプリケーションは複数のテーマを使用することが可能で、それぞれのテーマはまったく異なるユーザ体験を提供することが出来ます。
いつでも一つのテーマだけがアクティブになり得ます。



Note|注意: ビューはアプリケーションの固有性が強いものですので、通常は、テーマを再配布可能なものとして作ることはしません。
カスタマイズしたルックアンドフィールを再配布したい場合は、テーマの代りに、アセットバンドル の形で CSS と JavaScript のファイルを再配布することを検討してください。




テーマを構成する


テーマの構成情報は、アプリケーションの view コンポーネントを通じて指定します。
basic application のビューに対して働くテーマをセットアップするためには、アプリケーションの構成情報ファイルに以下のように記述しなければなりません。


'components' => [
    'view' => [
        'theme' => [
            'pathMap' => ['@app/views' => '@app/themes/basic'],
            'baseUrl' => '@web/themes/basic',
        ],
    ],
],



上記においては、pathMap が元のパスからテーマのパスへの割り付けを定義し、baseUrl がテーマのファイルによって参照されるリソースのベース URL を定義しています。


私たちの例では、pathMap は ['@app/views' => '@app/themes/basic'] です。
これは、@app/views の全てのビューは、最初に @app/themes/basic の下で探され、そのテーマのディレクトリにビューが存在していれば、それが元のビューの代りに使われる、ということを意味します。


例えば、上記の構成においては、ビューファイル @app/views/site/index.php のテーマ版は @app/themes/basic/site/index.php になります。
基本的には、@app/views/site/index.php の @app/views を @app/themes/basic に置き換えるわけです。


ランタイムにおいてテーマを構成するためには、ビューをレンダリングする前に次のコードを使用することが出来ます。
典型的には、コントローラの中に次のコードを置きます。


$this->getView()->theme = Yii::createObject([
    'class' => '\yii\base\Theme',
    'pathMap' => ['@app/views' => '@app/themes/basic'],
    'baseUrl' => '@web/themes/basic',
]);




モジュールにテーマを適用する


モジュールにテーマを適用するためには、pathMap を次のようなものにすることが出来ます。


'components' => [
    'view' => [
        'theme' => [
            'pathMap' => [
                '@app/views' => '@app/themes/basic',
                '@app/modules' => '@app/themes/basic/modules', // <-- !!!
            ],
        ],
    ],
],



これによって、@app/modules/blog/views/comment/index.php に @app/themes/basic/modules/blog/views/comment/index.php というテーマを適用することが出来ます。





ウィジェットにテーマを適用する


@app/widgets/currency/views/index.php に配置されているウィジェットのビューにテーマを適用するためには、ビューコンポーネントのテーマに、次のような構成情報を設定する必要があります。


'components' => [
    'view' => [
        'theme' => [
            'pathMap' => ['@app/widgets' => '@app/themes/basic/widgets'],
        ],
    ],
],



上記の構成によって、@app/widgets/currency/index.php ビューのテーマ版を @app/themes/basic/widgets/currency/index.php として作成することが出来るようになります。







複数のパスを使う


一つのパスを複数のテーマパスに割り付けることが出来ます。例えば、


'pathMap' => [
    '@app/views' => [
        '@app/themes/christmas',
        '@app/themes/basic',
    ],
]



この場合、最初に @app/themes/christmas/site/index.php というビューファイルが探され、それが見つからない場合は、次に @app/themes/basic/site/index.php が探されます。
そして、そこにもビューがない場合は、アプリケーションのビューが使用されます。


この機能は、いくつかのビューを一時的または条件的にオーバーライドしたい場合に、特に役立ちます。
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响应格式


当处理一个 RESTful API 请求时， 一个应用程序通常需要如下步骤
来处理响应格式：



		确定可能影响响应格式的各种因素， 例如媒介类型， 语言， 版本， 等等。
这个过程也被称为 content negotiation [http://en.wikipedia.org/wiki/Content_negotiation]。


		资源对象转换为数组， 如在 Resources 部分中所描述的。
通过 [[yii\rest\Serializer]] 来完成。


		通过内容协商步骤将数组转换成字符串。
[yii\web\ResponseFormatterInterface|response formatters]] 通过
[yii\web\Response::formatters|response]] 应用程序组件来注册完成。






内容协商 


Yii 提供了通过 [[yii\filters\ContentNegotiator]] 过滤器支持内容协商。RESTful API 基于
控制器类 [[yii\rest\Controller]] 在 contentNegotiator 下配备这个过滤器。
文件管理器提供了涉及的响应格式和语言。 例如， 如果一个 RESTful
API 请求中包含以下 header，


Accept: application/json; q=1.0, */*; q=0.1



将会得到JSON格式的响应，如下：


$ curl -i -H "Accept: application/json; q=1.0, */*; q=0.1" "http://localhost/users"

HTTP/1.1 200 OK
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
X-Powered-By: PHP/5.4.20
X-Pagination-Total-Count: 1000
X-Pagination-Page-Count: 50
X-Pagination-Current-Page: 1
X-Pagination-Per-Page: 20
Link: <http://localhost/users?page=1>; rel=self,
      <http://localhost/users?page=2>; rel=next,
      <http://localhost/users?page=50>; rel=last
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

[
    {
        "id": 1,
        ...
    },
    {
        "id": 2,
        ...
    },
    ...
]



幕后，执行一个 RESTful API 控制器动作之前，[[yii\filters\ContentNegotiator]]
filter 将检查 Accept HTTP header 在请求时和配置 [[yii\web\Response::format|response format]]
为 'json'。 之后的动作被执行并返回得到的资源对象或集合，
[[yii\rest\Serializer]] 将结果转换成一个数组。最后，[[yii\web\JsonResponseFormatter]]
该数组将序列化为JSON字符串，并将其包括在响应主体。


默认, RESTful APIs 同时支持JSON和XML格式。为了支持新的格式，你应该
在 contentNegotiator 过滤器中配置 [[yii\filters\ContentNegotiator::formats|formats]] 属性，
类似如下 API 控制器类:


use yii\web\Response;

public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['contentNegotiator']['formats']['text/html'] = Response::FORMAT_HTML;
    return $behaviors;
}



formats 属性的keys支持 MIME 类型，而 values 必须在 [[yii\web\Response::formatters]]
中支持被响应格式名称。





数据序列化 


正如我们上面所描述的，[[yii\rest\Serializer]] 负责转换资源的中间件
对象或集合到数组。它将对象 [[yii\base\ArrayableInterface]] 作为
[[yii\data\DataProviderInterface]]。 前者主要由资源对象实现， 而
后者是资源集合。


你可以通过设置 [[yii\rest\Controller::serializer]] 属性和一个配置数组。
例如，有时你可能想通过直接在响应主体内包含分页信息来
简化客户端的开发工作。这样做，按照如下规则配置 [[yii\rest\Serializer::collectionEnvelope]]
属性：


use yii\rest\ActiveController;

class UserController extends ActiveController
{
    public $modelClass = 'app\models\User';
    public $serializer = [
        'class' => 'yii\rest\Serializer',
        'collectionEnvelope' => 'items',
    ];
}



那么你的请求可能会得到的响应如下 http://localhost/users:


HTTP/1.1 200 OK
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
X-Powered-By: PHP/5.4.20
X-Pagination-Total-Count: 1000
X-Pagination-Page-Count: 50
X-Pagination-Current-Page: 1
X-Pagination-Per-Page: 20
Link: <http://localhost/users?page=1>; rel=self,
      <http://localhost/users?page=2>; rel=next,
      <http://localhost/users?page=50>; rel=last
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{
    "items": [
        {
            "id": 1,
            ...
        },
        {
            "id": 2,
            ...
        },
        ...
    ],
    "_links": {
        "self": {
            "href": "http://localhost/users?page=1"
        },
        "next": {
            "href": "http://localhost/users?page=2"
        },
        "last": {
            "href": "http://localhost/users?page=50"
        }
    },
    "_meta": {
        "totalCount": 1000,
        "pageCount": 50,
        "currentPage": 1,
        "perPage": 20
    }
}
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Active Record



Note: This section is under development.



Active Record [http://en.wikipedia.org/wiki/Active_record_pattern] provides an object-oriented interface
for accessing data stored in a database. An Active Record class is associated with a database table,
an Active Record instance corresponds to a row of that table, and an attribute of an Active Record
instance represents the value of a column in that row. Instead of writing raw SQL statements,
you can work with Active Record in an object-oriented fashion to manipulate the data in database tables.


For example, assume Customer is an Active Record class which is associated with the customer table
and name is a column of the customer table. You can write the following code to insert a new
row into the customer table:


$customer = new Customer();
$customer->name = 'Qiang';
$customer->save();



The above code is equivalent to using the following raw SQL statement, which is less
intuitive, more error prone, and may have compatibility problems for different DBMS:


$db->createCommand('INSERT INTO customer (name) VALUES (:name)', [
    ':name' => 'Qiang',
])->execute();



Below is the list of databases that are currently supported by Yii Active Record:



		MySQL 4.1 or later: via [[yii\db\ActiveRecord]]


		PostgreSQL 7.3 or later: via [[yii\db\ActiveRecord]]


		SQLite 2 and 3: via [[yii\db\ActiveRecord]]


		Microsoft SQL Server 2008 or later: via [[yii\db\ActiveRecord]]


		Oracle: via [[yii\db\ActiveRecord]]


		CUBRID 9.3 or later: via [[yii\db\ActiveRecord]] (Note that due to a bug [http://jira.cubrid.org/browse/APIS-658] in
the cubrid PDO extension, quoting of values will not work, so you need CUBRID 9.3 as the client as well as the server)


		Sphnix: via [[yii\sphinx\ActiveRecord]], requires the yii2-sphinx extension


		ElasticSearch: via [[yii\elasticsearch\ActiveRecord]], requires the yii2-elasticsearch extension


		Redis 2.6.12 or later: via [[yii\redis\ActiveRecord]], requires the yii2-redis extension


		MongoDB 1.3.0 or later: via [[yii\mongodb\ActiveRecord]], requires the yii2-mongodb extension





As you can see, Yii provides Active Record support for relational databases as well as NoSQL databases.
In this tutorial, we will mainly describe the usage of Active Record for relational databases.
However, most content described here are also applicable to Active Record for NoSQL databases.



Declaring Active Record Classes


To declare an Active Record class you need to extend [[yii\db\ActiveRecord]] and implement
the tableName method that returns the name of the database table associated with the class:


namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class Customer extends ActiveRecord
{
    const STATUS_ACTIVE = 'active';
    const STATUS_DELETED = 'deleted';
    
    /**
     * @return string the name of the table associated with this ActiveRecord class.
     */
    public static function tableName()
    {
        return 'customer';
    }
}






Accessing Column Data


Active Record maps each column of the corresponding database table row to an attribute in the Active Record
object. An attribute behaves like a regular object public property. The name of an attribute is the same
as the corresponding column name and is case-sensitive.


To read the value of a column, you can use the following syntax:


// "id" and "email" are the names of columns in the table associated with the $customer ActiveRecord object
$id = $customer->id;
$email = $customer->email;



To change the value of a column, assign a new value to the associated property and save the object:


$customer->email = 'jane@example.com';
$customer->save();




Note: Obviously, because column names become attribute names of the active record class directly, you
get attribute names with underscores if you have that kind of naming schema in your database. For example
a column user_name will be accessed as $user->user_name on the active record object. If you are concerned about code style
you should adopt your database naming schema to use camelCase too. However, camelCase is not a requirement, Yii can work
well with any other naming style.






Connecting to Database


Active Record uses a [[yii\db\Connection|DB connection]] to exchange data with the database. By default,
it uses the db application component as the connection. As explained in Database basics,
you may configure the db component in the application configuration file as follows,


return [
    'components' => [
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=testdb',
            'username' => 'demo',
            'password' => 'demo',
        ],
    ],
];



If you are using multiple databases in your application and you want to use a different DB connection
for your Active Record class, you may override the [[yii\db\ActiveRecord::getDb()|getDb()]] method:


class Customer extends ActiveRecord
{
    // ...

    public static function getDb()
    {
        return \Yii::$app->db2;  // use the "db2" application component
    }
}






Querying Data from Database


Active Record provides two entry methods for building DB queries and populating data into Active Record instances:



		[[yii\db\ActiveRecord::find()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::findBySql()]]





Both methods return an [[yii\db\ActiveQuery]] instance, which extends [[yii\db\Query]], and thus supports the same set
of flexible and powerful DB query building methods, such as where(), join(), orderBy(), etc. The following examples
demonstrate some of the possibilities.


// to retrieve all *active* customers and order them by their ID:
$customers = Customer::find()
    ->where(['status' => Customer::STATUS_ACTIVE])
    ->orderBy('id')
    ->all();

// to return a single customer whose ID is 1:
$customer = Customer::find()
    ->where(['id' => 1])
    ->one();

// to return the number of *active* customers:
$count = Customer::find()
    ->where(['status' => Customer::STATUS_ACTIVE])
    ->count();

// to index the result by customer IDs:
$customers = Customer::find()->indexBy('id')->all();
// $customers array is indexed by customer IDs

// to retrieve customers using a raw SQL statement:
$sql = 'SELECT * FROM customer';
$customers = Customer::findBySql($sql)->all();




Tip: In the code above Customer::STATUS_ACTIVE is a constant defined in Customer. It is a good practice to
use meaningful constant names rather than hardcoded strings or numbers in your code.



Two shortcut methods are provided to return Active Record instances matching a primary key value or a set of
column values: findOne() and findAll(). The former returns the first matching instance while the latter
returns all of them. For example,


// to return a single customer whose ID is 1:
$customer = Customer::findOne(1);

// to return an *active* customer whose ID is 1:
$customer = Customer::findOne([
    'id' => 1,
    'status' => Customer::STATUS_ACTIVE,
]);

// to return customers whose ID is 1, 2 or 3:
$customers = Customer::findAll([1, 2, 3]);

// to return customers whose status is "deleted":
$customer = Customer::findAll([
    'status' => Customer::STATUS_DELETED,
]);




Note: By default neither findOne() nor one() will add LIMIT 1 to the query. This is fine and preferred
if you know the query will return only one or a few rows of data (e.g. if you are querying with some primary keys).
However, if the query may potentially return many rows of data, you should call limit(1) to improve the performance.
For example, Customer::find()->where(['status' => Customer::STATUS_ACTIVE])->limit(1)->one().




Retrieving Data in Arrays


Sometimes when you are processing a large amount of data, you may want to use arrays to hold the data
retrieved from database to save memory. This can be done by calling asArray():


// to return customers in terms of arrays rather than `Customer` objects:
$customers = Customer::find()
    ->asArray()
    ->all();
// each element of $customers is an array of name-value pairs



Note that while this method saves memory and improves performance it is a step to a lower abstraction
layer and you will loose some features that the active record layer has.
Fetching data using asArray is nearly equal to running a normal query using the query builder.
When using asArray the result will be returned as a simple array with no typecasting performed
so the result may contain string values for fields that are integer when accessed on the active record object.





Retrieving Data in Batches


In Query Builder, we have explained that you may use batch query to minimize your memory
usage when querying a large amount of data from the database. You may use the same technique
in Active Record. For example,


// fetch 10 customers at a time
foreach (Customer::find()->batch(10) as $customers) {
    // $customers is an array of 10 or fewer Customer objects
}
// fetch 10 customers at a time and iterate them one by one
foreach (Customer::find()->each(10) as $customer) {
    // $customer is a Customer object
}
// batch query with eager loading
foreach (Customer::find()->with('orders')->each() as $customer) {
}








Manipulating Data in Database


Active Record provides the following methods to insert, update and delete a single row in a table associated with
a single Active Record instance:



		[[yii\db\ActiveRecord::save()|save()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::insert()|insert()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::update()|update()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::delete()|delete()]]





Active Record also provides the following static methods that apply to a whole table associated with
an Active Record class. Be extremely careful when using these methods as they affect the whole table.
For example, deleteAll() will delete ALL rows in the table.



		[[yii\db\ActiveRecord::updateCounters()|updateCounters()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::updateAll()|updateAll()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::updateAllCounters()|updateAllCounters()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::deleteAll()|deleteAll()]]





The following examples show how to use these methods:


// to insert a new customer record
$customer = new Customer();
$customer->name = 'James';
$customer->email = 'james@example.com';
$customer->save();  // equivalent to $customer->insert();

// to update an existing customer record
$customer = Customer::findOne($id);
$customer->email = 'james@example.com';
$customer->save();  // equivalent to $customer->update();

// to delete an existing customer record
$customer = Customer::findOne($id);
$customer->delete();

// to delete several customers
Customer::deleteAll('age > :age AND gender = :gender', [':age' => 20, ':gender' => 'M']);

// to increment the age of ALL customers by 1
Customer::updateAllCounters(['age' => 1]);




Info: The save() method will call either insert() or update(), depending on whether
the Active Record instance is new or not (internally it will check the value of [[yii\db\ActiveRecord::isNewRecord]]).
If an Active Record is instantiated via the new operator, calling save() will
insert a row in the table; calling save() on an active record fetched from the database will update the corresponding
row in the table.




Data Input and Validation


Because Active Record extends from [[yii\base\Model]], it supports the same data input and validation features
as described in Model. For example, you may declare validation rules by overwriting the
[[yii\base\Model::rules()|rules()]] method; you may massively assign user input data to an Active Record instance;
and you may call [[yii\base\Model::validate()|validate()]] to trigger data validation.


When you call save(), insert() or update(), these methods will automatically call [[yii\base\Model::validate()|validate()]].
If the validation fails, the corresponding data saving operation will be cancelled.


The following example shows how to use an Active Record to collect/validate user input and save them into the database:


// creating a new record
$model = new Customer;
if ($model->load(Yii::$app->request->post()) && $model->save()) {
    // the user input has been collected, validated and saved
}

// updating a record whose primary key is $id
$model = Customer::findOne($id);
if ($model === null) {
    throw new NotFoundHttpException;
}
if ($model->load(Yii::$app->request->post()) && $model->save()) {
    // the user input has been collected, validated and saved
}






Loading Default Values


Your table columns may be defined with default values. Sometimes, you may want to pre-populate your
Web form for an Active Record with these values. To do so, call the
[[yii\db\ActiveRecord::loadDefaultValues()|loadDefaultValues()]] method before rendering the form:


$customer = new Customer();
$customer->loadDefaultValues();
// ... render HTML form for $customer ...



If you want to set some initial values for the attributes yourself you can override the init() method
of the active record class and set the values there. For example to set the default value for the status attribute:


public function init()
{
    parent::init();
    $this->status = self::STATUS_ACTIVE;
}








Active Record Life Cycles


It is important to understand the life cycles of Active Record when it is used to manipulate data in database.
These life cycles are typically associated with corresponding events which allow you to inject code
to intercept or respond to these events. They are especially useful for developing Active Record behaviors.


When instantiating a new Active Record instance, we will have the following life cycles:



		constructor


		[[yii\db\ActiveRecord::init()|init()]]: will trigger an [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_INIT|EVENT_INIT]] event





When querying data through the [[yii\db\ActiveRecord::find()|find()]] method, we will have the following life cycles
for EVERY newly populated Active Record instance:



		constructor


		[[yii\db\ActiveRecord::init()|init()]]: will trigger an [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_INIT|EVENT_INIT]] event


		[[yii\db\ActiveRecord::afterFind()|afterFind()]]: will trigger an [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_AFTER_FIND|EVENT_AFTER_FIND]] event





When calling [[yii\db\ActiveRecord::save()|save()]] to insert or update an ActiveRecord, we will have
the following life cycles:



		[[yii\db\ActiveRecord::beforeValidate()|beforeValidate()]]: will trigger an [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_BEFORE_VALIDATE|EVENT_BEFORE_VALIDATE]] event


		[[yii\db\ActiveRecord::afterValidate()|afterValidate()]]: will trigger an [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_AFTER_VALIDATE|EVENT_AFTER_VALIDATE]] event


		[[yii\db\ActiveRecord::beforeSave()|beforeSave()]]: will trigger an [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_BEFORE_INSERT|EVENT_BEFORE_INSERT]] or [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_BEFORE_UPDATE|EVENT_BEFORE_UPDATE]] event


		perform the actual data insertion or updating


		[[yii\db\ActiveRecord::afterSave()|afterSave()]]: will trigger an [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_AFTER_INSERT|EVENT_AFTER_INSERT]] or [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_AFTER_UPDATE|EVENT_AFTER_UPDATE]] event





And finally, when calling [[yii\db\ActiveRecord::delete()|delete()]] to delete an ActiveRecord, we will have
the following life cycles:



		[[yii\db\ActiveRecord::beforeDelete()|beforeDelete()]]: will trigger an [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_BEFORE_DELETE|EVENT_BEFORE_DELETE]] event


		perform the actual data deletion


		[[yii\db\ActiveRecord::afterDelete()|afterDelete()]]: will trigger an [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_AFTER_DELETE|EVENT_AFTER_DELETE]] event








Working with Relational Data


You can use ActiveRecord to also query a table’s relational data (i.e., selection of data from Table A can also pull
in related data from Table B). Thanks to ActiveRecord, the relational data returned can be accessed like a property
of the ActiveRecord object associated with the primary table.


For example, with an appropriate relation declaration, by accessing $customer->orders you may obtain
an array of Order objects which represent the orders placed by the specified customer.


To declare a relation, define a getter method which returns an [[yii\db\ActiveQuery]] object that has relation
information about the relation context and thus will only query for related records. For example,


class Customer extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getOrders()
    {
        // Customer has_many Order via Order.customer_id -> id
        return $this->hasMany(Order::className(), ['customer_id' => 'id']);
    }
}

class Order extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getCustomer()
    {
        // Order has_one Customer via Customer.id -> customer_id
        return $this->hasOne(Customer::className(), ['id' => 'customer_id']);
    }
}



The methods [[yii\db\ActiveRecord::hasMany()]] and [[yii\db\ActiveRecord::hasOne()]] used in the above
are used to model the many-one relationship and one-one relationship in a relational database.
For example, a customer has many orders, and an order has one customer.
Both methods take two parameters and return an [[yii\db\ActiveQuery]] object:



		$class: the name of the class of the related model(s). This should be a fully qualified class name.


		$link: the association between columns from the two tables. This should be given as an array.
The keys of the array are the names of the columns from the table associated with $class,
while the values of the array are the names of the columns from the declaring class.
It is a good practice to define relationships based on table foreign keys.





After declaring relations, getting relational data is as easy as accessing a component property
that is defined by the corresponding getter method:


// get the orders of a customer
$customer = Customer::findOne(1);
$orders = $customer->orders;  // $orders is an array of Order objects



Behind the scenes, the above code executes the following two SQL queries, one for each line of code:


SELECT * FROM customer WHERE id=1;
SELECT * FROM order WHERE customer_id=1;




Tip: If you access the expression $customer->orders again, it will not perform the second SQL query again.
The SQL query is only performed the first time when this expression is accessed. Any further
accesses will only return the previously fetched results that are cached internally. If you want to re-query
the relational data, simply unset the existing expression first: unset($customer->orders);.



Sometimes, you may want to pass parameters to a relational query. For example, instead of returning
all orders of a customer, you may want to return only big orders whose subtotal exceeds a specified amount.
To do so, declare a bigOrders relation with the following getter method:


class Customer extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getBigOrders($threshold = 100)
    {
        return $this->hasMany(Order::className(), ['customer_id' => 'id'])
            ->where('subtotal > :threshold', [':threshold' => $threshold])
            ->orderBy('id');
    }
}



Remember that hasMany() returns an [[yii\db\ActiveQuery]] object which allows you to customize the query by
calling the methods of [[yii\db\ActiveQuery]].


With the above declaration, if you access $customer->bigOrders, it will only return the orders
whose subtotal is greater than 100. To specify a different threshold value, use the following code:


$orders = $customer->getBigOrders(200)->all();




Note: A relation method returns an instance of [[yii\db\ActiveQuery]]. If you access the relation like
an attribute (i.e. a class property), the return value will be the query result of the relation, which could be an instance of [[yii\db\ActiveRecord]],
an array of that, or null, depending on the multiplicity of the relation. For example, $customer->getOrders() returns
an ActiveQuery instance, while $customer->orders returns an array of Order objects (or an empty array if
the query results in nothing).






Relations with Junction Table


Sometimes, two tables are related together via an intermediary table called a junction table [https://en.wikipedia.org/wiki/Junction_table]. To declare such relations,
we can customize the [[yii\db\ActiveQuery]] object by calling its [[yii\db\ActiveQuery::via()|via()]] or
[[yii\db\ActiveQuery::viaTable()|viaTable()]] method.


For example, if table order and table item are related via the junction table order_item,
we can declare the items relation in the Order class like the following:


class Order extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getItems()
    {
        return $this->hasMany(Item::className(), ['id' => 'item_id'])
            ->viaTable('order_item', ['order_id' => 'id']);
    }
}



The [[yii\db\ActiveQuery::via()|via()]] method is similar to [[yii\db\ActiveQuery::viaTable()|viaTable()]] except that
the first parameter of [[yii\db\ActiveQuery::via()|via()]] takes a relation name declared in the ActiveRecord class
instead of the junction table name. For example, the above items relation can be equivalently declared as follows:


class Order extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getOrderItems()
    {
        return $this->hasMany(OrderItem::className(), ['order_id' => 'id']);
    }

    public function getItems()
    {
        return $this->hasMany(Item::className(), ['id' => 'item_id'])
            ->via('orderItems');
    }
}






Lazy and Eager Loading


As described earlier, when you access the related objects for the first time, ActiveRecord will perform a DB query
to retrieve the corresponding data and populate it into the related objects. No query will be performed
if you access the same related objects again. We call this lazy loading. For example,


// SQL executed: SELECT * FROM customer WHERE id=1
$customer = Customer::findOne(1);
// SQL executed: SELECT * FROM order WHERE customer_id=1
$orders = $customer->orders;
// no SQL executed
$orders2 = $customer->orders;



Lazy loading is very convenient to use. However, it may suffer from a performance issue in the following scenario:


// SQL executed: SELECT * FROM customer LIMIT 100
$customers = Customer::find()->limit(100)->all();

foreach ($customers as $customer) {
    // SQL executed: SELECT * FROM order WHERE customer_id=...
    $orders = $customer->orders;
    // ...handle $orders...
}



How many SQL queries will be performed in the above code, assuming there are more than 100 customers in
the database? 101! The first SQL query brings back 100 customers. Then for each customer, a SQL query
is performed to bring back the orders of that customer.


To solve the above performance problem, you can use the so-called eager loading approach by calling [[yii\db\ActiveQuery::with()]]:


// SQL executed: SELECT * FROM customer LIMIT 100;
//               SELECT * FROM orders WHERE customer_id IN (1,2,...)
$customers = Customer::find()->limit(100)
    ->with('orders')->all();

foreach ($customers as $customer) {
    // no SQL executed
    $orders = $customer->orders;
    // ...handle $orders...
}



As you can see, only two SQL queries are needed for the same task!



Info: In general, if you are eager loading N relations among which M relations are defined with via() or viaTable(),
a total number of 1+M+N SQL queries will be performed: one query to bring back the rows for the primary table, one for
each of the M junction tables corresponding to the via() or viaTable() calls, and one for each of the N related tables.




Note: When you are customizing select() with eager loading, make sure you include the columns that link
the related models. Otherwise, the related models will not be loaded. For example,



$orders = Order::find()->select(['id', 'amount'])->with('customer')->all();
// $orders[0]->customer is always null. To fix the problem, you should do the following:
$orders = Order::find()->select(['id', 'amount', 'customer_id'])->with('customer')->all();



Sometimes, you may want to customize the relational queries on the fly. This can be
done for both lazy loading and eager loading. For example,


$customer = Customer::findOne(1);
// lazy loading: SELECT * FROM order WHERE customer_id=1 AND subtotal>100
$orders = $customer->getOrders()->where('subtotal>100')->all();

// eager loading: SELECT * FROM customer LIMIT 100
//                SELECT * FROM order WHERE customer_id IN (1,2,...) AND subtotal>100
$customers = Customer::find()->limit(100)->with([
    'orders' => function($query) {
        $query->andWhere('subtotal>100');
    },
])->all();






Inverse Relations


Relations can often be defined in pairs. For example, Customer may have a relation named orders while Order may have a relation
named customer:


class Customer extends ActiveRecord
{
    ....
    public function getOrders()
    {
        return $this->hasMany(Order::className(), ['customer_id' => 'id']);
    }
}

class Order extends ActiveRecord
{
    ....
    public function getCustomer()
    {
        return $this->hasOne(Customer::className(), ['id' => 'customer_id']);
    }
}



If we perform the following query, we would find that the customer of an order is not the same customer object
that finds those orders, and accessing customer->orders will trigger one SQL execution while accessing
the customer of an order will trigger another SQL execution:


// SELECT * FROM customer WHERE id=1
$customer = Customer::findOne(1);
// echoes "not equal"
// SELECT * FROM order WHERE customer_id=1
// SELECT * FROM customer WHERE id=1
if ($customer->orders[0]->customer === $customer) {
    echo 'equal';
} else {
    echo 'not equal';
}



To avoid the redundant execution of the last SQL statement, we could declare the inverse relations for the customer
and the orders relations by calling the [[yii\db\ActiveQuery::inverseOf()|inverseOf()]] method, like the following:


class Customer extends ActiveRecord
{
    ....
    public function getOrders()
    {
        return $this->hasMany(Order::className(), ['customer_id' => 'id'])->inverseOf('customer');
    }
}



Now if we execute the same query as shown above, we would get:


// SELECT * FROM customer WHERE id=1
$customer = Customer::findOne(1);
// echoes "equal"
// SELECT * FROM order WHERE customer_id=1
if ($customer->orders[0]->customer === $customer) {
    echo 'equal';
} else {
    echo 'not equal';
}



In the above, we have shown how to use inverse relations in lazy loading. Inverse relations also apply in
eager loading:


// SELECT * FROM customer
// SELECT * FROM order WHERE customer_id IN (1, 2, ...)
$customers = Customer::find()->with('orders')->all();
// echoes "equal"
if ($customers[0]->orders[0]->customer === $customers[0]) {
    echo 'equal';
} else {
    echo 'not equal';
}




Note: Inverse relation cannot be defined with a relation that involves pivoting tables.
That is, if your relation is defined with [[yii\db\ActiveQuery::via()|via()]] or [[yii\db\ActiveQuery::viaTable()|viaTable()]],
you cannot call [[yii\db\ActiveQuery::inverseOf()]] further.






Joining with Relations 


When working with relational databases, a common task is to join multiple tables and apply various
query conditions and parameters to the JOIN SQL statement. Instead of calling [[yii\db\ActiveQuery::join()]]
explicitly to build up the JOIN query, you may reuse the existing relation definitions and call
[[yii\db\ActiveQuery::joinWith()]] to achieve this goal. For example,


// find all orders and sort the orders by the customer id and the order id. also eager loading "customer"
$orders = Order::find()->joinWith('customer')->orderBy('customer.id, order.id')->all();
// find all orders that contain books, and eager loading "books"
$orders = Order::find()->innerJoinWith('books')->all();



In the above, the method [[yii\db\ActiveQuery::innerJoinWith()|innerJoinWith()]] is a shortcut to [[yii\db\ActiveQuery::joinWith()|joinWith()]]
with the join type set as INNER JOIN.


You may join with one or multiple relations; you may apply query conditions to the relations on-the-fly;
and you may also join with sub-relations. For example,


// join with multiple relations
// find the orders that contain books and were placed by customers who registered within the past 24 hours
$orders = Order::find()->innerJoinWith([
    'books',
    'customer' => function ($query) {
        $query->where('customer.created_at > ' . (time() - 24 * 3600));
    }
])->all();
// join with sub-relations: join with books and books' authors
$orders = Order::find()->joinWith('books.author')->all();



Behind the scenes, Yii will first execute a JOIN SQL statement to bring back the primary models
satisfying the conditions applied to the JOIN SQL. It will then execute a query for each relation
and populate the corresponding related records.


The difference between [[yii\db\ActiveQuery::joinWith()|joinWith()]] and [[yii\db\ActiveQuery::with()|with()]] is that
the former joins the tables for the primary model class and the related model classes to retrieve
the primary models, while the latter just queries against the table for the primary model class to
retrieve the primary models.


Because of this difference, you may apply query conditions that are only available to a JOIN SQL statement.
For example, you may filter the primary models by the conditions on the related models, like the example
above. You may also sort the primary models using columns from the related tables.


When using [[yii\db\ActiveQuery::joinWith()|joinWith()]], you are responsible to disambiguate column names.
In the above examples, we use item.id and order.id to disambiguate the id column references
because both of the order table and the item table contain a column named id.


By default, when you join with a relation, the relation will also be eagerly loaded. You may change this behavior
by passing the $eagerLoading parameter which specifies whether to eager load the specified relations.


And also by default, [[yii\db\ActiveQuery::joinWith()|joinWith()]] uses LEFT JOIN to join the related tables.
You may pass it with the $joinType parameter to customize the join type. As a shortcut to the INNER JOIN type,
you may use [[yii\db\ActiveQuery::innerJoinWith()|innerJoinWith()]].


Below are some more examples,


// find all orders that contain books, but do not eager load "books".
$orders = Order::find()->innerJoinWith('books', false)->all();
// which is equivalent to the above
$orders = Order::find()->joinWith('books', false, 'INNER JOIN')->all();



Sometimes when joining two tables, you may need to specify some extra condition in the ON part of the JOIN query.
This can be done by calling the [[yii\db\ActiveQuery::onCondition()]] method like the following:


class User extends ActiveRecord
{
    public function getBooks()
    {
        return $this->hasMany(Item::className(), ['owner_id' => 'id'])->onCondition(['category_id' => 1]);
    }
}



In the above, the [[yii\db\ActiveRecord::hasMany()|hasMany()]] method returns an [[yii\db\ActiveQuery]] instance,
upon which [[yii\db\ActiveQuery::onCondition()|onCondition()]] is called
to specify that only items whose category_id is 1 should be returned.


When you perform a query using [[yii\db\ActiveQuery::joinWith()|joinWith()]], the ON condition will be put in the ON part
of the corresponding JOIN query. For example,


// SELECT user.* FROM user LEFT JOIN item ON item.owner_id=user.id AND category_id=1
// SELECT * FROM item WHERE owner_id IN (...) AND category_id=1
$users = User::find()->joinWith('books')->all();



Note that if you use eager loading via [[yii\db\ActiveQuery::with()]] or lazy loading, the on-condition will be put
in the WHERE part of the corresponding SQL statement, because there is no JOIN query involved. For example,


// SELECT * FROM user WHERE id=10
$user = User::findOne(10);
// SELECT * FROM item WHERE owner_id=10 AND category_id=1
$books = $user->books;






Working with Relationships


ActiveRecord provides the following two methods for establishing and breaking a
relationship between two ActiveRecord objects:



		[[yii\db\ActiveRecord::link()|link()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::unlink()|unlink()]]





For example, given a customer and a new order, we can use the following code to make the
order owned by the customer:


$customer = Customer::findOne(1);
$order = new Order();
$order->subtotal = 100;
$customer->link('orders', $order);



The [[yii\db\ActiveRecord::link()|link()]] call above will set the customer_id of the order to be the primary key
value of $customer and then call [[yii\db\ActiveRecord::save()|save()]] to save the order into the database.





Cross-DBMS Relations


ActiveRecord allows you to establish relationships between entities from different DBMS. For example: between a relational database table and MongoDB collection. Such a relation does not require any special code:


// Relational database Active Record
class Customer extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public static function tableName()
    {
        return 'customer';
    }

    public function getComments()
    {
        // Customer, stored in relational database, has many Comments, stored in MongoDB collection:
        return $this->hasMany(Comment::className(), ['customer_id' => 'id']);
    }
}

// MongoDb Active Record
class Comment extends \yii\mongodb\ActiveRecord
{
    public static function collectionName()
    {
        return 'comment';
    }

    public function getCustomer()
    {
        // Comment, stored in MongoDB collection, has one Customer, stored in relational database:
        return $this->hasOne(Customer::className(), ['id' => 'customer_id']);
    }
}



All Active Record features like eager and lazy loading, establishing and breaking a relationship and so on, are
available for cross-DBMS relations.



Note: do not forget Active Record solutions for different DBMS may have specific methods and features, which may not be
applied for cross-DBMS relations. For example: usage of [[yii\db\ActiveQuery::joinWith()]] will obviously not work with
relation to the MongoDB collection.






Scopes


When you call [[yii\db\ActiveRecord::find()|find()]] or [[yii\db\ActiveRecord::findBySql()|findBySql()]], it returns an
[[yii\db\ActiveQuery|ActiveQuery]] instance.
You may call additional query methods, such as [[yii\db\ActiveQuery::where()|where()]], [[yii\db\ActiveQuery::orderBy()|orderBy()]],
to further specify the query conditions.


It is possible that you may want to call the same set of query methods in different places. If this is the case,
you should consider defining the so-called scopes. A scope is essentially a method defined in a custom query class that calls a set of query methods to modify the query object. You can then use a scope instead of calling a normal query method.


Two steps are required to define a scope. First, create a custom query class for your model and define the needed scope
methods in this class. For example, create a CommentQuery class for the Comment model and define the active()
scope method like the following:


namespace app\models;

use yii\db\ActiveQuery;

class CommentQuery extends ActiveQuery
{
    public function active($state = true)
    {
        $this->andWhere(['active' => $state]);
        return $this;
    }
}



Important points are:



		Class should extend from yii\db\ActiveQuery (or another ActiveQuery such as yii\mongodb\ActiveQuery).


		A method should be public and should return $this in order to allow method chaining. It may accept parameters.


		Check [[yii\db\ActiveQuery]] methods that are very useful for modifying query conditions.





Second, override [[yii\db\ActiveRecord::find()]] to use the custom query class instead of the regular [[yii\db\ActiveQuery|ActiveQuery]].
For the example above, you need to write the following code:


namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class Comment extends ActiveRecord
{
    /**
     * @inheritdoc
     * @return CommentQuery
     */
    public static function find()
    {
        return new CommentQuery(get_called_class());
    }
}



That’s it. Now you can use your custom scope methods:


$comments = Comment::find()->active()->all();
$inactiveComments = Comment::find()->active(false)->all();



You can also use scopes when defining relations. For example,


class Post extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getActiveComments()
    {
        return $this->hasMany(Comment::className(), ['post_id' => 'id'])->active();

    }
}



Or use the scopes on-the-fly when performing a relational query:


$posts = Post::find()->with([
    'comments' => function($q) {
        $q->active();
    }
])->all();




Default Scope


If you used Yii 1.1 before, you may know a concept called default scope. A default scope is a scope that
applies to ALL queries. You can define a default scope easily by overriding [[yii\db\ActiveRecord::find()]]. For example,


public static function find()
{
    return parent::find()->where(['deleted' => false]);
}



Note that all your queries should then not use [[yii\db\ActiveQuery::where()|where()]] but
[[yii\db\ActiveQuery::andWhere()|andWhere()]] and [[yii\db\ActiveQuery::orWhere()|orWhere()]]
to not override the default condition.







Transactional operations


There are two ways of dealing with transactions while working with Active Record. First way is doing everything manually
as described in the “transactions” section of “Database basics”. Another way is to implement the
transactions method where you can specify which operations are to be wrapped into transactions on a per model scenario:


class Post extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function transactions()
    {
        return [
            'admin' => self::OP_INSERT,
            'api' => self::OP_INSERT | self::OP_UPDATE | self::OP_DELETE,
            // the above is equivalent to the following:
            // 'api' => self::OP_ALL,
        ];
    }
}



In the above admin and api are model scenarios and the constants starting with OP_ are operations that should
be wrapped in transactions for these scenarios. Supported operations are OP_INSERT, OP_UPDATE and OP_DELETE.
OP_ALL stands for all three.


Such automatic transactions are especially useful if you’re doing additional database changes in beforeSave,
afterSave, beforeDelete, afterDelete and want to be sure that both succeeded before they are saved.





Optimistic Locks


Optimistic locking allows multiple users to access the same record for edits and avoids
potential conflicts. For example, when a user attempts to save the record upon some staled data
(because another user has modified the data), a [[\yii\db\StaleObjectException]] exception will be thrown,
and the update or deletion is skipped.


Optimistic locking is only supported by update() and delete() methods and isn’t used by default.


To use Optimistic locking:



		Create a column to store the version number of each row. The column type should be BIGINT DEFAULT 0.
Override the optimisticLock() method to return the name of this column.


		In the Web form that collects the user input, add a hidden field that stores
the lock version of the record being updated.


		In the controller action that does the data updating, try to catch the [[\yii\db\StaleObjectException]]
and implement necessary business logic (e.g. merging the changes, prompting staled data)
to resolve the conflict.








Dirty Attributes


An attribute is considered dirty if its value was modified after the model was loaded from database or since the most recent data save. When saving record data by calling save(), update(), insert() etc. only dirty attributes are saved into the database. If there are no dirty attributes then there is nothing to be saved so no query will be issued at all.





See also



		Model


		[[yii\db\ActiveRecord]]
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Yii2 Core framework code style


The following code style is used for Yii 2.x core and official extensions development. If you want to pull-request code
into the core, consider using it. We aren’t forcing you to use this code style for your application. Feel free to choose
what suits you better.


You can get a config for CodeSniffer here: https://github.com/yiisoft/yii2-coding-standards



		Overview







Overall we’re using PSR-2 [https://github.com/php-fig/fig-standards/blob/master/accepted/PSR-2-coding-style-guide.md]
compatible style so everything that applies to
PSR-2 [https://github.com/php-fig/fig-standards/blob/master/accepted/PSR-2-coding-style-guide.md] is applied to our code
style as well.



		Files MUST use either <?php or <?= tags.


		There should be a newline at the end of file.


		Files MUST use only UTF-8 without BOM for PHP code.


		Code MUST use 4 spaces for indenting, not tabs.


		Class names MUST be declared in StudlyCaps.


		Class constants MUST be declared in all upper case with underscore separators.


		Method names MUST be declared in camelCase.


		Property names MUST be declared in camelCase.


		Property names MUST start with an initial underscore if they are private.


		Always use elseif instead of else if.






		Files








2.1. PHP Tags



		PHP code MUST use <?php ?> or <?= tags; it MUST NOT use the other tag variations such as <?.


		In case file contains PHP only it should not have trailing ?>.


		Do not add trailing spaces to the end of the lines.


		Any file that contains PHP code should end with the extension .php.








2.2. Character Encoding


PHP code MUST use only UTF-8 without BOM.



		Class Names







Class names MUST be declared in StudlyCaps. For example, Controller, Model.



		Classes







The term “class” refers to all classes and interfaces here.



		Classes should be named using CamelCase.


		The brace should always be written on the line underneath the class name.


		Every class must have a documentation block that conforms to the PHPDoc.


		All code in a class must be indented with a single tab.


		There should be only one class in a single PHP file.


		All classes should be namespaced.


		Class name should match file name. Class namespace should match directory structure.





/**
 * Documentation
 */
class MyClass extends \yii\Object implements MyInterface
{
    // code
}






4.1. Constants


Class constants MUST be declared in all upper case with underscore separators.
For example:


<?php
class Foo
{
    const VERSION = '1.0';
    const DATE_APPROVED = '2012-06-01';
}






4.2. Properties



		When declaring public class members specify public keyword explicitly.


		Public and protected variables should be declared at the top of the class before any method declarations.
Private variables should also be declared at the top of the class but may be added right before the methods
that are dealing with them in cases where they are only related to a small subset of the class methods.


		The order of property declaration in a class should be ascending from public over protected to private.


		For better readability there should be no blank lines between property declarations and two blank lines
between property and method declaration sections.


		Private variables should be named like $_varName.


		Public class members and standalone variables should be named using $camelCase
with first letter lowercase.


		Use descriptive names. Variables such as $i and $j are better not to be used.





For example:


<?php
class Foo
{
    public $publicProp;
    protected $protectedProp;
    private $_privateProp;
}






4.3. Methods



		Functions and methods should be named using camelCase with first letter lowercase.


		Name should be descriptive by itself indicating the purpose of the function.


		Class methods should always declare visibility using private, protected and
public modifiers. var is not allowed.


		Opening brace of a function should be on the line after the function declaration.





/**
 * Documentation
 */
class Foo
{
    /**
     * Documentation
     */
    public function bar()
    {
        // code
        return $value;
    }
}






4.4 Doc blocks


@param, @var, @property and @return must declare types as boolean, integer, string, array or null. You can use a class names as well such as Model or ActiveRecord. For a typed arrays use ClassName[].





4.5 Constructors



		__construct should be used instead of PHP 4 style constructors.








5 PHP



5.1 Types



		All PHP types and values should be used lowercase. That includes true, false, null and array.





Changing type of an existing variable is considered as a bad practice. Try not to write such code unless it is really necessary.


public function save(Transaction $transaction, $argument2 = 100)
{
    $transaction = new Connection; // bad
    $argument2 = 200; // good
}






5.2 Strings



		If string doesn’t contain variables or single quotes, use single quotes.





$str = 'Like this.';




		If string contains single quotes you can use double quotes to avoid extra escaping.






Variable substitution


$str1 = "Hello $username!";
$str2 = "Hello {$username}!";



The following is not permitted:


$str3 = "Hello ${username}!";






Concatenation


Add spaces around dot when concatenating strings:


$name = 'Yii' . ' Framework';



When string is long format is the following:


$sql = "SELECT *"
    . "FROM `post` "
    . "WHERE `id` = 121 ";








5.3 arrays


For arrays we’re using PHP 5.4 short array syntax.



Numerically indexed



		Do not use negative numbers as array indexes.





Use the following formatting when declaring array:


$arr = [3, 14, 15, 'Yii', 'Framework'];



If there are too many elements for a single line:


$arr = [
    3, 14, 15,
    92, 6, $test,
    'Yii', 'Framework',
];






Associative


Use the following format for associative arrays:


$config = [
    'name'  => 'Yii',
    'options' => ['usePHP' => true],
];








5.4 control statements



		Control statement condition must have single space before and after parenthesis.


		Operators inside of parenthesis should be separated by spaces.


		Opening brace is on the same line.


		Closing brace is on a new line.


		Always use braces for single line statements.





if ($event === null) {
    return new Event();
}
if ($event instanceof CoolEvent) {
    return $event->instance();
}
return null;


// the following is NOT allowed:
if (!$model && null === $event)
    throw new Exception('test');



Prefer avoiding else after return where it makes sense.
Use guard conditions [http://refactoring.com/catalog/replaceNestedConditionalWithGuardClauses.html].


$result = $this->getResult();
if (empty($result)) {
  return true;
} else {
  // process result
}



is better as


$result = $this->getResult();
if (empty($result)) {
  return true;
}

// process result




switch


Use the following formatting for switch:


switch ($this->phpType) {
    case 'string':
        $a = (string) $value;
        break;
    case 'integer':
    case 'int':
        $a = (int) $value;
        break;
    case 'boolean':
        $a = (bool) $value;
        break;
    default:
        $a = null;
}








5.5 function calls


doIt(2, 3);

doIt(['a' => 'b']);

doIt('a', [
    'a' => 'b',
    'c' => 'd',
]);






5.6 Anonymous functions (lambda) declarations


Note space between function/use tokens and open parenthesis:


// good
$n = 100;
$sum = array_reduce($numbers, function ($r, $x) use ($n) {
    $this->doMagic();
    $r += $x * $n;
    return $r;
});

// bad
$n = 100;
$mul = array_reduce($numbers, function($r, $x) use($n) {
    $this->doMagic();
    $r *= $x * $n;
    return $r;
});








Documentation



		Refer to phpDoc [http://phpdoc.org/] for documentation syntax.





		Code without documentation is not allowed.





		All class files must contain a “file-level” docblock at the top of each file
and a “class-level” docblock immediately above each class.





		There is no need to use @return if method does return nothing.





		All virtual properties in classes that extend from yii\base\Object
are documented with an @property tag in the class doc block.
These annotations are automatically generated from the @return or @param
tag in the corresponding getter or setter by running ./build php-doc in the build directory.
You may add an @property tag
to the getter or setter to explicitly give a documentation message for the property
introduced by these methods when description differs from what is stated
in @return. Here is an example:


  <?php
  /**
   * Returns the errors for all attribute or a single attribute.
   * @param string $attribute attribute name. Use null to retrieve errors for all attributes.
   * @property array An array of errors for all attributes. Empty array is returned if no error.
   * The result is a two-dimensional array. See [[getErrors()]] for detailed description.
   * @return array errors for all attributes or the specified attribute. Empty array is returned if no error.
   * Note that when returning errors for all attributes, the result is a two-dimensional array, like the following:
   * ...
   */
  public function getErrors($attribute = null)










File


<?php
/**
 * @link http://www.yiiframework.com/
 * @copyright Copyright (c) 2008 Yii Software LLC
 * @license http://www.yiiframework.com/license/
 */






Class


/**
 * Component is the base class that provides the *property*, *event* and *behavior* features.
 *
 * @include @yii/docs/base-Component.md
 *
 * @author Qiang Xue <qiang.xue@gmail.com>
 * @since 2.0
 */
class Component extends \yii\base\Object






Function / method


/**
 * Returns the list of attached event handlers for an event.
 * You may manipulate the returned [[Vector]] object by adding or removing handlers.
 * For example,
 *
 * ~~~
 * $component->getEventHandlers($eventName)->insertAt(0, $eventHandler);
 * ~~~
 *
 * @param string $name the event name
 * @return Vector list of attached event handlers for the event
 * @throws Exception if the event is not defined
 */
public function getEventHandlers($name)
{
    if (!isset($this->_e[$name])) {
        $this->_e[$name] = new Vector;
    }
    $this->ensureBehaviors();
    return $this->_e[$name];
}






Markdown


As you can see in the examples above we use markdown to format the phpDoc comments.


There is additional syntax for cross linking between classes, methods and properties in the documentation:



		'[[canSetProperty]] will create a link to the canSetProperty method or property of the same class.


		'[[Component::canSetProperty]] will create a link to canSetProperty method of the class Component in the same namespace.


		'[[yii\base\Component::canSetProperty]] will create a link to canSetProperty method of the class Component in namespace yii\base.


		'[[Component]] will create a link to the Component class in the same namespace. Adding namespace to the class name is also possible here.





To give one of the above mentioned links another label than the class or method name you can use the syntax shown in the following example:


... as displayed in the [[header|header cell]].



The part before the | is the method, property or class reference while the part after | is the link label.


It is also possible to link to the Guide using the following syntax:


[link to guide](guide:file-name.md)
[link to guide](guide:file-name.md#subsection)






Comments



		One-line comments should be started with // and not #.


		One-line comment should be on its own line.










Additional rules



=== [] vs empty()


Use empty() where possible.





multiple return points


Return early when conditions nesting starts to get cluttered. If the method is short it doesn’t matter.





self vs. static


Always use static except the following cases:



		accessing constants MUST be done via self: self::MY_CONSTANT


		accessing private static properties MUST be done via self: self::$_events


		It is allowed to use self for recursion to call current implementation again instead of extending classes implementation.








value for “don’t do something”


Properties allowing to configure component not to do something should accept value of false. null, '', or [] should not be assumed as such.





Directory/namespace names



		use lower case


		use plural form for nouns which represent objects (e.g. validators)


		use singular form for names representing relevant functionality/features (e.g. web)
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ルーティング


リソースとコントローラのクラスが準備できたら、通常のウェブアプリケーションと同じように、http://localhost/index.php?r=user/create というような URL を使ってリソースにアクセスすることが出来ます。


実際には、綺麗な URL を有効にして HTTP 動詞を利用したいというのが普通でしょう。
例えば、POST /users というリクエストが user/create アクションへのアクセスを意味するようにしたいでしょう。
これは、アプリケーションの構成情報で urlManager アプリケーションコンポーネントを次のように構成することによって容易に達成することが出来ます。


'urlManager' => [
    'enablePrettyUrl' => true,
    'enableStrictParsing' => true,
    'showScriptName' => false,
    'rules' => [
        ['class' => 'yii\rest\UrlRule', 'controller' => 'user'],
    ],
]



ウェブアプリケーションの URL 管理と比べたときに、上記で目に付く新しいことは、RESTful API リクエストのルーティングに [[yii\rest\UrlRule]] を使用していることです。
この特殊な URL 規則クラスが、一揃いの子 URL 規則を作成して、指定されたコントローラのルーティングと URL 生成をサポートします。
例えば、上記のコードは、おおむね下記の規則と等価です。


[
    'PUT,PATCH users/<id>' => 'user/update',
    'DELETE users/<id>' => 'user/delete',
    'GET,HEAD users/<id>' => 'user/view',
    'POST users' => 'user/create',
    'GET,HEAD users' => 'user/index',
    'users/<id>' => 'user/options',
    'users' => 'user/options',
]



そして、次の API エンドポイントがこの規則によってサポートされます。



		GET /users: 全てのユーザをページごとにリストする。


		HEAD /users: ユーザ一覧の概要を示す。


		POST /users: 新しいユーザを作成する。


		GET /users/123: ユーザ 123 の詳細を返す。


		HEAD /users/123: ユーザ 123 の概要情報を示す。


		PATCH /users/123 と PUT /users/123: ユーザ 123 を更新する。


		DELETE /users/123: ユーザ 123 を削除する。


		OPTIONS /users: エンドポイント /users に関してサポートされる動詞を示す。


		OPTIONS /users/123: エンドポイント /users/123 に関してサポートされる動詞を示す。





only および except オプションを構成すると、それぞれ、どのアクションをサポートするか、また、どのアクションを無効にするかを明示的に指定することが出来ます。
例えば、


[
    'class' => 'yii\rest\UrlRule',
    'controller' => 'user',
    'except' => ['delete', 'create', 'update'],
],



また、patterns あるいは extraPatterns を構成して、既存のパターンを再定義したり、この規則によってサポートされる新しいパターンを追加したりすることも出来ます。
例えば、エンドポイント GET /users/search によって新しいアクション search をサポートするためには、extraPatterns オプションを次のように構成します。


[
    'class' => 'yii\rest\UrlRule',
    'controller' => 'user',
    'extraPatterns' => [
        'GET search' => 'search',
    ],
]



エンドポイントの URL ではコントローラ ID user が users という複数形で出現していることに気が付いたかもしれません。
これは、[[yii\rest\UrlRule]] が子 URL 規則を作るときに、コントローラの ID を自動的に複数形にするためです。
この振る舞いは [[yii\rest\UrlRule::pluralize]] を false に設定することで無効にすることが出来ます。



Info|情報: コントローラ ID の複数形化は [[yii\helpers\Inflector::pluralize()]] によって行われます。
このメソッドは特殊な複数形の規則を考慮します。
例えば、box という単語の複数形は boxs ではなく boxes になります。



自動的な複数形化があなたの要求を満たさない場合は、[[yii\rest\UrlRule::controller]] プロパティを構成して、エンドポイント URL で使用される名前とコントローラ ID の対応を明示的に指定することも可能です。
例えば、次のコードはエンドポイント名 u をコントローラ ID user に割り当てます。


[
    'class' => 'yii\rest\UrlRule',
    'controller' => ['u' => 'user'],
]
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服务定位器


服务定位器是一个了解如何提供各种应用所需的服务（或组件）的对象。在服务定位器中，每个组件都只有一个单独的实例，并通过ID 唯一地标识。用这个 ID 就能从服务定位器中得到这个组件。


在 Yii 中，服务定位器是 [[yii\di\ServiceLocator]] 或其子类的一个实例。


最常用的服务定位器是application（应用）对象，可以通过 \Yii::$app 访问。它所提供的服务被称为application components（应用组件），比如：request、response、urlManager 组件。可以通过服务定位器所提供的功能，非常容易地配置这些组件，或甚至是用你自己的实现替换掉他们。


除了 application 对象，每个模块对象本身也是一个服务定位器。


要使用服务定位器，第一步是要注册相关组件。组件可以通过 [[yii\di\ServiceLocator::set()]] 方法进行注册。以下的方法展示了注册组件的不同方法：


use yii\di\ServiceLocator;
use yii\caching\FileCache;

$locator = new ServiceLocator;

// 通过一个可用于创建该组件的类名，注册 "cache" （缓存）组件。
$locator->set('cache', 'yii\caching\ApcCache');

// 通过一个可用于创建该组件的配置数组，注册 "db" （数据库）组件。
$locator->set('db', [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
]);

// 通过一个能返回该组件的匿名函数，注册 "search" 组件。
$locator->set('search', function () {
    return new app\components\SolrService;
});

// 用组件注册 "pageCache" 组件
$locator->set('pageCache', new FileCache);



一旦组件被注册成功，你可以任选以下两种方式之一，通过它的 ID 访问它：


$cache = $locator->get('cache');
// 或者
$cache = $locator->cache;



如上所示， [[yii\di\ServiceLocator]] 允许通过组件 ID 像访问一个属性值那样访问一个组件。当你第一次访问某组件时，[[yii\di\ServiceLocator]] 会通过该组件的注册信息创建一个该组件的实例，并返回它。之后，如果再次访问，则服务定位器会返回同一个实例。


你可以通过 [[yii\di\ServiceLocator::has()]] 检查某组件 ID 是否被注册。若你用一个无效的 ID 调用 [[yii\di\ServiceLocator::get()]]，则会抛出一个异常。


因为服务定位器，经常会在创建时附带配置信息，因此我们提供了一个可写的属性，名为 [[yii\di\ServiceLocator::setComponents()|components]]，这样就可以配置该属性，或一次性注册多个组件。下面的代码展示了如何用一个配置数组，配置一个应用并注册”db”，”cache” 和 “search” 三个组件：


return [
    // ...
    'components' => [
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=demo',
            'username' => 'root',
            'password' => '',
        ],
        'cache' => 'yii\caching\ApcCache',
        'search' => function () {
            return new app\components\SolrService;
        },
    ],
];
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Caching


Caching is a cheap and effective way to improve the performance of a Web application. By storing relatively
static data in cache and serving it from cache when requested, the application saves the time that would be
required to generate the data from scratch every time.


Caching can occur at different levels and places in a Web application. On the server side, at the lower level,
cache may be used to store basic data, such as a list of most recent article information fetched from database;
and at the higher level, cache may be used to store fragments or whole of Web pages, such as the rendering result
of the most recent articles. On the client side, HTTP caching may be used to keep most recently visited page content in
the browser cache.


Yii supports all these caching mechanisms:



		Data caching


		Fragment caching


		Page caching


		HTTP caching
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Git workflow for Yii 2 contributors


So you want to contribute to Yii? Great! But to increase the chances of your changes being accepted quickly, please
follow the following steps (the first 2 steps only need to be done the first time you contribute). If you are new to git
and github, you might want to first check out github help [http://help.github.com/], try git [https://try.github.com]
or learn something about git internal data model [http://nfarina.com/post/9868516270/git-is-simpler].



1. Fork [http://help.github.com/fork-a-repo/] the Yii repository on github and clone your fork to your development


environment


git clone git@github.com:YOUR-GITHUB-USERNAME/yii2.git



If you have trouble setting up GIT with GitHub in Linux, or are getting errors like “Permission Denied (publickey)”,
then you must setup your GIT installation to work with GitHub [http://help.github.com/linux-set-up-git/]





2. Add the main Yii repository as an additional git remote called “upstream”


Change to the directory where you cloned Yii, normally, “yii2”. Then enter the following command:


git remote add upstream git://github.com/yiisoft/yii2.git






3. Make sure there is an issue created for the thing you are working on if it requires significant effort to fix


All new features and bug fixes should have an associated issue to provide a single point of reference for discussion
and documentation. Take a few minutes to look through the existing issue list for one that matches the contribution you
intend to make. If you find one already on the issue list, then please leave a comment on that issue indicating you
intend to work on that item. If you do not find an existing issue matching what you intend to work on, please open a
new issue for your item or create a pull request directly if it is straightforward fix. This will allow the team to review your suggestion, and provide appropriate feedback along
the way.



For small changes or documentation issues or straightforward fixes, you don’t need to create an issue, a pull request is enough in this case.






4. Fetch the latest code from the main Yii branch


git fetch upstream



You should start at this point for every new contribution to make sure you are working on the latest code.





5. Create a new branch for your feature based on the current Yii master branch



That’s very important since you will not be able to submit more than one pull request from your account if you’ll
use master.



Each separate bug fix or change should go in its own branch. Branch names should be descriptive and start with
the number of the issue that your code relates to. If you aren’t fixing any particular issue, just skip number.
For example:


git checkout upstream/master
git checkout -b 999-name-of-your-branch-goes-here






6. Do your magic, write your code


Make sure it works :)


Unit tests are always welcome. Tested and well covered code greatly simplifies the task of checking your contributions.
Failing unit tests as issue description are also accepted.





7. Update the CHANGELOG


Edit the CHANGELOG file to include your change, you should insert this at the top of the file under the
“Work in progress” heading, the line in the change log should look like one of the following:


Bug #999: a description of the bug fix (Your Name)
Enh #999: a description of the enhancement (Your Name)



#999 is the issue number that the Bug or Enh is referring to.
The changelog should be grouped by type (Bug,Enh) and ordered by issue number.


For very small fixes, e.g. typos and documentation changes, there is no need to update the CHANGELOG.





8. Commit your changes


add the files/changes you want to commit to the staging area [http://gitref.org/basic/#add] with


git add path/to/my/file.php



You can use the -p option to select the changes you want to have in your commit.


Commit your changes with a descriptive commit message. Make sure to mention the ticket number with #XXX so github will
automatically link your commit with the ticket:


git commit -m "A brief description of this change which fixes #42 goes here"






9. Pull the latest Yii code from upstream into your branch


git pull upstream master



This ensures you have the latest code in your branch before you open your pull request. If there are any merge conflicts,
you should fix them now and commit the changes again. This ensures that it’s easy for the Yii team to merge your changes
with one click.





10. Having resolved any conflicts, push your code to github


git push -u origin 999-name-of-your-branch-goes-here



The -u parameter ensures that your branch will now automatically push and pull from the github branch. That means
if you type git push the next time it will know where to push to.





11. Open a pull request [http://help.github.com/send-pull-requests/] against upstream.


Go to your repository on github and click “Pull Request”, choose your branch on the right and enter some more details
in the comment box. To link the pull request to the issue put anywhere in the pull comment #999 where 999 is the
issue number.



Note that each pull-request should fix a single change.






12. Someone will review your code


Someone will review your code, and you might be asked to make some changes, if so go to step #6 (you don’t need to open
another pull request if your current one is still open). If your code is accepted it will be merged into the main branch
and become part of the next Yii release. If not, don’t be disheartened, different people need different features and Yii
can’t be everything to everyone, your code will still be available on github as a reference for people who need it.





13. Cleaning it up


After your code was either accepted or declined you can delete branches you’ve worked with from your local repository
and origin.


git checkout master
git branch -D 999-name-of-your-branch-goes-here
git push origin --delete 999-name-of-your-branch-goes-here






Note:


To detect regressions early every merge to the Yii codebase on github will be picked up by
Travis CI [http://travis-ci.org] for an automated testrun. As core team doesn’t wish to overtax this service,
[ci skip] [http://about.travis-ci.org/docs/user/how-to-skip-a-build/] will be included to the merge description if
the pull request:



		affect javascript, css or image files only,


		updates the documentation,


		modify fixed strings only (e.g. translation updates)





Doing so will save travis from commencing testruns on changes that are not covered by tests in the first place.





Command overview (for advanced contributors)


git clone git@github.com:YOUR-GITHUB-USERNAME/yii2.git
git remote add upstream git://github.com/yiisoft/yii2.git



git fetch upstream
git checkout upstream/master
git checkout -b 999-name-of-your-branch-goes-here

/* do your magic, update changelog if needed */

git add path/to/my/file.php
git commit -m "A brief description of this change which fixes #42 goes here"
git pull upstream master
git push -u origin 999-name-of-your-branch-goes-here
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データプロバイダ



Note|注意: この節はまだ執筆中です。



データプロバイダは、 [[yii\data\DataProviderInterface]] によってデータセットを抽象化し、ページネーションと並べ替えを処理します。
グリッドやリストなどのデータウィジェット で使用することが出来ます。


Yii は三つのデータプロバイダを内蔵しています。すなわち、[[yii\data\ActiveDataProvider]]、[[yii\data\ArrayDataProvider]] そして [[yii\data\SqlDataProvider]] です。



アクティブデータプロバイダ


ActiveDataProvider は [[yii\db\Query]] および [[yii\db\ActiveQuery]] を使って DB クエリを実行して、データを提供します。


次のコードは、これを使って、ActiveRecord のインスタンスを提供する例です。


$provider = new ActiveDataProvider([
    'query' => Post::find(),
    'pagination' => [
        'pageSize' => 20,
    ],
]);

// 現在のページの投稿を取得する
$posts = $provider->getModels();



そして次の例は、ActiveRecord なしで ActiveDataProvider を使う方法を示すものです。


$query = new Query();
$provider = new ActiveDataProvider([
    'query' => $query->from('post'),
    'sort' => [
        // デフォルトのソートを name ASC, created_at DESC とする
        'defaultOrder' => [
            'name' => SORT_ASC, 
            'created_at' => SORT_DESC
        ]
    ],
    'pagination' => [
        'pageSize' => 20,
    ],
]);

// 現在のページの投稿を取得する
$posts = $provider->getModels();






配列データプロバイダ


ArrayDataProvider はデータの配列に基づいたデータプロバイダを実装するものです。


[[yii\data\ArrayDataProvider::$allModels]] プロパティが、並べ替えやページネーションの対象となるデータの全てのモデルを含みます。
ArrayDataProvider は、並べ替えとページネーションを実行した後に、データを提供します。
[[yii\data\ArrayDataProvider::$sort]] および [[yii\data\ArrayDataProvider::$pagination]] のプロパティを構成して、並べ替えとページネーションの動作をカスタマイズすることが出来ます。


[[yii\data\ArrayDataProvider::$allModels]] 配列の要素は、オブジェクト (例えば、モデルのオブジェクト) であるか、連想配列 (例えば、DAO のクエリ結果) であるかの、どちらかです。
[[yii\data\ArrayDataProvider::$key]] プロパティには、必ず、データレコードを一意的に特定出来るフィールドの名前をセットするか、そのようなフィールドがない場合は false をセットするかしなければなりません。


ActiveDataProvider と比較すると、ArrayDataProvider は、[[yii\data\ArrayDataProvider::$allModels]] を準備して持たなければならないため、効率が良くありません。


ArrayDataProvider は次のようにして使用することが出来ます。


$query = new Query();
$provider = new ArrayDataProvider([
    'allModels' => $query->from('post')->all(),
    'sort' => [
        'attributes' => ['id', 'username', 'email'],
    ],
    'pagination' => [
        'pageSize' => 10,
    ],
]);
// 現在のページの投稿を取得する
$posts = $provider->getModels();




Note|注意: 並べ替えの機能を使いたいときは、どのカラムがソート出来るかをプロバイダが知ることが出来るように、[[sort]] プロパティを構成しなければなりません。






SQL データプロバイダ


SqlDataProvider は、素の SQL 文に基づいたデータプロバイダを実装するものです。
これは、各要素がクエリ結果の行を表す配列の形式でデータを提供します。


他のプロバイダ同様に、SqlDataProvider も、並べ替えとページネーションをサポートしています。
並べ替えとページネーションは、与えられた [[yii\data\SqlDataProvider::$sql]] 文を “ORDER BY” 句および “LIMIT” 句で修正することによって実行されます。
[[yii\data\SqlDataProvider::$sort]] および [[yii\data\SqlDataProvider::$pagination]] のプロパティを構成して、並べ替えとページネーションの動作をカスタマイズすることが出来ます。


SqlDataProvider は次のようにして使用することが出来ます。


$count = Yii::$app->db->createCommand('
    SELECT COUNT(*) FROM user WHERE status=:status
', [':status' => 1])->queryScalar();

$dataProvider = new SqlDataProvider([
    'sql' => 'SELECT * FROM user WHERE status=:status',
    'params' => [':status' => 1],
    'totalCount' => $count,
    'sort' => [
        'attributes' => [
            'age',
            'name' => [
                'asc' => ['first_name' => SORT_ASC, 'last_name' => SORT_ASC],
                'desc' => ['first_name' => SORT_DESC, 'last_name' => SORT_DESC],
                'default' => SORT_DESC,
                'label' => 'Name',
            ],
        ],
    ],
    'pagination' => [
        'pageSize' => 20,
    ],
]);

// 現在のページの user のレコードを取得する
$models = $dataProvider->getModels();




Note|注意: ページネーションの機能を使いたい場合は、[[yii\data\SqlDataProvider::$totalCount]] プロパティに (ページネーション無しの) 総行数を設定しなければなりません。
そして、並べ替えの機能を使いたい場合は、どのカラムがソート出来るかをプロバイダが知ることが出来るように、[[yii\data\SqlDataProvider::$sort]] プロパティを構成しなければなりません。






あなた自身のカスタムデータプロバイダを実装する


(内容未定)
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从 Yii 1.1 升级


2.0 版框架是完全重写的，在 1.1 和 2.0 两个版本之间存在相当多差异。因此从 1.1 版升级并不像小版本间的跨越那么简单，通过本指南你将会了解两个版本间主要的不同之处。


如果你之前没有用过 Yii 1.1，可以跳过本章，直接从”入门篇“开始读起。


请注意，Yii 2.0 引入了很多本章并没有涉及到的新功能。强烈建议你通读整部权威指南来了解所有新特性。这样有可能会发现一些以前你要自己开发的功能，而现在已经被包含在核心代码中了。



安装


Yii 2.0 完全拥抱 Composer [https://getcomposer.org/]，它是事实上的 PHP 依赖管理工具。核心框架以及扩展的安装都通过 Composer 来处理。想要了解更多如何安装 Yii 2.0 请参阅本指南的 安装 Yii 章节。如果你想创建新扩展，或者把你已有的 Yii 1.1 的扩展改写成兼容 2.0 的版本，你可以参考 创建扩展 章节。





PHP 需求


Yii 2.0 需要 PHP 5.4 或更高版本，该版本相对于 Yii 1.1 所需求的 PHP 5.2 而言有巨大的改进。因此在语言层面上有很多的值得注意的不同之处。下面是 PHP 层的主要变化汇总：



		命名空间 [http://php.net/manual/zh/language.namespaces.php]


		匿名函数 [http://php.net/manual/zh/functions.anonymous.php]


		数组短语法 [...元素...] 用于取代 array(...元素...)


		视图文件中的短格式 echo 标签 <?=，自 PHP 5.4 起总会被识别并且合法，无论 short_open_tag 的设置是什么，可以安全使用。


		SPL 类和接口 [http://php.net/manual/zh/book.spl.php]


		延迟静态绑定 [http://php.net/manual/zh/language.oop5.late-static-bindings.php]


		日期和时间 [http://php.net/manual/zh/book.datetime.php]


		Traits [http://php.net/manual/zh/language.oop5.traits.php]


		intl [http://php.net/manual/zh/book.intl.php] Yii 2.0 使用 PHP 扩展 intl 来支持国际化的相关功能。








命名空间


Yii 2.0 里最明显的改动就数命名空间的使用了。几乎每一个核心类都引入了命名空间，比如 yii\web\Request。1.1 版类名前缀 “C” 已经不再使用。当前的命名方案与目录结构相吻合。例如，yii\web\Request 就表明对应的类文件是 Yii 框架文件夹下的 web/Request.php 文件。


有了 Yii 的类自动加载器，你可以直接使用全部核心类而不需要显式包含具体文件。





组件（Component）与对象（Object）


Yii 2.0 把 1.1 中的 CComponent 类拆分成了两个类：[[yii\base\Object]] 和 [[yii\base\Component]]。[[yii\base\Object|Object]] 类是一个轻量级的基类，你可以通过 getters 和 setters 来定义对象的属性。[[yii\base\Component|Component]] 类继承自 [[yii\base\Object|Object]]，同时进一步支持 事件 和 行为。


如果你不需要用到事件或行为，应该考虑使用 [[yii\base\Object|Object]] 类作为基类。这种类通常用来表示基本的数据结构。





对象的配置


[[yii\base\Object|Object]] 类引入了一种统一对象配置的方法。所有 [[yii\base\Object|Object]] 的子类都应该用以下方法声明它的构造方法（如果需要的话），以正确配置它自身：


class MyClass extends \yii\base\Object
{
    public function __construct($param1, $param2, $config = [])
    {
        // ... 配置生效前的初始化过程

        parent::__construct($config);
    }

    public function init()
    {
        parent::init();

        // ... 配置生效后的初始化过程
    }
}



在上面的例子里，构造方法的最后一个参数必须传入一个配置数组，包含一系列用于在方法结尾初始化相关属性的键值对。你可以重写 [[yii\base\Object::init()|init()]] 方法来执行一些需要在配置生效后进行的初始化工作。


你可以通过遵循以下约定俗成的编码习惯，来使用配置数组创建并配置新的对象：


$object = Yii::createObject([
    'class' => 'MyClass',
    'property1' => 'abc',
    'property2' => 'cde',
], [$param1, $param2]);



更多有关配置的细节可以在配置章节找到。





事件（Event）


在 Yii 1 中，通常通过定义 on 开头的方法（例如 onBeforeSave）来创建事件。而在 Yii 2 中，你可以使用任意的事件名了。同时通过调用 [[yii\base\Component::trigger()|trigger()]] 方法来触发相关事件：


$event = new \yii\base\Event;
$component->trigger($eventName, $event);



要给事件附加一个事件事件处理器，需要使用 [[yii\base\Component::on()|on()]] 方法：


$component->on($eventName, $handler);
// 解除事件处理器，使用 off 方法：
// $component->off($eventName, $handler);



事件功能还有更多增强之处。要了解它们，请查看事件章节。





路径别名（Path Alias）


Yii 2.0 将路径别名的应用扩大至文件/目录路径和 URL。Yii 2.0 中路径别名必须以 @ 符号开头，以区别于普通文件目录路径或 URL。例如 @yii 就是指向 Yii 安装目录的别名。绝大多数 Yii 核心代码都支持别名。例如 [[yii\caching\FileCache::cachePath]] 就同时支持路径别名或普通的目录地址。


路径别名也和类的命名空间密切相关。建议给每一个根命名空间定义一个路径别名，从而无须额外配置，便可启动 Yii 的类自动加载机制。例如，因为有 @yii 指向 Yii 安装目录，那类似 yii\web\Request 的类就能被 Yii 自动加载。同理，若你用了一个第三方的类库，如 Zend Framework，你只需定义一个名为 @Zend 的路径别名指向该框架的安装目录。之后 Yii 就可以自动加载任意 Zend Framework 中的类了。


更多路径别名信息请参阅路径别名章节。





视图（View）


Yii 2 中视图最明显的改动是视图内的特殊变量 $this 不再指向当前控制器或小部件，而是指向视图对象，它是 2.0 中引入的全新概念。视图对象为 [[yii\web\View]] 的实例，他代表了 MVC 模式中的视图部分。如果你想要在视图中访问一个控制器或小部件，可以使用 $this->context。


要在其他视图里渲染一个局部视图，使用 $this->render()，而不是 $this->renderPartial()。render() 现在只返回渲染结果，而不是直接显示它，所以现在你必须显式地把它 echo 出来。像这样：


echo $this->render('_item', ['item' => $item]);



除了使用 PHP 作为主要的模板语言，Yii 2.0 也装备了两种流行模板引擎的官方支持：Smarty 和 Twig。过去的 Prado 模板引擎不再被支持。要使用这些模板引擎，你需要配置 view 应用组件，给它设置 [[yii\base\View::$renderers|View::$renderers]] 属性。具体请参阅模板引擎章节。





模型（Model）


Yii 2.0 使用 [[yii\base\Model]] 作为模型基类，类似于 1.1 的 CModel 。CFormModel 被完全弃用了，现在要创建表单模型类，可以通过继承 [[yii\base\Model]] 类来实现。


Yii 2.0 引进了名为 [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]] 的新方法来声明支持的场景，并指明在哪个场景下某属性必须经过验证，可否被视为安全值等等。如：


public function scenarios()
{
    return [
        'backend' => ['email', 'role'],
        'frontend' => ['email', '!role'],
    ];
}



上面的代码声明了两个场景：backend 和 frontend 。对于 backend 场景，email 和 role 属性值都是安全的，且能进行批量赋值。对于 frontend 场景，email 能批量赋值而 role 不能。 email 和 role 都必须通过规则验证。


[[yii\base\Model::rules()|rules()]] 方法仍用于声明验证规则。注意，由于引入了 [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]]，现在已经没有 unsafe 验证器了。


大多数情况下，如果 [[yii\base\Model::rules()|rules()]] 方法内已经完整地指定场景了，那就不必覆写 [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]]，也不必声明 unsafe 属性值。


要了解更多有关模型的细节，请参考模型章节。





控制器（Controller）


Yii 2.0 使用 [[yii\web\Controller]] 作为控制器的基类，它类似于 1.1 的 CController。使用 [[yii\base\Action]] 作为操作类的基类。


这些变化最明显的影响是，当你在写控制器操作的代码时，应该返回（return）要渲染的内容而不是输出（echo）它：


public function actionView($id)
{
    $model = \app\models\Post::findOne($id);
    if ($model) {
        return $this->render('view', ['model' => $model]);
    } else {
        throw new \yii\web\NotFoundHttpException;
    }
}



请查看控制器（Controller）章节了解有关控制器的更多细节。





小部件（Widget）


Yii 2.0 使用 [[yii\base\Widget]] 作为小部件基类，类似于 1.1 的 CWidget。


为了让框架获得更好的 IDE 支持，Yii 2.0 引进了一个调用小部件的新语法。包含 [[yii\base\Widget::begin()|begin()]]，[[yii\base\Widget::end()|end()]] 和 [[yii\base\Widget::widget()|widget()]] 三个静态方法，用法如下：


use yii\widgets\Menu;
use yii\widgets\ActiveForm;

// 注意必须 **"echo"** 结果以显示内容
echo Menu::widget(['items' => $items]);

// 传递一个用于初始化对象属性的数组
$form = ActiveForm::begin([
    'options' => ['class' => 'form-horizontal'],
    'fieldConfig' => ['inputOptions' => ['class' => 'input-xlarge']],
]);
... 表单输入栏都在这里 ...
ActiveForm::end();



更多细节请参阅小部件章节。





主题（Theme）


2.0 主题的运作方式跟以往完全不同了。它们现在基于路径映射机制，该机制会把一个源视图文件的路径映射到一个主题视图文件路径。举例来说，如果路径映射为 ['/web/views' => '/web/themes/basic']，那么 /web/views/site/index.php 视图经过主题修饰的版本就会是 /web/themes/basic/site/index.php。也因此让主题现在可以应用在任何视图文件之上，甚至是渲染控制器上下文环境之外的视图文件或小部件。


同样，CThemeManager 组件已经被移除了。取而代之的 theme 成为了 view 应用组件的一个可配置属性。


更多细节请参考主题章节。





控制台应用（Console Application）


控制台应用现在如普通的 Web 应用程序一样，由控制器组成，控制台的控制器继承自 [[yii\console\Controller]]，类似于 1.1 的 CConsoleCommand。


运行控制台命令使用 yii <route>，其中 <route> 代表控制器的路由（如 sitemap/index）。额外的匿名参数传递到对应的控制器操作方法，而有名的参数根据 [[yii\console\Controller::options()]] 的声明来解析。


Yii 2.0 支持基于代码注释自动生成相的关命令行帮助（help）信息。


更多细节请参阅控制台命令章节。





国际化（I18N）


Yii 2.0 移除了原来内置的日期格式器和数字格式器，为了支持 PECL intl PHP module [http://pecl.php.net/package/intl]（PHP 的国际化扩展）的使用。


消息翻译现在由 i18n 应用组件执行。该组件管理一系列消息源，允许使用基于消息类别的不同消息源。


更多细节请参阅国际化（Internationalization）章节。





操作过滤器（Action Filters）


操作的过滤现在通过行为（behavior）来实现。要定义一个新的，自定义的过滤器，请继承 [[yii\base\ActionFilter]] 类。要使用一个过滤器，需要把过滤器类作为一个 behavior 绑定到控制器上。例如，要使用 [[yii\filters\AccessControl]] 过滤器，你需要在控制器内添加如下代码：


public function behaviors()
{
    return [
        'access' => [
            'class' => 'yii\filters\AccessControl',
            'rules' => [
                ['allow' => true, 'actions' => ['admin'], 'roles' => ['@']],
            ],
        ],
    ];
}



更多细节请参考过滤器章节。





前端资源（Assets）


Yii 2.0 引入了一个新的概念，称为资源包（Asset Bundle），以代替 1.1 的脚本包概念。


一个资源包是一个目录下的资源文件集合（如 JavaScript 文件、CSS 文件、图片文件等）。每一个资源包被表示为一个类，该类继承自 [[yii\web\AssetBundle]]。用 [[yii\web\AssetBundle::register()]] 方法注册一个资源包后，就使它的资源可被 Web 访问了，注册了资源包的页面会自动包含和引用资源包内指定的 JS 和 CSS 文件。


更多细节请参阅 前端资源管理（Asset） 章节。





助手类（Helpers）


Yii 2.0 很多常用的静态助手类，包括：



		[[yii\helpers\Html]]


		[[yii\helpers\ArrayHelper]]


		[[yii\helpers\StringHelper]]


		[[yii\helpers\FileHelper]]


		[[yii\helpers\Json]]





请参考助手一览 章节来了解更多。





表单


Yii 2.0 引进了表单栏（field）的概念，用来创建一个基于 [[yii\widgets\ActiveForm]] 的表单。一个表单栏是一个由标签、输入框、错误消息（可能还有提示文字）组成的容器，被表示为一个 [[yii\widgets\ActiveField|ActiveField]] 对象。使用表单栏建立表单的过程比以前更整洁利落：


<?php $form = yii\widgets\ActiveForm::begin(); ?>
    <?= $form->field($model, 'username') ?>
    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>
    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('Login') ?>
    </div>
<?php yii\widgets\ActiveForm::end(); ?>



请参考创建表单章节来了解更多细节。





查询生成器（Query Builder）


Yii 1.1 中，查询语句的生成分散在多个类中，包括 CDbCommand，CDbCriteria 以及 CDbCommandBuilder。Yii 2.0 以 [[yii\db\Query|Query]] 对象的形式表示一个数据库查询，这个对象使用 [[yii\db\QueryBuilder|QueryBuilder]] 在幕后生成 SQL 语句。例如：


$query = new \yii\db\Query();
$query->select('id, name')
      ->from('user')
      ->limit(10);

$command = $query->createCommand();
$sql = $command->sql;
$rows = $command->queryAll();



最重要的是，这些查询生成方法还可以和活动记录配合使用。


请参考查询生成器（Query Builder）章节了解更多内容。





活动记录（Active Record）


Yii 2.0 的活动记录改动了很多。两个最显而易见的改动分别涉及查询语句的生成（query building）和关联查询的处理（relational query handling）。


1.1 中的 CDbCriteria 类在 Yii 2 中被 [[yii\db\ActiveQuery]] 所替代。这个类是继承自 [[yii\db\Query]]，因此也继承了所有查询生成方法。开始拼装一个查询可以调用 [[yii\db\ActiveRecord::find()]] 方法进行：


// 检索所有“活动的”客户和订单，并以 ID 排序：
$customers = Customer::find()
    ->where(['status' => $active])
    ->orderBy('id')
    ->all();



要声明一个关联关系，只需简单地定义一个 getter 方法来返回一个 [[yii\db\ActiveQuery|ActiveQuery]] 对象。getter 方法定义的属性名代表关联表名称。如，以下代码声明了一个名为 orders 的关系（1.1 中必须在 relations() 方法内声明关系）：


class Customer extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getOrders()
    {
        return $this->hasMany('Order', ['customer_id' => 'id']);
    }
}



现在你就可以通过调用 $customer->orders 来访问关联表中某用户的订单了。你还可以用以下代码进行一场指定条件的实时关联查询：


$orders = $customer->getOrders()->andWhere('status=1')->all();



当贪婪加载一段关联关系时，Yii 2.0 和 1.1 的运作机理并不相同。具体来说，在 1.1 中使用一条 JOIN 语句同时查询主表和关联表记录。在 Yii 2.0 中会使用两个没有 JOIN 的 SQL 语句：第一条语句取回主表记录，第二条通过主表记录经主键筛选后查询关联表记录。


当生成返回大量记录的查询时，可以链式书写 [[yii\db\ActiveQuery::asArray()|asArray()]] 方法，这样会以数组的形式返回查询结果，而不必返回
[[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]] 对象，这能显著降低因大量记录读取所消耗的 CPU 时间和内存。如：


$customers = Customer::find()->asArray()->all();



另一个改变是你不能再通过公共变量定义属性（Attribute）的默认值了。如果你需要这么做的话，可以在你的记录类的 init 方法中设置它们。


public function init()
{
    parent::init();
    $this->status = self::STATUS_NEW;
}



曾几何时，在 1.1 中重写一个活动记录类的构造方法会导致一些问题。它们不会在 2.0 中出现了。需要注意的是，如果你需要在构造方法中添加一些参数，恐怕必须重写 [[yii\db\ActiveRecord::instantiate()]] 方法。


活动记录方面还有很多其他的变化与改进，请参考活动记录章节以了解更多细节。





活动记录行为（Active Record Behaviors）


在 2.0 中遗弃了活动记录行为基类 CActiveRecordBehavior。如果你想创建活动记录行为，需要直接继承 yii\base\Behavior。如果行为类中需要表示一些事件，需要像这样覆写 events() 方法：


namespace app\components;

use yii\db\ActiveRecord;
use yii\base\Behavior;

class MyBehavior extends Behavior
{
    // ...

    public function events()
    {
        return [
            ActiveRecord::EVENT_BEFORE_VALIDATE => 'beforeValidate',
        ];
    }

    public function beforeValidate($event)
    {
        // ...
    }
}






用户及身份验证接口（IdentityInterface）


1.1 中的 CWebUser 类现在被 [[yii\web\User]] 所取代，随之 CUserIdentity 类也不在了。与之相对的，为达到相同目的，你可以实现 [[yii\web\IdentityInterface]] 接口，它使用起来更直观。在高级应用模版里提供了一个这样的一个例子。


要了解更多细节请参考认证（Authentication），授权（Authorization）以及高级应用模版 这三个章节。





URL 管理


Yii 2.0 的 URL 管理跟 1.1 中很像。一个主要的改进是现在的 URL 管理支持可选参数了。比如，如果你在 2.0 中定义了一个下面这样的规则，那么它可以同时匹配 post/popular 和 post/1/popular 两种 URL。而在 1.1 中为达成相同效果，必须要使用两条规则。


[
    'pattern' => 'post/<page:\d+>/<tag>',
    'route' => 'post/index',
    'defaults' => ['page' => 1],
]



请参考URL 解析和生成 章节，以了解更多细节。.





同时使用 Yii 1.1 和 2.x


如果你有一些遗留的 Yii 1.1 代码，需要跟 Yii 2.0 一起使用，可以参考 1.1 和 2.0 共用章节。
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Mailing



Note: This section is under development.



Yii supports composition and sending of the email messages. However, the framework core provides
only the content composition functionality and basic interface. Actual mail sending mechanism should
be provided by the extension, because different projects may require its different implementation and
it usually depends on the external services and libraries.


For the most common cases you can use yii2-swiftmailer [https://github.com/yiisoft/yii2/tree/master/extensions/swiftmailer] official extension.



Configuration


Mail component configuration depends on the extension you have chosen.
In general your application configuration should look like:


return [
    //....
    'components' => [
        'mailer' => [
            'class' => 'yii\swiftmailer\Mailer',
        ],
    ],
];






Basic usage


Once the ‘mailer’ component is configured, you can use the following code to send an email message:


Yii::$app->mailer->compose()
    ->setFrom('from@domain.com')
    ->setTo('to@domain.com')
    ->setSubject('Message subject')
    ->setTextBody('Plain text content')
    ->setHtmlBody('<b>HTML content</b>')
    ->send();



In the above example the method compose() creates an instance of the mail message, which then is populated and sent.
You may put more complex logic in this process if needed:


$message = Yii::$app->mailer->compose();
if (Yii::$app->user->isGuest) {
    $message->setFrom('from@domain.com')
} else {
    $message->setFrom(Yii::$app->user->identity->email)
}
$message->setTo(Yii::$app->params['adminEmail'])
    ->setSubject('Message subject')
    ->setTextBody('Plain text content')
    ->send();




Note: each ‘mailer’ extension comes in 2 major classes: ‘Mailer’ and ‘Message’. ‘Mailer’ always knows
the class name and specific of the ‘Message’. Do not attempt to instantiate ‘Message’ object directly -
always use compose() method for it.



You may also send several messages at once:


$messages = [];
foreach ($users as $user) {
    $messages[] = Yii::$app->mailer->compose()
        // ...
        ->setTo($user->email);
}
Yii::$app->mailer->sendMultiple($messages);



Some particular mail extensions may benefit from this approach, using single network message etc.





Composing mail content


Yii allows composition of the actual mail messages content via special view files.
By default these files should be located at ‘@app/mail’ path.


Example mail view file content:


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\helpers\Url;


/* @var $this \yii\web\View view component instance */
/* @var $message \yii\mail\BaseMessage instance of newly created mail message */

?>
<h2>This message allows you to visit our site home page by one click</h2>
<?= Html::a('Go to home page', Url::home('http')) ?>



In order to compose message content via view file simply pass view name to the compose() method:


Yii::$app->mailer->compose('home-link') // a view rendering result becomes the message body here
    ->setFrom('from@domain.com')
    ->setTo('to@domain.com')
    ->setSubject('Message subject')
    ->send();



You may pass additional view parameters to compose() method, which will be available inside the view files:


Yii::$app->mailer->compose('greetings', [
    'user' => Yii::$app->user->identity,
    'advertisement' => $adContent,
]);



You can specify different view files for HTML and plain text message contents:


Yii::$app->mailer->compose([
    'html' => 'contact-html',
    'text' => 'contact-text',
]);



If you specify view name as a scalar string, its rendering result will be used as HTML body, while
plain text body will be composed by removing all HTML entities from HTML one.


View rendering result can be wrapped into the layout, which an be setup using [[yii\mail\BaseMailer::htmlLayout]]
and [[yii\mail\BaseMailer::textLayout]]. It will work the same way like layouts in regular web application.
Layout can be used to setup mail CSS styles or other shared content:


<?php
use yii\helpers\Html;

/* @var $this \yii\web\View view component instance */
/* @var $message \yii\mail\MessageInterface the message being composed */
/* @var $content string main view render result */
?>
<?php $this->beginPage() ?>
<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD XHTML 1.0 Strict//EN" "http://www.w3.org/TR/xhtml1/DTD/xhtml1-strict.dtd">
<html xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml">
<head>
    <meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=<?= Yii::$app->charset ?>" />
    <style type="text/css">
        .heading {...}
        .list {...}
        .footer {...}
    </style>
    <?php $this->head() ?>
</head>
<body>
    <?php $this->beginBody() ?>
    <?= $content ?>
    <div class="footer">With kind regards, <?= Yii::$app->name ?> team</div>
    <?php $this->endBody() ?>
</body>
</html>
<?php $this->endPage() ?>






File attachment


You can add attachments to message using methods attach() and attachContent():


$message = Yii::$app->mailer->compose();

// Attach file from local file system:
$message->attach('/path/to/source/file.pdf');

// Create attachment on-the-fly
$message->attachContent('Attachment content', ['fileName' => 'attach.txt', 'contentType' => 'text/plain']);






Embedding images


You can embed images into the message content using embed() method. This method returns the attachment id,
which should be then used at ‘img’ tag.
This method is easy to use when composing message content via view file:


Yii::$app->mailer->compose('embed-email', ['imageFileName' => '/path/to/image.jpg'])
    // ...
    ->send();



Then inside the view file you can use the following code:


<img src="<?= $message->embed($imageFileName); ?>">






Testing and debugging


A developer often has to check, what actual emails are sent by the application, what was their content and so on.
Such ability is granted by Yii via yii\mail\BaseMailer::useFileTransport. If enabled, this option enforces
saving mail message data into the local files instead of regular sending. These files will be saved under
yii\mail\BaseMailer::fileTransportPath, which is ‘@runtime/mail’ by default.



Note: you can either save the messages to the files or send them to the actual recipients, but can not do both simultaneously.



A mail message file can be opened by a regular text file editor, so you can browse the actual message headers, content and so on.
This mechanism may prove itself, while debugging application or running unit test.



Note: the mail message file content is composed via \yii\mail\MessageInterface::toString(), so it depends on the actual
mail extension you are using in your application.






Creating your own mail solution


In order to create your own custom mail solution, you need to create 2 classes: one for the ‘Mailer’ and
another one for the ‘Message’.
You can use yii\mail\BaseMailer and yii\mail\BaseMessage as the base classes for your solution. These classes
already contain the basic logic, which is described in this guide. However, their usage is not mandatory, it is enough
to implement yii\mail\MailerInterface and yii\mail\MessageInterface interfaces.
Then you need to implement all the abstract methods to build your solution.
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Translation teams



Brazilian Portuguese



		Davidson Alencar, @davidsonalencar [https://github.com/davidsonalencar], davidson.t.i@gmail.com


		@wbraganca [https://github.com/wbraganca]


		Alan Michel Willms Quinot, @alanwillms [https://github.com/alanwillms], dyulax@gmail.com








China



		Paris Qian Sen 东方孤思子,@qiansen1386 [https://github.com/qiansen1386],qiansen1386@gmail.com


		@AbrahamGreyson 刘阳 [https://github.com/AbrahamGreyson]


		@fmalee [https://github.com/fmalee]


		@funson86 花生 [https://github.com/funson86]


		@ivantree 长兴苗木 [https://github.com/ivantree]


		@netyum 未来 [https://github.com/netyum]


		@riverlet 小河 [https://github.com/riverlet]


		@yiichina 巡洋舰 [https://github.com/yiichina]








Finnish



		Jani Mikkonen, @janisto [https://github.com/janisto], janisto@php.net








German



		Carsten Brandt, @cebe [https://github.com/cebe], mail@cebe.cc








Italian



		Lorenzo Milesi, @maxxer [https://github.com/maxxer], maxxer@yetopen.it








Japanese



		Nobuo Kihara 木原伸夫, @softark [https://github.com/softark], softark@gmail.com


		Tomoki Morita, @jamband [https://github.com/jamband], tmsongbooks215@gmail.com


		Hisateru Tanaka, @tanakahisateru [https://github.com/tanakahisateru], tanakahisateru@gmail.com








Russian



		Alexander Makarov, @samdark [https://github.com/samdark], sam@rmcreative.ru


		@MUTOgen [https://github.com/MUTOgen]


		@prozacUa [https://github.com/prozacUa]








Spanish



		Luciano Baraglia, @lucianobaraglia [https://github.com/lucianobaraglia]


		Marco Da Silva, @markmarco16 [https://github.com/markmarco16], markmarco16@gmail.com


		Daniel Gómez Pan @pana1990 [https://github.com/pana1990], pana_1990@hotmail.com








Ukrainian
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複数のモデルを扱う複雑なフォーム


複雑なユーザインタフェイスにおいては、一つのフォームにユーザが入力したデータをデータベースの異なる複数のテーブルに保存しなければならないということが生じ得ます。
Yii のフォームの概念に従うと、単一モデルのフォームと比べても、ほとんど複雑さを加えることなく、そういうフォームを構築することが出来ます。


単一モデルの場合と同じように、サーバ側では次のような検証のスキーマに従います。



		モデルのクラスをインスタンス化する。


		モデルの属性に入力されたデータを投入する。


		全てのモデルを検証する。


		全てのモデルに対して検証が通った場合は、それらを保存する。


		検証が失敗した場合、または、データが送信されなかった場合は、全てのモデルのインスタンスをビューに渡してフォームを表示する。





次に、一つのフォームで複数のモデルを使用する例を示します ... (未定)



複数のモデルの例



Note|注意: この節はまだ執筆中です。


まだ内容がありません。






(未定)





依存するモデル



Note|注意: この節はまだ執筆中です。


まだ内容がありません。






(未定)








          

      

      

    


    
        © 版权所有 .
      由 Sphinx 1.3.1 创建。
    

  

guide-zh-CN/structure-filters.html


    
      导航


      
        		
          索引


        		YII2 stable 文档 »

 
      


    


    
      
          
            
  
过滤器


过滤器是 控制器 动作 执行之前或之后执行的对象。
例如访问控制过滤器可在动作执行之前来控制特殊终端用户是否有权限执行动作，
内容压缩过滤器可在动作执行之后发给终端用户之前压缩响应内容。


过滤器可包含 预过滤（过滤逻辑在动作之前） 或 后过滤（过滤逻辑在动作之后），也可同时包含两者。



使用过滤器 


过滤器本质上是一类特殊的 行为，所以使用过滤器和 使用 行为一样。
可以在控制器类中覆盖它的 [[yii\base\Controller::behaviors()|behaviors()]] 方法来申明过滤器，如下所示：


public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => 'yii\filters\HttpCache',
            'only' => ['index', 'view'],
            'lastModified' => function ($action, $params) {
                $q = new \yii\db\Query();
                return $q->from('user')->max('updated_at');
            },
        ],
    ];
}



控制器类的过滤器默认应用到该类的 所有 动作，你可以配置[[yii\base\ActionFilter::only|only]]属性明确指定控制器应用到哪些动作。
在上述例子中，HttpCache 过滤器只应用到index和view动作。
也可以配置[[yii\base\ActionFilter::except|except]]属性使一些动作不执行过滤器。


除了控制器外，可在 模块或应用主体 中申明过滤器。
申明之后，过滤器会应用到所属该模块或应用主体的 所有 控制器动作，
除非像上述一样配置过滤器的 [[yii\base\ActionFilter::only|only]] 和 [[yii\base\ActionFilter::except|except]] 属性。



补充: 在模块或应用主体中申明过滤器，在[[yii\base\ActionFilter::only|only]] 和 [[yii\base\ActionFilter::except|except]]
属性中使用路由 代替动作ID，
因为在模块或应用主体中只用动作ID并不能唯一指定到具体动作。.



当一个动作有多个过滤器时，根据以下规则先后执行：



		预过滤
		按顺序执行应用主体中behaviors()列出的过滤器。


		按顺序执行模块中behaviors()列出的过滤器。


		按顺序执行控制器中behaviors()列出的过滤器。


		如果任意过滤器终止动作执行，后面的过滤器（包括预过滤和后过滤）不再执行。








		成功通过预过滤后执行动作。


		后过滤
		倒序执行控制器中behaviors()列出的过滤器。


		倒序执行模块中behaviors()列出的过滤器。


		倒序执行应用主体中behaviors()列出的过滤器。














创建过滤器 


继承 [[yii\base\ActionFilter]] 类并覆盖
[[yii\base\ActionFilter::beforeAction()|beforeAction()]] 和/或 [[yii\base\ActionFilter::afterAction()|afterAction()]]
方法来创建动作的过滤器，前者在动作执行之前执行，后者在动作执行之后执行。
[[yii\base\ActionFilter::beforeAction()|beforeAction()]] 返回值决定动作是否应该执行，
如果为false，之后的过滤器和动作不会继续执行。


下面的例子申明一个记录动作执行时间日志的过滤器。


namespace app\components;

use Yii;
use yii\base\ActionFilter;

class ActionTimeFilter extends ActionFilter
{
    private $_startTime;

    public function beforeAction($action)
    {
        $this->_startTime = microtime(true);
        return parent::beforeAction($action);
    }

    public function afterAction($action, $result)
    {
        $time = microtime(true) - $this->_startTime;
        Yii::trace("Action '{$action->uniqueId}' spent $time second.");
        return parent::afterAction($action, $result);
    }
}






核心过滤器 


Yii提供了一组常用过滤器，在yii\filters命名空间下，接下来我们简要介绍这些过滤器。



[[yii\filters\AccessControl|AccessControl]] 


AccessControl提供基于[[yii\filters\AccessControl::rules|rules]]规则的访问控制。
特别是在动作执行之前，访问控制会检测所有规则并找到第一个符合上下文的变量（比如用户IP地址、登录状态等等）的规则，
来决定允许还是拒绝请求动作的执行，如果没有规则符合，访问就会被拒绝。


如下示例表示表示允许已认证用户访问create 和 update 动作，拒绝其他用户访问这两个动作。


use yii\filters\AccessControl;

public function behaviors()
{
    return [
        'access' => [
            'class' => AccessControl::className(),
            'only' => ['create', 'update'],
            'rules' => [
                // 允许认证用户
                [
                    'allow' => true,
                    'roles' => ['@'],
                ],
                // 默认禁止其他用户
            ],
        ],
    ];
}



更多关于访问控制的详情请参阅 授权 一节。





认证方法过滤器 


认证方法过滤器通过HTTP Basic Auth [http://en.wikipedia.org/wiki/Basic_access_authentication]或OAuth 2 [http://oauth.net/2/]
来认证一个用户，认证方法过滤器类在 yii\filters\auth 命名空间下。


如下示例表示可使用[[yii\filters\auth\HttpBasicAuth]]来认证一个用户，它使用基于HTTP基础认证方法的令牌。
注意为了可运行，[[yii\web\User::identityClass|user identity class]] 类必须
实现 [[yii\web\IdentityInterface::findIdentityByAccessToken()|findIdentityByAccessToken()]]方法。


use yii\filters\auth\HttpBasicAuth;

public function behaviors()
{
    return [
        'basicAuth' => [
            'class' => HttpBasicAuth::className(),
        ],
    ];
}



认证方法过滤器通常在实现RESTful API中使用，更多关于访问控制的详情请参阅 RESTful 认证 一节。





[[yii\filters\ContentNegotiator|ContentNegotiator]] 


ContentNegotiator支持响应内容格式处理和语言处理。
通过检查 GET 参数和 Accept HTTP头部来决定响应内容格式和语言。


如下示例，配置ContentNegotiator支持JSON和XML响应格式和英语（美国）和德语。


use yii\filters\ContentNegotiator;
use yii\web\Response;

public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => ContentNegotiator::className(),
            'formats' => [
                'application/json' => Response::FORMAT_JSON,
                'application/xml' => Response::FORMAT_XML,
            ],
            'languages' => [
                'en-US',
                'de',
            ],
        ],
    ];
}



在应用主体生命周期过程中检测响应格式和语言简单很多，
因此ContentNegotiator设计可被引导启动组件调用的过滤器。
如下例所示可以将它配置在应用主体配置。


use yii\filters\ContentNegotiator;
use yii\web\Response;

[
    'bootstrap' => [
        [
            'class' => ContentNegotiator::className(),
            'formats' => [
                'application/json' => Response::FORMAT_JSON,
                'application/xml' => Response::FORMAT_XML,
            ],
            'languages' => [
                'en-US',
                'de',
            ],
        ],
    ],
];




补充: 如果请求中没有检测到内容格式和语言，使用[[formats]]和[[languages]]第一个配置项。






[[yii\filters\HttpCache|HttpCache]] 


HttpCache利用Last-Modified 和 Etag HTTP头实现客户端缓存。例如：


use yii\filters\HttpCache;

public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => HttpCache::className(),
            'only' => ['index'],
            'lastModified' => function ($action, $params) {
                $q = new \yii\db\Query();
                return $q->from('user')->max('updated_at');
            },
        ],
    ];
}



更多关于使用HttpCache详情请参阅 HTTP 缓存 一节。





[[yii\filters\PageCache|PageCache]] 


PageCache实现服务器端整个页面的缓存。如下示例所示，PageCache应用在index动作，
缓存整个页面60秒或post表的记录数发生变化。它也会根据不同应用语言保存不同的页面版本。


use yii\filters\PageCache;
use yii\caching\DbDependency;

public function behaviors()
{
    return [
        'pageCache' => [
            'class' => PageCache::className(),
            'only' => ['index'],
            'duration' => 60,
            'dependency' => [
                'class' => DbDependency::className(),
                'sql' => 'SELECT COUNT(*) FROM post',
            ],
            'variations' => [
                \Yii::$app->language,
            ]
        ],
    ];
}



更多关于使用PageCache详情请参阅 页面缓存 一节。





[[yii\filters\RateLimiter|RateLimiter]] 


RateLimiter 根据 漏桶算法 [http://en.wikipedia.org/wiki/Leaky_bucket] 来实现速率限制。
主要用在实现RESTful APIs，更多关于该过滤器详情请参阅 Rate Limiting 一节。





[[yii\filters\VerbFilter|VerbFilter]] 


VerbFilter检查请求动作的HTTP请求方式是否允许执行，如果不允许，会抛出HTTP 405异常。
如下示例，VerbFilter指定CRUD动作所允许的请求方式。


use yii\filters\VerbFilter;

public function behaviors()
{
    return [
        'verbs' => [
            'class' => VerbFilter::className(),
            'actions' => [
                'index'  => ['get'],
                'view'   => ['get'],
                'create' => ['get', 'post'],
                'update' => ['get', 'put', 'post'],
                'delete' => ['post', 'delete'],
            ],
        ],
    ];
}






[[yii\filters\Cors|Cors]] 


跨域资源共享 CORS [https://developer.mozilla.org/fr/docs/HTTP/Access_control_CORS] 机制允许一个网页的许多资源（例如字体、JavaScript等）
这些资源可以通过其他域名访问获取。
特别是JavaScript’s AJAX 调用可使用 XMLHttpRequest 机制，由于同源安全策略该跨域请求会被网页浏览器禁止.
CORS定义浏览器和服务器交互时哪些跨域请求允许和禁止。


[[yii\filters\Cors|Cors filter]] 应在 授权 / 认证 过滤器之前定义，以保证CORS头部被发送。


use yii\filters\Cors;
use yii\helpers\ArrayHelper;

public function behaviors()
{
    return ArrayHelper::merge([
        [
            'class' => Cors::className(),
        ],
    ], parent::behaviors());
}



Cors 可转为使用 cors 属性。



		cors['Origin']: 定义允许来源的数组，可为['*'] (任何用户) 或 ['http://www.myserver.net', 'http://www.myotherserver.com']. 默认为 ['*'].


		cors['Access-Control-Request-Method']: 允许动作数组如 ['GET', 'OPTIONS', 'HEAD'].  默认为 ['GET', 'POST', 'PUT', 'PATCH', 'DELETE', 'HEAD', 'OPTIONS'].


		cors['Access-Control-Request-Headers']: 允许请求头部数组，可为 ['*'] 所有类型头部 或 ['X-Request-With'] 指定类型头部. 默认为 ['*'].


		cors['Access-Control-Allow-Credentials']: 定义当前请求是否使用证书，可为 true, false 或 null (不设置). 默认为 null.


		cors['Access-Control-Max-Age']: 定义请求的有效时间，默认为 86400.





例如，允许来源为 http://www.myserver.net 和方式为 GET, HEAD 和 OPTIONS 的CORS如下：


use yii\filters\Cors;
use yii\helpers\ArrayHelper;

public function behaviors()
{
    return ArrayHelper::merge([
        [
            'class' => Cors::className(),
            'cors' => [
                'Origin' => ['http://www.myserver.net'],
                'Access-Control-Request-Method' => ['GET', 'HEAD', 'OPTIONS'],
            ],
        ],
    ], parent::behaviors());
}



可以覆盖默认参数为每个动作调整CORS 头部。例如，为login动作增加Access-Control-Allow-Credentials参数如下所示：


use yii\filters\Cors;
use yii\helpers\ArrayHelper;

public function behaviors()
{
    return ArrayHelper::merge([
        [
            'class' => Cors::className(),
            'cors' => [
                'Origin' => ['http://www.myserver.net'],
                'Access-Control-Request-Method' => ['GET', 'HEAD', 'OPTIONS'],
            ],
            'actions' => [
                'login' => [
                    'Access-Control-Allow-Credentials' => true,
                ]
            ]
        ],
    ], parent::behaviors());
}
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Database Access Objects


Built on top of PDO [http://www.php.net/manual/en/book.pdo.php], Yii DAO (Database Access Objects) provides an
object-oriented API for accessing relational databases. It is the foundation for other more advanced database
access methods, including query builder and active record.


When using Yii DAO, you mainly need to deal with plain SQLs and PHP arrays. As a result, it is the most efficient
way to access databases. However, because SQL syntax may vary for different databases, using Yii DAO also means
you have to take extra effort to create a database-agnostic application.


Yii DAO supports the following databases out of box:



		MySQL [http://www.mysql.com/]


		MariaDB [https://mariadb.com/]


		SQLite [http://sqlite.org/]


		PostgreSQL [http://www.postgresql.org/]


		CUBRID [http://www.cubrid.org/]: version 9.3 or higher.


		Oracle [http://www.oracle.com/us/products/database/overview/index.html]


		MSSQL [https://www.microsoft.com/en-us/sqlserver/default.aspx]: version 2008 or higher.






Creating DB Connections 


To access a database, you first need to connect to it by creating an instance of [[yii\db\Connection]]:


$db = new yii\db\Connection([
    'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=example',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
]);



Because a DB connection often needs to be accessed in different places, a common practice is to configure it
in terms of an application component like the following:


return [
    // ...
    'components' => [
        // ...
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=example',
            'username' => 'root',
            'password' => '',
            'charset' => 'utf8',
        ],
    ],
    // ...
];



You can then access the DB connection via the expression Yii::$app->db.



Tip: You can configure multiple DB application components if your application needs to access multiple databases.



When configuring a DB connection, you should always specify its Data Source Name (DSN) via the [[yii\db\Connection::dsn|dsn]]
property. The format of DSN varies for different databases. Please refer to the PHP manual [http://www.php.net/manual/en/function.PDO-construct.php]
for more details. Below are some examples:



		MySQL, MariaDB: mysql:host=localhost;dbname=mydatabase


		SQLite: sqlite:/path/to/database/file


		PostgreSQL: pgsql:host=localhost;port=5432;dbname=mydatabase


		CUBRID: cubrid:dbname=demodb;host=localhost;port=33000


		MS SQL Server (via sqlsrv driver): sqlsrv:Server=localhost;Database=mydatabase


		MS SQL Server (via dblib driver): dblib:host=localhost;dbname=mydatabase


		MS SQL Server (via mssql driver): mssql:host=localhost;dbname=mydatabase


		Oracle: oci:dbname=//localhost:1521/mydatabase





Note that if you are connecting with a database via ODBC, you should configure the [[yii\db\Connection::driverName]]
property so that Yii can know the actual database type. For example,


'db' => [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'driverName' => 'mysql',
    'dsn' => 'odbc:Driver={MySQL};Server=localhost;Database=test',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
],



Besides the [[yii\db\Connection::dsn|dsn]] property, you often need to configure [[yii\db\Connection::username|username]]
and [[yii\db\Connection::password|password]]. Please refer to [[yii\db\Connection]] for the full list of configurable properties.



Info: When you create a DB connection instance, the actual connection to the database is not established until
you execute the first SQL or you call the [[yii\db\Connection::open()|open()]] method explicitly.






Executing SQL Queries 


Once you have a database connection instance, you can execute a SQL query by taking the following steps:



		Create a [[yii\db\Command]] with a plain SQL;


		Bind parameters (optional);


		Call one of the SQL execution methods in [[yii\db\Command]].





The following example shows various ways of fetching data from a database:


$db = new yii\db\Connection(...);

// return a set of rows. each row is an associative array of column names and values.
// an empty array is returned if no results
$posts = $db->createCommand('SELECT * FROM post')
            ->queryAll();

// return a single row (the first row)
// false is returned if no results
$post = $db->createCommand('SELECT * FROM post WHERE id=1')
           ->queryOne();

// return a single column (the first column)
// an empty array is returned if no results
$titles = $db->createCommand('SELECT title FROM post')
             ->queryColumn();

// return a scalar
// false is returned if no results
$count = $db->createCommand('SELECT COUNT(*) FROM post')
             ->queryScalar();




Note: To preserve precision, the data fetched from databases are all represented as strings, even if the corresponding
database column types are numerical.




Tip: If you need to execute a SQL query right after establishing a connection (e.g., to set the timezone or character set),
you can do so in the [[yii\db\Connection::EVENT_AFTER_OPEN]] event handler. For example,



return [
    // ...
    'components' => [
        // ...
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            // ...
            'on afterOpen' => function($event) {
                // $event->sender refers to the DB connection
                $event->sender->createCommand("SET time_zone = 'UTC'")->execute();
            }
        ],
    ],
    // ...
];




Binding Parameters 


When creating a DB command from a SQL with parameters, you should almost always use the approach of binding parameters
to prevent SQL injection attacks. For example,


$post = $db->createCommand('SELECT * FROM post WHERE id=:id AND status=:status')
           ->bindValue(':id', $_GET['id'])
           ->bindValue(':status', 1)
           ->queryOne();



In the SQL statement, you can embed one or multiple parameter placeholders (e.g. :id in the above example). A parameter
placeholder should be a string starting with a colon. You may then call one of the following parameter binding methods
to bind the parameter values:



		[[yii\db\Command::bindValue()|bindValue()]]: bind a single parameter value


		[[yii\db\Command::bindValues()|bindValues()]]: bind multiple parameter values in one call


		[[yii\db\Command::bindParam()|bindParam()]]: similar to [[yii\db\Command::bindValue()|bindValue()]] but also
support binding parameter references.





The following example shows alternative ways of binding parameters:


$params = [':id' => $_GET['id'], ':status' => 1];

$post = $db->createCommand('SELECT * FROM post WHERE id=:id AND status=:status')
           ->bindValues($params)
           ->queryOne();
           
$post = $db->createCommand('SELECT * FROM post WHERE id=:id AND status=:status', $params)
           ->queryOne();



Parameter binding is implemented via prepared statements [http://php.net/manual/en/mysqli.quickstart.prepared-statements.php].
Besides preventing SQL injection attacks, it may also improve performance by preparing a SQL statement once and
executing it multiple times with different parameters. For example,


$command = $db->createCommand('SELECT * FROM post WHERE id=:id');

$post1 = $command->bindValue(':id', 1)->queryOne();
$post2 = $command->bindValue(':id', 2)->queryOne();



Because [[yii\db\Command::bindParam()|bindParam()]] supports binding parameters by references, the above code
can also be written like the following:


$command = $db->createCommand('SELECT * FROM post WHERE id=:id')
              ->bindParam(':id', $id);

$id = 1;
$post1 = $command->queryOne();

$id = 2;
$post2 = $command->queryOne();



Notice that you bind the placeholder to the $id variable before the execution, and then change the value of that variable
before each subsequent execution (this is often done with loops). Executing queries in this manner can be vastly
more efficient than running a new query for every different parameter value.





Executing Non-SELECT Queries 


The queryXyz() methods introduced in the previous sections all deal with SELECT queries which fetch data from databases.
For queries that do not bring back data, you should call the [[yii\db\Command::execute()]] method instead. For example,


$db->createCommand('UPDATE post SET status=1 WHERE id=1')
   ->execute();



The [[yii\db\Command::execute()]] method returns the number of rows affected by the SQL execution.


For INSERT, UPDATE and DELETE queries, instead of writing plain SQLs, you may call [[yii\db\Command::insert()|insert()]],
[[yii\db\Command::update()|update()]], [[yii\db\Command::delete()|delete()]], respectively, to build the corresponding
SQLs. These methods will properly quote table and column names and bind parameter values. For example,


// INSERT (table name, column values)
$db->createCommand()->insert('user', [
    'name' => 'Sam',
    'age' => 30,
])->execute();

// UPDATE (table name, column values, condition)
$db->createCommand()->update('user', ['status' => 1], 'age > 30')->execute();

// DELETE (table name, condition)
$db->createCommand()->delete('user', 'status = 0')->execute();



You may also call [[yii\db\Command::batchInsert()|batchInsert()]] to insert multiple rows in one shot, which is much
more efficient than inserting one row at a time:


// table name, column names, column values
$db->createCommand()->batchInsert('user', ['name', 'age'], [
    ['Tom', 30],
    ['Jane', 20],
    ['Linda', 25],
])->execute();








Quoting Table and Column Names 


When writing database-agnostic code, properly quote table and column names is often a headache because
different databases have different name quoting rules. To overcome this problem, you may use the following
quoting syntax introduced by Yii:



		[[column name]]: enclose a column name to be quoted in double square brackets;


		{{table name}}: enclose a table name to be quoted in double curly brackets.





Yii DAO will automatically turn such constructs in a SQL into the corresponding quoted column or table names.
For example,


// executes this SQL for MySQL: SELECT COUNT(`id`) FROM `employee`
$count = $db->createCommand("SELECT COUNT([[id]]) FROM {{%employee}}")
            ->queryScalar();




Using Table Prefix 


If most of your DB tables use some common prefix in their tables, you may use the table prefix feature supported
by Yii DAO.


First, specify the table prefix via the [[yii\db\Connection::tablePrefix]] property:


return [
    // ...
    'components' => [
        // ...
        'db' => [
            // ...
            'tablePrefix' => 'tbl_',
        ],
    ],
];



Then in your code, whenever you need to refer to a table whose name contains such a prefix, use the syntax
{{%table name}}. The percentage character will be automatically replaced with the table prefix that you have specified
when configuring the DB connection. For example,


// executes this SQL for MySQL: SELECT COUNT(`id`) FROM `tbl_employee`
$count = $db->createCommand("SELECT COUNT([[id]]) FROM {{%employee}}")
            ->queryScalar();








Performing Transactions 


When running multiple related queries in a sequence, you may need to wrap them in a transaction to ensure the integrity
and consistency of your database. If any of the queries fails, the database will be rolled back to the state as if
none of these queries is executed.


The following code shows a typical way of using transactions:


$db->transaction(function($db) {
    $db->createCommand($sql1)->execute();
    $db->createCommand($sql2)->execute();
    // ... executing other SQL statements ...
});



The above code is equivalent to the following:


$transaction = $db->beginTransaction();

try {
    $db->createCommand($sql1)->execute();
    $db->createCommand($sql2)->execute();
    // ... executing other SQL statements ...
    
    $transaction->commit();
    
} catch(\Exception $e) {

    $transaction->rollBack();
    
    throw $e;
}



By calling the [[yii\db\Connection::beginTransaction()|beginTransaction()]] method, a new transaction is started.
The transaction is represented as a [[yii\db\Transaction]] object stored in the $transaction variable. Then,
the queries being executed are enclosed in a try...catch... block. If all queries are executed successfully,
the [[yii\db\Transaction::commit()|commit()]] method is called to commit the transaction. Otherwise, an exception
will be triggered and caught, and the [[yii\db\Transaction::rollBack()|rollBack()]] method is called to roll back
the changes made by the queries prior to that failed query in the transaction.



Specifying Isolation Levels 


Yii also supports setting isolation levels [http://en.wikipedia.org/wiki/Isolation_%28database_systems%29#Isolation_levels] for your transactions. By default, when starting a new transaction,
it will use the isolation level set by your database system. You can override the default isolation level as follows,


$isolationLevel = \yii\db\Transaction::REPEATABLE_READ;

$db->transaction(function ($db) {
    ....
}, $isolationLevel);
 
// or alternatively

$transaction = $db->beginTransaction($isolationLevel);



Yii provides four constants for the most common isolation levels:



		[[\yii\db\Transaction::READ_UNCOMMITTED]] - the weakest level, Dirty reads, non-repeatable reads and phantoms may occur.


		[[\yii\db\Transaction::READ_COMMITTED]] - avoid dirty reads.


		[[\yii\db\Transaction::REPEATABLE_READ]] - avoid dirty reads and non-repeatable reads.


		[[\yii\db\Transaction::SERIALIZABLE]] - the strongest level, avoids all of the above named problems.





Besides using the above constants to specify isolation levels, you may also use strings with a valid syntax supported
by the DBMS that you are using. For example, in PostgreSQL, you may use SERIALIZABLE READ ONLY DEFERRABLE.


Note that some DBMS allow setting the isolation level only for the whole connection. Any subsequent transactions
will get the same isolation level even if you do not specify any. When using this feature
you may need to set the isolation level for all transactions explicitly to avoid conflicting settings.
At the time of this writing, only MSSQL and SQLite are affected.



Note: SQLite only supports two isolation levels, so you can only use READ UNCOMMITTED and SERIALIZABLE.
Usage of other levels will result in an exception being thrown.




Note: PostgreSQL does not allow setting the isolation level before the transaction starts so you can not
specify the isolation level directly when starting the transaction.
You have to call [[yii\db\Transaction::setIsolationLevel()]] in this case after the transaction has started.






Nesting Transactions 


If your DBMS supports Savepoint, you may nest multiple transactions like the following:


$db->transaction(function ($db) {
    // outer transaction
    
    $db->transaction(function ($db) {
        // inner transaction
    });
});



Or alternatively,


$outerTransaction = $db->beginTransaction();
try {
    $db->createCommand($sql1)->execute();

    $innerTransaction = $db->beginTransaction();
    try {
        $db->createCommand($sql2)->execute();
        $innerTransaction->commit();
    } catch (Exception $e) {
        $innerTransaction->rollBack();
    }

    $outerTransaction->commit();
} catch (Exception $e) {
    $outerTransaction->rollBack();
}








Replication and Read-Write Splitting 


Many DBMS support database replication [http://en.wikipedia.org/wiki/Replication_(computing)#Database_replication]
to get better database availability and faster server response time. With database replication, data are replicated
from the so-called master servers to slave servers. All writes and updates must take place on the master servers,
while reads may take place on the slave servers.


To take advantage of database replication and achieve read-write splitting, you can configure a [[yii\db\Connection]]
component like the following:


[
    'class' => 'yii\db\Connection',

    // configuration for the master
    'dsn' => 'dsn for master server',
    'username' => 'master',
    'password' => '',

    // common configuration for slaves
    'slaveConfig' => [
        'username' => 'slave',
        'password' => '',
        'attributes' => [
            // use a smaller connection timeout
            PDO::ATTR_TIMEOUT => 10,
        ],
    ],

    // list of slave configurations
    'slaves' => [
        ['dsn' => 'dsn for slave server 1'],
        ['dsn' => 'dsn for slave server 2'],
        ['dsn' => 'dsn for slave server 3'],
        ['dsn' => 'dsn for slave server 4'],
    ],
]



The above configuration specifies a setup with a single master and multiple slaves. One of the slaves will
be connected and used to perform read queries, while the master will be used to perform write queries.
Such read-write splitting is accomplished automatically with this configuration. For example,


// create a Connection instance using the above configuration
$db = Yii::createObject($config);

// query against one of the slaves
$rows = $db->createCommand('SELECT * FROM user LIMIT 10')->queryAll();

// query against the master
$db->createCommand("UPDATE user SET username='demo' WHERE id=1")->execute();




Info: Queries performed by calling [[yii\db\Command::execute()]] are considered as write queries, while
all other queries done through one of the “query” methods of [[yii\db\Command]] are read queries.
You can get the currently active slave connection via $db->slave.



The Connection component supports load balancing and failover between slaves.
When performing a read query for the first time, the Connection component will randomly pick a slave and
try connecting to it. If the slave is found “dead”, it will try another one. If none of the slaves is available,
it will connect to the master. By configuring a [[yii\db\Connection::serverStatusCache|server status cache]],
a “dead” server can be remembered so that it will not be tried again during a
[[yii\db\Connection::serverRetryInterval|certain period of time]].



Info: In the above configuration, a connection timeout of 10 seconds is specified for every slave.
This means if a slave cannot be reached in 10 seconds, it is considered as “dead”. You can adjust this parameter
based on your actual environment.



You can also configure multiple masters with multiple slaves. For example,


[
    'class' => 'yii\db\Connection',

    // common configuration for masters
    'masterConfig' => [
        'username' => 'master',
        'password' => '',
        'attributes' => [
            // use a smaller connection timeout
            PDO::ATTR_TIMEOUT => 10,
        ],
    ],

    // list of master configurations
    'masters' => [
        ['dsn' => 'dsn for master server 1'],
        ['dsn' => 'dsn for master server 2'],
    ],

    // common configuration for slaves
    'slaveConfig' => [
        'username' => 'slave',
        'password' => '',
        'attributes' => [
            // use a smaller connection timeout
            PDO::ATTR_TIMEOUT => 10,
        ],
    ],

    // list of slave configurations
    'slaves' => [
        ['dsn' => 'dsn for slave server 1'],
        ['dsn' => 'dsn for slave server 2'],
        ['dsn' => 'dsn for slave server 3'],
        ['dsn' => 'dsn for slave server 4'],
    ],
]



The above configuration specifies two masters and four slaves. The Connection component also supports
load balancing and failover between masters just as it does between slaves. A difference is that when none
of the masters are available an exception will be thrown.



Note: When you use the [[yii\db\Connection::masters|masters]] property to configure one or multiple
masters, all other properties for specifying a database connection (e.g. dsn, username, password)
with the Connection object itself will be ignored.



By default, transactions use the master connection. And within a transaction, all DB operations will use
the master connection. For example,


// the transaction is started on the master connection
$transaction = $db->beginTransaction();

try {
    // both queries are performed against the master
    $rows = $db->createCommand('SELECT * FROM user LIMIT 10')->queryAll();
    $db->createCommand("UPDATE user SET username='demo' WHERE id=1")->execute();

    $transaction->commit();
} catch(\Exception $e) {
    $transaction->rollBack();
    throw $e;
}



If you want to start a transaction with the slave connection, you should explicitly do so, like the following:


$transaction = $db->slave->beginTransaction();



Sometimes, you may want to force using the master connection to perform a read query. This can be achieved
with the useMaster() method:


$rows = $db->useMaster(function ($db) {
    return $db->createCommand('SELECT * FROM user LIMIT 10')->queryAll();
});



You may also directly set $db->enableSlaves to be false to direct all queries to the master connection.





Working with Database Schema 


Yii DAO provides a whole set of methods to let you manipulate database schema, such as creating new tables,
dropping a column from a table, etc. These methods are listed as follows:



		[[yii\db\Command::createTable()|createTable()]]: creating a table


		[[yii\db\Command::renameTable()|renameTable()]]: renaming a table


		[[yii\db\Command::dropTable()|dropTable()]]: removing a table


		[[yii\db\Command::truncateTable()|truncateTable()]]: removing all rows in a table


		[[yii\db\Command::addColumn()|addColumn()]]: adding a column


		[[yii\db\Command::renameColumn()|renameColumn()]]: renaming a column


		[[yii\db\Command::dropColumn()|dropColumn()]]: removing a column


		[[yii\db\Command::alterColumn()|alterColumn()]]: altering a column


		[[yii\db\Command::addPrimaryKey()|addPrimaryKey()]]: adding a primary key


		[[yii\db\Command::dropPrimaryKey()|dropPrimaryKey()]]: removing a primary key


		[[yii\db\Command::addForeignKey()|addForeignKey()]]: adding a foreign key


		[[yii\db\Command::dropForeignKey()|dropForeignKey()]]: removing a foreign key


		[[yii\db\Command::createIndex()|createIndex()]]: creating an index


		[[yii\db\Command::dropIndex()|dropIndex()]]: removing an index





These methods can be used like the following:


// CREATE TABLE
$db->createCommand()->createTable('post', [
    'id' => 'pk',
    'title' => 'string',
    'text' => 'text',
]);



You can also retrieve the definition information about a table through
the [[yii\db\Connection::getTableSchema()|getTableSchema()]] method of a DB connection. For example,


$table = $db->getTableSchema('post');



The method returns a [[yii\db\TableSchema]] object which contains the information about the table’s columns,
primary keys, foreign keys, etc. All these information are mainly utilized by query builder
and active record to help you write database-agnostic code.
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Getting started with Yii2 development



		Clone your fork of yii2 git clone git@github.com:<yourname>/yii2.git.


		Change into the repo folder cd yii2.


		run ./build/build app/link basic to install composer dependecies for the basic app.
This command will install foreign composer packages as normal but will link the yii2 repo to
the currently checked out repo, so you have one instance of all the code installed.


		Do the same for the advanced app if needed: ./build/build app/link advanced
This command will also be used to update dependecies, it runs composer update internally.


		Now you have a working playground for hacking on Yii 2.





You may also add the yii2 upstream repo to pull the latest changes:


git remote add upstream https://github.com/yiisoft/yii2.git



Please refer to Git workflow for Yii 2 contributors for details about creating pull requests.



Unit tests


To run the unit tests you have to install composer packages for the dev-repo.
Run composer update in the repo root directory to get the latest packages.


You can now execute unit tests by running phpunit.


You may limit the tests to a group of tests you are working on e.g. to run only tests for the validators and redis
phpunit --group=validators,redis.





Extensions


To work on extensions you have to install them in the application you want to try them in.
Just add them to the composer.json as you would normally do e.g. add "yiisoft/yii2-redis": "*" to the
require section of the basic app.
Running ./build/build app/link basic will install the extension and its dependecies and create
a symlink to extensions/redis so you are not working the composer vendor dir but the yii2 repo directly.





Functional and acceptance tests for applications


See apps/advanced/tests/README.md and apps/basic/tests/README.md to learn about how to run Codeception tests.
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Sessions 和 Cookies


[译注：Session中文翻译为会话，Cookie有些翻译成小甜饼，不贴切，两个单词保留英文] Sessions 和 cookies 允许数据在多次请求中保持，
在纯PHP中，可以分别使用全局变量$_SESSION 和$_COOKIE 来访问，Yii将session和cookie封装成对象并增加一些功能，
可通过面向对象方式访问它们。



Sessions 


和 请求 和 响应类似，
默认可通过为[[yii\web\Session]] 实例的session 应用组件 来访问sessions。



开启和关闭 Sessions 


可使用以下代码来开启和关闭session。


$session = Yii::$app->session;

// 检查session是否开启 
if ($session->isActive) ...

// 开启session
$session->open();

// 关闭session
$session->close();

// 销毁session中所有已注册的数据
$session->destroy();



多次调用[[yii\web\Session::open()|open()]] 和[[yii\web\Session::close()|close()]] 方法并不会产生错误，
因为方法内部会先检查session是否已经开启。





访问Session数据 


To access the data stored in session, you can do the following:
可使用如下方式访问session中的数据：


$session = Yii::$app->session;

// 获取session中的变量值，以下用法是相同的：
$language = $session->get('language');
$language = $session['language'];
$language = isset($_SESSION['language']) ? $_SESSION['language'] : null;

// 设置一个session变量，以下用法是相同的：
$session->set('language', 'en-US');
$session['language'] = 'en-US';
$_SESSION['language'] = 'en-US';

// 删除一个session变量，以下用法是相同的：
$session->remove('language');
unset($session['language']);
unset($_SESSION['language']);

// 检查session变量是否已存在，以下用法是相同的：
if ($session->has('language')) ...
if (isset($session['language'])) ...
if (isset($_SESSION['language'])) ...

// 遍历所有session变量，以下用法是相同的：
foreach ($session as $name => $value) ...
foreach ($_SESSION as $name => $value) ...




补充: 当使用session组件访问session数据时候，如果session没有开启会自动开启，
这和通过$_SESSION不同，$_SESSION要求先执行session_start()。



当session数据为数组时，session组件会限制你直接修改数据中的单元项，例如：


$session = Yii::$app->session;

// 如下代码不会生效
$session['captcha']['number'] = 5;
$session['captcha']['lifetime'] = 3600;

// 如下代码会生效：
$session['captcha'] = [
    'number' => 5,
    'lifetime' => 3600,
];

// 如下代码也会生效：
echo $session['captcha']['lifetime'];



可使用以下任意一个变通方法来解决这个问题：


$session = Yii::$app->session;

// 直接使用$_SESSION (确保Yii::$app->session->open() 已经调用)
$_SESSION['captcha']['number'] = 5;
$_SESSION['captcha']['lifetime'] = 3600;

// 先获取session数据到一个数组，修改数组的值，然后保存数组到session中
$captcha = $session['captcha'];
$captcha['number'] = 5;
$captcha['lifetime'] = 3600;
$session['captcha'] = $captcha;

// 使用ArrayObject 数组对象代替数组
$session['captcha'] = new \ArrayObject;
...
$session['captcha']['number'] = 5;
$session['captcha']['lifetime'] = 3600;

// 使用带通用前缀的键来存储数组
$session['captcha.number'] = 5;
$session['captcha.lifetime'] = 3600;



为更好的性能和可读性，推荐最后一种方案，也就是不用存储session变量为数组，
而是将每个数组项变成有相同键前缀的session变量。





自定义Session存储 


[[yii\web\Session]] 类默认存储session数据为文件到服务器上，Yii提供以下session类实现不同的session存储方式：



		


		


		[[yii\redis\Session]]: 存储session数据到以redis [http://redis.io/] 作为存储媒介中


		





所有这些session类支持相同的API方法集，因此，切换到不同的session存储介质不需要修改项目使用session的代码。



注意: 如果通过$_SESSION访问使用自定义存储介质的session，需要确保session已经用[[yii\web\Session::open()]] 开启，
这是因为在该方法中注册自定义session存储处理器。



学习如何配置和使用这些组件类请参考它们的API文档，如下为一个示例
显示如何在应用配置中配置[yii\web\DbSession]将数据表作为session存储介质。


return [
    'components' => [
        'session' => [
            'class' => 'yii\web\DbSession',
            // 'db' => 'mydb',  // 数据库连接的应用组件ID，默认为'db'.
            // 'sessionTable' => 'my_session', // session 数据表名，默认为'session'.
        ],
    ],
];



也需要创建如下数据库表来存储session数据：


CREATE TABLE session
(
    id CHAR(40) NOT NULL PRIMARY KEY,
    expire INTEGER,
    data BLOB
)



其中’BLOB’ 对应你选择的数据库管理系统的BLOB-type类型，以下一些常用数据库管理系统的BLOB类型：



		MySQL: LONGBLOB


		PostgreSQL: BYTEA


		MSSQL: BLOB






注意: 根据php.ini 设置的 session.hash_function，你需要调整id列的长度，
例如，如果 session.hash_function=sha256 ，应使用长度为64而不是40的char类型。






Flash 数据 


Flash数据是一种特别的session数据，它一旦在某个请求中设置后，只会在下次请求中有效，然后该数据就会自动被删除。
常用于实现只需显示给终端用户一次的信息，如用户提交一个表单后显示确认信息。


可通过session应用组件设置或访问session，例如：


$session = Yii::$app->session;

// 请求 #1
// 设置一个名为"postDeleted" flash 信息
$session->setFlash('postDeleted', 'You have successfully deleted your post.');

// 请求 #2
// 显示名为"postDeleted" flash 信息
echo $session->getFlash('postDeleted');

// 请求 #3
// $result 为 false，因为flash信息已被自动删除
$result = $session->hasFlash('postDeleted');



和普通session数据类似，可将任意数据存储为flash数据。


当调用[[yii\web\Session::setFlash()]]时, 会自动覆盖相同名的已存在的任何数据，
为将数据追加到已存在的相同名flash中，可改为调用[[yii\web\Session::addFlash()]]。
例如:


$session = Yii::$app->session;

// 请求 #1
// 在名称为"alerts"的flash信息增加数据
$session->addFlash('alerts', 'You have successfully deleted your post.');
$session->addFlash('alerts', 'You have successfully added a new friend.');
$session->addFlash('alerts', 'You are promoted.');

// 请求 #2
// $alerts 为名为'alerts'的flash信息，为数组格式
$alerts = $session->getFlash('alerts');




注意: 不要在相同名称的flash数据中使用[[yii\web\Session::setFlash()]] 的同时也使用[[yii\web\Session::addFlash()]]，
因为后一个防范会自动将flash信息转换为数组以使新的flash数据可追加进来，因此，
当你调用[[yii\web\Session::getFlash()]]时，会发现有时获取到一个数组，有时获取到一个字符串，
取决于你调用这两个方法的顺序。








Cookies 


Yii使用 [[yii\web\Cookie]]对象来代表每个cookie，[[yii\web\Request]] 和 [[yii\web\Response]]
通过名为’cookies’的属性维护一个cookie集合，前者的cookie 集合代表请求提交的cookies，
后者的cookie集合表示发送给用户的cookies。



读取 Cookies 


当前请求的cookie信息可通过如下代码获取：


// 从 "request"组件中获取cookie集合(yii\web\CookieCollection)
$cookies = Yii::$app->request->cookies;

// 获取名为 "language" cookie 的值，如果不存在，返回默认值"en"
$language = $cookies->getValue('language', 'en');

// 另一种方式获取名为 "language" cookie 的值
if (($cookie = $cookies->get('language')) !== null) {
    $language = $cookie->value;
}

// 可将 $cookies当作数组使用
if (isset($cookies['language'])) {
    $language = $cookies['language']->value;
}

// 判断是否存在名为"language" 的 cookie
if ($cookies->has('language')) ...
if (isset($cookies['language'])) ...






发送 Cookies 


You can send cookies to end users using the following code:
可使用如下代码发送cookie到终端用户：


// 从"response"组件中获取cookie 集合(yii\web\CookieCollection)
$cookies = Yii::$app->response->cookies;

// 在要发送的响应中添加一个新的cookie
$cookies->add(new \yii\web\Cookie([
    'name' => 'language',
    'value' => 'zh-CN',
]));

// 删除一个cookie
$cookies->remove('language');
// 等同于以下删除代码
unset($cookies['language']);



除了上述例子定义的 [[yii\web\Cookie::name|name]] 和 [[yii\web\Cookie::value|value]] 属性
[[yii\web\Cookie]] 类也定义了其他属性来实现cookie的各种信息，如
[[yii\web\Cookie::domain|domain]], [[yii\web\Cookie::expire|expire]]
可配置这些属性到cookie中并添加到响应的cookie集合中。



注意: 为安全起见[[yii\web\Cookie::httpOnly]] 被设置为true，这可减少客户端脚本访问受保护cookie（如果浏览器支持）的风险，
更多详情可阅读 httpOnly wiki article [https://www.owasp.org/index.php/HttpOnly] for more details.






Cookie验证 


在上两节中，当通过request 和 response 组件读取和发送cookie时，你会喜欢扩展的cookie验证的保障安全功能，它能
使cookie不被客户端修改。该功能通过给每个cookie签发一个哈希字符串来告知服务端cookie是否在客户端被修改，
如果被修改，通过request组件的[[yii\web\Request::cookies|cookie collection]]cookie集合访问不到该cookie。



注意: Cookie验证只保护cookie值被修改，如果一个cookie验证失败，仍然可以通过$_COOKIE来访问该cookie，
因为这是第三方库对未通过cookie验证自定义的操作方式。



Cookie验证默认启用，可以设置[[yii\web\Request::enableCookieValidation]]属性为false来禁用它，尽管如此，我们强烈建议启用它。



注意: 直接通过$_COOKIE 和 setcookie() 读取和发送的Cookie不会被验证。



当使用cookie验证，必须指定[[yii\web\Request::cookieValidationKey]]，它是用来生成s上述的哈希值，
可通过在应用配置中配置request 组件。


return [
    'components' => [
        'request' => [
            'cookieValidationKey' => 'fill in a secret key here',
        ],
    ],
];




补充: [[yii\web\Request::cookieValidationKey|cookieValidationKey]] 对你的应用安全很重要，
应只被你信任的人知晓，请不要将它放入版本控制中。
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Creating your own Application structure



Note: This section is under development.



While the basic [https://github.com/yiisoft/yii2/tree/master/apps/basic] and advanced [https://github.com/yiisoft/yii2/tree/master/apps/advanced]
application templates are great for most of your needs, you may want to create your own application template with which
to start your projects.


Application templates in Yii are simply repositories containing a composer.json file, and registered as a Composer package.
Any repository can be identified as a Composer package, making it installable via create-project Composer command.


Since it’s a bit too much to start building your entire template from scratch, it is better to use one of the built-in
templates as a base. Let’s use the basic template here.



Clone the Basic Template


The first step is to clone the basic Yii template’s Git repository:


git clone git@github.com:yiisoft/yii2-app-basic.git



Then wait for the repository to be downloaded to your computer. Since the changes made to the template won’t be pushed back, you can delete the .git diretory and all
of its contents from the download.





Modify the Files


Next, you’ll want to modify the composer.json to reflect your template. Change the name, description, keywords, homepage, license, and support values
to describe your new template. Also adjust the require, require-dev, suggest, and other options to match your template’s requirements.



Note: In the composer.json file, use the writable parameter under extra to specify
per file permissions to be set after an application is created using the template.



Next, actually modify the structure and contents of the application as you would like the default to be. Finally, update the README file to be applicable to your template.





Make a Package


With the template defined, create a Git repository from it, and push your files there. If you’re going to open source your template, Github [http://github.com] is the best place to host it. If you intend to keep your template non-collaborative, any Git repository site will do.


Next, you need to register your package for Composer’s sake. For public templates, the package should be registered at Packagist [https://packagist.org/].
For private templates, it is a bit more tricky to register the package. For instructions, see the Composer documentation [https://getcomposer.org/doc/05-repositories.md#hosting-your-own].





Use the Template


That’s all that’s required to create a new Yii application template. Now you can create projects using your template:


composer global require "fxp/composer-asset-plugin:1.0.0"
composer create-project --prefer-dist --stability=dev mysoft/yii2-app-coolone new-project
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Обработка ошибок


Если при обработке запроса к RESTful API в запросе пользователя обнаруживается ошибка или происходит
что-то непредвиденное на сервере, вы можете просто выбрасывать исключение, чтобы уведомить пользователя о нештатной ситуации.
Если же вы можете установить конкретную причину ошибки (например, запрошенный ресурс не существует), вам следует подумать
о том, чтобы выбрасывать исключение с соответствующим кодом состояния HTTP (например, [[yii\web\NotFoundHttpException]],
соответствующее коду состояния 404). Yii отправит ответ с соответствующим
HTTP-кодом и текстом. Он также включит в тело ответа сериализованное представление
исключения. Например:


HTTP/1.1 404 Not Found
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{
    "type": "yii\\web\\NotFoundHttpException",
    "name": "Not Found Exception",
    "message": "The requested resource was not found.",
    "code": 0,
    "status": 404
}



Сводный список кодов состояния HTTP, используемых REST-фреймворком Yii:



		200: OK. Все сработало именно так, как и ожидалось.


		201: Ресурс был успешно создан в ответ на POST-запрос. Заголовок Location
содержит URL, указывающий на только что созданный ресурс.


		204: Запрос обработан успешно, и в ответе нет содержимого (для запроса DELETE, например).


		304: Ресурс не изменялся. Можно использовать закэшированную версию.


		400: Неверный запрос. Может быть связано с разнообразными проблемами на стороне пользователя, такими как неверные JSON-данные
в теле запроса, неправильные параметры действия, и т.д.


		401: Аутентификация завершилась неудачно.


		403: Аутентифицированному пользователю не разрешен доступ к указанной точке входа API.


		404: Запрошенный ресурс не существует.


		405: Метод не поддерживается. Сверьтесь со списком поддерживаемых HTTP-методов в заголовке Allow.


		415: Неподдерживаемый тип данных. Запрашивается неправильный тип данных или номер версии.


		422: Проверка данных завершилась неудачно (в ответе на POST-запрос, например). Подробные сообщения об ошибках смотрите в теле ответа.


		429: Слишком много запросов. Запрос отклонен из-за превышения ограничения частоты запросов.


		500: Внутренняя ошибка сервера. Возможная причина — ошибки в самой программе.
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别名（Aliases）


别名用来表示文件路径和 URL，这样就避免了在代码中硬编码一些绝对路径和 URL。一个别名必须以 @ 字符开头，以区别于传统的文件路径和 URL。Yii 预定义了大量可用的别名。例如，别名 @yii 指的是 Yii 框架本身的安装目录，而 @web 表示的是当前运行应用的根 URL。



定义别名 


你可以调用 [[Yii::setAlias()]] 来给文件路径或 URL 定义别名：


// 文件路径的别名
Yii::setAlias('@foo', '/path/to/foo');

// URL 的别名
Yii::setAlias('@bar', 'http://www.example.com');




注意：别名所指向的文件路径或 URL 不一定是真实存在的文件或资源。



可以通过在一个别名后面加斜杠 / 和一至多个路径分段生成新别名（无需调用 [[Yii::setAlias()]]）。我们把通过 [[Yii::setAlias()]] 定义的别名称为根别名，而用他们衍生出去的别名成为衍生别名。例如，@foo 就是根别名，而 @foo/bar/file.php 是一个衍生别名。


你还可以用别名去定义新别名（根别名与衍生别名均可）：


Yii::setAlias('@foobar', '@foo/bar');



根别名通常在引导阶段定义。比如你可以在入口脚本里调用 [[Yii::setAlias()]]。为了方便起见，应用提供了一个名为 aliases 的可写属性，你可以在应用配置中设置它，就像这样：


return [
    // ...
    'aliases' => [
        '@foo' => '/path/to/foo',
        '@bar' => 'http://www.example.com',
    ],
];






解析别名 


你可以调用 [[Yii::getAlias()]] 命令来解析根别名到对应的文件路径或 URL。同样的页面也可以用于解析衍生别名。例如：


echo Yii::getAlias('@foo');               // 输出：/path/to/foo
echo Yii::getAlias('@bar');               // 输出：http://www.example.com
echo Yii::getAlias('@foo/bar/file.php');  // 输出：/path/to/foo/bar/file.php



由衍生别名所解析出的文件路径和 URL 是通过替换掉衍生别名中的根别名部分得到的。



注意：[[Yii::getAlias()]] 并不检查结果路径/URL 所指向的资源是否真实存在。



根别名可能也会包含斜杠 /。[[Yii::getAlias()]] 足够智能到判断一个别名中的哪部分是根别名，因此能正确解析文件路径/URL。例如：


Yii::setAlias('@foo', '/path/to/foo');
Yii::setAlias('@foo/bar', '/path2/bar');
echo Yii::getAlias('@foo/test/file.php');  // 输出：/path/to/foo/test/file.php
echo Yii::getAlias('@foo/bar/file.php');   // 输出：/path2/bar/file.php



若 @foo/bar 未被定义为根别名，最后一行语句会显示为 /path/to/foo/bar/file.php。





使用别名 


别名在 Yii 的很多地方都会被正确识别，无需调用 [[Yii::getAlias()]] 来把它们转换为路径/URL。例如，[[yii\caching\FileCache::cachePath]] 能同时接受文件路径或是指向文件路径的别名，因为通过 @ 前缀能区分它们。


use yii\caching\FileCache;

$cache = new FileCache([
    'cachePath' => '@runtime/cache',
]);



请关注 API 文档了解特定属性或方法参数是否支持别名。





预定义的别名 


Yii 预定义了一系列别名来简化常用路径和 URL 的使用：



		@yii - BaseYii.php 文件所在的目录（也被称为框架安装目录）


		@app - 当前运行的应用 [[yii\base\Application::basePath|根路径（base path）]]


		@runtime - 当前运行的应用的 [[yii\base\Application::runtimePath|运行环境（runtime）路径]]


		@vendor - [[yii\base\Application::vendorPath|Composer 供应商目录]]


		@webroot - 当前运行应用的 Web 入口目录


		@web - 当前运行应用的根 URL





@yii 别名是在入口脚本里包含 Yii.php 文件时定义的，其他的别名都是在配置应用的时候，于应用的构造方法内定义的。





扩展的别名 


每一个通过 Composer 安装的 扩展 都自动添加了一个别名。该别名会以该扩展在 composer.json 文件中所声明的根命名空间为名，且他直接代指该包的根目录。例如，如果你安装有 yiisoft/yii2-jui 扩展，会自动得到 @yii/jui 别名，它定义于引导启动阶段：


Yii::setAlias('@yii/jui', 'VendorPath/yiisoft/yii2-jui');
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Testing


Testing is an important part of software development. Whether we are aware of it or not, we conduct testing continuously.
For example, when we write a class in PHP, we may debug it step by step or simply use echo or die statements to verify
the implementation works according to our initial plan. In the case of a web application, we’re entering some test data
in forms to ensure the page interacts with us as expected. The testing process could be automated so that each time when we need to verify something, we just need to call up the code that does it for us. The code that verifies the result matches
what we’ve planned is called test and the process of its creation and further execution is known as automated testing,
which is the main topic of these testing chapters.



Developing with tests


Test-Driven Development (TDD) and Behavior-Driven Development (BDD) are approaches of developing
software by describing behavior of a piece of code or the whole feature as a set of scenarios or tests before
writing actual code and only then creating the implementation that allows these tests to pass verifying that intended
behavior is achieved.


The process of developing a feature is the following:



		Create a new test that describes a feature to be implemented.


		Run the new test and make sure it fails. It is expected since there’s no implementation yet.


		Write simple code to make the new test pass.


		Run all tests and make sure they all pass.


		Improve code and make sure tests are still OK.





After it’s done the process is repeated again for another feature or improvement. If the existing feature is to be changed,
tests should be changed as well.



Tip: If you feel that you are losing time doing a lot of small and simple iterations, try covering more by your
test scenario so you do more before executing tests again. If you’re debugging too much, try doing the opposite.



The reason to create tests before doing any implemenation is that it allows us to focus on what we want to achieve
and fully dive into “how to do it” afterwards. Usually it leads to better abstractions and easier test maintenance when
it comes to feature adjustments or less coupled components.


So to sum up the pros of such an approach are the following:



		Keeps you focused on one thing at a time which results in improved planning and implementation.


		Results in test-covering more features in greater detail i.e. if tests are OK most likely nothing’s broken.





In the long term it usually gives you a good time-saving effect.



Tip: If you want to know more about the principles for gathering software requirements and modeling the subject
matter it’s good to learn Domain Driven Development (DDD) [https://en.wikipedia.org/wiki/Domain-driven_design].






When and how to test


While the test first approach described above makes sense for long term and relatively complex projects it could be overkill
for simpler ones. There are some indicators of when it’s appropriate:



		Project is already large and complex.


		Project requirements are starting to get complex. Project grows constantly.


		Project is meant to be long term.


		The cost of the failure is too high.





There’s nothing wrong in creating tests covering behavior of existing implementation.



		Project is a legacy one to be gradually renewed.


		You’ve got a project to work on and it has no tests.





In some cases any form of automated testing could be overkill:



		Project is simple and isn’t getting anymore complex.


		It’s a one-time project that will no longer be worked on.





Still if you have time it’s good to automate testing in these cases as well.





Further reading



		Test Driven Development: By Example / Kent Beck. ISBN: 0321146530.
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События


События - это механизм, внедряющий элементы собственного кода в существующий код в определенные моменты его исполнения. К событию можно присоединить собственный код, который будет выполняться автоматически при срабатывании события. Например, объект, отвечающий за почту, может инициировать событие messageSent при успешной отправке сообщения. При этом если нужно отслеживать успешно отправленные сообщения, достаточно присоединить соответствующий код к событию messageSent.


Для работы с событиями Yii использует базовый класс [[yii\base\Component]]. Если класс должен инициировать события, его нужно унаследовать от [[yii\base\Component]] или потомка этого класса.



Обработчики событий 


Обработчик события - это callback-функция PHP [http://www.php.net/manual/ru/language.types.callable.php], которая выполняется при срабатывании события, к которому она присоединена. Можно использовать следующие callback-функции:



		глобальную функцию PHP, указав строку с именем функции (без скобок), например, 'trim';


		метод объекта, указав массив, содержащий строки с именами объекта и метода (без скобок), например, [$object, 'methodName'];


		статический метод класса, указав массив, содержащий строки с именами класса и метода (без скобок), например, [$class, 'methodName'];


		анонимную функцию, например, function ($event) { ... }.





Сигнатура обработчика события выглядит следующим образом:


function ($event) {
    // $event - это объект класса yii\base\Event или его потомка
}



Через параметр $event обработчик события может получить следующую информацию о возникшем событии:



		[[yii\base\Event::name|event name]]


		[[yii\base\Event::sender|event sender]]: объект, метод trigger() которого был вызван


		[[yii\base\Event::data|custom data]]: данные, которые были предоставлены во время присоединения обработчика события (будет описано ниже)








Присоединение обработчиков событий 


Обработчики события присоединяются с помощью метода [[yii\base\Component::on()]]. Например:


$foo = new Foo;

// обработчик - глобальная функция
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, 'function_name');

// обработчик - метод объекта
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, [$object, 'methodName']);

// обработчик - статический метод класса
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, ['app\components\Bar', 'methodName']);

// обработчик - анонимная функция
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, function ($event) {
    // логика обработки события
});



Также обработчики событий можно присоединять с помощью конфигураций. Дополнительную информацию см. в разделе Конфигурации.


Присоединяя обработчик события, можно передать дополнительные данные с помощью третьего параметра метода [[yii\base\Component::on()]]. Эти данные будут доступны в обработчике, когда сработает событие и он будет вызван. Например:


// Следующий код выводит "abc" при срабатывании события
// так как в $event->data содержатся данные, которые переданы в качестве третьего аргумента метода "on"
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, 'function_name', 'abc');

function function_name($event) {
    echo $event->data;
}






Порядок обработки событий


К одному событию можно присоединить несколько обработчиков. При срабатывании события обработчики будут вызываться в том порядке, к котором они присоединялись к событию. Чтобы запретить в обработчике вызов всех следующих за ним обработчиков, необходимо установить свойство [[yii\base\Event::handled]] параметра $event в true:


$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, function ($event) {
    $event->handled = true;
});



По умолчанию, новые обработчики присоединяются к концу очереди обработчиков, уже существующей у события.
В результате при срабатывании события обработчик выполнится последним.
Чтобы обработчик присоединился к началу очереди и запускался первым, при вызове [[yii\base\Component::on()]] в качестве четвертого параметра $append следует передать false:


$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, function ($event) {
    // ...
}, $data, false);






Инициирование событий 


События инициируются при вызове метода [[yii\base\Component::trigger()]]. Методу нужно передать имя события, а при необходимости - объект события, в котором описываются параметры, передаваемые обработчикам событий. Например:


namespace app\components;

use yii\base\Component;
use yii\base\Event;

class Foo extends Component
{
    const EVENT_HELLO = 'hello';

    public function bar()
    {
        $this->trigger(self::EVENT_HELLO);
    }
}



Показанный выше код инициирует событие hello при каждом вызове метода bar().



Подсказка: Желательно для обозначения имен событий использовать константы класса. В предыдущем примере константа EVENT_HELLO обозначает событие hello. У такого подхода три преимущества. Во-первых, исключаются опечатки. Во-вторых, для событий работает автозавершение в различных средах разработки. В третьих, чтобы узнать, какие события поддерживаются классом, достаточно проверить константы, объявленные в нем.



Иногда при инициировании события может понадобиться передать его обработчику дополнительную информацию. Например, объекту, отвечающему за почту, может понадобиться передать обработчику события messageSent определенные данные, раскрывающие смысл отправленных почтовых сообщений. Для этого в качестве второго параметра методу [[yii\base\Component::trigger()]] передается объект события. Объект события должен быть экземпляром класса [[yii\base\Event]] или его потомка. Например:


namespace app\components;

use yii\base\Component;
use yii\base\Event;

class MessageEvent extends Event
{
    public $message;
}

class Mailer extends Component
{
    const EVENT_MESSAGE_SENT = 'messageSent';

    public function send($message)
    {
        // ...отправка $message...

        $event = new MessageEvent;
        $event->message = $message;
        $this->trigger(self::EVENT_MESSAGE_SENT, $event);
    }
}



При вызове метода [[yii\base\Component::trigger()]] будут вызваны все обработчики, присоединенные к указанному событию.





Отсоединение обработчиков событий 


Для отсоединения обработчика от события используется метод [[yii\base\Component::off()]]. Например:


// обработчик - глобальная функция
$foo->off(Foo::EVENT_HELLO, 'function_name');

// обработчик - метод объекта
$foo->off(Foo::EVENT_HELLO, [$object, 'methodName']);

// обработчик - статический метод класса
$foo->off(Foo::EVENT_HELLO, ['app\components\Bar', 'methodName']);

// обработчик - анонимная функция
$foo->off(Foo::EVENT_HELLO, $anonymousFunction);



Учтите, что в общем случае отсоединять обработчики - анонимные функции можно только если они где-то сохраняются в момент присоединения к событию. В предыдущем примере предполагается, что анонимная функция сохранена в переменной $anonymousFunction.


Чтобы отсоединить ВСЕ обработчики от события, достаточно вызвать [[yii\base\Component::off()]] без второго параметра:


$foo->off(Foo::EVENT_HELLO);






Обработчики событий на уровне класса 


Во всех предыдущих примерах мы рассматривали присоединение событий на уровне экземпляров. Есть случаи, когда необходимо обрабатывать события, которые инициируются любым экземпляром класса, а не только конкретным экземпляром. В таком случае присоединять обработчик события к каждому экземпляру класса не нужно. Достаточно присоединить обработчик на уровне класса, вызвав статический метод [[yii\base\Event::on()]].


Например, объект Active Record инициирует событие [[yii\db\BaseActiveRecord::EVENT_AFTER_INSERT|EVENT_AFTER_INSERT]] после добавления в базу данных новой записи. Чтобы отслеживать записи, добавленные в базу данных каждым объектом Active Record, можно использовать следующий код:


use Yii;
use yii\base\Event;
use yii\db\ActiveRecord;

Event::on(ActiveRecord::className(), ActiveRecord::EVENT_AFTER_INSERT, function ($event) {
    Yii::trace(get_class($event->sender) . ' добавлен');
});



Обработчик будет вызван при срабатывании события [[yii\db\BaseActiveRecord::EVENT_AFTER_INSERT|EVENT_AFTER_INSERT]] в экземплярах класса [[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]] или его потомков. В обработчике можно получить доступ к объекту, который инициировал событие, с помощью свойства $event->sender.


При срабатывании события будут в первую очередь вызваны обработчики на уровне экземпляра, а затем - обработчики на уровне класса.


Инициировать событие на уровне класса можно с помощью статического метода [[yii\base\Event::trigger()]]. Событие на уровне класса не связано ни с одним конкретным объектом. В таком случае будут вызваны только обработчики события на уровне класса. Например:


use yii\base\Event;

Event::on(Foo::className(), Foo::EVENT_HELLO, function ($event) {
    echo $event->sender;  // выводит "app\models\Foo"
});

Event::trigger(Foo::className(), Foo::EVENT_HELLO);



Обратите внимание, что в данном случае $event->sender ссылается на имя класса, который инициировал событие, а не на его экземпляр.



Примечание: Поскольку обработчики на уровне класса отвечают на события, инициируемые всеми экземплярами этого класса и всех его потомков, их следует использовать с осторожностью, особенно в случае базовых классов низкого уровня, таких как [[yii\base\Object]].



Отсоединить обработчик события на уровне класса можно с помощью метода [[yii\base\Event::off()]]. Например:


// отсоединение $handler
Event::off(Foo::className(), Foo::EVENT_HELLO, $handler);

// отсоединяются все обработчики Foo::EVENT_HELLO
Event::off(Foo::className(), Foo::EVENT_HELLO);






Глобальные события 


Yii поддерживает так называемые глобальные события, которые на самом деле основаны на нестандартном использовании описанного выше механизма событий. Для глобальных событий нужен глобально доступный объект-синглетон, например, экземпляр приложения - application.


Чтобы создать глобальное событие, отправитель сообщения вызывает метод trigger() синглетона, а не свой собственный метод trigger(). Аналогичным образом обработчики события также присоединяются к событиям синглетона. Например:


use Yii;
use yii\base\Event;
use app\components\Foo;

Yii::$app->on('bar', function ($event) {
    echo get_class($event->sender);  // выводит "app\components\Foo"
});

Yii::$app->trigger('bar', new Event(['sender' => new Foo]));



Преимущество глобальных событий в том, что им не нужен объект, к событию которого бы присоединялся обработчик и объект, с помощью котрого бы это событие инициировалось. Вместо этого и для присоединения обработчика, и для инициирования события используется синглетон (например, экземпляр приложения).


Тем не менее, так как пространство имен глобальных событий едино для всего приложения, их имена нельзя назначать бездумно. Например, полезными могут быть искусственные пространства имен (“frontend.mail.sent”, “backend.mail.sent”).
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快速入门


Yii 提供了一整套用来简化实现 RESTful 风格的 Web Service 服务的 API。
特别是，Yii 支持以下关于 RESTful 风格的 API：



		支持 Active Record 类的通用API的快速原型


		涉及的响应格式（在默认情况下支持 JSON 和 XML)


		支持可选输出字段的定制对象序列化


		适当的格式的数据采集和验证错误


		支持 HATEOAS [http://en.wikipedia.org/wiki/HATEOAS]


		有适当HTTP动词检查的高效的路由


		内置OPTIONS和HEAD动词的支持


		认证和授权


		数据缓存和HTTP缓存


		速率限制





如下， 我们用一个例子来说明如何用最少的编码来建立一套RESTful风格的API。


假设你想通过 RESTful 风格的 API 来展示用户数据。用户数据被存储在用户DB表，
你已经创建了 [[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]] 类 app\models\User 来访问该用户数据.



创建一个控制器 


首先，创建一个控制器类 app\controllers\UserController 如下，


namespace app\controllers;

use yii\rest\ActiveController;

class UserController extends ActiveController
{
    public $modelClass = 'app\models\User';
}



控制器类扩展自 [[yii\rest\ActiveController]]。通过指定 [[yii\rest\ActiveController::modelClass|modelClass]]
作为 app\models\User， 控制器就能知道使用哪个模型去获取和处理数据。





配置URL规则 


然后，修改有关在应用程序配置的urlManager组件的配置：


'urlManager' => [
    'enablePrettyUrl' => true,
    'enableStrictParsing' => true,
    'showScriptName' => false,
    'rules' => [
        ['class' => 'yii\rest\UrlRule', 'controller' => 'user'],
    ],
]



上面的配置主要是为user控制器增加一个 URL 规则。这样，
用户的数据就能通过美化的 URL 和有意义的 http 动词进行访问和操作。





尝试 


随着以上所做的最小的努力，你已经完成了创建用于访问用户数据
的 RESTful 风格的 API。你所创建的 API 包括：



		GET /users: 逐页列出所有用户


		HEAD /users: 显示用户列表的概要信息


		POST /users: 创建一个新用户


		GET /users/123: 返回用户 123 的详细信息


		HEAD /users/123: 显示用户 123 的概述信息


		PATCH /users/123 and PUT /users/123: 更新用户123


		DELETE /users/123: 删除用户123


		OPTIONS /users: 显示关于末端 /users 支持的动词


		OPTIONS /users/123: 显示有关末端 /users/123 支持的动词






补充：Yii 将在末端使用的控制器的名称自动变为复数。（译注：个人感觉这里应该变为注意）



你可以访问你的API用curl命令如下，


$ curl -i -H "Accept:application/json" "http://localhost/users"

HTTP/1.1 200 OK
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
X-Powered-By: PHP/5.4.20
X-Pagination-Total-Count: 1000
X-Pagination-Page-Count: 50
X-Pagination-Current-Page: 1
X-Pagination-Per-Page: 20
Link: <http://localhost/users?page=1>; rel=self, 
      <http://localhost/users?page=2>; rel=next, 
      <http://localhost/users?page=50>; rel=last
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

[
    {
        "id": 1,
        ...
    },
    {
        "id": 2,
        ...
    },
    ...
]



试着改变可接受的内容类型为application/xml，你会看到结果以 XML 格式返回：


$ curl -i -H "Accept:application/xml" "http://localhost/users"

HTTP/1.1 200 OK
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
X-Powered-By: PHP/5.4.20
X-Pagination-Total-Count: 1000
X-Pagination-Page-Count: 50
X-Pagination-Current-Page: 1
X-Pagination-Per-Page: 20
Link: <http://localhost/users?page=1>; rel=self, 
      <http://localhost/users?page=2>; rel=next, 
      <http://localhost/users?page=50>; rel=last
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<response>
    <item>
        <id>1</id>
        ...
    </item>
    <item>
        <id>2</id>
        ...
    </item>
    ...
</response>




技巧：你还可以通过 Web 浏览器中输入 URL http://localhost/users 来访问你的 API。
尽管如此，你可能需要一些浏览器插件来发送特定的 headers 请求。



如你所见，在 headers 响应，有关于总数，页数的信息，等等。
还有一些链接，让你导航到其他页面的数据。例如： http://localhost/users?page=2
会给你的用户数据的下一个页面。


使用 fields 和 expand 参数，你也可以指定哪些字段应该包含在结果内。
例如：URL http://localhost/users?fields=id,email 将只返回 id 和 email 字段。



补充：你可能已经注意到了 http://localhost/users 的结果包括一些敏感字段，
例如 password_hash, auth_key 你肯定不希望这些出现在你的 API 结果中。
你应该在 响应格式 部分中过滤掉这些字段。






总结 


使用 Yii 框架的 RESTful 风格的 API, 在控制器的操作中实现API末端，使用
控制器来组织末端接口为一个单一的资源类型。


从 [[yii\base\Model]] 类扩展的资源被表示为数据模型。
如果你在使用（关系或非关系）数据库，推荐你使用 [[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]]
来表示资源。


你可以使用 [[yii\rest\UrlRule]] 简化路由到你的 API 末端。


为了方便维护你的WEB前端和后端，建议你开发接口作为一个单独的应用程序，虽然这不是必须的。
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Mongo DB



Note: This section is under development.


It has no content yet.
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版本


你的API应该是版本化的。不像你完全控制在客户端和服务器端Web应用程序代码, 对于API，您通常没有对API的客户端代码的控制权。
因此，应该尽可能的保持向后兼容性(BC)，如果一些不能向后兼容的变化必须引入
APIs，你应该增加版本号。你可以参考Semantic Versioning [http://semver.org/]
有关设计的API的版本号的详细信息。


关于如何实现API版本，一个常见的做法是在API的URL中嵌入版本号。
例如，http://example.com/v1/users代表/users版本1的API. 另一种API版本化的方法最近用的非常多的是把版本号放入HTTP请求头，通常是通过Accept头，
如下：


// 通过参数
Accept: application/json; version=v1
// 通过vendor的内容类型
Accept: application/vnd.company.myapp-v1+json



这两种方法都有优点和缺点， 而且关于他们也有很多争论。
下面我们描述在一种API版本混合了这两种方法的一个实用的策略:



		把每个主要版本的API实现在一个单独的模块ID的主版本号 (例如 v1, v2)。
自然，API的url将包含主要的版本号。


		在每一个主要版本 (在相应的模块)，使用 Accept HTTP 请求头
确定小版本号编写条件代码来响应相应的次要版本.





为每个模块提供一个主要版本， 它应该包括资源类和控制器类
为特定服务版本。 更好的分离代码， 你可以保存一组通用的
基础资源和控制器类， 并用在每个子类版本模块。 在子类中，
实现具体的代码例如 Model::fields()。


你的代码可以类似于如下的方法组织起来：


api/
    common/
        controllers/
            UserController.php
            PostController.php
        models/
            User.php
            Post.php
    modules/
        v1/
            controllers/
                UserController.php
                PostController.php
            models/
                User.php
                Post.php
        v2/
            controllers/
                UserController.php
                PostController.php
            models/
                User.php
                Post.php



你的应用程序配置应该这样：


return [
    'modules' => [
        'v1' => [
            'basePath' => '@app/modules/v1',
        ],
        'v2' => [
            'basePath' => '@app/modules/v2',
        ],
    ],
    'components' => [
        'urlManager' => [
            'enablePrettyUrl' => true,
            'enableStrictParsing' => true,
            'showScriptName' => false,
            'rules' => [
                ['class' => 'yii\rest\UrlRule', 'controller' => ['v1/user', 'v1/post']],
                ['class' => 'yii\rest\UrlRule', 'controller' => ['v2/user', 'v2/post']],
            ],
        ],
    ],
];



因此，http://example.com/v1/users将返回版本1的用户列表，而
http://example.com/v2/users将返回版本2的用户。


使用模块， 将不同版本的代码隔离。 通过共用基类和其他类
跨模块重用代码也是有可能的。


为了处理次要版本号， 可以利用内容协商
功能通过 [[yii\filters\ContentNegotiator|contentNegotiator]] 提供的行为。contentNegotiator
行为可设置 [[yii\web\Response::acceptParams]] 属性当它确定
支持哪些内容类型时。


例如， 如果一个请求通过 Accept: application/json; version=v1被发送，
内容交涉后，[[yii\web\Response::acceptParams]]将包含值['version' => 'v1'].


基于 acceptParams 的版本信息，你可以写条件代码
如 actions，resource classes，serializers等等。


由于次要版本需要保持向后兼容性，希望你的代码不会有
太多的版本检查。否则，有机会你可能需要创建一个新的主要版本。
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Unit Tests



Note: This section is under development.



A unit test verifies that a single unit of code is working as expected. In object-oriented programming, the most basic
code unit is a class. A unit test thus mainly needs to verify that each of the class interface methods works properly.
That is, given different input parameters, the test verifies the method returns expected results.
Unit tests are usually developed by people who write the classes being tested.


Unit testing in Yii is built on top of PHPUnit and, optionally, Codeception so it’s recommended to go through their docs:



		PHPUnit docs starting from chapter 2 [http://phpunit.de/manual/current/en/writing-tests-for-phpunit.html].


		Codeception Unit Tests [http://codeception.com/docs/06-UnitTests].






Running basic and advanced template unit tests


Please refer to instructions provided in apps/advanced/tests/README.md and apps/basic/tests/README.md.





Framework unit tests


If you want to run unit tests for Yii framework itself follow
“Getting started with Yii2 development [https://github.com/yiisoft/yii2/blob/master/docs/internals/getting-started.md]”.
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Запросы


Запросы, сделанные к приложению, представлены в терминах [[yii\web\Request]] объектов, которые предоставляют информацию о параметрах запроса, HTTP заголовках, cookies и т.д. Для получения доступа к текущему запросу вы должны обратиться к объекту request application component, который по умолчанию является экземпляром [[yii\web\Request]].



Параметры запроса 


Чтобы получить параметры запроса, вы должны вызвать методы [[yii\web\Request::get()|get()]] и [[yii\web\Request::post()|post()]] компонента request. Они возвращают значения переменных $_GET и $_POST соответственно. Например,


$request = Yii::$app->request;

$get = $request->get(); 
// эквивалентно: $get = $_GET;

$id = $request->get('id');   
// эквивалентно: $id = isset($_GET['id']) ? $_GET['id'] : null;

$id = $request->get('id', 1);   
// эквивалентно: $id = isset($_GET['id']) ? $_GET['id'] : 1;

$post = $request->post(); 
// эквивалентно: $post = $_POST;

$name = $request->post('name');   
// эквивалентно: $name = isset($_POST['name']) ? $_POST['name'] : null;

$name = $request->post('name', '');   
// эквивалентно: $name = isset($_POST['name']) ? $_POST['name'] : '';




Информация: Вместо того, чтобы обращаться напрямую к переменным $_GET и $_POST для получения параметров запроса, рекомендуется
чтобы вы обращались к ним через компонент request как было показано выше. Это упростит написание тестов, поскольку вы можете создать mock компонент запроса с не настоящими данными запроса.



При реализации RESTful API, зачастую вам требуется получить параметры, которые были отправлены через PUT, PATCH или другие методы запроса. Вы можете получить эти параметры, вызвав метод [[yii\web\Request::getBodyParam()]]. Например,


$request = Yii::$app->request;

// возвращает все параметры
$params = $request->bodyParams;

// возвращает параметр "id"
$param = $request->getBodyParam('id');




Информация: В отличии от GET параметров, параметры, которые были переданы через POST, PUT, PATCH и д.р. отправляются в теле запроса.
Компонент request будет обрабатывать эти параметры, когда вы попробуете к ним обратиться через методы, описанные выше.
Вы можете настроить способ обработки этих параметров через настройку свойства [[yii\web\Request::parsers]].






Методы запроса 


Вы можете получить названия HTTP метода, используемого в текущем запросе, обратившись к выражению  Yii::$app->request->method.
Также имеется целый набор логических свойств для проверки соответствует ли текущий метод определённому типу запроса.
Например,


$request = Yii::$app->request;

if ($request->isAjax) { // является ли текущий запрос AJAX запросом }
if ($request->isGet)  { // является ли текущий запрос GET запросом }
if ($request->isPost) { // является ли текущий запрос POST запросом }
if ($request->isPut)  { // является ли текущий запрос PUT запросом }






URL запроса 


Компонент request предоставляет множество способов изучения текущего запрашиваемого URL.


Если предположить, что URL запроса будет http://example.com/admin/index.php/product?id=100, то вы можете получить различные части этого адреса так как это показано ниже:



		[[yii\web\Request::url|url]]: вернёт адрес /admin/index.php/product?id=100, который содержит URL без информации об имени хоста.


		[[yii\web\Request::absoluteUrl|absoluteUrl]]: вернёт адрес http://example.com/admin/index.php/product?id=100,
который содержит полный URL, включая имя хоста.


		[[yii\web\Request::hostInfo|hostInfo]]: вернёт адрес http://example.com, который содержит только имя хоста.


		[[yii\web\Request::pathInfo|pathInfo]]: вернёт адрес /product, который содержит часть между адресом начального скрипта и параметрами запроса, которые идут после знака вопроса.


		[[yii\web\Request::queryString|queryString]]: вернёт адрес id=100, который содержит часть URL после знака вопроса.


		[[yii\web\Request::baseUrl|baseUrl]]: вернёт адрес /admin, который является частью URL после информации о хосте и перед именем входного скрипта.


		[[yii\web\Request::scriptUrl|scriptUrl]]: вернёт адрес /admin/index.php, который содержит URL без информации о хосте и параметрах запроса.


		[[yii\web\Request::serverName|serverName]]: вернёт адрес example.com, который содержит имя хоста в URL.


		[[yii\web\Request::serverPort|serverPort]]: вернёт 80, что является адресом порта, который использует веб-сервер.








HTTP заголовки 


Вы можете получить информацию о HTTP заголовках через [[yii\web\HeaderCollection|header collection]], возвращаемыми свойством [[yii\web\Request::headers]]. Например,


// переменная $headers является объектом yii\web\HeaderCollection 
$headers = Yii::$app->request->headers;

// возвращает значения заголовка Accept
$accept = $headers->get('Accept');

if ($headers->has('User-Agent')) { // есть ли в запросе заголовок User-Agent }



Компонент request также предоставляет доступ к некоторым часто используемым заголовкам, включая



		[[yii\web\Request::userAgent|userAgent]]: возвращает значение заголовка User-Agent.


		[[yii\web\Request::contentType|contentType]]: возвращает значение заголовка Content-Type, который указывает на MIME тип данных в теле запроса.


		[[yii\web\Request::acceptableContentTypes|acceptableContentTypes]]: возвращает список MIME типов данных, которые принимаются пользователем.
Возвращаемый список типов будет отсортирован по показателю качества. Типы с более высокими показателями будут первыми в списке.


		[[yii\web\Request::acceptableLanguages|acceptableLanguages]]: возвращает языки, которые поддерживает пользователь.
Список языков будет отсортирован по уровню предпочтения. Наиболее предпочитаемый язык будет первым в списке.





Если ваше приложение поддерживает множество языков и вы хотите показать страницу на языке, который предпочитает пользователь,
то вы можете воспользоваться языковым методом согласования (negotiation) [[yii\web\Request::getPreferredLanguage()]].
Этот метод принимает список поддерживаемых языков в вашем приложении, сравнивает их с [[yii\web\Request::acceptableLanguages|acceptableLanguages]]
и возвращает наиболее подходящий язык.



Подсказка: Вы также можете использовать фильтр [[yii\filters\ContentNegotiator|ContentNegotiator]] для динамического определения
какой тип содержимого и язык должен использоваться в ответе. Фильтр реализует согласование содержимого на основе свойств и методов, описанных выше.






Информация о клиенте 


Вы можете получить имя хоста и IP адрес пользователя через свойства [[yii\web\Request::userHost|userHost]]
и [[yii\web\Request::userIP|userIP]] соответственно. Например,


$userHost = Yii::$app->request->userHost;
$userIP = Yii::$app->request->userIP;
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数据缓存


数据缓存是指将一些 PHP 变量存储到缓存中，使用时再从缓存中取回。它也是更高级缓存特性的基础，例如查询缓存和内容缓存。


如下代码是一个典型的数据缓存使用模式。其中 $cache 指向缓存组件：


// 尝试从缓存中取回 $data 
$data = $cache->get($key);

if ($data === false) {

    // $data 在缓存中没有找到，则重新计算它的值

    // 将 $data 存放到缓存供下次使用
    $cache->set($key, $data);
}

// 这儿 $data 可以使用了。




缓存组件 


数据缓存需要缓存组件提供支持，它代表各种缓存存储器，例如内存，文件，数据库。


缓存组件通常注册为应用程序组件，这样它们就可以在全局进行配置与访问。如下代码演示了如何配置应用程序组件 cache 使用两个 memcached [http://memcached.org/] 服务器：


'components' => [
    'cache' => [
        'class' => 'yii\caching\MemCache',
        'servers' => [
            [
                'host' => 'server1',
                'port' => 11211,
                'weight' => 100,
            ],
            [
                'host' => 'server2',
                'port' => 11211,
                'weight' => 50,
            ],
        ],
    ],
],



然后就可以通过  Yii::$app->cache 访问上面的缓存组件了。


由于所有缓存组件都支持同样的一系列 API ，并不需要修改使用缓存的业务代码就能直接替换为其他底层缓存组件，只需在应用配置中重新配置一下就可以。例如，你可以将上述配置修改为使用 [[yii\caching\ApcCache|APC cache]]:


'components' => [
    'cache' => [
        'class' => 'yii\caching\ApcCache',
    ],
],




Tip: 你可以注册多个缓存组件，很多依赖缓存的类默认调用名为 cache 的组件（例如 [[yii\web\UrlManager]]）。




支持的缓存存储器 


Yii 支持一系列缓存存储器，概况如下：



		[[yii\caching\ApcCache]]：使用 PHP APC [http://php.net/manual/en/book.apc.php] 扩展。这个选项可以认为是集中式应用程序环境中（例如：单一服务器，没有独立的负载均衡器等）最快的缓存方案。


		[[yii\caching\DbCache]]：使用一个数据库的表存储缓存数据。要使用这个缓存，你必须创建一个与 [[yii\caching\DbCache::cacheTable]] 对应的表。


		[[yii\caching\DummyCache]]: 仅作为一个缓存占位符，不实现任何真正的缓存功能。这个组件的目的是为了简化那些需要查询缓存有效性的代码。例如，在开发中如果服务器没有实际的缓存支持，用它配置一个缓存组件。一个真正的缓存服务启用后，可以再切换为使用相应的缓存组件。两种条件下你都可以使用同样的代码 Yii::$app->cache->get($key) 尝试从缓存中取回数据而不用担心 Yii::$app->cache 可能是 null。


		[[yii\caching\FileCache]]：使用标准文件存储缓存数据。这个特别适用于缓存大块数据，例如一个整页的内容。


		[[yii\caching\MemCache]]：使用 PHP memcache [http://php.net/manual/en/book.memcache.php] 和 memcached [http://php.net/manual/en/book.memcached.php] 扩展。这个选项被看作分布式应用环境中（例如：多台服务器，有负载均衡等）最快的缓存方案。


		[[yii\redis\Cache]]：实现了一个基于 Redis [http://redis.io/] 键值对存储器的缓存组件（需要 redis 2.6.12 及以上版本的支持 ）。


		[[yii\caching\WinCache]]：使用 PHP WinCache [http://iis.net/downloads/microsoft/wincache-extension]（另可参考 [http://php.net/manual/en/book.wincache.php]）扩展.


		[[yii\caching\XCache]]：使用 PHP XCache [http://xcache.lighttpd.net/]扩展。


		[[yii\caching\ZendDataCache]]：使用 Zend Data Cache [http://files.zend.com/help/Zend-Server-6/zend-server.htm#data_cache_component.htm] 作为底层缓存媒介。






Tip: 你可以在同一个应用程序中使用不同的缓存存储器。一个常见的策略是使用基于内存的缓存存储器存储小而常用的数据（例如：统计数据），使用基于文件或数据库的缓存存储器存储大而不太常用的数据（例如：网页内容）。








缓存 API 


所有缓存组件都有同样的基类 [[yii\caching\Cache]] ，因此都支持如下 API：



		[[yii\caching\Cache::get()|get()]]：通过一个指定的键（key）从缓存中取回一项数据。如果该项数据不存在于缓存中或者已经过期/失效，则返回值 false。


		[[yii\caching\Cache::set()|set()]]：将一项数据指定一个键，存放到缓存中。


		[[yii\caching\Cache::add()|add()]]：如果缓存中未找到该键，则将指定数据存放到缓存中。


		[[yii\caching\Cache::mget()|mget()]]：通过指定的多个键从缓存中取回多项数据。


		[[yii\caching\Cache::mset()|mset()]]：将多项数据存储到缓存中，每项数据对应一个键。


		[[yii\caching\Cache::madd()|madd()]]：将多项数据存储到缓存中，每项数据对应一个键。如果某个键已经存在于缓存中，则该项数据会被跳过。


		[[yii\caching\Cache::exists()|exists()]]：返回一个值，指明某个键是否存在于缓存中。


		[[yii\caching\Cache::delete()|delete()]]：通过一个键，删除缓存中对应的值。


		[[yii\caching\Cache::flush()|flush()]]：删除缓存中的所有数据。





有些缓存存储器如 MemCache，APC 支持以批量模式取回缓存值，这样可以节省取回缓存数据的开支。 [[yii\caching\Cache::mget()|mget()]] 和 [[yii\caching\Cache::madd()|madd()]] API提供对该特性的支持。如果底层缓存存储器不支持该特性，Yii 也会模拟实现。


由于 [[yii\caching\Cache]] 实现了 PHP ArrayAccess 接口，缓存组件也可以像数组那样使用，下面是几个例子：


$cache['var1'] = $value1;  // 等价于： $cache->set('var1', $value1);
$value2 = $cache['var2'];  // 等价于： $value2 = $cache->get('var2');




缓存键 


存储在缓存中的每项数据都通过键作唯一识别。当你在缓存中存储一项数据时，必须为它指定一个键，稍后从缓存中取回数据时，也需要提供相应的键。


你可以使用一个字符串或者任意值作为一个缓存键。当键不是一个字符串时，它将会自动被序列化为一个字符串。


定义一个缓存键常见的一个策略就是在一个数组中包含所有的决定性因素。例如，[[yii\db\Schema]] 使用如下键存储一个数据表的结构信息。


[
    __CLASS__,              // 结构类名
    $this->db->dsn,         // 数据源名称
    $this->db->username,    // 数据库登录用户名
    $name,                  // 表名
];



如你所见，该键包含了可唯一指定一个数据库表所需的所有必要信息。


当同一个缓存存储器被用于多个不同的应用时，应该为每个应用指定一个唯一的缓存键前缀以避免缓存键冲突。可以通过配置 [[yii\caching\Cache::keyPrefix]] 属性实现。例如，在应用配置中可以编写如下代码：


'components' => [
    'cache' => [
        'class' => 'yii\caching\ApcCache',
        'keyPrefix' => 'myapp',       // 唯一键前缀
    ],
],



为了确保互通性，此处只能使用字母和数字。





缓存过期 


默认情况下，缓存中的数据会永久存留，除非它被某些缓存策略强制移除（例如：缓存空间已满，最老的数据会被移除）。要改变此特性，你可以在调用 [[yii\caching\Cache::set()|set()]] 存储一项数据时提供一个过期时间参数。该参数代表这项数据在缓存中可保持有效多少秒。当你调用 [[yii\caching\Cache::get()|get()]] 取回数据时，如果它已经过了超时时间，该方法将返回 false，表明在缓存中找不到这项数据。例如：


// 将数据在缓存中保留 45 秒
$cache->set($key, $data, 45);

sleep(50);

$data = $cache->get($key);
if ($data === false) {
    // $data 已过期，或者在缓存中找不到
}






缓存依赖 


除了超时设置，缓存数据还可能受到缓存依赖的影响而失效。例如，[[yii\caching\FileDependency]] 代表对一个文件修改时间的依赖。这个依赖条件发生变化也就意味着相应的文件已经被修改。因此，缓存中任何过期的文件内容都应该被置为失效状态，对 [[yii\caching\Cache::get()|get()]] 的调用都应该返回 false。


缓存依赖用 [[yii\caching\Dependency]] 的派生类所表示。当调用 [[yii\caching\Cache::set()|set()]] 在缓存中存储一项数据时，可以同时传递一个关联的缓存依赖对象。例如：


// 创建一个对 example.txt 文件修改时间的缓存依赖
$dependency = new \yii\caching\FileDependency(['fileName' => 'example.txt']);

// 缓存数据将在30秒后超时
// 如果 example.txt 被修改，它也可能被更早地置为失效状态。
$cache->set($key, $data, 30, $dependency);

// 缓存会检查数据是否已超时。
// 它还会检查关联的依赖是否已变化。
// 符合任何一个条件时都会返回 false。
$data = $cache->get($key);



下面是可用的缓存依赖的概况：



		[[yii\caching\ChainedDependency]]：如果依赖链上任何一个依赖产生变化，则依赖改变。


		[[yii\caching\DbDependency]]：如果指定 SQL 语句的查询结果发生了变化，则依赖改变。


		[[yii\caching\ExpressionDependency]]：如果指定的 PHP 表达式执行结果发生变化，则依赖改变。


		[[yii\caching\FileDependency]]：如果文件的最后修改时间发生变化，则依赖改变。


		[[yii\caching\GroupDependency]]：将一项缓存数据标记到一个组名，你可以通过调用 [[yii\caching\GroupDependency::invalidate()]] 一次性将相同组名的缓存全部置为失效状态。










查询缓存 


查询缓存是一个建立在数据缓存之上的特殊缓存特性。它用于缓存数据库查询的结果。


查询缓存需要一个 [[yii\db\Connection|数据库连接]] 和一个有效的 cache 应用组件。查询缓存的基本用法如下，假设 $db 是一个 [[yii\db\Connection]] 实例：


$duration = 60;     // 缓存查询结果60秒
$dependency = ...;  // 可选的缓存依赖

$db->beginCache($duration, $dependency);

// ...这儿执行数据库查询...

$db->endCache();



如你所见，beginCache() 和 endCache() 中间的任何查询结果都会被缓存起来。如果缓存中找到了同样查询的结果，则查询会被跳过，直接从缓存中提取结果。


查询缓存可以用于 ActiveRecord 和 DAO。



Info: 有些 DBMS （例如：MySQL [http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/query-cache.html]）也支持数据库服务器端的查询缓存。你可以选择使用任一查询缓存机制。上文所述的查询缓存的好处在于你可以指定更灵活的缓存依赖因此可能更加高效。




配置 


查询缓存有两个通过 [[yii\db\Connection]] 设置的配置项：



		[[yii\db\Connection::queryCacheDuration|queryCacheDuration]]: 查询结果在缓存中的有效期，以秒表示。如果在调用 [[yii\db\Connection::beginCache()]] 时传递了一个显式的时值参数，则配置中的有效期时值会被覆盖。


		[[yii\db\Connection::queryCache|queryCache]]: 缓存应用组件的 ID。默认为 'cache'。只有在设置了一个有效的缓存应用组件时，查询缓存才会有效。








限制条件 


当查询结果中含有资源句柄时，查询缓存无法使用。例如，在有些 DBMS 中使用了 BLOB 列的时候，缓存结果会为该数据列返回一个资源句柄。


有些缓存存储器有大小限制。例如，memcache 限制每条数据最大为 1MB。因此，如果查询结果的大小超出了该限制，则会导致缓存失败。
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类自动加载（Autoloading）


Yii 依靠类自动加载机制 [http://www.php.net/manual/en/language.oop5.autoload.php]来定位和包含所需的类文件。它提供一个高性能且完美支持PSR-4 标准 [https://github.com/php-fig/fig-standards/blob/master/proposed/psr-4-autoloader/psr-4-autoloader.md]（中文汉化 [https://github.com/hfcorriez/fig-standards/blob/zh_CN/%E6%8E%A5%E5%8F%97/PSR-4-autoloader.md]）的自动加载器。该自动加载器会在引入框架文件 Yii.php 时安装好。



注意：为了简化叙述，本篇文档中我们只会提及类的自动加载。不过，要记得文中的描述同样也适用于接口和Trait（特质）的自动加载哦。




使用 Yii 自动加载器 


要使用 Yii  的类自动加载器，你需要在创建和命名类的时候遵循两个简单的规则：



		每个类都必须置于命名空间之下 (比如 foo\bar\MyClass)。


		每个类都必须保存为单独文件，且其完整路径能用以下算法取得：





// $className 是一个开头包含反斜杠的完整类名（译注：请自行谷歌：fully qualified class name）
$classFile = Yii::getAlias('@' . str_replace('\\', '/', $className) . '.php');



举例来说，若某个类名为 foo\bar\MyClass，对应类的文件路径别名会是 @foo/bar/MyClass.php。为了让该别名能被正确解析为文件路径，@foo 或 @foo/bar
中的一个必须是根别名。


当我们使用基本应用模版时，可以把你的类放置在顶级命名空间 app 下，这样它们就可以被 Yii 自动加载，而无需定义一个新的别名。这是因为 @app 本身是一个预定义别名，且类似于 app\components\MyClass 这样的类名，基于我们刚才所提到的算法，可以正确解析出 AppBasePath/components/MyClass.php 路径。


在高级应用模版里，每一逻辑层级会使用他自己的根别名。比如，前端层会使用 @frontend 而后端层会使用 @backend。因此，你可以把前端的类放在 frontend 命名空间，而后端的类放在 backend。 这样这些类就可以被 Yii 自动加载了。





类映射表（Class Map） 


Yii 类自动加载器支持类映射表功能，该功能会建立一个从类的名字到类文件路径的映射。当自动加载器加载一个文件时，他首先检查映射表里有没有该类。如果有，对应的文件路径就直接加载了，省掉了进一步的检查。这让类的自动加载变得超级快。事实上所有的 Yii 核心类都是这样加载的。


你可以用 Yii::$classMap 方法向映射表中添加类，


Yii::$classMap['foo\bar\MyClass'] = 'path/to/MyClass.php';



别名可以被用于指定类文件的路径。你应该在引导启动的过程中设置类映射表，这样映射表就可以在你使用具体类之前就准备好。





用其他自动加载器 


因为 Yii 完全支持 Composer 管理依赖包，所以推荐你也同时安装 Composer 的自动加载器，如果你用了一些自带自动加载器的第三方类库，你应该也安装下它们。


当你同时使用其他自动加载器和 Yii 自动加载器时，应该在其他自动加载器安装成功之后，再包含 Yii.php 文件。这将使 Yii 成为第一个响应任何类自动加载请求的自动加载器。举例来说，以下代码提取自基本应用模版的入口脚本 。第一行安装了 Composer 的自动加载器，第二行才是 Yii 的自动加载器：


require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');



你也可以只使用 Composer 的自动加载，而不用 Yii 的自动加载。不过这样做的话，类的加载效率会下降，且你必须遵循 Composer 所设定的规则，从而让你的类满足可以被自动加载的要求。



补充：若你不想要使用 Yii 的自动加载器，你必须创建一个你自己版本的 Yii.php 文件，并把它包含进你的入口脚本里。






自动加载扩展类 


Yii 自动加载器支持自动加载扩展的类。唯一的要求是它需要在 composer.json
文件里正确地定义 autoload 部分。请参考 Composer 文档（英文） [https://getcomposer.org/doc/04-schema.md#autoload]（中文汉化 [https://github.com/5-say/composer-doc-cn/blob/master/cn-introduction/04-schema.md#autoload]），来了解如何正确描述 autoload 的更多细节。


在你不使用 Yii 的自动加载器时，Composer 的自动加载器仍然可以帮你自动加载扩展内的类。
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Working with Forms


This section describes how to create a new page with a form for getting data from users.
The page will display a form with a name input field and an email input field.
After getting those two pieces of information from the user, the page will echo the entered values back for confirmation.


To achieve this goal, besides creating an action and
two views, you will also create a model.


Through this tutorial, you will learn how to:



		Create a model to represent the data entered by a user through a form


		Declare rules to validate the data entered


		Build an HTML form in a view






Creating a Model 


The data to be requested from the user will be represented by an EntryForm model class as shown below and
saved in the file models/EntryForm.php. Please refer to the Class Autoloading
section for more details about the class file naming convention.


<?php

namespace app\models;

use yii\base\Model;

class EntryForm extends Model
{
    public $name;
    public $email;

    public function rules()
    {
        return [
            [['name', 'email'], 'required'],
            ['email', 'email'],
        ];
    }
}



The class extends from [[yii\base\Model]], a base class provided by Yii, commonly used to
represent form data.



Info: [[yii\base\Model]] is used as a parent for model classes not associated with database tables.
[[yii\db\ActiveRecord]] is normally the parent for model classes that do correspond to database tables.



The EntryForm class contains two public members, name and email, which are used to store
the data entered by the user. It also contains a method named rules(), which returns a set
of rules for validating the data. The validation rules declared above state that



		both the name and email values are required


		the email data must be a syntactically valid email address





If you have an EntryForm object populated with the data entered by a user, you may call
its [[yii\base\Model::validate()|validate()]] to trigger the data validation routines. A data validation
failure will set the [[yii\base\Model::hasErrors|hasErrors]] property to true, and you may learn what validation
errors occurred through [[yii\base\Model::getErrors|errors]].


<?php
$model = new EntryForm();
$model->name = 'Qiang';
$model->email = 'bad';
if ($model->validate()) {
    // Good!
} else {
    // Failure!
    // Use $model->getErrors()
}






Creating an Action 


Next, you’ll need to create an entry action in the site controller that will use the new model. The process
of creating and using actions was explained in the Saying Hello section.


<?php

namespace app\controllers;

use Yii;
use yii\web\Controller;
use app\models\EntryForm;

class SiteController extends Controller
{
    // ...existing code...

    public function actionEntry()
    {
        $model = new EntryForm;

        if ($model->load(Yii::$app->request->post()) && $model->validate()) {
            // valid data received in $model

            // do something meaningful here about $model ...

            return $this->render('entry-confirm', ['model' => $model]);
        } else {
            // either the page is initially displayed or there is some validation error
            return $this->render('entry', ['model' => $model]);
        }
    }
}



The action first creates an EntryForm object. It then tries to populate the model
with the data from $_POST, provided in Yii by [[yii\web\Request::post()]].
If the model is successfully populated (i.e., if the user has submitted the HTML form), the action will call
[[yii\base\Model::validate()|validate()]] to make sure the values entered are valid.



Info: The expression Yii::$app represents the application instance,
which is a globally accessible singleton. It is also a service locator that
provides components such as request, response, db, etc. to support specific functionality.
In the above code, the request component of the application instance is used to access the $_POST data.



If everything is fine, the action will render a view named entry-confirm to confirm the successful submission
of the data to the user. If no data is submitted or the data contains errors, the entry view will
be rendered, wherein the HTML form will be shown, along with any validation error messages.



Note: In this very simple example we just render the confirmation page upon valid data submission. In practice,
you should consider using [[yii\web\Controller::refresh()|refresh()]] or [[yii\web\Controller::redirect()|redirect()]]
to avoid form resubmission problems [http://en.wikipedia.org/wiki/Post/Redirect/Get].






Creating Views 


Finally, create two view files named entry-confirm and entry. These will be rendered by the entry action,
as just described.


The entry-confirm view simply displays the name and email data. It should be stored in the file views/site/entry-confirm.php.


<?php
use yii\helpers\Html;
?>
<p>You have entered the following information:</p>

<ul>
    <li><label>Name</label>: <?= Html::encode($model->name) ?></li>
    <li><label>Email</label>: <?= Html::encode($model->email) ?></li>
</ul>



The entry view displays an HTML form. It should be stored in the file views/site/entry.php.


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\ActiveForm;
?>
<?php $form = ActiveForm::begin(); ?>

    <?= $form->field($model, 'name') ?>

    <?= $form->field($model, 'email') ?>

    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('Submit', ['class' => 'btn btn-primary']) ?>
    </div>

<?php ActiveForm::end(); ?>



The view uses a powerful widget called [[yii\widgets\ActiveForm|ActiveForm]] to
build the HTML form. The begin() and end() methods of the widget render the opening and closing
form tags, respectively. Between the two method calls, input fields are created by the
[[yii\widgets\ActiveForm::field()|field()]] method. The first input field is for the “name” data,
and the second for the “email” data. After the input fields, the [[yii\helpers\Html::submitButton()]] method
is called to generate a submit button.





Trying it Out 


To see how it works, use your browser to access the following URL:


http://hostname/index.php?r=site/entry



You will see a page displaying a form with two input fields. In front of each input field, a label indicates what data is to be entered. If you click the submit button without
entering anything, or if you do not provide a valid email address, you will see an error message displayed next to each problematic input field.


[image: Form with Validation Errors]


After entering a valid name and email address and clicking the submit button, you will see a new page
displaying the data that you just entered.


[image: Confirmation of Data Entry]



Magic Explained 


You may wonder how the HTML form works behind the scene, because it seems almost magical that it can
display a label for each input field and show error messages if you do not enter the data correctly
without reloading the page.


Yes, the data validation is initially done on the client side using JavaScript, and secondarily performed on the server side via PHP.
[[yii\widgets\ActiveForm]] is smart enough to extract the validation rules that you have declared in EntryForm,
turn them into executable JavaScript code, and use the JavaScript to perform data validation. In case you have disabled
JavaScript on your browser, the validation will still be performed on the server side, as shown in
the actionEntry() method. This ensures data validity in all circumstances.



Warning: Client-side validation is a convenience that provides for a better user experience. Server-side validation
is always required, whether or not client-side validation is in place.



The labels for input fields are generated by the field() method, using the property names from the model.
For example, the label Name will be generated for the name property.


You may customize a label within a view using
the following code:


<?= $form->field($model, 'name')->label('Your Name') ?>
<?= $form->field($model, 'email')->label('Your Email') ?>




Info: Yii provides many such widgets to help you quickly build complex and dynamic views.
As you will learn later, writing a new widget is also extremely easy. You may want to turn much of your
view code into reusable widgets to simplify view development in future.








Summary 


In this section of the guide, you have touched every part in the MVC design pattern. You have learned how
to create a model class to represent the user data and validate said data.


You have also learned how to get data from users and how to display data back in the browser. This is a task that
could take you a lot of time when developing an application, but Yii provides powerful widgets
to make this task very easy.


In the next section, you will learn how to work with databases, which are needed in nearly every application.
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Generating Api Documentation



Note: This section is under development.


It has no content yet.
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メール送信



Note|注意: この節はまだ執筆中です。



Yii は電子メールの作成と送信をサポートしています。
ただし、フレームワークのコアは内容作成の機能と基本的なインタフェイスだけを提供します。
実際のメール送信メカニズムはエクステンションによって提供されるべきです。
と言うのは、メール送信はプロジェクトが異なるごとに異なる実装が必要とされるでしょうし、通常、外部のサービスやライブラリに依存するものだからです。


ごく一般的な場合であれば、yii2-swiftmailer [https://github.com/yiisoft/yii2/tree/master/extensions/swiftmailer] 公式エクステンションを使用することが出来ます。



構成


メールコンポーネントの構成は、あなたが選んだエクステンションに依存します。
一般的には、アプリケーションの構成情報は次のようなものになる筈です。


return [
    //....
    'components' => [
        'mailer' => [
            'class' => 'yii\swiftmailer\Mailer',
        ],
    ],
];






基本的な使用方法


いったん mailer コンポーネントを構成すれば、次のコードを使って電子メールのメッセージを送信することが出来るようになります。


Yii::$app->mailer->compose()
    ->setFrom('from@domain.com')
    ->setTo('to@domain.com')
    ->setSubject('メッセージの題')
    ->setTextBody('プレーンテキストのコンテント')
    ->setHtmlBody('<b>HTML のコンテント</b>')
    ->send();



上の例では、compose() メソッドでメールメッセージのインスタンスを作成し、それに値を投入して送信しています。
必要であれば、このプロセスにもっと複雑なロジックを置くことも可能です。


$message = Yii::$app->mailer->compose();
if (Yii::$app->user->isGuest) {
    $message->setFrom('from@domain.com')
} else {
    $message->setFrom(Yii::$app->user->identity->email)
}
$message->setTo(Yii::$app->params['adminEmail'])
    ->setSubject('メッセージの題')
    ->setTextBody('プレーンテキストのコンテント')
    ->send();




Note|注意: すべての ‘mailer’ エクステンションは、二つの主要なクラス、すなわち、’Mailer’ と ‘Message’ のセットとして提供されます。
‘Mailer’ は常に ‘Message’ のクラス名と仕様を知っています。
‘Message’ オブジェクトのインスタンスを直接に作成しようとしてはいけません。常に compose() メソッドを使って作成してください。



いくつかのメッセージを一度に送信することも出来ます。


$messages = [];
foreach ($users as $user) {
    $messages[] = Yii::$app->mailer->compose()
        // ...
        ->setTo($user->email);
}
Yii::$app->mailer->sendMultiple($messages);



几帳面なメールエクステンションの中には、単一のネットワークメッセージを使うなどして、この手法から利益を得るものもあるかもしれません。





メールのコンテントを作成する


Yii は実際のメールメッセージを特別なビューファイルによって作成することを許容しています。
デフォルトでは、それらのファイルは ‘@app/mail’ というパスに配置されなければなりません。


以下はメールビューファイルの内容の例です。


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\helpers\Url;


/* @var $this \yii\web\View ビューコンポーネントのインスタンス */
/* @var $message \yii\mail\BaseMessage 新しく作成されたメールメッセージのインスタンス */

?>
<h2>ワンクリックで私たちのサイトのホームページを訪問することが出来ます</h2>
<?= Html::a('ホームページへ', Url::home('http')) ?>



ビューファイルによってメッセージを作成するためには、単に compose() メソッドにビューの名前を渡すだけで十分です。


Yii::$app->mailer->compose('home-link') // ここでビューのレンダリング結果がメッセージのボディになります
    ->setFrom('from@domain.com')
    ->setTo('to@domain.com')
    ->setSubject('メッセージの題')
    ->send();



ビューファイルの中で利用できる追加のビューパラメータを compose() メソッドに渡すことができます。


Yii::$app->mailer->compose('greetings', [
    'user' => Yii::$app->user->identity,
    'advertisement' => $adContent,
]);



HTML とプレーンテキストのメッセージコンテントに違うビューを指定することが出来ます。


Yii::$app->mailer->compose([
    'html' => 'contact-html',
    'text' => 'contact-text',
]);



ビュー名をスカラーの文字列として渡した場合は、そのレンダリング結果は HTML ボディとして使われ、プレーンテキストのボディは HTML のボディから全ての HTML 要素を削除することによって作成されます。


ビューのレンダリング結果はレイアウトで包むことが出来ます。
レイアウトは、[[yii\mail\BaseMailer::htmlLayout]] と [[yii\mail\BaseMailer::textLayout]] を使ってセットアップすることが可能です。
レイアウトは、通常のウェブアプリケーションのレイアウトと同じように働きます。
レイアウトは、メールの CSS スタイルや、その他の共有されるコンテントをセットアップするために使うことが出来ます。


<?php
use yii\helpers\Html;

/* @var $this \yii\web\View ビューコンポーネントのインスタンス */
/* @var $message \yii\mail\MessageInterface 作成されるメッセージ */
/* @var $content string メインビューのレンダリング結果 */
?>
<?php $this->beginPage() ?>
<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD XHTML 1.0 Strict//EN" "http://www.w3.org/TR/xhtml1/DTD/xhtml1-strict.dtd">
<html xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml">
<head>
    <meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=<?= Yii::$app->charset ?>" />
    <style type="text/css">
        .heading {...}
        .list {...}
        .footer {...}
    </style>
    <?php $this->head() ?>
</head>
<body>
    <?php $this->beginBody() ?>
    <?= $content ?>
    <div class="footer">よろしくお願いします。<?= Yii::$app->name ?> チーム</div>
    <?php $this->endBody() ?>
</body>
</html>
<?php $this->endPage() ?>






ファイルの添付


attach() メソッド、attachContent() メソッドを使って、メッセージにファイルを添付することが出来ます。


$message = Yii::$app->mailer->compose();

// ローカルファイルシステムからファイルを添付する
$message->attach('/path/to/source/file.pdf');

// 添付ファイルをその場で生成する
$message->attachContent('添付される内容', ['fileName' => 'attach.txt', 'contentType' => 'text/plain']);






画像の埋め込み


embed() メソッドを使って、メッセージのコンテントに画像を埋め込むことが出来ます。
このメソッドは添付されるファイルのコンテント ID を返しますので、それを ‘img’ タグで使わなければなりません。
このメソッドはビューファイルによってメッセージのコンテントを作成するときに簡単に使うことが出来ます。


Yii::$app->mailer->compose('embed-email', ['imageFileName' => '/path/to/image.jpg'])
    // ...
    ->send();



そして、ビューファイルの中では、次のコードを使うことが出来ます。


<img src="<?= $message->embed($imageFileName); ?>">






テストとデバッグ


開発者は、実際にどのようなメールがアプリケーションによって送信されたか、その内容はどのようなものであったか、等をチェックしなければならないことが多くあります。
Yii は、そのようなチェックが出来ることを yii\mail\BaseMailer::useFileTransport によって保証しています。
このオプションを有効にすると、メールのメッセージデータが、通常のように送信される代りに、ローカルファイルに強制的に保存されます。
ファイルは、yii\mail\BaseMailer::fileTransportPath、デフォルトでは ‘@runtime/mail’ の下に保存されます。



Note|注意: メッセージをファイルに保存するか、実際の受信者に送信するか、どちらかを選ぶことが出来ますが、両方を同時に実行することは出来ません。



メールメッセージのファイルは通常のテキストエディタで開くことが出来ますので、実際のメッセージヘッダやコンテントなどを閲覧することが出来ます。
このメカニズムは、アプリケーションのデバッグやユニットテストを実行する際に、真価を発揮するでしょう。



Note|注意: メールメッセーのファイルの内容は \yii\mail\MessageInterface::toString() によって作成されますので、あなたのアプリケーションで使用している実際のメールエクステンションに依存したものになります。






あなた自身のメールソリューションを作成する


あなた自身のカスタムメールソリューションを作成するためには、二つのクラスを作成する必要があります。
すなわち、一つは ‘Mailer’ であり、もう一つは ‘Message’ です。
yii\mail\BaseMailer と yii\mail\BaseMessage をあなたのソリューションの基底クラスとして使うことが出来ます。
これらのクラスが、このガイドで説明された基本的なロジックを既に持っています。
しかし、それを使用することは強制されていません。
yii\mail\MailerInterface と yii\mail\MessageInterface のインタフェイスを実装すれば十分です。
そして、あなたのソリューションをビルドするために、全ての抽象メソッドを実装しなければなりません。
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Travailler avec les bases de données


Cette section décrira comment créer une nouvelle page qui affiche des données pays récupérées dans une table de base
de données nommée country. Pour ce faire, vous allez configurer une connexion à une base de données, créer une
classe Active Record, et définir une action, et créer une
vue.


Au long de ce tutoriel, vous apprendrez comment :



		Configurer une connexion à une base de données


		Définir une classe Active Record


		Requêter des données en utilisant la classe Active Record


		Afficher des données dans une vue paginée





Notez que pour finir cette section, vous aurez besoin d’avoir une connaissance basique des bases de données.
En particulier, vous devez savoir créer une base de données, et exécuter des déclarations SQL en utilisant un client de
gestion de bases de données.



Préparer la Base de Données 


Pour commencer, créez une base de données appelée yii2basic, depuis laquelle vous irez chercher les données dans
votre application.
Vous pouvez créer une base de données SQLite, MySQL, PostgreSQL, MSSQL ou Oracle, car Yii gère nativement de nombreuses
applications de base de données. Par simplicité, nous supposerons que vous utilisez MySQL dans les descriptions qui
suivent.


Next, create a table named country in the base de données, and insert some sample data. You may run the following SQL statements to do so:


CREATE TABLE `country` (
  `code` CHAR(2) NOT NULL PRIMARY KEY,
  `name` CHAR(52) NOT NULL,
  `population` INT(11) NOT NULL DEFAULT '0'
) ENGINE=InnoDB DEFAULT CHARSET=utf8;

INSERT INTO `country` VALUES ('AU','Australia',18886000);
INSERT INTO `country` VALUES ('BR','Brazil',170115000);
INSERT INTO `country` VALUES ('CA','Canada',1147000);
INSERT INTO `country` VALUES ('CN','China',1277558000);
INSERT INTO `country` VALUES ('DE','Germany',82164700);
INSERT INTO `country` VALUES ('FR','France',59225700);
INSERT INTO `country` VALUES ('GB','United Kingdom',59623400);
INSERT INTO `country` VALUES ('IN','India',1013662000);
INSERT INTO `country` VALUES ('RU','Russia',146934000);
INSERT INTO `country` VALUES ('US','United States',278357000);



A ce niveau, vous avez une base de données appelée yii2basic, et dedans, une table country comportant trois colonnes, contenant dix lignes de données.





Configurer une Connexion à la BDD 


Avant de continuer, assurons nous que vous avez installé à la fois l’extension PHP
PDO [http://www.php.net/manual/fr/book.pdo.php] et le pilote PDO pour la base de données que vous utilisez (c’est
à dire pdo_mysql pour MySQL). C’est une exigence de base si votre application utilise une base de données
relationnelle.


Une fois ces éléments installés, ouvrez le fichier config/db.php et modifiez les paramètres pour qu’ils correspondent à votre base de données. Par défaut, le fichier contient ce qui suit :


<?php

return [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=yii2basic',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
];



Le fichier config/db.php est un exemple type d’outil de configuration basé sur un
fichier. Ce fichier de configuration en particulier spécifie les paramètres nécessaires à la création et
l’initialisation d’une instance de [[yii\db\Connection]] grâce à laquelle vous pouvez effectuer des requêtes SQL
dans la base de données sous-jacente.


On peut accéder à connexion à la BDD configurée ci-dessus depuis le code de l’application vial’expression
Yii::$app->db.



Info: Le fichier config/db.php sera inclus par la configuration principale de l’application config/web.php,
qui spécifie comment l’instante d’application doit être initialisée.
Pour plus d’informations, merci de vous référer à la section Configurations.






Créer un Active Record 


Pour représenter et aller chercher des données dans la table country, créez une classe dérivée d’Active Record appelée Country, et enregistrez la dans le fichier models/Country.php.


<?php

namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class Country extends ActiveRecord
{
}



La classe Country étend [[yii\db\ActiveRecord]]. Vous n’avez pas besoin d’y écrire le moindre code ! Simplement avec
le code ci-dessus, Yii devinera le nom de la table associée au nom de la class.



Info: Si aucune correspondance directe ne peut être faite à partir du nom de la classe, vous pouvez outrepasser la méthode [[yii\db\ActiveRecord::tableName()]] pour spécifier explicitement un nom de table.



A l’aide de la classe Country, vous pouvez facilement manipuler les données de la table country, comme dans les bribes suivantes :


use app\models\Country;

// chercher toutes les lignes de la table pays et les trier par "name"
$countries = Country::find()->orderBy('name')->all();

// chercher la ligne dont la clef primaire est "US"
$country = Country::findOne('US');

// afficher "United States"
echo $country->name;

// remplace le nom du pays par "U.S.A." et le sauvegarde dans la base de données
$country->name = 'U.S.A.';
$country->save();




Info: Active Record est un moyen puissant pour accéder et manipuler des données d’une base de manière orientée objet.
Vous pouvez trouver plus d’informations dans la section Active Record. Sinon, vous pouvez
également interagir avec une base de données en utilisant une méthode de plus bas niveau d’accès aux données appelée
Data Access Objects.






Créer une Action 


Pour exposer les données pays aux utilisateurs, vous devez créer une action. Plutôt que de placer la nouvelle action
dans le contrôleur site, comme vous l’avez fait dans les sections précédentes, il est plus cohérent de créer un
nouveau contrôleur spécifiquement pour toutes les actions liées aux données pays. Nommez ce contrôleur
CountryController, et créez-y une action index, comme suit.


<?php

namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;
use yii\data\Pagination;
use app\models\Country;

class CountryController extends Controller
{
    public function actionIndex()
    {
        $query = Country::find();

        $pagination = new Pagination([
            'defaultPageSize' => 5,
            'totalCount' => $query->count(),
        ]);

        $countries = $query->orderBy('name')
            ->offset($pagination->offset)
            ->limit($pagination->limit)
            ->all();

        return $this->render('index', [
            'countries' => $countries,
            'pagination' => $pagination,
        ]);
    }
}



Enregistrez le code ci-dessus dans le fichier controllers/CountryController.php.


L’action index appelle Country::find(). Cette méthode Active Record construit une requête de BDD et récupère toutes
les données de la table country.
Pour limiter le nombre de pays retournés par chaque requête, la requête est paginée à l’aide d’un objet
[[yii\data\Pagination]]. L’objet Pagination dessert deux buts :



		Il ajuste les clauses offset et limit de la déclaration SQL représentée par la requête afin qu’elle en retourne
qu’une page de données à la fois (au plus 5 colonnes par page).


		Il est utilisé dans la vue pour afficher un pagineur qui consiste en une liste de boutons de page, comme nous
l’expliquerons dans la prochaine sous-section.





A la fin du code, l’action index effectue le rendu d’une vue nommée index, et lui transmet les données pays ainsi que les informations de pagination.





Créer une Vue 


Dans le dossier views, commencez par créer un sous-dossier nommé country. Ce dossier sera utilisé pour contenir
toutes les vues rendues par le contrôleur country. Dans le dossier views/country, créez un fichier nommé
index.php contenant ce qui suit :


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\LinkPager;
?>
<h1>Countries</h1>
<ul>
<?php foreach ($countries as $country): ?>
    <li>
        <?= Html::encode("{$country->name} ({$country->code})") ?>:
        <?= $country->population ?>
    </li>
<?php endforeach; ?>
</ul>

<?= LinkPager::widget(['pagination' => $pagination]) ?>



La vue a deux sections relatives à l’affichage des données pays. Dans la première partie, les données pays fournies
est parcourue et rendue sous forme de liste non ordonnée HTML.
Dans la deuxième partie, un widget [[yii\widgets\LinkPager]] est rendu en utilisant les informations de pagination transmises par l’action.
Le widget LinkPager affiche une liste de boutons de pages. Le fait de cliquer sur l’un deux rafraichit les données pays dans la page correspondante.





Essayer 


Pour voir comment tout le code ci-dessus fonctionne, utilisez votre navigateur pour accéder à l’URL suivant :


http://hostname/index.php?r=country/index



[image: Liste de Pays]


Au début, vous verrez une page affichant cinq pays. En dessous des pays, vous verrez un pagineur avec quatre boutons.
Si vous cliquez sur le bouton “2”, vous verrez la page afficher cinq autres pays de la base de données : la deuxième
page d’enregistrements.
Observez plus attentivement et vous noterez que l’URL dans le navigateur devient


http://hostname/index.php?r=country/index&page=2



En coulisse, [[yii\data\Pagination|Pagination]] fournit toutes les fonctionnalités permettant de paginer un ensemble de données :



		Au départ, [[yii\data\Pagination|Pagination]] représente la première page, qui reflète la requête SELECT de country
avec la clause LIMIT 5 OFFSET 0. Il en résulte que les cinq premiers pays seront trouvés et affichés.


		Le widget [[yii\widgets\LinkPager|LinkPager]] effectue le rendu des boutons de pages en utilisant les URLs créés par
[[yii\data\Pagination::createUrl()|Pagination]]. Les URLs contiendront le paramètre de requête page, qui représente
les différents numéros de pages.


		Si vous cliquez sur le bouton de page “2”, une nouvelle requête pour la route country/index sera déclenchée et
traitée.
[[yii\data\Pagination|Pagination]] lit le paramètre de requête page dans l’URL et met le numéro de page à 2.
La nouvelle requête de pays aura donc la clause LIMIT 5 OFFSET 5 et retournera le cinq pays suivants pour être
affichés.








Résumé 


Dans cette section, vous avez appris comment travailler avec une base de données. Vous avez également appris comment
chercher et afficher des données dans des pages avec l’aide de [[yii\data\Pagination]] et [[yii\widgets\LinkPager]].


Dans la prochaine section, vous apprendrez comment utiliser le puissant outil de génération de code, appelé
Gii, pour vous aider à implémenter rapidement des fonctionnalités communément requises, telles que les
opérations Créer, Lire, Mettre à Jour et Supprimer (CRUD : Create-Read-Update-Delete) pour travailler avec les données
dans une table de base de données. En fait, le code que vous venez d’écrire peut être généré automatiquement dans Yii
en utilisant l’outil Gii.
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Routing and URL Creation


When a Yii application starts processing a requested URL, the first step it takes is to parse the URL
into a route. The route is then used to instantiate the corresponding
controller action to handle the request. This whole process is called routing.


The reverse process of routing is called URL creation, which creates a URL from a given route
and the associated query parameters. When the created URL is later requested, the routing process can resolve it
back into the original route and query parameters.


The central piece responsible for routing and URL creation is the [[yii\web\UrlManager|URL manager]],
which is registered as the urlManager application component. The [[yii\web\UrlManager|URL manager]]
provides the [[yii\web\UrlManager::parseRequest()|parseRequest()]] method to parse an incoming request into
a route and the associated query parameters and the [[yii\web\UrlManager::createUrl()|createUrl()]] method to
create a URL from a given route and its associated query parameters.


By configuring the urlManager component in the application configuration, you can let your application
recognize arbitrary URL formats without modifying your existing application code. For example, you can
use the following code to create a URL for the post/view action:


use yii\helpers\Url;

// Url::to() calls UrlManager::createUrl() to create a URL
$url = Url::to(['post/view', 'id' => 100]);



Depending on the urlManager configuration, the created URL may look like one of the following (or other format).
And if the created URL is requested later, it will still be parsed back into the original route and query parameter value.


/index.php?r=post/view&id=100
/index.php/post/100
/posts/100




URL Formats 


The [[yii\web\UrlManager|URL manager]] supports two URL formats: the default URL format and the pretty URL format.


The default URL format uses a query parameter named r to represent the route and normal query parameters
to represent the query parameters associated with the route. For example, the URL /index.php?r=post/view&id=100 represents
the route post/view and the id query parameter 100. The default URL format does not require any configuration about
the [[yii\web\UrlManager|URL manager]] and works in any Web server setup.


The pretty URL format uses the extra path following the entry script name to represent the route and the associated
query parameters. For example, the extra path in the URL /index.php/post/100 is /post/100 which may represent
the route post/view and the id query parameter 100 with a proper [[yii\web\UrlManager::rules|URL rule]]. To use
the pretty URL format, you will need to design a set of [[yii\web\UrlManager::rules|URL rules]] according to the actual
requirement about how the URLs should look like.


You may switch between the two URL formats by toggling the [[yii\web\UrlManager::enablePrettyUrl|enablePrettyUrl]]
property of the [[yii\web\UrlManager|URL manager]] without changing any other application code.





Routing 


Routing involves two steps. In the first step, the incoming request is parsed into a route and the associated
query parameters. In the second step, a controller action corresponding to the parsed route
is created to handle the request.


When using the default URL format, parsing a request into a route is as simple as getting the value of a GET
query parameter named r.


When using the pretty URL format, the [[yii\web\UrlManager|URL manager]] will examine the registered
[[yii\web\UrlManager::rules|URL rules]] to find matching one that can resolve the request into a route.
If such a rule cannot be found, a [[yii\web\NotFoundHttpException]] exception will be thrown.


Once the request is parsed into a route, it is time to create the controller action identified by the route.
The route is broken down into multiple parts by the slashes in it. For example, site/index will be
broken into site and index. Each part is an ID which may refer to a module, a controller or an action.
Starting from the first part in the route, the application takes the following steps to create modules (if any),
controller and action:



		Set the application as the current module.


		Check if the [[yii\base\Module::controllerMap|controller map]] of the current module contains the current ID.
If so, a controller object will be created according to the controller configuration found in the map,
and Step 5 will be taken to handle the rest part of the route.


		Check if the ID refers to a module listed in the [[yii\base\Module::modules|modules]] property of
the current module. If so, a module is created according to the configuration found in the module list,
and Step 2 will be taken to handle the next part of the route under the context of the newly created module.


		Treat the ID as a controller ID and create a controller object. Do the next step with the rest part of
the route.


		The controller looks for the current ID in its [[yii\base\Controller::actions()|action map]]. If found,
it creates an action according to the configuration found in the map. Otherwise, the controller will
attempt to create an inline action which is defined by an action method corresponding to the current ID.





Among the above steps, if any error occurs, a [[yii\web\NotFoundHttpException]] will be thrown, indicating
the failure of the routing process.



Default Route 


When a request is parsed into an empty route, the so-called default route will be used, instead. By default,
the default route is site/index,  which refers to the index action of the site controller. You may
customize it by configuring the [[yii\web\Application::defaultRoute|defaultRoute]] property of the application
in the application configuration like the following:


[
    // ...
    'defaultRoute' => 'main/index',
];






catchAll Route 


Sometimes, you may want to put your Web application in maintenance mode temporarily and display the same
informational page for all requests. There are many ways to accomplish this goal. But one of the simplest
ways is to configure the [[yii\web\Application::catchAll]] property like the following in the application configuration:


[
    // ...
    'catchAll' => ['site/offline'],
];



With the above configuration, the site/offline action will be used to handle all incoming requests.


The catchAll property should take an array whose first element specifies a route, and
the rest of the elements (name-value pairs) specify the parameters to be bound to the action.







Creating URLs 


Yii provides a helper method [[yii\helpers\Url::to()]] to create various kinds of URLs from given routes and
their associated query parameters. For example,


use yii\helpers\Url;

// creates a URL to a route: /index.php?r=post/index
echo Url::to(['post/index']);

// creates a URL to a route with parameters: /index.php?r=post/view&id=100
echo Url::to(['post/view', 'id' => 100]);

// creates an anchored URL: /index.php?r=post/view&id=100#content
echo Url::to(['post/view', 'id' => 100, '#' => 'content']);

// creates an absolute URL: http://www.example.com/index.php?r=post/index
echo Url::to(['post/index'], true);

// creates an absolute URL using the https scheme: https://www.example.com/index.php?r=post/index
echo Url::to(['post/index'], 'https');



Note that in the above example, we assume the default URL format is being used. If the pretty URL format is enabled,
the created URLs will be different, according to the [[yii\web\UrlManager::rules|URL rules]] in use.


The route passed to the [[yii\helpers\Url::to()]] method is context sensitive. It can be either a relative route
or an absolute route which will be normalized according to the following rules:



		If the route is an empty string, the currently requested [[yii\web\Controller::route|route]] will be used;


		If the route contains no slashes at all, it is considered to be an action ID of the current controller
and will be prepended with the [[\yii\web\Controller::uniqueId|uniqueId]] value of the current controller;


		If the route has no leading slash, it is considered to be a route relative to the current module and
will be prepended with the [[\yii\base\Module::uniqueId|uniqueId]] value of the current module.





Starting from version 2.0.2, you may specify a route in terms of an alias. If this is the case,
the alias will first be converted into the actual route which will then be turned into an absolute route according
to the above rules.


For example, assume the current module is admin and the current controller is post,


use yii\helpers\Url;

// currently requested route: /index.php?r=admin/post/index
echo Url::to(['']);

// a relative route with action ID only: /index.php?r=admin/post/index
echo Url::to(['index']);

// a relative route: /index.php?r=admin/post/index
echo Url::to(['post/index']);

// an absolute route: /index.php?r=post/index
echo Url::to(['/post/index']);

// /index.php?r=post/index     assume the alias "@posts" is defined as "/post/index"
echo Url::to(['@posts']);



The [[yii\helpers\Url::to()]] method is implemented by calling the [[yii\web\UrlManager::createUrl()|createUrl()]]
and [[yii\web\UrlManager::createAbsoluteUrl()|createAbsoluteUrl()]] methods of the [[yii\web\UrlManager|URL manager]].
In the next few subsections, we will explain how to configure the [[yii\web\UrlManager|URL manager]] to customize
the format of the created URLs.


The [[yii\helpers\Url::to()]] method also supports creating URLs that are NOT related with particular routes.
Instead of passing an array as its first parameter, you should pass a string in this case. For example,


use yii\helpers\Url;

// currently requested URL: /index.php?r=admin/post/index
echo Url::to();

// an aliased URL: http://example.com
Yii::setAlias('@example', 'http://example.com/');
echo Url::to('@example');

// an absolute URL: http://example.com/images/logo.gif
echo Url::to('/images/logo.gif', true);



Besides the to() method, the [[yii\helpers\Url]] helper class also provides several other convenient URL creation
methods. For example,


use yii\helpers\Url;

// home page URL: /index.php?r=site/index
echo Url::home();

// the base URL, useful if the application is deployed in a sub-folder of the Web root
echo Url::base();

// the canonical URL of the currently requested URL
// see https://en.wikipedia.org/wiki/Canonical_link_element
echo Url::canonical();

// remember the currently requested URL and retrieve it back in later requests
Url::remember();
echo Url::previous();






Using Pretty URLs 


To use pretty URLs, configure the urlManager component in the application configuration like the following:


[
    'components' => [
        'urlManager' => [
            'enablePrettyUrl' => true,
            'showScriptName' => false,
            'enableStrictParsing' => true,
            'rules' => [
                // ...
            ],
        ],
    ],
]



The [[yii\web\UrlManager::enablePrettyUrl|enablePrettyUrl]] property is mandatory as it toggles the pretty URL format.
The rest of the properties are optional. However, their configuration shown above is most commonly used.



		[[yii\web\UrlManager::showScriptName|showScriptName]]: this property determines whether the entry script
should be included in the created URLs. For example, instead of creating a URL /index.php/post/100,
by setting this property to be false, a URL /post/100 will be generated.


		[[yii\web\UrlManager::enableStrictParsing|enableStrictParsing]]: this property determines whether to enable
strict request parsing. If strict parsing is enabled, the incoming requested URL must match at least one of
the [[yii\web\UrlManager::rules|rules]] in order to be treated as a valid request, or a [[yii\web\NotFoundHttpException]]
will be thrown. If strict parsing is disabled, when none of the [[yii\web\UrlManager::rules|rules]] matches
the requested URL, the path info part of the URL will be treated as the requested route.


		[[yii\web\UrlManager::rules|rules]]: this property contains a list of rules specifying how to parse and create
URLs. It is the main property that you should work with in order to create URLs whose format satisfies your
particular application requirement.






Note: In order to hide the entry script name in the created URLs, besides setting
[[yii\web\UrlManager::showScriptName|showScriptName]] to be false, you may also need to configure your Web server
so that it can correctly identify which PHP script should be executed when a requested URL does not explicitly
specify one. If you are using Apache Web server, you may refer to the recommended configuration as described in the
Installation section.




URL Rules 


A URL rule is an instance of [[yii\web\UrlRule]] or its child class. Each URL rule consists of a pattern used
for matching the path info part of URLs, a route, and a few query parameters. A URL rule can be used to parse a request
if its pattern matches the requested URL and a URL rule can be used to create a URL if its route and query parameter
names match those that are given.


When the pretty URL format is enabled, the [[yii\web\UrlManager|URL manager]] uses the URL rules declared in its
[[yii\web\UrlManager::rules|rules]] property to parse incoming requests and create URLs. In particular,
to parse an incoming request, the [[yii\web\UrlManager|URL manager]] examines the rules in the order they are
declared and looks for the first rule that matches the requested URL. The matching rule is then used to
parse the URL into a route and its associated parameters. Similarly, to create a URL, the [[yii\web\UrlManager|URL manager]]
looks for the first rule that matches the given route and parameters and uses that to create a URL.


You can configure [[yii\web\UrlManager::rules]] as an array with keys being the patterns and values the corresponding
routes. Each pattern-route pair constructs a URL rule. For example, the following [[yii\web\UrlManager::rules|rules]]
configuration declares two URL rules. The first rule matches a URL posts and maps it into the route post/index.
The second rule matches a URL matching the regular expression post/(\d+) and maps it into the route post/view and
a parameter named id.


[
    'posts' => 'post/index', 
    'post/<id:\d+>' => 'post/view',
]




Info: The pattern in a rule is used to match the path info part of a URL. For example, the path info of
/index.php/post/100?source=ad is post/100 (the leading and ending slashes are ignored) which matches
the pattern post/(\d+).



Besides declaring URL rules as pattern-route pairs, you may also declare them as configuration arrays. Each configuration
array is used to configure a single URL rule object. This is often needed when you want to configure other
properties of a URL rule. For example,


[
    // ...other url rules...
    
    [
        'pattern' => 'posts',
        'route' => 'post/index',
        'suffix' => '.json',
    ],
]



By default if you do not specify the class option for a rule configuration, it will take the default
class [[yii\web\UrlRule]].





Named Parameters 


A URL rule can be associated with a few named query parameters which are specified in the pattern in the format
of <ParamName:RegExp>, where ParamName specifies the parameter name and RegExp is an optional regular
expression used to match parameter values. If RegExp is not specified, it means the parameter value should be
a string without any slash.



Note: You can only specify regular expressions for parameters. The rest part of a pattern is considered as plain text.



When a rule is used to parse a URL, it will fill the associated parameters with values matching the corresponding
parts of the URL, and these parameters will be made available in $_GET later by the request application component.
When the rule is used to create a URL, it will take the values of the provided parameters and insert them at the
places where the parameters are declared.


Let’s use some examples to illustrate how named parameters work. Assume we have declared the following three URL rules:


[
    'posts/<year:\d{4}>/<category>' => 'post/index',
    'posts' => 'post/index',
    'post/<id:\d+>' => 'post/view',
]



When the rules are used to parse URLs:



		/index.php/posts is parsed into the route post/index using the second rule;


		/index.php/posts/2014/php is parsed into the route post/index, the year parameter whose value is 2014
and the category parameter whose value is php using the first rule;


		/index.php/post/100 is parsed into the route post/view and the id parameter whose value is 100 using
the third rule;


		/index.php/posts/php will cause a [[yii\web\NotFoundHttpException]] when [[yii\web\UrlManager::enableStrictParsing]]
is true, because it matches none of the patterns. If [[yii\web\UrlManager::enableStrictParsing]] is false (the
default value), the path info part posts/php will be returned as the route.





And when the rules are used to create URLs:



		Url::to(['post/index']) creates /index.php/posts using the second rule;


		Url::to(['post/index', 'year' => 2014, 'category' => 'php']) creates /index.php/posts/2014/php using the first rule;


		Url::to(['post/view', 'id' => 100]) creates /index.php/post/100 using the third rule;


		Url::to(['post/view', 'id' => 100, 'source' => 'ad']) creates /index.php/post/100?source=ad using the third rule.
Because the source parameter is not specified in the rule, it is appended as a query parameter in the created URL.


		Url::to(['post/index', 'category' => 'php']) creates /index.php/post/index?category=php using none of the rules.
Note that since none of the rules applies, the URL is created by simply appending the route as the path info
and all parameters as the query string part.








Parameterizing Routes 


You can embed parameter names in the route of a URL rule. This allows a URL rule to be used for matching multiple
routes. For example, the following rules embed controller and action parameters in the routes.


[
    '<controller:(post|comment)>/<id:\d+>/<action:(create|update|delete)>' => '<controller>/<action>',
    '<controller:(post|comment)>/<id:\d+>' => '<controller>/view',
    '<controller:(post|comment)>s' => '<controller>/index',
]



To parse a URL /index.php/comment/100/create, the first rule will apply, which sets the controller parameter to
be comment and action parameter to be create. The route <controller>/<action> is thus resolved as comment/create.


Similarly, to create a URL for the route comment/index, the third rule will apply, which creates a URL /index.php/comments.



Info: By parameterizing routes, it is possible to greatly reduce the number of URL rules, which can significantly
improve the performance of [[yii\web\UrlManager|URL manager]].



By default, all parameters declared in a rule are required. If a requested URL does not contain a particular parameter,
or if a URL is being created without a particular parameter, the rule will not apply. To make some of the parameters
optional, you can configure the [[yii\web\UrlRule::defaults|defaults]] property of a rule. Parameters listed in this
property are optional and will take the specified values when they are not provided.


In the following rule declaration, the page and tag parameters are both optional and will take the value of 1 and
empty string, respectively, when they are not provided.


[
    // ...other rules...
    [
        'pattern' => 'posts/<page:\d+>/<tag>',
        'route' => 'post/index',
        'defaults' => ['page' => 1, 'tag' => ''],
    ],
]



The above rule can be used to parse or create any of the following URLs:



		/index.php/posts: page is 1, tag is ‘’.


		/index.php/posts/2: page is 2, tag is ‘’.


		/index.php/posts/2/news: page is 2, tag is 'news'.


		/index.php/posts/news: page is 1, tag is 'news'.





Without using optional parameters, you would have to create 4 rules to achieve the same result.





Rules with Server Names 


It is possible to include Web server names in the patterns of URL rules. This is mainly useful when your application
should behave differently for different Web server names. For example, the following rules will parse the URL
http://admin.example.com/login into the route admin/user/login and http://www.example.com/login into site/login.


[
    'http://admin.example.com/login' => 'admin/user/login',
    'http://www.example.com/login' => 'site/login',
]



You can also embed parameters in the server names to extract dynamic information from them. For example, the following rule
will parse the URL http://en.example.com/posts into the route post/index and the parameter language=en.


[
    'http://<language:\w+>.example.com/posts' => 'post/index',
]




Note: Rules with server names should NOT include the subfolder of the entry script in their patterns. For example, if the application is under http://www.example.com/sandbox/blog, then you should use the pattern
http://www.example.com/posts instead of http://www.example.com/sandbox/blog/posts. This will allow your application
to be deployed under any directory without the need to change your application code.






URL Suffixes 


You may want to add suffixes to the URLs for various purposes. For example, you may add .html to the URLs so that they
look like URLs for static HTML pages; you may also add .json to the URLs to indicate the expected content type
of the response. You can achieve this goal by configuring the [[yii\web\UrlManager::suffix]] property like
the following in the application configuration:


[
    'components' => [
        'urlManager' => [
            'enablePrettyUrl' => true,
            'showScriptName' => false,
            'enableStrictParsing' => true,
            'suffix' => '.html',
            'rules' => [
                // ...
            ],
        ],
    ],
]



The above configuration will allow the [[yii\web\UrlManager|URL manager]] to recognize requested URLs and also create
URLs with .html as their suffix.



Tip: You may set / as the URL suffix so that the URLs all end with a slash.




Note: When you configure a URL suffix, if a requested URL does not have the suffix, it will be considered as
an unrecognized URL. This is a recommended practice for SEO (search engine optimization).



Sometimes you may want to use different suffixes for different URLs. This can be achieved by configuring the
[[yii\web\UrlRule::suffix|suffix]] property of individual URL rules. When a URL rule has this property set, it will
override the suffix setting at the [[yii\web\UrlManager|URL manager]] level. For example, the following configuration
contains a customized URL rule which uses .json as its suffix instead of the global one .html.


[
    'components' => [
        'urlManager' => [
            'enablePrettyUrl' => true,
            'showScriptName' => false,
            'enableStrictParsing' => true,
            'suffix' => '.html',
            'rules' => [
                // ...
                [
                    'pattern' => 'posts',
                    'route' => 'post/index',
                    'suffix' => '.json',
                ],
            ],
        ],
    ],
]






HTTP Methods 


When implementing RESTful APIs, it is commonly needed that the same URL be parsed into different routes according to
the HTTP methods being used. This can be easily achieved by prefixing the supported HTTP methods to the patterns of
the rules. If a rule supports multiple HTTP methods, separate the method names with commas. For example, the following
rules have the same pattern post/<id:\d+> with different HTTP method support. A request for PUT post/100 will
be parsed into post/create, while a request for GET post/100 will be parsed into post/view.


[
    'PUT,POST post/<id:\d+>' => 'post/create',
    'DELETE post/<id:\d+>' => 'post/delete',
    'post/<id:\d+>' => 'post/view',
]




Note: If a URL rule contains HTTP method(s) in its pattern, the rule will only be used for parsing purpose.
It will be skipped when the [[yii\web\UrlManager|URL manager]] is called to create URLs.




Tip: To simplify the routing of RESTful APIs, Yii provides a special URL rule class [[yii\rest\UrlRule]]
which is very efficient and supports some fancy features such as automatic pluralization of controller IDs.
For more details, please refer to the Routing section about developing RESTful APIs.






Customizing Rules 


In the previous examples, URL rules are mainly declared in terms of pattern-route pairs. This is a commonly used
shortcut format. In certain scenarios, you may want to customize a URL rule by configuring its other properties, such
as [[yii\web\UrlRule::suffix]]. This can be done by using a full configuration array to specify a rule. The following
example is extracted from the URL Suffixes subsection,


[
    // ...other url rules...
    
    [
        'pattern' => 'posts',
        'route' => 'post/index',
        'suffix' => '.json',
    ],
]




Info: By default if you do not specify the class option for a rule configuration, it will take the default
class [[yii\web\UrlRule]].






Adding Rules Dynamically 


URL rules can be dynamically added to the [[yii\web\UrlManager|URL manager]]. This is often needed by redistributable
modules which want to manage their own URL rules. In order for the dynamically added rules
to take effect during the routing process, you should add them during the bootstrapping
stage. For modules, this means they should implement [[yii\base\BootstrapInterface]] and add the rules in the
[[yii\base\BootstrapInterface::bootstrap()|bootstrap()]] method like the following:


public function bootstrap($app)
{
    $app->getUrlManager()->addRules([
        // rule declarations here
    ], false);
}



Note that you should also list these modules in [[yii\web\Application::bootstrap]] so that they can participate the
bootstrapping process.





Creating Rule Classes 


Despite the fact that the default [[yii\web\UrlRule]] class is flexible enough for the majority of projects, there
are situations when you have to create your own rule classes. For example, in a car dealer Web site, you may want
to support the URL format like /Manufacturer/Model, where both Manufacturer and Model must match some data
stored in a database table. The default rule class will not work here because it relies on statically declared patterns.


We can create the following URL rule class to solve this problem.


namespace app\components;

use yii\web\UrlRuleInterface;
use yii\base\Object;

class CarUrlRule extends Object implements UrlRuleInterface
{

    public function createUrl($manager, $route, $params)
    {
        if ($route === 'car/index') {
            if (isset($params['manufacturer'], $params['model'])) {
                return $params['manufacturer'] . '/' . $params['model'];
            } elseif (isset($params['manufacturer'])) {
                return $params['manufacturer'];
            }
        }
        return false;  // this rule does not apply
    }

    public function parseRequest($manager, $request)
    {
        $pathInfo = $request->getPathInfo();
        if (preg_match('%^(\w+)(/(\w+))?$%', $pathInfo, $matches)) {
            // check $matches[1] and $matches[3] to see
            // if they match a manufacturer and a model in the database
            // If so, set $params['manufacturer'] and/or $params['model']
            // and return ['car/index', $params]
        }
        return false;  // this rule does not apply
    }
}



And use the new rule class in the [[yii\web\UrlManager::rules]] configuration:


[
    // ...other rules...
    
    [
        'class' => 'app\components\CarUrlRule', 
        // ...configure other properties...
    ],
]








Performance Consideration 


When developing a complex Web application, it is important to optimize URL rules so that it takes less time to parse
requests and create URLs.


By using parameterized routes, you may reduce the number of URL rules, which can significantly improve performance.


When parsing or creating URLs, [[yii\web\UrlManager|URL manager]] examines URL rules in the order they are declared.
Therefore, you may consider adjusting the order of the URL rules so that more specific and/or more commonly used rules are placed before less used ones.


If some URL rules share the same prefix in their patterns or routes, you may consider using [[yii\web\GroupUrlRule]]
so that they can be more efficiently examined by [[yii\web\UrlManager|URL manager]] as a group. This is often the case
when your application is composed by modules, each having its own set of URL rules with module ID as their common prefixes.
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Hello World


Cette section decrit la méthode pour créer une nouvelle page “Hello” dans votre application.
Pour ce faire, vous allez créer une action et une vue:



		L’application distribuera la requête à l’action


		et à son tour, l’action générera un rendu de la vue qui affiche le mot “Hello” à l’utilisateur.





A travers ce tutoriel, vous apprendrez trois choses :



		Comment créer une action pour répondre aux requêtes,


		comment créer une vue pour composer le contenu de la réponse, et


		comment une application distribue les requêtes aux actions.






Créer une Action 


Pour la tâche “Hello”, vous allez créer une action dire qui reçoit un paramètre
message de la requête et affiche ce message à l’utilisateur. Si la requête ne fournit pas de paramètre message, l’action affichera le message par défaut “Hello”.



Info: Les actions sont les objets auxquels les utilisateurs peuvent directement   se référer pour les exécuter. Les actions sont groupées par contrôleurs. Le résultat de l’exécution d’une action est la réponse que l’utilisateur recevra.



Les actions doivent être déclarées dans des contrôleurs. Par simplicité, vous pouvez déclarer l’action dire dans le contrôleur existant SiteController. Ce contrôleur  est défini dans le fichier classe controllers/SiteController.php. Voici le début de la nouvelle action :


<?php

namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    // ...code existant...

    public function actionDire($message = 'Hello')
    {
        return $this->render('dire', ['message' => $message]);
    }
}



Dans le code ci-dessous, l’action dire est définie par une méthode nommée actionDire dans la classe SiteController.
Yii utilise le préfixe action pour faire la différence entre des méthodes actions et des méthodes non-actions dans une classe contrôleur.
Le nom suivant le préfixe action est associé à l’ID de l’action.


Quand vous choisissez le nom de vos actions, gardez à l’esprit comment Yii traite les IDs d’action. Les références aux IDs d’actions sont toujours effectuées en minuscules. Si un ID d’action nécessite plusieurs mots, ils seront concaténés à l’aide de tirets (par exemple creer-commentaire). Les noms de méthodes actions sont associés aux IDs d’actions en retirant tout tiret des IDs, en mettant la première lettre de chaque mot en majuscule, et en ajoutant un préfixe  action au résultat. Par exemple,
l’ID d’action creer-commentaire correspond à l’action nommée actionCreerCommentaire.


La méthode action de notre exemple prend un paramètre $message, dont la valeur par défaut est "Hello" (de la même manière qu’on affecte une valeur par défaut à n’importe quel argument de fonction ou méthode en PHP). Quand l’application reçoit une requête et détermine que l’action dire est responsable de gérer ladite requête, l’application peuplera ce paramètre avec le paramètre du même nom trouvé dans la requête. En d’autres termes, si la requête contient un paramètre message ayant pour valeur "Goodbye", la variable $message au sein de l’action recevra cette valeur.


Au sein de la méthode action, [[yii\web\Controller::render()|render()]] est appelé pour effectuer le rendu d’un fichier vue appelé dire. Le paramètre message est également transmis à la vue afin qu’il puisse y être utilisé. Le résultat du rendu est renvoyé à l’utilisateur par la méthode action. Ce résultat sera reçu par l’application et présenté à l’utilisateur dans le navigateur (en tant qu’élément d’une page HTML complète).





Créer une Vue 


Les vues sont des scripts qu’on écrit pour générer le contenu d’une réponse.
Pour la tâche “Hello”, vous allez créer une vue dire qui affiche le paramètre message reçu de la méthode action, et passé par l’action à la vue :


<?php
use yii\helpers\Html;
?>
<?= Html::encode($message) ?>



La vue dire doit être enregistrée dans le fichier views/site/dire.php. Quand la méthode [[yii\web\Controller::render()|render()]]
est appelée dans une action, elle cherchera un fichier PHP nommé views/ControllerID/NomDeLaVue.php.


Notez que dans le code ci-dessus, le paramètre message est [[yii\helpers\Html::encode()|Encodé-HTML]]
avant d’être affiché. Cela est nécessaire car le paramètre vient de l’utilisateur, le rendant vulnérable aux attaques cross-site scripting (XSS) [http://fr.wikipedia.org/wiki/Cross-site_scripting] en intégrant du code Javascript malicieux dans le paramètre.


Bien entendu, vous pouvez insérer plus de contenu dans la vue dire. Le contenu peut être des tags HTMML, du texte brut, ou même des expressions PHP.
En réalité, la vue dire est simplement un script PHP exécuté par la méthode [[yii\web\Controller::render()|render()]].
Le contenu affiché par le script de vue sera renvoyé à l’application en tant que résultat de réponse. L’application renverra à son tour ce résultat à l’utilisateur.





Essayer 


Après avoir créé l’action et la vue, vous pouvez accéder à la nouvelle page en accédant à l’URL suivant :


http://hostname/index.php?r=site/dire&message=Hello+World



[image: Hello World]


Le résultat de cet URL sera une page affichant “Hello World”. La page a les mêmes entête et pied de page que les autres pages de l’application.


Si vous omettez le paramètre message dans l’URL, La page devrait simplement afficher “Hello”. C’est parce que message est passé en paramètre de la méthode actionDire(), et quand il est omis, la valeur par défaut "Hello" sera employée à la place.



Info: L nouvelle page a les mêmes entête et pied de page que les autres pages parce que la méthode [[yii\web\Controller::render()|render()]] intègrera automatiquement le résultat de la vue dire dans une pseudo mise en page qui dans notre cas est située dans views/layouts/main.php.



Le paramètre r dans l’URL ci-dessus nécessite plus d’explications. Il signifie route, un ID unique commun toute l’application qui fait référence à une action. Le format de la route est IDContrôleur/IDAction. Quand l’application reçoit une requête, elle vérifie ce paramêtre, en utilisant la partie IDContrôleur pour déterminer quel classe contrôleur doit être instanciée pour traiter la requête. Ensuite, le contrôleur utilisera la partie IDAction pour déterminer quelle action doit être instanciée pour effectuer le vrait travail. Dans ce cas d’exemple, la route site/dire
sera comprise comme la classe contrôleur SiteController et l’action dire. Il en resultera que la méthode SiteController::actionDire() sera appelée pour traiter la requête.



Info: De même que les actions, les contrôleurs ont des IDs qui les identifient de manière unique dans une application.
Les IDs de contrôleurs emploie les mêmes règles de nommage que les IDs d’actions. Les noms de classes Contrôleurs dérivent
des IDs de contrôleurs en retirant les tirets des IDs, en mettant la première lettre de chaque mot en majuscule,
et en suffixant la chaîne résultante du mot Controller. Par exemple, l’ID de contrôlleur poster-commentaire correspond
au nom de classe contrôleur PosterCommentaireController.






Résumé 


Dans cette section, vous avez touché aux parties contrôleur et vue du patron de conception MVC.
Vous avez créé une action au sein d’un contrôleur pour traiter une requête spécifique. Vous avez également créé une vue pour composer le contenu de la réponse. Dans ce simple exemple, aucun modèle n’a été impliqué car les seules données utilisées étaient le paramètre message.


Vous avez également appris ce que sont les routes dans Yii, qu’elles font office de pont entre les requêtes utilisateur et les actions des contrôleurs.


Dans la prochaine section, vous apprendrez comment créer un modèle, et ajouter une nouvelle page contenant un formulaire HTML.
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Query Builder and Query



Note: This section is under development.



Yii provides a basic database access layer as described in the Database basics section.
The database access layer provides a low-level way to interact with the database. While useful in some situations,
it can be tedious and error-prone to write raw SQLs. An alternative approach is to use the Query Builder.
The Query Builder provides an object-oriented vehicle for generating queries to be executed.


A typical usage of the query builder looks like the following:


$rows = (new \yii\db\Query())
    ->select('id, name')
    ->from('user')
    ->limit(10)
    ->all();

// which is equivalent to the following code:

$query = (new \yii\db\Query())
    ->select('id, name')
    ->from('user')
    ->limit(10);

// Create a command. You can get the actual SQL using $command->sql
$command = $query->createCommand();

// Execute the command:
$rows = $command->queryAll();




Query Methods


As you can see, [[yii\db\Query]] is the main player that you need to deal with. Behind the scenes,
Query is actually only responsible for representing various query information. The actual query
building logic is done by [[yii\db\QueryBuilder]] when you call the createCommand() method,
and the query execution is done by [[yii\db\Command]].


For convenience, [[yii\db\Query]] provides a set of commonly used query methods that will build
the query, execute it, and return the result. For example,



		[[yii\db\Query::all()|all()]]: builds the query, executes it and returns all results as an array.


		[[yii\db\Query::one()|one()]]: returns the first row of the result.


		[[yii\db\Query::column()|column()]]: returns the first column of the result.


		[[yii\db\Query::scalar()|scalar()]]: returns the first column in the first row of the result.


		[[yii\db\Query::exists()|exists()]]: returns a value indicating whether the query results in anything.


		[[yii\db\Query::count()|count()]]: returns the result of a COUNT query. Other similar methods
include sum($q), average($q), max($q) and min($q), which support the so-called aggregational data query. The $q
parameter is mandatory for these methods and can be either the column name or expression.








Building Query


In the following, we will explain how to build various clauses in a SQL statement. For simplicity,
we use $query to represent a [[yii\db\Query]] object.



SELECT


In order to form a basic SELECT query, you need to specify what columns to select and from what table:


$query->select('id, name')
    ->from('user');



Select options can be specified as a comma-separated string, as in the above, or as an array.
The array syntax is especially useful when forming the selection dynamically:


$query->select(['id', 'name'])
    ->from('user');




Info: You should always use the array format if your SELECT clause contains SQL expressions.
This is because a SQL expression like CONCAT(first_name, last_name) AS full_name may contain commas.
If you list it together with other columns in a string, the expression may be split into several parts
by commas, which is not what you want to see.



When specifying columns, you may include the table prefixes or column aliases, e.g., user.id, user.id AS user_id.
If you are using an array to specify the columns, you may also use the array keys to specify the column aliases,
e.g., ['user_id' => 'user.id', 'user_name' => 'user.name'].


Starting from version 2.0.1, you may also select sub-queries as columns. For example,


$subQuery = (new Query)->select('COUNT(*)')->from('user');
$query = (new Query)->select(['id', 'count' => $subQuery])->from('post');
// $query represents the following SQL:
// SELECT `id`, (SELECT COUNT(*) FROM `user`) AS `count` FROM `post`



To select distinct rows, you may call distinct(), like the following:


$query->select('user_id')->distinct()->from('post');






FROM


To specify which table(s) to select data from, call from():


$query->select('*')->from('user');



You may specify multiple tables using a comma-separated string or an array.
Table names can contain schema prefixes (e.g. 'public.user') and/or table aliases (e.g. 'user u').
The method will automatically quote the table names unless it contains some parenthesis
(which means the table is given as a sub-query or DB expression). For example,


$query->select('u.*, p.*')->from(['user u', 'post p']);



When the tables are specified as an array, you may also use the array keys as the table aliases
(if a table does not need an alias, do not use a string key). For example,


$query->select('u.*, p.*')->from(['u' => 'user', 'p' => 'post']);



You may specify a sub-query using a Query object. In this case, the corresponding array key will be used
as the alias for the sub-query.


$subQuery = (new Query())->select('id')->from('user')->where('status=1');
$query->select('*')->from(['u' => $subQuery]);






WHERE


Usually data is selected based upon certain criteria. Query Builder has some useful methods to specify these, the most powerful of which being where. It can be used in multiple ways.


The simplest way to apply a condition is to use a string:


$query->where('status=:status', [':status' => $status]);



When using strings, make sure you’re binding the query parameters, not creating a query by string concatenation. The above approach is safe to use, the following is not:


$query->where("status=$status"); // Dangerous!



Instead of binding the status value immediately, you can do so using params or addParams:


$query->where('status=:status');
$query->addParams([':status' => $status]);



Multiple conditions can simultaneously be set in where using the hash format:


$query->where([
    'status' => 10,
    'type' => 2,
    'id' => [4, 8, 15, 16, 23, 42],
]);



That code will generate the following SQL:


WHERE (`status` = 10) AND (`type` = 2) AND (`id` IN (4, 8, 15, 16, 23, 42))



NULL is a special value in databases, and is handled smartly by the Query Builder. This code:


$query->where(['status' => null]);



results in this WHERE clause:


WHERE (`status` IS NULL)



If you need IS NOT NULL you can use the following:


$query->where(['not', ['col' => null]]);



You can also create sub-queries with Query objects like the following,


$userQuery = (new Query)->select('id')->from('user');
$query->where(['id' => $userQuery]);



which will generate the following SQL:


WHERE `id` IN (SELECT `id` FROM `user`)



Another way to use the method is the operand format which is [operator, operand1, operand2, ...].


Operator can be one of the following (see also [[yii\db\QueryInterface::where()]]):



		and: the operands should be concatenated together using AND. For example,
['and', 'id=1', 'id=2'] will generate id=1 AND id=2. If an operand is an array,
it will be converted into a string using the rules described here. For example,
['and', 'type=1', ['or', 'id=1', 'id=2']] will generate type=1 AND (id=1 OR id=2).
The method will NOT do any quoting or escaping.





		or: similar to the and operator except that the operands are concatenated using OR.





		between: operand 1 should be the column name, and operand 2 and 3 should be the
starting and ending values of the range that the column is in.
For example, ['between', 'id', 1, 10] will generate id BETWEEN 1 AND 10.





		not between: similar to between except the BETWEEN is replaced with NOT BETWEEN
in the generated condition.





		in: operand 1 should be a column or DB expression. Operand 2 can be either an array or a Query object.
It will generate an IN condition. If Operand 2 is an array, it will represent the range of the values
that the column or DB expression should be; If Operand 2 is a Query object, a sub-query will be generated
and used as the range of the column or DB expression. For example,
['in', 'id', [1, 2, 3]] will generate id IN (1, 2, 3).
The method will properly quote the column name and escape values in the range.
The in operator also supports composite columns. In this case, operand 1 should be an array of the columns,
while operand 2 should be an array of arrays or a Query object representing the range of the columns.





		not in: similar to the in operator except that IN is replaced with NOT IN in the generated condition.





		like: operand 1 should be a column or DB expression, and operand 2 be a string or an array representing
the values that the column or DB expression should be like.
For example, ['like', 'name', 'tester'] will generate name LIKE '%tester%'.
When the value range is given as an array, multiple LIKE predicates will be generated and concatenated
using AND. For example, ['like', 'name', ['test', 'sample']] will generate
name LIKE '%test%' AND name LIKE '%sample%'.
You may also provide an optional third operand to specify how to escape special characters in the values.
The operand should be an array of mappings from the special characters to their
escaped counterparts. If this operand is not provided, a default escape mapping will be used.
You may use false or an empty array to indicate the values are already escaped and no escape
should be applied. Note that when using an escape mapping (or the third operand is not provided),
the values will be automatically enclosed within a pair of percentage characters.



Note: When using PostgreSQL you may also use ilike [http://www.postgresql.org/docs/8.3/static/functions-matching.html#FUNCTIONS-LIKE]
instead of like for case-insensitive matching.









		or like: similar to the like operator except that OR is used to concatenate the LIKE
predicates when operand 2 is an array.





		not like: similar to the like operator except that LIKE is replaced with NOT LIKE
in the generated condition.





		or not like: similar to the not like operator except that OR is used to concatenate
the NOT LIKE predicates.





		exists: requires one operand which must be an instance of [[yii\db\Query]] representing the sub-query.
It will build a EXISTS (sub-query) expression.





		not exists: similar to the exists operator and builds a NOT EXISTS (sub-query) expression.








Additionally you can specify anything as operator:


$query->select('id')
    ->from('user')
    ->where(['>=', 'id', 10]);



It will result in:


SELECT id FROM user WHERE id >= 10;



If you are building parts of condition dynamically it’s very convenient to use andWhere() and orWhere():


$status = 10;
$search = 'yii';

$query->where(['status' => $status]);
if (!empty($search)) {
    $query->andWhere(['like', 'title', $search]);
}



In case $search isn’t empty the following SQL will be generated:


WHERE (`status` = 10) AND (`title` LIKE '%yii%')




Building Filter Conditions


When building filter conditions based on user inputs, you usually want to specially handle “empty inputs”
by ignoring them in the filters. For example, you have an HTML form that takes username and email inputs.
If the user only enters something in the username input, you may want to build a query that only tries to
match the entered username. You may use the filterWhere() method to achieve this goal:


// $username and $email are from user inputs
$query->filterWhere([
    'username' => $username,
    'email' => $email,
]);



The filterWhere() method is very similar to where(). The main difference is that filterWhere()
will remove empty values from the provided condition. So if $email is “empty”, the resulting query
will be ...WHERE username=:username; and if both $username and $email are “empty”, the query
will have no WHERE part.


A value is empty if it is null, an empty string, a string consisting of whitespaces, or an empty array.


You may also use andFilterWhere() and orFilterWhere() to append more filter conditions.







ORDER BY


For ordering results orderBy and addOrderBy could be used:


$query->orderBy([
    'id' => SORT_ASC,
    'name' => SORT_DESC,
]);



Here we are ordering by id ascending and then by name descending.





GROUP BY and HAVING


In order to add GROUP BY to generated SQL you can use the following:


$query->groupBy('id, status');



If you want to add another field after using groupBy:


$query->addGroupBy(['created_at', 'updated_at']);



To add a HAVING condition the corresponding having method and its andHaving and orHaving can be used. Parameters
for these are similar to the ones for where methods group:


$query->having(['status' => $status]);






LIMIT and OFFSET


To limit result to 10 rows limit can be used:


$query->limit(10);



To skip 100 fist rows use:


$query->offset(100);






JOIN


The JOIN clauses are generated in the Query Builder by using the applicable join method:



		innerJoin()


		leftJoin()


		rightJoin()





This left join selects data from two related tables in one query:


$query->select(['user.name AS author', 'post.title as title'])
    ->from('user')
    ->leftJoin('post', 'post.user_id = user.id');



In the code, the leftJoin() method’s first parameter
specifies the table to join to. The second parameter defines the join condition.


If your database application supports other join types, you can use those via the  generic join method:


$query->join('FULL OUTER JOIN', 'post', 'post.user_id = user.id');



The first argument is the join type to perform. The second is the table to join to, and the third is the condition.


Like FROM, you may also join with sub-queries. To do so, specify the sub-query as an array
which must contain one element. The array value must be a Query object representing the sub-query,
while the array key is the alias for the sub-query. For example,


$query->leftJoin(['u' => $subQuery], 'u.id=author_id');






UNION


UNION in SQL adds results of one query to results of another query. Columns returned by both queries should match.
In Yii in order to build it you can first form two query objects and then use the union method:


$query = new Query();
$query->select("id, category_id as type, name")->from('post')->limit(10);

$anotherQuery = new Query();
$anotherQuery->select('id, type, name')->from('user')->limit(10);

$query->union($anotherQuery);








Batch Query


When working with large amounts of data, methods such as [[yii\db\Query::all()]] are not suitable
because they require loading all data into the memory. To keep the memory requirement low, Yii
provides the so-called batch query support. A batch query makes uses of the data cursor and fetches
data in batches.


Batch query can be used like the following:


use yii\db\Query;

$query = (new Query())
    ->from('user')
    ->orderBy('id');

foreach ($query->batch() as $users) {
    // $users is an array of 100 or fewer rows from the user table
}

// or if you want to iterate the row one by one
foreach ($query->each() as $user) {
    // $user represents one row of data from the user table
}



The method [[yii\db\Query::batch()]] and [[yii\db\Query::each()]] return an [[yii\db\BatchQueryResult]] object
which implements the Iterator interface and thus can be used in the foreach construct.
During the first iteration, a SQL query is made to the database. Data are then fetched in batches
in the remaining iterations. By default, the batch size is 100, meaning 100 rows of data are being fetched in each batch.
You can change the batch size by passing the first parameter to the batch() or each() method.


Compared to the [[yii\db\Query::all()]], the batch query only loads 100 rows of data at a time into the memory.
If you process the data and then discard it right away, the batch query can help reduce memory usage.


If you specify the query result to be indexed by some column via [[yii\db\Query::indexBy()]], the batch query
will still keep the proper index. For example,


use yii\db\Query;

$query = (new Query())
    ->from('user')
    ->indexBy('username');

foreach ($query->batch() as $users) {
    // $users is indexed by the "username" column
}

foreach ($query->each() as $username => $user) {
}
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Url ヘルパ


Url ヘルパは URL を管理するための一連のスタティックメソッドを提供します。



よく使う URL を取得する 


よく使う URL を取得するために使うことが出来るメソッドが二つあります。
すなわち、ホーム URL と、現在のリクエストのベース URL を取得するメソッドです。
ホーム URL を取得するためには、次のようにします。


$relativeHomeUrl = Url::home();
$absoluteHomeUrl = Url::home(true);
$httpsAbsoluteHomeUrl = Url::home('https');



パラメータが渡されない場合は、相対 URL が生成されます。
true を渡すと、現在のスキーマの絶対 URL を取得することが出来ます。
または、スキームを明示的に指定して (http, https) 絶対 URL を取得することも出来ます。


現在のリクエストのベース URL を取得するためには、次のようにします。


$relativeBaseUrl = Url::base();
$absoluteBaseUrl = Url::base(true);
$httpsAbsoluteBaseUrl = Url::base('https');



このメソッドの唯一のパラメータは、Url::home() の場合と全く同じ動作をします。





URL を生成する 


与えられたルートへの URL を生成するためには、Url::toRoute() メソッドを使います。
このメソッドは、[[\yii\web\UrlManager]] を使って URL を生成します。


$url = Url::toRoute(['product/view', 'id' => 42]);



ルートは、文字列として指定することが出来ます (例えば、site/index)。
または、生成される URL に追加のクエリパラメータを指定したい場合は、配列を使うことも出来ます。
配列の形式は、以下のようにしなければなりません。


// /index.php?r=site/index&param1=value1&param2=value2 を生成
['site/index', 'param1' => 'value1', 'param2' => 'value2']



アンカーの付いた URL を生成したい場合は、# パラメータを持つ配列を使うことが出来ます。例えば、


// /index.php?r=site/index&param1=value1#name を生成
['site/index', 'param1' => 'value1', '#' => 'name']



ルートは、絶対ルートか相対ルートかのどちらかです。
絶対ルートは先頭にスラッシュを持ち (例えば /site/index)、相対ルートは持ちません (例えば site/index または index)。
相対ルートは次の規則に従って絶対ルートに変換されます。



		ルートが空文字列である場合は、現在の [[yii\web\Controller::route|ルート]] が使用されます。


		ルートがスラッシュを全く含まない場合は (例えば index)、カレントコントローラのアクション ID であると見なされて、カレントコントローラの [[\yii\web\Controller::uniqueId|uniqueId]] が前置されます。


		ルートが先頭にスラッシュを含まない場合は (例えば site/index)、カレントモジュールに対する相対ルートと見なされて、カレントモジュールの [[\yii\base\Module::uniqueId|uniqueId]] が前置されます。





バージョン 2.0.2 以降では、エイリアス の形式でルートを指定することが出来ます。
その場合は、エイリアスが最初に実際のルートに変換され、そのルートが上記の規則に従って絶対ルートに変換されます。


以下に、このメソッドの使用例をいくつか挙げます。


// /index.php?r=site/index
echo Url::toRoute('site/index');

// /index.php?r=site/index&src=ref1#name
echo Url::toRoute(['site/index', 'src' => 'ref1', '#' => 'name']);

// /index.php?r=post/edit&id=100     エイリアス "@postEdit" は "post/edit" と定義されていると仮定
echo Url::toRoute(['@postEdit', 'id' => 100]);

// http://www.example.com/index.php?r=site/index
echo Url::toRoute('site/index', true);

// https://www.example.com/index.php?r=site/index
echo Url::toRoute('site/index', 'https');



もうひとつ、[[toRoute()]] と非常によく似た Url::to() というメソッドがあります。
唯一の違いは、このメソッドはルートを配列として指定することを要求する、という点です。
文字列が与えられた場合は、URL として扱われます。


最初の引数は、次のいずれかを取り得ます。



		配列: URL を生成するために [[toRoute()]] が呼び出されます。例えば、['site/index']、['post/index', 'page' => 2]。
ルートの指定方法の詳細については [[toRoute()]] を参照してください。
on how to specify a route.


		@ で始まる文字列: これはエイリアスとして扱われ、エイリアスに対応する文字列が返されます。


		空文字列: 現在リクエストされている URL が返されます。


		通常の文字列: その通りのものとして扱われます。





$scheme (文字列または true) が指定された場合は、ホスト情報 ([[\yii\web\UrlManager::hostInfo]] から取得されます) を伴う絶対 URL が返されます。
$url が既に絶対 URL であった場合には、そのスキームが指定されたものに置き換えられます。


下記にいくつかの用例を挙げます。


// /index.php?r=site/index
echo Url::to(['site/index']);

// /index.php?r=site/index&src=ref1#name
echo Url::to(['site/index', 'src' => 'ref1', '#' => 'name']);

// /index.php?r=post/edit&id=100     エイリアス "@postEdit" が "post/edit" と定義されていると仮定
echo Url::to(['@postEdit', 'id' => 100]);

// 現在リクエストされている URL
echo Url::to();

// /images/logo.gif
echo Url::to('@web/images/logo.gif');

// images/logo.gif
echo Url::to('images/logo.gif');

// http://www.example.com/images/logo.gif
echo Url::to('@web/images/logo.gif', true);

// https://www.example.com/images/logo.gif
echo Url::to('@web/images/logo.gif', 'https');



バージョン 2.0.3 以降では、[[yii\helpers\Url::current()]] を使って、現在リクエストされているルートと GET パラメータに基づいて URL を生成することが出来ます。
$params パラメータを渡して、GET パラメータの中のいくつかを修正したり削除したり、または新しい GET パラメータを追加したりすることが出来ます。
例えば、
Starting from version 2.0.3, you may use [[yii\helpers\Url::current()]] to create a URL based on the currently
requested route and GET parameters. You may modify or remove some of the GET parameters or add new ones by
passing a $params parameter to the method. For example,


// $_GET が ['id' => 123, 'src' => 'google'] であり、現在のルートが "post/view" であると仮定

// /index.php?r=post/view&id=123&src=google
echo Url::current();

// /index.php?r=post/view&id=123
echo Url::current(['src' => null]);
// /index.php?r=post/view&id=100&src=google
echo Url::current(['id' => 100]);






URL を記憶する 


URL を記憶して、後に続く一連のリクエストの一つを処理するときに、記憶した URL を使わなければならないという場合があります。
これは、次のようにして達成することが出来ます。


// 現在の URL を記憶する
Url::remember();

// 指定された URL を記憶する。引数の形式は Url::to() を参照。
Url::remember(['product/view', 'id' => 42]);

// 指定された名前で URL を記憶する。
Url::remember(['product/view', 'id' => 42], 'product');



次のリクエストで、記憶された URL を次のようにして取得することが出来ます。


$url = Url::previous();
$productUrl = Url::previous('product');






相対 URL かどうかチェックする 


URL が相対 URL であること、すなわち、URL がホスト情報の部分を持っていないことを確かめるために、次のコードを使うことが出来ます。


$isRelative = Url::isRelative('test/it');
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Générer du code avec Gii


Cette section décrit comment utiliser Gii pour générer du code qui implémente des fonctionnalités
courantes de sites Web automatiquement. Utiliser Gii pour auto-générer du code consiste simplement à saisir les
bonnes informations en suivant les instructions affichées sur les pages Web Gii.


Au long de ce tutoriel, vous apprendrez comment :



		Activer Gii dans votre application


		Utiliser Gii pour générer des classes Active Record


		Utiliser Gii pour générer du code implémentant les opérations CRUD pour une table de BDD


		Personnaliser le code généré par Gii






Démarrer Gii 


Gii est fourni dans Yii en tant que module. Vous pouvez activer Gii en le
configurant dans la propriété [[yii\base\Application::modules|modules]] de l’application. En fonction de la manière
dont vous avez créé votre application, vous trouverez peut être que le code suivant est déjà fourni dans le fichier de
configuration config/web.php:


$config = [ ... ];

if (YII_ENV_DEV) {
    $config['bootstrap'][] = 'gii';
    $config['modules']['gii'] = 'yii\gii\Module';
}



La configuration ci-dessus établit que dans un environnement de développement,
l’application doit inclure un module appelé gii, qui est de classe [[yii\gii\Module]].


Si vous vérifiez le script de démarrage web/index.php de votre application, vous
les lignes suivantes, qui en gros, font que YII_ENV_DEV est vrai.


defined('YII_ENV') or define('YII_ENV', 'dev');



Grâce à cette ligne, votre application est en mode développement, et aura déjà active Gii, suivant la configuration
ci-dessus. Vous pouvez maintenant accéder à Gii via l’URL suivante :


http://hostname/index.php?r=gii




Note : Si vous accède à Gii depuis une machine autre que localhost, l’accès sera refuse par défaut pour des raisons
de sécurité. Vous pouvez configurer Gii pour ajouter les adresses IP autorisées comme suit,



'gii' => [
    'class' => 'yii\gii\Module',
    'allowedIPs' => ['127.0.0.1', '::1', '192.168.0.*', '192.168.178.20'] // ajustez cela suivant vos besoins
],



[image: Gii]





Générer une Classe Active Record 


Pour utiliser Gii pour générer une classe Active Record, sélectionnez le “Model Generator” (en cliquant sur le lien
dans la page index de Gii). Puis complétez le formulaire comme suit :



		Table Name: country


		Model Class: Country





[image: Générateur de Modèles]


Ensuite, cliquez sur le bouton “Preview”. Vous verrez que models/Country.php est listé comme fichier de classe à être créé. Vous pouvez cliquer sur le nom du fichier de classe pour pré visualiser son contenu.


Quand vous utilisez Gii, si vous aviez déjà créé le même fichier et que vous l’écraseriez, cliquez sur le bouton diff
à côté du nom de fichier pour voir les différences entre le code à être généré et la version existant.


[image: Pré Visualisation du Générateur de Modèle]


Quand vous écrasez un fichier existant, cochez la case située à côté de “overwrite” et ensuite, cliquez sur le bouton
“Generate”. Si vous créez un nouveau fichier, il suffit de cliquer sur “Generate”.


Ensuite, vous verrez une page de confirmation indiquant que le code a été généré avec succès. Si vous aviez un fichier
existant, vous verrez également un message indiquant qu’il a été écrasé par le code nouvellement généré.





Générer du Code CRUD 


CRUD signifie Create, Read, Update, and Delete (Créer, Lire, Mettre à Jour et Supprimer), représentant le quatre tâches
communes entreprises avec des données sur la plupart des sites Web. Pour créer les fonctionnalités CRUD en utilisant
Gii, sélectionnez le “CRUD Generator” (en cliquant sur le lien dans la page index de Gii). Pour l’exemple de “country”,
remplissez le formulaire résultant comme suit :



		Model Class: app\models\Country


		Search Model Class: app\models\CountrySearch


		Controller Class: app\controllers\CountryController





[image: CRUD Generator]


Ensuite, cliquez sur le bouton “Preview”. Vous verrez une liste de fichiers à générer, comme ci-dessous.


[image: CRUD Generator Preview]


Si vous aviez précédemment créé les fichiers  controllers/CountryController.php et
views/country/index.php (dans la section bases de données du guide), cochez la case “overwrite” pour les remplacer.
(Les versions précédentes n’avaient pas de fonctionnalités CRUD).





Essayer 


Pour voir comment ça fonctionne, utilisez votre navigateur pour accéder à l’URL suivant :


http://hostname/index.php?r=country/index



Vous verrez une grille de données montrant les pays de la table de la base de données. Vous pouvez trier la table, ou
lui appliquer des filtres en entrant des conditions de filtrage dans les entêtes de colonnes.


Pour chaque pays affiché dans la grille, vous pouvez choisir de visualiser les détails, le mettre à jour ou le
supprimer.
Vous pouvez aussi cliquer sur le bouton “Create Country” en haut de la grille pour que Yii vous fournisse un formulaire
permettant de créer un nouveau pays.


[image: Grille de Données Pays]


[image: Mettre à Jour un Pays]


Ce qui suit est la liste des fichiers générés par Gii, au cas où vous souhaiteriez investiguer la manière dont ces
fonctionnalités sont implémentées, ou les personnaliser :



		Contrôleur: controllers/CountryController.php


		Modèles: models/Country.php et models/CountrySearch.php


		Vues: views/country/*.php






Info: Gii est conçu pour être un outil de génération de code hautement personnalisable et extensible. L’utiliser avec
sagesse peut grandement accélérer le développement de vos applications. Pour plus de détails, merci de vous référer
à la section Gii.






Résumé 


Dans cette section, vous avez appris à utiliser Gii pour générer le code qui implémente une fonctionnalité CRUD
complète pour les contenus stockés dans une table de base de données.
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Data Formatter


For formatting of outputs Yii provides a formatter class to make data more readable for users.
[[yii\i18n\Formatter]] is a helper class that is registered as an application component named formatter by default.


It provides a set of methods for data formatting purpose such as date/time values, numbers and other commonly used formats in a localized way.
The formatter can be used in two different ways.



		Using the formatting methods (all formatter methods prefixed with as) directly:


echo Yii::$app->formatter->asDate('2014-01-01', 'long'); // output: January 1, 2014
echo Yii::$app->formatter->asPercent(0.125, 2); // output: 12.50%
echo Yii::$app->formatter->asEmail('cebe@example.com'); // output: <a href="mailto:cebe@example.com">cebe@example.com</a>
echo Yii::$app->formatter->asBoolean(true); // output: Yes
// it also handles display of null values:
echo Yii::$app->formatter->asDate(null); // output: (Not set)






		Using the [[yii\i18n\Formatter::format()|format()]] method and the format name.
This method is also used by widgets like [[yii\grid\GridView]] and [[yii\widgets\DetailView]] where you can specify
the data format of a column in the widget configuration.


echo Yii::$app->formatter->format('2014-01-01', 'date'); // output: January 1, 2014
// you can also use an array to specify parameters for the format method:
// `2` is the value for the $decimals parameter of the asPercent()-method.
echo Yii::$app->formatter->format(0.125, ['percent', 2]); // output: 12.50%









All output of the formatter is localized when the PHP intl extension [http://php.net/manual/en/book.intl.php] is installed.
You can configure the [[yii\i18n\Formatter::locale|locale]] property of the formatter for this. If not configured, the
application [[yii\base\Application::language|language]] is used as the locale. See the section on internationalization for more details.
The Formatter will then choose the correct format for dates and numbers according to the locale including names of month and
weekdays translated to the current language. Date formats are also affected by the [[yii\i18n\Formatter::timeZone|timeZone]]
which will also be taken from the application [[yii\base\Application::timeZone|timeZone]] if not configured explicitly.


For example the date format call will output different results for different locales:


Yii::$app->formatter->locale = 'en-US';
echo Yii::$app->formatter->asDate('2014-01-01'); // output: January 1, 2014
Yii::$app->formatter->locale = 'de-DE';
echo Yii::$app->formatter->asDate('2014-01-01'); // output: 1. Januar 2014
Yii::$app->formatter->locale = 'ru-RU';
echo Yii::$app->formatter->asDate('2014-01-01'); // output: 1 января 2014 г.




Note that formatting may differ between different versions of the ICU library compiled with PHP and also based on the fact whether the
PHP intl extension [http://php.net/manual/en/book.intl.php] is installed or not. So to ensure your website works with the same output
in all environments it is recommended to install the PHP intl extension in all environments and verify that the version of the ICU library
is the same. See also: Setting up your PHP environment for internationalization.


Note also that even if the intl extension is installed, formatting date and time values for years >=2038 or <=1901
on 32bit systems will fall back to the PHP implementation, which does not provide localized month and day names,
because intl uses a 32bit UNIX timestamp internally. On a 64bit system the intl formatter is used in all cases if installed.







Configuring the formatter 


The default formats used by the formatter methods can be adjusted using the properties of the [[yii\i18n\Formatter|formatter class]].
You can adjust these values application wide by configuring the formatter component in your application config.
An example configuration is shown in the following.
For more details about the available properties check out the [[yii\i18n\Formatter|API documentation of the Formatter class]] and the following subsections.


'components' => [
    'formatter' => [
        'dateFormat' => 'dd.MM.yyyy',
        'decimalSeparator' => ',',
        'thousandSeparator' => ' ',
        'currencyCode' => 'EUR',
   ],
],






Formatting Date and Time values 


The formatter class provides different methods for formatting date and time values. These are:



		[[yii\i18n\Formatter::asDate()|date]] - the value is formatted as a date e.g. January 01, 2014.


		[[yii\i18n\Formatter::asTime()|time]] - the value is formatted as a time e.g. 14:23.


		[[yii\i18n\Formatter::asDatetime()|datetime]] - the value is formatted as date and time e.g. January 01, 2014 14:23.


		[[yii\i18n\Formatter::asTimestamp()|timestamp]] - the value is formatted as a unix timestamp [http://en.wikipedia.org/wiki/Unix_time] e.g. 1412609982.


		[[yii\i18n\Formatter::asRelativeTime()|relativeTime]] - the value is formatted as the time interval between a date
and now in human readable form e.g. 1 hour ago.





The date and time format for the [[yii\i18n\Formatter::asDate()|date]], [[yii\i18n\Formatter::asTime()|time]], and
[[yii\i18n\Formatter::asDatetime()|datetime]] methods can be specified globally by configuring the formatters
properties [[yii\i18n\Formatter::$dateFormat|$dateFormat]], [[yii\i18n\Formatter::$timeFormat|$timeFormat]], and
[[yii\i18n\Formatter::$datetimeFormat|$datetimeFormat]].


By default the formatter uses a shortcut format that is interpreted differently according to the currently active locale
so that dates and times are formatted in a way that is common for the users country and language.
There are four different shortcut formats available:



		short in en_GB locale will print for example 06/10/2014 for date and 15:58 for time, while


		medium will print 6 Oct 2014 and 15:58:42,


		long will print 6 October 2014 and 15:58:42 GMT,


		and full will print Monday, 6 October 2014 and 15:58:42 GMT.





Additionally you can specify custom formats using the syntax defined by the
ICU Project [http://site.icu-project.org/] which is described in the ICU manual under the following URL:
http://userguide.icu-project.org/formatparse/datetime. Alternatively you can use the syntax that can be recognized by the
PHP date() [http://php.net/manual/en/function.date.php] function using a string that is prefixed with php:.


// ICU format
echo Yii::$app->formatter->asDate('now', 'yyyy-MM-dd'); // 2014-10-06
// PHP date()-format
echo Yii::$app->formatter->asDate('now', 'php:Y-m-d'); // 2014-10-06




Time zones 


When formatting date and time values, Yii will convert them to the [[yii\i18n\Formatter::timeZone|configured time zone]].
Therefore the input value is assumed to be in UTC unless a time zone is explicitly given. For this reason
it is recommended to store all date and time values in UTC, preferably as a UNIX timestamp, which is always UTC by definition.
If the input value is in a time zone different from UTC, the time zone has to be stated explicitly like in the following example:


// assuming Yii::$app->timeZone = 'Europe/Berlin';
echo Yii::$app->formatter->asTime(1412599260); // 14:41:00
echo Yii::$app->formatter->asTime('2014-10-06 12:41:00'); // 14:41:00
echo Yii::$app->formatter->asTime('2014-10-06 14:41:00 CEST'); // 14:41:00



Since version 2.0.1 it is also possible to configure the time zone that is assumed for timestamps that do not include a time zone
identifier like the second example in the code above. You can set [[yii\i18n\Formatter::defaultTimeZone]] to the time zone you use for data storage.



Note: As time zones are subject to rules made by the governments around the world and may change frequently, it is
likely that you do not have the latest information in the time zone database installed on your system.
You may refer to the ICU manual [http://userguide.icu-project.org/datetime/timezone#TOC-Updating-the-Time-Zone-Data]
for details on updating the time zone database.
See also: Setting up your PHP environment for internationalization.








Formatting Numbers 


For formatting numeric values the formatter class provides the following methods:



		[[yii\i18n\Formatter::asInteger()|integer]] - the value is formatted as an integer e.g. 42.


		[[yii\i18n\Formatter::asDecimal()|decimal]] - the value is formatted as a decimal number considering decimal and thousand
separators e.g. 2,542.123 or 2.542,123.


		[[yii\i18n\Formatter::asPercent()|percent]] - the value is formatted as a percent number e.g. 42%.


		[[yii\i18n\Formatter::asScientific()|scientific]] - the value is formatted as a number in scientific format e.g. 4.2E4.


		[[yii\i18n\Formatter::asCurrency()|currency]] - the value is formatted as a currency value e.g. £420.00.


		[[yii\i18n\Formatter::asSize()|size]] - the value that is a number of bytes is formatted as a human readable size e.g. 410 kibibytes.


		[[yii\i18n\Formatter::asShortSize()|shortSize]] - is the short version of [[yii\i18n\Formatter::asSize()|size]], e.g. 410 KiB.





The format for number formatting can be adjusted using the [[yii\i18n\Formatter::decimalSeparator|decimalSeparator]] and
[[yii\i18n\Formatter::thousandSeparator|thousandSeparator]] which are set by default according to the locale.


For more advanced configuration, [[yii\i18n\Formatter::numberFormatterOptions]] and [[yii\i18n\Formatter::numberFormatterTextOptions]]
can be used to configure the internally used NumberFormatter class [http://php.net/manual/en/class.numberformatter.php]


For example, to adjust the maximum and minimum value of fraction digits, you can configure [[yii\i18n\Formatter::numberFormatterOptions]] property like the following:


'numberFormatterOptions' => [
    NumberFormatter::MIN_FRACTION_DIGITS => 0,
    NumberFormatter::MAX_FRACTION_DIGITS => 2,
]






Other formatters  


In addition to date, time and number formatting, Yii provides a set of other useful formatters for different situations:



		[[yii\i18n\Formatter::asRaw()|raw]] - the value is outputted as is, this is a pseudo-formatter that has no effect except that
null values will be formatted using [[nullDisplay]].


		[[yii\i18n\Formatter::asText()|text]] - the value is HTML-encoded.
This is the default format used by the GridView DataColumn.


		[[yii\i18n\Formatter::asNtext()|ntext]] - the value is formatted as an HTML-encoded plain text with newlines converted
into line breaks.


		[[yii\i18n\Formatter::asParagraphs()|paragraphs]] - the value is formatted as HTML-encoded text paragraphs wrapped
into <p> tags.


		[[yii\i18n\Formatter::asHtml()|html]] - the value is purified using [[HtmlPurifier]] to avoid XSS attacks. You can
pass additional options such as ['html', ['Attr.AllowedFrameTargets' => ['_blank']]].


		[[yii\i18n\Formatter::asEmail()|email]] - the value is formatted as a mailto-link.


		[[yii\i18n\Formatter::asImage()|image]] - the value is formatted as an image tag.


		[[yii\i18n\Formatter::asUrl()|url]] - the value is formatted as a hyperlink.


		[[yii\i18n\Formatter::asBoolean()|boolean]] - the value is formatted as a boolean. By default true is rendered
as Yes and false as No, translated to the current application language. You can adjust this by configuring
the [[yii\i18n\Formatter::booleanFormat]] property.








null-values 


For values that are null in PHP, the formatter class will print a placeholder instead of an empty string which
defaults to (not set) translated to the current application language. You can configure the
[[yii\i18n\Formatter::nullDisplay|nullDisplay]] property to set a custom placeholder.
If you do not want special handling for null values, you can set [[yii\i18n\Formatter::nullDisplay|nullDisplay]] to null.
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HTTP キャッシュ


前の節で説明したサーバーサイドのキャッシュに加えて、ウェブアプリケーションは、同じページコンテントを生成し送信する時間を節約するために、クライアントサイドでもキャッシュを利用することができます。


クライアントサイドのキャッシュを使用するには、レンダリング結果をキャッシュできるように、コントローラアクションのフィルタとして [[yii\filters\HttpCache]] を設定します。[[yii\filters\HttpCache]] は GET と HEAD リクエストに対してのみ動作し、また、それらのリクエストは 3 種類のキャッシュ関連の HTTP ヘッダを扱うことができます:



		[[yii\filters\HttpCache::lastModified|Last-Modified]]


		[[yii\filters\HttpCache::etagSeed|Etag]]


		[[yii\filters\HttpCache::cacheControlHeader|Cache-Control]]






Last-Modified ヘッダ 


Last-Modified ヘッダは、クライアントがそれをキャッシュする時から、ページが変更されたかどうかを示すために、タイムスタンプを使用しています。


Last-Modified ヘッダの送信を有効にするには [[yii\filters\HttpCache::lastModified]] プロパティを、ページの変更時間に関する UNIX タイムスタンプを返す PHP の callable 型で、以下のようなシグネチャで構成していきます。


/**
 * @param Action $action 現在扱っているアクションオブジェクト
 * @param array $params "params" プロパティの値
 * @return integer ページの更新時刻を表す UNIX タイムスタンプ
 */
function ($action, $params)



以下は Last-Modified ヘッダを使用する例です:


public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => 'yii\filters\HttpCache',
            'only' => ['index'],
            'lastModified' => function ($action, $params) {
                $q = new \yii\db\Query();
                return $q->from('post')->max('updated_at');
            },
        ],
    ];
}



上記のコードは index アクションでのみ HTTP キャッシュを有効にしている状態です。投稿の最終更新時刻に基づいて Last-Modified を生成する必要があります。ブラウザが初めて index ページにアクセスすると、ページはサーバ上で生成されブラウザに送信されます。もしブラウザが再度同じページにアクセスし、その期間中に投稿に変更がない場合は、ブラウザはクライアントサイドにキャッシュしたものを使用するので、サーバはページを再生成することはありません。その結果、サーバサイドのレンダリング処理とページコンテントの送信は両方ともスキップされます。





ETag ヘッダ 


“Entity Tag” (略して ETag) ヘッダはページコンテントを表すためにハッシュを使用します。ページが変更された場合ハッシュも同様に変更されます。サーバサイドで生成されたハッシュとクライアントサイドで保持しているハッシュを比較することによって、ページが変更されたかどうか、また再送信するべきかどうかを決定します。


ETag ヘッダの送信を有効にするには [[yii\filters\HttpCache::etagSeed]] プロパティを設定します。プロパティは ETag のハッシュを生成するためのシードを返す PHP の callable 型で、以下のようなシグネチャで構成していきます。


/**
 * @param Action $action 現在扱っているアクションオブジェクト
 * @param array $params "params" プロパティの値
 * @return string ETag のハッシュを生成するためのシードとして使用する文字列
 */
function ($action, $params)



以下は ETag ヘッダを使用している例です:


public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => 'yii\filters\HttpCache',
            'only' => ['view'],
            'etagSeed' => function ($action, $params) {
                $post = $this->findModel(\Yii::$app->request->get('id'));
                return serialize([$post->title, $post->content]);
            },
        ],
    ];
}



上記のコードは view アクションでのみ HTTP キャッシュを有効にしている状態です。リクエストされた投稿のタイトルとコンテントに基づいて HTTP の Etag ヘッダを生成しています。ブラウザが初めて view ページにアクセスするときに、ページがサーバ上で生成されブラウザに送信されます。ブラウザが再度同じページにアクセスし、投稿のタイトルやコンテントに変更がない場合には、サーバはページを再生成せず、ブラウザはクライアントサイトにキャッシュしたものを使用します。その結果、サーバサイドのレンダリング処理とページコンテント送信の両方ともスキップされます。


ETag は Last-Modified ヘッダよりも複雑かつ、より正確なキャッシング方式を可能にします。例えば、サイトが別のテーマに切り替わった場合には ETag を無効化する、といったことができます。


ETag はリクエスト毎に再評価する必要があるため、負荷の高いもの生成すると HttpCache の本来の目的を損なって不必要なオーバーヘッドが生じる場合があるので、ページのコンテントが変更されたときにキャッシュを無効化するための式は単純なものを指定するようにして下さい。



注意: RFC 7232 [http://tools.ietf.org/html/rfc7232#section-2.4] に準拠して Etag と Last-Modified ヘッダの両方を設定した場合、HttpCache はその両方とも送信します。また、もし If-None-Match ヘッダと If-Modified-Since ヘッダの両方を送信した場合は前者のみが尊重されます。






Cache-Control ヘッダ 


Cache-Control ヘッダはページのための一般的なキャッシュポリシーを指定します。ヘッダ値に [[yii\filters\HttpCache::cacheControlHeader]] プロパティを設定することで、それを送ることができます。デフォルトでは、以下のヘッダーが送信されます:


Cache-Control: public, max-age=3600






セッションキャッシュリミッタ


ページでセッションを使用している場合、PHP はいくつかのキャッシュ関連の HTTP ヘッダ(PHP の設定ファイル内で指定されている session.cache_limiter など)を自動的に送信します。これらのヘッダは HttpCache で妨害したり、必要なキャッシュを無効にしたりできます。この動作を変更したい場合は [[yii\filters\HttpCache::sessionCacheLimiter]] プロパティを設定します。プロパティには public、private、private_no_expire、そして nocache などの文字列の値を使用することができます。これらの値についての説明は session_cache_limiter() [http://www.php.net/manual/ja/function.session-cache-limiter.php] を参照してください。





SEO への影響 


検索エンジンのボットはキャッシュヘッダを尊重する傾向があります。 クローラの中には、一定期間内に処理するドメインごとのページ数に制限を持っているものもあるため、キャッシュヘッダを導入して、処理の必要があるページ数を減らしてやると、サイトのインデックスの作成を促進できるかも知れません。
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Guide définitif pour Yii 2.0


Ce guide est soumis aux Conditions de la Documentation de Yii [http://www.yiiframework.com/doc/terms/].


Tous droits réservés.


2014 (c) Yii Software LLC.
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Assets


An asset in Yii is a file that may be referenced in a Web page. It can be a CSS file, a JavaScript file, an image
or video file, etc. Assets are located in Web-accessible directories and are directly served by Web servers.


It is often preferable to manage assets programmatically. For example, when you use the [[yii\jui\DatePicker]] widget
in a page, it will automatically include the required CSS and JavaScript files, instead of asking you to manually
find these files and include them. And when you upgrade the widget to a new version, it will automatically use
the new version of the asset files. In this tutorial, we will describe the powerful asset management capability
provided in Yii.



Asset Bundles 


Yii manages assets in the unit of asset bundle. An asset bundle is simply a collection of assets located
in a directory. When you register an asset bundle in a view, it will include the CSS and
JavaScript files in the bundle in the rendered Web page.





Defining Asset Bundles 


Asset bundles are specified as PHP classes extending from [[yii\web\AssetBundle]]. The name of a bundle is simply
its corresponding fully qualified PHP class name (without the leading backslash). An asset bundle class should
be autoloadable. It usually specifies where the assets are located, what CSS and
JavaScript files the bundle contains, and how the bundle depends on other bundles.


The following code defines the main asset bundle used by the basic application template:


<?php

namespace app\assets;

use yii\web\AssetBundle;

class AppAsset extends AssetBundle
{
    public $basePath = '@webroot';
    public $baseUrl = '@web';
    public $css = [
        'css/site.css',
    ];
    public $js = [
    ];
    public $depends = [
        'yii\web\YiiAsset',
        'yii\bootstrap\BootstrapAsset',
    ];
}



The above AppAsset class specifies that the asset files are located under the @webroot directory which
corresponds to the URL @web; the bundle contains a single CSS file css/site.css and no JavaScript file;
the bundle depends on two other bundles: [[yii\web\YiiAsset]] and [[yii\bootstrap\BootstrapAsset]]. More detailed
explanation about the properties of [[yii\web\AssetBundle]] can be found in the following:



		[[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]]: specifies the root directory that contains the asset files in
this bundle. This property should be set if the root directory is not Web accessible. Otherwise, you should
set the [[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath]] property and [[yii\web\AssetBundle::baseUrl|baseUrl]], instead.
Path aliases can be used here.


		[[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath]]: specifies a Web-accessible directory that contains the asset files in
this bundle. When you specify the [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]] property,
the asset manager will publish the assets in this bundle to a Web-accessible directory
and overwrite this property accordingly. You should set this property if your asset files are already in
a Web-accessible directory and do not need asset publishing. Path aliases can be used here.


		[[yii\web\AssetBundle::baseUrl|baseUrl]]: specifies the URL corresponding to the directory
[[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath]]. Like [[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath]],
if you specify the [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]] property, the asset manager
will publish the assets and overwrite this property accordingly. Path aliases can be used here.


		[[yii\web\AssetBundle::js|js]]: an array listing the JavaScript files contained in this bundle. Note that only
forward slash “/” should be used as directory separators. Each JavaScript file can be specified in one of the
following two formats:
		a relative path representing a local JavaScript file (e.g. js/main.js). The actual path of the file
can be determined by prepending [[yii\web\AssetManager::basePath]] to the relative path, and the actual URL
of the file can be determined by prepending [[yii\web\AssetManager::baseUrl]] to the relative path.


		an absolute URL representing an external JavaScript file. For example,
http://ajax.googleapis.com/ajax/libs/jquery/2.1.1/jquery.min.js or
//ajax.googleapis.com/ajax/libs/jquery/2.1.1/jquery.min.js.








		[[yii\web\AssetBundle::css|css]]: an array listing the CSS files contained in this bundle. The format of this array
is the same as that of [[yii\web\AssetBundle::js|js]].


		[[yii\web\AssetBundle::depends|depends]]: an array listing the names of the asset bundles that this bundle depends on
(to be explained shortly).


		[[yii\web\AssetBundle::jsOptions|jsOptions]]: specifies the options that will be passed to the
[[yii\web\View::registerJsFile()]] method when it is called to register every JavaScript file in this bundle.


		[[yii\web\AssetBundle::cssOptions|cssOptions]]: specifies the options that will be passed to the
[[yii\web\View::registerCssFile()]] method when it is called to register every CSS file in this bundle.


		[[yii\web\AssetBundle::publishOptions|publishOptions]]: specifies the options that will be passed to the
[[yii\web\AssetManager::publish()]] method when it is called to publish source asset files to a Web directory.
This is only used if you specify the [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]] property.






Asset Locations 


Assets, based on their location, can be classified as:



		source assets: the asset files are located together with PHP source code which cannot be directly accessed via Web.
In order to use source assets in a page, they should be copied to a Web directory and turned into the so-called
published assets. This process is called asset publishing which will be described in detail shortly.


		published assets: the asset files are located in a Web directory and can thus be directly accessed via Web.


		external assets: the asset files are located on a Web server that is different from the one hosting your Web
application.





When defining an asset bundle class, if you specify the [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]] property,
it means any assets listed using relative paths will be considered as source assets. If you do not specify this property,
it means those assets are published assets (you should therefore specify [[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath]] and
[[yii\web\AssetBundle::baseUrl|baseUrl]] to let Yii know where they are located).


It is recommended that you place assets belonging to an application in a Web directory to avoid the unnecessary asset
publishing process. This is why AppAsset in the prior example specifies [[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath]]
instead of [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]].


For extensions, because their assets are located together with their source code
in directories that are not Web accessible, you have to specify the [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]]
property when defining asset bundle classes for them.



Note: Do not use @webroot/assets as the [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|source path]].
This directory is used by default by the [[yii\web\AssetManager|asset manager]] to save the asset files
published from their source location. Any content in this directory is considered temporarily and may be subject
to removal.






Asset Dependencies 


When you include multiple CSS or JavaScript files in a Web page, they have to follow a certain order to avoid
overriding issues. For example, if you are using a jQuery UI widget in a Web page, you have to make sure
the jQuery JavaScript file is included before the jQuery UI JavaScript file. We call such ordering the dependencies
among assets.


Asset dependencies are mainly specified through the [[yii\web\AssetBundle::depends]] property.
In the AppAsset example, the asset bundle depends on two other asset bundles: [[yii\web\YiiAsset]] and
[[yii\bootstrap\BootstrapAsset]], which means the CSS and JavaScript files in AppAsset will be included after
those files in the two dependent bundles.


Asset dependencies are transitive. This means if bundle A depends on B which depends on C, A will depend on C, too.





Asset Options 


You can specify the [[yii\web\AssetBundle::cssOptions|cssOptions]] and [[yii\web\AssetBundle::jsOptions|jsOptions]]
properties to customize the way that CSS and JavaScript files are included in a page. The values of these properties
will be passed to the [[yii\web\View::registerCssFile()]] and [[yii\web\View::registerJsFile()]] methods, respectively, when
they are called by the view to include CSS and JavaScript files.



Note: The options you set in a bundle class apply to every CSS/JavaScript file in the bundle. If you want to
use different options for different files, you should create separate asset bundles, and use one set of options
in each bundle.



For example, to conditionally include a CSS file for browsers that are IE9 or below, you can use the following option:


public $cssOptions = ['condition' => 'lte IE9'];



This will cause a CSS file in the bundle to be included using the following HTML tags:


<!--[if lte IE9]>
<link rel="stylesheet" href="path/to/foo.css">
<![endif]-->



To wrap the generated CSS link tags within <noscript>, you can configure cssOptions as follows,


public $cssOptions = ['noscript' => true];



To include a JavaScript file in the head section of a page (by default, JavaScript files are included at the end
of the body section), use the following option:


public $jsOptions = ['position' => \yii\web\View::POS_HEAD];



By default, when an asset bundle is being published, all contents in the directory specified by [[yii\web\AssetBundle::sourcePath]]
will be published. You can customize this behavior by configuring the [[yii\web\AssetBundle::publishOptions|publishOptions]]
property. For example, to publish only one or a few subdirectories of [[yii\web\AssetBundle::sourcePath]],
you can do the following in the asset bundle class:


<?php
namespace app\assets;

use yii\web\AssetBundle;

class FontAwesomeAsset extends AssetBundle 
{
    public $sourcePath = '@bower/font-awesome'; 
    public $css = [ 
        'css/font-awesome.min.css', 
    ]; 
    
    public function init()
    {
        parent::init();
        $this->publishOptions['beforeCopy'] = function ($from, $to) {
            $dirname = basename(dirname($from));
            return $dirname === 'fonts' || $dirname === 'css';
        };
    }
}  



The above example defines an asset bundle for the “fontawesome” package [http://fontawesome.io/]. By specifying
the beforeCopy publishing option, only the fonts and css subdirectories will be published.





Bower and NPM Assets 


Most JavaScript/CSS packages are managed by Bower [http://bower.io/] and/or NPM [https://www.npmjs.org/].
If your application or extension is using such a package, it is recommended that you follow these steps to manage
the assets in the library:



		Modify the composer.json file of your application or extension and list the package in the require entry.
You should use bower-asset/PackageName (for Bower packages) or npm-asset/PackageName (for NPM packages)
to refer to the library.


		Create an asset bundle class and list the JavaScript/CSS files that you plan to use in your application or extension.
You should specify the [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]] property as @bower/PackageName or @npm/PackageName.
This is because Composer will install the Bower or NPM package in the directory corresponding to this alias.






Note: Some packages may put all their distributed files in a subdirectory. If this is the case, you should specify
the subdirectory as the value of [[yii\web\AssetBundle::sourcePath|sourcePath]]. For example, [[yii\web\JqueryAsset]]
uses @bower/jquery/dist instead of @bower/jquery.








Using Asset Bundles 


To use an asset bundle, register it with a view by calling the [[yii\web\AssetBundle::register()]]
method. For example, in a view template you can register an asset bundle like the following:


use app\assets\AppAsset;
AppAsset::register($this);  // $this represents the view object




Info: The [[yii\web\AssetBundle::register()]] method returns an asset bundle object containing the information
about the published assets, such as [[yii\web\AssetBundle::basePath|basePath]] or [[yii\web\AssetBundle::baseUrl|baseUrl]].



If you are registering an asset bundle in other places, you should provide the needed view object. For example,
to register an asset bundle in a widget class, you can get the view object by $this->view.


When an asset bundle is registered with a view, behind the scenes Yii will register all its dependent asset bundles.
And if an asset bundle is located in a directory inaccessible through the Web, it will be published to a Web directory.
Later, when the view renders a page, it will generate <link> and <script> tags for the CSS and JavaScript files
listed in the registered bundles. The order of these tags is determined by the dependencies among
the registered bundles and the order of the assets listed in the [[yii\web\AssetBundle::css]] and [[yii\web\AssetBundle::js]]
properties.



Customizing Asset Bundles 


Yii manages asset bundles through an application component named assetManager which is implemented by [[yii\web\AssetManager]].
By configuring the [[yii\web\AssetManager::bundles]] property, it is possible to customize the behavior of an asset bundle.
For example, the default [[yii\web\JqueryAsset]] asset bundle uses the jquery.js file from the installed
jquery Bower package. To improve the availability and performance, you may want to use a version hosted by Google.
This can be achieved by configuring assetManager in the application configuration like the following:


return [
    // ...
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'bundles' => [
                'yii\web\JqueryAsset' => [
                    'sourcePath' => null,   // do not publish the bundle
                    'js' => [
                        '//ajax.googleapis.com/ajax/libs/jquery/2.1.1/jquery.min.js',
                    ]
                ],
            ],
        ],
    ],
];



You can configure multiple asset bundles similarly through [[yii\web\AssetManager::bundles]]. The array keys
should be the class names (without the leading backslash) of the asset bundles, and the array values should
be the corresponding configuration arrays.



Tip: You can conditionally choose which assets to use in an asset bundle. The following example shows how
to use jquery.js in the development environment and jquery.min.js otherwise:


'yii\web\JqueryAsset' => [
    'js' => [
        YII_ENV_DEV ? 'jquery.js' : 'jquery.min.js'
    ]
],







You can disable one or multiple asset bundles by associating false with the names of the asset bundles
that you want to disable. When you register a disabled asset bundle with a view, none of its dependent bundles
will be registered, and the view also will not include any of the assets in the bundle in the page it renders.
For example, to disable [[yii\web\JqueryAsset]], you can use the following configuration:


return [
    // ...
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'bundles' => [
                'yii\web\JqueryAsset' => false,
            ],
        ],
    ],
];



You can also disable all asset bundles by setting [[yii\web\AssetManager::bundles]] as false.





Asset Mapping 


Sometimes you may want to “fix” incorrect/incompatible asset file paths used in multiple asset bundles. For example,
bundle A uses jquery.min.js version 1.11.1, and bundle B uses jquery.js version 2.1.1. While you can
fix the problem by customizing each bundle, an easier way is to use the asset map feature to map incorrect assets
to the desired ones. To do so, configure the [[yii\web\AssetManager::assetMap]] property like the following:


return [
    // ...
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'assetMap' => [
                'jquery.js' => '//ajax.googleapis.com/ajax/libs/jquery/2.1.1/jquery.min.js',
            ],
        ],
    ],
];



The keys of [[yii\web\AssetManager::assetMap|assetMap]] are the asset names that you want to fix, and the values
are the desired asset paths. When you register an asset bundle with a view, each relative asset file in its
[[yii\web\AssetBundle::css|css]] and [[yii\web\AssetBundle::js|js]] arrays will be examined against this map.
If any of the keys are found to be the last part of an asset file (which is prefixed with [[yii\web\AssetBundle::sourcePath]]
if available), the corresponding value will replace the asset and be registered with the view.
For example, the asset file my/path/to/jquery.js matches the key jquery.js.



Note: Only assets specified using relative paths are subject to asset mapping. The target asset paths
should be either absolute URLs or paths relative to [[yii\web\AssetManager::basePath]].






Asset Publishing 


As aforementioned, if an asset bundle is located in a directory that is not Web accessible, its assets will be copied
to a Web directory when the bundle is being registered with a view. This process is called asset publishing, and is done
automatically by the [[yii\web\AssetManager|asset manager]].


By default, assets are published to the directory @webroot/assets which corresponds to the URL @web/assets.
You may customize this location by configuring the [[yii\web\AssetManager::basePath|basePath]] and
[[yii\web\AssetManager::baseUrl|baseUrl]] properties.


Instead of publishing assets by file copying, you may consider using symbolic links, if your OS and Web server allow.
This feature can be enabled by setting [[yii\web\AssetManager::linkAssets|linkAssets]] to be true.


return [
    // ...
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'linkAssets' => true,
        ],
    ],
];



With the above configuration, the asset manager will create a symbolic link to the source path of an asset bundle
when it is being published. This is faster than file copying and can also ensure that the published assets are
always up-to-date.







Commonly Used Asset Bundles 


The core Yii code has defined many asset bundles. Among them, the following bundles are commonly used and may
be referenced in your application or extension code.



		[[yii\web\YiiAsset]]: It mainly includes the yii.js file which implements a mechanism of organizing JavaScript code
in modules. It also provides special support for data-method and data-confirm attributes and other useful features.


		[[yii\web\JqueryAsset]]: It includes the jquery.js file from the jQuery Bower package.


		[[yii\bootstrap\BootstrapAsset]]: It includes the CSS file from the Twitter Bootstrap framework.


		[[yii\bootstrap\BootstrapPluginAsset]]: It includes the JavaScript file from the Twitter Bootstrap framework for
supporting Bootstrap JavaScript plugins.


		[[yii\jui\JuiAsset]]: It includes the CSS and JavaScript files from the jQuery UI library.





If your code depends on jQuery, jQuery UI or Bootstrap, you should use these predefined asset bundles rather than
creating your own versions. If the default setting of these bundles do not satisfy your needs, you may customize them
as described in the Customizing Asset Bundle subsection.





Asset Conversion 


Instead of directly writing CSS and/or JavaScript code, developers often write them in some extended syntax and
use special tools to convert it into CSS/JavaScript. For example, for CSS code you may use LESS [http://lesscss.org/]
or SCSS [http://sass-lang.com/]; and for JavaScript you may use TypeScript [http://www.typescriptlang.org/].


You can list the asset files in extended syntax in the [[yii\web\AssetBundle::css|css]] and [[yii\web\AssetBundle::js|js]] properties of an asset bundle. For example,


class AppAsset extends AssetBundle
{
    public $basePath = '@webroot';
    public $baseUrl = '@web';
    public $css = [
        'css/site.less',
    ];
    public $js = [
        'js/site.ts',
    ];
    public $depends = [
        'yii\web\YiiAsset',
        'yii\bootstrap\BootstrapAsset',
    ];
}



When you register such an asset bundle with a view, the [[yii\web\AssetManager|asset manager]] will automatically
run the pre-processor tools to convert assets in recognized extended syntax into CSS/JavaScript. When the view
finally renders a page, it will include the CSS/JavaScript files in the page, instead of the original assets
in extended syntax.


Yii uses the file name extensions to identify which extended syntax an asset is in. By default it recognizes
the following syntax and file name extensions:



		LESS [http://lesscss.org/]: .less


		SCSS [http://sass-lang.com/]: .scss


		Stylus [http://learnboost.github.io/stylus/]: .styl


		CoffeeScript [http://coffeescript.org/]: .coffee


		TypeScript [http://www.typescriptlang.org/]: .ts





Yii relies on the installed pre-processor tools to convert assets. For example, to use LESS [http://lesscss.org/]
you should install the lessc pre-processor command.


You can customize the pre-processor commands and the supported extended syntax by configuring
[[yii\web\AssetManager::converter]] like the following:


return [
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'converter' => [
                'class' => 'yii\web\AssetConverter',
                'commands' => [
                    'less' => ['css', 'lessc {from} {to} --no-color'],
                    'ts' => ['js', 'tsc --out {to} {from}'],
                ],
            ],
        ],
    ],
];



In the above, we specify the supported extended syntax via the [[yii\web\AssetConverter::commands]] property.
The array keys are the file extension names (without leading dot), and the array values are the resulting
asset file extension names and the commands for performing the asset conversion. The tokens {from} and {to}
in the commands will be replaced with the source asset file paths and the target asset file paths.



Info: There are other ways of working with assets in extended syntax, besides the one described above.
For example, you can use build tools such as grunt [http://gruntjs.com/] to monitor and automatically
convert assets in extended syntax. In this case, you should list the resulting CSS/JavaScript files in
asset bundles rather than the original files.






Combining and Compressing Assets 


A Web page can include many CSS and/or JavaScript files. To reduce the number of HTTP requests and the overall
download size of these files, a common practice is to combine and compress multiple CSS/JavaScript files into
one or very few files, and then include these compressed files instead of the original ones in the Web pages.



Info: Combining and compressing assets is usually needed when an application is in production mode.
In development mode, using the original CSS/JavaScript files is often more convenient for debugging purposes.



In the following, we introduce an approach to combine and compress asset files without the need to modify
your existing application code.



		Find all the asset bundles in your application that you plan to combine and compress.


		Divide these bundles into one or a few groups. Note that each bundle can only belong to a single group.


		Combine/compress the CSS files in each group into a single file. Do this similarly for the JavaScript files.


		Define a new asset bundle for each group:
		Set the [[yii\web\AssetBundle::css|css]] and [[yii\web\AssetBundle::js|js]] properties to be
the combined CSS and JavaScript files, respectively.


		Customize the asset bundles in each group by setting their [[yii\web\AssetBundle::css|css]] and
[[yii\web\AssetBundle::js|js]] properties to be empty, and setting their [[yii\web\AssetBundle::depends|depends]]
property to be the new asset bundle created for the group.











Using this approach, when you register an asset bundle in a view, it causes the automatic registration of
the new asset bundle for the group that the original bundle belongs to. And as a result, the combined/compressed
asset files are included in the page, instead of the original ones.



An Example 


Let’s use an example to further explain the above approach.


Assume your application has two pages, X and Y. Page X uses asset bundles A, B and C, while Page Y uses asset bundles B, C and D.


You have two ways to divide these asset bundles. One is to use a single group to include all asset bundles, the
other is to put A in Group X, D in Group Y, and (B, C) in Group S. Which one is better? It depends. The first way
has the advantage that both pages share the same combined CSS and JavaScript files, which makes HTTP caching
more effective. On the other hand, because the single group contains all bundles, the size of the combined CSS and
JavaScript files will be bigger and thus increase the initial file transmission time. For simplicity in this example,
we will use the first way, i.e., use a single group to contain all bundles.



Info: Dividing asset bundles into groups is not trivial task. It usually requires analysis about the real world
traffic data of various assets on different pages. At the beginning, you may start with a single group for simplicity.



Use existing tools (e.g. Closure Compiler [https://developers.google.com/closure/compiler/],
YUI Compressor [https://github.com/yui/yuicompressor/]) to combine and compress CSS and JavaScript files in
all the bundles. Note that the files should be combined in the order that satisfies the dependencies among the bundles.
For example, if Bundle A depends on B which depends on both C and D, then you should list the asset files starting
from C and D, followed by B and finally A.


After combining and compressing, we get one CSS file and one JavaScript file. Assume they are named as
all-xyz.css and all-xyz.js, where xyz stands for a timestamp or a hash that is used to make the file name unique
to avoid HTTP caching problems.


We are at the last step now. Configure the [[yii\web\AssetManager|asset manager]] as follows in the application
configuration:


return [
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'bundles' => [
                'all' => [
                    'class' => 'yii\web\AssetBundle',
                    'basePath' => '@webroot/assets',
                    'baseUrl' => '@web/assets',
                    'css' => ['all-xyz.css'],
                    'js' => ['all-xyz.js'],
                ],
                'A' => ['css' => [], 'js' => [], 'depends' => ['all']],
                'B' => ['css' => [], 'js' => [], 'depends' => ['all']],
                'C' => ['css' => [], 'js' => [], 'depends' => ['all']],
                'D' => ['css' => [], 'js' => [], 'depends' => ['all']],
            ],
        ],
    ],
];



As explained in the Customizing Asset Bundles subsection, the above configuration
changes the default behavior of each bundle. In particular, Bundle A, B, C and D no longer have any asset files.
They now all depend on the all bundle which contains the combined all-xyz.css and all-xyz.js files.
Consequently, for Page X, instead of including the original source files from Bundle A, B and C, only these
two combined files will be included; the same thing happens to Page Y.


There is one final trick to make the above approach work more smoothly. Instead of directly modifying the
application configuration file, you may put the bundle customization array in a separate file and conditionally
include this file in the application configuration. For example,


return [
    'components' => [
        'assetManager' => [
            'bundles' => require(__DIR__ . '/' . (YII_ENV_PROD ? 'assets-prod.php' : 'assets-dev.php')),  
        ],
    ],
];



That is, the asset bundle configuration array is saved in assets-prod.php for production mode, and
assets-dev.php for non-production mode.





Using the asset Command 


Yii provides a console command named asset to automate the approach that we just described.


To use this command, you should first create a configuration file to describe what asset bundles should
be combined and how they should be grouped. You can use the asset/template sub-command to generate
a template first and then modify it to fit for your needs.


yii asset/template assets.php



The command generates a file named assets.php in the current directory. The content of this file looks like the following:


<?php
/**
 * Configuration file for the "yii asset" console command.
 * Note that in the console environment, some path aliases like '@webroot' and '@web' may not exist.
 * Please define these missing path aliases.
 */
return [
    // Adjust command/callback for JavaScript files compressing:
    'jsCompressor' => 'java -jar compiler.jar --js {from} --js_output_file {to}',
    // Adjust command/callback for CSS files compressing:
    'cssCompressor' => 'java -jar yuicompressor.jar --type css {from} -o {to}',
    // The list of asset bundles to compress:
    'bundles' => [
        // 'yii\web\YiiAsset',
        // 'yii\web\JqueryAsset',
    ],
    // Asset bundle for compression output:
    'targets' => [
        'all' => [
            'class' => 'yii\web\AssetBundle',
            'basePath' => '@webroot/assets',
            'baseUrl' => '@web/assets',
            'js' => 'js/all-{hash}.js',
            'css' => 'css/all-{hash}.css',
        ],
    ],
    // Asset manager configuration:
    'assetManager' => [
    ],
];



You should modify this file and specify which bundles you plan to combine in the bundles option. In the targets
option you should specify how the bundles should be divided into groups. You can specify one or multiple groups,
as aforementioned.



Note: Because the alias @webroot and @web are not available in the console application, you should
explicitly define them in the configuration.



JavaScript files are combined, compressed and written to js/all-{hash}.js where {hash} is replaced with the hash of
the resulting file.


The jsCompressor and cssCompressor options specify the console commands or PHP callbacks for performing
JavaScript and CSS combining/compressing. By default, Yii uses Closure Compiler [https://developers.google.com/closure/compiler/]
for combining JavaScript files and YUI Compressor [https://github.com/yui/yuicompressor/] for combining CSS files.
You should install those tools manually or adjust these options to use your favorite tools.


With the configuration file, you can run the asset command to combine and compress the asset files
and then generate a new asset bundle configuration file assets-prod.php:


yii asset assets.php config/assets-prod.php



The generated configuration file can be included in the application configuration, like described in
the last subsection.



Info: Using the asset command is not the only option to automate the asset combining and compressing process.
You can use the excellent task runner tool grunt [http://gruntjs.com/] to achieve the same goal.
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テンプレートエンジンを使う



Note|注意: この節はまだ執筆中です。



デフォルトでは、Yii は PHP をテンプレート言語として使いますが、Twig [http://twig.sensiolabs.org/] や Smarty [http://www.smarty.net/] などの他のレンダリングエンジンをサポートするように Yii を構成することが出来ます。


view コンポーネントがビューのレンダリングに責任を持っています。
このコンポーネントのビヘイビアを構成することによって、カスタムテンプレートエンジンを追加することが出来ます。


[
    'components' => [
        'view' => [
            'class' => 'yii\web\View',
            'renderers' => [
                'tpl' => [
                    'class' => 'yii\smarty\ViewRenderer',
                    //'cachePath' => '@runtime/Smarty/cache',
                ],
                'twig' => [
                    'class' => 'yii\twig\ViewRenderer',
                    'cachePath' => '@runtime/Twig/cache',
                    // twig のオプションの配列
                    'options' => [
                        'auto_reload' => true,
                    ],
                    'globals' => ['html' => '\yii\helpers\Html'],
                    'uses' => ['yii\bootstrap'],
                ],
                // ...
            ],
        ],
    ],
]



上記のコードにおいては、Smarty と Twig の両者がビューファイルによって使用可能なものとして構成されています。
しかし、これらのエクステンションをプロジェクトで使うためには、composer.json ファイルも修正して、これらのエクステンションを含める必要があります。


"yiisoft/yii2-smarty": "*",
"yiisoft/yii2-twig": "*",



上のコードを composer.json の require セクションに追加します。
変更をファイルに保存した後、コマンドラインで composer update --prefer-dist を実行することによってエクステンションをインストールすることが出来ます。



Twig


Twig を使うためには、.twig という拡張子を持つファイルにテンプレートを作成しなければなりません
(別のファイル拡張子を使っても構いませんが、それに対応してコンポーネントの構成を変更しなければなりません)。
通常のビューファイルと違って、Twig を使うときは、コントローラで $this->render() を呼ぶときに拡張子を含めなければなりません。


return $this->render('renderer.twig', ['username' => 'Alex']);




テンプレートの構文


Twig の基礎を学ぶための最善のリソースは、twig.sensiolabs.org [http://twig.sensiolabs.org/documentation] にある公式ドキュメントです。
それに追加して、下記に説明する Yii 固有の拡張構文があります。



メソッドとファンクションの呼び出し


結果が必要な場合は、次の構文を使ってメソッドや関数を呼び出すことが出来ます。


{% set result = my_function({'a' : 'b'}) %}
{% set result = myObject.my_function({'a' : 'b'}) %}



結果を変数に代入する代りに echo したい場合は、こうします。


{{ my_function({'a' : 'b'}) }}
{{ myObject.my_function({'a' : 'b'}) }}



結果を必要としない場合は、void ラッパーを使うべきです。


{{ void(my_function({'a' : 'b'})) }}
{{ void(myObject.my_function({'a' : 'b'})) }}






オブジェクトのプロパティを設定する


set と呼ばれる特別な関数を使って、オブジェクトのプロパティを設定することが出来ます。
例えば、テンプレート中の下記のコードはページタイトルを変更します。


{{ set(this, 'title', 'New title') }}






名前空間とクラスをインポートする


追加のクラスと名前空間をテンプレートの中でインポートすることが出来ます。


名前空間のインポート:
{{ use('/app/widgets') }}

クラスのインポート:
{{ use('/yii/widgets/ActiveForm') }}

エイリアス化してクラスをインポート:
{{ use({'alias' : '/app/widgets/MyWidget'}) }}






他のテンプレートを参照する


include と extends 文によるテンプレートの参照には二つの方法があります。


{% include "comment.twig" %}
{% extends "post.twig" %}

{% include "@app/views/snippets/avatar.twig" %}
{% extends "@app/views/layouts/2columns.twig" %}



最初の場合では、現在のテンプレートのパスからの相対的なパスでビューを探します。
comment.twig と post.twig は、現在レンダリングされているテンプレートと同じディレクトリで探されます。


第二の場合では、パスエイリアスを使います。
@app のような全ての Yii のエイリアスがデフォルトで利用できます。





ウィジェット


このエクステンションは、ウィジェットを簡単に使えるように、ウィジェットの構文を関数呼び出しに変換します。


{{ use('yii/bootstrap') }}
{{ nav_bar_begin({
    'brandLabel': 'My Company',
}) }}
    {{ nav_widget({
        'options': {
            'class': 'navbar-nav navbar-right',
        },
        'items': [{
            'label': 'Home',
            'url': '/site/index',
        }]
    }) }}
{{ nav_bar_end() }}



上記のテンプレートでは、nav_bar_begin、nav_bar_end また nav_widget は、二つの部分から構成されます。
最初の部分は、小文字とアンダースコアに変換されたウィジェットの名前です。
NavBar は nav_bar、Nav は nav に変換されます。
第二の部分の _begin、_end および _widget は、ウィジェットのメソッド ::begin()、::end() および ::widget() と同じものです。


もっと汎用的な Widget::end() を実行する widget_end() も使うことが出来ます。





アセット


アセットは次の方法で登録することが出来ます。


{{ use('yii/web/JqueryAsset') }}
{{ register_jquery_asset() }}



上記のコードで、register は、アセットを扱うことを指定し、jquery_asset は、既に use でインポート済みの JqueryAsset クラスに翻訳されます。





フォーム


フォームは次のようにして構築することが出来ます。


{{ use('yii/widgets/ActiveForm') }}
{% set form = active_form_begin({
    'id' : 'login-form',
    'options' : {'class' : 'form-horizontal'},
}) %}
    {{ form.field(model, 'username') | raw }}
    {{ form.field(model, 'password').passwordInput() | raw }}

    <div class="form-group">
        <input type="submit" value="ログイン" class="btn btn-primary" />
    </div>
{{ active_form_end() }}






URL


URL を構築するのに使える二つの関数があります。


<a href="{{ path('blog/view', {'alias' : post.alias}) }}">{{ post.title }}</a>
<a href="{{ url('blog/view', {'alias' : post.alias}) }}">{{ post.title }}</a>



path は相対的な URL を生成し、url は絶対的な URL を生成します。
内部的には、両者とも、[[\yii\helpers\Url]] を使っています。





追加の変数


Twig のテンプレート内では、次の変数が常に定義されています。



		app - \Yii::$app オブジェクト


		this - 現在の View オブジェクト










追加の構成


Yii Twig エクステンションは、あなた自身の構文を定義して、通常のヘルパクラスをテンプレートに導入することを可能にしています。
構成のオプションを見ていきましょう。



グローバル


アプリケーション構成の globals 変数によって、グローバルなヘルパや変数を追加することが出来ます。
Yii のヘルパとあなた自身の変数を定義することが出来ます。


'globals' => [
    'html' => '\yii\helpers\Html',
    'name' => 'Carsten',
    'GridView' => '\yii\grid\GridView',
],



いったん構成してしまえば、テンプレートの中で以下のようにグローバルを使用することが出来ます。


Hello, {{name}}! {{ html.a('ログインしてください', 'site/login') | raw }}.

{{ GridView.widget({'dataProvider' : provider}) | raw }}






関数


追加の関数を次のようにして定義することが出来ます。


'functions' => [
    'rot13' => 'str_rot13',
    'truncate' => '\yii\helpers\StringHelper::truncate',
],



テンプレートでは、次のようにして使うことが出来ます。


`{{ rot13('test') }}`
`{{ truncate(post.text, 100) }}`






フィルタ


追加のフィルタをアプリケーション構成の filters オプションによって追加することが出来ます。


'filters' => [
    'jsonEncode' => '\yii\helpers\Json::encode',
],



テンプレートの中では、次の構文を使ってフィルタを適用することが出来ます。


{{ model|jsonEncode }}










Smarty


Smarty を使うためには、.tpl という拡張子を持つファイルにテンプレートを作成しなければなりません
(別のファイル拡張子を使っても構いませんが、それに対応してコンポーネントの構成を変更しなければなりません)。
通常のビューファイルと違って、Smarty を使うときは、コントローラで $this->render() を呼ぶときに拡張子を含めなければなりません。


return $this->render('renderer.tpl', ['username' => 'Alex']);




テンプレートの構文


Smarty のテンプレートの構文を学ぶための最善のリソースは、www.smarty.net [http://www.smarty.net/docs/ja/] にある公式ドキュメントです。
それに追加して、下記に説明する Yii 固有の拡張構文があります。



オブジェクトのプロパティを設定する


set と呼ばれる特別な関数を使って、ビューとコントローラの一般的なプロパティを設定することが出来ます。
現在サポートされているプロパティは、title、theme および layout です。


{set title="My Page"}
{set theme="frontend"}
{set layout="main.tpl"}



タイトルについては、専用のブロックもあります。


{title}My Page{/title}






メタタグを設定する


メタタグは次のようにして設定することが出来ます。


{meta keywords="Yii,PHP,Smarty,framework"}



description のためには専用のブロックもあります。


{description}Smarty エクステンションについて説明するページです{/description}






オブジェクトのメソッドを呼び出す


場合によっては、オブジェクトのメソッドを呼び出す必要があるでしょう。





スタティックなクラスをインポートし、ウィジェットを関数およびブロックとして使用する


追加のスタティックなクラスをテンプレートの中でインポートすることが出来ます。


{use class="yii\helpers\Html"}
{Html::mailto('eugenia@example.com')}



必要であれば、カスタムエイリアスを設定することも出来ます。


{use class="yii\helpers\Html" as="Markup"}
{Markup::mailto('eugenia@example.com')}



このエクステンションは、ウィジェットを簡単に使えるように、ウィジェットの構文を関数呼び出しまたはブロックに変換します。
通常のウィジェットについては、次のように関数を使うことが出来ます。


{use class='@yii\grid\GridView' type='function'}
{GridView dataProvider=$provider}



ActiveForm のように begin および end メソッドを持つウィジェットについては、ブロックを使うほうが良いでしょう。


{use class='yii\widgets\ActiveForm' type='block'}
{ActiveForm assign='form' id='login-form' action='/form-handler' options=['class' => 'form-horizontal']}
    {$form->field($model, 'firstName')}
    <div class="form-group">
        <div class="col-lg-offset-1 col-lg-11">
            <input type="submit" value="ログイン" class="btn btn-primary" />
        </div>
    </div>
{/ActiveForm}



特定のウィジェットを多用する場合は、それをアプリケーション構成の中で宣言して、テンプレートから {use class の呼び出しを削除するのが良いアイデアです。


'components' => [
    'view' => [
        // ...
        'renderers' => [
            'tpl' => [
                'class' => 'yii\smarty\ViewRenderer',
                'widgets' => [
                    'blocks' => [
                        'ActiveForm' => '\yii\widgets\ActiveForm',
                    ],
                ],
            ],
        ],
    ],
],






他のテンプレートを参照する


include と extends 文によるテンプレートの参照には、主として二つの方法があります。


{include 'comment.tpl'}
{extends 'post.tpl'}

{include '@app/views/snippets/avatar.tpl'}
{extends '@app/views/layouts/2columns.tpl'}



最初の場合では、現在のテンプレートのパスからの相対的なパスでビューを探します。
comment.tpl と post.tpl は、現在レンダリングされているテンプレートと同じディレクトリで探されます。


第二の場合では、パスエイリアスを使います。
@app のような全ての Yii のエイリアスがデフォルトで利用できます。





CSS、JavaScript およびアセットバンドル


JavaScript と CSS のファイルを登録するためには、次の構文を使うことが出来ます。


{registerJsFile url='http://maps.google.com/maps/api/js?sensor=false' position='POS_END'}
{registerCssFile url='@assets/css/normalizer.css'}



JavaScript と CSS をテンプレートに直接書きたい場合は、便利なブロックがあります。


{registerJs key='show' position='POS_LOAD'}
    $("span.show").replaceWith('<div class="show">');
{/registerJs}

{registerCss}
div.header {
    background-color: #3366bd;
    color: white;
}
{/registerCss}



アセットバンドルは次のようにして登録することが出来ます。


{use class="yii\web\JqueryAsset"}
{JqueryAsset::register($this)|void}



ここではメソッド呼び出しの結果が必要ないので void 修飾子を使っています。





URL


URL を構築するのに使える二つの関数があります。


<a href="{path route='blog/view' alias=$post.alias}">{$post.title}</a>
<a href="{url route='blog/view' alias=$post.alias}">{$post.title}</a>



path は相対的な URL を生成し、url は絶対的な URL を生成します。
内部的には、両者とも、[[\yii\helpers\Url]] を使っています。





追加の変数


Smarty のテンプレート内では、次の変数が常に定義されています。



		app - \Yii::$app オブジェクト


		this - 現在の View オブジェクト








構成情報のパラメータにアクセスする


アプリケーションにおいて Yii::$app->params->something によって取得できるパラメータは、次のようにして使用することが出来ます。


`{#something#}`
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Componentes de Aplicação


Aplicações são service locators. Elas hospedam um
conjunto de assim chamados componentes de aplicação que fornecem diferentes
serviços para o processamento de requisições. Por exemplo, o componente
urlManager é responsável pelo roteamento de requisições Web aos controllers
adequados; o componente db fornece serviços relacionados a bancos de dados; e
assim por diante.


Cada componente de aplicação tem um ID que o identifica de maneira única dentre
os outros componentes de uma mesma aplicação. Você pode acessar um componente de
aplicação através da expressão


\Yii::$app->componentID



Por exemplo, você pode usar \Yii::$app->db para obter a [[yii\db\Connection|conexão do BD]],
e \Yii::$app->cache para obter o [[yii\caching\Cache|cache primário]] registrado
com a aplicação.


Um componente de aplicação é criado na primeira vez em que é acessado através
da expressão acima. Quaisquer acessos posteriores retornarão a mesma instância
do componente.


Componentes de aplicação podem ser quaisquer objetos. Você pode registrá-los
configurando a propriedade [[yii\base\Application::components]] nas
configurações da aplicação.
Por exemplo,


[
    'components' => [
        // registra o componente "cache" usando um nome de classe
        'cache' => 'yii\caching\ApcCache',

        // registra o componente "db" usando um array de configuração
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=demo',
            'username' => 'root',
            'password' => '',
        ],

        // registra o componente "search" usando uma função anônima
        'search' => function () {
            return new app\components\SolrService;
        },
    ],
]




Informação: Embora você possa registrar quantos componentes de aplicação você quiser,
você deveria fazer isso com juízo. Componentes de aplicação são como variáveis
globais. Usar componentes de aplicação demais pode tornar seu código
potencialmente mais difícil de testar e manter. Em muitos casos, você pode
simplesmente criar um componente local e utilizá-lo quando necessário.




Components de Inicialização 


Conforme mencionado acima, um componente de aplicação só será instanciado quando
ele estiver sendo acessado pela primeira vez. Se ele nunca for acessado durante
uma requisição, ele não será instanciado. No entanto, algumas vezes você pode
querer instanciar um componente de aplicação em todas as requisições, mesmo que
ele não seja explicitamente acessado. Para fazê-lo, você pode listar seu ID na
propriedade [[yii\base\Application::bootstrap|bootstrap]] da aplicação.


Por exemplo, a configuração de aplicação a seguir assegura-se que o componente
log sempre esteja carregado:


[
    'bootstrap' => [
        'log',
    ],
    'components' => [
        'log' => [
            // configuração para o componente "log"
        ],
    ],
]






Componentes de Aplicação do Core 


O yii define um conjunto de componentes de aplicação do core com IDs fixos
e configurações padrão. Por exemplo, o componente [[yii\web\Application::request|request]]
é usado para coletar as informações sobre uma requisição do usuário e resolvê-la
em uma rota; o componente [[yii\base\Application::db|db]]
representa uma conexão do banco de dados através da qual você pode realizar
consultas. É com a ajuda destes componentes de aplicação do core que as aplicações
Yii conseguem tratar as requisições dos usuários.


Segue abaixo uma lista dos componentes de aplicação pré-definidos do core. Você
pode configurá-los e personalizá-los como você faz com componentes de aplicação
normais. Quando você estiver configurando um componente de aplicação do core,
se você não especificar sua classe, a padrão será utilizada.



		[[yii\web\AssetManager|assetManager]]: gerencia os asset bundles e a publicação
de assets. Por favor consulte a seção Gerenciando Assets
para mais detalhes.


		[[yii\db\Connection|db]]: representa uma conexão do banco de dados através da
qual você poderá realizar consultas. Perceba que quando você configura esse
componente, você precisa especificar a classe do componente bem como as outras
propriedades obrigatórios, tais como [[yii\db\Connection::dsn]]. Por favor
consulte a seção Data Access Objects (Objeto de Acesso a Dados)
para mais detalhes.


		[[yii\base\Application::errorHandler|errorHandler]]: manipula erros e exceções
do PHP. Por favor consulte a seção Tratamento de Erros
para mais detalhes.


		[[yii\i18n\Formatter|formatter]]: formata dados quando são exibidos aos
usuários finais. Por exemplo, um número pode ser exibido com um separador de
milhares, uma data pode ser formatada em um formato longo. Por favor consulte
a seção Formatação de Dados para mais detalhes.


		[[yii\i18n\I18N|i18n]]: suporta a tradução e formatação de mensagens. Por favor
consulte a seção Internacionalização para mais detalhes.


		[[yii\log\Dispatcher|log]]: gerencia alvos de logs. Por favor consulte a seção
Gerenciamento de Logs para mais detalhes.


		[[yii\swiftmailer\Mailer|mail]]: suporta a composição e envio de e-mails. Por
favor consulte a seção Enviando E-mails para mais
detalhes.


		[[yii\base\Application::response|response]]: representa a resposta sendo enviada
para os usuários finais. Por favor consulte a seção Respostas
para mais detalhes.


		[[yii\base\Application::request|request]]: representa a requisição recebida dos
usuários finais. Por favor consulte a seção Requisições
para mais detalhes.


		[[yii\web\Session|session]]: representa as informações da sessão. Esse componente
só está disponível em [[yii\web\Application|aplicações Web]]. Por favor consulte
a seção Sessões e Cookies para mais detalhes.


		[[yii\web\UrlManager|urlManager]]: suporta a análise e criação de URLs. Por
favor consulte a seção Análise e Geração de URLs
para mais detalhes.


		[[yii\web\User|user]]: representa as informações de autenticação do usuário.
Esse componente só está disponível em [[yii\web\Application|aplicações Web]].
Por favor consulte a seção Autenticação para
mais detalhes.


		[[yii\web\View|view]]: suporta a renderização de views. Por favor consulte a
seção Views para mais detalhes.
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Saying Hello


This section describes how to create a new “Hello” page in your application.
To achieve this goal, you will create an action and
a view:



		The application will dispatch the page request to the action


		and the action will in turn render the view that shows the word “Hello” to the end user.





Through this tutorial, you will learn three things:



		How to create an action to respond to requests,


		how to create a view to compose the response’s content, and


		how an application dispatches requests to actions.






Creating an Action 


For the “Hello” task, you will create a say action that reads
a message parameter from the request and displays that message back to the user. If the request
does not provide a message parameter, the action will display the default “Hello” message.



Info: Actions are the objects that end users can directly refer to for
execution. Actions are grouped by controllers. The execution result of
an action is the response that an end user will receive.



Actions must be declared in controllers. For simplicity, you may
declare the say action in the existing  SiteController. This controller is defined
in the class file controllers/SiteController.php. Here is the start of the new action:


<?php

namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    // ...existing code...

    public function actionSay($message = 'Hello')
    {
        return $this->render('say', ['message' => $message]);
    }
}



In the above code, the say action is defined as a method named actionSay in the SiteController class.
Yii uses the prefix action to differentiate action methods from non-action methods in a controller class.
The name after the action prefix maps to the action’s ID.


When it comes to naming your actions, you should understand how Yii treats action IDs. Action IDs are always
referenced in lower case. If an action ID requires multiple words, they will be concatenated by dashes
(e.g., create-comment). Action method names are mapped to action IDs by removing any dashes from the IDs,
capitalizing the first letter in each word, and prefixing the resulting string with action. For example,
the action ID create-comment corresponds to the action method name actionCreateComment.


The action method in our example takes a parameter $message, whose value defaults to "Hello" (in exactly
the same way you set a default value for any function or method argument in PHP). When the application
receives a request and determines that the say action is responsible for handling said request, the application will
populate this parameter with the same named parameter found in the request. In other words, if the request includes
a message parameter with a value of "Goodbye", the $message variable within the action will be assigned that value.


Within the action method, [[yii\web\Controller::render()|render()]] is called to render
a view file named say. The message parameter is also passed to the view
so that it can be used there. The rendering result is returned by the action method. That result will be received
by the application and displayed to the end user in the browser (as part of a complete HTML page).





Creating a View 


Views are scripts you write to generate a response’s content.
For the “Hello” task, you will create a say view that prints the message parameter received from the action method:


<?php
use yii\helpers\Html;
?>
<?= Html::encode($message) ?>



The say view should be saved in the file views/site/say.php. When the method [[yii\web\Controller::render()|render()]]
is called in an action, it will look for a PHP file named as views/ControllerID/ViewName.php.


Note that in the above code, the message parameter is [[yii\helpers\Html::encode()|HTML-encoded]]
before being printed. This is necessary as the parameter comes from an end user, making it vulnerable to
cross-site scripting (XSS) attacks [http://en.wikipedia.org/wiki/Cross-site_scripting] by embedding
malicious JavaScript code in the parameter.


Naturally, you may put more content in the say view. The content can consist of HTML tags, plain text, and even PHP statements.
In fact, the say view is just a PHP script that is executed by the [[yii\web\Controller::render()|render()]] method.
The content printed by the view script will be returned to the application as the response’s result. The application will in turn output this result to the end user.





Trying it Out 


After creating the action and the view, you may access the new page by accessing the following URL:


http://hostname/index.php?r=site/say&message=Hello+World



[image: Hello World]


This URL will result in a page displaying “Hello World”. The page shares the same header and footer as the other application pages.


If you omit the message parameter in the URL, you would see the page display just “Hello”. This is because message is passed as a parameter to the actionSay() method, and when it is omitted,
the default value of "Hello" will be used instead.



Info: The new page shares the same header and footer as other pages because the [[yii\web\Controller::render()|render()]]
method will automatically embed the result of the say view in a so-called layout which in this
case is located at views/layouts/main.php.



The r parameter in the above URL requires more explanation. It stands for route, an application wide unique ID
that refers to an action. The route’s format is ControllerID/ActionID. When the application receives
a request, it will check this parameter, using the ControllerID part to determine which controller
class should be instantiated to handle the request. Then, the controller will use the ActionID part
to determine which action should be instantiated to do the real work. In this example case, the route site/say
will be resolved to the SiteController controller class and the say action. As a result,
the SiteController::actionSay() method will be called to handle the request.



Info: Like actions, controllers also have IDs that uniquely identify them in an application.
Controller IDs use the same naming rules as action IDs. Controller class names are derived from
controller IDs by removing dashes from the IDs, capitalizing the first letter in each word,
and suffixing the resulting string with the word Controller. For example, the controller ID post-comment corresponds
to the controller class name PostCommentController.






Summary 


In this section, you have touched the controller and view parts of the MVC design pattern.
You created an action as part of a controller to handle a specific request. And you also created a view
to compose the response’s content. In this simple example, no model was involved as the only data used was the message parameter.


You have also learned about routes in Yii, which act as the bridge between user requests and controller actions.


In the next section, you will learn how to create a model, and add a new page containing an HTML form.
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構成情報


新しいオブジェクトを作成したり、既存のオブジェクトを初期化するとき、Yiiでは構成情報が広く使用されています。構成情報は通常、作成されるオブジェクトのクラス名、およびオブジェクトの プロパティ
に割り当てられる初期値のリストを含みます。構成情報は、オブジェクトの イベント にアタッチされるハンドラのリストや、オブジェクトにアタッチされる
ビヘイビア のリストを含むこともできます。


以下では、データベース接続を作成して初期化するために、構成情報が使用されています:


$config = [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=127.0.0.1;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
];

$db = Yii::createObject($config);



[[Yiiの::CreateObject()]] メソッドは引数に構成情報の配列を受け取り、構成情報で名前指定されたクラスをインスタンス化してオブジェクトを作成します。オブジェクトがインスタンス化されるとき、その他の設定は、
オブジェクトのプロパティ、イベントハンドラ、およびビヘイビアを初期化するのに使われます。


すでにオブジェクトがある場合は、構成情報配列でオブジェクトのプロパティを初期化するのに [[Yii::configure()]] を使用することができます:


Yii::configure($object, $config);



なお、この場合には、構成情報配列に class 要素を含んではいけません。



構成情報の形式 


構成情報の形式は、フォーマルには次のように説明できます:


[
    'class' => 'ClassName',
    'propertyName' => 'propertyValue',
    'on eventName' => $eventHandler,
    'as behaviorName' => $behaviorConfig,
]



ここで



		class 要素は、作成されるオブジェクトの完全修飾クラス名を指定します。


		propertyName 要素は、名前で指定されたプロパティの初期値を指定します。キーはプロパティ名で、値はそれに対応する初期値です。
パブリックメンバ変数と getter/setter によって定義されている プロパティ のみを設定することができます。


		on eventName 要素は、どのようなハンドラがオブジェクトの イベント にアタッチされるかを指定します。
配列のキーが on に続けてイベント名という書式になることに注意してください。サポートされているイベントハンドラの形式については、
イベント のセクションを参照してください。


		as behaviorName 要素は、どのような ビヘイビア がオブジェクトにアタッチされるかを指定します。
配列のキーが as に続けてビヘイビア名という書式になり、 $behaviorConfig で示される値が、ここで説明する一般的な構成情報のような、
ビヘイビアを作成するための構成情報になることに注意してください。





下記は、初期プロパティ値、イベントハンドラ、およびビヘイビアでの構成を示した例です:


[
    'class' => 'app\components\SearchEngine',
    'apiKey' => 'xxxxxxxx',
    'on search' => function ($event) {
        Yii::info("Keyword searched: " . $event->keyword);
    },
    'as indexer' => [
        'class' => 'app\components\IndexerBehavior',
        // ... プロパティ初期値 ...
    ],
]






構成情報の使用 


構成情報は Yii の多くの場所で使用されています。このセクションの冒頭では、 [[Yii::createObject()]]
を使って、構成情報に応じてオブジェクトを作成する方法を示しました。このサブセクションでは、
アプリケーションの構成とウィジェットの構成という、2つの主要な構成情報の用途を説明します。



アプリケーションの構成 


アプリケーション の構成は、おそらく Yii の中で最も複雑な配列のひとつです。
それは [[yii\web\Application|application]] クラスが、設定可能なプロパティとイベントを数多く持つためです。
さらに重要なことは、その [[yii\web\Application::components|components]] プロパティが、アプリケーションに登録されている
コンポーネント生成用の構成情報配列を受け取ることができることです。以下は、 basic application template
のアプリケーション構成ファイルの概要です。


$config = [
    'id' => 'basic',
    'basePath' => dirname(__DIR__),
    'extensions' => require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/extensions.php'),
    'components' => [
        'cache' => [
            'class' => 'yii\caching\FileCache',
        ],
        'mailer' => [
            'class' => 'yii\swiftmailer\Mailer',
        ],
        'log' => [
            'class' => 'yii\log\Dispatcher',
            'traceLevel' => YII_DEBUG ? 3 : 0,
            'targets' => [
                [
                    'class' => 'yii\log\FileTarget',
                ],
            ],
        ],
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=stay2',
            'username' => 'root',
            'password' => '',
            'charset' => 'utf8',
        ],
    ],
];



この構成情報には、 class キーがありません。それは、エントリスクリプト で以下のように、
クラス名が既に与えられて使用されているためです。


(new yii\web\Application($config))->run();



アプリケーションの components プロパティ構成の詳細については、 アプリケーション セクションと サービスロケータ セクションにあります。





ウィジェットの構成 


ウィジェット を使用するときは、多くの場合、ウィジェットのプロパティをカスタマイズするために、構成情報を使用する必要があります。
[[yii\base\Widget::widget()]] と [[yii\base\Widget::begin()]] の両メソッドを使って、ウィジェットを作成できます。それらは、以下のような構成情報配列を取ります。


use yii\widgets\Menu;

echo Menu::widget([
    'activateItems' => false,
    'items' => [
        ['label' => 'ホーム', 'url' => ['site/index']],
        ['label' => '製品', 'url' => ['product/index']],
        ['label' => 'ログイン', 'url' => ['site/login'], 'visible' => Yii::$app->user->isGuest],
    ],
]);



上記のコードは、 Menu ウィジェットを作成し、その activateItems プロパティが false になるよう初期化します。
items プロパティも、表示されるメニュー項目で構成されます。


クラス名がすでに与えられているので、構成情報配列が class キーを持つべきではないことに注意してください。







構成情報ファイル 


構成情報がとても複雑になる場合、一般的な方法は、 構成情報ファイル と呼ばれる、ひとつまたは複数の PHP ファイルにそれを格納することです。
構成情報ファイルは、構成情報を表す PHP 配列を return します。
たとえば、次のように、 web.php と名づけたファイルにアプリケーション構成を保持することができます。


return [
    'id' => 'basic',
    'basePath' => dirname(__DIR__),
    'extensions' => require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/extensions.php'),
    'components' => require(__DIR__ . '/components.php'),
];



components の構成もまた複雑になるため、上記のように、 components.php と呼ぶ別のファイルにそれを格納し web.php でそのファイルを “require” しています。
この components.php の内容は、次のようになっています。


return [
    'cache' => [
        'class' => 'yii\caching\FileCache',
    ],
    'mailer' => [
        'class' => 'yii\swiftmailer\Mailer',
    ],
    'log' => [
        'class' => 'yii\log\Dispatcher',
        'traceLevel' => YII_DEBUG ? 3 : 0,
        'targets' => [
            [
                'class' => 'yii\log\FileTarget',
            ],
        ],
    ],
    'db' => [
        'class' => 'yii\db\Connection',
        'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=stay2',
        'username' => 'root',
        'password' => '',
        'charset' => 'utf8',
    ],
];



構成情報ファイルに格納されている構成情報を取得するには、以下のように、それを “require” するだけです:


$config = require('path/to/web.php');
(new yii\web\Application($config))->run();






デフォルト設定 


[[Yii::createObject()]] メソッドは、 依存性注入コンテナ をベースに実装されています。
そのため、指定されたクラスが [[Yii::createObject()]] を使用して作成されるとき、そのすべてのインスタンスに適用される、
いわゆる デフォルト設定 のセットを指定することができます。デフォルト設定は、
ブートストラップ コード内の Yii::$container->set() を呼び出すことで指定することができます。


たとえばあなたが、すべてのリンクページャーが最大で5つのページボタン (デフォルト値は10) を伴って表示されるよう
[[yii\widgets\LinkPager]] をカスタマイズしたいとき、その目標を達成するには次のコードを使用することができます。


\Yii::$container->set('yii\widgets\LinkPager', [
    'maxButtonCount' => 5,
]);



デフォルト設定を使用しなければ、あなたは、リンクページャーを使うすべての箇所で maxButtonCount を設定しなければなりません。





環境定数 


構成情報は、多くの場合、アプリケーションが実行される環境に応じて変化します。たとえば、
開発環境では mydb_dev という名前のデータベースを使用し、本番サーバー上では mydb_prod データベースを
使用したいかもしれません。環境の切り替えを容易にするために、Yii は、あなたのアプリケーションの
エントリスクリプト で定義可能な YII_ENV という名前の定数を提供します。
たとえば:


defined('YII_ENV') or define('YII_ENV', 'dev');



YII_ENV を次のいずれかの値と定義することができます:



		prod: 本番環境。定数 YII_ENV_PROD は true と評価されます。
とくに定義しない場合、これが YII_ENV のデフォルト値です。


		dev: 開発環境。定数 YII_ENV_DEV は true と評価されます。


		test: テスト環境。定数 YII_ENV_TEST は true と評価されます。





これらの環境定数を使用すると、現在の環境に基づいて条件付きで構成情報を指定することもできます。
たとえば、アプリケーション構成情報には、開発環境での デバッグツールバーとデバッガ
を有効にするために、次のコードを含むことができます。


$config = [...];

if (YII_ENV_DEV) {
    // 'dev' 環境用に構成情報を調整
    $config['bootstrap'][] = 'debug';
    $config['modules']['debug'] = 'yii\debug\Module';
}

return $config;
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Vue d’ensemble


Les applications Yii sont organisées suivant le patron de conception
model-view-controller (MVC) [http://wikipedia.org/wiki/Model-view-controller]. Les Modèles
représentent les données, la logique métier et les règles; les vues sont les représentations
visuelles des modèles, et les contrôleurs prennent une entrée et la convertissent en
commandes pour les modèles et les vues.


En plus du MVC, les applications Yii ont les entités suivantes :



		scripts de démarrage: ce sont des scripts PHP qui sont directement accessibles aux
utilisateurs. Ils sont responsables du démarrage d’un cycle de gestion de requête.


		applications: ce sont des objets globalement accessibles qui gèrent les composants
d’application et les coordonnent pour satisfaire des requêtes.


		composants d’application: ce sont des objets enregistrés avec des applications et
qui fournissent différents services pour satisfaire des requêtes.


		modules: ce sont des paquets auto-contenus qui contiennent du MVC complet. Une application peut
être organisée en termes de multiples modules.


		filtres: ils représentent du code qui doit être invoqué avant et après la gestion effective
de chaque requête par des contrôleurs.


		widgets: ce sont des objets qui peuvent être intégrés dans des vues. Ils
peuvent contenir de la logique contrôleur et peuvent être réutilisés dans différentes vues.





Le diagramme suivant montre la structure statique d’une application :


[image: Static Structure of Application]
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Components


Components are the main building blocks of Yii applications. Components are instances of [[yii\base\Component]],
or an extended class. The three main features that components provide to other classes are:



		Properties


		Events


		Behaviors





Separately and combined, these features make Yii classes much more customizable and easier to use. For example,
the included [[yii\jui\DatePicker|date picker widget]], a user interface component, can be used in a view
to generate an interactive date picker:


use yii\jui\DatePicker;

echo DatePicker::widget([
    'language' => 'ru',
    'name'  => 'country',
    'clientOptions' => [
        'dateFormat' => 'yy-mm-dd',
    ],
]);



The widget’s properties are easily writable because the class extends [[yii\base\Component]].


While components are very powerful, they are a bit heavier than normal objects, due to the fact that
it takes extra memory and CPU time to support event and behavior functionality in particular.
If your components do not need these two features, you may consider extending your component class from
[[yii\base\Object]] instead of [[yii\base\Component]]. Doing so will make your components as efficient as normal PHP objects,
but with added support for properties.


When extending your class from [[yii\base\Component]] or [[yii\base\Object]], it is recommended that you follow
these conventions:



		If you override the constructor, specify a $config parameter as the constructor’s last parameter, and then pass this parameter
to the parent constructor.


		Always call the parent constructor at the end of your overriding constructor.


		If you override the [[yii\base\Object::init()]] method, make sure you call the parent implementation of init at the beginning of your init method.





For example:


<?php

namespace yii\components\MyClass;

use yii\base\Object;

class MyClass extends Object
{
    public $prop1;
    public $prop2;

    public function __construct($param1, $param2, $config = [])
    {
        // ... initialization before configuration is applied

        parent::__construct($config);
    }

    public function init()
    {
        parent::init();

        // ... initialization after configuration is applied
    }
}



Following these guidelines will make your components configurable when they are created. For example:


$component = new MyClass(1, 2, ['prop1' => 3, 'prop2' => 4]);
// alternatively
$component = \Yii::createObject([
    'class' => MyClass::className(),
    'prop1' => 3,
    'prop2' => 4,
], [1, 2]);




Info: While the approach of calling [[Yii::createObject()]] looks more complicated, it is more powerful because it is
implemented on top of a dependency injection container.



The [[yii\base\Object]] class enforces the following object lifecycle:



		Pre-initialization within the constructor. You can set default property values here.


		Object configuration via $config. The configuration may overwrite the default values set within the constructor.


		Post-initialization within [[yii\base\Object::init()|init()]]. You may override this method to perform sanity checks and normalization of the properties.


		Object method calls.





The first three steps all happen within the object’s constructor. This means that once you get a class instance (i.e., an object),
that object has already been initialized to a proper, reliable state.
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共有ホスティング環境


共有ホスティング環境では、たいてい、構成やディレクトリ構造について、大きな制約があります。
それでも、ほとんどの場合、Yii 2.0 を共有ホスティング環境で走らせることは可能です。



ベーシックアプリケーションを配備する


通例、一つのウェブルートしかありませんので、ベーシックアプリケーションテンプレートを使用することを推奨します。
Yii をインストールする の節を参照して、アプリケーションテンプレートをローカル環境にインストールしてください。



ウェブサーバのための追加設定 


使用されているウェブサーバが Apache である場合は、次の内容を持つ .htaccess ファイルを web (index.php があるディレクトリ) に追加する必要があります。


Options +FollowSymLinks
IndexIgnore */*

RewriteEngine on

# ディレクトリかファイルが存在すれば、それを直接使う
RewriteCond %{REQUEST_FILENAME} !-f
RewriteCond %{REQUEST_FILENAME} !-d

# それ以外は、index.php にフォワードする
RewriteRule . index.php



nginx の場合は、追加の構成ファイルは必要がない筈です。





ウェブルートの名前を変える 


FTP またはその他の手段であなたの共有ホストに接続したとき、下記のようなディレクトリが見えれば、あなたはきっとラッキーです。


config
logs
www



上記で www はウェブサーバのディレクトリルート (すなわち、ウェブルート) です。
別の名前かもしれません。よくある名前は、www、htdocs、public_html です。
ベーシックアプリケーションテンプレートではウェブルートの名前は web になっていますので、アップロードする前に、これをホストのウェブルートの名前に変更する必要があります。





FTP ルートディレクトリは書き込み可能とする


ルートレベルのディレクトリ、すなわち、config、logs、www があるディレクトリに対して書き込みが出来るのであれば、assets、commands などをそのままアップロードします。





必要条件をチェックする


Yii を走らせるためには、ホストは Yii の必要条件を満たさなければなりません。
最低限の必要条件は PHP 5.4 です。
残りの条件をチェックするために、requirements.php をルートディレクトリからウェブルートディレクトリにコピーして、http://example.com/requirements.php という URL を使ってブラウザ経由で走らせます。
後でファイルを削除するのを忘れないでください。







アドバンストアプリケーションを配備する


アドバンストアプリケーションを共有ホストに配備するのは、ベーシックアプリケーションを配備するのに比べると、少しトリッキーになります。
なぜなら、アドバンストアプリケーションは、共有ホストが通常は持っていない二つのウェブルートを持つからです。
このため、構造を少し修正します。



エントリスクリプトを単一のウェブルートに移動する


まずは、単一のウェブルートディレクトリが必要です。
上記の ウェブルートの名前を変える で説明したように、あなたのホストのウェブルートに合うように名前を付けてください。
次に、以下のような構造を作成します。


www
    admin
backend
common
console
environments
frontend
...



www がフロントエンドディレクトリになりますので、frontend/web の内容をそこに移動します。
同じように、backend/web の内容を www/admin に移動します。
どちらの場合も、index.php および index-test.php の中のパスを修正する必要があります。





セッションとクッキーを分離する


元来は、バックエンドとフロントエンドは異なるドメインで走ることを意図されています。
両方を同じドメインに移動すると、二つが同じクッキーを共有して干渉することになります。
これを修正するために、バックエンドのアプリケーション構成 backend/config/main.php を以下のように修正します。


'components' => [
    'request' => [
        'csrfParam' => '_backendCSRF',
        'csrfCookie' => [
            'httpOnly' => true,
            'path' => '/admin',
        ],
    ],
    'user' => [
        'identityCookie' => [
            'name' => '_backendIdentity',
            'path' => '/admin',
            'httpOnly' => true,
        ],
    ],
    'session' => [
        'name' => 'BACKENDSESSID',
        'cookieParams' => [
            'path' => '/admin',
        ],
    ],
],
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Scripts de Entrada


Scripts de entrada são o primeiro passo no processo de inicialização da aplicação.
Uma aplicação (seja uma aplicação Web ou uma aplicação console) possui um único script de
entrada. Os usuários finais fazem requisições a scripts de entrada que criam
as instâncias da aplicação e redirecionam as requisições para elas.


Os scripts de entrada para aplicações Web devem estar armazenados em diretórios
acessíveis pela Web, de modo que eles possam ser acessados pelos usuários finais.
Frequentemente são chamados de index.php, mas também podem usar outros nomes,
desde que os servidores Web consigam localizá-los.


Os scripts de entrada para aplicações do console são geralmente armazenados no
caminho base das aplicações e são chamados de yii
(com o sufixo .php). Eles devem ser tornados executáveis para que os usuários
possam executar aplicações do console através do comando
./yii <rota> [argumentos] [opções].


O trabalho principal dos scripts de entrada é o seguinte:



		Definir constantes globais;


		Registrar o autoloader do Composer [http://getcomposer.org/doc/01-basic-usage.md#autoloading];


		Incluir o arquivo da classe [[Yii]];


		Carregar a configuração da aplicação;


		Criar e configurar uma instância da aplicação;


		Chamar [[yii\base\Application::run()]] para processar as requisições que chegam.






Aplicações Web 


Este é o código no script de entrada para o Modelo Básico de Aplicação Web.


<?php

defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);
defined('YII_ENV') or define('YII_ENV', 'dev');

// registra o autoloader do Composer
require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');

// inclui o arquivo da classe Yii
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// carrega a configuração da aplicação
$config = require(__DIR__ . '/../config/web.php');

// cria, configura e executa a aplicação
(new yii\web\Application($config))->run();






Aplicações Console 


De forma semelhante, o seguinte é o código do script de entrada de uma aplicação
do console:


#!/usr/bin/env php
<?php
/**
 * Yii console bootstrap file.
 *
 * @link http://www.yiiframework.com/
 * @copyright Copyright (c) 2008 Yii Software LLC
 * @license http://www.yiiframework.com/license/
 */

defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);

// o fcgi não tem STDIN e STDOUT definidos por padrão
defined('STDIN') or define('STDIN', fopen('php://stdin', 'r'));
defined('STDOUT') or define('STDOUT', fopen('php://stdout', 'w'));

// registra o autoloader do Composer
require(__DIR__ . '/vendor/autoload.php');

// inclui o arquivo da classe Yii
require(__DIR__ . '/vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// carrega a configuração da aplicação
$config = require(__DIR__ . '/config/console.php');

$application = new yii\console\Application($config);
$exitCode = $application->run();
exit($exitCode);






Definindo Constantes 


Os scrips de entrada são o melhor lugar para definir as constantes globais. O
Yii suporta as seguintes três constantes:



		YII_DEBUG: especifica se a aplicação está rodando no modo de depuração. No
modo de depuração, uma aplicação manterá mais informações de log, e revelará
stacks de chamadas de erros detalhadas se forem lançadas exceções. Por este
motivo, o modo de depuração deveria ser usado principalmente durante o
desenvolvimento. O valor padrão de YII_DEBUG é false.


		YII_ENV: especifica em qual ambiente a aplicação está rodando. Isso foi
descrito em maiores detalhes na seção Configurações.
O valor padrão de YII_ENV é 'prod', significando que a aplicação está
executando em ambiente de produção.


		YII_ENABLE_ERROR_HANDLER: especifica se deve ativar o manipulador de erros
fornecido pelo Yii. O valor padrão desta constante é true.





Ao definir uma constante, frequentemente usamos código como o a seguir:


defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);



que é equivalente ao seguinte código:


if (!defined('YII_DEBUG')) {
    define('YII_DEBUG', true);
}



Claramente o primeiro é mais sucinto e fácil de entender.


A definição de constantes deveria ser feita logo no início de um script de entrada,
de modo que obtenha efeito quando outros arquivos PHP estiverem sendo inclusos.
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Uploading Files


Uploading files in Yii is done via a form model, its validation rules and some controller code. Let’s review what’s
required to handle uploads properly.



Uploading single file


First of all, you need to create a model that will handle file uploads. Create models/UploadForm.php with the following
content:


namespace app\models;

use yii\base\Model;
use yii\web\UploadedFile;

/**
 * UploadForm is the model behind the upload form.
 */
class UploadForm extends Model
{
    /**
     * @var UploadedFile file attribute
     */
    public $file;

    /**
     * @return array the validation rules.
     */
    public function rules()
    {
        return [
            [['file'], 'file'],
        ];
    }
}



In the code above, we’ve created a model UploadForm with an attribute file that will become <input type="file"> in
the HTML form. The attribute has the validation rule named file that uses [[yii\validators\FileValidator|FileValidator]].



Form view


Next, create a view that will render the form:


<?php
use yii\widgets\ActiveForm;
?>

<?php $form = ActiveForm::begin(['options' => ['enctype' => 'multipart/form-data']]) ?>

<?= $form->field($model, 'file')->fileInput() ?>

<button>Submit</button>

<?php ActiveForm::end() ?>



The 'enctype' => 'multipart/form-data' is necessary because it allows file uploads. fileInput() represents a form
input field.





Controller


Now create the controller that connects the form and the model together:


namespace app\controllers;

use Yii;
use yii\web\Controller;
use app\models\UploadForm;
use yii\web\UploadedFile;

class SiteController extends Controller
{
    public function actionUpload()
    {
        $model = new UploadForm();

        if (Yii::$app->request->isPost) {
            $model->file = UploadedFile::getInstance($model, 'file');

            if ($model->file && $model->validate()) {                
                $model->file->saveAs('uploads/' . $model->file->baseName . '.' . $model->file->extension);
            }
        }

        return $this->render('upload', ['model' => $model]);
    }
}



Instead of model->load(...), we are using UploadedFile::getInstance(...). [[\yii\web\UploadedFile|UploadedFile]]
does not run the model validation, rather it only provides information about the uploaded file. Therefore, you need to run the validation manually via $model->validate() to trigger the [[yii\validators\FileValidator|FileValidator]]. The validator expects that
the attribute is an uploaded file, as you see in the core framework code:


if (!$file instanceof UploadedFile || $file->error == UPLOAD_ERR_NO_FILE) {
    return [$this->uploadRequired, []];
}



If the validation is successful, then we’re saving the file:


$model->file->saveAs('uploads/' . $model->file->baseName . '.' . $model->file->extension);



If you’re using the “basic” application template, then folder uploads should be created under web.


That’s it. Load the page and try uploading. Uploads should end up in basic/web/uploads.







Validation


It’s often required to adjust validation rules to accept certain files only or require uploading. Below we’ll review
some common rule configurations.



Required


If you need to make the file upload mandatory, use skipOnEmpty like the following:


public function rules()
{
    return [
        [['file'], 'file', 'skipOnEmpty' => false],
    ];
}






MIME type


It is wise to validate the type of file uploaded. FileValidator has the property $extensions for this purpose:


public function rules()
{
    return [
        [['file'], 'file', 'extensions' => 'gif, jpg',],
    ];
}



Keep in mind that only the file extension will be validated, but not the actual file content. In order to validate the content as well, use the mimeTypes property of FileValidator:


public function rules()
{
    return [
        [['file'], 'file', 'extensions' => 'jpg, png', 'mimeTypes' => 'image/jpeg, image/png',],
    ];
}



List of common media types [http://en.wikipedia.org/wiki/Internet_media_type#List_of_common_media_types]





Image properties


If you upload an image, [[yii\validators\ImageValidator|ImageValidator]] may come in handy. It verifies if an attribute
received a valid image that can be then either saved or processed using the Imagine Extension [https://github.com/yiisoft/yii2/tree/master/extensions/imagine].







Uploading multiple files


If you need to upload multiple files at once, some adjustments are required.


Model:


class UploadForm extends Model
{
    /**
     * @var UploadedFile|Null file attribute
     */
    public $file;

    /**
     * @return array the validation rules.
     */
    public function rules()
    {
        return [
            [['file'], 'file', 'maxFiles' => 10], // <--- here!
        ];
    }
}



View:


<?php
use yii\widgets\ActiveForm;

$form = ActiveForm::begin(['options' => ['enctype' => 'multipart/form-data']]);
?>

<?= $form->field($model, 'file[]')->fileInput(['multiple' => true]) ?>

    <button>Submit</button>

<?php ActiveForm::end(); ?>



The difference is the following line:


<?= $form->field($model, 'file[]')->fileInput(['multiple' => true]) ?>



Controller:


namespace app\controllers;

use Yii;
use yii\web\Controller;
use app\models\UploadForm;
use yii\web\UploadedFile;

class SiteController extends Controller
{
    public function actionUpload()
    {
        $model = new UploadForm();

        if (Yii::$app->request->isPost) {
            $model->file = UploadedFile::getInstances($model, 'file');
            
            if ($model->file && $model->validate()) {
                foreach ($model->file as $file) {
                    $file->saveAs('uploads/' . $file->baseName . '.' . $file->extension);
                }
            }
        }

        return $this->render('upload', ['model' => $model]);
    }
}



There are two differences from single file upload. First is that UploadedFile::getInstances($model, 'file'); is used
instead of UploadedFile::getInstance($model, 'file');. The former returns instances for all uploaded files while
the latter gives you only a single instance. The second difference is that we’re doing foreach and saving each file.
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エイリアス


ファイルパスや URL を表すのにエイリアスを使用すると、あなたはプロジェクト内で絶対パスや URL をハードコードする必要がなくなります。エイリアスは、通常のファイルパスや URL と区別するために、 @ 文字で始まる必要があります。Yii はすでに利用可能な多くの事前定義エイリアスを持っています。
たとえば、 @yii というエイリアスは Yii フレームワークのインストールパスを表し、 @web は現在実行中の Web アプリケーションのベース URL を表します。



エイリアスの定義 


[[Yii::setAlias()]] を呼び出すことにより、ファイルパスまたは URL のエイリアスを定義することができます。


// ファイルパスのエイリアス
Yii::setAlias('@foo', '/path/to/foo');

// URL のエイリアス
Yii::setAlias('@bar', 'http://www.example.com');




補足: エイリアスされているファイルパスやURLは、必ずしも実在するファイルまたはリソースを参照しない場合があります。



定義済みのエイリアスがあれば、スラッシュ / に続けて 1 つ以上のパスセグメントを追加することで（[[Yii::setAlias()]]
の呼び出しを必要とせずに) 新しいエイリアスを導出することができます。 [[Yii::setAlias()]] を通じて定義されたエイリアスは
ルートエイリアス となり、それから派生したエイリアスは 派生エイリアス になります。たとえば、 @foo がルートエイリアスなら、
@foo/bar/file.php は派生エイリアスです。


エイリアスを、他のエイリアス (ルートまたは派生のいずれか) を使用して定義することができます:


Yii::setAlias('@foobar', '@foo/bar');



ルートエイリアスは通常、 ブートストラップ 段階で定義されます。
たとえば、エントリスクリプト で [[Yii::setAlias()]] を呼び出すことができます。
便宜上、 アプリケーション は、aliases という名前の書き込み可能なプロパティを提供しており、
それをアプリケーションの 構成情報 で設定することが可能です。


return [
    // ...
    'aliases' => [
        '@foo' => '/path/to/foo',
        '@bar' => 'http://www.example.com',
    ],
];






エイリアスの解決 


[[Yii::getAlias()]] を呼び出して、ルートエイリアスが表すファイルパスまたはURLを解決することができます。
同メソッドで、対応するファイルパスまたはURLに派生するエイリアスを解決することもできます。


echo Yii::getAlias('@foo');               // /path/to/foo を表示
echo Yii::getAlias('@bar');               // http://www.example.com を表示
echo Yii::getAlias('@foo/bar/file.php');  // /path/to/foo/bar/file.php を表示



派生エイリアスによって表されるパスやURLは、派生エイリアス内のルートエイリアス部分を、対応するパス/URL
で置換して決定されます。



補足: [[Yii::getAlias()]] メソッドは、 結果のパスやURLが実在するファイルやリソースを参照しているかをチェックしません。



ルートエイリアス名にはスラッシュ / 文字を含むことができます。 [[Yii::getAlias()]] メソッドは、
エイリアスのどの部分がルートエイリアスであるかを賢く判別し、正確に対応するファイルパスやURLを決定します:


Yii::setAlias('@foo', '/path/to/foo');
Yii::setAlias('@foo/bar', '/path2/bar');
Yii::getAlias('@foo/test/file.php');  // /path/to/foo/test/file.php を表示
Yii::getAlias('@foo/bar/file.php');   // /path2/bar/file.php を表示



もし @foo/bar がルートエイリアスとして定義されていなければ、最後のステートメントは /path/to/foo/bar/file.php を表示します。





エイリアスの使用 


エイリアスは、それをパスやURLに変換するための [[Yii::getAlias()​]] の呼び出しがなくても、Yiiの多くの場所でみられます。
たとえば、 [[yii\caching\FileCache::cachePath]] ファイルパスとファイルパスを表すエイリアスの両方を受け入れることができ、
@ プレフィックスによって、エイリアスとファイルパスを区別することができます。


use yii\caching\FileCache;

$cache = new FileCache([
    'cachePath' => '@runtime/cache',
]);



プロパティやメソッドのパラメータがエイリアスをサポートしているかどうかは、API ドキュメントに注意を払ってください。





事前定義されたエイリアス 


Yii では、一般的に使用されるフ​​ァイルのパスと URL を簡単に参照できるよう、エイリアスのセットが事前に定義されています:



		@yii, BaseYii.php ファイルがあるディレクトリ (フレームワークディレクトリとも呼ばれます)


		@app, 現在実行中のアプリケーションの [[yii\base\Application::basePath|ベースパス]]


		@runtime, 現在実行中のアプリケーションの [[yii\base\Application::runtimePath|ランタイムパス]] 。デフォルトは @app/runtime 。


		@webroot, 現在実行中の Web アプリケーションの Web ルートディレクトリ。エントリスクリプトを含むディレクトリをもとに決定されます。


		@web, 現在実行中の Web アプリケーションのベース URL。これは、 [[yii\web\Request::baseUrl]] と同じ値を持ちます。


		@vendor, [[yii\base\Application::vendorPath|Composerのベンダーディレクトリ]] 。デフォルトは @app/vendor 。


		@bower, bower パッケージ [http://bower.io/] が含まれるルートディレクトリ。デフォルトは @vendor/bower 。


		@npm, npm パッケージ [https://www.npmjs.org/] が含まれるルートディレクトリ。デフォルトは @vendor/npm 。





@yii エイリアスは エントリスクリプト に Yii.php ファイルを読み込んだ時点で定義されます。
エイリアスの残りの部分は、アプリケーションのコンストラクタ内で、アプリケーションの 構成情報 を適用するときに定義されます。





エクステンションのエイリアス 


Composer でインストールされる各 エクステンション ごとに、エイリアスが自動的に定義されます。
各エイリアスは、その composer.json ファイルで宣言された、エクステンションのルート名前空間にちなんで名付けられており、
それらは、パ​​ッケージのルートディレクトリを表します。たとえば、あなたが yiisoft/yii2-jui エクステンションをインストールしたとすると、
自動的に @yii/jui というエイリアスができ、 ブートストラップ 段階で、次のと同等のものとして定義されます:


Yii::setAlias('@yii/jui', 'VendorPath/yiisoft/yii2-jui');
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Models (Modelos)


Os models (modelos) fazem parte da arquitetura MVC [http://en.wikipedia.org/wiki/Model%E2%80%93view%E2%80%93controller].
Eles representam os dados, as regras e a lógica de negócio.


Você pode criar uma classe model estendendo de [[yii\base\Model]] ou de seus filhos.
A classe base [[yii\base\Model]] suporta muitos recursos úteis:



		Atributos: representa os dados de negócio e podem ser acessados
normalmente como uma propriedade de objeto ou como um elemento de array;


		Labels dos atributos: especifica os labels de exibição dos
atributos;


		Atribuição em massa: suporta popular vários atributos em
uma única etapa;


		Regras de validação: garante que os dados de entrada sejam
baseadas nas regras de validação que foram declaradas;


		Data Exporting: permite que os dados de model a serem exportados
em array possuam formatos personalizados.





A classe Model também é a classe base para models mais avançados, como o Active Record.
Por favor, consulte a documentação relevante para mais detalhes sobre estes models mais avançados.



Informação: Você não é obrigado basear suas classe model em [[yii\base\Model]].
No entanto, por existir muitos componentes do Yii construídos para suportar o
[[yii\base\Model]], normalmente é a classe base preferível para um model.




Atributos 


Os models representam dados de negócio por meio de atributos. Cada atributo é
uma propriedade publicamente acessível de um model. O método [[yii\base\Model::attributes()]]
especifica quais atributos de uma classe model possuirá.


Você pode acessar um atributo como fosse uma propriedade normal de um objeto:


$model = new \app\models\ContactForm;

// "name" é um atributo de ContactForm
$model->name = 'example';
echo $model->name;



Você também pode acessar os atributos como elementos de um array, graças ao suporte
de ArrayAccess [http://php.net/manual/en/class.arrayaccess.php] e
ArrayIterator [http://php.net/manual/en/class.arrayiterator.php] pelo
[[yii\base\Model]]:


$model = new \app\models\ContactForm;

// acessando atributos como elementos de array
$model['name'] = 'example';
echo $model['name'];

// iterando sobre os atributos
foreach ($model as $name => $value) {
    echo "$name: $value\n";
}




Definindo Atributos 


Por padrão, se a classe model estender diretamente de [[yii\base\Model]], todas
as suas variáveis públicas e não estáticas serão atributos. Por exemplo, a classe
model ContactForm a seguir possui quatro atributos: name, email, subject
e body. O model ContactForm é usado para representar os dados de entrada obtidos
a partir de um formulário HTML.


namespace app\models;

use yii\base\Model;

class ContactForm extends Model
{
    public $name;
    public $email;
    public $subject;
    public $body;
}



Você pode sobrescrever o método [[yii\base\Model::attributes()]] para definir
atributos de uma forma diferente. Este método deve retornar os nomes dos atributos
em um model. Por exemplo, o [[yii\db\ActiveRecord]] faz com que o método retorne
os nomes das colunas da tabela do banco de dados como nomes de atributos.
Observe que também poderá sobrescrever os métodos mágicos tais como __get() e
__set(), para que os atributos poderem ser acessados como propriedades normais
de objetos.





Labels dos Atributos 


Ao exibir valores ou obter dados de entrada dos atributos, muitas vezes é necessário
exibir alguns labels associados aos atributos. Por exemplo, dado um atributo chamado
firstName, você pode querer exibir um label First Name que é mais amigável
quando exibido aos usuários finais como em formulários e mensagens de erro.


Você pode obter o label de um atributo chamando o método [[yii\base\Model::getAttributeLabel()]].
Por exemplo,


$model = new \app\models\ContactForm;

// displays "Name"
echo $model->getAttributeLabel('name');



Por padrão, os labels dos atributos automaticamente serão gerados com os nomes dos
atributos. Isto é feito pelo método [[yii\base\Model::generateAttributeLabel()]].
Ele transforma os nomes camel-case das variáveis em várias palavras, colocando em
caixa alta a primeira letra de cada palavra. Por exemplo, username torna-se
Username, enquanto firstName torna-se First Name.


Se você não quiser usar esta geração automática do labels, poderá sobrescrever o
método [[yii\base\Model::attributeLabels()]] declarando explicitamente os labels
dos atributos. Por exemplo,


namespace app\models;

use yii\base\Model;

class ContactForm extends Model
{
    public $name;
    public $email;
    public $subject;
    public $body;

    public function attributeLabels()
    {
        return [
            'name' => 'Your name',
            'email' => 'Your email address',
            'subject' => 'Subject',
            'body' => 'Content',
        ];
    }
}



Para aplicações que suportam vários idiomas, você pode querer traduzir os labels
dos atributos. Isto também é feito no método [[yii\base\Model::attributeLabels()|attributeLabels()]],
conforme o exemplo a seguir:


public function attributeLabels()
{
    return [
        'name' => \Yii::t('app', 'Your name'),
        'email' => \Yii::t('app', 'Your email address'),
        'subject' => \Yii::t('app', 'Subject'),
        'body' => \Yii::t('app', 'Content'),
    ];
}



Você pode até definir condicionalmente os labels dos atributos. Por exemplo, baseado
no cenário que o model estiver utilizando, você pode retornar diferentes
labels para o mesmo atributo.



Informação: Estritamente falando, os labels dos atributos fazem parte das
views (visões). Mas ao declarar os labels em models (modelos),
frequentemente tornam-se mais convenientes e podem resultar um código mais limpo
e reutilizável.








Cenários 


Um model (modelo) pode ser usado em diferentes cenários. Por exemplo, um model
User pode ser usado para obter dados de entrada de login, mas também pode ser
usado com a finalidade de registrar o usuário. Em diferentes cenários, um model
pode usar diferentes regras e lógicas de negócio. Por exemplo, um atributo email
pode ser obrigatório durante o cadastro do usuário, mas não durante ao login.


Um model (modelo) usa a propriedade [[yii\base\Model::scenario]] para identificar
o cenário que está sendo usado.
Por padrão, um model (modelo) suporta apenas um único cenário chamado default.
O código a seguir mostra duas formas de definir o cenário de um model (modelo):


// o cenário é definido pela propriedade
$model = new User;
$model->scenario = 'login';

// o cenário é definido por meio de configuração
$model = new User(['scenario' => 'login']);



Por padrão, os cenários suportados por um model (modelo) são determinados pelas
regras de validação declaradas no próprio model (modelo).
No entanto, você pode personalizar este comportamento sobrescrevendo o método
[[yii\base\Model::scenarios()]], conforme o exemplo a seguir:


namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class User extends ActiveRecord
{
    public function scenarios()
    {
        return [
            'login' => ['username', 'password'],
            'register' => ['username', 'email', 'password'],
        ];
    }
}




Informação: Nos exemplos anteriores, as classes model (model) são estendidas de
[[yii\db\ActiveRecord]] por usarem diversos cenários para auxiliarem as classes
Active Record classes.



O método scenarios() retorna um array cujas chaves são os nomes dos cenários e
os valores que correspondem aos active attributes (atributo ativo). Um atributo
ativo podem ser atribuídos em massa e é sujeito a
validação. No  exemplo anterior, os atributos username e
password são ativos no cenário login; enquanto no cenário register, além
dos atribitos username e password, o atributo email passará a ser ativo.


A implementação padrão do método scenarios() retornará todos os cenários encontrados
nas regras de validação declaradas no método [[yii\base\Model::rules()]]. Ao
sobrescrever o método scenarios(), se quiser introduzir novos cenários, além
dos cenários padrão, poderá escrever um código conforme o exemplo a seguir:


namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class User extends ActiveRecord
{
    public function scenarios()
    {
        $scenarios = parent::scenarios();
        $scenarios['login'] = ['username', 'password'];
        $scenarios['register'] = ['username', 'email', 'password'];
        return $scenarios;
    }
}



O recurso de cenários são usados principalmente para validação
e para atribuição em massa.
Você pode, no entanto, usá-lo para outros fins. Por exemplo, você pode declarar
diferentes labels para os atributos baseados no cenário atual.





Regras de Validação 


Quando os dados para um model (modelo) são recebidos de usuários finais, devem ser
validados para garantir que satisfazem as regras (regras de validação, também
conhecidos como regras de negócio). Por exemplo, considerando um model (modelo)
ContactForm, você pode querer garantir que todos os atributos não sejam vazios e
que o atributo email contenha um e-mail válido.
Se o valor de algum atributo não satisfizer a regra de negócio correspondente,
mensagens apropriadas de erros serão exibidas para ajudar o usuário a corrigi-los.


Você pode chamar o método [[yii\base\Model::validate()]] para validar os dados
recebidos. O método usará as regras de validação declaradas em [[yii\base\Model::rules()]]
para validar todos os atributos relevantes. Se nenhum erro for encontrado, o método
retornará true. Caso contrário, o método irá manter os erros na propriedade
[[yii\base\Model::errors]] e retornará false. Por exemplo,


$model = new \app\models\ContactForm;

// os atributos do model serão populados pelos dados fornecidos pelo usuário
$model->attributes = \Yii::$app->request->post('ContactForm');

if ($model->validate()) {
    // todos os dados estão válidos 
} else {
    // a validação falhou: $errors é um array contendo as mensagens de erro
    $errors = $model->errors;
}



Para declarar as regras de validação em um model (modelo), sobrescreva o método
[[yii\base\Model::rules()]] retornando as regras que os atributos do model (modelo)
devem satisfazer. O exemplo a seguir mostra as regras de validação sendo declaradas
no model (modelo) ContactForm:


public function rules()
{
    return [
        // os atributos name, email, subject e body são obrigatórios
        [['name', 'email', 'subject', 'body'], 'required'],

        // o atributo email deve ter um e-mail válido
        ['email', 'email'],
    ];
}



Uma regra pode ser usada para validar um ou vários atributos e, um atributo pode
ser validado por uma ou várias regras.
Por favor, consulte a seção Validação de Dados para mais
detalhes sobre como declarar regras de validação.


Às vezes, você pode querer que uma regra se aplique apenas em determinados
cenários. Para fazer isso, você pode especificar a propriedade
on de uma regra, como o seguinte:


public function rules()
{
    return [
        // os atributos username, email e password são obrigatórios no cenario "register"
        [['username', 'email', 'password'], 'required', 'on' => 'register'],

        // os atributos username e password são obrigatórios no cenario "login"
        [['username', 'password'], 'required', 'on' => 'login'],
    ];
}



Se você não especificar a propriedade on, a regra será aplicada em todos os
cenários. Uma regra é chamada de active rule (regra ativa), se ela puder ser
aplicada no [[yii\base\Model::scenario|cenário]] atual.


Um atributo será validado, se e somente se, for um atributo ativo declarado no
método scenarios() e estiver associado a uma ou várias regras declaradas no método rules().





Atribuição em Massa 


Atribuição em massa é a forma conveniente para popular um model (modelo) com os
dados de entrada do usuário usando uma única linha de código.
Ele popula os atributos de um model (modelo) atribuindo os dados de entrada diretamente
na propriedade [[yii\base\Model::$attributes]]. Os dois códigos a seguir são
equivalentes, ambos tentam atribuir os dados do formulário enviados pelos usuários
finais para os atributos do model (modelo) ContactForm.  Evidentemente, a
primeira forma, que utiliza a atribuição em massa, é a mais limpa e o menos
propenso a erros do que a segunda forma:


$model = new \app\models\ContactForm;
$model->attributes = \Yii::$app->request->post('ContactForm');



$model = new \app\models\ContactForm;
$data = \Yii::$app->request->post('ContactForm', []);
$model->name = isset($data['name']) ? $data['name'] : null;
$model->email = isset($data['email']) ? $data['email'] : null;
$model->subject = isset($data['subject']) ? $data['subject'] : null;
$model->body = isset($data['body']) ? $data['body'] : null;




Atributos Seguros 


A atribuição em massa só se aplica aos chamados safe attributes (atributos seguros),
que são os atributos listados no [[yii\base\Model::scenarios()]] para o
[[yii\base\Model::scenario|cenário]] atual de um model (modelo).
Por exemplo, se o model (modelo) User declarar o cenário como o código a seguir,
quando o cenário atual for login, apenas os atributos username e password
podem ser atribuídos em massa. Todos os outros atributos permanecerão inalterados.


public function scenarios()
{
    return [
        'login' => ['username', 'password'],
        'register' => ['username', 'email', 'password'],
    ];
}




Informação: A razão da atribuição em massa só se aplicar para os atributos seguros
é para que você tenha o controle de quais atributos podem ser modificados pelos
dados dos usuário finais. Por exemplo, se o model (modelo) tiver um atributo
permission que determina a permissão atribuída ao usuário, você gostará que
apenas os administradores possam modificar este atributo através de uma interface backend.



Como a implementação do método [[yii\base\Model::scenarios()]] retornará todos os
cenários e atributos encontrados em [[yii\base\Model::rules()]], se não quiser
sobrescrever este método, isto significa que um atributo é seguro desde que esteja
mencionado em uma regra de validação ativa.


Por esta razão, uma alias especial de validação chamada safe, será fornecida
para que você possa declarar um atributo seguro, sem ser validado. Por exemplo,
a declaração da regra a seguir faz com que tanto o atributo title quanto o
description sejam seguros.


public function rules()
{
    return [
        [['title', 'description'], 'safe'],
    ];
}






Atributos não Seguros 


Como descrito anteriormente, o método [[yii\base\Model::scenarios()]] serve para
dois propósitos: determinar quais atributos devem ser validados e quais atributos
são seguros. Em alguns casos raros, você pode quer validar um atributo sem marca-lo
como seguro. Para fazer isto, acrescente um ponto de exclamação ! como prefixo
do nome do atributo ao declarar no método scenarios(), como o que foi feito no
atributo secret no exemplo a seguir:


public function scenarios()
{
    return [
        'login' => ['username', 'password', '!secret'],
    ];
}



Quando o model (modelo) estiver no cenário login, todos os três atributos serão
validados. No entanto, apenas os atributos username e password poderão ser
atribuídos em massa. Para atribuir um valor de entrada no atributo secret, terá
que fazer isto explicitamente da seguinte forma:


$model->secret = $secret;








Exportação de Dados 


Muitas vezes os models (modelos) precisam ser exportados em diferentes tipos de
formatos. Por exemplo, você pode querer converter um conjunto de models (modelos)
no formato JSON ou Excel. O processo de exportação pode ser divido em duas etapas independentes.
Na primeira etapa, os models (modelos) serão convertidos em arrays; na segunda
etapa, os arrays serão convertidos em um determinado formato. Se concentre apenas
na primeira etapa, uma vez que a segunda etapa pode ser alcançada por formatadores
de dados genéricos, tais como o [[yii\web\JsonResponseFormatter]].


A maneira mais simples de converter um model (modelo) em um array consiste no uso
da propriedade [[yii\base\Model::$attributes]].
Por exemplo,


$post = \app\models\Post::findOne(100);
$array = $post->attributes;



Por padrão, a propriedade [[yii\base\Model::$attributes]] retornará os valores de
todos os atributos declarados no método [[yii\base\Model::attributes()]].


Uma maneira mais flexível e poderosa de converter um model (modelo) em um array é
através do método [[yii\base\Model::toArray()]]. O seu comportamento padrão é o
mesmo do [[yii\base\Model::$attributes]]. No entanto, ele permite que você escolha
quais itens de dados, chamados de fields (campos), devem ser mostrados no array
resultante e como eles devem vir formatados.
Na verdade, é a maneira padrão de exportação de models (modelos) no desenvolvimento
de Web services RESTful, como descrito na seção Formatando Respostas.



Campos 


Um campo é simplesmente um elemento nomeado no array obtido pela chamada do método
[[yii\base\Model::toArray()]] de um model (modelo).


Por padrão, os nomes dos campos são iguais aos nomes dos atributos. No entanto,
você pode alterar este comportamento sobrescrevendo os métodos
[[yii\base\Model::fields()|fields()]] e/ou [[yii\base\Model::extraFields()|extraFields()]].
Ambos os métodos devem retornar uma lista dos campos definidos. Os campos definidos
pelo método fields() são os campos padrão, o que significa que o toArray()
retornará estes campos por padrão. O método extraFields() define, de forma adicional,
os campos disponíveis que também podem ser retornados pelo toArray(), contanto
que sejam especificados através do parâmetro $expand. Por exemplo, o código a
seguir retornará todos os campos definidos em fields() incluindo os campos
prettyName e fullAddress, a menos que estejam definidos no extraFields().


$array = $model->toArray([], ['prettyName', 'fullAddress']);



Você poderá sobrescrever o método fields() para adicionar, remover, renomear ou
redefinir os campos. O valor de retorno do fields() deve ser um array. As chaves
do array não os nomes dos campos e os valores correspondem ao nome do atributo
definido, na qual, podem ser tanto os nomes de propriedades/atributos quanto funções
anônimas que retornam o valor dos campos correspondentes. Em um caso especial,
quando o nome do campo for igual ao nome do atributo definido, você poderá omitir
a chave do array. Por exemplo,


// usar uma lista explicita de todos os campos lhe garante que qualquer mudança 
// em sua tabela do banco de dados ou atributos do model (modelo) não altere os 
// nomes de seus campos (para manter compatibilidade com versões anterior da API).
public function fields()
{
    return [
        // o nome do campos é igual ao nome do atributo
        'id',

        // o nome do campo é "email", o nome do atributo correspondente é "email_address"
        'email' => 'email_address',

        // o nome do campo é "name", o seu valor é definido por uma função call-back do PHP
        'name' => function () {
            return $this->first_name . ' ' . $this->last_name;
        },
    ];
}

// filtra alguns campos, é bem usado quando você quiser herdar a implementação 
// da classe pai e remover alguns campos delicados.
public function fields()
{
    $fields = parent::fields();

    // remove os campos que contém informações delicadas
    unset($fields['auth_key'], $fields['password_hash'], $fields['password_reset_token']);

    return $fields;
}




Atenção: Como, por padrão, todos os atributos de um model (modelo) serão
incluídos no array exportado, você deve examinar seus dados para ter certeza
que não possuem informações delicadas. Se existir, deverá sobrescrever o método
fields() para remove-los. No exemplo anterior, nós decidimos remover os
campos auth_key, password_hash e password_reset_token.








Boas Práticas 


A representação dos dados, regras e lógicas de negócios estão centralizados nos
models (modelos). Muitas vezes precisam ser reutilizadas em lugares diferentes.
Em um aplicativo bem projetado, models (modelos) geralmente são muitos maiores
que os controllers


Em resumo, os models (modelos):



		podem conter atributos para representar os dados de negócio;


		podem conter regras de validação para garantir a validade e integridade dos dados;


		podem conter métodos para implementar lógicas de negócio;


		NÃO devem acessar diretamente as requisições, sessões ou quaisquer dados do
ambiente do usuário. Os models (modelos) devem receber estes dados a partir dos
controllers (controladores);


		devem evitar inserir HTML ou outros códigos de apresentação – isto deve ser
feito nas views (visões);


		devem evitar ter muitos cenários em um único model (modelo).





Você deve considerar em utilizar com mais frequência a última recomendação acima
quando desenvolver sistemas grandes e complexos.
Nestes sistemas, os models (modelos) podem ser bem grandes, pois são usados em
muitos lugares e podendo, assim, conter muitas regras e lógicas de negócio.
Nestes casos, a manutenção do código de um model (modelo) pode se transformar
em um pesadelo, na qual uma simples mudança no código pode afetar vários lugares
diferentes. Para desenvolver um model (modelo) manutenível, você pode seguir a
seguinte estratégia:



		Definir um conjunto de classes model (modelo) base que são compartilhados por
diferentes aplicações ou módulos.
Estas classes model (modelo) base deve contem um conjunto mínimo de regras e lógicas
de negocio que são comuns entre os locais que as utilizem.


		Em cada aplicação ou módulo
que usa um model (modelo), deve definir uma classe model (modelo) concreta que
estenderá a classe model (modelo) base que a corresponde. A classe model (modelo)
concreta irá conter apenas as regras e lógicas que são específicas de uma aplicação
ou módulo.





Por exemplo, no Template Avançado de Aplicação, você
pode definir uma classe model (modelo) base common\models\Post. Em seguida,
para a aplicação front-end, você define uma classe model (modelo) concreta
frontend\models\Post que estende de common\models\Post. E de forma similar
para a aplicação back-end, você define a backend\models\Post. Com essa estratégia,
você garantirá que o frontend\models\Post terá apenas códigos específicos da
aplicação front-end e, se você fizer qualquer mudança nele, não precisará se
preocupar se esta mudança causará erros na aplicação back-end.
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Core Validators


Yii provides a set of commonly used core validators, found primarily under the yii\validators namespace.
Instead of using lengthy validator class names, you may use aliases to specify the use of these core
validators. For example, you can use the alias required to refer to the [[yii\validators\RequiredValidator]] class:


public function rules()
{
    return [
        [['email', 'password'], 'required'],
    ];
}



The [[yii\validators\Validator::builtInValidators]] property declares all supported validator aliases.


In the following, we will describe the main usage and properties of every core validator.



[[yii\validators\BooleanValidator|boolean]] 


[
    // checks if "selected" is either 0 or 1, regardless of data type
    ['selected', 'boolean'],

    // checks if "deleted" is of boolean type, either true or false
    ['deleted', 'boolean', 'trueValue' => true, 'falseValue' => false, 'strict' => true],
]



This validator checks if the input value is a boolean.



		trueValue: the value representing true. Defaults to '1'.


		falseValue: the value representing false. Defaults to '0'.


		strict: whether the type of the input value should match that of trueValue and falseValue. Defaults to false.






Note: Because data input submitted via HTML forms are all strings, you normally should leave the
[[yii\validators\BooleanValidator::strict|strict]] property as false.






[[yii\captcha\CaptchaValidator|captcha]] 


[
    ['verificationCode', 'captcha'],
]



This validator is usually used together with [[yii\captcha\CaptchaAction]] and [[yii\captcha\Captcha]]
to make sure an input is the same as the verification code displayed by [[yii\captcha\Captcha|CAPTCHA]] widget.



		caseSensitive: whether the comparison of the verification code is case sensitive. Defaults to false.


		captchaAction: the route corresponding to the
[[yii\captcha\CaptchaAction|CAPTCHA action]] that renders the CAPTCHA image. Defaults to 'site/captcha'.


		skipOnEmpty: whether the validation can be skipped if the input is empty. Defaults to false,
which means the input is required.








[[yii\validators\CompareValidator|compare]] 


[
    // validates if the value of "password" attribute equals to that of "password_repeat"
    ['password', 'compare'],

    // validates if age is greater than or equal to 30
    ['age', 'compare', 'compareValue' => 30, 'operator' => '>='],
]



This validator compares the specified input value with another one and make sure if their relationship
is as specified by the operator property.



		compareAttribute: the name of the attribute whose value should be compared with. When the validator
is being used to validate an attribute, the default value of this property would be the name of
the attribute suffixed with _repeat. For example, if the attribute being validated is password,
then this property will default to password_repeat.


		compareValue: a constant value that the input value should be compared with. When both
of this property and compareAttribute are specified, this property will take precedence.


		operator: the comparison operator. Defaults to ==, meaning checking if the input value is equal
to that of compareAttribute or compareValue. The following operators are supported:
		==: check if two values are equal. The comparison is done is non-strict mode.


		===: check if two values are equal. The comparison is done is strict mode.


		!=: check if two values are NOT equal. The comparison is done is non-strict mode.


		!==: check if two values are NOT equal. The comparison is done is strict mode.


		>: check if value being validated is greater than the value being compared with.


		>=: check if value being validated is greater than or equal to the value being compared with.


		<: check if value being validated is less than the value being compared with.


		<=: check if value being validated is less than or equal to the value being compared with.














[[yii\validators\DateValidator|date]] 


[
    [['from_date', 'to_date'], 'date'],
]



This validator checks if the input value is a date, time or datetime in a proper format.
Optionally, it can convert the input value into a UNIX timestamp and store it in an attribute
specified via [[yii\validators\DateValidator::timestampAttribute|timestampAttribute]].



		format: the date/time format that the value being validated should be in.
This can be a date time pattern as described in the ICU manual [http://userguide.icu-project.org/formatparse/datetime#TOC-Date-Time-Format-Syntax].
Alternatively this can be a string prefixed with php: representing a format that can be recognized by the PHP
Datetime class. Please refer to http://php.net/manual/en/datetime.createfromformat.php on supported formats.
If this is not set, it will take the value of Yii::$app->formatter->dateFormat.


		timestampAttribute: the name of the attribute to which this validator may assign the UNIX timestamp
converted from the input date/time.





In case the input is optional you may also want to add a default value filter in addition to the date validator
to ensure empty input is stored as NULL. Other wise you may end up with dates like 0000-00-00 in your database
or 1970-01-01 in the input field of a date picker.


[['from_date', 'to_date'], 'default', 'value' => null],






[[yii\validators\DefaultValueValidator|default]] 


[
    // set "age" to be null if it is empty
    ['age', 'default', 'value' => null],

    // set "country" to be "USA" if it is empty
    ['country', 'default', 'value' => 'USA'],

    // assign "from" and "to" with a date 3 days and 6 days from today, if they are empty
    [['from', 'to'], 'default', 'value' => function ($model, $attribute) {
        return date('Y-m-d', strtotime($attribute === 'to' ? '+3 days' : '+6 days'));
    }],
]



This validator does not validate data. Instead, it assigns a default value to the attributes being validated
if the attributes are empty.



		value: the default value or a PHP callable that returns the default value which will be assigned to
the attributes being validated if they are empty. The signature of the PHP callable should be as follows,





function foo($model, $attribute) {
    // ... compute $value ...
    return $value;
}




Info: How to determine if a value is empty or not is a separate topic covered
in the Empty Values section.






[[yii\validators\NumberValidator|double]] 


[
    // checks if "salary" is a double number
    ['salary', 'double'],
]



This validator checks if the input value is a double number. It is equivalent to the number validator.



		max: the upper limit (inclusive) of the value. If not set, it means the validator does not check the upper limit.


		min: the lower limit (inclusive) of the value. If not set, it means the validator does not check the lower limit.








[[yii\validators\EmailValidator|email]] 


[
    // checks if "email" is a valid email address
    ['email', 'email'],
]



This validator checks if the input value is a valid email address.



		allowName: whether to allow name in the email address (e.g. John Smith <john.smith@example.com>). Defaults to false.


		checkDNS, whether to check whether the email’s domain exists and has either an A or MX record.
Be aware that this check may fail due to temporary DNS problems, even if the email address is actually valid.
Defaults to false.


		enableIDN, whether the validation process should take into account IDN (internationalized domain names).
Defaults to false. Note that in order to use IDN validation you have to install and enable the intl PHP extension,
or an exception would be thrown.








[[yii\validators\ExistValidator|exist]] 


[
    // a1 needs to exist in the column represented by the "a1" attribute
    ['a1', 'exist'],

    // a1 needs to exist, but its value will use a2 to check for the existence
    ['a1', 'exist', 'targetAttribute' => 'a2'],

    // a1 and a2 need to exist together, and they both will receive error message
    [['a1', 'a2'], 'exist', 'targetAttribute' => ['a1', 'a2']],

    // a1 and a2 need to exist together, only a1 will receive error message
    ['a1', 'exist', 'targetAttribute' => ['a1', 'a2']],

    // a1 needs to exist by checking the existence of both a2 and a3 (using a1 value)
    ['a1', 'exist', 'targetAttribute' => ['a2', 'a1' => 'a3']],

    // a1 needs to exist. If a1 is an array, then every element of it must exist.
    ['a1', 'exist', 'allowArray' => true],
]



This validator checks if the input value can be found in a table column. It only works
with Active Record model attributes. It supports validation against
either a single column or multiple columns.



		targetClass: the name of the Active Record class that should be used
to look for the input value being validated. If not set, the class of the model currently being validated will be used.


		targetAttribute: the name of the attribute in targetClass that should be used to validate the existence
of the input value. If not set, it will use the name of the attribute currently being validated.
You may use an array to validate the existence of multiple columns at the same time. The array values
are the attributes that will be used to validate the existence, while the array keys are the attributes
whose values are to be validated. If the key and the value are the same, you can just specify the value.


		filter: additional filter to be applied to the DB query used to check the existence of the input value.
This can be a string or an array representing the additional query condition (refer to [[yii\db\Query::where()]]
on the format of query condition), or an anonymous function with the signature function ($query), where $query
is the [[yii\db\Query|Query]] object that you can modify in the function.


		allowArray: whether to allow the input value to be an array. Defaults to false. If this property is true
and the input is an array, then every element of the array must exist in the target column. Note that
this property cannot be set true if you are validating against multiple columns by setting targetAttribute as an array.








[[yii\validators\FileValidator|file]] 


[
    // checks if "primaryImage" is an uploaded image file in PNG, JPG or GIF format.
    // the file size must be less than 1MB
    ['primaryImage', 'file', 'extensions' => ['png', 'jpg', 'gif'], 'maxSize' => 1024*1024*1024],
]



This validator checks if the input is a valid uploaded file.



		extensions: a list of file name extensions that are allowed to be uploaded. This can be either
an array or a string consisting of file extension names separated by space or comma (e.g. “gif, jpg”).
Extension names are case-insensitive. Defaults to null, meaning all file name
extensions are allowed.


		mimeTypes: a list of file MIME types that are allowed to be uploaded. This can be either an array
or a string consisting of file MIME types separated by space or comma (e.g. “image/jpeg, image/png”).
Mime type names are case-insensitive. Defaults to null, meaning all MIME types are allowed.


		minSize: the minimum number of bytes required for the uploaded file. Defaults to null, meaning no lower limit.


		maxSize: the maximum number of bytes allowed for the uploaded file. Defaults to null, meaning no upper limit.


		maxFiles: the maximum number of files that the given attribute can hold. Defaults to 1, meaning
the input must be a single uploaded file. If it is greater than 1, then the input must be an array
consisting of at most maxFiles number of uploaded files.


		checkExtensionByMimeType: whether to check the file extension by the file’s MIME type. If the extension produced by
MIME type check differs from the uploaded file extension, the file will be considered as invalid. Defaults to true,
meaning perform such check.





FileValidator is used together with [[yii\web\UploadedFile]]. Please refer to the Uploading Files
section for complete coverage about uploading files and performing validation about the uploaded files.





[[yii\validators\FilterValidator|filter]] 


[
    // trim "username" and "email" inputs
    [['username', 'email'], 'filter', 'filter' => 'trim', 'skipOnArray' => true],

    // normalize "phone" input
    ['phone', 'filter', 'filter' => function ($value) {
        // normalize phone input here
        return $value;
    }],
]



This validator does not validate data. Instead, it applies a filter on the input value and assigns it
back to the attribute being validated.



		filter: a PHP callback that defines a filter. This can be a global function name, an anonymous function, etc.
The function signature must be function ($value) { return $newValue; }. This property must be set.


		skipOnArray: whether to skip the filter if the input value is an array. Defaults to false.
Note that if the filter cannot handle array input, you should set this property to be true. Otherwise some
PHP error might occur.






Tip: If you want to trim input values, you may directly use the trim validator.




Tip: There are many PHP functions that have the signature expected for the filter callback.
For example to apply type casting (using e.g. intval [http://php.net/manual/en/function.intval.php],
boolval [http://php.net/manual/en/function.boolval.php], ...) to ensure a specific type for an attribute,
you can simply specify the function names of the filter without the need to wrap them in a closure:


['property', 'filter', 'filter' => 'boolval'],
['property', 'filter', 'filter' => 'intval'],










[[yii\validators\ImageValidator|image]] 


[
    // checks if "primaryImage" is a valid image with proper size
    ['primaryImage', 'image', 'extensions' => 'png, jpg',
        'minWidth' => 100, 'maxWidth' => 1000,
        'minHeight' => 100, 'maxHeight' => 1000,
    ],
]



This validator checks if the input value represents a valid image file. It extends from the file validator
and thus inherits all its properties. Besides, it supports the following additional properties specific for image
validation purpose:



		minWidth: the minimum width of the image. Defaults to null, meaning no lower limit.


		maxWidth: the maximum width of the image. Defaults to null, meaning no upper limit.


		minHeight: the minimum height of the image. Defaults to null, meaning no lower limit.


		maxHeight: the maximum height of the image. Defaults to null, meaning no upper limit.








[[yii\validators\RangeValidator|in]] 


[
    // checks if "level" is 1, 2 or 3
    ['level', 'in', 'range' => [1, 2, 3]],
]



This validator checks if the input value can be found among the given list of values.



		range: a list of given values within which the input value should be looked for.


		strict: whether the comparison between the input value and the given values should be strict
(both the type and value must be the same). Defaults to false.


		not: whether the validation result should be inverted. Defaults to false. When this property is set true,
the validator checks if the input value is NOT among the given list of values.


		allowArray: whether to allow the input value to be an array. When this is true and the input value is an array,
every element in the array must be found in the given list of values, or the validation would fail.








[[yii\validators\NumberValidator|integer]] 


[
    // checks if "age" is an integer
    ['age', 'integer'],
]



This validator checks if the input value is an integer.



		max: the upper limit (inclusive) of the value. If not set, it means the validator does not check the upper limit.


		min: the lower limit (inclusive) of the value. If not set, it means the validator does not check the lower limit.








[[yii\validators\RegularExpressionValidator|match]] 


[
    // checks if "username" starts with a letter and contains only word characters
    ['username', 'match', 'pattern' => '/^[a-z]\w*$/i']
]



This validator checks if the input value matches the specified regular expression.



		pattern: the regular expression that the input value should match. This property must be set,
or an exception will be thrown.


		not: whether to invert the validation result. Defaults to false, meaning the validation succeeds
only if the input value matches the pattern. If this is set true, the validation is considered
successful only if the input value does NOT match the pattern.








[[yii\validators\NumberValidator|number]] 


[
    // checks if "salary" is a number
    ['salary', 'number'],
]



This validator checks if the input value is a number. It is equivalent to the double validator.



		max: the upper limit (inclusive) of the value. If not set, it means the validator does not check the upper limit.


		min: the lower limit (inclusive) of the value. If not set, it means the validator does not check the lower limit.








[[yii\validators\RequiredValidator|required]] 


[
    // checks if both "username" and "password" are not empty
    [['username', 'password'], 'required'],
]



This validator checks if the input value is provided and not empty.



		requiredValue: the desired value that the input should be. If not set, it means the input should not be empty.


		strict: whether to check data types when validating a value. Defaults to false.
When requiredValue is not set, if this property is true, the validator will check if the input value is
not strictly null; If this property is false, the validator will use a loose rule to determine a value is empty or not.
When requiredValue is set, the comparison between the input and requiredValue will also check data types
if this property is true.






Info: How to determine if a value is empty or not is a separate topic covered
in the Empty Values section.






[[yii\validators\SafeValidator|safe]] 


[
    // marks "description" to be a safe attribute
    ['description', 'safe'],
]



This validator does not perform data validation. Instead, it is used to mark an attribute to be
a safe attribute.





[[yii\validators\StringValidator|string]] 


[
    // checks if "username" is a string whose length is between 4 and 24
    ['username', 'string', 'length' => [4, 24]],
]



This validator checks if the input value is a valid string with certain length.



		length: specifies the length limit of the input string being validated. This can be specified
in one of the following forms:
		an integer: the exact length that the string should be of;


		an array of one element: the minimum length of the input string (e.g. [8]). This will overwrite min.


		an array of two elements: the minimum and maximum lengths of the input string (e.g. [8, 128]).
This will overwrite both min and max.








		min: the minimum length of the input string. If not set, it means no minimum length limit.


		max: the maximum length of the input string. If not set, it means no maximum length limit.


		encoding: the encoding of the input string to be validated. If not set, it will use the application’s
[[yii\base\Application::charset|charset]] value which defaults to UTF-8.








[[yii\validators\FilterValidator|trim]] 


[
    // trims the white spaces surrounding "username" and "email"
    [['username', 'email'], 'trim'],
]



This validator does not perform data validation. Instead, it will trim the surrounding white spaces around
the input value. Note that if the input value is an array, it will be ignored by this validator.





[[yii\validators\UniqueValidator|unique]] 


[
    // a1 needs to be unique in the column represented by the "a1" attribute
    ['a1', 'unique'],

    // a1 needs to be unique, but column a2 will be used to check the uniqueness of the a1 value
    ['a1', 'unique', 'targetAttribute' => 'a2'],

    // a1 and a2 need to be unique together, and they both will receive error message
    [['a1', 'a2'], 'unique', 'targetAttribute' => ['a1', 'a2']],

    // a1 and a2 need to be unique together, only a1 will receive error message
    ['a1', 'unique', 'targetAttribute' => ['a1', 'a2']],

    // a1 needs to be unique by checking the uniqueness of both a2 and a3 (using a1 value)
    ['a1', 'unique', 'targetAttribute' => ['a2', 'a1' => 'a3']],
]



This validator checks if the input value is unique in a table column. It only works
with Active Record model attributes. It supports validation against
either a single column or multiple columns.



		targetClass: the name of the Active Record class that should be used
to look for the input value being validated. If not set, the class of the model currently being validated will be used.


		targetAttribute: the name of the attribute in targetClass that should be used to validate the uniqueness
of the input value. If not set, it will use the name of the attribute currently being validated.
You may use an array to validate the uniqueness of multiple columns at the same time. The array values
are the attributes that will be used to validate the uniqueness, while the array keys are the attributes
whose values are to be validated. If the key and the value are the same, you can just specify the value.


		filter: additional filter to be applied to the DB query used to check the uniqueness of the input value.
This can be a string or an array representing the additional query condition (refer to [[yii\db\Query::where()]]
on the format of query condition), or an anonymous function with the signature function ($query), where $query
is the [[yii\db\Query|Query]] object that you can modify in the function.








[[yii\validators\UrlValidator|url]] 


[
    // checks if "website" is a valid URL. Prepend "http://" to the "website" attribute
    // if it does not have a URI scheme
    ['website', 'url', 'defaultScheme' => 'http'],
]



This validator checks if the input value is a valid URL.



		validSchemes: an array specifying the URI schemes that should be considered valid. Defaults to ['http', 'https'],
meaning both http and https URLs are considered to be valid.


		defaultScheme: the default URI scheme to be prepended to the input if it does not have the scheme part.
Defaults to null, meaning do not modify the input value.


		enableIDN: whether the validator should take into account IDN (internationalized domain names).
Defaults to false. Note that in order to use IDN validation you have to install and enable the intl PHP
extension, otherwise an exception would be thrown.
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キャッシュ


ウェブアプリケーションのパフォーマンスを向上させるための簡単で効果的な方法としてキャッシュというものがあります。比較的静的なデータをキャッシュに格納し、必要に応じてキャッシュからそれらを取得することによって、アプリケーションは一からデータを生成するのに必要な時間を節約することができます。


キャッシュはさまざまなレベルのものを、アプリケーション内のさまざまな場所で使用することができます。例えばサーバサイドでの低いレベルでは、データベースから取得した最新の記事情報リストのような基本的なデータを格納するために使用したり、高いレベルでは、レンダリング結果の一部分、最新の記事であったり、またウェブページ全体を格納するためなどにも使用できます。クライアントサイドでは、ブラウザのキャッシュに最近訪れたことのあるページの内容を格納するために HTTP キャッシュを使用することもできます。


Yii では以下のリストに挙げられているキャッシュ機構をサポートしています:



		データキャッシュ


		フラグメントキャッシュ


		ページキャッシュ


		HTTP キャッシュ
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Travailler avec les formulaires


Cette section décrit la création d’une nouvelle page comprenant un formulaire pour recevoir des données des
utilisateurs.
La page affichera un formulaire composé d’un champ de saisie nom et un champ de saisie email.
Une fois ces deux informations reçues de l’utilisateur, la page affichera les valeurs entrées pour confirmation.


Pour atteindre ce but, vous créerez non seulement une action et deux
vues, mais aussi un modèle.


Au long de ce tutoriel, vous apprendrez à :



		Créer un modèle pour représenter les données saisies par un utilisateur à travers un
formulaire


		Déclarer des règles pour valider les données entrées


		Construire un formulaire HTML dans une vue






Créer un Modèle 


Les données demandées à l’utilisateur seront représentées par une classe de modèle EntryForm comme montrée ci-dessous
enregistrée dans le fichier models/EntryForm.php. Merci de vous référer à la section
Auto-chargement de Classes pour plus de détails sur la convention de nommage de fichiers
classes.


<?php

namespace app\models;

use yii\base\Model;

class EntryForm extends Model
{
    public $nom;
    public $email;

    public function rules()
    {
        return [
            [['nom', 'email'], 'required'],
            ['email', 'email'],
        ];
    }
}



La classe étend [[yii\base\Model]], une classe de base fournie par Yii, communément utilisée pour représenter des
données de formulaire.



Info: [[yii\base\Model]] est utilisée en tant que parent pour des classes modèles qui ne sont pas associées à des
tables de base de données.
[[yii\db\ActiveRecord]] est normalement le parent pour les classes modèles qui correspondent à des tables de bases de
données.



La classe EntryForm contient deux membres publics, nom et email, qui sont utilisés pour stocker les données
saisies par l’utilisateur. Elle contient également une méthode nommée rules(), qui renvoie un assortiment de règles
pour valider les données. Les règles de validation déclarées ci-dessus énoncent que



		à la fois les valeurs de nom et email sont requises


		la donnée email doit être une adresse email syntaxiquement valide





Si vous avez un objet EntryForm peuplé par les données saisies par un utilisateur, vous pouvez appeler sa méthode
[[yii\base\Model::validate()|validate()]] pour déclencher les routines de validation de données. Un échec de validation
de données affectera la valeur true à la propriété [[yii\base\Model::hasErrors|hasErrors]], et vous pourrez connaître
quelles erreurs de validations sont apparues via [[yii\base\Model::getErrors|errors]].


<?php
$model = new EntryForm();
$model->nom = 'Qiang';
$model->email = 'mauvais';
if ($model->validate()) {
    // Bien!
} else {
    // Echec!
    // Use $model->getErrors()
}






Créer une Action 


Maintenant, vous allez créer une action entry dans le contrôleur site qui utilisera le nouveau modèle. Le processus
de création et d’utilisation d’actions a été expliqué dans la section Hello World.


<?php

namespace app\controllers;

use Yii;
use yii\web\Controller;
use app\models\EntryForm;

class SiteController extends Controller
{
    // ...code existant...

    public function actionEntry()
    {
        $model = new EntryForm;

        if ($model->load(Yii::$app->request->post()) && $model->validate()) {
            // données valides reçues dans $model

            // faire quelque chose de significatif ici avec $model ...

            return $this->render('entry-confirm', ['model' => $model]);
        } else {
            // soit la page est affichée au début soit il y a des erreurs de validation
            return $this->render('entry', ['model' => $model]);
        }
    }
}



L’action commence par créer un objet EntryForm. Puis, elle tente de peupler le modèle avec les données de $_POST,
fournies dans yii par [[yii\web\Request::post()]].
Si le modèle est peuplé avec succès (c’est à dire, si l’utilisateur a soumis le formulaire HTML), l’action appellera
[[yii\base\Model::validate()|validate()]] pour s’assurer de la validité de toutes les valeurs.



Info: L’expression Yii::$app représente l’instance d’application, qui est un singleton
accessible de manière globale. C’est aussi un annuaire de services qui  fournit des
composants tels que request, response, db, etc. pour assister des fonctionnalités spécifiques. Dans le code
ci-dessus, le composant request de l’instance d’application est utilisé pour accéder aux données $_POST.



Si tout se passe bien, l’action effectuera le rendu d’une vue nommée entry-confirm pour confirmer le succès de la
soumission à l’utilisateur. Si aucune donnée n’est soumise ou si les données contiennent des erreurs, la vue entry
sera générée, dans laquelle le formulaire HTML sera affiché, ainsi que tout message d’erreur de validation.



Note: Dans cet exemple très simple, nous effectuons le rendu de la page de confirmation après soumission de données
valides. En pratique, vous devriez envisager d’utiliser [[yii\web\Controller::refresh()|refresh()]] ou
[[yii\web\Controller::redirect()|redirect()]] pour éviter les
problèmes de multiple soumission de formulaire [http://fr.wikipedia.org/wiki/Post-Redirect-Get].






Créer des Vues 


Enfin, créez deux fichiers de vue nommés entry-confirm et entry. Ceux-ci seront rendus par l’action entry,
comme décrit précédemment.


La vue entry-confirm affiche simplement les données de nom et email. Elle doit être placée dans le fichier
views/site/entry-confirm.php.


<?php
use yii\helpers\Html;
?>
<p>Vous avez entré les informations suivantes :</p>

<ul>
    <li><label>Nom</label>: <?= Html::encode($model->nom) ?></li>
    <li><label>Email</label>: <?= Html::encode($model->email) ?></li>
</ul>



La vue entry affiche un formulaire HTML. Elle doit être stockée dans le placée views/site/entry.php.


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\ActiveForm;
?>
<?php $form = ActiveForm::begin(); ?>

    <?= $form->field($model, 'nom') ?>

    <?= $form->field($model, 'email') ?>

    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('Soumettre', ['class' => 'btn btn-primary']) ?>
    </div>

<?php ActiveForm::end(); ?>



La vue utilise un widget puissant appelé [[yii\widgets\ActiveForm|ActiveForm]] pour construire
le formulaire HTML. Les méthodes begin() et end() du widget effectuent respectivement le rendu des tags ouvrant et
fermant du formulaire. Entre les deux appels de méthode, des champs de saisie sont créés par la méthode
[[yii\widgets\ActiveForm::field()|field()]]. Le premier champ de saisie concerne la donnée “nom”, et le second la
donnée “email”. Après les champs de saisie, la méthode [[yii\helpers\Html::submitButton()]] est appelée pour générer un
bouton de soumission.





Essayer 


Pour voir comment ça fonctionne, utilisez votre navigateur pour accéder à l’URL suivante :


http://hostname/index.php?r=site/entry



Vous verrez une page affichant un formulaire comportant deux champs de saisie. Devant chaque champ de saisie, une
étiquette indique quelle donnée est attendue. Si vous cliquez sur le bouton de soumission sans entrer quoi que ce soit,
ou si vous ne fournissez pas d’adresse email valide, vous verrez un message d’erreur s’afficher à coté de chaque champ
de saisie posant problème.


[image: Formulaire Comportant des Erreurs de Validation]


Après avoir saisi un nom et une adresse email valide et cliqué sur le bouton de soumission, vous verrez une nouvelle
page affichant les données que vous venez de saisir.


[image: Confirmation de la Saisie de Données]



La Magie expliquée 


Vous vous demandez peut-être comment le formulaire HTML fonctionne en coulisse, parce qu’il semble presque magique
qu’il puisse afficher une étiquette pour chaque champ de saisie et afficher sans rafraichir la page des messages
d’erreur si vous n’entrez pas les données correctement.


Oui, la validation de données est initialement faite coté client en Javascript, et ensuite effectuée coté serveur en
PHP.
[[yii\widgets\ActiveForm]] est suffisamment intelligent pour extraire les règles de validation que vous avez déclarées
dans EntryForm, le transformer en code Javascript exécutable, et utiliser le Javascript pour effectuer la validation
des données. Dans le cas où vous auriez désactivé le Javascript sur votre navigateur, la validation sera tout de même
effectuée coté serveur, comme montré dans la méthode actionEntry(). Cela garantit la validité des données en toutes
circonstances.



Attention : La validation coté client est un confort qui permet une meilleure expérience utilisateur. La validation coté serveur est toujours nécessaire, que la validation coté client soit ou non en place.



Les étiquettes des champs de saisie sont générés par la méthode field(), en utilisant les noms des propriété du
modèle.
Par exemple, l’étiquette Nom sera générée à partir de la propriété nom.


Vous pouvez personnaliser une étiquette dans une vue en employant le code suivant :


<?= $form->field($model, 'nom')->label('Votre Nom') ?>
<?= $form->field($model, 'email')->label('Votre Email') ?>




Info: Yii fournit ne nombreux widgets pour vous aider à construire rapidement des vues complexes et dynamiques.
Comme vous l’apprendrez plus tard, écrire un widget et aussi extrêmement simple. Vous voudrez sans doute transformer   une grande partie de votre code de vues en widgets réutilisables pour simplifier les développements de vues futurs.








Résumé 


Dans cette section du guide, vous avez touché toutes les parties du patron de conception MVC. Vous avez appris à créer
une classe modèle pour représenter les données utilisateur et valider lesdites données.


Vous avez également appris comment recevoir des données des utilisateurs et comment les réafficher dans le navigateur.
C’est une tâche qui peut prendre beaucoup de temps lors du développement d’une application, mais Yii propose des
widgets puissants pour rendre cette tâche très facile.


Dans la prochaine section, vous apprendrez comment travailler avec des bases de données, qui sont nécessaires dans presque toutes les applications.
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Working with Third-Party Code


From time to time, you may need to use some third-party code in your Yii applications. Or you may want to
use Yii as a library in some third-party systems. In this section, we will show how to achieve these goals.



Using Third-Party Libraries in Yii 


To use a third-party library in a Yii application, you mainly need to make sure the classes in the library
are properly included or can be autoloaded.



Using Composer Packages 


Many third-party libraries are released in terms of Composer [https://getcomposer.org/] packages.
You can install such libraries by taking the following two simple steps:



		modify the composer.json file of your application and specify which Composer packages you want to install.


		run composer install to install the specified packages.





The classes in the installed Composer packages can be autoloaded using the Composer autoloader. Make sure
the entry script of your application contains the following lines to install
the Composer autoloader:


// install Composer autoloader
require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');

// include Yii class file
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');






Using Downloaded Libraries 


If a library is not released as a Composer package, you should follow its installation instructions to install it.
In most cases, you will need to download a release file manually and unpack it in the BasePath/vendor directory,
where BasePath represents the base path of your application.


If a library carries its own class autoloader, you may install it in the entry script
of your application. It is recommended the installation is done before you include the Yii.php file so that
the Yii class autoloader can take precedence in autoloading classes.


If a library does not provide a class autoloader, but its class naming follows PSR-4 [http://www.php-fig.org/psr/psr-4/],
you may use the Yii class autoloader to autoload the classes. All you need to do is just to declare a
root alias for each root namespace used in its classes. For example,
assume you have installed a library in the directory vendor/foo/bar, and the library classes are under
the xyz root namespace. You can include the following code in your application configuration:


[
    'aliases' => [
        '@xyz' => '@vendor/foo/bar',
    ],
]



If neither of the above is the case, it is likely that the library relies on PHP include path configuration to
correctly locate and include class files. Simply follow its instruction on how to configure the PHP include path.


In the worst case when the library requires explicitly including every class file, you can use the following method
to include the classes on demand:



		Identify which classes the library contains.


		List the classes and the corresponding file paths in Yii::$classMap in the entry script
of the application. For example,





Yii::$classMap['Class1'] = 'path/to/Class1.php';
Yii::$classMap['Class2'] = 'path/to/Class2.php';








Using Yii in Third-Party Systems 


Because Yii provides many excellent features, sometimes you may want to use some of its features to support
developing or enhancing 3rd-party systems, such as WordPress, Joomla, or applications developed using other PHP
frameworks. For example, you may want to use the [[yii\helpers\ArrayHelper]] class or use the
Active Record feature in a third-party system. To achieve this goal, you mainly need to
take two steps: install Yii, and bootstrap Yii.


If the third-party system uses Composer to manage its dependencies, you can simply run the following commands
to install Yii:


composer global require "fxp/composer-asset-plugin:1.0.0"
composer require yiisoft/yii2
composer install



The first command installs the composer asset plugin [https://github.com/francoispluchino/composer-asset-plugin/]
which allows managing bower and npm package dependencies through Composer. Even if you only want to use the database
layer or other non-asset related features of Yii, this is required to install the Yii composer package.
See also the general section about installing Yii for more information
on Composer and solution to possible issues popping up during the installation.


Otherwise, you can download [http://www.yiiframework.com/download/] the Yii release file and unpack it in
the BasePath/vendor directory.


Next, you should modify the entry script of the 3rd-party system by including the following code at the beginning:


require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

$yiiConfig = require(__DIR__ . '/../config/yii/web.php');
new yii\web\Application($yiiConfig); // Do NOT call run() here



As you can see, the code above is very similar to that in the entry script of
a typical Yii application. The only difference is that after the application instance is created, the run() method
is not called. This is because by calling run(), Yii will take over the control of the request handling workflow
which is not needed in this case and already handled by the existing application.


Like in a Yii application, you should configure the application instance based on the environment running
the third-party system. For example, to use the Active Record feature, you need to configure
the db application component with the DB connection setting used by the third-party system.


Now you can use most features provided by Yii. For example, you can create Active Record classes and use them
to work with databases.





Using Yii 2 with Yii 1 


If you were using Yii 1 previously, it is likely you have a running Yii 1 application. Instead of rewriting
the whole application in Yii 2, you may just want to enhance it using some of the features only available in Yii 2.
This can be achieved as described below.



Note: Yii 2 requires PHP 5.4 or above. You should make sure that both your server and the existing application
support this.



First, install Yii 2 in your existing application by following the instructions given in the last subsection.


Second, modify the entry script of the application as follows,


// include the customized Yii class described below
require(__DIR__ . '/../components/Yii.php');

// configuration for Yii 2 application
$yii2Config = require(__DIR__ . '/../config/yii2/web.php');
new yii\web\Application($yii2Config); // Do NOT call run()

// configuration for Yii 1 application
$yii1Config = require(__DIR__ . '/../config/yii1/main.php');
Yii::createWebApplication($yii1Config)->run();



Because both Yii 1 and Yii 2 have the Yii class, you should create a customized version to combine them.
The above code includes the customized Yii class file, which can be created as follows.


$yii2path = '/path/to/yii2';
require($yii2path . '/BaseYii.php'); // Yii 2.x

$yii1path = '/path/to/yii1';
require($yii1path . '/YiiBase.php'); // Yii 1.x

class Yii extends \yii\BaseYii
{
    // copy-paste the code from YiiBase (1.x) here
}

Yii::$classMap = include($yii2path . '/classes.php');
// register Yii2 autoloader via Yii1
Yii::registerAutoloader(['Yii', 'autoload']);
// create the dependency injection container
Yii::$container = new yii\di\Container;



That’s all! Now in any part of your code, you can use Yii::$app to access the Yii 2 application instance, while
Yii::app() will give you the Yii 1 application instance:


echo get_class(Yii::app()); // outputs 'CWebApplication'
echo get_class(Yii::$app);  // outputs 'yii\web\Application'
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レート制限


悪用を防止するために、あなたの API に レート制限 を加えることを検討すべきです。
例えば、各ユーザの API 使用を 10 分間で最大 100 回までの API 呼び出しに制限したいとしましょう。
ユーザから上記の期間内に多すぎるリクエストを受け取った場合は、ステータスコード 429 (「リクエストが多すぎる」の意味) を持つレスポンスを返すのです。


レート制限を可能にするためには、[[yii\web\User::identityClass|ユーザアイデンティティクラス]] で [[yii\filters\RateLimitInterface]] を実装しなければなりません。
このインタフェイスは次の三つのメソッドを実装することを要求します。



		getRateLimit(): 許可されているリクエストの最大数と期間を返します
(例えば、[100, 600] は 600 秒間に最大 100 回の API 呼び出しが出来ることを意味します)。


		loadAllowance(): 許可されているリクエストの残り数と、レート制限が最後にチェックされたときの対応する UNIX タイムスタンプを返します。


		saveAllowance(): 許可されているリクエストの残り数と現在の UNIX タイムスタンプの両方を保存します。





許容されているリクエスト数とタイムスタンプの情報を記録するために、ユーザのテーブルの二つのカラムを使うことが出来ます。
それらを定義すれば、loadAllowance() と saveAllowance() は、認証された現在のユーザに対応する二つのカラムの値を読み書きするものとして実装することが出来ます。
パフォーマンスを向上させるために、これらの情報の断片をキャッシュや NoSQL ストレージに保存することを検討しても良いでしょう。


アイデンティティのクラスに必要なインタフェイスを実装すると、Yii は [[yii\rest\Controller]] のアクションフィルタとして構成された [[yii\filters\RateLimiter]] を使って、自動的にレート制限のチェックを行うようになります。
レート制限を超えると、レートリミッタが [[yii\web\TooManyRequestsHttpException]] を投げます。


レートリミッタは、REST コントローラクラスの中で、次のようにして構成することが出来ます。


public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['rateLimiter']['enableRateLimitHeaders'] = false;
    return $behaviors;
}



レート制限が有効にされると、デフォルトでは、送信される全てのレスポンスに、現在のレート制限の情報を含む次の HTTP ヘッダが付加されます。



		X-Rate-Limit-Limit - 一定期間内に許可されるリクエストの最大数


		X-Rate-Limit-Remaining - 現在の期間において残っている許可されているリクエスト数


		X-Rate-Limit-Reset - 許可されているリクエストの最大数にリセットされるまで待たなければならない秒数





これらのヘッダは、上記のコード例で示されているように、[[yii\filters\RateLimiter::enableRateLimitHeaders]] を false に設定することで無効にすることが出来ます。
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En savoir plus


Si vous avez entièrement lu la section “Mise en Route”, vous avec maintenant créé une application Yii complète. Ce
faisant, vous avez appris comment implémenter des fonctionnalités couramment utilisées, telles que recueillir des
données d’un utilisateur via un formulaire HTML, chercher des données dans une base de données, et afficher des données
de manière paginée. Vous avez également appris à utiliser Gii pour générer du code automatiquement.
Utiliser Gii pour générer du code rend le gros de votre processus de développement Web aussi simple que de remplir de
simples formulaires.


Cette section va résumer les ressources Yii disponibles pour vous aider à être plus productif dans l’utilisation du
framework.
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Comme son nom l’indique, le guide définit précisément comment Yii fonctionne et fournit des instructions générales
sur l’utilisation de Yii. C’est le tutoriel pour Yii le plus important, un que vous devriez lire avant d’écrire le
moindre code Yii.


		La Référence de Classes :
Elle spécifie l’usage de toutes les classes fournies par Yii. Elle doit être principalement utilisée lorsque
vous utilisez du code et souhaitez comprendre l’usage d’une classe, méthode ou propriété particulière.
L’utilisation de la référence de classe est plus appropriée quand vous avez une compréhension contextuelle du
framework entier.


		Les Articles Wiki:
Les articles wiki sont écrits par des utilisateurs de Yii en fonction de leurs propres expériences. Ils sont en
général écrits comme des recettes de cuisine, et montrent comment résoudre des problèmes pratiques en utilisant
Yii. Bien que la qualité de ces articles peut être inférieure à celle du Guide Définitif, ils sont utiles du fait
qu’ils couvrent des sujets plus vastes et peuvent fournir des solutions clef-en-main.


		Livres








		Extensions [http://www.yiiframework.com/extensions/]:
Yii est fort d’une librairie de milliers d’extensions créées par les utilisateurs, qui peuvent être facilement
ajoutées à votre application, rendant son développement encore plus facile et plus rapide.


		Communauté
		Forum : http://www.yiiframework.com/forum/


		Chat IRC : Les canal #yii sur le réseau freenode (irc://irc.freenode.net/yii)


		GitHub : https://github.com/yiisoft/yii2


		Facebook : https://www.facebook.com/groups/yiitalk/


		Twitter : https://twitter.com/yiiframework


		LinkedIn : https://www.linkedin.com/groups/yii-framework-1483367
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Upgrading from Version 1.1


There are many differences between versions 1.1 and 2.0 of Yii as the framework was completely rewritten for 2.0.
As a result, upgrading from version 1.1 is not as trivial as upgrading between minor versions. In this guide you’ll
find the major differences between the two versions.


If you have not used Yii 1.1 before, you can safely skip this section and turn directly to “Getting started”.


Please note that Yii 2.0 introduces more new features than are covered in this summary. It is highly recommended
that you read through the whole definitive guide to learn about them all. Chances are that
some features you previously had to develop for yourself are now part of the core code.



Installation


Yii 2.0 fully embraces Composer [https://getcomposer.org/], the de facto PHP package manager. Installation
of the core framework, as well as extensions, are handled through Composer. Please refer to
the Installing Yii section to learn how to install Yii 2.0. If you want to
create new extensions, or turn your existing 1.1 extensions into 2.0-compatible extensions, please refer to
the Creating Extensions section of the guide.





PHP Requirements


Yii 2.0 requires PHP 5.4 or above, which is a huge improvement over PHP version 5.2 that is required by Yii 1.1.
As a result, there are many differences on the language level that you should pay attention to.
Below is a summary of the major changes regarding PHP:



		Namespaces [http://php.net/manual/en/language.namespaces.php].


		Anonymous functions [http://php.net/manual/en/functions.anonymous.php].


		Short array syntax [...elements...] is used instead of array(...elements...).


		Short echo tags <?= are used in view files. This is safe to use starting from PHP 5.4.


		SPL classes and interfaces [http://php.net/manual/en/book.spl.php].


		Late Static Bindings [http://php.net/manual/en/language.oop5.late-static-bindings.php].


		Date and Time [http://php.net/manual/en/book.datetime.php].


		Traits [http://php.net/manual/en/language.oop5.traits.php].


		intl [http://php.net/manual/en/book.intl.php]. Yii 2.0 makes use of the intl PHP extension
to support internationalization features.








Namespace


The most obvious change in Yii 2.0 is the use of namespaces. Almost every core class
is namespaced, e.g., yii\web\Request. The “C” prefix is no longer used in class names.
The naming scheme now follows the directory structure. For example, yii\web\Request
indicates that the corresponding class file is web/Request.php under the Yii framework folder.


(You can use any core class without explicitly including that class file, thanks to the Yii
class loader.)





Component and Object


Yii 2.0 breaks the CComponent class in 1.1 into two classes: [[yii\base\Object]] and [[yii\base\Component]].
The [[yii\base\Object|Object]] class is a lightweight base class that allows defining object properties
via getters and setters. The [[yii\base\Component|Component]] class extends from [[yii\base\Object|Object]] and supports
events and behaviors.


If your class does not need the event or behavior feature, you should consider using
[[yii\base\Object|Object]] as the base class. This is usually the case for classes that represent basic
data structures.





Object Configuration


The [[yii\base\Object|Object]] class introduces a uniform way of configuring objects. Any descendant class
of [[yii\base\Object|Object]] should declare its constructor (if needed) in the following way so that
it can be properly configured:


class MyClass extends \yii\base\Object
{
    public function __construct($param1, $param2, $config = [])
    {
        // ... initialization before configuration is applied

        parent::__construct($config);
    }

    public function init()
    {
        parent::init();

        // ... initialization after configuration is applied
    }
}



In the above, the last parameter of the constructor must take a configuration array
that contains name-value pairs for initializing the properties at the end of the constructor.
You can override the [[yii\base\Object::init()|init()]] method to do initialization work that should be done after
the configuration has been applied.


By following this convention, you will be able to create and configure new objects
using a configuration array:


$object = Yii::createObject([
    'class' => 'MyClass',
    'property1' => 'abc',
    'property2' => 'cde',
], [$param1, $param2]);



More details about configurations can be found in the Object Configurations section.





Events


In Yii 1, events were created by defining an on-method (e.g., onBeforeSave). In Yii 2, you can now use any event name. You trigger an event by calling
the [[yii\base\Component::trigger()|trigger()]] method:


$event = new \yii\base\Event;
$component->trigger($eventName, $event);



To attach a handler to an event, use the [[yii\base\Component::on()|on()]] method:


$component->on($eventName, $handler);
// To detach the handler, use:
// $component->off($eventName, $handler);



There are many enhancements to the event features. For more details, please refer to the Events section.





Path Aliases


Yii 2.0 expands the usage of path aliases to both file/directory paths and URLs. Yii 2.0 also now requires
an alias name to start with the @ character, to differentiate aliases from normal file/directory paths or URLs.
For example, the alias @yii refers to the Yii installation directory. Path aliases are
supported in most places in the Yii core code. For example, [[yii\caching\FileCache::cachePath]] can take
both a path alias and a normal directory path.


A path alias is also closely related to a class namespace. It is recommended that a path
alias be defined for each root namespace, thereby allowing you to use Yii class autoloader without
any further configuration. For example, because @yii refers to the Yii installation directory,
a class like yii\web\Request can be autoloaded. If you use a third party library,
such as the Zend Framework, you may define a path alias @Zend that refers to that framework’s installation
directory. Once you’ve done that, Yii will be able to autoload any class in that Zend Framework library, too.


More on path aliases can be found in the Aliases section.





Views


The most significant change about views in Yii 2 is that the special variable $this in a view no longer refers to
the current controller or widget. Instead, $this now refers to a view object, a new concept
introduced in 2.0. The view object is of type [[yii\web\View]], which represents the view part
of the MVC pattern. If you want to access the controller or widget in a view, you can use $this->context.


To render a partial view within another view, you use $this->render(), not $this->renderPartial(). The call to render also now has to be explicitly echoed, as the render() method returns the rendering
result, rather than directly displaying it. For example:


echo $this->render('_item', ['item' => $item]);



Besides using PHP as the primary template language, Yii 2.0 is also equipped with official
support for two popular template engines: Smarty and Twig. The Prado template engine is no longer supported.
To use these template engines, you need to configure the view application component by setting the
[[yii\base\View::$renderers|View::$renderers]] property. Please refer to the Template Engines
section for more details.





Models


Yii 2.0 uses [[yii\base\Model]] as the base model, similar to CModel in 1.1.
The class CFormModel has been dropped entirely. Instead, in Yii 2 you should extend [[yii\base\Model]] to create a form model class.


Yii 2.0 introduces a new method called [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]] to declare
supported scenarios, and to indicate under which scenario an attribute needs to be validated, can be considered as safe or not, etc. For example:


public function scenarios()
{
    return [
        'backend' => ['email', 'role'],
        'frontend' => ['email', '!role'],
    ];
}



In the above, two scenarios are declared: backend and frontend. For the backend scenario, both the
email and role attributes are safe, and can be massively assigned. For the frontend scenario,
email can be massively assigned while role cannot. Both email and role should be validated using rules.


The [[yii\base\Model::rules()|rules()]] method is still used to declare the validation rules. Note that due to the introduction of [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]], there is no longer an unsafe validator.


In most cases, you do not need to override [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]]
if the [[yii\base\Model::rules()|rules()]] method fully specifies the scenarios that will exist, and if there is no need to declare
unsafe attributes.


To learn more details about models, please refer to the Models section.





Controllers


Yii 2.0 uses [[yii\web\Controller]] as the base controller class, which is similar to CController in Yii 1.1.
[[yii\base\Action]] is the base class for action classes.


The most obvious impact of these changes on your code is that a controller action should return the content
that you want to render instead of echoing it:


public function actionView($id)
{
    $model = \app\models\Post::findOne($id);
    if ($model) {
        return $this->render('view', ['model' => $model]);
    } else {
        throw new \yii\web\NotFoundHttpException;
    }
}



Please refer to the Controllers section for more details about controllers.





Widgets


Yii 2.0 uses [[yii\base\Widget]] as the base widget class, similar to CWidget in Yii 1.1.


To get better support for the framework in IDEs, Yii 2.0 introduces a new syntax for using widgets. The static methods
[[yii\base\Widget::begin()|begin()]], [[yii\base\Widget::end()|end()]], and [[yii\base\Widget::widget()|widget()]]
have been introduced, to be used like so:


use yii\widgets\Menu;
use yii\widgets\ActiveForm;

// Note that you have to "echo" the result to display it
echo Menu::widget(['items' => $items]);

// Passing an array to initialize the object properties
$form = ActiveForm::begin([
    'options' => ['class' => 'form-horizontal'],
    'fieldConfig' => ['inputOptions' => ['class' => 'input-xlarge']],
]);
... form input fields here ...
ActiveForm::end();



Please refer to the Widgets section for more details.





Themes


Themes work completely differently in 2.0. They are now based on a path mapping mechanism that maps a source
view file path to a themed view file path. For example, if the path map for a theme is
['/web/views' => '/web/themes/basic'], then the themed version for the view file
/web/views/site/index.php will be /web/themes/basic/site/index.php. For this reason, themes can now
be applied to any view file, even a view rendered outside of the context of a controller or a widget.


Also, there is no more CThemeManager component. Instead, theme is a configurable property of the view
application component.


Please refer to the Theming section for more details.





Console Applications


Console applications are now organized as controllers, like Web applications. Console controllers
should extend from [[yii\console\Controller]], similar to CConsoleCommand in 1.1.


To run a console command, use yii <route>, where <route> stands for a controller route
(e.g. sitemap/index). Additional anonymous arguments are passed as the parameters to the
corresponding controller action method, while named arguments are parsed according to
the declarations in [[yii\console\Controller::options()]].


Yii 2.0 supports automatic generation of command help information from comment blocks.


Please refer to the Console Commands section for more details.





I18N


Yii 2.0 removes the built-in date formatter and number formatter pieces in favor of the PECL intl PHP module [http://pecl.php.net/package/intl].


Message translation is now performed via the i18n application component.
This component manages a set of message sources, which allows you to use different message
sources based on message categories.


Please refer to the Internationalization section for more details.





Action Filters


Action filters are implemented via behaviors now. To define a new, custom filter, extend from [[yii\base\ActionFilter]]. To use a filter, attach the filter class to the controller
as a behavior. For example, to use the [[yii\filters\AccessControl]] filter, you would have the following
code in a controller:


public function behaviors()
{
    return [
        'access' => [
            'class' => 'yii\filters\AccessControl',
            'rules' => [
                ['allow' => true, 'actions' => ['admin'], 'roles' => ['@']],
            ],
        ],
    ];
}



Please refer to the Filtering section for more details.





Assets


Yii 2.0 introduces a new concept called asset bundle that replaces the script package concept found in Yii 1.1.


An asset bundle is a collection of asset files (e.g. JavaScript files, CSS files, image files, etc.)
within a directory. Each asset bundle is represented as a class extending [[yii\web\AssetBundle]].
By registering an asset bundle via [[yii\web\AssetBundle::register()]], you make
the assets in that bundle accessible via the Web. Unlike in Yii 1, the page registering the bundle will automatically
contain the references to the JavaScript and CSS files specified in that bundle.


Please refer to the Managing Assets section for more details.





Helpers


Yii 2.0 introduces many commonly used static helper classes, including.



		[[yii\helpers\Html]]


		[[yii\helpers\ArrayHelper]]


		[[yii\helpers\StringHelper]]


		[[yii\helpers\FileHelper]]


		[[yii\helpers\Json]]





Please refer to the Helper Overview section for more details.





Forms


Yii 2.0 introduces the field concept for building a form using [[yii\widgets\ActiveForm]]. A field
is a container consisting of a label, an input, an error message, and/or a hint text.
A field is represented as an [[yii\widgets\ActiveField|ActiveField]] object.
Using fields, you can build a form more cleanly than before:


<?php $form = yii\widgets\ActiveForm::begin(); ?>
    <?= $form->field($model, 'username') ?>
    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>
    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('Login') ?>
    </div>
<?php yii\widgets\ActiveForm::end(); ?>



Please refer to the Creating Forms section for more details.





Query Builder


In 1.1, query building was scattered among several classes, including CDbCommand,
CDbCriteria, and CDbCommandBuilder. Yii 2.0 represents a DB query in terms of a [[yii\db\Query|Query]] object
that can be turned into a SQL statement with the help of [[yii\db\QueryBuilder|QueryBuilder]] behind the scene.
For example:


$query = new \yii\db\Query();
$query->select('id, name')
      ->from('user')
      ->limit(10);

$command = $query->createCommand();
$sql = $command->sql;
$rows = $command->queryAll();



Best of all, such query building methods can also be used when working with Active Record.


Please refer to the Query Builder section for more details.





Active Record


Yii 2.0 introduces a lot of changes to Active Record. The two most obvious ones involve
query building and relational query handling.


The CDbCriteria class in 1.1 is replaced by [[yii\db\ActiveQuery]] in Yii 2. That class extends from [[yii\db\Query]], and thus
inherits all query building methods. You call [[yii\db\ActiveRecord::find()]] to start building a query:


// To retrieve all *active* customers and order them by their ID:
$customers = Customer::find()
    ->where(['status' => $active])
    ->orderBy('id')
    ->all();



To declare a relation, simply define a getter method that returns an [[yii\db\ActiveQuery|ActiveQuery]] object.
The property name defined by the getter represents the relation name. For example, the following code declares
an orders relation (in 1.1, you would have to declare relations in a central place relations()):


class Customer extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getOrders()
    {
        return $this->hasMany('Order', ['customer_id' => 'id']);
    }
}



Now you can use $customer->orders to access a customer’s orders from the related table. You can also use the following code
to perform an on-the-fly relational query with a customized query condition:


$orders = $customer->getOrders()->andWhere('status=1')->all();



When eager loading a relation, Yii 2.0 does it differently from 1.1. In particular, in 1.1 a JOIN query
would be created to select both the primary and the relational records. In Yii 2.0, two SQL statements are executed
without using JOIN: the first statement brings back the primary records and the second brings back the relational
records by filtering with the primary keys of the primary records.


Instead of returning [[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]] objects, you may chain the [[yii\db\ActiveQuery::asArray()|asArray()]]
method when building a query to return a large number of records. This will cause the query result to be returned
as arrays, which can significantly reduce the needed CPU time and memory if large number of records . For example:


$customers = Customer::find()->asArray()->all();



Another change is that you can’t define attribute default values through public properties anymore.
If you need those, you should set them in the init method of your record class.


public function init()
{
    parent::init();
    $this->status = self::STATUS_NEW;
}



There were some problems with overriding the constructor of an ActiveRecord class in 1.1. These are not present in
version 2.0 anymore. Note that when adding parameters to the constructor you might have to override [[yii\db\ActiveRecord::instantiate()]].


There are many other changes and enhancements to Active Record. Please refer to
the Active Record section for more details.





Active Record Behaviors


In 2.0, we have dropped the base behavior class CActiveRecordBehavior. If you want to create an Active Record Behavior,
you will have to extend directly from yii\base\Behavior. If the behavior class needs to respond to some events
of the owner, you have to override the events() method like the following,


namespace app\components;

use yii\db\ActiveRecord;
use yii\base\Behavior;

class MyBehavior extends Behavior
{
    // ...

    public function events()
    {
        return [
            ActiveRecord::EVENT_BEFORE_VALIDATE => 'beforeValidate',
        ];
    }

    public function beforeValidate($event)
    {
        // ...
    }
}






User and IdentityInterface


The CWebUser class in 1.1 is now replaced by [[yii\web\User]], and there is no more
CUserIdentity class. Instead, you should implement the [[yii\web\IdentityInterface]] which
is much more straightforward to use. The advanced application template provides such an example.


Please refer to the Authentication, Authorization, and Advanced Application Template sections for more details.





URL Management


URL management in Yii 2 is similar to that in 1.1. A major enhancement is that URL management now supports optional
parameters. For example, if you have a rule declared as follows, then it will match
both post/popular and post/1/popular. In 1.1, you would have had to use two rules to achieve
the same goal.


[
    'pattern' => 'post/<page:\d+>/<tag>',
    'route' => 'post/index',
    'defaults' => ['page' => 1],
]



Please refer to the Url manager docs section for more details.





Using Yii 1.1 and 2.x together


If you have legacy Yii 1.1 code that you want to use together with Yii 2.0, please refer to
the Using Yii 1.1 and 2.0 Together section.
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データベースアクセスオブジェクト


PDO [http://www.php.net/manual/ja/book.pdo.php] の上に構築された Yii DAO (データベースアクセスオブジェクト) は、リレーショナルデータベースにアクセスするためのオブジェクト指向 API を提供するものです。
これは、データベースにアクセスする他のもっと高度な方法、例えば クエリビルダ や アクティブレコード の基礎でもあります。


Yii DAO を使うときは、主として素の SQL と PHP 配列を扱う必要があります。
結果として、Yii DAO はデータベースにアクセスする方法としては最も効率的なものになります。
しかし、SQL の構文はデータベースによってさまざまに異なる場合がありますので、Yii DAO を使用するということは、特定のデータベースに依存しないアプリケーションを作るためには追加の労力が必要になる、ということをも同時に意味します。


Yii は下記の DBMS のサポートを内蔵しています。



		MySQL [http://www.mysql.com/]


		MariaDB [https://mariadb.com/]


		SQLite [http://sqlite.org/]


		PostgreSQL [http://www.postgresql.org/]


		CUBRID [http://www.cubrid.org/]: バージョン 9.3 以上。


		Oracle [http://www.oracle.com/us/products/database/overview/index.html]


		MSSQL [https://www.microsoft.com/en-us/sqlserver/default.aspx]: バージョン 2008 以上。






DB 接続を作成する 


データベースにアクセスするために、まずは、データベースに接続するために [[yii\db\Connection]] のインスタンスを作成する必要があります。


$db = new yii\db\Connection([
    'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=example',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
]);



DB 接続は、たいていは、さまざまな場所でアクセスする必要がありますので、次のように、アプリケーションコンポーネント の形式で構成するのが通例です。


return [
    // ...
    'components' => [
        // ...
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=example',
            'username' => 'root',
            'password' => '',
            'charset' => 'utf8',
        ],
    ],
    // ...
];



こうすると Yii::$app->db という式で DB 接続にアクセスすることが出来るようになります。



Tip|ヒント: あなたのアプリケーションが複数のデータベースにアクセスする必要がある場合は、複数の DB アプリケーションコンポーネントを構成することが出来ます。



DB 接続を構成するときは、つねに [[yii\db\Connection::dsn|dsn]] プロパティによってデータソース名 (DNS) を指定しなければなりません。
DSN の形式はデータベースによってさまざまに異なります。
詳細は PHP マニュアル [http://www.php.net/manual/ja/function.PDO-construct.php] を参照して下さい。
下記にいくつかの例を挙げます。



		MySQL, MariaDB: mysql:host=localhost;dbname=mydatabase


		SQLite: sqlite:/path/to/database/file


		PostgreSQL: pgsql:host=localhost;port=5432;dbname=mydatabase


		CUBRID: cubrid:dbname=demodb;host=localhost;port=33000


		MS SQL Server (via sqlsrv driver): sqlsrv:Server=localhost;Database=mydatabase


		MS SQL Server (via dblib driver): dblib:host=localhost;dbname=mydatabase


		MS SQL Server (via mssql driver): mssql:host=localhost;dbname=mydatabase


		Oracle: oci:dbname=//localhost:1521/mydatabase





ODBC 経由でデータベースに接続しようとする場合は、[[yii\db\Connection::driverName]] プロパティを構成して、Yii に実際のデータベースのタイプを知らせなければならないことに注意してください。
例えば、


'db' => [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'driverName' => 'mysql',
    'dsn' => 'odbc:Driver={MySQL};Server=localhost;Database=test',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
],



[[yii\db\Connection::dsn|dsn]] プロパティに加えて、たいていは [[yii\db\Connection::username|username]] と [[yii\db\Connection::password|password]] も構成しなければなりません。
構成可能なプロパティの全てのリストは [[yii\db\Connection]] を参照して下さい。



Info|情報: DB 接続のインスタンスを作成するとき、実際のデータベース接続は、最初の SQL を実行するか、[[yii\db\Connection::open()|open()]] メソッドを明示的に呼ぶかするまでは確立されません。






SQL クエリを実行する 


いったんデータベース接続のインスタンスを得てしまえば、次の手順に従って SQL クエリを実行することが出来ます。



		素の SQL で [[yii\db\Command]] を作成する。


		パラメータをバインドする (オプション)。


		[[yii\db\Command]] の SQL 実行メソッドの一つを呼ぶ。





次に、データベースからデータを読み出すさまざまな方法を例示します。


$db = new yii\db\Connection(...);

// 行のセットを返す。各行は、カラム名と値の連想配列。
// 結果が無い場合は空の配列が返される。
$posts = $db->createCommand('SELECT * FROM post')
            ->queryAll();

// 一つの行 (最初の行) を返す。
// 結果が無い場合は false が返される。
$post = $db->createCommand('SELECT * FROM post WHERE id=1')
           ->queryOne();

// 一つのカラム (最初のカラム) を返す。
// 結果が無い場合は空の配列が返される。
$titles = $db->createCommand('SELECT title FROM post')
             ->queryColumn();

// スカラ値を返す。
// 結果が無い場合は false が返される。
$count = $db->createCommand('SELECT COUNT(*) FROM post')
             ->queryScalar();




Note|注意: 精度を保つために、対応するデータベースカラムの型が数値である場合でも、データベースから取得されたデータは、全て文字列として表現されます。




Tip|ヒント: 接続を確立した直後に実行したい SQL がある場合 (例えば、タイムゾーンや文字セットを設定したい場合) は、[[yii\db\Connection::EVENT_AFTER_OPEN]] ハンドラの中でそれをすることが出来ます。
例えば、



return [
    // ...
    'components' => [
        // ...
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            // ...
            'on afterOpen' => function($event) {
                // $event->sender は DB 接続を指す
                $event->sender->createCommand("SET time_zone = 'UTC'")->execute();
            }
        ],
    ],
    // ...
];




パラメータをバインドする 


パラメータを持つ SQL から DB コマンドを作成するときは、SQL インジェクション攻撃を防止するために、ほとんど全ての場合においてパラメータをバインドする手法を用いるべきです。
例えば、


$post = $db->createCommand('SELECT * FROM post WHERE id=:id AND status=:status')
           ->bindValue(':id', $_GET['id'])
           ->bindValue(':status', 1)
           ->queryOne();



SQL 文において、一つまたは複数のパラメータプレースホルダ (例えば、上記のサンプルにおける :id) を埋め込むことが出来ます。
パラメータプレースホルダは、コロンから始まる文字列でなければなりません。
そして、次に掲げるパラメータをバインドするメソッドの一つを使って、パラメータの値をバインドします。



		


		


		[[yii\db\Command::bindParam()|bindParam()]]: [yii\db\Command::bindValue()|bindValue()] と似ていますが、パラメータを参照渡しでバインドすることもサポートしています。





次の例はパラメータをバインドする別の方法を示すものです。


$params = [':id' => $_GET['id'], ':status' => 1];

$post = $db->createCommand('SELECT * FROM post WHERE id=:id AND status=:status')
           ->bindValues($params)
           ->queryOne();
           
$post = $db->createCommand('SELECT * FROM post WHERE id=:id AND status=:status', $params)
           ->queryOne();



パラメータバインディングは プリペアドステートメント [http://php.net/manual/ja/mysqli.quickstart.prepared-statements.php] によって実装されています。
パラメータバインディングには、SQL インジェクション攻撃を防止する以外にも、SQL 文を一度だけ準備して異なるパラメータで複数回実行することにより、パフォーマンスを向上させる効果もあります。
例えば、


$command = $db->createCommand('SELECT * FROM post WHERE id=:id');

$post1 = $command->bindValue(':id', 1)->queryOne();
$post2 = $command->bindValue(':id', 2)->queryOne();



[[yii\db\Command::bindParam()|bindParam()]] はパラメータを参照渡しでバインドすることをサポートしていますので、上記のコードは次のように書くことも出来ます。


$command = $db->createCommand('SELECT * FROM post WHERE id=:id')
              ->bindParam(':id', $id);

$id = 1;
$post1 = $command->queryOne();

$id = 2;
$post2 = $command->queryOne();



クエリの実行の前にプレースホルダを変数 $id にバインドし、そして、後に続く各回の実行の前にその変数の値を変更していること (これは、たいてい、ループで行います) に着目してください。
このやり方でクエリを実行すると、パラメータの値が違うごとに新しいクエリを実行するのに比べて、はるかに効率が良くすることが出来ます。





SELECT しないクエリを実行する 


今までのセクションで紹介した queryXyz() メソッドは、すべて、データベースからデータを取得する SELECT クエリを扱うものでした。
データを返さないクエリのためには、代りに [[yii\db\Command::execute()]] メソッドを呼ばなければなりません。
例えば、


$db->createCommand('UPDATE post SET status=1 WHERE id=1')
   ->execute();



[[yii\db\Command::execute()]] メソッドは SQL の実行によって影響を受けた行の数を返します。


INSERT、UPDATE および DELETE クエリのためには、素の SQL を書く代りに、それぞれ、[[yii\db\Command::insert()|insert()]]、[[yii\db\Command::update()|update()]]、[[yii\db\Command::delete()|delete()]] を呼んで、対応する SQL を構築することが出来ます。
これらのメソッドは、テーブルとカラムの名前を適切に引用符で囲み、パラメータの値をバインドします。
例えば、


// INSERT (テーブル名, カラムの値)
$db->createCommand()->insert('user', [
    'name' => 'Sam',
    'age' => 30,
])->execute();

// UPDATE (テーブル名, カラムの値, 条件)
$db->createCommand()->update('user', ['status' => 1], 'age > 30')->execute();

// DELETE (テーブル名, 条件)
$db->createCommand()->delete('user', 'status = 0')->execute();



[[yii\db\Command::batchInsert()|batchInsert()]] を呼んで複数の行を一気に挿入することも出来ます。
この方法は、一度に一行を挿入するよりはるかに効率的です。


// テーブル名, カラム名, カラムの値
$db->createCommand()->batchInsert('user', ['name', 'age'], [
    ['Tom', 30],
    ['Jane', 20],
    ['Linda', 25],
])->execute();








テーブルとカラムの名前を引用符で囲む 


特定のデータベースに依存しないコードを書くときには、テーブルとカラムの名前を適切に引用符で囲むことが、たいてい、頭痛の種になります。
データベースによって名前を引用符で囲む規則がさまざまに異なるからです。
この問題を克服するために、次のように、Yii によって導入された引用符の構文を使用することが出来ます。



		[[カラム名]]: 引用符で囲まれるカラム名を二重角括弧で包む。


		{{テーブル名}}: 引用符で囲まれるテーブル名を二重波括弧で包む。





Yii DAO は、SQL に含まれるこのような構文を、対応する適切な引用符で囲まれたカラム名とテーブル名に自動的に変換します。
例えば、


// MySQL では SELECT COUNT(`id`) FROM `employee` という SQL が実行される
$count = $db->createCommand("SELECT COUNT([[id]]) FROM {{employee}}")
            ->queryScalar();




テーブルプレフィックスを使う 


あなたの DB テーブルのほとんどが何か共通のプレフィックスを持っている場合は、Yii DAO によってサポートされているテーブルプレフィックスの機能を使うことが出来ます。


最初に、[[yii\db\Connection::tablePrefix]] プロパティによって、テーブルプレフィックスを指定します。


return [
    // ...
    'components' => [
        // ...
        'db' => [
            // ...
            'tablePrefix' => 'tbl_',
        ],
    ],
];



そして、あなたのコードの中で、そのテーブルプレフィックスを名前に持つテーブルを参照しなければならないときには、いつでも {{%テーブル名}} という構文を使います。
パーセント記号は DB 接続を構成したときに指定したテーブルプレフィックスに自動的に置き換えられます。
例えば、


// MySQL では SELECT COUNT(`id`) FROM `tbl_employee` という SQL が実行される
$count = $db->createCommand("SELECT COUNT([[id]]) FROM {{%employee}}")
            ->queryScalar();








トランザクションを実行する 


一続きになった複数の関連するクエリを実行するときは、データの整合性を一貫性を保証するために、一連のクエリをトランザクションで囲む必要がある場合があります。
一連のクエリのどの一つが失敗した場合でも、データベースは、何一つクエリが実行されなかったかのような状態へとロールバックされます。


次のコードはトランザクションの典型的な使用方法を示すものです。


$db->transaction(function($db) {
    $db->createCommand($sql1)->execute();
    $db->createCommand($sql2)->execute();
    // ... その他の SQL 文を実行 ...
});



上記のコードは、次のものと等価です。


$transaction = $db->beginTransaction();

try {
    $db->createCommand($sql1)->execute();
    $db->createCommand($sql2)->execute();
    // ... その他の SQL 文を実行 ...

    $transaction->commit();

} catch(\Exception $e) {

    $transaction->rollBack();

    throw $e;
}



[[yii\db\Connection::beginTransaction()|beginTransaction()]] メソッドを呼んで、新しいトランザクションを開始します。
トランザクションは、変数 $transaction に保存された [[yii\db\Transaction]] オブジェクトとして表現されています。
そして、実行されるクエリを try...catch... ブロックで囲みます。
全てのクエリの実行が成功した場合には [[yii\db\Transaction::commit()|commit()]] を呼んでトランザクションをコミットします。
そうでなければ、例外がトリガされてキャッチされ、[[yii\db\Transaction::rollBack()|rollBack()]] が呼ばれて、失敗したクエリに先行するクエリがトランザクションの中で行った変更がロールバックされます。



分離レベルを指定する 


Yii は、トランザクションの 分離レベル [http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B6%E3%82%AF%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E5%88%86%E9%9B%A2%E3%83%AC%E3%83%99%E3%83%AB] の設定もサポートしています。
デフォルトでは、新しいトランザクションを開始したときは、データベースシステムによって設定された分離レベルを使用します。
デフォルトの分離レベルは、次のようにしてオーバーライドすることが出来ます。


$isolationLevel = \yii\db\Transaction::REPEATABLE_READ;

$db->transaction(function ($db) {
    ....
}, $isolationLevel);
 
// あるいは

$transaction = $db->beginTransaction($isolationLevel);



Yii は、最もよく使われる分離レベルのために、四つの定数を提供しています。



		[[\yii\db\Transaction::READ_UNCOMMITTED]] - 最も弱いレベル。ダーティーリード、非再現リード、ファントムが発生しうる。


		[[\yii\db\Transaction::READ_COMMITTED]] - ダーティーリードを回避。


		[[\yii\db\Transaction::REPEATABLE_READ]] - ダーティーリードと非再現リードを回避。


		[[\yii\db\Transaction::SERIALIZABLE]] - 最も強いレベル。上記の問題を全て回避。
分離レベルを指定するためには、上記の定数を使う以外に、あなたが使っている DBMS によってサポートされている有効な構文の文字列を使うことも出来ます。
例えば、PostreSQL では、SERIALIZABLE READ ONLY DEFERRABLE を使うことが出来ます。





DBMS によっては、接続全体に対してのみ分離レベルの設定を許容しているものがあることに注意してください。
その場合、すべての後続のトランザクションは、指定しなくても、同じ分離レベルで実行されます。
従って、この機能を使用するときは、相反する設定を避けるために、全てのトランザクションについて分離レベルを明示的に指定しなければなりません。
このチュートリアルを書いている時点では、これに該当する DBMS は MSSQL と SQLite だけです。



Note|注意: SQLite は、二つの分離レベルしかサポートしていません。すなわち、READ UNCOMMITTED と SERIALIZABLE しか使えません。
他のレベルを使おうとすると、例外が投げられます。




Note|注意: PostgreSQL は、トランザクションを開始する前に分離レベルを指定することを許容していません。
すなわち、トランザクションを開始するときに、分離レベルを直接に指定することは出来ません。
この場合、トランザクションを開始した後に [[yii\db\Transaction::setIsolationLevel()]] を呼び出す必要があります。






トランザクションを入れ子にする 


あなたの DBMS が Savepoint をサポートしている場合は、次のように、複数のトランザクションを入れ子にすることが出来ます。


$db->transaction(function ($db) {
    // 外側のトランザクション
    
    $db->transaction(function ($db) {
        // 内側のトランザクション
    });
});



あるいは、


$outerTransaction = $db->beginTransaction();
try {
    $db->createCommand($sql1)->execute();

    $innerTransaction = $db->beginTransaction();
    try {
        $db->createCommand($sql2)->execute();
        $innerTransaction->commit();
    } catch (Exception $e) {
        $innerTransaction->rollBack();
    }

    $outerTransaction->commit();
} catch (Exception $e) {
    $outerTransaction->rollBack();
}








レプリケーションと読み書きの分離 


多くの DBMS は、データベースの可用性とサーバのレスポンスタイムを向上させるために、データベースレプリケーション [http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AC%E3%83%97%E3%83%AA%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3#.E3.83.87.E3.83.BC.E3.82.BF.E3.83.99.E3.83.BC.E3.82.B9] をサポートしています。
データベースレプリケーションによって、データはいわゆる マスタサーバ から スレーブサーバ に複製されます。
データの書き込みと更新はすべてマスタサーバ上で実行されなければなりませんが、データの読み出しはスレーブサーバ上でも可能です。


データベースレプリケーションを活用して読み書きの分離を達成するために、[[yii\db\Connection]] コンポーネントを下記のように構成することが出来ます。


[
    'class' => 'yii\db\Connection',

    // マスタの構成
    'dsn' => 'マスタサーバの DSN',
    'username' => 'master',
    'password' => '',

    // スレーブの共通の構成
    'slaveConfig' => [
        'username' => 'slave',
        'password' => '',
        'attributes' => [
            // 短かめの接続タイムアウトを使う
            PDO::ATTR_TIMEOUT => 10,
        ],
    ],

    // スレーブの構成のリスト
    'slaves' => [
        ['dsn' => 'スレーブサーバ 1 の DSN'],
        ['dsn' => 'スレーブサーバ 2 の DSN'],
        ['dsn' => 'スレーブサーバ 3 の DSN'],
        ['dsn' => 'スレーブサーバ 4 の DSN'],
    ],
]



上記の構成は、一つのマスタと複数のスレーブを指定するものです。
読み出しのクエリを実行するためには、スレーブの一つが接続されて使用され、書き込みのクエリを実行するためには、マスタが使われます。
そのような読み書きの分離が、この構成によって、自動的に達成されます。例えば、


// 上記の構成を使って Connection のインスタンスを作成する
$db = Yii::createObject($config);

// スレーブの一つに対してクエリを実行する
$rows = $db->createCommand('SELECT * FROM user LIMIT 10')->queryAll();

// マスタに対してクエリを実行する
$db->createCommand("UPDATE user SET username='demo' WHERE id=1")->execute();




Info|情報: [[yii\db\Command::execute()]] を呼ぶことで実行されるクエリは、書き込みのクエリと見なされ、[[yii\db\Command]] の “query” メソッドのうちの一つによって実行されるその他すべてのクエリは、読み出しクエリと見なされます。
現在アクティブなスレーブ接続は $db->slave によって取得することが出来ます。



Connection コンポーネントは、スレーブ間のロードバランス調整とフェイルオーバーをサポートしています。
読み出しクエリを最初に実行するときに、Connection コンポーネントはランダムにスレーブを選んで接続を試みます。
そのスレーブが「死んでいる」ことが分かったときは、他のスレーブを試します。
スレーブが一つも使用できないときは、マスタに接続します。
[[yii\db\Connection::serverStatusCache|サーバステータスキャッシュ]] を構成することによって、「死んでいる」サーバを記憶し、[[yii\db\Connection::serverRetryInterval|一定期間]] はそのサーバへの接続を再試行しないようにすることが出来ます。



Info|情報: 上記の構成では、すべてのスレーブに対して 10 秒の接続タイムアウトが指定されています。
これは、10 秒以内に接続できなければ、そのスレーブは「死んでいる」と見なされることを意味します。
このパラメータは、実際の環境に基づいて調整することが出来ます。



複数のマスタと複数のスレーブという構成にすることも可能です。例えば、


[
    'class' => 'yii\db\Connection',

    // マスタの共通の構成
    'masterConfig' => [
        'username' => 'master',
        'password' => '',
        'attributes' => [
            // 短かめの接続タイムアウトを使う
            PDO::ATTR_TIMEOUT => 10,
        ],
    ],

    // マスタの構成のリスト
    'masters' => [
        ['dsn' => 'マスタサーバ 1 の DSN'],
        ['dsn' => 'マスタサーバ 2 の DSN'],
    ],

    // スレーブの共通の構成
    'slaveConfig' => [
        'username' => 'slave',
        'password' => '',
        'attributes' => [
            // 短かめの接続タイムアウトを使う
            PDO::ATTR_TIMEOUT => 10,
        ],
    ],

    // スレーブの構成のリスト
    'slaves' => [
        ['dsn' => 'スレーブサーバ 1 の DSN'],
        ['dsn' => 'スレーブサーバ 2 の DSN'],
        ['dsn' => 'スレーブサーバ 3 の DSN'],
        ['dsn' => 'スレーブサーバ 4 の DSN'],
    ],
]



上記の構成は、二つのマスタと四つのスレーブを指定しています。
Connection コンポーネントは、スレーブ間での場合と同じように、マスタ間でのロードバランス調整とフェイルオーバーをサポートしています。
一つ違うのは、マスタが一つも利用できないときは例外が投げられる、という点です。



Note|注意: [[yii\db\Connection::masters|masters]] プロパティを使って一つまたは複数のマスタを構成する場合は、データベース接続を定義する Connection オブジェクト自体のその他のプロパティ (例えば、dsn、username、password) は全て無視されます。



デフォルトでは、トランザクションはマスタ接続を使用します。そして、トランザクション内では、全ての DB 操作はマスタ接続を使用します。
例えば、


// トランザクションはマスタ接続で開始される
$transaction = $db->beginTransaction();

try {
    // クエリは両方ともマスタに対して実行される
    $rows = $db->createCommand('SELECT * FROM user LIMIT 10')->queryAll();
    $db->createCommand("UPDATE user SET username='demo' WHERE id=1")->execute();

    $transaction->commit();
} catch(\Exception $e) {
    $transaction->rollBack();
    throw $e;
}



スレーブ接続を使ってトランザクションを開始したいときは、次のように、明示的にそうする必要があります。


$transaction = $db->slave->beginTransaction();



時として、読み出しクエリの実行にマスタ接続を使うことを強制したい場合があります。
これは、useMaster() メソッドを使うによって達成できます。


$rows = $db->useMaster(function ($db) {
    return $db->createCommand('SELECT * FROM user LIMIT 10')->queryAll();
});



直接に $db->enableSlaves を false に設定して、全てのクエリをマスタ接続に向けることも出来ます。





データベーススキーマを扱う 


Yii DAO は、新しいテーブルを作ったり、テーブルからカラムを削除したりなど、データベーススキーマを操作することを可能にする一揃いのメソッドを提供しています。
以下がそのソッドのリストです。



		


		


		


		


		


		


		


		


		


		


		


		


		


		





これらのメソッドは次のようにして使うことが出来ます。


// CREATE TABLE
$db->createCommand()->createTable('post', [
    'id' => 'pk',
    'title' => 'string',
    'text' => 'text',
]);



テーブルに関する定義情報を DB 接続の [[yii\db\Connection::getTableSchema()|getTableSchema()]] メソッドによって取得することも出来ます。
例えば、


$table = $db->getTableSchema('post');



このメソッドは、テーブルのカラム、プライマリキー、外部キーなどの情報を含む [[yii\db\TableSchema]] オブジェクトを返します。
これらの情報は、主として クエリビルダ や アクティブレコード によって利用されて、特定のデータベースに依存しないコードを書くことを助けてくれます。
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アクティブレコード



Note|注意: この節はまだ執筆中です。



アクティブレコード [http://ja.wikipedia.org/wiki/Active_Record] は、データベースに保存されているデータにアクセスするために、オブジェクト指向のインタフェイスを提供するものです。
アクティブレコードクラスはデータベーステーブルと関連付けられて、アクティブレコードのインスタンスがそのテーブルの行に対応し、アクティブレコードのインスタンスの属性がその行のカラムの値を表現します。
生の SQL 文を書く代りに、アクティブレコードを使って、オブジェクト指向の流儀でデータベーステーブルのデータを操作することが出来ます。


例えば、Customer が customer テーブルに関連付けられたアクティブレコードクラスであり、name が customer テーブルのカラムであると仮定しましょう。
customer テーブルに新しい行を挿入するために次のコードを書くことが出来ます。


$customer = new Customer();
$customer->name = 'Qiang';
$customer->save();



上記のコードは、次のように生の SQL 文を使うのと等価なものですが、生の SQL 文の方は、直感的でなく、間違いも生じやすく、また、DBMS の違いによる互換性の問題も生じ得ます。


$db->createCommand('INSERT INTO customer (name) VALUES (:name)', [
    ':name' => 'Qiang',
])->execute();



下記が、現在 Yii のアクティブレコードによってサポートされているデータベースのリストです。



		MySQL 4.1 以降: [[yii\db\ActiveRecord]] による。


		PostgreSQL 7.3 以降: [[yii\db\ActiveRecord]] による。


		SQLite 2 および 3: [[yii\db\ActiveRecord]] による。


		Microsoft SQL Server 2008 以降: [[yii\db\ActiveRecord]] による。


		Oracle: [[yii\db\ActiveRecord]] による。


		CUBRID 9.3 以降: [[yii\db\ActiveRecord]] による。(cubrid PDO 拡張の バグ [http://jira.cubrid.org/browse/APIS-658]
のために、値を引用符で囲む機能が動作しません。そのため、サーバだけでなくクライアントも CUBRID 9.3 が必要になります)


		Sphnix: [[yii\sphinx\ActiveRecord]] による。yii2-sphinx エクステンションが必要。


		ElasticSearch: [[yii\elasticsearch\ActiveRecord]] による。yii2-elasticsearch エクステンションが必要。


		Redis 2.6.12 以降: [[yii\redis\ActiveRecord]] による。yii2-redis エクステンションが必要。


		MongoDB 1.3.0 以降: [[yii\mongodb\ActiveRecord]] による。yii2-mongodb エクステンションが必要。





ご覧のように、Yii はリレーショナルデータベースだけでなく NoSQL データベースに対してもアクティブレコードのサポートを提供しています。
このチュートリアルでは、主としてリレーショナルデータベースのためのアクティブレコードの使用方法を説明します。
しかし、ここで説明するほとんどの内容は NoSQL データベースのためのアクティブレコードにも適用することが出来るものです。



アクティブレコードクラスを宣言する


アクティブレコードクラスを宣言するためには、[[yii\db\ActiveRecord]] を拡張して、クラスと関連付けられるデータベーステーブルの名前を返す tableName メソッドを実装する必要があります。


namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class Customer extends ActiveRecord
{
    const STATUS_ACTIVE = 'active';
    const STATUS_DELETED = 'deleted';
    
    /**
     * @return string アクティブレコードクラスと関連付けられるデータベーステーブルの名前
     */
    public static function tableName()
    {
        return 'customer';
    }
}






カラムのデータにアクセスする


アクティブレコードは、対応するデータベーステーブルの行の各カラムをアクティブレコードオブジェクトの属性に割り付けます。
属性は通常のオブジェクトのパブリックなプロパティと同様の振る舞いをします。
属性の名前は対応するから無名と同じであり、大文字と小文字を区別します。


カラムの値を読み出すために、次の構文を使用することが出来ます。


// "id" と "email" は、$customer アクティブレコードオブジェクトと関連付けられたテーブルのカラム名
$id = $customer->id;
$email = $customer->email;



カラムの値を変更するためには、関連付けられたプロパティに新しい値を代入して、オブジェクトを保存します。


$customer->email = 'jane@example.com';
$customer->save();




Note|注意: 自明なことですが、カラム名が直接にアクティブレコードクラスの属性名になりますので、データベースの命名スキーマでアンダースコアを使用している場合はアンダースコアを持つ属性名になります。
例えば、user_name というカラムは、アクティブレコードのオブジェクトでは $user->user_name としてアクセスされることになります。
コードスタイルが気になるのであれば、データベースの命名スキーマも camelCase を使用しなければなりません。
しかしながら、camelCase の使用は要求されてはいません。Yii は他のどのような命名スタイルでも十分に動作します。






データベースに接続する


アクティブレコードは、データベースとの間でデータを交換するために [[yii\db\Connection|DB 接続]] を使用します。
デフォルトでは、アクティブレコードは db アプリケーションコンポーネント を接続として使用します。
データベースの基礎 で説明したように、次のようにして、アプリケーションの構成情報ファイルの中で db コンポーネントを構成することが出来ます。


return [
    'components' => [
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=testdb',
            'username' => 'demo',
            'password' => 'demo',
        ],
    ],
];



アプリケーションの中で複数のデータベースを使っており、アクティブレコードクラスのために異なる DB 接続を使いたい場合は、[[yii\db\ActiveRecord::getDb()|getDb()]] メソッドをオーバーライドすることが出来ます。


class Customer extends ActiveRecord
{
    // ...

    public static function getDb()
    {
        return \Yii::$app->db2;  // "db2" アプリケーションコンポーネントを使用
    }
}






データベースにデータを問い合わせる


アクティブレコードは、DB クエリを構築してアクティブレコードインスタンスにデータを投入するために、二つの入力メソッドを提供しています。



		[[yii\db\ActiveRecord::find()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::findBySql()]]





この二つのメソッドは [[yii\db\ActiveQuery]] のインスタンスを返します。
[[yii\db\ActiveQuery]] は [[yii\db\Query]] を拡張したものであり、従って、[[yii\db\Query]] と同じ一連の柔軟かつ強力な DB クエリ構築メソッド、例えば、where()、join()、orderBy() 等を提供します。
下記の例は、いくつかの可能性を示すものです。


// *アクティブ* な顧客を全て読み出して、その ID によって並べ替える
$customers = Customer::find()
    ->where(['status' => Customer::STATUS_ACTIVE])
    ->orderBy('id')
    ->all();

// ID が 1 である一人の顧客を返す
$customer = Customer::find()
    ->where(['id' => 1])
    ->one();

// *アクティブ* な顧客の数を返す
$count = Customer::find()
    ->where(['status' => Customer::STATUS_ACTIVE])
    ->count();

// 結果を顧客 ID によってインデックスする
$customers = Customer::find()->indexBy('id')->all();
// $customers 配列は顧客 ID によってインデックスされる

// 生の SQL 文を使って顧客を読み出す
$sql = 'SELECT * FROM customer';
$customers = Customer::findBySql($sql)->all();




Tip|ヒント: 上記のコードでは、Customer::STATUS_ACTIVE は Customer で定義されている定数です。
コードの中で、ハードコードされた文字列や数字ではなく、意味が分かる名前の定数を使用することは良いプラクティスです。



プライマリキーの値または一連のカラムの値に合致するアクティブレコードのインスタンスを返すためのショートカットメソッドが二つ提供されています。
すなわち、findOne() と findAll() です。
前者は合致する最初のインスタンスを返し、後者は合致する全てのインスタンスを返します。
例えば、


// ID が 1 である顧客を一人返す
$customer = Customer::findOne(1);

// ID が 1 である *アクティブ* な顧客を一人返す
$customer = Customer::findOne([
    'id' => 1,
    'status' => Customer::STATUS_ACTIVE,
]);

// ID が 1、2、または 3 である顧客を全て返す
$customers = Customer::findAll([1, 2, 3]);

// 状態が「削除済み」である顧客を全て返す
$customer = Customer::findAll([
    'status' => Customer::STATUS_DELETED,
]);




Note: デフォルトでは、findOne() も one() も、クエリに LIMIT 1 を追加しません。
クエリが一つだけまたは少数の行のデータしか返さないことが分かっている場合 (例えば、プライマリキーか何かでクエリをする場合) は、これで十分であり、また、この方が望ましいでしょう。
しかし、クエリが多数の行のデータを返す可能性がある場合は、パフォーマンスを向上させるために limit(1) を呼ぶべきです。
例えば、Customer::find()->where(['status' => Customer::STATUS_ACTIVE])->limit(1)->one() のように。




データを配列に読み出す


大量のデータを処理する場合には、メモリ使用量を節約するために、データベースから取得したデータを配列に保持したいこともあるでしょう。
これは、asArray() を呼ぶことによって実現できます。


// 顧客を `Customer` オブジェクトでなく配列の形式で返す
$customers = Customer::find()
    ->asArray()
    ->all();
// $customers の各要素は、「名前-値」のペアの配列



このメソッドはメモリを節約してパフォーマンスを向上させますが、低い抽象レイヤに向って一歩を踏み出すものであり、アクティブレコードのレイヤが持ついくつかの機能を失うことになるという点に注意してください。
asArray を使ってデータを読み出すことは、クエリビルダ を使って普通のクエリを実行するのと、ほとんど同じことです。
asArray を使うと、結果は、型変換の実行を伴わない単純な配列になります。
その結果、アクティブレコードオブジェクトでアクセスする場合には整数になるフィールドが、文字列の値を含むことがあり得ます。





データをバッチモードで読み出す


クエリビルダ において、大量のデータをデータベースから検索する場合に、メモリ使用量を最小化するために バッチクエリ を使うことが出来るということを説明しました。
おなじテクニックをアクティブレコードでも使うことが出来ます。
例えば、


// 一度に 10 人の顧客を読み出す
foreach (Customer::find()->batch(10) as $customers) {
    // $customers は 10 以下の Customer オブジェクトの配列
}
// 一度に 10 人の顧客を読み出して、一人ずつ反復する
foreach (Customer::find()->each(10) as $customer) {
    // $customer は Customer オブジェクト
}
// いーがーローディングをするバッチクエリ
foreach (Customer::find()->with('orders')->each() as $customer) {
}








データベースのデータを操作する


アクティブレコードは、一つのアクティブレコードインスタンスに関連付けられたテーブルの一行を挿入、更新または削除するために、次のメソッドを提供しています。



		[[yii\db\ActiveRecord::save()|save()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::insert()|insert()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::update()|update()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::delete()|delete()]]





アクティブレコードは、アクティブレコードクラスと関連付けられたテーブル全体に適用する、次の静的なメソッドを提供しています。
これらのメソッドはテーブル全体に影響を与えますので、使用するときはこの上なく注意深くしなければなりません。
例えば、deleteAll() はテーブルの全ての行を削除します。



		[[yii\db\ActiveRecord::updateCounters()|updateCounters()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::updateAll()|updateAll()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::updateAllCounters()|updateAllCounters()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::deleteAll()|deleteAll()]]





次の例は、これらのメソッドの使用方法を示すものです。


// 新しい customer のレコードを挿入する
$customer = new Customer();
$customer->name = 'James';
$customer->email = 'james@example.com';
$customer->save();  // $customer->insert() と等値

// 既存の customer のレコードを更新する
$customer = Customer::findOne($id);
$customer->email = 'james@example.com';
$customer->save();  // $customer->update() と等値

// 既存の customer のレコードを削除する
$customer = Customer::findOne($id);
$customer->delete();

// いくつかの customer のレコードを削除する
Customer::deleteAll('age > :age AND gender = :gender', [':age' => 20, ':gender' => 'M']);

// すべてのレコードの年齢に 1 を追加する
Customer::updateAllCounters(['age' => 1]);




Info|情報: save() メソッドは、アクティブレコードインスタンスが新しいものであるか否かに従って、insert() または update() を呼びます
(内部的には、[[yii\db\ActiveRecord::isNewRecord]] の値をチェックして判断します)。
アクティブレコードのインスタンスが new 演算子によって作成された場合は、save() を呼ぶと、テーブルに新しい行が挿入されます。
データベースから読み出されたアクティブレコードに対して save() を呼ぶと、テーブルの中の対応する行が更新されます。




データの入力と検証


アクティブレコードは [[yii\base\Model]] を拡張したものですので、モデル で説明したのと同じデータ入力と検証の機能をサポートしています。
例えば、[[yii\base\Model::rules()|rules()]] メソッドをオーバーライドして検証規則を宣言することが出来ます。
アクティブレコードインスタンスにユーザの入力データを一括代入することも出来ます。
また、[[yii\base\Model::validate()|validate()]] を呼んで、データ検証を実行させることも出来ます。


save()、insert() または update() を呼ぶと、これらのメソッドが自動的に [[yii\base\Model::validate()|validate()]] を呼びます。
検証が失敗すると、対応するデータ保存操作はキャンセルされます。


次の例は、アクティブレコードを使ってユーザ入力を収集/検証してデータベースに保存する方法を示すものです。


// 新しいレコードを作成する
$model = new Customer;
if ($model->load(Yii::$app->request->post()) && $model->save()) {
    // ユーザ入力が収集、検証されて、保存された
}

// プライマリキーが $id であるレコードを更新する
$model = Customer::findOne($id);
if ($model === null) {
    throw new NotFoundHttpException;
}
if ($model->load(Yii::$app->request->post()) && $model->save()) {
    // ユーザ入力が収集、検証されて、保存された
}






デフォルト値を読み出す


テーブルのカラムの定義は、デフォルト値を含むことが出来ます。
アクティブレコードのためのウェブフォームに、このデフォルト値を事前に代入しておきたい場合があるでしょう。
そうするためには、フォームを表示する前に、[[yii\db\ActiveRecord::loadDefaultValues()|loadDefaultValues()]] を呼びます。


$customer = new Customer();
$customer->loadDefaultValues();
// ... $customer の HTML フォームを表示する ...



属性に対して何かの初期値を自分自身で設定したい場合は、アクティブレコードクラスの init() メソッドをオーバーライドして、そこで値を設定することが出来ます。
例えば、status 属性のデフォルト値を設定したい場合は、


public function init()
{
    parent::init();
    $this->status = self::STATUS_ACTIVE;
}








アクティブレコードのライフサイクル


アクティブレコードがデータベースのデータの操作に使われるときのライフサイクルを理解しておくことは重要なことです。
そのライフサイクルは、概して、対応するイベントと関連付けられており、それらのイベントに対して干渉したり反応したりするコードを注入できるようになっています。
これらのイベントは特にアクティブレコードの ビヘイビア を開発するときに役に立ちます。


アクティブレコードの新しいインスタンスを作成する場合は、次のライフサイクルを経ます。



		コンストラクタ


		[[yii\db\ActiveRecord::init()|init()]]: [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_INIT|EVENT_INIT]] イベントをトリガ





[[yii\db\ActiveRecord::find()|find()]] メソッドによってデータを検索する場合は、新しくデータを投入されるアクティブレコードの全てが、それぞれ、次のライフサイクルを経ます。



		コンストラクタ


		[[yii\db\ActiveRecord::init()|init()]]: [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_INIT|EVENT_INIT]] イベントをトリガ


		[[yii\db\ActiveRecord::afterFind()|afterFind()]]: [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_AFTER_FIND|EVENT_AFTER_FIND]] イベントをトリガ





[[yii\db\ActiveRecord::save()|save()]] を呼んで、アクティブレコードを挿入または更新する場合は、次のライフサイクルを経ます。



		[[yii\db\ActiveRecord::beforeValidate()|beforeValidate()]]: [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_BEFORE_VALIDATE|EVENT_BEFORE_VALIDATE]] イベントをトリガ


		[[yii\db\ActiveRecord::afterValidate()|afterValidate()]]: [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_AFTER_VALIDATE|EVENT_AFTER_VALIDATE]] イベントをトリガ


		[[yii\db\ActiveRecord::beforeSave()|beforeSave()]]: [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_BEFORE_INSERT|EVENT_BEFORE_INSERT]] または [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_BEFORE_UPDATE|EVENT_BEFORE_UPDATE]] イベントをトリガ


		実際のデータ挿入または更新を実行


		[[yii\db\ActiveRecord::afterSave()|afterSave()]]: [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_AFTER_INSERT|EVENT_AFTER_INSERT]] または [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_AFTER_UPDATE|EVENT_AFTER_UPDATE]] イベントをトリガ





最後に、[[yii\db\ActiveRecord::delete()|delete()]] を呼んで、アクティブレコードを削除する場合は、次のライフサイクルを経ます。



		[[yii\db\ActiveRecord::beforeDelete()|beforeDelete()]]: [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_BEFORE_DELETE|EVENT_BEFORE_DELETE]] イベントをトリガ


		実際のデータ削除を実行


		[[yii\db\ActiveRecord::afterDelete()|afterDelete()]]: [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_AFTER_DELETE|EVENT_AFTER_DELETE]] イベントをトリガ








リレーショナルデータを扱う


テーブルのリレーショナルデータもアクティブレコードを使ってクエリすることが出来ます
(すなわち、テーブル A のデータを選択すると、テーブル B の関連付けられたデータも一緒に取り込むことが出来ます)。
アクティブレコードのおかげで、返されるリレーショナルデータは、プライマリテーブルと関連付けられたアクティブレコードオブジェクトのプロパティのようにアクセスすることが出来ます。


例えば、適切なリレーションが宣言されていれば、$customer->orders にアクセスすることによって、指定された顧客が発行した注文を表す Order オブジェクトの配列を取得することが出来ます。


リレーションを宣言するためには、[[yii\db\ActiveQuery]] オブジェクトを返すゲッターメソッドを定義します。そして、その [[yii\db\ActiveQuery]] オブジェクトは、リレーションのコンテキストに関する情報を持ち、従って関連するレコードだけをクエリするものとします。
例えば、


class Customer extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getOrders()
    {
        // Customer は Order.customer_id -> id によって、複数の Order を持つ
        return $this->hasMany(Order::className(), ['customer_id' => 'id']);
    }
}

class Order extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getCustomer()
    {
        // Order は Customer.id -> customer_id によって、一つの Customer を持つ
        return $this->hasOne(Customer::className(), ['id' => 'customer_id']);
    }
}



上記の例で使用されている [[yii\db\ActiveRecord::hasMany()]] と [[yii\db\ActiveRecord::hasOne()]] のメソッドは、リレーショナルデータベースにおける多対一と一対一の関係を表現するために使われます。
例えば、顧客 (customer) は複数の注文 (order) を持ち、注文 (order) は一つの顧客 (customer)を持つ、という関係です。
これらのメソッドはともに二つのパラメータを取り、[[yii\db\ActiveQuery]] オブジェクトを返します。



		$class: 関連するモデルのクラス名。これは完全修飾のクラス名でなければなりません。


		$link: 二つのテーブルに属するカラム間の関係。これは配列として与えられなければなりません。
配列のキーは、$class と関連付けられるテーブルにあるカラムの名前であり、配列の値はリレーションを宣言しているクラスのテーブルにあるカラムの名前です。
リレーションをテーブルの外部キーに基づいて定義するのが望ましいプラクティスです。





リレーションを宣言した後は、リレーショナルデータを取得することは、対応するゲッターメソッドで定義されているコンポーネントのプロパティを取得するのと同じように、とても簡単なことになります。


// 顧客の注文を取得する
$customer = Customer::findOne(1);
$orders = $customer->orders;  // $orders は Order オブジェクトの配列



舞台裏では、上記のコードは、各行について一つずつ、次の二つの SQL クエリを実行します。


SELECT * FROM customer WHERE id=1;
SELECT * FROM order WHERE customer_id=1;




Tip|情報: $customer->orders という式に再びアクセスした場合は、第二の SQL クエリはもう実行されません。
第二の SQL クエリは、この式が最初にアクセスされた時だけ実行されます。
二度目以降のアクセスでは、内部的にキャッシュされている以前に読み出した結果が返されるだけです。
リレーショナルデータを再クエリしたい場合は、単純に、まず既存の式を未設定状態に戻して (unset($customer->orders);) から、再度、$customer->orders にアクセスします。



場合によっては、リレーショナルクエリにパラメータを渡したいことがあります。
例えば、顧客の注文を全て返す代りに、小計が指定した金額を超える大きな注文だけを返したいことがあるでしょう。
そうするためには、次のようなゲッターメソッドで bigOrders リレーションを宣言します。


class Customer extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getBigOrders($threshold = 100)
    {
        return $this->hasMany(Order::className(), ['customer_id' => 'id'])
            ->where('subtotal > :threshold', [':threshold' => $threshold])
            ->orderBy('id');
    }
}



hasMany() が 返す [[yii\db\ActiveQuery]] は、[[yii\db\ActiveQuery]] のメソッドを呼ぶことでクエリをカスタマイズ出来るものであることを覚えておいてください。


上記の宣言によって、$customer->bigOrders にアクセスした場合は、小計が 100 以上である注文だけが返されることになります。
異なる閾値を指定するためには、次のコードを使用します。


$orders = $customer->getBigOrders(200)->all();




Note|注意: リレーションメソッドは [[yii\db\ActiveQuery]] のインスタンスを返します。
リレーションを属性 (すなわち、クラスのプロパティ) としてアクセスした場合は、返り値はリレーションのクエリ結果となります。
クエリ結果は、リレーションが複数のレコードを返すものか否かに応じて、[[yii\db\ActiveRecord]] の一つのインスタンス、またはその配列、または null となります。
例えば、$customer->getOrders() は ActiveQuery のインスタンスを返し、$customer->orders は Order オブジェクトの配列 (またはクエリ結果が無い場合は空の配列) を返します。






中間テーブルを使うリレーション


場合によっては、二つのテーブルが 中間テーブル [https://en.wikipedia.org/wiki/Junction_table] と呼ばれる中間的なテーブルによって関連付けられていることがあります。
そのようなリレーションを宣言するために、[[yii\db\ActiveQuery::via()|via()]] または [[yii\db\ActiveQuery::viaTable()|viaTable()]] メソッドを呼んで、[[yii\db\ActiveQuery]] オブジェクトをカスタマイズすることが出来ます。


例えば、テーブル order とテーブル item が中間テーブル order_item によって関連付けられている場合、Order クラスにおいて items リレーションを次のように宣言することが出来ます。


class Order extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getItems()
    {
        return $this->hasMany(Item::className(), ['id' => 'item_id'])
            ->viaTable('order_item', ['order_id' => 'id']);
    }
}



[[yii\db\ActiveQuery::via()|via()]] メソッドは、最初のパラメータとして、結合テーブルの名前ではなく、アクティブレコードクラスで宣言されているリレーションの名前を取ること以外は、[[yii\db\ActiveQuery::viaTable()|viaTable()]] と同じです。
例えば、上記の items リレーションは次のように宣言しても等値です。


class Order extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getOrderItems()
    {
        return $this->hasMany(OrderItem::className(), ['order_id' => 'id']);
    }

    public function getItems()
    {
        return $this->hasMany(Item::className(), ['id' => 'item_id'])
            ->via('orderItems');
    }
}






レイジーローディングとイーガーローディング


前に述べたように、関連オブジェクトに最初にアクセスしたときに、アクティブレコードは DB クエリを実行して関連データを読み出し、それを関連オブジェクトに投入します。
同じ関連オブジェクトに再度アクセスしても、クエリは実行されません。
これを レイジーローディング と呼びます。
例えば、


// 実行される SQL: SELECT * FROM customer WHERE id=1
$customer = Customer::findOne(1);
// 実行される SQL: SELECT * FROM order WHERE customer_id=1
$orders = $customer->orders;
// SQL は実行されない
$orders2 = $customer->orders;



レイジーローディングは非常に使い勝手が良いものです。しかし、次のシナリオでは、パフォーマンスの問題を生じ得ます。


// 実行される SQL: SELECT * FROM customer WHERE id=1
$customers = Customer::find()->limit(100)->all();

foreach ($customers as $customer) {
    // 実行される SQL: SELECT * FROM order WHERE customer_id=...
    $orders = $customer->orders;
    // ... $orders を処理 ...
}



データベースに 100 人以上の顧客が登録されていると仮定した場合、上記のコードで何個の SQL クエリが実行されるでしようか?
101 です。最初の SQL クエリが 100 人の顧客を返します。
次に、100 人の顧客全てについて、それぞれ、顧客の注文を返すための SQL クエリが実行されます。


上記のパフォーマンスの問題を解決するためには、[[yii\db\ActiveQuery::with()]] を呼んでいわゆる イーガーローディング を使うことが出来ます。


// 実行される SQL: SELECT * FROM customer LIMIT 100;
//                 SELECT * FROM orders WHERE customer_id IN (1,2,...)
$customers = Customer::find()->limit(100)
    ->with('orders')->all();

foreach ($customers as $customer) {
    // SQL は実行されない
    $orders = $customer->orders;
    // ... $orders を処理 ...
}



ご覧のように、同じ仕事をするのに必要な SQL クエリがたった二つになります。



Info|情報: 一般化して言うと、N 個のリレーションのうち M 個のリレーションが via() または viaTable() によって定義されている場合、この N 個のリレーションをイーガーロードしようとすると、合計で 1+M+N 個の SQL クエリが実行されます。
主たるテーブルの行を返すために一つ、via() または viaTable() の呼び出しに対応する M 個の中間テーブルのそれぞれに対して一つずつ、そして、N 個の関連テーブルのそれぞれに対して一つずつ、という訳です。




Note|注意: イーガーローディングで select() をカスタマイズしようとする場合は、関連モデルにリンクするカラムを必ず含めてください。
そうしないと、関連モデルは読み出されません。例えば、



$orders = Order::find()->select(['id', 'amount'])->with('customer')->all();
// $orders[0]->customer は常に null になる。この問題を解決するためには、次のようにしなければならない。
$orders = Order::find()->select(['id', 'amount', 'customer_id'])->with('customer')->all();



場合によっては、リレーショナルクエリをその場でカスタマイズしたいことがあるでしょう。
これは、レイジーローディングでもイーガーローディングでも、可能です。例えば、


$customer = Customer::findOne(1);
// レイジーローディング: SELECT * FROM order WHERE customer_id=1 AND subtotal>100
$orders = $customer->getOrders()->where('subtotal>100')->all();

// イーガーローディング: SELECT * FROM customer LIMIT 100
//                       SELECT * FROM order WHERE customer_id IN (1,2,...) AND subtotal>100
$customers = Customer::find()->limit(100)->with([
    'orders' => function($query) {
        $query->andWhere('subtotal>100');
    },
])->all();






逆リレーション


リレーションは、たいていの場合、ペアで定義することが出来ます。
例えば、Customer が orders という名前のリレーションを持ち、Order が customer という名前のリレーションを持つ、ということがあります。


class Customer extends ActiveRecord
{
    ....
    public function getOrders()
    {
        return $this->hasMany(Order::className(), ['customer_id' => 'id']);
    }
}

class Order extends ActiveRecord
{
    ....
    public function getCustomer()
    {
        return $this->hasOne(Customer::className(), ['id' => 'customer_id']);
    }
}



次に例示するクエリを実行すると、注文 (order) のリレーションとして取得した顧客 (customer) が、最初にその注文をリレーションとして取得した顧客とは別の Customer オブジェクトになってしまうことに気付くでしょう。
また、customer->orders にアクセスすると一個の SQL が実行され、order->customer にアクセスするともう一つ別の SQL が実行されるということにも気付くでしょう。


// SELECT * FROM customer WHERE id=1
$customer = Customer::findOne(1);
// "等しくない" がエコーされる
// SELECT * FROM order WHERE customer_id=1
// SELECT * FROM customer WHERE id=1
if ($customer->orders[0]->customer === $customer) {
    echo '等しい';
} else {
    echo '等しくない';
}



冗長な最後の SQL 文の実行を避けるためには、次のように、[[yii\db\ActiveQuery::inverseOf()|inverseOf()]] メソッドを呼んで、customer と oerders のリレーションに対して逆リレーションを宣言することが出来ます。


class Customer extends ActiveRecord
{
    ....
    public function getOrders()
    {
        return $this->hasMany(Order::className(), ['customer_id' => 'id'])->inverseOf('customer');
    }
}



こうすると、上記と同じクエリを実行したときに、次の結果を得ることが出来ます。


// SELECT * FROM customer WHERE id=1
$customer = Customer::findOne(1);
// "等しい" がエコーされる
// SELECT * FROM order WHERE customer_id=1
if ($customer->orders[0]->customer === $customer) {
    echo '等しい';
} else {
    echo '等しくない';
}



上記では、レイジーローディングにおいて逆リレーションを使う方法を示しました。
逆リレーションはイーガーローディングにも適用されます。


// SELECT * FROM customer
// SELECT * FROM order WHERE customer_id IN (1, 2, ...)
$customers = Customer::find()->with('orders')->all();
// "等しい" がエコーされる
if ($customers[0]->orders[0]->customer === $customers[0]) {
    echo '等しい';
} else {
    echo '等しくない';
}




Note|注意: 逆リレーションはピボットテーブルを含むリレーションに対しては定義することが出来ません。
つまり、リレーションが [[yii\db\ActiveQuery::via()|via()]] または [[yii\db\ActiveQuery::viaTable()|viaTable()]] によって定義されている場合は、[[yii\db\ActiveQuery::inverseOf()]] を追加で呼ぶことは出来ません。






リレーションを使ってテーブルを結合する [bookmark: joining-with-relations]

[bookmark: joining-with-relations]
リレーショナルデータベースを扱う場合、複数のテーブルを結合して、JOIN SQL 文にさまざまなクエリ条件とパラメータを指定することは、ごく当り前の仕事です。
その目的を達するために、[[yii\db\ActiveQuery::join()]] を明示的に呼んで JOIN クエリを構築する代りに、既存のリレーション定義を再利用して [[yii\db\ActiveQuery::joinWith()]] を呼ぶことが出来ます。
例えば、


// 全ての注文を検索して、注文を顧客 ID と注文 ID でソートする。同時に "customer" をイーガーロードする。
$orders = Order::find()->joinWith('customer')->orderBy('customer.id, order.id')->all();
// 書籍を含む全ての注文を検索し、"books" をイーガーロードする。
$orders = Order::find()->innerJoinWith('books')->all();



上記において、[[yii\db\ActiveQuery::innerJoinWith()|innerJoinWith()]] メソッドは、結合タイプを INNER JOIN とする [[yii\db\ActiveQuery::joinWith()|joinWith()]] へのショートカットです。


一個または複数のリレーションを結合することが出来ます。リレーションにクエリ条件をその場で適用することも出来ます。
また、サブリレーションを結合することも出来ます。例えば、


// 複数のリレーションを結合
// 書籍を含む注文で、過去 24 時間以内に登録した顧客によって発行された注文を検索する
$orders = Order::find()->innerJoinWith([
    'books',
    'customer' => function ($query) {
        $query->where('customer.created_at > ' . (time() - 24 * 3600));
    }
])->all();
// サブリレーションとの結合: 書籍および書籍の著者を結合
$orders = Order::find()->joinWith('books.author')->all();



舞台裏では、Yii は最初に JOIN SQL 文を実行して、その JOIN SQL に適用された条件を満たす主たるモデルを取得します。
そして、次にリレーションごとのクエリを実行して、対応する関連レコードを投入します。


[[yii\db\ActiveQuery::joinWith()|joinWith()]] と [[yii\db\ActiveQuery::with()|with()]] の違いは、前者が主たるモデルクラスのテーブルと関連モデルクラスのテーブルを結合して主たるモデルを読み出すのに対して、後者は主たるモデルクラスのテーブルに対してだけクエリを実行して主たるモデルを読み出す、という点にあります。


この違いによって、[[yii\db\ActiveQuery::joinWith()|joinWith()]] では、JOIN SQL 文だけに指定できるクエリ条件を適用することが出来ます。
例えば、上記の例のように、関連モデルに対する条件によって主たるモデルをフィルタすることが出来ます。
主たるモデルを関連テーブルのカラムを使って並び替えることも出来ます。


[[yii\db\ActiveQuery::joinWith()|joinWith()]] を使うときは、カラム名の曖昧さを解決することについて、あなたが責任を負わなければなりません。
上記の例では、order テーブルと item テーブルがともに id という名前のカラムを持っているため、item.id と order.id を使って、id カラムの参照の曖昧さを解決しています。


デフォルトでは、リレーションを結合すると、リレーションがイーガーロードされることにもなります。
このデフォルトの動作は、指定されたリレーションをイーガーロードするかどうかを規定する $eagerLoading パラメータを渡して、変更することが出来ます。


また、デフォルトでは、[[yii\db\ActiveQuery::joinWith()|joinWith()]] は関連テーブルを結合するのに LEFT JOIN を使います。
結合タイプをカスタマイズするために $joinType パラメータを渡すことが出来ます。
INNER JOIN タイプのためのショートカットとして、[[yii\db\ActiveQuery::innerJoinWith()|innerJoinWith()]] を使うことが出来ます。


下記に、いくつかの例を追加します。


// 書籍を含む注文を全て検索するが、"books" はイーガーロードしない。
$orders = Order::find()->innerJoinWith('books', false)->all();
// これも上と等値
$orders = Order::find()->joinWith('books', false, 'INNER JOIN')->all();



二つのテーブルを結合するとき、場合によっては、JOIN クエリの ON の部分で何らかの追加条件を指定する必要があります。
これは、次のように、[[yii\db\ActiveQuery::onCondition()]] メソッドを呼んで実現することが出来ます。


class User extends ActiveRecord
{
    public function getBooks()
    {
        return $this->hasMany(Item::className(), ['owner_id' => 'id'])->onCondition(['category_id' => 1]);
    }
}



上記においては、[[yii\db\ActiveRecord::hasMany()|hasMany()]] メソッドが [[yii\db\ActiveQuery]] のインスタンスを返しています。
そして、それに対して [[yii\db\ActiveQuery::onCondition()|onCondition()]] が呼ばれて、category_id が 1 である品目だけが返されるべきことを指定しています。


[[yii\db\ActiveQuery::joinWith()|joinWith()]] を使ってクエリを実行すると、指定された ON 条件が対応する JOIN クエリの ON の部分に挿入されます。
例えば、


// SELECT user.* FROM user LEFT JOIN item ON item.owner_id=user.id AND category_id=1
// SELECT * FROM item WHERE owner_id IN (...) AND category_id=1
$users = User::find()->joinWith('books')->all();



[[yii\db\ActiveQuery::with()]] を使ってイーガーロードする場合や、レイジーロードする場合には、JOIN クエリは使われないため、ON 条件が対応する SQL 文の WHERE の部分に挿入されることに注意してください。
例えば、


// SELECT * FROM user WHERE id=10
$user = User::findOne(10);
// SELECT * FROM item WHERE owner_id=10 AND category_id=1
$books = $user->books;
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関連付けを扱う


アクティブレコードは、二つのアクティブレコードオブジェクト間の関連付けを確立および破棄するために、次の二つのメソッドを提供しています。



		[[yii\db\ActiveRecord::link()|link()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::unlink()|unlink()]]





例えば、顧客と新しい注文があると仮定したとき、次のコードを使って、その注文をその顧客のものとすることが出来ます。


$customer = Customer::findOne(1);
$order = new Order();
$order->subtotal = 100;
$customer->link('orders', $order);



上記の [[yii\db\ActiveRecord::link()|link()]] の呼び出しは、注文の customer_id に $customer のプライマリキーの値を設定し、[[yii\db\ActiveRecord::save()|save()]] を呼んで注文をデータベースに保存します。





DBMS 間のリレーション


アクティブレコードは、異なる DBMS に属するエンティティ間、例えば、リレーショナルデータベースのテーブルと MongoDB のコレクションの間に、リレーションを確立することを可能にしています。
そのようなリレーションでも、何も特別なコードは必要ありません。


// リレーショナルデータベースのアクティブレコード
class Customer extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public static function tableName()
    {
        return 'customer';
    }

    public function getComments()
    {
        // リレーショナルデータベースに保存されている Customer は、MongoDB コレクションに保存されている複数の Comment を持つ
        return $this->hasMany(Comment::className(), ['customer_id' => 'id']);
    }
}

// MongoDb のアクティブレコード
class Comment extends \yii\mongodb\ActiveRecord
{
    public static function collectionName()
    {
        return 'comment';
    }

    public function getCustomer()
    {
        // MongoDB コレクションに保存されている Comment は、リレーショナルデータベースに保存されている一つの Customer を持つ
        return $this->hasOne(Customer::className(), ['id' => 'customer_id']);
    }
}



アクティブレコードの全ての機能、例えば、イーガーローディングやレイジーローディング、関連付けの確立や破棄などが、DBMS 間のリレーションでも利用可能です。



Note|注意: DBMS ごとのアクティブレコードの実装には、DBMS 固有のメソッドや機能が含まれる場合があり、そういうものは DBMS 間のリレーションには適用できないということを忘れないでください。
例えば、[[yii\db\ActiveQuery::joinWith()]] の使用が MongoDB コレクションに対するリレーションでは動作しないことは明白です。






スコープ


[[yii\db\ActiveRecord::find()|find()]] または [[yii\db\ActiveRecord::findBySql()|findBySql()]] を呼ぶと、[[yii\db\ActiveQuery|ActiveQuery]] のインスタンスが返されます。
そして、追加のクエリメソッド、例えば、[[yii\db\ActiveQuery::where()|where()]] や [[yii\db\ActiveQuery::orderBy()|orderBy()]] を呼んで、クエリ条件をさらに指定することが出来ます。


別々の場所で同じ一連のクエリメソッドを呼びたいということがあり得ます。
そのような場合には、いわゆる スコープ を定義することを検討すべきです。
スコープは、本質的には、カスタムクエリクラスの中で定義されたメソッドであり、クエリオブジェクトを修正する一連のメソッドを呼ぶものです。
スコープを定義しておくと、通常のクエリメソッドを呼ぶ代りに、スコープを使うことが出来るようになります。


スコープを定義するためには二つのステップが必要です。
最初に、モデルのためのカスタムクエリクラスを作成して、このクラスの中に必要なスコープメソッドを定義します。
例えば、Comment モデルのために CommentQuery クラスを作成して、次のように、active() というスコープメソッドを定義します。


namespace app\models;

use yii\db\ActiveQuery;

class CommentQuery extends ActiveQuery
{
    public function active($state = true)
    {
        $this->andWhere(['active' => $state]);
        return $this;
    }
}



重要な点は、以下の通りです。



		クラスは yii\db\ActiveQuery (または、yii\mongodb\ActiveQuery などの、その他の ActiveQuery) を拡張したものにしなければなりません。


		メソッドは public で、メソッドチェーンが出来るように $this を返さなければなりません。メソッドはパラメータを取ることが出来ます。


		クエリ条件を修正する方法については、[[yii\db\ActiveQuery]] のメソッド群を参照するのが非常に役に立ちます。





次に、[[yii\db\ActiveRecord::find()]] をオーバーライドして、通常の [[yii\db\ActiveQuery|ActiveQuery]] の代りに、カスタムクエリクラスを使うようにします。
上記の例のためには、次のコードを書く必要があります。


namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class Comment extends ActiveRecord
{
    /**
     * @inheritdoc
     * @return CommentQuery
     */
    public static function find()
    {
        return new CommentQuery(get_called_class());
    }
}



以上です。これで、カスタムスコープメソッドを使用することが出来ます。


$comments = Comment::find()->active()->all();
$inactiveComments = Comment::find()->active(false)->all();



リレーションを定義するときにもスコープを使用することが出来ます。例えば、


class Post extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getActiveComments()
    {
        return $this->hasMany(Comment::className(), ['post_id' => 'id'])->active();

    }
}



または、リレーショナルクエリを実行するときに、その場でスコープを使うことも出来ます。


$posts = Post::find()->with([
    'comments' => function($q) {
        $q->active();
    }
])->all();




デフォルトスコープ


あなたが Yii 1.1 を前に使ったことがあれば、デフォルトスコープ と呼ばれる概念を知っているかも知れません。
デフォルトスコープは、全てのクエリに適用されるスコープです。
デフォルトスコープは、[[yii\db\ActiveRecord::find()]] をオーバライドすることによって、簡単に定義することが出来ます。
例えば、


public static function find()
{
    return parent::find()->where(['deleted' => false]);
}



ただし、すべてのクエリにおいて、デフォルトの条件を上書きしないために、[[yii\db\ActiveQuery::where()|where()]] を使わず、[[yii\db\ActiveQuery::andWhere()|andWhere()]] または [[yii\db\ActiveQuery::orWhere()|orWhere()]] を使うべきであることに注意してください。
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トランザクション操作


[bookmark: joining-with-relations]アクティブレコードを扱う際には、二つの方法でトランザクション操作を処理することができます。
最初の方法は、”データベースの基礎” の「トランザクション」の項で説明したように、全てを手作業でやる方法です。
もう一つの方法として、transactions メソッドを実装して、モデルのシナリオごとに、どの操作をトランザクションで囲むかを指定することが出来ます。


class Post extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function transactions()
    {
        return [
            'admin' => self::OP_INSERT,
            'api' => self::OP_INSERT | self::OP_UPDATE | self::OP_DELETE,
            // 上は次と等値
            // 'api' => self::OP_ALL,
        ];
    }
}



上記において、admin と api はモデルのシナリオであり、OP_ で始まる定数は、これらのシナリオについてトランザクションで囲まれるべき操作を示しています。
サポートされている操作は、OP_INSERT、OP_UPDATE、そして、OP_DELETE です。
OP_ALL は三つ全てを示します。


このような自動的なトランザクションは、beforeSave、afterSave、beforeDelete、afterDelete によってデータベースに追加の変更を加えており、本体の変更と追加の変更の両方が成功した場合にだけデータベースにコミットしたい、というときに取り分けて有用です。





楽観的ロック


楽観的ロックは、複数のユーザが編集のために同一のレコードにアクセスすることを許容しつつ、発生しうる衝突を回避するものです。
例えば、ユーザが (別のユーザが先にデータを修正したために) 陳腐化したデータに対してレコードの保存を試みた場合は、[[\yii\db\StaleObjectException]] 例外が投げられて、更新または削除はスキップされます。


楽観的ロックは、update() と delete() メソッドだけでサポートされ、デフォルトでは使用されません。


楽観的ロックを使用するためには、



		各行のバージョン番号を保存するカラムを作成します。カラムのタイプは BIGINT DEFAULT 0 でなければなりません。
optimisticLock() メソッドをオーバーライドして、このカラムの名前を返すようにします。


		ユーザ入力を収集するウェブフォームに、更新されるレコードのロックバージョンを保持する隠しフィールドを追加します。


		データ更新を行うコントローラアクションにおいて、[[\yii\db\StaleObjectException]] 例外を捕捉して、衝突を解決するために必要なビジネスロジック (例えば、変更をマージしたり、データの陳腐化を知らせたり) を実装します。








ダーティな属性


属性は、データベースからロードされた後、または最後のデータ保存の後に値が変更されると、ダーティであると見なされます。
そして、save()、update()、insert() などを呼んでレコードデータを保存するときは、ダーティな属性だけがデータベースに保存されます。
ダーティな属性が無い場合は、保存すべきものは無いことになり、クエリは何も発行されません。





参照


以下も参照してください。



		モデル


		[[yii\db\ActiveRecord]]
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Mise à jour depuis la version 1.1


Il y a beaucoup de différences entre les versions 1.1 et 2.0 de Yii, le framework ayant été complètement réécrit pour
la 2.0. En conséquence, la mise à jour depuis la version 1.1 n’est pas aussi triviale que la mise à jour entre deux
versions mineures. Dans ce guide, vous trouverez les principales différences entre les deux versions.


Si vous n’avez pas utilisé Yii 1.1 avant, vous pouvez ignorer cette section et passer directement à la partie
“[Mise en route] (start-installation.md)”.


Merci de noter que Yii 2.0 introduit plus de nouvelles fonctionnalités que celles abordées ici. Il est fortement
recommandé de lire tout le guide de référence pour en apprendre davantage. Il y a des chances que certaines
fonctionnalités, que vous aviez préalablement développées pour vous, fassent désormais partie du code du noyau.



Installation


Yii 2.0 exploite pleinement [Composer] (https://getcomposer.org/), le gestionnaire de paquet PHP. L’installation
du framework, ainsi que des extensions, sont gérées par Composer. Merci de lire la partie
Installer Yii pour apprendre comment installer Yii 2.0. Si vous voulez
créer de nouvelles extensions, ou rendre vos extensions existantes 1.1 compatibles 2.0, merci de lire
la partie Créer des extensions de ce guide.





Pré-requis PHP


Yii 2.0 requiert PHP 5.4 ou plus, ce qui est une grosse amélioration par rapport à PHP 5.2 qui était requis pour Yii 1.1.


Par conséquent, il y a beaucoup de différences au niveau du langage pour lesquelles vous devriez prêter attention.
Voici un résumé des principaux changements concernant PHP:



		Espaces de noms [http://php.net/manual/fr/language.namespaces.php].


		Fonctions anonymes [http://php.net/manual/fr/functions.anonymous.php].


		Syntaxe courte pour les tableaux : [...éléments...] est utilisé au lieu de array(...éléments...).


		Syntaxe courte pour echo : <?= est utilisé dans les vues. Cela ne pose aucun problème à partir de PHP 5.4.


		Classes SPL et interfaces [http://php.net/manual/fr/book.spl.php].


		Late Static Bindings (résolution statique à la volée) [http://php.net/manual/fr/language.oop5.late-static-bindings.php].


		Date et heure [http://php.net/manual/fr/book.datetime.php].


		Traits [http://php.net/manual/fr/language.oop5.traits.php].


		intl [http://php.net/manual/fr/book.intl.php]. Yii 2.0 utilise l’extension PHP intl pour les fonctionnalités
d’internationalisation.








Espaces de Noms


Le changement le plus évident dans Yii 2.0 est l’utilisation des espaces de noms. La majorité des classes du noyau
utilise les espace de noms, par exemple, yii\web\Request. Le préfixe «C» n’est plus utilisé dans les noms de classe.
Le schéma de nommage suit maintenant la structure des répertoires. Par exemple, yii\web\Request
indique que le fichier de classe correspondant est web/Request.php dans le dossier du framework.


(Vous pouvez utiliser n’importe quelle classe du noyau sans inclure explicitement le fichier correspondant, grâce au
chargeur de classe de Yii.)





Composants et objets


Yii 2.0 décompose la classe CComponent 1.1 en deux classes: [[yii\base\Object]] et [[yii\base\Component]].
Le classe [[yii\base\Object|Object]] est une classe de base légère qui permet de définir les
Propriétés de l’objet via des accesseurs. La classe [[yii\base\Component|Component]] est une
sous classe de [[yii\base\Object|Object]] et supporte les [Evénements] (concept events.md) et les
Comportements.


Si votre classe n’a pas besoin des événements et des comportements, vous devriez envisager d’utiliser
[[yii\base\Object|Object]] comme classe de base. C’est généralement le cas pour les classes qui représentent
une structures de données basique.





Configuration d’Objet


La classe [[yii\base\Object|Object]] introduit une manière uniforme pour configurer les objets. Toute sous classe
de [[yii\base\Object|Object]] doit déclarer son constructeur (si besoin) de la manière suivante afin qu’elle
puisse être configurée correctement:


class MyClass extends \yii\base\Object
{
    public function __construct($param1, $param2, $config = [])
    {
        // ... initialisation avant que la configuration soit appliquée

        parent::__construct($config);
    }

    public function init()
    {
        parent::init();

        // ... initialisation après que la configuration soit appliquée
    }
}



Dans ce qui précède, le dernier paramètre du constructeur doit être un tableau de configuration
qui contient des entrées nom-valeur pour initialiser les propriétés à la fin du constructeur.
Vous pouvez remplacer la méthode [[yii\base\Object::init()|init()]] pour le travail d’initialisation qui doit être fait
après que la configuration ait été appliquée.


En suivant cette convention, vous serez en mesure de créer et de configurer de nouveaux objets en utilisant un tableau
de configuration :


$object = Yii::createObject([
    'class' => 'MyClass',
    'property1' => 'abc',
    'property2' => 'cde',
], [$param1, $param2]);



Plus de détails sur les configurations peuvent être trouvés dans la partie
Configurations d’objet.





Evénements


Avec Yii 1, les événements étaient créés par la définition d’une  méthode on (par exemple onBeforeSave). Avec Yii 2,
vous pouvez maintenant utiliser n’importe quel nom de l’événement. Vous déclenchez un événement en appelant
la méthode [[yii\base\Component::trigger()|trigger()]] :


$event = new \yii\base\Event;
$component->trigger($eventName, $event);



Pour attacher un gestionnaire à un événement, utilisez la méthode [[yii\base\Component::on()|on()]]:


$component->on($eventName, $handler);
// Pour détacher le gestionnaire, utilisez :
// $component->off($eventName, $handler);



Il y a de nombreuses améliorations dans la gestion des événements. Pour plus de détails, merci de lire la partie Evénements.





Alias


Yii 2.0 étend l’utilisation des alias aux fichiers/répertoires et aux URL. Yii 2.0 impose maintenant
aux alias de commencer par le caractère @, pour différencier les alias de fichiers/répertoires ou URL.
Par exemple, l’alias @yii fait référence au répertoire d’installation de Yii. Les alias ??sont
supportés dans la plupart du code de Yii. Par exemple, [[yii\caching\FileCache::cachePath]] peut prendre
à la fois un alias et un chemin de répertoire normal.


Un alias est aussi étroitement liée aux espaces de noms des classes. Il est recommandé de définir
un alias pour chaque espace de nom racine, ce qui vous permet d’utiliser le chargeur automatique de classe de Yii sans
sans devoir en faire d’avantage. Par exemple, vu que @yii fait référence au dossier d’installation de Yii,
une classe comme yii\web\Request peut être chargée automatiquement. Si vous utilisez une librairie tierce,
telle que Zend Framework, vous pouvez définir un alias de chemin @Zend qui fera référence au dossier
d’installation de Zend Framework. Une fois que vous avez fait cela, Yii sera aussi en mesure de charger automatiquement une classe de ce framework.


Pour en savoir plus, consultez la partie Alias.





Vues


Le changement le plus significatif à propos des vues dans Yii 2 est que la variable spéciale $this dans une vue ne fait plus référence au
contrôleur ou widget. Au lieu de cela, $this correspond maintenant à un objet vue, un nouveau concept
introduit dans la version 2.0. L’objet vue est de type [[yii\web\View]], et représente la partie vue
du modèle MVC. Si vous souhaitez accéder au contrôleur ou widget dans une vue, vous pouvez utiliser $this->context.


Pour afficher une vue depuis une autre vue, utilisez $this->render(), et non $this->renderPartial(). Le résultat retourné par la méthode render() doit être explictement envoyé à la sortie, en effet render() retournera la vue au lieu de l’afficher. Par exemple :


echo $this->render('_item', ['item' => $item]);



Outre l’utilisation de PHP comme langage principal de gabarit, Yii 2.0 supporte également
deux moteurs de gabarit populaires : Smarty et Twig. Le moteur de gabarit Prado n’est plus supporté.
Pour utiliser ces moteurs de gabarit, vous devez configurer le composant view de l’application en définissant la propriété
[[yii\base\View::$renderers|View::$renderers]]. Merci de lire la partie Moteur de gabarit pour en savoir plus.





Modèles


Yii 2.0 utilise la classe [[yii\base\Model]] comme modèle de base, similaire à la classe CModel dans la version 1.1.
La classe CFormModel a été supprimée. Vous pouvez, à la place, étendre la classe [[yii\base\Model]] afin de créer une classe modèle pour un formulaire.


Yii 2.0 introduit une nouvelle méthode appelée [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]] pour déclarer
les scénarios pris en charge, et indiquer dans quel scénario un attribut doit être validé, peut être considéré comme sûr ou non, etc. Par exemple:


public function scenarios()
{
    return [
        'backend' => ['email', 'role'],
        'frontend' => ['email', '!name'],
    ];
}



Dans ce qui précède, deux scénarios sont déclarés: backend et frontend. Pour le scénario backend les
propriétés email et role sont sûres et peuvent être affectées massivement. Pour le scénario frontend,
email peut être affectée massivement tandis que role ne peut pas. email et rôle doivent être validées en utilisant des règles.


La méthode [[yii\base\Model::rules()|rules()]] est toujours utilisée pour déclarer les règles de validation. Remarque : suite à l’introduction de la méthode [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]], le validateur unsafe n’as plus de raison d’être.


Dans la plupart des cas, vous n’avez pas besoin de surcharger la méthode [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]]
lorsque les scénarios existants sont déclarés via la méthode [[yii\base\Model::rules()|rules()]], et il n’y a pas besoin de déclarer de propriétés unsafe.


Pour en savoir plus sur les modèles, merci de lire la partie Modèles.





Contrôleurs


Yii 2.0 utilise la classe [[yii\web\Controller]] comme classe de base des contrôleurs, similaire à la classe CWebController dans la version Yii 1.1.
[[yii\base\Action]] est la classe de base pour les actions.


L’impact le plus évident de ces changements sur votre code est qu’une action de contrôleur doit retourner le contenu
que vous voulez afficher au lieu de l’envoyer vers la sortie :


public function actionView($id)
{
    $model = \app\models\Post::findOne($id);
    if ($model) {
        return $this->render('view', ['model' => $model]);
    } else {
        throw new \yii\web\NotFoundHttpException;
    }
}



Merci de lire la partie Contrôleurs pour plus de détails.





Widgets


Yii 2.0 utilise la classe [[yii\base\Widget]] comme classe de base pour les widgets, similaire à la classe CWidget de Yii 1.1.


Pour avoir un meilleur support du framework dans les EDI, Yii2 introduit une nouvelle syntaxe pour utiliser les widgets. Les methodes statiques
[[yii\base\Widget::begin()|begin()]], [[yii\base\Widget::end()|end()]], et [[yii\base\Widget::widget()|widget()]]
ont été créées et sont utilisables comme suit :


use yii\widgets\Menu;
use yii\widgets\ActiveForm;

// Remarque : vous devez utiliser echo pour afficher le résultat
echo Menu::widget(['items' => $items]);

// Utilisation d'un tableau pour initialiser les propriétés de l'objet
$form = ActiveForm::begin([
    'options' => ['class' => 'form-horizontal'],
    'fieldConfig' => ['inputOptions' => ['class' => 'input-xlarge']],
]);
... champs du formulaire ici ...
ActiveForm::end();



Merci de lire la partie Widgets pour en savoir plus.





Thèmes


Les thèmes fonctionnent tout à fait différemment dans la version 2.0. Ils sont maintenant basés sur un mécanisme de mappage de chemin qui mappe un chemin
de fichier de vue à un chemin de fichier de vue thématisée. Par exemple, si le mappage pour un thème est
['/web/views' => '/web/themes/basic'], alors la version thématisée du fichier de vue
/web/views/site/index.php sera /web/themes/basic/site/index.php. Pour cette raison, les thèmes peuvent maintenant
être appliqués à n’importe quel fichier de vue, même une vue utilisée en dehors du contexte d’un contrôleur ou d’un widget.


En outre, il n’y a plus de composant CThemeManager. A la place, theme est une propriété configurable du composant view
de l’application.


Merci de lire la partie Thématisation pour plus de détails.





Applications en ligne de commande


Les applications en ligne de commande (console) sont désormais organisées en contrôleurs, comme les applications Web. ces contrôleurs
doivent étendre la classe [[yii\console\Controller]], similaire à la classe CConsoleCommand de la version 1.1.


Pour exécuter une commande console, utilisez yii <route>, où <route> correspond à une route vers un contrôleur
(par exemple sitemap/index). Les arguments anonymes supplémentaires sont passés comme paramètres à
l’action du contrôleur correspondant, alors que les arguments nommés sont analysés selon
les options déclarées dans la méthode [[yii\console\Controller::options()]].


Yii 2.0 prend en charge la génération automatique d’aide à partir des blocs de commentaire.


Merci de lire la partie Commandes console pour plus de détails.





I18N


Yii 2.0 supprime les fonctionnalités internes de formattage de dates et nombres, en faveur du [module PHP PECL intl] (http://pecl.php.net/package/intl).


La traduction de message est désormais effectuée via le composant d’application i18n.
Ce composant gère un ensemble de sources de messages, ce qui vous permet d’utiliser différentes
sources de messages en fonction de catégories.


Merci de lire la partie Internationalisation pour plus de détails.





Filtres d’action


Les filtres d’action sont maintenant implémentés comme des comportements. Pour définir un nouveau filtre personnalisé, étendez la classe [[yii\base\ActionFilter]]. Pour utiliser un filtre, déclarez le
comme un comportement du contrôleur.  Par exemple, pour utilser le filtre [[yii\filters\AccessControl]], vous aurez le code suivant dans le contrôleur :


public function behaviors()
{
    return [
        'access' => [
            'class' => 'yii\filters\AccessControl',
            'rules' => [
                ['allow' => true, 'actions' => ['admin'], 'roles' => ['@']],
            ],
        ],
    ];
}



Merci de lire la partie Filtres pour plus de détails.





Ressources


Yii 2.0 introduit un nouveau concept de packet de ressources (asset bundle) qui remplace le concept de gestionnaire de ressources (asset manager) de la version 1.1.


Un packet de ressources est une collection de fichiers (par exemple : fichier JavaScript, CSS, image, etc.)
dans un dossier. Chaque paquet est représenté par une classe étendant [[yii\web\AssetBundle]].
En enregistrant un packet via [[yii\web\AssetBundle::register()]], vous rendez les ressources du packet accessibles via le Web. Contrairement à Yii 1.1, la page enregistrant le paquet
contiendra automatiquement les références vers les fichiers déclarés dans le paquet.


Merci de lire la partie Assets pour plus de détails.





Assistants


Yii 2.0 introduit de nombreuses assistants couramment utilisés, sous la forme de classes statiques, y compris :



		[[yii\helpers\Html]]


		[[yii\helpers\ArrayHelper]]


		[[yii\helpers\StringHelper]]


		[[yii\helpers\FileHelper]]


		[[yii\helpers\Json]]





Merci de lire la partie Assistants pour plus de détails.





Formulaires


Yii 2.0 introduit le concept de champ pour la construction d’un formulaire à l’aide de la classe [[yii\widgets\ActiveForm]]. Un champ
est un conteneur constitué d’une étiquette, d’une entrée, d’un message d’erreur, et/ou d’un texte d’aide.
Un champ est représenté comme un objet de la classe [[yii\widgets\ActiveField|ActiveField]].
En utilisant des champs, vous pouvez construire un formulaire plus proprement qu’avant:


<?php $form = yii\widgets\ActiveForm::begin(); ?>
    <?= $form->field($model, 'username') ?>
    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>
    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('Login') ?>
    </div>
<?php yii\widgets\ActiveForm::end(); ?>



Merci de lire la partie Créer des formulaires pour plus de détails.





Constructeur de requête


Dans la version 1.1, la construction des requêtes était dispersée dans plusieurs classes, y compris CDbCommand,
CDbCriteria et CDbCommandBuilder. Avec Yii 2.0, une requête de base de données est représentée par un objet de la classe [[yii\db\Query|Query]]
qui peut être transformé en une instruction SQL à l’aide de la classe [[yii\db\QueryBuilder|QueryBuilder]].
Par exemple:


$query = new \yii\db\Query();
$query->select('id, name')
      ->from('user')
      ->limit(10);

$command = $query->createCommand();
$sql = $command->sql;
$rows = $command->queryAll();



De plus, ces méthodes de construction de requête peuvent également être utilisées lorsque vous travaillez avec Active Record.


Merci de lire la partie Constructeur de requête pour plus de détails.





Active Record


Yii 2.0 introduit beaucoup de modifications au modèle Active Record. Les deux plus évidentes concernent la construction des requêtes et la manipulation de requêtes relationnelles.


La classe CDbCriteria en 1.1 est remplacée par [[yii\db\ActiveQuery]] dans Yii 2. Cette classe étend [[yii\db\Query]],
et hérite donc de toutes les méthodes de construction de requête. Pour commencer à construire une requête il suffit d’utiliser [[yii\db\ActiveRecord::find()]] :


// Pour récupérer tous les clients *actifs* et les trier selon leur identifiant
$customers = Customer::find()
    ->where(['status' => $active])
    ->orderBy('id')
    ->all();



Pour déclarer une relation, il suffit de définir un accesseur qui renvoie un objet [[yii\db\ActiveQuery|ActiveQuery]].
Le nom de la propriété définie par l’accesseur représente le nom de la relation. Par exemple, le code suivant déclare
une relation orders (en 1.1, vous aviez à déclarer les relations dans la méthode relations()):


class Customer extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getOrders()
    {
        return $this->hasMany('Order', ['customer_id' => 'id']);
    }
}



Maintenant vous pouvez utiliser $customer->orders pour accéder aux commandes du client depuis la table liée.
Vous pouvez aussi utiliser le code suivant pour effectuer une requête relationnelle à la volée avec une condition
personnalisée :


$orders = $customer->getOrders()->andWhere('status=1')->all();



Lors du chargement anticipé (eager loading) d’une relation, Yii 2.0 fonctionne différemment de la version 1.1.
En particulier avec Yii 1.1, une jointure était créée pour sélectionner à la fois l’enregistrement principal et les
enregistrements liés. Avec Yii 2.0, deux instructions SQL sont exécutées sans utiliser de jointure : la première
récupère les enregistrements principaux et la seconde récupère les enregistrements liés en filtrant selon les clés
primaires des enregistrements principaux.


Au lieu de retourner des objets [[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]], vous pouvez utiliser la méthode
[[yii\db\ActiveQuery::asArray()|asArray()]] lors de la construction d’une requête pour renvoyer un grand nombre
d’enregistrements. Ainsi le résultat retourné sera sous forme de tableaux, ce qui peut réduire considérablement le temps de calcul nécessaire et la mémoire dans le cas d’un grand nombre d’enregistrements. Par exemple:


$customers = Customer::find()->asArray()->all();



Un autre changement est que vous ne pouvez plus définir les valeurs par défaut des attributs en utilisant des propriétés
publiques. Si vous avez besoin, vous devez utiliser la méthode init de la classe de votre modèle.


public function init()
{
    parent::init();
    $this->status = self::STATUS_NEW;
}



Il y avait des problèmes de surcharge du constructeur de la classe ActiveRecord 1.1. Ces problèmes n’existent plus dans
la version 2.0. Notez que lorsque vous ajoutez des paramètres au constructeur, vous avez éventuellement à surcharger
la méthode [[yii\db\ActiveRecord::instantiate()]].


Il y a beaucoup d’autres modifications et améliorations à Active Record.
Merci de lire la partie Active Record pour en savoir plus.





User et IdentityInterface


La classe CWebUser 1.1 est maintenant remplacé par [[yii\web\User]], et il n’y a plus de classe CUserIdentity.
Au lieu de cela, vous devez implémenter [[yii\web\IdentityInterface]] qui est beaucoup plus simple à utiliser.
Le modèle d’application avancé fournit un exemple.


Merci de lire les parties Authentification, Authorisation, et
Modèle application avancée pour en savoir plus.





Gestion des URL


La gestion des URL dans Yii 2 est similaire à celle disponible dans la version 1.1. Une amélioration majeure est que la
gestion des URL supporte désormais les paramètres optionnels. Par exemple, si vous avez une règle déclarée comme suit,
cela fera correspondre post/popular et post/1/popular. Dans la version 1.1, il fallait utiliser deux règles pour
atteindre le même objectif.


[
    'pattern' => 'post/<page:\d+>/<tag>',
    'route' => 'post/index',
    'defaults' => ['page' => 1],
]



Merci de lire la partie Gestion des URL pour en savoir plus.





Utiliser Yii 1.1 et 2.x ensemble


Si vous avez du code Yii 1.1 que vous souhaitez réutiliser avec Yii 2, merci de lire la partie Utiliser Yii 1.1 et 2.0 ensemble.
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启动引导（Bootstrapping）


启动引导是指：在应用开始解析并处理新接受请求之前，一个预先准备环境的过程。启动引导会在两个地方具体进行：入口脚本(Entry Script)
和 应用主体（application）。


在入口脚本里，需注册各个类库的类文件自动加载器（Class Autoloader，简称自动加载器）。这主要包括通过其 autoload.php 文件加载的
Composer 自动加载器，以及通过 Yii 类加载的 Yii 自动加载器。之后，入口脚本会加载应用的
配置（configuration）
并创建一个 应用主体 的实例。


在应用主体的构造函数中，会执行以下引导工作：



		调用 [[yii\base\Application::preInit()|preInit()]]（预初始化）方法，配置一些高优先级的应用属性，比如 [[yii\base\Application::basePath|basePath]] 属性。


		注册[[yii\base\Application::errorHandler|错误处理器（ErrorHandler）]]。


		通过给定的应用配置初始化应用的各属性。


		通过调用 [[yii\base\Application::init()|init()]]（初始化）方法，它会顺次调用
[[yii\base\Application::bootstrap()|bootstrap()]] 从而运行引导组件。
		加载扩展清单文件(extension manifest file) vendor/yiisoft/extensions.php。


		创建并运行各个扩展声明的 引导组件（bootstrap components）。


		创建并运行各个 应用组件 以及在应用的 Bootstrap 属性中声明的各个
模块（modules）组件（如果有）。











因为引导工作必须在处理每一次请求之前都进行一遍，因此让该过程尽可能轻量化就异常重要，请尽可能地优化这一步骤。


请尽量不要注册太多引导组件。只有他需要在 HTTP 请求处理的全部生命周期中都作用时才需要使用它。举一个用到它的范例：一个模块需要注册额外的 URL 解析规则，就应该把它列在应用的
bootstrap 属性之中，这样该 URL 解析规则才能在解析请求之前生效。（译注：换言之，为了性能需要，除了 URL
解析等少量操作之外，绝大多数组件都应该按需加载，而不是都放在引导过程中。）


在生产环境中，可以开启字节码缓存，比如 APC，来进一步最小化加载和解析 PHP 文件所需的时间。


一些大型应用都包含有非常复杂的应用配置，它们会被分割到许多更小的配置文件中。此时，可以考虑将整个配置数组缓存起来，并在入口脚本创建应用实例之前直接从缓存中加载。
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ArrayHelper


Additionally to rich set of PHP array functions [http://php.net/manual/en/book.array.php] Yii array helper provides
extra static methods allowing you to deal with arrays more efficiently.



Getting Values 


Retrieving values from an array, an object or a complex structure consisting of both using standard PHP is quite
repetitive. You have to check if key exists with isset first, then if it does you’re getting it, if not,
providing default value:


class User
{
    public $name = 'Alex';
}

$array = [
    'foo' => [
        'bar' => new User(),
    ]
];

$value = isset($array['foo']['bar']->name) ? $array['foo']['bar']->name : null;



Yii provides a very convenient method to do it:


$value = ArrayHelper::getValue($array, 'foo.bar.name');



First method argument is where we’re getting value from. Second argument specifies how to get the data. It could be one
of the following:



		Name of array key or object property to retrieve value from.


		Set of dot separated array keys or object property names. The one we’ve used in the example above.


		A callback returning a value.





The callback should be the following:


$fullName = ArrayHelper::getValue($user, function ($user, $defaultValue) {
    return $user->firstName . ' ' . $user->lastName;
});



Third optional argument is default value which is null if not specified. Could be used as follows:


$username = ArrayHelper::getValue($comment, 'user.username', 'Unknown');



In case you want to get the value and then immediately remove it from array you can use remove method:


$array = ['type' => 'A', 'options' => [1, 2]];
$type = ArrayHelper::remove($array, 'type');



After executing the code $array will contain ['options' => [1, 2]] and $type will be A. Note that unlike
getValue method, remove supports simple key names only.





Checking Existence of Keys 


ArrayHelper::keyExists works the same way as array_key_exists [http://php.net/manual/en/function.array-key-exists.php]
except that it also supports case-insensitive key comparison. For example,


$data1 = [
    'userName' => 'Alex',
];

$data2 = [
    'username' => 'Carsten',
];

if (!ArrayHelper::keyExists('username', $data1, false) || !ArrayHelper::keyExists('username', $data2, false)) {
    echo "Please provide username.";
}






Retrieving Columns 


Often you need to get a column of values from array of data rows or objects. Common example is getting a list of IDs.


$data = [
    ['id' => '123', 'data' => 'abc'],
    ['id' => '345', 'data' => 'def'],
];
$ids = ArrayHelper::getColumn($array, 'id');



The result will be ['123', '345'].


If additional transformations are required or the way of getting value is complex, second argument could be specified
as an anonymous function:


$result = ArrayHelper::getColumn($array, function ($element) {
    return $element['id'];
});






Re-indexing Arrays 


In order to index an array according to a specified key, the index method can be used. The input array should be
multidimensional or an array of objects. The key can be a key name of the sub-array, a property name of object, or
an anonymous function which returns the key value given an array element.


If a key value is null, the corresponding array element will be discarded and not put in the result. For example,


$array = [
    ['id' => '123', 'data' => 'abc'],
    ['id' => '345', 'data' => 'def'],
];
$result = ArrayHelper::index($array, 'id');
// the result is:
// [
//     '123' => ['id' => '123', 'data' => 'abc'],
//     '345' => ['id' => '345', 'data' => 'def'],
// ]

// using anonymous function
$result = ArrayHelper::index($array, function ($element) {
    return $element['id'];
});






Building Maps 


In order to build a map (key-value pairs) from a multidimensional array or an array of objects you can use map method.
The $from and $to parameters specify the key names or property names to set up the map. Optionally, one can further
group the map according to a grouping field $group. For example,


$array = [
    ['id' => '123', 'name' => 'aaa', 'class' => 'x'],
    ['id' => '124', 'name' => 'bbb', 'class' => 'x'],
    ['id' => '345', 'name' => 'ccc', 'class' => 'y'],
);

$result = ArrayHelper::map($array, 'id', 'name');
// the result is:
// [
//     '123' => 'aaa',
//     '124' => 'bbb',
//     '345' => 'ccc',
// ]

$result = ArrayHelper::map($array, 'id', 'name', 'class');
// the result is:
// [
//     'x' => [
//         '123' => 'aaa',
//         '124' => 'bbb',
//     ],
//     'y' => [
//         '345' => 'ccc',
//     ],
// ]






Multidimensional Sorting 


multisort method helps to sort an array of objects or nested arrays by one or several keys. For example,


$data = [
    ['age' => 30, 'name' => 'Alexander'],
    ['age' => 30, 'name' => 'Brian'],
    ['age' => 19, 'name' => 'Barney'],
];
ArrayHelper::multisort($data, ['age', 'name'], [SORT_ASC, SORT_DESC]);



After sorting we’ll get the following in $data:


[
    ['age' => 19, 'name' => 'Barney'],
    ['age' => 30, 'name' => 'Brian'],
    ['age' => 30, 'name' => 'Alexander'],
];



Second argument that specifies keys to sort by can be a string if it’s a single key, an array in case of multiple keys
or an anonymous function like the following one:


ArrayHelper::multisort($data, function($item) {
    return isset($item['age']) ? ['age', 'name'] : 'name';
});



Third argument is direction. In case of sorting by a single key it could be either SORT_ASC or
SORT_DESC. If sorting by multiple values you can sort each value differently by providing an array of
sort direction.


Last argument is PHP sort flag that could take the same values as the ones passed to
PHP sort() [http://php.net/manual/en/function.sort.php].





Detecting Array Types 


It is handy to know whether an array is indexed or an associative. Here’s an example:


// no keys specified
$indexed = ['Qiang', 'Paul'];
echo ArrayHelper::isIndexed($indexed);

// all keys are strings
$associative = ['framework' => 'Yii', 'version' => '2.0'];
echo ArrayHelper::isAssociative($associative);






HTML Encoding and Decoding Values 


In order to encode or decode special characters in an array of strings into HTML entities you can use the following:


$encoded = ArrayHelper::htmlEncode($data);
$decoded = ArrayHelper::htmlDecode($data);



Only values will be encoded by default. By passing second argument as false you can encode array’s keys as well.
Encoding will use application charset and could be changed via third argument.





Merging Arrays 


  /**
    * Merges two or more arrays into one recursively.
    * If each array has an element with the same string key value, the latter
    * will overwrite the former (different from array_merge_recursive).
    * Recursive merging will be conducted if both arrays have an element of array
    * type and are having the same key.
    * For integer-keyed elements, the elements from the latter array will
    * be appended to the former array.
    * @param array $a array to be merged to
    * @param array $b array to be merged from. You can specify additional
    * arrays via third argument, fourth argument etc.
    * @return array the merged array (the original arrays are not changed.)
    */
    public static function merge($a, $b)






Converting Objects to Arrays 


Often you need to convert an object or an array of objects into an array. The most common case is converting active record
models in order to serve data arrays via REST API or use it otherwise. The following code could be used to do it:


$posts = Post::find()->limit(10)->all();
$data = ArrayHelper::toArray($post, [
    'app\models\Post' => [
        'id',
        'title',
        // the key name in array result => property name
        'createTime' => 'created_at',
        // the key name in array result => anonymous function
        'length' => function ($post) {
            return strlen($post->content);
        },
    ],
]);



The first argument contains the data we want to convert. In our case we’re converting a Post AR model.


The second argument is conversion mapping per class. We’re setting a mapping for Post model.
Each mapping array contains a set of mappings. Each mapping could be:



		A field name to include as is.


		A key-value pair of desired array key name and model column name to take value from.


		A key-value pair of desired array key name and a callback which returns value.





The result of conversion above will be:


[
    'id' => 123,
    'title' => 'test',
    'createTime' => '2013-01-01 12:00AM',
    'length' => 301,
]



It is possible to provide default way of converting object to array for a specific class by implementing
[[yii\base\Arrayable|Arrayable]] interface in that class.
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Elasticsearch



Note: This section is under development.


It has no content yet.
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あなた自身のアプリケーション構造を作成する



Note|注意: この節はまだ執筆中です。



ベーシック [https://github.com/yiisoft/yii2/tree/master/apps/basic] と アドバンスト [https://github.com/yiisoft/yii2/tree/master/apps/advanced] のアプリケーションテンプレートは、あなたの要求をほとんどカバーする優れたものですが、あなたのプロジェクトを開始するためのあなた自身のテンプレートを作成したいこともあるでしょう。


Yii におけるアプリケーションテンプレートは、composer.json ファイルを含み、Composer パッケージとして登録されたレポジトリであるに過ぎません。
どのようなレポジトリでも、Composer パッケージとして特定し、create-project Composer コマンドによってインストール可能なものとすることが可能です。


テンプレート全体を最初から構築するのは少々大変ですので、内蔵のテンプレートの一つを基礎として使うのが良いでしょう。
ここでは、ベーシックテンプレートを使いましょう。



ベーシックテンプレートをクローンする


最初のステップは、ベーシック Yii テンプレートの Git レポジトリをクローンすることです。


git clone git@github.com:yiisoft/yii2-app-basic.git



そして、レポジトリがあなたのコンピュータにダウンロードされるのを待ちます。
テンプレートに加えた変更はプッシュバックされませんので、ダウンロードしたものから .git ディレクトリとその中身を全て削除して構いません。





ファイルを修正する


次に、あなたのテンプレートに合うように composer.json を修正します。
name、description、keywords、homepage、license および support の値を、あなたの新しいテンプレートを説明するものに変更します。
また、require、require-dev、suggest や、その他のオプションも、あなたのテンプレートの要求に合うように調整します。



Note|注意: composer.json ファイルで、extra の下の writable パラメータを使って、アプリケーションがテンプレートを使って作成された後に設定すべきファイル単位のアクセス権限を指定してください。



次に、あなたがデフォルトとしたいと思うように、アプリケーションの構造と内容を実際に修正します。
最後に、あなたのテンプレートに適用できるように、README ファイルを更新します。





パッケージを作る


テンプレートが定義できたら、それを基に Git レポジトリを作成して、ファイルをそこにプッシュします。
あなたのテンプレートをオープンソース化するつもりなら、レポジトリをホストするのには Github [http://github.com] が最適の場所です。
テンプレートを共同作業に使わないつもりであれば、どんな Git レポジトリサイトでも構いません。


次に、Composer のためにパッケージを登録する必要があります。
パブリックなテンプレートであれば、パッケージは Packagist [https://packagist.org/] に登録すべきです。
プライベートなテンプレートは、パッケージの登録が少々トリッキーです。
その説明については Composer ドキュメント [https://getcomposer.org/doc/05-repositories.md#hosting-your-own] を参照してください。





テンプレートを使う


Yii の新しいアプリケーションテンプレートを作成するのに必要なことは以上です。
これで、あなたのテンプレートを使ってプロジェクトを作成することが出来ます。


composer global require "fxp/composer-asset-plugin:1.0.0"
composer create-project --prefer-dist --stability=dev mysoft/yii2-app-coolone new-project
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错误处理


处理一个 RESTful API 请求时， 如果有一个用户请求错误或服务器发生意外时， 你可以简单地抛出一个异常来通知用户出错了。
如果你能找出错误的原因 (例如，所请求的资源不存在)，你应该
考虑抛出一个适当的HTTP状态代码的异常 (例如， [[yii\web\NotFoundHttpException]]
意味着一个404 HTTP状态代码)。 Yii 将通过HTTP状态码和文本
发送相应的响应。 它还将包括在响应主体异常的
序列化表示形式。 例如，


HTTP/1.1 404 Not Found
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{
    "type": "yii\\web\\NotFoundHttpException",
    "name": "Not Found Exception",
    "message": "The requested resource was not found.",
    "code": 0,
    "status": 404
}



下面的列表总结了Yii的REST框架的HTTP状态代码:



		200: OK。一切正常。


		201: 响应 POST 请求时成功创建一个资源。Location header
包含的URL指向新创建的资源。


		204: 该请求被成功处理，响应不包含正文内容 (类似 DELETE 请求)。


		304: 资源没有被修改。可以使用缓存的版本。


		400: 错误的请求。可能通过用户方面的多种原因引起的，例如在请求体内有无效的JSON
数据，无效的操作参数，等等。


		401: 验证失败。


		403: 已经经过身份验证的用户不允许访问指定的 API 末端。


		404: 所请求的资源不存在。


		405: 不被允许的方法。 请检查 Allow header 允许的HTTP方法。


		415: 不支持的媒体类型。 所请求的内容类型或版本号是无效的。


		422: 数据验证失败 (例如，响应一个 POST 请求)。 请检查响应体内详细的错误消息。


		429: 请求过多。 由于限速请求被拒绝。


		500: 内部服务器错误。 这可能是由于内部程序错误引起的。
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The Gii code generation tool



Note: This section is under development.



Yii includes a handy tool, named Gii, that provides rapid prototyping by generating commonly used code snippets
as well as complete CRUD controllers.


Gii provides a Web-based interface for you to interactively generate the code you want. It also provides a
command line interface for people who prefer to work with their console windows most of the time.



Installing and configuring


Gii is an official Yii extension. The preferred way to install this extension is through
composer [http://getcomposer.org/download/].


You can either run this command:


composer require "yiisoft/yii2-gii:*"



Or you can add this code to the require section of your composer.json file:


"yiisoft/yii2-gii": "*"



Once the Gii extension has been installed, you enable it by adding these lines to your application configuration file:


return [
    'bootstrap' => ['gii'],
    'modules' => [
        'gii' => 'yii\gii\Module',
        // ...
    ],
    // ...
];



You can then access Gii through the following URL:


http://localhost/path/to/index.php?r=gii



If you have enabled pretty URLs, you may use the following URL:


http://localhost/path/to/index.php/gii




Note: if you are accessing gii from an IP address other than localhost, access will be denied by default.
To circumvent that default, add the allowed IP addresses to the configuration:



'gii' => [
    'class' => 'yii\gii\Module',
    'allowedIPs' => ['127.0.0.1', '::1', '192.168.0.*', '192.168.178.20'] // adjust this to your needs
],



If you have configured Gii similarly in your console application configuration, you may also access Gii through
command window like the following:


# change path to your application's base path
cd path/to/AppBasePath

# show help information about Gii
yii help gii

# show help information about the model generator in Gii
yii help gii/model

# generate City model from city table
yii gii/model --tableName=city --modelClass=City




Basic application


In basic application template configuration structure is a bit different so Gii should be configured in
config/web.php:


// ...
if (YII_ENV_DEV) {
    // configuration adjustments for 'dev' environment
    $config['bootstrap'][] = 'debug';
    $config['modules']['debug'] = 'yii\debug\Module';

    $config['bootstrap'][] = 'gii';
    $config['modules']['gii'] = 'yii\gii\Module'; // <--- here
}



So in order to adjust IP address you need to do it like the following:


if (YII_ENV_DEV) {
    // configuration adjustments for 'dev' environment
    $config['bootstrap'][] = 'debug';
    $config['modules']['debug'] = 'yii\debug\Module';

    $config['bootstrap'][] = 'gii';
    $config['modules']['gii'] = [
        'class' => 'yii\gii\Module',
        'allowedIPs' => ['127.0.0.1', '::1', '192.168.0.*', '192.168.178.20'],
    ];
}








How to use it


When you open Gii you first see the entry page that lets you choose a generator.


[image: Gii entry page]


By default there are the following generators available:



		Model Generator - This generator generates an ActiveRecord class for the specified database table.


		CRUD Generator - This generator generates a controller and views that implement CRUD (Create, Read, Update, Delete)
operations for the specified data model.


		Controller Generator - This generator helps you to quickly generate a new controller class, one or several
controller actions and their corresponding views.


		Form Generator - This generator generates a view script file that displays a form to collect input for the
specified model class.


		Module Generator - This generator helps you to generate the skeleton code needed by a Yii module.


		Extension Generator - This generator helps you to generate the files needed by a Yii extension.





After choosing a generator by clicking on the “Start” button you will see a form that allows you to configure the
parameters of the generator. Fill out the form according to your needs and press the “Preview” button to get a
preview of the code that Gii is about to generate. Depending on the generator you chose and whether the files
already existed or not, you will get an output similar to what you see in the following picture:


[image: Gii preview]


Clicking on the file name you can view a preview of the code that will be generated for that file.
When the file already exists, Gii also provides a diff view that shows what is different between the code that exists
and the one that will be generated. In this case you can also choose which files should be overridden and which not.



Tip: When using the Model Generator to update models after database change, you can copy the code from Gii preview
and merge the changes with your own code. You can use IDE features like PHPStorms
compare with clipboard [http://www.jetbrains.com/phpstorm/webhelp/comparing-files.html], Aptana Studio [http://www.aptana.com/products/studio3/download] or Eclipse [http://www.eclipse.org/pdt/] based editor also allows compare with clipboard [http://andrei.gmxhome.de/anyedit/examples.html] by using AnyEdit tools plugin [http://andrei.gmxhome.de/anyedit/] for this, which allows you to merge in relevant changes and leave out others that may revert your own code.



After you have reviewed the code and selected the files to be generated you can click the “Generate” button to create
the files. If all went fine you are done. When you see errors that Gii is not able to generate the files you have to
adjust directory permissions so that your webserver is able to write to the directories and create the files.



Note: The code generated by Gii is only a template that has to be adjusted to your needs. It is there
to help you create new things quickly but it is not something that creates ready to use code.
We often see people using the models generated by Gii without change and just extend them to adjust
some parts of it. This is not how it is meant to be used. Code generated by Gii may be incomplete or incorrect
and has to be changed to fit your needs before you can use it.






Creating your own templates


Every generator has a form field Code Template that lets you choose a template to use for code generation.
By default Gii only provides one template default but you can create your own templates that are adjusted to your needs.


If you open the folder @app\vendor\yiisoft\yii2-gii\generators, you’ll see six folders of generators.


+ controller
- crud
    + default
+ extension
+ form
+ model
+ module



These names are the generator names. If you open any of these folders, you can see the folder default, which is the name of the template.


Copy the folder @app\vendor\yiisoft\yii2-gii\generators\crud\default to another location, for example @app\myTemplates\crud\.
Now open this folder and modify any template to fit your desires, for example, add errorSummary in views\_form.php:


<?php
//...
<div class="<?= Inflector::camel2id(StringHelper::basename($generator->modelClass)) ?>-form">

    <?= "<?php " ?>$form = ActiveForm::begin(); ?>
    <?= "<?=" ?> $form->errorSummary($model) ?> <!-- ADDED HERE -->
    <?php foreach ($safeAttributes as $attribute) {
        echo "    <?= " . $generator->generateActiveField($attribute) . " ?>\n\n";
    } ?>
//...



Now you need to tell Gii about our template. The setting is made in the config file:


// config/web.php for basic app
// ...
if (YII_ENV_DEV) {    
    $config['modules']['gii'] = [
        'class' => 'yii\gii\Module',      
        'allowedIPs' => ['127.0.0.1', '::1', '192.168.0.*', '192.168.178.20'],  
        'generators' => [ //here
            'crud' => [ // generator name
                'class' => 'yii\gii\generators\crud\Generator', // generator class
                'templates' => [ //setting for out templates
                    'myCrud' => '@app/myTemplates/crud/default', // template name => path to template
                ]
            ]
        ],
    ];
}



Open the CRUD generator and you will see that in the field Code Template of form appeared own template .





Creating your own generators


Open the folder of any generator and you will see two files form.php and Generator.php.
One is the form, the second is the generator class. For create your own generator, you need to create or
override these classes in any folder. Again as in the previous paragraph customize configuration:


//config/web.php for basic app
//..
if (YII_ENV_DEV) {    
    $config['modules']['gii'] = [
        'class' => 'yii\gii\Module',      
        'allowedIPs' => ['127.0.0.1', '::1', '192.168.0.*', '192.168.178.20'],  
         'generators' => [
            'myCrud' => [
                'class' => 'app\myTemplates\crud\Generator',
                'templates' => [
                    'my' => '@app/myTemplates/crud/default',
                ]
            ]
        ],
    ];
}



// @app/myTemplates/crud/Generator.php
<?php
namespace app\myTemplates\crud;

class Generator extends \yii\gii\Generator
{
    public function getName()
    {
        return 'MY CRUD Generator';
    }

    public function getDescription()
    {
        return 'My crud generator. The same as a native, but he is mine...';
    }
    
    // ...
}



Open Gii Module and you will see a new generator appears in it.
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テスト


テストはソフトウェア開発の重要な部分です。
気付いているか否かにかかわらず、私たちは継続的にテストをしています。
例えば、PHP でクラスを書くとき、私たちはステップごとにデバッグしたり、または単純に echo 文や die 文を使ったりして、実装が最初の計画通りに動作することを確認します。
ウェブアプリケーションの場合は、何らかのテストデータをフォームに入力して、ページがユーザと期待通りの相互作用をすることを確認します。
テストを実行するプロセスを自動化して、何かを確認する必要があるときは、いつでも、それを代行してくれるコードを呼び出す必要があるだけにすることが出来ます。
結果が計画したものと合致することを確認するコードがテストと呼ばれ、それを作成して更に実行するプロセスがテスト自動化として知られています。
このテストの章の主題は、このテストの自動化です。



テストとともに開発する


テスト駆動開発 (TDD) とビヘイビア駆動開発 (BDD) のソフトウェア開発手法においては、実際のコードを書く前に、コードの断片または全体の機能の振る舞いを一連のシナリオまたはテストとして記述します。
そして、その後で初めて、意図された振る舞いが達成されていることを確認するテストに合格する実装を作成します。


一つの機能を開発するプロセスは以下のようになります。



		実装されるべき機能を記述するテストを作成する。


		新しいテストを走らせて、失敗することを確認する。
まだ実装がないので、これは予期された結果です。


		新しいテストに合格するための単純なコードを書く。


		全てのテストを走らせて、全てが合格することを確認する。


		コードを改良して、それでも全てのテストが OK であることを確認する。





完了すれば、別の機能または改良のために、このプロセスを再び繰り返します。
既存の機能が変更される場合は、テストも変更されなければなりません。



Tip: 多数の小さくて単純なイテレーションを繰り返すために時間を取られていると感じる場合は、テストシナリオのカバー範囲を広くして、テストを再度実行するまでの作業量を増やしてみてください。
デバッグばかりやっている場合は、逆に範囲を狭めてみてください。



全ての実装作業の前にテストを作成する理由は、そうすれば、その後で、達成したい事柄に集中して「どのようにするか」に没頭することが出来るからです。
通常、そのようにすることは、良い抽象化、機能修正時の容易なテスト保守、また、結合度の低いコンポーネントにつながります。


ですから、このような手法の長所を要約すると次のようになります。



		一時に一つの事柄に集中できるため、計画と実装がより良いものになる。


		より多くの機能をより詳細にテストでカバーできる。つまり、テストが OK なら何も問題がないと期待できる。





通常は、長い期間で見れば、かなり時間を節約する効果があります。



Tip: ソフトウェアの要求仕様の取り纏めと対象事物のモデリングに関する原則について更に知りたい場合は、ドメイン駆動設計 (DDD) [http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%83%A1%E3%82%A4%E3%83%B3%E9%A7%86%E5%8B%95%E8%A8%AD%E8%A8%88] を学習するのが良いでしょう。






いつ、どうやって、テストするか


上記で説明したテストファーストの手法は長期間にわたる比較的複雑なプロジェクトには合理的なものですが、簡単なプロジェクトでは、やりすぎとなるおそれもあります。
この手法が適切であることを示す兆候は、いくつかあります。



		プロジェクトは既に大きくて複雑である。


		プロジェクトの要求仕様が複雑になってきている。プロジェクトが継続的に大きくなっている。


		プロジェクトが長期にわたる予定である。


		失敗のコストが高すぎる。





既存の実装の振る舞いをカバーするテストを作成することは、何も悪いことではありません。



		プロジェクトはレガシーなもので、段階的な刷新が予定されている。


		従事すべきプロジェクトを得たが、それにはテストがなかった。





どんな形式の自動化テストもやりすぎになる、という場合もあり得ます。



		プロジェクトは単純で、この先も、複雑になる心配はない。


		これ以上かかわることはない一時的なプロジェクトである。





このような場合であっても、時間に余裕があれば、テストを自動化することは良いことです。





参照



		Test Driven Development: By Example / Kent Beck. ISBN: 0321146530.
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事件


事件可以将自定义代码“注入”到现有代码中的特定执行点。附加自定义代码到某个事件，当这个事件被触发时，这些代码就会自动执行。例如，邮件程序对象成功发出消息时可触发 messageSent 事件。如想追踪成功发送的消息，可以附加相应追踪代码到 messageSent 事件。


Yii 引入了名为 [[yii\base\Component]] 的基类以支持事件。如果一个类需要触发事件就应该继承 [[yii\base\Component]] 或其子类。



事件处理器（Event Handlers）


事件处理器是一个PHP 回调函数 [http://www.php.net/manual/en/language.types.callable.php]，当它所附加到的事件被触发时它就会执行。可以使用以下回调函数之一：



		字符串形式指定的 PHP 全局函数，如 'trim' ；


		对象名和方法名数组形式指定的对象方法，如 [$object, $method] ；


		类名和方法名数组形式指定的静态类方法，如 [$class, $method] ；


		匿名函数，如 function ($event) { ... } 。





事件处理器的格式是：


function ($event) {
    // $event 是 yii\base\Event 或其子类的对象
}



通过 $event 参数，事件处理器就获得了以下有关事件的信息：



		[[yii\base\Event::name|event name]]：事件名


		[[yii\base\Event::sender|event sender]]：调用 trigger() 方法的对象


		[[yii\base\Event::data|custom data]]：附加事件处理器时传入的数据，默认为空，后文详述








附加事件处理器


调用 [[yii\base\Component::on()]] 方法来附加处理器到事件上。如：


$foo = new Foo;

// 处理器是全局函数
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, 'function_name');

// 处理器是对象方法
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, [$object, 'methodName']);

// 处理器是静态类方法
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, ['app\components\Bar', 'methodName']);

// 处理器是匿名函数
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, function ($event) {
    //事件处理逻辑
});



附加事件处理器时可以提供额外数据作为 [[yii\base\Component::on()]] 方法的第三个参数。数据在事件被触发和处理器被调用时能被处理器使用。如：


// 当事件被触发时以下代码显示 "abc"
// 因为 $event->data 包括被传递到 "on" 方法的数据
$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, function ($event) {
    echo $event->data;
}, 'abc');






事件处理器顺序


可以附加一个或多个处理器到一个事件。当事件被触发，已附加的处理器将按附加次序依次调用。如果某个处理器需要停止其后的处理器调用，可以设置 $event 参数的 [yii\base\Event::handled]] 属性为真，如下：


$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, function ($event) {
    $event->handled = true;
});



默认新附加的事件处理器排在已存在处理器队列的最后。因此，这个处理器将在事件被触发时最后一个调用。在处理器队列最前面插入新处理器将使该处理器最先调用，可以传递第四个参数 $append 为假并调用 [[yii\base\Component::on()]] 方法实现：


$foo->on(Foo::EVENT_HELLO, function ($event) {
    // 这个处理器将被插入到处理器队列的第一位...
}, $data, false);






触发事件


事件通过调用 [[yii\base\Component::trigger()]] 方法触发，此方法须传递事件名，还可以传递一个事件对象，用来传递参数到事件处理器。如：


namespace app\components;

use yii\base\Component;
use yii\base\Event;

class Foo extends Component
{
    const EVENT_HELLO = 'hello';

    public function bar()
    {
        $this->trigger(self::EVENT_HELLO);
    }
}



以上代码当调用 bar() ，它将触发名为 hello 的事件。



提示：推荐使用类常量来表示事件名。上例中，常量 EVENT_HELLO 用来表示 hello 。这有两个好处。第一，它可以防止拼写错误并支持 IDE 的自动完成。第二，只要简单检查常量声明就能了解一个类支持哪些事件。



有时想要在触发事件时同时传递一些额外信息到事件处理器。例如，邮件程序要传递消息信息到 messageSent 事件的处理器以便处理器了解哪些消息被发送了。为此，可以提供一个事件对象作为 [[yii\base\Component::trigger()]] 方法的第二个参数。这个事件对象必须是 [[yii\base\Event]] 类或其子类的实例。如：


namespace app\components;

use yii\base\Component;
use yii\base\Event;

class MessageEvent extends Event
{
    public $message;
}

class Mailer extends Component
{
    const EVENT_MESSAGE_SENT = 'messageSent';

    public function send($message)
    {
        // ...发送 $message 的逻辑...

        $event = new MessageEvent;
        $event->message = $message;
        $this->trigger(self::EVENT_MESSAGE_SENT, $event);
    }
}



当 [[yii\base\Component::trigger()]] 方法被调用时，它将调用所有附加到命名事件（trigger 方法第一个参数）的事件处理器。





移除事件处理器


从事件移除处理器，调用 [[yii\base\Component::off()]] 方法。如：


// 处理器是全局函数
$foo->off(Foo::EVENT_HELLO, 'function_name');

// 处理器是对象方法
$foo->off(Foo::EVENT_HELLO, [$object, 'methodName']);

// 处理器是静态类方法
$foo->off(Foo::EVENT_HELLO, ['app\components\Bar', 'methodName']);

// 处理器是匿名函数
$foo->off(Foo::EVENT_HELLO, $anonymousFunction);



注意当匿名函数附加到事件后一般不要尝试移除匿名函数，除非你在某处存储了它。以上示例中，假设匿名函数存储为变量 $anonymousFunction 。


移除事件的全部处理器，简单调用 [[yii\base\Component::off()]] 即可，不需要第二个参数：


$foo->off(Foo::EVENT_HELLO);






类级别的事件处理器


以上部分，我们叙述了在实例级别如何附加处理器到事件。有时想要一个类的所有实例而不是一个指定的实例都响应一个被触发的事件，并不是一个个附加事件处理器到每个实例，而是通过调用静态方法 [[yii\base\Event::on()]] 在类级别附加处理器。


例如，活动记录对象要在每次往数据库新增一条新记录时触发一个 [[yii\db\BaseActiveRecord::EVENT_AFTER_INSERT|EVENT_AFTER_INSERT]] 事件。要追踪每个活动记录对象的新增记录完成情况，应如下写代码：


use Yii;
use yii\base\Event;
use yii\db\ActiveRecord;

Event::on(ActiveRecord::className(), ActiveRecord::EVENT_AFTER_INSERT, function ($event) {
    Yii::trace(get_class($event->sender) . ' is inserted');
});



每当 [[yii\db\BaseActiveRecord|ActiveRecord]] 或其子类的实例触发 [[yii\db\BaseActiveRecord::EVENT_AFTER_INSERT|EVENT_AFTER_INSERT]] 事件时，这个事件处理器都会执行。在这个处理器中，可以通过 $event->sender 获取触发事件的对象。


当对象触发事件时，它首先调用实例级别的处理器，然后才会调用类级别处理器。


可调用静态方法[[yii\base\Event::trigger()]]来触发一个类级别事件。类级别事件不与特定对象相关联。因此，它只会引起类级别事件处理器的调用。如：


use yii\base\Event;

Event::on(Foo::className(), Foo::EVENT_HELLO, function ($event) {
    echo $event->sender;  // 显示 "app\models\Foo"
});

Event::trigger(Foo::className(), Foo::EVENT_HELLO);



注意这种情况下 $event->sender 指向触发事件的类名而不是对象实例。



注意：因为类级别的处理器响应类和其子类的所有实例触发的事件，必须谨慎使用，尤其是底层的基类，如 [[yii\base\Object]]。



移除类级别的事件处理器只需调用[[yii\base\Event::off()]]，如：


// 移除 $handler
Event::off(Foo::className(), Foo::EVENT_HELLO, $handler);

// 移除 Foo::EVENT_HELLO 事件的全部处理器
Event::off(Foo::className(), Foo::EVENT_HELLO);






全局事件


所谓全局事件实际上是一个基于以上叙述的事件机制的戏法。它需要一个全局可访问的单例，如应用实例。


事件触发者不调用其自身的 trigger() 方法，而是调用单例的 trigger() 方法来触发全局事件。类似地，事件处理器被附加到单例的事件。如：


use Yii;
use yii\base\Event;
use app\components\Foo;

Yii::$app->on('bar', function ($event) {
    echo get_class($event->sender);  // 显示 "app\components\Foo"
});

Yii::$app->trigger('bar', new Event(['sender' => new Foo]));



全局事件的一个好处是当附加处理器到一个对象要触发的事件时，不需要产生该对象。相反，处理器附加和事件触发都通过单例（如应用实例）完成。


然而，因为全局事件的命名空间由各方共享，应合理命名全局事件，如引入一些命名空间（例：”frontend.mail.sent”, “backend.mail.sent”）。
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Behaviors


Behaviors are instances of [[yii\base\Behavior]], or of a child class. Behaviors, also known
as mixins [http://en.wikipedia.org/wiki/Mixin], allow you to enhance the functionality
of an existing [[yii\base\Component|component]] class without needing to change the class’s inheritance.
Attaching a behavior to a component “injects” the behavior’s methods and properties into the component, making those methods and properties accessible as if they were defined in the component class itself. Moreover, a behavior
can respond to the events triggered by the component, which allows behaviors to also customize the normal
code execution of the component.



Defining Behaviors 


To define a behavior, create a class that extends [[yii\base\Behavior]], or extends a child class. For example:


namespace app\components;

use yii\base\Behavior;

class MyBehavior extends Behavior
{
    public $prop1;

    private $_prop2;

    public function getProp2()
    {
        return $this->_prop2;
    }

    public function setProp2($value)
    {
        $this->_prop2 = $value;
    }

    public function foo()
    {
        // ...
    }
}



The above code defines the behavior class app\components\MyBehavior, with two properties–
prop1 and prop2–and one method foo(). Note that property prop2
is defined via the getter getProp2() and the setter setProp2(). This is the case because [[yii\base\Behavior]] extends [[yii\base\Object]] and therefore supports defining properties via getters and setters.


Because this class is a behavior, when it is attached to a component, that component will then also have the the prop1 and prop2 properties and the foo() method.



Tip: Within a behavior, you can access the component that the behavior is attached to through the [[yii\base\Behavior::owner]] property.






Handling Component Events


If a behavior needs to respond to the events triggered by the component it is attached to, it should override the
[[yii\base\Behavior::events()]] method. For example:


namespace app\components;

use yii\db\ActiveRecord;
use yii\base\Behavior;

class MyBehavior extends Behavior
{
    // ...

    public function events()
    {
        return [
            ActiveRecord::EVENT_BEFORE_VALIDATE => 'beforeValidate',
        ];
    }

    public function beforeValidate($event)
    {
        // ...
    }
}



The [[yii\base\Behavior::events()|events()]] method should return a list of events and their corresponding handlers.
The above example declares that the [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_BEFORE_VALIDATE|EVENT_BEFORE_VALIDATE]] event exists and defines
its handler, beforeValidate(). When specifying an event handler, you may use one of the following formats:



		a string that refers to the name of a method of the behavior class, like the example above


		an array of an object or class name, and a method name as a string (without parentheses), e.g., [$object, 'methodName'];


		an anonymous function





The signature of an event handler should be as follows, where $event refers to the event parameter. Please refer
to the Events section for more details about events.


function ($event) {
}






Attaching Behaviors 


You can attach a behavior to a [[yii\base\Component|component]] either statically or dynamically. The former is more common in practice.


To attach a behavior statically, override the [[yii\base\Component::behaviors()|behaviors()]] method of the component
class to which the behavior is being attached. The [[yii\base\Component::behaviors()|behaviors()]] method should return a list of behavior configurations.
Each behavior configuration can be either a behavior class name or a configuration array:


namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;
use app\components\MyBehavior;

class User extends ActiveRecord
{
    public function behaviors()
    {
        return [
            // anonymous behavior, behavior class name only
            MyBehavior::className(),

            // named behavior, behavior class name only
            'myBehavior2' => MyBehavior::className(),

            // anonymous behavior, configuration array
            [
                'class' => MyBehavior::className(),
                'prop1' => 'value1',
                'prop2' => 'value2',
            ],

            // named behavior, configuration array
            'myBehavior4' => [
                'class' => MyBehavior::className(),
                'prop1' => 'value1',
                'prop2' => 'value2',
            ]
        ];
    }
}



You may associate a name with a behavior by specifying the array key corresponding to the behavior configuration. In this case, the behavior is called a named behavior. In the above example, there are two named behaviors:
myBehavior2 and myBehavior4. If a behavior is not associated with a name, it is called an anonymous behavior.


To attach a behavior dynamically, call the [[yii\base\Component::attachBehavior()]] method of the component to which the behavior is being attached:


use app\components\MyBehavior;

// attach a behavior object
$component->attachBehavior('myBehavior1', new MyBehavior);

// attach a behavior class
$component->attachBehavior('myBehavior2', MyBehavior::className());

// attach a configuration array
$component->attachBehavior('myBehavior3', [
    'class' => MyBehavior::className(),
    'prop1' => 'value1',
    'prop2' => 'value2',
]);



You may attach multiple behaviors at once using the [[yii\base\Component::attachBehaviors()]] method:


$component->attachBehaviors([
    'myBehavior1' => new MyBehavior,  // a named behavior
    MyBehavior::className(),          // an anonymous behavior
]);



You may also attach behaviors through configurations like the following:


[
    'as myBehavior2' => MyBehavior::className(),

    'as myBehavior3' => [
        'class' => MyBehavior::className(),
        'prop1' => 'value1',
        'prop2' => 'value2',
    ],
]



For more details,
please refer to the Configurations section.





Using Behaviors 


To use a behavior, first attach it to a [[yii\base\Component|component]] per the instructions above. Once a behavior is attached to a component, its usage is straightforward.


You can access a public member variable or a property defined by a getter and/or a setter
of the behavior through the component it is attached to:


// "prop1" is a property defined in the behavior class
echo $component->prop1;
$component->prop1 = $value;



You can also call a public method of the behavior similarly:


// foo() is a public method defined in the behavior class
$component->foo();



As you can see, although $component does not define prop1 and foo(), they can be used as if they are part
of the component definition due to the attached behavior.


If two behaviors define the same property or method and they are both attached to the same component,
the behavior that is attached to the component first will take precedence when the property or method is accessed.


A behavior may be associated with a name when it is attached to a component. If this is the case, you may
access the behavior object using the name:


$behavior = $component->getBehavior('myBehavior');



You may also get all behaviors attached to a component:


$behaviors = $component->getBehaviors();






Detaching Behaviors 


To detach a behavior, call [[yii\base\Component::detachBehavior()]] with the name associated with the behavior:


$component->detachBehavior('myBehavior1');



You may also detach all behaviors:


$component->detachBehaviors();






Using TimestampBehavior 


To wrap up, let’s take a look at [[yii\behaviors\TimestampBehavior]]. This behavior supports automatically
updating the timestamp attributes of an [[yii\db\ActiveRecord|Active Record]] model anytime the model is saved (e.g., on insert or update).


First, attach this behavior to the [[yii\db\ActiveRecord|Active Record]] class that you plan to use:


namespace app\models\User;

use yii\db\ActiveRecord;
use yii\behaviors\TimestampBehavior;

class User extends ActiveRecord
{
    // ...

    public function behaviors()
    {
        return [
            [
                'class' => TimestampBehavior::className(),
                'attributes' => [
                    ActiveRecord::EVENT_BEFORE_INSERT => ['created_at', 'updated_at'],
                    ActiveRecord::EVENT_BEFORE_UPDATE => ['updated_at'],
                ],
            ],
        ];
    }
}



The behavior configuration above specifies that when the record is being:



		inserted, the behavior should assign the current timestamp to
the created_at and updated_at attributes


		updated, the behavior should assign the current timestamp to the updated_at attribute





With that code in place, if you have a User object and try to save it, you will find its created_at and updated_at are automatically
filled with the current timestamp:


$user = new User;
$user->email = 'test@example.com';
$user->save();
echo $user->created_at;  // shows the current timestamp



The [[yii\behaviors\TimestampBehavior|TimestampBehavior]] also offers a useful method
[[yii\behaviors\TimestampBehavior::touch()|touch()]], which will assign the current timestamp
to a specified attribute and save it to the database:


$user->touch('login_time');






Comparing Behaviors with Traits 


While behaviors are similar to traits [http://www.php.net/traits] in that they both “inject” their
properties and methods to the primary class, they differ in many aspects. As explained below, they
both have pros and cons. They are more like complements to each other rather than alternatives.



Reasons to Use Behaviors 


Behavior classes, like normal classes, support inheritance. Traits, on the other hand,
can be considered as language-supported copy and paste. They do not support inheritance.


Behaviors can be attached and detached to a component dynamically without requiring modification of the component class.
To use a trait, you must modify the code of the class using it.


Behaviors are configurable while traits are not.


Behaviors can customize the code execution of a component by responding to its events.


When there can be name conflicts among different behaviors attached to the same component, the conflicts are
automatically resolved by prioritizing the behavior attached to the component first.
Name conflicts caused by different traits requires manual resolution by renaming the affected
properties or methods.





Reasons to Use Traits 


Traits are much more efficient than behaviors as behaviors are objects that take both time and memory.


IDEs are more friendly to traits as they are a native language construct.










          

      

      

    


    
        © 版权所有 .
      由 Sphinx 1.3.1 创建。
    

  

_images/application-structure5.png
KOMMOHeHT
Aopatka

}inbTp






guide-ja/db-mongodb.html


    
      导航


      
        		
          索引


        		YII2 stable 文档 »

 
      


    


    
      
          
            
  
Mongo DB



Note|注意: この節はまだ執筆中です。


まだ内容がありません。
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Fonctionnement des applications


Après avoir installé Yii, vous obtenez une application Yii fonctionnelle accessible via l’URL http://hostname/basic/web/index.php ou http://hostname/index.php, en fonction
de votre configuration. Cette section vous initiera aux fonctionnalités intégrées à l’application,
à la manière dont le code est organisé, et à la gestion des requêtes par l’application.



Info: Par simplicité, au long de ce tutoriel de démarrage, nous supposerons que basic/web est la racine de votre
serveur Web, et que vous avez configuré l’URL pour accéder à votre application comme suit ou similaire :
http://hostname/index.php.
Pour vos besoins, merci d’ajuster les URLs dans notre description comme il convient.




Fonctionnalité 


L’application basique installée contient quatre pages :



		La page d’accueil, affichée quand vous accédez à l’URL http://hostname/index.php,


		la page “About” (A Propos),


		la page “Contact”, qui présente un formulaire de contact permettant aux utilisateurs finaux de vous contacter par email,


		et la page “Login” (Connexion), qui présente un formulaire de connexion qui peut être utilisé pour authentifier des utilisateurs finaux. Essayez de vous connecter
avec “admin/admin”, et vous verrez l’élément “Login” du menu principal être remplacé par “Logout” (Déconnexion).





Ces pages ont en commun une entête et un pied de page. L’entête contient une barre de menu principal qui permet la navigation
entre les différentes pages.


Vous devriez également voir une barre d’outils en bas de votre fenêtre de navigation.
C’est un outil de débogage utile fourni par Yii pour enregistrer et afficher de nombreuses informations de débogage, telles que des messages de logs, statuts de réponses, les requêtes lancées vers la base de données, et ainsi de suite.





Structure de l’Application 


Les répertoires et fichiers les plus importants de votre application sont (en supposant que le répertoire racine de l’application est basic) :


basic/                  chemin de base de l'application
    composer.json       utilisé par Composer, décrit les information de paquets
    config/             contient les configurations de l'application et autres
        console.php     configuration de l'application console
        web.php         configuration de l'application Web
    commands/           contient les classes de commandes console
    controllers/        contient les classes de contrôleurs
    models/             contient les classes de modèles
    runtime/            contient les fichiers générés par Yii au cours de l'exécution, tels que les fichiers de logs ou de cache and cache
    vendor/             contient les paquets Composer installés, y compris le framework Yii
    views/              contient les fichiers de vues
    web/                racine Web de l'application, contient les fichiers accessibles via le Web
        assets/         contient les fichiers assets (javascript et css) publiés par Yii
        index.php       le script de démarrage (ou bootstrap) pour l'application
    yii                 le script d'exécution de Yii en commande console



Dans l’ensemble, les fichiers de l’application peuvent être séparés en deux types : ceux situés dans basic/web et ceux situés dans d’autres répertoires. Les premiers peuvent être atteints directement en HTTP (c’est à dire dans un navigateur), tandis que les seconds doivent pas l’être.


Yii est implémenté selon le patron de conception modèle-vue-contrôleur (MVC) [http://fr.wikipedia.org/wiki/Mod%C3%A8le-vue-contr%C3%B4leur],
ce qui se reflète dans l’organisation des répertoires ci-dessus. Le répertoire models contient toutes les classes modèles,
le répertoire views contient tous les  scripts de vue, et le répertoire controllers contient toutes les classes contrôleurs.


Le schéma suivant présente la structure statique d’une application.


[image: Structure Statique d'Application]


Chaque application a un script de démarrage web/index.php qui est le seul script PHP de l’application accessible depuis le Web.
Le script de démarrage reçoit une requête et créé une instance d’application pour la traiter.
L’application résout la requête avec l’aide de ses composants,
et distribue la requête aux éléments MVC. Les Widgets sont utilisés dans les  vues
pour aider à créer des éléments d’interface complexes et dynamiques.





Cycle de vie d’une requête 


Le diagramme suivant présente la manière dont une application traite une requête.


[image: Cycle de Vie d'une Requête]



		Un utilisateur fait une requête au script de démarrage web/index.php.


		Le script de démarrage charge la configuration de l’application et créé une instance d’application pour traiter la requête.


		L’application résout la route requise avec l’aide du composant d’application requête.


		L’application créé une instance de contrôleur pour traiter la requête.


		Le contrôleur créé une instance d’action  et effectue les filtres pour l’action.


		Si un filtre échoue, l’action est annulée.


		Si tous les filtres sont validés, l’action est exécutée.


		L’action charge un modèle de données, potentiellement depuis une base de données.


		L’action génère une vue, lui fournissant le modèle de données.


		Le résultat généré est renvoyé au composant d’application réponse.


		Le composant réponse envoie le résultat généré au navigateur de l’utilisateur.
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Service Locator


A service locator is an object that knows how to provide all sorts of services (or components) that an application
might need. Within a service locator, each component exists as only a single instance, uniquely identified by an ID.
You use the ID to retrieve a component from the service locator.


In Yii, a service locator is simply an instance of [[yii\di\ServiceLocator]] or a child class.


The most commonly used service locator in Yii is the application object, which can be accessed through
\Yii::$app. The services it provides are called application components, such as the request, response, and
urlManager components. You may configure these components, or even replace them with your own implementations, easily
through functionality provided by the service locator.


Besides the application object, each module object is also a service locator.


To use a service locator, the first step is to register components with it. A component can be registered
via [[yii\di\ServiceLocator::set()]]. The following code shows different ways of registering components:


use yii\di\ServiceLocator;
use yii\caching\FileCache;

$locator = new ServiceLocator;

// register "cache" using a class name that can be used to create a component
$locator->set('cache', 'yii\caching\ApcCache');

// register "db" using a configuration array that can be used to create a component
$locator->set('db', [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
]);

// register "search" using an anonymous function that builds a component
$locator->set('search', function () {
    return new app\components\SolrService;
});

// register "pageCache" using a component
$locator->set('pageCache', new FileCache);



Once a component has been registered, you can access it using its ID, in one of the two following ways:


$cache = $locator->get('cache');
// or alternatively
$cache = $locator->cache;



As shown above, [[yii\di\ServiceLocator]] allows you to access a component like a property using the component ID.
When you access a component for the first time, [[yii\di\ServiceLocator]] will use the component registration
information to create a new instance of the component and return it. Later, if the component is accessed again,
the service locator will return the same instance.


You may use [[yii\di\ServiceLocator::has()]] to check if a component ID has already been registered.
If you call [[yii\di\ServiceLocator::get()]] with an invalid ID, an exception will be thrown.


Because service locators are often being created with configurations,
a writable property named [[yii\di\ServiceLocator::setComponents()|components]] is provided. This allows you to configure and register multiple components at once. The following code shows a configuration array
that can be used to configure an application, while also registering the “db”, “cache” and “search” components:


return [
    // ...
    'components' => [
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=demo',
            'username' => 'root',
            'password' => '',
        ],
        'cache' => 'yii\caching\ApcCache',
        'search' => function () {
            return new app\components\SolrService;
        },
    ],
];
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ユニットテスト



Note|注意: この節はまだ執筆中です。



ユニットテストは、一ユニットのコードが期待通りに動作することを検証するものです。
オブジェクト指向プログラミングでは、最も基本的なコードのユニットはクラスです。
ユニットテストで主として必要となることは、従って、クラスの全てのインタフェイスメソッドが正しく動作することを検証することです。
すなわち、さまざまな入力パラメータに対して、テストはメソッドが期待通りの結果を返すかどうかを検証します。
ユニットテストは、通常は、テストされるクラスを書く人によって開発されます。


Yii におけるユニットテストは、PHPUnit と Codeception (こちらはオプションです) の上に構築されます。
従って、それらのドキュメントを通読することが推奨されます。



		PHPUnit のドキュメントの第2章以降 [http://phpunit.de/manual/current/en/writing-tests-for-phpunit.html].


		Codeception Unit Tests [http://codeception.com/docs/06-UnitTests].






アプリケーションテンプレートのユニットテストを走らせる


apps/advanced/tests/README.md および apps/basic/tests/README.md で提供されている説明を参照してください。





フレームワークのユニットテスト


Yii フレームワーク自体に対するユニットテストを走らせたい場合は、”Yii2 の開発を始めよう [https://github.com/yiisoft/yii2/blob/master/docs/internals-ja/getting-started.md]” に従ってください。
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Scripts d’entrée


Les scripts d’entrée sont la première chaîne dans le processus de d’amorçage de l’application. Une application (qu’elle
soit une application Web ou une application console) a un unique script de démarrage. Les utilisateurs font des
requêtes au scripts de démarrage qui instancient des instances d’application et leur transmettent les requêtes.


Les scripts d’entrée pour application Web doivent être placés dans des dossiers accessibles par le Web pour que les
utilisateurs puissent y accéder. Ils sont souvent nommés index.php, mais peuvent également avoir tout autre nom,
du moment que les serveurs Web peuvent les trouver.


Les scripts d’entrée pour les applications console sont généralement placés dans le répertoire de base
des applications et sont nommés yii (avec le suffixe .php). Ils doivent être rendus exécutables afin que les
utilisateurs puissent lancer des applications console grâce à la commande ./yii <route> [arguments] [options].


Les scipts de démarrage effectuent principalement les tâches suivantes :



		Définir des constantes globales;


		Enregistrer l’autoloader Composer [http://getcomposer.org/doc/01-basic-usage.md#autoloading];


		Inclure le fichier de classe de [[Yii]];


		Charger la configuration de l’application;


		Créer et configurer une instance d’application;


		Appeler [[yii\base\Application::run()]] pour traiter la requête entrante.






Applications Web 


Ce qui suit est le code du script de démarrage du Modèle Basique d’Application Web.


<?php

defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);
defined('YII_ENV') or define('YII_ENV', 'dev');

// register Composer autoloader
require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');

// include Yii class file
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// load application configuration
$config = require(__DIR__ . '/../config/web.php');

// create, configure and run application
(new yii\web\Application($config))->run();






Applications Console 


De même, le code qui suit est le code du script de démarrage d’une application console :


#!/usr/bin/env php
<?php
/**
 * Yii console bootstrap file.
 *
 * @link http://www.yiiframework.com/
 * @copyright Copyright (c) 2008 Yii Software LLC
 * @license http://www.yiiframework.com/license/
 */

defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);

// fcgi doesn't have STDIN and STDOUT defined by default
defined('STDIN') or define('STDIN', fopen('php://stdin', 'r'));
defined('STDOUT') or define('STDOUT', fopen('php://stdout', 'w'));

// register Composer autoloader
require(__DIR__ . '/vendor/autoload.php');

// include Yii class file
require(__DIR__ . '/vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// load application configuration
$config = require(__DIR__ . '/config/console.php');

$application = new yii\console\Application($config);
$exitCode = $application->run();
exit($exitCode);






Définir des Constantes 


Les scripts de démarrage sont l’endroit idéal pour définir des constantes globales. Yii supporte les trois constantes suivantes :



		YII_DEBUG : spécifie si une application tourne en mode de débogage. Si elle est en mode de débogage, une
application loguera plus d’informations, et révélera des piles d’appels d’erreurs détaillées si des exceptions
sont lancées. C’est pour cette raison que le mode de débogage doit être utilisé principalement pendant la phase
de développement. La valeur par défaut de YII_DEBUG est faux.


		YII_ENV : spécifie sur quel environnement l’application est en train de tourner. Cela a été décrit plus en détails
dans la section Configurations. La valeur par défaut de YII_ENV
est 'prod', ce qui signifie que l’application tourne en environnement de production.


		YII_ENABLE_ERROR_HANDLER : spécifie si le gestionnaire d’erreurs fourni par Yii doit être activé. La valeur par
défaut de cette constantes est vrai.





Quand on définit une constant, on utilise souvent le code suivant :


defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);



qui est l’équivalent du code suivant :


if (!defined('YII_DEBUG')) {
    define('YII_DEBUG', true);
}



Clairement, le premier est plus succinct et plus aisé à comprendre.


Les définitions de constantes doit être faite au tout début d’un script de démarrage pour qu’elles puissent prendre
effet quand d’autres fichiers PHP sont inclus.








          

      

      

    


    
        © 版权所有 .
      由 Sphinx 1.3.1 创建。
    

  

guide/tutorial-console.html


    
      导航


      
        		
          索引


        		YII2 stable 文档 »

 
      


    


    
      
          
            
  
Console applications



Note: This section is under development.



Yii has full featured support for console applications, whose structure is very similar to a Yii web application. A console application
consists of one or more [[yii\console\Controller]] classes, which are often referred to as “commands” in the console environment. Each controller can also have one or more actions, just like web controllers.



Usage 


You execute a console controller action using the following syntax:


yii <route> [--option1=value1 --option2=value2 ... argument1 argument2 ...]



For example, the [[yii\console\controllers\MigrateController::actionCreate()|MigrateController::actionCreate()]]
with [[yii\console\controllers\MigrateController::$migrationTable|MigrateController::$migrationTable]] set can
be called from command line like so:


yii migrate/create --migrationTable=my_migration



In the above yii is the console application entry script which is described below.



Note: When using * in console don’t forget to quote it as "*" in order to avoid executing it as a shell
glob that will be replaced by all file names of the current directory.






Entry script 


The console application entry script is equivalent to the index.php bootstrap file used for the web application.
The console entry script is typically called yii, and located in your application’s root directory.
It contains code like the following:


#!/usr/bin/env php
<?php
/**
 * Yii console bootstrap file.
 */

defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);

// fcgi doesn't have STDIN and STDOUT defined by default
defined('STDIN') or define('STDIN', fopen('php://stdin', 'r'));
defined('STDOUT') or define('STDOUT', fopen('php://stdout', 'w'));

require(__DIR__ . '/vendor/autoload.php');
require(__DIR__ . '/vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

$config = require(__DIR__ . '/config/console.php');

$application = new yii\console\Application($config);
$exitCode = $application->run();
exit($exitCode);



This script will be created as part of your application; you’re free to edit it to suit your needs. The YII_DEBUG constant can be set to false if you do
not want to see a stack trace on error, and/or if you want to improve the overall performance. In both basic and advanced application
templates, the console application entry script has debugging enabled by default to provide a more developer-friendly environment.





Configuration 


As can be seen in the code above, the console application uses its own configuration file, named console.php. In this file
you should configure various application components and properties for the console application in particular.


If your web application and console application share a lot of configuration parameters and values, you may consider moving the common
parts into a separate file, and including this file in both of the application configurations (web and console). You can see an example of this in the “advanced” application template.



Tip: Sometimes, you may want to run a console command using an application configuration that is different
from the one specified in the entry script. For example, you may want to use the yii migrate command to
upgrade your test databases, which are configured in each individual test suite. To change the configuration
dynamically, simply specify a custom application configuration
file via the appconfig option when executing the command:


yii <route> --appconfig=path/to/config.php ...










Creating your own console commands 



Console Controller and Action


A console command is defined as a controller class extending from [[yii\console\Controller]]. In the controller class,
you define one or more actions that correspond to sub-commands of the controller. Within each action, you write code that implements the appropriate tasks for that particular sub-command.


When running a command, you need to specify the route to the  controller action. For example,
the route migrate/create invokes the sub-command that corresponds to the
[[yii\console\controllers\MigrateController::actionCreate()|MigrateController::actionCreate()]] action method.
If a route offered during execution does not contain an action ID, the default action will be executed (as with a web controller).





Options


By overriding the [[yii\console\Controller::options()]] method, you can specify options that are available
to a console command (controller/actionID). The method should return a list of the controller class’s public properties.
When running a command, you may specify the value of an option using the syntax --OptionName=OptionValue.
This will assign OptionValue to the OptionName property of the controller class.


If the default value of an option is of an array type and you set this option while running the command,
the option value will be converted into an array by splitting the input string on any commas.





Arguments


Besides options, a command can also receive arguments. The arguments will be passed as the parameters to the action
method corresponding to the requested sub-command. The first argument corresponds to the first parameter, the second
corresponds to the second, and so on. If not enough arguments are provided when the command is called, the corresponding parameters
will take the declared default values, if defined. If no default value is set, and no value is provided at runtime, the command will exit with an error.


You may use the array type hint to indicate that an argument should be treated as an array. The array will be generated
by splitting the input string on commas.


The following example shows how to declare arguments:


class ExampleController extends \yii\console\Controller
{
    // The command "yii example/create test" will call "actionCreate('test')"
    public function actionCreate($name) { ... }

    // The command "yii example/index city" will call "actionIndex('city', 'name')"
    // The command "yii example/index city id" will call "actionIndex('city', 'id')"
    public function actionIndex($category, $order = 'name') { ... }

    // The command "yii example/add test" will call "actionAdd(['test'])"
    // The command "yii example/add test1,test2" will call "actionAdd(['test1', 'test2'])"
    public function actionAdd(array $name) { ... }
}






Exit Code


Using exit codes is a best practice for console application development. Conventionally, a command returns 0 to indicate that
everything is OK. If the command returns a number greater than zero, that’s considered to be indicative of an error. The number returned will be the error
code, potentially usable to find out details about the error.
For example 1 could stand generally for an unknown error and all codes above would be reserved for specific cases: input errors, missing files, and so forth.


To have your console command return an exit code, simply return an integer in the controller action
method:


public function actionIndex()
{
    if (/* some problem */) {
        echo "A problem occured!\n";
        return 1;
    }
    // do something
    return 0;
}



There are some predefined constants you can use:



		Controller::EXIT_CODE_NORMAL with value of 0;


		Controller::EXIT_CODE_ERROR with value of 1.





It’s a good practice to define meaningful constants for your controller in case you have more error code types.





Formatting and colors


Yii console supports formatted output that is automatically degraded to non-formatted one if it’s not supported
by terminal running the command.


Outputting formatted strings is simple. Here’s how to output some bold text:


$this->stdout("Hello?\n", Console::BOLD);



If you need to build string dynamically combining multiple styles it’s better to use ansiFormat:


$name = $this->ansiFormat('Alex', Console::FG_YELLOW);
echo "Hello, my name is $name.";
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デバッグツールバーとデバッガ



Note|注意: この節はまだ執筆中です。



Yii2 には、アプリケーションの迅速な開発とデバッグのために、便利なツールバーと内蔵のデバッガが付いています。
ツールバーは現在開かれているページに関する情報を表示します。
そして、デバッガはそれまでに収集したデータを分析する (すなわち、変数の値を確認する) のに使用できます。


これらのツールは、特別な設定をしなくても、次のことを可能にしてくれます。



		フレームワークのバージョン、PHP バージョン、レスポンスステータス、現在のコントローラとアクション、パフォーマンス情報、その他をツールバーによって素速く取得


		アプリケーションと PHP の構成の閲覧


		リクエストデータ、リクエストとレスポンスのヘッダ、セッションデータ、そして環境変数の閲覧


		ログの閲覧、検索、フィルタリング


		プロファイリング結果の閲覧


		ページによって実行されたデータベースクエリの閲覧


		アプリケーションから送信されたメールの閲覧





これらの情報の全てはリクエストごとに閲覧できますが、過去のリクエストに遡って情報を閲覧することも可能です。



インストールと構成


これらの機能を有効にするためには、構成情報ファイルに以下の行を追加してデバッグモジュールを有効にします。


'bootstrap' => ['debug'],
'modules' => [
    'debug' => 'yii\debug\Module',
]



デフォルトでは、デバッグモジュールはウェブサイトをローカルホストから閲覧した場合にだけ動作します。
これをリモートサーバ (ステージングサーバ) で使いたい場合は、パラメータ allowedIPs を構成情報に追加して、あなたの IP をホワイトリストに加えてください。


'bootstrap' => ['debug'],
'modules' => [
    'debug' => [
        'class' => 'yii\debug\Module',
        'allowedIPs' => ['1.2.3.4', '127.0.0.1', '::1']
    ]
]



URL マネージャで enableStrictParsing オプションを使っている場合は、rules に次の行を追加してください。


'urlManager' => [
    'enableStrictParsing' => true,
    'rules' => [
        // ...
        'debug/<controller>/<action>' => 'debug/<controller>/<action>',
    ],
],




Note|注意: デバッガは各リクエストに関する情報を @runtime/debug ディレクトリに保存します。
デバッガを使用するのに問題が生じたとき、例えば、デバッガを使おうとするとおかしなエラーメッセージが出たり、ツールバーが表示されなかったり、何も結果が表示されなかったりしたときは、ウェブサーバがこのディレクトリとその中に置かれるファイルに対して十分なアクセス権限を持っているかどうかを確認してください。




ロギングとプロファイリングのための追加の構成


ロギングとプロファイリングは、フレームワークとアプリケーションの両方の実行フローを理解するのを助けてくれる、単純ながら強力なツールです。これらのツールは、開発環境でも本番環境でも役に立ちます。


本番環境では、ロギング のガイドの節で説明されているように、著しく重要なメッセージを手動でログに取るだけにとどめるべきです。
本番環境で全てのメッセージをログに取り続けるのは、パフォーマンスへの損害が大きすぎます。


開発環境では、ログは多く取れば取るほど良いでしょう。とりわけ、実行トレースの記録は有用です。


フレームワークのフードの下で何が起っているかを理解する手助けとなるトレースメッセージを見るためには、構成情報ファイルでトレースレベルを設定する必要があります。


return [
    // ...
    'components' => [
        'log' => [
            'traceLevel' => YII_DEBUG ? 3 : 0, // <-- ここ



デフォルトでは、Yii がデバッグモードで走っている場合のトレースレベルは自動的に 3 に設定されます。
デバッグモードは index.php ファイルに次の行が存在することによって決定されます。


defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);




Note|注意: デバッグモードはパフォーマンスに著しい悪影響を及ぼし得ますので、本番環境では必ずデバッグモードを無効にしてください。
更に、デバッグモードは公開すべきでない情報をエンドユーザに曝露することがあり得ます。








あなた自身のパネルを作る


ツールバーとデバッガは、ともに、高い構成可能性とカスタマイズ性を持っています。
あなた自身のパネルを作成して、あなたが必要とする特定のデータを収集して表示することも出来ます。
以下において、簡単なカスタムパネルを作るプロセスを説明します。このパネルは以下の機能を持つものとします。



		リクエストの間にレンダリングされたビューを収集する


		ツールバーにレンダリングされたビューの数を表示する


		デバッガでビューの名前を確認することが出来る





ベーシックアプリケーションテンプレートを使用しているものと仮定します。


最初に、panels/ViewsPanel.php で Panel クラスを実装する必要があります。


<?php
namespace app\panels;

use yii\base\Event;
use yii\base\View;
use yii\base\ViewEvent;
use yii\debug\Panel;


class ViewsPanel extends Panel
{
    private $_viewFiles = [];

    public function init()
    {
        parent::init();
        Event::on(View::className(), View::EVENT_BEFORE_RENDER, function (ViewEvent $event) {
            $this->_viewFiles[] = $event->sender->getViewFile();
        });
    }


    /**
     * @inheritdoc
     */
    public function getName()
    {
        return 'Views';
    }

    /**
     * @inheritdoc
     */
    public function getSummary()
    {
        $url = $this->getUrl();
        $count = count($this->data);
        return "<div class=\"yii-debug-toolbar-block\"><a href=\"$url\">ビュー数 <span class=\"label\">$count</span></a></div>";
    }

    /**
     * @inheritdoc
     */
    public function getDetail()
    {
        return '<ol><li>' . implode('<li>', $this->data) . '</ol>';
    }

    /**
     * @inheritdoc
     */
    public function save()
    {
        return $this->_viewFiles;
    }
}



上記のコードのワークフローは以下のとおりです。



		全てのコントローラのアクションが走る前に init が実行されます。
コントローラのアクションが実行される間にデータを収集するハンドラをアタッチするには、このメソッドが最適の場所です。


		コントローラのアクションが実行された後に save が呼ばれます。
このメソッドによって返されたデータは、データファイルに保存されます。
このメソッドが何も返さなかった場合には、パネルは表示されません。


		データファイルからのデータは $this->data にロードされます。
ツールバーの場合は、これは常に最新のデータを表します。
デバッガの場合は、このプロパティを以前のデータファイルから読み出すようにセットされることもあります。


		ツールバーはその内容を getSummary から取得します。
そこではレンダリングされたビューの数を表示します。
デバッガは同じ目的のために getDetail を使用します。





さあ、それでは、デバッガに新しいパネルを使うように教えましょう。
config/web.php で、デバッガの構成を次のように変更します。


if (YII_ENV_DEV) {
    // configuration adjustments for 'dev' environment
    $config['bootstrap'][] = 'debug';
    $config['modules']['debug'] = [
        'class' => 'yii\debug\Module',
        'panels' => [
            'views' => ['class' => 'app\panels\ViewsPanel'],
        ],
    ];

// ...



以上です。これで、たいしてコードを書くこともなく、もう一つの便利なパネルを手に入れました。
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Installer Yii


Vous pouvez installer Yii de deux façons, en utilisant Composer [http://getcomposer.org/] ou en téléchargeant une archive.
La première méthode est conseillée, étant donné qu’elle permet d’installer de nouvelles extensions ou de mettre à jour Yii en éxécutant simplement une commande.



Remarque : Contrairement à Yii 1, les installations standards de Yii 2 auront pour résultat le téléchargement et l’installation du framework, ainsi que d’un squelette d’application.




Installer via Composer 


Si vous n’avez pas déjà installé Composer, vous pouvez le faire en suivant les instructions sur le site getcomposer.org [https://getcomposer.org/download/].
Sous Linux et Mac OS X, vous pouvez éxécuter les commandes :


curl -s http://getcomposer.org/installer | php
mv composer.phar /usr/local/bin/composer



Sous Windows, téléchargez et éxécutez Composer-Setup.exe [https://getcomposer.org/Composer-Setup.exe].


Merci de consulter la Documentation de Composer [https://getcomposer.org/doc/] en cas de problèmes, ou si vous souhaitez en savoir d’avantage sur l’utilisation de Composer.


Avec Composer installé, vous pouvez installer Yii en éxécutant la commande suivante dans un dossier accessible via le Web :


composer create-project --prefer-dist yiisoft/yii2-app-basic basic



Cette commande installera Yii dans le dossier basic.



Astuce : Si vous souhaitez installer la dernière version de développement de Yii, vous pouvez utiliser la commande suivante qui ajoutera l’option stability [https://getcomposer.org/doc/04-schema.md#minimum-stability] :


composer create-project --prefer-dist --stability=dev yiisoft/yii2-app-basic basic



Notez que la version de développement de Yii ne doit pas être utilisée en production, vu qu’elle pourrait casser votre code existant.









Installer depuis une archive 


Installer Yii depuis une archive se fait en deux étapes :



		Téléchargez l’archive sur le site yiiframework.com [http://www.yiiframework.com/download/yii2-basic].


		Décompressez l’archive dans un dossier accessible via le Web.








Autres options d’installation 


Les instructions d’installation ci-dessus montrent comment installer Yii, ce qui installe également une application Web de base qui fonctionne out of the box.
Cette approche est un bon point de départ pour les petits projets, ou pour quand vous commencer à apprendre Yii.


Mais il y a d’autres options d’installation disponibles :



		Si vous voulez installer uniquement le framework et que vous souhaitez créer une application à partir de zéro, vous pouvez suivre les instructions dans la partie Construire une application à partir de zéro.


		Si vous voulez commencer par une application plus sophistiquée, mieux adaptée aux environnements d’équipe de développement, vous pouvez envisager l’installation du Modèle d’application avancée.








Vérifier l’installation 


Après l’installation, vous pouvez utiliser votre navigateur pour accéder à l’application Yii avec l’URL suivante :


http://localhost/basic/web/index.php



Cette URL suppose que vous avez installé Yii dans un dossier nommé basic, directement dans le dossier racine du serveur Web, et que le serveur Web est en cours d’exécution sur votre machine locale (localhost). Vous devrez peut-être ajuster  cette URL à votre environnement d’installation.


[image: Successful Installation of Yii]


Vous devriez voir dans votre navigateur la page ci-dessus. Sinon, merci de vérifier que votre installation remplit bien les pré-requis de Yii. Vous pouvez vérifier cela en utilisant l’une des approches suivantes :



		Utilisez un navigateur pour accéder à l’URL http://localhost/basic/requirements.php





		Exécutez les commandes suivantes:


cd basic
php requirements.php









Vous devez configurer votre installation de PHP afin qu’elle réponde aux exigences minimales de Yii. Le plus important étant que vous ayez PHP 5.4 ou plus. Si votre application a besoin d’une base de données, vous devez également installer l’extension PHP PDO [http://www.php.net/manual/en/pdo.installation.php] ainsi qu’un pilote correspondant à votre système de base de données (par exemple pdo_mysql pour MySQL).





Configuration du serveur Web 



Remarque : Si vous voulez juste tester Yii sans intention de l’utiliser sur un serveur de production, vous pouvez ignorer ce paragraphe.



L’application installée selon les instructions ci-dessus devrait fonctionner out of the box avec le serveur HTTP Apache [http://httpd.apache.org/] ou le serveur HTTP Nginx [http://nginx.org/], sous Windows, Mac OX X, ou linux.


Sur un serveur de production, vous pouvez configurer votre serveur Web afin que l’application soit accessible via l’URL http://www.example.com/index.php au lieu de http://www.example.com/basic/web/index.php. Cela implique que le dossier racine de votre serveur Web pointe vers le dossier basic/web.
Vous pouvez également cacher index.php dans l’URL, comme décrit dans la partie Génération et traitement des URL, vous y apprendrez comment configurer votre serveur Apache ou Nginx pour atteindre ces objectifs.



Remarque : En utilisant basic/web comme dossier racine, vous empêchez également aux utilisateurs finaux d’accéder à votre code d’application privé et fichiers de données sensibles qui sont stockés dans le dossier basic. Refuser l’accès à ces ressources est une amélioration de la sécurité.




Remarque: Si votre application s’exécute dans un environnement d’hébergement mutualisé où vous n’avez pas la permission de modifier la configuration du serveur Web, vous pouvez ajuster la structure de votre application pour une meilleure sécurité. Merci de lire la partie Environnement d’hébergement mutualisé pour en savoir plus.




Configuration Apache recommandée 


Utilisez la configuration suivante dans httpd.conf, ou dans la configuration de votre hôte virtuel. Notez que vous devez remplacer path/to/basic/web par le chemin vers le dossier basic/web.


# Configuration du dossier racine
DocumentRoot "path/to/basic/web"

<Directory "path/to/basic/web">
    RewriteEngine on

    # Si le dossier ou fichier existe, répondre directement
    RewriteCond %{REQUEST_FILENAME} !-f
    RewriteCond %{REQUEST_FILENAME} !-d
    # Sinon on redirige vers index.php
    RewriteRule . index.php

    # ...other settings...
</Directory>






Configuration Nginx recommandée 


Pour utiliser Nginx, vous devez avoir installé PHP en utilisant FPM SAPI [http://php.net/install.fpm].
Utilisez la configuration Nginx suivante, en remplaçant path/to/basic/web par le chemin vers le dossier basic/web et mysite.local par le nom d’hôte de votre serveur.


server {
    charset utf-8;
    client_max_body_size 128M;

    listen 80; ## port pour ipv4
    #listen [::]:80 default_server ipv6only=on; ## port pour ipv6

    server_name mysite.local;
    root        /path/to/basic/web;
    index       index.php;

    access_log  /path/to/basic/log/access.log main;
    error_log   /path/to/basic/log/error.log;

    location / {
        # Test fichier/dossier, sinon redirection vers index.php
        try_files $uri $uri/ /index.php?$args;
    }

    # décommentez ces lignes pour évitez que Yii ne gère les requêtes vers des fichiers statiques inexistants
    #location ~ \.(js|css|png|jpg|gif|swf|ico|pdf|mov|fla|zip|rar)$ {
    #    try_files $uri =404;
    #}
    #error_page 404 /404.html;

    location ~ \.php$ {
        include fastcgi.conf;
        fastcgi_pass   127.0.0.1:9000;
        #fastcgi_pass unix:/var/run/php5-fpm.sock;
    }

    location ~ /\.(ht|svn|git) {
        deny all;
    }
}



Lorsque vous utilisez cette configuration, vous devez aussi mettre l’option cgi.fix_pathinfo=0 dans le fichier php.ini afin d’éviter de nombreux appels système à stat().


Notez également que lors de l’utilisation d’un serveur HTTPS, vous devez ajouter l’option fastcgi_param HTTPS on; afin que Yii puisse détecter correctement si une connexion est sécurisée.
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Filters


Filters are objects that run before and/or after controller actions. For example,
an access control filter may run before actions to ensure that they are allowed to be accessed by particular end users;
a content compression filter may run after actions to compress the response content before sending them out to end users.


A filter may consist of a pre-filter (filtering logic applied before actions) and/or a post-filter (logic applied
after actions).



Using Filters 


Filters are essentially a special kind of behaviors. Therefore, using filters is the same
as using behaviors. You can declare filters in a controller class
by overriding its [[yii\base\Controller::behaviors()|behaviors()]] method like the following:


public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => 'yii\filters\HttpCache',
            'only' => ['index', 'view'],
            'lastModified' => function ($action, $params) {
                $q = new \yii\db\Query();
                return $q->from('user')->max('updated_at');
            },
        ],
    ];
}



By default, filters declared in a controller class will be applied to all actions in that controller. You can,
however, explicitly specify which actions the filter should be applied to by configuring the
[[yii\base\ActionFilter::only|only]] property. In the above example, the HttpCache filter only applies to the
index and view actions. You can also configure the [[yii\base\ActionFilter::except|except]] property to blacklist
some actions from being filtered.


Besides controllers, you can also declare filters in a module or application.
When you do so, the filters will be applied to all controller actions belonging to that module or application,
unless you configure the filters’ [[yii\base\ActionFilter::only|only]] and [[yii\base\ActionFilter::except|except]]
properties like described above.



Note: When declaring filters in modules or applications, you should use routes
instead of action IDs in the [[yii\base\ActionFilter::only|only]] and [[yii\base\ActionFilter::except|except]] properties.
This is because action IDs alone cannot fully specify actions within the scope of a module or application.



When multiple filters are configured for a single action, they are applied according to the rules described below:



		Pre-filtering
		Apply filters declared in the application in the order they are listed in behaviors().


		Apply filters declared in the module in the order they are listed in behaviors().


		Apply filters declared in the controller in the order they are listed in behaviors().


		If any of the filters cancel the action execution, the filters (both pre-filters and post-filters) after it will
not be applied.








		Running the action if it passes the pre-filtering.


		Post-filtering
		Apply filters declared in the controller in the reverse order they are listed in behaviors().


		Apply filters declared in the module in the reverse order they are listed in behaviors().


		Apply filters declared in the application in the reverse order they are listed in behaviors().














Creating Filters 


To create a new action filter, extend from [[yii\base\ActionFilter]] and override the
[[yii\base\ActionFilter::beforeAction()|beforeAction()]] and/or [[yii\base\ActionFilter::afterAction()|afterAction()]]
methods. The former will be executed before an action runs while the latter after an action runs.
The return value of [[yii\base\ActionFilter::beforeAction()|beforeAction()]] determines whether an action should
be executed or not. If it is false, the filters after this one will be skipped and the action will not be executed.


The following example shows a filter that logs the action execution time:


namespace app\components;

use Yii;
use yii\base\ActionFilter;

class ActionTimeFilter extends ActionFilter
{
    private $_startTime;

    public function beforeAction($action)
    {
        $this->_startTime = microtime(true);
        return parent::beforeAction($action);
    }

    public function afterAction($action, $result)
    {
        $time = microtime(true) - $this->_startTime;
        Yii::trace("Action '{$action->uniqueId}' spent $time second.");
        return parent::afterAction($action, $result);
    }
}






Core Filters 


Yii provides a set of commonly used filters, found primarily under the yii\filters namespace. In the following,
we will briefly introduce these filters.



[[yii\filters\AccessControl|AccessControl]] 


AccessControl provides simple access control based on a set of [[yii\filters\AccessControl::rules|rules]].
In particular, before an action is executed, AccessControl will examine the listed rules and find the first one
that matches the current context variables (such as user IP address, user login status, etc.) The matching
rule will dictate whether to allow or deny the execution of the requested action. If no rule matches, the access
will be denied.


The following example shows how to allow authenticated users to access the create and update actions
while denying all other users from accessing these two actions.


use yii\filters\AccessControl;

public function behaviors()
{
    return [
        'access' => [
            'class' => AccessControl::className(),
            'only' => ['create', 'update'],
            'rules' => [
                // allow authenticated users
                [
                    'allow' => true,
                    'roles' => ['@'],
                ],
                // everything else is denied by default
            ],
        ],
    ];
}



For more details about access control in general, please refer to the Authorization section.





Authentication Method Filters 


Authentication method filters are used to authenticate a user using various methods, such as
HTTP Basic Auth [http://en.wikipedia.org/wiki/Basic_access_authentication], OAuth 2 [http://oauth.net/2/].
These filter classes are all under the yii\filters\auth namespace.


The following example shows how you can use [[yii\filters\auth\HttpBasicAuth]] to authenticate a user using
an access token based on HTTP Basic Auth method. Note that in order for this to work, your
[[yii\web\User::identityClass|user identity class]] must implement the [[yii\web\IdentityInterface::findIdentityByAccessToken()|findIdentityByAccessToken()]]
method.


use yii\filters\auth\HttpBasicAuth;

public function behaviors()
{
    return [
        'basicAuth' => [
            'class' => HttpBasicAuth::className(),
        ],
    ];
}



Authentication method filters are commonly used in implementing RESTful APIs. For more details, please refer to the
RESTful Authentication section.





[[yii\filters\ContentNegotiator|ContentNegotiator]] 


ContentNegotiator supports response format negotiation and application language negotiation. It will try to
determine the response format and/or language by examining GET parameters and Accept HTTP header.


In the following example, ContentNegotiator is configured to support JSON and XML response formats, and
English (United States) and German languages.


use yii\filters\ContentNegotiator;
use yii\web\Response;

public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => ContentNegotiator::className(),
            'formats' => [
                'application/json' => Response::FORMAT_JSON,
                'application/xml' => Response::FORMAT_XML,
            ],
            'languages' => [
                'en-US',
                'de',
            ],
        ],
    ];
}



Response formats and languages often need to be determined much earlier during
the application lifecycle. For this reason, ContentNegotiator
is designed in a way such that it can also be used as a bootstrapping component
besides being used as a filter. For example, you may configure it in the application configuration
like the following:


use yii\filters\ContentNegotiator;
use yii\web\Response;

[
    'bootstrap' => [
        [
            'class' => ContentNegotiator::className(),
            'formats' => [
                'application/json' => Response::FORMAT_JSON,
                'application/xml' => Response::FORMAT_XML,
            ],
            'languages' => [
                'en-US',
                'de',
            ],
        ],
    ],
];




Info: In case the preferred content type and language cannot be determined from a request, the first format and
language listed in [[formats]] and [[languages]] will be used.






[[yii\filters\HttpCache|HttpCache]] 


HttpCache implements client-side caching by utilizing the Last-Modified and Etag HTTP headers.
For example,


use yii\filters\HttpCache;

public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => HttpCache::className(),
            'only' => ['index'],
            'lastModified' => function ($action, $params) {
                $q = new \yii\db\Query();
                return $q->from('user')->max('updated_at');
            },
        ],
    ];
}



Please refer to the HTTP Caching section for more details about using HttpCache.





[[yii\filters\PageCache|PageCache]] 


PageCache implements server-side caching of whole pages. In the following example, PageCache is applied
to the index action to cache the whole page for maximum 60 seconds or until the count of entries in the post
table changes. It also stores different versions of the page depending on the chosen application language.


use yii\filters\PageCache;
use yii\caching\DbDependency;

public function behaviors()
{
    return [
        'pageCache' => [
            'class' => PageCache::className(),
            'only' => ['index'],
            'duration' => 60,
            'dependency' => [
                'class' => DbDependency::className(),
                'sql' => 'SELECT COUNT(*) FROM post',
            ],
            'variations' => [
                \Yii::$app->language,
            ]
        ],
    ];
}



Please refer to the Page Caching section for more details about using PageCache.





[[yii\filters\RateLimiter|RateLimiter]] 


RateLimiter implements a rate limiting algorithm based on the leaky bucket algorithm [http://en.wikipedia.org/wiki/Leaky_bucket].
It is primarily used in implementing RESTful APIs. Please refer to the Rate Limiting section
for details about using this filter.





[[yii\filters\VerbFilter|VerbFilter]] 


VerbFilter checks if the HTTP request methods are allowed by the requested actions. If not allowed, it will
throw an HTTP 405 exception. In the following example, VerbFilter is declared to specify a typical set of allowed
request methods for CRUD actions.


use yii\filters\VerbFilter;

public function behaviors()
{
    return [
        'verbs' => [
            'class' => VerbFilter::className(),
            'actions' => [
                'index'  => ['get'],
                'view'   => ['get'],
                'create' => ['get', 'post'],
                'update' => ['get', 'put', 'post'],
                'delete' => ['post', 'delete'],
            ],
        ],
    ];
}






[[yii\filters\Cors|Cors]] 


Cross-origin resource sharing CORS [https://developer.mozilla.org/fr/docs/HTTP/Access_control_CORS] is a mechanism that allows many resources (e.g. fonts, JavaScript, etc.)
on a Web page to be requested from another domain outside the domain the resource originated from.
In particular, JavaScript’s AJAX calls can use the XMLHttpRequest mechanism. Such “cross-domain” requests would
otherwise be forbidden by Web browsers, per the same origin security policy.
CORS defines a way in which the browser and the server can interact to determine whether or not to allow the cross-origin request.


The [[yii\filters\Cors|Cors filter]] should be defined before Authentication / Authorization filters to make sure the CORS headers
will always be sent.


use yii\filters\Cors;
use yii\helpers\ArrayHelper;

public function behaviors()
{
    return ArrayHelper::merge([
        [
            'class' => Cors::className(),
        ],
    ], parent::behaviors());
}



The Cors filtering could be tuned using the cors property.



		cors['Origin']: array used to define allowed origins. Can be ['*'] (everyone) or ['http://www.myserver.net', 'http://www.myotherserver.com']. Default to ['*'].


		cors['Access-Control-Request-Method']: array of allowed verbs like ['GET', 'OPTIONS', 'HEAD'].  Default to ['GET', 'POST', 'PUT', 'PATCH', 'DELETE', 'HEAD', 'OPTIONS'].


		cors['Access-Control-Request-Headers']: array of allowed headers. Can be ['*'] all headers or specific ones ['X-Request-With']. Default to ['*'].


		cors['Access-Control-Allow-Credentials']: define if current request can be made using credentials. Can be true, false or null (not set). Default to null.


		cors['Access-Control-Max-Age']: define lifetime of pre-flight request. Default to 86400.





For example, allowing CORS for origin : http://www.myserver.net with method GET, HEAD and OPTIONS :


use yii\filters\Cors;
use yii\helpers\ArrayHelper;

public function behaviors()
{
    return ArrayHelper::merge([
        [
            'class' => Cors::className(),
            'cors' => [
                'Origin' => ['http://www.myserver.net'],
                'Access-Control-Request-Method' => ['GET', 'HEAD', 'OPTIONS'],
            ],
        ],
    ], parent::behaviors());
}



You may tune the CORS headers by overriding default parameters on a per action basis.
For example adding the Access-Control-Allow-Credentials for the login action could be done like this :


use yii\filters\Cors;
use yii\helpers\ArrayHelper;

public function behaviors()
{
    return ArrayHelper::merge([
        [
            'class' => Cors::className(),
            'cors' => [
                'Origin' => ['http://www.myserver.net'],
                'Access-Control-Request-Method' => ['GET', 'HEAD', 'OPTIONS'],
            ],
            'actions' => [
                'login' => [
                    'Access-Control-Allow-Credentials' => true,
                ]
            ]
        ],
    ], parent::behaviors());
}
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フォームを扱う


この節では、ユーザからデータを取得するためのフォームを持つ新しいページを作る方法を説明します。
このページは名前のインプットフィールドとメールのインプットフィールドを持つフォームを表示します。
ユーザからこれら二つの情報を受け取った後、ページは入力された値を確認のためにエコーバックします。


この目的を達するために、一つの アクション と 二つの ビュー を作成する以外に、一つの モデル をも作成します。


このチュートリアルを通じて、次の方法を学びます。



		フォームを通じてユーザによって入力されるデータを表す モデル を作成する方法


		入力されたデータを検証する規則を宣言する方法


		ビュー の中で HTML フォームを構築する方法






モデルを作成する 


ユーザに入力してもらうデータは、下に示されているように EntryForm モデルクラスとして表現され、models/EntryForm.php というファイルに保存されます。
クラスファイルの命名規約についての詳細は クラスのオートロード の節を参照してください。


<?php

namespace app\models;

use yii\base\Model;

class EntryForm extends Model
{
    public $name;
    public $email;

    public function rules()
    {
        return [
            [['name', 'email'], 'required'],
            ['email', 'email'],
        ];
    }
}



このクラスは、Yii によって提供される基底クラス [[yii\base\Model]] を拡張するものです。
通常、この基底クラスがフォームデータを表現するのに使われます。



Info|情報: [[yii\base\Model]] はデータベーステーブルと関連しないモデルクラスの親として使われます。
データベーステーブルと対応するモデルクラスでは、通常は [[yii\db\ActiveRecord]] が親になります。



EntryForm クラスは二つのパブリックメンバー、name と email を持っており、これらがユーザによって入力されるデータを保管するのに使われます。
このクラスはまた rules() という名前のメソッドを持っています。このメソッドがデータを検証する一連の規則を返します。
上記で宣言されている検証規則は次のことを述べています。



		name と email は、ともに値を要求される


		email のデータは構文的に正当なメールアドレスでなければならない





ユーザによって入力されたデータを EntryForm オブジェクトに投入した後、[[yii\base\Model::validate()|validate()]] を呼んでデータ検証ルーチンを始動することが出来ます。
データ検証が失敗すると [[yii\base\Model::hasErrors|hasErrors]] プロパティが true に設定されます。
そして、[[yii\base\Model::getErrors|errors]] を通じて、どのような検証エラーが発生したかを知ることが出来ます。


<?php
$model = new EntryForm();
$model->name = 'Qiang';
$model->email = 'bad';
if ($model->validate()) {
    // 良し!
} else {
    // 失敗!
    // $model->getErrors() を使う
}






アクションを作成する 


次に、この新しいモデルを使う entry アクションを site コントローラに作る必要があります。
アクションを作成して使うプロセスについては、こんにちは、と言う の節で既に説明されています。


<?php

namespace app\controllers;

use Yii;
use yii\web\Controller;
use app\models\EntryForm;

class SiteController extends Controller
{
    // ... 既存のコード ...

    public function actionEntry()
    {
        $model = new EntryForm;

        if ($model->load(Yii::$app->request->post()) && $model->validate()) {
            // $model に有効なデータを受け取った場合

            // ここで $model について何か意味のあることをする ...

            return $this->render('entry-confirm', ['model' => $model]);
        } else {
            // ページの初期表示か、または、何か検証エラーがある場合
            return $this->render('entry', ['model' => $model]);
        }
    }
}



アクションは最初に EntryForm オブジェクトを生成します。
次に、モデルに $_POST のデータ、Yii においては [[yii\web\Request::post()]] によって提供されるデータを投入しようと試みます。
モデルへのデータ投入が成功した場合（つまり、ユーザが HTML フォームを送信した場合)、アクションは[[yii\base\Model::validate()|validate()]] を呼んで、入力された値が有効なものであるかどうかを確認します。



Info|情報: Yii::$app という式は アプリケーション インスタンスを表現します。
これはグローバルにアクセス可能なシングルトンです。
これは、また、特定の機能性をサポートする request、response、db などのコンポーネントを提供する サービスロケータ でもあります。
上記のコードでは、アプリケーションインスタンスの request コンポーネントが $_POST データにアクセスするために使われています。



すべてが適正である場合、アクションは entry-confirm という名前のビューを表示して、データの送信が成功したことをユーザに確認させます。
データが送信されなかったり、データがエラーを含んでいたりする場合は、entry ビューが表示され、その中で HTML フォームが (もし有れば) 検証エラーのメッセージとともに表示されます。



Note|注意: この簡単な例では、有効なデータ送信に対して単純に確認ページを表示しています。
実際の仕事では、フォーム送信の諸問題 [http://en.wikipedia.org/wiki/Post/Redirect/Get] を避けるために、[[yii\web\Controller::refresh()|refresh()]] または [[yii\web\Controller::redirect()|redirect()]] を使うことを考慮すべきです。






ビューを作成する 


最後に、entry-confirm と entry という名前の二つのビューファイルを作成します。
今まさに説明したように、これらが entry アクションによって表示されます。


entry-confirm ビューは単純に名前とメールのデータを表示するものです。このビューは views/site/entry-confirm.php というファイルに保存しなければなりません。


<?php
use yii\helpers\Html;
?>
<p>あなたは次の情報を入力しました</p>

<ul>
    <li><label>名前</label>: <?= Html::encode($model->name) ?></li>
    <li><label>メール</label>: <?= Html::encode($model->email) ?></li>
</ul>



entry ビューは HTML フォームを表示します。これは views/site/entry.php というファイルに保存しなければなりません。


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\ActiveForm;
?>
<?php $form = ActiveForm::begin(); ?>

    <?= $form->field($model, 'name') ?>

    <?= $form->field($model, 'email') ?>

    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('送信', ['class' => 'btn btn-primary']) ?>
    </div>

<?php ActiveForm::end(); ?>



このビューは HTML フォームを構築するのに、[[yii\widgets\ActiveForm|ActiveForm]] と呼ばれる強力な ウィジェット を使います。
ウィジェットの begin() メソッドと end() メソッドが、それぞれ、フォームの開始タグと終了タグをレンダリングします。
この二つのメソッドの呼び出しの間に、[[yii\widgets\ActiveForm::field()|field()]] メソッドによってインプットフィールドが作成されます。
最初のインプットフィールドは “name” のデータ、第二のインプットフィールドは “email” のデータのためのものです。
インプットフィールドの後に、[[yii\helpers\Html::submitButton()]] メソッドが呼ばれて、送信ボタンを生成しています。





試してみる 


どのように動作するかを見るために、ブラウザで下記の URL をアクセスしてください。


http://hostname/index.php?r=site/entry



二つのインプットフィールドを持つフォームを表示するページが表示されるでしょう。
それぞれのインプットフィールドの前には、どんなデータを入力すべきかを示すラベルがあります。
何も入力せずに、あるいは、無効なメールアドレスを入力して送信ボタンをクリックすると、それぞれ問題のあるインプットフィールドの後ろにエラーメッセージが表示されます。


[image: 検証エラーのあるフォーム]


有効な名前とメールアドレスを入力してから送信ボタンをクリックすると、たった今入力したデータを表示する新しいページが表示されます。


[image: データ入力の確認]



魔法の説明


あなたは、舞台裏で HTML フォームがどのように動いているのか、不思議に思うかも知れません。
なぜなら、フォームが、ほとんど魔法のように、各インプットフィールドのラベルを表示し、データを正しく入力しなかった場合には、ページをリロードすることなく、エラーメッセージを表示するからです。


そう、データの検証は、最初に JavaScript を使ってクライアント側で実行され、次に PHP によってサーバ側で実行されます。
[[yii\widgets\ActiveForm]] は、賢いことに、EntryForm で宣言した検証規則を抽出し、それを実行可能な JavaScript コードに変換して、JavaScript を使ってデータ検証を実行します。
ブラウザで JavaScript を無効にした場合でも、actionEntry() メソッドで示されているように、サーバ側での検証は引き続き実行されます。
これにより、どのような状況であっても、データの有効性が保証されます。



Warning|警告: クライアント側の検証は、ユーザにとってのより良い使い心地のために利便性を提供するものです。
クライアント側の検証の有無にかかわらず、サーバ側の検証は常に必要とされます。



インプットフィールドのラベルは、モデルのプロパティ名を使用して、field() メソッドによって生成されます。
例えば、name というプロパティから Name というラベルが生成されます。


ビューの中で、下記のコードのように、ラベルをカスタマイズすることも出来ます。


<?= $form->field($model, 'name')->label('お名前') ?>
<?= $form->field($model, 'email')->label('メールアドレス') ?>




Info|情報: Yii はこのようなウィジェットを数多く提供して、複雑で動的なビューを素速く作成することを手助けしてくれます。
後で学ぶように、新しいウィジェットを書くことも非常に簡単です。
あなたは、将来のビュー開発を単純化するために、多くのビューコードを再利用可能なウィジェットに変換したいと思うことでしょう。








まとめ 


ガイドのこの節においては、MVC デザインパターンの全ての部分に触れました。
そして、ユーザデータを表現し、当該データを検証するモデルクラスを作成する方法を学びました。


また、ユーザからデータを取得する方法と、ブラウザにデータを表示して返す方法も学びました。
この作業は、アプリケーションを開発するときに、多大な時間を必要とするものになり得るものです。
しかし、Yii はこの作業を非常に容易にする強力なウィジェットを提供しています。


次の節では、ほとんど全てのアプリケーションで必要とされるデータベースを取り扱う方法を学びます。








          

      

      

    


    
        © 版权所有 .
      由 Sphinx 1.3.1 创建。
    

  

guide-fr/intro-yii.html


    
      导航


      
        		
          索引


        		YII2 stable 文档 »

 
      


    


    
      
          
            
  
Qu’est ce que Yii


Yii est un framework PHP hautes performances à base de composants qui permet de développer rapidement des applications Web modernes.
Le nom Yii (pronnoncée Yee ou [ji:]) signifie “simple et évolutif” en Chinois. Il peut également
être considéré comme un acronyme de Yes It Is!



Pour quel usage Yii est il optimal?


Yii est un framework Web générique, c’est à dire qu’il peut être utilisé pour développer tous types
d’applications Web basées sur PHP. De par son architecture à base de composants et son système de cache sophistiqué,
il est particulièrement adapté au développement d’applications à forte audience telles que des portails, des forums,
des systèmes de gestion de contenu (CMS), des sites e-commerce, services Web RESTFul, etc.





Comment se positionne Yii vis-à-vis des autres Frameworks?



		Comme la plupart des frameworks PHP, Yii est basé sur le modèle de conception MVC et encourage une
organisation du code basée sur ce modèle.


		Yii repose sur l’idée que le code doit être écrit de façon simple et élégante. Il ne sera jamais question de
surcharger le code de Yii uniquement pour respecter un modèle de conception.


		Yii est un framework complet offrant de nombreuses caractéristiques éprouvées et prêtes à l’emploi, telles que:
constructeur de requêtes et ActiveRecord, à la fois pour les bases de données relationnelles et NoSQL; support RESTful API;
support cache multi-niveaux; et plus.


		Yii est extrêmement flexible. Vous pouvez personnaliser ou remplacer presque chaque partie du code du noyau. Vous pouvez également
profiter de son architecture extensible solide, afin d’utiliser ou développer des extensions redistribuables.


		La haute performance est toujours un des principaux objectifs de Yii.





Yii n’est pas un one-man show, il est soutenu par une solide équipe de développement du noyau [http://www.yiiframework.com/about/] ainsi que d’une grande communauté
avec de nombreux professionnels qui contribuent constamment au développement de Yii. L’équipe de développeurs de Yii
garde un œil attentif sur les dernières tendances en développement Web, et sur ​​les meilleures pratiques et caractéristiques
trouvées dans d’autres frameworks ou projets. Les meilleures pratiques et caractéristiques les plus pertinentes trouvées ailleurs sont régulièrement intégrées dans le code du noyau et utilisables
via des interfaces simples et élégantes.





Versions de Yii


Yii a actuellement deux versions majeures disponibles : 1.1 et 2.0. La version 1.1 est l’ancienne génération et est maintenant en mode maintenance. La version 2.0 est une réécriture complète de Yii, adoptant les dernières
technologies et protocoles, y compris Composer, PSR, les espaces de noms, les traits, et ainsi de suite. la version 2.0 est la dernière
génération du framework et recevra nos principaux efforts de développement dans les prochaines années.
Ce guide est principalement pour la version 2.0.





Configuration nécessaire


Yii 2.0 nécessite PHP 5.4.0 ou plus. Vous pouvez trouver plus de détails sur la configuration requise pour chaque fonctionnalité
en utilisant le script de test de la configuration inclus dans chaque distribution de Yii.


Utiliser Yii requiert des connaissances de base sur la programmation objet (OOP), en effet Yii est un framework basé sur ce type de programmation.
Yii 2.0 utilise aussi des fonctionnalités récentes de PHP, telles que les espaces de noms [http://www.php.net/manual/fr/language.namespaces.php] et les traits [http://www.php.net/manual/fr/language.oop5.traits.php].
Comprendre ces concepts vous aidera à mieux prendre en main Yii.
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Response Formatting


When handling a RESTful API request, an application usually takes the following steps that are related
with response formatting:



		Determine various factors that may affect the response format, such as media type, language, version, etc.
This process is also known as content negotiation [http://en.wikipedia.org/wiki/Content_negotiation].


		Convert resource objects into arrays, as described in the Resources section.
This is done by [[yii\rest\Serializer]].


		Convert arrays into a string in the format as determined by the content negotiation step. This is
done by [[yii\web\ResponseFormatterInterface|response formatters]] registered with
the [[yii\web\Response::formatters|response]] application component.






Content Negotiation 


Yii supports content negotiation via the [[yii\filters\ContentNegotiator]] filter. The RESTful API base
controller class [[yii\rest\Controller]] is equipped with this filter under the name of contentNegotiator.
The filter provides response format negotiation as well as language negotiation. For example, if a RESTful
API request contains the following header,


Accept: application/json; q=1.0, */*; q=0.1



it will get a response in JSON format, like the following:


$ curl -i -H "Accept: application/json; q=1.0, */*; q=0.1" "http://localhost/users"

HTTP/1.1 200 OK
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
X-Powered-By: PHP/5.4.20
X-Pagination-Total-Count: 1000
X-Pagination-Page-Count: 50
X-Pagination-Current-Page: 1
X-Pagination-Per-Page: 20
Link: <http://localhost/users?page=1>; rel=self,
      <http://localhost/users?page=2>; rel=next,
      <http://localhost/users?page=50>; rel=last
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

[
    {
        "id": 1,
        ...
    },
    {
        "id": 2,
        ...
    },
    ...
]



Behind the scene, before a RESTful API controller action is executed, the [[yii\filters\ContentNegotiator]]
filter will check the Accept HTTP header in the request and set the [[yii\web\Response::format|response format]]
to be 'json'. After the action is executed and returns the resulting resource object or collection,
[[yii\rest\Serializer]] will convert the result into an array. And finally, [[yii\web\JsonResponseFormatter]]
will serialize the array into a JSON string and include it in the response body.


By default, RESTful APIs support both JSON and XML formats. To support a new format, you should configure
the [[yii\filters\ContentNegotiator::formats|formats]] property of the contentNegotiator filter like
the following in your API controller classes:


use yii\web\Response;

public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['contentNegotiator']['formats']['text/html'] = Response::FORMAT_HTML;
    return $behaviors;
}



The keys of the formats property are the supported MIME types, while the values are the corresponding
response format names which must be supported in [[yii\web\Response::formatters]].





Data Serializing 


As we have described above, [[yii\rest\Serializer]] is the central piece responsible for converting resource
objects or collections into arrays. It recognizes objects implementing [[yii\base\ArrayableInterface]] as
well as [[yii\data\DataProviderInterface]]. The former is mainly implemented by resource objects, while
the latter resource collections.


You may configure the serializer by setting the [[yii\rest\Controller::serializer]] property with a configuration array.
For example, sometimes you may want to help simplify the client development work by including pagination information
directly in the response body. To do so, configure the [[yii\rest\Serializer::collectionEnvelope]] property
as follows:


use yii\rest\ActiveController;

class UserController extends ActiveController
{
    public $modelClass = 'app\models\User';
    public $serializer = [
        'class' => 'yii\rest\Serializer',
        'collectionEnvelope' => 'items',
    ];
}



You may then get the following response for request http://localhost/users:


HTTP/1.1 200 OK
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
X-Powered-By: PHP/5.4.20
X-Pagination-Total-Count: 1000
X-Pagination-Page-Count: 50
X-Pagination-Current-Page: 1
X-Pagination-Per-Page: 20
Link: <http://localhost/users?page=1>; rel=self,
      <http://localhost/users?page=2>; rel=next,
      <http://localhost/users?page=50>; rel=last
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{
    "items": [
        {
            "id": 1,
            ...
        },
        {
            "id": 2,
            ...
        },
        ...
    ],
    "_links": {
        "self": {
            "href": "http://localhost/users?page=1"
        },
        "next": {
            "href": "http://localhost/users?page=2"
        },
        "last": {
            "href": "http://localhost/users?page=50"
        }
    },
    "_meta": {
        "totalCount": 1000,
        "pageCount": 50,
        "currentPage": 1,
        "perPage": 20
    }
}
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ウィジェット


ウィジェットは、ビュー で使用される再利用可能な構成ブロックで、複雑かつ構成可能なユーザインタフェイス要素をオブジェクト指向のやり方で作成するためのものです。
例えば、日付選択ウィジェットを使うと、入力として日付を選択することを可能にする素敵なデイトピッカーを生成することが出来ます。
このとき、あなたがしなければならないことは、次のようなコードをビューに挿入することだけです:


<?php
use yii\jui\DatePicker;
?>
<?= DatePicker::widget(['name' => 'date']) ?>



数多くのウィジェットが Yii にバンドルされています。
例えば、[[yii\widgets\ActiveForm|アクティブフォーム]] や、[[yii\widgets\Menu|メニュー]]、jQuery UI ウィジェット、Twitter Bootstrap ウィジェット などです。
下記では、ウィジェットに関する基本的な知識の手引きをします。
特定のウィジェットの使い方について学ぶ必要がある場合は、クラス API ドキュメントを参照してください。



ウィジェットを使う 


ウィジェットは主として ビュー で使われます。
ビューでウィジェットを使うためには、[[yii\base\Widget::widget()]] メソッドを使うことが出来ます。
このメソッドは、ウィジェットを初期化するための 構成情報 配列を受け取り、ウィジェットのレンダリング結果を返します。
例えば、下記のコードは、日本語を使い、入力を $model の from_date 属性に保存するように構成された日付選択ウィジェットを挿入するものです。


<?php
use yii\jui\DatePicker;
?>
<?= DatePicker::widget([
    'model' => $model,
    'attribute' => 'from_date',
    'language' => 'ja',
    'clientOptions' => [
        'dateFormat' => 'yy-mm-dd',
    ],
]) ?>



ウィジェットの中には、コンテントのブロックを受け取ることが出来るものもあります。
その場合、コンテントのブロックは [[yii\base\Widget::begin()]] と [[yii\base\Widget::end()]] の呼び出しで囲むようにしなければなりません。
例えば、次のコードは [[yii\widgets\ActiveForm]] ウィジェットを使ってログインフォームを生成するものです。
このウィジェットは、begin() と end() が呼ばれる場所で、それぞれ、開始と終了の <form> タグを生成します。
その間に置かれたものは全てそのままレンダリングされます。


<?php
use yii\widgets\ActiveForm;
use yii\helpers\Html;
?>

<?php $form = ActiveForm::begin(['id' => 'login-form']); ?>

    <?= $form->field($model, 'username') ?>

    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>

    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('ログイン') ?>
    </div>

<?php ActiveForm::end(); ?>



[[yii\base\Widget::widget()]] がウィジェットのレンダリング結果を返すのとは違って、[[yii\base\Widget::begin()]] メソッドがウィジェットのインスタンスを返すことに注意してください。
返されたウィジェットのインスタンスを使って、ウィジェットのコンテントを構築することが出来ます。





ウィジェットを作成する 


ウィジェットを作成するためには、[[yii\base\Widget]] を拡張して、[[yii\base\Widget::init()]] および/または [[yii\base\Widget::run()]] メソッドをオーバーライドします。
通常、init() メソッドはウィジェットのプロパティを正規化するコードを含むべきものであり、run() メソッドはウィジェットのレンダリング結果を生成するコードを含むべきものです。
レンダリング結果は、直接に “echo” しても、run() の返り値として文字列として返しても構いません。


次の例では、HelloWidget が message プロパティとして割り当てられたコンテントを HTML エンコードして表示します。
プロパティがセットされていない場合は、デフォルトとして “Hello World” を表示します。


namespace app\components;

use yii\base\Widget;
use yii\helpers\Html;

class HelloWidget extends Widget
{
    public $message;

    public function init()
    {
        parent::init();
        if ($this->message === null) {
            $this->message = 'Hello World';
        }
    }

    public function run()
    {
        return Html::encode($this->message);
    }
}



このウィジェットを使うために必要なことは、次のコードをビューに挿入するだけのことです。


<?php
use app\components\HelloWidget;
?>
<?= HelloWidget::widget(['message' => 'おはよう']) ?>



下記は HelloWidget の変種で、begin() と end() の間に包まれたコンテントを受け取り、それを HTML エンコードして表示するものです。


namespace app\components;

use yii\base\Widget;
use yii\helpers\Html;

class HelloWidget extends Widget
{
    public function init()
    {
        parent::init();
        ob_start();
    }

    public function run()
    {
        $content = ob_get_clean();
        return Html::encode($content);
    }
}



ご覧のように、init() の中で PHP の出力バッファが開始され、init() と run() の呼び出しの間の全ての出力がキャプチャされ、run() の中で処理されて返されます。



Info|情報: [[yii\base\Widget::begin()]] を呼ぶと、ウィジェットの新しいインスタンスが作成され、ウィジェットのコンストラクタの最後で init() メソッドが呼ばれます。
[[yii\base\Widget::end()]] を呼ぶと、run() メソッドが呼ばれて、その返り値が end() によって echo されます。



次のコードは、この HelloWidget の新しい変種をどのように使うかを示すものです:


<?php
use app\components\HelloWidget;
?>
<?php HelloWidget::begin(); ?>

    ... タグを含みうるコンテント ...

<?php HelloWidget::end(); ?>



場合によっては、ウィジェットが大きな固まりのコンテントを表示する必要があるかもしれません。
コンテントを run() メソッドの中に埋め込むことも出来ますが、より良い方法は、コンテントを ビュー の中に置いて、[[yii\base\Widget::render()]] を呼んでレンダリングすることです。
例えば、


public function run()
{
    return $this->render('hello');
}



デフォルトでは、ウィジェット用のビューは WidgetPath/views ディレクトリの中のファイルに保存すべきものです。
ここで WidgetPath はウィジェットのクラスファイルを含むディレクトリを指します。
したがって、上記の例では、ウィジェットクラスが @app/components に配置されていると仮定すると、@app/components/views/hello.php というビューファイルがレンダリングされることになります。
[[yii\base\Widget::getViewPath()]] メソッドをオーバーライドして、ウィジェットのビューファイルを含むディレクトリをカスタマイズすることが出来ます。





ベストプラクティス 


ウィジェットはビューのコードを再利用するためのオブジェクト指向の方法です。


ウィジェットを作成するときでも、MVC パターンに従うべきです。
一般的に言うと、ロジックはウィジェットクラスに保持し、表現は ビュー に保持すべきです。


ウィジェットは自己完結的に設計されるべきです。
言い換えると、ウィジェットを使うときに、他に何もしないでもビューに挿入することが出来るようにすべきです。
この要求は、ウィジェットが CSS、JavaScript、画像などの外部リソースを必要とする場合は、扱いにくい問題になり得ます。
幸いなことに、Yii はこの問題を解決するのに利用することが出来る アセットバンドル のサポートを提供しています。


ウィジェットがビューコードだけを含む場合は、ビュー と非常に似たものになります。
実際のところ、この場合、両者の唯一の違いは、ウィジェットが再配布可能なクラスである一方で、ビューはアプリケーション内に保持することが望ましい素の PHP スクリプトである、というぐらいの事です。
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应用主体


应用主体是管理 Yii 应用系统整体结构和生命周期的对象。
每个Yii应用系统只能包含一个应用主体，应用主体在 入口脚本 中创建并能通过表达式 \Yii::$app 全局范围内访问。



补充: 当我们说”一个应用”，它可能是一个应用主体对象，也可能是一个应用系统，是根据上下文来决定[译：中文为避免歧义，Application翻译为应用主体]。



Yii有两种应用主体: [[yii\web\Application|网页应用主体]] and
[[yii\console\Application|控制台应用主体]]， 如名称所示，前者主要处理网页请求，后者处理控制台请求。



应用主体配置 


如下所示，当 入口脚本 创建了一个应用主体，它会加载一个 配置 文件并传给应用主体。


require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// 加载应用主体配置
$config = require(__DIR__ . '/../config/web.php');

// 实例化应用主体、配置应用主体
(new yii\web\Application($config))->run();



类似其他 配置 文件, 应用主体配置文件标明如何设置应用对象初始属性。
由于应用主体配置比较复杂，一般保存在多个类似如上web.php的 配置文件 当中。





应用主体属性 


应用主体配置文件中有许多重要的属性要配置，这些属性指定应用主体的运行环境。
比如，应用主体需要知道如何加载 控制器 ，临时文件保存到哪儿等等。
以下我们简述这些属性。



必要属性 


在一个应用中，至少要配置2个属性: [[yii\base\Application::id|id]] 和 [[yii\base\Application::basePath|basePath]]。



[[yii\base\Application::id|id]] 


[[yii\base\Application::id|id]] 属性用来区分其他应用的唯一标识ID。主要给程序使用。
为了方便协作，最好使用数字作为应用主体ID，但不强制要求为数字。





[[yii\base\Application::basePath|basePath]] 


[[yii\base\Application::basePath|basePath]] 指定该应用的根目录。根目录包含应用系统所有受保护的源代码。
在根目录下可以看到对应MVC设计模式的models, views, controllers等子目录。


可以使用路径或 路径别名 来在配置 [[yii\base\Application::basePath|basePath]] 属性。
两种格式所对应的目录都必须存在，否则系统会抛出一个异常。 系统会使用 realpath() 函数规范化配置的路径.


[[yii\base\Application::basePath|basePath]] 属性经常用于派生一些其他重要路径（如runtime路径），因此，系统预定义 @app 代表这个路径。
派生路径可以通过这个别名组成（如@app/runtime代表runtime的路径）。







重要属性 


本小节所描述的属性通常需要设置，因为不同的应用属性不同。



[[yii\base\Application::aliases|aliases]] 


该属性允许你用一个数组定义多个 别名。数组的key为别名名称，值为对应的路径。例如：


[
    'aliases' => [
        '@name1' => 'path/to/path1',
        '@name2' => 'path/to/path2',
    ],
]



使用这个属性来定义别名，代替 [[Yii::setAlias()]] 方法来设置。





[[yii\base\Application::bootstrap|bootstrap]] 


这个属性很实用，它允许你用数组指定启动阶段[[yii\base\Application::bootstrap()|bootstrapping process]]需要运行的组件。
比如，如果你希望一个 模块 自定义 URL 规则，你可以将模块ID加入到bootstrap数组中。


属性中的每个组件需要指定以下一项:



		应用 组件 ID.


		模块 ID.


		类名.


		配置数组.


		创建并返回一个组件的无名称函数.





例如：


[
    'bootstrap' => [
        // 应用组件ID或模块ID
        'demo',

        // 类名
        'app\components\Profiler',

        // 配置数组
        [
            'class' => 'app\components\Profiler',
            'level' => 3,
        ],

        // 无名称函数
        function () {
            return new app\components\Profiler();
        }
    ],
]




补充: 如果模块ID和应用组件ID同名，优先使用应用组件ID，如果你想用模块ID，可以使用如下无名称函数返回模块ID。












[
function () {
return Yii::$app->getModule(‘user’);
},
]




在启动阶段，每个组件都会实例化。如果组件类实现接口 [[yii\base\BootstrapInterface]],也会调用 [[yii\base\BootstrapInterface::bootstrap()|bootstrap()]] 方法。

举一个实际的例子，[Basic Application Template](start-installation.md) 应用主体配置中，
开发环境下会在启动阶段运行 `debug` 和 `gii` 模块。

```php
if (YII_ENV_DEV) {
    // configuration adjustments for 'dev' environment
    $config['bootstrap'][] = 'debug';
    $config['modules']['debug'] = 'yii\debug\Module';

    $config['bootstrap'][] = 'gii';
    $config['modules']['gii'] = 'yii\gii\Module';
}




注: 启动太多的组件会降低系统性能，因为每次请求都需要重新运行启动组件，因此谨慎配置启动组件。






[[yii\web\Application::catchAll|catchAll]] 


该属性仅 [[yii\web\Application|Web applications]] 网页应用支持。
它指定一个要处理所有用户请求的 控制器方法，通常在维护模式下使用，同一个方法处理所有用户请求。


该配置为一个数组，第一项指定动作的路由，剩下的数组项(key-value 成对)指定传递给动作的参数，例如：


[
    'catchAll' => [
        'offline/notice',
        'param1' => 'value1',
        'param2' => 'value2',
    ],
]






[[yii\base\Application::components|components]] 


这是最重要的属性，它允许你注册多个在其他地方使用的应用组件. 例如


[
    'components' => [
        'cache' => [
            'class' => 'yii\caching\FileCache',
        ],
        'user' => [
            'identityClass' => 'app\models\User',
            'enableAutoLogin' => true,
        ],
    ],
]



每一个应用组件指定一个key-value对的数组，key代表组件ID，value代表组件类名或 配置。


在应用中可以任意注册组件，并可以通过表达式 \Yii::$app->ComponentID 全局访问。


详情请阅读 应用组件 一节.





[[yii\base\Application::controllerMap|controllerMap]] 


该属性允许你指定一个控制器ID到任意控制器类。Yii遵循一个默认的 规则指定控制器ID到任意控制器类（如post对应app\controllers\PostController）。
通过配置这个属性，可以打破这个默认规则，在下面的例子中，account对应到app\controllers\UserController，
article 对应到 app\controllers\PostController。


[
    'controllerMap' => [
        [
            'account' => 'app\controllers\UserController',
            'article' => [
                'class' => 'app\controllers\PostController',
                'enableCsrfValidation' => false,
            ],
        ],
    ],
]



数组的键代表控制器ID，数组的值代表对应的类名。





[[yii\base\Application::controllerNamespace|controllerNamespace]] 


该属性指定控制器类默认的命名空间，默认为app\controllers。比如控制器ID为 post 默认对应 PostController （不带命名空间），
类全名为 app\controllers\PostController。


控制器类文件可能放在这个命名空间对应目录的子目录下，
例如，控制器ID admin/post 对应的控制器类全名为 app\controllers\admin\PostController。


控制器类全面能被 自动加载，这点是非常重要的，控制器类的实际命名空间对应这个属性，
否则，访问时你会收到”Page Not Found”[译：页面找不到]。


如果你想打破上述的规则，可以配置 controllerMap 属性。





[[yii\base\Application::language|language]] 


该属性指定应用展示给终端用户的语言，默认为 en 标识英文。如果需要之前其他语言可以配置该属性。


该属性影响各种 国际化 ，包括信息翻译、日期格式、数字格式等。
例如 [[yii\jui\DatePicker]] 小部件会根据该属性展示对应语言的日历以及日期格式。


推荐遵循 IETF language tag [http://en.wikipedia.org/wiki/IETF_language_tag] 来设置语言，例如 en 代表英文， en-US 代表英文(美国).


该属性的更多信息可参考 国际化 一节.





[[yii\base\Application::modules|modules]] 


该属性指定应用所包含的 模块。


该属性使用数组包含多个模块类 配置，数组的键为模块ID，例：


[
    'modules' => [
        // "booking" 模块以及对应的类
        'booking' => 'app\modules\booking\BookingModule',

        // "comment" 模块以及对应的配置数组
        'comment' => [
            'class' => 'app\modules\comment\CommentModule',
            'db' => 'db',
        ],
    ],
]



更多详情请参考 模块 一节。





[[yii\base\Application::name|name]] 


该属性指定你可能想展示给终端用户的应用名称，不同于需要唯一性的 [[yii\base\Application::id|id]] 属性，
该属性可以不唯一，该属性用于显示应用的用途。


如果其他地方的代码没有用到，可以不配置该属性。





[[yii\base\Application::params|params]] 


该属性为一个数组，指定可以全局访问的参数，代替程序中硬编码的数字和字符，应用中的参数定义到一个单独的文件并随时可以访问是一个好习惯。
例如用参数定义缩略图的长宽如下：


[
    'params' => [
        'thumbnail.size' => [128, 128],
    ],
]



然后简单的使用如下代码即可获取到你需要的长宽参数：


$size = \Yii::$app->params['thumbnail.size'];
$width = \Yii::$app->params['thumbnail.size'][0];



以后想修改缩略图长宽，只需要修改该参数而不需要相关的代码。





[[yii\base\Application::sourceLanguage|sourceLanguage]] 


该属性指定应用代码的语言，默认为 'en-US' 标识英文（美国），如果应用不是英文请修改该属性。


和 语言 属性类似，配置该属性需遵循 IETF language tag [http://en.wikipedia.org/wiki/IETF_language_tag].
例如 en 代表英文， en-US 代表英文(美国)。


该属性的更多信息可参考 国际化 一节.





[[yii\base\Application::timeZone|timeZone]] 


该属性提供一种方式修改PHP运行环境中的默认时区，配置该属性本质上就是调用PHP函数
date_default_timezone_set() [http://php.net/manual/en/function.date-default-timezone-set.php]，例如：


[
    'timeZone' => 'America/Los_Angeles',
]






[[yii\base\Application::version|version]] 


该属性指定应用的版本，默认为'1.0'，其他代码不使用的话可以不配置。







实用属性 


本小节描述的属性不经常设置，通常使用系统默认值。如果你想改变默认值，可以配置这些属性。



[[yii\base\Application::charset|charset]] 


该属性指定应用使用的字符集，默认值为 'UTF-8'，绝大部分应用都在使用，除非已有的系统大量使用非unicode数据才需要更改该属性。





[[yii\base\Application::defaultRoute|defaultRoute]] 


该属性指定未配置的请求的响应 路由 规则，路由规则可能包含模块ID，控制器ID，动作ID。
例如help, post/create, admin/post/create，如果动作ID没有指定，会使用[[yii\base\Controller::defaultAction]]中指定的默认值。


对于 [[yii\web\Application|Web applications]] 网页应用，默认值为 'site' 对应 SiteController 控制器，并使用默认的动作。
因此你不带路由的访问应用，默认会显示 app\controllers\SiteController::actionIndex() 的结果。


对于 [[yii\console\Application|console applications]] 控制台应用，
默认值为 'help' 对应 [[yii\console\controllers\HelpController::actionIndex()]]。
因此，如果执行的命令不带参数，默认会显示帮助信息。





[[yii\base\Application::extensions|extensions]] 


该属性用数组列表指定应用安装和使用的 扩展，默认使用@vendor/yiisoft/extensions.php文件返回的数组。
当你使用 Composer [http://getcomposer.org] 安装扩展，extensions.php 会被自动生成和维护更新。
所以大多数情况下，不需要配置该属性。


特殊情况下你想自己手动维护扩展，可以参照如下配置该属性：


[
    'extensions' => [
        [
            'name' => 'extension name',
            'version' => 'version number',
            'bootstrap' => 'BootstrapClassName',  // 可选配，可为配置数组
            'alias' => [  // 可选配
                '@alias1' => 'to/path1',
                '@alias2' => 'to/path2',
            ],
        ],

        // ... 更多像上面的扩展 ...

    ],
]



如上所示，该属性包含一个扩展定义数组，每个扩展为一个包含 name 和 version 项的数组。
如果扩展要在 引导启动 阶段运行，需要配置 bootstrap以及对应的引导启动类名或 configuration 数组。
扩展也可以定义 别名





[[yii\base\Application::layout|layout]] 


该属性指定渲染 视图 默认使用的布局名字，默认值为 'main' 对应布局路径下的 main.php 文件，
如果 布局路径 和 视图路径 都是默认值，默认布局文件可以使用路径别名@app/views/layouts/main.php


如果不想设置默认布局文件，可以设置该属性为 false，这种做法比较罕见。





[[yii\base\Application::layoutPath|layoutPath]] 


该属性指定查找布局文件的路径，默认值为 视图路径 下的 layouts 子目录。
如果 视图路径 使用默认值，默认的布局路径别名为@app/views/layouts。


该属性需要配置成一个目录或 路径 别名。





[[yii\base\Application::runtimePath|runtimePath]] 


该属性指定临时文件如日志文件、缓存文件等保存路径，默认值为带别名的 @app/runtime。


可以配置该属性为一个目录或者路径 别名，注意应用运行时有对该路径的写入权限，
以及终端用户不能访问该路径因为临时文件可能包含一些敏感信息。


为了简化访问该路径，Yii预定义别名 @runtime 代表该路径。





[[yii\base\Application::viewPath|viewPath]] 


该路径指定视图文件的根目录，默认值为带别名的 @app/views，可以配置它为一个目录或者路径 别名.





[[yii\base\Application::vendorPath|vendorPath]] 


该属性指定 Composer [http://getcomposer.org] 管理的供应商路径，该路径包含应用使用的包括Yii框架在内的所有第三方库。
默认值为带别名的 @app/vendor 。


可以配置它为一个目录或者路径 别名，当你修改时，务必修改对应的 Composer 配置。


为了简化访问该路径，Yii预定义别名 @vendor 代表该路径。





[[yii\console\Application::enableCoreCommands|enableCoreCommands]] 


该属性仅 [[yii\console\Application|console applications]] 控制台应用支持， 用来指定是否启用Yii中的核心命令，默认值为 true。









应用事件 


应用在处理请求过程中会触发事件，可以在配置文件配置事件处理代码，如下所示：


[
    'on beforeRequest' => function ($event) {
        // ...
    },
]



on eventName 语法的用法在 Configurations 一节有详细描述.


另外，在应用主体实例化后，你可以在引导启动 阶段附加事件处理代码，例如：


\Yii::$app->on(\yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST, function ($event) {
    // ...
});




[[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST|EVENT_BEFORE_REQUEST]] 


该事件在应用处理请求before之前，实际的事件名为 beforeRequest。


在事件触发前，应用主体已经实例化并配置好了，所以通过事件机制将你的代码嵌入到请求处理过程中非常不错。
例如在事件处理中根据某些参数动态设置[[yii\base\Application::language]]语言属性。





[[yii\base\Application::EVENT_AFTER_REQUEST|EVENT_AFTER_REQUEST]] 


该事件在应用处理请求after之后但在返回响应before之前触发，实际的事件名为afterRequest。


该事件触发时，请求已经被处理完，可以做一些请求后处理或自定义响应。


注意 [[yii\web\Response|response]] 组件在发送响应给终端用户时也会触发一些事件，这些事件都在本事件after之后触发。





[[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_ACTION|EVENT_BEFORE_ACTION]] 


该事件在每个 控制器动作 运行before之前会被触发，实际的事件名为 beforeAction.


事件的参数为一个 [[yii\base\ActionEvent]] 实例，
事件处理中可以设置[[yii\base\ActionEvent::isValid]] 为 false 停止运行后续动作，例如：


[
    'on beforeAction' => function ($event) {
        if (some condition) {
            $event->isValid = false;
        } else {
        }
    },
]



注意 模块 和 控制器 都会触发 beforeAction 事件。
应用主体对象首先触发该事件，然后模块触发（如果存在模块），最后控制器触发。
任何一个事件处理中设置 [[yii\base\ActionEvent::isValid]] 设置为 false 会停止触发后面的事件。





[[yii\base\Application::EVENT_AFTER_ACTION|EVENT_AFTER_ACTION]] 


该事件在每个 控制器动作 运行after之后会被触发，实际的事件名为 afterAction.


该事件的参数为 [[yii\base\ActionEvent]] 实例，通过[[yii\base\ActionEvent::result]]属性，
事件处理可以访问和修改动作的结果。例如：


[
    'on afterAction' => function ($event) {
        if (some condition) {
            // 修改 $event->result
        } else {
        }
    },
]



注意 模块 和 控制器 都会触发 afterAction 事件。
这些对象的触发顺序和 beforeAction 相反，也就是说，控制器最先触发，然后是模块（如果有模块），最后为应用主体。







应用主体生命周期 


当运行 入口脚本 处理请求时，应用主体会经历以下生命周期:



		入口脚本加载应用主体配置数组。


		入口脚本创建一个应用主体实例：






		调用 [[yii\base\Application::preInit()|preInit()]] 配置几个高级别应用主体属性，比如[[yii\base\Application::basePath|basePath]]。


		注册 [[yii\base\Application::errorHandler|error handler]] 错误处理方法.


		配置应用主体属性.


		调用 [[yii\base\Application::init()|init()]] 初始化，该函数会调用 [[yii\base\Application::bootstrap()|bootstrap()]] 运行引导启动组件.






		入口脚本调用 [[yii\base\Application::run()]] 运行应用主体:






		触发 [[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST|EVENT_BEFORE_REQUEST]] 事件。


		处理请求：解析请求 路由 和相关参数；创建路由指定的模块、控制器和动作对应的类，并运行动作。


		触发 [[yii\base\Application::EVENT_AFTER_REQUEST|EVENT_AFTER_REQUEST]] 事件。


		发送响应到终端用户.






		入口脚本接收应用主体传来的退出状态并完成请求的处理。
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Class Autoloading


Yii relies on the class autoloading mechanism [http://www.php.net/manual/en/language.oop5.autoload.php]
to locate and include all required class files. It provides a high-performance class autoloader that is compliant with the
PSR-4 standard [https://github.com/php-fig/fig-standards/blob/master/accepted/PSR-4-autoloader.md].
The autoloader is installed when you include the Yii.php file.



Note: For simplicity of description, in this section we will only talk about autoloading of classes. However, keep in
mind that the content we are describing here applies to autoloading of interfaces and traits as well.




Using the Yii Autoloader 


To make use of the Yii class autoloader, you should follow two simple rules when creating and naming your classes:



		Each class must be under a namespace [http://php.net/manual/en/language.namespaces.php] (e.g. foo\bar\MyClass)


		Each class must be saved in an individual file whose path is determined by the following algorithm:





// $className is a fully qualified class name without the leading backslash
$classFile = Yii::getAlias('@' . str_replace('\\', '/', $className) . '.php');



For example, if a class name and namespace is foo\bar\MyClass, the alias for the corresponding class file path
would be @foo/bar/MyClass.php. In order for this alias to be resolvable into a file path,
either @foo or @foo/bar must be a root alias.


When using the Basic Application Template, you may put your classes under the top-level
namespace app so that they can be autoloaded by Yii without the need of defining a new alias. This is because
@app is a predefined alias, and a class name like app\components\MyClass
can be resolved into the class file AppBasePath/components/MyClass.php, according to the algorithm just described.


In the Advanced Application Template, each tier has its own root alias. For example,
the front-end tier has a root alias @frontend, while the back-end tier root alias is @backend. As a result,
you may put the front-end classes under the namespace frontend while the back-end classes are under backend. This will
allow these classes to be autoloaded by the Yii autoloader.





Class Map 


The Yii class autoloader supports the class map feature, which maps class names to the corresponding class file paths.
When the autoloader is loading a class, it will first check if the class is found in the map. If so, the corresponding
file path will be included directly without further checks. This makes class autoloading super fast. In fact,
all core Yii classes are autoloaded this way.


You may add a class to the class map, stored in Yii::$classMap, using:


Yii::$classMap['foo\bar\MyClass'] = 'path/to/MyClass.php';



Aliases can be used to specify class file paths. You should set the class map in the
bootstrapping process so that the map is ready before your classes are used.





Using Other Autoloaders 


Because Yii embraces Composer as a package dependency manager, it is recommended that you also install
the Composer autoloader. If you are using 3rd-party libraries that have their own autoloaders, you should
also install those.


When using the Yii autoloader together with other autoloaders, you should include the Yii.php file
after all other autoloaders are installed. This will make the Yii autoloader the first one responding to
any class autoloading request. For example, the following code is extracted from
the entry script of the Basic Application Template. The first
line installs the Composer autoloader, while the second line installs the Yii autoloader:


require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');



You may use the Composer autoloader alone without the Yii autoloader. However, by doing so, the performance
of your class autoloading may be degraded, and you must follow the rules set by Composer in order for your classes
to be autoloadable.



Info: If you do not want to use the Yii autoloader, you must create your own version of the Yii.php file
and include it in your entry script.






Autoloading Extension Classes 


The Yii autoloader is capable of autoloading extension classes. The sole requirement
is that an extension specifies the autoload section correctly in its composer.json file. Please refer to the
Composer documentation [https://getcomposer.org/doc/04-schema.md#autoload] for more details about specifying autoload.


In case you do not use the Yii autoloader, the Composer autoloader can still autoload extension classes for you.
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ロギング


Yii は高度なカスタマイズ性と拡張性を持った強力なロギングフレームワークを提供しています。
このフレームワークを使用すると、さまざまな種類のメッセージを記録し、それをフィルタして、ファイル、データベース、メールなど、さまざまなターゲットに収集することが簡単に出来ます。


Yii のロギングフレームワークを使うためには、下記のステップを踏みます。



		コードのさまざまな場所で ログメッセージ を記録する。


		ログメッセージをフィルタしてエクスポートするために、アプリケーションの構成情報で ログターゲット を構成する。


		さまざまなターゲット (例えば Yii デバッガ) によって、フィルタされエクスポートされたログメッセージを調査する。





この節では、主として最初の二つのステップについて説明します。



メッセージを記録する 


ログメッセージを記録することは、次のログ記録メソッドのどれかを呼び出すだけの簡単なことです。



		


		


		


		





これらのログ記録メソッドは、ログメッセージをさまざまな 重大性レベル と カテゴリ で記録するものです。
これらのメソッドは function ($message, $category = 'application') という関数シグニチャを共有しており、$message は記録されるログメッセージを示し、$category はログメッセージのカテゴリを示します。
次のコードサンプルは、トレースメッセージをデフォルトのカテゴリである application の下に記録するものです。


Yii::trace('平均収益の計算を開始');




Info|情報: ログメッセージは文字列でも、配列やオブジェクトのような複雑なデータでも構いません。
ログメッセージを適切に取り扱うのは ログターゲット の責任です。
デフォルトでは、ログメッセージが文字列でない場合は、[[yii\helpers\VarDumper::export()]] が呼ばれて文字列に変換されることになります。



ログメッセージを上手に編成しフィルタするために、すべてのログメッセージにそれぞれ適切なカテゴリを指定することが推奨されます。
カテゴリに階層的な命名方法を採用すると、ログターゲット がカテゴリに基づいてメッセージをフィルタすることが容易になります。
簡単でしかも効果的な命名方法は、カテゴリ名に PHP のマジック定数 __METHOD__ を使用することです。
これは、Yii フレームワークのコアコードでも使われている方法です。例えば、


Yii::trace('平均収益の計算を開始', __METHOD__);



__METHOD__ という定数は、それが出現する場所のメソッド名 (完全修飾のクラス名が前置されます) として評価されます。
例えば、上記のコードが app\controllers\RevenueController::calculate というメソッドの中で呼ばれている場合は、__METHOD__ は 'app\controllers\RevenueController::calculate' という文字列と同じになります。



Info|情報: 上記で説明したメソッドは、実際には、[[yii\log\Logger|ロガーオブジェクト]] の [[yii\log\Logger::log()|log()]] メソッドへのショートカットです。
[[yii\log\Logger|ロガーオブジェクト]] は Yii::getLogger() という式でアクセス可能なシングルトンです。
ロガーオブジェクトは、十分な量のメッセージが記録されたとき、または、アプリケーションが終了するときに、[[yii\log\Dispatcher|メッセージディスパッチャ]] を呼んで、登録された ログターゲット に記録されたログメッセージを送信します。






ログターゲット 


ログターゲットは [[yii\log\Target]] クラスまたはその子クラスのインスタンスです。
ログターゲットは、ログメッセージを重大性レベルとカテゴリによってフィルタして、何らかの媒体にエクスポートします。
例えば、[[yii\log\DbTarget|データベースターゲット]] は、フィルタされたログメッセージをデータベーステーブルにエクスポートし、[[yii\log\EmailTarget|メールターゲット]] は、ログメッセージを指定されたメールアドレスにエクスポートします。


一つのアプリケーションの中で複数のログターゲットを登録することが出来ます。
そのためには、次のように、アプリケーションの構成情報の中で、log アプリケーションコンポーネント によってログターゲットを構成します。


return [
    // "log" コンポーネントはブートストラップ時にロードされなければならない
    'bootstrap' => ['log'],
    
    'components' => [
        'log' => [
            'targets' => [
                [
                    'class' => 'yii\log\DbTarget',
                    'levels' => ['error', 'warning'],
                ],
                [
                    'class' => 'yii\log\EmailTarget',
                    'levels' => ['error'],
                    'categories' => ['yii\db\*'],
                    'message' => [
                       'from' => ['log@example.com'],
                       'to' => ['admin@example.com', 'developer@example.com'],
                       'subject' => 'example.com で、データベースエラー発生',
                    ],
                ],
            ],
        ],
    ],
];




Note|注意: log コンポーネントは、ログメッセージをターゲットに即座に送付することが出来るように、ブートストラップ 時にロードされなければなりません。
この理由により、上記の例で示されているように、bootstrap の配列に log をリストアップしています。



上記のコードでは、二つのログターゲットが [[yii\log\Dispatcher::targets]] プロパティに登録されています。



		最初のターゲットは、エラーと警告のメッセージを選択して、データベーステーブルに保存します。


		第二のターゲットは、名前が yii\db\ で始まるカテゴリのエラーメッセージを選んで、admin@example.com と developer@example.com の両方にメールで送信します。





Yii は下記のログターゲットをあらかじめ内蔵しています。
その構成方法と使用方法を学ぶためには、これらのクラスの API ドキュメントを参照してください。



		


		


		


		[[yii\log\SyslogTarget]]: ログメッセージを PHP 関数 syslog() を呼んでシステムログに保存する。





以下では、全てのターゲットに共通する機能について説明します。



メッセージのフィルタリング 


全てのログターゲットについて、それぞれ、[[yii\log\Target::levels|levels]] と [[yii\log\Target::categories|categories]] のプロパティを構成して、ターゲットが処理すべきメッセージの重要性レベルとカテゴリを指定することが出来ます。


[[yii\log\Target::levels|levels]] プロパティは、次のレベルの一つまたは複数からなる配列を値として取ります。



		error: [Yii::error()] によって記録されたメッセージに対応。


		warning: [Yii::warning()] によって記録されたメッセージに対応。


		info: [Yii::info()] によって記録されたメッセージに対応。


		trace: [Yii::trace()] によって記録されたメッセージに対応。


		profile: [[Yii::beginProfile()]] と [[Yii::endProfile()]] によって記録されたメッセージに対応。
これについては、プロファイリング の項で詳細に説明します。





[[yii\log\Target::levels|levels]] プロパティを指定しない場合は、ターゲットが 全ての 重大性レベルのメッセージを処理することを意味します。


[[yii\log\Target::categories|categories]] プロパティは、メッセージカテゴリの名前またはパターンからなる配列を値として取ります。
ターゲットは、カテゴリの名前がこの配列にあるか、または配列にあるパターンに合致する場合にだけ、メッセージを処理します。
カテゴリパターンというのは、最後にアスタリスク * を持つカテゴリ名接頭辞です。カテゴリ名は、パターンと同じ接頭辞で始まる場合に、カテゴリパターンに合致します。
例えば、yii\db\Command::execute と yii\db\Command::query は、[[yii\db\Command]] クラスで記録されるログメッセージのためのカテゴリ名です。
そして、両者は共に yii\db\* というパターンに合致します。


[[yii\log\Target::categories|categories]] プロパティを指定しない場合は、ターゲットが 全ての カテゴリのメッセージを処理することを意味します。


カテゴリを [[yii\log\Target::categories|categories]] プロパティでホワイトリストとして登録する以外に、一定のカテゴリを [[yii\log\Target::except|except]] プロパティによってブラックリストとして登録することも可能です。
カテゴリの名前がこの配列にあるか、または配列にあるパターンに合致する場合は、メッセージはターゲットによって処理されません。


次のターゲットの構成は、ターゲットが、yii\db\* または yii\web\HttpException:* に合致するカテゴリ名を持つエラーおよび警告のメッセージだけを処理すべきこと、ただし、yii\web\HttpException:404 は除外すべきことを指定するものです。


[
    'class' => 'yii\log\FileTarget',
    'levels' => ['error', 'warning'],
    'categories' => [
        'yii\db\*',
        'yii\web\HttpException:*',
    ],
    'except' => [
        'yii\web\HttpException:404',
    ],
]




Info|情報: HTTP 例外が エラーハンドラ によって捕捉されたときは、yii\web\HttpException:ErrorCode という書式のカテゴリ名でエラーメッセージがログに記録されます。
例えば、[[yii\web\NotFoundHttpException]] は、yii\web\HttpException:404 というカテゴリのエラーメッセージを発生させます。






メッセージの書式設定 


ログターゲットはフィルタされたログメッセージを一定の書式でエクスポートします。
例えば、[yii\log\FileTarget] クラスのログターゲットをインストールした場合は、runtime/log/app.log ファイルに、下記と同様なログメッセージが書き込まれます。


2014-10-04 18:10:15 [::1][][-][trace][yii\base\Module::getModule] Loading module: debug



デフォルトでは、ログメッセージは [[yii\log\Target::formatMessage()]] によって、下記のように書式設定されます。


タイムスタンプ [IP アドレス][ユーザ ID][セッション ID][重要性レベル][カテゴリ] メッセージテキスト



この書式は、[[yii\log\Target::prefix]] プロパティを構成することでカスタマイズすることが出来ます。
[[yii\log\Target::prefix]] プロパティは、カスタマイズされたメッセージ前置情報を返す PHP コーラブルを値として取ります。
例えば、次のコードは、ログターゲットが全てのログメッセージの前にカレントユーザの ID を置くようにさせるものです
(IP アドレスとセッション ID はプライバシー上の理由から削除されています)。


[
    'class' => 'yii\log\FileTarget',
    'prefix' => function ($message) {
        $user = Yii::$app->has('user', true) ? Yii::$app->get('user') : null;
        $userID = $user ? $user->getId(false) : '-';
        return "[$userID]";
    }
]



メッセージ前置情報以外にも、ログターゲットは、一群のログメッセージごとに一定のコンテキスト情報を追加します。
デフォルトでは、その情報には、次のグローバル PHP 変数、すなわち、$_GET、$_POST、$_FILES、$_COOKIE、$_SESSION および $_SERVER の値が含まれます。
ログターゲットに含ませたいグローバル変数の名前を [[yii\log\Target::logVars]] プロパティに設定することによって、この動作を調整することが出来ます。
例えば、次のログターゲットの構成は、$_SERVER の値だけをログメッセージに追加するように指定するものです。


[
    'class' => 'yii\log\FileTarget',
    'logVars' => ['_SERVER'],
]



logVars を空の配列として構成して、コンテキスト情報をまったく含ませないようにすることも出来ます。
あるいは、また、コンテキスト情報の提供方法を自分で実装したい場合は、[[yii\log\Target::getContextMessage()]] メソッドをオーバーライドすることも出来ます。





メッセージのトレースレベル 


開発段階では、各ログメッセージがどこから来ているかを知りたい場合がよくあります。
これは、次のように、log コンポーネントの [[yii\log\Dispatcher::traceLevel|traceLevel]] プロパティを構成することによって達成できます。


return [
    'bootstrap' => ['log'],
    'components' => [
        'log' => [
            'traceLevel' => YII_DEBUG ? 3 : 0,
            'targets' => [...],
        ],
    ],
];



上記のアプリケーションの構成は、[[yii\log\Dispatcher::traceLevel|traceLevel]] を YII_DEBUG が on のときは 3、YII_DEBUG が off のときは 0 に設定します。
これは、YII_DEBUG が on のときは、各ログメッセージに対して、ログメッセージが記録されたときのコールスタックを最大 3 レベルまで追加し、YII_DEBUG が 0 のときはコールスタックを含めない、ということを意味します。



Info|情報: コールスタック情報の取得は軽微な処理ではありません。従って、この機能は開発時またはアプリケーションをデバッグするときに限って使用するべきです。






メッセージの吐き出しとエクスポート 


既に述べたように、ログメッセージは [[yii\log\Logger|ロガーオブジェクト]] によって配列の中に保持されます。
この配列のメモリ消費を制限するために、この配列に一定数のログメッセージが蓄積されるたびに、ロガーは記録されたメッセージを ログターゲット に吐き出します。
この数は、log コンポーネントの [[yii\log\Dispatcher::flushInterval|flushInterval]] プロパティを構成することによってカスタマイズすることが出来ます。


return [
    'bootstrap' => ['log'],
    'components' => [
        'log' => [
            'flushInterval' => 100,   // デフォルトは 1000
            'targets' => [...],
        ],
    ],
];




Info|情報: メッセージの吐き出しは、アプリケーションの終了時にも実行されます。これによって、ログターゲットが完全なログメッセージを受け取ることが保証されます。



[[yii\log\Logger|ロガーオブジェクト]] が ログターゲット にログメッセージを吐き出しても、ログメッセージはただちにはエクスポートされません。
そうではなく、ログターゲットが一定数のフィルタされたメッセージを蓄積して初めて、メッセージのエクスポートが発生します。
この数は、下記のように、個々の ログターゲット の [[yii\log\Target::exportInterval|exportInterval]] プロパティを構成することによってカスタマイズすることが出来ます。


[
    'class' => 'yii\log\FileTarget',
    'exportInterval' => 100,  // デフォルトは 1000
]



デフォルトの状態では、吐き出しとエクスポートの間隔の設定のために、Yii::trace() やその他のログ記録メソッドを呼んでも、ただちには、ログメッセージはログターゲットに出現しません。
このことは、長時間にわたって走るコンソールアプリケーションでは、問題になる場合もあります。
各ログメッセージがただちにログターゲットに出現するようにするためには、下記のように、[[yii\log\Dispatcher::flushInterval|flushInterval]] と [[yii\log\Target::exportInterval|exportInterval]] の両方を 1 に設定しなければなりません。


return [
    'bootstrap' => ['log'],
    'components' => [
        'log' => [
            'flushInterval' => 1,
            'targets' => [
                [
                    'class' => 'yii\log\FileTarget',
                    'exportInterval' => 1,
                ],
            ],
        ],
    ],
];




Note|注意: 頻繁なメッセージの吐き出しとエクスポートはアプリケーションのパフォーマンスを低下させます。






ログターゲットの 有効/無効 を切り替える 


[[yii\log\Target::enabled|enabled]] プロパティを構成することによって、ログターゲットを有効にしたり無効にしたりすることが出来ます。
この切り替えは、ログターゲットのコンフィギュレーションでも出来ますが、コードの中で次の PHP 文を使っても出来ます。


Yii::$app->log->targets['file']->enabled = false;



上記のコードでは、ターゲットが file という名前であることが必要とされています。
下記のように、targets の配列で文字列のキーを使ってターゲットの名前を指定して下さい。


return [
    'bootstrap' => ['log'],
    'components' => [
        'log' => [
            'targets' => [
                'file' => [
                    'class' => 'yii\log\FileTarget',
                ],
                'db' => [
                    'class' => 'yii\log\DbTarget',
                ],
            ],
        ],
    ],
];






新しいターゲットを作る 


新しいログターゲットを作ることは非常に簡単です。
必要なことは、主として、[[yii\log\Target::messages]] 配列の中身を指定された媒体に送出する [[yii\log\Target::export()]] メソッドを実装することです。
各メッセージに書式を設定するためには、[[yii\log\Target::formatMessage()]] を呼ぶことが出来ます。
詳細については、Yii リリースに含まれているログターゲットクラスのどれか一つを参照してください。







パフォーマンスプロファイリング 


パフォーマンスプロファイリングは、特定のコードブロックに要した時間を測定してパフォーマンスのボトルネックになっている所を見つけ出すために使われる、特殊なタイプのメッセージロギングです。
例えば、[[yii\db\Command]] クラスは、各 DB クエリに要した時間を知るために、パフォーマンスプロファイリングを使用しています。


パフォーマンスプロファイリングを使用するためには、最初に、プロファイリングが必要なコードブロックを特定します。そして、各コードブロックを次のように囲みます。


\Yii::beginProfile('myBenchmark');

... プロファイリングされるコードブロック ...

\Yii::endProfile('myBenchmark');



ここで myBenchmark はコードブロックを特定するユニークなトークンを表します。
後でプロファイリング結果を検査するときに、このトークンを使って、対応するコードブロックによって消費された時間を調べます。


beginProfile と endProfile のペアが適正な入れ子になっていることを確認することが非常に重要なことです。
例えば、


\Yii::beginProfile('block1');

    // プロファイリングされる何らかのコード

    \Yii::beginProfile('block2');
        // プロファイリングされる別のコード
    \Yii::endProfile('block2');

\Yii::endProfile('block1');



\Yii::endProfile('block1') を忘れたり、\Yii::endProfile('block1') と \Yii::endProfile('block2') の順序を入れ替えたりすると、パフォーマンスプロファイリングは機能しません。


プロファイルされるコードブロックの全てについて、おのおの、重大性レベルが profile であるログメッセージが記録されます。
そのようなメッセージを集めてエクスポートする ログターゲット を構成してください。
Yii デバッガ が、プロファイリング結果を表示するパフォーマンスプロファイリングパネルを内蔵しています。
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使用 Gii 生成代码


本章将介绍如何使用 Gii 去自动生成 Web 站点常用功能的代码。使用 Gii 生成代码非常简单，只要按照 Gii 页面上的介绍输入正确的信息即可。


贯穿本章节，你将会学到：



		在你的应用中开启 Gii


		使用 Gii 去生成活动记录类


		使用 Gii 去生成数据表操作的增查改删（CRUD）代码


		自定义 Gii 生成的代码






开始 Gii 


Gii 是 Yii 中的一个模块。可以通过配置应用的 [[yii\base\Application::modules|modules]] 属性开启它。通常来讲在 config/web.php 文件中会有以下配置代码：


$config = [ ... ];

if (YII_ENV_DEV) {
    $config['bootstrap'][] = 'gii';
    $config['modules']['gii'] = 'yii\gii\Module';
}



这段配置表明，如果当前是开发环境，应用会包含 gii 模块，模块类是 [[yii\gii\Module]]。


如果你检查应用的入口脚本 web/index.php，将看到这行代码将 YII_ENV_DEV 设为 true：


defined('YII_ENV') or define('YII_ENV', 'dev');



鉴于这行代码的定义，应用处于开发模式下，按照上面的配置会打开 Gii 模块。你可以直接通过 URL 访问 Gii：


http://hostname/index.php?r=gii




补充： 如果你通过本机以外的机器访问 Gii，请求会被出于安全原因拒绝。你可以配置 Gii 为其添加允许访问的 IP 地址：



'gii' => [
    'class' => 'yii\gii\Module',
    'allowedIPs' => ['127.0.0.1', '::1', '192.168.0.*', '192.168.178.20'] // 按需调整这里
],



[image: Gii]





生成活动记录类 


选择 “Model Generator” （点击 Gii 首页的链接）去生成活动记录类。并像这样填写表单：



		Table Name: country


		Model Class: Country





[image: 模型生成器]


然后点击 “Preview” 按钮。你会看到 models/Country.php 被列在将要生成的文件列表中。可以点击文件名预览内容。


如果你已经创建过同样的文件，使用 Gii 会覆写它，点击文件名旁边的 diff 能查看现有文件与将要生成的文件的内容区别。


[image: 模型生成器预览]


想要覆写已存在文件，选中 “overwrite” 下的复选框然后点击 “Generator”。如果是新文件，只点击 “Generator” 就好。


接下来你会看到一个包含已生成文件的说明页面。如果生成过程中覆写过文件，还会有一条信息说明代码是重新生成覆盖的。





生成 CRUD 代码 


CRUD 代表增，查，改，删操作，这是绝大多数 Web 站点常用的数据处理方式。选择 Gii 中的 “CRUD Generator” （点击 Gii 首页的链接）去创建 CRUD 功能。本例 “country” 中需要这样填写表单：



		Model Class: app\models\Country


		Search Model Class: app\models\CountrySearch


		Controller Class: app\controllers\CountryController





[image: CRUD 生成器]


然后点击 “Preview” 按钮。你会看到下述将要生成的文件列表。


[[NEED THE IMAGE HERE / 等待官方补充图片]]


如果你之前创建过 controllers/CountryController.php 和 views/country/index.php 文件（在指南的使用数据库章节），选中 “overwrite” 下的复选框覆写它们（之前的文件没能全部支持 CRUD）。





试运行 


用浏览器访问下面的 URL 查看生成代码的运行：


http://hostname/index.php?r=country/index



可以看到一个栅格显示着从数据表中读取的国家数据。支持在列头对数据进行排序，输入筛选条件进行筛选。


可以浏览详情，编辑，或删除栅格中的每个国家。还可以点击栅格上方的 “Create Country” 按钮通过表单创建新国家。


[image: 国家的数据栅格]


[image: 编辑一个国家]


下面列出由 Gii 生成的文件，以便你研习功能和实现，或修改它们。



		控制器：controllers/CountryController.php


		模型：models/Country.php 和 models/CountrySearch.php


		视图：views/country/*.php






补充：Gii 被设计成高度可定制和可扩展的代码生成工具。使用它可以大幅提高应用开发速度。请参考 Gii 章节了解更多内容。






总结 


本章学习了如何使用 Gii 去生成为数据表中数据实现完整 CRUD 功能的代码。
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Redis



Note: This section is under development.


It has no content yet.
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jQuery UI ウィジェット



Note|注意: この節はまだ執筆中です。



Yii は公式エクステンションによって jQuery UI [http://api.jqueryui.com/] ライブラリをサポートしています。
jQuery UI は、jQuery JavaScript ライブラリの上に構築された、一連のユーザインタフェイスインタラクション、イフェクト、ウィジェットおよびテーマです。



インストール


このエクステンションの推奨されるインストール方法は、composer [http://getcomposer.org/download/] を使う方法です。


下記を実行します。


php composer.phar require --prefer-dist yiisoft/yii2-jui "*"



または、composer.json ファイルの require セクションに下記を追加します。


"yiisoft/yii2-jui": "*"






Yii ウィジェット


複雑な jQuery UI コンポーネントのほとんどは Yii ウィジェットでラップされて、より堅牢な構文を与えられ、フレームワークの諸機能と統合されています。
全てのウィジェットは \yii\jui 名前空間に属します。



		[[yii\jui\Accordion|Accordion]]


		[[yii\jui\AutoComplete|AutoComplete]]


		[[yii\jui\DatePicker|DatePicker]]


		[[yii\jui\Dialog|Dialog]]


		[[yii\jui\Draggable|Draggable]]


		[[yii\jui\Droppable|Droppable]]


		[[yii\jui\Menu|Menu]]


		[[yii\jui\ProgressBar|ProgressBar]]


		[[yii\jui\Resizable|Resizable]]


		[[yii\jui\Selectable|Selectable]]


		[[yii\jui\Slider|Slider]]


		[[yii\jui\SliderInput|SliderInput]]


		[[yii\jui\Sortable|Sortable]]


		[[yii\jui\Spinner|Spinner]]


		[[yii\jui\Tabs|Tabs]]
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总览


Yii 应用参照模型-视图-控制器 （MVC） [http://wikipedia.org/wiki/Model-view-controller]
设计模式来组织。 模型代表数据、业务逻辑和规则；视图展示模型的输出；控制器接受出入并将其转换为模型和视图命令。


除了 MVC, Yii 应用还有以下部分：



		入口脚本：终端用户能直接访问的 PHP 脚本，负责启动一个请求处理周期。


		应用：能全局范围内访问的对象，管理协调组件来完成请求.


		应用组件：在应用中注册的对象，提供不同的功能来完成请求。


		模块：包含完整 MVC 结构的独立包，一个应用可以由多个模块组建。


		过滤器：控制器在处理请求之前或之后需要触发执行的代码。


		小部件：可嵌入到视图中的对象，可包含控制器逻辑，可被不同视图重复调用。





下面的示意图展示了 Yii 应用的静态结构：


[image: Yii应用静态结构]
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アドバンストアプリケーションテンプレート



Note|注意: この節はまだ執筆中です。



このテンプレートは、チームによって開発される大規模なプロジェクトのためのもので、バックエンドはフロントエンドから分離され、アプリケーションは複数のサーバに配備されます。
また、このアプリケーションテンプレートは機能に関して少し大きく踏み込んで、不可欠なデータベースやユーザ登録、パスワード回復などをそのまま使える形で提供しています。


次の表はアドバンストとベーシックのアプリケーションテンプレートの違いを比較するものです。


| 機能  |  ベーシック  |  アドバンスト |
|—|:—:|:—:|
| プロジェクト構造 |  ✓  |  ✓  |
| Site コントローラ |  ✓  |  ✓  |
| ユーザのログイン/ログアウト |   ✓  |  ✓  |
| フォーム  |   ✓  |  ✓  |
| DB 接続  |   ✓  |  ✓  |
| コンソールコマンド  |   ✓  |  ✓  |
| アセットバンドル  |   ✓  |  ✓  |
| Codeception によるテスト  |   ✓  |  ✓  |
| Twitter Bootstrap  |  ✓   |  ✓  |
| フロントエンドとバックエンド  |    |  ✓  |
| すぐに使える User モデル |    |  ✓  |
| ユーザの登録とパスワード回復  |     |  ✓  |



インストール



Composer によってインストールする


Composer [http://getcomposer.org/] を持っていない場合は、Yii をインストールする の節の指示に従ってインストールしてください。


Composer がインストールされていれば、次のコマンドを使ってアプリケーションをインストールすることが出来ます。


composer global require "fxp/composer-asset-plugin:1.0.0"
composer create-project --prefer-dist yiisoft/yii2-app-advanced yii-application



最初のコマンドは composer asset plugin [https://github.com/francoispluchino/composer-asset-plugin/] をインストールします。
これにより、Composer を通じて bower と npm の依存パッケージを管理することが出来るようになります。
このコマンドは全体で一度だけ走らせれば十分です。
第二のコマンドは yii-application という名前のディレクトリにアドバンストアプリケーションをインストールします。
望むなら別のディレクトリ名を選ぶことも出来ます。







始めよう


アプリケーションをインストールした後に、インストールされたアプリケーションの初期設定をするために、次の各ステップを実行しなければなりません。
これらは全体で一度だけやれば十分です。



		init コマンドを実行して、環境として dev を選択します。


php /path/to/yii-application/init



非対話モードを使っても構いません。本番環境であれば、


php /path/to/yii-application/init --env=Production --overwrite=All






		新しいデータベースを作成し、それに従って common/config/main-local.php の components['db'] の構成情報を修正します。





		コンソールコマンド yii migrate でマイグレーションを適用します。





		ウェブサーバのドキュメントルートを設定します。









		フロントエンドのパスは /path/to/yii-application/frontend/web/、URL は http://frontend/ を使用


		バックエンドのパスは /path/to/yii-application/backend/web/、URL は http://backend/ を使用





アプリケーションにログインするためには、最初にユーザ登録をする必要があります。
メールアドレス、ユーザ名、パスワードは何でも構いません。
そうすれば、同じメールアドレスとパスワードを使って何時でもアプリケーションにログインすることが出来ます。





ディレクトリ構造


ルートディレクトリは次のサブディレクトリを含みます。



		backend - バックエンドのウェブアプリケーション


		common - 全てのアプリケーションに共通なファイル


		console - コンソールアプリケーション


		environments - 環境設定


		frontend - フロントエンドのアプリケーション





ルートディレクトリは次の一連のファイルを含みます。



		.gitignore - git バージョン管理システムによって無視されるディレクトリの一覧を含みます。
ソースコードのレポジトリに決して入れたくないものがあれば、それをこれに追加してください。


		composer.json - Composer の構成。下の「Composer を構成する」で説明します。


		init - 初期化スクリプト。下の「構成情報と環境」で説明します。


		init.bat - 同上 (Windows 用)。


		LICENSE.md - ライセンス情報。プロジェクトのライセンスを置きます。特にオープンソースにする場合は。


		README.md - テンプレートのインストールに関する基本的な情報。
あなたのプロジェクトとそのインストールに関する情報に置き換えることを検討してください。


		requirements.php - Yii 必要条件チェッカ。


		yii - コンソールアプリケーションのブートストラップスクリプト。


		yii.bat - 同上 (Windows 用)。








事前定義されたパスエイリアス



		@yii - フレームワークのディレクトリ。


		@app - 現在走っているアプリケーションのベースパス。


		@common - 共通ディレクトリ。


		@frontend - フロントエンドウェブアプリケーションのディレクトリ。


		@backend - バックエンドウェブアプリケーションのディレクトリ。


		@console - コンソールアプリケーションのディレクトリ。


		@runtime - 現在走っているウェブアプリケーションのランタイムディレクトリ。


		@vendor - Composer の ベンダーディレクトリ。


		@bower - bower パッケージ [http://bower.io/] を含むベンダーディレクトリ。


		@npm - npm パッケージ [https://www.npmjs.org/] を含むベンダーディレクトリ。


		@web - 現在走っているウェブアプリケーションのベース URL。


		@webroot - 現在走っているウェブアプリケーションのウェブルートディレクトリ。





アドバンストアプリケーションのディレクトリ構造特有のエイリアス (@common、@frontend、@backend、@console) は common/config/bootstrap.php で定義されています。





アプリケーション


アドバンストテンプレートには三つのアプリケーションがあります。
すなわち、フロントエンド、バックエンド、そして、コンソールです。
フロントエンドは典型的にはエンドユーザに提示されるもので、プロジェクトの本体です。
バックエンドは管理パネルや、分析などの機能です。
コンソールは典型的にはクロンジョブや低レベルのサーバ管理に使用されます。
コンソールは、また、アプリケーションの配置の際にも使われ、マイグレーションやアセットを処理します。


さらに、二つ以上のアプリケーションから使われるファイルを含む common ディレクトリがあります。
例えば、User モデルがそうです。


フロントエンドとバックエンドは両方ともウェブアプリケーションであり、ともに web ディレクトリを含んでいます。
これがウェブサーバのウェブルートとすべきディレクトリです。


各アプリケーションはそれ自身の名前空間と、その名前に対応するエイリアスをもっています。
同じことは common ディレクトリにも当てはまります。





構成情報と環境


構成情報に対する典型的なアプローチには、複数の問題があります。



		チームの各メンバーは、自分自身の構成オプションを持っています。
そのような構成をコミットすると、他のメンバーに影響を与えます。


		本番のデータベースのパスワードと API キーは、レポジトリに入れるべきではありません。


		複数サーバの環境があります。すなわち、開発、テスト、本番などです。各サーバはそれ自身の構成情報を持たなければなりません。


		全ての構成オプションを各ケースに対して定義することは反復の多い作業であり、保守するのに時間を取りすぎます。





これらの問題を解決するために、Yii は環境という単純な概念を導入しています。
それぞれの環境は environments ディレクトリ配下の一連のファイルとして表現されます。
init コマンドが環境を切り替えるのに使用されます。
init コマンドが実際にやっていることは、環境ディレクトリから、全てのアプリケーションがあるルートディレクトリへと、すべてをごっそりとコピーすることです。


デフォルトでは二つの環境があります。すなわち、dev と prod です。
最初のものは開発用の環境で、全ての開発ツールとデバッグが有効になっています。
第二のものは本番サーバ配備用の環境で、デバッグと開発ツールは無効になっています。


典型的には、環境ディレクトリは index.php のようなアプリケーションブートストラップファイルや、-local.php という接尾辞を持つ構成情報ファイルを含んでいます。
これらは .gitignore に追加されて、ソースコードレポジトリには決して追加されないようになっています。


重複を避けるために、構成情報はお互いを上書きします。
例えば、フロントエンドは次の順序で構成情報を読み取ります。



		common/config/main.php


		common/config/main-local.php


		frontend/config/main.php


		frontend/config/main-local.php





パラメータは次の順序で読まれます。



		common/config/params.php


		common/config/params-local.php


		frontend/config/params.php


		frontend/config/params-local.php





後の構成情報ファイルが先のものを上書きするわけです。


全体の枠組みはこのようになります。


[image: アドバンストアプリケーションの構成情報]





Composer を構成する


アプリケーションテンプレートがインストールされた後に、ルートディレクトリにあるデフォルトの composer.json を修正するのは良い考えです。


{
    "name": "yiisoft/yii2-app-advanced",
    "description": "Yii 2 Advanced Application Template",
    "keywords": ["yii2", "framework", "advanced", "application template"],
    "homepage": "http://www.yiiframework.com/",
    "type": "project",
    "license": "BSD-3-Clause",
    "support": {
        "issues": "https://github.com/yiisoft/yii2/issues?state=open",
        "forum": "http://www.yiiframework.com/forum/",
        "wiki": "http://www.yiiframework.com/wiki/",
        "irc": "irc://irc.freenode.net/yii",
        "source": "https://github.com/yiisoft/yii2"
    },
    "minimum-stability": "dev",
    "require": {
        "php": ">=5.4.0",
        "yiisoft/yii2": "*",
        "yiisoft/yii2-bootstrap": "*",
        "yiisoft/yii2-swiftmailer": "*"
    },
    "require-dev": {
        "yiisoft/yii2-codeception": "*",
        "yiisoft/yii2-debug": "*",
        "yiisoft/yii2-gii": "*",
        "yiisoft/yii2-faker": "*"
    },
    "config": {
        "process-timeout": 1800
    },
    "extra": {
        "asset-installer-paths": {
            "npm-asset-library": "vendor/npm",
            "bower-asset-library": "vendor/bower"
        }
    }
}



最初に、基本的な情報を更新しましょう。
name、description、keywords、homepage および support をあなたのプロジェクトに会うように変更します。


次に興味深い部分です。
あなたは、あなたのアプリケーションが必要とするパッケージを require セクションに追加することが出来ます。
追加のパッケージは全て packagist.org [https://packagist.org/] から取ってくることが出来ます。ウェブサイトを閲覧して、役に立つコードを探してください。


composer.json を修正した後、composer update --prefer-dist を実行し、パッケージがダウンロードされインストールされるのを待ちます。
後はただ使用するだけです。クラスのオートロードは自動的に処理されます。





バックエンドからフロントエンドにリンクを張る


バックエンドアプリケーションからフロントエンドアプリケーションにリンクを張らなければならないことがよくあります。
フロントエンドアプリケーションはそれ自身の URL マネージャ規則を持っている場合がありますので、それをバックエンドアプリケーションのために別の名前で複製する必要があります。


return [
    'components' => [
        'urlManager' => [
            // ここに通常のバックエンドの URL マネージャの構成
        ],
        'urlManagerFrontend' => [
            // ここにフロントエンドの URL マネージャの構成
        ],

    ],
];



このようにすると、フロントエンドを指す URL を次のようにして取得することが出来ます。


echo Yii::$app->urlManagerFrontend->createUrl(...);
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输入验证


一般说来，程序猿永远不应该信任从最终用户直接接收到的数据，并且使用它们之前应始终先验证其可靠性。


要给 model 填充其所需的用户输入数据，你可以调用 [[yii\base\Model::validate()]] 方法验证它们。该方法会返回一个布尔值，指明是否通过验证。若没有通过，你能通过 [[yii\base\Model::errors]] 属性获取相应的报错信息。比如，


$model = new \app\models\ContactForm;

// 用用户输入来填充模型的特性
$model->attributes = \Yii::$app->request->post('ContactForm');

if ($model->validate()) {
    // 若所有输入都是有效的
} else {
    // 有效性验证失败：$errors 属性就是存储错误信息的数组
    $errors = $model->errors;
}



validate() 方法，在幕后为执行验证操作，进行了以下步骤：



		通过从 [[yii\base\Model::scenarios()]] 方法返回基于当前 [[yii\base\Model::scenario|场景（scenario）]] 的特性属性列表，算出哪些特性应该进行有效性验证。这些属性被称作 active attributes（激活特性）。


		通过从 [[yii\base\Model::rules()]] 方法返回基于当前 [[yii\base\Model::scenario|场景（scenario）]] 的验证规则列表，这些规则被称作 active rules（激活规则）。


		用每个激活规则去验证每个与之关联的激活特性。若失败，则记录下对应模型特性的错误信息。






声明规则（Rules） 


要让 validate() 方法起作用，你需要声明与需验证模型特性相关的验证规则。为此，需要重写 [[yii\base\Model::rules()]] 方法。下面的例子展示了如何声明用于验证 ContactForm 模型的相关验证规则：


public function rules()
{
    return [
        // name，email，subject 和 body 特性是 `require`（必填）的
        [['name', 'email', 'subject', 'body'], 'required'],

        // email 特性必须是一个有效的 email 地址
        ['email', 'email'],
    ];
}



[[yii\base\Model::rules()|rules()]] 方法应返回一个由规则所组成的数组，每一个规则都呈现为以下这类格式的小数组：


[
    // 必须项，用于指定那些模型特性需要通过此规则的验证。
    // 对于只有一个特性的情况，可以直接写特性名，而不必用数组包裹。
    ['attribute1', 'attribute2', ...],

    // 必填项，用于指定规则的类型。
    // 它可以是类名，验证器昵称，或者是验证方法的名称。
    'validator',

    // 可选项，用于指定在场景（scenario）中，需要启用该规则
    // 若不提供，则代表该规则适用于所有场景
    // 若你需要提供除了某些特定场景以外的所有其他场景，你也可以配置 "except" 选项
    'on' => ['scenario1', 'scenario2', ...],

    // 可选项，用于指定对该验证器对象的其他配置选项
    'property1' => 'value1', 'property2' => 'value2', ...
]



对于每个规则，你至少需要指定该规则适用于哪些特性，以及本规则的类型是什么。你可以指定以下的规则类型之一：



		核心验证器的昵称，比如 required、in、date，等等。请参考核心验证器章节查看完整的核心验证器列表。


		模型类中的某个验证方法的名称，或者一个匿名方法。请参考行内验证器小节了解更多。


		验证器类的名称。请参考独立验证器小节了解更多。





一个规则可用于验证一个或多个模型特性，且一个特性可以被一个或多个规则所验证。一个规则可以施用于特定场景（scenario），只要指定 on 选项。如果你不指定 on 选项，那么该规则会适配于所有场景。


当调用 validate() 方法时，它将运行以下几个具体的验证步骤：



		检查从声明自 [[yii\base\Model::scenarios()]] 方法的场景中所挑选出的当前[[yii\base\Model::scenario|场景]]的信息，从而确定出那些特性需要被验证。这些特性被称为激活特性。


		检查从声明自 [[yii\base\Model::rules()]] 方法的众多规则中所挑选出的适用于当前[[yii\base\Model::scenario|场景]]的规则，从而确定出需要验证哪些规则。这些规则被称为激活规则。


		用每个激活规则去验证每个与之关联的激活特性。





基于以上验证步骤，有且仅有声明在 scenarios() 方法里的激活特性，且它还必须与一或多个声明自 rules() 里的激活规则相关联才会被验证。



自定义错误信息 


大多数的验证器都有默认的错误信息，当模型的某个特性验证失败的时候，该错误信息会被返回给模型。比如，用 [[yii\validators\RequiredValidator|required]] 验证器的规则检验 username 特性失败的话，会返还给模型 “Username cannot be blank.” 信息。


你可以通过在声明规则的时候同时指定 message 属性，来定制某个规则的错误信息，比如这样：


public function rules()
{
    return [
        ['username', 'required', 'message' => 'Please choose a username.'],
    ];
}



一些验证器还支持用于针对不同原因的验证失败返回更加准确的额外错误信息。比如，[[yii\validators\NumberValidator|number]] 验证器就支持 [[yii\validators\NumberValidator::tooBig|tooBig]] 和 [[yii\validators\NumberValidator::tooSmall|tooSmall]] 两种错误消息用于分别返回输入值是太大还是太小。
你也可以像配置验证器的其他属性一样配置它们俩各自的错误信息。





验证事件 


当调用 [[yii\base\Model::validate()]] 方法的过程里，它同时会调用两个特殊的方法，把它们重写掉可以实现自定义验证过程的目的：



		[[yii\base\Model::beforeValidate()]]：在默认的实现中会触发 [[yii\base\Model::EVENT_BEFORE_VALIDATE]] 事件。你可以重写该方法或者响应此事件，来在验证开始之前，先进行一些预处理的工作。（比如，标准化数据输入）该方法应该返回一个布尔值，用于标明验证是否通过。


		[[yii\base\Model::afterValidate()]]：在默认的实现中会触发 [[yii\base\Model::EVENT_AFTER_VALIDATE]] 事件。你可以重写该方法或者响应此事件，来在验证结束之后，再进行一些收尾的工作。








条件式验证 


若要只在某些条件满足时，才验证相关特性，比如：是否验证某特性取决于另一特性的值，你可以通过
[[yii\validators\Validator::when|when]] 属性来定义相关条件。举例而言，


[
    ['state', 'required', 'when' => function($model) {
        return $model->country == 'USA';
    }],
]



[[yii\validators\Validator::when|when]] 属性会读入一个如下所示结构的 PHP callable 函数对象：


/**
 * @param Model $model 要验证的模型对象
 * @param string $attribute 待测特性名
 * @return boolean 返回是否启用该规则
 */
function ($model, $attribute)



若你需要支持客户端的条件验证，你应该配置
[[yii\validators\Validator::whenClient|whenClient]] 属性，它会读入一条包含有 JavaScript 函数的字符串。这个函数将被用于确定该客户端验证规则是否被启用。比如，


[
    ['state', 'required', 'when' => function ($model) {
        return $model->country == 'USA';
    }, 'whenClient' => "function (attribute, value) {
        return $('#country').value == 'USA';
    }"],
]






数据预处理 


用户输入经常需要进行数据过滤，或者叫预处理。比如你可能会需要先去掉 username 输入的收尾空格。你可以通过使用验证规则来实现此目的。


下面的例子展示了如何去掉输入信息的首尾空格，并将空输入返回为 null。具体方法为通过调用 trim 和 default 核心验证器：


[
    [['username', 'email'], 'trim'],
    [['username', 'email'], 'default'],
]



也还可以用更加通用的 filter（滤镜） 核心验证器来执行更加复杂的数据过滤。


如你所见，这些验证规则并不真的对输入数据进行任何验证。而是，对输入数据进行一些处理，然后把它们存回当前被验证的模型特性。





处理空输入 


当输入数据是通过 HTML 表单，你经常会需要给空的输入项赋默认值。你可以通过调整
default 验证器来实现这一点。举例来说，


[
    // 若 "username" 和 "email" 为空，则设为 null
    [['username', 'email'], 'default'],

    // 若 "level" 为空，则设其为 1
    ['level', 'default', 'value' => 1],
]



默认情况下，当输入项为空字符串，空数组，或 null 时，会被视为“空值”。你也可以通过配置
[[yii\validators\Validator::isEmpty]] 属性来自定义空值的判定规则。比如，


[
    ['agree', 'required', 'isEmpty' => function ($value) {
        return empty($value);
    }],
]




注意：对于绝大多数验证器而言，若其 [[yii\base\Validator::skipOnEmpty]] 属性为默认值
true，则它们不会对空值进行任何处理。也就是当他们的关联特性接收到空值时，相关验证会被直接略过。在
核心验证器 之中，只有 captcha（验证码），default（默认值），filter（滤镜），required（必填），以及 trim（去首尾空格），这几个验证器会处理空输入。








临时验证 


有时，你需要对某些没有绑定任何模型类的值进行 临时验证。


若你只需要进行一种类型的验证 (e.g. 验证邮箱地址)，你可以调用所需验证器的
[[yii\validators\Validator::validate()|validate()]] 方法。像这样：


$email = 'test@example.com';
$validator = new yii\validators\EmailValidator();

if ($validator->validate($email, $error)) {
    echo '有效的 Email 地址。';
} else {
    echo $error;
}




注意：不是所有的验证器都支持这种形式的验证。比如 unique（唯一性）核心验证器就就是一个例子，它的设计初衷就是只作用于模型类内部的。



若你需要针对一系列值执行多项验证，你可以使用 [[yii\base\DynamicModel]]
。它支持即时添加特性和验证规则的定义。它的使用规则是这样的：


public function actionSearch($name, $email)
{
    $model = DynamicModel::validateData(compact('name', 'email'), [
        [['name', 'email'], 'string', 'max' => 128],
        ['email', 'email'],
    ]);

    if ($model->hasErrors()) {
        // 验证失败
    } else {
        // 验证成功
    }
}



[[yii\base\DynamicModel::validateData()]] 方法会创建一个 DynamicModel 的实例对象，并通过给定数据定义模型特性（以 name 和 email 为例），之后用给定规则调用
[[yii\base\Model::validate()]] 方法。


除此之外呢，你也可以用如下的更加“传统”的语法来执行临时数据验证：


public function actionSearch($name, $email)
{
    $model = new DynamicModel(compact('name', 'email'));
    $model->addRule(['name', 'email'], 'string', ['max' => 128])
        ->addRule('email', 'email')
        ->validate();

    if ($model->hasErrors()) {
        // 验证失败
    } else {
        // 验证成功
    }
}



验证之后你可以通过调用 [[yii\base\DynamicModel::hasErrors()|hasErrors()]]
方法来检查验证通过与否，并通过 [[yii\base\DynamicModel::errors|errors]]
属性获得验证的错误信息，过程与普通模型类一致。你也可以访问模型对象内定义的动态特性，就像：
$model->name 和 $model->email。





创建验证器（Validators） 


除了使用 Yii 的发布版里所包含的核心验证器之外，你也可以创建你自己的验证器。自定义的验证器可以是行内验证器，也可以是独立验证器。



行内验证器（Inline Validators） 


行内验证器是一种以模型方法或匿名函数的形式定义的验证器。这些方法/函数的结构如下：


/**
 * @param string $attribute 当前被验证的特性
 * @param array $params 以名-值对形式提供的额外参数
 */
function ($attribute, $params)



若某特性的验证失败了，该方法/函数应该调用 [[yii\base\Model::addError()]] 保存错误信息到模型内。这样这些错误就能在之后的操作中，被读取并展现给终端用户。


下面是一些例子：


use yii\base\Model;

class MyForm extends Model
{
    public $country;
    public $token;

    public function rules()
    {
        return [
            // 以模型方法 validateCountry() 形式定义的行内验证器
            ['country', 'validateCountry'],

            // 以匿名函数形式定义的行内验证器
            ['token', function ($attribute, $params) {
                if (!ctype_alnum($this->$attribute)) {
                    $this->addError($attribute, '令牌本身必须包含字母或数字。');
                }
            }],
        ];
    }

    public function validateCountry($attribute, $params)
    {
        if (!in_array($this->$attribute, ['兲朝', '墙外'])) {
            $this->addError($attribute, '国家必须为 "兲朝" 或 "墙外" 中的一个。');
        }
    }
}




注意：缺省状态下，行内验证器不会在关联特性的输入值为空或该特性已经在其他验证中失败的情况下起效。若你想要确保该验证器始终启用的话，你可以在定义规则时，酌情将 [[yii\validators\Validator::skipOnEmpty|skipOnEmpty]] 以及 [[yii\validators\Validator::skipOnError|skipOnError]]
属性设为 false，比如，












[
[‘country’, ‘validateCountry’, ‘skipOnEmpty’ => false, ‘skipOnError’ => false],
]




### 独立验证器（Standalone Validators） <span id="standalone-validators"></span>

独立验证器是继承自 [[yii\validators\Validator]] 或其子类的类。你可以通过重写
[[yii\validators\Validator::validateAttribute()]] 来实现它的验证规则。若特性验证失败，可以调用
[[yii\base\Model::addError()]] 以保存错误信息到模型内，操作与 [inline validators](#inline-validators) 所需操作完全一样。比如，

```php
namespace app\components;

use yii\validators\Validator;

class CountryValidator extends Validator
{
    public function validateAttribute($model, $attribute)
    {
        if (!in_array($model->$attribute, ['兲朝', '墙外'])) {
            $this->addError($attribute, '国家必须为 "兲朝" 或 "墙外" 中的一个。');
        }
    }
}



若你想要验证器支持不使用 model 的数据验证，你还应该重写
[[yii\validators\Validator::validate()]] 方法。你也可以通过重写
[[yii\validators\Validator::validateValue()]] 方法替代
validateAttribute() 和 validate()，因为默认状态下，后两者的实现使用过调用
validateValue()实现的。







客户端验证器（Client-Side Validation） 


当终端用户通过 HTML 表单提供相关输入信息时，我们可能会需要用到基于 JavaScript 的客户端验证。因为，它可以让用户更快速的得到错误信息，也因此可以提供更好的用户体验。你可以使用或自己实现除服务器端验证之外，还能额外客户端验证功能的验证器。



补充：尽管客户端验证为加分项，但它不是必须项。它存在的主要意义在于给用户提供更好的客户体验。正如“永远不要相信来自终端用户的输入信息”，也同样永远不要相信客户端验证。基于这个理由，你应该始终如前文所描述的那样，通过调用 [[yii\base\Model::validate()]] 方法执行服务器端验证。




使用客户端验证 


许多核心验证器都支持开箱即用的客户端验证。你只需要用 [[yii\widgets\ActiveForm]] 的方式构建 HTML 表单即可。比如，下面的 LoginForm（登录表单）声明了两个规则：其一为 required 核心验证器，它同时支持客户端与服务器端的验证；另一个则采用 validatePassword 行内验证器，它只支持服务器端。


namespace app\models;

use yii\base\Model;
use app\models\User;

class LoginForm extends Model
{
    public $username;
    public $password;

    public function rules()
    {
        return [
            // username 和 password 都是必填项
            [['username', 'password'], 'required'],

            // 用 validatePassword() 验证 password
            ['password', 'validatePassword'],
        ];
    }

    public function validatePassword()
    {
        $user = User::findByUsername($this->username);

        if (!$user || !$user->validatePassword($this->password)) {
            $this->addError('password', 'Incorrect username or password.');
        }
    }
}



使用如下代码构建的 HTML 表单包含两个输入框 username 以及 password。如果你在没有输入任何东西之前提交表单，就会在没有任何与服务器端的通讯的情况下，立刻收到一个要求你填写空白项的错误信息。


<?php $form = yii\widgets\ActiveForm::begin(); ?>
    <?= $form->field($model, 'username') ?>
    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>
    <?= Html::submitButton('Login') ?>
<?php yii\widgets\ActiveForm::end(); ?>



幕后的运作过程是这样的：[[yii\widgets\ActiveForm]] 会读取声明在模型类中的验证规则，并生成那些支持支持客户端验证的验证器所需的 JavaScript 代码。当用户修改输入框的值，或者提交表单时，就会触发相应的客户端验证 JS 代码。


若你需要完全关闭客户端验证，你只需配置 [[yii\widgets\ActiveForm::enableClientValidation]] 属性为 false。你同样可以关闭各个输入框各自的客户端验证，只要把它们的 [[yii\widgets\ActiveField::enableClientValidation]] 属性设为 false。





自己实现客户端验证 


要穿件一个支持客户端验证的验证器，你需要实现
[[yii\validators\Validator::clientValidateAttribute()]] 方法，用于返回一段用于运行客户端验证的 JavaScript 代码。在这段 JavaScript 代码中，你可以使用以下预定义的变量：



		attribute：正在被验证的模型特性的名称。


		value：进行验证的值。


		messages：一个用于暂存模型特性的报错信息的数组。





在下面的例子里，我们会创建一个 StatusValidator，它会通过比对现有的状态数据，验证输入值是否为一个有效的状态。该验证器同时支持客户端以及服务器端验证。


namespace app\components;

use yii\validators\Validator;
use app\models\Status;

class StatusValidator extends Validator
{
    public function init()
    {
        parent::init();
        $this->message = '无效的状态输入。';
    }

    public function validateAttribute($model, $attribute)
    {
        $value = $model->$attribute;
        if (!Status::find()->where(['id' => $value])->exists()) {
            $model->addError($attribute, $this->message);
        }
    }

    public function clientValidateAttribute($model, $attribute, $view)
    {
        $statuses = json_encode(Status::find()->select('id')->asArray()->column());
        $message = json_encode($this->message);
        return <<<JS
if (!$.inArray(value, $statuses)) {
    messages.push($message);
}
JS;
    }
}




技巧：上述代码主要是演示了如何支持客户端验证。在具体实践中，你可以使用 in 核心验证器来达到同样的目的。比如这样的验证规则：












[
[‘status’, ‘in’, ‘range’ => Status::find()->select(‘id’)->asArray()->column()],
]
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Data Caching


Data caching is about storing some PHP variable in cache and retrieving it later from cache.
It is also the foundation for more advanced caching features, such as query caching
and page caching.


The following code is a typical usage pattern of data caching, where $cache refers to
a cache component:


// try retrieving $data from cache
$data = $cache->get($key);

if ($data === false) {

    // $data is not found in cache, calculate it from scratch

    // store $data in cache so that it can be retrieved next time
    $cache->set($key, $data);
}

// $data is available here




Cache Components 


Data caching relies on the so-called cache components which represent various cache storage,
such as memory, files, databases.


Cache components are usually registered as application components so
that they can be globally configurable
and accessible. The following code shows how to configure the cache application component to use
memcached [http://memcached.org/] with two cache servers:


'components' => [
    'cache' => [
        'class' => 'yii\caching\MemCache',
        'servers' => [
            [
                'host' => 'server1',
                'port' => 11211,
                'weight' => 100,
            ],
            [
                'host' => 'server2',
                'port' => 11211,
                'weight' => 50,
            ],
        ],
    ],
],



You can then access the above cache component using the expression Yii::$app->cache.


Because all cache components support the same set of APIs, you can swap the underlying cache component
with a different one by reconfiguring it in the application configuration without modifying the code that uses the cache.
For example, you can modify the above configuration to use [[yii\caching\ApcCache|APC cache]]:


'components' => [
    'cache' => [
        'class' => 'yii\caching\ApcCache',
    ],
],




Tip: You can register multiple cache application components. The component named cache is used
by default by many cache-dependent classes (e.g. [[yii\web\UrlManager]]).




Supported Cache Storage 


Yii supports a wide range of cache storage. The following is a summary:



		[[yii\caching\ApcCache]]: uses PHP APC [http://php.net/manual/en/book.apc.php] extension. This option can be
considered as the fastest one when dealing with cache for a centralized thick application (e.g. one
server, no dedicated load balancers, etc.).


		[[yii\caching\DbCache]]: uses a database table to store cached data. To use this cache, you must
create a table as specified in [[yii\caching\DbCache::cacheTable]].


		[[yii\caching\DummyCache]]: serves as a cache placeholder which does no real caching.
The purpose of this component is to simplify the code that needs to check the availability of cache.
For example, during development or if the server doesn’t have actual cache support, you may configure
a cache component to use this cache. When an actual cache support is enabled, you can switch to use
the corresponding cache component. In both cases, you may use the same code
Yii::$app->cache->get($key) to attempt retrieving data from the cache without worrying that
Yii::$app->cache might be null.


		[[yii\caching\FileCache]]: uses standard files to store cached data. This is particular suitable
to cache large chunk of data, such as page content.


		[[yii\caching\MemCache]]: uses PHP memcache [http://php.net/manual/en/book.memcache.php]
and memcached [http://php.net/manual/en/book.memcached.php] extensions. This option can be considered as
the fastest one when dealing with cache in a distributed applications (e.g. with several servers, load
balancers, etc.)


		[[yii\redis\Cache]]: implements a cache component based on Redis [http://redis.io/] key-value store
(redis version 2.6.12 or higher is required).


		[[yii\caching\WinCache]]: uses PHP WinCache [http://iis.net/downloads/microsoft/wincache-extension]
(see also [http://php.net/manual/en/book.wincache.php]) extension.


		[[yii\caching\XCache]]: uses PHP XCache [http://xcache.lighttpd.net/] extension.


		Zend Data Cache [http://files.zend.com/help/Zend-Server-6/zend-server.htm#data_cache_component.htm]
as the underlying caching medium.






Tip: You may use different cache storage in the same application. A common strategy is to use memory-based
cache storage to store data that is small but constantly used (e.g. statistical data), and use file-based
or database-based cache storage to store data that is big and less frequently used (e.g. page content).








Cache APIs 


All cache components have the same base class [[yii\caching\Cache]] and thus support the following APIs:



		[[yii\caching\Cache::get()|get()]]: retrieves a data item from cache with a specified key. A false
value will be returned if the data item is not found in the cache or is expired/invalidated.


		[[yii\caching\Cache::set()|set()]]: stores a data item identified by a key in cache.


		[[yii\caching\Cache::add()|add()]]: stores a data item identified by a key in cache if the key is not found in the cache.


		[[yii\caching\Cache::mget()|mget()]]: retrieves multiple data items from cache with the specified keys.


		[[yii\caching\Cache::mset()|mset()]]: stores multiple data items in cache. Each item is identified by a key.


		[[yii\caching\Cache::madd()|madd()]]: stores multiple data items in cache. Each item is identified by a key.
If a key already exists in the cache, the data item will be skipped.


		[[yii\caching\Cache::exists()|exists()]]: returns a value indicating whether the specified key is found in the cache.


		[[yii\caching\Cache::delete()|delete()]]: removes a data item identified by a key from the cache.


		[[yii\caching\Cache::flush()|flush()]]: removes all data items from the cache.






Note: Do not cache a false boolean value directly because the [[yii\caching\Cache::get()|get()]] method uses
false return value to indicate the data item is not found in the cache. You may put false in an array and cache
this array instead to avoid this problem.



Some cache storage, such as MemCache, APC, support retrieving multiple cached values in a batch mode,
which may reduce the overhead involved in retrieving cached data. The APIs [[yii\caching\Cache::mget()|mget()]]
and [[yii\caching\Cache::madd()|madd()]] are provided to exploit this feature. In case the underlying cache storage
does not support this feature, it will be simulated.


Because [[yii\caching\Cache]] implements ArrayAccess, a cache component can be used like an array. The followings
are some examples:


$cache['var1'] = $value1;  // equivalent to: $cache->set('var1', $value1);
$value2 = $cache['var2'];  // equivalent to: $value2 = $cache->get('var2');




Cache Keys 


Each data item stored in cache is uniquely identified by a key. When you store a data item in cache,
you have to specify a key for it. Later when you retrieve the data item from cache, you should provide
the corresponding key.


You may use a string or an arbitrary value as a cache key. When a key is not a string, it will be automatically
serialized into a string.


A common strategy of defining a cache key is to include all determining factors in terms of an array.
For example, [[yii\db\Schema]] uses the following key to cache schema information about a database table:


[
    __CLASS__,              // schema class name
    $this->db->dsn,         // DB connection data source name
    $this->db->username,    // DB connection login user
    $name,                  // table name
];



As you can see, the key includes all necessary information needed to uniquely specify a database table.


When the same cache storage is used by different applications, you should specify a unique cache key prefix
for each application to avoid conflicts of cache keys. This can be done by configuring the [[yii\caching\Cache::keyPrefix]]
property. For example, in the application configuration you can write the following code:


'components' => [
    'cache' => [
        'class' => 'yii\caching\ApcCache',
        'keyPrefix' => 'myapp',       // a unique cache key prefix
    ],
],



To ensure interoperability, only alphanumeric characters should be used.





Cache Expiration 


A data item stored in a cache will remain there forever unless it is removed because of some caching policy
enforcement (e.g. caching space is full and the oldest data are removed). To change this behavior, you can provide
an expiration parameter when calling [[yii\caching\Cache::set()|set()]] to store a data item. The parameter
indicates for how many seconds the data item can remain valid in the cache. When you call
[[yii\caching\Cache::get()|get()]] to retrieve the data item, if it has passed the expiration time, the method
will return false, indicating the data item is not found in the cache. For example,


// keep the data in cache for at most 45 seconds
$cache->set($key, $data, 45);

sleep(50);

$data = $cache->get($key);
if ($data === false) {
    // $data is expired or is not found in the cache
}






Cache Dependencies 


Besides expiration setting, cached data item may also be invalidated by changes of the so-called cache dependencies.
For example, [[yii\caching\FileDependency]] represents the dependency of a file’s modification time.
When this dependency changes, it means the corresponding file is modified. As a result, any outdated
file content found in the cache should be invalidated and the [[yii\caching\Cache::get()|get()]] call
should return false.


Cache dependencies are represented as objects of [[yii\caching\Dependency]] descendant classes. When you call
[[yii\caching\Cache::set()|set()]] to store a data item in the cache, you can pass along an associated cache
dependency object. For example,


// Create a dependency on the modification time of file example.txt.
$dependency = new \yii\caching\FileDependency(['fileName' => 'example.txt']);

// The data will expire in 30 seconds.
// It may also be invalidated earlier if example.txt is modified.
$cache->set($key, $data, 30, $dependency);

// The cache will check if the data has expired.
// It will also check if the associated dependency was changed.
// It will return false if any of these conditions is met.
$data = $cache->get($key);



Below is a summary of the available cache dependencies:



		[[yii\caching\ChainedDependency]]: the dependency is changed if any of the dependencies on the chain is changed.


		[[yii\caching\DbDependency]]: the dependency is changed if the query result of the specified SQL statement is changed.


		[[yii\caching\ExpressionDependency]]: the dependency is changed if the result of the specified PHP expression is changed.


		[[yii\caching\FileDependency]]: the dependency is changed if the file’s last modification time is changed.


		[[yii\caching\TagDependency]]: associates a cached data item with one or multiple tags. You may invalidate
the cached data items with the specified tag(s) by calling [[yii\caching\TagDependency::invalidate()]].










Query Caching 


Query caching is a special caching feature built on top of data caching. It is provided to cache the result
of database queries.


Query caching requires a [[yii\db\Connection|DB connection]] and a valid cache application component.
The basic usage of query caching is as follows, assuming $db is a [[yii\db\Connection]] instance:


$result = $db->cache(function ($db) {

    // the result of the SQL query will be served from the cache
    // if query caching is enabled and the query result is found in the cache
    return $db->createCommand('SELECT * FROM customer WHERE id=1')->queryOne();

});



Query caching can be used for DAO as well as ActiveRecord.



Info: Some DBMS (e.g. MySQL [http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/query-cache.html])
also support query caching on the DB server side. You may choose to use either query caching mechanism.
The query caching described above has the advantage that you may specify flexible cache dependencies
and are potentially more efficient.




Configurations 


Query caching has three global configurable options through [[yii\db\Connection]]:



		[[yii\db\Connection::enableQueryCache|enableQueryCache]]: whether to turn on or off query caching.
It defaults to true. Note that to effectively turn on query caching, you also need to have a valid
cache, as specified by [[yii\db\Connection::queryCache|queryCache]].


		[[yii\db\Connection::queryCacheDuration|queryCacheDuration]]: this represents the number of seconds
that a query result can remain valid in the cache. You can use 0 to indicate a query result should
remain in the cache forever. This property is the default value used when [[yii\db\Connection::cache()]]
is called without specifying a duration.


		[[yii\db\Connection::queryCache|queryCache]]: this represents the ID of the cache application component.
It defaults to 'cache'. Query caching is enabled only if there is a valid cache application component.








Usages 


You can use [[yii\db\Connection::cache()]] if you have multiple SQL queries that need to take advantage of
query caching. The usage is as follows,


$duration = 60;     // cache query results for 60 seconds.
$dependency = ...;  // optional dependency

$result = $db->cache(function ($db) {

    // ... perform SQL queries here ...

    return $result;

}, $duration, $dependency);



Any SQL queries in the anonymous function will be cached for the specified duration with the specified dependency.
If the result of a query is found valid in the cache, the query will be skipped and the result will be served
from the cache instead. If you do not specify the $duration parameter, the value of
[[yii\db\Connection::queryCacheDuration|queryCacheDuration]] will be used instead.


Sometimes within cache(), you may want to disable query caching for some particular queries. You can use
[[yii\db\Connection::noCache()]] in this case.


$result = $db->cache(function ($db) {

    // SQL queries that use query caching

    $db->noCache(function ($db) {

        // SQL queries that do not use query caching

    });

    // ...

    return $result;
});



If you just want to use query caching for a single query, you can call [[yii\db\Command::cache()]] when building
the command. For example,


// use query caching and set query cache duration to be 60 seconds
$customer = $db->createCommand('SELECT * FROM customer WHERE id=1')->cache(60)->queryOne();



You can also use [[yii\db\Command::noCache()]] to disable query caching for a single command. For example,


$result = $db->cache(function ($db) {

    // SQL queries that use query caching

    // do not use query caching for this command
    $customer = $db->createCommand('SELECT * FROM customer WHERE id=1')->noCache()->queryOne();

    // ...

    return $result;
});






Limitations 


Query caching does not work with query results that contain resource handlers. For example,
when using the BLOB column type in some DBMS, the query result will return a resource
handler for the column data.


Some caching storage has size limitation. For example, memcache limits the maximum size
of each entry to be 1MB. Therefore, if the size of a query result exceeds this limit,
the caching will fail.
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コントローラ


コントローラは MVC [http://ja.wikipedia.org/wiki/Model_View_Controller] アーキテクチャの一部を成すものです。
それは [[yii\base\Controller]] を拡張したクラスのオブジェクトであり、リクエストの処理とレスポンスの生成について責任を負います。
具体的には、アプリケーション から制御を引き継いだ後、コントローラは入ってきたリクエストのデータを分析し、それを モデル に引き渡して、モデルが生成した結果を ビュー に投入し、最終的に外に出て行くレスポンスを生成します。



アクション 


コントローラは、エンドユーザがアドレスを指定して実行をリクエストできる最も基本的なユニットである アクション から構成されます。
コントローラは一つまたは複数のアクションを持つことが出来ます。


次の例は、view と create という二つのアクションを持つ post コントローラを示すものです。


namespace app\controllers;

use Yii;
use app\models\Post;
use yii\web\Controller;
use yii\web\NotFoundHttpException;

class PostController extends Controller
{
    public function actionView($id)
    {
        $model = Post::findOne($id);
        if ($model === null) {
            throw new NotFoundHttpException;
        }

        return $this->render('view', [
            'model' => $model,
        ]);
    }

    public function actionCreate()
    {
        $model = new Post;

        if ($model->load(Yii::$app->request->post()) && $model->save()) {
            return $this->redirect(['view', 'id' => $model->id]);
        } else {
            return $this->render('create', [
                'model' => $model,
            ]);
        }
    }
}



view アクション (actionView() メソッドで定義されます) において、コードは最初に、リクエストされたモデルの ID に従って モデル を読み出します。
モデルの読み出しが成功したときは、view という名前の ビュー を使ってモデルを表示します。
失敗したときは例外を投げます。


create アクション (actionCreate() メソッドで定義されます) においても、コードは似たようなものです。
最初にリクエストデータを使って モデル にデータを投入して、モデルを保存することを試みます。
両方が成功したときは、新しく作成されたモデルの ID を使って view アクションにブラウザをリダイレクトします。
どちらかが失敗したときは、ユーザが必要なデータを入力できるようにするための create ビューを表示します。





ルート 


エンドユーザは、いわゆる ルート によって、アクションのアドレスを指定します。
ルートは、次の部分からなる文字列です。



		モジュール ID: この部分は、コントローラがアプリケーションではない モジュール に属する場合にのみ存在します。


		コントローラ ID: 同じアプリケーション (または、コントローラがモジュールに属する場合は、同じモジュール) に属する全てのコントローラの中から、コントローラを一意に特定する文字列。


		アクション ID: 同じコントローラに属する全てのアクションの中から、アクションを一意に特定する文字列。





ルートは次の形式を取ります。


ControllerID/ActionID



または、コントローラがモジュールに属する場合は、次の形式を取ります。


ModuleID/ControllerID/ActionID



ですから、ユーザが http://hostname/index.php?r=site/index という URL でリクエストをした場合は、site コントローラの中の index アクションが実行されます。
ルートがどのようにしてアクションとして解決されるかについての詳細は、ルーティングと URL 生成 の節を参照してください。





コントローラを作成する 


[[yii\web\Application|ウェブアプリケーション]] では、コントローラは [[yii\web\Controller]] またはその子クラスから派生させなければなりません。
同様に、[[yii\console\Application|コンソールアプリケーション]] では、コントローラは [[yii\console\Controller]] またはその子クラスから派生させなければなりません。
次のコードは site コントローラを定義するものです。


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
}




コントローラ ID 


通常、コントローラは特定のタイプのリソースに関するリクエストを処理するように設計されます。
この理由により、たいていは、処理するリソースのタイプを示す名詞をコントローラの ID として使います。
例えば、記事データを処理するコントローラの ID としては、article を使うことが出来ます。


デフォルトでは、コントローラ ID は、小文字の英字、数字、アンダースコア、ダッシュ、および、フォワードスラッシュのみを含むべきものです。
例えば、article と post-comment はともに有効なコントローラ ID ですが、article?、PostComment、admin\post はそうではありません。


コントローラ ID は、サブディレクトリの接頭辞を含んでも構いません。
例えば、admin/article は、[[yii\base\Application::controllerNamespace|コントローラ名前空間]] の下の admin サブディレクトリにある article コントローラを表します。
サブディレクトリの接頭辞として有効な文字は、小文字または大文字の英字、数字、アンダースコア、そして、フォワードスラッシュです。
フォワードスラッシュは、複数レベルのサブディレクトリの区切り文字として使われます (例えば、panels/admin)。





コントローラクラスの命名規則 


コントローラクラスの名前は下記の規則に従ってコントローラ ID から導出することが出来ます。



		ダッシュで区切られた各単語の最初の文字を大文字に変える。
コントローラ ID がスラッシュを含む場合、この規則は ID の最後のスラッシュの後ろの部分にのみ適用されることに注意。


		ダッシュを削除し、フォワードスラッシュを全てバックワードスラッシュに置き換える。


		接尾辞 Controller を追加する。


		そして、[[yii\base\Application::controllerNamespace|コントローラ名前空間]] を頭に付ける。





以下は、[[yii\base\Application::controllerNamespace|コントローラ名前空間]] がデフォルト値 app\controllers を取っていると仮定したときの、いくつかの例です。



		article から app\controllers\ArticleController が導出される。


		post-comment から app\controllers\PostCommentController が導出される。


		admin/post-comment から app\controllers\admin\PostCommentController が導出される。


		adminPanels/post-comment から app\controllers\adminPanels\PostCommentController が導出される。





コントローラクラスは オートロード可能 でなければなりません。
この理由により、上記の例の aritcle コントローラクラスは エイリアス が @app/controllers/ArticleController.php であるファイルに保存されるべきものとなります。
一方、admin/post2-comment コントローラは @app/controllers/admin/Post2CommentController.php というエイリアスのファイルに保存されるべきものとなります。



Info|情報: 最後の例である admin/post2-comment は、どうすれば [[yii\base\Application::controllerNamespace|コントローラ名前空間]] のサブディレクトリにコントローラを置くことが出来るかを示しています。
この方法は、コントローラをいくつかのカテゴリに分けて編成したい、けれども モジュール は使いたくない、という場合に役立ちます。






コントローラマップ 


[[yii\base\Application::controllerMap|コントローラマップ]] を構成すると、上で述べたコントローラ ID とクラス名の制約を乗り越えることが出来ます。
これは、主として、クラス名に対する制御が及ばないサードパーティのコントローラを使おうとする場合に有用です。


[[yii\base\Application::controllerMap|コントローラマップ]] は アプリケーションの構成情報 の中で、次のように構成することが出来ます。


[
    'controllerMap' => [
        // クラス名を使って "account" コントローラを宣言する
        'account' => 'app\controllers\UserController',

        // 構成情報配列を使って "article" コントローラを宣言する
        'article' => [
            'class' => 'app\controllers\PostController',
            'enableCsrfValidation' => false,
        ],
    ],
]






デフォルトコントローラ 


全てのアプリケーションは、それぞれ、[[yii\base\Application::defaultRoute]] プロパティによって指定されるデフォルトコントローラを持ちます。
リクエストが ルート を指定していない場合、このプロパティによって指定されたルートが使われます。
[[yii\web\Application|ウェブアプリケーション]] では、この値は 'site' であり、一方、[[yii\console\Application|コンソールアプリケーション]] では、help です。
従って、URL が http://hostname/index.php である場合は、site コントローラがリクエストを処理することになります。


次のように アプリケーションの構成情報 を構成して、デフォルトコントローラを変更することが出来ます。


[
    'defaultRoute' => 'main',
]








アクションを作成する 


アクションは、コントローラクラスの中にいわゆる アクションメソッド を定義するだけで簡単に作成することが出来ます。
アクションメソッドとは、action という語で始まる名前を持つ public メソッドのことです。
アクションメソッドの返り値がエンドユーザに送信されるレスポンスデータを表します。
次のコードは、index と hello-world という二つのアクションを定義するものです。


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public function actionIndex()
    {
        return $this->render('index');
    }

    public function actionHelloWorld()
    {
        return 'Hello World';
    }
}




アクション ID 


アクションは、たいてい、あるリソースについて特定の操作を実行するように設計されます。
この理由により、アクション ID は、通常、view、update などのような動詞になります。


デフォルトでは、アクション ID は、小文字の英字、数字、アンダースコア、そして、ダッシュのみを含むべきものです。
アクション ID の中のダッシュは単語を分けるために使われます。
例えば、view、update2、comment-post は全て有効なアクション ID ですが、view?、Update はそうではありません。


アクションは二つの方法、すなわち、インラインアクションまたはスタンドアロンアクションとして作成することが出来ます。
インラインアクションはコントローラクラスのメソッドとして定義されるものであり、一方、スタンドアロンアクションは [[yii\base\Action]] またはその子クラスを拡張するクラスです。
インラインアクションは作成するのにより少ない労力を要するため、通常は、アクションを再利用する意図がない場合に推奨されます。
もう一方のスタンドアロンアクションは、主として、さまざまなコントローラの中で使われることや、エクステンション として再配布されることを目的として作成されます。





インラインアクション 


インラインアクションは、たった今説明したように、アクションメソッドの形で定義されるアクションを指します。


アクションメソッドの名前は、次の基準に従って、アクション ID から導出されます。



		アクション ID に含まれる各単語の最初の文字を大文字に変換する。


		ダッシュを削除する。


		接頭辞 action を付ける。





例えば、index は actionIndex となり、hello-world は actionHelloWorld となります。



Note|注意: アクションメソッドの名前は、大文字と小文字を区別 します。
ActionIndex という名前のメソッドがあっても、それはアクションメソッドとは見なされず、結果として、index アクションに対するリクエストは例外に帰結します。
アクションメソッドが public でなければならない事にも注意してください。
private や protected なメソッドがインラインアクションを定義することはありません。



インラインアクションは作成するのにほとんど労力を要さないため、たいていのアクションはインラインアクションとして定義されます。
しかし、同じアクションを別の場所で再利用する計画を持っていたり、また、アクションを再配布したいと思っていたりする場合は、アクションを スタンドアロンアクション として定義することを検討すべきです。





スタンドアロンアクション 


スタンドアロンアクションは、[[yii\base\Action]] またはその子クラスを拡張するアクションクラスの形で定義されるものです。
例えば、Yii のリリースに [[yii\web\ViewAction]] と [[yii\web\ErrorAction]] が含まれていますが、これらは両方ともスタンドアロンアクションです。


スタンドアロンアクションを使用するためには、下記のように、コントローラの [[yii\base\Controller::actions()]] メソッドをオーバーライドして、アクションマップ の中でスタンドアロンアクションを宣言しなければなりません。


public function actions()
{
    return [
        // クラス名を使って "error" アクションを宣言する
        'error' => 'yii\web\ErrorAction',

        // 構成情報配列を使って "view" アクションを宣言する
        'view' => [
            'class' => 'yii\web\ViewAction',
            'viewPrefix' => '',
        ],
    ];
}



ご覧のように、actions() メソッドは、キーがアクション ID であり、値が対応するアクションのクラス名または 構成情報 である配列を返さなければなりません。
インラインアクションと違って、スタンドアロンアクションのアクション ID は、actions() メソッドにおいて宣言される限りにおいて、任意の文字を含むことが出来ます。


スタンドアロンアクションクラスを作成するためには、[[yii\base\Action]] またはその子クラスを拡張して、run() という名前の public メソッドを実装しなければなりません。
run() メソッドの役割はアクションメソッドのそれと似たようなものです。例えば、


<?php
namespace app\components;

use yii\base\Action;

class HelloWorldAction extends Action
{
    public function run()
    {
        return "Hello World";
    }
}






アクションの結果 


アクションメソッド、または、スタンドアロンアクションの run() メソッドの返り値は、重要な意味を持ちます。
それは、対応するアクションの結果を表すものです。


返り値は、エンドユーザにレスポンスとして送信される レスポンス オブジェクトとすることが出来ます。



		[[yii\web\Application|ウェブアプリケーション]] では、返り値を [[yii\web\Response::data]] に割り当てられる任意のデータとすることも出来ます。このデータは、後に、レスポンスの本文を表す文字列へと変換されます。


		[[yii\console\Application|コンソールアプリケーション]] では、返り値をコマンド実行の [[yii\console\Response::exitStatus|終了ステータス]] を示す整数とすることも出来ます。





これまでに示した例においては、アクションの結果はすべて文字列であり、エンドユーザに送信されるレスポンスの本文として扱われるものでした。
次の例では、アクションがレスポンスオブジェクトを返すことによって、ユーザのブラウザを新しい URL にリダイレクトすることが出来る様子が示されています
([[yii\web\Controller::redirect()|redirect()]] メソッドの返り値はレスポンスオブジェクトです)。


public function actionForward()
{
    // ユーザのブラウザを http://example.com にリダイレクトする
    return $this->redirect('http://example.com');
}






アクションパラメータ 


インラインアクションのアクションメソッドと、スタンドアロンアクションの run() メソッドは、アクションパラメータ と呼ばれるパラメータを取ることが出来ます。
パラメータの値はリクエストから取得されます。
[[yii\web\Application|ウェブアプリケーション]] では、各アクションパラメータの値は $_GET からパラメータ名をキーとして読み出されます。
[[yii\console\Application|コンソールアプリケーション]] では、アクションパラメータはコマンドライン引数に対応します。


次の例では、view アクション (インラインアクションです) は、二つのパラメータ、すなわち、$id と $version を宣言しています。


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class PostController extends Controller
{
    public function actionView($id, $version = null)
    {
        // ...
    }
}



アクションパラメータには、次のように、さまざまなリクエストに応じて異なる値が投入されます。



		http://hostname/index.php?r=post/view&id=123: $id パラメータには '123' という値が入れられます。
一方、version というクエリパラメータは無いので、$version は null のままになります。


		http://hostname/index.php?r=post/view&id=123&version=2: $id および $version パラメータに、それぞれ、'123' と '2' が入ります。


		http://hostname/index.php?r=post/view: 必須の $id パラメータがリクエストで提供されていないため、 [[yii\web\BadRequestHttpException]] 例外が投げられます。


		http://hostname/index.php?r=post/view&id[]=123: $id パラメータが予期しない配列値 ['123'] を受け取ろうとするため、[[yii\web\BadRequestHttpException]] 例外が投げられます。





アクションパラメータに配列値を受け取らせたい場合は、次のように、パラメータに array の型ヒントを付けなければなりません。


public function actionView(array $id, $version = null)
{
    // ...
}



このようにすると、リクエストが http://hostname/index.php?r=post/view&id[]=123 である場合は、$id パラメータは ['123'] という値を受け取ります。
リクエストが http://hostname/index.php?r=post/view&id=123 である場合も、スカラ値 '123' が自動的に配列に変換されるため、$id パラメータは引き続き同じ配列値を受け取ります。


上記の例は主としてウェブアプリケーションでのアクションパラメータの動作を示すものです。
コンソールアプリケーションについては、コンソールコマンド の節で詳細を参照してください。





デフォルトアクション 


すべてのコントローラは、それぞれ、[[yii\base\Controller::defaultAction]] によって指定されるデフォルトアクションを持ちます。
ルート がコントローラ ID のみを含む場合は、指定されたコントローラのデフォルトアクションがリクエストされたことを意味します。


デフォルトでは、デフォルトアクションは index と設定されます。
このデフォルト値を変更したい場合は、以下のように、コントローラクラスでこのプロパティをオーバーライドするだけです。


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public $defaultAction = 'home';

    public function actionHome()
    {
        return $this->render('home');
    }
}








コントローラのライフサイクル 


リクエストを処理するときに、アプリケーション はリクエストされた ルート に基いてコントローラを作成します。
そして、次に、コントローラはリクエストに応じるために以下のライフサイクルを経過します。



		コントローラが作成され構成された後、[[yii\base\Controller::init()]] メソッドが呼ばれる。


		コントローラは、リクエストされたアクション ID に基いて、アクションオブジェクトを作成する。
		アクション ID が指定されていないときは、[[yii\base\Controller::defaultAction|デフォルトアクション ID]] が使われる。


		アクション ID が [[yii\base\Controller::actions()|アクションマップ]] の中に見つかった場合は、スタンドアロンアクションが作成される。


		アクション ID に合致するアクションメソッドが見つかった場合は、インラインアクションが作成される。


		上記以外の場合は、[[yii\base\InvalidRouteException]] 例外が投げられる。








		コントローラは、アプリケーション、(コントローラがモジュールに属する場合は) モジュール、そしてコントローラの beforeAction() メソッドをこの順で呼び出す。
		どれか一つの呼び出しが false を返した場合は、残りのまだ呼ばれていない beforeAction() はスキップされ、アクションの実行はキャンセルされる。


		デフォルトでは、それぞれの beforeAction() メソッドは、ハンドラをアタッチすることが可能な beforeAction イベントをトリガする。








		コントローラがアクションを実行する。
		リクエストデータが解析されて、アクションパラメータにデータが投入される。








		コントローラは、コントローラ、(コントローラがモジュールに属する場合は) モジュール、そしてアプリケーションの afterAction() メソッドをこの順で呼び出す。
		デフォルトでは、それぞれの afterAction() メソッドは、ハンドラをアタッチすることが可能な afterAction イベントをトリガする。








		アプリケーションはアクションの結果を受け取り、それを レスポンス に割り当てる。








ベストプラクティス 


良く設計されたアプリケーションでは、コントローラはたいてい非常に軽いものになり、それぞれのアクションは数行のコードしか含まないものになります。
あなたのコントローラが少々複雑になっている場合、そのことは、通常、コントローラをリファクタして、コードの一部を他のクラスに移動すべきことを示すものです。


要約すると、コントローラは、



		リクエスト データにアクセスすることが出来ます。


		リクエストデータを使って モデル や他のサービスコンポーネントのメソッドを呼ぶことが出来ます。


		ビュー を使ってレスポンスを構成することが出来ます。


		リクエストされたデータの処理をするべきではありません - データは モデル において処理されるべきです。


		HTML を埋め込むなどの表示に関わるコードは避けるべきです - 表示は ビュー で行う方が良いです。
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Extensiones


Las extensiones son paquetes de software redistribuibles diseñados especialmente para ser usados en aplicaciones Yii y
proporcionar características listas para ser usadas. Por ejemplo, la extensión yiisoft/yii2-debug
añade una practica barra de herramientas de depuración (debug toolbar) al final de cada página de la aplicación para
ayudar a comprender más fácilmente como se han generado las páginas. Se pueden usar extensiones para acelerar el
proceso de desarrollo. También se puede empaquetar código propio para compartir nuestro trabajo con otra gente.



Información: Usamos el termino “extensión” para referirnos a los paquetes específicos de software Yii. Para
propósitos generales los paquetes de software pueden usarse sin Yii, nos referiremos a ellos usando los términos
“paquetes” (package) o “librerías” (library).




Uso de Extensiones 


Para usar una extension, primero tenemos que instalarla. La mayoría de extensiones se usan como paquetes
Composer [https://getcomposer.org/] que se pueden instalar mediante los dos simples siguientes pasos:



		modificar el archivo composer.json de la aplicación y especificar que extensiones (paquetes Composer) se quieren
instalar.


		ejecutar composer install para instalar las extensiones especificadas.





Hay que tener en cuenta que es necesaria la instalación de Composer [https://getcomposer.org/] si no la tenemos
instalada.


De forma predeterminada, Composer instala los paquetes registrados en Packagist [https://packagist.org/] que es el
repositorio más grande de paquetes Composer de código abierto (open source). Se pueden buscar extensiones en
Packagist. También se puede crear un repositorio propio [https://getcomposer.org/doc/05-repositories.md#repository] y
configurar Composer para que lo use. Esto es práctico cuando se desarrollan extensiones privadas que se quieran
compartir a través de otros proyectos.


Las extensiones instaladas por Composer se almacenan en el directorio BasePath/vendor, donde BasePath hace
referencia a la ruta base (base path) de la aplicación. Ya que Composer es un
gestor de dependencias, cuando se instala un paquete, también se instalarán todos los paquetes de los que dependa.


Por ejemplo, para instalar la extensión yiisoft/yii2-imagine, modificamos el archivo composer.json como se muestra
a continuación:


{
    // ...

    "require": {
        // ... otras dependencias

        "yiisoft/yii2-imagine": "*"
    }
}



Después de la instalación, debemos encontrar el directorio yiisoft/yii2-imagine dentro del directorio
BasePath/vendor. También debemos encontrar el directorio imagine/imagine que contiene sus paquetes dependientes
instalados.



Información: La extensión yiisoft/yii2-imagine es una extensión del núcleo (core) desarrollada y mantenida por el
equipo de desarrollo de Yii. Todas las extensiones del núcleo se hospedan en Packagist [https://packagist.org/] y
son nombradas como yiisoft/yii2-xyz, donde zyz varia según la extensión.



Ahora ya podemos usar las extensiones instaladas como si fueran parte de nuestra aplicación. El siguiente ejemplo
muestra como se puede usar la clase yii\imagine\Image proporcionada por la extensión yiisoft/yii2-imagine:


use Yii;
use yii\imagine\Image;

// genera una miniatura (thumbnail) de la imagen
Image::thumbnail('@webroot/img/test-image.jpg', 120, 120)
    ->save(Yii::getAlias('@runtime/thumb-test-image.jpg'), ['quality' => 50]);




Información: Las clases de extensiones se cargan automáticamente gracias a
autocarga de clases de Yii.




Instalación Manual de Extensiones 


En algunas ocasiones excepcionales es posible que tengamos que instalar alguna o todas las extensiones manualmente, en lugar de utilizar Composer. Para lograrlo, debemos:



		descargar los archivos de la extensión y descomprimirlos en la carpeta vendor.


		instalar la clase de autocarga proporcionada por las extensiones, si existe.


		descargar e instalar todas las extensiones dependientes como siguiendo estas mismas instrucciones.





Si una extensión no proporciona clase de autocarga pero sigue el estándar
PSR-4 [http://www.php-fig.org/psr/psr-4/],  se puede usar la clase de autocarga proporcionada por Yii para cargar
automáticamente las clases de las extensiones. Todo lo que se tiene que hacer es declarar un
alias de raíz (root)  para las extensiones del directorio raíz. Por ejemplo,
asumiendo que tenemos instalada una extensión en el directorio vendor/mycompany/myext, y las clases de extensión se
encuentran en el namespace myext, entonces podemos incluir el siguiente código en nuestra configuración de
aplicación:


[
    'aliases' => [
        '@myext' => '@vendor/mycompany/myext',
    ],
]








Creación de Extensiones 


Podemos considerar la creación de una extensión cuando tengamos la necesidad de compartir nuestro código. Cada
extensión puede contener el código que se desee, puede ser una clase de ayuda (helper class), un widget, un módulo,
etc.


Se recomienda crear una extensión como paquetes de Composer [https://getcomposer.org/] para que sea se pueda
instalarse más fácilmente por los otros usuarios, como se ha descrito en la anterior subsección.


Más adelante se encuentran los pasos básicos que deben seguirse para crear una extensión como paquete Composer.



		Crear un proyecto para la extensión y alojarlo en un repositorio con VCS (Sistema de Control de Versiones), como
puede ser github.com [https://github.com]. El trabajo de desarrollo y el mantenimiento debe efectuarse en este
repositorio.


		En el directorio raíz del repositorio debe encontrarse el archivo composer.json que es requerido por Composer. Se
pueden encontrar más detalles en la siguiente subsección.


		Registrar la extensión en un repositorio de Composer como puede ser Packagist [https://packagist.org/], para que
los otros usuarios puedan encontrarlo e instalarla mediante Composer.






composer.json 


Cada paquete de Composer tiene que tener un archivo composer.json en su directorio raíz. El archivo contiene los
metadatos relacionados con el paquete. Se pueden encontrar especificaciones completas acerca de este fichero en el
Manual de Composer [https://getcomposer.org/doc/01-basic-usage.md#composer-json-project-setup]. El siguiente ejemplo
muestra el archivo composer.json para la extensión yiisoft/yii2-imagine:


{
    // nombre del paquete
    "name": "yiisoft/yii2-imagine",

    // tipo de paquete
    "type": "yii2-extension",

    "description": "The Imagine integration for the Yii framework",
    "keywords": ["yii2", "imagine", "image", "helper"],
    "license": "BSD-3-Clause",
    "support": {
        "issues": "https://github.com/yiisoft/yii2/issues?labels=ext%3Aimagine",
        "forum": "http://www.yiiframework.com/forum/",
        "wiki": "http://www.yiiframework.com/wiki/",
        "irc": "irc://irc.freenode.net/yii",
        "source": "https://github.com/yiisoft/yii2"
    },
    "authors": [
        {
            "name": "Antonio Ramirez",
            "email": "amigo.cobos@gmail.com"
        }
    ],

    // dependencias del paquete
    "require": {
        "yiisoft/yii2": "*",
        "imagine/imagine": "v0.5.0"
    },

    // especificaciones de la autocarga de clases
    "autoload": {
        "psr-4": {
            "yii\\imagine\\": ""
        }
    }
}




Nombre del Paquete


Cada paquete Composer debe tener un nombre de paquete que identifique de entre todos los otros paquetes. El formato
del nombre del paquete es nombreProveedor/nombreProyecto. Por ejemplo, el nombre de paquete yiisoft/yii2-imagine,
el nombre del proveedor es yiisoft y el nombre del proyecto es yii2-imagine.


NO se puede usar el nombre de proveedor yiisoft ya que está reservado para el usarse para el código del núcleo
(core) de Yii.


Recomendamos usar el prefijo yii2- al nombre del proyecto para paquetes que representen extensiones de Yii 2, por
ejemplo, minombre/yii2-miwidget. Esto permite ver a los usuarios más fácilmente si un paquete es una extensión de
Yii 2.





Tipo de Paquete 


Es importante que se especifique el tipo del paquete de la extensión como yii2-extension para que el paquete pueda
ser reconocido como una extensión de Yii cuando se esté instalando.


Cuando un usuario ejecuta composer install para instalar una extensión, el archivo vendor/yiisoft/extensions.php
se actualizará automáticamente para incluir la información acerca de la nueva extensión. Desde este archivo, las
aplicaciones Yii pueden saber que extensiones están instaladas. (se puede acceder a esta información mediante
[[yii\base\Application::extensions]]).





Dependencias 


La extensión depende de Yii (por supuesto). Por ello se debe añadir (yiisoft/yii2) a la lista en la entrada
required del archivo composer.json. Si la extensión también depende de otras extensiones o de terceras
(third-party) librerías, también se deberán listar. Debemos asegurarnos de anotar las restricciones de versión
apropiadas (ej. 1.*, @stable) para cada paquete dependiente. Se deben usar dependencias estables en versiones
estables de nuestras extensiones.


La mayoría de paquetes JavaScript/CSS se gestionan usando Bower [http://bower.io/] y/o NPM [https://www.npmjs.org/],
en lugar de Composer. Yii utiliza el Composer asset plugin [https://github.com/francoispluchino/composer-asset-plugin]
para habilitar la gestión de estos tipos de paquetes a través de Composer. Si la extensión depende de un paquete
Bower, se puede, simplemente, añadir la dependencia de el archivo composer.json como se muestra a continuación:


{
    // dependencias del paquete
    "require": {
        "bower-asset/jquery": ">=1.11.*"
    }
}



El código anterior declara que tela extensión depende del paquete Bower jquery. En general, se puede usar
bower-asset/NombrePaquete para referirse al paquete en composer.json, y usar npm-asset/NombrePaquete para
referirse a paquetes NPM. Cuando Composer instala un paquete Bower o NPM, de forma predeterminada los contenidos de
los paquetes se instalarán en @vendor/bower/NombrePaquete y @vendor/npm/Packages respectivamente. Podemos hacer
referencia a estos dos directorios usando los alias @bower/NombrePaquete and @npm/NombrePaquete.


Para obtener más detalles acerca de la gestión de assets, puede hacerse referencia a la sección
Assets.





Autocarga de Clases 


Para que se aplique la autocarga a clases propias mediante la autocarga de clases de Yii o la autocarga de clases de
Composer, debemos especificar la entrada autoload en el archivo composer.json como se puede ver a continuación:


{
    // ....

    "autoload": {
        "psr-4": {
            "yii\\imagine\\": ""
        }
    }
}



Se pueden añadir una o más namespaces raíz y sus correspondientes rutas de archivo.


Cuando se instala la extensión en una aplicación, Yii creara un alias para
todos los namespaces raíz, que harán referencia al directorio correspondiente del namespace. Por ejemplo, la anterior
declaración autoload corresponderá a un alias llamado @yii/imagine.







Prácticas Recomendadas 


Dado que las extensiones están destinadas a ser utilizadas por otras personas, a menudo es necesario hacer un esfuerzo
extra durante el desarrollo. A continuación presentaremos algunas practicas comunes y recomendadas para la creación de
extensiones de alta calidad.



Namespaces 


Para evitar colisiones de nombres y permitir que las clases usen la autocarga en extensiones propias, se deben usar
namespaces y nombres de clase siguiendo el estándar PSR-4 [http://www.php-fig.org/psr/psr-4/] o el
estándar PSR-0 [http://www.php-fig.org/psr/psr-0/].


Los namespaces de clases propias deben empezar por NombreProveedor\NombreExtension donde NombreExtension es
similar al nombre del paquete pero este no debe contener el prefijo yii2-. Por ejemplo, para la extensión
yiisoft/yii2-imagine, usamos yii\imagine como namespace para sus clases.


No se puede usar yii, yii2 o yiisoft como nombre de proveedor. Estos nombres están reservados para usarse en el
código del núcleo de Yii.





Clases de Bootstrapping 


A veces, se puede querer que nuestras extensiones ejecuten algo de código durante el
proceso de bootstrapping de una aplicación. Por ejemplo, queremos que nuestra extensión
responda a un evento beginRequest de la aplicación para ajustar alguna configuración de entorno. Aunque podemos
indicar a los usuarios de la extensión que añadan nuestro gestor de eventos para que capture beginRequest, es mejor
hacerlo automáticamente.


Para llevarlo a cabo, podemos crear una clase de bootstrpping para implementar [[yii\base\BootstrapInterface]]. Por
ejemplo,


namespace myname\mywidget;

use yii\base\BootstrapInterface;
use yii\base\Application;

class MyBootstrapClass implements BootstrapInterface
{
    public function bootstrap($app)
    {
        $app->on(Application::EVENT_BEFORE_REQUEST, function () {
             // do something here
        });
    }
}



Entonces se tiene que añadir esta clase en la lista del archivo composer.json de la extensión propia como se muestra
a continuación,


{
    // ...

    "extra": {
        "bootstrap": "myname\\mywidget\\MyBootstrapClass"
    }
}



Cuando se instala la extensión en la aplicación, Yii automáticamente instancia la clase de bootstrapping y llama a su
método [[yii\base\BootstrapInterface::bootstrap()|bootstrap()]] durante el proceso de bootstrapping para cada petición.





Trabajar con Bases de Datos


Puede darse el caso en que la extensión necesite acceso a bases de datos. No se debe asumir que las aplicaciones que
usen la extensión siempre usarán Yii::$db como conexión de BBDD. Se debe crear una propiedad db para las clases
que requieran acceso a BBDD. La propiedad permitirá a los usuarios de nuestra extensión elegir que conexión quieren
que use nuestra extensión. Como ejemplo, se puede hacer referencia a la clase [[yii\caching\DbCache]] y observar como
declara y utiliza la propiedad db.


Si nuestra extensión necesita crear tablas especificas en la BBDD o hacer cambios en el esquema de la BBDD, debemos:



		proporcionar migraciones para manipular el esquema de la BBDD, en lugar de utilizar archivos con
sentencias SQL;


		intentar hacer las migraciones aplicables a varios Sistemas de Gestión de BBDD;


		evitar usar Active Record en las migraciones.








Uso de Assets 


Si nuestra aplicación es un widget o un módulo, hay posibilidades de que requiera assets para
poder funcionar. Por ejemplo, un modulo puede mostrar algunas páginas de que contengan archivos JavaScript y/o CSS.
Debido a que los archivos de las extensiones se encuentran en la misma ubicación y no son accesibles por la Web cuando
se instalan en una aplicación, hay dos maneras de hacer los assets accesibles vía Web:



		pedir a los usuarios que copien manualmente los archivos assets en un directorio público de la Web.


		declarar un asset bundle dejar que el mecanismo de publicación se encargue automáticamente de
copiar los archivos que se encuentren en el asset bundle a un directorio Web público.





Recomendamos el uso de la segunda propuesta para que la extensión sea más fácil de usar para usuarios. Se puede hacer
referencia a la sección Assets para encontrar más detalles acerca de como trabajar con ellos.





Internacionalización y Localización 


Puede que las extensiones propias se usen en aplicaciones que den soporte a diferentes idiomas! Por ello, si nuestra
extensión muestra contenido a los usuarios finales, se debe intentar internacionalizar y localizar
la extensión. En particular,



		Si la extensión muestra mensajes destinados a usuarios finales, los mensajes deben mostrarse usando Yii::t() para
que puedan ser traducidos. Los mensajes dirigidos a desarrolladores (como mensajes de excepciones internas) no
necesitan ser traducidos.


		Si la extensión muestra números, fechas, etc., deben ser formateados usando [[yii\i18n\Formatter]] siguiendo las
reglas de formato adecuadas.





Se pueden encontrar más detalles en la sección internacionalización.





Testing 


Para conseguir que las aplicaciones propias se ejecuten sin problemas y no causen problemas a otros usuarios, deben
ejecutarse test a las extensiones antes de ser publicadas al público.


Se recomienda crear varios casos de prueba (test cases) para probar el código de nuestra extensión en lugar de
ejecutar pruebas manuales. Cada vez que se vaya a lanzar una nueva versión, simplemente podemos ejecutar estos casos
de prueba para asegurarnos de que todo está correcto. Yii proporciona soporte para testing que puede ayudar a escribir
pruebas unitarias (unit tests), pruebas de aceptación (acceptance tests) y pruebas de funcionalidad
(functionality tests), más fácilmente. Se pueden encontrar más detalles en la sección Testing.





Versiones 


Se debe asignar un número de versión cada vez que se lance una nueva distribución. (ej. 1.0.1). Recomendamos
seguir la práctica Versionamiento Semántico [http://semver.org/lang/es/] para determinar que números se deben usar.





Lanzamientos 


Para dar a conocer nuestra extensión a terceras personas, debemos lanzara al público.


Si es la primera vez que se realiza un lanzamiento de una extensión, debemos registrarla en un repositorio Composer
como puede ser Packagist [https://packagist.org/]. Después de estos, todo lo que tenemos que hacer es crear una
etiqueta (tag) (ej. v1.0.1) en un repositorio con VCS (Sistema de Control de Versiones) y notificarle al
repositorio Composer el nuevo lanzamiento. Entonces la gente podrá encontrar el nuevo lanzamiento y instalar o
actualizar la extensión a mediante el repositorio Composer.


En los lanzamientos de una extensión, además de archivos de código, también se debe considerar la inclusión los puntos
mencionados a continuación para facilitar a otra gente el uso de nuestra extensión:



		Un archivo léame (readme) en el directorio raíz: describe que hace la extensión y como instalarla y utilizarla.
Recomendamos que se escriba en formato Markdown [http://daringfireball.net/projects/markdown/] y llamarlo
readme.md.


		Un archivo de registro de cambios (changelog) en el directorio raíz: enumera que cambios se realizan en cada
lanzamiento. El archivo puede escribirse en formato Markdown y llamarlo changelog.md.


		Un archivo de actualización (upgrade) en el directorio raíz: da instrucciones de como actualizar desde lanzamientos
antiguos de la extensión. El archivo puede escribirse en formato Markdown y llamarlo upgrade.md.


		Tutoriales, demostraciones, capturas de pantalla, etc: son necesarios si nuestra extensión proporciona muchas
características que no pueden ser detalladas completamente en el archivo readme.


		Documentación de API: el código debe documentarse debidamente para que otras personas puedan leerlo y entenderlo
fácilmente. Más información acerca de documentación de código en
archivo de Objetos de clase [https://github.com/yiisoft/yii2/blob/master/framework/base/Object.php]






Información: Los comentarios de código pueden ser escritos en formato Markdown. La extensión yiisoft/yii2-apidoc
proporciona una herramienta para generar buena documentación de API basándose en los comentarios del código.




Información: Aunque no es un requerimiento, se recomienda que la extensión se adhiera a ciertos estilos de
codificación. Se puede hacer referencia a
estilo de código del núcleo del framework [https://github.com/yiisoft/yii2/wiki/Core-framework-code-style] para
obtener más detalles.










Extensiones del Núcleo 


Yii proporciona las siguientes extensiones del núcleo que son desarrolladas y mantenidas por el equipo de desarrollo
de Yii. Todas ellas están registradas en Packagist [https://packagist.org/] y pueden ser instaladas fácilmente como
se describe en la subsección Uso de Extensiones



		yiisoft/yii2-apidoc [https://github.com/yiisoft/yii2-apidoc]:proporciona un generador de documentación de APIs
extensible y de de alto rendimiento.


		yiisoft/yii2-authclient [https://github.com/yiisoft/yii2-authclient]:proporciona un conjunto de clientes de
autorización tales como el cliente OAuth2 de Facebook, el cliente GitHub OAuth2.


		yiisoft/yii2-bootstrap [https://github.com/yiisoft/yii2-bootstrap]: proporciona un conjunto de widgets que
encapsulan los componentes y plugins de Bootstrap [http://getbootstrap.com/].


		yiisoft/yii2-codeception [https://github.com/yiisoft/yii2-codeception]: proporciona soporte de testing basado en
Codeception [http://codeception.com/].


		yiisoft/yii2-debug [https://github.com/yiisoft/yii2-debug]: proporciona soporte de depuración para aplicaciones
Yii. Cuando se usa esta extensión, aparece una barra de herramientas de depuración en la parte inferior de cada
página. La extensión también proporciona un conjunto de páginas para mostrar información detallada de depuración.


		yiisoft/yii2-elasticsearch [https://github.com/yiisoft/yii2-elasticsearch]: proporciona soporte para usar
Elasticsearch [http://www.elasticsearch.org/]. Incluye soporte básico para realizar consultas/búsquedas y también
implementa patrones de Active Record que permiten y permite guardar los active records en
Elasticsearch.


		yiisoft/yii2-faker [https://github.com/yiisoft/yii2-faker]: proporciona soporte para usar
Faker [https://github.com/fzaninotto/Faker] y generar datos automáticamente.


		yiisoft/yii2-gii [https://github.com/yiisoft/yii2-gii]: proporciona un generador de código basado den Web altamente
extensible y que puede usarse para generar modelos, formularios, módulos, CRUD, etc. rápidamente.


		yiisoft/yii2-imagine [https://github.com/yiisoft/yii2-imagine]: proporciona funciones comunes de manipulación de
imágenes basadas en Imagine [http://imagine.readthedocs.org/].


		yiisoft/yii2-jui [https://github.com/yiisoft/yii2-jui]: proporciona un conjunto de widgets que encapsulan las
iteraciones y widgets de JQuery UI [http://jqueryui.com/].


		yiisoft/yii2-mongodb [https://github.com/yiisoft/yii2-mongodb]: proporciona soporte para utilizar
MongoDB [http://www.mongodb.org/]. incluye características como consultas básicas, Active Record, migraciones,
caching, generación de código, etc.


		yiisoft/yii2-redis [https://github.com/yiisoft/yii2-redis]: proporciona soporte para utilizar
redis [http://redis.io/]. incluye características como consultas básicas, Active Record, caching, etc.


		yiisoft/yii2-smarty [https://github.com/yiisoft/yii2-smarty]: proporciona un motor de plantillas basado en
Smarty [http://www.smarty.net/].


		yiisoft/yii2-sphinx [https://github.com/yiisoft/yii2-sphinx]: proporciona soporte para utilizar
Sphinx [http://sphinxsearch.com]. incluye características como consultas básicas, Active Record, code generation,
etc.


		yiisoft/yii2-swiftmailer [https://github.com/yiisoft/yii2-swiftmailer]: proporciona características de envío de
correos electrónicos basadas en swiftmailer [http://swiftmailer.org/].


		yiisoft/yii2-twig [https://github.com/yiisoft/yii2-twig]: proporciona un motor de plantillas basado en
Twig [http://twig.sensiolabs.org/].
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Caché de Fragmentos


La Caché de Fragmentos se refiere al almacenamiento en caché de un fragmento, o sección, de una página Web. Por ejemplo, si
una página muestra un sumario de las ventas anuales en una tabla, podrías guardar esta tabla en memoria caché para
eliminar el tiempo necesario para generar esta tabla en cada petición (request). La caché de fragmentos está construido
sobre la caché de datos.


Para usar la caché de fragmentos, utiliza el siguiente código en tu vista (view):


if ($this->beginCache($id)) {

    // ... generar contenido aquí ...

    $this->endCache();
}



Es decir, encierra la lógica de la generación del contenido entre las llamadas [[yii\base\View::beginCache()|beginCache()]] y
[[yii\base\View::endCache()|endCache()]]. Si el contenido se encuentra en la memoria caché, [[yii\base\View::beginCache()|beginCache()]]
mostrará el contenido y devolverá false, saltandose así la lógica de generación del contenido. De lo contrario, el
código de generación se ejecutaría y al alcanzar la llamada [[yii\base\View::endCache()|endCache()]], el contenido
generado será capturado y almacenado en la memoria caché.


Como en la caché de datos, un $id (clave) único es necesario para identificar un contenido guardado en
caché.



Opciones de Caché 


Puedes especificar opciones adicionales para la caché de fragmentos pasando el array de opciones como segundo
parametro del método [[yii\base\View::beginCache()|beginCache()]]. Entre bastidores, este array de opciones se utiliza
para configurar el widget [[yii\widgets\FragmentCache]] que es en realidad el que implementa la funcionalidad de la caché
de fragmentos.



Duración 


Quizás la opción más utilizada en la caché de fragmentos es [[yii\widgets\FragmentCache::duration|duración]]. Ésta
especifica cuántos segundos el contenido puede permanecer como válido en la memoria caché. El siguiente código almacena
en la caché el fragmento de contenido para una hora a lo sumo:


if ($this->beginCache($id, ['duration' => 3600])) {

    // ... generar contenido aquí ...

    $this->endCache();
}



Si la opción no está activada, se tomará el valor por defecto 60, lo que significa que el contenido almacenado en caché expirará en 60 segundos.





Dependencias 


Como en la caché de datos, el fragmento de contenido que está siendo almacenado en caché
también puede tener dependencias. Por ejemplo, el contenido de un artículo que se muestre depende de si el mensaje se
modifica o no.


Para especificar una dependencia, activa la opción [[yii\widgets\FragmentCache::dependency|dependencia]] (dependency),
que puede ser un objecto [[yii\caching\Dependency]] o un array de configuración para crear un objecto Dependency. El
siguiente código especifica que la caché de fragmento depende del cambio del valor de la columna updated_at:


$dependency = [
    'class' => 'yii\caching\DbDependency',
    'sql' => 'SELECT MAX(updated_at) FROM post',
];

if ($this->beginCache($id, ['dependency' => $dependency])) {

    // ... generar contenido aquí ...

    $this->endCache();
}






Variaciones 


El contenido almacenado en caché puede variar de acuerdo a ciertos parámetros. Por ejemplo, para una aplicación Web que
soporte multiples idiomas, la misma pieza del código de la vista puede generar el contenido almacenado en caché
en diferentes idiomas. Por lo tanto, es posible que desees hacer variaciones del mismo contenido almacenado en caché de
acuerdo con la actual selección del idioma en la aplicación.


Para especificar variaciones en la memoria caché, configura la opción [[yii\widgets\FragmentCache::variations|variaciones]]
(variations), la cual deberá ser un array de valores escalares, cada uno de ellos representando un factor de variación.
Por ejemplo, para hacer que el contenido almacenado en la caché varíe por lenguaje, podrías usar el siguiente código:


if ($this->beginCache($id, ['variations' => [Yii::$app->language]])) {

    // ... generar código aquí ...

    $this->endCache();
}






Alternando el Almacenamiento en Caché 


Puede que a veces quieras habilitar la caché de fragmentos únicamente cuando ciertas condiciones se cumplan. Por ejemplo,
para una página que muestra un formulario, tal vez quieras guardarlo en la caché cuando es inicialmente solicitado (a
través de una petición GET). Cualquier muestra posterior (a través de una petición POST) del formulario no debería ser
almacenada en caché ya que el formulario puede que contenga entradas del usuario. Para hacerlo, podrías configurar la
opción de [[yii\widgets\FragmentCache::enabled|activado]] (enabled), de la siguiente manera:


if ($this->beginCache($id, ['enabled' => Yii::$app->request->isGet])) {

    // ... generar contenido aquí ...

    $this->endCache();
}








Almacenamiento en Caché Anidada 


El almacenamiento en caché de fragmentos se puede anidar. Es decir, un fragmento de caché puede ser encerrado dentro de
otro fragmento que también se almacena en caché. Por ejemplo, los comentarios se almacenan en una caché de fragmento
interno, y se almacenan conjuntamente con el contenido del artículo en un fragmento de caché exterior. El siguiente
código muestra cómo dos fragmentos de caché pueden ser anidados:


if ($this->beginCache($id1)) {

    // ... lógica de generación de contenido externa ...

    if ($this->beginCache($id2, $options2)) {

        // ... lógica de generación de contenido anidada ...

        $this->endCache();
    }

    // ... lógica de generación de contenido externa ...

    $this->endCache();
}



Existen diferentes opciones de configuración para las cachés anidadas. Por ejemplo, las cachés internas y las cachés
externas pueden usar diferentes valores de duración. Aún cuando los datos almacenados en la caché externa sean invalidados,
la caché interna puede todavía proporcionar un fragmento válido. Sin embargo, al revés no es cierto. Si la caché externa
es evaluada como válida, seguiría proporcionando la misma copia en caché incluso después de que el contenido  en la
caché interna haya sido invalidada. Por lo tanto, hay que tener mucho cuidado al configurar el tiempo de duración o las
dependencias de las cachés anidadas, de lo contrario los fragmentos internos que ya estén obsoletos se pueden seguir
manteniendo en el fragmento externo.





Contenido Dinámico 


Cuando se usa la caché de fragmentos, podrías encontrarte en la situación que un fragmento grande de contenido es
relavitamente estático excepto en uno u otro lugar. Por ejemplo, la cabeza de una página (header) puede que muestre el
menú principal junto al nombre del usuario actual. Otro problema es que el contenido que está siendo almacenado en caché
puede que contenga código PHP que debe ser ejecutado en cada petición (por ejemplo, el código para registrar
un paquete de recursos (asset bundle)). En ambos casos, podríamos resolver el problema con lo que llamamos la
característica de contenido dinámico.


Entendemos contenido dinámico como un fragmento de salida que no debería ser guardado en caché incluso si está
encerrado dentro de un fragmento de caché. Para hacer el contenido dinámico todo el tiempo, éste ha de ser generado ejecutando
cierto código PHP en cada petición, incluso si el contenido está siendo mostrado desde la caché.


Puedes llamar a [[yii\base\View::renderDynamic()]] dentro de un fragmento almacenado en caché para insertar código
dinámico en el lugar deseado como, por ejemplo, de la siguiente manera,


if ($this->beginCache($id1)) {

    // ... lógica de generación de contenido ...

    echo $this->renderDynamic('return Yii::$app->user->identity->name;');

    // ... lógica de generación de contenido ...

    $this->endCache();
}



El método [[yii\base\View::renderDynamic()|renderDynamic()]] toma una pieza de código PHP como su parámetro. El valor
devuelto del código PHP se trata como contenido dinámico. El mismo código PHP será ejecutado en cada petición,
sin importar que esté dentro de un fragmento que está siendo servido desde la caché o no.
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Helpers



Nota: Esta sección está en desarrollo.



Yii ofrece muchas clases que ayudan a simplificar las tareas comunes de codificación, como manipulación de string o array,
generación de código HTML, y más. Estas clases helper están organizadas bajo el namespace yii\helpers y
son todo clases estáticas (lo que significa que sólo contienen propiedades y métodos estáticos y no deben ser instanciadas).


Puedes usar una clase helper directamente llamando a uno de sus métodos estáticos, como a continuación:


use yii\helpers\Html;

echo Html::encode('Test > test');




Nota: Para soportar la personalización de clases helper, Yii separa cada clase helper del núcleo
en dos clases: una clase base (ej. BaseArrayHelper) y una clase concreta (ej. ArrayHelper).
Cuando uses un helper, deberías sólo usar la versión concreta y nunca usar la clase base.




Clases Helper del núcleo


Las siguientes clases helper del núcleo son proporcionadas en los releases de Yii:



		ArrayHelper


		Console


		FileHelper


		Html


		HtmlPurifier


		Image


		Inflector


		Json


		Markdown


		Security


		StringHelper


		Url


		VarDumper








Personalizando Las Clases Helper 


Para personalizar una clase helper del núcleo (ej. [[yii\helpers\ArrayHelper]]), deberías crear una nueva clase extendiendo
de los helpers correspondientes a la clase base (ej. [[yii\helpers\BaseArrayHelper]]), incluyendo su namespace. Esta clase
será creada para remplazar la implementación original del framework.


El siguiente ejemplo muestra como personalizar el método [[yii\helpers\ArrayHelper::merge()|merge()]] de la clase
[[yii\helpers\ArrayHelper]]:


<?php

namespace yii\helpers;

class ArrayHelper extends BaseArrayHelper
{
    public static function merge($a, $b)
    {
        // tu implementación personalizada
    }
}



Guarda tu clase en un fichero nombrado ArrayHelper.php. El fichero puede estar en cualquier directorio, por ejemplo @app/components.


A continuación, en tu script de entrada de la aplicación, añade las siguientes lineas de código
después de incluir el fichero yii.php para decirle a la clase autoloader de Yii que cargue tu
clase personalizada en vez de la clase helper original del framework:


Yii::$classMap['yii\helpers\ArrayHelper'] = '@app/components/ArrayHelper.php';



Nota que la personalización de clases helper sólo es útil si quieres cambiar el comportamiento de una función
existente de los helpers. Si quieres añadir funciones adicionales para usar en tu aplicación puedes mejor crear un helper
por separado para eso.
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Propiedades


En PHP, las variables miembro de clases también llamadas propiedades, son parte de la definición de la clase, y se
usan para representar el estado de una instancia de la clase (ej. para diferenciar una instancia de clase de otra).
A la práctica, a menudo, se puede querer gestionar la lectura o escritura de las propiedades de algunos momentos. Por
ejemplo, se puede querer eliminar los espacios en blanco (trim) de una cadena de texto cada vez que esta se asigne a
una propiedad de tipo label. Se podría usar el siguiente código para realizar esta tarea:


$object->label = trim($label);



La desventaja del código anterior es que se tendría que ejecutar trim() en todas las partes del código que pudieran
establecer la propiedad label. Si en el futuro, la propiedad label tiene que seguir otro funcionamiento, como por
ejemplo que la primera letra tiene que estar en mayúsculas, se tendrán que modificar todas las secciones de código que
asignen el valor a la propiedad label. La repetición de código conlleva a bugs, y es una practica que se tiene que
evitar en la medida de lo posible.


Para solventar este problema, Yii introduce la clase base llamada [[yii\base\Object]] que da soporte a la definición
de propiedades basada en los métodos de clase getter y setter. Si una clase necesita más funcionalidad, debe
extender a la clase [[yii\base\Object]] o a alguna de sus hijas.



Información: Casi todas las clases del núcleo (core) en el framework Yii extienden a [[yii\base\Object]] o a una de
sus clases hijas. Esto significa que siempre que se encuentre un getter o un setter en una clase del núcleo, se
puede utilizar como una propiedad.



Un método getter es un método cuyo nombre empieza por la palabra get: un metodo setter empieza por set. El nombre
añadido detrás del prefijo get o set define el nombre de la propiedad. Por ejemplo, un getter getLabel() y/o un
setter setLabel() definen la propiedad label, como se muestra a continuación:


namespace app\components;

use yii\base\Object;

class Foo extends Object
{
    private $_label;

    public function getLabel()
    {
        return $this->_label;
    }

    public function setLabel($value)
    {
        $this->_label = trim($value);
    }
}



(Para ser claros, los métodos getter y setter crean la propiedad label, que en este caso hace una referencia interna
al nombre de atributo privado _label.)


Las propiedades definidas por los getter y los setters se pueden usar como variables de clase miembro. La principal
diferencia radica en que cuando esta propiedad se lea, se ejecutará su correspondiente método getter; cuando se asigne
un valor a la propiedad, se ejecutará el correspondiente método setter. Por ejemplo:


// equivalente a $label = $object->getLabel();
$label = $object->label;

// equivalente a $object->setLabel('abc');
$object->label = 'abc';



Una propiedad definida por un getter sin un setter es de tipo sólo lectura. Si se intenta asignar un valor a esta
propiedad se producirá una excepción de tipo [[yii\base\InvalidCallException|InvalidCallException]]. Del mismo modo
que una propiedad definida con un setter pero sin getter será de tipo sólo escritura, cualquier intento de lectura
de esta propiedad producirá una excepción. No es común tener variables de tipo sólo escritura.


Hay varias reglas especiales y limitaciones en las propiedades definidas mediante getters y setters:



		Los nombres de estas propiedades son case-insensitive. Por ejemplo, $object->label y $object->Label son la
misma. Esto se debe a que los nombres de los métodos en PHP son case-insensitive.


		Si el nombre de una propiedad de este tipo es igual al de una variable miembro de la clase, la segunda tendrá
prioridad. Por ejemplo, si la anterior clase Foo tiene la variable miembro label, entonces la asignación
$object->label = 'abc' afectará a la variable miembro ‘label’; no se ejecutará el método setter setLabel().


		Estas variables no soportan la visibilidad. No hay diferencia en definir los métodos getter o setter en una
propiedad public, protected, o private.


		Las propiedades sólo se pueden definir por getters y setters no estáticos. Los métodos estáticos no se tratarán de
la misma manera.





Volviendo de nuevo al problema descrito al principio de la guía, en lugar de ejecutar trim() cada vez que se asigne
un valor a label, ahora trim() sólo necesita ser invocado dentro del setter setLabel(). I si se tiene que añadir
un nuevo requerimiento, para que label empiece con una letra mayúscula, se puede modificar rápidamente el método setLabel() sin tener que modificar más secciones de código. El cambio afectará a cada asignación de label.
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Contenedor de Inyección de Dependencias


Un contenedor de Inyección de Dependencias (ID), es un objeto que sabe como instancias y configurar objetos y sus
objetos dependientes. El articulo de Martin [http://martinfowler.com/articles/injection.html] contiene una buena
explicación de porque son útiles los contenedores de ID. A continuación explicaremos como usar el contenedor de ID que
proporciona Yii.



Inyección de Dependencias 


Yii proporciona la función de contenedor de ID mediante la clase [[yii\di\Container]]. Soporta los siguientes tipos
de ID:



		Inyección de constructores;


		Inyección de setters y propiedades;


		Inyección de llamadas de retorno PHP [http://php.net/manual/es/language.types.callable.php];






Inyección de Constructores 


El contenedor de ID soporta inyección de constructores con la ayuda de los indicios (hint) de tipo para los parámetros del
constructor. Los indicios de tipo le proporcionan información al contenedor para saber cuáles son las clases o
interfaces dependientes al usarse para crear un nuevo objeto. El contenedor intentara obtener las instancias de las
clases o interfaces dependientes y las inyectará dentro del nuevo objeto mediante el constructor. Por ejemplo,


class Foo
{
    public function __construct(Bar $bar)
    {
    }
}

$foo = $container->get('Foo');
// que es equivalente a:
$bar = new Bar;
$foo = new Foo($bar);






Inyección de Setters y Propiedades 


La inyección de setters y propiedades se admite a través de configuraciones. Cuando se
registra una dependencia o se crea un nuevo objeto, se puede proporcionar una configuración que usará el contenedor
para inyectar las dependencias a través de sus correspondientes setters y propiedades. Por ejemplo,


use yii\base\Object;

class Foo extends Object
{
    public $bar;

    private $_qux;

    public function getQux()
    {
        return $this->_qux;
    }

    public function setQux(Qux $qux)
    {
        $this->_qux = $qux;
    }
}

$container->get('Foo', [], [
    'bar' => $container->get('Bar'),
    'qux' => $container->get('Qux'),
]);






Inyección de Llamadas de retorno PHP 


En este caso, el contenedor usará una llamada de retorno PHP registrada para construir una nueva instancia de una
clase. La llamada de retorno se responsabiliza de que dependencias debe inyectar al nuevo objeto creado. Por ejemplo,


$container->set('Foo', function () {
    return new Foo(new Bar);
});

$foo = $container->get('Foo');








Registro de dependencias 


Se puede usar [[yii\di\Container::set()]] para registrar dependencias. El registro requiere un nombre de dependencia
así como una definición de dependencia. Un nombre de dependencia puede ser un nombre de clase, un nombre de interfaz,
o un nombre de alias; y una definición de dependencia puede ser un nombre de clase, un array de configuración, o una
llamada de retorno PHP.


$container = new \yii\di\Container;

// registra un nombre de clase como tal. Puede se omitido.
$container->set('yii\db\Connection');

// registra una interfaz
// Cuando una clase depende de una interfaz, la clase correspondiente
// se instanciará como un objeto dependiente
$container->set('yii\mail\MailInterface', 'yii\swiftmailer\Mailer');

// registra un nombre de alias. Se puede usar $container->get('foo')
// para crear una instancia de Connection
$container->set('foo', 'yii\db\Connection');

// registrar una clase con configuración. La configuración
// se aplicara cuando la clase se instancie por get()
$container->set('yii\db\Connection', [
    'dsn' => 'mysql:host=127.0.0.1;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
]);

// registra un nombre de alias con configuración de clase
// En este caso, se requiere un elemento "clase" para especificar la clase
$container->set('db', [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=127.0.0.1;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
]);

// registra una llamada de retorno de PHP
// La llamada de retorno sera ejecutada cada vez que se ejecute $container->get('db') 
$container->set('db', function ($container, $params, $config) {
    return new \yii\db\Connection($config);
});

// registra un componente instancia
// $container->get('pageCache') devolverá la misma instancia cada vez que se ejecute
$container->set('pageCache', new FileCache);




Consejo: Si un nombre de dependencia es el mismo que la definición de dependencia, no es necesario registrarlo con
el contenedor de ID.



Una dependencia registrada mediante set() generará una instancia cada vez que se necesite la dependencia. Se puede
usar [[yii\di\Container::setSingleton()]] para registrar una dependencia que genere una única instancia:


$container->setSingleton('yii\db\Connection', [
    'dsn' => 'mysql:host=127.0.0.1;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
]);






Resolución de Dependencias 


Una ves se hayan registrado las dependencias, se puede usar el contenedor de ID para crear nuevos objetos, y el
contenedor resolverá automáticamente las dependencias instanciándolas e inyectándolas dentro de los nuevos objetos
creados. La resolución de dependencias es recursiva, esto significa que si una dependencia tiene otras dependencias,
estas dependencias también se resolverán automáticamente.


Se puede usar [[yii\di\Container::get()]] para crear nuevos objetos. El método obtiene el nombre de dependencia, que
puede ser un nombre de clase, un nombre de interfaz o un nombre de alias. El nombre de dependencia puede estar
registrado o no mediante set() o setSingleton(). Se puede proporcionar opcionalmente un listado de los parámetros
del constructor de clase y una configuración para configurar los nuevos objetos creados.
Por ejemplo,


// "db" ha sido registrado anteriormente como nombre de alias
$db = $container->get('db');

// equivalente a: $engine = new \app\components\SearchEngine($apiKey, ['type' => 1]);
$engine = $container->get('app\components\SearchEngine', [$apiKey], ['type' => 1]);



Por detrás, el contenedor de ID efectúa mucho más trabajo la creación de un nuevo objeto. El contenedor primero
inspeccionará la clase constructora para encontrar los nombres de clase o interfaces dependientes y después
automáticamente resolverá estas dependencias recursivamente.


El siguiente código muestra un ejemplo más sofisticado. La clase UserLister depende del un objeto que implementa la
interfaz UserFinderInterface; la clase UserFinder implementa la interfaz y depende del objeto Connection.  Todas
estas dependencias se declaran a través de insinuaciones (hinting) de los parámetros del constructor de clase. Con el
registro de dependencia de propiedades, el contenedor de ID puede resolver las dependencias automáticamente y crear
una nueva instancia de UserLister con una simple llamada a get('userLister').


namespace app\models;

use yii\base\Object;
use yii\db\Connection;
use yii\di\Container;

interface UserFinderInterface
{
    function findUser();
}

class UserFinder extends Object implements UserFinderInterface
{
    public $db;

    public function __construct(Connection $db, $config = [])
    {
        $this->db = $db;
        parent::__construct($config);
    }

    public function findUser()
    {
    }
}

class UserLister extends Object
{
    public $finder;

    public function __construct(UserFinderInterface $finder, $config = [])
    {
        $this->finder = $finder;
        parent::__construct($config);
    }
}

$container = new Container;
$container->set('yii\db\Connection', [
    'dsn' => '...',
]);
$container->set('app\models\UserFinderInterface', [
    'class' => 'app\models\UserFinder',
]);
$container->set('userLister', 'app\models\UserLister');

$lister = $container->get('userLister');

// que es equivalente a:

$db = new \yii\db\Connection(['dsn' => '...']);
$finder = new UserFinder($db);
$lister = new UserLister($finder);






Uso Practico 


Yii crea un contenedor de ID cuando se incluye el archivo Yii.php en el
script de entrada de la aplicación. Cuando se llama a [[Yii::createObject()]] el método
realmente llama al contenedor del método [[yii\di\Container::get()|get()]] para crear un nuevo objeto. Como se ha
comentado anteriormente, el contenedor de ID resolverá automáticamente las dependencias (si las hay) y las inyectará
dentro del nuevo objeto creado. Debido a que Yii utiliza [[Yii::createObject()]] en la mayor parte del núcleo (core)
para crear nuevo objetos, podemos personalizar los objetos globalmente para que puedan tratar con [[Yii::$container]].


Por ejemplo, se puede personalizar globalmenete el numero predeterminado de números de botones de paginación de
[[yii\widgets\LinkPager]]:


\Yii::$container->set('yii\widgets\LinkPager', ['maxButtonCount' => 5]);



Ahora si se usa el widget en una vista con el siguiente código, la propiedad maxButtonCount será inicializada con
valor 5 en lugar de 10 que es el valor predeterminado definido en la clase.


echo \yii\widgets\LinkPager::widget();



Se puede sobrescribir el valor establecido mediante el contenedor de ID, como a continuación:


echo \yii\widgets\LinkPager::widget(['maxButtonCount' => 20]);



Otro ejemplo es aprovechar la ventaja de la inyección automática de constructores de contenedores de ID. Asumiendo que
la clase controlador depende de otros objetos, tales como un servicio de reservas de hotel. Se puede declarar una
dependencia a través de un parámetro del constructor y permitir al contenedor de ID resolverla por nosotros.


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;
use app\components\BookingInterface;

class HotelController extends Controller
{
    protected $bookingService;

    public function __construct($id, $module, BookingInterface $bookingService, $config = [])
    {
        $this->bookingService = $bookingService;
        parent::__construct($id, $module, $config);
    }
}



Si se accede al controlador desde el navegador, veremos un error advirtiendo que BookingInterface no puede ser
instanciada. Esto se debe a que necesitamos indicar al contenedor de ID como tratar con esta dependencia:


\Yii::$container->set('app\components\BookingInterface', 'app\components\BookingService');



Ahora si se accede al contenedor nuevamente, se creará una instancia de app\components\BookingService y se inyectará
a como tercer parámetro al constructor del controlador.





Cuando Registrar Dependencias 


El registro de dependencias debe hacerse lo antes posible debido a que las dependencias se necesitan cuando se crean
nuevos objetos. A continuación se listan practicas recomendadas:



		Siendo desarrolladores de una aplicación, podemos registrar dependencias en el
script de entrada o en un script incluido en el script de entrada.


		Siendo desarrolladores de una extension redistribuible, podemos registrar dependencias en
la clase de boostraping de la extensión.








Resumen 


Tanto la inyección de dependencias como el localizador de servicios son patrones de
diseño populares que permiten construir software con acoplamiento flexible y más fácil de testear. Se recomienda
encarecida la lectura del articulo de Martin [http://martinfowler.com/articles/injection.html] para obtener una mejor
comprensión de la inyección de dependencias y de la localización de servicios.


Yii implementa su propio localizador de servicios por encima del contenedor de ID.
Cuando un localizador de servicios intenta crear una nueva instancia de objeto, se desviará la llamada al contenedor
de ID. Este último resolverá las dependencias automáticamente como se ha descrito anteriormente.
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¿Qué es Yii?


Yii es un framework de PHP de alto rendimiento, basado en componentes para desarrollar aplicaciones web
modernas en poco tiempo. El nombre Yii significa “simple y evolutivo” en chino. También se puede considerar como un acrónimo
de Yes It Is (que en inglés significa Sí, eso es)!



¿En qué es mejor Yii?


Yii es un framework genérico de programación web, lo que significa que se puede utilizar para desarrollar todo tipo de aplicaciones web en PHP.
Debido a su arquitectura basada en componentes y a su sofisticada compatibilidad de caché, es especialmente apropiado para el desarrollo
de aplicaciones de gran envergadura, como portales, foros, sistemas de gestión de contenidos (CMS), proyectos de comercio electrónico,
servicios web compatibles con la arquitectura REST y muchas más.





¿Cómo se compara Yii con otros frameworks?


Si estás familiarizado con otros framework, puedes apreciar como se compara Yii con ellos:



		Como la mayoría de los framework de PHP, Yii implementa el patrón de diseño MVC (Modelo-Vista-Controlador) y promueve la organización de código basada en este patrón.


		La filosofía de Yii consiste en escribir el código de manera simple y elegante, sin sobrediseñar nunca por el mero hecho de seguir un patrón de diseño determinado.


		Yii es un framework completo que provee muchas características probadas y listas para usar, como los constructores de consultas y la clase ActiveRecord para las bases de datos relacionales y NoSQL, la compatibilidad con la arquitectura REST para desarrollar API, la compatibilidad de caché en varios niveles y muchas más.


		Yii es extremadamente extensible. Puedes personalizar o reemplazar prácticamente cualquier pieza de código de base, como se puede también aprovechar su sólida arquitectura de extensiones para utilizar o desarrollar extensiones distribuibles.


		El alto rendimiento es siempre la meta principal de Yii.





Yii no es un proyecto de un sola persona, detrás de Yii hay un sólido equipo de desarrollo [http://www.yiiframework.com/about/], así como una gran comunidad en la que numerosos profesionales contribuyen constantemente a su desarrollo.
El equipo de desarrollo de Yii se mantiene atento a las últimas tendencias de desarrollo web, así como a las mejores prácticas y características de otros frameworks y proyectos.
Las buenas prácticas y características más relevantes de otros proyectos se incorporan regularmente a la base del framework y se exponen a través de interfaces simples y elegantes.





Versiones de Yii


Actualmente existen dos versiones principales de Yii: la versión 1.1 y la versión 2.0. Para la versión 1.1, que es de la generación anterior, actualmente solo se ofrece mantenimiento.
La versión 2.0 está completamente reescrita y adopta las últimas tecnologías y protocolos, incluidos Composer, PSR, namespaces, traits, etc.
La versión 2.0 representa la actual generación del framework y su desarrollo recibirá el principal esfuerzo en los próximos años.
Esta guía está basada principalmente en la versión 2.0. del framework.





Requisitos


Yii 2.0 requiere PHP 5.4.0 o una versión posterior. Se pueden encontrar requisitos más detallados de características individuales
ejecutando el script de comprobación incluido en cada release de Yii.


Para utilizar Yii se requieren conocimientos básicos de programación orientada a objetos (POO), porque el framework Yii se basa íntegramente en esta tecnología.
Yii 2.0 hace uso también de las últimas características de PHP, como namespaces [http://www.php.net/manual/es/language.namespaces.php]
y traits [http://www.php.net/manual/es/language.oop5.traits.php]. Comprender estos conceptos te ayudará a entender mejor Yii 2.0.
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Enrutamiento


Con las clases de controlador y recurso preparadas, puedes acceder a los recursos usando una URL como
http://localhost/index.php?r=user/create, parecida a la que usas con aplicaciones Web normales.


En la práctica, querrás usualmente usar URLs limpias y obtener ventajas de los verbos HTTP.
Por ejemplo, una petición POST /users significaría acceder a la acción user/create.
Esto puede realizarse fácilmente configurando el componente de la aplicación urlManager
como sigue:


'urlManager' => [
    'enablePrettyUrl' => true,
    'enableStrictParsing' => true,
    'showScriptName' => false,
    'rules' => [
        ['class' => 'yii\rest\UrlRule', 'controller' => 'user'],
    ],
]



En comparación con la gestión de URL en las aplicaciones Web, lo principalmente nuevo de lo anterior es el uso de
[[yii\rest\UrlRule]] para el enrutamiento de las peticiones con el API RESTful. Esta clase especial de regla URL creará
un conjunto completo de reglas URL hijas para soportar el enrutamiento y creación de URL para el/los controlador/es especificados.
Por ejemplo, el código anterior es equivalente a las siguientes reglas:


[
    'PUT,PATCH users/<id>' => 'user/update',
    'DELETE users/<id>' => 'user/delete',
    'GET,HEAD users/<id>' => 'user/view',
    'POST users' => 'user/create',
    'GET,HEAD users' => 'user/index',
    'users/<id>' => 'user/options',
    'users' => 'user/options',
]



Y los siguientes puntos finales del API son mantenidos por esta regla:



		GET /users: lista de todos los usuarios página a página;


		HEAD /users: muestra ĺa información resumén del usuario listado;


		POST /users: crea un nuevo usuario;


		GET /users/123: devuelve los detalles del usuario 123;


		HEAD /users/123: muestra la información resúmen del usuario 123;


		PATCH /users/123 y PUT /users/123: actualizan al usuario 123;


		DELETE /users/123: borra el usuario 123;


		OPTIONS /users: muestra los verbos soportados de acuerdo al punto final /users;


		OPTIONS /users/123: muestra los verbos soportados de acuerdo al punto final /users/123.





Puedes configurar las opciones  only y except para explícitamente listar cuáles acciones a soportar o cuáles
deshabilitar, respectivamente. Por ejemplo,


[
    'class' => 'yii\rest\UrlRule',
    'controller' => 'user',
    'except' => ['delete', 'create', 'update'],
],



También puedes configurar las propiedades patterns o extraPatterns para redifinir patrones existentes o añadir nuevos soportados por esta regla.
Por ejemplo, para soportar una nueva acción search por  el punto final GET /users/search, configura la opción extraPatterns como sigue,


[
    'class' => 'yii\rest\UrlRule',
    'controller' => 'user',
    'extraPatterns' => [
        'GET search' => 'search',
    ],
]



Puedes haber notado que el ID del controlador user aparece en formato plural users en los puntos finales de las URLs.
Esto se debe a que [[yii\rest\UrlRule]] automáticamente pluraliza los IDs de los controladores al crear reglas URL hijas.
Puedes desactivar este comportamiento definiendo la propiedad [[yii\rest\UrlRule::pluralize]] como false.



Info: La pluralización de los IDs de los controladores es realizada por [[yii\helpers\Inflector::pluralize()]]. Este método respeta
reglas especiales de pluralización. Por ejemplo, la palabra box (caja) será pluralizada como boxes en vez de boxs.



En caso de que la pluralización automática no encaje en tus requerimientos, puedes además configurar la propiedad
[[yii\rest\UrlRule::controller]] para especificar exlpícitamente cómo mapear un nombre utilizado en un punto final URL
a un ID de controlador. Por ejemplo, el siguiente código mapea el nombre u al ID del controlador user.


[
    'class' => 'yii\rest\UrlRule',
    'controller' => ['u' => 'user'],
]
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Псевдонимы


Псевдонимы используются для обозначения путей к файлам или URL адресов и помогают избежать использования абсолютных путей
или URL в коде. Для того, чтобы не перепутать псевдоним с обычным путём к файлу или URL, он должен начинаться с @. В Yii
имеется множество заранее определённых псевдонимов. Например, @yii указывает на директорию, в которую был установлен
Yii framework, а @web можно использовать для получения базового URL текущего приложения.



Создание псевдонимов 


Для создания псевдонима пути к файлу или URL используется метод [[Yii::setAlias()]]:


// псевдоним пути к файлу
Yii::setAlias('@foo', '/path/to/foo');

// псевдоним URL
Yii::setAlias('@bar', 'http://www.example.com');




Примечание: псевдоним пути к файлу или URL не обязательно указывает на существующий файл или ресурс.



Используя уже заданный псевдоним, вы можете получить на основе него новый без вызова [[Yii::setAlias()]]. Сделать это
можно, добавив в его конец /, за которым следует один или более сегментов пути. Псевдонимы, определённые при помощи
[[Yii::setAlias()]], являются корневыми псевдонимами, в то время как полученные из них называются производными
псевдонимами. К примеру, @foo является корневым псевдонимом, а @foo/bar/file.php — производным.


Вы можете задать новый псевдоним, используя ранее созданный псевдоним (не важно, корневой он или производный):


Yii::setAlias('@foobar', '@foo/bar');



Корневые псевдонимы, как правило, создаются на этапе предварительной загрузки (bootstrapping).
Например, вы можете вызвать [[Yii::setAlias()]] в входном скрипте. Для удобства, в
приложении (Application) предусмотрено свойство aliases, которое можно задать через
конфигурацию приложения:


return [
    // ...
    'aliases' => [
        '@foo' => '/path/to/foo',
        '@bar' => 'http://www.example.com',
    ],
];






Преобразование псевдонимов 


Метод [[Yii::getAlias()]] преобразует корневой псевдоним в путь к файлу или URL, который этот псевдоним представляет.
Этот же метод может работать и с производными псевдонимами:


echo Yii::getAlias('@foo');               // выведет: /path/to/foo
echo Yii::getAlias('@bar');               // выведет: http://www.example.com
echo Yii::getAlias('@foo/bar/file.php');  // выведет: /path/to/foo/bar/file.php



Путь или URL, представленный производным псевдонимом, определяется путём замены в нём части, соответствующей корневому
псевдониму, на соответствующий ему путь или URL.



Примечание: Метод [[Yii::getAlias()]] не проверяет фактического существования получаемого пути или URL.



Корневой псевдоним может содержать знаки ‘/’. При этом метод [[Yii::getAlias()]] корректно определит, какая часть
псевдонима является корневой и верно сформирует путь или URL:


Yii::setAlias('@foo', '/path/to/foo');
Yii::setAlias('@foo/bar', '/path2/bar');
Yii::getAlias('@foo/test/file.php');  // выведет: /path/to/foo/test/file.php
Yii::getAlias('@foo/bar/file.php');   // выведет: /path2/bar/file.php



Если бы @foo/bar не был объявлен корневым псевдонимом, последняя строка вывела бы  /path/to/foo/bar/file.php.





Использование псевдонимов 


Псевдонимы распознаются во многих частях Yii без необходимости предварительно вызывать [[Yii::getAlias()]] для
получения пути или URL. Например, [[yii\caching\FileCache::cachePath]] принимает как обычный путь к файлу, так и
псевдоним пути благодаря префиксу @, который позволяет их различать.


use yii\caching\FileCache;

$cache = new FileCache([
    'cachePath' => '@runtime/cache',
]);



Для того, чтобы узнать поддерживает ли метод или свойство псевдонимы, обратитесь к документации API.





Заранее определённые псевдонимы 


В Yii заранее определены псевдонимы для часто используемых путей к файлам и URL:



		@yii: директория, в которой находится файл BaseYii.php (директория фреймворка).


		@app: [[yii\base\Application::basePath|базовый путь]] текущего приложения.


		@runtime: [[yii\base\Application::runtimePath|директория runtime]] текущего приложения.


		@vendor: [[yii\base\Application::vendorPath|директория vendor Composer].


		@webroot: вебрут текущего веб приложения (там где index.php).


		@web: базовый URL текущего приложения.





Псевдоним @yii задаётся в момент подключения файла Yii.php во входном скрипте.
Остальные псевдонимы задаются в конструкторе приложения в момент применения конфигурации.





Псевдонимы расширений 


Для каждого расширения, устанавливаемого через Composer, автоматически задаётся псевдоним.
Его имя соответствует корневому пространству имён расширения в соответствии с его composer.json. Псевдоним представляет
путь к корневой директории пакета. Например, если вы установите расширение yiisoft/yii2-jui, то вам автоматически станет
доступен псевдоним @yii/jui. Он создаётся на этапе первоначальной загрузки (bootstrapping)
примерно так:


Yii::setAlias('@yii/jui', 'VendorPath/yiisoft/yii2-jui');
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Temas



Nota: Esta sección está en desarrollo.



Un tema (theme) es un directorio de archivos y de vistas (views) y layouts. Cada archivo de este directorio
sobrescribe el archivo correspondiente de una aplicación cuando se renderiza. Una única aplicación puede usar
múltiples temas para que pueden proporcionar experiencias totalmente diferentes. Solo se puede haber un único tema
activo.



Nota: Los temas no están destinados a ser redistribuidos ya que están demasiado ligados a la aplicación. Si se
quiere redistribuir una apariencia personalizada, se puede considerar la opción de
asset bundles de archivos CSS y Javascript.




Configuración de un Tema


La configuración de un tema se especifica a través del componente view de la aplicación. Para establecer que un tema
trabaje con vistas de aplicación básicas, la configuración de la aplicación debe contener lo siguiente:


'components' => [
    'view' => [
        'theme' => [
            'pathMap' => ['@app/views' => '@app/themes/basic'],
            'baseUrl' => '@web/themes/basic',
        ],
    ],
],



En el ejemplo anterior, el pathMap define un mapa (map) de las rutas a las que se aplicará el tema mientras que
baseUrl define la URL base para los recursos a los que hacen referencia los archivos del tema.


En nuestro caso pathMap es ['@app/views' => '@app/themes/basic']. Esto significa que cada vista de @app/views
primero se buscará en @app/themes/basic y si existe, se usará la vista del directorio del tema en lugar de la vista
original.


Por ejemplo, con la configuración anterior, la versión del tema para la vista @app/views/site/index.php será
@app/themes/basic/site/index.php. Básicamente se reemplaza @app/views en @app/views/site/index.php por
@app/themes/basic.



Temas para Módulos


Para utilizar temas en los módulos, el pathMap debe ser similar al siguiente:


'components' => [
    'view' => [
        'theme' => [
            'pathMap' => [
                '@app/views' => '@app/themes/basic',
                '@app/modules' => '@app/themes/basic/modules', // <-- !!!
            ],
        ],
    ],
],



Esto permite aplicar el tema a @app/modules/blog/views/comment/index.php con la vista
@app/themes/basic/modules/blog/views/comment/index.php.





Temas para Widgets


Para utilizar un tema en una vista que se encuentre en @app/widgets/currency/views/index.php, se debe aplicar la
siguiente configuración para el componente vista, tema:


'components' => [
    'view' => [
        'theme' => [
            'pathMap' => ['@app/widgets' => '@app/themes/basic/widgets'],
        ],
    ],
],



Con la configuración anterior, se puede crear una versión de la vista @app/widgets/currency/index.php para que se
aplique el tema en @app/themes/basic/widgets/currency/index.php.







Uso de Multiples Rutas


Es posible mapear una única ruta a múltiples rutas de temas. Por ejemplo:


'pathMap' => [
    '@app/views' => [
        '@app/themes/christmas',
        '@app/themes/basic',
    ],
]



En este caso, primero se buscara la vista en @app/themes/christmas/site/index.php, si no se encuentra, se intentará
en @app/themes/basic/site/index.php. Si la vista no se encuentra en ninguna de rutas especificadas, se usará la
vista de aplicación.


Esta capacidad es especialmente útil si se quieren sobrescribir algunas rutas temporal o condicionalmente.
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Auth Clients


Yii provides official extension that lets you authenticate and/or authorize using external services via consuming
OpenID [http://openid.net/], OAuth [http://oauth.net/] or OAuth2 [http://oauth.net/2/].



Installing extension


In order to install extension use Composer. Either run


composer require --prefer-dist yiisoft/yii2-authclient "*"



or add


"yiisoft/yii2-authclient": "*"



to the require section of your composer.json.





Configuring clients


After extension is installed you need to setup auth client collection application component:


'components' => [
    'authClientCollection' => [
        'class' => 'yii\authclient\Collection',
        'clients' => [
            'google' => [
                'class' => 'yii\authclient\clients\GoogleOpenId'
            ],
            'facebook' => [
                'class' => 'yii\authclient\clients\Facebook',
                'clientId' => 'facebook_client_id',
                'clientSecret' => 'facebook_client_secret',
            ],
            // etc.
        ],
    ]
    ...
]



Out of the box the following clients are provided:



		[[\yii\authclient\clients\Facebook|Facebook]].


		[[yii\authclient\clients\GitHub|GitHub]].


		Google (via [[yii\authclient\clients\GoogleOpenId|OpenID]] and [[yii\authclient\clients\GoogleOAuth|OAuth]]).


		[[yii\authclient\clients\LinkedIn|LinkedIn]].


		[[yii\authclient\clients\Live|Microsoft Live]].


		[[yii\authclient\clients\Twitter|Twitter]].


		[[yii\authclient\clients\VKontakte|VKontakte]].


		Yandex (via [[yii\authclient\clients\YandexOpenId|OpenID]] and [[yii\authclient\clients\YandexOAuth|OAuth]]).





Configuration for each client is a bit different. For OAuth it’s required to get client ID and secret key from
the service you’re going to use. For OpenID it works out of the box in most cases.





Storing authorization data


In order to recognize the user authenticated via external service we need to store ID provided on first authentication
and then check against it on subsequent authentications. It’s not a good idea to limit login options to external
services only since these may fail and there won’t be a way for the user to log in. Instead it’s better to provide
both external authentication and good old login and password.


If we’re storing user information in a database the schema could be the following:


CREATE TABLE user (
    id int(11) NOT NULL AUTO_INCREMENT PRIMARY KEY,
    username varchar(255) NOT NULL,
    auth_key varchar(32) NOT NULL,
    password_hash varchar(255) NOT NULL,
    password_reset_token varchar(255),
    email varchar(255) NOT NULL,
    status smallint(6) NOT NULL DEFAULT 10,
    created_at int(11) NOT NULL,
    updated_at int(11) NOT NULL
);

CREATE TABLE auth (
    id int(11) NOT NULL AUTO_INCREMENT PRIMARY KEY,
    user_id int(11) NOT NULL,
    source string(255) NOT NULL,
    source_id string(255) NOT NULL
);

ALTER TABLE auth ADD CONSTRAINT fk-auth-user_id-user-id
FOREIGN KEY user_id REFERENCES user(id);



In the SQL above user is a standard table that is used in advanced application template to store user
info. Each user can authenticate using multiple external services therefore each user record can relate to
multiple auth records. In the auth table source is the name of the auth provider used and source_id is
unique user identificator that is provided by external service after successful login.


Using tables created above we can generate Auth model. No further adjustments needed.





Adding action to controller


Next step is to add [[yii\authclient\AuthAction]] to a web controller. Typically SiteController:


class SiteController extends Controller
{
    public function actions()
    {
        return [
            'auth' => [
                'class' => 'yii\authclient\AuthAction',
                'successCallback' => [$this, 'onAuthSuccess'],
            ],
        ];
    }

    public function onAuthSuccess($client)
    {
       $attributes = $client->getUserAttributes();

        /** @var Auth $auth */
        $auth = Auth::find()->where([
            'source' => $client->getId(),
            'source_id' => $attributes['id'],
        ])->one();
        
        if (Yii::$app->user->isGuest) {
            if ($auth) { // login
                $user = $auth->user;
                Yii::$app->user->login($user);
            } else { // signup
                if (User::find()->where(['email' => $attributes['email']])->exists()) {
                    Yii::$app->getSession()->setFlash('error', [
                        Yii::t('app', "User with the same email as in {client} account already exists but isn't linked to it. Login using email first to link it.", ['client' => $client->getTitle()]),
                    ]);
                } else {
                    $password = Yii::$app->security->generateRandomString(6);
                    $user = new User([
                        'username' => $attributes['login'],
                        'email' => $attributes['email'],
                        'password' => $password,
                    ]);
                    $user->generateAuthKey();
                    $user->generatePasswordResetToken();
                    $transaction = $user->getDb()->beginTransaction();
                    if ($user->save()) {
                        $auth = new Auth([
                            'user_id' => $user->id,
                            'source' => $client->getId(),
                            'source_id' => (string)$attributes['id'],
                        ]);
                        if ($auth->save()) {
                            $transaction->commit();
                            Yii::$app->user->login($user);
                        } else {
                            print_r($auth->getErrors());
                        }
                    } else {
                        print_r($user->getErrors());
                    }
                }
            }
        } else { // user already logged in
            if (!$auth) { // add auth provider
                $auth = new Auth([
                    'user_id' => Yii::$app->user->id,
                    'source' => $client->getId(),
                    'source_id' => $attributes['id'],
                ]);
                $auth->save();
            }
        }
    }
}



successCallback method is called when user was successfully authenticated via external service. Via $client instance
we can retrieve information received. In our case we’d like to:



		If user is guest and record found in auth then log this user in.


		If user is guest and record not found in auth then create new user and make a record in auth table. Then log in.


		If user is logged in and record not found in auth then try connecting additional account (save its data into auth table).





Although, all clients are different they shares same basic interface [[yii\authclient\ClientInterface]],
which governs common API.


Each client has some descriptive data, which can be used for different purposes:



		id - unique client id, which separates it from other clients, it could be used in URLs, logs etc.


		name - external auth provider name, which this client is match too. Different auth clients
can share the same name, if they refer to the same external auth provider.
For example: clients for Google OpenID and Google OAuth have same name “google”.
This attribute can be used inside the database, CSS styles and so on.


		title - user friendly name for the external auth provider, it is used to present auth client
at the view layer.





Each auth client has different auth flow, but all of them supports getUserAttributes() method,
which can be invoked if authentication was successful.


This method allows you to get information about external user account, such as ID, email address,
full name, preferred language etc.


Defining list of attributes, which external auth provider should return, depends on client type:



		[[yii\authclient\OpenId]]: combination of requiredAttributes and optionalAttributes.


		[[yii\authclient\OAuth1]] and [[yii\authclient\OAuth2]]: field scope, note that different
providers use different formats for the scope.






Getting additional data via extra API calls


Both [[yii\authclient\OAuth1]] and [[yii\authclient\OAuth2]] provide method api(), which
can be used to access external auth provider REST API. However this method is very basic and
it may be not enough to access full external API functionality. This method is mainly used to
fetch the external user account data.


To use API calls, you need to setup [[yii\authclient\BaseOAuth::apiBaseUrl]] according to the
API specification. Then you can call [[yii\authclient\BaseOAuth::api()]] method:


use yii\authclient\OAuth2;

$client = new OAuth2;

// ...

$client->apiBaseUrl = 'https://www.googleapis.com/oauth2/v1';
$userInfo = $client->api('userinfo', 'GET');








Adding widget to login view


There’s ready to use [[yii\authclient\widgets\AuthChoice]] widget to use in views:


<?= yii\authclient\widgets\AuthChoice::widget([
     'baseAuthUrl' => ['site/auth'],
     'popupMode' => false,
]) ?>






Creating your own auth clients


You may create your own auth client for any external auth provider, which supports
OpenId or OAuth protocol. To do so, first of all, you need to find out which protocol is
supported by the external auth provider, this will give you the name of the base class
for your extension:



		For OAuth 2 use [[yii\authclient\OAuth2]].


		For OAuth 1/1.0a use [[yii\authclient\OAuth1]].


		For OpenID use [[yii\authclient\OpenId]].





At this stage you can determine auth client default name, title and view options, declaring
corresponding methods:


use yii\authclient\OAuth2;

class MyAuthClient extends OAuth2
{
    protected function defaultName()
    {
        return 'my_auth_client';
    }

    protected function defaultTitle()
    {
        return 'My Auth Client';
    }

    protected function defaultViewOptions()
    {
        return [
            'popupWidth' => 800,
            'popupHeight' => 500,
        ];
    }
}



Depending on actual base class, you will need to redeclare different fields and methods.



[[yii\authclient\OpenId]]


All you need is to specify auth URL, by redeclaring authUrl field.
You may also setup default required and/or optional attributes.
For example:


use yii\authclient\OpenId;

class MyAuthClient extends OpenId
{
    public $authUrl = 'https://www.my.com/openid/';

    public $requiredAttributes = [
        'contact/email',
    ];

    public $optionalAttributes = [
        'namePerson/first',
        'namePerson/last',
    ];
}






[[yii\authclient\OAuth2]]


You will need to specify:



		Auth URL by redeclaring authUrl field.


		Token request URL by redeclaring tokenUrl field.


		API base URL by redeclaring apiBaseUrl field.


		User attribute fetching strategy by redeclaring initUserAttributes() method.





For example:


use yii\authclient\OAuth2;

class MyAuthClient extends OAuth2
{
    public $authUrl = 'https://www.my.com/oauth2/auth';

    public $tokenUrl = 'https://www.my.com/oauth2/token';

    public $apiBaseUrl = 'https://www.my.com/apis/oauth2/v1';

    protected function initUserAttributes()
    {
        return $this->api('userinfo', 'GET');
    }
}



You may also specify default auth scopes.



Note: Some OAuth providers may not follow OAuth standards clearly, introducing
differences, and may require additional efforts to implement clients for.






[[yii\authclient\OAuth1]]


You will need to specify:



		Auth URL by redeclaring authUrl field.


		Request token URL by redeclaring requestTokenUrl field.


		Access token URL by redeclaring accessTokenUrl field.


		API base URL by redeclaring apiBaseUrl field.


		User attribute fetching strategy by redeclaring initUserAttributes() method.





For example:


use yii\authclient\OAuth1;

class MyAuthClient extends OAuth1
{
    public $authUrl = 'https://www.my.com/oauth/auth';

    public $requestTokenUrl = 'https://www.my.com/oauth/request_token';

    public $accessTokenUrl = 'https://www.my.com/oauth/access_token';

    public $apiBaseUrl = 'https://www.my.com/apis/oauth/v1';

    protected function initUserAttributes()
    {
        return $this->api('userinfo', 'GET');
    }
}



You may also specify default auth scopes.



Note: Some OAuth providers may not follow OAuth standards clearly, introducing
differences, and may require additional efforts to implement clients for.
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Сортировка


Иногда выводимые данные требуется отсортировать в соответствии с одним или несколькими атрибутами.
Если вы используете источник данных с одним из виджетов данных,
сортировка будет применена автоматически. В противном случае вам должны создать экземпляр [[yii\data\Sort]],
настроить его и применить к запросу. Он также может быть передан в представление, где будет использован
для создания ссылок на сортировку по определенным атрибутам.


Ниже приведен типичный пример использование сортировки,


function actionIndex()
{
    $sort = new Sort([
        'attributes' => [
            'age',
            'name' => [
                'asc' => ['first_name' => SORT_ASC, 'last_name' => SORT_ASC],
                'desc' => ['first_name' => SORT_DESC, 'last_name' => SORT_DESC],
                'default' => SORT_DESC,
                'label' => 'Name',
            ],
        ],
    ]);

    $models = Article::find()
        ->where(['status' => 1])
        ->orderBy($sort->orders)
        ->all();

    return $this->render('index', [
         'models' => $models,
         'sort' => $sort,
    ]);
}



В представлении:


// Отображение ссылок на различные действия сортировок
echo $sort->link('name') . ' | ' . $sort->link('age');

foreach ($models as $model) {
    // здесь отображаем модель $model
}



В примере выше, мы объявляем два атрибута, которые поддерживают сортировку: name and age.
Мы передаем информацию о сортировке в запрос статьи, поэтому результаты запроса будут отсортированы
согласно сортировке, установленной в объекте Sort. В представлении, мы отображаем две ссылки,
которые ведут на страницы с данными, отсортированными по соответствующим аттрибутам.


Класс [[yii\data\Sort|Sort]] будет автоматически принимать параметры, переданные с запросом
и в соответствии с ними настраивать параметры сортировки. Вы можете регулировать список принимаемых
параметров через настройку свойства  [[yii\data\Sort::$params|$params]].






          

      

      

    


    
        © 版权所有 .
      由 Sphinx 1.3.1 创建。
    

  

_images/start-gii-model-preview.png
CRUD Generator

Controller Generator

Form Generator

Module Generator

Extension Generator

This generator generates an ActiveRecord class for the specified database table.

Table Name

country

app\models

Base Class

yikdb\ActiveRecord

db

() Use Table Prefix

@ Generate Relations.

(). Generate Labels from DB Comments

defautt (/Users/qiang/Webyyii/basic2/vendor/yiisoft/yii2-gil/generators/model/defaul

9
e Lo

Click on the above Generate  button to generate the files selected below:

Code File

models/Country.php [EZ3

CTUEE] ot





guide-ru/rest-versioning.html


    
      导航


      
        		
          索引


        		YII2 stable 文档 »

 
      


    


    
      
          
            
  
Версионирование


Свои API вам следует версионировать. В отличие от Web-приложений, где у вас есть полный контроль и над серверным, и над клиентским кодом,
при работе с API у вас обычно нет контроля над клиентским кодом, работающим с вашими API. Поэтому всегда, когда это только возможно,
должна поддерживаться обратная совместимость API, и если в API должны быть внесены изменения, ломающие обратную совместимость,
следует увеличить номер версии. Почитайте про семантическое версионирование [http://semver.org/]
для получения более подробной информации о возможных способах нумерации различных версий ваших API.


Общей практикой при реализации версионирования API является включение номера версии в URL-адрес вызова API-метода.
Например, http://example.com/v1/users означает вызов API /users версии 1. Другой способ версионирования API,
получивший недавно широкое распространение, состоит в добавлении номера версии в HTTP-заголовки запроса,
обычно в заголовок Accept:


// как параметр
Accept: application/json; version=v1
// как тип содержимого, определенный поставщиком API
Accept: application/vnd.company.myapp-v1+json



Оба способа имеют достоинства и недостатки, и вокруг них много споров. Ниже мы опишем реально работающую стратегию
версионирования API, которая является некоторой смесью этих двух способов:



		Помещать каждую мажорную версию реализации API в отдельный модуль, чей ID является номером мажорной версии (например, v1, v2).
Естественно, URL-адреса API будут содержать в себе номера мажорных версий.


		В пределах каждой мажорной версии (т.е. внутри соответствующего модуля) использовать HTTP-заголовок Accept
для определения номера минорной версии и писать условный код для соответствующих минорных версий.





В каждый модуль, обслуживающий мажорную версию, следует включать классы ресурсов и контроллеров,
обслуживающих эту конкретную версию. Для лучшего разделения ответственности кода вы можете составить общий набор
базовых классов ресурсов и контроллеров, и субклассировать их в каждом отдельно взятом модуле версии. Внутри дочерних классов
реализуйте конкретный код вроде метода Model::fields().


Ваш код может быть организован примерно следующим образом:


api/
    common/
        controllers/
            UserController.php
            PostController.php
        models/
            User.php
            Post.php
    modules/
        v1/
            controllers/
                UserController.php
                PostController.php
            models/
                User.php
                Post.php
        v2/
            controllers/
                UserController.php
                PostController.php
            models/
                User.php
                Post.php



Конфигурация вашего приложения могла бы выглядеть так:


return [
    'modules' => [
        'v1' => [
            'basePath' => '@app/modules/v1',
        ],
        'v2' => [
            'basePath' => '@app/modules/v2',
        ],
    ],
    'components' => [
        'urlManager' => [
            'enablePrettyUrl' => true,
            'enableStrictParsing' => true,
            'showScriptName' => false,
            'rules' => [
                ['class' => 'yii\rest\UrlRule', 'controller' => ['v1/user', 'v1/post']],
                ['class' => 'yii\rest\UrlRule', 'controller' => ['v2/user', 'v2/post']],
            ],
        ],
    ],
];



В результате http://example.com/v1/users возвратит список пользователей API версии 1, в то время как
http://example.com/v2/users вернет список пользователей версии 2.


При использовании модулей код API различных мажорных версий может быть хорошо изолирован. И по-прежнему возможно
повторное использование кода между модулями через общие базовые классы и другие разделяемые классы.


Для работы с минорными номерами версий вы можете использовать преимущества согласования содержимого,
предоставляемого поведением [[yii\filters\ContentNegotiator|contentNegotiator]].
Определив тип поддерживаемого содержимого, поведение contentNegotiator установит значение
свойства [[yii\web\Response::acceptParams]].


Например, если запрос посылается с HTTP-заголовком Accept: application/json; version=v1, то после согласования содержимого
свойство [[yii\web\Response::acceptParams]] будет содержать значение ['version' => 'v1'].


На основе информации о версии из acceptParams вы можете написать условный код в таких местах,
как действия, классы ресурсов, сериализаторы и т.д.


Так как минорные версии требуют поддержания обратной совместимости, будем надеяться, что в вашем коде не так уж много
проверок на номер версии. В противном случае велики шансы, что вам нужна новая мажорная версия.
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Instalando Yii


Yii puede ser instalado de dos maneras, usando Composer [http://getcomposer.org/] o descargando un archivo comprimido.
Es preferible usar la primera forma, ya que te permite instalar extensiones o actualizar Yii ejecutando un simple comando.



Nota: A diferencia de Yii 1, la instalación estándar de Yii 2 resulta en la descarga e instalación tanto del framework como del esqueleto de la aplicación.




Instalando a través de Composer 


Si aún no tienes Composer instalado, puedes hacerlo siguiendo las instrucciones que se encuentran en
getcomposer.org [https://getcomposer.org/download/]. En Linux y Mac OS X, se ejecutan los siguientes comandos:


curl -s http://getcomposer.org/installer | php
mv composer.phar /usr/local/bin/composer



En Windows, tendrás que descargar y ejecutar Composer-Setup.exe [https://getcomposer.org/Composer-Setup.exe].


Por favor, consulta la Documentación de Composer [https://getcomposer.org/doc/] si encuentras algún problema
o deseas obtener un conocimiento más profundo sobre su utilización.


Si ya tienes composer instalado asegurate que esté actualizado ejecutando composer self-update


Teniendo Composer instalado, puedes instalar Yii ejecutando los siguientes comandos en un directorio accesible vía Web:
Nota: es posible que en al ejecutar el primer comando te pida tu username


composer global require "fxp/composer-asset-plugin:1.0.0-beta4"
composer create-project --prefer-dist yiisoft/yii2-app-basic basic



El comando anterior instala Yii dentro del directorio basic.



Tip: Si quieres instalar la última versión de desarrollo de Yii, puedes utilizar el siguiente comando,
que añade una opción de estabilidad mínima [https://getcomposer.org/doc/04-schema.md#minimum-stability]:


composer create-project --prefer-dist --stability=dev yiisoft/yii2-app-basic basic



Ten en cuenta que la versión de desarrollo de Yii no debería ser usada para producción ya que podría romper el funcionamiento actual de la aplicación.









Instalando desde un Archivo Comprimido 


Instalar Yii desde un archivo comprimido involucra dos pasos:



		Descargar el archivo desde yiiframework.com [http://www.yiiframework.com/download/yii2-basic].


		Descomprimirlo en un directorio accesible vía Web.








Otras Opciones de Instalación 


Las instrucciones anteriores muestran cómo instalar Yii, lo que también crea una aplicación Web lista para ser usada.
Este es un buen punto de partida para pequeñas aplicaciones, o cuando apenas estás aprendiendo a utilizar Yii.


Pero también hay otras opciones de instalación disponibles:



		Si sólo quieres instalar el núcleo del framework y entonces crear una nueva aplicación desde cero,
puedes seguir las instrucciones explicadas en Generando una Aplicación desde Cero.


		Si quisieras comenzar con una aplicación más avanzada, más adecuada para un entorno de desarrollo de equipo,
deberías considerar instalar el Template de Aplicación Avanzada.








Verificando las Instalación 


Después de la instalación, puedes acceder a la aplicación instalada a través de la siguiente URL:


http://localhost/basic/web/index.php



Esta URL da por hecho que Yii se instaló en un directorio llamado basic, directamente bajo el directorio del Servidor Web,
y que el Servidor Web está corriendo en tu máquina local (localhost). Sino, podrías necesitar ajustarlo de acuerdo a tu entorno de instalación.


[image: Instalación Correcta de Yii]


Deberías ver la página mostrando “Congratulations!” en tu navegador. Si no ocurriera, por favor chequea que la instalación
de PHP satisface los requerimientos de Yii. Esto puedes hacerlo usando cualquiera de los siguientes procedimientos:



		Visitando la URL http://localhost/basic/requirements.php en tu navegador





		Corriendo los siguientes comandos:


cd basic
php requirements.php









Deberías configurar tu instalación de PHP para que satisfaga los requisitos mínimos de Yii. Lo que es más importante, debes tener PHP 5.4 o mayor.
También deberías instalar la Extensión de PHP PDO [http://www.php.net/manual/es/pdo.installation.php] y el correspondiente driver de base de datos
(como pdo_mysql para bases de datos MySQL), si tu aplicación lo necesitara.





Configurando Servidores Web 



Información: Puedes saltear esta sección por ahora si sólo estás probando Yii sin intención de poner la aplicación en un servidor de producción.



La aplicación instalada debería estar lista para usar tanto con un servidor HTTP Apache [http://httpd.apache.org/] como con un servidor HTTP Nginx [http://nginx.org/],
en Windows, Mac OS X, o Linux.


En un servidor de producción, podrías querer configurar el servidor Web para que la aplicación sea accedida a través de la
URL http://www.example.com/index.php en vez de http://www.example.com/basic/web/index.php. Tal configuración
require apuntar el document root de tu servidor Web al directorio basic/web. También podrías querer ocultar index.php
de la URL, como se describe en la sección Parseo y Generación de URLs.
En esta sub-sección, aprenderás a configurar tu servidor Apache o Nginx para alcanzar estos objetivos.



Información: Al definir basic/web como document root, también previenes que los usuarios finales accedan
al código privado o archivos con información sensible de tu aplicación que están incluidos en los directorios del mismo nivel
que basic/web. Denegando el acceso es una importante mejora en la seguridad.




Información: En caso de que tu aplicación corra en un entorno de hosting compartido donde no tienes permisos para modificar
la configuración del servidor Web, aún puedes ajustar la estructura de la aplicación para mayor seguridad. Por favor consulta
la sección Entorno de Hosting Compartido para más detalles.




Configuración Recomendada de Apache 


Utiliza la siguiente configuración del archivo httpd.conf de Apache dentro de la configuración del virtual host. Ten en cuenta
que deberás reemplazar path/to/basic/web con la ruta real a basic/web.


# Definir el document root de "basic/web"
DocumentRoot "path/to/basic/web"

<Directory "path/to/basic/web">
    RewriteEngine on

    # Si el directorio o archivo existe, utiliza el request directamente
    RewriteCond %{REQUEST_FILENAME} !-f
    RewriteCond %{REQUEST_FILENAME} !-d
    # Sino envía el request a index.php
    RewriteRule . index.php

    # ...más configuraciones...
</Directory>






Configuración Recomendada de Nginx 


Deberías haber instalado PHP como un FPM SAPI [http://php.net/install.fpm] para utilizar Nginx [http://wiki.nginx.org/].
Utiliza la siguiente configuración de Nginx, reemplazando path/to/basic/web con la ruta real a basic/web y mysite.local con el
hostname real del servidor.


server {
    charset utf-8;
    client_max_body_size 128M;

    listen 80; ## listen for ipv4
    #listen [::]:80 default_server ipv6only=on; ## listen for ipv6

    server_name mysite.local;
    root        /path/to/basic/web;
    index       index.php;

    access_log  /path/to/basic/log/access.log main;
    error_log   /path/to/basic/log/error.log;

    location / {
        # Redireccionar a index.php todo lo que no sea un archivo real
        try_files $uri $uri/ /index.php?$args;
    }

    # descomentar para evitar el procesamiento de llamadas de Yii a archivos estáticos no existente
    #location ~ \.(js|css|png|jpg|gif|swf|ico|pdf|mov|fla|zip|rar)$ {
    #    try_files $uri =404;
    #}
    #error_page 404 /404.html;

    location ~ \.php$ {
        include fastcgi.conf;
        fastcgi_pass   127.0.0.1:9000;
        #fastcgi_pass unix:/var/run/php5-fpm.sock;
    }

    location ~ /\.(ht|svn|git) {
        deny all;
    }
}



Al utilizar esta configuración, también deberías definir cgi.fix_pathinfo=0 en el archivo php.ini, y así
evitar muchas llamadas innecesarias del sistema a stat().


Ten en cuenta también que al correr un servidor HTTPS, deberás agregar fastcgi_param HTTPS on; así Yii puede
detectar propiamente si la conexión es segura.
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Properties


In PHP, class member variables are also called properties. These variables are part of the class definition, and are used
to represent the state of a class instance (i.e., to differentiate one instance of the class from another). In practice, you may often want to handle the reading or writing of properties in special ways. For example, you may want to always trim a string when it is being assigned
to a label property. You could use the following code to achieve this task:


$object->label = trim($label);



The drawback of the above code is that you would have to call trim() everywhere in your code where you might set the label
property. If, in the future, the label property gets a new requirement, such as the first letter must be capitalized, you would again have to modify every bit of code that assigns a value to label. The repetition of code leads to bugs, and is a practice you want to avoid as much as possible.


To solve this problem, Yii introduces a base class called [[yii\base\Object]] that supports defining properties
based on getter and setter class methods. If a class needs that functionality, it should extend from
[[yii\base\Object]], or from a child class.



Info: Nearly every core class in the Yii framework extends from [[yii\base\Object]] or a child class.
This means that whenever you see a getter or setter in a core class, you can use it like a property.



A getter method is a method whose name starts with the word get; a setter method starts with set.
The name after the get or set prefix defines the name of a property. For example, a getter getLabel() and/or
a setter setLabel() defines a property named label, as shown in the following code:


namespace app\components;

use yii\base\Object;

class Foo extends Object
{
    private $_label;

    public function getLabel()
    {
        return $this->_label;
    }

    public function setLabel($value)
    {
        $this->_label = trim($value);
    }
}



(To be clear, the getter and setter methods create the property label, which in this case internally refers to a private attribute named _label.)


Properties defined by getters and setters can be used like class member variables. The main difference is that
when such property is being read, the corresponding getter method will be called;  when the property is
being assigned a value, the corresponding setter method will be called. For example:


// equivalent to $label = $object->getLabel();
$label = $object->label;

// equivalent to $object->setLabel('abc');
$object->label = 'abc';



A property defined by a getter without a setter is read only. Trying to assign a value to such a property will cause
an [[yii\base\InvalidCallException|InvalidCallException]]. Similarly, a property defined by a setter without a getter
is write only, and trying to read such a property will also cause an exception. It is not common to have write-only
properties.


There are several special rules for, and limitations on, the properties defined via getters and setters:



		The names of such properties are case-insensitive. For example, $object->label and $object->Label are the same.
This is because method names in PHP are case-insensitive.


		If the name of such a property is the same as a class member variable, the latter will take precedence.
For example, if the above Foo class has a member variable label, then the assignment $object->label = 'abc'
will affect the member variable ‘label’; that line would not call the  setLabel() setter method.


		These properties do not support visibility. It makes no difference to the defining getter or setter method if the property is public, protected or private.


		The properties can only be defined by non-static getters and/or setters. Static methods will not be treated in the same manner.





Returning back to the problem described at the beginning of this guide, instead of calling trim() everywhere a label value is assigned, trim() now only needs to be invoked within the setter setLabel(). And if a new requirement makes it necesary that the label be initially capitalized, the setLabel() method can quickly be modified without touching any other code. The one change will universally affect every assignment to label.
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Автозагрузка классов


Поиск и подключение файлов классов в Yii реализовано при помощи
автозагрузки классов [http://www.php.net/manual/ru/language.oop5.autoload.php]. Фреймворк предоставляет свой быстрый
совместимый с PSR-4 [https://github.com/php-fig/fig-standards/blob/master/proposed/psr-4-autoloader/psr-4-autoloader.md]
автозагрузчик, который устанавливается в момент подключения Yii.php.



Примечание: Для простоты повествования, в этом разделе мы будем говорить только об автозагрузке классов. Тем не менее,
всё описанное применимо к интерфейсам и трейтам.




Как использовать автозагрузчик Yii 


При использовании автозагрузчика классов Yii следует соблюдать два простых правила создания и именования классов:



		Каждый класс должен принадлежать пространству имён (то есть foo\bar\MyClass).


		Каждый класс должен находиться в отдельном файле, путь к которому определятся следующим правилом:





// $className — это абсолютное имя класса, начинающееся с "\"
$classFile = Yii::getAlias('@' . str_replace('\\', '/', $className) . '.php');



Например, если абсолютное имя класса foo\bar\MyClass, то псевдоним пути данного файла будет
@foo/bar/MyClass.php. Для того, чтобы данный псевдоним можно было преобразовать в путь к файлу, необходимо чтобы
либо @foo либо @foo/bar являлся корневым псевдонимом.


При использовании шаблона приложения basic вы можете хранить свои классы в пространстве имён app.
В этом случае они будут загружаться автоматически без создания нового псевдонима. Это работает потому как @app
является заранее определённым псевдонимом и такое имя класса как
app\components\MyClass в соответствии с описанным выше алготимом преобразуется в путь
директорияПриложения/components/MyClass.php.


В шаблоне приложения advanced каждый уровень приложения обладает собственным корневым
псевдонимом. Например, для frontend корневым псевдонимом является @frontend, а для backend — @backend. Это позволяет
разместить классы frontend в пространство имён frontend, а классы backend в пространство имён backend. При этом
классы будут загружены автоматически.





Карта классов 


Автозагрузчик Yii поддерживает карту классов. Эта возможность позволяет указать путь к файлу для каждого имени класса.
При загрузке класса автозагрузчик проверяет наличие класса в карте. Если он там есть, соответствующий файл будет загружен
напрямую без каких-либо дополнительных проверок. Это делает автозагрузку очень быстрой. Все классы самого фреймворка
загружаются именно этим способом.


Вы можете добавить класс в карту Yii::$classMap следующим образом:


Yii::$classMap['foo\bar\MyClass'] = 'path/to/MyClass.php';



Для указания путей к файлам классов можно использовать псевдонимы. Карту классов необходимо
сформировать в процессе первоначальной загрузки так как она должна быть готова до
использования классов.





Использование других автозагрузчиков 


Так как Yii использует Composer в качестве менеджера зависимостей, рекомендуется дополнительно установить его автозагрузчик.
Если вы используете какие-либо сторонние библиотеки, в которых есть свои автозагрузчики, эти автозагрузчики также необходимо
установить.


При использовании дополнительных автозагрузчиков файл Yii.php должен быть подключен после их установки. Это позволит
автозагрузчику Yii первым пробовать загрузить класс. К примеру, приведённый ниже код взят из
входного скрипта шаблона приложения basic. Первая строка устанавливает
автозагрузчик Composer, а вторая — автозагрузчик Yii:


require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');



Вы можете использовать автозагрузчик Composer без автозагрузчика Yii. Однако, скорость автозагрузки в этом случае
может уменьшится. Также вам будет необходимо следовать правилам автозагрузчика Composer.



Информация: Если вы не хотите использовать автозагрузчик Yii, создайте свою версию файла Yii.php
и подключите его в входном скрипте.






Автозагрузка классов расширений 


Автозагрузчик Yii может автоматически загружать классы расширений в том случае, если соблюдается
единственное правило. Расширение должно правильно описать раздел ‘autoload’ в файле ‘composer.json’. Более подробно об
этом можно узнать из официальной документации Composer [https://getcomposer.org/doc/04-schema.md#autoload].


Если вы не используете автозагрузчик Yii, то классы расширений могут быть автоматически загружены с помощью
автозагрузчика Composer.
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Caché de Páginas


La caché de páginas se refiere a guardar el contenido de toda una página en el almacenamiento de caché del servidor.
Posteriormente, cuando la misma página sea requerida de nuevo, su contenido será devuelto desde la caché en vez de
volver a generarlo desde cero.


El almacenamiento en caché de páginas está soportado por [[yii\filters\PageCache]], un filtro de acción.
Puede ser utilizado de la siguiente forma en un controlador:


public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => 'yii\filters\PageCache',
            'only' => ['index'],
            'duration' => 60,
            'variations' => [
                \Yii::$app->language,
            ],
            'dependency' => [
                'class' => 'yii\caching\DbDependency',
                'sql' => 'SELECT COUNT(*) FROM post',
            ],
        ],
    ];
}



El código anterior establece que el almacenamiento de páginas en caché debe ser utilizado sólo en la acción index; el
contenido de la página debería almacenarse durante un máximo de 60 segundos y ser variado por el idioma actual de la
aplicación; además, el almacenamiento de la página en caché debería ser invalidado si el número total de
artículos ha cambiado.


Como puedes ver, la caché de páginas es muy similar a la caché de fragmentos. Ambos soportan opciones
tales como duration, dependencies, variations, y enabled. Su principal diferencia es que la caché de páginas está
implementado como un filtro de acción mientras que la caché de fragmentos se hace en un widget.


Puedes usar la caché de fragmentos así como el contenido dinámico
junto con la caché de páginas.
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Helpers



Note: This section is under development.



Yii provides many classes that help simplify common coding tasks, such as string or array manipulations,
HTML code generation, and so on. These helper classes are organized under the yii\helpers namespace and
are all static classes (meaning they contain only static properties and methods and should not be instantiated).


You use a helper class by directly calling one of its static methods, like the following:


use yii\helpers\Html;

echo Html::encode('Test > test');




Note: To support customizing helper classes, Yii breaks each core helper class
into two classes: a base class (e.g. BaseArrayHelper) and a concrete class (e.g. ArrayHelper).
When you use a helper, you should only use the concrete version and never use the base class.




Core Helper Classes


The following core helper classes are provided in the Yii releases:



		ArrayHelper


		Console


		FileHelper


		Html


		HtmlPurifier


		Image


		Inflector


		Json


		Markdown


		Security


		StringHelper


		Url


		VarDumper








Customizing Helper Classes 


To customize a core helper class (e.g. [[yii\helpers\ArrayHelper]]), you should create a new class extending
from the helpers corresponding base class (e.g. [[yii\helpers\BaseArrayHelper]]) and name your class the same
as the corresponding concrete class (e.g. [[yii\helpers\ArrayHelper]]), including its namespace. This class
will then be set up to replace the original implementation of the framework.


The following example shows how to customize the [[yii\helpers\ArrayHelper::merge()|merge()]] method of the
[[yii\helpers\ArrayHelper]] class:


<?php

namespace yii\helpers;

class ArrayHelper extends BaseArrayHelper
{
    public static function merge($a, $b)
    {
        // your custom implementation
    }
}



Save your class in a file named ArrayHelper.php. The file can be in any directory, for example @app/components.


Next, in your application’s entry script, add the following line of code
after including the yii.php file to tell the Yii class autoloader to load your custom
class instead of the original helper class from the framework:


Yii::$classMap['yii\helpers\ArrayHelper'] = '@app/components/ArrayHelper.php';



Note that customizing of helper classes is only useful if you want to change the behavior of an existing function
of the helpers. If you want to add additional functions to use in your application you may better create a separate
helper for that.
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Быстрый старт


Yii включает полноценный набор средств для упрощённой реализации RESTful API [https://ru.wikipedia.org/wiki/REST].
В частности это следующие возможности:



		Быстрое создание прототипов с поддержкой распространенных API к Active Record;


		Настройка формата ответа (JSON и XML реализованы по умолчанию);


		Получение сериализованных объектов с нужной вам выборкой полей;


		Надлежащее форматирование данных и ошибок при их валидации;


		Поддержка HATEOAS [http://en.wikipedia.org/wiki/HATEOAS];


		Эффективная маршрутизация с надлежащей проверкой HTTP методов;


		Встроенная поддержка методов OPTIONS и HEAD;


		Аутентификация и авторизация;


		HTTP кэширование и кэширование данных;


		Настройка ограничения для частоты запросов (Rate limiting);





Рассмотрим пример, как можно настроить Yii под RESTful API, приложив при этом минимум усилий.


Предположим, вы захотели RESTful API для данных по пользователям. Эти данные хранятся в базе данных и для работы с ними
вами была ранее создана модель [[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]]  (класс app\models\User).



Создание контроллера 


Во-первых, создадим класс контроллера app\controllers\UserController:


namespace app\controllers;

use yii\rest\ActiveController;

class UserController extends ActiveController
{
    public $modelClass = 'app\models\User';
}



Класс контроллера наследуется от [[yii\rest\ActiveController]]. Мы задали [[yii\rest\ActiveController::modelClass|modelClass]]
как app\models\User, тем самым указав контроллеру, к какой модели ему необходимо обращаться для редактирования или
выборки данных.





Настройка правил URL 


Далее изменим настройки компонента urlManager в конфигурации приложения:


'urlManager' => [
    'enablePrettyUrl' => true,
    'enableStrictParsing' => true,
    'showScriptName' => false,
    'rules' => [
        ['class' => 'yii\rest\UrlRule', 'controller' => 'user'],
    ],
]



Настройки выше добавляет правило для контроллера user, которое предоставляет доступ к данным пользователя через красивые
URL и логичные глаголы HTTP.





Пробуем 


Вот так просто мы и создали RESTful API для доступа к данным пользователя. Api нашего сервиса, сейчас включает в себя:



		GET /users: получение постранично списка всех пользователей;


		HEAD /users: получение метаданных листинга пользователей;


		POST /users: создание нового пользователя;


		GET /users/123: получение информации по конкретному пользователю с id равным 123;


		HEAD /users/123: получение метаданных по конкретному пользователю с id равным 123;


		PATCH /users/123 и PUT /users/123: изменение информации по пользователю с id равным 123;


		DELETE /users/123: удаление пользователя с id равным 123;


		OPTIONS /users: получение поддерживаемых методов, по которым можно обратится к /users;


		OPTIONS /users/123: получение поддерживаемых методов, по которым можно обратится к /users/123.






Информация: Yii автоматически использует множественное число от имени контроллера в URL.



Пробуем получить ответы по API используя curl:


$ curl -i -H "Accept:application/json" "http://localhost/users"

HTTP/1.1 200 OK
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
X-Powered-By: PHP/5.4.20
X-Pagination-Total-Count: 1000
X-Pagination-Page-Count: 50
X-Pagination-Current-Page: 1
X-Pagination-Per-Page: 20
Link: <http://localhost/users?page=1>; rel=self, 
      <http://localhost/users?page=2>; rel=next, 
      <http://localhost/users?page=50>; rel=last
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

[
    {
        "id": 1,
        ...
    },
    {
        "id": 2,
        ...
    },
    ...
]



Попробуйте изменить заголовок допустимого формата ресурса на application/xml
и в ответ вы получите результат в формате XML:


$ curl -i -H "Accept:application/xml" "http://localhost/users"

HTTP/1.1 200 OK
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
X-Powered-By: PHP/5.4.20
X-Pagination-Total-Count: 1000
X-Pagination-Page-Count: 50
X-Pagination-Current-Page: 1
X-Pagination-Per-Page: 20
Link: <http://localhost/users?page=1>; rel=self, 
      <http://localhost/users?page=2>; rel=next, 
      <http://localhost/users?page=50>; rel=last
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<response>
    <item>
        <id>1</id>
        ...
    </item>
    <item>
        <id>2</id>
        ...
    </item>
    ...
</response>




Подсказка: Вы можете получить доступ к API через веб-браузер, введя адрес http://localhost/users. Но в этом случае,
для передачи определённых заголовков вам, скорее всего, потребуются дополнительные плагины для браузера.



Если внимательно посмотреть результат ответа, то можно обнаружить, что в заголовках есть информация об общем числе записей,
количестве страниц и т.д. Тут так же можно обнаружить ссылки на другие страницы, как, например,
http://localhost/users?page=2. Перейдя по ней можно получить вторую страницу данных пользователей.


Используя параметры fields и expand в URL, можно указать, какие поля должны быть включены в результат. Например,
по адресу http://localhost/users?fields=id,email мы получим информацию по пользователям, которая будет содержать
только id и email.



Информация: Вы наверное заметили, что при обращении к http://localhost/users мы получаем информацию с полями,
которые нежелательно показывать, такими как password_hash и auth_key. Вы можете и должны отфильтровать их как
описано в разделе «Форматирование ответа».






Резюме 


Используя Yii в качестве RESTful API фреймворка, мы используем реализуем точки входа API как действия контроллеров.
Контроллер используется для организации действий, которые относятся к определённому типу ресурса.


Ресурсы представлены в виде моделей данных, которые наследуются от класса [[yii\base\Model]].
Если необходима работа с базами данных (как с реляционными, так и с NoSQL), рекомендуется использовать для представления
ресурсов [[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]].


Вы можете использовать [[yii\rest\UrlRule]] для упрощения маршрутизации точек входа API.


Хоть это не обязательно, рекомендуется отделять RESTful APIs приложение от основного веб-приложения. Такое разделение
легче обслуживается.
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Handling Errors


Yii includes a built-in [[yii\web\ErrorHandler|error handler]] which makes error handling a much more pleasant
experience than before. In particular, the Yii error handler does the followings to improve error handling:



		All non-fatal PHP errors (e.g. warnings, notices) are converted into catchable exceptions.


		Exceptions and fatal PHP errors are displayed with detailed call stack information and source code lines
in debug mode.


		Supports using a dedicated controller action to display errors.


		Supports different error response formats.





The [[yii\web\ErrorHandler|error handler]] is enabled by default. You may disable it by defining the constant
YII_ENABLE_ERROR_HANDLER to be false in the entry script of your application.



Using Error Handler 


The [[yii\web\ErrorHandler|error handler]] is registered as an application component named errorHandler.
You may configure it in the application configuration like the following:


return [
    'components' => [
        'errorHandler' => [
            'maxSourceLines' => 20,
        ],
    ],
];



With the above configuration, the number of source code lines to be displayed in exception pages will be up to 20.


As aforementioned, the error handler turns all non-fatal PHP errors into catchable exceptions. This means you can
use the following code to deal with PHP errors:


use Yii;
use yii\base\ErrorException;

try {
    10/0;
} catch (ErrorException $e) {
    Yii::warning("Division by zero.");
}

// execution continues...



If you want to show an error page telling the user that his request is invalid or unexpected, you may simply
throw an [[yii\web\HttpException|HTTP exception]], such as [[yii\web\NotFoundHttpException]]. The error handler
will correctly set the HTTP status code of the response and use an appropriate error view to display the error
message.


use yii\web\NotFoundHttpException;

throw new NotFoundHttpException();






Customizing Error Display 


The [[yii\web\ErrorHandler|error handler]] adjusts the error display according to the value of the constant YII_DEBUG.
When YII_DEBUG is true (meaning in debug mode), the error handler will display exceptions with detailed call
stack information and source code lines to help easier debugging. And when YII_DEBUG is false, only the error
message will be displayed to prevent revealing sensitive information about the application.



Info: If an exception is a descendant of [[yii\base\UserException]], no call stack will be displayed regardless
the value of YII_DEBUG. This is because such exceptions are considered to be caused by user mistakes and the
developers do not need to fix anything.



By default, the [[yii\web\ErrorHandler|error handler]] displays errors using two views:



		@yii/views/errorHandler/error.php: used when errors should be displayed WITHOUT call stack information.
When YII_DEBUG is false, this is the only error view to be displayed.


		@yii/views/errorHandler/exception.php: used when errors should be displayed WITH call stack information.





You can configure the [[yii\web\ErrorHandler::errorView|errorView]] and [[yii\web\ErrorHandler::exceptionView|exceptionView]]
properties of the error handler to use your own views to customize the error display.



Using Error Actions 


A better way of customizing the error display is to use dedicated error actions.
To do so, first configure the [[yii\web\ErrorHandler::errorAction|errorAction]] property of the errorHandler
component like the following:


return [
    'components' => [
        'errorHandler' => [
            'errorAction' => 'site/error',
        ],
    ]
];



The [[yii\web\ErrorHandler::errorAction|errorAction]] property takes a route
to an action. The above configuration states that when an error needs to be displayed without call stack information,
the site/error action should be executed.


You can create the site/error action as follows,


namespace app\controllers;

use Yii;
use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public function actions()
    {
        return [
            'error' => [
                'class' => 'yii\web\ErrorAction',
            ],
        ];
    }
}



The above code defines the error action using the [[yii\web\ErrorAction]] class which renders an error
using a view named error.


Besides using [[yii\web\ErrorAction]], you may also define the error action using an action method like the following,


public function actionError()
{
    $exception = Yii::$app->errorHandler->exception;
    if ($exception !== null) {
        return $this->render('error', ['exception' => $exception]);
    }
}



You should now create a view file located at views/site/error.php. In this view file, you can access
the following variables if the error action is defined as [[yii\web\ErrorAction]]:



		name: the name of the error;


		message: the error message;


		exception: the exception object through which you can retrieve more useful information, such as HTTP status code,
error code, error call stack, etc.






Info: If you are using the basic application template or the advanced application template,
the error action and the error view are already defined for you.






Customizing Error Response Format 


The error handler displays errors according to the format setting of the response.
If the the [[yii\web\Response::format|response format]] is html, it will use the error or exception view
to display errors, as described in the last subsection. For other response formats, the error handler will
assign the array representation of the exception to the [[yii\web\Response::data]] property which will then
be converted to different formats accordingly. For example, if the response format is json, you may see
the following response:


HTTP/1.1 404 Not Found
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{
    "name": "Not Found Exception",
    "message": "The requested resource was not found.",
    "code": 0,
    "status": 404
}



You may customize the error response format by responding to the beforeSend event of the response component
in the application configuration:


return [
    // ...
    'components' => [
        'response' => [
            'class' => 'yii\web\Response',
            'on beforeSend' => function ($event) {
                $response = $event->sender;
                if ($response->data !== null) {
                    $response->data = [
                        'success' => $response->isSuccessful,
                        'data' => $response->data,
                    ];
                    $response->statusCode = 200;
                }
            },
        ],
    ],
];



The above code will reformat the error response like the following:


HTTP/1.1 200 OK
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{
    "success": false,
    "data": {
        "name": "Not Found Exception",
        "message": "The requested resource was not found.",
        "code": 0,
        "status": 404
    }
}
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Работа с формами


В данном разделе мы обсудим получение данных от пользователя. На странице будет располагаться форма с полями для ввода
имени и email. Полученные данные будут показаны на странице для их подтверждения.


Чтобы достичь этой цели, помимо создания действия и двух представлений
вы создадите модель.


В данном руководстве вы изучите:



		Как создать модель для данных, введённых пользователем;


		Как объявить правила проверки введённых данных;


		Как создать HTML форму в представлении.






Создание модели 


В файле models/EntryForm.php создайте класс модели EntryForm как показано ниже. Он будет использоваться для
хранения данных, введённых пользователем. Подробно о именовании файлов классов читайте в разделе
«Автозагрузка классов».


<?php

namespace app\models;

use yii\base\Model;

class EntryForm extends Model
{
    public $name;
    public $email;

    public function rules()
    {
        return [
            [['name', 'email'], 'required'],
            ['email', 'email'],
        ];
    }
}



Данный класс расширяет класс [[yii\base\Model]], который является частью фреймворка и обычно используется для работы
с данными форм.


Класс содержит 2 публичных свойства name и email, которые используются для хранения данных, введённых пользователем.
Он также содержит метод rules(), который возвращает набор правил проверки данных. Правила, объявленные в коде выше
означают следующее:



		Поля name и email обязательны для заполнения;


		В поле email должен быть правильный адрес email.





Если объект EntryForm заполнен пользовательскими данными, то для их проверки вы можете вызвать метод
[[yii\base\Model::validate()|validate()]]. В случае неудачной проверки свойство [[yii\base\Model::hasErrors|hasErrors]]
станет равным true. С помощью [[yii\base\Model::getErrors|errors]] можно узнать, какие именно ошибки возникли.





Создание действия 


Далее создайте действие entry в контроллере site, точно так же, как вы делали это ранее.


<?php

namespace app\controllers;

use Yii;
use yii\web\Controller;
use app\models\EntryForm;

class SiteController extends Controller
{
    // ...существующий код...

    public function actionEntry()
    {
        $model = new EntryForm;

        if ($model->load(Yii::$app->request->post()) && $model->validate()) {
            // данные в $model удачно проверены

            // делаем что-то полезное с $model ...
 
            return $this->render('entry-confirm', ['model' => $model]);
        } else {
            // либо страница отображается первый раз, либо есть ошибка в данных
            return $this->render('entry', ['model' => $model]);
        }
    }
}



Действие создает объект EntryForm. Затем оно пытается заполнить модель данными из массива $_POST, доступ
к которому обеспечивает Yii при помощи [[yii\web\Request::post()]]. Если модель успешно заполнена, то есть пользователь
отправил данные из HTML формы, то для проверки данных будет вызван метод [[yii\base\Model::validate()|validate()]].


Если всё в порядке, действие отобразит представление entry-confirm, которое показывает пользователю введенные им данные.
В противном случае будет отображено представление entry, которое содержит HTML форму и ошибки проверки данных, если
они есть.



Информация: Yii::$app представляет собой глобально доступный экземпляр-одиночку
приложения (singleton). Одновременно это Service Locator,
дающий доступ к компонентам вроде request, response, db и так далее. В коде выше для доступа к данным из $_POST
был использован компонент request.






Создание представления 


В заключение, создаём два представления с именами entry-confirm и entry, которые отображаются действием entry из
предыдущего подраздела.


Представление entry-confirm просто отображает имя и email. Оно должно быть сохранено в файле views/site/entry-confirm.php.


<?php
use yii\helpers\Html;
?>
<p>Вы ввели следующую информацию:</p>

<ul>
    <li><label>Name</label>: <?= Html::encode($model->name) ?></li>
    <li><label>Email</label>: <?= Html::encode($model->email) ?></li>
</ul>



Представление entry отображает HTML форму. Оно должно быть сохранено в файле views/site/entry.php.


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\ActiveForm;
?>
<?php $form = ActiveForm::begin(); ?>

    <?= $form->field($model, 'name') ?>

    <?= $form->field($model, 'email') ?>

    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('Отправить', ['class' => 'btn btn-primary']) ?>
    </div>

<?php ActiveForm::end(); ?>



Для построения HTML формы представление использует мощный виджет [[yii\widgets\ActiveForm|ActiveForm]].
Методы begin() и end() выводят открывающий и закрывающий теги формы. Между этими вызовами создаются поля ввода при
помощи метода [[yii\widgets\ActiveForm::field()|field()]]. Первым идёт поле для “name”, вторым — для “email”.
Далее для генерации кнопки отправки данных вызывается метод [[yii\helpers\Html::submitButton()]].





Попробуем 


Чтобы увидеть всё созданное в работе, откройте в браузере следующий URL:


http://hostname/index.php?r=site/entry



Вы увидите страницу с формой и двумя полями для ввода. Перед каждым полем имеется подпись, которая указывает, какую
информацию следует вводить. Если вы нажмёте на кнопку отправки без ввода данных или если вы введете email в неверном
формате, вы увидите сообщение с ошибкой рядом с каждым проблемным полем.


[image: Форма с ошибками]


После ввода верных данных и их отправки, вы увидите страницу с данными, которые вы только что ввели.


[image: Подтверждение введённых данных]



Как работает вся эта «магия» 


Вы, скорее всего, задаётесь вопросом о том, как же эта HTML форма работает на самом деле. Весь процесс может показаться
немного волшебным: то как показываются подписи к полям, ошибки проверки данных при некорректном вводе и то что всё это
происходит без перезагрузки страницы.


Да, проверка данных на самом деле происходит и на стороне клиента при помощи JavaScript и на стороне сервера.
[[yii\widgets\ActiveForm]] достаточно продуман, чтобы взять правила проверки, которые вы объявили в EntryForm,
преобразовать их в JavaScript код и использовать его для проведения проверок. На случай отключения JavaScript в браузере
валидация проводится и на стороне сервера как показано в методе actionEntry(). Это даёт уверенность в том, что данные
корректны при любых обстоятельствах.


Подписи для полей генерируются методом field(), на основе имён свойств модели. Например, подпись Name генерируется
для свойства name. Вы можете модифицировать подписи следующим образом:


<?= $form->field($model, 'name')->label('Ваше имя') ?>
<?= $form->field($model, 'email')->label('Ваш Email') ?>




Информация: В Yii есть множество виджетов, позволяющих быстро строить сложные и динамичные представления.
Как вы узнаете позже, разрабатывать новые виджеты очень просто. Многое из представлений можно вынести в виджеты, чтобы
использовать это повторно в других местах и упростить тем самым разработку в будущем.








Резюме 


В данном разделе вы попробовали каждую часть шаблона проектирования MVC. Вы изучили как создавать классы моделей
для обработки и проверки пользовательских данных.


Также, вы изучили как получать данные от пользователя и как показать данные пользователю. Это задача может занимать в
процессе разработки значительное время. Yii предоставляет мощные виджеты, которые делают задачу максимально простой.


В следующем разделе вы изучите как работать с базами данных, что требуется в большинстве приложений.
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Testing environment setup



Note: This section is under development.



Yii2 has officially maintained integration with Codeception [https://github.com/Codeception/Codeception] testing
framework that allows you to create the following test types:



		Unit testing - verifies that a single unit of code is working as expected;


		Functional testing - verifies scenarios from a user’s perspective via browser emulation;


		Acceptance testing - verifies scenarios from a user’s perspective in a browser.





Yii provides ready to use test sets for all three test types in both
yii2-basic [https://github.com/yiisoft/yii2/tree/master/apps/basic] and
yii2-advanced [https://github.com/yiisoft/yii2/tree/master/apps/advanced] application templates.


In order to run tests you need to install Codeception [https://github.com/Codeception/Codeception]. A good way to
install it is the following:


composer global require "codeception/codeception=2.0.*"
composer global require "codeception/specify=*"
composer global require "codeception/verify=*"



If you’ve never used Composer for global packages before, run composer global status. It should output:


Changed current directory to <directory>



Then add <directory>/vendor/bin to you PATH environment variable. Now we’re able to use codecept from command
line globally.
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Контроллеры


Контроллеры являются частью MVC [https://ru.wikipedia.org/wiki/Model-View-Controller] архитектуры. Это объекты классов, унаследованных
от [[yii\base\Controller]] и отвечающие за обработку запроса и генерирование ответа. В сущности, после обработки запроса приложениями,
контроллеры проанализируют входные данные, передадут их в модели, вставят результаты модели в представления,
и в конечном итоге сгенерируют исходящие ответы.



Действия 


Контроллеры состоят из действий, которые являются основными блоками, к которым может обращаться конечный пользователь и запрашивать исполнение того или иного
функционала. В контроллере может быть одно или несколько действий.


Следующий пример показывает post контроллер с двумя действиями: view и create:


namespace app\controllers;

use Yii;
use app\models\Post;
use yii\web\Controller;
use yii\web\NotFoundHttpException;

class PostController extends Controller
{
    public function actionView($id)
    {
        $model = Post::findOne($id);
        if ($model === null) {
            throw new NotFoundHttpException;
        }

        return $this->render('view', [
            'model' => $model,
        ]);
    }

    public function actionCreate()
    {
        $model = new Post;

        if ($model->load(Yii::$app->request->post()) && $model->save()) {
            return $this->redirect(['view', 'id' => $model->id]);
        } else {
            return $this->render('create', [
                'model' => $model,
            ]);
        }
    }
}



В действии view (определенном методом actionView()), код сначала загружает модель
согласно запрошенному ID модели; Если модель успешно загружена, то код отобразит ее с помощью представления
под названием view. В противном случае будет брошено исключение.


В действии create (определенном методом actionCreate()), код аналогичен. Он сначала пытается загрузить модель
с помощью данных из запроса и сохранить модель. Если все прошло успешно, то код перенаправляет браузер на действие view с ID только
что созданной модели. В противном случае он отобразит представление create, через которое пользователь может заполнить нужные данные.





Маршруты 


Конечные пользователи обращаются к действиям через так называемые маршруты. Маршрут это строка, состоящая из следующих частей:



		ID модуля: он существует, только если контроллер принадлежит не приложению, а модулю;


		ID контроллера: строка, которая уникально идентифицирует контроллер среди всех других контроллеров одного и того же приложения
(или одного и того же модуля, если контроллер принадлежит модулю);


		ID действия: строка, которая уникально идентифицирует действие среди всех других действия одного и того же контроллера.





Маршруты могут иметь следующий формат:


ControllerID/ActionID



или следующий формат, если контроллер принадлежит модулю:


ModuleID/ControllerID/ActionID



Таким образом, если пользователь запрашивает URL http://hostname/index.php?r=site/index, то index действие в site контроллере будет вызвано.
Секция Маршрутизация содержит более подробную информацию о том как маршруты сопоставляются с действиями.





Создание контроллеров 


В [[yii\web\Application|Веб приложениях]], контроллеры должны быть унаследованы от [[yii\web\Controller]] или его потомков.
Аналогично для [[yii\console\Application|консольных приложений]], контроллеры должны быть унаследованы от [[yii\console\Controller]] или
его потомков. Следующий код определяет site контроллер:


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
}




ID контроллеров 


Обычно контроллер сделан таким образом, что он должен обрабатывать запросы, связанные с определенным ресурсом.
Именно по этим причинам, ID контроллеров обычно являются существительные, ссылающиеся на ресурс, который они обрабатывают.
Например, вы можете использовать article в качестве ID контроллера, которые отвечает за обработку данных статей.


По-умолчанию, ID контроллеров должны содержать только следующие символы: Английские буквы в нижнем регистре, цифры, подчеркивания,
тире и слэш. Например, оба article и post-comment являются допустимыми ID контроллеров, в то время как article?, PostComment,
admin\post не являются таковыми.


ID контроллеров также могут содержать префикс подпапки. Например, в admin/article часть article является контроллером в
подпапке admin в [[yii\base\Application::controllerNamespace|пространстве имен контроллеров]].
Допустимыми символами для префиксов подпапок являются: Английские буквы в нижнем  и верхнем регистре, символы подчеркивания и
слэш, где слэш используется в качестве разграничителя для многовложенных подпапок (например panels/admin).





Правила наименования классов контроллеров 


Названия классов контроллеров могут быть получены из ID контроллеров следующими способами:



		Привести в верхний регистр первый символ в каждом слове, разделенном дефисами. Обратите внимание что, если ID контроллера
содержит слэш, то данное правило распространяется только на часть после последнего слэша в ID контроллера;


		Убрать дефисы и заменить любой прямой слэш на обратный;


		Добавить суффикс Controller;


		Добавить в начало [[yii\base\Application::controllerNamespace|пространство имен контроллеров]].





Ниже приведены несколько примеров, с учетом того, что [[yii\base\Application::controllerNamespace|пространство имен контроллеров]]
имеет значение по умолчанию равное app\controllers:



		article соответствует app\controllers\ArticleController;


		post-comment соответствует app\controllers\PostCommentController;


		admin/post-comment соответствует app\controllers\admin\PostCommentController;


		adminPanels/post-comment соответствует app\controllers\adminPanels\PostCommentController.





Классы контроллеров должны быть автозагружаемыми. Именно по этой причине, в вышеприведенном примере,
контроллер article должен быть сохранен в файл, псевдоним которого @app/controllers/ArticleController.php;
в то время как контроллер admin/post2-comment должен находиться в файле @app/controllers/admin/Post2CommentController.php.



Информация: Последний пример admin/post2-comment показывает каким образом вы можете расположить контроллер в подпапке
[[yii\base\Application::controllerNamespace|пространства имен контроллеров]]. Это очень удобно, когда вы хотите организовать свои контроллеры
в несколько категорий и не хотите использовать модули.






Карта контроллеров 


Вы можете сконфигурировать [[yii\base\Application::controllerMap|карту контроллеров]] для того, чтобы преодолеть
описанные выше ограничения именования ID контроллеров и названий классов. В основном это очень удобно, когда вы используете
сторонние контроллеры, именование которых вы не можете контролировать.


Вы можете сконфигурировать [[yii\base\Application::controllerMap|карту контроллеров]] в настройках приложения
следующим образом:


[
    'controllerMap' => [
        [
            // объявляет "account" контроллер, используя название класса
            'account' => 'app\controllers\UserController',

            // объявляет "article" контроллер, используя массив конфигурации
            'article' => [
                'class' => 'app\controllers\PostController',
                'enableCsrfValidation' => false,
            ],
        ],
    ],
]






Контроллер по умолчанию 


Каждое приложение имеет контроллер по умолчанию, указанный через свойство [[yii\base\Application::defaultRoute]].
Когда в запросе не указан маршрут, тогда будет использован маршрут указанный в данном свойстве.
Для [[yii\web\Application|Веб приложений]], это значение 'site', в то время как для [[yii\console\Application|консольных приложений]],
это 'help'. Таким образом, если задан URL http://hostname/index.php, это означает, что контроллер site выполнит обработку запроса.


Вы можете изменить контроллер по умолчанию следующим образом в настройках приложения:


[
    'defaultRoute' => 'main',
]








Создание действий 


Создание действий не представляет сложностей также как и объявление так называемых методов действий в классе контроллера. Метод действия
это public метод, имя которого начинается со слова action. Возвращаемое значение метода действия представляет собой ответные данные,
которые будут высланы конечному пользователю. Приведенный ниже код определяет два действия index и hello-world:


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public function actionIndex()
    {
        return $this->render('index');
    }

    public function actionHelloWorld()
    {
        return 'Hello World';
    }
}




ID действий 


В основном действие разрабатывается для какой-либо конкретной обработки ресурса. По этой причине, ID действий в основном
являются глаголами, такими как view, update, и т. д.


По-умолчанию, ID действия должен содержать только следующие символы: Английские буквы в нижнем регистре, цифры,
подчеркивания и дефисы. Дефисы в ID действий используются для разделения слов. Например, view, update2, comment-post являются
допустимыми ID действий, в то время как view?, Update не являются таковыми.


Вы можете создавать действия двумя способами: встроенные действия и отдельные действия. Встроенное действие является методом, определенным
в классе контроллера, в то время как отдельное действие является экземпляром класса, унаследованного от [[yii\base\Action]] или его потомков.
Встроенные действия требуют меньше усилий для создания и в основном используются если у вас нет надобности в повторном использовании действий.
Отдельные действия, с другой стороны, в основном создаются для использования в различных контроллерах или при использовании в расширениях.





Встроенные действия 


Встроенные действия это те действия, которые определены в рамках методов контроллера, как мы это уже обсудили.


Названия методов действий могут быть получены из ID действий следующим образом:



		Привести первый символ каждого слова в ID действия в верхний регистр;


		Убрать дефисы;


		Добавить префикс action.





Например, index соответствует actionIndex, а hello-world соответствует actionHelloWorld.



Примечание: Названия имен действий являются регистрозависимыми. Если у вас есть метод ActionIndex, он не будет
учтен как метод действия, таким образом, запрос к действию index приведет к выбросу исключению. Также следует учесть, что методы действий
должны иметь область видимости public. Методы имеющие область видимости private или protected НЕ определяют методы встроенных действий.



Встроенные действия в основном используются, потому что для их создания не нужного много усилий. Тем не менее, если вы планируете повторно
использовать некоторые действия в различных местах, или если вы хотите перераспределить действия, вы должны определить его как отдельной действие.





Отдельные действия 


Отдельные действия определяются в качестве классов, унаследованных от [[yii\base\Action]] или его потомков.
Например, в Yii релизах, присутствуют [[yii\web\ViewAction]] и [[yii\web\ErrorAction]], оба из которых являются
отдельными действиями.


Для использования отдельного действия, вы должны указать его в карте действий, с помощью переопределения метода
[[yii\base\Controller::actions()]] в вашем классе контроллера, следующим образом:


public function actions()
{
    return [
        // объявляет "error" действие с помощью названия класса
        'error' => 'yii\web\ErrorAction',

        // объявляет "view" действие с помощью конфигурационного массива
        'view' => [
            'class' => 'yii\web\ViewAction',
            'viewPrefix' => '',
        ],
    ];
}



Как вы можете видеть, метод actions() должен вернуть массив, ключами которого являются ID действий, а значениями - соответствующие
названия класса действия или конфигурация. В отличие от встроенных действий, ID отдельных действий могут
содержать произвольные символы, до тех пор пока они определены в методе actions().


Для создания отдельного действия, вы должны наследоваться от класса [[yii\base\Action]] или его потомков, и реализовать
метод run() с областью видимости public. Роль метода run() аналогична другим методам действий. Например,


<?php
namespace app\components;

use yii\base\Action;

class HelloWorldAction extends Action
{
    public function run()
    {
        return "Hello World";
    }
}






Результаты действий 


Возвращаемое значение методов действий или метода run() отдельного действия очень важно. Оно является результатом
выполнения соответствующего действия.


Возвращаемое значение может быть объектом response, который будет отослан конечному пользователю
в качестве ответа.



		Для [[yii\web\Application|Веб приложений]], возвращаемое значение также может быть произвольными данными, которые будут
присвоены [[yii\web\Response::data]], а затем сконвертированы в строку, представляющую тело ответа.


		Для [[yii\console\Application|Консольных приложений]], возвращаемое значение также может быть числом, представляющим
[[yii\console\Response::exitStatus|статус выхода]] исполнения команды.





В вышеприведенных примерах, все результаты действий являются строками, которые будут использованы в качестве тела ответа,
высланного пользователю. Следующий пример, показывает действие может перенаправить браузер пользователя на новый URL, с помощью
возврата response объекта (т. к. [[yii\web\Controller::redirect()|redirect()]] метод возвращает response объект):


public function actionForward()
{
    // перенаправляем браузер пользователя на http://example.com
    return $this->redirect('http://example.com');
}






Параметры действий 


Методы действий для встроенных действий и методы run() для отдельных действий могут принимать параметры,
называемые параметры действий. Их значения берутся из запросов. Для [[yii\web\Application|Веб приложений]],
значение каждого из параметров действия берется из $_GET, используя название параметра в качестве ключа;
для [[yii\console\Application|консольных приложений]], они соответствуют аргументам командной строки.


В приведенном ниже примере, действие view (встроенное действие) определяет два параметра: $id и $version.


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class PostController extends Controller
{
    public function actionView($id, $version = null)
    {
        // ...
    }
}



Для разных запросов параметры действий будут определены следующим образом:



		http://hostname/index.php?r=post/view&id=123: параметр $id будет присвоено значение '123', в то время
как $version будет иметь значение null, т. к. строка запроса не содержит параметра version;


		http://hostname/index.php?r=post/view&id=123&version=2: параметрам $id и $version будут присвоены
значения '123' и '2' соответственно;


		http://hostname/index.php?r=post/view: будет брошено исключение [[yii\web\BadRequestHttpException]], т. к.
обязательный параметр $id не был указан в запросе;


		http://hostname/index.php?r=post/view&id[]=123: будет брошено исключение [[yii\web\BadRequestHttpException]], т. к.
параметр $id получил неверное значение ['123'].





Если вы хотите, чтобы параметр действия принимал массив значений, вы должны использовать type-hint значение array, как показано ниже:


public function actionView(array $id, $version = null)
{
    // ...
}



Теперь, если запрос будет содержать URL http://hostname/index.php?r=post/view&id[]=123, то параметр $id примет значение
['123']. Если запрос будет содержать URL http://hostname/index.php?r=post/view&id=123, то параметр $id все равно будет
содержать массив, т. к. скалярное значение '123' будет автоматически сконвертировано в массив.


Вышеприведенные примеры в основном показывают как параметры действий работают для Веб приложений. Больше информации
о параметрах консольных приложений представлено в секции Консольные команды.





Действие по умолчанию 


Каждый контроллер имеет действие, указанное через свойство [[yii\base\Controller::defaultAction]].
Когда маршрут содержит только ID контроллера, то подразумевается, что действие контроллера по умолчанию
было запрошено.


По-умолчанию, это действие имеет значение index. Если вы хотите изменить это значение, просто переопределите данное
свойство в классе контроллера следующим образом:


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public $defaultAction = 'home';

    public function actionHome()
    {
        return $this->render('home');
    }
}








Жизненный цикл контроллера 


При обработке запроса, приложение создаст контроллер, основываясь на
запрошенном маршруте. Для выполнения запроса, контроллер пройдет через следующие этапы
жизненного цикла:



		Метод [[yii\base\Controller::init()]] будет вызван после того как контроллер будет создан и сконфигурирован;


		Контроллер создает объект действия, основываясь на запрошенном ID действия:
		Если ID действия не указан, то будет использовано [[yii\base\Controller::defaultAction|ID действия по умолчанию]];


		Если ID действия найдено в [[yii\base\Controller::actions()|карте действий]], то отдельное действие будет создано;


		Если ID действия соответствует методу действия, то встроенное действие будет создано;


		В противном случае, будет выброшено исключение [[yii\base\InvalidRouteException]].








		Контроллер последовательно вызывает метод beforeAction() приложения, модуля (если контроллер принадлежит модулю) и
самого контроллера.
		Если один из методов вернул false, то остальные, невызванные методы beforeAction будут пропущены, а выполнение
действия будет отменено;


		По-умолчанию, каждый вызов метода beforeAction() вызовет событие beforeAction, на которое вы можете назначить обработчики.








		Контроллер запускает действие:
		Параметры действия будут проанализированы и заполнены из данных запроса.








		Контроллер последовательно вызывает методы afterAction контроллера, модуля (если контроллер принадлежит модулю) и приложения.
		По-умолчанию, каждый вызов метода afterAction() вызовет событие afterAction, на которое вы можете назначить обработчики.








		Приложение, получив результат выполнения действия, присвоит его объекту response.








Лучшие практики 


В хорошо-организованных приложения, контроллеры обычно очень тонкие, и содержат лишь несколько строк кода.
Если ваш контроллер слишком сложный, это обычно означает, что вам надо провести рефакториг его и перенести какой-либо код
в другие места.


В целом, контроллеры



		могут иметь доступ к данным [запроса]runtime-requests.md);


		могут вызывать методы моделей и других компонентов системы с данными запроса;


		могут использовать представления для формирования ответа;


		не должны заниматься обработкой данных, это должно происходить в моделях;


		должны избегать использования HTML или другой разметки, лучше это делать в представлениях.
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Acceptance Tests



Note: This section is under development.




		http://codeception.com/docs/04-AcceptanceTests






Running basic and advanced template acceptance tests


Please refer to instructions provided in apps/advanced/tests/README.md and apps/basic/tests/README.md.
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Кэширование


Кэширование — это простой и эффективный способ повысить производительность веб-приложения. Сохраняя относительно
статичные данные в кэше и извлекая их из кэша, когда потребуется, мы экономим время, затрачиваемое на генерацию
данных с нуля каждый раз.


Кэширование может использоваться на различных уровнях и в различных местах веб-приложения. На стороне сервера, на более
низком уровне мы используем кэширование для хранения основных данных, таких как список последних полученных из базы
данных статьей. На более высоком уровне кэш может использоваться для хранения фрагментов или целых веб-страниц. Таких,
например, как результат рендеринга последних статьей. На стороне клиента для сохранения содержимого недавно посещенных
страниц в кэше браузера может использоваться HTTP-кэширование.


Yii поддерживает все эти механизмы кэширования:



		Кэширование данных


		Кэширование фрагментов


		Кэширование страниц


		HTTP-кэширование
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Pagination


When there’s too much data to be displayed on a single page at once it’s often divided into
parts each containing some data items and displayed one part at a time. Such parts are called
pages thus the name pagination.


If you’re using data provider with one of the data widgets
pagination is already sorted out for you automatically. If not, you need to create [[\yii\data\Pagination]]
object, fill it with data such as [[\yii\data\Pagination::$totalCount|total item count]],
[[\yii\data\Pagination::$pageSize|page size]] and [[\yii\data\Pagination::$page|current page]], apply
it to the query and then feed it to [[\yii\widgets\LinkPager|link pager]].


First of all in controller action we’re creating pagination object and filling it with data:


function actionIndex()
{
    $query = Article::find()->where(['status' => 1]);
    $countQuery = clone $query;
    $pages = new Pagination(['totalCount' => $countQuery->count()]);
    $models = $query->offset($pages->offset)
        ->limit($pages->limit)
        ->all();

    return $this->render('index', [
         'models' => $models,
         'pages' => $pages,
    ]);
}



Then in a view we’re outputting models for the current page and passing pagination object to the link pager:


foreach ($models as $model) {
    // display $model here
}

// display pagination
echo LinkPager::widget([
    'pagination' => $pages,
]);
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Ограничение частоты запросов


Чтобы избежать злоупотреблений, вам следует подумать о добавлении ограничения частоты запросов к вашим API. Например,
вы можете ограничить использование API 100 вызовов API в течение 10 минут для каждого пользователя. Если от пользователя
в течение этого периода времени приходит большее количество запросов, будет возвращаться ответ с кодом состояния 429
(«слишком много запросов»).


Чтобы включить ограничение частоты запросов, [[yii\web\User::identityClass|класс user identity]] должен реализовывать
интерфейс [[yii\filters\RateLimitInterface]]. Этот интерфейс требует реализации следующих трех методов:



		getRateLimit(): возвращает максимальное количество разрешенных запросов и период времени, например [100, 600], что
означает не более 100 вызовов API в течение 600 секунд.


		loadAllowance(): возвращает оставшееся количество разрешенных запросов и UNIX-timestamp последней проверки
ограничения.


		saveAllowance(): сохраняет оставшееся количество разрешенных запросов и текущий UNIX-timestamp.





Вы можете использовать два столбца в таблице user для хранения количества разрешённых запросов и времени последней проверки.
В методах loadAllowance() и saveAllowance() можно реализовать чтение и сохранение значений этих столбцов в соответствии
с данными текущего аутентифицированного пользователя. Для улучшения производительности можно попробовать хранить эту
информацию в кэше или NoSQL хранилище.


Как только соответствующий интерфейс будет реализован в классе identity, Yii начнёт автоматически проверять ограничения
частоты запросов при помощи [[yii\filters\RateLimiter]], фильтра действий для [[yii\rest\Controller]]. При превышении
ограничений будет выброшено исключение [[yii\web\TooManyRequestsHttpException]].


Вы можете настроить ограничитель частоты запросов в ваших классах REST-контроллеров следующим образом:


public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['rateLimiter']['enableRateLimitHeaders'] = false;
    return $behaviors;
}



При включенном ограничении частоты запросов каждый ответ, по умолчанию, возвращается со следующими HTTP-заголовками,
содержащими информацию о текущих ограничениях:



		X-Rate-Limit-Limit: максимальное количество запросов, разрешённое в течение периода времени;


		X-Rate-Limit-Remaining: оставшееся количество разрешённых запросов в текущем периоде времени;


		X-Rate-Limit-Reset: количество секунд, которое нужно подождать до получения максимального количества разрешённых
запросов.





Вы можете отключить эти заголовки, установив свойство [[yii\filters\RateLimiter::enableRateLimitHeaders]] в false,
как показано в примере кода выше.
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Entry Scripts


Entry scripts are the first chain in the application bootstrapping process. An application (either
Web application or console application) has a single entry script. End users make requests to
entry scripts which instantiate application instances and forward the requests to them.


Entry scripts for Web applications must be stored under Web accessible directories so that they
can be accessed by end users. They are often named as index.php, but can also use any other names,
provided Web servers can locate them.


Entry scripts for console applications are usually stored under the base path
of applications and are named as yii (with the .php suffix). They should be made executable
so that users can run console applications through the command ./yii <route> [arguments] [options].


Entry scripts mainly do the following work:



		Define global constants;


		Register Composer autoloader [http://getcomposer.org/doc/01-basic-usage.md#autoloading];


		Include the [[Yii]] class file;


		Load application configuration;


		Create and configure an application instance;


		Call [[yii\base\Application::run()]] to process the incoming request.






Web Applications 


The following is the code in the entry script for the Basic Web Application Template.


<?php

defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);
defined('YII_ENV') or define('YII_ENV', 'dev');

// register Composer autoloader
require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');

// include Yii class file
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// load application configuration
$config = require(__DIR__ . '/../config/web.php');

// create, configure and run application
(new yii\web\Application($config))->run();






Console Applications 


Similarly, the following is the code for the entry script of a console application:


#!/usr/bin/env php
<?php
/**
 * Yii console bootstrap file.
 *
 * @link http://www.yiiframework.com/
 * @copyright Copyright (c) 2008 Yii Software LLC
 * @license http://www.yiiframework.com/license/
 */

defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);

// fcgi doesn't have STDIN and STDOUT defined by default
defined('STDIN') or define('STDIN', fopen('php://stdin', 'r'));
defined('STDOUT') or define('STDOUT', fopen('php://stdout', 'w'));

// register Composer autoloader
require(__DIR__ . '/vendor/autoload.php');

// include Yii class file
require(__DIR__ . '/vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// load application configuration
$config = require(__DIR__ . '/config/console.php');

$application = new yii\console\Application($config);
$exitCode = $application->run();
exit($exitCode);






Defining Constants 


Entry scripts are the best place for defining global constants. Yii supports the following three constants:



		YII_DEBUG: specifies whether the application is running in debug mode. When in debug mode, an application
will keep more log information, and will reveal detailed error call stacks if exceptions are thrown. For this
reason, debug mode should be used mainly during development. The default value of YII_DEBUG is false.


		YII_ENV: specifies which environment the application is running in. This will be described in
more detail in the Configurations section.
The default value of YII_ENV is 'prod', meaning the application is running in production environment.


		YII_ENABLE_ERROR_HANDLER: specifies whether to enable the error handler provided by Yii. The default
value of this constant is true.





When defining a constant, we often use the code like the following:


defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);



which is equivalent to the following code:


if (!defined('YII_DEBUG')) {
    define('YII_DEBUG', true);
}



Clearly the former is more succinct and easier to understand.


Constant definitions should be done at the very beginning of an entry script so that they can take effect
when other PHP files are being included.
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Конфигурации


Конфигурации широко используются в Yii при создании новых объектов или при инициализации уже существующих объектов.
Обычно конфигурации включают в себя названия классов создаваемых объектов и список первоначальных значений,
которые должны быть присвоены свойствам объекта. Также в конфигурациях можно указать список
обработчиков событий объекта, и/или список поведений объекта.


Пример конфигурации подключения к базе данных и дальнейшей инициализации подключения:


$config = [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=127.0.0.1;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
];

$db = Yii::createObject($config);



Метод [[Yii::createObject()]] принимает в качестве аргумента массив с конфигурацией и создаёт объект указанного в них класса.
При этом оставшаяся часть конфигурации используется для инициализации свойств, обработчиков событий и поведений объекта.


Если объект уже создан, вы можете использовать [[Yii::configure()]] для того, чтобы инициализировать свойства объекта
массивом с конфигурацией:


Yii::configure($object, $config);



Обратите внимание, что в этом случае массив с конфигурацией не должен содержать ключ class.



Формат конфигурации 


Формат конфигурации выглядит следующим образом:


[
    'class' => 'ClassName',
    'propertyName' => 'propertyValue',
    'on eventName' => $eventHandler,
    'as behaviorName' => $behaviorConfig,
]



где



		Элемент class указывает абсолютное имя класса создаваемого объекта.


		Элементы propertyName указывают первоначальные значения свойств создаваемого объекта. Ключи являются именами свойств
создаваемого объекта, а значения — начальными значениями свойств создаваемого объекта.
Таким способом могут быть установлены только публичные переменные объекта и его свойства,
созданные через геттеры и сеттеры.


		Элементы on eventName указывают на то, какие обработчики должны быть прикреплены к событиям объекта.
Обратите внимание, что ключи массива начинаются с on. Чтобы узнать весь список поддерживаемых видов
обработчиков событий обратитесь в раздел события


		Элементы as behaviorName указывают на то, какие поведения должны быть внедрены в объект.
Обратите внимание, что ключи массива начинаются с as; а $behaviorConfig представляет собой конфигурацию для
создания поведения, похожую на все остальные конфигурации.





Пример конфигурации с установкой первоначальных значений свойств объекта, обработчика событий и поведения:


[
    'class' => 'app\components\SearchEngine',
    'apiKey' => 'xxxxxxxx',
    'on search' => function ($event) {
        Yii::info("Keyword searched: " . $event->keyword);
    },
    'as indexer' => [
        'class' => 'app\components\IndexerBehavior',
        // ... начальные значения свойств ...
    ],
]






Использование конфигурации 


Конфигурации повсеместно используются в Yii. В самом начале данной главы мы узнали как
создать объект с необходимыми параметрами используя метод [[Yii::createObject()]].
В данном разделе речь пойдет о конфигурации приложения и конфигурациях виджетов — двух основных способов
использования конфигурации.



Конфигурация приложения 


Конфигурация приложения, пожалуй, самая сложная из используемых в фреймворке.
Причина в том, что класс [[yii\web\Application|application]] содержит большое количество конфигурируемых
свойств и событий. Более того, свойство приложения [[yii\web\Application::components|components]]
может принимать массив с конфигурацией для создания компонентов, регистрируемых на уровне приложения.
Пример конфигурации приложения для шаблона приложения basic.


$config = [
    'id' => 'basic',
    'basePath' => dirname(__DIR__),
    'extensions' => require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/extensions.php'),
    'components' => [
        'cache' => [
            'class' => 'yii\caching\FileCache',
        ],
        'mailer' => [
            'class' => 'yii\swiftmailer\Mailer',
        ],
        'log' => [
            'class' => 'yii\log\Dispatcher',
            'traceLevel' => YII_DEBUG ? 3 : 0,
            'targets' => [
                [
                    'class' => 'yii\log\FileTarget',
                ],
            ],
        ],
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=stay2',
            'username' => 'root',
            'password' => '',
            'charset' => 'utf8',
        ],
    ],
];



Ключ class в данной конфигурации не указывается. Причина в том, что класс вызывается по полному имени во
входном скрипте:


(new yii\web\Application($config))->run();



За более подробной документацией о настройках свойства components в конфигурации приложения обратитесь к главам
приложения и Service Locator.





Конфигурации виджетов 


При использовании виджетов часто возникает необходимость изменить параметры виджета с помощью
конфигурации. Для создания виджета можно использовать два метода: [[yii\base\Widget::widget()]] и
[[yii\base\Widget::beginWidget()]]. Оба метода принимают конфигурацию в виде PHP массива:


use yii\widgets\Menu;

echo Menu::widget([
    'activateItems' => false,
    'items' => [
        ['label' => 'Home', 'url' => ['site/index']],
        ['label' => 'Products', 'url' => ['product/index']],
        ['label' => 'Login', 'url' => ['site/login'], 'visible' => Yii::$app->user->isGuest],
    ],
]);



Данный код создает виджет Menu и устанавливает параметр виджета activeItems в значение false.
Также устанавливается параметр items, состоящий из элементов меню.


Обратите внимание что параметр class НЕ передается, так как полное имя уже указано.







Конфигурационные файлы 


Если конфигурация очень сложная, то её, как правило, разделяют по нескольким PHP файлам. Такие файлы называют
Конфигурационными файлами. Конфигурационный файл возвращает массив PHP являющийся конфигурацией.
Например, конфигурацию приложения можно хранить в отдельном файле web.php, как показано ниже:


return [
    'id' => 'basic',
    'basePath' => dirname(__DIR__),
    'extensions' => require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/extensions.php'),
    'components' => require(__DIR__ . '/components.php'),
];



Параметр components также имеет сложную конфигурацию, поэтому можно его хранить в файле components.php
и подключать в файл web.php используя require как и показано выше.
Содержимое файла components.php:


return [
    'cache' => [
        'class' => 'yii\caching\FileCache',
    ],
    'mailer' => [
        'class' => 'yii\swiftmailer\Mailer',
    ],
    'log' => [
        'class' => 'yii\log\Dispatcher',
        'traceLevel' => YII_DEBUG ? 3 : 0,
        'targets' => [
            [
                'class' => 'yii\log\FileTarget',
            ],
        ],
    ],
    'db' => [
        'class' => 'yii\db\Connection',
        'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=stay2',
        'username' => 'root',
        'password' => '',
        'charset' => 'utf8',
    ],
];



Чтобы получить конфигурацию, хранящуюся в файле, достаточно подключить файл с помощью require:


$config = require('path/to/web.php');
(new yii\web\Application($config))->run();






Значения конфигурации по умолчанию 


Метод [[Yii::createObject()]] реализован с использованием dependency injection container.
Это позволяет задавать так называемые значения конфигурации по умолчанию, которые будут применены ко ВСЕМ экземплярам классов во время их инициализации методом [[Yii::createObject()]]. Значения конфигурации по умолчанию указываются с помощью метода Yii::$container->set() на этапе предварительной загрузки.


Например, если мы хотим изменить виджет [[yii\widgets\LinkPager]] так, чтобы все виджеты данного вида показывали максимум
5 кнопок на странице вместо 10 (как это установлено изначально), можно использовать следующий код:


\Yii::$container->set('yii\widgets\LinkPager', [
    'maxButtonCount' => 5,
]);



Без использования значений конфигурации по умолчанию, при использовании LinkPager, вам пришлось бы каждый раз
задавать значение maxButtonCount.





Константы окружения 


Конфигурации могут различаться в зависимости от режима, в котором происходит запуск приложения. Например,
в окружении разработчика (development) вы используете базу данных mydb_dev, а в эксплуатационном (production) окружении
базу данных mydb_prod. Для упрощения смены окружений в Yii существует константа YII_ENV.  Вы можете указать её во
входном скрипте своего приложения:


defined('YII_ENV') or define('YII_ENV', 'dev');



YII_ENV может принимать следующие значения:



		prod: окружение production, т.е. эксплуатационный режим сервера. Константа YII_ENV_PROD установлена в true.
Значение по умолчанию.


		dev: окружение development, т.е. режим для разработки. Константа YII_ENV_DEV установлена в true.


		test: окружение testing, т.е. режим для тестирования. Константа YII_ENV_TEST установлена в true.





Используя эти константы, вы можете задать в конфигурации значения параметров зависящие от текущего окружения.
Например, чтобы включить отладочную панель и отладчик в режиме разработки, вы можете использовать
следующий код в конфигурации приложения:


$config = [...];

if (YII_ENV_DEV) {
    // значения параметров конфигурации для окружения разработки 'dev'
    $config['bootstrap'][] = 'debug';
    $config['modules']['debug'] = 'yii\debug\Module';
}

return $config;
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Authentication



Note: This section is under development.



Authentication is the act of verifying who a user is, and is the basis of the login process. Typically, authentication uses the combination of an identifier–a username or email address–and a password. The user submits these values  through a form, and the application then compares the submitted information against that previously stored (e.g., upon registration).


In Yii, this entire process is performed semi-automatically, leaving the developer to merely implement [[yii\web\IdentityInterface]], the most important class in the authentication system. Typically, implementation of IdentityInterface is accomplished using the User model.


You can find a fully featured example of authentication in the
advanced application template. Below, only the interface methods are listed:


class User extends ActiveRecord implements IdentityInterface
{
    // ...

    /**
     * Finds an identity by the given ID.
     *
     * @param string|integer $id the ID to be looked for
     * @return IdentityInterface|null the identity object that matches the given ID.
     */
    public static function findIdentity($id)
    {
        return static::findOne($id);
    }

    /**
     * Finds an identity by the given token.
     *
     * @param string $token the token to be looked for
     * @return IdentityInterface|null the identity object that matches the given token.
     */
    public static function findIdentityByAccessToken($token, $type = null)
    {
        return static::findOne(['access_token' => $token]);
    }

    /**
     * @return int|string current user ID
     */
    public function getId()
    {
        return $this->id;
    }

    /**
     * @return string current user auth key
     */
    public function getAuthKey()
    {
        return $this->auth_key;
    }

    /**
     * @param string $authKey
     * @return boolean if auth key is valid for current user
     */
    public function validateAuthKey($authKey)
    {
        return $this->getAuthKey() === $authKey;
    }
}



Two of the outlined methods are simple: findIdentity is provided with an  ID value and returns a model instance
associated with that ID. The getId method returns the ID itself. Two of the other methods – getAuthKey and
validateAuthKey – are used to provide extra security to the “remember me” cookie. The getAuthKey method should
return a string that is unique for each user. You can reliably create a unique string using
Yii::$app->getSecurity()->generateRandomString(). It’s a good idea to also save this as part of the user’s record:


public function beforeSave($insert)
{
    if (parent::beforeSave($insert)) {
        if ($this->isNewRecord) {
            $this->auth_key = Yii::$app->getSecurity()->generateRandomString();
        }
        return true;
    }
    return false;
}



The validateAuthKey method just needs to compare the $authKey variable, passed as a parameter (itself retrieved from a cookie), with the value fetched from the database.
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HTTP кэширование


Кроме серверного кэширования, которое мы описали в предыдущих разделах, веб-приложения также могут использовать кэширование на стороне клиента, чтобы сэкономить время для формирования и передачи одного и того же содержания страницы.


Чтобы использовать кэширование на стороне клиента, вы можете настроить [[yii\filters\HttpCache]] в качестве фильтра для действия контроллера, отображающего результат, который может быть закэширован на стороне клиента. [[yii\filters\HttpCache|HttpCache]] работает только для GET и HEAD запросов. Для этих запросов он может обрабатывать три вида HTTP заголовков, относящихся к кэшированию:



		[[yii\filters\HttpCache::lastModified|Last-Modified]]


		[[yii\filters\HttpCache::etagSeed|Etag]]


		[[yii\filters\HttpCache::cacheControlHeader|Cache-Control]]






Заголовок Last-Modified 


Заголовок Last-Modified использует временную метку timestamp, чтобы показать была ли страница изменена после того, как клиент закэшировал её.


Вы можете настроить свойство [[yii\filters\HttpCache::lastModified]], чтобы включить отправку заголовка Last-Modified. Свойство должно содержать PHP-функцию, возвращающую временную метку UNIX timestamp времени последнего изменения страницы. Сигнатура PHP-функции должна совпадать со следующей,


/**
 * @param Action $action объект действия, которое в настоящее время обрабатывается
 * @param array $params значение свойства "params"
 * @return integer временная метка UNIX timestamp, возвращающая время последнего изменения страницы
 */
function ($action, $params)



Ниже приведён пример использования заголовка Last-Modified:


public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => 'yii\filters\HttpCache',
            'only' => ['index'],
            'lastModified' => function ($action, $params) {
                $q = new \yii\db\Query();
                return $q->from('post')->max('updated_at');
            },
        ],
    ];
}



Приведенный выше код устанавливает, что HTTP кэширование должно быть включено только для действия index. Он
генерирует Last-Modified HTTP заголовок на основе времени последнего сообщения. Когда браузер в первый раз посещает страницу index, то страница будет сгенерирована на сервере и отправлена в браузер; если браузер снова зайдёт на эту страницу и с тех пор ни один пост не обновится, то сервер не будет пересоздавать страницу и браузер будет использовать закэшированную на стороне клиента версию. В результате, будет пропущено как создание страницы на стороне сервера, так и передача содержания страницы клиенту.





Заголовок ETag 


Заголовок “Entity Tag” (или коротко ETag) используется для передачи хэша содержания страницы. Если страница была изменена, то хэш страницы тоже изменится. Сравнивая хэш на стороне клиента с хэшем, генерируемым на стороне сервера, кэш может определить, была ли станица изменена и требуется ли её передавать заново.


Вы можете настроить свойство [[yii\filters\HttpCache::etagSeed]], чтобы включить передачу заголовка ETag. Свойство должно содержать PHP-функцию, возвращающий seed для генерации ETag хэша. Сигнатура PHP-функции должна совпадать со следующей,


/**
 * @param Action $action объект действия, которое в настоящее время обрабатывается
 * @param array $params значение свойства "params"
 * @return string строка используемая как seed для генерации ETag хэша
 */
function ($action, $params)



Ниже приведён пример использования заголовка ETag:


public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => 'yii\filters\HttpCache',
            'only' => ['view'],
            'etagSeed' => function ($action, $params) {
                $post = $this->findModel(\Yii::$app->request->get('id'));
                return serialize([$post->title, $post->content]);
            },
        ],
    ];
}



Приведенный выше код устанавливает, что HTTP кэширование должно быть включено только для действия view. Он
генерирует ETag HTTP заголовок на основе заголовка и содержания последнего сообщения. Когда браузер в первый раз посещает страницу view, то страница будет сгенерирована на сервере и отправлена в браузер; если браузер снова зайдёт на эту страницу и с тех пор ни один пост не обновится, то сервер не будет пересоздавать страницу и браузер будет использовать закэшированную на стороне клиента версию. В результате, будет пропущено как создание страницы на стороне сервера, так и передача содержание страницы клиенту.


ETags позволяет применять более сложные и/или более точные стратегии кэширования, чем заголовок Last-Modified.
Например, ETag станет невалидным (некорректным), если на сайте была включена другая тема


Ресурсоёмкая генерация ETag может противоречить цели использования HttpCache и внести излишнюю нагрузку,
т.к. он должен пересоздаваться при каждом запросе. Попробуйте найти простое выражение, которое инвалидирует кэш, если содержание страницы было изменено.



Примечание: В соответствии с RFC 7232 [http://tools.ietf.org/html/rfc7232#section-2.4],
HttpCache будет отправлять как ETag заголовок, так и Last-Modified заголовок, если они оба были настроены.
И если клиент отправляет как If-None-Match заголовок, так и If-Modified-Since заголовок, то только первый из них будет принят.






Заголовок Cache-Control 


Заголовок Cache-Control определяет общую политику кэширования страниц. Вы можете включить его отправку, настроив свойство [[yii\filters\HttpCache::cacheControlHeader]]. По-умолчанию будет отправлен следующий заголовок:


Cache-Control: public, max-age=3600






Ограничитель кэша сессий 


Когда на странице используются сессии, PHP автоматически отправляет некоторые связанные с кэшем HTTP заголовки, определённые в настройке session.cache_limiter в php.ini. Эти заголовки могут вмешиваться или отключать кэширование, которое вы ожидаете от HttpCache. Чтобы предотвратить эту проблему, по умолчанию HttpCache будет автоматически отключать отправку этих заголовков. Если вы хотите изменить это поведение, вы должны настроить свойство [[yii\filters\HttpCache::sessionCacheLimiter]]. Это свойство может принимать строковое значение, включая public, private, private_no_expire и nocache. Пожалуйста, обратитесь к руководству PHP о session_cache_limiter() [http://www.php.net/manual/en/function.session-cache-limiter.php]
для объяснения этих значений.





SEO подтекст 


Поисковые боты, как правило, с уважением относятся к заголовкам кэширования. Поскольку некоторые из поисковых систем имеют ограничение на количество страниц для одного домена, которые они обрабатывают в течение определенного промежутка времени, то предоставление заголовков кэширования может помочь индексации, поскольку будет уменьшено число обрабатываемых страниц.
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Running Applications


After installing Yii, you have a working Yii application that can be accessed via
the URL http://hostname/basic/web/index.php or http://hostname/index.php, depending
upon your configuration. This section will introduce the application’s built-in functionality,
how the code is organized, and how the application handles requests in general.



Info: For simplicity, throughout this “Getting Started” tutorial, it’s assumed that you have set basic/web
as the document root of your Web server, and configured the URL for accessing
your application to be http://hostname/index.php or something similar.
For your needs, please adjust the URLs in our descriptions accordingly.




Functionality 


The basic application installed contains four pages:



		The homepage, displayed when you access the URL http://hostname/index.php,


		the “About” page,


		the “Contact” page, which displays a contact form that allows end users to contact you via email,


		and the “Login” page, which displays a login form that can be used to authenticate end users. Try logging in
with “admin/admin”, and you will find the “Login” main menu item will change to “Logout”.





These pages share a common header and footer. The header contains a main menu bar to allow navigation
among different pages.


You should also see a toolbar at the bottom of the browser window.
This is a useful debugger tool provided by Yii to record and display a lot of debugging information, such as log messages, response statuses, the database queries run, and so on.





Application Structure 


The most important directories and files in your application are (assuming the application’s root directory is basic):


basic/                  application base path
    composer.json       used by Composer, describes package information
    config/             contains application and other configurations
        console.php     the console application configuration
        web.php         the Web application configuration
    commands/           contains console command classes
    controllers/        contains controller classes
    models/             contains model classes
    runtime/            contains files generated by Yii during runtime, such as logs and cache files
    vendor/             contains the installed Composer packages, including the Yii framework itself
    views/              contains view files
    web/                application Web root, contains Web accessible files
        assets/         contains published asset files (javascript and css) by Yii
        index.php       the entry (or bootstrap) script for the application
    yii                 the Yii console command execution script



In general, the files in the application can be divided into two types: those under basic/web and those
under other directories. The former can be directly accessed via HTTP (i.e., in a browser), while the latter can not and should not be.


Yii implements the model-view-controller (MVC) [http://wikipedia.org/wiki/Model-view-controller] design pattern,
which is reflected in the above directory organization. The models directory contains all model classes,
the views directory contains all view scripts, and the controllers directory contains
all controller classes.


The following diagram shows the static structure of an application.


[image: Static Structure of Application]


Each application has an entry script web/index.php which is the only Web accessible PHP script in the application.
The entry script takes an incoming request and creates an application instance to handle it.
The application resolves the request with the help of its components,
and dispatches the request to the MVC elements. Widgets are used in the views
to help build complex and dynamic user interface elements.





Request Lifecycle 


The following diagram shows how an application handles a request.


[image: Request Lifecycle]



		A user makes a request to the entry script web/index.php.


		The entry script loads the application configuration and creates
an application instance to handle the request.


		The application resolves the requested route with the help of
the request application component.


		The application creates a controller instance to handle the request.


		The controller creates an action instance and performs the filters for the action.


		If any filter fails, the action is cancelled.


		If all filters pass, the action is executed.


		The action loads a data model, possibly from a database.


		The action renders a view, providing it with the data model.


		The rendered result is returned to the response application component.


		The response component sends the rendered result to the user’s browser.
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Overview


Each time when a Yii application handles a request, it undergoes a similar workflow.



		A user makes a request to the entry script web/index.php.


		The entry script loads the application configuration and creates
an application instance to handle the request.


		The application resolves the requested route with the help of
the request application component.


		The application creates a controller instance to handle the request.


		The controller creates an action instance and performs the filters for the action.


		If any filter fails, the action is cancelled.


		If all filters pass, the action is executed.


		The action loads a data model, possibly from a database.


		The action renders a view, providing it with the data model.


		The rendered result is returned to the response application component.


		The response component sends the rendered result to the user’s browser.





The following diagram shows how an application handles a request.


[image: Request Lifecycle]


In this section, we will describe in detail how some of these steps work.
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Recursos


Las APIs RESTful lo son todos para acceder y manipular recursos (resources). Puedes observar los recursos en el paradigma MVC en Modelos (models) .


Mientras que no hay restricción a cómo representar un recurso, en YII usualmente, puedes representar recursos como objetos de la clase [[yii\base\Model]] o sus clases hijas (p.e. [[yii\db\ActiveRecord]]), por las siguientes razones:



		[[yii\base\Model]] implementa el interface [[yii\base\Arrayable]] , el cual te permite personalizar como exponer los datos de los recursos a travès de las APIs RESTful.


		[[yii\base\Model]] soporta Validación de entrada (input validation), lo cual es muy usado en las APIs RESTful para soportar la entrada de datos.


		[[yii\db\ActiveRecord]] provee un poderoso soporte para el acceso a datos en bases de datos y su manipulación, lo que lo le hace servir perfectamente si sus recursos de datos están en bases de datos.





En esta sección, vamos principalmente a describir como la clase con recursos que extiende de [[yii\base\Model]] (o sus clases hijas) puede especificar qué datos puede ser devueltos vía las APIs RESTful. Si la clase de los recursos no extiende de [[yii\base\Model]], entonces todas las variables públicas miembro serán devueltas.



Campos (fields) 


Cuando incluimos un recurso en una respuesta de la API RESTful, el recurso necesita ser serializado en una cadena.
Yii divide este proceso en dos pasos. Primero, el recurso es convertido en un array por [[yii\rest\Serializer]].
Segundo, el array es serializado en una cadena en  el formato requerido (p.e. JSON, XML) por [[yii\web\ResponseFormatterInterface|response formatters]]. El primer paso es en el que debes de concentrarte principalmente cuando desarrolles una clase de un recurso.


Sobreescribiendo [[yii\base\Model::fields()|fields()]] y/o [[yii\base\Model::extraFields()|extraFields()]],
puedes especificar qué datos, llamados fields, en el recursos, pueden ser colocados en el array que le representa.
La diferencia entre estos dos métodos es que el primero especifica el conjunto de campos por defecto que deben ser incluidos en el array que los representa, mientras que el último especifica campos adicionales que deben de ser incluidos en el array si una petición del usuario final para ellos vía el parámetro de consulta expand. Por ejemplo,


// devuelve todos los campos declarados en fields()
http://localhost/users

// sólo devuelve los campos id y email, provistos por su declaración en fields()
http://localhost/users?fields=id,email

// devuelve todos los campos en fields() y el campo profile siempre y cuando esté declarado en extraFields()
http://localhost/users?expand=profile

// sólo devuelve los campos id, email y profile, siempre y cuando ellos estén declarados en fields() y extraFields()
http://localhost/users?fields=id,email&expand=profile




Sobreescribiendo fields() 


Por defecto, [[yii\base\Model::fields()]] devuelve todos los atributos de los modelos como si fueran campos, mientras [[yii\db\ActiveRecord::fields()]] sólo devuelve los atributos que tengan datos en la base de datos.


Puedes sobreescribir fields() para añadir, quitar, renombrar o redefinir campos. El valor de retorno de fields() ha de estar en un array. Las claves del array son los nombres de los campos y los valores del array son las correspondientes definiciones de los campos que pueden ser tanto nombres de propiedades/atributos o funciones anónimas que devuelven los correspondientes valores del los campos. En el caso especial de que el nombre de un campo sea el mismo que su definición puedes omitir la clave en el array. Por ejemplo,


// explícitamente lista cada campo, siendo mejor usarlo cuando quieras asegurarte que los cambios
// en una tabla de la base de datos o en un atributo del modelo no provoque el cambio de tu campo (para mantener la compatibilidad anterior).
public function fields()
{
    return [
        // el nombre de campo es el mismo nombre del atributo
        'id',
        // el nombre del campo es "email", su atributo se denomina "email_address"
        'email' => 'email_address',
        // el nombre del campo es "name", su valor es definido está definido por una función anónima de retrollamada (callback)
        'name' => function () {
            return $this->first_name . ' ' . $this->last_name;
        },
    ];
}

// el ignorar algunos campos, es mejor usarlo cuando heredas de una implementación padre
// y pones en la lista negra (blacklist) algunos campos sensibles
public function fields()
{
    $fields = parent::fields();

    // quita los campos con información sensible
    unset($fields['auth_key'], $fields['password_hash'], $fields['password_reset_token']);

    return $fields;
}




Atención: Dado que, por defecto, todos los atributos de un modelo pueden ser incluidos en la devolución del API, debes
examinar tus datos para estar seguro de que no contiene información sensible. Si se da este tipo de información,
debes sobreescribir fields() para filtrarlos. En el ejemplo anterior, escogemos
quitar auth_key, password_hash y password_reset_token.






Sobreescribiendo extraFields() 


Por defecto, [[yii\base\Model::extraFields()]] no devuelve nada, mientras que [[yii\db\ActiveRecord::extraFields()]] devuelve los nombres de las relaciones que tienen datos (populated) obtenidos de la base de datos.


El formato de devolución de los datos de extraFields() es el mismo que el de fields(). Usualmente, extraFields() es principalmente usado para especificar campos cuyos valores sean objetos. Por ejemplo, dado la siguiente declaración de campo,


public function fields()
{
    return ['id', 'email'];
}

public function extraFields()
{
    return ['profile'];
}



la petición http://localhost/users?fields=id,email&expand=profile puede devolver los siguientes datos en formato JSON :


[
    {
        "id": 100,
        "email": "100@example.com",
        "profile": {
            "id": 100,
            "age": 30,
        }
    },
    ...
]








Enlaces (Links) 


HATEOAS [http://en.wikipedia.org/wiki/HATEOAS], es una abreviación de Hipermedia es el Motor del Estado de la Aplicación (Hypermedia as the Engine of Application State), promueve que las APIs RESTfull devuelvan información que permita a los clientes descubrir las acciones que soportan los recursos devueltos. El sentido de HATEOAS es devolver un conjunto de hiperenlaces con relación a la información, cuando los datos de los recursos son servidos por las APIs.


Las clases con recursos pueden soportar HATEOAS implementando el interfaz [[yii\web\Linkable]] . El interfaz contiene sólo un método [[yii\web\Linkable::getLinks()|getLinks()]] el cual debe de de devolver una lista de  [[yii\web\Link|links]].
Típicamente, debes devolver al menos un enlace self representando la URL al mismo recurso objeto. Por ejemplo,


use yii\db\ActiveRecord;
use yii\web\Link;
use yii\web\Linkable;
use yii\helpers\Url;

class User extends ActiveRecord implements Linkable
{
    public function getLinks()
    {
        return [
            Link::REL_SELF => Url::to(['user/view', 'id' => $this->id], true),
        ];
    }
}



Cuando un objeto User es devuelto en una respuesta, puede contener un elemento  _links representando los enlaces relacionados con el usuario, por ejemplo,


{
    "id": 100,
    "email": "user@example.com",
    // ...
    "_links" => {
        "self": {
            "href": "https://example.com/users/100"
        }
    }
}






Colecciones 


Los objetos de los recursos pueden ser agrupados en  collections. Cada colección contiene una lista de recursos objeto del mismo tipo.


Las colecciones pueden ser representadas como arrays pero, es usualmente más deseable representarlas como proveedores de datos (data providers). Esto es así porque los proveedores de datos soportan paginación y ordenación de los recursos, lo cual es comunmente necesario en las colecciones devueltas con las APIs RESTful. Por ejemplo, la siguiente acción devuelve un proveedor de datos sobre los recursos post:


namespace app\controllers;

use yii\rest\Controller;
use yii\data\ActiveDataProvider;
use app\models\Post;

class PostController extends Controller
{
    public function actionIndex()
    {
        return new ActiveDataProvider([
            'query' => Post::find(),
        ]);
    }
}



Cuando un proveedor de datos está enviando una respuesta con el API RESTful, [[yii\rest\Serializer]] llevará la actual página de los recursos y los serializa como un array de recursos objeto. Adicionalmente, [[yii\rest\Serializer]]
puede incluir también la información de paginación a través de las cabeceras HTTP siguientes:



		X-Pagination-Total-Count: Número total de recursos;


		X-Pagination-Page-Count: Número de páginas;


		X-Pagination-Current-Page: Página actual (iniciando en 1);


		X-Pagination-Per-Page: Número de recursos por página;


		Link: Un conjunto de enlaces de navegación permitiendo al cliente recorrer los recursos página a página.





Un ejemplo se puede ver en la sección Inicio rápido (Quick Start).
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Módulos


Los módulos son unidades de software independientes que consisten en modelos,
vistas, controladores, y otros componentes de apoyo. Los usuarios
finales pueden acceder a los controladores de un módulo cuando éste está instalado en la
aplicación. Por éstas razones, los módulos a menudo se considerados como
mini-aplicaciones. Los módulos difieren de las aplicaciones en que los módulos no pueden
ser desplegados solos y tienen que residir dentro de aplicaciones.



Creación de Módulos


Un módulo está organizado de tal manera que contiene un directorio llamado [[yii\base\Module::basePath|base path]] del
módulo. Dentro de este directorio, hay subdirectorios tales como ‘controllers’, ‘models’, ‘views’, que contienen
controladores, modelos, vistas y otro código, exactamente como una aplicación. El siguiente ejemplo muestra el
contenido dentro de un módulo:


forum/
    Module.php                   archivo clase módulo
    controllers/                 contiene archivos de la clase controlador
        DefaultController.php    archivo clase controlador por defecto
    models/                      contiene los archivos de clase modelo
    views/                       contiene las vistas de controlador y los archivos de diseño
        layouts/                 contiene los archivos de diseño de las vistas
        default/                 contiene los archivos de vista del DefaultController
            index.php            archivo de vista del index




Clases Módulo 


Cada módulo debe tener una única clase módulo que extiende a [[yii\base\Module]]. La clase debe encontrarse
directamente debajo del [[yii\base\Module::basePath|base path]] y debe ser autocargable.
Cuando se está accediendo a un módulo, se creará una única instancia de la clase módulo correspondiente. Como en las
instancias de aplicación, las instancias de módulo se utilizan para compartir datos y
componentes de código dentro de los módulos.


El siguiente ejemplo muestra como podría ser una clase módulo.


namespace app\modules\forum;

class Module extends \yii\base\Module
{
    public function init()
    {
        parent::init();

        $this->params['foo'] = 'bar';
        // ...  otro código de inicialización ...
    }
}



Si el método ‘init()’ contiene mucho código de inicialización de las propiedades del módulo, también se puede guardar
en términos de configuración y cargarlo con el siguiente código ‘init()’:


public function init()
{
    parent::init();
    // inicializa el módulo con la configuración cargada desde config.php
    \Yii::configure($this, require(__DIR__ . '/config.php'));
}



donde el archivo de configuración ‘config.php’ puede contener el siguiente contenido, similar al de
configuraciones de aplicación.


<?php
return [
    'components' => [
        // lista de configuraciones de componente
    ],
    'params' => [
        // lista de parámetros
    ],
];






Controladores en Módulos 


Cuando se crean controladores en un modelo, una convención es poner las clases controlador debajo del sub-espacio de
nombres de ‘controllers’ del espacio de nombres de la clase módulo. Esto también significa que los archivos de la
clase controlador deben ponerse en el directorio ‘controllers’ dentro del [[yii\base\Module::basePath|base path]] del
módulo. Por ejemplo, para crear un controlador ‘post’ en el módulo ‘forum’ mostrado en la última subdivisión, se debe
declarar la clase controlador de la siguiente manera:


namespace app\modules\forum\controllers;

use yii\web\Controller;

class PostController extends Controller
{
    // ...
}



Se puede personalizar el espacio de nombres de las clases controlador configurando la propiedad
[[yii\base\Module::controllerNamespace]]. En el caso que alguno de los controladores esté fuera del espacio de
nombres, se puede hacer accesible configurando la propiedad [[yii\base\Module::controllerMap]], similar a
como se hace en una aplicación.





Vistas en Módulos 


Las vistas en un módulo deben alojarse en el directorio ‘views’ dentro del módulo del
[[yii\base\Module::basePath|base path]]. Las vistas renderizadas por un controlador en el módulo, deben alojarse en el
directorio ‘views/ControllerID’, donde el ‘ControllerID’ hace referencia al
ID del controlador. Por ejemplo, si la clase controlador es ‘PostController’, el
directorio sería ‘views/post’ dentro del [[yii\base\Module::basePath|base path]] del módulo.


Un modulo puede especificar un layout que se aplica a las vistas renderizadas por los
controladores del módulo. El layout debe alojarse en el directorio ‘views/layouts’ por defecto, y se puede configurar
la propiedad [[yii\base\Module::layout]] para apuntar al nombre del layout. Si no se configura la propiedad ‘layout’,
se usar el layout de la aplicación.







Uso de los Módulos 


Para usar un módulo en una aplicación, simplemente se tiene que configurar la aplicación añadiendo el módulo en la
propiedad [[yii\base\Application::modules|modules]] de la aplicación. El siguiente ejemplo de la
configuración de la aplicación usa el modelo ‘forum’:


[
    'modules' => [
        'forum' => [
            'class' => 'app\modules\forum\Module',
            // ... otras configuraciones para el módulo ...
        ],
    ],
]



La propiedad [[yii\base\Application::modules|modules]] contiene un array de configuraciones de módulo.  Cada clave del
array representa un ID de módulo que identifica de forma única el módulo de entre todos los módulos de la
aplicación, y el correspondiente valor del array es la configuración para crear el módulo.



Rutas 


De Igual manera que el acceso a los controladores en una aplicación, las rutas se
utiliza para dirigirse a los controladores en un módulo. Una ruta para un controlador dentro de un módulo debe empezar
con el ID del módulo seguido por el ID del controlador y el ID de la acción. Por ejemplo, si una aplicación usa un
módulo llamado ‘forum’, la ruta ‘forum/post/index’ representaría la acción ‘index’ del controlador ‘post’ en el
módulo. Si la ruta sólo contiene el ID del módulo, entonces la propiedad [[yii\base\Module::defaultRoute]] que por
defecto es ‘default’, determinara que controlador/acción debe usarse. Esto significa que la ruta ‘forum’ representaría
el controlador ‘default’ en el módulo ‘forum’.





Acceder a los Módulos 


Dentro de un módulo, se puede necesitar obtener la instancia de la clase módulo para poder acceder
al ID del módulo, componentes del módulo, etc. Se puede hacer usando la siguiente declaración:


$module = MyModuleClass::getInstance();



Dónde ‘MyModuleClass’ hace referencia al nombre de la clase módulo en la que estemos interesados. El método
‘getInstance()’ devolverá la instancia actualmente solicitada de la clase módulo. Si no se solicita el módulo, el
método devolverá nulo. Hay que tener en cuenta que si se crea una nueva instancia del módulo, esta será diferente a la
creada por Yii en respuesta a la solicitud.



Información: Cuando se desarrolla un módulo, no se debe dar por sentado que el módulo usará un ID fijo. Esto se debe
a que un módulo puede asociarse a un ID arbitrario cuando se usa en una aplicación o dentro de otro módulo. Para
obtener el ID del módulo, primero se debe usar el código del anterior ejemplo para obtener la instancia y luego el
ID mediante ‘$modeule->id’.



También se puede acceder a la instancia de un módulo usando las siguientes declaraciones:


// obtiene el modulo hijo cuyo ID es “forum”
$module = \Yii::$app->getModule('forum');

// obtiene el módulo al que pertenece la petición actual
$module = \Yii::$app->controller->module;



El primer ejemplo sólo es útil cuando conocemos el ID del módulo, mientras que el segundo es mejor usarlo cuando
conocemos los controladores que se están solicitando.


Una vez obtenida la instancia del módulo, se puede acceder a parámetros o componentes registrados con el módulo. Por
ejemplo:


$maxPostCount = $module->params['maxPostCount'];






Bootstrapping Módulos 


Puede darse el caso en que necesitemos que un módulo se ejecute en cada petición. El módulo [[yii\debug\Module|debug]]
es un ejemplo. Para hacerlo, tenemos que listar los IDs de los módulos en la propiedad
[[yii\base\Application::bootstrap|bootstrap]] de la aplicación.


Por ejemplo, la siguiente configuración de aplicación se asegura de que el módulo ‘debug’ siempre se cargue:


[
    'bootstrap' => [
        'debug',
    ],

    'modules' => [
        'debug' => 'yii\debug\Module',
    ],
]








Módulos anidados 


Los módulos pueden ser anidados sin límite de niveles. Es decir, un módulo puede contener un módulo y éste a la vez
contener otro módulo. Nombramos padre al primero mientras que al segundo lo nombramos hijo. Los módulos hijo se
tienen que declarar en la propiedad [[yii\base\Module::modules|modules]] de sus módulos padre. Por ejemplo:


namespace app\modules\forum;

class Module extends \yii\base\Module
{
    public function init()
    {
        parent::init();

        $this->modules = [
            'admin' => [
                // debe considerarse usar un nombre de espacios más corto!
                'class' => 'app\modules\forum\modules\admin\Module',
            ],
        ];
    }
}



En un controlador dentro de un módulo anidado, la ruta debe incluir el ID de todos los módulos antecesores. Por
ejemplo, la ruta ‘forum/admin/dashboard/index’ representa la acción ‘index’ del controlador ‘dashboard’ en el módulo
‘admin’ que es el módulo hijo del módulo ‘forum’.



Información: El método [[yii\base\Module::getModule()|getModule()]] sólo devuelve el módulo hijo que pertenece
directamente a su padre. La propiedad [[yii\base\Application::loadedModules]] contiene una lista de los módulos
cargados, incluyendo los hijos directos y los anidados, indexados por sus nombres de clase.






Mejores Prácticas 


Es mejor usar los módulos en grandes aplicaciones en las que sus funcionalidades puedan ser divididas en diferentes
grupos, cada uno compuesto por funcionalidades directamente relacionadas. Cada grupo de funcionalidades se puede
desarrollar como un módulo que puede ser desarrollado y mantenido por un programador o equipo específico.


Los módulos también son una buena manera de reutilizar código a nivel de grupo de funcionalidades. Algunas
funcionalidades de uso común, tales como la gestión de usuarios o la gestión de comentarios, pueden ser desarrollados
como módulos para que puedan ser fácilmente reutilizados en futuros proyectos.
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Autenticación


A diferencia de las aplicaciones Web, las API RESTful son usualmente sin estado (stateless), lo que permite que las sesiones o las cookies no sean usadas.
Por lo tanto, cada petición debe llevar alguna suerte de credenciales de autenticación, porque la autenticación del usuario no puede ser mantenida por las sesiones o las cookies.
Una práctica común es enviar una pieza (token) secreta de acceso con cada petición para autenticar al usuario. Dado que una pieza de autenticación
puede ser usada para identificar y autenticar solamente a un usuario, **el API de peticiones tiene que ser siempre enviado vía HTTPS para prevenir ataques que intervengan en la transmisión “man-in-the-middle” (MitM) **.


Hay muchas maneras de enviar una token (pieza) de acceso:



		Autorización Básica HTTP [http://en.wikipedia.org/wiki/Basic_access_authentication]: la pieza de acceso
es enviada como nombre de usuario. Esto sólo debe de ser usado cuando la pieza de acceso puede ser guardada
de forma segura en la parte del API del consumidor. Por ejemplo, el API del consumidor es un programa ejecutándose en un servidor.


		Parámetro de la consulta: la pieza de acceso es enviada como un parámetro de la consulta en la URL de la API, p.e.,
https://example.com/users?access-token=xxxxxxxx. Debido que muchos servidores dejan los parámetros de consulta en los logs del servidor,
esta aproximación suele ser usada principalmente para servir peticiones JSONP
que no usen las cabeceras HTTP para enviar piezas de acceso.


		OAuth 2 [http://oauth.net/2/]: la pieza de acceso es obtenida por el consumidor por medio de una autorización del servidor
y enviada al API del servidor según el protocolo OAuth 2 [tokens HTTP del portador] (http://tools.ietf.org/html/rfc6750).





Yii soporta todos los métodos anteriores de autenticación. Puedes crear nuevos métodos de autenticación de una forma fácil.


Para activar la autenticación para tus APIs, sigue los pasos siguientes:



		Configura el componente user de la aplicación:
		Define la propiedad [[yii\web\User::enableSession|enableSession]] como false.


		Define la propiedad [[yii\web\User::loginUrl|loginUrl]] como null para mostrar un error HTTP 403 en vez de redireccionar a la pantalla de login.








		Especifica cuál método de autenticación planeas usar configurando el comportamiento (behavior) authenticator en tus
clases de controladores REST.


		Implementa [[yii\web\IdentityInterface::findIdentityByAccessToken()]] en tu [[yii\web\User::identityClass|clase de identidad de usuarios]].





El paso 1 no es necesario pero sí recomendable para las APIs RESTful, pues son sin estado (stateless).
Cuando [[yii\web\User::enableSession|enableSession]] es false, el estado de autenticación del usuario puede NO persistir entre peticiones usando sesiones.
Si embargo, la autenticación será realizada para cada petición, lo que se consigue en los pasos 2 y 3.



Tip: Puedes configurar [[yii\web\User::enableSession|enableSession]] del componente de la aplicación user en la configuración
de las aplicaciones si estás desarrollando APIs RESTful en términos de un aplicación. Si desarrollas un módulo de las APIs RESTful,
puedes poner la siguiente línea en el método del módulo init(), tal y como sigue:












public function init()
{
parent::init();
\Yii::$app->user->enableSession = false;
}



Por ejemplo, para usar HTTP Basic Auth, puedes configurar el comportamiento `authenticator` como sigue,

```php
use yii\filters\auth\HttpBasicAuth;

public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['authenticator'] = [
        'class' => HttpBasicAuth::className(),
    ];
    return $behaviors;
}



Si quieres implementar los tres métodos de autenticación explicados antes, puedes usar CompositeAuth de la siguiente manera,


use yii\filters\auth\CompositeAuth;
use yii\filters\auth\HttpBasicAuth;
use yii\filters\auth\HttpBearerAuth;
use yii\filters\auth\QueryParamAuth;

public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['authenticator'] = [
        'class' => CompositeAuth::className(),
        'authMethods' => [
            HttpBasicAuth::className(),
            HttpBearerAuth::className(),
            QueryParamAuth::className(),
        ],
    ];
    return $behaviors;
}



Cada elemento en authMethods debe de ser el nombre de una clase de método de autenticación o un array de configuración.


La implementación de findIdentityByAccessToken() es específico de la aplicación. Por ejemplo, en escenarios simples
cuando cada usuario sólo puede tener un token de acceso, puedes almacenar este token en la columna access_token
en la tabla de usuario. El método debe de ser inmediatamente implementado en la clase  User como sigue,


use yii\db\ActiveRecord;
use yii\web\IdentityInterface;

class User extends ActiveRecord implements IdentityInterface
{
    public static function findIdentityByAccessToken($token, $type = null)
    {
        return static::findOne(['access_token' => $token]);
    }
}



Después que la autenticación es activada, tal y como se describe arriba, para cada petición de la API, el controlador solicitado
puede intentar autenticar al usuario en su evento beforeAction().


Si la autenticación tiene éxito, el controlador realizará otras comprobaciones (como son límite del ratio, autorización)
y entonces ejecutar la acción. La identidad del usuario autenticado puede ser recuperada via Yii::$app->user->identity.


Si la autenticación falla, una respuesta con estado HTTP 401 será devuelta junto con otras cabeceras apropiadas (tal como la cabecera para autenticación básica HTTP WWW-Authenticate).



Autorización 


Después de que un usuario se ha autenticado, probablementer querrás comprobar si él o ella tiene los permisos para realizar
la acción solicitada. Este proceso es llamado autorización (authorization) y está cubierto en detalle en la Sección de Autorización.


Si tus controladores extienden de [[yii\rest\ActiveController]], puedes sobreescribir
el método [[yii\rest\Controller::checkAccess()|checkAccess()]] para realizar la comprobación de la autorización.
El método será llamado por las acciones contenidas en [[yii\rest\ActiveController]].
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Mirando Hacia Adelante


Hasta ahora, has creado una aplicación completa en Yii, y has aprendido cómo implementar algunas de las características más típicas y necesarias, como la de obtener datos de los usuarios a través de un formulario HTML, y traer datos de la base de datos
para mostrarlos en forma paginada. También has aprendido cómo utilizar la herramienta Gii para generar
código automáticamente, lo que transforma el hecho de programar en una tarea tan simple como la de completar algunos formularios.
En esta sección, resumiremos los recursos acerca de Yii que ayudan a ser más productivos al utilizar la librería.



		Documentación
		La Guía Definitiva:
Como el nombre indica, la guía precisamente define cómo Yii debería trabajar y te da una guía general
acerca de cómo usar la librería. Este es el tutorial simple más importante de Yii que deberías leer
antes de empezar a escribir código.


		La Referencia de Clases:
Este especifica el uso de cada clase provista por Yii. Debería ser utilizado mayormente cuando estés escribiendo
código y quieras entender el funcionamiento de alguna clase, método o propiedad en particular.


		Artículos de la Wiki:
Estos artículos son escritos por usuarios de Yii basado en experiencias propias. En su mayoría son escritos
como recetas que muestran cómo resolver problemas particulares en Yii. Aunque la calidad de estos artículos
puede ser tan buena como la Guía Definitiva, son particularmente útiles al cubrir aspectos más amplios
y puede a menudo ofrecer soluciones listas para usar.


		Libros








		Extensiones [http://www.yiiframework.com/extensions/]:
Yii cuenta con una librería de cientos de extensiones que han sido provistas por la comunidad de usuarios que pueden ser fácilmente integradas
en tu aplicación y lograr que sea más simple y rápido desarrollarla.


		Comunidad
		Foro [http://www.yiiframework.com/forum/]


		GitHub [https://github.com/yiisoft/yii2]


		Facebook [https://www.facebook.com/groups/yiitalk/]


		Twitter [https://twitter.com/yiiframework]


		LinkedIn [https://www.linkedin.com/groups/yii-framework-1483367]
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Respuestas


Cuando una aplicación finaliza la gestión de una petición (request), genera un objeto
[[yii\web\Response|response]] y lo envía al usuario final. El objeto response contiene información tal como el código
de estado (status code) HTTP, las cabeceras (headers) HTTP y el cuerpo (body). El objetivo final del desarrollo de una
aplicación Web es esencialmente construir objetos response para varias peticiones.


En la mayoría de casos principalmente se debe tratar con
componentes de aplicación de tipo response que, por defecto, son una
instancia de [[yii\web\Response]]. Sin embargo, Yii permite crear sus propios objetos response y enviarlos al
usuario final tal y como se explica a continuación.


En esta sección, se describirá como generar y enviar respuestas a usuarios finales.



Códigos de Estado 


Una de las primeras cosas que debería hacerse cuando se genera una respuesta es indicar si la petición se ha
gestionado correctamente. Esto se indica asignando la propiedad [[yii\web\Response::statusCode]] a la que se le puede
asignar cualquier valor válido dentro de los
códigos de estado HTTP [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec10.html]. Por ejemplo, para indicar que la
petición se ha gestionado correctamente, se puede asignar el código de estado a 200, como en el siguiente ejemplo:


Yii::$app->response->statusCode = 200;



Sin embargo, en la mayoría de casos nos es necesario asignar explícitamente el código de estado. Esto se debe a que el
valor por defecto de [[yii\web\Response::statusCode]] es 200. Y si se quiere indicar que la petición ha fallado, se
puede lanzar una excepción HTTP apropiada como en el siguiente ejemplo:


throw new \yii\web\NotFoundHttpException;



Cuando el error handler captura una excepción, obtendrá el código de estado de la
excepción y lo asignará a la respuesta. En el caso anterior, la excepción [[yii\web\NotFoundHttpException]] está
asociada al estado HTTP 404. En Yii existen las siguientes excepciones predefinidas.



		[[yii\web\BadRequestHttpException]]: código de estado 400.


		[[yii\web\ConflictHttpException]]: código de estado 409.


		[[yii\web\ForbiddenHttpException]]: código de estado 403.


		[[yii\web\GoneHttpException]]: código de estado 410.


		[[yii\web\MethodNotAllowedHttpException]]: código de estado 405.


		[[yii\web\NotAcceptableHttpException]]: código de estado 406.


		[[yii\web\NotFoundHttpException]]: código de estado 404.


		[[yii\web\ServerErrorHttpException]]: código de estado 500.


		[[yii\web\TooManyRequestsHttpException]]: código de estado 429.


		[[yii\web\UnauthorizedHttpException]]: código de estado 401.


		[[yii\web\UnsupportedMediaTypeHttpException]]: código de estado 415.





Si la excepción que se quiere lanzar no se encuentra en la lista anterior, se puede crear una extendiendo
[[yii\web\HttpException]], o directamente lanzando un código de estado, por ejemplo:


throw new \yii\web\HttpException(402);






Cabeceras HTTP 


Se puede enviar cabeceras HTTP modificando el [[yii\web\Response::headers|header collection]] en el componente
response. Por ejemplo:


$headers = Yii::$app->response->headers;

// añade una cabecera Pragma. Las cabeceras Pragma existentes NO se sobrescribirán.
$headers->add('Pragma', 'no-cache');

// asigna una cabecera Pragma. Cualquier cabecera Pragma existente será descartada.
$headers->set('Pragma', 'no-cache');

// Elimina las cabeceras Pragma y devuelve los valores de las eliminadas en un array
$values = $headers->remove('Pragma');




Información: Los nombres de las cabeceras case insensitive, es decir, no discriminan entre mayúsculas y minúsculas.
Además, las nuevas cabeceras registradas no se enviarán al usuario hasta que se llame al método
[[yii\web\Response::send()]].






Cuerpo de la Respuesta


La mayoría de las respuestas deben tener un cuerpo que contenga el contenido que se quiere mostrar a los usuarios
finales.


Si ya se tiene un texto de cuerpo con formato, se puede asignar a la propiedad [[yii\web\Response::content]] del
response. Por ejemplo:


Yii::$app->response->content = 'hello world!';



Si se tiene que dar formato a los datos antes de enviarlo al usuario final, se deben asignar las propiedades
[[yii\web\Response::format|format]] y [[yii\web\Response::data|data]]. La propiedad [[yii\web\Response::format|format]]
especifica que formato debe tener [[yii\web\Response::data|data]]. Por ejemplo:


$response = Yii::$app->response;
$response->format = \yii\web\Response::FORMAT_JSON;
$response->data = ['message' => 'hello world'];



Yii soporta a los siguientes formatos de forma predeterminada, cada uno de ellos implementado por una clase
[[yii\web\ResponseFormatterInterface|formatter]]. Se pueden personalizar los formatos o añadir nuevos sobrescribiendo
la propiedad [[yii\web\Response::formatters]].



		[[yii\web\Response::FORMAT_HTML|HTML]]: implementado por [[yii\web\HtmlResponseFormatter]].


		[[yii\web\Response::FORMAT_XML|XML]]: implementado por [[yii\web\XmlResponseFormatter]].


		[[yii\web\Response::FORMAT_JSON|JSON]]: implementado por [[yii\web\JsonResponseFormatter]].


		[[yii\web\Response::FORMAT_JSONP|JSONP]]: implementado por [[yii\web\JsonResponseFormatter]].





Mientras el cuerpo de la respuesta puede ser mostrado de forma explicita como se muestra a en el anterior ejemplo, en
la mayoría de casos se puede asignar implícitamente por el valor de retorno de los métodos de
acción. El siguiente, es un ejemplo de uso común:


public function actionIndex()
{
    return $this->render('index');
}



La acción index anterior, devuelve el resultado renderizado de la vista index. El valor devuelto será recogido por
el componente response, se le aplicará formato y se enviará al usuario final.


Por defecto, el formato de respuesta es [[yii\web\Response::FORMAT_HTML|HTML]], sólo se debe devolver un string en un
método de acción.  Si se quiere usar un formato de respuesta diferente, se debe asignar antes de devolver los datos.
Por ejemplo:


public function actionInfo()
{
    \Yii::$app->response->format = \yii\web\Response::FORMAT_JSON;
    return [
        'message' => 'hello world',
        'code' => 100,
    ];
}



Como se ha mencionado, además de usar el componente de aplicación response predeterminado, también se pueden crear
objetos response propios y enviarlos a los usuarios finales. Se puede hacer retornando un objeto en el método de
acción, como en el siguiente ejemplo:


public function actionInfo()
{
    return \Yii::createObject([
        'class' => 'yii\web\Response',
        'format' => \yii\web\Response::FORMAT_JSON,
        'data' => [
            'message' => 'hello world',
            'code' => 100,
        ],
    ]);
}




Nota: Si se crea un objeto response propio, no se podrán aprovechar las configuraciones asignadas para el componente
response en la configuración de la aplicación. Sin embargo, se puede usar la
inyección de dependencias para aplicar la configuración común al nuevo objeto response.






Redirección del Navegador 


La redirección del navegador se basa en el envío de la cabecera HTTP Location. Debido a que esta característica se
usa comúnmente, Yii proporciona soporte especial para ello.


Se puede redirigir el navegador a una URL llamando al método [[yii\web\Response::redirect()]]. El método asigna la
cabecera de Location apropiada con la URL proporcionada y devuelve el objeto response él mismo. En un método de
acción, se puede acceder a él mediante el acceso directo [[yii\web\Controller::redirect()]] como en el siguiente
ejemplo:


public function actionOld()
{
    return $this->redirect('http://example.com/new', 301);
}



En el ejemplo anterior, el método de acción devuelve el resultado del método redirect(). Como se ha explicado antes,
el objeto response devuelto por el método de acción se usará como respuesta enviándola al usuario final.


En otros sitios que no sean los métodos de acción, se puede llamar a [[yii\web\Response::redirect()]] directamente
seguido por una llamada al método [[yii\web\Response::send()]] para asegurar que no habrá contenido extra en la
respuesta.


\Yii::$app->response->redirect('http://example.com/new', 301)->send();




Información: De forma predeterminada, el método [[yii\web\Response::redirect()]] asigna el estado de respuesta al
código de estado 302 que indica al navegador que recurso solicitado está temporalmente alojado en una URI diferente.
Se puede enviar un código de estado 301 para expresar que el recurso se ha movido de forma permanente.



Cuando la petición actual es de una petición AJAX, el hecho de enviar una cabecera Location no causará una
redirección del navegador automática. Para resolver este problema, el método [[yii\web\Response::redirect()]] asigna
una cabecera X-Redirect con el valor de la URL de redirección. En el lado del cliente se puede escribir código
JavaScript para leer la esta cabecera y redireccionar el navegador como corresponda.



Información: Yii contiene el archivo JavaScript yii.js que proporciona un conjunto de utilidades comunes de
JavaScript, incluyendo la redirección de navegador basada en la cabecera X-Redirect. Por tanto, si se usa este
fichero JavaScript (registrándolo asset bundle [[yii\web\YiiAsset]]), no se necesitará escribir nada más para tener
soporte en redirecciones AJAX.






Enviar Archivos 


Igual que con la redirección, el envío de archivos es otra característica que se basa en cabeceras HTTP especificas.
Yii proporciona un conjunto de métodos para dar soporte a varias necesidades del envío de ficheros. Todos ellos
incorporan soporte para el rango de cabeceras HTTP.



		[[yii\web\Response::sendFile()]]: envía un fichero existente al cliente.


		[[yii\web\Response::sendContentAsFile()]]: envía un string al cliente como si fuera un archivo.


		[[yii\web\Response::sendStreamAsFile()]]: envía un file stream existente al cliente como si fuera un archivo.





Estos métodos tienen la misma firma de método con el objeto response como valor de retorno. Si el archivo que se envía
es muy grande, se debe considerar usar [[yii\web\Response::sendStreamAsFile()]] porque es más efectivo en términos de
memoria. El siguiente ejemplo muestra como enviar un archivo en una acción de controlador.


public function actionDownload()
{
    return \Yii::$app->response->sendFile('ruta/del/fichero.txt');
}



Si se llama al método de envío de ficheros fuera de un método de acción, también se debe llamar al método
[[yii\web\Response::send()]] después para asegurar que no se añada contenido extra a la respuesta.


\Yii::$app->response->sendFile('ruta/del/fichero.txt')->send();



Algunos servidores Web tienen un soporte especial para enviar ficheros llamado X-Sendfile. La idea es redireccionar
la petición para un fichero a un servidor Web que servirá el fichero directamente. Como resultado, la aplicación Web
puede terminar antes mientras el servidor Web envía el fichero. Para usar esta funcionalidad, se puede llamar a
[[yii\web\Response::xSendFile()]]. La siguiente lista resume como habilitar la característica X-Sendfile para
algunos servidores Web populares.



		Apache: X-Sendfile [http://tn123.org/mod_xsendfile]


		Lighttpd v1.4: X-LIGHTTPD-send-file [http://redmine.lighttpd.net/projects/lighttpd/wiki/X-LIGHTTPD-send-file]


		Lighttpd v1.5: X-Sendfile [http://redmine.lighttpd.net/projects/lighttpd/wiki/X-LIGHTTPD-send-file]


		Nginx: X-Accel-Redirect [http://wiki.nginx.org/XSendfile]


		Cherokee: X-Sendfile and X-Accel-Redirect [http://www.cherokee-project.com/doc/other_goodies.html#x-sendfile]








Enviar la Respuesta 


El contenido en una respuesta no se envía al usuario hasta que se llama al método [[yii\web\Response::send()]]. De
forma predeterminada, se llama a este método automáticamente al final de [[yii\base\Application::run()]]. Sin embargo,
se puede llamar explícitamente a este método forzando el envío de la respuesta inmediatamente.


El método [[yii\web\Response::send()]] sigue los siguientes pasos para enviar una respuesta:



		Lanza el evento [[yii\web\Response::EVENT_BEFORE_SEND]].


		Llama a [[yii\web\Response::prepare()]] para convertir el [[yii\web\Response::data|response data]] en
[[yii\web\Response::content|response content]].


		Lanza el evento [[yii\web\Response::EVENT_AFTER_PREPARE]].


		Llama a [[yii\web\Response::sendHeaders()]] para enviar las cabeceras HTTP registradas.


		Llama a [[yii\web\Response::sendContent()]] para enviar el contenido del cuerpo de la respuesta.


		Lanza el evento [[yii\web\Response::EVENT_AFTER_SEND]].





Después de llamar a [[yii\web\Response::send()]] por primera vez, cualquier llamada a este método será ignorada. Esto
significa que una vez se envíe una respuesta, no se le podrá añadir más contenido.


Como se puede observar, el método [[yii\web\Response::send()]] lanza varios eventos útiles. Al responder a estos
eventos, es posible ajustar o decorar la respuesta.
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Widgets de Jquery UI



Nota: Esta sección está en desarrollo.



Además de lo anterior, Yii incluye soporte para la librería jquery jQuery UI [http://api.jqueryui.com/]. jQuery UI es un probado conjunto de  interacciones con el interface de usuario, efectos, widgets, y temas sobre la librería JavaScript de jquery.



widgets de Yii


Los componentes más complejos de jQuery UI están envueltos dentro de los widgets de Yii para permitir una sintaxis más robusta e integralas con las características del framework. Todos los widgets pertenecen al espacio de nombre  \yii\jui :



		[[yii\jui\Accordion|Accordion]]


		[[yii\jui\AutoComplete|AutoComplete]]


		[[yii\jui\DatePicker|DatePicker]]


		[[yii\jui\Dialog|Dialog]]


		[[yii\jui\Draggable|Draggable]]


		[[yii\jui\Droppable|Droppable]]


		[[yii\jui\Menu|Menu]]


		[[yii\jui\ProgressBar|ProgressBar]]


		[[yii\jui\Resizable|Resizable]]


		[[yii\jui\Selectable|Selectable]]


		[[yii\jui\Slider|Slider]]


		[[yii\jui\SliderInput|SliderInput]]


		[[yii\jui\Sortable|Sortable]]


		[[yii\jui\Spinner|Spinner]]


		[[yii\jui\Tabs|Tabs]]
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Controladores


Los controladores son parte del patrón o arquitectura MVC [http://es.wikipedia.org/wiki/Modelo%E2%80%93vista%E2%80%93controlador].
Son objetos que extienden de [[yii\base\Controller]] y se encargan de procesar los requests (consultas)
generando responses (respuestas). Particularmente, después de tomar el control desde las aplicaciones,
los controladores analizarán los datos que entran en el request, los pasan a los modelos, inyectan los
modelos resultantes a las vistas, y finalmente generan los responses (respuestas) de salida.



Acciones 


Los Controladores están compuestos por acciones que son las unidades más básicas a las que los usuarios pueden
dirigirse y solicitar ejecución. Un controlador puede tener una o múltiples acciones.


El siguiente ejemplo muestra un controlador post con dos acciones: view y create:


namespace app\controllers;

use Yii;
use app\models\Post;
use yii\web\Controller;
use yii\web\NotFoundHttpException;

class PostController extends Controller
{
    public function actionView($id)
    {
        $model = Post::findOne($id);
        if ($model === null) {
            throw new NotFoundHttpException;
        }

        return $this->render('view', [
            'model' => $model,
        ]);
    }

    public function actionCreate()
    {
        $model = new Post;

        if ($model->load(Yii::$app->request->post()) && $model->save()) {
            return $this->redirect(['view', 'id' => $model->id]);
        } else {
            return $this->render('create', [
                'model' => $model,
            ]);
        }
    }
}



En la acción view (definida en el método actionView()), el código primero carga el modelo
de acuerdo el ID del modelo solicitado; Si el modelo es cargado satisfactoriamente, lo mostrará usando una vista
llamada view. Si no, arrojará una excepción.


En la acción create (definida por el método actionCreate()), el código es similar. Primero intenta poblar
el modelo usando datos del request y guardarlo. Si ambas cosas suceden correctamente, se redireccionará
el navegador a la acción view con el ID del modelo recientemente creado. De otro modo mostrará
la vista create a través de la cual el usuario puede completar los campos necesarios.





Routes 


Los usuarios ejecutan las acciones a través de las llamadas routes (rutas). una ruta es una cadena que consiste en las siguientes partes:



		un ID de módulo: este existe solamente si el controlador pertenece a un módulo que no es de la aplicación;


		un ID de controlador: una cadena que identifica exclusivamente al controlador entre todos los controladores dentro de la misma aplicación
(o el mismo módulo si el controlador pertenece a uno);


		un ID de acción: una cadena que identifica exclusivamente a la acción entre todas las acciones del mismo controlador.





Las rutas pueden usar el siguiente formato:


ControllerID/ActionID



o el siguiente formato si el controlador pertenece a un módulo:


ModuleID/ControllerID/ActionID



Entonces si un usuario solicita la URL http://hostname/index.php?r=site/index, la acción index del controlador site
será ejecutado. Para más detalles acerca de cómo las son resueltas en acciones, por favor consulta
la sección Routing.





Creando Controladores 


En [[yii\web\Application|aplicaciones Web]], los controladores deben extender de [[yii\web\Controller]] o cualquier
clase hija. De forma similar los controladores de [[yii\console\Application|aplicaciones de consola]], deben extender
de [[yii\console\Controller]] o cualquier clase hija de esta. El siguiente código define un controlador site:


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
}




IDs de Controladores 


Normalmente, un controlador está diseñado para manejar los requests de acuerdo a un tipo de recurso.
Por esta razón, los IDs de controladores son a menudo sustantivos de los tipos de recurso que están manejando.
Por ejemplo, podrías utilizar article como el ID de un controlador que maneja datos de artículos.


Por defecto, los IDs de controladores deberían contener sólo estos caracteres: letras del Inglés en minúscula, dígitos,
guiones bajos y medios, y barras. Por ejemplo, article, post-comment, admin/post2-comment son todos
IDs de controladores válidos, mientras que article?, PostComment, admin\post no lo son.


Los guiones en un ID de controlador son utilizados para separar palabras, mientras que las barras diagonales lo son para
organizar los controladores en sub-directorios.





Nombres de Clases de Controladores 


Los nombres de clases de controladores pueden ser derivados de los IDs de acuerdo a las siguientes reglas:



		Transforma la primera letra de cada palabra separada por guiones en mayúscula. Nota que si el ID del controlador
contiene barras, esta regla sólo aplica a la porción después de la última barra dentro del ID.


		Elimina guiones y reemplaza cualquier barra diagonal por barras invertidas.


		Agrega el sufijo Controller.


		Agrega al principio el [[yii\base\Application::controllerNamespace|controller namespace]].





A continuación mostramos algunos ejemplos, asumiendo que el [[yii\base\Application::controllerNamespace|controller namespace]]
toma el valor por defecto: app\controllers:



		article deriva en app\controllers\ArticleController;


		post-comment deriva en app\controllers\PostCommentController;


		admin/post2-comment deriva en app\controllers\admin\Post2CommentController.





Las clases de controladores deben ser autocargables. Por esta razón, en los ejemplos anteriores,
la clase del controlador article debe ser guardada en un archivo cuyo alias alias
es @app/controllers/ArticleController.php; mientras que el controlador admin/post2-comment debería estar
en @app/controllers/admin/Post2CommentController.php.



Información: En el último ejemplo, admin/post2-comment, demuestra cómo puedes poner un controlador bajo un sub-directorio
del [[yii\base\Application::controllerNamespace|controller namespace]]. Esto es útil cuando quieres organizar
tus controladores en varias categorías pero sin utilizar módulos.






Controller Map 


Puedes configurar [[yii\base\Application::controllerMap|controller map]] (mapeo de controladores) para superar las restricciones
de los IDs de controladores y sus nombres de clase descritos arriba. Esto es principalmente útil cuando estás utilizando un
controlador de terceros del cual no tienes control alguno sobre sus nombres de clase.


Puedes configurar [[yii\base\Application::controllerMap|controller map]] en la
configuración de la aplicación de la siguiente manera:


[
    'controllerMap' => [
        [
            // declara el controlador "account" usando un nombre de clase
            'account' => 'app\controllers\UserController',

            // declara el controlador "article" utilizando un array de configuración
            'article' => [
                'class' => 'app\controllers\PostController',
                'enableCsrfValidation' => false,
            ],
        ],
    ],
]






Controller por Defecto 


Cada aplicación tiene un controlador por defecto especificado a través de la propiedad [[yii\base\Application::defaultRoute]].
Cuando un request no especifica una ruta, se utilizará la ruta especificada en esta propiedad.
Para [[yii\web\Application|aplicaciones Web]], el valor es 'site', mientras que para [[yii\console\Application|aplicaciones de consola]]
es help. Por lo tanto, si la URL es http://hostname/index.php, significa que el request será manejado por el controlador site.


Puedes cambiar el controlador por defecto con la siguiente configuración de la aplicación:


[
    'defaultRoute' => 'main',
]








Creando Acciones 


Crear acciones puede ser tan simple como definir un llamado método de acción en una clase controlador. Un método de acción es
un método public cuyo nombre comienza con la palabra action. El valor de retorno de uno de estos métodos representa
los datos de respuesta (response) a ser enviado a los usuarios. El siguiente código define dos acciones: index y hello-world:


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public function actionIndex()
    {
        return $this->render('index');
    }

    public function actionHelloWorld()
    {
        return 'Hola Mundo!';
    }
}




IDs de Acciones 


Una acción está a menudo diseñada para realizar una manipulación particular de un recurso. Por esta razón,
los IDs de acciones son usualmente verbos, como view (ver), update (actualizar), etc.


Por defecto, los IDs de acciones deberían contener estos caracteres solamente: letras en Inglés en minúsculas, dígitos,
guiones bajos y barras. Los guiones en un ID de acción son utilizados para separar palabras. Por ejemplo,
view, update2, comment-post son todos IDs válidos, mientras que view? y Update no lo son.


Puedes crear acciones de dos maneras: acciones en línea (inline) o acciones independientes (standalone). Una acción en línea
es definida como un método en la clase del controlador, mientras que una acción independiente es una clase que extiende
[[yii\base\Action]] o sus clases hijas. Las acciones en línea son más fáciles de crear y por lo tanto preferidas
si no tienes intenciones de volver a utilizarlas. Las acciones independientes, por otro lado, son principalmente
creadas para ser reutilizadas en otros controladores o para ser redistribuidas como extensiones.





Acciones en Línea 


Como acciones en línea nos referimos a acciones que son definidas en términos de métodos como acabamos de describir.


Los nombre de métodos de acciones derivan de los IDs de acuerdo al siguiente criterio:



		Transforma la primera letra de cada palabra del ID de la acción a mayúscula;


		Elimina guiones;


		Prefija la palabra action.





Por ejemplo, index se vuelve actionIndex, y hello-world se vuelve actionHelloWorld.



Nota: Los nombres de los métodos de acción son case-sensitive (distinguen entre minúsculas y mayúsculas). Si tienes un
método llamado ActionIndex, no será considerado como un método de acción, y como resultado, solicitar la acción index
resultará en una excepción. También ten en cuenta que los métodos de acción deben ser public. Un método private o protected
NO define un método de acción.



Las acciones en línea son las más comúnmente definidas ya que requieren muy poco esfuerzo de creación. De todos modos,
si planeas reutilizar la misma acción en diferentes lugares, o quieres redistribuir una acción,
deberías considerar definirla como un acción independiente.





Acciones Independientes 


Las acciones independientes son acciones definidas en términos de clases de acción que extienden de [[yii\base\Action]] o cualquiera de sus clases hijas.
Por ejemplo, en Yii se encuentran las clases [[yii\web\ViewAction]] y [[yii\web\ErrorAction]], de las cuales ambas son acciones independientes.


Para utilizar una acción independiente, debes declararla en el action map (mapeo de acciones) sobrescribiendo el método
[[yii\base\Controller::actions()]] en tu controlador de la siguiente manera:


public function actions()
{
    return [
        // declara la acción "error" utilizando un nombre de clase
        'error' => 'yii\web\ErrorAction',

        // declara la acción "view" utilizando un array de configuración
        'view' => [
            'class' => 'yii\web\ViewAction',
            'viewPrefix' => '',
        ],
    ];
}



Como puedes ver, el método actions() debe devolver un array cuyas claves son los IDs de acciones y sus valores los nombres
de clases de acciones o configuraciones. Al contrario de acciones en línea, los IDs de acciones independientes
pueden contener caracteres arbitrarios, mientras sean declarados en el método actions().


Para crear una acción independiente, debes extender de [[yii\base\Action]] o una clase hija, e implementar un
método public llamado run(). El rol del método run() es similar al de un método de acción. Por ejemplo:


<?php
namespace app\components;

use yii\base\Action;

class HelloWorldAction extends Action
{
    public function run()
    {
        return "Hola Mundo!";
    }
}






Resultados de Acción 


El valor de retorno de una método de acción o del método run() de una acción independiente son significativos. Este se refiere
al resultado de la acción correspondiente.


El valor devuelto puede ser un objeto response que será enviado como respuesta a
los usuarios.



		Para [[yii\web\Application|aplicaciones Web]], el valor de retorno pueden ser también datos arbitrarios que serán
asignados a [[yii\web\Response::data]] y más adelante convertidos a una cadena representando el cuerpo de la respuesta.


		Para [[yii\console\Application|aplicaciones de consola], el valor de retorno puede ser también un entero representando
el [[yii\console\Response::exitStatus|status de salida]] de la ejecución del comando.





En los ejemplos mostrados arriba, los resultados de las acciones son todas cadenas que serán tratadas como el cuerpo de la respuesta
a ser enviado a los usuarios. El siguiente ejemplo demuestra cómo una acción puede redirigir el navegador del usuario a una nueva URL
devolviendo un objeto response (debido a que el método [[yii\web\Controller::redirect()|redirect()]] devuelve
un objeto response):


public function actionForward()
{
    // redirige el navegador del usuario a http://example.com
    return $this->redirect('http://example.com');
}






Parámetros de Acción 


Los métodos de acción para acciones en línea y el método run() de acciones independientes pueden tomar parámetros,
llamados parámetros de acción. Sus valores son obtenidos del request. Para [[yii\web\Application|aplicaciones Web]],
el valor de cada parámetro de acción es tomado desde $_GET usando el nombre del parámetro como su clave;
para [[yii\console\Application|aplicaciones de consola]], estos corresponden a los argumentos de la línea de comandos.


En el siguiente ejemplo, la acción view (una acción en línea) declara dos parámetros: $id y $version.


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class PostController extends Controller
{
    public function actionView($id, $version = null)
    {
        // ...
    }
}



Los parámetros de acción serán poblados como se muestra a continuación para distintos requests:



		http://hostname/index.php?r=post/view&id=123: el parámetro $id tomará el valor
'123',  mientras que $version queda como null debido a que no hay un parámetro version en la URL.


		http://hostname/index.php?r=post/view&id=123&version=2: los parámetros $id y $version serán llenados con
'123' y '2', respectivamente.


		http://hostname/index.php?r=post/view: se lanzará una excepción [[yii\web\BadRequestHttpException]]
dado que el parámetro $id es requerido pero no es provisto en el request.


		http://hostname/index.php?r=post/view&id[]=123: una excepción [[yii\web\BadRequestHttpException]] será lanzada
porque el parámetro $id está recibiendo un valor inesperado, el array ['123'].





Si quieres que un parámetro de acción acepte un array como valor, deberías utilizar el type-hinting (especificación de tipo) array,
como a continuación:


public function actionView(array $id, $version = null)
{
    // ...
}



Ahora si el request es http://hostname/index.php?r=post/view&id[]=123, el parámetro $id tomará el valor
de ['123']. Si el request es http://hostname/index.php?r=post/view&id=123, el parámetro $id recibirá aún
el mismo array como valor ya que el valor escalar '123' será convertido automáticamente en array.


Los ejemplos de arriba muestran principalmente como funcionan los parámetros de acción de una aplicación Web. Para aplicaciones de consola,
por favor consulta la sección Comandos de Consola para más detalles.





Acción por Defecto 


Cada controlador tiene una acción por defecto especificada a través de la propiedad [[yii\base\Controller::defaultAction]].
Cuando una ruta contiene sólo el ID del controlador, implica que se está solicitando la acción por defecto
del controlador especificado.


Por defecto, la acción por defecto (valga la redundancia) definida es index. Si quieres cambiar dicho valor, simplemente sobrescribe
esta propiedad en la clase del controlador, como se muestra a continuación:


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public $defaultAction = 'home';

    public function actionHome()
    {
        return $this->render('home');
    }
}








Ciclo de Vida del Controlador 


Cuando se procesa un request, la aplicación creará un controlador
basado en la ruta solicitada. El controlador entonces irá a través del siguiente ciclo de vida
para completar el request:



		El método [[yii\base\Controller::init()]] es llamado después de que el controlador es creado y configurado.


		El controlador crea un objecto action basado en el ID de acción solicitado:
		Si el ID de la acción no es especificado, el [[yii\base\Controller::defaultAction|ID de la acción por defecto]] será utilizado.


		Si el ID de la acción es encontrado en el [[yii\base\Controller::actions()|mapeo de acciones]], una acción independiente
será creada;


		Si el ID de la acción es coincide con un método de acción, una acción en línea será creada;


		De otra manera, se lanzará una excepción [[yii\base\InvalidRouteException]].








		El controlador llama secuencialmente al método beforeAction() de la aplicación, al del módulo (si el controlador
pertenece a uno) y al del controlador.
		Si alguna de las llamadas devuelve false, el resto de los llamados subsiguientes a beforeAction() serán saltados y
la ejecución de la acción será cancelada.


		Por defecto, cada llamada al método beforeAction() lanzará un evento beforeAction al cual le puedes conectar un manejador.








		El controlador ejecuta la acción:
		Los parámetros de la acción serán analizados y poblados con los datos del request;








		El controlador llama secuencialmente al método afterAction() del controlador, del módulo (si el controlador
pertenece a uno) y de la aplicación.
		Por defecto, cada llamada al método afterAction() lanzará un evento afterAction al cual le puedes conectar un manejador.








		La aplicación tomará el resultado de la acción y lo asignará al response.








Buenas Prácticas 


En una aplicación bien diseñada, los controladores son a menudo muy pequeños con cada acción conteniendo unas pocas líneas de código.
Si tu controlador se torna muy complejo, es usualmente un indicador de que deberías realizar una refactorización y mover algo de
código a otras clases.


En resumen, los controladores



		pueden acceder a los datos del request;


		puede llamar a métodos del modelo y otros componentes con data del request;


		pueden utilizar vistas para componer responses;


		NO debe procesar datos del `request - esto debe ser realizado en los modelos;


		deberían evitar insertar HTML o cualquier código de presentación - para esto están las vistas.
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Registro de anotaciones


Yii proporciona un poderoso framework dedicado al registro de anotaciones (logging) que es altamente personalizable y
extensible. Usando este framework se pueden guardar fácilmente anotaciones (logs) de varios tipos de mensajes,
filtrarlos, y unificarlos en diferentes destinos que pueden ser archivos, bases de datos o emails.


Usar el framework de registro de anotaciones de Yii involucra los siguientes pasos:



		Registrar mensajes de las anotaciones en distintos lugares del código;


		Configurar los destinos de las anotaciones en la configuración de la aplicación para filtrar y
exportar los mensajes de las anotaciones;


		Examinar los mensajes filtrados de los las anotaciones exportadas para diferentes destinos
(ej. Yii debugger).





En esta sección, se describirán principalmente los dos primeros pasos.



Anotación de Messages 


Registrar mensajes de anotación es tan simple como llamar a uno de los siguientes métodos de registro de anotaciones.



		[[Yii::trace()]]: registra un mensaje para trazar el funcionamiento de una sección de código. Se usa principalmente
para tareas de desarrollo.


		[[Yii::info()]]: registra un mensaje que transmite información útil.


		[[Yii::warning()]]: registra un mensaje de advertencia que indica que ha sucedido algo inesperado.


		[[Yii::error()]]: registra un error fatal que debe ser investigado tan pronto como sea posible.





Estos métodos registran mensajes de varios niveles de severidad y categorías. Comparten el mismo registro de
función function ($message, $category = 'application'), donde $message representa el mensaje del registro que
tiene que ser registrado, mientras que $category es la categoría del registro de mensaje. El código del siguiente
ejemplo registra la huella del mensaje para la categoría application:


Yii::trace('start calculating average revenue');




Información: Los mensajes de registro pueden ser tanto cadenas de texto como datos complejos, como arrays u objetos.
Es responsabilidad de los destinos de registros tratar los mensajes de registro de manera apropiada.
De forma predeterminada, si un mensaje de registro no es una cadena de texto, se exporta como si fuera un string
llamando a [[yii\helpers\VarDumper::export()]].



Para organizar mejor y filtrar los mensajes de registro, se recomienda especificar una categoría apropiada para cada
mensaje de registro. Se puede elegir un sistema de nombres jerárquicos por categorías que facilite a los
destino de registros el filtrado de mensajes basándose en categorías. Una manera simple pero
efectiva de organizarlos es usar la constante predefinida (magic constant) de PHP __METHOD__ como nombre de
categoría. Además este es el enfoque que se usa en el código del núcleo (core) del framework Yii. Por ejemplo,


Yii::trace('start calculating average revenue', __METHOD__);



La constante __METHOD__ equivale al nombre del método (con el prefijo del nombre completo del nombre de clase) donde
se encuentra la constante. Por ejemplo, es igual a la cadena 'app\controllers\RevenueController::calculate' si la
linea anterior de código se llamara dentro de este método.



Información: Los métodos de registro de anotaciones descritos anteriormente en realidad son accesos directos al
método [[yii\log\Logger::log()|log()]] del [[yii\log\Logger|logger object]] que es un singleton accesible a través
de la expresión Yii::getLogger(). Cuando se hayan registrado suficientes mensajes o cuando la aplicación haya
finalizado, el objeto de registro llamará [[yii\log\Dispatcher|message dispatcher]] para enviar los mensajes de
registro registrados a los destiinos de registros.






Destino de Registros 


Un destino de registro es una instancia de la clase [[yii\log\Target]] o de una clase hija. Este filtra los
mensajes de registro por sus niveles de severidad y sus categorías y después los exporta a algún medio. Por ejemplo,
un [[yii\log\DbTarget|database target]] exporta los mensajes de registro filtrados a una tabla de base de datos,
mientras que un [[yii\log\EmailTarget|email target]] exporta los mensajes de registro a una dirección de correo
electrónico específica.


Se pueden registrar múltiples destinos de registros en una aplicación configurándolos en la
aplicación de componente log dentro de la configuración de aplicación, como
en el siguiente ejemplo:


return [
    // el componente log tiene que cargarse durante el proceso de bootstrapping
    'bootstrap' => ['log'],

    'components' => [
        'log' => [
            'targets' => [
                [
                    'class' => 'yii\log\DbTarget',
                    'levels' => ['error', 'warning'],
                ],
                [
                    'class' => 'yii\log\EmailTarget',
                    'levels' => ['error'],
                    'categories' => ['yii\db\*'],
                    'message' => [
                       'from' => ['log@example.com'],
                       'to' => ['admin@example.com', 'developer@example.com'],
                       'subject' => 'Database errors at example.com',
                    ],
                ],
            ],
        ],
    ],
];




Nota: El componente log debe cargarse durante el proceso de bootstrapping para que
pueda enviar los mensajes de registro a los destinos inmediatamente. Este es el motivo por el que se lista en el
array bootstrap como se muestra más arriba.



En el anterior código, se registran dos destinos de registros en la propiedad [[yii\log\Dispatcher::targets]]



		el primer destino gestiona los errores y las advertencias y las guarda en una tabla de la base de datos;


		el segundo destino gestiona mensajes los mensajes de error de las categorías cuyos nombres empiecen por
yii\db\ y los envía por email a las direcciones admin@example.com y developer@example.com.





Yii incluye los siguientes destinos. En la API de documentación se pueden referencias a estas clases e
información de configuración y uso.



		[[yii\log\DbTarget]]: almacena los mensajes de registro en una tabla de la base de datos.


		[[yii\log\EmailTarget]]: envía los mensajes de registro a direcciones de correo preestablecidas.


		[[yii\log\FileTarget]]: guarda los menajes de registro en archivos.


		[[yii\log\SyslogTarget]]: guarda los mensajes de registro en el syslog llamando a la función PHP syslog().





A continuación, se describirá las características más comunes de todos los destinos de registros.



Filtrado de Mensajes 


Se pueden configurar las propiedades [[yii\log\Target::levels|levels]] y [[yii\log\Target::categories|categories]]
para cada destino de registros, con estas se especifican los niveles de severidad y las categorías de mensajes que
deberán procesar sus destinos.


La propiedad [[yii\log\Target::levels|levels]] es un array que consta de uno o varios de los siguientes valores:



		error: correspondiente a los mensajes registrados por [[Yii::error()]].


		warning: correspondiente a los mensajes registrados por [[Yii::warning()]].


		info: correspondiente a los mensajes registrados por [[Yii::info()]].


		trace: correspondiente a los mensajes registrados por [[Yii::trace()]].


		profile: correspondiente a los mensajes registrados por [[Yii::beginProfile()]] y [[Yii::endProfile()]], que se
explicará más detalladamente en la subsección Perfiles.





Si no se especifica la propiedad [[yii\log\Target::levels|levels]], significa que el destino procesará los
mensajes de cualquier nivel de severidad.


La propiedad [[yii\log\Target::categories|categories]] es un array que consta de categorías de mensaje o patrones. El
destino sólo procesará mensajes de las categorías que se puedan encontrar o si coinciden con algún patrón listado
en el array. Un patrón de categoría es un nombre de categoría al que se le añade un asterisco * al final. Un nombre
de categoría coincide con un patrón si empieza por el mismo prefijo que el patrón. Por ejemplo,
yii\db\Command::execute y yii\db\Command::query que se usan como nombres de categoría para los mensajes
registrados en la clase [[yii\db\Command]], coinciden con el patrón yii\db\*.


Si no se especifica la propiedad [[yii\log\Target::categories|categories]], significa que el destino procesará
los mensajes de todas las categorías.


Además añadiendo las categorías en listas blancas (whitelisting) mediante la propiedad
[[yii\log\Target::categories|categories]], también se pueden añadir ciertas categorías en listas negras (blacklist)
configurando la propiedad [[yii\log\Target::except|except]]. Si se encuentra la categoría de un mensaje o coincide
algún patrón con esta propiedad, NO será procesada por el destino.


La siguiente configuración de destinos especifica que el destino solo debe procesar los mensajes de error y
de advertencia de las categorías que coincidan con alguno de los siguientes patrones yii\db\* o
yii\web\HttpException:*, pero no con yii\web\HttpException:404.


[
    'class' => 'yii\log\FileTarget',
    'levels' => ['error', 'warning'],
    'categories' => [
        'yii\db\*',
        'yii\web\HttpException:*',
    ],
    'except' => [
        'yii\web\HttpException:404',
    ],
]




Información: Cuando se captura una excepción de tipo HTTP por el gestor de errores, se
registrará un mensaje de error con el nombre de categoría con formato yii\web\HttpException:ErrorCode. Por
ejemplo, la excepción [[yii\web\NotFoundHttpException]] causará un mensaje de error del tipo
yii\web\HttpException:404.






Formato de los Mensajes 


Los destinos exportan los mensajes de registro filtrados en cierto formato. Por ejemplo, is se instala un
destino de registros de la calse [[yii\log\FileTarget]], encontraremos un registro similar en el archivo de
registro runtime/log/app.log:


2014-10-04 18:10:15 [::1][][-][trace][yii\base\Module::getModule] Loading module: debug



De forma predeterminada los mensajes de registro se formatearan por [[yii\log\Target::formatMessage()]] como en el
siguiente ejemplo:


Timestamp [IP address][User ID][Session ID][Severity Level][Category] Message Text



Se puede personalizar el formato configurando la propiedad [[yii\log\Target::prefix]] que es un PHP ejecutable y
devuelve un prefijo de mensaje personalizado. Por ejemplo, el siguiente código configura un destino de registro
anteponiendo a cada mensaje de registro el ID de usuario (se eliminan la dirección IP y el ID por razones de
privacidad).


[
    'class' => 'yii\log\FileTarget',
    'prefix' => function ($message) {
        $user = Yii::$app->has('user', true) ? Yii::$app->get('user') : null;
        $userID = $user ? $user->getId(false) : '-';
        return "[$userID]";
    }
]



Además de prefijos de mensaje, destinos de registros también añaden alguna información de contexto en cada lote
de mensajes de registro. De forma predeterminada, se incluyen los valores de las siguientes variables globales de
PHP: $_GET, $_POST, $_FILES, $_COOKIE, $_SESSION y $_SERVER. Se puede ajustar el comportamiento
configurando la propiedad [[yii\log\Target::logVars]] con los nombres de las variables globales que se quieran incluir
con el destino del registro. Por ejemplo, la siguiente configuración de destino de registros especifica que
sólo se añadirá al mensaje de registro el valor de la variable $_SERVER.


[
    'class' => 'yii\log\FileTarget',
    'logVars' => ['_SERVER'],
]



Se puede configurar logVars para que sea un array vacío para deshabilitar totalmente la inclusión de información de
contexto. O si se desea implementar un método propio de proporcionar información de contexto se puede sobrescribir el
método [[yii\log\Target::getContextMessage()]].





Nivel de Seguimiento de Mensajes 


Durante el desarrollo, a veces se quiere visualizar de donde proviene cada mensaje de registro. Se puede lograr
configurando la propiedad [[yii\log\Dispatcher::traceLevel|traceLevel]] del componente log como en el siguiente
ejemplo:


return [
    'bootstrap' => ['log'],
    'components' => [
        'log' => [
            'traceLevel' => YII_DEBUG ? 3 : 0,
            'targets' => [...],
        ],
    ],
];



La configuración de aplicación anterior establece el [[yii\log\Dispatcher::traceLevel|traceLevel]] para que sea 3 si
YII_DEBUG esta habilitado y 0 si esta deshabilitado. Esto significa que si YII_DEBUG esta habilitado, a cada
mensaje de registro se le añadirán como mucho 3 niveles de la pila de llamadas del mensaje que se este registrando; y
si YII_DEBUG está deshabilitado, no se incluirá información de la pila de llamadas.



Información: Obtener información de la pila de llamadas no es trivial. Por lo tanto, sólo se debe usar esta
característica durante el desarrollo o cuando se depura la aplicación.






Liberación (Flushing) y Exportación de Mensajes 


Como se ha comentado anteriormente, los mensajes de registro se mantienen en un array por el
[[yii\log\Logger|logger object]]. Para limitar el consumo de memoria de este array, el componente encargado del
registro de mensajes enviará los mensajes registrados a los destinos de registros cada vez que el
array acumule un cierto número de mensajes de registro. Se puede personalizar el número configurando la propiedad
[[yii\log\Dispatcher::flushInterval|flushInterval]] del componente log:


return [
    'bootstrap' => ['log'],
    'components' => [
        'log' => [
            'flushInterval' => 100,   // el valor predeterminado es 1000
            'targets' => [...],
        ],
    ],
];




Información: También se produce la liberación de mensajes cuando la aplicación finaliza, esto asegura que los
destinos de los registros reciban los mensajes de registro.



Cuando el [[yii\log\Logger|logger object]] libera los mensajes de registro enviándolos a los
destinos de registros, estos no se exportan inmediatamente. La exportación de mensajes solo se
produce cuando un destino de registros acumula un cierto número de mensajes filtrados. Se puede personalizar este
número configurando la propiedad [[yii\log\Target::exportInterval|exportInterval]] de un
destinos de registros individual, como se muestra a continuación,


[
    'class' => 'yii\log\FileTarget',
    'exportInterval' => 100,  // el valor predeterminado es 1000
]



Debido al nivel de configuración de la liberación y exportación de mensajes, de forma predeterminada cuando se llama a
Yii::trace() o cualquier otro método de registro de mensajes, NO veremos el registro de mensaje inmediatamente en
los destinos de registros. Esto podría ser un problema para algunas aplicaciones de consola de ejecución
prolongada (long-running). Para hacer que los mensajes de registro aparezcan inmediatamente en los destinos de
registro se deben establecer [[yii\log\Dispatcher::flushInterval|flushInterval]] y
[[yii\log\Target::exportInterval|exportInterval]] para que tengan valor 1 como se muestra a continuación:


return [
    'bootstrap' => ['log'],
    'components' => [
        'log' => [
            'flushInterval' => 1,
            'targets' => [
                [
                    'class' => 'yii\log\FileTarget',
                    'exportInterval' => 1,
                ],
            ],
        ],
    ],
];




Nota: El uso frecuente de liberación y exportación puede degradar el rendimiento de la aplicación.






Conmutación de Destinos de Registros 


Se puede habilitar o deshabilitar un destino de registro configuración su propiedad
[[yii\log\Target::enabled|enabled]]. Esto se puede llevar a cabo a mediante la configuración del destino de
registros o con la siguiente declaración PHP de código:


Yii::$app->log->targets['file']->enabled = false;



El código anterior requiere que se asocie un destino como file, como se muestra a continuación usando las
claves de texto en el array targets:


return [
    'bootstrap' => ['log'],
    'components' => [
        'log' => [
            'targets' => [
                'file' => [
                    'class' => 'yii\log\FileTarget',
                ],
                'db' => [
                    'class' => 'yii\log\DbTarget',
                ],
            ],
        ],
    ],
];






Creación de Nuevos Destinos 


La creación de nuevas clases de destinos de registro es muy simple. Se necesita implementar el método
[[yii\log\Target::export()]] enviando el contenido del array [[yii\log\Target::messages]] al medio designado. Se puede
llamar al método [[yii\log\Target::formatMessage()]] para formatear los mensajes. Se pueden encontrar más detalles de
destinos de registros en las clases incluidas en la distribución de Yii.







Perfilado de Rendimiento 


El Perfilado de rendimiento es un tipo especial de registro de mensajes que se usa para medir el tiempo que tardan en
ejecutarse ciertos bloques de código y encontrar donde están los cuellos de botella de rendimiento. Por ejemplo, la
clase [[yii\db\Command]] utiliza el perfilado de rendimiento para encontrar conocer el tiempo que tarda cada consulta
a la base de datos.


Para usar el perfilado de rendimiento, primero debemos identificar los bloques de código que tienen que ser
perfilados, para poder enmarcar su contenido como en el siguiente ejemplo:


\Yii::beginProfile('myBenchmark');

... Empieza el perfilado del bloque de código ...

\Yii::endProfile('myBenchmark');



Donde myBenchmark representa un token único para identificar el bloque de código. Después cuando se examine el
resulte del perfilado, se podrá usar este token para encontrar el tiempo que ha necesitado el correspondiente bloque
de código.


Es importante asegurarse de que los pares de beginProfile y endProfile estén bien anidados. Por ejemplo,


\Yii::beginProfile('block1');

    // código que será perfilado

    \Yii::beginProfile('block2');
        // más código para perfilar
    \Yii::endProfile('block2');

\Yii::endProfile('block1');



Si nos dejamos el \Yii::endProfile('block1') o lo intercambiamos \Yii::endProfile('block1') con
\Yii::endProfile('block2'), el perfilado de rendimiento no funcionará.


Se registra un mensaje de registro con el nivel de severidad profile para cada bloque de código que se haya
perfilado. Se puede configurar el destino del registro para reunir todos los mensajes y exportarlos.
El depurador de Yii incluye un panel de perfilado de rendimiento que muestra los resultados de
perfilado.
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Widgets


Los Widgets son bloques de código reutilizables utilizados en las vistas para crear elementos de
interfaz de usuario complejos y configurables de forma orientada a objetos. Por ejemplo, widget DatePicker puede
generar un DatePicker de lujo que permita a los usuarios seleccionar una fecha. Todo lo que se tiene que hacer es
insertar el siguiente código en una vista.


<?php
use yii\jui\DatePicker;
?>
<?= DatePicker::widget(['name' => 'date']) ?>



Hay un buen número de widgets incluidos en Yii, tales como [[yii\widgets\ActiveForm|active form]],
[[yii\widgets\Menu|menu]], Widgets de jQuery UI, widgets de Twitter Bootstrap.
En adelante, introduciremos las nociones básicas acerca de los widgets. Por favor, refiérase a la documentación de la
API de clases si quiere aprender más acerca de el uso de un widget en particular.



Uso de los Widgets 


Los Widgets son usados principalmente en las vistas. Se puede llamar al método
[[yii\base\Widget::widget()]] para usar un widget en una vista. El método obtiene un array de
configuración para inicializar el widget y retorna la representación resultante del
widget. Por ejemplo, el siguiente código inserta un widget DatePicker que esta configurado para usar el idioma Ruso y
mantener la entrada en atributo ‘form_date’ del ‘$model’.


<?php
use yii\jui\DatePicker;
?>
<?= DatePicker::widget([
    'model' => $model,
    'attribute' => 'from_date',
    'language' => 'ru',
    'clientOptions' => [
        'dateFormat' => 'yy-mm-dd',
    ],
]) ?>



Algunos widgets pueden coger un bloque de contenido que debería encontrarse entre la invocación de
[[yii\base\Widget::begin()]] y [[yii\base\Widget::end()]]. Por ejemplo, el siguiente código usa el widget
[[yii\widgets\ActiveForm]] para generar un formulario de inicio de sesión. El widget generará las etiquetas ‘

‘
de apertura y cierre donde sean llamados ‘begin()’ y ‘end()’, respectivamente. Cualquier cosa que este en medio será
representado como tal.


<?php
use yii\widgets\ActiveForm;
use yii\helpers\Html;
?>

<?php $form = ActiveForm::begin(['id' => 'login-form']); ?>

    <?= $form->field($model, 'username') ?>

    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>

    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('Login') ?>
    </div>

<?php ActiveForm::end(); ?>



Hay que tener en cuenta que a diferencia de [[yii\base\Widget::widget()]] que devuelve la representación resultante
del widget, el método [[yii\base\Widget::begin()]] devuelve una instancia del widget que se puede usar para generar el
contenido del widget.






Creación Widgets 


Para crear un widget, se debe extender a [[yii\base\Widget]] y sobrescribir los métodos [[yii\base\Widget::init()]]
y/o [[yii\base\Widget::run()]]. Normalmente el método ‘init()’ debería contener el código que estandariza las
propiedades del widget, mientras que el método ‘run()’ debería contener el código que genere la representación
resultante del widget. La representación resultante puede ser “pintada” directamente o devuelta como una cadena por el
método ‘run()’.


En el siguiente ejemplo, ‘HelloWidget’ codifica en HTML y muestra el contenido asignado a su propiedad ‘message’. Si
la propiedad no está establecida, mostrará “Hello World” por defecto.


namespace app\components;

use yii\base\Widget;
use yii\helpers\Html;

class HelloWidget extends Widget
{
    public $message;

    public function init()
    {
        parent::init();
        if ($this->message === null) {
            $this->message = 'Hello World';
        }
    }

    public function run()
    {
        return Html::encode($this->message);
    }
}



Para usar este widget, simplemente inserte el siguiente código en una vista:


<?php
use app\components\HelloWidget;
?>
<?= HelloWidget::widget(['message' => 'Good morning']) ?>



Abajo se muestra una variante de ‘HelloWidget’ obtiene el contenido entre las llamadas ‘begin()’ y ‘end()’, lo
codifica en HTML y posteriormente lo muestra.


namespace app\components;

use yii\base\Widget;
use yii\helpers\Html;

class HelloWidget extends Widget
{
    public function init()
    {
        parent::init();
        ob_start();
    }

    public function run()
    {
        $content = ob_get_clean();
        return Html::encode($content);
    }
}



Como se puede observar, el búfer de salida PHP es iniciado en ‘init()’ por tanto cualquier salida entre las llamadas
de ‘init()’ y ‘run()’ puede ser capturada, procesada y devuelta en ‘run()’.



Info: Cuando se llama a [[yii\base\Widget::begin()]], se creará una nueva instancia del widget y el método ‘init()’
será llamado al final del constructor del widget. Cuando se llama [[yii\base\Widget::end()]], el método ‘run()’ será
llamado el resultado que devuelva será escrito por ‘end()’.



El siguiente código muestra como usar esta nueva variante de ‘HelloWidget’:


<?php
use app\components\HelloWidget;
?>
<?php HelloWidget::begin(); ?>

    content that may contain <tag>'s

<?php HelloWidget::end(); ?>



A veces, un widget puede necesitar representar una gran cantidad de contenido. Mientras que se puede incrustar el
contenido dentro del método ‘run()’, ponerlo dentro de una vista y llamar
[[yii\base\Widget::render()]] para representarla, es un mejor enfoque. Por ejemplo:


public function run()
{
    return $this->render('hello');
}



Por defecto, las vistas para un widget deberían encontrarse en ficheros dentro del directorio ‘WidgetPath/views’,
donde ‘WidgetPath’ representa el directorio que contiene el fichero de clase del widget. Por lo tanto, el anterior
ejemplo representará el fichero de la vista @app/components/views/hello.php, asumiendo que la clase del widget se
encuentre en @app/components. Se puede sobrescribir el método [[yii\base\Widget::getViewPath()]] para personalizar
el directorio que contenga los ficheros de la vista del widget.





Mejores Prácticas 


Los widgets son una manera orientada a objetos de reutilizar código de las vistas.


Cuando se crean widgets, se debería continuar manteniendo el patrón MVC. En general, se debería mantener la lógica en
las clases del widget y mantener la presentación en las vistas.


Los widgets deberían ser diseñados para ser autónomos. Es decir, cuando se usa un widget, se debería poder poner en
una vista sin hacer nada más. Esto puede resultar complicado si un widget requiere recursos externos, tales como CSS,
JavaScript, imágenes, etc. Afortunadamente Yii proporciona soporte para
asset bundles que pueden ser utilizados para resolver el problema.


Cuando un widget sólo contiene código de vista, este es muy similar a una vista. De hecho, en
este caso, su única diferencia es que un widget es una clase redistribuible, mientras que una vista es sólo un script
PHP llano que prefiere mantenerse dentro de su aplicación.
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Логгирование



Раздел находится в разработке



В Yii встроен гибкий и расширяемый логгер, который способен обрабатывать сообщения в соответствии с их уровнем важности и типом.
С его помощью также можно фильтровать сообщения по разными критериям и пересылать их в файлы, email, в дебаггер и т.п.



Основы логгирования


В самом простом виде логгирование - это просто вызов метода, как в примере ниже:


\Yii::info('Привет, я - тестовое сообщение лога');



Вы можете логгировать как данные строкового типа, так и более сложные структуры данных, такие как массивы и объекты.
Если логгируемые данные - не строка, обработчики логов по умолчанию сериализуют значение, используя [[yii\helpers\Vardumper::export()]].



Категории сообщений


Вы можете указать категорию сообщения, чтобы разделить сообщения разного типа в дальнейшем, и по разному их обработать.
Категория сообщения передается вторым аргументом методов логгирования. По умолчанию присваивается категория application.





Уровни важности


Доступно несколько уровней важности и соответствующим им методов логгирования:



		[[Yii::trace]] в основном используется в разработке, чтобы логгировать прогресс выполнения кода. Заметьте, что он работает только в
режиме разработки, когда константа YII_DEBUG имеет значение true.


		[[Yii::error]] используется в случае невосстановимой ошибки.


		[[Yii::warning]] используется, когда произошла ошибка, но исполнение может быть продолжено.


		[[Yii::info]] используется, чтобы фиксировать информацию о важных событиях, таких как логин администратора.










Цели сообщений


Когда вызывается один из логгирующих методов, сообщение передается компоненту [[yii\log\Logger]], доступному через
Yii::getLogger(). Логгер хранит сообщения в памяти, и когда сообщений достаточно для отправки, или когда
заканчивается текущий запрос, отправляет сообщения по целям назначения, таким как файл или email.


Вы можете конфигурировать цели сообщений таким образом:


[
    'bootstrap' => ['log'], // убеждаемся, что логгер загружается до запуска приложения
    'components' => [
        'log' => [
            'targets' => [
                'file' => [
                    'class' => 'yii\log\FileTarget',
                    'levels' => ['trace', 'info'],
                    'categories' => ['yii\*'],
                ],
                'email' => [
                    'class' => 'yii\log\EmailTarget',
                    'levels' => ['error', 'warning'],
                    'message' => [
                        'to' => ['admin@example.com', 'developer@example.com'],
                        'subject' => 'Новое сообщение логгера example.com',
                    ],
                ],
            ],
        ],
    ],
]



В конфигурации выше мы назначает две цели: [[yii\log\FileTarget|file]] и [[yii\log\EmailTarget|email]]. В обоих случаях
мы фильтруем сообщения по важности, а в случае с записью в файл еще и по категории. yii\* значит все категории, начинающиеся с yii\.


Каждая цель может иметь имя, и к ней можно обращаться через [[yii\log\Logger::targets|targets]] следующим образом:


Yii::$app->log->targets['file']->enabled = false;



Когда приложение заканчивает работу, или когда достигнут предел количества сообщений [[yii\log\Logger::flushInterval|flushInterval]], логгер
вызовет метод [[yii\log\Logger::flush()|flush()]] для отправки сообщений по маршрутам.



Обратите внимание, что в примере выше мы добавили компонент log в список автозагрузки компонентов, чтобы
он инициализировался в самом начале жизненного цикла приложения, чтобы, в свою очередь, убедиться, что логгирование будет происходить с самого начала
приложения.






Профилирование


Профилирование - особый тип сообщений, который может быть использован для замера времени, необходимого определенным
блокам кода для отработки, чтобы выяснить, где можно улучшить производительность.


Чтобы пользоваться профилированием нужно понять, какие блоки кода нужно профилировать. Затем нужно отметить начало и конец каждого блока, вызывая
нижеследующие методы:


\Yii::beginProfile('myBenchmark');
...блок кода для профилирования...
\Yii::endProfile('myBenchmark');



где myBenchmark - уникальный идентификатор блока кода.


Заметьте, что блоки кода должны быть правильно вложены друг в друга. Посмотрите пример ниже:


\Yii::beginProfile('block1');
    // код блока 1
    \Yii::beginProfile('block2');
        // код блока два, который входит в блок один
    \Yii::endProfile('block2');
\Yii::endProfile('block1');



Результаты профилирования можно отображать в дебаггере.
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Аутентификация


В отличие от Web-приложений, RESTful API обычно не сохраняют информацию о состоянии, а это означает, что сессии и куки
использовать не следует. Следовательно, раз состояние аутентификации пользователя не может быть сохранено в сессиях или куках,
каждый запрос должен приходить вместе с определенным видом параметров аутентификации. Общепринятая практика состоит в том,
что для аутентификации пользователя с каждый запросом отправляется секретный токен доступа. Так как токен доступа
может использоваться для уникальной идентификации и аутентификации пользователя, запросы к API всегда должны отсылаться
через протокол HTTPS, чтобы предотвратить атаки «человек посередине» (англ. “man-in-the-middle”, MitM).


Есть различные способы отправки токена доступа:



		HTTP Basic Auth [http://en.wikipedia.org/wiki/Basic_access_authentication]: токен доступа
отправляется как имя пользователя. Такой подход следует использовать только в том случае, когда токен доступа может быть безопасно сохранен
на стороне абонента API. Например, если API используется программой, запущенной на сервере.


		Параметр запроса: токен доступа отправляется как параметр запроса в URL-адресе API, т.е. примерно таким образом:
https://example.com/users?access-token=xxxxxxxx. Так как большинство Web-серверов сохраняют параметры запроса в своих логах,
такой подход следует применять только при работе с JSONP-запросами, которые не могут отправлять токены доступа
в HTTP-заголовках.


		OAuth 2 [http://oauth.net/2/]: токен доступа выдается абоненту API сервером авторизации
и отправляется API-серверу через HTTP Bearer Tokens [http://tools.ietf.org/html/rfc6750],
в соответствии с протоколом OAuth2.





Yii поддерживает все выше перечисленные методы аутентификации. Вы также можете легко создавать новые методы аутентификации.


Чтобы включить аутентификацию для ваших API, выполните следующие шаги:



		У компонента приложения user установите свойство [[yii\web\User::enableSession|enableSession]] равным false.


		Укажите, какие методы аутентификации вы планируете использовать, настроив поведение authenticator
в ваших классах REST-контроллеров.


		Реализуйте метод [[yii\web\IdentityInterface::findIdentityByAccessToken()]] в вашем [[yii\web\User::identityClass|классе UserIdentity]].





Шаг 1 не обязателен, но рекомендуется его всё-таки выполнить, так как RESTful API не должен сохранять информацию о
состоянии клиента. Когда свойство [[yii\web\User::enableSession|enableSession]] установлено в false, состояние
аутентификации пользователя НЕ БУДЕТ сохраняться между запросами с использованием сессий. Вместо этого аутентификация
будет выполняться для каждого запроса, что достигается шагами 2 и 3.



Подсказка: если вы разрабатываете RESTful API в пределах приложения, вы можете настроить свойство
[[yii\web\User::enableSession|enableSession]] компонента приложения user в конфигурации приложения. Если вы
разрабатываете RESTful API как модуль, можете добавить следующую строчку в метод init() модуля:












public function init()
{
parent::init();
\Yii::$app->user->enableSession = false;
}



Например, для использования HTTP Basic Auth, вы можете настроить свойство `authenticator` следующим образом:

```php
use yii\filters\auth\HttpBasicAuth;

public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['authenticator'] = [
        'class' => HttpBasicAuth::className(),
    ];
    return $behaviors;
}



Если вы хотите включить поддержку всех трёх описанных выше методов аутентификации, можете использовать CompositeAuth:


use yii\filters\auth\CompositeAuth;
use yii\filters\auth\HttpBasicAuth;
use yii\filters\auth\HttpBearerAuth;
use yii\filters\auth\QueryParamAuth;

public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['authenticator'] = [
        'class' => CompositeAuth::className(),
        'authMethods' => [
            HttpBasicAuth::className(),
            HttpBearerAuth::className(),
            QueryParamAuth::className(),
        ],
    ];
    return $behaviors;
}



Каждый элемент в массиве authMethods должен быть названием класса метода аутентификации или массивом настроек.


Реализация метода findIdentityByAccessToken() определяется особенностями приложения. Например, в простом варианте,
когда у каждого пользователя есть только один токен доступа, вы можете хранить этот токен в поле access_token
таблицы пользователей. В этом случае метод findIdentityByAccessToken() может быть легко реализован в классе User следующим образом:


use yii\db\ActiveRecord;
use yii\web\IdentityInterface;

class User extends ActiveRecord implements IdentityInterface
{
    public static function findIdentityByAccessToken($token, $type = null)
    {
        return static::findOne(['access_token' => $token]);
    }
}



После включения аутентификации описанным выше способом при каждом запросе к API запрашиваемый контроллер
будет пытаться аутентифицировать пользователя в своем методе beforeAction().


Если аутентификация прошла успешно, контроллер выполнит другие проверки (ограничение частоты запросов, авторизация)
и затем выполнит действие. Информация об аутентифицированном пользователе может быть получена из объекта Yii::$app->user->identity.


Если аутентификация прошла неудачно, будет возвращен ответ с HTTP-кодом состояния 401 вместе с другими необходимыми заголовками
(такими, как заголовок WWW-Authenticate для HTTP Basic Auth).



Авторизация 


После аутентификации пользователя вы, вероятно, захотите проверить, есть ли у него или у неё разрешение на выполнение запрошенного
действия с запрошенным ресурсом. Этот процесс называется авторизацией и подробно описан
в разделе «Авторизация».


Если ваши контроллеры унаследованы от [[yii\rest\ActiveController]], вы можете переопределить
метод [[yii\rest\Controller::checkAccess()|checkAccess()]] для выполнения авторизации. Этот метод будет вызываться
встроенными действиями, предоставляемыми контроллером [[yii\rest\ActiveController]].
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Trabajando con Formularios


En esta sección, describiremos como crear una nueva página para solicitar información de los usuarios.
La página mostrará un formulario con un campo de input para el nombre y un campo de input para el email.
Después de recibir estos datos del usuario, la página le mostrará la información de vuelta al usuario para la confirmación.


Para lograr este objetivo, además de crear una acción y
dos vistas, también crearás un modelo.


A través de este tutorial, aprenderás



		Cómo crear un modelo para representar los datos ingresados por un usuario;


		Cómo declarar reglas para validar los datos ingresado por los usuarios;


		Cómo construir un formulario HTML en una vista.






Creando un Modelo 


Para representar los datos ingresados por un usuario, crea una clase modelo EntryForm cómo se muestra abajo y
guarda la clase en el archivo models/EntryForm.php. Por favor, visita la sección Autocargando Clases
para obtener más detalles acerca de la convención de nombres de los archivos de clase.


<?php

namespace app\models;

use yii\base\Model;

class EntryForm extends Model
{
    public $name;
    public $email;

    public function rules()
    {
        return [
            [['name', 'email'], 'required'],
            ['email', 'email'],
        ];
    }
}



La clase se extiende a partir de [[yii\base\Model]], que es una clase base que provee Yii y es comúnmente utilizada
para representar datos de formularios.


La clase contiene dos miembros públicos, name y email, que son utilizas para mantener
los datos ingresados por el usuario. También contiene el método llamado rules() que regresa un conjunto
de reglas utilizadas para validar los datos. Las reglas de validación declaradas arriba indican que



		ambos datos, tanto el name como el email, son requeridos;


		el dato email debe ser una dirección de correo válida.





Si tienes un objeto EntryForm llenado con los datos ingresados por el usuario, puedes llamar
su [[yii\base\Model::validate()|validate()]] para disparar (trigger) la validación de los datos. Un fallo en la validación
de los datos se mostrará en la propiedad [[yii\base\Model::hasErrors|hasErrors]], y a través de
[[yii\base\Model::getErrors|errors]] puedes aprender cuales son los errores de validación que tiene el modelo.





Creando una Acción 


Luego, crea una acción entry en el controlador site, como lo hiciste en la sección anterior.


<?php

namespace app\controllers;

use Yii;
use yii\web\Controller;
use app\models\EntryForm;

class SiteController extends Controller
{
    // ...código existente...

    public function actionEntry()
    {
        $model = new EntryForm;

        if ($model->load(Yii::$app->request->post()) && $model->validate()) {
            // validar los datos recibidos en el modelo

            // aquí haz algo significativo con el modelo ...

            return $this->render('entry-confirm', ['model' => $model]);
        } else {
            // la página es mostrada inicialmente o hay algún error de validación
            return $this->render('entry', ['model' => $model]);
        }
    }
}



La acción primero crea un objeto EntryForm. Luego intenta poblar el modelo
con los datos del $_POST que es proporcionado por Yii a través de [[yii\web\Request::post()]].
Si el modelo es llenado satisfactoriamente (ej., el usuario ha enviado el formulario HTML),
llamará a [[yii\base\Model::validate()|validate()]] para asegurarse que los datos ingresados
son válidos.


Si todo está bien, la acción mostrará una vista llamada entry-confirm para confirmar
con el usuario que acepta los datos que ha ingresado. De otra manera, la vista entry será
mostrada, y mostrará el formulario HTML junto con los mensajes de error de validación (si es que hay alguno).



Información: La expresión Yii::$app representa la instancia de la aplicación
que es un singleton globalmente accesible. También es un service locator (localizador de servicio)
que provee los componentes, tales como request, response, db, etc. para soportar funcionalidades específicas.
En el código de arriba, el componente request es utilizado para acceder los datos $_POST.






Creando Vistas 


Finalmente, crea dos vistas llamadas entry-confirm y entry que sean mostradas por la acción entry,
tal y como fue descrito en la última sub-sección.


La vista entry-confirm simplemente muestra los datos de name y email. Ésta debe ser guardada como el archivo views/site/entry-confirm.php.


<?php
use yii\helpers\Html;
?>
<p>You have entered the following information:</p>

<ul>
    <li><label>Name</label>: <?= Html::encode($model->name) ?></li>
    <li><label>Email</label>: <?= Html::encode($model->email) ?></li>
</ul>



La vista entry muestra un formulario HTML. Debe ser guardado como el archivo views/site/entry.php.


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\ActiveForm;
?>
<?php $form = ActiveForm::begin(); ?>

    <?= $form->field($model, 'name') ?>

    <?= $form->field($model, 'email') ?>

    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('Submit', ['class' => 'btn btn-primary']) ?>
    </div>

<?php ActiveForm::end(); ?>



La vista utiliza un poderoso widget llamado [[yii\widgets\ActiveForm|ActiveForm]] para
construir el formulario HTML. Los métodos begin() y end() del widget muestran, respectivamente, las etiquetas de
apertura y cierre del formulario. Entre las llamadas de los dos métodos, los campos de input son creados por el
método [[yii\widgets\ActiveForm::field()|field()]]. El primer campo input es del dato “name”,
y el segundo del dato “email”. Después de los campos de input, el método [[yii\helpers\Html::submitButton()]]
es llamado para general el botón de submit (enviar).





Probándolo 


Para ver cómo funciona, utiliza tu navegador para ir al siguiente URL:


http://hostname/index.php?r=site/entry



Verás una página que muestra un formulario con dos campos de input. Adelante de cada campo de input, será mostrada también
una etiqueta indicando que dato necesitas ingresar. Si haces click en el botón de envío (Submit) sin ingresar nada,
o si ingresas una dirección de correo inválida, verás un mensaje de error que se mostrará al lado del campo que tiene problemas.


[image: Formulario con Errores de Validación]


Después de ingresar un nombre y dirección de correo válidos y haciendo click en el botón de envío (Submit), verás una nueva página
mostrando los datos que acabas de ingresar.


[image: Confirmación de los Datos de Entrada]



Magia Explicada 


Te estarás preguntando cómo funciona toda esa automatización del formulario HTML, porque parece casi mágico que pueda
mostrar una etiqueta para cada campo de input y mostrar los mensajes de error si no ingresas los datos correctamente
sin recargar la página.


Si, la validación de los datos se realiza en el lado del cliente utilizando JavaScript así como también en el lado del servidor.
[[yii\widgets\ActiveForm]] es lo suficientemente inteligente como para extraer las reglas de validación que has declarado en EntryForm,
convertirlas en código Javascript, y utilizar el JavaScript para realizar la validación de los datos. En caso de que hayas deshabilitado
JavaScript en tu navegador, la validación se realizará igualmente en el lado del servidor, como se muestra en
el método actionEntry(). Esto garantiza la validez de los datos en cualquier circunstancias.


Las etiquetas de los campos de input son generados por el método field() basado en los nombres de las propiedades del modelo.
Por ejemplo, la etiqueta Name será generada de la propiedad name. Puedes personalizar una etiqueta con
el siguiente código:


<?= $form->field($model, 'name')->label('Tu Nombre') ?>
<?= $form->field($model, 'email')->label('Tu Email') ?>




Info: Yii provee muchos widgets para ayudarte a construir rápidamente vistas complejas y dinámicas.
Como aprenderás más adelante, escribir un nuevo  widget es extremadamente fácil. Puedes convertir mucho del
código de tus vistas en widgets reutilizables para simplificar el desarrollo de las vistas en un futuro.








Resumen 


En esta sección, has tocado cada parte del patrón de diseño MVC. Ahora has aprendido
a crear una clase modelo para representar los datos del usuario y validarlos.


También has aprendido como obtener datos de los usuarios y como mostrarlos de vuelta. Esta es una tarea que
puede tomarte mucho tiempo cuando estás desarrollando una aplicación. Yii provee poderosos widgets
para hacer muy fácil esta tarea.


En la próxima sección, aprenderás como trabajar con bases de datos que son necesarias en casi cualquier aplicación.
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Creating Forms


The primary way of using forms in Yii is through [[yii\widgets\ActiveForm]]. This approach should be preferred when
the form is based upon a model. Additionally, there are some useful methods in [[yii\helpers\Html]] that are typically
used for adding buttons and help text to any form.


A form, that is displayed on the client side, will in most cases have a corresponding model which is used
to validate its input on the server side (Check the Validating Input section for more details on validation).
When creating model-based forms, the first step is to define the model itself. The model can be either based upon
an Active Record class, representing some data from the database, or a generic Model class
(extending from [[yii\base\Model]]) to capture arbitrary input, for example a login form.
In the following example we show, how a generic Model is used for a login form:


<?php

class LoginForm extends \yii\base\Model
{
    public $username;
    public $password;

    public function rules()
    {
        return [
            // define validation rules here
        ];
    }
}



In the controller, we will pass an instance of that model to the view, wherein the [[yii\widgets\ActiveForm|ActiveForm]]
widget is used to display the form:


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\ActiveForm;

$form = ActiveForm::begin([
    'id' => 'login-form',
    'options' => ['class' => 'form-horizontal'],
]) ?>
    <?= $form->field($model, 'username') ?>
    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>

    <div class="form-group">
        <div class="col-lg-offset-1 col-lg-11">
            <?= Html::submitButton('Login', ['class' => 'btn btn-primary']) ?>
        </div>
    </div>
<?php ActiveForm::end() ?>



In the above code, [[yii\widgets\ActiveForm::begin()|ActiveForm::begin()]] not only creates a form instance, but also marks the beginning of the form.
All of the content placed between [[yii\widgets\ActiveForm::begin()|ActiveForm::begin()]] and
[[yii\widgets\ActiveForm::end()|ActiveForm::end()]] will be wrapped within the HTML <form> tag.
As with any widget, you can specify some options as to how the widget should be configured by passing an array to
the begin method. In this case, an extra CSS class and identifying ID are passed to be used in the opening <form> tag.
For all available options, please refer to the API documentation of [[yii\widgets\ActiveForm]].


In order to create a form element in the form, along with the element’s label, and any applicable JavaScript validation,
the [[yii\widgets\ActiveForm::field()|ActiveForm::field()]] method is called, which returns an instance of [[yii\widgets\ActiveField]].
When the result of this method is echoed directly, the result is a regular (text) input.
To customize the output, you can chain additional methods of [[yii\widgets\ActiveField|ActiveField]] to this call:


// a password input
<?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>
// adding a hint and a customized label
<?= $form->field($model, 'username')->textInput()->hint('Please enter your name')->label('Name') ?>
// creating a HTML5 email input element
<?= $form->field($model, 'email')->input('email') ?>



This will create all the <label>, <input> and other tags according to the [[yii\widgets\ActiveField::$template|template]] defined by the form field.
The name of the input field is determined automatically from the model’s [[yii\base\Model::formName()|form name] and the attribute’s name.
For example, the name for the input field for the username attribute in the above example will be LoginForm[username]. This naming rule will result in an array
of all attributes for the login form to be available in $_POST['LoginForm'] on the server side.


Specifying the attribute of the model can be done in more sophisticated ways. For example when an attribute may
take an array value when uploading multiple files or selecting multiple items you may specify it by appending []
to the attribute name:


// allow multiple files to be uploaded:
echo $form->field($model, 'uploadFile[]')->fileInput(['multiple'=>'multiple']);

// allow multiple items to be checked:
echo $form->field($model, 'items[]')->checkboxList(['a' => 'Item A', 'b' => 'Item B', 'c' => 'Item C']);



Additional HTML tags can be added to the form using plain HTML or using the methods from the [[yii\helpers\Html|Html]]-helper
class like it is done in the above example with [[yii\helpers\Html::submitButton()|Html::submitButton()]].



Tip: If you are using Twitter Bootstrap CSS in your application you may want to use
[[yii\bootstrap\ActiveForm]] instead of [[yii\widgets\ActiveForm]], which is an extension of the
ActiveForm class that adds some additional styling that works well with the bootstrap CSS framework.




Tip: in order to style required fields with asterisk you can use the following CSS:


div.required label:after {
    content: " *";
    color: red;
}







The next section Validating Input handles the validation of the submitted form data on the server
side as well as ajax- and client side validation.


To read about more complex usage of forms, you may want to check out the following sections:



		Collecting tabular input for collecting data for multiple models of the same kind.


		Complex Forms with Multiple Models for handling multiple different models in the same form.


		Uploading Files on how to use forms for uploading files.
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Шаблон приложения advanced



Примечание: Данная глава находится в разработке.



Этот шаблон предназначен для крупных проектов разрабатываемых в командах где администраторская часть (backend) отделена
от приложения пользователя (frontend), приложения располагаются на нескольких серверах и т.д. Этот шаблон приложения включает
значительное количество возможностей, таких как начальная схема базы данных, регистрация пользователя и восстановление его
пароля.



Установка



Установка при помощи Composer


Если у вас ещё не установлен Composer [http://getcomposer.org/], следуйте инструкциям в разделе
установка Yii.


Если Composer установлен, вы можете установить приложение используя следующие команды:


composer global require "fxp/composer-asset-plugin:1.0.0-beta4"
composer create-project --prefer-dist yiisoft/yii2-app-advanced yii-application



Первая команда установит плагин composer asset plugin [https://github.com/francoispluchino/composer-asset-plugin/],
который позволит работать с пакетами bower и npm через Composer. Эту команду необходимо выполнить единожды. Вторая команда
установит приложение advanced в директорию yii-application. Вы можете выбрать другое имя директория если пожелаете.







Начало работы


После установки приложения, вам необходимо один раз выполнить приведённые ниже действия для того, чтобы инициализировать
установленное приложение.



		Выполните команду init и выберите окружение dev.


php /path/to/yii-application/init



Для производственных серверов удобно выполнять данную команду в неинтерактивном режиме.


php /path/to/yii-application/init --env=Production overwrite=All






		Создайте новую базу данных и внесите соответствующие изменения в секцию components.db файла common/config/main-local.php.





		Примените миграции при помощи консольной команды  yii migrate.





		Настройте на вебсервере URL и корневые директории:









		для приложения frontend директория /path/to/yii-application/frontend/web/ и URL http://yourdomain/frontend/


		для приложения backend директория /path/to/yii-application/backend/web/ и URL http://yourdomain/backend/








Структура директорий


Корневая директория содержит следующие поддиректории:



		backend - веб приложение администраторской части.


		common - общие файлы для всех приложений.


		console - приложение для консоли.


		environments - настройки для различных окружений.


		frontend - веб приложение пользователя.





Корневая директория содержит следующие файлы:



		.gitignore содержит список директорий игнорируемых системой контроля версий git. Если вам необходимо предотвратить
их попадание в репозиторий, перечислите их в данном файле.


		composer.json - Конфигурация Composer, подробно описанная в разделе «Настройка Composer» ниже.


		init - скрипт инициализации. Подробно описан ниже в разделе «Конфигурации и окружения».


		init.bat - он же для Windows.


		LICENSE.md - информация о лицензии. Разместите в нём лицензию вашего проекта. Особенно в случае OpenSource.


		README.md - основная информация об установки шаблона. Можете разместить в нём информацию о вашем проекте и его установке.


		requirements.php - проверка соответствия требованиям Yii.


		yii - входной скрипт консольного приложения.


		yii.bat - он же для Windows.








Встроенные псевдонимы путей



		@yii - директория фрэймворка.


		@app - корневая директория выполняемого в данный момент приложения.


		@common - директория common.


		@frontend - директория веб-приложения frontend.


		@backend - директория веб-приложения backend.


		@console - директория console.


		@runtime - директория runtime исполняемого приложения.


		@vendor - директория vendor, содержащая пакеты загруженые Composer’ом.


		@bower - директория vendor, содержащая пакеты bower [http://bower.io/].


		@npm - директория vendor, содержащая пакеты npm [https://www.npmjs.org/].


		@web - базовый URL исполняемого веб-приложения.


		@webroot - корневая веб-директория исполняемого веб-приложения.





Псевдонимы, характерные для структуры директорий приложения advanced  (@common,  @frontend, @backend и @console)
задаются в common/config/bootstrap.php.





Приложения


В шаблоне advanced три приложения: frontend, backend и console. Frontend это та часть приложения, которае обеспечивает
взаимодействие системы с конечным пользователем проекта. Backend это административная панель, аналитика и прочая подобная
функциональность. Console обычно используется для выполнения заданий по расписанию через cron, низкоуровневого
управления сервером, при развёртывании приложения, работы с миграциями и ресурсами.


Также есть директория common, которая содержит файлы используемые более чем одним приложением. Например, модель User.
Оба веб приложения frontend и backend содержат директорию web. Это корневая директория, которую вы должны настроить
в вебсервере.


У каждого приложения есть собственное пространство имён и соответствующий его названию псевдоним. Это же справедливо и для
общей директории common.





Конфигурации и окружения


Существует множество проблем при типичном подходе к настройке конфигурации:



		Каждый член команды имеет свою собственную конфигурацию. Изменение конфигурации в общем репозитории повлияет на всех
остальных.


		Пароль от эксплуатационной БД и API ключи не должны оказаться в репозитории.


		Существует много окружений: development (разработка), testing (тестирование), production (эксплуатация). Каждое окружение
должно иметь свою собственную конфигурацию.


		Настройка всех параметров конфигурации для каждого случая однотипна и отнимает слишком много времени.





Для решения этих проблем Yii вводит простую концепцию окружений. Каждое окружение представлено набором файлов в
директории environments. Для переключения между окружениями используется команда init. Она довольно проста. Всё,
что она на самом деле делает - это копирование всех файлов из директории окружения в корневую директорию, где находятся
все приложения.


Обычно окружение содержит входные скрипты приложения, такие как index.php, и файлы конфигурации, имена которых
дополнены суфиксами -local.php. Эти файлы добавлены в .gitignore и никогда не попадут в репозиторий.


Чтобы избежать дублирования, конфигурации перекрывают друг друга. Например, приложение frontend считывает конфигурацию
в следующем порядке:



		common/config/main.php


		common/config/main-local.php


		frontend/config/main.php


		frontend/config/main-local.php





Параметры считываются в следующем порядке:



		common/config/params.php


		common/config/params-local.php


		frontend/config/params.php


		frontend/config/params-local.php





Значения из следующего конфигурационного файла перекрывают аналогичные значения из предыдущих конфигурационных файлов.


Полная схема:


[image: Конфигурации приложения advanced]





Настройка Composer


После того как шаблон приложения установлен, хорошо бы изменить composer.json который находится в корневой директории
проекта:


{
    "name": "yiisoft/yii2-app-advanced",
    "description": "Yii 2 Advanced Application Template",
    "keywords": ["yii2", "framework", "advanced", "application template"],
    "homepage": "http://www.yiiframework.com/",
    "type": "project",
    "license": "BSD-3-Clause",
    "support": {
        "issues": "https://github.com/yiisoft/yii2/issues?state=open",
        "forum": "http://www.yiiframework.com/forum/",
        "wiki": "http://www.yiiframework.com/wiki/",
        "irc": "irc://irc.freenode.net/yii",
        "source": "https://github.com/yiisoft/yii2"
    },
    "minimum-stability": "dev",
    "require": {
        "php": ">=5.4.0",
        "yiisoft/yii2": "*",
        "yiisoft/yii2-bootstrap": "*",
        "yiisoft/yii2-swiftmailer": "*"
    },
    "require-dev": {
        "yiisoft/yii2-codeception": "*",
        "yiisoft/yii2-debug": "*",
        "yiisoft/yii2-gii": "*",
        "yiisoft/yii2-faker": "*"
    },
    "config": {
        "process-timeout": 1800
    },
    "extra": {
        "asset-installer-paths": {
            "npm-asset-library": "vendor/npm",
            "bower-asset-library": "vendor/bower"
        }
    }
}



Во-первых, мы обновляем основную информацию. Меняем значения name, description, keywords, homepage и support
на соответствующие вашему проекту.


А сейчас интересная часть. вы можете добавить больше пакетов, необходимых для вашего приложения, в раздел require.
Все они с packagist.org [https://packagist.org/]. Стоит его изучить так как там множество пакетов с полезным кодом.


После того как ваш composer.json настроен, вы можете выполнить в консоли команду composer update --prefer-dist,
подождать пока требуемые пакеты загрузятся и установятся, и начать их использовать. Автозагрузка классов этих пакетов
будет осуществляться автоматически.





Создание ссылок на frontend из backend


Часто приходится создавать ссылки из приложения backend на приложение frontend. Так как frontend может использовать
собственную конфигурация менеджера URL, вам придётся продублировать её в конфигурации backend под новым именем:


return [
    'components' => [
        'urlManager' => [
            // конфигурация основного менеджера URL в конфигурации backend
        ],
        'urlManagerFrontend' => [
            // конфигурация менеджера URL из frontend
        ],

    ],
];



После того, как это будет сделано, вы сможете получить URL, указывающий на frontend, следующим способом:


echo Yii::$app->urlManagerFrontend->createUrl(...);
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Models


Models are part of the MVC [http://en.wikipedia.org/wiki/Model%E2%80%93view%E2%80%93controller] architecture.
They are objects representing business data, rules and logic.


You can create model classes by extending [[yii\base\Model]] or its child classes. The base class
[[yii\base\Model]] supports many useful features:



		Attributes: represent the business data and can be accessed like normal object properties
or array elements;


		Attribute labels: specify the display labels for attributes;


		Massive assignment: supports populating multiple attributes in a single step;


		Validation rules: ensures input data based on the declared validation rules;


		Data Exporting: allows model data to be exported in terms of arrays with customizable formats.





The Model class is also the base class for more advanced models, such as Active Record.
Please refer to the relevant documentation for more details about these advanced models.



Info: You are not required to base your model classes on [[yii\base\Model]]. However, because there are many Yii
components built to support [[yii\base\Model]], it is usually the preferable base class for a model.




Attributes 


Models represent business data in terms of attributes. Each attribute is like a publicly accessible property
of a model. The method [[yii\base\Model::attributes()]] specifies what attributes a model class has.


You can access an attribute like accessing a normal object property:


$model = new \app\models\ContactForm;

// "name" is an attribute of ContactForm
$model->name = 'example';
echo $model->name;



You can also access attributes like accessing array elements, thanks to the support for
ArrayAccess [http://php.net/manual/en/class.arrayaccess.php] and ArrayIterator [http://php.net/manual/en/class.arrayiterator.php]
by [[yii\base\Model]]:


$model = new \app\models\ContactForm;

// accessing attributes like array elements
$model['name'] = 'example';
echo $model['name'];

// iterate attributes
foreach ($model as $name => $value) {
    echo "$name: $value\n";
}




Defining Attributes 


By default, if your model class extends directly from [[yii\base\Model]], all its non-static public member
variables are attributes. For example, the ContactForm model class below has four attributes: name, email,
subject and body. The ContactForm model is used to represent the input data received from an HTML form.


namespace app\models;

use yii\base\Model;

class ContactForm extends Model
{
    public $name;
    public $email;
    public $subject;
    public $body;
}



You may override [[yii\base\Model::attributes()]] to define attributes in a different way. The method should
return the names of the attributes in a model. For example, [[yii\db\ActiveRecord]] does so by returning
the column names of the associated database table as its attribute names. Note that you may also need to
override the magic methods such as __get(), __set() so that the attributes can be accessed like
normal object properties.





Attribute Labels 


When displaying values or getting input for attributes, you often need to display some labels associated
with attributes. For example, given an attribute named firstName, you may want to display a label First Name
which is more user-friendly when displayed to end users in places such as form inputs and error messages.


You can get the label of an attribute by calling [[yii\base\Model::getAttributeLabel()]]. For example,


$model = new \app\models\ContactForm;

// displays "Name"
echo $model->getAttributeLabel('name');



By default, attribute labels are automatically generated from attribute names. The generation is done by
the method [[yii\base\Model::generateAttributeLabel()]]. It will turn camel-case variable names into
multiple words with the first letter in each word in upper case. For example, username becomes Username,
and firstName becomes First Name.


If you do not want to use automatically generated labels, you may override [[yii\base\Model::attributeLabels()]]
to explicitly declare attribute labels. For example,


namespace app\models;

use yii\base\Model;

class ContactForm extends Model
{
    public $name;
    public $email;
    public $subject;
    public $body;

    public function attributeLabels()
    {
        return [
            'name' => 'Your name',
            'email' => 'Your email address',
            'subject' => 'Subject',
            'body' => 'Content',
        ];
    }
}



For applications supporting multiple languages, you may want to translate attribute labels. This can be done
in the [[yii\base\Model::attributeLabels()|attributeLabels()]] method as well, like the following:


public function attributeLabels()
{
    return [
        'name' => \Yii::t('app', 'Your name'),
        'email' => \Yii::t('app', 'Your email address'),
        'subject' => \Yii::t('app', 'Subject'),
        'body' => \Yii::t('app', 'Content'),
    ];
}



You may even conditionally define attribute labels. For example, based on the scenario the model
is being used in, you may return different labels for the same attribute.



Info: Strictly speaking, attribute labels are part of views. But declaring labels
in models is often very convenient and can result in very clean and reusable code.








Scenarios 


A model may be used in different scenarios. For example, a User model may be used to collect user login inputs,
but it may also be used for the user registration purpose. In different scenarios, a model may use different
business rules and logic. For example, the email attribute may be required during user registration,
but not so during user login.


A model uses the [[yii\base\Model::scenario]] property to keep track of the scenario it is being used in.
By default, a model supports only a single scenario named default. The following code shows two ways of
setting the scenario of a model:


// scenario is set as a property
$model = new User;
$model->scenario = 'login';

// scenario is set through configuration
$model = new User(['scenario' => 'login']);



By default, the scenarios supported by a model are determined by the validation rules declared
in the model. However, you can customize this behavior by overriding the [[yii\base\Model::scenarios()]] method,
like the following:


namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class User extends ActiveRecord
{
    public function scenarios()
    {
        return [
            'login' => ['username', 'password'],
            'register' => ['username', 'email', 'password'],
        ];
    }
}




Info: In the above and following examples, the model classes are extending from [[yii\db\ActiveRecord]]
because the usage of multiple scenarios usually happens to Active Record classes.



The scenarios() method returns an array whose keys are the scenario names and values the corresponding
active attributes. An active attribute can be massively assigned and is subject
to validation. In the above example, the username and password attributes are active
in the login scenario; while in the register scenario, email is also active besides username and password.


The default implementation of scenarios() will return all scenarios found in the validation rule declaration
method [[yii\base\Model::rules()]]. When overriding scenarios(), if you want to introduce new scenarios
in addition to the default ones, you may write code like the following:


namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class User extends ActiveRecord
{
    public function scenarios()
    {
        $scenarios = parent::scenarios();
        $scenarios['login'] = ['username', 'password'];
        $scenarios['register'] = ['username', 'email', 'password'];
        return $scenarios;
    }
}



The scenario feature is primarily used by validation and massive attribute assignment.
You can, however, use it for other purposes. For example, you may declare attribute labels
differently based on the current scenario.





Validation Rules 


When the data for a model is received from end users, it should be validated to make sure it satisfies
certain rules (called validation rules, also known as business rules). For example, given a ContactForm model,
you may want to make sure all attributes are not empty and the email attribute contains a valid email address.
If the values for some attributes do not satisfy the corresponding business rules, appropriate error messages
should be displayed to help the user to fix the errors.


You may call [[yii\base\Model::validate()]] to validate the received data. The method will use
the validation rules declared in [[yii\base\Model::rules()]] to validate every relevant attribute. If no error
is found, it will return true. Otherwise, it will keep the errors in the [[yii\base\Model::errors]] property
and return false. For example,


$model = new \app\models\ContactForm;

// populate model attributes with user inputs
$model->attributes = \Yii::$app->request->post('ContactForm');

if ($model->validate()) {
    // all inputs are valid
} else {
    // validation failed: $errors is an array containing error messages
    $errors = $model->errors;
}



To declare validation rules associated with a model, override the [[yii\base\Model::rules()]] method by returning
the rules that the model attributes should satisfy. The following example shows the validation rules declared
for the ContactForm model:


public function rules()
{
    return [
        // the name, email, subject and body attributes are required
        [['name', 'email', 'subject', 'body'], 'required'],

        // the email attribute should be a valid email address
        ['email', 'email'],
    ];
}



A rule can be used to validate one or multiple attributes, and an attribute may be validated by one or multiple rules.
Please refer to the Validating Input section for more details on how to declare
validation rules.


Sometimes, you may want a rule to be applied only in certain scenarios. To do so, you can
specify the on property of a rule, like the following:


public function rules()
{
    return [
        // username, email and password are all required in "register" scenario
        [['username', 'email', 'password'], 'required', 'on' => 'register'],

        // username and password are required in "login" scenario
        [['username', 'password'], 'required', 'on' => 'login'],
    ];
}



If you do not specify the on property, the rule would be applied in all scenarios. A rule is called
an active rule if it can be applied in the current [[yii\base\Model::scenario|scenario]].


An attribute will be validated if and only if it is an active attribute declared in scenarios() and
is associated with one or multiple active rules declared in rules().





Massive Assignment 


Massive assignment is a convenient way of populating a model with user inputs using a single line of code.
It populates the attributes of a model by assigning the input data directly to the [[yii\base\Model::$attributes]]
property. The following two pieces of code are equivalent, both trying to assign the form data submitted by end users
to the attributes of the ContactForm model. Clearly, the former, which uses massive assignment, is much cleaner
and less error prone than the latter:


$model = new \app\models\ContactForm;
$model->attributes = \Yii::$app->request->post('ContactForm');



$model = new \app\models\ContactForm;
$data = \Yii::$app->request->post('ContactForm', []);
$model->name = isset($data['name']) ? $data['name'] : null;
$model->email = isset($data['email']) ? $data['email'] : null;
$model->subject = isset($data['subject']) ? $data['subject'] : null;
$model->body = isset($data['body']) ? $data['body'] : null;




Safe Attributes 


Massive assignment only applies to the so-called safe attributes which are the attributes listed in
[[yii\base\Model::scenarios()]] for the current [[yii\base\Model::scenario|scenario]] of a model.
For example, if the User model has the following scenario declaration, then when the current scenario
is login, only the username and password can be massively assigned. Any other attributes will
be kept untouched.


public function scenarios()
{
    return [
        'login' => ['username', 'password'],
        'register' => ['username', 'email', 'password'],
    ];
}




Info: The reason that massive assignment only applies to safe attributes is because you want to
control which attributes can be modified by end user data. For example, if the User model
has a permission attribute which determines the permission assigned to the user, you would
like this attribute to be modifiable by administrators through a backend interface only.



Because the default implementation of [[yii\base\Model::scenarios()]] will return all scenarios and attributes
found in [[yii\base\Model::rules()]], if you do not override this method, it means an attribute is safe as long
as it appears in one of the active validation rules.


For this reason, a special validator aliased safe is provided so that you can declare an attribute
to be safe without actually validating it. For example, the following rules declare that both title
and description are safe attributes.


public function rules()
{
    return [
        [['title', 'description'], 'safe'],
    ];
}






Unsafe Attributes 


As described above, the [[yii\base\Model::scenarios()]] method serves for two purposes: determining which attributes
should be validated, and determining which attributes are safe. In some rare cases, you may want to validate
an attribute but do not want to mark it safe. You can do so by prefixing an exclamation mark ! to the attribute
name when declaring it in scenarios(), like the secret attribute in the following:


public function scenarios()
{
    return [
        'login' => ['username', 'password', '!secret'],
    ];
}



When the model is in the login scenario, all three attributes will be validated. However, only the username
and password attributes can be massively assigned. To assign an input value to the secret attribute, you
have to do it explicitly as follows,


$model->secret = $secret;








Data Exporting 


Models often need to be exported in different formats. For example, you may want to convert a collection of
models into JSON or Excel format. The exporting process can be broken down into two independent steps.
In the first step, models are converted into arrays; in the second step, the arrays are converted into
target formats. You may just focus on the first step, because the second step can be achieved by generic
data formatters, such as [[yii\web\JsonResponseFormatter]].


The simplest way of converting a model into an array is to use the [[yii\base\Model::$attributes]] property.
For example,


$post = \app\models\Post::findOne(100);
$array = $post->attributes;



By default, the [[yii\base\Model::$attributes]] property will return the values of all attributes
declared in [[yii\base\Model::attributes()]].


A more flexible and powerful way of converting a model into an array is to use the [[yii\base\Model::toArray()]]
method. Its default behavior is the same as that of [[yii\base\Model::$attributes]]. However, it allows you
to choose which data items, called fields, to be put in the resulting array and how they should be formatted.
In fact, it is the default way of exporting models in RESTful Web service development, as described in
the Response Formatting.



Fields 


A field is simply a named element in the array that is obtained by calling the [[yii\base\Model::toArray()]] method
of a model.


By default, field names are equivalent to attribute names. However, you can change this behavior by overriding
the [[yii\base\Model::fields()|fields()]] and/or [[yii\base\Model::extraFields()|extraFields()]] methods. Both methods
should return a list of field definitions. The fields defined by fields() are default fields, meaning that
toArray() will return these fields by default. The extraFields() method defines additionally available fields
which can also be returned by toArray() as long as you specify them via the $expand parameter. For example,
the following code will return all fields defined in fields() and the prettyName and fullAddress fields
if they are defined in extraFields().


$array = $model->toArray([], ['prettyName', 'fullAddress']);



You can override fields() to add, remove, rename or redefine fields. The return value of fields()
should be an array. The array keys are the field names, and the array values are the corresponding
field definitions which can be either property/attribute names or anonymous functions returning the
corresponding field values. In the special case when a field name is the same as its defining attribute
name, you can omit the array key. For example,


// explicitly list every field, best used when you want to make sure the changes
// in your DB table or model attributes do not cause your field changes (to keep API backward compatibility).
public function fields()
{
    return [
        // field name is the same as the attribute name
        'id',

        // field name is "email", the corresponding attribute name is "email_address"
        'email' => 'email_address',

        // field name is "name", its value is defined by a PHP callback
        'name' => function () {
            return $this->first_name . ' ' . $this->last_name;
        },
    ];
}

// filter out some fields, best used when you want to inherit the parent implementation
// and blacklist some sensitive fields.
public function fields()
{
    $fields = parent::fields();

    // remove fields that contain sensitive information
    unset($fields['auth_key'], $fields['password_hash'], $fields['password_reset_token']);

    return $fields;
}




Warning: Because by default all attributes of a model will be included in the exported array, you should
examine your data to make sure they do not contain sensitive information. If there is such information,
you should override fields() to filter them out. In the above example, we choose
to filter out auth_key, password_hash and password_reset_token.








Best Practices 


Models are the central places to represent business data, rules and logic. They often need to be reused
in different places. In a well-designed application, models are usually much fatter than
controllers.


In summary, models



		may contain attributes to represent business data;


		may contain validation rules to ensure the data validity and integrity;


		may contain methods implementing business logic;


		should NOT directly access request, session, or any other environmental data. These data should be injected
by controllers into models;


		should avoid embedding HTML or other presentational code - this is better done in views;


		avoid having too many scenarios in a single model.





You may usually consider the last recommendation above when you are developing large complex systems.
In these systems, models could be very fat because they are used in many places and may thus contain many sets
of rules and business logic. This often ends up in a nightmare in maintaining the model code
because a single touch of the code could affect several different places. To make the model code more maintainable,
you may take the following strategy:



		Define a set of base model classes that are shared by different applications or
modules. These model classes should contain minimal sets of rules and logic that
are common among all their usages.


		In each application or module that uses a model,
define a concrete model class by extending from the corresponding base model class. The concrete model classes
should contain rules and logic that are specific for that application or module.





For example, in the Advanced Application Template, you may define a base model
class common\models\Post. Then for the front end application, you define and use a concrete model class
frontend\models\Post which extends from common\models\Post. And similarly for the back end application,
you define backend\models\Post. With this strategy, you will be sure that the code in frontend\models\Post
is only specific to the front end application, and if you make any change to it, you do not need to worry if
the change may break the back end application.
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Виджеты


Виджеты представляют собой многоразовые строительные блоки, используемые в представлениях
для создания сложных и настраиваемых элементов пользовательского интерфейса в рамках объектно-ориентированного
подхода. Например, виджет выбора даты (date picker) позволяет генерировать интерактивный интерфейс для выбора дат,
предоставляя пользователям приложения удобный способ для ввода данных такого типа. Все, что нужно для
подключения виджета - это добавить следующий код в представление:


<?php
use yii\bootstrap\DatePicker;
?>
<?= DatePicker::widget(['name' => 'date']) ?>



В комплект Yii входит большое количество виджетов, например: [[yii\widgets\ActiveForm|active form]],
[[yii\widgets\Menu|menu]], виджеты jQuery UI, виджеты Twitter Bootstrap.
Далее будут представлены базовые сведения о виджетах. Для получения сведений относительно использования
конкретного виджета, следует обратиться к документации соответствующего класса.



Использование Виджетов 


Главным образом, виджеты применяют в представлениях. Для того, чтобы использовать виджет
в представлении, достаточно вызвать метод [[yii\base\Widget::widget()]]. Метод принимает массив настроек
для инициализации виджета и возвращает результат его рендеринга. Например, следующий
код добавляет виджет для выбора даты, сконфигурированный для использования русского в качестве языка интерфейса
виджета и хранения вводимых данных в атрибуте from_date модели $model.


<?php
use yii\bootstrap\DatePicker;
?>
<?= DatePicker::widget([
    'model' => $model,
    'attribute' => 'from_date',
    'language' => 'ru',
    'clientOptions' => [
        'dateFormat' => 'yy-mm-dd',
    ],
]) ?>



Некоторые виджеты могут иметь внутреннее содержимое, которое следует располагать между вызовами методов
[[yii\base\Widget::begin()]] и [[yii\base\Widget::end()]]. Например, для генерации формы входа, в следующем
фрагменте кода используется виджет [[yii\widgets\ActiveForm]]. Этот виджет сгенерирует открывающий и закрывающий
тэги <form> в местах вызова методов begin() и end() соответственно. При этом, содержимое, расположенное
между вызовами указанных методов будет выведено без каких-либо изменений.


<?php
use yii\widgets\ActiveForm;
use yii\helpers\Html;
?>

<?php $form = ActiveForm::begin(['id' => 'login-form']); ?>

    <?= $form->field($model, 'username') ?>

    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>

    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('Login') ?>
    </div>

<?php ActiveForm::end(); ?>



Обратите внимание на то, что в отличие от метода [[yii\base\Widget::widget()]], который возвращает результат
рендеринга, метод [[yii\base\Widget::begin()]] возвращает экземпляр виджета, который может быть
использован в дальнейшем для формирования его внутреннего содержимого.





Создание Виджетов 


Для того, чтобы создать виджет, следует унаследовать класс [[yii\base\Widget]] и переопределить методы
[[yii\base\Widget::init()]] и/или [[yii\base\Widget::run()]]. Как правило, метод init() должен содержать
код, выполняющий нормализацию свойств виджета, а метод run() - код, возвращающий результат рендеринга виджета.
Результат рендеринга может быть выведен непосредственно с помощью конструкции “echo” или же возвращен
в строке методом run().


В следующем примере, виджет HelloWidget HTML-кодирует и отображает содержимое, присвоенное свойству message.
В случае, если указанное свойство не установлено, виджет, в качестве значения по умолчанию отобразит строку “Hello World”.


namespace app\components;

use yii\base\Widget;
use yii\helpers\Html;

class HelloWidget extends Widget
{
    public $message;

    public function init()
    {
        parent::init();
        if ($this->message === null) {
            $this->message = 'Hello World';
        }
    }

    public function run()
    {
        return Html::encode($this->message);
    }
}



Для того, чтобы использовать этот виджет, достаточно добавить в представление следующий код:


<?php
use app\components\HelloWidget;
?>
<?= HelloWidget::widget(['message' => 'Good morning']) ?>



Ниже представлен вариант виджета HelloWidget, который принимает содержимое, обрамленное вызовами методов
begin() и end(), HTML-кодирует его и выводит.


namespace app\components;

use yii\base\Widget;
use yii\helpers\Html;

class HelloWidget extends Widget
{
    public function init()
    {
        parent::init();
        ob_start();
    }

    public function run()
    {
        $content = ob_get_clean();
        return Html::encode($content);
    }
}



Как Вы можете видеть, в методе init() происходит включение буферизации вывода PHP таким образом, что весь вывод
между вызовами init() и run() может быть перехвачен, обработан и возвращен в run().



Информация: При вызове метода [[yii\base\Widget::begin()]] будет создан новый экземпляр виджета, при этом
вызов метода init() произойдет сразу после выполнения остального кода в конструкторе виджета.
При вызове метода [[yii\base\Widget::end()]], будет вызван метод run(), а возвращенное им значение будет выведено
методом end().



Следующий фрагмент кода содержит пример использования модифицированного варианта HelloWidget:


<?php
use app\components\HelloWidget;
?>
<?php HelloWidget::begin(); ?>

    content that may contain <tag>'s

<?php HelloWidget::end(); ?>



В некоторых случаях, виджету может потребоваться вывести крупный блок содержимого. И хотя это содержимое может
быть встроено непосредственно в метод run(), целесообразней поместить его в представление
и вызвать метод [[yii\base\Widget::render()]] для его рендеринга. Например,


public function run()
{
    return $this->render('hello');
}



По умолчанию, файлы представлений виджетов должны находиться в директории WidgetPath/views, где WidgetPath -
директория, содержащая файл класса виджета. Таким образом, в приведенном выше примере, для виджета будет
использован файл представления @app/components/views/hello.php, при этом файл с классом виджета расположен в
@app/components. Для того, чтобы изменить директорию, в которой содержатся файлы-представления для виджета,
следует переопределить метод [[yii\base\Widget::getViewPath()]].





Лучшие Практики 


Виджеты представляют собой объектно-ориентированный подход к повторному использованию кода пользовательского
интерфейса.


При создании виджетов, следует придерживаться основных принципов концепции MVC. В общем случае, основную логику
следует располагать в классе виджета, разделяя при этом код, отвечающий за разметку в представления.


Разрабатываемые виджеты должны быть самодостаточными. Это означает, что для их использования должно быть
достаточно всего лишь добавить виджет в представление. Добиться этого бывает затруднительно в том случае,
когда для его функционирования требуются внешние ресурсы, такие как CSS, JavaScript, изображения и т.д.
К счастью, Yii предоставляет поддержку механизма для работы с ресурсами asset bundles,
который может быть успешно использован для решения данной проблемы.


В случае, когда виджет не содержит логики, а содержит только код, отвечающий за вывод разметки, он мало
отличается от представления. В действительности, единственное его отличие состоит в том, что
виджет представляет собой отдельный и удобный для распространения класс, в то время как представление - это
обычный PHP скрипт, подходящий для использования только лишь в конкретном приложении.
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Установка Yii


Вы можете установить Yii двумя способами: используя Composer [http://getcomposer.org/] или скачав архив.
Первый способ предпочтительнее так как позволяет установить новые расширения
или обновить Yii одной командой.



Примечание: В отличие от Yii 1, после стандартной установки Yii 2 мы получаем как фреймворк, так и шаблон приложения.




Установка при помощи Composer 


Если Composer еще не установлен это можно сделать по инструкции на
getcomposer.org [https://getcomposer.org/download/], или одним из нижеперечисленных способов. На Linux или Mac
используйте следующую команду:


curl -s http://getcomposer.org/installer | php
mv composer.phar /usr/local/bin/composer



На Windows, скачайте и запустите Composer-Setup.exe [https://getcomposer.org/Composer-Setup.exe].


В случае возникновения проблем или если вам необходима дополнительная информация, обращайтесь
к документации Composer [https://getcomposer.org/doc/].


Если у вас уже установлен Composer, обновите его при помощи composer self-update.


После установки Composer устанавливать Yii можно запустив следующую команду в папке доступной через веб:


composer global require "fxp/composer-asset-plugin:1.0.0-beta4"
composer create-project --prefer-dist yiisoft/yii2-app-basic basic



Первая команда устанавливает composer asset plugin [https://github.com/francoispluchino/composer-asset-plugin/],
который позволяет управлять зависимостями пакетов bower и npm через Composer. Эту команду достаточно выполнить один раз.
Вторая команда устанавливает Yii в директорию basic. Если хотите, можете выбрать другое имя директории.


Composer установит Yii (шаблонное приложение basic) в папку basic.



Примечание: В процессе установки Composer может запросить логин и пароль от Github потому как у API Github имеется
ограничение на количество запросов. Это нормально потому как Composer в процессе работы запрашивает у Github большое
количество информации для каждого пакета. Вход на Github повышает ограничение по запросам API и Composer может
продолжить свою работу. Подробнее об этом можно прочитать в
документации Composer [https://getcomposer.org/doc/articles/troubleshooting.md#api-rate-limit-and-oauth-tokens].




Подсказка: Если вы хотите установить последнюю нестабильную ревизию Yii, можете использовать следующую команду,
в которой присутствует опция stability [https://getcomposer.org/doc/04-schema.md#minimum-stability]:


composer create-project --prefer-dist --stability=dev yiisoft/yii2-app-basic basic



Старайтесь не использовать нестабильную версию Yii на рабочих серверах потому как она может внезапно поломать код.









Установка из архива 


Установка Yii из архива состоит из трёх шагов:



		Скачайте архив с yiiframework.com [http://www.yiiframework.com/download/];





		Распакуйте скачанный архив в папку, доступную из Web.





		В файле config/web.php добавьте секретный ключ в значение cookieValidationKey (при установке через Composer
это происходит автоматически):


// !!! insert a secret key in the following (if it is empty) - this is required by cookie validation
'cookieValidationKey' => 'enter your secret key here',












Другие опции установки 


Выше приведены инструкции по установке Yii в виде базового приложения готового к работе.
Это отличный вариант для небольших проектов или для тех, кто только начинает изучать Yii.


Есть два основных варианта такой установки:



		Если вам нужен только сам фреймворк и вы хотели бы создать приложение с нуля, воспользуйтесь инструкцией, описанной в
разделе «Создание приложения с нуля».


		Если хотите начать с более продвинутого приложения, хорошо подходящего для работы в команде, используйте
шаблон приложения advanced.








Проверка установки 


После установки приложение будет доступно по следующему URL:


http://localhost/basic/web/index.php



Здесь подразумевается, что вы установили приложение в директорию basic в корневой директории вашего веб сервера
сервер работает локально (localhost). Вам может потребоваться предварительно его настроить.


[image: Успешно установленный Yii]


Вы должны увидеть страницу приветствия «Congratulations!». Если нет — проверьте требования Yii одним из способов:



		Браузером перейдите по адресу http://localhost/basic/requirements.php





		Или выполните команду в консоли:


cd basic
php requirements.php









Для корректной работы фреймворка вам необходима установка PHP, соответствующая его минимальным требованиям. Основное
требование — PHP версии 5.4 и выше. Если ваше приложение работает с базой данных, необходимо установить
расширение PHP PDO [http://www.php.net/manual/ru/pdo.installation.php] и соответствующий драйвер
(например, pdo_mysql для MySQL).





Настройка веб сервера 



Информация: можете пропустить этот подраздел если вы только начали знакомиться с фреймворком и пока не разворачиваете
его на рабочем сервере.



Приложение, установленное по инструкциям, приведённым выше, будет работать сразу как с Apache [http://httpd.apache.org/],
так и с Nginx [http://nginx.org/] под Windows и Linux с установленным PHP 5.4 и выше. Yii 2.0 также совместим с
HHVM [http://hhvm.com/]. Тем не менее, в некоторых случаях поведение при работе с HHVM отличается от обычного PHP.
Будьте внимательны.


На рабочем сервере вам наверняка захочется изменить URL приложения с http://www.example.com/basic/web/index.php
на http://www.example.com/index.php. Для этого необходимо изменить корневую директорию в настройках веб сервера так,
чтобы та указывала на basic/web. Дополнительно можно спрятать index.php следуя описанию в разделе
«Разбор и генерация URL». Далее будет показано как настроить Apache и Nginx.



Информация: Устанавливая basic/web корневой директорией веб сервера вы защищаете от нежелательного доступа код и данные,
находящиеся на одном уровне с basic/web. Это делает приложение более защищенным.




Информация: Если приложение работает на хостинге где нет доступа к настройкам веб сервера, то можно изменить структуру
приложения как описано в разделе «Работа на Shared хостинге».




Рекомендуемые настройки Apache 


Добавьте следующее в httpd.conf Apache или в конфигурационный файл виртуального хоста. Не забудьте заменить
path/to/basic/web на корректный путь к basic/web.


# Устанавливаем корневой директорией "basic/web"
DocumentRoot "path/to/basic/web"

<Directory "path/to/basic/web">
    RewriteEngine on

    # Если запрашиваемая в URL директория или файл существуют обращаемся к ним напрямую
    RewriteCond %{REQUEST_FILENAME} !-f
    RewriteCond %{REQUEST_FILENAME} !-d
    # Если нет - перенаправляем запрос на index.php
    RewriteRule . index.php

    # ...прочие настройки...
</Directory>






Рекомендуемые настройки Nginx 


PHP должен быть установлен как FPM SAPI [http://php.net/manual/ru/install.fpm.php] для Nginx [http://wiki.nginx.org/].
Используйте следующие параметры Nginx и не забудьте заменить path/to/basic/web на корректный путь к basic/web и
mysite.local на ваше имя хоста.


server {
    charset utf-8;
    client_max_body_size 128M;

    listen 80; ## listen for ipv4
    #listen [::]:80 default_server ipv6only=on; ## слушаем ipv6

    server_name mysite.local;
    root        /path/to/basic/web;
    index       index.php;

    access_log  /path/to/project/log/access.log main;
    error_log   /path/to/project/log/error.log;

    location / {
        # Перенаправляем все запросы к несуществующим директориям и файлам на index.php
        try_files $uri $uri/ /index.php?$args;
    }

    # раскомментируйте строки ниже во избежание обработки Yii обращений к несуществующим статическим файлам
    #location ~ \.(js|css|png|jpg|gif|swf|ico|pdf|mov|fla|zip|rar)$ {
    #    try_files $uri =404;
    #}
    #error_page 404 /404.html;

    location ~ \.php$ {
        include fastcgi.conf;
        fastcgi_pass   127.0.0.1:9000;
        #fastcgi_pass unix:/var/run/php5-fpm.sock;
    }

    location ~ /\.(ht|svn|git) {
        deny all;
    }
}



Используя данную конфигурацию установите cgi.fix_pathinfo=0 в php.ini чтобы предотвратить лишние системные
вызовы stat().


Учтите, что используя HTTPS необходимо задавать fastcgi_param HTTPS on; чтобы Yii мог корректно определять защищенное
соединение.
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Что такое Yii?


Yii – это высокопроизводительный компонентный PHP фреймворк, предназначенный для быстрой разработки современных веб
приложений. Слово Yii (произносится как Йи [ji:]) в китайском языке означает «простой и эволюционирующий». Также Yii
может расшифровываться как акроним Yes It Is!



Для каких задач больше всего подходит Yii?


Yii – это универсальный фреймворк и может быть задействован во всех типах веб приложений. Благодаря его компонентной
структуре и отличной поддержке кэширования, фреймворк особенно подходит для разработки таких крупных проектов как
порталы, форумы, CMS, магазины или RESTful-приложения.





Сравнение Yii с другими фреймворками


Если вы уже знакомы с другими фреймворками, вам наверняка будет интересно сравнить их с Yii.



		Как и многие другие PHP фреймворки, для организации кода Yii использует модель MVC (Model-View-Controller).


		Yii придерживается философии простого и элегантного кода не пытаясь усложнять дизайн только ради следования каким-либо
шаблонам проектирования.


		Yii является full-stack фреймворком и включает в себя проверенные и хорошо зарекомендовавшие себя возможности, такие как
ActiveRecord для реляционных и NoSQL баз данных, поддержку REST API, многоуровневое кэширование и другие.


		Yii отлично расширяем. Вы можете настроить или заменить практически любую часть основного кода. Используя архитектуру расширений легко делиться кодом или использовать код сообщества.


		Одна из главных целей Yii – производительность.





Yii — не проект одного человека. Он поддерживается и развивается сильной командой [http://www.yiiframework.com/about/] и большим сообществом разработчиков,
которые ей помогают. Авторы фреймворка следят за тенденциями веб разработки и развитием других проектов. Наиболее
подходящие возможности и лучшие практики регулярно внедряются в фреймворк в виде простых и элегантных интерфейсов.





Версии Yii


На данный момент существует две основные ветки Yii: 1.1 и 2.0. Ветка 1.1 является предыдущим поколением и находится
в состоянии поддержки. Версия 2.0 – это полностью переписанный Yii, использующий последние технологии и протоколы, такие
как Composer, PSR, пространства имен, трейты и многое другое. 2.0 — текущее поколение фреймворка. На этой версии
будут сосредоточены основные усилия несколько следующих лет. Данное руководство именно о версии 2.0.





Требования к ПО и знаниям


Yii 2.0 требует PHP 5.4.0 и выше. Чтобы узнать требования для отдельных возможностей вы можете запустить скрипт проверки
требований, который поставляется с каждым релизом фреймворка.


Для разработки на Yii потребуется общее понимание ООП так как фреймворк полностью следует этой парадигме. Также стоит
изучить такие современные возможности PHP как пространства имён [http://www.php.net/manual/ru/language.namespaces.php]
и трейты [http://www.php.net/manual/ru/language.oop5.traits.php].
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Ресурсы


RESTful API строятся вокруг доступа к ресурсам и управления ими. Вы можете думать о ресурсах как
о моделях из MVC [http://ru.wikipedia.org/wiki/Model-View-Controller].


Хотя не существует никаких ограничений на то, как представить ресурс, в Yii ресурсы обычно представляются
как объекты [[yii\base\Model]] или дочерних классов (например [[yii\db\ActiveRecord]]), потому как:



		[[yii\base\Model]] реализует интерфейс [[yii\base\Arrayable]], который позволяет задать способ отдачи данных
ресурса через RESTful API.


		[[yii\base\Model]] поддерживает валидацию, что полезно для RESTful API реализующего ввод данных.


		[[yii\db\ActiveRecord]] даёт мощную поддержку работы с БД, что актуально если данные ресурса хранятся в ней.





В этом разделе, мы сосредоточимся на том, как при помощи класса ресурса, наследуемого от [[yii\base\Model]]
(или дочерних классов) задать какие данные будут возвращаться RESTful API. Если класс ресурса не наследуется от
[[yii\base\Model]], возвращаются всего его public свойства.



Поля 


Когда ресурс включается в ответ RESTful API, необходимо сеарилизовать его в строку. Yii разбивает этот процесс на два этапа.
Сначала ресурс конвертируется в массив при помощи [[yii\rest\Serializer]]. На втором этапе массив сеарилизуется в строку
заданного формата (например, JSON или XML) при помощи [[yii\web\ResponseFormatterInterface|форматтера ответа]].
Именно на этом стоит сосредоточится при разработке класса ресурса.


Вы можете указать какие данные включать в представление ресурса в виде массива путём переопределения методов
[[yii\base\Model::fields()|fields()]] и/или [[yii\base\Model::extraFields()|extraFields()]]. Разница между ними в том,
что первый определяет набор полей, которые всегда будут включены в массив, а второй определяет дополнительные поля, которые
пользователь может запросить через параметр expand:


// вернёт все поля объявленные в fields()
http://localhost/users

// вернёт только поля id и email, если они объявлены в методе fields()
http://localhost/users?fields=id,email

// вернёт все поля объявленные в fields() и поле profile если оно указано в extraFields()
http://localhost/users?expand=profile

// вернёт только id, email и profile, если они объявлены в fields() и extraFields()
http://localhost/users?fields=id,email&expand=profile




Переопределение fields() 


По умолчанию, [[yii\base\Model::fields()]] возвращает все атрибуты модели как поля, а
[[yii\db\ActiveRecord::fields()]] возвращает только те атрибуты, которые были объявлены в схеме БД.


Вы можете переопределить fields() для того, чтобы добавить, удалить, переименовать или переобъявить поля. Значение,
возвращаемое fields(), должно быть массивом. Его ключи это имена полей, и значения могут быть либо именами
свойств/атрибутов, либо анонимными функциями, которые возвращают значение соответствующих полей. Если имя атрибута такое же,
как ключ массива вы можете опустить значение:


// явное перечисление всех атрибутов лучше всего использовать когда вы хотите быть уверенным что изменение
// таблицы БД или атрибутов модели не повлияет на изменение полей, отдаваемых API (что важно для поддержки обратной
// совместимости API).
public function fields()
{
    return [
        // название поля совпадает с названием атрибута
        'id',
        // имя поля "email", атрибут "email_address"
        'email' => 'email_address',
        // имя поля "name", значение определяется callback-ом PHP
        'name' => function () {
            return $this->first_name . ' ' . $this->last_name;
        },
    ];
}

// отбрасываем некоторые поля. Лучше всего использовать в случае наследования
public function fields()
{
    $fields = parent::fields();

    // удаляем не безопасные поля
    unset($fields['auth_key'], $fields['password_hash'], $fields['password_reset_token']);

    return $fields;
}




Внимание: По умолчанию все атрибуты модели будут включены в ответы API. Вы должны убедиться в том, что отдаются
только безопасные данные. В противном случае для исключения небезопасных полей необходимо переопределить метод
fields(). В приведённом выше примере мы исключаем auth_key, password_hash и password_reset_token.






Переопределение extraFields() 


По умолчанию, [[yii\base\Model::extraFields()]] ничего не возвращает, а [[yii\db\ActiveRecord::extraFields()]]
возвращает названия заданных в БД связей.


Формат возвращаемых extraFields() данных такой же как у fields(). Как правило, extraFields()
используется для указания полей, значения которых являются объектами. Например учитывая следующее объявление полей


public function fields()
{
    return ['id', 'email'];
}

public function extraFields()
{
    return ['profile'];
}



запрос http://localhost/users?fields=id,email&expand=profile может возвращать следующие JSON данные:


[
    {
        "id": 100,
        "email": "100@example.com",
        "profile": {
            "id": 100,
            "age": 30,
        }
    },
    ...
]








Ссылки 


Согласно HATEOAS [http://en.wikipedia.org/wiki/HATEOAS], расшифровывающемуся как Hypermedia as the Engine of Application State,
RESTful API должны возвращать достаточно информации для того, чтобы клиенты могли определить возможные действия над ресурсами.
Ключевой момент HATEOAS заключается том, чтобы возвращать вместе с данными набора гиперссылок, указывающих на связанную
с ресурсом информацию.


Поддержку HATEOAS в ваши классы ресурсов можно добавить реализовав интерфейс [[yii\web\Linkable]]. Этот интерфейс
содержит единственный метод [[yii\web\Linkable::getLinks()|getLinks()]], который возвращает список [[yii\web\Link|ссылок]].
Обычно вы должны вернуть хотя бы ссылку self с  URL самого ресурса:


use yii\db\ActiveRecord;
use yii\web\Link;
use yii\web\Linkable;
use yii\helpers\Url;

class User extends ActiveRecord implements Linkable
{
    public function getLinks()
    {
        return [
            Link::REL_SELF => Url::to(['user/view', 'id' => $this->id], true),
        ];
    }
}



При отправке ответа объект User содержит поле _links, значение которого — ссылки, связанные с объектом:


{
    "id": 100,
    "email": "user@example.com",
    // ...
    "_links" => {
        "self": {
            "href": "https://example.com/users/100"
        }
    }
}






Коллекции 


Объекты ресурсов могут группироваться в коллекции. Каждая коллекция содержит список объектов ресурсов одного типа.


Несмотря на то, что коллекции можно представить в виде массива, удобнее использовать
провайдеры данных так как они поддерживают сортировку и постраничную разбивку.
Для RESTful APIs, которые работают с коллекциями, данные возможности используются довольно часто. Например, следующее
действие контроллера возвращает провайдер данных для ресурса постов:


namespace app\controllers;

use yii\rest\Controller;
use yii\data\ActiveDataProvider;
use app\models\Post;

class PostController extends Controller
{
    public function actionIndex()
    {
        return new ActiveDataProvider([
            'query' => Post::find(),
        ]);
    }
}



При отправке ответа RESTful API, [[yii\rest\Serializer]] сериализует массив объектов ресурсов для текущей страницы.
Кроме того, он добавит HTTP заголовки, содержащие информацию о страницах:



		X-Pagination-Total-Count: общее количество ресурсов;


		X-Pagination-Page-Count: количество страниц;


		X-Pagination-Current-Page: текущая страница (начиная с 1);


		X-Pagination-Per-Page: количество ресурсов на страницу;


		Link: набор ссылок, позволяющий клиенту пройти все страницы ресурсов.





Примеры вы можете найти в разделе «быстрый старт».
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Кэширование страниц


Кэширование страниц — это кэширование всего содержимого страницы на стороне сервера. Позже, когда эта страница
будет снова запрошена, сервер вернет её из кэша вместо того чтобы генерировать её заново.


Кэширование страниц осуществляется при помощи фильтра действия [[yii\filters\PageCache]] и
может быть использовано в классе контроллера следующим образом:


public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => 'yii\filters\PageCache',
            'only' => ['index'],
            'duration' => 60,
            'variations' => [
                \Yii::$app->language,
            ],
            'dependency' => [
                'class' => 'yii\caching\DbDependency',
                'sql' => 'SELECT COUNT(*) FROM post',
            ],
        ],
    ];
}



Приведённый код задействует кэширование только для действия index. Содержимое страницы кэшируется максимум на 60 секунд
и варьируется в зависимости от текущего языка приложения. Кэшированная страница должна быть признана просроченной, если
общее количество постов изменилось.


Кэширование страниц очень похоже на кэширования фрагментов. В обоих случаях поддерживаются параметры
duration (продолжительность), dependencies (зависимости), variations (вариации), и enabled (включен). Главное
отличие заключается в том, что кэширование страницы реализовано в виде фильтра действия,
а кэширование фрагмента в виде виджета.


Вы можете использовать вместе кэширование фрагмента,
динамическое содержимое и кэширование страницы.
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Ответы


Когда приложение заканчивает обработку запроса, оно генерирует объект [[yii\web\Response|ответа]]
и отправляет его пользователю. Объект ответа содержит такие данные, как HTTP-код состояния, HTTP-заголовки и тело ответа.
Конечная цель разработки Web-приложения состоит в создании объектов ответа на различные запросы.


В большинстве случаев вам придется иметь дело с компонентом приложения response,
который по умолчанию является экземпляром класса [[yii\web\Response]]. Однако Yii также позволяет вам создавать собственные
объекты ответа и отправлять их пользователям. Это будет рассмотрено ниже.


В данном разделе мы опишем, как составлять ответы и отправлять их пользователям.



Код состояния 


Первое, что вы делаете при построении ответа, — определяете, был ли успешно обработан запрос. Это реализуется заданием
свойству [[yii\web\Response::statusCode]] значения, которое может быть одним из валидных
HTTP-кодов состояния [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec10.html]. Например, чтобы показать, что запрос был
успешно обработан, вы можете установить значение кода состояния равным 200:


Yii::$app->response->statusCode = 200;



Однако в большинстве случаев явная установка не требуется так как значение [[yii\web\Response::statusCode]]
по умолчанию равно 200. Если же вам нужно показать, что запрос не удался, вы можете выбросить соответствующее
HTTP-исключение:


throw new \yii\web\NotFoundHttpException;



Когда обработчик ошибок поймает исключение, он извлечёт код состояния
из исключения и назначит его ответу. Исключение [[yii\web\NotFoundHttpException]] в коде выше
представляет HTTP-код состояния 404. В Yii предопределены следующие HTTP-исключения:



		[[yii\web\BadRequestHttpException]]: код состояния 400.


		[[yii\web\ConflictHttpException]]: код состояния 409.


		[[yii\web\ForbiddenHttpException]]: код состояния 403.


		[[yii\web\GoneHttpException]]: код состояния 410.


		[[yii\web\MethodNotAllowedHttpException]]: код состояния 405.


		[[yii\web\NotAcceptableHttpException]]: код состояния 406.


		[[yii\web\NotFoundHttpException]]: код состояния 404.


		[[yii\web\ServerErrorHttpException]]: код состояния 500.


		[[yii\web\TooManyRequestsHttpException]]: код состояния 429.


		[[yii\web\UnauthorizedHttpException]]: код состояния 401.


		[[yii\web\UnsupportedMediaTypeHttpException]]: код состояния 415.





Если в приведённом выше списке нет исключения, которое вы хотите выбросить, вы можете создать его, расширив класс
[[yii\web\HttpException]], или выбросить его напрямую с кодом состояния, например:


throw new \yii\web\HttpException(402);






HTTP-заголовки 


Вы можете отправлять HTTP-заголовки, работая с [[yii\web\Response::headers|коллекцией заголовков]] компонента response:


$headers = Yii::$app->response->headers;

// добавить заголовок Pragma. Уже имеющиеся Pragma-заголовки НЕ будут перезаписаны.
$headers->add('Pragma', 'no-cache');

// установить заголовок Pragma. Любые уже имеющиеся Pragma-заголовки будут сброшены.
$headers->set('Pragma', 'no-cache');

// удалить заголовок (или заголовки) Pragma и вернуть их значения массивом
$values = $headers->remove('Pragma');




Информация: названия заголовков не чувствительны к регистру символов. Заново зарегистрированные заголовки не отсылаются
пользователю до вызова [[yii\web\Response::send()]].






Тело ответа 


Большинство ответов должны иметь тело, содержащее то, что вы хотите показать пользователям.


Если у вас уже имеется отформатированная строка для тела, вы можете присвоить её свойству [[yii\web\Response::content]]
объекта запроса:


Yii::$app->response->content = 'hello world!';



Если ваши данные перед отправкой конечным пользователям нужно привести к определённому формату, вам следует установить значения
двух свойств: [[yii\web\Response::format|format]] и [[yii\web\Response::data|data]]. Свойство [[yii\web\Response::format|format]]
определяет, в каком формате следует возвращать данные из [[yii\web\Response::data|data]]. Например:


$response = Yii::$app->response;
$response->format = \yii\web\Response::FORMAT_JSON;
$response->data = ['message' => 'hello world'];



Yii из коробки имеет поддержку следующих форматов, каждый из которых реализован классом [[yii\web\ResponseFormatterInterface|форматтера]].
Вы можете настроить эти форматтеры или добавить новые через свойство [[yii\web\Response::formatters]].



		[[yii\web\Response::FORMAT_HTML|HTML]]: реализуется классом [[yii\web\HtmlResponseFormatter]].


		[[yii\web\Response::FORMAT_XML|XML]]: реализуется классом [[yii\web\XmlResponseFormatter]].


		[[yii\web\Response::FORMAT_JSON|JSON]]: реализуется классом [[yii\web\JsonResponseFormatter]].


		[[yii\web\Response::FORMAT_JSONP|JSONP]]: реализуется классом [[yii\web\JsonResponseFormatter]].





Хотя тело запроса может быть явно установлено показанным выше способом, в большинстве случаев вы можете задавать его неявно
через возвращаемое значение методов действий. Типичный пример использования:


public function actionIndex()
{
    return $this->render('index');
}



Действие index в коде выше возвращает результат рендеринга представления index. Возвращаемое значение будет взято
компонентом response, отформатировано и затем отправлено пользователям.


Так как по умолчанию форматом ответа является [[yii\web\Response::FORMAT_HTML|HTML]], в методе действия следует
вернуть строку. Если вы хотите использовать другой формат ответа, необходимо настроить его перед отправкой данных:


public function actionInfo()
{
    \Yii::$app->response->format = \yii\web\Response::FORMAT_JSON;
    return [
        'message' => 'hello world',
        'code' => 100,
    ];
}



Как уже было сказано, кроме использования стандартного компонента приложения response вы также можете создавать свои
объекты ответа и отправлять их конечным пользователям. Вы можете сделать это, возвращая такой объект в методе действия:


public function actionInfo()
{
    return \Yii::createObject([
        'class' => 'yii\web\Response',
        'format' => \yii\web\Response::FORMAT_JSON,
        'data' => [
            'message' => 'hello world',
            'code' => 100,
        ],
    ]);
}




Примечание: создавая собственные объекты ответов, вы не сможете воспользоваться конфигурацией компонента response,
настроенной вами в конфигурации приложения. Тем не менее, вы можете воспользоваться
внедрением зависимости, чтобы применить общую конфигурацию к вашим новым объектам ответа.






Перенаправление браузера 


Перенаправление браузера основано на отправке HTTP-заголовка Location. Так как данная возможность широко применяется,
Yii имеет средства для её использования.


Вы можете перенаправить браузер пользователя на URL-адрес, вызвав метод [[yii\web\Response::redirect()]]. Этот метод
использует указанный URL-адрес в качестве значения заголовка Location и возвращает сам объект ответа. В методе действия
вы можете вызвать короткую версию этого метода — [[yii\web\Controller::redirect()]]. Например:


public function actionOld()
{
    return $this->redirect('http://example.com/new', 301);
}



В приведённом выше коде метод действия возвращает результат redirect(). Как говорилось выше, объект ответа,
возвращаемый методом действия, будет использоваться в качестве ответа конечным пользователям.


В коде, находящемся вне методов действий, следует использовать [[yii\web\Response::redirect()]] и непосредственно после
него — метод [[yii\web\Response::send()]]. Так можно быть уверенным, что к ответу не будет добавлено нежелательное
содержимое.


\Yii::$app->response->redirect('http://example.com/new', 301)->send();




Информация: По умолчанию метод [[yii\web\Response::redirect()]] устанавливает код состояния ответа равным 302, сообщая
браузеру, что запрашиваемый ресурс временно находится по другому URI-адресу. Вы можете передать код состояния
301, чтобы сообщить браузеру, что ресурс перемещён навсегда.



Если текущий запрос является AJAX-запросом, отправка заголовка Location не заставит браузер автоматически
осуществить перенаправление. Чтобы решить эту задачу, метод [[yii\web\Response::redirect()]] устанавливает значение
заголовка X-Redirect равным URL для перенаправления. На стороне клиента вы можете написать JavaScript-код для чтения
значения этого заголовка и перенаправления браузера соответственно.



Информация: Yii поставляется с JavaScript-файлом yii.js, который предоставляет набор часто используемых
JavaScript-утилит, включая и перенаправление браузера на основе заголовка X-Redirect. Следовательно, если вы
используете этот JavaScript-файл (зарегистрировав пакет ресурсов [[yii\web\YiiAsset]]), вам не нужно писать
дополнительный код для поддержки AJAX-перенаправления.






Отправка файлов 


Как и перенаправление браузера, отправка файлов является ещё одной возможностью, основанной на определённых HTTP-заголовках.
Yii предоставляет набор методов для решения различных задач по отправке файлов. Все они поддерживают HTTP-заголовок range.



		[[yii\web\Response::sendFile()]]: отправляет клиенту существующий файл.


		[[yii\web\Response::sendContentAsFile()]]: отправляет клиенту строку как файл.


		[[yii\web\Response::sendStreamAsFile()]]: отправляет клиенту существующий файловый поток как файл.





Эти методы имеют одинаковую сигнатуру и возвращают объект ответа. Если отправляемый файл очень велик, следует
использовать [[yii\web\Response::sendStreamAsFile()]], так как он более эффективно использует оперативную память.
Следующий пример показывает, как отправить файл в действии контроллера:


public function actionDownload()
{
    return \Yii::$app->response->sendFile('path/to/file.txt');
}



При вызове метода отправки файла вне методов действий чтобы быть уверенным, что к ответу не будет добавлено никакое
нежелательное содержимое, следует вызвать сразу после него [[yii\web\Response::send()]].


\Yii::$app->response->sendFile('path/to/file.txt')->send();



Некоторые Web-серверы поддерживают особый режим отправки файлов, который называется X-Sendfile. Идея в том, чтобы
перенаправить запрос файла Web-серверу, который отдаст файл пользователю самостоятельно. В результате Web-приложение
может завершиться раньше, пока Web-сервер ещё пересылает файл. Чтобы использовать эту возможность, воспользуйтесь
методом [[yii\web\Response::xSendFile()]]. Далее приведены ссылки на то, как включить X-Sendfile для популярных
Web-серверов:



		Apache: X-Sendfile [http://tn123.org/mod_xsendfile]


		Lighttpd v1.4: X-LIGHTTPD-send-file [http://redmine.lighttpd.net/projects/lighttpd/wiki/X-LIGHTTPD-send-file]


		Lighttpd v1.5: X-Sendfile [http://redmine.lighttpd.net/projects/lighttpd/wiki/X-LIGHTTPD-send-file]


		Nginx: X-Accel-Redirect [http://wiki.nginx.org/XSendfile]


		Cherokee: X-Sendfile and X-Accel-Redirect [http://www.cherokee-project.com/doc/other_goodies.html#x-sendfile]








Отправка ответа 


Содержимое ответа не отправляется пользователю до вызова метода [[yii\web\Response::send()]]. По умолчанию он вызывается
автоматически в конце метода [[yii\base\Application::run()]]. Однако, чтобы ответ был отправлен немедленно, вы можете
вызвать этот метод явно.


Для отправки ответа метод [[yii\web\Response::send()]] выполняет следующие шаги:



		Инициируется событие [[yii\web\Response::EVENT_BEFORE_SEND]].


		Для форматирования [[yii\web\Response::data|данных ответа]] в [[yii\web\Response::content|содержимое ответа]]
вызывается метод [[yii\web\Response::prepare()]] .


		Инициируется событие [[yii\web\Response::EVENT_AFTER_PREPARE]].


		Для отправки зарегистрированных HTTP-заголовков вызывается метод [[yii\web\Response::sendHeaders()]].


		Для отправки тела ответа вызывается метод [[yii\web\Response::sendContent()]].


		Инициируется событие [[yii\web\Response::EVENT_AFTER_SEND]].





Повторный вызов [[yii\web\Response::send()]] игнорируется. Это означает, что если ответ уже отправлен, то к нему уже
ничего не добавить.


Как видно, метод [[yii\web\Response::send()]] инициирует несколько полезных событий. Реагируя на
эти события, можно настраивать или декорировать ответ.
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Взгляд в будущее


В итоге, вы создали полноценное приложение на Yii, и узнали, как реализовать некоторые,
наиболее часто используемые функции, такие, как получение данных от пользователя,
при помощи HTML форм, выборки данных из базы данных и их отображения в разбитом на страницы виде.
Так же, вы узнали,  как использовать Gii для автоматической генерации кода, что превращает программирование в настолько простую задачу,
как просто заполнить какие-либо формы.
В этом разделе мы обобщим ресурсы о Yii,
которые помогут вам быть более продуктивным при использовании Yii.



		Документация
		Подробное руководство:
Как следует из названия, руководство точно определяет,
как Yii должен работать и дает вам общие указания по его использованию.
Это самый важный Yii учебник, который вы должны прочитать, прежде чем писать различный Yii код.


		Описание классов:
Определяет использование каждого класса, представленного в Yii.
Им следует пользоваться, когда вы пишете код и хотите разобраться в использовании конкретного класса, метода, свойства.


		Вики статьи:
Вики статьи, написаны пользователями Yii на основе их собственного опыта.
Большинство из них написаны как рецепты из поваренной книги, которые показывают, как решить конкретные проблемы с использованием Yii.
Причём качество этих статей может быть таким же хорошим, как Подробное руководство,
они полезны тем, что они охватывают более широкие темы и часто могут предоставить вам готовые решения для дальнейшего использования.


		Книги








		Расширения [http://www.yiiframework.com/extensions/]:
Yii гордится библиотекой из тысяч внесённых пользователями расширений,
которые могут быть легко подключены в ваши приложения и сделать разработку приложений ещё быстрее и проще.


		Сообщество
		Форум [http://www.yiiframework.com/forum/]


		GitHub [https://github.com/yiisoft/yii2]


		Facebook [https://www.facebook.com/groups/yiitalk/]


		Twitter [https://twitter.com/yiiframework]


		LinkedIn [https://www.linkedin.com/groups/yii-framework-1483367]















          

      

      

    


    
        © 版权所有 .
      由 Sphinx 1.3.1 创建。
    

  

_images/rbac-hierarchy-2.png
Jane, ID=

John, ID=2






_images/start-hello-world4.png
Hello World

© My Company 2014 Powered by Yii Frame w,§
'l





guide-ru/structure-modules.html


    
      导航


      
        		
          索引


        		YII2 stable 文档 »

 
      


    


    
      
          
            
  
Модули


Модули - это законченные программные блоки, состоящие из моделей, представлений, контроллеров и других вспомогательных компонентов. При установке модулей в приложение, конечный пользователь получает доступ к их контроллерам. По этой причины модули часто рассматриваются как миниатюрные приложения. В отличии от приложений, модули нельзя развертывать отдельно. Модули должны находиться внутри приложений.



Создание модулей 


Модуль помещается в директорию, которая называется [[yii\base\Module::basePath|базовым путем]] модуля. Так же как и в директории приложения, в этой директории существуют поддиректории controllers, models, views и другие, в которых размещаются контроллеры, модели, представления и другие элементы. В следующем примере показано примерное содержимое модуля:


forum/
    Module.php                   файл класса модуля
    controllers/                 содержит файлы классов контроллеров
        DefaultController.php    файл класса контроллера по умолчанию
    models/                      содержит файлы классов моделей
    views/                       содержит файлы представлений контроллеров и шаблонов
        layouts/                 содержит файлы представлений шаблонов
        default/                 содержит файлы представления контроллера DefaultController
            index.php            файл основного представления




Классы модулей 


Каждый модуль объявляется с помощью уникального класса, который наследуется от [[yii\base\Module]]. Этот класс должен быть помещен в корне [[yii\base\Module::basePath|базового пути]] модуля и поддерживать автозагрузку. Во время доступа к модулю будет создан один экземпляр соответствующего класса модуля. Как и экземпляры приложения, экземпляры модулей нужны, чтобы код модулей мог получить общий доступ к данным и компонентам.


Приведем пример того, как может выглядеть класс модуля:


namespace app\modules\forum;

class Module extends \yii\base\Module
{
    public function init()
    {
        parent::init();

        $this->params['foo'] = 'bar';
        // ... остальной инициализирующий код ...
    }
}



Если метод init() стал слишком громоздким из-за кода, который задает свойства модуля, эти свойства можно сохранить в виде конфигурации, а затем загрузить в методе init() следующим образом:


public function init()
{
    parent::init();
    // инициализация модуля с помощью конфигурации, загруженной из config.php
    \Yii::configure($this, require(__DIR__ . '/config.php'));
}



При этом в конфигурационном файле config.php может быть код следующего вида, аналогичный конфигурации приложения:


<?php
return [
    'components' => [
        // список конфигураций компонентов
    ],
    'params' => [
        // список параметров
    ],
];






Контроллеры в модулях 


При создании контроллеров модуля принято помещать классы контроллеров в подпространство controllers пространства имен класса модуля. Это также подразумевает, что файлы классов контроллеров должны располагаться в директории controllers [[yii\base\Module::basePath|базового пути]] модуля. Например, чтобы описать контроллер post в модуле forum из предыдущего примера, класс контроллера объявляется следующим образом:


namespace app\modules\forum\controllers;

use yii\web\Controller;

class PostController extends Controller
{
    // ...
}



Изменить пространство имен классов контроллеров можно задав свойство [[yii\base\Module::controllerNamespace]]. Если какие-либо контроллеры выпадают из этого пространства имен, доступ к ним можно осуществить, настроив свойство [[yii\base\Module::controllerMap]], аналогично тому, как это делается в приложении.





Представления в модулях 


Представления модуля также следует поместить в в поддиректорию views [[yii\base\Module::basePath|базового пути]] модуля. Виды, которые рендерит контроллер модуля, должны располагаться в директории views/ControllerID, где ControllerID соответствует идентификатору контроллера. Например, если контроллер реализуется классом PostController, представления следует разместить в поддиректории views/post [[yii\base\Module::basePath|базового пути]] модуля.


В модуле можно задать шаблон, который будет использоваться для рендеринга всех представлений контроллерами модуля. По умолчанию шаблон помещается в директорию views/layouts, а свойство [[yii\base\Module::layout]] должно указывать на имя этого шаблона. Если не задать свойство layout, модуль будет использовать шаблон, заданный в приложении.







Использование модулей 


Чтобы задействовать модуль в приложении, достаточно включить его в свойство [[yii\base\Application::modules|modules]] в конфигурации приложения. Следующий код в конфигурации приложения задействует модуль forum:


[
    'modules' => [
        'forum' => [
            'class' => 'app\modules\forum\Module',
            // ... другие настройки модуля ...
        ],
    ],
]



Свойству [[yii\base\Application::modules|modules]] присваивается массив, содержащий конфигурацию модуля. Каждый ключ массива представляет собой идентификатор модуля, который однозначно определяет модуль среди других модулей приложения, а соответствующий массив - это конфигурация для создания модуля.



Маршруты 


Как маршруты приложения используются для обращения к контроллерам приложения, маршруты модуля используются, чтобы обращаться к контроллерам этого модуля. Маршрут контроллера в модуле должен начинаться с идентификатора модуля, за которым следуют идентификатор контроллера и идентификатор действия. Например, если в приложении задействован модуль forum, то маршрут forum/post/index соответствует действию index контроллера post этого модуля. Если маршрут состоит только из идентификатора модуля, то контроллер и действие определяются исходя из свойства [[yii\base\Module::defaultRoute]], которое по умолчанию равно default. Таким образом, маршрут forum соответствует контроллеру default модуля forum.





Получение доступа к модулям 


Зачастую внутри модуля может потребоваться доступ к экземпляру класса модуля, через который получаются идентификатор модуля, его параметры, компоненты, и т. п. Это можно сделать с помощью следующей конструкции:


$module = MyModuleClass::getInstance();



где MyModuleClass соответствует имени класса модуля, доступ к которому нужно получить. Метод getInstance() возвращает запрошенный в данный момент экземпляр класса модуля. Если модуль не запрошен, метод вернет null. Учтите, что обычно экземпляры класса модуля вручную не создаются, так как созданный вручную экземпляр будет отличаться от экземпляра, созданного Yii в качестве ответа на запрос.



Информация: При разработке модуля нельзя исходить из предположения, что модулю будет назначен конкретный идентификатор. Это связано с тем, что идентификатор, назначаемый модулю при использовании в приложении или в другом модуле, может быть выбран совершенно произвольно. Чтобы получить идентификатор модуля, нужно вначале выбрать экземпляр модуля, как это описано выше, а затем получить доступ к идентификатору через свойство $module->id.



Доступ к экземпляру модуля можно получить следующими способами:


// получение дочернего модуля с идентификатором "forum"
$module = \Yii::$app->getModule('forum');

// получение модуля, к которому принадлежит запрошенный в настоящее время контроллер
$module = \Yii::$app->controller->module;



Первый подход годится только если известен идентификатор модуля, а второй подход наиболее полезен, если известно, какой контроллер запрошен.


Имея экземпляр модуля можно получить доступ к параметрам и компонентам, зарегистрированным в модуле. Например,


$maxPostCount = $module->params['maxPostCount'];






Предзагрузка модулей 


Может потребоваться запускать некоторые модули при каждом запросе. Модуль [[yii\debug\Module|debug]] - один из таких модулей. Для этого список идентификаторов таких модулей необходимо указать в свойстве [[yii\base\Application::bootstrap|bootstrap]] приложения.


Например, следующая конфигурация приложения обеспечивает загрузку модуля debug при каждом запросе:


[
    'bootstrap' => [
        'debug',
    ],

    'modules' => [
        'debug' => 'yii\debug\Module',
    ],
]








Вложенные модули 


Модули могут вкладываться друг в друга без ограничений по глубине. Иными словами, в модуле содержится модуль, в который входит еще один модуль, и т. д. Первый модуль называется родительским, остальные - дочерними. Дочерние модули объявляются в свойстве [[yii\base\Module::modules|modules]] родительских модулей. Например,


namespace app\modules\forum;

class Module extends \yii\base\Module
{
    public function init()
    {
        parent::init();

        $this->modules = [
            'admin' => [
                // здесь имеет смысл использовать более лаконичное пространство имен
                'class' => 'app\modules\forum\modules\admin\Module',
            ],
        ];
    }
}



Маршрут к контроллеру вложенного модуля должен содержать идентификаторы всех его предков. Например, маршрут forum/admin/dashboard/index соответствует действию index контроллера dashboard модуля admin, который в свою очередь является дочерним модулем модуля forum.



Информация: Метод [[yii\base\Module::getModule()|getModule()]] возвращает только те дочерние модули, которые принадлежат родительскому модулю непосредственно. В свойстве [[yii\base\Application::loadedModules]] содержится список загруженных модулей, в том числе прямых и косвенных потомков, с индексированием по имени класса.






Лучшие практики


Модули лучше всего подходят для крупных приложений, функционал которых можно разделить на несколько групп, в каждой из которых функции тесно связаны между собой. Каждая группа функций может разрабатываться в виде модуля, над которым работает один разработчик или одна команда.


Модули - это хороший способ повторно использовать код на уровне групп функций. В виде модулей можно реализовать такой функционал как управление пользователями или управление комментариями, а затем использовать эти модули в будущих разработках.
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Limitando el rango (rate)


Para prevenir el abuso, puedes considerar añadir un límitación del rango (rate limiting) para tus APIs. Por ejemplo,
puedes querer limitar el uso del API de cada usuario a un máximo de 100 llamadas al API dentro de un periodo de 10 minutos.
Si se reciben demasiadas peticiones de un usuario dentro del periodo de tiempo declarado, deveríá devolverse una respuesta con código de estado 429 (que significa “Demasiadas peticiones”).


Para activar la limitación de rango, la clase [[yii\web\User::identityClass|user identity class]] debe implementar [[yii\filters\RateLimitInterface]].
Este interface requiere la implementación de tres métodos:



		getRateLimit(): devuelve el número máximo de peticiones permitidas y el periodo de tiempo (p.e., [100, 600] significa que como mucho puede haber 100 llamadas al API dentro de 600 segundos).


		loadAllowance(): devuelve el número de peticiones que quedan permitidas y el tiempo (fecha/hora) UNIX
con el último límite del rango que ha sido comprobado.


		saveAllowance(): guarda ambos, el número restante de peticiones permitidas y el tiempo actual (fecha/hora) UNIX .





Puedes usar dos columnas en la tabla de usuario para guardar la información de lo permitido y la fecha/hora (timestamp). Con ambas definidas,
entonces loadAllowance() y saveAllowance() pueden ser utilizados para leer y guardar los valores de las dos columnas correspondientes al actual usuario autenticado.
Para mejorar el desempeño, también puedes considerar almacenar esas piezas de información en caché o almacenamiento NoSQL.


Una vez que la clase de identidad implementa la interfaz requerida, Yii utilizará automáticamente [[yii\filters\RateLimiter]]
configurado como un filtro de acción para que [[yii\rest\Controller]] compruebe el límite de rango. El limitador de rango
lanzará una excepeción [[yii\web\TooManyRequestsHttpException]] cuando el límite del rango sea excedido.


Puedes configurar el limitador de rango
en tu clase controlador REST como sigue:


public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['rateLimiter']['enableRateLimitHeaders'] = false;
    return $behaviors;
}



Cuando se activa el límite de rango, por defecto todas las respuestas serán enviadas con la siguiente cabecera HTTP conteniendo
información sobre el límite actual de rango:



		X-Rate-Limit-Limit, el máximo número de peticiones permitidas en un periodo de tiempo


		X-Rate-Limit-Remaining, el número de peticiones restantes en el periodo de tiempo actual


		X-Rate-Limit-Reset, el número de segundos a esperar para pedir el máximo número de peticiones permitidas





Puedes desactivar estas cabeceras configurando [[yii\filters\RateLimiter::enableRateLimitHeaders]] a false,
tal y como en el anterior ejemplo.
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El Almacenamiento en Caché


El almacenamiento en caché es una forma económica y eficaz para mejorar el rendimiento de una aplicación web. Mediante
el almacenamiento de datos relativamente estáticos en la memoria caché y su correspondiente recuperación cuando éstos sean
solicidatos, la aplicación salvaría todo ese tiempo y recursos necesarios para volver a generarlos cada vez desde cero.


El almacenamiento puede ocurrir en diferentes niveles y lugar en una aplicación Web. En el lado del servidor, en el
nivel inferior, la memoria caché puede ser utilizada para guardar algunos datos básicos, tales como la lista más reciente
de artículos que han sido extraídos de la base de datos; y en el nivel superior, la memoria caché puede utilizarse para
almacenar fragmentos o un conjuto de páginas Web, tales como el resultado de la representación de los artículos más
recientes.


El almacenamiento en caché se puede usar en diferentes niveles y lugares en una aplicación web. En el lado del servidor, al más bajo nivel,
la caché puede ser usada para almacenar datos básicos, tales como una una lista de los artículos más recientes obtenidos de una base de datos;
y en el más alto nivel, la caché puede ser usada para almacenar fragmentos o la totalidad de las páginas web, tales como el resultado del renderizado de los artículos más recientes. En el lado del cliente, el almacenamiento en caché HTTP puede ser utilizado para mantener
el contenido de la página que ha sido visitada más recientemente en el caché del navegador.


Yii soporta los siguientes mecanismos de almacenamiento de caché:



		Caché de datos


		Caché de fragmentos


		Caché de páginas


		Caché HTTP
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Clase Auxiliar URL (URL Helper)


La clase auxiliar URL proporciona un conjunto de métodos estáticos para gestionar URLs.



Obtener URLs Comunes


Se pueden usar dos métodos para obtener URLs comunes: URL de inicio (home URL) y URL base (base URL) de la petición
(request) actual. Para obtener la URL de inicio se puede usar el siguiente código:


$relativeHomeUrl = Url::home();
$absoluteHomeUrl = Url::home(true);
$httpsAbsoluteHomeUrl = Url::home('https');



Si no se pasan parámetros, las URLs generadas son relativas. Se puede pasar truepara obtener la URL absoluta del
esquema actual o especificar el esquema explícitamente (https, http).


Para obtener la URL base de la petición actual, se puede usar el siguiente código:


$relativeBaseUrl = Url::base();
$absoluteBaseUrl = Url::base(true);
$httpsAbsoluteBaseUrl = Url::base('https');



El único parámetro del método funciona exactamente igual que para Url::home().





Creación de URLs


Para crear una URL para una ruta determinada se puede usar Url::toRoute(). El metodo utiliza [[\yii\web\UrlManager]]
para crear una URL:


$url = Url::toRoute(['product/view', 'id' => 42]);



Se puede especificar la ruta como una cadena de texto, ej. site/index. También se puede usar un array si se
quieren especificar parámetros para la URL que se esta generando. El formato del array debe ser:


// genera: /index.php?r=site/index&param1=value1&param2=value2
['site/index', 'param1' => 'value1', 'param2' => 'value2']



Si se quiere crear una URL con un enlace, se puede usar el formato de array con el parámetro #. Por ejemplo,


// genera: /index.php?r=site/index&param1=value1#name
['site/index', 'param1' => 'value1', '#' => 'name']



Una ruta puede ser absoluta o relativa. Una ruta absoluta tiene una barra al principio (ej. /site/index),
mientras que una ruta relativa no la tiene (ej. site/index o index). Una ruta relativa se convertirá en una
ruta absoluta siguiendo las siguientes normas:



		Si la ruta es una cadena vacía, se usará la [[\yii\web\Controller::route|route]] actual;


		Si la ruta no contiene barras (ej. index), se considerará que es el ID de una acción del controlador actual y
se antepondrá con [[\yii\web\Controller::uniqueId]];


		Si la ruta no tiene barra inicial (ej. site/index), se considerará que es una ruta relativa del modulo actual y
se le antepondrá el [[\yii\base\Module::uniqueId|uniqueId]] del modulo.





A continuación se muestran varios ejemplos del uso de este método:


// /index?r=site/index
echo Url::toRoute('site/index');

// /index?r=site/index&src=ref1#name
echo Url::toRoute(['site/index', 'src' => 'ref1', '#' => 'name']);

// http://www.example.com/index.php?r=site/index
echo Url::toRoute('site/index', true);

// https://www.example.com/index.php?r=site/index
echo Url::toRoute('site/index', 'https');



El otro método Url::to() es muy similar a [[toRoute()]]. La única diferencia es que este método requiere que la ruta
especificada sea un array. Si se pasa una cadena de texto, se tratara como una URL.


El primer argumento puede ser:



		un array: se llamará a [[toRoute()]] para generar la URL. Por ejemplo: ['site/index'],
['post/index', 'page' => 2]. Se puede revisar [[toRoute()]] para obtener más detalles acerca de como especificar
una ruta.


		una cadena que empiece por @: se tratará como un alias, y se devolverá la cadena correspondiente asociada a este
alias.


		una cadena vacía: se devolverá la URL de la petición actual;


		una cadena de texto: se devolverá sin alteraciones.





Cuando se especifique $schema (tanto una cadena de text como true), se devolverá una URL con información del host
(obtenida mediante [[\yii\web\UrlManager::hostInfo]]). Si $url ya es una URL absoluta, su esquema se reemplazará con
el especificado.


A continuación se muestran algunos ejemplos de uso:


// /index?r=site/index
echo Url::to(['site/index']);

// /index?r=site/index&src=ref1#name
echo Url::to(['site/index', 'src' => 'ref1', '#' => 'name']);

// la URL solicitada actualmente
echo Url::to();

// /images/logo.gif
echo Url::to('@web/images/logo.gif');

// images/logo.gif
echo Url::to('images/logo.gif');

// http://www.example.com/images/logo.gif
echo Url::to('@web/images/logo.gif', true);

// https://www.example.com/images/logo.gif
echo Url::to('@web/images/logo.gif', 'https');






Recordar la URL para utilizarla más adelante


Hay casos en que se necesita recordar la URL y después usarla durante el procesamiento de una de las peticiones
secuenciales. Se puede logar de la siguiente manera:


// Recuerda la URL actual
Url::remember();

// Recuerda la URL especificada. Revisar Url::to() para ver formatos de argumentos.
Url::remember(['product/view', 'id' => 42]);

// Recuerda la URL especificada con un nombre asignado
Url::remember(['product/view', 'id' => 42], 'product');



En la siguiente petición se puede obtener la URL memorizada de la siguiente manera:


$url = Url::previous();
$productUrl = Url::previous('product');






Reconocer la relatividad de URLs


Para descubrir si una URL es relativa, es decir, que no contenga información del host, se puede utilizar el siguiente
código:


$isRelative = Url::isRelative('test/it');
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Configuración


Las configuraciones se utilizan ampliamente en Yii al crear nuevos objetos o inicializar los objetos existentes. Las configuraciones por lo general incluyen el nombre de la clase del objeto que se está creando, y una lista de los valores iniciales que deberían ser asignadas a las del propiedades objeto. Las configuraciones también pueden incluir una lista de manipuladores que deban imponerse a del objeto eventos y/o una lista de comportamientos que también ha de atribuirse al objeto.


A continuación, una configuración que se utiliza para crear e inicializar una conexión a base de datos:


$config = [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=127.0.0.1;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
];

$db = Yii::createObject($config);



El método [[Yii::createObject()]] toma una matriz de configuración como su argumento, y crea un objeto intanciando la clase llamada en la configuración. Cuando se crea una instancia del objeto, el resto de la configuración se utilizará para inicializar las propiedades del objeto, controladores de eventos y comportamientos.


Si usted ya tiene un objeto, puede usar [[Yii::configure()]] para inicializar las propiedades del objeto con una matriz de configuración:


Yii::configure($object, $config);



Tenga en cuenta que en este caso, la matriz de configuración no debe contener un elemento class.



Formato de Configuración 


El formato de una configuración se puede describir formalmente como:


[
    'class' => 'ClassName',
    'propertyName' => 'propertyValue',
    'on eventName' => $eventHandler,
    'as behaviorName' => $behaviorConfig,
]



donde



		El elemento class especifica un nombre de clase completo para el objeto que se está creando.


		Los elementos propertyName especifica los valores iniciales de la propiedad con nombre. Las claves son los nombres de las propiedades y los valores son los valores iniciales correspondientes. Sólo los miembros de variables públicas y propiedades definidas por getters/setters se pueden configurar.


		Los elementos on eventName especifican qué manipuladores deberán adjuntarse al del objeto eventos. Observe que las claves de matriz se forman prefijando nombres de eventos con on. Por favor, consulte la sección Eventos para los formatos de controlador de eventos compatibles.


		Los elementos as behaviorName especifican qué comportamientos deben adjuntarse al objeto. Observe que las claves de matriz se forman prefijando nombres de comportamiento con as; el valor, $behaviorConfig, representa la configuración para la creación de un comportamiento, como una configuración normal descrita aquí.





A continuación se muestra un ejemplo de una configuración con los valores de propiedad iniciales, controladores de eventos y comportamientos:


[
    'class' => 'app\components\SearchEngine',
    'apiKey' => 'xxxxxxxx',
    'on search' => function ($event) {
        Yii::info("Keyword searched: " . $event->keyword);
    },
    'as indexer' => [
        'class' => 'app\components\IndexerBehavior',
        // ... property init values ...
    ],
]






Usando Configuraciones 


Las configuraciones se utilizan en muchos lugares en Yii. Al comienzo de esta sección, hemos demostrado cómo crear un objeto según una configuración mediante el uso de [[Yii::CreateObject()]]. En este apartado, vamos a describir configuraciones de aplicaciones y configuraciones widget - dos principales usos de configuraciones.



Configuraciones de aplicación 


Configuración para una aplicación es probablemente una de las configuraciones más complejas. Esto se debe a que la clase [[yii\web\Application|aplicación]] tiene un montón de propiedades y eventos configurables. Más importante aún, su propiedad [[yii\web\Application::components|componentes]] que puede recibir una gran variedad de configuraciones para crear componentes que se registran a través de la aplicación. Lo siguiente es un resumen del archivo de configuración de la aplicación para la plantilla básica de la aplicación.


$config = [
    'id' => 'basic',
    'basePath' => dirname(__DIR__),
    'extensions' => require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/extensions.php'),
    'components' => [
        'cache' => [
            'class' => 'yii\caching\FileCache',
        ],
        'mailer' => [
            'class' => 'yii\swiftmailer\Mailer',
        ],
        'log' => [
            'class' => 'yii\log\Dispatcher',
            'traceLevel' => YII_DEBUG ? 3 : 0,
            'targets' => [
                [
                    'class' => 'yii\log\FileTarget',
                ],
            ],
        ],
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=stay2',
            'username' => 'root',
            'password' => '',
            'charset' => 'utf8',
        ],
    ],
];



La configuración no tiene una clave class. Esto es porque se utiliza como sigue en un script de entrada, donde ya se le da el nombre de la clase,


(new yii\web\Application($config))->run();



Para más detalles sobre la configuración de la propiedad components de una aplicación se puede encontrar en la sección Aplicación y la sección Localizador de Servicio.





Configuración Widget 


Cuando se utiliza widgets, a menudo es necesario utilizar las configuraciones para personalizar las propiedades de widgets. Tanto los metodos [[yii\base\Widget::widget()]] y [[yii\base\Widget::begin()]] pueden usarse para crear un widget. Toman un arreglo de configuración, como el siguiente,


use yii\widgets\Menu;

echo Menu::widget([
    'activateItems' => false,
    'items' => [
        ['label' => 'Home', 'url' => ['site/index']],
        ['label' => 'Products', 'url' => ['product/index']],
        ['label' => 'Login', 'url' => ['site/login'], 'visible' => Yii::$app->user->isGuest],
    ],
]);



El código anterior crea un widget Menu e inicializa su propiedad activeItems en falsa. La propiedad items también se configura con elementos de menú que se muestran.


Tenga en cuenta que debido a que el nombre de la clase ya está dado, la matriz de configuración no deben tener la clave class.







Archivos de Configuración 


Cuando una configuración es muy compleja, una práctica común es almacenarla en uno o múltiples archivos PHP, conocidos como archivos de configuración. Un archivo de configuración devuelve un array de PHP que representa la configuración. Por ejemplo, es posible mantener una configuración de la aplicación en un archivo llamado web.php, como el siguiente,


return [
    'id' => 'basic',
    'basePath' => dirname(__DIR__),
    'extensions' => require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/extensions.php'),
    'components' => require(__DIR__ . '/components.php'),
];



Debido a que la configuración componentes es compleja también, se guarda en un archivo separado llamado components.php y “requerir” este archivo en web.php como se muestra arriba. El contenido de components.php es el siguiente,


return [
    'cache' => [
        'class' => 'yii\caching\FileCache',
    ],
    'mailer' => [
        'class' => 'yii\swiftmailer\Mailer',
    ],
    'log' => [
        'class' => 'yii\log\Dispatcher',
        'traceLevel' => YII_DEBUG ? 3 : 0,
        'targets' => [
            [
                'class' => 'yii\log\FileTarget',
            ],
        ],
    ],
    'db' => [
        'class' => 'yii\db\Connection',
        'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=stay2',
        'username' => 'root',
        'password' => '',
        'charset' => 'utf8',
    ],
];



Para obtener una configuración almacenada en un archivo de configuración, simplemente “requerir” este, como el siguiente:


$config = require('path/to/web.php');
(new yii\web\Application($config))->run();






Configuraciones por Defecto 


El método [[Yii::createObject()]] es implementado en base a contenedor de inyección de dependencia. Le permite especificar un conjunto de los llamados configuraciones predeterminadas que se aplicarán a todos los casos de las clases especificadas cuando se crean utilizando [[Yii::createObject()]]. Las configuraciones por defecto se puede especificar llamando Yii::$container->set() en el código bootstrapping.


Por ejemplo, si desea personalizar [[yii\widgets\LinkPager]] para que TODO enlace de búsqueda muestre como máximo 5 botones de página (el valor por defecto es 10), puede utilizar el siguiente código para lograr este objetivo,


\Yii::$container->set('yii\widgets\LinkPager', [
    'maxButtonCount' => 5,
]);



Sin utilizar las configuraciones predeterminadas, usted tendría que configurar maxButtonCount en cada lugar en el que utiliza enlace paginador.





Constantes de Entorno 


Las configuraciones a menudo varían de acuerdo al entorno en que se ejecuta una aplicación. Por ejemplo, en el entorno de desarrollo, es posible que desee utilizar una base de datos llamada mydb_dev, mientras que en servidor de producción es posible que desee utilizar la base de datos mydb_prod. Para facilitar la conmutación de entornos, Yii proporciona una constante llamado YII_ENV que se puede definir en el script de entrada de su aplicación. Por ejemplo,


defined('YII_ENV') or define('YII_ENV', 'dev');



Usted puede definir YII_ENV como uno de los valores siguientes:



		prod: entorno de producción. La constante YII_ENV_PROD evaluará como verdadero.
Este es el valor por defecto de YII_ENV si no esta definida.


		dev: entorno de desarrollo. La constante YII_ENV_DEV evaluará como verdadero.


		test: entorno de pruebas. La constante YII_ENV_TEST evaluará como verdadero.





Con estas constantes de entorno, puede especificar sus configuraciones condicionales basado en el entorno actual. Por ejemplo, la configuración de la aplicación puede contener el siguiente código para permitir que el depurador y barra de herramientas de depuración en el entorno de desarrollo.


$config = [...];

if (YII_ENV_DEV) {
    // configuration adjustments for 'dev' environment
    $config['bootstrap'][] = 'debug';
    $config['modules']['debug'] = 'yii\debug\Module';
}

return $config;
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Objetos de Acceso a Bases de Datos


Construido sobre PDO [http://php.net/manual/es/book.pdo.php], Yii DAO (Objetos de Acceso a Bases de Datos) proporciona una
API orientada a objetos para el acceso a bases de datos relacionales. Es el fundamento para otros métodos de acceso a bases de datos
más avanzados, incluyendo el constructor de consultas y active record.


Al utilizar Yii DAO, principalmente vas a tratar con SQLs planos y arrays PHP. Como resultado, esta es la manera más eficiente
de acceder a las bases de datos. Sin embargo, como la sintaxis puede variar para las diferentes bases de datos, utilizando
Yii DAO también significa que tienes que tienes que tomar un esfuerzo adicional para crear una aplicación de database-agnostic.


Yii DAO soporta las siguientes bases de datos:



		MySQL [http://www.mysql.com/]


		MariaDB [https://mariadb.com/]


		SQLite [http://sqlite.org/]


		PostgreSQL [http://www.postgresql.org/]


		CUBRID [http://www.cubrid.org/]: versión 9.3 o superior.


		Oracle [http://www.oracle.com/us/products/database/overview/index.html]


		MSSQL [https://www.microsoft.com/en-us/sqlserver/default.aspx]: versión 2008 o superior.






Creando Conexiones DB 


Para acceder a una base de datos, primero necesitas conectarte a tu bases de datos mediante la creación
de una instancia de [yii\db\Connection]]:


$db = new yii\db\Connection([
    'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=example',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
]);



Debido a una conexión DB a menudo necesita ser accedido en diferentes lugares, una práctica común es
configurarlo en términos de un componente de aplicación como
se muestra a continuación:


return [
    // ...
    'components' => [
        // ...
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=example',
            'username' => 'root',
            'password' => '',
            'charset' => 'utf8',
        ],
    ],
    // ...
];



Puedes acceder a la conexión DB mediante la expresión Yii::$app->db.



Consejo: Puedes configurar múltiples componentes de aplicación DB si tu aplicación necesita acceder a múltiples bases de datos.



Cuando configuras una conexión DB, deberías siempre especificar el Nombre de Origen de Datos (DSN) mediante la
propiedad [[yii\db\Connection::dsn|dsn]]. El formato del DSN varia para cada diferente base de datos. Por favor consulte el
manual de PHP [http://www.php.net/manual/es/function.PDO-construct.php] para más detalles. Abajo están algunos ejemplos:



		MySQL, MariaDB: mysql:host=localhost;dbname=mydatabase


		SQLite: sqlite:/path/to/database/file


		PostgreSQL: pgsql:host=localhost;port=5432;dbname=mydatabase


		CUBRID: cubrid:dbname=demodb;host=localhost;port=33000


		MS SQL Server (mediante sqlsrv driver): sqlsrv:Server=localhost;Database=mydatabase


		MS SQL Server (mediante dblib driver): dblib:host=localhost;dbname=mydatabase


		MS SQL Server (mediante mssql driver): mssql:host=localhost;dbname=mydatabase


		Oracle: oci:dbname=//localhost:1521/mydatabase





Nota que si estás conectándote con una base de datos mediante ODBC, deberías configurar la propiedad [[yii\db\Connection::driverName]]
para que Yii pueda conocer el tipo de base de datos actual. Por ejemplo,


'db' => [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'driverName' => 'mysql',
    'dsn' => 'odbc:Driver={MySQL};Server=localhost;Database=test',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
],



Además de la propiedad [[yii\db\Connection::dsn|dsn]], a menudo es necesario configurar el [[yii\db\Connection::username|username]]
y [[yii\db\Connection::password|password]]. Por favor consulta [[yii\db\Connection]] para ver la lista completa de propiedades configurables.



Información: Cuando se crea una instancia de conexión DB, la conexión actual a la base de datos no se establece hasta que
ejecutes el primer SQL o llames explícitamente al método [[yii\db\Connection::open()|open()]].






Ejecutando Consultas SQL 


Una vez tienes instanciada una conexión a la base de datos, se pueden ejecutar consultas SQL tomando
los siguientes pasos:



		Crea un [[yii\db\Command]] con SQL plano;


		Vincula parámetros (opcional);


		Llama a uno de los métodos de ejecución SQL con [[yii\db\Command]].





El siguiente ejemplo muestra varias maneras de obtener datos de una base de datos:


$db = new yii\db\Connection(...);

// retorna un conjunto de filas. Cada fila es un array asociativo de columnas de nombres y valores.
// un array vacío es retornado si no hay resultados
$posts = $db->createCommand('SELECT * FROM post')
            ->queryAll();

// retorna una sola fila (la primera fila)
// false es retornado si no hay resultados
$post = $db->createCommand('SELECT * FROM post WHERE id=1')
           ->queryOne();

// retorna una sola columna (la primera columna)
// un array vacío es retornado si no hay resultados
$titles = $db->createCommand('SELECT title FROM post')
             ->queryColumn();

// retorna un escalar
// false es retornado si no hay resultados
$count = $db->createCommand('SELECT COUNT(*) FROM post')
             ->queryScalar();




Nota: Para preservar la precisión, los datos obtenidos de las bases de datos son todos representados como cadenas, incluso si el tipo de columna correspondiente
a la base de datos es numérico.




Consejo: Si necesitas ejecutar una consulta SQL inmediatamente después de establecer una conexión (ej., para establecer una zona horaria o un conjunto de caracteres),
puedes hacerlo con el evento [[yii\db\Connection::EVENT_AFTER_OPEN]]. Por ejemplo,



return [
    // ...
    'components' => [
        // ...
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            // ...
            'on afterOpen' => function($event) {
                // $event->sender se refiere a la conexión DB
                $event->sender->createCommand("SET time_zone = 'UTC'")->execute();
            }
        ],
    ],
    // ...
];




Parámetros Vinculados (Binding Parameters) 


Cuando creamos un comando DB para un SQL con parámetros, nosotros deberíamos casi siempre aprovechar el uso de los parámetros vinculados
para prevenir los ataques de inyección de SQL. Por ejemplo,


$post = $db->createCommand('SELECT * FROM post WHERE id=:id AND status=:status')
           ->bindValue(':id', $_GET['id'])
           ->bindValue(':status', 1)
           ->queryOne();



En la sentencia SQL, puedes incrustar uno o múltiples parámetros placeholders (ej. :id en el ejemplo anterior). Un parámetro
placeholder debería ser una cadena que empiece con dos puntos. A continuación puedes llamar a uno de los siguientes métodos para
unir los valores de los parámetros vinculados:



		[[yii\db\Command::bindValue()|bindValue()]]: une un solo parámetro


		[[yii\db\Command::bindValues()|bindValues()]]: une múltiples parámetros en una sola llamada


		[[yii\db\Command::bindParam()|bindParam()]]: similar a [[yii\db\Command::bindValue()|bindValue()]] pero también
soporta las referencias de parámetros vinculados.





El siguiente ejemplo muestra formas alternativas de vincular parámetros:


$params = [':id' => $_GET['id'], ':status' => 1];

$post = $db->createCommand('SELECT * FROM post WHERE id=:id AND status=:status')
           ->bindValues($params)
           ->queryOne();

$post = $db->createCommand('SELECT * FROM post WHERE id=:id AND status=:status', $params)
           ->queryOne();



La vinculación parámetros es implementada mediante sentencias preparadas (prepared statements) [http://php.net/manual/es/mysqli.quickstart.prepared-statements.php].
Además de prevenir ataques de inyección de SQL, también puede mejorar el rendimiento preparando una sola vez una sentencia SQL y ejecutándola múltiples veces con diferentes
parámetros. Por ejemplo,


$command = $db->createCommand('SELECT * FROM post WHERE id=:id');

$post1 = $command->bindValue(':id', 1)->queryOne();
$post2 = $command->bindValue(':id', 2)->queryOne();



Porque [[yii\db\Command::bindParam()|bindParam()]] soporta parámetros vinculados por referencias, el código de arriba también
puede ser escrito como lo siguiente:


$command = $db->createCommand('SELECT * FROM post WHERE id=:id')
              ->bindParam(':id', $id);

$id = 1;
$post1 = $command->queryOne();

$id = 2;
$post2 = $command->queryOne();



Observe que vincula el placeholder a la variable $id antes de la ejecución, y entonces cambia el valor de esa variable
antes de cada subsiguiente ejecución (esto se hace a menudo con bucles). Ejecutando consultas de esta manera puede ser
bastante más eficiente que ejecutar una nueva consulta para cada valor diferente del parámetro.





Ejecutando Consultas Non-SELECT 


El método queryXyz() introducidos en las secciones previas todos tratan con consultas SELECT los cuales recogen los
datos de la base de datos. Para las consultas que no devuelven datos, deberías llamar a el método [[yii\db\Command::execute()]]
en su lugar. Por ejemplo,


$db->createCommand('UPDATE post SET status=1 WHERE id=1')
   ->execute();



El método [[yii\db\Command::execute()]] retorna el número de filas afectadas por la ejecución SQL.


Para consultas INSERT, UPDATE y DELETE, en vez de escribir SQLs planos, puedes llamar a [[yii\db\Command::insert()|insert()]],
[[yii\db\Command::update()|update()]], [[yii\db\Command::delete()|delete()]], respectivamente, construyen los correspondientes
SQLs. Estos métodos entrecomillan adecuadamente las tablas y los nombres de columnas y los valores de los parámetros vinculados.
Por ejemplo,


// INSERT (table name, column values)
$db->createCommand()->insert('user', [
    'name' => 'Sam',
    'age' => 30,
])->execute();

// UPDATE (table name, column values, condition)
$db->createCommand()->update('user', ['status' => 1], 'age > 30')->execute();

// DELETE (table name, condition)
$db->createCommand()->delete('user', 'status = 0')->execute();



Puedes también llamar a [[yii\db\Command::batchInsert()|batchInsert()]] para insertar múltiples filas de una sola vez,
que es mucho más eficiente que insertar una fila de cada vez:


// table name, column names, column values
$db->createCommand()->batchInsert('user', ['name', 'age'], [
    ['Tom', 30],
    ['Jane', 20],
    ['Linda', 25],
])->execute();








Entrecomillado de Tablas y Nombres de Columna 


Al escribir código de database-agnostic, entrecomillar correctamente los nombres de las tablas y las columnas es a menudo
un dolor de cabeza porque las diferentes bases de datos tienen diferentes reglas para entrecomillar los nombres. Para
solventar este problema, puedes usar la siguiente sintaxis de entrecomillado introducido por Yii:



		[[column name]]: encierra con dobles corchetes el nombre de una columna que debe ser entrecomillado;


		{{table name}}: encierra con dobles llaves el nombre de una tabla que debe ser entrecomillado.





Yii DAO automáticamente convertirá tales construcciones en un SQL con los correspondientes entrecomillados de los nombres de las columnas o tablas.
Por ejemplo,


// ejecuta esta SQL para MySQL: SELECT COUNT(`id`) FROM `employee`
$count = $db->createCommand("SELECT COUNT([[id]]) FROM {{%employee}}")
            ->queryScalar();




Usadno Prefijos de Tabla 


Si la mayoría de tus tablas de BD utilizan algún prefijo común en sus tablas, puedes usar la función de prefijo de tabla soportado
por Yii DAO.


Primero, especifica el prefijo de tabla mediante la propiedad [[yii\db\Connection::tablePrefix]]:


return [
    // ...
    'components' => [
        // ...
        'db' => [
            // ...
            'tablePrefix' => 'tbl_',
        ],
    ],
];



Luego en tu código, siempre que lo necesites para hacer referencia a una tabla cuyo nombre tiene un prefijo, utiliza la sintaxis
{{%table name}}. El carácter porcentaje se sustituye con el prefijo de la tabla que has especificado en la configuración de
la conexión DB. Por ejemplo,


// ejecuta esta SQL para MySQL: SELECT COUNT(`id`) FROM `tbl_employee`
$count = $db->createCommand("SELECT COUNT([[id]]) FROM {{%employee}}")
            ->queryScalar();








Realización de Transacciones 


Cuando se ejecutan múltiples consultas relacionadas en una secuencia, puede que se tengan que envolver en una
transacción para asegurar la integridad de los datos y la consistencia de tu base de datos. Si cualquiera de las consultas
falla, la base de datos debe ser revertida al estado anterior como si ninguna de estas consultas se haya ejecutado.


El siguiente código muestra una manera típica de usar transacciones:


$db->transaction(function($db) {
    $db->createCommand($sql1)->execute();
    $db->createCommand($sql2)->execute();
    // ... ejecutando otras sentencias SQL
});



El código de arriba es equivalente a lo siguiente:


$transaction = $db->beginTransaction();

try {
    $db->createCommand($sql1)->execute();
    $db->createCommand($sql2)->execute();
    // ... ejecutando otras sentencias SQL

    $transaction->commit();

} catch(\Exception $e) {

    $transaction->rollBack();

    throw $e;
}



Al llamar al método [[yii\db\Connection::beginTransaction()|beginTransaction()]], se inicia una nueva transacción.
La transacción se representa como un objeto [[yii\db\Transaction]] almacenado en la variable $transaction. Luego,
las consultas que se ejecutan están encerrados en un bloque try...catch.... Si todas las consultas son ejecutadas satisfactoriamente,
el método [[yii\db\Transaction::commit()|commit()]] es llamado para confirmar la transacción. De lo contrario, una excepción
se disparará y se capturará, y el método [[yii\db\Transaction::rollBack()|rollBack()]] es llamado para revertir
los cambios hechos por las consultas antes de que fallara la consulta en la transacción.



Especificando los Niveles de Aislamiento 


Yii también soporta la configuración de [niveles de aislamiento] para tus transacciones. Por defecto, cuando comienza una  nueva transacción,
utilizará el nivel de aislamiento definido por tu sistema de base de datos. Se puede sobrescribir el nivel de aislamiento por defecto de la
siguiente manera,


$isolationLevel = \yii\db\Transaction::REPEATABLE_READ;

$db->transaction(function ($db) {
    ....
}, $isolationLevel);

// or alternatively

$transaction = $db->beginTransaction($isolationLevel);



Yii proporciona cuatro constantes para los niveles de aislamiento más comunes:



		[[\yii\db\Transaction::READ_UNCOMMITTED]] - el nivel más bajo, pueden ocurrir lecturas Dirty, lecturas
Non-repeatable y Phantoms.


		[[\yii\db\Transaction::READ_COMMITTED]] - evita lecturas Dirty.


		[[\yii\db\Transaction::REPEATABLE_READ]] - evita lecturas Dirty y lecturas Non-repeatable.


		[[\yii\db\Transaction::SERIALIZABLE]] - el nivel más fuerte, evita todos los problemas nombrados anteriormente.





Además de usar las constantes de arriba para especificar los niveles de aislamiento, puedes también usar cadenas con
una sintaxis valida soportada por el DBMS que estés usando. Por ejemplo, en PostgreSQL, puedes utilizar SERIALIZABLE READ ONLY DEFERRABLE.


Tenga en cuenta que algunos DBMS permiten configuraciones de niveles de aislamiento solo a nivel de conexión. Las transacciones subsiguientes
recibirá el mismo nivel de aislamiento , incluso si no se especifica ninguna. Al utilizar esta característica
es posible que necesites ajustar el nivel de aislamiento para todas las transacciones de forma explícitamente para evitar conflictos
en las configuraciones.
En el momento de escribir esto, solo MSSQL y SQLite serán afectadas.



Nota: SQLite solo soporta dos niveles de aislamiento, por lo que solo se puede usar READ UNCOMMITTED y
SERIALIZABLE. El uso de otros niveles causará el lanzamiento de una excepción.




Nota: PostgreSQL no permite configurar el nivel de aislamiento antes que la transacción empiece por lo que no se
puede especificar el nivel de aislamiento directamente cuando empieza la transacción. Se tiene que llamar a
[[yii\db\Transaction::setIsolationLevel()]] después de que la transacción haya empezado.






Transacciones Anidadas 


Si tu DBMS soporta Savepoint, puedes anidar múltiples transacciones como a continuación:


$db->transaction(function ($db) {
    // outer transaction

    $db->transaction(function ($db) {
        // inner transaction
    });
});



O alternativamente,


$outerTransaction = $db->beginTransaction();
try {
    $db->createCommand($sql1)->execute();

    $innerTransaction = $db->beginTransaction();
    try {
        $db->createCommand($sql2)->execute();
        $innerTransaction->commit();
    } catch (Exception $e) {
        $innerTransaction->rollBack();
    }

    $outerTransaction->commit();
} catch (Exception $e) {
    $outerTransaction->rollBack();
}








Replicación y División Lectura-Escritura 


Muchos DBMS soportan replicación de bases de datos [http://en.wikipedia.org/wiki/Replication_(computing)#Database_replication] para tener
una mejor disponibilidad de la base de datos y un mejor tiempo de respuesta del servidor. Con la replicación de bases
de datos, los datos están replicados en los llamados servidores maestros (master servers) y servidores esclavos
(slave servers). Todas las escrituras y actualizaciones deben hacerse en el servidor maestro, mientras que las lecturas
se efectuarán en los servidores esclavos.


Para aprovechar las ventajas de la replicación de la base de datos y lograr una división de lecuta-escritura, se puede configurar
el componente [[yii\db\Connection]] como se muestra a continuación:


[
    'class' => 'yii\db\Connection',

    // configuración para el maestro
    'dsn' => 'dsn for master server',
    'username' => 'master',
    'password' => '',

    // configuración para los esclavos
    'slaveConfig' => [
        'username' => 'slave',
        'password' => '',
        'attributes' => [
            // utiliza un tiempo de espera de conexión más pequeña
            PDO::ATTR_TIMEOUT => 10,
        ],
    ],

    // listado de configuraciones de esclavos
    'slaves' => [
        ['dsn' => 'dsn for slave server 1'],
        ['dsn' => 'dsn for slave server 2'],
        ['dsn' => 'dsn for slave server 3'],
        ['dsn' => 'dsn for slave server 4'],
    ],
]



La configuración anterior especifica una configuración con un único maestro y múltiples esclavos. Uno de los esclavos
se conectará y se usará para ejecutar consultas de lectura, mientras que el maestro se usará para realizar consultas de
escritura. De este modo la división de lectura-escritura se logra automáticamente con esta configuración, Por ejemplo,


// crea una instancia de Connection usando la configuración anterior
$db = Yii::createObject($config);

// consulta contra uno de los esclavos
$rows = $db->createCommand('SELECT * FROM user LIMIT 10')->queryAll();

// consulta contra el maestro
$db->createCommand("UPDATE user SET username='demo' WHERE id=1")->execute();




Información: Las consultas realizadas llamando a [[yii\db\Command::execute()]] se consideran consultas de escritura,
mientras que todas las demás se ejecutan mediante alguno de los métodos “query” de [[yii\db\Command]] son consultas
de lectura. Se puede obtener la conexión de esclavo activa mediante $db->slave.



El componente Connection soporta el balanceo de carga y la conmutación de errores entre esclavos. Cuando se realiza
una consulta de lectura por primera vez, el componente Connection elegirá un esclavo aleatorio e intentará realizar
una conexión a este. Si el esclavo se encuentra “muerto”, se intentará con otro. Si no está disponible ningún esclavo, se conectará al maestro. Configurando una [[yii\db\Connection::serverStatusCache|server status cache]], se recordarán los servidores
“muertos” por lo que no se intentará volver a conectar a ellos durante
[[yii\db\Connection::serverRetryInterval|certain period of time]].



Información: En la configuración anterior, se especifica un tiempo de espera (timeout) de conexión de 10 segundos
para cada esclavo. Esto significa que si no se puede conectar a un esclavo en 10 segundos, este será considerado
como “muerto”. Se puede ajustar el parámetro basado en el entorno actual.



También se pueden configurar múltiples maestros con múltiples esclavos. Por ejemplo,


[
    'class' => 'yii\db\Connection',

    // configuracion habitual para los maestros
    'masterConfig' => [
        'username' => 'master',
        'password' => '',
        'attributes' => [
            // utilizar un tiempo de espera de conexión más pequeña
            PDO::ATTR_TIMEOUT => 10,
        ],
    ],

    // listado de configuraciones de maestros
    'masters' => [
        ['dsn' => 'dsn for master server 1'],
        ['dsn' => 'dsn for master server 2'],
    ],

    // configuración habitual para esclavos
    'slaveConfig' => [
        'username' => 'slave',
        'password' => '',
        'attributes' => [
            // utilizar un tiempo de espera de conexión más pequeña
            PDO::ATTR_TIMEOUT => 10,
        ],
    ],

    // listado de configuración de esclavos
    'slaves' => [
        ['dsn' => 'dsn for slave server 1'],
        ['dsn' => 'dsn for slave server 2'],
        ['dsn' => 'dsn for slave server 3'],
        ['dsn' => 'dsn for slave server 4'],
    ],
]



La configuración anterior especifica dos maestros y cuatro esclavos. El componente Connection también da soporte al
balanceo de carga y la conmutación de errores entre maestros igual que hace con los esclavos. La diferencia es que
cuando no se encuentra ningún maestro disponible se lanza una excepción.



Nota: cuando se usa la propiedad [[yii\db\Connection::masters|masters]] para configurar uno o múltiples maestros, se
ignorarán todas las otras propiedades que especifiquen una conexión de base de datos
(ej. dsn, username, password), junto con el mismo objeto Connection.



Por defecto. las transacciones usan la conexión del maestro. Y dentro de una transacción, todas las operaciones de DB usarán
la conexión del maestro. Por ejemplo,


// la transacción empieza con la conexión al maestro
$transaction = $db->beginTransaction();

try {
    // las dos consultas se ejecutan contra el maestro
    $rows = $db->createCommand('SELECT * FROM user LIMIT 10')->queryAll();
    $db->createCommand("UPDATE user SET username='demo' WHERE id=1")->execute();

    $transaction->commit();
} catch(\Exception $e) {
    $transaction->rollBack();
    throw $e;
}



Si se quiere empezar la transacción con una conexión a un esclavo, se debe hacer explícitamente como se muestra a
continuación:


$transaction = $db->slave->beginTransaction();



A veces, se puede querer forzar el uso de una conexión maestra para realizar una consulta de lectura. Se puede lograr
usando el método useMaster():


$rows = $db->useMaster(function ($db) {
    return $db->createCommand('SELECT * FROM user LIMIT 10')->queryAll();
});



También se puede utilizar directamente estableciendo $db->enableSlaves a false para que se redirijan todas las
consultas a la conexión del maestro.





Trabajando con Esquemas de Bases de Datos 


Yii DAO proporciona todo un conjunto de métodos que permites manipular el esquema de tu base de datos, tal como
crear nuevas tablas, borrar una columna de una tabla, etc. Estos métodos son listados a continuación:



		[[yii\db\Command::createTable()|createTable()]]: crea una tabla


		[[yii\db\Command::renameTable()|renameTable()]]: renombra una tabla


		[[yii\db\Command::dropTable()|dropTable()]]: remueve una tabla


		[[yii\db\Command::truncateTable()|truncateTable()]]: remueve todas las filas de una tabla


		[[yii\db\Command::addColumn()|addColumn()]]: añade una columna


		[[yii\db\Command::renameColumn()|renameColumn()]]: renombra una columna


		[[yii\db\Command::dropColumn()|dropColumn()]]: remueve una columna


		[[yii\db\Command::alterColumn()|alterColumn()]]: altera una columna


		[[yii\db\Command::addPrimaryKey()|addPrimaryKey()]]: añade una clave primaria


		[[yii\db\Command::dropPrimaryKey()|dropPrimaryKey()]]: remueve una clave primaria


		[[yii\db\Command::addForeignKey()|addForeignKey()]]: añade una clave ajena


		[[yii\db\Command::dropForeignKey()|dropForeignKey()]]: remueve una clave ajena


		[[yii\db\Command::createIndex()|createIndex()]]: crea un indice


		[[yii\db\Command::dropIndex()|dropIndex()]]: remueve un indice





Estos métodos puedes ser usados como se muestra a continuación:


// CREATE TABLE
$db->createCommand()->createTable('post', [
    'id' => 'pk',
    'title' => 'string',
    'text' => 'text',
]);



También puedes recuperar la información de definición de una tabla a través
del método [[yii\db\Connection::getTableSchema()|getTableSchema()]] de una conexión DB. Por ejemplo,


$table = $db->getTableSchema('post');



El método retorna un objeto [[yii\db\TableSchema]] que contiene la información sobre las columnas de las tablas,
claves primarias, claves ajenas, etc. Toda esta información principalmente es utilizada por el
constructor de consultas y active record para ayudar a
escribir código database-agnostic.
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Caché HTTP


Además del almacenamiento de caché en el servidor que hemos descrito en secciones anteriores, las aplicaciones Web
pueden hacer uso de la caché en el lado del cliente para así ahorrar tiempo y recursos para generar y transmitir el
mismo contenido una y otra vez.


Para usar la caché del lado del cliente, puedes configurar [[yii\filters\HttpCache]] como un filtro en el controlador
para aquellas acciones cuyo resultado deba estar almacenado en la caché en el lado del cliente. [[yii\filters\HttpCache|HttpCache]]
solo funciona en peticiones GET y HEAD. Puede manejar tres tipos de cabeceras (headers) HTTP relacionadas en este tipo de
consultas:



		[[yii\filters\HttpCache::lastModified|Last-Modified]]


		[[yii\filters\HttpCache::etagSeed|Etag]]


		[[yii\filters\HttpCache::cacheControlHeader|Cache-Control]]






La Cabecera Last-Modified 


La cabecera Last-Modified usa un sello de tiempo para indicar si la página ha sido modificada desde que el cliente la
almacena en la caché.


Puedes configurar la propiedad [[yii\filters\HttpCache::lastModified]] para activar el envío de la cabecera Last-Modified.
La propiedad debe ser una llamada de retorno (callable) PHP que devuelva un timestamp UNIX sobre el tiempo de modificación de
la página. El formato de la función de llamada de retorno debe ser el siguiente,


/**
 * @param Action $action el objeto acción que se está controlando actualmente
 * @param array $params el valor de la propiedad "params"
 * @return integer un sello de tiempo UNIX que representa el tiempo de modificación de la página
 */
function ($action, $params)



El siguiente es un ejemplo haciendo uso de la cabecera Last-Modified:


public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => 'yii\filters\HttpCache',
            'only' => ['index'],
            'lastModified' => function ($action, $params) {
                $q = new \yii\db\Query();
                return $q->from('post')->max('updated_at');
            },
        ],
    ];
}



El código anterior establece que la memoria caché HTTP debe ser habilitada únicamente por la acción index. Se debe
generar una cabecera HTTP Last-Modified basado en el último tiempo de actualización de los artículos. Cuando un
navegador visita la página index la primera vez, la página será generada en el servidor y enviada al navegador; Si el
navegador visita la misma página de nuevo y no ningún artículo modificado durante el período, el servidor no volverá a
regenerar la página, y el navegador usará la versión caché del lado del cliente. Como resultado, la representación del
lado del servidor y la transmisión del contenido de la página son ambos omitidos.





La Cabecera ETag 


La cabecera “Entity Tag” (o para abreviar ETag) usa un hash para representar el contenido de una página. Si la página
ha sido cambiada, el hash también cambiará. Al comparar el hash guardado en el lado del cliente con el hash generado en
el servidor, la caché puede determinar si la página ha cambiado y deber ser retransmitida.


Puedes configurar la propiedad [[yii\filters\HttpCache::etagSeed]] para activar el envío de la cabecera ETag.
La propiedad debe ser una función de retorno (callable) PHP que devuelva una semilla para la generación del hash de ETag.
El formato de la función de retorno es el siguiente:


/**
 * @param Action $action el objeto acción que se está controlando actualmente
 * @param array $params el valor de la propiedad "params"
 * @return string una cadena usada como semilla para la generación del hash de ETag
 */
function ($action, $params)



El siguiente es un ejemplo de cómo usar la cabecera ETag:


public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => 'yii\filters\HttpCache',
            'only' => ['view'],
            'etagSeed' => function ($action, $params) {
                $post = $this->findModel(\Yii::$app->request->get('id'));
                return serialize([$post->title, $post->content]);
            },
        ],
    ];
}



El código anterior establece que la caché HTTP debe ser activada únicamente para la acción view. Debería generar una
cabecera HTTP ETag basándose en el título y contenido del artículo consultado. Cuando un navegador visita la página
view por primera vez, la página se generará en el servidor y será enviada al navegador; Si el navegador visita la
misma página de nuevo y no ha ocurrido un cambio en el título o contenido del artículo, el servidor no volverá a generar
la página, y el navegador usará la versión guardada en la caché del lado del cliente. Como resultado, la representación del
lado del servidor y la transmisión del contenido de la página son ambos omitidos.


ETags permiten estrategias de almacenamiento de caché más complejas y/o mucho más precisas que las cabeceras Last-Modified.
Por ejemplo, un ETag puede ser invalidado si el sitio Web ha cambiado de tema (theme).


La generación de un ETag que requiera muchos recursos puede echar por tierra el propósito de estar usando HttpCache e
introducir una sobrecarga innecesaria, ya que debe ser re-evaluada en cada solicitud (request). Trata de encontrar una
expresión sencilla para invalidar la caché si la página ha sido modificada.



Nota: En cumplimiento con RFC 7232 [http://tools.ietf.org/html/rfc7232#section-2.4],
HttpCache enviará ambas cabeceras ETag y Last-Modified si ambas están configuradas. Y si el clientes envía tanto la cabecera If-None-Match como la cabecera If-Modified-Since, solo la primera será respetada.






La Cabecera Cache-Control 


La cabecera Cache-Control especifica la directiva general de la caché para páginas. Puedes enviarla configurando la
propiedad [[yii\filters\HttpCache::cacheControlHeader]] con el valor de la cabecera. Por defecto, la siguiente cabecera
será enviada:


Cache-Control: public, max-age=3600






Limitador de la Sesión de Caché 


Cuando una página utiliza la sesión, PHP enviará automáticamente cabeceras HTTP relacionadas con la caché tal y como se
especifican en session.cache_limiter de la configuración INI de PHP. Estas cabeceras pueden interferir o deshabilitar
el almacenamiento de caché que desees de HttpCache. Para evitar este problema, por defecto HttpCache deshabilitará
automáticamente el envío de estas cabeceras. Si deseas modificar este comportamiento, tienes que configurar la propiedad
[[yii\filters\HttpCache::sessionCacheLimiter]]. La propiedad puede tomar un valor de cadena, incluyendo public, private,
private_no_expire, and nocache. Por favor, consulta el manual PHP acerca de session_cache_limiter() [http://www.php.net/manual/es/function.session-cache-limiter.php]
para una mejor explicación sobre esos valores.





Implicaciones SEO 


Los robots de motores de búsqueda tienden a respetar las cabeceras de caché. Dado que algunos crawlers tienen limitado
el número de páginas que pueden rastrear por dominios dentro de un cierto período de tiempo, la introducción de cabeceras
de caché pueden ayudar a la indexación del sitio Web y reducir el número de páginas que deben ser procesadas.
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Versionado


Una buena API ha de ser versionada: los cambios y las nuevas características son implementadas en las nuevas versiones del API, en vez de estar continuamente modificando sólo una versión. Al contrario que en las aplicaciones Web, en las cuales tienes total control del código de ambas partes lado del cliente y lado del servidor,
las APIs están destinadas a ser usadas por los clientes fuera de tu control. Por esta razón, compatibilidad hacia atrás (BC Backward compatibility)
de las APIs ha de ser mantenida siempre que sea posible. Si es necesario un cambio que puede romper la BC, debes de introducirla en la nueva versión del API, e incrementar el número de versión. Los clientes que la usan pueden continuar usando la antigua versión de trabajo del API; los nuevos y actualizados clientes pueden obtener la nueva funcionalidad de la nueva versión del API.



Tip: referirse a Semántica del versionado [http://semver.org/]
para más información en el diseño del número de versión del API.



Una manera común de implementar el versionado de la API es embeber el número de versión en las URLs de la  API.
Por ejemplo, http://example.com/v1/users se refiere al punto final /users de la versión 1 de la API.


Otro método de versionado de la API,
la cual está ganando predominancia recientemente, es poner el número de versión en las cabeceras de la petición HTTP. Esto se suele hacer típicamente a través la cabecera Accept:


// vía parámetros
Accept: application/json; version=v1
// vía de el tipo de contenido del proveedor
Accept: application/vnd.company.myapp-v1+json



Ambos métodos tienen sus pros y sus contras, y hay gran cantidad de debates sobre cada uno. Debajo puedes ver una estrategia
práctica para el versionado de la API que es una mezcla de estos dos métodos:



		Pon cada versión superior de la implementación de la API en un módulo separado cuyo ID es el número de la versión mayor (p.e. v1, v2).
Naturalmente, las URLs de la API contendrán números de versión mayores.


		Dentro de cada versión mayor (y por lo tanto, dentro del correspondiente módulo), usa la cabecera de HTTP Accept
para determinar el número de la versión menor y escribe código condicional para responder a la menor versión como corresponde.





Para cada módulo sirviendo una versión mayor, el módulo debe incluir las clases de recursos y y controladores
que especifican la versión. Para separar mejor la responsabilidad del código, puedes conservar un conjunto común de
clases base de recursos y controladores, y hacer subclases de ellas en cada versión individual del módulo. Dentro de las subclases,
impementa el código concreto como por ejemplo Model::fields().


Tu código puede estar organizado como lo que sigue:


api/
    common/
        controllers/
            UserController.php
            PostController.php
        models/
            User.php
            Post.php
    modules/
        v1/
            controllers/
                UserController.php
                PostController.php
            models/
                User.php
                Post.php
        v2/
            controllers/
                UserController.php
                PostController.php
            models/
                User.php
                Post.php



La configuración de tu aplicación puede tener este aspecto:


return [
    'modules' => [
        'v1' => [
            'basePath' => '@app/modules/v1',
            'controllerNamespace' => 'app\modules\v1\controllers',
        ],
        'v2' => [
            'basePath' => '@app/modules/v2',
            'controllerNamespace' => 'app\modules\v2\controllers',
        ],
    ],
    'components' => [
        'urlManager' => [
            'enablePrettyUrl' => true,
            'enableStrictParsing' => true,
            'showScriptName' => false,
            'rules' => [
                ['class' => 'yii\rest\UrlRule', 'controller' => ['v1/user', 'v1/post']],
                ['class' => 'yii\rest\UrlRule', 'controller' => ['v2/user', 'v2/post']],
            ],
        ],
    ],
];



Como consecuencia del código anterior, http://example.com/v1/users devolverá la lista de usuarios en la versión 1, mientras
http://example.com/v2/users devolverá la versión 2 de los usuarios.


Gracias a los módulos, el código de las diferentes principales versiones puede ser aislado. Pero los módulos hacen posible
reutilizar el código a través de los módulos vía clases base comunes y otros recursos compartidos.


Para tratar con versiones menores, puedes tomar ventaja de la característica de negociación de contenido
provista por el comportamiento (behavior) [[yii\filters\ContentNegotiator|contentNegotiator]]. El comportamiento contentNegotiator
definirá la propiedad [[yii\web\Response::acceptParams]] cuando determina qué tipo
de contenido soportar.


Por ejemplo, si una petición es enviada con la cabecera HTTP Accept: application/json; version=v1,
después de la negociación de contenido, [[yii\web\Response::acceptParams]] contendrá el valor ['version' => 'v1'].


Basado en la información de versión contenida en acceptParams, puedes escribir código condicional en lugares
como acciones, clases de recursos, serializadores, etc. para proveer la funcionalidad apropiada.


Dado que por definición las versiones menores requireren mantener la compatibilidad hacia atrás, con suerte no tendrás demasiadas
comprobaciones de versión en tu código. De otra manera, probablemente puede ocurrir que necesites crear una versión mayor.
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Guía Breve


Yii ofrece todo un conjunto de herramientas para simplificar la tarea de implementar un
servicio web APIs RESTful.
En particular, Yii soporta las siguientes características sobre APIs RESTful;



		Prototipado rápido con soporte para APIs comunes para Active Record;


		Formato de respuesta de negocio (soporta JSON y XML por defecto);


		Personalización de objetos serializados con soporte para campos de salida seleccionables;


		Formateo apropiado de colecciones de datos y validación de errores;


		Soporte para HATEOAS [http://en.wikipedia.org/wiki/HATEOAS];


		Eficiente enrutamiento con una adecuada comprobación del verbo(verb) HTTP;


		Incorporado soporte para las OPTIONS y HEAD verbos;


		Autenticación y autorización;


		Cacheo de datos y cacheo HTTP;


		Limitación de rango;





A continuación, utilizamos un ejemplo para ilustrar como se puede construir un conjunto de APIs RESTful con un esfuerzo mínimo de codificación.


Supongamos que deseas exponer los datos de los usuarios vía APIs RESTful. Los datos de usuario son almacenados en la tabla DB user,
y ya tienes creado la clase [[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]] app\models\User para acceder a los datos del usuario.



Creando un controlador 


Primero, crea una clase controladora app\controllers\UserController como la siguiente,


namespace app\controllers;

use yii\rest\ActiveController;

class UserController extends ActiveController
{
    public $modelClass = 'app\models\User';
}



La clase controladora extiende de [[yii\rest\ActiveController]]. Especificado por [[yii\rest\ActiveController::modelClass|modelClass]]
como app\models\User, el controlador sabe que modelo puede ser usado para recoger y manipular sus datos.





Configurando las reglas de las URL 


A continuación, modifica la configuración del componente urlManager en la configuración de tu aplicación:


'urlManager' => [
    'enablePrettyUrl' => true,
    'enableStrictParsing' => true,
    'showScriptName' => false,
    'rules' => [
        ['class' => 'yii\rest\UrlRule', 'controller' => 'user'],
    ],
]



La configuración anterior principalmente añade una regla URL para el controlador user de manera
que los datos de user pueden ser accedidos y manipulados con URLs amigables y verbos HTTP significativos.





Habilitando entradas JSON 


Para permitir que la API acepte datos de entrada con formato JSON, configura la propiedad [[yii\web\Request::$parsers|parsers]]
del componente de aplicación request para usar [[yii\web\JsonParser]] para entradas JSON:


'request' => [
    'parsers' => [
        'application/json' => 'yii\web\JsonParser',
    ]
]




Consejo: La configuración anterior es opcional. Sin la configuración anterior, la API sólo reconocería
application/x-www-form-urlencoded y multipart/form-data como formatos de entrada.






Probándolo 


Con la mínima cantidad de esfuerzo, tienes ya finalizado tu tarea de crear las APIs RESTful
para acceder a los datos de user. Las APIs que tienes creado incluyen:



		GET /users: una lista de todos los usuarios página por página;


		HEAD /users: muestra la información general de la lista de usuarios;


		POST /users: crea un nuevo usuario;


		GET /users/123: devuelve los detalles del usuario 123;


		HEAD /users/123: muestra la información general del usuario 123;


		PATCH /users/123 y PUT /users/123: actualiza el usuario 123;


		DELETE /users/123: elimina el usuario 123;


		OPTIONS /users: muestra los verbos compatibles respecto al punto final /users;


		OPTIONS /users/123: muestra los verbos compatibles respecto al punto final /users/123.






Información: Yii automáticamente pluraliza los nombres de los controladores para usarlo en los puntos finales.
Puedes configurar esto usando la propiedad [[yii\rest\UrlRule::$pluralize]].



Puedes acceder a tus APIs con el comando curl de la siguiente manera,


$ curl -i -H "Accept:application/json" "http://localhost/users"

HTTP/1.1 200 OK
...
X-Pagination-Total-Count: 1000
X-Pagination-Page-Count: 50
X-Pagination-Current-Page: 1
X-Pagination-Per-Page: 20
Link: <http://localhost/users?page=1>; rel=self,
      <http://localhost/users?page=2>; rel=next,
      <http://localhost/users?page=50>; rel=last
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

[
    {
        "id": 1,
        ...
    },
    {
        "id": 2,
        ...
    },
    ...
]



Intenta cambiar el tipo de contenido aceptado para ser application/xml, y verá que el resultado
se devuelve en formato XML:


$ curl -i -H "Accept:application/xml" "http://localhost/users"

HTTP/1.1 200 OK
...
X-Pagination-Total-Count: 1000
X-Pagination-Page-Count: 50
X-Pagination-Current-Page: 1
X-Pagination-Per-Page: 20
Link: <http://localhost/users?page=1>; rel=self,
      <http://localhost/users?page=2>; rel=next,
      <http://localhost/users?page=50>; rel=last
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/xml

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<response>
    <item>
        <id>1</id>
        ...
    </item>
    <item>
        <id>2</id>
        ...
    </item>
    ...
</response>



El siguiente comando creará un nuevo usuario mediante el envío de una petición POST con los datos del usuario en formato JSON:


$ curl -i -H "Accept:application/json" -H "Content-Type:application/json" -XPOST "http://localhost/users" -d '{"username": "example", "email": "user@example.com"}'

HTTP/1.1 201 Created
...
Location: http://localhost/users/1
Content-Length: 99
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{"id":1,"username":"example","email":"user@example.com","created_at":1414674789,"updated_at":1414674789}




Consejo: También puedes acceder a tus APIs a través del navegador web  introduciendo la URL http://localhost/users.
Sin embargo, es posible que necesites algunos plugins para el navegador para enviar cabeceras especificas en la petición.



Como se puede ver, en las cabeceras de la respuesta, hay información sobre la cuenta total, número de páginas, etc.
También hay enlaces que permiten navegar por otras páginas de datos. Por ejemplo, http://localhost/users?page=2
le daría la página siguiente de los datos de usuario.


Utilizando los parámetros fields y expand, puedes también especificar que campos deberían ser incluidos en el resultado.
Por ejemplo, la URL http://localhost/users?fields=id,email sólo devolverá los campos id y email.



Información: Puedes haber notado que el resultado de http://localhost/users incluye algunos campos sensibles,
tal como password_hash, auth_key. Seguramente no quieras que éstos aparecieran en el resultado de tu API.
Puedes y deberías filtrar estos campos como se describe en la sección Response Formatting.






Resumen 


Utilizando el framework Yii API RESTful, implementa un punto final API en términos de una acción de un controlador, y utiliza
un controlador para organizar las acciones que implementan los puntos finales para un sólo tipo de recurso.


Los recursos son representados como modelos de datos que extienden de la clase [[yii\base\Model]].
Si estás trabajando con bases de datos (relacionales o NoSQL), es recomendable utilizar [[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]]
para representar los recursos.


Puedes utilizar [[yii\rest\UrlRule]] para simplificar el enrutamiento de los puntos finales de tu API.


Aunque no es obligatorio, es recomendable que desarrolles tus APIs RESTful como una aplicación separada, diferente de
tu WEB front end y tu back end para facilitar el mantenimiento.








          

      

      

    


    
        © 版权所有 .
      由 Sphinx 1.3.1 创建。
    

  

guide-es/concept-aliases.html


    
      导航


      
        		
          索引


        		YII2 stable 文档 »

 
      


    


    
      
          
            
  
Alias


Los alias son utilizados para representar las rutas de archivos o URLs para evitar su hard-coding [http://es.wikipedia.org/wiki/Hard_code]
en tu código. Un alias debe comenzar con un cáracter @ para que así pueda ser diferenciado de las rutas de archivos y URLs.
Por ejemplo, el alias @yii representa la ruta de instalación de la librería Yii, mientras que @web representa la
URL base la aplicación que actualmente se está ejecutando.



Definiendo Alias 


Puedes llamar a [[Yii::setAlias()]] para definir un alias para una determinada ruta de archivo o URL. Por ejemplo,


// un alias de una ruta de archivos
Yii::setAlias('@foo', '/path/to/foo');

// una alias de un URL
Yii::setAlias('@bar', 'http://www.example.com');




Nota: Una ruta de archivo o URL en alias NO debe necesariamente referirse a un archivo o recurso existente.



Dado un alias, puedes derivar un nuevo alias (sin necesidad de llamar [[Yii::setAlias()]]) anexando una barra diagonal /
seguida por uno o varios segmentos de la ruta. Llamamos los alias definidos a través de [[Yii::setAlias()]]
alias de raíz (root alias), mientras que los alias derivados de ellos alias derivados (derived aliases). Por ejemplo,
@foo es un alias de raíz, mientras que @foo/bar/file.php es un alias derivado.


Puedes definir un alias usando otro alias (ya sea un alias de raíz o derivado):


Yii::setAlias('@foobar', '@foo/bar');



Los alias de raíz están usualmente definidos durante la etapa bootstrapping de la aplicación.
Por ejemplo, puedes llamar a [[Yii::setAlias()]] en el script de entrada.
Por conveniencia, Application provee una propiedad modificable llamada aliases que puedes
configurar en la configuración de la aplicación, como por ejemplo,


return [
    // ...
    'aliases' => [
        '@foo' => '/path/to/foo',
        '@bar' => 'http://www.example.com',
    ],
];






Resolución de Alias 


Puedes llamar [[Yii::getAlias()]] para resolver un alias de raíz en la ruta o URL que representa. El mismo método puede
además resolver un alias derivado en su correspondiente ruta de archivo o URL. Por ejemplo,


echo Yii::getAlias('@foo');               // muestra: /path/to/foo
echo Yii::getAlias('@bar');               // muestra: http://www.example.com
echo Yii::getAlias('@foo/bar/file.php');  // muestra: /path/to/foo/bar/file.php



La ruta de archivo/URL representado por un alias derivado está determinado por la sustitución de la parte de su alias raíz
con su correspondiente ruta/Url en el alias derivado.



Nota: El método [[Yii::getAlias()]] no comprueba si la ruta/URL resultante hacer referencia a un archivo o recurso existente.



Un alias de raíz puede contener carácteres /. El método [[Yii::getAlias()]] es lo suficientemente inteligente para saber
qué parte de un alias es un alias de raíz y por lo tanto determinar correctamente la correspondiente ruta de archivo o URL.
Por ejemplo,


Yii::setAlias('@foo', '/path/to/foo');
Yii::setAlias('@foo/bar', '/path2/bar');
Yii::getAlias('@foo/test/file.php');  // muestra: /path/to/foo/test/file.php
Yii::getAlias('@foo/bar/file.php');   // muestra: /path2/bar/file.php



Si @foo/bar no está definido como un alias de raíz, la última declaración mostraría /path/to/foo/bar/file.php.





Usando Alias 


Los alias son utilizados en muchos lugares en Yii sin necesidad de llamar [[Yii::getAlias()]] para convertirlos en rutas/URLs.
Por ejemplo, [[yii\caching\FileCache::cachePath]] puede aceptar tanto una ruta de archivo como un alias que represente
la ruta de archivo, gracias al prefijo @ el cual permite diferenciar una ruta de archivo de un alias.


use yii\caching\FileCache;

$cache = new FileCache([
    'cachePath' => '@runtime/cache',
]);



Por favor, presta atención a la documentación API para ver si una propiedad o el parámetro de un método soporta alias.





Alias Predefinidos 


Yii predefine un conjunto de alias para aliviar la necesidad de hacer referencia a rutas de archivo o URLs que son
utilizadas regularmente. La siguiente es la lista de alias predefinidos por Yii:



		@yii: el directorio donde el archivo BaseYii.php se encuentra (también llamado el directorio del framework).


		@app: la [[yii\base\Application::basePath|ruta base]] de la aplicación que se está ejecutando actualmente.


		@runtime: la [[yii\base\Application::runtimePath|ruta de ejecución]] de la aplicación en ejecución. Por defecto @app/runtime.


		@webroot: el directorio raíz Web de la aplicación Web se está ejecutando actualmente.


		@web: la URL base de la aplicación web se ejecuta actualmente. Tiene el mismo valor que [[yii\web\Request::baseUrl]].


		@vendor: el [[yii\base\Application::vendorPath|directorio vendor de Composer]. Por defecto @app/vendor.


		@bower, el directorio raíz que contiene paquetes bower [http://bower.io/]. Por defecto @vendor/bower.


		@npm, el directorio raíz que contiene paquetes npm [https://www.npmjs.org/]. Por defecto @vendor/npm.





El alias @yii se define cuando incluyes el archivo Yii.php en tu script de entrada,
mientras que el resto de los alias están definidos en el constructor de la aplicación cuando se aplica la
configuración de la aplicación.





Alias en Extensiones 


Un alias se define automaticamente por cada extensión que ha sido instalada a través de Composer.
El alias es nombrado tras el namespace de raíz de la extensión instalada tal y como está declarada en su archivo composer.json,
y representa el directorio raíz de la extensión. Por ejemplo, si instalas la extensión yiisoft/yii2-jui, tendrás
automaticamente definido el alias @yii/jui durante la etapa bootstrapping de la aplicación:


Yii::setAlias('@yii/jui', 'VendorPath/yiisoft/yii2-jui');
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Logging


Yii provides a powerful logging framework that is highly customizable and extensible. Using this framework, you
can easily log various types of messages, filter them, and gather them at different targets, such as files, databases,
emails.


Using the Yii logging framework involves the following steps:



		Record log messages at various places in your code;


		Configure log targets in the application configuration to filter and export log messages;


		Examine the filtered logged messages exported by different targets (e.g. the Yii debugger).





In this section, we will mainly describe the first two steps.



Log Messages 


Recording log messages is as simple as calling one of the following logging methods:



		[[Yii::trace()]]: record a message to trace how a piece of code runs. This is mainly for development use.


		[[Yii::info()]]: record a message that conveys some useful information.


		[[Yii::warning()]]: record a warning message that indicates something unexpected has happened.


		[[Yii::error()]]: record a fatal error that should be investigated as soon as possible.





These logging methods record log messages at various severity levels and categories. They share
the same function signature function ($message, $category = 'application'), where $message stands for
the log message to be recorded, while $category is the category of the log message. The code in the following
example records a trace message under the default category application:


Yii::trace('start calculating average revenue');




Info: Log messages can be strings as well as complex data, such as arrays or objects. It is the responsibility
of log targets to properly deal with log messages. By default, if a log message is not a string,
it will be exported as a string by calling [[yii\helpers\VarDumper::export()]].



To better organize and filter log messages, it is recommended that you specify an appropriate category for each
log message. You may choose a hierarchical naming scheme for categories, which will make it easier for
log targets to filter messages based on their categories. A simple yet effective naming scheme
is to use the PHP magic constant __METHOD__ for the category names. This is also the approach used in the core
Yii framework code. For example,


Yii::trace('start calculating average revenue', __METHOD__);



The __METHOD__ constant evaluates as the name of the method (prefixed with the fully qualified class name) where
the constant appears. For example, it is equal to the string 'app\controllers\RevenueController::calculate' if
the above line of code is called within this method.



Info: The logging methods described above are actually shortcuts to the [[yii\log\Logger::log()|log()]] method
of the [[yii\log\Logger|logger object]] which is a singleton accessible through the expression Yii::getLogger(). When
enough messages are logged or when the application ends, the logger object will call a
[[yii\log\Dispatcher|message dispatcher]] to send recorded log messages to the registered log targets.






Log Targets 


A log target is an instance of the [[yii\log\Target]] class or its child class. It filters the log messages by their
severity levels and categories and then exports them to some medium. For example, a [[yii\log\DbTarget|database target]]
exports the filtered log messages to a database table, while an [[yii\log\EmailTarget|email target]] exports
the log messages to specified email addresses.


You can register multiple log targets in an application by configuring them through the log application component
in the application configuration, like the following:


return [
    // the "log" component must be loaded during bootstrapping time
    'bootstrap' => ['log'],
    
    'components' => [
        'log' => [
            'targets' => [
                [
                    'class' => 'yii\log\DbTarget',
                    'levels' => ['error', 'warning'],
                ],
                [
                    'class' => 'yii\log\EmailTarget',
                    'levels' => ['error'],
                    'categories' => ['yii\db\*'],
                    'message' => [
                       'from' => ['log@example.com'],
                       'to' => ['admin@example.com', 'developer@example.com'],
                       'subject' => 'Database errors at example.com',
                    ],
                ],
            ],
        ],
    ],
];




Note: The log component must be loaded during bootstrapping time so that
it can dispatch log messages to targets promptly. That is why it is listed in the bootstrap array as shown above.



In the above code, two log targets are registered in the [[yii\log\Dispatcher::targets]] property:



		the first target selects error and warning messages and saves them in a database table;


		the second target selects error messages under the categories whose names start with yii\db\, and sends
them in an email to both admin@example.com and developer@example.com.





Yii comes with the following built-in log targets. Please refer to the API documentation about these classes to
learn how to configure and use them.



		[[yii\log\DbTarget]]: stores log messages in a database table.


		[[yii\log\EmailTarget]]: sends log messages to pre-specified email addresses.


		[[yii\log\FileTarget]]: saves log messages in files.


		[[yii\log\SyslogTarget]]: saves log messages to syslog by calling the PHP function syslog().





In the following, we will describe the features common to all log targets.



Message Filtering 


For each log target, you can configure its [[yii\log\Target::levels|levels]] and
[[yii\log\Target::categories|categories]] properties to specify which severity levels and categories of the messages the target should process.


The [[yii\log\Target::levels|levels]] property takes an array consisting of one or several of the following values:



		error: corresponding to messages logged by [[Yii::error()]].


		warning: corresponding to messages logged by [[Yii::warning()]].


		info: corresponding to messages logged by [[Yii::info()]].


		trace: corresponding to messages logged by [[Yii::trace()]].


		profile: corresponding to messages logged by [[Yii::beginProfile()]] and [[Yii::endProfile()]], which will
be explained in more details in the Profiling subsection.





If you do not specify the [[yii\log\Target::levels|levels]] property, it means the target will process messages
of any severity level.


The [[yii\log\Target::categories|categories]] property takes an array consisting of message category names or patterns.
A target will only process messages whose category can be found or match one of the patterns in this array.
A category pattern is a category name prefix with an asterisk * at its end. A category name matches a category pattern
if it starts with the same prefix of the pattern. For example, yii\db\Command::execute and yii\db\Command::query
are used as category names for the log messages recorded in the [[yii\db\Command]] class. They both match
the pattern yii\db\*.


If you do not specify the [[yii\log\Target::categories|categories]] property, it means the target will process
messages of any category.


Besides whitelisting the categories by the [[yii\log\Target::categories|categories]] property, you may also
blacklist certain categories by the [[yii\log\Target::except|except]] property. If the category of a message
is found or matches one of the patterns in this property, it will NOT be processed by the target.


The following target configuration specifies that the target should only process error and warning messages
under the categories whose names match either yii\db\* or yii\web\HttpException:*, but not yii\web\HttpException:404.


[
    'class' => 'yii\log\FileTarget',
    'levels' => ['error', 'warning'],
    'categories' => [
        'yii\db\*',
        'yii\web\HttpException:*',
    ],
    'except' => [
        'yii\web\HttpException:404',
    ],
]




Info: When an HTTP exception is caught by the error handler, an error message
will be logged with the category name in the format of yii\web\HttpException:ErrorCode. For example,
the [[yii\web\NotFoundHttpException]] will cause an error message of category yii\web\HttpException:404.






Message Formatting 


Log targets export the filtered log messages in a certain format. For example, if you install
a log target of the class [[yii\log\FileTarget]], you may find a log message similar to the following in the
runtime/log/app.log file:


2014-10-04 18:10:15 [::1][][-][trace][yii\base\Module::getModule] Loading module: debug



By default, log messages will be formatted as follows by the [[yii\log\Target::formatMessage()]]:


Timestamp [IP address][User ID][Session ID][Severity Level][Category] Message Text



You may customize this format by configuring the [[yii\log\Target::prefix]] property which takes a PHP callable
returning a customized message prefix. For example, the following code configures a log target to prefix each
log message with the current user ID (IP address and Session ID are removed for privacy reasons).


[
    'class' => 'yii\log\FileTarget',
    'prefix' => function ($message) {
        $user = Yii::$app->has('user', true) ? Yii::$app->get('user') : null;
        $userID = $user ? $user->getId(false) : '-';
        return "[$userID]";
    }
]



Besides message prefixes, log targets also append some context information to each batch of log messages.
By default, the values of these global PHP variables are included: $_GET, $_POST, $_FILES, $_COOKIE,
$_SESSION and $_SERVER. You may adjust this behavior by configuring the [[yii\log\Target::logVars]] property
with the names of the global variables that you want to include by the log target. For example, the following
log target configuration specifies that only the value of the $_SERVER variable will be appended to the log messages.


[
    'class' => 'yii\log\FileTarget',
    'logVars' => ['_SERVER'],
]



You may configure logVars to be an empty array to totally disable the inclusion of context information.
Or if you want to implement your own way of providing context information, you may override the
[[yii\log\Target::getContextMessage()]] method.





Message Trace Level 


During development, it is often desirable to see where each log message is coming from. This can be achieved by
configuring the [[yii\log\Dispatcher::traceLevel|traceLevel]] property of the log component like the following:


return [
    'bootstrap' => ['log'],
    'components' => [
        'log' => [
            'traceLevel' => YII_DEBUG ? 3 : 0,
            'targets' => [...],
        ],
    ],
];



The above application configuration sets [[yii\log\Dispatcher::traceLevel|traceLevel]] to be 3 if YII_DEBUG is on
and 0 if YII_DEBUG is off. This means, if YII_DEBUG is on, each log message will be appended with at most 3
levels of the call stack at which the log message is recorded; and if YII_DEBUG is off, no call stack information
will be included.



Info: Getting call stack information is not trivial. Therefore, you should only use this feature during development
or when debugging an application.






Message Flushing and Exporting 


As aforementioned, log messages are maintained in an array by the [[yii\log\Logger|logger object]]. To limit the
memory consumption by this array, the logger will flush the recorded messages to the log targets
each time the array accumulates a certain number of log messages. You can customize this number by configuring
the [[yii\log\Dispatcher::flushInterval|flushInterval]] property of the log component:


return [
    'bootstrap' => ['log'],
    'components' => [
        'log' => [
            'flushInterval' => 100,   // default is 1000
            'targets' => [...],
        ],
    ],
];




Info: Message flushing also occurs when the application ends, which ensures log targets can receive complete log messages.



When the [[yii\log\Logger|logger object]] flushes log messages to log targets, they do not get exported
immediately. Instead, the message exporting only occurs when a log target accumulates certain number of the filtered
messages. You can customize this number by configuring the [[yii\log\Target::exportInterval|exportInterval]]
property of individual log targets, like the following,


[
    'class' => 'yii\log\FileTarget',
    'exportInterval' => 100,  // default is 1000
]



Because of the flushing and exporting level setting, by default when you call Yii::trace() or any other logging
method, you will NOT see the log message immediately in the log targets. This could be a problem for some long-running
console applications. To make each log message appear immediately in the log targets, you should set both
[[yii\log\Dispatcher::flushInterval|flushInterval]] and [[yii\log\Target::exportInterval|exportInterval]] to be 1,
as shown below:


return [
    'bootstrap' => ['log'],
    'components' => [
        'log' => [
            'flushInterval' => 1,
            'targets' => [
                [
                    'class' => 'yii\log\FileTarget',
                    'exportInterval' => 1,
                ],
            ],
        ],
    ],
];




Note: Frequent message flushing and exporting will degrade the performance of your application.






Toggling Log Targets 


You can enable or disable a log target by configuring its [[yii\log\Target::enabled|enabled]] property.
You may do so via the log target configuration or by the following PHP statement in your code:


Yii::$app->log->targets['file']->enabled = false;



The above code requires you to name a target as file, as shown below by using string keys in the
targets array:


return [
    'bootstrap' => ['log'],
    'components' => [
        'log' => [
            'targets' => [
                'file' => [
                    'class' => 'yii\log\FileTarget',
                ],
                'db' => [
                    'class' => 'yii\log\DbTarget',
                ],
            ],
        ],
    ],
];






Creating New Targets 


Creating a new log target class is very simple. You mainly need to implement the [[yii\log\Target::export()]] method
sending the content of the [[yii\log\Target::messages]] array to a designated medium. You may call the
[[yii\log\Target::formatMessage()]] method to format each message. For more details, you may refer to any of the
log target classes included in the Yii release.







Performance Profiling 


Performance profiling is a special type of message logging that is used to measure the time taken by certain
code blocks and find out what are the performance bottlenecks. For example, the [[yii\db\Command]] class uses
performance profiling to find out the time taken by each DB query.


To use performance profiling, first identify the code blocks that need to be profiled. Then enclose each
code block like the following:


\Yii::beginProfile('myBenchmark');

...code block being profiled...

\Yii::endProfile('myBenchmark');



where myBenchmark stands for a unique token identifying a code block. Later when you examine the profiling
result, you will use this token to locate the time spent by the corresponding code block.


It is important to make sure that the pairs of beginProfile and endProfile are properly nested.
For example,


\Yii::beginProfile('block1');

    // some code to be profiled

    \Yii::beginProfile('block2');
        // some other code to be profiled
    \Yii::endProfile('block2');

\Yii::endProfile('block1');



If you miss \Yii::endProfile('block1') or switch the order of \Yii::endProfile('block1') and
\Yii::endProfile('block2'), the performance profiling will not work.


For each code block being profiled, a log message with the severity level profile is recorded. You can configure
a log target to collect such messages and export them. The Yii debugger has
a built-in performance profiling panel showing the profiling results.
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Генерация кода при помощи Gii


В этом разделе мы опишем, как использовать Gii для автоматической генерации кода,
реализующего некоторые общие функции вебсайта. Для достижения этой цели всё, что вам нужно, это просто ввести необходимую информацию в соответствии с инструкциями, отображаемыми на веб-страницах Gii.


В этом руководстве вы узнаете:



		Как активировать Gii в приложении;


		Как использовать Gii для создания Active Record класса;


		Как использовать Gii для генерации кода, реализующего CRUD для таблицы БД.


		Как настроить код, генерируемый Gii.






Запускаем Gii 


Gii предствален в Yii как модуль. Вы можете активировать Gii,
настроив его в свойстве [[yii\base\Application::modules|modules]]. В зависимости от того, каким образом вы создали приложение, вы можете удостовериться в наличии следующего кода в конфигурационном файле config/web.php,


$config = [ ... ];

if (YII_ENV_DEV) {
    $config['bootstrap'][] = 'gii';
    $config['modules']['gii'] = 'yii\gii\Module';
}



Приведенная выше конфигурация показывает, что находясь в режиме разработки,
приложение должно включать в себя модуль с именем gii, который реализует класс [[yii\gii\Module]].


Если вы посмотрите входной скрипт web/index.php вашего приложения, вы
увидите следующую строку, устанавливающую константу YII_ENV_DEV в значение true.


defined('YII_ENV') or define('YII_ENV', 'dev');



Благодаря этой строке ваше приложение находится в режиме разработки, и Gii уже активирован в соответствии с описанной выше конфигурацией. Теперь вы можете получить доступ к Gii по следующему адресу:


http://hostname/index.php?r=gii




Замечание: Если вы пытаетесь получить доступ к Gii не с локального хоста, по умолчанию, в целях обеспечения безопасности,
доступ будет запрещён. Вы можете изменить настройки Gii, чтобы добавить разрешённые IP адреса, как указано ниже



'gii' => [
    'class' => 'yii\gii\Module',
    'allowedIPs' => ['127.0.0.1', '::1', '192.168.0.*', '192.168.178.20'] // регулируйте в соответствии со своими нуждами
],



[image: Gii]





Генерация класса Active Record 


Чтобы использовать Gii для генерации класса Active Record, выберите “Генератор модели” (нажав на ссылку на главной странице Gii). И заполните форму следующим образом:



		Имя таблицы: country


		Класс модели : Country





[image: Генератор модели]


Затем нажмите на кнопку “Предварительный просмотр”. Вы увидите, что models/Country.php перечислен в результатах создаваемых файлов классов. Вы можете нажать на имя файла класса для просмотра его содержимого.


Если вы уже создали такой же файл и хотите перезаписать его, нажмите кнопку diff рядом с именем файла, чтобы увидеть различия между генерируемым кодом и существующей версией.


[image: Предварительный просмотр генератора модели]


Для перезаписи существующего файла установите флажок рядом с “overwrite” и нажмите кнопку “Generate”. Для создания нового файла вы можете просто нажать “Generate”.


После этого вы увидите страницу подтверждения, указывающую на то, что код был успешно сгенерирован. Если файл существовал до этого, вы также увидите сообщение о том, что он был перезаписан заново сгенерированным кодом.





Создание CRUD кода 


CRUD расшифровывается как Create, Read, Update и Delete, предоставляющий четыре основные функции, выполняемые над данными на большинстве веб-сайтов. Чтобы создать функциональность CRUD используя Gii, выберите “CRUD Генератор” (нажав на ссылку на главной странице Gii). Для нашей таблицы «country» заполните полученную форму следующим образом:



		Model Class: app\models\Country


		Search Model Class: app\models\CountrySearch


		Controller Class: app\controllers\CountryController





[image: CRUD генератор]


Затем нажмите на кнопку “Preview”. Вы увидите список файлов, которые будут созданы, как показано ниже.


[image: CRUD генератор: предпросмотр]


Если вы уже создали файлы controllers/CountryController.php и views/country/index.php (в разделе о базах данных), установите флажок “overwrite”, чтобы заменить их. (Предыдущие версии не поддерживают CRUD полностью)





Испытываем в действии 


Чтобы увидеть как всё это работает, перейдите по следующему URL, используя ваш браузер:


http://hostname/index.php?r=country/index



Вы увидите таблицу, показывающую страны из таблицы БД. Вы можете сортировать, а также фильтровать данные, указывая условия фильтрации в заголовках столбцов.


Для каждой отображающейся в таблице страны вы можете просмотреть подробную информацию, обновить или удалить её.
Вы также можете нажать на кнопку “Создать страну” в верхней части таблицы для получения формы создания новой страны.


[image: Таблица данных стран]


[image: Обновление страны]


Ниже приведен список файлов, созданных с помощью Gii, в том случае, если вы захотите исследовать реализацию этих функций, или изменить их:



		Контроллер: controllers/CountryController.php


		Модели: models/Country.php и models/CountrySearch.php


		Вид: views/country/*.php






Информация: Gii разработан как тонконастраиваемый и расширяемый инструмент генерации кода. Используя его с умом, вы можете значительно ускорить скорость разработки приложений. Для более подробной информации, пожалуйста, обратитесь к разделу Gii.






Заключение 


В этом разделе вы узнали, как использовать Gii для генерации кода, реализующего полную функциональность CRUD для данных, хранящихся в таблице базы данных.
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Sesiones (Sessions) y Cookies


Las sesiones y las cookies permiten la persistencia de datos a través de múltiples peticiones de usuario. En PHP plano, debes acceder a ellos a través de las variables globales $_SESSION y $_COOKIE, respectivamente. Yii encapsula las sesiones y las cookies como objetos y por lo tanto te permite acceder a ellos de manera orientada a objetos con estupendas mejoras adicionales.



Sesiones 


Como las peticiones y las respuestas, puedes acceder a las sesiones vía el componente de la aplicación session  el cual es una instancia de [[yii\web\Session]], por defecto.



Abriendo y cerrando sesiones 


Para abrir y cerrar una sesión, puedes hacer lo siguiente:


$session = Yii::$app->session;

// comprueba si una sesión está ya abierta
if ($session->isActive) ...

// abre una sesión
$session->open();

// cierra una sesión
$session->close();

// destruye todos los datos registrados por la sesión.
$session->destroy();



Puedes llamar a [[yii\web\Session::open()|open()]] y [[yii\web\Session::close()|close()]] múltiples veces sin causar errores. Esto ocurre porque internamente los métodos verificarán primero si la sesión está ya abierta.





Accediendo a los datos de sesión 


Para acceder a los datos almacenados en sesión, puedes hacer lo siguiente:


$session = Yii::$app->session;

// devuelve una variable de sesión. Los siguientes usos son equivalentes:
$language = $session->get('language');
$language = $session['language'];
$language = isset($_SESSION['language']) ? $_SESSION['language'] : null;

// inicializa una variable de sesión. Los siguientes usos son equivalentes:
$session->set('language', 'en-US');
$session['language'] = 'en-US';
$_SESSION['language'] = 'en-US';

// remueve la variable de sesión. Los siguientes usos son equivalentes:
$session->remove('language');
unset($session['language']);
unset($_SESSION['language']);

// comprueba si una variable de sesión existe. Los siguientes usos son equivalentes:
if ($session->has('language')) ...
if (isset($session['language'])) ...
if (isset($_SESSION['language'])) ...

// recorre todas las variables de sesión. Los siguientes usos son equivalentes:
foreach ($session as $name => $value) ...
foreach ($_SESSION as $name => $value) ...




Información: Cuando accedas a los datos de sesión a través del componente session, una sesión será automáticamente abierta si no lo estaba antes. Esto es diferente accediendo a los datos de sesión a través de $_SESSION, el cual requiere llamar explícitamente a session_start().



Cuando trabajas con datos de sesiones que son arrays, el componte session tiene una limitación que te previene directamente de modificar un elemento del array. Por ejemplo,


$session = Yii::$app->session;

// el siguiente código no funciona
$session['captcha']['number'] = 5;
$session['captcha']['lifetime'] = 3600;

// el siguiente código funciona:
$session['captcha'] = [
    'number' => 5,
    'lifetime' => 3600,
];

// el siguiente código también funciona:
echo $session['captcha']['lifetime'];



Puedes usar las siguientes soluciones para arreglar este problema:


$session = Yii::$app->session;

// directamente usando $_SESSION (asegura te de que Yii::$app->session->open() ha sido llamado)
$_SESSION['captcha']['number'] = 5;
$_SESSION['captcha']['lifetime'] = 3600;

// devuelve el valor del array, lo modifica y a continuación lo guarda
$captcha = $session['captcha'];
$captcha['number'] = 5;
$captcha['lifetime'] = 3600;
$session['captcha'] = $captcha;

// usa un ArrayObject en vez de un array
$session['captcha'] = new \ArrayObject;
...
$session['captcha']['number'] = 5;
$session['captcha']['lifetime'] = 3600;

// almacena los datos en un array con un prefijo común para las claves
$session['captcha.number'] = 5;
$session['captcha.lifetime'] = 3600;



Para un mejor rendimiento y legibilidad del código, recomendamos la última solución. Es decir, en vez de almacenar un array como una única variable de sesión, almacena cada elemento del array como una variable de sesión que comparta el mismo prefijo clave con otros elementos del array.





Personalizar el almacenamiento de sesión 


Por defecto la clase [[yii\web\Session]] almacena los datos de sesión como ficheros en el servidor. Yii también provee de las siguientes clases de sesión que implementan diferentes almacenamientos de sesión:



		[[yii\web\DbSession]]: almacena los datos de sesión en una tabla en la base de datos.


		[[yii\web\CacheSession]]: almacena los datos de sesión en una caché con la ayuda de la configuración del componente caché.


		[[yii\redis\Session]]: almacena los datos de sesión usando redis [http://redis.io/] como medio de almacenamiento.


		[[yii\mongodb\Session]]: almacena los datos de sesión en MongoDB [http://www.mongodb.org/].





Todas estas clases de sesión soportan los mismos métodos de la API. Como consecuencia, puedes cambiar el uso de diferentes almacenamientos de sesión sin la necesidad de modificar el código de tu aplicación que usa sesiones.



Nota: si quieres acceder a los datos de sesión vía $_SESSION mientras estás usando un almacenamiento de sesión personalizado, debes asegurar te que la sesión está ya empezada por [[yii\web\Session::open()]]. Esto ocurre porque los manipuladores de almacenamiento de sesión personalizado son registrados sin este método.



Para aprender como configurar y usar estas clases de componentes, por favor consulte la documentación de la API. Abajo está un ejemplo que muestra como configurar [[yii\web\DbSession]] en la configuración de la aplicación para usar una tabla en la base de datos como almacenamiento de sesión:


return [
    'components' => [
        'session' => [
            'class' => 'yii\web\DbSession',
            // 'db' => 'mydb',  // el identificador del componente de aplicación DB connection. Por defecto'db'.
            // 'sessionTable' => 'my_session', // nombre de la tabla de sesión. Por defecto 'session'.
        ],
    ],
];



También es necesario crear la siguiente tabla de la base de datos para almacenar los datos de sesión:


CREATE TABLE session
(
    id CHAR(40) NOT NULL PRIMARY KEY,
    expire INTEGER,
    data BLOB
)



donde ‘BLOB’ se refiere al BLOB-type de tu DBMS preferida. Abajo está el tipo BLOB que puedes usar para algunos DBMS populares:



		MySQL: LONGBLOB


		PostgreSQL: BYTEA


		MSSQL: BLOB






Nota: De acuerdo con la configuración de php.ini session.hash_function, puedes necesitar ajustar el tamaño de la columna id. Por ejemplo, si session.hash_function=sha256, deberías usar el tamaño 64 en vez de 40.






Flash Data 


Flash data es una clase especial de datos de sesión que, una vez se inicialice en la primera petición, estará sólo disponible durante la siguiente petición y automáticamente se borrará después. Flash data es comúnmente usado para implementar mensajes que deberían ser mostrados una vez a usuarios finales, tal como mostrar un mensaje de confirmación después de que un usuario envíe un formulario con éxito.


Puedes inicializar y acceder a flash data a través del componente de aplicación session. Por ejemplo,


$session = Yii::$app->session;

// Petición #1
// inicializa el mensaje flash nombrado como "postDeleted"
$session->setFlash('postDeleted', 'You have successfully deleted your post.');

// Petición #2
// muestra el mensaje flash nombrado "postDeleted"
echo $session->getFlash('postDeleted');

// Petición #3
// $result será false ya que el mensaje flash ha sido borrado automáticamente
$result = $session->hasFlash('postDeleted');



Al igual que los datos de sesión regulares, puede almacenar datos arbitrarios como flash data.


Cuando llamas a [yii\web\Session::setFlash()]], sobrescribirá cualquier Flash data que tenga el mismo nombre.
Para añadir un nuevo flash data a el/los existes con el mismo nombre, puedes llamar a [[yii\web\Session::addFlash()]].
Por ejemplo:


$session = Yii::$app->session;

// Petición #1
// añade un pequeño mensaje flash bajo el nombre de "alerts"
$session->addFlash('alerts', 'You have successfully deleted your post.');
$session->addFlash('alerts', 'You have successfully added a new friend.');
$session->addFlash('alerts', 'You are promoted.');

// Petición #2
// $alerts es un array de mensajes flash bajo el nombre de "alerts"
$alerts = $session->getFlash('alerts');




Nota: Intenta no usar a la vez [[yii\web\Session::setFlash()]] con [[yii\web\Session::addFlash()]] para flash data
del mismo nombre. Esto ocurre porque el último método elimina el flash data dentro del array así que puedes añadir un nuevo flash data con el mismo nombre. Como resultado, cuando llamas a [[yii\web\Session::getFlash()]], puedes encontrarte algunas veces que te está devolviendo un array mientras que otras veces te está devolviendo un string, esto depende del orden que invoques a estos dos métodos.








Cookies 


Yii representa cada cookie como un objeto de [[yii\web\Cookie]]. Tanto [[yii\web\Request]] como [[yii\web\Response]]
mantienen una colección de cookies vía la propiedad de llamada cookies. La colección de cookie en la antigua representación son enviadas en una petición, mientras la colección de cookie en esta última representa las cookies que van a ser enviadas al usuario.



Leyendo Cookies 


Puedes recuperar las cookies en la petición actual usando el siguiente código:


// devuelve la colección de cookie (yii\web\CookieCollection) del componente "request"
$cookies = Yii::$app->request->cookies;

// devuelve el valor "language" de la cookie. Si la cookie no existe, retorna "en" como valor por defecto.
$language = $cookies->getValue('language', 'en');

// una manera alternativa de devolver el valor "language" de la cookie
if (($cookie = $cookies->get('language')) !== null) {
    $language = $cookie->value;
}

// puedes también usar $cookies como un array
if (isset($cookies['language'])) {
    $language = $cookies['language']->value;
}

// comprueba si hay una cookie con el valor "language"
if ($cookies->has('language')) ...
if (isset($cookies['language'])) ...






Enviando Cookies 


Puedes enviar cookies a usuarios finales usando el siguiente código:


// devuelve la colección de cookie (yii\web\CookieCollection) del componente "response"
$cookies = Yii::$app->response->cookies;

// añade una nueva cookie a la respuesta que se enviará
$cookies->add(new \yii\web\Cookie([
    'name' => 'language',
    'value' => 'zh-CN',
]));

// remueve una cookie
$cookies->remove('language');
// equivalente a lo siguiente
unset($cookies['language']);



Además de [[yii\web\Cookie::name|name]], [[yii\web\Cookie::value|value]] las propiedades que se muestran en los anteriores ejemplos, la clase [[yii\web\Cookie]] también define otras propiedades para representar toda la información posible de las cookies, tal como [[yii\web\Cookie::domain|domain]], [[yii\web\Cookie::expire|expire]]. Puedes configurar estas propiedades según sea necesario para preparar una cookie y luego añadirlo a la colección de cookies de la respuesta.



Nota: Para mayor seguridad, el valor por defecto de [[yii\web\Cookie::httpOnly]] es true. Esto ayuda a mitigar el riesgo del acceso a la cookie protegida por script desde el lado del cliente (si el navegador lo soporta). Puedes leer el httpOnly wiki article [https://www.owasp.org/index.php/HttpOnly] para más detalles.






Validación de la Cookie 


Cuando estás leyendo y enviando cookies a través de los componentes request y response como mostramos en las dos últimas subsecciones, cuentas con el añadido de seguridad de la validación de cookies el cual protege las cookies de ser modificadas en el lado del cliente. Esto se consigue con la firma de cada cookie con una cadena hash, el cual permite a la aplicación saber si una cookie ha sido modificada en el lado del cliente o no. Si es así, la cookie no será accesible a través de [[yii\web\Request::cookies|cookie collection]] del componente request.



Información: Si falla la validación de una cookie, aún puedes acceder a la misma a través de $_COOKIE. Esto sucede porque librerías de terceros pueden manipular de forma propia las cookies, lo cual no implica la validación de las mismas.



La validación de cookies es habilitada por defecto. Puedes desactivar lo ajustando la propiedad [[yii\web\Request::enableCookieValidation]] a false, aunque se recomienda encarecidamente que no lo haga.



Nota: Las cookies que son directamente leídas/enviadas vía $_COOKIE y setcookie() no serán validadas.



Cuando estás usando la validación de cookie, puedes especificar una [[yii\web\Request::cookieValidationKey]] el cual se usará para generar los strings hash mencionados anteriormente. Puedes hacerlo mediante la configuración del componente request en la configuración de la aplicación:


return [
    'components' => [
        'request' => [
            'cookieValidationKey' => 'fill in a secret key here',
        ],
    ],
];




Información: [[yii\web\Request::cookieValidationKey|cookieValidationKey]] es crítico para la seguridad de tu aplicación.
Sólo debería ser conocido por personas de confianza. No lo guardes en sistemas de control de versiones.
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Контроллеры


После создания классов ресурсов и настройки способа форматирования ресурсных данных следующим шагом
является создание действий контроллеров для предоставления ресурсов конечным пользователям через RESTful API.


В Yii есть два базовых класса контроллеров для упрощения вашей работы по созданию RESTful-действий:
[[yii\rest\Controller]] и [[yii\rest\ActiveController]]. Разница между этими двумя контроллерами в том,
что у последнего есть набор действий по умолчанию, который специально создан для работы с ресурсами,
представленными Active Record. Так что если вы используете Active Record
и вас устраивает предоставленный набор встроенных действий, вы можете унаследовать классы ваших контроллеров
от [[yii\rest\ActiveController]], что позволит вам создать полноценные RESTful API, написав минимум кода.


[[yii\rest\Controller]] и [[yii\rest\ActiveController]] имеют следующие возможности, некоторые из которых
будут подробно описаны в следующих разделах:



		Проверка HTTP-метода;


		Согласование содержимого и форматирование данных;


		Аутентификация;


		Ограничение частоты запросов.





[[yii\rest\ActiveController]], кроме того, предоставляет следующие возможности:



		Набор наиболее часто используемых действий: index, view, create, update, delete и options;


		Авторизация пользователя для запрашиваемых действия и ресурса.






Создание классов контроллеров 


При создании нового класса контроллера в имени класса обычно используется
название типа ресурса в единственном числе. Например, контроллер, отвечающий за предоставление информации о пользователях,
можно назвать UserController.


Создание нового действия похоже на создание действия для Web-приложения. Единственное отличие в том,
что в RESTful-действиях вместо рендера результата в представлении с помощью вызова метода render()
вы просто возвращаете данные. Выполнение преобразования исходных данных в запрошенный формат ложится на
[[yii\rest\Controller::serializer|сериализатор]] и [[yii\web\Response|объект ответа]].
Например:


public function actionView($id)
{
    return User::findOne($id);
}






Фильтры 


Большинство возможностей RESTful API, предоставляемых [[yii\rest\Controller]], реализовано на основе фильтров.
В частности, следующие фильтры будут выполняться в том порядке, в котором они перечислены:



		[[yii\filters\ContentNegotiator|contentNegotiator]]: обеспечивает согласование содержимого, более подробно описан
в разделе Форматирование ответа;


		[[yii\filters\VerbFilter|verbFilter]]: обеспечивает проверку HTTP-метода;


		[[yii\filters\AuthMethod|authenticator]]: обеспечивает аутентификацию пользователя, более подробно описан
в разделе Аутентификация;


		[[yii\filters\RateLimiter|rateLimiter]]: обеспечивает ограничение частоты запросов, более подробно описан
в разделе Ограничение частоты запросов.





Эти именованные фильтры объявлены в методе [[yii\rest\Controller::behaviors()|behaviors()]].
Вы можете переопределить этот метод для настройки отдельных фильтров, отключения каких-либо из них или для добавления
ваших собственных фильтров. Например, если вы хотите использовать только базовую HTTP-аутентификацию, вы можете
написать такой код:


use yii\filters\auth\HttpBasicAuth;

public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['authenticator'] = [
        'class' => HttpBasicAuth::className(),
    ];
    return $behaviors;
}






Наследование от ActiveController 


Если ваш класс контроллера наследуется от [[yii\rest\ActiveController]], вам следует установить
значение его свойства [[yii\rest\ActiveController::modelClass||modelClass]] равным имени класса ресурса,
который вы планируете обслуживать с помощью этого контроллера. Класс ресурса должен быть унаследован от [[yii\db\ActiveRecord]].



Настройка действий 


По умолчанию [[yii\rest\ActiveController]] предоставляет набор из следующих действий:



		[[yii\rest\IndexAction|index]]: постраничный список ресурсов;


		[[yii\rest\ViewAction|view]]: возвращает подробную информацию об указанном ресурсе;


		[[yii\rest\CreateAction|create]]: создание нового ресурса;


		[[yii\rest\UpdateAction|update]]: обновление существующего ресурса;


		[[yii\rest\DeleteAction|delete]]: удаление указанного ресурса;


		[[yii\rest\OptionsAction|options]]: возвращает поддерживаемые HTTP-методы.





Все эти действия объявляются в методе [[yii\rest\ActiveController::actions()|actions()]].
Вы можете настроить эти действия или отключить какие-то из них, переопределив метод actions(), как показано ниже:


public function actions()
{
    $actions = parent::actions();

    // отключить действия "delete" и "create"
    unset($actions['delete'], $actions['create']);

    // настроить подготовку провайдера данных с помощью метода "prepareDataProvider()"
    $actions['index']['prepareDataProvider'] = [$this, 'prepareDataProvider'];

    return $actions;
}

public function prepareDataProvider()
{
    // подготовить и вернуть провайдер данных для действия "index"
}



Чтобы узнать, какие опции доступны для настройки классов отдельных действий, обратитесь к соответствующим разделам справочника классов.





Выполнение контроля доступа 


При предоставлении ресурсов через RESTful API часто бывает нужно проверять, имеет ли текущий пользователь разрешение
на доступ к запрошенному ресурсу (или ресурсам) и манипуляцию им (или ими). Для [[yii\rest\ActiveController]] эта задача
может быть решена переопределением метода [[yii\rest\ActiveController::checkAccess()|checkAccess()]] следующим образом:


/**
 * Проверяет права текущего пользователя.
 *
 * Этот метод должен быть переопределен, чтобы проверить, имеет ли текущий пользователь
 * право выполнения указанного действия над указанной моделью данных.
 * Если у пользователя нет доступа, следует выбросить исключение [[ForbiddenHttpException]].
 *
 * @param string $action ID действия, которое надо выполнить
 * @param \yii\base\Model $model модель, к которой нужно получить доступ. Если null, это означает, что модель, к которой нужно получить доступ, отсутствует.
 * @param array $params дополнительные параметры
 * @throws ForbiddenHttpException если у пользователя нет доступа
 */
public function checkAccess($action, $model = null, $params = [])
{
    // проверить, имеет ли пользователь доступ к $action и $model
    // выбросить ForbiddenHttpException, если доступ следует запретить
}



Метод checkAccess() будет вызван действиями по умолчанию контроллера [[yii\rest\ActiveController]]. Если вы создаёте
новые действия и хотите в них выполнять контроль доступа, вы должны вызвать этот метод явно в своих новых действиях.



Подсказка: вы можете реализовать метод checkAccess() с помощью “Контроля доступа на основе ролей” (RBAC).
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数据库访问 (DAO)


Yii 包含了一个建立在 PHP PDO 之上的数据访问层 (DAO). DAO为不同的数据库提供了一套统一的API. 其中ActiveRecord 提供了数据库与模型(MVC 中的 M,Model) 的交互,QueryBuilder 用于创建动态的查询语句. DAO提供了简单高效的SQL查询,可以用在与数据库交互的各个地方.


Yii 默认支持以下数据库 (DBMS):



		MySQL [http://www.mysql.com/]


		MariaDB [https://mariadb.com/]


		SQLite [http://sqlite.org/]


		PostgreSQL [http://www.postgresql.org/]


		CUBRID [http://www.cubrid.org/]: 版本 >= 9.3 . (由于PHP PDO 扩展的一个bug [http://jira.cubrid.org/browse/APIS-658]  引用值会无效,所以你需要在 CUBRID的客户端和服务端都使用 9.3 )


		Oracle [http://www.oracle.com/us/products/database/overview/index.html]


		MSSQL [https://www.microsoft.com/en-us/sqlserver/default.aspx]: 版本>=2005.





##配置


开始使用数据库首先需要配置数据库连接组件，通过添加 db 组件到应用配置实现（”基础的” Web 应用是 config/web.php），DSN( Data Source Name )是数据源名称，用于指定数据库信息.如下所示：


return [
    // ...
    'components' => [
        // ...
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=mydatabase', // MySQL, MariaDB
            //'dsn' => 'sqlite:/path/to/database/file', // SQLite
            //'dsn' => 'pgsql:host=localhost;port=5432;dbname=mydatabase', // PostgreSQL
            //'dsn' => 'cubrid:dbname=demodb;host=localhost;port=33000', // CUBRID
            //'dsn' => 'sqlsrv:Server=localhost;Database=mydatabase', // MS SQL Server, sqlsrv driver
            //'dsn' => 'dblib:host=localhost;dbname=mydatabase', // MS SQL Server, dblib driver
            //'dsn' => 'mssql:host=localhost;dbname=mydatabase', // MS SQL Server, mssql driver
            //'dsn' => 'oci:dbname=//localhost:1521/mydatabase', // Oracle
            'username' => 'root', //数据库用户名
            'password' => '', //数据库密码
            'charset' => 'utf8',
        ],
    ],
    // ...
];



请参考PHP manual获取更多有关 DSN 格式信息。
配置连接组件后可以使用以下语法访问：


$connection = \Yii::$app->db;


请参考[[yii\db\Connection]]获取可配置的属性列表。
如果你想通过ODBC连接数据库，则需要配置[[yii\db\Connection::driverName]] 属性，例如:


'db' => [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'driverName' => 'mysql',
    'dsn' => 'odbc:Driver={MySQL};Server=localhost;Database=test',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
],



注意:如果需要同时使用多个数据库可以定义 多个 连接组件：


return [
    // ...
    'components' => [
        // ...
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=mydatabase', 
            'username' => 'root',
            'password' => '',
            'charset' => 'utf8',
        ],
        'secondDb' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'sqlite:/path/to/database/file', 
        ],
    ],
    // ...
];



在代码中通过以下方式使用:


$primaryConnection = \Yii::$app->db;
$secondaryConnection = \Yii::$app->secondDb;



如果不想定义数据库连接为全局应用组件，可以在代码中直接初始化使用：


$connection = new \yii\db\Connection([
    'dsn' => $dsn,
     'username' => $username,
     'password' => $password,
]);
$connection->open();




小提示：如果在创建了连接后需要执行额外的 SQL 查询，可以添加以下代码到应用配置文件：



return [
    // ...
    'components' => [
        // ...
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            // ...
            'on afterOpen' => function($event) {
                $event->sender->createCommand("SET time_zone = 'UTC'")->execute();
            }
        ],
    ],
    // ...
];



##SQL 基础查询


一旦有了连接实例就可以通过[[yii\db\Command]]执行 SQL 查询。


###SELECT 查询
查询返回多行：


$command = $connection->createCommand('SELECT * FROM post');
$posts = $command->queryAll();



返回单行：


$command = $connection->createCommand('SELECT * FROM post WHERE id=1');
$post = $command->queryOne();



查询多行单值：


$command = $connection->createCommand('SELECT title FROM post');
$titles = $command->queryColumn();



查询标量值/计算值：


$command = $connection->createCommand('SELECT COUNT(*) FROM post');
$postCount = $command->queryScalar();



###UPDATE, INSERT, DELETE 更新、插入和删除等


如果执行 SQL 不返回任何数据可使用命令中的 execute 方法：


$command = $connection->createCommand('UPDATE post SET status=1 WHERE id=1');
$command->execute();



你可以使用insert,update,delete 方法，这些方法会根据参数生成合适的SQL并执行.


// INSERT
$connection->createCommand()->insert('user', [
    'name' => 'Sam',
    'age' => 30,
])->execute();

// INSERT 一次插入多行
$connection->createCommand()->batchInsert('user', ['name', 'age'], [
    ['Tom', 30],
    ['Jane', 20],
    ['Linda', 25],
])->execute();

// UPDATE
$connection->createCommand()->update('user', ['status' => 1], 'age > 30')->execute();

// DELETE
$connection->createCommand()->delete('user', 'status = 0')->execute();



###引用的表名和列名 [bookmark: quoting-table-and-column-names]


大多数时间都使用以下语法来安全地引用表名和列名：


$sql = "SELECT COUNT([[$column]]) FROM {{table}}";
$rowCount = $connection->createCommand($sql)->queryScalar();



以上代码[[$column]] 会转变为引用恰当的列名，而{{table}} 就转变为引用恰当的表名。
表名有个特殊的变量 {{%Y}} ，如果设置了表前缀使用该变体可以自动在表名前添加前缀：


$sql = "SELECT COUNT([[$column]]) FROM {{%$table}}";
$rowCount = $connection->createCommand($sql)->queryScalar();



如果在配置文件如下设置了表前缀，以上代码将在 tbl_table 这个表查询结果：


return [
    // ...
    'components' => [
        // ...
        'db' => [
            // ...
            'tablePrefix' => 'tbl_',
        ],
    ],
];



手工引用表名和列名的另一个选择是使用[[yii\db\Connection::quoteTableName()]] 和 [[yii\db\Connection::quoteColumnName()]]：


$column = $connection->quoteColumnName($column);
$table = $connection->quoteTableName($table);
$sql = "SELECT COUNT($column) FROM $table";
$rowCount = $connection->createCommand($sql)->queryScalar();



###预处理语句


为安全传递查询参数可以使用预处理语句,首先应当使用:placeholder占位，再将变量绑定到对应占位符：


$command = $connection->createCommand('SELECT * FROM post WHERE id=:id');
$command->bindValue(':id', $_GET['id']);
$post = $command->query();



另一种用法是准备一次预处理语句而执行多次查询：


$command = $connection->createCommand('DELETE FROM post WHERE id=:id');
$command->bindParam(':id', $id);

$id = 1;
$command->execute();

$id = 2;
$command->execute();




提示，在执行前绑定变量，然后在每个执行中改变变量的值（一般用在循环中）比较高效.



##事务


当你需要顺序执行多个相关的的query时，你可以把他们封装到一个事务中去保护数据一致性.Yii提供了一个简单的接口来实现事务操作.
如下执行 SQL 事务查询语句：


$transaction = $connection->beginTransaction();
try {
    $connection->createCommand($sql1)->execute();
     $connection->createCommand($sql2)->execute();
    // ... 执行其他 SQL 语句 ...
    $transaction->commit();
} catch(Exception $e) {
    $transaction->rollBack();
}



我们通过[[yii\db\Connection::beginTransaction()|beginTransaction()]]开始一个事务，通过try catch 捕获异常.当执行成功，通过[[yii\db\Transaction::commit()|commit()]]提交事务并结束，当发生异常失败通过[[yii\db\Transaction::rollBack()|rollBack()]]进行事务回滚.


如需要也可以嵌套多个事务：


// 外部事务
$transaction1 = $connection->beginTransaction();
try {
    $connection->createCommand($sql1)->execute();

    // 内部事务
    $transaction2 = $connection->beginTransaction();
    try {
        $connection->createCommand($sql2)->execute();
        $transaction2->commit();
    } catch (Exception $e) {
        $transaction2->rollBack();
    }

    $transaction1->commit();
} catch (Exception $e) {
    $transaction1->rollBack();
}




注意你使用的数据库必须支持Savepoints才能正确地执行，以上代码在所有关系数据中都可以执行，但是只有支持Savepoints才能保证安全性。



Yii 也支持为事务设置隔离级别isolation levels，当执行事务时会使用数据库默认的隔离级别，你也可以为事物指定隔离级别.
Yii 提供了以下常量作为常用的隔离级别



		[[\yii\db\Transaction::READ_UNCOMMITTED]] - 允许读取改变了的还未提交的数据,可能导致脏读、不可重复读和幻读


		[[\yii\db\Transaction::READ_COMMITTED]] -  允许并发事务提交之后读取，可以避免脏读，可能导致重复读和幻读。


		[[\yii\db\Transaction::REPEATABLE_READ]] - 对相同字段的多次读取结果一致，可导致幻读。


		[[\yii\db\Transaction::SERIALIZABLE]] - 完全服从ACID的原则，确保不发生脏读、不可重复读和幻读。





你可以使用以上常量或者使用一个string字符串命令，在对应数据库中执行该命令用以设置隔离级别，比如对于postgres有效的命令为SERIALIZABLE READ ONLY DEFERRABLE.



注意:某些数据库只能针对连接来设置事务隔离级别，所以你必须要为连接明确制定隔离级别.目前受影响的数据库:MSSQL SQLite




注意:SQLite 只支持两种事务隔离级别，所以你只能设置READ UNCOMMITTED 和 SERIALIZABLE.使用其他隔离级别会抛出异常.




注意:PostgreSQL 不允许在事务开始前设置隔离级别，所以你不能在事务开始时指定隔离级别.你可以在事务开始之后调用[[yii\db\Transaction::setIsolationLevel()]] 来设置.



关于隔离级别[isolation levels]: http://en.wikipedia.org/wiki/Isolation_%28database_systems%29#Isolation_levels


##数据库复制和读写分离


很多数据库支持数据库复制 database replication [http://en.wikipedia.org/wiki/Replication_(computing)#Database_replication]来提高可用性和响应速度. 在数据库复制中，数据总是从主服务器 到 从服务器. 所有的插入和更新等写操作在主服务器执行，而读操作在从服务器执行.


通过配置[[yii\db\Connection]]可以实现数据库复制和读写分离.


[
    'class' => 'yii\db\Connection',

    // 配置主服务器
    'dsn' => 'dsn for master server',
    'username' => 'master',
    'password' => '',

    // 配置从服务器
    'slaveConfig' => [
        'username' => 'slave',
        'password' => '',
        'attributes' => [
            // use a smaller connection timeout
            PDO::ATTR_TIMEOUT => 10,
        ],
    ],

    // 配置从服务器组
    'slaves' => [
        ['dsn' => 'dsn for slave server 1'],
        ['dsn' => 'dsn for slave server 2'],
        ['dsn' => 'dsn for slave server 3'],
        ['dsn' => 'dsn for slave server 4'],
    ],
]



以上的配置实现了一主多从的结构，从服务器用以执行读查询，主服务器执行写入查询，读写分离的功能由后台代码自动完成.调用者无须关心.例如：


// 使用以上配置创建数据库连接对象
$db = Yii::createObject($config);

// 通过从服务器执行查询操作
$rows = $db->createCommand('SELECT * FROM user LIMIT 10')->queryAll();

// 通过主服务器执行更新操作
$db->createCommand("UPDATE user SET username='demo' WHERE id=1")->execute();




注意:通过[[yii\db\Command::execute()]] 执行的查询被认为是写操作，所有使用[[yii\db\Command]]来执行的其他查询方法被认为是读操作.你可以通过$db->slave得到当前正在使用能够的从服务器.



Connection组件支持从服务器的负载均衡和故障转移，当第一次执行读查询时，会随即选择一个从服务器进行连接，如果连接失败则又选择另一个，如果所有从服务器都不可用，则会连接主服务器。你可以配置[[yii\db\Connection::serverStatusCache|server status cache]]来记住那些不能连接的从服务器，使Yii 在一段时间[[yii\db\Connection::serverRetryInterval].内不会重复尝试连接那些根本不可用的从服务器.



注意:在上述配置中，每个从服务器连接超时时间被指定为10s. 如果在10s内不能连接，则被认为该服务器已经挂掉.你也可以自定义超时参数.



你也可以配置多主多从的结构，例如:


[
    'class' => 'yii\db\Connection',

    // 配置主服务器
    'masterConfig' => [
        'username' => 'master',
        'password' => '',
        'attributes' => [
            // use a smaller connection timeout
            PDO::ATTR_TIMEOUT => 10,
        ],
    ],

    // 配置主服务器组
    'masters' => [
        ['dsn' => 'dsn for master server 1'],
        ['dsn' => 'dsn for master server 2'],
    ],

    // 配置从服务器
    'slaveConfig' => [
        'username' => 'slave',
        'password' => '',
        'attributes' => [
            // use a smaller connection timeout
            PDO::ATTR_TIMEOUT => 10,
        ],
    ],

    // 配置从服务器组
    'slaves' => [
        ['dsn' => 'dsn for slave server 1'],
        ['dsn' => 'dsn for slave server 2'],
        ['dsn' => 'dsn for slave server 3'],
        ['dsn' => 'dsn for slave server 4'],
    ],
]



上述配置制定了2个主服务器和4个从服务器.Connection组件也支持主服务器的负载均衡和故障转移，与从服务器不同的是，如果所有主服务器都不可用，则会抛出异常.



注意:当你使用[[yii\db\Connection::masters|masters]]来配置一个或多个主服务器时，Connection中关于数据库连接的其他属性（例如：dsn, username, password）都会被忽略.



事务默认使用主服务器的连接，并且在事务执行中的所有操作都会使用主服务器的连接，例如:


// 在主服务器连接上开始事务
$transaction = $db->beginTransaction();

try {
    // 所有的查询都在主服务器上执行
    $rows = $db->createCommand('SELECT * FROM user LIMIT 10')->queryAll();
    $db->createCommand("UPDATE user SET username='demo' WHERE id=1")->execute();

    $transaction->commit();
} catch(\Exception $e) {
    $transaction->rollBack();
    throw $e;
}



如果你想在从服务器上执行事务操作则必须要明确地指定，比如:


$transaction = $db->slave->beginTransaction();



有时你想强制使用主服务器来执行读查询，你可以调用seMaster()方法.


$rows = $db->useMaster(function ($db) {
    return $db->createCommand('SELECT * FROM user LIMIT 10')->queryAll();
});



你也可以设置$db->enableSlaves 为false来使所有查询都在主服务器上执行.


##操作数据库模式


###获得模式信息


你可以通过 [[yii\db\Schema]]实例来获取Schema信息:


$schema = $connection->getSchema();



该实例包括一系列方法来检索数据库多方面的信息：


$tables = $schema->getTableNames();



更多信息请参考[[yii\db\Schema]]


###修改模式


除了基础的 SQL 查询，[[yii\db\Command]]还包括一系列方法来修改数据库模式：



		创建/重命名/删除/清空表


		增加/重命名/删除/修改字段


		增加/删除主键


		增加/删除外键


		创建/删除索引





使用示例:


// 创建表
$connection->createCommand()->createTable('post', [
    'id' => 'pk',
    'title' => 'string',
    'text' => 'text',
]);



完整参考请查看[[yii\db\Command]].
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Advanced Application Template



Note: This section is under development.



This template is for large projects developed in teams where the backend is divided from the frontend, application is deployed
to multiple servers etc. This application template also goes a bit further regarding features and provides essential
database, signup and password restore out of the box.


The following table compares the difference between the advanced and the basic application templates:


| Feature  |  Basic  |  Advanced |
|—|:—:|:—:|
| Project structure |  ✓  |  ✓  |
| Site controller |  ✓  |  ✓  |
| User login/logout |   ✓  |  ✓  |
| Forms  |   ✓  |  ✓  |
| DB connection  |   ✓  |  ✓  |
| Console command  |   ✓  |  ✓  |
| Asset bundle  |   ✓  |  ✓  |
| Codeception tests  |   ✓  |  ✓  |
| Twitter Bootstrap  |  ✓   |  ✓  |
| Front- and back-end apps  |    |  ✓  |
| Ready to use User model |    |  ✓  |
| User signup and password restore  |     |  ✓  |



Installation



Install via Composer


If you do not have Composer [http://getcomposer.org/], follow the instructions in the
Installing Yii section to install it.


With Composer installed, you can then install the application using the following commands:


composer global require "fxp/composer-asset-plugin:1.0.0"
composer create-project --prefer-dist yiisoft/yii2-app-advanced yii-application



The first command installs the composer asset plugin [https://github.com/francoispluchino/composer-asset-plugin/]
which allows managing bower and npm package dependencies through Composer. You only need to run this command
once for all. The second command installs the advanced application in a directory named yii-application.
You can choose a different directory name if you want.







Getting started


After you install the application, you have to conduct the following steps to initialize
the installed application. You only need to do these once for all.



		Execute the init command and select dev as environment.


php /path/to/yii-application/init



Otherwise, in production execute init in non-interactive mode.


php /path/to/yii-application/init --env=Production --overwrite=All






		Create a new database and adjust the components['db'] configuration in common/config/main-local.php accordingly.





		Apply migrations with console command yii migrate.





		Set document roots of your web server:









		for frontend /path/to/yii-application/frontend/web/ and using the URL http://frontend/


		for backend /path/to/yii-application/backend/web/ and using the URL http://backend/





To login into the application, you need to first sign up, with any of your email address, username and password. Then, you can login into the application with same email address and password at any time.





Directory structure


The root directory contains the following subdirectories:



		backend - backend web application.


		common - files common to all applications.


		console - console application.


		environments - environment configs.


		frontend - frontend web application.





Root directory contains a set of files.



		.gitignore contains a list of directories ignored by git version system. If you need something never get to your source
code repository, add it there.


		composer.json - Composer config described in “Configuring Composer” below.


		init - initialization script described in “Configuration and environments” below.


		init.bat - same for Windows.


		LICENSE.md - license info. Put your project license there. Especially when opensourcing.


		README.md - basic info about installing template. Consider replacing it with information about your project and its
installation.


		requirements.php - Yii requirements checker.


		yii - console application bootstrap.


		yii.bat - same for Windows.








Predefined path aliases



		@yii - framework directory.


		@app - base path of currently running application.


		@common - common directory.


		@frontend - frontend web application directory.


		@backend - backend web application directory.


		@console - console directory.


		@runtime - runtime directory of currently running web application.


		@vendor - Composer vendor directory.


		@bower - vendor directory that contains the bower packages [http://bower.io/].


		@npm - vendor directory that contains npm packages [https://www.npmjs.org/].


		@web - base URL of currently running web application.


		@webroot - web root directory of currently running web application.





The aliases specific to the directory structure of the advanced application
(@common,  @frontend, @backend, and @console) are defined in common/config/bootstrap.php.





Applications


There are three applications in advanced template: frontend, backend and console. Frontend is typically what is presented
to end user, the project itself. Backend is admin panel, analytics and such functionality. Console is typically used for
cron jobs and low-level server management. Also it’s used during application deployment and handles migrations and assets.


There’s also a common directory that contains files used by more than one application. For example, User model.


frontend and backend are both web applications and both contain the web directory. That’s the webroot you should point your
web server to.


Each application has its own namespace and alias corresponding to its name. Same applies to common directory.





Configuration and environments


There are multiple problems with a typical approach to configuration:



		Each team member has its own configuration options. Committing such config will affect other team members.


		Production database password and API keys should not end up in the repository.


		There are multiple server environments: development, testing, production. Each should have its own configuration.


		Defining all configuration options for each case is very repetitive and takes too much time to maintain.





In order to solve these issues Yii introduces a simple environments concept. Each environment is represented
by a set of files under the environments directory. The init command is used to switch between these. What it really does is
copy everything from the environment directory over to the root directory where all applications are.


By default there are two environments: dev and prod. First is for development. It has all the developer tools
and debug turned on. Second is for server deployments. It has debug and developer tools turned off.


Typically environment contains application bootstrap files such as index.php and config files suffixed with
-local.php. These are added to .gitignore and never added to source code repository.


In order to avoid duplication configurations are overriding each other. For example, the frontend reads configuration in the
following order:



		common/config/main.php


		common/config/main-local.php


		frontend/config/main.php


		frontend/config/main-local.php





Parameters are read in the following order:



		common/config/params.php


		common/config/params-local.php


		frontend/config/params.php


		frontend/config/params-local.php





The later config file overrides the former.


Here’s the full scheme:


[image: Advanced application configs]





Configuring Composer


After the application template is installed it’s a good idea to adjust default composer.json that can be found in the root
directory:


{
    "name": "yiisoft/yii2-app-advanced",
    "description": "Yii 2 Advanced Application Template",
    "keywords": ["yii2", "framework", "advanced", "application template"],
    "homepage": "http://www.yiiframework.com/",
    "type": "project",
    "license": "BSD-3-Clause",
    "support": {
        "issues": "https://github.com/yiisoft/yii2/issues?state=open",
        "forum": "http://www.yiiframework.com/forum/",
        "wiki": "http://www.yiiframework.com/wiki/",
        "irc": "irc://irc.freenode.net/yii",
        "source": "https://github.com/yiisoft/yii2"
    },
    "minimum-stability": "dev",
    "require": {
        "php": ">=5.4.0",
        "yiisoft/yii2": "*",
        "yiisoft/yii2-bootstrap": "*",
        "yiisoft/yii2-swiftmailer": "*"
    },
    "require-dev": {
        "yiisoft/yii2-codeception": "*",
        "yiisoft/yii2-debug": "*",
        "yiisoft/yii2-gii": "*",
        "yiisoft/yii2-faker": "*"
    },
    "config": {
        "process-timeout": 1800
    },
    "extra": {
        "asset-installer-paths": {
            "npm-asset-library": "vendor/npm",
            "bower-asset-library": "vendor/bower"
        }
    }
}



First we’re updating basic information. Change name, description, keywords, homepage and support to match
your project.


Now the interesting part. You can add more packages your application needs to the require section.
All these packages are coming from packagist.org [https://packagist.org/] so feel free to browse the website for useful code.


After your composer.json is changed you can run composer update --prefer-dist, wait till packages are downloaded and
installed and then just use them. Autoloading of classes will be handled automatically.





Creating links from backend to frontend


Often it’s required to create links from the backend application to the frontend application. Since the frontend application may
contain its own URL manager rules you need to duplicate that for the backend application by naming it differently:


return [
    'components' => [
        'urlManager' => [
            // here is your normal backend url manager config
        ],
        'urlManagerFrontend' => [
            // here is your frontend URL manager config
        ],

    ],
];



After it is done, you can get an URL pointing to frontend like the following:


echo Yii::$app->urlManagerFrontend->createUrl(...);
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Проверка входящих данных


Как правило, вы никогда не должны доверять данным, полученным от пользователей и всегда проверять их прежде, чем работать с ними и добавлять в базу данных.


Учитывая модель данных которые должен заполнить пользователь, можно проверить эти данные на валидность воспользовавшись методом [[yii\base\Model::validate()]]. Метод возвращает логическое значение с результатом валидации ложь/истина. Если данные не валидны, ошибку можно получить воспользовавшись методом  [[yii\base\Model::errors]]. Рассмотрим пример:


$model = new \app\models\ContactForm;

// модель заполненая пользовательскими данными
$model->attributes = \Yii::$app->request->post('ContactForm');

if ($model->validate()) {
    // все данные корректны
} else {
    // данные не корректны: $errors - массив содержащий сообщения об ощибках
    $errors = $model->errors;
}




Правила проверки 


Для того, чтобы  validate() действительно работал, нужно объявить правила проверки атрибутов.
Правила для проверки нужно указать в методе [[yii\base\Model::rules()]]. В следующем примере показано, как
правила для проверки модели ContactForm, нужно объявлять:


public function rules()
{
    return [
        // атрибут required указывает, что name, email, subject, body обязательны для заполнения
        [['name', 'email', 'subject', 'body'], 'required'],

        // атрибут email указывает, что в переменной email должен быть корректный адрес электронной почты
        ['email', 'email'],
    ];
}



Метод должен [[yii\base\Model::rules()|rules()]] возвращать массив правил, каждое из которых является массивом в следующем формате:


[
    // обязательный, указывает, какие атрибуты должны быть проверены по этому правилу.
    // Для одного атрибута, вы можете использовать имя атрибута не создавая массив
    ['attribute1', 'attribute2', ...],

    // обязательный, указывает тип правила.
    // Это может быть имя класса, псевдоним валидатора, или метод для проверки
    'validator',

    // необязательный, указывает, в каком случае(ях) это правило должно применяться
    // если не указан, это означает, что правило применяется ко всем сценариям
    // Вы также можете настроить "except" этот вариан применяет правило ко всем
    // сценариям кроме перечисленных
    'on' => ['scenario1', 'scenario2', ...],

    // необязательный, задает дополнительные конфигурации для объекта validator
    'property1' => 'value1', 'property2' => 'value2', ...
]



Для каждого правила необходимо указать, по крайней мере, какие атрибуты относится к этому правило и тип правила.
Вы можете указать тип правила в одном из следующих форматов:



		Псевдонимы основного валидатора, например required, in, date и другие. Пожалуйста, обратитесь к списку
Основных валидаторов за более подробной информацией.


		Название метода проверки в моделе класса, или анонимную функцию. Пожалуйста, обратитесь к разделу
Встроенных валидаторов за более подробной информацией.


		Полное имя класса валидатора. Пожалуйста, обратитесь к разделу Автономных валидаторов
за более подробной информацией.





Правило может использоваться для проверки одного или нескольких атрибутов. Атрибут может быть проверен одним или несколькими правилами.
Правило может быть применено только к определенным сценариям указав свойство on.
Если вы не укажите свойство on, это означает, что правило будет применяться ко всем сценариям.


Когда вызывается  метод validate() для проверки, он выполняет следующие действия:



		Определяет, какие атрибуты должны проверяться путем получения списка атрибутов от [[yii\base\Model::scenarios()]]
используя текущий [[yii\base\Model::scenario|scenario]]. Эти атрибуты называются - активными атрибутами.


		Определяет, какие правила проверки должны использоваться, получив список правил от [[yii\base\Model::rules()]]
используя текущий [[yii\base\Model::scenario|scenario]]. Эти правила называются - активными правилами.


		Каждое активное правило проверяет каждый активный атрибут, который ассоциируется с правилом.
Правила проверки выполняются в том порядке, как они перечислены.





Согластно вышеизложеным пунктам, атрибут будет проверяться, если и только если он является
активным атрибутом, объявленных в scenarios() и связан с одним или несколькими активными правилами,
объявленными в rules().



Настройка сообщений об ошибках 


Большинство валидаторов имеют сообщения об ошибках по умолчанию, которые будут добавлены к модели когда его атрибуты не проходят проверку.
Например, [[yii\validators\RequiredValidator|required]] валидатор добавил к модели сообщение об ошибке “Имя пользователя не может быть пустым.” когда атрибут username не удовлетворил правила этого валидатора.


Вы можете настроить сообщение об ошибке для каждого правила, указав свойство message при объявлении правила, следующим образом:


public function rules()
{
    return [
        ['username', 'required', 'message' => 'Please choose a username.'],
    ];
}



Некоторые валидаторы могут поддерживать дополнительные сообщения об ошибках, чтобы более точно описать причину ошибки.
Например, [[yii\validators\NumberValidator|number]] валидатор поддерживает
[[yii\validators\NumberValidator::tooBig|tooBig]] и [[yii\validators\NumberValidator::tooSmall|tooSmall]]
для описания ошибки валидации, когда проверяемое значение является слишком большим и слишком маленьким, соответственно.
Вы можете настроить эти сообщения об ошибках, как в настройках валидаторов, так и непосредственно в правилах проверки.





События валидации 


Когда вызывается метод [[yii\base\Model::validate()]] он инициализирует вызов двух методов,
которые можно переопределить, чтобы настроить процесс проверки:



		[[yii\base\Model::beforeValidate()]]: выполнение по умолчанию вызовет [[yii\base\Model::EVENT_BEFORE_VALIDATE]]
событие. Вы можете переопределить этот метод, или обрабатывать это событие, чтобы сделать некоторую предобработку данных (например, форматирование входных данных), метод вызывается до начала валидации. Этот метод должен возвращать логическое значение, указывающее, следует ли продолжать проверку или нет.


		[[yii\base\Model::afterValidate()]]: выполнение по умолчанию вызовет  [[yii\base\Model::EVENT_AFTER_VALIDATE]]
событие. Вы можете либо переопределить этот метод или обрабатывать это событие, чтобы сделать некоторую  постобработку данных(Например, отформатировать данные удобным для дальнейшей обработки образом), метод вызывается после валидации.








Условные валидации 


Для проверки атрибутов только при выполнении определенных условий, например если один атрибут зависит от значения другого атрибута можно использовать [[yii\validators\Validator::when|when]] свойство, чтобы определить такие условия. Например:


[
    ['state', 'required', 'when' => function($model) {
        return $model->country == 'USA';
    }],
]



Это свойство [[yii\validators\Validator::when|when]] принимает PHP callable функциию с следующим описанием:


/**
 * @param Model $model модель используемая для проверки
 * @param string $attribute атрибут для проверки
 * @return boolean следует ли применять правило
 */
function ($model, $attribute)



Если вам нужна поддержка условной проверки на стороне клиента, вы должны настроить свойство метода
[[yii\validators\Validator::whenClient|whenClient]] которое принимает строку, представляющую JavaScript
функцию, возвращаемое значение определяет, следует ли применять правило или нет. Например:


[
    ['state', 'required', 'when' => function ($model) {
        return $model->country == 'USA';
    }, 'whenClient' => "function (attribute, value) {
        return $('#country').val() == 'USA';
    }"],
]






Фильтрация данных 


Пользователь частво вводит данные которые нужно предварительно отфильтровать или предварительно обработать(очистить).
Например, вы хотите обрезать пробелы вокруг username. Вы можете использовать правила валидации для
достижения этой цели.


В следующих примерах показано, как обрезать пробелы в входных данных и превратить пустые входные данные в NULL
с помощью trim и указать значения по умолчанию с помощью свойства
default основного валидатора:


[
    [['username', 'email'], 'trim'],
    [['username', 'email'], 'default'],
]



Вы также можете использовать более сложные фильтрации данных с помощью анонимной функции
подробнее об этом filter.


Как видите, эти правила валидации на самом деле не проверяют входные данные. Вместо этого,
они будут обрабатывать значения и обратно возвращать результат работы. Фильтры по сути выполняют предобработку входящих данных.





Обработка пустых входных данных 


Если входные данные представлены из HTML-формы, часто нужно присвоить некоторые значения
по умолчанию для входных данных, если они не заполнены. Вы можете сделать это с помощью
валидатора default. Например:


[
    // установим "username" и "email" как NULL, если они пустые
    [['username', 'email'], 'default'],

    // установим "level" как 1 если он пустой
    ['level', 'default', 'value' => 1],
]



По умолчанию входные данные считаются пустыми, если их значением является пустая строка, пустой массив или null.
Вы можете настроить значение по умолчанию с помощью свойства [[yii\validators\Validator::isEmpty]]
используя анонимную функцию. Например:


[
    ['agree', 'required', 'isEmpty' => function ($value) {
        return empty($value);
    }],
]




Примечание: большинство валидаторов не обрабатывает пустые входные данные, если их
[[yii\base\Validator::skipOnEmpty]] свойство принимает значение по умолчанию true.
Они просто будут пропущены во время проверки, если связанные с ними атрибуты являются пустыми.
Среди основных валидаторов, только captcha, default, filter,
required, и trim будут обрабатывать пустые входные данные.








Специальная валидация 


Иногда вам нужно сделать специальную валидацию для значений, которые не связаны с какой-либо модели.


Если необходимо выполнить только один тип проверки (например, проверка адреса электронной почты),
вы можете вызвать метод [[yii\validators\Validator::validate()|validate()]] нужного валидатора.
Например:


$email = 'test@example.com';
$validator = new yii\validators\EmailValidator();

if ($validator->validate($email, $error)) {
    echo 'Email is valid.';
} else {
    echo $error;
}




Примечание: Не все валидаторы поддерживают такой тип проверки. Примером может служить
unique валидатор, который предназначен для работы с моделью.



Если необходимо выполнить несколько проверок в отношении нескольких значений,
вы можете использовать [[yii\base\DynamicModel]], который поддерживает объявление, как
атрибутов так и правил ” на лету”. Его использование выглядит следующим образом:


public function actionSearch($name, $email)
{
    $model = DynamicModel::validateData(compact('name', 'email'), [
        [['name', 'email'], 'string', 'max' => 128],
        ['email', 'email'],
    ]);

    if ($model->hasErrors()) {
        // валидация завершилась с ошибкой
    } else {
        // Валидация успешно выполнена
    }
}



Метод [[yii\base\DynamicModel::validateData()]] создает экземпляр DynamicModel, определяет
атрибуты, используя приведенные данные (name и email в этом примере), и затем вызывает
[[yii\base\Model::validate()]]
с данными правилами.


Кроме того, вы можете использовать следующий “классический” синтаксис для выполнения специальной проверки данных:


public function actionSearch($name, $email)
{
    $model = new DynamicModel(compact('name', 'email'));
    $model->addRule(['name', 'email'], 'string', ['max' => 128])
        ->addRule('email', 'email')
        ->validate();

    if ($model->hasErrors()) {
        // валидация завершилась с ошибкой
    } else {
        // Валидация успешно выполнена
    }
}



После валидации, вы можете проверить успешность выполнения вызвав
метод [[yii\base\DynamicModel::hasErrors()|hasErrors()]] и затем получить ошибки проверки вызвав
метод [[yii\base\DynamicModel::errors|errors]] как это делают нормальные модели.
Вы можете также получить доступ к динамическим атрибутам, определенным через экземпляр модели, например,
$model->name и $model->email.





Создание Валидаторов 


Кроме того, используя основные валидаторы, включенные в релизы Yii, вы также можете
создавать свои собственные валидаторы. Вы можете создавать встроенные валидаторы или автономные валидаторы.



Встроенные Валидаторы 


Встроенный валидатор наследует методы модели или использует анонимную функцию.
Описание метода/функции:


/**
 * @param string $attribute атрибут проверяемый в настоящее время
 * @param array $params дополнительные пары имя-значение, заданное в правиле
 */
function ($attribute, $params)



Если атрибут не прошел проверку, метод/функция должна вызвать [[yii\base\Model::addError()]],
чтобы сохранить сообщение об ошибке в модели, для того чтобы позже можно было получить сообщение об ошибке для
представления конечным пользователям.


Ниже приведены некоторые примеры:


use yii\base\Model;

class MyForm extends Model
{
    public $country;
    public $token;

    public function rules()
    {
        return [
            // встроенный валидатор определяется как модель метода validateCountry()
            ['country', 'validateCountry'],

            // встроенный валидатор определяется как анонимная функция
            ['token', function ($attribute, $params) {
                if (!ctype_alnum($this->$attribute)) {
                    $this->addError($attribute, 'Токен должен содержать буквы или цифры.');
                }
            }],
        ];
    }

    public function validateCountry($attribute, $params)
    {
        if (!in_array($this->$attribute, ['USA', 'Web'])) {
            $this->addError($attribute, 'Страна должна быть либо "USA" или "Web".');
        }
    }
}




Примечание: по умолчанию, встроенные валидаторы не будет применяться, если связанные с ними атрибуты
получат пустые входные данные, или если они уже не смогли пройти некоторые правила валидации.
Если вы хотите, чтобы, что правило применялось всегда, вы можете настроить свойства
[[yii\validators\Validator::skipOnEmpty|skipOnEmpty]] и/или [[yii\validators\Validator::skipOnError|skipOnError]]
свойства false в правиле объявления. Например:


[
    ['country', 'validateCountry', 'skipOnEmpty' => false, 'skipOnError' => false],
]










Автономные валидаторы 


Автономный валидатор - это класс, расширяющий [[yii\validators\Validator]] или его дочерних класс.
Вы можете реализовать свою логику проверки путем переопределения метода
[[yii\validators\Validator::validateAttribute()]]. Если атрибут не прошел проверку, вызвать
[[yii\base\Model::addError()]],
чтобы сохранить сообщение об ошибке в модели, как это делают встроенные валидаторы. Например:


namespace app\components;

use yii\validators\Validator;

class CountryValidator extends Validator
{
    public function validateAttribute($model, $attribute)
    {
        if (!in_array($model->$attribute, ['USA', 'Web'])) {
            $this->addError($model, $attribute, 'Страна должна быть либо "USA" или "Web".');
        }
    }
}



Если вы хотите, чтобы ваш валидатор поддерживал проверку значений, без модели, также необходимо переопределить
[[yii\validators\Validator::validate()]]. Вы можете также
переопределить [[yii\validators\Validator::validateValue()]]
вместо validateAttribute() и validate(), потому что по умолчанию последние два метода
реализуются путем вызова validateValue().







Валидация на строне клиента 


Проверка на стороне клиента на основе JavaScript целесообразна, когда конечные пользователи вводят
входные данные через HTML-формы, так как эта проверка позволяет пользователям узнать, ошибки ввода
быстрее, и таким образом улучшает ваш пользовательский интерфейс. Вы можете использовать или
реализовать валидатор, который поддерживает валидацию на стороне клиента в дополнение к проверке на стороне сервера.



Информация: Проверка на стороне клиента желательна, но необязательна. Её основная цель заключается в
предоставлении пользователям более удобного интерфейса. Так как входные данные, поступают от конечных
пользователей, вы никогда не должны доверять верификации на стороне клиента. По этой причине, вы всегда
должны выполнять верификацию на стороне сервера путем вызова [[yii\base\Model::validate()]],
как описано в предыдущих пунктах.




Использование валидации на стороне клиента 


Многие основные валидаторы поддерживают проверку на стороне клиента out-of-the-box.
Все, что вам нужно сделать, это просто использовать [[yii\widgets\ActiveForm]] для построения HTML-форм.


Например, LoginForm ниже объявляет два правила: один использует required
основные валидаторы, который поддерживается на стороне клиента и сервера; другой использует validatePassword
встроенный валидатор, который поддерживается только на стороне сервера.


namespace app\models;

use yii\base\Model;
use app\models\User;

class LoginForm extends Model
{
    public $username;
    public $password;

    public function rules()
    {
        return [
            // username и password обязательны для заполнения
            [['username', 'password'], 'required'],

            // проверке пароля с помощью validatePassword()
            ['password', 'validatePassword'],
        ];
    }

    public function validatePassword()
    {
        $user = User::findByUsername($this->username);

        if (!$user || !$user->validatePassword($this->password)) {
            $this->addError('password', 'Неправильное имя пользователя или пароль.');
        }
    }
}



HTML-форма построена с помощью следующего кода, содержит поля для ввода username и password.
Если вы отправите форму, не вводя ничего, вы получите сообщения об ошибках, требующих ввести данные.
Сообщения появиться сразу, без обращения к серверу.


<?php $form = yii\widgets\ActiveForm::begin(); ?>
    <?= $form->field($model, 'username') ?>
    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>
    <?= Html::submitButton('Login') ?>
<?php yii\widgets\ActiveForm::end(); ?>



Класс [[yii\widgets\ActiveForm]] будет читать правила проверки заявленные в модели и генерировать
соответствующий код JavaScript для валидаторов, которые поддерживают проверку на стороне клиента.
Когда пользователь изменяет значение поля ввода или отправляет форму, JavaScript на стороне клиента
будет срабатывать и проверять введеные данные.


Если вы хотите отключить проверку на стороне клиента полностью, вы можете настроить свойство
[[yii\widgets\ActiveForm::enableClientValidation]] установив значение false. Вы также можете отключить
проверку на стороне клиента отдельных полей ввода, настроив их с помощью свойства
[[yii\widgets\ActiveField::enableClientValidation]] установив значение false.





Реализация проверки на стороне клиента 


Чтобы создать валидатор, который поддерживает проверку на стороне клиента, вы должны реализовать метод
[[yii\validators\Validator::clientValidateAttribute()]] возвращающий фрагмент кода JavaScript,
который выполняет проверку на стороне клиента. В JavaScript-коде, вы можете использовать следующие предопределенные переменные:



		attribute: имя атрибута для проверки.


		value: проверяемое значение.


		messages: массив, используемый для хранения сообщений об ошибках, проверки значения атрибута.


		deferred: массив, который содержит отложенные объекты (описано в следующем подразделе).





В следующем примере мы создаем StatusValidator который проверяет, if an input is a valid
status input against the existing status data.
Валидатор поддерживает оба способа проверки и на стороне сервера и на стороне клиента.


namespace app\components;

use yii\validators\Validator;
use app\models\Status;

class StatusValidator extends Validator
{
    public function init()
    {
        parent::init();
        $this->message = 'Invalid status input.';
    }

    public function validateAttribute($model, $attribute)
    {
        $value = $model->$attribute;
        if (!Status::find()->where(['id' => $value])->exists()) {
            $model->addError($attribute, $this->message);
        }
    }

    public function clientValidateAttribute($model, $attribute, $view)
    {
        $statuses = json_encode(Status::find()->select('id')->asArray()->column());
        $message = json_encode($this->message, JSON_UNESCAPED_SLASHES | JSON_UNESCAPED_UNICODE);
        return <<<JS
if (!$.inArray(value, $statuses)) {
    messages.push($message);
}
JS;
    }
}




Совет: приведенный выше код даётся, в основном, чтобы продемонстрировать, как осуществляется
поддержка проверки на стороне клиента. На практике вы можете использовать
in основные валидаторы для достижения той же цели.
Вы можете написать проверку, как правило, например:


[
    ['status', 'in', 'range' => Status::find()->select('id')->asArray()->column()],
]










Отложенная валидация 


Если Вам необходимо выполнить асинхронную проверку на стороне клиента, вы можете создавать
Deferred objects [http://api.jquery.com/category/deferred-object/]. Например, чтобы выполнить
пользовательские AJAX проверки, вы можете использовать следующий код:


public function clientValidateAttribute($model, $attribute, $view)
{
    return <<<JS
        deferred.push($.get("/check", {value: value}).done(function(data) {
            if ('' !== data) {
                messages.push(data);
            }
        }));
JS;
}



В примере выше переменная deferred предусмотреная Yii, которая является массивом Отложенных объектов.
$.get() метод jQuery создает Отложенный объект, который помещается в массив deferred.


Также можно явно создать Отложенный объект и вызвать его методом resolve(), тогда выполнется асинхронный
вызов к серверу. В следующем примере показано, как проверить размеры загружаемого файла изображения
на стороне клиента.


public function clientValidateAttribute($model, $attribute, $view)
{
    return <<<JS
        var def = $.Deferred();
        var img = new Image();
        img.onload = function() {
            if (this.width > 150) {
                messages.push('Изображение слишком широкое!');
            }
            def.resolve();
        }
        var reader = new FileReader();
        reader.onloadend = function() {
            img.src = reader.result;
        }
        reader.readAsDataURL(file);

        deferred.push(def);
JS;
}




Примечание: метод resolve() должен быть вызван после того, как атрибут был проверен.
В противном случае основная проверки формы не будет завершена.



Для простоты работы с массивом deferred, существует упрощенный метод add(), который автоматически создает Отложенный объект и добавляет его в deferred массив. Используя этот метод, вы можете упростить пример выше, следующим образом:


public function clientValidateAttribute($model, $attribute, $view)
{
    return <<<JS
        deferred.add(function(def) {
            var img = new Image();
            img.onload = function() {
                if (this.width > 150) {
                    messages.push('Изображение слишком широкое!');
                }
                def.resolve();
            }
            var reader = new FileReader();
            reader.onloadend = function() {
                img.src = reader.result;
            }
            reader.readAsDataURL(file);
        });
JS;
}






AJAX валидация 


Некоторые проверки можно сделать только на стороне сервера, потому что только сервер имеет необходимую информацию.
Например, чтобы проверить логин пользователя на уникальность, необходимо проверить логин в
базе данных на стороне сервера. Вы можете использовать проверку на основе AJAX в этом случае.
Это вызовет AJAX-запрос в фоновом режиме, чтобы проверить логин пользователя, сохраняя при этом валидацию
на стороне клиента. Выполняя её перед запросом к серверу.


Чтобы включить AJAX-валидацию для всей формы, Вы должны свойство
[[yii\widgets\ActiveForm::enableAjaxValidation]] выбрать как true и указать id формы:


<?php $form = yii\widgets\ActiveForm::begin([
    'id' => 'contact-form',
    'enableAjaxValidation' => true,
]); ?>



Вы можете также включить AJAX валидацию или выключать для отдельных полей ввода, настроив их
с помощью свойства [[yii\widgets\ActiveField::enableAjaxValidation]].


Также необходимо подготовить сервер для обрабаботки AJAX-запросов валидации. Это может быть достигнуто
с помощью следующего фрагмента кода, в контроллере действий:


if (Yii::$app->request->isAjax && $model->load(Yii::$app->request->post())) {
    Yii::$app->response->format = Response::FORMAT_JSON;
    return ActiveForm::validate($model);
}



Приведенный выше код будет проверять, является ли текущий запрос AJAX. Если да,
он будет отвечать на этот запрос, предварительно выполнив проверку и возвратит ошибки в
случае их появления в формате JSON.



Информация: Вы также можете использовать Deferred Validation AJAX валидации.
Однако, AJAX-функция проверки, описанные здесь более интегрированая и требует меньше усилий к написанию кода.
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Active Record



注意：该章节还在开发中。



Active Record [http://zh.wikipedia.org/wiki/Active_Record] （活动记录，以下简称AR）提供了一个面向对象的接口，
用以访问数据库中的数据。一个 AR 类关联一张数据表，
每个 AR 对象对应表中的一行，对象的属性（即 AR 的特性Attribute）映射到数据行的对应列。
一条活动记录（AR对象）对应数据表的一行，AR对象的属性则映射该行的相应列。
您可以直接以面向对象的方式来操纵数据表中的数据，妈妈再不用担心我需要写原生 SQL 语句啦。


例如，假定 Customer AR 类关联着 customer 表，且该类的 name 属性代表 customer 表的 name 列。
你可以写以下代码来哉 customer 表里插入一行新的记录:


用 AR 而不是原生的 SQL 语句去执行数据库查询，可以调用直观方法来实现相同目标。如，调用 [[yii\db\ActiveRecord::save()|save()]] 方法将执行插入或更新轮询，将在该 AR 类关联的数据表新建或更新一行数据：


$customer = new Customer();
$customer->name = '李狗蛋';
$customer->save();  // 一行新数据插入 customer 表



上面的代码和使用下面的原生 SQL 语句是等效的，但显然前者更直观，
更不易出错，并且面对不同的数据库系统（DBMS, Database Management System）时更不容易产生兼容性问题。


$db->createCommand('INSERT INTO customer (name) VALUES (:name)', [
    ':name' => '李狗蛋',
])->execute();



下面是所有目前被 Yii 的 AR 功能所支持的数据库列表：



		MySQL 4.1 及以上：通过 [[yii\db\ActiveRecord]]


		PostgreSQL 7.3 及以上：通过 [[yii\db\ActiveRecord]]


		SQLite 2 和 3：通过 [[yii\db\ActiveRecord]]


		Microsoft SQL Server 2010 及以上：通过 [[yii\db\ActiveRecord]]


		Oracle: 通过 [[yii\db\ActiveRecord]]


		CUBRID 9.1 及以上：通过 [[yii\db\ActiveRecord]]


		Sphinx：通过 [[yii\sphinx\ActiveRecord]]，需求 yii2-sphinx 扩展


		ElasticSearch：通过 [[yii\elasticsearch\ActiveRecord]]，需求 yii2-elasticsearch 扩展


		Redis 2.6.12 及以上：通过 [[yii\redis\ActiveRecord]]，需求 yii2-redis 扩展


		MongoDB 1.3.0 及以上：通过 [[yii\mongodb\ActiveRecord]]，需求 yii2-mongodb 扩展





如你所见，Yii 不仅提供了对关系型数据库的 AR 支持，还提供了 NoSQL 数据库的支持。
在这个教程中，我们会主要描述对关系型数据库的 AR 用法。
然而，绝大多数的内容在 NoSQL 的 AR 里同样适用。



声明 AR 类


要想声明一个 AR 类，你需要扩展 [[yii\db\ActiveRecord]] 基类，
并实现 tableName 方法，返回与之相关联的的数据表的名称：


namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class Customer extends ActiveRecord
{
    /**
     * @return string 返回该AR类关联的数据表名
     */
    public static function tableName()
    {
        return 'customer';
    }
}






访问列数据


AR 把相应数据行的每一个字段映射为 AR 对象的一个个特性变量（Attribute）
一个特性就好像一个普通对象的公共属性一样（public property）。
特性变量的名称和对应字段的名称是一样的，且大小姓名。


使用以下语法读取列的值：


// "id" 和 "mail" 是 $customer 对象所关联的数据表的对应字段名
$id = $customer->id;
$email = $customer->email;



要改变列值，只要给关联属性赋新值并保存对象即可：


$customer->email = '哪吒@example.com';
$customer->save();






建立数据库连接


AR 用一个 [[yii\db\Connection|DB connection]] 对象与数据库交换数据。
默认的，它使用 db 组件作为其连接对象。详见数据库基础章节，
你可以在应用程序配置文件中设置下 db 组件，就像这样，


return [
    'components' => [
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=testdb',
            'username' => 'demo',
            'password' => 'demo',
        ],
    ],
];



如果在你的应用中应用了不止一个数据库，且你需要给你的 AR 类使用不同的数据库链接（DB connection）
，你可以覆盖掉 [[yii\db\ActiveRecord::getDb()|getDb()]] 方法：


class Customer extends ActiveRecord
{
    // ...

    public static function getDb()
    {
        return \Yii::$app->db2;  // 使用名为 "db2" 的应用组件
    }
}






查询数据


AR 提供了两种方法来构建 DB 查询并向 AR 实例里填充数据：



		[[yii\db\ActiveRecord::find()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::findBySql()]]





以上两个方法都会返回 [[yii\db\ActiveQuery]] 实例，该类继承自[[yii\db\Query]]，
因此，他们都支持同一套灵活且强大的 DB 查询方法，如 where()，join()，orderBy()，等等。
下面的这些案例展示了一些可能的玩法：


// 取回所有活跃客户(状态为 *active* 的客户）并以他们的 ID 排序：
$customers = Customer::find()
    ->where(['status' => Customer::STATUS_ACTIVE])
    ->orderBy('id')
    ->all();

// 返回ID为1的客户：
$customer = Customer::find()
    ->where(['id' => 1])
    ->one();

// 取回活跃客户的数量：
$count = Customer::find()
    ->where(['status' => Customer::STATUS_ACTIVE])
    ->count();

// 以客户ID索引结果集：
$customers = Customer::find()->indexBy('id')->all();
// $customers 数组以 ID 为索引

// 用原生 SQL 语句检索客户：
$sql = 'SELECT * FROM customer';
$customers = Customer::findBySql($sql)->all();




小技巧：在上面的代码中，Customer::STATUS_ACTIVE 是一个在 Customer 类里定义的常量。（译注：这种常量的值一般都是tinyint）相较于直接在代码中写死字符串或数字，使用一个更有意义的常量名称是一种更好的编程习惯。



有两个快捷方法：findOne 和 findAll() 用来返回一个或者一组ActiveRecord实例。前者返回第一个匹配到的实例，后者返回所有。
例如：


// 返回 id 为 1 的客户
$customer = Customer::findOne(1);

// 返回 id 为 1 且状态为 *active* 的客户
$customer = Customer::findOne([
    'id' => 1,
    'status' => Customer::STATUS_ACTIVE,
]);

// 返回id为1、2、3的一组客户
$customers = Customer::findAll([1, 2, 3]);

// 返回所有状态为 "deleted" 的客户
$customer = Customer::findAll([
    'status' => Customer::STATUS_DELETED,
]);




以数组形式获取数据


有时候，我们需要处理很大量的数据，这时可能需要用一个数组来存储取到的数据，
从而节省内存。你可以用 asArray() 函数做到这一点：


// 以数组而不是对象形式取回客户信息：
$customers = Customer::find()
    ->asArray()
    ->all();
// $customers 的每个元素都是键值对数组






批量获取数据


在 Query Builder（查询构造器） 里，我们已经解释了当需要从数据库中查询大量数据时，你可以用 batch query（批量查询）来限制内存的占用。
你可能也想在 AR 里使用相同的技巧，比如这样……


// 一次提取 10 个客户信息
foreach (Customer::find()->batch(10) as $customers) {
    // $customers 是 10 个或更少的客户对象的数组
}
// 一次提取 10 个客户并一个一个地遍历处理
foreach (Customer::find()->each(10) as $customer) {
    // $customer 是一个 ”Customer“ 对象
}
// 贪婪加载模式的批处理查询
foreach (Customer::find()->with('orders')->each() as $customer) {
}








操作数据


AR 提供以下方法插入、更新和删除与 AR 对象关联的那张表中的某一行：



		[[yii\db\ActiveRecord::save()|save()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::insert()|insert()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::update()|update()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::delete()|delete()]]





AR 同时提供了一下静态方法，可以应用在与某 AR 类所关联的整张表上。
用这些方法的时候千万要小心，因为他们作用于整张表！
比如，deleteAll()  会删除掉表里所有的记录。



		[[yii\db\ActiveRecord::updateCounters()|updateCounters()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::updateAll()|updateAll()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::updateAllCounters()|updateAllCounters()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::deleteAll()|deleteAll()]]





下面的这些例子里，详细展现了如何使用这些方法：


// 插入新客户的记录
$customer = new Customer();
$customer->name = 'James';
$customer->email = 'james@example.com';
$customer->save();  // 等同于 $customer->insert();

// 更新现有客户记录
$customer = Customer::findOne($id);
$customer->email = 'james@example.com';
$customer->save();  // 等同于 $customer->update();

// 删除已有客户记录
$customer = Customer::findOne($id);
$customer->delete();

// 删除多个年龄大于20，性别为男（Male）的客户记录
Customer::deleteAll('age > :age AND gender = :gender', [':age' => 20, ':gender' => 'M']);

// 所有客户的age（年龄）字段加1：
Customer::updateAllCounters(['age' => 1]);




须知：save() 方法会调用 insert() 和 update() 中的一个，
用哪个取决于当前 AR 对象是不是新对象（在函数内部，他会检查 [[yii\db\ActiveRecord::isNewRecord]] 的值）。
若 AR 对象是由 new 操作符 初始化出来的，save() 方法会在表里插入一条数据；
如果一个 AR 是由 find() 方法获取来的，
则 save() 会更新表里的对应行记录。




数据输入与有效性验证


由于AR继承自[[yii\base\Model]]，所以它同样也支持Model的数据输入、验证等特性。例如，你可以声明一个rules方法用来覆盖掉[[yii\base\Model::rules()|rules()]]里的；你也可以给AR实例批量赋值；你也可以通过调用[[yii\base\Model::validate()|validate()]]执行数据验证。


当你调用 save()、insert()、update() 这三个方法时，会自动调用[[yii\base\Model::validate()|validate()]]方法。如果验证失败，数据将不会保存进数据库。


下面的例子演示了如何使用AR 获取/验证用户输入的数据并将他们保存进数据库：


// 新建一条记录
$model = new Customer;
if ($model->load(Yii::$app->request->post()) && $model->save()) {
    // 获取用户输入的数据，验证并保存
}

// 更新主键为$id的AR
$model = Customer::findOne($id);
if ($model === null) {
    throw new NotFoundHttpException;
}
if ($model->load(Yii::$app->request->post()) && $model->save()) {
    // 获取用户输入的数据，验证并保存
}






读取默认值


你的表列也许定义了默认值。有时候，你可能需要在使用web表单的时候给AR预设一些值。如果你需要这样做，可以在显示表单内容前通过调用loadDefaultValues()方法来实现：


$customer = new Customer();
$customer->loadDefaultValues();
// ... 渲染 $customer 的 HTML 表单 ...








AR的生命周期


理解AR的生命周期对于你操作数据库非常重要。生命周期通常都会有些典型的事件存在。对于开发AR的behaviors来说非常有用。


当你实例化一个新的AR对象时，我们将获得如下的生命周期：



		constructor


		[[yii\db\ActiveRecord::init()|init()]]: 会触发一个 [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_INIT|EVENT_INIT]] 事件





当你通过 [[yii\db\ActiveRecord::find()|find()]] 方法查询数据时，每个AR实例都将有以下生命周期：



		constructor


		[[yii\db\ActiveRecord::init()|init()]]: 会触发一个 [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_INIT|EVENT_INIT]] 事件


		[[yii\db\ActiveRecord::afterFind()|afterFind()]]: 会触发一个 [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_AFTER_FIND|EVENT_AFTER_FIND]] 事件





当通过 [[yii\db\ActiveRecord::save()|save()]] 方法写入或者更新数据时, 我们将获得如下生命周期：



		[[yii\db\ActiveRecord::beforeValidate()|beforeValidate()]]: 会触发一个 [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_BEFORE_VALIDATE|EVENT_BEFORE_VALIDATE]] 事件


		[[yii\db\ActiveRecord::afterValidate()|afterValidate()]]: 会触发一个 [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_AFTER_VALIDATE|EVENT_AFTER_VALIDATE]] 事件


		[[yii\db\ActiveRecord::beforeSave()|beforeSave()]]: 会触发一个 [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_BEFORE_INSERT|EVENT_BEFORE_INSERT]] 或 [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_BEFORE_UPDATE|EVENT_BEFORE_UPDATE]] 事件


		执行实际的数据写入或更新


		[[yii\db\ActiveRecord::afterSave()|afterSave()]]: 会触发一个 [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_AFTER_INSERT|EVENT_AFTER_INSERT]] 或 [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_AFTER_UPDATE|EVENT_AFTER_UPDATE]] 事件





最后，当调用 [[yii\db\ActiveRecord::delete()|delete()]] 删除数据时, 我们将获得如下生命周期：



		[[yii\db\ActiveRecord::beforeDelete()|beforeDelete()]]: 会触发一个 [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_BEFORE_DELETE|EVENT_BEFORE_DELETE]] 事件


		执行实际的数据删除


		[[yii\db\ActiveRecord::afterDelete()|afterDelete()]]: 会触发一个 [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_AFTER_DELETE|EVENT_AFTER_DELETE]] 事件








查询关联的数据


使用 AR 方法也可以查询数据表的关联数据（如，选出表A的数据可以拉出表B的关联数据）。
有了 AR，
返回的关联数据连接就像连接关联主表的 AR 对象的属性一样。


建立关联关系后，通过 $customer->orders 可以获取
一个 Order 对象的数组，该数组代表当前客户对象的订单集。


定义关联关系使用一个可以返回 [[yii\db\ActiveQuery]] 对象的 getter 方法，
[[yii\db\ActiveQuery]]对象有关联上下文的相关信息，因此可以只查询关联数据。


例如：


class Customer extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getOrders()
    {
        // 客户和订单通过 Order.customer_id -> id 关联建立一对多关系
        return $this->hasMany(Order::className(), ['customer_id' => 'id']);
    }
}

class Order extends \yii\db\ActiveRecord
{
    // 订单和客户通过 Customer.id -> customer_id 关联建立一对一关系
    public function getCustomer()
    {
        return $this->hasOne(Customer::className(), ['id' => 'customer_id']);
    }
}



以上使用了 [[yii\db\ActiveRecord::hasMany()]] 和 [[yii\db\ActiveRecord::hasOne()]] 方法。
以上两例分别是关联数据多对一关系和一对一关系的建模范例。
如，一个客户有很多订单，一个订单只归属一个客户。
两个方法都有两个参数并返回 [[yii\db\ActiveQuery]] 对象。



		$class：关联模型类名，它必须是一个完全合格的类名。


		$link: 两个表的关联列，应为键值对数组的形式。
数组的键是 $class 关联表的列名，
而数组值是关联类 $class 的列名。
基于表外键定义关联关系是最佳方法。





建立关联关系后，获取关联数据和获取组件属性一样简单，
执行以下相应getter方法即可：


// 取得客户的订单
$customer = Customer::findOne(1);
$orders = $customer->orders; // $orders 是 Order 对象数组



以上代码实际执行了以下两条 SQL 语句：


SELECT * FROM customer WHERE id=1;
SELECT * FROM order WHERE customer_id=1;




提示:再次用表达式 $customer->orders将不会执行第二次 SQL 查询，
SQL 查询只在该表达式第一次使用时执行。
数据库访问只返回缓存在内部前一次取回的结果集，如果你想查询新的
关联数据，先要注销现有结果集：unset($customer->orders);。



有时候需要在关联查询中传递参数，如不需要返回客户全部订单，
只需要返回购买金额超过设定值的大订单，
通过以下getter方法声明一个关联数据 bigOrders ：


class Customer extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getBigOrders($threshold = 100)
    {
        return $this->hasMany(Order::className(), ['customer_id' => 'id'])
            ->where('subtotal > :threshold', [':threshold' => $threshold])
            ->orderBy('id');
    }
}



hasMany() 返回 [[yii\db\ActiveQuery]] 对象，该对象允许你通过
[[yii\db\ActiveQuery]] 方法定制查询。


如上声明后，执行$customer->bigOrders 就返回
总额大于100的订单。使用以下代码更改设定值：


$orders = $customer->getBigOrders(200)->all();




注意：关联查询返回的是 [[yii\db\ActiveQuery]] 的实例，如果像特性（如类属性）那样连接关联数据，
返回的结果是关联查询的结果，即 [[yii\db\ActiveRecord]] 的实例，
或者是数组，或者是 null ，取决于关联关系的多样性。如，$customer->getOrders() 返回
ActiveQuery 实例，而 $customer->orders 返回Order 对象数组
（如果查询结果为空则返回空数组）。






中间关联表


有时，两个表通过中间表关联，定义这样的关联关系， 可以通过调用 [[yii\db\ActiveQuery::via()|via()]] 方法或 [[yii\db\ActiveQuery::viaTable()|viaTable()]] 方法来定制 [[yii\db\ActiveQuery]] 对象 。


举例而言，如果 order 表和 item 表通过中间表 order_item 关联起来， 可以在 Order 类声明 items 关联关系取代中间表：


class Order extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getItems()
    {
        return $this->hasMany(Item::className(), ['id' => 'item_id'])
            ->viaTable('order_item', ['order_id' => 'id']);
    }
}



两个方法是相似的，除了 [[yii\db\ActiveQuery::via()|via()]] 方法的第一个参数是使用 AR 类中定义的关联名。 以上方法取代了中间表，等价于：


class Order extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getOrderItems()
    {
        return $this->hasMany(OrderItem::className(), ['order_id' => 'id']);
    }

    public function getItems()
    {
        return $this->hasMany(Item::className(), ['id' => 'item_id'])
            ->via('orderItems');
    }
}






延迟加载和即时加载（又称惰性加载与贪婪加载）


如前所述，当你第一次连接关联对象时， AR 将执行一个数据库查询 来检索请求数据并填充到关联对象的相应属性。 如果再次连接相同的关联对象，不再执行任何查询语句，这种数据库查询的执行方法称为“延迟加载”。如：


// SQL executed: SELECT * FROM customer WHERE id=1
$customer = Customer::findOne(1);
// SQL executed: SELECT * FROM order WHERE customer_id=1
$orders = $customer->orders;
// 没有 SQL 语句被执行
$orders2 = $customer->orders; //取回上次查询的缓存数据



延迟加载非常实用，但是，在以下场景中使用延迟加载会遭遇性能问题：


// SQL executed: SELECT * FROM customer LIMIT 100
$customers = Customer::find()->limit(100)->all();

foreach ($customers as $customer) {
    // SQL executed: SELECT * FROM order WHERE customer_id=...
    $orders = $customer->orders;
    // ...处理 $orders...
}



假设数据库查出的客户超过100个，以上代码将执行多少条 SQL 语句？ 101 条！第一条 SQL 查询语句取回100个客户，然后， 每个客户要执行一条 SQL 查询语句以取回该客户的所有订单。


为解决以上性能问题，可以通过调用 [[yii\db\ActiveQuery::with()]] 方法使用即时加载解决。


// SQL executed: SELECT * FROM customer LIMIT 100;
//               SELECT * FROM orders WHERE customer_id IN (1,2,...)
$customers = Customer::find()->limit(100)
    ->with('orders')->all();

foreach ($customers as $customer) {
    // 没有 SQL 语句被执行
    $orders = $customer->orders;
    // ...处理 $orders...
}



如你所见，同样的任务只需要两个 SQL 语句。



须知：通常，即时加载 N 个关联关系而通过 via() 或者 viaTable() 定义了 M 个关联关系， 将有 1+M+N 条 SQL 查询语句被执行：一个查询取回主表行数， 一个查询给每一个 (M) 中间表，一个查询给每个 (N) 关联表。
注意:当用即时加载定制 select() 时，确保连接 到关联模型的列都被包括了，否则，关联模型不会载入。如：



$orders = Order::find()->select(['id', 'amount'])->with('customer')->all();
// $orders[0]->customer 总是空的，使用以下代码解决这个问题：
$orders = Order::find()->select(['id', 'amount', 'customer_id'])->with('customer')->all();



有时候，你想自由的自定义关联查询，延迟加载和即时加载都可以实现，如：


$customer = Customer::findOne(1);
// 延迟加载: SELECT * FROM order WHERE customer_id=1 AND subtotal>100
$orders = $customer->getOrders()->where('subtotal>100')->all();

// 即时加载: SELECT * FROM customer LIMIT 100
//          SELECT * FROM order WHERE customer_id IN (1,2,...) AND subtotal>100
$customers = Customer::find()->limit(100)->with([
    'orders' => function($query) {
        $query->andWhere('subtotal>100');
    },
])->all();






逆关系


关联关系通常成对定义，如：Customer 可以有个名为 orders 关联项， 而 Order 也有个名为customer 的关联项：


class Customer extends ActiveRecord
{
    ....
    public function getOrders()
    {
        return $this->hasMany(Order::className(), ['customer_id' => 'id']);
    }
}

class Order extends ActiveRecord
{
    ....
    public function getCustomer()
    {
        return $this->hasOne(Customer::className(), ['id' => 'customer_id']);
    }
}



如果我们执行以下查询，可以发现订单的 customer 和 找到这些订单的客户对象并不是同一个。连接 customer->orders 将触发一条 SQL 语句 而连接一个订单的 customer 将触发另一条 SQL 语句。


// SELECT * FROM customer WHERE id=1
$customer = Customer::findOne(1);
// 输出 "不相同"
// SELECT * FROM order WHERE customer_id=1
// SELECT * FROM customer WHERE id=1
if ($customer->orders[0]->customer === $customer) {
    echo '相同';
} else {
    echo '不相同';
}



为避免多余执行的后一条语句，我们可以为 customer或 orders 关联关系定义相反的关联关系，通过调用 [[yii\db\ActiveQuery::inverseOf()|inverseOf()]] 方法可以实现。


class Customer extends ActiveRecord
{
    ....
    public function getOrders()
    {
        return $this->hasMany(Order::className(), ['customer_id' => 'id'])->inverseOf('customer');
    }
}



现在我们同样执行上面的查询，我们将得到：


// SELECT * FROM customer WHERE id=1
$customer = Customer::findOne(1);
// 输出相同
// SELECT * FROM order WHERE customer_id=1
if ($customer->orders[0]->customer === $customer) {
    echo '相同';
} else {
    echo '不相同';
}



以上我们展示了如何在延迟加载中使用相对关联关系， 相对关系也可以用在即时加载中：


// SELECT * FROM customer
// SELECT * FROM order WHERE customer_id IN (1, 2, ...)
$customers = Customer::find()->with('orders')->all();
// 输出相同
if ($customers[0]->orders[0]->customer === $customers[0]) {
    echo '相同';
} else {
    echo '不相同';
}




注意:相对关系不能在包含中间表的关联关系中定义。 即是，如果你的关系是通过[[yii\db\ActiveQuery::via()|via()]] 或 [[yii\db\ActiveQuery::viaTable()|viaTable()]]方法定义的， 就不能调用[[yii\db\ActiveQuery::inverseOf()]]方法了。






JOIN 类型关联查询


使用关系数据库时，普遍要做的是连接多个表并明确地运用各种 JOIN 查询。
JOIN SQL语句的查询条件和参数，使用 [[yii\db\ActiveQuery::joinWith()]]
可以重用已定义关系并调用
而不是使用 [[yii\db\ActiveQuery::join()]] 来实现目标。


// 查找所有订单并以客户 ID 和订单 ID 排序，并贪婪加载 "customer" 表
$orders = Order::find()->joinWith('customer')->orderBy('customer.id, order.id')->all();
// 查找包括书籍的所有订单，并以 `INNER JOIN` 的连接方式即时加载 "books" 表
$orders = Order::find()->innerJoinWith('books')->all();



以上，方法 [[yii\db\ActiveQuery::innerJoinWith()|innerJoinWith()]] 是访问 INNER JOIN 类型的  [[yii\db\ActiveQuery::joinWith()|joinWith()]] 的快捷方式。


可以连接一个或多个关联关系，可以自由使用查询条件到关联查询，
也可以嵌套连接关联查询。如：


// 连接多重关系
// 找出24小时内注册客户包含书籍的订单
$orders = Order::find()->innerJoinWith([
    'books',
    'customer' => function ($query) {
        $query->where('customer.created_at > ' . (time() - 24 * 3600));
    }
])->all();
// 连接嵌套关系：连接 books 表及其 author 列
$orders = Order::find()->joinWith('books.author')->all();



代码背后， Yii 先执行一条 JOIN SQL 语句把满足 JOIN SQL 语句查询条件的主要模型查出，
然后为每个关系执行一条查询语句，
bing填充相应的关联记录。


[[yii\db\ActiveQuery::joinWith()|joinWith()]] 和  [[yii\db\ActiveQuery::with()|with()]] 的区别是
前者连接主模型类和关联模型类的数据表来检索主模型，
而后者只查询和检索主模型类。
检索主模型


由于这个区别，你可以应用只针对一条 JOIN SQL 语句起效的查询条件。
如，通过关联模型的查询条件过滤主模型，如前例，
可以使用关联表的列来挑选主模型数据，


当使用 [[yii\db\ActiveQuery::joinWith()|joinWith()]] 方法时可以响应没有歧义的列名。
In the above examples, we use item.id and order.id to disambiguate the id column references
因为订单表和项目表都包括 id 列。


当连接关联关系时，关联关系默认使用即时加载。你可以
通过传参数 $eagerLoading 来决定在指定关联查询中是否使用即时加载。


默认 [[yii\db\ActiveQuery::joinWith()|joinWith()]] 使用左连接来连接关联表。
你也可以传 $joinType 参数来定制连接类型。
你也可以使用 [[yii\db\ActiveQuery::innerJoinWith()|innerJoinWith()]]。


以下是 INNER JOIN 的简短例子：


// 查找包括书籍的所有订单，但 "books" 表不使用即时加载
$orders = Order::find()->innerJoinWith('books', false)->all();
// 等价于：
$orders = Order::find()->joinWith('books', false, 'INNER JOIN')->all();



有时连接两个表时，需要在关联查询的 ON 部分指定额外条件。
这可以通过调用 [[yii\db\ActiveQuery::onCondition()]] 方法实现：


class User extends ActiveRecord
{
    public function getBooks()
    {
        return $this->hasMany(Item::className(), ['owner_id' => 'id'])->onCondition(['category_id' => 1]);
    }
}



在上面， [[yii\db\ActiveRecord::hasMany()|hasMany()]] 方法回传了一个 [[yii\db\ActiveQuery]] 对象，
当你用 [[yii\db\ActiveQuery::joinWith()|joinWith()]] 执行一条查询时，取决于正被调用的是哪个 [[yii\db\ActiveQuery::onCondition()|onCondition()]]，
返回 category_id 为 1 的 items


当你用 [[yii\db\ActiveQuery::joinWith()|joinWith()]] 进行一次查询时，“on-condition”条件会被放置在相应查询语句的 ON 部分，
如：


// SELECT user.* FROM user LEFT JOIN item ON item.owner_id=user.id AND category_id=1
// SELECT * FROM item WHERE owner_id IN (...) AND category_id=1
$users = User::find()->joinWith('books')->all();



注意：如果通过 [[yii\db\ActiveQuery::with()]] 进行贪婪加载或使用惰性加载的话，则 on 条件会被放置在对应 SQL语句的 WHERE 部分。
因为，此时此处并没有发生 JOIN 查询。比如：


// SELECT * FROM user WHERE id=10
$user = User::findOne(10);
// SELECT * FROM item WHERE owner_id=10 AND category_id=1
$books = $user->books;






关联表操作


AR 提供了下面两个方法用来建立和解除两个关联对象之间的关系：



		[[yii\db\ActiveRecord::link()|link()]]


		[[yii\db\ActiveRecord::unlink()|unlink()]]





例如，给定一个customer和order对象，我们可以通过下面的代码使得customer对象拥有order对象：


$customer = Customer::findOne(1);
$order = new Order();
$order->subtotal = 100;
$customer->link('orders', $order);



[[yii\db\ActiveRecord::link()|link()]] 调用上述将设置 customer_id 的顺序是 $customer 的主键值，然后调用 [[yii\db\ActiveRecord::save()|save()]] 要将顺序保存到数据库中。





作用域


当你调用[[yii\db\ActiveRecord::find()|find()]] 或 [[yii\db\ActiveRecord::findBySql()|findBySql()]]方法时，将会返回一个[[yii\db\ActiveQuery|ActiveQuery]]实例。之后，你可以调用其他查询方法，如 [[yii\db\ActiveQuery::where()|where()]]，[[yii\db\ActiveQuery::orderBy()|orderBy()]], 进一步的指定查询条件。


有时候你可能需要在不同的地方使用相同的查询方法。如果出现这种情况，你应该考虑定义所谓的作用域。作用域是本质上要求一组的查询方法来修改查询对象的自定义查询类中定义的方法。 之后你就可以像使用普通方法一样使用作用域。


只需两步即可定义一个作用域。首先给你的model创建一个自定义的查询类，在此类中定义的所需的范围方法。例如，给Comment模型创建一个 CommentQuery类，然后在CommentQuery类中定义一个active()的方法为作用域，像下面的代码：


namespace app\models;

use yii\db\ActiveQuery;

class CommentQuery extends ActiveQuery
{
    public function active($state = true)
    {
        $this->andWhere(['active' => $state]);
        return $this;
    }
}



重点:



		类必须继承 yii\db\ActiveQuery (或者是其他的 ActiveQuery ，比如 yii\mongodb\ActiveQuery)。


		必须是一个public类型的方法且必须返回 $this 实现链式操作。可以传入参数。


		检查 [[yii\db\ActiveQuery]] 对于修改查询条件是非常有用的方法。





其次，覆盖[[yii\db\ActiveRecord::find()]] 方法使其返回自定义的查询对象而不是常规的[[yii\db\ActiveQuery|ActiveQuery]]。对于上述例子，你需要编写如下代码：


namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class Comment extends ActiveRecord
{
    /**
     * @inheritdoc
     * @return CommentQuery
     */
    public static function find()
    {
        return new CommentQuery(get_called_class());
    }
}



就这样，现在你可以使用自定义的作用域方法了：


$comments = Comment::find()->active()->all();
$inactiveComments = Comment::find()->active(false)->all();



你也能在定义的关联里使用作用域方法，比如：


class Post extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getActiveComments()
    {
        return $this->hasMany(Comment::className(), ['post_id' => 'id'])->active();

    }
}



或者在执行关联查询的时候使用（on-the-fly 是啥？）：


$posts = Post::find()->with([
    'comments' => function($q) {
        $q->active();
    }
])->all();




默认作用域


如果你之前用过 Yii 1.1 就应该知道默认作用域的概念。一个默认的作用域可以作用于所有查询。你可以很容易的通过重写[[yii\db\ActiveRecord::find()]]方法来定义一个默认作用域，例如：


public static function find()
{
    return parent::find()->where(['deleted' => false]);
}



注意，你之后所有的查询都不能用 [[yii\db\ActiveQuery::where()|where()]]，但是可以用 [[yii\db\ActiveQuery::andWhere()|andWhere()]] 和 [[yii\db\ActiveQuery::orWhere()|orWhere()]]，他们不会覆盖掉默认作用域。（译注：如果你要使用默认作用域，就不能在 xxx::find()后使用where()方法，你必须使用andXXX()或者orXXX()系的方法，否则默认作用域不会起效果，至于原因，打开where()方法的代码一看便知）







事务操作


当执行几个相关联的数据库操作的时候


TODO: FIXME: WIP, TBD, https://github.com/yiisoft/yii2/issues/226


, [[yii\db\ActiveRecord::afterSave()|afterSave()]], [[yii\db\ActiveRecord::beforeDelete()|beforeDelete()]] and/or [[yii\db\ActiveRecord::afterDelete()|afterDelete()]] 生命周期周期方法(life cycle methods 我觉得这句翻译成“模板方法”会不会更好点？)。开发者可以通过重写[[yii\db\ActiveRecord::save()|save()]]方法然后在控制器里使用事务操作，严格地说是似乎不是一个好的做法 （召回”瘦控制器 / 肥模型”基本规则）。


这些方法在这里(如果你不明白自己实际在干什么，请不要使用他们)，Models：


class Feature extends \yii\db\ActiveRecord
{
    // ...

    public function getProduct()
    {
        return $this->hasOne(Product::className(), ['id' => 'product_id']);
    }
}

class Product extends \yii\db\ActiveRecord
{
    // ...

    public function getFeatures()
    {
        return $this->hasMany(Feature::className(), ['product_id' => 'id']);
    }
}



重写 [[yii\db\ActiveRecord::save()|save()]] 方法：


class ProductController extends \yii\web\Controller
{
    public function actionCreate()
    {
        // FIXME: TODO: WIP, TBD
    }
}



(译注：我觉得上面应该是原手册里的bug)


在控制器层使用事务：


class ProductController extends \yii\web\Controller
{
    public function actionCreate()
    {
        // FIXME: TODO: WIP, TBD
    }
}



作为这些脆弱方法的替代，你应该使用原子操作方案特性。


class Feature extends \yii\db\ActiveRecord
{
    // ...

    public function getProduct()
    {
        return $this->hasOne(Product::className(), ['product_id' => 'id']);
    }

    public function scenarios()
    {
        return [
            'userCreates' => [
                'attributes' => ['name', 'value'],
                'atomic' => [self::OP_INSERT],
            ],
        ];
    }
}

class Product extends \yii\db\ActiveRecord
{
    // ...

    public function getFeatures()
    {
        return $this->hasMany(Feature::className(), ['id' => 'product_id']);
    }

    public function scenarios()
    {
        return [
            'userCreates' => [
                'attributes' => ['title', 'price'],
                'atomic' => [self::OP_INSERT],
            ],
        ];
    }

    public function afterValidate()
    {
        parent::afterValidate();
        // FIXME: TODO: WIP, TBD
    }

    public function afterSave($insert)
    {
        parent::afterSave($insert);
        if ($this->getScenario() === 'userCreates') {
            // FIXME: TODO: WIP, TBD
        }
    }
}



Controller里的代码将变得很简洁：


class ProductController extends \yii\web\Controller
{
    public function actionCreate()
    {
        // FIXME: TODO: WIP, TBD
    }
}



控制器非常简洁：


class ProductController extends \yii\web\Controller
{
    public function actionCreate()
    {
        // FIXME: TODO: WIP, TBD
    }
}






乐观锁（Optimistic Locks）


TODO





被污染属性


TODO





另见



		模型（Model）


		[[yii\db\ActiveRecord]]
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Widgets


Widgets are reusable building blocks used in views to create complex and configurable user
interface elements in an object-oriented fashion. For example, a date picker widget may generate a fancy date picker
that allows users to pick a date as their input. All you need to do is just to insert the code in a view
like the following:


<?php
use yii\jui\DatePicker;
?>
<?= DatePicker::widget(['name' => 'date']) ?>



There are a good number of widgets bundled with Yii, such as [[yii\widgets\ActiveForm|active form]],
[[yii\widgets\Menu|menu]], jQuery UI widgets, Twitter Bootstrap widgets.
In the following, we will introduce the basic knowledge about widgets. Please refer to the class API documentation
if you want to learn about the usage of a particular widget.



Using Widgets 


Widgets are primarily used in views. You can call the [[yii\base\Widget::widget()]] method
to use a widget in a view. The method takes a configuration array for initializing
the widget and returns the rendering result of the widget. For example, the following code inserts a date picker
widget which is configured to use the Russian language and keep the input in the from_date attribute of $model.


<?php
use yii\jui\DatePicker;
?>
<?= DatePicker::widget([
    'model' => $model,
    'attribute' => 'from_date',
    'language' => 'ru',
    'clientOptions' => [
        'dateFormat' => 'yy-mm-dd',
    ],
]) ?>



Some widgets can take a block of content which should be enclosed between the invocation of
[[yii\base\Widget::begin()]] and [[yii\base\Widget::end()]]. For example, the following code uses the
[[yii\widgets\ActiveForm]] widget to generate a login form. The widget will generate the opening and closing
<form> tags at the place where begin() and end() are called, respectively. Anything in between will be
rendered as is.


<?php
use yii\widgets\ActiveForm;
use yii\helpers\Html;
?>

<?php $form = ActiveForm::begin(['id' => 'login-form']); ?>

    <?= $form->field($model, 'username') ?>

    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>

    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('Login') ?>
    </div>

<?php ActiveForm::end(); ?>



Note that unlike [[yii\base\Widget::widget()]] which returns the rendering result of a widget, the method
[[yii\base\Widget::begin()]] returns an instance of the widget which you can use to build the widget content.





Creating Widgets 


To create a widget, extend from [[yii\base\Widget]] and override the [[yii\base\Widget::init()]] and/or
[[yii\base\Widget::run()]] methods. Usually, the init() method should contain the code that normalizes the widget
properties, while the run() method should contain the code that generates the rendering result of the widget.
The rendering result may be directly “echoed” or returned as a string by run().


In the following example, HelloWidget HTML-encodes and displays the content assigned to its message property.
If the property is not set, it will display “Hello World” by default.


namespace app\components;

use yii\base\Widget;
use yii\helpers\Html;

class HelloWidget extends Widget
{
    public $message;

    public function init()
    {
        parent::init();
        if ($this->message === null) {
            $this->message = 'Hello World';
        }
    }

    public function run()
    {
        return Html::encode($this->message);
    }
}



To use this widget, simply insert the following code in a view:


<?php
use app\components\HelloWidget;
?>
<?= HelloWidget::widget(['message' => 'Good morning']) ?>



Below is a variant of HelloWidget which takes the content enclosed within the begin() and end() calls,
HTML-encodes it and then displays it.


namespace app\components;

use yii\base\Widget;
use yii\helpers\Html;

class HelloWidget extends Widget
{
    public function init()
    {
        parent::init();
        ob_start();
    }

    public function run()
    {
        $content = ob_get_clean();
        return Html::encode($content);
    }
}



As you can see, PHP’s output buffer is started in init() so that any output between the calls of init() and run()
can be captured, processed and returned in run().



Info: When you call [[yii\base\Widget::begin()]], a new instance of the widget will be created and the init() method
will be called at the end of the widget constructor. When you call [[yii\base\Widget::end()]], the run() method
will be called whose return result will be echoed by end().



The following code shows how to use this new variant of HelloWidget:


<?php
use app\components\HelloWidget;
?>
<?php HelloWidget::begin(); ?>

    content that may contain <tag>'s

<?php HelloWidget::end(); ?>



Sometimes, a widget may need to render a big chunk of content. While you can embed the content within the run()
method, a better approach is to put it in a view and call [[yii\base\Widget::render()]] to
render it. For example,


public function run()
{
    return $this->render('hello');
}



By default, views for a widget should be stored in files in the WidgetPath/views directory, where WidgetPath
stands for the directory containing the widget class file. Therefore, the above example will render the view file
@app/components/views/hello.php, assuming the widget class is located under @app/components. You may override
the [[yii\base\Widget::getViewPath()]] method to customize the directory containing the widget view files.





Best Practices 


Widgets are an object-oriented way of reusing view code.


When creating widgets, you should still follow the MVC pattern. In general, you should keep logic in widget
classes and keep presentation in views.


Widgets should be designed to be self-contained. That is, when using a widget, you should be able to just drop
it in a view without doing anything else. This could be tricky if a widget requires external resources, such as
CSS, JavaScript, images, etc. Fortunately, Yii provides the support for asset bundles,
which can be utilized to solve the problem.


When a widget contains view code only, it is very similar to a view. In fact, in this case,
their only difference is that a widget is a redistributable class, while a view is just a plain PHP script
that you would prefer to keep within your application.
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Приложения


Приложения это объекты, которые управляют всей структурой и жизненным циклом прикладной системы Yii.
Каждая прикладная система Yii включает в себя один объект приложения, который создается во входном скрипте
и глобально доступен через \Yii::$app.



Информация: В зависимости от контекста, когда мы говорим “приложение”, это может означать как объект приложения так и
приложение как прикладную систему в целом.



Существует два вида приложений: [[yii\web\Application|веб приложения]] и [[yii\console\Application|консольные приложения]].
Как можно догадаться по названию, первый тип в основном занимается обработкой веб запросов, в то время как последний - консольных команд.



Конфигурации приложения 


Когда входной скрипт создаёт приложение, он загрузит конфигурацию
и применит её к приложению, например:


require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// загрузка конфигурации приложения
$config = require(__DIR__ . '/../config/web.php');

// создание объекта приложения и его конфигурирование
(new yii\web\Application($config))->run();



Также как и обычные конфигурации, конфигурации приложения указывают как следует инициализировать
свойства объектов приложения. Из-за того, что конфигурация приложения часто является очень сложной, она разбивается на несколько
конфигурационных файлов, например, web.php - файл в приведённом выше примере.





Свойства приложений 


Существует много важных свойств приложения, которые вы настраиваете в конфигурациях приложения. Эти свойства обычно
описывают окружение, в котором работает приложение. Например, приложение должно знать каким образом загружать контроллеры,
где хранить временные файлы, и т. д. Ниже мы рассмотрим данные свойства.



Обязательные свойства 


В любом приложении, вы должны настроить минимум два свойства: [[yii\base\Application::id|id]]
и [[yii\base\Application::basePath|basePath]].



[[yii\base\Application::id|id]] 


Свойство [[yii\base\Application::id|id]] это уникальный индекс приложения, который отличает его от других приложений.
В основном это используется внутрисистемно. Хоть это и не обязательно, но для лучшей совместимости рекомендуется использовать
буквенно-цифровые символы при указании индекса приложения.





[[yii\base\Application::basePath|basePath]] 


Свойство [[yii\base\Application::basePath|basePath]] указывает на корневую директорию приложения. Эта директория содержит
весь защищенный исходный код приложения. В данной директории обычно могут находится поддиректории models, views,
controllers, содержащие код, соответствующий шаблону проектирования MVC.


Вы можете задать свойство [[yii\base\Application::basePath|basePath]] используя путь к директории или используя
псевдоним пути. В обоих случаях, указанная директория должна существовать, иначе будет выброшено
исключение. Путь будет нормализован функцией realpath().


Свойство [[yii\base\Application::basePath|basePath]] часто используется для указания других важных путей (например, путь к
директории runtime, используемой приложением). По этой причине, псевдоним пути @app предустановлен и содержит данный путь.
Производные пути могут быть получены с использованием этого псевдонима пути (например, @app/runtime указывает на
времененную дирректорию runtime).







Важные свойства 


Свойства, указанные в этом подразделе, часто нуждаются в преднастройке т.к. они разнятся от приложения к приложению.



[[yii\base\Application::aliases|aliases]] 


Это свойство позволяет настроить вам множество псевдонимов в рамках массива.
Ключами массива являются имена псевдонимов, а значениями массива - соответствующие значения пути. Например,


[
    'aliases' => [
        '@name1' => 'path/to/path1',
        '@name2' => 'path/to/path2',
    ],
]



Это свойство доступно таким образом, чтобы вы могли указывать псевдонимы в рамках конфигурации приложения,
а не вызовов метода [[Yii::setAlias()]].





[[yii\base\Application::bootstrap|bootstrap]] 


Данное свойство является очень удобным, оно позволяет указать массив компонентов, которые должны быть загружены
в процессе  [[yii\base\Application::bootstrap()|начальной загрузки]] приложения. Например, если вы хотите, чтобы
модуль производил тонкую настройку URL правил, вы можете указать его
ID в качестве элемента данного свойства.


Каждый из элементов данного свойства, может быть указан в одном из следующих форматов:



		ID, указанный в компонентах;


		ID модуля, указанный в модулях;


		название класса;


		массив конфигурации;


		анонимная функция, которая создаёт и возвращает компонент.





Например,


[
    'bootstrap' => [
        // ID компонента приложения или модуля
        'demo',

        // название класса
        'app\components\Profiler',

        // массив конфигурации
        [
            'class' => 'app\components\Profiler',
            'level' => 3,
        ],

        // анонимная функция
        function () {
            return new app\components\Profiler();
        }
    ],
]




Info: Если ID модуля такой же, как идентификатор компонента приложения, то в процессе начальной загрузки
будет использован компонент приложения. Если Вы вместо этого хотите использовать модуль, то можете указать его при
помощи анонимной функции похожей на эту:












[
function () {
return Yii::$app->getModule(‘user’);
},
]



В процессе [начальной загрузки](runtime-bootstrapping.md), каждый компонент будет создан. Если класс компонента имеет
интерфейс [[yii\base\BootstrapInterface]], то также будет вызван метод [[yii\base\BootstrapInterface::bootstrap()|bootstrap()]].

Еще одним практическим примером является конфигурация [базового шаблона приложения](start-installation.md), в котором
модули `debug` и `gii` указаны как `bootstrap` компоненты, когда приложение находится в отладочном режиме.

```php
if (YII_ENV_DEV) {
    // настройка конфигурации для окружения 'dev'
    $config['bootstrap'][] = 'debug';
    $config['modules']['debug'] = 'yii\debug\Module';

    $config['bootstrap'][] = 'gii';
    $config['modules']['gii'] = 'yii\gii\Module';
}




Примечание: Указывание слишком большого количества компонентов в bootstrap приведет
к снижению производительности приложения, потому что для каждого запроса одно и то же количество компонентов должно
быть загружено. Таким образом вы должны использовать начальную загрузку разумно.






[[yii\web\Application::catchAll|catchAll]] 


Данное свойство поддерживается только [[yii\web\Application|веб приложениями]]. Оно указывает
действие контроллера, которое должно обрабатывать все входящие запросы от пользователя.
В основном это используется, когда приложения находится в режиме обслуживания и должно обрабатывать все запросы через
одно действие.


Конфигурация это массив, первый элемент которого, определяет маршрут действия. Остальные элементы в формате пара
ключ-значение задают дополнительные параметры, которые должны быть переданы действию (методу контроллера actionXXX).
Например,


[
    'catchAll' => [
        'offline/notice',
        'param1' => 'value1',
        'param2' => 'value2',
    ],
]






[[yii\base\Application::components|components]] 


Данное свойство является наиболее важным. Оно позволяет вам зарегистрировать список именованных компонентов, называемых
компоненты приложения, которые Вы можете использовать в других местах.
Например,


[
    'components' => [
        'cache' => [
            'class' => 'yii\caching\FileCache',
        ],
        'user' => [
            'identityClass' => 'app\models\User',
            'enableAutoLogin' => true,
        ],
    ],
]



Каждый компонент приложения указан массивом в формате ключ-значение. Ключ представляет собой ID компонента приложения,
в то время как значение представляет собой название класса или конфигурацию.


Вы можете зарегистрировать любой компонент в приложении, позже этот компонент будет глобально доступен через
выражение \Yii::$app->ComponentID.


Более подробная информация приведена в разделе Компоненты приложения.





[[yii\base\Application::controllerMap|controllerMap]] 


Данное свойство позволяет вам задавать соответствия(mapping) между ID контроллера и произвольным классом контроллера.
По-умолчанию, Yii задает соответствие между ID контроллера и его классом согласно данному соглашению
(таким образом, ID post будет соответствовать app\controllers\PostController ). Задавая эти свойства вы можете
переопределить соответствия для необходимых контроллеров. В приведенном ниже примере, account будет соответствовать
контроллеру app\controllers\UserController, в то время как article будет соответствовать контроллеру
app\controllers\PostController.


[
    'controllerMap' => [
        [
            'account' => 'app\controllers\UserController',
            'article' => [
                'class' => 'app\controllers\PostController',
                'enableCsrfValidation' => false,
            ],
        ],
    ],
]



Ключами данного свойства являются ID контроллеров, а значениями являются соответствующие названия
классов(полное название класса с пространством имен) контроллера или конфигурация.





[[yii\base\Application::controllerNamespace|controllerNamespace]] 


Данное свойство указывает пространство имен, в котором по умолчанию должны находится названия классов контроллеров.
По-умолчанию значение равно app\controllers. Если ID контроллера post, то согласно соглашению, соответствующий класс
контроллера (без пространства имен) будет равен PostController, а полное название класса будет равно app\controllers\PostController.


Класс контроллера может также находиться в поддиректории директории, соответствующей этому пространству имен.
Например, ID контроллера admin/post, будет соответветствовать полное имя класса контроллера app\controllers\admin\PostController.


Очень важно, чтобы полное имя класса контроллера могло быть использовано автозагрузкой и
соответствующее пространство имен вашего контроллера соответствовало данному свойству. Иначе, Вы получите ошибку
“Страница не найдена”, при доступе к приложению.


В случае, если вы хотите переопределить соответствия как описано выше, вы можете настроить свойство controllerMap.





[[yii\base\Application::language|language]] 


Данное свойство указывает язык приложения, на котором содержимое страницы должно быть отображено конечному пользователю.
По-умолчанию значение данного свойства равно en, что означает “Английский”. Если ваше приложение должно поддерживать
несколько языков, вы должны настроить данное свойство.


Значение данного свойства определяется различными аспектами интернационализации, в том числе
переводом сообщений, форматированием дат, форматированием чисел, и т. д. Например, виджет [[yii\jui\DatePicker]]
использует данное свойство для определения по умолчанию языка, на котором должен быть отображен календарь и формат данных
для календаря.


Рекомендуется что вы будете указывать язык в рамках стандарта IETF [http://en.wikipedia.org/wiki/IETF_language_tag].
Например, для английского языка используется en, в то время как для английского в США - en-US.


Более детальная информация приведена в разделе Интернационализация.





[[yii\base\Application::modules|modules]] 


Данное свойство указывает модули, которые содержаться в приложении.


Значениями свойства могут быть массивы имен классов модулей или конфигураций, а ключами -
ID модулей. Например,


[
    'modules' => [
        // a "booking" module specified with the module class
        'booking' => 'app\modules\booking\BookingModule',

        // a "comment" module specified with a configuration array
        'comment' => [
            'class' => 'app\modules\comment\CommentModule',
            'db' => 'db',
        ],
    ],
]



Более детальная информация приведена в разделе Модули.





[[yii\base\Application::name|name]] 


Свойство указывает название приложения, которое может быть показано конечным пользователям. В отличие от
свойства [[yii\base\Application::id|id]], которое должно быть уникальным, значение данного свойства нужно в
основном для отображения и не обязательно должно быть уникальным.


Если ваш код не использует данное свойство, то вы можете не настраивать его.





[[yii\base\Application::params|params]] 


Данное свойство указывает массив глобально доступных параметров приложения. Вместо того, чтобы использовать
жестко фиксированные числа и строки в вашем коде, лучше объявить их параметрами приложения в едином месте и
использовать в нужных вам местах кода. Например, вы можете определить размер превью для изображений следующим образом:


[
    'params' => [
        'thumbnail.size' => [128, 128],
    ],
]



Затем, когда вам нужно использовать данные значения в вашем коде, вы делаете это как представлено ниже:


$size = \Yii::$app->params['thumbnail.size'];
$width = \Yii::$app->params['thumbnail.size'][0];



Если позже вам понадобится изменить размер превью изображений, вам нужно только изменить это значение в настройке
приложения, не касаясь зависимого кода.





[[yii\base\Application::sourceLanguage|sourceLanguage]] 


Данное свойство указывает язык на котором написан код приложения. По-умолчанию значение равно 'en-US', что означает
“Английский” (США). Вы должны настроить данное свойство соответствующим образом, если содержимое в вашем коде является не
английским языком.


Аналогично свойству language, вы должны указать данное свойство в рамках стандарта IETF [http://en.wikipedia.org/wiki/IETF_language_tag].
Например, для английского языка используется en, в то время как для английского в США - en-US.


Более детальная информация приведена в разделе Интернационализация.





[[yii\base\Application::timeZone|timeZone]] 


Данное свойство предоставляет альтернативный способ установки временной зоны в процессе работы приложения.
Путем указания данного свойства, вы по существу вызываете PHP функцию
date_default_timezone_set() [http://www.php.net/manual/ru/function.date-default-timezone-set.php]. Например,


[
    // Europe/Moscow для России (прим. пер.)
    'timeZone' => 'America/Los_Angeles',
]






[[yii\base\Application::version|version]] 


Данное свойство указывает версию приложения. По-умолчанию значение равно '1.0'. Вы можете не настраивать это свойство, если
ваш код не использует его.







Полезные свойства 


Свойства, указанные в данном подразделе, не являются часто конфигурируемыми, т. к. их значения по умолчанию
соответствуют общепринятым соглашениям. Однако, вы можете их настроить, если вам нужно использовать другие
соглашения.



[[yii\base\Application::charset|charset]] 


Свойство указывает кодировку, которую использует приложение. По-умолчанию значение равно 'UTF-8', которое должно быть
оставлено как есть для большинства приложения, только если вы не работаете с устаревшим кодом, который использует большее
количество данных не юникода.





[[yii\base\Application::defaultRoute|defaultRoute]] 


Свойство указывает маршрут, который должно использовать приложение, когда он не указан
во входящем запросе. Маршрут может состоять из ID модуля, ID контроллера и/или ID действия. Например, help,
post/create, admin/post/create. Если действие не указано, то будет использовано значение по умолчанию
указанное в [[yii\base\Controller::defaultAction]].


Для [yii\web\Application|веб приложений], значение по умолчанию для данного свойства равно 'site', что означает
контроллер SiteController и его действие по умолчанию должно быть использовано. Таким образом, если вы попытаетесь
получить доступ к приложению не указав маршрут, оно покажет вам результат действия app\controllers\SiteController::actionIndex().


Для [yii\console\Application|консольных приложений], значение по умолчанию равно 'help', означающее, что встроенная
команда [[yii\console\controllers\HelpController::actionIndex()]] должна быть использована. Таким образом, если вы
выполните команду yii без аргументов, вам будет отображена справочная информация.





[[yii\base\Application::extensions|extensions]] 


Данное свойство указывает список расширений, которые установлены и используются приложением.
По-умолчанию, значением данного свойства будет массив, полученный из файла @vendor/yiisoft/extensions.php. Файл extensions.php
генерируется и обрабатывается автоматически, когда вы используете Composer [http://getcomposer.org] для установки расширений.
Таким образом, в большинстве случаев вам не нужно настраивать данное свойство.


В особых случаях, когда вы хотите обрабатывать расширения в ручную, вы можете указать данное свойство следующим образом:


[
    'extensions' => [
        [
            'name' => 'extension name',
            'version' => 'version number',
            'bootstrap' => 'BootstrapClassName',  // опционально, может быть также массив конфигурации
            'alias' => [  // опционально
                '@alias1' => 'to/path1',
                '@alias2' => 'to/path2',
            ],
        ],

        // ... аналогично для остальных расширений ...

    ],
]



Свойство является массивом спецификаций расширений. Каждое расширение указано массивом, состоящим из элементов name и version.
Если расширение должно быть выполнено в процессе начальной загрузки, то следует указать bootstrap
элемент, который может являться именем класса или конфигурацией.
Расширение также может определять несколько псевдонимов.





[[yii\base\Application::layout|layout]] 


Данное свойство указывает имя шаблона по умолчанию, который должен быть использовать при формировании представлений.
Значение по умолчанию равно 'main', означающее, что должен быть использован шаблон main.php в папке шаблонов.
Если оба свойства папка шаблонов и папка представлений имеют значение по умолчанию,
то файл шаблона по умолчанию может быть представлен псевдонимом пути как @app/views/layouts/main.php.


Для отключения использования шаблона, вы можете указать данное свойство как false, хотя это используется очень редко.





[[yii\base\Application::layoutPath|layoutPath]] 


Свойство указывает путь, по которому следует искать шаблоны. Значение по умолчанию равно layouts, означающее подпапку
в папке представлений. Если значение папки представлений является значением по умолчанию, то
папка шаблонов по умолчанию может быть представлена псевдонимом пути как @app/views/layouts.


Вы можете настроить данное свойство как папку так и как псевдоним.





[[yii\base\Application::runtimePath|runtimePath]] 


Свойство указывает путь, по которому хранятся временные файлы, такие как: лог файлы, кэш файлы.
По-умолчанию значение равно папке, которая представлена псевдонимом пути @app/runtime.


Вы можете настроить данное свойство как папку или как псевдоним пути. Обратите внимание,
что данная папка должна быть доступна для записи, процессом, который запускает приложение. Также папка должна быть
защищена от доступа конечными пользователями, хранимые в ней временные файлы могут содержать важную информацию.


Для упрощения работы с данной папкой, Yii предоставляет предопределенный псевдоним пути @runtime.





[[yii\base\Application::viewPath|viewPath]] 


Данное свойство указывает базовую папку,где содержаться все файлы представлений. Значение по умолчанию представляет
собой псевдоним @app/views. Вы можете настроить данное свойство как папку так и как псевдоним.





[[yii\base\Application::vendorPath|vendorPath]] 


Свойство указывает папку сторонних библиотек, которые используются и управляются Composer [http://getcomposer.org].
Она содержит все сторонние библиотеки используемые приложением, включая Yii фреймворк. Значение по умолчанию
представляет собой псевдоним @app/vendor.


Вы можете настроить данное свойство как папку так и как псевдоним. При изменении данного свойства,
убедитесь что вы также изменили соответствующим образом настройки Composer.


Для упрощения работы с данной папкой, Yii предоставляет предопределенный псевдоним пути @vendor.





[[yii\console\Application::enableCoreCommands|enableCoreCommands]] 


Данное свойство поддерживается только [[yii\console\Application|консольными приложениями]]. Оно указывает
нужно ли использовать встроенные в Yii консольные команды. Значение по умолчанию равно true.









События приложения 


В течение жизненного цикла приложения, возникает несколько событий. Вы можете назначать обработчики событий в
конфигурации приложения следующим образом:


[
    'on beforeRequest' => function ($event) {
        // ...
    },
]



Использование синтаксиса on eventName детально описано в разделе Конфигурации.


Также вы можете назначить обработчики событий в процессе начальной загрузки приложения, сразу после того
как приложение будет создано. Например,


\Yii::$app->on(\yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST, function ($event) {
    // ...
});




[[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST|EVENT_BEFORE_REQUEST]] 


Данное событие возникает до того как приложение начинает обрабатывать входящий запрос.
Настоящее имя события - beforeRequest.


На момент возникновения данного события, объект приложения уже создан и проинициализирован. Таким образом, это
является хорошим местом для вставки вашего кода с помощью событий, для перехвата управления обработкой запроса.
Например, обработчик события, может динамически подставлять язык приложения [[yii\base\Application::language]] в зависимости
от некоторых параметров.





[[yii\base\Application::EVENT_AFTER_REQUEST|EVENT_AFTER_REQUEST]] 


Данное событие возникает после того как приложение заканчивает обработку запроса, но до того как произойдет
отправка ответа. Настоящее имя события - afterRequest.


На момент возникновения данного события, обработка запроса завершена и вы можете воспользоваться этим для произведения постобработки
запроса, с целью настройки ответа.


Обратите внимание, что в компоненте [[yii\web\Response|response]] также возникают события в процессе отправки данных
конечному пользователю. Эти события возникают после текущего события.





[[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_ACTION|EVENT_BEFORE_ACTION]] 


Событие возникает до того как будет выполнено действие контроллера.
Настоящее имя события - beforeAction.


Событие является объектом [[yii\base\ActionEvent]]. Обработчик события может устанавливать
свойство [[yii\base\ActionEvent::isValid]] равным false для предотвращения выполнения действия.


Например,


[
    'on beforeAction' => function ($event) {
        if (некоторое условие) {
            $event->isValid = false;
        } else {
        }
    },
]



Обратите внимание что то же самое событие beforeAction возникает в модулях и
контроллерах. Объекты приложения являются первыми, кто возбуждает данные события,
следуя за модулями (если таковые имеются) и в конце контроллерами. Если обработчик события устанавливает
свойство [[yii\base\ActionEvent::isValid]] равным false, все последующие события не возникнут.





[[yii\base\Application::EVENT_AFTER_ACTION|EVENT_AFTER_ACTION]] 


Событие возникает после выполнения действия контроллера.
Настоящее имя события - afterAction.


Событие является объектом [[yii\base\ActionEvent]]. Через свойство [[yii\base\ActionEvent::result]] обработчик события
может получить доступ и изменить значение выполнения действия контроллера.


Например,


[
    'on afterAction' => function ($event) {
        if (некоторое условие) {
            // modify $event->result
        } else {
        }
    },
]



Обратите внимание, что то же самое событие afterAction возникает в модулях и
контроллерах. Эти объекты возбуждают событие в обратном порядке, если сравнивать с beforeAction.
Таким образом, контроллеры являются первыми, где возникает данное событие, затем в модулях (если таковые имеются),
и наконец в приложениях.







Жизненный цикл приложения 


Когда входной скрипт выполняется для обработки запроса, приложение
будет развиваться согласно следующему жизненному циклу:



		Входной скрипт загружает конфигурацию приложения в качества массива;


		Входной скрипт создаёт новый объект приложения:






		Вызывается метод [[yii\base\Application::preInit()|preInit()]], который настраивает некоторые
жизненно важные свойства приложения, такие как [[yii\base\Application::basePath|basePath]];


		Регистрируется [[yii\base\Application::errorHandler|обработчик ошибок]];


		Настраиваются свойства приложения;


		Вызывается метод [[yii\base\Application::init()|init()]], который затем вызывает метод
[[yii\base\Application::bootstrap()|bootstrap()]] для начальной загрузки компонентов.






		Входной скрипт вызывает метод [[yii\base\Application::run()]] для запуска приложения:






		Возникает событие [[yii\base\Application::EVENT_BEFORE_REQUEST|EVENT_BEFORE_REQUEST]];


		Обработка запроса: разбор информации запроса в маршрут с соответствующими параметрами;
создание объектов модуля, контроллера и действия согласно указанному маршруту; запуск действия;


		Возникает событие [[yii\base\Application::EVENT_AFTER_REQUEST|EVENT_AFTER_REQUEST]];


		Ответ отсылается конечному пользователю.






		Входной скрипт получает значение статуса выхода от приложения и заканчивает обработку запроса.
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配置


在 Yii 中，创建新对象和初始化已存在对象时广泛使用配置。配置通常包含被创建对象的类名和一组将要赋值给对象属性的初始值。还可能包含一组将被附加到对象事件上的句柄。和一组将被附加到对象上的行为。


以下代码中的配置被用来创建并初始化一个数据库连接：


$config = [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=127.0.0.1;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
];

$db = Yii::createObject($config);



[[Yii::createObject()]] 方法接受一个配置数组并根据数组中指定的类名创建对象。对象实例化后，剩余的参数被用来初始化对象的属性，事件处理和行为。


对于已存在的对象，可以使用 [[Yii::configure()]] 方法根据配置去初始化其属性，就像这样：


Yii::configure($object, $config);



请注意，如果配置一个已存在的对象，那么配置数组中不应该包含指定类名的 class 元素。



配置的格式 


一个配置的格式可以描述为以下形式：


[
    'class' => 'ClassName',
    'propertyName' => 'propertyValue',
    'on eventName' => $eventHandler,
    'as behaviorName' => $behaviorConfig,
]



其中



		class 元素指定了将要创建的对象的完全限定类名。


		propertyName 元素指定了对象属性的初始值。键名是属性名，值是该属性对应的初始值。只有公共成员变量以及通过 getter/setter 定义的属性可以被配置。


		on eventName 元素指定了附加到对象事件上的句柄是什么。请注意，数组的键名由 on 前缀加事件名组成。请参考事件章节了解事件句柄格式。


		as behaviorName 元素指定了附加到对象的行为。请注意，数组的键名由 as 前缀加行为名组成。$behaviorConfig
值表示创建行为的配置信息，格式与我们之前描述的配置格式一样。





下面是一个配置了初始化属性值，事件句柄和行为的示例：


[
    'class' => 'app\components\SearchEngine',
    'apiKey' => 'xxxxxxxx',
    'on search' => function ($event) {
        Yii::info("搜索的关键词： " . $event->keyword);
    },
    'as indexer' => [
        'class' => 'app\components\IndexerBehavior',
        // ... 初始化属性值 ...
    ],
]






使用配置


Yii 中的配置可以用在很多场景。本章开头我们展示了如何使用 [[Yii::creatObject()]] 根据配置信息创建对象。本小节将介绍配置的两种主要用法 —— 配置应用与配置小部件。



应用的配置 


应用的配置可能是最复杂的配置之一。因为 [[yii\web\Application|application]] 类拥有很多可配置的属性和事件。更重要的是它的 [[yii\web\Application::components|components]] 属性可以接收配置数组并通过应用注册为组件。以下是一个针对基础应用模板的应用配置概要：


$config = [
    'id' => 'basic',
    'basePath' => dirname(__DIR__),
    'extensions' => require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/extensions.php'),
    'components' => [
        'cache' => [
            'class' => 'yii\caching\FileCache',
        ],
        'mailer' => [
            'class' => 'yii\swiftmailer\Mailer',
        ],
        'log' => [
            'class' => 'yii\log\Dispatcher',
            'traceLevel' => YII_DEBUG ? 3 : 0,
            'targets' => [
                [
                    'class' => 'yii\log\FileTarget',
                ],
            ],
        ],
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=stay2',
            'username' => 'root',
            'password' => '',
            'charset' => 'utf8',
        ],
    ],
];



配置中没有 class 键的原因是这段配置应用在下面的入口脚本中，类名已经指定了。


(new yii\web\Application($config))->run();



更多关于应用 components 属性配置的信息可以查阅应用以及服务定位器章节。





小部件的配置 


使用小部件时，常常需要配置以便自定义其属性。 [[yii\base\Widget::widget()]] 和  [[yii\base\Widget::begin()]] 方法都可以用来创建小部件。它们可以接受配置数组：


use yii\widgets\Menu;

echo Menu::widget([
    'activateItems' => false,
    'items' => [
        ['label' => 'Home', 'url' => ['site/index']],
        ['label' => 'Products', 'url' => ['product/index']],
        ['label' => 'Login', 'url' => ['site/login'], 'visible' => Yii::$app->user->isGuest],
    ],
]);



上述代码创建了一个小部件 Menu 并将其 activateItems 属性初始化为 false。item 属性也配置成了将要显示的菜单条目。


请注意，代码中已经给出了类名 yii\widgets\Menu'，配置数组**不应该**再包含class` 键。







配置文件 


当配置的内容十分复杂，通用做法是将其存储在一或多个 PHP 文件中，这些文件被称为配置文件。一个配置文件返回的是 PHP 数组。例如，像这样把应用配置信息存储在名为 web.php 的文件中：


return [
    'id' => 'basic',
    'basePath' => dirname(__DIR__),
    'extensions' => require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/extensions.php'),
    'components' => require(__DIR__ . '/components.php'),
];



鉴于 components 配置也很复杂，上述代码把它们存储在单独的 components.php 文件中，并且包含在 web.php 里。components.php 的内容如下：


return [
    'cache' => [
        'class' => 'yii\caching\FileCache',
    ],
    'mailer' => [
        'class' => 'yii\swiftmailer\Mailer',
    ],
    'log' => [
        'class' => 'yii\log\Dispatcher',
        'traceLevel' => YII_DEBUG ? 3 : 0,
        'targets' => [
            [
                'class' => 'yii\log\FileTarget',
            ],
        ],
    ],
    'db' => [
        'class' => 'yii\db\Connection',
        'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=stay2',
        'username' => 'root',
        'password' => '',
        'charset' => 'utf8',
    ],
];



仅仅需要 “require”，就可以取得一个配置文件的配置内容，像这样：


$config = require('path/to/web.php');
(new yii\web\Application($config))->run();






默认配置 


[[Yii::createObject()]] 方法基于依赖注入容器实现。使用 [[Yii::creatObject()]] 创建对象时，可以附加一系列默认配置到指定类的任何实例。默认配置还可以在入口脚本中调用 Yii::$container->set() 来定义。


例如，如果你想自定义 [[yii\widgets\LinkPager]] 小部件，以便让分页器最多只显示 5 个翻页按钮（默认是 10 个），你可以用下述代码实现：


\Yii::$container->set('yii\widgets\LinkPager', [
    'maxButtonCount' => 5,
]);



不使用默认配置的话，你就得在任何使用分页器的地方，都配置 maxButtonCount 的值。





环境常量 


配置经常要随着应用运行的不同环境更改。例如在开发环境中，你可能使用名为 mydb_dev 的数据库，而生产环境则使用 mydb_prod 数据库。为了便于切换使用环境，Yii 提供了一个定义在入口脚本中的 YII_ENV 常量。如下：


defined('YII_ENV') or define('YII_ENV', 'dev');



你可以把 YII_ENV 定义成以下任何一种值：



		prod：生产环境。常量 YII_ENV_PROD 将被看作 true。如果你没修改过，这就是 YII_ENV 的默认值。


		dev：开发环境。常量 YII_ENV_DEV 将被看作 true。


		test：测试环境。常量 YII_ENV_TEST 将被看作 true。





有了这些环境常量，你就可以根据当下应用运行环境的不同，进行差异化配置。例如，应用可以包含下述代码只在开发环境中开启调试工具。


$config = [...];

if (YII_ENV_DEV) {
    // 根据 `dev` 环境进行的配置调整
    $config['bootstrap'][] = 'debug';
    $config['modules']['debug'] = 'yii\debug\Module';
}

return $config;
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Controllers


Controllers are part of the MVC [http://en.wikipedia.org/wiki/Model%E2%80%93view%E2%80%93controller] architecture.
They are objects of classes extending from [[yii\base\Controller]] and are responsible for processing requests and
generating responses. In particular, after taking over the control from applications,
controllers will analyze incoming request data, pass them to models, inject model results
into views, and finally generate outgoing responses.



Actions 


Controllers are composed of actions which are the most basic units that end users can address and request for
execution. A controller can have one or multiple actions.


The following example shows a post controller with two actions: view and create:


namespace app\controllers;

use Yii;
use app\models\Post;
use yii\web\Controller;
use yii\web\NotFoundHttpException;

class PostController extends Controller
{
    public function actionView($id)
    {
        $model = Post::findOne($id);
        if ($model === null) {
            throw new NotFoundHttpException;
        }

        return $this->render('view', [
            'model' => $model,
        ]);
    }

    public function actionCreate()
    {
        $model = new Post;

        if ($model->load(Yii::$app->request->post()) && $model->save()) {
            return $this->redirect(['view', 'id' => $model->id]);
        } else {
            return $this->render('create', [
                'model' => $model,
            ]);
        }
    }
}



In the view action (defined by the actionView() method), the code first loads the model
according to the requested model ID; If the model is loaded successfully, it will display it using
a view named view. Otherwise, it will throw an exception.


In the create action (defined by the actionCreate() method), the code is similar. It first tries to populate
the model using the request data and save the model. If both succeed it will redirect
the browser to the view action with the ID of the newly created model. Otherwise it will display
the create view through which users can provide the needed input.





Routes 


End users address actions through the so-called routes. A route is a string that consists of the following parts:



		a module ID: this exists only if the controller belongs to a non-application module;


		a controller ID: a string that uniquely identifies the controller among all controllers within the same application
(or the same module if the controller belongs to a module);


		an action ID: a string that uniquely identifies the action among all actions within the same controller.





Routes take the following format:


ControllerID/ActionID



or the following format if the controller belongs to a module:


ModuleID/ControllerID/ActionID



So if a user requests with the URL http://hostname/index.php?r=site/index, the index action in the site controller
will be executed. For more details on how routes are resolved into actions, please refer to
the Routing and URL Generation section.





Creating Controllers 


In [[yii\web\Application|Web applications]], controllers should extend from [[yii\web\Controller]] or its
child classes. Similarly in [[yii\console\Application|console applications]], controllers should extend from
[[yii\console\Controller]] or its child classes. The following code defines a site controller:


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
}




Controller IDs 


Usually, a controller is designed to handle the requests regarding a particular type of resource.
For this reason, controller IDs are often nouns referring to the types of the resources that they are handling.
For example, you may use article as the ID of a controller that handles article data.


By default, controller IDs should contain these characters only: English letters in lower case, digits,
underscores, dashes and forward slashes. For example, article and post-comment are both valid controller IDs,
while article?, PostComment, admin\post are not.


A controller ID may also contain a subdirectory prefix. For example, admin/article stands for an article controller
in the admin subdirectory under the [[yii\base\Application::controllerNamespace|controller namespace]].
Valid characters for subdirectory prefixes include: English letters in lower and upper cases, digits, underscores and
forward slashes, where forward slashes are used as separators for multi-level subdirectories (e.g. panels/admin).





Controller Class Naming 


Controller class names can be derived from controller IDs according to the following rules:



		Turn the first letter in each word separated by dashes into upper case. Note that if the controller ID
contains slashes, this rule only applies to the part after the last slash in the ID.


		Remove dashes and replace any forward slashes with backward slashes.


		Append the suffix Controller.


		And prepend the [[yii\base\Application::controllerNamespace|controller namespace]].





The followings are some examples, assuming the [[yii\base\Application::controllerNamespace|controller namespace]]
takes the default value app\controllers:



		article derives app\controllers\ArticleController;


		post-comment derives app\controllers\PostCommentController;


		admin/post-comment derives app\controllers\admin\PostCommentController;


		adminPanels/post-comment derives app\controllers\adminPanels\PostCommentController.





Controller classes must be autoloadable. For this reason, in the above examples,
the article controller class should be saved in the file whose alias
is @app/controllers/ArticleController.php; while the admin/post2-comment controller should be
in @app/controllers/admin/Post2CommentController.php.



Info: The last example admin/post2-comment shows how you can put a controller under a sub-directory
of the [[yii\base\Application::controllerNamespace|controller namespace]]. This is useful when you want
to organize your controllers into several categories and you do not want to use modules.






Controller Map 


You can configure [[yii\base\Application::controllerMap|controller map]] to overcome the constraints
of the controller IDs and class names described above. This is mainly useful when you are using some
third-party controllers which you do not have control over their class names.


You may configure [[yii\base\Application::controllerMap|controller map]] in the
application configuration like the following:


[
    'controllerMap' => [
        // declares "account" controller using a class name
        'account' => 'app\controllers\UserController',

        // declares "article" controller using a configuration array
        'article' => [
            'class' => 'app\controllers\PostController',
            'enableCsrfValidation' => false,
        ],
    ],
]






Default Controller 


Each application has a default controller specified via the [[yii\base\Application::defaultRoute]] property.
When a request does not specify a route, the route specified by this property will be used.
For [[yii\web\Application|Web applications]], its value is 'site', while for [[yii\console\Application|console applications]],
it is help. Therefore, if a URL is http://hostname/index.php, it means the site controller will handle the request.


You may change the default controller with the following application configuration:


[
    'defaultRoute' => 'main',
]








Creating Actions 


Creating actions can be as simple as defining the so-called action methods in a controller class. An action method is
a public method whose name starts with the word action. The return value of an action method represents
the response data to be sent to end users. The following code defines two actions index and hello-world:


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public function actionIndex()
    {
        return $this->render('index');
    }

    public function actionHelloWorld()
    {
        return 'Hello World';
    }
}




Action IDs 


An action is often designed to perform a particular manipulation about a resource. For this reason,
action IDs are usually verbs, such as view, update, etc.


By default, action IDs should contain these characters only: English letters in lower case, digits,
underscores and dashes. The dashes in an actionID are used to separate words. For example,
view, update2, comment-post are all valid action IDs, while view?, Update are not.


You can create actions in two ways: inline actions and standalone actions. An inline action is
defined as a method in the controller class, while a standalone action is a class extending
[[yii\base\Action]] or its child class. Inline actions take less effort to create and are often preferred
if you have no intention to reuse these actions. Standalone actions, on the other hand, are mainly
created to be used in different controllers or be redistributed as extensions.





Inline Actions 


Inline actions refer to the actions that are defined in terms of action methods as we just described.


The names of the action methods are derived from action IDs according to the following criteria:



		Turn the first letter in each word of the action ID into upper case;


		Remove dashes;


		Prepend the prefix action.





For example, index becomes actionIndex, and hello-world becomes actionHelloWorld.



Note: The names of the action methods are case-sensitive. If you have a method named ActionIndex,
it will not be considered as an action method, and as a result, the request for the index action
will result in an exception. Also note that action methods must be public. A private or protected
method does NOT define an inline action.



Inline actions are the most commonly defined actions because they take little effort to create. However,
if you plan to reuse the same action in different places, or if you want to redistribute an action,
you should consider defining it as a standalone action.





Standalone Actions 


Standalone actions are defined in terms of action classes extending [[yii\base\Action]] or its child classes.
For example, in the Yii releases, there are [[yii\web\ViewAction]] and [[yii\web\ErrorAction]], both of which
are standalone actions.


To use a standalone action, you should declare it in the action map by overriding the
[[yii\base\Controller::actions()]] method in your controller classes like the following:


public function actions()
{
    return [
        // declares "error" action using a class name
        'error' => 'yii\web\ErrorAction',

        // declares "view" action using a configuration array
        'view' => [
            'class' => 'yii\web\ViewAction',
            'viewPrefix' => '',
        ],
    ];
}



As you can see, the actions() method should return an array whose keys are action IDs and values the corresponding
action class names or configurations. Unlike inline actions, action IDs for standalone
actions can contain arbitrary characters, as long as they are declared in the actions() method.


To create a standalone action class, you should extend [[yii\base\Action]] or its child class, and implement
a public method named run(). The role of the run() method is similar to that of an action method. For example,


<?php
namespace app\components;

use yii\base\Action;

class HelloWorldAction extends Action
{
    public function run()
    {
        return "Hello World";
    }
}






Action Results 


The return value of an action method or the run() method of a standalone action is significant. It stands
for the result of the corresponding action.


The return value can be a response object which will be sent to the end user as the response.



		For [[yii\web\Application|Web applications]], the return value can also be some arbitrary data which will
be assigned to [[yii\web\Response::data]] and be further converted into a string representing the response body.


		For [[yii\console\Application|console applications]], the return value can also be an integer representing
the [[yii\console\Response::exitStatus|exit status]] of the command execution.





In the examples shown above, the action results are all strings which will be treated as the response body
to be sent to end users. The following example shows how an action can redirect the user browser to a new URL
by returning a response object (because the [[yii\web\Controller::redirect()|redirect()]] method returns
a response object):


public function actionForward()
{
    // redirect the user browser to http://example.com
    return $this->redirect('http://example.com');
}






Action Parameters 


The action methods for inline actions and the run() methods for standalone actions can take parameters,
called action parameters. Their values are obtained from requests. For [[yii\web\Application|Web applications]],
the value of each action parameter is retrieved from $_GET using the parameter name as the key;
for [[yii\console\Application|console applications]], they correspond to the command line arguments.


In the following example, the view action (an inline action) has declared two parameters: $id and $version.


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class PostController extends Controller
{
    public function actionView($id, $version = null)
    {
        // ...
    }
}



The action parameters will be populated as follows for different requests:



		http://hostname/index.php?r=post/view&id=123: the $id parameter will be filled with the value
'123',  while $version is still null because there is no version query parameter.


		http://hostname/index.php?r=post/view&id=123&version=2: the $id and $version parameters will
be filled with '123' and '2', respectively.


		http://hostname/index.php?r=post/view: a [[yii\web\BadRequestHttpException]] exception will be thrown
because the required $id parameter is not provided in the request.


		http://hostname/index.php?r=post/view&id[]=123: a [[yii\web\BadRequestHttpException]] exception will be thrown
because $id parameter is receiving an unexpected array value ['123'].





If you want an action parameter to accept array values, you should type-hint it with array, like the following:


public function actionView(array $id, $version = null)
{
    // ...
}



Now if the request is http://hostname/index.php?r=post/view&id[]=123, the $id parameter will take the value
of ['123']. If the request is http://hostname/index.php?r=post/view&id=123, the $id parameter will still
receive the same array value because the scalar value '123' will be automatically turned into an array.


The above examples mainly show how action parameters work for Web applications. For console applications,
please refer to the Console Commands section for more details.





Default Action 


Each controller has a default action specified via the [[yii\base\Controller::defaultAction]] property.
When a route contains the controller ID only, it implies that the default action of
the specified controller is requested.


By default, the default action is set as index. If you want to change the default value, simply override
this property in the controller class, like the following:


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public $defaultAction = 'home';

    public function actionHome()
    {
        return $this->render('home');
    }
}








Controller Lifecycle 


When processing a request, an application will create a controller
based on the requested route. The controller will then undergo the following lifecycle
to fulfill the request:



		The [[yii\base\Controller::init()]] method is called after the controller is created and configured.


		The controller creates an action object based on the requested action ID:
		If the action ID is not specified, the [[yii\base\Controller::defaultAction|default action ID]] will be used.


		If the action ID is found in the [[yii\base\Controller::actions()|action map]], a standalone action
will be created;


		If the action ID is found to match an action method, an inline action will be created;


		Otherwise an [[yii\base\InvalidRouteException]] exception will be thrown.








		The controller sequentially calls the beforeAction() method of the application, the module (if the controller
belongs to a module) and the controller.
		If one of the calls returns false, the rest of the uncalled beforeAction() will be skipped and the
action execution will be cancelled.


		By default, each beforeAction() method call will trigger a beforeAction event to which you can attach a handler.








		The controller runs the action:
		The action parameters will be analyzed and populated from the request data;








		The controller sequentially calls the afterAction() method of the controller, the module (if the controller
belongs to a module) and the application.
		By default, each afterAction() method call will trigger an afterAction event to which you can attach a handler.








		The application will take the action result and assign it to the response.








Best Practices 


In a well-designed application, controllers are often very thin with each action containing only a few lines of code.
If your controller is rather complicated, it usually indicates that you should refactor it and move some code
to other classes.


In summary, controllers



		may access the request data;


		may call methods of models and other service components with request data;


		may use views to compose responses;


		should NOT process the request data - this should be done in models;


		should avoid embedding HTML or other presentational code - this is better done in views.
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Предзагрузка


Предзагрузка это процесс настройки рабочей среды до того, как будет запущено приложение и обработан входящий запрос.
Предзагрузка осуществляется в двух местах: во входном скрипте и в приложении.


Во входном скрипте, регистрируются автозагрузчики классов различных библиотек. Этот процесс
включает в себя автозагрузчик классов Composer через autoload.php файл и автозагрузчик классов Yii через его Yii файл.
Затем входной скрипт загружает конфигурацию приложения и создает объект приложения.


В конструкторе приложения происходит следующий процесс предзагрузки:



		Вызывается метод [[yii\base\Application::preInit()|preInit()]], которые конфигурирует свойства приложения, имеющие
наивысший приоритет, такие как [[yii\base\Application::basePath|basePath]];


		Регистрируется [[yii\base\Application::errorHandler|обработчик ошибок]];


		Происходит инициализация свойств приложения согласно заданной конфигурации;


		Вызывается метод [[yii\base\Application::init()|init()]], который в свою очередь вызывает метод [[yii\base\Application::bootstrap()|bootstrap()]] для
запуска компонентов предзагрузки.
		Подключается файл манифеста vendor/yiisoft/extensions.php;


		Создаются и запускаются компоненты предзагрузки объявленные в расширениях;


		Создаются и запускаются компоненты приложения и/или модули, объявленные
в свойстве предзагрузка приложения.











Поскольку предзагрузка осуществляется прежде чем будет обработан каждый запрос, то очень важно, чтобы этот процесс был легким и максимально оптимизированным.


Старайтесь не регистрировать слишком много компонентов в предзагрузке. Компонент предзагрузки нужен только тогда, когда он должен
участвовать в полном жизненном цикле процесса обработки запроса. Например, если модуль должен зарегистрировать дополнительные правила парсинга URL,
то он должен быть указан в свойстве предзагрузка, чтобы новые правила URL были учтены при обработке запроса.


В производственном режиме включите байткод кэшеры, такие как APC, для минимизации времени необходимого на подключение и парсинг php файлов.


Некоторые большие приложения могут иметь сложную конфигурацию, которая разделена на несколько мелких файлов.
Если это тот самый случай, возможно вам стоит кэшировать весь конфигурационный файл и загружать его прямо из кэша до создания объекта
приложения во входном скрипте.
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HTTP 缓存


除了前面章节讲到的服务器端缓存外， Web 应用还可以利用客户端缓存去节省相同页面内容的生成和传输时间。


通过配置 [[yii\filters\HttpCache]] 过滤器，控制器操作渲染的内容就能缓存在客户端。[[yii\filters\HttpCache|HttpCache]] 过滤器仅对 GET 和 HEAD 请求生效，它能为这些请求设置三种与缓存有关的 HTTP 头。



		[[yii\filters\HttpCache::lastModified|Last-Modified]]


		[[yii\filters\HttpCache::etagSeed|Etag]]


		[[yii\filters\HttpCache::cacheControlHeader|Cache-Control]]






Last-Modified 头 


Last-Modified 头使用时间戳标明页面自上次客户端缓存后是否被修改过。


通过配置 [[yii\filters\HttpCache::lastModified]] 属性向客户端发送 Last-Modified 头。该属性的值应该为 PHP callable 类型，返回的是页面修改时的 Unix 时间戳。该 callable 的参数和返回值应该如下：


/**
 * @param Action $action 当前处理的操作对象
 * @param array $params “params” 属性的值
 * @return integer 页面修改时的 Unix 时间戳
 */
function ($action, $params)



以下是使用 Last-Modified 头的示例：


public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => 'yii\filters\HttpCache',
            'only' => ['index'],
            'lastModified' => function ($action, $params) {
                $q = new \yii\db\Query();
                return $q->from('post')->max('updated_at');
            },
        ],
    ];
}



上述代码表明 HTTP 缓存只在 index 操作时启用。它会基于页面最后修改时间生成一个 Last-Modified HTTP 头。当浏览器第一次访问 index 页时，服务器将会生成页面并发送至客户端浏览器。之后客户端浏览器在页面没被修改期间访问该页，服务器将不会重新生成页面，浏览器会使用之前客户端缓存下来的内容。因此服务端渲染和内容传输都将省去。





ETag 头 


“Entity Tag”（实体标签，简称 ETag）使用一个哈希值表示页面内容。如果页面被修改过，哈希值也会随之改变。通过对比客户端的哈希值和服务器端生成的哈希值，浏览器就能判断页面是否被修改过，进而决定是否应该重新传输内容。


通过配置 [[yii\filters\HttpCache::etagSeed]] 属性向客户端发送 ETag 头。该属性的值应该为 PHP callable 类型，返回的是一段种子字符用来生成 ETag 哈希值。该 callable 的参数和返回值应该如下：


/**
 * @param Action $action 当前处理的操作对象
 * @param array $params “params” 属性的值
 * @return string 一段种子字符用来生成 ETag 哈希值
 */
function ($action, $params)



以下是使用 ETag 头的示例：


public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => 'yii\filters\HttpCache',
            'only' => ['view'],
            'etagSeed' => function ($action, $params) {
                $post = $this->findModel(\Yii::$app->request->get('id'));
                return serialize([$post->title, $post->content]);
            },
        ],
    ];
}



上述代码表明 HTTP 缓存只在 view 操作时启用。它会基于用户请求的标题和内容生成一个 ETag HTTP 头。当浏览器第一次访问 view 页时，服务器将会生成页面并发送至客户端浏览器。之后客户端浏览器标题和内容没被修改在期间访问该页，服务器将不会重新生成页面，浏览器会使用之前客户端缓存下来的内容。因此服务端渲染和内容传输都将省去。


ETag 相比 Last-Modified 能实现更复杂和更精确的缓存策略。例如，当站点切换到另一个主题时可以使 ETag 失效。


复杂的 Etag 生成种子可能会违背使用 HttpCache 的初衷而引起不必要的性能开销，因为响应每一次请求都需要重新计算 Etag。请试着找出一个最简单的表达式去触发 Etag 失效。



注意：为了遵循 RFC 7232（HTTP 1.1 协议） [http://tools.ietf.org/html/rfc7232#section-2.4]，如果同时配置了 ETag 和 Last-Modified 头，HttpCache 将会同时发送它们。并且如果客户端同时发送 If-None-Match 头和 If-Modified-Since 头，则只有前者会被接受。






Cache-Control 头 


Cache-Control 头指定了页面的常规缓存策略。可以通过配置 [[yii\filters\HttpCache::cacheControlHeader]] 属性发送相应的头信息。默认发送以下头：


Cache-Control: public, max-age=3600






会话缓存限制器 


当页面使 session 时，PHP 将会按照 PHP.INI 中所设置的 session.cache_limiter 值自动发送一些缓存相关的 HTTP 头。这些 HTTP 头有可能会干扰你原本设置的 HttpCache 或让其失效。为了避免此问题，默认情况下 HttpCache 禁止自动发送这些头。想改变这一行为，可以配置 [[yii\filters\HttpCache::sessionCacheLimiter]] 属性。该属性接受一个字符串值，包括 public，private，private_no_expire，和 nocache。请参考 PHP 手册中的缓存限制器 [http://www.php.net/manual/en/function.session-cache-limiter.php]了解这些值的含义。





SEO 影响 


搜索引擎趋向于遵循站点的缓存头。因为一些爬虫的抓取频率有限制，启用缓存头可以可以减少重复请求数量，增加爬虫抓取效率（译者：大意如此，但搜索引擎的排名规则不了解，好的缓存策略应该是可以为用户体验加分的）。
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jQuery UI Widgets



Note: This section is under development.



Yii includes support for the jQuery UI [http://api.jqueryui.com/] library in an official extension. jQuery UI is
a curated set of user interface interactions, effects, widgets, and themes built on top of the jQuery JavaScript Library.



Installation


The preferred way to install the extension is through composer [http://getcomposer.org/download/].


Either run


php composer.phar require --prefer-dist yiisoft/yii2-jui "*"



or add


"yiisoft/yii2-jui": "*"



to the require section of your composer.json file.





Yii widgets


Most complex jQuery UI components are wrapped into Yii widgets to allow more robust syntax and integrate with
framework features. All widgets belong to \yii\jui namespace:



		[[yii\jui\Accordion|Accordion]]


		[[yii\jui\AutoComplete|AutoComplete]]


		[[yii\jui\DatePicker|DatePicker]]


		[[yii\jui\Dialog|Dialog]]


		[[yii\jui\Draggable|Draggable]]


		[[yii\jui\Droppable|Droppable]]


		[[yii\jui\Menu|Menu]]


		[[yii\jui\ProgressBar|ProgressBar]]


		[[yii\jui\Resizable|Resizable]]


		[[yii\jui\Selectable|Selectable]]


		[[yii\jui\Slider|Slider]]


		[[yii\jui\SliderInput|SliderInput]]


		[[yii\jui\Sortable|Sortable]]


		[[yii\jui\Spinner|Spinner]]


		[[yii\jui\Tabs|Tabs]]
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Обзор


Yii приложения организованы согласно шаблону проектирования модель-представление-поведение (MVC) [http://ru.wikipedia.org/wiki/Model-View-Controller].
Модели представляют собой данные, бизнес логику и бизнес правила; представления
отвечают за отображение информации, в том числе и на основе данных, полученных из моделей; контроллеры
принимают входные данные от пользователя и преобразовывают их в понятный для моделей формат и команды, а также отвечают за отображение
нужного представления.


Кроме MVC, Yii приложения также имеют следующие сущности:



		входные скрипты: это PHP скрипты, которые доступны напрямую конечному пользователю приложения.
Они ответственны за запуск и обработку входящего запроса;


		приложения: это глобально доступные объекты, которые осуществляют корректную работу различных
компонентов приложения и их координацию для обработки запроса;


		компоненты приложения: это объекты, зарегистрированные в приложении и предоставляющие
различные возможности для обработки текущего запроса;


		модули: это самодостаточные пакеты, которые включают в себя полностью все средства для MVC.
Приложение может быть организованно с помощью нескольких модулей;


		фильтры: это код, который должен быть выполнен до и после обработки запроса контроллерами;


		виджеты: это объекты, которые могут включать в себя представления.
Они могут содержать различную логику и быть использованы в различных представлениях.





Ниже на диаграмме представлена структурная схема приложения:


[image: Static Structure of Application]
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认证


和Web应用不同，RESTful APIs 通常是无状态的，也就意味着不应使用sessions 或 cookies，
因此每个请求应附带某种授权凭证，因为用户授权状态可能没通过sessions 或 cookies维护，
常用的做法是每个请求都发送一个秘密的access token来认证用户，由于access token可以唯一识别和认证用户，
API 请求应通过HTTPS来防止man-in-the-middle (MitM) 中间人攻击.


下面有几种方式来发送access token：



		HTTP 基本认证 [http://en.wikipedia.org/wiki/Basic_access_authentication]: access token
当作用户名发送，应用在access token可安全存在API使用端的场景，例如，API使用端是运行在一台服务器上的程序。


		请求参数: access token 当作API URL请求参数发送，例如
https://example.com/users?access-token=xxxxxxxx，由于大多数服务器都会保存请求参数到日志，
这种方式应主要用于JSONP 请求，因为它不能使用HTTP头来发送access token


		OAuth 2 [http://oauth.net/2/]: 使用者从认证服务器上获取基于OAuth2协议的access token，然后通过
HTTP Bearer Tokens [http://tools.ietf.org/html/rfc6750] 发送到API 服务器。





Yii 支持上述的认证方式，你也可很方便的创建新的认证方式。


为你的APIs启用认证，做以下步骤：



		配置user 应用组件:
		设置 [[yii\web\User::enableSession|enableSession]] 属性为 false.


		设置 [[yii\web\User::loginUrl|loginUrl]] 属性为null 显示一个HTTP 403 错误而不是跳转到登录界面.








		在你的REST 控制器类中配置authenticator 行为来指定使用哪种认证方式


		在你的[[yii\web\User::identityClass|user identity class]] 类中实现 [[yii\web\IdentityInterface::findIdentityByAccessToken()]] 方法.





步骤1不是必要的，但是推荐配置，因为RESTful APIs应为无状态的，当[[yii\web\User::enableSession|enableSession]]为false，
请求中的用户认证状态就不能通过session来保持，每个请求的认证通过步骤2和3来实现。



提示: 如果你将RESTful APIs作为应用开发，可以设置应用配置中 user 组件的[[yii\web\User::enableSession|enableSession]]，
如果将RESTful APIs作为模块开发，可以在模块的 init() 方法中增加如下代码，如下所示：



public function init()
{
    parent::init();
    \Yii::$app->user->enableSession = false;
}



例如，为使用HTTP Basic Auth，可配置authenticator 行为，如下所示：


use yii\filters\auth\HttpBasicAuth;

public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['authenticator'] = [
        'class' => HttpBasicAuth::className(),
    ];
    return $behaviors;
}



如果你系那个支持以上3个认证方式，可以使用CompositeAuth，如下所示：


use yii\filters\auth\CompositeAuth;
use yii\filters\auth\HttpBasicAuth;
use yii\filters\auth\HttpBearerAuth;
use yii\filters\auth\QueryParamAuth;

public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['authenticator'] = [
        'class' => CompositeAuth::className(),
        'authMethods' => [
            HttpBasicAuth::className(),
            HttpBearerAuth::className(),
            QueryParamAuth::className(),
        ],
    ];
    return $behaviors;
}



authMethods 中每个单元应为一个认证方法名或配置数组。


findIdentityByAccessToken()方法的实现是系统定义的，
例如，一个简单的场景，当每个用户只有一个access token, 可存储access token 到user表的access_token列中，
方法可在User类中简单实现，如下所示：


use yii\db\ActiveRecord;
use yii\web\IdentityInterface;

class User extends ActiveRecord implements IdentityInterface
{
    public static function findIdentityByAccessToken($token, $type = null)
    {
        return static::findOne(['access_token' => $token]);
    }
}



在上述认证启用后，对于每个API请求，请求控制器都会在它的beforeAction()步骤中对用户进行认证。


如果认证成功，控制器再执行其他检查(如频率限制，操作权限)，然后再执行操作，
授权用户信息可使用Yii::$app->user->identity获取.


如果认证失败，会发送一个HTTP状态码为401的响应，并带有其他相关信息头(如HTTP 基本认证会有WWW-Authenticate 头信息).



授权 [bookmark: authorization]


在用户认证成功后，你可能想要检查他是否有权限执行对应的操作来获取资源，这个过程称为 authorization ，
详情请参考 Authorization section.


如果你的控制器从[[yii\rest\ActiveController]]类继承，可覆盖 [[yii\rest\Controller::checkAccess()|checkAccess()]] 方法
来执行授权检查，该方法会被[[yii\rest\ActiveController]]内置的操作调用。
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Looking Ahead


If you’ve read through the entire “Getting Started” chapter, you have now created a complete Yii application. In the process, you have learned how to implement some commonly
needed features, such as getting data from users via an HTML form, fetching data from a database, and
displaying data in a paginated fashion. You have also learned how to use Gii to generate
code automatically. Using Gii for code generation turns the bulk of your Web development process into a task as simple as just filling out some forms.


This section will summarize the Yii resources available to help you be more productive when using the framework.



		Documentation
		The Definitive Guide [http://www.yiiframework.com/doc-2.0/guide-README.html]:
As the name indicates, the guide precisely defines how Yii should work and provides general guidance
about using Yii. It is the single most important Yii tutorial, and one that you should read
before writing any Yii code.


		The Class Reference [http://www.yiiframework.com/doc-2.0/index.html]:
This specifies the usage of every class provided by Yii. It should be mainly used when you are writing
code and want to understand the usage of a particular class, method, property. Usage of the class reference is best only after a contextual understanding of the entire framework.


		The Wiki Articles [http://www.yiiframework.com/wiki/?tag=yii2]:
The wiki articles are written by Yii users based on their own experiences. Most of them are written
like cookbook recipes, and show how to solve particular problems using Yii. While the quality of these
articles may not be as good as the Definitive Guide, they are useful in that they cover broader topics
and can often provide ready-to-use solutions.


		Books [http://www.yiiframework.com/doc/]








		Extensions [http://www.yiiframework.com/extensions/]:
Yii boasts a library of thousands of user-contributed extensions that can be easily plugged into your applications, thereby making your application development even faster and easier.


		Community
		Forum: http://www.yiiframework.com/forum/


		IRC chat: The #yii channel on the freenode network (irc://irc.freenode.net/yii)


		GitHub: https://github.com/yiisoft/yii2


		Facebook: https://www.facebook.com/groups/yiitalk/


		Twitter: https://twitter.com/yiiframework


		LinkedIn: https://www.linkedin.com/groups/yii-framework-1483367


		Stackoverflow: http://stackoverflow.com/questions/tagged/yii2
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Работа с базами данных


Этот раздел расскажет о том, как создать новую страницу, отображающую данные по странам, полученные из таблицы countries базы данных. Для достижения этой цели вам будет необходимо настроить подключение к базе данных, создать класс Active Record, определить action, и создать view.


Изучив эту часть, вы научитесь:



		Настраивать подключение к БД


		Определять класс Active Record


		Запрашивать данные, используя класс Active Record


		Отображать данные во view с использованием пагинации





Обратите внимание, чтобы усвоить этот раздел, вы должны иметь базовые знания и навыки использования баз данных.
В частности, вы должны знать, как создать базу данных, и как выполнять SQL запросы, используя клиентские инструменты для работы с БД.



Подготавливаем базу данных 


Для начала, создайте базу данных под названием yii2basic, из которой вы будете получать данные в вашем приложении.
Вы можете создать базу данных SQLite, MySQL, PostgreSQL, MSSQL или Oracle, так как Yii имеет встроенную поддержку для многих баз данных. Для простоты, в дальнейшем описании будет подразумеваться MySQL.


После этого создайте в базе данных таблицу country, и добавьте в неё немного демонстрационных данных. Вы можете запустить следующую SQL инструкцию, чтобы сделать это:


CREATE TABLE `country` (
  `code` CHAR(2) NOT NULL PRIMARY KEY,
  `name` CHAR(52) NOT NULL,
  `population` INT(11) NOT NULL DEFAULT '0'
) ENGINE=InnoDB DEFAULT CHARSET=utf8;

INSERT INTO `country` VALUES ('AU','Australia',18886000);
INSERT INTO `country` VALUES ('BR','Brazil',170115000);
INSERT INTO `country` VALUES ('CA','Canada',1147000);
INSERT INTO `country` VALUES ('CN','China',1277558000);
INSERT INTO `country` VALUES ('DE','Germany',82164700);
INSERT INTO `country` VALUES ('FR','France',59225700);
INSERT INTO `country` VALUES ('GB','United Kingdom',59623400);
INSERT INTO `country` VALUES ('IN','India',1013662000);
INSERT INTO `country` VALUES ('RU','Russia',146934000);
INSERT INTO `country` VALUES ('US','United States',278357000);



На данный момент у вас есть база данных под названием yii2basic, и внутри неё таблица country с тремя столбцами, содержащими десять строк данных.





Настраиваем подключение к БД 


Перед продолжением убедитесь, что у вас установлены PHP-расширение PDO [http://www.php.net/manual/en/book.pdo.php] и драйвер PDO для используемой вами базы данных (н-р pdo_mysql для MySQL). Это базовое требование в случае использования вашим приложением реляционной базы данных.
После того, как они установлены, откройте файл config/db.php и измените параметры на верные для вашей базы данных. По умолчанию этот файл содержит следующее:


<?php

return [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=yii2basic',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
];



Файл config/db.php - типичный конфигурационный инструмент, базирующийся на файлах. Данный конфигурационный файл определяет параметры, необходимые для создания и инициализации экземпляра [[yii\db\Connection]], через который вы можете делать SQL запросы к подразумеваемой базе данных.


Подключение к БД, настроенное выше, доступно в коде приложения через выражение Yii::$app->db.



Информация: файл config/db.php будет подключен главной конфигурацией приложения config/web.php,
описывающей то, как экземпляр приложения должен быть инициализирован.
Для детальной информации, пожалуйста, обратитесь к разделу Конфигурации.






Создаём потомка Active Record 


Чтобы представлять и получать данные из таблицы country, создайте класс - потомок Active Record, под названием Country, и сохраните его в файле models/Country.php.


<?php

namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;

class Country extends ActiveRecord
{
}



Класс Country наследуется от [[yii\db\ActiveRecord]]. Вам не нужно писать ни строчки кода внутри него! С кодом, приведённым выше, Yii свяжет имя таблицы с именем класса.



Информация: Если нет возможности задать прямой зависимости между именем таблицы и именем класса, вы можете переопределить
метод [[yii\db\ActiveRecord::tableName()]], чтобы явно задать имя связанной таблицы.



Используя класс Country, вы можете легко манипулировать данными в таблице country, как показано в этих фрагментах:


use app\models\Country;

// получаем все строки из таблицы "country" и сортируем их по "name"
$countries = Country::find()->orderBy('name')->all();

// получаем строку с первичным ключом "US"
$country = Country::findOne('US');

// отобразит "United States"
echo $country->name;

// меняем имя страны на "U.S.A." и сохраняем в базу данных
$country->name = 'U.S.A.';
$country->save();




Информация: Active Record - мощный способ доступа и манипулирования данными БД в объектно-ориентированном стиле.
Вы можете найти подробную информацию в разделе Active Record. В качестве альтернативы, вы также можете взаимодействовать с базой данных, используя более низкоуровневый способ доступа, называемый Data Access Objects.






Создаём Action 


Для того, чтобы показать данные по странам конечным пользователям, вам надо создать новый action. Вместо размещения нового action’a в контроллере site, как вы делали в предыдущих разделах, будет иметь больше смысла создать новый контроллер специально для всех действий, относящихся к данным по странам. Назовите новый контроллер CountryController, и создайте action index внутри него, как показано ниже.


<?php

namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;
use yii\data\Pagination;
use app\models\Country;

class CountryController extends Controller
{
    public function actionIndex()
    {
        $query = Country::find();

        $pagination = new Pagination([
            'defaultPageSize' => 5,
            'totalCount' => $query->count(),
        ]);

        $countries = $query->orderBy('name')
            ->offset($pagination->offset)
            ->limit($pagination->limit)
            ->all();

        return $this->render('index', [
            'countries' => $countries,
            'pagination' => $pagination,
        ]);
    }
}



Сохраните код выше в файле controllers/CountryController.php.


Action index вызывает Country::find(). Данный метод Active Record строит запрос к БД и извлекает все данные из таблицы country.
Чтобы ограничить количество стран, возвращаемых каждым запросом, запрос разбивается на страницы с помощью объекта [[yii\data\Pagination]]. Объект Pagination служит двум целям:



		Устанавливает пункты offset и limit для SQL инструкции, представленной запросом, чтобы она возвращала только одну страницу данных за раз (в нашем случае максимум 5 строк на страницу).


		Он используется во view для отображения пагинатора, состоящего из набора кнопок с номерами страниц, это будет разъяснено в следующем подразделе.





В конце кода action index выводит view с именем index, и передаёт в него данные по странам вместе c информацией о пагинации.





Создаём View 


Первым делом создайте поддиректорию с именем country внутри директории views. Эта папка будет использоваться для хранения всех view, выводимых контроллером country. Внутри директории views/country создайте файл с именем index.php, содержащий следующий код:


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\LinkPager;
?>
<h1>Countries</h1>
<ul>
<?php foreach ($countries as $country): ?>
    <li>
        <?= Html::encode("{$country->name} ({$country->code})") ?>:
        <?= $country->population ?>
    </li>
<?php endforeach; ?>
</ul>

<?= LinkPager::widget(['pagination' => $pagination]) ?>



View имеет 2 части относительно отображения данных по странам. В первой части предоставленные данные по странам выводятся как неупорядоченный HTML-список.
Во второй части выводится виджет [[yii\widgets\LinkPager]], используя информацию о пагинации, переданную из action во view. Виджет LinkPager отображает набор постраничных кнопок. Клик по любой из них обновит данные по странам в соответствующей странице.





Испытываем в действии 


Чтобы увидеть, как работает весь вышеприведённый код, перейдите по следующей ссылке в своём браузере:


http://hostname/index.php?r=country/index



[image: Список Стран]


В начале вы увидите страницу, показывающую пять стран. Под странами вы увидите пагинатор с четырьмя кнопками. Если вы кликните по кнопке “2”, то увидите страницу, отображающую другие пять стран из базы данных: вторая страница записей.
Посмотрев внимательней, вы увидите, что URL в браузере тоже сменилось на


http://hostname/index.php?r=country/index&page=2



За кадром, [[yii\data\Pagination|Pagination]] предоставляет всю необходимую функциональность для постраничной разбивки набора данных:



		В начале [[yii\data\Pagination|Pagination]] показывает первую страницу, которая отражает SELECT запрос стран с параметрами LIMIT 5 OFFSET 0. Как результат, первые пять стран будут получены и отображены.


		Виджет [[yii\widgets\LinkPager|LinkPager]] выводит кнопки страниц используя URL’ы, созданные [[yii\data\Pagination::createUrl()|Pagination]]. Эти URL’ы будут содержать параметр запроса page, который представляет различные номера страниц.


		Если вы кликните по кнопке “2”, сработает и обработается новый запрос для маршрута country/index. Таким образом новый запрос стран будет иметь параметры LIMIT 5 OFFSET 5 и вернет следующие пять стран для отображения.








Резюме 


В этом разделе вы научились работать с базой данных. Также вы научились получать и отображать данные с постраничной разбивкой с помощью [[yii\data\Pagination]] и [[yii\widgets\LinkPager]].


В следующем разделе вы научитесь использовать мощный инструмент генерации кода, называемый Gii, чтобы с его помощью быстро осуществлять некоторые частоиспользуемые функции, такие, как операции Create-Read-Update-Delete (CRUD) для работы с данными в таблице базы данных. На самом деле код, который вы только что написали, в Yii может быть полностью сгенерирован автоматически с использованием Gii.
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模块


模块是独立的软件单元，由模型, 视图,
控制器和其他支持组件组成，
终端用户可以访问在应用主体中已安装的模块的控制器，
模块被当成小应用主体来看待，和应用主体不同的是，
模块不能单独部署，必须属于某个应用主体。



创建模块 


模块被组织成一个称为[[yii\base\Module::basePath|base path]]的目录，
在该目录中有子目录如controllers, models, views 分别为对应控制器，模型，视图和其他代码，和应用非常类似。
如下例子显示一个模型的目录结构：


forum/
    Module.php                   模块类文件
    controllers/                 包含控制器类文件
        DefaultController.php    default 控制器类文件
    models/                      包含模型类文件
    views/                       包含控制器视图文件和布局文件
        layouts/                 包含布局文件
        default/                 包含DefaultController控制器视图文件
            index.php            index视图文件




模块类 


每个模块都有一个继承[[yii\base\Module]]的模块类，该类文件直接放在模块的[[yii\base\Module::basePath|base path]]目录下，
并且能被 自动加载。当一个模块被访问，和 应用主体实例
类似会创建该模块类唯一实例，模块实例用来帮模块内代码共享数据和组件。


以下示例一个模块类大致定义：


namespace app\modules\forum;

class Module extends \yii\base\Module
{
    public function init()
    {
        parent::init();

        $this->params['foo'] = 'bar';
        // ...  其他初始化代码 ...
    }
}



如果 init() 方法包含很多初始化模块属性代码，
可将他们保存在配置 并在init()中使用以下代码加载：


public function init()
{
    parent::init();
    // 从config.php加载配置来初始化模块
    \Yii::configure($this, require(__DIR__ . '/config.php'));
}



config.php配置文件可能包含以下内容，类似应用主体配置.


<?php
return [
    'components' => [
        // list of component configurations
    ],
    'params' => [
        // list of parameters
    ],
];






模块中的控制器 


创建模块的控制器时，惯例是将控制器类放在模块类命名空间的controllers子命名空间中，
也意味着要将控制器类文件放在模块[[yii\base\Module::basePath|base path]]目录中的controllers子目录中。
例如，上小节中要在forum模块中创建post控制器，应像如下申明控制器类：


namespace app\modules\forum\controllers;

use yii\web\Controller;

class PostController extends Controller
{
    // ...
}



可配置[[yii\base\Module::controllerNamespace]]属性来自定义控制器类的命名空间，
如果一些控制器不再该命名空间下，可配置[[yii\base\Module::controllerMap]]属性让它们能被访问，
这类似于 应用主体配置 所做的。





模块中的视图 


视图应放在模块的[[yii\base\Module::basePath|base path]]对应目录下的 views 目录，
对于模块中控制器对应的视图文件应放在 views/ControllerID 目录下，
其中ControllerID对应 控制器 ID. For example, if
例如，假定控制器类为PostController，目录对应模块[[yii\base\Module::basePath|base path]]目录下的 views/post 目录。


模块可指定 布局，它用在模块的控制器视图渲染。
布局文件默认放在 views/layouts 目录下，可配置[[yii\base\Module::layout]]属性指定布局名，
如果没有配置 layout 属性名，默认会使用应用的布局。







使用模块 


要在应用中使用模块，只需要将模块加入到应用主体配置的[[yii\base\Application::modules|modules]]属性的列表中，
如下代码的应用主体配置 使用 forum 模块:


[
    'modules' => [
        'forum' => [
            'class' => 'app\modules\forum\Module',
            // ... 模块其他配置 ...
        ],
    ],
]



[[yii\base\Application::modules|modules]] 属性使用模块配置数组，每个数组键为模块 ID，
它标识该应用中唯一的模块，数组的值为用来创建模块的 配置。



路由 


和访问应用的控制器类似，路由 也用在模块中控制器的寻址，
模块中控制器的路由必须以模块ID开始，接下来为控制器ID和操作ID。
例如，假定应用使用一个名为 forum 模块，路由forum/post/index 代表模块中 post 控制器的 index 操作，
如果路由只包含模块ID，默认为 default 的[[yii\base\Module::defaultRoute]] 属性来决定使用哪个控制器/操作，
也就是说路由 forum 可能代表 forum 模块的 default 控制器。





访问模块 


在模块中，可能经常需要获取模块类的实例来访问模块ID，模块参数，模块组件等，
可以使用如下语句来获取：


$module = MyModuleClass::getInstance();



其中 MyModuleClass 对应你想要的模块类，getInstance() 方法返回当前请求的模块类实例，
如果模块没有被请求，该方法会返回空，注意不需要手动创建一个模块类，因为手动创建的和Yii处理请求时自动创建的不同。



补充: 当开发模块时，你不能假定模块使用固定的ID，因为在应用或其他没模块中，模块可能会对应到任意的ID，
为了获取模块ID，应使用上述代码获取模块实例，然后通过$module->id获取模块ID。



也可以使用如下方式访问模块实例:


// 获取ID为 "forum" 的模块
$module = \Yii::$app->getModule('forum');

// 获取处理当前请求控制器所属的模块
$module = \Yii::$app->controller->module;



第一种方式仅在你知道模块ID的情况下有效，第二种方式在你知道处理请求的控制器下使用。


一旦获取到模块实例，可访问注册到模块的参数和组件，例如：


$maxPostCount = $module->params['maxPostCount'];






引导启动模块 


有些模块在每个请求下都有运行， [[yii\debug\Module|debug]] 模块就是这种，
为此将这种模块加入到应用主体的 [[yii\base\Application::bootstrap|bootstrap]] 属性中。


例如，如下示例的应用主体配置会确保debug模块每次都被加载：


[
    'bootstrap' => [
        'debug',
    ],

    'modules' => [
        'debug' => 'yii\debug\Module',
    ],
]








模块嵌套 


模块可无限级嵌套，也就是说，模块可以包含另一个包含模块的模块，我们称前者为父模块，后者为子模块，
子模块必须在父模块的[[yii\base\Module::modules|modules]]属性中申明，例如：


namespace app\modules\forum;

class Module extends \yii\base\Module
{
    public function init()
    {
        parent::init();

        $this->modules = [
            'admin' => [
                // 此处应考虑使用一个更短的命名空间
                'class' => 'app\modules\forum\modules\admin\Module',
            ],
        ];
    }
}



在嵌套模块中的控制器，它的路由应包含它所有祖先模块的ID，例如forum/admin/dashboard/index 代表
在模块forum中子模块admin中dashboard控制器的index操作。





最佳实践 


模块在大型项目中常备使用，这些项目的特性可分组，每个组包含一些强相关的特性，
每个特性组可以做成一个模块由特定的开发人员和开发组来开发和维护。


在特性组上，使用模块也是重用代码的好方式，一些常用特性，如用户管理，评论管理，可以开发成模块，
这样在相关项目中非常容易被重用。
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Resources


RESTful APIs are all about accessing and manipulating resources. You may view resources as
models in the MVC paradigm.


While there is no restriction in how to represent a resource, in Yii you usually would represent resources
in terms of objects of [[yii\base\Model]] or its child classes (e.g. [[yii\db\ActiveRecord]]), for the
following reasons:



		[[yii\base\Model]] implements the [[yii\base\Arrayable]] interface, which allows you to
customize how you want to expose resource data through RESTful APIs.


		[[yii\base\Model]] supports input validation, which is useful if your RESTful APIs
need to support data input.


		[[yii\db\ActiveRecord]] provides powerful DB data access and manipulation support, which makes it
a perfect fit if your resource data is stored in databases.





In this section, we will mainly describe how a resource class extending from [[yii\base\Model]] (or its child classes)
can specify what data may be returned via RESTful APIs. If the resource class does not extend from [[yii\base\Model]],
then all its public member variables will be returned.



Fields 


When including a resource in a RESTful API response, the resource needs to be serialized into a string.
Yii breaks this process into two steps. First, the resource is converted into an array by [[yii\rest\Serializer]].
Second, the array is serialized into a string in a requested format (e.g. JSON, XML) by
[[yii\web\ResponseFormatterInterface|response formatters]]. The first step is what you should mainly focus when
developing a resource class.


By overriding [[yii\base\Model::fields()|fields()]] and/or [[yii\base\Model::extraFields()|extraFields()]],
you may specify what data, called fields, in the resource can be put into its array representation.
The difference between these two methods is that the former specifies the default set of fields which should
be included in the array representation, while the latter specifies additional fields which may be included
in the array if an end user requests for them via the expand query parameter. For example,


// returns all fields as declared in fields()
http://localhost/users

// only returns field id and email, provided they are declared in fields()
http://localhost/users?fields=id,email

// returns all fields in fields() and field profile if it is in extraFields()
http://localhost/users?expand=profile

// only returns field id, email and profile, provided they are in fields() and extraFields()
http://localhost/users?fields=id,email&expand=profile




Overriding fields() 


By default, [[yii\base\Model::fields()]] returns all model attributes as fields, while
[[yii\db\ActiveRecord::fields()]] only returns the attributes which have been populated from DB.


You can override fields() to add, remove, rename or redefine fields. The return value of fields()
should be an array. The array keys are the field names, and the array values are the corresponding
field definitions which can be either property/attribute names or anonymous functions returning the
corresponding field values. In the special case when a field name is the same as its defining attribute
name, you can omit the array key. For example,


// explicitly list every field, best used when you want to make sure the changes
// in your DB table or model attributes do not cause your field changes (to keep API backward compatibility).
public function fields()
{
    return [
        // field name is the same as the attribute name
        'id',
        // field name is "email", the corresponding attribute name is "email_address"
        'email' => 'email_address',
        // field name is "name", its value is defined by a PHP callback
        'name' => function ($model) {
            return $model->first_name . ' ' . $model->last_name;
        },
    ];
}

// filter out some fields, best used when you want to inherit the parent implementation
// and blacklist some sensitive fields.
public function fields()
{
    $fields = parent::fields();

    // remove fields that contain sensitive information
    unset($fields['auth_key'], $fields['password_hash'], $fields['password_reset_token']);

    return $fields;
}




Warning: Because by default all attributes of a model will be included in the API result, you should
examine your data to make sure they do not contain sensitive information. If there is such information,
you should override fields() to filter them out. In the above example, we choose
to filter out auth_key, password_hash and password_reset_token.






Overriding extraFields() 


By default, [[yii\base\Model::extraFields()]] returns nothing, while [[yii\db\ActiveRecord::extraFields()]]
returns the names of the relations that have been populated from DB.


The return data format of extraFields() is the same as that of fields(). Usually, extraFields()
is mainly used to specify fields whose values are objects. For example, given the following field
declaration,


public function fields()
{
    return ['id', 'email'];
}

public function extraFields()
{
    return ['profile'];
}



the request with http://localhost/users?fields=id,email&expand=profile may return the following JSON data:


[
    {
        "id": 100,
        "email": "100@example.com",
        "profile": {
            "id": 100,
            "age": 30,
        }
    },
    ...
]








Links 


HATEOAS [http://en.wikipedia.org/wiki/HATEOAS], an abbreviation for Hypermedia as the Engine of Application State,
promotes that RESTful APIs should return information that allow clients to discover actions supported for the returned
resources. The key of HATEOAS is to return a set of hyperlinks with relation information when resource data are served
by the APIs.


Your resource classes may support HATEOAS by implementing the [[yii\web\Linkable]] interface. The interface
contains a single method [[yii\web\Linkable::getLinks()|getLinks()]] which should return a list of [[yii\web\Link|links]].
Typically, you should return at least the self link representing the URL to the resource object itself. For example,


use yii\db\ActiveRecord;
use yii\web\Link;
use yii\web\Linkable;
use yii\helpers\Url;

class User extends ActiveRecord implements Linkable
{
    public function getLinks()
    {
        return [
            Link::REL_SELF => Url::to(['user/view', 'id' => $this->id], true),
        ];
    }
}



When a User object is returned in a response, it will contain a _links element representing the links related
to the user, for example,


{
    "id": 100,
    "email": "user@example.com",
    // ...
    "_links" => {
        "self": {
            "href": "https://example.com/users/100"
        }
    }
}






Collections 


Resource objects can be grouped into collections. Each collection contains a list of resource objects
of the same type.


While collections can be represented as arrays, it is usually more desirable to represent them
as data providers. This is because data providers support sorting and pagination
of resources, which is a commonly needed feature for RESTful APIs returning collections. For example,
the following action returns a data provider about the post resources:


namespace app\controllers;

use yii\rest\Controller;
use yii\data\ActiveDataProvider;
use app\models\Post;

class PostController extends Controller
{
    public function actionIndex()
    {
        return new ActiveDataProvider([
            'query' => Post::find(),
        ]);
    }
}



When a data provider is being sent in a RESTful API response, [[yii\rest\Serializer]] will take out the current
page of resources and serialize them as an array of resource objects. Additionally, [[yii\rest\Serializer]]
will also include the pagination information by the following HTTP headers:



		X-Pagination-Total-Count: The total number of resources;


		X-Pagination-Page-Count: The number of pages;


		X-Pagination-Current-Page: The current page (1-based);


		X-Pagination-Per-Page: The number of resources in each page;


		Link: A set of navigational links allowing client to traverse the resources page by page.





An example may be found in the Quick Start section.
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Встроенные валидаторы


Yii предоставляет встроенный набор часто используемых валидаторов, расположенных, в первую очередь,
в пространстве имен yii\validators. Вместо того, чтобы использовать длинные имена классов валидаторов,
вы можете использовать псевдонимы, чтобы указать на использование этих валидаторов.
Например, вы можете использовать псевдоним required, чтобы сослаться на класс [[yii\validators\RequiredValidator]]:


public function rules()
{
    return [
        [['email', 'password'], 'required'],
    ];
}



Все поддерживаемые псевдонимы валидаторов можно увидеть в свойстве [[yii\validators\Validator::builtInValidators]].


Ниже мы опишем основные способы использования и свойства всех встроенных валидаторов.



[[yii\validators\BooleanValidator|boolean]] 


[
    // Проверяет 'selected' на равенство 0 или 1, без учета типа данных
    ['selected', 'boolean'],

    // Проверяет, что "deleted" - это тип данных boolean и содержит true или false
    ['deleted', 'boolean', 'trueValue' => true, 'falseValue' => false, 'strict' => true],
]



Этот валидатор проверяет, что второе значение является boolean.



		trueValue: значение, соответствующее true. По умолчанию - '1'.


		falseValue: значение, соответствующее false. По умолчанию - '0'.


		strict: должна ли проверка учитывать соответствие типов данных trueValue или falseValue. По умолчанию - false.






Примечание: Из-за того, что как правило данные, полученные из HTML-форм, представляются в виде строки, обычно вам стоит
оставить свойство [[yii\validators\BooleanValidator::strict|strict]] равным false.






[[yii\captcha\CaptchaValidator|captcha]] 


[
    ['verificationCode', 'captcha'],
]



Этот валидатор обычно используется вместе с [[yii\captcha\CaptchaAction]] и [[yii\captcha\Captcha]], чтобы
убедиться, что данные в инпуте соответствуют верификационному коду, отображенному с помощью виджета
[[yii\captcha\Captcha|CAPTCHA]].



		caseSensitive: необходимо ли учитывать чувствительность к регистру при сравнении. По умолчанию - false.


		captchaAction: маршрут, соответствующий
[[yii\captcha\CaptchaAction|CAPTCHA action]], который рендерит изображение с CAPTCHA. По умолчанию - 'site/captcha'.


		skipOnEmpty: может ли валидация быть пропущена, если input пустой. По умолчанию - false,
что означает, что input обязателен.








[[yii\validators\CompareValidator|compare]] 


[
    // проверяет, является ли значение атрибута "password" таким же, как "password_repeat"
    ['password', 'compare'],

    // проверяет, что возраст больше или равен 30
    ['age', 'compare', 'compareValue' => 30, 'operator' => '>='],
]



Этот валидатор сравнивает значение указанного атрибута с другим, чтобы удостовериться, что их отношение
соответствует описанному в свойстве operator.



		compareAttribute: имя атрибута, с которым нужно сравнить значение. Когда валидатор используется
для проверки атрибута, значением по умолчанию для этого свойства будет имя этого же атрибута
с суффиксом _repeat. Например, если проверяющийся атрибут - password,
то значение свойства по умолчанию будет password_repeat.


		compareValue: постоянное значение, с которым будут сравниваться входящие данные. Когда одновременно указаны
это свойство и compareAttribute, это свойство получит приоритет.


		operator: оператор сравнения. По умолчанию ==, что означает проверку на эквивалентность входящих данных и в
compareAttribute, и в compareValue. Поддерживаются следующие операторы:
		==: проверяет два значения на эквивалентность. Сравнение не учитывает тип данных.


		===: проверяет два значения на эквивалентность. Сравнение строгое и учитывает тип данных.


		!=: проверяет, что два значения не эквивалентны. Сравнение не учитывает тип данных.


		!==: проверяет, что два значения не эквивалентны. Сравнение строгое и учитывает тип данных.


		>: проверяет, что валидируемое значение больше, чем то, с которым происходит сравнение.


		>=: проверяет, что валидируемое значение больше или равно тому, с которым происходит сравнение.


		<: проверяет, что валидируемое значение меньше, чем то, с которым происходит сравнение.


		<=: проверяет, что валидируемое значение меньше или равно тому, с которым происходит сравнение.














[[yii\validators\DateValidator|date]] 


[
    [['from', 'to'], 'date'],
]



Этот валидатор проверяет соответствие входящих данных форматам date, time или datetime.
Опционально, он может конвертировать входящее значение в UNIX timestamp и сохранить в атрибуте,
описанном здесь: [[yii\validators\DateValidator::timestampAttribute|timestampAttribute]].



		format: формат даты/времени, согласно которому должна быть сделана проверка. Чтобы узнать больше о формате
строки, пожалуйста, посмотрите руководство PHP по date_create_from_format() [http://www.php.net/manual/ru/datetime.createfromformat.php]
Значением по умолчанию является 'Y-m-d'.


		timestampAttribute: имя атрибута, которому этот валидатор может передать UNIX timestamp, конвертированный
из строки даты/времени.








[[yii\validators\DefaultValueValidator|default]] 


[
    // установить null для "age" в качестве значения по умолчанию
    ['age', 'default', 'value' => null],

    // установить "USA" в качестве значения по умолчанию для "country"
    ['country', 'default', 'value' => 'USA'],

    // установить в "from" и "to" дату 3 дня и 6 дней от сегодняшней, если они пустые
    [['from', 'to'], 'default', 'value' => function ($model, $attribute) {
        return date('Y-m-d', strtotime($attribute === 'to' ? '+3 days' : '+6 days'));
    }],
]



Этот валидатор не проверяет данные. Вместо этого он присваивает значения по умолчанию проходящим проверку
атрибутам, если они пусты.



		value: значение по умолчанию или функция обратного вызова, которая возвращает значение по умолчанию,
которое будет присвоено проверяемому атрибуту, если он пустой. Функция обратного вызова должна выглядеть так:





function foo($model, $attribute) {
    // ... вычисление $value ...
    return $value;
}




Информация: Как определить, является значение пустым или нет, более подробно описано в отдельной статье
в секции Пустые значения.






[[yii\validators\NumberValidator|double]] 


[
    // проверяет, является ли "salary" числом типа double
    ['salary', 'double'],
]



Этот валидатор проверяет, что входящее значение является корректным double числом. Он идентичен
валидатору number. (Прим. пер.: корректным float числом).



		max: верхний лимит (включительно) для значений. Если не установлен, значит, валидатор не будет проверять верхний лимит.


		min: Нижний лимит (включительно) для значений. Если не установлен, валидатор не будет проверять нижний лимит.








[[yii\validators\EmailValidator|email]] 


[
    // проверяет, что "email" - это корректный email-адрес
    ['email', 'email'],
]



Валидатор проверяет, что значение входящих данных является корректным email-адресом.



		allowName: можно ли передавать в атрибут имя (пример: John Smith <john.smith@example.com>). По умолчанию - false.


		checkDNS, проверяет, существует ли доменное имя для введенного адреса (и A, и MX запись).
Учтите, что проверка может закончится неудачей, что может быть вызвано временными проблемами с DNS, даже если
email-адрес корректен. По умолчанию - false.


		enableIDN, нужно ли учитывать IDN (многоязычные доменные имена). По умолчанию - false. Учтите, что для использования
IDN-валидации вам нужно установить и включить PHP расширение intl, иначе будет выброшено исключение.








[[yii\validators\ExistValidator|exist]] 


[
    // a1 должно существовать в столбце, который представляется атрибутом "a1"
    ['a1', 'exist'],

    // a1 должно существовать, но его значение будет использовать a2 для проверки существования
    ['a1', 'exist', 'targetAttribute' => 'a2'],

    // и a1, и a2 должны существовать, в противном случае оба атрибута будут возвращать ошибку
    [['a1', 'a2'], 'exist', 'targetAttribute' => ['a1', 'a2']],

    // и a1, и a2 должны существовать, но только атрибут a1 будет возвращать ошибку
    ['a1', 'exist', 'targetAttribute' => ['a1', 'a2']],

    // a1 требует проверки существования a2 и a3 (используя значение a1)
    ['a1', 'exist', 'targetAttribute' => ['a2', 'a1' => 'a3']],

    // a1 должен существовать. Если a1 - массив, то каждый его элемент должен существовать
    ['a1', 'exist', 'allowArray' => true],
]



Этот валидатор ищет входящие данные в столбце таблицы. Он работает только с атрибутами
модели Active Record. Он поддерживает проверку и одного столбца, и нескольких.



		targetClass: имя класса Active Record, который должен быть использован для проверки
входящего значения. Если не установлен, будет использован класс текущей модели.


		targetAttribute: имя атрибута в targetClass который должен быть использован для проверки существования
входящего значения. Если не установлен, будет использовано имя атрибута, который проверяется в данный момент.
Вы можете использовать массив для валидации нескольких столбцов одновременно. Значения массива являются атрибутами,
которые будут использованы для проверки существования, тогда как ключи массива будут являться атрибутами, чьи значения
будут проверены. Если ключ и значения одинаковы, вы можете указать только значение.


		filter: дополнительный фильтр, который будет добавлен к запросу в базу данных для проверки на существование значения.
Это может быть строка или массив, представляющие дополнительные условия в запросе (подробнее о формате
значений запроса: [[yii\db\Query::where()]]), или анонимная функция с сигнатурой function ($query),
где $query - это [[yii\db\Query|Query]] объект, который вы можете модифицировать в функции.


		allowArray: разрешать ли значению быть массивом. По умолчанию - false. Если свойство установлено в true
и тип входящих данных - массив, тогда каждый его элемент должен существовать в соответствующем столбце таблицы.
Помните, что это свойство не может быть установлено в true, если вы валидируете несколько столбцов, передавая
их в targetAttribute как массив.








[[yii\validators\FileValidator|file]] 


[
    // проверяет, что "primaryImage" - это загруженное изображение в формате PNG, JPG или GIF
    // размер файла должен быть меньше 1MB
    ['primaryImage', 'file', 'extensions' => ['png', 'jpg', 'gif'], 'maxSize' => 1024*1024*1024],
]



Этот валидатор проверяет, что input является корректным загруженным файлом.



		extensions: список имен расширений, которые допустимы для загрузки. Это также может быть или массив, или
строка, содержащая имена файловых расширений, разделенных пробелом или запятой (пр.: “gif, jpg”).
Имя расширения не чувствительно к регистру. По умолчанию - null, что значит, что все имена файловых расширений
допустимы.


		mimeTypes: список MIME-типов, которые допустимы для загрузки. Это может быть или массив, или строка,
содержащая MIME-типы файлов, разделенные пробелом или запятой (пример: “image/jpeg, image/png”).
Имена mime-типов не чувствительны к регистру. По умолчанию - null, что значит, что допустимы все MIME-типы.


		minSize: минимальный размер файла в байтах, разрешенный для загрузки. По умолчанию - null, что значит, что нет
минимального лимита.


		maxSize: максимальный размер файла в байтах, разрешенный для загрузки. По умолчанию - null, что значит, что нет
максимального лимита.


		maxFiles: максимальное количество файлов, которое может быть передано в атрибут. По умолчанию 1, что значит, что
input должен быть файлом в единственном экземпляре. Если больше, чем 1, то атрибут должен быть массивом,
состоящим из не более, чем maxFiles загруженных файлов.


		checkExtensionByMimeType: нужно ли проверять расширение файла исходя из его MIME-типа. Если они не соответствуют
друг другу, то файл будет считаться некорректным. По умолчанию - true, то есть проверка будет произведена.





FileValidator используется вместе с [[yii\web\UploadedFile]]. Пожалуйста, посмотрите раздел
Загрузка файлов для более полного понимания загрузки и проверки файлов.





[[yii\validators\FilterValidator|filter]] 


[
    // обрезает пробелы вокруг "username" и "email"
    [['username', 'email'], 'filter', 'filter' => 'trim', 'skipOnArray' => true],

    // нормализует значение "phone"
    ['phone', 'filter', 'filter' => function ($value) {
        // нормализация значения происходит тут
        return $value;
    }],
]



Этот валидатор не проверяет данные. Вместо этого он применяет указанный фильтр к входящему значению и
присваивает результат применения фильтра атрибуту.



		filter: PHP-callback, осуществляющий фильтрацию. Это может быть глобальная php функция, анонимная функция
и т.д. Функция должна выглядеть как function ($value) { return $newValue; }. Это свойство обязательно должно
быть установлено.


		skipOnArray: нужно ли пропускать валидацию, если входящим значением является массив. По умолчанию - false.
Помните, что если фильтр не может принимать массив, вы должны установить это значение в true. Иначе могут
произойти различные ошибки PHP.






Трюк: Если вы хотите удалить пробелы вокруг значений атрибута, вы можете использовать валидатор trim.






[[yii\validators\ImageValidator|image]] 


[
    // проверяет, что "primaryImage" - это валидное изображение с указанными размерами
    ['primaryImage', 'image', 'extensions' => 'png, jpg',
        'minWidth' => 100, 'maxWidth' => 1000,
        'minHeight' => 100, 'maxHeight' => 1000,
    ],
]



Этот валидатор проверяет, что входящие данные являются корректным файлом изображения. Он расширяет file
валидатор и наследует все его свойства. Кроме того, он поддерживает следующие дополнительные свойства, специфичные
для валидации изображений:



		minWidth: минимальная ширина изображения. По умолчанию null, что значит, что нет нижнего лимита.


		maxWidth: максимальная ширина изображения. По умолчанию null, что значит, что нет верхнего лимита.


		minHeight: минимальная высота изображения. По умолчанию null, что значит, что нет нижнего лимита.


		maxHeight: максимальная высота изображения. По умолчанию null, что значит, что нет верхнего лимита.








[[yii\validators\RangeValidator|in]] 


[
    // проверяет, что значение "level" равно 1, 2 или 3
    ['level', 'in', 'range' => [1, 2, 3]],
]



Этот валидатор проверяет, что вхоящее значение соответствует одному из значений, указанных в range.



		range: список значений, с которыми будет сравниваться входящее значение.


		strict: должно ли сравнение входящего значения со списком значений быть строгим (учитывать тип данных).
По умолчанию false.


		not: должен ли результат проверки быть инвертирован. По умолчанию - false. Если свойство установлено в true,
валидатор проверяет, что входящее значение НЕ соответствует ни одному из значений, указанных в range.


		allowArray: устанавливает, допустимо ли использовать массив в качестве входных данных. Если установлено в true
и входящие данные являются массивом, для каждого элемента входящего массива должно быть найдено соответствие в
range.








[[yii\validators\NumberValidator|integer]] 


[
    // проверяет "age" на то, что это integer значение
    ['age', 'integer'],
]



Проверяет, что входящее значение является integer значением.



		max: верхний лимит (включительно) для числа. Если не установлено, валидатор не будет проверять верхний лимит.


		min: нижний лимит (включительно) для числа. Если не установлено, валидатор не будет проверять нижний лимит.








[[yii\validators\RegularExpressionValidator|match]] 


[
    // проверяет, что "username" начинается с буквы и содержит только буквенные символы,
    // числовые символы и знак подчеркивания
    ['username', 'match', 'pattern' => '/^[a-z]\w*$/i']
]



Этот валидатор проверяет, что входящее значение совпадает с указанным регулярным выражением.



		pattern: регулярное выражение, с которым должно совпадать входящее значение. Это свойство должно быть установлено,
иначе будет выброшено исключение.


		not: инвертирует регулярное выражение. По умолчанию false, что значит, что валидация будет успешна,
только если входящее значение совпадают с шаблоном. Если установлено в true, валидация будет успешна,
только если входящее значение НЕ совпадает с шаблоном.








[[yii\validators\NumberValidator|number]] 


[
    // проверяет, является ли "salary" числом
    ['salary', 'number'],
]



Этот валидатор проверяет, являются ли входящие значения числовыми. Он эквивалентен валидатору double.



		max: верхний лимит (включительно) для числа. Если не установлено, валидатор не будет проверять верхний лимит.


		min: нижний лимит (включительно) для числа. Если не установлено, валидатор не будет проверять нижний лимит.








[[yii\validators\RequiredValidator|required]] 


[
    // проверяет, являются ли "username" и "password" не пустыми
    [['username', 'password'], 'required'],
]



Этот валидатор проверяет, являются ли входящие значения не пустыми.



		requiredValue: желаемое значение, которому должны соответствовать проверяемые данные. Если не установлено,
это значит, что данные должны быть не пусты.


		strict: учитывать или нет соответствие типу данных при валидации (строгое сравнение).
Если requiredValue не установлено, а это свойство установлено в true, валидатор проверит, что входящее значение
строго не соответствует null; если свойство установлено в false, валидатор будет проверять значение на пустоту с
приведением типов.
Если requiredValue установлено, сравнение между входящими данными и requiredValue будет также учитывать тип
данных, если это свойство установлено в true.






Информация: как определить, является ли значение пустым или нет, подробнее рассказывается
в секции Пустые значения.






[[yii\validators\SafeValidator|safe]] 


[
    // обозначает "description" как safe атрибут
    ['description', 'safe'],
]



Этот валидатор не проверяет данные. Вместо этого он указывает, что атрибут является
безопасным атрибутом.





[[yii\validators\StringValidator|string]] 


[
    // проверяет, что "username" это строка с длиной от 4 до 24 символов
    ['username', 'string', 'length' => [4, 24]],
]



Этот валидатор проверяет, что входящее значение - это корректная строка с указанной длиной.



		length: описывает длину для строки, проходящей валидацию. Может быть определен следующими
способами:
		числом: точная длина, которой должна соответствовать строка;


		массив с одним элементом: минимальная длина входящей строки (напр.: [8]). Это перезапишет min.


		массив с двумя элементами: минимальная и максимальная длина входящей строки (напр.: [8, 128]).
Это перезапишет и min, и max.








		min: минимальная длина входящей строки. Если не установлено, то не будет ограничения на минимальную длину.


		max: максимальная длина входящей строки. Если не установлено, то не будет ограничения на максимальную длину.


		encoding: кодировка входящей строки. Если не установлено, будет использовано значение из
[[yii\base\Application::charset|charset]], которое по умолчанию установлено в UTF-8.








[[yii\validators\FilterValidator|trim]] 


[
    // обрезает пробелы вокруг "username" и "email"
    [['username', 'email'], 'trim'],
]



Этот валидатор не производит проверки данных. Вместо этого он будет обрезать пробелы вокруг входящих данных.
Помните, что если входящие данные являются массивом, то они будут проигнорированы этим валидатором.





[[yii\validators\UniqueValidator|unique]] 


[
    // a1 должен быть уникальным в столбце, который представляет "a1" атрибут
    ['a1', 'unique'],

    // a1 должен быть уникальным, но для проверки на уникальность
    // будет использован столбец a2
    ['a1', 'unique', 'targetAttribute' => 'a2'],

    // a1 и a2 вместе должны быть уникальны, и каждый из них
    // будет получать сообщения об ошибке
    [['a1', 'a2'], 'unique', 'targetAttribute' => ['a1', 'a2']],

    // a1 и a2 вместе должны быть уникальны, но только a1 будет получать сообщение об ошибке
    ['a1', 'unique', 'targetAttribute' => ['a1', 'a2']],

    // a1 должен быть уникальным, что устанавливается проверкой уникальности a2 и a3
    // (используя значение a1)
    ['a1', 'unique', 'targetAttribute' => ['a2', 'a1' => 'a3']],
]



Этот валидатор проверяет входящие данные на уникальность в столбце таблицы. Он работает только с
атрибутами модели Active Record. Он поддерживает проверку либо одного столбца,
либо нескольких.



		targetClass: имя класса Active Record, который должен быть использован
для проверки значения во входящих данных. Если не установлен, будет использован класс модели, которая
в данный момент проходит проверку.


		targetAttribute: имя атрибута в targetClass, который должен быть использован для проверки на
уникальность входящего значения. Если не установлено, будет использован атрибут, проверяемый
в данный момент.
Вы можете использовать массив для проверки нескольких столбцов таблицы на уникальность. Значения массива -
это атрибуты, которые будут использованы для валидации, а ключи массива - это атрибуты, которые предоставляют
данные для валидации. Если ключ и значение одинаковые, вы можете указать только значение.


		filter: дополнительный фильтр, который можно присоединить к запросу в БД, чтобы использовать его при
проверке значения на уникальность. Это может быть строка или массив, представляющие дополнительные условия для запроса
(см. [[yii\db\Query::where()]] о формате условий в запросе), или анонимная функция вида function ($query),
где $query это объект [[yii\db\Query|Query]], который вы можете изменить в функции.








[[yii\validators\UrlValidator|url]] 


[
    // Проверяет, что "website" является корректным URL. Добавляет http:// к атрибуту "website".
    // если у него нет URI схемы
    ['website', 'url', 'defaultScheme' => 'http'],
]



Этот валидатор проверяет, что входящее значение является корректным URL.



		validSchemes: массив с указанием на URI-схему, которая должна считаться корректной. По умолчанию
['http', 'https'], что означает, что и http, и https URI будут считаться корректными.


		defaultScheme: схема URI, которая будет присоединена к входящим данным, если в них отсутствует URI-схема.
По умолчанию null, что значит, что входящие данные не будут изменены.


		enableIDN: должна ли валидация учитывать IDN (интернационализованные доменные имена).
По умолчанию - false. Учтите, что для того, чтобы IDN валидация работала корректно, вы должны установить intl
PHP расширение, иначе будет выброшено исключение.
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控制器


控制器是 MVC [http://en.wikipedia.org/wiki/Model%E2%80%93view%E2%80%93controller] 模式中的一部分，
是继承[[yii\base\Controller]]类的对象，负责处理请求和生成响应。
具体来说，控制器从应用主体接管控制后会分析请求数据并传送到模型，
传送模型结果到视图，最后生成输出响应信息。



操作 


控制器由 操作 组成，它是执行终端用户请求的最基础的单元，一个控制器可有一个或多个操作。


如下示例显示包含两个操作view and create 的控制器post：


namespace app\controllers;

use Yii;
use app\models\Post;
use yii\web\Controller;
use yii\web\NotFoundHttpException;

class PostController extends Controller
{
    public function actionView($id)
    {
        $model = Post::findOne($id);
        if ($model === null) {
            throw new NotFoundHttpException;
        }

        return $this->render('view', [
            'model' => $model,
        ]);
    }

    public function actionCreate()
    {
        $model = new Post;

        if ($model->load(Yii::$app->request->post()) && $model->save()) {
            return $this->redirect(['view', 'id' => $model->id]);
        } else {
            return $this->render('create', [
                'model' => $model,
            ]);
        }
    }
}



在操作 view (定义为 actionView() 方法)中， 代码首先根据请求模型ID加载 模型，
如果加载成功，会渲染名称为view的视图并显示，否则会抛出一个异常。


在操作 create (定义为 actionCreate() 方法)中, 代码相似. 先将请求数据填入模型，
然后保存模型，如果两者都成功，会跳转到ID为新创建的模型的view操作，否则显示提供用户输入的create视图。





路由 


终端用户通过所谓的路由寻找到操作，路由是包含以下部分的字符串：



		模型ID: 仅存在于控制器属于非应用的模块;


		控制器ID: 同应用（或同模块如果为模块下的控制器）下唯一标识控制器的字符串;


		操作ID: 同控制器下唯一标识操作的字符串。





路由使用如下格式:


ControllerID/ActionID



如果属于模块下的控制器，使用如下格式：


ModuleID/ControllerID/ActionID



如果用户的请求地址为 http://hostname/index.php?r=site/index, 会执行site 控制器的index 操作。
更多关于处理路由的详情请参阅 路由 一节。





创建控制器 


在[[yii\web\Application|Web applications]]网页应用中，控制器应继承[[yii\web\Controller]] 或它的子类。
同理在[[yii\console\Application|console applications]]控制台应用中，控制器继承[[yii\console\Controller]] 或它的子类。
如下代码定义一个 site 控制器:


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
}




控制器ID 


通常情况下，控制器用来处理请求有关的资源类型，因此控制器ID通常为和资源有关的名词。
例如使用article作为处理文章的控制器ID。


控制器ID应仅包含英文小写字母、数字、下划线、中横杠和正斜杠，
例如 article 和 post-comment 是真是的控制器ID，article?, PostComment, admin\post不是控制器ID。


控制器Id可包含子目录前缀，例如 admin/article 代表
[[yii\base\Application::controllerNamespace|controller namespace]]控制器命名空间下 admin子目录中 article 控制器。
子目录前缀可为英文大小写字母、数字、下划线、正斜杠，其中正斜杠用来区分多级子目录(如 panels/admin)。





控制器类命名 


控制器ID遵循以下规则衍生控制器类名：



		将用正斜杠区分的每个单词第一个字母转为大写。注意如果控制器ID包含正斜杠，只将最后的正斜杠后的部分第一个字母转为大写；


		去掉中横杠，将正斜杠替换为反斜杠;


		增加Controller后缀;


		在前面增加[[yii\base\Application::controllerNamespace|controller namespace]]控制器命名空间.





下面为一些示例，假设[[yii\base\Application::controllerNamespace|controller namespace]]控制器命名空间为 app\controllers:



		article 对应 app\controllers\ArticleController;


		post-comment 对应 app\controllers\PostCommentController;


		admin/post-comment 对应 app\controllers\admin\PostCommentController;


		adminPanels/post-comment 对应 app\controllers\adminPanels\PostCommentController.





控制器类必须能被 自动加载，所以在上面的例子中，
控制器article 类应在 别名 为@app/controllers/ArticleController.php的文件中定义，
控制器admin/post2-comment应在@app/controllers/admin/Post2CommentController.php文件中。



补充: 最后一个示例 admin/post2-comment 表示你可以将控制器放在
[[yii\base\Application::controllerNamespace|controller namespace]]控制器命名空间下的子目录中，
在你不想用 模块 的情况下给控制器分类，这种方式很有用。






控制器部署 


可通过配置 [[yii\base\Application::controllerMap|controller map]] 来强制上述的控制器ID和类名对应，
通常用在使用第三方不能掌控类名的控制器上。


配置 应用配置
中的application configuration，如下所示：


[
    'controllerMap' => [
        // 用类名申明 "account" 控制器
        'account' => 'app\controllers\UserController',

        // 用配置数组申明 "article" 控制器
        'article' => [
            'class' => 'app\controllers\PostController',
            'enableCsrfValidation' => false,
        ],
    ],
]






默认控制器 


每个应用有一个由[[yii\base\Application::defaultRoute]]属性指定的默认控制器；
当请求没有指定 路由，该属性值作为路由使用。
对于[[yii\web\Application|Web applications]]网页应用，它的值为 'site'，
对于 [[yii\console\Application|console applications]]控制台应用，它的值为 help，
所以URL为 http://hostname/index.php 表示由 site 控制器来处理。


可以在 应用配置 中修改默认控制器，如下所示：


[
    'defaultRoute' => 'main',
]








创建操作 


创建操作可简单地在控制器类中定义所谓的 操作方法 来完成，操作方法必须是以action开头的公有方法。
操作方法的返回值会作为响应数据发送给终端用户，如下代码定义了两个操作 index 和 hello-world:


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public function actionIndex()
    {
        return $this->render('index');
    }

    public function actionHelloWorld()
    {
        return 'Hello World';
    }
}




操作ID 


操作通常是用来执行资源的特定操作，因此，操作ID通常为动词，如view, update等。


操作ID应仅包含英文小写字母、数字、下划线和中横杠，操作ID中的中横杠用来分隔单词。
例如view, update2, comment-post是真实的操作ID，view?, Update不是操作ID.


可通过两种方式创建操作ID，内联操作和独立操作. An inline action is
内联操作在控制器类中定义为方法；独立操作是继承[[yii\base\Action]]或它的子类的类。
内联操作容易创建，在无需重用的情况下优先使用；
独立操作相反，主要用于多个控制器重用，或重构为扩展。





内联操作 


内联操作指的是根据我们刚描述的操作方法。


操作方法的名字是根据操作ID遵循如下规则衍生：



		将每个单词的第一个字母转为大写;


		去掉中横杠;


		增加action前缀.





例如index 转成 actionIndex, hello-world 转成 actionHelloWorld。



注意: 操作方法的名字大小写敏感，如果方法名称为ActionIndex不会认为是操作方法，
所以请求index操作会返回一个异常，也要注意操作方法必须是公有的，私有或者受保护的方法不能定义成内联操作。



因为容易创建，内联操作是最常用的操作，但是如果你计划在不同地方重用相同的操作，
或者你想重新分配一个操作，需要考虑定义它为独立操作。





独立操作 


独立操作通过继承[[yii\base\Action]]或它的子类来定义。
例如Yii发布的[[yii\web\ViewAction]]和[[yii\web\ErrorAction]]都是独立操作。


要使用独立操作，需要通过控制器中覆盖[[yii\base\Controller::actions()]]方法在action map中申明，如下例所示：


public function actions()
{
    return [
        // 用类来申明"error" 操作
        'error' => 'yii\web\ErrorAction',

        // 用配置数组申明 "view" 操作
        'view' => [
            'class' => 'yii\web\ViewAction',
            'viewPrefix' => '',
        ],
    ];
}



如上所示， actions() 方法返回键为操作ID、值为对应操作类名或数组configurations 的数组。
和内联操作不同，独立操作ID可包含任意字符，只要在actions() 方法中申明.


为创建一个独立操作类，需要继承[[yii\base\Action]] 或它的子类，并实现公有的名称为run()的方法,
run() 方法的角色和操作方法类似，例如：


<?php
namespace app\components;

use yii\base\Action;

class HelloWorldAction extends Action
{
    public function run()
    {
        return "Hello World";
    }
}






操作结果 


操作方法或独立操作的run()方法的返回值非常重要，它表示对应操作结果。


返回值可为 响应 对象，作为响应发送给终端用户。



		对于[[yii\web\Application|Web applications]]网页应用，返回值可为任意数据, 它赋值给[[yii\web\Response::data]]，
最终转换为字符串来展示响应内容。


		对于[[yii\console\Application|console applications]]控制台应用，返回值可为整数，
表示命令行下执行的 [[yii\console\Response::exitStatus|exit status]] 退出状态。





在上面的例子中，操作结果都为字符串，作为响应数据发送给终端用户，下例显示一个操作通过
返回响应对象（因为[[yii\web\Controller::redirect()|redirect()]]方法返回一个响应对象）可将用户浏览器跳转到新的URL。


public function actionForward()
{
    // 用户浏览器跳转到 http://example.com
    return $this->redirect('http://example.com');
}






操作参数 


内联操作的操作方法和独立操作的 run() 方法可以带参数，称为操作参数。
参数值从请求中获取，对于[[yii\web\Application|Web applications]]网页应用，
每个操作参数的值从$_GET中获得，参数名作为键；
对于[[yii\console\Application|console applications]]控制台应用, 操作参数对应命令行参数。


如下例，操作view (内联操作) 申明了两个参数 $id 和 $version。


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class PostController extends Controller
{
    public function actionView($id, $version = null)
    {
        // ...
    }
}



操作参数会被不同的参数填入，如下所示：



		http://hostname/index.php?r=post/view&id=123: $id 会填入'123'，$version 仍为 null 空因为没有version请求参数;


		http://hostname/index.php?r=post/view&id=123&version=2: $id和$version分别填入‘123’和‘2’`；


		http://hostname/index.php?r=post/view: 会抛出[[yii\web\BadRequestHttpException]] 异常
因为请求没有提供参数给必须赋值参数$id；


		http://hostname/index.php?r=post/view&id[]=123: 会抛出[[yii\web\BadRequestHttpException]] 异常
因为$id 参数收到数字值 ['123']而不是字符串.





如果想让操作参数接收数组值，需要指定$id为array，如下所示：


public function actionView(array $id, $version = null)
{
    // ...
}



现在如果请求为 http://hostname/index.php?r=post/view&id[]=123, 参数 $id 会使用数组值['123']，
如果请求为 http://hostname/index.php?r=post/view&id=123，
参数 $id 会获取相同数组值，因为无类型的'123'会自动转成数组。


上述例子主要描述网页应用的操作参数，对于控制台应用，更多详情请参阅控制台命令。





默认操作 


每个控制器都有一个由 [[yii\base\Controller::defaultAction]] 属性指定的默认操作，
当路由 只包含控制器ID，会使用所请求的控制器的默认操作。


默认操作默认为 index，如果想修改默认操作，只需简单地在控制器类中覆盖这个属性，如下所示：


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public $defaultAction = 'home';

    public function actionHome()
    {
        return $this->render('home');
    }
}








控制器生命周期 


处理一个请求时，应用主体 会根据请求路由创建一个控制器，控制器经过以下生命周期来完成请求：



		在控制器创建和配置后，[[yii\base\Controller::init()]] 方法会被调用。


		控制器根据请求操作ID创建一个操作对象:
		如果操作ID没有指定，会使用[[yii\base\Controller::defaultAction|default action ID]]默认操作ID；


		如果在[[yii\base\Controller::actions()|action map]]找到操作ID，会创建一个独立操作；


		如果操作ID对应操作方法，会创建一个内联操作；


		否则会抛出[[yii\base\InvalidRouteException]]异常。








		控制器按顺序调用应用主体、模块（如果控制器属于模块）、控制器的 beforeAction() 方法；
		如果任意一个调用返回false，后面未调用的beforeAction()会跳过并且操作执行会被取消；
action execution will be cancelled.


		默认情况下每个 beforeAction() 方法会触发一个 beforeAction 事件，在事件中你可以追加事件处理操作；








		控制器执行操作:
		请求数据解析和填入到操作参数；








		控制器按顺序调用控制器、模块（如果控制器属于模块）、应用主体的 afterAction() 方法；
		默认情况下每个 afterAction() 方法会触发一个 afterAction 事件，在事件中你可以追加事件处理操作；








		应用主体获取操作结果并赋值给响应.








最佳实践 


在设计良好的应用中，控制器很精练，包含的操作代码简短；
如果你的控制器很复杂，通常意味着需要重构，转移一些代码到其他类中。


归纳起来，控制器



		可访问 请求 数据;


		可根据请求数据调用 模型 的方法和其他服务组件;


		可使用 视图 构造响应;


		不应处理应被模型处理的请求数据;


		应避免嵌入HTML或其他展示代码，这些代码最好在 视图中处理.
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Collecting tabular input


Sometimes you need to handle multiple models of the same kind in a single form. For example, multiple settings, where
each setting is stored as a name-value pair and is represented by a Setting active record model.
This kind of form is also often referred to as “tabular input”.
In contrast to this, handling different models of different kind, is handled in the section
Complex Forms with Multiple Models.


The following shows how to implement tabular input with Yii.


There are three different situations to cover, which have to be handled slightly different:



		Updating a fixed set of records from the database


		Creating a dynamic set of new records


		Updating, creating and deleting of records on one page





In contrast to the single model forms explained before, we are working with an array of models now.
This array is passed to the view to display the input fields for each model in a table like style and we
will use helper methods of [[yii\base\Model]] that allow loading and validating multiple models at once:



		[[yii\base\Model::loadMultiple()|Model::loadMultiple()]] load post data into an array of models.


		[[yii\base\Model::validateMultiple()|Model::validateMultiple()]] validates an array of models.






Updating a fixed set of records


Let’s start with the controller action:


<?php

namespace app\controllers;

use Yii;
use yii\base\Model;
use yii\web\Controller;
use app\models\Setting;

class SettingsController extends Controller
{
    // ...

    public function actionUpdate()
    {
        $settings = Setting::find()->indexBy('id')->all();

        if (Model::loadMultiple($settings, Yii::$app->request->post()) && Model::validateMultiple($settings)) {
            foreach ($settings as $setting) {
                $setting->save(false);
            }
            return $this->redirect('index');
        }

        return $this->render('update', ['settings' => $settings]);
    }
}



In the code above we’re using [[yii\db\ActiveQuery::indexBy()|indexBy()]] when retrieving models from the database to populate an array indexed by models primary keys.
These will be later used to identify form fields. [[yii\base\Model::loadMultiple()|Model::loadMultiple()]] fills multiple
models with the form data coming from POST
and [[yii\base\Model::validateMultiple()|Model::validateMultiple()]] validates all models at once.
As we have validated our models before, using validateMultiple(), we’re now passing false as
a parameter to [[yii\db\ActiveRecord::save()|save()]] to not run validation twice.


Now the form that’s in update view:


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\ActiveForm;

$form = ActiveForm::begin();

foreach ($settings as $index => $setting) {
    echo $form->field($setting, "[$index]value")->label($setting->name);
}

ActiveForm::end();



Here for each setting we are rendering name and an input with a value. It is important to add a proper index
to input name since that is how [[yii\base\Model::loadMultiple()|Model::loadMultiple()]] determines which model to fill with which values.





Creating a dynamic set of new records


Creating new records is similar to updating, except the part, where we instantiate the models:


public function actionCreate()
{
    $count = count(Yii::$app->request->post('Setting', []));
    $settings = [new Setting()];
    for($i = 1; $i < $count; $i++) {
        $settings[] = new Setting();
    }

    // ...
}



Here we create an initial $settings array containing one model by default so that always at least one text field will be
visible in the view. Additionally we add more models for each line of input we may have received.


In the view you can use javascript to add new input lines dynamically.





Combining Update, Create and Delete on one page



Note: This section is under development.


It has no content yet.






TBD
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Интернационализация



Примечание: Этот раздел находится в разработке



Интернационализация (I18N) является частью процесса разработки приложения, которое может быть адаптировано для
нескольких языков без изменения программной логики. Это особенно важно для веб-приложений, так как потенциальные
пользователи могут приходить из разных стран.


Yii располагает несколькими средствами, призванными помочь с интернационализацией веб-приложения: [переводом
сообщений][], [форматированием чисел и дат][].



Локализация и языки


В Yii приложении определены два языка: [[yii\base\Application::$sourceLanguage|исходный язык]] н [[yii\baseApplication::$language|язык перевода]].


На “исходном языке” написаны сообщения в коде приложения. Если мы определяем исходным языком английский, то
в коде можно использовать конструкцию:


echo \Yii::t('app', 'I am a message!');



Язык перевода определяет, в каком виде будет отображаться текущая страница, т.е. на какой язык будут переведены
оригинальные сообщения. Этот параметр определяется в конфигурации приложения:


return [
    'id' => 'applicationID',
    'basePath' => dirname(__DIR__),
    // ...
    'language' => 'ru-RU', // <- здесь!
    // ...
]




Подсказка: значение по умолчанию для [[yii\base\Application::$sourceLanguage|исходного языка]] - английский.



Вы можете установить значение текущего языка в самом приложении в соответствии с языком, который выбрал пользователь.
Это необходимо сделать до того, как будет сгенерирован какой-либо вывод, чтобы не возникло проблем с его
корректностью. Используйте простое переопределение свойства на нужное значение:


\Yii::$app->language = 'ru-RU';



Формат для установки языка/локали: ll-CC, где ll - это двух или трёхбуквенный код языка в нижнем регистре в
соответствии со стандартом ISO-639 [http://www.loc.gov/standards/iso639-2/], а CC - это код страны в соответствии
со стандартом ISO-3166 [http://www.iso.org/iso/en/prods-services/iso3166ma/02iso-3166-code-lists/list-en1.html].



Примечание: больше информации о синтаксисе и концепции локалей можно получить в документации проекта ICU [http://userguide.icu-project.org/locale#TOC-The-Locale-Concept].






Перевод сообщений


Перевод используется для локализации сообщений, которые будут выведены в приложении в соответствии с языком,
который выбрал пользователь.


По сути, Yii просто находит в файле с сообщениями на выбранном языке строку, соответствующую сообщению на исходном
языке приложения. Для перевода сообщений, необходимо в самом приложении заключать их в метод [[Yii::t()]]. Первый
аргумент метода - это категория, которая позволяет группировать сообщения по определённому признаку, а второй - само
сообщение.


echo \Yii::t('app', 'This is a string to translate!');



Yii попытается загрузить файл перевода сообщений, соответствующий  текущему [[yii\base\Application::$language|языку приложения]]
из одного из источников, определённых в i18n компонентах приложения. Сообщения - это набор
файлов или база данных, которая содержит переведённые строки. Следующая конфигурация определяет, что сообщения
должны браться из PHP-файлов:


'components' => [
    // ...
    'i18n' => [
        'translations' => [
            'app*' => [
                'class' => 'yii\i18n\PhpMessageSource',
                //'basePath' => '@app/messages',
                //'sourceLanguage' => 'en-US',
                'fileMap' => [
                    'app'       => 'app.php',
                    'app/error' => 'error.php',
                ],
            ],
        ],
    ],
],



В приведённой конфигурации, app* - это шаблон, который определяет, какие категории обрабатываются источником. В нашем
случае, мы обрабатываем все, что начинается с app. Файлы с сообщениями находятся в @app/messages (папке messages
в вашем приложении). Массив [[yii\i18n\PhpMessageSource::fileMap|fileMap]] определяет, какой файл будет подключаться для
определённой категории. Если вы не хотите конфигурировать fileMap, можно положиться на соглашение, что название
категории является именем файла. Например, категория app/error относится к файлу app/error.php в рамках [[yii\i18n\PhpMessageSource::basePath|basePath]].


Переводя сообщение \Yii::t('app', 'This is a string to translate!') при установленном языке приложения ru-RU, Yii
сначала будет искать файл @app/messages/ru-RU/app.php, чтобы получить список доступных переводов. Если есть файл
ru-RU, Yii также попробует поискать ru перед тем, как примет решение, что попытка перевода не удалась.


Кроме хранения в PHP-файлах (используя [[yii\i18n\PhpMessageSource|PhpMessageSource]]), Yii предоставляет ещё два
класса:



		[[yii\i18n\GettextMessageSource]], использующий GNU Gettext для MO или PO файлов.


		[[yii\i18n\DbMessageSource]], использующий базу данных.






Именованные указатели


Вы можете добавлять параметры в строку для перевода, которые в выводе будут заменены соответствующими значениями,
заключая параметр в фигурные скобки:


$username = 'Alexander';
echo \Yii::t('app', 'Hello, {username}!', [
    'username' => $username,
]);



Обратите внимание, что в операции присваивания фигурные скобки не используются.





Позиционные указатели


$sum = 42;
echo \Yii::t('app', 'Balance: {0}', $sum);




Подсказка: старайтесь сохранять читаемость сообщений и избегать избыточного использования позиционных
параметров. Помните, что переводчик, скорее всего, будет располагать только файлом со строками и для него
должно быть очевидно, на что будет заменён тот или иной указатель.






Указатели с расширенным форматированием


Чтобы использовать расширенные возможности, вам необходимо установить и включить PHP-расширение intl [http://www.php.net/manual/en/intro.intl.php].
После этого вам станет доступен расширенный синтаксис указателей, а также сокращённая запись {placeholderName, argumentType},
эквивалентная форме {placeholderName, argumentType, argumentStyle}, позволяющая определять стиль форматирования.


Полная документация доступна на сайте ICU [http://icu-project.org/apiref/icu4c/classMessageFormat.html], но далее в
документации будут приведены примеры использования расширенных возможностей интернационализации.



Числа


$sum = 42;
echo \Yii::t('app', 'Balance: {0, number}', $sum);



Вы можете использовать один из встроенных форматов (integer, currency, percent):


$sum = 42;
echo \Yii::t('app', 'Balance: {0, number, currency}', $sum);



Или определить свой формат:


$sum = 42;
echo \Yii::t('app', 'Balance: {0, number, ,000,000000}', $sum);



Описание форматирования [http://icu-project.org/apiref/icu4c/classicu_1_1DecimalFormat.html].





Даты


echo \Yii::t('app', 'Today is {0, date}', time());



Встроенные форматы - это short, medium, long, and full:


echo \Yii::t('app', 'Today is {0, date, short}', time());



Используя свой формат:


echo \Yii::t('app', 'Today is {0, date, yyyy-MM-dd}', time());



Описание форматирования [http://icu-project.org/apiref/icu4c/classicu_1_1SimpleDateFormat.html].





Время


echo \Yii::t('app', 'It is {0, time}', time());



Встроенные форматы - это short, medium, long, and full:


echo \Yii::t('app', 'It is {0, time, short}', time());



Используя свой формат:


echo \Yii::t('app', 'It is {0, date, HH:mm}', time());



Описание форматирования [http://icu-project.org/apiref/icu4c/classicu_1_1SimpleDateFormat.html].





Числа прописью


echo \Yii::t('app', 'Число {n,number} прописью: {n, spellout}', ['n' => 42]);






Порядковые числительные


echo \Yii::t('app', 'Вы - {n, ordinal} посетитель!', ['n' => 42]);



Выведет сообщение “Вы - 42-й посетитель!”.





Продолжительность


echo \Yii::t('app', 'Вы находитесь здесь уже {n, duration}', ['n' => 47]);



Выведет сообщение “Вы находитесь здесь уже 47 сек.”.





Множественное число


В каждом языке используется свой способ склонения порядковых числительных. Некоторые правила весьма сложны,
так что очень удобно, что использование функционала i18n не требует определения правил склонения. Требуется
только указать формы склоняемого слова в различных ситуациях:


echo \Yii::t(
    'app',
    'На диване {n, plural, =0{нет кошек} =1{лежит одна кошка} one{лежит # кошка} few{лежит # кошки} many{лежит # кошек} other{лежит # кошки}}!', 
    ['n' => 0]
);



Выведет сообщение “На диване нет кошек!”.


В данном правиле



		=0 означает ноль;


		=1 соответствует ровно 1;


		one - 21, 31, 41 и так далее;


		few - от 2 до 4, от 22 до 24 и так далее;


		many - 0, от 5 до 20, от 25 до 30 и так далее;


		other - для всех прочих чисел (например, дробных).


		Решётка # заменяется на значение аргумента n.





Для некоторых языков правила могут быть более простыми. Например, для английского будет достаточно указать:


echo \Yii::t('app', 'There {n, plural, =0{are no cats} =1{is one cat} other{are # cats}}!', ['n' => 0]);



Следует помнить, что если вы используете указатель дважды и в первый раз он используется, как plural,
второй раз он должен быть использован, как number, иначе вы получите ошибку “Inconsistent types declared
for an argument: U_ARGUMENT_TYPE_MISMATCH”:


В корзине: {count, number} {count, plural, one{товар} few{товара} other{товаров}}.



Подробная документация о формах склонений для различных языков доступна на сайте
unicode.org [http://unicode.org/repos/cldr-tmp/trunk/diff/supplemental/language_plural_rules.html].





Вариации


Вы можете указывать критерии форматирования сообщений в зависимости от ключевых слов. Приведённый пример
демонстрирует возможность подстановки корректного рода в зависимости от параметра:


echo \Yii::t('app', '{name} - {gender} и {gender, select, женщина{ей} мужчина{ему} other{ему}} нравится Yii!', [
    'name'   => 'Василий',
    'gender' => 'мужчина',
]);



Выведет сообщение “Василий - мужчина и ему нравится Yii!”.


Вы приведённом выражении, мужчина и женщина - это возможные варианты пола. На всякий случай, other
обработает случай, если значение не совпадает с первыми двумя вариантами. Строки в скобках являются вторичными
выражениями и могут быть просто строкой или строкой, содержащей дополнительные указатели.







Определение перевода по умолчанию


Вы можете определить переводы, которые будут использованы, как переводы по умолчанию для категорий, которые
не попадают в другие переводы. Этот перевод должен быть помечен звёздочкой * и указан в конфигурации
приложения, как:


// конфигурация i18n компонента

'i18n' => [
    'translations' => [
        '*' => [
            'class' => 'yii\i18n\PhpMessageSource'
        ],
    ],
],



Теперь можно использовать категории без необходимости конфигурировать каждую из них, что похоже на
способ, которым была реализована поддержка интернационализации в Yii 1.1. Сообщения для категории будут
загружаться из файла с переводом по умолчанию из basePath, т.е. @app/messages:


echo Yii::t('not_specified_category', 'message from unspecified category');



Сообщение будет загружено из файла @app/messages/<LanguageCode>/not_specified_category.php





Перевод сообщений модулей


Если вы хотите перевести сообщения в модуле и при этом не сгружать их все в один файл, можете прибегнуть
к следующему приёму:


<?php

namespace app\modules\users;

use Yii;

class Module extends \yii\base\Module
{
    public $controllerNamespace = 'app\modules\users\controllers';

    public function init()
    {
        parent::init();
        $this->registerTranslations();
    }

    public function registerTranslations()
    {
        Yii::$app->i18n->translations['modules/users/*'] = [
            'class'          => 'yii\i18n\PhpMessageSource',
            'sourceLanguage' => 'en-US',
            'basePath'       => '@app/modules/users/messages',
            'fileMap'        => [
                'modules/users/validation' => 'validation.php',
                'modules/users/form'       => 'form.php',
                ...
            ],
        ];
    }

    public static function t($category, $message, $params = [], $language = null)
    {
        return Yii::t('modules/users/' . $category, $message, $params, $language);
    }

}



В приведённом примере мы использовали маску для поиска совпадений, и последующую фильтрацию по
категориям для искомого файла. Вместо использования fileMap, вы можете прибегнуть к соглашению,
что имя категории совпадает с именем файла и писать Module::t('validation', 'your custom validation message') или
Module::t('form', 'some form label') напрямую.





Перевод сообщений виджетов


Для виджетов применимо такое же правило, как и для модулей:


<?php

namespace app\widgets\menu;

use yii\base\Widget;
use Yii;

class Menu extends Widget
{

    public function init()
    {
        parent::init();
        $this->registerTranslations();
    }

    public function registerTranslations()
    {
        $i18n = Yii::$app->i18n;
        $i18n->translations['widgets/menu/*'] = [
            'class'          => 'yii\i18n\PhpMessageSource',
            'sourceLanguage' => 'en-US',
            'basePath'       => '@app/widgets/menu/messages',
            'fileMap'        => [
                'widgets/menu/messages' => 'messages.php',
            ],
        ];
    }

    public function run()
    {
        echo $this->render('index');
    }

    public static function t($category, $message, $params = [], $language = null)
    {
        return Yii::t('widgets/menu/' . $category, $message, $params, $language);
    }

}



Вместо использования fileMap, вы можете прибегнуть к соглашению, что имя категории совпадает с
именем файла и писать Menu::t('messages', 'new messages {messages}', ['{messages}' => 10]) напрямую.



Примечание: для виджетов вы можете использовать i18n представления. На них распространяются
те же правила, что и на контроллеры.






Перевод сообщений фреймворка


Yii поставляется с набором сообщений по умолчанию для ошибок валидации и некоторых других строк. Эти
сообщения принадлежат категории yii. Если возникает необходимость изменить сообщения по умолчанию,
переопределите i18n компонент приложения:


'i18n' => [
    'translations' => [
        'yii' => [
            'class' => 'yii\i18n\PhpMessageSource',
            'sourceLanguage' => 'en-US',
            'basePath' => '@app/messages'
        ],
    ],
],



После этого разместите изменённые строки в файле @app/messages/<language>/yii.php.





Обработка недостающих переводов


Если в источнике перевода отсутствует необходимое сообщение, Yii отобразит исходное содержимое сообщения.
Данное поведение тем оправданнее, чем вы более стремитесь писать в исходном коде понятный текст сообщений.
Тем не  менее, иногда этого недостаточно, и может потребоваться произвольная обработка возникшей ситуации,
когда источник не содержит искомой строки. Для этого следует использовать обработку события
[[yii\i18n\MessageSource::EVENT_MISSING_TRANSLATION|missingTranslation]] компонента [[yii\i18n\MessageSource]].


Например, чтобы отметить все непереведённые строки, чтобы их было легче находить на странице, необходимо
создать обработчик события. Изменим конфигурацию приложения:


'components' => [
    // ...
    'i18n' => [
        'translations' => [
            'app*' => [
                'class' => 'yii\i18n\PhpMessageSource',
                'fileMap' => [
                    'app' => 'app.php',
                    'app/error' => 'error.php',
                ],
                'on missingTranslation' => ['app\components\TranslationEventHandler', 'handleMissingTranslation']
            ],
        ],
    ],
],



Создадим обработчик события:


<?php

namespace app\components;

use yii\i18n\MissingTranslationEvent;

class TranslationEventHandler
{
    public static function(MissingTranslationEvent $event) {
        $event->translatedMessage = "@MISSING: {$event->category}.{$event->message} FOR LANGUAGE {$event->language} @";
    }
}



Если [[yii\i18n\MissingTranslationEvent::translatedMessage]] установлен, как обработчик события, на странице будет
выведен соответствующий результат перевода.



Внимание: каждый источник обрабатывает недостающие переводы самостоятельно. Если вы используете несколько разных
источников сообщений и хотите обрабатывать недостающие переводы одинаково для всех, назначьте соответствующий
обработчик события для каждого источника.








Представления


Вместо того, чтобы переводить сообщения так, как указано в предыдущем разделе, вы можете использовать i18n в ваших
представлениях, чтобы обеспечить поддержку нескольких языков. Например, если существует представление views/site/index.php
и для перевода его на русский язык необходимо отдельное представление, создайте папку ru-RU в папке с представлением
текущего контроллера или виджета и создайте файл для русского языка: views/site/ru-RU/index.php. Yii загрузит файл
для текущего языка, если он существует, или использует исходный views/site/index.php, если не сможет найти локализацию.



Примечание: если язык был определён, как en-US и соответствующих представлений не было найдено, Yii попробует
найти представления в папке en перед тем, как использовать исходные.






Форматирование чисел и дат


См. описание форматирования дат.





Настройка PHP-окружения 


Для работы с большей частью функций интернационализации, Yii использует PHP-расширение intl [http://php.net/manual/en/book.intl.php].
Например, это расширение используют классы, отвечающие за форматирование чисел и дат [[yii\i18n\Formatter]] и за форматирование
строк [[yii\i18n\MessageFormatter]]. Оба класса поддерживают базовый функционал даже в том случае, если расширение intl не
установлено. Однако, этот запасной вариант более-менее будет работать только для сайтов на английском языке, хотя, даже для
них, большая часть широких возможностей расширения intl не будет доступна, поэтому его установка настоятельно рекомендуется.


PHP-расширение intl [http://php.net/manual/en/book.intl.php] основано на библиотеке ICU [http://site.icu-project.org/], которая
описывает правила форматирования для различных локалей. Поэтому следует помнить, что форматирование чисел и дат вместе с
синтаксисом форматирования может отличаться в зависимости от версии библиотеки ICU, которая была скомпилирована в вашем
дистрибутиве PHP.


Чтобы сайт работал одинаково во всех окружениях, рекомендуется устанавливать одинаковую версию расширения intl, при этом
удостоверяясь, что везде используется одинаковая версия библиотеки ICU.


Чтобы узнать, какая версия ICU используется текущим PHP интерпретатором, используйте следующий скрипт:


<?php
echo "PHP: " . PHP_VERSION . "\n";
echo "ICU: " . INTL_ICU_VERSION . "\n";



Чтобы иметь доступ ко всем возможностям, описанным в документации, мы рекомендуем использовать ICU версии 49 или новее.
В более ранних версиях отсутствует указатель # в правилах склонений. На сайте http://site.icu-project.org/download
вы можете ознакомиться со списком доступных версий ICU. Обратите внимание, что схема нумерации версий изменилась после
версии 4.8 и последовательность версий выглядит так: ICU 4.8, ICU 49, ICU 50.
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小部件


小部件是在 视图 中使用的可重用单元，使用面向对象方式创建复杂和可配置用户界面单元。
例如，日期选择器小部件可生成一个精致的允许用户选择日期的日期选择器，
你只需要在视图中插入如下代码：


<?php
use yii\jui\DatePicker;
?>
<?= DatePicker::widget(['name' => 'date']) ?>



Yii提供许多优秀的小部件，比如[[yii\widgets\ActiveForm|active form]], [yii\widgets\Menu|menu]],
jQuery UI widgets, Twitter Bootstrap widgets。
接下来介绍小部件的基本知识，如果你想了解某个小部件请参考对应的类API文档。



使用小部件 


小部件基本上在views中使用，在视图中可调用 [[yii\base\Widget::widget()]] 方法使用小部件。
该方法使用 配置 数组初始化小部件并返回小部件渲染后的结果。
例如如下代码插入一个日期选择器小部件，它配置为使用俄罗斯语，输入框内容为$model的from_date属性值。


<?php
use yii\jui\DatePicker;
?>
<?= DatePicker::widget([
    'model' => $model,
    'attribute' => 'from_date',
    'language' => 'ru',
    'clientOptions' => [
        'dateFormat' => 'yy-mm-dd',
    ],
]) ?>



一些小部件可在[[yii\base\Widget::begin()]] 和 [[yii\base\Widget::end()]] 调用中使用数据内容。Some widgets can take a block of content which should be enclosed between the invocation of
例如如下代码使用[[yii\widgets\ActiveForm]]小部件生成一个登录表单，
小部件会在begin() 和0 end()执行处分别生成<form>的开始标签和结束标签，中间的任何代码也会被渲染。


<?php
use yii\widgets\ActiveForm;
use yii\helpers\Html;
?>

<?php $form = ActiveForm::begin(['id' => 'login-form']); ?>

    <?= $form->field($model, 'username') ?>

    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>

    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('Login') ?>
    </div>

<?php ActiveForm::end(); ?>



注意和调用 [[yii\base\Widget::widget()]] 返回渲染结果不同，
调用 [[yii\base\Widget::begin()]] 方法返回一个可组建小部件内容的小部件实例。





创建小部件 





Creating Widgets 


继承 [[yii\base\Widget]] 类并覆盖 [[yii\base\Widget::init()]] 和/或
[[yii\base\Widget::run()]] 方法可创建小部件。通常init() 方法处理小部件属性，
run() 方法包含小部件生成渲染结果的代码。
渲染结果可在run()方法中直接”echoed”输出或以字符串返回。


如下代码中HelloWidget编码并显示赋给message 属性的值，
如果属性没有被赋值，默认会显示”Hello World”。


namespace app\components;

use yii\base\Widget;
use yii\helpers\Html;

class HelloWidget extends Widget
{
    public $message;

    public function init()
    {
        parent::init();
        if ($this->message === null) {
            $this->message = 'Hello World';
        }
    }

    public function run()
    {
        return Html::encode($this->message);
    }
}



使用这个小部件只需在视图中简单使用如下代码:


<?php
use app\components\HelloWidget;
?>
<?= HelloWidget::widget(['message' => 'Good morning']) ?>



以下是另一种可在begin() 和 end()调用中使用的HelloWidget，HTML编码内容然后显示。


namespace app\components;

use yii\base\Widget;
use yii\helpers\Html;

class HelloWidget extends Widget
{
    public function init()
    {
        parent::init();
        ob_start();
    }

    public function run()
    {
        $content = ob_get_clean();
        return Html::encode($content);
    }
}



如上所示，PHP输出缓冲在init()启动，所有在init() 和 run()方法之间的输出内容都会被获取，并在run()处理和返回。



补充: 当你调用 [[yii\base\Widget::begin()]] 时会创建一个新的小部件实例并在构造结束时调用init()方法，
在end()时会调用run()方法并输出返回结果。



如下代码显示如何使用这种 HelloWidget:


<?php
use app\components\HelloWidget;
?>
<?php HelloWidget::begin(); ?>

    content that may contain <tag>'s

<?php HelloWidget::end(); ?>



有时小部件需要渲染很多内容，一种更好的办法是将内容放入一个视图文件，
然后调用[[yii\base\Widget::render()]]方法渲染该视图文件，例如：


public function run()
{
    return $this->render('hello');
}



小部件的视图文件默认存储在WidgetPath/views目录，WidgetPath代表小部件类文件所在的目录。
假如上述示例小部件类文件在@app/components下，会渲染@app/components/views/hello.php视图文件。 You may override
可以覆盖[[yii\base\Widget::getViewPath()]]方法自定义视图文件所在路径。





最佳实践 


小部件是面向对象方式来重用视图代码。


创建小部件时仍需要遵循MVC模式，通常逻辑代码在小部件类，展示内容在视图中。


小部件设计时应是独立的，也就是说使用一个小部件时候，可以直接丢弃它而不需要额外的处理。
但是当小部件需要外部资源如CSS, JavaScript, 图片等会比较棘手，
幸运的时候Yii提供 资源包 来解决这个问题。


当一个小部件只包含视图代码，它和视图很相似，
实际上，在这种情况下，唯一的区别是小部件是可以重用类，视图只是应用中使用的普通PHP脚本。
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Responses


When an application finishes handling a request, it generates a [[yii\web\Response|response]] object
and sends it to the end user. The response object contains information such as the HTTP status code, HTTP headers and body.
The ultimate goal of Web application development is essentially to build such response objects upon various requests.


In most cases you should mainly deal with the response application component
which is an instance of [[yii\web\Response]], by default. However, Yii also allows you to create your own response
objects and send them to end users as we will explain in the following.


In this section, we will describe how to compose and send responses to end users.



Status Code 


One of the first things you would do when building a response is to state whether the request is successfully handled.
This is done by setting the [[yii\web\Response::statusCode]] property which can take one of the valid
HTTP status codes [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec10.html]. For example, to indicate the request
is successfully handled, you may set the status code to be 200, like the following:


Yii::$app->response->statusCode = 200;



However, in most cases you do not need to explicitly set the status code. This is because the default value
of [[yii\web\Response::statusCode]] is 200. And if you want to indicate the request is unsuccessful, you may
throw an appropriate HTTP exception like the following:


throw new \yii\web\NotFoundHttpException;



When the error handler catches an exception, it will extract the status code
from the exception and assign it to the response. For the [[yii\web\NotFoundHttpException]] above, it is
associated with the HTTP status 404. The following HTTP exceptions are predefined in Yii:



		[[yii\web\BadRequestHttpException]]: status code 400.


		[[yii\web\ConflictHttpException]]: status code 409.


		[[yii\web\ForbiddenHttpException]]: status code 403.


		[[yii\web\GoneHttpException]]: status code 410.


		[[yii\web\MethodNotAllowedHttpException]]: status code 405.


		[[yii\web\NotAcceptableHttpException]]: status code 406.


		[[yii\web\NotFoundHttpException]]: status code 404.


		[[yii\web\ServerErrorHttpException]]: status code 500.


		[[yii\web\TooManyRequestsHttpException]]: status code 429.


		[[yii\web\UnauthorizedHttpException]]: status code 401.


		[[yii\web\UnsupportedMediaTypeHttpException]]: status code 415.





If the exception that you want to throw is not among the above list, you may create one by extending
from [[yii\web\HttpException]], or directly throw it with a status code, for example,


throw new \yii\web\HttpException(402);






HTTP Headers 


You can send HTTP headers by manipulating the [[yii\web\Response::headers|header collection]] in the response component.
For example,


$headers = Yii::$app->response->headers;

// add a Pragma header. Existing Pragma headers will NOT be overwritten.
$headers->add('Pragma', 'no-cache');

// set a Pragma header. Any existing Pragma headers will be discarded.
$headers->set('Pragma', 'no-cache');

// remove Pragma header(s) and return the removed Pragma header values in an array
$values = $headers->remove('Pragma');




Info: Header names are case insensitive. And the newly registered headers are not sent to the user until
the [[yii\web\Response::send()]] method is called.






Response Body 


Most responses should have a body which gives the content that you want to show to end users.


If you already have a formatted body string, you may assign it to the [[yii\web\Response::content]] property
of the response. For example,


Yii::$app->response->content = 'hello world!';



If your data needs to be formatted before sending it to end users, you should set both of the
[[yii\web\Response::format|format]] and [[yii\web\Response::data|data]] properties. The [[yii\web\Response::format|format]]
property specifies in which format the [[yii\web\Response::data|data]] should be formatted. For example,


$response = Yii::$app->response;
$response->format = \yii\web\Response::FORMAT_JSON;
$response->data = ['message' => 'hello world'];



Yii supports the following formats out of the box, each implemented by a [[yii\web\ResponseFormatterInterface|formatter]] class.
You can customize these formatters or add new ones by configuring the [[yii\web\Response::formatters]] property.



		[[yii\web\Response::FORMAT_HTML|HTML]]: implemented by [[yii\web\HtmlResponseFormatter]].


		[[yii\web\Response::FORMAT_XML|XML]]: implemented by [[yii\web\XmlResponseFormatter]].


		[[yii\web\Response::FORMAT_JSON|JSON]]: implemented by [[yii\web\JsonResponseFormatter]].


		[[yii\web\Response::FORMAT_JSONP|JSONP]]: implemented by [[yii\web\JsonResponseFormatter]].


		[[yii\web\Response::FORMAT_RAW|RAW]]: use this format if you want to send the response directly without applying any formatting.





While the response body can be set explicitly as shown above, in most cases you may set it implicitly by the return value
of action methods. A common use case is like the following:


public function actionIndex()
{
    return $this->render('index');
}



The index action above returns the rendering result of the index view. The return value will be taken
by the response component, formatted and then sent to end users.


Because by default the response format is [[yii\web\Response::FORMAT_HTML|HTML]], you should only return a string
in an action method. If you want to use a different response format, you should set it first before returning the data.
For example,


public function actionInfo()
{
    \Yii::$app->response->format = \yii\web\Response::FORMAT_JSON;
    return [
        'message' => 'hello world',
        'code' => 100,
    ];
}



As aforementioned, besides using the default response application component, you can also create your own
response objects and send them to end users. You can do so by returning such object in an action method, like the following,


public function actionInfo()
{
    return \Yii::createObject([
        'class' => 'yii\web\Response',
        'format' => \yii\web\Response::FORMAT_JSON,
        'data' => [
            'message' => 'hello world',
            'code' => 100,
        ],
    ]);
}




Note: If you are creating your own response objects, you will not be able to take advantage of the configurations
that you set for the response component in the application configuration. You can, however, use
dependency injection to apply a common configuration to your new response objects.






Browser Redirection 


Browser redirection relies on sending a Location HTTP header. Because this feature is commonly used, Yii provides
some special support for it.


You can redirect the user browser to a URL by calling the [[yii\web\Response::redirect()]] method. The method
sets the appropriate Location header with the given URL and returns the response object itself. In an action method,
you can call its shortcut version [[yii\web\Controller::redirect()]]. For example,


public function actionOld()
{
    return $this->redirect('http://example.com/new', 301);
}



In the above code, the action method returns the result of the redirect() method. As explained before, the response
object returned by an action method will be used as the response sending to end users.


In places other than an action method, you should call [[yii\web\Response::redirect()]] directly followed by
a chained call to the [[yii\web\Response::send()]] method to ensure no extra content will be appended to the response.


\Yii::$app->response->redirect('http://example.com/new', 301)->send();




Info: By default, the [[yii\web\Response::redirect()]] method sets the response status code to be 302 which instructs
the browser that the resource being requested is temporarily located in a different URI. You can pass in a status
code 301 to tell the browser that the resource has been permanently relocated.



When the current request is an AJAX request, sending a Location header will not automatically cause the browser
to redirect. To solve this problem, the [[yii\web\Response::redirect()]] method sets an X-Redirect header with
the redirection URL as its value. On the client side, you may write JavaScript code to read this header value and
redirect the browser accordingly.



Info: Yii comes with a yii.js JavaScript file which provides a set of commonly used JavaScript utilities,
including browser redirection based on the X-Redirect header. Therefore, if you are using this JavaScript file
(by registering the [[yii\web\YiiAsset]] asset bundle), you do not need to write anything to support AJAX redirection.






Sending Files 


Like browser redirection, file sending is another feature that relies on specific HTTP headers. Yii provides
a set of methods to support various file sending needs. They all have built-in support for the HTTP range header.



		[[yii\web\Response::sendFile()]]: sends an existing file to a client.


		[[yii\web\Response::sendContentAsFile()]]: sends a text string as a file to a client.


		[[yii\web\Response::sendStreamAsFile()]]: sends an existing file stream as a file to a client.





These methods have the same method signature with the response object as the return value. If the file
to be sent is very big, you should consider using [[yii\web\Response::sendStreamAsFile()]] because it is more
memory efficient. The following example shows how to send a file in a controller action:


public function actionDownload()
{
    return \Yii::$app->response->sendFile('path/to/file.txt');
}



If you are calling the file sending method in places other than an action method, you should also call
the [[yii\web\Response::send()]] method afterwards to ensure no extra content will be appended to the response.


\Yii::$app->response->sendFile('path/to/file.txt')->send();



Some Web servers have a special file sending support called X-Sendfile. The idea is to redirect the
request for a file to the Web server which will directly serve the file. As a result, the Web application
can terminate earlier while the Web server is sending the file. To use this feature, you may call
the [[yii\web\Response::xSendFile()]]. The following list summarizes how to enable the X-Sendfile feature
for some popular Web servers:



		Apache: X-Sendfile [http://tn123.org/mod_xsendfile]


		Lighttpd v1.4: X-LIGHTTPD-send-file [http://redmine.lighttpd.net/projects/lighttpd/wiki/X-LIGHTTPD-send-file]


		Lighttpd v1.5: X-Sendfile [http://redmine.lighttpd.net/projects/lighttpd/wiki/X-LIGHTTPD-send-file]


		Nginx: X-Accel-Redirect [http://wiki.nginx.org/XSendfile]


		Cherokee: X-Sendfile and X-Accel-Redirect [http://www.cherokee-project.com/doc/other_goodies.html#x-sendfile]








Sending Response 


The content in a response is not sent to the user until the [[yii\web\Response::send()]] method is called.
By default, this method will be called automatically at the end of [[yii\base\Application::run()]]. You can, however,
explicitly call this method to force sending out the response immediately.


The [[yii\web\Response::send()]] method takes the following steps to send out a response:



		Trigger the [[yii\web\Response::EVENT_BEFORE_SEND]] event.


		Call [[yii\web\Response::prepare()]] to format [[yii\web\Response::data|response data]] into
[[yii\web\Response::content|response content]].


		Trigger the [[yii\web\Response::EVENT_AFTER_PREPARE]] event.


		Call [[yii\web\Response::sendHeaders()]] to send out the registered HTTP headers.


		Call [[yii\web\Response::sendContent()]] to send out the response body content.


		Trigger the [[yii\web\Response::EVENT_AFTER_SEND]] event.





After the [[yii\web\Response::send()]] method is called once, any further call to this method will be ignored.
This means once the response is sent out, you will not be able to append more content to it.


As you can see, the [[yii\web\Response::send()]] method triggers several useful events. By responding to
these events, it is possible to adjust or decorate the response.
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Виды


Виды - это часть MVC [https://ru.wikipedia.org/wiki/Model-View-Controller] архитектуры, это код, который отвечает за представление данных
конечным пользователям. В веб приложениях виды создаются обычно в виде видов - шаблонов, которые суть PHP скрипты, в основном содержащие HTML код
и код PHP, отвечающий за представление и внешний вид. Виды управляются компонентом приложения [[yii\web\View|view]], который содержит часто используемые
методы для упорядочивания видов и их рендеринга. Для упрощения, мы будем называть виды - шаблоны просто видами.



Создание видов 


Как мы упоминали ранее, вид - это просто PHP скрипт, состоящий из  PHP и HTML кодa. В примере ниже - вид, который представляет форму авторизации.
Как видите, PHP код здесь генерирует динамический контент, как, например, заголовок страницы и саму форму, тогда как HTML организует полученные данные в готовую html страницу.


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\ActiveForm;

/* @var $this yii\web\View */
/* @var $form yii\widgets\ActiveForm */
/* @var $model app\models\LoginForm */

$this->title = 'Вход';
?>
<h1><?= Html::encode($this->title) ?></h1>

<p>Пожалуйста, заполните следующие поля для входа на сайт:</p>

<?php $form = ActiveForm::begin(); ?>
    <?= $form->field($model, 'username') ?>
    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>
    <?= Html::submitButton('Login') ?>
<?php ActiveForm::end(); ?>



Внутри вида, вы можете использовать $this, которое представляет собой [[yii\web\View|компонент вид]], управляющий этим шаблоном и обеспечивающий
его рендеринг.


Кроме $this, в виде могут быть доступны другие переменные, такие как $form и $model из примера выше. Эти переменные представляют собой данные, которые передаются в вид контроллерами или другими объектами, которые вызывают рендеринг вида.



Совет: Переданные переменные могут быть перечислены в блоке комментария в начале скрипта, чтобы их смогли распознать IDE. К тому же, это хороший способ добавления документации в вид.




Безопасность 


При создании видов, которые генерируют HTML страницы, важно кодировать и/или фильтровать данные, которые приходят от пользователей перед тем как их показывать. В противном случае ваше приложение может стать жертвой атаки типа межсайтовый скриптинг [https://ru.wikipedia.org/wiki/%D0%9C%D0%B5%D0%B6%D1%81%D0%B0%D0%B9%D1%82%D0%BE%D0%B2%D1%8B%D0%B9_%D1%81%D0%BA%D1%80%D0%B8%D0%BF%D1%82%D0%B8%D0%BD%D0%B3]


Чтобы показать обычный текст, сначала кодируйте его с помощью [[yii\helpers\Html::encode()]]. В примере ниже имя пользователя кодируется перед выводом:


<?php
use yii\helpers\Html;
?>

<div class="username">
    <?= Html::encode($user->name) ?>
</div>



Чтобы показать HTML содержимое, используйте [[yii\helpers\HtmlPurifier]] для того, чтобы отфильтровать потенциально опасное содержимое. В примере ниже содержимое поста фильтруется перед показом:


<?php
use yii\helpers\HtmlPurifier;
?>

<div class="post">
    <?= HtmlPurifier::process($post->text) ?>
</div>




Совет: Несмотря на то, что HTMLPurifier отлично справляется с тем, чтобы сделать вывод безопасным, работает он довольно медленно. Если от приложения требуется высокая производительность, рассмотрите возможность кэширования отфитрованного результата






Организация видов 


Как и для контроллеров, и моделей, для видов тоже есть определенные соглашения в их организации.



		Виды, которые рендерятся из контроллера, по умолчанию должны располагаться в папке @app/views/ControllerID, где ControllerID это ID контроллера . Например, если класс контроллера - PostController, то папка будет @app/views/post; если контроллер - PostCommentController, то папка будет @app/views/post-comment. В случае, если контроллер принадлежит модулю, папка будет views/ControllerID в [[yii\base\Module::basePath|подпапке модуля]].


		Виды, которые рендерятся из виджетов, должны располагаться в ПутьВиджета/views, где ПутьВиджета - это папка, которая содержит класс виджета.


		С видами, которые рендерятся из других объектов рекомендуется поступать по той же схеме, что и с видами виджетов.





В контроллерах и виджетах вы можете изменить папки видов по умолчанию, переопределив метод [[yii\base\ViewContextInterface::getViewPath()]].







Рендеринг видов 


Вы можете рендерить виды в контроллерах, widgets, или из любого другого места, вызывая методы рендеринга видов. Методы вызываются приблизительно так, как это показано в примере ниже,


/**
 * @param string $view название вида или путь файла, в зависимости от того, какой метод рендеринга используется 
 * @param array $params данные, которые передаются виду
 * @return string результат рендеринга
 */
methodName($view, $params = [])




Рендеринг в контроллерах 


Внутри контроллеров можно вызывать следующие методы рендеринга видов:



		[[yii\base\Controller::render()|render()]]: рендерит именованный вид и применяет шаблон
к результату рендеринга.


		[[yii\base\Controller::renderPartial()|renderPartial()]]: рендерит именованный вид без шаблона.


		[[yii\web\Controller::renderAjax()|renderAjax()]]: рендерит именованный вид без шаблона,
и добавляет все зарегистрированные JS/CSS скрипты и стили. Обычно этот метод применяется для рендеринга результата AJAX запроса.


		[[yii\base\Controller::renderFile()|renderFile()]]: рендерит вид, заданный как путь к файлу или
алиас.





Например,


namespace app\controllers;

use Yii;
use app\models\Post;
use yii\web\Controller;
use yii\web\NotFoundHttpException;

class PostController extends Controller
{
    public function actionView($id)
    {
        $model = Post::findOne($id);
        if ($model === null) {
            throw new NotFoundHttpException;
        }

        // рендерит вид с названием `view` и применяет к нему шаблон
        return $this->render('view', [
            'model' => $model,
        ]);
    }
}






Рендеринг в виджетах 


Внутри виджетов, вы можете вызывать следующие методы для рендеринга видов.



		[[yii\base\Widget::render()|render()]]: рендерит именованный вид.


		[[yii\base\Widget::renderFile()|renderFile()]]: рендерит вид, заданный как путь файла или
алиас.





Например,


namespace app\components;

use yii\base\Widget;
use yii\helpers\Html;

class ListWidget extends Widget
{
    public $items = [];

    public function run()
    {
        // рендерит вид с названием `list`
        return $this->render('list', [
            'items' => $this->items,
        ]);
    }
}






Рендеринг в видах 


Вы можете рендерить вид внутри другого вида используя методы, которые предоставляет [[yii\base\View|компонент вида]]:



		[[yii\base\View::render()|render()]]: рендерит именованный вид.


		[[yii\web\View::renderAjax()|renderAjax()]]: рендерит именованный вид и добавляет зарегистрированные JS/CSS скрипты и стили. Обычно используется для рендеринга результата AJAX запроса.


		[[yii\base\View::renderFile()|renderFile()]]: рендерит вид, заданный как путь к файлу или
алиас.





Например, следующий код рендерит _overview.php файл вида, который находится в той же папке что и вид, который рендерится в текущий момент. Помните, что  $this в виде - это [[yii\base\View|компонент вида]] (а не контроллер, как это было в Yii1):


<?= $this->render('_overview') ?>






Рендеринг в других местах 


Вы может получить доступ к  [[yii\base\View|виду]] как компоненту приложения вот так:
Yii::$app->view,  а затем вызвать вышеупомянутые методы, чтобы отрендерить вид. Например,


// показывает файл "@app/views/site/license.php"
echo \Yii::$app->view->renderFile('@app/views/site/license.php');






Именованные виды 


При рендеринге вида, вы можете указать нужный вид, используя как имя вида, так и путь к файлу/алиас. В большинстве случаев вы будете использовать первый вариант, т.к. он более нагляден и гибок. Мы называем виды, которые были вызваны с помощью сокращенного имени именованные виды.


Имя вида преобразуется в соответствующий ему путь файла в соответствии со следующими правилами:



		Имя вида можно указывать без расширения. В таком случае в качестве расширения будет использоваться .php. К примеру, имя вида about соответствует файлу about.php.


		Если имя вида начинается с двойного слеша //, соответствующий ему путь будет @app/views/ViewName.
Т.е. вид будет искаться в [[yii\base\Application::viewPath|папке видов приложения по умолчанию]]. Например, //site/about будет преобразован в @app/views/site/about.php.


		Если имя вида начинается с одинарного слеша /, то вид будет искаться в [[yii\base\Module::viewPath|папке видов по умолчанию]] текущего модуля . Если активного модуля на данный момент нет, будет использована папка видов приложения по умолчанию, т.е. вид будет искаться в @app/views, как в одном из примеров выше.


		Если вид рендеринтся с помощью [[yii\base\View::context|контекста]] и контекст реализует интерфейс [[yii\base\ViewContextInterface]],  путь к виду образуется путем присоединения [[yii\base\ViewContextInterface::getViewPath()|пути видов]] контекста к имени вида. В основном это применимо к видам, которые рендерятся из контроллеров и виджетов. Например,
site/about будет преобразован в @app/views/site/about.php если контекстом является контроллер SiteController.


		Если вид рендерится из другого вида, папка, в которой находится текущий вид будет добавлена к пути вложенного вида. Например, item будет преобразован в @app/views/post/item
если он рендерится из вида @app/views/post/index.php.





В соответствии с вышесказанным, вызов $this->render('view') в контроллере app\controllers\PostController будет рендерить файл @app/views/post/view.php, а вызов $this->render('_overview') в этом виде будет рендерить файл @app/views/post/_overview.php.





Доступ к данным из видов 


Данные можно передавать в вид явно или подгружать их динамически, обращаясь к контексту из вида.


Передавая данные через второй параметр методов рендеринга вида, вы явно передаете данные в вид.
Данные должны быть представлены как обычный массив: ключ-значение. При рендеринге вида, php вызывает встроенную функцию PHP extract() на переданном массиве, чтобы переменные из массива “распаковались” в переменные вида. Например, следующий код в контроллере передаст две переменные виду report :
$foo = 1 и $bar = 2.


echo $this->render('report', [
    'foo' => 1,
    'bar' => 2,
]);



Другой подход, подход контекстного доступа, извлекает данные из [[yii\base\View|компонента вида]] или других объектов, доступных в виде (например через глобальный контейнер Yii::$app). Внутри вида вы можете вызывать объект контроллера таким образом: $this->context (см пример снизу), и, таким образом, получить доступ к его свойствам и методам, например, как указано в примере, вы можете получить ID контроллера:


ID контроллера: <?= $this->context->id ?>
?>



Явная передача данных в вид обычно более предпочтительна, т.к. она делает виды независимыми от контекста. Однако, у нее есть недостаток - необходимость каждый раз вручную строить массив данных, что может быть довольно утомительно и привести к ошибкам, если вид рендерится в разных местах.





Передача данных между видами 


[[yii\base\View|Компонент вида]] имеет свойство [[yii\base\View::params|params]], которое вы можете использовать для обмена данными между видами.


Например, в виде about вы можете указать текущий сегмент хлебных крошек с помощью следующего кода.


$this->params['breadcrumbs'][] = 'О нас';



Затем, в шаблоне, который также является видом, вы можете отобразить хлебные крошки используя данные, переданные через [[yii\base\View::params|params]].


<?= yii\widgets\Breadcrumbs::widget([
    'links' => isset($this->params['breadcrumbs']) ? $this->params['breadcrumbs'] : [],
]) ?>








Шаблоны 


Шаблоны - особый тип видов, которые представляют собой общие части разных видов. Например, у большинства страниц веб приложений одинаковые верх и низ (хедер и футер). Можно, конечно, указать их и в каждом виде, однако лучше сделать это один раз, в шаблоне, и затем, при рендеринге, включать уже отрендеренный вид в заданное место шаблона.



Создание шаблонов 


Поскольку шаблоны это виды, их можно создавать точно так же, как и обычные виды. По умолчанию шаблоны хранятся в папке @app/views/layouts. Шаблоны, которые используются в конкретном модуле, хранятся в подпапке views/layouts [[yii\base\Module::basePath|папки модуля]]. Вы можете изменить папку шаблонов по умолчанию, используя свойство [[yii\base\Module::layoutPath]] приложения или модулей.


Пример ниже показывает как выглядит шаблон. Для лучшего понимания мы сильно упростили код шаблона. На практике, однако, в нем часто содержится больше кода, например, тэги <head>, главное меню и т.д.


<?php
use yii\helpers\Html;

/* @var $this yii\web\View */
/* @var $content string */
?>
<?php $this->beginPage() ?>
<!DOCTYPE html>
<html lang="en">
<head>
    <meta charset="UTF-8"/>
    <?= Html::csrfMetaTags() ?>
    <title><?= Html::encode($this->title) ?></title>
    <?php $this->head() ?>
</head>
<body>
<?php $this->beginBody() ?>
    <header>Моя компания</header>
    <?= $content ?>
    <footer>Моя компания &copy; 2014</footer>
<?php $this->endBody() ?>
</body>
</html>
<?php $this->endPage() ?>



Как видите, шаблон генерирует HTML тэги, которые присутствуют на всех страницах. Внутри секции <body>, шаблон выводит переменную $content, которая  содержит  результат рендеринга видов контента, который передается в шаблон, при работе метода  [[yii\base\Controller::render()]].


Большинство шаблонов вызывают методы, аналогично тому, как это сделано в примере выше, чтобы скрипты и тэги, зарегистированные в других местах приложения могли быть правильно отображены в местах вызова (например, в шаблоне).



		[[yii\base\View::beginPage()|beginPage()]]: Этот метод нужно вызывать в самом начале шаблона.
Он вызывает событие [[yii\base\View::EVENT_BEGIN_PAGE|EVENT_BEGIN_PAGE]], которое происходит при начале обработки страницы.


		[[yii\base\View::endPage()|endPage()]]: Этот метод нужно вызывать в конце страницы.
Он вызывает событие [[yii\base\View::EVENT_END_PAGE|EVENT_END_PAGE]] . Оно указывает на обработку конца страницы.


		[[yii\web\View::head()|head()]]: Этот метод нужно вызывать в <head> секции страницы html.
Он генерирует метку, которая будет заменена зарегистрированным ранее кодом HTML (тэги link, мета тэги), когда рендеринг страницы будет завершен.


		[[yii\web\View::beginBody()|beginBody()]]: Этот метод нужно вызывать в начале секции <body>.
Он вызывает событие [[yii\web\View::EVENT_BEGIN_BODY|EVENT_BEGIN_BODY]] и генерирует метку, которая будет заменена зарегистрированным HTML кодом (например, Javascript’ом), который нужно разместить в начале <body> страницы.


		[[yii\web\View::endBody()|endBody()]]: Этот метод нужно вызывать в конце секции <body>.
Он вызывает событие [[yii\web\View::EVENT_END_BODY|EVENT_END_BODY]] и генерирует метку, которая будет заменена зарегистрированным HTML кодом (например, Javascript’ом), который нужно разместить в конце <body> страницы.








Доступ к данным в шаблонах 


Внутри шаблона, у вас есть доступ к двум предопределенным переменным: $this и $content. Первая представляет собой
[[yii\base\View|вид]] компонент, как и в обычных видах, тогда как последняя содержит результат рендеринга вида, который рендерится при вызове метода [[yii\base\Controller::render()|render()]] в контроллерах.


Если вы хотите получить доступ к другим данным из шаблона, используйте метод явной передачи (он описан в секции Доступ к данным в видах настоящего документа). Если вы хотите
передать данные из вида шаблону, вы можете использовать метод, описанный в передаче данных между видами.





Использование шаблонов 


Как было описано в секции Рендеринг в контроллерах, когда вы рендерите вид, вызывая метод [[yii\base\Controller::render()|render()]] из контроллера, к результату рендеринга будет применен шаблон. По умолчанию будет использован шаблон @app/views/layouts/main.php .


Вы можете использовать разные шаблоны, конфигурируя [[yii\base\Application::layout]] или [[yii\base\Controller::layout]].
Первый переопределяет шаблон, который используется по умолчанию всеми контроллерами, а второй переопределяет шаблон в отдельном контроллере.
Например, код внизу показывает, как можно сделать так, чтобы контроллер использовал шаблон @app/views/layouts/post.php при рендеринге вида. Другие контроллеры, если их свойство layout не переопределено, все еще будут использовать @app/views/layouts/main.php как шаблон.


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class PostController extends Controller
{
    public $layout = 'post';
    
    // ...
}



Для контроллеров, принадлежащих модулю, вы также можете переопределять свойство модуля [[yii\base\Module::layout|layout]], чтобы
использовать особый шаблон для этих контроллеров.


Поскольку свойство layout может быть сконфигурировано на разных уровнях приложения (контроллеры, модули, само приложение),
Yii определяет какой шаблон использовать для контроллера в два этапа.


На первом этапе определяется значение шаблона и контекстный модуль.



		Если [[yii\base\Controller::layout]] свойство контроллера отлично от null, используется оно, и [[yii\base\Controller::module|модуль]]
контроллера как контекстный модуль.


		Если [[yii\base\Controller::layout|layout]] равно null (не задано), происходит поиск среди родительских модулей контроллера, включая само приложение (которое по умолчанию является родительским модулем для контроллеров, не принадлежащих модулям) и
находится первый модуль, свойство [[yii\base\Module::layout|layout]] которого не равно null . Тогда используется найденное значение layout этого модуля
и сам модуль в качестве контекста. Если такой модуль не найден, значит шаблон применен не будет.





На втором этапе определяется сам файл шаблона для рендеринга на основании значения layout и контекстного модуля.
Значением layout может быть:



		Алиас пути (например, @app/views/layouts/main).


		Абсолютный путь (например /main): значение layout начинается со слеша. Будет искаться шаблон из [[yii\base\Application::layoutPath|папки шаблонов]] приложения, по умолчанию это @app/views/layouts.


		Относительный путь (например main): Будет искаться шаблон из [[yii\base\Module::layoutPath|папки шаблонов контекстного модуля]], по умолчанию это views/layouts в [[yii\base\Module::basePath|папке модуля]].


		Булево значение false: шаблон не будет применен.





Если у значения layout нет расширения, будет использовано расширение по умолчанию - .php.





Вложенные шаблоны 


Иногда нужно вложить один шаблон в другой. Например, в разных разделах сайта используются разные шаблоны, но у всех
этих шаблонов есть основная разметка, которая определяет HTML5 структуру страницы. Вы можете использовать вложенные шаблоны,
вызывая [[yii\base\View::beginContent()|beginContent()]] и [[yii\base\View::endContent()|endContent()]] в дочерних
шаблонах таким образом:


<?php $this->beginContent('@app/views/layouts/base.php'); ?>

...код дочернего шаблона...

<?php $this->endContent(); ?>



В коде выше дочерний шаблон заключается в [[yii\base\View::beginContent()|beginContent()]] и [[yii\base\View::endContent()|endContent()]].
Параметр, передаваемый в метод [[yii\base\View::beginContent()|beginContent()]] определяет родительский шаблон. Это может быть как
путь к файлу, так и алиас.


Используя подход выше, вы можете вкладывать шаблоны друг в друга в несколько уровней.





Использование блоков 


Блоки позволяют “записывать” контент в одном месте, а показывать в другом. Они часто используются совместно с шаблонами.
Например, вы определяете (записываете) блок в виде и отображаете его в шаблоне.


Для определения блока вызываются методы [[yii\base\View::beginBlock()|beginBlock()]] и [[yii\base\View::endBlock()|endBlock()]].
После определения, блок доступен через $view->blocks[$blockID], где $blockID - это уникальный ID, который вы присваиваете блоку
в начале определения.


В примере ниже показано, как можно использовать блоки, определенные в виде, чтобы динамически изменять фрагменты шаблона.


Сначала, в виде, вы записываете один или несколько блоков:


...

<?php $this->beginBlock('block1'); ?>

...содержимое блока 1...

<?php $this->endBlock(); ?>

...

<?php $this->beginBlock('block3'); ?>

...содержимое блока 3...

<?php $this->endBlock(); ?>



Затем, в шаблоне, рендерите блоки если они есть, или показываете контент по умолчанию, если блок не определен.


...
<?php if (isset($this->blocks['block1'])): ?>
    <?= $this->blocks['block1'] ?>
<?php else: ?>
    ... контент по умолчанию для блока 1 ...
<?php endif; ?>

...

<?php if (isset($this->blocks['block2'])): ?>
    <?= $this->blocks['block2'] ?>
<?php else: ?>
    ... контент по умолчанию для блока 2 ...
<?php endif; ?>

...

<?php if (isset($this->blocks['block3'])): ?>
    <?= $this->blocks['block3'] ?>
<?php else: ?>
    ... контент по умолчанию для блока 3 ...
<?php endif; ?>
...








Использование компонентов вида 


[[yii\base\View|Компоненты вида]] дают много возможностей. Несмотря на то, что существует возможность создавать индивидуальные экземпляры [[yii\base\View]] или дочерних классов, в большинстве случаев используется
сам компонент view приложения. Вы можете сконфигурировать компонент в конфигурации приложения таким образом:


[
    // ...
    'components' => [
        'view' => [
            'class' => 'app\components\View',
        ],
        // ...
    ],
]



Компоненты вида предоставляют широкие возможности по работе с видами, они описаны в отдельных секциях документации:



		темы: позволяет менять темы оформления для сайта.


		кэширование фрагментов: позволяет кэшировать фрагменты веб-страниц.


		работа с клиентскими скриптами: Поддерживает регистрацию и рендеринг CSS и Javascript.


		управление связками: позволяет регистрацию и управление связками клиентского кода.


		альтернативные движки шаблонов: позволяет использовать другие шаблонные движки, такие как
Twig [http://twig.sensiolabs.org/], Smarty [http://www.smarty.net/].





Также удобно пользоваться мелкими, но удобными фичами при разработке веб страниц, которые приведены ниже.



Установка заголовков страниц 


У каждой страницы должен быть заголовок. Обычно заголовок выводится в шаблоне. Однако на практике
заголовок часто определяется в видах, а не в шаблонах. Чтобы передать заголовок из вида в шаблон, используется свойство [[yii\web\View::title|title]].


В виде можно задать заголовок таким образом:


<?php
$this->title = 'Мой заголовок страницы';
?>



В шаблоне заголовок выводится следующим образом, (убедитесь, что в <head> у вас соответствующий код):


<title><?= Html::encode($this->title) ?></title>






Регистрация мета-тэгов 


На веб страницах обычно есть мета-тэги, которые часто используются различными сервисами. Как и заголовки страниц,
мета-тэги выводятся в <head> и обычно генерируются в шаблонах.


Если вы хотите указать, какие мета-тэги генерировать в видах, вы можете вызвать метод [[yii\web\View::registerMetaTag()]] в виде так,
как в примере ниже:


<?php
$this->registerMetaTag(['name' => 'keywords', 'content' => 'yii, framework, php']);
?>



Этот код зарегистрирует мета тэг “keywords” в виде. Зарегистрированные мета тэги рендерятся после того, как закончен
рендеринг шаблона. Они вставляются в то место, где в шаблоне вызван метод [[yii\web\View::head()]]. Результатом рендеринга
мета тэгов является следующий код:


<meta name="keywords" content="yii, framework, php">



Обратите внимание, что при вызове метода [[yii\web\View::registerMetaTag()]] несколько раз мета тэги будут регистироваться
каждый раз без проверки на уникальность.


Чтобы убедиться, что зарегистрирован только один экземпляр одного типа мета тэгов, вы можете указать ключ мета тэга в качестве второго
параметра при вызове метода.
К примеру, следующий код регистрирует два мета тэга “description”, однако отрендерен будет только второй.


$this->registerMetaTag(['name' => 'description', 'content' => 'Мой сайт сделан с помощью Yii!'], 'description');
$this->registerMetaTag(['name' => 'description', 'content' => 'Это сайт о забавных енотах.'], 'description');






Регистрация тэгов link 


Как и мета тэги, link тэги полезны во многих случаях, как, например, задание уникальной favicon, указание на RSS фид или указание OpenID сервера для авторизации. С link тэгами можно работать аналогично работе с мета тэгами, вызывая метод [[yii\web\View::registerLinkTag()]]. Например,
вы можете зарегистрировать link тэг в виде таким образом:


$this->registerLinkTag([
    'title' => 'Сводка новостей по Yii',
    'rel' => 'alternate',
    'type' => 'application/rss+xml',
    'href' => 'http://www.yiiframework.com/rss.xml/',
]);



Этот код выведет


<link title="Сводка новостей по Yii" rel="alternate" type="application/rss+xml" href="http://www.yiiframework.com/rss.xml/">



Как и в случае с [[yii\web\View::registerMetaTag()|registerMetaTags()]], вы можете указать ключ вторым параметром при вызове
[[yii\web\View::registerLinkTag()|registerLinkTag()]] чтобы избежать дублирования link тэгов одного типа.







События в видах 


[[yii\base\View|Компонент вида]] вызывает несколько событий во время рендеринга.
Вы можете задавать обработчики для этих событий чтобы добавлять контент
в вид или делать пост-обработку результатов рендеринга до того, как они будут отправлены конечным пользователям.



		[[yii\base\View::EVENT_BEFORE_RENDER|EVENT_BEFORE_RENDER]]: вызывается в начале рендеринга файла в контроллере.
Обработчики этого события могут придать атрибуту [[yii\base\ViewEvent::isValid]] значение false, чтобы отменить процесс рендеринга.


		[[yii\base\View::EVENT_AFTER_RENDER|EVENT_AFTER_RENDER]]: событие инициируется после рендеринга файла вызовом [[yii\base\View::afterRender()]].
Обработчики события могут получать результат рендеринга через [[yii\base\ViewEvent::output]] и могут изменять это свойство для изменения
результата рендеринга.


		[[yii\base\View::EVENT_BEGIN_PAGE|EVENT_BEGIN_PAGE]]: инициируется вызовом [[yii\base\View::beginPage()]] в шаблонах.


		[[yii\base\View::EVENT_END_PAGE|EVENT_END_PAGE]]: инициируется вызовом [[yii\base\View::endPage()]] в шаблонах.


		[[yii\web\View::EVENT_BEGIN_BODY|EVENT_BEGIN_BODY]]: инициируется вызовом [[yii\web\View::beginBody()]] в шаблонах.


		[[yii\web\View::EVENT_END_BODY|EVENT_END_BODY]]: инициируется вызовом [[yii\web\View::endBody()]] в шаблонах.





Например, следующий код вставляет дату в конец body страницы:


\Yii::$app->view->on(View::EVENT_END_BODY, function () {
    echo date('Y-m-d');
});






Рендеринг статических страниц 


Статическими страницами мы считаем страницы, которые содержат в основном статические данные и для формирования
которых не нужно строить динамические данные в контроллерах.


Вы можете выводить статические страницы, сохраняя их в видах, а затем используя подобный код в контроллере:


public function actionAbout()
{
    return $this->render('about');
}



Если сайт содержит много статических страниц, описанный выше подход не вполне подходит - его использование
приведет к многократному повторению похожего кода. Вместо этого вы можете использовать отдельное действие  [[yii\web\ViewAction]] в контроллере. Например,


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    public function actions()
    {
        return [
            'page' => [
                'class' => 'yii\web\ViewAction',
            ],
        ];
    }
}



Теперь, если вы создадите вид about в папке @app/views/site/pages, он будет отображаться по такому адресу:


http://localhost/index.php?r=site/page&view=about



GET параметр view сообщает [[yii\web\ViewAction]] какой вид затребован. Действие будет искать этот вид в папке @app/views/site/pages.
Вы можете сконфирурировать параметр [[yii\web\ViewAction::viewPrefix]] чтобы изменить папку в которой ищется вид.





Полезные советы 


Виды отвечают за представление данных моделей в формате, понятным конечным пользователям. В целом, виды



		должны в основном содержать код, отвечающий за представление, такой как HTML и простой PHP для обхода, форматирования и рендеринга данных.


		не должны содержать кода, который производит запросы к БД. Такими запросами должны заниматься модели.


		должны избегать прямого обращения к данным запроса, таким как $_GET, $_POST. Разбором запроса должны заниматься контроллеры. Если
данные запросов нужны для построения вида, они должны явно передаваться в вид контроллерами.


		могут читать свойства моделей, но не должны их изменять.





Чтобы сделать виды более управляемыми, избегайте создания видов, которые содержат слишком сложную логику или большое количество кода.
Используйте следующие подходы для их упрощения:



		используйте шаблоны для отображения основных секций разметки сайта (верхняя часть (хедер), нижняя часть (футер) и т.п.)


		разбивайте сложный вид на несколько видов попроще. Меньшие виды можно рендерить и объединять в больший используя методы рендеринга, описанный в
настоящем документе.


		создавайте и используйте виджеты как строительный материал для видов.


		создавайте и используйте классы-хелперы для изменения и форматирования данных в видах.
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速率限制


为防止滥用，你应该考虑增加速率限制到您的API。
例如，您可以限制每个用户的API的使用是在10分钟内最多100次的API调用。
如果一个用户同一个时间段内太多的请求被接收， 将返回响应状态代码 429 (这意味着过多的请求)。


要启用速率限制, [[yii\web\User::identityClass|user identity class]] 应该实现 [[yii\filters\RateLimitInterface]].
这个接口需要实现以下三个方法：



		getRateLimit(): 返回允许的请求的最大数目及时间，例如，[100, 600] 表示在600秒内最多100次的API调用。


		loadAllowance(): 返回剩余的允许的请求和相应的UNIX时间戳数
当最后一次速率限制检查时。


		saveAllowance(): 保存允许剩余的请求数和当前的UNIX时间戳。





你可以在user表中使用两列来记录容差和时间戳信息。
loadAllowance() 和 saveAllowance() 可以通过实现对符合当前身份验证的用户
的这两列值的读和保存。为了提高性能，你也可以
考虑使用缓存或NoSQL存储这些信息。


一旦 identity 实现所需的接口， Yii 会自动使用 [[yii\filters\RateLimiter]]
为 [[yii\rest\Controller]] 配置一个行为过滤器来执行速率限制检查。 如果速度超出限制
该速率限制器将抛出一个 [[yii\web\TooManyRequestsHttpException]]。 你可以在你的 REST
控制器类里配置速率限制，


public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['rateLimiter']['enableRateLimitHeaders'] = false;
    return $behaviors;
}



当速率限制被激活，默认情况下每个响应将包含以下HTTP头发送
目前的速率限制信息：



		X-Rate-Limit-Limit: 同一个时间段所允许的请求的最大数目;


		X-Rate-Limit-Remaining: 在当前时间段内剩余的请求的数量;


		X-Rate-Limit-Reset: 为了得到最大请求数所等待的秒数。





你可以禁用这些头信息通过配置 [[yii\filters\RateLimiter::enableRateLimitHeaders]] 为false,
就像在上面的代码示例所示。
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Authentication


Unlike Web applications, RESTful APIs are usually stateless, which means sessions or cookies should not
be used. Therefore, each request should come with some sort of authentication credentials because
the user authentication status may not be maintained by sessions or cookies. A common practice is
to send a secret access token with each request to authenticate the user. Since an access token
can be used to uniquely identify and authenticate a user, API requests should always be sent
via HTTPS to prevent man-in-the-middle (MitM) attacks.


There are different ways to send an access token:



		HTTP Basic Auth [http://en.wikipedia.org/wiki/Basic_access_authentication]: the access token
is sent as the username. This should only be used when an access token can be safely stored
on the API consumer side. For example, the API consumer is a program running on a server.


		Query parameter: the access token is sent as a query parameter in the API URL, e.g.,
https://example.com/users?access-token=xxxxxxxx. Because most Web servers will keep query
parameters in server logs, this approach should be mainly used to serve JSONP requests which
cannot use HTTP headers to send access tokens.


		OAuth 2 [http://oauth.net/2/]: the access token is obtained by the consumer from an authorization
server and sent to the API server via HTTP Bearer Tokens [http://tools.ietf.org/html/rfc6750],
according to the OAuth2 protocol.





Yii supports all of the above authentication methods. You can also easily create new authentication methods.


To enable authentication for your APIs, do the following steps:



		Configure the user application component:
		Set the [[yii\web\User::enableSession|enableSession]] property to be false.


		Set the [[yii\web\User::loginUrl|loginUrl]] property to be null to show a HTTP 403 error instead of redirecting to the login page.








		Specify which authentication methods you plan to use by configuring the authenticator behavior
in your REST controller classes.


		Implement [[yii\web\IdentityInterface::findIdentityByAccessToken()]] in your [[yii\web\User::identityClass|user identity class]].





Step 1 is not required but is recommended for RESTful APIs which should be stateless. When [[yii\web\User::enableSession|enableSession]]
is false, the user authentication status will NOT be persisted across requests using sessions. Instead, authentication
will be performed for every request, which is accomplished by Step 2 and 3.



Tip: You may configure [[yii\web\User::enableSession|enableSession]] of the user application component
in application configurations if you are developing RESTful APIs in terms of an application. If you develop
RESTful APIs as a module, you may put the following line in the module’s init() method, like the following:












public function init()
{
parent::init();
\Yii::$app->user->enableSession = false;
}



For example, to use HTTP Basic Auth, you may configure the `authenticator` behavior as follows,

```php
use yii\filters\auth\HttpBasicAuth;

public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['authenticator'] = [
        'class' => HttpBasicAuth::className(),
    ];
    return $behaviors;
}



If you want to support all three authentication methods explained above, you can use CompositeAuth like the following,


use yii\filters\auth\CompositeAuth;
use yii\filters\auth\HttpBasicAuth;
use yii\filters\auth\HttpBearerAuth;
use yii\filters\auth\QueryParamAuth;

public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['authenticator'] = [
        'class' => CompositeAuth::className(),
        'authMethods' => [
            HttpBasicAuth::className(),
            HttpBearerAuth::className(),
            QueryParamAuth::className(),
        ],
    ];
    return $behaviors;
}



Each element in authMethods should be an auth method class name or a configuration array.


Implementation of findIdentityByAccessToken() is application specific. For example, in simple scenarios
when each user can only have one access token, you may store the access token in an access_token column
in the user table. The method can then be readily implemented in the User class as follows,


use yii\db\ActiveRecord;
use yii\web\IdentityInterface;

class User extends ActiveRecord implements IdentityInterface
{
    public static function findIdentityByAccessToken($token, $type = null)
    {
        return static::findOne(['access_token' => $token]);
    }
}



After authentication is enabled as described above, for every API request, the requested controller
will try to authenticate the user in its beforeAction() step.


If authentication succeeds, the controller will perform other checks (such as rate limiting, authorization)
and then run the action. The authenticated user identity information can be retrieved via Yii::$app->user->identity.


If authentication fails, a response with HTTP status 401 will be sent back together with other appropriate headers
(such as a WWW-Authenticate header for HTTP Basic Auth).



Authorization 


After a user is authenticated, you probably want to check if he or she has the permission to perform the requested
action for the requested resource. This process is called authorization which is covered in detail in
the Authorization section.


If your controllers extend from [[yii\rest\ActiveController]], you may override
the [[yii\rest\Controller::checkAccess()|checkAccess()]] method to perform authorization check. The method
will be called by the built-in actions provided by [[yii\rest\ActiveController]].








          

      

      

    


    
        © 版权所有 .
      由 Sphinx 1.3.1 创建。
    

  

guide-zh-CN/start-forms.html


    
      导航


      
        		
          索引


        		YII2 stable 文档 »

 
      


    


    
      
          
            
  
使用表单


本章节介绍如何创建一个让用户提交数据的表单页。该页将显示一个包含 name 输入框和 email 输入框的表单。当提交这两部分信息后，页面将会显示用户所输入的信息。


为了实现这个目标，除了创建一个操作和两个视图外，还需要创建一个模型。


贯穿整个小节，你将会学到：



		创建一个模型代表用户通过表单输入的数据


		声明规则去验证输入的数据


		在视图中生成一个 HTML 表单






创建模型 


模型类 EntryForm 代表从用户那请求的数据，该类如下所示并存储在 models/EntryForm.php 文件中。请参考类自动加载章节获取更多关于类命名约定的介绍。


<?php

namespace app\models;

use yii\base\Model;

class EntryForm extends Model
{
    public $name;
    public $email;

    public function rules()
    {
        return [
            [['name', 'email'], 'required'],
            ['email', 'email'],
        ];
    }
}



该类继承自Yii 提供的一个基类 [[yii\base\Model]]，该基类通常用来表示数据。



补充：[[yii\base\Model]] 被用于普通模型类的父类并与数据表无关。[[yii\db\ActiveRecord]] 通常是普通模型类的父类但与数据表有关联（译注：[[yii\db\ActiveRecord]] 类其实也是继承自 [[yii\base\Model]]，增加了数据库处理）。



EntryForm 类包含 name 和 email 两个公共成员，用来储存用户输入的数据。它还包含一个名为 rules() 的方法，用来返回数据验证规则的集合。上面声明的验证规则表示：



		name 和 email 值都是必须的


		email 的值必须满足email规则验证





如果你有一个处理用户提交数据的 EntryForm 对象，你可以调用它的 [[yii\base\Model::validate()|validate()]] 方法触发数据验证。如果有数据验证失败，将把 [[yii\base\Model::hasErrors|hasErrors]] 属性设为 ture，想要知道具体发生什么错误就调用 [[yii\base\Model::getErrors|getErrors]]。


<?php
$model = new EntryForm();
$model->name = 'Qiang';
$model->email = 'bad';
if ($model->validate()) {
    // 验证成功！
} else {
    // 失败！
    // 使用 $model->getErrors() 获取错误详情
}






创建操作 


下面你得在 site 控制器中创建一个 entry 操作用于新建的模型。操作的创建和使用已经在说一声你好小节中解释了。


<?php

namespace app\controllers;

use Yii;
use yii\web\Controller;
use app\models\EntryForm;

class SiteController extends Controller
{
    // ...其它代码...

    public function actionEntry()
    {
        $model = new EntryForm;

        if ($model->load(Yii::$app->request->post()) && $model->validate()) {
            // 验证 $model 收到的数据

            // 做些有意义的事 ...

            return $this->render('entry-confirm', ['model' => $model]);
        } else {
            // 无论是初始化显示还是数据验证错误
            return $this->render('entry', ['model' => $model]);
        }
    }
}



该操作首先创建了一个 EntryForm 对象。然后尝试从 $_POST 搜集用户提交的数据，由 Yii 的 [[yii\web\Request::post()]] 方法负责搜集。如果模型被成功填充数据（也就是说用户已经提交了 HTML 表单），操作将调用 [[yii\base\Model::validate()|validate()]] 去确保用户提交的是有效数据。



补充：表达式 Yii::$app 代表应用实例，它是一个全局可访问的单例。同时它也是一个服务定位器，能提供 request，response，db 等等特定功能的组件。在上面的代码里就是使用 request 组件来访问应用实例收到的 $_POST 数据。



用户提交表单后，操作将会渲染一个名为 entry-confirm 的视图去确认用户输入的数据。如果没填表单就提交，或数据包含错误（译者：如 email 格式不对），entry 视图将会渲染输出，连同表单一起输出的还有验证错误的详细信息。



注意：在这个简单例子里我们只是呈现了有效数据的确认页面。实践中你应该考虑使用 [[yii\web\Controller::refresh()|refresh()]] 或 [[yii\web\Controller::redirect()|redirect()]] 去避免表单重复提交问题 [http://en.wikipedia.org/wiki/Post/Redirect/Get]。






创建视图 


最后创建两个视图文件 entry-confirm 和 entry。他们会被刚才创建的 entry 操作渲染。


entry-confirm 视图简单地显示提交的 name 和 email 数据。视图文件保存在 views/site/entry-confirm.php。


<?php
use yii\helpers\Html;
?>
<p>You have entered the following information:</p>

<ul>
    <li><label>Name</label>: <?= Html::encode($model->name) ?></li>
    <li><label>Email</label>: <?= Html::encode($model->email) ?></li>
</ul>



entry 视图显示一个 HTML 表单。视图文件保存在 views/site/entry.php。


<?php
use yii\helpers\Html;
use yii\widgets\ActiveForm;
?>
<?php $form = ActiveForm::begin(); ?>

    <?= $form->field($model, 'name') ?>

    <?= $form->field($model, 'email') ?>

    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('Submit', ['class' => 'btn btn-primary']) ?>
    </div>

<?php ActiveForm::end(); ?>



视图使用了一个功能强大的小部件 [[yii\widgets\ActiveForm|ActiveForm]] 去生成 HTML 表单。其中的 begin() 和 end() 分别用来渲染表单的开始和关闭标签。在这两个方法之间使用了 [[yii\widgets\ActiveForm::field()|field()]] 方法去创建输入框。第一个输入框用于 “name”，第二个输入框用于 “email”。之后使用 [[yii\helpers\Html::submitButton()]] 方法生成提交按钮。





尝试下 


用浏览器访问下面的 URL 看它能否工作：


http://hostname/index.php?r=site/entry



你会看到一个包含两个输入框的表单的页面。每个输入框的前面都有一个标签指明应该输入的数据类型。如果什么都不填就点击提交按钮，或填入格式不正确的 email 地址，将会看到在对应的输入框下显示错误信息。


[image: 验证错误的表单]


输入有效的 name 和 email 信息并提交后，将会看到一个显示你所提交数据的确认页面。


[image: 输入数据的确认页]



效果说明 


你可能会好奇 HTML 表单暗地里是如何工作的呢，看起来它可以为每个输入框显示文字标签，而当你没输入正确的信息时又不需要刷新页面就能给出错误提示，似乎有些神奇。


是的，其实数据首先由客户端 JavaScript 脚本验证，然后才会提交给服务器通过 PHP 验证。[[yii\widgets\ActiveForm]] 足够智能到把你在 EntryForm 模型中声明的验证规则转化成客户端 JavaScript 脚本去执行验证。如果用户浏览器禁用了 JavaScript， 服务器端仍然会像 actionEntry() 方法里这样验证一遍数据。这保证了任何情况下用户提交的数据都是有效的。



警告：客户端验证是提高用户体验的手段。无论它是否正常启用，服务端验证则都是必须的，请不要忽略它。



输入框的文字标签是 field() 方法生成的，内容就是模型中该数据的属性名。例如模型中的 name 属性生成的标签就是 Name。


你可以在视图中自定义标签：


<?= $form->field($model, 'name')->label('自定义 Name') ?>
<?= $form->field($model, 'email')->label('自定义 Email') ?>




补充：Yii 提供了相当多类似的小部件去帮你生成复杂且动态的视图。在后面你还会了解到自己写小部件是多么简单。你可能会把自己的很多视图代码转化成小部件以提高重用，加快开发效率。








总结 


本章节指南中你接触了 MVC 设计模式的每个部分。学到了如何创建一个模型代表用户数据并验证它的有效性。


你还学到了如何从用户那获取数据并在浏览器上回显给用户。这本来是开发应用的过程中比较耗时的任务，好在 Yii 提供了强大的小部件让它变得如此简单。


下一章你将学习如何使用数据库，几乎每个应用都需要数据库。
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Modules


Modules are self-contained software units that consist of models, views,
controllers, and other supporting components. End users can access the controllers
of a module when it is installed in application. For these reasons, modules are
often viewed as mini-applications. Modules differ from applications in that
modules cannot be deployed alone and must reside within applications.



Creating Modules 


A module is organized as a directory which is called the [[yii\base\Module::basePath|base path]] of the module.
Within the directory, there are sub-directories, such as controllers, models, views, which hold controllers,
models, views, and other code, just like in an application. The following example shows the content within a module:


forum/
    Module.php                   the module class file
    controllers/                 containing controller class files
        DefaultController.php    the default controller class file
    models/                      containing model class files
    views/                       containing controller view and layout files
        layouts/                 containing layout view files
        default/                 containing view files for DefaultController
            index.php            the index view file




Module Classes 


Each module should have a unique module class which extends from [[yii\base\Module]]. The class should be located
directly under the module’s [[yii\base\Module::basePath|base path]] and should be autoloadable.
When a module is being accessed, a single instance of the corresponding module class will be created.
Like application instances, module instances are used to share data and components
for code within modules.


The following is an example how a module class may look like:


namespace app\modules\forum;

class Module extends \yii\base\Module
{
    public function init()
    {
        parent::init();

        $this->params['foo'] = 'bar';
        // ...  other initialization code ...
    }
}



If the init() method contains a lot of code initializing the module’s properties, you may also save them in terms
of a configuration and load it with the following code in init():


public function init()
{
    parent::init();
    // initialize the module with the configuration loaded from config.php
    \Yii::configure($this, require(__DIR__ . '/config.php'));
}



where the configuration file config.php may contain the following content, similar to that in an
application configuration.


<?php
return [
    'components' => [
        // list of component configurations
    ],
    'params' => [
        // list of parameters
    ],
];






Controllers in Modules 


When creating controllers in a module, a convention is to put the controller classes under the controllers
sub-namespace of the namespace of the module class. This also means the controller class files should be
put in the controllers directory within the module’s [[yii\base\Module::basePath|base path]].
For example, to create a post controller in the forum module shown in the last subsection, you should
declare the controller class like the following:


namespace app\modules\forum\controllers;

use yii\web\Controller;

class PostController extends Controller
{
    // ...
}



You may customize the namespace of controller classes by configuring the [[yii\base\Module::controllerNamespace]]
property. In case some of the controllers are outside of this namespace, you may make them accessible
by configuring the [[yii\base\Module::controllerMap]] property, similar to what you do in an application.





Views in Modules 


Views in a module should be put in the views directory within the module’s [[yii\base\Module::basePath|base path]].
For views rendered by a controller in the module, they should be put under the directory views/ControllerID,
where ControllerID refers to the controller ID. For example, if
the controller class is PostController, the directory would be views/post within the module’s
[[yii\base\Module::basePath|base path]].


A module can specify a layout that is applied to the views rendered by the module’s
controllers. The layout should be put in the views/layouts directory by default, and you should configure
the [[yii\base\Module::layout]] property to point to the layout name. If you do not configure the layout property,
the application’s layout will be used instead.







Using Modules 


To use a module in an application, simply configure the application by listing the module in
the [[yii\base\Application::modules|modules]] property of the application. The following code in the
application configuration uses the forum module:


[
    'modules' => [
        'forum' => [
            'class' => 'app\modules\forum\Module',
            // ... other configurations for the module ...
        ],
    ],
]



The [[yii\base\Application::modules|modules]] property takes an array of module configurations. Each array key
represents a module ID which uniquely identifies the module among all modules in the application, and the corresponding
array value is a configuration for creating the module.



Routes 


Like accessing controllers in an application, routes are used to address
controllers in a module. A route for a controller within a module must begin with the module ID followed by
the controller ID and action ID. For example, if an application uses a module named forum, then the route
forum/post/index would represent the index action of the post controller in the module. If the route
only contains the module ID, then the [[yii\base\Module::defaultRoute]] property, which defaults to default,
will determine which controller/action should be used. This means a route forum would represent the default
controller in the forum module.





Accessing Modules 


Within a module, you may often need to get the instance of the module class so that you can
access the module ID, module parameters, module components, etc. You can do so by using the following statement:


$module = MyModuleClass::getInstance();



where MyModuleClass refers to the name of the module class that you are interested in. The getInstance() method
will return the currently requested instance of the module class. If the module is not requested, the method will
return null. Note that you do not want to manually create a new instance of the module class because it will be
different from the one created by Yii in response to a request.



Info: When developing a module, you should not assume the module will use a fixed ID. This is because a module
can be associated with an arbitrary ID when used in an application or within another module. In order to get
the module ID, you should use the above approach to get the module instance first, and then get the ID via
$module->id.



You may also access the instance of a module using the following approaches:


// get the child module whose ID is "forum"
$module = \Yii::$app->getModule('forum');

// get the module to which the currently requested controller belongs
$module = \Yii::$app->controller->module;



The first approach is only useful when you know the module ID, while the second approach is best used when you
know about the controllers being requested.


Once you have the module instance, you can access parameters and components registered with the module. For example,


$maxPostCount = $module->params['maxPostCount'];






Bootstrapping Modules 


Some modules may need to be run for every request. The [[yii\debug\Module|debug]] module is such an example.
To do so, list the IDs of such modules in the [[yii\base\Application::bootstrap|bootstrap]] property of the application.


For example, the following application configuration makes sure the debug module is always loaded:


[
    'bootstrap' => [
        'debug',
    ],

    'modules' => [
        'debug' => 'yii\debug\Module',
    ],
]








Nested Modules 


Modules can be nested in unlimited levels. That is, a module can contain another module which can contain yet
another module. We call the former parent module while the latter child module. Child modules must be declared
in the [[yii\base\Module::modules|modules]] property of their parent modules. For example,


namespace app\modules\forum;

class Module extends \yii\base\Module
{
    public function init()
    {
        parent::init();

        $this->modules = [
            'admin' => [
                // you should consider using a shorter namespace here!
                'class' => 'app\modules\forum\modules\admin\Module',
            ],
        ];
    }
}



For a controller within a nested module, its route should include the IDs of all its ancestor modules.
For example, the route forum/admin/dashboard/index represents the index action of the dashboard controller
in the admin module which is a child module of the forum module.



Info: The [[yii\base\Module::getModule()|getModule()]] method only returns the child module directly belonging
to its parent. The [[yii\base\Application::loadedModules]] property keeps a list of loaded modules, including both
direct children and nested ones, indexed by their class names.






Best Practices 


Modules are best used in large applications whose features can be divided into several groups, each consisting of
a set of closely related features. Each such feature group can be developed as a module which is developed and
maintained by a specific developer or team.


Modules are also a good way of reusing code at the feature group level. Some commonly used features, such as
user management, comment management, can all be developed in terms of modules so that they can be reused easily
in future projects.
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缓存


缓存是提升 Web 应用性能简便有效的方式。通过将相对静态的数据存储到缓存并在收到请求时取回缓存，应用程序便节省了每次重新生成这些数据所需的时间。


缓存可以应用在 Web 应用程序的任何层级任何位置。在服务器端，在较的低层面，缓存可能用于存储基础数据，例如从数据库中取出的最新文章列表；在较高的层面，缓存可能用于存储一段或整个 Web 页面，例如最新文章的渲染结果。在客户端，HTTP 缓存可能用于将最近访问的页面内容存储到浏览器缓存中。


Yii 支持如上所有缓存机制：



		数据缓存


		片段缓存


		页面缓存


		HTTP 缓存
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Almacenamiento de Datos en Caché


El almacenamiento de datos en caché trata del almacenamiento de alguna variable PHP en caché y recuperarla más tarde del mismo. También es la base de algunas de las características avanzadas de almacenamiento en caché, tales como el almacenamiento en caché de consultas a la base de datos y el almacenamiento en caché de contenido.


El siguiente código muestra el típico patrón de uso para el almacenamiento en caché, donde la variable $cache se refiere al componente caché:


// intenta recuperar $data de la caché
$data = $cache->get($key);

if ($data === false) {

    // $data no ha sido encontrada en caché, calcularla desde cero
    // guardar $data en caché para así recuperarla la próxima vez
    $cache->set($key, $data);
}

// $data está disponible aquí




Componentes de Caché 


El almacenamiento de datos en caché depende de los llamados cache components (componentes de caché) los cuales
representan diferentes tipos de almacenamiento en caché, como por ejemplo en memoria, en archivos o en base de datos.


Los Componentes de Caché están normalmente registrados como componentes de la aplicación para que de esta forma puedan
ser configurados y accesibles globalmente. El siguiente código muestra cómo configurar el componente de aplicación
cache para usar memcached [http://memcached.org/] con dos servidores caché:


'components' => [
    'cache' => [
        'class' => 'yii\caching\MemCache',
        'servers' => [
            [
                'host' => 'server1',
                'port' => 11211,
                'weight' => 100,
            ],
            [
                'host' => 'server2',
                'port' => 11211,
                'weight' => 50,
            ],
        ],
    ],
],



Puedes acceder al componente de caché usando la expresión  Yii::$app->cache.


Debido a que todos los componentes de caché soportan el mismo conjunto de APIs, podrías cambiar el componente de caché
subyacente por otro diferente mediante su reconfiguración en la configuración de la aplicación sin tener que modificar
el código que utiliza la caché. Por ejemplo, podrías modificar la configuración anterior para usar [[yii\caching\ApcCache|APC cache]]:


'components' => [
    'cache' => [
        'class' => 'yii\caching\ApcCache',
    ],
],




Nota: Puedes registrar múltiples componentes de aplicación de caché. El componente llamado cache es usado por defecto por muchas clases caché-dependiente (ej. [[yii\web\UrlManager]]).




Almacenamientos de Caché Soportados 


Yii proporciona varios componentes de caché que pueden almacenar datos en diferentes medios. A continuación
se muestra un listado con los componentes de caché disponibles:



		[[yii\caching\ApcCache]]: utiliza la extensión de PHP APC [http://php.net/manual/es/book.apc.php]. Esta opción puede ser considerada como la más rápida de entre todas las disponibles para una aplicación centralizada. (ej. un servidor, no dedicado al balance de carga, etc).


		[[yii\caching\DbCache]]: utiliza una tabla de base de datos para almacenar los datos. Por defecto, se creará y usará como base de datos SQLite3 [http://sqlite.org/] en el directorio runtime. Se puede especificar explícitamente que base de datos va a ser utilizada configurando la propiedad db.


		[[yii\caching\DummyCache]]: dummy cache (caché tonta) que no almacena en caché nada. El propósito de este componente es simplificar el código necesario para chequear la disponibilidad de caché. Por ejemplo, durante el desarrollo o si el servidor no tiene soporte de caché actualmente, puede utilizarse este componente de caché. Cuando este disponible un soporte en caché, puede cambiarse el componente correspondiente. En ambos casos, puede utilizarse el mismo código Yii::$app->cache->get($key) para recuperar un dato sin la preocupación de que Yii::$app->cache pueda ser null.


		[[yii\caching\FileCache]]: utiliza un fichero estándar para almacenar los datos. Esto es adecuado para almacenar grandes bloques de datos (como páginas).


		[[yii\caching\MemCache]]: utiliza las extensiones de PHP memcache [http://php.net/manual/es/book.memcache.php] y memcached [http://php.net/manual/es/book.memcached.php]. Esta opción puede ser considerada como la más rápida cuando la caché es manejada en una aplicación distribuida (ej. con varios servidores, con balance de carga, etc..)


		[[yii\redis\Cache]]: implementa un componente de caché basado en Redis [http://redis.io/] que almacenan pares clave-valor (requiere la versión 2.6.12 de redis).


		[[yii\caching\WinCache]]: utiliza la extensión de PHP WinCache [http://iis.net/downloads/microsoft/wincache-extension] (ver también [http://php.net/manual/es/book.wincache.php]).


		[[yii\caching\XCache]]: utiliza la extensión de PHP XCache [http://xcache.lighttpd.net/].


		[[yii\caching\ZendDataCache]]: utiliza Zend Data Cache [http://files.zend.com/help/Zend-Server-6/zend-server.htm#data_cache_component.htm] como el medio fundamental de caché.






Nota: Puedes utilizar diferentes tipos de almacenamiento de caché en la misma aplicación. Una estrategia común es la de usar almacenamiento de caché en memoria para almacenar datos que son pequeños pero que son utilizados constantemente (ej. datos estadísticos), y utilizar el almacenamiento de caché en archivos o en base de datos para guardar datos que son grandes y utilizados con menor frecuencia (ej. contenido de página).








API de Caché 


Todos los componentes de almacenamiento de caché provienen de la misma clase “padre” [[yii\caching\Cache]] y por lo tanto soportan la siguiente API:



		[[yii\caching\Cache::get()|get()]]: recupera un elemento de datos de la memoria caché con una clave especificada.
Un valor nulo será devuelto si el elemento de datos no ha sido encontrado en la memoria caché o si ha expirado o ha sido invalidado.


		[[yii\caching\Cache::set()|set()]]: almacena un elemento de datos identificado por una clave en la memoria caché.


		[[yii\caching\Cache::add()|add()]]: almacena un elemento de datos identificado por una clave en la memoria caché si la clave no se encuentra en la memoria caché.


		[[yii\caching\Cache::mget()|mget()]]: recupera varios elementos de datos de la memoria caché con las claves especificadas.


		[[yii\caching\Cache::mset()|mset()]]: almacena múltiples elementos de datos en la memoria caché. Cada elemento se identifica por una clave.


		[[yii\caching\Cache::madd()|madd()]]: almacena múltiples elementos de datos en la memoria caché. Cada elemento se identifica con una clave. Si una clave ya existe en la caché, el elemento será omitido.


		[[yii\caching\Cache::exists()|exists()]]: devuelve un valor que indica si la clave especificada se encuentra en la memoria caché.


		[[yii\caching\Cache::delete()|delete()]]: elimina un elemento de datos identificado por una clave de la caché.


		[[yii\caching\Cache::flush()|flush()]]: elimina todos los elementos de datos de la cache.





Algunos sistemas de almacenamiento de caché, como por ejemplo MemCache, APC, pueden recuperar múltiples valores almacenados en modo de lote (batch), lo que puede reducir considerablemente la sobrecarga que implica la recuperación de datos almacenados en la caché. Las API [[yii\caching\Cache::mget()|mget()]] y  [[yii\caching\Cache::madd()|madd()]]
se proporcionan para utilizar esta característica. En el caso de que el sistema de memoria caché no lo soportara, ésta sería simulada.


Puesto que [[yii\caching\Cache]] implementa ArrayAccess, un componente de caché puede ser usado como un array.
El siguiente código muestra unos ejemplos:


$cache['var1'] = $value1;  // equivalente a: $cache->set('var1', $value1);
$value2 = $cache['var2'];  // equivalente a: $value2 = $cache->get('var2');




Claves de Caché 


Cada elemento de datos almacenado en caché se identifica por una clave. Cuando se almacena un elemento de datos en la memoria caché, se debe especificar una clave. Más tarde, cuando se recupera el elemento de datos de la memoria caché, se debe proporcionar la clave correspondiente.


Puedes utilizar una cadena o un valor arbitrario como una clave de caché. Cuando una clave no es una cadena de texto, ésta será automáticamente serializada en una cadena.


Una estrategia común para definir una clave de caché es incluir en ella todos los factores determinantes en términos de un array. Por ejemplo, [[yii\db\Schema]] utiliza la siguiente clave para almacenar en caché la información del esquema de una tabla de base de datos:


[
    __CLASS__,              // nombre de la clase del esquema
    $this->db->dsn,         // nombre del origen de datos de la conexión BD
    $this->db->username,    // usuario para la conexión BD
    $name,                  // nombre de la tabla
];



Como puedes ver, la clave incluye toda la información necesaria para especificar de una forma exclusiva una tabla de base de datos.


Cuando en un mismo almacenamiento en caché es utilizado por diferentes aplicaciones, se debería especificar un prefijo único para las claves de la caché por cada una de las aplicaciones para así evitar conflictos. Esto puede hacerse mediante la configuración de la propiedad [[yii\caching\Cache::keyPrefix]]. Por ejemplo, en la configuración de la aplicación podrías escribir el siguiente código:


'components' => [
    'cache' => [
        'class' => 'yii\caching\ApcCache',
        'keyPrefix' => 'myapp',       // un prefijo de clave de caché único
    ],
],



Para garantizar la interoperabilidad, deberían utilizarse sólo caracteres alfanuméricos.





Caducidad de Caché 


Un elemento de datos almacenado en la memoria caché permanecerá en ella para siempre, a menos que sea removida de alguna manera debido a alguna directiva de caché (ej. el espacio de almacenamiento en caché está lleno y los datos más antiguos se eliminan). Para cambiar este comportamiento, podrías proporcionar un parámetro de caducidad al llamar [[yii\caching\Cache::set()|set()]] para guardar el elemento de datos. El parámetro nos indica por cuántos segundos el elemento se mantendrá válido en memoria caché. Cuando llames [[yii\caching\Cache::get()|get()]] para recuperar el elemento, si el tiempo de caducidad ha pasado, el método devolverá false, indicando que el elemento de datos no ha sido encontrado en la memoria caché. Por ejemplo,


// guardar los datos en memoria caché al menos 45 segundos
$cache->set($key, $data, 45);

sleep(50);

$data = $cache->get($key);
if ($data === false) {
    // $data ha caducado o no ha sido encontrado en la memoria caché
}






Dependencias de Caché 


Además de configurar el tiempo de expiración, los datos almacenados en caché pueden también ser invalidados conforme a algunos cambios en la caché de dependencias. Por ejemplo, [[yii\caching\FileDependency]] representa la dependencia del tiempo de modificación del archivo. Cuando esta dependencia cambia, significa que el archivo correspondiente ha cambiado. Como resultado, cualquier contenido anticuado que sea encontrado en la caché debería ser invalidado y la llamada a [[yii\caching\Cache::get()|get()]] debería retornar falso.


Una dependencia es representada como una instancia de [[yii\caching\Dependency]] o su clase hija. Cuando llamas [[yii\caching\Cache::set()|set()]] para almacenar un elemento de datos en la caché, puedes pasar el objeto de dependencia asociado. Por ejemplo,


// Crear una dependencia sobre el tiempo de modificación del archivo example.txt.
$dependency = new \yii\caching\FileDependency(['fileName' => 'example.txt']);

// Los datos expirarán en 30 segundos.
// También podría ser invalidada antes si example.txt es modificado.
$cache->set($key, $data, 30, $dependency);

// La caché comprobará si los datos han expirado.
// También comprobará si la dependencia ha cambiado.
// Devolverá false si se encuentran algunas de esas condiciones.
$data = $cache->get($key);



Aquí abajo se muestra un sumario de las dependencias disponibles:



		[[yii\caching\ChainedDependency]]: la dependencia cambia si cualquiera de las dependencias en la cadena cambia.


		[[yii\caching\DbDependency]]: la dependencia cambia si el resultado de la consulta de la sentencia SQL especificada cambia.


		[[yii\caching\ExpressionDependency]]: la dependencia cambia si el resultado de la expresión de PHP especificada cambia.


		[[yii\caching\FileDependency]]:  la dependencia cambia si se modifica la última fecha de modificación del archivo.


		[[yii\caching\TagDependency]]: marca un elemento de datos en caché con un nombre de grupo. Puedes invalidar los elementos de datos almacenados en caché
con el mismo nombre del grupo a la vez llamando a [[yii\caching\TagDependency::invalidate()]].










Consultas en Caché 


Las consultas en caché es una característica especial de caché construido sobre el almacenamiento de caché de datos. Se
proporciona para almacenar en caché el resultado de consultas a la base de datos.


Las consultas en caché requieren una [[yii\db\Connection|conexión a BD]] y un componente de aplicación caché válido. El uso básico de las consultas en memoria caché es el siguiente, asumiendo que db es una instancia de [[yii\db\Connection]]:


$result = $db->cache(function ($db) {

    // el resultado de la consulta SQL será servida de la caché
    // si el cacheo de consultas está habilitado y el resultado de la consulta se encuentra en la caché
    return $db->createCommand('SELECT * FROM customer WHERE id=1')->queryOne();

});



El almacenamiento en caché de consultas se puede usar para DAO, así como para ActiveRecord.



Nota: Algunos DBMS (ej. MySQL [http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/query-cache.html]) también soporta el almacenamiento en caché desde el mismo servidor de la BD. Puedes optar por utilizar cualquiera de los mecanismos de memoria caché. El almacenamiento en caché de consultas previamente descrito tiene la ventaja que de que se puede especificar dependencias de caché de una forma flexible y son potencialmente mucho más eficientes.




Configuraciones 


Las consultas en caché tienen tres opciones configurables globales a través de [[yii\db\Connection]]:



		[[yii\db\Connection::enableQueryCache|enableQueryCache]]: activa o desactiva el cacheo de consultas.
Por defecto es true. Tenga en cuenta que para activar el cacheo de consultas, también necesitas tener una caché válida, especificada por [[yii\db\Connection::queryCache|queryCache]].


		[[yii\db\Connection::queryCacheDuration|queryCacheDuration]]: representa el número de segundos que un resultado de la consulta permanecerá válida en la memoria caché. Puedes usar 0 para indicar que el resultado de la consulta debe permanecer en la caché para siempre. Esta propiedad es el valor usado por defecto cuando [[yii\db\Connection::cache()]] es llamada sin especificar una duración.


		[[yii\db\Connection::queryCache|queryCache]]: representa el ID del componente de aplicación de caché.
Por defecto es 'cache'. El almacenamiento en caché de consultas se habilita sólo si hay un componente de la aplicación de caché válida.








Usos 


Puedes usar [[yii\db\Connection::cache()]] si tienes multiples consultas SQL que necesitas a aprovechar el cacheo de consultas. El uso es de la siguiente manera,


$duration = 60;     // resultado de la consulta de caché durante 60 segundos.
$dependency = ...;  // dependencia opcional

$result = $db->cache(function ($db) {

    // ... realiza consultas SQL aquí ...

    return $result;

}, $duration, $dependency);



Cualquier consulta SQL en una función anónima será cacheada durante el tiempo indicado con la dependencia especificada.
Si el resultado de la consulta se encuentra válida en la caché, la consulta se omitirá y el resultado se servirá de la caché en su lugar. Si no especificar el parámetro $duration, el valor [[yii\db\Connection::queryCacheDuration|queryCacheDuration]] será usado en su lugar.


A veces dentro de cache(), puedes querer desactivar el cacheo de consultas para algunas consultas especificas. Puedes usar [[yii\db\Connection::noCache()]] en este caso.


$result = $db->cache(function ($db) {

    // consultas SQL que usan el cacheo de consultas

    $db->noCache(function ($db) {

        // consultas SQL que no usan el cacheo de consultas

    });

    // ...

    return $result;
});



Si lo deseas puedes usar el cacheo de consultas para una simple consulta, puedes llamar a [[yii\db\Command::cache()]] cuando construyas el comando. Por ejemplo,


// usa el cacheo de consultas y asigna la duración de la consulta de caché por 60 segundos
$customer = $db->createCommand('SELECT * FROM customer WHERE id=1')->cache(60)->queryOne();



También puedes usar [[yii\db\Command::noCache()]] para desactivar el cacheo de consultas de un simple comando. Por ejemplo,


$result = $db->cache(function ($db) {

    // consultas SQL que usan cacheo de consultas

    // no usa cacheo de consultas para este comando
    $customer = $db->createCommand('SELECT * FROM customer WHERE id=1')->noCache()->queryOne();

    // ...

    return $result;
});






Limitaciones 


El almacenamiento en caché de consultas no funciona con los resultados de consulta que contienen controladores de recursos.
Por ejemplo, cuando se utiliza el tipo de columna BLOB en algunos DBMS, el resultado de la consulta devolverá un recurso para manejar los datos de la columna.


Algunos sistemas de almacenamiento caché tienen limitación de tamaño. Por ejemplo, memcache limita el tamaño máximo de cada entrada a 1MB. Por lo tanto, si el tamaño de un resultado de la consulta excede ese límite, el almacenamiento en caché fallará.
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ArrayHelper


Adicionalmente al rico conjunto de funciones para arrays de PHP [http://php.net/manual/es/book.array.php] Yii array helper proporciona
métodos estáticos adicionales permitiendo trabajar con arrays de manera más eficiente.



Devolviendo Valores 


Recuperar valores de un array, un objeto o una estructura compleja usando PHP estándar es bastante
repetitivo. Tienes que comprobar primero si una clave existe con isset, después devolver el valor si existe, si no,
devolver un valor por defecto:


class User
{
    public $name = 'Alex';
}

$array = [
    'foo' => [
        'bar' => new User(),
    ]
];

$value = isset($array['foo']['bar']->name) ? $array['foo']['bar']->name : null;



Yii proviene de un método muy conveniente para hacerlo:


$value = ArrayHelper::getValue($array, 'foo.bar.name');



El primer argumento del método es de donde vamos a obtener el valor. El segundo argumento especifica como devolver el dato. Puede ser
de la siguiente manera:



		Nombre de la clave del array o de la propiedad del objeto para recuperar el valor.


		Conjunto de puntos separados por las claves del array o los nombres de las propiedades del objeto. Esto se ha usado en el ejemplo anterior.


		Un callback que devuelve un valor.





El callback se debería usar de la siguiente manera:


$fullName = ArrayHelper::getValue($user, function ($user, $defaultValue) {
    return $user->firstName . ' ' . $user->lastName;
});



El tercer argumento opcional es el valor por defecto el cual es null si no se especifica. Podría ser utilizado de la siguiente manera:


$username = ArrayHelper::getValue($comment, 'user.username', 'Unknown');



En caso de que quieras coger un valor y luego removerlo inmediatamente del array puedes usar el método remove:


$array = ['type' => 'A', 'options' => [1, 2]];
$type = ArrayHelper::remove($array, 'type');



Después de ejecutar el código el $array contendrá ['options' => [1, 2]] y $type debe ser A. Tenga en cuenta que a diferencia del método
getValue, remove solo soporta nombres clave simples.





Comprobando la Existencia de Claves 


ArrayHelper::keyExists funciona de la misma manera que array_key_exists [http://php.net/manual/es/function.array-key-exists.php]
excepto que también soporta case-insensitive para la comparación de claves. Por ejemplo,


$data1 = [
    'userName' => 'Alex',
];

$data2 = [
    'username' => 'Carsten',
];

if (!ArrayHelper::keyExists('username', $data1, false) || !ArrayHelper::keyExists('username', $data2, false)) {
    echo "Please provide username.";
}






Recuperando Columnas 


A menudo necesitas obtener unos valores de una columna de las filas de datos u objetos de un array. Un ejemplo común es obtener una lista de IDs.


$data = [
    ['id' => '123', 'data' => 'abc'],
    ['id' => '345', 'data' => 'def'],
];
$ids = ArrayHelper::getColumn($array, 'id');



El resultado será ['123', '345'].


Si se requieren transformaciones adicionales o la manera de obtener el valor es complejo, se podría especificar como segundo argumento
una función anónima :


$result = ArrayHelper::getColumn($array, function ($element) {
    return $element['id'];
});






Re-indexar Arrays 


Con el fin de indexar un array según una clave especificada, se puede usar el método index. La entrada del array debe ser
multidimensional o un array de objetos. La clave puede ser un nombre clave del sub-array, un nombre de una propiedad del objeto, o
una función anónima que retorne el valor de la clave dado el elemento del array.


Si el valor de la clave es null, el correspondiente elemento del array será desechado y no se pondrá en el resultado. Por ejemplo,


$array = [
    ['id' => '123', 'data' => 'abc'],
    ['id' => '345', 'data' => 'def'],
];
$result = ArrayHelper::index($array, 'id');
// el resultado es:
// [
//     '123' => ['id' => '123', 'data' => 'abc'],
//     '345' => ['id' => '345', 'data' => 'def'],
// ]

// usando función anónima
$result = ArrayHelper::index($array, function ($element) {
    return $element['id'];
});






Construyendo Mapas (Maps) 


Con el fin de construir un mapa (pareja clave-valor) de un array multidimensional o un array de objetos puedes usar el método map.
Los parámetros $from y $to  especifican los nombres de las claves o los nombres de las propiedades que serán configuradas en el mapa. Opcionalmente, se puede
agrupar en el mapa de acuerdo al campo de agrupamiento $group. Por ejemplo,


$array = [
    ['id' => '123', 'name' => 'aaa', 'class' => 'x'],
    ['id' => '124', 'name' => 'bbb', 'class' => 'x'],
    ['id' => '345', 'name' => 'ccc', 'class' => 'y'],
);

$result = ArrayHelper::map($array, 'id', 'name');
// el resultado es:
// [
//     '123' => 'aaa',
//     '124' => 'bbb',
//     '345' => 'ccc',
// ]

$result = ArrayHelper::map($array, 'id', 'name', 'class');
// el resultado es:
// [
//     'x' => [
//         '123' => 'aaa',
//         '124' => 'bbb',
//     ],
//     'y' => [
//         '345' => 'ccc',
//     ],
// ]






Ordenamiento Multidimensional 


El método multisort ayuda a ordenar un array de objetos o arrays anidados por una o varias claves. Por ejemplo,


$data = [
    ['age' => 30, 'name' => 'Alexander'],
    ['age' => 30, 'name' => 'Brian'],
    ['age' => 19, 'name' => 'Barney'],
];
ArrayHelper::multisort($data, ['age', 'name'], [SORT_ASC, SORT_DESC]);



Después del ordenado obtendremos lo siguiente en $data:


[
    ['age' => 19, 'name' => 'Barney'],
    ['age' => 30, 'name' => 'Brian'],
    ['age' => 30, 'name' => 'Alexander'],
];



El segundo argumento que especifica las claves para ordenar puede ser una cadena si se trata de una clave, un array en caso de que tenga múltiples claves
o una función anónima como la siguiente


ArrayHelper::multisort($data, function($item) {
    return isset($item['age']) ? ['age', 'name'] : 'name';
});



El tercer argumento es la dirección. En caso de ordenar por una clave podría ser SORT_ASC o
SORT_DESC. Si ordenas por múltiples valores puedes ordenar cada valor diferentemente proporcionando un array de
direcciones de ordenación.


El último argumento es un PHP sort flag que toma los mismos valores que los pasados a
PHP sort() [http://php.net/manual/es/function.sort.php].





Detectando Tipos de Array 


Es muy útil saber si un array es indexado o asociativo. He aquí un ejemplo:


// sin claves especificadas
$indexed = ['Qiang', 'Paul'];
echo ArrayHelper::isIndexed($indexed);

// todas las claves son strings
$associative = ['framework' => 'Yii', 'version' => '2.0'];
echo ArrayHelper::isAssociative($associative);






Codificación y Decodificación de Valores HTML 


Con el fin de codificar o decodificar caracteres especiales en un array de strings con entidades HTML puedes usar lo siguiente:


$encoded = ArrayHelper::htmlEncode($data);
$decoded = ArrayHelper::htmlDecode($data);



Solo los valores se codifican por defecto. Pasando como segundo argumento false puedes codificar un array de claves también.
La codificación utilizará el charset de la aplicación y podría ser cambiado pasandole un tercer argumento.





Fusionando Arrays 


  /**
     * Merges two or more arrays into one recursively.
     * If each array has an element with the same string key value, the latter
     * will overwrite the former (different from array_merge_recursive).
     * Recursive merging will be conducted if both arrays have an element of array
     * type and are having the same key.
     * For integer-keyed elements, the elements from the latter array will
     * be appended to the former array.
     * @param array $a array to be merged to
     * @param array $b array to be merged from. You can specify additional
     * arrays via third argument, fourth argument etc.
     * @return array the merged array (the original arrays are not changed.)
     */
    public static function merge($a, $b)






Convirtiendo Objetos a Arrays 


A menudo necesitas convertir un objeto o un array de objetos a un array. El caso más común es convertir los modelos de
active record con el fin de servir los arrays de datos vía API REST o utilizarlos de otra manera. El siguiente código
se podría utilizar para hacerlo:


$posts = Post::find()->limit(10)->all();
$data = ArrayHelper::toArray($post, [
    'app\models\Post' => [
        'id',
        'title',
        // el nombre de la clave del resultado del array => nombre de la propiedad
        'createTime' => 'created_at',
        // el nombre de la clave del resultado del array => función anónima
        'length' => function ($post) {
            return strlen($post->content);
        },
    ],
]);



El primer argumento contiene el dato que queremos convertir. En nuestro caso queremos convertir un modelo AR Post.


El segundo argumento es el mapeo de conversión por clase. Estamos configurando un mapeo para el modelo Post.
Cada array de mapeo contiene un conjunto de mapeos. Cada mapeo podría ser:



		Un campo nombre para incluir como está.


		Un par clave-valor del array deseado con un nombre clave y el nombre de la columna del modelo que tomará el valor.


		Un par clave-valor del array deseado con un nombre clave y una función anónima que retorne el valor.





El resultado de la conversión anterior será:


[
    'id' => 123,
    'title' => 'test',
    'createTime' => '2013-01-01 12:00AM',
    'length' => 301,
]



Es posible proporcionar una manera predeterminada de convertir un objeto a un array para una clase especifica
mediante la implementación de la interfaz [[yii\base\Arrayable|Arrayable]] en esa clase.
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Autocarga de clases


Yii depende del mecanismo de autocarga de clases [http://www.php.net/manual/es/language.oop5.autoload.php] para localizar
e incluir los archivos de las clases requiridas. Proporciona un cargador de clases de alto rendimiento que cumple con el
estandard PSR-4 [https://github.com/php-fig/fig-standards/blob/master/proposed/psr-4-autoloader/psr-4-autoloader.md].
El cargador se instala cuando incluyes el archivo Yii.php.



Nota: Para simplificar la descripción, en esta sección sólo hablaremos de la carga automática de clases. Sin embargo,
ten en cuenta que el contenido que describimos aquí también se aplica a la autocarga de interfaces y rasgos (Traits).




Usando el Autocargador de Yii 


Para utilizar el cargador automático de clases de Yii, deberías seguir dos reglas básicas cuando desarrolles y nombres tus
clases:



		Cada clase debe estar bajo un espacio de nombre (namespace). Por ejemplo foo\bar\MyClass.


		Cada clase debe estar guardada en un archivo individual cuya ruta está determinada por el siguiente algoritmo:





// $className es un nombre completo de clase con las iniciales barras invertidas.
$classFile = Yii::getAlias('@' . str_replace('\\', '/', $className) . '.php');



Por ejemplo, si el nombre de una clase es foo\bar\MyClass, el alias la correspondiente ruta de
archivo de la clase sería @foo/bar/MyClass.php. Para que este sea capaz de ser resuelto como una ruta de archivo, ya sea
@foo o @foo/bar debe ser un alias de raíz (root alias).


Cuando utilizas la Plantilla de Aplicación Básica, puede que pongas tus clases bajo el nivel superior
de espacio de nombres app para que de esta manera pueda ser automáticamente cargado por Yii sin tener la necesidad de
definir un nuevo alias. Esto es porque @app es un alias predefinido, y el
nombre de una clase tal como app\components\MyClass puede ser resuelto en el archivo de la clase AppBasePath/components/MyClass.php,
de acuerdo con el algoritmo previamente descrito.


En la Plantilla de Aplicación Avanzada, cada nivel tiene su propio alias. Por ejemplo, el nivel
front-end tiene un alias de raíz @frontend mientras que el nivel back-end tiene @backend. Como resultado, es posible
poner las clases front-end bajo el espacio de nombres frontend mientras que las clases back-end pueden hacerlo bajo
backend. Esto permitirá que estas clases sean automaticamente cargadas por el autocargador de Yii.





Mapa de Clases 


El autocargador de clases de Yii soporta el mapa de clases, que mapea nombres de clases to sus correpondientes rutas de
archvios. Cuando el autocargador esta cargando una clase, primero chequeará si la clase se encuentra en el mapa. Si es así,
el correspondiente archivo será incluido directamente sin más comprobación. Esto hace que la clase se cargue muy rápidamente.
De hecho, todas las clases de Yii son autocargadas de esta manera.


Puedes añadir una clase al mapa de clases Yii::$classMap de la siguiente forma,


Yii::$classMap['foo\bar\MyClass'] = 'path/to/MyClass.php';



Alias puede ser usado para especificar la ruta de archivos de clases. Deberías iniciar el mapeo de
clases en el proceso bootstrapping de la aplicación para que de esta manera el mapa esté listo
antes de que tus clases sean usadas.





Usando otros Autocargadores 


Debido a que Yii incluye Composer como un gestor de dependencias y extensions, es recomendado que también instales el
autocargador de Composer. Si estás usando alguna librería externa que requiere sus autocargadores, también deberías
instalarlos.


Cuando se utiliza el cargador de clases automático de Yii conjuntamente con otros autocargadores, deberías incluir el
archivo Yii.php después de que todos los demás autocargadores se hayan instalado. Esto hará que el autocargador de
Yii sea el primero en responder a cualquier petición de carga automática de clases. Por ejemplo, el siguiente código ha
sido extraido del script de entrada de la Plantilla de Aplicación Básica.
La primera línea instala el autocargador de Composer, mientras que la segunda línea instala el autocargador de Yii.


require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');



Puedes usar el autocargador de Composer sin el autocargador de Yii. Sin embargo, al hacerlo, la eficacia de la carga de
tus clases puede que se degrade, y además deberías seguir las reglas establecidas por Composer para que tus clases pudieran
ser autocargables.



Nota: Si no deseas utilizar el autocargador de Yii, tendrás que crear tu propia versión del archivo Yii.php e
incluirlo en tu script de entrada.






Carga Automática de Clases de Extensiones 


El autocargador de Yii es capaz de autocargar clases de extensiones. El único requirimiento es
que la extensión especifique correctamente la sección de autoload (autocarga) en su archivo composer.json. Por favor,
consulta la documentación de Composer [https://getcomposer.org/doc/04-schema.md#autoload] para más detalles acerca de la
especificación autoload.


En el caso de que no quieras usar el autocargador de Yii, el autocargador de Composer podría cargar las clases de extensiones
por tí.
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Formato de Respuesta


Cuando se maneja una petición al API RESTful, una aplicación realiza usualmente los siguientes pasos que están relacionados
con el formato de la respuesta:



		Determinar varios factores que pueden afectar al formato de la respuesta, como son el tipo de medio, lenguaje, versión, etc.
Este proceso es también conocido como negociación de contenido (content negotiation) [http://en.wikipedia.org/wiki/Content_negotiation].


		La conversión de objetos recurso en arrays, como está descrito en la sección Recursos (Resources).
Esto es realizado por la clase [[yii\rest\Serializer]].


		La conversión de arrays en cadenas con el formato determinado por el paso de negociación de contenido. Esto es
realizado por los [[yii\web\ResponseFormatterInterface|response formatters]] registrados con el
componente de la aplicación [[yii\web\Response::formatters|response]].






Negociación de contenido (Content Negotiation) 


Yii soporta la negociación de contenido a través del filtro [[yii\filters\ContentNegotiator]]. La clase de controlador base
del API RESTful [[yii\rest\Controller]] está equipada con este filtro bajo el nombre contentNegotiator.
El filtro provee tanto un formato de respuesta de negociación como una negociación de lenguaje. Por ejemplo, si la petición API RESTful
contiene la siguiente cabecera,


Accept: application/json; q=1.0, */*; q=0.1



puede obtener una respuesta en formato JSON, como a continuación:


$ curl -i -H "Accept: application/json; q=1.0, */*; q=0.1" "http://localhost/users"

HTTP/1.1 200 OK
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
X-Powered-By: PHP/5.4.20
X-Pagination-Total-Count: 1000
X-Pagination-Page-Count: 50
X-Pagination-Current-Page: 1
X-Pagination-Per-Page: 20
Link: <http://localhost/users?page=1>; rel=self,
      <http://localhost/users?page=2>; rel=next,
      <http://localhost/users?page=50>; rel=last
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

[
    {
        "id": 1,
        ...
    },
    {
        "id": 2,
        ...
    },
    ...
]



Detrás de escena, antes de que sea ejecutada una acción del controlador del API RESTful, el filtro [[yii\filters\ContentNegotiator]]
comprobará la cabecera HTTP Accept de la petición y definirá el [[yii\web\Response::format|response format]]
como 'json'. Después de que la acción sea ejecutada y devuelva el objeto recurso o la colección resultante,
[[yii\rest\Serializer]] convertirá el resultado en un array. Y finalmente, [[yii\web\JsonResponseFormatter]]
serializará el array en una cadena JSON incluyéndola en el cuerpo de la respuesta.


Por defecto, el API RESTful soporta tanto el formato JSON como el XML. Para soportar un nuevo formato, debes configurar
la propiedad [[yii\filters\ContentNegotiator::formats|formats]] del filtro contentNegotiator tal y como sigue,
en las clases del controlador del API:


use yii\web\Response;

public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['contentNegotiator']['formats']['text/html'] = Response::FORMAT_HTML;
    return $behaviors;
}



Las claves de la propiedad formats son los tipos MIME soportados, mientras que los valores son los nombres de formato de respuesta correspondientes,
los cuales deben ser soportados en [[yii\web\Response::formatters]].





Serialización de Datos 


Como hemos descrito antes, [[yii\rest\Serializer]] es la pieza central responsable de convertir
objetos recurso o colecciones en arrays. Reconoce objetos tanto implementando [[yii\base\ArrayableInterface]]
como [[yii\data\DataProviderInterface]]. El primer formateador es implementado principalmente para objetos recursos,
mientras que el segundo para recursos collección.


Puedes configurar el serializador definiendo la propiedad [[yii\rest\Controller::serializer]] con un array de configuración.
Por ejemplo, a veces puedes querer ayudar a simplificar el trabajo de desarrollo del cliente incluyendo información de la paginación
directamente en el cuerpo de la respuesta. Para hacer esto, configura la propiedad [[yii\rest\Serializer::collectionEnvelope]]
como sigue:


use yii\rest\ActiveController;

class UserController extends ActiveController
{
    public $modelClass = 'app\models\User';
    public $serializer = [
        'class' => 'yii\rest\Serializer',
        'collectionEnvelope' => 'items',
    ];
}



Puedes obtener la respuesta que sigue para la petición http://localhost/users:


HTTP/1.1 200 OK
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
X-Powered-By: PHP/5.4.20
X-Pagination-Total-Count: 1000
X-Pagination-Page-Count: 50
X-Pagination-Current-Page: 1
X-Pagination-Per-Page: 20
Link: <http://localhost/users?page=1>; rel=self,
      <http://localhost/users?page=2>; rel=next,
      <http://localhost/users?page=50>; rel=last
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{
    "items": [
        {
            "id": 1,
            ...
        },
        {
            "id": 2,
            ...
        },
        ...
    ],
    "_links": {
        "self": {
            "href": "http://localhost/users?page=1"
        },
        "next": {
            "href": "http://localhost/users?page=2"
        },
        "last": {
            "href": "http://localhost/users?page=50"
        }
    },
    "_meta": {
        "totalCount": 1000,
        "pageCount": 50,
        "currentPage": 1,
        "perPage": 20
    }
}
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Filtros


Los Filtros (filters) son objetos que se ejecutan antes y/o después de las
acciones de controlador. Por ejemplo, un filtro de control de acceso puede
ejecutarse antes de las acciones para asegurar que un usuario final tiene permitido acceder a estas; un filtro de
compresión de contenido puede ejecutarse después de las acciones para comprimir el contenido de la respuesta antes de
ser enviado al usuario final.


Un filtro puede consistir en un pre-filtro (lógica de filtrado aplicada antes de las acciones) y/o un post-filtro
(lógica de filtro aplicada después de las acciones).



Uso de Filtros 


Los filtros son esencialmente un tipo especial de comportamientos (behaviors).
Por lo tanto, usar filtros es lo mismo que uso de comportamientos. Se
pueden declarar los filtros en una clase controlador sobrescribiendo el método
[[yii\base\Controller::behaviors()|behaviors()]] como en el siguiente ejemplo:


public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => 'yii\filters\HttpCache',
            'only' => ['index', 'view'],
            'lastModified' => function ($action, $params) {
                $q = new \yii\db\Query();
                return $q->from('user')->max('updated_at');
            },
        ],
    ];
}



Por defecto, los filtros declarados en una clase controlador, serán aplicados en todas las acciones de este
controlador. Sin embargo, se puede especificar explícitamente en que acciones serán aplicadas configurando la
propiedad [[yii\base\ActionFilter::only|only]]. En el anterior ejemplo, el filtro ‘HttpCache’ solo se aplica a las
acciones ‘index’ y ‘view’. También se puede configurar la propiedad [[yii\base\ActionFilter::except|except]] para
prevenir que ciertas acciones sean filtradas.


Además de en los controladores, se pueden declarar filtros en módulos o
aplicaciones.
Una vez hecho, los filtros serán aplicados a todas las acciones de controlador que pertenezcan a ese modulo o
aplicación, a menos que las propiedades [[yii\base\ActionFilter::only|only]] y [[yii\base\ActionFilter::except|except]]
sean configuradas como se ha descrito anteriormente.



Nota: Cuando se declaran filtros en módulos o aplicaciones, deben usarse rutas en
lugar de IDs de acciones en las propiedades [[yii\base\ActionFilter::only|only]] y
[[yii\base\ActionFilter::except|except]]. Esto es debido a que los IDs de acciones no pueden especificar acciones
dentro del ámbito de un modulo o una aplicación por si mismos.



Cuando se configuran múltiples filtros para una misma acción, se aplican de acuerdo a las siguientes reglas:



		Pre-filtrado
		Aplica filtros declarados en la aplicación en orden de aparición en behaviors().


		Aplica filtros declarados en el modulo en orden de aparición en behaviors().


		Aplica filtros declarados en el controlador en orden de aparición en behaviors().


		Si hay algún filtro que cancele la ejecución de la acción, los filtros(tanto pre-filtros como post-filtros)
posteriores a este no serán aplicados.








		Ejecución de la acción si pasa el pre-filtro.


		Post-filtrado
		Aplica los filtros declarados en el controlador en el controlador en orden inverso al de aparición en
behaviors().


		Aplica los filtros declarados en el modulo en orden inverso al de aparición en behaviors().


		Aplica los filtros declarados en la aplicación en orden inverso al de aparición en behaviors().











##Creación de Filtros 


Para crear un nuevo filtro de acción, hay que extender a [[yii\base\ActionFilter]] y sobrescribir los métodos
[[yii\base\ActionFilter::beforeAction()|beforeAction()]] y/o [[yii\base\ActionFilter::afterAction()|afterAction()]].
El primero será ejecutado antes de la acción mientras que el segundo lo hará una vez ejecutada la acción.
El valor devuelto por [[yii\base\ActionFilter::beforeAction()|beforeAction()]] determina si una acción debe ejecutarse
o no. Si el valor es falso, los filtros posteriores a este serán omitidos y la acción no será ejecutada.


El siguiente ejemplo muestra un filtro que registra el tiempo de ejecución de una acción:


namespace app\components;

use Yii;
use yii\base\ActionFilter;

class ActionTimeFilter extends ActionFilter
{
    private $_startTime;

    public function beforeAction($action)
    {
        $this->_startTime = microtime(true);
        return parent::beforeAction($action);
    }

    public function afterAction($action, $result)
    {
        $time = microtime(true) - $this->_startTime;
        Yii::trace("Action '{$action->uniqueId}' spent $time second.");
        return parent::afterAction($action, $result);
    }
}






Filtros del Núcleo 


Yii proporciona una serie de filtros de uso general, que se encuentran principalmente en yii\filters namespace. En
adelante introduciremos estos filtros brevemente.



[[yii\filters\AccessControl|AccessControl]] 


AccessControl proporciona control de acceso simple basado en un conjunto de [[yii\filters\AccessControl::rules|rules]].
En concreto, antes de ejecutar una acción, AccessControl examinará la lista de reglas y encontrará la primera que
concuerde con las actuales variables de contexto(tales como dirección IP de usuario, estado de inicio de sesión del
usuario, etc.). La regla que concuerde dictara si se permite o deniega la ejecución de la acción solicitada. Si
ninguna regla concuerda, el acceso será denegado.


El siguiente ejemplo muestra como habilitar el acceso a los usuarios autenticados a las acciones ‘create’ y ‘update’
mientras deniega a todos los otros usuarios el acceso a estas dos acciones.


use yii\filters\AccessControl;

public function behaviors()
{
    return [
        'access' => [
            'class' => AccessControl::className(),
            'only' => ['create', 'update'],
            'rules' => [
                // permitido para usuarios autenticados
                [
                    'allow' => true,
                    'roles' => ['@'],
                ],
                // todo lo demás se deniega por defecto
            ],
        ],
    ];
}



Para conocer más detalles acerca del control de acceso en general, refiérase a la sección de
Autorización





Filtros del Método de Autenticación 


Los filtros del método de autenticación se usan para autenticar a un usuario utilizando varios métodos, tales como la
Autenticación de acceso básico HTTP [http://es.wikipedia.org/wiki/Autenticaci%C3%B3n_de_acceso_b%C3%A1sica],
Oauth 2 [http://oauth.net/2/]. Estas clases de filtros se encuentran en el espacio de nombres yii\filters\auth.


El siguiente ejemplo muestra como usar [[yii\filters\auth\HttpBasicAuth]] para autenticar un usuario usando un token
de acceso basado en el método de Autenticación de acceso básico HTTP. Tenga en cuenta que para que esto funcione, la
clase [[yii\web\User::identityClass|user identity class]] debe implementar el método
[[yii\web\IdentityInterface::findIdentityByAccessToken()|findIdentityByAccessToken()]].


use yii\filters\auth\HttpBasicAuth;

public function behaviors()
{
    return [
        'basicAuth' => [
            'class' => HttpBasicAuth::className(),
        ],
    ];
}



Los filtros del método de autenticación se usan a menudo para implementar APIs RESTful. Para más detalles, por favor
refiérase a la sección Autenticación RESTful.


[[yii\filters\ContentNegotiator|ContentNegotiator]]
El filtro ContentNegotiator da soporte a la negociación del formato de respuesta y a la negociación del idioma de la
aplicación. Este determinara el formato de respuesta y/o el idioma examinando los parámetros ‘GET’ y ‘Accept’ del
encabezado HTTP.


En el siguiente ejemplo, el filtro ContentNegotiator se configura para soportar los formatos de respuesta ‘JSON’ y
‘XML’, y los idiomas Ingles(Estados Unidos) y Alemán.


use yii\filters\ContentNegotiator;
use yii\web\Response;

public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => ContentNegotiator::className(),
            'formats' => [
                'application/json' => Response::FORMAT_JSON,
                'application/xml' => Response::FORMAT_XML,
            ],
            'languages' => [
                'en-US',
                'de',
            ],
        ],
    ];
}



Los formatos de respuesta y los idiomas a menudo precisan ser determinados mucho antes durante el
ciclo de vida de la aplicación. Por esta razón, ContentNegotiator
esta diseñado de tal manera que se pueda usar como componente de bootstrapping
así como de filtro. Por ejemplo, ContentNegotiator se puede configurar en la configuración de la aplicación como en el
siguiente ejemplo:


use yii\filters\ContentNegotiator;
use yii\web\Response;

[
    'bootstrap' => [
        [
            'class' => ContentNegotiator::className(),
            'formats' => [
                'application/json' => Response::FORMAT_JSON,
                'application/xml' => Response::FORMAT_XML,
            ],
            'languages' => [
                'en-US',
                'de',
            ],
        ],
    ],
];




Información: En el caso que el tipo preferido de contenido y el idioma no puedan ser determinados por una petición,
será utilizando el primer elemento de formato e idioma de la lista [[formats]] y [[lenguages]].






[[yii\filters\HttpCache|HttpCache]] 


HttpCache implementa un almacenamiento caché del lado del cliente utilizando las cabeceras HTTP ‘Last-Modified’ y
‘Etag’. Por ejemplo:


use yii\filters\HttpCache;

public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => HttpCache::className(),
            'only' => ['index'],
            'lastModified' => function ($action, $params) {
                $q = new \yii\db\Query();
                return $q->from('user')->max('updated_at');
            },
        ],
    ];
}



Para conocer más detalles acerca de HttpCache refiérase a la sección almacenamiento caché HTTP.





[[yii\filters\PageCache|PageCache]] 


PageCache implementa una caché por parte del servidor de paginas enteras. En el siguiente ejemplo, se aplica PageCache
a la acción ‘index’ para generar una cache de la pagina entera durante 60 segundos como máximo o hasta que el contador
de entradas de la tabla ‘post’ varíe. También se encarga de almacenar diferentes versiones de la pagina dependiendo
del idioma de la aplicación seleccionado.


use yii\filters\PageCache;
use yii\caching\DbDependency;

public function behaviors()
{
    return [
        'pageCache' => [
            'class' => PageCache::className(),
            'only' => ['index'],
            'duration' => 60,
            'dependency' => [
                'class' => DbDependency::className(),
                'sql' => 'SELECT COUNT(*) FROM post',
            ],
            'variations' => [
                \Yii::$app->language,
            ]
        ],
    ];
}



Por favor refiérase a Caché de Páginas para obtener más detalles acerca de como usar PageCache.





[[yii\filters\RateLimiter|RateLimiter]] 


RateLimiter implementa un algoritmo de para limitar la tasa de descarga basándose en
(leaky bucket algorithm)[http://en.wikipedia.org/wiki/Leaky_bucket]. Este se utiliza sobre todo en la implementación
de APIs RESTful. Por favor, refiérase a la sección (limite de tasa)[rest-rate-limiting.md] para obtener más detalles
acerca de el uso de este filtro.





[[yii\filters\VerbFilter|VerbFilter]] 


VerbFilter comprueba que los métodos de las peticiones HTTP estén permitidas para las acciones solicitadas. Si no
están permitidas, lanzara una excepción de tipo HTTP 405. En el siguiente ejemplo, se declara VerbFilter para
especificar el conjunto típico métodos de petición permitidos para acciones CRUD.


use yii\filters\VerbFilter;

public function behaviors()
{
    return [
        'verbs' => [
            'class' => VerbFilter::className(),
            'actions' => [
                'index'  => ['get'],
                'view'   => ['get'],
                'create' => ['get', 'post'],
                'update' => ['get', 'put', 'post'],
                'delete' => ['post', 'delete'],
            ],
        ],
    ];
}






[[yii\filters\Cors|Cors]] 


(CORS)[https://developer.mozilla.org/en-US/docs/Web/HTTP/Access_control_CORS] es un mecanismo que permite a diferentes
recursos (por ejemplo: fuentes, JavaScript, etc) de una pagina Web ser solicitados por otro dominio diferente al
dominio que esta haciendo la petición. En particular las llamadas AJAX de JavaScript pueden utilizar el mecanismo
XMLHttpRequest. De otro modo esta petición de dominio cruzado seria prohibida por los navegadores Web, por la misma
pollita de seguridad de origen. CORS establece la manera en que el navegador y el servidor pueden interaccionar para
determinar si se permite o no la petición de dominio cruzado. El filtro [[yii\filters\Cors|Cors filter]] puede ser
definido antes de los filtros Autenticación / Autorización para asegurar que las cabeceras de CORS siempre serán
enviadas.


use yii\filters\Cors;
use yii\helpers\ArrayHelper;

public function behaviors()
{
    return ArrayHelper::merge([
        [
            'class' => Cors::className(),
        ],
    ], parent::behaviors());
}



El filtrado CORS puede ser ajustado utilizando la propiedad ‘cors’.



		cors['Origin']: array utilizado para definir los orígenes permitidos. Puede ser ['*'] (everyone) o
['http://www.myserver.net', 'http://www.myotherserver.com']. Por defecto ['*'].


		cors['Access-Control-Request-Method']: array de los verbos permitidos como ['GET', 'OPTIONS', 'HEAD'].  Por
defecto ['GET', 'POST', 'PUT', 'PATCH', 'DELETE', 'HEAD', 'OPTIONS'].


		cors['Access-Control-Request-Headers']: array de las cabeceras permitidas. Puede ser ['*'] todas las cabeceras o
algunas especificas ['X-Request-With']. Por defecto ['*'].


		cors['Access-Control-Allow-Credentials']: define si la petición actual puede hacer uso de credenciales. Puede ser
true, false o null (not set). Por defecto null.


		cors['Access-Control-Max-Age']: define el tiempo de vida del la petición pref-flight. Por defecto 86400. Por
ejemplo, habilitar CORS para el origen: http://www.myserver.net con métodos GET, HEAD y OPTIONS:





use yii\filters\Cors;
use yii\helpers\ArrayHelper;

public function behaviors()
{
    return ArrayHelper::merge([
        [
            'class' => Cors::className(),
            'cors' => [
                'Origin' => ['http://www.myserver.net'],
                'Access-Control-Request-Method' => ['GET', 'HEAD', 'OPTIONS'],
            ],
        ],
    ], parent::behaviors());
}



Se pueden ajustar las cabeceras de CORS sobrescribiendo los parámetros por defecto de una acción. Por ejemplo añadir
Access-Control-Allow-Credentials a la acción ‘login’, se podría hacer así:


use yii\filters\Cors;
use yii\helpers\ArrayHelper;

public function behaviors()
{
    return ArrayHelper::merge([
        [
            'class' => Cors::className(),
            'cors' => [
                'Origin' => ['http://www.myserver.net'],
                'Access-Control-Request-Method' => ['GET', 'HEAD', 'OPTIONS'],
            ],
            'actions' => [
                'login' => [
                    'Access-Control-Allow-Credentials' => true,
                ]
            ]
        ],
    ], parent::behaviors());
}
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Comportamientos


Comportamientos son instancias de [[yii\base\Behavior]] o sus clases “hija”. Comportamientos, también conocido como
mixins [http://en.wikipedia.org/wiki/Mixin], te permiten mejorar la funcionalidad de un [[yii\base\Component|componente]]
existente sin necesidad de modificar su herencia de clases.
Cuando un comportamiento se une a un componente, “inyectará” sus métodos y propiedades dentro del componente, y podrás
acceder a esos métodos y propiedades como si hubieran estado definidos por la clase de componente. Además, un
comportamiento puede responder a eventos disparados por el componente de modo que se pueda personalizar
o adaptar a la ejecución normal del código del componente.



Definiendo comportamientos 


Para definir un comportamiento, se debe crear una clase que exiende [[yii\base\Behavior]], o se extiende una clase hija. Por ejemplo:


namespace app\components;

use yii\base\Behavior;

class MyBehavior extends Behavior
{
    public $prop1;

    private $_prop2;

    public function getProp2()
    {
        return $this->_prop2;
    }

    public function setProp2($value)
    {
        $this->_prop2 = $value;
    }

    public function foo()
    {
        // ...
    }
}



El código anterior define la clase de comportamiento (behavior) app\components\MyBehavior, con dos propiedades --prop1yprop2--y un métodofoo(). Tenga en cuenta que la propiedadprop2se define a través de la gettergetProp2()y el settersetProp2()`. Este caso es porque [[yii\base\Behavior]] extiende [[yii\base\Object]] y por lo tanto se apoya en la definición de propiedades via getters y setters.


Debido a que esta clase es un comportamiento, cuando está unido a un componente, el componente también tienen la propiedad prop1 y prop2 y el método foo().



Consejo: Dentro de un comportamiento, puede acceder al componente que el comportamiento está unido a través de la propiedad [[yii\base\Behavior::owner]].






Gestión de eventos de componentes


Si un comportamiento necesita responder a los acontecimientos desencadenados por el componente al que está unido, se debe reemplazar el método [[yii\base\Behavior::events()]]. Por ejemplo:


namespace app\components;

use yii\db\ActiveRecord;
use yii\base\Behavior;

class MyBehavior extends Behavior
{
    // ...

    public function events()
    {
        return [
            ActiveRecord::EVENT_BEFORE_VALIDATE => 'beforeValidate',
        ];
    }

    public function beforeValidate($event)
    {
        // ...
    }
}



El método [[yii\base\Behavior::events()|events()]] debe devolver una lista de eventos y sus correspondientes controladores.
El ejemplo anterior declara que el evento [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_BEFORE_VALIDATE|EVENT_BEFORE_VALIDATE]] existe y esta  exists y define su controlador, beforeValidate(). Al especificar un controlador de eventos, puede utilizar uno de los siguientes formatos:



		una cadena que se refiere al nombre de un método de la clase del comportamiento, como el ejemplo anterior


		un arreglo de objeto o nombre de clase, y un nombre de método como una cadena (sin paréntesis), ej., [$object, 'methodName'];


		una función anónima





La firma de un controlador de eventos debe ser la siguiente, donde $ event refiere al parámetro de evento. Por favor, consulte la sección Eventos para más detalles sobre los eventos.


function ($event) {
}






Vinculando Comportamientos 


Puedes vincular un comportamiento a un [[yii\base\Component|componente]] ya sea estática o dinámicamente. La primera forma
es la más comúnmente utilizada en la práctica.


Para unir un comportamiento estáticamente, reemplaza el método [[yii\base\Component::behaviors()|behaviors()]] dde la clase de componente a la que se une el comportamiento. El método [[yii\base\Component::behaviors()|behaviors()]]  debe devolver una lista de comportamiento configuraciones.
Cada configuración de comportamiento puede ser un nombre de clase de comportamiento o un arreglo de configuración:


namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;
use app\components\MyBehavior;

class User extends ActiveRecord
{
    public function behaviors()
    {
        return [
            // anonymous behavior, behavior class name only
            MyBehavior::className(),

            // named behavior, behavior class name only
            'myBehavior2' => MyBehavior::className(),

            // anonymous behavior, configuration array
            [
                'class' => MyBehavior::className(),
                'prop1' => 'value1',
                'prop2' => 'value2',
            ],

            // named behavior, configuration array
            'myBehavior4' => [
                'class' => MyBehavior::className(),
                'prop1' => 'value1',
                'prop2' => 'value2',
            ]
        ];
    }
}



Puedes asociciar un nombre a un comportamiento especificándolo en la clave de la matriz correspondiente a la configuración
del comportamiento. En este caso, el comportamiento puede ser llamado un comportamiento nombrado (named behavior). En
el ejemplo anterior, hay dos tipos de comportamientos nombrados: myBehavior2 y myBehavior4. Si un comportamiento
no está asociado con un nombre, se le llama comportamiento anónimo (anonymous behavior).


Para vincular un comportamiento dinámicamente, llama al método [[yii\base\Component::attachBehavior()]] desde el componente al
que se le va a unir el comportamiento:


use app\components\MyBehavior;

// vincular un objeto comportamiento "behavior"
$component->attachBehavior('myBehavior1', new MyBehavior);

// vincular una clase comportamiento
$component->attachBehavior('myBehavior2', MyBehavior::className());

// asociar una matriz de configuración
$component->attachBehavior('myBehavior3', [
    'class' => MyBehavior::className(),
    'prop1' => 'value1',
    'prop2' => 'value2',
]);



Puede vincular múltiples comportamientos a la vez mediante el uso del método [[yii\base\Component::attachBehaviors()]]. Por ejemplo,


$component->attachBehaviors([
    'myBehavior1' => new MyBehavior,  // un comportamiento nombrado
    MyBehavior::className(),          // un comportamiento anónimo
]);



También puedes asociar comportamientos a traves de configuraciones como el siguiente:


[
    'as myBehavior2' => MyBehavior::className(),

    'as myBehavior3' => [
        'class' => MyBehavior::className(),
        'prop1' => 'value1',
        'prop2' => 'value2',
    ],
]



Para más detalles, por favor visita la sección Configuraciones.





Usando comportamientos 


Para poder utilizar un comportamiento, primero tienes que unirlo a un [[yii\base\Component|componente]] según las instrucciones anteriores. Una vez que un comportamiento ha sido vinculado a un componente, su uso es sencillo.


Puedes usar a una variable pública o a una propiedad definida por un getter y/o un setter
del comportamiento a través del componente con el que se ha vinculado:


// "prop1" es una propiedad definida en la clase comportamiento
echo $component->prop1;
$component->prop1 = $value;



También puedes llamar métodos públicos del comportamiento de una forma similar:


// foo() es un método público definido dentro de la clase comportamiento
$component->foo();



Como puedes ver, aunque $component no tiene definida prop1 y bar(), que se pueden utilizar como si son parte
de la definición de componentes debido al comportamiento vinculado.


Si dos comportamientos definen la misma propiedad o método y ambos están vinculados con el mismo componente, el
comportamiento que ha sido vinculado primero tendrá preferencia cuando se esté accediendo a la propiedad o método.


Un comportamiento puede estar asociado con un nombre cuando se une a un componente. Si este es el caso, es posible
acceder al objeto de comportamiento mediante el nombre, como se muestra a continuación,


$behavior = $component->getBehavior('myBehavior');



También puedes acceder a todos los comportamientos vinculados al componente:


$behaviors = $component->getBehaviors();






Desasociar Comportamientos 


Para desasociar un comportamiento, puedes llamar el método [[yii\base\Component::detachBehavior()]] con el nombre con el
que se le asoció:


$component->detachBehavior('myBehavior1');



También puedes desvincular todos los comportamientos:


$component->detachBehaviors();






Utilizando TimestampBehavior 


Para terminar, vamos a echar un vistazo a [[yii\behaviors\TimestampBehavior]]. Este comportamiento soporta de forma
automática la actualización de atributos timestamp de un modelo [[yii\db\ActiveRecord|Registro Activo]]
(Active Record) en cualquier momento donde se guarda el modelo (ej., en la inserción o actualización).


Primero, vincula este comportamiento a la clase [[yii\db\ActiveRecord|Active Record]] que desees utilizar.


namespace app\models\User;

use yii\db\ActiveRecord;
use yii\behaviors\TimestampBehavior;

class User extends ActiveRecord
{
    // ...

    public function behaviors()
    {
        return [
            [
                'class' => TimestampBehavior::className(),
                'attributes' => [
                    ActiveRecord::EVENT_BEFORE_INSERT => ['created_at', 'updated_at'],
                    ActiveRecord::EVENT_BEFORE_UPDATE => ['updated_at'],
                ],
            ],
        ];
    }
}



La configuración del comportamiento anterior especifica que



		cuando el registro está siendo insertado, el comportamiento debe asignar el sello de tiempo actual a los atributos
created_at y updated_at;


		cuando el registro está siendo actualizado, el comportamiento debe asignar el sello de tiempo actual al atributo
updated_at.





Ahora si tienes un objeto User e intentas guardarlo, descubrirás que sus campos created_at y updated_at están
automáticamente actualizados con el sello de tiempo actual:


$user = new User;
$user->email = 'test@example.com';
$user->save();
echo $user->created_at;  // muestra el sello tiempo actual (timestamp)



El comportamiento [[yii\behaviors\TimestampBehavior|TimestampBehavior]] también ofrece un método muy útil llamado
[[yii\behaviors\TimestampBehavior::touch()|touch()]], que asigna el sello de tiempo actual a un atributo especificado y lo guarda automáticamente en la base de datos:


$user->touch('login_time');






Comparación con Traits 


Mientras que los comportamientos son similares a traits [http://www.php.net/traits] en cuanto que ambos “inyectan” sus
métodos  y propiedades a la clase primaria, son diferentes en muchos aspectos. Tal y como se describe abajo, los dos
tienen sus ventajas y desventajas. Son más como complementos el uno al otro en lugar de alternativas.



Razones para utilizar comportamientos 


Las clases de comportamientos, como todas las clases, soportan herencias. Traits, por otro lado, pueden ser
considerados como un copia-y-pega de PHP. Ellos no soportan la herencia de clases.


Los comportamientos pueden ser asociados y desasociados a un componente dinámicamente sin necesidad de que la clase del
componente sea modificada. Para usar un trait, debes modificar la clase que la usa.


Los comportamientos son configurables mientras que los traits no.


Los comportamientos pueden personalizar la ejecución de un componente al responder a sus eventos.


Cuando hay un conflicto de nombre entre los diferentes comportamientos vinculados a un mismo componente, el conflicto es
automáticamente resuelto respetando al que ha sido asociado primero.
El conflicto de nombres en traits requiere que manualmente sean resueltos cambiando el nombre de las propiedades o métodos afectados.





Razones para utilizar los Traits 


Los Traits son mucho más eficientes que los comportamientos debido a que los últimos son objetos que consumen tiempo y
memoria.


Los IDEs (Programas de desarrollo) son más amigables con traits ya que son una construcción del lenguaje nativo.
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Localizador de Servicios


Un localizador de servicios es un objeto que sabe cómo proporcionar todo tipo de servicios (o componentes) que puede necesitar una aplicación. Dentro de un localizador de servicios, existe en cada componente como una única instancia, únicamente identificado por un ID. Se utiliza el ID para recuperar un componente desde el localizador de servicios.


En Yii, un localizador de servicio es simplemente una instancia de [[yii\di\ServiceLocator]], o de una clase hija.


El localizador de servicio más utilizado en Yii es el objeto aplicación, que se puede acceder a través de \Yii::$app. Los servicios que prestá son llamadas componentes de la aplicación, como los componentes request, response, and urlManager. Usted puede configurar estos componentes, o incluso cambiarlos por sus propias implementaciones fácilmente a través de la funcionalidad proporcionada por el localizador de servicios.


Además del objeto de aplicación, cada objeto módulo es también un localizador de servicios.


Para utilizar un localizador de servicios, el primer paso es registrar los componentes de la misma. Un componente se puede registrar a través de [[yii\di\ServiceLocator::set()]]. El código siguiente muestra diferentes maneras de registrarse componentes:


use yii\di\ServiceLocator;
use yii\caching\FileCache;

$locator = new ServiceLocator;

// register "cache" using a class name that can be used to create a component
$locator->set('cache', 'yii\caching\ApcCache');

// register "db" using a configuration array that can be used to create a component
$locator->set('db', [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
]);

// register "search" using an anonymous function that builds a component
$locator->set('search', function () {
    return new app\components\SolrService;
});

// register "pageCache" using a component
$locator->set('pageCache', new FileCache);



Una vez que el componente se ha registrado, usted puede acceder a él utilizando su ID, en una de las dos formas siguientes:


$cache = $locator->get('cache');
// or alternatively
$cache = $locator->cache;



Como puede observarse, [[yii\di\ServiceLocator]] le permite acceder a un componente como una propiedad utilizando el ID de componente. Cuando acceda a un componente, por primera vez, [[yii\di\ServiceLocator]] utilizará la información de registro de componente para crear una nueva instancia del componente y devolverlo. Más tarde, si se accede de nuevo al componente, el localizador de servicio devolverá la misma instancia.


Usted puede utilizar [[yii\di\ServiceLocator::has()]] para comprobar si un ID de componente ya ha sido registrada.
Si llama [[yii\di\ServiceLocator::get()]] con una identificación válida, se produce una excepción.


Debido a que los localizadores de servicios a menudo se crean con configuraciones, se proporciona una propiedad que puede escribir el nombre [[yii\di\ServiceLocator::setComponents()|components]]. Esto le permite configurar y registrar varios componentes a la vez. El siguiente código muestra un arreglo de configuración que se puede utilizar para configurar una aplicación, al mismo tiempo que el registro de la “db”, “cache” y “buscar” componentes:


return [
    // ...
    'components' => [
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=demo',
            'username' => 'root',
            'password' => '',
        ],
        'cache' => 'yii\caching\ApcCache',
        'search' => function () {
            return new app\components\SolrService;
        },
    ],
];
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Constructor de Consultas



Nota: Esta sección está en desarrollo.



Yii proporciona una capa de acceso básico a bases de datos como se describe en la sección
Objetos de Acceso a Bases de Datos. La capa de acceso a bases de datos proporciona un método de bajo
nivel (low-level) para interaccionar con la base de datos. Aunque a veces puede ser útil la escritura de sentencias
SQLs puras, en otras situaciones puede ser pesado y propenso a errores. Otra manera de tratar con bases de datos puede
ser el uso de Constructores de Consultas (Query Builder). El Constructor de Consultas proporciona un medio orientado a
objetos para generar las consultas que se ejecutarán.


Un uso típico de Constructor de Consultas puede ser el siguiente:


$rows = (new \yii\db\Query())
    ->select('id, name')
    ->from('user')
    ->limit(10)
    ->all();

// que es equivalente al siguiente código:

$query = (new \yii\db\Query())
    ->select('id, name')
    ->from('user')
    ->limit(10);

//  Crear un comando. Se puede obtener la consulta SQL actual utilizando $command->sql
$command = $query->createCommand();

// Ejecutar el comando:
$rows = $command->queryAll();




Métodos de Consulta


Como se puede observar, primero se debe tratar con [[yii\db\Query]]. En realidad, Query sólo se encarga de
representar diversa información de la consulta. La lógica para generar la consulta se efectúa mediante
[[yii\db\QueryBuilder]] cuando se llama al método createCommand(), y la ejecución de la consulta la efectúa
[[yii\db\Command]].


Se ha establecido, por convenio, que [[yii\db\Query]] proporcione un conjunto de métodos de consulta comunes que
construirán la consulta, la ejecutarán, y devolverán el resultado. Por ejemplo:



		[[yii\db\Query::all()|all()]]: construye la consulta, la ejecuta y devuelve todos los resultados en formato de array.


		[[yii\db\Query::one()|one()]]: devuelve la primera fila del resultado.


		[[yii\db\Query::column()|column()]]: devuelve la primera columna del resultado.


		[[yii\db\Query::scalar()|scalar()]]: devuelve la primera columna en la primera fila del resultado.


		[[yii\db\Query::exists()|exists()]]: devuelve un valor indicando si la el resultado devuelve algo.


		[[yii\db\Query::count()|count()]]: devuelve el resultado de la consulta COUNT. Otros métodos similares incluidos
son sum($q), average($q), max($q), min($q), que soportan las llamadas funciones de agregación. El parámetro
$q es obligatorio en estos métodos y puede ser el nombre de la columna o expresión.








Construcción de Consultas


A continuación se explicará como construir una sentencia SQL que incluya varias clausulas. Para simplificarlo, usamos
$query para representar el objeto [[yii\db\Query]]:



SELECT


Para formar una consulta SELECT básica, se necesita especificar que columnas y de que tablas se seleccionarán:


$query->select('id, name')
    ->from('user');



Las opciones de select se pueden especificar como una cadena de texto (string) separada por comas o como un array. La
sintaxis del array es especialmente útil cuando se forma la selección dinámicamente.


$query->select(['id', 'name'])
    ->from('user');




Información: Se debe usar siempre el formato array si la clausula SELECT contiene expresiones SQL. Esto se debe a
que una expresión SQL como CONCAT(first_name, last_name) AS full_name puede contener comas. Si se junta con otra
cadena de texto de otra columna, puede ser que la expresión se divida en varias partes por comas, esto puede
conllevar a errores.



Cuando se especifican columnas, se pueden incluir los prefijos de las tablas o alias de columnas, ej.  user.id,
user.id AS user_id. Si se usa un array para especificar las columnas, también se pueden usar las claves del array
para especificar los alias de columna, ej. ['user_id' => 'user.id', 'user_name' => 'user.name'].


A partir de la versión 2.0.1, también se pueden seleccionar subconsultas como columnas. Por ejemplo:


$subQuery = (new Query)->select('COUNT(*)')->from('user');
$query = (new Query)->select(['id', 'count' => $subQuery])->from('post');
// $query representa la siguiente sentencia SQL:
// SELECT `id`, (SELECT COUNT(*) FROM `user`) AS `count` FROM `post`



Para seleccionar filas distintas, se puede llamar a distinct(), como se muestra a continuación:


$query->select('user_id')->distinct()->from('post');






FROM


Para especificar de que tabla(s) se quieren seleccionar los datos, se llama a from():


$query->select('*')->from('user');



Se pueden especificar múltiples tablas usando una cadena de texto separado por comas o un array. Los nombres de tablas
pueden contener prefijos de esquema (ej. 'public.user') y/o alias de tablas (ej. `‘user u’). El método
entrecomillara automáticamente los nombres de tablas a menos que contengan algún paréntesis (que significa que se
proporciona la tabla como una subconsulta o una expresión de BD). Por ejemplo:


$query->select('u.*, p.*')->from(['user u', 'post p']);



Cuando se especifican las tablas como un array, también se pueden usar las claves de los arrays como alias de tablas
(si una tabla no necesita alias, no se usa una clave en formato texto). Por ejemplo:


$query->select('u.*, p.*')->from(['u' => 'user', 'p' => 'post']);



Se puede especificar una subconsulta usando un objeto Query. En este caso, la clave del array correspondiente se
usará como alias para la subconsulta.


$subQuery = (new Query())->select('id')->from('user')->where('status=1');
$query->select('*')->from(['u' => $subQuery]);






WHERE


Habitualmente se seleccionan los datos basándose en ciertos criterios. El Constructor de Consultas tiene algunos
métodos útiles para especificarlos, el más poderoso de estos es where, y se puede usar de múltiples formas.


La manera más simple para aplicar una condición es usar una cadena de texto:


$query->where('status=:status', [':status' => $status]);



Cuando se usan cadenas de texto, hay que asegurarse que se unen los parámetros de la consulta, no crear una consulta
mediante concatenación de cadenas de texto. El enfoque anterior es seguro, el que se muestra a continuación, no lo es:


$query->where("status=$status"); // Peligroso!



En lugar de enlazar los valores de estado inmediatamente, se puede hacer usando params o addParams:


$query->where('status=:status');
$query->addParams([':status' => $status]);



Se pueden establecer múltiples condiciones en where usando el formato hash.


$query->where([
    'status' => 10,
    'type' => 2,
    'id' => [4, 8, 15, 16, 23, 42],
]);



El código generará la el siguiente SQL:


WHERE (`status` = 10) AND (`type` = 2) AND (`id` IN (4, 8, 15, 16, 23, 42))



El valor NULO es un valor especial en las bases de datos, y el Constructor de Consultas lo gestiona inteligentemente.
Este código:


$query->where(['status' => null]);



da como resultado la siguiente cláusula WHERE:


WHERE (`status` IS NULL)



También se pueden crear subconsultas con objetos de tipo Query como en el siguiente ejemplo:


$userQuery = (new Query)->select('id')->from('user');
$query->where(['id' => $userQuery]);



que generará el siguiente código SQL:


WHERE `id` IN (SELECT `id` FROM `user`)



Otra manera de usar el método es el formato de operando que es [operator, operand1, operand2, ...].


El operando puede ser uno de los siguientes (ver también [[yii\db\QueryInterface::where()]]):



		and: los operandos deben concatenerase usando AND. por ejemplo, ['and', 'id=1', 'id=2'] generará
id=1 AND id=2. Si el operando es un array, se convertirá en una cadena de texto usando las reglas aquí descritas.
Por ejemplo, ['and', 'type=1', ['or', 'id=1', 'id=2']] generará type=1 AND (id=1 OR id=2). El método no
ejecutará ningún filtrado ni entrecomillado.


		or: similar al operando and exceptuando que los operando son concatenados usando OR.


		between: el operando 1 debe ser el nombre de columna, y los operandos 2 y 3 deben ser los valores iniciales y
finales del rango en el que se encuentra la columna. Por ejemplo, ['between', 'id', 1, 10] generará
id BETWEEN 1 AND 10.


		not between: similar a between exceptuando que  BETWEEN se reemplaza por NOT BETWEEN en la condición
generada.


		in: el operando 1 debe ser una columna o una expresión de BD. El operando 2 puede ser un array o un objeto de tipo
Query. Generará una condición IN. Si el operando 2 es un array, representará el rango de valores que puede
albergar la columna o la expresión de BD; Si el operando 2 es un objeto de tipo Query, se generará una subconsulta
y se usará como rango de la columna o de la expresión de BD. Por ejemplo, ['in', 'id', [1, 2, 3]] generará
id IN (1, 2, 3). El método entrecomillará adecuadamente el nombre de columna y filtrará los valores del rango. El
operando in también soporta columnas compuestas. En este caso, el operando 1 debe se un array de columnas,
mientras que el operando 2 debe ser un array de arrays o un objeto de tipo Query que represente el rango de las
columnas.


		not in: similar que el operando in exceptuando que IN se reemplaza por NOT IN en la condición generada.


		like: el operando 1 debe ser una columna o una expresión de BD, y el operando 2 debe ser una cadena de texto o un
array que represente los valores a los que tienen que asemejarse la columna o la expresión de BD.Por ejemplo,
['like', 'name', 'tester'] generará name LIKE '%tester%'. Cuando se da el valor rango como un array, se
generarán múltiples predicados LIKE y se concatenaran usando AND. Por ejemplo,
['like', 'name', ['test', 'sample']] generará name LIKE '%test%' AND name LIKE '%sample%'. También se puede
proporcionar un tercer operando opcional para especificar como deben filtrarse los caracteres especiales en los
valores. El operando debe se un array que mapeen los caracteres especiales a sus caracteres filtrados asociados. Si
no se proporciona este operando, se aplicará el mapeo de filtrado predeterminado. Se puede usar false o un array
vacío para indicar que los valores ya están filtrados y no se necesita aplicar ningún filtro. Hay que tener en
cuenta que cuando se usa un el mapeo de filtrado (o no se especifica el tercer operando), los valores se encerraran
automáticamente entre un par de caracteres de porcentaje.






Nota: Cuando se usa PostgreSQL también se puede usar
ilike [http://www.postgresql.org/docs/8.3/static/functions-matching.html#FUNCTIONS-LIKE] en lugar de like para
filtrar resultados insensibles a mayúsculas (case-insensitive).




		or like: similar al operando like exceptuando que se usa OR para concatenar los predicados LIKE cuando haya
un segundo operando en un array.


		not like: similar al operando like exceptuando que se usa LIKE en lugar de NOT LIKE en las condiciones
generadas.


		or not like: similar al operando not like exceptuando que se usa OR para concatenar los predicados NOT LIKE.


		exists: requiere un operando que debe ser una instancia de [[yii\db\Query]] que represente la subconsulta. Esto
generará una expresión EXISTS (sub-query).


		not exists: similar al operando exists y genera una expresión NOT EXISTS (sub-query).





Adicionalmente se puede especificar cualquier cosa como operando:


$query->select('id')
    ->from('user')
    ->where(['>=', 'id', 10]);



Cuyo resultado será:


SELECT id FROM user WHERE id >= 10;



Si se construyen partes de una condición dinámicamente, es muy convenientes usar andWhere() y orWhere():


$status = 10;
$search = 'yii';

$query->where(['status' => $status]);
if (!empty($search)) {
    $query->andWhere(['like', 'title', $search]);
}



En el caso que $search no este vacío, se generará el siguiente código SQL:


WHERE (`status` = 10) AND (`title` LIKE '%yii%')




Construcción de Condiciones de Filtro


Cuando se generan condiciones de filtro basadas en datos recibidos de usuarios (inputs), a menudo se quieren gestionar
de forma especial las “datos vacíos” para ignorarlos en los filtros. Por ejemplo, teniendo un formulario HTML que
obtiene el nombre de usuario y la dirección de correo electrónico. Si el usuario solo rellena el campo de nombre de
usuario, se puede querer generar una consulta para saber si el nombre de usuario recibido es valido. Se puede usar
filterWhere() para conseguirlo:


// $username y $email son campos de formulario rellenados por usuarios
$query->filterWhere([
    'username' => $username,
    'email' => $email,
]);



El método filterWhere() es muy similar al método where(). La principal diferencia es que el filterWhere()
eliminará los valores vacíos de las condiciones proporcionadas. Por lo tanto si $email es “vació”, la consulta
resultante será ...WHERE username=:username; y si tanto $username como $email son “vacías”, la consulta no
tendrá WHERE.


Decimos que un valor es vacío si es nulo, una cadena de texto vacía, una cadena de texto que consista en espacios en
blanco o un array vacío.


También se pueden usar andFilterWhere() y orFilterWhere() para añadir más condiciones de filtro.







ORDER BY


Se pueden usar orderBy y addOrderBy para ordenar resultados:


$query->orderBy([
    'id' => SORT_ASC,
    'name' => SORT_DESC,
]);



Aquí estamos ordenando por id ascendente y después por name descendente.





GROUP BY and HAVING


Para añadir GROUP BY al SQL generado se puede usar el siguiente código:


$query->groupBy('id, status');



Si se quieren añadir otro campo después de usar groupBy:


$query->addGroupBy(['created_at', 'updated_at']);



Para añadir la condición HAVING se pueden usar los métodos having y andHaving y orHaving. Los parámetros para
ellos son similares a los del grupo de métodos where:


$query->having(['status' => $status]);






LIMIT and OFFSET


Para limitar el resultado a 10 filas se puede usar limit:


$query->limit(10);



Para saltarse las 100 primeras filas, se puede usar:


$query->offset(100);






JOIN


Las clausulas JOIN se generan en el Constructor de Consultas usando el método join aplicable:



		innerJoin()


		leftJoin()


		rightJoin()





Este left join selecciona los datos desde dos tablas relacionadas en una consulta:


$query->select(['user.name AS author', 'post.title as title'])
    ->from('user')
    ->leftJoin('post', 'post.user_id = user.id');



En el código, el primer parámetro del método leftjoin especifica la tabla a la que aplicar el join. El segundo
parámetro, define la condición del join.


Si la aplicación de bases de datos soporta otros tipos de joins, se pueden usar mediante el método join genérico:


$query->join('FULL OUTER JOIN', 'post', 'post.user_id = user.id');



El primer argumento es el tipo de join a realizar. El segundo es la tabla a la que aplicar el join, y el tercero es la condición:


Como en FROM, también se pueden efectuar joins con subconsultas. Para hacerlo, se debe especificar la subconsulta
como un array que tiene que contener un elemento. El valor del array tiene que ser un objeto de tipo Query que
represente la subconsulta, mientras que la clave del array es el alias de la subconsulta. Por ejemplo:


$query->leftJoin(['u' => $subQuery], 'u.id=author_id');






UNION


En SQL UNION agrega resultados de una consulta a otra consulta. Las columnas devueltas por ambas consultas deben
coincidir. En Yii para construirla, primero se pueden formar dos objetos de tipo query y después usar el método
union:


$query = new Query();
$query->select("id, category_id as type, name")->from('post')->limit(10);

$anotherQuery = new Query();
$anotherQuery->select('id, type, name')->from('user')->limit(10);

$query->union($anotherQuery);








Consulta por Lotes


Cuando se trabaja con grandes cantidades de datos, los métodos como [[yii\db\Query::all()]] no son adecuados ya que
requieren la carga de todos los datos en memoria. Para mantener los requerimientos de memoria reducidos, Yii
proporciona soporte a las llamadas consultas por lotes (batch query). Una consulta por lotes usa un cursor de datos y
recupera los datos en bloques.


Las consultas por lotes se pueden usar del siguiente modo:


use yii\db\Query;

$query = (new Query())
    ->from('user')
    ->orderBy('id');

foreach ($query->batch() as $users) {
    // $users is an array of 100 or fewer rows from the user table
}

// o si se quieren iterar las filas una a una
foreach ($query->each() as $user) {
    // $user representa uno fila de datos de la tabla user
}



Los métodos [[yii\db\Query::batch()]] y [[yii\db\Query::each()]] devuelven un objeto [[yii\db\BatchQueryResult]] que
implementa una interfaz Iterator y así se puede usar en el constructor foreach. Durante la primera iteración, se
efectúa una consulta SQL a la base de datos. Desde entonces, los datos se recuperan por lotes en las iteraciones. El
tamaño predeterminado de los lotes es 100, que significa que se recuperan 100 filas de datos en cada lote. Se puede
modificar el tamaño de los lotes pasando pasando un primer parámetro a los métodos batch() o each().


En comparación con [[yii\db\Query::all()]], las consultas por lotes sólo cargan 100 filas de datos en memoria cada
vez. Si el procesan los datos y después se descartan inmediatamente, las consultas por lotes, pueden ayudar a mantener
el uso de memora bajo un limite.


Si se especifica que el resultado de la consulta tiene que ser indexado por alguna columna mediante
[[yii\db\Query::indexBy()]], las consultas por lotes seguirán manteniendo el indice adecuado. Por ejemplo,


use yii\db\Query;

$query = (new Query())
    ->from('user')
    ->indexBy('username');

foreach ($query->batch() as $users) {
    // $users esta indexado en la columna "username"
}

foreach ($query->each() as $username => $user) {
}









          

      

      

    


    
        © 版权所有 .
      由 Sphinx 1.3.1 创建。
    

  

guide-es/intro-upgrade-from-v1.html


    
      导航


      
        		
          索引


        		YII2 stable 文档 »

 
      


    


    
      
          
            
  
Actualizando desde Yii 1.1


Existen muchas diferencias entre las versiones 1.1 y 2.0 de Yii ya que el framework fue completamente reescrito
en su segunda versión.
Como resultado, actualizar desde la versión 1.1 no es tan trivial como actualizar entre versiones menores. En esta
guía encontrarás las diferencias más grandes entre estas dos versiones.


Si no has utilizado Yii 1.1 antes, puedes saltarte con seguridad esta sección e ir directamente a “Comenzando con Yii”.


Es importante anotar que Yii 2.0 introduce más características de las que van a ser cubiertas en este resumen. Es altamente recomendado
que leas a través de toda la guía definitiva para aprender acerca de todas ellas. Hay muchas posibilidades de que algo que hayas desarrollado anteriormente para extender Yii, sea ahora parte del núcleo de la librería.



Instalación


Yii 2.0 adopta íntegramente Composer [https://getcomposer.org/], el administrador de paquetes de facto de PHP.
Tanto la instalación del núcleo del framework como las extensiones se manejan a través de Composer. Por favor consulta
la sección Comenzando con la Aplicación Básica para aprender a instalar Yii 2.0. Si quieres crear extensiones
o transformar extensiones de Yii 1.1 para que sean compatibles con Yii 2.0, consulta la sección Creando Extensiones de la guía.





Requerimientos de PHP


Yii 2.0 requiere PHP 5.4 o mayor, lo que es un gran progreso ya que Yii 1.1 funcionaba con PHP 5.2.
Como resultado, hay muchas diferencias a nivel del lenguaje a las que deberías prestar atención.
Abajo hay un resumen de los mayores cambios en relación a PHP:



		Namespaces [http://php.net/manual/es/language.namespaces.php].


		Funciones anónimas [http://php.net/manual/es/functions.anonymous.php].


		La sintaxis corta de Arrays [...elementos...] es utilizada en vez de array(...elementos...).


		Etiquetas cortas de echo. Ahora en las vistas se usa <?=. Esto se puede utilizar desde PHP 5.4.


		SPL - Biblioteca estándar de PHP [http://php.net/manual/es/book.spl.php].


		Enlace estático en tiempo de ejecución [http://php.net/manual/es/language.oop5.late-static-bindings.php].


		Fecha y Hora [http://php.net/manual/es/book.datetime.php].


		Traits [http://php.net/manual/es/language.oop5.traits.php].


		intl [http://php.net/manual/es/book.intl.php]. Yii 2.0 utiliza la extensión intl de PHP
como soporte para internacionalización.








Namespace


El cambio más obvio en Yii 2.0 es el uso de namespaces. Casi todas las clases del núcleo
utilizan namespaces, ej., yii\web\Request. El prefijo “C” no se utiliza más en los nombre de clases.
El esquema de nombres sigue la estructura de directorios. Por ejemplo, yii\web\Request
indica que el archivo de la clase correspondiente web/Request.php está bajo el directorio de Yii framework.


(Puedes utilizar cualquier clase del núcleo sin necesidad de incluir el archivo que la contiene, gracias
al autoloader de Yii.)





Componentes y Objetos


Yii 2.0 parte la clase CComponent de 1.1 en dos clases: [[yii\base\Object]] y [[yii\base\Component]].
La clase [[yii\base\Object|Object]] es una clase base que permite definir propiedades de object
a través de getters y setters. La clase [[yii\base\Component|Component]] extiende de [[yii\base\Object|Object]] y soporta
eventos y comportamientos.


Si tu clase no necesita utilizar las características de eventos o comportamientos, puedes considerar usar
[[yii\base\Object|Object]] como clase base. Esto es frecuente en el caso de que las clases que representan sean
estructuras de datos básicas.





Configuración de objetos


La clase [[yii\base\Object|Object]] introduce una manera uniforme de configurar objetos. Cualquier clase descendiente
de [[yii\base\Object|Object]] debería declarar su constructor (si fuera necesario) de la siguiente manera para que
puede ser adecuadamente configurado:


class MyClass extends \yii\base\Object
{
    public function __construct($param1, $param2, $config = [])
    {
        // ... se aplica la inicialización antes de la configuración

        parent::__construct($config);
    }

    public function init()
    {
        parent::init();

        // ... se aplica la inicialización después de la configuración
    }
}



En el ejemplo de arriba, el último parámetro del constructor debe tomar un array de configuración que
contiene pares clave-valor para la inicialización de las propiedades al final del mismo.
Puedes sobrescribir el método [[yii\base\Object::init()|init()]] para realizar el trabajo de inicialización
que debe ser hecho después de que la configuración haya sido aplicada.


Siguiendo esa convención, podrás crear y configurar nuevos objetos utilizando
un array de configuración:


$object = Yii::createObject([
    'class' => 'MyClass',
    'property1' => 'abc',
    'property2' => 'cde',
], [$param1, $param2]);



Se puede encontrar más detalles acerca del tema en la sección Configuración de objetos.





Eventos


En Yii 1, los eventos eran creados definiendo un método on (ej., onBeforeSave). En Yii 2, puedes utilizar cualquier nombre de evento.
Ahora puedes disparar un evento utilizando el método [[yii\base\Component::trigger()|trigger()]]:


$event = new \yii\base\Event;
$component->trigger($eventName, $event);



Para conectar un manejador a un evento, utiliza el método [[yii\base\Component::on()|on()]]:


$component->on($eventName, $handler);
// Para desconectar el manejador, utiliza:
// $component->off($eventName, $handler);



Hay muchas mejoras en lo que respecta a eventos. Para más detalles, consulta la sección Eventos.





Alias


Yii 2.0 extiende el uso de alias tanto para archivos/directorios como URLs. Yii 2.0 ahora requiere que cada
alias comience con el carácter @, para diferenciarlos de rutas o URLs normales.
Por ejemplo, el alias @yii corresponde al directorio donde Yii se encuentra instalado. Los alias
están soportados en la mayor parte del núcleo. Por ejemplo, [[yii\caching\FileCache::cachePath]] puede tomar tanto
una ruta de directorios normal como un alias.


Un alias está estrechamente relacionado con un namespace de la clase. Se recomienda definir un alias
por cada namespace raíz, y así poder utilizar el autolader de Yii sin otra configuración.
Por ejemplo, debido a que @yii se refiere al directorio de instalación, una clase
como yii\web\Request puede ser auto-cargada. Si estás utilizando una librería de terceros,
como Zend Framework, puedes definir un alias @Zend que se refiera al directorio de instalación
de ese framework. Una vez realizado esto, Yii será capaz de auto-cargar cualquier clase de Zend Framework también.


Se puede encontrar más detalles del tema en la sección Alias.





Vistas


El cambio más significativo con respecto a las vistas en Yii 2 es que la variable especial $this dentro de una vista
ya no se refiere al controlador o widget actual.
En vez de eso, $this ahora se refiere al objeto de la vista, un concepto nuevo introducido en Yii 2.0.
El objeto vista es del tipo [[yii\web\View]], que representa la parte de las vistas en el patrón MVC. Si
quieres acceder al controlador o al widget correspondiente desde la propia vista,
puedes utilizar $this->context.


Para renderizar una vista parcial (partial) dentro de otra vista, se utiliza $this->render(), no $this->renderPartial().
La llamada a render además tiene que ser mostrada explícitamente a través de echo, ya que el método render()
devuelve el resultado de la renderización en vez de mostrarlo directamente. Por ejemplo:


echo $this->render('_item', ['item' => $item]);



Además de utilizar PHP como el lenguaje principal de plantillas (templates), Yii 2.0 está también equipado con soporte
oficial de otros dos motores de plantillas populares: Smarty y Twig. El motor de plantillas de Prado ya no está soportado.
Para utilizar esos motores, necesitas configurar el componente view de la aplicación, definiendo la propiedad [[yii\base\View::$renderers|View::$renderers]].
Por favor consulta la sección Motores de Plantillas para más detalles.





Modelos


Yii 2.0 utiliza [[yii\base\Model]] como modelo base, algo similar a CModel en 1.1.
La clase CFormModel ha sido descartada por completo. Ahora, en Yii 2 debes extender de [[yii\base\Model]] para crear clases de modelos basados en formularios.


Yii 2.0 introduce un nuevo método llamado [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]] para declarar escenarios soportados,
y para indicar bajo que escenario un atributo necesita ser validado, puede ser considerado seguro o no, etc. Por ejemplo:


public function scenarios()
{
    return [
        'backend' => ['email', 'role'],
        'frontend' => ['email', '!role'],
    ];
}



En el ejemplo anterior, se declaran dos escenarios: backend y frontend. Para el escenario backend son considerados seguros
ambos atributos, email y role, y pueden ser asignados masivamente. Para el escenario frontend, email puede ser asignado
masivamente mientras role no. Tanto email como role deben ser validados utilizando reglas (rules).


El método [[yii\base\Model::rules()|rules()]] aún es utilizado para declara reglas de validación.
Ten en cuenta que dada la introducción de [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]], ya no existe el validador unsafe.


En la mayoría de los casos, no necesitas sobrescribir [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]] si el método [[yii\base\Model::rules()|rules()]]
especifica completamente los escenarios que existirán, y si no hay necesidad de declarar atributos inseguros (unsafe).


Para aprender más detalles de modelos, consulta la sección Modelos.





Controladores


Yii 2.0 utiliza [[yii\web\Controller]] como controlador base, similar a CWebController en Yii 1.1.
[[yii\base\Action]] es la clase base para clases de acciones.


El impacto más obvio de estos cambios en tu código es que que cada acción del controlador debe devolver el contenido
que quieres mostrar en vez de mostrarlo directamente:


public function actionView($id)
{
    $model = \app\models\Post::findOne($id);
    if ($model) {
        return $this->render('view', ['model' => $model]);
    } else {
        throw new \yii\web\NotFoundHttpException;
    }
}



Por favor, consulta la sección Controladores para más detalles acerca de los controladores.





Widgets


Yii 2.0 utiliza [[yii\base\Widget]] como clase base de los widgets, similar a CWidget en Yii 1.1.


Para obtener mejor soporte del framework en IDEs, Yii 2.0 introduce una nueva sintaxis para utilizar widgets.
Los métodos estáticos [[yii\base\Widget::begin()|begin()]], [[yii\base\Widget::end()|end()]], y [[yii\base\Widget::widget()|widget()]]
fueron incorporados, y deben utilizarse así:


use yii\widgets\Menu;
use yii\widgets\ActiveForm;

// Ten en cuenta que debes pasar el resultado a "echo" para mostrarlo
echo Menu::widget(['items' => $items]);

// Pasando un array para inicializar las propiedades del objeto
$form = ActiveForm::begin([
    'options' => ['class' => 'form-horizontal'],
    'fieldConfig' => ['inputOptions' => ['class' => 'input-xlarge']],
]);
... campos del formulario aquí ...
ActiveForm::end();



Consulta la sección Widgets para más detalles.





Temas


Los temas funcionan completamente diferente en Yii 2.0. Ahora están basados en un mecanismo de mapeo de rutas,
que mapea la ruta de un archivo de la vista de origen a uno con un tema aplicado. Por ejemplo, si el mapeo de ruta de un tema es
['/web/views' => '/web/themes/basic'], entonces la versión con el tema aplicado del archivo
/web/views/site/index.php será /web/themes/basic/site/index.php. Por esta razón, ahora los temas pueden ser
aplicados a cualquier archivo de la vista, incluso una vista renderizada fuera del contexto de un controlador o widget.


Además, el componente CThemeManager ya no existe. En cambio, theme es una propiedad configurable del componente view
de la aplicación.


Consulta la sección Temas para más detalles.





Aplicaciones de Consola


Las aplicaciones de consola ahora están organizadas en controladores, tal como aplicaciones Web. Estos controladores
deben extender de [[yii\console\Controller]], similar a CConsoleCommand en 1.1.


Para correr un comando de consola, utiliza yii <ruta>, donde <ruta> se refiere a la ruta del controlador
(ej. sitemap/index). Los argumentos anónimos adicionales son pasados como parámetros al método de la acción correspondiente
del controlador, mientras que los argumentos especificados son pasados de acuerdo a las declaraciones en [[yii\console\Controller::options()]].


Yii 2.0 soporta la generación automática de información de ayuda de los comandos a través de los bloques de comentarios del archivo.


Por favor consulta la sección Comandos de Consola para más detalles.





I18N


Yii 2.0 remueve el formateador de fecha y números previamente incluido en favor del módulo de PHP PECL intl [http://pecl.php.net/package/intl].


La traducción de mensajes ahora es ejecutada vía el componente i18n de la aplicación.
Este componente maneja un grupo de mensajes origen, lo que te permite utilizar diferentes mensajes
basados en categorías.


Por favor, consulta la sección Internacionalización para más información.





Filtros de Acciones


Los filtros de acciones son implementados a través de comportamientos. Para definir un
nuevo filtro personalizado, se debe extender de [[yii\base\ActionFilter]]. Para utilizar el filtro, conecta la clase del filtro
al controlador como un comportamiento. Por ejemplo, para utilizar el filtro [[yii\filters\AccessControl]], deberías tener
el siguiente código en el controlador:


public function behaviors()
{
    return [
        'access' => [
            'class' => 'yii\filters\AccessControl',
            'rules' => [
                ['allow' => true, 'actions' => ['admin'], 'roles' => ['@']],
            ],
        ],
    ];
}



Consulta la sección Filtrando para una mayor información acerca del tema.





Assets


Yii 2.0 introduce un nuevo concepto llamado asset bundle que reemplaza el concepto de script package encontrado en Yii 1.1.


Un asset bundle es una colección de archivos assets (ej. archivos JavaScript, archivos CSS, imágenes, etc.) dentro de un directorio.
Cada asset bundle está representado por una clase que extiende de [[yii\web\AssetBundle]].
Al registrar un asset bundle a través de [[yii\web\AssetBundle::register()]], haces que los assets de dicho bundle sean accesibles
vía Web. A diferencia de Yii 1, la página que registra el bundle contendrá automáticamente las referencias a los archivos
JavaScript y CSS especificados en el bundle.


Por favor, consulta la sección Manejando Assets para más detalles.





Helpers


Yii 2.0 introduce muchos helpers estáticos comúnmente utilizados, incluyendo:



		[[yii\helpers\Html]]


		[[yii\helpers\ArrayHelper]]


		[[yii\helpers\StringHelper]]


		[[yii\helpers\FileHelper]]


		[[yii\helpers\Json]]





Por favor, consulta la sección Información General de Helpers para más detalles.





Formularios


Yii 2.0 introduce el concepto de campo (field) para construir formularios utilizando [[yii\widgets\ActiveForm]]. Un campo
es un contenedor que consiste en una etiqueta, un input, un mensaje de error y/o texto de ayuda.
Un campo es representado como un objeto [[yii\widgets\ActiveField|ActiveField]].
Utilizando estos campos, puedes crear formularios más legibles que antes:


<?php $form = yii\widgets\ActiveForm::begin(); ?>
    <?= $form->field($model, 'username') ?>
    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>
    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('Login') ?>
    </div>
<?php yii\widgets\ActiveForm::end(); ?>



Por favor, consulta la sección Creando Formularios para más detalles.





Constructor de Consultas


En Yii 1.1, la generación de consultas a la base de datos estaba dividida en varias clases, incluyendo CDbCommand,
CDbCriteria, y CDbCommandBuilder. Yii 2.0 representa una consulta a la base de datos en términos de un objeto [[yii\db\Query|Query]]
que puede ser convertido en una declaración SQL con la ayuda de [[yii\db\QueryBuilder|QueryBuilder]] detrás de la escena.
Por ejemplo:


$query = new \yii\db\Query();
$query->select('id, name')
      ->from('user')
      ->limit(10);

$command = $query->createCommand();
$sql = $command->sql;
$rows = $command->queryAll();



Lo mejor de todo, dichos métodos de generación de consultas pueden ser también utilizados mientras se trabaja con Active Record.


Consulta la sección Constructor de Consultas para más detalles.





Active Record


Yii 2.0 introduce muchísimos cambios con respecto a Active Record. Los dos más obvios se relacionan a
la generación de consultas y al manejo de relaciones.


La clase de Yii 1.1 CDbCriteria es reemplazada por [[yii\db\ActiveQuery]] en Yii 2. Esta clase extiende de [[yii\db\Query]],
y por lo tanto hereda todos los métodos de generación de consultas.
Para comenzar a generar una consulta, llamas al método [[yii\db\ActiveRecord::find()]]:


// Recibe todos los clientes *activos* y ordenados por su ID:
$customers = Customer::find()
    ->where(['status' => $active])
    ->orderBy('id')
    ->all();



Para declarar una relación, simplemente define un método getter que devuelva un objeto [[yii\db\ActiveQuery|ActiveQuery]].
El nombre de la propiedad definida en el getter representa el nombre de la relación. Por ejemplo, el siguiente código declara
una relación orders (en Yii 1.1, las relaciones se declaraban centralmente en el método relations()):


class Customer extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getOrders()
    {
        return $this->hasMany('Order', ['customer_id' => 'id']);
    }
}



Ahora puedes utilizar $customer->orders para acceder a las órdenes de la tabla relacionada. También puedes utilizar el siguiente
código para realizar una consulta relacional ‘al-vuelo’ con una condición personalizada:


$orders = $customer->getOrders()->andWhere('status=1')->all();



Cuando se utiliza la carga temprana (eager loading) de la relación, Yii 2.0 lo hace diferente de 1.1. En particular, en 1.1 una declaración JOIN
sería creada para seleccionar tanto los registros de la tabla primaria como los relacionados. En Yii 2.0, dos declaraciones SQL son ejecutadas
sin utilizar un JOIN: la primera trae todos los modelos primarios, mientras que la segunda trae los registros relacionados
utilizando como condición la clave primaria de los primarios.


En vez de devolver objetos [[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]], puedes conectar el método [[yii\db\ActiveQuery::asArray()|asArray()]]
mientras generas una consulta que devuelve un gran número de registros. Esto causará que el resultado de la consulta sea devuelto como
arrays, lo que puede reducir significativamente la necesidad de tiempo de CPU y memoria si el número de registros es grande.
Por ejemplo:


$customers = Customer::find()->asArray()->all();



Otro cambio es que ya no puedes definir valores por defecto a los atributos a través de propiedades públicas.
Si lo necesitaras, debes definirlo en el método init de la clase del registro en cuestión.


public function init()
{
    parent::init();
    $this->status = self::STATUS_NEW;
}



Anteriormente, solía haber algunos problemas al sobrescribir el constructor de una clase ActiveRecord en 1.1. Estos ya no están presentes en
Yii 2.0. Ten en cuenta que al agregar parámetros al constructor podrías llegar a tener que sobrescribir [[yii\db\ActiveRecord::instantiate()]].


Hay muchos otros cambios y mejoras con respecto a ActiveRecord. Por favor, consulta
la sección Active Record para más detalles.





Active Record Behaviors


En 2.0, hemos eliminado la clase del comportamiento base CActiveRecordBehavior. Si desea crear un comportamiento Active Record, usted tendrá que extender directamente de yii\base\Behavior. Si la clase de comportamiento debe responder a algunos eventos propios, usted tiene que sobrescribir los métodos events() como se muestra a continuación,


namespace app\components;

use yii\db\ActiveRecord;
use yii\base\Behavior;

class MyBehavior extends Behavior
{
    // ...

    public function events()
    {
        return [
            ActiveRecord::EVENT_BEFORE_VALIDATE => 'beforeValidate',
        ];
    }

    public function beforeValidate($event)
    {
        // ...
    }
}






User e IdentityInterface


La clase CWebUser de 1.1 es reemplazada por [[yii\web\User]], y la clase CUserIdentity ha dejado de existir.
En cambio, ahora debes implementar [[yii\web\IdentityInterface]] el cual es mucho más directo de usar.
La plantilla de Aplicación Avanzada provee un ejemplo así.


Consulta las secciones Autenticación, Autorización, y Plantilla de Aplicación Avanzada para más detalles.





Manejo de URLs


El manejo de URLs en Yii 2 es similar al de 1.1. Una mejora mayor es que el manejador actual ahora soporta parámetros opcionales.
Por ejemplo, si tienes una regla declarada como a continuación, entonces coincidirá tanto con post/popular como con post/1/popular.
En 1.1, tendrías que haber creado dos reglas diferentes para obtener el mismo resultado


[
    'pattern' => 'post/<page:\d+>/<tag>',
    'route' => 'post/index',
    'defaults' => ['page' => 1],
]



Por favor, consulta la sección Documentación del Manejo de URLs para más detalles.





Utilizando Yii 1.1 y 2.x juntos


Si tienes código en Yii 1.1 que quisieras utilizar junto con Yii 2.0, por favor consulta
la sección Utilizando Yii 1.1 y 2.0 juntos.
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Обновление с версии 1.1


Между версиями 1.1 и 2.0 существует много различий, так как Yii был полностью переписан для версии 2.0.
Таким образом, обновление с версии 1.1 не является таким же тривиальным как обновление между минорными версиями.
В данном руководстве приведены основные различия между двумя версиями.


Если прежде вы не использовали Yii 1.1, вы можете сразу перейти к разделу «[Начало работы][start-installation.md]».


Также учтите, что в Yii 2.0 гораздо больше новых возможностей, чем описано далее. Настоятельно рекомендуется, изучить
всё руководство. Вполне возможно, что то, что раньше приходилось разрабатывать самостоятельно теперь является частью
фреймворка.



Установка


Yii 2.0 широко использует Composer [https://getcomposer.org/], который является основным менеджером зависимостей для PHP.
Установка как фреймворка, так и расширений, осуществляется через Composer. Подробно о установке Yii 2.0 вы можете узнать
из раздела «Установка Yii». О том, как создавать расширения для Yii 2.0 или адаптировать
уже имеющиеся расширения от версии 1.1, вы можете узнать из раздела «Создание расширений».





Требования PHP


Для работы Yii 2.0 необходим PHP 5.4 или выше. Данная версия включает большое количество улучшений по сравнению с
версией 5.2, которая использовалась Yii 1.1. Таким образом, существует много различий в языке, которые вы должны принимать
во внимание:



		Пространства имён [http://php.net/manual/ru/language.namespaces.php];


		Анонимные функции [http://php.net/manual/ru/functions.anonymous.php];


		Использование короткого синтаксиса для массивов: [...элементы...] вместо array(...элементы...);


		Использование короткого echo <?= для вывода в файлах представлений. С версии PHP 5.4 данную возможность можно
использовать не опасаясь;


		Классы и интерфейсы SPL [http://php.net/manual/ru/book.spl.php];


		Позднее статическое связывание (LSB) [http://php.net/manual/ru/language.oop5.late-static-bindings.php];


		Классы для дат и времени [http://php.net/manual/ru/book.datetime.php];


		Трейты [http://php.net/manual/ru/language.oop5.traits.php];


		Интернационализация (intl) [http://php.net/manual/ru/book.intl.php]; Yii 2.0 использует расширение PHP intl
для различного функционала интернационализации.








Пространства имён


Одним из основных изменений в Yii 2.0 является использование пространств имён. Почти каждый класс фреймворка
находится в пространстве имён, например, yii\web\Request. Префикс “С” в именах классов больше не используется.
Имена классов соответствуют структуре директорий. Например, yii\web\Request указывает, что соответствующий класс
находится в файле web/Request.php в директории фреймворка.


Благодаря загрузчику классов Yii, вы можете использовать любой класс фреймворка без необходимости непосредственно
подключать его.





Компонент и объект


В Yii 2.0 класс CComponent из версии 1.1 был разделён на два класса: [[yii\base\Object]] и [[yii\base\Component]].
Класс [[yii\base\Object|Object]] является простым базовым классом, который позволяет использовать
геттеры и сеттеры для свойств. Класс [[yii\base\Component|Component]] наследуется от
класса [[yii\base\Object|Object]] и поддерживает события и поведения.


Если вашему классу не нужны события или поведения, вы можете использовать [[yii\base\Object|Object]] в качестве
базового класса. В основном это относится к классам, представляющим собой базовые структуры данных.





Конфигурация объекта


Класс [[yii\base\Object|Object]] предоставляет единый способ конфигурирования объектов. Любой дочерний класс
[[yii\base\Object|Object]] может определить конструктор (если нужно) как показано ниже. Это позволит конфигурировать
его универсально:


class MyClass extends \yii\base\Object
{
    public function __construct($param1, $param2, $config = [])
    {
        // ... инициализация до того, как конфигурация будет применена

        parent::__construct($config);
    }

    public function init()
    {
        parent::init();

        // ... инициализация после того, как конфигурация была применена
    }
}



В примере выше, последний параметр конструктора должен быть массивом конфигурации, который содержит пары в формате
ключ-значение для инициализации свойств объекта. Вы можете переопределить метод [[yii\base\Object::init()|init()]] для
инициализации объекта после того, как конфигурация была применена к нему.


Следуя этому соглашению, вы сможете создавать и конфигурировать новые объекты с помощью массива конфигурации:


$object = Yii::createObject([
    'class' => 'MyClass',
    'property1' => 'abc',
    'property2' => 'cde',
], [$param1, $param2]);



Более подробная информация о конфигурации представлена в разделе «Настройки».





События


В Yii 1, события создавались с помощью объявления метода on (например, onBeforeSave). В Yii2 вы можете использовать
любое имя события. Вызывать события можно при помощи метода [[yii\base\Component::trigger()|trigger()]].


$event = new \yii\base\Event;
$component->trigger($eventName, $event);



Для прикрепления обработчика события используйте метод [[yii\base\Component::on()|on()]].


$component->on($eventName, $handler);
// убираем обработчик
// $component->off($eventName, $handler);



Есть и другие улучшения по части событий, подробно описанные в в разделе «События».





Псевдонимы пути


В Yii 2.0 псевдонимы используются более широко и применяются как к путям в файловой системе, так и к URL. Теперь, для
того, чтобы отличать псевдонимы от обычных путей и URL, требуется, чтобы имя псевдонима начиналось с символа @.
Например, псевдоним @yii соответствует директории, в которую установлен Yii. Псевдонимы пути используются во многих
местах. Например, значение свойства [[yii\caching\FileCache::cachePath]] может быть как псевдонимом пути так и
обычным путём к папке.


Псевдонимы пути тесно связаны с пространством имён классов. Рекомендуется определять псевдоним пути для каждого корневого
пространства имён, что позволяет использовать загрузчик классов Yii без какой-либо дополнительной настройки. Например,
так как @yii соответствует директории, в которую установлен фреймворк, класс yii\webRequest может быть загружен
автоматически. Если вы используете сторонние библиотеки, например, из Zend Framework, вы можете определить псевдоним
пути @Zend как директорию, в которую установлен этот фреймворк. После этого Yii будет способен автоматически загружать
любой класс Zend Framework.


Подробнее о псевдонимах пути можно узнать из раздела «Псевдонимы пути».





Представления


Одним из основных изменений в Yii 2 является то, что специальная переменная $this в представлении, больше не соответствует
текущему контроллеру или виджету. Вместо этого, $this теперь соответствует объекту представления, новой возможности
введённой в версии 2.0. Объект представления имеет тип [[yii\web\View]], который представляет собой часть view в
шаблоне проектирования MVC. Если вы хотите получить доступ к контроллеру или виджету, используйте выражение $this->context.


Для рендеринга частичных представлений теперь используется метод $this->render(), а не $this->renderPartial().
Результат вызова метода render теперь должен быть выведен напрямую, так как render возвращает результат рендеринга,
а не отображает его сразу:


echo $this->render('_item', ['item' => $item]);



Кроме использования PHP в качестве основного шаблонизатора, Yii 2.0 также предоставляет официальные расширения для двух
популярных шаблонизаторов: Smarty и Twig. Шаблонизатор Prado больше не поддерживается. Для использования данных
шаблонизаторов необходимо настроить компонент приложения view задав свойство [[yii\base\View::$renderers|View::$renderers]].
Подробнее об этом можно прочитать в разделе «Шаблонизаторы».





Модели


Yii 2.0 использует в качестве базового класса для моделей [[yii\base\Model]], аналогичный классу CModel в версии 1.1.
Класс CFormModel удалён. Вместо него для создания модели формы в Yii 2.0 вы должны напрямую наследоваться от [[yii\base\Model]].


Появился новый метод [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]] для объявления поддерживаемых сценариев,
и для обозначения в каком сценарии атрибуты должны проверяться, считаться безопасными и т.п. Например,


public function scenarios()
{
    return [
        'backend' => ['email', 'role'],
        'frontend' => ['email', '!role'],
    ];
}



В примере выше, объявлено два сценария: backend и frontend. Для backend сценария, оба атрибута email и role являются
безопасными, и могут быть массово присвоены. Для сценария frontend, атрибут email может быть массово присвоен, а атрибут role нет.
Оба атрибута email и role должны быть проверены с помощью правил валидации.


Метод [[yii\base\Model::rules()|rules()]] по-прежнему используется для объявления правил валидации. Обратите внимание, что в связи с
появлением нового метода [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]], больше не поддерживается валидатор unsafe.


В большинстве случаев вам не нужно переопределять метод [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]], если метод [[yii\base\Model::rules()|rules()]]
полностью указывает все существующие сценарии, и если нет надобности в объявлении атрибутов небезопасными.


Более детальная информация представлена в разделе «Модели».





Контроллеры


В качестве базового класса для контроллеров в Yii 2.0 используется [[yii\web\Controller]], аналогичный CController
в Yii 1.1. Базовым классом для всех действий является [[yii\base\Action]].


Одним из основных изменений является то, что действие контроллера теперь должно вернуть результат вместо того, чтобы
напрямую выводить его:


public function actionView($id)
{
    $model = \app\models\Post::findOne($id);
    if ($model) {
        return $this->render('view', ['model' => $model]);
    } else {
        throw new \yii\web\NotFoundHttpException;
    }
}



Более детальная информация представлена в разделе «Контроллеры».





Виджеты


В Yii 2.0 класс [[yii\base\Widget]] используется в качестве базового класса для виджетов, аналогично CWidget в Yii 1.1.


Для лучшей поддержки фреймворка в IDE, Yii 2.0 использует новый синтаксис для виджетов. Новые статические методы
[[yii\base\Widget::begin()|begin()]], [[yii\base\Widget::end()|end()]], и [[yii\base\Widget::widget()|widget()]]
используются следующим образом:


use yii\widgets\Menu;
use yii\widgets\ActiveForm;

// Обратите внимание что вы должны выводить результат
echo Menu::widget(['items' => $items]);

// Указываем массив для конфигурации свойств объекта
$form = ActiveForm::begin([
    'options' => ['class' => 'form-horizontal'],
    'fieldConfig' => ['inputOptions' => ['class' => 'input-xlarge']],
]);
... поля формы ...
ActiveForm::end();



Более детальная информация представлена в разделе «Виджеты».





Темы


В Yii 2.0 темы работают совершенно по-другому. Теперь они основаны на механизме сопоставления путей исходного файла
представления с темизированным файлом. Например, если используется сопоставление путей ['/web/views' => '/web/themes/basic'],
то темизированная версия файла представления /web/views/site/index.php будет находится в /web/themes/basic/site/index.php.
По этой причине темы могут быть применены к любому файлу представления, даже к представлению, отрендеренному внутри контекста
контроллера или виджета. Также, больше не существует компонента CThemeManager. Вместо этого, theme является конфигурируемым
свойством компонента приложения view.


Более детальная информация представлена в разделе «Темизация».





Консольные приложения


Консольные приложения теперь организованы как контроллеры, аналогично веб приложениям. Консольные контроллеры
должны быть унаследованы от класса [[yii\console\Controller]], аналогичного CConsoleCommand в версии 1.1.


Для выполнения консольной команды, используйте yii <маршрут>, где <маршрут> это маршрут контроллера (например, sitemap/index).
Дополнительные анонимные аргументы будут переданы в качестве параметров соответствующему действию контроллера, в то время как
именованные аргументы будут переданы в соответствие с объявлениями в [[yii\console\Controller::options()]].


Yii 2.0 поддерживает автоматическую генерацию справочной информации из блоков комментариев.


Более детальная информация представлена в разделе «Консольные команды».





I18N


В Yii 2.0 встроенные форматтеры времени и чисел были убраны в пользу PECL расширения PHP intl [http://pecl.php.net/package/intl].


Перевод сообщений теперь осуществляется через компонент приложения i18n. Данный компонент управляет множеством
исходных хранилищ сообщений, что позволяет вам использовать разные хранилища для исходных сообщений в зависимости
от категории сообщения.


Более детальная информация представлена в разделе «Интернационализация».





Фильтры действий


Фильтры действий теперь сделаны с помощью поведений. Для определения нового фильтра, унаследуйтесь от [[yii\base\ActionFilter]].
Для использования фильтра, прикрепите его к контроллеру в качестве поведения. Например, для использования фильтра [[yii\filters\AccessControl]],
следует сделать следующее:


public function behaviors()
{
    return [
        'access' => [
            'class' => 'yii\filters\AccessControl',
            'rules' => [
                ['allow' => true, 'actions' => ['admin'], 'roles' => ['@']],
            ],
        ],
    ];
}



Более детальная информация представлена в разделе «Фильтры».





Ресурсы


В Yii 2.0 представлена новая возможность связка ресурсов, которая заменяет концепт пакетов скриптов в Yii 1.1.


Связка ресурсов — это коллекция файлов ресурсов (например, JavaScript файлы, CSS файлы, файлы изображений, и т.п.) в
определенной директории. Каждая связка ресурсов представлена классом, унаследованным от [[yii\web\AssetBundle]].
Связка ресурсов становится доступной через веб после её регистрации методом [[yii\web\AssetBundle::register()]].
В отличие от Yii 1.1, страница, регистрирующая связку ресурсов, автоматически будет содержать ссылки на JavaScript и CSS
файлы, указанные в связке.


Более детальная информация представлена в разделе «Ресурсы».





Хелперы


В Yii 2.0 включено много широко используемых статичных классов.



		[[yii\helpers\Html]]


		[[yii\helpers\ArrayHelper]]


		[[yii\helpers\StringHelper]]


		[[yii\helpers\FileHelper]]


		[[yii\helpers\Json]]





Более детальная информация представлена в разделе «Хелперы».





Формы


Yii 2.0 вводит новое понятие поле для построения форм с помощью [[yii\widgets\ActiveForm]]. Поле — это
контейнер, содержащий подпись, поле ввода, сообщение об ошибке и/или вспомогательный текст.
Поле представлено объектом [[yii\widgets\ActiveField|ActiveField]]. Используя поля, вы можете строить
формы гораздо проще чем это было раньше:


<?php $form = yii\widgets\ActiveForm::begin(); ?>
    <?= $form->field($model, 'username') ?>
    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>
    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('Login') ?>
    </div>
<?php yii\widgets\ActiveForm::end(); ?>



Более детальная информация представлена в разделе «Работа с формами».





Построитель запросов


В версии 1.1, построение запроса было разбросано среди нескольких классов, включая CDbCommand,
CDbCriteria, и CDbCommandBuilder. В Yii 2.0 запрос к БД представлен в рамках объекта [[yii\db\Query|Query]],
который может быть превращён в SQL выражение с помощью [[yii\db\QueryBuilder|QueryBuilder]]. Например,


$query = new \yii\db\Query();
$query->select('id, name')
      ->from('user')
      ->limit(10);

$command = $query->createCommand();
$sql = $command->sql;
$rows = $command->queryAll();



Лучшим способом использования данных методов является работа с Active Record.


Более детальная информация представлена в разделе «Построитель запросов».





Active Record


В Yii 2.0 внесено множество изменений в работу Active Record. Два основных из них включают в себя
построение запросов и работу со связями.


Класс CDbCriteria версии 1.1 был заменен [[yii\db\ActiveQuery]]. Этот класс наследуется от [[yii\db\Query]] и таким
образом получает все методы, необходимые для построения запроса. Чтобы начать строить запрос следует вызвать метод
[[yii\db\ActiveRecord::find()]]:


// Получаем всех *активных* клиентов и сортируем их по ID
$customers = Customer::find()
    ->where(['status' => $active])
    ->orderBy('id')
    ->all();



Для объявления связи следует просто объявить геттер, который возвращает объект [[yii\db\ActiveQuery|ActiveQuery]].
Имя свойства, определённое геттером, представляет собой название связи. Например, следующий код объявляет связь
orders (в версии 1.1, вам нужно было бы объявить связи в одном месте — методе relations()):


class Customer extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getOrders()
    {
        return $this->hasMany('Order', ['customer_id' => 'id']);
    }
}



Теперь вы можете использовать выражение $customer->orders для получения всех заказов клиента из связанной таблицы. Вы также
можете использовать следующий код, чтобы применить нужные условия «на лету»:


$orders = $customer->getOrders()->andWhere('status=1')->all();



Yii 2.0 осуществляет жадную загрузку связи не так, как это было в 1.1. В частности, в версии 1.1 для выбора данных из
основной и связанной таблиц будет использован запрос JOIN. В Yii 2.0 будут выполнены два запроса без использования JOIN:
первый запрос возвращает данные для основной таблицы, а второй, осуществляющий фильтрацию по первичным ключами основной
таблицы — для связанной.


Вместо того, чтобы при выборке большого количества записей возвращать объекты [[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]], вы
можете использовать в построении запроса метод [[yii\db\ActiveQuery::asArray()|asArray()]]. Это заставит вернуть
результат запроса в виде массива, что при большом количестве записей может существенно снизить затрачиваемое процессорное
время и объём потребляемой памяти. Например:


$customers = Customer::find()->asArray()->all();



Ещё одно изменение связано с тем, что вы больше не можете определять значения по умолчанию через public свойства.
Вы должны установить их в методе init вашего класса, если это требуется.


public function init()
{
    parent::init();
    $this->status = self::STATUS_NEW;
}



Также в версии 1.1 были некоторые проблемы с переопределением конструктора ActiveRecord. Данные проблемы отсутствуют
в версии 2.0. Обратите внимание, что при добавлении параметров в конструктор, вам, возможно, понадобится переопределить метод
[[yii\db\ActiveRecord::instantiate()]].


Существует также множество других улучшений в ActiveRecord. Подробнее о них можно узнать в разделе
«Active Record».





Поведения Active Record


В версии 2.0 отсутствует базовый класс для поведений CActiveRecordBehavior. Если вам необходимо создать поведение для
Active Record, стоит наследовать его класс напрямую от yii\base\Behavior. Если поведение должно реагировать на какие-либо
события, необходимо перекрыть метод events() следующим образом:


namespace app\components;

use yii\db\ActiveRecord;
use yii\base\Behavior;

class MyBehavior extends Behavior
{
    // ...

    public function events()
    {
        return [
            ActiveRecord::EVENT_BEFORE_VALIDATE => 'beforeValidate',
        ];
    }

    public function beforeValidate($event)
    {
        // ...
    }
}






User и IdentityInterface


Класс CWebUser из версии 1.1 теперь заменён классом [[yii\web\User]]. Также больше не существует класса CUserIdentity.
Вы должны реализовать интерфейс [[yii\web\IdentityInterface]], что гораздо проще. Пример реализации представлен в шаблоне
приложения advanced.


Более подробная информация представлена в разделах «Аутентификация»,
«Авторизация» и «Шаблон приложения advanced».





Разбор и генерация URL


Работа с URL в Yii 2.0 аналогична той, что была в версии 1.1. Основное изменение заключается в том, что теперь
поддерживаются дополнительные параметры. Например, если у вас имеется правило, объявленное следующим образом, то
оно совпадет с post/popular и post/1/popular. В версии 1.1, вам пришлось бы использовать два правила, для достижения
того же результата.


[
    'pattern' => 'post/<page:\d+>/<tag>',
    'route' => 'post/index',
    'defaults' => ['page' => 1],
]



Более детальная информация представлена в разделе «Разбор и генерация URL».





Использование Yii 1.1 вместе с 2.x


Информация об использовании кода для Yii 1.1 вместе с Yii 2.0 представлена в разделе
«Одновременное использование Yii 1.1 и 2.0».
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Trabajando con código de terceros


De tiempo en tiempo, puede necesitar usar algún código de terceros en sus aplicaciones Yii. O puedes querer usar Yii como una librería en otros sistemas de terceros. En esta sección, te enseñaremos cómo conseguir estos objetivos.



Usando librerías de terceros en Yii 


Para usar una librería en una aplicación Yii, primeramente debes de asegurarte que las clases een la librería son incluidas adecuadamente o pueden ser cargadas de forma automática.



Usando Paquetes de Composer 


Muchas librerías de terceros son liberadas en términos de paquetes Composer [https://getcomposer.org/].
Puedes instalar este tipo de librerias siguiendo dos sencillos pasos:



		modificar el fichero composer.json de tu aplicación y especificar que paquetes Composer quieres instalar.


		ejecuta composer install para instalar los paquetes específicados.





Las clases en los paquetes Composer instalados pueden ser autocargados usando el cargador automatizado de Composer autoloader. Asegúrate que el fichero script de entrada de tu aplicación contiene las siguientes líneas para instalar el cargador automático de Composer:


// instalar el cargador automático de  Composer
require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');

// incluir rl fichero de la clase Yii
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');






Usando librerías Descargadas 


Si la librería no es liberada como un paquete de Composer, debes de seguir sus instrucciones de instalación para instalarla.
En muchos casos, puedes necesitar descargar manualmente el fichero de la versión y desempaquetarlo en el directorio BasePath/vendor , donde BasePath representa el camino base (base path) de tu aplicación.


Si la librería lleva su propio cargador automático (autoloader), puedes instalarlo en script de entrada de tu aplicación. Es recomendable que la instalación se  termine antes de incluir el fichero Yii.php de forma que el cargador automático tenga precedencia al cargar de forma automática las clases.


Si la librería no provee un cargador automático de clases, pero la denominación de sus clases sigue el PSR-4 [http://www.php-fig.org/psr/psr-4/], puedes usar el cargador automático de Yii para cargar de forma automática las clases. Todo lo que necesitas es declarar un alias raiz para cada espacio de nombres (namespace) raiz usado en sus clases. Por ejemplo, asume que has instalado una librería en el directorio vendor/foo/bar, y que las clases de la librería están bajo el espacio de nombres raiz xyz. Puedes incluir el siguiente código en la configuración de tu aplicación:


[
    'aliases' => [
        '@xyz' => '@vendor/foo/bar',
    ],
]



Si ninguno de lo anterior es el caso, estaría bien que la librería dependa del camino de inclusión (include path) de configuración de PHP para localizar correctamente e incluir los ficheros  de las clases. Simplemente siguiendo estas instrucciones de cómo configurar el camino de inclusión de PHP.


En el caso más grave en el que la librería necesite incluir cada uno de sus ficheros de clases, puedes usar el siguiente método para incluir las clases según se pidan:



		Identificar que clases contiene la librería.


		Listar las clases y el camino a los ficheros correspondientes en Yii::$classMap  en el script de entrada script de entrada de la aplicación. Por ejemplo,





Yii::$classMap['Class1'] = 'path/to/Class1.php';
Yii::$classMap['Class2'] = 'path/to/Class2.php';








Usando Yii en Sistemas de Terceros 


Debido a que Yii provee muchas posibilidades excelentes, a veces puedes querer usar alguna de sus características para permitir el desarrollo o mejora de sistemas de terceros, como es WordPress, Joomla, o aplicaciones desarrolladas usando otros frameworks de PHP. Por ejemplo, puedes queres usar la clase [[yii\helpers\ArrayHelper]]  o usar la característica Active Record en un sistema de terceros. Para lograr este objetivo, principalmente necesitas realizar dos pasos: instalar Yii , e iniciar  Yii.


Si el sistema de terceros usa Composer para manejar sus dependencias, simplemente ejecuta estos comandos para instalar Yii:


composer require "yiisoft/yii2:*"
composer install



En otro caso, puedes descargar [http://www.yiiframework.com/download/] el fichero de la edición de Yii y desempaquetarla en el directorio BasePath/vendor.


Después, debes de modificar el script de entrada de sistema de terceros para incluir el siguiente código al principio:


require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

$yiiConfig = require(__DIR__ . '/../config/yii/web.php');
new yii\web\Application($yiiConfig); // No ejecutes run() aquí



Como puedes ver, el código anterior es muy similar al que puedes ver en script de entrada de una aplicación típica. La única diferencia es que después de que se crea la instancia de la aplicación, el método run() no es llamado. Esto es así porque llamando a run(), Yii se haría cargo del control del flujo de trabajo del manejo de las peticiones, lo cual no es necesario en este caso por estar ya es manejado por la aplicación existente.


Como en una aplicación Yii, debes configurar la instancia de la aplicación basándose en el entorno que se está ejecutando del sistema de terceros. Por ejemplo, para usar la característica Active Record , necesitas configurar db componente de la aplicación con los parámetros de la conexión de base de datos usados por el sistema de terceros.


Ahora puedes usar muchas características provistas por Yii. Por ejemplo, puedes crear clases Active Record y usarlas para trabajar con bases de datos.





Usando Yii 2 con Yii 1 


Si estaba usando Yii 1 previamente, es como si tuvieras una aplicación Yii 1 funcionando. En vez de reescribir toda la aplicación en Yii 2, puedes solamente mejorarla usando alguna de las características sólo disponibles en Yii 2.


Esto se puede lograr tal y como se describe abajo.



Nota: Yii 2 requiere PHP 5.4 o superior. Debes de estar seguro que tanto tu servidor como la aplicación existente lo soportan.



Primero, instala Yii 2 en tu aplicación siguiendo las instrucciones descritas en la última subsección.


Segundo,modifica el script de entrada de la aplicación como sigue,


// incluir la clase Yii personalizada descrita debajo
require(__DIR__ . '/../components/Yii.php');

// configuración para la aplicación Yii 2
$yii2Config = require(__DIR__ . '/../config/yii2/web.php');
new yii\web\Application($yii2Config); // No llamar a run()

// configuración para la aplicación Yii 1
$yii1Config = require(__DIR__ . '/../config/yii1/main.php');
Yii::createWebApplication($yii1Config)->run();



Debido a que ambos Yii 1 y Yii 2 tiene la clase Yii , debes crear una versión personalizada para combinarlas.


El código anterior incluye el fichero con la clase Yii personalizada, que tiene que ser creada como sigue.


$yii2path = '/path/to/yii2';
require($yii2path . '/BaseYii.php'); // Yii 2.x

$yii1path = '/path/to/yii1';
require($yii1path . '/YiiBase.php'); // Yii 1.x

class Yii extends \yii\BaseYii
{
    // copy-paste the code from YiiBase (1.x) here
}

Yii::$classMap = include($yii2path . '/classes.php');
// registrar el autoloader de Yii2 autoloader via Yii1
Yii::registerAutoloader(['Yii', 'autoload']);
// crear el contenedor de inyección de dependencia
Yii::$container = new yii\di\Container;



¡Esto es todo!. Ahora, en cualquier parte de tu código, puedes usar Yii::$app para acceder a la instancia de la aplicación de Yii 2, mientras Yii::app() proporciona la instancia de la aplicación de  Yii 1 :


echo get_class(Yii::app()); // genera 'CWebApplication'
echo get_class(Yii::$app);  // genera 'yii\web\Application'
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Фильтры


Фильтры — это объекты, которые могут запускаться как перед так и после действий контроллера.
Например, фильтр управления доступом может запускаться перед действиями удостовериться, что запросившему их пользователю
разрешен доступ; фильтр сжатия содержимого может запускаться после действий для сжатия содержимого ответа перед отправкой
его конечному пользователю.


Фильтр может состоять из пре-фильтра (фильтрующая логика применяется перед действиями) и/или
пост-фильтра (логика, применяемая после действий).



Использование фильтров 


Фильтры являются особым видом поведений. Их использование ничем не отличается от
использования поведений. Вы можете объявлять фильтры в классе контроллера
путём перекрытия метода [[yii\base\Controller::behaviors()|behaviors()]]:


public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => 'yii\filters\HttpCache',
            'only' => ['index', 'view'],
            'lastModified' => function ($action, $params) {
                $q = new \yii\db\Query();
                return $q->from('user')->max('updated_at');
            },
        ],
    ];
}



По умолчанию фильтры, объявленные в классе контроллера, будут применяться ко всем его действиям. Тем не менее, вы можете
явно указать и конкретные действия задав свойство [[yii\base\ActionFilter::only|only]]. В примере выше фильтр HttpCache
применяется только к действиям index и view. Вы можете настроить свойство [[yii\base\ActionFilter::except|except]]
чтобы указать действия, к которым фильтр применяться не должен.


Кроме контроллеров, можно объявлять фильтры в модуле или в приложении.
В этом случае они применяются ко всем действиям контроллеров, находящихся в этом модуле или приложении если не заданы
свойства [[yii\base\ActionFilter::only|only]] и [[yii\base\ActionFilter::except|except]] как было описано выше.



Примечание: При объявлении фильтров в модулях или приложениях, следует использовать маршруты
вместо идентификаторов действий в свойствах [[yii\base\ActionFilter::only|only]] и [[yii\base\ActionFilter::except|except]]
так как сами по себе, идентификаторы действий не могут полностью идентифицировать действие в контексте модуля или приложения.



Когда несколько фильтров указываются для одного действия, они применяются согласно следующим правилам:



		Пре-фильтрация
		Применяются фильтры, объявленные в приложении в том порядке, в котором они перечислены в behaviors().


		Применяются фильтры, объявленные в модуле в том порядке, в котором они перечислены в behaviors().


		Применяются фильтры, объявленные в контроллере в том порядке, в котором они перечислены в behaviors().


		Если, какой-либо из фильтров отменяет выполнение действия, оставшиеся фильтры (как пре-фильтры, так и пост-фильтры) не будут применены.








		Выполняется действие, если оно прошло пре-фильтрацию.


		Пост-фильтрация
		Применяются фильтры объявленные в контроллере, в порядке обратном, перечисленному в behaviors().


		Применяются фильтры объявленные в модуле, в порядке обратном, перечисленному в behaviors().


		Применяются фильтры объявленные в приложении, в порядке обратном, перечисленному в behaviors().














Создание фильтров 


При создании нового фильтра действия, необходимо наследоваться от [[yii\base\ActionFilter]] и переопределить методы
[[yii\base\ActionFilter::beforeAction()|beforeAction()]] и/или [[yii\base\ActionFilter::afterAction()|afterAction()]].
Первый из них будет вызыван перед выполнением действия, а второй после. Возвращаемое
[[yii\base\ActionFilter::beforeAction()|beforeAction()]] значение определяет, будет ли действие выполняться или нет.
Если вернётся false, то оставшиеся фильтры не будут применены и действие выполнено не будет.


Пример ниже показывает фильтр, который выводит время выполнения действия:


namespace app\components;

use Yii;
use yii\base\ActionFilter;

class ActionTimeFilter extends ActionFilter
{
    private $_startTime;

    public function beforeAction($action)
    {
        $this->_startTime = microtime(true);
        return parent::beforeAction($action);
    }

    public function afterAction($action, $result)
    {
        $time = microtime(true) - $this->_startTime;
        Yii::trace("Action '{$action->uniqueId}' spent $time second.");
        return parent::afterAction($action, $result);
    }
}






Стандартные фильтры 


Yii предоставляет набор часто используемых фильтров, которые находятся, в основном, в пространстве имен yii\filters.
Далее вы будете кратко ознакомлены с ними.



[[yii\filters\AccessControl|AccessControl]] 


Фильтр AccessControl обеспечивает простое управление доступом, основанное на наборе правил [[yii\filters\AccessControl::rules|rules]].
В частности, перед тем как действие начинает выполнение, фильтр AccessControl проверяет список указанных правил, пока не
найдёт соответствующее текущему контексту переменных (таких как IP адрес пользователя, статус аутентификации и так далее).
Найденное правило указывает, разрешить или запретить выполнение запрошенного действия. Если ни одно из правил не подходит,
то доступ будет запрещён.


В следующем примере авторизованным пользователям разрешен доступ к действиям create и update, в то время как всем
другим пользователям доступ запрещён.


use yii\filters\AccessControl;

public function behaviors()
{
    return [
        'access' => [
            'class' => AccessControl::className(),
            'only' => ['create', 'update'],
            'rules' => [
                // разрешаем аутентифицированным пользователям
                [
                    'allow' => true,
                    'roles' => ['@'],
                ],
                // всё остальное по умолчанию запрещено
            ],
        ],
    ];
}



Более подробно об управлении доступом вы можете прочитать в разделе Авторизация.





Фильтр метода аутентификации


Фильтр метода аутентификации используется для аутентификации пользователя различными способами, такими как
HTTP Basic Auth [http://en.wikipedia.org/wiki/Basic_access_authentication], OAuth 2 [http://oauth.net/2/].
Классы данных фильтров находятся в пространстве имён yii\filters\auth.


Следующий пример показывает, как использовать [[yii\filters\auth\HttpBasicAuth]] для аутентификации пользователя с помощью
токена доступа, основанного на методе basic HTTP auth. Обратите внимание, что для того чтобы это работало, ваш класс
[[yii\web\User::identityClass|user identity class]] должен реализовывать метод
[[yii\web\IdentityInterface::findIdentityByAccessToken()|findIdentityByAccessToken()]].


use yii\filters\auth\HttpBasicAuth;

public function behaviors()
{
    return [
        'basicAuth' => [
            'class' => HttpBasicAuth::className(),
        ],
    ];
}



Фильтры метода аутентификации часто используются при реализации RESTful API. Более подробную информацию о технологии
RESTful, смотрите в разделе Authentication.





[[yii\filters\ContentNegotiator|ContentNegotiator]] 


ContentNegotiator поддерживает согласование формата ответа и языка приложения. Он пытается определить формат ответа
и/или язык, путём проверки GET параметров и HTTP заголовка Accept.


В примере ниже, ContentNegotiator сконфигурирован чтобы поддерживать форматы ответа JSON и XML, а также Английский (США)
и Немецкий языки.


use yii\filters\ContentNegotiator;
use yii\web\Response;

public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => ContentNegotiator::className(),
            'formats' => [
                'application/json' => Response::FORMAT_JSON,
                'application/xml' => Response::FORMAT_XML,
            ],
            'languages' => [
                'en-US',
                'de',
            ],
        ],
    ];
}



Часто требуется, чтобы форматы ответа и языки приложения были определены как можно раньше в его
жизненном цикле. По этой причине, ContentNegotiator разработан так, что
помимо фильтра может использоваться как компонент предварительной загрузки. Например,
вы можете настроить его в конфигурации приложения:


use yii\filters\ContentNegotiator;
use yii\web\Response;

[
    'bootstrap' => [
        [
            'class' => ContentNegotiator::className(),
            'formats' => [
                'application/json' => Response::FORMAT_JSON,
                'application/xml' => Response::FORMAT_XML,
            ],
            'languages' => [
                'en-US',
                'de',
            ],
        ],
    ],
];




Информация: В случае, если предпочтительный тип содержимого и язык не могут быть определены из запроса, будут
использованы первый формат и язык, описанные в [[formats]] и [[languages]].






[[yii\filters\HttpCache|HttpCache]] 


Фильтр HttpCache реализовывает кэширование на стороне клиента, используя HTTP заголовки Last-Modified и Etag:


use yii\filters\HttpCache;

public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => HttpCache::className(),
            'only' => ['index'],
            'lastModified' => function ($action, $params) {
                $q = new \yii\db\Query();
                return $q->from('user')->max('updated_at');
            },
        ],
    ];
}



Подробнее об использовании HttpCache можно прочитать в разделе HTTP Кэширование.





[[yii\filters\PageCache|PageCache]] 


Фильтр PageCache реализует кэширование целых страниц на стороне сервера. В следующем примере PageCache применяется только
в действии index для кэширования всей страницы в течение не более чем 60 секунд или пока количество записей в таблице post
не изменится. Он также хранит различные версии страницы в зависимости от выбранного языка приложения.


use yii\filters\PageCache;
use yii\caching\DbDependency;

public function behaviors()
{
    return [
        'pageCache' => [
            'class' => PageCache::className(),
            'only' => ['index'],
            'duration' => 60,
            'dependency' => [
                'class' => DbDependency::className(),
                'sql' => 'SELECT COUNT(*) FROM post',
            ],
            'variations' => [
                \Yii::$app->language,
            ]
        ],
    ];
}



Подробнее об использовании PageCache читайте в разделе Кэширование страниц.





[[yii\filters\RateLimiter|RateLimiter]] 


Ограничитель количества запросов в единицу времени (RateLimiter) реализует алгоритм ограничения запросов, основанный на
алгоритме leaky bucket [http://en.wikipedia.org/wiki/Leaky_bucket]. В основном, он используется при создании RESTful API.
Подробнее об использовании данного фильтра пожно прочитать в разделе Ограничение запросов.





[[yii\filters\VerbFilter|VerbFilter]] 


Фильтр по типу запроса (VerbFilter) проверяет, разрешено ли запросам HTTP выполнять затребованные ими действия.
Если нет, то будет выброшено исключение HTTP с кодом 405. В следующем примере в фильтре по типу запроса указан обычный
набор разрешённых методов запроса при выполнения CRUD операций.


use yii\filters\VerbFilter;

public function behaviors()
{
    return [
        'verbs' => [
            'class' => VerbFilter::className(),
            'actions' => [
                'index'  => ['get'],
                'view'   => ['get'],
                'create' => ['get', 'post'],
                'update' => ['get', 'put', 'post'],
                'delete' => ['post', 'delete'],
            ],
        ],
    ];
}






[[yii\filters\Cors|Cors]] 


Совместное использование разными источниками CORS [https://developer.mozilla.org/fr/docs/HTTP/Access_control_CORS] - это
механизм, который позволяет использовать различные ресурсы (шрифты, скрипты, и т.д.) с отличных от основного сайта доменов.
В частности, AJAX вызовы JavaScript могут использовать механизм XMLHttpRequest. В противном случае, такие “междоменные”
запросы были бы запрещены из-за политики безопасности same origin.
CORS задаёт способ взаимодействия сервера и браузера, определяющий возможность делать междоменные запросы.


Фильтр [[yii\filters\Cors|Cors filter]] следует определять перед фильтрами Аутентификации / Авторизации, для того чтобы
быть уверенными, что заголовки CORS будут всегда посланы.


use yii\filters\Cors;
use yii\helpers\ArrayHelper;

public function behaviors()
{
    return ArrayHelper::merge([
        [
            'class' => Cors::className(),
        ],
    ], parent::behaviors());
}



Фильтрация Cors может быть настроена с помощью свойства cors.



		cors['Origin']: массив, используемый для определения источников. Может принимать значение ['*'] (все) или
['http://www.myserver.net', 'http://www.myotherserver.com']. По умолчанию значение равно ['*'].


		cors['Access-Control-Request-Method']: массив разрешенных типов запроса, таких как ['GET', 'OPTIONS', 'HEAD'].
Значение по умолчанию ['GET', 'POST', 'PUT', 'PATCH', 'DELETE', 'HEAD', 'OPTIONS'].


		cors['Access-Control-Request-Headers']: массив разрешенных заголовков. Может быть ['*'] то есть все заголовки или
один из указанных ['X-Request-With']. Значение по умолчанию ['*'].


		cors['Access-Control-Allow-Credentials']: определяет, может ли текущий запрос быть сделан с использованием авторизации.
Может принимать значения true, false или null (не установлено). Значение по умолчанию null.


		cors['Access-Control-Max-Age']: определяет срок жизни запроса, перед его началом. По умолчанию 86400.





Например, разрешим CORS для источника : http://www.myserver.net с методами GET, HEAD и OPTIONS :


use yii\filters\Cors;
use yii\helpers\ArrayHelper;

public function behaviors()
{
    return ArrayHelper::merge([
        [
            'class' => Cors::className(),
            'cors' => [
                'Origin' => ['http://www.myserver.net'],
                'Access-Control-Request-Method' => ['GET', 'HEAD', 'OPTIONS'],
            ],
        ],
    ], parent::behaviors());
}



Вы можете настроить заголовки CORS переопределения параметров по умолчанию для каждого из действий.


Например, добавление Access-Control-Allow-Credentials для действия  login может быть сделано так :


use yii\filters\Cors;
use yii\helpers\ArrayHelper;

public function behaviors()
{
    return ArrayHelper::merge([
        [
            'class' => Cors::className(),
            'cors' => [
                'Origin' => ['http://www.myserver.net'],
                'Access-Control-Request-Method' => ['GET', 'HEAD', 'OPTIONS'],
            ],
            'actions' => [
                'login' => [
                    'Access-Control-Allow-Credentials' => true,
                ]
            ]
        ],
    ], parent::behaviors());
}
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资源


RESTful 的 API 都是关于访问和操作 资源，可将资源看成MVC模式中的
模型


在如何代表一个资源没有固定的限定，在Yii中通常使用 [[yii\base\Model]] 或它的子类（如 [[yii\db\ActiveRecord]]）
代表资源，是为以下原因：



		[[yii\base\Model]] 实现了 [[yii\base\Arrayable]] 接口，它允许你通过RESTful API自定义你想要公开的资源数据。


		[[yii\base\Model]] 支持 输入验证, 在你的RESTful API需要支持数据输入时非常有用。


		[[yii\db\ActiveRecord]] 提供了强大的数据库访问和操作方面的支持，如资源数据需要存到数据库它提供了完美的支持。





本节主要描述资源类如何从 [[yii\base\Model]] (或它的子类) 继承并指定哪些数据可通过RESTful API返回，如果资源类没有
继承 [[yii\base\Model]] 会将它所有的公开成员变量返回。



字段 [bookmark: fields]


当RESTful API响应中包含一个资源时，该资源需要序列化成一个字符串。
Yii将这个过程分成两步，首先，资源会被[[yii\rest\Serializer]]转换成数组，
然后，该数组会通过[[yii\web\ResponseFormatterInterface|response formatters]]根据请求格式(如JSON, XML)被序列化成字符串。
当开发一个资源类时应重点关注第一步。


通过覆盖 [[yii\base\Model::fields()|fields()]] 和/或 [[yii\base\Model::extraFields()|extraFields()]] 方法,
可指定资源中称为 字段 的数据放入展现数组中，两个方法的差别为前者指定默认包含到展现数组的字段集合，
后者指定由于终端用户的请求包含 expand 参数哪些额外的字段应被包含到展现数组，例如，


// 返回fields()方法中申明的所有字段
http://localhost/users

// 只返回fields()方法中申明的id和email字段
http://localhost/users?fields=id,email

// 返回fields()方法申明的所有字段，以及extraFields()方法中的profile字段
http://localhost/users?expand=profile

// 返回回fields()和extraFields()方法中提供的id, email 和 profile字段
http://localhost/users?fields=id,email&expand=profile




覆盖 fields() 方法 [bookmark: overriding-fields]


[[yii\base\Model::fields()]] 默认返回模型的所有属性作为字段，
[[yii\db\ActiveRecord::fields()]] 只返回和数据表关联的属性作为字段。


可覆盖 fields() 方法来增加、删除、重命名、重定义字段，fields() 的返回值应为数组，数组的键为字段名
数组的值为对应的字段定义，可为属性名或返回对应的字段值的匿名函数，特殊情况下，如果字段名和属性名相同，
可省略数组的键，例如


// 明确列出每个字段，适用于你希望数据表或模型属性修改时不导致你的字段修改（保持后端API兼容性）
public function fields()
{
    return [
        // 字段名和属性名相同
        'id',
        // 字段名为"email", 对应的属性名为"email_address"
        'email' => 'email_address',
        // 字段名为"name", 值由一个PHP回调函数定义
        'name' => function ($model) {
            return $model->first_name . ' ' . $model->last_name;
        },
    ];
}

// 过滤掉一些字段，适用于你希望继承父类实现同时你想屏蔽掉一些敏感字段
public function fields()
{
    $fields = parent::fields();

    // 删除一些包含敏感信息的字段
    unset($fields['auth_key'], $fields['password_hash'], $fields['password_reset_token']);

    return $fields;
}




警告: 模型的所有属性默认会被包含到API结果中，应检查数据确保没包含敏感数据，如果有敏感数据，
应覆盖fields()过滤掉，在上述例子中，我们选择过滤掉 auth_key, password_hash 和 password_reset_token.






覆盖 extraFields() 方法 [bookmark: overriding-extra-fields]


[[yii\base\Model::extraFields()]] 默认返回空值，[[yii\db\ActiveRecord::extraFields()]] 返回和数据表关联的属性。


extraFields() 返回的数据格式和 fields() 相同，一般extraFields() 主要用于指定哪些值为对象的字段，
例如，给定以下字段申明


public function fields()
{
    return ['id', 'email'];
}

public function extraFields()
{
    return ['profile'];
}



http://localhost/users?fields=id,email&expand=profile 的请求可能返回如下JSON 数据:


[
    {
        "id": 100,
        "email": "100@example.com",
        "profile": {
            "id": 100,
            "age": 30,
        }
    },
    ...
]








链接 [bookmark: links]


HATEOAS [http://en.wikipedia.org/wiki/HATEOAS], 是Hypermedia as the Engine of Application State的缩写,
提升RESTful API 应返回允许终端用户访问的资源操作的信息，HATEOAS 的目的是在API中返回包含相关链接信息的资源数据。


资源类通过实现[[yii\web\Linkable]] 接口来支持HATEOAS，该接口包含方法 [[yii\web\Linkable::getLinks()|getLinks()]] 来返回
[[yii\web\Link|links]] 列表，典型情况下应返回包含代表本资源对象URL的 self 链接，例如


use yii\db\ActiveRecord;
use yii\web\Link;
use yii\web\Linkable;
use yii\helpers\Url;

class User extends ActiveRecord implements Linkable
{
    public function getLinks()
    {
        return [
            Link::REL_SELF => Url::to(['user/view', 'id' => $this->id], true),
        ];
    }
}



当响应中返回一个User 对象，它会包含一个 _links 单元表示和用户相关的链接，例如


{
    "id": 100,
    "email": "user@example.com",
    // ...
    "_links" => {
        "self": {
            "href": "https://example.com/users/100"
        }
    }
}






集合 [bookmark: collections]


资源对象可以组成 集合，每个集合包含一组相同类型的资源对象。


集合可被展现成数组，更多情况下展现成 data providers.
因为data providers支持资源的排序和分页，这个特性在 RESTful API 返回集合时也用到，例如This is because data providers support sorting and pagination
如下操作返回post资源的data provider:


namespace app\controllers;

use yii\rest\Controller;
use yii\data\ActiveDataProvider;
use app\models\Post;

class PostController extends Controller
{
    public function actionIndex()
    {
        return new ActiveDataProvider([
            'query' => Post::find(),
        ]);
    }
}



当在RESTful API响应中发送data provider 时， [[yii\rest\Serializer]] 会取出资源的当前页并组装成资源对象数组，
[[yii\rest\Serializer]] 也通过如下HTTP头包含页码信息：



		X-Pagination-Total-Count: 资源所有数量;


		X-Pagination-Page-Count: 页数;


		X-Pagination-Current-Page: 当前页(从1开始);


		X-Pagination-Per-Page: 每页资源数量;


		Link: 允许客户端一页一页遍历资源的导航链接集合.





可在快速入门 一节中找到样例.
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Functional Tests



Note: This section is under development.




		http://codeception.com/docs/05-FunctionalTests






Running basic and advanced template functional tests


Please refer to instructions provided in apps/advanced/tests/README.md and apps/basic/tests/README.md.
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Работа с URL



Замечание: раздел находится в разработке.



Концепция работы с URL в Yii довольно проста. Предполагается, что в приложении используются внутренние маршруты и параметры вместо жестко заданных URL. Тогда фреймворк сам преобразует маршруты в URL и обратно, в соответствии с конфигурацией URL менеджера. Такой подход позволяет изменять вид URL на всем сайте, редактируя единственный конфигурационный файл не трогая код самого приложения.



Внутренние маршруты


При создании приложения с помощью Yii, вы будете работать с внутренними маршрутами, которые также часто называются маршрутами c параметрами. Каждому контроллеру и действию соответствует внутренний маршрут, например site/index или user/create. В первом примере, site - это ID контроллера а create это ID действия. Если контроллер находится в модуле, то перед его ID контроллера в маршруте ставится ID модуля, например так: blog/post/index. Здесь blog - это ID модуля, а post и index - ID контроллера и действия соответственно.





Создание URL


Самое важное при работе с URL = всегда создавать их через URL manager. Это встроенный компонент приложения, к которому можно обращаться по имени urlManager как в консольном, так и в веб-приложении, таким образом: \Yii::$app->urlManager. Через этот компонент доступны следующие методы создания URL:



		createUrl($params)


		createAbsoluteUrl($params, $schema = null)





Метод createUrl создает относительный от корня приложения URL, например index.php/site/index . Метод createAbsoluteUrl создает абсолютный URL, добавляя к относительному протокол и имя хоста: http://www.example.com/index.php/site/index . createUrl больше подходит для URL внутри самого приложения, тогда как createAbsoluteUrl - для создания ссылок на внешние ресурсы и для них, для решения задач отправки почты, генерации RSS и т.п.


Примеры:


echo \Yii::$app->urlManager->createUrl(['site/page', 'id' => 'about']);
// /index.php/site/page/id/about/
echo \Yii::$app->urlManager->createUrl(['date-time/fast-forward', 'id' => 105])
// /index.php?r=date-time/fast-forward&id=105
echo \Yii::$app->urlManager->createAbsoluteUrl('blog/post/index');
// http://www.example.com/index.php/blog/post/index/



Точный формат URL зависит от конфигурации URL manager. В другой конфигурации примеры выше могут выводить:



		/site/page/id/about/


		/index.php?r=site/page&id=about


		/index.php?r=date-time/fast-forward&id=105


		/index.php/date-time/fast-forward?id=105


		http://www.example.com/blog/post/index/


		http://www.example.com/index.php?r=blog/post/index





Чтобы упростить создание URL рекомендуется пользоваться встроенным хелпером [[yii\helpers\Url]]. Покажем, как работает хелпер на примерах. Предположим, что мы находимся на /index.php?r=management/default/users&id=10 . Тогда:


use yii\helpers\Url;

// текущий активный маршрут
// /index.php?r=management/default/users
echo Url::to('');

// тот же контроллер, другое действие
// /index.php?r=management/default/page&id=contact
echo Url::toRoute(['page', 'id' => 'contact']);


// тот же модуль, другие контроллер и действие
// /index.php?r=management/post/index
echo Url::toRoute('post/index');

// абсолютный маршрут вне зависимости от того, в каком контроллере происходит вызов
// /index.php?r=site/index
echo Url::toRoute('/site/index');

// url для регистрозависимого действия hiTech текущего контроллера
// /index.php?r=management/default/hi-tech
echo Url::toRoute('hi-tech');

// url для регистрозависимого контроллера, `DateTimeController::actionFastForward`
// /index.php?r=date-time/fast-forward&id=105
echo Url::toRoute(['/date-time/fast-forward', 'id' => 105]);

// получение URL через alias
// http://google.com/
Yii::setAlias('@google', 'http://google.com/');
echo Url::to('@google');

// получение URL "домой"
// /index.php?r=site/index
echo Url::home();

Url::remember(); // сохранить URL, чтобы использовать его позже
Url::previous(); // получить ранее сохраненный URL




Совет: чтобы сгенерировать URL с хэштэгом, например /index.php?r=site/page&id=100#title, укажите параметр # в хелпере таким образом:
Url::to(['post/read', 'id' => 100, '#' => 'title']).



Также существует метод Url::canonical(), который позволяет создать канонический URL [https://en.wikipedia.org/wiki/Canonical_link_element] (статья на англ., перевода пока нет) для текущего действия. Этот метод при создании игнорирует все параметры действия кроме тех, которые были переданы как аргументы.
Пример:


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;
use yii\helpers\Url;

class CanonicalController extends Controller
{
    public function actionTest($page)
    {
        echo Url::canonical();
    }
}



При этом при текущем URL /index.php?r=canonical/test&page=hello&number=42 канонический URL будет /index.php?r=canonical/test&page=hello.





Модификация URL


По умолчанию Yii использует url формата query string, например /index.php?r=news/view&id=100. Чтобы сделать более человеко-понятные URL [https://ru.wikipedia.org/wiki/%D0%A7%D0%9F%D0%A3_%28%D0%98%D0%BD%D1%82%D0%B5%D1%80%D0%BD%D0%B5%D1%82%29], например для улучшения их читабельности, необходимо сконфигурировать компонент urlManager в конфигурационном файле приложения. Придав параметру enablePrettyUrl значение true, мы тем самым получим URL такого вида: /index.php/news/view?id=100, а выставив параметр showScriptName' => false мы исключим index.php из URL. Вот фрагмент конфигурационного файла:


<?php
return [
    // ...
    'components' => [
        'urlManager' => [
            'enablePrettyUrl' => true,
            'showScriptName' => false,
        ],
    ],
];



Обратите внимание, что конфигурация с 'showScriptName' => false будет работать только, если веб сервер был должным образом сконфигурирован. Смотрите раздел installation (ссылка не работает).


###Именованные параметры


Правило  может быть связано с несколькими GET параметрами. Эти GET параметры появляются в паттерне правила как специальные управляющие конструкции в таком формате:


<ИмяПараметра:ПаттернПараметра>



ИмяПараметра это имя GET параметра, а необязательный ПаттернПараметра - это регулярное выражение, которое используется для того, чтобы найти определенный GET параметр. В случае, если ПаттернПараметра не указан, это значит, что значение параметра это любая последовательность символов, кроме /. Правила используются и при парсинге URL, и при их создании; при создании URL параметры будут заменены на соответствующие значения, а при парсинге - GET параметры с соответствующими именами получат соответствующие значения из URL.


Приведем несколько примеров, чтобы пояснить, как работают правила. Предположим, что наш массив правил содержит три правила:


[
    'posts'=>'post/list',
    'post/<id:\d+>'=>'post/read',
    'post/<year:\d{4}>/<title>'=>'post/read',
]




		Вызов Url::toRoute('post/list') генерирует /index.php/posts. Применяется первое правило.


		Вызов Url::toRoute(['post/read', 'id' => 100]) генерирует /index.php/post/100. Применяется второе правило.


		Вызов Url::toRoute(['post/read', 'year' => 2008, 'title' => 'a sample post']) генерирует
/index.php/post/2008/a%20sample%20post. Применяется третье правило.


		Вызов Url::toRoute('post/read') генерируется /index.php/post/read. Не применяется ни одного правила, вместо этого URL формируется по алгоритму по умолчанию.





Таким образом, при использовании createUrl для генерации URL, маршрут и переданные методу GET параметры используются для принятия решения о том, какое правило применить.
Конкретное правило используется для генерации URL, если каждый параметр, указанный в правиле, может быть найден среди GET параметров, переданных createUrl, и сам маршрут, указанный в правиле, соответствует маршруту, переданному в качестве параметра.


Если параметров, переданных Url::toRoute больше, чем указано в правиле, то дополнительные параметры будут указаны в формате строки запроса. Например, при вызове Url::toRoute(['post/read', 'id' => 100, 'year' => 2008]), мы получим /index.php/post/100?year=2008.


Как было сказано ранее, другое назначение правил - парсинг URL. Это процесс, обратный их созданию. Например, когда пользователь запрашивает /index.php/post/100, будет применено второе правило из примера выше, которое извлечет маршрут post/read и GET параметр ['id' => 100] (который можно получить так:
Yii::$app->request->get('id')).



Параметры в маршрутах


Мы можем обращаться к именованным параметрам в маршрутной части правила. Это позволяет нескольким маршрутам подпадать под правила, в соответствии с переданными параметрами. Это также может помочь минимизировать количество правил URL в приложении, тем самым улучшив его общую производительность.


Вот пример, показывающий как использовать маршруты с именованными параметрами.


[
    '<controller:(post|comment)>/<id:\d+>/<action:(create|update|delete)>' => '<controller>/<action>',
    '<controller:(post|comment)>/<id:\d+>' => '<controller>/read',
    '<controller:(post|comment)>s' => '<controller>/list',
]



В этом примере, мы использовали два именованных параметра в маршрутной части правил: controller и action. Первый параметр подходит в случае, если controller ID - это post или comment, а последний - в случае, если action ID - create, update или delete. Имена параметров могут быть разными, но не должны совпадать по имени с GET-параметрами, которые могут появляться в URL.


Используя эти правила, URL /index.php/post/123/create после парсинга будет иметь маршрут post/create с GET параметром id=123. А с маршрутом comment/list и GET параметром page=2 можно создать URL /index.php/comments?page=2.





Параметры в имени хоста


Существует возможность включать имена хостов в правила парсинга и создания URL. Например, может возникнуть необходимость получить часть имени хоста в качестве GET параметра, чтобы работать с поддоменами. Например, URL http://admin.example.com/en/profile может быть разобран на GET параметры user=admin и lang=en. Аналогично, правила с именами хостов могут использоваться для создания URL.


Чтобы использовать параметры в имени хоста, просто объявите правило с именем хоста, например,


[
    'http://<user:\w+>.example.com/<lang:\w+>/profile' => 'user/profile',
]



В этом примере первый сегмент имени хоста обрабатывается как имя пользователя (user), тогда как первый сегмент пути обрабатывается как параметр языка (lang). Правило относится к маршруту user/profile.


Обратите внимание, что атрибут [[yii\web\UrlManager::showScriptName]] не оказывает действия на правила, в которых используются параметры в имени хоста.


Также учтите, что любое правило с параметрами в имени хоста не должно содержать подпапку, если приложение размещено в подпапке web рута. Например, если приложение находится в http://www.example.com/sandbox/blog, тогда нам все равно в правиле нужно его прописать без sandbox/blog.





Добавка суффикса URL


<?php
return [
    // ...
    'components' => [
        'urlManager' => [
            'suffix' => '.html',
        ],
    ],
];






Обработка REST запросов


TBD:



		RESTful маршрутизация: [[yii\filters\VerbFilter]], [[yii\web\UrlManager::$rules]]


		Json API:
		response: [[yii\web\Response::format]]


		request: [[yii\web\Request::$parsers]], [[yii\web\JsonParser]]
















Парсинг URL


Помимо создания URL Yii также умеет парсить URL, получая на выходе маршруты и параметры.



Строгий парсинг URL


По умолчанию если для URL не подошло ни одного заданного правила и URL соответствует стандартному формату, как, например /site/page, Yii делает попытку запустить указанный action соответствующего контроллера. Можно запретить обрабатывать URL стандартного формата, тогда, если URL не соответствует ни одному правилу, будет выброшена 404 ошибка.


<?php
return [
    // ...
    'components' => [
        'urlManager' => [
            'enableStrictParsing' => true,
        ],
    ],
];








Создание классов для произвольных правил


[[yii\web\UrlRule]] класс используется для парсинга URL на параметры и создания URL по параметрам. Обычное решение для правил подойдет для большинства проектов, но бывают ситуации, когда лучшим выбором будет использования своего класса для задания правил. Например, на сайте автомобильного дилера могут быть URL типа /Производитель/Модель, где и Производитель и Модель хранятся в таблице БД. Обычное правило не сработает, т.к. оно основывается на статически заданных регулярных выражений, и извлечение информации из БД в нем не предусмотрено.


Мы можем создать новый класс для правил URL, унаследовав его от [[yii\web\UrlRule]] и использовав его в одном или нескольких URL правил. Ниже - реализация для вышеописанного примера с сайтом автомобильного дилера. Вот указание произвольного правила в конфигурации приложения:


// ...
'components' => [
    'urlManager' => [
        'rules' => [
            '<action:(login|logout|about)>' => 'site/<action>',

            // ...

            ['class' => 'app\components\CarUrlRule', 'connectionID' => 'db', /* ... */],
        ],
    ],
],



В примере мы используем произвольное URL правило CarUrlRule для обработки URL формата /Производитель/Модель.


Код самого класса может быть примерно таким:


namespace app\components;

use yii\web\UrlRule;

class CarUrlRule extends UrlRule
{
    public $connectionID = 'db';

    public function init()
    {
        if ($this->name === null) {
            $this->name = __CLASS__;
        }
    }

    public function createUrl($manager, $route, $params)
    {
        if ($route === 'car/index') {
            if (isset($params['manufacturer'], $params['model'])) {
                return $params['manufacturer'] . '/' . $params['model'];
            } elseif (isset($params['manufacturer'])) {
                return $params['manufacturer'];
            }
        }
        return false;  // это правило не подходит
    }

    public function parseRequest($manager, $request)
    {
        $pathInfo = $request->getPathInfo();
        if (preg_match('%^(\w+)(/(\w+))?$%', $pathInfo, $matches)) {
            // check $matches[1] and $matches[3] to see
            // if they match a manufacturer and a model in the database
            // If so, set $params['manufacturer'] and/or $params['model']
            // and return ['car/index', $params]
        }
        return false;  // это правило не подходит
    }
}



Кроме использования произвольных классов URL в случаях, подобных примеру выше, их также можно использовать для других целей. Например, мы можем написать класс правила для логгирования парсинга URL и создания запросов. Это может быть полезно на этапе разработки. Мы также можем написать класс правила чтобы показывать особую 404 страницу в случае, если другие правила не подошли для обработки текущего запроса. В этом случае произвольное правило должно стоять последним.
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What is Yii


Yii is a high performance, component-based PHP framework for rapidly developing modern Web applications.
The name Yii (pronounced Yee or [ji:]) means “simple and evolutionary” in Chinese. It can also
be thought of as an acronym for Yes It Is!



What is Yii Best for?


Yii is a generic Web programming framework, meaning that it can be used for developing all kinds
of Web applications using PHP. Because of its component-based architecture and sophisticated caching
support, it is especially suitable for developing large-scale applications such as portals, forums, content
management systems (CMS), e-commerce projects, RESTful Web services, and so on.





How does Yii Compare with Other Frameworks?


If you’re already familiar with another framework, you may appreciate knowing how Yii compares:



		Like most PHP frameworks, Yii implements the MVC (Model-View-Controller) design pattern and promotes code
organization based on that pattern.


		Yii takes the philosophy that code should be written in a simple yet elegant way. Yii will never try to
over-design things mainly for the purpose of strictly following some design pattern.


		Yii is a full-stack framework providing many proven and ready-to-use features: query builders
and ActiveRecord for both relational and NoSQL databases; RESTful API development support; multi-tier
caching support; and more.


		Yii is extremely extensible. You can customize or replace nearly every piece of the core’s code. You can also
take advantage of Yii’s solid extension architecture to use or develop redistributable extensions.


		High performance is always a primary goal of Yii.





Yii is not a one-man show, it is backed up by a strong core developer team [http://www.yiiframework.com/about/], as well as a large community
of professionals constantly contributing to Yii’s development. The Yii developer team
keeps a close eye on the latest Web development trends and on the best practices and features
found in other frameworks and projects. The most relevant best practices and features found elsewhere are regularly incorporated into the core framework and exposed
via simple and elegant interfaces.





Yii Versions


Yii currently has two major versions available: 1.1 and 2.0. Version 1.1 is the old generation and is now in maintenance mode. Version 2.0 is a complete rewrite of Yii, adopting the latest
technologies and protocols, including Composer, PSR, namespaces, traits, and so forth. Version 2.0 represents the current
generation of the framework and will receive the main development efforts over the next few years.
This guide is mainly about version 2.0.





Requirements and Prerequisites


Yii 2.0 requires PHP 5.4.0 or above. You can find more detailed requirements for individual features
by running the requirement checker included in every Yii release.


Using Yii requires basic knowledge of object-oriented programming (OOP), as Yii is a pure OOP-based framework.
Yii 2.0 also makes use of the latest features of PHP, such as namespaces [http://www.php.net/manual/en/language.namespaces.php] and traits [http://www.php.net/manual/en/language.oop5.traits.php]. Understanding these concepts will help
you more easily pick up Yii 2.0.
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Работа со сторонним кодом


Иногда необходимо использовать сторонний код в приложениях Yii. Или же есть потребность использовать Yii в качестве библиотеки в сторонних системах. В этом разделе мы рассмотрим, как это происходит.



Использование сторонних библиотек в Yii 


Перед тем, как использовать стороннюю библиотеку в приложении Yii, в первую очередь следует убедиться, что в ней либо явно настроена загрузка классов, либо классы могут загружаться автоматически.



Использование пакетов Composer 


Многие сторонние библиотеки поставляются в виде пакетов Composer [https://getcomposer.org/].
Для установки таких библиотек достаточно проделать два простых шага:



		Изменить файл composer.json своего приложения и указать, какие пакеты Composer нужно устанавливать.


		Выполнить команду composer install, чтобы установить указанные пакеты.





Классы установленных пакетов Composer поддерживают автозагрузку с помощью автозагрузчика Composer. Убедитесь, что во входном скрипте приложения присутствуют следующие строки, подключающие автозагрузчик Composer:


// подключение автозагрузчика Composer
require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');

// подключение файла класса Yii
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');






Использование отдельных библиотек 


Если библиотека не поставляется в виде пакета Composer, необходимо установить ее согласно ее руководству по установке.
В большинстве случаев потребуется вручную скачать файл с релизом и распаковать его в директорию BasePath/vendor, где BasePath соответствует базовому пути приложения.


Если библиотека использует собственный автозагрузчик классов, его можно подключить во входном скрипте приложения. Желательно подключить его до того, как подключается файл Yii.php, чтобы при автоматической загрузке классов у автозагрузчика классов Yii был приоритет.


Если библиотека не поставляется с автозагрузчиком классов, но конвенция именования ее классов соответствует PSR-4 [http://www.php-fig.org/psr/psr-4/], для загрузки ее классов можно использовать автозагрузчик Yii. Для этого достаточно для каждого корневого пространства имен, которые используются в ее классах, объявить корневой псевдоним. Предположим, что библиотека установлена в директорию vendor/foo/bar, а ее классы объявлены в корневом пространстве имен xyz. В конфигурации приложения можно использовать следующий код:


[
    'aliases' => [
        '@xyz' => '@vendor/foo/bar',
    ],
]



Если ни один из предыдущих вариантов не подходит, скорее всего для использования библиотеки нужно настроить в конфигурации PHP директиву include_path. Настройте ее, следуя инструкциям, которые поставляются с библиотекой.


В наихудшем случае библиотека требует явного подключения всех файлов, содержащих классы. При этом для подключения классов по требованию можно проделать следующее:



		Определить, какие классы входят в состав библиотеки.


		Перечислить классы и пути к соответствующим файлам в Yii::$classMap во входном скрипте приложения. Например,





Yii::$classMap['Class1'] = 'path/to/Class1.php';
Yii::$classMap['Class2'] = 'path/to/Class2.php';








Использование Yii в сторонних системах 


Поскольку в Yii реализована масса полезных функций, они могут пригодиться при разработке или расширении сторонних систем, таких как WordPress и Joomla, или приложений, разработанных с помощью других PHP-фреймворков. Например, в сторонней системе можно задействовать класс [[yii\helpers\ArrayHelper]] или использовать функционал Active Record. Для этого обычно нужно сделать две вещи: установить Yii и подключить Yii.


Если сторонняя система использует для управления зависимостями Composer, Yii можно просто установить с помощью следующих команд:


composer global require "fxp/composer-asset-plugin:1.0.0-beta4"
composer require "yiisoft/yii2:*"
composer install



Первая команда устанавливает composer asset plugin [https://github.com/francoispluchino/composer-asset-plugin/], который позволяет управлять зависимостями пакетов bower и npm через Composer. Даже если вы хотите воспользоваться слоем абстракции баз данных или другими элементами Yii, не связанными с ресурсами, этот плагин все равно придется установить, так как без него не установится пакет Yii.
В разделе об установке Yii более подробно описана работа с Composer и даны решения проблем, которые могут возникнуть при установке.


Также можно скачать [http://www.yiiframework.com/download/] файл релиза Yii и распаковать его в директорию BasePath/vendor.


Далее следует изменить входной скрипт сторонней системы, поместив в его начало следующий код:


require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

$yiiConfig = require(__DIR__ . '/../config/yii/web.php');
new yii\web\Application($yiiConfig); // НЕ ВЫЗЫВАЙТЕ run() в этом месте



Как видите, этот код очень похож на код входного скрипта типичного приложения Yii. Единственное отличие заключается в том, что после создания экземпляра приложения не вызывается метод run(). Это связано с тем, что при вызове run() Yii захватывает контроль над процессом обработки запроса, что в данном случае не требуется, так как эту задачу выполняет существующее приложение.


Как и в случае с приложением Yii, нужно настроить экземпляр приложения исходя из окружения запущенной сторонней системы. Например, чтобы воспользоваться функционалом Active Record, нужно передать в компонент приложения db настройки для подключения к базе данных, которую использует сторонняя система.


Это позволит задействовать большинство функционала, который предоставляет Yii. Например, можно будет создавать классы типа Active Record, и с их помощью взаимодействовать с базой данных.





Использование Yii 2 в связке с Yii 1 


Если в прошлом вам приходилось использовать Yii 1, не исключено, что у вас до сих пор где-то используются приложения на этой платформе. Вместо того, чтобы переписывать все приложение под Yii 2, может быть целесообразно расширить его используя отдельные функции, которые появились в Yii 2.
Для этого нужно выполнить следующие действия.



Примечание: Yii 2 требует PHP 5.4 или выше. Убедитесь, что и сервер, и существующее приложение поддерживают это.



Во-первых, установите Yii 2 в существующем приложении, выполняя действия, описанные в предыдущем подразделе.


Во-вторых, внесите следующие изменения во входной скрипт приложения:


// подключение модифицированного класса Yii, описанного ниже
require(__DIR__ . '/../components/Yii.php');

// настройка приложения Yii 2
$yii2Config = require(__DIR__ . '/../config/yii2/web.php');
new yii\web\Application($yii2Config); // НЕ ВЫЗЫВАЙТЕ run()

// настройка приложения Yii 1
$yii1Config = require(__DIR__ . '/../config/yii1/main.php');
Yii::createWebApplication($yii1Config)->run();



Так как класс Yii используется и в Yii 1, и в Yii 2, нужно будет создать его модифицированную версию, обслуживающую обе версии фреймворка.
В приведенном выше коде подключается модифицированный файл класса Yii со следующим содержимым:


$yii2path = '/path/to/yii2';
require($yii2path . '/BaseYii.php'); // Yii 2.x

$yii1path = '/path/to/yii1';
require($yii1path . '/YiiBase.php'); // Yii 1.x

class Yii extends \yii\BaseYii
{
    // скопируйте и вставьте код из YiiBase (1.x)
}

Yii::$classMap = include($yii2path . '/classes.php');
// регистрация автозагрузчика Yii2 через Yii1
Yii::registerAutoloader(['Yii', 'autoload']);
// создание контейнера внедрения зависимостей
Yii::$container = new yii\di\Container;



Вот и все! Теперь в любом месте кода можно с помощью конструкции Yii::$app получить доступ к экземпляру приложения Yii 2, а с помощью конструкции Yii::app() - к экземпляру приложения Yii 1:


echo get_class(Yii::app()); // выводит 'CWebApplication'
echo get_class(Yii::$app);  // выводит 'yii\web\Application'
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响应


当应用完成处理一个请求后, 会生成一个[[yii\web\Response|response]]响应对象并发送给终端用户
响应对象包含的信息有HTTP状态码，HTTP头和主体内容等, 网页应用开发的最终目的本质上就是根据不同的请求构建这些响应对象。


在大多是情况下主要处理继承自 [[yii\web\Response]] 的 response 应用组件，
尽管如此，Yii也允许你创建你自己的响应对象并发送给终端用户，这方面后续会阐述。


在本节，将会描述如何构建响应和发送给终端用户。



状态码 


构建响应时，最先应做的是标识请求是否成功处理的状态，可通过设置
[[yii\web\Response::statusCode]] 属性，该属性使用一个有效的
HTTP 状态码 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec10.html]。例如，为标识处理已被处理成功，
可设置状态码为200，如下所示：


Yii::$app->response->statusCode = 200;



尽管如此，大多数情况下不需要明确设置状态码，因为 [[yii\web\Response::statusCode]] 状态码默认为200，
如果需要指定请求失败，可抛出对应的HTTP异常，如下所示：


throw new \yii\web\NotFoundHttpException;



当错误处理器 捕获到一个异常，会从异常中提取状态码并赋值到响应，
对于上述的 [[yii\web\NotFoundHttpException]] 对应HTTP 404状态码，以下为Yii预定义的HTTP异常：



		[[yii\web\BadRequestHttpException]]: status code 400.


		[[yii\web\ConflictHttpException]]: status code 409.


		[[yii\web\ForbiddenHttpException]]: status code 403.


		[[yii\web\GoneHttpException]]: status code 410.


		[[yii\web\MethodNotAllowedHttpException]]: status code 405.


		[[yii\web\NotAcceptableHttpException]]: status code 406.


		[[yii\web\NotFoundHttpException]]: status code 404.


		[[yii\web\ServerErrorHttpException]]: status code 500.


		[[yii\web\TooManyRequestsHttpException]]: status code 429.


		[[yii\web\UnauthorizedHttpException]]: status code 401.


		[[yii\web\UnsupportedMediaTypeHttpException]]: status code 415.





如果想抛出的异常不在如上列表中，可创建一个[[yii\web\HttpException]]异常，带上状态码抛出，如下：


throw new \yii\web\HttpException(402);






HTTP 头部 


可在 response 组件中操控[[yii\web\Response::headers|header collection]]来发送HTTP头部信息，例如：


$headers = Yii::$app->response->headers;

// 增加一个 Pragma 头，已存在的Pragma 头不会被覆盖。
$headers->add('Pragma', 'no-cache');

// 设置一个Pragma 头. 任何已存在的Pragma 头都会被丢弃
$headers->set('Pragma', 'no-cache');

// 删除Pragma 头并返回删除的Pragma 头的值到数组
$values = $headers->remove('Pragma');




补充: 头名称是大小写敏感的，在[[yii\web\Response::send()]]方法调用前新注册的头信息并不会发送给用户。






响应主体 


大多是响应应有一个主体存放你想要显示给终端用户的内容。


如果已有格式化好的主体字符串，可赋值到响应的[[yii\web\Response::content]]属性，例如：


Yii::$app->response->content = 'hello world!';



如果在发送给终端用户之前需要格式化，应设置
[[yii\web\Response::format|format]] 和 [[yii\web\Response::data|data]] 属性，[[yii\web\Response::format|format]]
属性指定[[yii\web\Response::data|data]]中数据格式化后的样式，例如：


$response = Yii::$app->response;
$response->format = \yii\web\Response::FORMAT_JSON;
$response->data = ['message' => 'hello world'];



Yii支持以下可直接使用的格式，每个实现了[[yii\web\ResponseFormatterInterface|formatter]] 类，
可自定义这些格式器或通过配置[[yii\web\Response::formatters]] 属性来增加格式器。



		[[yii\web\Response::FORMAT_HTML|HTML]]: 通过 [[yii\web\HtmlResponseFormatter]] 来实现.


		[[yii\web\Response::FORMAT_XML|XML]]: 通过 [[yii\web\XmlResponseFormatter]]来实现.


		[[yii\web\Response::FORMAT_JSON|JSON]]: 通过 [[yii\web\JsonResponseFormatter]]来实现.


		[[yii\web\Response::FORMAT_JSONP|JSONP]]: 通过 [[yii\web\JsonResponseFormatter]]来实现.





上述响应主体可明确地被设置，但是在大多数情况下是通过 操作 方法的返回值隐式地设置，常用场景如下所示：


public function actionIndex()
{
    return $this->render('index');
}



上述的 index 操作返回 index 视图渲染结果，返回值会被 response 组件格式化后发送给终端用户。


因为响应格式默认为[[yii\web\Response::FORMAT_HTML|HTML]], 只需要在操作方法中返回一个字符串，
如果想使用其他响应格式，应在返回数据前先设置格式，例如：


public function actionInfo()
{
    \Yii::$app->response->format = \yii\web\Response::FORMAT_JSON;
    return [
        'message' => 'hello world',
        'code' => 100,
    ];
}



如上所述，触雷使用默认的 response 应用组件，也可创建自己的响应对象并发送给终端用户，可在操作方法中返回该响应对象，如下所示：


public function actionInfo()
{
    return \Yii::createObject([
        'class' => 'yii\web\Response',
        'format' => \yii\web\Response::FORMAT_JSON,
        'data' => [
            'message' => 'hello world',
            'code' => 100,
        ],
    ]);
}




注意: 如果创建你自己的响应对象，将不能在应用配置中设置 response 组件，尽管如此，
可使用 依赖注入 应用通用配置到你新的响应对象。






浏览器跳转 


浏览器跳转依赖于发送一个Location HTTP 头，因为该功能通常被使用，Yii提供对它提供了特别的支持。


可调用[[yii\web\Response::redirect()]] 方法将用户浏览器跳转到一个URL地址，该方法设置合适的
带指定URL的 Location 头并返回它自己为响应对象，在操作的方法中，可调用缩写版[[yii\web\Controller::redirect()]]，例如：


public function actionOld()
{
    return $this->redirect('http://example.com/new', 301);
}



在如上代码中，操作的方法返回redirect() 方法的结果，如前所述，操作的方法返回的响应对象会被当总响应发送给终端用户。


除了操作方法外，可直接调用[[yii\web\Response::redirect()]] 再调用
[[yii\web\Response::send()]] 方法来确保没有其他内容追加到响应中。


\Yii::$app->response->redirect('http://example.com/new', 301)->send();




补充: [[yii\web\Response::redirect()]] 方法默认会设置响应状态码为302，该状态码会告诉浏览器请求的资源
临时 放在另一个URI地址上，可传递一个301状态码告知浏览器请求的资源已经 永久 重定向到新的URId地址。



如果当前请求为AJAX 请求，发送一个 Location 头不会自动使浏览器跳转，为解决这个问题，
[[yii\web\Response::redirect()]] 方法设置一个值为要跳转的URL的X-Redirect 头，
在客户端可编写JavaScript 代码读取该头部值然后让浏览器跳转对应的URL。



补充: Yii 配备了一个yii.js JavaScript 文件提供常用JavaScript功能，包括基于X-Redirect头的浏览器跳转，
因此，如果你使用该JavaScript 文件(通过[[yii\web\YiiAsset]] 资源包注册)，就不需要编写AJAX跳转的代码。






发送文件 


和浏览器跳转类似，文件发送是另一个依赖指定HTTP头的功能，Yii提供方法集合来支持各种文件发送需求，它们对HTTP头都有内置的支持。



		


		


		





这些方法都将响应对象作为返回值，如果要发送的文件非常大，应考虑使用
[yii\web\Response::sendStreamAsFile()] 因为它更节约内存，以下示例显示在控制器操作中如何发送文件：


public function actionDownload()
{
    return \Yii::$app->response->sendFile('path/to/file.txt');
}



如果不是在操作方法中调用文件发送方法，在后面还应调用 [[yii\web\Response::send()]] 没有其他内容追加到响应中。


\Yii::$app->response->sendFile('path/to/file.txt')->send();



一些浏览器提供特殊的名为X-Sendfile的文件发送功能，原理为将请求跳转到服务器上的文件，
Web应用可在服务器发送文件前结束，为使用该功能，可调用[[yii\web\Response::xSendFile()]]，
如下简要列出一些常用Web服务器如何启用X-Sendfile 功能：



		Apache: X-Sendfile [http://tn123.org/mod_xsendfile]


		Lighttpd v1.4: X-LIGHTTPD-send-file [http://redmine.lighttpd.net/projects/lighttpd/wiki/X-LIGHTTPD-send-file]


		Lighttpd v1.5: X-Sendfile [http://redmine.lighttpd.net/projects/lighttpd/wiki/X-LIGHTTPD-send-file]


		Nginx: X-Accel-Redirect [http://wiki.nginx.org/XSendfile]


		Cherokee: X-Sendfile and X-Accel-Redirect [http://www.cherokee-project.com/doc/other_goodies.html#x-sendfile]








发送响应 


在[[yii\web\Response::send()]] 方法调用前响应中的内容不会发送给用户，该方法默认在[[yii\base\Application::run()]]
结尾自动调用，尽管如此，可以明确调用该方法强制立即发送响应。


[[yii\web\Response::send()]] 方法使用以下步骤来发送响应：



		触发 [[yii\web\Response::EVENT_BEFORE_SEND]] 事件.


		调用 [[yii\web\Response::prepare()]] 来格式化 [[yii\web\Response::data|response data]] 为
[[yii\web\Response::content|response content]].


		触发 [[yii\web\Response::EVENT_AFTER_PREPARE]] 事件.


		调用 [[yii\web\Response::sendHeaders()]] 来发送注册的HTTP头


		调用 [[yii\web\Response::sendContent()]] 来发送响应主体内容


		触发 [[yii\web\Response::EVENT_AFTER_SEND]] 事件.





一旦[[yii\web\Response::send()]] 方法被执行后，其他地方调用该方法会被忽略，
这意味着一旦响应发出后，就不能再追加其他内容。


如你所见[[yii\web\Response::send()]] 触发了几个实用的事件，通过响应这些事件可调整或包装响应。
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Page Caching


Page caching refers to caching the content of a whole page on the server side. Later when the same page
is requested again, its content will be served from the cache instead of regenerating it from scratch.


Page caching is supported by [[yii\filters\PageCache]], an action filter.
It can be used like the following in a controller class:


public function behaviors()
{
    return [
        [
            'class' => 'yii\filters\PageCache',
            'only' => ['index'],
            'duration' => 60,
            'variations' => [
                \Yii::$app->language,
            ],
            'dependency' => [
                'class' => 'yii\caching\DbDependency',
                'sql' => 'SELECT COUNT(*) FROM post',
            ],
        ],
    ];
}



The above code states that page caching should be used only for the index action; the page content should
be cached for at most 60 seconds and should be variated by the current application language;
and the cached page should be invalidated if the total number of posts is changed.


As you can see, page caching is very similar to fragment caching. They both support options such
as duration, dependencies, variations, and enabled. Their main difference is that page caching is
implemented as an action filter while fragment caching a widget.


You can use fragment caching as well as dynamic content
together with page caching.
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Говорим «Привет»


В этом разделе рассмотрим как создать новую страницу с надписью «Привет». В процессе решения задачи вы создадите
действие контроллера и представление:



		Приложение обработает запрос и передаст управление соответствующему действию;


		Действие, в свою очередь, отобразит представление с надписью “Привет” конечному пользователю.





С помощью данного руководства вы изучите



		Как создавать действие, чтобы отвечать на запросы;


		Как создавать представление, чтобы формировать содержимое ответа;


		Как приложение отсылает запросы к действию.






Создание Действия 


Для нашей задачи потребуется действие say, которое читает параметр message из
запроса и отображает его значение пользователю. Если в запросе не содержится параметра message, то действие будет
выводить «Привет».



Информация: Действия могут быть запущены непосредственно пользователем и сгруппированы в
контроллеры. Результатом выполнения действия является ответ, который получает пользователь.



Действия объявляются в контроллерах. Для простоты, вы можете объявить действие
say в уже существующем контроллере SiteController, который определен в файле класса controllers/SiteController.php:


<?php

namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;

class SiteController extends Controller
{
    // ...существующий код...

    public function actionSay($message = 'Привет')
    {
        return $this->render('say', ['message' => $message]);
    }
}



В приведенном коде действие say объявлено как метод actionSay в классе SiteController.
Yii использует префикс action чтобы различать методы-действия и обычные методы. Название после префикса action
считается идентификатором соответствующего действия.



Информация: Идентификаторы действий задаются в нижнем регистре. Если идентификатор состоит из нескольких слов, они
соединяются дефисами, то есть create-comment. Имена методов действий получаются путём удаления дефисов
из идентификатора, преобразования первой буквы каждого слова в верхний регистр и добавления префикса action.
Например, идентификатор действия create-comment соответствует методу actionCreateComment.



Метод действия принимает параметр $message, который по умолчанию равен "Привет". Когда приложение получает запрос
и определяет, что действие say ответственно за его обработку, параметр заполняется одноимённым значением из запроса.


Внутри метода действия, для вывода отображения представления с именем say, используется метод
[[yii\web\Controller::render()|render()]]. Для того, чтобы вывести сообщение, в отображение передаётся параметр message.
Результат отображения при помощи return передаётся приложению, которое отдаёт его пользователю.





Создание представления 


Представления являются скриптами, которые используются для формирования тела ответа. Для нашего
приложения вы создадите представление say, которое будет выводить параметр message, полученный из метода действия:


<?php
use yii\helpers\Html;
?>
<?= Html::encode($message) ?>



Представление say должно быть сохранено в файле views/site/say.php. Когда метод [[yii\web\Controller::render()|render()]]
вызывается в действии, он будет искать PHP файл с именем вида views/ControllerID/ViewName.php.


Стоит отметить, что в коде выше параметр message [[yii\helpers\Html::encode()|экранируется для HTML]] перед выводом.
Это обязательно так как параметр приходит от пользователя, который может попытаться провести
XSS атаку [http://ru.wikipedia.org/wiki/%D0%9C%D0%B5%D0%B6%D1%81%D0%B0%D0%B9%D1%82%D0%BE%D0%B2%D1%8B%D0%B9_%D1%81%D0%BA%D1%80%D0%B8%D0%BF%D1%82%D0%B8%D0%BD%D0%B3]
путём вставки зловредного JavaScript кода.


Вы можете дополнить представление say HTML тегами, текстом или кодом PHP. Фактически, представление say является
простым PHP скриптом, который выполняется методом [[yii\web\Controller::render()|render()]]. Содержимое, выводимое
скриптом представления, будет передано пользователю приложением.





Попробуем 


После создания действия и представления вы можете перейти на новую страницу по следующему URL:


http://hostname/index.php?r=site/say&message=Привет+мир



[image: Привет, мир]


Будет отображена страница с надписью «Привет мир». Она использует ту же шапку и футер, что и остальные страницы приложения.
Если вы не укажете параметр message, то увидите на странице «Привет». Это происходит потому, как message передаётся
в метод actionSay() и значение по умолчанию — «Привет».



Информация: Новая страница использует ту же шапку и футер, что и другие страницы, потому что метод
[[yii\web\Controller::render()|render()]] автоматически вставляет результат представления say в, так называемый,
макет views/layouts/main.php.



Параметр r требует дополнительных пояснений. Он связан с маршрутом (route), который представляет
собой уникальный идентификатор, указывающий на действие. Его формат ControllerID/ActionID. Когда приложение получает
запрос, оно проверяет параметр r и, используя ControllerID, определяет какой контроллер следует использовать для
обработки запроса. Затем, контроллер использует часть ActionID, чтобы определить какое действие выполняет реальную работу.
В нашем случае маршрут site/say будет соответствовать контроллеру SiteController и его действию say.
В результате, для обработки запроса будет вызван метод SiteController::actionSay().



Информация: Как и действия, контроллеры также имеют идентификаторы, которые однозначно определяют их в приложении.
Идентификаторы контроллеров используют те же правила именования, что и идентификаторы действий. Имена классов
контроллеров получаются путём удаления дефисов из идентификатора, преобразования первой буквы каждого слова в
верхний регистр и добавления в конец Controller. Например, идентификатор контроллера post-comment соответствует
имени класса контроллера PostCommentController.






Резюме 


В этом разделе вы затронули тему контроллеров и представлений в паттерне MVC. Вы создали действие как часть контроллера,
обрабатывающего запросы, и представление, участвующее в формировании ответа. В этом процессе никак не была задействована
модель, так как в качестве данных выступает лишь простой параметр message.


Также вы познакомились с концепцией маршрутизации, которая является связующим звеном между запросом пользователя и
действием контроллера.


В следующем разделе вы узнаете как создавать модели и добавлять новые страницы с HTML формами.
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更上一层楼


通篇阅读完整个“入门”部分，你就完成了一个完整 Yii 应用的创建。在此过程中你学到了如何实现一些常用功能，例如通过 HTML 表单从用户那获取数据，从数据库中获取数据并以分页形式显示。你还学到了如何通过 Gii 去自动生成代码。使用 Gii 生成代码把 Web 开发中多数繁杂的过程转化为仅仅填写几个表单就行。


本章将介绍一些有助于更好使用 Yii 的资源：



		文档
		权威指南：顾名思义，指南详细描述了 Yii 的工作原理并提供了如何使用它的常规引导。这是最重要的 Yii 辅助资料，强烈建议在开始写 Yii 代码之前阅读。


		类参考手册：描述了 Yii 中每个类的用法。在编码过程中这极为有用，能够帮你理清某个特定类，方法，和属性的用法。类参考手册最好在整个框架的语境下去理解。


		Wiki 文章：Wiki 文章是 Yii 用户在其自身经验基础上分享出来的。大多数是使用教程或如何使用 Yii 解决特定问题。虽然这些文章质量可能并不如权威指南，但它们往往覆盖了更广泛的话题，并常常提供解决方案，所以它们也很有用。


		书籍








		扩展 [http://www.yiiframework.com/extensions/]:Yii 拥有数以千计用户提供的扩展，这些扩展能非常方便的插入到应用中，使你的应用开发过程更加方便快捷。


		社区
		官方论坛：http://www.yiiframework.com/forum/


		IRC 聊天室：Freenode 网络上的 #yii 频道 (irc://irc.freenode.net/yii)（使用英文哦，无需反馈上游的问题可以加
QQ-Yii2中国交流群）


		GitHub：https://github.com/yiisoft/yii2


		Facebook：https://www.facebook.com/groups/yiitalk/


		Twitter：https://twitter.com/yiiframework


		LinkedIn：https://www.linkedin.com/groups/yii-framework-1483367
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Installing Yii


You can install Yii in two ways, using Composer [http://getcomposer.org/] or by downloading an archive file.
The former is the preferred way, as it allows you to install new extensions or update Yii by simply running a single command.


Standard installations of Yii result in both the framework and an application template being downloaded and installed.
An application template is a working Yii application implementing some basic features, such as login, contact form, etc.
Its code is organized in a recommended way. Therefore, it can serve as a good starting point for your projects.


In this and the next few sections, we will describe how to install Yii with the so-called Basic Application Template and
how to implement new features on top of this template. Yii also provides another template called
the Advanced Application Template which is better used in a team development environment
to develop applications with multiple tiers.



Info: The Basic Application Template is suitable for developing 90 percent of Web applications. It differs
from the Advanced Application Template mainly in how their code is organized. If you are new to Yii, we strongly
recommend you stick to the Basic Application Template for its simplicity yet sufficient functionalities.




Installing via Composer 


If you do not already have Composer installed, you may do so by following the instructions at
getcomposer.org [https://getcomposer.org/download/]. On Linux and Mac OS X, you’ll run the following commands:


curl -s http://getcomposer.org/installer | php
mv composer.phar /usr/local/bin/composer



On Windows, you’ll download and run Composer-Setup.exe [https://getcomposer.org/Composer-Setup.exe].


Please refer to the Composer Documentation [https://getcomposer.org/doc/] if you encounter any
problems or want to learn more about Composer usage.


If you had Composer already installed before, make sure you use an up to date version. You can update Composer
by running composer self-update.


With Composer installed, you can install Yii by running the following commands under a Web-accessible folder:


composer global require "fxp/composer-asset-plugin:1.0.0"
composer create-project --prefer-dist yiisoft/yii2-app-basic basic



The first command installs the composer asset plugin [https://github.com/francoispluchino/composer-asset-plugin/]
which allows managing bower and npm package dependencies through Composer. You only need to run this command
once for all. The second command installs Yii in a directory named basic. You can choose a different directory name if you want.



Note: During the installation Composer may ask for your Github login credentials. This is normal because Composer
needs to get enough API rate-limit to retrieve the dependent package information from Github. For more details,
please refer to the Composer documentation [https://getcomposer.org/doc/articles/troubleshooting.md#api-rate-limit-and-oauth-tokens].




Tip: If you want to install the latest development version of Yii, you may use the following command instead,
which adds a stability option [https://getcomposer.org/doc/04-schema.md#minimum-stability]:


composer create-project --prefer-dist --stability=dev yiisoft/yii2-app-basic basic



Note that the development version of Yii should not be used for production as it may break your running code.









Installing from an Archive File 


Installing Yii from an archive file involves three steps:



		Download the archive file from yiiframework.com [http://www.yiiframework.com/download/].





		Unpack the downloaded file to a Web-accessible folder.





		Modify the config/web.php file by entering a secret key for the cookieValidationKey configuration item
(this is done automatically if you are installing Yii using Composer):


// !!! insert a secret key in the following (if it is empty) - this is required by cookie validation
'cookieValidationKey' => 'enter your secret key here',












Other Installation Options 


The above installation instructions show how to install Yii, which also creates a basic Web application that works out of the box.
This approach is a good starting point for most projects, either small or big. It is especially suitable if you just
start learning Yii.


But there are other installation options available:



		If you only want to install the core framework and would like to build an entire  application from scratch,
you may follow the instructions as explained in Building Application from Scratch.


		If you want to start with a more sophisticated application, better suited to team development environments,
you may consider installing the Advanced Application Template.








Verifying the Installation 


After installation, you can use your browser to access the installed Yii application with the following URL:


http://localhost/basic/web/index.php



This URL assumes you have installed Yii in a directory named basic, directly under the Web server’s document root directory,
and that the Web server is running on your local machine (localhost). You may need to adjust it to your installation environment.


[image: Successful Installation of Yii]


You should see the above “Congratulations!” page in your browser. If not, please check if your PHP installation satisfies
Yii’s requirements. You can check if the minimum requirements are met using one of the following approaches:



		Use a browser to access the URL http://localhost/basic/requirements.php





		Run the following commands:


cd basic
php requirements.php









You should configure your PHP installation so that it meets the minimum requirements of Yii. Most importantly, you should have PHP 5.4 or above. You should also install
the PDO PHP Extension [http://www.php.net/manual/en/pdo.installation.php] and a corresponding database driver
(such as pdo_mysql for MySQL databases), if your application needs a database.





Configuring Web Servers 



Info: You may skip this subsection for now if you are just test driving Yii with no intention
of deploying it to a production server.



The application installed according to the above instructions should work out of box with either
an Apache HTTP server [http://httpd.apache.org/] or an Nginx HTTP server [http://nginx.org/], on
Windows, Mac OS X, or Linux running PHP 5.4 or higher. Yii 2.0 is also compatible with facebook’s
HHVM [http://hhvm.com/]. However, there are some edge cases where HHVM behaves different than native
PHP, so you have to take some extra care when using HHVM.


On a production server, you may want to configure your Web server so that the application can be accessed
via the URL http://www.example.com/index.php instead of http://www.example.com/basic/web/index.php. Such configuration
requires pointing the document root of your Web server to the basic/web folder. You may also
want to hide index.php from the URL, as described in the Routing and URL Creation section.
In this subsection, you’ll learn how to configure your Apache or Nginx server to achieve these goals.



Info: By setting basic/web as the document root, you also prevent end users from accessing
your private application code and sensitive data files that are stored in the sibling directories
of basic/web. Denying access to those other folders is a security improvement.




Info: If your application will run in a shared hosting environment where you do not have permission
to modify its Web server configuration, you may still adjust the structure of your application for better security. Please refer to
the Shared Hosting Environment section for more details.




Recommended Apache Configuration 


Use the following configuration in Apache’s httpd.conf file or within a virtual host configuration. Note that you
should replace path/to/basic/web with the actual path for basic/web.


# Set document root to be "basic/web"
DocumentRoot "path/to/basic/web"

<Directory "path/to/basic/web">
    # use mod_rewrite for pretty URL support
    RewriteEngine on
    # If a directory or a file exists, use the request directly
    RewriteCond %{REQUEST_FILENAME} !-f
    RewriteCond %{REQUEST_FILENAME} !-d
    # Otherwise forward the request to index.php
    RewriteRule . index.php

    # ...other settings...
</Directory>






Recommended Nginx Configuration 


To use Nginx [http://wiki.nginx.org/], you should install PHP as an FPM SAPI [http://php.net/install.fpm].
You may use the following Nginx configuration, replacing path/to/basic/web with the actual path for
basic/web and mysite.local with the actual hostname to serve.


server {
    charset utf-8;
    client_max_body_size 128M;

    listen 80; ## listen for ipv4
    #listen [::]:80 default_server ipv6only=on; ## listen for ipv6

    server_name mysite.local;
    root        /path/to/basic/web;
    index       index.php;

    access_log  /path/to/basic/log/access.log main;
    error_log   /path/to/basic/log/error.log;

    location / {
        # Redirect everything that isn't a real file to index.php
        try_files $uri $uri/ /index.php?$args;
    }

    # uncomment to avoid processing of calls to non-existing static files by Yii
    #location ~ \.(js|css|png|jpg|gif|swf|ico|pdf|mov|fla|zip|rar)$ {
    #    try_files $uri =404;
    #}
    #error_page 404 /404.html;

    location ~ \.php$ {
        include fastcgi.conf;
        fastcgi_pass   127.0.0.1:9000;
        #fastcgi_pass unix:/var/run/php5-fpm.sock;
        try_files $uri =404;
    }

    location ~ /\.(ht|svn|git) {
        deny all;
    }
}



When using this configuration, you should also set cgi.fix_pathinfo=0 in the php.ini file
in order to avoid many unnecessary system stat() calls.


Also note that when running an HTTPS server, you need to add fastcgi_param HTTPS on; so that Yii
can properly detect if a connection is secure.
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Компоненты


Компоненты — это главные строительные блоки приложений основанных на Yii. Компоненты наследуются от класса
[[yii\base\Component]] или его наследников. Три главные возможности, которые компоненты предоставляют для других классов:



		Свойства.


		События.


		Поведения.





Как по отдельности, так и вместе, эти возможности делают классы Yii более простыми в настройке и использовании.
Например, пользовательские компоненты, включающие в себя [[yii\jui\DatePicker|виджет выбора даты]], могут быть
использованы в представлении для генерации интерактивных элементов выбора даты:


use yii\jui\DatePicker;

echo DatePicker::widget([
    'language' => 'ru',
    'name'  => 'country',
    'clientOptions' => [
        'dateFormat' => 'yy-mm-dd',
    ],
]);



Свойства виджета легко доступны для записи потому, что его класс унаследован от класса [[yii\base\Component]].


Компоненты — очень мощный инструмент. Но в то же время они немного тяжелее обычных объектов, потому что на поддержку
событий и поведений тратится дополнительные память и процессорное время.
Если ваши компоненты не нуждаются в этих двух возможностях, вам стоит унаследовать их от [[yii\base\Object]],
а не от [[yii\base\Component]]. Поступив так, вы сделаете ваши компоненты такими же эффективными, как и обычные PHP объекты,
но с поддержкой свойств.


При наследовании ваших классов от [[yii\base\Component]] или [[yii\base\Object]], рекомендуется следовать некоторым
соглашениям:



		Если вы переопределяете конструктор, то добавьте последним аргументом параметр $config и затем передайте его
в конструктор предка.


		Всегда вызывайте конструктор предка в конце вашего переопределенного конструктора.


		Если вы переопределяете метод [[yii\base\Object::init()]], убедитесь, что вы вызываете родительскую реализацию этого
метода в начале вашего метода init().





Пример:


namespace yii\components\MyClass;

use yii\base\Object;

class MyClass extends Object
{
    public $prop1;
    public $prop2;

    public function __construct($param1, $param2, $config = [])
    {
        // ... инициализация происходит перед тем, как будет применена конфигурация.

        parent::__construct($config);
    }

    public function init()
    {
        parent::init();

        // ... инициализация происходит после того, как была применена конфигурация.
    }
}



Следуя этому руководству вы позволите настраивать ваш компонент при создании. Например:


$component = new MyClass(1, 2, ['prop1' => 3, 'prop2' => 4]);
// альтернативный способ
$component = \Yii::createObject([
    'class' => MyClass::className(),
    'prop1' => 3,
    'prop2' => 4,
], [1, 2]);




Информация: Способ инициализации через вызов [[Yii::createObject()]] выглядит более сложным. Но в то же время он более
мощный из-за того, что он реализован на самом верху контейнера внедрения зависимостей.



Жизненный цикл объектов класса [[yii\base\Object]] содержит следующие этапы:



		Предварительная инициализация в конструкторе. Здесь вы можете установить значения свойств по умолчанию.


		Конфигурация объекта с помощью $config. Во время конфигурации могут быть перезаписаны значения свойств по умолчанию,
установленные в конструкторе.


		Конфигурация после инициализации в методе [[yii\base\Object::init()|init()]]. Вы можете переопределить этот метод,
для проверки готовности объекта и нормализации свойств.


		Вызов методов объекта.





Первые три шага всегда выполняются из конструктора объекта. Это значит, что если вы получите экземпляр объекта, он уже
будет проинициализирован и готов к работе.
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Fragment Caching


Fragment caching refers to caching a fragment of a Web page. For example, if a page displays a summary of
yearly sale in a table, you can store this table in cache to eliminate the time needed to generate this table
for each request. Fragment caching is built on top of data caching.


To use fragment caching, use the following construct in a view:


if ($this->beginCache($id)) {

    // ... generate content here ...

    $this->endCache();
}



That is, enclose content generation logic in a pair of [[yii\base\View::beginCache()|beginCache()]] and
[[yii\base\View::endCache()|endCache()]] calls. If the content is found in the cache, [[yii\base\View::beginCache()|beginCache()]]
will render the cached content and return false, thus skip the content generation logic.
Otherwise, your content generation logic will be called, and when [[yii\base\View::endCache()|endCache()]]
is called, the generated content will be captured and stored in the cache.


Like data caching, a unique $id is needed to identify a content cache.



Caching Options 


You may specify additional options about fragment caching by passing the option array as the second
parameter to the [[yii\base\View::beginCache()|beginCache()]] method. Behind the scene, this option array
will be used to configure a [[yii\widgets\FragmentCache]] widget which implements the actual fragment caching
functionality.



Duration 


Perhaps the most commonly used option of fragment caching is [[yii\widgets\FragmentCache::duration|duration]].
It specifies for how many seconds the content can remain valid in a cache. The following code
caches the content fragment for at most one hour:


if ($this->beginCache($id, ['duration' => 3600])) {

    // ... generate content here ...

    $this->endCache();
}



If the option is not set, it will take the default value 60, which means the cached content will expire in 60 seconds.





Dependencies 


Like data caching, content fragment being cached can also have dependencies.
For example, the content of a post being displayed depends on whether or not the post is modified.


To specify a dependency, set the [[yii\widgets\FragmentCache::dependency|dependency]] option, which can be
either an [[yii\caching\Dependency]] object or a configuration array for creating a dependency object. The
following code specifies that the fragment content depends on the change of the updated_at column value:


$dependency = [
    'class' => 'yii\caching\DbDependency',
    'sql' => 'SELECT MAX(updated_at) FROM post',
];

if ($this->beginCache($id, ['dependency' => $dependency])) {

    // ... generate content here ...

    $this->endCache();
}






Variations 


Content being cached may be variated according to some parameters. For example, for a Web application
supporting multiple languages, the same piece of view code may generate the content in different languages.
Therefore, you may want to make the cached content variated according to the current application language.


To specify cache variations, set the [[yii\widgets\FragmentCache::variations|variations]] option, which
should be an array of scalar values, each representing a particular variation factor. For example,
to make the cached content variated by the language, you may use the following code:


if ($this->beginCache($id, ['variations' => [Yii::$app->language]])) {

    // ... generate content here ...

    $this->endCache();
}






Toggling Caching 


Sometimes you may want to enable fragment caching only when certain conditions are met. For example, for a page
displaying a form, you only want to cache the form when it is initially requested (via GET request). Any
subsequent display (via POST request) of the form should not be cached because the form may contain user input.
To do so, you may set the [[yii\widgets\FragmentCache::enabled|enabled]] option, like the following:


if ($this->beginCache($id, ['enabled' => Yii::$app->request->isGet])) {

    // ... generate content here ...

    $this->endCache();
}








Nested Caching 


Fragment caching can be nested. That is, a cached fragment can be enclosed within another fragment which is also cached.
For example, the comments are cached in an inner fragment cache, and they are cached together with the
post content in an outer fragment cache. The following code shows how two fragment caches can be nested:


if ($this->beginCache($id1)) {

    // ...content generation logic...

    if ($this->beginCache($id2, $options2)) {

        // ...content generation logic...

        $this->endCache();
    }

    // ...content generation logic...

    $this->endCache();
}



Different caching options can be set for the nested caches. For example, the inner caches and the outer caches
can use different cache duration values. Even when the data cached in the outer cache is invalidated, the inner
cache may still provide the valid inner fragment. However, it is not true vice versa. If the outer cache is
evaluated to be valid, it will continue to provide the same cached copy even after the content in the
inner cache has been invalidated. Therefore, you must be careful in setting the durations or the dependencies
of the nested caches, otherwise the outdated inner fragments may be kept in the outer fragment.





Dynamic Content 


When using fragment caching, you may encounter the situation where a large fragment of content is relatively
static except at one or a few places. For example, a page header may display the main menu bar together with
the name of the current user. Another problem is that the content being cached may contain PHP code that
must be executed for every request (e.g. the code for registering an asset bundle). Both problems can be solved
by the so-called dynamic content feature.


A dynamic content means a fragment of output that should not be cached even if it is enclosed within
a fragment cache. To make the content dynamic all the time, it has to be generated by executing some PHP code
for every request, even if the enclosing content is being served from cache.


You may call [[yii\base\View::renderDynamic()]] within a cached fragment to insert dynamic content
at the desired place, like the following,


if ($this->beginCache($id1)) {

    // ...content generation logic...

    echo $this->renderDynamic('return Yii::$app->user->identity->name;');

    // ...content generation logic...

    $this->endCache();
}



The [[yii\base\View::renderDynamic()|renderDynamic()]] method takes a piece of PHP code as its parameter.
The return value of the PHP code is treated as the dynamic content. The same PHP code will be executed
for every request, no matter the enclosing fragment is being served from cached or not.
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ArrayHelper


В добавок к богатому набору функций [http://php.net/manual/en/book.array.php]  для работы с массивами, которые есть в самом PHP, Yii Array helper предоставляет свои статические функции, которые могут быть вам полезны.



Получение одной переменной


Извлечение значений из массива, объекта или структуры состоящей из них обоих с помощью стандартных средств PHP является довольно скучным занятием. Сперва вам нужно проверить есть ли соответствующий ключ, с помощью isset , и, если есть  получить, если нет – подставить значение по-умолчанию


class User
{
    public $name = 'Alex';
}

$array = [
    'foo' => [
        'bar' => new User(),
    ]
];

$value = isset($array['foo']['bar']->name) ? $array['foo']['bar']->name : null;



Yii предлагает очень удобный метод для таких случаев:


$value = ArrayHelper::getValue($array, 'foo.bar.name');



Первый аргумент – массив или объект из которого мы извлекаем значение. Второй аргумент определяет как будут извлекаться данные и может выглядеть как один из таких вариантов:



		Имя ключа массива или свойства объекта, значение которого нужно вернуть


		Путь к нужному значению значению разделенный точками, как в примере выше.


		Callback-функция возвращающая значение





Callback-функция должна выглядеть примерно так:


$fullName = ArrayHelper::getValue($user, function ($user, $defaultValue) {
    return $user->firstName . ' ' . $user->lastName;
});



Третий необязательный аргумент определяет значение по-умолчанию, если не установлен – равен null . Используется так:


$username = ArrayHelper::getValue($comment, 'user.username', 'Unknown');



В случае если вы хотите получить значение и тут же удалить его из массива, вы можете использовать метод  remove


$array = ['type' => 'A', 'options' => [1, 2]];
$type = ArrayHelper::remove($array, 'type');



После выполнения этого кода переменная $array будет содержать  ['options' => [1, 2]] , а в переменной $type  будет значение  А . В отличие от метода  getValue, метод remove поддерживает только простое имя ключа.





Проверка наличия ключа


ArrayHelper::keyExists работает так же как и стандартный array_key_exists [http://php.net/manual/en/function.array-key-exists.php]. Разница лишь в том, что вы можете установить третий аргумент в false. Тогда проверка ключа будет проводиться без учета регистра


$data1 = [
    'userName' => 'Alex',
];

$data2 = [
    'username' => 'Carsten',
];

if (!ArrayHelper::keyExists('username', $data1, false) || !ArrayHelper::keyExists('username', $data2, false)) {
    echo "Please provide username.";
}






Извлечение колонки


Часто нужно извлечь колонку значений из многомерного массива или объекта..


$data = [
    ['id' => '123', 'data' => 'abc'],
    ['id' => '345', 'data' => 'def'],
];
$ids = ArrayHelper::getColumn($array, 'id');



Результатом будет ['123', '345'].


Если нужны какие-то дополнительные трансформации или способ получения значения специфический, вторым аргументом может быть анонимная функция:


$result = ArrayHelper::getColumn($array, function ($element) {
    return $element['id'];
});






Индексирование массива по определенному ключу


Чтобы проиндексировать массив в соответствии с определенным ключом, используется метод index . Входящий массив должен быть многомерным или массивом объектов. Ключом может быть имя ключа вложенного массива, имя свойства объекта или анонимная функция, которая будет возвращать значение ключа по переданному массиву.


Если значение ключа равно null, то соответствующий элемент массива будет опущен и не попадет в результат.


$array = [
    ['id' => '123', 'data' => 'abc'],
    ['id' => '345', 'data' => 'def'],
];
$result = ArrayHelper::index($array, 'id');
// the result is:
// [
//     '123' => ['id' => '123', 'data' => 'abc'],
//     '345' => ['id' => '345', 'data' => 'def'],
// ]

// using anonymous function
$result = ArrayHelper::index($array, function ($element) {
    return $element['id'];
});






Map array


Для получения map (пар ключ-значение) из многомерного массива или из массива объектов вы можете использовать метод map.


Параметры $from и $to определяют имена ключей или свойств, которые будут использованы в map. Так же, третьим необязательным параметром вы можете задать правила группировки.


$array = [
    ['id' => '123', 'name' => 'aaa', 'class' => 'x'],
    ['id' => '124', 'name' => 'bbb', 'class' => 'x'],
    ['id' => '345', 'name' => 'ccc', 'class' => 'y'],
);

$result = ArrayHelper::map($array, 'id', 'name');
// the result is:
// [
//     '123' => 'aaa',
//     '124' => 'bbb',
//     '345' => 'ccc',
// ]

$result = ArrayHelper::map($array, 'id', 'name', 'class');
// the result is:
// [
//     'x' => [
//         '123' => 'aaa',
//         '124' => 'bbb',
//     ],
//     'y' => [
//         '345' => 'ccc',
//     ],
// ]






Сортировка массива


Метод multisort помогает сортировать массивы объектов или вложенные массивы по одному или нескольким ключам. Например:


$data = [
    ['age' => 30, 'name' => 'Alexander'],
    ['age' => 30, 'name' => 'Brian'],
    ['age' => 19, 'name' => 'Barney'],
];
ArrayHelper::multisort($data, ['age', 'name'], [SORT_ASC, SORT_DESC]);



После сортировки мы получим:


[
    ['age' => 19, 'name' => 'Barney'],
    ['age' => 30, 'name' => 'Brian'],
    ['age' => 30, 'name' => 'Alexander'],
];



Второй аргумент, определяющий ключи для сортировки может быть строкой, если это один ключ, массивом, если используются несколько ключей или анонимной функцией, как в примере ниже:


ArrayHelper::multisort($data, function($item) {
    return isset($item['age']) ? ['age', 'name'] : 'name';
});



Третий аргумент определяет способ сортировки – от большего к меньшему или от меньшего к большему. В случае, если мы сортируем по одному ключу, передаем  SORT_ASC  или  SORT_DESC. Если сортировка осуществляется по нескольким ключам, вы можете назначить направление сортировки для каждого из них с помощью массива.


Последний аргумент – это флаг, который используется в стандартной функции PHP sort(). Посмотреть его возможные значения можно тут [http://php.net/manual/en/function.sort.php].





Определение типа массива


Удобный способ для определения, является массив индексным или ассоциативным. Вот пример:


// no keys specified
$indexed = ['Qiang', 'Paul'];
echo ArrayHelper::isIndexed($indexed);

// all keys are strings
$associative = ['framework' => 'Yii', 'version' => '2.0'];
echo ArrayHelper::isAssociative($associative);






HTML-encoding и HTML-decoding значений


Для того, чтобы закодировать или раскодировать специальные символы в массиве строк в HTML-сущности, вы можете пользоваться методами ниже:


$encoded = ArrayHelper::htmlEncode($data);
$decoded = ArrayHelper::htmlDecode($data);



По умолчанию кодируются только значения. Если установит второй параметр в false, вы можете так же кодировать и ключи массива. Кодирование использует кодировку приложения, которая может быть изменена с помощью третьего аргумента.





Слияние массивов


Слияние двух или больше массивов в один рекурсивно.
Если каждый массив имеет одинаковый ключ, последний будет перезаписывать предыдущий ( в отличие от функции array_merge_recursive).
Рекурсивное слияние проводится когда все массивы имеют элемент одного и того же типа с одним и тем же ключом. Для элементов, ключом которого является значение типа integer, элементы из последнего будут добавлены к предыдущим массивам. Вы можете добавлять дополнительные массивы для слияние третьи, четвертым, пятым (и так далее) параметром.


ArrayHelper::merge($a, $b);






Получение массива из объекта


Часто нужно конвертировать объект в массив. Наиболее распространенный случай – конвертация модели Active Record в массив.


$posts = Post::find()->limit(10)->all();
$data = ArrayHelper::toArray($post, [
    'app\models\Post' => [
        'id',
        'title',
        // the key name in array result => property name
        'createTime' => 'created_at',
        // the key name in array result => anonymous function
        'length' => function ($post) {
            return strlen($post->content);
        },
    ],
]);



Первый аргумент содержит данные, которые вы хотите конвертировать. В нашем случае это Active Record модель Post.


Второй аргумент служит для управления процессом конвертации и может быть трех видов:



		просто имя поля


		пара ключ-значение, где ключ определяет ключ в результирующем массиве, а значение – название поля в модели, откуда берется значение.


		пара ключ-значение, где в качестве значения передается callback-функция, которая возвращает значение.





Результат конвертации будет таким:


[
    'id' => 123,
    'title' => 'test',
    'createTime' => '2013-01-01 12:00AM',
    'length' => 301,
]



Вы можете определить способ конвертации из объекта в массив по-умолчанию реализовав интерфейс yii\base\Arrayable в этом классе








          

      

      

    


    
        © 版权所有 .
      由 Sphinx 1.3.1 创建。
    

  

guide/structure-extensions.html


    
      导航


      
        		
          索引


        		YII2 stable 文档 »

 
      


    


    
      
          
            
  
Extensions


Extensions are redistributable software packages specifically designed to be used in Yii applications and provide
ready-to-use features. For example, the yiisoft/yii2-debug extension adds a handy debug toolbar
at the bottom of every page in your application to help you more easily grasp how the pages are generated. You can
use extensions to accelerate your development process. You can also package your code as extensions to share with
other people your great work.



Info: We use the term “extension” to refer to Yii-specific software packages. For general purpose software packages
that can be used without Yii, we will refer to them using the term “package” or “library”.




Using Extensions 


To use an extension, you need to install it first. Most extensions are distributed as Composer [https://getcomposer.org/]
packages which can be installed by taking the following two simple steps:



		modify the composer.json file of your application and specify which extensions (Composer packages) you want to install.


		run composer install to install the specified extensions.





Note that you may need to install Composer [https://getcomposer.org/] if you do not have it.


By default, Composer installs packages registered on Packagist [https://packagist.org/] - the biggest repository
for open source Composer packages. You can look for extensions on Packagist. You may also
create your own repository [https://getcomposer.org/doc/05-repositories.md#repository] and configure Composer
to use it. This is useful if you are developing private extensions that you want to share within your projects only.


Extensions installed by Composer are stored in the BasePath/vendor directory, where BasePath refers to the
application’s base path.  Because Composer is a dependency manager, when
it installs a package, it will also install all its dependent packages.


For example, to install the yiisoft/yii2-imagine extension, modify your composer.json like the following:


{
    // ...

    "require": {
        // ... other dependencies

        "yiisoft/yii2-imagine": "*"
    }
}



After the installation, you should see the directory yiisoft/yii2-imagine under BasePath/vendor. You should
also see another directory imagine/imagine which contains the installed dependent package.



Info: The yiisoft/yii2-imagine is a core extension developed and maintained by the Yii developer team. All
core extensions are hosted on Packagist [https://packagist.org/] and named like yiisoft/yii2-xyz, where xyz
varies for different extensions.



Now you can use the installed extensions like they are part of your application. The following example shows
how you can use the yii\imagine\Image class provided by the yiisoft/yii2-imagine extension:


use Yii;
use yii\imagine\Image;

// generate a thumbnail image
Image::thumbnail('@webroot/img/test-image.jpg', 120, 120)
    ->save(Yii::getAlias('@runtime/thumb-test-image.jpg'), ['quality' => 50]);




Info: Extension classes are autoloaded by the Yii class autoloader.




Installing Extensions Manually 


In some rare occasions, you may want to install some or all extensions manually, rather than relying on Composer.
To do so, you should:



		download the extension archive files and unpack them in the vendor directory.


		install the class autoloaders provided by the extensions, if any.


		download and install all dependent extensions as instructed.





If an extension does not have a class autoloader but follows the PSR-4 standard [http://www.php-fig.org/psr/psr-4/],
you may use the class autoloader provided by Yii to autoload the extension classes. All you need to do is just to
declare a root alias for the extension root directory. For example,
assuming you have installed an extension in the directory vendor/mycompany/myext, and the extension classes
are under the myext namespace, then you can include the following code in your application configuration:


[
    'aliases' => [
        '@myext' => '@vendor/mycompany/myext',
    ],
]








Creating Extensions 


You may consider creating an extension when you feel the need to share with other people your great code.
An extension can contain any code you like, such as a helper class, a widget, a module, etc.


It is recommended that you create an extension in terms of a Composer package [https://getcomposer.org/] so that
it can be more easily installed and used by other users, as described in the last subsection.


Below are the basic steps you may follow to create an extension as a Composer package.



		Create a project for your extension and host it on a VCS repository, such as github.com [https://github.com].
The development and maintenance work for the extension should be done on this repository.


		Under the root directory of the project, create a file named composer.json as required by Composer. Please
refer to the next subsection for more details.


		Register your extension with a Composer repository, such as Packagist [https://packagist.org/], so that
other users can find and install your extension using Composer.






composer.json 


Each Composer package must have a composer.json file in its root directory. The file contains the metadata about
the package. You may find complete specification about this file in the Composer Manual [https://getcomposer.org/doc/01-basic-usage.md#composer-json-project-setup].
The following example shows the composer.json file for the yiisoft/yii2-imagine extension:


{
    // package name
    "name": "yiisoft/yii2-imagine",

    // package type
    "type": "yii2-extension",

    "description": "The Imagine integration for the Yii framework",
    "keywords": ["yii2", "imagine", "image", "helper"],
    "license": "BSD-3-Clause",
    "support": {
        "issues": "https://github.com/yiisoft/yii2/issues?labels=ext%3Aimagine",
        "forum": "http://www.yiiframework.com/forum/",
        "wiki": "http://www.yiiframework.com/wiki/",
        "irc": "irc://irc.freenode.net/yii",
        "source": "https://github.com/yiisoft/yii2"
    },
    "authors": [
        {
            "name": "Antonio Ramirez",
            "email": "amigo.cobos@gmail.com"
        }
    ],

    // package dependencies
    "require": {
        "yiisoft/yii2": "*",
        "imagine/imagine": "v0.5.0"
    },

    // class autoloading specs
    "autoload": {
        "psr-4": {
            "yii\\imagine\\": ""
        }
    }
}




Package Name 


Each Composer package should have a package name which uniquely identifies the package among all others.
The format of package names is vendorName/projectName. For example, in the package name yiisoft/yii2-imagine,
the vendor name and the project name are yiisoft and yii2-imagine, respectively.


Do NOT use yiisoft as your vendor name as it is reserved for use by the Yii core code.


We recommend you prefix yii2- to the project name for packages representing Yii 2 extensions, for example,
myname/yii2-mywidget. This will allow users to more easily tell whether a package is a Yii 2 extension.





Package Type 


It is important that you specify the package type of your extension as yii2-extension so that the package can
be recognized as a Yii extension when being installed.


When a user runs composer install to install an extension, the file vendor/yiisoft/extensions.php
will be automatically updated to include the information about the new extension. From this file, Yii applications
can know which extensions are installed (the information can be accessed via [[yii\base\Application::extensions]]).





Dependencies 


Your extension depends on Yii (of course). So you should list it (yiisoft/yii2) in the require entry in composer.json.
If your extension also depends on other extensions or third-party libraries, you should list them as well.
Make sure you also list appropriate version constraints (e.g. 1.*, @stable) for each dependent package. Use stable
dependencies when your extension is released in a stable version.


Most JavaScript/CSS packages are managed using Bower [http://bower.io/] and/or NPM [https://www.npmjs.org/],
instead of Composer. Yii uses the Composer asset plugin [https://github.com/francoispluchino/composer-asset-plugin]
to enable managing these kinds of packages through Composer. If your extension depends on a Bower package, you can
simply list the dependency in composer.json like the following:


{
    // package dependencies
    "require": {
        "bower-asset/jquery": ">=1.11.*"
    }
}



The above code states that the extension depends on the jquery Bower package. In general, you can use
bower-asset/PackageName to refer to a Bower package in composer.json, and use npm-asset/PackageName
to refer to a NPM package. When Composer installs a Bower or NPM package, by default the package content will be
installed under the @vendor/bower/PackageName and @vendor/npm/Packages directories, respectively.
These two directories can also be referred to using the shorter aliases @bower/PackageName and @npm/PackageName.


For more details about asset management, please refer to the Assets section.





Class Autoloading 


In order for your classes to be autoloaded by the Yii class autoloader or the Composer class autoloader,
you should specify the autoload entry in the composer.json file, like shown below:


{
    // ....

    "autoload": {
        "psr-4": {
            "yii\\imagine\\": ""
        }
    }
}



You may list one or multiple root namespaces and their corresponding file paths.


When the extension is installed in an application, Yii will create for each listed root namespace
an alias that refers to the directory corresponding to the namespace.
For example, the above autoload declaration will correspond to an alias named @yii/imagine.







Recommended Practices 


Because extensions are meant to be used by other people, you often need to make an extra effort during development. Below
we introduce some common and recommended practices in creating high quality extensions.



Namespaces 


To avoid name collisions and make the classes in your extension autoloadable, you should use namespaces and
name the classes in your extension by following the PSR-4 standard [http://www.php-fig.org/psr/psr-4/] or
PSR-0 standard [http://www.php-fig.org/psr/psr-0/].


Your class namespaces should start with vendorName\extensionName, where extensionName is similar to the project name
in the package name except that it should not contain the yii2- prefix. For example, for the yiisoft/yii2-imagine
extension, we use yii\imagine as the namespace for its classes.


Do not use yii, yii2 or yiisoft as your vendor name. These names are reserved for use by the Yii core code.





Bootstrapping Classes 


Sometimes, you may want your extension to execute some code during the bootstrapping process
stage of an application. For example, your extension may want to respond to the application’s beginRequest event
to adjust some environment settings. While you can instruct users of the extension to explicitly attach your event
handler in the extension to the beginRequest event, a better way is to do this automatically.


To achieve this goal, you can create a so-called bootstrapping class by implementing [[yii\base\BootstrapInterface]].
For example,


namespace myname\mywidget;

use yii\base\BootstrapInterface;
use yii\base\Application;

class MyBootstrapClass implements BootstrapInterface
{
    public function bootstrap($app)
    {
        $app->on(Application::EVENT_BEFORE_REQUEST, function () {
             // do something here
        });
    }
}



You then list this class in the composer.json file of your extension like follows,


{
    // ...

    "extra": {
        "bootstrap": "myname\\mywidget\\MyBootstrapClass"
    }
}



When the extension is installed in an application, Yii will automatically instantiate the bootstrapping class
and call its [[yii\base\BootstrapInterface::bootstrap()|bootstrap()]] method during the bootstrapping process for
every request.





Working with Databases 


Your extension may need to access databases. Do not assume that the applications that use your extension will always
use Yii::$db as the DB connection. Instead, you should declare a db property for the classes that require DB access.
The property will allow users of your extension to customize which DB connection they would like your extension to use.
As an example, you may refer to the [[yii\caching\DbCache]] class and see how it declares and uses the db property.


If your extension needs to create specific DB tables or make changes to DB schema, you should



		provide migrations to manipulate DB schema, rather than using plain SQL files;


		try to make the migrations applicable to different DBMS;


		avoid using Active Record in the migrations.








Using Assets 


If your extension is a widget or a module, chances are that it may require some assets to work.
For example, a module may display some pages which contain images, JavaScript, and CSS. Because the files of an
extension are all under the same directory which is not Web accessible when installed in an application, you have
two choices to make the asset files directly accessible via Web:



		ask users of the extension to manually copy the asset files to a specific Web-accessible folder;


		declare an asset bundle and rely on the asset publishing mechanism to automatically
copy the files listed in the asset bundle to a Web-accessible folder.





We recommend you use the second approach so that your extension can be more easily used by other people.
Please refer to the Assets section for more details about how to work with assets in general.





Internationalization and Localization 


Your extension may be used by applications supporting different languages! Therefore, if your extension displays
content to end users, you should try to internationalize and localize it. In particular,



		If the extension displays messages intended for end users, the messages should be wrapped into Yii::t()
so that they can be translated. Messages meant for developers (such as internal exception messages) do not need
to be translated.


		If the extension displays numbers, dates, etc., they should be formatted using [[yii\i18n\Formatter]] with
appropriate formatting rules.





For more details, please refer to the Internationalization section.





Testing 


You want your extension to run flawlessly without bringing problems to other people. To reach this goal, you should
test your extension before releasing it to public.


It is recommended that you create various test cases to cover your extension code rather than relying on manual tests.
Each time before you release a new version of your extension, you may simply run these test cases to make sure
everything is in good shape. Yii provides testing support, which can help you to more easily write unit tests,
acceptance tests and functionality tests. For more details, please refer to the Testing section.





Versioning 


You should give each release of your extension a version number (e.g. 1.0.1). We recommend you follow the
semantic versioning [http://semver.org] practice when determining what version numbers should be used.





Releasing 


To let other people know about your extension, you need to release it to the public.


If it is the first time you are releasing an extension, you should register it on a Composer repository, such as
Packagist [https://packagist.org/]. After that, all you need to do is simply create a release tag (e.g. v1.0.1)
on the VCS repository of your extension and notify the Composer repository about the new release. People will
then be able to find the new release, and install or update the extension through the Composer repository.


In the releases of your extension, in addition to code files, you should also consider including the following to
help other people learn about and use your extension:



		A readme file in the package root directory: it describes what your extension does and how to install and use it.
We recommend you write it in Markdown [http://daringfireball.net/projects/markdown/] format and name the file
as readme.md.


		A changelog file in the package root directory: it lists what changes are made in each release. The file
may be written in Markdown format and named as changelog.md.


		An upgrade file in the package root directory: it gives the instructions on how to upgrade from older releases
of the extension. The file may be written in Markdown format and named as upgrade.md.


		Tutorials, demos, screenshots, etc.: these are needed if your extension provides many features that cannot be
fully covered in the readme file.


		API documentation: your code should be well documented to allow other people to more easily read and understand it.
You may refer to the Object class file [https://github.com/yiisoft/yii2/blob/master/framework/base/Object.php]
to learn how to document your code.






Info: Your code comments can be written in Markdown format. The yiisoft/yii2-apidoc extension provides a tool
for you to generate pretty API documentation based on your code comments.




Info: While not a requirement, we suggest your extension adhere to certain coding styles. You may refer to
the core framework code style [https://github.com/yiisoft/yii2/wiki/Core-framework-code-style].










Core Extensions 


Yii provides the following core extensions that are developed and maintained by the Yii developer team. They are all
registered on Packagist [https://packagist.org/] and can be easily installed as described in the
Using Extensions subsection.



		yiisoft/yii2-apidoc [https://github.com/yiisoft/yii2-apidoc]:
provides an extensible and high-performance API documentation generator. It is also used to generate the core
framework API documentation.


		yiisoft/yii2-authclient [https://github.com/yiisoft/yii2-authclient]:
provides a set of commonly used auth clients, such as Facebook OAuth2 client, GitHub OAuth2 client.


		yiisoft/yii2-bootstrap [https://github.com/yiisoft/yii2-bootstrap]:
provides a set of widgets that encapsulate the Bootstrap [http://getbootstrap.com/] components and plugins.


		yiisoft/yii2-codeception [https://github.com/yiisoft/yii2-codeception]:
provides testing support based on Codeception [http://codeception.com/].


		yiisoft/yii2-debug [https://github.com/yiisoft/yii2-debug]:
provides debugging support for Yii applications. When this extension is used, a debugger toolbar will appear
at the bottom of every page. The extension also provides a set of standalone pages to display more detailed
debug information.


		yiisoft/yii2-elasticsearch [https://github.com/yiisoft/yii2-elasticsearch]:
provides the support for using Elasticsearch [http://www.elasticsearch.org/]. It includes basic querying/search
support and also implements the Active Record pattern that allows you to store active records
in Elasticsearch.


		yiisoft/yii2-faker [https://github.com/yiisoft/yii2-faker]:
provides the support for using Faker [https://github.com/fzaninotto/Faker] to generate fake data for you.


		yiisoft/yii2-gii [https://github.com/yiisoft/yii2-gii]:
provides a Web-based code generator that is highly extensible and can be used to quickly generate models,
forms, modules, CRUD, etc.


		yiisoft/yii2-imagine [https://github.com/yiisoft/yii2-imagine]:
provides commonly used image manipulation functions based on Imagine [http://imagine.readthedocs.org/].


		yiisoft/yii2-jui [https://github.com/yiisoft/yii2-jui]:
provides a set of widgets that encapsulate the JQuery UI [http://jqueryui.com/] interactions and widgets.


		yiisoft/yii2-mongodb [https://github.com/yiisoft/yii2-mongodb]:
provides the support for using MongoDB [http://www.mongodb.org/]. It includes features such as basic query,
Active Record, migrations, caching, code generation, etc.


		yiisoft/yii2-redis [https://github.com/yiisoft/yii2-redis]:
provides the support for using redis [http://redis.io/]. It includes features such as basic query,
Active Record, caching, etc.


		yiisoft/yii2-smarty [https://github.com/yiisoft/yii2-smarty]:
provides a template engine based on Smarty [http://www.smarty.net/].


		yiisoft/yii2-sphinx [https://github.com/yiisoft/yii2-sphinx]:
provides the support for using Sphinx [http://sphinxsearch.com]. It includes features such as basic query,
Active Record, code generation, etc.


		yiisoft/yii2-swiftmailer [https://github.com/yiisoft/yii2-swiftmailer]:
provides email sending features based on swiftmailer [http://swiftmailer.org/].


		yiisoft/yii2-twig [https://github.com/yiisoft/yii2-twig]:
provides a template engine based on Twig [http://twig.sensiolabs.org/].
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Кэширование данных


Кэширование данных заключается в сохранении некоторой переменной PHP в кэше и последующее её извлечение. Оно является
основой для расширенных возможностей, таких как кэширование запросов
и кэширование страниц.


Приведённый ниже код является типичным случаем кэширования данных, где $cache указывает на компонент кэширования:


// Пробуем извлечь $data из кэша.
$data = $cache->get($key);

if ($data === false) {

    // $data нет в кэше, считаем с нуля.

    // Сохраняем значение $data в кэше. Данные можно получить в следующий раз.
    $cache->set($key, $data);
}

// Значение $data доступно здесь.




Компоненты кэширования 


Кэширование данных опирается на компоненты кэширования, которые представляют различные хранилища, такие как память,
файлы и базы данных.


Кэш-компоненты, как правило, зарегистрированы в качестве компонентов приложения, так
что их можно настраивать и обращаться к ним глобально. Следующий код показывает, как настроить компонент приложения cache
для использования Memcached [http://memcached.org/] с двумя серверами:


'components' => [
    'cache' => [
        'class' => 'yii\caching\MemCache',
        'servers' => [
            [
                'host' => 'server1',
                'port' => 11211,
                'weight' => 100,
            ],
            [
                'host' => 'server2',
                'port' => 11211,
                'weight' => 50,
            ],
        ],
    ],
],



Вы можете получить доступ к компоненту кэша, используя выражение Yii::$app->cache.


Поскольку все компоненты кэша поддерживают единый API-интерфейс, вы можете менять основной компонент кэша на другой
через конфигурацию приложения. Код, использующий кэш, при этом не меняется. Например, конфигурацию выше для использования
[[yii\caching\ApcCache|APC cache]] можно изменить следующим образом:


'components' => [
    'cache' => [
        'class' => 'yii\caching\ApcCache',
    ],
],




Совет: Вы можете зарегистрировать несколько кэш-компонентов приложения. Компонент с именем cache используется
по умолчанию многими классами (например, [[yii\web\UrlManager]]).




Поддерживаемые хранилища 


Yii поддерживает множество хранилищ кэша:



		[[yii\caching\ApcCache]]: использует расширение PHP APC [http://php.net/manual/en/book.apc.php]. Эта опция считается
самой быстрой при работе с кэшем в «толстом» централизованном приложении (т.е. один сервер, без выделенного
балансировщика нагрузки и т.д.).


		[[yii\caching\DbCache]]: использует таблицу базы данных для хранения кэшированных данных. Чтобы использовать этот кэш,
вы должны создать таблицу, как описано в [[yii\caching\DbCache::cacheTable]].


		[[yii\caching\DummyCache]]: является кэшем-пустышкой, не реализующим реального кэширования. Смысл этого компонента в
упрощении кода, который должен проверить наличие кэша. Вы можете использовать данный тип кэша, например, при разработке
или если сервер не поддерживает кэш и переключиться на реальное кэширование позже. Для извлечения данных, в этом случае,
используется один и тот же код Yii::$app->cache->get($key). При этом можно не беспокоиться, что Yii::$app->cache
может быть null.


		[[yii\caching\FileCache]]: использует обычные файлы для хранения кэшированных данных. Замечательно подходит для
кэширования больших кусков данных, таких как содержимое страницы.


		[[yii\caching\MemCache]]: использует расширения PHP memcache [http://php.net/manual/en/book.memcache.php]
и memcached [http://php.net/manual/en/book.memcached.php]. Этот вариант может рассматриваться как самый быстрый при
работе в распределенных приложениях (например, с несколькими серверами, балансировкой нагрузки и так далее).


		[[yii\redis\Cache]]: реализует компонент кэша на основе Redis [http://redis.io/], хранилища ключ-значение (требуется
Redis версии 2.6.12 или выше).


		[[yii\caching\WinCache]]: использует расширение PHP WinCache [http://iis.net/downloads/microsoft/wincache-extension]
(смотрите также [http://php.net/manual/en/book.wincache.php]) .


		[[yii\caching\XCache]]: использует расширение PHP XCache [http://xcache.lighttpd.net/].


		Zend Data Cache [http://files.zend.com/help/Zend-Server-6/zend-server.htm#data_cache_component.htm].






Совет: Вы можете использовать разные способы хранения кэша в одном приложении. Общая стратегия заключается в использовании
памяти под хранение небольших часто используемых данных (например, статистические данные). Для больших и реже используемых
данных (например, содержимое страницы) лучше использовать файлы или базу данных.








Кэш API, [bookmark: cache-apis] 


У всех компонентов кэша один базовый класс [[yii\caching\Cache]] со следующими методами:



		[[yii\caching\Cache::get()|get()]]: возвращает данные по указанному ключу. Значение false
будет возвращено, если данные не найдены или устарели.


		[[yii\caching\Cache::set()|set()]]: сохраняет данные по ключу.


		[[yii\caching\Cache::add()|add()]]: сохраняет данные по ключу если такого ключа ещё нет.


		[[yii\caching\Cache::mget()|mget()]]: извлекает сразу несколько элементов данных из кэша по заданным ключам.


		[[yii\caching\Cache::mset()|mset()]]: сохраняет несколько элементов данных. Каждый элемент идентифицируется ключом.


		[[yii\caching\Cache::madd()|madd()]]: сохраняет несколько элементов данных. Каждый элемент идентифицируется ключом.
Если ключ уже существует, сохранение не происходит.


		[[yii\caching\Cache::exists()|exists()]]: есть ли указанный ключ в кэше.


		[[yii\caching\Cache::delete()|delete()]]: удаляет указанный ключ.


		[[yii\caching\Cache::flush()|flush()]]: удаляет все данные.






Примечание: Не кэшируйте непосредственно значение false, потому что [[yii\caching\Cache::get()|get()]] использует
false для случая, когда данные не найдены в кэше. Вы можете обернуть false в массив и закэшировать его, чтобы
избежать данной проблемы.



Некоторые кэш-хранилища, например, MemCache или APC, поддерживают получение нескольких значений в пакетном режиме,
что может сократить накладные расходы на получение данных. Данную возможность можно использовать при помощи
[[yii\caching\Cache::mget()|mget()]] и [[yii\caching\Cache::madd()|madd()]]. В случае, если хранилище не поддерживает
эту функцию, она будет имитироваться.


Так как [[yii\caching\Cache]] реализует ArrayAccess, компонент кэша можно испльзовать как массив:


$cache['var1'] = $value1;  // эквивалентно: $cache->set('var1', $value1);
$value2 = $cache['var2'];  // эквивалентно: $value2 = $cache->get('var2');




Ключи кэша 


Каждый элемент данных, хранящийся в кэше, идентифицируется ключом. Когда вы сохраняете элемент данных в кэше, необходимо
указать для него ключ. Позже, когда вы извлекаете элемент данных из кэша, вы должны предоставить соответствующий ключ.


Вы можете использовать строку или произвольное значение в качестве ключа кэша. Если ключ не строка, то он будет
автоматически сериализован в строку.


Обычно ключ задаётся массивом всех значимых частей. Например, для хранении информации о таблице в [[yii\db\Schema]]
для ключа используются следующие части:


[
    __CLASS__,              // Название класса схемы.
    $this->db->dsn,         // Данные для соединения с базой.
    $this->db->username,    // Логин для соединения с базой.
    $name,                  // Название таблицы.
];



Как вы можете видеть, ключ строится так, чтобы однозначно идентифицировать данные таблицы.


Если одно хранилище кэша используется несколькими приложениями, во избежание конфликтов стоит указать префикс ключа.
Сделать это можно путём настройки [[yii\caching\Cache::keyPrefix]]:


'components' => [
    'cache' => [
        'class' => 'yii\caching\ApcCache',
        'keyPrefix' => 'myapp', // уникальный префикс ключей кэша
    ],
],



Для обеспечения совместимости должны быть использованы только алфавитно-цифровые символы.





Срок действия кэша 


Элементы данных, хранимые в кэше, остаются там навсегда если только они не будут удалены из-за особенностей
функционирования хранилища (например, место для кэширования заполнено и старые данные удаляются). Чтобы изменить этот
режим, вы можете передать истечение срока действия ключа при вызове метода [[yii\caching\Cache::set()|set()]].
Параметр указывает, сколько секунд элемент кэша может считаться актуальным. Если срок годности ключа истёк,
[[yii\caching\Cache::get()|get()]] вернёт false:


// Хранить данные в кэше не более 45 секунд
$cache->set($key, $data, 45);

sleep(50);

$data = $cache->get($key);
if ($data === false) {
    // срок действия истек или ключ не найден в кэше
}






Зависимости кэша 


В добавок к изменеию срока действия ключа, элемент может быть признан недействительным из-за изменения зависимостей.
К примеру, [[yii\caching\FileDependency]] представляет собой зависимость от времени изменения файла. Когда это время
изменяется, и файл. Любые устаревшие данные, найденные в кэше должны быть признаны недействительным, а
[[yii\caching\Cache::get()|get()]] в этом случае должен вернуть false.


Зависимости кэша представлены в виде объектов потомков класса [[yii\caching\Dependency]]. Когда вы вызываете метод
[[yii\caching\Cache::set()|set()]], чтобы сохранить элемент данных в кэше, вы можете передать туда зависимость. Например:


// Создать зависимость от времени модификации файла example.txt.
$dependency = new \yii\caching\FileDependency(['fileName' => 'example.txt']);

// Данные устаревеют через 30 секунд.
// Данные могут устареть и раньше, если example.txt будет изменён.
$cache->set($key, $data, 30, $dependency);

// Кэш будет проверен, если данные устарели.
// Он также будет проверен, если указанная зависимость была изменена.
// Вернется false, если какое-либо из этих условий выполнено.
$data = $cache->get($key);



Ниже приведен список доступных зависимостей кэша:



		[[yii\caching\ChainedDependency]]: зависимость меняется, если любая зависимость в цепочке изменяется.


		[[yii\caching\DbDependency]]: зависимость меняется, если результат некоторого определенного SQL запроса изменён.


		[[yii\caching\ExpressionDependency]]: зависимость меняется, если результат определенного PHP выражения изменён.


		[[yii\caching\FileDependency]]: зависимость меняется, если изменилось время последней модификации файла.


		[[yii\caching\TagDependency]]: Связывает кэшированные данные элемента с одним или несколькими тегами. Вы можете
аннулировать кэширование данных элементов с заданным тегом(тегами) по вызову. [[yii\caching\TagDependency::invalidate()]].










Кэширование запросов 


Кэширование запросов - это специальная функция кэширования, построеная на основе кэширования данных.
Она предназначена для кэширования результатов запросов к базе данных.


Кэширование запросов требует [[yii\db\Connection|DB connection]] и приложения действительный cache. Простое использование
запросов кэширования происходит следующим образом, предпологая что $db это экземпляр [[yii\db\Connection]]:


$result = $db->cache(function ($db) {

    // Результат SQL запроса будет возвращен из кэша если
    // кэширование запросов включено и результат запроса присутствует в кэше
    return $db->createCommand('SELECT * FROM customer WHERE id=1')->queryOne();

});



Кэширование запросов может быть использованно как для DAO, так и для ActiveRecord.



Информация: Некоторые СУБД (например, MySQL [http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/query-cache.html]) поддерживают
кэширование запросов на стороне сервера БД. Вы можете использовать любой механизм кэширования запросов. Кэширование
запросов описанное выше, имеет преимущество, поскольку можно указать гибкие зависимости кэша и это более эффективно.




Конфигурации 


Кэширование запросов имеет три глобальных конфигурационных параметра через [[yii\db\Connection]]:



		[[yii\db\Connection::enableQueryCache|enableQueryCache]]: включить или выключить кэширование запросов.
По умолчанию true. Стоит отметить, что для использования кэширования вам может понадобиться компонент
cache, как показано в [[yii\db\Connection::queryCache|queryCache]].


		[[yii\db\Connection::queryCacheDuration|queryCacheDuration]]: количество секунд, в течение которых результат кэшируется.
Для бесконечного кэша используйте 0. Именно это значение выставляется [[yii\db\Connection::cache()]] если не указать
время явно.


		[[yii\db\Connection::queryCache|queryCache]]: ID компонента кэширования. По умолчанию 'cache'. Кэширования запросов
работает только если используется компонент приложения кэш.








Использование 


Вы можете использовать [[yii\db\Connection::cache()]], если у вас есть несколько SQL запросов, которые необходимо
закэшировать:


$duration = 60;     // кэширование результата на 60 секунд
$dependency = ...;  // параметры зависимости

$result = $db->cache(function ($db) {

    // ... выполнять SQL запросы здесь ...

    return $result;

}, $duration, $dependency);



Любые SQL запросы в анонимной функции будут кэшироваться в течении указанного промежутка времени с заданной зависимостью.
Если результат в кэше актуален, запрос будет пропущен и, вместо этого, из кэша будет возвращен результат. Если вы не
укажете '$duration', значение [[yii\db\Connection::queryCacheDuration|queryCacheDuration]] будет использоваться вместо него.


Иногда в пределах "cache()" вы можете отключить кэширование запроса. В этом случае вы можете использовать
[[yii\db\Connection::noCache()]].


$result = $db->cache(function ($db) {

    // SQL запросы, которые используют кэширование

    $db->noCache(function ($db) {

        // SQL запросы, которые не используют кэширование

    });

    // ...

    return $result;
});



Если вы просто хотите использовать кэширование для одного запроса, вы можете вызвать [[yii\db\Command::cache()]] при
построении конманды. Например:


// использовать кэширование запросов и установить срок действия кэша на 60 секунд
$customer = $db->createCommand('SELECT * FROM customer WHERE id=1')->cache(60)->queryOne();



Вы также можете использовать [[yii\db\Command::noCache()]], чтобы отключить кэширование запросов для одной команды. Например:


$result = $db->cache(function ($db) {

    // Используется кэширование SQL запросов

    // не использовать кэширование запросов для этой команды
    $customer = $db->createCommand('SELECT * FROM customer WHERE id=1')->noCache()->queryOne();

    // ...

    return $result;
});






Ограничения 


Кэширование запросов не работает с результатами запросов, которые содержат обработчики ресурсов. Например, при использовании
типа столбца BLOB в некоторых СУБД, в качестве результата запроса будет выведен ресурс обработчик данных столбца.


Некоторые кэш хранилища имеют ограничение в размере данных. Например, Memcache ограничивает максимальный размер каждой
записи до 1 Мб. Таким образом, если результат запроса превышает этот предел, данные не будут закэшированны.
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Theming



Note: This section is under development.



A theme is a directory of view and layout files. Each file of the theme overrides corresponding file of an application
when rendered. A single application may use multiple themes and each may provide totally different experiences. At any
time only one theme can be active.



Note: Themes are usually not meant to be redistributed since views are too application specific. If you want to
redistribute a customized look and feel, consider CSS and JavaScript files in the form of asset bundles instead.




Configuring a theme


Theme configuration is specified via the view component of the application. In order to set up a theme to work with basic
application views, the following should be in your application config file:


'components' => [
    'view' => [
        'theme' => [
            'pathMap' => ['@app/views' => '@app/themes/basic'],
            'baseUrl' => '@web/themes/basic',
        ],
    ],
],



In the above, pathMap defines a map of original paths to themed paths while baseUrl defines the base URL for
resources referenced by theme files.


In our case pathMap is ['@app/views' => '@app/themes/basic']. That means that every view in @app/views will be
first searched under @app/themes/basic and if a view exists in the theme directory it will be used instead of the
original view.


For example, with a configuration above a themed version of a view file @app/views/site/index.php will be
@app/themes/basic/site/index.php. It basically replaces @app/views in @app/views/site/index.php with
@app/themes/basic.


In order to configure theme runtime you can use the following code before rendering a view. Typically it will be
placed in controller:


$this->getView()->theme = Yii::createObject([
    'class' => '\yii\base\Theme',
    'pathMap' => ['@app/views' => '@app/themes/basic'],
    'baseUrl' => '@web/themes/basic',
]);




Theming modules


In order to theme modules, pathMap may look like the following:


'components' => [
    'view' => [
        'theme' => [
            'pathMap' => [
                '@app/views' => '@app/themes/basic',
                '@app/modules' => '@app/themes/basic/modules', // <-- !!!
            ],
        ],
    ],
],



It will allow you to theme @app/modules/blog/views/comment/index.php with @app/themes/basic/modules/blog/views/comment/index.php.





Theming widgets


In order to theme a widget view located at @app/widgets/currency/views/index.php, you need the following configuration for
the view component theme:


'components' => [
    'view' => [
        'theme' => [
            'pathMap' => ['@app/widgets' => '@app/themes/basic/widgets'],
        ],
    ],
],



With the configuration above you can create a themed version of the @app/widgets/currency/index.php view in
@app/themes/basic/widgets/currency/index.php.







Using multiple paths


It is possible to map a single path to multiple theme paths. For example,


'pathMap' => [
    '@app/views' => [
        '@app/themes/christmas',
        '@app/themes/basic',
    ],
]



In this case, first the view will be searched for in @app/themes/christmas/site/index.php then if it’s not found it will check
@app/themes/basic/site/index.php. If there’s no view there as well, then the application view will be used.


This ability is especially useful if you want to temporarily or conditionally override some views.
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Service Locator


Service Locator является объектом, предоставляющим всевозможные сервисы (или компоненты), которые могут понадобиться
приложению. В Service Locator, каждый компонент представлен единственным экземпляром, имеющим уникальный ID.
Уникальный идентификатор (ID) может быть использован для получения компонента из Service Locator.


В Yii Service Locator является экземпляром класса [[yii\di\ServiceLocator]] или его дочернего класса.


Наиболее часто используемый Service Locator в Yii — это объект приложения, который можно получить через \Yii::$app.
Предоставляемые им службы, такие, как компоненты request, response, urlManager, называют компонентами приложения.
Благодаря Service Locator вы легко можете настроить эти компоненты или даже заменить их собственными реализациями.


Помимо объекта приложения, объект каждого модуля также является Service Locator.


При использовании Service Locator первым шагом является регистрация компонентов. Компонент может быть зарегистрирован
с помощью метода [[yii\di\ServiceLocator::set()]]. Следующий код демонстрирует различные способы регистрации компонентов:


use yii\di\ServiceLocator;
use yii\caching\FileCache;

$locator = new ServiceLocator;

// регистрирует "cache", используя имя класса, которое может быть использовано для создания компонента.
$locator->set('cache', 'yii\caching\ApcCache');

// регистрирует "db", используя конфигурационный массив, который может быть использован для создания компонента.
$locator->set('db', [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
]);

// регистрирует "search", используя анонимную функцию, которая создаёт компонент
$locator->set('search', function () {
    return new app\components\SolrService;
});

// регистрирует "pageCache", используя компонент
$locator->set('pageCache', new FileCache);



После того, как компонент зарегистрирован, вы можете обращаться к нему по его ID одним из двух следующих способов:


$cache = $locator->get('cache');
// или
$cache = $locator->cache;



Как видно выше, [[yii\di\ServiceLocator]] позволяет обратиться к компоненту как к свойству используя его ID.
При первом обращении к компоненту, [[yii\di\ServiceLocator]] создаст новый экземпляр компонента на основе регистрационной
информации и вернёт его. При повторном обращении к компоненту Service Locator вернёт тот же экземпляр.


Чтобы проверить, был ли идентификатор компонента уже зарегистрирован, можно использовать [[yii\di\ServiceLocator::has()]].
Если вы вызовете [[yii\di\ServiceLocator::get()]] с несуществующим ID, будет выброшено исключение.


Поскольку Service Locator часто используется с конфигурациями, в нём имеется доступное
для записи свойство [[yii\di\ServiceLocator::setComponents()|components]]. Это позволяет настроить и зарегистрировать
сразу несколько компонентов. Следующий код демонстрирует конфигурационный массив, который может использоваться одновременно
для настройки приложения и регистрации компонентов  “db”, “cache” и “search”:


return [
    // ...
    'components' => [
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=demo',
            'username' => 'root',
            'password' => '',
        ],
        'cache' => 'yii\caching\ApcCache',
        'search' => function () {
            return new app\components\SolrService;
        },
    ],
];
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Routing


With resource and controller classes ready, you can access the resources using the URL like
http://localhost/index.php?r=user/create, similar to what you can do with normal Web applications.


In practice, you usually want to enable pretty URLs and take advantage of HTTP verbs.
For example, a request POST /users would mean accessing the user/create action.
This can be done easily by configuring the urlManager application component in the application
configuration like the following:


'urlManager' => [
    'enablePrettyUrl' => true,
    'enableStrictParsing' => true,
    'showScriptName' => false,
    'rules' => [
        ['class' => 'yii\rest\UrlRule', 'controller' => 'user'],
    ],
]



Compared to the URL management for Web applications, the main new thing above is the use of
[[yii\rest\UrlRule]] for routing RESTful API requests. This special URL rule class will
create a whole set of child URL rules to support routing and URL creation for the specified controller(s).
For example, the above code is roughly equivalent to the following rules:


[
    'PUT,PATCH users/<id>' => 'user/update',
    'DELETE users/<id>' => 'user/delete',
    'GET,HEAD users/<id>' => 'user/view',
    'POST users' => 'user/create',
    'GET,HEAD users' => 'user/index',
    'users/<id>' => 'user/options',
    'users' => 'user/options',
]



And the following API endpoints are supported by this rule:



		GET /users: list all users page by page;


		HEAD /users: show the overview information of user listing;


		POST /users: create a new user;


		GET /users/123: return the details of the user 123;


		HEAD /users/123: show the overview information of user 123;


		PATCH /users/123 and PUT /users/123: update the user 123;


		DELETE /users/123: delete the user 123;


		OPTIONS /users: show the supported verbs regarding endpoint /users;


		OPTIONS /users/123: show the supported verbs regarding endpoint /users/123.





You may configure the only and except options to explicitly list which actions to support or which
actions should be disabled, respectively. For example,


[
    'class' => 'yii\rest\UrlRule',
    'controller' => 'user',
    'except' => ['delete', 'create', 'update'],
],



You may also configure patterns or extraPatterns to redefine existing patterns or add new patterns supported by this rule.
For example, to support a new action search by the endpoint GET /users/search, configure the extraPatterns option as follows,


[
    'class' => 'yii\rest\UrlRule',
    'controller' => 'user',
    'extraPatterns' => [
        'GET search' => 'search',
    ],
]



You may have noticed that the controller ID user appears in plural form as users in the endpoint URLs.
This is because [[yii\rest\UrlRule]] automatically pluralizes controller IDs when creating child URL rules.
You may disable this behavior by setting [[yii\rest\UrlRule::pluralize]] to be false.



Info: The pluralization of controller IDs is done by [[yii\helpers\Inflector::pluralize()]]. The method respects
special pluralization rules. For example, the word box will be pluralized as boxes instead of boxs.



In case when the automatic pluralization does not meet your requirement, you may also configure the
[[yii\rest\UrlRule::controller]] property to explicitly specify how to map a name used in endpoint URLs to
a controller ID. For example, the following code maps the name u to the controller ID user.


[
    'class' => 'yii\rest\UrlRule',
    'controller' => ['u' => 'user'],
]
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Поведения


Поведения (behaviors) — это экземпляры класса [[yii\base\Behavior]] или класса, унаследованного от него. Поведения,
также известные как примеси [http://ru.wikipedia.org/wiki/Примесь_(программирование)], позволяют расширять
функциональность существующих [[yii\base\Component|компонентов]] без необходимости изменения дерева наследования.
После прикрепления поведения к компоненту, его методы и свойства “внедряются” в компонент, и становятся доступными
так же, как если бы они были объявлены в самом классе компонента. Кроме того, поведение может реагировать на
события, создаваемые компонентом, что позволяет тонко настраивать или модифицировать
обычное выполнение кода компонента.



Создание поведений 


Поведения создаются путем расширения базового класса [[yii\base\Behavior]] или его наследников. Например,


namespace app\components;

use yii\base\Behavior;

class MyBehavior extends Behavior
{
    public $prop1;

    private $_prop2;

    public function getProp2()
    {
        return $this->_prop2;
    }

    public function setProp2($value)
    {
        $this->_prop2 = $value;
    }

    public function foo()
    {
        // ...
    }
}



В приведенном выше примере, объявлен класс поведения app\components\MyBehavior содержащий 2 свойства
prop1 и prop2, и один метод foo(). Обратите внимание, свойство prop2 объявлено с использованием геттера
getProp2() и сеттера setProp2(). Это возможно, так как [[yii\base\Behavior]] является дочерним классом для
[[yii\base\Object]], который предоставляет возможность определения свойств через геттеры и сеттеры.


Так как этот класс является поведением, когда он прикреплён к компоненту, компоненту будут также доступны свойства prop1
и prop2, а также метод foo().



Подсказка: Внутри поведения возможно обращаться к компоненту, к которому оно прикреплено, используя свойство
[[yii\base\Behavior::owner]].






Обработка событий компонента


Если поведению требуется реагировать на события компонента, к которому оно прикреплено, то необходимо переопределить
метод [[yii\base\Behavior::events()]]. Например,


namespace app\components;

use yii\db\ActiveRecord;
use yii\base\Behavior;

class MyBehavior extends Behavior
{
    // ...

    public function events()
    {
        return [
            ActiveRecord::EVENT_BEFORE_VALIDATE => 'beforeValidate',
        ];
    }

    public function beforeValidate($event)
    {
        // ...
    }
}



Метод [[yii\base\Behavior::events()|events()]] должен возвращать список событий и соответствующих им обработчиков.
В приведенном выше примере, объявлено событие [[yii\db\ActiveRecord::EVENT_BEFORE_VALIDATE|EVENT_BEFORE_VALIDATE]]
и его обработчик beforeValidate(). Указать обработчик события, можно одним из следующих способов:



		строка с именем метода текущего поведения, как в примере выше;


		массив, содержащий объект или имя класса, и имя метода, например, [$object, 'methodName'];


		анонимная функция.





Функция обработчика события должна выглядеть как показано ниже, где $event содержит параметр
события. Более детальная информация приведена в разделе События.


function ($event) {
}






Прикрепление поведений 


Прикрепить поведение к [[yii\base\Component|компоненту]] можно как статически, так и динамически. На практике
чаще используется статическое прикрепление.


Для того чтобы прикрепить поведение статически, необходимо переопределить метод [[yii\base\Component::behaviors()|behaviors()]]
компонента, к которому его планируется прикрепить. Метод [[yii\base\Component::behaviors()|behaviors()]] должен возвращать
список конфигураций поведений.  Конфигурация поведения представляет собой имя класса поведения,
либо массив его настроек:


namespace app\models;

use yii\db\ActiveRecord;
use app\components\MyBehavior;

class User extends ActiveRecord
{
    public function behaviors()
    {
        return [
            // анонимное поведение, прикрепленное по имени класса
            MyBehavior::className(),

            // именованное поведение, прикрепленное по имени класса
            'myBehavior2' => MyBehavior::className(),

            // анонимное поведение, сконфигурированное с использованием массива
            [
                'class' => MyBehavior::className(),
                'prop1' => 'value1',
                'prop2' => 'value2',
            ],

            // именованное поведение, сконфигурированное с использованием массива
            'myBehavior4' => [
                'class' => MyBehavior::className(),
                'prop1' => 'value1',
                'prop2' => 'value2',
            ]
        ];
    }
}



Вы можете связать имя с поведением, указав его в качестве ключа элемента массива, соответствующего конфигурации
поведения. В таком случае, поведение называется именованным. В примере выше,
два именованных поведения: myBehavior2 и myBehavior4. Если с поведением не связано имя, такое поведение называется
анонимным.


Для того, чтобы прикрепить поведение динамически, необходимо вызвать метод [[yii\base\Component::attachBehavior()]]
требуемого компонента:


use app\components\MyBehavior;

// прикрепляем объект поведения
$component->attachBehavior('myBehavior1', new MyBehavior);

// прикрепляем по имени класса поведения
$component->attachBehavior('myBehavior2', MyBehavior::className());

// прикрепляем используя массив конфигураций
$component->attachBehavior('myBehavior3', [
    'class' => MyBehavior::className(),
    'prop1' => 'value1',
    'prop2' => 'value2',
]);



Использование метода [[yii\base\Component::attachBehaviors()]] позволяет прикрепить несколько поведение за раз.
Например,


$component->attachBehaviors([
    'myBehavior1' => new MyBehavior,  // именованное поведение
    MyBehavior::className(),          // анонимное поведение
]);



Так же, прикрепить поведение к компоненту можно через конфигурацию, как показано ниже:


[
    'as myBehavior2' => MyBehavior::className(),

    'as myBehavior3' => [
        'class' => MyBehavior::className(),
        'prop1' => 'value1',
        'prop2' => 'value2',
    ],
]



Более детальная информация приведена в разделе Конфигурации.





Использование поведений 


Для использования поведения, его необходимо прикрепить к [[yii\base\Component|компоненту]] как описано выше. После того,
как поведение прикреплено к компоненту, его использование не вызывает сложностей.


Вы можете обращаться к публичным переменным или свойствам, объявленным с использованием
геттеров и сеттеров в поведении, через компонент, к которому оно прикреплено:


// публичное свойство "prop1" объявленное в классе поведения
echo $component->prop1;
$component->prop1 = $value;



Аналогично, вы можете вызывать публичные методы поведения,


// публичный метод bar() объявленный в классе поведения
$component->bar();



Обратите внимание, хотя $component не имеет свойства prop1 и метода foo(), они могут быть использованы,
как будто являются членами этого класса.


В случае, когда два поведения, имеющие свойства или методы с одинаковыми именами, прикреплены к одному компоненту,
преимущество будет у поведения, прикрепленного раньше.


Если при прикреплении поведения к компоненту указано имя, можно обращаться к поведению по этому имени, как показано ниже:


$behavior = $component->getBehavior('myBehavior');



Также можно получить все поведения, прикрепленные к компоненту:


$behaviors = $component->getBehaviors();






Отвязывание поведений


Чтобы отвязать поведение от компонента, необходимо вызвать метод [[yii\base\Component::detachBehavior()]], указав имя,
связанное с поведением:


$component->detachBehavior('myBehavior1');



Так же, возможно отвязать все поведения:


$component->detachBehaviors();






Использование поведения TimestampBehavior 


В заключении, давайте посмотрим на [[yii\behaviors\TimestampBehavior]] — поведение, которое позволяет автоматически
обновлять атрибуты с метками времени при сохранении [[yii\db\ActiveRecord|Active Record]] моделей.


Для начала, необходимо прикрепить поведение к классу [[yii\db\ActiveRecord|Active Record]], в котором это необходимо:


namespace app\models\User;

use yii\db\ActiveRecord;
use yii\behaviors\TimestampBehavior;

class User extends ActiveRecord
{
    // ...

    public function behaviors()
    {
        return [
            [
                'class' => TimestampBehavior::className(),
                'attributes' => [
                    ActiveRecord::EVENT_BEFORE_INSERT => ['created_at', 'updated_at'],
                    ActiveRecord::EVENT_BEFORE_UPDATE => ['updated_at'],
                ],
            ],
        ];
    }
}



Конфигурация выше описывает следующее:



		при вставке новой записи поведение должно присвоить текущую метку времени атрибутам  created_at и updated_at;


		при обновлении существующей записи поведение должно присвоить текущую метку времени атрибуту updated_at.





Теперь, если сохранить объект User, то в его атрибуты created_at и updated_at будут автоматически установлены
значения метки времени на момент сохранения записи:


$user = new User;
$user->email = 'test@example.com';
$user->save();
echo $user->created_at;  // выведет метку времени на момент сохранения записи



Поведение [[yii\behaviors\TimestampBehavior|TimestampBehavior]] так же содержит полезный метод
[[yii\behaviors\TimestampBehavior::touch()|touch()]], который устанавливает текущую метку времени указанному атрибуту
и сохраняет его в базу данных:


$user->touch('login_time');






Сравнение с трейтами 


Несмотря на то, что поведения схожи с трейтами [http://ru2.php.net/manual/ru/language.oop5.traits.php] тем, что
“внедряют” свои свойства и методы в основной класс, они имеют множество отличий. Они оба имеют свои плюсы и минусы,
и, скорее, дополняют друг друга, а не заменяют.



Плюсы поведений 


Поведения, как и любые другие классы, поддерживают наследование. Трейты же можно рассматривать как копипейст
на уровне языка. Они наследование не поддерживают.


Поведения могут быть прикреплены и отвязаны от компонента динамически, без необходимости модифицирования класса
компонента. Для использование трейтов необходимо модифицировать класс.


Поведения, в отличие от трейтов, можно настраивать.


Поведения можно настраивать таким образом, чтобы они реагировали на события компонента.


Конфликты имен свойств и методов поведений, прикрепленных к компоненту, разрешаются на основе порядка их подключения.
Конфликты имен, вызванные различными трейтами, требуют ручного переименования конфликтующих свойств или методов.





Плюсы трейтов 


Трейты являются гораздо более производительными, чем поведения, которые, являясь объектами, требуют
дополнительного времени и памяти.


Многие IDE поддерживают работу с трейтами, так как они являются стандартными конструкциями языка.
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Data providers



Note: This section is under development.



Data provider abstracts data set via [[yii\data\DataProviderInterface]] and handles pagination and sorting.
It can be used by grids, lists and other data widgets.


In Yii there are three built-in data providers: [[yii\data\ActiveDataProvider]], [[yii\data\ArrayDataProvider]] and
[[yii\data\SqlDataProvider]].



Active data provider


ActiveDataProvider provides data by performing DB queries using [[yii\db\Query]] and [[yii\db\ActiveQuery]].


The following is an example of using it to provide ActiveRecord instances:


$provider = new ActiveDataProvider([
    'query' => Post::find(),
    'pagination' => [
        'pageSize' => 20,
    ],
]);

// get the posts in the current page
$posts = $provider->getModels();



And the following example shows how to use ActiveDataProvider without ActiveRecord:


$query = new Query();
$provider = new ActiveDataProvider([
    'query' => $query->from('post'),
    'sort' => [
        // Set the default sort by name ASC and created_at DESC.
        'defaultOrder' => [
            'name' => SORT_ASC, 
            'created_at' => SORT_DESC
        ]
    ],
    'pagination' => [
        'pageSize' => 20,
    ],
]);

// get the posts in the current page
$posts = $provider->getModels();






Array data provider


ArrayDataProvider implements a data provider based on a data array.


The [[yii\data\ArrayDataProvider::$allModels]] property contains all data models that may be sorted and/or paginated.
ArrayDataProvider will provide the data after sorting and/or pagination.
You may configure the [[yii\data\ArrayDataProvider::$sort]] and [[yii\data\ArrayDataProvider::$pagination]] properties to
customize the sorting and pagination behaviors.


Elements in the [[yii\data\ArrayDataProvider::$allModels]] array may be either objects (e.g. model objects)
or associative arrays (e.g. query results of DAO).
Make sure to set the [[yii\data\ArrayDataProvider::$key]] property to the name of the field that uniquely
identifies a data record or false if you do not have such a field.


Compared to ActiveDataProvider, ArrayDataProvider could be less efficient
because it needs to have [[yii\data\ArrayDataProvider::$allModels]] ready.


ArrayDataProvider may be used in the following way:


$query = new Query();
$provider = new ArrayDataProvider([
    'allModels' => $query->from('post')->all(),
    'sort' => [
        'attributes' => ['id', 'username', 'email'],
    ],
    'pagination' => [
        'pageSize' => 10,
    ],
]);
// get the posts in the current page
$posts = $provider->getModels();




Note: if you want to use the sorting feature, you must configure the [[sort]] property
so that the provider knows which columns can be sorted.






SQL data provider


SqlDataProvider implements a data provider based on a plain SQL statement. It provides data in terms of arrays, each
representing a row of query result.


Like other data providers, SqlDataProvider also supports sorting and pagination. It does so by modifying the given
[[yii\data\SqlDataProvider::$sql]] statement with “ORDER BY” and “LIMIT” clauses. You may configure the
[[yii\data\SqlDataProvider::$sort]] and [[yii\data\SqlDataProvider::$pagination]] properties to customize sorting
and pagination behaviors.


SqlDataProvider may be used in the following way:


$count = Yii::$app->db->createCommand('
    SELECT COUNT(*) FROM user WHERE status=:status
', [':status' => 1])->queryScalar();

$dataProvider = new SqlDataProvider([
    'sql' => 'SELECT * FROM user WHERE status=:status',
    'params' => [':status' => 1],
    'totalCount' => $count,
    'sort' => [
        'attributes' => [
            'age',
            'name' => [
                'asc' => ['first_name' => SORT_ASC, 'last_name' => SORT_ASC],
                'desc' => ['first_name' => SORT_DESC, 'last_name' => SORT_DESC],
                'default' => SORT_DESC,
                'label' => 'Name',
            ],
        ],
    ],
    'pagination' => [
        'pageSize' => 20,
    ],
]);

// get the user records in the current page
$models = $dataProvider->getModels();




Note: if you want to use the pagination feature, you must configure the [[yii\data\SqlDataProvider::$totalCount]]
property to be the total number of rows (without pagination). And if you want to use the sorting feature,
you must configure the [[yii\data\SqlDataProvider::$sort]] property so that the provider knows which columns can
be sorted.






Implementing your own custom data provider


TBD
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Complex Forms with Multiple Models


In complex user interfaces it can happen that a user has to fill in data in one form that
has to be saved in different tables in the database. The concept of Yii forms allows you to
build these forms with nearly no more complexity compared to single model forms.


Same as with one model you follow the following schema for validation on the server side:



		instantiate model classes


		populate the models attributes with input data


		validate all models


		If validation passes for all models, save them


		If validation fails or no data has been submitted, display the form by passing all model instances to the view





In the following we show an example for using multiple models in a form... TBD



Multiple models example



Note: This section is under development.


It has no content yet.






TBD





Dependend models



Note: This section is under development.


It has no content yet.






TBD
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Форматирование ответа


При обработке RESTful API запросов приложение обычно выполняет следующие шаги, связанные с форматированием ответа:



		Определяет различные факторы, которые могут повлиять на формат ответа, такие как media type, язык, версия и т.д.
Этот процесс также известен как согласование содержимого [http://en.wikipedia.org/wiki/Content_negotiation].


		Конвертирует объекты ресурсов в массивы, как описано в секции Ресурсы.
Этим занимается [[yii\rest\Serializer]].


		Конвертирует массивы в строки исходя из формата, определенного на этапе согласование содержимого. Это задача для
[[yii\web\ResponseFormatterInterface|форматера ответов]], регистрируемого с помощью компонента приложения
[[yii\web\Response::formatters|response]].






Согласование содержимого 


Yii поддерживает согласование содержимого с помощью фильтра [yii\filters\ContentNegotiator]]. Базовый класс
контроллера RESTful API - [[yii\rest\Controller]] - использует этот фильтр под именем contentNegotiator.
Фильтр обеспечивает соответствие формата ответа и определяет используемый язык. Например, если RESTful API запрос
содержит следующий заголовок:


Accept: application/json; q=1.0, */*; q=0.1



Он получит ответ в JSON-формате такого вида:


$ curl -i -H "Accept: application/json; q=1.0, */*; q=0.1" "http://localhost/users"

HTTP/1.1 200 OK
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
X-Powered-By: PHP/5.4.20
X-Pagination-Total-Count: 1000
X-Pagination-Page-Count: 50
X-Pagination-Current-Page: 1
X-Pagination-Per-Page: 20
Link: <http://localhost/users?page=1>; rel=self,
      <http://localhost/users?page=2>; rel=next,
      <http://localhost/users?page=50>; rel=last
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

[
    {
        "id": 1,
        ...
    },
    {
        "id": 2,
        ...
    },
    ...
]



Под капотом происходит следующее: прежде, чем действие RESTful API контроллера будет выполнено, фильтр
[[yii\filters\ContentNegotiator]] проверит HTTP-заголовок Accept в запросе и установит, что
[[yii\web\Response::format|формат ответа]] должен быть в 'json'. После того, как действие будет выполнено и вернет
итоговый объект ресурса или коллекцию, [[yii\rest\Serializer]] конвертирует результат в массив.
И, наконец, [[yii\web\JsonResponseFormatter]] сериализует массив в строку в формате JSON и включит ее в тело ответа.


По умолчанию, RESTful API поддерживает и JSON, и XML форматы. Для того, чтобы добавить поддержку нового формата,
вы должны установить свою конфигурацию для свойства [[yii\filters\ContentNegotiator::formats|formats]] у фильтра
contentNegotiator, например, с использованием поведения такого вида:


use yii\web\Response;

public function behaviors()
{
    $behaviors = parent::behaviors();
    $behaviors['contentNegotiator']['formats']['text/html'] = Response::FORMAT_HTML;
    return $behaviors;
}



Ключи свойства formats - это поддерживаемые MIME-типы, а их значения должны соответствовать именам
форматов ответа, которые установлены в [[yii\web\Response::formatters]].





Сериализация данных 


Как уже описывалось выше, [[yii\rest\Serializer]] - это центральное место, отвечающее за конвертацию объектов ресурсов
или коллекций в массивы. Он реализует интерфейсы [[yii\base\ArrayableInterface]] и [[yii\data\DataProviderInterface]].
Для объектов ресурсов как правило реализуется интерфейс [[yii\base\ArrayableInterface]], а для коллекций -
[[yii\data\DataProviderInterface]].


Вы можете переконфигурировать сериализатор с помощью настройки свойства [[yii\rest\Controller::serializer]], используя
конфигурационный массив. Например, иногда вам может быть нужно помочь упростить разработку клиентской части
приложения с помощью добавления информации о пагинации непосредственно в тело ответа. Чтобы сделать это,
переконфигурируйте свойство [[yii\rest\Serializer::collectionEnvelope]] следующим образом:


use yii\rest\ActiveController;

class UserController extends ActiveController
{
    public $modelClass = 'app\models\User';
    public $serializer = [
        'class' => 'yii\rest\Serializer',
        'collectionEnvelope' => 'items',
    ];
}



Тогда вы можете получить следующий ответ на запрос http://localhost/users:


HTTP/1.1 200 OK
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
X-Powered-By: PHP/5.4.20
X-Pagination-Total-Count: 1000
X-Pagination-Page-Count: 50
X-Pagination-Current-Page: 1
X-Pagination-Per-Page: 20
Link: <http://localhost/users?page=1>; rel=self,
      <http://localhost/users?page=2>; rel=next,
      <http://localhost/users?page=50>; rel=last
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{
    "items": [
        {
            "id": 1,
            ...
        },
        {
            "id": 2,
            ...
        },
        ...
    ],
    "_links": {
        "self": {
            "href": "http://localhost/users?page=1"
        },
        "next": {
            "href": "http://localhost/users?page=2"
        },
        "last": {
            "href": "http://localhost/users?page=50"
        }
    },
    "_meta": {
        "totalCount": 1000,
        "pageCount": 50,
        "currentPage": 1,
        "perPage": 20
    }
}
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Dependency Injection Container


A dependency injection (DI) container is an object that knows how to instantiate and configure objects and
all their dependent objects. Martin’s article [http://martinfowler.com/articles/injection.html] has well
explained why DI container is useful. Here we will mainly explain the usage of the DI container provided by Yii.



Dependency Injection 


Yii provides the DI container feature through the class [[yii\di\Container]]. It supports the following kinds of
dependency injection:



		Constructor injection;


		Setter and property injection;


		PHP callable injection.






Constructor Injection 


The DI container supports constructor injection with the help of type hints for constructor parameters.
The type hints tell the container which classes or interfaces are dependent when it is used to create a new object.
The container will try to get the instances of the dependent classes or interfaces and then inject them
into the new object through the constructor. For example,


class Foo
{
    public function __construct(Bar $bar)
    {
    }
}

$foo = $container->get('Foo');
// which is equivalent to the following:
$bar = new Bar;
$foo = new Foo($bar);






Setter and Property Injection 


Setter and property injection is supported through configurations.
When registering a dependency or when creating a new object, you can provide a configuration which
will be used by the container to inject the dependencies through the corresponding setters or properties.
For example,


use yii\base\Object;

class Foo extends Object
{
    public $bar;

    private $_qux;

    public function getQux()
    {
        return $this->_qux;
    }

    public function setQux(Qux $qux)
    {
        $this->_qux = $qux;
    }
}

$container->get('Foo', [], [
    'bar' => $container->get('Bar'),
    'qux' => $container->get('Qux'),
]);






PHP Callable Injection 


In this case, the container will use a registered PHP callable to build new instances of a class.
The callable is responsible to resolve the dependencies and inject them appropriately to the newly
created objects. For example,


$container->set('Foo', function () {
    return new Foo(new Bar);
});

$foo = $container->get('Foo');








Registering Dependencies 


You can use [[yii\di\Container::set()]] to register dependencies. The registration requires a dependency name
as well as a dependency definition. A dependency name can be a class name, an interface name, or an alias name;
and a dependency definition can be a class name, a configuration array, or a PHP callable.


$container = new \yii\di\Container;

// register a class name as is. This can be skipped.
$container->set('yii\db\Connection');

// register an interface
// When a class depends on the interface, the corresponding class
// will be instantiated as the dependent object
$container->set('yii\mail\MailInterface', 'yii\swiftmailer\Mailer');

// register an alias name. You can use $container->get('foo')
// to create an instance of Connection
$container->set('foo', 'yii\db\Connection');

// register a class with configuration. The configuration
// will be applied when the class is instantiated by get()
$container->set('yii\db\Connection', [
    'dsn' => 'mysql:host=127.0.0.1;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
]);

// register an alias name with class configuration
// In this case, a "class" element is required to specify the class
$container->set('db', [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=127.0.0.1;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
]);

// register a PHP callable
// The callable will be executed each time when $container->get('db') is called
$container->set('db', function ($container, $params, $config) {
    return new \yii\db\Connection($config);
});

// register a component instance
// $container->get('pageCache') will return the same instance each time it is called
$container->set('pageCache', new FileCache);




Tip: If a dependency name is the same as the corresponding dependency definition, you do not
need to register it with the DI container.



A dependency registered via set() will generate an instance each time the dependency is needed.
You can use [[yii\di\Container::setSingleton()]] to register a dependency that only generates
a single instance:


$container->setSingleton('yii\db\Connection', [
    'dsn' => 'mysql:host=127.0.0.1;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
]);






Resolving Dependencies 


Once you have registered dependencies, you can use the DI container to create new objects,
and the container will automatically resolve dependencies by instantiating them and injecting
them into the newly created objects. The dependency resolution is recursive, meaning that
if a dependency has other dependencies, those dependencies will also be resolved automatically.


You can use [[yii\di\Container::get()]] to create new objects. The method takes a dependency name,
which can be a class name, an interface name or an alias name. The dependency name may or may
not be registered via set() or setSingleton(). You may optionally provide a list of class
constructor parameters and a configuration to configure the newly created object.
For example,


// "db" is a previously registered alias name
$db = $container->get('db');

// equivalent to: $engine = new \app\components\SearchEngine($apiKey, ['type' => 1]);
$engine = $container->get('app\components\SearchEngine', [$apiKey], ['type' => 1]);



Behind the scene, the DI container does much more work than just creating a new object.
The container will first inspect the class constructor to find out dependent class or interface names
and then automatically resolve those dependencies recursively.


The following code shows a more sophisticated example. The UserLister class depends on an object implementing
the UserFinderInterface interface; the UserFinder class implements this interface and depends on
a Connection object. All these dependencies are declared through type hinting of the class constructor parameters.
With property dependency registration, the DI container is able to resolve these dependencies automatically
and creates a new UserLister instance with a simple call of get('userLister').


namespace app\models;

use yii\base\Object;
use yii\db\Connection;
use yii\di\Container;

interface UserFinderInterface
{
    function findUser();
}

class UserFinder extends Object implements UserFinderInterface
{
    public $db;

    public function __construct(Connection $db, $config = [])
    {
        $this->db = $db;
        parent::__construct($config);
    }

    public function findUser()
    {
    }
}

class UserLister extends Object
{
    public $finder;

    public function __construct(UserFinderInterface $finder, $config = [])
    {
        $this->finder = $finder;
        parent::__construct($config);
    }
}

$container = new Container;
$container->set('yii\db\Connection', [
    'dsn' => '...',
]);
$container->set('app\models\UserFinderInterface', [
    'class' => 'app\models\UserFinder',
]);
$container->set('userLister', 'app\models\UserLister');

$lister = $container->get('userLister');

// which is equivalent to:

$db = new \yii\db\Connection(['dsn' => '...']);
$finder = new UserFinder($db);
$lister = new UserLister($finder);






Practical Usage 


Yii creates a DI container when you include the Yii.php file in the entry script
of your application. The DI container is accessible via [[Yii::$container]]. When you call [[Yii::createObject()]],
the method will actually call the container’s [[yii\di\Container::get()|get()]] method to create a new object.
As aforementioned, the DI container will automatically resolve the dependencies (if any) and inject them
into the newly created object. Because Yii uses [[Yii::createObject()]] in most of its core code to create
new objects, this means you can customize the objects globally by dealing with [[Yii::$container]].


For example, you can customize globally the default number of pagination buttons of [[yii\widgets\LinkPager]]:


\Yii::$container->set('yii\widgets\LinkPager', ['maxButtonCount' => 5]);



Now if you use the widget in a view with the following code, the maxButtonCount property will be initialized
as 5 instead of the default value 10 as defined in the class.


echo \yii\widgets\LinkPager::widget();



You can still override the value set via DI container, though:


echo \yii\widgets\LinkPager::widget(['maxButtonCount' => 20]);



Another example is to take advantage of the automatic constructor injection of the DI container.
Assume your controller class depends on some other objects, such as a hotel booking service. You
can declare the dependency through a constructor parameter and let the DI container to resolve it for you.


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;
use app\components\BookingInterface;

class HotelController extends Controller
{
    protected $bookingService;

    public function __construct($id, $module, BookingInterface $bookingService, $config = [])
    {
        $this->bookingService = $bookingService;
        parent::__construct($id, $module, $config);
    }
}



If you access this controller from browser, you will see an error complaining the BookingInterface
cannot be instantiated. This is because you need to tell the DI container how to deal with this dependency:


\Yii::$container->set('app\components\BookingInterface', 'app\components\BookingService');



Now if you access the controller again, an instance of app\components\BookingService will be
created and injected as the 3rd parameter to the controller’s constructor.





When to Register Dependencies 


Because dependencies are needed when new objects are being created, their registration should be done
as early as possible. The followings are the recommended practices:



		If you are the developer of an application, you can register dependencies in your
application’s entry script or in a script that is included by the entry script.


		If you are the developer of a redistributable extension, you can register dependencies
in the bootstrapping class of the extension.








Summary 


Both dependency injection and service locator are popular design patterns
that allow building software in a loosely-coupled and more testable fashion. We highly recommend you to read
Martin’s article [http://martinfowler.com/articles/injection.html] to get a deeper understanding of
dependency injection and service locator.


Yii implements its service locator on top of the dependency injection (DI) container.
When a service locator is trying to create a new object instance, it will forward the call to the DI container.
The latter will resolve the dependencies automatically as described above.
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La guida definitiva a Yii 2.0


Questa guida è rilasciata nei termini della documentazione di Yii [http://www.yiiframework.com/doc/terms/].


Tutti i diritti riservati.


2014 (c) Yii Software LLC.


Traduzione italiana a cura di Lorenzo Milesi (yetopen.it [http://www.yetopen.it]).
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Aggiornare dalla versione 1.1


Ci sono molte differenze tra la versione 1.1 e la 2.0 di Yii, dato che il framework è stato completamente riscritto.
Di conseguenza l’aggiornamento dalla versione 1.1 non è così semplice come passare da una versione minore all’altra. In questa guida
troverai le differenze principali tra le due versioni.


Se non hai mai usato Yii 1.1 puoi ignorare questa sezione e passare direttamente a “Come inizare”.


Considera che Yii 2.0 introduce più funzionalità di quelle descritte in questo riepilogo. Ti consigliamo di leggere tutta la
guida definitiva per apprenderle tutte. C’è la possibilità che alcune funzionalità che prima dovevi sviluppare da solo sono state
implementate nel codice principale.



Installazione


Yii 2.0 usa Composer [https://getcomposer.org/], lo standard di fatto per la gestione dei pacchetti PHP. L’installazione del
framework di base, così come delle estensioni, sono gestite da Composer. Per favore leggi la guida Installare Yii
per comprendere come installare Yii 2.0. Se vuoi creare una nuova estensione, o trasformarne una sviluppata per 1.1 a 2.0, fai riferimento
alla sezione Creazione estensioni.





Richieste PHP


Yii 2.0 richiede PHP 5.4 o superiore, il che è un passaggio notevole rispetto alla richiesta di PHP 5.2 di Yii 1.1.
Di conseguenza ci sono diverse differenze a livello di linguaggio a cui devi fare attenzione.
Di seguito un riepilogo delle principali differenze relative a PHP:



		Namespace [http://php.net/manual/en/language.namespaces.php].


		Funzioni anonime [http://php.net/manual/en/functions.anonymous.php].


		La sintassi breve per gli array [...elementi...] è utilizzabile invece di array(...elementi...).


		Le tag brevi per le echo <?= sono utilizzabili nei file delle viste. Il loro utilizzo è sicuro da PHP 5.4.


		Interfacce e classi SPL [http://php.net/manual/en/book.spl.php].


		Late Static Bindings [http://php.net/manual/en/language.oop5.late-static-bindings.php].


		Data e ora [http://php.net/manual/en/book.datetime.php].


		Trait [http://php.net/manual/en/language.oop5.traits.php].


		intl [http://php.net/manual/en/book.intl.php]. Yii 2.0 utilizza l’estensione PHP intl per le funzionalità di
internazionalizzazione.








Namespace


Il cambiamento più evidente in Yii 2.0 è l’uso dei namespace. Praticamente tutte le classi del codice
principale sono sotto namespace, ad esempio yii\web\Request. Il prefisso “C” non è più utilizzato nei nomi delle classi.
Lo schema dei nomi segue la struttura delle directory. Per esempio yii\web\Request indica che il file corrispondente per quella
classe si trova in web/Request.php nella directory principale del framework Yii.


(Puoi utilizzare qualunque classe del core di Yii senza dover includere il file relativo, grazie al loader delle classi di Yii.)





Componenti ed oggetti


Yii2 divide la classe CComponent della versione 1.1 in due classi: [[yii\base\Object]] and [[yii\base\Component]].
La classe [[yii\base\Object|Object]] è una classe leggera da usare come base, che consente la definizione di
proprietà dell’oggetto tramite geters e setters. La classe [[yii\base\Component|Component]] estende
[[yii\base\Object|Object]] e supporta eventi e behavior.


Se la tua classe non ha necessità di usare eventi o behavior conviene usare [[yii\base\Object|Object]] come classe base.
Di solito viene impiegata per classi che rappresentano strutture di dati semplici.





Configurazione oggetti


La classe [[yii\base\Object|Object]] introduce un metodo uniforme per la configurazione degli oggetti.
Ogni classe figlia di [[yii\base\Object|Object]] dovrebbe dichiarare il suo costruttore (se necessario) in questo modo, così da essere
configurato correttamente:


class MyClass extends \yii\base\Object
{
    public function __construct($param1, $param2, $config = [])
    {
        // ... inizializzazione prima della configurazione

        parent::__construct($config);
    }

    public function init()
    {
        parent::init();

        // ... inizializzazione dopo la configurazione
    }
}



Nell’esempio sopra, l’ultimo parametro del costruttore riceve l’array di configurazione che contiene coppie di nome-valore per
inizializzare le proprietà alla fine del costruttore.
Puoi sovrascrivere il metodo [[yii\base\Object::init()|init()]] per eseguire operazioni dopo che la configurazione è stata applicata.


Seguendo questa convenzione potrai creare e configurare nuovi oggetti usando un array di configurazione:


$object = Yii::createObject([
    'class' => 'MyClass',
    'proprieta1' => 'abc',
    'proprieta2' => 'cde',
], [$param1, $param2]);



Maggiori dettagli sulla configurazione si trovano nella sezione Configurazione oggetti.





Eventi


In Yii 1 gli eventi venivano creati definendo un metodo on-qualcosa (ad es. onBeforeSave). In Yii 2 ora puoi usare un qualunque
nome per l’evento. Puoi scatenare un evento chiamando il metodo [[yii\base\Component::trigger()|trigger()]]:


$event = new \yii\base\Event;
$component->trigger($eventName, $event);



Per collegare un metodo ad un evento usa il metodo [[yii\base\Component::on()|on()]]:


$component->on($eventName, $handler);
// Per scollegare il metodo dall'evento, usa:
// $component->off($eventName, $handler);



Ci sono molti miglioramenti sulle funzionalità degli eventi. Per maggiori dettagli fai riferimento alla sezione
Eventi.





Alias percorsi


Yii 2.0 espande l’utilizzo degli alias di percorso (Path alias, in inglese) a file e directory sia locali che remoti (URL). Yii 2.0
richiede ora che un percorso alias inizi con il carattere @, per differenziarli da normali percorsi o URL.
Per esempio, l’alias @yii si riferisce alla directory di installazione di Yii. Gli alias di percorso sono supportati nella maggior
parte del codice base di Yii. Per esempio, [[yii\caching\FileCache::cachePath]] può ricevere sia un alias che un percorso normale ad
una directory.


Un alias di percorso è strettamente legato al namespace della classe. Si saccomanda di definire un alias per ogni namespace root,
consentendo così di usare le funzioni di autoload di Yii senza configurazioni aggiuntive. Per esempio, visto che @yii si riferisce
alla directory di instllazione di Yii, una classe come yii\web\Request può essere caricata automaticamente. Se usi una libreria di terze
parti, come ad esempio il framework Zend, puoi definire un alias @Zend che si riferisce alla sua directory di installazione. Fatto
questo, Yii sarà in grado di caricare automaticamente qualunque classe della libreria Zend.


Maggiori informazioni sugli alias di percorso nella sezione Aliase.





Viste


Il cambiamento più evidente riguardante le viste è che in Yii 2 la variabile speciale $this in una vista non si riferisce più
al controller o al widget corrente. Invece $this si riferisce ora all’oggetto view, un nuovo concetto introdotto nella versione 2.0.
L’oggetto view è di tipo [[yii\web\View]], che rappresenta la parte della vista nel modello MVC. Per accedere al controller o al
widget dalla vista, puoi usare $this->context.


Per effettuare il render di una vista parzioale all’interno di un’altra vista devi usare $this->render(), non $this->renderPartial().
La chiamata a render deve essere ora esplicitamente mandata in output (tramite echo), dato che ora il metodo render() restituisce
il risultato dell’elaborazione della vista piuttosto che visualizzarlo. Per esempio:


echo $this->render('_item', ['item' => $item]);



Oltre ad usare PHP come linguaggio principale di template, Yii 2.0 supporta ufficialmente anche altri due motori di template:
Smarty e Twig. Il motore Prado non è più supportato.
Per usare questi engine devi configurare il componente view impostando la proprietà [[yii\base\View::$renderers|View::$renderers]].
Fai riferimento alla sezione Template Engine per maggiori dettagli.





Modelli


Yii 2.0 usa [[yii\base\Model]] come modello base, simile a CModel di 1.1.
La classe CFormModel è stata rimossa. In Yii 2 invece devi estendere [[yii\base\Model]] per creare un modello da impiegare in un form.


Yii 2.0 introduce il nuovo metodo [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]] per dichiarare gli scenari supportati, e per indicare
in quale scenario devono essere validati gli attributi, se devono essere considerati safe o no, e così via. PEr esempio:


public function scenarios()
{
    return [
        'backend' => ['email', 'role'],
        'frontend' => ['email', '!role'],
    ];
}



Nell’esempio sopra sono stati definiti due scenari: backend e frontend. Per lo scenario backend sono considerati sicuri (safe)
entrambi gli attributi email e role, e possono essere assegnati massivamente. Per lo scenario frontend l’email può essere
assegnata in sicurezza mentre il role no. Entrambi i campi dovrebbero essere validati usando regole opportune.


Viene ancora usato il metodo [[yii\base\Model::rules()|rules()]] per definire le regole di validazione. Nota che in conseguenza
dell’introduzione del metodo [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]] non esiste più la validazione unsafe.


Nella maggior parte dei casi non avrai la necessità di sovrascrivere [[yii\base\Model::scenarios()|scenarios()]] se il metodo
[[yii\base\Model::rules()|rules()]] specifica già tutti gli scenari esistenti, e se non hai necessità di dichiarare attributi unsafe.


Per apprendere più dettagli in merito ai modelli, fare riferimento alla sezione Modelli.





Controller


Yii 2.0 use [[yii\web\Controller]] come classe base per i controller, che è simile a CController di Yii 1.1.
[[yii\base\Action]] è la classe base per le classi di azioni.


L’impatto più ovvio di questi cambiamenti nel tuo codice è che l’azione di un controller deve tornare il contenuto da visualizzare, invece
di emetterlo direttamente:


public function actionView($id)
{
    $model = \app\models\Post::findOne($id);
    if ($model) {
        return $this->render('view', ['model' => $model]);
    } else {
        throw new \yii\web\NotFoundHttpException;
    }
}



Fai riferimento alla sezione Controller per maggiori dettagli in merito.





Widget


Yii 2.0 use [[yii\base\Widget]] come classe base per i widget, simile a CWidget di Yii 1.1.


Per ottenere un supporto migliore al framework usando le IDE, Yii 2.0 introduce una nuova sintassi per l’utilizzo dei widget. Sono stati
introdotti i metodi statici [[yii\base\Widget::begin()|begin()]], [[yii\base\Widget::end()|end()]], e [[yii\base\Widget::widget()|widget()]]
da usare così:


use yii\widgets\Menu;
use yii\widgets\ActiveForm;

// Nota che devi emettere a video ("echo") il risultato per visualizzarlo
echo Menu::widget(['items' => $items]);

// Passaggio di un array per inizializzare le proprietà dell'oggetto
$form = ActiveForm::begin([
    'options' => ['class' => 'form-horizontal'],
    'fieldConfig' => ['inputOptions' => ['class' => 'input-xlarge']],
]);
... campi di input del form ...
ActiveForm::end();



Fai riferimento alla sezione Widget per maggiori dettagli.





Temi


I temi sono completamente diversi nella versione 2.0. Ora sono basati su un meccanismo di mappatura dei percorsi, in modo da
creare una corrispondenza tra il percorso di un file vista sorgente e il percorso di un file di vista del tema. Per esempio se la mappa
è ['/web/views' => '/web/themes/basic'], la versione personalizzata del tema del file
/web/views/site/index.php sarà /web/themes/basic/site/index.php. Per questo motivo ora i temi possono essere applicati a qualunque
file di vista, anche per una vista elaborata al di fuori del contesto di un controller o di un widget.


Inoltre non c’è più il componenteCThemeManager. Esiste invece una proprietà configurabile theme del componente view.


Fai rfierimento alla sezione Temi per maggiori dettagli.





Applicazioni da console


Le applicazioni da console (linea di comando) sono ora organizzate come controller, come le applicazioni web. I controller devono quindi
estendere [[yii\console\Controller]], simile alla classe CConsoleCommand della versione 1.1.


Per eseguire un comando da terminale usare yii <route>, dove <route> rappresenta la rotta di un controller
(es. sitemap/index). I parametri anonimi aggiuntivi vengono passati come parametri al relativo metodo dell’azione nel controller, mentre
i parametri specifici (con nome) vengono processati secondo le specifiche di [[yii\console\Controller::options()]].


Yii 2.0 supporta la generazione automatica dell’help dei comandi prelevando le informazioni dai blocchi di commento.


Fai riferimento alla sezione Console Commands per ulteriori dettagli.





I18N


Yii 2.0 ha rimosso la formattazione interna di date e numeri in favore del modulo PECL di PHP [http://pecl.php.net/package/intl].


La traduzione dei messaggi viene effettuata dal componente i18n.
Questo componente gestisce una serie di sorgenti di messaggi, il che ti consente di usare diverse sorgenti di messaggio basate sulle
categorie.


Fai riferimento alla sezione Internazionalizzazione per maggiori dettagli.





Filtri azioni


I filtri sulle azioni vengono ora implementati tramite i behavior. Per definire un nuovo filtro personalizzato devi estendere da
[[yii\base\ActionFilter]]. Per usare un filtro collega la relativa classe ai behavior del controller. Per esempio, per usare
il filtro [[yii\filters\AccessControl]] dovrai avere questo codice nel controller:


public function behaviors()
{
    return [
        'access' => [
            'class' => 'yii\filters\AccessControl',
            'rules' => [
                ['allow' => true, 'actions' => ['admin'], 'roles' => ['@']],
            ],
        ],
    ];
}



Fai riferimento alla sezione Filtri per maggiori dettagli.





Asset


Yii 2.0 introduce un nuovo concetto chiamato asset bundle che rimpiazza il concetto dei pacchetti di script di Yii 1.1.


Un asset bundle è una collezione di file di asset (ad es. file Javascript, CSS, immagini...) all’interno di una directory.
Ogni asset bundle è rappresentato da una classe che estende [[yii\web\AssetBundle]].
Registrando un asset bundle tramite il metodo [[yii\web\AssetBundle::register()]], renderai disponibile gli asset di quel pachetto
disponibili via web. Diversamente da Yii 1.1 la pagina che registra il pacchetto conterrà automaticamente le referenze ai file Javascript
e CSS specificati al suo interno.


Fai riferimento alla sezione Gestione asset per maggiori informazioni.





Helper


Yii 2.0 introduce molte classi statiche di uso comune, tra cui:



		[[yii\helpers\Html]]


		[[yii\helpers\ArrayHelper]]


		[[yii\helpers\StringHelper]]


		[[yii\helpers\FileHelper]]


		[[yii\helpers\Json]]





Fai riferimento alla sezione Panoramica sugli Helper per maggiori dettagli.





Form


Yii 2.0 introduce il concetto di campo per la costruzione dei form usando [[yii\widgets\ActiveForm]]. Un campo è un
contentitore costituito da un’etichetta, un input, un messaggio di errore e/o un testo di suggerimento.
Un campo è rappresentato come un oggetto [[yii\widgets\ActiveField|ActiveField]].
Usando i campi potrai creare un form in un modo molto più pulito che in precedenza:


<?php $form = yii\widgets\ActiveForm::begin(); ?>
    <?= $form->field($model, 'username') ?>
    <?= $form->field($model, 'password')->passwordInput() ?>
    <div class="form-group">
        <?= Html::submitButton('Login') ?>
    </div>
<?php yii\widgets\ActiveForm::end(); ?>



Fai riferimento alla sezione Creazione form per maggiori dettagli.





Query Builder


In 1.1 la costruzione di query era dispersa in diverse classi, inclusa CDbcommand,
CDbCriteria, e CDbCommandBuilder. Yii 2.0 gestisce le query mediante un oggetto [[yii\db\Query|Query]]
che può essere trasformato in un comando SQL con l’aiuto di [[yii\db\QueryBuilder|QueryBuilder]] dietro le quinte.
Per esempio:


$query = new \yii\db\Query();
$query->select('id, nome')
      ->from('user')
      ->limit(10);

$comando = $query->createCommand();
$sql = $command->sql;
$righe = $command->queryAll();



Ma la cosa migliore di tutte è che gli stessi metodi di costruzione delle query possono essere usati con oggetti di
tipo Active Record.


Fai riferimento alla sezione Query Builder per maggiori dettagli.





Active Record


Yii 2.0 introduce molti cambiamenti agli Active Record. I due più evidenti riguardano la costruzione delle
query e la gestione delle relazioni.


La classe CDbCriteria della versione 1.1 è stata rimpiazzata da [[yii\db\ActiveQuery]]. Questa classe estende [[yii\db\Query]], e
ne eredita quindi tutti i metodi di costruzione delle query. Per iniziare la costruzione di una query devi chiamare
[[yii\db\ActiveRecord::find()]]:


// Per ottenere tutti i clienti *attivi* e ordinarli per ID:
$clienti = Clienti::find()
    ->where(['stato' => $attivo])
    ->orderBy('id')
    ->all();



Per dichiarare una relazione devi semplicemente definire una getter che ritorna un oggetto [[yii\db\ActiveQuery|ActiveQuery]].
Il nome della proprietà definito dalla getter rappresenta il nome della relazione. Ad esempio il codice qui di seguito dichiara
una relazione ordini (in 1.1 avresti dovuto farlo nel metodo relations()):


class Cliente extends \yii\db\ActiveRecord
{
    public function getOrdini()
    {
        return $this->hasMany('Ordine', ['cliente_id' => 'id']);
    }
}



Ora puoi usare $cliente->ordini per accedere agli ordini del cliente nella tabella collegata. Puoi usare anche questo codice
per effettuare una query relazionale al volo con una condizione di ricerca personalizzata:


$ordini = $cliente->getOrdini()->andWhere('stato=1')->all();



Quando si usa il caricamento immediato di una relazione, Yii 2.0 si comporta diversamente rispetto alla versione precedente. In
particolare, Yii 1.1 creava una query con JOIN con sia il record primario che la relazione. In Yii 2.0 vengono invece eseguite due
query SQL distinte, senza JOIN: la prima carica le righe della tabella primaria e la seconda recupera le righe della tabella in relazione
basandosi sulle chiavi ottenute dalla prima.


Invece di tornare oggetti [[yii\db\ActiveRecord|ActiveRecord]], puoi sfruttare il metodo [[yii\db\ActiveQuery::asArray()|asArray()]]
in caso di query che tornano un cospicuo numero di risultati. In questo modo i risultati saranno in formato di array, il che consente
di risparmiare l’utilizzo di CPU e memoria in caso di grandi volumi di record. Per esempio:


$clienti = Cliente::find()->asArray()->all();



Un’altra differenza è che non puoi più definire valori predefiniti per gli attributi tramite proprietà pubbliche.
Se ti servono li puoi impostare nel metodo init della tua classe ActiveRecord.


public function init()
{
    parent::init();
    $this->stato = self::STATO_NUOVO;
}



Nella versione precedente c’erano problemi nell’override del costruttore di un ActiveRecord. Questi problemi sono stati risolti
in questa versione. Tieni presente che se devi aggiungere parametri al costruttore devi probabilmente sovrascrivere
[[yii\db\ActiveRecord::instantiate()]].


Ci sono molti altri cambiamenti e miglioramenti sugli Active Record. Fai riferimento alla sezione
Active Record per maggiori dettagli.





Behavior di Active Record


Nella 2.0 è stata rimossa la classe base CActiveRecordBehavior. Per creare un nuovo behavior devi estendere direttamente
yii\base\Behavior. Se la classe deve gestire degli eventi dell’owner, devi sovrascrivere il metodo events() come qui di seguito:


namespace app\components;

use yii\db\ActiveRecord;
use yii\base\Behavior;

class MioBehavior extends Behavior
{
    // ...

    public function events()
    {
        return [
            ActiveRecord::EVENT_BEFORE_VALIDATE => 'beforeValidate',
        ];
    }

    public function beforeValidate($event)
    {
        // ...
    }
}






Utenti e IdentityInterface


La classe CWebUser di Yii 1.1 è stata rimpiazzata da [[yii\web\User]], e non esiste più la
CUserIdentity. In Yii 2.0 devi implementare [[yii\web\IdentityInterface]] che risulterà molto più immediata da usare.
Il template dell’applicazione avanzata fornisce un esempio di implementazione di quella libreria.


Fai riferimento alle sezioni Autenticazione, Autorizzazione e
Template applicazione avanzata per maggiori informazioni.





Gestione degli URL


La gestione degli URL è molto simile a quella implementata in Yii 1.1. Uno dei miglioramenti più rilevanti è che ora sono supportati
i parametri. Per esempio, una regola dichiarata come qui di seguito prenderà sia post/popolari che post/1/popolari. Nella 1.1
ci sarebbero volute due regole per lo stesso risultato.


[
    'pattern' => 'post/<page:\d+>/<tag>',
    'route' => 'post/index',
    'defaults' => ['page' => 1],
]



Fai riferimento alla sezione Url manager per ulteriori dettagli.





Usare Yii 1.1 e 2.x insieme


Se hai del vecchio codice scritto per Yii 1.1 che vuoi usare insieme a Yii 2.0, fai riferimento alla sezione
Usare Yii 1.1 e 2.0 insieme.
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Кэширование фрагментов


Кэширование фрагментов относится к кэшированию фрагментов страницы. Например, если страница отображает в таблице суммарные годовые продажи, мы можем сохранить эту таблицу в кэше с целью экономии времени, требуемого для создании таблицы при каждом запросе. Кэширование фрагментов основано на кэшировании данных.


Для кэширование  фрагментов используйте следующий код в представлении:


if ($this->beginCache($id)) {

    // ... здесь создаём содержимое ...

    $this->endCache();
}



Таким образом заключите то, что вы хотите закэшировать между вызовом [[yii\base\View::beginCache()|beginCache()]] и
[[yii\base\View::endCache()|endCache()]]. Если содержимое будет найдено в кэше, [[yii\base\View::beginCache()|beginCache()]]
отобразит закэшированное содержимое и вернёт false, минуя генерацию содержимого.
В противном случае, будет выполнен код генерации контента и когда будет вызван [[yii\base\View::endCache()|endCache()]], то сгенерированное содержимое будет записано и сохранено в кэше.


Также как и кэширование данных, для кэширования фрагментов требуется уникальный идентификатор для определения кэшируемого фрагмента.



Параметры кэширования 


Вызывая метод [[yii\base\View::beginCache()|beginCache()]], мы можем передать в качестве второго аргумента массив, содержащий параметры кэширования для управления кэшированием фрагмента. Заглядывая за кулисы, можно увидеть, что этот массив будет использоваться для настройки виджета [[yii\widgets\FragmentCache]], который реализует фактическое кэширование фрагментов.



Срок хранения 


Наверное, наиболее часто используемым параметром является [[yii\widgets\FragmentCache::duration|duration]].
Он определяет какое количество секунд содержимое будет оставаться действительным (корректным). Следующий код помещает фрагмент в кэш не более, чем на час:


if ($this->beginCache($id, ['duration' => 3600])) {

    // ... здесь создаём содержимое ...

    $this->endCache();
}



Если мы не установим длительность (срок хранения), она будет равна значению по умолчанию (60 секунд). Это значит, что кэшированное содержимое станет недействительным через 60 секунд.





Зависимости 


Также как и кэширование данных, кэшируемое содержимое фрагмента тоже может иметь зависимости. Например, отображение содержимого сообщения зависит от того, изменено или нет это сообщение.


Для определения зависимости мы устанавливаем параметр [[yii\widgets\FragmentCache::dependency|dependency]], который может быть либо объектом [[yii\caching\Dependency]], либо массивом настроек, который может быть использован для создания объекта [[yii\caching\Dependency]]. Следующий код определяет содержимое фрагмента, зависящее от изменения значения столбца updated_at:


$dependency = [
    'class' => 'yii\caching\DbDependency',
    'sql' => 'SELECT MAX(updated_at) FROM post',
];

if ($this->beginCache($id, ['dependency' => $dependency])) {

    // ... здесь создаём содержимое ...

    $this->endCache();
}






Вариации 


Кэшируемое содержимое может быть изменено в соответствии с некоторыми параметрами. Например, для веб-приложений, поддерживающих несколько языков, одна и та же часть кода может создавать содержимое на нескольких языках. Поэтому у вас может возникнуть желание кэшировать содержимое в зависимости от текущего языка приложения.


Чтобы задать вариации кэша, установите параметр [[yii\widgets\FragmentCache::variations|variations]], который должен быть массивом, содержащим скалярные значения, каждое из которых представляет определенный коэффициент вариации. Например,
чтобы кэшировать содержимое в зависимости от языка приложения, вы можете использовать следующий код:


if ($this->beginCache($id, ['variations' => [Yii::$app->language]])) {

    // ... здесь создаём содержимое ...

    $this->endCache();
}






Переключение кэширования 


Иногда может потребоваться включать кэширование фрагментов только для определённых условий. Например, страницу с формой мы хотим кэшировать только тогда, когда обращение к ней произошло впервые (посредством GET запроса). Любое последующее отображение формы (посредством POST запроса) не должно быть кэшировано, потому что может содержать данные, введённые пользователем. Для этого мы задаём параметр [[yii\widgets\FragmentCache::enabled|enabled]]:


if ($this->beginCache($id, ['enabled' => Yii::$app->request->isGet])) {

    // ... здесь создаём содержимое ...

    $this->endCache();
}








Вложенное кэширование 


Кэширование фрагментов может быть вложенным. Это значит, что кэшируемый фрагмент окружён более крупным фрагментом (содержится в нём), который также кэшируется. Например, комментарии кэшируются во внутреннем фрагменте кэша, и они же кэшируются вместе с содержимым сообщения во внешнем фрагменте кэша. Следующий код демонстрирует как два фрагмента кэша могут быть вложенными:


if ($this->beginCache($id1)) {

    // ...логика создания контента...

    if ($this->beginCache($id2, $options2)) {

        // ...логика создания контента...

        $this->endCache();
    }

    // ...логика создания контента...

    $this->endCache();
}



Параметры кэширования могут быть различными для вложенных кэшей. Например, внутренний и внешний кэши в вышеприведённом примере могут иметь разные сроки хранения. Даже когда данные внешнего кэша уже не являются актуальными, внутренний кэш может содержать актуальный фрагмент. Тем не менее, обратное не верно. Если внешний кэш актуален, данные будут отдаваться из него даже если внутренний кэш содержит устаревшие данные. Следует проявлять осторожность при выставлении срока хранения и задания зависимостей для вложенных кэшей. В противном случае вы можете получить устаревшие данные.





Динамическое содержимое 


Когда используется кэширование фрагментов, вы можете столкнуться с ситуацией когда большой фрагмент содержимого статичен за исключением одного или нескольких мест. Например, заголовок страницы может отображаться в главном меню вместе с
именем текущего пользователя. Еще одна проблема в том, что содержимое, которое было закэшировано, может содержать PHP код, который должен выполняться для каждого запроса (например код для регистрации в asset bundle). Обе проблемы могут быть решены с помощью, так называемой функции динамического содержимого.


Динамическое содержимое значит, что часть вывода не будет закэширована даже если она заключена в кэширование фрагментов. Чтобы сделать содержимое динамическим постоянно, оно должно быть создано, используя специальный PHP код.


Вы можете вызвать [[yii\base\View::renderDynamic()]] в пределах кэширования фрагмента для вставки динамического содержимого
в нужное место, как в примере ниже:


if ($this->beginCache($id1)) {

    // ...логика создания контента...

    echo $this->renderDynamic('return Yii::$app->user->identity->name;');

    // ...логика создания контента...

    $this->endCache();
}



Метод [[yii\base\View::renderDynamic()|renderDynamic()]] принимает некоторую часть PHP кода как параметр.
Возвращаемое значение этого кода будет вставлено в динамическое содержимое. Этот PHP код будет выполняться для каждого запроса, независимо от того находится ли он внутри кэширования фрагмента или нет.
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Контейнер внедрения зависимостей


Контейнер внедрения зависимостей - это объект, который знает, как создать и настроить экземпляр объекта и зависимых от него объектов.
Статья Мартина Фаулера [http://martinfowler.com/articles/injection.html] хорошо объясняет, почему контейнер внедрения зависимостей является полезным. Здесь, преимущественно, будет объясняться использование контейнера внедрения зависимостей, предоставляемого в Yii.



Внедрение зависимостей 


Yii обеспечивает функционал контейнера внедрения зависимостей через класс [[yii\di\Container]]. Он поддерживает следующие виды внедрения зависимостей:



		Внедрение зависимости через конструктор.


		Внедрение зависимости через сеттер и свойство.


		Внедрение зависимости через PHP callback.






Внедрение зависимости через конструктор 


Контейнер внедрения зависимостей поддерживает внедрение зависимости через конструктор при помощи указания типов для параметров конструктора.
Указанные типы сообщают контейнеру, какие классы или интерфейсы зависят от него при создании нового объекта.
Контейнер попытается получить экземпляры зависимых классов или интерфейсов, а затем передать их в новый объект через конструктор. Например,


class Foo
{
    public function __construct(Bar $bar)
    {
    }
}

$foo = $container->get('Foo');
// что равносильно следующему:
$bar = new Bar;
$foo = new Foo($bar);






Внедрение зависимости через сеттер и свойство 


Внедрение зависимости через сеттер и свойство поддерживается через конфигурации.
При регистрации зависимости или при создании нового объекта, вы можете предоставить конфигурацию, которая
будет использована контейнером для внедрения зависимостей через соответствующие сеттеры или свойства.
Например,


use yii\base\Object;

class Foo extends Object
{
    public $bar;

    private $_qux;

    public function getQux()
    {
        return $this->_qux;
    }

    public function setQux(Qux $qux)
    {
        $this->_qux = $qux;
    }
}

$container->get('Foo', [], [
    'bar' => $container->get('Bar'),
    'qux' => $container->get('Qux'),
]);






Внедрение зависимости через PHP callback 


В данном случае, контейнер будет использовать зарегистрированный PHP callback для создания новых экземпляров класса.
Callback отвечает за разрешения зависимостей и внедряет их в соответствии с вновь создаваемыми объектами. Например,


$container->set('Foo', function () {
    return new Foo(new Bar);
});

$foo = $container->get('Foo');








Регистрация зависимостей 


Вы можете использовать [[yii\di\Container::set()]] для регистрации зависимостей. При регистрации требуется имя зависимости, а так же определение зависимости.
Именем зависимости может быть имя класса, интерфейса или алиас, так же определением зависимости может быть имя класса, конфигурационным массивом, или PHP calback’ом.


$container = new \yii\di\Container;

// регистрация имени класса, как есть. это может быть пропущено.
$container->set('yii\db\Connection');

// регистрация интерфейса
// Когда класс зависит от интерфейса, соответствующий класс
// будет использован в качестве зависимости объекта
$container->set('yii\mail\MailInterface', 'yii\swiftmailer\Mailer');

// регистрация алиаса. Вы можете использовать $container->get('foo')
// для создания экземпляра Connection
$container->set('foo', 'yii\db\Connection');

// Регистрация класса с конфигурацией. Конфигурация
// будет применена при создании экземпляра класса через get()
$container->set('yii\db\Connection', [
    'dsn' => 'mysql:host=127.0.0.1;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
]);

// регистрация алиаса с конфигурацией класса
// В данном случае, параметр "class" требуется для указания класса
$container->set('db', [
    'class' => 'yii\db\Connection',
    'dsn' => 'mysql:host=127.0.0.1;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
]);

// регистрация PHP callback'a
// Callback будет выполняться каждый раз при вызове $container->get('db')
$container->set('db', function ($container, $params, $config) {
    return new \yii\db\Connection($config);
});

// регистрация экземпляра компонента
// $container->get('pageCache') вернёт тот же экземпляр при каждом вызове
$container->set('pageCache', new FileCache);




Подсказка: Если имя зависимости такое же, как и определение соответствующей зависимости, то её повторная регистрация в контейнере внедрения зависимостей не нужна.



Зависимость, зарегистрированная через set() создаёт экземпляр каждый раз, когда зависимость необходима.
Вы можете использовать [[yii\di\Container::setSingleton()]] для регистрации зависимости, которая создаст только один экземпляр:


$container->setSingleton('yii\db\Connection', [
    'dsn' => 'mysql:host=127.0.0.1;dbname=demo',
    'username' => 'root',
    'password' => '',
    'charset' => 'utf8',
]);






Разрешение зависимостей 


После регистрации зависимостей, вы можете использовать контейнер внедрения зависимостей для создания новых объектов,
и контейнер автоматически разрешит зависимости их экземпляра и их внедрений во вновь создаваемых объектах. Разрешение зависимостей рекурсивно, то есть
если зависимость имеет другие зависимости, эти зависимости также будут автоматически разрешены.


Вы можете использовать [[yii\di\Container::get()]] для создания новых объектов. Метод принимает имя зависимости, которым может быть имя класса, имя интерфейса или псевдоним.
Имя зависимости может быть или не может быть зарегистрировано через set() или setSingleton().
Вы можете опционально предоставить список параметров конструктора класса и конфигурацию для настройки созданного объекта.
Например,


// "db" ранее зарегистрированный псевдоним
$db = $container->get('db');

// эквивалентно: $engine = new \app\components\SearchEngine($apiKey, ['type' => 1]);
$engine = $container->get('app\components\SearchEngine', [$apiKey], ['type' => 1]);



За кулисами, контейнер внедрения зависимостей делает гораздо больше работы, чем просто создание нового объекта.
Прежде всего, контейнер, осмотрит конструктор класса, чтобы узнать имя зависимого класса или интерфейса, а затем автоматически разрешит эти зависимости рекурсивно.


Следующий код демонстрирует более сложный пример. Класс UserLister зависит от объекта, реализующего интерфейс UserFinderInterface; класс UserFinder реализует этот интерфейс и зависит от
объекта Connection. Все эти зависимости были объявлены через тип подсказки параметров конструктора класса.
При регистрации зависимости через свойство, контейнер внедрения зависимостей позволяет автоматически разрешить эти зависимости и создаёт новый экземпляр UserLister простым вызовом get('userLister').


namespace app\models;

use yii\base\Object;
use yii\db\Connection;
use yii\di\Container;

interface UserFinderInterface
{
    function findUser();
}

class UserFinder extends Object implements UserFinderInterface
{
    public $db;

    public function __construct(Connection $db, $config = [])
    {
        $this->db = $db;
        parent::__construct($config);
    }

    public function findUser()
    {
    }
}

class UserLister extends Object
{
    public $finder;

    public function __construct(UserFinderInterface $finder, $config = [])
    {
        $this->finder = $finder;
        parent::__construct($config);
    }
}

$container = new Container;
$container->set('yii\db\Connection', [
    'dsn' => '...',
]);
$container->set('app\models\UserFinderInterface', [
    'class' => 'app\models\UserFinder',
]);
$container->set('userLister', 'app\models\UserLister');

$lister = $container->get('userLister');

// что эквивалентно:

$db = new \yii\db\Connection(['dsn' => '...']);
$finder = new UserFinder($db);
$lister = new UserLister($finder);






Практическое использование 


Yii создаёт контейнер внедрения зависимостей когда вы подключаете файл Yii.php во входном скрипте
вашего приложения. Контейнер внедрения зависимостей доступен через [[Yii::$container]]. При вызове [[Yii::createObject()]],
метод на самом деле вызовет метод контейнера [[yii\di\Container::get()|get()]], чтобы создать новый объект.
Как упомянуто выше, контейнер внедрения зависимостей автоматически разрешит зависимости (если таковые имеются) и внедрит их в только что созданный объект.
Поскольку Yii использует [[Yii::createObject()]] в большей части кода своего ядра для создания новых объектов, это означает,
что вы можете настроить глобальные объекты, имея дело с [[Yii::$container]].


Например, вы можете настроить по умолчанию глобальное количество кнопок в пейджере [[yii\widgets\LinkPager]]:


\Yii::$container->set('yii\widgets\LinkPager', ['maxButtonCount' => 5]);



Теперь, если вы вызовете в представлении виджет, используя следующий код, то свойство maxButtonCount будет инициализировано, как 5, вместо значения по умолчанию 10, как это определено в классе.


echo \yii\widgets\LinkPager::widget();



Хотя, вы всё ещё можете переопределить установленное значение через контейнер внедрения зависимостей:


echo \yii\widgets\LinkPager::widget(['maxButtonCount' => 20]);



Другим примером является использование автоматического внедрения зависимости через конструктор контейнера внедрения зависимостей.
Предположим, ваш класс контроллера зависит от ряда других объектов, таких как сервис бронирования гостиницы. Вы
можете объявить зависимость через параметр конструктора и позволить контейнеру внедрения зависимостей, разрешить её за вас.


namespace app\controllers;

use yii\web\Controller;
use app\components\BookingInterface;

class HotelController extends Controller
{
    protected $bookingService;

    public function __construct($id, $module, BookingInterface $bookingService, $config = [])
    {
        $this->bookingService = $bookingService;
        parent::__construct($id, $module, $config);
    }
}



Если у вас есть доступ к этому контроллеру из браузера, вы увидите сообщение об ошибке, который жалуется на то, что BookingInterface
не может быть создан. Это потому что вы должны указать контейнеру внедрения зависимостей, как обращаться с этой зависимостью:


\Yii::$container->set('app\components\BookingInterface', 'app\components\BookingService');



Теперь, если вы попытаетесь получить доступ к контроллеру снова, то экземпляр app\components\BookingService будет создан и введён в качестве 3-го параметра конструктора контроллера.





Когда следует регистрировать зависимости 


Поскольку зависимости необходимы тогда, когда создаются новые объекты, то их регистрация должна быть сделана
как можно раньше. Ниже приведены рекомендуемые практики:



		Если вы разработчик приложения, то вы можете зарегистрировать зависимости во входном скрипте вашего приложения или в скрипте, подключённого во входном скрипте.


		Если вы разработчик распространяемого расширения, то вы можете зарегистрировать зависимости в загрузочном классе расширения.








Итог 


Как dependency injection, так и service locator являются популярными паттернами проектирования, которые позволяют
создавать программное обеспечение в слабосвязанной и более тестируемой манере.
Мы настоятельно рекомендуем к прочтению
статью Мартина Фаулера [http://martinfowler.com/articles/injection.html], для более глубокого понимания dependency injection и service locator.


Yii реализует свой service locator поверх контейнера внедрения зависимостей.
Когда service locator пытается создать новый экземпляр объекта, он перенаправляет вызов на контейнер внедрения зависимостей.
Последний будет разрешать зависимости автоматически, как описано выше.
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Маршрутизация


Имея готовые классы ресурсов и контроллеров, можно получить доступ к ресурсам, используя URL вроде
http://localhost/index.php?r=user/create, подобно тому, как вы это делаете с обычными Web-приложениями.


На деле вам обычно хочется включить «красивые» URL-адреса и использовать все преимущества HTTP-методов (HTTP-verbs).
Например, чтобы запрос POST /users означал обращение к действию user/create.
Это может быть легко сделано с помощью настройки компонента приложения urlManager в
конфигурации приложения следующим образом:


'urlManager' => [
    'enablePrettyUrl' => true,
    'enableStrictParsing' => true,
    'showScriptName' => false,
    'rules' => [
        ['class' => 'yii\rest\UrlRule', 'controller' => 'user'],
    ],
]



Главная новинка в коде выше по сравнению с управлением URL-адресами в Web-приложениях состоит в использовании
[[yii\rest\UrlRule]] для маршрутизации запросов к RESTful API. Этот особый класс URL-правил будет
создавать целый набор дочерних URL-правил для поддержки маршрутизации и создания URL-адресов для указанного контроллера (или контроллеров).
Например, приведенный выше код является приближенным аналогом следующего набора правил:


[
    'PUT,PATCH users/<id>' => 'user/update',
    'DELETE users/<id>' => 'user/delete',
    'GET,HEAD users/<id>' => 'user/view',
    'POST users' => 'user/create',
    'GET,HEAD users' => 'user/index',
    'users/<id>' => 'user/options',
    'users' => 'user/options',
]



Этим правилом поддерживаются следующие точки входа в API:



		GET /users: разбитый на страницы список всех пользователей;


		HEAD /users: общая информация по списку пользователей;


		POST /users: создание нового пользователя;


		GET /users/123: подробная информация о пользователе 123;


		HEAD /users/123: общая информация о пользователе 123;


		PATCH /users/123 и PUT /users/123: обновление пользователя 123;


		DELETE /users/123: удаление пользователя 123;


		OPTIONS /users: список HTTP-методов, поддерживаемые точкой входа /users;


		OPTIONS /users/123: список HTTP-методов, поддерживаемые точкой входа /users/123.





Вы можете настроить опции only и except, явно указав для них список действий, которые поддерживаются или
которые должны быть отключены, соответственно. Например:


[
    'class' => 'yii\rest\UrlRule',
    'controller' => 'user',
    'except' => ['delete', 'create', 'update'],
],



Вы также можете настроить опции patterns или extraPatterns для переопределения существующих шаблонов или добавления новых шаблонов, поддерживаемых этим правилом.
Например, для включения нового действия search в точке входа GET /users/search настройте опцию extraPatterns следующим образом:


[
    'class' => 'yii\rest\UrlRule',
    'controller' => 'user',
    'extraPatterns' => [
        'GET search' => 'search',
    ],



Как вы могли заметить, ID контроллера user в этих точках входа используется в форме множественного числа (как users).
Это происходит потому, что [[yii\rest\UrlRule]] автоматически приводит идентификаторы контроллеров к множественной форме для использования в точках входа.
Вы можете отключить такое поведение, назначив свойству [[yii\rest\UrlRule::pluralize]] значение false, или, если вы хотите использовать
какие-то особые имена, вы можете настроить свойство [[yii\rest\UrlRule::controller]].
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Компоненты приложения


Приложения являются сервис локаторами. Они хранят множество так называемых
компонентов приложения, которые предоставляют различные средства для обработки запросов. Например,
компоненты urlManager ответственен за маршрутизацию веб запросов к нужному контроллеру; компонент db предоставляет
средства для работы с базой данных; и т. д.


Каждый компонент приложения имеет свой уникальный ID, который позволяет идентифицировать его среди других различных компонентов
в одном и том же приложении. Вы можете получить доступ к компоненту следующим образом:


\Yii::$app->ComponentID



Например, вы можете использовать \Yii::$app->db для получения [[yii\db\Connection|соединения с БД]],
и \Yii::$app->cache для получения доступа к основному компоненту [[yii\caching\Cache|кэша]], зарегистрированному в приложении.


Компонентами приложения могут быть любые объекты. Вы можете зарегистрировать их с помощьюсвойства [[yii\base\Application::components]] в конфигурации приложения.
Например,


[
    'components' => [
        // регистрация "cache" компонента с помощью имени класса
        'cache' => 'yii\caching\ApcCache',

        // регистрация "db" компонента с помощью массива конфигурации
        'db' => [
            'class' => 'yii\db\Connection',
            'dsn' => 'mysql:host=localhost;dbname=demo',
            'username' => 'root',
            'password' => '',
        ],

        // регистрация "search" компонента с помощью анонимной функции
        'search' => function () {
            return new app\components\SolrService;
        },
    ],
]




Информация: Хотя вы можете зарегистрировать столько компонентов в приложении сколько вам нужно,
все таки стоит это делать разумно. Компоненты приложения похожи на глобальные переменные. Использование слишком
большого количества компонентов приложения может потенциально сделать ваш код сложным для разработки и тестирования.
В большинстве случаев вы можете просто создать локальный компонент и использовать его при необходимости.




Встроенные компоненты приложения 


В Yii есть несколько встроенных компонентов приложения, с фиксированными ID и конфигурациями по умолчанию. Например,
компонент [[yii\web\Application::request|request]] используется для сбора информации о запросе пользователя и разбора его в
определенный маршрут; компонент [[yii\base\Application::db|db]] представляет собой соединение с базой данных,
через которое вы можете выполнять запросы. Именно с помощью этих встроенных компонентов Yii приложения могут обработать
запрос пользователя.


Ниже представлен список встроенных компонентов приложения. Вы можете конфигурировать их также как и другие компоненты приложения.
Когда вы конфигурируете встроенный компонент приложения и не указываете класс этого компонента, то значение по умолчанию будет использовано.



		[[yii\web\AssetManager|assetManager]]: используется для управления и опубликования ресурсов приложения.
Более детальная информация представлена в разделе Ресурсы;


		[[yii\db\Connection|db]]: представляет собой соединение с базой данных, через которое вы можете выполнять запросы.
Обратите внимание, что когда вы конфигурируете данный компонент, вы должны указать класс компонента также как и остальные
необходимые параметры, такие как [[yii\db\Connection::dsn]].
Более детальная информация представлена в разделе Объекты доступа к данным (DAO);


		[[yii\base\Application::errorHandler|errorHandler]]: осуществляет обработку PHP ошибок и исключений.
Более детальная информация представлена в разделе Обработка ошибок;


		[[yii\base\Formatter|formatter]]: форматирует данные для отображения их конечному пользователю. Например, число может
быть отображено с различными разделителями, дата может быть отображена в формате long.
Более детальная информация представлена в разделе Форматирование данных;


		[[yii\i18n\I18N|i18n]]: используется для перевода сообщений и форматирования.
Более детальная информация представлена в разделе Интернационализация;


		[[yii\log\Dispatcher|log]]: обработка и маршрутизация логов.
Более детальная информация представлена в разделе Логирование;


		[[yii\swiftmailer\Mailer|mail]]: предоставляет возможности для составления и рассылки писем.
Более детальная информация представлена в разделе Отправка почты;


		[[yii\base\Application::response|response]]: представляет собой данные от сервера, которые будет направлены пользователю.
Более детальная информация представлена в разделе Ответы;


		[[yii\base\Application::request|request]]: представляет собой запрос, полученный от конечных пользователей.
Более детальная информация представлена в разделе Запросы;


		[[yii\web\Session|session]]: информация о сессии. Данный компонент доступен только в [[yii\web\Application|веб приложениях]].
Более детальная информация представлена в разделе Сессии и куки;


		[[yii\web\UrlManager|urlManager]]: используется для разбора и создания URL.
Более детальная информация представлена в разделе Разбор и генерация URL;


		[[yii\web\User|user]]: представляет собой информацию аутентифицированного пользователя.
Данный компонент доступен только в [[yii\web\Application|веб приложениях]].
Более детальная информация представлена в разделе Аутентификация;


		[[yii\web\View|view]]: используется для отображения представлений.
Более детальная информация представлена в разделе Представления.











          

      

      

    


    
        © 版权所有 .
      由 Sphinx 1.3.1 创建。
    

  

guide/runtime-requests.html


    
      导航


      
        		
          索引


        		YII2 stable 文档 »

 
      


    


    
      
          
            
  
Requests


Requests made to an application are represented in terms of [[yii\web\Request]] objects which provide information
such as request parameters, HTTP headers, cookies, etc. For a given request, you can get access to the corresponding
request object via the request application component which is an instance
of [[yii\web\Request]], by default. In this section, we will describe how you can make use of this component in your applications.



Request Parameters 


To get request parameters, you can call [[yii\web\Request::get()|get()]] and [[yii\web\Request::post()|post()]] methods
of the request component. They return the values of $_GET and $_POST, respectively. For example,


$request = Yii::$app->request;

$get = $request->get(); 
// equivalent to: $get = $_GET;

$id = $request->get('id');   
// equivalent to: $id = isset($_GET['id']) ? $_GET['id'] : null;

$id = $request->get('id', 1);   
// equivalent to: $id = isset($_GET['id']) ? $_GET['id'] : 1;

$post = $request->post(); 
// equivalent to: $post = $_POST;

$name = $request->post('name');   
// equivalent to: $name = isset($_POST['name']) ? $_POST['name'] : null;

$name = $request->post('name', '');   
// equivalent to: $name = isset($_POST['name']) ? $_POST['name'] : '';




Info: Instead of directly accessing $_GET and $_POST to retrieve the request parameters, it is recommended
that you get them via the request component as shown above. This will make writing tests easier because
you can create a mock request component with faked request data.



When implementing RESTful APIs, you often need to retrieve parameters that are submitted
via PUT, PATCH or other request methods. You can get these parameters by calling
the [[yii\web\Request::getBodyParam()]] methods. For example,


$request = Yii::$app->request;

// returns all parameters
$params = $request->bodyParams;

// returns the parameter "id"
$param = $request->getBodyParam('id');




Info: Unlike GET parameters, parameters submitted via POST, PUT, PATCH etc. are sent in the request body.
The request component will parse these parameters when you access them through the methods described above.
You can customize the way how these parameters are parsed by configuring the [[yii\web\Request::parsers]] property.






Request Methods 


You can get the HTTP method used by the current request via the expression Yii::$app->request->method.
A whole set of boolean properties are also provided for you to check if the current method is of certain type.
For example,


$request = Yii::$app->request;

if ($request->isAjax) { // the request is an AJAX request }
if ($request->isGet)  { // the request method is GET }
if ($request->isPost) { // the request method is POST }
if ($request->isPut)  { // the request method is PUT }






Request URLs 


The request component provides many ways of inspecting the currently requested URL.


Assuming the URL being requested is http://example.com/admin/index.php/product?id=100, you can get various
parts of this URL as summarized in the following:



		[[yii\web\Request::url|url]]: returns /admin/index.php/product?id=100, which is the URL without the host info part.


		[[yii\web\Request::absoluteUrl|absoluteUrl]]: returns http://example.com/admin/index.php/product?id=100,
which is the whole URL including the host info part.


		[[yii\web\Request::hostInfo|hostInfo]]: returns http://example.com, which is the host info part of the URL.


		[[yii\web\Request::pathInfo|pathInfo]]: returns /product, which is the part after the entry script and
before the question mark (query string).


		[[yii\web\Request::queryString|queryString]]: returns id=100, which is the part after the question mark.


		[[yii\web\Request::baseUrl|baseUrl]]: returns /admin, which is the part after the host info and before
the entry script name.


		[[yii\web\Request::scriptUrl|scriptUrl]]: returns /admin/index.php, which is the URL without path info and query string.


		[[yii\web\Request::serverName|serverName]]: returns example.com, which is the host name in the URL.


		[[yii\web\Request::serverPort|serverPort]]: returns 80, which is the port used by the Web server.








HTTP Headers 


You can get the HTTP header information through the [[yii\web\HeaderCollection|header collection]] returned
by the [[yii\web\Request::headers]] property. For example,


// $headers is an object of yii\web\HeaderCollection 
$headers = Yii::$app->request->headers;

// returns the Accept header value
$accept = $headers->get('Accept');

if ($headers->has('User-Agent')) { // there is User-Agent header }



The request component also provides support for quickly accessing some commonly used headers, including:



		[[yii\web\Request::userAgent|userAgent]]: returns the value of the User-Agent header.


		[[yii\web\Request::contentType|contentType]]: returns the value of the Content-Type header which indicates
the MIME type of the data in the request body.


		[[yii\web\Request::acceptableContentTypes|acceptableContentTypes]]: returns the content MIME types acceptable by users.
The returned types are ordered by their quality score. Types with the highest scores will be returned first.


		[[yii\web\Request::acceptableLanguages|acceptableLanguages]]: returns the languages acceptable by users.
The returned languages are ordered by their preference level. The first element represents the most preferred language.





If your application supports multiple languages and you want to display pages in the language that is the most preferred
by the end user, you may use the language negotiation method [[yii\web\Request::getPreferredLanguage()]].
This method takes a list of languages supported by your application, compares them with [[yii\web\Request::acceptableLanguages|acceptableLanguages]],
and returns the most appropriate language.



Tip: You may also use the [[yii\filters\ContentNegotiator|ContentNegotiator]] filter to dynamically determine
what content type and language should be used in the response. The filter implements the content negotiation
on top of the properties and methods described above.






Client Information 


You can get the host name and IP address of the client machine through [[yii\web\Request::userHost|userHost]]
and [[yii\web\Request::userIP|userIP]], respectively. For example,


$userHost = Yii::$app->request->userHost;
$userIP = Yii::$app->request->userIP;









          

      

      

    


    
        © 版权所有 .
      由 Sphinx 1.3.1 创建。
    

  

guide-pl/README.html


    
      导航


      
        		
          索引


        		YII2 stable 文档 »

 
      


    


    
      
          
            
  
Przewodnik po Yii 2.0


Ten poradnik udostępniony jest na Warunkach dokumentacji Yii [http://www.yiiframework.com/doc/terms/].


Wszelkie prawa zastrzeżone.


2014 (c) Yii Software LLC.
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Постраничное разделение данных


В случае когда требуется отобразить слишком много данных на одной странице, эта страница зачастую
разделяется на несколько частей, каждая из которых содержит и отображает только часть данных за один раз.
Такие части называются страницами, а сам процесс называется постраничным разделением данных.


Если вы используете источник данных с одним из виджетов данных,
то в этом случае будет автоматически использовано постраничное разделение данных. В противном случае вам требуется создать объект [[\yii\data\Pagination]],
заполнить его такими данными как [[\yii\data\Pagination::$totalCount|общее количество элементов]],
[[\yii\data\Pagination::$pageSize|количество элементов на одной странице]] и [[\yii\data\Pagination::$page|текущая страница]], затем применить
его к запросу и передать в [[\yii\widgets\LinkPager|элемент нумерации страниц]].


Первым делом в действии контроллера мы создаем объект постраничного разделения данных и заполняем его данными:


function actionIndex()
{
    $query = Article::find()->where(['status' => 1]);
    $countQuery = clone $query;
    $pages = new Pagination(['totalCount' => $countQuery->count()]);
    $models = $query->offset($pages->offset)
        ->limit($pages->limit)
        ->all();

    return $this->render('index', [
         'models' => $models,
         'pages' => $pages,
    ]);
}



Затем в представлении мы выводим модели для текущей страницы и передаем объект постраничного разделение данных в элемент нумерации страниц:


foreach ($models as $model) {
    // отображаем здесь $model
}

// отображаем ссылки на страницы
echo LinkPager::widget([
    'pagination' => $pages,
]);
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Обработка ошибок



Раздел в разработке.



Обработка ошибок в Yii происходит несколько иначе, чем в обычном PHP. Во-первых, все нефатальные ошибки в Yii преобразуются в исключения:


use yii\base\ErrorException;
use Yii;

try {
    10/0;
} catch (ErrorException $e) {
    Yii::warning("Попытка деления на ноль.");
}

// можно продолжать выполнение



Как это видно из примера, вы можете обрабатывать ошибки, используя конструкцию try-catch.


Во-вторых, даже фатальные ошибки в Yii показываются в красивом виде. Это значит, что при отладке кода, вы можете отслеживать причины фатальных
ошибок. Это позволяет быстрее находить причины возникших проблем.



Рендеринг ошибок в произвольном действии контроллера


Обычная страница вывода ошибок Yii не только хороша в разработке, но и приемлема для уже развернутых проектов, если YII_DEBUG выключена в начальном загрузочном скрипте index.php. Но иногда хочется изменить внешний вид страницы с ошибками, чтобы лучше приспособить ее под свой проект.


Самый легкий способ создать свою страницу для отображения ошибок - использовать свое действие (action) для рендеринга сообщений об ошибке.
Сначала нужно дать приложению понять, что вы хотите использовать свое действие для обработки ошибок. Для этого нужно сконфигурировать компонент errorHandler в конфигурационном файле приложения:


// ...
'components' => [
    // ...
    'errorHandler' => [
        'errorAction' => 'site/error',
    ],
]



С вышеуказанной конфигурацией, если происходит ошибка, Yii запустит действие error контроллера site. Это действие запрашивает у компонента errorHandler, было ли выброшено исключение, и, если да, отображает соответствующий вид, передавая ему объект исключения в качестве параметра.


public function actionError()
{
    $exception = \Yii::$app->errorHandler->exception;
    if ($exception !== null) {
        return $this->render('error', ['exception' => $exception]);
    }
}



После создания action нужно создать соответствующий вид, который и будет отображать информацию об исключении. Объект исключения, передаваемый в вид, имеет
следующие свойства:



		statusCode: HTTP статус (например, 403, 500). Доступен только для [[yii\web\HttpException|HTTP exceptions]].


		code: код исключения.


		message: сообщение об ошибке.


		file: имя файла PHP скрипта, в котором произошла ошибка.


		line: номер строки в коде, где произошла ошибка.


		trace: стэк вызовов, приведших к ошибке.








Рендеринг ошибок без создания отдельного действия


Вместо создания отдельного действия внутри контроллера Site, вы можете просто указать Yii какой класс использовать для обработки ошибок:


public function actions()
{
    return [
        'error' => [
            'class' => 'yii\web\ErrorAction',
        ],
    ];
}



После задания вышеуказанной связки ошибки с классом обработчиком, создайте вид views/site/error.php, который будет использоваться автоматически.
Виду передаются три параметра:



		$name: название ошибки


		$message: сообщение об ошибке


		$exception: обрабатываемое исключение





Объект $exception имеет те же свойства, которые были указаны ранее.
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Запуск приложения


После установки Yii базовое приложение будет доступно либо по URL http://hostname/basic/web/index.php, либо по http://hostname/index.php, в зависимости от настроек Web сервера. Данный раздел - общее введение в организацию кода, встроенный функционал и обработку обращений приложением Yii.



Информация: далее в данном руководстве предполагается, что Yii установлен в директорию basic/web, которая, в свою очередь, установлена как корневой каталог в настройках Web сервера. В результате, обратившись по URL http://hostname/index.php, Вы получите доступ к приложению, расположенному в basic/web. Детальнее с процессом начальной настройки можно познакомиться в разделе Установка Yii.




Функционал 


Установленный шаблон простого приложения состоит из четырех страниц:



		домашняя страница, отображается при переходе по URL http://hostname/index.php


		страница “About” (“О нас”)


		на странице “Contact” находится форма обратной связи, на которой пользователь может обратиться к разработчику по e-mail


		на странице “Login” отображается форма авторизации. Попытайтесь авторизоваться с логином/паролем “admin/admin”. Обратите внимание на изменение раздела “Login” в главном меню на “Logout”.





Эти страницы используют смежный хедер (шапка сайта) и футер (подвал). В “шапке” находится главное меню, при помощи которого пользователь перемещается по сайту. В “подвале” - копирайт и общая информация.


В самой нижней части окна Вы будете видеть системные сообщения Yii - журнал, отладочную информацию, сообщения об ошибках, запросы к базе данных и т.п. Выводом данной информации руководит встроенный отладчик, он записывает и отображает информацию о ходе выполнения приложения.





Структура приложения Yii 


Ниже приведен список основных директорий и файлов вашего приложения (считаем, что приложение установлено в директорию basic):


basic/                  корневой каталог приложения
    composer.json       используется Composer'ом, содержит описание приложения
    config/             конфигурационные файлы
        console.php     конфигурация консольного приложения
        web.php         конфигурация Web приложения
    commands/           содержит классы консольных команд
    controllers/        контроллеры
    models/             модели
    runtime/            файлы, которые генерирует Yii во время выполнения приложения (логи, кэш и т.п.)
    vendor/             содержит пакеты Composer'а и, собственно, сам фреймворк Yii
    views/              виды приложения
    web/                корневая директория Web приложения. Содержит файлы, доступные через Web
        assets/         скрипты, используемые приложением (js, css)
        index.php       точка входа в приложение Yii. С него начинается выполнение приложения
    yii                 скрипт выполнения консольного приложения Yii



В целом, приложение Yii можно разделить на две категории файлов: расположенные в basic/web и расположенные в других директориях. Первая категория доступна через Web (например, браузером), вторая не доступна из вне и не должна быть доступной т.к. содержит служебную информацию.


В Yii реализована схема проектирования модель-вид-контроллер (MVC) [http://http://ru.wikipedia.org/wiki/Model-View-Controller],
которая соответствует структуре директорий приложения. В директории models находятся Модели,
в views расположены Виды, а в каталоге controllers все Контроллеры приложения.


Диаграмма ниже демонстрирует внутреннее устройство приложения.


[image: внутреннее устройство приложения]


В каждом приложении Yii есть точка входа в приложение, web/index.php это единственный PHP-скрипт доступный для выполнения из Web. Он принимает входящий запрос и создает экземпляр приложения.
Приложение обрабатывает входящие запросы при помощи компонентов и отправляет запрос контроллеру. Виджеты используются в Видах для построения динамических интерфейсов сайта.





Жизненный цикл пользовательского запроса 


На диаграмме показано как приложение обрабатывает запрос.


[image: Жизненный цикл запроса]



		Пользователь обращается к точке входа web/index.php.


		Скрипт загружает конфигурацию configuration и создает экземпляр приложения для дальнейшей обработки запроса.


		Приложение определяет маршрут запроса при помощи компонента приложения  запрос.


		Приложение создает экземпляр контроллера для выполнения запроса.


		Контроллер, в свою очередь, создает действие и накладывает на него фильтры.


		Если хотя бы один фильтр дает сбой, выполнение приложения останавливается.


		Если все фильтры пройдены - приложение выполняется.


		Действие загружает модель данных. Вероятнее всего из базы данных.


		Действие генерирует вид, отображая в нем данные (в т.ч. и полученные из модели).


		Сгенерированный вид приложения передается как компонент ответ.


		Компонент “ответ” отправляет готовый результат работы приложения браузеру пользователя.
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Входные скрипты


Входные скрипты это первое звено в процессе начальной загрузки приложения. Приложение (веб приложение или консольное приложение)
включает единый входной скрипт. Конечные пользователи делают запросы к входному скрипту,
который создает объекты приложения и перенаправляет запрос к ним.


Входные скрипты для веб приложений должны быть сохранены в папках, доступных из веб, таким образом они могут быть
доступны конечным пользователям. Такие скрипты обычно именуются index.php, но так же могут использовать другие имена,
которые могут быть распознаны используемыми веб-серверами.


Входные скрипты для консольных приложений обычно расположены в базовой папке приложений и имеют название
yii (с суффиксом .php). Они должны иметь права на выполнение, таким образом пользователи смогут запускать консольные приложения
через команду ./yii <маршрут> [аргументы] [опции].


Входные скрипты в основном делают следующую работу:



		Объявляют глобальные константы;


		Регистрируют загрузчик классов Composer [http://getcomposer.org/doc/01-basic-usage.md#autoloading];


		Подключают файл класса [[Yii]];


		Загружают конфигурацию приложения;


		Создают и конфигурируют объект приложения;


		Вызывают метод [[yii\base\Application::run()]] приложения для обработки входящего запроса.






Веб приложения 


Ниже представлен код входного скрипта для базового шаблона приложения.


<?php

defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);
defined('YII_ENV') or define('YII_ENV', 'dev');

// регистрация загрузчика классов Composer
require(__DIR__ . '/../vendor/autoload.php');

// подключение файла класса Yii
require(__DIR__ . '/../vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// загрузка конфигурации приложения
$config = require(__DIR__ . '/../config/web.php');

// создание и конфигурация приложения, а также вызов метода для обработки входящего запроса
(new yii\web\Application($config))->run();






Консольные приложения 


Ниже представлен аналогичный код входного скрипта консольного приложения:


#!/usr/bin/env php
<?php
/**
 * Yii console bootstrap file.
 *
 * @link http://www.yiiframework.com/
 * @copyright Copyright (c) 2008 Yii Software LLC
 * @license http://www.yiiframework.com/license/
 */

defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);

// fcgi не имеет констант STDIN и STDOUT, они определяются по умолчанию
defined('STDIN') or define('STDIN', fopen('php://stdin', 'r'));
defined('STDOUT') or define('STDOUT', fopen('php://stdout', 'w'));

// регистрация загрузчика классов Composer
require(__DIR__ . '/vendor/autoload.php');

// подключение файла класса Yii
require(__DIR__ . '/vendor/yiisoft/yii2/Yii.php');

// загрузка конфигурации приложения
$config = require(__DIR__ . '/config/console.php');

$application = new yii\console\Application($config);
$exitCode = $application->run();
exit($exitCode);






Объявление констант 


Входные скрипты являются наилучшим местом для объявления глобальных констант. Yii поддерживают следующие три константы:



		YII_DEBUG: указывает работает ли приложение в отладочном режиме. Находясь в отладочном режиме, приложение будет собирать
больше информации в логи и покажет детальный стек вызовов если возникнет исключение. По этой причине, отладочный режим должен
быть использован только в процессе разработки. По-умолчанию значение YII_DEBUG равно false;


		YII_ENV: указывает в каком окружении запущено приложение. Данная тема подробно описана в разделе Конфигурации.
По-умолчанию значение YII_ENV равно 'prod', означающие, что приложение запущено в производственном режиме;


		YII_ENABLE_ERROR_HANDLER: указывает нужно ли включать имеющийся в Yii обработчик ошибок. По-умолчанию значение данной константы
равно true.





При определении константы, мы обычно используем следующий код:


defined('YII_DEBUG') or define('YII_DEBUG', true);



который равнозначен коду, приведенному ниже:


if (!defined('YII_DEBUG')) {
    define('YII_DEBUG', true);
}



Первый способ является более кратким и понятным.


Константы должны быть определены как можно раньше, в самом начале входного скрипта, таким образом они могут оказать влияние,
когда остальные PHP файлы будут подключены.
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Расширения


Расширения - это распространяемые программные пакеты, специально разработанные для использования в приложениях Yii и
содержащие готовые функции. Например, расширение yiisoft/yii2-debug добавляет удобную отладочную
панель в нижнюю часть каждой страницы вашего приложения, чтобы помочь вам разобраться в том, как генерируются
страницы. Вы можете использовать расширения для ускорения процесса разработки. Вы также можете оформить ваш код как
расширение, чтобы поделиться с другими людьми результатами вашей работы.



Информация: Мы используем термин “расширение” для специфичных для Yii программных пакетов. Программные пакеты
общего назначения, которые могут быть использованы с Yii, мы будем называть “пакет” или “библиотека”.




Использование расширений 


Чтобы использовать расширение, вам необходимо установить его. Большинство расширений распространяются как пакеты
Composer [https://getcomposer.org/], которые могут быть установлены посредством следующих двух шагов:



		Отредактируйте файл вашего приложения composer.json, указав, какие расширения (пакеты Composer) вы хотите
установить.


		Выполните команду php composer.phar install, чтобы установить указанные расширения.





Обратите внимание, что вам может потребоваться установить Composer [https://getcomposer.org/], если у вас его нет.


По умолчанию, Composer устанавливает пакеты, зарегистрированные на Packagist [https://packagist.org/] - крупнейшем
репозитории для пакетов Composer с открытым исходным кодом. Вы также можете
создать свой репозиторий [https://getcomposer.org/doc/05-repositories.md#repository] и настроить Composer для его
использования. Это полезно, если вы разрабатываете закрытые расширения и хотите использовать их в нескольких своих
проектах.


Расширения, установленные Composer’ом, хранятся в директории BasePath/vendor, где BasePath -
базовая директория приложения. Composer - это менеджер зависимостей, и поэтому
после установки пакета он также установит все зависимые пакеты.


Например, для установки расширения yiisoft/yii2-imagine нужно отредактировать ваш composer.json как показано далее:


{
    // ...

    "require": {
        // ... другие зависимости

        "yiisoft/yii2-imagine": "*"
    }
}



После установки вы можете увидеть директорию yiisoft/yii2-imagine, находящуюся по пути BasePath/vendor. Также вы
можете увидеть директорию imagine/imagine, которая содержит зависимый пакет.



Информация: yiisoft/yii2-imagine является базовым расширением, которое разрабатывает и поддерживает команда
разработчиков Yii. Все базовые расширения размещены на Packagist [https://packagist.org/] и называются
yiisoft/yii2-xyz, где xyz является названием расширения.



Теперь вы можете использовать установленное расширение как часть вашего приложения. Следующий пример показывает, как вы
можете использовать класс yii\imagine\Image, который содержится в расширении yiisoft/yii2-imagine.


use Yii;
use yii\imagine\Image;

// генерация миниатюры изображения
Image::thumbnail('@webroot/img/test-image.jpg', 120, 120)
    ->save(Yii::getAlias('@runtime/thumb-test-image.jpg'), ['quality' => 50]);




Информация: Классы расширений автоматически загружаются автозагрузчиком классов Yii.




Ручная установка расширений 


В некоторых редких случаях вы можете захотеть установить некоторые расширения вручную, а не полагаться на Composer.
Чтобы сделать это, вы должны



		загрузить архив с файлами расширения и распаковать его в директорию vendor.


		установить автозагрузчики классов, предоставляемые расширениями, если таковые имеются.


		загрузить и установить все зависимые расширения в соответствии с инструкциями.





Если расширение не имеет автозагрузчика классов, но следует стандарту PSR-4 [http://www.php-fig.org/psr/psr-4/], то вы
можете использовать автозагрузчик классов, предоставленный Yii для загрузки классов расширений. Всё, что вам нужно
сделать, это объявить псевдоним для корневого каталога расширения. Например,
если вы установили расширение в директорию vendor/mycompany/myext и классы расширения находятся в пространстве имён
myext, то вы можете включить следующий код в конфигурацию вашего приложения:


[
    'aliases' => [
        '@myext' => '@vendor/mycompany/myext',
    ],
]








Создание расширений 


Вы можете захотеть создать расширение, когда чувствуете необходимость поделиться своим хорошим кодом с другими людьми.
Расширение может содержать любой код, который вам нравится, например, класс-помощник, виджет, модуль и т.д.


Рекомендуется создавать расширение как пакет Composer [https://getcomposer.org/], для того, чтобы его можно было
легко установить и использовать, как описано в предыдущей главе.


Ниже приведены основные шаги, которым нужно следовать, чтобы создать пакет Composer.



		Создайте проект для вашего расширения и разместите его в VCS репозитории, таком как github.com [https://github.com].
Разработка и поддержка расширения должна выполняться в этом репозитории.


		В корневой директории проекта создайте файл под названием composer.json, в соответствии с требованиями Composer.
Вы можете обратиться к следующему разделу за более подробной информацией.


		Зарегистрируйте ваше расширение в репозитории Composer, таком как Packagist [https://packagist.org/], чтобы другие
пользователи могли найти и установить ваше расширение, используя Composer.






composer.json 


Каждый пакет Composer должен иметь файл composer.json в своей корневой директории. Этот файл содержит метаданные о
пакете. Вы можете найти полную спецификацию по этому файлу в
Руководстве Composer [https://getcomposer.org/doc/01-basic-usage.md#composer-json-project-setup]. Следующий пример
демонстрирует файл composer.json для расширения yiisoft/yii2-imagine:


{
    // название пакета
    "name": "yiisoft/yii2-imagine",

    // тип пакета
    "type": "yii2-extension",

    "description": "The Imagine integration for the Yii framework",
    "keywords": ["yii2", "imagine", "image", "helper"],
    "license": "BSD-3-Clause",
    "support": {
        "issues": "https://github.com/yiisoft/yii2/issues?labels=ext%3Aimagine",
        "forum": "http://www.yiiframework.com/forum/",
        "wiki": "http://www.yiiframework.com/wiki/",
        "irc": "irc://irc.freenode.net/yii",
        "source": "https://github.com/yiisoft/yii2"
    },
    "authors": [
        {
            "name": "Antonio Ramirez",
            "email": "amigo.cobos@gmail.com"
        }
    ],

    // зависимости пакета
    "require": {
        "yiisoft/yii2": "*",
        "imagine/imagine": "v0.5.0"
    },

    // указание автозагрузчика классов
    "autoload": {
        "psr-4": {
            "yii\\imagine\\": ""
        }
    }
}




Название пакета 


Каждый пакет Composer должен иметь название, которое однозначно идентифицирует пакет среди остальных. Название пакета
имеет формат имяРазработчика/названиеПроекта. Например, в пакете yiisoft/yii2-imagine, yiisoft является именем
разработчика, а yii2-imagine - названием пакета.


НЕ используйте yiisoft в качестве имени разработчика, так как оно зарезервировано для использования в коде ядра Yii.


Мы рекомендуем использовать префикс yii2- в названии проекта для пакетов, являющихся расширениями Yii 2, например,
моёИмя/yii2-mywidget. Это позволит пользователям легче определить, что пакет является расширением Yii2.





Тип пакета 


Важно указать тип пакета вашего расширения как yii2-extension, чтобы пакет можно было распознать как расширение Yii во
время установки.


Когда пользователь запускает команду php composer.phar install для установки расширения, файл
vendor/yiisoft/extensions.php будет автоматически обновлён, чтобы включить информацию о новом расширении. Из этого
файла приложение Yii может узнать, какие расширения установлены (информацию можно получить с помощью
[[yii\base\Application::extensions]]).





Зависимости 


Ваше расширение зависит от Yii (естественно). Вы можете посмотреть список зависимостей в секции require, входящей в
файл composer.json. Если ваше расширение зависит от других расширений или сторонних библиотек, то вы также должны их
перечислить. Убедитесь, что в ограничениях вы указали соответствующую версию (например, 1.*, @stable) для каждой
зависимости. Используйте стабильные версии зависимостей, когда будет выпущена стабильная версия вашего расширения.





Автозагрузка классов 


Для того, чтобы ваши классы были загружены автозагрузчиком классов Yii или автозагрузчиком классов Composer, вы должны
внести секцию autoload в файл composer.json, как показано ниже:


{
    // ....

    "autoload": {
        "psr-4": {
            "yii\\imagine\\": ""
        }
    }
}



Вы можете перечислить один или несколько корневых пространств имён и соответствующие им пути.


Когда расширение установлено в приложение, Yii для каждого указанного корневого пространства имён создаст
псевдоним, который указывает на директорию, соответствующую пространству имён.
Например, указанная в секции autoload запись будет соответствовать псевдониму @yii/imagine.







Рекомендованные практики 


Поскольку расширения предназначены для использования другими людьми, вам придётся приложить дополнительные усилия в
процессе разработки. Ниже приведены некоторые общие и рекомендованные практики для создания высококачественных
расширений.



Пространства имён 


Во избежание конфликтов имён, а также для того, чтобы ваши классы были автозагружаемыми, вы должны следовать
стандарту PSR-4 [http://www.php-fig.org/psr/psr-4/] или стандарту PSR-0 [http://www.php-fig.org/psr/psr-0/] в
использовании пространств имён и названии классов вашего расширения.


Пространства имён в ваших классах должны начинаться с имяРазработчика\названиеРасширения, где названиеРасширения
совпадает с названием проекта в названии пакета, за исключением того, что оно не должно содержать префикса yii2-.
Например, для расширения yiisoft/yii2-imagine мы используем yii\imagine в качестве пространства имён.


Не используйте yii, yii2 или yiisoft в качестве имени разработчика. Эти имена являются зарезервированными для
использования в коде ядра Yii.





Классы начальной загрузки 


Иногда вы можете захотеть выполнить некоторый код своего расширения в стадии
начальной загрузки приложения. Например, ваше расширение может ответить на событие
приложения beginRequest, чтобы установить некоторые настройки окружения. Вы можете в инструкции по установке вашего
приложения написать, что необходимо назначить обработчик события beginRequest, но лучшим способом будет сделать это
автоматически.


Для достижения этой цели вы можете создать так называемый класс начальной загрузки, реализовав интерфейс
[[yii\base\BootstrapInterface]]. Например,


namespace myname\mywidget;

use yii\base\BootstrapInterface;
use yii\base\Application;

class MyBootstrapClass implements BootstrapInterface
{
    public function bootstrap($app)
    {
        $app->on(Application::EVENT_BEFORE_REQUEST, function () {
             // остальной код
        });
    }
}



Затем нужно добавить этот класс в файл composer.json вашего расширения, как показано далее,


{
    // ...

    "extra": {
        "bootstrap": "myname\\mywidget\\MyBootstrapClass"
    }
}



Когда расширение будет установлено в приложение, Yii автоматически инициирует экземпляр класса начальной загрузки и
вызовет его метод [[yii\base\BootstrapInterface::bootstrap()|bootstrap()]]  в процессе начальной загрузки каждого
запроса.





Работа с базами данных 


Ваше расширение может иметь доступ к базам данных. Не думайте, что приложения, которые используют ваше расширение,
всегда используют Yii::$db в качестве соединения с БД. Вместо этого вам следует объявить свойство db в классах,
которым необходим доступ в БД. Это свойство позволит пользователям вашего расширения настроить соединение с БД,
которое они будут использовать в вашем расширении. В качестве примера вы можете обратиться к классу
[[yii\caching\DbCache]] и посмотреть, как он объявляет и использует свойство db.


Если в вашем приложении необходимо создать определённые таблицы БД или сделать изменения в схеме БД, вы должны



		создать файлы миграций для изменения схемы БД вместо простых SQL-файлов;


		попытаться сделать миграции, применимые к различным СУБД;


		избегать использования Active Record в миграциях.








Использование ресурсов 


Если ваше расширение является виджетом или модулем, то есть вероятность, что оно потребует некоторых
ресурсов для работы. Например, модуль может отображать некоторые страницы, которые содержат
изображения, JavaScript и CSS. Так как все файлы расширения находятся в директории, недоступной из интернета, у вас
есть два варианта сделать директорию ресурсов непосредственно доступной из интернета:



		попросить пользователей расширения вручную скопировать файлы ресурсов в определённую, доступную из интернета папку;


		объявить связку ресурсов и полагаться на механизм публикации ресурсов, который автоматически
копирует файлы, описанные в связке ресурсов в папку, доступную из интернета.





Мы рекомендуем вам использовать второй подход, чтобы ваше расширение было более простым в использовании для других
людей.







Интернационализация и локализация 


Ваше расширение может быть использовано в приложениях, поддерживающих разные языки! Поэтому, если ваше расширение
отображает содержимое конечному пользователю, вы должны попробовать
интернационализовать и локализовать его. В частности,



		Если расширение отображает сообщения, предназначенные для конечных пользователей, сообщения должны быть обёрнуты в
метод Yii::t() так, чтобы они могли быть переведены. Сообщения, предназначенные для разработчиков (например,
внутренние сообщения исключений), не нужно переводить.


		Если расширение отображает числа, даты и т.п., они должны быть отформатированы, используя [[yii\base\Formatter]] с
соответствующими правилами форматирования.





Для более подробной информации вы можете обратиться к разделу Интернационализация



Тестирование 


Вы хотите, чтобы ваше расширение было стабильным и не приносило проблем другим людям. Для достижения этой цели вы
должны протестировать ваше расширение перед его публикацией.


Рекомендуется создавать различные тесты для покрытия кода вашего расширения, а не вручную тестировать его. Каждый раз
перед тем, как выпустить новую версию расширения, вы можете просто запустить эти тесты чтобы убедиться, что всё
работает правильно. Yii имеет поддержку тестирования, которая может помочь вам легче писать модульные, приёмочные и
функциональные тесты. Для более подробной информации вы можете обратиться в раздел Тестирование.





Версионирование 


Вы можете давать каждому выпуску вашего расширения номер версии (например, 1.0.1). Мы рекомендуем вам придерживаться
практик семантического версионирования [http://semver.org] при определении, какой номер версии должен использоваться.





Публикация 


Чтобы позволить другим людям узнать о вашем расширении, необходимо опубликовать его.


Если это первый выпуск вашего расширения, вы должны зарегистрировать его в репозитории Composer, таком, как
Packagist [https://packagist.org/]. После этого вам остаётся только создать тег выпуска (например, v1.0.1) в VCS
репозитории вашего расширения и уведомить репозиторий Composer о новом выпуске. Люди смогут найти новую версию и
установить или обновить расширение через репозиторий Composer.


В выпусках вашего расширения помимо файлов с кодом вы также должны рассмотреть вопрос о включении следующих файлов,
которые помогут людям изучить и использовать ваше расширение:



		Файл readme в корневой директории пакета: он описывает, что ваше расширение делает, а также как его установить и
использовать. Мы рекомендуем вам написать его в формате Markdown [http://daringfireball.net/projects/markdown/] и
дать ему название readme.md.


		Файл changelog в корневой директории пакета: он описывает, какие изменения произошли в каждом выпуске. Этот файл
может быть написан в формате Markdown и назван changelog.md.


		Файл upgrade в корневой директории пакета: он даёт инструкции о том, как обновить старые версии расширения. Этот
файл может быть написан в формате Markdown и назван upgrade.md.


		Руководства пользователя, демо-версии, скриншоты и т.д.: они необходимы, если ваше расширение предоставляет много
возможностей, которые невозможно полностью описать в файле readme.


		Документация API: ваш код должен быть документирован, чтобы позволить другим людям легко читать и понимать его. Вы
можете обратиться к файлу класса Object [https://github.com/yiisoft/yii2/blob/master/framework/base/Object.php],
чтобы узнать, как нужно документировать код.






Информация: Ваши комментарии к коду могут быть написаны в формате Markdown. Расширение yiisoft/yii2-apidoc
предоставляет инструмент для генерации документации API на основе ваших комментариев.




Информация: Пока это не обязательно, но мы всё-таки рекомендуем вам придерживаться определённого стиля кодирования.
Вы можете обратиться к стилю кодирования фреймворка [https://github.com/yiisoft/yii2/wiki/Core-framework-code-style].










Базовые расширения 


Yii предоставляет следующие базовые расширения, которые разрабатывает и поддерживает команда разработчиков Yii. Они все
зарегистрированы на Packagist [https://packagist.org/] и могут быть легко установлены, как описано в подразделе
Использование расширений.



		yiisoft/yii2-apidoc [https://github.com/yiisoft/yii2-apidoc]:
предоставляет расширяемый и высокопроизводительный генератор документации API. Оно также используется для генерации
документации API фреймворка.


		yiisoft/yii2-authclient [https://github.com/yiisoft/yii2-authclient]:
предоставляет набор наиболее часто используемых клиентов авторизации, таких, как Facebook OAuth2 клиент и GitHub
OAuth2 клиент.


		yiisoft/yii2-bootstrap [https://github.com/yiisoft/yii2-bootstrap]:
предоставляет набор виджетов, которые являются компонентами и плагинами Bootstrap [http://getbootstrap.com/].


		yiisoft/yii2-codeception [https://github.com/yiisoft/yii2-codeception]:
предоставляет поддержку тестирования, основанного на Codeception [http://codeception.com/].


		yiisoft/yii2-debug [https://github.com/yiisoft/yii2-debug]:
предоставляет поддержку отладки в приложениях Yii. Когда это расширение используется, отладочная панель появится в
нижней части каждой страницы. Это расширение также предоставляет набор отдельных страниц для отображения более
подробной отладочной информации.


		yiisoft/yii2-elasticsearch [https://github.com/yiisoft/yii2-elasticsearch]:
предоставляет поддержку использования Elasticsearch [http://www.elasticsearch.org/]. Оно включает в себя поддержку
основных поисковых запросов, а также реализует шаблон проектирования Active Record, который
позволяет хранить записи Active Record в Elasticsearch.


		yiisoft/yii2-faker [https://github.com/yiisoft/yii2-faker]:
предоставляет поддержку использования Faker [https://github.com/fzaninotto/Faker] для генерации фиктивных данных.


		yiisoft/yii2-gii [https://github.com/yiisoft/yii2-gii]:
предоставляет веб-интерфейс для генерации кода, который является весьма расширяемым и может быть использован для
быстрой генерации моделей, форм, модулей, CRUD и т.д.


		yiisoft/yii2-imagine [https://github.com/yiisoft/yii2-imagine]:
предоставляет часто используемые функции для работы с изображениями, основанные на библиотеке
Imagine [http://imagine.readthedocs.org/].


		yiisoft/yii2-jui [https://github.com/yiisoft/yii2-jui]:
предоставляет набор виджетов, основанный на взаимодействиях и виджетах JQuery UI [http://jqueryui.com/].


		yiisoft/yii2-mongodb [https://github.com/yiisoft/yii2-mongodb]:
предоставляет поддержку использования MongoDB [http://www.mongodb.org/]. Оно включает такие возможности, как
базовые запросы, Active Record, миграции, кэширование, генерация кода и т.д.


		yiisoft/yii2-redis [https://github.com/yiisoft/yii2-redis]:
предоставляет поддержку использования redis [http://redis.io/]. Оно включает такие возможности, как базовые запросы,
Active Record, кэширование и т.д.


		yiisoft/yii2-smarty [https://github.com/yiisoft/yii2-smarty]:
предоставляет шаблонизатор, основанный на Smarty [http://www.smarty.net/].


		yiisoft/yii2-sphinx [https://github.com/yiisoft/yii2-sphinx]:
предоставляет поддержку использования Sphinx [http://sphinxsearch.com]. Оно включает такие возможности, как базовые
запросы, Active Record, генерация кода и т.д.


		yiisoft/yii2-swiftmailer [https://github.com/yiisoft/yii2-swiftmailer]:
предоставляет возможности отправки email, основанные на swiftmailer [http://swiftmailer.org/].


		yiisoft/yii2-twig [https://github.com/yiisoft/yii2-twig]:
предоставляет шаблонизатор, основанный на Twig [http://twig.sensiolabs.org/].
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Свойства


В PHP, переменные-члены класса называются свойства. Эти переменные являются частью объявления класса и используются для
хранения состояния объектов этого класса (т.е. именно этим отличается один экземпляр класса от другого). На практике
вам часто придётся производить чтение и запись свойств особым образом. Например, вам может понадобиться обрезать строку
при её записи в поле label. Для этого вы можете использовать следующий код:


$object->label = trim($label);



Недостатком приведённого выше кода является то, что вам придется вызывать функцию trim() во всех местах, где вы
присваиваете значение полю label. Если в будущем понадобится производить еще какие-либо действие, например преобразовать первую букву в верхний регистр, вам придётся изменить каждый участок кода, где производится присваивание значения
полю label. Повторение кода приводит к ошибкам и его необходимо избегать всеми силами.


Что бы решить эту проблему, в Yii был добавлен базовый класс [[yii\base\Object]] который реализует работу со свойствами
через геттеры и сеттеры. Если вашему классу нужна такая возможность, необходимо унаследовать его от
[[yii\base\Object]] или его потомка.



Информация: Почти все внутренние классы Yii наследуются от [[yii\base\Object]] или его потомков.
Это значит, что всякий раз, когда вы встречаете геттер или сеттер в классах фреймворка, вы можете обращаться к нему
как к свойству.



Геттер — это метод, чьё название начинается со слова get. Имя сеттера начинается со слова  set. Часть названия после
get или set определяет имя свойства. Например, геттер getLabel() и/или сеттер setLabel() определяют свойство
label, как показано в коде ниже:


namespace app\components;

use yii\base\Object;

class Foo extend Object
{
    private $_label;

    public function getLabel()
    {
        return $this->_label;
    }

    public function setLabel($value)
    {
        $this->_label = trim($value);
    }
}



В коде выше геттер и сеттер реализуют свойство label, значение которого хранится в private свойстве _label.


Свойства, определенные с помощью геттеров и сеттеров, можно использовать как обычные свойства класса. Главное отличие
в том, что когда происходит чтение такого свойства, вызывается соответствующий геттер, при присвоении значения такому
свойству запускается соответствующий сеттер. Например:


// Идентично вызову $label = $object->getLabel();
$label = $object->label;

// Идентично вызову $object->setLabel('abc');
$object->label = 'abc';



Свойство, для которого объявлен только геттер без сеттера, может использоваться только для чтения. Попытка присвоить
ему значение вызовет [[yii\base\InvalidCallException|InvalidCallException]]. Точно так же, свойство для которого объявлен
только сеттер без геттера может использоваться только для записи. Попытка получить его значение так же вызовет
исключение. Свойства, предназначенные только для чтения, встречаются не часто.


При определении свойств класса при помощи геттеров и сеттеров нужно помнить о некоторых правилах и ограничениях:



		Имена таких свойств регистронезависимы. Таким образом, $object->label и $object->Label — одно и то же.
Это обусловлено тем, что имена методов в PHP регистронезависимы.


		Если имя такого свойства уже используется переменной-членом класса, то последнее будет иметь более высокий приоритет.
Например, если в классе Foo объявлено свойство label, то при вызове $object->label = 'abc' будет напрямую изменено
значение свойства label. А метод setLabel() не будет вызван.


		Свойства, объявленные таким образом, не поддерживают модификаторы видимости. Это значит, что объявление геттера или
сеттера как public, protected или private никак не скажется на области видимости свойства.


		Свойства могут быть объявлены только с помощью нестатичных геттеров и/или сеттеров. Статичные методы не будут
обрабатываться подобным образом.





Возвращаясь к проблеме необходимости вызова функции trim() во всех местах, где присваивается значение свойству label,
описанной в начале этого руководства, функцию trim() теперь необходимо вызывать только один раз — в методе setLabel().
При возникновении нового требования о возведение первой буквы в верхний регистр, можно быстро поправить метод setLabel()
не затрагивая остальной код. Эта правка будет распространяться на все присвоения значения свойству label.
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Error Handling


When handling a RESTful API request, if there is an error in the user request or if something unexpected
happens on the server, you may simply throw an exception to notify the user that something went wrong.
If you can identify the cause of the error (e.g., the requested resource does not exist), you should
consider throwing an exception along with a proper HTTP status code (e.g., [[yii\web\NotFoundHttpException]]
represents a 404 status code). Yii will send the response along with the corresponding HTTP status
code and text. Yii will also include the serialized representation of the
exception in the response body. For example:


HTTP/1.1 404 Not Found
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{
    "name": "Not Found Exception",
    "message": "The requested resource was not found.",
    "code": 0,
    "status": 404
}



The following list summarizes the HTTP status code that are used by the Yii REST framework:



		200: OK. Everything worked as expected.


		201: A resource was successfully created in response to a POST request. The Location header
contains the URL pointing to the newly created resource.


		204: The request was handled successfully and the response contains no body content (like a DELETE request).


		304: The resource was not modified. You can use the cached version.


		400: Bad request. This could be caused by various actions by the user, such as providing invalid JSON
data in the request body, providing invalid action parameters, etc.


		401: Authentication failed.


		403: The authenticated user is not allowed to access the specified API endpoint.


		404: The requested resource does not exist.


		405: Method not allowed. Please check the Allow header for the allowed HTTP methods.


		415: Unsupported media type. The requested content type or version number is invalid.


		422: Data validation failed (in response to a POST request, for example). Please check the response body for detailed error messages.


		429: Too many requests. The request was rejected due to rate limiting.


		500: Internal server error. This could be caused by internal program errors.






Customizing Error Response 


Sometimes you may want to customize the default error response format. For example, instead of relying on
using different HTTP statuses to indicate different errors, you would like to always use 200 as HTTP status
and enclose the actual HTTP status code as part of the JSON structure in the response, like shown in the following,


HTTP/1.1 200 OK
Date: Sun, 02 Mar 2014 05:31:43 GMT
Server: Apache/2.2.26 (Unix) DAV/2 PHP/5.4.20 mod_ssl/2.2.26 OpenSSL/0.9.8y
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json; charset=UTF-8

{
    "success": false,
    "data": {
        "name": "Not Found Exception",
        "message": "The requested resource was not found.",
        "code": 0,
        "status": 404
    }
}



To achieve this goal, you can respond to the beforeSend event of the response component in the application configuration:


return [
    // ...
    'components' => [
        'response' => [
            'class' => 'yii\web\Response',
            'on beforeSend' => function ($event) {
                $response = $event->sender;
                if ($response->data !== null && !empty(Yii::$app->request->get('suppress_response_code'))) {
                    $response->data = [
                        'success' => $response->isSuccessful,
                        'data' => $response->data,
                    ];
                    $response->statusCode = 200;
                }
            },
        ],
    ],
];



The above code will reformat the response (for both successful and failed responses) as explained when
suppress_response_code is passed as a GET parameter.
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Czym jest Yii


Yii jest wysoko wydajnym, opartym na komponentach frameworkiem PHP do szybkiego programowania
nowoczesnych stron internetowych. Nazwa Yii (wymawiana [ji:]) znaczy po chińsku “prosto i ewolucyjnie”.
Może to być również rozumiane jako akronim dla Yes It Is!





Do czego Yii jest najlepsze ?


Yii jest frameworkiem www ogólnego przeznaczenia, co znaczy że może być użyte do kodowania
wszystkich rodzajów aplikacji webowych używających PHP. Z uwagi na architekturę
opartą na komponentach i wyrafinowane wsparcie dla mechanizmów buforowania, jest on odpowiedni
do tworzenia wielkich aplikacji jak portale, fora, systemy zarządzania treścią (CMS),
projekty komercyjne (e-sklepy), usługi webowe i inne.





Jak wygląda porównanie Yii z innymi frameworkami ?


Jeśli już znasz inny framework, możesz docenić następujące cechy:



		Jak wiele frameworków, Yii implementuje architekturę MVC (model-widok-kontroller)
i wspiera organizację kodu zgodną z tym wzorcem.


		Yii opiera się na filozofii że kod powinien być pisany prosto i elegancko. Yii nie próbuje przeprojektowywać
rzeczy tylko w celu dokładnego odwozowania wzorca projektowego.


		Yii jest pełnym frameworkiem dostarczającym sprawdzone i gotowe do użycia funkcjonalności: konstruktory zapytań
i ActiveRecord dla baz danych relacyjnych oraz NoSql; wsparcie dla RESTFull API;
wielostopniowe wsparcie dla buforowania; i więcej.


		Yii jest niezwykle rozszerzalne. Możesz dostosować lub zmienić prawie każdy fragment rdzennego kodu. Możesz wykorzystać architekturę rozszerzeń, aby używać lub tworzyć łatwe do rozpowszechniania rozszerzenia.


		Wysoka wydajność jest zawsze głównym celem w Yii.








Wersje Yii


Yii ma aktualnie (2014-12-28 - przyp tłumacza) rozpowszechniane dwie główne wersje: 1.1 i 2.0. Wersja 1.1 jest starszej generacji (dla PHP 5.1)
i jest w fazie utrzymaniowej. Wersja 2.0 jest całkowiecie przepisaną wersją Yii uwzględniającą
najnowsze technologie i protokoły, w tym Composer,PSR,przestrzenie nazw, traity i więcej.
Wersja 2.0 reprezentuje aktualną generację frameworka i otrzyma największe wsparcie programistów
przez najbliższe lata. Ten podręcznik jest wyłącznie o wersji 2.0.





Wymagania i zależności


Yii 2.0 wymaga PHP 5.4.0 lub nowszego. Dokładniejsze wymagania dla konkretnych funkcjonalności
możesz sprawdzić uruchamiając tester wymagań requirements.php dołączony w każdym wydaniu Yii.


Używanie Yii wymaga podstawowej wiedzy o programowaniu obiektowym w PHP (OOP), ponieważ Yii
jest frameworkiem czysto obiektowym. Yii 2.0 wykorzystuje ostatnie udoskonalenia w PHP, jak
przestrzenie nazw i traity. Zrozumienie tych konstrukcji pomoże ci łatwiej zdecydować się na Yii 2.0.


.
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